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すし、そこに一工夫入れれば、新しいやり方で地域に

フィットするやり方を見つけられるなというふうに今感

じているところです。

○コーディネーター（高橋佳孝）　地域によってそれぞ

れやり方や特徴が出ているでしょうけれども、いずれに

しても農閑期の、あるいは労働力の季節性にもうまく

マッチしそうな、面白いですよね、そういう意味ではね。

刈れた草を使う価値というのはそこに出てくるんでしょ

うね。枯れ上がっても草原に価値があるというのはすご

いですね、青いときはもちろん家畜の餌にもなります。

　それと阿蘇のほうでは堆肥による野草の利用という

のが非常に盛んだという話があって、東伊豆のほうで

はこれを果樹とかマルチとしてもともと使っていたとい

うことなんですね。その辺も随分と科学的根拠が出てき

ているように思うし、草の流通量が物すごく今増えてい

ますしね、そのあたりのお話もちょっと聞かせていただ

きたいんですが。

○阿蘇会場（山内康二）　阿蘇のほうですか。

○コーディネーター（高橋佳孝）　はい。

○阿蘇会場（山内康二）　私も詳しくは知らないんです

けれども、阿蘇では５年ぐらい前から、これも世界農業

遺産の関係で、夏の堆肥が非常に、これはもう地元の

年配の人たちは昔からそう言われていたんですが、夏

の堆肥が非常に農作物にいいというふうに言われてい

たのを科学的に調査をしようということで、佐賀大のソ

ミヤ先生という方に委託をして、調査をしてもらっていま

す。それで、２年ぐらいしたところで、非常に有用な拮抗

菌とかいうような菌が非常にたくさん阿蘇の野草堆肥

の中には発生しているんだそうです。それが非常にたく

さんあって、後々のあれでは、どうもそれは阿蘇独特の

菌で、阿蘇のどこの野草を調べても同じような菌が出る

んだそうですね。そして、ほかの地域の野草とはまた違

うらしいんですが、そういうことが分かってきて、それを

県知事も非常に、元旦の新聞発表かなんかで発表され

て、それから野草堆肥が非常にもう注文を受けても不

足するぐらいの形で、今、阿蘇のほうで野草堆肥が非常

に重宝がられています。

　その野草堆肥を作るために、いわゆる野草を刈り

取っている面積が150ヘクタールぐらいあるんだそう

ですが、そういう意味で草原の維持にも大きく貢献を、

野草堆肥というのがしているという状態ですね。ちょっ

とそれぐらい。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございます。

　阿蘇で野草が見直されているのも実は地元の知恵な

んですよね。昔から地元の人たちは、とにかく野草を入

れる堆肥が一番いいって言ってきたというのが近代農

業ではほとんど捨て去られたままだったんですよ。それ

を再度見直してみると、未来を語れるようなすごいもの

があったということなんで、やはり地元の知恵をきちん

と蓄積して、皆さんで共有して学んでいくというのがス

タートラインなのかなって、すごく感じるところはござい

ました。

　次は、継承というところがね、東伊豆でもとても問題

になっているんですけれども、新しい担い手をどうやっ

てつくっていくかちとかですね、地元の子供たちとの環

境学習の中でどういうふうに入れていくかということな

んですけれども、そのあたり、蒜山のほうではどういう働

きかけや活動というのが芽生えているんでしょうかね。

○蒜山会場（増井太樹）　蒜山では、今、火入れをやる

主体が地元からボランティアに替わっている地域があ

ります。大体、蒜山で今、山焼きをやっている集落６か所

ぐらいあるんですけれども、そのうち１か所がやめると

いうことで、そこの部分をボランティアさんが今引き受

けてやっています。ボランティアを引き受けるに当たっ

て、もちろん地域の方がやっている手順とか、そういっ

たところはしっかり学びつつ、道具ですね、例えば

ジェットシューターをみんな用意をするとか、動力噴霧

器を使うとか、川で水をくめるようにエンジンつきのポ

ンプを買うですとか、そういった部分をアップデートし

た形でボランティアでやれる体制をつくっています。

　ただ、やはりそこに、冒頭も申し上げたんですけれど

も、やっぱり地域の知恵がありますので、ボランティア

だけじゃなくて、地域の方にも入っていただく余地とい

いますか、仕組みはちょっと今後つくらないといけない

な。今は逆にボランティアでそれなりにはうまくやれて

いるんですけれども、やっぱり地元の方が長らくやって

きたというところも大事にしないといけないなというふ

うに思っています。

　教育という点では、阿蘇とかそういった地域には遠く

及んでいなくて、環境省さんが年に１回ぐらい地域の小

学校で出前事業をやってくれてはいるんですけれども、

そういったところにとどまるのかなというところです。

　逆にこういった新しい施設ができることで、観光客と

草原とかカヤのタッチポイントができたのは、これから

非常に認知を高めていったり、草原というものの存在

に気づいていただいたりする分にはすごい期待をして

いるところです。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございま

した。

　道具とか噴霧器を整備するとか、そのキャッチポイン

トを今回つくったということは、かなり行政も関与されて

いるんですか。

後の土石流がその中に入っていた木の炭素年代を調

べたら、２万５千年前後の炭素年代が出ていますので、

そこで一度起こったなというのは分かっているんです

けれども、その前には何度も何度も大分、山の南斜面が

かなり削られていますので、何度も起こった様子が見ら

れると思います。

【細野高原の川について】

○伊豆半島認定ジオガイド（鈴木京子）　今度は細野

高原の中の川のそばにやってきました。

　細野高原の中には、水源涵養保安林という地元の人

の飲み水を確保するために保安林というものをみんな

で植えて、水が自然にここに沈む込むような作業をしま

した。そのために、ここから二口ほど水源を引いていま

す。大体ここの水源は、町の総人口約１万２千人いるう

ちの千人、8.3％ぐらいの人たちのための水源になって

います。このお水は、保安林だけでなく、先ほどお話しし

ました土石流に乗って保安林の下には海底火山、その

時代からの長い年月をかけたいろいろな火山灰、そし

て火山礫が眠っています。そこの隙間を通り抜けて川の

水になっていますけれども、その火山礫の間を通り抜け

ることでたくさんの豊富なミネラルをお水の中に取り込

んで、おいしい水をつくっています。その水は私たちの

飲み水だけでなく、先ほどお話ししました湿原の動物や

生き物、生物、植物などの栄養分にもなっています。また、

町のほうに下りていきますと、農業用水になったり、そし

て、海のほうにこれが流れてですね、海の栄養にもなっ

ています。そのために稲取の野菜や果物、お魚はとても

おいしい味になっているのだと思います。私たちは細野

高原の自然を大切にして、これからもおいしい水、いろ

いろなおいしいものを食べれるような、そんな場所にし

ていきたいと思います。

　河原にはいろいろな色の石があると思います。これは

長い年月をかけて噴火してきた火山礫や凝灰岩です。そ

の火山礫や、白っぽい石がところどころに見えるんです

けれども、白っぽい石は、細野高原とまた違う斜面で爆

発的な噴火を起こしましたカワゴ平という場所がありま

す。そこは、ここと違って流紋岩や軽石を出しています。

その軽石などもかなり水分が石の中を、軽石は穴が開い

ていますので、その中が水分を通っていきます。そのため

また細野高原と違うミネラル分を含んだ水になっている

ので、本当にいろいろな豊富なミネラルを含んだ石が、

色によっても成分が違いますし、赤みを帯びているもの

は鉄分が入っている石です。錆びると赤くなりますね。

あのような変化を起こしています。そのようなものを含ん

だここの水はとてもミネラル豊富ということが分かります。

　でも、この河原を流れていっても浄化されているので、

もっと下流のほうに行っても、とてもお水がきれいで、本

当に飲みたくなるような、そのまま飲みたくなるようなお

水が見られます。

【最後に】

○伊豆半島認定ジオガイド（鈴木京子）　入り口の駐

車場の横に戻ってきました。先ほどの看板がある近くです。

　こちらに見える尾根が大峰山です。その大峰山の斜

面には、石の上と書いて石上という字名があります。こ

の字名のあるように、大きな岩がごろごろ点在している

様子が見えます。山焼きの後の２月下旬からワラビ狩り

の５月頃までは、点在している大きな岩を見ることがで

きます。この季節は草丈が伸びているのでよく分かりま

せんが、またその頃、今と違う季節にいらしてください。

　今日はありがとうございました。

②視察・オンライン見学後の感想

○司会　そうしましたら、東伊豆町の細野高原の案内

動画のほうは終了させていただいて、この後ちょっとお

時間をいただきまして、午前中に細野高原に視察してい

ただいた有識者の先生たちに少し感想のほうをお聞か

せ願えればと思いますので、ちょっと前の席のほうへご

移動をお願いいたします。

　そうしましたら、今日２時間ほどかけて細野高原のほ

うをずっと１周、見学をしていただきました。それぞれご

専門と、あとは町外の方から見た感想と印象というよう

なことを含めて、お一人ずつお話をいただけたらという

ふうに思います。席順のとおり座って、白川さんのほうか

らすみません、よろしくお願いいたします。

○芸北高原自然館主任学芸員（白川勝信）　ありがと

うございます。最初のほうなので、ちょっと安心しています。

　細野高原を久しぶりに見まして、やっぱり最初の印象

は広いなというところです。広さがやっぱり第一印象か

なと思いました。入ってすぐに、行くまでの道は植林され

ていてちょっと暗いですが、景色がぱっと開けたときに

左手にススキの波がわあっと広がっている様子という

のは、細野高原ならではだなと思いました。

○司会　それでは、皆さん、大変お待たせいたしました。

　ただいまより全体会を始めたいと思います。

　東伊豆町、蒜山、阿蘇で行っていただいた分科会の

代表者の方にご参加いただき、それぞれの分科会での

協議のまとめについてお話しいただきたいと思います。

この全体会の様子は、ユーチューブでライブ配信を

行っております。

　ここからの進行は、一般社団法人全国草原再生ネッ

トワーク代表理事の高橋先生にお願いいたします。

○コーディネーター（高橋佳孝）　皆さん、こんにちは、

聞こえますか。

　すみません、先ほどのパネルディスカッションで声が

聞こえなかったと怒られてしまいましたんで、一応確認

をさせていただきたいと思います。

　今日は盛りだくさんの内容で、今まで講演とパネル

ディスカッションとそれぞれの分科会が行われました。

講演は非常に広範な内容について紹介いただきまして、

自然と社会、あるいは人との関わり、それがなくなれば、

失われてしまうものを共創資産という言葉で表していま

した。その事例をたくさん紹介していただいて、日本に

は共創資産がいっぱいあるんだなということがよく分

かりました。

　草原に関しては、芸北で行われている茅プロジェクト

の内容について、草の利用は保全や環境学習や様々な

文化、そういうものが循環しているんだというふうなお

話があったと思います。

　その後、パネルディスカッションで東伊豆町の細野

高原を中心とする問題についていろいろと意見交換を

しました。

　今日は、今からは、各サテライト分科会で協議された

内容をここでご報告いただいて、意識を共有しようとい

うことで開かせていただきます。

　オンラインながらもリアル会議をすれば、会場の皆さ

んといろいろ意見交換やキャッチボールができるんで

すけれども、今回こういう形で担当者だけの会議になっ

てしまいますけれども、その分、各分科会の中で様々な

会場の方とのキャッチボールやいろんな意見交換が行

われたんだろうと、そのあたりをひとつ、どうぞよろしく

お願いいたします。

　それでは、最初、分科会の報告をしていただきたいと

思います。

　順番は、東伊豆町さん、蒜山、それから阿蘇という形

で、順番で報告を受けたいと思いますので、まず最初は

東伊豆町さんのほうからよろしくお願いいたします。

○東伊豆会場（藤田　翔）　東伊豆会場の藤田です。

声は聞こえておりますでしょうか。

　東伊豆会場では、細野高原の利用と保全、継承に関

して３つほどメインにお話が出ました。

　１つ目がカヤ場として利用していくというお話です。

ふるさと文化財の森という茅葺き文化協会の安藤さん

からの提案をいただきました。細野高原のススキはほ

かの地域と比べて先が短くて細いということで、カヤぶ

きに不向きなんじゃないかというふうに言われていた

んですけれども、逆にそういったカヤのほうが良質なも

のだというふうに意見をいただきまして、今後、近隣の

文化財などへカヤを出荷したり、町内の観光施設として

カヤぶきを使って、カヤぶきの文化を復活させる、つくっ

ていくのはどうだろうかというご意見をいただきました。

　次に、利用と保全のつなぎになるような存在の創出と

いうことで、今、細野高原を管理している方が長年細野

高原に関わっている地元の方なんですけれども、そうで

はなく、新しく草原の、例えば草刈りの体験だったりとか、

火入れをちょっと手伝ってみたりとか、そういったこと

につなぐ、ワンクッションつなぐ存在というのをつくって

いくのがいいんではないかというお話が出ました。その

中で、細野高原の一部を企業だったり団体に活用して

もらって、その中で次の代というか、若い方だったりに

つながるような場所をつくっていくのはどうだろうか、お

話が出ました。

　最後に、環境教育として、各小学校などの教育機関と

の連携をして、例えば東京のほうから林間学校のように

宿泊と食事だったり、環境教育の講師、そういった整備

だったりシステムづくりを整えれば、そのようなこともで

きるのではというようなお話が出ました。

　地元の方も小さい頃からそういうふうに山の管理

だったり、携わっていると、思い入れだったりというのも

あるので、やっぱり小さい頃に関わって、その後、大きく

なってきて、自分も関わってみたいというふうに思ってく

れる人を一人でもつくり出すのがいいんじゃないかと

いうようなお話が出ました。

　そのほかにも、細野高原内に湿原が幾つかあるんで

すけれども、湿原の保全だったり、鹿の食害が近年増

加しているということで、そういったことも今後は考えて

いくべきなのではないかというようなまとめで終わりま

した。

　以上です。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございます。

　内山さんのほうはよろしいですか。

○東伊豆会場（内山義政）　はい、結構です。

○コーディネーター（高橋佳孝）　いいですか。

　保全と活用と継承ということで、協議をされたという

ことで、当初のもくろみと考えて、その３つの循環という

道が見えてきました。

○東伊豆会場（藤田　翔）　そうですね、実際、その循

環をこの１日の間でつくり出すというのはなかなか難し

いことだと思うので、やはり町全体で一人一人が何てい

うか、そういう循環、細野高原をしっかり守っていく、

ちゃんと利用していくというのを心に置いて、全体的な

方向性というか、まだまだこれからですが、何というか

方向性だけでも一緒に共有できたのはすごくよかった

なというふうな思いです。

○コーディネーター（高橋佳孝）　町民の中でもいろ

いろ広がりが出てきた。

○東伊豆会場（藤田　翔）　そうですね。

○コーディネーター（高橋佳孝）　今後はまた環境教

育をするにしても、新しい参画を促すにしても、都市の

人と地元の人の意識のずれとかそういうものを共有し

ていく仕掛けが当然必要になってくる、そういうつなぎ

役の組織なり人みたいなものは、東伊豆でも求められ

ると思いますか。

○東伊豆会場（藤田　翔）　そうですね、僕がなれるよ

うにぜひ頑張って、僕もその一員になれるように頑張り

ます。

○コーディネーター（高橋佳孝）　内山さんも東伊豆出

身ですので。

○東伊豆会場（内山義政）　そうですね、一緒に、はい。

○コーディネーター（高橋佳孝）　よろしくお願いいた

します。

　ありがとうございました。

　続きまして、じゃ蒜山のほうからのご報告をいただけ

ますか。

○蒜山会場（増井太樹）　では、蒜山会場から私、真庭

市役所産業政策課の増井のほうが報告をさせていた

だきます。

　画面を共有させていただいてもよろしいでしょうか。

いいかな。ありがとうございます。画面のほうを共有させ

ていただきます。少々お待ちください。

　今、画面の共有をさせていただきましたけれども、見

えていますでしょうか。

○コーディネーター（高橋佳孝）　はい、見えています。

○蒜山会場（増井太樹）　蒜山会場からご報告をさせ

ていただきます。

　まず、こちら今、私がいる場所なんですけれども、岡山

県真庭市蒜山高原というところに、今年の夏にできまし

たグリーナブルヒルゼンというところからご紹介をさせ

ていただいております。

　こちらですね、本日の会場の写真になるんですけれ

ども、右上に見えるのがＣＬＴという部材でできた建物に

なります。本日のシンポジウムはそちらの中でやらせて

いただきました。

　そして、左下に見えるのがサイクリングセンターなん

ですけれども、私、今ここの軒下にいるんですけれども、

こちらがカヤぶきの建物になりまして、今年ですね、蒜

山のカヤでふいて、ちょっと伝統的なふき方とは違うん

ですけれども、内装にカヤをふんだんに使った建物を

サイクリングセンターとして造っております。そこの下で

例えば昔だったら、山焼きをした後に慰労会があって、

そこでの話が楽しかったですとか、今の自然再生にし

ても、なかなかふだん出会わない人との仲間づくりがで

きるとか。カヤぶきに関しても、出会わない人と出会っ

たりとか。イベントもそうですね。ふだん出会わない人と

出会ったりとか、自分が今まで気づかなかった価値に

気づいたりとか、何かそういった楽しさをどうつくってい

くか、提案していくかというところがこれから先大事なの

じゃないかというような意見が出て、このトークセッショ

ンを終えることができました。

　ちょっと盛りだくさんにはなってしまったんですけれ

ども、そういった形で蒜山会場のほうではやらせていた

だきました。

　報告は以上です。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございま

した。

　蒜山会場では本当に盛りだくさんな内容でしたね。

○蒜山会場（増井太樹）　はい。

○コーディネーター（高橋佳孝）　昔の古い技術を学

んで、新しい技術はここから出発しようということと、自

然再生と言いながらも、経済との仕組みとの体制を

やっぱり念頭に置く必要があるだろう。それがある意味、

実践できたのがカヤぶき職人さんも参加した新しいカ

ヤづくりから皆さんの協力を集められた。大きな人の流

れにもなってきたということですね。

　先ほどの東伊豆さんのほうでも、やはりカヤの提案

があったんですが、短いカヤでも全然問題ないよと、あ

まり先入観にとらわれる必要ないよというのは、まさしく

今、蒜山で行われているような新しいカヤぶきの姿にも

当然共通していけるようなことがあるのかなと思うんで

すが、保全をずっと続けてきた増井さんにとって、カヤと

いう出口、保全という面から見てどういうふうに思われ

ますか。

○蒜山会場（増井太樹）　私自身は、今、高橋さんがご

紹介いただいたように植物の研究をやっていたりとか、

保全、生態学みたいなところを志していたんですけれど

も、もちろんそれも重要なことの一つで、その一方で、使

いながら守るというところが非常にこの二次的資源、草

原をはじめとする二次的自然には大事だというふうに

思っています。その出口の一つとして、カヤの利用先で

すね、使うという部分でのカヤぶきは大事だと思います

し、また、この蒜山を代表するように多くの草原、観光地

が多くありますので、人との接点をどうつくるかというと

ころがすごい大事だというふうに、この蒜山に来て思っ

ているところです。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございま

した。

　自然再生や保全という点から見ても、使いながら守

るというのが今後の大きなキーワードになりそうだとい

うことで、ありがとうございました。

　続いて、阿蘇のほうから環境省の山下さんですか、説

明をお願いできますか。ご報告をお願いします。

○阿蘇会場（山下淳一）　環境省阿蘇九重国立公園

……、聞こえていますでしょうか。

○コーディネーター（高橋佳孝）　聞こえています。

○阿蘇会場（山下淳一）　環境省阿蘇九重国立公園

管理事務所の山下と申します。

　私のほうから、阿蘇分科会の内容をご報告をさせて

いただきます。

　ちょっと画面共有をさせてもらいますが、見れていま

すでしょうか。

○コーディネーター（高橋佳孝）　見えています。

○阿蘇会場（山下淳一）　今回、阿蘇は阿蘇草原再生、

新たなステージへ～草原の恵みを守るための仕組み

づくり～というのを分科会のテーマにして、２つの話題

提供、それからそれを踏まえてパネルディスカッション

を行いました。

　まず、その設定した趣旨なんですけれども、阿蘇の草

原というのは２万ヘクタールぐらい全部合わせると

あって、野草を主体とする日本最大の草原なんですけ

れども、いろんな価値があります。それは多様な生き物

の住みかとしての価値ですとか、観光資源としての価

値、年間2,000万人近く人が来るんですけれども、そ

の中で草原が広がる風景がいいというのを答えた方

が断トツに多いですね。あるいは、最近、脱酸素の社

会の流れの中で注目されているのがこの炭素の固定

機能ということで、研究結果を基に試算したですね、

阿蘇郡市の全世帯が年間排出するＣＯ２の1.7倍相

当の炭素が草原に固定されているような、そういうよう

な役割を担っていると。

　ところが、過去100年で見たら、阿蘇の草原というの

は半減以下になっていて、今後30年先を見たときにど

私は本日、今、お話をさせていただいております。

　この蒜山高原、細野高原と同じように毎年火入れを

やっておりまして、こちら蒜山の言葉では山焼きという

ふうな言い方をするんですけれども、こちらのほうを何

か所か山焼きをやっている場所があるんですけれども、

この先に映っている鳩ヶ原というのは、蒜山の中でも最

大規模の草原になりまして、それでも阿蘇に比べたら遠

く及ばないんですけれども、大体80ヘクタールくらい１

日で焼くような形で草原のほうを維持しております。

　今日のお話ですね、４名の方にお話をいただきま

した。

　１人目がこちら蒜山郷土博物館の前原館長にお話

をいただきました。

　前原館長には、蒜山の人と草原の関わり合いという

ことで、歴史的にどういうふうに人々が草原を使ってき

たかというところについてお話をいただき、そこから今、

これからどういうふうに草原を使うかというところにつ

いてご助言をいただいた形になります。

　こちらの写真にありますのは、雪の中を牛に堆肥を

乗せて運んでいると。蒜山ではどこの地域も同じだと思

うんですけれども、やはり草資源を堆肥として多く使って

いたと。それで蒜山には広い草原があったというような

お話をご紹介いただきました。

　それだけではなくて、右下の写真にあるように、もちろ

ん草資源として使っていたんですが、やはり人々の心の

安らぎといいますか、例えば春になったらここにお酒と

かお料理を持ち出して、ちょっと１杯やったりですとか、

地域の民謡みたいなものにも歌われているんですけれ

ども、蒜山の出会いの場として草原があったりとか、精

神的な部分でもこの草原というのが非常に大事に使わ

れていたというようなお話を伺いました。

　次に、鳥取大学の日置教授には、自然再生と地域づ

くりということでお話をお伺いしました。

　日置先生は、この蒜山の近くで小さい自然再生事業

を幾つかやっていますので、その事例についてお話を

いただきました。

　こちら右下はですね、蒜山のすぐ隣に江府町という

のがございまして、そこで行われている湿地の再生事業

についてご紹介をいただきました。湿地の再生をする

にしても、やはり科学的知見というのを大事にしないと

いけないと。

　それからもう一つ重要なこととしては、経済をどう回

すかというところで、なかなかその保全だけでは回らな

い部分があるので、地域のなりわいですとか観光、それ

から出てくるバイオマス資源をどう活用するか、そう

いったところを有意義に活用しながら、保全にまたお

金が回るような仕組みづくりをしていかないといけない

よというようなお話をいただきました。

　次に、カヤぶき職人の沖元さんと相良さんにお話を

お伺いしました。

　このお二人は、今、私がいるここのサイクリングセン

ターをふいてくれた方でもありますので、そういったお

話も併せましてお話を伺っています。

　まず、カヤぶき職人になぜなられたかというところを

お聞きしたんですけれども、２人とももともとカヤぶき職

人になりたかったわけではなくて、別の道からいって、

カヤぶき職に出会うことで、その魅力に取りつかれたと

いうところで、まず体験してみるとか、そういったところ

の重要性を言っていたのが印象的でした。

　それから、このサイクリングセンターをふいてみての

感想なんですけれども、技術的に今までのカヤぶきとは

違うという面白さもあるというお話はしていたんですけ

れども、それ以上に、例えば地元の方が協力をしてくれ

たですとか、カヤぶき職人さんが、ふだんの工事だとあ

り得ないんですけれども、若手はじめ10人ぐらい来てく

れて手伝ってくれたりとか、そういう人とのつながりがで

きたというところが面白いという話をしておりました。

　やはりこれはその前の日置先生のお話とも重複する

んですけれども、やはり人とのつながりをどうつくるかと

いうところが大事になってくるというようなお話が出た

のが非常に印象的でした。また、この建物に代表される

ように、伝統的なカヤぶきの延長線上で新しい使い方

ですとか、接点というのがどんどんできるということが大

事なのじゃないかというようなお話をいただきました。

　最後に講演者全員でトークセッションをさせていた

だきました。

　いろいろな意見が出たんですけれども、一番印象的

だった点としては、その関わりをどうやってつくったら

いいのかという点について私が質問をしたんですけれ

ども、皆さんの意見として出たのは、やはり生物多様性

の意義とか文化財を残している意義だけではなくて、

楽しさをどうつくっていくかというところが大事だと。

んじゃないかと。価値を創造できたところで重要なのは、

共有していくことが重要なんだけれども、誰に共有して

いくかというのが重要かというところもポイントになっ

ていて、例えば下流域の都市圏だったり、海にまつわ

るような人たち、あるいは吉良村長がおっしゃってい

たのは、地元の人がやっぱりこういうことを知らない

ということで、地元の農業者の方。さらには、これから

先、次世代ということを考えると、地元の子供たちにも

教育を通じてこういうことを伝えていくことが重要なん

じゃないかと。

　なので、結論としては、その共有が重要で、あとはそ

の共有の仕方をどうしていくか、どうやったら効果的に

共有できるかというようなところをこれから頑張ってい

かなければいけない、そういう結論だったかなと思い

ます。

　ご報告は以上です。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございま

した。

　とても大きな新しい試みをされているようですけれど

も、水源涵養については、草原のことってあまり語られ

ることがありませんでしたよね、これまで。水源涵養とい

えば森林でいいんだというふうな考え方だったんです

けれども、阿蘇の事例を見ると、阿蘇についてはかなり

大きな水源涵養能力がある。放置された保安林よりも

はるかに大きいんだということがありました。

　その水源涵養能力というのがずっと川下を下って、

福岡の300万人に至ろうというような大きな人口を支え

る水源域というのも草原の豊かな水源涵養力があって

ならこそであるし、有明海のノリの生産に必要な栄養源

の放出というのも、大きな水流があってこそできること

だということですね。そういう意味では、川下と川上の

関係が非常に明確になってきたのかな。そういう意味

では、環境省が言われている地域循環共生圏の一つの

モデルになりそうなところなんですけれども。

　東伊豆町のほうでも価値を創造するというか、きちん

と認識することと、それをどう共有するかという話で悩

んでいらっしゃったんですが、その共有の仕方等につ

いて、討論の中で幾つか提案がございましたでしょうか。

○阿蘇会場（山下淳一）　１つは、共有で終わってしま

うと意味がないというか、やっぱりアクションにつなげ

ていかなきゃいけないというところがポイントなので、ど

う、じゃ実際に自分事として捉えてもらって、アクション

につながっていくかというのは、やっぱり大事になって

くる。そういう意味で、危機感を与える共有の仕方という

のが一つ具体例として出ました。例えば熊本市内の地

下水の水位というのは下がっている。最近の研究で、南

阿蘇の上流域の南阿蘇村の湧水群の湧水量というの

も下がっている。そういうのを科学的にちゃんとつなげ

てあげられれば、熊本市内の水というところでかなり危

機感を持って、自分事として阿蘇の草原を守る意味とい

うのを捉えてもらえるんじゃないか。例えばですけれど

も、そういうような話が出ました。

○コーディネーター（高橋佳孝）　それは何か東伊豆

町さんのほうから何か質問がございますか。

○東伊豆会場（藤田　翔）　そうですね、阿蘇は特にボ

ランティア制度をつくったり、一番先進的に取り組んで

こられた地域だと思うんですけれども、それでもなお30

年後に６割が、このままではなくなるということにまず驚

いた次第です。

　その中で、まずそれを伝えるだけでも危機感につな

がらないのかということと、それでもまだ足りないという、

どういうところからなんでしょうか。

○コーディネーター（高橋佳孝）　何かご回答ございま

したら。

○阿蘇会場（山下淳一）　ありがとうございます。

　実は、阿蘇草原再生全体構想というものの、我々自治

体にとっては基本計画みたいなものなんですけれども、

それの改定をしております、高橋先生に会長になってい

ただいてですね。その中で危機感をやっぱりあおるこ

とは大事というので、まさに今日、先ほどお見せした図

もですね、今回新しく整理をして、皆さんに危機感を

持ってもらうための一環として、それをお伝えしていくと

いうことになります。

　ただ、もう一つあって、やっぱり牧野さんの感覚として、

もうちょっと地元だけでは守り切れないというようなこ

ともおっしゃられています。なので、地元に啓発していっ

て、地元に頑張っていただくことというのももちろんそう

なんですけれども、地域外の人たちにも伝えてもらわな

きゃいけないというところで、じゃ地域外の人たちには

どういうふうに伝えていくべきだろうか。そういうような

ですね、両輪で考えているということになります。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございま

した。

　いっぱいたくさんの報告があって、なかなかまとめ切

れないんですけれども、最後にはまとめますけれども、そ

れぞれの会場のほうから、ちょっと興味を持ったことと

か、疑問に思ったこと、何でも結構ですので、質問等、ご

意見等あれば、何でも自由にいただけたらと思うんで

すけれども、いかがですか。

　坂本先生、どうぞ。

○阿蘇会場（坂本　正）　コーディネーターをしたんで

すけれども、阿蘇のカヤには、もうご承知のようにという

ういう姿を予測しているかというと、２つの地図のうち

左側の黄色の部分が今管理されている200若干余りの

牧野さんで、５年に１回の調査で、野焼き輪地切り、どの

ぐらい継続できますかという調査項目がありまして、こ

れで10年以上できるだろうと答えた牧野さん以外は３

年、10年後管理は難しいんじゃないかと仮定した場合

に、右側ですね、黄色の部分しか残らない。これ面積で

いうと６割ぐらい減っているような仮定になっていると

いう状況になっています。

　そういう６割の草原面積減少もあり得る中で、30年

後の目標ということで議論しまして、今と変わらない規

模の草原を残すというのを目標に設定しようとしていま

す。これまでは、長年続いてきたなりわいによる草原維

持、これをどう支援していくか、強化していくかというとこ

ろで草原再生協議会、取組をしたんですけれども、この

先、ここから草原の持つ恵みというところに改めて注目

をして、草原の恵みを守る観点からも草原を支える仕組

みづくりを進めていく。今日の分科会を草原の恵みを守

るための仕組みづくりを考える一つのきっかけにした

いというので、始まりました。

　画面変わって……、ワードのほうが今度見えていま

すか。

○コーディネーター（高橋佳孝）　出ました。

○阿蘇会場（山下淳一）　出ましたかね。

　２つの話題提供をまずいただきまして、１つは最新の

研究報告ということで、熊本県立大学の島谷先生という

方から発表いただきました。今、大型の研究が動いてい

て、特に草原の水源涵養能力に関する研究が進んでい

ます。この中でススキというのがかなり節水型、何かと

いうと、蒸散する量が少ないので、その分、地下に水を

供給する水源涵養能力が非常に高い。つまり草原とい

うのが下流域への水供給に大きく貢献しているんだと

いう話がありました。

　それがどうつながっていくかというと、例えば福岡都

市圏、九州で一番大きな都市圏ですけれども、だったり

とか、ノリの養殖なんかをされている有明海、こういうと

ころに、元をたどれば、草原というのはかなり貢献して

いるんじゃないかというお話ですとか、あるいは、下流

域にある熊本市内、ここは水道水を100％の地下水で

賄っているような、日本の中でもかなり珍しい地域なん

ですけれども、ここの熊本市内がそれができているのも、

上流域にある阿蘇のおかげなんじゃないか。

　こういう下流域への受益者に価値の共有することが

すごく重要で、それによって都市部との草原を守るため

の共生圏というのを構築していくべきじゃないかという

ようなお話をいただきました。

　もう一つが南阿蘇村という村の村長さんから、実際、

南阿蘇村の取組ということでお話をいただきまして、こ

れは既に、今言ったような水源涵養機能の保全という

のを目的にして、南阿蘇村の村長さんが火入れの責任

者になって、野焼き再開を推進されているという事例発

表でした。

　そのきっかけになったのは、平成28年に３牧野で野

焼きが中止をされて、さらにその直後に地震があって、

２牧野が中止をしたという中で、野焼き再開を何とか進

められないかというので火入れの責任者を地元の区

長さんから村長に替えたり、あるいは火入れの手続と

いうのが許可制で煩雑だったのを届出制でよくしたり

と、そういったところを変えてこられているということで、

今、本来の牧野1,500ヘクタールぐらいあるらしいんで

すけれども、大体その３分の２で野焼きが実施されてい

るんですけれども、残りの３分の１が未実施であるとい

うことで、今後もこの未実施牧野での野焼き再開という

のを進めていきたいんだと。そのために行政としては、

牧野道とか恒久防火帯の整備を支援したり、あるいは

人手の確保、それから、一番強調されていたのが野焼き

目的の認識改革。今までは景観を守るためということ

だけだったのが水源を保全している。つまり自分たち

の生活にもつながってくる話なんだよというところを進

めていきたいんだというようなお話をされました。

　それを踏まえてパネルディスカッションがございま

した。

　ここに書いてある、今も出ていただいていますけれど

も、阿蘇草原再生千年委員会の坂本先生にコーディ

ネーターになっていただいて、２つの話題提供者と、そ

れから地元の牧野組合長さん、さらに環境省からパネ

ラーとして出席して、パネルディスカッションを行ったと

いうことになります。

　パネルディスカッションの要旨としては、まずは価値

を創造、創造というのは、想像を膨らませるではなくて、

創るの創造なんですけれども、それが結構重要で、それ

が今回、科学的データからかなり見えてきたものがある

いということ。そういうところを早くつないで、そこから一

緒にどうやって考えるものをつくっていくかということで

すね。そういう意味では、あれですかね、参画するとい

うことも、保全に関わるということも、地元だけではなく

て、将来的には都市の人やそういう広域のものを調整

して考えていきたいというふうに思っていらっしゃる。

○蒜山会場（増井太樹）　はい、そのとおりです。そのた

めにカヤ刈りのイベントをやったりですとか、今日みた

いに催しをやったり、そういった機会を多くしていって

います。ただ一方で、やはりそれだけだと地元の方をつ

なぎ止めることができないというのは一つ、今の課題な

のかなというふうに思っています。

○コーディネーター（高橋佳孝）　地元の人もつながる

ような仕組みをやっぱり、投げ方を考えていく。

　さっき増井さんのお話からいえば、観光やそういう交

流というものが実はカヤ刈りという草の生産のところと

も結びついていけるし、カヤの利用という新しい発展性

にもなっていくという、そういう一つのつながりだけじゃ

ない、多様な関係性というのが結構地域の中では必要

なのかもしれません。ありがとうございました。

　今、資源としての可能性とか、カヤの存在を今回結構

多かったんですけれども、カヤの利用について、言わば

その新しいカヤの利用というの、創意工夫できるね、あ

る意味。草をどうするか。あるいは観光でも草原の景色

をどういうふうに利用していくかという創意工夫がある

と思うんですけれども、その辺の取組について、東伊豆

のほうはどういうことを考えていますか。

○東伊豆会場（藤田　翔）　東伊豆では、いまだ、いま

だというか、まだカヤぶきで何か利用するというのは、

かなり大昔にされていたという、残っているだけで、今

では畑にしていたりとか、本当に少数、使っているとこ

ろがあるくらいなんですが、やっぱり今後、草原を維持

していく、そしてまた観光にしたり、収益として使っていく、

教育として使っていくというふうになるためには、蒜山さ

んのようにいきなりどんとすごいものは造れないとは思

うんですけれども、本当に近隣の文化財にカヤを出荷

することで、文化財の森として認定をされたりだとか、直

近ですぐにできそうなところから始めて、少しずつそう

いった規模を大きく、価値だったり見いだしていく中で、

地元の方もそうですし、観光に来る方たちとそういった

価値というのを共有していくということが必要なのかな

というふうに感じました。

○コーディネーター（高橋佳孝）　そうですね、小さな

ところからでも共有していって。

　山下さん、ずっとボランティアに関わっていらっ

しゃって、東伊豆にしても、蒜山もそうですけれども、担

い手そのものがもう直近の問題として不足しているとい

う状況がある中で、当然そのボランティアの役割という

のは、今までどういうふうに評価されますか。

○阿蘇会場（山内康二）　すみません、ちょっともう一回、

質問の意味が、最後のところがよく聞き取れなかった。

○コーディネーター（高橋佳孝）　阿蘇はボランティア

活動が非常に盛んだということで、全国的に知られて

いますし、皆さんそれを参考にしたいと思っているが、

それは阿蘇の今後の草原再生においてどういう役割を

担っていると思いますか。それとも、これまでのボラン

ティアの活動している、どのように評価されているでしょ

うか、そういうお話を聞きたい。

○阿蘇会場（山内康二）　えらい難しい。今、阿蘇のボ

ランティア活動は大体会員数が900名ちょっとぐらい

おられて、年間2,500名ぐらいのボランティア、延べで

ボランティアの派遣というふうになっていますね。そう

いう意味で、地元の担い手さんがなかなか高齢化して

いる中で、野焼きをしているのは150ぐらいの牧野が

あって、そのうちの60から70ぐらいの牧野にボラン

ティアさんが応援で入っているというふうな実態になっ

ています。地元の担い手がだんだん減少してくるのに対

して、その減少しているのをボランティアが補って、今、

阿蘇の草原がかろうじて維持されているというふうな現

状ではないかと思います。

　ただ、ボランティアのほうも、だんだん高齢化の問題

とか、問題になっていまして、それと、最初の頃は非常に

少ない箇所での活動だったんで、割とボランティア以

外のコミュニケーションの場といいますか、楽しみの部

分みたいな活動もあったりして、非常にボランティア同

士のつながりは強かったんですけれども、最近のボラ

ンティア活動はかなり忙しくてですね、箇所が多いもん

で。そういった意味でもう一度、ボランティアの活性化

について考える必要があるんじゃないかというのが今、

ボランティアの会の中でも課題になっています。

　そこをある程度詰めて、クリアしていけたら、もうしば

らくボランティアの組織としてはつながっていくんじゃ

ないかと思っているところです。

　以上です。

○阿蘇会場（坂本　正）　すみません、ちょっと補足で

よろしいですか。

○コーディネーター（高橋佳孝）　どうぞ。

○阿蘇会場（坂本　正）　今日のシンポジウムの中で

も出たんですけれども、現象的には山内さんのおっしゃ

るとおりなんですが、価値の共有とか、あるいは今後の

在り方をどう考えるかというときには、その牧野の人、現

地の人にとってみると、都市型で来た方、ボランティア

か、高橋先生はもうご存じですけれども、福岡都市圏の

水がめである、熊本の都市圏の水がめでもある、海とも

つながっていると。今日は研究に出ていませんでした

けれども、大分もつながっている。という意味では、本当

に大きな役割を果たしているんですが、逆にその意味

が大き過ぎて、恩恵を受けている都市圏の人たちは、阿

蘇に対する恩恵というのはあまり考えない。熊本市は、

その阿蘇の水が地下水で出てきているということまで

は分かっているんですけれども、それをちゃんと維持す

るためにどうするかという、そこまではなかなか出てい

かない。

　もう一つは、阿蘇というのは、大きな都市圏なんで、カ

ルデラの中に大きな都市があるということが大きな役

割なんですけれども、その連携の中でお互いの価値を

共有して、今後、子供たちがそれを次につなげていくっ

て物すごく大事なんですけれども、行政的なね、この問

題があるんですね。１つは、熊本の場合ですと、阿蘇か

ら熊本市まで幾つかの自治体があって、そこの連携で

途中にある水田であるとか、水の涵養組織についての

行政側の共通認識がまだ持てていないわけです。これ

をどうするかという問題が１つ。

　それから、今日出てきた最後の方向からすれば、阿

蘇の中でやっぱり草地があって、保安林があって、水田

があって、人が住んでという、そういう一つのセットの中

で、それをセットとしてみんながちゃんと共有できるかど

うかという地元の意識の問題もあるんです。

　先ほど草原が減っているというのだけで危機感はな

いのかというと、このことはずっと言っているんですけ

れども、減っているということは分かっても、それを維持

するためにどうするかというのは危機感だけではなか

なかつながっていかないので、それに対する提案とい

うのをどうやって出していくのか。行政的な枠組みをど

うやって外していくのか。阿蘇は今一体化していますけ

れども、阿蘇と熊本市、あるいは阿蘇と福岡都市圏、も

のすごく範囲が広いんです。それの共有をしていくとい

うのは、行政的な枠組みの中でどう外していくのか。高

橋先生に伺いたいぐらい大きな問題だと思っています。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございま

した。

　阿蘇の抱えている独特の悩みを教えていただきま

した。

　阿蘇のようにあんなに広域に草原の影響を及ぼす

ばかりでもない、あるいはその地域の中で収まることも

あるでしょうし、その地域をどうするかって悩んでいらっ

しゃるところもある、そうですね。なかなか難しいんです

よ。今、阿蘇のほうで感じたのは、やっぱり価値をきち

んとはっきりさせて共有するかどうかというところなの

かな。そういう意味では、やっぱり研究機関、研究という

ものがとても重要なんだなというのが分かりました。

　ここまで大上段に水源涵養のことを言っていけると

いう、そういう裏づけがあってこそなのかというですね。

そういう意味では、保全に当たっては、価値をどうやっ

てしっかりと皆さんに共有でき……、地元の方と共有し

たりできるかというところが大きいのかなという気がす

るんですけれども、そのあたり、増井さんはどういうふう

に思ったんですか。

○蒜山会場（増井太樹）　私が大事だと思っている部

分としましては、共有もそうなんですけれども、共感だと

いうふうに思っています。私が行政職員として、今、真庭

市に勤めていますけれども、よその地域とつながること

について、正直あまり難しいなというふうに思っていま

せん。例えば具体的に今年に関しましても、神戸市の方

に来ていただいたりしています。それは、神戸市は、カ

ヤぶき民家がたくさんあって、このカヤが調達できない

という課題があるという部分があるんですけれども、そ

れだけじゃなくて、例えば蒜山に来ていただいて草原を

ご案内して、これを一緒に守りませんかと一言丁寧に差

し出すというところができれば、もちろん理屈もすごい

大事で、私も研究者の端くれとして、そこら辺は分かるん

ですけれども、やはり実際に来ていただいて、目の前の

美しい草原を見ていただくのに勝るものはないのでは

ないかなというふうに最近特に強く感じています。

　特にこの施設を造る際に、ちょっと話は変わるんです

けれども、いろんなブランドの方に商品を作っていただ

いたりするお願いをしたんですけれども、やはりその際

にも、草原に来ていただいて、気持ちいい椅子を１つ用

意してですね、そこに座ってもらって、おいしいコーヒー

を１杯飲んでいただくということのほうがよっぽど説得

力があるなというふうに感じまして、何かそういう接点

をつくる機会を多く設けるということが大事ですし、それ

こそ山下さんおられますけれども、環境省さんがやって

いる地域循環共生圏がまさに都市と地域を結んで、社

会課題を環境を使って同時解決しましょうという部分を

やっていますので、そういった地域循環共生圏ですと

か、そういった国の大きな目標とかシステムを使いなが

らいろんな地域とまずはつながってみると。つながった

後にどうすればいいかというところは一緒に頭を悩ま

すというところが大事なのではないかというふうに今

感じているところです。

○コーディネーター（高橋佳孝）　そうですね。入り口

がいろいろあっていいということでね。情緒的な関係で

あってもいいし、そういう理論的な裏付けであってもい

ると、福岡のほうは大体定員が30人か40人ですけれど

も、定員が大体埋まってしまう。コロナじゃないときなん

か、ちょっと抽選せんといかんぐらいの様子になったり

しています。そういういろんな機会を通じて、都市の人

たちで草原の価値とかそれについて知っていただくよ

うな取組が非常に重要ではないかと思っています。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございます。

　どうやって細野高原ができているかという大事さ、文

化というか歴史というか、そういうものを学んでもらう一

つのきっかけづくりとしてですね。そういうのもありなの

かな。

　もう一つ、カヤの問題、東伊豆でもびっくりしているん

ですけれども、阿蘇でも最初、ここ近年はカヤの利用と

いうのはほとんどなかったですよね。それがここのとこ

ろどんどんどんどん増えているんですが、そのあたり、何

かカヤを刈って前後でですね、地元の人の意識とか、

自分たちの価値観が変わったと思われるところはあり

ますか。

○阿蘇会場（山内康二）　このカヤ事業もですね、第

10回の全国サミットを阿蘇で開いたときに全国から集

まられたカヤぶき職人の人たちが強くカヤの不足を言

われて、阿蘇で何とかしてほしいと言われたんで、そん

なに需要があんのやったら考えてみて面白いなと思っ

て、手探りながら始めた事業です。４年ぐらい前からテ

ストというか、実験利用的に世界農業遺産の助成を受

けて、いろんな保存量の調査とか可能性の調査をやっ

て、大体いけそうだということで、３年ぐらい前から事業

化に取り組んでいるものです。

　今現在は、阿蘇市を中心に５つぐらいの牧野の人た

ちと、あとはグリーンストックの野焼きボランティアの人

たちで、ボランティアの人たちが30人いらっしゃるかな、

どうですかね。という形でカヤぶき用のカヤの切り出し

を、制作をやっています。作ったカヤは京都のカヤぶき

職人さんに今のところ全量引き取ってもらっています。

最近で年間約9,000束で、恐らく今年は１万2,000束

ぐらいいくだろうという予測ですけれども、そういう形で

取り組んでいて、最初はやっぱり地元の人たちは、そん

なカヤが金になる、そんなにいいカヤ、稼ぎになるとは

思っていなくて、半信半疑だったんですけれども、一番

最初の大きなきっかけは、平均80歳ぐらいの平均年齢

の３人の方がですね、実質１週間、延べ10日くらいで

実質１週間ぐらいの作業で、それぞれ６万とか７万とか

の手取りになられたということで、それが地元にうわさ

としてもう広がって、それで割と積極的になられて、今一

番稼いでいる牧野組合さんは、１か所の牧野組合で年

間90何万稼いでいらっしゃいます。

　それともう一つは、実際にカヤ刈りをすると、やっぱり

取りやすいところからカヤを刈っていきますから、防火

帯の役になるんですね。恐らくそうなるだろうと思って

想定はしていたんですが、１回目やった後、各牧野組

合長に感想を聞いたら、いや、カヤ刈りをしてみると野

焼きのときのリスクが非常に軽くなって、非常によかっ

たという反応が全部返ってきたみたいで。そういう点も

面白い状況ですね。

　それともう一つは、カヤ刈りは年配者の方の要領が

いい。昔の経験があるみたいで、若い人よりは年配の

人のほうがよっぽど要領がいいですね。年配の人はも

うあまり仕事もないんで、ちょっと自分の小遣い稼ぎに

という、それが小遣いどころか結構な金額になるぐらい

です。

○コーディネーター（高橋佳孝）　お年寄りの生きがい

になって、ちょっとしたお小遣いも稼げる、非常に効率

のいい金になっているわけですね。

　そういうふうに資源を利用することがこの保全にも

役立つような仕組みというのがちょっとずつ見えてきま

したね、いろんなところでね。そういうものがぐるぐる

回っていけばいいんだろうな。

　増井さんのところはどうですか。カヤを刈り始めてか

ら何か地域の中の草原保全の活動に変わったこととか

ございますか。

○蒜山会場（増井太樹）　まずは山内さんおっしゃった

ように火入れの際のリスクが減ったというところはすご

いあるなと思います。やはり刈りやすいところを刈りま

すし、ススキの状態のいいところを狙って刈りますので、

どうしてもよく育っているところ、言い換えれば火の勢い

が大きくなるところをよく刈ってくれますので、非常にリ

スク管理としては、カヤ刈りというのはいいし、逆にそう

いった場所を狙ってここを刈ってくださいというふうに

お願いができれば、もっとよくなるのかなというふうに

思っているところです。

　こちらはどちらかというと、トマト農家さんの冬の仕

事ですね。ハウス栽培、蒜山でやっているトマト農家さ

んがいるんですけれども、ちょうど11月頃に仕事が一

段落するというところで、そういった方たちのうまい、そ

の時期に稼ぐことができるものとして、ちょうどカヤ刈り

が蒜山ではフィットしていると。

　多分、阿蘇と違うのは、蒜山の場合、冬、雪が降ります

ので、11月ぐらいにもう刈れるだけ刈ってしまうんです

ね。その後、倉庫みたいなところに持っていく、それが、

雪が降っても仕事ができるというところで、ちょうどトマ

ト農家さんたちがフィットして、何人かでグループをつ

くって、今やってくれるということで、昔のやり方もそうで

の人が逆に阿蘇の価値というものをちゃんと評価する。

それでやっぱり、そこで自分たちのやっている価値を見

いだすという、相互作用みたいなのもあるんで、ボラン

ティアさんは単に労力的なそれだけのものじゃなくて、

今一緒に阿蘇を支えている大きなサポーターだと。価

値の共有を提案する、そういう積極的な意味もあるん

だという、その発言があったので、それは大きいなとい

うふうに思っています。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございます。

　そうですね。地元の方の意識の変革が生じる、お互

いに相互作用が生じている。

　山内さん、何ですか。

○阿蘇会場（山内康二）　ちょっと私、今日の阿蘇の分

科会で感じた点は、島谷先生なんかの研究でかなり水

源涵養が科学的に立証されているというか、いうふうに

なってきたので、それをやっぱり新しい価値として共有

するという意味で、今日、分科会でも大分言われたんで

すけれども、熊本市の水は、もう本当に世界に誇る水な

んですね。そして、たしか来年か再来年、世界水サミット

かなんか熊本市で開かれると思いますが、やっぱりそう

いう場に島谷先生の研究成果をぜひ環境省なり、千年

委員会なりで持ち込んで、大都市圏の人々に草原の価

値をもっと強く認識してもらい、行政が動けるような状

況をつくっていかんといかんのじゃないかなというのを

非常に今日、分科会で強く感じました。

　もう一つは、島谷先生のあれで、仙台の、仙台だった

かな、カキの養殖の人が森は海の恋人いうキャッチフ

レーズを作られたんですけれども、そういう意味では、

阿蘇の草原の源流が有明海のノリの養殖なんかに非

常に大きな貢献しているという意味では、やっぱりそう

いう何か分かりやすいキャッチフレーズを作って、下流

域の人たちとの連携、価値の共有とか連携を具体的に

つくっていく必要があるんじゃないかという点を非常に

今日の分科会で強く感じました。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございま

した。

　下流域の人の生活やなりわいそのものとの関わりが

はっきりすれば意識が変わってくるかもしれませんね。

　草原は海の恋人っていうんでしょう、だから。有明海

のノリの養殖場の人たちにとってみたらですね。そうす

れば、野焼きをしているときに大漁旗を持って野焼きを

応援するとかあるかもしれませんけれども、個々の対応

に一つ一つ局面は違うにしろ、草原の受益者をしっか

り把握して、その人との関係性も明らかにしていくとい

うことが新たな場がに求められているかなという気が

します。

　東伊豆のほうのお二人ですね、今日のいろいろとた

くさんの問題を抱えて、これまでいろいろとお二人で苦

労してきたと思うんですけれども、これって面白いな、あ

るいはこれならやれそうだなというのがあったと思うん

ですけれども、その辺り、何か１つ、２つ紹介していただ

きたいと思います。

○東伊豆会場（藤田　翔）　僕はですね、伊豆半島ジ

オパークで認定されているジオガイドなんですけれども、

このガイドする中で、やっぱりお客さんに、こういう背景

があって、こういう文化があって、昔はカヤ場として利用

されていて、今もなお山焼きをされているんですよという

お話をすると、やっぱり、見てみたいとか、草刈りも少し

でいいからちょっとやってみたいという方がいらっしゃ

るんで、そういった本当に、数は知れてはいるんですけ

れども、少しでも関われるように、実際に関われるような

取っかかりのような、見学だけでもいいですし、そんな

ところからだんだんだんだん関わる人たち、数も、人も

そうなんですけれども、増やしていけるといいのかなと

いうふうに思ったのと、やっぱりカヤとして利用できる

というのを知ったのが結構大きくて、確かに何か細いし、

そんなにこう、本当に使えるのかなという、何か先入観

でいたんですけれども、やっぱり実際に見てきて、本当

に良質なカヤになるよというふうに言われたのがかな

り衝撃的というか、もう利用価値盛りだくさんだなという

のはすごく感じたので、そういったところは、何ていうか、

例えばですけれども、大学と連携できたりとか、少しず

つでいいんで、やっぱり価値のあるものは利用してい

かないとなくなってしまったりするものなので、そういっ

たところは具体的に一歩アクションを起こしてやってい

くべきだなというのは思いました。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございます。

　何か体験の見学からでもいいから、それを見ている

仕組みようなものとかどうなんだというのが１つと、それ

から、カヤって先入観で間違っていたなという自分たち

の反省も含めてのことだと思うんですけれども、野焼き

の見学とか、阿蘇のほうでは今、グランツーリズムとか、

福岡の人たちを呼んでというような仕組みとかあります

よね。そのあたりの状況はどうですか。

○阿蘇会場（山内康二）　私は今は現場をちょっと離

れているんで、詳しくはあまり自信がないんですけれど

も、県からの要請もあって、福岡方面の人を対象とした

阿蘇の野焼きなんかの見学をするグランツーリズムと

いうのを県からの委託を受けてグリーンストックのほう

は取り組んでいます。阿蘇は福岡の方にとっては非常

に身近な存在というんですか、のようで、非常に関心が

高いんですね、阿蘇のことについて。何か毎回募集をす

○蒜山会場（増井太樹）　そうですね。まず、道具に関し

ては、環境省の生物多様性推進交付金というのを使わ

せていただいています。それの申請主体は真庭市です

ので、真庭市が半分、それから環境省が半分出すとい

う形で整備のほうを進めています。

　ちょっとほかの行政のことは分からないんですけれ

ども、そういった補助金を取って活用するという点では、

真庭市が非常に前向きであったというところかなという

ふうに思います。

　この施設に関しては、またちょっと別の文脈にはなる

んですけれども、真庭市というのは木材産業が盛んで

すので、それの活用というところがまず第一でした。た

だ、これを設計された隈研吾さんが真庭市を訪れた際

に、ちょっと私も草原をご案内したんですけれども、その

際に非常にこのカヤがいいと、草原が美しくていいとい

うところに気づいてくださって、カヤを使うようになった

というところですね。こちらに関しては、何でしょう、ボト

ムアップというよりかはもうトップダウンで決まったとい

うところが理由なのかなというふうには思っています。

○コーディネーター（高橋佳孝）　分かりました。

　そのキャッチポイントの向こうにある草原が見えると

いう世界ですね。

　阿蘇のほうの環境学習というか、次世代育成という

のはどういう状況ですか。

○阿蘇会場（山下淳一）　じゃ私のほうから環境学習

のことについてお話をさせていただきます。

　草原環境学習も10年以上取り組んできています。最

初はなかなか苦労して、どういうところをターゲットに、

小中高ですね、しようかとか、どういうプログラムをや

ればいいのかというところを試行錯誤しながらだった

んですけれども、その中でかなり、10年やってきて成熟

してきているといいますか、１つはキッズプロジェクトと

いうのを銘打って、それが今もう３まで来ているんです

けれども、それが阿蘇地域の全ての子供たちに草原の

ことを理解してもらうということを大きな目的に掲げて、

まずは小中高ある中の小学校に絞ろうということで、大

体20校弱ぐらい阿蘇郡市内に小学校があるんですけ

れども、それの４分の３ぐらいは草原学習をもう継続的

に実施できているというような状況です。この間、やっぱ

りいろんな苦労はあったんですけれども、私はその時

代は知らないんですけれども、実務者の人たちが本当

に地道に、とにかく切らさずに継続してきたのが今につ

ながっているのかなというふうに思っています。

　ここから先は、中身を深めていくというところを今取

り組んでいる最中でして、学習指導要領も改訂されて、

主体的、会話的に学ぶということが学校のテーマに

なっていますので、単に草原のことを表面的に学ぶとい

うだけではなくて、実際に草原に行ってもらって、地元の

方とのコミュニケーションを取る時間をつくって、その

中で自分たちなりに調べるテーマを設定して、最後は

発表するというアウトプット。そこまでを草原学習の中

で提供できれば、学校も有意義に感じてもらえるんじゃ

ないかということで、今はそういうところを目指していっ

ているような状況です。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございま

した。

○阿蘇会場（山内康二）　学習発表会は非常に人気が

高い。

○コーディネーター（高橋佳孝）　そうですね。

　いろんな形で担い手づくりというのをやろうとしてい

るんですけれども、あとそんなに時間が残っていないん

ですが、それぞれにですね、こういうところがとてもよ

かったと思うとか、興味あるとか、あるいはこういうこと

を聞きたいということ、それぞれにどこについてお聞き

したいということを一言ずつお話しいただけたらと思

います。

　増井さんから、じゃ阿蘇でも東伊豆でもいいので、何

か投げかけをお願いできますか。

○蒜山会場（増井太樹）　そうですね、ちょっとどちらか

というところはないんですけれども、東伊豆のほうが当

てはまるのかな、もちろん阿蘇も当てはまるんですけれ

ども。例えば東伊豆だったら東京の方、阿蘇だったら福

岡の方、蒜山だったら関西圏ですね、神戸、大阪だと思

うんですけれども、そういった方に来ていただいて、もち

ろん来ていただくのがまず一番最初のスタートだと思う

んですけれども、具体的にそこから関わりを持つという

ところまで、やっぱりハードルがあるなと。蒜山では共

感という部分で、来て気持ちいいと思ってもらう、酒造り

みたいなものを今後やろうとは思っているんですけれ

ども、何かそういう接点のつくり方みたいなところで工

夫しているところがあれば、それぞれのをお聞きしたい

なというふうに思うんですけれども。

○コーディネーター（高橋佳孝）　いかがですか、東

伊豆。

　まだこれから。

○東伊豆会場（藤田　翔）　まだこれから。実際に僕

はジオガイドだったりするんで、お客さんだったりを

連れていったりしているんですけれども、まだそこから

もう一歩踏み込んだ部分というのは、まだつなげられ

ていない状況なので、これからこういう機会を通して、

一歩ずつ携わっていただける人を増やしていけたらと

考えています。

落活動の一つとして維持されている。そこに意義を見い

だしているというところがあるのかなと。

　あとはちょっとというような話なんですけれども、例え

ばこう、ちょっと来年からなくなりそうなんですけれども、

ホテルの前に草原が広がっている場所が昔ありまして、

そこのホテルとの関係性の中で、きれいな景色を維持

するために集落の人がやっている。ホテルはそのお礼

としてお金を払ったり、打ち上げ会場を提供するという

関係があって維持されていたという部分があるので、何

かその利益が、その牛飼いさん以外にも見える化がで

きれば多分続くと思うし、そこの利益が見える化がなけ

れば、多分ちょっと難しくなるという部分なんじゃない

かなというふうに思います。

　ちょっとそこに対しての具体的な解決策というところ

はなくて、どういう形で利益を見える化するかというとこ

ろは、今、蒜山でも悩んでいるところです。

○コーディネーター（高橋佳孝）　そうですね。

　東伊豆さん、その辺はどうですか。実際に集落の担い

手さんじゃないので、答えづらいかもしれませんが。

○東伊豆会場（内山義政）　質問をもう一度。

○コーディネーター（高橋佳孝）　もう使ってもいない

人たちが自分たちの牛飼いとしての利益を享受しない

のに、ただ山焼きにだけ出ているというので、もう嫌が

る人もいるんじゃないかという。

○東伊豆会場（内山義政）　そうですね。私自身は地元

出身で、研究に関わって２年前から山焼きに来るように

なりましたけれども、確かにそれはあります。若手で参加

しているのは消防団で、ジェットシューターを持ってい

る若手だけですので、それは大きい課題だなと思いま

す。確かにそうですね。実際、なので細野高原の場合は

海すすきというブランドで観光資源として打ち出してい

ますので、この景観維持という意味で、あとは、今気に

なっている方々の先祖代々守ってきたという享受といい

ますか、愛着といいますか、それで守ってきているという

のが現状かと思います。

○コーディネーター（高橋佳孝）　地域活動に位置づ

けられているところがまだ何とか維持できているなとい

うことなんですよね。そういうものがない。コミュニ

ティーとしてガバナンスが働いているところは、まだ何と

か維持していると。ただ、それも今後どうなるか分から

ないという。その中でどうやって担い手さんなりに意識

をずっと持っていただけるかというツールを、経済も含

めて、誇りかもしれないし、愛着かもしれないし、子供の

教育かもしれないし、様々な形で今後取り組んでいくこ

とにチャレンジするしか今のところないのかなという感

じがしましたよね。

　でも、きっと理解していただければ、その方たちだけ

ではなくて、もっと幅広い方たちからの参画というのも

出てくるかもしれない。あるいはもっと広い意味でいえ

ば、社会の変革に役立つ大きな要素がきちんと提示で

きれば、国の施策や市町村や県の施策の中で大きな位

置づけとして用いられると。

　それ以上に今、草原について知られていないという

ことがとても大きな問題かなというのがあります。今日

いろいろと話題提供していただいた形で、草原の保全

について、何を保全しなきゃいけないかという理由を

しっかりと科学的検証も含まれるかもしれないし、そう

いう理解者や応援者を増やすというような取組づくりが

必要になっていると。その保全している人に対しては、

ちゃんと環境なり文化を守っている対価が表れるよう

な仕組みづくりというのを何かこう小さい形からでもい

いから始めていかないといけないのかなという気はし

ますね。

　それからもう一つ、草の利用というのは、とにかくこれ

までは保全のための保全というところがやっぱりあっ

たような気がします。だけれども、そうではなくて、草も利

用することで保全していくということで、保全のほうにも

循環していくしというのがあるし、また持続性が担保、

多分できるんだと思うんですね。

　さっきのカヤなんかは面白いですよね。もう完全に枯

れ上がった草を刈るので、養分はほとんどないですね。

その頃は次の再生に必要な養分というのは地下のほう

に蓄えられているから、毎年毎年収量という、生産量が

全然落ちない。何十年も落ちない資源ってないですよ

ね、自然主義の中でですね。そういう歴史が１万年以上

も阿蘇なんか続いているというのは、まさしくこの未来

の持続的社会を語る上でもとても参考になる大きな要

素じゃないかな。多少コストがかかっても、それを堆肥

とか屋根に利用することで、それだけ二酸化炭素を減

らすことができるかもしれないし、その地域の文化やコ

ミュニティーや、技を伝承していくこともできるかもしれ

ないなという気がしました。

　それから、継承については一番難しい、担い手不足

というのはとても難しいんだけれども、小さい頃からの

草原との関わりというのは、以前に比べるとやっぱりと

ても小さくなってきている。草原を知らないでその町を

出ていってしまうというようなところもあったりですね。

そういうものを、やっぱり小さい頃からの学習によって、

ある程度……、変な話ですけれども、次の担い手の身

分の人たち、あるいは今日、白川さんのお話にあった

ですね。子供たちが、やった人たちが10年後にはもう

大学生になっているんだよという、世代間の連続なん

○コーディネーター（高橋佳孝）　蒜山を参考に。

○東伊豆会場（内山義政）　私からも。

　分科会の中でも私から話題提供したんですけれども、

おっしゃるとおり一般の観光客はたくさんいらっしゃる

ようになったんですけれども、今の担い手は財産区の

役員さんですとか、かなりベテランの方々だけでほぼ

成り立っているので、中間層というか、担い手に移行す

る段階がまだ存在しないので、そういう立場として環境

教育ですとか、今、藤田さんのほうから話していただい

た立場がこれから増えていくか、つくっていけたらいい

なと思っています。

○コーディネーター（高橋佳孝）　阿蘇の山下さんはど

うですか、何か、これが売りなんでというような。

○阿蘇会場（山下淳一）　今日パネラーとしても来てく

ださった町古閑牧野の取組で、牧野ガイド事業という

のをされていまして、そこでは遊び、学び、そして体験す

るというのを何かテーマとして、自転車だったり、あるい

は散策だったりで観光客と一緒に牧野のことを知って

もらう。楽しいが一番最初に来るので、やっぱり何より

観光ガイドなので楽しくなきゃいけないんですけれども、

その中で水の流れのことだったり、植物のことだったり

とか、そういうことも伝えられているようです。観光客の

人に、楽しいという入り口からそういうことを伝えられて

いるということが１つと、もう一つ特筆すべきは、そのガ

イド料とは別に牧野協力金といって１人当たり1,000

円徴収されていまして、それは全部牧野の管理のほう

に充てられるような、そういう仕組みをつくられていてで

すね、まさに観光客の人が草原を見て楽しんでいって

いるけれども、そこにはお金が落ちないというところの

一つの解決策になるようなモデルを既に実施されてい

らっしゃる。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございます。

　どうぞ、山内さん。

○阿蘇会場（山内康二）　都市との関係づくりという意

味では、グリーンストックのほうはですね、ボランティ

アさんの今の割合が県内の人が約６割ちょっとぐらい、

福岡の人は３割ぐらい。そういう意味では、やっぱり福

岡都市圏との関係が非常に重要になる。それで、グ

リーンストックのほうでは、さっきお話ししましたグラン

ツーリズムという形で、福岡の方を例えば野焼きの見

学、現場にご案内するとかいうこともやっているのと、も

う一つは出張セミナー、セミナーという形で、野焼きボ

ランティアの初心者研修会のちょっと簡略版みたいな

やつを福岡のほうでやって、そこで関心を持った人に

またボランティアに入ってもらうとか、そういう取組を

やっている次第です。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございます。

　阿蘇のボランティアの場合は、とにかく研修を受けな

いといけないという大前提をずっと守り続けていらっ

しゃいますよね。その数も随分と最近増えていますよね、

今の出張研修も含め手ですね。

○阿蘇会場（山内康二）　企業への出張もありますしね。

○コーディネーター（高橋佳孝）　その中でボランティ

アさん自身がさっき坂本先生がおっしゃったように、本

当に準担い手になろうとしているし、一緒に地域づくり

もやろうとしている。あるいは、カヤ刈りも一緒に刈ろう

としているという、第二段階に入っていったような気が

します。そういう意味でも、どういうふうに発展するのか

なと、ちょっと人ごとではないんですけれども、私自身に

とってはちょっと期待をしているところではあります。

　あと、阿蘇のほうから何か質問や興味深い点がござ

いましたか。

　どうぞ、山下さん。

○阿蘇会場（山下淳一）　じゃ質問させてください。

　やっぱり牧野さんの中には、組合員さんの中で牛を

飼っている人はほとんどいない。集落で何とか野焼きを、

輪地切りを維持されていらっしゃるというところもあっ

て、結構それが重荷になっているみたいですね、もう牧

野を維持する理由がないのに、下手すると延焼させて

しまうかもしれないリスクを抱えながら、本当にこれを

やっていく必要があるのみたいな。やっぱりそれぞれの

集落では、そういう何ていうんですかね、常に板挟みの

中で取り組んでいらっしゃるんですけれども、こういう

蒜山とか東伊豆のほうで同じような苦悩があるかとい

うことと、もしあってですね、何かそこに対して取り組ん

でられることがあれば、何か教えていただきたいなと思

います。

○コーディネーター（高橋佳孝）　蒜山さんからお願

いします。

　増井さん。

○蒜山会場（増井太樹）　まさにあるというところです

ね。蒜山だと、牛といえば乳牛を飼っている方はいるん

ですけれども、実際に草原に放したりとかはないので、

基本的には集落の伝統行事みたいな形で、まだ火入れ

が行われているというような状況です。そういう形なの

で、もちろん集落の方からは、もうやらないよという話が

あって、実際、私がここにいるこの数年の間にも一集落

はやらなくなったと。

　ほかの集落はじゃどうかというと、今すぐやめる気は

ないという集落が結構あって、やっぱりそういったとこ

ろは、何ていうんでしょう、本当、伝統行事ですね、その

地域の方が終わった後に打ち上げをするとか、何か集

した。山内さん、どうぞ。

○阿蘇会場（山内康二）　私は明日のサミットに向けて

は、１つは、今日、熊本で報告された島谷先生の研究成

果ですね。そこがやっぱり、これは環境省さんへの要望

になると思いますけれども、研究して、研究が結果が出

たということだけで終わらせずに、やっぱりその研究、

調査の結果を草原再生に役立たせてほしいな。できる

だけあちこちで情報を発信してほしいというのが、これ

は環境省に要望ですね、出してほしい。

　それともう一つは、明日の草原の里市町村会さんの

ところにどんな形ができるかというものは分からないん

ですけれども、島谷先生の研究成果みたいな情報を草

原の里全国市町村会の首長さんたちに共有してもらう

必要があるんじゃないかと思うんですね。これが１つと、

さっき増井さんから出た知識を共有するという、そう

いったそれこそ全国市町村連絡会の役割じゃないかと。

市町村連絡会がやっぱりそういう場を、担当の職員さ

んなんかに勉強する場を市町村連絡会が企画する必

要があるんじゃないかなと思うんですね。

○阿蘇会場（坂本　正）　ちょっと関連していいですか。

○コーディネーター（高橋佳孝）　どうぞ。

○阿蘇会場（坂本　正）　これは環境省さんの今回の

大きな成果だと、やっぱり共生する生活圏というか、そ

ういうことを提案して、その絵をお描きになっているわ

けですけれども、それが当てはまる流れというのは、今

回もよく分かったんですけれども、専門家でないと言わ

れている南阿蘇の村長さんが言っている内容がかなり

経験則で言うと草原がすばらしいんだというのがずっ

とあるわけです。それは、この辺りの1,000年、2,000

年の歴史を踏まえて現在にもつながってきている。ただ、

それは実証されていないので、やっぱり常識的な問題

で排除されてきた。今度、島谷先生はその２つぐらいを

実証したと。

　だから、経験則がすごく多いんです。何かそういうも

のを調べて、それをちゃんと検証していく。そういう作業

がこれから必要になるんじゃないでしょうか。これは一

般役職というよりも環境省が今回仕掛けた大きな仕事

で、その成果はぜひ受け継いでほしいな。ぜひ上のほ

うに上げていってほしいな。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございます。

　経験則とか郷土知というやつですよね。そういうも

のっていうのは時間による淘汰を受けていて、検証を受

けてきている知識ですよね。経験者が話す知識って、自

分の学問で得られた正当性だけで話しているという、

そこの重みの差がやっぱり最終的には出てくるだろう。

人と自然との関わりの中でできた草原みたいな自然を

守るということが、むしろ前者のほうが真理を突いてい

ることが結構多いんじゃないか。そこをもっと科学的に

検証することも一方で早くやらないといけない。知識を

持っている人が今どんどん少なくなっていると思います

しね。そういう点では、今回の島谷先生の成果というの

は、いい一つの出口になったんだろうなとはた目には

見ているところです。

　ありがとうございました。

　いろいろたくさんありましたけれども、全部きちんと報

告できるかどうか自信はないんですけれども、できる限

り漏らさずに報告したいと思います。

　非常に長い時間お付き合いいただきまして、ありがと

うございました。一歩でも二歩でも少しでも草原が元気

になれるようですね、うちのネットワークとしても頑張り

たいと思います。

　こういうサミットの場があればこそ、今のような論議

ができる、情報の共有もある程度、公でできるという、あ

る意味じゃそういうものだと思うんですね。

　今回の草原再生シンポジウム、いわゆるリアルで会

場でのやり取りができなかったけれども、何らかの形で

こうやって情報がまた共有できたことを最大の喜びとし

たいなと思っております。

　今後とも草原再生について皆さんのご協力をいた

だきますようにお願いしまして、一応この全体会議に

ついてはこれで終わりにしたいと思います。よろしいで

しょうか。

　ありがとうございました。本当にお世話になりました。

失礼します。

○司会　それでは、以上をもちまして、全体会議を終了

いたします。阿蘇、蒜山の皆様、どうもありがとうござい

ました。

　以上をもちまして、本日の草原シンポジウムの全プロ

グラムのほうを終了させていただきます。

かにもつながっていく内容とかだったのかなと思います。

　なかなかいろいろまとめ切れないところはあるんで

すけれども、最後に、今日の分科会の報告も含めて、シ

ンポジウムの報告を明日の草原サミットの中で報告さ

せていただくことになっています。

　せっかくですので、皆さんのほうから、行政、行政と

いっても、増井さんは行政そのものですよね。それから、

藤田さんはそれに近いところにいらっしゃいますし、そ

れから、山下さんも行政マンでしょう、国の。行政への要

望というのは変な話はあるんですけれども、何か自分

の立場からということですので、行政に対して望むもの

があれば、一言ずつ言っていただけたらなと思います。

いかがでしょう。

　じゃ藤田さんから。

○東伊豆会場（藤田　翔）　やっぱり環境教育という

面では、各小学校だったり中学校との連携だったり、ほ

かにももちろん、例えば林間学校で来た際には宿泊施

設だったりとか、そういったところもしっかり調整をして

継続していかないといけないと思うので、そういった面

ではしっかり、自分も一緒になって考えていけたらと

思っています。

○コーディネーター（高橋佳孝）　増井さん、何かござ

いますか。

○蒜山会場（増井太樹）　私、真庭市に４年なんですけ

れども、やはり職員の中で草原に対して理解がある人と

いうのはほぼいないと言って過言ではないなというふ

うに思います。たまたまそういう部署になったりとか、そ

うなったりして草原というものを知ったりとか、学び始

めるというところがあると思いますので、今日の機会は

まさにそうだと思うんですけれども、学びの場というの

は非常に大事だなというふうに思います。自治体同士

でどういった取組をやっているかですとか、あとはどう

いった補助金を活用しているかみたいなこともそうか

もしれませんし、そもそも草原って何がいいのかみたい

なところから、職員が替わっても学べる場所、そういっ

たものがあるといいのかなと。

　例えば自然再生協議会というのがあるんですけれど

も、そちらでは全国会議を年に１回開いて、担当の方と

かが行って課題の共有をしたりとか、事例を学んだりと

いう場がありますけれども、草原に関しても同じように

何か知識を共有したり学べたり、補助金の活用につい

て理解したりとか、そういった場があるといいのではな

いかなというふうに考えています。

○コーディネーター（高橋佳孝）　そうですね、確かに。

　実際に草原を担当している人たちが全国会議のよう

な仕組みの中にあって、常に情報交換したり、学んだり

するような場があったほうがいいということですよね。

なるほど。よく分かりました。

　確かに今度、明日のサミットを中心として首長さんの

全国会議はできたんですけれども、実際に働く人たちが

そういう情報交換が常にできていて、１年に最低１回ぐ

らいは、うちはこういう問題があったとか、今年は野焼

きやらなかったとかってね、そういう情報が普通に交換

できるような、そういう組織があるといいかもしれない

ですね。

　山下さんのほうで何かございますか。山下さん、環境

省の職員だからね。

○阿蘇会場（山下淳一）　明日のシンポジウムのとき

に、サミットのときに発信する予定です。

○コーディネーター（高橋佳孝）　あまり今日は言わな

くても結構です。

○阿蘇会場（山下淳一）　じゃ坂本先生から。

○コーディネーター（高橋佳孝）　坂本先生、どうぞ。

○阿蘇会場（坂本　正）　ちょっと２つあるんですが、

今の問題と関わるんですけれども、今、島谷先生は熊本

県で教育しているんですね、呼ばれて。講義をしている

というか、講座を持っていて。

○コーディネーター（高橋佳孝）　講座を持っているん

ですね。

○阿蘇会場（坂本　正）　職員の意識を共有していくと

か高めるというか、それを今、県のほうで進めていると

いう話を伺いました。これは職員にとって非常に重要な

ことだと思うんで、自分だけではなくて、ほかのセクショ

ンの人も問題を共有するって物すごく大事なことなので、

やっぱり首長が集まってきたら、その意識を職員に共

有するシステムをつくるというのが１つ。

　それからもう一つは、近隣と関わっていったときに、

首長同士が必ずしもつながっているわけじゃない、阿

蘇の場合もそうですけれども。縄張もあるし、いろいろあ

るので、そういうときに、例えば、今日も出たんですけれ

ども、阿蘇と熊本市に行くまでのいろんな首長をですね、

地下水なら地下水で、そこの関連流域の首長さんみた

いなものをつくっていく。それは形式上でもいいんです

けれども、もう建前でそういうものをつくって、何かの形

に動かしていくというようなことは、これは首長だけじゃ

できないんで、やっぱり環境省なり、そういう何か仕掛

けをどこかでやっていかないと、遠慮があると思うんで

すね。だから、そういう枠組みは、千年委員会の仕事か

どうか分かりませんけれども、やっぱり役所の側がつい

ていないと動かない、そういう広域的な発想は必要か

なというふうに思います。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございま

【細野高原の管理の歴史】

○稲取財産区運営委員長（山田賢一）　細野高原は、

昔、町村合併が、昭和32年ですけれども、行われたとき

に、ここもそういうことで、昔ここがカヤ場で、ここの地区

の人らが農業に敷き草とか、山の屋根をふくときのカヤ

とかというものに利用しました。町村合併でここが稲取

地区の財産区ということで払下げがありまして、それで

我々が財産区として管理しているところです。

【細野高原の管理者について】

○稲取財産区運営委員長（山田賢一）　所有地の払い

下げがありまして、稲取地区、ここは特別財産区という

のが管理しております。

【細野高原のカヤ場の歴史】

○稲取財産区運営委員長（山田賢一）　そうですね、も

う僕が知らない昔から、ここはこういう形で、この地区

の農家の人たちが、要するに農業で堆肥を作ったり、畑

の中へ有機物の補給という形で、ここの草を持っていっ

て、畑の中に入れました。それとまたそのほかにも、かや

ぶき屋根のカヤの材料としても使われたそうです。

【山焼きをやるメリット】

○稲取財産区運営委員長（山田賢一）　山焼きをやる

ことによって、例えばこういういい敷き草とか、農業に

使うようなカヤとか、そういうのが病気を抑えられたり、

害虫も抑えられたりすることによって、いい材料というか、

そういうのができます。それとまた、きれいに焼くことに

よって、要するに何ですか、灰が落ちることによって、

土の肥料分の補給にもなるというようなことで、この原

野を保持していく上にはどうしても重要なことだと思

います。

【防火線づくりについて】

○稲取財産区運営委員長（山田賢一）　防火線焼きは、

大体120名ぐらいの方に出て、１日でやっています。山

焼きがその後、防火線焼きは大体11月に終わるんです

けれども、山焼きは大体２月にやります。そのときには、

もちろん区民の皆さんとか役場の職員の皆さんとか、

それとかいろんなこういうパラグライダーの関係者の

皆さんとか、そういう利用の皆さんに出ていただいて、

大体120～130名でやります。これだけの広さですから、

５人とか10人でやるわけにはいかないもんですから、

大体120名ぐらいの人の応援が不可欠です。

　先ほど言ったように、それだけの人を集めるのが１週

間ごとに大体、天候不順だと延びちゃうもんで、毎回の

ときにそれだけの人が集まってくれないと、山焼きが安

全にできない、それが悩みの種です。

【山焼きについて】

○稲取財産区運営委員長（山田賢一）　山焼きは毎年

２月に行われます。その前に準備として防火線刈りとい

うのを10月から11月にかけてやります。ここの周り全

部、境界線のところを防火刈りということで、12メー

ターぐらいずっと刈っていって、それを１週間から10日

ぐらい間を置きまして、それを全部燃して、防火線焼きを

行います。それで、それが終わりますと、もう火が入って

も大丈夫というようなことになりますので、２月の中旬

過ぎに、春を告げるということで、全体の山焼きを行い

ます。

【細野高原を考える会の発足の経緯】

○稲取財産区運営委員長（山田賢一）　細野高原は、

私たち子供の頃から毎年、春・秋の遠足は細野高原の

原野に来て、いろいろ親しんだわけですけれども、そう

いう中でこの細野高原をどういうふうにしていったら将

来にわたって維持できるかというようなことが今中心に

なっています。今、細野高原を管理して、今まで言いまし

たような防火線刈りとか、焼きとか、山焼き、そういうの

を稲取地区の区民全員で、皆さんで出てやってもらいま

すけれども、何しろ今、高齢化で、中心になっているのが

昭和20年代、30年代生まれの方が中心になってやっ

てくれています。だもんで、将来それを、細野高原を維持

していくのにどうしたらいいかというようなことで、細野

高原を考える会を立ち上げました。

　それともう一点は、今言った防火線、山焼きを管理し

て、ここの細野高原を管理するのに、ざっとですけれども、

年間500万ほど維持費がかかります。だから、今はゴル

フ場に入ってくるお金を町と折半して、それを運営費に

充てていますけれども、将来的にもなかなかそういうこ

とが難しくなるので、できれば少しでも自己財源というん

ですか、そういうのをつくっていかないと、この細野高原

を将来にわたって維持していくのが難しくなるかなとい

うようなことで、何とかこの細野高原を皆さんに知っても

らって、現状を知ってもらって、将来にわたってどういう

ことが考えられるかというのを皆さんと一緒に考えてい

ただきたいということで、細野高原を考える会というの

を立ち上げました。

 １．開会

○司会　皆様、こんにちは。

　本日は、第13回全国草原サミット・シンポジウムｉｎ

東伊豆大会の２日目となります。

　午後からのサミットに先立ちまして、オンライン見学

会として、東伊豆町の紹介動画と事前に収録した細野

高原のエリア活用に携わる方による細野高原の案内

動画をご覧いただき、細野高原や東伊豆町のことを

知っていただく機会にしたいと思います。

　なお、現地での収録については８月にしたものです

から、セミの声とかも入っておりますことをご了承くだ

さい。

　動画を見終わった後には、今日、朝から有識者の先

生の皆さんに細野高原のほう、実際行っていただいて、

現地を視察していただいておりますので、その感想な

どをお聞かせいただきたいというふうに思います。

　午後からは全国草原サミットを１時よりオンラインで

開催しますので、午後３時までとなりますが、よろしくお

願いいたします。

２．オンライン見学会

○司会　それでは、オンライン見学会のほうをスタート

させていただきます。

①オンライン見学会

○東伊豆町長（太田長八）　東伊豆町長の太田です。

　今回は、通常の形で大会を開催することができず、皆

様をこの細野高原にご案内することができず、本当に残

念です。このような状況が解除されましたら、ぜひお越

しいただきたいと思います。

　それでは、私からは、細野高原の概要につきまして、

お話をさせていただきます。

　この景色をご覧いただけますでしょうか。私が立って

いるこの場所は、標高約700メートルの場所で、ここか

ら15分ほど上に上がると標高821メートルの三筋山の

山頂にたどり着きます。そして、この眼下に広がる細野高

原の向こうには、太平洋に浮かぶ伊豆七島をご覧いた

だくことができます。何といってもこのロケーションこそ

が細野高原の自慢のポイントであります。

　広さは約125ヘクタール、東京ドーム26個分と言わ

れております。

　行事といたしましては、例年ですと２月に山焼き、４月

にはワラビを主とした山菜狩りが全体で楽しめ、10月

にはススキ祭りが開催され、ピークのときには期間中１

万人を超す来場者がありました。また、関東圏から比較

的近いこともありまして、映画やＣＭ、ミュージックビデ

オのロケ地としても有名になり、多くの作品がここ細野

高原で撮影されております。

　そんな細野高原です。皆さん、お越しいただける日が

来ましたら、ぜひともこの絶景を目に焼き付けていただ

きたいと思います。私といたしましては、一面ススキ野原

となる10月頃がお勧めでございますが、この細野高原

は四季を通じてすばらしいですから、いつ来ても、お待

ちしております。

　続きましては、稲取財産区運営委員長の山田賢一さ

んからこの山焼きの現状など、保全につきましてお話を

いたします。

○稲取財産区運営委員長（山田賢一）　稲取地区特別

財産区委員長の山田賢一です。よろしくお願いします。

【財産区委員長の役割】　

○稲取財産区運営委員長（山田賢一）　財産区各区の

区長さん中心で委員会をつくっていまして、そこの親方を

やらせてもらっています。この細野高原の細野の原野に

ついてのいろいろ管理とか運営とか、いろんなことを皆さ

んと相談しながら決めさせていただく、そういう仕事です。

　これがヤマアワです。

　こういうね、湿原の問題点として、だんだん土砂が

入ってくるんですね。それで、その上に水が流れるところ

が決まって、１か所だけこうずっと掘れちゃうんです。そ

うすると、水が周りに出なくなっちゃう。それでもってどん

どんススキがこう、乾燥化してススキが生えてきちゃい

ます。そういう状態がこれから大いに予想されます。

　ミズトンボって言います。トンボの顔に似ているじゃ

ないですか。

　これはね、ヤマイって言って、イってイグサのイ。山に

あるイグサでヤマイ。

　これがいいかな。ちょっと待ってね。ここね、ここにこ

う真珠みたいな玉がついているでしょう。これがシン

ジュガヤです。

　これはイブキボウフウと。

　ここに紫色の、これがホザキノミミカキグサと言います。

　ちょっとやぶに入りますけれども、ここにキキョウが咲

いています。キキョウっていうのは、花屋さんでも売って

いますけれども、野生のものは非常に貴重なんですよ。

【周辺の植生について】

○細野高原ネイチャーガイド（富永眞弘）　これはツリ

ガネニンジンと言います。黄色い花が、これはオミナエ

シです。これは女郎花って書いて、オミナエシという名

前です。

【中山一号湿原の状況】

○細野高原ネイチャーガイド（富永眞弘）　ここはね、

中山一号という湿原なんですけれども、こっちからどん

どん泥が入っちゃって、もう湿原の上のほうが見えなく

なっちゃっているという状態です。乾燥化がどんどん進

み始めています。この辺もね、生えている植物がススキ

じゃないでしょう、ワラビがあったり、何か他のものが生

えちゃっている。大分植生が変わってきています。

○細野高原ネイチャーガイド（富永眞弘）　今、ざっと

湿原の植物、草原の植物を見ていただいたんですけれ

ども、細野高原にはね、僕らが把握しているだけで約

500以上の植物の種類があるんですけれども、今日は

10とか20、もっといったかな、ぐらいしか見ていません

けれども。今日の見ていただいた中にもあるんですけれ

ども、静岡県の絶滅危惧種というのが細野高原に26種

あります。それから、環境省、環境省というのは全国で絶

滅危惧を定めているわけですけれども、その中に19、こ

こにあるものがあります。ということで、非常に貴重な草

原、湿原ということだと思います。

　以上で今日の解説を終わらせてもらいます。富永で

した。

○伊豆半島認定ジオガイド（鈴木京子）　こんにちは。

ジオガイドの鈴木京子です。稲取に生まれ育ち、今も稲

取に住んでいます。

　子供の頃からの思い出を踏まえていろいろお話しで

きればと思います。よろしくお願いします。

【細野高原について】

○伊豆半島認定ジオガイド（鈴木京子）ここ細野高原

は、伊豆半島の中央に横たわる天城山脈の斜面にあり

ます。天城山はフィリピン海プレートに乗って移動してき

て伊豆が本州に衝突した80万年前から20万年前の火

山活動によって生まれた大型火山です。火山活動が終

わった天城山は、浸食によってこちらの東斜面が大きく

削られています。天城山最高峰の万三郎、そしてこの細

野高原を取り囲む三筋山、大峰山も浸食に耐えて残っ

た天城山の一部です。

　細野高原の一部は、稲取泥流と呼ばれている土石流

堆積物に覆われています。何らかの原因で起こった山

崩れなどによって、水と土石が一体となって流れ下って

できたものです。高原内に点在する角の取れた丸っこ

い岩は、こうした土石流によって運ばれたものと考えら

れています。泥を多くふくむ土石流堆積物は、水を通し

にくく、水はけの悪いくぼ地には湿原をつくっています。

湿原は貴重な動植物の宝庫になっています。水を通し

にくい地層上にできる地下水は周囲に湧き出し、飲料水

の貴重な水源にもなっています。

　それでは、今から山のほうに行って、その場所を紹介

したいと思います。

【細野高原の岩の形について】

○伊豆半島認定ジオガイド（鈴木京子）　この大きな

岩ですけれども、このお山の上のほうにあって、この岩

の角が取れています。なので、これは先ほどご説明しま

したように、もっと上のほうから土石流に乗ってごろごろ

ごろごろ転がってきて、こういう角が取れたり、こういう

潰れていたりという様子が見られます。かなり大きさも大

きいですけれども、あちこち丸で、角が取れて、転がって

きたかなという様子が見られます。もっとね、割れたりし

ているときには、まだ角が鋭角だったりするんですけれ

ども、その後もまた転がって、何度か転がったかなという

ような様子が見られます。

　このほかにもたくさん、この辺りには大小いろいろな

石が転がっていますので、また、この山はそういう土石

流でいろんな石や砂や泥、いろんなものが転がったか

なという様子が見られると思います。

○インタビュアー　何回もそういう土石流が起こって

いたんですか。

○伊豆半島認定ジオガイド（鈴木京子）　そうですね。

一番というか、はっきり分かっているのは２万５千年前

【細野高原の利用状況】

○稲取財産区運営委員長（山田賢一）　春は、ご存じの

ように山菜狩りをやっております。これは観光協会では

なくて、財産区が主体になってやっています。それで、秋

はススキのイベントを観光協会が中心になってやって

いただいております。あとは、ここに撮影とか、いろんな

映画の撮影とか、そういうのにも使っていただいていま

すけれども、それは年中ではなくて、単発にやる、そうい

う形で使っています。

【細野高原の今後】

○稲取財産区運営委員長（山田賢一）　だから、今み

んなで考えているのは、あそこに、あれ、これ水源地な

の、この部落の。だから、水源地から見れば、手を入れる

ことはいろんな自然保護とか、いろんな環境の問題で、

水源地から上は手を入れないけれども、水源地から下

のここら辺を何か利用してくれる、何ていうの、企業とか

そういう団体があったら、ぜひ提供しますよというのを

私たちは今訴えているんです。もちろんここに自然破壊

するようなものを造られちゃ困るんですけれども、自然

を利用したもので、何かそういう、先ほど言ったような体

験学習とか、そういうことができるものがあればいいな

というようなことを考えています。

【次世代への継承について】

○稲取財産区運営委員長（山田賢一）　今言ったよう

に、管理しているのが我々中心なもんで、だんだんこの

草原をどうしていったらいいかということについては、

僕らの子供の頃は春の遠足、秋の遠足というのも細野

高原で、三筋山のてっぺんに登るのが楽しみでここへ

来ましたけれども、今の子供たちは本当に草原とかそう

いうのに親しむ機会がないもんで、できれば何かそうい

う体験学習とか、そういう形にどんどん使っていただき

たいなと思います。

○インタビュアー　以上です。ありがとうございました。

○稲取財産区運営委員長（山田賢一）　どうもありがと

うございました。

【細野高原の植生について】

○細野高原ネイチャーガイド（富永眞弘）　それでは、

私が今日の案内をさせていただきます。細野高原ネイ

チャーガイドクラブの富永です。よろしくお願いします。

　まず、細野高原ってどういうところかというのを植生を

中心に見た場合に、どういうところかというのを説明し

ます。

　まず、一番高いところ、風車が、向こうから２番目の風

車の辺りが一番高いんですけれども、あれから奥へ約

５分ぐらい行ったところが三筋山という山の山頂になり

ます。それが細野高原で一番高いところです。

　それから、その下へ、草原と林がありますけれども、草

原のほうが細野高原で、この稜線をずっとたどっていた

だいて、この林、量線を境にこちら側が草原で、向こうが

林になっています。こちら側が細野高原で、東伊豆町の

細野高原で、向こう側が河津町です。これがずっと延び

ていまして、その稜線に沿って、稜線のこちら側ですね、

ずっと下りて一番下の辺り、もうちょっと下まで細野高原

です。一番下の辺りが標高で370メートルぐらい。それ

から、一番高い三筋山が821メートル、標高差が約550

メートルありますので、気温的にも３℃ぐらいの差が

あって、それで、ご覧になって分かるように、草原が広

がっていまして、後で説明しますけれども、湿原があって、

それから、人工林がこう、杉の林ですけれども、人工林、

常緑針葉樹があって、ちょっとここからはあまり見えな

いんですけれども、落葉広葉樹があって、植物、草なん

かにしてもこういう林の中なんかの植物は草原の植物

とは違うものがあるというようなことです。

　先ほど３度ぐらい差があると言いましたけれども、春

のワラビなんかだと、下から取れるようになって、だん

だん上へ上がっていくと。秋の紅葉なんかは、上からだ

んだん下りてくるということです。

【芝原湿原について】

○細野高原ネイチャーガイド（富永眞弘）　ここは芝原

湿原という湿原です。このぐらいの大きさ、この柵があり

ますけれども、非常に小さな湿原ですけれども、こういう

小さな湿原が細野には４か所あります。湿原って、必ずし

もね、大きいからといっても、見ることのできるのは外周

ぐらいのもんですからね、このぐらいの大きさっていうの

は非常に適当だと思います。この細野の地面の下には

ちょっと粘土質の層がありまして、それで水を通しにくい

がありますので、こういうくぼ地には湿原ができています。

　ここ、こう荒らされていますね。これはイノシシが掘っ

たんです、ここのところを。これ至るところでやられてい

ますけれども、夏から秋にかけてやられると、種が落ちる

前に根が起こされて死んじゃう場合が、枯れちゃう場合

があるんです。あまりいいことではないです。

【芝原湿原の植生について】

○細野高原ネイチャーガイド（富永眞弘）　これ、これ

葉っぱを見ていただければ、アザミなんですけれども、

横を向いています。これはキセルアザミと言います。

　この花はサワヒヨドリと言いまして、フジバカマの仲間

です。ですので、この辺の紫の花、ヒメハッカと言います。

　ここに生えていますけれども、これはハイメドハギ、メ

ドハギというのはもともと真っすぐ立つんですけれども、

これははっています。

　コシロネといいます。

　さっきジオガイドの方から解説があったように、泥流

が流れたことで、ああいう、この斜面がずーっと続いて

いるような地形ができて、そこにススキがずっと一面に

生えているから、ああいう印象を与えるのかなと思って、

何か先ほどの説明を聞いて、改めて景色と重ねてみると、

思い返してみると、いいなと思いました。

　植生の印象は、やっぱり皆さん、ススキが小さい、小

さいというふうにおっしゃっていたんですけれども、全

体的に見て、低いところもあったんですけれども、高い

ススキもあったりして、これ多分、後から上野さん、詳し

く言って下さると思うんですけれども、山頂付近のです

ね、カヤという面で見れば、背丈が低いのは悪い、悪い

というか、使いにくいのかもしれないですけれども、植物

から見ると、背丈の低い植物がそろっているところは、

むしろ種の多様性が高まって、いろんなものが見えるの

で、上のほうのススキの背丈が低いところをもう少し

ゆっくりちょっと歩いてみたら面白そうだなと感じました。

　ビデオの中で500種類の植物がいるということで、こ

れは何かすごいなと思ったんですけれども、うちの近く

にある３つの草原で、それぞれ調べてみると、大体300

種類ちょっとなんですね、草原エリアの中だけでいうと。

そういう意味でも、ああいう、湿原がまずまとまった面積

で残っているというのが種数を増やしている一つ要因

になっているのかなと思いました。

　僕はもともと湿原をずっと興味があって調べたりして

いたんですけれども、今回見せていただいた中で、

ちょっと解説の中でもあったんですけれども、少し乾燥

化しているところというのは気になったところです。天然

記念物というか、文化財として指定されているところもあ

るんで、大事にしようということはすごく大事だと思うん

ですが、そのやり方については少し、先ほどビデオに出

られていた専門家とかですね、皆さんの意見を聞きな

がら、ちょっと見直しをしながら進めていただけたらい

いのかなと思いました。

　ただ、植物的には、先ほどのキセルアザミとかですね、

湿原特有の植物も見れたので、途中、役場の方から、

早く行きますよというふうに何回も促されながら、写真を

撮ったりして楽しませていただきました。今日はどうもあ

りがとうございました。

○司会　白川さん、ありがとうございます。

　続きまして、高橋先生、よろしくお願いします。

○全国草原再生ネットワーク代表理事（高橋佳孝）　

高橋でございます。

　私は草原生態のほうが専門なので、草原のほうは塩

坂さんのほうから多分詳しいお話があると思うんです

けれども、火砕泥流ですか、によってつくられた地形とい

うのが独特で、その中にスポリアが出ていたり、あるい

は浸食を受けたり、その泥流によって湿原のようなくぼ

地が生じたり、極めて多彩な地形がその中に含まれて

いるんだなと。ぱっと見た目にはとても広くて大きいん

ですけれども、実はその中にいろんな形の地形がある。

その中でススキの丈を一つ見ても、大きいところもあり、

小さいところもあり、ススキじゃなくて芝生のようになっ

ているところもある。それは恐らく地形に基づくものもあ

るでしょうし、今、利用されたり管理をされている作業そ

のものがですね、そういうものを生じさせている、モザイ

ク状のものというか、極めて多様なところなんだなと思

いました。

　先ほど500種という話がありましたが、阿蘇は２万２

千ヘクタール近くあるところですね、草原の植物500種

なんですよ。ですから、ここにかなり集約されているし、

中を見ると、湿原もとても大事な植物が多いんですけれ

ども、草原の中にも、例えばスズサイコとかキキョウとか

ですね、本当に今絶滅に瀕しているような植物もたくさ

ん生えているし、両方がとても大事なんだなという気が

いたしました。

　それから、管理のほうはやっぱり大変なんだろうけれ

ども、まだまだ地元の人たちがとても元気なんだなとい

う、多少人が少なくなってですね、きっと大変なところも

あるんだけれども、その気持ちだけはとても前向きであ

るというのが非常に印象深く受けました。

　これを今後どういうふうに仕掛けていって担い手や

仲間を増やしていくか、あるいは次の世代にどうやって

つないでいくかというのが大きな問題だと思いますけれ

ども、そのような熱意がある以上は、きっとうまくやってい

けるんじゃないかなという期待も込めています。

　もちろんそのときには外部からの働きかけや応援と

いうのも必要になってくるかもしれませんけれども、それ

はあくまで手段であってね、目標としているものがかな

り明確になっているので、大事なものを守ろうという意

識そのものをぜひ町民全体に醸成して、つないでいっ

て、広げていっていただければありがたいなと思います。

紅白が始まるぐらい、そんな時間帯です。今からメイン

で話します稲取泥流というのは２万５千年とされていま

すけれども、これは、だから12月31日の11時58分ぐら

い、２分30秒ぐらい、つい最近の話です。ですから、時間

が、皆さんの日常生活とスケールが違うので、そこを間

違えると混乱いたします。

　ですから、その斜線の部分が、まず伊豆半島の基底

をつくった海底火山堆積物で、その次に、この図でいく

と６番ですね。６番のゾーンというのは、浅間山とか大

峰山とか三筋山とかをつくったかつての、70万年ぐらい

前の天城火山の基盤をつくっているものです。それが先

ほども鈴木さんからご説明あったように浸食で残った

部分がこの６番の部分です。

　その後、新天城ができて、多分、これ土石流じゃなくて、

先ほど土石流、土石流と言っているのは、あれは間違い

で、土石流じゃなくて泥流です。土石流と泥流と全く違う

ものです。そこのところを混乱しちゃうので、さっき何か

フリップは土石流が、土石流がとあったんで、あれは実

は土石流じゃなくて泥流です。

　泥流はですね、どういうふうに流れたかといいますと、

さっき言ったように、この図でいくと左上のほうに天城

本体がありますから、あそこから流れてきたんですけれ

ども、流れたときに三筋山だとか大峰山が邪魔をします

ので、河津側に流れたほうと、それから、この東伊豆町

側に流れた、２つに大きく泥流は分かれました。

　今日話題になるのがこの東側に流れた泥流です。２

万５千年前ってどういう時代かといいますと、氷河期の

最後の時代。つまり海面が世界的に100～140メート

ルぐらい後退していた、海が今よりも140メートル低

かった時代。ですから、この土石流は、多分この稲取の

温泉街をぶち抜いて海の中まで入ったんです。溶岩の

ように非常に800℃とか1,000℃、高いので流れてくる

と、海につかった瞬間にそこで止まるんですね。だから、

あそこの伊豆高原の辺りの海岸がありますけれども、あ

れはあそこで溶岩が止まっちゃうわけです。ところが、泥

流の場合は泥なので、そこで止まらないんですね。だか

ら、海底の中にもそういう転石がたくさんあるはず。

　次に、泥流の真ん中にハート形の白いのがあります

ね、２番。これは火口なんですね。多分、泥流の中から

突き抜いてきたものなんですけれども、車で登っていき

ますと、右側にカーネーションの畑、ハウスと、それから

水田が唯一ありますね。多分そこは火口のところに長い

間、泥炭がたまって、その上に水田ができて、東伊豆唯

一の水田じゃないかと思いますけれども。その上に現在

はため池が、それこそハート形のため池があるんです

よ、これ空から見ると分かるんですね。そのため池とい

うのは、後で説明します、湧水が水温が低いので、その

ため池の太陽光で温めた上水だけを使って多分水田

をやっていたんだろうというのがこういう白いハートの

ところです。

　そのハートのところに今度は斜線が、ハッチが３か所

ありますね。これは凡例にもありますけれども、熱水の変

質帯と言うんですけれども、高温のマグマが地下に隠れ

ていて、その地下水が沸騰したような状態になって、周

辺の岩石を変質させるものです。特にこの水源地になっ

ている一番左側の上のところというのは、熱水で変質し

たものが粘土化して、こういう地下ダム、ダムの役目を

しているんですね。

　それからもう一つは、この地質のところには火山灰と

かスコリアは一応、剝がした図になっています。全面的

には多分スコリアは降っているんですけれども、それを

剝がしたやつになっています。ただし、右下のほうにあ

る白いところ、これがスコリアコーンで、これ玄武岩なん

ですけれども、これはつい最近、つい最近というか、か

つてスコリアを採取していた場所があるところですね、

右のほうです。

　それで、じゃこの今日見た湿地だとか湧水がどうなっ

ているかというと、結局、泥流が流れたときに、それがカ

ルデラの崩壊かどうか、そこまではまだ確認はされてお

りませんけれども、いずれにしても大量の水が流れたこ

とによって泥流が発生します。泥流というのは水土流、

泥水ですから、そこに大きな岩石も、それから山体の一

部も、コルクのように浮いちゃうんですね。浮いて流れて

いきます。これを流れ山と言います。代表的なのは、甲府

の北側の韮崎というところ、あそこに韮崎泥流、八ヶ岳

泥流というのがあるんですけれども、あれがあの辺で

やっぱり流れ山がたくさんありまして、武田信玄がその

山沿いにのろしを上げていったという、そういう流れ山

地形があります。だから、ここで、伊豆半島で流れ山地

形があるのはここだけです。

　流れ山でどういう現象が起きるかというと、重たいも

のから順番にこうもう流速がなくなるから落ちていきま

すね、止まります。止まるとどうなるかというと、後ろから

来た岩石がそこへまたこう何ていうかな、山が出来上が

る。そういうもの幾つもあります。さっき映像にあったパ

ラグライダーのランディングのところ、今トイレのあると

ころ。あそこも小っちゃい小山があります。あれも流れ山

の一つです。そういう流れ山と流れ山の間が当然へこ

みますよね。へこんだところは、下が泥流で水を通しま

せん。それから、この付近ですと、さっき言ったこの玄武

岩のスコリアだとか、西側にある大池のスコリアだとか、

そういうところはスコリアが飛んできます。そうすると、そ

　それから、私は文化財の専門じゃないんで、湿原のど

うこうというのは分からないんですけれども、手をつけ

ないで放っておくというのは、建物だったらよいかもし

れませんけれども、人と自然が関わってつくられてきた、

恐らく湿原についても人の手というのはかなり影響して

いるところもあるんですよね、そのあたりは詳しく分かり

ませんけれども。そういう全体的な自然そのものは、む

しろ文化財というよりは、文化的経過なのかなという感

じがします。そういう視点で見ると、やはり修復というの

が当然重要になってくる場面が結構あるんで、このまま

放っておいて手をつけないという自然ではなくて、地元

の人たちが合意の下に知恵を出し合って、それをよりよ

い形のまま後世につないでいくような仕組みづくり、ある

いはそういうものができたらいいなという感想を持ちま

した。

　以上です。

○司会　どうもありがとうございました。

　続きまして、笹岡さん、すみません、よろしくお願いい

たします。

○全国草原再生ネットワーク（笹岡達男）　こんにち

は。笹岡でございます。

　今日はたくさんの専門家の先生方に囲まれて、私は

専門家といっても、長く自然公園や自然環境の行政を

やってきておりましたので、詳しい話はもう先生方にお

任せしたいと思います。

　今日は純粋に細野高原の風景と景観をたっぷり楽し

ませていただきました。もちろんこの季節ですから、その

景観、風景の主役はすばらしいススキ草原なわけです

けれども、もう一つ見逃せないのは、あそこに立ってみ

るとですね、実はご承知の方も多いと思いますけれども、

伊豆半島というのは、海岸線とそれから天城山を中心

とする山稜線ですね。そういうところが帯状に、全部国

立公園に指定されているわけです。その中腹にある細

野高原はそうした区域とは違うんですけれども、細野高

原から眺める海、海が見える草原であると。そして、振り

返れば山も、すばらしい山が続いている。もう一つ、今日

も見えましたけれども、伊豆七島も見えちゃうんですね。

伊豆七島も国立公園です。

　そういう意味では、そういうすばらしい、自分が立っ

ている、目の前だけじゃなくて、その周りの風景、景観を

楽しめる場所としての細野というのはもう一つ価値が付

け加わるんではないかなというふうに思っています。

　そして、そういう草原を守っていくことについては、ほ

かの先生方からたくさんアドバイスがあると思いますけ

れども、やはり大変な維持管理の作業があるわけです

し、そのためには、何かこう、どういうふうに使うんだと

かね、こういうふうにここは守っていく、ここは使うんだ。

皆さんがその目的意識を持って、非常に大事なのは、や

はり地域でもって目的や利用の方法、合意を取るという

ことが大事なことだと思いますから、そういう皆さんの

話合いの中で、保全、利用、そして管理ですね。それをど

うやって引き継いでいくかというお話も昨日たくさん聞

かせていただきましたけれども、そういう新しいタイプ

の視点を大事にしながら、みんなで楽しんで守っていく

という、そういうところになっていけばいいなというふう

に思いました。

　本当に今日はどうもありがとうございました。

○司会　ありがとうございます。

　続きまして、塩坂さんのほうからお願いします。塩坂先

生は地質学がご専門ということで、先ほどのジオガイド

さんの提案内容を補足等もお願いしながら、ちょっとお

話しいただければと思います。よろしくお願いいたします。

○全国草原再生ネットワーク（塩坂邦雄）　ご紹介い

ただきました塩坂と申します。

　東伊豆町とは大変縁がございまして、大島近海地震

のときに、次の日にたまたま稲取駅のところで調査をし

ていて、そのときちょうどパニックがあってですね、何か

近々大地震が来るぞというみんな、いたんですけれども、

私は大丈夫だよと言って、皆さんをなだめた経験があっ

て、そのときの見高エリアの断層等も調査した覚えがご

ざいます。その以降は、私は趣味でパラグライダーを

やっているもんですから、空中からいろいろな調査もし

て、一応、自称空飛ぶ地質屋と言われておりまして、時々

空からおっこっていることがあるもんですからね、ソラ

ツカイとも言われますけれども。

　それで、実はこの伊豆は、今、熱海の伊豆山の土石流

調査もやっております。お手元にもありますけれども、こ

こにも図面を出していただきましたけれども、これは

倉沢さんと加藤さんとが作った、当時、稲取のこの付近

の地質です。

　この一番左上のところ、もっと上ですけれども、まず、

地形発達史といって、つまりどのようにこの稲取ができ

たかというところをお話ししますと、まず一番上に斜線

がありますよね。この図でいくと７番、この凡例でいくと７

番です。これが伊豆半島の基底をつくっている湯ヶ島層

群という海底火山の噴出物です。特に地質学というの

は、時間的な感覚が皆さん違うのは、例えば地球は46

億年なんですよ、分かっている限り。それを日常の365

日で割っていきますと、この伊豆半島の基底ができたの

は12月30日ぐらいです。もうつい最近の話なんです。

　それから、私が必死に100歳まで生きても、0.3秒で

す。まばたきですね。人類が誕生したのが12月30日の

○日本茅葺き文化協会事務局長（上野弥智代）　皆さ

ん、こんにちは。日本茅葺き文化協会の事務局長をして

います上野弥智代と申します。

　茅葺き文化協会は、所有者とか職人とか研究者とか、

それから自治体が一体となってカヤぶきのことをつな

いでいるネットワークの団体なんですけれども、今日、

細野高原へ伺って、また昨日から皆さんのお話を聞く中

で、私がわあと思うことがたくさんありました。でも、その

中を３つくらいに分けてというか、３つに絞ってお話しし

たいなと思うんですけれども、まず、皆さんが関心をお持

ちだったカヤというものとしてどうなのかというのは、も

う第一印象は、すごい元気なカヤだなという、カヤとし

て見たときに、細くてしなやかというのがありますけれど

も、背丈が高いからいい悪いじゃなくて、カヤそのもの

が真っすぐ細くてしなやかというのはすごくいいカヤだ

なというふうに思いました。

　昨日も話がありましたけれども、カヤぶきって、短いの

と、一番最後に長いので押さえて、それを竹で押さえると

いう、３層ぐらいにしていくんで、短いカヤも長いカヤも

要るんですね。長いカヤといっても、それが３メーターそ

のまま要るかといったら、やっぱりちょっと使えないんで、

切って使ったりするんですよ。だから、その短さというの

は使い方と連動するものなので、それよりも、ここの穂が

あれだけ立っていて、真っすぐ元気なカヤというのはす

ごいなというのをまず思いました。

　昨日も町内会長さんの鈴木さんのお話にも出てきた

し、山田さんの話にも出てきましたけれども、カヤってい

う、何か使うときはやっぱりカヤって呼んでいるんだな

という、屋根材だけじゃなくて、聞いていると、利用する

ときは草がカヤになっているなと思うんですけれども、

今、生えている状態だとススキですよね。それが刈り

取ってカヤ束、屋根ふき材、私の場合はちょっと屋根ふ

き材としてですけれども、屋根ふき材としていいカヤ束

ができたときにカヤになるというか、何でもかんでも刈

ればいいってもんじゃないじゃないですか。使い道に

よって。だから、それがススキが刈ってカヤになるという

こと。でも、皆さんの中にそれはもう当然のように根づい

ているんだなというのも感じました。

　今日案内していただいた上の山頂近くのところも、白

川さんが言っていたみたいにちょっと背は低いですけ

れども、あそこのカヤもいいカヤだったし、駐車場のと

ころも、下に少し広がっているところもいいカヤでした

し、最後見せていただいた湿原のそばにあったカヤは

結構背が高かったですし、あそこは少し、何かワーク

ショップ的にやるんであれば、あずまやもあるんで、あず

まやをカヤぶきにしたらいいんじゃないっていう話もあ

りましたけれども、あれ野焼きに巻かれるとすれば、毎年

屋根にトマブキみたいなのでかけてもいいんじゃない

かなと思いました。燃えてもいいんじゃないかな、そこは。

それでみんなでまた、何か新嘗祭じゃないですけれども、

豊穣を祝って、その屋根にふくというようなことにつなげ

てもいいのかなというふうに見ていて思ったんですけ

れども。そういう面白いいろんなことができそうだなとい

う、カヤとして使うということですね。

　さっき高橋先生が湿原のことでちょっとおっしゃいま

したけれども、法隆寺って、私、建築の専門なんで、法隆

寺って世界最古の木造建築って千年たっていると言わ

れているじゃないですか。でも、それはずっと放ってい

て千年もっているわけじゃなくて、修繕している。それを

植物資材を使って、大工さんなり技術者が修繕してい

る技そのものがすばらしいということで、この間、その

技そのものも無形文化遺産になったんですけれども、

伝統工匠の技って。そこにカヤぶきとかカヤ採取も入っ

ているんですよ。だから、ああいう植物材料を取ってく

る技そのものも含めて、だから、ああいうものができて

いるということが草原とかカヤ場も同じだなというふう

に思いました。

　それが１個目で、２個目はさっき内山さんから振られ

ましたけれども、もう一つ、わあ面白い、格好いいって

思ったのは山田さんのお話です。今、70代ですかね。こ

の財産区の皆さんの活動ですけれども、山田さんの話、

本当に面白いんですよね。若い頃は、何月頃みんなで

取りっこのように草を刈っていた、昭和50年代ぐらいま

で刈っていた、いやそれはこういうふうにやっていた、

カヤを降ろすのは、１週間ぐらい乾かしてから降ろして

いた、そういうお話がまだまだ生きているというか、それ

が話を聞いていて、すごい面白いし、格好いいなと思い

ました。

　今、草は使っていないのに、何で管理をあんだけ一

生懸命されているのかなというのもちょっと聞いてみた

んですけれども、やっぱり山田さんにとってはふるさとの

山だから、みんなにこのまんま何とかみんなにつなげた

のくぼ地にスコリアがたまって、それが、そのスコリアの

隙間が地下水の帯水層になるんですね。

　これも偶然の重なり合いなんだけれども、さっき言っ

た熱水が変質した粘土が下流側にあるもんですから、

ちょうどダムのように、地下にダムができている、ずっと。

それが一定程度常に安定して水を流下させているとい

うことになります。

　それからあと、この図で注意するのは、西側に黒い線

が幾つか見えますね。これが断層なんです。私のほうが

昨日泊まっていた旅館のすぐそばも通っていますけれど

もね。ずっと行って、あの伊豆急のトンネルのちょうど真

ん中を通って、国道135号線のところも、私の記憶では、

その小学校の下に自転車屋さんかなんかあって、その

自転車屋さんのところの真上です。そこを通って見高

エリアのずっと活断層があって、それからもう１か所、

浅間山のほうに、これちょっと書いてありませんが、浅

間山はもうちょっと左上かな、のところに浅間山ってあ

るでしょう、その斜面も、当時はほとんど植林されていま

せんでしたので、明確に活断層が確認できました。した

がって、東伊豆町は北西から南西に幾つかの断層が

あるんですね。そういう場所ですね。

　以上ですけれども、また後で質問があれば。

○司会　ご丁寧にどうもありがとうございます。

　続きまして、内山さんですが、内山さんは唯一の町内

のご出身で、今、東京都立大学のほうで研究をされてお

ります。よろしくお願いいたします。

○東京都立大学大学院都市環境科学研究科（内山義政）

　内山でございます。

　私は稲取の生まれで、何度も細野には通っているん

ですけれども、今は東京都立大学の博士課程の学生

をしております。今回、草原サミットの実行委員というこ

とで、役を務めさせていただいておりますが、ほかのサ

テライトの会場の先生方と比べて、まだ私、学生ですの

で、本当にこの大役、務まるのだろうかとずっとやって

きておりますが、今回、今日現地を見させていただいた

感想などをお話、２点、主にできればと思っております。

　まず１つ目に、後で上野さんからお話があるかと思

うんですけれども、あるかもしれないんですけれども、

今日ですね、現地見させていただいた中で、財産区委

員長と大変、地元の話を聞くのが楽しそうにされてい

るなという印象を強く受けまして、例えるとですね、例え

ば郷土の語り部なんかを語る観光イベントなんていう

のは各地で行われると思うんですけれども、まさしくあ

んな感じで、僕は考える会ですとか、財産区の会議と

かで伺っていても、本当に面白い話だなというのはた

くさんあるんですけれども、多分、地元でずっと住んで

いると当たり前だなという話も、例えばこの細野の管

理の歴史ですとか、そういった話も、改めて外部に発

信していくことで、そのお話自体が面白いコンテンツと

いうか、話になるのではないかなというふうに１つ思

いました。

　そうした地域の知見をそういうふうに改めて捉えてい

ただいて、誇りというか、引き継いでいくことが改めて必

要じゃないかなと思った次第です。そうしていく中で、先

ほど財産区委員長からの動画の中でもありましたけれ

ども、利活用をということですけれども、カヤで、カヤぶき

とか、実際見ていただいて、使えそうだという話もありま

したので、カヤぶきですとか、ぜひカヤ材の利用とか、

何ていうか、企業とか団体とかのそういうイベントとか

観光利用という面もあるかと思うんですけれども、ぜひ

草原本来の利用を、さらに新しい形での草原の資源の

利用という観点からで捉え直すのもいいのではないか

なと思いました。そうした中で地域での草原の資源の活

用の担い手という意味では、東伊豆町では最近、ＮＰＯ

ですとか大学が連携して様々な活動をしてきていると思

いますので、そういった地域でのつながりをまた活用し

ながら、細野高原のほうも今後動いていけたらいいの

ではないかなと、私自身もこれから一緒に関わってい

けたらなと思っています。

　２点目ですけれども、富永さんと鈴木さんの動画と、あ

と、私自身もネイチャーガイドのほうには時々参加させ

ていただいて、観察会、行かせていただいているんです

けれども、本当に今回の動画で、ちょっとしたやぶの中

に入らないと見られないキキョウですとか、もう本当に

道の、ちょっと奥まったところの道の、ふとこうよく見ない

と気づかないような石ですとか、そういった細やかな場

所まで熟知しているという地元のガイドですとか、そう

いう知識というものも人材として引き継いでいかなけれ

ばいけないなと思っております。

　私自身は、大学での研究ということで、なかなか綿密

にこの隅から隅まで熟知するということがまだまだ足り

ていないわけなんですけれども、そういった意味で、ジ

オもそうですし、植物ですとか生物のほうの専門的な知

識をより地域でも引き継いでいく人材がこれから必要で

はないかなというふうに思った次第です。

　以上、２点ほどです。ありがとうございました。

○司会　どうもありがとうございます。

　続きまして、上野さん、お願いいたします。

　上野さんは、一般社団法人日本茅葺き文化協会事務

局長を務められておりますので、そういった視点から

お話をいただきたいと思います。よろしくお願いいたし

ます。

いというのもあるけれども、そこにそうあってほしいとい

う思いが一番あるんだなというところ。山田さんのお話

を裏づけるようなネイチャーガイドのさっきの富永さん

とかジオガイドの鈴木さんのお話も、こういう方もたくさ

んいらっしゃるというのがもうすごいところだなという２

番目のわあです。

　最後は、笹岡さんとかの話にも出てきましたけれども、

山から海が近いじゃないですか。ここから15分ぐらい

であの草原に行けて、町もその間にあって、ジオの話も

ありましたけれども、すごく山から海までが見渡せる範

囲にあるという中に今の壮大な何億年の話から、その

暮らしが息づいていて、見えているということ、それでそ

こにさっき話したみたいな人がいらっしゃるということ

がもうすごいなというのが私の３つのわあでした。

　以上です。

○司会　どうもありがとうございました。

　先生たちのお話を聞いて、東伊豆町に住んでいる人

たちが感じていること、貴重な場所なんだなというよう

に思いました。また、動画のほうに出演していただきまし

た富永さん、鈴木さん、山田さん、どうもありがとうござい

ました。

　本来ですともう少し意見交換としたいところですが、

お時間になりましたので、これでオンライン見学会のほ

うは終了させていただきたいと思います。

　１時間昼休みを取りまして、午後１時から草原サミッ

トのほうを開催いたしますので、よろしくお願いいたし

ます。

　皆様どうもありがとうございました。
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すし、そこに一工夫入れれば、新しいやり方で地域に

フィットするやり方を見つけられるなというふうに今感

じているところです。

○コーディネーター（高橋佳孝）　地域によってそれぞ

れやり方や特徴が出ているでしょうけれども、いずれに

しても農閑期の、あるいは労働力の季節性にもうまく

マッチしそうな、面白いですよね、そういう意味ではね。

刈れた草を使う価値というのはそこに出てくるんでしょ

うね。枯れ上がっても草原に価値があるというのはすご

いですね、青いときはもちろん家畜の餌にもなります。

　それと阿蘇のほうでは堆肥による野草の利用という

のが非常に盛んだという話があって、東伊豆のほうで

はこれを果樹とかマルチとしてもともと使っていたとい

うことなんですね。その辺も随分と科学的根拠が出てき

ているように思うし、草の流通量が物すごく今増えてい

ますしね、そのあたりのお話もちょっと聞かせていただ

きたいんですが。

○阿蘇会場（山内康二）　阿蘇のほうですか。

○コーディネーター（高橋佳孝）　はい。

○阿蘇会場（山内康二）　私も詳しくは知らないんです

けれども、阿蘇では５年ぐらい前から、これも世界農業

遺産の関係で、夏の堆肥が非常に、これはもう地元の

年配の人たちは昔からそう言われていたんですが、夏

の堆肥が非常に農作物にいいというふうに言われてい

たのを科学的に調査をしようということで、佐賀大のソ

ミヤ先生という方に委託をして、調査をしてもらっていま

す。それで、２年ぐらいしたところで、非常に有用な拮抗

菌とかいうような菌が非常にたくさん阿蘇の野草堆肥

の中には発生しているんだそうです。それが非常にたく

さんあって、後々のあれでは、どうもそれは阿蘇独特の

菌で、阿蘇のどこの野草を調べても同じような菌が出る

んだそうですね。そして、ほかの地域の野草とはまた違

うらしいんですが、そういうことが分かってきて、それを

県知事も非常に、元旦の新聞発表かなんかで発表され

て、それから野草堆肥が非常にもう注文を受けても不

足するぐらいの形で、今、阿蘇のほうで野草堆肥が非常

に重宝がられています。

　その野草堆肥を作るために、いわゆる野草を刈り

取っている面積が150ヘクタールぐらいあるんだそう

ですが、そういう意味で草原の維持にも大きく貢献を、

野草堆肥というのがしているという状態ですね。ちょっ

とそれぐらい。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございます。

　阿蘇で野草が見直されているのも実は地元の知恵な

んですよね。昔から地元の人たちは、とにかく野草を入

れる堆肥が一番いいって言ってきたというのが近代農

業ではほとんど捨て去られたままだったんですよ。それ

を再度見直してみると、未来を語れるようなすごいもの

があったということなんで、やはり地元の知恵をきちん

と蓄積して、皆さんで共有して学んでいくというのがス

タートラインなのかなって、すごく感じるところはござい

ました。

　次は、継承というところがね、東伊豆でもとても問題

になっているんですけれども、新しい担い手をどうやっ

てつくっていくかちとかですね、地元の子供たちとの環

境学習の中でどういうふうに入れていくかということな

んですけれども、そのあたり、蒜山のほうではどういう働

きかけや活動というのが芽生えているんでしょうかね。

○蒜山会場（増井太樹）　蒜山では、今、火入れをやる

主体が地元からボランティアに替わっている地域があ

ります。大体、蒜山で今、山焼きをやっている集落６か所

ぐらいあるんですけれども、そのうち１か所がやめると

いうことで、そこの部分をボランティアさんが今引き受

けてやっています。ボランティアを引き受けるに当たっ

て、もちろん地域の方がやっている手順とか、そういっ

たところはしっかり学びつつ、道具ですね、例えば

ジェットシューターをみんな用意をするとか、動力噴霧

器を使うとか、川で水をくめるようにエンジンつきのポ

ンプを買うですとか、そういった部分をアップデートし

た形でボランティアでやれる体制をつくっています。

　ただ、やはりそこに、冒頭も申し上げたんですけれど

も、やっぱり地域の知恵がありますので、ボランティア

だけじゃなくて、地域の方にも入っていただく余地とい

いますか、仕組みはちょっと今後つくらないといけない

な。今は逆にボランティアでそれなりにはうまくやれて

いるんですけれども、やっぱり地元の方が長らくやって

きたというところも大事にしないといけないなというふ

うに思っています。

　教育という点では、阿蘇とかそういった地域には遠く

及んでいなくて、環境省さんが年に１回ぐらい地域の小

学校で出前事業をやってくれてはいるんですけれども、

そういったところにとどまるのかなというところです。

　逆にこういった新しい施設ができることで、観光客と

草原とかカヤのタッチポイントができたのは、これから

非常に認知を高めていったり、草原というものの存在

に気づいていただいたりする分にはすごい期待をして

いるところです。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございま

した。

　道具とか噴霧器を整備するとか、そのキャッチポイン

トを今回つくったということは、かなり行政も関与されて

いるんですか。

後の土石流がその中に入っていた木の炭素年代を調

べたら、２万５千年前後の炭素年代が出ていますので、

そこで一度起こったなというのは分かっているんです

けれども、その前には何度も何度も大分、山の南斜面が

かなり削られていますので、何度も起こった様子が見ら

れると思います。

【細野高原の川について】

○伊豆半島認定ジオガイド（鈴木京子）　今度は細野

高原の中の川のそばにやってきました。

　細野高原の中には、水源涵養保安林という地元の人

の飲み水を確保するために保安林というものをみんな

で植えて、水が自然にここに沈む込むような作業をしま

した。そのために、ここから二口ほど水源を引いていま

す。大体ここの水源は、町の総人口約１万２千人いるう

ちの千人、8.3％ぐらいの人たちのための水源になって

います。このお水は、保安林だけでなく、先ほどお話しし

ました土石流に乗って保安林の下には海底火山、その

時代からの長い年月をかけたいろいろな火山灰、そし

て火山礫が眠っています。そこの隙間を通り抜けて川の

水になっていますけれども、その火山礫の間を通り抜け

ることでたくさんの豊富なミネラルをお水の中に取り込

んで、おいしい水をつくっています。その水は私たちの

飲み水だけでなく、先ほどお話ししました湿原の動物や

生き物、生物、植物などの栄養分にもなっています。また、

町のほうに下りていきますと、農業用水になったり、そし

て、海のほうにこれが流れてですね、海の栄養にもなっ

ています。そのために稲取の野菜や果物、お魚はとても

おいしい味になっているのだと思います。私たちは細野

高原の自然を大切にして、これからもおいしい水、いろ

いろなおいしいものを食べれるような、そんな場所にし

ていきたいと思います。

　河原にはいろいろな色の石があると思います。これは

長い年月をかけて噴火してきた火山礫や凝灰岩です。そ

の火山礫や、白っぽい石がところどころに見えるんです

けれども、白っぽい石は、細野高原とまた違う斜面で爆

発的な噴火を起こしましたカワゴ平という場所がありま

す。そこは、ここと違って流紋岩や軽石を出しています。

その軽石などもかなり水分が石の中を、軽石は穴が開い

ていますので、その中が水分を通っていきます。そのため

また細野高原と違うミネラル分を含んだ水になっている

ので、本当にいろいろな豊富なミネラルを含んだ石が、

色によっても成分が違いますし、赤みを帯びているもの

は鉄分が入っている石です。錆びると赤くなりますね。

あのような変化を起こしています。そのようなものを含ん

だここの水はとてもミネラル豊富ということが分かります。

　でも、この河原を流れていっても浄化されているので、

もっと下流のほうに行っても、とてもお水がきれいで、本

当に飲みたくなるような、そのまま飲みたくなるようなお

水が見られます。

【最後に】

○伊豆半島認定ジオガイド（鈴木京子）　入り口の駐

車場の横に戻ってきました。先ほどの看板がある近くです。

　こちらに見える尾根が大峰山です。その大峰山の斜

面には、石の上と書いて石上という字名があります。こ

の字名のあるように、大きな岩がごろごろ点在している

様子が見えます。山焼きの後の２月下旬からワラビ狩り

の５月頃までは、点在している大きな岩を見ることがで

きます。この季節は草丈が伸びているのでよく分かりま

せんが、またその頃、今と違う季節にいらしてください。

　今日はありがとうございました。

②視察・オンライン見学後の感想

○司会　そうしましたら、東伊豆町の細野高原の案内

動画のほうは終了させていただいて、この後ちょっとお

時間をいただきまして、午前中に細野高原に視察してい

ただいた有識者の先生たちに少し感想のほうをお聞か

せ願えればと思いますので、ちょっと前の席のほうへご

移動をお願いいたします。

　そうしましたら、今日２時間ほどかけて細野高原のほ

うをずっと１周、見学をしていただきました。それぞれご

専門と、あとは町外の方から見た感想と印象というよう

なことを含めて、お一人ずつお話をいただけたらという

ふうに思います。席順のとおり座って、白川さんのほうか

らすみません、よろしくお願いいたします。

○芸北高原自然館主任学芸員（白川勝信）　ありがと

うございます。最初のほうなので、ちょっと安心しています。

　細野高原を久しぶりに見まして、やっぱり最初の印象

は広いなというところです。広さがやっぱり第一印象か

なと思いました。入ってすぐに、行くまでの道は植林され

ていてちょっと暗いですが、景色がぱっと開けたときに

左手にススキの波がわあっと広がっている様子という

のは、細野高原ならではだなと思いました。

○司会　それでは、皆さん、大変お待たせいたしました。

　ただいまより全体会を始めたいと思います。

　東伊豆町、蒜山、阿蘇で行っていただいた分科会の

代表者の方にご参加いただき、それぞれの分科会での

協議のまとめについてお話しいただきたいと思います。

この全体会の様子は、ユーチューブでライブ配信を

行っております。

　ここからの進行は、一般社団法人全国草原再生ネッ

トワーク代表理事の高橋先生にお願いいたします。

○コーディネーター（高橋佳孝）　皆さん、こんにちは、

聞こえますか。

　すみません、先ほどのパネルディスカッションで声が

聞こえなかったと怒られてしまいましたんで、一応確認

をさせていただきたいと思います。

　今日は盛りだくさんの内容で、今まで講演とパネル

ディスカッションとそれぞれの分科会が行われました。

講演は非常に広範な内容について紹介いただきまして、

自然と社会、あるいは人との関わり、それがなくなれば、

失われてしまうものを共創資産という言葉で表していま

した。その事例をたくさん紹介していただいて、日本に

は共創資産がいっぱいあるんだなということがよく分

かりました。

　草原に関しては、芸北で行われている茅プロジェクト

の内容について、草の利用は保全や環境学習や様々な

文化、そういうものが循環しているんだというふうなお

話があったと思います。

　その後、パネルディスカッションで東伊豆町の細野

高原を中心とする問題についていろいろと意見交換を

しました。

　今日は、今からは、各サテライト分科会で協議された

内容をここでご報告いただいて、意識を共有しようとい

うことで開かせていただきます。

　オンラインながらもリアル会議をすれば、会場の皆さ

んといろいろ意見交換やキャッチボールができるんで

すけれども、今回こういう形で担当者だけの会議になっ

てしまいますけれども、その分、各分科会の中で様々な

会場の方とのキャッチボールやいろんな意見交換が行

われたんだろうと、そのあたりをひとつ、どうぞよろしく

お願いいたします。

　それでは、最初、分科会の報告をしていただきたいと

思います。

　順番は、東伊豆町さん、蒜山、それから阿蘇という形

で、順番で報告を受けたいと思いますので、まず最初は

東伊豆町さんのほうからよろしくお願いいたします。

○東伊豆会場（藤田　翔）　東伊豆会場の藤田です。

声は聞こえておりますでしょうか。

　東伊豆会場では、細野高原の利用と保全、継承に関

して３つほどメインにお話が出ました。

　１つ目がカヤ場として利用していくというお話です。

ふるさと文化財の森という茅葺き文化協会の安藤さん

からの提案をいただきました。細野高原のススキはほ

かの地域と比べて先が短くて細いということで、カヤぶ

きに不向きなんじゃないかというふうに言われていた

んですけれども、逆にそういったカヤのほうが良質なも

のだというふうに意見をいただきまして、今後、近隣の

文化財などへカヤを出荷したり、町内の観光施設として

カヤぶきを使って、カヤぶきの文化を復活させる、つくっ

ていくのはどうだろうかというご意見をいただきました。

　次に、利用と保全のつなぎになるような存在の創出と

いうことで、今、細野高原を管理している方が長年細野

高原に関わっている地元の方なんですけれども、そうで

はなく、新しく草原の、例えば草刈りの体験だったりとか、

火入れをちょっと手伝ってみたりとか、そういったこと

につなぐ、ワンクッションつなぐ存在というのをつくって

いくのがいいんではないかというお話が出ました。その

中で、細野高原の一部を企業だったり団体に活用して

もらって、その中で次の代というか、若い方だったりに

つながるような場所をつくっていくのはどうだろうか、お

話が出ました。

　最後に、環境教育として、各小学校などの教育機関と

の連携をして、例えば東京のほうから林間学校のように

宿泊と食事だったり、環境教育の講師、そういった整備

だったりシステムづくりを整えれば、そのようなこともで

きるのではというようなお話が出ました。

　地元の方も小さい頃からそういうふうに山の管理

だったり、携わっていると、思い入れだったりというのも

あるので、やっぱり小さい頃に関わって、その後、大きく

なってきて、自分も関わってみたいというふうに思ってく

れる人を一人でもつくり出すのがいいんじゃないかと

いうようなお話が出ました。

　そのほかにも、細野高原内に湿原が幾つかあるんで

すけれども、湿原の保全だったり、鹿の食害が近年増

加しているということで、そういったことも今後は考えて

いくべきなのではないかというようなまとめで終わりま

した。

　以上です。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございます。

　内山さんのほうはよろしいですか。

○東伊豆会場（内山義政）　はい、結構です。

○コーディネーター（高橋佳孝）　いいですか。

　保全と活用と継承ということで、協議をされたという

ことで、当初のもくろみと考えて、その３つの循環という

道が見えてきました。

○東伊豆会場（藤田　翔）　そうですね、実際、その循

環をこの１日の間でつくり出すというのはなかなか難し

いことだと思うので、やはり町全体で一人一人が何てい

うか、そういう循環、細野高原をしっかり守っていく、

ちゃんと利用していくというのを心に置いて、全体的な

方向性というか、まだまだこれからですが、何というか

方向性だけでも一緒に共有できたのはすごくよかった

なというふうな思いです。

○コーディネーター（高橋佳孝）　町民の中でもいろ

いろ広がりが出てきた。

○東伊豆会場（藤田　翔）　そうですね。

○コーディネーター（高橋佳孝）　今後はまた環境教

育をするにしても、新しい参画を促すにしても、都市の

人と地元の人の意識のずれとかそういうものを共有し

ていく仕掛けが当然必要になってくる、そういうつなぎ

役の組織なり人みたいなものは、東伊豆でも求められ

ると思いますか。

○東伊豆会場（藤田　翔）　そうですね、僕がなれるよ

うにぜひ頑張って、僕もその一員になれるように頑張り

ます。

○コーディネーター（高橋佳孝）　内山さんも東伊豆出

身ですので。

○東伊豆会場（内山義政）　そうですね、一緒に、はい。

○コーディネーター（高橋佳孝）　よろしくお願いいた

します。

　ありがとうございました。

　続きまして、じゃ蒜山のほうからのご報告をいただけ

ますか。

○蒜山会場（増井太樹）　では、蒜山会場から私、真庭

市役所産業政策課の増井のほうが報告をさせていた

だきます。

　画面を共有させていただいてもよろしいでしょうか。

いいかな。ありがとうございます。画面のほうを共有させ

ていただきます。少々お待ちください。

　今、画面の共有をさせていただきましたけれども、見

えていますでしょうか。

○コーディネーター（高橋佳孝）　はい、見えています。

○蒜山会場（増井太樹）　蒜山会場からご報告をさせ

ていただきます。

　まず、こちら今、私がいる場所なんですけれども、岡山

県真庭市蒜山高原というところに、今年の夏にできまし

たグリーナブルヒルゼンというところからご紹介をさせ

ていただいております。

　こちらですね、本日の会場の写真になるんですけれ

ども、右上に見えるのがＣＬＴという部材でできた建物に

なります。本日のシンポジウムはそちらの中でやらせて

いただきました。

　そして、左下に見えるのがサイクリングセンターなん

ですけれども、私、今ここの軒下にいるんですけれども、

こちらがカヤぶきの建物になりまして、今年ですね、蒜

山のカヤでふいて、ちょっと伝統的なふき方とは違うん

ですけれども、内装にカヤをふんだんに使った建物を

サイクリングセンターとして造っております。そこの下で

例えば昔だったら、山焼きをした後に慰労会があって、

そこでの話が楽しかったですとか、今の自然再生にし

ても、なかなかふだん出会わない人との仲間づくりがで

きるとか。カヤぶきに関しても、出会わない人と出会っ

たりとか。イベントもそうですね。ふだん出会わない人と

出会ったりとか、自分が今まで気づかなかった価値に

気づいたりとか、何かそういった楽しさをどうつくってい

くか、提案していくかというところがこれから先大事なの

じゃないかというような意見が出て、このトークセッショ

ンを終えることができました。

　ちょっと盛りだくさんにはなってしまったんですけれ

ども、そういった形で蒜山会場のほうではやらせていた

だきました。

　報告は以上です。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございま

した。

　蒜山会場では本当に盛りだくさんな内容でしたね。

○蒜山会場（増井太樹）　はい。

○コーディネーター（高橋佳孝）　昔の古い技術を学

んで、新しい技術はここから出発しようということと、自

然再生と言いながらも、経済との仕組みとの体制を

やっぱり念頭に置く必要があるだろう。それがある意味、

実践できたのがカヤぶき職人さんも参加した新しいカ

ヤづくりから皆さんの協力を集められた。大きな人の流

れにもなってきたということですね。

　先ほどの東伊豆さんのほうでも、やはりカヤの提案

があったんですが、短いカヤでも全然問題ないよと、あ

まり先入観にとらわれる必要ないよというのは、まさしく

今、蒜山で行われているような新しいカヤぶきの姿にも

当然共通していけるようなことがあるのかなと思うんで

すが、保全をずっと続けてきた増井さんにとって、カヤと

いう出口、保全という面から見てどういうふうに思われ

ますか。

○蒜山会場（増井太樹）　私自身は、今、高橋さんがご

紹介いただいたように植物の研究をやっていたりとか、

保全、生態学みたいなところを志していたんですけれど

も、もちろんそれも重要なことの一つで、その一方で、使

いながら守るというところが非常にこの二次的資源、草

原をはじめとする二次的自然には大事だというふうに

思っています。その出口の一つとして、カヤの利用先で

すね、使うという部分でのカヤぶきは大事だと思います

し、また、この蒜山を代表するように多くの草原、観光地

が多くありますので、人との接点をどうつくるかというと

ころがすごい大事だというふうに、この蒜山に来て思っ

ているところです。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございま

した。

　自然再生や保全という点から見ても、使いながら守

るというのが今後の大きなキーワードになりそうだとい

うことで、ありがとうございました。

　続いて、阿蘇のほうから環境省の山下さんですか、説

明をお願いできますか。ご報告をお願いします。

○阿蘇会場（山下淳一）　環境省阿蘇九重国立公園

……、聞こえていますでしょうか。

○コーディネーター（高橋佳孝）　聞こえています。

○阿蘇会場（山下淳一）　環境省阿蘇九重国立公園

管理事務所の山下と申します。

　私のほうから、阿蘇分科会の内容をご報告をさせて

いただきます。

　ちょっと画面共有をさせてもらいますが、見れていま

すでしょうか。

○コーディネーター（高橋佳孝）　見えています。

○阿蘇会場（山下淳一）　今回、阿蘇は阿蘇草原再生、

新たなステージへ～草原の恵みを守るための仕組み

づくり～というのを分科会のテーマにして、２つの話題

提供、それからそれを踏まえてパネルディスカッション

を行いました。

　まず、その設定した趣旨なんですけれども、阿蘇の草

原というのは２万ヘクタールぐらい全部合わせると

あって、野草を主体とする日本最大の草原なんですけ

れども、いろんな価値があります。それは多様な生き物

の住みかとしての価値ですとか、観光資源としての価

値、年間2,000万人近く人が来るんですけれども、そ

の中で草原が広がる風景がいいというのを答えた方

が断トツに多いですね。あるいは、最近、脱酸素の社

会の流れの中で注目されているのがこの炭素の固定

機能ということで、研究結果を基に試算したですね、

阿蘇郡市の全世帯が年間排出するＣＯ２の1.7倍相

当の炭素が草原に固定されているような、そういうよう

な役割を担っていると。

　ところが、過去100年で見たら、阿蘇の草原というの

は半減以下になっていて、今後30年先を見たときにど

私は本日、今、お話をさせていただいております。

　この蒜山高原、細野高原と同じように毎年火入れを

やっておりまして、こちら蒜山の言葉では山焼きという

ふうな言い方をするんですけれども、こちらのほうを何

か所か山焼きをやっている場所があるんですけれども、

この先に映っている鳩ヶ原というのは、蒜山の中でも最

大規模の草原になりまして、それでも阿蘇に比べたら遠

く及ばないんですけれども、大体80ヘクタールくらい１

日で焼くような形で草原のほうを維持しております。

　今日のお話ですね、４名の方にお話をいただきま

した。

　１人目がこちら蒜山郷土博物館の前原館長にお話

をいただきました。

　前原館長には、蒜山の人と草原の関わり合いという

ことで、歴史的にどういうふうに人々が草原を使ってき

たかというところについてお話をいただき、そこから今、

これからどういうふうに草原を使うかというところにつ

いてご助言をいただいた形になります。

　こちらの写真にありますのは、雪の中を牛に堆肥を

乗せて運んでいると。蒜山ではどこの地域も同じだと思

うんですけれども、やはり草資源を堆肥として多く使って

いたと。それで蒜山には広い草原があったというような

お話をご紹介いただきました。

　それだけではなくて、右下の写真にあるように、もちろ

ん草資源として使っていたんですが、やはり人々の心の

安らぎといいますか、例えば春になったらここにお酒と

かお料理を持ち出して、ちょっと１杯やったりですとか、

地域の民謡みたいなものにも歌われているんですけれ

ども、蒜山の出会いの場として草原があったりとか、精

神的な部分でもこの草原というのが非常に大事に使わ

れていたというようなお話を伺いました。

　次に、鳥取大学の日置教授には、自然再生と地域づ

くりということでお話をお伺いしました。

　日置先生は、この蒜山の近くで小さい自然再生事業

を幾つかやっていますので、その事例についてお話を

いただきました。

　こちら右下はですね、蒜山のすぐ隣に江府町という

のがございまして、そこで行われている湿地の再生事業

についてご紹介をいただきました。湿地の再生をする

にしても、やはり科学的知見というのを大事にしないと

いけないと。

　それからもう一つ重要なこととしては、経済をどう回

すかというところで、なかなかその保全だけでは回らな

い部分があるので、地域のなりわいですとか観光、それ

から出てくるバイオマス資源をどう活用するか、そう

いったところを有意義に活用しながら、保全にまたお

金が回るような仕組みづくりをしていかないといけない

よというようなお話をいただきました。

　次に、カヤぶき職人の沖元さんと相良さんにお話を

お伺いしました。

　このお二人は、今、私がいるここのサイクリングセン

ターをふいてくれた方でもありますので、そういったお

話も併せましてお話を伺っています。

　まず、カヤぶき職人になぜなられたかというところを

お聞きしたんですけれども、２人とももともとカヤぶき職

人になりたかったわけではなくて、別の道からいって、

カヤぶき職に出会うことで、その魅力に取りつかれたと

いうところで、まず体験してみるとか、そういったところ

の重要性を言っていたのが印象的でした。

　それから、このサイクリングセンターをふいてみての

感想なんですけれども、技術的に今までのカヤぶきとは

違うという面白さもあるというお話はしていたんですけ

れども、それ以上に、例えば地元の方が協力をしてくれ

たですとか、カヤぶき職人さんが、ふだんの工事だとあ

り得ないんですけれども、若手はじめ10人ぐらい来てく

れて手伝ってくれたりとか、そういう人とのつながりがで

きたというところが面白いという話をしておりました。

　やはりこれはその前の日置先生のお話とも重複する

んですけれども、やはり人とのつながりをどうつくるかと

いうところが大事になってくるというようなお話が出た

のが非常に印象的でした。また、この建物に代表される

ように、伝統的なカヤぶきの延長線上で新しい使い方

ですとか、接点というのがどんどんできるということが大

事なのじゃないかというようなお話をいただきました。

　最後に講演者全員でトークセッションをさせていた

だきました。

　いろいろな意見が出たんですけれども、一番印象的

だった点としては、その関わりをどうやってつくったら

いいのかという点について私が質問をしたんですけれ

ども、皆さんの意見として出たのは、やはり生物多様性

の意義とか文化財を残している意義だけではなくて、

楽しさをどうつくっていくかというところが大事だと。

んじゃないかと。価値を創造できたところで重要なのは、

共有していくことが重要なんだけれども、誰に共有して

いくかというのが重要かというところもポイントになっ

ていて、例えば下流域の都市圏だったり、海にまつわ

るような人たち、あるいは吉良村長がおっしゃってい

たのは、地元の人がやっぱりこういうことを知らない

ということで、地元の農業者の方。さらには、これから

先、次世代ということを考えると、地元の子供たちにも

教育を通じてこういうことを伝えていくことが重要なん

じゃないかと。

　なので、結論としては、その共有が重要で、あとはそ

の共有の仕方をどうしていくか、どうやったら効果的に

共有できるかというようなところをこれから頑張ってい

かなければいけない、そういう結論だったかなと思い

ます。

　ご報告は以上です。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございま

した。

　とても大きな新しい試みをされているようですけれど

も、水源涵養については、草原のことってあまり語られ

ることがありませんでしたよね、これまで。水源涵養とい

えば森林でいいんだというふうな考え方だったんです

けれども、阿蘇の事例を見ると、阿蘇についてはかなり

大きな水源涵養能力がある。放置された保安林よりも

はるかに大きいんだということがありました。

　その水源涵養能力というのがずっと川下を下って、

福岡の300万人に至ろうというような大きな人口を支え

る水源域というのも草原の豊かな水源涵養力があって

ならこそであるし、有明海のノリの生産に必要な栄養源

の放出というのも、大きな水流があってこそできること

だということですね。そういう意味では、川下と川上の

関係が非常に明確になってきたのかな。そういう意味

では、環境省が言われている地域循環共生圏の一つの

モデルになりそうなところなんですけれども。

　東伊豆町のほうでも価値を創造するというか、きちん

と認識することと、それをどう共有するかという話で悩

んでいらっしゃったんですが、その共有の仕方等につ

いて、討論の中で幾つか提案がございましたでしょうか。

○阿蘇会場（山下淳一）　１つは、共有で終わってしま

うと意味がないというか、やっぱりアクションにつなげ

ていかなきゃいけないというところがポイントなので、ど

う、じゃ実際に自分事として捉えてもらって、アクション

につながっていくかというのは、やっぱり大事になって

くる。そういう意味で、危機感を与える共有の仕方という

のが一つ具体例として出ました。例えば熊本市内の地

下水の水位というのは下がっている。最近の研究で、南

阿蘇の上流域の南阿蘇村の湧水群の湧水量というの

も下がっている。そういうのを科学的にちゃんとつなげ

てあげられれば、熊本市内の水というところでかなり危

機感を持って、自分事として阿蘇の草原を守る意味とい

うのを捉えてもらえるんじゃないか。例えばですけれど

も、そういうような話が出ました。

○コーディネーター（高橋佳孝）　それは何か東伊豆

町さんのほうから何か質問がございますか。

○東伊豆会場（藤田　翔）　そうですね、阿蘇は特にボ

ランティア制度をつくったり、一番先進的に取り組んで

こられた地域だと思うんですけれども、それでもなお30

年後に６割が、このままではなくなるということにまず驚

いた次第です。

　その中で、まずそれを伝えるだけでも危機感につな

がらないのかということと、それでもまだ足りないという、

どういうところからなんでしょうか。

○コーディネーター（高橋佳孝）　何かご回答ございま

したら。

○阿蘇会場（山下淳一）　ありがとうございます。

　実は、阿蘇草原再生全体構想というものの、我々自治

体にとっては基本計画みたいなものなんですけれども、

それの改定をしております、高橋先生に会長になってい

ただいてですね。その中で危機感をやっぱりあおるこ

とは大事というので、まさに今日、先ほどお見せした図

もですね、今回新しく整理をして、皆さんに危機感を

持ってもらうための一環として、それをお伝えしていくと

いうことになります。

　ただ、もう一つあって、やっぱり牧野さんの感覚として、

もうちょっと地元だけでは守り切れないというようなこ

ともおっしゃられています。なので、地元に啓発していっ

て、地元に頑張っていただくことというのももちろんそう

なんですけれども、地域外の人たちにも伝えてもらわな

きゃいけないというところで、じゃ地域外の人たちには

どういうふうに伝えていくべきだろうか。そういうような

ですね、両輪で考えているということになります。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございま

した。

　いっぱいたくさんの報告があって、なかなかまとめ切

れないんですけれども、最後にはまとめますけれども、そ

れぞれの会場のほうから、ちょっと興味を持ったことと

か、疑問に思ったこと、何でも結構ですので、質問等、ご

意見等あれば、何でも自由にいただけたらと思うんで

すけれども、いかがですか。

　坂本先生、どうぞ。

○阿蘇会場（坂本　正）　コーディネーターをしたんで

すけれども、阿蘇のカヤには、もうご承知のようにという

ういう姿を予測しているかというと、２つの地図のうち

左側の黄色の部分が今管理されている200若干余りの

牧野さんで、５年に１回の調査で、野焼き輪地切り、どの

ぐらい継続できますかという調査項目がありまして、こ

れで10年以上できるだろうと答えた牧野さん以外は３

年、10年後管理は難しいんじゃないかと仮定した場合

に、右側ですね、黄色の部分しか残らない。これ面積で

いうと６割ぐらい減っているような仮定になっていると

いう状況になっています。

　そういう６割の草原面積減少もあり得る中で、30年

後の目標ということで議論しまして、今と変わらない規

模の草原を残すというのを目標に設定しようとしていま

す。これまでは、長年続いてきたなりわいによる草原維

持、これをどう支援していくか、強化していくかというとこ

ろで草原再生協議会、取組をしたんですけれども、この

先、ここから草原の持つ恵みというところに改めて注目

をして、草原の恵みを守る観点からも草原を支える仕組

みづくりを進めていく。今日の分科会を草原の恵みを守

るための仕組みづくりを考える一つのきっかけにした

いというので、始まりました。

　画面変わって……、ワードのほうが今度見えていま

すか。

○コーディネーター（高橋佳孝）　出ました。

○阿蘇会場（山下淳一）　出ましたかね。

　２つの話題提供をまずいただきまして、１つは最新の

研究報告ということで、熊本県立大学の島谷先生という

方から発表いただきました。今、大型の研究が動いてい

て、特に草原の水源涵養能力に関する研究が進んでい

ます。この中でススキというのがかなり節水型、何かと

いうと、蒸散する量が少ないので、その分、地下に水を

供給する水源涵養能力が非常に高い。つまり草原とい

うのが下流域への水供給に大きく貢献しているんだと

いう話がありました。

　それがどうつながっていくかというと、例えば福岡都

市圏、九州で一番大きな都市圏ですけれども、だったり

とか、ノリの養殖なんかをされている有明海、こういうと

ころに、元をたどれば、草原というのはかなり貢献して

いるんじゃないかというお話ですとか、あるいは、下流

域にある熊本市内、ここは水道水を100％の地下水で

賄っているような、日本の中でもかなり珍しい地域なん

ですけれども、ここの熊本市内がそれができているのも、

上流域にある阿蘇のおかげなんじゃないか。

　こういう下流域への受益者に価値の共有することが

すごく重要で、それによって都市部との草原を守るため

の共生圏というのを構築していくべきじゃないかという

ようなお話をいただきました。

　もう一つが南阿蘇村という村の村長さんから、実際、

南阿蘇村の取組ということでお話をいただきまして、こ

れは既に、今言ったような水源涵養機能の保全という

のを目的にして、南阿蘇村の村長さんが火入れの責任

者になって、野焼き再開を推進されているという事例発

表でした。

　そのきっかけになったのは、平成28年に３牧野で野

焼きが中止をされて、さらにその直後に地震があって、

２牧野が中止をしたという中で、野焼き再開を何とか進

められないかというので火入れの責任者を地元の区

長さんから村長に替えたり、あるいは火入れの手続と

いうのが許可制で煩雑だったのを届出制でよくしたり

と、そういったところを変えてこられているということで、

今、本来の牧野1,500ヘクタールぐらいあるらしいんで

すけれども、大体その３分の２で野焼きが実施されてい

るんですけれども、残りの３分の１が未実施であるとい

うことで、今後もこの未実施牧野での野焼き再開という

のを進めていきたいんだと。そのために行政としては、

牧野道とか恒久防火帯の整備を支援したり、あるいは

人手の確保、それから、一番強調されていたのが野焼き

目的の認識改革。今までは景観を守るためということ

だけだったのが水源を保全している。つまり自分たち

の生活にもつながってくる話なんだよというところを進

めていきたいんだというようなお話をされました。

　それを踏まえてパネルディスカッションがございま

した。

　ここに書いてある、今も出ていただいていますけれど

も、阿蘇草原再生千年委員会の坂本先生にコーディ

ネーターになっていただいて、２つの話題提供者と、そ

れから地元の牧野組合長さん、さらに環境省からパネ

ラーとして出席して、パネルディスカッションを行ったと

いうことになります。

　パネルディスカッションの要旨としては、まずは価値

を創造、創造というのは、想像を膨らませるではなくて、

創るの創造なんですけれども、それが結構重要で、それ

が今回、科学的データからかなり見えてきたものがある

いということ。そういうところを早くつないで、そこから一

緒にどうやって考えるものをつくっていくかということで

すね。そういう意味では、あれですかね、参画するとい

うことも、保全に関わるということも、地元だけではなく

て、将来的には都市の人やそういう広域のものを調整

して考えていきたいというふうに思っていらっしゃる。

○蒜山会場（増井太樹）　はい、そのとおりです。そのた

めにカヤ刈りのイベントをやったりですとか、今日みた

いに催しをやったり、そういった機会を多くしていって

います。ただ一方で、やはりそれだけだと地元の方をつ

なぎ止めることができないというのは一つ、今の課題な

のかなというふうに思っています。

○コーディネーター（高橋佳孝）　地元の人もつながる

ような仕組みをやっぱり、投げ方を考えていく。

　さっき増井さんのお話からいえば、観光やそういう交

流というものが実はカヤ刈りという草の生産のところと

も結びついていけるし、カヤの利用という新しい発展性

にもなっていくという、そういう一つのつながりだけじゃ

ない、多様な関係性というのが結構地域の中では必要

なのかもしれません。ありがとうございました。

　今、資源としての可能性とか、カヤの存在を今回結構

多かったんですけれども、カヤの利用について、言わば

その新しいカヤの利用というの、創意工夫できるね、あ

る意味。草をどうするか。あるいは観光でも草原の景色

をどういうふうに利用していくかという創意工夫がある

と思うんですけれども、その辺の取組について、東伊豆

のほうはどういうことを考えていますか。

○東伊豆会場（藤田　翔）　東伊豆では、いまだ、いま

だというか、まだカヤぶきで何か利用するというのは、

かなり大昔にされていたという、残っているだけで、今

では畑にしていたりとか、本当に少数、使っているとこ

ろがあるくらいなんですが、やっぱり今後、草原を維持

していく、そしてまた観光にしたり、収益として使っていく、

教育として使っていくというふうになるためには、蒜山さ

んのようにいきなりどんとすごいものは造れないとは思

うんですけれども、本当に近隣の文化財にカヤを出荷

することで、文化財の森として認定をされたりだとか、直

近ですぐにできそうなところから始めて、少しずつそう

いった規模を大きく、価値だったり見いだしていく中で、

地元の方もそうですし、観光に来る方たちとそういった

価値というのを共有していくということが必要なのかな

というふうに感じました。

○コーディネーター（高橋佳孝）　そうですね、小さな

ところからでも共有していって。

　山下さん、ずっとボランティアに関わっていらっ

しゃって、東伊豆にしても、蒜山もそうですけれども、担

い手そのものがもう直近の問題として不足しているとい

う状況がある中で、当然そのボランティアの役割という

のは、今までどういうふうに評価されますか。

○阿蘇会場（山内康二）　すみません、ちょっともう一回、

質問の意味が、最後のところがよく聞き取れなかった。

○コーディネーター（高橋佳孝）　阿蘇はボランティア

活動が非常に盛んだということで、全国的に知られて

いますし、皆さんそれを参考にしたいと思っているが、

それは阿蘇の今後の草原再生においてどういう役割を

担っていると思いますか。それとも、これまでのボラン

ティアの活動している、どのように評価されているでしょ

うか、そういうお話を聞きたい。

○阿蘇会場（山内康二）　えらい難しい。今、阿蘇のボ

ランティア活動は大体会員数が900名ちょっとぐらい

おられて、年間2,500名ぐらいのボランティア、延べで

ボランティアの派遣というふうになっていますね。そう

いう意味で、地元の担い手さんがなかなか高齢化して

いる中で、野焼きをしているのは150ぐらいの牧野が

あって、そのうちの60から70ぐらいの牧野にボラン

ティアさんが応援で入っているというふうな実態になっ

ています。地元の担い手がだんだん減少してくるのに対

して、その減少しているのをボランティアが補って、今、

阿蘇の草原がかろうじて維持されているというふうな現

状ではないかと思います。

　ただ、ボランティアのほうも、だんだん高齢化の問題

とか、問題になっていまして、それと、最初の頃は非常に

少ない箇所での活動だったんで、割とボランティア以

外のコミュニケーションの場といいますか、楽しみの部

分みたいな活動もあったりして、非常にボランティア同

士のつながりは強かったんですけれども、最近のボラ

ンティア活動はかなり忙しくてですね、箇所が多いもん

で。そういった意味でもう一度、ボランティアの活性化

について考える必要があるんじゃないかというのが今、

ボランティアの会の中でも課題になっています。

　そこをある程度詰めて、クリアしていけたら、もうしば

らくボランティアの組織としてはつながっていくんじゃ

ないかと思っているところです。

　以上です。

○阿蘇会場（坂本　正）　すみません、ちょっと補足で

よろしいですか。

○コーディネーター（高橋佳孝）　どうぞ。

○阿蘇会場（坂本　正）　今日のシンポジウムの中で

も出たんですけれども、現象的には山内さんのおっしゃ

るとおりなんですが、価値の共有とか、あるいは今後の

在り方をどう考えるかというときには、その牧野の人、現

地の人にとってみると、都市型で来た方、ボランティア

か、高橋先生はもうご存じですけれども、福岡都市圏の

水がめである、熊本の都市圏の水がめでもある、海とも

つながっていると。今日は研究に出ていませんでした

けれども、大分もつながっている。という意味では、本当

に大きな役割を果たしているんですが、逆にその意味

が大き過ぎて、恩恵を受けている都市圏の人たちは、阿

蘇に対する恩恵というのはあまり考えない。熊本市は、

その阿蘇の水が地下水で出てきているということまで

は分かっているんですけれども、それをちゃんと維持す

るためにどうするかという、そこまではなかなか出てい

かない。

　もう一つは、阿蘇というのは、大きな都市圏なんで、カ

ルデラの中に大きな都市があるということが大きな役

割なんですけれども、その連携の中でお互いの価値を

共有して、今後、子供たちがそれを次につなげていくっ

て物すごく大事なんですけれども、行政的なね、この問

題があるんですね。１つは、熊本の場合ですと、阿蘇か

ら熊本市まで幾つかの自治体があって、そこの連携で

途中にある水田であるとか、水の涵養組織についての

行政側の共通認識がまだ持てていないわけです。これ

をどうするかという問題が１つ。

　それから、今日出てきた最後の方向からすれば、阿

蘇の中でやっぱり草地があって、保安林があって、水田

があって、人が住んでという、そういう一つのセットの中

で、それをセットとしてみんながちゃんと共有できるかど

うかという地元の意識の問題もあるんです。

　先ほど草原が減っているというのだけで危機感はな

いのかというと、このことはずっと言っているんですけ

れども、減っているということは分かっても、それを維持

するためにどうするかというのは危機感だけではなか

なかつながっていかないので、それに対する提案とい

うのをどうやって出していくのか。行政的な枠組みをど

うやって外していくのか。阿蘇は今一体化していますけ

れども、阿蘇と熊本市、あるいは阿蘇と福岡都市圏、も

のすごく範囲が広いんです。それの共有をしていくとい

うのは、行政的な枠組みの中でどう外していくのか。高

橋先生に伺いたいぐらい大きな問題だと思っています。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございま

した。

　阿蘇の抱えている独特の悩みを教えていただきま

した。

　阿蘇のようにあんなに広域に草原の影響を及ぼす

ばかりでもない、あるいはその地域の中で収まることも

あるでしょうし、その地域をどうするかって悩んでいらっ

しゃるところもある、そうですね。なかなか難しいんです

よ。今、阿蘇のほうで感じたのは、やっぱり価値をきち

んとはっきりさせて共有するかどうかというところなの

かな。そういう意味では、やっぱり研究機関、研究という

ものがとても重要なんだなというのが分かりました。

　ここまで大上段に水源涵養のことを言っていけると

いう、そういう裏づけがあってこそなのかというですね。

そういう意味では、保全に当たっては、価値をどうやっ

てしっかりと皆さんに共有でき……、地元の方と共有し

たりできるかというところが大きいのかなという気がす

るんですけれども、そのあたり、増井さんはどういうふう

に思ったんですか。

○蒜山会場（増井太樹）　私が大事だと思っている部

分としましては、共有もそうなんですけれども、共感だと

いうふうに思っています。私が行政職員として、今、真庭

市に勤めていますけれども、よその地域とつながること

について、正直あまり難しいなというふうに思っていま

せん。例えば具体的に今年に関しましても、神戸市の方

に来ていただいたりしています。それは、神戸市は、カ

ヤぶき民家がたくさんあって、このカヤが調達できない

という課題があるという部分があるんですけれども、そ

れだけじゃなくて、例えば蒜山に来ていただいて草原を

ご案内して、これを一緒に守りませんかと一言丁寧に差

し出すというところができれば、もちろん理屈もすごい

大事で、私も研究者の端くれとして、そこら辺は分かるん

ですけれども、やはり実際に来ていただいて、目の前の

美しい草原を見ていただくのに勝るものはないのでは

ないかなというふうに最近特に強く感じています。

　特にこの施設を造る際に、ちょっと話は変わるんです

けれども、いろんなブランドの方に商品を作っていただ

いたりするお願いをしたんですけれども、やはりその際

にも、草原に来ていただいて、気持ちいい椅子を１つ用

意してですね、そこに座ってもらって、おいしいコーヒー

を１杯飲んでいただくということのほうがよっぽど説得

力があるなというふうに感じまして、何かそういう接点

をつくる機会を多く設けるということが大事ですし、それ

こそ山下さんおられますけれども、環境省さんがやって

いる地域循環共生圏がまさに都市と地域を結んで、社

会課題を環境を使って同時解決しましょうという部分を

やっていますので、そういった地域循環共生圏ですと

か、そういった国の大きな目標とかシステムを使いなが

らいろんな地域とまずはつながってみると。つながった

後にどうすればいいかというところは一緒に頭を悩ま

すというところが大事なのではないかというふうに今

感じているところです。

○コーディネーター（高橋佳孝）　そうですね。入り口

がいろいろあっていいということでね。情緒的な関係で

あってもいいし、そういう理論的な裏付けであってもい

ると、福岡のほうは大体定員が30人か40人ですけれど

も、定員が大体埋まってしまう。コロナじゃないときなん

か、ちょっと抽選せんといかんぐらいの様子になったり

しています。そういういろんな機会を通じて、都市の人

たちで草原の価値とかそれについて知っていただくよ

うな取組が非常に重要ではないかと思っています。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございます。

　どうやって細野高原ができているかという大事さ、文

化というか歴史というか、そういうものを学んでもらう一

つのきっかけづくりとしてですね。そういうのもありなの

かな。

　もう一つ、カヤの問題、東伊豆でもびっくりしているん

ですけれども、阿蘇でも最初、ここ近年はカヤの利用と

いうのはほとんどなかったですよね。それがここのとこ

ろどんどんどんどん増えているんですが、そのあたり、何

かカヤを刈って前後でですね、地元の人の意識とか、

自分たちの価値観が変わったと思われるところはあり

ますか。

○阿蘇会場（山内康二）　このカヤ事業もですね、第

10回の全国サミットを阿蘇で開いたときに全国から集

まられたカヤぶき職人の人たちが強くカヤの不足を言

われて、阿蘇で何とかしてほしいと言われたんで、そん

なに需要があんのやったら考えてみて面白いなと思っ

て、手探りながら始めた事業です。４年ぐらい前からテ

ストというか、実験利用的に世界農業遺産の助成を受

けて、いろんな保存量の調査とか可能性の調査をやっ

て、大体いけそうだということで、３年ぐらい前から事業

化に取り組んでいるものです。

　今現在は、阿蘇市を中心に５つぐらいの牧野の人た

ちと、あとはグリーンストックの野焼きボランティアの人

たちで、ボランティアの人たちが30人いらっしゃるかな、

どうですかね。という形でカヤぶき用のカヤの切り出し

を、制作をやっています。作ったカヤは京都のカヤぶき

職人さんに今のところ全量引き取ってもらっています。

最近で年間約9,000束で、恐らく今年は１万2,000束

ぐらいいくだろうという予測ですけれども、そういう形で

取り組んでいて、最初はやっぱり地元の人たちは、そん

なカヤが金になる、そんなにいいカヤ、稼ぎになるとは

思っていなくて、半信半疑だったんですけれども、一番

最初の大きなきっかけは、平均80歳ぐらいの平均年齢

の３人の方がですね、実質１週間、延べ10日くらいで

実質１週間ぐらいの作業で、それぞれ６万とか７万とか

の手取りになられたということで、それが地元にうわさ

としてもう広がって、それで割と積極的になられて、今一

番稼いでいる牧野組合さんは、１か所の牧野組合で年

間90何万稼いでいらっしゃいます。

　それともう一つは、実際にカヤ刈りをすると、やっぱり

取りやすいところからカヤを刈っていきますから、防火

帯の役になるんですね。恐らくそうなるだろうと思って

想定はしていたんですが、１回目やった後、各牧野組

合長に感想を聞いたら、いや、カヤ刈りをしてみると野

焼きのときのリスクが非常に軽くなって、非常によかっ

たという反応が全部返ってきたみたいで。そういう点も

面白い状況ですね。

　それともう一つは、カヤ刈りは年配者の方の要領が

いい。昔の経験があるみたいで、若い人よりは年配の

人のほうがよっぽど要領がいいですね。年配の人はも

うあまり仕事もないんで、ちょっと自分の小遣い稼ぎに

という、それが小遣いどころか結構な金額になるぐらい

です。

○コーディネーター（高橋佳孝）　お年寄りの生きがい

になって、ちょっとしたお小遣いも稼げる、非常に効率

のいい金になっているわけですね。

　そういうふうに資源を利用することがこの保全にも

役立つような仕組みというのがちょっとずつ見えてきま

したね、いろんなところでね。そういうものがぐるぐる

回っていけばいいんだろうな。

　増井さんのところはどうですか。カヤを刈り始めてか

ら何か地域の中の草原保全の活動に変わったこととか

ございますか。

○蒜山会場（増井太樹）　まずは山内さんおっしゃった

ように火入れの際のリスクが減ったというところはすご

いあるなと思います。やはり刈りやすいところを刈りま

すし、ススキの状態のいいところを狙って刈りますので、

どうしてもよく育っているところ、言い換えれば火の勢い

が大きくなるところをよく刈ってくれますので、非常にリ

スク管理としては、カヤ刈りというのはいいし、逆にそう

いった場所を狙ってここを刈ってくださいというふうに

お願いができれば、もっとよくなるのかなというふうに

思っているところです。

　こちらはどちらかというと、トマト農家さんの冬の仕

事ですね。ハウス栽培、蒜山でやっているトマト農家さ

んがいるんですけれども、ちょうど11月頃に仕事が一

段落するというところで、そういった方たちのうまい、そ

の時期に稼ぐことができるものとして、ちょうどカヤ刈り

が蒜山ではフィットしていると。

　多分、阿蘇と違うのは、蒜山の場合、冬、雪が降ります

ので、11月ぐらいにもう刈れるだけ刈ってしまうんです

ね。その後、倉庫みたいなところに持っていく、それが、

雪が降っても仕事ができるというところで、ちょうどトマ

ト農家さんたちがフィットして、何人かでグループをつ

くって、今やってくれるということで、昔のやり方もそうで

の人が逆に阿蘇の価値というものをちゃんと評価する。

それでやっぱり、そこで自分たちのやっている価値を見

いだすという、相互作用みたいなのもあるんで、ボラン

ティアさんは単に労力的なそれだけのものじゃなくて、

今一緒に阿蘇を支えている大きなサポーターだと。価

値の共有を提案する、そういう積極的な意味もあるん

だという、その発言があったので、それは大きいなとい

うふうに思っています。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございます。

　そうですね。地元の方の意識の変革が生じる、お互

いに相互作用が生じている。

　山内さん、何ですか。

○阿蘇会場（山内康二）　ちょっと私、今日の阿蘇の分

科会で感じた点は、島谷先生なんかの研究でかなり水

源涵養が科学的に立証されているというか、いうふうに

なってきたので、それをやっぱり新しい価値として共有

するという意味で、今日、分科会でも大分言われたんで

すけれども、熊本市の水は、もう本当に世界に誇る水な

んですね。そして、たしか来年か再来年、世界水サミット

かなんか熊本市で開かれると思いますが、やっぱりそう

いう場に島谷先生の研究成果をぜひ環境省なり、千年

委員会なりで持ち込んで、大都市圏の人々に草原の価

値をもっと強く認識してもらい、行政が動けるような状

況をつくっていかんといかんのじゃないかなというのを

非常に今日、分科会で強く感じました。

　もう一つは、島谷先生のあれで、仙台の、仙台だった

かな、カキの養殖の人が森は海の恋人いうキャッチフ

レーズを作られたんですけれども、そういう意味では、

阿蘇の草原の源流が有明海のノリの養殖なんかに非

常に大きな貢献しているという意味では、やっぱりそう

いう何か分かりやすいキャッチフレーズを作って、下流

域の人たちとの連携、価値の共有とか連携を具体的に

つくっていく必要があるんじゃないかという点を非常に

今日の分科会で強く感じました。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございま

した。

　下流域の人の生活やなりわいそのものとの関わりが

はっきりすれば意識が変わってくるかもしれませんね。

　草原は海の恋人っていうんでしょう、だから。有明海

のノリの養殖場の人たちにとってみたらですね。そうす

れば、野焼きをしているときに大漁旗を持って野焼きを

応援するとかあるかもしれませんけれども、個々の対応

に一つ一つ局面は違うにしろ、草原の受益者をしっか

り把握して、その人との関係性も明らかにしていくとい

うことが新たな場がに求められているかなという気が

します。

　東伊豆のほうのお二人ですね、今日のいろいろとた

くさんの問題を抱えて、これまでいろいろとお二人で苦

労してきたと思うんですけれども、これって面白いな、あ

るいはこれならやれそうだなというのがあったと思うん

ですけれども、その辺り、何か１つ、２つ紹介していただ

きたいと思います。

○東伊豆会場（藤田　翔）　僕はですね、伊豆半島ジ

オパークで認定されているジオガイドなんですけれども、

このガイドする中で、やっぱりお客さんに、こういう背景

があって、こういう文化があって、昔はカヤ場として利用

されていて、今もなお山焼きをされているんですよという

お話をすると、やっぱり、見てみたいとか、草刈りも少し

でいいからちょっとやってみたいという方がいらっしゃ

るんで、そういった本当に、数は知れてはいるんですけ

れども、少しでも関われるように、実際に関われるような

取っかかりのような、見学だけでもいいですし、そんな

ところからだんだんだんだん関わる人たち、数も、人も

そうなんですけれども、増やしていけるといいのかなと

いうふうに思ったのと、やっぱりカヤとして利用できる

というのを知ったのが結構大きくて、確かに何か細いし、

そんなにこう、本当に使えるのかなという、何か先入観

でいたんですけれども、やっぱり実際に見てきて、本当

に良質なカヤになるよというふうに言われたのがかな

り衝撃的というか、もう利用価値盛りだくさんだなという

のはすごく感じたので、そういったところは、何ていうか、

例えばですけれども、大学と連携できたりとか、少しず

つでいいんで、やっぱり価値のあるものは利用してい

かないとなくなってしまったりするものなので、そういっ

たところは具体的に一歩アクションを起こしてやってい

くべきだなというのは思いました。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございます。

　何か体験の見学からでもいいから、それを見ている

仕組みようなものとかどうなんだというのが１つと、それ

から、カヤって先入観で間違っていたなという自分たち

の反省も含めてのことだと思うんですけれども、野焼き

の見学とか、阿蘇のほうでは今、グランツーリズムとか、

福岡の人たちを呼んでというような仕組みとかあります

よね。そのあたりの状況はどうですか。

○阿蘇会場（山内康二）　私は今は現場をちょっと離

れているんで、詳しくはあまり自信がないんですけれど

も、県からの要請もあって、福岡方面の人を対象とした

阿蘇の野焼きなんかの見学をするグランツーリズムと

いうのを県からの委託を受けてグリーンストックのほう

は取り組んでいます。阿蘇は福岡の方にとっては非常

に身近な存在というんですか、のようで、非常に関心が

高いんですね、阿蘇のことについて。何か毎回募集をす

○蒜山会場（増井太樹）　そうですね。まず、道具に関し

ては、環境省の生物多様性推進交付金というのを使わ

せていただいています。それの申請主体は真庭市です

ので、真庭市が半分、それから環境省が半分出すとい

う形で整備のほうを進めています。

　ちょっとほかの行政のことは分からないんですけれ

ども、そういった補助金を取って活用するという点では、

真庭市が非常に前向きであったというところかなという

ふうに思います。

　この施設に関しては、またちょっと別の文脈にはなる

んですけれども、真庭市というのは木材産業が盛んで

すので、それの活用というところがまず第一でした。た

だ、これを設計された隈研吾さんが真庭市を訪れた際

に、ちょっと私も草原をご案内したんですけれども、その

際に非常にこのカヤがいいと、草原が美しくていいとい

うところに気づいてくださって、カヤを使うようになった

というところですね。こちらに関しては、何でしょう、ボト

ムアップというよりかはもうトップダウンで決まったとい

うところが理由なのかなというふうには思っています。

○コーディネーター（高橋佳孝）　分かりました。

　そのキャッチポイントの向こうにある草原が見えると

いう世界ですね。

　阿蘇のほうの環境学習というか、次世代育成という

のはどういう状況ですか。

○阿蘇会場（山下淳一）　じゃ私のほうから環境学習

のことについてお話をさせていただきます。

　草原環境学習も10年以上取り組んできています。最

初はなかなか苦労して、どういうところをターゲットに、

小中高ですね、しようかとか、どういうプログラムをや

ればいいのかというところを試行錯誤しながらだった

んですけれども、その中でかなり、10年やってきて成熟

してきているといいますか、１つはキッズプロジェクトと

いうのを銘打って、それが今もう３まで来ているんです

けれども、それが阿蘇地域の全ての子供たちに草原の

ことを理解してもらうということを大きな目的に掲げて、

まずは小中高ある中の小学校に絞ろうということで、大

体20校弱ぐらい阿蘇郡市内に小学校があるんですけ

れども、それの４分の３ぐらいは草原学習をもう継続的

に実施できているというような状況です。この間、やっぱ

りいろんな苦労はあったんですけれども、私はその時

代は知らないんですけれども、実務者の人たちが本当

に地道に、とにかく切らさずに継続してきたのが今につ

ながっているのかなというふうに思っています。

　ここから先は、中身を深めていくというところを今取

り組んでいる最中でして、学習指導要領も改訂されて、

主体的、会話的に学ぶということが学校のテーマに

なっていますので、単に草原のことを表面的に学ぶとい

うだけではなくて、実際に草原に行ってもらって、地元の

方とのコミュニケーションを取る時間をつくって、その

中で自分たちなりに調べるテーマを設定して、最後は

発表するというアウトプット。そこまでを草原学習の中

で提供できれば、学校も有意義に感じてもらえるんじゃ

ないかということで、今はそういうところを目指していっ

ているような状況です。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございま

した。

○阿蘇会場（山内康二）　学習発表会は非常に人気が

高い。

○コーディネーター（高橋佳孝）　そうですね。

　いろんな形で担い手づくりというのをやろうとしてい

るんですけれども、あとそんなに時間が残っていないん

ですが、それぞれにですね、こういうところがとてもよ

かったと思うとか、興味あるとか、あるいはこういうこと

を聞きたいということ、それぞれにどこについてお聞き

したいということを一言ずつお話しいただけたらと思

います。

　増井さんから、じゃ阿蘇でも東伊豆でもいいので、何

か投げかけをお願いできますか。

○蒜山会場（増井太樹）　そうですね、ちょっとどちらか

というところはないんですけれども、東伊豆のほうが当

てはまるのかな、もちろん阿蘇も当てはまるんですけれ

ども。例えば東伊豆だったら東京の方、阿蘇だったら福

岡の方、蒜山だったら関西圏ですね、神戸、大阪だと思

うんですけれども、そういった方に来ていただいて、もち

ろん来ていただくのがまず一番最初のスタートだと思う

んですけれども、具体的にそこから関わりを持つという

ところまで、やっぱりハードルがあるなと。蒜山では共

感という部分で、来て気持ちいいと思ってもらう、酒造り

みたいなものを今後やろうとは思っているんですけれ

ども、何かそういう接点のつくり方みたいなところで工

夫しているところがあれば、それぞれのをお聞きしたい

なというふうに思うんですけれども。

○コーディネーター（高橋佳孝）　いかがですか、東

伊豆。

　まだこれから。

○東伊豆会場（藤田　翔）　まだこれから。実際に僕

はジオガイドだったりするんで、お客さんだったりを

連れていったりしているんですけれども、まだそこから

もう一歩踏み込んだ部分というのは、まだつなげられ

ていない状況なので、これからこういう機会を通して、

一歩ずつ携わっていただける人を増やしていけたらと

考えています。

落活動の一つとして維持されている。そこに意義を見い

だしているというところがあるのかなと。

　あとはちょっとというような話なんですけれども、例え

ばこう、ちょっと来年からなくなりそうなんですけれども、

ホテルの前に草原が広がっている場所が昔ありまして、

そこのホテルとの関係性の中で、きれいな景色を維持

するために集落の人がやっている。ホテルはそのお礼

としてお金を払ったり、打ち上げ会場を提供するという

関係があって維持されていたという部分があるので、何

かその利益が、その牛飼いさん以外にも見える化がで

きれば多分続くと思うし、そこの利益が見える化がなけ

れば、多分ちょっと難しくなるという部分なんじゃない

かなというふうに思います。

　ちょっとそこに対しての具体的な解決策というところ

はなくて、どういう形で利益を見える化するかというとこ

ろは、今、蒜山でも悩んでいるところです。

○コーディネーター（高橋佳孝）　そうですね。

　東伊豆さん、その辺はどうですか。実際に集落の担い

手さんじゃないので、答えづらいかもしれませんが。

○東伊豆会場（内山義政）　質問をもう一度。

○コーディネーター（高橋佳孝）　もう使ってもいない

人たちが自分たちの牛飼いとしての利益を享受しない

のに、ただ山焼きにだけ出ているというので、もう嫌が

る人もいるんじゃないかという。

○東伊豆会場（内山義政）　そうですね。私自身は地元

出身で、研究に関わって２年前から山焼きに来るように

なりましたけれども、確かにそれはあります。若手で参加

しているのは消防団で、ジェットシューターを持ってい

る若手だけですので、それは大きい課題だなと思いま

す。確かにそうですね。実際、なので細野高原の場合は

海すすきというブランドで観光資源として打ち出してい

ますので、この景観維持という意味で、あとは、今気に

なっている方々の先祖代々守ってきたという享受といい

ますか、愛着といいますか、それで守ってきているという

のが現状かと思います。

○コーディネーター（高橋佳孝）　地域活動に位置づ

けられているところがまだ何とか維持できているなとい

うことなんですよね。そういうものがない。コミュニ

ティーとしてガバナンスが働いているところは、まだ何と

か維持していると。ただ、それも今後どうなるか分から

ないという。その中でどうやって担い手さんなりに意識

をずっと持っていただけるかというツールを、経済も含

めて、誇りかもしれないし、愛着かもしれないし、子供の

教育かもしれないし、様々な形で今後取り組んでいくこ

とにチャレンジするしか今のところないのかなという感

じがしましたよね。

　でも、きっと理解していただければ、その方たちだけ

ではなくて、もっと幅広い方たちからの参画というのも

出てくるかもしれない。あるいはもっと広い意味でいえ

ば、社会の変革に役立つ大きな要素がきちんと提示で

きれば、国の施策や市町村や県の施策の中で大きな位

置づけとして用いられると。

　それ以上に今、草原について知られていないという

ことがとても大きな問題かなというのがあります。今日

いろいろと話題提供していただいた形で、草原の保全

について、何を保全しなきゃいけないかという理由を

しっかりと科学的検証も含まれるかもしれないし、そう

いう理解者や応援者を増やすというような取組づくりが

必要になっていると。その保全している人に対しては、

ちゃんと環境なり文化を守っている対価が表れるよう

な仕組みづくりというのを何かこう小さい形からでもい

いから始めていかないといけないのかなという気はし

ますね。

　それからもう一つ、草の利用というのは、とにかくこれ

までは保全のための保全というところがやっぱりあっ

たような気がします。だけれども、そうではなくて、草も利

用することで保全していくということで、保全のほうにも

循環していくしというのがあるし、また持続性が担保、

多分できるんだと思うんですね。

　さっきのカヤなんかは面白いですよね。もう完全に枯

れ上がった草を刈るので、養分はほとんどないですね。

その頃は次の再生に必要な養分というのは地下のほう

に蓄えられているから、毎年毎年収量という、生産量が

全然落ちない。何十年も落ちない資源ってないですよ

ね、自然主義の中でですね。そういう歴史が１万年以上

も阿蘇なんか続いているというのは、まさしくこの未来

の持続的社会を語る上でもとても参考になる大きな要

素じゃないかな。多少コストがかかっても、それを堆肥

とか屋根に利用することで、それだけ二酸化炭素を減

らすことができるかもしれないし、その地域の文化やコ

ミュニティーや、技を伝承していくこともできるかもしれ

ないなという気がしました。

　それから、継承については一番難しい、担い手不足

というのはとても難しいんだけれども、小さい頃からの

草原との関わりというのは、以前に比べるとやっぱりと

ても小さくなってきている。草原を知らないでその町を

出ていってしまうというようなところもあったりですね。

そういうものを、やっぱり小さい頃からの学習によって、

ある程度……、変な話ですけれども、次の担い手の身

分の人たち、あるいは今日、白川さんのお話にあった

ですね。子供たちが、やった人たちが10年後にはもう

大学生になっているんだよという、世代間の連続なん

○コーディネーター（高橋佳孝）　蒜山を参考に。

○東伊豆会場（内山義政）　私からも。

　分科会の中でも私から話題提供したんですけれども、

おっしゃるとおり一般の観光客はたくさんいらっしゃる

ようになったんですけれども、今の担い手は財産区の

役員さんですとか、かなりベテランの方々だけでほぼ

成り立っているので、中間層というか、担い手に移行す

る段階がまだ存在しないので、そういう立場として環境

教育ですとか、今、藤田さんのほうから話していただい

た立場がこれから増えていくか、つくっていけたらいい

なと思っています。

○コーディネーター（高橋佳孝）　阿蘇の山下さんはど

うですか、何か、これが売りなんでというような。

○阿蘇会場（山下淳一）　今日パネラーとしても来てく

ださった町古閑牧野の取組で、牧野ガイド事業という

のをされていまして、そこでは遊び、学び、そして体験す

るというのを何かテーマとして、自転車だったり、あるい

は散策だったりで観光客と一緒に牧野のことを知って

もらう。楽しいが一番最初に来るので、やっぱり何より

観光ガイドなので楽しくなきゃいけないんですけれども、

その中で水の流れのことだったり、植物のことだったり

とか、そういうことも伝えられているようです。観光客の

人に、楽しいという入り口からそういうことを伝えられて

いるということが１つと、もう一つ特筆すべきは、そのガ

イド料とは別に牧野協力金といって１人当たり1,000

円徴収されていまして、それは全部牧野の管理のほう

に充てられるような、そういう仕組みをつくられていてで

すね、まさに観光客の人が草原を見て楽しんでいって

いるけれども、そこにはお金が落ちないというところの

一つの解決策になるようなモデルを既に実施されてい

らっしゃる。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございます。

　どうぞ、山内さん。

○阿蘇会場（山内康二）　都市との関係づくりという意

味では、グリーンストックのほうはですね、ボランティ

アさんの今の割合が県内の人が約６割ちょっとぐらい、

福岡の人は３割ぐらい。そういう意味では、やっぱり福

岡都市圏との関係が非常に重要になる。それで、グ

リーンストックのほうでは、さっきお話ししましたグラン

ツーリズムという形で、福岡の方を例えば野焼きの見

学、現場にご案内するとかいうこともやっているのと、も

う一つは出張セミナー、セミナーという形で、野焼きボ

ランティアの初心者研修会のちょっと簡略版みたいな

やつを福岡のほうでやって、そこで関心を持った人に

またボランティアに入ってもらうとか、そういう取組を

やっている次第です。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございます。

　阿蘇のボランティアの場合は、とにかく研修を受けな

いといけないという大前提をずっと守り続けていらっ

しゃいますよね。その数も随分と最近増えていますよね、

今の出張研修も含め手ですね。

○阿蘇会場（山内康二）　企業への出張もありますしね。

○コーディネーター（高橋佳孝）　その中でボランティ

アさん自身がさっき坂本先生がおっしゃったように、本

当に準担い手になろうとしているし、一緒に地域づくり

もやろうとしている。あるいは、カヤ刈りも一緒に刈ろう

としているという、第二段階に入っていったような気が

します。そういう意味でも、どういうふうに発展するのか

なと、ちょっと人ごとではないんですけれども、私自身に

とってはちょっと期待をしているところではあります。

　あと、阿蘇のほうから何か質問や興味深い点がござ

いましたか。

　どうぞ、山下さん。

○阿蘇会場（山下淳一）　じゃ質問させてください。

　やっぱり牧野さんの中には、組合員さんの中で牛を

飼っている人はほとんどいない。集落で何とか野焼きを、

輪地切りを維持されていらっしゃるというところもあっ

て、結構それが重荷になっているみたいですね、もう牧

野を維持する理由がないのに、下手すると延焼させて

しまうかもしれないリスクを抱えながら、本当にこれを

やっていく必要があるのみたいな。やっぱりそれぞれの

集落では、そういう何ていうんですかね、常に板挟みの

中で取り組んでいらっしゃるんですけれども、こういう

蒜山とか東伊豆のほうで同じような苦悩があるかとい

うことと、もしあってですね、何かそこに対して取り組ん

でられることがあれば、何か教えていただきたいなと思

います。

○コーディネーター（高橋佳孝）　蒜山さんからお願

いします。

　増井さん。

○蒜山会場（増井太樹）　まさにあるというところです

ね。蒜山だと、牛といえば乳牛を飼っている方はいるん

ですけれども、実際に草原に放したりとかはないので、

基本的には集落の伝統行事みたいな形で、まだ火入れ

が行われているというような状況です。そういう形なの

で、もちろん集落の方からは、もうやらないよという話が

あって、実際、私がここにいるこの数年の間にも一集落

はやらなくなったと。

　ほかの集落はじゃどうかというと、今すぐやめる気は

ないという集落が結構あって、やっぱりそういったとこ

ろは、何ていうんでしょう、本当、伝統行事ですね、その

地域の方が終わった後に打ち上げをするとか、何か集

した。山内さん、どうぞ。

○阿蘇会場（山内康二）　私は明日のサミットに向けて

は、１つは、今日、熊本で報告された島谷先生の研究成

果ですね。そこがやっぱり、これは環境省さんへの要望

になると思いますけれども、研究して、研究が結果が出

たということだけで終わらせずに、やっぱりその研究、

調査の結果を草原再生に役立たせてほしいな。できる

だけあちこちで情報を発信してほしいというのが、これ

は環境省に要望ですね、出してほしい。

　それともう一つは、明日の草原の里市町村会さんの

ところにどんな形ができるかというものは分からないん

ですけれども、島谷先生の研究成果みたいな情報を草

原の里全国市町村会の首長さんたちに共有してもらう

必要があるんじゃないかと思うんですね。これが１つと、

さっき増井さんから出た知識を共有するという、そう

いったそれこそ全国市町村連絡会の役割じゃないかと。

市町村連絡会がやっぱりそういう場を、担当の職員さ

んなんかに勉強する場を市町村連絡会が企画する必

要があるんじゃないかなと思うんですね。

○阿蘇会場（坂本　正）　ちょっと関連していいですか。

○コーディネーター（高橋佳孝）　どうぞ。

○阿蘇会場（坂本　正）　これは環境省さんの今回の

大きな成果だと、やっぱり共生する生活圏というか、そ

ういうことを提案して、その絵をお描きになっているわ

けですけれども、それが当てはまる流れというのは、今

回もよく分かったんですけれども、専門家でないと言わ

れている南阿蘇の村長さんが言っている内容がかなり

経験則で言うと草原がすばらしいんだというのがずっ

とあるわけです。それは、この辺りの1,000年、2,000

年の歴史を踏まえて現在にもつながってきている。ただ、

それは実証されていないので、やっぱり常識的な問題

で排除されてきた。今度、島谷先生はその２つぐらいを

実証したと。

　だから、経験則がすごく多いんです。何かそういうも

のを調べて、それをちゃんと検証していく。そういう作業

がこれから必要になるんじゃないでしょうか。これは一

般役職というよりも環境省が今回仕掛けた大きな仕事

で、その成果はぜひ受け継いでほしいな。ぜひ上のほ

うに上げていってほしいな。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございます。

　経験則とか郷土知というやつですよね。そういうも

のっていうのは時間による淘汰を受けていて、検証を受

けてきている知識ですよね。経験者が話す知識って、自

分の学問で得られた正当性だけで話しているという、

そこの重みの差がやっぱり最終的には出てくるだろう。

人と自然との関わりの中でできた草原みたいな自然を

守るということが、むしろ前者のほうが真理を突いてい

ることが結構多いんじゃないか。そこをもっと科学的に

検証することも一方で早くやらないといけない。知識を

持っている人が今どんどん少なくなっていると思います

しね。そういう点では、今回の島谷先生の成果というの

は、いい一つの出口になったんだろうなとはた目には

見ているところです。

　ありがとうございました。

　いろいろたくさんありましたけれども、全部きちんと報

告できるかどうか自信はないんですけれども、できる限

り漏らさずに報告したいと思います。

　非常に長い時間お付き合いいただきまして、ありがと

うございました。一歩でも二歩でも少しでも草原が元気

になれるようですね、うちのネットワークとしても頑張り

たいと思います。

　こういうサミットの場があればこそ、今のような論議

ができる、情報の共有もある程度、公でできるという、あ

る意味じゃそういうものだと思うんですね。

　今回の草原再生シンポジウム、いわゆるリアルで会

場でのやり取りができなかったけれども、何らかの形で

こうやって情報がまた共有できたことを最大の喜びとし

たいなと思っております。

　今後とも草原再生について皆さんのご協力をいた

だきますようにお願いしまして、一応この全体会議に

ついてはこれで終わりにしたいと思います。よろしいで

しょうか。

　ありがとうございました。本当にお世話になりました。

失礼します。

○司会　それでは、以上をもちまして、全体会議を終了

いたします。阿蘇、蒜山の皆様、どうもありがとうござい

ました。

　以上をもちまして、本日の草原シンポジウムの全プロ

グラムのほうを終了させていただきます。

かにもつながっていく内容とかだったのかなと思います。

　なかなかいろいろまとめ切れないところはあるんで

すけれども、最後に、今日の分科会の報告も含めて、シ

ンポジウムの報告を明日の草原サミットの中で報告さ

せていただくことになっています。

　せっかくですので、皆さんのほうから、行政、行政と

いっても、増井さんは行政そのものですよね。それから、

藤田さんはそれに近いところにいらっしゃいますし、そ

れから、山下さんも行政マンでしょう、国の。行政への要

望というのは変な話はあるんですけれども、何か自分

の立場からということですので、行政に対して望むもの

があれば、一言ずつ言っていただけたらなと思います。

いかがでしょう。

　じゃ藤田さんから。

○東伊豆会場（藤田　翔）　やっぱり環境教育という

面では、各小学校だったり中学校との連携だったり、ほ

かにももちろん、例えば林間学校で来た際には宿泊施

設だったりとか、そういったところもしっかり調整をして

継続していかないといけないと思うので、そういった面

ではしっかり、自分も一緒になって考えていけたらと

思っています。

○コーディネーター（高橋佳孝）　増井さん、何かござ

いますか。

○蒜山会場（増井太樹）　私、真庭市に４年なんですけ

れども、やはり職員の中で草原に対して理解がある人と

いうのはほぼいないと言って過言ではないなというふ

うに思います。たまたまそういう部署になったりとか、そ

うなったりして草原というものを知ったりとか、学び始

めるというところがあると思いますので、今日の機会は

まさにそうだと思うんですけれども、学びの場というの

は非常に大事だなというふうに思います。自治体同士

でどういった取組をやっているかですとか、あとはどう

いった補助金を活用しているかみたいなこともそうか

もしれませんし、そもそも草原って何がいいのかみたい

なところから、職員が替わっても学べる場所、そういっ

たものがあるといいのかなと。

　例えば自然再生協議会というのがあるんですけれど

も、そちらでは全国会議を年に１回開いて、担当の方と

かが行って課題の共有をしたりとか、事例を学んだりと

いう場がありますけれども、草原に関しても同じように

何か知識を共有したり学べたり、補助金の活用につい

て理解したりとか、そういった場があるといいのではな

いかなというふうに考えています。

○コーディネーター（高橋佳孝）　そうですね、確かに。

　実際に草原を担当している人たちが全国会議のよう

な仕組みの中にあって、常に情報交換したり、学んだり

するような場があったほうがいいということですよね。

なるほど。よく分かりました。

　確かに今度、明日のサミットを中心として首長さんの

全国会議はできたんですけれども、実際に働く人たちが

そういう情報交換が常にできていて、１年に最低１回ぐ

らいは、うちはこういう問題があったとか、今年は野焼

きやらなかったとかってね、そういう情報が普通に交換

できるような、そういう組織があるといいかもしれない

ですね。

　山下さんのほうで何かございますか。山下さん、環境

省の職員だからね。

○阿蘇会場（山下淳一）　明日のシンポジウムのとき

に、サミットのときに発信する予定です。

○コーディネーター（高橋佳孝）　あまり今日は言わな

くても結構です。

○阿蘇会場（山下淳一）　じゃ坂本先生から。

○コーディネーター（高橋佳孝）　坂本先生、どうぞ。

○阿蘇会場（坂本　正）　ちょっと２つあるんですが、

今の問題と関わるんですけれども、今、島谷先生は熊本

県で教育しているんですね、呼ばれて。講義をしている

というか、講座を持っていて。

○コーディネーター（高橋佳孝）　講座を持っているん

ですね。

○阿蘇会場（坂本　正）　職員の意識を共有していくと

か高めるというか、それを今、県のほうで進めていると

いう話を伺いました。これは職員にとって非常に重要な

ことだと思うんで、自分だけではなくて、ほかのセクショ

ンの人も問題を共有するって物すごく大事なことなので、

やっぱり首長が集まってきたら、その意識を職員に共

有するシステムをつくるというのが１つ。

　それからもう一つは、近隣と関わっていったときに、

首長同士が必ずしもつながっているわけじゃない、阿

蘇の場合もそうですけれども。縄張もあるし、いろいろあ

るので、そういうときに、例えば、今日も出たんですけれ

ども、阿蘇と熊本市に行くまでのいろんな首長をですね、

地下水なら地下水で、そこの関連流域の首長さんみた

いなものをつくっていく。それは形式上でもいいんです

けれども、もう建前でそういうものをつくって、何かの形

に動かしていくというようなことは、これは首長だけじゃ

できないんで、やっぱり環境省なり、そういう何か仕掛

けをどこかでやっていかないと、遠慮があると思うんで

すね。だから、そういう枠組みは、千年委員会の仕事か

どうか分かりませんけれども、やっぱり役所の側がつい

ていないと動かない、そういう広域的な発想は必要か

なというふうに思います。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございま

【細野高原の管理の歴史】

○稲取財産区運営委員長（山田賢一）　細野高原は、

昔、町村合併が、昭和32年ですけれども、行われたとき

に、ここもそういうことで、昔ここがカヤ場で、ここの地区

の人らが農業に敷き草とか、山の屋根をふくときのカヤ

とかというものに利用しました。町村合併でここが稲取

地区の財産区ということで払下げがありまして、それで

我々が財産区として管理しているところです。

【細野高原の管理者について】

○稲取財産区運営委員長（山田賢一）　所有地の払い

下げがありまして、稲取地区、ここは特別財産区という

のが管理しております。

【細野高原のカヤ場の歴史】

○稲取財産区運営委員長（山田賢一）　そうですね、も

う僕が知らない昔から、ここはこういう形で、この地区

の農家の人たちが、要するに農業で堆肥を作ったり、畑

の中へ有機物の補給という形で、ここの草を持っていっ

て、畑の中に入れました。それとまたそのほかにも、かや

ぶき屋根のカヤの材料としても使われたそうです。

【山焼きをやるメリット】

○稲取財産区運営委員長（山田賢一）　山焼きをやる

ことによって、例えばこういういい敷き草とか、農業に

使うようなカヤとか、そういうのが病気を抑えられたり、

害虫も抑えられたりすることによって、いい材料というか、

そういうのができます。それとまた、きれいに焼くことに

よって、要するに何ですか、灰が落ちることによって、

土の肥料分の補給にもなるというようなことで、この原

野を保持していく上にはどうしても重要なことだと思

います。

【防火線づくりについて】

○稲取財産区運営委員長（山田賢一）　防火線焼きは、

大体120名ぐらいの方に出て、１日でやっています。山

焼きがその後、防火線焼きは大体11月に終わるんです

けれども、山焼きは大体２月にやります。そのときには、

もちろん区民の皆さんとか役場の職員の皆さんとか、

それとかいろんなこういうパラグライダーの関係者の

皆さんとか、そういう利用の皆さんに出ていただいて、

大体120～130名でやります。これだけの広さですから、

５人とか10人でやるわけにはいかないもんですから、

大体120名ぐらいの人の応援が不可欠です。

　先ほど言ったように、それだけの人を集めるのが１週

間ごとに大体、天候不順だと延びちゃうもんで、毎回の

ときにそれだけの人が集まってくれないと、山焼きが安

全にできない、それが悩みの種です。

【山焼きについて】

○稲取財産区運営委員長（山田賢一）　山焼きは毎年

２月に行われます。その前に準備として防火線刈りとい

うのを10月から11月にかけてやります。ここの周り全

部、境界線のところを防火刈りということで、12メー

ターぐらいずっと刈っていって、それを１週間から10日

ぐらい間を置きまして、それを全部燃して、防火線焼きを

行います。それで、それが終わりますと、もう火が入って

も大丈夫というようなことになりますので、２月の中旬

過ぎに、春を告げるということで、全体の山焼きを行い

ます。

【細野高原を考える会の発足の経緯】

○稲取財産区運営委員長（山田賢一）　細野高原は、

私たち子供の頃から毎年、春・秋の遠足は細野高原の

原野に来て、いろいろ親しんだわけですけれども、そう

いう中でこの細野高原をどういうふうにしていったら将

来にわたって維持できるかというようなことが今中心に

なっています。今、細野高原を管理して、今まで言いまし

たような防火線刈りとか、焼きとか、山焼き、そういうの

を稲取地区の区民全員で、皆さんで出てやってもらいま

すけれども、何しろ今、高齢化で、中心になっているのが

昭和20年代、30年代生まれの方が中心になってやっ

てくれています。だもんで、将来それを、細野高原を維持

していくのにどうしたらいいかというようなことで、細野

高原を考える会を立ち上げました。

　それともう一点は、今言った防火線、山焼きを管理し

て、ここの細野高原を管理するのに、ざっとですけれども、

年間500万ほど維持費がかかります。だから、今はゴル

フ場に入ってくるお金を町と折半して、それを運営費に

充てていますけれども、将来的にもなかなかそういうこ

とが難しくなるので、できれば少しでも自己財源というん

ですか、そういうのをつくっていかないと、この細野高原

を将来にわたって維持していくのが難しくなるかなとい

うようなことで、何とかこの細野高原を皆さんに知っても

らって、現状を知ってもらって、将来にわたってどういう

ことが考えられるかというのを皆さんと一緒に考えてい

ただきたいということで、細野高原を考える会というの

を立ち上げました。

 １．開会

○司会　皆様、こんにちは。

　本日は、第13回全国草原サミット・シンポジウムｉｎ

東伊豆大会の２日目となります。

　午後からのサミットに先立ちまして、オンライン見学

会として、東伊豆町の紹介動画と事前に収録した細野

高原のエリア活用に携わる方による細野高原の案内

動画をご覧いただき、細野高原や東伊豆町のことを

知っていただく機会にしたいと思います。

　なお、現地での収録については８月にしたものです

から、セミの声とかも入っておりますことをご了承くだ

さい。

　動画を見終わった後には、今日、朝から有識者の先

生の皆さんに細野高原のほう、実際行っていただいて、

現地を視察していただいておりますので、その感想な

どをお聞かせいただきたいというふうに思います。

　午後からは全国草原サミットを１時よりオンラインで

開催しますので、午後３時までとなりますが、よろしくお

願いいたします。

２．オンライン見学会

○司会　それでは、オンライン見学会のほうをスタート

させていただきます。

①オンライン見学会

○東伊豆町長（太田長八）　東伊豆町長の太田です。

　今回は、通常の形で大会を開催することができず、皆

様をこの細野高原にご案内することができず、本当に残

念です。このような状況が解除されましたら、ぜひお越

しいただきたいと思います。

　それでは、私からは、細野高原の概要につきまして、

お話をさせていただきます。

　この景色をご覧いただけますでしょうか。私が立って

いるこの場所は、標高約700メートルの場所で、ここか

ら15分ほど上に上がると標高821メートルの三筋山の

山頂にたどり着きます。そして、この眼下に広がる細野高

原の向こうには、太平洋に浮かぶ伊豆七島をご覧いた

だくことができます。何といってもこのロケーションこそ

が細野高原の自慢のポイントであります。

　広さは約125ヘクタール、東京ドーム26個分と言わ

れております。

　行事といたしましては、例年ですと２月に山焼き、４月

にはワラビを主とした山菜狩りが全体で楽しめ、10月

にはススキ祭りが開催され、ピークのときには期間中１

万人を超す来場者がありました。また、関東圏から比較

的近いこともありまして、映画やＣＭ、ミュージックビデ

オのロケ地としても有名になり、多くの作品がここ細野

高原で撮影されております。

　そんな細野高原です。皆さん、お越しいただける日が

来ましたら、ぜひともこの絶景を目に焼き付けていただ

きたいと思います。私といたしましては、一面ススキ野原

となる10月頃がお勧めでございますが、この細野高原

は四季を通じてすばらしいですから、いつ来ても、お待

ちしております。

　続きましては、稲取財産区運営委員長の山田賢一さ

んからこの山焼きの現状など、保全につきましてお話を

いたします。

○稲取財産区運営委員長（山田賢一）　稲取地区特別

財産区委員長の山田賢一です。よろしくお願いします。

【財産区委員長の役割】　

○稲取財産区運営委員長（山田賢一）　財産区各区の

区長さん中心で委員会をつくっていまして、そこの親方を

やらせてもらっています。この細野高原の細野の原野に

ついてのいろいろ管理とか運営とか、いろんなことを皆さ

んと相談しながら決めさせていただく、そういう仕事です。

　これがヤマアワです。

　こういうね、湿原の問題点として、だんだん土砂が

入ってくるんですね。それで、その上に水が流れるところ

が決まって、１か所だけこうずっと掘れちゃうんです。そ

うすると、水が周りに出なくなっちゃう。それでもってどん

どんススキがこう、乾燥化してススキが生えてきちゃい

ます。そういう状態がこれから大いに予想されます。

　ミズトンボって言います。トンボの顔に似ているじゃ

ないですか。

　これはね、ヤマイって言って、イってイグサのイ。山に

あるイグサでヤマイ。

　これがいいかな。ちょっと待ってね。ここね、ここにこ

う真珠みたいな玉がついているでしょう。これがシン

ジュガヤです。

　これはイブキボウフウと。

　ここに紫色の、これがホザキノミミカキグサと言います。

　ちょっとやぶに入りますけれども、ここにキキョウが咲

いています。キキョウっていうのは、花屋さんでも売って

いますけれども、野生のものは非常に貴重なんですよ。

【周辺の植生について】

○細野高原ネイチャーガイド（富永眞弘）　これはツリ

ガネニンジンと言います。黄色い花が、これはオミナエ

シです。これは女郎花って書いて、オミナエシという名

前です。

【中山一号湿原の状況】

○細野高原ネイチャーガイド（富永眞弘）　ここはね、

中山一号という湿原なんですけれども、こっちからどん

どん泥が入っちゃって、もう湿原の上のほうが見えなく

なっちゃっているという状態です。乾燥化がどんどん進

み始めています。この辺もね、生えている植物がススキ

じゃないでしょう、ワラビがあったり、何か他のものが生

えちゃっている。大分植生が変わってきています。

○細野高原ネイチャーガイド（富永眞弘）　今、ざっと

湿原の植物、草原の植物を見ていただいたんですけれ

ども、細野高原にはね、僕らが把握しているだけで約

500以上の植物の種類があるんですけれども、今日は

10とか20、もっといったかな、ぐらいしか見ていません

けれども。今日の見ていただいた中にもあるんですけれ

ども、静岡県の絶滅危惧種というのが細野高原に26種

あります。それから、環境省、環境省というのは全国で絶

滅危惧を定めているわけですけれども、その中に19、こ

こにあるものがあります。ということで、非常に貴重な草

原、湿原ということだと思います。

　以上で今日の解説を終わらせてもらいます。富永で

した。

○伊豆半島認定ジオガイド（鈴木京子）　こんにちは。

ジオガイドの鈴木京子です。稲取に生まれ育ち、今も稲

取に住んでいます。

　子供の頃からの思い出を踏まえていろいろお話しで

きればと思います。よろしくお願いします。

【細野高原について】

○伊豆半島認定ジオガイド（鈴木京子）ここ細野高原

は、伊豆半島の中央に横たわる天城山脈の斜面にあり

ます。天城山はフィリピン海プレートに乗って移動してき

て伊豆が本州に衝突した80万年前から20万年前の火

山活動によって生まれた大型火山です。火山活動が終

わった天城山は、浸食によってこちらの東斜面が大きく

削られています。天城山最高峰の万三郎、そしてこの細

野高原を取り囲む三筋山、大峰山も浸食に耐えて残っ

た天城山の一部です。

　細野高原の一部は、稲取泥流と呼ばれている土石流

堆積物に覆われています。何らかの原因で起こった山

崩れなどによって、水と土石が一体となって流れ下って

できたものです。高原内に点在する角の取れた丸っこ

い岩は、こうした土石流によって運ばれたものと考えら

れています。泥を多くふくむ土石流堆積物は、水を通し

にくく、水はけの悪いくぼ地には湿原をつくっています。

湿原は貴重な動植物の宝庫になっています。水を通し

にくい地層上にできる地下水は周囲に湧き出し、飲料水

の貴重な水源にもなっています。

　それでは、今から山のほうに行って、その場所を紹介

したいと思います。

【細野高原の岩の形について】

○伊豆半島認定ジオガイド（鈴木京子）　この大きな

岩ですけれども、このお山の上のほうにあって、この岩

の角が取れています。なので、これは先ほどご説明しま

したように、もっと上のほうから土石流に乗ってごろごろ

ごろごろ転がってきて、こういう角が取れたり、こういう

潰れていたりという様子が見られます。かなり大きさも大

きいですけれども、あちこち丸で、角が取れて、転がって

きたかなという様子が見られます。もっとね、割れたりし

ているときには、まだ角が鋭角だったりするんですけれ

ども、その後もまた転がって、何度か転がったかなという

ような様子が見られます。

　このほかにもたくさん、この辺りには大小いろいろな

石が転がっていますので、また、この山はそういう土石

流でいろんな石や砂や泥、いろんなものが転がったか

なという様子が見られると思います。

○インタビュアー　何回もそういう土石流が起こって

いたんですか。

○伊豆半島認定ジオガイド（鈴木京子）　そうですね。

一番というか、はっきり分かっているのは２万５千年前

【細野高原の利用状況】

○稲取財産区運営委員長（山田賢一）　春は、ご存じの

ように山菜狩りをやっております。これは観光協会では

なくて、財産区が主体になってやっています。それで、秋

はススキのイベントを観光協会が中心になってやって

いただいております。あとは、ここに撮影とか、いろんな

映画の撮影とか、そういうのにも使っていただいていま

すけれども、それは年中ではなくて、単発にやる、そうい

う形で使っています。

【細野高原の今後】

○稲取財産区運営委員長（山田賢一）　だから、今み

んなで考えているのは、あそこに、あれ、これ水源地な

の、この部落の。だから、水源地から見れば、手を入れる

ことはいろんな自然保護とか、いろんな環境の問題で、

水源地から上は手を入れないけれども、水源地から下

のここら辺を何か利用してくれる、何ていうの、企業とか

そういう団体があったら、ぜひ提供しますよというのを

私たちは今訴えているんです。もちろんここに自然破壊

するようなものを造られちゃ困るんですけれども、自然

を利用したもので、何かそういう、先ほど言ったような体

験学習とか、そういうことができるものがあればいいな

というようなことを考えています。

【次世代への継承について】

○稲取財産区運営委員長（山田賢一）　今言ったよう

に、管理しているのが我々中心なもんで、だんだんこの

草原をどうしていったらいいかということについては、

僕らの子供の頃は春の遠足、秋の遠足というのも細野

高原で、三筋山のてっぺんに登るのが楽しみでここへ

来ましたけれども、今の子供たちは本当に草原とかそう

いうのに親しむ機会がないもんで、できれば何かそうい

う体験学習とか、そういう形にどんどん使っていただき

たいなと思います。

○インタビュアー　以上です。ありがとうございました。

○稲取財産区運営委員長（山田賢一）　どうもありがと

うございました。

【細野高原の植生について】

○細野高原ネイチャーガイド（富永眞弘）　それでは、

私が今日の案内をさせていただきます。細野高原ネイ

チャーガイドクラブの富永です。よろしくお願いします。

　まず、細野高原ってどういうところかというのを植生を

中心に見た場合に、どういうところかというのを説明し

ます。

　まず、一番高いところ、風車が、向こうから２番目の風

車の辺りが一番高いんですけれども、あれから奥へ約

５分ぐらい行ったところが三筋山という山の山頂になり

ます。それが細野高原で一番高いところです。

　それから、その下へ、草原と林がありますけれども、草

原のほうが細野高原で、この稜線をずっとたどっていた

だいて、この林、量線を境にこちら側が草原で、向こうが

林になっています。こちら側が細野高原で、東伊豆町の

細野高原で、向こう側が河津町です。これがずっと延び

ていまして、その稜線に沿って、稜線のこちら側ですね、

ずっと下りて一番下の辺り、もうちょっと下まで細野高原

です。一番下の辺りが標高で370メートルぐらい。それ

から、一番高い三筋山が821メートル、標高差が約550

メートルありますので、気温的にも３℃ぐらいの差が

あって、それで、ご覧になって分かるように、草原が広

がっていまして、後で説明しますけれども、湿原があって、

それから、人工林がこう、杉の林ですけれども、人工林、

常緑針葉樹があって、ちょっとここからはあまり見えな

いんですけれども、落葉広葉樹があって、植物、草なん

かにしてもこういう林の中なんかの植物は草原の植物

とは違うものがあるというようなことです。

　先ほど３度ぐらい差があると言いましたけれども、春

のワラビなんかだと、下から取れるようになって、だん

だん上へ上がっていくと。秋の紅葉なんかは、上からだ

んだん下りてくるということです。

【芝原湿原について】

○細野高原ネイチャーガイド（富永眞弘）　ここは芝原

湿原という湿原です。このぐらいの大きさ、この柵があり

ますけれども、非常に小さな湿原ですけれども、こういう

小さな湿原が細野には４か所あります。湿原って、必ずし

もね、大きいからといっても、見ることのできるのは外周

ぐらいのもんですからね、このぐらいの大きさっていうの

は非常に適当だと思います。この細野の地面の下には

ちょっと粘土質の層がありまして、それで水を通しにくい

がありますので、こういうくぼ地には湿原ができています。

　ここ、こう荒らされていますね。これはイノシシが掘っ

たんです、ここのところを。これ至るところでやられてい

ますけれども、夏から秋にかけてやられると、種が落ちる

前に根が起こされて死んじゃう場合が、枯れちゃう場合

があるんです。あまりいいことではないです。

【芝原湿原の植生について】

○細野高原ネイチャーガイド（富永眞弘）　これ、これ

葉っぱを見ていただければ、アザミなんですけれども、

横を向いています。これはキセルアザミと言います。

　この花はサワヒヨドリと言いまして、フジバカマの仲間

です。ですので、この辺の紫の花、ヒメハッカと言います。

　ここに生えていますけれども、これはハイメドハギ、メ

ドハギというのはもともと真っすぐ立つんですけれども、

これははっています。

　コシロネといいます。

　さっきジオガイドの方から解説があったように、泥流

が流れたことで、ああいう、この斜面がずーっと続いて

いるような地形ができて、そこにススキがずっと一面に

生えているから、ああいう印象を与えるのかなと思って、

何か先ほどの説明を聞いて、改めて景色と重ねてみると、

思い返してみると、いいなと思いました。

　植生の印象は、やっぱり皆さん、ススキが小さい、小

さいというふうにおっしゃっていたんですけれども、全

体的に見て、低いところもあったんですけれども、高い

ススキもあったりして、これ多分、後から上野さん、詳し

く言って下さると思うんですけれども、山頂付近のです

ね、カヤという面で見れば、背丈が低いのは悪い、悪い

というか、使いにくいのかもしれないですけれども、植物

から見ると、背丈の低い植物がそろっているところは、

むしろ種の多様性が高まって、いろんなものが見えるの

で、上のほうのススキの背丈が低いところをもう少し

ゆっくりちょっと歩いてみたら面白そうだなと感じました。

　ビデオの中で500種類の植物がいるということで、こ

れは何かすごいなと思ったんですけれども、うちの近く

にある３つの草原で、それぞれ調べてみると、大体300

種類ちょっとなんですね、草原エリアの中だけでいうと。

そういう意味でも、ああいう、湿原がまずまとまった面積

で残っているというのが種数を増やしている一つ要因

になっているのかなと思いました。

　僕はもともと湿原をずっと興味があって調べたりして

いたんですけれども、今回見せていただいた中で、

ちょっと解説の中でもあったんですけれども、少し乾燥

化しているところというのは気になったところです。天然

記念物というか、文化財として指定されているところもあ

るんで、大事にしようということはすごく大事だと思うん

ですが、そのやり方については少し、先ほどビデオに出

られていた専門家とかですね、皆さんの意見を聞きな

がら、ちょっと見直しをしながら進めていただけたらい

いのかなと思いました。

　ただ、植物的には、先ほどのキセルアザミとかですね、

湿原特有の植物も見れたので、途中、役場の方から、

早く行きますよというふうに何回も促されながら、写真を

撮ったりして楽しませていただきました。今日はどうもあ

りがとうございました。

○司会　白川さん、ありがとうございます。

　続きまして、高橋先生、よろしくお願いします。

○全国草原再生ネットワーク代表理事（高橋佳孝）　

高橋でございます。

　私は草原生態のほうが専門なので、草原のほうは塩

坂さんのほうから多分詳しいお話があると思うんです

けれども、火砕泥流ですか、によってつくられた地形とい

うのが独特で、その中にスポリアが出ていたり、あるい

は浸食を受けたり、その泥流によって湿原のようなくぼ

地が生じたり、極めて多彩な地形がその中に含まれて

いるんだなと。ぱっと見た目にはとても広くて大きいん

ですけれども、実はその中にいろんな形の地形がある。

その中でススキの丈を一つ見ても、大きいところもあり、

小さいところもあり、ススキじゃなくて芝生のようになっ

ているところもある。それは恐らく地形に基づくものもあ

るでしょうし、今、利用されたり管理をされている作業そ

のものがですね、そういうものを生じさせている、モザイ

ク状のものというか、極めて多様なところなんだなと思

いました。

　先ほど500種という話がありましたが、阿蘇は２万２

千ヘクタール近くあるところですね、草原の植物500種

なんですよ。ですから、ここにかなり集約されているし、

中を見ると、湿原もとても大事な植物が多いんですけれ

ども、草原の中にも、例えばスズサイコとかキキョウとか

ですね、本当に今絶滅に瀕しているような植物もたくさ

ん生えているし、両方がとても大事なんだなという気が

いたしました。

　それから、管理のほうはやっぱり大変なんだろうけれ

ども、まだまだ地元の人たちがとても元気なんだなとい

う、多少人が少なくなってですね、きっと大変なところも

あるんだけれども、その気持ちだけはとても前向きであ

るというのが非常に印象深く受けました。

　これを今後どういうふうに仕掛けていって担い手や

仲間を増やしていくか、あるいは次の世代にどうやって

つないでいくかというのが大きな問題だと思いますけれ

ども、そのような熱意がある以上は、きっとうまくやってい

けるんじゃないかなという期待も込めています。

　もちろんそのときには外部からの働きかけや応援と

いうのも必要になってくるかもしれませんけれども、それ

はあくまで手段であってね、目標としているものがかな

り明確になっているので、大事なものを守ろうという意

識そのものをぜひ町民全体に醸成して、つないでいっ

て、広げていっていただければありがたいなと思います。

紅白が始まるぐらい、そんな時間帯です。今からメイン

で話します稲取泥流というのは２万５千年とされていま

すけれども、これは、だから12月31日の11時58分ぐら

い、２分30秒ぐらい、つい最近の話です。ですから、時間

が、皆さんの日常生活とスケールが違うので、そこを間

違えると混乱いたします。

　ですから、その斜線の部分が、まず伊豆半島の基底

をつくった海底火山堆積物で、その次に、この図でいく

と６番ですね。６番のゾーンというのは、浅間山とか大

峰山とか三筋山とかをつくったかつての、70万年ぐらい

前の天城火山の基盤をつくっているものです。それが先

ほども鈴木さんからご説明あったように浸食で残った

部分がこの６番の部分です。

　その後、新天城ができて、多分、これ土石流じゃなくて、

先ほど土石流、土石流と言っているのは、あれは間違い

で、土石流じゃなくて泥流です。土石流と泥流と全く違う

ものです。そこのところを混乱しちゃうので、さっき何か

フリップは土石流が、土石流がとあったんで、あれは実

は土石流じゃなくて泥流です。

　泥流はですね、どういうふうに流れたかといいますと、

さっき言ったように、この図でいくと左上のほうに天城

本体がありますから、あそこから流れてきたんですけれ

ども、流れたときに三筋山だとか大峰山が邪魔をします

ので、河津側に流れたほうと、それから、この東伊豆町

側に流れた、２つに大きく泥流は分かれました。

　今日話題になるのがこの東側に流れた泥流です。２

万５千年前ってどういう時代かといいますと、氷河期の

最後の時代。つまり海面が世界的に100～140メート

ルぐらい後退していた、海が今よりも140メートル低

かった時代。ですから、この土石流は、多分この稲取の

温泉街をぶち抜いて海の中まで入ったんです。溶岩の

ように非常に800℃とか1,000℃、高いので流れてくる

と、海につかった瞬間にそこで止まるんですね。だから、

あそこの伊豆高原の辺りの海岸がありますけれども、あ

れはあそこで溶岩が止まっちゃうわけです。ところが、泥

流の場合は泥なので、そこで止まらないんですね。だか

ら、海底の中にもそういう転石がたくさんあるはず。

　次に、泥流の真ん中にハート形の白いのがあります

ね、２番。これは火口なんですね。多分、泥流の中から

突き抜いてきたものなんですけれども、車で登っていき

ますと、右側にカーネーションの畑、ハウスと、それから

水田が唯一ありますね。多分そこは火口のところに長い

間、泥炭がたまって、その上に水田ができて、東伊豆唯

一の水田じゃないかと思いますけれども。その上に現在

はため池が、それこそハート形のため池があるんです

よ、これ空から見ると分かるんですね。そのため池とい

うのは、後で説明します、湧水が水温が低いので、その

ため池の太陽光で温めた上水だけを使って多分水田

をやっていたんだろうというのがこういう白いハートの

ところです。

　そのハートのところに今度は斜線が、ハッチが３か所

ありますね。これは凡例にもありますけれども、熱水の変

質帯と言うんですけれども、高温のマグマが地下に隠れ

ていて、その地下水が沸騰したような状態になって、周

辺の岩石を変質させるものです。特にこの水源地になっ

ている一番左側の上のところというのは、熱水で変質し

たものが粘土化して、こういう地下ダム、ダムの役目を

しているんですね。

　それからもう一つは、この地質のところには火山灰と

かスコリアは一応、剝がした図になっています。全面的

には多分スコリアは降っているんですけれども、それを

剝がしたやつになっています。ただし、右下のほうにあ

る白いところ、これがスコリアコーンで、これ玄武岩なん

ですけれども、これはつい最近、つい最近というか、か

つてスコリアを採取していた場所があるところですね、

右のほうです。

　それで、じゃこの今日見た湿地だとか湧水がどうなっ

ているかというと、結局、泥流が流れたときに、それがカ

ルデラの崩壊かどうか、そこまではまだ確認はされてお

りませんけれども、いずれにしても大量の水が流れたこ

とによって泥流が発生します。泥流というのは水土流、

泥水ですから、そこに大きな岩石も、それから山体の一

部も、コルクのように浮いちゃうんですね。浮いて流れて

いきます。これを流れ山と言います。代表的なのは、甲府

の北側の韮崎というところ、あそこに韮崎泥流、八ヶ岳

泥流というのがあるんですけれども、あれがあの辺で

やっぱり流れ山がたくさんありまして、武田信玄がその

山沿いにのろしを上げていったという、そういう流れ山

地形があります。だから、ここで、伊豆半島で流れ山地

形があるのはここだけです。

　流れ山でどういう現象が起きるかというと、重たいも

のから順番にこうもう流速がなくなるから落ちていきま

すね、止まります。止まるとどうなるかというと、後ろから

来た岩石がそこへまたこう何ていうかな、山が出来上が

る。そういうもの幾つもあります。さっき映像にあったパ

ラグライダーのランディングのところ、今トイレのあると

ころ。あそこも小っちゃい小山があります。あれも流れ山

の一つです。そういう流れ山と流れ山の間が当然へこ

みますよね。へこんだところは、下が泥流で水を通しま

せん。それから、この付近ですと、さっき言ったこの玄武

岩のスコリアだとか、西側にある大池のスコリアだとか、

そういうところはスコリアが飛んできます。そうすると、そ

　それから、私は文化財の専門じゃないんで、湿原のど

うこうというのは分からないんですけれども、手をつけ

ないで放っておくというのは、建物だったらよいかもし

れませんけれども、人と自然が関わってつくられてきた、

恐らく湿原についても人の手というのはかなり影響して

いるところもあるんですよね、そのあたりは詳しく分かり

ませんけれども。そういう全体的な自然そのものは、む

しろ文化財というよりは、文化的経過なのかなという感

じがします。そういう視点で見ると、やはり修復というの

が当然重要になってくる場面が結構あるんで、このまま

放っておいて手をつけないという自然ではなくて、地元

の人たちが合意の下に知恵を出し合って、それをよりよ

い形のまま後世につないでいくような仕組みづくり、ある

いはそういうものができたらいいなという感想を持ちま

した。

　以上です。

○司会　どうもありがとうございました。

　続きまして、笹岡さん、すみません、よろしくお願いい

たします。

○全国草原再生ネットワーク（笹岡達男）　こんにち

は。笹岡でございます。

　今日はたくさんの専門家の先生方に囲まれて、私は

専門家といっても、長く自然公園や自然環境の行政を

やってきておりましたので、詳しい話はもう先生方にお

任せしたいと思います。

　今日は純粋に細野高原の風景と景観をたっぷり楽し

ませていただきました。もちろんこの季節ですから、その

景観、風景の主役はすばらしいススキ草原なわけです

けれども、もう一つ見逃せないのは、あそこに立ってみ

るとですね、実はご承知の方も多いと思いますけれども、

伊豆半島というのは、海岸線とそれから天城山を中心

とする山稜線ですね。そういうところが帯状に、全部国

立公園に指定されているわけです。その中腹にある細

野高原はそうした区域とは違うんですけれども、細野高

原から眺める海、海が見える草原であると。そして、振り

返れば山も、すばらしい山が続いている。もう一つ、今日

も見えましたけれども、伊豆七島も見えちゃうんですね。

伊豆七島も国立公園です。

　そういう意味では、そういうすばらしい、自分が立っ

ている、目の前だけじゃなくて、その周りの風景、景観を

楽しめる場所としての細野というのはもう一つ価値が付

け加わるんではないかなというふうに思っています。

　そして、そういう草原を守っていくことについては、ほ

かの先生方からたくさんアドバイスがあると思いますけ

れども、やはり大変な維持管理の作業があるわけです

し、そのためには、何かこう、どういうふうに使うんだと

かね、こういうふうにここは守っていく、ここは使うんだ。

皆さんがその目的意識を持って、非常に大事なのは、や

はり地域でもって目的や利用の方法、合意を取るという

ことが大事なことだと思いますから、そういう皆さんの

話合いの中で、保全、利用、そして管理ですね。それをど

うやって引き継いでいくかというお話も昨日たくさん聞

かせていただきましたけれども、そういう新しいタイプ

の視点を大事にしながら、みんなで楽しんで守っていく

という、そういうところになっていけばいいなというふう

に思いました。

　本当に今日はどうもありがとうございました。

○司会　ありがとうございます。

　続きまして、塩坂さんのほうからお願いします。塩坂先

生は地質学がご専門ということで、先ほどのジオガイド

さんの提案内容を補足等もお願いしながら、ちょっとお

話しいただければと思います。よろしくお願いいたします。

○全国草原再生ネットワーク（塩坂邦雄）　ご紹介い

ただきました塩坂と申します。

　東伊豆町とは大変縁がございまして、大島近海地震

のときに、次の日にたまたま稲取駅のところで調査をし

ていて、そのときちょうどパニックがあってですね、何か

近々大地震が来るぞというみんな、いたんですけれども、

私は大丈夫だよと言って、皆さんをなだめた経験があっ

て、そのときの見高エリアの断層等も調査した覚えがご

ざいます。その以降は、私は趣味でパラグライダーを

やっているもんですから、空中からいろいろな調査もし

て、一応、自称空飛ぶ地質屋と言われておりまして、時々

空からおっこっていることがあるもんですからね、ソラ

ツカイとも言われますけれども。

　それで、実はこの伊豆は、今、熱海の伊豆山の土石流

調査もやっております。お手元にもありますけれども、こ

こにも図面を出していただきましたけれども、これは

倉沢さんと加藤さんとが作った、当時、稲取のこの付近

の地質です。

　この一番左上のところ、もっと上ですけれども、まず、

地形発達史といって、つまりどのようにこの稲取ができ

たかというところをお話ししますと、まず一番上に斜線

がありますよね。この図でいくと７番、この凡例でいくと７

番です。これが伊豆半島の基底をつくっている湯ヶ島層

群という海底火山の噴出物です。特に地質学というの

は、時間的な感覚が皆さん違うのは、例えば地球は46

億年なんですよ、分かっている限り。それを日常の365

日で割っていきますと、この伊豆半島の基底ができたの

は12月30日ぐらいです。もうつい最近の話なんです。

　それから、私が必死に100歳まで生きても、0.3秒で

す。まばたきですね。人類が誕生したのが12月30日の

○日本茅葺き文化協会事務局長（上野弥智代）　皆さ

ん、こんにちは。日本茅葺き文化協会の事務局長をして

います上野弥智代と申します。

　茅葺き文化協会は、所有者とか職人とか研究者とか、

それから自治体が一体となってカヤぶきのことをつな

いでいるネットワークの団体なんですけれども、今日、

細野高原へ伺って、また昨日から皆さんのお話を聞く中

で、私がわあと思うことがたくさんありました。でも、その

中を３つくらいに分けてというか、３つに絞ってお話しし

たいなと思うんですけれども、まず、皆さんが関心をお持

ちだったカヤというものとしてどうなのかというのは、も

う第一印象は、すごい元気なカヤだなという、カヤとし

て見たときに、細くてしなやかというのがありますけれど

も、背丈が高いからいい悪いじゃなくて、カヤそのもの

が真っすぐ細くてしなやかというのはすごくいいカヤだ

なというふうに思いました。

　昨日も話がありましたけれども、カヤぶきって、短いの

と、一番最後に長いので押さえて、それを竹で押さえると

いう、３層ぐらいにしていくんで、短いカヤも長いカヤも

要るんですね。長いカヤといっても、それが３メーターそ

のまま要るかといったら、やっぱりちょっと使えないんで、

切って使ったりするんですよ。だから、その短さというの

は使い方と連動するものなので、それよりも、ここの穂が

あれだけ立っていて、真っすぐ元気なカヤというのはす

ごいなというのをまず思いました。

　昨日も町内会長さんの鈴木さんのお話にも出てきた

し、山田さんの話にも出てきましたけれども、カヤってい

う、何か使うときはやっぱりカヤって呼んでいるんだな

という、屋根材だけじゃなくて、聞いていると、利用する

ときは草がカヤになっているなと思うんですけれども、

今、生えている状態だとススキですよね。それが刈り

取ってカヤ束、屋根ふき材、私の場合はちょっと屋根ふ

き材としてですけれども、屋根ふき材としていいカヤ束

ができたときにカヤになるというか、何でもかんでも刈

ればいいってもんじゃないじゃないですか。使い道に

よって。だから、それがススキが刈ってカヤになるという

こと。でも、皆さんの中にそれはもう当然のように根づい

ているんだなというのも感じました。

　今日案内していただいた上の山頂近くのところも、白

川さんが言っていたみたいにちょっと背は低いですけ

れども、あそこのカヤもいいカヤだったし、駐車場のと

ころも、下に少し広がっているところもいいカヤでした

し、最後見せていただいた湿原のそばにあったカヤは

結構背が高かったですし、あそこは少し、何かワーク

ショップ的にやるんであれば、あずまやもあるんで、あず

まやをカヤぶきにしたらいいんじゃないっていう話もあ

りましたけれども、あれ野焼きに巻かれるとすれば、毎年

屋根にトマブキみたいなのでかけてもいいんじゃない

かなと思いました。燃えてもいいんじゃないかな、そこは。

それでみんなでまた、何か新嘗祭じゃないですけれども、

豊穣を祝って、その屋根にふくというようなことにつなげ

てもいいのかなというふうに見ていて思ったんですけ

れども。そういう面白いいろんなことができそうだなとい

う、カヤとして使うということですね。

　さっき高橋先生が湿原のことでちょっとおっしゃいま

したけれども、法隆寺って、私、建築の専門なんで、法隆

寺って世界最古の木造建築って千年たっていると言わ

れているじゃないですか。でも、それはずっと放ってい

て千年もっているわけじゃなくて、修繕している。それを

植物資材を使って、大工さんなり技術者が修繕してい

る技そのものがすばらしいということで、この間、その

技そのものも無形文化遺産になったんですけれども、

伝統工匠の技って。そこにカヤぶきとかカヤ採取も入っ

ているんですよ。だから、ああいう植物材料を取ってく

る技そのものも含めて、だから、ああいうものができて

いるということが草原とかカヤ場も同じだなというふう

に思いました。

　それが１個目で、２個目はさっき内山さんから振られ

ましたけれども、もう一つ、わあ面白い、格好いいって

思ったのは山田さんのお話です。今、70代ですかね。こ

の財産区の皆さんの活動ですけれども、山田さんの話、

本当に面白いんですよね。若い頃は、何月頃みんなで

取りっこのように草を刈っていた、昭和50年代ぐらいま

で刈っていた、いやそれはこういうふうにやっていた、

カヤを降ろすのは、１週間ぐらい乾かしてから降ろして

いた、そういうお話がまだまだ生きているというか、それ

が話を聞いていて、すごい面白いし、格好いいなと思い

ました。

　今、草は使っていないのに、何で管理をあんだけ一

生懸命されているのかなというのもちょっと聞いてみた

んですけれども、やっぱり山田さんにとってはふるさとの

山だから、みんなにこのまんま何とかみんなにつなげた

のくぼ地にスコリアがたまって、それが、そのスコリアの

隙間が地下水の帯水層になるんですね。

　これも偶然の重なり合いなんだけれども、さっき言っ

た熱水が変質した粘土が下流側にあるもんですから、

ちょうどダムのように、地下にダムができている、ずっと。

それが一定程度常に安定して水を流下させているとい

うことになります。

　それからあと、この図で注意するのは、西側に黒い線

が幾つか見えますね。これが断層なんです。私のほうが

昨日泊まっていた旅館のすぐそばも通っていますけれど

もね。ずっと行って、あの伊豆急のトンネルのちょうど真

ん中を通って、国道135号線のところも、私の記憶では、

その小学校の下に自転車屋さんかなんかあって、その

自転車屋さんのところの真上です。そこを通って見高

エリアのずっと活断層があって、それからもう１か所、

浅間山のほうに、これちょっと書いてありませんが、浅

間山はもうちょっと左上かな、のところに浅間山ってあ

るでしょう、その斜面も、当時はほとんど植林されていま

せんでしたので、明確に活断層が確認できました。した

がって、東伊豆町は北西から南西に幾つかの断層が

あるんですね。そういう場所ですね。

　以上ですけれども、また後で質問があれば。

○司会　ご丁寧にどうもありがとうございます。

　続きまして、内山さんですが、内山さんは唯一の町内

のご出身で、今、東京都立大学のほうで研究をされてお

ります。よろしくお願いいたします。

○東京都立大学大学院都市環境科学研究科（内山義政）

　内山でございます。

　私は稲取の生まれで、何度も細野には通っているん

ですけれども、今は東京都立大学の博士課程の学生

をしております。今回、草原サミットの実行委員というこ

とで、役を務めさせていただいておりますが、ほかのサ

テライトの会場の先生方と比べて、まだ私、学生ですの

で、本当にこの大役、務まるのだろうかとずっとやって

きておりますが、今回、今日現地を見させていただいた

感想などをお話、２点、主にできればと思っております。

　まず１つ目に、後で上野さんからお話があるかと思

うんですけれども、あるかもしれないんですけれども、

今日ですね、現地見させていただいた中で、財産区委

員長と大変、地元の話を聞くのが楽しそうにされてい

るなという印象を強く受けまして、例えるとですね、例え

ば郷土の語り部なんかを語る観光イベントなんていう

のは各地で行われると思うんですけれども、まさしくあ

んな感じで、僕は考える会ですとか、財産区の会議と

かで伺っていても、本当に面白い話だなというのはた

くさんあるんですけれども、多分、地元でずっと住んで

いると当たり前だなという話も、例えばこの細野の管

理の歴史ですとか、そういった話も、改めて外部に発

信していくことで、そのお話自体が面白いコンテンツと

いうか、話になるのではないかなというふうに１つ思

いました。

　そうした地域の知見をそういうふうに改めて捉えてい

ただいて、誇りというか、引き継いでいくことが改めて必

要じゃないかなと思った次第です。そうしていく中で、先

ほど財産区委員長からの動画の中でもありましたけれ

ども、利活用をということですけれども、カヤで、カヤぶき

とか、実際見ていただいて、使えそうだという話もありま

したので、カヤぶきですとか、ぜひカヤ材の利用とか、

何ていうか、企業とか団体とかのそういうイベントとか

観光利用という面もあるかと思うんですけれども、ぜひ

草原本来の利用を、さらに新しい形での草原の資源の

利用という観点からで捉え直すのもいいのではないか

なと思いました。そうした中で地域での草原の資源の活

用の担い手という意味では、東伊豆町では最近、ＮＰＯ

ですとか大学が連携して様々な活動をしてきていると思

いますので、そういった地域でのつながりをまた活用し

ながら、細野高原のほうも今後動いていけたらいいの

ではないかなと、私自身もこれから一緒に関わってい

けたらなと思っています。

　２点目ですけれども、富永さんと鈴木さんの動画と、あ

と、私自身もネイチャーガイドのほうには時々参加させ

ていただいて、観察会、行かせていただいているんです

けれども、本当に今回の動画で、ちょっとしたやぶの中

に入らないと見られないキキョウですとか、もう本当に

道の、ちょっと奥まったところの道の、ふとこうよく見ない

と気づかないような石ですとか、そういった細やかな場

所まで熟知しているという地元のガイドですとか、そう

いう知識というものも人材として引き継いでいかなけれ

ばいけないなと思っております。

　私自身は、大学での研究ということで、なかなか綿密

にこの隅から隅まで熟知するということがまだまだ足り

ていないわけなんですけれども、そういった意味で、ジ

オもそうですし、植物ですとか生物のほうの専門的な知

識をより地域でも引き継いでいく人材がこれから必要で

はないかなというふうに思った次第です。

　以上、２点ほどです。ありがとうございました。

○司会　どうもありがとうございます。

　続きまして、上野さん、お願いいたします。

　上野さんは、一般社団法人日本茅葺き文化協会事務

局長を務められておりますので、そういった視点から

お話をいただきたいと思います。よろしくお願いいたし

ます。

いというのもあるけれども、そこにそうあってほしいとい

う思いが一番あるんだなというところ。山田さんのお話

を裏づけるようなネイチャーガイドのさっきの富永さん

とかジオガイドの鈴木さんのお話も、こういう方もたくさ

んいらっしゃるというのがもうすごいところだなという２

番目のわあです。

　最後は、笹岡さんとかの話にも出てきましたけれども、

山から海が近いじゃないですか。ここから15分ぐらい

であの草原に行けて、町もその間にあって、ジオの話も

ありましたけれども、すごく山から海までが見渡せる範

囲にあるという中に今の壮大な何億年の話から、その

暮らしが息づいていて、見えているということ、それでそ

こにさっき話したみたいな人がいらっしゃるということ

がもうすごいなというのが私の３つのわあでした。

　以上です。

○司会　どうもありがとうございました。

　先生たちのお話を聞いて、東伊豆町に住んでいる人

たちが感じていること、貴重な場所なんだなというよう

に思いました。また、動画のほうに出演していただきまし

た富永さん、鈴木さん、山田さん、どうもありがとうござい

ました。

　本来ですともう少し意見交換としたいところですが、

お時間になりましたので、これでオンライン見学会のほ

うは終了させていただきたいと思います。

　１時間昼休みを取りまして、午後１時から草原サミッ

トのほうを開催いたしますので、よろしくお願いいたし

ます。

　皆様どうもありがとうございました。
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すし、そこに一工夫入れれば、新しいやり方で地域に

フィットするやり方を見つけられるなというふうに今感

じているところです。

○コーディネーター（高橋佳孝）　地域によってそれぞ

れやり方や特徴が出ているでしょうけれども、いずれに

しても農閑期の、あるいは労働力の季節性にもうまく

マッチしそうな、面白いですよね、そういう意味ではね。

刈れた草を使う価値というのはそこに出てくるんでしょ

うね。枯れ上がっても草原に価値があるというのはすご

いですね、青いときはもちろん家畜の餌にもなります。

　それと阿蘇のほうでは堆肥による野草の利用という

のが非常に盛んだという話があって、東伊豆のほうで

はこれを果樹とかマルチとしてもともと使っていたとい

うことなんですね。その辺も随分と科学的根拠が出てき

ているように思うし、草の流通量が物すごく今増えてい

ますしね、そのあたりのお話もちょっと聞かせていただ

きたいんですが。

○阿蘇会場（山内康二）　阿蘇のほうですか。

○コーディネーター（高橋佳孝）　はい。

○阿蘇会場（山内康二）　私も詳しくは知らないんです

けれども、阿蘇では５年ぐらい前から、これも世界農業

遺産の関係で、夏の堆肥が非常に、これはもう地元の

年配の人たちは昔からそう言われていたんですが、夏

の堆肥が非常に農作物にいいというふうに言われてい

たのを科学的に調査をしようということで、佐賀大のソ

ミヤ先生という方に委託をして、調査をしてもらっていま

す。それで、２年ぐらいしたところで、非常に有用な拮抗

菌とかいうような菌が非常にたくさん阿蘇の野草堆肥

の中には発生しているんだそうです。それが非常にたく

さんあって、後々のあれでは、どうもそれは阿蘇独特の

菌で、阿蘇のどこの野草を調べても同じような菌が出る

んだそうですね。そして、ほかの地域の野草とはまた違

うらしいんですが、そういうことが分かってきて、それを

県知事も非常に、元旦の新聞発表かなんかで発表され

て、それから野草堆肥が非常にもう注文を受けても不

足するぐらいの形で、今、阿蘇のほうで野草堆肥が非常

に重宝がられています。

　その野草堆肥を作るために、いわゆる野草を刈り

取っている面積が150ヘクタールぐらいあるんだそう

ですが、そういう意味で草原の維持にも大きく貢献を、

野草堆肥というのがしているという状態ですね。ちょっ

とそれぐらい。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございます。

　阿蘇で野草が見直されているのも実は地元の知恵な

んですよね。昔から地元の人たちは、とにかく野草を入

れる堆肥が一番いいって言ってきたというのが近代農

業ではほとんど捨て去られたままだったんですよ。それ

を再度見直してみると、未来を語れるようなすごいもの

があったということなんで、やはり地元の知恵をきちん

と蓄積して、皆さんで共有して学んでいくというのがス

タートラインなのかなって、すごく感じるところはござい

ました。

　次は、継承というところがね、東伊豆でもとても問題

になっているんですけれども、新しい担い手をどうやっ

てつくっていくかちとかですね、地元の子供たちとの環

境学習の中でどういうふうに入れていくかということな

んですけれども、そのあたり、蒜山のほうではどういう働

きかけや活動というのが芽生えているんでしょうかね。

○蒜山会場（増井太樹）　蒜山では、今、火入れをやる

主体が地元からボランティアに替わっている地域があ

ります。大体、蒜山で今、山焼きをやっている集落６か所

ぐらいあるんですけれども、そのうち１か所がやめると

いうことで、そこの部分をボランティアさんが今引き受

けてやっています。ボランティアを引き受けるに当たっ

て、もちろん地域の方がやっている手順とか、そういっ

たところはしっかり学びつつ、道具ですね、例えば

ジェットシューターをみんな用意をするとか、動力噴霧

器を使うとか、川で水をくめるようにエンジンつきのポ

ンプを買うですとか、そういった部分をアップデートし

た形でボランティアでやれる体制をつくっています。

　ただ、やはりそこに、冒頭も申し上げたんですけれど

も、やっぱり地域の知恵がありますので、ボランティア

だけじゃなくて、地域の方にも入っていただく余地とい

いますか、仕組みはちょっと今後つくらないといけない

な。今は逆にボランティアでそれなりにはうまくやれて

いるんですけれども、やっぱり地元の方が長らくやって

きたというところも大事にしないといけないなというふ

うに思っています。

　教育という点では、阿蘇とかそういった地域には遠く

及んでいなくて、環境省さんが年に１回ぐらい地域の小

学校で出前事業をやってくれてはいるんですけれども、

そういったところにとどまるのかなというところです。

　逆にこういった新しい施設ができることで、観光客と

草原とかカヤのタッチポイントができたのは、これから

非常に認知を高めていったり、草原というものの存在

に気づいていただいたりする分にはすごい期待をして

いるところです。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございま

した。

　道具とか噴霧器を整備するとか、そのキャッチポイン

トを今回つくったということは、かなり行政も関与されて

いるんですか。

後の土石流がその中に入っていた木の炭素年代を調

べたら、２万５千年前後の炭素年代が出ていますので、

そこで一度起こったなというのは分かっているんです

けれども、その前には何度も何度も大分、山の南斜面が

かなり削られていますので、何度も起こった様子が見ら

れると思います。

【細野高原の川について】

○伊豆半島認定ジオガイド（鈴木京子）　今度は細野

高原の中の川のそばにやってきました。

　細野高原の中には、水源涵養保安林という地元の人

の飲み水を確保するために保安林というものをみんな

で植えて、水が自然にここに沈む込むような作業をしま

した。そのために、ここから二口ほど水源を引いていま

す。大体ここの水源は、町の総人口約１万２千人いるう

ちの千人、8.3％ぐらいの人たちのための水源になって

います。このお水は、保安林だけでなく、先ほどお話しし

ました土石流に乗って保安林の下には海底火山、その

時代からの長い年月をかけたいろいろな火山灰、そし

て火山礫が眠っています。そこの隙間を通り抜けて川の

水になっていますけれども、その火山礫の間を通り抜け

ることでたくさんの豊富なミネラルをお水の中に取り込

んで、おいしい水をつくっています。その水は私たちの

飲み水だけでなく、先ほどお話ししました湿原の動物や

生き物、生物、植物などの栄養分にもなっています。また、

町のほうに下りていきますと、農業用水になったり、そし

て、海のほうにこれが流れてですね、海の栄養にもなっ

ています。そのために稲取の野菜や果物、お魚はとても

おいしい味になっているのだと思います。私たちは細野

高原の自然を大切にして、これからもおいしい水、いろ

いろなおいしいものを食べれるような、そんな場所にし

ていきたいと思います。

　河原にはいろいろな色の石があると思います。これは

長い年月をかけて噴火してきた火山礫や凝灰岩です。そ

の火山礫や、白っぽい石がところどころに見えるんです

けれども、白っぽい石は、細野高原とまた違う斜面で爆

発的な噴火を起こしましたカワゴ平という場所がありま

す。そこは、ここと違って流紋岩や軽石を出しています。

その軽石などもかなり水分が石の中を、軽石は穴が開い

ていますので、その中が水分を通っていきます。そのため

また細野高原と違うミネラル分を含んだ水になっている

ので、本当にいろいろな豊富なミネラルを含んだ石が、

色によっても成分が違いますし、赤みを帯びているもの

は鉄分が入っている石です。錆びると赤くなりますね。

あのような変化を起こしています。そのようなものを含ん

だここの水はとてもミネラル豊富ということが分かります。

　でも、この河原を流れていっても浄化されているので、

もっと下流のほうに行っても、とてもお水がきれいで、本

当に飲みたくなるような、そのまま飲みたくなるようなお

水が見られます。

【最後に】

○伊豆半島認定ジオガイド（鈴木京子）　入り口の駐

車場の横に戻ってきました。先ほどの看板がある近くです。

　こちらに見える尾根が大峰山です。その大峰山の斜

面には、石の上と書いて石上という字名があります。こ

の字名のあるように、大きな岩がごろごろ点在している

様子が見えます。山焼きの後の２月下旬からワラビ狩り

の５月頃までは、点在している大きな岩を見ることがで

きます。この季節は草丈が伸びているのでよく分かりま

せんが、またその頃、今と違う季節にいらしてください。

　今日はありがとうございました。

②視察・オンライン見学後の感想

○司会　そうしましたら、東伊豆町の細野高原の案内

動画のほうは終了させていただいて、この後ちょっとお

時間をいただきまして、午前中に細野高原に視察してい

ただいた有識者の先生たちに少し感想のほうをお聞か

せ願えればと思いますので、ちょっと前の席のほうへご

移動をお願いいたします。

　そうしましたら、今日２時間ほどかけて細野高原のほ

うをずっと１周、見学をしていただきました。それぞれご

専門と、あとは町外の方から見た感想と印象というよう

なことを含めて、お一人ずつお話をいただけたらという

ふうに思います。席順のとおり座って、白川さんのほうか

らすみません、よろしくお願いいたします。

○芸北高原自然館主任学芸員（白川勝信）　ありがと

うございます。最初のほうなので、ちょっと安心しています。

　細野高原を久しぶりに見まして、やっぱり最初の印象

は広いなというところです。広さがやっぱり第一印象か

なと思いました。入ってすぐに、行くまでの道は植林され

ていてちょっと暗いですが、景色がぱっと開けたときに

左手にススキの波がわあっと広がっている様子という

のは、細野高原ならではだなと思いました。

○司会　それでは、皆さん、大変お待たせいたしました。

　ただいまより全体会を始めたいと思います。

　東伊豆町、蒜山、阿蘇で行っていただいた分科会の

代表者の方にご参加いただき、それぞれの分科会での

協議のまとめについてお話しいただきたいと思います。

この全体会の様子は、ユーチューブでライブ配信を

行っております。

　ここからの進行は、一般社団法人全国草原再生ネッ

トワーク代表理事の高橋先生にお願いいたします。

○コーディネーター（高橋佳孝）　皆さん、こんにちは、

聞こえますか。

　すみません、先ほどのパネルディスカッションで声が

聞こえなかったと怒られてしまいましたんで、一応確認

をさせていただきたいと思います。

　今日は盛りだくさんの内容で、今まで講演とパネル

ディスカッションとそれぞれの分科会が行われました。

講演は非常に広範な内容について紹介いただきまして、

自然と社会、あるいは人との関わり、それがなくなれば、

失われてしまうものを共創資産という言葉で表していま

した。その事例をたくさん紹介していただいて、日本に

は共創資産がいっぱいあるんだなということがよく分

かりました。

　草原に関しては、芸北で行われている茅プロジェクト

の内容について、草の利用は保全や環境学習や様々な

文化、そういうものが循環しているんだというふうなお

話があったと思います。

　その後、パネルディスカッションで東伊豆町の細野

高原を中心とする問題についていろいろと意見交換を

しました。

　今日は、今からは、各サテライト分科会で協議された

内容をここでご報告いただいて、意識を共有しようとい

うことで開かせていただきます。

　オンラインながらもリアル会議をすれば、会場の皆さ

んといろいろ意見交換やキャッチボールができるんで

すけれども、今回こういう形で担当者だけの会議になっ

てしまいますけれども、その分、各分科会の中で様々な

会場の方とのキャッチボールやいろんな意見交換が行

われたんだろうと、そのあたりをひとつ、どうぞよろしく

お願いいたします。

　それでは、最初、分科会の報告をしていただきたいと

思います。

　順番は、東伊豆町さん、蒜山、それから阿蘇という形

で、順番で報告を受けたいと思いますので、まず最初は

東伊豆町さんのほうからよろしくお願いいたします。

○東伊豆会場（藤田　翔）　東伊豆会場の藤田です。

声は聞こえておりますでしょうか。

　東伊豆会場では、細野高原の利用と保全、継承に関

して３つほどメインにお話が出ました。

　１つ目がカヤ場として利用していくというお話です。

ふるさと文化財の森という茅葺き文化協会の安藤さん

からの提案をいただきました。細野高原のススキはほ

かの地域と比べて先が短くて細いということで、カヤぶ

きに不向きなんじゃないかというふうに言われていた

んですけれども、逆にそういったカヤのほうが良質なも

のだというふうに意見をいただきまして、今後、近隣の

文化財などへカヤを出荷したり、町内の観光施設として

カヤぶきを使って、カヤぶきの文化を復活させる、つくっ

ていくのはどうだろうかというご意見をいただきました。

　次に、利用と保全のつなぎになるような存在の創出と

いうことで、今、細野高原を管理している方が長年細野

高原に関わっている地元の方なんですけれども、そうで

はなく、新しく草原の、例えば草刈りの体験だったりとか、

火入れをちょっと手伝ってみたりとか、そういったこと

につなぐ、ワンクッションつなぐ存在というのをつくって

いくのがいいんではないかというお話が出ました。その

中で、細野高原の一部を企業だったり団体に活用して

もらって、その中で次の代というか、若い方だったりに

つながるような場所をつくっていくのはどうだろうか、お

話が出ました。

　最後に、環境教育として、各小学校などの教育機関と

の連携をして、例えば東京のほうから林間学校のように

宿泊と食事だったり、環境教育の講師、そういった整備

だったりシステムづくりを整えれば、そのようなこともで

きるのではというようなお話が出ました。

　地元の方も小さい頃からそういうふうに山の管理

だったり、携わっていると、思い入れだったりというのも

あるので、やっぱり小さい頃に関わって、その後、大きく

なってきて、自分も関わってみたいというふうに思ってく

れる人を一人でもつくり出すのがいいんじゃないかと

いうようなお話が出ました。

　そのほかにも、細野高原内に湿原が幾つかあるんで

すけれども、湿原の保全だったり、鹿の食害が近年増

加しているということで、そういったことも今後は考えて

いくべきなのではないかというようなまとめで終わりま

した。

　以上です。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございます。

　内山さんのほうはよろしいですか。

○東伊豆会場（内山義政）　はい、結構です。

○コーディネーター（高橋佳孝）　いいですか。

　保全と活用と継承ということで、協議をされたという

ことで、当初のもくろみと考えて、その３つの循環という

道が見えてきました。

○東伊豆会場（藤田　翔）　そうですね、実際、その循

環をこの１日の間でつくり出すというのはなかなか難し

いことだと思うので、やはり町全体で一人一人が何てい

うか、そういう循環、細野高原をしっかり守っていく、

ちゃんと利用していくというのを心に置いて、全体的な

方向性というか、まだまだこれからですが、何というか

方向性だけでも一緒に共有できたのはすごくよかった

なというふうな思いです。

○コーディネーター（高橋佳孝）　町民の中でもいろ

いろ広がりが出てきた。

○東伊豆会場（藤田　翔）　そうですね。

○コーディネーター（高橋佳孝）　今後はまた環境教

育をするにしても、新しい参画を促すにしても、都市の

人と地元の人の意識のずれとかそういうものを共有し

ていく仕掛けが当然必要になってくる、そういうつなぎ

役の組織なり人みたいなものは、東伊豆でも求められ

ると思いますか。

○東伊豆会場（藤田　翔）　そうですね、僕がなれるよ

うにぜひ頑張って、僕もその一員になれるように頑張り

ます。

○コーディネーター（高橋佳孝）　内山さんも東伊豆出

身ですので。

○東伊豆会場（内山義政）　そうですね、一緒に、はい。

○コーディネーター（高橋佳孝）　よろしくお願いいた

します。

　ありがとうございました。

　続きまして、じゃ蒜山のほうからのご報告をいただけ

ますか。

○蒜山会場（増井太樹）　では、蒜山会場から私、真庭

市役所産業政策課の増井のほうが報告をさせていた

だきます。

　画面を共有させていただいてもよろしいでしょうか。

いいかな。ありがとうございます。画面のほうを共有させ

ていただきます。少々お待ちください。

　今、画面の共有をさせていただきましたけれども、見

えていますでしょうか。

○コーディネーター（高橋佳孝）　はい、見えています。

○蒜山会場（増井太樹）　蒜山会場からご報告をさせ

ていただきます。

　まず、こちら今、私がいる場所なんですけれども、岡山

県真庭市蒜山高原というところに、今年の夏にできまし

たグリーナブルヒルゼンというところからご紹介をさせ

ていただいております。

　こちらですね、本日の会場の写真になるんですけれ

ども、右上に見えるのがＣＬＴという部材でできた建物に

なります。本日のシンポジウムはそちらの中でやらせて

いただきました。

　そして、左下に見えるのがサイクリングセンターなん

ですけれども、私、今ここの軒下にいるんですけれども、

こちらがカヤぶきの建物になりまして、今年ですね、蒜

山のカヤでふいて、ちょっと伝統的なふき方とは違うん

ですけれども、内装にカヤをふんだんに使った建物を

サイクリングセンターとして造っております。そこの下で

例えば昔だったら、山焼きをした後に慰労会があって、

そこでの話が楽しかったですとか、今の自然再生にし

ても、なかなかふだん出会わない人との仲間づくりがで

きるとか。カヤぶきに関しても、出会わない人と出会っ

たりとか。イベントもそうですね。ふだん出会わない人と

出会ったりとか、自分が今まで気づかなかった価値に

気づいたりとか、何かそういった楽しさをどうつくってい

くか、提案していくかというところがこれから先大事なの

じゃないかというような意見が出て、このトークセッショ

ンを終えることができました。

　ちょっと盛りだくさんにはなってしまったんですけれ

ども、そういった形で蒜山会場のほうではやらせていた

だきました。

　報告は以上です。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございま

した。

　蒜山会場では本当に盛りだくさんな内容でしたね。

○蒜山会場（増井太樹）　はい。

○コーディネーター（高橋佳孝）　昔の古い技術を学

んで、新しい技術はここから出発しようということと、自

然再生と言いながらも、経済との仕組みとの体制を

やっぱり念頭に置く必要があるだろう。それがある意味、

実践できたのがカヤぶき職人さんも参加した新しいカ

ヤづくりから皆さんの協力を集められた。大きな人の流

れにもなってきたということですね。

　先ほどの東伊豆さんのほうでも、やはりカヤの提案

があったんですが、短いカヤでも全然問題ないよと、あ

まり先入観にとらわれる必要ないよというのは、まさしく

今、蒜山で行われているような新しいカヤぶきの姿にも

当然共通していけるようなことがあるのかなと思うんで

すが、保全をずっと続けてきた増井さんにとって、カヤと

いう出口、保全という面から見てどういうふうに思われ

ますか。

○蒜山会場（増井太樹）　私自身は、今、高橋さんがご

紹介いただいたように植物の研究をやっていたりとか、

保全、生態学みたいなところを志していたんですけれど

も、もちろんそれも重要なことの一つで、その一方で、使

いながら守るというところが非常にこの二次的資源、草

原をはじめとする二次的自然には大事だというふうに

思っています。その出口の一つとして、カヤの利用先で

すね、使うという部分でのカヤぶきは大事だと思います

し、また、この蒜山を代表するように多くの草原、観光地

が多くありますので、人との接点をどうつくるかというと

ころがすごい大事だというふうに、この蒜山に来て思っ

ているところです。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございま

した。

　自然再生や保全という点から見ても、使いながら守

るというのが今後の大きなキーワードになりそうだとい

うことで、ありがとうございました。

　続いて、阿蘇のほうから環境省の山下さんですか、説

明をお願いできますか。ご報告をお願いします。

○阿蘇会場（山下淳一）　環境省阿蘇九重国立公園

……、聞こえていますでしょうか。

○コーディネーター（高橋佳孝）　聞こえています。

○阿蘇会場（山下淳一）　環境省阿蘇九重国立公園

管理事務所の山下と申します。

　私のほうから、阿蘇分科会の内容をご報告をさせて

いただきます。

　ちょっと画面共有をさせてもらいますが、見れていま

すでしょうか。

○コーディネーター（高橋佳孝）　見えています。

○阿蘇会場（山下淳一）　今回、阿蘇は阿蘇草原再生、

新たなステージへ～草原の恵みを守るための仕組み

づくり～というのを分科会のテーマにして、２つの話題

提供、それからそれを踏まえてパネルディスカッション

を行いました。

　まず、その設定した趣旨なんですけれども、阿蘇の草

原というのは２万ヘクタールぐらい全部合わせると

あって、野草を主体とする日本最大の草原なんですけ

れども、いろんな価値があります。それは多様な生き物

の住みかとしての価値ですとか、観光資源としての価

値、年間2,000万人近く人が来るんですけれども、そ

の中で草原が広がる風景がいいというのを答えた方

が断トツに多いですね。あるいは、最近、脱酸素の社

会の流れの中で注目されているのがこの炭素の固定

機能ということで、研究結果を基に試算したですね、

阿蘇郡市の全世帯が年間排出するＣＯ２の1.7倍相

当の炭素が草原に固定されているような、そういうよう

な役割を担っていると。

　ところが、過去100年で見たら、阿蘇の草原というの

は半減以下になっていて、今後30年先を見たときにど

私は本日、今、お話をさせていただいております。

　この蒜山高原、細野高原と同じように毎年火入れを

やっておりまして、こちら蒜山の言葉では山焼きという

ふうな言い方をするんですけれども、こちらのほうを何

か所か山焼きをやっている場所があるんですけれども、

この先に映っている鳩ヶ原というのは、蒜山の中でも最

大規模の草原になりまして、それでも阿蘇に比べたら遠

く及ばないんですけれども、大体80ヘクタールくらい１

日で焼くような形で草原のほうを維持しております。

　今日のお話ですね、４名の方にお話をいただきま

した。

　１人目がこちら蒜山郷土博物館の前原館長にお話

をいただきました。

　前原館長には、蒜山の人と草原の関わり合いという

ことで、歴史的にどういうふうに人々が草原を使ってき

たかというところについてお話をいただき、そこから今、

これからどういうふうに草原を使うかというところにつ

いてご助言をいただいた形になります。

　こちらの写真にありますのは、雪の中を牛に堆肥を

乗せて運んでいると。蒜山ではどこの地域も同じだと思

うんですけれども、やはり草資源を堆肥として多く使って

いたと。それで蒜山には広い草原があったというような

お話をご紹介いただきました。

　それだけではなくて、右下の写真にあるように、もちろ

ん草資源として使っていたんですが、やはり人々の心の

安らぎといいますか、例えば春になったらここにお酒と

かお料理を持ち出して、ちょっと１杯やったりですとか、

地域の民謡みたいなものにも歌われているんですけれ

ども、蒜山の出会いの場として草原があったりとか、精

神的な部分でもこの草原というのが非常に大事に使わ

れていたというようなお話を伺いました。

　次に、鳥取大学の日置教授には、自然再生と地域づ

くりということでお話をお伺いしました。

　日置先生は、この蒜山の近くで小さい自然再生事業

を幾つかやっていますので、その事例についてお話を

いただきました。

　こちら右下はですね、蒜山のすぐ隣に江府町という

のがございまして、そこで行われている湿地の再生事業

についてご紹介をいただきました。湿地の再生をする

にしても、やはり科学的知見というのを大事にしないと

いけないと。

　それからもう一つ重要なこととしては、経済をどう回

すかというところで、なかなかその保全だけでは回らな

い部分があるので、地域のなりわいですとか観光、それ

から出てくるバイオマス資源をどう活用するか、そう

いったところを有意義に活用しながら、保全にまたお

金が回るような仕組みづくりをしていかないといけない

よというようなお話をいただきました。

　次に、カヤぶき職人の沖元さんと相良さんにお話を

お伺いしました。

　このお二人は、今、私がいるここのサイクリングセン

ターをふいてくれた方でもありますので、そういったお

話も併せましてお話を伺っています。

　まず、カヤぶき職人になぜなられたかというところを

お聞きしたんですけれども、２人とももともとカヤぶき職

人になりたかったわけではなくて、別の道からいって、

カヤぶき職に出会うことで、その魅力に取りつかれたと

いうところで、まず体験してみるとか、そういったところ

の重要性を言っていたのが印象的でした。

　それから、このサイクリングセンターをふいてみての

感想なんですけれども、技術的に今までのカヤぶきとは

違うという面白さもあるというお話はしていたんですけ

れども、それ以上に、例えば地元の方が協力をしてくれ

たですとか、カヤぶき職人さんが、ふだんの工事だとあ

り得ないんですけれども、若手はじめ10人ぐらい来てく

れて手伝ってくれたりとか、そういう人とのつながりがで

きたというところが面白いという話をしておりました。

　やはりこれはその前の日置先生のお話とも重複する

んですけれども、やはり人とのつながりをどうつくるかと

いうところが大事になってくるというようなお話が出た

のが非常に印象的でした。また、この建物に代表される

ように、伝統的なカヤぶきの延長線上で新しい使い方

ですとか、接点というのがどんどんできるということが大

事なのじゃないかというようなお話をいただきました。

　最後に講演者全員でトークセッションをさせていた

だきました。

　いろいろな意見が出たんですけれども、一番印象的

だった点としては、その関わりをどうやってつくったら

いいのかという点について私が質問をしたんですけれ

ども、皆さんの意見として出たのは、やはり生物多様性

の意義とか文化財を残している意義だけではなくて、

楽しさをどうつくっていくかというところが大事だと。

んじゃないかと。価値を創造できたところで重要なのは、

共有していくことが重要なんだけれども、誰に共有して

いくかというのが重要かというところもポイントになっ

ていて、例えば下流域の都市圏だったり、海にまつわ

るような人たち、あるいは吉良村長がおっしゃってい

たのは、地元の人がやっぱりこういうことを知らない

ということで、地元の農業者の方。さらには、これから

先、次世代ということを考えると、地元の子供たちにも

教育を通じてこういうことを伝えていくことが重要なん

じゃないかと。

　なので、結論としては、その共有が重要で、あとはそ

の共有の仕方をどうしていくか、どうやったら効果的に

共有できるかというようなところをこれから頑張ってい

かなければいけない、そういう結論だったかなと思い

ます。

　ご報告は以上です。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございま

した。

　とても大きな新しい試みをされているようですけれど

も、水源涵養については、草原のことってあまり語られ

ることがありませんでしたよね、これまで。水源涵養とい

えば森林でいいんだというふうな考え方だったんです

けれども、阿蘇の事例を見ると、阿蘇についてはかなり

大きな水源涵養能力がある。放置された保安林よりも

はるかに大きいんだということがありました。

　その水源涵養能力というのがずっと川下を下って、

福岡の300万人に至ろうというような大きな人口を支え

る水源域というのも草原の豊かな水源涵養力があって

ならこそであるし、有明海のノリの生産に必要な栄養源

の放出というのも、大きな水流があってこそできること

だということですね。そういう意味では、川下と川上の

関係が非常に明確になってきたのかな。そういう意味

では、環境省が言われている地域循環共生圏の一つの

モデルになりそうなところなんですけれども。

　東伊豆町のほうでも価値を創造するというか、きちん

と認識することと、それをどう共有するかという話で悩

んでいらっしゃったんですが、その共有の仕方等につ

いて、討論の中で幾つか提案がございましたでしょうか。

○阿蘇会場（山下淳一）　１つは、共有で終わってしま

うと意味がないというか、やっぱりアクションにつなげ

ていかなきゃいけないというところがポイントなので、ど

う、じゃ実際に自分事として捉えてもらって、アクション

につながっていくかというのは、やっぱり大事になって

くる。そういう意味で、危機感を与える共有の仕方という

のが一つ具体例として出ました。例えば熊本市内の地

下水の水位というのは下がっている。最近の研究で、南

阿蘇の上流域の南阿蘇村の湧水群の湧水量というの

も下がっている。そういうのを科学的にちゃんとつなげ

てあげられれば、熊本市内の水というところでかなり危

機感を持って、自分事として阿蘇の草原を守る意味とい

うのを捉えてもらえるんじゃないか。例えばですけれど

も、そういうような話が出ました。

○コーディネーター（高橋佳孝）　それは何か東伊豆

町さんのほうから何か質問がございますか。

○東伊豆会場（藤田　翔）　そうですね、阿蘇は特にボ

ランティア制度をつくったり、一番先進的に取り組んで

こられた地域だと思うんですけれども、それでもなお30

年後に６割が、このままではなくなるということにまず驚

いた次第です。

　その中で、まずそれを伝えるだけでも危機感につな

がらないのかということと、それでもまだ足りないという、

どういうところからなんでしょうか。

○コーディネーター（高橋佳孝）　何かご回答ございま

したら。

○阿蘇会場（山下淳一）　ありがとうございます。

　実は、阿蘇草原再生全体構想というものの、我々自治

体にとっては基本計画みたいなものなんですけれども、

それの改定をしております、高橋先生に会長になってい

ただいてですね。その中で危機感をやっぱりあおるこ

とは大事というので、まさに今日、先ほどお見せした図

もですね、今回新しく整理をして、皆さんに危機感を

持ってもらうための一環として、それをお伝えしていくと

いうことになります。

　ただ、もう一つあって、やっぱり牧野さんの感覚として、

もうちょっと地元だけでは守り切れないというようなこ

ともおっしゃられています。なので、地元に啓発していっ

て、地元に頑張っていただくことというのももちろんそう

なんですけれども、地域外の人たちにも伝えてもらわな

きゃいけないというところで、じゃ地域外の人たちには

どういうふうに伝えていくべきだろうか。そういうような

ですね、両輪で考えているということになります。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございま

した。

　いっぱいたくさんの報告があって、なかなかまとめ切

れないんですけれども、最後にはまとめますけれども、そ

れぞれの会場のほうから、ちょっと興味を持ったことと

か、疑問に思ったこと、何でも結構ですので、質問等、ご

意見等あれば、何でも自由にいただけたらと思うんで

すけれども、いかがですか。

　坂本先生、どうぞ。

○阿蘇会場（坂本　正）　コーディネーターをしたんで

すけれども、阿蘇のカヤには、もうご承知のようにという

ういう姿を予測しているかというと、２つの地図のうち

左側の黄色の部分が今管理されている200若干余りの

牧野さんで、５年に１回の調査で、野焼き輪地切り、どの

ぐらい継続できますかという調査項目がありまして、こ

れで10年以上できるだろうと答えた牧野さん以外は３

年、10年後管理は難しいんじゃないかと仮定した場合

に、右側ですね、黄色の部分しか残らない。これ面積で

いうと６割ぐらい減っているような仮定になっていると

いう状況になっています。

　そういう６割の草原面積減少もあり得る中で、30年

後の目標ということで議論しまして、今と変わらない規

模の草原を残すというのを目標に設定しようとしていま

す。これまでは、長年続いてきたなりわいによる草原維

持、これをどう支援していくか、強化していくかというとこ

ろで草原再生協議会、取組をしたんですけれども、この

先、ここから草原の持つ恵みというところに改めて注目

をして、草原の恵みを守る観点からも草原を支える仕組

みづくりを進めていく。今日の分科会を草原の恵みを守

るための仕組みづくりを考える一つのきっかけにした

いというので、始まりました。

　画面変わって……、ワードのほうが今度見えていま

すか。

○コーディネーター（高橋佳孝）　出ました。

○阿蘇会場（山下淳一）　出ましたかね。

　２つの話題提供をまずいただきまして、１つは最新の

研究報告ということで、熊本県立大学の島谷先生という

方から発表いただきました。今、大型の研究が動いてい

て、特に草原の水源涵養能力に関する研究が進んでい

ます。この中でススキというのがかなり節水型、何かと

いうと、蒸散する量が少ないので、その分、地下に水を

供給する水源涵養能力が非常に高い。つまり草原とい

うのが下流域への水供給に大きく貢献しているんだと

いう話がありました。

　それがどうつながっていくかというと、例えば福岡都

市圏、九州で一番大きな都市圏ですけれども、だったり

とか、ノリの養殖なんかをされている有明海、こういうと

ころに、元をたどれば、草原というのはかなり貢献して

いるんじゃないかというお話ですとか、あるいは、下流

域にある熊本市内、ここは水道水を100％の地下水で

賄っているような、日本の中でもかなり珍しい地域なん

ですけれども、ここの熊本市内がそれができているのも、

上流域にある阿蘇のおかげなんじゃないか。

　こういう下流域への受益者に価値の共有することが

すごく重要で、それによって都市部との草原を守るため

の共生圏というのを構築していくべきじゃないかという

ようなお話をいただきました。

　もう一つが南阿蘇村という村の村長さんから、実際、

南阿蘇村の取組ということでお話をいただきまして、こ

れは既に、今言ったような水源涵養機能の保全という

のを目的にして、南阿蘇村の村長さんが火入れの責任

者になって、野焼き再開を推進されているという事例発

表でした。

　そのきっかけになったのは、平成28年に３牧野で野

焼きが中止をされて、さらにその直後に地震があって、

２牧野が中止をしたという中で、野焼き再開を何とか進

められないかというので火入れの責任者を地元の区

長さんから村長に替えたり、あるいは火入れの手続と

いうのが許可制で煩雑だったのを届出制でよくしたり

と、そういったところを変えてこられているということで、

今、本来の牧野1,500ヘクタールぐらいあるらしいんで

すけれども、大体その３分の２で野焼きが実施されてい

るんですけれども、残りの３分の１が未実施であるとい

うことで、今後もこの未実施牧野での野焼き再開という

のを進めていきたいんだと。そのために行政としては、

牧野道とか恒久防火帯の整備を支援したり、あるいは

人手の確保、それから、一番強調されていたのが野焼き

目的の認識改革。今までは景観を守るためということ

だけだったのが水源を保全している。つまり自分たち

の生活にもつながってくる話なんだよというところを進

めていきたいんだというようなお話をされました。

　それを踏まえてパネルディスカッションがございま

した。

　ここに書いてある、今も出ていただいていますけれど

も、阿蘇草原再生千年委員会の坂本先生にコーディ

ネーターになっていただいて、２つの話題提供者と、そ

れから地元の牧野組合長さん、さらに環境省からパネ

ラーとして出席して、パネルディスカッションを行ったと

いうことになります。

　パネルディスカッションの要旨としては、まずは価値

を創造、創造というのは、想像を膨らませるではなくて、

創るの創造なんですけれども、それが結構重要で、それ

が今回、科学的データからかなり見えてきたものがある

いということ。そういうところを早くつないで、そこから一

緒にどうやって考えるものをつくっていくかということで

すね。そういう意味では、あれですかね、参画するとい

うことも、保全に関わるということも、地元だけではなく

て、将来的には都市の人やそういう広域のものを調整

して考えていきたいというふうに思っていらっしゃる。

○蒜山会場（増井太樹）　はい、そのとおりです。そのた

めにカヤ刈りのイベントをやったりですとか、今日みた

いに催しをやったり、そういった機会を多くしていって

います。ただ一方で、やはりそれだけだと地元の方をつ

なぎ止めることができないというのは一つ、今の課題な

のかなというふうに思っています。

○コーディネーター（高橋佳孝）　地元の人もつながる

ような仕組みをやっぱり、投げ方を考えていく。

　さっき増井さんのお話からいえば、観光やそういう交

流というものが実はカヤ刈りという草の生産のところと

も結びついていけるし、カヤの利用という新しい発展性

にもなっていくという、そういう一つのつながりだけじゃ

ない、多様な関係性というのが結構地域の中では必要

なのかもしれません。ありがとうございました。

　今、資源としての可能性とか、カヤの存在を今回結構

多かったんですけれども、カヤの利用について、言わば

その新しいカヤの利用というの、創意工夫できるね、あ

る意味。草をどうするか。あるいは観光でも草原の景色

をどういうふうに利用していくかという創意工夫がある

と思うんですけれども、その辺の取組について、東伊豆

のほうはどういうことを考えていますか。

○東伊豆会場（藤田　翔）　東伊豆では、いまだ、いま

だというか、まだカヤぶきで何か利用するというのは、

かなり大昔にされていたという、残っているだけで、今

では畑にしていたりとか、本当に少数、使っているとこ

ろがあるくらいなんですが、やっぱり今後、草原を維持

していく、そしてまた観光にしたり、収益として使っていく、

教育として使っていくというふうになるためには、蒜山さ

んのようにいきなりどんとすごいものは造れないとは思

うんですけれども、本当に近隣の文化財にカヤを出荷

することで、文化財の森として認定をされたりだとか、直

近ですぐにできそうなところから始めて、少しずつそう

いった規模を大きく、価値だったり見いだしていく中で、

地元の方もそうですし、観光に来る方たちとそういった

価値というのを共有していくということが必要なのかな

というふうに感じました。

○コーディネーター（高橋佳孝）　そうですね、小さな

ところからでも共有していって。

　山下さん、ずっとボランティアに関わっていらっ

しゃって、東伊豆にしても、蒜山もそうですけれども、担

い手そのものがもう直近の問題として不足しているとい

う状況がある中で、当然そのボランティアの役割という

のは、今までどういうふうに評価されますか。

○阿蘇会場（山内康二）　すみません、ちょっともう一回、

質問の意味が、最後のところがよく聞き取れなかった。

○コーディネーター（高橋佳孝）　阿蘇はボランティア

活動が非常に盛んだということで、全国的に知られて

いますし、皆さんそれを参考にしたいと思っているが、

それは阿蘇の今後の草原再生においてどういう役割を

担っていると思いますか。それとも、これまでのボラン

ティアの活動している、どのように評価されているでしょ

うか、そういうお話を聞きたい。

○阿蘇会場（山内康二）　えらい難しい。今、阿蘇のボ

ランティア活動は大体会員数が900名ちょっとぐらい

おられて、年間2,500名ぐらいのボランティア、延べで

ボランティアの派遣というふうになっていますね。そう

いう意味で、地元の担い手さんがなかなか高齢化して

いる中で、野焼きをしているのは150ぐらいの牧野が

あって、そのうちの60から70ぐらいの牧野にボラン

ティアさんが応援で入っているというふうな実態になっ

ています。地元の担い手がだんだん減少してくるのに対

して、その減少しているのをボランティアが補って、今、

阿蘇の草原がかろうじて維持されているというふうな現

状ではないかと思います。

　ただ、ボランティアのほうも、だんだん高齢化の問題

とか、問題になっていまして、それと、最初の頃は非常に

少ない箇所での活動だったんで、割とボランティア以

外のコミュニケーションの場といいますか、楽しみの部

分みたいな活動もあったりして、非常にボランティア同

士のつながりは強かったんですけれども、最近のボラ

ンティア活動はかなり忙しくてですね、箇所が多いもん

で。そういった意味でもう一度、ボランティアの活性化

について考える必要があるんじゃないかというのが今、

ボランティアの会の中でも課題になっています。

　そこをある程度詰めて、クリアしていけたら、もうしば

らくボランティアの組織としてはつながっていくんじゃ

ないかと思っているところです。

　以上です。

○阿蘇会場（坂本　正）　すみません、ちょっと補足で

よろしいですか。

○コーディネーター（高橋佳孝）　どうぞ。

○阿蘇会場（坂本　正）　今日のシンポジウムの中で

も出たんですけれども、現象的には山内さんのおっしゃ

るとおりなんですが、価値の共有とか、あるいは今後の

在り方をどう考えるかというときには、その牧野の人、現

地の人にとってみると、都市型で来た方、ボランティア

か、高橋先生はもうご存じですけれども、福岡都市圏の

水がめである、熊本の都市圏の水がめでもある、海とも

つながっていると。今日は研究に出ていませんでした

けれども、大分もつながっている。という意味では、本当

に大きな役割を果たしているんですが、逆にその意味

が大き過ぎて、恩恵を受けている都市圏の人たちは、阿

蘇に対する恩恵というのはあまり考えない。熊本市は、

その阿蘇の水が地下水で出てきているということまで

は分かっているんですけれども、それをちゃんと維持す

るためにどうするかという、そこまではなかなか出てい

かない。

　もう一つは、阿蘇というのは、大きな都市圏なんで、カ

ルデラの中に大きな都市があるということが大きな役

割なんですけれども、その連携の中でお互いの価値を

共有して、今後、子供たちがそれを次につなげていくっ

て物すごく大事なんですけれども、行政的なね、この問

題があるんですね。１つは、熊本の場合ですと、阿蘇か

ら熊本市まで幾つかの自治体があって、そこの連携で

途中にある水田であるとか、水の涵養組織についての

行政側の共通認識がまだ持てていないわけです。これ

をどうするかという問題が１つ。

　それから、今日出てきた最後の方向からすれば、阿

蘇の中でやっぱり草地があって、保安林があって、水田

があって、人が住んでという、そういう一つのセットの中

で、それをセットとしてみんながちゃんと共有できるかど

うかという地元の意識の問題もあるんです。

　先ほど草原が減っているというのだけで危機感はな

いのかというと、このことはずっと言っているんですけ

れども、減っているということは分かっても、それを維持

するためにどうするかというのは危機感だけではなか

なかつながっていかないので、それに対する提案とい

うのをどうやって出していくのか。行政的な枠組みをど

うやって外していくのか。阿蘇は今一体化していますけ

れども、阿蘇と熊本市、あるいは阿蘇と福岡都市圏、も

のすごく範囲が広いんです。それの共有をしていくとい

うのは、行政的な枠組みの中でどう外していくのか。高

橋先生に伺いたいぐらい大きな問題だと思っています。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございま

した。

　阿蘇の抱えている独特の悩みを教えていただきま

した。

　阿蘇のようにあんなに広域に草原の影響を及ぼす

ばかりでもない、あるいはその地域の中で収まることも

あるでしょうし、その地域をどうするかって悩んでいらっ

しゃるところもある、そうですね。なかなか難しいんです

よ。今、阿蘇のほうで感じたのは、やっぱり価値をきち

んとはっきりさせて共有するかどうかというところなの

かな。そういう意味では、やっぱり研究機関、研究という

ものがとても重要なんだなというのが分かりました。

　ここまで大上段に水源涵養のことを言っていけると

いう、そういう裏づけがあってこそなのかというですね。

そういう意味では、保全に当たっては、価値をどうやっ

てしっかりと皆さんに共有でき……、地元の方と共有し

たりできるかというところが大きいのかなという気がす

るんですけれども、そのあたり、増井さんはどういうふう

に思ったんですか。

○蒜山会場（増井太樹）　私が大事だと思っている部

分としましては、共有もそうなんですけれども、共感だと

いうふうに思っています。私が行政職員として、今、真庭

市に勤めていますけれども、よその地域とつながること

について、正直あまり難しいなというふうに思っていま

せん。例えば具体的に今年に関しましても、神戸市の方

に来ていただいたりしています。それは、神戸市は、カ

ヤぶき民家がたくさんあって、このカヤが調達できない

という課題があるという部分があるんですけれども、そ

れだけじゃなくて、例えば蒜山に来ていただいて草原を

ご案内して、これを一緒に守りませんかと一言丁寧に差

し出すというところができれば、もちろん理屈もすごい

大事で、私も研究者の端くれとして、そこら辺は分かるん

ですけれども、やはり実際に来ていただいて、目の前の

美しい草原を見ていただくのに勝るものはないのでは

ないかなというふうに最近特に強く感じています。

　特にこの施設を造る際に、ちょっと話は変わるんです

けれども、いろんなブランドの方に商品を作っていただ

いたりするお願いをしたんですけれども、やはりその際

にも、草原に来ていただいて、気持ちいい椅子を１つ用

意してですね、そこに座ってもらって、おいしいコーヒー

を１杯飲んでいただくということのほうがよっぽど説得

力があるなというふうに感じまして、何かそういう接点

をつくる機会を多く設けるということが大事ですし、それ

こそ山下さんおられますけれども、環境省さんがやって

いる地域循環共生圏がまさに都市と地域を結んで、社

会課題を環境を使って同時解決しましょうという部分を

やっていますので、そういった地域循環共生圏ですと

か、そういった国の大きな目標とかシステムを使いなが

らいろんな地域とまずはつながってみると。つながった

後にどうすればいいかというところは一緒に頭を悩ま

すというところが大事なのではないかというふうに今

感じているところです。

○コーディネーター（高橋佳孝）　そうですね。入り口

がいろいろあっていいということでね。情緒的な関係で

あってもいいし、そういう理論的な裏付けであってもい

ると、福岡のほうは大体定員が30人か40人ですけれど

も、定員が大体埋まってしまう。コロナじゃないときなん

か、ちょっと抽選せんといかんぐらいの様子になったり

しています。そういういろんな機会を通じて、都市の人

たちで草原の価値とかそれについて知っていただくよ

うな取組が非常に重要ではないかと思っています。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございます。

　どうやって細野高原ができているかという大事さ、文

化というか歴史というか、そういうものを学んでもらう一

つのきっかけづくりとしてですね。そういうのもありなの

かな。

　もう一つ、カヤの問題、東伊豆でもびっくりしているん

ですけれども、阿蘇でも最初、ここ近年はカヤの利用と

いうのはほとんどなかったですよね。それがここのとこ

ろどんどんどんどん増えているんですが、そのあたり、何

かカヤを刈って前後でですね、地元の人の意識とか、

自分たちの価値観が変わったと思われるところはあり

ますか。

○阿蘇会場（山内康二）　このカヤ事業もですね、第

10回の全国サミットを阿蘇で開いたときに全国から集

まられたカヤぶき職人の人たちが強くカヤの不足を言

われて、阿蘇で何とかしてほしいと言われたんで、そん

なに需要があんのやったら考えてみて面白いなと思っ

て、手探りながら始めた事業です。４年ぐらい前からテ

ストというか、実験利用的に世界農業遺産の助成を受

けて、いろんな保存量の調査とか可能性の調査をやっ

て、大体いけそうだということで、３年ぐらい前から事業

化に取り組んでいるものです。

　今現在は、阿蘇市を中心に５つぐらいの牧野の人た

ちと、あとはグリーンストックの野焼きボランティアの人

たちで、ボランティアの人たちが30人いらっしゃるかな、

どうですかね。という形でカヤぶき用のカヤの切り出し

を、制作をやっています。作ったカヤは京都のカヤぶき

職人さんに今のところ全量引き取ってもらっています。

最近で年間約9,000束で、恐らく今年は１万2,000束

ぐらいいくだろうという予測ですけれども、そういう形で

取り組んでいて、最初はやっぱり地元の人たちは、そん

なカヤが金になる、そんなにいいカヤ、稼ぎになるとは

思っていなくて、半信半疑だったんですけれども、一番

最初の大きなきっかけは、平均80歳ぐらいの平均年齢

の３人の方がですね、実質１週間、延べ10日くらいで

実質１週間ぐらいの作業で、それぞれ６万とか７万とか

の手取りになられたということで、それが地元にうわさ

としてもう広がって、それで割と積極的になられて、今一

番稼いでいる牧野組合さんは、１か所の牧野組合で年

間90何万稼いでいらっしゃいます。

　それともう一つは、実際にカヤ刈りをすると、やっぱり

取りやすいところからカヤを刈っていきますから、防火

帯の役になるんですね。恐らくそうなるだろうと思って

想定はしていたんですが、１回目やった後、各牧野組

合長に感想を聞いたら、いや、カヤ刈りをしてみると野

焼きのときのリスクが非常に軽くなって、非常によかっ

たという反応が全部返ってきたみたいで。そういう点も

面白い状況ですね。

　それともう一つは、カヤ刈りは年配者の方の要領が

いい。昔の経験があるみたいで、若い人よりは年配の

人のほうがよっぽど要領がいいですね。年配の人はも

うあまり仕事もないんで、ちょっと自分の小遣い稼ぎに

という、それが小遣いどころか結構な金額になるぐらい

です。

○コーディネーター（高橋佳孝）　お年寄りの生きがい

になって、ちょっとしたお小遣いも稼げる、非常に効率

のいい金になっているわけですね。

　そういうふうに資源を利用することがこの保全にも

役立つような仕組みというのがちょっとずつ見えてきま

したね、いろんなところでね。そういうものがぐるぐる

回っていけばいいんだろうな。

　増井さんのところはどうですか。カヤを刈り始めてか

ら何か地域の中の草原保全の活動に変わったこととか

ございますか。

○蒜山会場（増井太樹）　まずは山内さんおっしゃった

ように火入れの際のリスクが減ったというところはすご

いあるなと思います。やはり刈りやすいところを刈りま

すし、ススキの状態のいいところを狙って刈りますので、

どうしてもよく育っているところ、言い換えれば火の勢い

が大きくなるところをよく刈ってくれますので、非常にリ

スク管理としては、カヤ刈りというのはいいし、逆にそう

いった場所を狙ってここを刈ってくださいというふうに

お願いができれば、もっとよくなるのかなというふうに

思っているところです。

　こちらはどちらかというと、トマト農家さんの冬の仕

事ですね。ハウス栽培、蒜山でやっているトマト農家さ

んがいるんですけれども、ちょうど11月頃に仕事が一

段落するというところで、そういった方たちのうまい、そ

の時期に稼ぐことができるものとして、ちょうどカヤ刈り

が蒜山ではフィットしていると。

　多分、阿蘇と違うのは、蒜山の場合、冬、雪が降ります

ので、11月ぐらいにもう刈れるだけ刈ってしまうんです

ね。その後、倉庫みたいなところに持っていく、それが、

雪が降っても仕事ができるというところで、ちょうどトマ

ト農家さんたちがフィットして、何人かでグループをつ

くって、今やってくれるということで、昔のやり方もそうで

の人が逆に阿蘇の価値というものをちゃんと評価する。

それでやっぱり、そこで自分たちのやっている価値を見

いだすという、相互作用みたいなのもあるんで、ボラン

ティアさんは単に労力的なそれだけのものじゃなくて、

今一緒に阿蘇を支えている大きなサポーターだと。価

値の共有を提案する、そういう積極的な意味もあるん

だという、その発言があったので、それは大きいなとい

うふうに思っています。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございます。

　そうですね。地元の方の意識の変革が生じる、お互

いに相互作用が生じている。

　山内さん、何ですか。

○阿蘇会場（山内康二）　ちょっと私、今日の阿蘇の分

科会で感じた点は、島谷先生なんかの研究でかなり水

源涵養が科学的に立証されているというか、いうふうに

なってきたので、それをやっぱり新しい価値として共有

するという意味で、今日、分科会でも大分言われたんで

すけれども、熊本市の水は、もう本当に世界に誇る水な

んですね。そして、たしか来年か再来年、世界水サミット

かなんか熊本市で開かれると思いますが、やっぱりそう

いう場に島谷先生の研究成果をぜひ環境省なり、千年

委員会なりで持ち込んで、大都市圏の人々に草原の価

値をもっと強く認識してもらい、行政が動けるような状

況をつくっていかんといかんのじゃないかなというのを

非常に今日、分科会で強く感じました。

　もう一つは、島谷先生のあれで、仙台の、仙台だった

かな、カキの養殖の人が森は海の恋人いうキャッチフ

レーズを作られたんですけれども、そういう意味では、

阿蘇の草原の源流が有明海のノリの養殖なんかに非

常に大きな貢献しているという意味では、やっぱりそう

いう何か分かりやすいキャッチフレーズを作って、下流

域の人たちとの連携、価値の共有とか連携を具体的に

つくっていく必要があるんじゃないかという点を非常に

今日の分科会で強く感じました。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございま

した。

　下流域の人の生活やなりわいそのものとの関わりが

はっきりすれば意識が変わってくるかもしれませんね。

　草原は海の恋人っていうんでしょう、だから。有明海

のノリの養殖場の人たちにとってみたらですね。そうす

れば、野焼きをしているときに大漁旗を持って野焼きを

応援するとかあるかもしれませんけれども、個々の対応

に一つ一つ局面は違うにしろ、草原の受益者をしっか

り把握して、その人との関係性も明らかにしていくとい

うことが新たな場がに求められているかなという気が

します。

　東伊豆のほうのお二人ですね、今日のいろいろとた

くさんの問題を抱えて、これまでいろいろとお二人で苦

労してきたと思うんですけれども、これって面白いな、あ

るいはこれならやれそうだなというのがあったと思うん

ですけれども、その辺り、何か１つ、２つ紹介していただ

きたいと思います。

○東伊豆会場（藤田　翔）　僕はですね、伊豆半島ジ

オパークで認定されているジオガイドなんですけれども、

このガイドする中で、やっぱりお客さんに、こういう背景

があって、こういう文化があって、昔はカヤ場として利用

されていて、今もなお山焼きをされているんですよという

お話をすると、やっぱり、見てみたいとか、草刈りも少し

でいいからちょっとやってみたいという方がいらっしゃ

るんで、そういった本当に、数は知れてはいるんですけ

れども、少しでも関われるように、実際に関われるような

取っかかりのような、見学だけでもいいですし、そんな

ところからだんだんだんだん関わる人たち、数も、人も

そうなんですけれども、増やしていけるといいのかなと

いうふうに思ったのと、やっぱりカヤとして利用できる

というのを知ったのが結構大きくて、確かに何か細いし、

そんなにこう、本当に使えるのかなという、何か先入観

でいたんですけれども、やっぱり実際に見てきて、本当

に良質なカヤになるよというふうに言われたのがかな

り衝撃的というか、もう利用価値盛りだくさんだなという

のはすごく感じたので、そういったところは、何ていうか、

例えばですけれども、大学と連携できたりとか、少しず

つでいいんで、やっぱり価値のあるものは利用してい

かないとなくなってしまったりするものなので、そういっ

たところは具体的に一歩アクションを起こしてやってい

くべきだなというのは思いました。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございます。

　何か体験の見学からでもいいから、それを見ている

仕組みようなものとかどうなんだというのが１つと、それ

から、カヤって先入観で間違っていたなという自分たち

の反省も含めてのことだと思うんですけれども、野焼き

の見学とか、阿蘇のほうでは今、グランツーリズムとか、

福岡の人たちを呼んでというような仕組みとかあります

よね。そのあたりの状況はどうですか。

○阿蘇会場（山内康二）　私は今は現場をちょっと離

れているんで、詳しくはあまり自信がないんですけれど

も、県からの要請もあって、福岡方面の人を対象とした

阿蘇の野焼きなんかの見学をするグランツーリズムと

いうのを県からの委託を受けてグリーンストックのほう

は取り組んでいます。阿蘇は福岡の方にとっては非常

に身近な存在というんですか、のようで、非常に関心が

高いんですね、阿蘇のことについて。何か毎回募集をす

○蒜山会場（増井太樹）　そうですね。まず、道具に関し

ては、環境省の生物多様性推進交付金というのを使わ

せていただいています。それの申請主体は真庭市です

ので、真庭市が半分、それから環境省が半分出すとい

う形で整備のほうを進めています。

　ちょっとほかの行政のことは分からないんですけれ

ども、そういった補助金を取って活用するという点では、

真庭市が非常に前向きであったというところかなという

ふうに思います。

　この施設に関しては、またちょっと別の文脈にはなる

んですけれども、真庭市というのは木材産業が盛んで

すので、それの活用というところがまず第一でした。た

だ、これを設計された隈研吾さんが真庭市を訪れた際

に、ちょっと私も草原をご案内したんですけれども、その

際に非常にこのカヤがいいと、草原が美しくていいとい

うところに気づいてくださって、カヤを使うようになった

というところですね。こちらに関しては、何でしょう、ボト

ムアップというよりかはもうトップダウンで決まったとい

うところが理由なのかなというふうには思っています。

○コーディネーター（高橋佳孝）　分かりました。

　そのキャッチポイントの向こうにある草原が見えると

いう世界ですね。

　阿蘇のほうの環境学習というか、次世代育成という

のはどういう状況ですか。

○阿蘇会場（山下淳一）　じゃ私のほうから環境学習

のことについてお話をさせていただきます。

　草原環境学習も10年以上取り組んできています。最

初はなかなか苦労して、どういうところをターゲットに、

小中高ですね、しようかとか、どういうプログラムをや

ればいいのかというところを試行錯誤しながらだった

んですけれども、その中でかなり、10年やってきて成熟

してきているといいますか、１つはキッズプロジェクトと

いうのを銘打って、それが今もう３まで来ているんです

けれども、それが阿蘇地域の全ての子供たちに草原の

ことを理解してもらうということを大きな目的に掲げて、

まずは小中高ある中の小学校に絞ろうということで、大

体20校弱ぐらい阿蘇郡市内に小学校があるんですけ

れども、それの４分の３ぐらいは草原学習をもう継続的

に実施できているというような状況です。この間、やっぱ

りいろんな苦労はあったんですけれども、私はその時

代は知らないんですけれども、実務者の人たちが本当

に地道に、とにかく切らさずに継続してきたのが今につ

ながっているのかなというふうに思っています。

　ここから先は、中身を深めていくというところを今取

り組んでいる最中でして、学習指導要領も改訂されて、

主体的、会話的に学ぶということが学校のテーマに

なっていますので、単に草原のことを表面的に学ぶとい

うだけではなくて、実際に草原に行ってもらって、地元の

方とのコミュニケーションを取る時間をつくって、その

中で自分たちなりに調べるテーマを設定して、最後は

発表するというアウトプット。そこまでを草原学習の中

で提供できれば、学校も有意義に感じてもらえるんじゃ

ないかということで、今はそういうところを目指していっ

ているような状況です。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございま

した。

○阿蘇会場（山内康二）　学習発表会は非常に人気が

高い。

○コーディネーター（高橋佳孝）　そうですね。

　いろんな形で担い手づくりというのをやろうとしてい

るんですけれども、あとそんなに時間が残っていないん

ですが、それぞれにですね、こういうところがとてもよ

かったと思うとか、興味あるとか、あるいはこういうこと

を聞きたいということ、それぞれにどこについてお聞き

したいということを一言ずつお話しいただけたらと思

います。

　増井さんから、じゃ阿蘇でも東伊豆でもいいので、何

か投げかけをお願いできますか。

○蒜山会場（増井太樹）　そうですね、ちょっとどちらか

というところはないんですけれども、東伊豆のほうが当

てはまるのかな、もちろん阿蘇も当てはまるんですけれ

ども。例えば東伊豆だったら東京の方、阿蘇だったら福

岡の方、蒜山だったら関西圏ですね、神戸、大阪だと思

うんですけれども、そういった方に来ていただいて、もち

ろん来ていただくのがまず一番最初のスタートだと思う

んですけれども、具体的にそこから関わりを持つという

ところまで、やっぱりハードルがあるなと。蒜山では共

感という部分で、来て気持ちいいと思ってもらう、酒造り

みたいなものを今後やろうとは思っているんですけれ

ども、何かそういう接点のつくり方みたいなところで工

夫しているところがあれば、それぞれのをお聞きしたい

なというふうに思うんですけれども。

○コーディネーター（高橋佳孝）　いかがですか、東

伊豆。

　まだこれから。

○東伊豆会場（藤田　翔）　まだこれから。実際に僕

はジオガイドだったりするんで、お客さんだったりを

連れていったりしているんですけれども、まだそこから

もう一歩踏み込んだ部分というのは、まだつなげられ

ていない状況なので、これからこういう機会を通して、

一歩ずつ携わっていただける人を増やしていけたらと

考えています。

落活動の一つとして維持されている。そこに意義を見い

だしているというところがあるのかなと。

　あとはちょっとというような話なんですけれども、例え

ばこう、ちょっと来年からなくなりそうなんですけれども、

ホテルの前に草原が広がっている場所が昔ありまして、

そこのホテルとの関係性の中で、きれいな景色を維持

するために集落の人がやっている。ホテルはそのお礼

としてお金を払ったり、打ち上げ会場を提供するという

関係があって維持されていたという部分があるので、何

かその利益が、その牛飼いさん以外にも見える化がで

きれば多分続くと思うし、そこの利益が見える化がなけ

れば、多分ちょっと難しくなるという部分なんじゃない

かなというふうに思います。

　ちょっとそこに対しての具体的な解決策というところ

はなくて、どういう形で利益を見える化するかというとこ

ろは、今、蒜山でも悩んでいるところです。

○コーディネーター（高橋佳孝）　そうですね。

　東伊豆さん、その辺はどうですか。実際に集落の担い

手さんじゃないので、答えづらいかもしれませんが。

○東伊豆会場（内山義政）　質問をもう一度。

○コーディネーター（高橋佳孝）　もう使ってもいない

人たちが自分たちの牛飼いとしての利益を享受しない

のに、ただ山焼きにだけ出ているというので、もう嫌が

る人もいるんじゃないかという。

○東伊豆会場（内山義政）　そうですね。私自身は地元

出身で、研究に関わって２年前から山焼きに来るように

なりましたけれども、確かにそれはあります。若手で参加

しているのは消防団で、ジェットシューターを持ってい

る若手だけですので、それは大きい課題だなと思いま

す。確かにそうですね。実際、なので細野高原の場合は

海すすきというブランドで観光資源として打ち出してい

ますので、この景観維持という意味で、あとは、今気に

なっている方々の先祖代々守ってきたという享受といい

ますか、愛着といいますか、それで守ってきているという

のが現状かと思います。

○コーディネーター（高橋佳孝）　地域活動に位置づ

けられているところがまだ何とか維持できているなとい

うことなんですよね。そういうものがない。コミュニ

ティーとしてガバナンスが働いているところは、まだ何と

か維持していると。ただ、それも今後どうなるか分から

ないという。その中でどうやって担い手さんなりに意識

をずっと持っていただけるかというツールを、経済も含

めて、誇りかもしれないし、愛着かもしれないし、子供の

教育かもしれないし、様々な形で今後取り組んでいくこ

とにチャレンジするしか今のところないのかなという感

じがしましたよね。

　でも、きっと理解していただければ、その方たちだけ

ではなくて、もっと幅広い方たちからの参画というのも

出てくるかもしれない。あるいはもっと広い意味でいえ

ば、社会の変革に役立つ大きな要素がきちんと提示で

きれば、国の施策や市町村や県の施策の中で大きな位

置づけとして用いられると。

　それ以上に今、草原について知られていないという

ことがとても大きな問題かなというのがあります。今日

いろいろと話題提供していただいた形で、草原の保全

について、何を保全しなきゃいけないかという理由を

しっかりと科学的検証も含まれるかもしれないし、そう

いう理解者や応援者を増やすというような取組づくりが

必要になっていると。その保全している人に対しては、

ちゃんと環境なり文化を守っている対価が表れるよう

な仕組みづくりというのを何かこう小さい形からでもい

いから始めていかないといけないのかなという気はし

ますね。

　それからもう一つ、草の利用というのは、とにかくこれ

までは保全のための保全というところがやっぱりあっ

たような気がします。だけれども、そうではなくて、草も利

用することで保全していくということで、保全のほうにも

循環していくしというのがあるし、また持続性が担保、

多分できるんだと思うんですね。

　さっきのカヤなんかは面白いですよね。もう完全に枯

れ上がった草を刈るので、養分はほとんどないですね。

その頃は次の再生に必要な養分というのは地下のほう

に蓄えられているから、毎年毎年収量という、生産量が

全然落ちない。何十年も落ちない資源ってないですよ

ね、自然主義の中でですね。そういう歴史が１万年以上

も阿蘇なんか続いているというのは、まさしくこの未来

の持続的社会を語る上でもとても参考になる大きな要

素じゃないかな。多少コストがかかっても、それを堆肥

とか屋根に利用することで、それだけ二酸化炭素を減

らすことができるかもしれないし、その地域の文化やコ

ミュニティーや、技を伝承していくこともできるかもしれ

ないなという気がしました。

　それから、継承については一番難しい、担い手不足

というのはとても難しいんだけれども、小さい頃からの

草原との関わりというのは、以前に比べるとやっぱりと

ても小さくなってきている。草原を知らないでその町を

出ていってしまうというようなところもあったりですね。

そういうものを、やっぱり小さい頃からの学習によって、

ある程度……、変な話ですけれども、次の担い手の身

分の人たち、あるいは今日、白川さんのお話にあった

ですね。子供たちが、やった人たちが10年後にはもう

大学生になっているんだよという、世代間の連続なん

○コーディネーター（高橋佳孝）　蒜山を参考に。

○東伊豆会場（内山義政）　私からも。

　分科会の中でも私から話題提供したんですけれども、

おっしゃるとおり一般の観光客はたくさんいらっしゃる

ようになったんですけれども、今の担い手は財産区の

役員さんですとか、かなりベテランの方々だけでほぼ

成り立っているので、中間層というか、担い手に移行す

る段階がまだ存在しないので、そういう立場として環境

教育ですとか、今、藤田さんのほうから話していただい

た立場がこれから増えていくか、つくっていけたらいい

なと思っています。

○コーディネーター（高橋佳孝）　阿蘇の山下さんはど

うですか、何か、これが売りなんでというような。

○阿蘇会場（山下淳一）　今日パネラーとしても来てく

ださった町古閑牧野の取組で、牧野ガイド事業という

のをされていまして、そこでは遊び、学び、そして体験す

るというのを何かテーマとして、自転車だったり、あるい

は散策だったりで観光客と一緒に牧野のことを知って

もらう。楽しいが一番最初に来るので、やっぱり何より

観光ガイドなので楽しくなきゃいけないんですけれども、

その中で水の流れのことだったり、植物のことだったり

とか、そういうことも伝えられているようです。観光客の

人に、楽しいという入り口からそういうことを伝えられて

いるということが１つと、もう一つ特筆すべきは、そのガ

イド料とは別に牧野協力金といって１人当たり1,000

円徴収されていまして、それは全部牧野の管理のほう

に充てられるような、そういう仕組みをつくられていてで

すね、まさに観光客の人が草原を見て楽しんでいって

いるけれども、そこにはお金が落ちないというところの

一つの解決策になるようなモデルを既に実施されてい

らっしゃる。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございます。

　どうぞ、山内さん。

○阿蘇会場（山内康二）　都市との関係づくりという意

味では、グリーンストックのほうはですね、ボランティ

アさんの今の割合が県内の人が約６割ちょっとぐらい、

福岡の人は３割ぐらい。そういう意味では、やっぱり福

岡都市圏との関係が非常に重要になる。それで、グ

リーンストックのほうでは、さっきお話ししましたグラン

ツーリズムという形で、福岡の方を例えば野焼きの見

学、現場にご案内するとかいうこともやっているのと、も

う一つは出張セミナー、セミナーという形で、野焼きボ

ランティアの初心者研修会のちょっと簡略版みたいな

やつを福岡のほうでやって、そこで関心を持った人に

またボランティアに入ってもらうとか、そういう取組を

やっている次第です。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございます。

　阿蘇のボランティアの場合は、とにかく研修を受けな

いといけないという大前提をずっと守り続けていらっ

しゃいますよね。その数も随分と最近増えていますよね、

今の出張研修も含め手ですね。

○阿蘇会場（山内康二）　企業への出張もありますしね。

○コーディネーター（高橋佳孝）　その中でボランティ

アさん自身がさっき坂本先生がおっしゃったように、本

当に準担い手になろうとしているし、一緒に地域づくり

もやろうとしている。あるいは、カヤ刈りも一緒に刈ろう

としているという、第二段階に入っていったような気が

します。そういう意味でも、どういうふうに発展するのか

なと、ちょっと人ごとではないんですけれども、私自身に

とってはちょっと期待をしているところではあります。

　あと、阿蘇のほうから何か質問や興味深い点がござ

いましたか。

　どうぞ、山下さん。

○阿蘇会場（山下淳一）　じゃ質問させてください。

　やっぱり牧野さんの中には、組合員さんの中で牛を

飼っている人はほとんどいない。集落で何とか野焼きを、

輪地切りを維持されていらっしゃるというところもあっ

て、結構それが重荷になっているみたいですね、もう牧

野を維持する理由がないのに、下手すると延焼させて

しまうかもしれないリスクを抱えながら、本当にこれを

やっていく必要があるのみたいな。やっぱりそれぞれの

集落では、そういう何ていうんですかね、常に板挟みの

中で取り組んでいらっしゃるんですけれども、こういう

蒜山とか東伊豆のほうで同じような苦悩があるかとい

うことと、もしあってですね、何かそこに対して取り組ん

でられることがあれば、何か教えていただきたいなと思

います。

○コーディネーター（高橋佳孝）　蒜山さんからお願

いします。

　増井さん。

○蒜山会場（増井太樹）　まさにあるというところです

ね。蒜山だと、牛といえば乳牛を飼っている方はいるん

ですけれども、実際に草原に放したりとかはないので、

基本的には集落の伝統行事みたいな形で、まだ火入れ

が行われているというような状況です。そういう形なの

で、もちろん集落の方からは、もうやらないよという話が

あって、実際、私がここにいるこの数年の間にも一集落

はやらなくなったと。

　ほかの集落はじゃどうかというと、今すぐやめる気は

ないという集落が結構あって、やっぱりそういったとこ

ろは、何ていうんでしょう、本当、伝統行事ですね、その

地域の方が終わった後に打ち上げをするとか、何か集

した。山内さん、どうぞ。

○阿蘇会場（山内康二）　私は明日のサミットに向けて

は、１つは、今日、熊本で報告された島谷先生の研究成

果ですね。そこがやっぱり、これは環境省さんへの要望

になると思いますけれども、研究して、研究が結果が出

たということだけで終わらせずに、やっぱりその研究、

調査の結果を草原再生に役立たせてほしいな。できる

だけあちこちで情報を発信してほしいというのが、これ

は環境省に要望ですね、出してほしい。

　それともう一つは、明日の草原の里市町村会さんの

ところにどんな形ができるかというものは分からないん

ですけれども、島谷先生の研究成果みたいな情報を草

原の里全国市町村会の首長さんたちに共有してもらう

必要があるんじゃないかと思うんですね。これが１つと、

さっき増井さんから出た知識を共有するという、そう

いったそれこそ全国市町村連絡会の役割じゃないかと。

市町村連絡会がやっぱりそういう場を、担当の職員さ

んなんかに勉強する場を市町村連絡会が企画する必

要があるんじゃないかなと思うんですね。

○阿蘇会場（坂本　正）　ちょっと関連していいですか。

○コーディネーター（高橋佳孝）　どうぞ。

○阿蘇会場（坂本　正）　これは環境省さんの今回の

大きな成果だと、やっぱり共生する生活圏というか、そ

ういうことを提案して、その絵をお描きになっているわ

けですけれども、それが当てはまる流れというのは、今

回もよく分かったんですけれども、専門家でないと言わ

れている南阿蘇の村長さんが言っている内容がかなり

経験則で言うと草原がすばらしいんだというのがずっ

とあるわけです。それは、この辺りの1,000年、2,000

年の歴史を踏まえて現在にもつながってきている。ただ、

それは実証されていないので、やっぱり常識的な問題

で排除されてきた。今度、島谷先生はその２つぐらいを

実証したと。

　だから、経験則がすごく多いんです。何かそういうも

のを調べて、それをちゃんと検証していく。そういう作業

がこれから必要になるんじゃないでしょうか。これは一

般役職というよりも環境省が今回仕掛けた大きな仕事

で、その成果はぜひ受け継いでほしいな。ぜひ上のほ

うに上げていってほしいな。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございます。

　経験則とか郷土知というやつですよね。そういうも

のっていうのは時間による淘汰を受けていて、検証を受

けてきている知識ですよね。経験者が話す知識って、自

分の学問で得られた正当性だけで話しているという、

そこの重みの差がやっぱり最終的には出てくるだろう。

人と自然との関わりの中でできた草原みたいな自然を

守るということが、むしろ前者のほうが真理を突いてい

ることが結構多いんじゃないか。そこをもっと科学的に

検証することも一方で早くやらないといけない。知識を

持っている人が今どんどん少なくなっていると思います

しね。そういう点では、今回の島谷先生の成果というの

は、いい一つの出口になったんだろうなとはた目には

見ているところです。

　ありがとうございました。

　いろいろたくさんありましたけれども、全部きちんと報

告できるかどうか自信はないんですけれども、できる限

り漏らさずに報告したいと思います。

　非常に長い時間お付き合いいただきまして、ありがと

うございました。一歩でも二歩でも少しでも草原が元気

になれるようですね、うちのネットワークとしても頑張り

たいと思います。

　こういうサミットの場があればこそ、今のような論議

ができる、情報の共有もある程度、公でできるという、あ

る意味じゃそういうものだと思うんですね。

　今回の草原再生シンポジウム、いわゆるリアルで会

場でのやり取りができなかったけれども、何らかの形で

こうやって情報がまた共有できたことを最大の喜びとし

たいなと思っております。

　今後とも草原再生について皆さんのご協力をいた

だきますようにお願いしまして、一応この全体会議に

ついてはこれで終わりにしたいと思います。よろしいで

しょうか。

　ありがとうございました。本当にお世話になりました。

失礼します。

○司会　それでは、以上をもちまして、全体会議を終了

いたします。阿蘇、蒜山の皆様、どうもありがとうござい

ました。

　以上をもちまして、本日の草原シンポジウムの全プロ

グラムのほうを終了させていただきます。

かにもつながっていく内容とかだったのかなと思います。

　なかなかいろいろまとめ切れないところはあるんで

すけれども、最後に、今日の分科会の報告も含めて、シ

ンポジウムの報告を明日の草原サミットの中で報告さ

せていただくことになっています。

　せっかくですので、皆さんのほうから、行政、行政と

いっても、増井さんは行政そのものですよね。それから、

藤田さんはそれに近いところにいらっしゃいますし、そ

れから、山下さんも行政マンでしょう、国の。行政への要

望というのは変な話はあるんですけれども、何か自分

の立場からということですので、行政に対して望むもの

があれば、一言ずつ言っていただけたらなと思います。

いかがでしょう。

　じゃ藤田さんから。

○東伊豆会場（藤田　翔）　やっぱり環境教育という

面では、各小学校だったり中学校との連携だったり、ほ

かにももちろん、例えば林間学校で来た際には宿泊施

設だったりとか、そういったところもしっかり調整をして

継続していかないといけないと思うので、そういった面

ではしっかり、自分も一緒になって考えていけたらと

思っています。

○コーディネーター（高橋佳孝）　増井さん、何かござ

いますか。

○蒜山会場（増井太樹）　私、真庭市に４年なんですけ

れども、やはり職員の中で草原に対して理解がある人と

いうのはほぼいないと言って過言ではないなというふ

うに思います。たまたまそういう部署になったりとか、そ

うなったりして草原というものを知ったりとか、学び始

めるというところがあると思いますので、今日の機会は

まさにそうだと思うんですけれども、学びの場というの

は非常に大事だなというふうに思います。自治体同士

でどういった取組をやっているかですとか、あとはどう

いった補助金を活用しているかみたいなこともそうか

もしれませんし、そもそも草原って何がいいのかみたい

なところから、職員が替わっても学べる場所、そういっ

たものがあるといいのかなと。

　例えば自然再生協議会というのがあるんですけれど

も、そちらでは全国会議を年に１回開いて、担当の方と

かが行って課題の共有をしたりとか、事例を学んだりと

いう場がありますけれども、草原に関しても同じように

何か知識を共有したり学べたり、補助金の活用につい

て理解したりとか、そういった場があるといいのではな

いかなというふうに考えています。

○コーディネーター（高橋佳孝）　そうですね、確かに。

　実際に草原を担当している人たちが全国会議のよう

な仕組みの中にあって、常に情報交換したり、学んだり

するような場があったほうがいいということですよね。

なるほど。よく分かりました。

　確かに今度、明日のサミットを中心として首長さんの

全国会議はできたんですけれども、実際に働く人たちが

そういう情報交換が常にできていて、１年に最低１回ぐ

らいは、うちはこういう問題があったとか、今年は野焼

きやらなかったとかってね、そういう情報が普通に交換

できるような、そういう組織があるといいかもしれない

ですね。

　山下さんのほうで何かございますか。山下さん、環境

省の職員だからね。

○阿蘇会場（山下淳一）　明日のシンポジウムのとき

に、サミットのときに発信する予定です。

○コーディネーター（高橋佳孝）　あまり今日は言わな

くても結構です。

○阿蘇会場（山下淳一）　じゃ坂本先生から。

○コーディネーター（高橋佳孝）　坂本先生、どうぞ。

○阿蘇会場（坂本　正）　ちょっと２つあるんですが、

今の問題と関わるんですけれども、今、島谷先生は熊本

県で教育しているんですね、呼ばれて。講義をしている

というか、講座を持っていて。

○コーディネーター（高橋佳孝）　講座を持っているん

ですね。

○阿蘇会場（坂本　正）　職員の意識を共有していくと

か高めるというか、それを今、県のほうで進めていると

いう話を伺いました。これは職員にとって非常に重要な

ことだと思うんで、自分だけではなくて、ほかのセクショ

ンの人も問題を共有するって物すごく大事なことなので、

やっぱり首長が集まってきたら、その意識を職員に共

有するシステムをつくるというのが１つ。

　それからもう一つは、近隣と関わっていったときに、

首長同士が必ずしもつながっているわけじゃない、阿

蘇の場合もそうですけれども。縄張もあるし、いろいろあ

るので、そういうときに、例えば、今日も出たんですけれ

ども、阿蘇と熊本市に行くまでのいろんな首長をですね、

地下水なら地下水で、そこの関連流域の首長さんみた

いなものをつくっていく。それは形式上でもいいんです

けれども、もう建前でそういうものをつくって、何かの形

に動かしていくというようなことは、これは首長だけじゃ

できないんで、やっぱり環境省なり、そういう何か仕掛

けをどこかでやっていかないと、遠慮があると思うんで

すね。だから、そういう枠組みは、千年委員会の仕事か

どうか分かりませんけれども、やっぱり役所の側がつい

ていないと動かない、そういう広域的な発想は必要か

なというふうに思います。

○コーディネーター（高橋佳孝）　ありがとうございま

【細野高原の管理の歴史】

○稲取財産区運営委員長（山田賢一）　細野高原は、

昔、町村合併が、昭和32年ですけれども、行われたとき

に、ここもそういうことで、昔ここがカヤ場で、ここの地区

の人らが農業に敷き草とか、山の屋根をふくときのカヤ

とかというものに利用しました。町村合併でここが稲取

地区の財産区ということで払下げがありまして、それで

我々が財産区として管理しているところです。

【細野高原の管理者について】

○稲取財産区運営委員長（山田賢一）　所有地の払い

下げがありまして、稲取地区、ここは特別財産区という

のが管理しております。

【細野高原のカヤ場の歴史】

○稲取財産区運営委員長（山田賢一）　そうですね、も

う僕が知らない昔から、ここはこういう形で、この地区

の農家の人たちが、要するに農業で堆肥を作ったり、畑

の中へ有機物の補給という形で、ここの草を持っていっ

て、畑の中に入れました。それとまたそのほかにも、かや

ぶき屋根のカヤの材料としても使われたそうです。

【山焼きをやるメリット】

○稲取財産区運営委員長（山田賢一）　山焼きをやる

ことによって、例えばこういういい敷き草とか、農業に

使うようなカヤとか、そういうのが病気を抑えられたり、

害虫も抑えられたりすることによって、いい材料というか、

そういうのができます。それとまた、きれいに焼くことに

よって、要するに何ですか、灰が落ちることによって、

土の肥料分の補給にもなるというようなことで、この原

野を保持していく上にはどうしても重要なことだと思

います。

【防火線づくりについて】

○稲取財産区運営委員長（山田賢一）　防火線焼きは、

大体120名ぐらいの方に出て、１日でやっています。山

焼きがその後、防火線焼きは大体11月に終わるんです

けれども、山焼きは大体２月にやります。そのときには、

もちろん区民の皆さんとか役場の職員の皆さんとか、

それとかいろんなこういうパラグライダーの関係者の

皆さんとか、そういう利用の皆さんに出ていただいて、

大体120～130名でやります。これだけの広さですから、

５人とか10人でやるわけにはいかないもんですから、

大体120名ぐらいの人の応援が不可欠です。

　先ほど言ったように、それだけの人を集めるのが１週

間ごとに大体、天候不順だと延びちゃうもんで、毎回の

ときにそれだけの人が集まってくれないと、山焼きが安

全にできない、それが悩みの種です。

【山焼きについて】

○稲取財産区運営委員長（山田賢一）　山焼きは毎年

２月に行われます。その前に準備として防火線刈りとい

うのを10月から11月にかけてやります。ここの周り全

部、境界線のところを防火刈りということで、12メー

ターぐらいずっと刈っていって、それを１週間から10日

ぐらい間を置きまして、それを全部燃して、防火線焼きを

行います。それで、それが終わりますと、もう火が入って

も大丈夫というようなことになりますので、２月の中旬

過ぎに、春を告げるということで、全体の山焼きを行い

ます。

【細野高原を考える会の発足の経緯】

○稲取財産区運営委員長（山田賢一）　細野高原は、

私たち子供の頃から毎年、春・秋の遠足は細野高原の

原野に来て、いろいろ親しんだわけですけれども、そう

いう中でこの細野高原をどういうふうにしていったら将

来にわたって維持できるかというようなことが今中心に

なっています。今、細野高原を管理して、今まで言いまし

たような防火線刈りとか、焼きとか、山焼き、そういうの

を稲取地区の区民全員で、皆さんで出てやってもらいま

すけれども、何しろ今、高齢化で、中心になっているのが

昭和20年代、30年代生まれの方が中心になってやっ

てくれています。だもんで、将来それを、細野高原を維持

していくのにどうしたらいいかというようなことで、細野

高原を考える会を立ち上げました。

　それともう一点は、今言った防火線、山焼きを管理し

て、ここの細野高原を管理するのに、ざっとですけれども、

年間500万ほど維持費がかかります。だから、今はゴル

フ場に入ってくるお金を町と折半して、それを運営費に

充てていますけれども、将来的にもなかなかそういうこ

とが難しくなるので、できれば少しでも自己財源というん

ですか、そういうのをつくっていかないと、この細野高原

を将来にわたって維持していくのが難しくなるかなとい

うようなことで、何とかこの細野高原を皆さんに知っても

らって、現状を知ってもらって、将来にわたってどういう

ことが考えられるかというのを皆さんと一緒に考えてい

ただきたいということで、細野高原を考える会というの

を立ち上げました。

 １．開会

○司会　皆様、こんにちは。

　本日は、第13回全国草原サミット・シンポジウムｉｎ

東伊豆大会の２日目となります。

　午後からのサミットに先立ちまして、オンライン見学

会として、東伊豆町の紹介動画と事前に収録した細野

高原のエリア活用に携わる方による細野高原の案内

動画をご覧いただき、細野高原や東伊豆町のことを

知っていただく機会にしたいと思います。

　なお、現地での収録については８月にしたものです

から、セミの声とかも入っておりますことをご了承くだ

さい。

　動画を見終わった後には、今日、朝から有識者の先

生の皆さんに細野高原のほう、実際行っていただいて、

現地を視察していただいておりますので、その感想な

どをお聞かせいただきたいというふうに思います。

　午後からは全国草原サミットを１時よりオンラインで

開催しますので、午後３時までとなりますが、よろしくお

願いいたします。

２．オンライン見学会

○司会　それでは、オンライン見学会のほうをスタート

させていただきます。

①オンライン見学会

○東伊豆町長（太田長八）　東伊豆町長の太田です。

　今回は、通常の形で大会を開催することができず、皆

様をこの細野高原にご案内することができず、本当に残

念です。このような状況が解除されましたら、ぜひお越

しいただきたいと思います。

　それでは、私からは、細野高原の概要につきまして、

お話をさせていただきます。

　この景色をご覧いただけますでしょうか。私が立って

いるこの場所は、標高約700メートルの場所で、ここか

ら15分ほど上に上がると標高821メートルの三筋山の

山頂にたどり着きます。そして、この眼下に広がる細野高

原の向こうには、太平洋に浮かぶ伊豆七島をご覧いた

だくことができます。何といってもこのロケーションこそ

が細野高原の自慢のポイントであります。

　広さは約125ヘクタール、東京ドーム26個分と言わ

れております。

　行事といたしましては、例年ですと２月に山焼き、４月

にはワラビを主とした山菜狩りが全体で楽しめ、10月

にはススキ祭りが開催され、ピークのときには期間中１

万人を超す来場者がありました。また、関東圏から比較

的近いこともありまして、映画やＣＭ、ミュージックビデ

オのロケ地としても有名になり、多くの作品がここ細野

高原で撮影されております。

　そんな細野高原です。皆さん、お越しいただける日が

来ましたら、ぜひともこの絶景を目に焼き付けていただ

きたいと思います。私といたしましては、一面ススキ野原

となる10月頃がお勧めでございますが、この細野高原

は四季を通じてすばらしいですから、いつ来ても、お待

ちしております。

　続きましては、稲取財産区運営委員長の山田賢一さ

んからこの山焼きの現状など、保全につきましてお話を

いたします。

○稲取財産区運営委員長（山田賢一）　稲取地区特別

財産区委員長の山田賢一です。よろしくお願いします。

【財産区委員長の役割】　

○稲取財産区運営委員長（山田賢一）　財産区各区の

区長さん中心で委員会をつくっていまして、そこの親方を

やらせてもらっています。この細野高原の細野の原野に

ついてのいろいろ管理とか運営とか、いろんなことを皆さ

んと相談しながら決めさせていただく、そういう仕事です。

　これがヤマアワです。

　こういうね、湿原の問題点として、だんだん土砂が

入ってくるんですね。それで、その上に水が流れるところ

が決まって、１か所だけこうずっと掘れちゃうんです。そ

うすると、水が周りに出なくなっちゃう。それでもってどん

どんススキがこう、乾燥化してススキが生えてきちゃい

ます。そういう状態がこれから大いに予想されます。

　ミズトンボって言います。トンボの顔に似ているじゃ

ないですか。

　これはね、ヤマイって言って、イってイグサのイ。山に

あるイグサでヤマイ。

　これがいいかな。ちょっと待ってね。ここね、ここにこ

う真珠みたいな玉がついているでしょう。これがシン

ジュガヤです。

　これはイブキボウフウと。

　ここに紫色の、これがホザキノミミカキグサと言います。

　ちょっとやぶに入りますけれども、ここにキキョウが咲

いています。キキョウっていうのは、花屋さんでも売って

いますけれども、野生のものは非常に貴重なんですよ。

【周辺の植生について】

○細野高原ネイチャーガイド（富永眞弘）　これはツリ

ガネニンジンと言います。黄色い花が、これはオミナエ

シです。これは女郎花って書いて、オミナエシという名

前です。

【中山一号湿原の状況】

○細野高原ネイチャーガイド（富永眞弘）　ここはね、

中山一号という湿原なんですけれども、こっちからどん

どん泥が入っちゃって、もう湿原の上のほうが見えなく

なっちゃっているという状態です。乾燥化がどんどん進

み始めています。この辺もね、生えている植物がススキ

じゃないでしょう、ワラビがあったり、何か他のものが生

えちゃっている。大分植生が変わってきています。

○細野高原ネイチャーガイド（富永眞弘）　今、ざっと

湿原の植物、草原の植物を見ていただいたんですけれ

ども、細野高原にはね、僕らが把握しているだけで約

500以上の植物の種類があるんですけれども、今日は

10とか20、もっといったかな、ぐらいしか見ていません

けれども。今日の見ていただいた中にもあるんですけれ

ども、静岡県の絶滅危惧種というのが細野高原に26種

あります。それから、環境省、環境省というのは全国で絶

滅危惧を定めているわけですけれども、その中に19、こ

こにあるものがあります。ということで、非常に貴重な草

原、湿原ということだと思います。

　以上で今日の解説を終わらせてもらいます。富永で

した。

○伊豆半島認定ジオガイド（鈴木京子）　こんにちは。

ジオガイドの鈴木京子です。稲取に生まれ育ち、今も稲

取に住んでいます。

　子供の頃からの思い出を踏まえていろいろお話しで

きればと思います。よろしくお願いします。

【細野高原について】

○伊豆半島認定ジオガイド（鈴木京子）ここ細野高原

は、伊豆半島の中央に横たわる天城山脈の斜面にあり

ます。天城山はフィリピン海プレートに乗って移動してき

て伊豆が本州に衝突した80万年前から20万年前の火

山活動によって生まれた大型火山です。火山活動が終

わった天城山は、浸食によってこちらの東斜面が大きく

削られています。天城山最高峰の万三郎、そしてこの細

野高原を取り囲む三筋山、大峰山も浸食に耐えて残っ

た天城山の一部です。

　細野高原の一部は、稲取泥流と呼ばれている土石流

堆積物に覆われています。何らかの原因で起こった山

崩れなどによって、水と土石が一体となって流れ下って

できたものです。高原内に点在する角の取れた丸っこ

い岩は、こうした土石流によって運ばれたものと考えら

れています。泥を多くふくむ土石流堆積物は、水を通し

にくく、水はけの悪いくぼ地には湿原をつくっています。

湿原は貴重な動植物の宝庫になっています。水を通し

にくい地層上にできる地下水は周囲に湧き出し、飲料水

の貴重な水源にもなっています。

　それでは、今から山のほうに行って、その場所を紹介

したいと思います。

【細野高原の岩の形について】

○伊豆半島認定ジオガイド（鈴木京子）　この大きな

岩ですけれども、このお山の上のほうにあって、この岩

の角が取れています。なので、これは先ほどご説明しま

したように、もっと上のほうから土石流に乗ってごろごろ

ごろごろ転がってきて、こういう角が取れたり、こういう

潰れていたりという様子が見られます。かなり大きさも大

きいですけれども、あちこち丸で、角が取れて、転がって

きたかなという様子が見られます。もっとね、割れたりし

ているときには、まだ角が鋭角だったりするんですけれ

ども、その後もまた転がって、何度か転がったかなという

ような様子が見られます。

　このほかにもたくさん、この辺りには大小いろいろな

石が転がっていますので、また、この山はそういう土石

流でいろんな石や砂や泥、いろんなものが転がったか

なという様子が見られると思います。

○インタビュアー　何回もそういう土石流が起こって

いたんですか。

○伊豆半島認定ジオガイド（鈴木京子）　そうですね。

一番というか、はっきり分かっているのは２万５千年前

【細野高原の利用状況】

○稲取財産区運営委員長（山田賢一）　春は、ご存じの

ように山菜狩りをやっております。これは観光協会では

なくて、財産区が主体になってやっています。それで、秋

はススキのイベントを観光協会が中心になってやって

いただいております。あとは、ここに撮影とか、いろんな

映画の撮影とか、そういうのにも使っていただいていま

すけれども、それは年中ではなくて、単発にやる、そうい

う形で使っています。

【細野高原の今後】

○稲取財産区運営委員長（山田賢一）　だから、今み

んなで考えているのは、あそこに、あれ、これ水源地な

の、この部落の。だから、水源地から見れば、手を入れる

ことはいろんな自然保護とか、いろんな環境の問題で、

水源地から上は手を入れないけれども、水源地から下

のここら辺を何か利用してくれる、何ていうの、企業とか

そういう団体があったら、ぜひ提供しますよというのを

私たちは今訴えているんです。もちろんここに自然破壊

するようなものを造られちゃ困るんですけれども、自然

を利用したもので、何かそういう、先ほど言ったような体

験学習とか、そういうことができるものがあればいいな

というようなことを考えています。

【次世代への継承について】

○稲取財産区運営委員長（山田賢一）　今言ったよう

に、管理しているのが我々中心なもんで、だんだんこの

草原をどうしていったらいいかということについては、

僕らの子供の頃は春の遠足、秋の遠足というのも細野

高原で、三筋山のてっぺんに登るのが楽しみでここへ

来ましたけれども、今の子供たちは本当に草原とかそう

いうのに親しむ機会がないもんで、できれば何かそうい

う体験学習とか、そういう形にどんどん使っていただき

たいなと思います。

○インタビュアー　以上です。ありがとうございました。

○稲取財産区運営委員長（山田賢一）　どうもありがと

うございました。

【細野高原の植生について】

○細野高原ネイチャーガイド（富永眞弘）　それでは、

私が今日の案内をさせていただきます。細野高原ネイ

チャーガイドクラブの富永です。よろしくお願いします。

　まず、細野高原ってどういうところかというのを植生を

中心に見た場合に、どういうところかというのを説明し

ます。

　まず、一番高いところ、風車が、向こうから２番目の風

車の辺りが一番高いんですけれども、あれから奥へ約

５分ぐらい行ったところが三筋山という山の山頂になり

ます。それが細野高原で一番高いところです。

　それから、その下へ、草原と林がありますけれども、草

原のほうが細野高原で、この稜線をずっとたどっていた

だいて、この林、量線を境にこちら側が草原で、向こうが

林になっています。こちら側が細野高原で、東伊豆町の

細野高原で、向こう側が河津町です。これがずっと延び

ていまして、その稜線に沿って、稜線のこちら側ですね、

ずっと下りて一番下の辺り、もうちょっと下まで細野高原

です。一番下の辺りが標高で370メートルぐらい。それ

から、一番高い三筋山が821メートル、標高差が約550

メートルありますので、気温的にも３℃ぐらいの差が

あって、それで、ご覧になって分かるように、草原が広

がっていまして、後で説明しますけれども、湿原があって、

それから、人工林がこう、杉の林ですけれども、人工林、

常緑針葉樹があって、ちょっとここからはあまり見えな

いんですけれども、落葉広葉樹があって、植物、草なん

かにしてもこういう林の中なんかの植物は草原の植物

とは違うものがあるというようなことです。

　先ほど３度ぐらい差があると言いましたけれども、春

のワラビなんかだと、下から取れるようになって、だん

だん上へ上がっていくと。秋の紅葉なんかは、上からだ

んだん下りてくるということです。

【芝原湿原について】

○細野高原ネイチャーガイド（富永眞弘）　ここは芝原

湿原という湿原です。このぐらいの大きさ、この柵があり

ますけれども、非常に小さな湿原ですけれども、こういう

小さな湿原が細野には４か所あります。湿原って、必ずし

もね、大きいからといっても、見ることのできるのは外周

ぐらいのもんですからね、このぐらいの大きさっていうの

は非常に適当だと思います。この細野の地面の下には

ちょっと粘土質の層がありまして、それで水を通しにくい

がありますので、こういうくぼ地には湿原ができています。

　ここ、こう荒らされていますね。これはイノシシが掘っ

たんです、ここのところを。これ至るところでやられてい

ますけれども、夏から秋にかけてやられると、種が落ちる

前に根が起こされて死んじゃう場合が、枯れちゃう場合

があるんです。あまりいいことではないです。

【芝原湿原の植生について】

○細野高原ネイチャーガイド（富永眞弘）　これ、これ

葉っぱを見ていただければ、アザミなんですけれども、

横を向いています。これはキセルアザミと言います。

　この花はサワヒヨドリと言いまして、フジバカマの仲間

です。ですので、この辺の紫の花、ヒメハッカと言います。

　ここに生えていますけれども、これはハイメドハギ、メ

ドハギというのはもともと真っすぐ立つんですけれども、

これははっています。

　コシロネといいます。

　さっきジオガイドの方から解説があったように、泥流

が流れたことで、ああいう、この斜面がずーっと続いて

いるような地形ができて、そこにススキがずっと一面に

生えているから、ああいう印象を与えるのかなと思って、

何か先ほどの説明を聞いて、改めて景色と重ねてみると、

思い返してみると、いいなと思いました。

　植生の印象は、やっぱり皆さん、ススキが小さい、小

さいというふうにおっしゃっていたんですけれども、全

体的に見て、低いところもあったんですけれども、高い

ススキもあったりして、これ多分、後から上野さん、詳し

く言って下さると思うんですけれども、山頂付近のです

ね、カヤという面で見れば、背丈が低いのは悪い、悪い

というか、使いにくいのかもしれないですけれども、植物

から見ると、背丈の低い植物がそろっているところは、

むしろ種の多様性が高まって、いろんなものが見えるの

で、上のほうのススキの背丈が低いところをもう少し

ゆっくりちょっと歩いてみたら面白そうだなと感じました。

　ビデオの中で500種類の植物がいるということで、こ

れは何かすごいなと思ったんですけれども、うちの近く

にある３つの草原で、それぞれ調べてみると、大体300

種類ちょっとなんですね、草原エリアの中だけでいうと。

そういう意味でも、ああいう、湿原がまずまとまった面積

で残っているというのが種数を増やしている一つ要因

になっているのかなと思いました。

　僕はもともと湿原をずっと興味があって調べたりして

いたんですけれども、今回見せていただいた中で、

ちょっと解説の中でもあったんですけれども、少し乾燥

化しているところというのは気になったところです。天然

記念物というか、文化財として指定されているところもあ

るんで、大事にしようということはすごく大事だと思うん

ですが、そのやり方については少し、先ほどビデオに出

られていた専門家とかですね、皆さんの意見を聞きな

がら、ちょっと見直しをしながら進めていただけたらい

いのかなと思いました。

　ただ、植物的には、先ほどのキセルアザミとかですね、

湿原特有の植物も見れたので、途中、役場の方から、

早く行きますよというふうに何回も促されながら、写真を

撮ったりして楽しませていただきました。今日はどうもあ

りがとうございました。

○司会　白川さん、ありがとうございます。

　続きまして、高橋先生、よろしくお願いします。

○全国草原再生ネットワーク代表理事（高橋佳孝）　

高橋でございます。

　私は草原生態のほうが専門なので、草原のほうは塩

坂さんのほうから多分詳しいお話があると思うんです

けれども、火砕泥流ですか、によってつくられた地形とい

うのが独特で、その中にスポリアが出ていたり、あるい

は浸食を受けたり、その泥流によって湿原のようなくぼ

地が生じたり、極めて多彩な地形がその中に含まれて

いるんだなと。ぱっと見た目にはとても広くて大きいん

ですけれども、実はその中にいろんな形の地形がある。

その中でススキの丈を一つ見ても、大きいところもあり、

小さいところもあり、ススキじゃなくて芝生のようになっ

ているところもある。それは恐らく地形に基づくものもあ

るでしょうし、今、利用されたり管理をされている作業そ

のものがですね、そういうものを生じさせている、モザイ

ク状のものというか、極めて多様なところなんだなと思

いました。

　先ほど500種という話がありましたが、阿蘇は２万２

千ヘクタール近くあるところですね、草原の植物500種

なんですよ。ですから、ここにかなり集約されているし、

中を見ると、湿原もとても大事な植物が多いんですけれ

ども、草原の中にも、例えばスズサイコとかキキョウとか

ですね、本当に今絶滅に瀕しているような植物もたくさ

ん生えているし、両方がとても大事なんだなという気が

いたしました。

　それから、管理のほうはやっぱり大変なんだろうけれ

ども、まだまだ地元の人たちがとても元気なんだなとい

う、多少人が少なくなってですね、きっと大変なところも

あるんだけれども、その気持ちだけはとても前向きであ

るというのが非常に印象深く受けました。

　これを今後どういうふうに仕掛けていって担い手や

仲間を増やしていくか、あるいは次の世代にどうやって

つないでいくかというのが大きな問題だと思いますけれ

ども、そのような熱意がある以上は、きっとうまくやってい

けるんじゃないかなという期待も込めています。

　もちろんそのときには外部からの働きかけや応援と

いうのも必要になってくるかもしれませんけれども、それ

はあくまで手段であってね、目標としているものがかな

り明確になっているので、大事なものを守ろうという意

識そのものをぜひ町民全体に醸成して、つないでいっ

て、広げていっていただければありがたいなと思います。

紅白が始まるぐらい、そんな時間帯です。今からメイン

で話します稲取泥流というのは２万５千年とされていま

すけれども、これは、だから12月31日の11時58分ぐら

い、２分30秒ぐらい、つい最近の話です。ですから、時間

が、皆さんの日常生活とスケールが違うので、そこを間

違えると混乱いたします。

　ですから、その斜線の部分が、まず伊豆半島の基底

をつくった海底火山堆積物で、その次に、この図でいく

と６番ですね。６番のゾーンというのは、浅間山とか大

峰山とか三筋山とかをつくったかつての、70万年ぐらい

前の天城火山の基盤をつくっているものです。それが先

ほども鈴木さんからご説明あったように浸食で残った

部分がこの６番の部分です。

　その後、新天城ができて、多分、これ土石流じゃなくて、

先ほど土石流、土石流と言っているのは、あれは間違い

で、土石流じゃなくて泥流です。土石流と泥流と全く違う

ものです。そこのところを混乱しちゃうので、さっき何か

フリップは土石流が、土石流がとあったんで、あれは実

は土石流じゃなくて泥流です。

　泥流はですね、どういうふうに流れたかといいますと、

さっき言ったように、この図でいくと左上のほうに天城

本体がありますから、あそこから流れてきたんですけれ

ども、流れたときに三筋山だとか大峰山が邪魔をします

ので、河津側に流れたほうと、それから、この東伊豆町

側に流れた、２つに大きく泥流は分かれました。

　今日話題になるのがこの東側に流れた泥流です。２

万５千年前ってどういう時代かといいますと、氷河期の

最後の時代。つまり海面が世界的に100～140メート

ルぐらい後退していた、海が今よりも140メートル低

かった時代。ですから、この土石流は、多分この稲取の

温泉街をぶち抜いて海の中まで入ったんです。溶岩の

ように非常に800℃とか1,000℃、高いので流れてくる

と、海につかった瞬間にそこで止まるんですね。だから、

あそこの伊豆高原の辺りの海岸がありますけれども、あ

れはあそこで溶岩が止まっちゃうわけです。ところが、泥

流の場合は泥なので、そこで止まらないんですね。だか

ら、海底の中にもそういう転石がたくさんあるはず。

　次に、泥流の真ん中にハート形の白いのがあります

ね、２番。これは火口なんですね。多分、泥流の中から

突き抜いてきたものなんですけれども、車で登っていき

ますと、右側にカーネーションの畑、ハウスと、それから

水田が唯一ありますね。多分そこは火口のところに長い

間、泥炭がたまって、その上に水田ができて、東伊豆唯

一の水田じゃないかと思いますけれども。その上に現在

はため池が、それこそハート形のため池があるんです

よ、これ空から見ると分かるんですね。そのため池とい

うのは、後で説明します、湧水が水温が低いので、その

ため池の太陽光で温めた上水だけを使って多分水田

をやっていたんだろうというのがこういう白いハートの

ところです。

　そのハートのところに今度は斜線が、ハッチが３か所

ありますね。これは凡例にもありますけれども、熱水の変

質帯と言うんですけれども、高温のマグマが地下に隠れ

ていて、その地下水が沸騰したような状態になって、周

辺の岩石を変質させるものです。特にこの水源地になっ

ている一番左側の上のところというのは、熱水で変質し

たものが粘土化して、こういう地下ダム、ダムの役目を

しているんですね。

　それからもう一つは、この地質のところには火山灰と

かスコリアは一応、剝がした図になっています。全面的

には多分スコリアは降っているんですけれども、それを

剝がしたやつになっています。ただし、右下のほうにあ

る白いところ、これがスコリアコーンで、これ玄武岩なん

ですけれども、これはつい最近、つい最近というか、か

つてスコリアを採取していた場所があるところですね、

右のほうです。

　それで、じゃこの今日見た湿地だとか湧水がどうなっ

ているかというと、結局、泥流が流れたときに、それがカ

ルデラの崩壊かどうか、そこまではまだ確認はされてお

りませんけれども、いずれにしても大量の水が流れたこ

とによって泥流が発生します。泥流というのは水土流、

泥水ですから、そこに大きな岩石も、それから山体の一

部も、コルクのように浮いちゃうんですね。浮いて流れて

いきます。これを流れ山と言います。代表的なのは、甲府

の北側の韮崎というところ、あそこに韮崎泥流、八ヶ岳

泥流というのがあるんですけれども、あれがあの辺で

やっぱり流れ山がたくさんありまして、武田信玄がその

山沿いにのろしを上げていったという、そういう流れ山

地形があります。だから、ここで、伊豆半島で流れ山地

形があるのはここだけです。

　流れ山でどういう現象が起きるかというと、重たいも

のから順番にこうもう流速がなくなるから落ちていきま

すね、止まります。止まるとどうなるかというと、後ろから

来た岩石がそこへまたこう何ていうかな、山が出来上が

る。そういうもの幾つもあります。さっき映像にあったパ

ラグライダーのランディングのところ、今トイレのあると

ころ。あそこも小っちゃい小山があります。あれも流れ山

の一つです。そういう流れ山と流れ山の間が当然へこ

みますよね。へこんだところは、下が泥流で水を通しま

せん。それから、この付近ですと、さっき言ったこの玄武

岩のスコリアだとか、西側にある大池のスコリアだとか、

そういうところはスコリアが飛んできます。そうすると、そ

　それから、私は文化財の専門じゃないんで、湿原のど

うこうというのは分からないんですけれども、手をつけ

ないで放っておくというのは、建物だったらよいかもし

れませんけれども、人と自然が関わってつくられてきた、

恐らく湿原についても人の手というのはかなり影響して

いるところもあるんですよね、そのあたりは詳しく分かり

ませんけれども。そういう全体的な自然そのものは、む

しろ文化財というよりは、文化的経過なのかなという感

じがします。そういう視点で見ると、やはり修復というの

が当然重要になってくる場面が結構あるんで、このまま

放っておいて手をつけないという自然ではなくて、地元

の人たちが合意の下に知恵を出し合って、それをよりよ

い形のまま後世につないでいくような仕組みづくり、ある

いはそういうものができたらいいなという感想を持ちま

した。

　以上です。

○司会　どうもありがとうございました。

　続きまして、笹岡さん、すみません、よろしくお願いい

たします。

○全国草原再生ネットワーク（笹岡達男）　こんにち

は。笹岡でございます。

　今日はたくさんの専門家の先生方に囲まれて、私は

専門家といっても、長く自然公園や自然環境の行政を

やってきておりましたので、詳しい話はもう先生方にお

任せしたいと思います。

　今日は純粋に細野高原の風景と景観をたっぷり楽し

ませていただきました。もちろんこの季節ですから、その

景観、風景の主役はすばらしいススキ草原なわけです

けれども、もう一つ見逃せないのは、あそこに立ってみ

るとですね、実はご承知の方も多いと思いますけれども、

伊豆半島というのは、海岸線とそれから天城山を中心

とする山稜線ですね。そういうところが帯状に、全部国

立公園に指定されているわけです。その中腹にある細

野高原はそうした区域とは違うんですけれども、細野高

原から眺める海、海が見える草原であると。そして、振り

返れば山も、すばらしい山が続いている。もう一つ、今日

も見えましたけれども、伊豆七島も見えちゃうんですね。

伊豆七島も国立公園です。

　そういう意味では、そういうすばらしい、自分が立っ

ている、目の前だけじゃなくて、その周りの風景、景観を

楽しめる場所としての細野というのはもう一つ価値が付

け加わるんではないかなというふうに思っています。

　そして、そういう草原を守っていくことについては、ほ

かの先生方からたくさんアドバイスがあると思いますけ

れども、やはり大変な維持管理の作業があるわけです

し、そのためには、何かこう、どういうふうに使うんだと

かね、こういうふうにここは守っていく、ここは使うんだ。

皆さんがその目的意識を持って、非常に大事なのは、や

はり地域でもって目的や利用の方法、合意を取るという

ことが大事なことだと思いますから、そういう皆さんの

話合いの中で、保全、利用、そして管理ですね。それをど

うやって引き継いでいくかというお話も昨日たくさん聞

かせていただきましたけれども、そういう新しいタイプ

の視点を大事にしながら、みんなで楽しんで守っていく

という、そういうところになっていけばいいなというふう

に思いました。

　本当に今日はどうもありがとうございました。

○司会　ありがとうございます。

　続きまして、塩坂さんのほうからお願いします。塩坂先

生は地質学がご専門ということで、先ほどのジオガイド

さんの提案内容を補足等もお願いしながら、ちょっとお

話しいただければと思います。よろしくお願いいたします。

○全国草原再生ネットワーク（塩坂邦雄）　ご紹介い

ただきました塩坂と申します。

　東伊豆町とは大変縁がございまして、大島近海地震

のときに、次の日にたまたま稲取駅のところで調査をし

ていて、そのときちょうどパニックがあってですね、何か

近々大地震が来るぞというみんな、いたんですけれども、

私は大丈夫だよと言って、皆さんをなだめた経験があっ

て、そのときの見高エリアの断層等も調査した覚えがご

ざいます。その以降は、私は趣味でパラグライダーを

やっているもんですから、空中からいろいろな調査もし

て、一応、自称空飛ぶ地質屋と言われておりまして、時々

空からおっこっていることがあるもんですからね、ソラ

ツカイとも言われますけれども。

　それで、実はこの伊豆は、今、熱海の伊豆山の土石流

調査もやっております。お手元にもありますけれども、こ

こにも図面を出していただきましたけれども、これは

倉沢さんと加藤さんとが作った、当時、稲取のこの付近

の地質です。

　この一番左上のところ、もっと上ですけれども、まず、

地形発達史といって、つまりどのようにこの稲取ができ

たかというところをお話ししますと、まず一番上に斜線

がありますよね。この図でいくと７番、この凡例でいくと７

番です。これが伊豆半島の基底をつくっている湯ヶ島層

群という海底火山の噴出物です。特に地質学というの

は、時間的な感覚が皆さん違うのは、例えば地球は46

億年なんですよ、分かっている限り。それを日常の365

日で割っていきますと、この伊豆半島の基底ができたの

は12月30日ぐらいです。もうつい最近の話なんです。

　それから、私が必死に100歳まで生きても、0.3秒で

す。まばたきですね。人類が誕生したのが12月30日の

○日本茅葺き文化協会事務局長（上野弥智代）　皆さ

ん、こんにちは。日本茅葺き文化協会の事務局長をして

います上野弥智代と申します。

　茅葺き文化協会は、所有者とか職人とか研究者とか、

それから自治体が一体となってカヤぶきのことをつな

いでいるネットワークの団体なんですけれども、今日、

細野高原へ伺って、また昨日から皆さんのお話を聞く中

で、私がわあと思うことがたくさんありました。でも、その

中を３つくらいに分けてというか、３つに絞ってお話しし

たいなと思うんですけれども、まず、皆さんが関心をお持

ちだったカヤというものとしてどうなのかというのは、も

う第一印象は、すごい元気なカヤだなという、カヤとし

て見たときに、細くてしなやかというのがありますけれど

も、背丈が高いからいい悪いじゃなくて、カヤそのもの

が真っすぐ細くてしなやかというのはすごくいいカヤだ

なというふうに思いました。

　昨日も話がありましたけれども、カヤぶきって、短いの

と、一番最後に長いので押さえて、それを竹で押さえると

いう、３層ぐらいにしていくんで、短いカヤも長いカヤも

要るんですね。長いカヤといっても、それが３メーターそ

のまま要るかといったら、やっぱりちょっと使えないんで、

切って使ったりするんですよ。だから、その短さというの

は使い方と連動するものなので、それよりも、ここの穂が

あれだけ立っていて、真っすぐ元気なカヤというのはす

ごいなというのをまず思いました。

　昨日も町内会長さんの鈴木さんのお話にも出てきた

し、山田さんの話にも出てきましたけれども、カヤってい

う、何か使うときはやっぱりカヤって呼んでいるんだな

という、屋根材だけじゃなくて、聞いていると、利用する

ときは草がカヤになっているなと思うんですけれども、

今、生えている状態だとススキですよね。それが刈り

取ってカヤ束、屋根ふき材、私の場合はちょっと屋根ふ

き材としてですけれども、屋根ふき材としていいカヤ束

ができたときにカヤになるというか、何でもかんでも刈

ればいいってもんじゃないじゃないですか。使い道に

よって。だから、それがススキが刈ってカヤになるという

こと。でも、皆さんの中にそれはもう当然のように根づい

ているんだなというのも感じました。

　今日案内していただいた上の山頂近くのところも、白

川さんが言っていたみたいにちょっと背は低いですけ

れども、あそこのカヤもいいカヤだったし、駐車場のと

ころも、下に少し広がっているところもいいカヤでした

し、最後見せていただいた湿原のそばにあったカヤは

結構背が高かったですし、あそこは少し、何かワーク

ショップ的にやるんであれば、あずまやもあるんで、あず

まやをカヤぶきにしたらいいんじゃないっていう話もあ

りましたけれども、あれ野焼きに巻かれるとすれば、毎年

屋根にトマブキみたいなのでかけてもいいんじゃない

かなと思いました。燃えてもいいんじゃないかな、そこは。

それでみんなでまた、何か新嘗祭じゃないですけれども、

豊穣を祝って、その屋根にふくというようなことにつなげ

てもいいのかなというふうに見ていて思ったんですけ

れども。そういう面白いいろんなことができそうだなとい

う、カヤとして使うということですね。

　さっき高橋先生が湿原のことでちょっとおっしゃいま

したけれども、法隆寺って、私、建築の専門なんで、法隆

寺って世界最古の木造建築って千年たっていると言わ

れているじゃないですか。でも、それはずっと放ってい

て千年もっているわけじゃなくて、修繕している。それを

植物資材を使って、大工さんなり技術者が修繕してい

る技そのものがすばらしいということで、この間、その

技そのものも無形文化遺産になったんですけれども、

伝統工匠の技って。そこにカヤぶきとかカヤ採取も入っ

ているんですよ。だから、ああいう植物材料を取ってく

る技そのものも含めて、だから、ああいうものができて

いるということが草原とかカヤ場も同じだなというふう

に思いました。

　それが１個目で、２個目はさっき内山さんから振られ

ましたけれども、もう一つ、わあ面白い、格好いいって

思ったのは山田さんのお話です。今、70代ですかね。こ

の財産区の皆さんの活動ですけれども、山田さんの話、

本当に面白いんですよね。若い頃は、何月頃みんなで

取りっこのように草を刈っていた、昭和50年代ぐらいま

で刈っていた、いやそれはこういうふうにやっていた、

カヤを降ろすのは、１週間ぐらい乾かしてから降ろして

いた、そういうお話がまだまだ生きているというか、それ

が話を聞いていて、すごい面白いし、格好いいなと思い

ました。

　今、草は使っていないのに、何で管理をあんだけ一

生懸命されているのかなというのもちょっと聞いてみた

んですけれども、やっぱり山田さんにとってはふるさとの

山だから、みんなにこのまんま何とかみんなにつなげた

のくぼ地にスコリアがたまって、それが、そのスコリアの

隙間が地下水の帯水層になるんですね。

　これも偶然の重なり合いなんだけれども、さっき言っ

た熱水が変質した粘土が下流側にあるもんですから、

ちょうどダムのように、地下にダムができている、ずっと。

それが一定程度常に安定して水を流下させているとい

うことになります。

　それからあと、この図で注意するのは、西側に黒い線

が幾つか見えますね。これが断層なんです。私のほうが

昨日泊まっていた旅館のすぐそばも通っていますけれど

もね。ずっと行って、あの伊豆急のトンネルのちょうど真

ん中を通って、国道135号線のところも、私の記憶では、

その小学校の下に自転車屋さんかなんかあって、その

自転車屋さんのところの真上です。そこを通って見高

エリアのずっと活断層があって、それからもう１か所、

浅間山のほうに、これちょっと書いてありませんが、浅

間山はもうちょっと左上かな、のところに浅間山ってあ

るでしょう、その斜面も、当時はほとんど植林されていま

せんでしたので、明確に活断層が確認できました。した

がって、東伊豆町は北西から南西に幾つかの断層が

あるんですね。そういう場所ですね。

　以上ですけれども、また後で質問があれば。

○司会　ご丁寧にどうもありがとうございます。

　続きまして、内山さんですが、内山さんは唯一の町内

のご出身で、今、東京都立大学のほうで研究をされてお

ります。よろしくお願いいたします。

○東京都立大学大学院都市環境科学研究科（内山義政）

　内山でございます。

　私は稲取の生まれで、何度も細野には通っているん

ですけれども、今は東京都立大学の博士課程の学生

をしております。今回、草原サミットの実行委員というこ

とで、役を務めさせていただいておりますが、ほかのサ

テライトの会場の先生方と比べて、まだ私、学生ですの

で、本当にこの大役、務まるのだろうかとずっとやって

きておりますが、今回、今日現地を見させていただいた

感想などをお話、２点、主にできればと思っております。

　まず１つ目に、後で上野さんからお話があるかと思

うんですけれども、あるかもしれないんですけれども、

今日ですね、現地見させていただいた中で、財産区委

員長と大変、地元の話を聞くのが楽しそうにされてい

るなという印象を強く受けまして、例えるとですね、例え

ば郷土の語り部なんかを語る観光イベントなんていう

のは各地で行われると思うんですけれども、まさしくあ

んな感じで、僕は考える会ですとか、財産区の会議と

かで伺っていても、本当に面白い話だなというのはた

くさんあるんですけれども、多分、地元でずっと住んで

いると当たり前だなという話も、例えばこの細野の管

理の歴史ですとか、そういった話も、改めて外部に発

信していくことで、そのお話自体が面白いコンテンツと

いうか、話になるのではないかなというふうに１つ思

いました。

　そうした地域の知見をそういうふうに改めて捉えてい

ただいて、誇りというか、引き継いでいくことが改めて必

要じゃないかなと思った次第です。そうしていく中で、先

ほど財産区委員長からの動画の中でもありましたけれ

ども、利活用をということですけれども、カヤで、カヤぶき

とか、実際見ていただいて、使えそうだという話もありま

したので、カヤぶきですとか、ぜひカヤ材の利用とか、

何ていうか、企業とか団体とかのそういうイベントとか

観光利用という面もあるかと思うんですけれども、ぜひ

草原本来の利用を、さらに新しい形での草原の資源の

利用という観点からで捉え直すのもいいのではないか

なと思いました。そうした中で地域での草原の資源の活

用の担い手という意味では、東伊豆町では最近、ＮＰＯ

ですとか大学が連携して様々な活動をしてきていると思

いますので、そういった地域でのつながりをまた活用し

ながら、細野高原のほうも今後動いていけたらいいの

ではないかなと、私自身もこれから一緒に関わってい

けたらなと思っています。

　２点目ですけれども、富永さんと鈴木さんの動画と、あ

と、私自身もネイチャーガイドのほうには時々参加させ

ていただいて、観察会、行かせていただいているんです

けれども、本当に今回の動画で、ちょっとしたやぶの中

に入らないと見られないキキョウですとか、もう本当に

道の、ちょっと奥まったところの道の、ふとこうよく見ない

と気づかないような石ですとか、そういった細やかな場

所まで熟知しているという地元のガイドですとか、そう

いう知識というものも人材として引き継いでいかなけれ

ばいけないなと思っております。

　私自身は、大学での研究ということで、なかなか綿密

にこの隅から隅まで熟知するということがまだまだ足り

ていないわけなんですけれども、そういった意味で、ジ

オもそうですし、植物ですとか生物のほうの専門的な知

識をより地域でも引き継いでいく人材がこれから必要で

はないかなというふうに思った次第です。

　以上、２点ほどです。ありがとうございました。

○司会　どうもありがとうございます。

　続きまして、上野さん、お願いいたします。

　上野さんは、一般社団法人日本茅葺き文化協会事務

局長を務められておりますので、そういった視点から

お話をいただきたいと思います。よろしくお願いいたし

ます。

いというのもあるけれども、そこにそうあってほしいとい

う思いが一番あるんだなというところ。山田さんのお話

を裏づけるようなネイチャーガイドのさっきの富永さん

とかジオガイドの鈴木さんのお話も、こういう方もたくさ

んいらっしゃるというのがもうすごいところだなという２

番目のわあです。

　最後は、笹岡さんとかの話にも出てきましたけれども、

山から海が近いじゃないですか。ここから15分ぐらい

であの草原に行けて、町もその間にあって、ジオの話も

ありましたけれども、すごく山から海までが見渡せる範

囲にあるという中に今の壮大な何億年の話から、その

暮らしが息づいていて、見えているということ、それでそ

こにさっき話したみたいな人がいらっしゃるということ

がもうすごいなというのが私の３つのわあでした。

　以上です。

○司会　どうもありがとうございました。

　先生たちのお話を聞いて、東伊豆町に住んでいる人

たちが感じていること、貴重な場所なんだなというよう

に思いました。また、動画のほうに出演していただきまし

た富永さん、鈴木さん、山田さん、どうもありがとうござい

ました。

　本来ですともう少し意見交換としたいところですが、

お時間になりましたので、これでオンライン見学会のほ

うは終了させていただきたいと思います。

　１時間昼休みを取りまして、午後１時から草原サミッ

トのほうを開催いたしますので、よろしくお願いいたし

ます。

　皆様どうもありがとうございました。
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後の土石流がその中に入っていた木の炭素年代を調

べたら、２万５千年前後の炭素年代が出ていますので、

そこで一度起こったなというのは分かっているんです

けれども、その前には何度も何度も大分、山の南斜面が

かなり削られていますので、何度も起こった様子が見ら

れると思います。

【細野高原の川について】

○伊豆半島認定ジオガイド（鈴木京子）　今度は細野

高原の中の川のそばにやってきました。

　細野高原の中には、水源涵養保安林という地元の人

の飲み水を確保するために保安林というものをみんな

で植えて、水が自然にここに沈む込むような作業をしま

した。そのために、ここから二口ほど水源を引いていま

す。大体ここの水源は、町の総人口約１万２千人いるう

ちの千人、8.3％ぐらいの人たちのための水源になって

います。このお水は、保安林だけでなく、先ほどお話しし

ました土石流に乗って保安林の下には海底火山、その

時代からの長い年月をかけたいろいろな火山灰、そし

て火山礫が眠っています。そこの隙間を通り抜けて川の

水になっていますけれども、その火山礫の間を通り抜け

ることでたくさんの豊富なミネラルをお水の中に取り込

んで、おいしい水をつくっています。その水は私たちの

飲み水だけでなく、先ほどお話ししました湿原の動物や

生き物、生物、植物などの栄養分にもなっています。また、

町のほうに下りていきますと、農業用水になったり、そし

て、海のほうにこれが流れてですね、海の栄養にもなっ

ています。そのために稲取の野菜や果物、お魚はとても

おいしい味になっているのだと思います。私たちは細野

高原の自然を大切にして、これからもおいしい水、いろ

いろなおいしいものを食べれるような、そんな場所にし

ていきたいと思います。

　河原にはいろいろな色の石があると思います。これは

長い年月をかけて噴火してきた火山礫や凝灰岩です。そ

の火山礫や、白っぽい石がところどころに見えるんです

けれども、白っぽい石は、細野高原とまた違う斜面で爆

発的な噴火を起こしましたカワゴ平という場所がありま

す。そこは、ここと違って流紋岩や軽石を出しています。

その軽石などもかなり水分が石の中を、軽石は穴が開い

ていますので、その中が水分を通っていきます。そのため

また細野高原と違うミネラル分を含んだ水になっている

ので、本当にいろいろな豊富なミネラルを含んだ石が、

色によっても成分が違いますし、赤みを帯びているもの

は鉄分が入っている石です。錆びると赤くなりますね。

あのような変化を起こしています。そのようなものを含ん

だここの水はとてもミネラル豊富ということが分かります。

　でも、この河原を流れていっても浄化されているので、

もっと下流のほうに行っても、とてもお水がきれいで、本

当に飲みたくなるような、そのまま飲みたくなるようなお

水が見られます。

【最後に】

○伊豆半島認定ジオガイド（鈴木京子）　入り口の駐

車場の横に戻ってきました。先ほどの看板がある近くです。

　こちらに見える尾根が大峰山です。その大峰山の斜

面には、石の上と書いて石上という字名があります。こ

の字名のあるように、大きな岩がごろごろ点在している

様子が見えます。山焼きの後の２月下旬からワラビ狩り

の５月頃までは、点在している大きな岩を見ることがで

きます。この季節は草丈が伸びているのでよく分かりま

せんが、またその頃、今と違う季節にいらしてください。

　今日はありがとうございました。

②視察・オンライン見学後の感想

○司会　そうしましたら、東伊豆町の細野高原の案内

動画のほうは終了させていただいて、この後ちょっとお

時間をいただきまして、午前中に細野高原に視察してい

ただいた有識者の先生たちに少し感想のほうをお聞か

せ願えればと思いますので、ちょっと前の席のほうへご

移動をお願いいたします。

　そうしましたら、今日２時間ほどかけて細野高原のほ

うをずっと１周、見学をしていただきました。それぞれご

専門と、あとは町外の方から見た感想と印象というよう

なことを含めて、お一人ずつお話をいただけたらという

ふうに思います。席順のとおり座って、白川さんのほうか

らすみません、よろしくお願いいたします。

○芸北高原自然館主任学芸員（白川勝信）　ありがと

うございます。最初のほうなので、ちょっと安心しています。

　細野高原を久しぶりに見まして、やっぱり最初の印象

は広いなというところです。広さがやっぱり第一印象か

なと思いました。入ってすぐに、行くまでの道は植林され

ていてちょっと暗いですが、景色がぱっと開けたときに

左手にススキの波がわあっと広がっている様子という

のは、細野高原ならではだなと思いました。

るという提言をされました。これは後の草原100選のと

きにも出てくるワードですけれども、自然と社会が失わ

れれば、あるいは自然と人が失われれば、なくなるもの、

そういうものを共創資産と位置づけて語っておられま

した。また、この共創資産と言われるものは、時代ごと

の検証を受けて、長い間、自然と足されてきた、ある意

味中身のしっかりした技術や知識であると。そういうも

のが積み重ねているものがあって、そういうものを私た

ちはもう一度見直すとともに、将来に受け継いでいく必

要があるんじゃないのかなというお話でした。

　それを受け継ぐために必要なものとしては、その方

法であるとか実行力であるとか仕組みとか、あるいは

行政の役割として非常に大きいのは、法令とか条例の

整備とか、そういう環境整備であると。それから、普及、

教育という、この５つの観点をしっかりと捉えていく必

要がある。

　その中で草原に関わる象徴的な活動として、ご自身

が北広島の芸北地方で進められている茅プロジェクト

の紹介をしていただきました。これは、地域にあるカヤ

材を子供たちが作った市場に集めて、そこで「せどやま

券」という地域通貨を発行して、その発行したせどやま

券で地域の経済も回っていくという、様々なメリットを

持った内容でした。要は、利用が放棄されて社会資本

が喪失している中で、その利用の仕組みをもう一度導

入するによって草原の保全に循環性とか展望が生まれ

ているという非常に象徴的なお話でありました。

　各地に残っているこういう共創資産を見いだして、

それを共有して、それから未来にも役立てていくという

ことが大切だろうと。今日人間だからこそ生み出されて

いる、この美しさを大事にして生かしていきたいという

ことを最後に述べられて基調講演を終わられました。

　それから、パネルディスカッションは、その基調講演

をした白川さんがコーディネーターとして登壇していた

だき、東伊豆町の太田町長、それから私と、稲取地区の

特別財産運営委員会の山田さんと東伊豆町観光協会

の石島さんに登壇いただいて、この地元の細野高原の

活用、それをどういったふうに持続性の観点から理解

するかというテーマについてパネルディスカッションが

行われました。

　会場の様子はこんな感じで、それぞれ登壇しており

ます。

　それで、内容ですけれども、実は2008年にこの東伊

豆町で全国草原シンポジウムというのが行われていま

す。もう13年か14年たつわけですけれども、当時から

担い手の問題とか観光の利用について新しい取組を

やりたいという動きがございました。ただ、観光のほう

も着 と々いろいろな形で進めていて、例えば草原に入る

ときの入山料のような形で、観光客からその対価を頂

いて管理運営に回せるという、全国でも画期的な取組

もやられているんですけれども、そういう形で観光客が

増えるにしたがって、様々な問題点も生じてきているよ

うです。今後はその利用のルールをしっかりと構築し直

すことが大切であるというふうなお話がございました。

　そのためにも、都会の人と地元の人の意識の相違と

か認識の違いをうまくコーディネートするような、そうい

う組織体制も必要ではないかと。

　それから、入山料については、最初はいろいろと来

訪者から文句も言われたそうなんですけれども、今で

は多くの方がそれを理解して払っていただいていると

いう、そういう意識の醸成もできているんですよという

話がございました。

　草原はまさしく人との関わりの持続的モデルであっ

て、これは新しい社会の礎ともなるであろうと。それか

ら、草原学習は子供だけではなく、子供から地域へ広

がる、そういう可能性を秘めており、まさしくＳＤＧｓの地

域版である。そういうふうな結論で終わっております。

　最後に、町長さんのほうから、こういう問題は東伊豆

だけではなく全国の問題である。これからも多くの自治

体と共に手を取り合っていきたいという力強い宣言を

いただいております。

　それから、分科会はそれぞれの場所で行いました、

このオンラインを利用してですね。それぞれが自立し

て行っていったという形になっております。

　今回は３つの会場で分科会が行われました。１つが

この地元の東伊豆町の会場で、テーマは「保全・利用・

継承」と、これをどう循環させるかということで、地元出

身の東京都立大の内山さん、それから草原を守ってお

られる入谷区の鈴木さん、地域おこし協力隊の藤田さ

んがコーディネートしていただいております。

　蒜山会場のほうは、利用の面から、カヤの利用をす

ることによって草原保全にどう関わっていけるかという

ことで、地元の郷土自然館の前の館長さんでいらっ

しゃる前原さん、それから鳥取大学で自然再生につい

て関わっておられる日置先生、実際にカヤ刈りをした

り、カヤの建物を建てたりされている沖元さんと相良さ

んという２人のカヤぶき職人さんのトークセッションが

行われています。

　３番目の阿蘇会場は、草原の恵みを守る仕組みづく

りをどうするかということをテーマに行っています。主に

草原の持つ水源涵養力について科学的見地からの知

見、それから新しい知見というものを熊本県立大の島

谷さんから、それから、それを基にして、地域の草原を

たいと思います。

○東伊豆町長（太田長八）　それでは最後に、私から

静岡県東伊豆町の報告をさせていただきます。

　東伊豆町は細野高原という草原があります。昨日か

らのシンポジウムでも議論されてきましたが、この草原

の維持管理、また利活用、そして次世代への継承が、う

ちだけではなく、今聞きますと、全国の草原を持つ自治

体の共通の課題だと思います。このサミットで皆様のお

知恵をお借りした中で、また今後この課題に取り組ん

でいきたいと考えております。

　細野高原は、うちの町は稲取地区、熱川地区と二地

区があります。そして、稲取地区が４部落がある中で、

稲取地区に存在しております。その稲取地区の４区の

町内会が組織する稲取地区特別財産運営委員会が管

理しております。この４区の共同管理によりまして、防火

帯の設置や山焼きなどを実施しております。防火帯、ま

た山焼きにはそれぞれ120名ほどの人が出て実施し

ていますが、やっぱり作業者の高齢化、また、農業従事

者の減少によりまして、作業ができる区民が年々減りま

して、人的負担が増しております。また、この草原を管理

するのには、年間約500万円の費用がかかるため、経

済的負担も課題となっております。

　観光面では、この細野高原の資源を活用いたしまし

て、４月上旬から５月上旬にかけての山菜狩りや、また、

秋には秋のススキイベントを開催しております。イベン

トの開催時には、これはススキのほうですが、参加者

から600円、その他の期間におきましては20円を入山

料として頂いております。先ほど経済的負担のことを申

し上げましたが、これらの収入が維持管理には必要と

なってきます。しかし、これだけで全ては賄えませんの

で、入山料の値上げ、また新たな利活用を検討いたし

まして、この維持管理費用の捻出を考えていかなけれ

ばならないと考えております。

　そんな中で、イベント等のため、この道路、駐車場、ト

イレ等を整備し、誘客に努めておりますが、一方では、

来訪者のマナーも問題になっております。この大切な

資源を荒らされないよう、対策も同時に取っていくべき

と考えております。そして、何よりもこのすばらしい景観

や、また資源をどうやって次世代につなげていけるか

が大きな課題となっております。

　かつては農家の方がこのカヤをミカン畑に敷いたり、

またかやぶき屋根を使用したりするなどの活用がされ

てきましたが、農業後継者が減っていく中でのこの現在

では、カヤの需要もほとんどない状況でございます。し

かしながら、このすばらしい景観、また資源は、山焼き

等の保全活動を継続していかなければ守っていけま

せんので、町内の子供たちに、また地元にこんなすば

らしい草原があること、また、この草原は人の手によっ

て守られていること、また、カヤを使った昔の文化を教

育していくなど、未来につないでいかなければならな

いと感じております。

　これらの問題解決を図るため、昨年度、稲取地区の

特別財産区運営委員会をはじめ、行政、また観光協会、

農協、高原の専門員などで組織する「細野高原を考え

る会」が発足されました。この会では４区が継続的に細

野高原、これを維持管理していただくためにはどのよう

に、また、観光、産業などの資源としての活用、周辺の

地権者とも協力して、新たなこの魅力の創生、これを

図っていくかなどを検討しております。今日は皆様方か

らいただいたこの知恵をお借りいたしまして、この会の

発展にも生かしていきたいと同時に、この草原を全国

に発信できればと考えております。これからもどうぞよろ

しくお願いいたしたいと思います。

○議長（太田長八）　以上でこの参加自治体からの報

告が終わりました。いろいろなお話を伺いました。その中

でまた意見や質問等もあるでしょうから、ここからは自由

な形で意見交換会をさせていただきたいと思います。

　ご意見がございましたら、挙手をお願いして、発言し

ていただきたいと思います。どうぞよろしくお願いいた

します。

○真庭市長（太田　昇）　よろしいですか。

○議長（太田長八）　どうぞ。

○真庭市長（太田　昇）　それぞれすばらしい取組を

勉強させていただきましたが、恥ずかしい話、蒜山高原、

まだ山焼きの面積が80ヘクタールぐらいなんですね、

どんどん減っていて。何とか維持しようと思っているん

ですけれども。600ヘクタール焼いているとかですね、

本当にたくさん広い面積を焼いているとこら辺の取組、

もうちょっと詳しく、それもその行政というよりは、住民

の方とか、あるいは子供も参加してということですが、

もう少し、こんな取組をしているよということをご紹介い

ただければありがたいんですが。勉強させてください。

○議長（太田長八）　今、太田市長からの行政以外の

ほうの取組、これが何か具体的なことがありましたら、

どなたかご発言願いたいと思います。

　南阿蘇村の後藤さん、よろしくお願いします。

○南阿蘇村農政課主幹（後藤進哉）　先ほども説明さ

せていただきましたけれども、本村の牧野面積が

2,470ヘクタールで、野焼きが行われているところは

1,170ヘクタールということなんですけれども、地震前

はまだ野焼き面積は広くて、この事業主体というのが各

地元の行政区とかになりまして、以前は区長さんが責

【細野高原の管理の歴史】

○稲取財産区運営委員長（山田賢一）　細野高原は、

昔、町村合併が、昭和32年ですけれども、行われたとき

に、ここもそういうことで、昔ここがカヤ場で、ここの地区

の人らが農業に敷き草とか、山の屋根をふくときのカヤ

とかというものに利用しました。町村合併でここが稲取

地区の財産区ということで払下げがありまして、それで

我々が財産区として管理しているところです。

【細野高原の管理者について】

○稲取財産区運営委員長（山田賢一）　所有地の払い

下げがありまして、稲取地区、ここは特別財産区という

のが管理しております。

【細野高原のカヤ場の歴史】

○稲取財産区運営委員長（山田賢一）　そうですね、も

う僕が知らない昔から、ここはこういう形で、この地区

の農家の人たちが、要するに農業で堆肥を作ったり、畑

の中へ有機物の補給という形で、ここの草を持っていっ

て、畑の中に入れました。それとまたそのほかにも、かや

ぶき屋根のカヤの材料としても使われたそうです。

【山焼きをやるメリット】

○稲取財産区運営委員長（山田賢一）　山焼きをやる

ことによって、例えばこういういい敷き草とか、農業に

使うようなカヤとか、そういうのが病気を抑えられたり、

害虫も抑えられたりすることによって、いい材料というか、

そういうのができます。それとまた、きれいに焼くことに

よって、要するに何ですか、灰が落ちることによって、

土の肥料分の補給にもなるというようなことで、この原

野を保持していく上にはどうしても重要なことだと思

います。

【防火線づくりについて】

○稲取財産区運営委員長（山田賢一）　防火線焼きは、

大体120名ぐらいの方に出て、１日でやっています。山

焼きがその後、防火線焼きは大体11月に終わるんです

けれども、山焼きは大体２月にやります。そのときには、

もちろん区民の皆さんとか役場の職員の皆さんとか、

それとかいろんなこういうパラグライダーの関係者の

皆さんとか、そういう利用の皆さんに出ていただいて、

大体120～130名でやります。これだけの広さですから、

５人とか10人でやるわけにはいかないもんですから、

大体120名ぐらいの人の応援が不可欠です。

　先ほど言ったように、それだけの人を集めるのが１週

間ごとに大体、天候不順だと延びちゃうもんで、毎回の

ときにそれだけの人が集まってくれないと、山焼きが安

全にできない、それが悩みの種です。

【山焼きについて】

○稲取財産区運営委員長（山田賢一）　山焼きは毎年

２月に行われます。その前に準備として防火線刈りとい

うのを10月から11月にかけてやります。ここの周り全

部、境界線のところを防火刈りということで、12メー

ターぐらいずっと刈っていって、それを１週間から10日

ぐらい間を置きまして、それを全部燃して、防火線焼きを

行います。それで、それが終わりますと、もう火が入って

も大丈夫というようなことになりますので、２月の中旬

過ぎに、春を告げるということで、全体の山焼きを行い

ます。

【細野高原を考える会の発足の経緯】

○稲取財産区運営委員長（山田賢一）　細野高原は、

私たち子供の頃から毎年、春・秋の遠足は細野高原の

原野に来て、いろいろ親しんだわけですけれども、そう

いう中でこの細野高原をどういうふうにしていったら将

来にわたって維持できるかというようなことが今中心に

なっています。今、細野高原を管理して、今まで言いまし

たような防火線刈りとか、焼きとか、山焼き、そういうの

を稲取地区の区民全員で、皆さんで出てやってもらいま

すけれども、何しろ今、高齢化で、中心になっているのが

昭和20年代、30年代生まれの方が中心になってやっ

てくれています。だもんで、将来それを、細野高原を維持

していくのにどうしたらいいかというようなことで、細野

高原を考える会を立ち上げました。

　それともう一点は、今言った防火線、山焼きを管理し

て、ここの細野高原を管理するのに、ざっとですけれども、

年間500万ほど維持費がかかります。だから、今はゴル

フ場に入ってくるお金を町と折半して、それを運営費に

充てていますけれども、将来的にもなかなかそういうこ

とが難しくなるので、できれば少しでも自己財源というん

ですか、そういうのをつくっていかないと、この細野高原

を将来にわたって維持していくのが難しくなるかなとい

うようなことで、何とかこの細野高原を皆さんに知っても

らって、現状を知ってもらって、将来にわたってどういう

ことが考えられるかというのを皆さんと一緒に考えてい

ただきたいということで、細野高原を考える会というの

を立ち上げました。

 １．開会

○司会　皆様、こんにちは。

　本日は、第13回全国草原サミット・シンポジウムｉｎ

東伊豆大会の２日目となります。

　午後からのサミットに先立ちまして、オンライン見学

会として、東伊豆町の紹介動画と事前に収録した細野

高原のエリア活用に携わる方による細野高原の案内

動画をご覧いただき、細野高原や東伊豆町のことを

知っていただく機会にしたいと思います。

　なお、現地での収録については８月にしたものです

から、セミの声とかも入っておりますことをご了承くだ

さい。

　動画を見終わった後には、今日、朝から有識者の先

生の皆さんに細野高原のほう、実際行っていただいて、

現地を視察していただいておりますので、その感想な

どをお聞かせいただきたいというふうに思います。

　午後からは全国草原サミットを１時よりオンラインで

開催しますので、午後３時までとなりますが、よろしくお

願いいたします。

２．オンライン見学会

○司会　それでは、オンライン見学会のほうをスタート

させていただきます。

①オンライン見学会

○東伊豆町長（太田長八）　東伊豆町長の太田です。

　今回は、通常の形で大会を開催することができず、皆

様をこの細野高原にご案内することができず、本当に残

念です。このような状況が解除されましたら、ぜひお越

しいただきたいと思います。

　それでは、私からは、細野高原の概要につきまして、

お話をさせていただきます。

　この景色をご覧いただけますでしょうか。私が立って

いるこの場所は、標高約700メートルの場所で、ここか

ら15分ほど上に上がると標高821メートルの三筋山の

山頂にたどり着きます。そして、この眼下に広がる細野高

原の向こうには、太平洋に浮かぶ伊豆七島をご覧いた

だくことができます。何といってもこのロケーションこそ

が細野高原の自慢のポイントであります。

　広さは約125ヘクタール、東京ドーム26個分と言わ

れております。

　行事といたしましては、例年ですと２月に山焼き、４月

にはワラビを主とした山菜狩りが全体で楽しめ、10月

にはススキ祭りが開催され、ピークのときには期間中１

万人を超す来場者がありました。また、関東圏から比較

的近いこともありまして、映画やＣＭ、ミュージックビデ

オのロケ地としても有名になり、多くの作品がここ細野

高原で撮影されております。

　そんな細野高原です。皆さん、お越しいただける日が

来ましたら、ぜひともこの絶景を目に焼き付けていただ

きたいと思います。私といたしましては、一面ススキ野原

となる10月頃がお勧めでございますが、この細野高原

は四季を通じてすばらしいですから、いつ来ても、お待

ちしております。

　続きましては、稲取財産区運営委員長の山田賢一さ

んからこの山焼きの現状など、保全につきましてお話を

いたします。

○稲取財産区運営委員長（山田賢一）　稲取地区特別

財産区委員長の山田賢一です。よろしくお願いします。

【財産区委員長の役割】　

○稲取財産区運営委員長（山田賢一）　財産区各区の

区長さん中心で委員会をつくっていまして、そこの親方を

やらせてもらっています。この細野高原の細野の原野に

ついてのいろいろ管理とか運営とか、いろんなことを皆さ

んと相談しながら決めさせていただく、そういう仕事です。

　これがヤマアワです。

　こういうね、湿原の問題点として、だんだん土砂が

入ってくるんですね。それで、その上に水が流れるところ

が決まって、１か所だけこうずっと掘れちゃうんです。そ

うすると、水が周りに出なくなっちゃう。それでもってどん

どんススキがこう、乾燥化してススキが生えてきちゃい

ます。そういう状態がこれから大いに予想されます。

　ミズトンボって言います。トンボの顔に似ているじゃ

ないですか。

　これはね、ヤマイって言って、イってイグサのイ。山に

あるイグサでヤマイ。

　これがいいかな。ちょっと待ってね。ここね、ここにこ

う真珠みたいな玉がついているでしょう。これがシン

ジュガヤです。

　これはイブキボウフウと。

　ここに紫色の、これがホザキノミミカキグサと言います。

　ちょっとやぶに入りますけれども、ここにキキョウが咲

いています。キキョウっていうのは、花屋さんでも売って

いますけれども、野生のものは非常に貴重なんですよ。

【周辺の植生について】

○細野高原ネイチャーガイド（富永眞弘）　これはツリ

ガネニンジンと言います。黄色い花が、これはオミナエ

シです。これは女郎花って書いて、オミナエシという名

前です。

【中山一号湿原の状況】

○細野高原ネイチャーガイド（富永眞弘）　ここはね、

中山一号という湿原なんですけれども、こっちからどん

どん泥が入っちゃって、もう湿原の上のほうが見えなく

なっちゃっているという状態です。乾燥化がどんどん進

み始めています。この辺もね、生えている植物がススキ

じゃないでしょう、ワラビがあったり、何か他のものが生

えちゃっている。大分植生が変わってきています。

○細野高原ネイチャーガイド（富永眞弘）　今、ざっと

湿原の植物、草原の植物を見ていただいたんですけれ

ども、細野高原にはね、僕らが把握しているだけで約

500以上の植物の種類があるんですけれども、今日は

10とか20、もっといったかな、ぐらいしか見ていません

けれども。今日の見ていただいた中にもあるんですけれ

ども、静岡県の絶滅危惧種というのが細野高原に26種

あります。それから、環境省、環境省というのは全国で絶

滅危惧を定めているわけですけれども、その中に19、こ

こにあるものがあります。ということで、非常に貴重な草

原、湿原ということだと思います。

　以上で今日の解説を終わらせてもらいます。富永で

した。

○伊豆半島認定ジオガイド（鈴木京子）　こんにちは。

ジオガイドの鈴木京子です。稲取に生まれ育ち、今も稲

取に住んでいます。

　子供の頃からの思い出を踏まえていろいろお話しで

きればと思います。よろしくお願いします。

【細野高原について】

○伊豆半島認定ジオガイド（鈴木京子）ここ細野高原

は、伊豆半島の中央に横たわる天城山脈の斜面にあり

ます。天城山はフィリピン海プレートに乗って移動してき

て伊豆が本州に衝突した80万年前から20万年前の火

山活動によって生まれた大型火山です。火山活動が終

わった天城山は、浸食によってこちらの東斜面が大きく

削られています。天城山最高峰の万三郎、そしてこの細

野高原を取り囲む三筋山、大峰山も浸食に耐えて残っ

た天城山の一部です。

　細野高原の一部は、稲取泥流と呼ばれている土石流

堆積物に覆われています。何らかの原因で起こった山

崩れなどによって、水と土石が一体となって流れ下って

できたものです。高原内に点在する角の取れた丸っこ

い岩は、こうした土石流によって運ばれたものと考えら

れています。泥を多くふくむ土石流堆積物は、水を通し

にくく、水はけの悪いくぼ地には湿原をつくっています。

湿原は貴重な動植物の宝庫になっています。水を通し

にくい地層上にできる地下水は周囲に湧き出し、飲料水

の貴重な水源にもなっています。

　それでは、今から山のほうに行って、その場所を紹介

したいと思います。

【細野高原の岩の形について】

○伊豆半島認定ジオガイド（鈴木京子）　この大きな

岩ですけれども、このお山の上のほうにあって、この岩

の角が取れています。なので、これは先ほどご説明しま

したように、もっと上のほうから土石流に乗ってごろごろ

ごろごろ転がってきて、こういう角が取れたり、こういう

潰れていたりという様子が見られます。かなり大きさも大

きいですけれども、あちこち丸で、角が取れて、転がって

きたかなという様子が見られます。もっとね、割れたりし

ているときには、まだ角が鋭角だったりするんですけれ

ども、その後もまた転がって、何度か転がったかなという

ような様子が見られます。

　このほかにもたくさん、この辺りには大小いろいろな

石が転がっていますので、また、この山はそういう土石

流でいろんな石や砂や泥、いろんなものが転がったか

なという様子が見られると思います。

○インタビュアー　何回もそういう土石流が起こって

いたんですか。

○伊豆半島認定ジオガイド（鈴木京子）　そうですね。

一番というか、はっきり分かっているのは２万５千年前

【細野高原の利用状況】

○稲取財産区運営委員長（山田賢一）　春は、ご存じの

ように山菜狩りをやっております。これは観光協会では

なくて、財産区が主体になってやっています。それで、秋

はススキのイベントを観光協会が中心になってやって

いただいております。あとは、ここに撮影とか、いろんな

映画の撮影とか、そういうのにも使っていただいていま

すけれども、それは年中ではなくて、単発にやる、そうい

う形で使っています。

【細野高原の今後】

○稲取財産区運営委員長（山田賢一）　だから、今み

んなで考えているのは、あそこに、あれ、これ水源地な

の、この部落の。だから、水源地から見れば、手を入れる

ことはいろんな自然保護とか、いろんな環境の問題で、

水源地から上は手を入れないけれども、水源地から下

のここら辺を何か利用してくれる、何ていうの、企業とか

そういう団体があったら、ぜひ提供しますよというのを

私たちは今訴えているんです。もちろんここに自然破壊

するようなものを造られちゃ困るんですけれども、自然

を利用したもので、何かそういう、先ほど言ったような体

験学習とか、そういうことができるものがあればいいな

というようなことを考えています。

【次世代への継承について】

○稲取財産区運営委員長（山田賢一）　今言ったよう

に、管理しているのが我々中心なもんで、だんだんこの

草原をどうしていったらいいかということについては、

僕らの子供の頃は春の遠足、秋の遠足というのも細野

高原で、三筋山のてっぺんに登るのが楽しみでここへ

来ましたけれども、今の子供たちは本当に草原とかそう

いうのに親しむ機会がないもんで、できれば何かそうい

う体験学習とか、そういう形にどんどん使っていただき

たいなと思います。

○インタビュアー　以上です。ありがとうございました。

○稲取財産区運営委員長（山田賢一）　どうもありがと

うございました。

【細野高原の植生について】

○細野高原ネイチャーガイド（富永眞弘）　それでは、

私が今日の案内をさせていただきます。細野高原ネイ

チャーガイドクラブの富永です。よろしくお願いします。

　まず、細野高原ってどういうところかというのを植生を

中心に見た場合に、どういうところかというのを説明し

ます。

　まず、一番高いところ、風車が、向こうから２番目の風

車の辺りが一番高いんですけれども、あれから奥へ約

５分ぐらい行ったところが三筋山という山の山頂になり

ます。それが細野高原で一番高いところです。

　それから、その下へ、草原と林がありますけれども、草

原のほうが細野高原で、この稜線をずっとたどっていた

だいて、この林、量線を境にこちら側が草原で、向こうが

林になっています。こちら側が細野高原で、東伊豆町の

細野高原で、向こう側が河津町です。これがずっと延び

ていまして、その稜線に沿って、稜線のこちら側ですね、

ずっと下りて一番下の辺り、もうちょっと下まで細野高原

です。一番下の辺りが標高で370メートルぐらい。それ

から、一番高い三筋山が821メートル、標高差が約550

メートルありますので、気温的にも３℃ぐらいの差が

あって、それで、ご覧になって分かるように、草原が広

がっていまして、後で説明しますけれども、湿原があって、

それから、人工林がこう、杉の林ですけれども、人工林、

常緑針葉樹があって、ちょっとここからはあまり見えな

いんですけれども、落葉広葉樹があって、植物、草なん

かにしてもこういう林の中なんかの植物は草原の植物

とは違うものがあるというようなことです。

　先ほど３度ぐらい差があると言いましたけれども、春

のワラビなんかだと、下から取れるようになって、だん

だん上へ上がっていくと。秋の紅葉なんかは、上からだ

んだん下りてくるということです。

【芝原湿原について】

○細野高原ネイチャーガイド（富永眞弘）　ここは芝原

湿原という湿原です。このぐらいの大きさ、この柵があり

ますけれども、非常に小さな湿原ですけれども、こういう

小さな湿原が細野には４か所あります。湿原って、必ずし

もね、大きいからといっても、見ることのできるのは外周

ぐらいのもんですからね、このぐらいの大きさっていうの

は非常に適当だと思います。この細野の地面の下には

ちょっと粘土質の層がありまして、それで水を通しにくい

がありますので、こういうくぼ地には湿原ができています。

　ここ、こう荒らされていますね。これはイノシシが掘っ

たんです、ここのところを。これ至るところでやられてい

ますけれども、夏から秋にかけてやられると、種が落ちる

前に根が起こされて死んじゃう場合が、枯れちゃう場合

があるんです。あまりいいことではないです。

【芝原湿原の植生について】

○細野高原ネイチャーガイド（富永眞弘）　これ、これ

葉っぱを見ていただければ、アザミなんですけれども、

横を向いています。これはキセルアザミと言います。

　この花はサワヒヨドリと言いまして、フジバカマの仲間

です。ですので、この辺の紫の花、ヒメハッカと言います。

　ここに生えていますけれども、これはハイメドハギ、メ

ドハギというのはもともと真っすぐ立つんですけれども、

これははっています。

　コシロネといいます。

　さっきジオガイドの方から解説があったように、泥流

が流れたことで、ああいう、この斜面がずーっと続いて

いるような地形ができて、そこにススキがずっと一面に

生えているから、ああいう印象を与えるのかなと思って、

何か先ほどの説明を聞いて、改めて景色と重ねてみると、

思い返してみると、いいなと思いました。

　植生の印象は、やっぱり皆さん、ススキが小さい、小

さいというふうにおっしゃっていたんですけれども、全

体的に見て、低いところもあったんですけれども、高い

ススキもあったりして、これ多分、後から上野さん、詳し

く言って下さると思うんですけれども、山頂付近のです

ね、カヤという面で見れば、背丈が低いのは悪い、悪い

というか、使いにくいのかもしれないですけれども、植物

から見ると、背丈の低い植物がそろっているところは、

むしろ種の多様性が高まって、いろんなものが見えるの

で、上のほうのススキの背丈が低いところをもう少し

ゆっくりちょっと歩いてみたら面白そうだなと感じました。

　ビデオの中で500種類の植物がいるということで、こ

れは何かすごいなと思ったんですけれども、うちの近く

にある３つの草原で、それぞれ調べてみると、大体300

種類ちょっとなんですね、草原エリアの中だけでいうと。

そういう意味でも、ああいう、湿原がまずまとまった面積

で残っているというのが種数を増やしている一つ要因

になっているのかなと思いました。

　僕はもともと湿原をずっと興味があって調べたりして

いたんですけれども、今回見せていただいた中で、

ちょっと解説の中でもあったんですけれども、少し乾燥

化しているところというのは気になったところです。天然

記念物というか、文化財として指定されているところもあ

るんで、大事にしようということはすごく大事だと思うん

ですが、そのやり方については少し、先ほどビデオに出

られていた専門家とかですね、皆さんの意見を聞きな

がら、ちょっと見直しをしながら進めていただけたらい

いのかなと思いました。

　ただ、植物的には、先ほどのキセルアザミとかですね、

湿原特有の植物も見れたので、途中、役場の方から、

早く行きますよというふうに何回も促されながら、写真を

撮ったりして楽しませていただきました。今日はどうもあ

りがとうございました。

○司会　白川さん、ありがとうございます。

　続きまして、高橋先生、よろしくお願いします。

○全国草原再生ネットワーク代表理事（高橋佳孝）　

高橋でございます。

　私は草原生態のほうが専門なので、草原のほうは塩

坂さんのほうから多分詳しいお話があると思うんです

けれども、火砕泥流ですか、によってつくられた地形とい

うのが独特で、その中にスポリアが出ていたり、あるい

は浸食を受けたり、その泥流によって湿原のようなくぼ

地が生じたり、極めて多彩な地形がその中に含まれて

いるんだなと。ぱっと見た目にはとても広くて大きいん

ですけれども、実はその中にいろんな形の地形がある。

その中でススキの丈を一つ見ても、大きいところもあり、

小さいところもあり、ススキじゃなくて芝生のようになっ

ているところもある。それは恐らく地形に基づくものもあ

るでしょうし、今、利用されたり管理をされている作業そ

のものがですね、そういうものを生じさせている、モザイ

ク状のものというか、極めて多様なところなんだなと思

いました。

　先ほど500種という話がありましたが、阿蘇は２万２

千ヘクタール近くあるところですね、草原の植物500種

なんですよ。ですから、ここにかなり集約されているし、

中を見ると、湿原もとても大事な植物が多いんですけれ

ども、草原の中にも、例えばスズサイコとかキキョウとか

ですね、本当に今絶滅に瀕しているような植物もたくさ

ん生えているし、両方がとても大事なんだなという気が

いたしました。

　それから、管理のほうはやっぱり大変なんだろうけれ

ども、まだまだ地元の人たちがとても元気なんだなとい

う、多少人が少なくなってですね、きっと大変なところも

あるんだけれども、その気持ちだけはとても前向きであ

るというのが非常に印象深く受けました。

　これを今後どういうふうに仕掛けていって担い手や

仲間を増やしていくか、あるいは次の世代にどうやって

つないでいくかというのが大きな問題だと思いますけれ

ども、そのような熱意がある以上は、きっとうまくやってい

けるんじゃないかなという期待も込めています。

　もちろんそのときには外部からの働きかけや応援と

いうのも必要になってくるかもしれませんけれども、それ

はあくまで手段であってね、目標としているものがかな

り明確になっているので、大事なものを守ろうという意

識そのものをぜひ町民全体に醸成して、つないでいっ

て、広げていっていただければありがたいなと思います。

紅白が始まるぐらい、そんな時間帯です。今からメイン

で話します稲取泥流というのは２万５千年とされていま

すけれども、これは、だから12月31日の11時58分ぐら

い、２分30秒ぐらい、つい最近の話です。ですから、時間

が、皆さんの日常生活とスケールが違うので、そこを間

違えると混乱いたします。

　ですから、その斜線の部分が、まず伊豆半島の基底

をつくった海底火山堆積物で、その次に、この図でいく

と６番ですね。６番のゾーンというのは、浅間山とか大

峰山とか三筋山とかをつくったかつての、70万年ぐらい

前の天城火山の基盤をつくっているものです。それが先

ほども鈴木さんからご説明あったように浸食で残った

部分がこの６番の部分です。

　その後、新天城ができて、多分、これ土石流じゃなくて、

先ほど土石流、土石流と言っているのは、あれは間違い

で、土石流じゃなくて泥流です。土石流と泥流と全く違う

ものです。そこのところを混乱しちゃうので、さっき何か

フリップは土石流が、土石流がとあったんで、あれは実

は土石流じゃなくて泥流です。

　泥流はですね、どういうふうに流れたかといいますと、

さっき言ったように、この図でいくと左上のほうに天城

本体がありますから、あそこから流れてきたんですけれ

ども、流れたときに三筋山だとか大峰山が邪魔をします

ので、河津側に流れたほうと、それから、この東伊豆町

側に流れた、２つに大きく泥流は分かれました。

　今日話題になるのがこの東側に流れた泥流です。２

万５千年前ってどういう時代かといいますと、氷河期の

最後の時代。つまり海面が世界的に100～140メート

ルぐらい後退していた、海が今よりも140メートル低

かった時代。ですから、この土石流は、多分この稲取の

温泉街をぶち抜いて海の中まで入ったんです。溶岩の

ように非常に800℃とか1,000℃、高いので流れてくる

と、海につかった瞬間にそこで止まるんですね。だから、

あそこの伊豆高原の辺りの海岸がありますけれども、あ

れはあそこで溶岩が止まっちゃうわけです。ところが、泥

流の場合は泥なので、そこで止まらないんですね。だか

ら、海底の中にもそういう転石がたくさんあるはず。

　次に、泥流の真ん中にハート形の白いのがあります

ね、２番。これは火口なんですね。多分、泥流の中から

突き抜いてきたものなんですけれども、車で登っていき

ますと、右側にカーネーションの畑、ハウスと、それから

水田が唯一ありますね。多分そこは火口のところに長い

間、泥炭がたまって、その上に水田ができて、東伊豆唯

一の水田じゃないかと思いますけれども。その上に現在

はため池が、それこそハート形のため池があるんです

よ、これ空から見ると分かるんですね。そのため池とい

うのは、後で説明します、湧水が水温が低いので、その

ため池の太陽光で温めた上水だけを使って多分水田

をやっていたんだろうというのがこういう白いハートの

ところです。

　そのハートのところに今度は斜線が、ハッチが３か所

ありますね。これは凡例にもありますけれども、熱水の変

質帯と言うんですけれども、高温のマグマが地下に隠れ

ていて、その地下水が沸騰したような状態になって、周

辺の岩石を変質させるものです。特にこの水源地になっ

ている一番左側の上のところというのは、熱水で変質し

たものが粘土化して、こういう地下ダム、ダムの役目を

しているんですね。

　それからもう一つは、この地質のところには火山灰と

かスコリアは一応、剝がした図になっています。全面的

には多分スコリアは降っているんですけれども、それを

剝がしたやつになっています。ただし、右下のほうにあ

る白いところ、これがスコリアコーンで、これ玄武岩なん

ですけれども、これはつい最近、つい最近というか、か

つてスコリアを採取していた場所があるところですね、

右のほうです。

　それで、じゃこの今日見た湿地だとか湧水がどうなっ

ているかというと、結局、泥流が流れたときに、それがカ

ルデラの崩壊かどうか、そこまではまだ確認はされてお

りませんけれども、いずれにしても大量の水が流れたこ

とによって泥流が発生します。泥流というのは水土流、

泥水ですから、そこに大きな岩石も、それから山体の一

部も、コルクのように浮いちゃうんですね。浮いて流れて

いきます。これを流れ山と言います。代表的なのは、甲府

の北側の韮崎というところ、あそこに韮崎泥流、八ヶ岳

泥流というのがあるんですけれども、あれがあの辺で

やっぱり流れ山がたくさんありまして、武田信玄がその

山沿いにのろしを上げていったという、そういう流れ山

地形があります。だから、ここで、伊豆半島で流れ山地

形があるのはここだけです。

　流れ山でどういう現象が起きるかというと、重たいも

のから順番にこうもう流速がなくなるから落ちていきま

すね、止まります。止まるとどうなるかというと、後ろから

来た岩石がそこへまたこう何ていうかな、山が出来上が

る。そういうもの幾つもあります。さっき映像にあったパ

ラグライダーのランディングのところ、今トイレのあると

ころ。あそこも小っちゃい小山があります。あれも流れ山

の一つです。そういう流れ山と流れ山の間が当然へこ

みますよね。へこんだところは、下が泥流で水を通しま

せん。それから、この付近ですと、さっき言ったこの玄武

岩のスコリアだとか、西側にある大池のスコリアだとか、

そういうところはスコリアが飛んできます。そうすると、そ

　それから、私は文化財の専門じゃないんで、湿原のど

うこうというのは分からないんですけれども、手をつけ

ないで放っておくというのは、建物だったらよいかもし

れませんけれども、人と自然が関わってつくられてきた、

恐らく湿原についても人の手というのはかなり影響して

いるところもあるんですよね、そのあたりは詳しく分かり

ませんけれども。そういう全体的な自然そのものは、む

しろ文化財というよりは、文化的経過なのかなという感

じがします。そういう視点で見ると、やはり修復というの

が当然重要になってくる場面が結構あるんで、このまま

放っておいて手をつけないという自然ではなくて、地元

の人たちが合意の下に知恵を出し合って、それをよりよ

い形のまま後世につないでいくような仕組みづくり、ある

いはそういうものができたらいいなという感想を持ちま

した。

　以上です。

○司会　どうもありがとうございました。

　続きまして、笹岡さん、すみません、よろしくお願いい

たします。

○全国草原再生ネットワーク（笹岡達男）　こんにち

は。笹岡でございます。

　今日はたくさんの専門家の先生方に囲まれて、私は

専門家といっても、長く自然公園や自然環境の行政を

やってきておりましたので、詳しい話はもう先生方にお

任せしたいと思います。

　今日は純粋に細野高原の風景と景観をたっぷり楽し

ませていただきました。もちろんこの季節ですから、その

景観、風景の主役はすばらしいススキ草原なわけです

けれども、もう一つ見逃せないのは、あそこに立ってみ

るとですね、実はご承知の方も多いと思いますけれども、

伊豆半島というのは、海岸線とそれから天城山を中心

とする山稜線ですね。そういうところが帯状に、全部国

立公園に指定されているわけです。その中腹にある細

野高原はそうした区域とは違うんですけれども、細野高

原から眺める海、海が見える草原であると。そして、振り

返れば山も、すばらしい山が続いている。もう一つ、今日

も見えましたけれども、伊豆七島も見えちゃうんですね。

伊豆七島も国立公園です。

　そういう意味では、そういうすばらしい、自分が立っ

ている、目の前だけじゃなくて、その周りの風景、景観を

楽しめる場所としての細野というのはもう一つ価値が付

け加わるんではないかなというふうに思っています。

　そして、そういう草原を守っていくことについては、ほ

かの先生方からたくさんアドバイスがあると思いますけ

れども、やはり大変な維持管理の作業があるわけです

し、そのためには、何かこう、どういうふうに使うんだと

かね、こういうふうにここは守っていく、ここは使うんだ。

皆さんがその目的意識を持って、非常に大事なのは、や

はり地域でもって目的や利用の方法、合意を取るという

ことが大事なことだと思いますから、そういう皆さんの

話合いの中で、保全、利用、そして管理ですね。それをど

うやって引き継いでいくかというお話も昨日たくさん聞

かせていただきましたけれども、そういう新しいタイプ

の視点を大事にしながら、みんなで楽しんで守っていく

という、そういうところになっていけばいいなというふう

に思いました。

　本当に今日はどうもありがとうございました。

○司会　ありがとうございます。

　続きまして、塩坂さんのほうからお願いします。塩坂先

生は地質学がご専門ということで、先ほどのジオガイド

さんの提案内容を補足等もお願いしながら、ちょっとお

話しいただければと思います。よろしくお願いいたします。

○全国草原再生ネットワーク（塩坂邦雄）　ご紹介い

ただきました塩坂と申します。

　東伊豆町とは大変縁がございまして、大島近海地震

のときに、次の日にたまたま稲取駅のところで調査をし

ていて、そのときちょうどパニックがあってですね、何か

近々大地震が来るぞというみんな、いたんですけれども、

私は大丈夫だよと言って、皆さんをなだめた経験があっ

て、そのときの見高エリアの断層等も調査した覚えがご

ざいます。その以降は、私は趣味でパラグライダーを

やっているもんですから、空中からいろいろな調査もし

て、一応、自称空飛ぶ地質屋と言われておりまして、時々

空からおっこっていることがあるもんですからね、ソラ

ツカイとも言われますけれども。

　それで、実はこの伊豆は、今、熱海の伊豆山の土石流

調査もやっております。お手元にもありますけれども、こ

こにも図面を出していただきましたけれども、これは

倉沢さんと加藤さんとが作った、当時、稲取のこの付近

の地質です。

　この一番左上のところ、もっと上ですけれども、まず、

地形発達史といって、つまりどのようにこの稲取ができ

たかというところをお話ししますと、まず一番上に斜線

がありますよね。この図でいくと７番、この凡例でいくと７

番です。これが伊豆半島の基底をつくっている湯ヶ島層

群という海底火山の噴出物です。特に地質学というの

は、時間的な感覚が皆さん違うのは、例えば地球は46

億年なんですよ、分かっている限り。それを日常の365

日で割っていきますと、この伊豆半島の基底ができたの

は12月30日ぐらいです。もうつい最近の話なんです。

　それから、私が必死に100歳まで生きても、0.3秒で

す。まばたきですね。人類が誕生したのが12月30日の

○日本茅葺き文化協会事務局長（上野弥智代）　皆さ

ん、こんにちは。日本茅葺き文化協会の事務局長をして

います上野弥智代と申します。

　茅葺き文化協会は、所有者とか職人とか研究者とか、

それから自治体が一体となってカヤぶきのことをつな

いでいるネットワークの団体なんですけれども、今日、

細野高原へ伺って、また昨日から皆さんのお話を聞く中

で、私がわあと思うことがたくさんありました。でも、その

中を３つくらいに分けてというか、３つに絞ってお話しし

たいなと思うんですけれども、まず、皆さんが関心をお持

ちだったカヤというものとしてどうなのかというのは、も

う第一印象は、すごい元気なカヤだなという、カヤとし

て見たときに、細くてしなやかというのがありますけれど

も、背丈が高いからいい悪いじゃなくて、カヤそのもの

が真っすぐ細くてしなやかというのはすごくいいカヤだ

なというふうに思いました。

　昨日も話がありましたけれども、カヤぶきって、短いの

と、一番最後に長いので押さえて、それを竹で押さえると

いう、３層ぐらいにしていくんで、短いカヤも長いカヤも

要るんですね。長いカヤといっても、それが３メーターそ

のまま要るかといったら、やっぱりちょっと使えないんで、

切って使ったりするんですよ。だから、その短さというの

は使い方と連動するものなので、それよりも、ここの穂が

あれだけ立っていて、真っすぐ元気なカヤというのはす

ごいなというのをまず思いました。

　昨日も町内会長さんの鈴木さんのお話にも出てきた

し、山田さんの話にも出てきましたけれども、カヤってい

う、何か使うときはやっぱりカヤって呼んでいるんだな

という、屋根材だけじゃなくて、聞いていると、利用する

ときは草がカヤになっているなと思うんですけれども、

今、生えている状態だとススキですよね。それが刈り

取ってカヤ束、屋根ふき材、私の場合はちょっと屋根ふ

き材としてですけれども、屋根ふき材としていいカヤ束

ができたときにカヤになるというか、何でもかんでも刈

ればいいってもんじゃないじゃないですか。使い道に

よって。だから、それがススキが刈ってカヤになるという

こと。でも、皆さんの中にそれはもう当然のように根づい

ているんだなというのも感じました。

　今日案内していただいた上の山頂近くのところも、白

川さんが言っていたみたいにちょっと背は低いですけ

れども、あそこのカヤもいいカヤだったし、駐車場のと

ころも、下に少し広がっているところもいいカヤでした

し、最後見せていただいた湿原のそばにあったカヤは

結構背が高かったですし、あそこは少し、何かワーク

ショップ的にやるんであれば、あずまやもあるんで、あず

まやをカヤぶきにしたらいいんじゃないっていう話もあ

りましたけれども、あれ野焼きに巻かれるとすれば、毎年

屋根にトマブキみたいなのでかけてもいいんじゃない

かなと思いました。燃えてもいいんじゃないかな、そこは。

それでみんなでまた、何か新嘗祭じゃないですけれども、

豊穣を祝って、その屋根にふくというようなことにつなげ

てもいいのかなというふうに見ていて思ったんですけ

れども。そういう面白いいろんなことができそうだなとい

う、カヤとして使うということですね。

　さっき高橋先生が湿原のことでちょっとおっしゃいま

したけれども、法隆寺って、私、建築の専門なんで、法隆

寺って世界最古の木造建築って千年たっていると言わ

れているじゃないですか。でも、それはずっと放ってい

て千年もっているわけじゃなくて、修繕している。それを

植物資材を使って、大工さんなり技術者が修繕してい

る技そのものがすばらしいということで、この間、その

技そのものも無形文化遺産になったんですけれども、

伝統工匠の技って。そこにカヤぶきとかカヤ採取も入っ

ているんですよ。だから、ああいう植物材料を取ってく

る技そのものも含めて、だから、ああいうものができて

いるということが草原とかカヤ場も同じだなというふう

に思いました。

　それが１個目で、２個目はさっき内山さんから振られ

ましたけれども、もう一つ、わあ面白い、格好いいって

思ったのは山田さんのお話です。今、70代ですかね。こ

の財産区の皆さんの活動ですけれども、山田さんの話、

本当に面白いんですよね。若い頃は、何月頃みんなで

取りっこのように草を刈っていた、昭和50年代ぐらいま

で刈っていた、いやそれはこういうふうにやっていた、

カヤを降ろすのは、１週間ぐらい乾かしてから降ろして

いた、そういうお話がまだまだ生きているというか、それ

が話を聞いていて、すごい面白いし、格好いいなと思い

ました。

　今、草は使っていないのに、何で管理をあんだけ一

生懸命されているのかなというのもちょっと聞いてみた

んですけれども、やっぱり山田さんにとってはふるさとの

山だから、みんなにこのまんま何とかみんなにつなげた

のくぼ地にスコリアがたまって、それが、そのスコリアの

隙間が地下水の帯水層になるんですね。

　これも偶然の重なり合いなんだけれども、さっき言っ

た熱水が変質した粘土が下流側にあるもんですから、

ちょうどダムのように、地下にダムができている、ずっと。

それが一定程度常に安定して水を流下させているとい

うことになります。

　それからあと、この図で注意するのは、西側に黒い線

が幾つか見えますね。これが断層なんです。私のほうが

昨日泊まっていた旅館のすぐそばも通っていますけれど

もね。ずっと行って、あの伊豆急のトンネルのちょうど真

ん中を通って、国道135号線のところも、私の記憶では、

その小学校の下に自転車屋さんかなんかあって、その

自転車屋さんのところの真上です。そこを通って見高

エリアのずっと活断層があって、それからもう１か所、

浅間山のほうに、これちょっと書いてありませんが、浅

間山はもうちょっと左上かな、のところに浅間山ってあ

るでしょう、その斜面も、当時はほとんど植林されていま

せんでしたので、明確に活断層が確認できました。した

がって、東伊豆町は北西から南西に幾つかの断層が

あるんですね。そういう場所ですね。

　以上ですけれども、また後で質問があれば。

○司会　ご丁寧にどうもありがとうございます。

　続きまして、内山さんですが、内山さんは唯一の町内

のご出身で、今、東京都立大学のほうで研究をされてお

ります。よろしくお願いいたします。

○東京都立大学大学院都市環境科学研究科（内山義政）

　内山でございます。

　私は稲取の生まれで、何度も細野には通っているん

ですけれども、今は東京都立大学の博士課程の学生

をしております。今回、草原サミットの実行委員というこ

とで、役を務めさせていただいておりますが、ほかのサ

テライトの会場の先生方と比べて、まだ私、学生ですの

で、本当にこの大役、務まるのだろうかとずっとやって

きておりますが、今回、今日現地を見させていただいた

感想などをお話、２点、主にできればと思っております。

　まず１つ目に、後で上野さんからお話があるかと思

うんですけれども、あるかもしれないんですけれども、

今日ですね、現地見させていただいた中で、財産区委

員長と大変、地元の話を聞くのが楽しそうにされてい

るなという印象を強く受けまして、例えるとですね、例え

ば郷土の語り部なんかを語る観光イベントなんていう

のは各地で行われると思うんですけれども、まさしくあ

んな感じで、僕は考える会ですとか、財産区の会議と

かで伺っていても、本当に面白い話だなというのはた

くさんあるんですけれども、多分、地元でずっと住んで

いると当たり前だなという話も、例えばこの細野の管

理の歴史ですとか、そういった話も、改めて外部に発

信していくことで、そのお話自体が面白いコンテンツと

いうか、話になるのではないかなというふうに１つ思

いました。

　そうした地域の知見をそういうふうに改めて捉えてい

ただいて、誇りというか、引き継いでいくことが改めて必

要じゃないかなと思った次第です。そうしていく中で、先

ほど財産区委員長からの動画の中でもありましたけれ

ども、利活用をということですけれども、カヤで、カヤぶき

とか、実際見ていただいて、使えそうだという話もありま

したので、カヤぶきですとか、ぜひカヤ材の利用とか、

何ていうか、企業とか団体とかのそういうイベントとか

観光利用という面もあるかと思うんですけれども、ぜひ

草原本来の利用を、さらに新しい形での草原の資源の

利用という観点からで捉え直すのもいいのではないか

なと思いました。そうした中で地域での草原の資源の活

用の担い手という意味では、東伊豆町では最近、ＮＰＯ

ですとか大学が連携して様々な活動をしてきていると思

いますので、そういった地域でのつながりをまた活用し

ながら、細野高原のほうも今後動いていけたらいいの

ではないかなと、私自身もこれから一緒に関わってい

けたらなと思っています。

　２点目ですけれども、富永さんと鈴木さんの動画と、あ

と、私自身もネイチャーガイドのほうには時々参加させ

ていただいて、観察会、行かせていただいているんです

けれども、本当に今回の動画で、ちょっとしたやぶの中

に入らないと見られないキキョウですとか、もう本当に

道の、ちょっと奥まったところの道の、ふとこうよく見ない

と気づかないような石ですとか、そういった細やかな場

所まで熟知しているという地元のガイドですとか、そう

いう知識というものも人材として引き継いでいかなけれ

ばいけないなと思っております。

　私自身は、大学での研究ということで、なかなか綿密

にこの隅から隅まで熟知するということがまだまだ足り

ていないわけなんですけれども、そういった意味で、ジ

オもそうですし、植物ですとか生物のほうの専門的な知

識をより地域でも引き継いでいく人材がこれから必要で

はないかなというふうに思った次第です。

　以上、２点ほどです。ありがとうございました。

○司会　どうもありがとうございます。

　続きまして、上野さん、お願いいたします。

　上野さんは、一般社団法人日本茅葺き文化協会事務

局長を務められておりますので、そういった視点から

お話をいただきたいと思います。よろしくお願いいたし

ます。

１．開会

○司会　それでは、ただいまより第13回全国草原サ

ミット～未来へつなごう！壮大な海すすきの草原～を

開催いたします。

　私は進行を務めます東伊豆町企画調整課長の森田

と申します。どうぞよろしくお願いいたします。

２．挨拶

○司会　まず初めに、開催地を代表して、本大会の実

行委員長である東伊豆町長　太田長八よりご挨拶を

申し上げます。

○東伊豆町長（太田長八）　皆様、こんにちは。東伊豆

町の町長の太田でございます。

　本日は、この首長様におかれましては、新型コロナ

ウイルス感染症の対応で大変お忙しい中、全国草原サ

ミットにご参加していただきまして、誠にありがとうござ

います。

　本来であれば、皆さんにこの東伊豆町にお越しいた

だきまして、顔を合わせながらこの意見交換をさせてい

ただくところでございますが、１年延期したにもかかわ

らず、新型コロナウイルスの感染がなかなか収まらな

い状況ですので、このようなオンラインの会議とさせて

いただきました。ご理解願いたいと思います。

　この後、前回大会の報告、それから、昨日から行って

きましたシンポジウムの報告もお願いいたしますが、こ

こから先がメインであるサミットとなります。全国に存

在する草原の価値、また課題につきまして、参加者の皆

様から貴重なご意見を提言していただきながら有意義

な大会となるよう期待しておりますので、どうぞよろしく

お願いいたします。

○司会　町長、ありがとうございました。

　それでは、本日は東伊豆町以外に８自治体の皆様

にご参加いただいております。

　参加者について、事例等の発表順にご紹介させてい

ただきます。

　前回サミット開催地の宮崎県川南町、町長、日髙昭

彦様、兵庫県新温泉町、町長、西村銀三様、岡山県真

庭市、市長、太田昇様、前回サミット開催地の宮崎県

串間市、市長、島田俊光様、熊本県高森町、町長、草村

大成様、広島県北広島町、生涯学習課長、西村豊様、

いというのもあるけれども、そこにそうあってほしいとい

う思いが一番あるんだなというところ。山田さんのお話

を裏づけるようなネイチャーガイドのさっきの富永さん

とかジオガイドの鈴木さんのお話も、こういう方もたくさ

んいらっしゃるというのがもうすごいところだなという２

番目のわあです。

　最後は、笹岡さんとかの話にも出てきましたけれども、

山から海が近いじゃないですか。ここから15分ぐらい

であの草原に行けて、町もその間にあって、ジオの話も

ありましたけれども、すごく山から海までが見渡せる範

囲にあるという中に今の壮大な何億年の話から、その

暮らしが息づいていて、見えているということ、それでそ

こにさっき話したみたいな人がいらっしゃるということ

がもうすごいなというのが私の３つのわあでした。

　以上です。

○司会　どうもありがとうございました。

　先生たちのお話を聞いて、東伊豆町に住んでいる人

たちが感じていること、貴重な場所なんだなというよう

に思いました。また、動画のほうに出演していただきまし

た富永さん、鈴木さん、山田さん、どうもありがとうござい

ました。

　本来ですともう少し意見交換としたいところですが、

お時間になりましたので、これでオンライン見学会のほ

うは終了させていただきたいと思います。

　１時間昼休みを取りまして、午後１時から草原サミッ

トのほうを開催いたしますので、よろしくお願いいたし

ます。

　皆様どうもありがとうございました。

あったり、いろんなところに登場する、そういう特徴が

ございます。

　ここが町の中心部にあります、広さ的には３万

3,000平方メートル、3.3ヘクタールということでござ

います。植物のほうは、およそ300分類で、そのうち

170種ほどが希少な植物であるということでございま

す。平成22年から一般に公開しておりますので、今年

で12年目に突入したところであります。開園期間は４

月から11月の間ということになっております。

　では、この活動の状況の現状なんですけれども、基

本的にこの湿原は、ボランティアの団体であります川

南湿原を守る会の方々が運営をしていただいておりま

す。日常の草刈りなどの管理、それから植物の整備状

況、また、案内も全てそういうボランティアの方がやっ

ていただいているという状況でございます。

　管理作業は大きく分けて２つあるんですが、まず６月

ぐらいに水草を除去いたします。特にセイタカアワダチ

ソウ等が水路等に入りますので、それを全員で除去し

ます。そして１月には草出しをして火入れをするという

ことでございます。先ほど言いました守る会の会員の皆

様、それから役場の職員、一部ボランティアの方々に手

伝っていただいてやっているところでございます。

　現在、その湿原のほうの普及活動ということでござ

いますが、年に３回ほどの観察会を実施しております。

まず１回目が４月下旬のトキソウ・ハルリンドウ観察会

でございます。２回目が７月、夏にトンボの観察会、最

後が８月から９月にかけまして、ホシクサ観察会。ホシ

クサというのが実はもう世界でここしかないという、

ヒュウガホシクサであるとか、エダウチシロホシクサ

等がございます。専門の方には非常に貴重な植物だと

いうことでございます。

　今、本当にここしかない植物がありますので、一般に

開放しているんですが、まだそこまでＰＲをあえてせず

に、いろんな意味で、種の固定であるとか、そういう仕

組みを構築しながらいろんなことをこれからの目標に

しているところでございます。

　今回どこもそうですけれども、３年前に全国の大会を

開催させていただきまして、いい機会をいただいて、全

国的にＰＲを進めていこうという矢先ではございますが、

こういうコロナに関して、うちも県外とか遠くから専門

の方を含めた方が多くいらっしゃるもんですから、今は

残念ながら閉園という形になっております。いろんな工

夫や機会づくりをこれからしっかり行いながら、我々は

湿原の魅力をどうやって発信するか、これをどうやって

維持していくかというのをしっかり考えていきたいと考

えております。

　以上で前回の報告とさせていただきます。ありがとう

ございました。

○議長（太田長八）　どうもありがとうございました。

　本当、３年前に私、川南町さんと串間市さんにお邪

魔させていただきました。本当にすばらしい運営でござ

いまして、それを目標にやった中で、新型コロナウイル

スになってしまいまして、本当に残念でございます。そう

いう中で、やっぱりまず川南町の川南湿原、これを地

区の方が再現しようと頑張った中で、今、着 と々その準

備が進んできているということ、これはもう敬意に値い

たしますので、これによりましてまたまちづくりをやって

いけば、またすばらしい町ができるんじゃないかと思

いますので、頑張っていただきたいと思います。

○川南町長（日髙昭彦）　ありがとうございます。

４．シンポジウムからの報告、問題提起

○議長（太田長八）　それでは、次に、シンポジウムの

総括といたしまして、いつも大変お世話になっておりま

す、全国草原再生ネットワーク会長でございます高橋

様にこれまでの報告と、また問題を含めてよろしくお願

いいたします。

○全国草原再生ネットワーク代表理事（高橋佳孝）　

皆さん、こんにちは。全国草原再生ネットワークの高橋

でございます。

　昨日来、第13回全国草原シンポジウムがこの東伊

豆町で行われました。その概要について、私のほうから

説明をさせていただきたいと思います。

　ここは、町長の挨拶の写真が載っておりますけれど

も、昨日は基調講演とパネルディスカッションと分科会、

それから総合の討論会というのがございました。それ

に沿って、昨日のシンポジウムのご紹介をさせていた

だきたいと思います。

　最初は、芸北高原の自然館の白川さんの基調講演

から始まりました。基調講演の内容も非常に盛りだくさ

んでして、各地の人と自然が関わる取組について、たく

さんの事例を紹介していただきながら、そのなかに潜

んでいる非常に価値のある関係性というのを大事にし

ていこうということで、講演をいただいております。

　人と関わる自然をどのように守るかということですけ

れども、要は関わり合いを学んで、暮らしに寄り添って

人が決めていく自然そのものの価値を発信をきちんと

されているか、あるいは共有されているかという問題提

起から入ってきました。時代や地域に合った多様な活

用で、草原についても守っていく必要があるんじゃない

かと。

　大事なコンセプトは、残したいものは共創資産であ

島根県大田市環境政策課長、和田二朗様、熊本県南

阿蘇村農政課主幹、後藤進哉様、また、サミット中、草

原100選についてご説明させていただきますことから、

全国草原再生ネットワーク代表理事の高橋佳孝様に

もご参加いただきます。

　皆様どうぞよろしくお願いいたします。

３．前回サミットの報告（串間市・川南町）

○司会　それでは、各自治体から活動報告や課題の

提起などを発表していただきますが、ここからは、大会

実行委員長の太田長八東伊豆町長がサミット議長とし

て進行いたします。

　太田町長、よろしくお願いします。

○議長（太田長八）　それでは、しばらくの間、議長を

務めさせていただきます。太田です。

　ご協力のほどよろしくお願い申し上げます。

　まず、前回の開催地でありました宮崎県川南町長の

日髙昭彦様より、前回の報告並びに課題、取組につき

ましてご発言をよろしくお願いいたします。

○川南町長（日髙昭彦）　皆さん、こんにちは。川南町

長の日髙でございます。

　今回は本当にいろいろ大変な中、太田町長をはじ

め、関係者の方々に開催をしていただきましたことを改

めて感謝申し上げたいと思います。

　前回、もう３年前になります。市長お見えですが、宮

崎県の串間市と同時に開催をさせていただきました。

後ほど島田市長のほうにも話があるかと思いますので、

私のほうから話をさせていただきます。

　それでは、３年前、実は２つのＰＲポイントがありまし

て、１つはですね、今はオンラインでこうやって同時開

催、いろいろ当たり前なんですけれども、当時は串間市

と川南町と、県内ではありますけれども、車で３時間、

130キロぐらい離れていた会場を同時に開催をさせて

いただきました。今となればいろんな思いもあって、大

変だったんですけれども、いろんな経験もさせていた

だいたと思っております。

　もう１点が、川南町は草原ではなく湿原なんですが、

水のある草原を湿原という形で、初めてこの草原サミッ

トに湿原を登場させていただいたということで、改めて

感謝申し上げたいと思います。

　では、簡単に報告をさせていただきますが、前回は、

黒潮洗う野生馬の草原とトロントロンが育む湿原、ト

ロントロンについては後ほど説明いたしますが、そう

いうことで、連休明けの５月12日土曜日から月曜日ま

での３日間にわたってさせていただきました。延べ885

名の方に参加をいただいたところでございます。

　先ほども申しましたとおり、湿原を入れていただきま

したので、当時は12の自治体、特に県内から、川南町

と串間市ですが、湿原の関係で近隣市町村であります

新富町、高鍋町にも参加をしていただきました。

　先ほど言いましたとおりでございますが、このサミッ

トの中で宣言をさせていただきました。今回も宣言があ

るんですが、４つの項目をテーマとして宣言させていた

だきました。

　まず１点目がですね、まず、守るという点、それから２

つ目が安全、３つ目がＰＲ、４つ目が連携というキー

ワードになりますが、まず１つ目は、やっぱり湿原とい

うのは、草原というのは、人が手を入れないと維持でき

ないということで、今回も入っておりますが、湿原を守る、

草原を守る担い手の確保や保全活動を積極的に支援

するという、守るという点でございます。

　２つ目が、やっぱり草原管理の新たな技術やシステ

ムを活用する安全管理、つまり野焼きの安全性である

とか、カヤぶきの技術を、高所作業でありますので、そう

いう安全性を大事にするということで、安全管理体制

を積極的に支援するということでございます。そういう

安全を構築するということでございます。

　３つ目がＰＲというキーワードを使いましたけれども、

草原の大切さと公益的活用を広く国民にアピールする

ため、全国草原100選を選定するということを進める

ことを決定したところでございます。

　４つ目が連携と言いましたけれども、全国の草原を

有する自治体が連携して行動していくこと。全国草原

自治体ネットワークという、正式には全国草原の里市

町村連絡協議会という活動を強化するというテーマで

ございます。それは、前々回の平成28年、新温泉町で開

催されたときに設立をされたところでございます。

　それでは、簡単に川南町の活動の状況ということで

紹介をさせていただきます。

　まず、川南湿原ということなんですが、大きな特徴が２

つありまして、１つがですね、これは湧水、湧き水ででき

た湿原であります。よそからの流れ込みがないので、世

界でここだけという希少な植物が、現在発表されている

のが３つ、あとまだ幾つか未確定でありますけれども、ほ

ぼ間違いないということがございます。それから湧き水

でございますので、ここはたまたま町の中心地からすぐ

近く、歩いて行けるという地理的なメリットもございます。

　トロントロンという名前を先ほど申しましたけれども、

実はこれはトロントロンというのは、水が湧く、トロント

ロン湧く、湧き出るという音から来た正式な地名でござ

います。片仮名でございますが、川南町と言えばトロン

トロンというのが軽トラ市であったり、施設の名前で

どうやって守るかという、そういう行政側からの仕組み

づくりについて、南阿蘇村長の吉良さんから講演をい

ただいて、その後パネルディスカッションを行ったとい

うことです。

　東伊豆町の様子はこういう感じで、３人が登壇して、

会場と熱心な討議が行われました。こういう形で、茅葺

き文化協会の安藤先生なんかも非常に示唆的な、後で

ちょっとお話ししますけれども、コメントをいただいたり

して、地元の方たちもとても元気づけられる内容だった

と思っております。

　内容をかいつまんで言いますと、保全の面からいう

と、面積とともに管理がなくなったということが生物相

に大きな影響を与えているんだよと。それから、湿原保

全も大事だけれども、全体を通して鹿の問題が今顕在

化していて、草原だけで語れる内容ではなくて、全体の

管理ということも必要になってくるだろう。それから、

ゾーニングや安全な場所では、後継者育成のための

フィールドとして積極的に活用してもいいんじゃないか

という話がありました。

　それから、担い手の問題もあり、新たな仕組みが

やっぱり必要になってくるだろうな。１つはボランティ

アかもしれませんし、１つは野焼きの体制整備というこ

とかもしれません。

　それから、利用価値を最大限に活用する、すなわち

材としての草原もあるし、景観を利用した観光もあるで

しょうし、それを持続的なシステムとしてどうみんなで

関わっていくかということが重要だろう。それから、東伊

豆町さんは温泉もあり、海もあり、それから草原もあると

いうことですね、東京からも近いという立地条件もあっ

て、やはり観光が主体となる、産業として観光が主体と

なるだろうと。その中に草原の恵みであるカヤの利用

を取り入れて、地域の特性やスケールを発揮してはどう

かというのが安藤先生のほうから示唆されたことです。

特に例えば来訪者の拠点施設みたいなところとか、そ

ういうカヤふきが実際にできるようなところをうまく利用

して、そこに新しい価値も含めた来訪客へのサービス

提供というのもできるんじゃないか。カヤの循環によっ

て、癒しの空間形成というのが可能であるし、そういう

ものが今後観光を回していく上でも期待が大きいん

じゃないかという話があったというふうに覚えています。

　それから、蒜山会場のほうは、このようにカヤを使っ

たサイクリング施設というのを実際に建てられていて、

その新しい施設の近くでこういうふうなセッションを

行っております。

　内容ですけれども、草原の利用から見える、過去に

学ぶことによって蒜山らしさというのがよく分かるんだ

と。その利用の仕方や経緯から学ぶものも大きいとい

うことがありました。

　それからもう一つは、よく自然再生事業というのはい

ろいろ行われているんですが、その自然再生において

も地域経済を回すことが今大切になってきているんで

すよというお話。実際に草原のカヤを使ったサイクリン

グセンターというものがありますけれども、ここから広

がる新しい世界があって、それが地域を大きく回してい

く一つのきっかけづくりにもなるんじゃないか。

　それから、カヤの利用についても、いわゆる文化財と

か古民家だけではなくて、今は新しい施設や近代的な

施設、そういうものについてもいろいろとカヤが使われ

ている時代である。カヤぶきは新たにもう一皮むけて

未来に発展する、その礎となり得るものではないかと

いうことがありました。

　これまでは地元だけで使って守るというところから、

地域外の関係者も含めた、地域の人も一緒になって守

るという、幅広い守り方、そういうものが目指されており

ました。そのためには、地域内外の人と意識を醸成す

るためにも、楽しいということもとても大切なんではな

いかということが報告されております。

　それから、阿蘇のほうは、このように広がる草原が九

州の北部の６大河川の水源域になっているという、そ

ういう立地条件もありますけれども、今回、水源涵養を

中心とした生態系サービスについての討論が行われ

ております。

　新しく分かったこととして面白かったのがススキ草

原がものすごく水源涵養力が高いんだと。そのなぜか

という理由の一つがススキそのものが節水型の植物

であって、水を消費しない。その分、水源涵養に回る水

が多いんですよと。それから、川下、川上の関係でいえ

ば、福岡都市圏も含めて大勢の人数の飲用水を賄うこ

とができる、その水源地が阿蘇の草原だと。それは有

明海のほうにもつながっていて、ノリが色落ちするのを

防ぐために栄養源を補給しなきゃいけないんですけれ

ども、その補給するだけのダムの放流ができるだけの

水源が確保できていることがとても重要だと。そういう

意味では、海のほうから草原を応援していただくという

仕組みづくりも今後考えていったらどうかというような

お話がありました。

　それから、環境省のほうでは、阿蘇の地域を守って

いく、あるいは草原を守っていく上で、地元の農業者の

なりわいに対する助成を主体に考えてきたんですけれ

ども、それも今後は重要であると同時に、これからは草

原の持つ公益的機能へどういう形で支援できるかとい

う仕組みをつくる必要があるんじゃないかというお話

それを研究面から実証、検証するということをぜひ研

究者にはやっていただきたいと。それを普及させる場

の整備を行政には担っていただけると非常にありがた

いという最終的な要望がございました。

　これらの問題というのは、一個人でどうこうできる、

解決できるものではありませんので、ぜひ行政のほう

のお力添えをいただきたいと。私ども個人や市民として

は、今後もそういう形で対話を続けていきたいというこ

とで、最後、閉めたところでございます。

　少し長くなりましたが、以上が草原シンポジウムの報

告です。ぜひこの内容についてもサミットでの論議をし

ていただきますようよろしくお願いいたします。

　以上です。

○議長（太田長八）　高橋先生、どうもありがとうござ

いました。

　私、このシンポジウムをやって本当、大変勉強になり

ました。と申しますのは、やっぱり今までカヤの活用と

かね、また、子供たちを育てていかなければならない、

地域の学習、体験学習、これも大変重要だと感じまし

たので、この間、大変勉強になりました。

　そういう中で、首長さんがいらっしゃいますので、私

が一番感じたのは、やっぱり阿蘇の分科会の、誰か

ちょっと名前を忘れましたけれども、要するに職員が、

担当者はある程度認知しているけれども、ある程度の

方、全ての方が草原などを認知しなければ進まないと

言われましたので、各首長さんには、担当者だけでは

なく、ほかの違う職場の方たちにも、あと、地元の草原、

また湿原に対する知見をある程度広げていければ大

変ありがたいと感じております。

　以上です。

　どうも高橋先生、ありがとうございました。

５．各自治体の取組と課題

○議長（太田長八）　それでは、各自治体の皆様にご

報告をしていただきたいと思います。順番は、事前に配

付してある参加名簿の順でお願いいたします。時間の

関係もありますので、各自治体おおむね５分間をめど

ということでお願いいたしたいと思います。

　それでは、兵庫県新温泉町長の西村銀三様によろし

くお願いいたします。

○新温泉町長（西村銀三）　皆さん、こんにちは。新温

泉町長、西村銀三です。よろしくお願いいたします。

　平成28年第11回のシンポジウム、新温泉町で開催

していただきました。その際には、川南町、日高町長さ

んをはじめたくさんの方にご参加をいただきました。誠

にありがとうございます。

　皆様のお手元に新温泉町の概要と上山高原の歴史

と現状という資料があると思いますので、資料に沿って

説明をさせていただきます。

　新温泉町は、日本海側に面した鳥取県との県境に

あり、平成17年10月に誕生した人口約１万4,000人

弱の町で、まちづくりのテーマは、「海・山・温泉　人が

輝く夢と温もりの郷」であり、豊かな自然に恵まれた町

であります。

　産業については、農業分野では水稲、梨、高原野菜

の大根の生産を主として進めています。畜産について

は、神戸ビーフや松坂牛のもと牛である但馬牛の主産

地として、飼育頭数の維持拡大に努めています。また、

水産業については、松葉ガニ、ホタルイカ、ハタハタな

ど、日本有数の漁獲高を誇っています。

　当町には上山高原という大きな草原があります。周

辺集落の人々によって上山高原は田畑の土づくり、和

牛放牧として活用し、中でもススキは飼料、カヤ、かや

ぶき屋根等に利用され、生活の一部として維持されて

きました。

　しかし、農機具の普及、牛農家の減少によって、草原

は活用されなくなり、クマザサが茂り、雑木に覆われて

きました。これでは駄目だということで、平成16年に県

と町と地域が連携してＮＰＯ法人上山高原エコミュージ

アムを立ち上げました。上山高原と麓の７集落を丸ごと

生きた博物館として捉え、草原を保全・再生する取組を

地域の資源を活用し、地域内外との交流を図ることで

地域の活性化につながる活動を進めています。

　再生の具体的な活動としまして、人工林をブナ林の

広葉樹に替え、ススキ草原の持続と拡大ということで、

山焼き等を行っています。また、イヌワシの生息調査、ノ

ハナショウブ、そしてヤナギタンポポ等、希少植物のモ

ニタリング調査の継続を行っていますし、体験プログ

ラムとして、滝巡りやハイキング等も行っています。また、

第11回大会を開催した成果だと思っていますが、スス

キの有効活用ということで、神戸市のかやぶき職人「く

さかんむり」と連携・協力協定を結び、古民家や文化財

施設にカヤを使う取組も進めています。

　草原維持では、ササ刈り、山焼き作業、放牧作業等、

毎年継続することが必要になってきます。このため会員、

地域住民、ボランティアの方々の協力をお願いしてい

ますが、作業費等の捻出が今後の大きな課題となって

います。今後もできるだけ多くの方にご協力をいただい

て保全活動や利用する取組を進めてまいりたいと思っ

ております。

　以上であります。

○議長（太田長八）　どうも西村町長、ありがとうござ

がありました。

　それから、草原と私たちの関わりとか、暮らし方を支

えるエビデンス、要するに研究の証拠ですよね、そうい

うものとか学術研究がとても重要だということが今回

のこのセッションの中でもよく分かったということです。

　それから、南阿蘇村長さんは熊本地震後、火入れ責

任者を村長さんに替えたという行政側からの支援が

あって、それによって野焼きが復活したところが結構

あったと。それから、火入れの手続も届出制に変えたり

ということをしたんですけれども、これを行う大きな根

拠となったのが、やはり水源涵養機能ということで、熊

本県民、熊本市民の水道水を支える水源の源である草

原を守ることが地域全体、あるいは県全体に対しての

大きな影響を及ぼすんだ、大きな貢献ができるんだと

いうことで、これまで阿蘇の草原といえば景観が主体

でしたけれども、今後は水源保全という意味でも、阿蘇

の草原の価値を見直して、みんなにアピールしたいと

いう話がございました。

　最後、全体会は、こうやって行われたそれぞれの分

科会の報告を受けて全体討議をしたんです。これも全

てオンラインでやりました。ここに映っているのは東伊

豆町さんのところでやった内容です。ちょっと写真で隠

れていて申し訳ないんですけれども、それぞれの分科

会から代表者が入っていただいて、オンライン上で討

議を行っております。

　まとめになるかどうか分かりませんけれども、草原の

保全面については、なぜ草原が重要かを各世代意識

共有する必要があると。活動に関わる人、理解者、応援

者を増やしていく仕組みが必要。維持するために人が

関わり利用し続ける仕組みづくりが重要になるという

ことが語られました。草原の経済価値と公益機能を積

極的に評価してあげる必要があって、公益機能の守り

手である生活者を支援する制度設計というのをしっか

りと組む必要がある。

　前にもお話ししましたけれども、保全のための保全と

いう観点から、草や草原を活用することによる保全と

いうほうにシフトしていく必要があるんじゃないかとい

うお話でした。

　草原の活用についてですけれども、これも先ほどお

話ししたように、保護の管理から、利用して管理へとい

うのが大きなテーマとなっていました。草原利用の創意

工夫に対して様々な支援や環境整備をしていく必要が

あるだろうと。小さな経済活動を生み出して、地域ととも

につくり出すことがまず第一歩じゃないか。

　都市へのアプローチには、どうしても意識の違いと

か様々な問題があるので、その中間層の育成が必要な

んじゃないか。

　堆肥や農業や肥料とか、あるいはカヤの利用という

のはありますけれども、今でも野草の利用価値は非常

に高いものがあって、堆肥の利用とかカヤの利用で野

草の価値を復権する必要があるんじゃないのかなと。

堆肥についても、今、新しい知見として、野草を使った

堆肥に含まれる非常に優れた土壌菌がいるということ

も分かってきました。こういうのも研究の成果だと思い

ますけれども、そういうふうに野草の価値を復権させる

ことで、野草を利用すれば火入れの炎もある程度制御

しやすくなるし、火入れの安全性にもつながるんだよと

いう幅広い内容からのものがございました。

　草原の継承については、地域の固有性やほ誇りを

各世代で共有、共感すると、これはもちろんですけれど

も、地域、行政、企業が互いに手をつなぐ仕組みという

のも面白いんじゃないか。例えば細野高原だったら、

いろんな企業さんが持続的にこれを利用したいという

ことではいろんな方が入っていただいて、そこを活用し

てはどうかという話もございました。

　それから、カヤふきは活用を通じた継承の有効な

ツールである。利用というものが入ることによって、その

価値を継承したり、その仕組みを継承したりするきっ

かけにもなる。

　それから、使うことで生き物が、草の供給で文化が守

られていくだろうと。

　環境教育は世代を超えていく潜在性を持っているの

で、非常に大切なことである。子供さんへの教育という

のはとても大切。

　草原と地域のつながる観光や地域振興の在り方に

も工夫が必要になってくるんじゃないかというふうなま

とめがございました。

　最後に、行政へ望むことということで、幾つか提案を

いただいております。

　１つは環境教育、あるいは担い手育成も含めてとい

うことですけれども、その助成をぜひ継続できるような

ものにしてほしい。

　それから、実際に草原を守るときに一番頭を悩ませ

ているのは、行政の実務者の担当者であろうというこ

とで、もちろんいろいろ替わったりもしますので、持続

的にそれを進めていくのに問題が生じがちなんですけ

れども、ぜひその自治体間での実務者同士の学びの

ネットワークをつくっていただけないか。サミットでい

えばシェルパ会議のようなものを今後実現していただ

ければありがたいという話がありました。

　それから、地域知、伝統的に言いつながれてきた知

識そのものに意外と真実が、とても大事なものがあって、

いました。

　太田市長の取組は、もうマスコミでだいぶ私も勉強

させていただいております。そういう中で、文化と草原

がやっぱりマッチしないと、本当にそのとおりだと考え

ています。昨日の分科会の会場、隈先生の建築、それに

つきましてカヤを使っていること、大変感銘を受けまし

たので、今度、一度視察に行かせていただければ大変

ありがたいと思います。よろしくお願いします。

○真庭市長（太田　昇）　どうぞ、おいでください。これ

が全容ですけれども、３棟あります。

○議長（太田長八）　そんなにあるんですか。

○真庭市長（太田　昇）　１つは、このメインのがです

ね、これが18メートルあります。その横に見えておりま

すのが、隈研吾先生の設計図面とか模型とか、そして

サスティナブルな商品を売るとかですね、そしてもう一

つはサイクリングターミナルという、それで構成されて

います。7,000平米ぐらいの広さであります。

○議長（太田長八）　すごいですね。視察を楽しみにし

ておりますので、よろしくお願いいたしたいと。

　続きまして、串間市長の島田俊光様、よろしくお願い

いたします。

○串間市長（島田俊光）　こんにちは。串間市の島田

でございます。

　12回草原サミットにつきましては、川南町と一緒に

開催させていただいたわけでございますが、事務局の

皆様等はじめ関係各位の皆様方のご高配を賜り、サ

ミットを成功することができました。本当に感謝を申し

上げたいと思います。

　それで、宮崎県串間市は、宮崎県の最南端に位置す

る温暖多雨なところでございます。きゅうりやピーマン

などの施設野菜、サツマイモやごぼうなどの露地野菜

をはじめ生食で食べられる完熟キンカンや餌にトウガ

ラシを混ぜてつくる養殖ブリなどは、質、量とも全国トッ

プクラスの地域でございます。また、そのように農産物

を生産する食の宝庫でもあります。

　串間市からは、野生馬が生息する都井岬と宮崎県

の希少な動植物重要生息地に指定されている古竹・笠

祇地区について紹介させていただきたいと思います。

　串間市の草原といえば、野生馬が生息する都井岬が

代表的な草原となるわけでございますが、もともとは江

戸時代の軍馬を育成するための牧場であったものが、

人の手が触れることなく、令和の時代まで残っているも

のであります。春には新緑の草原にオキナグサやウマ

ノアシガタ、さらに夏から秋にかけてヒオウギやノヒメ

ユリ、ムラサキセンブリ、冬はノジギクなどが繁茂して、

四季それぞれの種のある希少動植物、国指定天然記

念物の野生馬とともに見ることができます。オキナグサ

など都井岬に生息する多年草のほとんどは、毒があっ

たり、またとげがあったりして、馬が食べない植物であ

り、食べ残すことから花を咲かせることができる。都井

岬は馬がつくり出す生態系に、絶滅危惧種に指定され

ている希少な植物を観察することができます。都井岬

は人の手を加えないことが魅了をより高めるものと考

えております。

　通過型の観光から体験、滞在型の観光へと転換さ

せる取組として、野生馬の生態と野生馬による形成さ

れた草原の植物やふん虫、フンコロガシでございます

が、などを訪れた観光客に対して分かりやすく説明す

る都井岬野生馬ガイドを配置し、エコツアーなど着地

型観光としての活用をはじめ、地元小中学生の地域を

学ぶ授業、くしま学などを地元の魅力を学習させる取

組など、草原の維持・存続と魅力発信のため取り組ん

でおります。

　また、笠祇・古竹地区の紹介でございますが、資料の

下段にあります笠祇・古竹地区の草原については、都

井岬と同様であり、江戸時代の軍馬を育成するための

牧場であったものが地域住民により草刈りや野焼きな

どの作業により代々守られ、現在も草原として維持され

ているものでございます。平成19年11月には宮崎県

の希少野生動植物重要生息地に指定されております。

笠祇・古竹地区は串間市の中心市街地から車で約15

分と近い場所に位置しており、昔ながらの田園風景が

広がり、里地里山で和牛の里として呼ばれている畜産

が盛んな地域でもございます。

　集落は過疎、高齢化が進み、野焼きなどの里山を守

る活動の継続が危惧されているところでございます。集

落の過疎化、高齢化の進展は、本市のみならず全国各

自治体の共通問題と認識をいたしております。行政の

役割としては、地域の魅力を住民自らが情報発信して

いく活躍の場の創出と、地域に何度も訪れる深いつな

がりを持つ関係人口の増加が肝要であると考えており

ます。

　本市の取組の１つがエコツーリズムの推進でありま

す。市といたしましては、地域資源の魅力を伝えること

により、関係人口の増加、地域住民の資源価値の再認

識、そして、環境教育による次世代への継承へとつな

がるエコツーリズムを鋭意取り組むことにより、草原の

維持形成を図っていきたいと考えているところでござ

います。

　以上でございます。よろしくお願いします。

○議長（太田長八）　どうも島田市長、ありがとうござ

いました。

いました。

　このＮＰＯ法人の活動、大変すばらしいと感じており

ますし、また、うちの町のテーマも、「満点の海・山・空は

東伊豆」と、何かまちづくりが同じような感じがいたしま

すんで、これを契機にまた交流ができれば大変ありが

たいと思います。どうぞよろしくお願いいたします。

○新温泉町長（西村銀三）　こちらもよろしくお願いし

ます。

○議長（太田長八）　それでは次に、続きまして、岡山

県真庭市長の太田昇様、よろしくお願いいたします。

○真庭市長（太田　昇）　真庭市の太田です。よろしく

お願いいたします。

　真庭市は合併して828平方キロメートルと、面積で

いうと東京23区の1.3倍というですね、岡山県北に広

がる市です。その一番北、鳥取県境のところに蒜山高原

という高原がありまして、東西20キロ、南北10キロと

いう、多分、関西では一番広い高原だと思っております。

　課題ですけれども、よそと同じで、もともとはススキ野

原が非常に広がっていた、それがだんだん狭くなって

きていると。そこに貴重な動植物、絶滅危惧種がいた

のが、これを守らないと、景観も含めて滅んでしまうと

いうようなことで、そういう意味での保全というのが一

つの大きな課題であります。

　もう一つは、これも出ておりましたけれども、単に保

全だけではできない、やはり活用しながら保全すると

いうことをしなきゃならない。その活用というのが一つ

の課題だろうというふうに思っております。

　その２つをどうしたら両立できるのかということです

が、１つは、カヤを山焼きをする、そうするといいカヤが

できる。そのカヤを、もちろん土に戻すことによって、灰

そのものが肥料になってまいりますが、蒜山も旧石器

時代から人が住んで、そしてカヤを焼いて、火山灰の

非常に貧栄養化のところを植物が育つように、１万年

以上かけて変えてきたという歴史がありますから、それ

を延 と々やっていかなければならない。それとともにカ

ヤを建築資材として活用するということで、昨日の分科

会でも隈研吾先生の設計で、カヤの屋根を逆さまに

使ったですね、屋根そのものは鋼板で、中の天井から

中を全部カヤにしたという、逆さまにしたような、そうい

うサイクリングターミナルを造りましたけれども、それ以

外にも建築資材としていろんな活用ができるということ

で活用していきたいということであります。

　それとともに、このすばらしい高原を多くの方に親し

んでいただく。自然環境だけでは人は来ません。やはり

そこに文化というものがないと人は来ないということで、

ここに出ておりますけれども、これも隈研吾先生の作品

ですけれども、ＣＬＴ、クロス・ラミネーテッド・ティン

バーという縦横、縦横に木材を組合せして、一つの板

を作るわけですね。その板を組合せしてこういう建物

を造っていくですね、これはオリンピック選手に遊んで

もらおうと思って東京の晴海に造ったんですけれども、

真庭のヒノキで造り、日本で専用のＣＬＴ工場は真庭に

しかありませんから、言わば真庭に里帰りしたというこ

とで、グリーナブルヒルゼンというふうに呼んでおりま

すけれども、こういう施設。中は空間で、ここで遊んだり、

イベントができるように、そういうものを、一つの芸術作

品ですけれども、造っております。こういうものを使って、

観光資源としても活用していくと。

　つまり景観も含めて、そして人工的なこういうものを

全部入れて、地域価値を上げていくという、そういう概

念で取り組んでおります。

　さらに、このＧＲＥＥＮａｂｌｅというのがロゴにもなって

おりまして、阪急阪神百貨店がこのグリーナブルに沿う

ようなものを真庭の産物をですね、産品を大阪で売っ

ていくというような、阪急百貨店とも提携をして、コロナ

がもう少し落ち着けば本格的に梅田で真庭の産品を

開発しながら売っていくということになってまいります。

阪急に今ブランド、阪急ブランドとしてＧＲＥＥＮａｂｌｅと

いうのを商標登録してもらいました。

　そういうことをしながら、この背景として、私の背景

に木材を使っておりますけれども、バイオマス産業都市

の指定も受けて、やがて真庭の電力は全て真庭で賄う

と。今、バイオマス発電、１万キロワットのありますけれ

ども、市内需要の大体60％ぐらいを再生可能エネル

ギーで賄えています。火力じゃなくて、水力とバイオマス

ですね。これを100％にしていくということも地域の価

値を上げていくという取組をしております。

　それと、生ごみ等、人間さんのふん尿ですね。それを

混ぜてメタンガスを発生させて、それでプラントを動か

して、最後、液肥を作って、それを低コスト農業として利

用していくという、そういうような、全体をＳＤＧｓという

か、サスティナブルなそういうまちにしていくという取組

をしております。東京のまねをしても仕方ありません。こ

の地域にある資源をいかに使って、それを循環させて、

未来志向で豊かにしていくということで、ＳＤＧｓ未来都

市の第１号にもなっておりますけれども、そういう取組

をしているというのを、そういうことを背景にしながら

蒜山高原を守り、活用していくということであります。

　皆様方のご意見も、あるいは活動も参考にしながら、

よりこれを進めていきたいというふうに思っております

ので、今後ともよろしくお願いいたします。

○議長（太田長八）　太田市長、どうもありがとうござ

にちは。広島県の北広島町生涯学習課長、西村と言い

ます。よろしくお願いいたします。

　お手元にお配りしております北広島町の概要、そし

て、北広島町の草原と取組について、説明をさせていた

だきます。

　まず、広島県北広島町の概要でございますが、広島

県の西北部、西中国山地の標高300メートルから800

メートルの盆地、北は島根県と接しております。広島県

に流れる太田川、そして島根県に流れます江の川の源

流域でもございます。面積の８割以上が森林地帯でご

ざいまして、県北地域、こちらは1,000メートル級の山

が連なっております。

　国立公園の一部でございます八幡湿原、こちらにあ

ります芸北地域の八幡、こちらは冬になりますと２メー

トルの雪を記録する豪雪地帯となっております。

　それでは、広島町の草原と取組について説明をさせ

ていただきます。

　こちらにつきましては、４つ紹介をさせていただきた

いというふうに思います。①から④まで、概要から課題

というふうにしております。

　まず、雲月山でございますが、島根県と隣接をしてお

りまして、かつては採草、そして放牧の目的で1960年

頃まで利用されておりました。島根県側はカラマツの

植林となっています。広島県側、こちらは1990年代に

観光イベントとして山焼きですね、こちらが行われてお

りましたが、1996年を最後に停止しました。2005年頃

より、地域が主体となりまして、主にＮＰＯが主体となり

募集を行いまして、消防団、博物館、小学校などと連携

しながら山焼きを実施しております。

　2014年に町条例に基づきます野生生物保護区に

指定をしております。

　こちらの利用についてですが、一般の登山の観光の

ほか、町内外の小学校等によります学習の場としての

活用、そして、山焼き再開後に数年間にわたり報告も行

われましたが、牛が転落するというような事故もありま

して、現在は放牧はされておりません。

　課題でございますが、現在15％ぐらいの山焼きを

行っておりますが、全域の山焼き、そしてボランティア

の確保といったことが課題というふうになっております。

　続きまして、千町原の草原でございます。

　こちら、もとは地元地域八幡村という旧村になります

けれども、こちらの入会採草地でございました。1944

年に陸軍の演習地となりまして、戦後は開拓民の入植、

国の大規模草地の開発、広島県への移譲と郊外開発

を経まして、今に至っております。2003年頃よりＮＰＯ

が中心となりまして伐採の実施をしまして、2020年に

町条例に基づきます保護区に指定をしました。植物や

鳥を見る観光地として人気がありまして、2013年から

は地元の中学校の、この後紹介しますけれども、茅プロ

ジェクト事業にカヤを提供しております。

　課題でございますけれども、既に樹林化した範囲が

結構広くなっております。また、大規模草地開発の影響

で湿原が縮小しておりまして、いずれも伐採が必要と

いうふうになっております。

　続きまして、霧ヶ谷湿原でございます。先ほどの千町

原と同エリアに位置をしております。大規模装置開発

の事業を経まして、現在は臥竜山麓八幡原公園の一部

に位置をしております。2003年にＮＰＯが植生調査と

ワークショップを実施したことをきっかけにしまして、

自然再生推進法に基づきます法定協議会を広島県が

立ち上げまして、2004年から八幡湿原自然再生事業

が始まっています。樹林の伐採、湿原から水を抜くコン

クリート水路の撤去、湿原への水路の設置などの工事

を2007年から2010年にかけて実施をしました。その

後、自然再生協議会の保全部会が中心になりまして、

伐採作業を継続しております。こちらも2020年に町条

例に基づきます放牧の指定をしております。

　利用でございますけれども、植物や鳥を見る観光地

として人気のスポットとなっておりまして、小学校、中学

校等のフィールドワークの場として活用、そしてガイド

ツアーの実施をしております。

　課題でございますけれども、再生工事から10年が経

過しておりまして、順応的管理のために現状に即した

全体構想と実施計画の見直しが必要となっています。

　そして、これは地元の中学校での取組ということなん

ですが、芸北茅プロジェクトについてです。

　芸北地域のススキ、これを屋根ふきのカヤとして資

源化し流通させる取組を行っています。中学校ＰＴＡ、Ｎ

ＰＯ、地域住民、教育委員会などが実行委員会をつくり

まして、2015年から推進をしております。地域の住民

自らがカヤを刈り取りまして市場に出荷すること、こち

らで私有地や小さなカヤ場が保全をされる。そして、今

は廃止となっておりますけれども、こちらにスキー場跡

地がありまして、こちらを文化庁のふるさと文化財の森、

こちらに設定をされたところでございます。

　利用についてなんですが、未利用でありましたカヤ

場、そしてカヤの利用が推進されるとともに、プロジェ

クトそのものが地元生徒にとって生きた教材というふう

になっています。地域通貨を活用することで地域外へ

の経済流出を防ぎ、刈り取ったカヤが文化財や伝統的

景観の保全に活用されております。

　課題でございますけれども、カヤの保管場所、こちら

　やっぱり串間市さんの取組、草原が２か所、これをう

まくやっていると考えています。それでやっぱりこれから

は、まずは地域住民がそのよさを認識するのが一番と

思いますので、それもまた勉強させていただいて、そう

いう中で、そのエコツーリズムを結構うまく活用した中

で、その草原の保全をやっているのが大変すばらしい

取組だと考えておりますので、引き続きよろしくお願い

いたしたいと思います。

○串間市長（島田俊光）　ありがとうございます。

○議長（太田長八）　それでは、続きまして、熊本県高

森町の町長、草村大成様、よろしくお願いいたします。

○高森町農林政策課（荒牧茉名）　町長に代わりまし

て、担当のほうからお手元に資料に沿ってご説明をさ

せていただきたいと思います。

　熊本県高森町農林政策課の荒牧と申します。よろしく

お願いいたします。

　まず、高森町の概要からご説明させていただきます。

　高森町は人口6,177人で、九州のほぼ中央、熊本県

の最東端に位置しまして、大分県の竹田市と宮崎県高

千穂町に隣接する総面積175.06平方キロメートル、

広い町土を有する農村地域でございまして、地形は阿

蘇カルデラ内に広がる標高500メートルから600メー

トルの比較的穏やかな傾斜をなす高森・色見地区と外

輪山の外側、標高500メートルから800メートルの波

状高原地の草部・野尻地区に区分される町です。

　主な産業は、観光と農林業になります。

　農業面では、立地条件を生かしまして、畜産、米、野

菜を主体とする農業生産が展開されてまいりましたが、

近年、経営の発展を図るため、一部の農家で施設園芸

の導入が盛んとなっております。地域の宝として、古くか

ら栽培されてきました農林畜産物をブランド化し普及

するとともに、地域の代表する高品質な農産物として、

将来にわたり栽培し続けるための活動を通じ、阿蘇地

域の農業の活性化と農業後継者の育成につなげるこ

とに取り組んでおります。

　観光面では、コロナ禍でイベントの実施が厳しい状

況ですが、2016年に発生した熊本地震の影響は回復

傾向にあり、高森湧水トンネル公園、月廻り公園、高森

殿の杉、南阿蘇鉄道のトロッコ列車、草部吉見神社、

上色見熊野座神社といった観光地や約300年の歴史

があります風鎮祭といった地元のお祭りを中心に毎年

多くの方が高森町を訪れています。

　また、高森町では町内全戸に整備しました光通信環

境を活用しまして、日本一の地域密着型番組として、た

かもりポイントチャンネル、こういったケーブルテレビ

の放送を行い、災害時の緊急放送や町からのお知ら

せ、地域情報、事業の紹介などを町民の方へ情報発信

しています。

　光通信環境の整備は、教育現場でも活用されており

まして、電子黒板の設置や全児童生徒のほうへ１人１

台のタブレット配布をいち早く行いまして、全国で最先

端のＩＣＴ教育が行われております。

　ここからは高森町の草原の概要についてご説明さ

せていただきます。

　高森町の草原につきまして、その多くを牛の放牧に

活用しておりまして、畜産農家や町民の方の大切な資

源として保全されてまいりました。高森町の草原は牧野

と呼ばれており、阿蘇のあか牛が放牧されている牧野

はのどかな風景として多くの人に親しまれております。

　高森町の牧野面積につきましては、1,211ヘクター

ルありまして、草原維持として行われている野焼きに関

しては、実施面積が621.5ヘクタールとなっております。

また、管内には14の牧野組合がありまして、皆さん精

力的に草原維持のほうに取り組んでいただいており

ます。

　最後に、高森町の取組と課題については、長年、放

牧や野焼きによって保全されてきている草原なんです

が、近年、管理をしている牧野組合員さんの高齢化等

によって、野焼き実施が大変難しくなってきている状況

にはございます。町としては野焼きに係る補助金等で

野焼き実施者の方の負担軽減等に取り組んでおります

が、年々、実施面積が減少しつつある傾向にございます。

　また、高森町にある阿蘇高森オーガニックセンター

というところでは、世界農業遺産の構成要素であります

阿蘇の草原に生えるススキなどの野草や畜産農家か

ら出る牛ふんなどを混ぜて堆肥を作っております。こち

らは町内を中心に阿蘇地域の農産物に還元して、循環

型農業を確立しております。

　このほかにも未来の草原を引き継ぐ子供たちのほう

に阿蘇の草原のすばらしさや草原の抱える現状につ

いて伝える草原学習などが行われております。

　以上で説明を終わらせていただきます。

○議長（太田長八）　どうも高森町さん、ありがとうござ

いました。

　高森町さんの取組は、全ての自治体が抱えている課

題と同じだと考えております。そういう中で、皆さん方に

対してよりよい回答ができればいいなと思いますので、

またいろんな意見をよろしくお願いいたしたいと思い

ます。

　それでは、続きまして、広島県の北広島町の生涯学

習課長の西村豊様、よろしくお願いいたします。

○北広島町生涯学習課長（西村　豊）　皆さん、こん

田市さんにお住みだそうでございますので、本当にあ

りがとうございます。

　そしてもう一点、これ本当、関係ないんですよ。歌手

に永井裕子さんっていらっしゃるんですけれども、その

永井裕子さんが結構大田市さんのを歌って、うちの町

の観光大使になっているんですよ。やっぱりそういう中

でまた大田市さんとよろしくお願いいたしたいと思いま

す。どうもありがとうございました。

　続きまして、熊本県の南阿蘇村の農政課主幹の後藤

進哉様、よろしくお願いいたします。

○南阿蘇村農政課主幹（後藤進哉）　昨日ですね、阿

蘇分科会では吉良村長の報告がありましたが、本日は

私のほうから発表させていただきます。

　最初に村の概要からになります。

　南阿蘇村は総面積137キロ平方メートル、熊本県

の北東及び阿蘇くじゅう国立公園、阿蘇カルデラの南

に位置する人口１万340人の村です。雄大な南阿蘇

の山と緑、そして環境庁の日本名水百選に選定されて

いる白川水源に象徴される豊かな自然環境に恵まれ

ています。

　2016年４月の熊本地震では、これまで経験したこ

とがない甚大な被害を受けました。これにより人口も１

割程度減少しましたが、村に定住促進課や空き家バン

クを設置し、移住者を受け入れる環境整備を推進して

います。

　続きまして、農業、観光についてです。

　基幹産業である農業は、白川中心に水田が広がり、

のどかな農村風景を生み出す農村は、水稲をはじめ

畜産、ミニトマトやアスパラなどの施設園芸が盛んです。

昼夜の寒暖差が大きい気候により、自然のうまみが

しっかりと詰まった農産物が自慢です。有機農業、環境

保全型農業を推進しており、安心安全な農産物づくり

に取り組んでいます。

　また観光では、大自然を中心にたくさんの観光資源

に恵まれています。新阿蘇大橋のたもとにある展望所

ヨ・ミュールからは、長陽大橋、白川第一橋梁を眼下に

望むことができ、新たな観光スポットとして注目を集め

ています。

　また、熊本地震で落ち込んだ観光客数は回復傾向

にあり、本村本来のにぎわいが戻りつつあります。

2017年９月にはアウトドアショップモンベルと村が協

定を結び、アウトドア活動促進や地域経済の活性化な

ど、包括的に協力をし合い、観光振興に取り組んでい

ます。

　続きまして、草原の概要に移ります。

　南阿蘇の草原は阿蘇カルデラの阿蘇山側及び南外

輪山側に広がり、季節ごとに違った表情を見せてくれま

す。南阿蘇の草原は牧野とも言われ、平成21年に行わ

れた阿蘇草原維持再生基礎調査では、本村の牧野面

積は2,470ヘクタール、そのうち野焼きが行われてい

る面積が1,170ヘクタールとなっております。管内には

23の牧野組合があり、牛の放牧をしている箇所もあれ

ば、野焼きのみ実施している牧野もあります。

　続きまして、本村の取組と課題についてですが、昨日、

分科会で村長がご報告された内容と重複する点がご

ざいますが、ご了承をお願いしたいと思います。

　草原の維持に欠かすことのできない野焼きですが、

その面積は、以前と比較すると減少しています。本村を

含む阿蘇郡市７市町村の草原はこの100年間で半分

以下に、直近30年で見ても４分の１近く減少しており

ます。

　本村では熊本地震で各牧野の原野火入れが中断さ

れました。平成31年度からは一部再開に向けて、熊本

県、阿蘇グリーンストック、村において協議をした結果、

白川牧野で一部再開、その後、令和２年には吉田牧野

でも再開できました。それに至るまでに県、グリーンス

トック、村で防火帯を設置する費用を予算化したり、火

入れ責任者を各区長や牧野組合長から村長へ変更し、

負担の軽減を図りました。

　今後の課題として、火入れが中断しているところの

再開が可能となるか、防火帯の整備、担い手不足、地

区住民の高齢化に対する支援が上げられます。

　補足でですね、昨日、村長から報告がありました課

題に対する取組で、ハードとソフトの対応が求められる

ことをおっしゃっていましたが、ハード面では牧道等、

恒久防火帯の整備ですね。ソフト面においては担い手

の確保ですね。畜産農家を増やすための取組として、

今後、放牧へのＧＰＳを付着して移動管理等を管理す

るシステムの導入やバーチャル研修の導入を計画し

ております。

　また、目的と認識の改革ですね。景観維持から水源

保全のほうへの啓発をしていくということで推進をして

いく予定です。

　以上、南阿蘇村からです。ありがとうございました。

○議長（太田長八）　後藤様、どうもありがとうございま

した。

　南阿蘇村様には、本当に熊本地震、大変でございま

した。今後も頑張っていただきたいと思います。

　そういう中で、今度、山焼きにおきまして、村長さんが

本部長、その中でまた新たにやるという中で、それは大

変期待しております。それから、山の保全、これ大変で

ございますので、引き続きどうぞよろしくお願いいたし

の整備。それから、カヤの販売先の確保、事業規模を

拡大するための専従職員の確保等といったようなこと

が課題となっております。

　北広島町からは以上です。ありがとうございました。

○議長（太田長八）　西村さん、どうもありがとうござい

ました。

　それで、芸北町の白川先生に今回大変お世話になり

ました。本当にありがとうございました。

　それで、私がやっぱりちょっと感じたのは、中学生の

活用ですね。やっぱり中学生、カヤを刈って、地域通貨

でそれをまた地域で還元する。大変すばらしい取り組

みと感じましたので、うちの町もやってみたいなと感じ

ましたので、その節はまたご指導をよろしくお願いいた

したいと思います。

○北広島町生涯学習課長（西村　豊）　ありがとうご

ざいます。

○議長（太田長八）　どうもありがとうございました。

　続きまして、島根県大田市の環境政策課長、和田二

朗様、よろしくお願いいたします。

○大田市環境政策課長（和田二朗）　皆様、こんにち

は。島根県大田市です。

　市長が所用で出席できませんので、私、環境政策課

長の和田が代理で発表させていただきます。

　大田市は、東西に長い島根県のほぼ中央部に位置

する人口約３万3,000人の小都市です。北は日本海に

面し、南は中国山地が迫っているため、山林原野が多

く、平たん地は僅かです。

　本市は世界遺産、石見銀山遺跡に代表される貴重

な歴史文化や国立公園三瓶山をはじめとした豊かな

自然に恵まれています。昨年度には「石見の火山が伝

える悠久の歴史～“縄文の森”“銀の山”と出逢える旅へ

～」が日本遺産に認定され、さらなる観光客の増加が

期待されております。

　さて、当市には標高1,126メートルの三瓶山があり

ます。その麓には西の原、東の原、北の原と呼ばれる草

原があり、放牧のほか、観光客、市民の憩いの場として

利用され、クロスカントリーコースなども整備されてお

ります。また、ダイコクコガネ、ユウスゲ、オキナグサと

いった希少動植物の生息地となっており、中でも最も

広い西の原では、毎年春に火入れが行われ、三瓶山の

草原景観の象徴的な存在となっております。

　三瓶山は、昭和38年に大山隠岐国立公園の一部に

編入されましたが、山麓に広がる牧歌的な草原景観が

指定理由の一つでした。ところが、昭和50年代になる

と、時代の流れから放牧が急速に廃れていき、植林な

ども行われて、山肌は一気に森林化していきました。放

牧の衰退とともに途絶えていた火入れですが、観光客

の出火による山火事を契機に平成元年に復活し、以降、

防火の観点から行政が主体となって毎年３月に行うよ

うになりました。

　平成７年には西の原の一部が放牧場として整備さ

れ、24年ぶりに放牧が復活しました。平成９年には、第

２回全国草原サミットが三瓶を会場に開催され、これ

をきっかけに行政、研究者、農業者、ＮＰＯなどの官民

ネットワークが形成されました。

　翌年からは放牧による防火帯切りを行うなどの工夫

により、経費を極力抑えながら火入れを実施すること

ができるようになりました。

　平成19年からは、従来の牧野組合、大田市等に消

防、警察が協力する体制に自然保護団体や地元の自

治会、ボランティアなどが加わり、市長をトップとした実

行委員会方式で火入れが開催され、また、目的の中に、

従来の防火に加え、国立公園管理計画にも明記されて

いる草原景観の維持を加えました。

　官民の連携により日本で一番安全な野焼きと自負し

ておりましたが、平成29年度には、風向きと火勢の急

激な変化により、消防署の資機材輸送車が１台全焼す

るという事故が発生しました。近年はドローンも取り入

れ、経験豊富なリーダーが最前線の状況を具体的に把

握しながら指示を行う形で、より安全に火入れを実施

しております。

　昨年度は新型コロナウイルス感染症の予防を考慮

して、ボランティアを募集せず、約30ヘクタールを関係

者約150人態勢で実施いたしました。現在、西の原の

草原景観は、放牧や火入れなどによってある程度守ら

れているものの、人の手が加わらなくなったところはす

ぐに森林化してしまうという現実にあります。このすば

らしい草原景観を貴重な財産として、将来にわたって

保全していくには、多くの市民や関係機関の協力が必

要です。また、単に火入れに参加してもらうだけではな

く、その意味合いを十分に理解してもらうことが大切で

あると考えております。

　以上です。

○議長（太田長八）　和田様、どうもありがとうございま

した。

　今の大田市さんから観光客の火事からまた再開さ

れた。災いをよいほうに持っていったことで、すばらし

いことだと考えております。さらにまた、山焼きの難しさ、

いくらやっても大変だと。そういう中で、もう大変勉強に

なりました。

　またこれ話は違いますが、今回は大変ネットワーク

の高橋先生にお世話になっており、高橋先生は何か大

任者ということになっておりました。地元の消防団が

ジェットシューター担いで火消ししているところ……、

私もしていますけれども、あとは阿蘇グリーンストックさ

んにボランティアの要請をしまして、ボランティアのご

協力を得ながら野焼きを推進しているところもあります。

　地震前ですね、死亡事故とか怪我とかがありました

んで、そういった理由で、その後、地震がありましたの

で、野焼きが再開できないというところになっておりま

す。再開するための今、工面をしているところであります。

　ちょっと私が知らないでですね、地元の行政区以外

でしているところもあるかもしれませんけれども、基本

的に地元の行政区が事業主体として野焼きを実施して

いるところであります。

　以上です。

○議長（太田長八）　後藤さん、どうもありがとうござい

ました。

　ほかの自治体で何か活動しているところがありまし

たらお願いしたいと思いますけれども。

　じゃちょっとうちの取組が、ちょっとうちの町は結構

行政が携わっていたんですけれども、今は財産区、

やっぱり共有財産区、いわゆる区ですね、区の方が中

心となりましてやっております。行政が出ているのは消

防団、これも民間ですけれども、ある程度それに対して

参加で、もうほとんど民間がやっている中で、やっぱり

皆さん方も同じもう高齢化、そしていかに高齢化の中

で新たな担い手を見つけるかということが課題でござ

いますので、その課題につきまして、後でまた課題、問

題にしていきたいと思いますけれども、太田市長、こう

いうことでよろしいでしょうか。

○真庭市長（太田　昇）　今、町長がおっしゃいました

ように行政区も結局高齢化したり、メリットがあればす

るけれども、メリットがなかったらなかなか、昔やっとる

から、景観がどうだから、動植物がどうだからといって

なかなかできなくなってきていると思うんですよね。だ

から、安全でありながらどういう仕組みで何か新しいこ

とができないかとかですね、そういうことを勉強したい

わけですけれどもね。私の頭の中で考えているのは、怪

我をされても困るけれども、山焼きは難しいですけれど

も、カヤの刈り取りなんかは、これも大変なんですけれ

ども、一つの観光と結びつけてできないのかなと。ただ、

山焼きのほうはね、これは消防団の協力、そして死亡と

か事故のないように、それからその日の気象条件に

よってできなくなるとか、非常に不安定要素もあるんで、

なかなかいい知恵が出ないんですけれどもね。そのあ

たり、教えていただいたり、また知恵を出していただけれ

ば、このサミットが有意義だなというふうに思うんですが。

○議長（太田長八）　今、太田市長さんからいろいろ

問題点を提案、提示していただき、何か首長さんでこう

いう案がいいじゃないか、そういうことがあったらまた

ご発言願えれば大変ありがたいと思いますけれども。

　じゃ、まず私からちょっと発言させてもらって、皆さん

方には指名させていただきますので、よろしくお願いい

たしたいと思います。

　やっぱり今、太田市長が言ったように、山焼きをね、

ただ昔からやっているからやるんだと、そういうことが

結構、自分も多いと感じております。そういう中で、私、

これから生きる道は、うちの町、観光でございますから、

また太田市長さんが言ったように、観光と草原との結

びつき、それをいかにやっていくかということが大切な

のではないかと考えております。そういう中で、昨日の

シンポジウムの中で、やっぱりカヤを皆さん方に刈っ

てもらった中で、カヤを刈ることによって山焼きの負担

も少なくなるようなことも聞きましたので、そのカヤを

刈って、また観光に生かした中で、草原を守っていきた

いと考えております。

　また、カヤを刈ったことも、やっぱりある程度資金源

になるようなことも聞いております。さらに、自分は子供

たちが草原に対するある程度の認識、小さいときから

持っていなければなかなか草原に対する愛情は湧か

ないと考えておりますので、その辺の教育の活動もして

いこうかなとは考えております。

　東伊豆町はとりあえずそういうことを考えております。

では新温泉町長の西村町長、いかがでしょうかね、こ

んな考え方は。それから各首長さんにちょっといろいろ

まずお話を伺いたいと思います。

○新温泉町長（西村銀三）　当町、ＮＰＯ法人、上山高

原の周辺集落の７集落、それからもちろん県、行政、町

もバックアップして、地域が主体で取り組んでおるんで

すけれども、何といっても人口減少が最も我が町では

厳しい町であります。合併して今年で15年たったんで

すけれども、３割近い人口減少地域ということで、地域

は最も危機的意識を共有しているということで、上山高

原におけるこういったカヤの利用、それから山焼き、こ

ういう事業を通して知識の意思統一に大きく貢献でき

ていると。

　今回も実は、この７集落周辺に地域の運営組織がで

きることになりました。そういったことで、地域の意思を

まとめるためのそういった運営組織と同時に、施設の

建築も今年度スタートいたしました。そういった意味で

は、一つの高原を地域の過疎と、そういった過疎意識

を払拭して、地域の活性化につなげていく、そういう点

で新温泉町では大きく貢献できつつあるということを

つ草原が残る里を再発見いたしまして、その大切さを

広く紹介するとともに、次の世代へと残していくことを目

的に、未来に残したい草原の里100選を選定するとい

うことが目的でございます。

　期待される効果といたしましては、４点ございます。

社会的に価値が認知されていない草原の掘り起こし、

２点目が草原の価値を知らない人への普及、３点目、

現に草原に関わっている人たちの意識や誇りの向上、

４点目が火入れやカヤぶきなどの伝統文化の担い手

の価値づけでございます。

　事業のスケジュールですが、このアナウンスにより募

集を開始いたします。応募の締切りを今年の12月とい

たしまして、その後の審査に入ります。翌年の４月には、

この選定結果の発表、秋には表彰式やシンポジウム

等、普及・交流の機会づくりを予定しております。

　その他の事業概要につきましては、全国草原再生

ネットワーク会長の高橋様より説明をお願いいたします。

○全国草原再生ネットワーク代表理事（高橋佳孝）　

それでは、少し詳しく述べさせていただきます。未来に

残したい草原の里100選を本日、募集のアナウンスを

させていただいております。主催は、全国草原の里市町

村連絡協議会の主催でございます。

　ただいま太田町長のほうから詳しい経緯が述べら

れましたので、この部分は割愛させていただきますが、

本日この第13回全国草原サミットにおいて募集をアナ

ウンスするというところに至っているわけでございます。

　草原の100選というのは、先ほどちょっと町長のほう

からもお話がありましたけれども、日本には多様な自

然を形づくる希少な生態系の一つである、それが草原

であるということですね。長年にわたって、人と自然の

関わりの中で地域の環境、文化、観光など様々な恵み

を提供してきました。しかし、多くの人たちは、国民の多

くは、草原の成り立ちや意義を知らないという現実もご

ざいます。このような多様な価値を持つ草原と人のつ

ながりを再発見して、その大切さを広く紹介し、次世代

へと残していくことを目的として、今回、草原100選を

選定するに至ったわけです。

　ここで言う草原の里というのは、草原に関わる暮ら

しが残る里というイメージをしていただければよろしい

かな。

　これはコンセプトペーパーとして、前会長の日高会

長のときに作った内容ですけれども、この右のほうに

書いてありますように、未来に残したい草原の里100

選の選定というのは、地域からの自薦によって選定し

ていこうと。それから、様々な科学的な観点から評価す

るし、この選定の過程そのもの、あるいはその論議をす

感じております。

　実は、神戸とか周辺、特に関西方面、神戸・大阪方面

からのいろんな協力、山焼きにおける協力者も出てき

ていまして、いろんな意味で地域の盛り上がりができて

いるということであります。いろんな相乗効果が生まれ

ているというのは、この草原サミット以降、非常にいい

流れができていると考えております。

○議長（太田長八）　ありがとうございます。

　串間市としましては何かありますか。

○串間市長（島田俊光）　私たちはカヤを利用すると

ころじゃないんですが、牧草、昔からの家畜の牧草地

帯ということで、取り組んでいたわけでございます。た

だ、我々が一番重要視しているのは、都井岬の風光明

媚な観光地の保全に取り組んでいるんですが、我々本

当にその人間を集めるのが大変な状況にあるわけで

すが、もともと岬はマツ組合という団体がありまして、そ

のマツ組合がボランティアで活動する人たちを今、真

庭市も言われた観光にマッチした方たちを呼んで、

100名程度の人たちで野焼きをしているわけですが、

本当に野焼きの体験というのはですね、今の現代の中

ではなかなか体験することはできないんで、その体験

学習に来る人は少しずつ増えつつあります。ただ、行政

として、野焼きの体験をどのようにアピールするかとい

うのがございます。また、太田市長が言われたように、

死亡事故などが発生したときの我々の責任ですね、そ

ういうのが問われますので、ここはもう少し考えてやる

べきじゃないかなと思っております。

　あと一方の笠祇というところにあるんですが、ここも

やっぱり牧草を育成するための野焼きをしております

けれども、ここが人口減少と高齢化が進んでおりまして、

やはりここの野焼きについてもボランティアで、いわゆ

る体験学習というようなことで人を集めてやっていると

ころでございます。

　また、真庭の太田市長さんにはＣＬＴの研修や木質

の研修でいろいろとお世話になりました。心から感謝

を申し上げたいと思います。

　串間の取組としては、観光とマッチした野焼きでござ

いますが、ただ、それがうまくいくかいかないかは我々

の努力だろうと思いますので、今後の課題として取り組

んでいきたいと思っております。

　以上であります。

○議長（太田長八）　ありがとうございました。

　すみません、川南町長の日髙さんも何かございまし

たら。

○川南町長（日髙昭彦）　うちは湿原なんで、面積も３

ヘクタールぐらいなんで、皆さんのことを聞きながら勉

強していたところで、職員とどうするという話をしていた

ところです。ただ、本当に人が手を入れないと維持でき

ないというのは共通の課題でありますので、そこは

やっぱりみんなで知恵を出していくしかないんだろう

と思っております。

　以上です。

○議長（太田長八）　ありがとうございます。

　太田市長、これでまた何かありましたら、よろしくお

願いします。

○真庭市長（太田　昇）　ありがとうございます。

○議長（太田長八）　太田市長、よろしいですか。

○真庭市長（太田　昇）　ありがとうございました。

　また私どもも勉強させていただきながら、地元でしな

がらボランティアとかですね、そういう人も育て、そして

観光にまで、山焼きも初めは安全なところでやっても

らって、それからだんだん慣れていただければ、結構も

う毎年来るというような人も出てくるはずですのでね、

そういう守ることと自分の楽しみというか、やっているこ

との意義とを感じながら楽しんでもらえる、そういう人

をつくっていきたいと思います。ありがとうございました。

○議長（太田長八）　すみません、まだやりたいところ

ですが、時間がございませんもんで、この辺でこの会は

ちょっと閉じて、次の議題にいきたいと考えております。

６．草原１００選について

○議長（太田長八）　次は、「未来に残したい草原の里

100選」のアナウンスでございます。

　それではまず、私からこの事業の趣旨、また経緯、そ

れとスケジュールにつきまして説明させていただきます。

　主催は、全国草原の里市町村連絡協議会でござい

ます。協力また後援は、一般社団法人全国草原再生

ネットワーク、後援は環境省、静岡県、一般社団法人の

茅葺き文化協会、公益財団法人日本自然保護協議会

となっております。

　事業の趣旨ですが、多様な価値を持つ草原が残る

里を再発見し、その大切さを広く紹介するとともに、次

の世代へと残していくことを目的に、未来に残したい草

原の里100選を選定いたします。

　事業の経緯といたしましては、2012年に阿蘇で開

催されました、第10回全国草原サミットに出席した14

市町村の首長によりまして、草原100選の選定が提案、

採択されたことを受けまして、2016年に自治体におけ

る全国草原の里市町村連絡協議会が発足いたしました。

そして、2021年の総会にて、今回のサミットにてこの事

業の開始をアナウンスすることが決定いたしました。

　まず、事業の目的でございますが、多様な価値を持

記述でさせていただくということになっております。

　これ以外にも当然、重要な際立った特徴があれば、

それを考慮していくという形で選考の基準とさせてい

ただこうかと。

　それから、皆さん、興味をお持ちと思います。スケ

ジュールの問題ですけれども、今回、第１回選考とあえ

て書かせていただいたのは、さっきもお話ししたように

一発で100をそろえてそれで終わりという世界ではなく

て、一緒に歩みながら一つ一つ重ねていきたいという

ことです。２年か３年、数年かけてでもゆっくりと応募を

していただきながら選考していただくというスケジュー

ルを想定したものでございます。

　応募の公開は本日、この場で草原サミット東伊豆大

会において募集を発表いたします。

　応募期間、本日から１２月１５日必着という形を取ら

せていただきます。ただ、応募のフォーム等をホーム

ページで掲載する時期が若干遅くなりますので、近日

中にホームページは公開するという形を取らせていた

だきたいと思います。

　審査期間ですけれども、第１次審査は１２月１５日の

締切り以降２月から３月までに終わらせて、最終審査

を翌年の２月から３月頃に開催して最終決定をしよう

と思っています。この審査に当たっては、場合によって

は現地審査もさせていただくことになろうかと思ってお

ります。

　それから、発表や表彰のスケジュールですけれども、

結果発表は来年の４月を予定しております。これは主

催者である全国草原の里市町村連絡協議会の総会が

開催されるときでございますので、その場で結果の発

表を行います。

　その後、秋までに表彰式やイベントの準備を行うと

ともに、現地の取材を行いながら、より深くその内容を

理解していくような期間として、追加書類等の提出が必

要であれば、それもお願いするような形になるかもし

れません。

　表彰式やシンポジウム、一応、来年の秋を予定して

おります。こういう場で表彰されたということを皆さん、

内外に強くアピールする機会をつくっていこうと思って

いるところです。あくまでも選んで終わりという世界では

なくて、一緒に歩み、輪を広げる、そういう形の100選

にしたいと思います。何度も言いましたけれども、みん

なで積み上げていって、最終的には全国草原年鑑みた

いなものに集約できればいいなというふうに今考えて

いるところです。

　間もなく、近日中に公開されるホームページですけ

れども、若干、最終版とは異なることになるかもしれま

せんが、イメージとしてこんなふうな形のホームページ

が皆さんのほうにお伝えできるんではないかと思って

います。草原の里100選とは何かという文言もあります

し、スケジュールのことについても具体的に記述されて

いますし、選考の基準について、より詳細な内容がそこ

に記される予定になっております。

　応募方法、応募様式のダウンロードをここでやって

いただいて、それに書き込んで応募していただくような

形を取らせていただきます。

　それから、自治体の推薦が必要だというお話があり

ましたが、その推薦様式についても、ここにホームペー

ジ上でダウンロードできるようにしたいと思っております。

　最後に、湯本貴和委員長からのメッセージを載せさ

せていただく、そういうふうな構成ないようにしようと思

います。

　湯本先生のメッセージには、草原100選の概念とか

エッセンスというものがまさしく濃縮されておりますの

で、その一部をここにお示しして、最後の報告を終わり

にしたいと思います。

　ちょっと読ませていただきます。

　「未来に残したい草原の里100選」は、それぞれの

地域が草原を生かした地域づくりを競い合い、その輝

かしい成果を顕彰する場とは考えていません。共通の

課題を抱えている地域が互いの実践やアイデアを学び

合い、共に未来へ進んでいくための仲間探しの場であ

りたいと思います。みなさんが応募する段階で、誇るべ

き宝を再発見したり、足りないパーツを認識したりする

作業そのものに大きな意味があると信じています。ぜひ

とも「未来に残したい草原の里100選」にご応募いた

だき、わたしたちの仲間の輪に加わってくださることを

願っておりますというメッセージをいただいております

というメッセージを頂いております。私たち関係者の共

通の思いを言い表していただいている内容だと思って

おります。

　草原の里というのは、まさしく未来に向けた草原保

全のシンボルになるであろうと思っております。風土に

根差した特色のある草原を育み、未来への展望も様々

な人の活動があり、そのような活動を通して人々が交

流し合う里、そういうものをイメージしたものになると

思われます。ふるさとの原風景とも言える草原のある里

の認知度というのは、まだまだ低いものがございます

が、この草原100選の活動を通して、草原の魅力と価

値を広く国民に伝えて訴えて行きましょうということで、

最後の言葉とさせていただきます。

　以上が未来に残したい草原の里100選の概要説明

でございます。ご清聴ありがとうございました。

ることがとても重要なんだということが期待されており

ます。

　それから、選定によって、先ほど町長からお話があっ

たように、様々な効果が期待される。さらに、未来へ向

けてですね、草原の里の持つ価値をアピールすること

になるというですね、新しい草原の活用方法もそうで

すし、草原の持つ新しい価値、そういうものを対応して

いくものにもなりますし、利用や保全をそれによって促

進されるようなものにしたいと考えております。

　それで、今回の草原の里100選の事業を行うに当

たって、大きなコンセプトをみんなでちょっと考えて行

きました。地域の人 と々草原の関わりの繰り返しの中で、

地域に蓄積されてきた知識とか意識、技術そのものが

草原の里の持つ価値であるというふうに考えました。こ

の価値のあるものを「共創資産」という、新しい用語で

すけれども、として捉える。各地に残っているこの共創

資産を日本全体で共有し活用することによって、次世

代に希望のある自然共生型社会を実現することに寄

与していこうではないかというのが事業のコンセプト

でございます。

　この事業、落とすための選考ではなくて、できるだけ

拾い上げ、仲間を増やしていくという観点から、また、一

度に100選ぶということよりも、時間をかけて少しずつ

増やしていく、そういうふうな形で進めたいと考えてお

ります。

　応募要件ですけれども、自薦という形で、草原と関わ

る民間団体、あるいは地方公共団体が応募できますと

いう形。ただし、民間が応募する場合には、地方公共

団体の推薦が必要となります。

　それから、選定の対象となる草原の里は、現在ちゃ

んと草原が存在している地域ということになります。

　応募に関しての確認事項、幾つかあります。これはま

た応募要領の中で詳細に記述しておりますので、そち

らをご覧になっていただければと思います。

　もし選考されなかった場合も、結果はちゃんとフィー

ドバックしていこうというふうなことを考えております。

　それから、選考の方法ですけれども、有識者の皆さ

んによる草原の里選考委員会というのを組織いたしま

した。ここが最終選考を行うということです。それから、

この選考委員会の下に実務者で構成する運営委員会

というのを組織しております。運営委員会は、１次審査

というか、書類審査を担当する。その結果を基に、最終

的に草原の里選考委員会が最終選考を行うという形

にしております。

　１、２と掲げてあります、最初は応募書類による審査、

候補の絞り込みを１次審査としてやって、１次審査で絞

り込めた地域について最終選考を行うという形を取ら

せていただきます。

　具体的な選考委員の名簿を一応ここに掲げさせて

いただいております。

　上のほうから、日本茅葺き文化協会代表理事の安藤

先生、それから、全国草原の里市町村連絡協議会の会

長である東伊豆町長の太田町長ですね。それと私と、

それから、京都大学霊長類研究所所長である湯本貴

和先生。湯本先生にはこの委員長になっていただいて

います。それから、皆さんよくご存じの東京大学名誉教

授の養老孟司さん。あと２名ほど、今、内諾をいただい

ている委員がございます。２人とも女性の委員でござい

ますので、最終的には７名の委員構成になる予定でご

ざいます。

　それから、選考の基準ですけれども、草原の生態系

と人々が暮らす里の関係性がつくり出した共創資産を

軸に５つの観点から選考するという形を取らせていた

だいています。一つ一つ、今から述べていきますけれど

も、１つは草原の自然、環境的価値と言ってもいいのか

もしれませんけれども、動植物が特徴的なものがある

かとか、景観の特徴はどういうものがあるか、そういう

ものをいくつかのポイントとして捉えて評価していく。

　それから、草原からの恵み、実際に利用の価値を受

け取っているかとか、あるいは資源の恩恵を被ってい

るかとかいう点からも評価していきたいと。現代的意義、

あるいはその認識というのもここに含まれますけれども、

過去の利用方法やどういう形の草原の恵みを得ている

かという具体的なものを判定する予定にしております。

　３番目が草原を維持し、享受する仕組み、そのもの

がきちんと理解されて継続されているか。それを持続性

とか公共性の尺度から評価をしていこうと。管理が

ちゃんと妥当なものであるか、それが今後も継続される

か、あるいはそういう意思が示されているか。それから、

経済がちゃんと還元されているかとかですね、主体と

かモニタリングというような項目が入ってくるかなと思

います。

　それから、４番目が共生型社会の実現に向けた波

及効果、まさしく未来に向けて草原の里が持つ重要性

をここで語っていただこうかと。地域や地域内外の社

会に及ぼすよい影響、これまであった影響もですし、今

後影響を及ぼすことが期待される、そういうものをきち

んと書いていただこうと。

　それから５番目、今の４つはある程度、選択肢で選

ぶような形をさせていただきますが、５番目はいわゆる

思いの強さです。関わっている人が熱く語れる熱量や

行動力を評価しようということで、ここらあたりは自由

○議長（太田長八）　高橋先生、どうもありがとうござ

いました。

　この件につきまして、何か質問がございますでしょう

か。ありましたら、挙手をお願いいたします。よろしいで

すか。

　それでは、このような方向でやりたいと思います。ま

た、多くの皆様の応募を期待しております。

７．サミット宣言採択

○議長（太田長八）　最後に、この第13回全国草原サ

ミットｉｎ東伊豆の宣言をさせていただきたいと思います。

　第13回全国草原サミットｉｎ東伊豆。

　私たちの暮らしに欠くことができなかった草原は、生

活様式が変化し草が使われなくなったことから、近年

ではとても珍しい風景になってしまいました。過疎、高

齢化により、山焼きや野焼きの担い手は減少の一途を

たどっており、今後、草原の維持はますます困難になる

ことが予想されています。

　細野高原でも、ススキを使うのはごく一部の農家とな

り、毎年早春に実施される山焼きが何のために行われ

ているか知らない町民も増えております。

　陸上の生態系は森林、草原、湿原などが様々な地形

の上に成り立っており、そのそれぞれに多様な動植物

が生息、生育しています。この多様性が人々の生活を

豊かにする礎となり、暮らしや文化が守られています。

草原は、その一端を担い、地域産業の基礎、水源の涵

養、生物多様性の保全、ＣＯ２の削減、カヤぶきや盆花

の文化など、様々な恵みを提供してくれます。

　草原を失うことは、これらのかけがえのない恵みを

失うことを意味しており、人々の豊かさや、また地域の

文化が失われることにもつながるものです。草原が育

んできた人と自然の共生の知恵や持続的な利用の技

術は、今後の持続可能な社会の実現を目指す上で欠

かせないものであります。

　私たち草原を有する自治体は、互いに学び合いな

がら草原を維持し、賢く利用していく努力を惜しまず、

草原のある里の風景を後世に引き継ぐための環境を

整備し、交流・連携を強化していくことをここ東伊豆町

において宣言いたします。

　それでは、東伊豆宣言。

　１つ、私たちの大切な草原、湿原を守っていくための

保全活動について、地域の関係機関と連携しながら共

に考え、支援していきます。

　１つ、すばらしい景観を活用した観光資源としての

草原と貴重な植物の自然観察など、教育・文化面との

調和を図り、次世代へと受け継いでいきます。

　１つ、かつてのように生活の中に草原の利用を取り

込む創意工夫を支援し、地域振興に活用できる社会環

境を整備します。

　１つ、未来に残したい草原の里100選事業を推進し、

草原の持つ魅力を全国に発信していきます。

　１つ、全国草原の里市町村連絡協議会の連携強化

とネットワークの構築、さらに全国の草原を持つ自治

体への協議会の加入促進を推し進めてまいります。

　以上、宣言する。

　令和３年９月27日。

　以上でございます。

　以上で議事を終了いたします。

　皆さん、このコロナ禍の中でこの全国サミット、参加

して本当にありがとうございます。特に首長様、今年、新

型コロナウイルス感染症の対応で大変お忙しい中参

加していただき、ありがとうございます。これからまた皆

様と連携し、この草原、また湿原の保全をやっていきた

いと思いますので、また連携して、またいろいろお知恵

を借りた中で、よりよいこの連絡協議会にしていきたい

と思います。

　本当に今日はどうもありがとうございました。

８．閉会

○司会　それでは、これをもちまして、第13回全国草

原サミット・シンポジウムｉｎ東伊豆大会を終了いたします。

　サミット宣言の精神に基づき、今後も各自治体や関

係者の皆様と草原の維持保全に取り組んでいきたいと

思います。今回は初めてのウェブ会議方式での開催と

なり、お見苦しい点もあったかと存じますが、ご容赦く

ださい。

　最後にお願いとなりますが、全国草原の里市町村連

絡協議会に加盟されていない自治体の皆様は、これを

機会に加盟のご検討をしていただきたいと思います。

　また、次回の草原サミット・シンポジウムの開催地が

決まっておりません。自治体の取組や草原のＰＲには

最も適したイベントだと思いますので、こちらにつきま

しても併せてご検討ください。

　新型コロナウイルス感染症が終息しましたら、ぜひ

東伊豆町細野高原にお越しいただきたいと思います。

　本大会へのご参加、ご協力、誠にありがとうございま

した。
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後の土石流がその中に入っていた木の炭素年代を調

べたら、２万５千年前後の炭素年代が出ていますので、

そこで一度起こったなというのは分かっているんです

けれども、その前には何度も何度も大分、山の南斜面が

かなり削られていますので、何度も起こった様子が見ら

れると思います。

【細野高原の川について】

○伊豆半島認定ジオガイド（鈴木京子）　今度は細野

高原の中の川のそばにやってきました。

　細野高原の中には、水源涵養保安林という地元の人

の飲み水を確保するために保安林というものをみんな

で植えて、水が自然にここに沈む込むような作業をしま

した。そのために、ここから二口ほど水源を引いていま

す。大体ここの水源は、町の総人口約１万２千人いるう

ちの千人、8.3％ぐらいの人たちのための水源になって

います。このお水は、保安林だけでなく、先ほどお話しし

ました土石流に乗って保安林の下には海底火山、その

時代からの長い年月をかけたいろいろな火山灰、そし

て火山礫が眠っています。そこの隙間を通り抜けて川の

水になっていますけれども、その火山礫の間を通り抜け

ることでたくさんの豊富なミネラルをお水の中に取り込

んで、おいしい水をつくっています。その水は私たちの

飲み水だけでなく、先ほどお話ししました湿原の動物や

生き物、生物、植物などの栄養分にもなっています。また、

町のほうに下りていきますと、農業用水になったり、そし

て、海のほうにこれが流れてですね、海の栄養にもなっ

ています。そのために稲取の野菜や果物、お魚はとても

おいしい味になっているのだと思います。私たちは細野

高原の自然を大切にして、これからもおいしい水、いろ

いろなおいしいものを食べれるような、そんな場所にし

ていきたいと思います。

　河原にはいろいろな色の石があると思います。これは

長い年月をかけて噴火してきた火山礫や凝灰岩です。そ

の火山礫や、白っぽい石がところどころに見えるんです

けれども、白っぽい石は、細野高原とまた違う斜面で爆

発的な噴火を起こしましたカワゴ平という場所がありま

す。そこは、ここと違って流紋岩や軽石を出しています。

その軽石などもかなり水分が石の中を、軽石は穴が開い

ていますので、その中が水分を通っていきます。そのため

また細野高原と違うミネラル分を含んだ水になっている

ので、本当にいろいろな豊富なミネラルを含んだ石が、

色によっても成分が違いますし、赤みを帯びているもの

は鉄分が入っている石です。錆びると赤くなりますね。

あのような変化を起こしています。そのようなものを含ん

だここの水はとてもミネラル豊富ということが分かります。

　でも、この河原を流れていっても浄化されているので、

もっと下流のほうに行っても、とてもお水がきれいで、本

当に飲みたくなるような、そのまま飲みたくなるようなお

水が見られます。

【最後に】

○伊豆半島認定ジオガイド（鈴木京子）　入り口の駐

車場の横に戻ってきました。先ほどの看板がある近くです。

　こちらに見える尾根が大峰山です。その大峰山の斜

面には、石の上と書いて石上という字名があります。こ

の字名のあるように、大きな岩がごろごろ点在している

様子が見えます。山焼きの後の２月下旬からワラビ狩り

の５月頃までは、点在している大きな岩を見ることがで

きます。この季節は草丈が伸びているのでよく分かりま

せんが、またその頃、今と違う季節にいらしてください。

　今日はありがとうございました。

②視察・オンライン見学後の感想

○司会　そうしましたら、東伊豆町の細野高原の案内

動画のほうは終了させていただいて、この後ちょっとお

時間をいただきまして、午前中に細野高原に視察してい

ただいた有識者の先生たちに少し感想のほうをお聞か

せ願えればと思いますので、ちょっと前の席のほうへご

移動をお願いいたします。

　そうしましたら、今日２時間ほどかけて細野高原のほ

うをずっと１周、見学をしていただきました。それぞれご

専門と、あとは町外の方から見た感想と印象というよう

なことを含めて、お一人ずつお話をいただけたらという

ふうに思います。席順のとおり座って、白川さんのほうか

らすみません、よろしくお願いいたします。

○芸北高原自然館主任学芸員（白川勝信）　ありがと

うございます。最初のほうなので、ちょっと安心しています。

　細野高原を久しぶりに見まして、やっぱり最初の印象

は広いなというところです。広さがやっぱり第一印象か

なと思いました。入ってすぐに、行くまでの道は植林され

ていてちょっと暗いですが、景色がぱっと開けたときに

左手にススキの波がわあっと広がっている様子という

のは、細野高原ならではだなと思いました。

るという提言をされました。これは後の草原100選のと

きにも出てくるワードですけれども、自然と社会が失わ

れれば、あるいは自然と人が失われれば、なくなるもの、

そういうものを共創資産と位置づけて語っておられま

した。また、この共創資産と言われるものは、時代ごと

の検証を受けて、長い間、自然と足されてきた、ある意

味中身のしっかりした技術や知識であると。そういうも

のが積み重ねているものがあって、そういうものを私た

ちはもう一度見直すとともに、将来に受け継いでいく必

要があるんじゃないのかなというお話でした。

　それを受け継ぐために必要なものとしては、その方

法であるとか実行力であるとか仕組みとか、あるいは

行政の役割として非常に大きいのは、法令とか条例の

整備とか、そういう環境整備であると。それから、普及、

教育という、この５つの観点をしっかりと捉えていく必

要がある。

　その中で草原に関わる象徴的な活動として、ご自身

が北広島の芸北地方で進められている茅プロジェクト

の紹介をしていただきました。これは、地域にあるカヤ

材を子供たちが作った市場に集めて、そこで「せどやま

券」という地域通貨を発行して、その発行したせどやま

券で地域の経済も回っていくという、様々なメリットを

持った内容でした。要は、利用が放棄されて社会資本

が喪失している中で、その利用の仕組みをもう一度導

入するによって草原の保全に循環性とか展望が生まれ

ているという非常に象徴的なお話でありました。

　各地に残っているこういう共創資産を見いだして、

それを共有して、それから未来にも役立てていくという

ことが大切だろうと。今日人間だからこそ生み出されて

いる、この美しさを大事にして生かしていきたいという

ことを最後に述べられて基調講演を終わられました。

　それから、パネルディスカッションは、その基調講演

をした白川さんがコーディネーターとして登壇していた

だき、東伊豆町の太田町長、それから私と、稲取地区の

特別財産運営委員会の山田さんと東伊豆町観光協会

の石島さんに登壇いただいて、この地元の細野高原の

活用、それをどういったふうに持続性の観点から理解

するかというテーマについてパネルディスカッションが

行われました。

　会場の様子はこんな感じで、それぞれ登壇しており

ます。

　それで、内容ですけれども、実は2008年にこの東伊

豆町で全国草原シンポジウムというのが行われていま

す。もう13年か14年たつわけですけれども、当時から

担い手の問題とか観光の利用について新しい取組を

やりたいという動きがございました。ただ、観光のほう

も着 と々いろいろな形で進めていて、例えば草原に入る

ときの入山料のような形で、観光客からその対価を頂

いて管理運営に回せるという、全国でも画期的な取組

もやられているんですけれども、そういう形で観光客が

増えるにしたがって、様々な問題点も生じてきているよ

うです。今後はその利用のルールをしっかりと構築し直

すことが大切であるというふうなお話がございました。

　そのためにも、都会の人と地元の人の意識の相違と

か認識の違いをうまくコーディネートするような、そうい

う組織体制も必要ではないかと。

　それから、入山料については、最初はいろいろと来

訪者から文句も言われたそうなんですけれども、今で

は多くの方がそれを理解して払っていただいていると

いう、そういう意識の醸成もできているんですよという

話がございました。

　草原はまさしく人との関わりの持続的モデルであっ

て、これは新しい社会の礎ともなるであろうと。それか

ら、草原学習は子供だけではなく、子供から地域へ広

がる、そういう可能性を秘めており、まさしくＳＤＧｓの地

域版である。そういうふうな結論で終わっております。

　最後に、町長さんのほうから、こういう問題は東伊豆

だけではなく全国の問題である。これからも多くの自治

体と共に手を取り合っていきたいという力強い宣言を

いただいております。

　それから、分科会はそれぞれの場所で行いました、

このオンラインを利用してですね。それぞれが自立し

て行っていったという形になっております。

　今回は３つの会場で分科会が行われました。１つが

この地元の東伊豆町の会場で、テーマは「保全・利用・

継承」と、これをどう循環させるかということで、地元出

身の東京都立大の内山さん、それから草原を守ってお

られる入谷区の鈴木さん、地域おこし協力隊の藤田さ

んがコーディネートしていただいております。

　蒜山会場のほうは、利用の面から、カヤの利用をす

ることによって草原保全にどう関わっていけるかという

ことで、地元の郷土自然館の前の館長さんでいらっ

しゃる前原さん、それから鳥取大学で自然再生につい

て関わっておられる日置先生、実際にカヤ刈りをした

り、カヤの建物を建てたりされている沖元さんと相良さ

んという２人のカヤぶき職人さんのトークセッションが

行われています。

　３番目の阿蘇会場は、草原の恵みを守る仕組みづく

りをどうするかということをテーマに行っています。主に

草原の持つ水源涵養力について科学的見地からの知

見、それから新しい知見というものを熊本県立大の島

谷さんから、それから、それを基にして、地域の草原を

たいと思います。

○東伊豆町長（太田長八）　それでは最後に、私から

静岡県東伊豆町の報告をさせていただきます。

　東伊豆町は細野高原という草原があります。昨日か

らのシンポジウムでも議論されてきましたが、この草原

の維持管理、また利活用、そして次世代への継承が、う

ちだけではなく、今聞きますと、全国の草原を持つ自治

体の共通の課題だと思います。このサミットで皆様のお

知恵をお借りした中で、また今後この課題に取り組ん

でいきたいと考えております。

　細野高原は、うちの町は稲取地区、熱川地区と二地

区があります。そして、稲取地区が４部落がある中で、

稲取地区に存在しております。その稲取地区の４区の

町内会が組織する稲取地区特別財産運営委員会が管

理しております。この４区の共同管理によりまして、防火

帯の設置や山焼きなどを実施しております。防火帯、ま

た山焼きにはそれぞれ120名ほどの人が出て実施し

ていますが、やっぱり作業者の高齢化、また、農業従事

者の減少によりまして、作業ができる区民が年々減りま

して、人的負担が増しております。また、この草原を管理

するのには、年間約500万円の費用がかかるため、経

済的負担も課題となっております。

　観光面では、この細野高原の資源を活用いたしまし

て、４月上旬から５月上旬にかけての山菜狩りや、また、

秋には秋のススキイベントを開催しております。イベン

トの開催時には、これはススキのほうですが、参加者

から600円、その他の期間におきましては20円を入山

料として頂いております。先ほど経済的負担のことを申

し上げましたが、これらの収入が維持管理には必要と

なってきます。しかし、これだけで全ては賄えませんの

で、入山料の値上げ、また新たな利活用を検討いたし

まして、この維持管理費用の捻出を考えていかなけれ

ばならないと考えております。

　そんな中で、イベント等のため、この道路、駐車場、ト

イレ等を整備し、誘客に努めておりますが、一方では、

来訪者のマナーも問題になっております。この大切な

資源を荒らされないよう、対策も同時に取っていくべき

と考えております。そして、何よりもこのすばらしい景観

や、また資源をどうやって次世代につなげていけるか

が大きな課題となっております。

　かつては農家の方がこのカヤをミカン畑に敷いたり、

またかやぶき屋根を使用したりするなどの活用がされ

てきましたが、農業後継者が減っていく中でのこの現在

では、カヤの需要もほとんどない状況でございます。し

かしながら、このすばらしい景観、また資源は、山焼き

等の保全活動を継続していかなければ守っていけま

せんので、町内の子供たちに、また地元にこんなすば

らしい草原があること、また、この草原は人の手によっ

て守られていること、また、カヤを使った昔の文化を教

育していくなど、未来につないでいかなければならな

いと感じております。

　これらの問題解決を図るため、昨年度、稲取地区の

特別財産区運営委員会をはじめ、行政、また観光協会、

農協、高原の専門員などで組織する「細野高原を考え

る会」が発足されました。この会では４区が継続的に細

野高原、これを維持管理していただくためにはどのよう

に、また、観光、産業などの資源としての活用、周辺の

地権者とも協力して、新たなこの魅力の創生、これを

図っていくかなどを検討しております。今日は皆様方か

らいただいたこの知恵をお借りいたしまして、この会の

発展にも生かしていきたいと同時に、この草原を全国

に発信できればと考えております。これからもどうぞよろ

しくお願いいたしたいと思います。

○議長（太田長八）　以上でこの参加自治体からの報

告が終わりました。いろいろなお話を伺いました。その中

でまた意見や質問等もあるでしょうから、ここからは自由

な形で意見交換会をさせていただきたいと思います。

　ご意見がございましたら、挙手をお願いして、発言し

ていただきたいと思います。どうぞよろしくお願いいた

します。

○真庭市長（太田　昇）　よろしいですか。

○議長（太田長八）　どうぞ。

○真庭市長（太田　昇）　それぞれすばらしい取組を

勉強させていただきましたが、恥ずかしい話、蒜山高原、

まだ山焼きの面積が80ヘクタールぐらいなんですね、

どんどん減っていて。何とか維持しようと思っているん

ですけれども。600ヘクタール焼いているとかですね、

本当にたくさん広い面積を焼いているとこら辺の取組、

もうちょっと詳しく、それもその行政というよりは、住民

の方とか、あるいは子供も参加してということですが、

もう少し、こんな取組をしているよということをご紹介い

ただければありがたいんですが。勉強させてください。

○議長（太田長八）　今、太田市長からの行政以外の

ほうの取組、これが何か具体的なことがありましたら、

どなたかご発言願いたいと思います。

　南阿蘇村の後藤さん、よろしくお願いします。

○南阿蘇村農政課主幹（後藤進哉）　先ほども説明さ

せていただきましたけれども、本村の牧野面積が

2,470ヘクタールで、野焼きが行われているところは

1,170ヘクタールということなんですけれども、地震前

はまだ野焼き面積は広くて、この事業主体というのが各

地元の行政区とかになりまして、以前は区長さんが責

【細野高原の管理の歴史】

○稲取財産区運営委員長（山田賢一）　細野高原は、

昔、町村合併が、昭和32年ですけれども、行われたとき

に、ここもそういうことで、昔ここがカヤ場で、ここの地区

の人らが農業に敷き草とか、山の屋根をふくときのカヤ

とかというものに利用しました。町村合併でここが稲取

地区の財産区ということで払下げがありまして、それで

我々が財産区として管理しているところです。

【細野高原の管理者について】

○稲取財産区運営委員長（山田賢一）　所有地の払い

下げがありまして、稲取地区、ここは特別財産区という

のが管理しております。

【細野高原のカヤ場の歴史】

○稲取財産区運営委員長（山田賢一）　そうですね、も

う僕が知らない昔から、ここはこういう形で、この地区

の農家の人たちが、要するに農業で堆肥を作ったり、畑

の中へ有機物の補給という形で、ここの草を持っていっ

て、畑の中に入れました。それとまたそのほかにも、かや

ぶき屋根のカヤの材料としても使われたそうです。

【山焼きをやるメリット】

○稲取財産区運営委員長（山田賢一）　山焼きをやる

ことによって、例えばこういういい敷き草とか、農業に

使うようなカヤとか、そういうのが病気を抑えられたり、

害虫も抑えられたりすることによって、いい材料というか、

そういうのができます。それとまた、きれいに焼くことに

よって、要するに何ですか、灰が落ちることによって、

土の肥料分の補給にもなるというようなことで、この原

野を保持していく上にはどうしても重要なことだと思

います。

【防火線づくりについて】

○稲取財産区運営委員長（山田賢一）　防火線焼きは、

大体120名ぐらいの方に出て、１日でやっています。山

焼きがその後、防火線焼きは大体11月に終わるんです

けれども、山焼きは大体２月にやります。そのときには、

もちろん区民の皆さんとか役場の職員の皆さんとか、

それとかいろんなこういうパラグライダーの関係者の

皆さんとか、そういう利用の皆さんに出ていただいて、

大体120～130名でやります。これだけの広さですから、

５人とか10人でやるわけにはいかないもんですから、

大体120名ぐらいの人の応援が不可欠です。

　先ほど言ったように、それだけの人を集めるのが１週

間ごとに大体、天候不順だと延びちゃうもんで、毎回の

ときにそれだけの人が集まってくれないと、山焼きが安

全にできない、それが悩みの種です。

【山焼きについて】

○稲取財産区運営委員長（山田賢一）　山焼きは毎年

２月に行われます。その前に準備として防火線刈りとい

うのを10月から11月にかけてやります。ここの周り全

部、境界線のところを防火刈りということで、12メー

ターぐらいずっと刈っていって、それを１週間から10日

ぐらい間を置きまして、それを全部燃して、防火線焼きを

行います。それで、それが終わりますと、もう火が入って

も大丈夫というようなことになりますので、２月の中旬

過ぎに、春を告げるということで、全体の山焼きを行い

ます。

【細野高原を考える会の発足の経緯】

○稲取財産区運営委員長（山田賢一）　細野高原は、

私たち子供の頃から毎年、春・秋の遠足は細野高原の

原野に来て、いろいろ親しんだわけですけれども、そう

いう中でこの細野高原をどういうふうにしていったら将

来にわたって維持できるかというようなことが今中心に

なっています。今、細野高原を管理して、今まで言いまし

たような防火線刈りとか、焼きとか、山焼き、そういうの

を稲取地区の区民全員で、皆さんで出てやってもらいま

すけれども、何しろ今、高齢化で、中心になっているのが

昭和20年代、30年代生まれの方が中心になってやっ

てくれています。だもんで、将来それを、細野高原を維持

していくのにどうしたらいいかというようなことで、細野

高原を考える会を立ち上げました。

　それともう一点は、今言った防火線、山焼きを管理し

て、ここの細野高原を管理するのに、ざっとですけれども、

年間500万ほど維持費がかかります。だから、今はゴル

フ場に入ってくるお金を町と折半して、それを運営費に

充てていますけれども、将来的にもなかなかそういうこ

とが難しくなるので、できれば少しでも自己財源というん

ですか、そういうのをつくっていかないと、この細野高原

を将来にわたって維持していくのが難しくなるかなとい

うようなことで、何とかこの細野高原を皆さんに知っても

らって、現状を知ってもらって、将来にわたってどういう

ことが考えられるかというのを皆さんと一緒に考えてい

ただきたいということで、細野高原を考える会というの

を立ち上げました。

 １．開会

○司会　皆様、こんにちは。

　本日は、第13回全国草原サミット・シンポジウムｉｎ

東伊豆大会の２日目となります。

　午後からのサミットに先立ちまして、オンライン見学

会として、東伊豆町の紹介動画と事前に収録した細野

高原のエリア活用に携わる方による細野高原の案内

動画をご覧いただき、細野高原や東伊豆町のことを

知っていただく機会にしたいと思います。

　なお、現地での収録については８月にしたものです

から、セミの声とかも入っておりますことをご了承くだ

さい。

　動画を見終わった後には、今日、朝から有識者の先

生の皆さんに細野高原のほう、実際行っていただいて、

現地を視察していただいておりますので、その感想な

どをお聞かせいただきたいというふうに思います。

　午後からは全国草原サミットを１時よりオンラインで

開催しますので、午後３時までとなりますが、よろしくお

願いいたします。

２．オンライン見学会

○司会　それでは、オンライン見学会のほうをスタート

させていただきます。

①オンライン見学会

○東伊豆町長（太田長八）　東伊豆町長の太田です。

　今回は、通常の形で大会を開催することができず、皆

様をこの細野高原にご案内することができず、本当に残

念です。このような状況が解除されましたら、ぜひお越

しいただきたいと思います。

　それでは、私からは、細野高原の概要につきまして、

お話をさせていただきます。

　この景色をご覧いただけますでしょうか。私が立って

いるこの場所は、標高約700メートルの場所で、ここか

ら15分ほど上に上がると標高821メートルの三筋山の

山頂にたどり着きます。そして、この眼下に広がる細野高

原の向こうには、太平洋に浮かぶ伊豆七島をご覧いた

だくことができます。何といってもこのロケーションこそ

が細野高原の自慢のポイントであります。

　広さは約125ヘクタール、東京ドーム26個分と言わ

れております。

　行事といたしましては、例年ですと２月に山焼き、４月

にはワラビを主とした山菜狩りが全体で楽しめ、10月

にはススキ祭りが開催され、ピークのときには期間中１

万人を超す来場者がありました。また、関東圏から比較

的近いこともありまして、映画やＣＭ、ミュージックビデ

オのロケ地としても有名になり、多くの作品がここ細野

高原で撮影されております。

　そんな細野高原です。皆さん、お越しいただける日が

来ましたら、ぜひともこの絶景を目に焼き付けていただ

きたいと思います。私といたしましては、一面ススキ野原

となる10月頃がお勧めでございますが、この細野高原

は四季を通じてすばらしいですから、いつ来ても、お待

ちしております。

　続きましては、稲取財産区運営委員長の山田賢一さ

んからこの山焼きの現状など、保全につきましてお話を

いたします。

○稲取財産区運営委員長（山田賢一）　稲取地区特別

財産区委員長の山田賢一です。よろしくお願いします。

【財産区委員長の役割】　

○稲取財産区運営委員長（山田賢一）　財産区各区の

区長さん中心で委員会をつくっていまして、そこの親方を

やらせてもらっています。この細野高原の細野の原野に

ついてのいろいろ管理とか運営とか、いろんなことを皆さ

んと相談しながら決めさせていただく、そういう仕事です。

　これがヤマアワです。

　こういうね、湿原の問題点として、だんだん土砂が

入ってくるんですね。それで、その上に水が流れるところ

が決まって、１か所だけこうずっと掘れちゃうんです。そ

うすると、水が周りに出なくなっちゃう。それでもってどん

どんススキがこう、乾燥化してススキが生えてきちゃい

ます。そういう状態がこれから大いに予想されます。

　ミズトンボって言います。トンボの顔に似ているじゃ

ないですか。

　これはね、ヤマイって言って、イってイグサのイ。山に

あるイグサでヤマイ。

　これがいいかな。ちょっと待ってね。ここね、ここにこ

う真珠みたいな玉がついているでしょう。これがシン

ジュガヤです。

　これはイブキボウフウと。

　ここに紫色の、これがホザキノミミカキグサと言います。

　ちょっとやぶに入りますけれども、ここにキキョウが咲

いています。キキョウっていうのは、花屋さんでも売って

いますけれども、野生のものは非常に貴重なんですよ。

【周辺の植生について】

○細野高原ネイチャーガイド（富永眞弘）　これはツリ

ガネニンジンと言います。黄色い花が、これはオミナエ

シです。これは女郎花って書いて、オミナエシという名

前です。

【中山一号湿原の状況】

○細野高原ネイチャーガイド（富永眞弘）　ここはね、

中山一号という湿原なんですけれども、こっちからどん

どん泥が入っちゃって、もう湿原の上のほうが見えなく

なっちゃっているという状態です。乾燥化がどんどん進

み始めています。この辺もね、生えている植物がススキ

じゃないでしょう、ワラビがあったり、何か他のものが生

えちゃっている。大分植生が変わってきています。

○細野高原ネイチャーガイド（富永眞弘）　今、ざっと

湿原の植物、草原の植物を見ていただいたんですけれ

ども、細野高原にはね、僕らが把握しているだけで約

500以上の植物の種類があるんですけれども、今日は

10とか20、もっといったかな、ぐらいしか見ていません

けれども。今日の見ていただいた中にもあるんですけれ

ども、静岡県の絶滅危惧種というのが細野高原に26種

あります。それから、環境省、環境省というのは全国で絶

滅危惧を定めているわけですけれども、その中に19、こ

こにあるものがあります。ということで、非常に貴重な草

原、湿原ということだと思います。

　以上で今日の解説を終わらせてもらいます。富永で

した。

○伊豆半島認定ジオガイド（鈴木京子）　こんにちは。

ジオガイドの鈴木京子です。稲取に生まれ育ち、今も稲

取に住んでいます。

　子供の頃からの思い出を踏まえていろいろお話しで

きればと思います。よろしくお願いします。

【細野高原について】

○伊豆半島認定ジオガイド（鈴木京子）ここ細野高原

は、伊豆半島の中央に横たわる天城山脈の斜面にあり

ます。天城山はフィリピン海プレートに乗って移動してき

て伊豆が本州に衝突した80万年前から20万年前の火

山活動によって生まれた大型火山です。火山活動が終

わった天城山は、浸食によってこちらの東斜面が大きく

削られています。天城山最高峰の万三郎、そしてこの細

野高原を取り囲む三筋山、大峰山も浸食に耐えて残っ

た天城山の一部です。

　細野高原の一部は、稲取泥流と呼ばれている土石流

堆積物に覆われています。何らかの原因で起こった山

崩れなどによって、水と土石が一体となって流れ下って

できたものです。高原内に点在する角の取れた丸っこ

い岩は、こうした土石流によって運ばれたものと考えら

れています。泥を多くふくむ土石流堆積物は、水を通し

にくく、水はけの悪いくぼ地には湿原をつくっています。

湿原は貴重な動植物の宝庫になっています。水を通し

にくい地層上にできる地下水は周囲に湧き出し、飲料水

の貴重な水源にもなっています。

　それでは、今から山のほうに行って、その場所を紹介

したいと思います。

【細野高原の岩の形について】

○伊豆半島認定ジオガイド（鈴木京子）　この大きな

岩ですけれども、このお山の上のほうにあって、この岩

の角が取れています。なので、これは先ほどご説明しま

したように、もっと上のほうから土石流に乗ってごろごろ

ごろごろ転がってきて、こういう角が取れたり、こういう

潰れていたりという様子が見られます。かなり大きさも大

きいですけれども、あちこち丸で、角が取れて、転がって

きたかなという様子が見られます。もっとね、割れたりし

ているときには、まだ角が鋭角だったりするんですけれ

ども、その後もまた転がって、何度か転がったかなという

ような様子が見られます。

　このほかにもたくさん、この辺りには大小いろいろな

石が転がっていますので、また、この山はそういう土石

流でいろんな石や砂や泥、いろんなものが転がったか

なという様子が見られると思います。

○インタビュアー　何回もそういう土石流が起こって

いたんですか。

○伊豆半島認定ジオガイド（鈴木京子）　そうですね。

一番というか、はっきり分かっているのは２万５千年前

【細野高原の利用状況】

○稲取財産区運営委員長（山田賢一）　春は、ご存じの

ように山菜狩りをやっております。これは観光協会では

なくて、財産区が主体になってやっています。それで、秋

はススキのイベントを観光協会が中心になってやって

いただいております。あとは、ここに撮影とか、いろんな

映画の撮影とか、そういうのにも使っていただいていま

すけれども、それは年中ではなくて、単発にやる、そうい

う形で使っています。

【細野高原の今後】

○稲取財産区運営委員長（山田賢一）　だから、今み

んなで考えているのは、あそこに、あれ、これ水源地な

の、この部落の。だから、水源地から見れば、手を入れる

ことはいろんな自然保護とか、いろんな環境の問題で、

水源地から上は手を入れないけれども、水源地から下

のここら辺を何か利用してくれる、何ていうの、企業とか

そういう団体があったら、ぜひ提供しますよというのを

私たちは今訴えているんです。もちろんここに自然破壊

するようなものを造られちゃ困るんですけれども、自然

を利用したもので、何かそういう、先ほど言ったような体

験学習とか、そういうことができるものがあればいいな

というようなことを考えています。

【次世代への継承について】

○稲取財産区運営委員長（山田賢一）　今言ったよう

に、管理しているのが我々中心なもんで、だんだんこの

草原をどうしていったらいいかということについては、

僕らの子供の頃は春の遠足、秋の遠足というのも細野

高原で、三筋山のてっぺんに登るのが楽しみでここへ

来ましたけれども、今の子供たちは本当に草原とかそう

いうのに親しむ機会がないもんで、できれば何かそうい

う体験学習とか、そういう形にどんどん使っていただき

たいなと思います。

○インタビュアー　以上です。ありがとうございました。

○稲取財産区運営委員長（山田賢一）　どうもありがと

うございました。

【細野高原の植生について】

○細野高原ネイチャーガイド（富永眞弘）　それでは、

私が今日の案内をさせていただきます。細野高原ネイ

チャーガイドクラブの富永です。よろしくお願いします。

　まず、細野高原ってどういうところかというのを植生を

中心に見た場合に、どういうところかというのを説明し

ます。

　まず、一番高いところ、風車が、向こうから２番目の風

車の辺りが一番高いんですけれども、あれから奥へ約

５分ぐらい行ったところが三筋山という山の山頂になり

ます。それが細野高原で一番高いところです。

　それから、その下へ、草原と林がありますけれども、草

原のほうが細野高原で、この稜線をずっとたどっていた

だいて、この林、量線を境にこちら側が草原で、向こうが

林になっています。こちら側が細野高原で、東伊豆町の

細野高原で、向こう側が河津町です。これがずっと延び

ていまして、その稜線に沿って、稜線のこちら側ですね、

ずっと下りて一番下の辺り、もうちょっと下まで細野高原

です。一番下の辺りが標高で370メートルぐらい。それ

から、一番高い三筋山が821メートル、標高差が約550

メートルありますので、気温的にも３℃ぐらいの差が

あって、それで、ご覧になって分かるように、草原が広

がっていまして、後で説明しますけれども、湿原があって、

それから、人工林がこう、杉の林ですけれども、人工林、

常緑針葉樹があって、ちょっとここからはあまり見えな

いんですけれども、落葉広葉樹があって、植物、草なん

かにしてもこういう林の中なんかの植物は草原の植物

とは違うものがあるというようなことです。

　先ほど３度ぐらい差があると言いましたけれども、春

のワラビなんかだと、下から取れるようになって、だん

だん上へ上がっていくと。秋の紅葉なんかは、上からだ

んだん下りてくるということです。

【芝原湿原について】

○細野高原ネイチャーガイド（富永眞弘）　ここは芝原

湿原という湿原です。このぐらいの大きさ、この柵があり

ますけれども、非常に小さな湿原ですけれども、こういう

小さな湿原が細野には４か所あります。湿原って、必ずし

もね、大きいからといっても、見ることのできるのは外周

ぐらいのもんですからね、このぐらいの大きさっていうの

は非常に適当だと思います。この細野の地面の下には

ちょっと粘土質の層がありまして、それで水を通しにくい

がありますので、こういうくぼ地には湿原ができています。

　ここ、こう荒らされていますね。これはイノシシが掘っ

たんです、ここのところを。これ至るところでやられてい

ますけれども、夏から秋にかけてやられると、種が落ちる

前に根が起こされて死んじゃう場合が、枯れちゃう場合

があるんです。あまりいいことではないです。

【芝原湿原の植生について】

○細野高原ネイチャーガイド（富永眞弘）　これ、これ

葉っぱを見ていただければ、アザミなんですけれども、

横を向いています。これはキセルアザミと言います。

　この花はサワヒヨドリと言いまして、フジバカマの仲間

です。ですので、この辺の紫の花、ヒメハッカと言います。

　ここに生えていますけれども、これはハイメドハギ、メ

ドハギというのはもともと真っすぐ立つんですけれども、

これははっています。

　コシロネといいます。

　さっきジオガイドの方から解説があったように、泥流

が流れたことで、ああいう、この斜面がずーっと続いて

いるような地形ができて、そこにススキがずっと一面に

生えているから、ああいう印象を与えるのかなと思って、

何か先ほどの説明を聞いて、改めて景色と重ねてみると、

思い返してみると、いいなと思いました。

　植生の印象は、やっぱり皆さん、ススキが小さい、小

さいというふうにおっしゃっていたんですけれども、全

体的に見て、低いところもあったんですけれども、高い

ススキもあったりして、これ多分、後から上野さん、詳し

く言って下さると思うんですけれども、山頂付近のです

ね、カヤという面で見れば、背丈が低いのは悪い、悪い

というか、使いにくいのかもしれないですけれども、植物

から見ると、背丈の低い植物がそろっているところは、

むしろ種の多様性が高まって、いろんなものが見えるの

で、上のほうのススキの背丈が低いところをもう少し

ゆっくりちょっと歩いてみたら面白そうだなと感じました。

　ビデオの中で500種類の植物がいるということで、こ

れは何かすごいなと思ったんですけれども、うちの近く

にある３つの草原で、それぞれ調べてみると、大体300

種類ちょっとなんですね、草原エリアの中だけでいうと。

そういう意味でも、ああいう、湿原がまずまとまった面積

で残っているというのが種数を増やしている一つ要因

になっているのかなと思いました。

　僕はもともと湿原をずっと興味があって調べたりして

いたんですけれども、今回見せていただいた中で、

ちょっと解説の中でもあったんですけれども、少し乾燥

化しているところというのは気になったところです。天然

記念物というか、文化財として指定されているところもあ

るんで、大事にしようということはすごく大事だと思うん

ですが、そのやり方については少し、先ほどビデオに出

られていた専門家とかですね、皆さんの意見を聞きな

がら、ちょっと見直しをしながら進めていただけたらい

いのかなと思いました。

　ただ、植物的には、先ほどのキセルアザミとかですね、

湿原特有の植物も見れたので、途中、役場の方から、

早く行きますよというふうに何回も促されながら、写真を

撮ったりして楽しませていただきました。今日はどうもあ

りがとうございました。

○司会　白川さん、ありがとうございます。

　続きまして、高橋先生、よろしくお願いします。

○全国草原再生ネットワーク代表理事（高橋佳孝）　

高橋でございます。

　私は草原生態のほうが専門なので、草原のほうは塩

坂さんのほうから多分詳しいお話があると思うんです

けれども、火砕泥流ですか、によってつくられた地形とい

うのが独特で、その中にスポリアが出ていたり、あるい

は浸食を受けたり、その泥流によって湿原のようなくぼ

地が生じたり、極めて多彩な地形がその中に含まれて

いるんだなと。ぱっと見た目にはとても広くて大きいん

ですけれども、実はその中にいろんな形の地形がある。

その中でススキの丈を一つ見ても、大きいところもあり、

小さいところもあり、ススキじゃなくて芝生のようになっ

ているところもある。それは恐らく地形に基づくものもあ

るでしょうし、今、利用されたり管理をされている作業そ

のものがですね、そういうものを生じさせている、モザイ

ク状のものというか、極めて多様なところなんだなと思

いました。

　先ほど500種という話がありましたが、阿蘇は２万２

千ヘクタール近くあるところですね、草原の植物500種

なんですよ。ですから、ここにかなり集約されているし、

中を見ると、湿原もとても大事な植物が多いんですけれ

ども、草原の中にも、例えばスズサイコとかキキョウとか

ですね、本当に今絶滅に瀕しているような植物もたくさ

ん生えているし、両方がとても大事なんだなという気が

いたしました。

　それから、管理のほうはやっぱり大変なんだろうけれ

ども、まだまだ地元の人たちがとても元気なんだなとい

う、多少人が少なくなってですね、きっと大変なところも

あるんだけれども、その気持ちだけはとても前向きであ

るというのが非常に印象深く受けました。

　これを今後どういうふうに仕掛けていって担い手や

仲間を増やしていくか、あるいは次の世代にどうやって

つないでいくかというのが大きな問題だと思いますけれ

ども、そのような熱意がある以上は、きっとうまくやってい

けるんじゃないかなという期待も込めています。

　もちろんそのときには外部からの働きかけや応援と

いうのも必要になってくるかもしれませんけれども、それ

はあくまで手段であってね、目標としているものがかな

り明確になっているので、大事なものを守ろうという意

識そのものをぜひ町民全体に醸成して、つないでいっ

て、広げていっていただければありがたいなと思います。

紅白が始まるぐらい、そんな時間帯です。今からメイン

で話します稲取泥流というのは２万５千年とされていま

すけれども、これは、だから12月31日の11時58分ぐら

い、２分30秒ぐらい、つい最近の話です。ですから、時間

が、皆さんの日常生活とスケールが違うので、そこを間

違えると混乱いたします。

　ですから、その斜線の部分が、まず伊豆半島の基底

をつくった海底火山堆積物で、その次に、この図でいく

と６番ですね。６番のゾーンというのは、浅間山とか大

峰山とか三筋山とかをつくったかつての、70万年ぐらい

前の天城火山の基盤をつくっているものです。それが先

ほども鈴木さんからご説明あったように浸食で残った

部分がこの６番の部分です。

　その後、新天城ができて、多分、これ土石流じゃなくて、

先ほど土石流、土石流と言っているのは、あれは間違い

で、土石流じゃなくて泥流です。土石流と泥流と全く違う

ものです。そこのところを混乱しちゃうので、さっき何か

フリップは土石流が、土石流がとあったんで、あれは実

は土石流じゃなくて泥流です。

　泥流はですね、どういうふうに流れたかといいますと、

さっき言ったように、この図でいくと左上のほうに天城

本体がありますから、あそこから流れてきたんですけれ

ども、流れたときに三筋山だとか大峰山が邪魔をします

ので、河津側に流れたほうと、それから、この東伊豆町

側に流れた、２つに大きく泥流は分かれました。

　今日話題になるのがこの東側に流れた泥流です。２

万５千年前ってどういう時代かといいますと、氷河期の

最後の時代。つまり海面が世界的に100～140メート

ルぐらい後退していた、海が今よりも140メートル低

かった時代。ですから、この土石流は、多分この稲取の

温泉街をぶち抜いて海の中まで入ったんです。溶岩の

ように非常に800℃とか1,000℃、高いので流れてくる

と、海につかった瞬間にそこで止まるんですね。だから、

あそこの伊豆高原の辺りの海岸がありますけれども、あ

れはあそこで溶岩が止まっちゃうわけです。ところが、泥

流の場合は泥なので、そこで止まらないんですね。だか

ら、海底の中にもそういう転石がたくさんあるはず。

　次に、泥流の真ん中にハート形の白いのがあります

ね、２番。これは火口なんですね。多分、泥流の中から

突き抜いてきたものなんですけれども、車で登っていき

ますと、右側にカーネーションの畑、ハウスと、それから

水田が唯一ありますね。多分そこは火口のところに長い

間、泥炭がたまって、その上に水田ができて、東伊豆唯

一の水田じゃないかと思いますけれども。その上に現在

はため池が、それこそハート形のため池があるんです

よ、これ空から見ると分かるんですね。そのため池とい

うのは、後で説明します、湧水が水温が低いので、その

ため池の太陽光で温めた上水だけを使って多分水田

をやっていたんだろうというのがこういう白いハートの

ところです。

　そのハートのところに今度は斜線が、ハッチが３か所

ありますね。これは凡例にもありますけれども、熱水の変

質帯と言うんですけれども、高温のマグマが地下に隠れ

ていて、その地下水が沸騰したような状態になって、周

辺の岩石を変質させるものです。特にこの水源地になっ

ている一番左側の上のところというのは、熱水で変質し

たものが粘土化して、こういう地下ダム、ダムの役目を

しているんですね。

　それからもう一つは、この地質のところには火山灰と

かスコリアは一応、剝がした図になっています。全面的

には多分スコリアは降っているんですけれども、それを

剝がしたやつになっています。ただし、右下のほうにあ

る白いところ、これがスコリアコーンで、これ玄武岩なん

ですけれども、これはつい最近、つい最近というか、か

つてスコリアを採取していた場所があるところですね、

右のほうです。

　それで、じゃこの今日見た湿地だとか湧水がどうなっ

ているかというと、結局、泥流が流れたときに、それがカ

ルデラの崩壊かどうか、そこまではまだ確認はされてお

りませんけれども、いずれにしても大量の水が流れたこ

とによって泥流が発生します。泥流というのは水土流、

泥水ですから、そこに大きな岩石も、それから山体の一

部も、コルクのように浮いちゃうんですね。浮いて流れて

いきます。これを流れ山と言います。代表的なのは、甲府

の北側の韮崎というところ、あそこに韮崎泥流、八ヶ岳

泥流というのがあるんですけれども、あれがあの辺で

やっぱり流れ山がたくさんありまして、武田信玄がその

山沿いにのろしを上げていったという、そういう流れ山

地形があります。だから、ここで、伊豆半島で流れ山地

形があるのはここだけです。

　流れ山でどういう現象が起きるかというと、重たいも

のから順番にこうもう流速がなくなるから落ちていきま

すね、止まります。止まるとどうなるかというと、後ろから

来た岩石がそこへまたこう何ていうかな、山が出来上が

る。そういうもの幾つもあります。さっき映像にあったパ

ラグライダーのランディングのところ、今トイレのあると

ころ。あそこも小っちゃい小山があります。あれも流れ山

の一つです。そういう流れ山と流れ山の間が当然へこ

みますよね。へこんだところは、下が泥流で水を通しま

せん。それから、この付近ですと、さっき言ったこの玄武

岩のスコリアだとか、西側にある大池のスコリアだとか、

そういうところはスコリアが飛んできます。そうすると、そ

　それから、私は文化財の専門じゃないんで、湿原のど

うこうというのは分からないんですけれども、手をつけ

ないで放っておくというのは、建物だったらよいかもし

れませんけれども、人と自然が関わってつくられてきた、

恐らく湿原についても人の手というのはかなり影響して

いるところもあるんですよね、そのあたりは詳しく分かり

ませんけれども。そういう全体的な自然そのものは、む

しろ文化財というよりは、文化的経過なのかなという感

じがします。そういう視点で見ると、やはり修復というの

が当然重要になってくる場面が結構あるんで、このまま

放っておいて手をつけないという自然ではなくて、地元

の人たちが合意の下に知恵を出し合って、それをよりよ

い形のまま後世につないでいくような仕組みづくり、ある

いはそういうものができたらいいなという感想を持ちま

した。

　以上です。

○司会　どうもありがとうございました。

　続きまして、笹岡さん、すみません、よろしくお願いい

たします。

○全国草原再生ネットワーク（笹岡達男）　こんにち

は。笹岡でございます。

　今日はたくさんの専門家の先生方に囲まれて、私は

専門家といっても、長く自然公園や自然環境の行政を

やってきておりましたので、詳しい話はもう先生方にお

任せしたいと思います。

　今日は純粋に細野高原の風景と景観をたっぷり楽し

ませていただきました。もちろんこの季節ですから、その

景観、風景の主役はすばらしいススキ草原なわけです

けれども、もう一つ見逃せないのは、あそこに立ってみ

るとですね、実はご承知の方も多いと思いますけれども、

伊豆半島というのは、海岸線とそれから天城山を中心

とする山稜線ですね。そういうところが帯状に、全部国

立公園に指定されているわけです。その中腹にある細

野高原はそうした区域とは違うんですけれども、細野高

原から眺める海、海が見える草原であると。そして、振り

返れば山も、すばらしい山が続いている。もう一つ、今日

も見えましたけれども、伊豆七島も見えちゃうんですね。

伊豆七島も国立公園です。

　そういう意味では、そういうすばらしい、自分が立っ

ている、目の前だけじゃなくて、その周りの風景、景観を

楽しめる場所としての細野というのはもう一つ価値が付

け加わるんではないかなというふうに思っています。

　そして、そういう草原を守っていくことについては、ほ

かの先生方からたくさんアドバイスがあると思いますけ

れども、やはり大変な維持管理の作業があるわけです

し、そのためには、何かこう、どういうふうに使うんだと

かね、こういうふうにここは守っていく、ここは使うんだ。

皆さんがその目的意識を持って、非常に大事なのは、や

はり地域でもって目的や利用の方法、合意を取るという

ことが大事なことだと思いますから、そういう皆さんの

話合いの中で、保全、利用、そして管理ですね。それをど

うやって引き継いでいくかというお話も昨日たくさん聞

かせていただきましたけれども、そういう新しいタイプ

の視点を大事にしながら、みんなで楽しんで守っていく

という、そういうところになっていけばいいなというふう

に思いました。

　本当に今日はどうもありがとうございました。

○司会　ありがとうございます。

　続きまして、塩坂さんのほうからお願いします。塩坂先

生は地質学がご専門ということで、先ほどのジオガイド

さんの提案内容を補足等もお願いしながら、ちょっとお

話しいただければと思います。よろしくお願いいたします。

○全国草原再生ネットワーク（塩坂邦雄）　ご紹介い

ただきました塩坂と申します。

　東伊豆町とは大変縁がございまして、大島近海地震

のときに、次の日にたまたま稲取駅のところで調査をし

ていて、そのときちょうどパニックがあってですね、何か

近々大地震が来るぞというみんな、いたんですけれども、

私は大丈夫だよと言って、皆さんをなだめた経験があっ

て、そのときの見高エリアの断層等も調査した覚えがご

ざいます。その以降は、私は趣味でパラグライダーを

やっているもんですから、空中からいろいろな調査もし

て、一応、自称空飛ぶ地質屋と言われておりまして、時々

空からおっこっていることがあるもんですからね、ソラ

ツカイとも言われますけれども。

　それで、実はこの伊豆は、今、熱海の伊豆山の土石流

調査もやっております。お手元にもありますけれども、こ

こにも図面を出していただきましたけれども、これは

倉沢さんと加藤さんとが作った、当時、稲取のこの付近

の地質です。

　この一番左上のところ、もっと上ですけれども、まず、

地形発達史といって、つまりどのようにこの稲取ができ

たかというところをお話ししますと、まず一番上に斜線

がありますよね。この図でいくと７番、この凡例でいくと７

番です。これが伊豆半島の基底をつくっている湯ヶ島層

群という海底火山の噴出物です。特に地質学というの

は、時間的な感覚が皆さん違うのは、例えば地球は46

億年なんですよ、分かっている限り。それを日常の365

日で割っていきますと、この伊豆半島の基底ができたの

は12月30日ぐらいです。もうつい最近の話なんです。

　それから、私が必死に100歳まで生きても、0.3秒で

す。まばたきですね。人類が誕生したのが12月30日の

○日本茅葺き文化協会事務局長（上野弥智代）　皆さ

ん、こんにちは。日本茅葺き文化協会の事務局長をして

います上野弥智代と申します。

　茅葺き文化協会は、所有者とか職人とか研究者とか、

それから自治体が一体となってカヤぶきのことをつな

いでいるネットワークの団体なんですけれども、今日、

細野高原へ伺って、また昨日から皆さんのお話を聞く中

で、私がわあと思うことがたくさんありました。でも、その

中を３つくらいに分けてというか、３つに絞ってお話しし

たいなと思うんですけれども、まず、皆さんが関心をお持

ちだったカヤというものとしてどうなのかというのは、も

う第一印象は、すごい元気なカヤだなという、カヤとし

て見たときに、細くてしなやかというのがありますけれど

も、背丈が高いからいい悪いじゃなくて、カヤそのもの

が真っすぐ細くてしなやかというのはすごくいいカヤだ

なというふうに思いました。

　昨日も話がありましたけれども、カヤぶきって、短いの

と、一番最後に長いので押さえて、それを竹で押さえると

いう、３層ぐらいにしていくんで、短いカヤも長いカヤも

要るんですね。長いカヤといっても、それが３メーターそ

のまま要るかといったら、やっぱりちょっと使えないんで、

切って使ったりするんですよ。だから、その短さというの

は使い方と連動するものなので、それよりも、ここの穂が

あれだけ立っていて、真っすぐ元気なカヤというのはす

ごいなというのをまず思いました。

　昨日も町内会長さんの鈴木さんのお話にも出てきた

し、山田さんの話にも出てきましたけれども、カヤってい

う、何か使うときはやっぱりカヤって呼んでいるんだな

という、屋根材だけじゃなくて、聞いていると、利用する

ときは草がカヤになっているなと思うんですけれども、

今、生えている状態だとススキですよね。それが刈り

取ってカヤ束、屋根ふき材、私の場合はちょっと屋根ふ

き材としてですけれども、屋根ふき材としていいカヤ束

ができたときにカヤになるというか、何でもかんでも刈

ればいいってもんじゃないじゃないですか。使い道に

よって。だから、それがススキが刈ってカヤになるという

こと。でも、皆さんの中にそれはもう当然のように根づい

ているんだなというのも感じました。

　今日案内していただいた上の山頂近くのところも、白

川さんが言っていたみたいにちょっと背は低いですけ

れども、あそこのカヤもいいカヤだったし、駐車場のと

ころも、下に少し広がっているところもいいカヤでした

し、最後見せていただいた湿原のそばにあったカヤは

結構背が高かったですし、あそこは少し、何かワーク

ショップ的にやるんであれば、あずまやもあるんで、あず

まやをカヤぶきにしたらいいんじゃないっていう話もあ

りましたけれども、あれ野焼きに巻かれるとすれば、毎年

屋根にトマブキみたいなのでかけてもいいんじゃない

かなと思いました。燃えてもいいんじゃないかな、そこは。

それでみんなでまた、何か新嘗祭じゃないですけれども、

豊穣を祝って、その屋根にふくというようなことにつなげ

てもいいのかなというふうに見ていて思ったんですけ

れども。そういう面白いいろんなことができそうだなとい

う、カヤとして使うということですね。

　さっき高橋先生が湿原のことでちょっとおっしゃいま

したけれども、法隆寺って、私、建築の専門なんで、法隆

寺って世界最古の木造建築って千年たっていると言わ

れているじゃないですか。でも、それはずっと放ってい

て千年もっているわけじゃなくて、修繕している。それを

植物資材を使って、大工さんなり技術者が修繕してい

る技そのものがすばらしいということで、この間、その

技そのものも無形文化遺産になったんですけれども、

伝統工匠の技って。そこにカヤぶきとかカヤ採取も入っ

ているんですよ。だから、ああいう植物材料を取ってく

る技そのものも含めて、だから、ああいうものができて

いるということが草原とかカヤ場も同じだなというふう

に思いました。

　それが１個目で、２個目はさっき内山さんから振られ

ましたけれども、もう一つ、わあ面白い、格好いいって

思ったのは山田さんのお話です。今、70代ですかね。こ

の財産区の皆さんの活動ですけれども、山田さんの話、

本当に面白いんですよね。若い頃は、何月頃みんなで

取りっこのように草を刈っていた、昭和50年代ぐらいま

で刈っていた、いやそれはこういうふうにやっていた、

カヤを降ろすのは、１週間ぐらい乾かしてから降ろして

いた、そういうお話がまだまだ生きているというか、それ

が話を聞いていて、すごい面白いし、格好いいなと思い

ました。

　今、草は使っていないのに、何で管理をあんだけ一

生懸命されているのかなというのもちょっと聞いてみた

んですけれども、やっぱり山田さんにとってはふるさとの

山だから、みんなにこのまんま何とかみんなにつなげた

のくぼ地にスコリアがたまって、それが、そのスコリアの

隙間が地下水の帯水層になるんですね。

　これも偶然の重なり合いなんだけれども、さっき言っ

た熱水が変質した粘土が下流側にあるもんですから、

ちょうどダムのように、地下にダムができている、ずっと。

それが一定程度常に安定して水を流下させているとい

うことになります。

　それからあと、この図で注意するのは、西側に黒い線

が幾つか見えますね。これが断層なんです。私のほうが

昨日泊まっていた旅館のすぐそばも通っていますけれど

もね。ずっと行って、あの伊豆急のトンネルのちょうど真

ん中を通って、国道135号線のところも、私の記憶では、

その小学校の下に自転車屋さんかなんかあって、その

自転車屋さんのところの真上です。そこを通って見高

エリアのずっと活断層があって、それからもう１か所、

浅間山のほうに、これちょっと書いてありませんが、浅

間山はもうちょっと左上かな、のところに浅間山ってあ

るでしょう、その斜面も、当時はほとんど植林されていま

せんでしたので、明確に活断層が確認できました。した

がって、東伊豆町は北西から南西に幾つかの断層が

あるんですね。そういう場所ですね。

　以上ですけれども、また後で質問があれば。

○司会　ご丁寧にどうもありがとうございます。

　続きまして、内山さんですが、内山さんは唯一の町内

のご出身で、今、東京都立大学のほうで研究をされてお

ります。よろしくお願いいたします。

○東京都立大学大学院都市環境科学研究科（内山義政）

　内山でございます。

　私は稲取の生まれで、何度も細野には通っているん

ですけれども、今は東京都立大学の博士課程の学生

をしております。今回、草原サミットの実行委員というこ

とで、役を務めさせていただいておりますが、ほかのサ

テライトの会場の先生方と比べて、まだ私、学生ですの

で、本当にこの大役、務まるのだろうかとずっとやって

きておりますが、今回、今日現地を見させていただいた

感想などをお話、２点、主にできればと思っております。

　まず１つ目に、後で上野さんからお話があるかと思

うんですけれども、あるかもしれないんですけれども、

今日ですね、現地見させていただいた中で、財産区委

員長と大変、地元の話を聞くのが楽しそうにされてい

るなという印象を強く受けまして、例えるとですね、例え

ば郷土の語り部なんかを語る観光イベントなんていう

のは各地で行われると思うんですけれども、まさしくあ

んな感じで、僕は考える会ですとか、財産区の会議と

かで伺っていても、本当に面白い話だなというのはた

くさんあるんですけれども、多分、地元でずっと住んで

いると当たり前だなという話も、例えばこの細野の管

理の歴史ですとか、そういった話も、改めて外部に発

信していくことで、そのお話自体が面白いコンテンツと

いうか、話になるのではないかなというふうに１つ思

いました。

　そうした地域の知見をそういうふうに改めて捉えてい

ただいて、誇りというか、引き継いでいくことが改めて必

要じゃないかなと思った次第です。そうしていく中で、先

ほど財産区委員長からの動画の中でもありましたけれ

ども、利活用をということですけれども、カヤで、カヤぶき

とか、実際見ていただいて、使えそうだという話もありま

したので、カヤぶきですとか、ぜひカヤ材の利用とか、

何ていうか、企業とか団体とかのそういうイベントとか

観光利用という面もあるかと思うんですけれども、ぜひ

草原本来の利用を、さらに新しい形での草原の資源の

利用という観点からで捉え直すのもいいのではないか

なと思いました。そうした中で地域での草原の資源の活

用の担い手という意味では、東伊豆町では最近、ＮＰＯ

ですとか大学が連携して様々な活動をしてきていると思

いますので、そういった地域でのつながりをまた活用し

ながら、細野高原のほうも今後動いていけたらいいの

ではないかなと、私自身もこれから一緒に関わってい

けたらなと思っています。

　２点目ですけれども、富永さんと鈴木さんの動画と、あ

と、私自身もネイチャーガイドのほうには時々参加させ

ていただいて、観察会、行かせていただいているんです

けれども、本当に今回の動画で、ちょっとしたやぶの中

に入らないと見られないキキョウですとか、もう本当に

道の、ちょっと奥まったところの道の、ふとこうよく見ない

と気づかないような石ですとか、そういった細やかな場

所まで熟知しているという地元のガイドですとか、そう

いう知識というものも人材として引き継いでいかなけれ

ばいけないなと思っております。

　私自身は、大学での研究ということで、なかなか綿密

にこの隅から隅まで熟知するということがまだまだ足り

ていないわけなんですけれども、そういった意味で、ジ

オもそうですし、植物ですとか生物のほうの専門的な知

識をより地域でも引き継いでいく人材がこれから必要で

はないかなというふうに思った次第です。

　以上、２点ほどです。ありがとうございました。

○司会　どうもありがとうございます。

　続きまして、上野さん、お願いいたします。

　上野さんは、一般社団法人日本茅葺き文化協会事務

局長を務められておりますので、そういった視点から

お話をいただきたいと思います。よろしくお願いいたし

ます。

１．開会

○司会　それでは、ただいまより第13回全国草原サ

ミット～未来へつなごう！壮大な海すすきの草原～を

開催いたします。

　私は進行を務めます東伊豆町企画調整課長の森田

と申します。どうぞよろしくお願いいたします。

２．挨拶

○司会　まず初めに、開催地を代表して、本大会の実

行委員長である東伊豆町長　太田長八よりご挨拶を

申し上げます。

○東伊豆町長（太田長八）　皆様、こんにちは。東伊豆

町の町長の太田でございます。

　本日は、この首長様におかれましては、新型コロナ

ウイルス感染症の対応で大変お忙しい中、全国草原サ

ミットにご参加していただきまして、誠にありがとうござ

います。

　本来であれば、皆さんにこの東伊豆町にお越しいた

だきまして、顔を合わせながらこの意見交換をさせてい

ただくところでございますが、１年延期したにもかかわ

らず、新型コロナウイルスの感染がなかなか収まらな

い状況ですので、このようなオンラインの会議とさせて

いただきました。ご理解願いたいと思います。

　この後、前回大会の報告、それから、昨日から行って

きましたシンポジウムの報告もお願いいたしますが、こ

こから先がメインであるサミットとなります。全国に存

在する草原の価値、また課題につきまして、参加者の皆

様から貴重なご意見を提言していただきながら有意義

な大会となるよう期待しておりますので、どうぞよろしく

お願いいたします。

○司会　町長、ありがとうございました。

　それでは、本日は東伊豆町以外に８自治体の皆様

にご参加いただいております。

　参加者について、事例等の発表順にご紹介させてい

ただきます。

　前回サミット開催地の宮崎県川南町、町長、日髙昭

彦様、兵庫県新温泉町、町長、西村銀三様、岡山県真

庭市、市長、太田昇様、前回サミット開催地の宮崎県

串間市、市長、島田俊光様、熊本県高森町、町長、草村

大成様、広島県北広島町、生涯学習課長、西村豊様、

いというのもあるけれども、そこにそうあってほしいとい

う思いが一番あるんだなというところ。山田さんのお話

を裏づけるようなネイチャーガイドのさっきの富永さん

とかジオガイドの鈴木さんのお話も、こういう方もたくさ

んいらっしゃるというのがもうすごいところだなという２

番目のわあです。

　最後は、笹岡さんとかの話にも出てきましたけれども、

山から海が近いじゃないですか。ここから15分ぐらい

であの草原に行けて、町もその間にあって、ジオの話も

ありましたけれども、すごく山から海までが見渡せる範

囲にあるという中に今の壮大な何億年の話から、その

暮らしが息づいていて、見えているということ、それでそ

こにさっき話したみたいな人がいらっしゃるということ

がもうすごいなというのが私の３つのわあでした。

　以上です。

○司会　どうもありがとうございました。

　先生たちのお話を聞いて、東伊豆町に住んでいる人

たちが感じていること、貴重な場所なんだなというよう

に思いました。また、動画のほうに出演していただきまし

た富永さん、鈴木さん、山田さん、どうもありがとうござい

ました。

　本来ですともう少し意見交換としたいところですが、

お時間になりましたので、これでオンライン見学会のほ

うは終了させていただきたいと思います。

　１時間昼休みを取りまして、午後１時から草原サミッ

トのほうを開催いたしますので、よろしくお願いいたし

ます。

　皆様どうもありがとうございました。

あったり、いろんなところに登場する、そういう特徴が

ございます。

　ここが町の中心部にあります、広さ的には３万

3,000平方メートル、3.3ヘクタールということでござ

います。植物のほうは、およそ300分類で、そのうち

170種ほどが希少な植物であるということでございま

す。平成22年から一般に公開しておりますので、今年

で12年目に突入したところであります。開園期間は４

月から11月の間ということになっております。

　では、この活動の状況の現状なんですけれども、基

本的にこの湿原は、ボランティアの団体であります川

南湿原を守る会の方々が運営をしていただいておりま

す。日常の草刈りなどの管理、それから植物の整備状

況、また、案内も全てそういうボランティアの方がやっ

ていただいているという状況でございます。

　管理作業は大きく分けて２つあるんですが、まず６月

ぐらいに水草を除去いたします。特にセイタカアワダチ

ソウ等が水路等に入りますので、それを全員で除去し

ます。そして１月には草出しをして火入れをするという

ことでございます。先ほど言いました守る会の会員の皆

様、それから役場の職員、一部ボランティアの方々に手

伝っていただいてやっているところでございます。

　現在、その湿原のほうの普及活動ということでござ

いますが、年に３回ほどの観察会を実施しております。

まず１回目が４月下旬のトキソウ・ハルリンドウ観察会

でございます。２回目が７月、夏にトンボの観察会、最

後が８月から９月にかけまして、ホシクサ観察会。ホシ

クサというのが実はもう世界でここしかないという、

ヒュウガホシクサであるとか、エダウチシロホシクサ

等がございます。専門の方には非常に貴重な植物だと

いうことでございます。

　今、本当にここしかない植物がありますので、一般に

開放しているんですが、まだそこまでＰＲをあえてせず

に、いろんな意味で、種の固定であるとか、そういう仕

組みを構築しながらいろんなことをこれからの目標に

しているところでございます。

　今回どこもそうですけれども、３年前に全国の大会を

開催させていただきまして、いい機会をいただいて、全

国的にＰＲを進めていこうという矢先ではございますが、

こういうコロナに関して、うちも県外とか遠くから専門

の方を含めた方が多くいらっしゃるもんですから、今は

残念ながら閉園という形になっております。いろんな工

夫や機会づくりをこれからしっかり行いながら、我々は

湿原の魅力をどうやって発信するか、これをどうやって

維持していくかというのをしっかり考えていきたいと考

えております。

　以上で前回の報告とさせていただきます。ありがとう

ございました。

○議長（太田長八）　どうもありがとうございました。

　本当、３年前に私、川南町さんと串間市さんにお邪

魔させていただきました。本当にすばらしい運営でござ

いまして、それを目標にやった中で、新型コロナウイル

スになってしまいまして、本当に残念でございます。そう

いう中で、やっぱりまず川南町の川南湿原、これを地

区の方が再現しようと頑張った中で、今、着 と々その準

備が進んできているということ、これはもう敬意に値い

たしますので、これによりましてまたまちづくりをやって

いけば、またすばらしい町ができるんじゃないかと思

いますので、頑張っていただきたいと思います。

○川南町長（日髙昭彦）　ありがとうございます。

４．シンポジウムからの報告、問題提起

○議長（太田長八）　それでは、次に、シンポジウムの

総括といたしまして、いつも大変お世話になっておりま

す、全国草原再生ネットワーク会長でございます高橋

様にこれまでの報告と、また問題を含めてよろしくお願

いいたします。

○全国草原再生ネットワーク代表理事（高橋佳孝）　

皆さん、こんにちは。全国草原再生ネットワークの高橋

でございます。

　昨日来、第13回全国草原シンポジウムがこの東伊

豆町で行われました。その概要について、私のほうから

説明をさせていただきたいと思います。

　ここは、町長の挨拶の写真が載っておりますけれど

も、昨日は基調講演とパネルディスカッションと分科会、

それから総合の討論会というのがございました。それ

に沿って、昨日のシンポジウムのご紹介をさせていた

だきたいと思います。

　最初は、芸北高原の自然館の白川さんの基調講演

から始まりました。基調講演の内容も非常に盛りだくさ

んでして、各地の人と自然が関わる取組について、たく

さんの事例を紹介していただきながら、そのなかに潜

んでいる非常に価値のある関係性というのを大事にし

ていこうということで、講演をいただいております。

　人と関わる自然をどのように守るかということですけ

れども、要は関わり合いを学んで、暮らしに寄り添って

人が決めていく自然そのものの価値を発信をきちんと

されているか、あるいは共有されているかという問題提

起から入ってきました。時代や地域に合った多様な活

用で、草原についても守っていく必要があるんじゃない

かと。

　大事なコンセプトは、残したいものは共創資産であ

島根県大田市環境政策課長、和田二朗様、熊本県南

阿蘇村農政課主幹、後藤進哉様、また、サミット中、草

原100選についてご説明させていただきますことから、

全国草原再生ネットワーク代表理事の高橋佳孝様に

もご参加いただきます。

　皆様どうぞよろしくお願いいたします。

３．前回サミットの報告（串間市・川南町）

○司会　それでは、各自治体から活動報告や課題の

提起などを発表していただきますが、ここからは、大会

実行委員長の太田長八東伊豆町長がサミット議長とし

て進行いたします。

　太田町長、よろしくお願いします。

○議長（太田長八）　それでは、しばらくの間、議長を

務めさせていただきます。太田です。

　ご協力のほどよろしくお願い申し上げます。

　まず、前回の開催地でありました宮崎県川南町長の

日髙昭彦様より、前回の報告並びに課題、取組につき

ましてご発言をよろしくお願いいたします。

○川南町長（日髙昭彦）　皆さん、こんにちは。川南町

長の日髙でございます。

　今回は本当にいろいろ大変な中、太田町長をはじ

め、関係者の方々に開催をしていただきましたことを改

めて感謝申し上げたいと思います。

　前回、もう３年前になります。市長お見えですが、宮

崎県の串間市と同時に開催をさせていただきました。

後ほど島田市長のほうにも話があるかと思いますので、

私のほうから話をさせていただきます。

　それでは、３年前、実は２つのＰＲポイントがありまし

て、１つはですね、今はオンラインでこうやって同時開

催、いろいろ当たり前なんですけれども、当時は串間市

と川南町と、県内ではありますけれども、車で３時間、

130キロぐらい離れていた会場を同時に開催をさせて

いただきました。今となればいろんな思いもあって、大

変だったんですけれども、いろんな経験もさせていた

だいたと思っております。

　もう１点が、川南町は草原ではなく湿原なんですが、

水のある草原を湿原という形で、初めてこの草原サミッ

トに湿原を登場させていただいたということで、改めて

感謝申し上げたいと思います。

　では、簡単に報告をさせていただきますが、前回は、

黒潮洗う野生馬の草原とトロントロンが育む湿原、ト

ロントロンについては後ほど説明いたしますが、そう

いうことで、連休明けの５月12日土曜日から月曜日ま

での３日間にわたってさせていただきました。延べ885

名の方に参加をいただいたところでございます。

　先ほども申しましたとおり、湿原を入れていただきま

したので、当時は12の自治体、特に県内から、川南町

と串間市ですが、湿原の関係で近隣市町村であります

新富町、高鍋町にも参加をしていただきました。

　先ほど言いましたとおりでございますが、このサミッ

トの中で宣言をさせていただきました。今回も宣言があ

るんですが、４つの項目をテーマとして宣言させていた

だきました。

　まず１点目がですね、まず、守るという点、それから２

つ目が安全、３つ目がＰＲ、４つ目が連携というキー

ワードになりますが、まず１つ目は、やっぱり湿原とい

うのは、草原というのは、人が手を入れないと維持でき

ないということで、今回も入っておりますが、湿原を守る、

草原を守る担い手の確保や保全活動を積極的に支援

するという、守るという点でございます。

　２つ目が、やっぱり草原管理の新たな技術やシステ

ムを活用する安全管理、つまり野焼きの安全性である

とか、カヤぶきの技術を、高所作業でありますので、そう

いう安全性を大事にするということで、安全管理体制

を積極的に支援するということでございます。そういう

安全を構築するということでございます。

　３つ目がＰＲというキーワードを使いましたけれども、

草原の大切さと公益的活用を広く国民にアピールする

ため、全国草原100選を選定するということを進める

ことを決定したところでございます。

　４つ目が連携と言いましたけれども、全国の草原を

有する自治体が連携して行動していくこと。全国草原

自治体ネットワークという、正式には全国草原の里市

町村連絡協議会という活動を強化するというテーマで

ございます。それは、前々回の平成28年、新温泉町で開

催されたときに設立をされたところでございます。

　それでは、簡単に川南町の活動の状況ということで

紹介をさせていただきます。

　まず、川南湿原ということなんですが、大きな特徴が２

つありまして、１つがですね、これは湧水、湧き水ででき

た湿原であります。よそからの流れ込みがないので、世

界でここだけという希少な植物が、現在発表されている

のが３つ、あとまだ幾つか未確定でありますけれども、ほ

ぼ間違いないということがございます。それから湧き水

でございますので、ここはたまたま町の中心地からすぐ

近く、歩いて行けるという地理的なメリットもございます。

　トロントロンという名前を先ほど申しましたけれども、

実はこれはトロントロンというのは、水が湧く、トロント

ロン湧く、湧き出るという音から来た正式な地名でござ

います。片仮名でございますが、川南町と言えばトロン

トロンというのが軽トラ市であったり、施設の名前で

どうやって守るかという、そういう行政側からの仕組み

づくりについて、南阿蘇村長の吉良さんから講演をい

ただいて、その後パネルディスカッションを行ったとい

うことです。

　東伊豆町の様子はこういう感じで、３人が登壇して、

会場と熱心な討議が行われました。こういう形で、茅葺

き文化協会の安藤先生なんかも非常に示唆的な、後で

ちょっとお話ししますけれども、コメントをいただいたり

して、地元の方たちもとても元気づけられる内容だった

と思っております。

　内容をかいつまんで言いますと、保全の面からいう

と、面積とともに管理がなくなったということが生物相

に大きな影響を与えているんだよと。それから、湿原保

全も大事だけれども、全体を通して鹿の問題が今顕在

化していて、草原だけで語れる内容ではなくて、全体の

管理ということも必要になってくるだろう。それから、

ゾーニングや安全な場所では、後継者育成のための

フィールドとして積極的に活用してもいいんじゃないか

という話がありました。

　それから、担い手の問題もあり、新たな仕組みが

やっぱり必要になってくるだろうな。１つはボランティ

アかもしれませんし、１つは野焼きの体制整備というこ

とかもしれません。

　それから、利用価値を最大限に活用する、すなわち

材としての草原もあるし、景観を利用した観光もあるで

しょうし、それを持続的なシステムとしてどうみんなで

関わっていくかということが重要だろう。それから、東伊

豆町さんは温泉もあり、海もあり、それから草原もあると

いうことですね、東京からも近いという立地条件もあっ

て、やはり観光が主体となる、産業として観光が主体と

なるだろうと。その中に草原の恵みであるカヤの利用

を取り入れて、地域の特性やスケールを発揮してはどう

かというのが安藤先生のほうから示唆されたことです。

特に例えば来訪者の拠点施設みたいなところとか、そ

ういうカヤふきが実際にできるようなところをうまく利用

して、そこに新しい価値も含めた来訪客へのサービス

提供というのもできるんじゃないか。カヤの循環によっ

て、癒しの空間形成というのが可能であるし、そういう

ものが今後観光を回していく上でも期待が大きいん

じゃないかという話があったというふうに覚えています。

　それから、蒜山会場のほうは、このようにカヤを使っ

たサイクリング施設というのを実際に建てられていて、

その新しい施設の近くでこういうふうなセッションを

行っております。

　内容ですけれども、草原の利用から見える、過去に

学ぶことによって蒜山らしさというのがよく分かるんだ

と。その利用の仕方や経緯から学ぶものも大きいとい

うことがありました。

　それからもう一つは、よく自然再生事業というのはい

ろいろ行われているんですが、その自然再生において

も地域経済を回すことが今大切になってきているんで

すよというお話。実際に草原のカヤを使ったサイクリン

グセンターというものがありますけれども、ここから広

がる新しい世界があって、それが地域を大きく回してい

く一つのきっかけづくりにもなるんじゃないか。

　それから、カヤの利用についても、いわゆる文化財と

か古民家だけではなくて、今は新しい施設や近代的な

施設、そういうものについてもいろいろとカヤが使われ

ている時代である。カヤぶきは新たにもう一皮むけて

未来に発展する、その礎となり得るものではないかと

いうことがありました。

　これまでは地元だけで使って守るというところから、

地域外の関係者も含めた、地域の人も一緒になって守

るという、幅広い守り方、そういうものが目指されており

ました。そのためには、地域内外の人と意識を醸成す

るためにも、楽しいということもとても大切なんではな

いかということが報告されております。

　それから、阿蘇のほうは、このように広がる草原が九

州の北部の６大河川の水源域になっているという、そ

ういう立地条件もありますけれども、今回、水源涵養を

中心とした生態系サービスについての討論が行われ

ております。

　新しく分かったこととして面白かったのがススキ草

原がものすごく水源涵養力が高いんだと。そのなぜか

という理由の一つがススキそのものが節水型の植物

であって、水を消費しない。その分、水源涵養に回る水

が多いんですよと。それから、川下、川上の関係でいえ

ば、福岡都市圏も含めて大勢の人数の飲用水を賄うこ

とができる、その水源地が阿蘇の草原だと。それは有

明海のほうにもつながっていて、ノリが色落ちするのを

防ぐために栄養源を補給しなきゃいけないんですけれ

ども、その補給するだけのダムの放流ができるだけの

水源が確保できていることがとても重要だと。そういう

意味では、海のほうから草原を応援していただくという

仕組みづくりも今後考えていったらどうかというような

お話がありました。

　それから、環境省のほうでは、阿蘇の地域を守って

いく、あるいは草原を守っていく上で、地元の農業者の

なりわいに対する助成を主体に考えてきたんですけれ

ども、それも今後は重要であると同時に、これからは草

原の持つ公益的機能へどういう形で支援できるかとい

う仕組みをつくる必要があるんじゃないかというお話

それを研究面から実証、検証するということをぜひ研

究者にはやっていただきたいと。それを普及させる場

の整備を行政には担っていただけると非常にありがた

いという最終的な要望がございました。

　これらの問題というのは、一個人でどうこうできる、

解決できるものではありませんので、ぜひ行政のほう

のお力添えをいただきたいと。私ども個人や市民として

は、今後もそういう形で対話を続けていきたいというこ

とで、最後、閉めたところでございます。

　少し長くなりましたが、以上が草原シンポジウムの報

告です。ぜひこの内容についてもサミットでの論議をし

ていただきますようよろしくお願いいたします。

　以上です。

○議長（太田長八）　高橋先生、どうもありがとうござ

いました。

　私、このシンポジウムをやって本当、大変勉強になり

ました。と申しますのは、やっぱり今までカヤの活用と

かね、また、子供たちを育てていかなければならない、

地域の学習、体験学習、これも大変重要だと感じまし

たので、この間、大変勉強になりました。

　そういう中で、首長さんがいらっしゃいますので、私

が一番感じたのは、やっぱり阿蘇の分科会の、誰か

ちょっと名前を忘れましたけれども、要するに職員が、

担当者はある程度認知しているけれども、ある程度の

方、全ての方が草原などを認知しなければ進まないと

言われましたので、各首長さんには、担当者だけでは

なく、ほかの違う職場の方たちにも、あと、地元の草原、

また湿原に対する知見をある程度広げていければ大

変ありがたいと感じております。

　以上です。

　どうも高橋先生、ありがとうございました。

５．各自治体の取組と課題

○議長（太田長八）　それでは、各自治体の皆様にご

報告をしていただきたいと思います。順番は、事前に配

付してある参加名簿の順でお願いいたします。時間の

関係もありますので、各自治体おおむね５分間をめど

ということでお願いいたしたいと思います。

　それでは、兵庫県新温泉町長の西村銀三様によろし

くお願いいたします。

○新温泉町長（西村銀三）　皆さん、こんにちは。新温

泉町長、西村銀三です。よろしくお願いいたします。

　平成28年第11回のシンポジウム、新温泉町で開催

していただきました。その際には、川南町、日高町長さ

んをはじめたくさんの方にご参加をいただきました。誠

にありがとうございます。

　皆様のお手元に新温泉町の概要と上山高原の歴史

と現状という資料があると思いますので、資料に沿って

説明をさせていただきます。

　新温泉町は、日本海側に面した鳥取県との県境に

あり、平成17年10月に誕生した人口約１万4,000人

弱の町で、まちづくりのテーマは、「海・山・温泉　人が

輝く夢と温もりの郷」であり、豊かな自然に恵まれた町

であります。

　産業については、農業分野では水稲、梨、高原野菜

の大根の生産を主として進めています。畜産について

は、神戸ビーフや松坂牛のもと牛である但馬牛の主産

地として、飼育頭数の維持拡大に努めています。また、

水産業については、松葉ガニ、ホタルイカ、ハタハタな

ど、日本有数の漁獲高を誇っています。

　当町には上山高原という大きな草原があります。周

辺集落の人々によって上山高原は田畑の土づくり、和

牛放牧として活用し、中でもススキは飼料、カヤ、かや

ぶき屋根等に利用され、生活の一部として維持されて

きました。

　しかし、農機具の普及、牛農家の減少によって、草原

は活用されなくなり、クマザサが茂り、雑木に覆われて

きました。これでは駄目だということで、平成16年に県

と町と地域が連携してＮＰＯ法人上山高原エコミュージ

アムを立ち上げました。上山高原と麓の７集落を丸ごと

生きた博物館として捉え、草原を保全・再生する取組を

地域の資源を活用し、地域内外との交流を図ることで

地域の活性化につながる活動を進めています。

　再生の具体的な活動としまして、人工林をブナ林の

広葉樹に替え、ススキ草原の持続と拡大ということで、

山焼き等を行っています。また、イヌワシの生息調査、ノ

ハナショウブ、そしてヤナギタンポポ等、希少植物のモ

ニタリング調査の継続を行っていますし、体験プログ

ラムとして、滝巡りやハイキング等も行っています。また、

第11回大会を開催した成果だと思っていますが、スス

キの有効活用ということで、神戸市のかやぶき職人「く

さかんむり」と連携・協力協定を結び、古民家や文化財

施設にカヤを使う取組も進めています。

　草原維持では、ササ刈り、山焼き作業、放牧作業等、

毎年継続することが必要になってきます。このため会員、

地域住民、ボランティアの方々の協力をお願いしてい

ますが、作業費等の捻出が今後の大きな課題となって

います。今後もできるだけ多くの方にご協力をいただい

て保全活動や利用する取組を進めてまいりたいと思っ

ております。

　以上であります。

○議長（太田長八）　どうも西村町長、ありがとうござ

がありました。

　それから、草原と私たちの関わりとか、暮らし方を支

えるエビデンス、要するに研究の証拠ですよね、そうい

うものとか学術研究がとても重要だということが今回

のこのセッションの中でもよく分かったということです。

　それから、南阿蘇村長さんは熊本地震後、火入れ責

任者を村長さんに替えたという行政側からの支援が

あって、それによって野焼きが復活したところが結構

あったと。それから、火入れの手続も届出制に変えたり

ということをしたんですけれども、これを行う大きな根

拠となったのが、やはり水源涵養機能ということで、熊

本県民、熊本市民の水道水を支える水源の源である草

原を守ることが地域全体、あるいは県全体に対しての

大きな影響を及ぼすんだ、大きな貢献ができるんだと

いうことで、これまで阿蘇の草原といえば景観が主体

でしたけれども、今後は水源保全という意味でも、阿蘇

の草原の価値を見直して、みんなにアピールしたいと

いう話がございました。

　最後、全体会は、こうやって行われたそれぞれの分

科会の報告を受けて全体討議をしたんです。これも全

てオンラインでやりました。ここに映っているのは東伊

豆町さんのところでやった内容です。ちょっと写真で隠

れていて申し訳ないんですけれども、それぞれの分科

会から代表者が入っていただいて、オンライン上で討

議を行っております。

　まとめになるかどうか分かりませんけれども、草原の

保全面については、なぜ草原が重要かを各世代意識

共有する必要があると。活動に関わる人、理解者、応援

者を増やしていく仕組みが必要。維持するために人が

関わり利用し続ける仕組みづくりが重要になるという

ことが語られました。草原の経済価値と公益機能を積

極的に評価してあげる必要があって、公益機能の守り

手である生活者を支援する制度設計というのをしっか

りと組む必要がある。

　前にもお話ししましたけれども、保全のための保全と

いう観点から、草や草原を活用することによる保全と

いうほうにシフトしていく必要があるんじゃないかとい

うお話でした。

　草原の活用についてですけれども、これも先ほどお

話ししたように、保護の管理から、利用して管理へとい

うのが大きなテーマとなっていました。草原利用の創意

工夫に対して様々な支援や環境整備をしていく必要が

あるだろうと。小さな経済活動を生み出して、地域ととも

につくり出すことがまず第一歩じゃないか。

　都市へのアプローチには、どうしても意識の違いと

か様々な問題があるので、その中間層の育成が必要な

んじゃないか。

　堆肥や農業や肥料とか、あるいはカヤの利用という

のはありますけれども、今でも野草の利用価値は非常

に高いものがあって、堆肥の利用とかカヤの利用で野

草の価値を復権する必要があるんじゃないのかなと。

堆肥についても、今、新しい知見として、野草を使った

堆肥に含まれる非常に優れた土壌菌がいるということ

も分かってきました。こういうのも研究の成果だと思い

ますけれども、そういうふうに野草の価値を復権させる

ことで、野草を利用すれば火入れの炎もある程度制御

しやすくなるし、火入れの安全性にもつながるんだよと

いう幅広い内容からのものがございました。

　草原の継承については、地域の固有性やほ誇りを

各世代で共有、共感すると、これはもちろんですけれど

も、地域、行政、企業が互いに手をつなぐ仕組みという

のも面白いんじゃないか。例えば細野高原だったら、

いろんな企業さんが持続的にこれを利用したいという

ことではいろんな方が入っていただいて、そこを活用し

てはどうかという話もございました。

　それから、カヤふきは活用を通じた継承の有効な

ツールである。利用というものが入ることによって、その

価値を継承したり、その仕組みを継承したりするきっ

かけにもなる。

　それから、使うことで生き物が、草の供給で文化が守

られていくだろうと。

　環境教育は世代を超えていく潜在性を持っているの

で、非常に大切なことである。子供さんへの教育という

のはとても大切。

　草原と地域のつながる観光や地域振興の在り方に

も工夫が必要になってくるんじゃないかというふうなま

とめがございました。

　最後に、行政へ望むことということで、幾つか提案を

いただいております。

　１つは環境教育、あるいは担い手育成も含めてとい

うことですけれども、その助成をぜひ継続できるような

ものにしてほしい。

　それから、実際に草原を守るときに一番頭を悩ませ

ているのは、行政の実務者の担当者であろうというこ

とで、もちろんいろいろ替わったりもしますので、持続

的にそれを進めていくのに問題が生じがちなんですけ

れども、ぜひその自治体間での実務者同士の学びの

ネットワークをつくっていただけないか。サミットでい

えばシェルパ会議のようなものを今後実現していただ

ければありがたいという話がありました。

　それから、地域知、伝統的に言いつながれてきた知

識そのものに意外と真実が、とても大事なものがあって、

いました。

　太田市長の取組は、もうマスコミでだいぶ私も勉強

させていただいております。そういう中で、文化と草原

がやっぱりマッチしないと、本当にそのとおりだと考え

ています。昨日の分科会の会場、隈先生の建築、それに

つきましてカヤを使っていること、大変感銘を受けまし

たので、今度、一度視察に行かせていただければ大変

ありがたいと思います。よろしくお願いします。

○真庭市長（太田　昇）　どうぞ、おいでください。これ

が全容ですけれども、３棟あります。

○議長（太田長八）　そんなにあるんですか。

○真庭市長（太田　昇）　１つは、このメインのがです

ね、これが18メートルあります。その横に見えておりま

すのが、隈研吾先生の設計図面とか模型とか、そして

サスティナブルな商品を売るとかですね、そしてもう一

つはサイクリングターミナルという、それで構成されて

います。7,000平米ぐらいの広さであります。

○議長（太田長八）　すごいですね。視察を楽しみにし

ておりますので、よろしくお願いいたしたいと。

　続きまして、串間市長の島田俊光様、よろしくお願い

いたします。

○串間市長（島田俊光）　こんにちは。串間市の島田

でございます。

　12回草原サミットにつきましては、川南町と一緒に

開催させていただいたわけでございますが、事務局の

皆様等はじめ関係各位の皆様方のご高配を賜り、サ

ミットを成功することができました。本当に感謝を申し

上げたいと思います。

　それで、宮崎県串間市は、宮崎県の最南端に位置す

る温暖多雨なところでございます。きゅうりやピーマン

などの施設野菜、サツマイモやごぼうなどの露地野菜

をはじめ生食で食べられる完熟キンカンや餌にトウガ

ラシを混ぜてつくる養殖ブリなどは、質、量とも全国トッ

プクラスの地域でございます。また、そのように農産物

を生産する食の宝庫でもあります。

　串間市からは、野生馬が生息する都井岬と宮崎県

の希少な動植物重要生息地に指定されている古竹・笠

祇地区について紹介させていただきたいと思います。

　串間市の草原といえば、野生馬が生息する都井岬が

代表的な草原となるわけでございますが、もともとは江

戸時代の軍馬を育成するための牧場であったものが、

人の手が触れることなく、令和の時代まで残っているも

のであります。春には新緑の草原にオキナグサやウマ

ノアシガタ、さらに夏から秋にかけてヒオウギやノヒメ

ユリ、ムラサキセンブリ、冬はノジギクなどが繁茂して、

四季それぞれの種のある希少動植物、国指定天然記

念物の野生馬とともに見ることができます。オキナグサ

など都井岬に生息する多年草のほとんどは、毒があっ

たり、またとげがあったりして、馬が食べない植物であ

り、食べ残すことから花を咲かせることができる。都井

岬は馬がつくり出す生態系に、絶滅危惧種に指定され

ている希少な植物を観察することができます。都井岬

は人の手を加えないことが魅了をより高めるものと考

えております。

　通過型の観光から体験、滞在型の観光へと転換さ

せる取組として、野生馬の生態と野生馬による形成さ

れた草原の植物やふん虫、フンコロガシでございます

が、などを訪れた観光客に対して分かりやすく説明す

る都井岬野生馬ガイドを配置し、エコツアーなど着地

型観光としての活用をはじめ、地元小中学生の地域を

学ぶ授業、くしま学などを地元の魅力を学習させる取

組など、草原の維持・存続と魅力発信のため取り組ん

でおります。

　また、笠祇・古竹地区の紹介でございますが、資料の

下段にあります笠祇・古竹地区の草原については、都

井岬と同様であり、江戸時代の軍馬を育成するための

牧場であったものが地域住民により草刈りや野焼きな

どの作業により代々守られ、現在も草原として維持され

ているものでございます。平成19年11月には宮崎県

の希少野生動植物重要生息地に指定されております。

笠祇・古竹地区は串間市の中心市街地から車で約15

分と近い場所に位置しており、昔ながらの田園風景が

広がり、里地里山で和牛の里として呼ばれている畜産

が盛んな地域でもございます。

　集落は過疎、高齢化が進み、野焼きなどの里山を守

る活動の継続が危惧されているところでございます。集

落の過疎化、高齢化の進展は、本市のみならず全国各

自治体の共通問題と認識をいたしております。行政の

役割としては、地域の魅力を住民自らが情報発信して

いく活躍の場の創出と、地域に何度も訪れる深いつな

がりを持つ関係人口の増加が肝要であると考えており

ます。

　本市の取組の１つがエコツーリズムの推進でありま

す。市といたしましては、地域資源の魅力を伝えること

により、関係人口の増加、地域住民の資源価値の再認

識、そして、環境教育による次世代への継承へとつな

がるエコツーリズムを鋭意取り組むことにより、草原の

維持形成を図っていきたいと考えているところでござ

います。

　以上でございます。よろしくお願いします。

○議長（太田長八）　どうも島田市長、ありがとうござ

いました。

いました。

　このＮＰＯ法人の活動、大変すばらしいと感じており

ますし、また、うちの町のテーマも、「満点の海・山・空は

東伊豆」と、何かまちづくりが同じような感じがいたしま

すんで、これを契機にまた交流ができれば大変ありが

たいと思います。どうぞよろしくお願いいたします。

○新温泉町長（西村銀三）　こちらもよろしくお願いし

ます。

○議長（太田長八）　それでは次に、続きまして、岡山

県真庭市長の太田昇様、よろしくお願いいたします。

○真庭市長（太田　昇）　真庭市の太田です。よろしく

お願いいたします。

　真庭市は合併して828平方キロメートルと、面積で

いうと東京23区の1.3倍というですね、岡山県北に広

がる市です。その一番北、鳥取県境のところに蒜山高原

という高原がありまして、東西20キロ、南北10キロと

いう、多分、関西では一番広い高原だと思っております。

　課題ですけれども、よそと同じで、もともとはススキ野

原が非常に広がっていた、それがだんだん狭くなって

きていると。そこに貴重な動植物、絶滅危惧種がいた

のが、これを守らないと、景観も含めて滅んでしまうと

いうようなことで、そういう意味での保全というのが一

つの大きな課題であります。

　もう一つは、これも出ておりましたけれども、単に保

全だけではできない、やはり活用しながら保全すると

いうことをしなきゃならない。その活用というのが一つ

の課題だろうというふうに思っております。

　その２つをどうしたら両立できるのかということです

が、１つは、カヤを山焼きをする、そうするといいカヤが

できる。そのカヤを、もちろん土に戻すことによって、灰

そのものが肥料になってまいりますが、蒜山も旧石器

時代から人が住んで、そしてカヤを焼いて、火山灰の

非常に貧栄養化のところを植物が育つように、１万年

以上かけて変えてきたという歴史がありますから、それ

を延 と々やっていかなければならない。それとともにカ

ヤを建築資材として活用するということで、昨日の分科

会でも隈研吾先生の設計で、カヤの屋根を逆さまに

使ったですね、屋根そのものは鋼板で、中の天井から

中を全部カヤにしたという、逆さまにしたような、そうい

うサイクリングターミナルを造りましたけれども、それ以

外にも建築資材としていろんな活用ができるということ

で活用していきたいということであります。

　それとともに、このすばらしい高原を多くの方に親し

んでいただく。自然環境だけでは人は来ません。やはり

そこに文化というものがないと人は来ないということで、

ここに出ておりますけれども、これも隈研吾先生の作品

ですけれども、ＣＬＴ、クロス・ラミネーテッド・ティン

バーという縦横、縦横に木材を組合せして、一つの板

を作るわけですね。その板を組合せしてこういう建物

を造っていくですね、これはオリンピック選手に遊んで

もらおうと思って東京の晴海に造ったんですけれども、

真庭のヒノキで造り、日本で専用のＣＬＴ工場は真庭に

しかありませんから、言わば真庭に里帰りしたというこ

とで、グリーナブルヒルゼンというふうに呼んでおりま

すけれども、こういう施設。中は空間で、ここで遊んだり、

イベントができるように、そういうものを、一つの芸術作

品ですけれども、造っております。こういうものを使って、

観光資源としても活用していくと。

　つまり景観も含めて、そして人工的なこういうものを

全部入れて、地域価値を上げていくという、そういう概

念で取り組んでおります。

　さらに、このＧＲＥＥＮａｂｌｅというのがロゴにもなって

おりまして、阪急阪神百貨店がこのグリーナブルに沿う

ようなものを真庭の産物をですね、産品を大阪で売っ

ていくというような、阪急百貨店とも提携をして、コロナ

がもう少し落ち着けば本格的に梅田で真庭の産品を

開発しながら売っていくということになってまいります。

阪急に今ブランド、阪急ブランドとしてＧＲＥＥＮａｂｌｅと

いうのを商標登録してもらいました。

　そういうことをしながら、この背景として、私の背景

に木材を使っておりますけれども、バイオマス産業都市

の指定も受けて、やがて真庭の電力は全て真庭で賄う

と。今、バイオマス発電、１万キロワットのありますけれ

ども、市内需要の大体60％ぐらいを再生可能エネル

ギーで賄えています。火力じゃなくて、水力とバイオマス

ですね。これを100％にしていくということも地域の価

値を上げていくという取組をしております。

　それと、生ごみ等、人間さんのふん尿ですね。それを

混ぜてメタンガスを発生させて、それでプラントを動か

して、最後、液肥を作って、それを低コスト農業として利

用していくという、そういうような、全体をＳＤＧｓという

か、サスティナブルなそういうまちにしていくという取組

をしております。東京のまねをしても仕方ありません。こ

の地域にある資源をいかに使って、それを循環させて、

未来志向で豊かにしていくということで、ＳＤＧｓ未来都

市の第１号にもなっておりますけれども、そういう取組

をしているというのを、そういうことを背景にしながら

蒜山高原を守り、活用していくということであります。

　皆様方のご意見も、あるいは活動も参考にしながら、

よりこれを進めていきたいというふうに思っております

ので、今後ともよろしくお願いいたします。

○議長（太田長八）　太田市長、どうもありがとうござ

にちは。広島県の北広島町生涯学習課長、西村と言い

ます。よろしくお願いいたします。

　お手元にお配りしております北広島町の概要、そし

て、北広島町の草原と取組について、説明をさせていた

だきます。

　まず、広島県北広島町の概要でございますが、広島

県の西北部、西中国山地の標高300メートルから800

メートルの盆地、北は島根県と接しております。広島県

に流れる太田川、そして島根県に流れます江の川の源

流域でもございます。面積の８割以上が森林地帯でご

ざいまして、県北地域、こちらは1,000メートル級の山

が連なっております。

　国立公園の一部でございます八幡湿原、こちらにあ

ります芸北地域の八幡、こちらは冬になりますと２メー

トルの雪を記録する豪雪地帯となっております。

　それでは、広島町の草原と取組について説明をさせ

ていただきます。

　こちらにつきましては、４つ紹介をさせていただきた

いというふうに思います。①から④まで、概要から課題

というふうにしております。

　まず、雲月山でございますが、島根県と隣接をしてお

りまして、かつては採草、そして放牧の目的で1960年

頃まで利用されておりました。島根県側はカラマツの

植林となっています。広島県側、こちらは1990年代に

観光イベントとして山焼きですね、こちらが行われてお

りましたが、1996年を最後に停止しました。2005年頃

より、地域が主体となりまして、主にＮＰＯが主体となり

募集を行いまして、消防団、博物館、小学校などと連携

しながら山焼きを実施しております。

　2014年に町条例に基づきます野生生物保護区に

指定をしております。

　こちらの利用についてですが、一般の登山の観光の

ほか、町内外の小学校等によります学習の場としての

活用、そして、山焼き再開後に数年間にわたり報告も行

われましたが、牛が転落するというような事故もありま

して、現在は放牧はされておりません。

　課題でございますが、現在15％ぐらいの山焼きを

行っておりますが、全域の山焼き、そしてボランティア

の確保といったことが課題というふうになっております。

　続きまして、千町原の草原でございます。

　こちら、もとは地元地域八幡村という旧村になります

けれども、こちらの入会採草地でございました。1944

年に陸軍の演習地となりまして、戦後は開拓民の入植、

国の大規模草地の開発、広島県への移譲と郊外開発

を経まして、今に至っております。2003年頃よりＮＰＯ

が中心となりまして伐採の実施をしまして、2020年に

町条例に基づきます保護区に指定をしました。植物や

鳥を見る観光地として人気がありまして、2013年から

は地元の中学校の、この後紹介しますけれども、茅プロ

ジェクト事業にカヤを提供しております。

　課題でございますけれども、既に樹林化した範囲が

結構広くなっております。また、大規模草地開発の影響

で湿原が縮小しておりまして、いずれも伐採が必要と

いうふうになっております。

　続きまして、霧ヶ谷湿原でございます。先ほどの千町

原と同エリアに位置をしております。大規模装置開発

の事業を経まして、現在は臥竜山麓八幡原公園の一部

に位置をしております。2003年にＮＰＯが植生調査と

ワークショップを実施したことをきっかけにしまして、

自然再生推進法に基づきます法定協議会を広島県が

立ち上げまして、2004年から八幡湿原自然再生事業

が始まっています。樹林の伐採、湿原から水を抜くコン

クリート水路の撤去、湿原への水路の設置などの工事

を2007年から2010年にかけて実施をしました。その

後、自然再生協議会の保全部会が中心になりまして、

伐採作業を継続しております。こちらも2020年に町条

例に基づきます放牧の指定をしております。

　利用でございますけれども、植物や鳥を見る観光地

として人気のスポットとなっておりまして、小学校、中学

校等のフィールドワークの場として活用、そしてガイド

ツアーの実施をしております。

　課題でございますけれども、再生工事から10年が経

過しておりまして、順応的管理のために現状に即した

全体構想と実施計画の見直しが必要となっています。

　そして、これは地元の中学校での取組ということなん

ですが、芸北茅プロジェクトについてです。

　芸北地域のススキ、これを屋根ふきのカヤとして資

源化し流通させる取組を行っています。中学校ＰＴＡ、Ｎ

ＰＯ、地域住民、教育委員会などが実行委員会をつくり

まして、2015年から推進をしております。地域の住民

自らがカヤを刈り取りまして市場に出荷すること、こち

らで私有地や小さなカヤ場が保全をされる。そして、今

は廃止となっておりますけれども、こちらにスキー場跡

地がありまして、こちらを文化庁のふるさと文化財の森、

こちらに設定をされたところでございます。

　利用についてなんですが、未利用でありましたカヤ

場、そしてカヤの利用が推進されるとともに、プロジェ

クトそのものが地元生徒にとって生きた教材というふう

になっています。地域通貨を活用することで地域外へ

の経済流出を防ぎ、刈り取ったカヤが文化財や伝統的

景観の保全に活用されております。

　課題でございますけれども、カヤの保管場所、こちら

　やっぱり串間市さんの取組、草原が２か所、これをう

まくやっていると考えています。それでやっぱりこれから

は、まずは地域住民がそのよさを認識するのが一番と

思いますので、それもまた勉強させていただいて、そう

いう中で、そのエコツーリズムを結構うまく活用した中

で、その草原の保全をやっているのが大変すばらしい

取組だと考えておりますので、引き続きよろしくお願い

いたしたいと思います。

○串間市長（島田俊光）　ありがとうございます。

○議長（太田長八）　それでは、続きまして、熊本県高

森町の町長、草村大成様、よろしくお願いいたします。

○高森町農林政策課（荒牧茉名）　町長に代わりまし

て、担当のほうからお手元に資料に沿ってご説明をさ

せていただきたいと思います。

　熊本県高森町農林政策課の荒牧と申します。よろしく

お願いいたします。

　まず、高森町の概要からご説明させていただきます。

　高森町は人口6,177人で、九州のほぼ中央、熊本県

の最東端に位置しまして、大分県の竹田市と宮崎県高

千穂町に隣接する総面積175.06平方キロメートル、

広い町土を有する農村地域でございまして、地形は阿

蘇カルデラ内に広がる標高500メートルから600メー

トルの比較的穏やかな傾斜をなす高森・色見地区と外

輪山の外側、標高500メートルから800メートルの波

状高原地の草部・野尻地区に区分される町です。

　主な産業は、観光と農林業になります。

　農業面では、立地条件を生かしまして、畜産、米、野

菜を主体とする農業生産が展開されてまいりましたが、

近年、経営の発展を図るため、一部の農家で施設園芸

の導入が盛んとなっております。地域の宝として、古くか

ら栽培されてきました農林畜産物をブランド化し普及

するとともに、地域の代表する高品質な農産物として、

将来にわたり栽培し続けるための活動を通じ、阿蘇地

域の農業の活性化と農業後継者の育成につなげるこ

とに取り組んでおります。

　観光面では、コロナ禍でイベントの実施が厳しい状

況ですが、2016年に発生した熊本地震の影響は回復

傾向にあり、高森湧水トンネル公園、月廻り公園、高森

殿の杉、南阿蘇鉄道のトロッコ列車、草部吉見神社、

上色見熊野座神社といった観光地や約300年の歴史

があります風鎮祭といった地元のお祭りを中心に毎年

多くの方が高森町を訪れています。

　また、高森町では町内全戸に整備しました光通信環

境を活用しまして、日本一の地域密着型番組として、た

かもりポイントチャンネル、こういったケーブルテレビ

の放送を行い、災害時の緊急放送や町からのお知ら

せ、地域情報、事業の紹介などを町民の方へ情報発信

しています。

　光通信環境の整備は、教育現場でも活用されており

まして、電子黒板の設置や全児童生徒のほうへ１人１

台のタブレット配布をいち早く行いまして、全国で最先

端のＩＣＴ教育が行われております。

　ここからは高森町の草原の概要についてご説明さ

せていただきます。

　高森町の草原につきまして、その多くを牛の放牧に

活用しておりまして、畜産農家や町民の方の大切な資

源として保全されてまいりました。高森町の草原は牧野

と呼ばれており、阿蘇のあか牛が放牧されている牧野

はのどかな風景として多くの人に親しまれております。

　高森町の牧野面積につきましては、1,211ヘクター

ルありまして、草原維持として行われている野焼きに関

しては、実施面積が621.5ヘクタールとなっております。

また、管内には14の牧野組合がありまして、皆さん精

力的に草原維持のほうに取り組んでいただいており

ます。

　最後に、高森町の取組と課題については、長年、放

牧や野焼きによって保全されてきている草原なんです

が、近年、管理をしている牧野組合員さんの高齢化等

によって、野焼き実施が大変難しくなってきている状況

にはございます。町としては野焼きに係る補助金等で

野焼き実施者の方の負担軽減等に取り組んでおります

が、年々、実施面積が減少しつつある傾向にございます。

　また、高森町にある阿蘇高森オーガニックセンター

というところでは、世界農業遺産の構成要素であります

阿蘇の草原に生えるススキなどの野草や畜産農家か

ら出る牛ふんなどを混ぜて堆肥を作っております。こち

らは町内を中心に阿蘇地域の農産物に還元して、循環

型農業を確立しております。

　このほかにも未来の草原を引き継ぐ子供たちのほう

に阿蘇の草原のすばらしさや草原の抱える現状につ

いて伝える草原学習などが行われております。

　以上で説明を終わらせていただきます。

○議長（太田長八）　どうも高森町さん、ありがとうござ

いました。

　高森町さんの取組は、全ての自治体が抱えている課

題と同じだと考えております。そういう中で、皆さん方に

対してよりよい回答ができればいいなと思いますので、

またいろんな意見をよろしくお願いいたしたいと思い

ます。

　それでは、続きまして、広島県の北広島町の生涯学

習課長の西村豊様、よろしくお願いいたします。

○北広島町生涯学習課長（西村　豊）　皆さん、こん

田市さんにお住みだそうでございますので、本当にあ

りがとうございます。

　そしてもう一点、これ本当、関係ないんですよ。歌手

に永井裕子さんっていらっしゃるんですけれども、その

永井裕子さんが結構大田市さんのを歌って、うちの町

の観光大使になっているんですよ。やっぱりそういう中

でまた大田市さんとよろしくお願いいたしたいと思いま

す。どうもありがとうございました。

　続きまして、熊本県の南阿蘇村の農政課主幹の後藤

進哉様、よろしくお願いいたします。

○南阿蘇村農政課主幹（後藤進哉）　昨日ですね、阿

蘇分科会では吉良村長の報告がありましたが、本日は

私のほうから発表させていただきます。

　最初に村の概要からになります。

　南阿蘇村は総面積137キロ平方メートル、熊本県

の北東及び阿蘇くじゅう国立公園、阿蘇カルデラの南

に位置する人口１万340人の村です。雄大な南阿蘇

の山と緑、そして環境庁の日本名水百選に選定されて

いる白川水源に象徴される豊かな自然環境に恵まれ

ています。

　2016年４月の熊本地震では、これまで経験したこ

とがない甚大な被害を受けました。これにより人口も１

割程度減少しましたが、村に定住促進課や空き家バン

クを設置し、移住者を受け入れる環境整備を推進して

います。

　続きまして、農業、観光についてです。

　基幹産業である農業は、白川中心に水田が広がり、

のどかな農村風景を生み出す農村は、水稲をはじめ

畜産、ミニトマトやアスパラなどの施設園芸が盛んです。

昼夜の寒暖差が大きい気候により、自然のうまみが

しっかりと詰まった農産物が自慢です。有機農業、環境

保全型農業を推進しており、安心安全な農産物づくり

に取り組んでいます。

　また観光では、大自然を中心にたくさんの観光資源

に恵まれています。新阿蘇大橋のたもとにある展望所

ヨ・ミュールからは、長陽大橋、白川第一橋梁を眼下に

望むことができ、新たな観光スポットとして注目を集め

ています。

　また、熊本地震で落ち込んだ観光客数は回復傾向

にあり、本村本来のにぎわいが戻りつつあります。

2017年９月にはアウトドアショップモンベルと村が協

定を結び、アウトドア活動促進や地域経済の活性化な

ど、包括的に協力をし合い、観光振興に取り組んでい

ます。

　続きまして、草原の概要に移ります。

　南阿蘇の草原は阿蘇カルデラの阿蘇山側及び南外

輪山側に広がり、季節ごとに違った表情を見せてくれま

す。南阿蘇の草原は牧野とも言われ、平成21年に行わ

れた阿蘇草原維持再生基礎調査では、本村の牧野面

積は2,470ヘクタール、そのうち野焼きが行われてい

る面積が1,170ヘクタールとなっております。管内には

23の牧野組合があり、牛の放牧をしている箇所もあれ

ば、野焼きのみ実施している牧野もあります。

　続きまして、本村の取組と課題についてですが、昨日、

分科会で村長がご報告された内容と重複する点がご

ざいますが、ご了承をお願いしたいと思います。

　草原の維持に欠かすことのできない野焼きですが、

その面積は、以前と比較すると減少しています。本村を

含む阿蘇郡市７市町村の草原はこの100年間で半分

以下に、直近30年で見ても４分の１近く減少しており

ます。

　本村では熊本地震で各牧野の原野火入れが中断さ

れました。平成31年度からは一部再開に向けて、熊本

県、阿蘇グリーンストック、村において協議をした結果、

白川牧野で一部再開、その後、令和２年には吉田牧野

でも再開できました。それに至るまでに県、グリーンス

トック、村で防火帯を設置する費用を予算化したり、火

入れ責任者を各区長や牧野組合長から村長へ変更し、

負担の軽減を図りました。

　今後の課題として、火入れが中断しているところの

再開が可能となるか、防火帯の整備、担い手不足、地

区住民の高齢化に対する支援が上げられます。

　補足でですね、昨日、村長から報告がありました課

題に対する取組で、ハードとソフトの対応が求められる

ことをおっしゃっていましたが、ハード面では牧道等、

恒久防火帯の整備ですね。ソフト面においては担い手

の確保ですね。畜産農家を増やすための取組として、

今後、放牧へのＧＰＳを付着して移動管理等を管理す

るシステムの導入やバーチャル研修の導入を計画し

ております。

　また、目的と認識の改革ですね。景観維持から水源

保全のほうへの啓発をしていくということで推進をして

いく予定です。

　以上、南阿蘇村からです。ありがとうございました。

○議長（太田長八）　後藤様、どうもありがとうございま

した。

　南阿蘇村様には、本当に熊本地震、大変でございま

した。今後も頑張っていただきたいと思います。

　そういう中で、今度、山焼きにおきまして、村長さんが

本部長、その中でまた新たにやるという中で、それは大

変期待しております。それから、山の保全、これ大変で

ございますので、引き続きどうぞよろしくお願いいたし

の整備。それから、カヤの販売先の確保、事業規模を

拡大するための専従職員の確保等といったようなこと

が課題となっております。

　北広島町からは以上です。ありがとうございました。

○議長（太田長八）　西村さん、どうもありがとうござい

ました。

　それで、芸北町の白川先生に今回大変お世話になり

ました。本当にありがとうございました。

　それで、私がやっぱりちょっと感じたのは、中学生の

活用ですね。やっぱり中学生、カヤを刈って、地域通貨

でそれをまた地域で還元する。大変すばらしい取り組

みと感じましたので、うちの町もやってみたいなと感じ

ましたので、その節はまたご指導をよろしくお願いいた

したいと思います。

○北広島町生涯学習課長（西村　豊）　ありがとうご

ざいます。

○議長（太田長八）　どうもありがとうございました。

　続きまして、島根県大田市の環境政策課長、和田二

朗様、よろしくお願いいたします。

○大田市環境政策課長（和田二朗）　皆様、こんにち

は。島根県大田市です。

　市長が所用で出席できませんので、私、環境政策課

長の和田が代理で発表させていただきます。

　大田市は、東西に長い島根県のほぼ中央部に位置

する人口約３万3,000人の小都市です。北は日本海に

面し、南は中国山地が迫っているため、山林原野が多

く、平たん地は僅かです。

　本市は世界遺産、石見銀山遺跡に代表される貴重

な歴史文化や国立公園三瓶山をはじめとした豊かな

自然に恵まれています。昨年度には「石見の火山が伝

える悠久の歴史～“縄文の森”“銀の山”と出逢える旅へ

～」が日本遺産に認定され、さらなる観光客の増加が

期待されております。

　さて、当市には標高1,126メートルの三瓶山があり

ます。その麓には西の原、東の原、北の原と呼ばれる草

原があり、放牧のほか、観光客、市民の憩いの場として

利用され、クロスカントリーコースなども整備されてお

ります。また、ダイコクコガネ、ユウスゲ、オキナグサと

いった希少動植物の生息地となっており、中でも最も

広い西の原では、毎年春に火入れが行われ、三瓶山の

草原景観の象徴的な存在となっております。

　三瓶山は、昭和38年に大山隠岐国立公園の一部に

編入されましたが、山麓に広がる牧歌的な草原景観が

指定理由の一つでした。ところが、昭和50年代になる

と、時代の流れから放牧が急速に廃れていき、植林な

ども行われて、山肌は一気に森林化していきました。放

牧の衰退とともに途絶えていた火入れですが、観光客

の出火による山火事を契機に平成元年に復活し、以降、

防火の観点から行政が主体となって毎年３月に行うよ

うになりました。

　平成７年には西の原の一部が放牧場として整備さ

れ、24年ぶりに放牧が復活しました。平成９年には、第

２回全国草原サミットが三瓶を会場に開催され、これ

をきっかけに行政、研究者、農業者、ＮＰＯなどの官民

ネットワークが形成されました。

　翌年からは放牧による防火帯切りを行うなどの工夫

により、経費を極力抑えながら火入れを実施すること

ができるようになりました。

　平成19年からは、従来の牧野組合、大田市等に消

防、警察が協力する体制に自然保護団体や地元の自

治会、ボランティアなどが加わり、市長をトップとした実

行委員会方式で火入れが開催され、また、目的の中に、

従来の防火に加え、国立公園管理計画にも明記されて

いる草原景観の維持を加えました。

　官民の連携により日本で一番安全な野焼きと自負し

ておりましたが、平成29年度には、風向きと火勢の急

激な変化により、消防署の資機材輸送車が１台全焼す

るという事故が発生しました。近年はドローンも取り入

れ、経験豊富なリーダーが最前線の状況を具体的に把

握しながら指示を行う形で、より安全に火入れを実施

しております。

　昨年度は新型コロナウイルス感染症の予防を考慮

して、ボランティアを募集せず、約30ヘクタールを関係

者約150人態勢で実施いたしました。現在、西の原の

草原景観は、放牧や火入れなどによってある程度守ら

れているものの、人の手が加わらなくなったところはす

ぐに森林化してしまうという現実にあります。このすば

らしい草原景観を貴重な財産として、将来にわたって

保全していくには、多くの市民や関係機関の協力が必

要です。また、単に火入れに参加してもらうだけではな

く、その意味合いを十分に理解してもらうことが大切で

あると考えております。

　以上です。

○議長（太田長八）　和田様、どうもありがとうございま

した。

　今の大田市さんから観光客の火事からまた再開さ

れた。災いをよいほうに持っていったことで、すばらし

いことだと考えております。さらにまた、山焼きの難しさ、

いくらやっても大変だと。そういう中で、もう大変勉強に

なりました。

　またこれ話は違いますが、今回は大変ネットワーク

の高橋先生にお世話になっており、高橋先生は何か大

任者ということになっておりました。地元の消防団が

ジェットシューター担いで火消ししているところ……、

私もしていますけれども、あとは阿蘇グリーンストックさ

んにボランティアの要請をしまして、ボランティアのご

協力を得ながら野焼きを推進しているところもあります。

　地震前ですね、死亡事故とか怪我とかがありました

んで、そういった理由で、その後、地震がありましたの

で、野焼きが再開できないというところになっておりま

す。再開するための今、工面をしているところであります。

　ちょっと私が知らないでですね、地元の行政区以外

でしているところもあるかもしれませんけれども、基本

的に地元の行政区が事業主体として野焼きを実施して

いるところであります。

　以上です。

○議長（太田長八）　後藤さん、どうもありがとうござい

ました。

　ほかの自治体で何か活動しているところがありまし

たらお願いしたいと思いますけれども。

　じゃちょっとうちの取組が、ちょっとうちの町は結構

行政が携わっていたんですけれども、今は財産区、

やっぱり共有財産区、いわゆる区ですね、区の方が中

心となりましてやっております。行政が出ているのは消

防団、これも民間ですけれども、ある程度それに対して

参加で、もうほとんど民間がやっている中で、やっぱり

皆さん方も同じもう高齢化、そしていかに高齢化の中

で新たな担い手を見つけるかということが課題でござ

いますので、その課題につきまして、後でまた課題、問

題にしていきたいと思いますけれども、太田市長、こう

いうことでよろしいでしょうか。

○真庭市長（太田　昇）　今、町長がおっしゃいました

ように行政区も結局高齢化したり、メリットがあればす

るけれども、メリットがなかったらなかなか、昔やっとる

から、景観がどうだから、動植物がどうだからといって

なかなかできなくなってきていると思うんですよね。だ

から、安全でありながらどういう仕組みで何か新しいこ

とができないかとかですね、そういうことを勉強したい

わけですけれどもね。私の頭の中で考えているのは、怪

我をされても困るけれども、山焼きは難しいですけれど

も、カヤの刈り取りなんかは、これも大変なんですけれ

ども、一つの観光と結びつけてできないのかなと。ただ、

山焼きのほうはね、これは消防団の協力、そして死亡と

か事故のないように、それからその日の気象条件に

よってできなくなるとか、非常に不安定要素もあるんで、

なかなかいい知恵が出ないんですけれどもね。そのあ

たり、教えていただいたり、また知恵を出していただけれ

ば、このサミットが有意義だなというふうに思うんですが。

○議長（太田長八）　今、太田市長さんからいろいろ

問題点を提案、提示していただき、何か首長さんでこう

いう案がいいじゃないか、そういうことがあったらまた

ご発言願えれば大変ありがたいと思いますけれども。

　じゃ、まず私からちょっと発言させてもらって、皆さん

方には指名させていただきますので、よろしくお願いい

たしたいと思います。

　やっぱり今、太田市長が言ったように、山焼きをね、

ただ昔からやっているからやるんだと、そういうことが

結構、自分も多いと感じております。そういう中で、私、

これから生きる道は、うちの町、観光でございますから、

また太田市長さんが言ったように、観光と草原との結

びつき、それをいかにやっていくかということが大切な

のではないかと考えております。そういう中で、昨日の

シンポジウムの中で、やっぱりカヤを皆さん方に刈っ

てもらった中で、カヤを刈ることによって山焼きの負担

も少なくなるようなことも聞きましたので、そのカヤを

刈って、また観光に生かした中で、草原を守っていきた

いと考えております。

　また、カヤを刈ったことも、やっぱりある程度資金源

になるようなことも聞いております。さらに、自分は子供

たちが草原に対するある程度の認識、小さいときから

持っていなければなかなか草原に対する愛情は湧か

ないと考えておりますので、その辺の教育の活動もして

いこうかなとは考えております。

　東伊豆町はとりあえずそういうことを考えております。

では新温泉町長の西村町長、いかがでしょうかね、こ

んな考え方は。それから各首長さんにちょっといろいろ

まずお話を伺いたいと思います。

○新温泉町長（西村銀三）　当町、ＮＰＯ法人、上山高

原の周辺集落の７集落、それからもちろん県、行政、町

もバックアップして、地域が主体で取り組んでおるんで

すけれども、何といっても人口減少が最も我が町では

厳しい町であります。合併して今年で15年たったんで

すけれども、３割近い人口減少地域ということで、地域

は最も危機的意識を共有しているということで、上山高

原におけるこういったカヤの利用、それから山焼き、こ

ういう事業を通して知識の意思統一に大きく貢献でき

ていると。

　今回も実は、この７集落周辺に地域の運営組織がで

きることになりました。そういったことで、地域の意思を

まとめるためのそういった運営組織と同時に、施設の

建築も今年度スタートいたしました。そういった意味で

は、一つの高原を地域の過疎と、そういった過疎意識

を払拭して、地域の活性化につなげていく、そういう点

で新温泉町では大きく貢献できつつあるということを

つ草原が残る里を再発見いたしまして、その大切さを

広く紹介するとともに、次の世代へと残していくことを目

的に、未来に残したい草原の里100選を選定するとい

うことが目的でございます。

　期待される効果といたしましては、４点ございます。

社会的に価値が認知されていない草原の掘り起こし、

２点目が草原の価値を知らない人への普及、３点目、

現に草原に関わっている人たちの意識や誇りの向上、

４点目が火入れやカヤぶきなどの伝統文化の担い手

の価値づけでございます。

　事業のスケジュールですが、このアナウンスにより募

集を開始いたします。応募の締切りを今年の12月とい

たしまして、その後の審査に入ります。翌年の４月には、

この選定結果の発表、秋には表彰式やシンポジウム

等、普及・交流の機会づくりを予定しております。

　その他の事業概要につきましては、全国草原再生

ネットワーク会長の高橋様より説明をお願いいたします。

○全国草原再生ネットワーク代表理事（高橋佳孝）　

それでは、少し詳しく述べさせていただきます。未来に

残したい草原の里100選を本日、募集のアナウンスを

させていただいております。主催は、全国草原の里市町

村連絡協議会の主催でございます。

　ただいま太田町長のほうから詳しい経緯が述べら

れましたので、この部分は割愛させていただきますが、

本日この第13回全国草原サミットにおいて募集をアナ

ウンスするというところに至っているわけでございます。

　草原の100選というのは、先ほどちょっと町長のほう

からもお話がありましたけれども、日本には多様な自

然を形づくる希少な生態系の一つである、それが草原

であるということですね。長年にわたって、人と自然の

関わりの中で地域の環境、文化、観光など様々な恵み

を提供してきました。しかし、多くの人たちは、国民の多

くは、草原の成り立ちや意義を知らないという現実もご

ざいます。このような多様な価値を持つ草原と人のつ

ながりを再発見して、その大切さを広く紹介し、次世代

へと残していくことを目的として、今回、草原100選を

選定するに至ったわけです。

　ここで言う草原の里というのは、草原に関わる暮ら

しが残る里というイメージをしていただければよろしい

かな。

　これはコンセプトペーパーとして、前会長の日高会

長のときに作った内容ですけれども、この右のほうに

書いてありますように、未来に残したい草原の里100

選の選定というのは、地域からの自薦によって選定し

ていこうと。それから、様々な科学的な観点から評価す

るし、この選定の過程そのもの、あるいはその論議をす

感じております。

　実は、神戸とか周辺、特に関西方面、神戸・大阪方面

からのいろんな協力、山焼きにおける協力者も出てき

ていまして、いろんな意味で地域の盛り上がりができて

いるということであります。いろんな相乗効果が生まれ

ているというのは、この草原サミット以降、非常にいい

流れができていると考えております。

○議長（太田長八）　ありがとうございます。

　串間市としましては何かありますか。

○串間市長（島田俊光）　私たちはカヤを利用すると

ころじゃないんですが、牧草、昔からの家畜の牧草地

帯ということで、取り組んでいたわけでございます。た

だ、我々が一番重要視しているのは、都井岬の風光明

媚な観光地の保全に取り組んでいるんですが、我々本

当にその人間を集めるのが大変な状況にあるわけで

すが、もともと岬はマツ組合という団体がありまして、そ

のマツ組合がボランティアで活動する人たちを今、真

庭市も言われた観光にマッチした方たちを呼んで、

100名程度の人たちで野焼きをしているわけですが、

本当に野焼きの体験というのはですね、今の現代の中

ではなかなか体験することはできないんで、その体験

学習に来る人は少しずつ増えつつあります。ただ、行政

として、野焼きの体験をどのようにアピールするかとい

うのがございます。また、太田市長が言われたように、

死亡事故などが発生したときの我々の責任ですね、そ

ういうのが問われますので、ここはもう少し考えてやる

べきじゃないかなと思っております。

　あと一方の笠祇というところにあるんですが、ここも

やっぱり牧草を育成するための野焼きをしております

けれども、ここが人口減少と高齢化が進んでおりまして、

やはりここの野焼きについてもボランティアで、いわゆ

る体験学習というようなことで人を集めてやっていると

ころでございます。

　また、真庭の太田市長さんにはＣＬＴの研修や木質

の研修でいろいろとお世話になりました。心から感謝

を申し上げたいと思います。

　串間の取組としては、観光とマッチした野焼きでござ

いますが、ただ、それがうまくいくかいかないかは我々

の努力だろうと思いますので、今後の課題として取り組

んでいきたいと思っております。

　以上であります。

○議長（太田長八）　ありがとうございました。

　すみません、川南町長の日髙さんも何かございまし

たら。

○川南町長（日髙昭彦）　うちは湿原なんで、面積も３

ヘクタールぐらいなんで、皆さんのことを聞きながら勉

強していたところで、職員とどうするという話をしていた

ところです。ただ、本当に人が手を入れないと維持でき

ないというのは共通の課題でありますので、そこは

やっぱりみんなで知恵を出していくしかないんだろう

と思っております。

　以上です。

○議長（太田長八）　ありがとうございます。

　太田市長、これでまた何かありましたら、よろしくお

願いします。

○真庭市長（太田　昇）　ありがとうございます。

○議長（太田長八）　太田市長、よろしいですか。

○真庭市長（太田　昇）　ありがとうございました。

　また私どもも勉強させていただきながら、地元でしな

がらボランティアとかですね、そういう人も育て、そして

観光にまで、山焼きも初めは安全なところでやっても

らって、それからだんだん慣れていただければ、結構も

う毎年来るというような人も出てくるはずですのでね、

そういう守ることと自分の楽しみというか、やっているこ

との意義とを感じながら楽しんでもらえる、そういう人

をつくっていきたいと思います。ありがとうございました。

○議長（太田長八）　すみません、まだやりたいところ

ですが、時間がございませんもんで、この辺でこの会は

ちょっと閉じて、次の議題にいきたいと考えております。

６．草原１００選について

○議長（太田長八）　次は、「未来に残したい草原の里

100選」のアナウンスでございます。

　それではまず、私からこの事業の趣旨、また経緯、そ

れとスケジュールにつきまして説明させていただきます。

　主催は、全国草原の里市町村連絡協議会でござい

ます。協力また後援は、一般社団法人全国草原再生

ネットワーク、後援は環境省、静岡県、一般社団法人の

茅葺き文化協会、公益財団法人日本自然保護協議会

となっております。

　事業の趣旨ですが、多様な価値を持つ草原が残る

里を再発見し、その大切さを広く紹介するとともに、次

の世代へと残していくことを目的に、未来に残したい草

原の里100選を選定いたします。

　事業の経緯といたしましては、2012年に阿蘇で開

催されました、第10回全国草原サミットに出席した14

市町村の首長によりまして、草原100選の選定が提案、

採択されたことを受けまして、2016年に自治体におけ

る全国草原の里市町村連絡協議会が発足いたしました。

そして、2021年の総会にて、今回のサミットにてこの事

業の開始をアナウンスすることが決定いたしました。

　まず、事業の目的でございますが、多様な価値を持

記述でさせていただくということになっております。

　これ以外にも当然、重要な際立った特徴があれば、

それを考慮していくという形で選考の基準とさせてい

ただこうかと。

　それから、皆さん、興味をお持ちと思います。スケ

ジュールの問題ですけれども、今回、第１回選考とあえ

て書かせていただいたのは、さっきもお話ししたように

一発で100をそろえてそれで終わりという世界ではなく

て、一緒に歩みながら一つ一つ重ねていきたいという

ことです。２年か３年、数年かけてでもゆっくりと応募を

していただきながら選考していただくというスケジュー

ルを想定したものでございます。

　応募の公開は本日、この場で草原サミット東伊豆大

会において募集を発表いたします。

　応募期間、本日から１２月１５日必着という形を取ら

せていただきます。ただ、応募のフォーム等をホーム

ページで掲載する時期が若干遅くなりますので、近日

中にホームページは公開するという形を取らせていた

だきたいと思います。

　審査期間ですけれども、第１次審査は１２月１５日の

締切り以降２月から３月までに終わらせて、最終審査

を翌年の２月から３月頃に開催して最終決定をしよう

と思っています。この審査に当たっては、場合によって

は現地審査もさせていただくことになろうかと思ってお

ります。

　それから、発表や表彰のスケジュールですけれども、

結果発表は来年の４月を予定しております。これは主

催者である全国草原の里市町村連絡協議会の総会が

開催されるときでございますので、その場で結果の発

表を行います。

　その後、秋までに表彰式やイベントの準備を行うと

ともに、現地の取材を行いながら、より深くその内容を

理解していくような期間として、追加書類等の提出が必

要であれば、それもお願いするような形になるかもし

れません。

　表彰式やシンポジウム、一応、来年の秋を予定して

おります。こういう場で表彰されたということを皆さん、

内外に強くアピールする機会をつくっていこうと思って

いるところです。あくまでも選んで終わりという世界では

なくて、一緒に歩み、輪を広げる、そういう形の100選

にしたいと思います。何度も言いましたけれども、みん

なで積み上げていって、最終的には全国草原年鑑みた

いなものに集約できればいいなというふうに今考えて

いるところです。

　間もなく、近日中に公開されるホームページですけ

れども、若干、最終版とは異なることになるかもしれま

せんが、イメージとしてこんなふうな形のホームページ

が皆さんのほうにお伝えできるんではないかと思って

います。草原の里100選とは何かという文言もあります

し、スケジュールのことについても具体的に記述されて

いますし、選考の基準について、より詳細な内容がそこ

に記される予定になっております。

　応募方法、応募様式のダウンロードをここでやって

いただいて、それに書き込んで応募していただくような

形を取らせていただきます。

　それから、自治体の推薦が必要だというお話があり

ましたが、その推薦様式についても、ここにホームペー

ジ上でダウンロードできるようにしたいと思っております。

　最後に、湯本貴和委員長からのメッセージを載せさ

せていただく、そういうふうな構成ないようにしようと思

います。

　湯本先生のメッセージには、草原100選の概念とか

エッセンスというものがまさしく濃縮されておりますの

で、その一部をここにお示しして、最後の報告を終わり

にしたいと思います。

　ちょっと読ませていただきます。

　「未来に残したい草原の里100選」は、それぞれの

地域が草原を生かした地域づくりを競い合い、その輝

かしい成果を顕彰する場とは考えていません。共通の

課題を抱えている地域が互いの実践やアイデアを学び

合い、共に未来へ進んでいくための仲間探しの場であ

りたいと思います。みなさんが応募する段階で、誇るべ

き宝を再発見したり、足りないパーツを認識したりする

作業そのものに大きな意味があると信じています。ぜひ

とも「未来に残したい草原の里100選」にご応募いた

だき、わたしたちの仲間の輪に加わってくださることを

願っておりますというメッセージをいただいております

というメッセージを頂いております。私たち関係者の共

通の思いを言い表していただいている内容だと思って

おります。

　草原の里というのは、まさしく未来に向けた草原保

全のシンボルになるであろうと思っております。風土に

根差した特色のある草原を育み、未来への展望も様々

な人の活動があり、そのような活動を通して人々が交

流し合う里、そういうものをイメージしたものになると

思われます。ふるさとの原風景とも言える草原のある里

の認知度というのは、まだまだ低いものがございます

が、この草原100選の活動を通して、草原の魅力と価

値を広く国民に伝えて訴えて行きましょうということで、

最後の言葉とさせていただきます。

　以上が未来に残したい草原の里100選の概要説明

でございます。ご清聴ありがとうございました。

ることがとても重要なんだということが期待されており

ます。

　それから、選定によって、先ほど町長からお話があっ

たように、様々な効果が期待される。さらに、未来へ向

けてですね、草原の里の持つ価値をアピールすること

になるというですね、新しい草原の活用方法もそうで

すし、草原の持つ新しい価値、そういうものを対応して

いくものにもなりますし、利用や保全をそれによって促

進されるようなものにしたいと考えております。

　それで、今回の草原の里100選の事業を行うに当

たって、大きなコンセプトをみんなでちょっと考えて行

きました。地域の人 と々草原の関わりの繰り返しの中で、

地域に蓄積されてきた知識とか意識、技術そのものが

草原の里の持つ価値であるというふうに考えました。こ

の価値のあるものを「共創資産」という、新しい用語で

すけれども、として捉える。各地に残っているこの共創

資産を日本全体で共有し活用することによって、次世

代に希望のある自然共生型社会を実現することに寄

与していこうではないかというのが事業のコンセプト

でございます。

　この事業、落とすための選考ではなくて、できるだけ

拾い上げ、仲間を増やしていくという観点から、また、一

度に100選ぶということよりも、時間をかけて少しずつ

増やしていく、そういうふうな形で進めたいと考えてお

ります。

　応募要件ですけれども、自薦という形で、草原と関わ

る民間団体、あるいは地方公共団体が応募できますと

いう形。ただし、民間が応募する場合には、地方公共

団体の推薦が必要となります。

　それから、選定の対象となる草原の里は、現在ちゃ

んと草原が存在している地域ということになります。

　応募に関しての確認事項、幾つかあります。これはま

た応募要領の中で詳細に記述しておりますので、そち

らをご覧になっていただければと思います。

　もし選考されなかった場合も、結果はちゃんとフィー

ドバックしていこうというふうなことを考えております。

　それから、選考の方法ですけれども、有識者の皆さ

んによる草原の里選考委員会というのを組織いたしま

した。ここが最終選考を行うということです。それから、

この選考委員会の下に実務者で構成する運営委員会

というのを組織しております。運営委員会は、１次審査

というか、書類審査を担当する。その結果を基に、最終

的に草原の里選考委員会が最終選考を行うという形

にしております。

　１、２と掲げてあります、最初は応募書類による審査、

候補の絞り込みを１次審査としてやって、１次審査で絞

り込めた地域について最終選考を行うという形を取ら

せていただきます。

　具体的な選考委員の名簿を一応ここに掲げさせて

いただいております。

　上のほうから、日本茅葺き文化協会代表理事の安藤

先生、それから、全国草原の里市町村連絡協議会の会

長である東伊豆町長の太田町長ですね。それと私と、

それから、京都大学霊長類研究所所長である湯本貴

和先生。湯本先生にはこの委員長になっていただいて

います。それから、皆さんよくご存じの東京大学名誉教

授の養老孟司さん。あと２名ほど、今、内諾をいただい

ている委員がございます。２人とも女性の委員でござい

ますので、最終的には７名の委員構成になる予定でご

ざいます。

　それから、選考の基準ですけれども、草原の生態系

と人々が暮らす里の関係性がつくり出した共創資産を

軸に５つの観点から選考するという形を取らせていた

だいています。一つ一つ、今から述べていきますけれど

も、１つは草原の自然、環境的価値と言ってもいいのか

もしれませんけれども、動植物が特徴的なものがある

かとか、景観の特徴はどういうものがあるか、そういう

ものをいくつかのポイントとして捉えて評価していく。

　それから、草原からの恵み、実際に利用の価値を受

け取っているかとか、あるいは資源の恩恵を被ってい

るかとかいう点からも評価していきたいと。現代的意義、

あるいはその認識というのもここに含まれますけれども、

過去の利用方法やどういう形の草原の恵みを得ている

かという具体的なものを判定する予定にしております。

　３番目が草原を維持し、享受する仕組み、そのもの

がきちんと理解されて継続されているか。それを持続性

とか公共性の尺度から評価をしていこうと。管理が

ちゃんと妥当なものであるか、それが今後も継続される

か、あるいはそういう意思が示されているか。それから、

経済がちゃんと還元されているかとかですね、主体と

かモニタリングというような項目が入ってくるかなと思

います。

　それから、４番目が共生型社会の実現に向けた波

及効果、まさしく未来に向けて草原の里が持つ重要性

をここで語っていただこうかと。地域や地域内外の社

会に及ぼすよい影響、これまであった影響もですし、今

後影響を及ぼすことが期待される、そういうものをきち

んと書いていただこうと。

　それから５番目、今の４つはある程度、選択肢で選

ぶような形をさせていただきますが、５番目はいわゆる

思いの強さです。関わっている人が熱く語れる熱量や

行動力を評価しようということで、ここらあたりは自由

○議長（太田長八）　高橋先生、どうもありがとうござ

いました。

　この件につきまして、何か質問がございますでしょう

か。ありましたら、挙手をお願いいたします。よろしいで

すか。

　それでは、このような方向でやりたいと思います。ま

た、多くの皆様の応募を期待しております。

７．サミット宣言採択

○議長（太田長八）　最後に、この第13回全国草原サ

ミットｉｎ東伊豆の宣言をさせていただきたいと思います。

　第13回全国草原サミットｉｎ東伊豆。

　私たちの暮らしに欠くことができなかった草原は、生

活様式が変化し草が使われなくなったことから、近年

ではとても珍しい風景になってしまいました。過疎、高

齢化により、山焼きや野焼きの担い手は減少の一途を

たどっており、今後、草原の維持はますます困難になる

ことが予想されています。

　細野高原でも、ススキを使うのはごく一部の農家とな

り、毎年早春に実施される山焼きが何のために行われ

ているか知らない町民も増えております。

　陸上の生態系は森林、草原、湿原などが様々な地形

の上に成り立っており、そのそれぞれに多様な動植物

が生息、生育しています。この多様性が人々の生活を

豊かにする礎となり、暮らしや文化が守られています。

草原は、その一端を担い、地域産業の基礎、水源の涵

養、生物多様性の保全、ＣＯ２の削減、カヤぶきや盆花

の文化など、様々な恵みを提供してくれます。

　草原を失うことは、これらのかけがえのない恵みを

失うことを意味しており、人々の豊かさや、また地域の

文化が失われることにもつながるものです。草原が育

んできた人と自然の共生の知恵や持続的な利用の技

術は、今後の持続可能な社会の実現を目指す上で欠

かせないものであります。

　私たち草原を有する自治体は、互いに学び合いな

がら草原を維持し、賢く利用していく努力を惜しまず、

草原のある里の風景を後世に引き継ぐための環境を

整備し、交流・連携を強化していくことをここ東伊豆町

において宣言いたします。

　それでは、東伊豆宣言。

　１つ、私たちの大切な草原、湿原を守っていくための

保全活動について、地域の関係機関と連携しながら共

に考え、支援していきます。

　１つ、すばらしい景観を活用した観光資源としての

草原と貴重な植物の自然観察など、教育・文化面との

調和を図り、次世代へと受け継いでいきます。

　１つ、かつてのように生活の中に草原の利用を取り

込む創意工夫を支援し、地域振興に活用できる社会環

境を整備します。

　１つ、未来に残したい草原の里100選事業を推進し、

草原の持つ魅力を全国に発信していきます。

　１つ、全国草原の里市町村連絡協議会の連携強化

とネットワークの構築、さらに全国の草原を持つ自治

体への協議会の加入促進を推し進めてまいります。

　以上、宣言する。

　令和３年９月27日。

　以上でございます。

　以上で議事を終了いたします。

　皆さん、このコロナ禍の中でこの全国サミット、参加

して本当にありがとうございます。特に首長様、今年、新

型コロナウイルス感染症の対応で大変お忙しい中参

加していただき、ありがとうございます。これからまた皆

様と連携し、この草原、また湿原の保全をやっていきた

いと思いますので、また連携して、またいろいろお知恵

を借りた中で、よりよいこの連絡協議会にしていきたい

と思います。

　本当に今日はどうもありがとうございました。

８．閉会

○司会　それでは、これをもちまして、第13回全国草

原サミット・シンポジウムｉｎ東伊豆大会を終了いたします。

　サミット宣言の精神に基づき、今後も各自治体や関

係者の皆様と草原の維持保全に取り組んでいきたいと

思います。今回は初めてのウェブ会議方式での開催と

なり、お見苦しい点もあったかと存じますが、ご容赦く

ださい。

　最後にお願いとなりますが、全国草原の里市町村連

絡協議会に加盟されていない自治体の皆様は、これを

機会に加盟のご検討をしていただきたいと思います。

　また、次回の草原サミット・シンポジウムの開催地が

決まっておりません。自治体の取組や草原のＰＲには

最も適したイベントだと思いますので、こちらにつきま

しても併せてご検討ください。

　新型コロナウイルス感染症が終息しましたら、ぜひ

東伊豆町細野高原にお越しいただきたいと思います。

　本大会へのご参加、ご協力、誠にありがとうございま

した。
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後の土石流がその中に入っていた木の炭素年代を調

べたら、２万５千年前後の炭素年代が出ていますので、

そこで一度起こったなというのは分かっているんです

けれども、その前には何度も何度も大分、山の南斜面が

かなり削られていますので、何度も起こった様子が見ら

れると思います。

【細野高原の川について】

○伊豆半島認定ジオガイド（鈴木京子）　今度は細野

高原の中の川のそばにやってきました。

　細野高原の中には、水源涵養保安林という地元の人

の飲み水を確保するために保安林というものをみんな

で植えて、水が自然にここに沈む込むような作業をしま

した。そのために、ここから二口ほど水源を引いていま

す。大体ここの水源は、町の総人口約１万２千人いるう

ちの千人、8.3％ぐらいの人たちのための水源になって

います。このお水は、保安林だけでなく、先ほどお話しし

ました土石流に乗って保安林の下には海底火山、その

時代からの長い年月をかけたいろいろな火山灰、そし

て火山礫が眠っています。そこの隙間を通り抜けて川の

水になっていますけれども、その火山礫の間を通り抜け

ることでたくさんの豊富なミネラルをお水の中に取り込

んで、おいしい水をつくっています。その水は私たちの

飲み水だけでなく、先ほどお話ししました湿原の動物や

生き物、生物、植物などの栄養分にもなっています。また、

町のほうに下りていきますと、農業用水になったり、そし

て、海のほうにこれが流れてですね、海の栄養にもなっ

ています。そのために稲取の野菜や果物、お魚はとても

おいしい味になっているのだと思います。私たちは細野

高原の自然を大切にして、これからもおいしい水、いろ

いろなおいしいものを食べれるような、そんな場所にし

ていきたいと思います。

　河原にはいろいろな色の石があると思います。これは

長い年月をかけて噴火してきた火山礫や凝灰岩です。そ

の火山礫や、白っぽい石がところどころに見えるんです

けれども、白っぽい石は、細野高原とまた違う斜面で爆

発的な噴火を起こしましたカワゴ平という場所がありま

す。そこは、ここと違って流紋岩や軽石を出しています。

その軽石などもかなり水分が石の中を、軽石は穴が開い

ていますので、その中が水分を通っていきます。そのため

また細野高原と違うミネラル分を含んだ水になっている

ので、本当にいろいろな豊富なミネラルを含んだ石が、

色によっても成分が違いますし、赤みを帯びているもの

は鉄分が入っている石です。錆びると赤くなりますね。

あのような変化を起こしています。そのようなものを含ん

だここの水はとてもミネラル豊富ということが分かります。

　でも、この河原を流れていっても浄化されているので、

もっと下流のほうに行っても、とてもお水がきれいで、本

当に飲みたくなるような、そのまま飲みたくなるようなお

水が見られます。

【最後に】

○伊豆半島認定ジオガイド（鈴木京子）　入り口の駐

車場の横に戻ってきました。先ほどの看板がある近くです。

　こちらに見える尾根が大峰山です。その大峰山の斜

面には、石の上と書いて石上という字名があります。こ

の字名のあるように、大きな岩がごろごろ点在している

様子が見えます。山焼きの後の２月下旬からワラビ狩り

の５月頃までは、点在している大きな岩を見ることがで

きます。この季節は草丈が伸びているのでよく分かりま

せんが、またその頃、今と違う季節にいらしてください。

　今日はありがとうございました。

②視察・オンライン見学後の感想

○司会　そうしましたら、東伊豆町の細野高原の案内

動画のほうは終了させていただいて、この後ちょっとお

時間をいただきまして、午前中に細野高原に視察してい

ただいた有識者の先生たちに少し感想のほうをお聞か

せ願えればと思いますので、ちょっと前の席のほうへご

移動をお願いいたします。

　そうしましたら、今日２時間ほどかけて細野高原のほ

うをずっと１周、見学をしていただきました。それぞれご

専門と、あとは町外の方から見た感想と印象というよう

なことを含めて、お一人ずつお話をいただけたらという

ふうに思います。席順のとおり座って、白川さんのほうか

らすみません、よろしくお願いいたします。

○芸北高原自然館主任学芸員（白川勝信）　ありがと

うございます。最初のほうなので、ちょっと安心しています。

　細野高原を久しぶりに見まして、やっぱり最初の印象

は広いなというところです。広さがやっぱり第一印象か

なと思いました。入ってすぐに、行くまでの道は植林され

ていてちょっと暗いですが、景色がぱっと開けたときに

左手にススキの波がわあっと広がっている様子という

のは、細野高原ならではだなと思いました。

るという提言をされました。これは後の草原100選のと

きにも出てくるワードですけれども、自然と社会が失わ

れれば、あるいは自然と人が失われれば、なくなるもの、

そういうものを共創資産と位置づけて語っておられま

した。また、この共創資産と言われるものは、時代ごと

の検証を受けて、長い間、自然と足されてきた、ある意

味中身のしっかりした技術や知識であると。そういうも

のが積み重ねているものがあって、そういうものを私た

ちはもう一度見直すとともに、将来に受け継いでいく必

要があるんじゃないのかなというお話でした。

　それを受け継ぐために必要なものとしては、その方

法であるとか実行力であるとか仕組みとか、あるいは

行政の役割として非常に大きいのは、法令とか条例の

整備とか、そういう環境整備であると。それから、普及、

教育という、この５つの観点をしっかりと捉えていく必

要がある。

　その中で草原に関わる象徴的な活動として、ご自身

が北広島の芸北地方で進められている茅プロジェクト

の紹介をしていただきました。これは、地域にあるカヤ

材を子供たちが作った市場に集めて、そこで「せどやま

券」という地域通貨を発行して、その発行したせどやま

券で地域の経済も回っていくという、様々なメリットを

持った内容でした。要は、利用が放棄されて社会資本

が喪失している中で、その利用の仕組みをもう一度導

入するによって草原の保全に循環性とか展望が生まれ

ているという非常に象徴的なお話でありました。

　各地に残っているこういう共創資産を見いだして、

それを共有して、それから未来にも役立てていくという

ことが大切だろうと。今日人間だからこそ生み出されて

いる、この美しさを大事にして生かしていきたいという

ことを最後に述べられて基調講演を終わられました。

　それから、パネルディスカッションは、その基調講演

をした白川さんがコーディネーターとして登壇していた

だき、東伊豆町の太田町長、それから私と、稲取地区の

特別財産運営委員会の山田さんと東伊豆町観光協会

の石島さんに登壇いただいて、この地元の細野高原の

活用、それをどういったふうに持続性の観点から理解

するかというテーマについてパネルディスカッションが

行われました。

　会場の様子はこんな感じで、それぞれ登壇しており

ます。

　それで、内容ですけれども、実は2008年にこの東伊

豆町で全国草原シンポジウムというのが行われていま

す。もう13年か14年たつわけですけれども、当時から

担い手の問題とか観光の利用について新しい取組を

やりたいという動きがございました。ただ、観光のほう

も着 と々いろいろな形で進めていて、例えば草原に入る

ときの入山料のような形で、観光客からその対価を頂

いて管理運営に回せるという、全国でも画期的な取組

もやられているんですけれども、そういう形で観光客が

増えるにしたがって、様々な問題点も生じてきているよ

うです。今後はその利用のルールをしっかりと構築し直

すことが大切であるというふうなお話がございました。

　そのためにも、都会の人と地元の人の意識の相違と

か認識の違いをうまくコーディネートするような、そうい

う組織体制も必要ではないかと。

　それから、入山料については、最初はいろいろと来

訪者から文句も言われたそうなんですけれども、今で

は多くの方がそれを理解して払っていただいていると

いう、そういう意識の醸成もできているんですよという

話がございました。

　草原はまさしく人との関わりの持続的モデルであっ

て、これは新しい社会の礎ともなるであろうと。それか

ら、草原学習は子供だけではなく、子供から地域へ広

がる、そういう可能性を秘めており、まさしくＳＤＧｓの地

域版である。そういうふうな結論で終わっております。

　最後に、町長さんのほうから、こういう問題は東伊豆

だけではなく全国の問題である。これからも多くの自治

体と共に手を取り合っていきたいという力強い宣言を

いただいております。

　それから、分科会はそれぞれの場所で行いました、

このオンラインを利用してですね。それぞれが自立し

て行っていったという形になっております。

　今回は３つの会場で分科会が行われました。１つが

この地元の東伊豆町の会場で、テーマは「保全・利用・

継承」と、これをどう循環させるかということで、地元出

身の東京都立大の内山さん、それから草原を守ってお

られる入谷区の鈴木さん、地域おこし協力隊の藤田さ

んがコーディネートしていただいております。

　蒜山会場のほうは、利用の面から、カヤの利用をす

ることによって草原保全にどう関わっていけるかという

ことで、地元の郷土自然館の前の館長さんでいらっ

しゃる前原さん、それから鳥取大学で自然再生につい

て関わっておられる日置先生、実際にカヤ刈りをした

り、カヤの建物を建てたりされている沖元さんと相良さ

んという２人のカヤぶき職人さんのトークセッションが

行われています。

　３番目の阿蘇会場は、草原の恵みを守る仕組みづく

りをどうするかということをテーマに行っています。主に

草原の持つ水源涵養力について科学的見地からの知

見、それから新しい知見というものを熊本県立大の島

谷さんから、それから、それを基にして、地域の草原を

たいと思います。

○東伊豆町長（太田長八）　それでは最後に、私から

静岡県東伊豆町の報告をさせていただきます。

　東伊豆町は細野高原という草原があります。昨日か

らのシンポジウムでも議論されてきましたが、この草原

の維持管理、また利活用、そして次世代への継承が、う

ちだけではなく、今聞きますと、全国の草原を持つ自治

体の共通の課題だと思います。このサミットで皆様のお

知恵をお借りした中で、また今後この課題に取り組ん

でいきたいと考えております。

　細野高原は、うちの町は稲取地区、熱川地区と二地

区があります。そして、稲取地区が４部落がある中で、

稲取地区に存在しております。その稲取地区の４区の

町内会が組織する稲取地区特別財産運営委員会が管

理しております。この４区の共同管理によりまして、防火

帯の設置や山焼きなどを実施しております。防火帯、ま

た山焼きにはそれぞれ120名ほどの人が出て実施し

ていますが、やっぱり作業者の高齢化、また、農業従事

者の減少によりまして、作業ができる区民が年々減りま

して、人的負担が増しております。また、この草原を管理

するのには、年間約500万円の費用がかかるため、経

済的負担も課題となっております。

　観光面では、この細野高原の資源を活用いたしまし

て、４月上旬から５月上旬にかけての山菜狩りや、また、

秋には秋のススキイベントを開催しております。イベン

トの開催時には、これはススキのほうですが、参加者

から600円、その他の期間におきましては20円を入山

料として頂いております。先ほど経済的負担のことを申

し上げましたが、これらの収入が維持管理には必要と

なってきます。しかし、これだけで全ては賄えませんの

で、入山料の値上げ、また新たな利活用を検討いたし

まして、この維持管理費用の捻出を考えていかなけれ

ばならないと考えております。

　そんな中で、イベント等のため、この道路、駐車場、ト

イレ等を整備し、誘客に努めておりますが、一方では、

来訪者のマナーも問題になっております。この大切な

資源を荒らされないよう、対策も同時に取っていくべき

と考えております。そして、何よりもこのすばらしい景観

や、また資源をどうやって次世代につなげていけるか

が大きな課題となっております。

　かつては農家の方がこのカヤをミカン畑に敷いたり、

またかやぶき屋根を使用したりするなどの活用がされ

てきましたが、農業後継者が減っていく中でのこの現在

では、カヤの需要もほとんどない状況でございます。し

かしながら、このすばらしい景観、また資源は、山焼き

等の保全活動を継続していかなければ守っていけま

せんので、町内の子供たちに、また地元にこんなすば

らしい草原があること、また、この草原は人の手によっ

て守られていること、また、カヤを使った昔の文化を教

育していくなど、未来につないでいかなければならな

いと感じております。

　これらの問題解決を図るため、昨年度、稲取地区の

特別財産区運営委員会をはじめ、行政、また観光協会、

農協、高原の専門員などで組織する「細野高原を考え

る会」が発足されました。この会では４区が継続的に細

野高原、これを維持管理していただくためにはどのよう

に、また、観光、産業などの資源としての活用、周辺の

地権者とも協力して、新たなこの魅力の創生、これを

図っていくかなどを検討しております。今日は皆様方か

らいただいたこの知恵をお借りいたしまして、この会の

発展にも生かしていきたいと同時に、この草原を全国

に発信できればと考えております。これからもどうぞよろ

しくお願いいたしたいと思います。

○議長（太田長八）　以上でこの参加自治体からの報

告が終わりました。いろいろなお話を伺いました。その中

でまた意見や質問等もあるでしょうから、ここからは自由

な形で意見交換会をさせていただきたいと思います。

　ご意見がございましたら、挙手をお願いして、発言し

ていただきたいと思います。どうぞよろしくお願いいた

します。

○真庭市長（太田　昇）　よろしいですか。

○議長（太田長八）　どうぞ。

○真庭市長（太田　昇）　それぞれすばらしい取組を

勉強させていただきましたが、恥ずかしい話、蒜山高原、

まだ山焼きの面積が80ヘクタールぐらいなんですね、

どんどん減っていて。何とか維持しようと思っているん

ですけれども。600ヘクタール焼いているとかですね、

本当にたくさん広い面積を焼いているとこら辺の取組、

もうちょっと詳しく、それもその行政というよりは、住民

の方とか、あるいは子供も参加してということですが、

もう少し、こんな取組をしているよということをご紹介い

ただければありがたいんですが。勉強させてください。

○議長（太田長八）　今、太田市長からの行政以外の

ほうの取組、これが何か具体的なことがありましたら、

どなたかご発言願いたいと思います。

　南阿蘇村の後藤さん、よろしくお願いします。

○南阿蘇村農政課主幹（後藤進哉）　先ほども説明さ

せていただきましたけれども、本村の牧野面積が

2,470ヘクタールで、野焼きが行われているところは

1,170ヘクタールということなんですけれども、地震前

はまだ野焼き面積は広くて、この事業主体というのが各

地元の行政区とかになりまして、以前は区長さんが責

【細野高原の管理の歴史】

○稲取財産区運営委員長（山田賢一）　細野高原は、

昔、町村合併が、昭和32年ですけれども、行われたとき

に、ここもそういうことで、昔ここがカヤ場で、ここの地区

の人らが農業に敷き草とか、山の屋根をふくときのカヤ

とかというものに利用しました。町村合併でここが稲取

地区の財産区ということで払下げがありまして、それで

我々が財産区として管理しているところです。

【細野高原の管理者について】

○稲取財産区運営委員長（山田賢一）　所有地の払い

下げがありまして、稲取地区、ここは特別財産区という

のが管理しております。

【細野高原のカヤ場の歴史】

○稲取財産区運営委員長（山田賢一）　そうですね、も

う僕が知らない昔から、ここはこういう形で、この地区

の農家の人たちが、要するに農業で堆肥を作ったり、畑

の中へ有機物の補給という形で、ここの草を持っていっ

て、畑の中に入れました。それとまたそのほかにも、かや

ぶき屋根のカヤの材料としても使われたそうです。

【山焼きをやるメリット】

○稲取財産区運営委員長（山田賢一）　山焼きをやる

ことによって、例えばこういういい敷き草とか、農業に

使うようなカヤとか、そういうのが病気を抑えられたり、

害虫も抑えられたりすることによって、いい材料というか、

そういうのができます。それとまた、きれいに焼くことに

よって、要するに何ですか、灰が落ちることによって、

土の肥料分の補給にもなるというようなことで、この原

野を保持していく上にはどうしても重要なことだと思

います。

【防火線づくりについて】

○稲取財産区運営委員長（山田賢一）　防火線焼きは、

大体120名ぐらいの方に出て、１日でやっています。山

焼きがその後、防火線焼きは大体11月に終わるんです

けれども、山焼きは大体２月にやります。そのときには、

もちろん区民の皆さんとか役場の職員の皆さんとか、

それとかいろんなこういうパラグライダーの関係者の

皆さんとか、そういう利用の皆さんに出ていただいて、

大体120～130名でやります。これだけの広さですから、

５人とか10人でやるわけにはいかないもんですから、

大体120名ぐらいの人の応援が不可欠です。

　先ほど言ったように、それだけの人を集めるのが１週

間ごとに大体、天候不順だと延びちゃうもんで、毎回の

ときにそれだけの人が集まってくれないと、山焼きが安

全にできない、それが悩みの種です。

【山焼きについて】

○稲取財産区運営委員長（山田賢一）　山焼きは毎年

２月に行われます。その前に準備として防火線刈りとい

うのを10月から11月にかけてやります。ここの周り全

部、境界線のところを防火刈りということで、12メー

ターぐらいずっと刈っていって、それを１週間から10日

ぐらい間を置きまして、それを全部燃して、防火線焼きを

行います。それで、それが終わりますと、もう火が入って

も大丈夫というようなことになりますので、２月の中旬

過ぎに、春を告げるということで、全体の山焼きを行い

ます。

【細野高原を考える会の発足の経緯】

○稲取財産区運営委員長（山田賢一）　細野高原は、

私たち子供の頃から毎年、春・秋の遠足は細野高原の

原野に来て、いろいろ親しんだわけですけれども、そう

いう中でこの細野高原をどういうふうにしていったら将

来にわたって維持できるかというようなことが今中心に

なっています。今、細野高原を管理して、今まで言いまし

たような防火線刈りとか、焼きとか、山焼き、そういうの

を稲取地区の区民全員で、皆さんで出てやってもらいま

すけれども、何しろ今、高齢化で、中心になっているのが

昭和20年代、30年代生まれの方が中心になってやっ

てくれています。だもんで、将来それを、細野高原を維持

していくのにどうしたらいいかというようなことで、細野

高原を考える会を立ち上げました。

　それともう一点は、今言った防火線、山焼きを管理し

て、ここの細野高原を管理するのに、ざっとですけれども、

年間500万ほど維持費がかかります。だから、今はゴル

フ場に入ってくるお金を町と折半して、それを運営費に

充てていますけれども、将来的にもなかなかそういうこ

とが難しくなるので、できれば少しでも自己財源というん

ですか、そういうのをつくっていかないと、この細野高原

を将来にわたって維持していくのが難しくなるかなとい

うようなことで、何とかこの細野高原を皆さんに知っても

らって、現状を知ってもらって、将来にわたってどういう

ことが考えられるかというのを皆さんと一緒に考えてい

ただきたいということで、細野高原を考える会というの

を立ち上げました。

 １．開会

○司会　皆様、こんにちは。

　本日は、第13回全国草原サミット・シンポジウムｉｎ

東伊豆大会の２日目となります。

　午後からのサミットに先立ちまして、オンライン見学

会として、東伊豆町の紹介動画と事前に収録した細野

高原のエリア活用に携わる方による細野高原の案内

動画をご覧いただき、細野高原や東伊豆町のことを

知っていただく機会にしたいと思います。

　なお、現地での収録については８月にしたものです

から、セミの声とかも入っておりますことをご了承くだ

さい。

　動画を見終わった後には、今日、朝から有識者の先

生の皆さんに細野高原のほう、実際行っていただいて、

現地を視察していただいておりますので、その感想な

どをお聞かせいただきたいというふうに思います。

　午後からは全国草原サミットを１時よりオンラインで

開催しますので、午後３時までとなりますが、よろしくお

願いいたします。

２．オンライン見学会

○司会　それでは、オンライン見学会のほうをスタート

させていただきます。

①オンライン見学会

○東伊豆町長（太田長八）　東伊豆町長の太田です。

　今回は、通常の形で大会を開催することができず、皆

様をこの細野高原にご案内することができず、本当に残

念です。このような状況が解除されましたら、ぜひお越

しいただきたいと思います。

　それでは、私からは、細野高原の概要につきまして、

お話をさせていただきます。

　この景色をご覧いただけますでしょうか。私が立って

いるこの場所は、標高約700メートルの場所で、ここか

ら15分ほど上に上がると標高821メートルの三筋山の

山頂にたどり着きます。そして、この眼下に広がる細野高

原の向こうには、太平洋に浮かぶ伊豆七島をご覧いた

だくことができます。何といってもこのロケーションこそ

が細野高原の自慢のポイントであります。

　広さは約125ヘクタール、東京ドーム26個分と言わ

れております。

　行事といたしましては、例年ですと２月に山焼き、４月

にはワラビを主とした山菜狩りが全体で楽しめ、10月

にはススキ祭りが開催され、ピークのときには期間中１

万人を超す来場者がありました。また、関東圏から比較

的近いこともありまして、映画やＣＭ、ミュージックビデ

オのロケ地としても有名になり、多くの作品がここ細野

高原で撮影されております。

　そんな細野高原です。皆さん、お越しいただける日が

来ましたら、ぜひともこの絶景を目に焼き付けていただ

きたいと思います。私といたしましては、一面ススキ野原

となる10月頃がお勧めでございますが、この細野高原

は四季を通じてすばらしいですから、いつ来ても、お待

ちしております。

　続きましては、稲取財産区運営委員長の山田賢一さ

んからこの山焼きの現状など、保全につきましてお話を

いたします。

○稲取財産区運営委員長（山田賢一）　稲取地区特別

財産区委員長の山田賢一です。よろしくお願いします。

【財産区委員長の役割】　

○稲取財産区運営委員長（山田賢一）　財産区各区の

区長さん中心で委員会をつくっていまして、そこの親方を

やらせてもらっています。この細野高原の細野の原野に

ついてのいろいろ管理とか運営とか、いろんなことを皆さ

んと相談しながら決めさせていただく、そういう仕事です。

　これがヤマアワです。

　こういうね、湿原の問題点として、だんだん土砂が

入ってくるんですね。それで、その上に水が流れるところ

が決まって、１か所だけこうずっと掘れちゃうんです。そ

うすると、水が周りに出なくなっちゃう。それでもってどん

どんススキがこう、乾燥化してススキが生えてきちゃい

ます。そういう状態がこれから大いに予想されます。

　ミズトンボって言います。トンボの顔に似ているじゃ

ないですか。

　これはね、ヤマイって言って、イってイグサのイ。山に

あるイグサでヤマイ。

　これがいいかな。ちょっと待ってね。ここね、ここにこ

う真珠みたいな玉がついているでしょう。これがシン

ジュガヤです。

　これはイブキボウフウと。

　ここに紫色の、これがホザキノミミカキグサと言います。

　ちょっとやぶに入りますけれども、ここにキキョウが咲

いています。キキョウっていうのは、花屋さんでも売って

いますけれども、野生のものは非常に貴重なんですよ。

【周辺の植生について】

○細野高原ネイチャーガイド（富永眞弘）　これはツリ

ガネニンジンと言います。黄色い花が、これはオミナエ

シです。これは女郎花って書いて、オミナエシという名

前です。

【中山一号湿原の状況】

○細野高原ネイチャーガイド（富永眞弘）　ここはね、

中山一号という湿原なんですけれども、こっちからどん

どん泥が入っちゃって、もう湿原の上のほうが見えなく

なっちゃっているという状態です。乾燥化がどんどん進

み始めています。この辺もね、生えている植物がススキ

じゃないでしょう、ワラビがあったり、何か他のものが生

えちゃっている。大分植生が変わってきています。

○細野高原ネイチャーガイド（富永眞弘）　今、ざっと

湿原の植物、草原の植物を見ていただいたんですけれ

ども、細野高原にはね、僕らが把握しているだけで約

500以上の植物の種類があるんですけれども、今日は

10とか20、もっといったかな、ぐらいしか見ていません

けれども。今日の見ていただいた中にもあるんですけれ

ども、静岡県の絶滅危惧種というのが細野高原に26種

あります。それから、環境省、環境省というのは全国で絶

滅危惧を定めているわけですけれども、その中に19、こ

こにあるものがあります。ということで、非常に貴重な草

原、湿原ということだと思います。

　以上で今日の解説を終わらせてもらいます。富永で

した。

○伊豆半島認定ジオガイド（鈴木京子）　こんにちは。

ジオガイドの鈴木京子です。稲取に生まれ育ち、今も稲

取に住んでいます。

　子供の頃からの思い出を踏まえていろいろお話しで

きればと思います。よろしくお願いします。

【細野高原について】

○伊豆半島認定ジオガイド（鈴木京子）ここ細野高原

は、伊豆半島の中央に横たわる天城山脈の斜面にあり

ます。天城山はフィリピン海プレートに乗って移動してき

て伊豆が本州に衝突した80万年前から20万年前の火

山活動によって生まれた大型火山です。火山活動が終

わった天城山は、浸食によってこちらの東斜面が大きく

削られています。天城山最高峰の万三郎、そしてこの細

野高原を取り囲む三筋山、大峰山も浸食に耐えて残っ

た天城山の一部です。

　細野高原の一部は、稲取泥流と呼ばれている土石流

堆積物に覆われています。何らかの原因で起こった山

崩れなどによって、水と土石が一体となって流れ下って

できたものです。高原内に点在する角の取れた丸っこ

い岩は、こうした土石流によって運ばれたものと考えら

れています。泥を多くふくむ土石流堆積物は、水を通し

にくく、水はけの悪いくぼ地には湿原をつくっています。

湿原は貴重な動植物の宝庫になっています。水を通し

にくい地層上にできる地下水は周囲に湧き出し、飲料水

の貴重な水源にもなっています。

　それでは、今から山のほうに行って、その場所を紹介

したいと思います。

【細野高原の岩の形について】

○伊豆半島認定ジオガイド（鈴木京子）　この大きな

岩ですけれども、このお山の上のほうにあって、この岩

の角が取れています。なので、これは先ほどご説明しま

したように、もっと上のほうから土石流に乗ってごろごろ

ごろごろ転がってきて、こういう角が取れたり、こういう

潰れていたりという様子が見られます。かなり大きさも大

きいですけれども、あちこち丸で、角が取れて、転がって

きたかなという様子が見られます。もっとね、割れたりし

ているときには、まだ角が鋭角だったりするんですけれ

ども、その後もまた転がって、何度か転がったかなという

ような様子が見られます。

　このほかにもたくさん、この辺りには大小いろいろな

石が転がっていますので、また、この山はそういう土石

流でいろんな石や砂や泥、いろんなものが転がったか

なという様子が見られると思います。

○インタビュアー　何回もそういう土石流が起こって

いたんですか。

○伊豆半島認定ジオガイド（鈴木京子）　そうですね。

一番というか、はっきり分かっているのは２万５千年前

【細野高原の利用状況】

○稲取財産区運営委員長（山田賢一）　春は、ご存じの

ように山菜狩りをやっております。これは観光協会では

なくて、財産区が主体になってやっています。それで、秋

はススキのイベントを観光協会が中心になってやって

いただいております。あとは、ここに撮影とか、いろんな

映画の撮影とか、そういうのにも使っていただいていま

すけれども、それは年中ではなくて、単発にやる、そうい

う形で使っています。

【細野高原の今後】

○稲取財産区運営委員長（山田賢一）　だから、今み

んなで考えているのは、あそこに、あれ、これ水源地な

の、この部落の。だから、水源地から見れば、手を入れる

ことはいろんな自然保護とか、いろんな環境の問題で、

水源地から上は手を入れないけれども、水源地から下

のここら辺を何か利用してくれる、何ていうの、企業とか

そういう団体があったら、ぜひ提供しますよというのを

私たちは今訴えているんです。もちろんここに自然破壊

するようなものを造られちゃ困るんですけれども、自然

を利用したもので、何かそういう、先ほど言ったような体

験学習とか、そういうことができるものがあればいいな

というようなことを考えています。

【次世代への継承について】

○稲取財産区運営委員長（山田賢一）　今言ったよう

に、管理しているのが我々中心なもんで、だんだんこの

草原をどうしていったらいいかということについては、

僕らの子供の頃は春の遠足、秋の遠足というのも細野

高原で、三筋山のてっぺんに登るのが楽しみでここへ

来ましたけれども、今の子供たちは本当に草原とかそう

いうのに親しむ機会がないもんで、できれば何かそうい

う体験学習とか、そういう形にどんどん使っていただき

たいなと思います。

○インタビュアー　以上です。ありがとうございました。

○稲取財産区運営委員長（山田賢一）　どうもありがと

うございました。

【細野高原の植生について】

○細野高原ネイチャーガイド（富永眞弘）　それでは、

私が今日の案内をさせていただきます。細野高原ネイ

チャーガイドクラブの富永です。よろしくお願いします。

　まず、細野高原ってどういうところかというのを植生を

中心に見た場合に、どういうところかというのを説明し

ます。

　まず、一番高いところ、風車が、向こうから２番目の風

車の辺りが一番高いんですけれども、あれから奥へ約

５分ぐらい行ったところが三筋山という山の山頂になり

ます。それが細野高原で一番高いところです。

　それから、その下へ、草原と林がありますけれども、草

原のほうが細野高原で、この稜線をずっとたどっていた

だいて、この林、量線を境にこちら側が草原で、向こうが

林になっています。こちら側が細野高原で、東伊豆町の

細野高原で、向こう側が河津町です。これがずっと延び

ていまして、その稜線に沿って、稜線のこちら側ですね、

ずっと下りて一番下の辺り、もうちょっと下まで細野高原

です。一番下の辺りが標高で370メートルぐらい。それ

から、一番高い三筋山が821メートル、標高差が約550

メートルありますので、気温的にも３℃ぐらいの差が

あって、それで、ご覧になって分かるように、草原が広

がっていまして、後で説明しますけれども、湿原があって、

それから、人工林がこう、杉の林ですけれども、人工林、

常緑針葉樹があって、ちょっとここからはあまり見えな

いんですけれども、落葉広葉樹があって、植物、草なん

かにしてもこういう林の中なんかの植物は草原の植物

とは違うものがあるというようなことです。

　先ほど３度ぐらい差があると言いましたけれども、春

のワラビなんかだと、下から取れるようになって、だん

だん上へ上がっていくと。秋の紅葉なんかは、上からだ

んだん下りてくるということです。

【芝原湿原について】

○細野高原ネイチャーガイド（富永眞弘）　ここは芝原

湿原という湿原です。このぐらいの大きさ、この柵があり

ますけれども、非常に小さな湿原ですけれども、こういう

小さな湿原が細野には４か所あります。湿原って、必ずし

もね、大きいからといっても、見ることのできるのは外周

ぐらいのもんですからね、このぐらいの大きさっていうの

は非常に適当だと思います。この細野の地面の下には

ちょっと粘土質の層がありまして、それで水を通しにくい

がありますので、こういうくぼ地には湿原ができています。

　ここ、こう荒らされていますね。これはイノシシが掘っ

たんです、ここのところを。これ至るところでやられてい

ますけれども、夏から秋にかけてやられると、種が落ちる

前に根が起こされて死んじゃう場合が、枯れちゃう場合

があるんです。あまりいいことではないです。

【芝原湿原の植生について】

○細野高原ネイチャーガイド（富永眞弘）　これ、これ

葉っぱを見ていただければ、アザミなんですけれども、

横を向いています。これはキセルアザミと言います。

　この花はサワヒヨドリと言いまして、フジバカマの仲間

です。ですので、この辺の紫の花、ヒメハッカと言います。

　ここに生えていますけれども、これはハイメドハギ、メ

ドハギというのはもともと真っすぐ立つんですけれども、

これははっています。

　コシロネといいます。

　さっきジオガイドの方から解説があったように、泥流

が流れたことで、ああいう、この斜面がずーっと続いて

いるような地形ができて、そこにススキがずっと一面に

生えているから、ああいう印象を与えるのかなと思って、

何か先ほどの説明を聞いて、改めて景色と重ねてみると、

思い返してみると、いいなと思いました。

　植生の印象は、やっぱり皆さん、ススキが小さい、小

さいというふうにおっしゃっていたんですけれども、全

体的に見て、低いところもあったんですけれども、高い

ススキもあったりして、これ多分、後から上野さん、詳し

く言って下さると思うんですけれども、山頂付近のです

ね、カヤという面で見れば、背丈が低いのは悪い、悪い

というか、使いにくいのかもしれないですけれども、植物

から見ると、背丈の低い植物がそろっているところは、

むしろ種の多様性が高まって、いろんなものが見えるの

で、上のほうのススキの背丈が低いところをもう少し

ゆっくりちょっと歩いてみたら面白そうだなと感じました。

　ビデオの中で500種類の植物がいるということで、こ

れは何かすごいなと思ったんですけれども、うちの近く

にある３つの草原で、それぞれ調べてみると、大体300

種類ちょっとなんですね、草原エリアの中だけでいうと。

そういう意味でも、ああいう、湿原がまずまとまった面積

で残っているというのが種数を増やしている一つ要因

になっているのかなと思いました。

　僕はもともと湿原をずっと興味があって調べたりして

いたんですけれども、今回見せていただいた中で、

ちょっと解説の中でもあったんですけれども、少し乾燥

化しているところというのは気になったところです。天然

記念物というか、文化財として指定されているところもあ

るんで、大事にしようということはすごく大事だと思うん

ですが、そのやり方については少し、先ほどビデオに出

られていた専門家とかですね、皆さんの意見を聞きな

がら、ちょっと見直しをしながら進めていただけたらい

いのかなと思いました。

　ただ、植物的には、先ほどのキセルアザミとかですね、

湿原特有の植物も見れたので、途中、役場の方から、

早く行きますよというふうに何回も促されながら、写真を

撮ったりして楽しませていただきました。今日はどうもあ

りがとうございました。

○司会　白川さん、ありがとうございます。

　続きまして、高橋先生、よろしくお願いします。

○全国草原再生ネットワーク代表理事（高橋佳孝）　

高橋でございます。

　私は草原生態のほうが専門なので、草原のほうは塩

坂さんのほうから多分詳しいお話があると思うんです

けれども、火砕泥流ですか、によってつくられた地形とい

うのが独特で、その中にスポリアが出ていたり、あるい

は浸食を受けたり、その泥流によって湿原のようなくぼ

地が生じたり、極めて多彩な地形がその中に含まれて

いるんだなと。ぱっと見た目にはとても広くて大きいん

ですけれども、実はその中にいろんな形の地形がある。

その中でススキの丈を一つ見ても、大きいところもあり、

小さいところもあり、ススキじゃなくて芝生のようになっ

ているところもある。それは恐らく地形に基づくものもあ

るでしょうし、今、利用されたり管理をされている作業そ

のものがですね、そういうものを生じさせている、モザイ

ク状のものというか、極めて多様なところなんだなと思

いました。

　先ほど500種という話がありましたが、阿蘇は２万２

千ヘクタール近くあるところですね、草原の植物500種

なんですよ。ですから、ここにかなり集約されているし、

中を見ると、湿原もとても大事な植物が多いんですけれ

ども、草原の中にも、例えばスズサイコとかキキョウとか

ですね、本当に今絶滅に瀕しているような植物もたくさ

ん生えているし、両方がとても大事なんだなという気が

いたしました。

　それから、管理のほうはやっぱり大変なんだろうけれ

ども、まだまだ地元の人たちがとても元気なんだなとい

う、多少人が少なくなってですね、きっと大変なところも

あるんだけれども、その気持ちだけはとても前向きであ

るというのが非常に印象深く受けました。

　これを今後どういうふうに仕掛けていって担い手や

仲間を増やしていくか、あるいは次の世代にどうやって

つないでいくかというのが大きな問題だと思いますけれ

ども、そのような熱意がある以上は、きっとうまくやってい

けるんじゃないかなという期待も込めています。

　もちろんそのときには外部からの働きかけや応援と

いうのも必要になってくるかもしれませんけれども、それ

はあくまで手段であってね、目標としているものがかな

り明確になっているので、大事なものを守ろうという意

識そのものをぜひ町民全体に醸成して、つないでいっ

て、広げていっていただければありがたいなと思います。

紅白が始まるぐらい、そんな時間帯です。今からメイン

で話します稲取泥流というのは２万５千年とされていま

すけれども、これは、だから12月31日の11時58分ぐら

い、２分30秒ぐらい、つい最近の話です。ですから、時間

が、皆さんの日常生活とスケールが違うので、そこを間

違えると混乱いたします。

　ですから、その斜線の部分が、まず伊豆半島の基底

をつくった海底火山堆積物で、その次に、この図でいく

と６番ですね。６番のゾーンというのは、浅間山とか大

峰山とか三筋山とかをつくったかつての、70万年ぐらい

前の天城火山の基盤をつくっているものです。それが先

ほども鈴木さんからご説明あったように浸食で残った

部分がこの６番の部分です。

　その後、新天城ができて、多分、これ土石流じゃなくて、

先ほど土石流、土石流と言っているのは、あれは間違い

で、土石流じゃなくて泥流です。土石流と泥流と全く違う

ものです。そこのところを混乱しちゃうので、さっき何か

フリップは土石流が、土石流がとあったんで、あれは実

は土石流じゃなくて泥流です。

　泥流はですね、どういうふうに流れたかといいますと、

さっき言ったように、この図でいくと左上のほうに天城

本体がありますから、あそこから流れてきたんですけれ

ども、流れたときに三筋山だとか大峰山が邪魔をします

ので、河津側に流れたほうと、それから、この東伊豆町

側に流れた、２つに大きく泥流は分かれました。

　今日話題になるのがこの東側に流れた泥流です。２

万５千年前ってどういう時代かといいますと、氷河期の

最後の時代。つまり海面が世界的に100～140メート

ルぐらい後退していた、海が今よりも140メートル低

かった時代。ですから、この土石流は、多分この稲取の

温泉街をぶち抜いて海の中まで入ったんです。溶岩の

ように非常に800℃とか1,000℃、高いので流れてくる

と、海につかった瞬間にそこで止まるんですね。だから、

あそこの伊豆高原の辺りの海岸がありますけれども、あ

れはあそこで溶岩が止まっちゃうわけです。ところが、泥

流の場合は泥なので、そこで止まらないんですね。だか

ら、海底の中にもそういう転石がたくさんあるはず。

　次に、泥流の真ん中にハート形の白いのがあります

ね、２番。これは火口なんですね。多分、泥流の中から

突き抜いてきたものなんですけれども、車で登っていき

ますと、右側にカーネーションの畑、ハウスと、それから

水田が唯一ありますね。多分そこは火口のところに長い

間、泥炭がたまって、その上に水田ができて、東伊豆唯

一の水田じゃないかと思いますけれども。その上に現在

はため池が、それこそハート形のため池があるんです

よ、これ空から見ると分かるんですね。そのため池とい

うのは、後で説明します、湧水が水温が低いので、その

ため池の太陽光で温めた上水だけを使って多分水田

をやっていたんだろうというのがこういう白いハートの

ところです。

　そのハートのところに今度は斜線が、ハッチが３か所

ありますね。これは凡例にもありますけれども、熱水の変

質帯と言うんですけれども、高温のマグマが地下に隠れ

ていて、その地下水が沸騰したような状態になって、周

辺の岩石を変質させるものです。特にこの水源地になっ

ている一番左側の上のところというのは、熱水で変質し

たものが粘土化して、こういう地下ダム、ダムの役目を

しているんですね。

　それからもう一つは、この地質のところには火山灰と

かスコリアは一応、剝がした図になっています。全面的

には多分スコリアは降っているんですけれども、それを

剝がしたやつになっています。ただし、右下のほうにあ

る白いところ、これがスコリアコーンで、これ玄武岩なん

ですけれども、これはつい最近、つい最近というか、か

つてスコリアを採取していた場所があるところですね、

右のほうです。

　それで、じゃこの今日見た湿地だとか湧水がどうなっ

ているかというと、結局、泥流が流れたときに、それがカ

ルデラの崩壊かどうか、そこまではまだ確認はされてお

りませんけれども、いずれにしても大量の水が流れたこ

とによって泥流が発生します。泥流というのは水土流、

泥水ですから、そこに大きな岩石も、それから山体の一

部も、コルクのように浮いちゃうんですね。浮いて流れて

いきます。これを流れ山と言います。代表的なのは、甲府

の北側の韮崎というところ、あそこに韮崎泥流、八ヶ岳

泥流というのがあるんですけれども、あれがあの辺で

やっぱり流れ山がたくさんありまして、武田信玄がその

山沿いにのろしを上げていったという、そういう流れ山

地形があります。だから、ここで、伊豆半島で流れ山地

形があるのはここだけです。

　流れ山でどういう現象が起きるかというと、重たいも

のから順番にこうもう流速がなくなるから落ちていきま

すね、止まります。止まるとどうなるかというと、後ろから

来た岩石がそこへまたこう何ていうかな、山が出来上が

る。そういうもの幾つもあります。さっき映像にあったパ

ラグライダーのランディングのところ、今トイレのあると

ころ。あそこも小っちゃい小山があります。あれも流れ山

の一つです。そういう流れ山と流れ山の間が当然へこ

みますよね。へこんだところは、下が泥流で水を通しま

せん。それから、この付近ですと、さっき言ったこの玄武

岩のスコリアだとか、西側にある大池のスコリアだとか、

そういうところはスコリアが飛んできます。そうすると、そ

　それから、私は文化財の専門じゃないんで、湿原のど

うこうというのは分からないんですけれども、手をつけ

ないで放っておくというのは、建物だったらよいかもし

れませんけれども、人と自然が関わってつくられてきた、

恐らく湿原についても人の手というのはかなり影響して

いるところもあるんですよね、そのあたりは詳しく分かり

ませんけれども。そういう全体的な自然そのものは、む

しろ文化財というよりは、文化的経過なのかなという感

じがします。そういう視点で見ると、やはり修復というの

が当然重要になってくる場面が結構あるんで、このまま

放っておいて手をつけないという自然ではなくて、地元

の人たちが合意の下に知恵を出し合って、それをよりよ

い形のまま後世につないでいくような仕組みづくり、ある

いはそういうものができたらいいなという感想を持ちま

した。

　以上です。

○司会　どうもありがとうございました。

　続きまして、笹岡さん、すみません、よろしくお願いい

たします。

○全国草原再生ネットワーク（笹岡達男）　こんにち

は。笹岡でございます。

　今日はたくさんの専門家の先生方に囲まれて、私は

専門家といっても、長く自然公園や自然環境の行政を

やってきておりましたので、詳しい話はもう先生方にお

任せしたいと思います。

　今日は純粋に細野高原の風景と景観をたっぷり楽し

ませていただきました。もちろんこの季節ですから、その

景観、風景の主役はすばらしいススキ草原なわけです

けれども、もう一つ見逃せないのは、あそこに立ってみ

るとですね、実はご承知の方も多いと思いますけれども、

伊豆半島というのは、海岸線とそれから天城山を中心

とする山稜線ですね。そういうところが帯状に、全部国

立公園に指定されているわけです。その中腹にある細

野高原はそうした区域とは違うんですけれども、細野高

原から眺める海、海が見える草原であると。そして、振り

返れば山も、すばらしい山が続いている。もう一つ、今日

も見えましたけれども、伊豆七島も見えちゃうんですね。

伊豆七島も国立公園です。

　そういう意味では、そういうすばらしい、自分が立っ

ている、目の前だけじゃなくて、その周りの風景、景観を

楽しめる場所としての細野というのはもう一つ価値が付

け加わるんではないかなというふうに思っています。

　そして、そういう草原を守っていくことについては、ほ

かの先生方からたくさんアドバイスがあると思いますけ

れども、やはり大変な維持管理の作業があるわけです

し、そのためには、何かこう、どういうふうに使うんだと

かね、こういうふうにここは守っていく、ここは使うんだ。

皆さんがその目的意識を持って、非常に大事なのは、や

はり地域でもって目的や利用の方法、合意を取るという

ことが大事なことだと思いますから、そういう皆さんの

話合いの中で、保全、利用、そして管理ですね。それをど

うやって引き継いでいくかというお話も昨日たくさん聞

かせていただきましたけれども、そういう新しいタイプ

の視点を大事にしながら、みんなで楽しんで守っていく

という、そういうところになっていけばいいなというふう

に思いました。

　本当に今日はどうもありがとうございました。

○司会　ありがとうございます。

　続きまして、塩坂さんのほうからお願いします。塩坂先

生は地質学がご専門ということで、先ほどのジオガイド

さんの提案内容を補足等もお願いしながら、ちょっとお

話しいただければと思います。よろしくお願いいたします。

○全国草原再生ネットワーク（塩坂邦雄）　ご紹介い

ただきました塩坂と申します。

　東伊豆町とは大変縁がございまして、大島近海地震

のときに、次の日にたまたま稲取駅のところで調査をし

ていて、そのときちょうどパニックがあってですね、何か

近々大地震が来るぞというみんな、いたんですけれども、

私は大丈夫だよと言って、皆さんをなだめた経験があっ

て、そのときの見高エリアの断層等も調査した覚えがご

ざいます。その以降は、私は趣味でパラグライダーを

やっているもんですから、空中からいろいろな調査もし

て、一応、自称空飛ぶ地質屋と言われておりまして、時々

空からおっこっていることがあるもんですからね、ソラ

ツカイとも言われますけれども。

　それで、実はこの伊豆は、今、熱海の伊豆山の土石流

調査もやっております。お手元にもありますけれども、こ

こにも図面を出していただきましたけれども、これは

倉沢さんと加藤さんとが作った、当時、稲取のこの付近

の地質です。

　この一番左上のところ、もっと上ですけれども、まず、

地形発達史といって、つまりどのようにこの稲取ができ

たかというところをお話ししますと、まず一番上に斜線

がありますよね。この図でいくと７番、この凡例でいくと７

番です。これが伊豆半島の基底をつくっている湯ヶ島層

群という海底火山の噴出物です。特に地質学というの

は、時間的な感覚が皆さん違うのは、例えば地球は46

億年なんですよ、分かっている限り。それを日常の365

日で割っていきますと、この伊豆半島の基底ができたの

は12月30日ぐらいです。もうつい最近の話なんです。

　それから、私が必死に100歳まで生きても、0.3秒で

す。まばたきですね。人類が誕生したのが12月30日の

○日本茅葺き文化協会事務局長（上野弥智代）　皆さ

ん、こんにちは。日本茅葺き文化協会の事務局長をして

います上野弥智代と申します。

　茅葺き文化協会は、所有者とか職人とか研究者とか、

それから自治体が一体となってカヤぶきのことをつな

いでいるネットワークの団体なんですけれども、今日、

細野高原へ伺って、また昨日から皆さんのお話を聞く中

で、私がわあと思うことがたくさんありました。でも、その

中を３つくらいに分けてというか、３つに絞ってお話しし

たいなと思うんですけれども、まず、皆さんが関心をお持

ちだったカヤというものとしてどうなのかというのは、も

う第一印象は、すごい元気なカヤだなという、カヤとし

て見たときに、細くてしなやかというのがありますけれど

も、背丈が高いからいい悪いじゃなくて、カヤそのもの

が真っすぐ細くてしなやかというのはすごくいいカヤだ

なというふうに思いました。

　昨日も話がありましたけれども、カヤぶきって、短いの

と、一番最後に長いので押さえて、それを竹で押さえると

いう、３層ぐらいにしていくんで、短いカヤも長いカヤも

要るんですね。長いカヤといっても、それが３メーターそ

のまま要るかといったら、やっぱりちょっと使えないんで、

切って使ったりするんですよ。だから、その短さというの

は使い方と連動するものなので、それよりも、ここの穂が

あれだけ立っていて、真っすぐ元気なカヤというのはす

ごいなというのをまず思いました。

　昨日も町内会長さんの鈴木さんのお話にも出てきた

し、山田さんの話にも出てきましたけれども、カヤってい

う、何か使うときはやっぱりカヤって呼んでいるんだな

という、屋根材だけじゃなくて、聞いていると、利用する

ときは草がカヤになっているなと思うんですけれども、

今、生えている状態だとススキですよね。それが刈り

取ってカヤ束、屋根ふき材、私の場合はちょっと屋根ふ

き材としてですけれども、屋根ふき材としていいカヤ束

ができたときにカヤになるというか、何でもかんでも刈

ればいいってもんじゃないじゃないですか。使い道に

よって。だから、それがススキが刈ってカヤになるという

こと。でも、皆さんの中にそれはもう当然のように根づい

ているんだなというのも感じました。

　今日案内していただいた上の山頂近くのところも、白

川さんが言っていたみたいにちょっと背は低いですけ

れども、あそこのカヤもいいカヤだったし、駐車場のと

ころも、下に少し広がっているところもいいカヤでした

し、最後見せていただいた湿原のそばにあったカヤは

結構背が高かったですし、あそこは少し、何かワーク

ショップ的にやるんであれば、あずまやもあるんで、あず

まやをカヤぶきにしたらいいんじゃないっていう話もあ

りましたけれども、あれ野焼きに巻かれるとすれば、毎年

屋根にトマブキみたいなのでかけてもいいんじゃない

かなと思いました。燃えてもいいんじゃないかな、そこは。

それでみんなでまた、何か新嘗祭じゃないですけれども、

豊穣を祝って、その屋根にふくというようなことにつなげ

てもいいのかなというふうに見ていて思ったんですけ

れども。そういう面白いいろんなことができそうだなとい

う、カヤとして使うということですね。

　さっき高橋先生が湿原のことでちょっとおっしゃいま

したけれども、法隆寺って、私、建築の専門なんで、法隆

寺って世界最古の木造建築って千年たっていると言わ

れているじゃないですか。でも、それはずっと放ってい

て千年もっているわけじゃなくて、修繕している。それを

植物資材を使って、大工さんなり技術者が修繕してい

る技そのものがすばらしいということで、この間、その

技そのものも無形文化遺産になったんですけれども、

伝統工匠の技って。そこにカヤぶきとかカヤ採取も入っ

ているんですよ。だから、ああいう植物材料を取ってく

る技そのものも含めて、だから、ああいうものができて

いるということが草原とかカヤ場も同じだなというふう

に思いました。

　それが１個目で、２個目はさっき内山さんから振られ

ましたけれども、もう一つ、わあ面白い、格好いいって

思ったのは山田さんのお話です。今、70代ですかね。こ

の財産区の皆さんの活動ですけれども、山田さんの話、

本当に面白いんですよね。若い頃は、何月頃みんなで

取りっこのように草を刈っていた、昭和50年代ぐらいま

で刈っていた、いやそれはこういうふうにやっていた、

カヤを降ろすのは、１週間ぐらい乾かしてから降ろして

いた、そういうお話がまだまだ生きているというか、それ

が話を聞いていて、すごい面白いし、格好いいなと思い

ました。

　今、草は使っていないのに、何で管理をあんだけ一

生懸命されているのかなというのもちょっと聞いてみた

んですけれども、やっぱり山田さんにとってはふるさとの

山だから、みんなにこのまんま何とかみんなにつなげた

のくぼ地にスコリアがたまって、それが、そのスコリアの

隙間が地下水の帯水層になるんですね。

　これも偶然の重なり合いなんだけれども、さっき言っ

た熱水が変質した粘土が下流側にあるもんですから、

ちょうどダムのように、地下にダムができている、ずっと。

それが一定程度常に安定して水を流下させているとい

うことになります。

　それからあと、この図で注意するのは、西側に黒い線

が幾つか見えますね。これが断層なんです。私のほうが

昨日泊まっていた旅館のすぐそばも通っていますけれど

もね。ずっと行って、あの伊豆急のトンネルのちょうど真

ん中を通って、国道135号線のところも、私の記憶では、

その小学校の下に自転車屋さんかなんかあって、その

自転車屋さんのところの真上です。そこを通って見高

エリアのずっと活断層があって、それからもう１か所、

浅間山のほうに、これちょっと書いてありませんが、浅

間山はもうちょっと左上かな、のところに浅間山ってあ

るでしょう、その斜面も、当時はほとんど植林されていま

せんでしたので、明確に活断層が確認できました。した

がって、東伊豆町は北西から南西に幾つかの断層が

あるんですね。そういう場所ですね。

　以上ですけれども、また後で質問があれば。

○司会　ご丁寧にどうもありがとうございます。

　続きまして、内山さんですが、内山さんは唯一の町内

のご出身で、今、東京都立大学のほうで研究をされてお

ります。よろしくお願いいたします。

○東京都立大学大学院都市環境科学研究科（内山義政）

　内山でございます。

　私は稲取の生まれで、何度も細野には通っているん

ですけれども、今は東京都立大学の博士課程の学生

をしております。今回、草原サミットの実行委員というこ

とで、役を務めさせていただいておりますが、ほかのサ

テライトの会場の先生方と比べて、まだ私、学生ですの

で、本当にこの大役、務まるのだろうかとずっとやって

きておりますが、今回、今日現地を見させていただいた

感想などをお話、２点、主にできればと思っております。

　まず１つ目に、後で上野さんからお話があるかと思

うんですけれども、あるかもしれないんですけれども、

今日ですね、現地見させていただいた中で、財産区委

員長と大変、地元の話を聞くのが楽しそうにされてい

るなという印象を強く受けまして、例えるとですね、例え

ば郷土の語り部なんかを語る観光イベントなんていう

のは各地で行われると思うんですけれども、まさしくあ

んな感じで、僕は考える会ですとか、財産区の会議と

かで伺っていても、本当に面白い話だなというのはた

くさんあるんですけれども、多分、地元でずっと住んで

いると当たり前だなという話も、例えばこの細野の管

理の歴史ですとか、そういった話も、改めて外部に発

信していくことで、そのお話自体が面白いコンテンツと

いうか、話になるのではないかなというふうに１つ思

いました。

　そうした地域の知見をそういうふうに改めて捉えてい

ただいて、誇りというか、引き継いでいくことが改めて必

要じゃないかなと思った次第です。そうしていく中で、先

ほど財産区委員長からの動画の中でもありましたけれ

ども、利活用をということですけれども、カヤで、カヤぶき

とか、実際見ていただいて、使えそうだという話もありま

したので、カヤぶきですとか、ぜひカヤ材の利用とか、

何ていうか、企業とか団体とかのそういうイベントとか

観光利用という面もあるかと思うんですけれども、ぜひ

草原本来の利用を、さらに新しい形での草原の資源の

利用という観点からで捉え直すのもいいのではないか

なと思いました。そうした中で地域での草原の資源の活

用の担い手という意味では、東伊豆町では最近、ＮＰＯ

ですとか大学が連携して様々な活動をしてきていると思

いますので、そういった地域でのつながりをまた活用し

ながら、細野高原のほうも今後動いていけたらいいの

ではないかなと、私自身もこれから一緒に関わってい

けたらなと思っています。

　２点目ですけれども、富永さんと鈴木さんの動画と、あ

と、私自身もネイチャーガイドのほうには時々参加させ

ていただいて、観察会、行かせていただいているんです

けれども、本当に今回の動画で、ちょっとしたやぶの中

に入らないと見られないキキョウですとか、もう本当に

道の、ちょっと奥まったところの道の、ふとこうよく見ない

と気づかないような石ですとか、そういった細やかな場

所まで熟知しているという地元のガイドですとか、そう

いう知識というものも人材として引き継いでいかなけれ

ばいけないなと思っております。

　私自身は、大学での研究ということで、なかなか綿密

にこの隅から隅まで熟知するということがまだまだ足り

ていないわけなんですけれども、そういった意味で、ジ

オもそうですし、植物ですとか生物のほうの専門的な知

識をより地域でも引き継いでいく人材がこれから必要で

はないかなというふうに思った次第です。

　以上、２点ほどです。ありがとうございました。

○司会　どうもありがとうございます。

　続きまして、上野さん、お願いいたします。

　上野さんは、一般社団法人日本茅葺き文化協会事務

局長を務められておりますので、そういった視点から

お話をいただきたいと思います。よろしくお願いいたし

ます。

１．開会

○司会　それでは、ただいまより第13回全国草原サ

ミット～未来へつなごう！壮大な海すすきの草原～を

開催いたします。

　私は進行を務めます東伊豆町企画調整課長の森田

と申します。どうぞよろしくお願いいたします。

２．挨拶

○司会　まず初めに、開催地を代表して、本大会の実

行委員長である東伊豆町長　太田長八よりご挨拶を

申し上げます。

○東伊豆町長（太田長八）　皆様、こんにちは。東伊豆

町の町長の太田でございます。

　本日は、この首長様におかれましては、新型コロナ

ウイルス感染症の対応で大変お忙しい中、全国草原サ

ミットにご参加していただきまして、誠にありがとうござ

います。

　本来であれば、皆さんにこの東伊豆町にお越しいた

だきまして、顔を合わせながらこの意見交換をさせてい

ただくところでございますが、１年延期したにもかかわ

らず、新型コロナウイルスの感染がなかなか収まらな

い状況ですので、このようなオンラインの会議とさせて

いただきました。ご理解願いたいと思います。

　この後、前回大会の報告、それから、昨日から行って

きましたシンポジウムの報告もお願いいたしますが、こ

こから先がメインであるサミットとなります。全国に存

在する草原の価値、また課題につきまして、参加者の皆

様から貴重なご意見を提言していただきながら有意義

な大会となるよう期待しておりますので、どうぞよろしく

お願いいたします。

○司会　町長、ありがとうございました。

　それでは、本日は東伊豆町以外に８自治体の皆様

にご参加いただいております。

　参加者について、事例等の発表順にご紹介させてい

ただきます。

　前回サミット開催地の宮崎県川南町、町長、日髙昭

彦様、兵庫県新温泉町、町長、西村銀三様、岡山県真

庭市、市長、太田昇様、前回サミット開催地の宮崎県

串間市、市長、島田俊光様、熊本県高森町、町長、草村

大成様、広島県北広島町、生涯学習課長、西村豊様、

いというのもあるけれども、そこにそうあってほしいとい

う思いが一番あるんだなというところ。山田さんのお話

を裏づけるようなネイチャーガイドのさっきの富永さん

とかジオガイドの鈴木さんのお話も、こういう方もたくさ

んいらっしゃるというのがもうすごいところだなという２

番目のわあです。

　最後は、笹岡さんとかの話にも出てきましたけれども、

山から海が近いじゃないですか。ここから15分ぐらい

であの草原に行けて、町もその間にあって、ジオの話も

ありましたけれども、すごく山から海までが見渡せる範

囲にあるという中に今の壮大な何億年の話から、その

暮らしが息づいていて、見えているということ、それでそ

こにさっき話したみたいな人がいらっしゃるということ

がもうすごいなというのが私の３つのわあでした。

　以上です。

○司会　どうもありがとうございました。

　先生たちのお話を聞いて、東伊豆町に住んでいる人

たちが感じていること、貴重な場所なんだなというよう

に思いました。また、動画のほうに出演していただきまし

た富永さん、鈴木さん、山田さん、どうもありがとうござい

ました。

　本来ですともう少し意見交換としたいところですが、

お時間になりましたので、これでオンライン見学会のほ

うは終了させていただきたいと思います。

　１時間昼休みを取りまして、午後１時から草原サミッ

トのほうを開催いたしますので、よろしくお願いいたし

ます。

　皆様どうもありがとうございました。

あったり、いろんなところに登場する、そういう特徴が

ございます。

　ここが町の中心部にあります、広さ的には３万

3,000平方メートル、3.3ヘクタールということでござ

います。植物のほうは、およそ300分類で、そのうち

170種ほどが希少な植物であるということでございま

す。平成22年から一般に公開しておりますので、今年

で12年目に突入したところであります。開園期間は４

月から11月の間ということになっております。

　では、この活動の状況の現状なんですけれども、基

本的にこの湿原は、ボランティアの団体であります川

南湿原を守る会の方々が運営をしていただいておりま

す。日常の草刈りなどの管理、それから植物の整備状

況、また、案内も全てそういうボランティアの方がやっ

ていただいているという状況でございます。

　管理作業は大きく分けて２つあるんですが、まず６月

ぐらいに水草を除去いたします。特にセイタカアワダチ

ソウ等が水路等に入りますので、それを全員で除去し

ます。そして１月には草出しをして火入れをするという

ことでございます。先ほど言いました守る会の会員の皆

様、それから役場の職員、一部ボランティアの方々に手

伝っていただいてやっているところでございます。

　現在、その湿原のほうの普及活動ということでござ

いますが、年に３回ほどの観察会を実施しております。

まず１回目が４月下旬のトキソウ・ハルリンドウ観察会

でございます。２回目が７月、夏にトンボの観察会、最

後が８月から９月にかけまして、ホシクサ観察会。ホシ

クサというのが実はもう世界でここしかないという、

ヒュウガホシクサであるとか、エダウチシロホシクサ

等がございます。専門の方には非常に貴重な植物だと

いうことでございます。

　今、本当にここしかない植物がありますので、一般に

開放しているんですが、まだそこまでＰＲをあえてせず

に、いろんな意味で、種の固定であるとか、そういう仕

組みを構築しながらいろんなことをこれからの目標に

しているところでございます。

　今回どこもそうですけれども、３年前に全国の大会を

開催させていただきまして、いい機会をいただいて、全

国的にＰＲを進めていこうという矢先ではございますが、

こういうコロナに関して、うちも県外とか遠くから専門

の方を含めた方が多くいらっしゃるもんですから、今は

残念ながら閉園という形になっております。いろんな工

夫や機会づくりをこれからしっかり行いながら、我々は

湿原の魅力をどうやって発信するか、これをどうやって

維持していくかというのをしっかり考えていきたいと考

えております。

　以上で前回の報告とさせていただきます。ありがとう

ございました。

○議長（太田長八）　どうもありがとうございました。

　本当、３年前に私、川南町さんと串間市さんにお邪

魔させていただきました。本当にすばらしい運営でござ

いまして、それを目標にやった中で、新型コロナウイル

スになってしまいまして、本当に残念でございます。そう

いう中で、やっぱりまず川南町の川南湿原、これを地

区の方が再現しようと頑張った中で、今、着 と々その準

備が進んできているということ、これはもう敬意に値い

たしますので、これによりましてまたまちづくりをやって

いけば、またすばらしい町ができるんじゃないかと思

いますので、頑張っていただきたいと思います。

○川南町長（日髙昭彦）　ありがとうございます。

４．シンポジウムからの報告、問題提起

○議長（太田長八）　それでは、次に、シンポジウムの

総括といたしまして、いつも大変お世話になっておりま

す、全国草原再生ネットワーク会長でございます高橋

様にこれまでの報告と、また問題を含めてよろしくお願

いいたします。

○全国草原再生ネットワーク代表理事（高橋佳孝）　

皆さん、こんにちは。全国草原再生ネットワークの高橋

でございます。

　昨日来、第13回全国草原シンポジウムがこの東伊

豆町で行われました。その概要について、私のほうから

説明をさせていただきたいと思います。

　ここは、町長の挨拶の写真が載っておりますけれど

も、昨日は基調講演とパネルディスカッションと分科会、

それから総合の討論会というのがございました。それ

に沿って、昨日のシンポジウムのご紹介をさせていた

だきたいと思います。

　最初は、芸北高原の自然館の白川さんの基調講演

から始まりました。基調講演の内容も非常に盛りだくさ

んでして、各地の人と自然が関わる取組について、たく

さんの事例を紹介していただきながら、そのなかに潜

んでいる非常に価値のある関係性というのを大事にし

ていこうということで、講演をいただいております。

　人と関わる自然をどのように守るかということですけ

れども、要は関わり合いを学んで、暮らしに寄り添って

人が決めていく自然そのものの価値を発信をきちんと

されているか、あるいは共有されているかという問題提

起から入ってきました。時代や地域に合った多様な活

用で、草原についても守っていく必要があるんじゃない

かと。

　大事なコンセプトは、残したいものは共創資産であ

島根県大田市環境政策課長、和田二朗様、熊本県南

阿蘇村農政課主幹、後藤進哉様、また、サミット中、草

原100選についてご説明させていただきますことから、

全国草原再生ネットワーク代表理事の高橋佳孝様に

もご参加いただきます。

　皆様どうぞよろしくお願いいたします。

３．前回サミットの報告（串間市・川南町）

○司会　それでは、各自治体から活動報告や課題の

提起などを発表していただきますが、ここからは、大会

実行委員長の太田長八東伊豆町長がサミット議長とし

て進行いたします。

　太田町長、よろしくお願いします。

○議長（太田長八）　それでは、しばらくの間、議長を

務めさせていただきます。太田です。

　ご協力のほどよろしくお願い申し上げます。

　まず、前回の開催地でありました宮崎県川南町長の

日髙昭彦様より、前回の報告並びに課題、取組につき

ましてご発言をよろしくお願いいたします。

○川南町長（日髙昭彦）　皆さん、こんにちは。川南町

長の日髙でございます。

　今回は本当にいろいろ大変な中、太田町長をはじ

め、関係者の方々に開催をしていただきましたことを改

めて感謝申し上げたいと思います。

　前回、もう３年前になります。市長お見えですが、宮

崎県の串間市と同時に開催をさせていただきました。

後ほど島田市長のほうにも話があるかと思いますので、

私のほうから話をさせていただきます。

　それでは、３年前、実は２つのＰＲポイントがありまし

て、１つはですね、今はオンラインでこうやって同時開

催、いろいろ当たり前なんですけれども、当時は串間市

と川南町と、県内ではありますけれども、車で３時間、

130キロぐらい離れていた会場を同時に開催をさせて

いただきました。今となればいろんな思いもあって、大

変だったんですけれども、いろんな経験もさせていた

だいたと思っております。

　もう１点が、川南町は草原ではなく湿原なんですが、

水のある草原を湿原という形で、初めてこの草原サミッ

トに湿原を登場させていただいたということで、改めて

感謝申し上げたいと思います。

　では、簡単に報告をさせていただきますが、前回は、

黒潮洗う野生馬の草原とトロントロンが育む湿原、ト

ロントロンについては後ほど説明いたしますが、そう

いうことで、連休明けの５月12日土曜日から月曜日ま

での３日間にわたってさせていただきました。延べ885

名の方に参加をいただいたところでございます。

　先ほども申しましたとおり、湿原を入れていただきま

したので、当時は12の自治体、特に県内から、川南町

と串間市ですが、湿原の関係で近隣市町村であります

新富町、高鍋町にも参加をしていただきました。

　先ほど言いましたとおりでございますが、このサミッ

トの中で宣言をさせていただきました。今回も宣言があ

るんですが、４つの項目をテーマとして宣言させていた

だきました。

　まず１点目がですね、まず、守るという点、それから２

つ目が安全、３つ目がＰＲ、４つ目が連携というキー

ワードになりますが、まず１つ目は、やっぱり湿原とい

うのは、草原というのは、人が手を入れないと維持でき

ないということで、今回も入っておりますが、湿原を守る、

草原を守る担い手の確保や保全活動を積極的に支援

するという、守るという点でございます。

　２つ目が、やっぱり草原管理の新たな技術やシステ

ムを活用する安全管理、つまり野焼きの安全性である

とか、カヤぶきの技術を、高所作業でありますので、そう

いう安全性を大事にするということで、安全管理体制

を積極的に支援するということでございます。そういう

安全を構築するということでございます。

　３つ目がＰＲというキーワードを使いましたけれども、

草原の大切さと公益的活用を広く国民にアピールする

ため、全国草原100選を選定するということを進める

ことを決定したところでございます。

　４つ目が連携と言いましたけれども、全国の草原を

有する自治体が連携して行動していくこと。全国草原

自治体ネットワークという、正式には全国草原の里市

町村連絡協議会という活動を強化するというテーマで

ございます。それは、前々回の平成28年、新温泉町で開

催されたときに設立をされたところでございます。

　それでは、簡単に川南町の活動の状況ということで

紹介をさせていただきます。

　まず、川南湿原ということなんですが、大きな特徴が２

つありまして、１つがですね、これは湧水、湧き水ででき

た湿原であります。よそからの流れ込みがないので、世

界でここだけという希少な植物が、現在発表されている

のが３つ、あとまだ幾つか未確定でありますけれども、ほ

ぼ間違いないということがございます。それから湧き水

でございますので、ここはたまたま町の中心地からすぐ

近く、歩いて行けるという地理的なメリットもございます。

　トロントロンという名前を先ほど申しましたけれども、

実はこれはトロントロンというのは、水が湧く、トロント

ロン湧く、湧き出るという音から来た正式な地名でござ

います。片仮名でございますが、川南町と言えばトロン

トロンというのが軽トラ市であったり、施設の名前で

どうやって守るかという、そういう行政側からの仕組み

づくりについて、南阿蘇村長の吉良さんから講演をい

ただいて、その後パネルディスカッションを行ったとい

うことです。

　東伊豆町の様子はこういう感じで、３人が登壇して、

会場と熱心な討議が行われました。こういう形で、茅葺

き文化協会の安藤先生なんかも非常に示唆的な、後で

ちょっとお話ししますけれども、コメントをいただいたり

して、地元の方たちもとても元気づけられる内容だった

と思っております。

　内容をかいつまんで言いますと、保全の面からいう

と、面積とともに管理がなくなったということが生物相

に大きな影響を与えているんだよと。それから、湿原保

全も大事だけれども、全体を通して鹿の問題が今顕在

化していて、草原だけで語れる内容ではなくて、全体の

管理ということも必要になってくるだろう。それから、

ゾーニングや安全な場所では、後継者育成のための

フィールドとして積極的に活用してもいいんじゃないか

という話がありました。

　それから、担い手の問題もあり、新たな仕組みが

やっぱり必要になってくるだろうな。１つはボランティ

アかもしれませんし、１つは野焼きの体制整備というこ

とかもしれません。

　それから、利用価値を最大限に活用する、すなわち

材としての草原もあるし、景観を利用した観光もあるで

しょうし、それを持続的なシステムとしてどうみんなで

関わっていくかということが重要だろう。それから、東伊

豆町さんは温泉もあり、海もあり、それから草原もあると

いうことですね、東京からも近いという立地条件もあっ

て、やはり観光が主体となる、産業として観光が主体と

なるだろうと。その中に草原の恵みであるカヤの利用

を取り入れて、地域の特性やスケールを発揮してはどう

かというのが安藤先生のほうから示唆されたことです。

特に例えば来訪者の拠点施設みたいなところとか、そ

ういうカヤふきが実際にできるようなところをうまく利用

して、そこに新しい価値も含めた来訪客へのサービス

提供というのもできるんじゃないか。カヤの循環によっ

て、癒しの空間形成というのが可能であるし、そういう

ものが今後観光を回していく上でも期待が大きいん

じゃないかという話があったというふうに覚えています。

　それから、蒜山会場のほうは、このようにカヤを使っ

たサイクリング施設というのを実際に建てられていて、

その新しい施設の近くでこういうふうなセッションを

行っております。

　内容ですけれども、草原の利用から見える、過去に

学ぶことによって蒜山らしさというのがよく分かるんだ

と。その利用の仕方や経緯から学ぶものも大きいとい

うことがありました。

　それからもう一つは、よく自然再生事業というのはい

ろいろ行われているんですが、その自然再生において

も地域経済を回すことが今大切になってきているんで

すよというお話。実際に草原のカヤを使ったサイクリン

グセンターというものがありますけれども、ここから広

がる新しい世界があって、それが地域を大きく回してい

く一つのきっかけづくりにもなるんじゃないか。

　それから、カヤの利用についても、いわゆる文化財と

か古民家だけではなくて、今は新しい施設や近代的な

施設、そういうものについてもいろいろとカヤが使われ

ている時代である。カヤぶきは新たにもう一皮むけて

未来に発展する、その礎となり得るものではないかと

いうことがありました。

　これまでは地元だけで使って守るというところから、

地域外の関係者も含めた、地域の人も一緒になって守

るという、幅広い守り方、そういうものが目指されており

ました。そのためには、地域内外の人と意識を醸成す

るためにも、楽しいということもとても大切なんではな

いかということが報告されております。

　それから、阿蘇のほうは、このように広がる草原が九

州の北部の６大河川の水源域になっているという、そ

ういう立地条件もありますけれども、今回、水源涵養を

中心とした生態系サービスについての討論が行われ

ております。

　新しく分かったこととして面白かったのがススキ草

原がものすごく水源涵養力が高いんだと。そのなぜか

という理由の一つがススキそのものが節水型の植物

であって、水を消費しない。その分、水源涵養に回る水

が多いんですよと。それから、川下、川上の関係でいえ

ば、福岡都市圏も含めて大勢の人数の飲用水を賄うこ

とができる、その水源地が阿蘇の草原だと。それは有

明海のほうにもつながっていて、ノリが色落ちするのを

防ぐために栄養源を補給しなきゃいけないんですけれ

ども、その補給するだけのダムの放流ができるだけの

水源が確保できていることがとても重要だと。そういう

意味では、海のほうから草原を応援していただくという

仕組みづくりも今後考えていったらどうかというような

お話がありました。

　それから、環境省のほうでは、阿蘇の地域を守って

いく、あるいは草原を守っていく上で、地元の農業者の

なりわいに対する助成を主体に考えてきたんですけれ

ども、それも今後は重要であると同時に、これからは草

原の持つ公益的機能へどういう形で支援できるかとい

う仕組みをつくる必要があるんじゃないかというお話

それを研究面から実証、検証するということをぜひ研

究者にはやっていただきたいと。それを普及させる場

の整備を行政には担っていただけると非常にありがた

いという最終的な要望がございました。

　これらの問題というのは、一個人でどうこうできる、

解決できるものではありませんので、ぜひ行政のほう

のお力添えをいただきたいと。私ども個人や市民として

は、今後もそういう形で対話を続けていきたいというこ

とで、最後、閉めたところでございます。

　少し長くなりましたが、以上が草原シンポジウムの報

告です。ぜひこの内容についてもサミットでの論議をし

ていただきますようよろしくお願いいたします。

　以上です。

○議長（太田長八）　高橋先生、どうもありがとうござ

いました。

　私、このシンポジウムをやって本当、大変勉強になり

ました。と申しますのは、やっぱり今までカヤの活用と

かね、また、子供たちを育てていかなければならない、

地域の学習、体験学習、これも大変重要だと感じまし

たので、この間、大変勉強になりました。

　そういう中で、首長さんがいらっしゃいますので、私

が一番感じたのは、やっぱり阿蘇の分科会の、誰か

ちょっと名前を忘れましたけれども、要するに職員が、

担当者はある程度認知しているけれども、ある程度の

方、全ての方が草原などを認知しなければ進まないと

言われましたので、各首長さんには、担当者だけでは

なく、ほかの違う職場の方たちにも、あと、地元の草原、

また湿原に対する知見をある程度広げていければ大

変ありがたいと感じております。

　以上です。

　どうも高橋先生、ありがとうございました。

５．各自治体の取組と課題

○議長（太田長八）　それでは、各自治体の皆様にご

報告をしていただきたいと思います。順番は、事前に配

付してある参加名簿の順でお願いいたします。時間の

関係もありますので、各自治体おおむね５分間をめど

ということでお願いいたしたいと思います。

　それでは、兵庫県新温泉町長の西村銀三様によろし

くお願いいたします。

○新温泉町長（西村銀三）　皆さん、こんにちは。新温

泉町長、西村銀三です。よろしくお願いいたします。

　平成28年第11回のシンポジウム、新温泉町で開催

していただきました。その際には、川南町、日高町長さ

んをはじめたくさんの方にご参加をいただきました。誠

にありがとうございます。

　皆様のお手元に新温泉町の概要と上山高原の歴史

と現状という資料があると思いますので、資料に沿って

説明をさせていただきます。

　新温泉町は、日本海側に面した鳥取県との県境に

あり、平成17年10月に誕生した人口約１万4,000人

弱の町で、まちづくりのテーマは、「海・山・温泉　人が

輝く夢と温もりの郷」であり、豊かな自然に恵まれた町

であります。

　産業については、農業分野では水稲、梨、高原野菜

の大根の生産を主として進めています。畜産について

は、神戸ビーフや松坂牛のもと牛である但馬牛の主産

地として、飼育頭数の維持拡大に努めています。また、

水産業については、松葉ガニ、ホタルイカ、ハタハタな

ど、日本有数の漁獲高を誇っています。

　当町には上山高原という大きな草原があります。周

辺集落の人々によって上山高原は田畑の土づくり、和

牛放牧として活用し、中でもススキは飼料、カヤ、かや

ぶき屋根等に利用され、生活の一部として維持されて

きました。

　しかし、農機具の普及、牛農家の減少によって、草原

は活用されなくなり、クマザサが茂り、雑木に覆われて

きました。これでは駄目だということで、平成16年に県

と町と地域が連携してＮＰＯ法人上山高原エコミュージ

アムを立ち上げました。上山高原と麓の７集落を丸ごと

生きた博物館として捉え、草原を保全・再生する取組を

地域の資源を活用し、地域内外との交流を図ることで

地域の活性化につながる活動を進めています。

　再生の具体的な活動としまして、人工林をブナ林の

広葉樹に替え、ススキ草原の持続と拡大ということで、

山焼き等を行っています。また、イヌワシの生息調査、ノ

ハナショウブ、そしてヤナギタンポポ等、希少植物のモ

ニタリング調査の継続を行っていますし、体験プログ

ラムとして、滝巡りやハイキング等も行っています。また、

第11回大会を開催した成果だと思っていますが、スス

キの有効活用ということで、神戸市のかやぶき職人「く

さかんむり」と連携・協力協定を結び、古民家や文化財

施設にカヤを使う取組も進めています。

　草原維持では、ササ刈り、山焼き作業、放牧作業等、

毎年継続することが必要になってきます。このため会員、

地域住民、ボランティアの方々の協力をお願いしてい

ますが、作業費等の捻出が今後の大きな課題となって

います。今後もできるだけ多くの方にご協力をいただい

て保全活動や利用する取組を進めてまいりたいと思っ

ております。

　以上であります。

○議長（太田長八）　どうも西村町長、ありがとうござ

がありました。

　それから、草原と私たちの関わりとか、暮らし方を支

えるエビデンス、要するに研究の証拠ですよね、そうい

うものとか学術研究がとても重要だということが今回

のこのセッションの中でもよく分かったということです。

　それから、南阿蘇村長さんは熊本地震後、火入れ責

任者を村長さんに替えたという行政側からの支援が

あって、それによって野焼きが復活したところが結構

あったと。それから、火入れの手続も届出制に変えたり

ということをしたんですけれども、これを行う大きな根

拠となったのが、やはり水源涵養機能ということで、熊

本県民、熊本市民の水道水を支える水源の源である草

原を守ることが地域全体、あるいは県全体に対しての

大きな影響を及ぼすんだ、大きな貢献ができるんだと

いうことで、これまで阿蘇の草原といえば景観が主体

でしたけれども、今後は水源保全という意味でも、阿蘇

の草原の価値を見直して、みんなにアピールしたいと

いう話がございました。

　最後、全体会は、こうやって行われたそれぞれの分

科会の報告を受けて全体討議をしたんです。これも全

てオンラインでやりました。ここに映っているのは東伊

豆町さんのところでやった内容です。ちょっと写真で隠

れていて申し訳ないんですけれども、それぞれの分科

会から代表者が入っていただいて、オンライン上で討

議を行っております。

　まとめになるかどうか分かりませんけれども、草原の

保全面については、なぜ草原が重要かを各世代意識

共有する必要があると。活動に関わる人、理解者、応援

者を増やしていく仕組みが必要。維持するために人が

関わり利用し続ける仕組みづくりが重要になるという

ことが語られました。草原の経済価値と公益機能を積

極的に評価してあげる必要があって、公益機能の守り

手である生活者を支援する制度設計というのをしっか

りと組む必要がある。

　前にもお話ししましたけれども、保全のための保全と

いう観点から、草や草原を活用することによる保全と

いうほうにシフトしていく必要があるんじゃないかとい

うお話でした。

　草原の活用についてですけれども、これも先ほどお

話ししたように、保護の管理から、利用して管理へとい

うのが大きなテーマとなっていました。草原利用の創意

工夫に対して様々な支援や環境整備をしていく必要が

あるだろうと。小さな経済活動を生み出して、地域ととも

につくり出すことがまず第一歩じゃないか。

　都市へのアプローチには、どうしても意識の違いと

か様々な問題があるので、その中間層の育成が必要な

んじゃないか。

　堆肥や農業や肥料とか、あるいはカヤの利用という

のはありますけれども、今でも野草の利用価値は非常

に高いものがあって、堆肥の利用とかカヤの利用で野

草の価値を復権する必要があるんじゃないのかなと。

堆肥についても、今、新しい知見として、野草を使った

堆肥に含まれる非常に優れた土壌菌がいるということ

も分かってきました。こういうのも研究の成果だと思い

ますけれども、そういうふうに野草の価値を復権させる

ことで、野草を利用すれば火入れの炎もある程度制御

しやすくなるし、火入れの安全性にもつながるんだよと

いう幅広い内容からのものがございました。

　草原の継承については、地域の固有性やほ誇りを

各世代で共有、共感すると、これはもちろんですけれど

も、地域、行政、企業が互いに手をつなぐ仕組みという

のも面白いんじゃないか。例えば細野高原だったら、

いろんな企業さんが持続的にこれを利用したいという

ことではいろんな方が入っていただいて、そこを活用し

てはどうかという話もございました。

　それから、カヤふきは活用を通じた継承の有効な

ツールである。利用というものが入ることによって、その

価値を継承したり、その仕組みを継承したりするきっ

かけにもなる。

　それから、使うことで生き物が、草の供給で文化が守

られていくだろうと。

　環境教育は世代を超えていく潜在性を持っているの

で、非常に大切なことである。子供さんへの教育という

のはとても大切。

　草原と地域のつながる観光や地域振興の在り方に

も工夫が必要になってくるんじゃないかというふうなま

とめがございました。

　最後に、行政へ望むことということで、幾つか提案を

いただいております。

　１つは環境教育、あるいは担い手育成も含めてとい

うことですけれども、その助成をぜひ継続できるような

ものにしてほしい。

　それから、実際に草原を守るときに一番頭を悩ませ

ているのは、行政の実務者の担当者であろうというこ

とで、もちろんいろいろ替わったりもしますので、持続

的にそれを進めていくのに問題が生じがちなんですけ

れども、ぜひその自治体間での実務者同士の学びの

ネットワークをつくっていただけないか。サミットでい

えばシェルパ会議のようなものを今後実現していただ

ければありがたいという話がありました。

　それから、地域知、伝統的に言いつながれてきた知

識そのものに意外と真実が、とても大事なものがあって、

いました。

　太田市長の取組は、もうマスコミでだいぶ私も勉強

させていただいております。そういう中で、文化と草原

がやっぱりマッチしないと、本当にそのとおりだと考え

ています。昨日の分科会の会場、隈先生の建築、それに

つきましてカヤを使っていること、大変感銘を受けまし

たので、今度、一度視察に行かせていただければ大変

ありがたいと思います。よろしくお願いします。

○真庭市長（太田　昇）　どうぞ、おいでください。これ

が全容ですけれども、３棟あります。

○議長（太田長八）　そんなにあるんですか。

○真庭市長（太田　昇）　１つは、このメインのがです

ね、これが18メートルあります。その横に見えておりま

すのが、隈研吾先生の設計図面とか模型とか、そして

サスティナブルな商品を売るとかですね、そしてもう一

つはサイクリングターミナルという、それで構成されて

います。7,000平米ぐらいの広さであります。

○議長（太田長八）　すごいですね。視察を楽しみにし

ておりますので、よろしくお願いいたしたいと。

　続きまして、串間市長の島田俊光様、よろしくお願い

いたします。

○串間市長（島田俊光）　こんにちは。串間市の島田

でございます。

　12回草原サミットにつきましては、川南町と一緒に

開催させていただいたわけでございますが、事務局の

皆様等はじめ関係各位の皆様方のご高配を賜り、サ

ミットを成功することができました。本当に感謝を申し

上げたいと思います。

　それで、宮崎県串間市は、宮崎県の最南端に位置す

る温暖多雨なところでございます。きゅうりやピーマン

などの施設野菜、サツマイモやごぼうなどの露地野菜

をはじめ生食で食べられる完熟キンカンや餌にトウガ

ラシを混ぜてつくる養殖ブリなどは、質、量とも全国トッ

プクラスの地域でございます。また、そのように農産物

を生産する食の宝庫でもあります。

　串間市からは、野生馬が生息する都井岬と宮崎県

の希少な動植物重要生息地に指定されている古竹・笠

祇地区について紹介させていただきたいと思います。

　串間市の草原といえば、野生馬が生息する都井岬が

代表的な草原となるわけでございますが、もともとは江

戸時代の軍馬を育成するための牧場であったものが、

人の手が触れることなく、令和の時代まで残っているも

のであります。春には新緑の草原にオキナグサやウマ

ノアシガタ、さらに夏から秋にかけてヒオウギやノヒメ

ユリ、ムラサキセンブリ、冬はノジギクなどが繁茂して、

四季それぞれの種のある希少動植物、国指定天然記

念物の野生馬とともに見ることができます。オキナグサ

など都井岬に生息する多年草のほとんどは、毒があっ

たり、またとげがあったりして、馬が食べない植物であ

り、食べ残すことから花を咲かせることができる。都井

岬は馬がつくり出す生態系に、絶滅危惧種に指定され

ている希少な植物を観察することができます。都井岬

は人の手を加えないことが魅了をより高めるものと考

えております。

　通過型の観光から体験、滞在型の観光へと転換さ

せる取組として、野生馬の生態と野生馬による形成さ

れた草原の植物やふん虫、フンコロガシでございます

が、などを訪れた観光客に対して分かりやすく説明す

る都井岬野生馬ガイドを配置し、エコツアーなど着地

型観光としての活用をはじめ、地元小中学生の地域を

学ぶ授業、くしま学などを地元の魅力を学習させる取

組など、草原の維持・存続と魅力発信のため取り組ん

でおります。

　また、笠祇・古竹地区の紹介でございますが、資料の

下段にあります笠祇・古竹地区の草原については、都

井岬と同様であり、江戸時代の軍馬を育成するための

牧場であったものが地域住民により草刈りや野焼きな

どの作業により代々守られ、現在も草原として維持され

ているものでございます。平成19年11月には宮崎県

の希少野生動植物重要生息地に指定されております。

笠祇・古竹地区は串間市の中心市街地から車で約15

分と近い場所に位置しており、昔ながらの田園風景が

広がり、里地里山で和牛の里として呼ばれている畜産

が盛んな地域でもございます。

　集落は過疎、高齢化が進み、野焼きなどの里山を守

る活動の継続が危惧されているところでございます。集

落の過疎化、高齢化の進展は、本市のみならず全国各

自治体の共通問題と認識をいたしております。行政の

役割としては、地域の魅力を住民自らが情報発信して

いく活躍の場の創出と、地域に何度も訪れる深いつな

がりを持つ関係人口の増加が肝要であると考えており

ます。

　本市の取組の１つがエコツーリズムの推進でありま

す。市といたしましては、地域資源の魅力を伝えること

により、関係人口の増加、地域住民の資源価値の再認

識、そして、環境教育による次世代への継承へとつな

がるエコツーリズムを鋭意取り組むことにより、草原の

維持形成を図っていきたいと考えているところでござ

います。

　以上でございます。よろしくお願いします。

○議長（太田長八）　どうも島田市長、ありがとうござ

いました。

いました。

　このＮＰＯ法人の活動、大変すばらしいと感じており

ますし、また、うちの町のテーマも、「満点の海・山・空は

東伊豆」と、何かまちづくりが同じような感じがいたしま

すんで、これを契機にまた交流ができれば大変ありが

たいと思います。どうぞよろしくお願いいたします。

○新温泉町長（西村銀三）　こちらもよろしくお願いし

ます。

○議長（太田長八）　それでは次に、続きまして、岡山

県真庭市長の太田昇様、よろしくお願いいたします。

○真庭市長（太田　昇）　真庭市の太田です。よろしく

お願いいたします。

　真庭市は合併して828平方キロメートルと、面積で

いうと東京23区の1.3倍というですね、岡山県北に広

がる市です。その一番北、鳥取県境のところに蒜山高原

という高原がありまして、東西20キロ、南北10キロと

いう、多分、関西では一番広い高原だと思っております。

　課題ですけれども、よそと同じで、もともとはススキ野

原が非常に広がっていた、それがだんだん狭くなって

きていると。そこに貴重な動植物、絶滅危惧種がいた

のが、これを守らないと、景観も含めて滅んでしまうと

いうようなことで、そういう意味での保全というのが一

つの大きな課題であります。

　もう一つは、これも出ておりましたけれども、単に保

全だけではできない、やはり活用しながら保全すると

いうことをしなきゃならない。その活用というのが一つ

の課題だろうというふうに思っております。

　その２つをどうしたら両立できるのかということです

が、１つは、カヤを山焼きをする、そうするといいカヤが

できる。そのカヤを、もちろん土に戻すことによって、灰

そのものが肥料になってまいりますが、蒜山も旧石器

時代から人が住んで、そしてカヤを焼いて、火山灰の

非常に貧栄養化のところを植物が育つように、１万年

以上かけて変えてきたという歴史がありますから、それ

を延 と々やっていかなければならない。それとともにカ

ヤを建築資材として活用するということで、昨日の分科

会でも隈研吾先生の設計で、カヤの屋根を逆さまに

使ったですね、屋根そのものは鋼板で、中の天井から

中を全部カヤにしたという、逆さまにしたような、そうい

うサイクリングターミナルを造りましたけれども、それ以

外にも建築資材としていろんな活用ができるということ

で活用していきたいということであります。

　それとともに、このすばらしい高原を多くの方に親し

んでいただく。自然環境だけでは人は来ません。やはり

そこに文化というものがないと人は来ないということで、

ここに出ておりますけれども、これも隈研吾先生の作品

ですけれども、ＣＬＴ、クロス・ラミネーテッド・ティン

バーという縦横、縦横に木材を組合せして、一つの板

を作るわけですね。その板を組合せしてこういう建物

を造っていくですね、これはオリンピック選手に遊んで

もらおうと思って東京の晴海に造ったんですけれども、

真庭のヒノキで造り、日本で専用のＣＬＴ工場は真庭に

しかありませんから、言わば真庭に里帰りしたというこ

とで、グリーナブルヒルゼンというふうに呼んでおりま

すけれども、こういう施設。中は空間で、ここで遊んだり、

イベントができるように、そういうものを、一つの芸術作

品ですけれども、造っております。こういうものを使って、

観光資源としても活用していくと。

　つまり景観も含めて、そして人工的なこういうものを

全部入れて、地域価値を上げていくという、そういう概

念で取り組んでおります。

　さらに、このＧＲＥＥＮａｂｌｅというのがロゴにもなって

おりまして、阪急阪神百貨店がこのグリーナブルに沿う

ようなものを真庭の産物をですね、産品を大阪で売っ

ていくというような、阪急百貨店とも提携をして、コロナ

がもう少し落ち着けば本格的に梅田で真庭の産品を

開発しながら売っていくということになってまいります。

阪急に今ブランド、阪急ブランドとしてＧＲＥＥＮａｂｌｅと

いうのを商標登録してもらいました。

　そういうことをしながら、この背景として、私の背景

に木材を使っておりますけれども、バイオマス産業都市

の指定も受けて、やがて真庭の電力は全て真庭で賄う

と。今、バイオマス発電、１万キロワットのありますけれ

ども、市内需要の大体60％ぐらいを再生可能エネル

ギーで賄えています。火力じゃなくて、水力とバイオマス

ですね。これを100％にしていくということも地域の価

値を上げていくという取組をしております。

　それと、生ごみ等、人間さんのふん尿ですね。それを

混ぜてメタンガスを発生させて、それでプラントを動か

して、最後、液肥を作って、それを低コスト農業として利

用していくという、そういうような、全体をＳＤＧｓという

か、サスティナブルなそういうまちにしていくという取組

をしております。東京のまねをしても仕方ありません。こ

の地域にある資源をいかに使って、それを循環させて、

未来志向で豊かにしていくということで、ＳＤＧｓ未来都

市の第１号にもなっておりますけれども、そういう取組

をしているというのを、そういうことを背景にしながら

蒜山高原を守り、活用していくということであります。

　皆様方のご意見も、あるいは活動も参考にしながら、

よりこれを進めていきたいというふうに思っております

ので、今後ともよろしくお願いいたします。

○議長（太田長八）　太田市長、どうもありがとうござ

にちは。広島県の北広島町生涯学習課長、西村と言い

ます。よろしくお願いいたします。

　お手元にお配りしております北広島町の概要、そし

て、北広島町の草原と取組について、説明をさせていた

だきます。

　まず、広島県北広島町の概要でございますが、広島

県の西北部、西中国山地の標高300メートルから800

メートルの盆地、北は島根県と接しております。広島県

に流れる太田川、そして島根県に流れます江の川の源

流域でもございます。面積の８割以上が森林地帯でご

ざいまして、県北地域、こちらは1,000メートル級の山

が連なっております。

　国立公園の一部でございます八幡湿原、こちらにあ

ります芸北地域の八幡、こちらは冬になりますと２メー

トルの雪を記録する豪雪地帯となっております。

　それでは、広島町の草原と取組について説明をさせ

ていただきます。

　こちらにつきましては、４つ紹介をさせていただきた

いというふうに思います。①から④まで、概要から課題

というふうにしております。

　まず、雲月山でございますが、島根県と隣接をしてお

りまして、かつては採草、そして放牧の目的で1960年

頃まで利用されておりました。島根県側はカラマツの

植林となっています。広島県側、こちらは1990年代に

観光イベントとして山焼きですね、こちらが行われてお

りましたが、1996年を最後に停止しました。2005年頃

より、地域が主体となりまして、主にＮＰＯが主体となり

募集を行いまして、消防団、博物館、小学校などと連携

しながら山焼きを実施しております。

　2014年に町条例に基づきます野生生物保護区に

指定をしております。

　こちらの利用についてですが、一般の登山の観光の

ほか、町内外の小学校等によります学習の場としての

活用、そして、山焼き再開後に数年間にわたり報告も行

われましたが、牛が転落するというような事故もありま

して、現在は放牧はされておりません。

　課題でございますが、現在15％ぐらいの山焼きを

行っておりますが、全域の山焼き、そしてボランティア

の確保といったことが課題というふうになっております。

　続きまして、千町原の草原でございます。

　こちら、もとは地元地域八幡村という旧村になります

けれども、こちらの入会採草地でございました。1944

年に陸軍の演習地となりまして、戦後は開拓民の入植、

国の大規模草地の開発、広島県への移譲と郊外開発

を経まして、今に至っております。2003年頃よりＮＰＯ

が中心となりまして伐採の実施をしまして、2020年に

町条例に基づきます保護区に指定をしました。植物や

鳥を見る観光地として人気がありまして、2013年から

は地元の中学校の、この後紹介しますけれども、茅プロ

ジェクト事業にカヤを提供しております。

　課題でございますけれども、既に樹林化した範囲が

結構広くなっております。また、大規模草地開発の影響

で湿原が縮小しておりまして、いずれも伐採が必要と

いうふうになっております。

　続きまして、霧ヶ谷湿原でございます。先ほどの千町

原と同エリアに位置をしております。大規模装置開発

の事業を経まして、現在は臥竜山麓八幡原公園の一部

に位置をしております。2003年にＮＰＯが植生調査と

ワークショップを実施したことをきっかけにしまして、

自然再生推進法に基づきます法定協議会を広島県が

立ち上げまして、2004年から八幡湿原自然再生事業

が始まっています。樹林の伐採、湿原から水を抜くコン

クリート水路の撤去、湿原への水路の設置などの工事

を2007年から2010年にかけて実施をしました。その

後、自然再生協議会の保全部会が中心になりまして、

伐採作業を継続しております。こちらも2020年に町条

例に基づきます放牧の指定をしております。

　利用でございますけれども、植物や鳥を見る観光地

として人気のスポットとなっておりまして、小学校、中学

校等のフィールドワークの場として活用、そしてガイド

ツアーの実施をしております。

　課題でございますけれども、再生工事から10年が経

過しておりまして、順応的管理のために現状に即した

全体構想と実施計画の見直しが必要となっています。

　そして、これは地元の中学校での取組ということなん

ですが、芸北茅プロジェクトについてです。

　芸北地域のススキ、これを屋根ふきのカヤとして資

源化し流通させる取組を行っています。中学校ＰＴＡ、Ｎ

ＰＯ、地域住民、教育委員会などが実行委員会をつくり

まして、2015年から推進をしております。地域の住民

自らがカヤを刈り取りまして市場に出荷すること、こち

らで私有地や小さなカヤ場が保全をされる。そして、今

は廃止となっておりますけれども、こちらにスキー場跡

地がありまして、こちらを文化庁のふるさと文化財の森、

こちらに設定をされたところでございます。

　利用についてなんですが、未利用でありましたカヤ

場、そしてカヤの利用が推進されるとともに、プロジェ

クトそのものが地元生徒にとって生きた教材というふう

になっています。地域通貨を活用することで地域外へ

の経済流出を防ぎ、刈り取ったカヤが文化財や伝統的

景観の保全に活用されております。

　課題でございますけれども、カヤの保管場所、こちら

　やっぱり串間市さんの取組、草原が２か所、これをう

まくやっていると考えています。それでやっぱりこれから

は、まずは地域住民がそのよさを認識するのが一番と

思いますので、それもまた勉強させていただいて、そう

いう中で、そのエコツーリズムを結構うまく活用した中

で、その草原の保全をやっているのが大変すばらしい

取組だと考えておりますので、引き続きよろしくお願い

いたしたいと思います。

○串間市長（島田俊光）　ありがとうございます。

○議長（太田長八）　それでは、続きまして、熊本県高

森町の町長、草村大成様、よろしくお願いいたします。

○高森町農林政策課（荒牧茉名）　町長に代わりまし

て、担当のほうからお手元に資料に沿ってご説明をさ

せていただきたいと思います。

　熊本県高森町農林政策課の荒牧と申します。よろしく

お願いいたします。

　まず、高森町の概要からご説明させていただきます。

　高森町は人口6,177人で、九州のほぼ中央、熊本県

の最東端に位置しまして、大分県の竹田市と宮崎県高

千穂町に隣接する総面積175.06平方キロメートル、

広い町土を有する農村地域でございまして、地形は阿

蘇カルデラ内に広がる標高500メートルから600メー

トルの比較的穏やかな傾斜をなす高森・色見地区と外

輪山の外側、標高500メートルから800メートルの波

状高原地の草部・野尻地区に区分される町です。

　主な産業は、観光と農林業になります。

　農業面では、立地条件を生かしまして、畜産、米、野

菜を主体とする農業生産が展開されてまいりましたが、

近年、経営の発展を図るため、一部の農家で施設園芸

の導入が盛んとなっております。地域の宝として、古くか

ら栽培されてきました農林畜産物をブランド化し普及

するとともに、地域の代表する高品質な農産物として、

将来にわたり栽培し続けるための活動を通じ、阿蘇地

域の農業の活性化と農業後継者の育成につなげるこ

とに取り組んでおります。

　観光面では、コロナ禍でイベントの実施が厳しい状

況ですが、2016年に発生した熊本地震の影響は回復

傾向にあり、高森湧水トンネル公園、月廻り公園、高森

殿の杉、南阿蘇鉄道のトロッコ列車、草部吉見神社、

上色見熊野座神社といった観光地や約300年の歴史

があります風鎮祭といった地元のお祭りを中心に毎年

多くの方が高森町を訪れています。

　また、高森町では町内全戸に整備しました光通信環

境を活用しまして、日本一の地域密着型番組として、た

かもりポイントチャンネル、こういったケーブルテレビ

の放送を行い、災害時の緊急放送や町からのお知ら

せ、地域情報、事業の紹介などを町民の方へ情報発信

しています。

　光通信環境の整備は、教育現場でも活用されており

まして、電子黒板の設置や全児童生徒のほうへ１人１

台のタブレット配布をいち早く行いまして、全国で最先

端のＩＣＴ教育が行われております。

　ここからは高森町の草原の概要についてご説明さ

せていただきます。

　高森町の草原につきまして、その多くを牛の放牧に

活用しておりまして、畜産農家や町民の方の大切な資

源として保全されてまいりました。高森町の草原は牧野

と呼ばれており、阿蘇のあか牛が放牧されている牧野

はのどかな風景として多くの人に親しまれております。

　高森町の牧野面積につきましては、1,211ヘクター

ルありまして、草原維持として行われている野焼きに関

しては、実施面積が621.5ヘクタールとなっております。

また、管内には14の牧野組合がありまして、皆さん精

力的に草原維持のほうに取り組んでいただいており

ます。

　最後に、高森町の取組と課題については、長年、放

牧や野焼きによって保全されてきている草原なんです

が、近年、管理をしている牧野組合員さんの高齢化等

によって、野焼き実施が大変難しくなってきている状況

にはございます。町としては野焼きに係る補助金等で

野焼き実施者の方の負担軽減等に取り組んでおります

が、年々、実施面積が減少しつつある傾向にございます。

　また、高森町にある阿蘇高森オーガニックセンター

というところでは、世界農業遺産の構成要素であります

阿蘇の草原に生えるススキなどの野草や畜産農家か

ら出る牛ふんなどを混ぜて堆肥を作っております。こち

らは町内を中心に阿蘇地域の農産物に還元して、循環

型農業を確立しております。

　このほかにも未来の草原を引き継ぐ子供たちのほう

に阿蘇の草原のすばらしさや草原の抱える現状につ

いて伝える草原学習などが行われております。

　以上で説明を終わらせていただきます。

○議長（太田長八）　どうも高森町さん、ありがとうござ

いました。

　高森町さんの取組は、全ての自治体が抱えている課

題と同じだと考えております。そういう中で、皆さん方に

対してよりよい回答ができればいいなと思いますので、

またいろんな意見をよろしくお願いいたしたいと思い

ます。

　それでは、続きまして、広島県の北広島町の生涯学

習課長の西村豊様、よろしくお願いいたします。

○北広島町生涯学習課長（西村　豊）　皆さん、こん

田市さんにお住みだそうでございますので、本当にあ

りがとうございます。

　そしてもう一点、これ本当、関係ないんですよ。歌手

に永井裕子さんっていらっしゃるんですけれども、その

永井裕子さんが結構大田市さんのを歌って、うちの町

の観光大使になっているんですよ。やっぱりそういう中

でまた大田市さんとよろしくお願いいたしたいと思いま

す。どうもありがとうございました。

　続きまして、熊本県の南阿蘇村の農政課主幹の後藤

進哉様、よろしくお願いいたします。

○南阿蘇村農政課主幹（後藤進哉）　昨日ですね、阿

蘇分科会では吉良村長の報告がありましたが、本日は

私のほうから発表させていただきます。

　最初に村の概要からになります。

　南阿蘇村は総面積137キロ平方メートル、熊本県

の北東及び阿蘇くじゅう国立公園、阿蘇カルデラの南

に位置する人口１万340人の村です。雄大な南阿蘇

の山と緑、そして環境庁の日本名水百選に選定されて

いる白川水源に象徴される豊かな自然環境に恵まれ

ています。

　2016年４月の熊本地震では、これまで経験したこ

とがない甚大な被害を受けました。これにより人口も１

割程度減少しましたが、村に定住促進課や空き家バン

クを設置し、移住者を受け入れる環境整備を推進して

います。

　続きまして、農業、観光についてです。

　基幹産業である農業は、白川中心に水田が広がり、

のどかな農村風景を生み出す農村は、水稲をはじめ

畜産、ミニトマトやアスパラなどの施設園芸が盛んです。

昼夜の寒暖差が大きい気候により、自然のうまみが

しっかりと詰まった農産物が自慢です。有機農業、環境

保全型農業を推進しており、安心安全な農産物づくり

に取り組んでいます。

　また観光では、大自然を中心にたくさんの観光資源

に恵まれています。新阿蘇大橋のたもとにある展望所

ヨ・ミュールからは、長陽大橋、白川第一橋梁を眼下に

望むことができ、新たな観光スポットとして注目を集め

ています。

　また、熊本地震で落ち込んだ観光客数は回復傾向

にあり、本村本来のにぎわいが戻りつつあります。

2017年９月にはアウトドアショップモンベルと村が協

定を結び、アウトドア活動促進や地域経済の活性化な

ど、包括的に協力をし合い、観光振興に取り組んでい

ます。

　続きまして、草原の概要に移ります。

　南阿蘇の草原は阿蘇カルデラの阿蘇山側及び南外

輪山側に広がり、季節ごとに違った表情を見せてくれま

す。南阿蘇の草原は牧野とも言われ、平成21年に行わ

れた阿蘇草原維持再生基礎調査では、本村の牧野面

積は2,470ヘクタール、そのうち野焼きが行われてい

る面積が1,170ヘクタールとなっております。管内には

23の牧野組合があり、牛の放牧をしている箇所もあれ

ば、野焼きのみ実施している牧野もあります。

　続きまして、本村の取組と課題についてですが、昨日、

分科会で村長がご報告された内容と重複する点がご

ざいますが、ご了承をお願いしたいと思います。

　草原の維持に欠かすことのできない野焼きですが、

その面積は、以前と比較すると減少しています。本村を

含む阿蘇郡市７市町村の草原はこの100年間で半分

以下に、直近30年で見ても４分の１近く減少しており

ます。

　本村では熊本地震で各牧野の原野火入れが中断さ

れました。平成31年度からは一部再開に向けて、熊本

県、阿蘇グリーンストック、村において協議をした結果、

白川牧野で一部再開、その後、令和２年には吉田牧野

でも再開できました。それに至るまでに県、グリーンス

トック、村で防火帯を設置する費用を予算化したり、火

入れ責任者を各区長や牧野組合長から村長へ変更し、

負担の軽減を図りました。

　今後の課題として、火入れが中断しているところの

再開が可能となるか、防火帯の整備、担い手不足、地

区住民の高齢化に対する支援が上げられます。

　補足でですね、昨日、村長から報告がありました課

題に対する取組で、ハードとソフトの対応が求められる

ことをおっしゃっていましたが、ハード面では牧道等、

恒久防火帯の整備ですね。ソフト面においては担い手

の確保ですね。畜産農家を増やすための取組として、

今後、放牧へのＧＰＳを付着して移動管理等を管理す

るシステムの導入やバーチャル研修の導入を計画し

ております。

　また、目的と認識の改革ですね。景観維持から水源

保全のほうへの啓発をしていくということで推進をして

いく予定です。

　以上、南阿蘇村からです。ありがとうございました。

○議長（太田長八）　後藤様、どうもありがとうございま

した。

　南阿蘇村様には、本当に熊本地震、大変でございま

した。今後も頑張っていただきたいと思います。

　そういう中で、今度、山焼きにおきまして、村長さんが

本部長、その中でまた新たにやるという中で、それは大

変期待しております。それから、山の保全、これ大変で

ございますので、引き続きどうぞよろしくお願いいたし

の整備。それから、カヤの販売先の確保、事業規模を

拡大するための専従職員の確保等といったようなこと

が課題となっております。

　北広島町からは以上です。ありがとうございました。

○議長（太田長八）　西村さん、どうもありがとうござい

ました。

　それで、芸北町の白川先生に今回大変お世話になり

ました。本当にありがとうございました。

　それで、私がやっぱりちょっと感じたのは、中学生の

活用ですね。やっぱり中学生、カヤを刈って、地域通貨

でそれをまた地域で還元する。大変すばらしい取り組

みと感じましたので、うちの町もやってみたいなと感じ

ましたので、その節はまたご指導をよろしくお願いいた

したいと思います。

○北広島町生涯学習課長（西村　豊）　ありがとうご

ざいます。

○議長（太田長八）　どうもありがとうございました。

　続きまして、島根県大田市の環境政策課長、和田二

朗様、よろしくお願いいたします。

○大田市環境政策課長（和田二朗）　皆様、こんにち

は。島根県大田市です。

　市長が所用で出席できませんので、私、環境政策課

長の和田が代理で発表させていただきます。

　大田市は、東西に長い島根県のほぼ中央部に位置

する人口約３万3,000人の小都市です。北は日本海に

面し、南は中国山地が迫っているため、山林原野が多

く、平たん地は僅かです。

　本市は世界遺産、石見銀山遺跡に代表される貴重

な歴史文化や国立公園三瓶山をはじめとした豊かな

自然に恵まれています。昨年度には「石見の火山が伝

える悠久の歴史～“縄文の森”“銀の山”と出逢える旅へ

～」が日本遺産に認定され、さらなる観光客の増加が

期待されております。

　さて、当市には標高1,126メートルの三瓶山があり

ます。その麓には西の原、東の原、北の原と呼ばれる草

原があり、放牧のほか、観光客、市民の憩いの場として

利用され、クロスカントリーコースなども整備されてお

ります。また、ダイコクコガネ、ユウスゲ、オキナグサと

いった希少動植物の生息地となっており、中でも最も

広い西の原では、毎年春に火入れが行われ、三瓶山の

草原景観の象徴的な存在となっております。

　三瓶山は、昭和38年に大山隠岐国立公園の一部に

編入されましたが、山麓に広がる牧歌的な草原景観が

指定理由の一つでした。ところが、昭和50年代になる

と、時代の流れから放牧が急速に廃れていき、植林な

ども行われて、山肌は一気に森林化していきました。放

牧の衰退とともに途絶えていた火入れですが、観光客

の出火による山火事を契機に平成元年に復活し、以降、

防火の観点から行政が主体となって毎年３月に行うよ

うになりました。

　平成７年には西の原の一部が放牧場として整備さ

れ、24年ぶりに放牧が復活しました。平成９年には、第

２回全国草原サミットが三瓶を会場に開催され、これ

をきっかけに行政、研究者、農業者、ＮＰＯなどの官民

ネットワークが形成されました。

　翌年からは放牧による防火帯切りを行うなどの工夫

により、経費を極力抑えながら火入れを実施すること

ができるようになりました。

　平成19年からは、従来の牧野組合、大田市等に消

防、警察が協力する体制に自然保護団体や地元の自

治会、ボランティアなどが加わり、市長をトップとした実

行委員会方式で火入れが開催され、また、目的の中に、

従来の防火に加え、国立公園管理計画にも明記されて

いる草原景観の維持を加えました。

　官民の連携により日本で一番安全な野焼きと自負し

ておりましたが、平成29年度には、風向きと火勢の急

激な変化により、消防署の資機材輸送車が１台全焼す

るという事故が発生しました。近年はドローンも取り入

れ、経験豊富なリーダーが最前線の状況を具体的に把

握しながら指示を行う形で、より安全に火入れを実施

しております。

　昨年度は新型コロナウイルス感染症の予防を考慮

して、ボランティアを募集せず、約30ヘクタールを関係

者約150人態勢で実施いたしました。現在、西の原の

草原景観は、放牧や火入れなどによってある程度守ら

れているものの、人の手が加わらなくなったところはす

ぐに森林化してしまうという現実にあります。このすば

らしい草原景観を貴重な財産として、将来にわたって

保全していくには、多くの市民や関係機関の協力が必

要です。また、単に火入れに参加してもらうだけではな

く、その意味合いを十分に理解してもらうことが大切で

あると考えております。

　以上です。

○議長（太田長八）　和田様、どうもありがとうございま

した。

　今の大田市さんから観光客の火事からまた再開さ

れた。災いをよいほうに持っていったことで、すばらし

いことだと考えております。さらにまた、山焼きの難しさ、

いくらやっても大変だと。そういう中で、もう大変勉強に

なりました。

　またこれ話は違いますが、今回は大変ネットワーク

の高橋先生にお世話になっており、高橋先生は何か大

任者ということになっておりました。地元の消防団が

ジェットシューター担いで火消ししているところ……、

私もしていますけれども、あとは阿蘇グリーンストックさ

んにボランティアの要請をしまして、ボランティアのご

協力を得ながら野焼きを推進しているところもあります。

　地震前ですね、死亡事故とか怪我とかがありました

んで、そういった理由で、その後、地震がありましたの

で、野焼きが再開できないというところになっておりま

す。再開するための今、工面をしているところであります。

　ちょっと私が知らないでですね、地元の行政区以外

でしているところもあるかもしれませんけれども、基本

的に地元の行政区が事業主体として野焼きを実施して

いるところであります。

　以上です。

○議長（太田長八）　後藤さん、どうもありがとうござい

ました。

　ほかの自治体で何か活動しているところがありまし

たらお願いしたいと思いますけれども。

　じゃちょっとうちの取組が、ちょっとうちの町は結構

行政が携わっていたんですけれども、今は財産区、

やっぱり共有財産区、いわゆる区ですね、区の方が中

心となりましてやっております。行政が出ているのは消

防団、これも民間ですけれども、ある程度それに対して

参加で、もうほとんど民間がやっている中で、やっぱり

皆さん方も同じもう高齢化、そしていかに高齢化の中

で新たな担い手を見つけるかということが課題でござ

いますので、その課題につきまして、後でまた課題、問

題にしていきたいと思いますけれども、太田市長、こう

いうことでよろしいでしょうか。

○真庭市長（太田　昇）　今、町長がおっしゃいました

ように行政区も結局高齢化したり、メリットがあればす

るけれども、メリットがなかったらなかなか、昔やっとる

から、景観がどうだから、動植物がどうだからといって

なかなかできなくなってきていると思うんですよね。だ

から、安全でありながらどういう仕組みで何か新しいこ

とができないかとかですね、そういうことを勉強したい

わけですけれどもね。私の頭の中で考えているのは、怪

我をされても困るけれども、山焼きは難しいですけれど

も、カヤの刈り取りなんかは、これも大変なんですけれ

ども、一つの観光と結びつけてできないのかなと。ただ、

山焼きのほうはね、これは消防団の協力、そして死亡と

か事故のないように、それからその日の気象条件に

よってできなくなるとか、非常に不安定要素もあるんで、

なかなかいい知恵が出ないんですけれどもね。そのあ

たり、教えていただいたり、また知恵を出していただけれ

ば、このサミットが有意義だなというふうに思うんですが。

○議長（太田長八）　今、太田市長さんからいろいろ

問題点を提案、提示していただき、何か首長さんでこう

いう案がいいじゃないか、そういうことがあったらまた

ご発言願えれば大変ありがたいと思いますけれども。

　じゃ、まず私からちょっと発言させてもらって、皆さん

方には指名させていただきますので、よろしくお願いい

たしたいと思います。

　やっぱり今、太田市長が言ったように、山焼きをね、

ただ昔からやっているからやるんだと、そういうことが

結構、自分も多いと感じております。そういう中で、私、

これから生きる道は、うちの町、観光でございますから、

また太田市長さんが言ったように、観光と草原との結

びつき、それをいかにやっていくかということが大切な

のではないかと考えております。そういう中で、昨日の

シンポジウムの中で、やっぱりカヤを皆さん方に刈っ

てもらった中で、カヤを刈ることによって山焼きの負担

も少なくなるようなことも聞きましたので、そのカヤを

刈って、また観光に生かした中で、草原を守っていきた

いと考えております。

　また、カヤを刈ったことも、やっぱりある程度資金源

になるようなことも聞いております。さらに、自分は子供

たちが草原に対するある程度の認識、小さいときから

持っていなければなかなか草原に対する愛情は湧か

ないと考えておりますので、その辺の教育の活動もして

いこうかなとは考えております。

　東伊豆町はとりあえずそういうことを考えております。

では新温泉町長の西村町長、いかがでしょうかね、こ

んな考え方は。それから各首長さんにちょっといろいろ

まずお話を伺いたいと思います。

○新温泉町長（西村銀三）　当町、ＮＰＯ法人、上山高

原の周辺集落の７集落、それからもちろん県、行政、町

もバックアップして、地域が主体で取り組んでおるんで

すけれども、何といっても人口減少が最も我が町では

厳しい町であります。合併して今年で15年たったんで

すけれども、３割近い人口減少地域ということで、地域

は最も危機的意識を共有しているということで、上山高

原におけるこういったカヤの利用、それから山焼き、こ

ういう事業を通して知識の意思統一に大きく貢献でき

ていると。

　今回も実は、この７集落周辺に地域の運営組織がで

きることになりました。そういったことで、地域の意思を

まとめるためのそういった運営組織と同時に、施設の

建築も今年度スタートいたしました。そういった意味で

は、一つの高原を地域の過疎と、そういった過疎意識

を払拭して、地域の活性化につなげていく、そういう点

で新温泉町では大きく貢献できつつあるということを

つ草原が残る里を再発見いたしまして、その大切さを

広く紹介するとともに、次の世代へと残していくことを目

的に、未来に残したい草原の里100選を選定するとい

うことが目的でございます。

　期待される効果といたしましては、４点ございます。

社会的に価値が認知されていない草原の掘り起こし、

２点目が草原の価値を知らない人への普及、３点目、

現に草原に関わっている人たちの意識や誇りの向上、

４点目が火入れやカヤぶきなどの伝統文化の担い手

の価値づけでございます。

　事業のスケジュールですが、このアナウンスにより募

集を開始いたします。応募の締切りを今年の12月とい

たしまして、その後の審査に入ります。翌年の４月には、

この選定結果の発表、秋には表彰式やシンポジウム

等、普及・交流の機会づくりを予定しております。

　その他の事業概要につきましては、全国草原再生

ネットワーク会長の高橋様より説明をお願いいたします。

○全国草原再生ネットワーク代表理事（高橋佳孝）　

それでは、少し詳しく述べさせていただきます。未来に

残したい草原の里100選を本日、募集のアナウンスを

させていただいております。主催は、全国草原の里市町

村連絡協議会の主催でございます。

　ただいま太田町長のほうから詳しい経緯が述べら

れましたので、この部分は割愛させていただきますが、

本日この第13回全国草原サミットにおいて募集をアナ

ウンスするというところに至っているわけでございます。

　草原の100選というのは、先ほどちょっと町長のほう

からもお話がありましたけれども、日本には多様な自

然を形づくる希少な生態系の一つである、それが草原

であるということですね。長年にわたって、人と自然の

関わりの中で地域の環境、文化、観光など様々な恵み

を提供してきました。しかし、多くの人たちは、国民の多

くは、草原の成り立ちや意義を知らないという現実もご

ざいます。このような多様な価値を持つ草原と人のつ

ながりを再発見して、その大切さを広く紹介し、次世代

へと残していくことを目的として、今回、草原100選を

選定するに至ったわけです。

　ここで言う草原の里というのは、草原に関わる暮ら

しが残る里というイメージをしていただければよろしい

かな。

　これはコンセプトペーパーとして、前会長の日高会

長のときに作った内容ですけれども、この右のほうに

書いてありますように、未来に残したい草原の里100

選の選定というのは、地域からの自薦によって選定し

ていこうと。それから、様々な科学的な観点から評価す

るし、この選定の過程そのもの、あるいはその論議をす

感じております。

　実は、神戸とか周辺、特に関西方面、神戸・大阪方面

からのいろんな協力、山焼きにおける協力者も出てき

ていまして、いろんな意味で地域の盛り上がりができて

いるということであります。いろんな相乗効果が生まれ

ているというのは、この草原サミット以降、非常にいい

流れができていると考えております。

○議長（太田長八）　ありがとうございます。

　串間市としましては何かありますか。

○串間市長（島田俊光）　私たちはカヤを利用すると

ころじゃないんですが、牧草、昔からの家畜の牧草地

帯ということで、取り組んでいたわけでございます。た

だ、我々が一番重要視しているのは、都井岬の風光明

媚な観光地の保全に取り組んでいるんですが、我々本

当にその人間を集めるのが大変な状況にあるわけで

すが、もともと岬はマツ組合という団体がありまして、そ

のマツ組合がボランティアで活動する人たちを今、真

庭市も言われた観光にマッチした方たちを呼んで、

100名程度の人たちで野焼きをしているわけですが、

本当に野焼きの体験というのはですね、今の現代の中

ではなかなか体験することはできないんで、その体験

学習に来る人は少しずつ増えつつあります。ただ、行政

として、野焼きの体験をどのようにアピールするかとい

うのがございます。また、太田市長が言われたように、

死亡事故などが発生したときの我々の責任ですね、そ

ういうのが問われますので、ここはもう少し考えてやる

べきじゃないかなと思っております。

　あと一方の笠祇というところにあるんですが、ここも

やっぱり牧草を育成するための野焼きをしております

けれども、ここが人口減少と高齢化が進んでおりまして、

やはりここの野焼きについてもボランティアで、いわゆ

る体験学習というようなことで人を集めてやっていると

ころでございます。

　また、真庭の太田市長さんにはＣＬＴの研修や木質

の研修でいろいろとお世話になりました。心から感謝

を申し上げたいと思います。

　串間の取組としては、観光とマッチした野焼きでござ

いますが、ただ、それがうまくいくかいかないかは我々

の努力だろうと思いますので、今後の課題として取り組

んでいきたいと思っております。

　以上であります。

○議長（太田長八）　ありがとうございました。

　すみません、川南町長の日髙さんも何かございまし

たら。

○川南町長（日髙昭彦）　うちは湿原なんで、面積も３

ヘクタールぐらいなんで、皆さんのことを聞きながら勉

強していたところで、職員とどうするという話をしていた

ところです。ただ、本当に人が手を入れないと維持でき

ないというのは共通の課題でありますので、そこは

やっぱりみんなで知恵を出していくしかないんだろう

と思っております。

　以上です。

○議長（太田長八）　ありがとうございます。

　太田市長、これでまた何かありましたら、よろしくお

願いします。

○真庭市長（太田　昇）　ありがとうございます。

○議長（太田長八）　太田市長、よろしいですか。

○真庭市長（太田　昇）　ありがとうございました。

　また私どもも勉強させていただきながら、地元でしな

がらボランティアとかですね、そういう人も育て、そして

観光にまで、山焼きも初めは安全なところでやっても

らって、それからだんだん慣れていただければ、結構も

う毎年来るというような人も出てくるはずですのでね、

そういう守ることと自分の楽しみというか、やっているこ

との意義とを感じながら楽しんでもらえる、そういう人

をつくっていきたいと思います。ありがとうございました。

○議長（太田長八）　すみません、まだやりたいところ

ですが、時間がございませんもんで、この辺でこの会は

ちょっと閉じて、次の議題にいきたいと考えております。

６．草原１００選について

○議長（太田長八）　次は、「未来に残したい草原の里

100選」のアナウンスでございます。

　それではまず、私からこの事業の趣旨、また経緯、そ

れとスケジュールにつきまして説明させていただきます。

　主催は、全国草原の里市町村連絡協議会でござい

ます。協力また後援は、一般社団法人全国草原再生

ネットワーク、後援は環境省、静岡県、一般社団法人の

茅葺き文化協会、公益財団法人日本自然保護協議会

となっております。

　事業の趣旨ですが、多様な価値を持つ草原が残る

里を再発見し、その大切さを広く紹介するとともに、次

の世代へと残していくことを目的に、未来に残したい草

原の里100選を選定いたします。

　事業の経緯といたしましては、2012年に阿蘇で開

催されました、第10回全国草原サミットに出席した14

市町村の首長によりまして、草原100選の選定が提案、

採択されたことを受けまして、2016年に自治体におけ

る全国草原の里市町村連絡協議会が発足いたしました。

そして、2021年の総会にて、今回のサミットにてこの事

業の開始をアナウンスすることが決定いたしました。

　まず、事業の目的でございますが、多様な価値を持

記述でさせていただくということになっております。

　これ以外にも当然、重要な際立った特徴があれば、

それを考慮していくという形で選考の基準とさせてい

ただこうかと。

　それから、皆さん、興味をお持ちと思います。スケ

ジュールの問題ですけれども、今回、第１回選考とあえ

て書かせていただいたのは、さっきもお話ししたように

一発で100をそろえてそれで終わりという世界ではなく

て、一緒に歩みながら一つ一つ重ねていきたいという

ことです。２年か３年、数年かけてでもゆっくりと応募を

していただきながら選考していただくというスケジュー

ルを想定したものでございます。

　応募の公開は本日、この場で草原サミット東伊豆大

会において募集を発表いたします。

　応募期間、本日から１２月１５日必着という形を取ら

せていただきます。ただ、応募のフォーム等をホーム

ページで掲載する時期が若干遅くなりますので、近日

中にホームページは公開するという形を取らせていた

だきたいと思います。

　審査期間ですけれども、第１次審査は１２月１５日の

締切り以降２月から３月までに終わらせて、最終審査

を翌年の２月から３月頃に開催して最終決定をしよう

と思っています。この審査に当たっては、場合によって

は現地審査もさせていただくことになろうかと思ってお

ります。

　それから、発表や表彰のスケジュールですけれども、

結果発表は来年の４月を予定しております。これは主

催者である全国草原の里市町村連絡協議会の総会が

開催されるときでございますので、その場で結果の発

表を行います。

　その後、秋までに表彰式やイベントの準備を行うと

ともに、現地の取材を行いながら、より深くその内容を

理解していくような期間として、追加書類等の提出が必

要であれば、それもお願いするような形になるかもし

れません。

　表彰式やシンポジウム、一応、来年の秋を予定して

おります。こういう場で表彰されたということを皆さん、

内外に強くアピールする機会をつくっていこうと思って

いるところです。あくまでも選んで終わりという世界では

なくて、一緒に歩み、輪を広げる、そういう形の100選

にしたいと思います。何度も言いましたけれども、みん

なで積み上げていって、最終的には全国草原年鑑みた

いなものに集約できればいいなというふうに今考えて

いるところです。

　間もなく、近日中に公開されるホームページですけ

れども、若干、最終版とは異なることになるかもしれま

せんが、イメージとしてこんなふうな形のホームページ

が皆さんのほうにお伝えできるんではないかと思って

います。草原の里100選とは何かという文言もあります

し、スケジュールのことについても具体的に記述されて

いますし、選考の基準について、より詳細な内容がそこ

に記される予定になっております。

　応募方法、応募様式のダウンロードをここでやって

いただいて、それに書き込んで応募していただくような

形を取らせていただきます。

　それから、自治体の推薦が必要だというお話があり

ましたが、その推薦様式についても、ここにホームペー

ジ上でダウンロードできるようにしたいと思っております。

　最後に、湯本貴和委員長からのメッセージを載せさ

せていただく、そういうふうな構成ないようにしようと思

います。

　湯本先生のメッセージには、草原100選の概念とか

エッセンスというものがまさしく濃縮されておりますの

で、その一部をここにお示しして、最後の報告を終わり

にしたいと思います。

　ちょっと読ませていただきます。

　「未来に残したい草原の里100選」は、それぞれの

地域が草原を生かした地域づくりを競い合い、その輝

かしい成果を顕彰する場とは考えていません。共通の

課題を抱えている地域が互いの実践やアイデアを学び

合い、共に未来へ進んでいくための仲間探しの場であ

りたいと思います。みなさんが応募する段階で、誇るべ

き宝を再発見したり、足りないパーツを認識したりする

作業そのものに大きな意味があると信じています。ぜひ

とも「未来に残したい草原の里100選」にご応募いた

だき、わたしたちの仲間の輪に加わってくださることを

願っておりますというメッセージをいただいております

というメッセージを頂いております。私たち関係者の共

通の思いを言い表していただいている内容だと思って

おります。

　草原の里というのは、まさしく未来に向けた草原保

全のシンボルになるであろうと思っております。風土に

根差した特色のある草原を育み、未来への展望も様々

な人の活動があり、そのような活動を通して人々が交

流し合う里、そういうものをイメージしたものになると

思われます。ふるさとの原風景とも言える草原のある里

の認知度というのは、まだまだ低いものがございます

が、この草原100選の活動を通して、草原の魅力と価

値を広く国民に伝えて訴えて行きましょうということで、

最後の言葉とさせていただきます。

　以上が未来に残したい草原の里100選の概要説明

でございます。ご清聴ありがとうございました。

ることがとても重要なんだということが期待されており

ます。

　それから、選定によって、先ほど町長からお話があっ

たように、様々な効果が期待される。さらに、未来へ向

けてですね、草原の里の持つ価値をアピールすること

になるというですね、新しい草原の活用方法もそうで

すし、草原の持つ新しい価値、そういうものを対応して

いくものにもなりますし、利用や保全をそれによって促

進されるようなものにしたいと考えております。

　それで、今回の草原の里100選の事業を行うに当

たって、大きなコンセプトをみんなでちょっと考えて行

きました。地域の人 と々草原の関わりの繰り返しの中で、

地域に蓄積されてきた知識とか意識、技術そのものが

草原の里の持つ価値であるというふうに考えました。こ

の価値のあるものを「共創資産」という、新しい用語で

すけれども、として捉える。各地に残っているこの共創

資産を日本全体で共有し活用することによって、次世

代に希望のある自然共生型社会を実現することに寄

与していこうではないかというのが事業のコンセプト

でございます。

　この事業、落とすための選考ではなくて、できるだけ

拾い上げ、仲間を増やしていくという観点から、また、一

度に100選ぶということよりも、時間をかけて少しずつ

増やしていく、そういうふうな形で進めたいと考えてお

ります。

　応募要件ですけれども、自薦という形で、草原と関わ

る民間団体、あるいは地方公共団体が応募できますと

いう形。ただし、民間が応募する場合には、地方公共

団体の推薦が必要となります。

　それから、選定の対象となる草原の里は、現在ちゃ

んと草原が存在している地域ということになります。

　応募に関しての確認事項、幾つかあります。これはま

た応募要領の中で詳細に記述しておりますので、そち

らをご覧になっていただければと思います。

　もし選考されなかった場合も、結果はちゃんとフィー

ドバックしていこうというふうなことを考えております。

　それから、選考の方法ですけれども、有識者の皆さ

んによる草原の里選考委員会というのを組織いたしま

した。ここが最終選考を行うということです。それから、

この選考委員会の下に実務者で構成する運営委員会

というのを組織しております。運営委員会は、１次審査

というか、書類審査を担当する。その結果を基に、最終

的に草原の里選考委員会が最終選考を行うという形

にしております。

　１、２と掲げてあります、最初は応募書類による審査、

候補の絞り込みを１次審査としてやって、１次審査で絞

り込めた地域について最終選考を行うという形を取ら

せていただきます。

　具体的な選考委員の名簿を一応ここに掲げさせて

いただいております。

　上のほうから、日本茅葺き文化協会代表理事の安藤

先生、それから、全国草原の里市町村連絡協議会の会

長である東伊豆町長の太田町長ですね。それと私と、

それから、京都大学霊長類研究所所長である湯本貴

和先生。湯本先生にはこの委員長になっていただいて

います。それから、皆さんよくご存じの東京大学名誉教

授の養老孟司さん。あと２名ほど、今、内諾をいただい

ている委員がございます。２人とも女性の委員でござい

ますので、最終的には７名の委員構成になる予定でご

ざいます。

　それから、選考の基準ですけれども、草原の生態系

と人々が暮らす里の関係性がつくり出した共創資産を

軸に５つの観点から選考するという形を取らせていた

だいています。一つ一つ、今から述べていきますけれど

も、１つは草原の自然、環境的価値と言ってもいいのか

もしれませんけれども、動植物が特徴的なものがある

かとか、景観の特徴はどういうものがあるか、そういう

ものをいくつかのポイントとして捉えて評価していく。

　それから、草原からの恵み、実際に利用の価値を受

け取っているかとか、あるいは資源の恩恵を被ってい

るかとかいう点からも評価していきたいと。現代的意義、

あるいはその認識というのもここに含まれますけれども、

過去の利用方法やどういう形の草原の恵みを得ている

かという具体的なものを判定する予定にしております。

　３番目が草原を維持し、享受する仕組み、そのもの

がきちんと理解されて継続されているか。それを持続性

とか公共性の尺度から評価をしていこうと。管理が

ちゃんと妥当なものであるか、それが今後も継続される

か、あるいはそういう意思が示されているか。それから、

経済がちゃんと還元されているかとかですね、主体と

かモニタリングというような項目が入ってくるかなと思

います。

　それから、４番目が共生型社会の実現に向けた波

及効果、まさしく未来に向けて草原の里が持つ重要性

をここで語っていただこうかと。地域や地域内外の社

会に及ぼすよい影響、これまであった影響もですし、今

後影響を及ぼすことが期待される、そういうものをきち

んと書いていただこうと。

　それから５番目、今の４つはある程度、選択肢で選

ぶような形をさせていただきますが、５番目はいわゆる

思いの強さです。関わっている人が熱く語れる熱量や

行動力を評価しようということで、ここらあたりは自由

○議長（太田長八）　高橋先生、どうもありがとうござ

いました。

　この件につきまして、何か質問がございますでしょう

か。ありましたら、挙手をお願いいたします。よろしいで

すか。

　それでは、このような方向でやりたいと思います。ま

た、多くの皆様の応募を期待しております。

７．サミット宣言採択

○議長（太田長八）　最後に、この第13回全国草原サ

ミットｉｎ東伊豆の宣言をさせていただきたいと思います。

　第13回全国草原サミットｉｎ東伊豆。

　私たちの暮らしに欠くことができなかった草原は、生

活様式が変化し草が使われなくなったことから、近年

ではとても珍しい風景になってしまいました。過疎、高

齢化により、山焼きや野焼きの担い手は減少の一途を

たどっており、今後、草原の維持はますます困難になる

ことが予想されています。

　細野高原でも、ススキを使うのはごく一部の農家とな

り、毎年早春に実施される山焼きが何のために行われ

ているか知らない町民も増えております。

　陸上の生態系は森林、草原、湿原などが様々な地形

の上に成り立っており、そのそれぞれに多様な動植物

が生息、生育しています。この多様性が人々の生活を

豊かにする礎となり、暮らしや文化が守られています。

草原は、その一端を担い、地域産業の基礎、水源の涵

養、生物多様性の保全、ＣＯ２の削減、カヤぶきや盆花

の文化など、様々な恵みを提供してくれます。

　草原を失うことは、これらのかけがえのない恵みを

失うことを意味しており、人々の豊かさや、また地域の

文化が失われることにもつながるものです。草原が育

んできた人と自然の共生の知恵や持続的な利用の技

術は、今後の持続可能な社会の実現を目指す上で欠

かせないものであります。

　私たち草原を有する自治体は、互いに学び合いな

がら草原を維持し、賢く利用していく努力を惜しまず、

草原のある里の風景を後世に引き継ぐための環境を

整備し、交流・連携を強化していくことをここ東伊豆町

において宣言いたします。

　それでは、東伊豆宣言。

　１つ、私たちの大切な草原、湿原を守っていくための

保全活動について、地域の関係機関と連携しながら共

に考え、支援していきます。

　１つ、すばらしい景観を活用した観光資源としての

草原と貴重な植物の自然観察など、教育・文化面との

調和を図り、次世代へと受け継いでいきます。

　１つ、かつてのように生活の中に草原の利用を取り

込む創意工夫を支援し、地域振興に活用できる社会環

境を整備します。

　１つ、未来に残したい草原の里100選事業を推進し、

草原の持つ魅力を全国に発信していきます。

　１つ、全国草原の里市町村連絡協議会の連携強化

とネットワークの構築、さらに全国の草原を持つ自治

体への協議会の加入促進を推し進めてまいります。

　以上、宣言する。

　令和３年９月27日。

　以上でございます。

　以上で議事を終了いたします。

　皆さん、このコロナ禍の中でこの全国サミット、参加

して本当にありがとうございます。特に首長様、今年、新

型コロナウイルス感染症の対応で大変お忙しい中参

加していただき、ありがとうございます。これからまた皆

様と連携し、この草原、また湿原の保全をやっていきた

いと思いますので、また連携して、またいろいろお知恵

を借りた中で、よりよいこの連絡協議会にしていきたい

と思います。

　本当に今日はどうもありがとうございました。

８．閉会

○司会　それでは、これをもちまして、第13回全国草

原サミット・シンポジウムｉｎ東伊豆大会を終了いたします。

　サミット宣言の精神に基づき、今後も各自治体や関

係者の皆様と草原の維持保全に取り組んでいきたいと

思います。今回は初めてのウェブ会議方式での開催と

なり、お見苦しい点もあったかと存じますが、ご容赦く

ださい。

　最後にお願いとなりますが、全国草原の里市町村連

絡協議会に加盟されていない自治体の皆様は、これを

機会に加盟のご検討をしていただきたいと思います。

　また、次回の草原サミット・シンポジウムの開催地が

決まっておりません。自治体の取組や草原のＰＲには

最も適したイベントだと思いますので、こちらにつきま

しても併せてご検討ください。

　新型コロナウイルス感染症が終息しましたら、ぜひ

東伊豆町細野高原にお越しいただきたいと思います。

　本大会へのご参加、ご協力、誠にありがとうございま

した。
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後の土石流がその中に入っていた木の炭素年代を調

べたら、２万５千年前後の炭素年代が出ていますので、

そこで一度起こったなというのは分かっているんです

けれども、その前には何度も何度も大分、山の南斜面が

かなり削られていますので、何度も起こった様子が見ら

れると思います。

【細野高原の川について】

○伊豆半島認定ジオガイド（鈴木京子）　今度は細野

高原の中の川のそばにやってきました。

　細野高原の中には、水源涵養保安林という地元の人

の飲み水を確保するために保安林というものをみんな

で植えて、水が自然にここに沈む込むような作業をしま

した。そのために、ここから二口ほど水源を引いていま

す。大体ここの水源は、町の総人口約１万２千人いるう

ちの千人、8.3％ぐらいの人たちのための水源になって

います。このお水は、保安林だけでなく、先ほどお話しし

ました土石流に乗って保安林の下には海底火山、その

時代からの長い年月をかけたいろいろな火山灰、そし

て火山礫が眠っています。そこの隙間を通り抜けて川の

水になっていますけれども、その火山礫の間を通り抜け

ることでたくさんの豊富なミネラルをお水の中に取り込

んで、おいしい水をつくっています。その水は私たちの

飲み水だけでなく、先ほどお話ししました湿原の動物や

生き物、生物、植物などの栄養分にもなっています。また、

町のほうに下りていきますと、農業用水になったり、そし

て、海のほうにこれが流れてですね、海の栄養にもなっ

ています。そのために稲取の野菜や果物、お魚はとても

おいしい味になっているのだと思います。私たちは細野

高原の自然を大切にして、これからもおいしい水、いろ

いろなおいしいものを食べれるような、そんな場所にし

ていきたいと思います。

　河原にはいろいろな色の石があると思います。これは

長い年月をかけて噴火してきた火山礫や凝灰岩です。そ

の火山礫や、白っぽい石がところどころに見えるんです

けれども、白っぽい石は、細野高原とまた違う斜面で爆

発的な噴火を起こしましたカワゴ平という場所がありま

す。そこは、ここと違って流紋岩や軽石を出しています。

その軽石などもかなり水分が石の中を、軽石は穴が開い

ていますので、その中が水分を通っていきます。そのため

また細野高原と違うミネラル分を含んだ水になっている

ので、本当にいろいろな豊富なミネラルを含んだ石が、

色によっても成分が違いますし、赤みを帯びているもの

は鉄分が入っている石です。錆びると赤くなりますね。

あのような変化を起こしています。そのようなものを含ん

だここの水はとてもミネラル豊富ということが分かります。

　でも、この河原を流れていっても浄化されているので、

もっと下流のほうに行っても、とてもお水がきれいで、本

当に飲みたくなるような、そのまま飲みたくなるようなお

水が見られます。

【最後に】

○伊豆半島認定ジオガイド（鈴木京子）　入り口の駐

車場の横に戻ってきました。先ほどの看板がある近くです。

　こちらに見える尾根が大峰山です。その大峰山の斜

面には、石の上と書いて石上という字名があります。こ

の字名のあるように、大きな岩がごろごろ点在している

様子が見えます。山焼きの後の２月下旬からワラビ狩り

の５月頃までは、点在している大きな岩を見ることがで

きます。この季節は草丈が伸びているのでよく分かりま

せんが、またその頃、今と違う季節にいらしてください。

　今日はありがとうございました。

②視察・オンライン見学後の感想

○司会　そうしましたら、東伊豆町の細野高原の案内

動画のほうは終了させていただいて、この後ちょっとお

時間をいただきまして、午前中に細野高原に視察してい

ただいた有識者の先生たちに少し感想のほうをお聞か

せ願えればと思いますので、ちょっと前の席のほうへご

移動をお願いいたします。

　そうしましたら、今日２時間ほどかけて細野高原のほ

うをずっと１周、見学をしていただきました。それぞれご

専門と、あとは町外の方から見た感想と印象というよう

なことを含めて、お一人ずつお話をいただけたらという

ふうに思います。席順のとおり座って、白川さんのほうか

らすみません、よろしくお願いいたします。

○芸北高原自然館主任学芸員（白川勝信）　ありがと

うございます。最初のほうなので、ちょっと安心しています。

　細野高原を久しぶりに見まして、やっぱり最初の印象

は広いなというところです。広さがやっぱり第一印象か

なと思いました。入ってすぐに、行くまでの道は植林され

ていてちょっと暗いですが、景色がぱっと開けたときに

左手にススキの波がわあっと広がっている様子という

のは、細野高原ならではだなと思いました。

るという提言をされました。これは後の草原100選のと

きにも出てくるワードですけれども、自然と社会が失わ

れれば、あるいは自然と人が失われれば、なくなるもの、

そういうものを共創資産と位置づけて語っておられま

した。また、この共創資産と言われるものは、時代ごと

の検証を受けて、長い間、自然と足されてきた、ある意

味中身のしっかりした技術や知識であると。そういうも

のが積み重ねているものがあって、そういうものを私た

ちはもう一度見直すとともに、将来に受け継いでいく必

要があるんじゃないのかなというお話でした。

　それを受け継ぐために必要なものとしては、その方

法であるとか実行力であるとか仕組みとか、あるいは

行政の役割として非常に大きいのは、法令とか条例の

整備とか、そういう環境整備であると。それから、普及、

教育という、この５つの観点をしっかりと捉えていく必

要がある。

　その中で草原に関わる象徴的な活動として、ご自身

が北広島の芸北地方で進められている茅プロジェクト

の紹介をしていただきました。これは、地域にあるカヤ

材を子供たちが作った市場に集めて、そこで「せどやま

券」という地域通貨を発行して、その発行したせどやま

券で地域の経済も回っていくという、様々なメリットを

持った内容でした。要は、利用が放棄されて社会資本

が喪失している中で、その利用の仕組みをもう一度導

入するによって草原の保全に循環性とか展望が生まれ

ているという非常に象徴的なお話でありました。

　各地に残っているこういう共創資産を見いだして、

それを共有して、それから未来にも役立てていくという

ことが大切だろうと。今日人間だからこそ生み出されて

いる、この美しさを大事にして生かしていきたいという

ことを最後に述べられて基調講演を終わられました。

　それから、パネルディスカッションは、その基調講演

をした白川さんがコーディネーターとして登壇していた

だき、東伊豆町の太田町長、それから私と、稲取地区の

特別財産運営委員会の山田さんと東伊豆町観光協会

の石島さんに登壇いただいて、この地元の細野高原の

活用、それをどういったふうに持続性の観点から理解

するかというテーマについてパネルディスカッションが

行われました。

　会場の様子はこんな感じで、それぞれ登壇しており

ます。

　それで、内容ですけれども、実は2008年にこの東伊

豆町で全国草原シンポジウムというのが行われていま

す。もう13年か14年たつわけですけれども、当時から

担い手の問題とか観光の利用について新しい取組を

やりたいという動きがございました。ただ、観光のほう

も着 と々いろいろな形で進めていて、例えば草原に入る

ときの入山料のような形で、観光客からその対価を頂

いて管理運営に回せるという、全国でも画期的な取組

もやられているんですけれども、そういう形で観光客が

増えるにしたがって、様々な問題点も生じてきているよ

うです。今後はその利用のルールをしっかりと構築し直

すことが大切であるというふうなお話がございました。

　そのためにも、都会の人と地元の人の意識の相違と

か認識の違いをうまくコーディネートするような、そうい

う組織体制も必要ではないかと。

　それから、入山料については、最初はいろいろと来

訪者から文句も言われたそうなんですけれども、今で

は多くの方がそれを理解して払っていただいていると

いう、そういう意識の醸成もできているんですよという

話がございました。

　草原はまさしく人との関わりの持続的モデルであっ

て、これは新しい社会の礎ともなるであろうと。それか

ら、草原学習は子供だけではなく、子供から地域へ広

がる、そういう可能性を秘めており、まさしくＳＤＧｓの地

域版である。そういうふうな結論で終わっております。

　最後に、町長さんのほうから、こういう問題は東伊豆

だけではなく全国の問題である。これからも多くの自治

体と共に手を取り合っていきたいという力強い宣言を

いただいております。

　それから、分科会はそれぞれの場所で行いました、

このオンラインを利用してですね。それぞれが自立し

て行っていったという形になっております。

　今回は３つの会場で分科会が行われました。１つが

この地元の東伊豆町の会場で、テーマは「保全・利用・

継承」と、これをどう循環させるかということで、地元出

身の東京都立大の内山さん、それから草原を守ってお

られる入谷区の鈴木さん、地域おこし協力隊の藤田さ

んがコーディネートしていただいております。

　蒜山会場のほうは、利用の面から、カヤの利用をす

ることによって草原保全にどう関わっていけるかという

ことで、地元の郷土自然館の前の館長さんでいらっ

しゃる前原さん、それから鳥取大学で自然再生につい

て関わっておられる日置先生、実際にカヤ刈りをした

り、カヤの建物を建てたりされている沖元さんと相良さ

んという２人のカヤぶき職人さんのトークセッションが

行われています。

　３番目の阿蘇会場は、草原の恵みを守る仕組みづく

りをどうするかということをテーマに行っています。主に

草原の持つ水源涵養力について科学的見地からの知

見、それから新しい知見というものを熊本県立大の島

谷さんから、それから、それを基にして、地域の草原を

たいと思います。

○東伊豆町長（太田長八）　それでは最後に、私から

静岡県東伊豆町の報告をさせていただきます。

　東伊豆町は細野高原という草原があります。昨日か

らのシンポジウムでも議論されてきましたが、この草原

の維持管理、また利活用、そして次世代への継承が、う

ちだけではなく、今聞きますと、全国の草原を持つ自治

体の共通の課題だと思います。このサミットで皆様のお

知恵をお借りした中で、また今後この課題に取り組ん

でいきたいと考えております。

　細野高原は、うちの町は稲取地区、熱川地区と二地

区があります。そして、稲取地区が４部落がある中で、

稲取地区に存在しております。その稲取地区の４区の

町内会が組織する稲取地区特別財産運営委員会が管

理しております。この４区の共同管理によりまして、防火

帯の設置や山焼きなどを実施しております。防火帯、ま

た山焼きにはそれぞれ120名ほどの人が出て実施し

ていますが、やっぱり作業者の高齢化、また、農業従事

者の減少によりまして、作業ができる区民が年々減りま

して、人的負担が増しております。また、この草原を管理

するのには、年間約500万円の費用がかかるため、経

済的負担も課題となっております。

　観光面では、この細野高原の資源を活用いたしまし

て、４月上旬から５月上旬にかけての山菜狩りや、また、

秋には秋のススキイベントを開催しております。イベン

トの開催時には、これはススキのほうですが、参加者

から600円、その他の期間におきましては20円を入山

料として頂いております。先ほど経済的負担のことを申

し上げましたが、これらの収入が維持管理には必要と

なってきます。しかし、これだけで全ては賄えませんの

で、入山料の値上げ、また新たな利活用を検討いたし

まして、この維持管理費用の捻出を考えていかなけれ

ばならないと考えております。

　そんな中で、イベント等のため、この道路、駐車場、ト

イレ等を整備し、誘客に努めておりますが、一方では、

来訪者のマナーも問題になっております。この大切な

資源を荒らされないよう、対策も同時に取っていくべき

と考えております。そして、何よりもこのすばらしい景観

や、また資源をどうやって次世代につなげていけるか

が大きな課題となっております。

　かつては農家の方がこのカヤをミカン畑に敷いたり、

またかやぶき屋根を使用したりするなどの活用がされ

てきましたが、農業後継者が減っていく中でのこの現在

では、カヤの需要もほとんどない状況でございます。し

かしながら、このすばらしい景観、また資源は、山焼き

等の保全活動を継続していかなければ守っていけま

せんので、町内の子供たちに、また地元にこんなすば

らしい草原があること、また、この草原は人の手によっ

て守られていること、また、カヤを使った昔の文化を教

育していくなど、未来につないでいかなければならな

いと感じております。

　これらの問題解決を図るため、昨年度、稲取地区の

特別財産区運営委員会をはじめ、行政、また観光協会、

農協、高原の専門員などで組織する「細野高原を考え

る会」が発足されました。この会では４区が継続的に細

野高原、これを維持管理していただくためにはどのよう

に、また、観光、産業などの資源としての活用、周辺の

地権者とも協力して、新たなこの魅力の創生、これを

図っていくかなどを検討しております。今日は皆様方か

らいただいたこの知恵をお借りいたしまして、この会の

発展にも生かしていきたいと同時に、この草原を全国

に発信できればと考えております。これからもどうぞよろ

しくお願いいたしたいと思います。

○議長（太田長八）　以上でこの参加自治体からの報

告が終わりました。いろいろなお話を伺いました。その中

でまた意見や質問等もあるでしょうから、ここからは自由

な形で意見交換会をさせていただきたいと思います。

　ご意見がございましたら、挙手をお願いして、発言し

ていただきたいと思います。どうぞよろしくお願いいた

します。

○真庭市長（太田　昇）　よろしいですか。

○議長（太田長八）　どうぞ。

○真庭市長（太田　昇）　それぞれすばらしい取組を

勉強させていただきましたが、恥ずかしい話、蒜山高原、

まだ山焼きの面積が80ヘクタールぐらいなんですね、

どんどん減っていて。何とか維持しようと思っているん

ですけれども。600ヘクタール焼いているとかですね、

本当にたくさん広い面積を焼いているとこら辺の取組、

もうちょっと詳しく、それもその行政というよりは、住民

の方とか、あるいは子供も参加してということですが、

もう少し、こんな取組をしているよということをご紹介い

ただければありがたいんですが。勉強させてください。

○議長（太田長八）　今、太田市長からの行政以外の

ほうの取組、これが何か具体的なことがありましたら、

どなたかご発言願いたいと思います。

　南阿蘇村の後藤さん、よろしくお願いします。

○南阿蘇村農政課主幹（後藤進哉）　先ほども説明さ

せていただきましたけれども、本村の牧野面積が

2,470ヘクタールで、野焼きが行われているところは

1,170ヘクタールということなんですけれども、地震前

はまだ野焼き面積は広くて、この事業主体というのが各

地元の行政区とかになりまして、以前は区長さんが責

【細野高原の管理の歴史】

○稲取財産区運営委員長（山田賢一）　細野高原は、

昔、町村合併が、昭和32年ですけれども、行われたとき

に、ここもそういうことで、昔ここがカヤ場で、ここの地区

の人らが農業に敷き草とか、山の屋根をふくときのカヤ

とかというものに利用しました。町村合併でここが稲取

地区の財産区ということで払下げがありまして、それで

我々が財産区として管理しているところです。

【細野高原の管理者について】

○稲取財産区運営委員長（山田賢一）　所有地の払い

下げがありまして、稲取地区、ここは特別財産区という

のが管理しております。

【細野高原のカヤ場の歴史】

○稲取財産区運営委員長（山田賢一）　そうですね、も

う僕が知らない昔から、ここはこういう形で、この地区

の農家の人たちが、要するに農業で堆肥を作ったり、畑

の中へ有機物の補給という形で、ここの草を持っていっ

て、畑の中に入れました。それとまたそのほかにも、かや

ぶき屋根のカヤの材料としても使われたそうです。

【山焼きをやるメリット】

○稲取財産区運営委員長（山田賢一）　山焼きをやる

ことによって、例えばこういういい敷き草とか、農業に

使うようなカヤとか、そういうのが病気を抑えられたり、

害虫も抑えられたりすることによって、いい材料というか、

そういうのができます。それとまた、きれいに焼くことに

よって、要するに何ですか、灰が落ちることによって、

土の肥料分の補給にもなるというようなことで、この原

野を保持していく上にはどうしても重要なことだと思

います。

【防火線づくりについて】

○稲取財産区運営委員長（山田賢一）　防火線焼きは、

大体120名ぐらいの方に出て、１日でやっています。山

焼きがその後、防火線焼きは大体11月に終わるんです

けれども、山焼きは大体２月にやります。そのときには、

もちろん区民の皆さんとか役場の職員の皆さんとか、

それとかいろんなこういうパラグライダーの関係者の

皆さんとか、そういう利用の皆さんに出ていただいて、

大体120～130名でやります。これだけの広さですから、

５人とか10人でやるわけにはいかないもんですから、

大体120名ぐらいの人の応援が不可欠です。

　先ほど言ったように、それだけの人を集めるのが１週

間ごとに大体、天候不順だと延びちゃうもんで、毎回の

ときにそれだけの人が集まってくれないと、山焼きが安

全にできない、それが悩みの種です。

【山焼きについて】

○稲取財産区運営委員長（山田賢一）　山焼きは毎年

２月に行われます。その前に準備として防火線刈りとい

うのを10月から11月にかけてやります。ここの周り全

部、境界線のところを防火刈りということで、12メー

ターぐらいずっと刈っていって、それを１週間から10日

ぐらい間を置きまして、それを全部燃して、防火線焼きを

行います。それで、それが終わりますと、もう火が入って

も大丈夫というようなことになりますので、２月の中旬

過ぎに、春を告げるということで、全体の山焼きを行い

ます。

【細野高原を考える会の発足の経緯】

○稲取財産区運営委員長（山田賢一）　細野高原は、

私たち子供の頃から毎年、春・秋の遠足は細野高原の

原野に来て、いろいろ親しんだわけですけれども、そう

いう中でこの細野高原をどういうふうにしていったら将

来にわたって維持できるかというようなことが今中心に

なっています。今、細野高原を管理して、今まで言いまし

たような防火線刈りとか、焼きとか、山焼き、そういうの

を稲取地区の区民全員で、皆さんで出てやってもらいま

すけれども、何しろ今、高齢化で、中心になっているのが

昭和20年代、30年代生まれの方が中心になってやっ

てくれています。だもんで、将来それを、細野高原を維持

していくのにどうしたらいいかというようなことで、細野

高原を考える会を立ち上げました。

　それともう一点は、今言った防火線、山焼きを管理し

て、ここの細野高原を管理するのに、ざっとですけれども、

年間500万ほど維持費がかかります。だから、今はゴル

フ場に入ってくるお金を町と折半して、それを運営費に

充てていますけれども、将来的にもなかなかそういうこ

とが難しくなるので、できれば少しでも自己財源というん

ですか、そういうのをつくっていかないと、この細野高原

を将来にわたって維持していくのが難しくなるかなとい

うようなことで、何とかこの細野高原を皆さんに知っても

らって、現状を知ってもらって、将来にわたってどういう

ことが考えられるかというのを皆さんと一緒に考えてい

ただきたいということで、細野高原を考える会というの

を立ち上げました。

 １．開会

○司会　皆様、こんにちは。

　本日は、第13回全国草原サミット・シンポジウムｉｎ

東伊豆大会の２日目となります。

　午後からのサミットに先立ちまして、オンライン見学

会として、東伊豆町の紹介動画と事前に収録した細野

高原のエリア活用に携わる方による細野高原の案内

動画をご覧いただき、細野高原や東伊豆町のことを

知っていただく機会にしたいと思います。

　なお、現地での収録については８月にしたものです

から、セミの声とかも入っておりますことをご了承くだ

さい。

　動画を見終わった後には、今日、朝から有識者の先

生の皆さんに細野高原のほう、実際行っていただいて、

現地を視察していただいておりますので、その感想な

どをお聞かせいただきたいというふうに思います。

　午後からは全国草原サミットを１時よりオンラインで

開催しますので、午後３時までとなりますが、よろしくお

願いいたします。

２．オンライン見学会

○司会　それでは、オンライン見学会のほうをスタート

させていただきます。

①オンライン見学会

○東伊豆町長（太田長八）　東伊豆町長の太田です。

　今回は、通常の形で大会を開催することができず、皆

様をこの細野高原にご案内することができず、本当に残

念です。このような状況が解除されましたら、ぜひお越

しいただきたいと思います。

　それでは、私からは、細野高原の概要につきまして、

お話をさせていただきます。

　この景色をご覧いただけますでしょうか。私が立って

いるこの場所は、標高約700メートルの場所で、ここか

ら15分ほど上に上がると標高821メートルの三筋山の

山頂にたどり着きます。そして、この眼下に広がる細野高

原の向こうには、太平洋に浮かぶ伊豆七島をご覧いた

だくことができます。何といってもこのロケーションこそ

が細野高原の自慢のポイントであります。

　広さは約125ヘクタール、東京ドーム26個分と言わ

れております。

　行事といたしましては、例年ですと２月に山焼き、４月

にはワラビを主とした山菜狩りが全体で楽しめ、10月

にはススキ祭りが開催され、ピークのときには期間中１

万人を超す来場者がありました。また、関東圏から比較

的近いこともありまして、映画やＣＭ、ミュージックビデ

オのロケ地としても有名になり、多くの作品がここ細野

高原で撮影されております。

　そんな細野高原です。皆さん、お越しいただける日が

来ましたら、ぜひともこの絶景を目に焼き付けていただ

きたいと思います。私といたしましては、一面ススキ野原

となる10月頃がお勧めでございますが、この細野高原

は四季を通じてすばらしいですから、いつ来ても、お待

ちしております。

　続きましては、稲取財産区運営委員長の山田賢一さ

んからこの山焼きの現状など、保全につきましてお話を

いたします。

○稲取財産区運営委員長（山田賢一）　稲取地区特別

財産区委員長の山田賢一です。よろしくお願いします。

【財産区委員長の役割】　

○稲取財産区運営委員長（山田賢一）　財産区各区の

区長さん中心で委員会をつくっていまして、そこの親方を

やらせてもらっています。この細野高原の細野の原野に

ついてのいろいろ管理とか運営とか、いろんなことを皆さ

んと相談しながら決めさせていただく、そういう仕事です。

　これがヤマアワです。

　こういうね、湿原の問題点として、だんだん土砂が

入ってくるんですね。それで、その上に水が流れるところ

が決まって、１か所だけこうずっと掘れちゃうんです。そ

うすると、水が周りに出なくなっちゃう。それでもってどん

どんススキがこう、乾燥化してススキが生えてきちゃい

ます。そういう状態がこれから大いに予想されます。

　ミズトンボって言います。トンボの顔に似ているじゃ

ないですか。

　これはね、ヤマイって言って、イってイグサのイ。山に

あるイグサでヤマイ。

　これがいいかな。ちょっと待ってね。ここね、ここにこ

う真珠みたいな玉がついているでしょう。これがシン

ジュガヤです。

　これはイブキボウフウと。

　ここに紫色の、これがホザキノミミカキグサと言います。

　ちょっとやぶに入りますけれども、ここにキキョウが咲

いています。キキョウっていうのは、花屋さんでも売って

いますけれども、野生のものは非常に貴重なんですよ。

【周辺の植生について】

○細野高原ネイチャーガイド（富永眞弘）　これはツリ

ガネニンジンと言います。黄色い花が、これはオミナエ

シです。これは女郎花って書いて、オミナエシという名

前です。

【中山一号湿原の状況】

○細野高原ネイチャーガイド（富永眞弘）　ここはね、

中山一号という湿原なんですけれども、こっちからどん

どん泥が入っちゃって、もう湿原の上のほうが見えなく

なっちゃっているという状態です。乾燥化がどんどん進

み始めています。この辺もね、生えている植物がススキ

じゃないでしょう、ワラビがあったり、何か他のものが生

えちゃっている。大分植生が変わってきています。

○細野高原ネイチャーガイド（富永眞弘）　今、ざっと

湿原の植物、草原の植物を見ていただいたんですけれ

ども、細野高原にはね、僕らが把握しているだけで約

500以上の植物の種類があるんですけれども、今日は

10とか20、もっといったかな、ぐらいしか見ていません

けれども。今日の見ていただいた中にもあるんですけれ

ども、静岡県の絶滅危惧種というのが細野高原に26種

あります。それから、環境省、環境省というのは全国で絶

滅危惧を定めているわけですけれども、その中に19、こ

こにあるものがあります。ということで、非常に貴重な草

原、湿原ということだと思います。

　以上で今日の解説を終わらせてもらいます。富永で

した。

○伊豆半島認定ジオガイド（鈴木京子）　こんにちは。

ジオガイドの鈴木京子です。稲取に生まれ育ち、今も稲

取に住んでいます。

　子供の頃からの思い出を踏まえていろいろお話しで

きればと思います。よろしくお願いします。

【細野高原について】

○伊豆半島認定ジオガイド（鈴木京子）ここ細野高原

は、伊豆半島の中央に横たわる天城山脈の斜面にあり

ます。天城山はフィリピン海プレートに乗って移動してき

て伊豆が本州に衝突した80万年前から20万年前の火

山活動によって生まれた大型火山です。火山活動が終

わった天城山は、浸食によってこちらの東斜面が大きく

削られています。天城山最高峰の万三郎、そしてこの細

野高原を取り囲む三筋山、大峰山も浸食に耐えて残っ

た天城山の一部です。

　細野高原の一部は、稲取泥流と呼ばれている土石流

堆積物に覆われています。何らかの原因で起こった山

崩れなどによって、水と土石が一体となって流れ下って

できたものです。高原内に点在する角の取れた丸っこ

い岩は、こうした土石流によって運ばれたものと考えら

れています。泥を多くふくむ土石流堆積物は、水を通し

にくく、水はけの悪いくぼ地には湿原をつくっています。

湿原は貴重な動植物の宝庫になっています。水を通し

にくい地層上にできる地下水は周囲に湧き出し、飲料水

の貴重な水源にもなっています。

　それでは、今から山のほうに行って、その場所を紹介

したいと思います。

【細野高原の岩の形について】

○伊豆半島認定ジオガイド（鈴木京子）　この大きな

岩ですけれども、このお山の上のほうにあって、この岩

の角が取れています。なので、これは先ほどご説明しま

したように、もっと上のほうから土石流に乗ってごろごろ

ごろごろ転がってきて、こういう角が取れたり、こういう

潰れていたりという様子が見られます。かなり大きさも大

きいですけれども、あちこち丸で、角が取れて、転がって

きたかなという様子が見られます。もっとね、割れたりし

ているときには、まだ角が鋭角だったりするんですけれ

ども、その後もまた転がって、何度か転がったかなという

ような様子が見られます。

　このほかにもたくさん、この辺りには大小いろいろな

石が転がっていますので、また、この山はそういう土石

流でいろんな石や砂や泥、いろんなものが転がったか

なという様子が見られると思います。

○インタビュアー　何回もそういう土石流が起こって

いたんですか。

○伊豆半島認定ジオガイド（鈴木京子）　そうですね。

一番というか、はっきり分かっているのは２万５千年前

【細野高原の利用状況】

○稲取財産区運営委員長（山田賢一）　春は、ご存じの

ように山菜狩りをやっております。これは観光協会では

なくて、財産区が主体になってやっています。それで、秋

はススキのイベントを観光協会が中心になってやって

いただいております。あとは、ここに撮影とか、いろんな

映画の撮影とか、そういうのにも使っていただいていま

すけれども、それは年中ではなくて、単発にやる、そうい

う形で使っています。

【細野高原の今後】

○稲取財産区運営委員長（山田賢一）　だから、今み

んなで考えているのは、あそこに、あれ、これ水源地な

の、この部落の。だから、水源地から見れば、手を入れる

ことはいろんな自然保護とか、いろんな環境の問題で、

水源地から上は手を入れないけれども、水源地から下

のここら辺を何か利用してくれる、何ていうの、企業とか

そういう団体があったら、ぜひ提供しますよというのを

私たちは今訴えているんです。もちろんここに自然破壊

するようなものを造られちゃ困るんですけれども、自然

を利用したもので、何かそういう、先ほど言ったような体

験学習とか、そういうことができるものがあればいいな

というようなことを考えています。

【次世代への継承について】

○稲取財産区運営委員長（山田賢一）　今言ったよう

に、管理しているのが我々中心なもんで、だんだんこの

草原をどうしていったらいいかということについては、

僕らの子供の頃は春の遠足、秋の遠足というのも細野

高原で、三筋山のてっぺんに登るのが楽しみでここへ

来ましたけれども、今の子供たちは本当に草原とかそう

いうのに親しむ機会がないもんで、できれば何かそうい

う体験学習とか、そういう形にどんどん使っていただき

たいなと思います。

○インタビュアー　以上です。ありがとうございました。

○稲取財産区運営委員長（山田賢一）　どうもありがと

うございました。

【細野高原の植生について】

○細野高原ネイチャーガイド（富永眞弘）　それでは、

私が今日の案内をさせていただきます。細野高原ネイ

チャーガイドクラブの富永です。よろしくお願いします。

　まず、細野高原ってどういうところかというのを植生を

中心に見た場合に、どういうところかというのを説明し

ます。

　まず、一番高いところ、風車が、向こうから２番目の風

車の辺りが一番高いんですけれども、あれから奥へ約

５分ぐらい行ったところが三筋山という山の山頂になり

ます。それが細野高原で一番高いところです。

　それから、その下へ、草原と林がありますけれども、草

原のほうが細野高原で、この稜線をずっとたどっていた

だいて、この林、量線を境にこちら側が草原で、向こうが

林になっています。こちら側が細野高原で、東伊豆町の

細野高原で、向こう側が河津町です。これがずっと延び

ていまして、その稜線に沿って、稜線のこちら側ですね、

ずっと下りて一番下の辺り、もうちょっと下まで細野高原

です。一番下の辺りが標高で370メートルぐらい。それ

から、一番高い三筋山が821メートル、標高差が約550

メートルありますので、気温的にも３℃ぐらいの差が

あって、それで、ご覧になって分かるように、草原が広

がっていまして、後で説明しますけれども、湿原があって、

それから、人工林がこう、杉の林ですけれども、人工林、

常緑針葉樹があって、ちょっとここからはあまり見えな

いんですけれども、落葉広葉樹があって、植物、草なん

かにしてもこういう林の中なんかの植物は草原の植物

とは違うものがあるというようなことです。

　先ほど３度ぐらい差があると言いましたけれども、春

のワラビなんかだと、下から取れるようになって、だん

だん上へ上がっていくと。秋の紅葉なんかは、上からだ

んだん下りてくるということです。

【芝原湿原について】

○細野高原ネイチャーガイド（富永眞弘）　ここは芝原

湿原という湿原です。このぐらいの大きさ、この柵があり

ますけれども、非常に小さな湿原ですけれども、こういう

小さな湿原が細野には４か所あります。湿原って、必ずし

もね、大きいからといっても、見ることのできるのは外周

ぐらいのもんですからね、このぐらいの大きさっていうの

は非常に適当だと思います。この細野の地面の下には

ちょっと粘土質の層がありまして、それで水を通しにくい

がありますので、こういうくぼ地には湿原ができています。

　ここ、こう荒らされていますね。これはイノシシが掘っ

たんです、ここのところを。これ至るところでやられてい

ますけれども、夏から秋にかけてやられると、種が落ちる

前に根が起こされて死んじゃう場合が、枯れちゃう場合

があるんです。あまりいいことではないです。

【芝原湿原の植生について】

○細野高原ネイチャーガイド（富永眞弘）　これ、これ

葉っぱを見ていただければ、アザミなんですけれども、

横を向いています。これはキセルアザミと言います。

　この花はサワヒヨドリと言いまして、フジバカマの仲間

です。ですので、この辺の紫の花、ヒメハッカと言います。

　ここに生えていますけれども、これはハイメドハギ、メ

ドハギというのはもともと真っすぐ立つんですけれども、

これははっています。

　コシロネといいます。

　さっきジオガイドの方から解説があったように、泥流

が流れたことで、ああいう、この斜面がずーっと続いて

いるような地形ができて、そこにススキがずっと一面に

生えているから、ああいう印象を与えるのかなと思って、

何か先ほどの説明を聞いて、改めて景色と重ねてみると、

思い返してみると、いいなと思いました。

　植生の印象は、やっぱり皆さん、ススキが小さい、小

さいというふうにおっしゃっていたんですけれども、全

体的に見て、低いところもあったんですけれども、高い

ススキもあったりして、これ多分、後から上野さん、詳し

く言って下さると思うんですけれども、山頂付近のです

ね、カヤという面で見れば、背丈が低いのは悪い、悪い

というか、使いにくいのかもしれないですけれども、植物

から見ると、背丈の低い植物がそろっているところは、

むしろ種の多様性が高まって、いろんなものが見えるの

で、上のほうのススキの背丈が低いところをもう少し

ゆっくりちょっと歩いてみたら面白そうだなと感じました。

　ビデオの中で500種類の植物がいるということで、こ

れは何かすごいなと思ったんですけれども、うちの近く

にある３つの草原で、それぞれ調べてみると、大体300

種類ちょっとなんですね、草原エリアの中だけでいうと。

そういう意味でも、ああいう、湿原がまずまとまった面積

で残っているというのが種数を増やしている一つ要因

になっているのかなと思いました。

　僕はもともと湿原をずっと興味があって調べたりして

いたんですけれども、今回見せていただいた中で、

ちょっと解説の中でもあったんですけれども、少し乾燥

化しているところというのは気になったところです。天然

記念物というか、文化財として指定されているところもあ

るんで、大事にしようということはすごく大事だと思うん

ですが、そのやり方については少し、先ほどビデオに出

られていた専門家とかですね、皆さんの意見を聞きな

がら、ちょっと見直しをしながら進めていただけたらい

いのかなと思いました。

　ただ、植物的には、先ほどのキセルアザミとかですね、

湿原特有の植物も見れたので、途中、役場の方から、

早く行きますよというふうに何回も促されながら、写真を

撮ったりして楽しませていただきました。今日はどうもあ

りがとうございました。

○司会　白川さん、ありがとうございます。

　続きまして、高橋先生、よろしくお願いします。

○全国草原再生ネットワーク代表理事（高橋佳孝）　

高橋でございます。

　私は草原生態のほうが専門なので、草原のほうは塩

坂さんのほうから多分詳しいお話があると思うんです

けれども、火砕泥流ですか、によってつくられた地形とい

うのが独特で、その中にスポリアが出ていたり、あるい

は浸食を受けたり、その泥流によって湿原のようなくぼ

地が生じたり、極めて多彩な地形がその中に含まれて

いるんだなと。ぱっと見た目にはとても広くて大きいん

ですけれども、実はその中にいろんな形の地形がある。

その中でススキの丈を一つ見ても、大きいところもあり、

小さいところもあり、ススキじゃなくて芝生のようになっ

ているところもある。それは恐らく地形に基づくものもあ

るでしょうし、今、利用されたり管理をされている作業そ

のものがですね、そういうものを生じさせている、モザイ

ク状のものというか、極めて多様なところなんだなと思

いました。

　先ほど500種という話がありましたが、阿蘇は２万２

千ヘクタール近くあるところですね、草原の植物500種

なんですよ。ですから、ここにかなり集約されているし、

中を見ると、湿原もとても大事な植物が多いんですけれ

ども、草原の中にも、例えばスズサイコとかキキョウとか

ですね、本当に今絶滅に瀕しているような植物もたくさ

ん生えているし、両方がとても大事なんだなという気が

いたしました。

　それから、管理のほうはやっぱり大変なんだろうけれ

ども、まだまだ地元の人たちがとても元気なんだなとい

う、多少人が少なくなってですね、きっと大変なところも

あるんだけれども、その気持ちだけはとても前向きであ

るというのが非常に印象深く受けました。

　これを今後どういうふうに仕掛けていって担い手や

仲間を増やしていくか、あるいは次の世代にどうやって

つないでいくかというのが大きな問題だと思いますけれ

ども、そのような熱意がある以上は、きっとうまくやってい

けるんじゃないかなという期待も込めています。

　もちろんそのときには外部からの働きかけや応援と

いうのも必要になってくるかもしれませんけれども、それ

はあくまで手段であってね、目標としているものがかな

り明確になっているので、大事なものを守ろうという意

識そのものをぜひ町民全体に醸成して、つないでいっ

て、広げていっていただければありがたいなと思います。

紅白が始まるぐらい、そんな時間帯です。今からメイン

で話します稲取泥流というのは２万５千年とされていま

すけれども、これは、だから12月31日の11時58分ぐら

い、２分30秒ぐらい、つい最近の話です。ですから、時間

が、皆さんの日常生活とスケールが違うので、そこを間

違えると混乱いたします。

　ですから、その斜線の部分が、まず伊豆半島の基底

をつくった海底火山堆積物で、その次に、この図でいく

と６番ですね。６番のゾーンというのは、浅間山とか大

峰山とか三筋山とかをつくったかつての、70万年ぐらい

前の天城火山の基盤をつくっているものです。それが先

ほども鈴木さんからご説明あったように浸食で残った

部分がこの６番の部分です。

　その後、新天城ができて、多分、これ土石流じゃなくて、

先ほど土石流、土石流と言っているのは、あれは間違い

で、土石流じゃなくて泥流です。土石流と泥流と全く違う

ものです。そこのところを混乱しちゃうので、さっき何か

フリップは土石流が、土石流がとあったんで、あれは実

は土石流じゃなくて泥流です。

　泥流はですね、どういうふうに流れたかといいますと、

さっき言ったように、この図でいくと左上のほうに天城

本体がありますから、あそこから流れてきたんですけれ

ども、流れたときに三筋山だとか大峰山が邪魔をします

ので、河津側に流れたほうと、それから、この東伊豆町

側に流れた、２つに大きく泥流は分かれました。

　今日話題になるのがこの東側に流れた泥流です。２

万５千年前ってどういう時代かといいますと、氷河期の

最後の時代。つまり海面が世界的に100～140メート

ルぐらい後退していた、海が今よりも140メートル低

かった時代。ですから、この土石流は、多分この稲取の

温泉街をぶち抜いて海の中まで入ったんです。溶岩の

ように非常に800℃とか1,000℃、高いので流れてくる

と、海につかった瞬間にそこで止まるんですね。だから、

あそこの伊豆高原の辺りの海岸がありますけれども、あ

れはあそこで溶岩が止まっちゃうわけです。ところが、泥

流の場合は泥なので、そこで止まらないんですね。だか

ら、海底の中にもそういう転石がたくさんあるはず。

　次に、泥流の真ん中にハート形の白いのがあります

ね、２番。これは火口なんですね。多分、泥流の中から

突き抜いてきたものなんですけれども、車で登っていき

ますと、右側にカーネーションの畑、ハウスと、それから

水田が唯一ありますね。多分そこは火口のところに長い

間、泥炭がたまって、その上に水田ができて、東伊豆唯

一の水田じゃないかと思いますけれども。その上に現在

はため池が、それこそハート形のため池があるんです

よ、これ空から見ると分かるんですね。そのため池とい

うのは、後で説明します、湧水が水温が低いので、その

ため池の太陽光で温めた上水だけを使って多分水田

をやっていたんだろうというのがこういう白いハートの

ところです。

　そのハートのところに今度は斜線が、ハッチが３か所

ありますね。これは凡例にもありますけれども、熱水の変

質帯と言うんですけれども、高温のマグマが地下に隠れ

ていて、その地下水が沸騰したような状態になって、周

辺の岩石を変質させるものです。特にこの水源地になっ

ている一番左側の上のところというのは、熱水で変質し

たものが粘土化して、こういう地下ダム、ダムの役目を

しているんですね。

　それからもう一つは、この地質のところには火山灰と

かスコリアは一応、剝がした図になっています。全面的

には多分スコリアは降っているんですけれども、それを

剝がしたやつになっています。ただし、右下のほうにあ

る白いところ、これがスコリアコーンで、これ玄武岩なん

ですけれども、これはつい最近、つい最近というか、か

つてスコリアを採取していた場所があるところですね、

右のほうです。

　それで、じゃこの今日見た湿地だとか湧水がどうなっ

ているかというと、結局、泥流が流れたときに、それがカ

ルデラの崩壊かどうか、そこまではまだ確認はされてお

りませんけれども、いずれにしても大量の水が流れたこ

とによって泥流が発生します。泥流というのは水土流、

泥水ですから、そこに大きな岩石も、それから山体の一

部も、コルクのように浮いちゃうんですね。浮いて流れて

いきます。これを流れ山と言います。代表的なのは、甲府

の北側の韮崎というところ、あそこに韮崎泥流、八ヶ岳

泥流というのがあるんですけれども、あれがあの辺で

やっぱり流れ山がたくさんありまして、武田信玄がその

山沿いにのろしを上げていったという、そういう流れ山

地形があります。だから、ここで、伊豆半島で流れ山地

形があるのはここだけです。

　流れ山でどういう現象が起きるかというと、重たいも

のから順番にこうもう流速がなくなるから落ちていきま

すね、止まります。止まるとどうなるかというと、後ろから

来た岩石がそこへまたこう何ていうかな、山が出来上が

る。そういうもの幾つもあります。さっき映像にあったパ

ラグライダーのランディングのところ、今トイレのあると

ころ。あそこも小っちゃい小山があります。あれも流れ山

の一つです。そういう流れ山と流れ山の間が当然へこ

みますよね。へこんだところは、下が泥流で水を通しま

せん。それから、この付近ですと、さっき言ったこの玄武

岩のスコリアだとか、西側にある大池のスコリアだとか、

そういうところはスコリアが飛んできます。そうすると、そ

　それから、私は文化財の専門じゃないんで、湿原のど

うこうというのは分からないんですけれども、手をつけ

ないで放っておくというのは、建物だったらよいかもし

れませんけれども、人と自然が関わってつくられてきた、

恐らく湿原についても人の手というのはかなり影響して

いるところもあるんですよね、そのあたりは詳しく分かり

ませんけれども。そういう全体的な自然そのものは、む

しろ文化財というよりは、文化的経過なのかなという感

じがします。そういう視点で見ると、やはり修復というの

が当然重要になってくる場面が結構あるんで、このまま

放っておいて手をつけないという自然ではなくて、地元

の人たちが合意の下に知恵を出し合って、それをよりよ

い形のまま後世につないでいくような仕組みづくり、ある

いはそういうものができたらいいなという感想を持ちま

した。

　以上です。

○司会　どうもありがとうございました。

　続きまして、笹岡さん、すみません、よろしくお願いい

たします。

○全国草原再生ネットワーク（笹岡達男）　こんにち

は。笹岡でございます。

　今日はたくさんの専門家の先生方に囲まれて、私は

専門家といっても、長く自然公園や自然環境の行政を

やってきておりましたので、詳しい話はもう先生方にお

任せしたいと思います。

　今日は純粋に細野高原の風景と景観をたっぷり楽し

ませていただきました。もちろんこの季節ですから、その

景観、風景の主役はすばらしいススキ草原なわけです

けれども、もう一つ見逃せないのは、あそこに立ってみ

るとですね、実はご承知の方も多いと思いますけれども、

伊豆半島というのは、海岸線とそれから天城山を中心

とする山稜線ですね。そういうところが帯状に、全部国

立公園に指定されているわけです。その中腹にある細

野高原はそうした区域とは違うんですけれども、細野高

原から眺める海、海が見える草原であると。そして、振り

返れば山も、すばらしい山が続いている。もう一つ、今日

も見えましたけれども、伊豆七島も見えちゃうんですね。

伊豆七島も国立公園です。

　そういう意味では、そういうすばらしい、自分が立っ

ている、目の前だけじゃなくて、その周りの風景、景観を

楽しめる場所としての細野というのはもう一つ価値が付

け加わるんではないかなというふうに思っています。

　そして、そういう草原を守っていくことについては、ほ

かの先生方からたくさんアドバイスがあると思いますけ

れども、やはり大変な維持管理の作業があるわけです

し、そのためには、何かこう、どういうふうに使うんだと

かね、こういうふうにここは守っていく、ここは使うんだ。

皆さんがその目的意識を持って、非常に大事なのは、や

はり地域でもって目的や利用の方法、合意を取るという

ことが大事なことだと思いますから、そういう皆さんの

話合いの中で、保全、利用、そして管理ですね。それをど

うやって引き継いでいくかというお話も昨日たくさん聞

かせていただきましたけれども、そういう新しいタイプ

の視点を大事にしながら、みんなで楽しんで守っていく

という、そういうところになっていけばいいなというふう

に思いました。

　本当に今日はどうもありがとうございました。

○司会　ありがとうございます。

　続きまして、塩坂さんのほうからお願いします。塩坂先

生は地質学がご専門ということで、先ほどのジオガイド

さんの提案内容を補足等もお願いしながら、ちょっとお

話しいただければと思います。よろしくお願いいたします。

○全国草原再生ネットワーク（塩坂邦雄）　ご紹介い

ただきました塩坂と申します。

　東伊豆町とは大変縁がございまして、大島近海地震

のときに、次の日にたまたま稲取駅のところで調査をし

ていて、そのときちょうどパニックがあってですね、何か

近々大地震が来るぞというみんな、いたんですけれども、

私は大丈夫だよと言って、皆さんをなだめた経験があっ

て、そのときの見高エリアの断層等も調査した覚えがご

ざいます。その以降は、私は趣味でパラグライダーを

やっているもんですから、空中からいろいろな調査もし

て、一応、自称空飛ぶ地質屋と言われておりまして、時々

空からおっこっていることがあるもんですからね、ソラ

ツカイとも言われますけれども。

　それで、実はこの伊豆は、今、熱海の伊豆山の土石流

調査もやっております。お手元にもありますけれども、こ

こにも図面を出していただきましたけれども、これは

倉沢さんと加藤さんとが作った、当時、稲取のこの付近

の地質です。

　この一番左上のところ、もっと上ですけれども、まず、

地形発達史といって、つまりどのようにこの稲取ができ

たかというところをお話ししますと、まず一番上に斜線

がありますよね。この図でいくと７番、この凡例でいくと７

番です。これが伊豆半島の基底をつくっている湯ヶ島層

群という海底火山の噴出物です。特に地質学というの

は、時間的な感覚が皆さん違うのは、例えば地球は46

億年なんですよ、分かっている限り。それを日常の365

日で割っていきますと、この伊豆半島の基底ができたの

は12月30日ぐらいです。もうつい最近の話なんです。

　それから、私が必死に100歳まで生きても、0.3秒で

す。まばたきですね。人類が誕生したのが12月30日の

○日本茅葺き文化協会事務局長（上野弥智代）　皆さ

ん、こんにちは。日本茅葺き文化協会の事務局長をして

います上野弥智代と申します。

　茅葺き文化協会は、所有者とか職人とか研究者とか、

それから自治体が一体となってカヤぶきのことをつな

いでいるネットワークの団体なんですけれども、今日、

細野高原へ伺って、また昨日から皆さんのお話を聞く中

で、私がわあと思うことがたくさんありました。でも、その

中を３つくらいに分けてというか、３つに絞ってお話しし

たいなと思うんですけれども、まず、皆さんが関心をお持

ちだったカヤというものとしてどうなのかというのは、も

う第一印象は、すごい元気なカヤだなという、カヤとし

て見たときに、細くてしなやかというのがありますけれど

も、背丈が高いからいい悪いじゃなくて、カヤそのもの

が真っすぐ細くてしなやかというのはすごくいいカヤだ

なというふうに思いました。

　昨日も話がありましたけれども、カヤぶきって、短いの

と、一番最後に長いので押さえて、それを竹で押さえると

いう、３層ぐらいにしていくんで、短いカヤも長いカヤも

要るんですね。長いカヤといっても、それが３メーターそ

のまま要るかといったら、やっぱりちょっと使えないんで、

切って使ったりするんですよ。だから、その短さというの

は使い方と連動するものなので、それよりも、ここの穂が

あれだけ立っていて、真っすぐ元気なカヤというのはす

ごいなというのをまず思いました。

　昨日も町内会長さんの鈴木さんのお話にも出てきた

し、山田さんの話にも出てきましたけれども、カヤってい

う、何か使うときはやっぱりカヤって呼んでいるんだな

という、屋根材だけじゃなくて、聞いていると、利用する

ときは草がカヤになっているなと思うんですけれども、

今、生えている状態だとススキですよね。それが刈り

取ってカヤ束、屋根ふき材、私の場合はちょっと屋根ふ

き材としてですけれども、屋根ふき材としていいカヤ束

ができたときにカヤになるというか、何でもかんでも刈

ればいいってもんじゃないじゃないですか。使い道に

よって。だから、それがススキが刈ってカヤになるという

こと。でも、皆さんの中にそれはもう当然のように根づい

ているんだなというのも感じました。

　今日案内していただいた上の山頂近くのところも、白

川さんが言っていたみたいにちょっと背は低いですけ

れども、あそこのカヤもいいカヤだったし、駐車場のと

ころも、下に少し広がっているところもいいカヤでした

し、最後見せていただいた湿原のそばにあったカヤは

結構背が高かったですし、あそこは少し、何かワーク

ショップ的にやるんであれば、あずまやもあるんで、あず

まやをカヤぶきにしたらいいんじゃないっていう話もあ

りましたけれども、あれ野焼きに巻かれるとすれば、毎年

屋根にトマブキみたいなのでかけてもいいんじゃない

かなと思いました。燃えてもいいんじゃないかな、そこは。

それでみんなでまた、何か新嘗祭じゃないですけれども、

豊穣を祝って、その屋根にふくというようなことにつなげ

てもいいのかなというふうに見ていて思ったんですけ

れども。そういう面白いいろんなことができそうだなとい

う、カヤとして使うということですね。

　さっき高橋先生が湿原のことでちょっとおっしゃいま

したけれども、法隆寺って、私、建築の専門なんで、法隆

寺って世界最古の木造建築って千年たっていると言わ

れているじゃないですか。でも、それはずっと放ってい

て千年もっているわけじゃなくて、修繕している。それを

植物資材を使って、大工さんなり技術者が修繕してい

る技そのものがすばらしいということで、この間、その

技そのものも無形文化遺産になったんですけれども、

伝統工匠の技って。そこにカヤぶきとかカヤ採取も入っ

ているんですよ。だから、ああいう植物材料を取ってく

る技そのものも含めて、だから、ああいうものができて

いるということが草原とかカヤ場も同じだなというふう

に思いました。

　それが１個目で、２個目はさっき内山さんから振られ

ましたけれども、もう一つ、わあ面白い、格好いいって

思ったのは山田さんのお話です。今、70代ですかね。こ

の財産区の皆さんの活動ですけれども、山田さんの話、

本当に面白いんですよね。若い頃は、何月頃みんなで

取りっこのように草を刈っていた、昭和50年代ぐらいま

で刈っていた、いやそれはこういうふうにやっていた、

カヤを降ろすのは、１週間ぐらい乾かしてから降ろして

いた、そういうお話がまだまだ生きているというか、それ

が話を聞いていて、すごい面白いし、格好いいなと思い

ました。

　今、草は使っていないのに、何で管理をあんだけ一

生懸命されているのかなというのもちょっと聞いてみた

んですけれども、やっぱり山田さんにとってはふるさとの

山だから、みんなにこのまんま何とかみんなにつなげた

のくぼ地にスコリアがたまって、それが、そのスコリアの

隙間が地下水の帯水層になるんですね。

　これも偶然の重なり合いなんだけれども、さっき言っ

た熱水が変質した粘土が下流側にあるもんですから、

ちょうどダムのように、地下にダムができている、ずっと。

それが一定程度常に安定して水を流下させているとい

うことになります。

　それからあと、この図で注意するのは、西側に黒い線

が幾つか見えますね。これが断層なんです。私のほうが

昨日泊まっていた旅館のすぐそばも通っていますけれど

もね。ずっと行って、あの伊豆急のトンネルのちょうど真

ん中を通って、国道135号線のところも、私の記憶では、

その小学校の下に自転車屋さんかなんかあって、その

自転車屋さんのところの真上です。そこを通って見高

エリアのずっと活断層があって、それからもう１か所、

浅間山のほうに、これちょっと書いてありませんが、浅

間山はもうちょっと左上かな、のところに浅間山ってあ

るでしょう、その斜面も、当時はほとんど植林されていま

せんでしたので、明確に活断層が確認できました。した

がって、東伊豆町は北西から南西に幾つかの断層が

あるんですね。そういう場所ですね。

　以上ですけれども、また後で質問があれば。

○司会　ご丁寧にどうもありがとうございます。

　続きまして、内山さんですが、内山さんは唯一の町内

のご出身で、今、東京都立大学のほうで研究をされてお

ります。よろしくお願いいたします。

○東京都立大学大学院都市環境科学研究科（内山義政）

　内山でございます。

　私は稲取の生まれで、何度も細野には通っているん

ですけれども、今は東京都立大学の博士課程の学生

をしております。今回、草原サミットの実行委員というこ

とで、役を務めさせていただいておりますが、ほかのサ

テライトの会場の先生方と比べて、まだ私、学生ですの

で、本当にこの大役、務まるのだろうかとずっとやって

きておりますが、今回、今日現地を見させていただいた

感想などをお話、２点、主にできればと思っております。

　まず１つ目に、後で上野さんからお話があるかと思

うんですけれども、あるかもしれないんですけれども、

今日ですね、現地見させていただいた中で、財産区委

員長と大変、地元の話を聞くのが楽しそうにされてい

るなという印象を強く受けまして、例えるとですね、例え

ば郷土の語り部なんかを語る観光イベントなんていう

のは各地で行われると思うんですけれども、まさしくあ

んな感じで、僕は考える会ですとか、財産区の会議と

かで伺っていても、本当に面白い話だなというのはた

くさんあるんですけれども、多分、地元でずっと住んで

いると当たり前だなという話も、例えばこの細野の管

理の歴史ですとか、そういった話も、改めて外部に発

信していくことで、そのお話自体が面白いコンテンツと

いうか、話になるのではないかなというふうに１つ思

いました。

　そうした地域の知見をそういうふうに改めて捉えてい

ただいて、誇りというか、引き継いでいくことが改めて必

要じゃないかなと思った次第です。そうしていく中で、先

ほど財産区委員長からの動画の中でもありましたけれ

ども、利活用をということですけれども、カヤで、カヤぶき

とか、実際見ていただいて、使えそうだという話もありま

したので、カヤぶきですとか、ぜひカヤ材の利用とか、

何ていうか、企業とか団体とかのそういうイベントとか

観光利用という面もあるかと思うんですけれども、ぜひ

草原本来の利用を、さらに新しい形での草原の資源の

利用という観点からで捉え直すのもいいのではないか

なと思いました。そうした中で地域での草原の資源の活

用の担い手という意味では、東伊豆町では最近、ＮＰＯ

ですとか大学が連携して様々な活動をしてきていると思

いますので、そういった地域でのつながりをまた活用し

ながら、細野高原のほうも今後動いていけたらいいの

ではないかなと、私自身もこれから一緒に関わってい

けたらなと思っています。

　２点目ですけれども、富永さんと鈴木さんの動画と、あ

と、私自身もネイチャーガイドのほうには時々参加させ

ていただいて、観察会、行かせていただいているんです

けれども、本当に今回の動画で、ちょっとしたやぶの中

に入らないと見られないキキョウですとか、もう本当に

道の、ちょっと奥まったところの道の、ふとこうよく見ない

と気づかないような石ですとか、そういった細やかな場

所まで熟知しているという地元のガイドですとか、そう

いう知識というものも人材として引き継いでいかなけれ

ばいけないなと思っております。

　私自身は、大学での研究ということで、なかなか綿密

にこの隅から隅まで熟知するということがまだまだ足り

ていないわけなんですけれども、そういった意味で、ジ

オもそうですし、植物ですとか生物のほうの専門的な知

識をより地域でも引き継いでいく人材がこれから必要で

はないかなというふうに思った次第です。

　以上、２点ほどです。ありがとうございました。

○司会　どうもありがとうございます。

　続きまして、上野さん、お願いいたします。

　上野さんは、一般社団法人日本茅葺き文化協会事務

局長を務められておりますので、そういった視点から

お話をいただきたいと思います。よろしくお願いいたし

ます。

１．開会

○司会　それでは、ただいまより第13回全国草原サ

ミット～未来へつなごう！壮大な海すすきの草原～を

開催いたします。

　私は進行を務めます東伊豆町企画調整課長の森田

と申します。どうぞよろしくお願いいたします。

２．挨拶

○司会　まず初めに、開催地を代表して、本大会の実

行委員長である東伊豆町長　太田長八よりご挨拶を

申し上げます。

○東伊豆町長（太田長八）　皆様、こんにちは。東伊豆

町の町長の太田でございます。

　本日は、この首長様におかれましては、新型コロナ

ウイルス感染症の対応で大変お忙しい中、全国草原サ

ミットにご参加していただきまして、誠にありがとうござ

います。

　本来であれば、皆さんにこの東伊豆町にお越しいた

だきまして、顔を合わせながらこの意見交換をさせてい

ただくところでございますが、１年延期したにもかかわ

らず、新型コロナウイルスの感染がなかなか収まらな

い状況ですので、このようなオンラインの会議とさせて

いただきました。ご理解願いたいと思います。

　この後、前回大会の報告、それから、昨日から行って

きましたシンポジウムの報告もお願いいたしますが、こ

こから先がメインであるサミットとなります。全国に存

在する草原の価値、また課題につきまして、参加者の皆

様から貴重なご意見を提言していただきながら有意義

な大会となるよう期待しておりますので、どうぞよろしく

お願いいたします。

○司会　町長、ありがとうございました。

　それでは、本日は東伊豆町以外に８自治体の皆様

にご参加いただいております。

　参加者について、事例等の発表順にご紹介させてい

ただきます。

　前回サミット開催地の宮崎県川南町、町長、日髙昭

彦様、兵庫県新温泉町、町長、西村銀三様、岡山県真

庭市、市長、太田昇様、前回サミット開催地の宮崎県

串間市、市長、島田俊光様、熊本県高森町、町長、草村

大成様、広島県北広島町、生涯学習課長、西村豊様、

いというのもあるけれども、そこにそうあってほしいとい

う思いが一番あるんだなというところ。山田さんのお話

を裏づけるようなネイチャーガイドのさっきの富永さん

とかジオガイドの鈴木さんのお話も、こういう方もたくさ

んいらっしゃるというのがもうすごいところだなという２

番目のわあです。

　最後は、笹岡さんとかの話にも出てきましたけれども、

山から海が近いじゃないですか。ここから15分ぐらい

であの草原に行けて、町もその間にあって、ジオの話も

ありましたけれども、すごく山から海までが見渡せる範

囲にあるという中に今の壮大な何億年の話から、その

暮らしが息づいていて、見えているということ、それでそ

こにさっき話したみたいな人がいらっしゃるということ

がもうすごいなというのが私の３つのわあでした。

　以上です。

○司会　どうもありがとうございました。

　先生たちのお話を聞いて、東伊豆町に住んでいる人

たちが感じていること、貴重な場所なんだなというよう

に思いました。また、動画のほうに出演していただきまし

た富永さん、鈴木さん、山田さん、どうもありがとうござい

ました。

　本来ですともう少し意見交換としたいところですが、

お時間になりましたので、これでオンライン見学会のほ

うは終了させていただきたいと思います。

　１時間昼休みを取りまして、午後１時から草原サミッ

トのほうを開催いたしますので、よろしくお願いいたし

ます。

　皆様どうもありがとうございました。

あったり、いろんなところに登場する、そういう特徴が

ございます。

　ここが町の中心部にあります、広さ的には３万

3,000平方メートル、3.3ヘクタールということでござ

います。植物のほうは、およそ300分類で、そのうち

170種ほどが希少な植物であるということでございま

す。平成22年から一般に公開しておりますので、今年

で12年目に突入したところであります。開園期間は４

月から11月の間ということになっております。

　では、この活動の状況の現状なんですけれども、基

本的にこの湿原は、ボランティアの団体であります川

南湿原を守る会の方々が運営をしていただいておりま

す。日常の草刈りなどの管理、それから植物の整備状

況、また、案内も全てそういうボランティアの方がやっ

ていただいているという状況でございます。

　管理作業は大きく分けて２つあるんですが、まず６月

ぐらいに水草を除去いたします。特にセイタカアワダチ

ソウ等が水路等に入りますので、それを全員で除去し

ます。そして１月には草出しをして火入れをするという

ことでございます。先ほど言いました守る会の会員の皆

様、それから役場の職員、一部ボランティアの方々に手

伝っていただいてやっているところでございます。

　現在、その湿原のほうの普及活動ということでござ

いますが、年に３回ほどの観察会を実施しております。

まず１回目が４月下旬のトキソウ・ハルリンドウ観察会

でございます。２回目が７月、夏にトンボの観察会、最

後が８月から９月にかけまして、ホシクサ観察会。ホシ

クサというのが実はもう世界でここしかないという、

ヒュウガホシクサであるとか、エダウチシロホシクサ

等がございます。専門の方には非常に貴重な植物だと

いうことでございます。

　今、本当にここしかない植物がありますので、一般に

開放しているんですが、まだそこまでＰＲをあえてせず

に、いろんな意味で、種の固定であるとか、そういう仕

組みを構築しながらいろんなことをこれからの目標に

しているところでございます。

　今回どこもそうですけれども、３年前に全国の大会を

開催させていただきまして、いい機会をいただいて、全

国的にＰＲを進めていこうという矢先ではございますが、

こういうコロナに関して、うちも県外とか遠くから専門

の方を含めた方が多くいらっしゃるもんですから、今は

残念ながら閉園という形になっております。いろんな工

夫や機会づくりをこれからしっかり行いながら、我々は

湿原の魅力をどうやって発信するか、これをどうやって

維持していくかというのをしっかり考えていきたいと考

えております。

　以上で前回の報告とさせていただきます。ありがとう

ございました。

○議長（太田長八）　どうもありがとうございました。

　本当、３年前に私、川南町さんと串間市さんにお邪

魔させていただきました。本当にすばらしい運営でござ

いまして、それを目標にやった中で、新型コロナウイル

スになってしまいまして、本当に残念でございます。そう

いう中で、やっぱりまず川南町の川南湿原、これを地

区の方が再現しようと頑張った中で、今、着 と々その準

備が進んできているということ、これはもう敬意に値い

たしますので、これによりましてまたまちづくりをやって

いけば、またすばらしい町ができるんじゃないかと思

いますので、頑張っていただきたいと思います。

○川南町長（日髙昭彦）　ありがとうございます。

４．シンポジウムからの報告、問題提起

○議長（太田長八）　それでは、次に、シンポジウムの

総括といたしまして、いつも大変お世話になっておりま

す、全国草原再生ネットワーク会長でございます高橋

様にこれまでの報告と、また問題を含めてよろしくお願

いいたします。

○全国草原再生ネットワーク代表理事（高橋佳孝）　

皆さん、こんにちは。全国草原再生ネットワークの高橋

でございます。

　昨日来、第13回全国草原シンポジウムがこの東伊

豆町で行われました。その概要について、私のほうから

説明をさせていただきたいと思います。

　ここは、町長の挨拶の写真が載っておりますけれど

も、昨日は基調講演とパネルディスカッションと分科会、

それから総合の討論会というのがございました。それ

に沿って、昨日のシンポジウムのご紹介をさせていた

だきたいと思います。

　最初は、芸北高原の自然館の白川さんの基調講演

から始まりました。基調講演の内容も非常に盛りだくさ

んでして、各地の人と自然が関わる取組について、たく

さんの事例を紹介していただきながら、そのなかに潜

んでいる非常に価値のある関係性というのを大事にし

ていこうということで、講演をいただいております。

　人と関わる自然をどのように守るかということですけ

れども、要は関わり合いを学んで、暮らしに寄り添って

人が決めていく自然そのものの価値を発信をきちんと

されているか、あるいは共有されているかという問題提

起から入ってきました。時代や地域に合った多様な活

用で、草原についても守っていく必要があるんじゃない

かと。

　大事なコンセプトは、残したいものは共創資産であ

島根県大田市環境政策課長、和田二朗様、熊本県南

阿蘇村農政課主幹、後藤進哉様、また、サミット中、草

原100選についてご説明させていただきますことから、

全国草原再生ネットワーク代表理事の高橋佳孝様に

もご参加いただきます。

　皆様どうぞよろしくお願いいたします。

３．前回サミットの報告（串間市・川南町）

○司会　それでは、各自治体から活動報告や課題の

提起などを発表していただきますが、ここからは、大会

実行委員長の太田長八東伊豆町長がサミット議長とし

て進行いたします。

　太田町長、よろしくお願いします。

○議長（太田長八）　それでは、しばらくの間、議長を

務めさせていただきます。太田です。

　ご協力のほどよろしくお願い申し上げます。

　まず、前回の開催地でありました宮崎県川南町長の

日髙昭彦様より、前回の報告並びに課題、取組につき

ましてご発言をよろしくお願いいたします。

○川南町長（日髙昭彦）　皆さん、こんにちは。川南町

長の日髙でございます。

　今回は本当にいろいろ大変な中、太田町長をはじ

め、関係者の方々に開催をしていただきましたことを改

めて感謝申し上げたいと思います。

　前回、もう３年前になります。市長お見えですが、宮

崎県の串間市と同時に開催をさせていただきました。

後ほど島田市長のほうにも話があるかと思いますので、

私のほうから話をさせていただきます。

　それでは、３年前、実は２つのＰＲポイントがありまし

て、１つはですね、今はオンラインでこうやって同時開

催、いろいろ当たり前なんですけれども、当時は串間市

と川南町と、県内ではありますけれども、車で３時間、

130キロぐらい離れていた会場を同時に開催をさせて

いただきました。今となればいろんな思いもあって、大

変だったんですけれども、いろんな経験もさせていた

だいたと思っております。

　もう１点が、川南町は草原ではなく湿原なんですが、

水のある草原を湿原という形で、初めてこの草原サミッ

トに湿原を登場させていただいたということで、改めて

感謝申し上げたいと思います。

　では、簡単に報告をさせていただきますが、前回は、

黒潮洗う野生馬の草原とトロントロンが育む湿原、ト

ロントロンについては後ほど説明いたしますが、そう

いうことで、連休明けの５月12日土曜日から月曜日ま

での３日間にわたってさせていただきました。延べ885

名の方に参加をいただいたところでございます。

　先ほども申しましたとおり、湿原を入れていただきま

したので、当時は12の自治体、特に県内から、川南町

と串間市ですが、湿原の関係で近隣市町村であります

新富町、高鍋町にも参加をしていただきました。

　先ほど言いましたとおりでございますが、このサミッ

トの中で宣言をさせていただきました。今回も宣言があ

るんですが、４つの項目をテーマとして宣言させていた

だきました。

　まず１点目がですね、まず、守るという点、それから２

つ目が安全、３つ目がＰＲ、４つ目が連携というキー

ワードになりますが、まず１つ目は、やっぱり湿原とい

うのは、草原というのは、人が手を入れないと維持でき

ないということで、今回も入っておりますが、湿原を守る、

草原を守る担い手の確保や保全活動を積極的に支援

するという、守るという点でございます。

　２つ目が、やっぱり草原管理の新たな技術やシステ

ムを活用する安全管理、つまり野焼きの安全性である

とか、カヤぶきの技術を、高所作業でありますので、そう

いう安全性を大事にするということで、安全管理体制

を積極的に支援するということでございます。そういう

安全を構築するということでございます。

　３つ目がＰＲというキーワードを使いましたけれども、

草原の大切さと公益的活用を広く国民にアピールする

ため、全国草原100選を選定するということを進める

ことを決定したところでございます。

　４つ目が連携と言いましたけれども、全国の草原を

有する自治体が連携して行動していくこと。全国草原

自治体ネットワークという、正式には全国草原の里市

町村連絡協議会という活動を強化するというテーマで

ございます。それは、前々回の平成28年、新温泉町で開

催されたときに設立をされたところでございます。

　それでは、簡単に川南町の活動の状況ということで

紹介をさせていただきます。

　まず、川南湿原ということなんですが、大きな特徴が２

つありまして、１つがですね、これは湧水、湧き水ででき

た湿原であります。よそからの流れ込みがないので、世

界でここだけという希少な植物が、現在発表されている

のが３つ、あとまだ幾つか未確定でありますけれども、ほ

ぼ間違いないということがございます。それから湧き水

でございますので、ここはたまたま町の中心地からすぐ

近く、歩いて行けるという地理的なメリットもございます。

　トロントロンという名前を先ほど申しましたけれども、

実はこれはトロントロンというのは、水が湧く、トロント

ロン湧く、湧き出るという音から来た正式な地名でござ

います。片仮名でございますが、川南町と言えばトロン

トロンというのが軽トラ市であったり、施設の名前で

どうやって守るかという、そういう行政側からの仕組み

づくりについて、南阿蘇村長の吉良さんから講演をい

ただいて、その後パネルディスカッションを行ったとい

うことです。

　東伊豆町の様子はこういう感じで、３人が登壇して、

会場と熱心な討議が行われました。こういう形で、茅葺

き文化協会の安藤先生なんかも非常に示唆的な、後で

ちょっとお話ししますけれども、コメントをいただいたり

して、地元の方たちもとても元気づけられる内容だった

と思っております。

　内容をかいつまんで言いますと、保全の面からいう

と、面積とともに管理がなくなったということが生物相

に大きな影響を与えているんだよと。それから、湿原保

全も大事だけれども、全体を通して鹿の問題が今顕在

化していて、草原だけで語れる内容ではなくて、全体の

管理ということも必要になってくるだろう。それから、

ゾーニングや安全な場所では、後継者育成のための

フィールドとして積極的に活用してもいいんじゃないか

という話がありました。

　それから、担い手の問題もあり、新たな仕組みが

やっぱり必要になってくるだろうな。１つはボランティ

アかもしれませんし、１つは野焼きの体制整備というこ

とかもしれません。

　それから、利用価値を最大限に活用する、すなわち

材としての草原もあるし、景観を利用した観光もあるで

しょうし、それを持続的なシステムとしてどうみんなで

関わっていくかということが重要だろう。それから、東伊

豆町さんは温泉もあり、海もあり、それから草原もあると

いうことですね、東京からも近いという立地条件もあっ

て、やはり観光が主体となる、産業として観光が主体と

なるだろうと。その中に草原の恵みであるカヤの利用

を取り入れて、地域の特性やスケールを発揮してはどう

かというのが安藤先生のほうから示唆されたことです。

特に例えば来訪者の拠点施設みたいなところとか、そ

ういうカヤふきが実際にできるようなところをうまく利用

して、そこに新しい価値も含めた来訪客へのサービス

提供というのもできるんじゃないか。カヤの循環によっ

て、癒しの空間形成というのが可能であるし、そういう

ものが今後観光を回していく上でも期待が大きいん

じゃないかという話があったというふうに覚えています。

　それから、蒜山会場のほうは、このようにカヤを使っ

たサイクリング施設というのを実際に建てられていて、

その新しい施設の近くでこういうふうなセッションを

行っております。

　内容ですけれども、草原の利用から見える、過去に

学ぶことによって蒜山らしさというのがよく分かるんだ

と。その利用の仕方や経緯から学ぶものも大きいとい

うことがありました。

　それからもう一つは、よく自然再生事業というのはい

ろいろ行われているんですが、その自然再生において

も地域経済を回すことが今大切になってきているんで

すよというお話。実際に草原のカヤを使ったサイクリン

グセンターというものがありますけれども、ここから広

がる新しい世界があって、それが地域を大きく回してい

く一つのきっかけづくりにもなるんじゃないか。

　それから、カヤの利用についても、いわゆる文化財と

か古民家だけではなくて、今は新しい施設や近代的な

施設、そういうものについてもいろいろとカヤが使われ

ている時代である。カヤぶきは新たにもう一皮むけて

未来に発展する、その礎となり得るものではないかと

いうことがありました。

　これまでは地元だけで使って守るというところから、

地域外の関係者も含めた、地域の人も一緒になって守

るという、幅広い守り方、そういうものが目指されており

ました。そのためには、地域内外の人と意識を醸成す

るためにも、楽しいということもとても大切なんではな

いかということが報告されております。

　それから、阿蘇のほうは、このように広がる草原が九

州の北部の６大河川の水源域になっているという、そ

ういう立地条件もありますけれども、今回、水源涵養を

中心とした生態系サービスについての討論が行われ

ております。

　新しく分かったこととして面白かったのがススキ草

原がものすごく水源涵養力が高いんだと。そのなぜか

という理由の一つがススキそのものが節水型の植物

であって、水を消費しない。その分、水源涵養に回る水

が多いんですよと。それから、川下、川上の関係でいえ

ば、福岡都市圏も含めて大勢の人数の飲用水を賄うこ

とができる、その水源地が阿蘇の草原だと。それは有

明海のほうにもつながっていて、ノリが色落ちするのを

防ぐために栄養源を補給しなきゃいけないんですけれ

ども、その補給するだけのダムの放流ができるだけの

水源が確保できていることがとても重要だと。そういう

意味では、海のほうから草原を応援していただくという

仕組みづくりも今後考えていったらどうかというような

お話がありました。

　それから、環境省のほうでは、阿蘇の地域を守って

いく、あるいは草原を守っていく上で、地元の農業者の

なりわいに対する助成を主体に考えてきたんですけれ

ども、それも今後は重要であると同時に、これからは草

原の持つ公益的機能へどういう形で支援できるかとい

う仕組みをつくる必要があるんじゃないかというお話

それを研究面から実証、検証するということをぜひ研

究者にはやっていただきたいと。それを普及させる場

の整備を行政には担っていただけると非常にありがた

いという最終的な要望がございました。

　これらの問題というのは、一個人でどうこうできる、

解決できるものではありませんので、ぜひ行政のほう

のお力添えをいただきたいと。私ども個人や市民として

は、今後もそういう形で対話を続けていきたいというこ

とで、最後、閉めたところでございます。

　少し長くなりましたが、以上が草原シンポジウムの報

告です。ぜひこの内容についてもサミットでの論議をし

ていただきますようよろしくお願いいたします。

　以上です。

○議長（太田長八）　高橋先生、どうもありがとうござ

いました。

　私、このシンポジウムをやって本当、大変勉強になり

ました。と申しますのは、やっぱり今までカヤの活用と

かね、また、子供たちを育てていかなければならない、

地域の学習、体験学習、これも大変重要だと感じまし

たので、この間、大変勉強になりました。

　そういう中で、首長さんがいらっしゃいますので、私

が一番感じたのは、やっぱり阿蘇の分科会の、誰か

ちょっと名前を忘れましたけれども、要するに職員が、

担当者はある程度認知しているけれども、ある程度の

方、全ての方が草原などを認知しなければ進まないと

言われましたので、各首長さんには、担当者だけでは

なく、ほかの違う職場の方たちにも、あと、地元の草原、

また湿原に対する知見をある程度広げていければ大

変ありがたいと感じております。

　以上です。

　どうも高橋先生、ありがとうございました。

５．各自治体の取組と課題

○議長（太田長八）　それでは、各自治体の皆様にご

報告をしていただきたいと思います。順番は、事前に配

付してある参加名簿の順でお願いいたします。時間の

関係もありますので、各自治体おおむね５分間をめど

ということでお願いいたしたいと思います。

　それでは、兵庫県新温泉町長の西村銀三様によろし

くお願いいたします。

○新温泉町長（西村銀三）　皆さん、こんにちは。新温

泉町長、西村銀三です。よろしくお願いいたします。

　平成28年第11回のシンポジウム、新温泉町で開催

していただきました。その際には、川南町、日高町長さ

んをはじめたくさんの方にご参加をいただきました。誠

にありがとうございます。

　皆様のお手元に新温泉町の概要と上山高原の歴史

と現状という資料があると思いますので、資料に沿って

説明をさせていただきます。

　新温泉町は、日本海側に面した鳥取県との県境に

あり、平成17年10月に誕生した人口約１万4,000人

弱の町で、まちづくりのテーマは、「海・山・温泉　人が

輝く夢と温もりの郷」であり、豊かな自然に恵まれた町

であります。

　産業については、農業分野では水稲、梨、高原野菜

の大根の生産を主として進めています。畜産について

は、神戸ビーフや松坂牛のもと牛である但馬牛の主産

地として、飼育頭数の維持拡大に努めています。また、

水産業については、松葉ガニ、ホタルイカ、ハタハタな

ど、日本有数の漁獲高を誇っています。

　当町には上山高原という大きな草原があります。周

辺集落の人々によって上山高原は田畑の土づくり、和

牛放牧として活用し、中でもススキは飼料、カヤ、かや

ぶき屋根等に利用され、生活の一部として維持されて

きました。

　しかし、農機具の普及、牛農家の減少によって、草原

は活用されなくなり、クマザサが茂り、雑木に覆われて

きました。これでは駄目だということで、平成16年に県

と町と地域が連携してＮＰＯ法人上山高原エコミュージ

アムを立ち上げました。上山高原と麓の７集落を丸ごと

生きた博物館として捉え、草原を保全・再生する取組を

地域の資源を活用し、地域内外との交流を図ることで

地域の活性化につながる活動を進めています。

　再生の具体的な活動としまして、人工林をブナ林の

広葉樹に替え、ススキ草原の持続と拡大ということで、

山焼き等を行っています。また、イヌワシの生息調査、ノ

ハナショウブ、そしてヤナギタンポポ等、希少植物のモ

ニタリング調査の継続を行っていますし、体験プログ

ラムとして、滝巡りやハイキング等も行っています。また、

第11回大会を開催した成果だと思っていますが、スス

キの有効活用ということで、神戸市のかやぶき職人「く

さかんむり」と連携・協力協定を結び、古民家や文化財

施設にカヤを使う取組も進めています。

　草原維持では、ササ刈り、山焼き作業、放牧作業等、

毎年継続することが必要になってきます。このため会員、

地域住民、ボランティアの方々の協力をお願いしてい

ますが、作業費等の捻出が今後の大きな課題となって

います。今後もできるだけ多くの方にご協力をいただい

て保全活動や利用する取組を進めてまいりたいと思っ

ております。

　以上であります。

○議長（太田長八）　どうも西村町長、ありがとうござ

がありました。

　それから、草原と私たちの関わりとか、暮らし方を支

えるエビデンス、要するに研究の証拠ですよね、そうい

うものとか学術研究がとても重要だということが今回

のこのセッションの中でもよく分かったということです。

　それから、南阿蘇村長さんは熊本地震後、火入れ責

任者を村長さんに替えたという行政側からの支援が

あって、それによって野焼きが復活したところが結構

あったと。それから、火入れの手続も届出制に変えたり

ということをしたんですけれども、これを行う大きな根

拠となったのが、やはり水源涵養機能ということで、熊

本県民、熊本市民の水道水を支える水源の源である草

原を守ることが地域全体、あるいは県全体に対しての

大きな影響を及ぼすんだ、大きな貢献ができるんだと

いうことで、これまで阿蘇の草原といえば景観が主体

でしたけれども、今後は水源保全という意味でも、阿蘇

の草原の価値を見直して、みんなにアピールしたいと

いう話がございました。

　最後、全体会は、こうやって行われたそれぞれの分

科会の報告を受けて全体討議をしたんです。これも全

てオンラインでやりました。ここに映っているのは東伊

豆町さんのところでやった内容です。ちょっと写真で隠

れていて申し訳ないんですけれども、それぞれの分科

会から代表者が入っていただいて、オンライン上で討

議を行っております。

　まとめになるかどうか分かりませんけれども、草原の

保全面については、なぜ草原が重要かを各世代意識

共有する必要があると。活動に関わる人、理解者、応援

者を増やしていく仕組みが必要。維持するために人が

関わり利用し続ける仕組みづくりが重要になるという

ことが語られました。草原の経済価値と公益機能を積

極的に評価してあげる必要があって、公益機能の守り

手である生活者を支援する制度設計というのをしっか

りと組む必要がある。

　前にもお話ししましたけれども、保全のための保全と

いう観点から、草や草原を活用することによる保全と

いうほうにシフトしていく必要があるんじゃないかとい

うお話でした。

　草原の活用についてですけれども、これも先ほどお

話ししたように、保護の管理から、利用して管理へとい

うのが大きなテーマとなっていました。草原利用の創意

工夫に対して様々な支援や環境整備をしていく必要が

あるだろうと。小さな経済活動を生み出して、地域ととも

につくり出すことがまず第一歩じゃないか。

　都市へのアプローチには、どうしても意識の違いと

か様々な問題があるので、その中間層の育成が必要な

んじゃないか。

　堆肥や農業や肥料とか、あるいはカヤの利用という

のはありますけれども、今でも野草の利用価値は非常

に高いものがあって、堆肥の利用とかカヤの利用で野

草の価値を復権する必要があるんじゃないのかなと。

堆肥についても、今、新しい知見として、野草を使った

堆肥に含まれる非常に優れた土壌菌がいるということ

も分かってきました。こういうのも研究の成果だと思い

ますけれども、そういうふうに野草の価値を復権させる

ことで、野草を利用すれば火入れの炎もある程度制御

しやすくなるし、火入れの安全性にもつながるんだよと

いう幅広い内容からのものがございました。

　草原の継承については、地域の固有性やほ誇りを

各世代で共有、共感すると、これはもちろんですけれど

も、地域、行政、企業が互いに手をつなぐ仕組みという

のも面白いんじゃないか。例えば細野高原だったら、

いろんな企業さんが持続的にこれを利用したいという

ことではいろんな方が入っていただいて、そこを活用し

てはどうかという話もございました。

　それから、カヤふきは活用を通じた継承の有効な

ツールである。利用というものが入ることによって、その

価値を継承したり、その仕組みを継承したりするきっ

かけにもなる。

　それから、使うことで生き物が、草の供給で文化が守

られていくだろうと。

　環境教育は世代を超えていく潜在性を持っているの

で、非常に大切なことである。子供さんへの教育という

のはとても大切。

　草原と地域のつながる観光や地域振興の在り方に

も工夫が必要になってくるんじゃないかというふうなま

とめがございました。

　最後に、行政へ望むことということで、幾つか提案を

いただいております。

　１つは環境教育、あるいは担い手育成も含めてとい

うことですけれども、その助成をぜひ継続できるような

ものにしてほしい。

　それから、実際に草原を守るときに一番頭を悩ませ

ているのは、行政の実務者の担当者であろうというこ

とで、もちろんいろいろ替わったりもしますので、持続

的にそれを進めていくのに問題が生じがちなんですけ

れども、ぜひその自治体間での実務者同士の学びの

ネットワークをつくっていただけないか。サミットでい

えばシェルパ会議のようなものを今後実現していただ

ければありがたいという話がありました。

　それから、地域知、伝統的に言いつながれてきた知

識そのものに意外と真実が、とても大事なものがあって、

いました。

　太田市長の取組は、もうマスコミでだいぶ私も勉強

させていただいております。そういう中で、文化と草原

がやっぱりマッチしないと、本当にそのとおりだと考え

ています。昨日の分科会の会場、隈先生の建築、それに

つきましてカヤを使っていること、大変感銘を受けまし

たので、今度、一度視察に行かせていただければ大変

ありがたいと思います。よろしくお願いします。

○真庭市長（太田　昇）　どうぞ、おいでください。これ

が全容ですけれども、３棟あります。

○議長（太田長八）　そんなにあるんですか。

○真庭市長（太田　昇）　１つは、このメインのがです

ね、これが18メートルあります。その横に見えておりま

すのが、隈研吾先生の設計図面とか模型とか、そして

サスティナブルな商品を売るとかですね、そしてもう一

つはサイクリングターミナルという、それで構成されて

います。7,000平米ぐらいの広さであります。

○議長（太田長八）　すごいですね。視察を楽しみにし

ておりますので、よろしくお願いいたしたいと。

　続きまして、串間市長の島田俊光様、よろしくお願い

いたします。

○串間市長（島田俊光）　こんにちは。串間市の島田

でございます。

　12回草原サミットにつきましては、川南町と一緒に

開催させていただいたわけでございますが、事務局の

皆様等はじめ関係各位の皆様方のご高配を賜り、サ

ミットを成功することができました。本当に感謝を申し

上げたいと思います。

　それで、宮崎県串間市は、宮崎県の最南端に位置す

る温暖多雨なところでございます。きゅうりやピーマン

などの施設野菜、サツマイモやごぼうなどの露地野菜

をはじめ生食で食べられる完熟キンカンや餌にトウガ

ラシを混ぜてつくる養殖ブリなどは、質、量とも全国トッ

プクラスの地域でございます。また、そのように農産物

を生産する食の宝庫でもあります。

　串間市からは、野生馬が生息する都井岬と宮崎県

の希少な動植物重要生息地に指定されている古竹・笠

祇地区について紹介させていただきたいと思います。

　串間市の草原といえば、野生馬が生息する都井岬が

代表的な草原となるわけでございますが、もともとは江

戸時代の軍馬を育成するための牧場であったものが、

人の手が触れることなく、令和の時代まで残っているも

のであります。春には新緑の草原にオキナグサやウマ

ノアシガタ、さらに夏から秋にかけてヒオウギやノヒメ

ユリ、ムラサキセンブリ、冬はノジギクなどが繁茂して、

四季それぞれの種のある希少動植物、国指定天然記

念物の野生馬とともに見ることができます。オキナグサ

など都井岬に生息する多年草のほとんどは、毒があっ

たり、またとげがあったりして、馬が食べない植物であ

り、食べ残すことから花を咲かせることができる。都井

岬は馬がつくり出す生態系に、絶滅危惧種に指定され

ている希少な植物を観察することができます。都井岬

は人の手を加えないことが魅了をより高めるものと考

えております。

　通過型の観光から体験、滞在型の観光へと転換さ

せる取組として、野生馬の生態と野生馬による形成さ

れた草原の植物やふん虫、フンコロガシでございます

が、などを訪れた観光客に対して分かりやすく説明す

る都井岬野生馬ガイドを配置し、エコツアーなど着地

型観光としての活用をはじめ、地元小中学生の地域を

学ぶ授業、くしま学などを地元の魅力を学習させる取

組など、草原の維持・存続と魅力発信のため取り組ん

でおります。

　また、笠祇・古竹地区の紹介でございますが、資料の

下段にあります笠祇・古竹地区の草原については、都

井岬と同様であり、江戸時代の軍馬を育成するための

牧場であったものが地域住民により草刈りや野焼きな

どの作業により代々守られ、現在も草原として維持され

ているものでございます。平成19年11月には宮崎県

の希少野生動植物重要生息地に指定されております。

笠祇・古竹地区は串間市の中心市街地から車で約15

分と近い場所に位置しており、昔ながらの田園風景が

広がり、里地里山で和牛の里として呼ばれている畜産

が盛んな地域でもございます。

　集落は過疎、高齢化が進み、野焼きなどの里山を守

る活動の継続が危惧されているところでございます。集

落の過疎化、高齢化の進展は、本市のみならず全国各

自治体の共通問題と認識をいたしております。行政の

役割としては、地域の魅力を住民自らが情報発信して

いく活躍の場の創出と、地域に何度も訪れる深いつな

がりを持つ関係人口の増加が肝要であると考えており

ます。

　本市の取組の１つがエコツーリズムの推進でありま

す。市といたしましては、地域資源の魅力を伝えること

により、関係人口の増加、地域住民の資源価値の再認

識、そして、環境教育による次世代への継承へとつな

がるエコツーリズムを鋭意取り組むことにより、草原の

維持形成を図っていきたいと考えているところでござ

います。

　以上でございます。よろしくお願いします。

○議長（太田長八）　どうも島田市長、ありがとうござ

いました。

いました。

　このＮＰＯ法人の活動、大変すばらしいと感じており

ますし、また、うちの町のテーマも、「満点の海・山・空は

東伊豆」と、何かまちづくりが同じような感じがいたしま

すんで、これを契機にまた交流ができれば大変ありが

たいと思います。どうぞよろしくお願いいたします。

○新温泉町長（西村銀三）　こちらもよろしくお願いし

ます。

○議長（太田長八）　それでは次に、続きまして、岡山

県真庭市長の太田昇様、よろしくお願いいたします。

○真庭市長（太田　昇）　真庭市の太田です。よろしく

お願いいたします。

　真庭市は合併して828平方キロメートルと、面積で

いうと東京23区の1.3倍というですね、岡山県北に広

がる市です。その一番北、鳥取県境のところに蒜山高原

という高原がありまして、東西20キロ、南北10キロと

いう、多分、関西では一番広い高原だと思っております。

　課題ですけれども、よそと同じで、もともとはススキ野

原が非常に広がっていた、それがだんだん狭くなって

きていると。そこに貴重な動植物、絶滅危惧種がいた

のが、これを守らないと、景観も含めて滅んでしまうと

いうようなことで、そういう意味での保全というのが一

つの大きな課題であります。

　もう一つは、これも出ておりましたけれども、単に保

全だけではできない、やはり活用しながら保全すると

いうことをしなきゃならない。その活用というのが一つ

の課題だろうというふうに思っております。

　その２つをどうしたら両立できるのかということです

が、１つは、カヤを山焼きをする、そうするといいカヤが

できる。そのカヤを、もちろん土に戻すことによって、灰

そのものが肥料になってまいりますが、蒜山も旧石器

時代から人が住んで、そしてカヤを焼いて、火山灰の

非常に貧栄養化のところを植物が育つように、１万年

以上かけて変えてきたという歴史がありますから、それ

を延 と々やっていかなければならない。それとともにカ

ヤを建築資材として活用するということで、昨日の分科

会でも隈研吾先生の設計で、カヤの屋根を逆さまに

使ったですね、屋根そのものは鋼板で、中の天井から

中を全部カヤにしたという、逆さまにしたような、そうい

うサイクリングターミナルを造りましたけれども、それ以

外にも建築資材としていろんな活用ができるということ

で活用していきたいということであります。

　それとともに、このすばらしい高原を多くの方に親し

んでいただく。自然環境だけでは人は来ません。やはり

そこに文化というものがないと人は来ないということで、

ここに出ておりますけれども、これも隈研吾先生の作品

ですけれども、ＣＬＴ、クロス・ラミネーテッド・ティン

バーという縦横、縦横に木材を組合せして、一つの板

を作るわけですね。その板を組合せしてこういう建物

を造っていくですね、これはオリンピック選手に遊んで

もらおうと思って東京の晴海に造ったんですけれども、

真庭のヒノキで造り、日本で専用のＣＬＴ工場は真庭に

しかありませんから、言わば真庭に里帰りしたというこ

とで、グリーナブルヒルゼンというふうに呼んでおりま

すけれども、こういう施設。中は空間で、ここで遊んだり、

イベントができるように、そういうものを、一つの芸術作

品ですけれども、造っております。こういうものを使って、

観光資源としても活用していくと。

　つまり景観も含めて、そして人工的なこういうものを

全部入れて、地域価値を上げていくという、そういう概

念で取り組んでおります。

　さらに、このＧＲＥＥＮａｂｌｅというのがロゴにもなって

おりまして、阪急阪神百貨店がこのグリーナブルに沿う

ようなものを真庭の産物をですね、産品を大阪で売っ

ていくというような、阪急百貨店とも提携をして、コロナ

がもう少し落ち着けば本格的に梅田で真庭の産品を

開発しながら売っていくということになってまいります。

阪急に今ブランド、阪急ブランドとしてＧＲＥＥＮａｂｌｅと

いうのを商標登録してもらいました。

　そういうことをしながら、この背景として、私の背景

に木材を使っておりますけれども、バイオマス産業都市

の指定も受けて、やがて真庭の電力は全て真庭で賄う

と。今、バイオマス発電、１万キロワットのありますけれ

ども、市内需要の大体60％ぐらいを再生可能エネル

ギーで賄えています。火力じゃなくて、水力とバイオマス

ですね。これを100％にしていくということも地域の価

値を上げていくという取組をしております。

　それと、生ごみ等、人間さんのふん尿ですね。それを

混ぜてメタンガスを発生させて、それでプラントを動か

して、最後、液肥を作って、それを低コスト農業として利

用していくという、そういうような、全体をＳＤＧｓという

か、サスティナブルなそういうまちにしていくという取組

をしております。東京のまねをしても仕方ありません。こ

の地域にある資源をいかに使って、それを循環させて、

未来志向で豊かにしていくということで、ＳＤＧｓ未来都

市の第１号にもなっておりますけれども、そういう取組

をしているというのを、そういうことを背景にしながら

蒜山高原を守り、活用していくということであります。

　皆様方のご意見も、あるいは活動も参考にしながら、

よりこれを進めていきたいというふうに思っております

ので、今後ともよろしくお願いいたします。

○議長（太田長八）　太田市長、どうもありがとうござ

にちは。広島県の北広島町生涯学習課長、西村と言い

ます。よろしくお願いいたします。

　お手元にお配りしております北広島町の概要、そし

て、北広島町の草原と取組について、説明をさせていた

だきます。

　まず、広島県北広島町の概要でございますが、広島

県の西北部、西中国山地の標高300メートルから800

メートルの盆地、北は島根県と接しております。広島県

に流れる太田川、そして島根県に流れます江の川の源

流域でもございます。面積の８割以上が森林地帯でご

ざいまして、県北地域、こちらは1,000メートル級の山

が連なっております。

　国立公園の一部でございます八幡湿原、こちらにあ

ります芸北地域の八幡、こちらは冬になりますと２メー

トルの雪を記録する豪雪地帯となっております。

　それでは、広島町の草原と取組について説明をさせ

ていただきます。

　こちらにつきましては、４つ紹介をさせていただきた

いというふうに思います。①から④まで、概要から課題

というふうにしております。

　まず、雲月山でございますが、島根県と隣接をしてお

りまして、かつては採草、そして放牧の目的で1960年

頃まで利用されておりました。島根県側はカラマツの

植林となっています。広島県側、こちらは1990年代に

観光イベントとして山焼きですね、こちらが行われてお

りましたが、1996年を最後に停止しました。2005年頃

より、地域が主体となりまして、主にＮＰＯが主体となり

募集を行いまして、消防団、博物館、小学校などと連携

しながら山焼きを実施しております。

　2014年に町条例に基づきます野生生物保護区に

指定をしております。

　こちらの利用についてですが、一般の登山の観光の

ほか、町内外の小学校等によります学習の場としての

活用、そして、山焼き再開後に数年間にわたり報告も行

われましたが、牛が転落するというような事故もありま

して、現在は放牧はされておりません。

　課題でございますが、現在15％ぐらいの山焼きを

行っておりますが、全域の山焼き、そしてボランティア

の確保といったことが課題というふうになっております。

　続きまして、千町原の草原でございます。

　こちら、もとは地元地域八幡村という旧村になります

けれども、こちらの入会採草地でございました。1944

年に陸軍の演習地となりまして、戦後は開拓民の入植、

国の大規模草地の開発、広島県への移譲と郊外開発

を経まして、今に至っております。2003年頃よりＮＰＯ

が中心となりまして伐採の実施をしまして、2020年に

町条例に基づきます保護区に指定をしました。植物や

鳥を見る観光地として人気がありまして、2013年から

は地元の中学校の、この後紹介しますけれども、茅プロ

ジェクト事業にカヤを提供しております。

　課題でございますけれども、既に樹林化した範囲が

結構広くなっております。また、大規模草地開発の影響

で湿原が縮小しておりまして、いずれも伐採が必要と

いうふうになっております。

　続きまして、霧ヶ谷湿原でございます。先ほどの千町

原と同エリアに位置をしております。大規模装置開発

の事業を経まして、現在は臥竜山麓八幡原公園の一部

に位置をしております。2003年にＮＰＯが植生調査と

ワークショップを実施したことをきっかけにしまして、

自然再生推進法に基づきます法定協議会を広島県が

立ち上げまして、2004年から八幡湿原自然再生事業

が始まっています。樹林の伐採、湿原から水を抜くコン

クリート水路の撤去、湿原への水路の設置などの工事

を2007年から2010年にかけて実施をしました。その

後、自然再生協議会の保全部会が中心になりまして、

伐採作業を継続しております。こちらも2020年に町条

例に基づきます放牧の指定をしております。

　利用でございますけれども、植物や鳥を見る観光地

として人気のスポットとなっておりまして、小学校、中学

校等のフィールドワークの場として活用、そしてガイド

ツアーの実施をしております。

　課題でございますけれども、再生工事から10年が経

過しておりまして、順応的管理のために現状に即した

全体構想と実施計画の見直しが必要となっています。

　そして、これは地元の中学校での取組ということなん

ですが、芸北茅プロジェクトについてです。

　芸北地域のススキ、これを屋根ふきのカヤとして資

源化し流通させる取組を行っています。中学校ＰＴＡ、Ｎ

ＰＯ、地域住民、教育委員会などが実行委員会をつくり

まして、2015年から推進をしております。地域の住民

自らがカヤを刈り取りまして市場に出荷すること、こち

らで私有地や小さなカヤ場が保全をされる。そして、今

は廃止となっておりますけれども、こちらにスキー場跡

地がありまして、こちらを文化庁のふるさと文化財の森、

こちらに設定をされたところでございます。

　利用についてなんですが、未利用でありましたカヤ

場、そしてカヤの利用が推進されるとともに、プロジェ

クトそのものが地元生徒にとって生きた教材というふう

になっています。地域通貨を活用することで地域外へ

の経済流出を防ぎ、刈り取ったカヤが文化財や伝統的

景観の保全に活用されております。

　課題でございますけれども、カヤの保管場所、こちら

　やっぱり串間市さんの取組、草原が２か所、これをう

まくやっていると考えています。それでやっぱりこれから

は、まずは地域住民がそのよさを認識するのが一番と

思いますので、それもまた勉強させていただいて、そう

いう中で、そのエコツーリズムを結構うまく活用した中

で、その草原の保全をやっているのが大変すばらしい

取組だと考えておりますので、引き続きよろしくお願い

いたしたいと思います。

○串間市長（島田俊光）　ありがとうございます。

○議長（太田長八）　それでは、続きまして、熊本県高

森町の町長、草村大成様、よろしくお願いいたします。

○高森町農林政策課（荒牧茉名）　町長に代わりまし

て、担当のほうからお手元に資料に沿ってご説明をさ

せていただきたいと思います。

　熊本県高森町農林政策課の荒牧と申します。よろしく

お願いいたします。

　まず、高森町の概要からご説明させていただきます。

　高森町は人口6,177人で、九州のほぼ中央、熊本県

の最東端に位置しまして、大分県の竹田市と宮崎県高

千穂町に隣接する総面積175.06平方キロメートル、

広い町土を有する農村地域でございまして、地形は阿

蘇カルデラ内に広がる標高500メートルから600メー

トルの比較的穏やかな傾斜をなす高森・色見地区と外

輪山の外側、標高500メートルから800メートルの波

状高原地の草部・野尻地区に区分される町です。

　主な産業は、観光と農林業になります。

　農業面では、立地条件を生かしまして、畜産、米、野

菜を主体とする農業生産が展開されてまいりましたが、

近年、経営の発展を図るため、一部の農家で施設園芸

の導入が盛んとなっております。地域の宝として、古くか

ら栽培されてきました農林畜産物をブランド化し普及

するとともに、地域の代表する高品質な農産物として、

将来にわたり栽培し続けるための活動を通じ、阿蘇地

域の農業の活性化と農業後継者の育成につなげるこ

とに取り組んでおります。

　観光面では、コロナ禍でイベントの実施が厳しい状

況ですが、2016年に発生した熊本地震の影響は回復

傾向にあり、高森湧水トンネル公園、月廻り公園、高森

殿の杉、南阿蘇鉄道のトロッコ列車、草部吉見神社、

上色見熊野座神社といった観光地や約300年の歴史

があります風鎮祭といった地元のお祭りを中心に毎年

多くの方が高森町を訪れています。

　また、高森町では町内全戸に整備しました光通信環

境を活用しまして、日本一の地域密着型番組として、た

かもりポイントチャンネル、こういったケーブルテレビ

の放送を行い、災害時の緊急放送や町からのお知ら

せ、地域情報、事業の紹介などを町民の方へ情報発信

しています。

　光通信環境の整備は、教育現場でも活用されており

まして、電子黒板の設置や全児童生徒のほうへ１人１

台のタブレット配布をいち早く行いまして、全国で最先

端のＩＣＴ教育が行われております。

　ここからは高森町の草原の概要についてご説明さ

せていただきます。

　高森町の草原につきまして、その多くを牛の放牧に

活用しておりまして、畜産農家や町民の方の大切な資

源として保全されてまいりました。高森町の草原は牧野

と呼ばれており、阿蘇のあか牛が放牧されている牧野

はのどかな風景として多くの人に親しまれております。

　高森町の牧野面積につきましては、1,211ヘクター

ルありまして、草原維持として行われている野焼きに関

しては、実施面積が621.5ヘクタールとなっております。

また、管内には14の牧野組合がありまして、皆さん精

力的に草原維持のほうに取り組んでいただいており

ます。

　最後に、高森町の取組と課題については、長年、放

牧や野焼きによって保全されてきている草原なんです

が、近年、管理をしている牧野組合員さんの高齢化等

によって、野焼き実施が大変難しくなってきている状況

にはございます。町としては野焼きに係る補助金等で

野焼き実施者の方の負担軽減等に取り組んでおります

が、年々、実施面積が減少しつつある傾向にございます。

　また、高森町にある阿蘇高森オーガニックセンター

というところでは、世界農業遺産の構成要素であります

阿蘇の草原に生えるススキなどの野草や畜産農家か

ら出る牛ふんなどを混ぜて堆肥を作っております。こち

らは町内を中心に阿蘇地域の農産物に還元して、循環

型農業を確立しております。

　このほかにも未来の草原を引き継ぐ子供たちのほう

に阿蘇の草原のすばらしさや草原の抱える現状につ

いて伝える草原学習などが行われております。

　以上で説明を終わらせていただきます。

○議長（太田長八）　どうも高森町さん、ありがとうござ

いました。

　高森町さんの取組は、全ての自治体が抱えている課

題と同じだと考えております。そういう中で、皆さん方に

対してよりよい回答ができればいいなと思いますので、

またいろんな意見をよろしくお願いいたしたいと思い

ます。

　それでは、続きまして、広島県の北広島町の生涯学

習課長の西村豊様、よろしくお願いいたします。

○北広島町生涯学習課長（西村　豊）　皆さん、こん

田市さんにお住みだそうでございますので、本当にあ

りがとうございます。

　そしてもう一点、これ本当、関係ないんですよ。歌手

に永井裕子さんっていらっしゃるんですけれども、その

永井裕子さんが結構大田市さんのを歌って、うちの町

の観光大使になっているんですよ。やっぱりそういう中

でまた大田市さんとよろしくお願いいたしたいと思いま

す。どうもありがとうございました。

　続きまして、熊本県の南阿蘇村の農政課主幹の後藤

進哉様、よろしくお願いいたします。

○南阿蘇村農政課主幹（後藤進哉）　昨日ですね、阿

蘇分科会では吉良村長の報告がありましたが、本日は

私のほうから発表させていただきます。

　最初に村の概要からになります。

　南阿蘇村は総面積137キロ平方メートル、熊本県

の北東及び阿蘇くじゅう国立公園、阿蘇カルデラの南

に位置する人口１万340人の村です。雄大な南阿蘇

の山と緑、そして環境庁の日本名水百選に選定されて

いる白川水源に象徴される豊かな自然環境に恵まれ

ています。

　2016年４月の熊本地震では、これまで経験したこ

とがない甚大な被害を受けました。これにより人口も１

割程度減少しましたが、村に定住促進課や空き家バン

クを設置し、移住者を受け入れる環境整備を推進して

います。

　続きまして、農業、観光についてです。

　基幹産業である農業は、白川中心に水田が広がり、

のどかな農村風景を生み出す農村は、水稲をはじめ

畜産、ミニトマトやアスパラなどの施設園芸が盛んです。

昼夜の寒暖差が大きい気候により、自然のうまみが

しっかりと詰まった農産物が自慢です。有機農業、環境

保全型農業を推進しており、安心安全な農産物づくり

に取り組んでいます。

　また観光では、大自然を中心にたくさんの観光資源

に恵まれています。新阿蘇大橋のたもとにある展望所

ヨ・ミュールからは、長陽大橋、白川第一橋梁を眼下に

望むことができ、新たな観光スポットとして注目を集め

ています。

　また、熊本地震で落ち込んだ観光客数は回復傾向

にあり、本村本来のにぎわいが戻りつつあります。

2017年９月にはアウトドアショップモンベルと村が協

定を結び、アウトドア活動促進や地域経済の活性化な

ど、包括的に協力をし合い、観光振興に取り組んでい

ます。

　続きまして、草原の概要に移ります。

　南阿蘇の草原は阿蘇カルデラの阿蘇山側及び南外

輪山側に広がり、季節ごとに違った表情を見せてくれま

す。南阿蘇の草原は牧野とも言われ、平成21年に行わ

れた阿蘇草原維持再生基礎調査では、本村の牧野面

積は2,470ヘクタール、そのうち野焼きが行われてい

る面積が1,170ヘクタールとなっております。管内には

23の牧野組合があり、牛の放牧をしている箇所もあれ

ば、野焼きのみ実施している牧野もあります。

　続きまして、本村の取組と課題についてですが、昨日、

分科会で村長がご報告された内容と重複する点がご

ざいますが、ご了承をお願いしたいと思います。

　草原の維持に欠かすことのできない野焼きですが、

その面積は、以前と比較すると減少しています。本村を

含む阿蘇郡市７市町村の草原はこの100年間で半分

以下に、直近30年で見ても４分の１近く減少しており

ます。

　本村では熊本地震で各牧野の原野火入れが中断さ

れました。平成31年度からは一部再開に向けて、熊本

県、阿蘇グリーンストック、村において協議をした結果、

白川牧野で一部再開、その後、令和２年には吉田牧野

でも再開できました。それに至るまでに県、グリーンス

トック、村で防火帯を設置する費用を予算化したり、火

入れ責任者を各区長や牧野組合長から村長へ変更し、

負担の軽減を図りました。

　今後の課題として、火入れが中断しているところの

再開が可能となるか、防火帯の整備、担い手不足、地

区住民の高齢化に対する支援が上げられます。

　補足でですね、昨日、村長から報告がありました課

題に対する取組で、ハードとソフトの対応が求められる

ことをおっしゃっていましたが、ハード面では牧道等、

恒久防火帯の整備ですね。ソフト面においては担い手

の確保ですね。畜産農家を増やすための取組として、

今後、放牧へのＧＰＳを付着して移動管理等を管理す

るシステムの導入やバーチャル研修の導入を計画し

ております。

　また、目的と認識の改革ですね。景観維持から水源

保全のほうへの啓発をしていくということで推進をして

いく予定です。

　以上、南阿蘇村からです。ありがとうございました。

○議長（太田長八）　後藤様、どうもありがとうございま

した。

　南阿蘇村様には、本当に熊本地震、大変でございま

した。今後も頑張っていただきたいと思います。

　そういう中で、今度、山焼きにおきまして、村長さんが

本部長、その中でまた新たにやるという中で、それは大

変期待しております。それから、山の保全、これ大変で

ございますので、引き続きどうぞよろしくお願いいたし

の整備。それから、カヤの販売先の確保、事業規模を

拡大するための専従職員の確保等といったようなこと

が課題となっております。

　北広島町からは以上です。ありがとうございました。

○議長（太田長八）　西村さん、どうもありがとうござい

ました。

　それで、芸北町の白川先生に今回大変お世話になり

ました。本当にありがとうございました。

　それで、私がやっぱりちょっと感じたのは、中学生の

活用ですね。やっぱり中学生、カヤを刈って、地域通貨

でそれをまた地域で還元する。大変すばらしい取り組

みと感じましたので、うちの町もやってみたいなと感じ

ましたので、その節はまたご指導をよろしくお願いいた

したいと思います。

○北広島町生涯学習課長（西村　豊）　ありがとうご

ざいます。

○議長（太田長八）　どうもありがとうございました。

　続きまして、島根県大田市の環境政策課長、和田二

朗様、よろしくお願いいたします。

○大田市環境政策課長（和田二朗）　皆様、こんにち

は。島根県大田市です。

　市長が所用で出席できませんので、私、環境政策課

長の和田が代理で発表させていただきます。

　大田市は、東西に長い島根県のほぼ中央部に位置

する人口約３万3,000人の小都市です。北は日本海に

面し、南は中国山地が迫っているため、山林原野が多

く、平たん地は僅かです。

　本市は世界遺産、石見銀山遺跡に代表される貴重

な歴史文化や国立公園三瓶山をはじめとした豊かな

自然に恵まれています。昨年度には「石見の火山が伝

える悠久の歴史～“縄文の森”“銀の山”と出逢える旅へ

～」が日本遺産に認定され、さらなる観光客の増加が

期待されております。

　さて、当市には標高1,126メートルの三瓶山があり

ます。その麓には西の原、東の原、北の原と呼ばれる草

原があり、放牧のほか、観光客、市民の憩いの場として

利用され、クロスカントリーコースなども整備されてお

ります。また、ダイコクコガネ、ユウスゲ、オキナグサと

いった希少動植物の生息地となっており、中でも最も

広い西の原では、毎年春に火入れが行われ、三瓶山の

草原景観の象徴的な存在となっております。

　三瓶山は、昭和38年に大山隠岐国立公園の一部に

編入されましたが、山麓に広がる牧歌的な草原景観が

指定理由の一つでした。ところが、昭和50年代になる

と、時代の流れから放牧が急速に廃れていき、植林な

ども行われて、山肌は一気に森林化していきました。放

牧の衰退とともに途絶えていた火入れですが、観光客

の出火による山火事を契機に平成元年に復活し、以降、

防火の観点から行政が主体となって毎年３月に行うよ

うになりました。

　平成７年には西の原の一部が放牧場として整備さ

れ、24年ぶりに放牧が復活しました。平成９年には、第

２回全国草原サミットが三瓶を会場に開催され、これ

をきっかけに行政、研究者、農業者、ＮＰＯなどの官民

ネットワークが形成されました。

　翌年からは放牧による防火帯切りを行うなどの工夫

により、経費を極力抑えながら火入れを実施すること

ができるようになりました。

　平成19年からは、従来の牧野組合、大田市等に消

防、警察が協力する体制に自然保護団体や地元の自

治会、ボランティアなどが加わり、市長をトップとした実

行委員会方式で火入れが開催され、また、目的の中に、

従来の防火に加え、国立公園管理計画にも明記されて

いる草原景観の維持を加えました。

　官民の連携により日本で一番安全な野焼きと自負し

ておりましたが、平成29年度には、風向きと火勢の急

激な変化により、消防署の資機材輸送車が１台全焼す

るという事故が発生しました。近年はドローンも取り入

れ、経験豊富なリーダーが最前線の状況を具体的に把

握しながら指示を行う形で、より安全に火入れを実施

しております。

　昨年度は新型コロナウイルス感染症の予防を考慮

して、ボランティアを募集せず、約30ヘクタールを関係

者約150人態勢で実施いたしました。現在、西の原の

草原景観は、放牧や火入れなどによってある程度守ら

れているものの、人の手が加わらなくなったところはす

ぐに森林化してしまうという現実にあります。このすば

らしい草原景観を貴重な財産として、将来にわたって

保全していくには、多くの市民や関係機関の協力が必

要です。また、単に火入れに参加してもらうだけではな

く、その意味合いを十分に理解してもらうことが大切で

あると考えております。

　以上です。

○議長（太田長八）　和田様、どうもありがとうございま

した。

　今の大田市さんから観光客の火事からまた再開さ

れた。災いをよいほうに持っていったことで、すばらし

いことだと考えております。さらにまた、山焼きの難しさ、

いくらやっても大変だと。そういう中で、もう大変勉強に

なりました。

　またこれ話は違いますが、今回は大変ネットワーク

の高橋先生にお世話になっており、高橋先生は何か大

任者ということになっておりました。地元の消防団が

ジェットシューター担いで火消ししているところ……、

私もしていますけれども、あとは阿蘇グリーンストックさ

んにボランティアの要請をしまして、ボランティアのご

協力を得ながら野焼きを推進しているところもあります。

　地震前ですね、死亡事故とか怪我とかがありました

んで、そういった理由で、その後、地震がありましたの

で、野焼きが再開できないというところになっておりま

す。再開するための今、工面をしているところであります。

　ちょっと私が知らないでですね、地元の行政区以外

でしているところもあるかもしれませんけれども、基本

的に地元の行政区が事業主体として野焼きを実施して

いるところであります。

　以上です。

○議長（太田長八）　後藤さん、どうもありがとうござい

ました。

　ほかの自治体で何か活動しているところがありまし

たらお願いしたいと思いますけれども。

　じゃちょっとうちの取組が、ちょっとうちの町は結構

行政が携わっていたんですけれども、今は財産区、

やっぱり共有財産区、いわゆる区ですね、区の方が中

心となりましてやっております。行政が出ているのは消

防団、これも民間ですけれども、ある程度それに対して

参加で、もうほとんど民間がやっている中で、やっぱり

皆さん方も同じもう高齢化、そしていかに高齢化の中

で新たな担い手を見つけるかということが課題でござ

いますので、その課題につきまして、後でまた課題、問

題にしていきたいと思いますけれども、太田市長、こう

いうことでよろしいでしょうか。

○真庭市長（太田　昇）　今、町長がおっしゃいました

ように行政区も結局高齢化したり、メリットがあればす

るけれども、メリットがなかったらなかなか、昔やっとる

から、景観がどうだから、動植物がどうだからといって

なかなかできなくなってきていると思うんですよね。だ

から、安全でありながらどういう仕組みで何か新しいこ

とができないかとかですね、そういうことを勉強したい

わけですけれどもね。私の頭の中で考えているのは、怪

我をされても困るけれども、山焼きは難しいですけれど

も、カヤの刈り取りなんかは、これも大変なんですけれ

ども、一つの観光と結びつけてできないのかなと。ただ、

山焼きのほうはね、これは消防団の協力、そして死亡と

か事故のないように、それからその日の気象条件に

よってできなくなるとか、非常に不安定要素もあるんで、

なかなかいい知恵が出ないんですけれどもね。そのあ

たり、教えていただいたり、また知恵を出していただけれ

ば、このサミットが有意義だなというふうに思うんですが。

○議長（太田長八）　今、太田市長さんからいろいろ

問題点を提案、提示していただき、何か首長さんでこう

いう案がいいじゃないか、そういうことがあったらまた

ご発言願えれば大変ありがたいと思いますけれども。

　じゃ、まず私からちょっと発言させてもらって、皆さん

方には指名させていただきますので、よろしくお願いい

たしたいと思います。

　やっぱり今、太田市長が言ったように、山焼きをね、

ただ昔からやっているからやるんだと、そういうことが

結構、自分も多いと感じております。そういう中で、私、

これから生きる道は、うちの町、観光でございますから、

また太田市長さんが言ったように、観光と草原との結

びつき、それをいかにやっていくかということが大切な

のではないかと考えております。そういう中で、昨日の

シンポジウムの中で、やっぱりカヤを皆さん方に刈っ

てもらった中で、カヤを刈ることによって山焼きの負担

も少なくなるようなことも聞きましたので、そのカヤを

刈って、また観光に生かした中で、草原を守っていきた

いと考えております。

　また、カヤを刈ったことも、やっぱりある程度資金源

になるようなことも聞いております。さらに、自分は子供

たちが草原に対するある程度の認識、小さいときから

持っていなければなかなか草原に対する愛情は湧か

ないと考えておりますので、その辺の教育の活動もして

いこうかなとは考えております。

　東伊豆町はとりあえずそういうことを考えております。

では新温泉町長の西村町長、いかがでしょうかね、こ

んな考え方は。それから各首長さんにちょっといろいろ

まずお話を伺いたいと思います。

○新温泉町長（西村銀三）　当町、ＮＰＯ法人、上山高

原の周辺集落の７集落、それからもちろん県、行政、町

もバックアップして、地域が主体で取り組んでおるんで

すけれども、何といっても人口減少が最も我が町では

厳しい町であります。合併して今年で15年たったんで

すけれども、３割近い人口減少地域ということで、地域

は最も危機的意識を共有しているということで、上山高

原におけるこういったカヤの利用、それから山焼き、こ

ういう事業を通して知識の意思統一に大きく貢献でき

ていると。

　今回も実は、この７集落周辺に地域の運営組織がで

きることになりました。そういったことで、地域の意思を

まとめるためのそういった運営組織と同時に、施設の

建築も今年度スタートいたしました。そういった意味で

は、一つの高原を地域の過疎と、そういった過疎意識

を払拭して、地域の活性化につなげていく、そういう点

で新温泉町では大きく貢献できつつあるということを

つ草原が残る里を再発見いたしまして、その大切さを

広く紹介するとともに、次の世代へと残していくことを目

的に、未来に残したい草原の里100選を選定するとい

うことが目的でございます。

　期待される効果といたしましては、４点ございます。

社会的に価値が認知されていない草原の掘り起こし、

２点目が草原の価値を知らない人への普及、３点目、

現に草原に関わっている人たちの意識や誇りの向上、

４点目が火入れやカヤぶきなどの伝統文化の担い手

の価値づけでございます。

　事業のスケジュールですが、このアナウンスにより募

集を開始いたします。応募の締切りを今年の12月とい

たしまして、その後の審査に入ります。翌年の４月には、

この選定結果の発表、秋には表彰式やシンポジウム

等、普及・交流の機会づくりを予定しております。

　その他の事業概要につきましては、全国草原再生

ネットワーク会長の高橋様より説明をお願いいたします。

○全国草原再生ネットワーク代表理事（高橋佳孝）　

それでは、少し詳しく述べさせていただきます。未来に

残したい草原の里100選を本日、募集のアナウンスを

させていただいております。主催は、全国草原の里市町

村連絡協議会の主催でございます。

　ただいま太田町長のほうから詳しい経緯が述べら

れましたので、この部分は割愛させていただきますが、

本日この第13回全国草原サミットにおいて募集をアナ

ウンスするというところに至っているわけでございます。

　草原の100選というのは、先ほどちょっと町長のほう

からもお話がありましたけれども、日本には多様な自

然を形づくる希少な生態系の一つである、それが草原

であるということですね。長年にわたって、人と自然の

関わりの中で地域の環境、文化、観光など様々な恵み

を提供してきました。しかし、多くの人たちは、国民の多

くは、草原の成り立ちや意義を知らないという現実もご

ざいます。このような多様な価値を持つ草原と人のつ

ながりを再発見して、その大切さを広く紹介し、次世代

へと残していくことを目的として、今回、草原100選を

選定するに至ったわけです。

　ここで言う草原の里というのは、草原に関わる暮ら

しが残る里というイメージをしていただければよろしい

かな。

　これはコンセプトペーパーとして、前会長の日高会

長のときに作った内容ですけれども、この右のほうに

書いてありますように、未来に残したい草原の里100

選の選定というのは、地域からの自薦によって選定し

ていこうと。それから、様々な科学的な観点から評価す

るし、この選定の過程そのもの、あるいはその論議をす

感じております。

　実は、神戸とか周辺、特に関西方面、神戸・大阪方面

からのいろんな協力、山焼きにおける協力者も出てき

ていまして、いろんな意味で地域の盛り上がりができて

いるということであります。いろんな相乗効果が生まれ

ているというのは、この草原サミット以降、非常にいい

流れができていると考えております。

○議長（太田長八）　ありがとうございます。

　串間市としましては何かありますか。

○串間市長（島田俊光）　私たちはカヤを利用すると

ころじゃないんですが、牧草、昔からの家畜の牧草地

帯ということで、取り組んでいたわけでございます。た

だ、我々が一番重要視しているのは、都井岬の風光明

媚な観光地の保全に取り組んでいるんですが、我々本

当にその人間を集めるのが大変な状況にあるわけで

すが、もともと岬はマツ組合という団体がありまして、そ

のマツ組合がボランティアで活動する人たちを今、真

庭市も言われた観光にマッチした方たちを呼んで、

100名程度の人たちで野焼きをしているわけですが、

本当に野焼きの体験というのはですね、今の現代の中

ではなかなか体験することはできないんで、その体験

学習に来る人は少しずつ増えつつあります。ただ、行政

として、野焼きの体験をどのようにアピールするかとい

うのがございます。また、太田市長が言われたように、

死亡事故などが発生したときの我々の責任ですね、そ

ういうのが問われますので、ここはもう少し考えてやる

べきじゃないかなと思っております。

　あと一方の笠祇というところにあるんですが、ここも

やっぱり牧草を育成するための野焼きをしております

けれども、ここが人口減少と高齢化が進んでおりまして、

やはりここの野焼きについてもボランティアで、いわゆ

る体験学習というようなことで人を集めてやっていると

ころでございます。

　また、真庭の太田市長さんにはＣＬＴの研修や木質

の研修でいろいろとお世話になりました。心から感謝

を申し上げたいと思います。

　串間の取組としては、観光とマッチした野焼きでござ

いますが、ただ、それがうまくいくかいかないかは我々

の努力だろうと思いますので、今後の課題として取り組

んでいきたいと思っております。

　以上であります。

○議長（太田長八）　ありがとうございました。

　すみません、川南町長の日髙さんも何かございまし

たら。

○川南町長（日髙昭彦）　うちは湿原なんで、面積も３

ヘクタールぐらいなんで、皆さんのことを聞きながら勉

強していたところで、職員とどうするという話をしていた

ところです。ただ、本当に人が手を入れないと維持でき

ないというのは共通の課題でありますので、そこは

やっぱりみんなで知恵を出していくしかないんだろう

と思っております。

　以上です。

○議長（太田長八）　ありがとうございます。

　太田市長、これでまた何かありましたら、よろしくお

願いします。

○真庭市長（太田　昇）　ありがとうございます。

○議長（太田長八）　太田市長、よろしいですか。

○真庭市長（太田　昇）　ありがとうございました。

　また私どもも勉強させていただきながら、地元でしな

がらボランティアとかですね、そういう人も育て、そして

観光にまで、山焼きも初めは安全なところでやっても

らって、それからだんだん慣れていただければ、結構も

う毎年来るというような人も出てくるはずですのでね、

そういう守ることと自分の楽しみというか、やっているこ

との意義とを感じながら楽しんでもらえる、そういう人

をつくっていきたいと思います。ありがとうございました。

○議長（太田長八）　すみません、まだやりたいところ

ですが、時間がございませんもんで、この辺でこの会は

ちょっと閉じて、次の議題にいきたいと考えております。

６．草原１００選について

○議長（太田長八）　次は、「未来に残したい草原の里

100選」のアナウンスでございます。

　それではまず、私からこの事業の趣旨、また経緯、そ

れとスケジュールにつきまして説明させていただきます。

　主催は、全国草原の里市町村連絡協議会でござい

ます。協力また後援は、一般社団法人全国草原再生

ネットワーク、後援は環境省、静岡県、一般社団法人の

茅葺き文化協会、公益財団法人日本自然保護協議会

となっております。

　事業の趣旨ですが、多様な価値を持つ草原が残る

里を再発見し、その大切さを広く紹介するとともに、次

の世代へと残していくことを目的に、未来に残したい草

原の里100選を選定いたします。

　事業の経緯といたしましては、2012年に阿蘇で開

催されました、第10回全国草原サミットに出席した14

市町村の首長によりまして、草原100選の選定が提案、

採択されたことを受けまして、2016年に自治体におけ

る全国草原の里市町村連絡協議会が発足いたしました。

そして、2021年の総会にて、今回のサミットにてこの事

業の開始をアナウンスすることが決定いたしました。

　まず、事業の目的でございますが、多様な価値を持

記述でさせていただくということになっております。

　これ以外にも当然、重要な際立った特徴があれば、

それを考慮していくという形で選考の基準とさせてい

ただこうかと。

　それから、皆さん、興味をお持ちと思います。スケ

ジュールの問題ですけれども、今回、第１回選考とあえ

て書かせていただいたのは、さっきもお話ししたように

一発で100をそろえてそれで終わりという世界ではなく

て、一緒に歩みながら一つ一つ重ねていきたいという

ことです。２年か３年、数年かけてでもゆっくりと応募を

していただきながら選考していただくというスケジュー

ルを想定したものでございます。

　応募の公開は本日、この場で草原サミット東伊豆大

会において募集を発表いたします。

　応募期間、本日から１２月１５日必着という形を取ら

せていただきます。ただ、応募のフォーム等をホーム

ページで掲載する時期が若干遅くなりますので、近日

中にホームページは公開するという形を取らせていた

だきたいと思います。

　審査期間ですけれども、第１次審査は１２月１５日の

締切り以降２月から３月までに終わらせて、最終審査

を翌年の２月から３月頃に開催して最終決定をしよう

と思っています。この審査に当たっては、場合によって

は現地審査もさせていただくことになろうかと思ってお

ります。

　それから、発表や表彰のスケジュールですけれども、

結果発表は来年の４月を予定しております。これは主

催者である全国草原の里市町村連絡協議会の総会が

開催されるときでございますので、その場で結果の発

表を行います。

　その後、秋までに表彰式やイベントの準備を行うと

ともに、現地の取材を行いながら、より深くその内容を

理解していくような期間として、追加書類等の提出が必

要であれば、それもお願いするような形になるかもし

れません。

　表彰式やシンポジウム、一応、来年の秋を予定して

おります。こういう場で表彰されたということを皆さん、

内外に強くアピールする機会をつくっていこうと思って

いるところです。あくまでも選んで終わりという世界では

なくて、一緒に歩み、輪を広げる、そういう形の100選

にしたいと思います。何度も言いましたけれども、みん

なで積み上げていって、最終的には全国草原年鑑みた

いなものに集約できればいいなというふうに今考えて

いるところです。

　間もなく、近日中に公開されるホームページですけ

れども、若干、最終版とは異なることになるかもしれま

せんが、イメージとしてこんなふうな形のホームページ

が皆さんのほうにお伝えできるんではないかと思って

います。草原の里100選とは何かという文言もあります

し、スケジュールのことについても具体的に記述されて

いますし、選考の基準について、より詳細な内容がそこ

に記される予定になっております。

　応募方法、応募様式のダウンロードをここでやって

いただいて、それに書き込んで応募していただくような

形を取らせていただきます。

　それから、自治体の推薦が必要だというお話があり

ましたが、その推薦様式についても、ここにホームペー

ジ上でダウンロードできるようにしたいと思っております。

　最後に、湯本貴和委員長からのメッセージを載せさ

せていただく、そういうふうな構成ないようにしようと思

います。

　湯本先生のメッセージには、草原100選の概念とか

エッセンスというものがまさしく濃縮されておりますの

で、その一部をここにお示しして、最後の報告を終わり

にしたいと思います。

　ちょっと読ませていただきます。

　「未来に残したい草原の里100選」は、それぞれの

地域が草原を生かした地域づくりを競い合い、その輝

かしい成果を顕彰する場とは考えていません。共通の

課題を抱えている地域が互いの実践やアイデアを学び

合い、共に未来へ進んでいくための仲間探しの場であ

りたいと思います。みなさんが応募する段階で、誇るべ

き宝を再発見したり、足りないパーツを認識したりする

作業そのものに大きな意味があると信じています。ぜひ

とも「未来に残したい草原の里100選」にご応募いた

だき、わたしたちの仲間の輪に加わってくださることを

願っておりますというメッセージをいただいております

というメッセージを頂いております。私たち関係者の共

通の思いを言い表していただいている内容だと思って

おります。

　草原の里というのは、まさしく未来に向けた草原保

全のシンボルになるであろうと思っております。風土に

根差した特色のある草原を育み、未来への展望も様々

な人の活動があり、そのような活動を通して人々が交

流し合う里、そういうものをイメージしたものになると

思われます。ふるさとの原風景とも言える草原のある里

の認知度というのは、まだまだ低いものがございます

が、この草原100選の活動を通して、草原の魅力と価

値を広く国民に伝えて訴えて行きましょうということで、

最後の言葉とさせていただきます。

　以上が未来に残したい草原の里100選の概要説明

でございます。ご清聴ありがとうございました。

ることがとても重要なんだということが期待されており

ます。

　それから、選定によって、先ほど町長からお話があっ

たように、様々な効果が期待される。さらに、未来へ向

けてですね、草原の里の持つ価値をアピールすること

になるというですね、新しい草原の活用方法もそうで

すし、草原の持つ新しい価値、そういうものを対応して

いくものにもなりますし、利用や保全をそれによって促

進されるようなものにしたいと考えております。

　それで、今回の草原の里100選の事業を行うに当

たって、大きなコンセプトをみんなでちょっと考えて行

きました。地域の人 と々草原の関わりの繰り返しの中で、

地域に蓄積されてきた知識とか意識、技術そのものが

草原の里の持つ価値であるというふうに考えました。こ

の価値のあるものを「共創資産」という、新しい用語で

すけれども、として捉える。各地に残っているこの共創

資産を日本全体で共有し活用することによって、次世

代に希望のある自然共生型社会を実現することに寄

与していこうではないかというのが事業のコンセプト

でございます。

　この事業、落とすための選考ではなくて、できるだけ

拾い上げ、仲間を増やしていくという観点から、また、一

度に100選ぶということよりも、時間をかけて少しずつ

増やしていく、そういうふうな形で進めたいと考えてお

ります。

　応募要件ですけれども、自薦という形で、草原と関わ

る民間団体、あるいは地方公共団体が応募できますと

いう形。ただし、民間が応募する場合には、地方公共

団体の推薦が必要となります。

　それから、選定の対象となる草原の里は、現在ちゃ

んと草原が存在している地域ということになります。

　応募に関しての確認事項、幾つかあります。これはま

た応募要領の中で詳細に記述しておりますので、そち

らをご覧になっていただければと思います。

　もし選考されなかった場合も、結果はちゃんとフィー

ドバックしていこうというふうなことを考えております。

　それから、選考の方法ですけれども、有識者の皆さ

んによる草原の里選考委員会というのを組織いたしま

した。ここが最終選考を行うということです。それから、

この選考委員会の下に実務者で構成する運営委員会

というのを組織しております。運営委員会は、１次審査

というか、書類審査を担当する。その結果を基に、最終

的に草原の里選考委員会が最終選考を行うという形

にしております。

　１、２と掲げてあります、最初は応募書類による審査、

候補の絞り込みを１次審査としてやって、１次審査で絞

り込めた地域について最終選考を行うという形を取ら

せていただきます。

　具体的な選考委員の名簿を一応ここに掲げさせて

いただいております。

　上のほうから、日本茅葺き文化協会代表理事の安藤

先生、それから、全国草原の里市町村連絡協議会の会

長である東伊豆町長の太田町長ですね。それと私と、

それから、京都大学霊長類研究所所長である湯本貴

和先生。湯本先生にはこの委員長になっていただいて

います。それから、皆さんよくご存じの東京大学名誉教

授の養老孟司さん。あと２名ほど、今、内諾をいただい

ている委員がございます。２人とも女性の委員でござい

ますので、最終的には７名の委員構成になる予定でご

ざいます。

　それから、選考の基準ですけれども、草原の生態系

と人々が暮らす里の関係性がつくり出した共創資産を

軸に５つの観点から選考するという形を取らせていた

だいています。一つ一つ、今から述べていきますけれど

も、１つは草原の自然、環境的価値と言ってもいいのか

もしれませんけれども、動植物が特徴的なものがある

かとか、景観の特徴はどういうものがあるか、そういう

ものをいくつかのポイントとして捉えて評価していく。

　それから、草原からの恵み、実際に利用の価値を受

け取っているかとか、あるいは資源の恩恵を被ってい

るかとかいう点からも評価していきたいと。現代的意義、

あるいはその認識というのもここに含まれますけれども、

過去の利用方法やどういう形の草原の恵みを得ている

かという具体的なものを判定する予定にしております。

　３番目が草原を維持し、享受する仕組み、そのもの

がきちんと理解されて継続されているか。それを持続性

とか公共性の尺度から評価をしていこうと。管理が

ちゃんと妥当なものであるか、それが今後も継続される

か、あるいはそういう意思が示されているか。それから、

経済がちゃんと還元されているかとかですね、主体と

かモニタリングというような項目が入ってくるかなと思

います。

　それから、４番目が共生型社会の実現に向けた波

及効果、まさしく未来に向けて草原の里が持つ重要性

をここで語っていただこうかと。地域や地域内外の社

会に及ぼすよい影響、これまであった影響もですし、今

後影響を及ぼすことが期待される、そういうものをきち

んと書いていただこうと。

　それから５番目、今の４つはある程度、選択肢で選

ぶような形をさせていただきますが、５番目はいわゆる

思いの強さです。関わっている人が熱く語れる熱量や

行動力を評価しようということで、ここらあたりは自由

○議長（太田長八）　高橋先生、どうもありがとうござ

いました。

　この件につきまして、何か質問がございますでしょう

か。ありましたら、挙手をお願いいたします。よろしいで

すか。

　それでは、このような方向でやりたいと思います。ま

た、多くの皆様の応募を期待しております。

７．サミット宣言採択

○議長（太田長八）　最後に、この第13回全国草原サ

ミットｉｎ東伊豆の宣言をさせていただきたいと思います。

　第13回全国草原サミットｉｎ東伊豆。

　私たちの暮らしに欠くことができなかった草原は、生

活様式が変化し草が使われなくなったことから、近年

ではとても珍しい風景になってしまいました。過疎、高

齢化により、山焼きや野焼きの担い手は減少の一途を

たどっており、今後、草原の維持はますます困難になる

ことが予想されています。

　細野高原でも、ススキを使うのはごく一部の農家とな

り、毎年早春に実施される山焼きが何のために行われ

ているか知らない町民も増えております。

　陸上の生態系は森林、草原、湿原などが様々な地形

の上に成り立っており、そのそれぞれに多様な動植物

が生息、生育しています。この多様性が人々の生活を

豊かにする礎となり、暮らしや文化が守られています。

草原は、その一端を担い、地域産業の基礎、水源の涵

養、生物多様性の保全、ＣＯ２の削減、カヤぶきや盆花

の文化など、様々な恵みを提供してくれます。

　草原を失うことは、これらのかけがえのない恵みを

失うことを意味しており、人々の豊かさや、また地域の

文化が失われることにもつながるものです。草原が育

んできた人と自然の共生の知恵や持続的な利用の技

術は、今後の持続可能な社会の実現を目指す上で欠

かせないものであります。

　私たち草原を有する自治体は、互いに学び合いな

がら草原を維持し、賢く利用していく努力を惜しまず、

草原のある里の風景を後世に引き継ぐための環境を

整備し、交流・連携を強化していくことをここ東伊豆町

において宣言いたします。

　それでは、東伊豆宣言。

　１つ、私たちの大切な草原、湿原を守っていくための

保全活動について、地域の関係機関と連携しながら共

に考え、支援していきます。

　１つ、すばらしい景観を活用した観光資源としての

草原と貴重な植物の自然観察など、教育・文化面との

調和を図り、次世代へと受け継いでいきます。

　１つ、かつてのように生活の中に草原の利用を取り

込む創意工夫を支援し、地域振興に活用できる社会環

境を整備します。

　１つ、未来に残したい草原の里100選事業を推進し、

草原の持つ魅力を全国に発信していきます。

　１つ、全国草原の里市町村連絡協議会の連携強化

とネットワークの構築、さらに全国の草原を持つ自治

体への協議会の加入促進を推し進めてまいります。

　以上、宣言する。

　令和３年９月27日。

　以上でございます。

　以上で議事を終了いたします。

　皆さん、このコロナ禍の中でこの全国サミット、参加

して本当にありがとうございます。特に首長様、今年、新

型コロナウイルス感染症の対応で大変お忙しい中参

加していただき、ありがとうございます。これからまた皆

様と連携し、この草原、また湿原の保全をやっていきた

いと思いますので、また連携して、またいろいろお知恵

を借りた中で、よりよいこの連絡協議会にしていきたい

と思います。

　本当に今日はどうもありがとうございました。

８．閉会

○司会　それでは、これをもちまして、第13回全国草

原サミット・シンポジウムｉｎ東伊豆大会を終了いたします。

　サミット宣言の精神に基づき、今後も各自治体や関

係者の皆様と草原の維持保全に取り組んでいきたいと

思います。今回は初めてのウェブ会議方式での開催と

なり、お見苦しい点もあったかと存じますが、ご容赦く

ださい。

　最後にお願いとなりますが、全国草原の里市町村連

絡協議会に加盟されていない自治体の皆様は、これを

機会に加盟のご検討をしていただきたいと思います。

　また、次回の草原サミット・シンポジウムの開催地が

決まっておりません。自治体の取組や草原のＰＲには

最も適したイベントだと思いますので、こちらにつきま

しても併せてご検討ください。

　新型コロナウイルス感染症が終息しましたら、ぜひ

東伊豆町細野高原にお越しいただきたいと思います。

　本大会へのご参加、ご協力、誠にありがとうございま

した。
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後の土石流がその中に入っていた木の炭素年代を調

べたら、２万５千年前後の炭素年代が出ていますので、

そこで一度起こったなというのは分かっているんです

けれども、その前には何度も何度も大分、山の南斜面が

かなり削られていますので、何度も起こった様子が見ら

れると思います。

【細野高原の川について】

○伊豆半島認定ジオガイド（鈴木京子）　今度は細野

高原の中の川のそばにやってきました。

　細野高原の中には、水源涵養保安林という地元の人

の飲み水を確保するために保安林というものをみんな

で植えて、水が自然にここに沈む込むような作業をしま

した。そのために、ここから二口ほど水源を引いていま

す。大体ここの水源は、町の総人口約１万２千人いるう

ちの千人、8.3％ぐらいの人たちのための水源になって

います。このお水は、保安林だけでなく、先ほどお話しし

ました土石流に乗って保安林の下には海底火山、その

時代からの長い年月をかけたいろいろな火山灰、そし

て火山礫が眠っています。そこの隙間を通り抜けて川の

水になっていますけれども、その火山礫の間を通り抜け

ることでたくさんの豊富なミネラルをお水の中に取り込

んで、おいしい水をつくっています。その水は私たちの

飲み水だけでなく、先ほどお話ししました湿原の動物や

生き物、生物、植物などの栄養分にもなっています。また、

町のほうに下りていきますと、農業用水になったり、そし

て、海のほうにこれが流れてですね、海の栄養にもなっ

ています。そのために稲取の野菜や果物、お魚はとても

おいしい味になっているのだと思います。私たちは細野

高原の自然を大切にして、これからもおいしい水、いろ

いろなおいしいものを食べれるような、そんな場所にし

ていきたいと思います。

　河原にはいろいろな色の石があると思います。これは

長い年月をかけて噴火してきた火山礫や凝灰岩です。そ

の火山礫や、白っぽい石がところどころに見えるんです

けれども、白っぽい石は、細野高原とまた違う斜面で爆

発的な噴火を起こしましたカワゴ平という場所がありま

す。そこは、ここと違って流紋岩や軽石を出しています。

その軽石などもかなり水分が石の中を、軽石は穴が開い

ていますので、その中が水分を通っていきます。そのため

また細野高原と違うミネラル分を含んだ水になっている

ので、本当にいろいろな豊富なミネラルを含んだ石が、

色によっても成分が違いますし、赤みを帯びているもの

は鉄分が入っている石です。錆びると赤くなりますね。

あのような変化を起こしています。そのようなものを含ん

だここの水はとてもミネラル豊富ということが分かります。

　でも、この河原を流れていっても浄化されているので、

もっと下流のほうに行っても、とてもお水がきれいで、本

当に飲みたくなるような、そのまま飲みたくなるようなお

水が見られます。

【最後に】

○伊豆半島認定ジオガイド（鈴木京子）　入り口の駐

車場の横に戻ってきました。先ほどの看板がある近くです。

　こちらに見える尾根が大峰山です。その大峰山の斜

面には、石の上と書いて石上という字名があります。こ

の字名のあるように、大きな岩がごろごろ点在している

様子が見えます。山焼きの後の２月下旬からワラビ狩り

の５月頃までは、点在している大きな岩を見ることがで

きます。この季節は草丈が伸びているのでよく分かりま

せんが、またその頃、今と違う季節にいらしてください。

　今日はありがとうございました。

②視察・オンライン見学後の感想

○司会　そうしましたら、東伊豆町の細野高原の案内

動画のほうは終了させていただいて、この後ちょっとお

時間をいただきまして、午前中に細野高原に視察してい

ただいた有識者の先生たちに少し感想のほうをお聞か

せ願えればと思いますので、ちょっと前の席のほうへご

移動をお願いいたします。

　そうしましたら、今日２時間ほどかけて細野高原のほ

うをずっと１周、見学をしていただきました。それぞれご

専門と、あとは町外の方から見た感想と印象というよう

なことを含めて、お一人ずつお話をいただけたらという

ふうに思います。席順のとおり座って、白川さんのほうか

らすみません、よろしくお願いいたします。

○芸北高原自然館主任学芸員（白川勝信）　ありがと

うございます。最初のほうなので、ちょっと安心しています。

　細野高原を久しぶりに見まして、やっぱり最初の印象

は広いなというところです。広さがやっぱり第一印象か

なと思いました。入ってすぐに、行くまでの道は植林され

ていてちょっと暗いですが、景色がぱっと開けたときに

左手にススキの波がわあっと広がっている様子という

のは、細野高原ならではだなと思いました。

るという提言をされました。これは後の草原100選のと

きにも出てくるワードですけれども、自然と社会が失わ

れれば、あるいは自然と人が失われれば、なくなるもの、

そういうものを共創資産と位置づけて語っておられま

した。また、この共創資産と言われるものは、時代ごと

の検証を受けて、長い間、自然と足されてきた、ある意

味中身のしっかりした技術や知識であると。そういうも

のが積み重ねているものがあって、そういうものを私た

ちはもう一度見直すとともに、将来に受け継いでいく必

要があるんじゃないのかなというお話でした。

　それを受け継ぐために必要なものとしては、その方

法であるとか実行力であるとか仕組みとか、あるいは

行政の役割として非常に大きいのは、法令とか条例の

整備とか、そういう環境整備であると。それから、普及、

教育という、この５つの観点をしっかりと捉えていく必

要がある。

　その中で草原に関わる象徴的な活動として、ご自身

が北広島の芸北地方で進められている茅プロジェクト

の紹介をしていただきました。これは、地域にあるカヤ

材を子供たちが作った市場に集めて、そこで「せどやま

券」という地域通貨を発行して、その発行したせどやま

券で地域の経済も回っていくという、様々なメリットを

持った内容でした。要は、利用が放棄されて社会資本

が喪失している中で、その利用の仕組みをもう一度導

入するによって草原の保全に循環性とか展望が生まれ

ているという非常に象徴的なお話でありました。

　各地に残っているこういう共創資産を見いだして、

それを共有して、それから未来にも役立てていくという

ことが大切だろうと。今日人間だからこそ生み出されて

いる、この美しさを大事にして生かしていきたいという

ことを最後に述べられて基調講演を終わられました。

　それから、パネルディスカッションは、その基調講演

をした白川さんがコーディネーターとして登壇していた

だき、東伊豆町の太田町長、それから私と、稲取地区の

特別財産運営委員会の山田さんと東伊豆町観光協会

の石島さんに登壇いただいて、この地元の細野高原の

活用、それをどういったふうに持続性の観点から理解

するかというテーマについてパネルディスカッションが

行われました。

　会場の様子はこんな感じで、それぞれ登壇しており

ます。

　それで、内容ですけれども、実は2008年にこの東伊

豆町で全国草原シンポジウムというのが行われていま

す。もう13年か14年たつわけですけれども、当時から

担い手の問題とか観光の利用について新しい取組を

やりたいという動きがございました。ただ、観光のほう

も着 と々いろいろな形で進めていて、例えば草原に入る

ときの入山料のような形で、観光客からその対価を頂

いて管理運営に回せるという、全国でも画期的な取組

もやられているんですけれども、そういう形で観光客が

増えるにしたがって、様々な問題点も生じてきているよ

うです。今後はその利用のルールをしっかりと構築し直

すことが大切であるというふうなお話がございました。

　そのためにも、都会の人と地元の人の意識の相違と

か認識の違いをうまくコーディネートするような、そうい

う組織体制も必要ではないかと。

　それから、入山料については、最初はいろいろと来

訪者から文句も言われたそうなんですけれども、今で

は多くの方がそれを理解して払っていただいていると

いう、そういう意識の醸成もできているんですよという

話がございました。

　草原はまさしく人との関わりの持続的モデルであっ

て、これは新しい社会の礎ともなるであろうと。それか

ら、草原学習は子供だけではなく、子供から地域へ広

がる、そういう可能性を秘めており、まさしくＳＤＧｓの地

域版である。そういうふうな結論で終わっております。

　最後に、町長さんのほうから、こういう問題は東伊豆

だけではなく全国の問題である。これからも多くの自治

体と共に手を取り合っていきたいという力強い宣言を

いただいております。

　それから、分科会はそれぞれの場所で行いました、

このオンラインを利用してですね。それぞれが自立し

て行っていったという形になっております。

　今回は３つの会場で分科会が行われました。１つが

この地元の東伊豆町の会場で、テーマは「保全・利用・

継承」と、これをどう循環させるかということで、地元出

身の東京都立大の内山さん、それから草原を守ってお

られる入谷区の鈴木さん、地域おこし協力隊の藤田さ

んがコーディネートしていただいております。

　蒜山会場のほうは、利用の面から、カヤの利用をす

ることによって草原保全にどう関わっていけるかという

ことで、地元の郷土自然館の前の館長さんでいらっ

しゃる前原さん、それから鳥取大学で自然再生につい

て関わっておられる日置先生、実際にカヤ刈りをした

り、カヤの建物を建てたりされている沖元さんと相良さ

んという２人のカヤぶき職人さんのトークセッションが

行われています。

　３番目の阿蘇会場は、草原の恵みを守る仕組みづく

りをどうするかということをテーマに行っています。主に

草原の持つ水源涵養力について科学的見地からの知

見、それから新しい知見というものを熊本県立大の島

谷さんから、それから、それを基にして、地域の草原を

たいと思います。

○東伊豆町長（太田長八）　それでは最後に、私から

静岡県東伊豆町の報告をさせていただきます。

　東伊豆町は細野高原という草原があります。昨日か

らのシンポジウムでも議論されてきましたが、この草原

の維持管理、また利活用、そして次世代への継承が、う

ちだけではなく、今聞きますと、全国の草原を持つ自治

体の共通の課題だと思います。このサミットで皆様のお

知恵をお借りした中で、また今後この課題に取り組ん

でいきたいと考えております。

　細野高原は、うちの町は稲取地区、熱川地区と二地

区があります。そして、稲取地区が４部落がある中で、

稲取地区に存在しております。その稲取地区の４区の

町内会が組織する稲取地区特別財産運営委員会が管

理しております。この４区の共同管理によりまして、防火

帯の設置や山焼きなどを実施しております。防火帯、ま

た山焼きにはそれぞれ120名ほどの人が出て実施し

ていますが、やっぱり作業者の高齢化、また、農業従事

者の減少によりまして、作業ができる区民が年々減りま

して、人的負担が増しております。また、この草原を管理

するのには、年間約500万円の費用がかかるため、経

済的負担も課題となっております。

　観光面では、この細野高原の資源を活用いたしまし

て、４月上旬から５月上旬にかけての山菜狩りや、また、

秋には秋のススキイベントを開催しております。イベン

トの開催時には、これはススキのほうですが、参加者

から600円、その他の期間におきましては20円を入山

料として頂いております。先ほど経済的負担のことを申

し上げましたが、これらの収入が維持管理には必要と

なってきます。しかし、これだけで全ては賄えませんの

で、入山料の値上げ、また新たな利活用を検討いたし

まして、この維持管理費用の捻出を考えていかなけれ

ばならないと考えております。

　そんな中で、イベント等のため、この道路、駐車場、ト

イレ等を整備し、誘客に努めておりますが、一方では、

来訪者のマナーも問題になっております。この大切な

資源を荒らされないよう、対策も同時に取っていくべき

と考えております。そして、何よりもこのすばらしい景観

や、また資源をどうやって次世代につなげていけるか

が大きな課題となっております。

　かつては農家の方がこのカヤをミカン畑に敷いたり、

またかやぶき屋根を使用したりするなどの活用がされ

てきましたが、農業後継者が減っていく中でのこの現在

では、カヤの需要もほとんどない状況でございます。し

かしながら、このすばらしい景観、また資源は、山焼き

等の保全活動を継続していかなければ守っていけま

せんので、町内の子供たちに、また地元にこんなすば

らしい草原があること、また、この草原は人の手によっ

て守られていること、また、カヤを使った昔の文化を教

育していくなど、未来につないでいかなければならな

いと感じております。

　これらの問題解決を図るため、昨年度、稲取地区の

特別財産区運営委員会をはじめ、行政、また観光協会、

農協、高原の専門員などで組織する「細野高原を考え

る会」が発足されました。この会では４区が継続的に細

野高原、これを維持管理していただくためにはどのよう

に、また、観光、産業などの資源としての活用、周辺の

地権者とも協力して、新たなこの魅力の創生、これを

図っていくかなどを検討しております。今日は皆様方か

らいただいたこの知恵をお借りいたしまして、この会の

発展にも生かしていきたいと同時に、この草原を全国

に発信できればと考えております。これからもどうぞよろ

しくお願いいたしたいと思います。

○議長（太田長八）　以上でこの参加自治体からの報

告が終わりました。いろいろなお話を伺いました。その中

でまた意見や質問等もあるでしょうから、ここからは自由

な形で意見交換会をさせていただきたいと思います。

　ご意見がございましたら、挙手をお願いして、発言し

ていただきたいと思います。どうぞよろしくお願いいた

します。

○真庭市長（太田　昇）　よろしいですか。

○議長（太田長八）　どうぞ。

○真庭市長（太田　昇）　それぞれすばらしい取組を

勉強させていただきましたが、恥ずかしい話、蒜山高原、

まだ山焼きの面積が80ヘクタールぐらいなんですね、

どんどん減っていて。何とか維持しようと思っているん

ですけれども。600ヘクタール焼いているとかですね、

本当にたくさん広い面積を焼いているとこら辺の取組、

もうちょっと詳しく、それもその行政というよりは、住民

の方とか、あるいは子供も参加してということですが、

もう少し、こんな取組をしているよということをご紹介い

ただければありがたいんですが。勉強させてください。

○議長（太田長八）　今、太田市長からの行政以外の

ほうの取組、これが何か具体的なことがありましたら、

どなたかご発言願いたいと思います。

　南阿蘇村の後藤さん、よろしくお願いします。

○南阿蘇村農政課主幹（後藤進哉）　先ほども説明さ

せていただきましたけれども、本村の牧野面積が

2,470ヘクタールで、野焼きが行われているところは

1,170ヘクタールということなんですけれども、地震前

はまだ野焼き面積は広くて、この事業主体というのが各

地元の行政区とかになりまして、以前は区長さんが責

【細野高原の管理の歴史】

○稲取財産区運営委員長（山田賢一）　細野高原は、

昔、町村合併が、昭和32年ですけれども、行われたとき

に、ここもそういうことで、昔ここがカヤ場で、ここの地区

の人らが農業に敷き草とか、山の屋根をふくときのカヤ

とかというものに利用しました。町村合併でここが稲取

地区の財産区ということで払下げがありまして、それで

我々が財産区として管理しているところです。

【細野高原の管理者について】

○稲取財産区運営委員長（山田賢一）　所有地の払い

下げがありまして、稲取地区、ここは特別財産区という

のが管理しております。

【細野高原のカヤ場の歴史】

○稲取財産区運営委員長（山田賢一）　そうですね、も

う僕が知らない昔から、ここはこういう形で、この地区

の農家の人たちが、要するに農業で堆肥を作ったり、畑

の中へ有機物の補給という形で、ここの草を持っていっ

て、畑の中に入れました。それとまたそのほかにも、かや

ぶき屋根のカヤの材料としても使われたそうです。

【山焼きをやるメリット】

○稲取財産区運営委員長（山田賢一）　山焼きをやる

ことによって、例えばこういういい敷き草とか、農業に

使うようなカヤとか、そういうのが病気を抑えられたり、

害虫も抑えられたりすることによって、いい材料というか、

そういうのができます。それとまた、きれいに焼くことに

よって、要するに何ですか、灰が落ちることによって、

土の肥料分の補給にもなるというようなことで、この原

野を保持していく上にはどうしても重要なことだと思

います。

【防火線づくりについて】

○稲取財産区運営委員長（山田賢一）　防火線焼きは、

大体120名ぐらいの方に出て、１日でやっています。山

焼きがその後、防火線焼きは大体11月に終わるんです

けれども、山焼きは大体２月にやります。そのときには、

もちろん区民の皆さんとか役場の職員の皆さんとか、

それとかいろんなこういうパラグライダーの関係者の

皆さんとか、そういう利用の皆さんに出ていただいて、

大体120～130名でやります。これだけの広さですから、

５人とか10人でやるわけにはいかないもんですから、

大体120名ぐらいの人の応援が不可欠です。

　先ほど言ったように、それだけの人を集めるのが１週

間ごとに大体、天候不順だと延びちゃうもんで、毎回の

ときにそれだけの人が集まってくれないと、山焼きが安

全にできない、それが悩みの種です。

【山焼きについて】

○稲取財産区運営委員長（山田賢一）　山焼きは毎年

２月に行われます。その前に準備として防火線刈りとい

うのを10月から11月にかけてやります。ここの周り全

部、境界線のところを防火刈りということで、12メー

ターぐらいずっと刈っていって、それを１週間から10日

ぐらい間を置きまして、それを全部燃して、防火線焼きを

行います。それで、それが終わりますと、もう火が入って

も大丈夫というようなことになりますので、２月の中旬

過ぎに、春を告げるということで、全体の山焼きを行い

ます。

【細野高原を考える会の発足の経緯】

○稲取財産区運営委員長（山田賢一）　細野高原は、

私たち子供の頃から毎年、春・秋の遠足は細野高原の

原野に来て、いろいろ親しんだわけですけれども、そう

いう中でこの細野高原をどういうふうにしていったら将

来にわたって維持できるかというようなことが今中心に

なっています。今、細野高原を管理して、今まで言いまし

たような防火線刈りとか、焼きとか、山焼き、そういうの

を稲取地区の区民全員で、皆さんで出てやってもらいま

すけれども、何しろ今、高齢化で、中心になっているのが

昭和20年代、30年代生まれの方が中心になってやっ

てくれています。だもんで、将来それを、細野高原を維持

していくのにどうしたらいいかというようなことで、細野

高原を考える会を立ち上げました。

　それともう一点は、今言った防火線、山焼きを管理し

て、ここの細野高原を管理するのに、ざっとですけれども、

年間500万ほど維持費がかかります。だから、今はゴル

フ場に入ってくるお金を町と折半して、それを運営費に

充てていますけれども、将来的にもなかなかそういうこ

とが難しくなるので、できれば少しでも自己財源というん

ですか、そういうのをつくっていかないと、この細野高原

を将来にわたって維持していくのが難しくなるかなとい

うようなことで、何とかこの細野高原を皆さんに知っても

らって、現状を知ってもらって、将来にわたってどういう

ことが考えられるかというのを皆さんと一緒に考えてい

ただきたいということで、細野高原を考える会というの

を立ち上げました。

 １．開会

○司会　皆様、こんにちは。

　本日は、第13回全国草原サミット・シンポジウムｉｎ

東伊豆大会の２日目となります。

　午後からのサミットに先立ちまして、オンライン見学

会として、東伊豆町の紹介動画と事前に収録した細野

高原のエリア活用に携わる方による細野高原の案内

動画をご覧いただき、細野高原や東伊豆町のことを

知っていただく機会にしたいと思います。

　なお、現地での収録については８月にしたものです

から、セミの声とかも入っておりますことをご了承くだ

さい。

　動画を見終わった後には、今日、朝から有識者の先

生の皆さんに細野高原のほう、実際行っていただいて、

現地を視察していただいておりますので、その感想な

どをお聞かせいただきたいというふうに思います。

　午後からは全国草原サミットを１時よりオンラインで

開催しますので、午後３時までとなりますが、よろしくお

願いいたします。

２．オンライン見学会

○司会　それでは、オンライン見学会のほうをスタート

させていただきます。

①オンライン見学会

○東伊豆町長（太田長八）　東伊豆町長の太田です。

　今回は、通常の形で大会を開催することができず、皆

様をこの細野高原にご案内することができず、本当に残

念です。このような状況が解除されましたら、ぜひお越

しいただきたいと思います。

　それでは、私からは、細野高原の概要につきまして、

お話をさせていただきます。

　この景色をご覧いただけますでしょうか。私が立って

いるこの場所は、標高約700メートルの場所で、ここか

ら15分ほど上に上がると標高821メートルの三筋山の

山頂にたどり着きます。そして、この眼下に広がる細野高

原の向こうには、太平洋に浮かぶ伊豆七島をご覧いた

だくことができます。何といってもこのロケーションこそ

が細野高原の自慢のポイントであります。

　広さは約125ヘクタール、東京ドーム26個分と言わ

れております。

　行事といたしましては、例年ですと２月に山焼き、４月

にはワラビを主とした山菜狩りが全体で楽しめ、10月

にはススキ祭りが開催され、ピークのときには期間中１

万人を超す来場者がありました。また、関東圏から比較

的近いこともありまして、映画やＣＭ、ミュージックビデ

オのロケ地としても有名になり、多くの作品がここ細野

高原で撮影されております。

　そんな細野高原です。皆さん、お越しいただける日が

来ましたら、ぜひともこの絶景を目に焼き付けていただ

きたいと思います。私といたしましては、一面ススキ野原

となる10月頃がお勧めでございますが、この細野高原

は四季を通じてすばらしいですから、いつ来ても、お待

ちしております。

　続きましては、稲取財産区運営委員長の山田賢一さ

んからこの山焼きの現状など、保全につきましてお話を

いたします。

○稲取財産区運営委員長（山田賢一）　稲取地区特別

財産区委員長の山田賢一です。よろしくお願いします。

【財産区委員長の役割】　

○稲取財産区運営委員長（山田賢一）　財産区各区の

区長さん中心で委員会をつくっていまして、そこの親方を

やらせてもらっています。この細野高原の細野の原野に

ついてのいろいろ管理とか運営とか、いろんなことを皆さ

んと相談しながら決めさせていただく、そういう仕事です。

　これがヤマアワです。

　こういうね、湿原の問題点として、だんだん土砂が

入ってくるんですね。それで、その上に水が流れるところ

が決まって、１か所だけこうずっと掘れちゃうんです。そ

うすると、水が周りに出なくなっちゃう。それでもってどん

どんススキがこう、乾燥化してススキが生えてきちゃい

ます。そういう状態がこれから大いに予想されます。

　ミズトンボって言います。トンボの顔に似ているじゃ

ないですか。

　これはね、ヤマイって言って、イってイグサのイ。山に

あるイグサでヤマイ。

　これがいいかな。ちょっと待ってね。ここね、ここにこ

う真珠みたいな玉がついているでしょう。これがシン

ジュガヤです。

　これはイブキボウフウと。

　ここに紫色の、これがホザキノミミカキグサと言います。

　ちょっとやぶに入りますけれども、ここにキキョウが咲

いています。キキョウっていうのは、花屋さんでも売って

いますけれども、野生のものは非常に貴重なんですよ。

【周辺の植生について】

○細野高原ネイチャーガイド（富永眞弘）　これはツリ

ガネニンジンと言います。黄色い花が、これはオミナエ

シです。これは女郎花って書いて、オミナエシという名

前です。

【中山一号湿原の状況】

○細野高原ネイチャーガイド（富永眞弘）　ここはね、

中山一号という湿原なんですけれども、こっちからどん

どん泥が入っちゃって、もう湿原の上のほうが見えなく

なっちゃっているという状態です。乾燥化がどんどん進

み始めています。この辺もね、生えている植物がススキ

じゃないでしょう、ワラビがあったり、何か他のものが生

えちゃっている。大分植生が変わってきています。

○細野高原ネイチャーガイド（富永眞弘）　今、ざっと

湿原の植物、草原の植物を見ていただいたんですけれ

ども、細野高原にはね、僕らが把握しているだけで約

500以上の植物の種類があるんですけれども、今日は

10とか20、もっといったかな、ぐらいしか見ていません

けれども。今日の見ていただいた中にもあるんですけれ

ども、静岡県の絶滅危惧種というのが細野高原に26種

あります。それから、環境省、環境省というのは全国で絶

滅危惧を定めているわけですけれども、その中に19、こ

こにあるものがあります。ということで、非常に貴重な草

原、湿原ということだと思います。

　以上で今日の解説を終わらせてもらいます。富永で

した。

○伊豆半島認定ジオガイド（鈴木京子）　こんにちは。

ジオガイドの鈴木京子です。稲取に生まれ育ち、今も稲

取に住んでいます。

　子供の頃からの思い出を踏まえていろいろお話しで

きればと思います。よろしくお願いします。

【細野高原について】

○伊豆半島認定ジオガイド（鈴木京子）ここ細野高原

は、伊豆半島の中央に横たわる天城山脈の斜面にあり

ます。天城山はフィリピン海プレートに乗って移動してき

て伊豆が本州に衝突した80万年前から20万年前の火

山活動によって生まれた大型火山です。火山活動が終

わった天城山は、浸食によってこちらの東斜面が大きく

削られています。天城山最高峰の万三郎、そしてこの細

野高原を取り囲む三筋山、大峰山も浸食に耐えて残っ

た天城山の一部です。

　細野高原の一部は、稲取泥流と呼ばれている土石流

堆積物に覆われています。何らかの原因で起こった山

崩れなどによって、水と土石が一体となって流れ下って

できたものです。高原内に点在する角の取れた丸っこ

い岩は、こうした土石流によって運ばれたものと考えら

れています。泥を多くふくむ土石流堆積物は、水を通し

にくく、水はけの悪いくぼ地には湿原をつくっています。

湿原は貴重な動植物の宝庫になっています。水を通し

にくい地層上にできる地下水は周囲に湧き出し、飲料水

の貴重な水源にもなっています。

　それでは、今から山のほうに行って、その場所を紹介

したいと思います。

【細野高原の岩の形について】

○伊豆半島認定ジオガイド（鈴木京子）　この大きな

岩ですけれども、このお山の上のほうにあって、この岩

の角が取れています。なので、これは先ほどご説明しま

したように、もっと上のほうから土石流に乗ってごろごろ

ごろごろ転がってきて、こういう角が取れたり、こういう

潰れていたりという様子が見られます。かなり大きさも大

きいですけれども、あちこち丸で、角が取れて、転がって

きたかなという様子が見られます。もっとね、割れたりし

ているときには、まだ角が鋭角だったりするんですけれ

ども、その後もまた転がって、何度か転がったかなという

ような様子が見られます。

　このほかにもたくさん、この辺りには大小いろいろな

石が転がっていますので、また、この山はそういう土石

流でいろんな石や砂や泥、いろんなものが転がったか

なという様子が見られると思います。

○インタビュアー　何回もそういう土石流が起こって

いたんですか。

○伊豆半島認定ジオガイド（鈴木京子）　そうですね。

一番というか、はっきり分かっているのは２万５千年前

【細野高原の利用状況】

○稲取財産区運営委員長（山田賢一）　春は、ご存じの

ように山菜狩りをやっております。これは観光協会では

なくて、財産区が主体になってやっています。それで、秋

はススキのイベントを観光協会が中心になってやって

いただいております。あとは、ここに撮影とか、いろんな

映画の撮影とか、そういうのにも使っていただいていま

すけれども、それは年中ではなくて、単発にやる、そうい

う形で使っています。

【細野高原の今後】

○稲取財産区運営委員長（山田賢一）　だから、今み

んなで考えているのは、あそこに、あれ、これ水源地な

の、この部落の。だから、水源地から見れば、手を入れる

ことはいろんな自然保護とか、いろんな環境の問題で、

水源地から上は手を入れないけれども、水源地から下

のここら辺を何か利用してくれる、何ていうの、企業とか

そういう団体があったら、ぜひ提供しますよというのを

私たちは今訴えているんです。もちろんここに自然破壊

するようなものを造られちゃ困るんですけれども、自然

を利用したもので、何かそういう、先ほど言ったような体

験学習とか、そういうことができるものがあればいいな

というようなことを考えています。

【次世代への継承について】

○稲取財産区運営委員長（山田賢一）　今言ったよう

に、管理しているのが我々中心なもんで、だんだんこの

草原をどうしていったらいいかということについては、

僕らの子供の頃は春の遠足、秋の遠足というのも細野

高原で、三筋山のてっぺんに登るのが楽しみでここへ

来ましたけれども、今の子供たちは本当に草原とかそう

いうのに親しむ機会がないもんで、できれば何かそうい

う体験学習とか、そういう形にどんどん使っていただき

たいなと思います。

○インタビュアー　以上です。ありがとうございました。

○稲取財産区運営委員長（山田賢一）　どうもありがと

うございました。

【細野高原の植生について】

○細野高原ネイチャーガイド（富永眞弘）　それでは、

私が今日の案内をさせていただきます。細野高原ネイ

チャーガイドクラブの富永です。よろしくお願いします。

　まず、細野高原ってどういうところかというのを植生を

中心に見た場合に、どういうところかというのを説明し

ます。

　まず、一番高いところ、風車が、向こうから２番目の風

車の辺りが一番高いんですけれども、あれから奥へ約

５分ぐらい行ったところが三筋山という山の山頂になり

ます。それが細野高原で一番高いところです。

　それから、その下へ、草原と林がありますけれども、草

原のほうが細野高原で、この稜線をずっとたどっていた

だいて、この林、量線を境にこちら側が草原で、向こうが

林になっています。こちら側が細野高原で、東伊豆町の

細野高原で、向こう側が河津町です。これがずっと延び

ていまして、その稜線に沿って、稜線のこちら側ですね、

ずっと下りて一番下の辺り、もうちょっと下まで細野高原

です。一番下の辺りが標高で370メートルぐらい。それ

から、一番高い三筋山が821メートル、標高差が約550

メートルありますので、気温的にも３℃ぐらいの差が

あって、それで、ご覧になって分かるように、草原が広

がっていまして、後で説明しますけれども、湿原があって、

それから、人工林がこう、杉の林ですけれども、人工林、

常緑針葉樹があって、ちょっとここからはあまり見えな

いんですけれども、落葉広葉樹があって、植物、草なん

かにしてもこういう林の中なんかの植物は草原の植物

とは違うものがあるというようなことです。

　先ほど３度ぐらい差があると言いましたけれども、春

のワラビなんかだと、下から取れるようになって、だん

だん上へ上がっていくと。秋の紅葉なんかは、上からだ

んだん下りてくるということです。

【芝原湿原について】

○細野高原ネイチャーガイド（富永眞弘）　ここは芝原

湿原という湿原です。このぐらいの大きさ、この柵があり

ますけれども、非常に小さな湿原ですけれども、こういう

小さな湿原が細野には４か所あります。湿原って、必ずし

もね、大きいからといっても、見ることのできるのは外周

ぐらいのもんですからね、このぐらいの大きさっていうの

は非常に適当だと思います。この細野の地面の下には

ちょっと粘土質の層がありまして、それで水を通しにくい

がありますので、こういうくぼ地には湿原ができています。

　ここ、こう荒らされていますね。これはイノシシが掘っ

たんです、ここのところを。これ至るところでやられてい

ますけれども、夏から秋にかけてやられると、種が落ちる

前に根が起こされて死んじゃう場合が、枯れちゃう場合

があるんです。あまりいいことではないです。

【芝原湿原の植生について】

○細野高原ネイチャーガイド（富永眞弘）　これ、これ

葉っぱを見ていただければ、アザミなんですけれども、

横を向いています。これはキセルアザミと言います。

　この花はサワヒヨドリと言いまして、フジバカマの仲間

です。ですので、この辺の紫の花、ヒメハッカと言います。

　ここに生えていますけれども、これはハイメドハギ、メ

ドハギというのはもともと真っすぐ立つんですけれども、

これははっています。

　コシロネといいます。

　さっきジオガイドの方から解説があったように、泥流

が流れたことで、ああいう、この斜面がずーっと続いて

いるような地形ができて、そこにススキがずっと一面に

生えているから、ああいう印象を与えるのかなと思って、

何か先ほどの説明を聞いて、改めて景色と重ねてみると、

思い返してみると、いいなと思いました。

　植生の印象は、やっぱり皆さん、ススキが小さい、小

さいというふうにおっしゃっていたんですけれども、全

体的に見て、低いところもあったんですけれども、高い

ススキもあったりして、これ多分、後から上野さん、詳し

く言って下さると思うんですけれども、山頂付近のです

ね、カヤという面で見れば、背丈が低いのは悪い、悪い

というか、使いにくいのかもしれないですけれども、植物

から見ると、背丈の低い植物がそろっているところは、

むしろ種の多様性が高まって、いろんなものが見えるの

で、上のほうのススキの背丈が低いところをもう少し

ゆっくりちょっと歩いてみたら面白そうだなと感じました。

　ビデオの中で500種類の植物がいるということで、こ

れは何かすごいなと思ったんですけれども、うちの近く

にある３つの草原で、それぞれ調べてみると、大体300

種類ちょっとなんですね、草原エリアの中だけでいうと。

そういう意味でも、ああいう、湿原がまずまとまった面積

で残っているというのが種数を増やしている一つ要因

になっているのかなと思いました。

　僕はもともと湿原をずっと興味があって調べたりして

いたんですけれども、今回見せていただいた中で、

ちょっと解説の中でもあったんですけれども、少し乾燥

化しているところというのは気になったところです。天然

記念物というか、文化財として指定されているところもあ

るんで、大事にしようということはすごく大事だと思うん

ですが、そのやり方については少し、先ほどビデオに出

られていた専門家とかですね、皆さんの意見を聞きな

がら、ちょっと見直しをしながら進めていただけたらい

いのかなと思いました。

　ただ、植物的には、先ほどのキセルアザミとかですね、

湿原特有の植物も見れたので、途中、役場の方から、

早く行きますよというふうに何回も促されながら、写真を

撮ったりして楽しませていただきました。今日はどうもあ

りがとうございました。

○司会　白川さん、ありがとうございます。

　続きまして、高橋先生、よろしくお願いします。

○全国草原再生ネットワーク代表理事（高橋佳孝）　

高橋でございます。

　私は草原生態のほうが専門なので、草原のほうは塩

坂さんのほうから多分詳しいお話があると思うんです

けれども、火砕泥流ですか、によってつくられた地形とい

うのが独特で、その中にスポリアが出ていたり、あるい

は浸食を受けたり、その泥流によって湿原のようなくぼ

地が生じたり、極めて多彩な地形がその中に含まれて

いるんだなと。ぱっと見た目にはとても広くて大きいん

ですけれども、実はその中にいろんな形の地形がある。

その中でススキの丈を一つ見ても、大きいところもあり、

小さいところもあり、ススキじゃなくて芝生のようになっ

ているところもある。それは恐らく地形に基づくものもあ

るでしょうし、今、利用されたり管理をされている作業そ

のものがですね、そういうものを生じさせている、モザイ

ク状のものというか、極めて多様なところなんだなと思

いました。

　先ほど500種という話がありましたが、阿蘇は２万２

千ヘクタール近くあるところですね、草原の植物500種

なんですよ。ですから、ここにかなり集約されているし、

中を見ると、湿原もとても大事な植物が多いんですけれ

ども、草原の中にも、例えばスズサイコとかキキョウとか

ですね、本当に今絶滅に瀕しているような植物もたくさ

ん生えているし、両方がとても大事なんだなという気が

いたしました。

　それから、管理のほうはやっぱり大変なんだろうけれ

ども、まだまだ地元の人たちがとても元気なんだなとい

う、多少人が少なくなってですね、きっと大変なところも

あるんだけれども、その気持ちだけはとても前向きであ

るというのが非常に印象深く受けました。

　これを今後どういうふうに仕掛けていって担い手や

仲間を増やしていくか、あるいは次の世代にどうやって

つないでいくかというのが大きな問題だと思いますけれ

ども、そのような熱意がある以上は、きっとうまくやってい

けるんじゃないかなという期待も込めています。

　もちろんそのときには外部からの働きかけや応援と

いうのも必要になってくるかもしれませんけれども、それ

はあくまで手段であってね、目標としているものがかな

り明確になっているので、大事なものを守ろうという意

識そのものをぜひ町民全体に醸成して、つないでいっ

て、広げていっていただければありがたいなと思います。

紅白が始まるぐらい、そんな時間帯です。今からメイン

で話します稲取泥流というのは２万５千年とされていま

すけれども、これは、だから12月31日の11時58分ぐら

い、２分30秒ぐらい、つい最近の話です。ですから、時間

が、皆さんの日常生活とスケールが違うので、そこを間

違えると混乱いたします。

　ですから、その斜線の部分が、まず伊豆半島の基底

をつくった海底火山堆積物で、その次に、この図でいく

と６番ですね。６番のゾーンというのは、浅間山とか大

峰山とか三筋山とかをつくったかつての、70万年ぐらい

前の天城火山の基盤をつくっているものです。それが先

ほども鈴木さんからご説明あったように浸食で残った

部分がこの６番の部分です。

　その後、新天城ができて、多分、これ土石流じゃなくて、

先ほど土石流、土石流と言っているのは、あれは間違い

で、土石流じゃなくて泥流です。土石流と泥流と全く違う

ものです。そこのところを混乱しちゃうので、さっき何か

フリップは土石流が、土石流がとあったんで、あれは実

は土石流じゃなくて泥流です。

　泥流はですね、どういうふうに流れたかといいますと、

さっき言ったように、この図でいくと左上のほうに天城

本体がありますから、あそこから流れてきたんですけれ

ども、流れたときに三筋山だとか大峰山が邪魔をします

ので、河津側に流れたほうと、それから、この東伊豆町

側に流れた、２つに大きく泥流は分かれました。

　今日話題になるのがこの東側に流れた泥流です。２

万５千年前ってどういう時代かといいますと、氷河期の

最後の時代。つまり海面が世界的に100～140メート

ルぐらい後退していた、海が今よりも140メートル低

かった時代。ですから、この土石流は、多分この稲取の

温泉街をぶち抜いて海の中まで入ったんです。溶岩の

ように非常に800℃とか1,000℃、高いので流れてくる

と、海につかった瞬間にそこで止まるんですね。だから、

あそこの伊豆高原の辺りの海岸がありますけれども、あ

れはあそこで溶岩が止まっちゃうわけです。ところが、泥

流の場合は泥なので、そこで止まらないんですね。だか

ら、海底の中にもそういう転石がたくさんあるはず。

　次に、泥流の真ん中にハート形の白いのがあります

ね、２番。これは火口なんですね。多分、泥流の中から

突き抜いてきたものなんですけれども、車で登っていき

ますと、右側にカーネーションの畑、ハウスと、それから

水田が唯一ありますね。多分そこは火口のところに長い

間、泥炭がたまって、その上に水田ができて、東伊豆唯

一の水田じゃないかと思いますけれども。その上に現在

はため池が、それこそハート形のため池があるんです

よ、これ空から見ると分かるんですね。そのため池とい

うのは、後で説明します、湧水が水温が低いので、その

ため池の太陽光で温めた上水だけを使って多分水田

をやっていたんだろうというのがこういう白いハートの

ところです。

　そのハートのところに今度は斜線が、ハッチが３か所

ありますね。これは凡例にもありますけれども、熱水の変

質帯と言うんですけれども、高温のマグマが地下に隠れ

ていて、その地下水が沸騰したような状態になって、周

辺の岩石を変質させるものです。特にこの水源地になっ

ている一番左側の上のところというのは、熱水で変質し

たものが粘土化して、こういう地下ダム、ダムの役目を

しているんですね。

　それからもう一つは、この地質のところには火山灰と

かスコリアは一応、剝がした図になっています。全面的

には多分スコリアは降っているんですけれども、それを

剝がしたやつになっています。ただし、右下のほうにあ

る白いところ、これがスコリアコーンで、これ玄武岩なん

ですけれども、これはつい最近、つい最近というか、か

つてスコリアを採取していた場所があるところですね、

右のほうです。

　それで、じゃこの今日見た湿地だとか湧水がどうなっ

ているかというと、結局、泥流が流れたときに、それがカ

ルデラの崩壊かどうか、そこまではまだ確認はされてお

りませんけれども、いずれにしても大量の水が流れたこ

とによって泥流が発生します。泥流というのは水土流、

泥水ですから、そこに大きな岩石も、それから山体の一

部も、コルクのように浮いちゃうんですね。浮いて流れて

いきます。これを流れ山と言います。代表的なのは、甲府

の北側の韮崎というところ、あそこに韮崎泥流、八ヶ岳

泥流というのがあるんですけれども、あれがあの辺で

やっぱり流れ山がたくさんありまして、武田信玄がその

山沿いにのろしを上げていったという、そういう流れ山

地形があります。だから、ここで、伊豆半島で流れ山地

形があるのはここだけです。

　流れ山でどういう現象が起きるかというと、重たいも

のから順番にこうもう流速がなくなるから落ちていきま

すね、止まります。止まるとどうなるかというと、後ろから

来た岩石がそこへまたこう何ていうかな、山が出来上が

る。そういうもの幾つもあります。さっき映像にあったパ

ラグライダーのランディングのところ、今トイレのあると

ころ。あそこも小っちゃい小山があります。あれも流れ山

の一つです。そういう流れ山と流れ山の間が当然へこ

みますよね。へこんだところは、下が泥流で水を通しま

せん。それから、この付近ですと、さっき言ったこの玄武

岩のスコリアだとか、西側にある大池のスコリアだとか、

そういうところはスコリアが飛んできます。そうすると、そ

　それから、私は文化財の専門じゃないんで、湿原のど

うこうというのは分からないんですけれども、手をつけ

ないで放っておくというのは、建物だったらよいかもし

れませんけれども、人と自然が関わってつくられてきた、

恐らく湿原についても人の手というのはかなり影響して

いるところもあるんですよね、そのあたりは詳しく分かり

ませんけれども。そういう全体的な自然そのものは、む

しろ文化財というよりは、文化的経過なのかなという感

じがします。そういう視点で見ると、やはり修復というの

が当然重要になってくる場面が結構あるんで、このまま

放っておいて手をつけないという自然ではなくて、地元

の人たちが合意の下に知恵を出し合って、それをよりよ

い形のまま後世につないでいくような仕組みづくり、ある

いはそういうものができたらいいなという感想を持ちま

した。

　以上です。

○司会　どうもありがとうございました。

　続きまして、笹岡さん、すみません、よろしくお願いい

たします。

○全国草原再生ネットワーク（笹岡達男）　こんにち

は。笹岡でございます。

　今日はたくさんの専門家の先生方に囲まれて、私は

専門家といっても、長く自然公園や自然環境の行政を

やってきておりましたので、詳しい話はもう先生方にお

任せしたいと思います。

　今日は純粋に細野高原の風景と景観をたっぷり楽し

ませていただきました。もちろんこの季節ですから、その

景観、風景の主役はすばらしいススキ草原なわけです

けれども、もう一つ見逃せないのは、あそこに立ってみ

るとですね、実はご承知の方も多いと思いますけれども、

伊豆半島というのは、海岸線とそれから天城山を中心

とする山稜線ですね。そういうところが帯状に、全部国

立公園に指定されているわけです。その中腹にある細

野高原はそうした区域とは違うんですけれども、細野高

原から眺める海、海が見える草原であると。そして、振り

返れば山も、すばらしい山が続いている。もう一つ、今日

も見えましたけれども、伊豆七島も見えちゃうんですね。

伊豆七島も国立公園です。

　そういう意味では、そういうすばらしい、自分が立っ

ている、目の前だけじゃなくて、その周りの風景、景観を

楽しめる場所としての細野というのはもう一つ価値が付

け加わるんではないかなというふうに思っています。

　そして、そういう草原を守っていくことについては、ほ

かの先生方からたくさんアドバイスがあると思いますけ

れども、やはり大変な維持管理の作業があるわけです

し、そのためには、何かこう、どういうふうに使うんだと

かね、こういうふうにここは守っていく、ここは使うんだ。

皆さんがその目的意識を持って、非常に大事なのは、や

はり地域でもって目的や利用の方法、合意を取るという

ことが大事なことだと思いますから、そういう皆さんの

話合いの中で、保全、利用、そして管理ですね。それをど

うやって引き継いでいくかというお話も昨日たくさん聞

かせていただきましたけれども、そういう新しいタイプ

の視点を大事にしながら、みんなで楽しんで守っていく

という、そういうところになっていけばいいなというふう

に思いました。

　本当に今日はどうもありがとうございました。

○司会　ありがとうございます。

　続きまして、塩坂さんのほうからお願いします。塩坂先

生は地質学がご専門ということで、先ほどのジオガイド

さんの提案内容を補足等もお願いしながら、ちょっとお

話しいただければと思います。よろしくお願いいたします。

○全国草原再生ネットワーク（塩坂邦雄）　ご紹介い

ただきました塩坂と申します。

　東伊豆町とは大変縁がございまして、大島近海地震

のときに、次の日にたまたま稲取駅のところで調査をし

ていて、そのときちょうどパニックがあってですね、何か

近々大地震が来るぞというみんな、いたんですけれども、

私は大丈夫だよと言って、皆さんをなだめた経験があっ

て、そのときの見高エリアの断層等も調査した覚えがご

ざいます。その以降は、私は趣味でパラグライダーを

やっているもんですから、空中からいろいろな調査もし

て、一応、自称空飛ぶ地質屋と言われておりまして、時々

空からおっこっていることがあるもんですからね、ソラ

ツカイとも言われますけれども。

　それで、実はこの伊豆は、今、熱海の伊豆山の土石流

調査もやっております。お手元にもありますけれども、こ

こにも図面を出していただきましたけれども、これは

倉沢さんと加藤さんとが作った、当時、稲取のこの付近

の地質です。

　この一番左上のところ、もっと上ですけれども、まず、

地形発達史といって、つまりどのようにこの稲取ができ

たかというところをお話ししますと、まず一番上に斜線

がありますよね。この図でいくと７番、この凡例でいくと７

番です。これが伊豆半島の基底をつくっている湯ヶ島層

群という海底火山の噴出物です。特に地質学というの

は、時間的な感覚が皆さん違うのは、例えば地球は46

億年なんですよ、分かっている限り。それを日常の365

日で割っていきますと、この伊豆半島の基底ができたの

は12月30日ぐらいです。もうつい最近の話なんです。

　それから、私が必死に100歳まで生きても、0.3秒で

す。まばたきですね。人類が誕生したのが12月30日の

○日本茅葺き文化協会事務局長（上野弥智代）　皆さ

ん、こんにちは。日本茅葺き文化協会の事務局長をして

います上野弥智代と申します。

　茅葺き文化協会は、所有者とか職人とか研究者とか、

それから自治体が一体となってカヤぶきのことをつな

いでいるネットワークの団体なんですけれども、今日、

細野高原へ伺って、また昨日から皆さんのお話を聞く中

で、私がわあと思うことがたくさんありました。でも、その

中を３つくらいに分けてというか、３つに絞ってお話しし

たいなと思うんですけれども、まず、皆さんが関心をお持

ちだったカヤというものとしてどうなのかというのは、も

う第一印象は、すごい元気なカヤだなという、カヤとし

て見たときに、細くてしなやかというのがありますけれど

も、背丈が高いからいい悪いじゃなくて、カヤそのもの

が真っすぐ細くてしなやかというのはすごくいいカヤだ

なというふうに思いました。

　昨日も話がありましたけれども、カヤぶきって、短いの

と、一番最後に長いので押さえて、それを竹で押さえると

いう、３層ぐらいにしていくんで、短いカヤも長いカヤも

要るんですね。長いカヤといっても、それが３メーターそ

のまま要るかといったら、やっぱりちょっと使えないんで、

切って使ったりするんですよ。だから、その短さというの

は使い方と連動するものなので、それよりも、ここの穂が

あれだけ立っていて、真っすぐ元気なカヤというのはす

ごいなというのをまず思いました。

　昨日も町内会長さんの鈴木さんのお話にも出てきた

し、山田さんの話にも出てきましたけれども、カヤってい

う、何か使うときはやっぱりカヤって呼んでいるんだな

という、屋根材だけじゃなくて、聞いていると、利用する

ときは草がカヤになっているなと思うんですけれども、

今、生えている状態だとススキですよね。それが刈り

取ってカヤ束、屋根ふき材、私の場合はちょっと屋根ふ

き材としてですけれども、屋根ふき材としていいカヤ束

ができたときにカヤになるというか、何でもかんでも刈

ればいいってもんじゃないじゃないですか。使い道に

よって。だから、それがススキが刈ってカヤになるという

こと。でも、皆さんの中にそれはもう当然のように根づい

ているんだなというのも感じました。

　今日案内していただいた上の山頂近くのところも、白

川さんが言っていたみたいにちょっと背は低いですけ

れども、あそこのカヤもいいカヤだったし、駐車場のと

ころも、下に少し広がっているところもいいカヤでした

し、最後見せていただいた湿原のそばにあったカヤは

結構背が高かったですし、あそこは少し、何かワーク

ショップ的にやるんであれば、あずまやもあるんで、あず

まやをカヤぶきにしたらいいんじゃないっていう話もあ

りましたけれども、あれ野焼きに巻かれるとすれば、毎年

屋根にトマブキみたいなのでかけてもいいんじゃない

かなと思いました。燃えてもいいんじゃないかな、そこは。

それでみんなでまた、何か新嘗祭じゃないですけれども、

豊穣を祝って、その屋根にふくというようなことにつなげ

てもいいのかなというふうに見ていて思ったんですけ

れども。そういう面白いいろんなことができそうだなとい

う、カヤとして使うということですね。

　さっき高橋先生が湿原のことでちょっとおっしゃいま

したけれども、法隆寺って、私、建築の専門なんで、法隆

寺って世界最古の木造建築って千年たっていると言わ

れているじゃないですか。でも、それはずっと放ってい

て千年もっているわけじゃなくて、修繕している。それを

植物資材を使って、大工さんなり技術者が修繕してい

る技そのものがすばらしいということで、この間、その

技そのものも無形文化遺産になったんですけれども、

伝統工匠の技って。そこにカヤぶきとかカヤ採取も入っ

ているんですよ。だから、ああいう植物材料を取ってく

る技そのものも含めて、だから、ああいうものができて

いるということが草原とかカヤ場も同じだなというふう

に思いました。

　それが１個目で、２個目はさっき内山さんから振られ

ましたけれども、もう一つ、わあ面白い、格好いいって

思ったのは山田さんのお話です。今、70代ですかね。こ

の財産区の皆さんの活動ですけれども、山田さんの話、

本当に面白いんですよね。若い頃は、何月頃みんなで

取りっこのように草を刈っていた、昭和50年代ぐらいま

で刈っていた、いやそれはこういうふうにやっていた、

カヤを降ろすのは、１週間ぐらい乾かしてから降ろして

いた、そういうお話がまだまだ生きているというか、それ

が話を聞いていて、すごい面白いし、格好いいなと思い

ました。

　今、草は使っていないのに、何で管理をあんだけ一

生懸命されているのかなというのもちょっと聞いてみた

んですけれども、やっぱり山田さんにとってはふるさとの

山だから、みんなにこのまんま何とかみんなにつなげた

のくぼ地にスコリアがたまって、それが、そのスコリアの

隙間が地下水の帯水層になるんですね。

　これも偶然の重なり合いなんだけれども、さっき言っ

た熱水が変質した粘土が下流側にあるもんですから、

ちょうどダムのように、地下にダムができている、ずっと。

それが一定程度常に安定して水を流下させているとい

うことになります。

　それからあと、この図で注意するのは、西側に黒い線

が幾つか見えますね。これが断層なんです。私のほうが

昨日泊まっていた旅館のすぐそばも通っていますけれど

もね。ずっと行って、あの伊豆急のトンネルのちょうど真

ん中を通って、国道135号線のところも、私の記憶では、

その小学校の下に自転車屋さんかなんかあって、その

自転車屋さんのところの真上です。そこを通って見高

エリアのずっと活断層があって、それからもう１か所、

浅間山のほうに、これちょっと書いてありませんが、浅

間山はもうちょっと左上かな、のところに浅間山ってあ

るでしょう、その斜面も、当時はほとんど植林されていま

せんでしたので、明確に活断層が確認できました。した

がって、東伊豆町は北西から南西に幾つかの断層が

あるんですね。そういう場所ですね。

　以上ですけれども、また後で質問があれば。

○司会　ご丁寧にどうもありがとうございます。

　続きまして、内山さんですが、内山さんは唯一の町内

のご出身で、今、東京都立大学のほうで研究をされてお

ります。よろしくお願いいたします。

○東京都立大学大学院都市環境科学研究科（内山義政）

　内山でございます。

　私は稲取の生まれで、何度も細野には通っているん

ですけれども、今は東京都立大学の博士課程の学生

をしております。今回、草原サミットの実行委員というこ

とで、役を務めさせていただいておりますが、ほかのサ

テライトの会場の先生方と比べて、まだ私、学生ですの

で、本当にこの大役、務まるのだろうかとずっとやって

きておりますが、今回、今日現地を見させていただいた

感想などをお話、２点、主にできればと思っております。

　まず１つ目に、後で上野さんからお話があるかと思

うんですけれども、あるかもしれないんですけれども、

今日ですね、現地見させていただいた中で、財産区委

員長と大変、地元の話を聞くのが楽しそうにされてい

るなという印象を強く受けまして、例えるとですね、例え

ば郷土の語り部なんかを語る観光イベントなんていう

のは各地で行われると思うんですけれども、まさしくあ

んな感じで、僕は考える会ですとか、財産区の会議と

かで伺っていても、本当に面白い話だなというのはた

くさんあるんですけれども、多分、地元でずっと住んで

いると当たり前だなという話も、例えばこの細野の管

理の歴史ですとか、そういった話も、改めて外部に発

信していくことで、そのお話自体が面白いコンテンツと

いうか、話になるのではないかなというふうに１つ思

いました。

　そうした地域の知見をそういうふうに改めて捉えてい

ただいて、誇りというか、引き継いでいくことが改めて必

要じゃないかなと思った次第です。そうしていく中で、先

ほど財産区委員長からの動画の中でもありましたけれ

ども、利活用をということですけれども、カヤで、カヤぶき

とか、実際見ていただいて、使えそうだという話もありま

したので、カヤぶきですとか、ぜひカヤ材の利用とか、

何ていうか、企業とか団体とかのそういうイベントとか

観光利用という面もあるかと思うんですけれども、ぜひ

草原本来の利用を、さらに新しい形での草原の資源の

利用という観点からで捉え直すのもいいのではないか

なと思いました。そうした中で地域での草原の資源の活

用の担い手という意味では、東伊豆町では最近、ＮＰＯ

ですとか大学が連携して様々な活動をしてきていると思

いますので、そういった地域でのつながりをまた活用し

ながら、細野高原のほうも今後動いていけたらいいの

ではないかなと、私自身もこれから一緒に関わってい

けたらなと思っています。

　２点目ですけれども、富永さんと鈴木さんの動画と、あ

と、私自身もネイチャーガイドのほうには時々参加させ

ていただいて、観察会、行かせていただいているんです

けれども、本当に今回の動画で、ちょっとしたやぶの中

に入らないと見られないキキョウですとか、もう本当に

道の、ちょっと奥まったところの道の、ふとこうよく見ない

と気づかないような石ですとか、そういった細やかな場

所まで熟知しているという地元のガイドですとか、そう

いう知識というものも人材として引き継いでいかなけれ

ばいけないなと思っております。

　私自身は、大学での研究ということで、なかなか綿密

にこの隅から隅まで熟知するということがまだまだ足り

ていないわけなんですけれども、そういった意味で、ジ

オもそうですし、植物ですとか生物のほうの専門的な知

識をより地域でも引き継いでいく人材がこれから必要で

はないかなというふうに思った次第です。

　以上、２点ほどです。ありがとうございました。

○司会　どうもありがとうございます。

　続きまして、上野さん、お願いいたします。

　上野さんは、一般社団法人日本茅葺き文化協会事務

局長を務められておりますので、そういった視点から

お話をいただきたいと思います。よろしくお願いいたし

ます。

１．開会

○司会　それでは、ただいまより第13回全国草原サ

ミット～未来へつなごう！壮大な海すすきの草原～を

開催いたします。

　私は進行を務めます東伊豆町企画調整課長の森田

と申します。どうぞよろしくお願いいたします。

２．挨拶

○司会　まず初めに、開催地を代表して、本大会の実

行委員長である東伊豆町長　太田長八よりご挨拶を

申し上げます。

○東伊豆町長（太田長八）　皆様、こんにちは。東伊豆

町の町長の太田でございます。

　本日は、この首長様におかれましては、新型コロナ

ウイルス感染症の対応で大変お忙しい中、全国草原サ

ミットにご参加していただきまして、誠にありがとうござ

います。

　本来であれば、皆さんにこの東伊豆町にお越しいた

だきまして、顔を合わせながらこの意見交換をさせてい

ただくところでございますが、１年延期したにもかかわ

らず、新型コロナウイルスの感染がなかなか収まらな

い状況ですので、このようなオンラインの会議とさせて

いただきました。ご理解願いたいと思います。

　この後、前回大会の報告、それから、昨日から行って

きましたシンポジウムの報告もお願いいたしますが、こ

こから先がメインであるサミットとなります。全国に存

在する草原の価値、また課題につきまして、参加者の皆

様から貴重なご意見を提言していただきながら有意義

な大会となるよう期待しておりますので、どうぞよろしく

お願いいたします。

○司会　町長、ありがとうございました。

　それでは、本日は東伊豆町以外に８自治体の皆様

にご参加いただいております。

　参加者について、事例等の発表順にご紹介させてい

ただきます。

　前回サミット開催地の宮崎県川南町、町長、日髙昭

彦様、兵庫県新温泉町、町長、西村銀三様、岡山県真

庭市、市長、太田昇様、前回サミット開催地の宮崎県

串間市、市長、島田俊光様、熊本県高森町、町長、草村

大成様、広島県北広島町、生涯学習課長、西村豊様、

いというのもあるけれども、そこにそうあってほしいとい

う思いが一番あるんだなというところ。山田さんのお話

を裏づけるようなネイチャーガイドのさっきの富永さん

とかジオガイドの鈴木さんのお話も、こういう方もたくさ

んいらっしゃるというのがもうすごいところだなという２

番目のわあです。

　最後は、笹岡さんとかの話にも出てきましたけれども、

山から海が近いじゃないですか。ここから15分ぐらい

であの草原に行けて、町もその間にあって、ジオの話も

ありましたけれども、すごく山から海までが見渡せる範

囲にあるという中に今の壮大な何億年の話から、その

暮らしが息づいていて、見えているということ、それでそ

こにさっき話したみたいな人がいらっしゃるということ

がもうすごいなというのが私の３つのわあでした。

　以上です。

○司会　どうもありがとうございました。

　先生たちのお話を聞いて、東伊豆町に住んでいる人

たちが感じていること、貴重な場所なんだなというよう

に思いました。また、動画のほうに出演していただきまし

た富永さん、鈴木さん、山田さん、どうもありがとうござい

ました。

　本来ですともう少し意見交換としたいところですが、

お時間になりましたので、これでオンライン見学会のほ

うは終了させていただきたいと思います。

　１時間昼休みを取りまして、午後１時から草原サミッ

トのほうを開催いたしますので、よろしくお願いいたし

ます。

　皆様どうもありがとうございました。

あったり、いろんなところに登場する、そういう特徴が

ございます。

　ここが町の中心部にあります、広さ的には３万

3,000平方メートル、3.3ヘクタールということでござ

います。植物のほうは、およそ300分類で、そのうち

170種ほどが希少な植物であるということでございま

す。平成22年から一般に公開しておりますので、今年

で12年目に突入したところであります。開園期間は４

月から11月の間ということになっております。

　では、この活動の状況の現状なんですけれども、基

本的にこの湿原は、ボランティアの団体であります川

南湿原を守る会の方々が運営をしていただいておりま

す。日常の草刈りなどの管理、それから植物の整備状

況、また、案内も全てそういうボランティアの方がやっ

ていただいているという状況でございます。

　管理作業は大きく分けて２つあるんですが、まず６月

ぐらいに水草を除去いたします。特にセイタカアワダチ

ソウ等が水路等に入りますので、それを全員で除去し

ます。そして１月には草出しをして火入れをするという

ことでございます。先ほど言いました守る会の会員の皆

様、それから役場の職員、一部ボランティアの方々に手

伝っていただいてやっているところでございます。

　現在、その湿原のほうの普及活動ということでござ

いますが、年に３回ほどの観察会を実施しております。

まず１回目が４月下旬のトキソウ・ハルリンドウ観察会

でございます。２回目が７月、夏にトンボの観察会、最

後が８月から９月にかけまして、ホシクサ観察会。ホシ

クサというのが実はもう世界でここしかないという、

ヒュウガホシクサであるとか、エダウチシロホシクサ

等がございます。専門の方には非常に貴重な植物だと

いうことでございます。

　今、本当にここしかない植物がありますので、一般に

開放しているんですが、まだそこまでＰＲをあえてせず

に、いろんな意味で、種の固定であるとか、そういう仕

組みを構築しながらいろんなことをこれからの目標に

しているところでございます。

　今回どこもそうですけれども、３年前に全国の大会を

開催させていただきまして、いい機会をいただいて、全

国的にＰＲを進めていこうという矢先ではございますが、

こういうコロナに関して、うちも県外とか遠くから専門

の方を含めた方が多くいらっしゃるもんですから、今は

残念ながら閉園という形になっております。いろんな工

夫や機会づくりをこれからしっかり行いながら、我々は

湿原の魅力をどうやって発信するか、これをどうやって

維持していくかというのをしっかり考えていきたいと考

えております。

　以上で前回の報告とさせていただきます。ありがとう

ございました。

○議長（太田長八）　どうもありがとうございました。

　本当、３年前に私、川南町さんと串間市さんにお邪

魔させていただきました。本当にすばらしい運営でござ

いまして、それを目標にやった中で、新型コロナウイル

スになってしまいまして、本当に残念でございます。そう

いう中で、やっぱりまず川南町の川南湿原、これを地

区の方が再現しようと頑張った中で、今、着 と々その準

備が進んできているということ、これはもう敬意に値い

たしますので、これによりましてまたまちづくりをやって

いけば、またすばらしい町ができるんじゃないかと思

いますので、頑張っていただきたいと思います。

○川南町長（日髙昭彦）　ありがとうございます。

４．シンポジウムからの報告、問題提起

○議長（太田長八）　それでは、次に、シンポジウムの

総括といたしまして、いつも大変お世話になっておりま

す、全国草原再生ネットワーク会長でございます高橋

様にこれまでの報告と、また問題を含めてよろしくお願

いいたします。

○全国草原再生ネットワーク代表理事（高橋佳孝）　

皆さん、こんにちは。全国草原再生ネットワークの高橋

でございます。

　昨日来、第13回全国草原シンポジウムがこの東伊

豆町で行われました。その概要について、私のほうから

説明をさせていただきたいと思います。

　ここは、町長の挨拶の写真が載っておりますけれど

も、昨日は基調講演とパネルディスカッションと分科会、

それから総合の討論会というのがございました。それ

に沿って、昨日のシンポジウムのご紹介をさせていた

だきたいと思います。

　最初は、芸北高原の自然館の白川さんの基調講演

から始まりました。基調講演の内容も非常に盛りだくさ

んでして、各地の人と自然が関わる取組について、たく

さんの事例を紹介していただきながら、そのなかに潜

んでいる非常に価値のある関係性というのを大事にし

ていこうということで、講演をいただいております。

　人と関わる自然をどのように守るかということですけ

れども、要は関わり合いを学んで、暮らしに寄り添って

人が決めていく自然そのものの価値を発信をきちんと

されているか、あるいは共有されているかという問題提

起から入ってきました。時代や地域に合った多様な活

用で、草原についても守っていく必要があるんじゃない

かと。

　大事なコンセプトは、残したいものは共創資産であ

島根県大田市環境政策課長、和田二朗様、熊本県南

阿蘇村農政課主幹、後藤進哉様、また、サミット中、草

原100選についてご説明させていただきますことから、

全国草原再生ネットワーク代表理事の高橋佳孝様に

もご参加いただきます。

　皆様どうぞよろしくお願いいたします。

３．前回サミットの報告（串間市・川南町）

○司会　それでは、各自治体から活動報告や課題の

提起などを発表していただきますが、ここからは、大会

実行委員長の太田長八東伊豆町長がサミット議長とし

て進行いたします。

　太田町長、よろしくお願いします。

○議長（太田長八）　それでは、しばらくの間、議長を

務めさせていただきます。太田です。

　ご協力のほどよろしくお願い申し上げます。

　まず、前回の開催地でありました宮崎県川南町長の

日髙昭彦様より、前回の報告並びに課題、取組につき

ましてご発言をよろしくお願いいたします。

○川南町長（日髙昭彦）　皆さん、こんにちは。川南町

長の日髙でございます。

　今回は本当にいろいろ大変な中、太田町長をはじ

め、関係者の方々に開催をしていただきましたことを改

めて感謝申し上げたいと思います。

　前回、もう３年前になります。市長お見えですが、宮

崎県の串間市と同時に開催をさせていただきました。

後ほど島田市長のほうにも話があるかと思いますので、

私のほうから話をさせていただきます。

　それでは、３年前、実は２つのＰＲポイントがありまし

て、１つはですね、今はオンラインでこうやって同時開

催、いろいろ当たり前なんですけれども、当時は串間市

と川南町と、県内ではありますけれども、車で３時間、

130キロぐらい離れていた会場を同時に開催をさせて

いただきました。今となればいろんな思いもあって、大

変だったんですけれども、いろんな経験もさせていた

だいたと思っております。

　もう１点が、川南町は草原ではなく湿原なんですが、

水のある草原を湿原という形で、初めてこの草原サミッ

トに湿原を登場させていただいたということで、改めて

感謝申し上げたいと思います。

　では、簡単に報告をさせていただきますが、前回は、

黒潮洗う野生馬の草原とトロントロンが育む湿原、ト

ロントロンについては後ほど説明いたしますが、そう

いうことで、連休明けの５月12日土曜日から月曜日ま

での３日間にわたってさせていただきました。延べ885

名の方に参加をいただいたところでございます。

　先ほども申しましたとおり、湿原を入れていただきま

したので、当時は12の自治体、特に県内から、川南町

と串間市ですが、湿原の関係で近隣市町村であります

新富町、高鍋町にも参加をしていただきました。

　先ほど言いましたとおりでございますが、このサミッ

トの中で宣言をさせていただきました。今回も宣言があ

るんですが、４つの項目をテーマとして宣言させていた

だきました。

　まず１点目がですね、まず、守るという点、それから２

つ目が安全、３つ目がＰＲ、４つ目が連携というキー

ワードになりますが、まず１つ目は、やっぱり湿原とい

うのは、草原というのは、人が手を入れないと維持でき

ないということで、今回も入っておりますが、湿原を守る、

草原を守る担い手の確保や保全活動を積極的に支援

するという、守るという点でございます。

　２つ目が、やっぱり草原管理の新たな技術やシステ

ムを活用する安全管理、つまり野焼きの安全性である

とか、カヤぶきの技術を、高所作業でありますので、そう

いう安全性を大事にするということで、安全管理体制

を積極的に支援するということでございます。そういう

安全を構築するということでございます。

　３つ目がＰＲというキーワードを使いましたけれども、

草原の大切さと公益的活用を広く国民にアピールする

ため、全国草原100選を選定するということを進める

ことを決定したところでございます。

　４つ目が連携と言いましたけれども、全国の草原を

有する自治体が連携して行動していくこと。全国草原

自治体ネットワークという、正式には全国草原の里市

町村連絡協議会という活動を強化するというテーマで

ございます。それは、前々回の平成28年、新温泉町で開

催されたときに設立をされたところでございます。

　それでは、簡単に川南町の活動の状況ということで

紹介をさせていただきます。

　まず、川南湿原ということなんですが、大きな特徴が２

つありまして、１つがですね、これは湧水、湧き水ででき

た湿原であります。よそからの流れ込みがないので、世

界でここだけという希少な植物が、現在発表されている

のが３つ、あとまだ幾つか未確定でありますけれども、ほ

ぼ間違いないということがございます。それから湧き水

でございますので、ここはたまたま町の中心地からすぐ

近く、歩いて行けるという地理的なメリットもございます。

　トロントロンという名前を先ほど申しましたけれども、

実はこれはトロントロンというのは、水が湧く、トロント

ロン湧く、湧き出るという音から来た正式な地名でござ

います。片仮名でございますが、川南町と言えばトロン

トロンというのが軽トラ市であったり、施設の名前で

どうやって守るかという、そういう行政側からの仕組み

づくりについて、南阿蘇村長の吉良さんから講演をい

ただいて、その後パネルディスカッションを行ったとい

うことです。

　東伊豆町の様子はこういう感じで、３人が登壇して、

会場と熱心な討議が行われました。こういう形で、茅葺

き文化協会の安藤先生なんかも非常に示唆的な、後で

ちょっとお話ししますけれども、コメントをいただいたり

して、地元の方たちもとても元気づけられる内容だった

と思っております。

　内容をかいつまんで言いますと、保全の面からいう

と、面積とともに管理がなくなったということが生物相

に大きな影響を与えているんだよと。それから、湿原保

全も大事だけれども、全体を通して鹿の問題が今顕在

化していて、草原だけで語れる内容ではなくて、全体の

管理ということも必要になってくるだろう。それから、

ゾーニングや安全な場所では、後継者育成のための

フィールドとして積極的に活用してもいいんじゃないか

という話がありました。

　それから、担い手の問題もあり、新たな仕組みが

やっぱり必要になってくるだろうな。１つはボランティ

アかもしれませんし、１つは野焼きの体制整備というこ

とかもしれません。

　それから、利用価値を最大限に活用する、すなわち

材としての草原もあるし、景観を利用した観光もあるで

しょうし、それを持続的なシステムとしてどうみんなで

関わっていくかということが重要だろう。それから、東伊

豆町さんは温泉もあり、海もあり、それから草原もあると

いうことですね、東京からも近いという立地条件もあっ

て、やはり観光が主体となる、産業として観光が主体と

なるだろうと。その中に草原の恵みであるカヤの利用

を取り入れて、地域の特性やスケールを発揮してはどう

かというのが安藤先生のほうから示唆されたことです。

特に例えば来訪者の拠点施設みたいなところとか、そ

ういうカヤふきが実際にできるようなところをうまく利用

して、そこに新しい価値も含めた来訪客へのサービス

提供というのもできるんじゃないか。カヤの循環によっ

て、癒しの空間形成というのが可能であるし、そういう

ものが今後観光を回していく上でも期待が大きいん

じゃないかという話があったというふうに覚えています。

　それから、蒜山会場のほうは、このようにカヤを使っ

たサイクリング施設というのを実際に建てられていて、

その新しい施設の近くでこういうふうなセッションを

行っております。

　内容ですけれども、草原の利用から見える、過去に

学ぶことによって蒜山らしさというのがよく分かるんだ

と。その利用の仕方や経緯から学ぶものも大きいとい

うことがありました。

　それからもう一つは、よく自然再生事業というのはい

ろいろ行われているんですが、その自然再生において

も地域経済を回すことが今大切になってきているんで

すよというお話。実際に草原のカヤを使ったサイクリン

グセンターというものがありますけれども、ここから広

がる新しい世界があって、それが地域を大きく回してい

く一つのきっかけづくりにもなるんじゃないか。

　それから、カヤの利用についても、いわゆる文化財と

か古民家だけではなくて、今は新しい施設や近代的な

施設、そういうものについてもいろいろとカヤが使われ

ている時代である。カヤぶきは新たにもう一皮むけて

未来に発展する、その礎となり得るものではないかと

いうことがありました。

　これまでは地元だけで使って守るというところから、

地域外の関係者も含めた、地域の人も一緒になって守

るという、幅広い守り方、そういうものが目指されており

ました。そのためには、地域内外の人と意識を醸成す

るためにも、楽しいということもとても大切なんではな

いかということが報告されております。

　それから、阿蘇のほうは、このように広がる草原が九

州の北部の６大河川の水源域になっているという、そ

ういう立地条件もありますけれども、今回、水源涵養を

中心とした生態系サービスについての討論が行われ

ております。

　新しく分かったこととして面白かったのがススキ草

原がものすごく水源涵養力が高いんだと。そのなぜか

という理由の一つがススキそのものが節水型の植物

であって、水を消費しない。その分、水源涵養に回る水

が多いんですよと。それから、川下、川上の関係でいえ

ば、福岡都市圏も含めて大勢の人数の飲用水を賄うこ

とができる、その水源地が阿蘇の草原だと。それは有

明海のほうにもつながっていて、ノリが色落ちするのを

防ぐために栄養源を補給しなきゃいけないんですけれ

ども、その補給するだけのダムの放流ができるだけの

水源が確保できていることがとても重要だと。そういう

意味では、海のほうから草原を応援していただくという

仕組みづくりも今後考えていったらどうかというような

お話がありました。

　それから、環境省のほうでは、阿蘇の地域を守って

いく、あるいは草原を守っていく上で、地元の農業者の

なりわいに対する助成を主体に考えてきたんですけれ

ども、それも今後は重要であると同時に、これからは草

原の持つ公益的機能へどういう形で支援できるかとい

う仕組みをつくる必要があるんじゃないかというお話

それを研究面から実証、検証するということをぜひ研

究者にはやっていただきたいと。それを普及させる場

の整備を行政には担っていただけると非常にありがた

いという最終的な要望がございました。

　これらの問題というのは、一個人でどうこうできる、

解決できるものではありませんので、ぜひ行政のほう

のお力添えをいただきたいと。私ども個人や市民として

は、今後もそういう形で対話を続けていきたいというこ

とで、最後、閉めたところでございます。

　少し長くなりましたが、以上が草原シンポジウムの報

告です。ぜひこの内容についてもサミットでの論議をし

ていただきますようよろしくお願いいたします。

　以上です。

○議長（太田長八）　高橋先生、どうもありがとうござ

いました。

　私、このシンポジウムをやって本当、大変勉強になり

ました。と申しますのは、やっぱり今までカヤの活用と

かね、また、子供たちを育てていかなければならない、

地域の学習、体験学習、これも大変重要だと感じまし

たので、この間、大変勉強になりました。

　そういう中で、首長さんがいらっしゃいますので、私

が一番感じたのは、やっぱり阿蘇の分科会の、誰か

ちょっと名前を忘れましたけれども、要するに職員が、

担当者はある程度認知しているけれども、ある程度の

方、全ての方が草原などを認知しなければ進まないと

言われましたので、各首長さんには、担当者だけでは

なく、ほかの違う職場の方たちにも、あと、地元の草原、

また湿原に対する知見をある程度広げていければ大

変ありがたいと感じております。

　以上です。

　どうも高橋先生、ありがとうございました。

５．各自治体の取組と課題

○議長（太田長八）　それでは、各自治体の皆様にご

報告をしていただきたいと思います。順番は、事前に配

付してある参加名簿の順でお願いいたします。時間の

関係もありますので、各自治体おおむね５分間をめど

ということでお願いいたしたいと思います。

　それでは、兵庫県新温泉町長の西村銀三様によろし

くお願いいたします。

○新温泉町長（西村銀三）　皆さん、こんにちは。新温

泉町長、西村銀三です。よろしくお願いいたします。

　平成28年第11回のシンポジウム、新温泉町で開催

していただきました。その際には、川南町、日高町長さ

んをはじめたくさんの方にご参加をいただきました。誠

にありがとうございます。

　皆様のお手元に新温泉町の概要と上山高原の歴史

と現状という資料があると思いますので、資料に沿って

説明をさせていただきます。

　新温泉町は、日本海側に面した鳥取県との県境に

あり、平成17年10月に誕生した人口約１万4,000人

弱の町で、まちづくりのテーマは、「海・山・温泉　人が

輝く夢と温もりの郷」であり、豊かな自然に恵まれた町

であります。

　産業については、農業分野では水稲、梨、高原野菜

の大根の生産を主として進めています。畜産について

は、神戸ビーフや松坂牛のもと牛である但馬牛の主産

地として、飼育頭数の維持拡大に努めています。また、

水産業については、松葉ガニ、ホタルイカ、ハタハタな

ど、日本有数の漁獲高を誇っています。

　当町には上山高原という大きな草原があります。周

辺集落の人々によって上山高原は田畑の土づくり、和

牛放牧として活用し、中でもススキは飼料、カヤ、かや

ぶき屋根等に利用され、生活の一部として維持されて

きました。

　しかし、農機具の普及、牛農家の減少によって、草原

は活用されなくなり、クマザサが茂り、雑木に覆われて

きました。これでは駄目だということで、平成16年に県

と町と地域が連携してＮＰＯ法人上山高原エコミュージ

アムを立ち上げました。上山高原と麓の７集落を丸ごと

生きた博物館として捉え、草原を保全・再生する取組を

地域の資源を活用し、地域内外との交流を図ることで

地域の活性化につながる活動を進めています。

　再生の具体的な活動としまして、人工林をブナ林の

広葉樹に替え、ススキ草原の持続と拡大ということで、

山焼き等を行っています。また、イヌワシの生息調査、ノ

ハナショウブ、そしてヤナギタンポポ等、希少植物のモ

ニタリング調査の継続を行っていますし、体験プログ

ラムとして、滝巡りやハイキング等も行っています。また、

第11回大会を開催した成果だと思っていますが、スス

キの有効活用ということで、神戸市のかやぶき職人「く

さかんむり」と連携・協力協定を結び、古民家や文化財

施設にカヤを使う取組も進めています。

　草原維持では、ササ刈り、山焼き作業、放牧作業等、

毎年継続することが必要になってきます。このため会員、

地域住民、ボランティアの方々の協力をお願いしてい

ますが、作業費等の捻出が今後の大きな課題となって

います。今後もできるだけ多くの方にご協力をいただい

て保全活動や利用する取組を進めてまいりたいと思っ

ております。

　以上であります。

○議長（太田長八）　どうも西村町長、ありがとうござ

がありました。

　それから、草原と私たちの関わりとか、暮らし方を支

えるエビデンス、要するに研究の証拠ですよね、そうい

うものとか学術研究がとても重要だということが今回

のこのセッションの中でもよく分かったということです。

　それから、南阿蘇村長さんは熊本地震後、火入れ責

任者を村長さんに替えたという行政側からの支援が

あって、それによって野焼きが復活したところが結構

あったと。それから、火入れの手続も届出制に変えたり

ということをしたんですけれども、これを行う大きな根

拠となったのが、やはり水源涵養機能ということで、熊

本県民、熊本市民の水道水を支える水源の源である草

原を守ることが地域全体、あるいは県全体に対しての

大きな影響を及ぼすんだ、大きな貢献ができるんだと

いうことで、これまで阿蘇の草原といえば景観が主体

でしたけれども、今後は水源保全という意味でも、阿蘇

の草原の価値を見直して、みんなにアピールしたいと

いう話がございました。

　最後、全体会は、こうやって行われたそれぞれの分

科会の報告を受けて全体討議をしたんです。これも全

てオンラインでやりました。ここに映っているのは東伊

豆町さんのところでやった内容です。ちょっと写真で隠

れていて申し訳ないんですけれども、それぞれの分科

会から代表者が入っていただいて、オンライン上で討

議を行っております。

　まとめになるかどうか分かりませんけれども、草原の

保全面については、なぜ草原が重要かを各世代意識

共有する必要があると。活動に関わる人、理解者、応援

者を増やしていく仕組みが必要。維持するために人が

関わり利用し続ける仕組みづくりが重要になるという

ことが語られました。草原の経済価値と公益機能を積

極的に評価してあげる必要があって、公益機能の守り

手である生活者を支援する制度設計というのをしっか

りと組む必要がある。

　前にもお話ししましたけれども、保全のための保全と

いう観点から、草や草原を活用することによる保全と

いうほうにシフトしていく必要があるんじゃないかとい

うお話でした。

　草原の活用についてですけれども、これも先ほどお

話ししたように、保護の管理から、利用して管理へとい

うのが大きなテーマとなっていました。草原利用の創意

工夫に対して様々な支援や環境整備をしていく必要が

あるだろうと。小さな経済活動を生み出して、地域ととも

につくり出すことがまず第一歩じゃないか。

　都市へのアプローチには、どうしても意識の違いと

か様々な問題があるので、その中間層の育成が必要な

んじゃないか。

　堆肥や農業や肥料とか、あるいはカヤの利用という

のはありますけれども、今でも野草の利用価値は非常

に高いものがあって、堆肥の利用とかカヤの利用で野

草の価値を復権する必要があるんじゃないのかなと。

堆肥についても、今、新しい知見として、野草を使った

堆肥に含まれる非常に優れた土壌菌がいるということ

も分かってきました。こういうのも研究の成果だと思い

ますけれども、そういうふうに野草の価値を復権させる

ことで、野草を利用すれば火入れの炎もある程度制御

しやすくなるし、火入れの安全性にもつながるんだよと

いう幅広い内容からのものがございました。

　草原の継承については、地域の固有性やほ誇りを

各世代で共有、共感すると、これはもちろんですけれど

も、地域、行政、企業が互いに手をつなぐ仕組みという

のも面白いんじゃないか。例えば細野高原だったら、

いろんな企業さんが持続的にこれを利用したいという

ことではいろんな方が入っていただいて、そこを活用し

てはどうかという話もございました。

　それから、カヤふきは活用を通じた継承の有効な

ツールである。利用というものが入ることによって、その

価値を継承したり、その仕組みを継承したりするきっ

かけにもなる。

　それから、使うことで生き物が、草の供給で文化が守

られていくだろうと。

　環境教育は世代を超えていく潜在性を持っているの

で、非常に大切なことである。子供さんへの教育という

のはとても大切。

　草原と地域のつながる観光や地域振興の在り方に

も工夫が必要になってくるんじゃないかというふうなま

とめがございました。

　最後に、行政へ望むことということで、幾つか提案を

いただいております。

　１つは環境教育、あるいは担い手育成も含めてとい

うことですけれども、その助成をぜひ継続できるような

ものにしてほしい。

　それから、実際に草原を守るときに一番頭を悩ませ

ているのは、行政の実務者の担当者であろうというこ

とで、もちろんいろいろ替わったりもしますので、持続

的にそれを進めていくのに問題が生じがちなんですけ

れども、ぜひその自治体間での実務者同士の学びの

ネットワークをつくっていただけないか。サミットでい

えばシェルパ会議のようなものを今後実現していただ

ければありがたいという話がありました。

　それから、地域知、伝統的に言いつながれてきた知

識そのものに意外と真実が、とても大事なものがあって、

いました。

　太田市長の取組は、もうマスコミでだいぶ私も勉強

させていただいております。そういう中で、文化と草原

がやっぱりマッチしないと、本当にそのとおりだと考え

ています。昨日の分科会の会場、隈先生の建築、それに

つきましてカヤを使っていること、大変感銘を受けまし

たので、今度、一度視察に行かせていただければ大変

ありがたいと思います。よろしくお願いします。

○真庭市長（太田　昇）　どうぞ、おいでください。これ

が全容ですけれども、３棟あります。

○議長（太田長八）　そんなにあるんですか。

○真庭市長（太田　昇）　１つは、このメインのがです

ね、これが18メートルあります。その横に見えておりま

すのが、隈研吾先生の設計図面とか模型とか、そして

サスティナブルな商品を売るとかですね、そしてもう一

つはサイクリングターミナルという、それで構成されて

います。7,000平米ぐらいの広さであります。

○議長（太田長八）　すごいですね。視察を楽しみにし

ておりますので、よろしくお願いいたしたいと。

　続きまして、串間市長の島田俊光様、よろしくお願い

いたします。

○串間市長（島田俊光）　こんにちは。串間市の島田

でございます。

　12回草原サミットにつきましては、川南町と一緒に

開催させていただいたわけでございますが、事務局の

皆様等はじめ関係各位の皆様方のご高配を賜り、サ

ミットを成功することができました。本当に感謝を申し

上げたいと思います。

　それで、宮崎県串間市は、宮崎県の最南端に位置す

る温暖多雨なところでございます。きゅうりやピーマン

などの施設野菜、サツマイモやごぼうなどの露地野菜

をはじめ生食で食べられる完熟キンカンや餌にトウガ

ラシを混ぜてつくる養殖ブリなどは、質、量とも全国トッ

プクラスの地域でございます。また、そのように農産物

を生産する食の宝庫でもあります。

　串間市からは、野生馬が生息する都井岬と宮崎県

の希少な動植物重要生息地に指定されている古竹・笠

祇地区について紹介させていただきたいと思います。

　串間市の草原といえば、野生馬が生息する都井岬が

代表的な草原となるわけでございますが、もともとは江

戸時代の軍馬を育成するための牧場であったものが、

人の手が触れることなく、令和の時代まで残っているも

のであります。春には新緑の草原にオキナグサやウマ

ノアシガタ、さらに夏から秋にかけてヒオウギやノヒメ

ユリ、ムラサキセンブリ、冬はノジギクなどが繁茂して、

四季それぞれの種のある希少動植物、国指定天然記

念物の野生馬とともに見ることができます。オキナグサ

など都井岬に生息する多年草のほとんどは、毒があっ

たり、またとげがあったりして、馬が食べない植物であ

り、食べ残すことから花を咲かせることができる。都井

岬は馬がつくり出す生態系に、絶滅危惧種に指定され

ている希少な植物を観察することができます。都井岬

は人の手を加えないことが魅了をより高めるものと考

えております。

　通過型の観光から体験、滞在型の観光へと転換さ

せる取組として、野生馬の生態と野生馬による形成さ

れた草原の植物やふん虫、フンコロガシでございます

が、などを訪れた観光客に対して分かりやすく説明す

る都井岬野生馬ガイドを配置し、エコツアーなど着地

型観光としての活用をはじめ、地元小中学生の地域を

学ぶ授業、くしま学などを地元の魅力を学習させる取

組など、草原の維持・存続と魅力発信のため取り組ん

でおります。

　また、笠祇・古竹地区の紹介でございますが、資料の

下段にあります笠祇・古竹地区の草原については、都

井岬と同様であり、江戸時代の軍馬を育成するための

牧場であったものが地域住民により草刈りや野焼きな

どの作業により代々守られ、現在も草原として維持され

ているものでございます。平成19年11月には宮崎県

の希少野生動植物重要生息地に指定されております。

笠祇・古竹地区は串間市の中心市街地から車で約15

分と近い場所に位置しており、昔ながらの田園風景が

広がり、里地里山で和牛の里として呼ばれている畜産

が盛んな地域でもございます。

　集落は過疎、高齢化が進み、野焼きなどの里山を守

る活動の継続が危惧されているところでございます。集

落の過疎化、高齢化の進展は、本市のみならず全国各

自治体の共通問題と認識をいたしております。行政の

役割としては、地域の魅力を住民自らが情報発信して

いく活躍の場の創出と、地域に何度も訪れる深いつな

がりを持つ関係人口の増加が肝要であると考えており

ます。

　本市の取組の１つがエコツーリズムの推進でありま

す。市といたしましては、地域資源の魅力を伝えること

により、関係人口の増加、地域住民の資源価値の再認

識、そして、環境教育による次世代への継承へとつな

がるエコツーリズムを鋭意取り組むことにより、草原の

維持形成を図っていきたいと考えているところでござ

います。

　以上でございます。よろしくお願いします。

○議長（太田長八）　どうも島田市長、ありがとうござ

いました。

いました。

　このＮＰＯ法人の活動、大変すばらしいと感じており

ますし、また、うちの町のテーマも、「満点の海・山・空は

東伊豆」と、何かまちづくりが同じような感じがいたしま

すんで、これを契機にまた交流ができれば大変ありが

たいと思います。どうぞよろしくお願いいたします。

○新温泉町長（西村銀三）　こちらもよろしくお願いし

ます。

○議長（太田長八）　それでは次に、続きまして、岡山

県真庭市長の太田昇様、よろしくお願いいたします。

○真庭市長（太田　昇）　真庭市の太田です。よろしく

お願いいたします。

　真庭市は合併して828平方キロメートルと、面積で

いうと東京23区の1.3倍というですね、岡山県北に広

がる市です。その一番北、鳥取県境のところに蒜山高原

という高原がありまして、東西20キロ、南北10キロと

いう、多分、関西では一番広い高原だと思っております。

　課題ですけれども、よそと同じで、もともとはススキ野

原が非常に広がっていた、それがだんだん狭くなって

きていると。そこに貴重な動植物、絶滅危惧種がいた

のが、これを守らないと、景観も含めて滅んでしまうと

いうようなことで、そういう意味での保全というのが一

つの大きな課題であります。

　もう一つは、これも出ておりましたけれども、単に保

全だけではできない、やはり活用しながら保全すると

いうことをしなきゃならない。その活用というのが一つ

の課題だろうというふうに思っております。

　その２つをどうしたら両立できるのかということです

が、１つは、カヤを山焼きをする、そうするといいカヤが

できる。そのカヤを、もちろん土に戻すことによって、灰

そのものが肥料になってまいりますが、蒜山も旧石器

時代から人が住んで、そしてカヤを焼いて、火山灰の

非常に貧栄養化のところを植物が育つように、１万年

以上かけて変えてきたという歴史がありますから、それ

を延 と々やっていかなければならない。それとともにカ

ヤを建築資材として活用するということで、昨日の分科

会でも隈研吾先生の設計で、カヤの屋根を逆さまに

使ったですね、屋根そのものは鋼板で、中の天井から

中を全部カヤにしたという、逆さまにしたような、そうい

うサイクリングターミナルを造りましたけれども、それ以

外にも建築資材としていろんな活用ができるということ

で活用していきたいということであります。

　それとともに、このすばらしい高原を多くの方に親し

んでいただく。自然環境だけでは人は来ません。やはり

そこに文化というものがないと人は来ないということで、

ここに出ておりますけれども、これも隈研吾先生の作品

ですけれども、ＣＬＴ、クロス・ラミネーテッド・ティン

バーという縦横、縦横に木材を組合せして、一つの板

を作るわけですね。その板を組合せしてこういう建物

を造っていくですね、これはオリンピック選手に遊んで

もらおうと思って東京の晴海に造ったんですけれども、

真庭のヒノキで造り、日本で専用のＣＬＴ工場は真庭に

しかありませんから、言わば真庭に里帰りしたというこ

とで、グリーナブルヒルゼンというふうに呼んでおりま

すけれども、こういう施設。中は空間で、ここで遊んだり、

イベントができるように、そういうものを、一つの芸術作

品ですけれども、造っております。こういうものを使って、

観光資源としても活用していくと。

　つまり景観も含めて、そして人工的なこういうものを

全部入れて、地域価値を上げていくという、そういう概

念で取り組んでおります。

　さらに、このＧＲＥＥＮａｂｌｅというのがロゴにもなって

おりまして、阪急阪神百貨店がこのグリーナブルに沿う

ようなものを真庭の産物をですね、産品を大阪で売っ

ていくというような、阪急百貨店とも提携をして、コロナ

がもう少し落ち着けば本格的に梅田で真庭の産品を

開発しながら売っていくということになってまいります。

阪急に今ブランド、阪急ブランドとしてＧＲＥＥＮａｂｌｅと

いうのを商標登録してもらいました。

　そういうことをしながら、この背景として、私の背景

に木材を使っておりますけれども、バイオマス産業都市

の指定も受けて、やがて真庭の電力は全て真庭で賄う

と。今、バイオマス発電、１万キロワットのありますけれ

ども、市内需要の大体60％ぐらいを再生可能エネル

ギーで賄えています。火力じゃなくて、水力とバイオマス

ですね。これを100％にしていくということも地域の価

値を上げていくという取組をしております。

　それと、生ごみ等、人間さんのふん尿ですね。それを

混ぜてメタンガスを発生させて、それでプラントを動か

して、最後、液肥を作って、それを低コスト農業として利

用していくという、そういうような、全体をＳＤＧｓという

か、サスティナブルなそういうまちにしていくという取組

をしております。東京のまねをしても仕方ありません。こ

の地域にある資源をいかに使って、それを循環させて、

未来志向で豊かにしていくということで、ＳＤＧｓ未来都

市の第１号にもなっておりますけれども、そういう取組

をしているというのを、そういうことを背景にしながら

蒜山高原を守り、活用していくということであります。

　皆様方のご意見も、あるいは活動も参考にしながら、

よりこれを進めていきたいというふうに思っております

ので、今後ともよろしくお願いいたします。

○議長（太田長八）　太田市長、どうもありがとうござ

にちは。広島県の北広島町生涯学習課長、西村と言い

ます。よろしくお願いいたします。

　お手元にお配りしております北広島町の概要、そし

て、北広島町の草原と取組について、説明をさせていた

だきます。

　まず、広島県北広島町の概要でございますが、広島

県の西北部、西中国山地の標高300メートルから800

メートルの盆地、北は島根県と接しております。広島県

に流れる太田川、そして島根県に流れます江の川の源

流域でもございます。面積の８割以上が森林地帯でご

ざいまして、県北地域、こちらは1,000メートル級の山

が連なっております。

　国立公園の一部でございます八幡湿原、こちらにあ

ります芸北地域の八幡、こちらは冬になりますと２メー

トルの雪を記録する豪雪地帯となっております。

　それでは、広島町の草原と取組について説明をさせ

ていただきます。

　こちらにつきましては、４つ紹介をさせていただきた

いというふうに思います。①から④まで、概要から課題

というふうにしております。

　まず、雲月山でございますが、島根県と隣接をしてお

りまして、かつては採草、そして放牧の目的で1960年

頃まで利用されておりました。島根県側はカラマツの

植林となっています。広島県側、こちらは1990年代に

観光イベントとして山焼きですね、こちらが行われてお

りましたが、1996年を最後に停止しました。2005年頃

より、地域が主体となりまして、主にＮＰＯが主体となり

募集を行いまして、消防団、博物館、小学校などと連携

しながら山焼きを実施しております。

　2014年に町条例に基づきます野生生物保護区に

指定をしております。

　こちらの利用についてですが、一般の登山の観光の

ほか、町内外の小学校等によります学習の場としての

活用、そして、山焼き再開後に数年間にわたり報告も行

われましたが、牛が転落するというような事故もありま

して、現在は放牧はされておりません。

　課題でございますが、現在15％ぐらいの山焼きを

行っておりますが、全域の山焼き、そしてボランティア

の確保といったことが課題というふうになっております。

　続きまして、千町原の草原でございます。

　こちら、もとは地元地域八幡村という旧村になります

けれども、こちらの入会採草地でございました。1944

年に陸軍の演習地となりまして、戦後は開拓民の入植、

国の大規模草地の開発、広島県への移譲と郊外開発

を経まして、今に至っております。2003年頃よりＮＰＯ

が中心となりまして伐採の実施をしまして、2020年に

町条例に基づきます保護区に指定をしました。植物や

鳥を見る観光地として人気がありまして、2013年から

は地元の中学校の、この後紹介しますけれども、茅プロ

ジェクト事業にカヤを提供しております。

　課題でございますけれども、既に樹林化した範囲が

結構広くなっております。また、大規模草地開発の影響

で湿原が縮小しておりまして、いずれも伐採が必要と

いうふうになっております。

　続きまして、霧ヶ谷湿原でございます。先ほどの千町

原と同エリアに位置をしております。大規模装置開発

の事業を経まして、現在は臥竜山麓八幡原公園の一部

に位置をしております。2003年にＮＰＯが植生調査と

ワークショップを実施したことをきっかけにしまして、

自然再生推進法に基づきます法定協議会を広島県が

立ち上げまして、2004年から八幡湿原自然再生事業

が始まっています。樹林の伐採、湿原から水を抜くコン

クリート水路の撤去、湿原への水路の設置などの工事

を2007年から2010年にかけて実施をしました。その

後、自然再生協議会の保全部会が中心になりまして、

伐採作業を継続しております。こちらも2020年に町条

例に基づきます放牧の指定をしております。

　利用でございますけれども、植物や鳥を見る観光地

として人気のスポットとなっておりまして、小学校、中学

校等のフィールドワークの場として活用、そしてガイド

ツアーの実施をしております。

　課題でございますけれども、再生工事から10年が経

過しておりまして、順応的管理のために現状に即した

全体構想と実施計画の見直しが必要となっています。

　そして、これは地元の中学校での取組ということなん

ですが、芸北茅プロジェクトについてです。

　芸北地域のススキ、これを屋根ふきのカヤとして資

源化し流通させる取組を行っています。中学校ＰＴＡ、Ｎ

ＰＯ、地域住民、教育委員会などが実行委員会をつくり

まして、2015年から推進をしております。地域の住民

自らがカヤを刈り取りまして市場に出荷すること、こち

らで私有地や小さなカヤ場が保全をされる。そして、今

は廃止となっておりますけれども、こちらにスキー場跡

地がありまして、こちらを文化庁のふるさと文化財の森、

こちらに設定をされたところでございます。

　利用についてなんですが、未利用でありましたカヤ

場、そしてカヤの利用が推進されるとともに、プロジェ

クトそのものが地元生徒にとって生きた教材というふう

になっています。地域通貨を活用することで地域外へ

の経済流出を防ぎ、刈り取ったカヤが文化財や伝統的

景観の保全に活用されております。

　課題でございますけれども、カヤの保管場所、こちら

　やっぱり串間市さんの取組、草原が２か所、これをう

まくやっていると考えています。それでやっぱりこれから

は、まずは地域住民がそのよさを認識するのが一番と

思いますので、それもまた勉強させていただいて、そう

いう中で、そのエコツーリズムを結構うまく活用した中

で、その草原の保全をやっているのが大変すばらしい

取組だと考えておりますので、引き続きよろしくお願い

いたしたいと思います。

○串間市長（島田俊光）　ありがとうございます。

○議長（太田長八）　それでは、続きまして、熊本県高

森町の町長、草村大成様、よろしくお願いいたします。

○高森町農林政策課（荒牧茉名）　町長に代わりまし

て、担当のほうからお手元に資料に沿ってご説明をさ

せていただきたいと思います。

　熊本県高森町農林政策課の荒牧と申します。よろしく

お願いいたします。

　まず、高森町の概要からご説明させていただきます。

　高森町は人口6,177人で、九州のほぼ中央、熊本県

の最東端に位置しまして、大分県の竹田市と宮崎県高

千穂町に隣接する総面積175.06平方キロメートル、

広い町土を有する農村地域でございまして、地形は阿

蘇カルデラ内に広がる標高500メートルから600メー

トルの比較的穏やかな傾斜をなす高森・色見地区と外

輪山の外側、標高500メートルから800メートルの波

状高原地の草部・野尻地区に区分される町です。

　主な産業は、観光と農林業になります。

　農業面では、立地条件を生かしまして、畜産、米、野

菜を主体とする農業生産が展開されてまいりましたが、

近年、経営の発展を図るため、一部の農家で施設園芸

の導入が盛んとなっております。地域の宝として、古くか

ら栽培されてきました農林畜産物をブランド化し普及

するとともに、地域の代表する高品質な農産物として、

将来にわたり栽培し続けるための活動を通じ、阿蘇地

域の農業の活性化と農業後継者の育成につなげるこ

とに取り組んでおります。

　観光面では、コロナ禍でイベントの実施が厳しい状

況ですが、2016年に発生した熊本地震の影響は回復

傾向にあり、高森湧水トンネル公園、月廻り公園、高森

殿の杉、南阿蘇鉄道のトロッコ列車、草部吉見神社、

上色見熊野座神社といった観光地や約300年の歴史

があります風鎮祭といった地元のお祭りを中心に毎年

多くの方が高森町を訪れています。

　また、高森町では町内全戸に整備しました光通信環

境を活用しまして、日本一の地域密着型番組として、た

かもりポイントチャンネル、こういったケーブルテレビ

の放送を行い、災害時の緊急放送や町からのお知ら

せ、地域情報、事業の紹介などを町民の方へ情報発信

しています。

　光通信環境の整備は、教育現場でも活用されており

まして、電子黒板の設置や全児童生徒のほうへ１人１

台のタブレット配布をいち早く行いまして、全国で最先

端のＩＣＴ教育が行われております。

　ここからは高森町の草原の概要についてご説明さ

せていただきます。

　高森町の草原につきまして、その多くを牛の放牧に

活用しておりまして、畜産農家や町民の方の大切な資

源として保全されてまいりました。高森町の草原は牧野

と呼ばれており、阿蘇のあか牛が放牧されている牧野

はのどかな風景として多くの人に親しまれております。

　高森町の牧野面積につきましては、1,211ヘクター

ルありまして、草原維持として行われている野焼きに関

しては、実施面積が621.5ヘクタールとなっております。

また、管内には14の牧野組合がありまして、皆さん精

力的に草原維持のほうに取り組んでいただいており

ます。

　最後に、高森町の取組と課題については、長年、放

牧や野焼きによって保全されてきている草原なんです

が、近年、管理をしている牧野組合員さんの高齢化等

によって、野焼き実施が大変難しくなってきている状況

にはございます。町としては野焼きに係る補助金等で

野焼き実施者の方の負担軽減等に取り組んでおります

が、年々、実施面積が減少しつつある傾向にございます。

　また、高森町にある阿蘇高森オーガニックセンター

というところでは、世界農業遺産の構成要素であります

阿蘇の草原に生えるススキなどの野草や畜産農家か

ら出る牛ふんなどを混ぜて堆肥を作っております。こち

らは町内を中心に阿蘇地域の農産物に還元して、循環

型農業を確立しております。

　このほかにも未来の草原を引き継ぐ子供たちのほう

に阿蘇の草原のすばらしさや草原の抱える現状につ

いて伝える草原学習などが行われております。

　以上で説明を終わらせていただきます。

○議長（太田長八）　どうも高森町さん、ありがとうござ

いました。

　高森町さんの取組は、全ての自治体が抱えている課

題と同じだと考えております。そういう中で、皆さん方に

対してよりよい回答ができればいいなと思いますので、

またいろんな意見をよろしくお願いいたしたいと思い

ます。

　それでは、続きまして、広島県の北広島町の生涯学

習課長の西村豊様、よろしくお願いいたします。

○北広島町生涯学習課長（西村　豊）　皆さん、こん

田市さんにお住みだそうでございますので、本当にあ

りがとうございます。

　そしてもう一点、これ本当、関係ないんですよ。歌手

に永井裕子さんっていらっしゃるんですけれども、その

永井裕子さんが結構大田市さんのを歌って、うちの町

の観光大使になっているんですよ。やっぱりそういう中

でまた大田市さんとよろしくお願いいたしたいと思いま

す。どうもありがとうございました。

　続きまして、熊本県の南阿蘇村の農政課主幹の後藤

進哉様、よろしくお願いいたします。

○南阿蘇村農政課主幹（後藤進哉）　昨日ですね、阿

蘇分科会では吉良村長の報告がありましたが、本日は

私のほうから発表させていただきます。

　最初に村の概要からになります。

　南阿蘇村は総面積137キロ平方メートル、熊本県

の北東及び阿蘇くじゅう国立公園、阿蘇カルデラの南

に位置する人口１万340人の村です。雄大な南阿蘇

の山と緑、そして環境庁の日本名水百選に選定されて

いる白川水源に象徴される豊かな自然環境に恵まれ

ています。

　2016年４月の熊本地震では、これまで経験したこ

とがない甚大な被害を受けました。これにより人口も１

割程度減少しましたが、村に定住促進課や空き家バン

クを設置し、移住者を受け入れる環境整備を推進して

います。

　続きまして、農業、観光についてです。

　基幹産業である農業は、白川中心に水田が広がり、

のどかな農村風景を生み出す農村は、水稲をはじめ

畜産、ミニトマトやアスパラなどの施設園芸が盛んです。

昼夜の寒暖差が大きい気候により、自然のうまみが

しっかりと詰まった農産物が自慢です。有機農業、環境

保全型農業を推進しており、安心安全な農産物づくり

に取り組んでいます。

　また観光では、大自然を中心にたくさんの観光資源

に恵まれています。新阿蘇大橋のたもとにある展望所

ヨ・ミュールからは、長陽大橋、白川第一橋梁を眼下に

望むことができ、新たな観光スポットとして注目を集め

ています。

　また、熊本地震で落ち込んだ観光客数は回復傾向

にあり、本村本来のにぎわいが戻りつつあります。

2017年９月にはアウトドアショップモンベルと村が協

定を結び、アウトドア活動促進や地域経済の活性化な

ど、包括的に協力をし合い、観光振興に取り組んでい

ます。

　続きまして、草原の概要に移ります。

　南阿蘇の草原は阿蘇カルデラの阿蘇山側及び南外

輪山側に広がり、季節ごとに違った表情を見せてくれま

す。南阿蘇の草原は牧野とも言われ、平成21年に行わ

れた阿蘇草原維持再生基礎調査では、本村の牧野面

積は2,470ヘクタール、そのうち野焼きが行われてい

る面積が1,170ヘクタールとなっております。管内には

23の牧野組合があり、牛の放牧をしている箇所もあれ

ば、野焼きのみ実施している牧野もあります。

　続きまして、本村の取組と課題についてですが、昨日、

分科会で村長がご報告された内容と重複する点がご

ざいますが、ご了承をお願いしたいと思います。

　草原の維持に欠かすことのできない野焼きですが、

その面積は、以前と比較すると減少しています。本村を

含む阿蘇郡市７市町村の草原はこの100年間で半分

以下に、直近30年で見ても４分の１近く減少しており

ます。

　本村では熊本地震で各牧野の原野火入れが中断さ

れました。平成31年度からは一部再開に向けて、熊本

県、阿蘇グリーンストック、村において協議をした結果、

白川牧野で一部再開、その後、令和２年には吉田牧野

でも再開できました。それに至るまでに県、グリーンス

トック、村で防火帯を設置する費用を予算化したり、火

入れ責任者を各区長や牧野組合長から村長へ変更し、

負担の軽減を図りました。

　今後の課題として、火入れが中断しているところの

再開が可能となるか、防火帯の整備、担い手不足、地

区住民の高齢化に対する支援が上げられます。

　補足でですね、昨日、村長から報告がありました課

題に対する取組で、ハードとソフトの対応が求められる

ことをおっしゃっていましたが、ハード面では牧道等、

恒久防火帯の整備ですね。ソフト面においては担い手

の確保ですね。畜産農家を増やすための取組として、

今後、放牧へのＧＰＳを付着して移動管理等を管理す

るシステムの導入やバーチャル研修の導入を計画し

ております。

　また、目的と認識の改革ですね。景観維持から水源

保全のほうへの啓発をしていくということで推進をして

いく予定です。

　以上、南阿蘇村からです。ありがとうございました。

○議長（太田長八）　後藤様、どうもありがとうございま

した。

　南阿蘇村様には、本当に熊本地震、大変でございま

した。今後も頑張っていただきたいと思います。

　そういう中で、今度、山焼きにおきまして、村長さんが

本部長、その中でまた新たにやるという中で、それは大

変期待しております。それから、山の保全、これ大変で

ございますので、引き続きどうぞよろしくお願いいたし

の整備。それから、カヤの販売先の確保、事業規模を

拡大するための専従職員の確保等といったようなこと

が課題となっております。

　北広島町からは以上です。ありがとうございました。

○議長（太田長八）　西村さん、どうもありがとうござい

ました。

　それで、芸北町の白川先生に今回大変お世話になり

ました。本当にありがとうございました。

　それで、私がやっぱりちょっと感じたのは、中学生の

活用ですね。やっぱり中学生、カヤを刈って、地域通貨

でそれをまた地域で還元する。大変すばらしい取り組

みと感じましたので、うちの町もやってみたいなと感じ

ましたので、その節はまたご指導をよろしくお願いいた

したいと思います。

○北広島町生涯学習課長（西村　豊）　ありがとうご

ざいます。

○議長（太田長八）　どうもありがとうございました。

　続きまして、島根県大田市の環境政策課長、和田二

朗様、よろしくお願いいたします。

○大田市環境政策課長（和田二朗）　皆様、こんにち

は。島根県大田市です。

　市長が所用で出席できませんので、私、環境政策課

長の和田が代理で発表させていただきます。

　大田市は、東西に長い島根県のほぼ中央部に位置

する人口約３万3,000人の小都市です。北は日本海に

面し、南は中国山地が迫っているため、山林原野が多

く、平たん地は僅かです。

　本市は世界遺産、石見銀山遺跡に代表される貴重

な歴史文化や国立公園三瓶山をはじめとした豊かな

自然に恵まれています。昨年度には「石見の火山が伝

える悠久の歴史～“縄文の森”“銀の山”と出逢える旅へ

～」が日本遺産に認定され、さらなる観光客の増加が

期待されております。

　さて、当市には標高1,126メートルの三瓶山があり

ます。その麓には西の原、東の原、北の原と呼ばれる草

原があり、放牧のほか、観光客、市民の憩いの場として

利用され、クロスカントリーコースなども整備されてお

ります。また、ダイコクコガネ、ユウスゲ、オキナグサと

いった希少動植物の生息地となっており、中でも最も

広い西の原では、毎年春に火入れが行われ、三瓶山の

草原景観の象徴的な存在となっております。

　三瓶山は、昭和38年に大山隠岐国立公園の一部に

編入されましたが、山麓に広がる牧歌的な草原景観が

指定理由の一つでした。ところが、昭和50年代になる

と、時代の流れから放牧が急速に廃れていき、植林な

ども行われて、山肌は一気に森林化していきました。放

牧の衰退とともに途絶えていた火入れですが、観光客

の出火による山火事を契機に平成元年に復活し、以降、

防火の観点から行政が主体となって毎年３月に行うよ

うになりました。

　平成７年には西の原の一部が放牧場として整備さ

れ、24年ぶりに放牧が復活しました。平成９年には、第

２回全国草原サミットが三瓶を会場に開催され、これ

をきっかけに行政、研究者、農業者、ＮＰＯなどの官民

ネットワークが形成されました。

　翌年からは放牧による防火帯切りを行うなどの工夫

により、経費を極力抑えながら火入れを実施すること

ができるようになりました。

　平成19年からは、従来の牧野組合、大田市等に消

防、警察が協力する体制に自然保護団体や地元の自

治会、ボランティアなどが加わり、市長をトップとした実

行委員会方式で火入れが開催され、また、目的の中に、

従来の防火に加え、国立公園管理計画にも明記されて

いる草原景観の維持を加えました。

　官民の連携により日本で一番安全な野焼きと自負し

ておりましたが、平成29年度には、風向きと火勢の急

激な変化により、消防署の資機材輸送車が１台全焼す

るという事故が発生しました。近年はドローンも取り入

れ、経験豊富なリーダーが最前線の状況を具体的に把

握しながら指示を行う形で、より安全に火入れを実施

しております。

　昨年度は新型コロナウイルス感染症の予防を考慮

して、ボランティアを募集せず、約30ヘクタールを関係

者約150人態勢で実施いたしました。現在、西の原の

草原景観は、放牧や火入れなどによってある程度守ら

れているものの、人の手が加わらなくなったところはす

ぐに森林化してしまうという現実にあります。このすば

らしい草原景観を貴重な財産として、将来にわたって

保全していくには、多くの市民や関係機関の協力が必

要です。また、単に火入れに参加してもらうだけではな

く、その意味合いを十分に理解してもらうことが大切で

あると考えております。

　以上です。

○議長（太田長八）　和田様、どうもありがとうございま

した。

　今の大田市さんから観光客の火事からまた再開さ

れた。災いをよいほうに持っていったことで、すばらし

いことだと考えております。さらにまた、山焼きの難しさ、

いくらやっても大変だと。そういう中で、もう大変勉強に

なりました。

　またこれ話は違いますが、今回は大変ネットワーク

の高橋先生にお世話になっており、高橋先生は何か大

任者ということになっておりました。地元の消防団が

ジェットシューター担いで火消ししているところ……、

私もしていますけれども、あとは阿蘇グリーンストックさ

んにボランティアの要請をしまして、ボランティアのご

協力を得ながら野焼きを推進しているところもあります。

　地震前ですね、死亡事故とか怪我とかがありました

んで、そういった理由で、その後、地震がありましたの

で、野焼きが再開できないというところになっておりま

す。再開するための今、工面をしているところであります。

　ちょっと私が知らないでですね、地元の行政区以外

でしているところもあるかもしれませんけれども、基本

的に地元の行政区が事業主体として野焼きを実施して

いるところであります。

　以上です。

○議長（太田長八）　後藤さん、どうもありがとうござい

ました。

　ほかの自治体で何か活動しているところがありまし

たらお願いしたいと思いますけれども。

　じゃちょっとうちの取組が、ちょっとうちの町は結構

行政が携わっていたんですけれども、今は財産区、

やっぱり共有財産区、いわゆる区ですね、区の方が中

心となりましてやっております。行政が出ているのは消

防団、これも民間ですけれども、ある程度それに対して

参加で、もうほとんど民間がやっている中で、やっぱり

皆さん方も同じもう高齢化、そしていかに高齢化の中

で新たな担い手を見つけるかということが課題でござ

いますので、その課題につきまして、後でまた課題、問

題にしていきたいと思いますけれども、太田市長、こう

いうことでよろしいでしょうか。

○真庭市長（太田　昇）　今、町長がおっしゃいました

ように行政区も結局高齢化したり、メリットがあればす

るけれども、メリットがなかったらなかなか、昔やっとる

から、景観がどうだから、動植物がどうだからといって

なかなかできなくなってきていると思うんですよね。だ

から、安全でありながらどういう仕組みで何か新しいこ

とができないかとかですね、そういうことを勉強したい

わけですけれどもね。私の頭の中で考えているのは、怪

我をされても困るけれども、山焼きは難しいですけれど

も、カヤの刈り取りなんかは、これも大変なんですけれ

ども、一つの観光と結びつけてできないのかなと。ただ、

山焼きのほうはね、これは消防団の協力、そして死亡と

か事故のないように、それからその日の気象条件に

よってできなくなるとか、非常に不安定要素もあるんで、

なかなかいい知恵が出ないんですけれどもね。そのあ

たり、教えていただいたり、また知恵を出していただけれ

ば、このサミットが有意義だなというふうに思うんですが。

○議長（太田長八）　今、太田市長さんからいろいろ

問題点を提案、提示していただき、何か首長さんでこう

いう案がいいじゃないか、そういうことがあったらまた

ご発言願えれば大変ありがたいと思いますけれども。

　じゃ、まず私からちょっと発言させてもらって、皆さん

方には指名させていただきますので、よろしくお願いい

たしたいと思います。

　やっぱり今、太田市長が言ったように、山焼きをね、

ただ昔からやっているからやるんだと、そういうことが

結構、自分も多いと感じております。そういう中で、私、

これから生きる道は、うちの町、観光でございますから、

また太田市長さんが言ったように、観光と草原との結

びつき、それをいかにやっていくかということが大切な

のではないかと考えております。そういう中で、昨日の

シンポジウムの中で、やっぱりカヤを皆さん方に刈っ

てもらった中で、カヤを刈ることによって山焼きの負担

も少なくなるようなことも聞きましたので、そのカヤを

刈って、また観光に生かした中で、草原を守っていきた

いと考えております。

　また、カヤを刈ったことも、やっぱりある程度資金源

になるようなことも聞いております。さらに、自分は子供

たちが草原に対するある程度の認識、小さいときから

持っていなければなかなか草原に対する愛情は湧か

ないと考えておりますので、その辺の教育の活動もして

いこうかなとは考えております。

　東伊豆町はとりあえずそういうことを考えております。

では新温泉町長の西村町長、いかがでしょうかね、こ

んな考え方は。それから各首長さんにちょっといろいろ

まずお話を伺いたいと思います。

○新温泉町長（西村銀三）　当町、ＮＰＯ法人、上山高

原の周辺集落の７集落、それからもちろん県、行政、町

もバックアップして、地域が主体で取り組んでおるんで

すけれども、何といっても人口減少が最も我が町では

厳しい町であります。合併して今年で15年たったんで

すけれども、３割近い人口減少地域ということで、地域

は最も危機的意識を共有しているということで、上山高

原におけるこういったカヤの利用、それから山焼き、こ

ういう事業を通して知識の意思統一に大きく貢献でき

ていると。

　今回も実は、この７集落周辺に地域の運営組織がで

きることになりました。そういったことで、地域の意思を

まとめるためのそういった運営組織と同時に、施設の

建築も今年度スタートいたしました。そういった意味で

は、一つの高原を地域の過疎と、そういった過疎意識

を払拭して、地域の活性化につなげていく、そういう点

で新温泉町では大きく貢献できつつあるということを

つ草原が残る里を再発見いたしまして、その大切さを

広く紹介するとともに、次の世代へと残していくことを目

的に、未来に残したい草原の里100選を選定するとい

うことが目的でございます。

　期待される効果といたしましては、４点ございます。

社会的に価値が認知されていない草原の掘り起こし、

２点目が草原の価値を知らない人への普及、３点目、

現に草原に関わっている人たちの意識や誇りの向上、

４点目が火入れやカヤぶきなどの伝統文化の担い手

の価値づけでございます。

　事業のスケジュールですが、このアナウンスにより募

集を開始いたします。応募の締切りを今年の12月とい

たしまして、その後の審査に入ります。翌年の４月には、

この選定結果の発表、秋には表彰式やシンポジウム

等、普及・交流の機会づくりを予定しております。

　その他の事業概要につきましては、全国草原再生

ネットワーク会長の高橋様より説明をお願いいたします。

○全国草原再生ネットワーク代表理事（高橋佳孝）　

それでは、少し詳しく述べさせていただきます。未来に

残したい草原の里100選を本日、募集のアナウンスを

させていただいております。主催は、全国草原の里市町

村連絡協議会の主催でございます。

　ただいま太田町長のほうから詳しい経緯が述べら

れましたので、この部分は割愛させていただきますが、

本日この第13回全国草原サミットにおいて募集をアナ

ウンスするというところに至っているわけでございます。

　草原の100選というのは、先ほどちょっと町長のほう

からもお話がありましたけれども、日本には多様な自

然を形づくる希少な生態系の一つである、それが草原

であるということですね。長年にわたって、人と自然の

関わりの中で地域の環境、文化、観光など様々な恵み

を提供してきました。しかし、多くの人たちは、国民の多

くは、草原の成り立ちや意義を知らないという現実もご

ざいます。このような多様な価値を持つ草原と人のつ

ながりを再発見して、その大切さを広く紹介し、次世代

へと残していくことを目的として、今回、草原100選を

選定するに至ったわけです。

　ここで言う草原の里というのは、草原に関わる暮ら

しが残る里というイメージをしていただければよろしい

かな。

　これはコンセプトペーパーとして、前会長の日高会

長のときに作った内容ですけれども、この右のほうに

書いてありますように、未来に残したい草原の里100

選の選定というのは、地域からの自薦によって選定し

ていこうと。それから、様々な科学的な観点から評価す

るし、この選定の過程そのもの、あるいはその論議をす

感じております。

　実は、神戸とか周辺、特に関西方面、神戸・大阪方面

からのいろんな協力、山焼きにおける協力者も出てき

ていまして、いろんな意味で地域の盛り上がりができて

いるということであります。いろんな相乗効果が生まれ

ているというのは、この草原サミット以降、非常にいい

流れができていると考えております。

○議長（太田長八）　ありがとうございます。

　串間市としましては何かありますか。

○串間市長（島田俊光）　私たちはカヤを利用すると

ころじゃないんですが、牧草、昔からの家畜の牧草地

帯ということで、取り組んでいたわけでございます。た

だ、我々が一番重要視しているのは、都井岬の風光明

媚な観光地の保全に取り組んでいるんですが、我々本

当にその人間を集めるのが大変な状況にあるわけで

すが、もともと岬はマツ組合という団体がありまして、そ

のマツ組合がボランティアで活動する人たちを今、真

庭市も言われた観光にマッチした方たちを呼んで、

100名程度の人たちで野焼きをしているわけですが、

本当に野焼きの体験というのはですね、今の現代の中

ではなかなか体験することはできないんで、その体験

学習に来る人は少しずつ増えつつあります。ただ、行政

として、野焼きの体験をどのようにアピールするかとい

うのがございます。また、太田市長が言われたように、

死亡事故などが発生したときの我々の責任ですね、そ

ういうのが問われますので、ここはもう少し考えてやる

べきじゃないかなと思っております。

　あと一方の笠祇というところにあるんですが、ここも

やっぱり牧草を育成するための野焼きをしております

けれども、ここが人口減少と高齢化が進んでおりまして、

やはりここの野焼きについてもボランティアで、いわゆ

る体験学習というようなことで人を集めてやっていると

ころでございます。

　また、真庭の太田市長さんにはＣＬＴの研修や木質

の研修でいろいろとお世話になりました。心から感謝

を申し上げたいと思います。

　串間の取組としては、観光とマッチした野焼きでござ

いますが、ただ、それがうまくいくかいかないかは我々

の努力だろうと思いますので、今後の課題として取り組

んでいきたいと思っております。

　以上であります。

○議長（太田長八）　ありがとうございました。

　すみません、川南町長の日髙さんも何かございまし

たら。

○川南町長（日髙昭彦）　うちは湿原なんで、面積も３

ヘクタールぐらいなんで、皆さんのことを聞きながら勉

強していたところで、職員とどうするという話をしていた

ところです。ただ、本当に人が手を入れないと維持でき

ないというのは共通の課題でありますので、そこは

やっぱりみんなで知恵を出していくしかないんだろう

と思っております。

　以上です。

○議長（太田長八）　ありがとうございます。

　太田市長、これでまた何かありましたら、よろしくお

願いします。

○真庭市長（太田　昇）　ありがとうございます。

○議長（太田長八）　太田市長、よろしいですか。

○真庭市長（太田　昇）　ありがとうございました。

　また私どもも勉強させていただきながら、地元でしな

がらボランティアとかですね、そういう人も育て、そして

観光にまで、山焼きも初めは安全なところでやっても

らって、それからだんだん慣れていただければ、結構も

う毎年来るというような人も出てくるはずですのでね、

そういう守ることと自分の楽しみというか、やっているこ

との意義とを感じながら楽しんでもらえる、そういう人

をつくっていきたいと思います。ありがとうございました。

○議長（太田長八）　すみません、まだやりたいところ

ですが、時間がございませんもんで、この辺でこの会は

ちょっと閉じて、次の議題にいきたいと考えております。

６．草原１００選について

○議長（太田長八）　次は、「未来に残したい草原の里

100選」のアナウンスでございます。

　それではまず、私からこの事業の趣旨、また経緯、そ

れとスケジュールにつきまして説明させていただきます。

　主催は、全国草原の里市町村連絡協議会でござい

ます。協力また後援は、一般社団法人全国草原再生

ネットワーク、後援は環境省、静岡県、一般社団法人の

茅葺き文化協会、公益財団法人日本自然保護協議会

となっております。

　事業の趣旨ですが、多様な価値を持つ草原が残る

里を再発見し、その大切さを広く紹介するとともに、次

の世代へと残していくことを目的に、未来に残したい草

原の里100選を選定いたします。

　事業の経緯といたしましては、2012年に阿蘇で開

催されました、第10回全国草原サミットに出席した14

市町村の首長によりまして、草原100選の選定が提案、

採択されたことを受けまして、2016年に自治体におけ

る全国草原の里市町村連絡協議会が発足いたしました。

そして、2021年の総会にて、今回のサミットにてこの事

業の開始をアナウンスすることが決定いたしました。

　まず、事業の目的でございますが、多様な価値を持

記述でさせていただくということになっております。

　これ以外にも当然、重要な際立った特徴があれば、

それを考慮していくという形で選考の基準とさせてい

ただこうかと。

　それから、皆さん、興味をお持ちと思います。スケ

ジュールの問題ですけれども、今回、第１回選考とあえ

て書かせていただいたのは、さっきもお話ししたように

一発で100をそろえてそれで終わりという世界ではなく

て、一緒に歩みながら一つ一つ重ねていきたいという

ことです。２年か３年、数年かけてでもゆっくりと応募を

していただきながら選考していただくというスケジュー

ルを想定したものでございます。

　応募の公開は本日、この場で草原サミット東伊豆大

会において募集を発表いたします。

　応募期間、本日から１２月１５日必着という形を取ら

せていただきます。ただ、応募のフォーム等をホーム

ページで掲載する時期が若干遅くなりますので、近日

中にホームページは公開するという形を取らせていた

だきたいと思います。

　審査期間ですけれども、第１次審査は１２月１５日の

締切り以降２月から３月までに終わらせて、最終審査

を翌年の２月から３月頃に開催して最終決定をしよう

と思っています。この審査に当たっては、場合によって

は現地審査もさせていただくことになろうかと思ってお

ります。

　それから、発表や表彰のスケジュールですけれども、

結果発表は来年の４月を予定しております。これは主

催者である全国草原の里市町村連絡協議会の総会が

開催されるときでございますので、その場で結果の発

表を行います。

　その後、秋までに表彰式やイベントの準備を行うと

ともに、現地の取材を行いながら、より深くその内容を

理解していくような期間として、追加書類等の提出が必

要であれば、それもお願いするような形になるかもし

れません。

　表彰式やシンポジウム、一応、来年の秋を予定して

おります。こういう場で表彰されたということを皆さん、

内外に強くアピールする機会をつくっていこうと思って

いるところです。あくまでも選んで終わりという世界では

なくて、一緒に歩み、輪を広げる、そういう形の100選

にしたいと思います。何度も言いましたけれども、みん

なで積み上げていって、最終的には全国草原年鑑みた

いなものに集約できればいいなというふうに今考えて

いるところです。

　間もなく、近日中に公開されるホームページですけ

れども、若干、最終版とは異なることになるかもしれま

せんが、イメージとしてこんなふうな形のホームページ

が皆さんのほうにお伝えできるんではないかと思って

います。草原の里100選とは何かという文言もあります

し、スケジュールのことについても具体的に記述されて

いますし、選考の基準について、より詳細な内容がそこ

に記される予定になっております。

　応募方法、応募様式のダウンロードをここでやって

いただいて、それに書き込んで応募していただくような

形を取らせていただきます。

　それから、自治体の推薦が必要だというお話があり

ましたが、その推薦様式についても、ここにホームペー

ジ上でダウンロードできるようにしたいと思っております。

　最後に、湯本貴和委員長からのメッセージを載せさ

せていただく、そういうふうな構成ないようにしようと思

います。

　湯本先生のメッセージには、草原100選の概念とか

エッセンスというものがまさしく濃縮されておりますの

で、その一部をここにお示しして、最後の報告を終わり

にしたいと思います。

　ちょっと読ませていただきます。

　「未来に残したい草原の里100選」は、それぞれの

地域が草原を生かした地域づくりを競い合い、その輝

かしい成果を顕彰する場とは考えていません。共通の

課題を抱えている地域が互いの実践やアイデアを学び

合い、共に未来へ進んでいくための仲間探しの場であ

りたいと思います。みなさんが応募する段階で、誇るべ

き宝を再発見したり、足りないパーツを認識したりする

作業そのものに大きな意味があると信じています。ぜひ

とも「未来に残したい草原の里100選」にご応募いた

だき、わたしたちの仲間の輪に加わってくださることを

願っておりますというメッセージをいただいております

というメッセージを頂いております。私たち関係者の共

通の思いを言い表していただいている内容だと思って

おります。

　草原の里というのは、まさしく未来に向けた草原保

全のシンボルになるであろうと思っております。風土に

根差した特色のある草原を育み、未来への展望も様々

な人の活動があり、そのような活動を通して人々が交

流し合う里、そういうものをイメージしたものになると

思われます。ふるさとの原風景とも言える草原のある里

の認知度というのは、まだまだ低いものがございます

が、この草原100選の活動を通して、草原の魅力と価

値を広く国民に伝えて訴えて行きましょうということで、

最後の言葉とさせていただきます。

　以上が未来に残したい草原の里100選の概要説明

でございます。ご清聴ありがとうございました。

ることがとても重要なんだということが期待されており

ます。

　それから、選定によって、先ほど町長からお話があっ

たように、様々な効果が期待される。さらに、未来へ向

けてですね、草原の里の持つ価値をアピールすること

になるというですね、新しい草原の活用方法もそうで

すし、草原の持つ新しい価値、そういうものを対応して

いくものにもなりますし、利用や保全をそれによって促

進されるようなものにしたいと考えております。

　それで、今回の草原の里100選の事業を行うに当

たって、大きなコンセプトをみんなでちょっと考えて行

きました。地域の人 と々草原の関わりの繰り返しの中で、

地域に蓄積されてきた知識とか意識、技術そのものが

草原の里の持つ価値であるというふうに考えました。こ

の価値のあるものを「共創資産」という、新しい用語で

すけれども、として捉える。各地に残っているこの共創

資産を日本全体で共有し活用することによって、次世

代に希望のある自然共生型社会を実現することに寄

与していこうではないかというのが事業のコンセプト

でございます。

　この事業、落とすための選考ではなくて、できるだけ

拾い上げ、仲間を増やしていくという観点から、また、一

度に100選ぶということよりも、時間をかけて少しずつ

増やしていく、そういうふうな形で進めたいと考えてお

ります。

　応募要件ですけれども、自薦という形で、草原と関わ

る民間団体、あるいは地方公共団体が応募できますと

いう形。ただし、民間が応募する場合には、地方公共

団体の推薦が必要となります。

　それから、選定の対象となる草原の里は、現在ちゃ

んと草原が存在している地域ということになります。

　応募に関しての確認事項、幾つかあります。これはま

た応募要領の中で詳細に記述しておりますので、そち

らをご覧になっていただければと思います。

　もし選考されなかった場合も、結果はちゃんとフィー

ドバックしていこうというふうなことを考えております。

　それから、選考の方法ですけれども、有識者の皆さ

んによる草原の里選考委員会というのを組織いたしま

した。ここが最終選考を行うということです。それから、

この選考委員会の下に実務者で構成する運営委員会

というのを組織しております。運営委員会は、１次審査

というか、書類審査を担当する。その結果を基に、最終

的に草原の里選考委員会が最終選考を行うという形

にしております。

　１、２と掲げてあります、最初は応募書類による審査、

候補の絞り込みを１次審査としてやって、１次審査で絞

り込めた地域について最終選考を行うという形を取ら

せていただきます。

　具体的な選考委員の名簿を一応ここに掲げさせて

いただいております。

　上のほうから、日本茅葺き文化協会代表理事の安藤

先生、それから、全国草原の里市町村連絡協議会の会

長である東伊豆町長の太田町長ですね。それと私と、

それから、京都大学霊長類研究所所長である湯本貴

和先生。湯本先生にはこの委員長になっていただいて

います。それから、皆さんよくご存じの東京大学名誉教

授の養老孟司さん。あと２名ほど、今、内諾をいただい

ている委員がございます。２人とも女性の委員でござい

ますので、最終的には７名の委員構成になる予定でご

ざいます。

　それから、選考の基準ですけれども、草原の生態系

と人々が暮らす里の関係性がつくり出した共創資産を

軸に５つの観点から選考するという形を取らせていた

だいています。一つ一つ、今から述べていきますけれど

も、１つは草原の自然、環境的価値と言ってもいいのか

もしれませんけれども、動植物が特徴的なものがある

かとか、景観の特徴はどういうものがあるか、そういう

ものをいくつかのポイントとして捉えて評価していく。

　それから、草原からの恵み、実際に利用の価値を受

け取っているかとか、あるいは資源の恩恵を被ってい

るかとかいう点からも評価していきたいと。現代的意義、

あるいはその認識というのもここに含まれますけれども、

過去の利用方法やどういう形の草原の恵みを得ている

かという具体的なものを判定する予定にしております。

　３番目が草原を維持し、享受する仕組み、そのもの

がきちんと理解されて継続されているか。それを持続性

とか公共性の尺度から評価をしていこうと。管理が

ちゃんと妥当なものであるか、それが今後も継続される

か、あるいはそういう意思が示されているか。それから、

経済がちゃんと還元されているかとかですね、主体と

かモニタリングというような項目が入ってくるかなと思

います。

　それから、４番目が共生型社会の実現に向けた波

及効果、まさしく未来に向けて草原の里が持つ重要性

をここで語っていただこうかと。地域や地域内外の社

会に及ぼすよい影響、これまであった影響もですし、今

後影響を及ぼすことが期待される、そういうものをきち

んと書いていただこうと。

　それから５番目、今の４つはある程度、選択肢で選

ぶような形をさせていただきますが、５番目はいわゆる

思いの強さです。関わっている人が熱く語れる熱量や

行動力を評価しようということで、ここらあたりは自由

○議長（太田長八）　高橋先生、どうもありがとうござ

いました。

　この件につきまして、何か質問がございますでしょう

か。ありましたら、挙手をお願いいたします。よろしいで

すか。

　それでは、このような方向でやりたいと思います。ま

た、多くの皆様の応募を期待しております。

７．サミット宣言採択

○議長（太田長八）　最後に、この第13回全国草原サ

ミットｉｎ東伊豆の宣言をさせていただきたいと思います。

　第13回全国草原サミットｉｎ東伊豆。

　私たちの暮らしに欠くことができなかった草原は、生

活様式が変化し草が使われなくなったことから、近年

ではとても珍しい風景になってしまいました。過疎、高

齢化により、山焼きや野焼きの担い手は減少の一途を

たどっており、今後、草原の維持はますます困難になる

ことが予想されています。

　細野高原でも、ススキを使うのはごく一部の農家とな

り、毎年早春に実施される山焼きが何のために行われ

ているか知らない町民も増えております。

　陸上の生態系は森林、草原、湿原などが様々な地形

の上に成り立っており、そのそれぞれに多様な動植物

が生息、生育しています。この多様性が人々の生活を

豊かにする礎となり、暮らしや文化が守られています。

草原は、その一端を担い、地域産業の基礎、水源の涵

養、生物多様性の保全、ＣＯ２の削減、カヤぶきや盆花

の文化など、様々な恵みを提供してくれます。

　草原を失うことは、これらのかけがえのない恵みを

失うことを意味しており、人々の豊かさや、また地域の

文化が失われることにもつながるものです。草原が育

んできた人と自然の共生の知恵や持続的な利用の技

術は、今後の持続可能な社会の実現を目指す上で欠

かせないものであります。

　私たち草原を有する自治体は、互いに学び合いな

がら草原を維持し、賢く利用していく努力を惜しまず、

草原のある里の風景を後世に引き継ぐための環境を

整備し、交流・連携を強化していくことをここ東伊豆町

において宣言いたします。

　それでは、東伊豆宣言。

　１つ、私たちの大切な草原、湿原を守っていくための

保全活動について、地域の関係機関と連携しながら共

に考え、支援していきます。

　１つ、すばらしい景観を活用した観光資源としての

草原と貴重な植物の自然観察など、教育・文化面との

調和を図り、次世代へと受け継いでいきます。

　１つ、かつてのように生活の中に草原の利用を取り

込む創意工夫を支援し、地域振興に活用できる社会環

境を整備します。

　１つ、未来に残したい草原の里100選事業を推進し、

草原の持つ魅力を全国に発信していきます。

　１つ、全国草原の里市町村連絡協議会の連携強化

とネットワークの構築、さらに全国の草原を持つ自治

体への協議会の加入促進を推し進めてまいります。

　以上、宣言する。

　令和３年９月27日。

　以上でございます。

　以上で議事を終了いたします。

　皆さん、このコロナ禍の中でこの全国サミット、参加

して本当にありがとうございます。特に首長様、今年、新

型コロナウイルス感染症の対応で大変お忙しい中参

加していただき、ありがとうございます。これからまた皆

様と連携し、この草原、また湿原の保全をやっていきた

いと思いますので、また連携して、またいろいろお知恵

を借りた中で、よりよいこの連絡協議会にしていきたい

と思います。

　本当に今日はどうもありがとうございました。

８．閉会

○司会　それでは、これをもちまして、第13回全国草

原サミット・シンポジウムｉｎ東伊豆大会を終了いたします。

　サミット宣言の精神に基づき、今後も各自治体や関

係者の皆様と草原の維持保全に取り組んでいきたいと

思います。今回は初めてのウェブ会議方式での開催と

なり、お見苦しい点もあったかと存じますが、ご容赦く

ださい。

　最後にお願いとなりますが、全国草原の里市町村連

絡協議会に加盟されていない自治体の皆様は、これを

機会に加盟のご検討をしていただきたいと思います。

　また、次回の草原サミット・シンポジウムの開催地が

決まっておりません。自治体の取組や草原のＰＲには

最も適したイベントだと思いますので、こちらにつきま

しても併せてご検討ください。

　新型コロナウイルス感染症が終息しましたら、ぜひ

東伊豆町細野高原にお越しいただきたいと思います。

　本大会へのご参加、ご協力、誠にありがとうございま

した。
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後の土石流がその中に入っていた木の炭素年代を調

べたら、２万５千年前後の炭素年代が出ていますので、

そこで一度起こったなというのは分かっているんです

けれども、その前には何度も何度も大分、山の南斜面が

かなり削られていますので、何度も起こった様子が見ら

れると思います。

【細野高原の川について】

○伊豆半島認定ジオガイド（鈴木京子）　今度は細野

高原の中の川のそばにやってきました。

　細野高原の中には、水源涵養保安林という地元の人

の飲み水を確保するために保安林というものをみんな

で植えて、水が自然にここに沈む込むような作業をしま

した。そのために、ここから二口ほど水源を引いていま

す。大体ここの水源は、町の総人口約１万２千人いるう

ちの千人、8.3％ぐらいの人たちのための水源になって

います。このお水は、保安林だけでなく、先ほどお話しし

ました土石流に乗って保安林の下には海底火山、その

時代からの長い年月をかけたいろいろな火山灰、そし

て火山礫が眠っています。そこの隙間を通り抜けて川の

水になっていますけれども、その火山礫の間を通り抜け

ることでたくさんの豊富なミネラルをお水の中に取り込

んで、おいしい水をつくっています。その水は私たちの

飲み水だけでなく、先ほどお話ししました湿原の動物や

生き物、生物、植物などの栄養分にもなっています。また、

町のほうに下りていきますと、農業用水になったり、そし

て、海のほうにこれが流れてですね、海の栄養にもなっ

ています。そのために稲取の野菜や果物、お魚はとても

おいしい味になっているのだと思います。私たちは細野

高原の自然を大切にして、これからもおいしい水、いろ

いろなおいしいものを食べれるような、そんな場所にし

ていきたいと思います。

　河原にはいろいろな色の石があると思います。これは

長い年月をかけて噴火してきた火山礫や凝灰岩です。そ

の火山礫や、白っぽい石がところどころに見えるんです

けれども、白っぽい石は、細野高原とまた違う斜面で爆

発的な噴火を起こしましたカワゴ平という場所がありま

す。そこは、ここと違って流紋岩や軽石を出しています。

その軽石などもかなり水分が石の中を、軽石は穴が開い

ていますので、その中が水分を通っていきます。そのため

また細野高原と違うミネラル分を含んだ水になっている

ので、本当にいろいろな豊富なミネラルを含んだ石が、

色によっても成分が違いますし、赤みを帯びているもの

は鉄分が入っている石です。錆びると赤くなりますね。

あのような変化を起こしています。そのようなものを含ん

だここの水はとてもミネラル豊富ということが分かります。

　でも、この河原を流れていっても浄化されているので、

もっと下流のほうに行っても、とてもお水がきれいで、本

当に飲みたくなるような、そのまま飲みたくなるようなお

水が見られます。

【最後に】

○伊豆半島認定ジオガイド（鈴木京子）　入り口の駐

車場の横に戻ってきました。先ほどの看板がある近くです。

　こちらに見える尾根が大峰山です。その大峰山の斜

面には、石の上と書いて石上という字名があります。こ

の字名のあるように、大きな岩がごろごろ点在している

様子が見えます。山焼きの後の２月下旬からワラビ狩り

の５月頃までは、点在している大きな岩を見ることがで

きます。この季節は草丈が伸びているのでよく分かりま

せんが、またその頃、今と違う季節にいらしてください。

　今日はありがとうございました。

②視察・オンライン見学後の感想

○司会　そうしましたら、東伊豆町の細野高原の案内

動画のほうは終了させていただいて、この後ちょっとお

時間をいただきまして、午前中に細野高原に視察してい

ただいた有識者の先生たちに少し感想のほうをお聞か

せ願えればと思いますので、ちょっと前の席のほうへご

移動をお願いいたします。

　そうしましたら、今日２時間ほどかけて細野高原のほ

うをずっと１周、見学をしていただきました。それぞれご

専門と、あとは町外の方から見た感想と印象というよう

なことを含めて、お一人ずつお話をいただけたらという

ふうに思います。席順のとおり座って、白川さんのほうか

らすみません、よろしくお願いいたします。

○芸北高原自然館主任学芸員（白川勝信）　ありがと

うございます。最初のほうなので、ちょっと安心しています。

　細野高原を久しぶりに見まして、やっぱり最初の印象

は広いなというところです。広さがやっぱり第一印象か

なと思いました。入ってすぐに、行くまでの道は植林され

ていてちょっと暗いですが、景色がぱっと開けたときに

左手にススキの波がわあっと広がっている様子という

のは、細野高原ならではだなと思いました。

るという提言をされました。これは後の草原100選のと

きにも出てくるワードですけれども、自然と社会が失わ

れれば、あるいは自然と人が失われれば、なくなるもの、

そういうものを共創資産と位置づけて語っておられま

した。また、この共創資産と言われるものは、時代ごと

の検証を受けて、長い間、自然と足されてきた、ある意

味中身のしっかりした技術や知識であると。そういうも

のが積み重ねているものがあって、そういうものを私た

ちはもう一度見直すとともに、将来に受け継いでいく必

要があるんじゃないのかなというお話でした。

　それを受け継ぐために必要なものとしては、その方

法であるとか実行力であるとか仕組みとか、あるいは

行政の役割として非常に大きいのは、法令とか条例の

整備とか、そういう環境整備であると。それから、普及、

教育という、この５つの観点をしっかりと捉えていく必

要がある。

　その中で草原に関わる象徴的な活動として、ご自身

が北広島の芸北地方で進められている茅プロジェクト

の紹介をしていただきました。これは、地域にあるカヤ

材を子供たちが作った市場に集めて、そこで「せどやま

券」という地域通貨を発行して、その発行したせどやま

券で地域の経済も回っていくという、様々なメリットを

持った内容でした。要は、利用が放棄されて社会資本

が喪失している中で、その利用の仕組みをもう一度導

入するによって草原の保全に循環性とか展望が生まれ

ているという非常に象徴的なお話でありました。

　各地に残っているこういう共創資産を見いだして、

それを共有して、それから未来にも役立てていくという

ことが大切だろうと。今日人間だからこそ生み出されて

いる、この美しさを大事にして生かしていきたいという

ことを最後に述べられて基調講演を終わられました。

　それから、パネルディスカッションは、その基調講演

をした白川さんがコーディネーターとして登壇していた

だき、東伊豆町の太田町長、それから私と、稲取地区の

特別財産運営委員会の山田さんと東伊豆町観光協会

の石島さんに登壇いただいて、この地元の細野高原の

活用、それをどういったふうに持続性の観点から理解

するかというテーマについてパネルディスカッションが

行われました。

　会場の様子はこんな感じで、それぞれ登壇しており

ます。

　それで、内容ですけれども、実は2008年にこの東伊

豆町で全国草原シンポジウムというのが行われていま

す。もう13年か14年たつわけですけれども、当時から

担い手の問題とか観光の利用について新しい取組を

やりたいという動きがございました。ただ、観光のほう

も着 と々いろいろな形で進めていて、例えば草原に入る

ときの入山料のような形で、観光客からその対価を頂

いて管理運営に回せるという、全国でも画期的な取組

もやられているんですけれども、そういう形で観光客が

増えるにしたがって、様々な問題点も生じてきているよ

うです。今後はその利用のルールをしっかりと構築し直

すことが大切であるというふうなお話がございました。

　そのためにも、都会の人と地元の人の意識の相違と

か認識の違いをうまくコーディネートするような、そうい

う組織体制も必要ではないかと。

　それから、入山料については、最初はいろいろと来

訪者から文句も言われたそうなんですけれども、今で

は多くの方がそれを理解して払っていただいていると

いう、そういう意識の醸成もできているんですよという

話がございました。

　草原はまさしく人との関わりの持続的モデルであっ

て、これは新しい社会の礎ともなるであろうと。それか

ら、草原学習は子供だけではなく、子供から地域へ広

がる、そういう可能性を秘めており、まさしくＳＤＧｓの地

域版である。そういうふうな結論で終わっております。

　最後に、町長さんのほうから、こういう問題は東伊豆

だけではなく全国の問題である。これからも多くの自治

体と共に手を取り合っていきたいという力強い宣言を

いただいております。

　それから、分科会はそれぞれの場所で行いました、

このオンラインを利用してですね。それぞれが自立し

て行っていったという形になっております。

　今回は３つの会場で分科会が行われました。１つが

この地元の東伊豆町の会場で、テーマは「保全・利用・

継承」と、これをどう循環させるかということで、地元出

身の東京都立大の内山さん、それから草原を守ってお

られる入谷区の鈴木さん、地域おこし協力隊の藤田さ

んがコーディネートしていただいております。

　蒜山会場のほうは、利用の面から、カヤの利用をす

ることによって草原保全にどう関わっていけるかという

ことで、地元の郷土自然館の前の館長さんでいらっ

しゃる前原さん、それから鳥取大学で自然再生につい

て関わっておられる日置先生、実際にカヤ刈りをした

り、カヤの建物を建てたりされている沖元さんと相良さ

んという２人のカヤぶき職人さんのトークセッションが

行われています。

　３番目の阿蘇会場は、草原の恵みを守る仕組みづく

りをどうするかということをテーマに行っています。主に

草原の持つ水源涵養力について科学的見地からの知

見、それから新しい知見というものを熊本県立大の島

谷さんから、それから、それを基にして、地域の草原を

たいと思います。

○東伊豆町長（太田長八）　それでは最後に、私から

静岡県東伊豆町の報告をさせていただきます。

　東伊豆町は細野高原という草原があります。昨日か

らのシンポジウムでも議論されてきましたが、この草原

の維持管理、また利活用、そして次世代への継承が、う

ちだけではなく、今聞きますと、全国の草原を持つ自治

体の共通の課題だと思います。このサミットで皆様のお

知恵をお借りした中で、また今後この課題に取り組ん

でいきたいと考えております。

　細野高原は、うちの町は稲取地区、熱川地区と二地

区があります。そして、稲取地区が４部落がある中で、

稲取地区に存在しております。その稲取地区の４区の

町内会が組織する稲取地区特別財産運営委員会が管

理しております。この４区の共同管理によりまして、防火

帯の設置や山焼きなどを実施しております。防火帯、ま

た山焼きにはそれぞれ120名ほどの人が出て実施し

ていますが、やっぱり作業者の高齢化、また、農業従事

者の減少によりまして、作業ができる区民が年々減りま

して、人的負担が増しております。また、この草原を管理

するのには、年間約500万円の費用がかかるため、経

済的負担も課題となっております。

　観光面では、この細野高原の資源を活用いたしまし

て、４月上旬から５月上旬にかけての山菜狩りや、また、

秋には秋のススキイベントを開催しております。イベン

トの開催時には、これはススキのほうですが、参加者

から600円、その他の期間におきましては20円を入山

料として頂いております。先ほど経済的負担のことを申

し上げましたが、これらの収入が維持管理には必要と

なってきます。しかし、これだけで全ては賄えませんの

で、入山料の値上げ、また新たな利活用を検討いたし

まして、この維持管理費用の捻出を考えていかなけれ

ばならないと考えております。

　そんな中で、イベント等のため、この道路、駐車場、ト

イレ等を整備し、誘客に努めておりますが、一方では、

来訪者のマナーも問題になっております。この大切な

資源を荒らされないよう、対策も同時に取っていくべき

と考えております。そして、何よりもこのすばらしい景観

や、また資源をどうやって次世代につなげていけるか

が大きな課題となっております。

　かつては農家の方がこのカヤをミカン畑に敷いたり、

またかやぶき屋根を使用したりするなどの活用がされ

てきましたが、農業後継者が減っていく中でのこの現在

では、カヤの需要もほとんどない状況でございます。し

かしながら、このすばらしい景観、また資源は、山焼き

等の保全活動を継続していかなければ守っていけま

せんので、町内の子供たちに、また地元にこんなすば

らしい草原があること、また、この草原は人の手によっ

て守られていること、また、カヤを使った昔の文化を教

育していくなど、未来につないでいかなければならな

いと感じております。

　これらの問題解決を図るため、昨年度、稲取地区の

特別財産区運営委員会をはじめ、行政、また観光協会、

農協、高原の専門員などで組織する「細野高原を考え

る会」が発足されました。この会では４区が継続的に細

野高原、これを維持管理していただくためにはどのよう

に、また、観光、産業などの資源としての活用、周辺の

地権者とも協力して、新たなこの魅力の創生、これを

図っていくかなどを検討しております。今日は皆様方か

らいただいたこの知恵をお借りいたしまして、この会の

発展にも生かしていきたいと同時に、この草原を全国

に発信できればと考えております。これからもどうぞよろ

しくお願いいたしたいと思います。

○議長（太田長八）　以上でこの参加自治体からの報

告が終わりました。いろいろなお話を伺いました。その中

でまた意見や質問等もあるでしょうから、ここからは自由

な形で意見交換会をさせていただきたいと思います。

　ご意見がございましたら、挙手をお願いして、発言し

ていただきたいと思います。どうぞよろしくお願いいた

します。

○真庭市長（太田　昇）　よろしいですか。

○議長（太田長八）　どうぞ。

○真庭市長（太田　昇）　それぞれすばらしい取組を

勉強させていただきましたが、恥ずかしい話、蒜山高原、

まだ山焼きの面積が80ヘクタールぐらいなんですね、

どんどん減っていて。何とか維持しようと思っているん

ですけれども。600ヘクタール焼いているとかですね、

本当にたくさん広い面積を焼いているとこら辺の取組、

もうちょっと詳しく、それもその行政というよりは、住民

の方とか、あるいは子供も参加してということですが、

もう少し、こんな取組をしているよということをご紹介い

ただければありがたいんですが。勉強させてください。

○議長（太田長八）　今、太田市長からの行政以外の

ほうの取組、これが何か具体的なことがありましたら、

どなたかご発言願いたいと思います。

　南阿蘇村の後藤さん、よろしくお願いします。

○南阿蘇村農政課主幹（後藤進哉）　先ほども説明さ

せていただきましたけれども、本村の牧野面積が

2,470ヘクタールで、野焼きが行われているところは

1,170ヘクタールということなんですけれども、地震前

はまだ野焼き面積は広くて、この事業主体というのが各

地元の行政区とかになりまして、以前は区長さんが責

【細野高原の管理の歴史】

○稲取財産区運営委員長（山田賢一）　細野高原は、

昔、町村合併が、昭和32年ですけれども、行われたとき

に、ここもそういうことで、昔ここがカヤ場で、ここの地区

の人らが農業に敷き草とか、山の屋根をふくときのカヤ

とかというものに利用しました。町村合併でここが稲取

地区の財産区ということで払下げがありまして、それで

我々が財産区として管理しているところです。

【細野高原の管理者について】

○稲取財産区運営委員長（山田賢一）　所有地の払い

下げがありまして、稲取地区、ここは特別財産区という

のが管理しております。

【細野高原のカヤ場の歴史】

○稲取財産区運営委員長（山田賢一）　そうですね、も

う僕が知らない昔から、ここはこういう形で、この地区

の農家の人たちが、要するに農業で堆肥を作ったり、畑

の中へ有機物の補給という形で、ここの草を持っていっ

て、畑の中に入れました。それとまたそのほかにも、かや

ぶき屋根のカヤの材料としても使われたそうです。

【山焼きをやるメリット】

○稲取財産区運営委員長（山田賢一）　山焼きをやる

ことによって、例えばこういういい敷き草とか、農業に

使うようなカヤとか、そういうのが病気を抑えられたり、

害虫も抑えられたりすることによって、いい材料というか、

そういうのができます。それとまた、きれいに焼くことに

よって、要するに何ですか、灰が落ちることによって、

土の肥料分の補給にもなるというようなことで、この原

野を保持していく上にはどうしても重要なことだと思

います。

【防火線づくりについて】

○稲取財産区運営委員長（山田賢一）　防火線焼きは、

大体120名ぐらいの方に出て、１日でやっています。山

焼きがその後、防火線焼きは大体11月に終わるんです

けれども、山焼きは大体２月にやります。そのときには、

もちろん区民の皆さんとか役場の職員の皆さんとか、

それとかいろんなこういうパラグライダーの関係者の

皆さんとか、そういう利用の皆さんに出ていただいて、

大体120～130名でやります。これだけの広さですから、

５人とか10人でやるわけにはいかないもんですから、

大体120名ぐらいの人の応援が不可欠です。

　先ほど言ったように、それだけの人を集めるのが１週

間ごとに大体、天候不順だと延びちゃうもんで、毎回の

ときにそれだけの人が集まってくれないと、山焼きが安

全にできない、それが悩みの種です。

【山焼きについて】

○稲取財産区運営委員長（山田賢一）　山焼きは毎年

２月に行われます。その前に準備として防火線刈りとい

うのを10月から11月にかけてやります。ここの周り全

部、境界線のところを防火刈りということで、12メー

ターぐらいずっと刈っていって、それを１週間から10日

ぐらい間を置きまして、それを全部燃して、防火線焼きを

行います。それで、それが終わりますと、もう火が入って

も大丈夫というようなことになりますので、２月の中旬

過ぎに、春を告げるということで、全体の山焼きを行い

ます。

【細野高原を考える会の発足の経緯】

○稲取財産区運営委員長（山田賢一）　細野高原は、

私たち子供の頃から毎年、春・秋の遠足は細野高原の

原野に来て、いろいろ親しんだわけですけれども、そう

いう中でこの細野高原をどういうふうにしていったら将

来にわたって維持できるかというようなことが今中心に

なっています。今、細野高原を管理して、今まで言いまし

たような防火線刈りとか、焼きとか、山焼き、そういうの

を稲取地区の区民全員で、皆さんで出てやってもらいま

すけれども、何しろ今、高齢化で、中心になっているのが

昭和20年代、30年代生まれの方が中心になってやっ

てくれています。だもんで、将来それを、細野高原を維持

していくのにどうしたらいいかというようなことで、細野

高原を考える会を立ち上げました。

　それともう一点は、今言った防火線、山焼きを管理し

て、ここの細野高原を管理するのに、ざっとですけれども、

年間500万ほど維持費がかかります。だから、今はゴル

フ場に入ってくるお金を町と折半して、それを運営費に

充てていますけれども、将来的にもなかなかそういうこ

とが難しくなるので、できれば少しでも自己財源というん

ですか、そういうのをつくっていかないと、この細野高原

を将来にわたって維持していくのが難しくなるかなとい

うようなことで、何とかこの細野高原を皆さんに知っても

らって、現状を知ってもらって、将来にわたってどういう

ことが考えられるかというのを皆さんと一緒に考えてい

ただきたいということで、細野高原を考える会というの

を立ち上げました。

 １．開会

○司会　皆様、こんにちは。

　本日は、第13回全国草原サミット・シンポジウムｉｎ

東伊豆大会の２日目となります。

　午後からのサミットに先立ちまして、オンライン見学

会として、東伊豆町の紹介動画と事前に収録した細野

高原のエリア活用に携わる方による細野高原の案内

動画をご覧いただき、細野高原や東伊豆町のことを

知っていただく機会にしたいと思います。

　なお、現地での収録については８月にしたものです

から、セミの声とかも入っておりますことをご了承くだ

さい。

　動画を見終わった後には、今日、朝から有識者の先

生の皆さんに細野高原のほう、実際行っていただいて、

現地を視察していただいておりますので、その感想な

どをお聞かせいただきたいというふうに思います。

　午後からは全国草原サミットを１時よりオンラインで

開催しますので、午後３時までとなりますが、よろしくお

願いいたします。

２．オンライン見学会

○司会　それでは、オンライン見学会のほうをスタート

させていただきます。

①オンライン見学会

○東伊豆町長（太田長八）　東伊豆町長の太田です。

　今回は、通常の形で大会を開催することができず、皆

様をこの細野高原にご案内することができず、本当に残

念です。このような状況が解除されましたら、ぜひお越

しいただきたいと思います。

　それでは、私からは、細野高原の概要につきまして、

お話をさせていただきます。

　この景色をご覧いただけますでしょうか。私が立って

いるこの場所は、標高約700メートルの場所で、ここか

ら15分ほど上に上がると標高821メートルの三筋山の

山頂にたどり着きます。そして、この眼下に広がる細野高

原の向こうには、太平洋に浮かぶ伊豆七島をご覧いた

だくことができます。何といってもこのロケーションこそ

が細野高原の自慢のポイントであります。

　広さは約125ヘクタール、東京ドーム26個分と言わ

れております。

　行事といたしましては、例年ですと２月に山焼き、４月

にはワラビを主とした山菜狩りが全体で楽しめ、10月

にはススキ祭りが開催され、ピークのときには期間中１

万人を超す来場者がありました。また、関東圏から比較

的近いこともありまして、映画やＣＭ、ミュージックビデ

オのロケ地としても有名になり、多くの作品がここ細野

高原で撮影されております。

　そんな細野高原です。皆さん、お越しいただける日が

来ましたら、ぜひともこの絶景を目に焼き付けていただ

きたいと思います。私といたしましては、一面ススキ野原

となる10月頃がお勧めでございますが、この細野高原

は四季を通じてすばらしいですから、いつ来ても、お待

ちしております。

　続きましては、稲取財産区運営委員長の山田賢一さ

んからこの山焼きの現状など、保全につきましてお話を

いたします。

○稲取財産区運営委員長（山田賢一）　稲取地区特別

財産区委員長の山田賢一です。よろしくお願いします。

【財産区委員長の役割】　

○稲取財産区運営委員長（山田賢一）　財産区各区の

区長さん中心で委員会をつくっていまして、そこの親方を

やらせてもらっています。この細野高原の細野の原野に

ついてのいろいろ管理とか運営とか、いろんなことを皆さ

んと相談しながら決めさせていただく、そういう仕事です。

　これがヤマアワです。

　こういうね、湿原の問題点として、だんだん土砂が

入ってくるんですね。それで、その上に水が流れるところ

が決まって、１か所だけこうずっと掘れちゃうんです。そ

うすると、水が周りに出なくなっちゃう。それでもってどん

どんススキがこう、乾燥化してススキが生えてきちゃい

ます。そういう状態がこれから大いに予想されます。

　ミズトンボって言います。トンボの顔に似ているじゃ

ないですか。

　これはね、ヤマイって言って、イってイグサのイ。山に

あるイグサでヤマイ。

　これがいいかな。ちょっと待ってね。ここね、ここにこ

う真珠みたいな玉がついているでしょう。これがシン

ジュガヤです。

　これはイブキボウフウと。

　ここに紫色の、これがホザキノミミカキグサと言います。

　ちょっとやぶに入りますけれども、ここにキキョウが咲

いています。キキョウっていうのは、花屋さんでも売って

いますけれども、野生のものは非常に貴重なんですよ。

【周辺の植生について】

○細野高原ネイチャーガイド（富永眞弘）　これはツリ

ガネニンジンと言います。黄色い花が、これはオミナエ

シです。これは女郎花って書いて、オミナエシという名

前です。

【中山一号湿原の状況】

○細野高原ネイチャーガイド（富永眞弘）　ここはね、

中山一号という湿原なんですけれども、こっちからどん

どん泥が入っちゃって、もう湿原の上のほうが見えなく

なっちゃっているという状態です。乾燥化がどんどん進

み始めています。この辺もね、生えている植物がススキ

じゃないでしょう、ワラビがあったり、何か他のものが生

えちゃっている。大分植生が変わってきています。

○細野高原ネイチャーガイド（富永眞弘）　今、ざっと

湿原の植物、草原の植物を見ていただいたんですけれ

ども、細野高原にはね、僕らが把握しているだけで約

500以上の植物の種類があるんですけれども、今日は

10とか20、もっといったかな、ぐらいしか見ていません

けれども。今日の見ていただいた中にもあるんですけれ

ども、静岡県の絶滅危惧種というのが細野高原に26種

あります。それから、環境省、環境省というのは全国で絶

滅危惧を定めているわけですけれども、その中に19、こ

こにあるものがあります。ということで、非常に貴重な草

原、湿原ということだと思います。

　以上で今日の解説を終わらせてもらいます。富永で

した。

○伊豆半島認定ジオガイド（鈴木京子）　こんにちは。

ジオガイドの鈴木京子です。稲取に生まれ育ち、今も稲

取に住んでいます。

　子供の頃からの思い出を踏まえていろいろお話しで

きればと思います。よろしくお願いします。

【細野高原について】

○伊豆半島認定ジオガイド（鈴木京子）ここ細野高原

は、伊豆半島の中央に横たわる天城山脈の斜面にあり

ます。天城山はフィリピン海プレートに乗って移動してき

て伊豆が本州に衝突した80万年前から20万年前の火

山活動によって生まれた大型火山です。火山活動が終

わった天城山は、浸食によってこちらの東斜面が大きく

削られています。天城山最高峰の万三郎、そしてこの細

野高原を取り囲む三筋山、大峰山も浸食に耐えて残っ

た天城山の一部です。

　細野高原の一部は、稲取泥流と呼ばれている土石流

堆積物に覆われています。何らかの原因で起こった山

崩れなどによって、水と土石が一体となって流れ下って

できたものです。高原内に点在する角の取れた丸っこ

い岩は、こうした土石流によって運ばれたものと考えら

れています。泥を多くふくむ土石流堆積物は、水を通し

にくく、水はけの悪いくぼ地には湿原をつくっています。

湿原は貴重な動植物の宝庫になっています。水を通し

にくい地層上にできる地下水は周囲に湧き出し、飲料水

の貴重な水源にもなっています。

　それでは、今から山のほうに行って、その場所を紹介

したいと思います。

【細野高原の岩の形について】

○伊豆半島認定ジオガイド（鈴木京子）　この大きな

岩ですけれども、このお山の上のほうにあって、この岩

の角が取れています。なので、これは先ほどご説明しま

したように、もっと上のほうから土石流に乗ってごろごろ

ごろごろ転がってきて、こういう角が取れたり、こういう

潰れていたりという様子が見られます。かなり大きさも大

きいですけれども、あちこち丸で、角が取れて、転がって

きたかなという様子が見られます。もっとね、割れたりし

ているときには、まだ角が鋭角だったりするんですけれ

ども、その後もまた転がって、何度か転がったかなという

ような様子が見られます。

　このほかにもたくさん、この辺りには大小いろいろな

石が転がっていますので、また、この山はそういう土石

流でいろんな石や砂や泥、いろんなものが転がったか

なという様子が見られると思います。

○インタビュアー　何回もそういう土石流が起こって

いたんですか。

○伊豆半島認定ジオガイド（鈴木京子）　そうですね。

一番というか、はっきり分かっているのは２万５千年前

【細野高原の利用状況】

○稲取財産区運営委員長（山田賢一）　春は、ご存じの

ように山菜狩りをやっております。これは観光協会では

なくて、財産区が主体になってやっています。それで、秋

はススキのイベントを観光協会が中心になってやって

いただいております。あとは、ここに撮影とか、いろんな

映画の撮影とか、そういうのにも使っていただいていま

すけれども、それは年中ではなくて、単発にやる、そうい

う形で使っています。

【細野高原の今後】

○稲取財産区運営委員長（山田賢一）　だから、今み

んなで考えているのは、あそこに、あれ、これ水源地な

の、この部落の。だから、水源地から見れば、手を入れる

ことはいろんな自然保護とか、いろんな環境の問題で、

水源地から上は手を入れないけれども、水源地から下

のここら辺を何か利用してくれる、何ていうの、企業とか

そういう団体があったら、ぜひ提供しますよというのを

私たちは今訴えているんです。もちろんここに自然破壊

するようなものを造られちゃ困るんですけれども、自然

を利用したもので、何かそういう、先ほど言ったような体

験学習とか、そういうことができるものがあればいいな

というようなことを考えています。

【次世代への継承について】

○稲取財産区運営委員長（山田賢一）　今言ったよう

に、管理しているのが我々中心なもんで、だんだんこの

草原をどうしていったらいいかということについては、

僕らの子供の頃は春の遠足、秋の遠足というのも細野

高原で、三筋山のてっぺんに登るのが楽しみでここへ

来ましたけれども、今の子供たちは本当に草原とかそう

いうのに親しむ機会がないもんで、できれば何かそうい

う体験学習とか、そういう形にどんどん使っていただき

たいなと思います。

○インタビュアー　以上です。ありがとうございました。

○稲取財産区運営委員長（山田賢一）　どうもありがと

うございました。

【細野高原の植生について】

○細野高原ネイチャーガイド（富永眞弘）　それでは、

私が今日の案内をさせていただきます。細野高原ネイ

チャーガイドクラブの富永です。よろしくお願いします。

　まず、細野高原ってどういうところかというのを植生を

中心に見た場合に、どういうところかというのを説明し

ます。

　まず、一番高いところ、風車が、向こうから２番目の風

車の辺りが一番高いんですけれども、あれから奥へ約

５分ぐらい行ったところが三筋山という山の山頂になり

ます。それが細野高原で一番高いところです。

　それから、その下へ、草原と林がありますけれども、草

原のほうが細野高原で、この稜線をずっとたどっていた

だいて、この林、量線を境にこちら側が草原で、向こうが

林になっています。こちら側が細野高原で、東伊豆町の

細野高原で、向こう側が河津町です。これがずっと延び

ていまして、その稜線に沿って、稜線のこちら側ですね、

ずっと下りて一番下の辺り、もうちょっと下まで細野高原

です。一番下の辺りが標高で370メートルぐらい。それ

から、一番高い三筋山が821メートル、標高差が約550

メートルありますので、気温的にも３℃ぐらいの差が

あって、それで、ご覧になって分かるように、草原が広

がっていまして、後で説明しますけれども、湿原があって、

それから、人工林がこう、杉の林ですけれども、人工林、

常緑針葉樹があって、ちょっとここからはあまり見えな

いんですけれども、落葉広葉樹があって、植物、草なん

かにしてもこういう林の中なんかの植物は草原の植物

とは違うものがあるというようなことです。

　先ほど３度ぐらい差があると言いましたけれども、春

のワラビなんかだと、下から取れるようになって、だん

だん上へ上がっていくと。秋の紅葉なんかは、上からだ

んだん下りてくるということです。

【芝原湿原について】

○細野高原ネイチャーガイド（富永眞弘）　ここは芝原

湿原という湿原です。このぐらいの大きさ、この柵があり

ますけれども、非常に小さな湿原ですけれども、こういう

小さな湿原が細野には４か所あります。湿原って、必ずし

もね、大きいからといっても、見ることのできるのは外周

ぐらいのもんですからね、このぐらいの大きさっていうの

は非常に適当だと思います。この細野の地面の下には

ちょっと粘土質の層がありまして、それで水を通しにくい

がありますので、こういうくぼ地には湿原ができています。

　ここ、こう荒らされていますね。これはイノシシが掘っ

たんです、ここのところを。これ至るところでやられてい

ますけれども、夏から秋にかけてやられると、種が落ちる

前に根が起こされて死んじゃう場合が、枯れちゃう場合

があるんです。あまりいいことではないです。

【芝原湿原の植生について】

○細野高原ネイチャーガイド（富永眞弘）　これ、これ

葉っぱを見ていただければ、アザミなんですけれども、

横を向いています。これはキセルアザミと言います。

　この花はサワヒヨドリと言いまして、フジバカマの仲間

です。ですので、この辺の紫の花、ヒメハッカと言います。

　ここに生えていますけれども、これはハイメドハギ、メ

ドハギというのはもともと真っすぐ立つんですけれども、

これははっています。

　コシロネといいます。

　さっきジオガイドの方から解説があったように、泥流

が流れたことで、ああいう、この斜面がずーっと続いて

いるような地形ができて、そこにススキがずっと一面に

生えているから、ああいう印象を与えるのかなと思って、

何か先ほどの説明を聞いて、改めて景色と重ねてみると、

思い返してみると、いいなと思いました。

　植生の印象は、やっぱり皆さん、ススキが小さい、小

さいというふうにおっしゃっていたんですけれども、全

体的に見て、低いところもあったんですけれども、高い

ススキもあったりして、これ多分、後から上野さん、詳し

く言って下さると思うんですけれども、山頂付近のです

ね、カヤという面で見れば、背丈が低いのは悪い、悪い

というか、使いにくいのかもしれないですけれども、植物

から見ると、背丈の低い植物がそろっているところは、

むしろ種の多様性が高まって、いろんなものが見えるの

で、上のほうのススキの背丈が低いところをもう少し

ゆっくりちょっと歩いてみたら面白そうだなと感じました。

　ビデオの中で500種類の植物がいるということで、こ

れは何かすごいなと思ったんですけれども、うちの近く

にある３つの草原で、それぞれ調べてみると、大体300

種類ちょっとなんですね、草原エリアの中だけでいうと。

そういう意味でも、ああいう、湿原がまずまとまった面積

で残っているというのが種数を増やしている一つ要因

になっているのかなと思いました。

　僕はもともと湿原をずっと興味があって調べたりして

いたんですけれども、今回見せていただいた中で、

ちょっと解説の中でもあったんですけれども、少し乾燥

化しているところというのは気になったところです。天然

記念物というか、文化財として指定されているところもあ

るんで、大事にしようということはすごく大事だと思うん

ですが、そのやり方については少し、先ほどビデオに出

られていた専門家とかですね、皆さんの意見を聞きな

がら、ちょっと見直しをしながら進めていただけたらい

いのかなと思いました。

　ただ、植物的には、先ほどのキセルアザミとかですね、

湿原特有の植物も見れたので、途中、役場の方から、

早く行きますよというふうに何回も促されながら、写真を

撮ったりして楽しませていただきました。今日はどうもあ

りがとうございました。

○司会　白川さん、ありがとうございます。

　続きまして、高橋先生、よろしくお願いします。

○全国草原再生ネットワーク代表理事（高橋佳孝）　

高橋でございます。

　私は草原生態のほうが専門なので、草原のほうは塩

坂さんのほうから多分詳しいお話があると思うんです

けれども、火砕泥流ですか、によってつくられた地形とい

うのが独特で、その中にスポリアが出ていたり、あるい

は浸食を受けたり、その泥流によって湿原のようなくぼ

地が生じたり、極めて多彩な地形がその中に含まれて

いるんだなと。ぱっと見た目にはとても広くて大きいん

ですけれども、実はその中にいろんな形の地形がある。

その中でススキの丈を一つ見ても、大きいところもあり、

小さいところもあり、ススキじゃなくて芝生のようになっ

ているところもある。それは恐らく地形に基づくものもあ

るでしょうし、今、利用されたり管理をされている作業そ

のものがですね、そういうものを生じさせている、モザイ

ク状のものというか、極めて多様なところなんだなと思

いました。

　先ほど500種という話がありましたが、阿蘇は２万２

千ヘクタール近くあるところですね、草原の植物500種

なんですよ。ですから、ここにかなり集約されているし、

中を見ると、湿原もとても大事な植物が多いんですけれ

ども、草原の中にも、例えばスズサイコとかキキョウとか

ですね、本当に今絶滅に瀕しているような植物もたくさ

ん生えているし、両方がとても大事なんだなという気が

いたしました。

　それから、管理のほうはやっぱり大変なんだろうけれ

ども、まだまだ地元の人たちがとても元気なんだなとい

う、多少人が少なくなってですね、きっと大変なところも

あるんだけれども、その気持ちだけはとても前向きであ

るというのが非常に印象深く受けました。

　これを今後どういうふうに仕掛けていって担い手や

仲間を増やしていくか、あるいは次の世代にどうやって

つないでいくかというのが大きな問題だと思いますけれ

ども、そのような熱意がある以上は、きっとうまくやってい

けるんじゃないかなという期待も込めています。

　もちろんそのときには外部からの働きかけや応援と

いうのも必要になってくるかもしれませんけれども、それ

はあくまで手段であってね、目標としているものがかな

り明確になっているので、大事なものを守ろうという意

識そのものをぜひ町民全体に醸成して、つないでいっ

て、広げていっていただければありがたいなと思います。

紅白が始まるぐらい、そんな時間帯です。今からメイン

で話します稲取泥流というのは２万５千年とされていま

すけれども、これは、だから12月31日の11時58分ぐら

い、２分30秒ぐらい、つい最近の話です。ですから、時間

が、皆さんの日常生活とスケールが違うので、そこを間

違えると混乱いたします。

　ですから、その斜線の部分が、まず伊豆半島の基底

をつくった海底火山堆積物で、その次に、この図でいく

と６番ですね。６番のゾーンというのは、浅間山とか大

峰山とか三筋山とかをつくったかつての、70万年ぐらい

前の天城火山の基盤をつくっているものです。それが先

ほども鈴木さんからご説明あったように浸食で残った

部分がこの６番の部分です。

　その後、新天城ができて、多分、これ土石流じゃなくて、

先ほど土石流、土石流と言っているのは、あれは間違い

で、土石流じゃなくて泥流です。土石流と泥流と全く違う

ものです。そこのところを混乱しちゃうので、さっき何か

フリップは土石流が、土石流がとあったんで、あれは実

は土石流じゃなくて泥流です。

　泥流はですね、どういうふうに流れたかといいますと、

さっき言ったように、この図でいくと左上のほうに天城

本体がありますから、あそこから流れてきたんですけれ

ども、流れたときに三筋山だとか大峰山が邪魔をします

ので、河津側に流れたほうと、それから、この東伊豆町

側に流れた、２つに大きく泥流は分かれました。

　今日話題になるのがこの東側に流れた泥流です。２

万５千年前ってどういう時代かといいますと、氷河期の

最後の時代。つまり海面が世界的に100～140メート

ルぐらい後退していた、海が今よりも140メートル低

かった時代。ですから、この土石流は、多分この稲取の

温泉街をぶち抜いて海の中まで入ったんです。溶岩の

ように非常に800℃とか1,000℃、高いので流れてくる

と、海につかった瞬間にそこで止まるんですね。だから、

あそこの伊豆高原の辺りの海岸がありますけれども、あ

れはあそこで溶岩が止まっちゃうわけです。ところが、泥

流の場合は泥なので、そこで止まらないんですね。だか

ら、海底の中にもそういう転石がたくさんあるはず。

　次に、泥流の真ん中にハート形の白いのがあります

ね、２番。これは火口なんですね。多分、泥流の中から

突き抜いてきたものなんですけれども、車で登っていき

ますと、右側にカーネーションの畑、ハウスと、それから

水田が唯一ありますね。多分そこは火口のところに長い

間、泥炭がたまって、その上に水田ができて、東伊豆唯

一の水田じゃないかと思いますけれども。その上に現在

はため池が、それこそハート形のため池があるんです

よ、これ空から見ると分かるんですね。そのため池とい

うのは、後で説明します、湧水が水温が低いので、その

ため池の太陽光で温めた上水だけを使って多分水田

をやっていたんだろうというのがこういう白いハートの

ところです。

　そのハートのところに今度は斜線が、ハッチが３か所

ありますね。これは凡例にもありますけれども、熱水の変

質帯と言うんですけれども、高温のマグマが地下に隠れ

ていて、その地下水が沸騰したような状態になって、周

辺の岩石を変質させるものです。特にこの水源地になっ

ている一番左側の上のところというのは、熱水で変質し

たものが粘土化して、こういう地下ダム、ダムの役目を

しているんですね。

　それからもう一つは、この地質のところには火山灰と

かスコリアは一応、剝がした図になっています。全面的

には多分スコリアは降っているんですけれども、それを

剝がしたやつになっています。ただし、右下のほうにあ

る白いところ、これがスコリアコーンで、これ玄武岩なん

ですけれども、これはつい最近、つい最近というか、か

つてスコリアを採取していた場所があるところですね、

右のほうです。

　それで、じゃこの今日見た湿地だとか湧水がどうなっ

ているかというと、結局、泥流が流れたときに、それがカ

ルデラの崩壊かどうか、そこまではまだ確認はされてお

りませんけれども、いずれにしても大量の水が流れたこ

とによって泥流が発生します。泥流というのは水土流、

泥水ですから、そこに大きな岩石も、それから山体の一

部も、コルクのように浮いちゃうんですね。浮いて流れて

いきます。これを流れ山と言います。代表的なのは、甲府

の北側の韮崎というところ、あそこに韮崎泥流、八ヶ岳

泥流というのがあるんですけれども、あれがあの辺で

やっぱり流れ山がたくさんありまして、武田信玄がその

山沿いにのろしを上げていったという、そういう流れ山

地形があります。だから、ここで、伊豆半島で流れ山地

形があるのはここだけです。

　流れ山でどういう現象が起きるかというと、重たいも

のから順番にこうもう流速がなくなるから落ちていきま

すね、止まります。止まるとどうなるかというと、後ろから

来た岩石がそこへまたこう何ていうかな、山が出来上が

る。そういうもの幾つもあります。さっき映像にあったパ

ラグライダーのランディングのところ、今トイレのあると

ころ。あそこも小っちゃい小山があります。あれも流れ山

の一つです。そういう流れ山と流れ山の間が当然へこ

みますよね。へこんだところは、下が泥流で水を通しま

せん。それから、この付近ですと、さっき言ったこの玄武

岩のスコリアだとか、西側にある大池のスコリアだとか、

そういうところはスコリアが飛んできます。そうすると、そ

　それから、私は文化財の専門じゃないんで、湿原のど

うこうというのは分からないんですけれども、手をつけ

ないで放っておくというのは、建物だったらよいかもし

れませんけれども、人と自然が関わってつくられてきた、

恐らく湿原についても人の手というのはかなり影響して

いるところもあるんですよね、そのあたりは詳しく分かり

ませんけれども。そういう全体的な自然そのものは、む

しろ文化財というよりは、文化的経過なのかなという感

じがします。そういう視点で見ると、やはり修復というの

が当然重要になってくる場面が結構あるんで、このまま

放っておいて手をつけないという自然ではなくて、地元

の人たちが合意の下に知恵を出し合って、それをよりよ

い形のまま後世につないでいくような仕組みづくり、ある

いはそういうものができたらいいなという感想を持ちま

した。

　以上です。

○司会　どうもありがとうございました。

　続きまして、笹岡さん、すみません、よろしくお願いい

たします。

○全国草原再生ネットワーク（笹岡達男）　こんにち

は。笹岡でございます。

　今日はたくさんの専門家の先生方に囲まれて、私は

専門家といっても、長く自然公園や自然環境の行政を

やってきておりましたので、詳しい話はもう先生方にお

任せしたいと思います。

　今日は純粋に細野高原の風景と景観をたっぷり楽し

ませていただきました。もちろんこの季節ですから、その

景観、風景の主役はすばらしいススキ草原なわけです

けれども、もう一つ見逃せないのは、あそこに立ってみ

るとですね、実はご承知の方も多いと思いますけれども、

伊豆半島というのは、海岸線とそれから天城山を中心

とする山稜線ですね。そういうところが帯状に、全部国

立公園に指定されているわけです。その中腹にある細

野高原はそうした区域とは違うんですけれども、細野高

原から眺める海、海が見える草原であると。そして、振り

返れば山も、すばらしい山が続いている。もう一つ、今日

も見えましたけれども、伊豆七島も見えちゃうんですね。

伊豆七島も国立公園です。

　そういう意味では、そういうすばらしい、自分が立っ

ている、目の前だけじゃなくて、その周りの風景、景観を

楽しめる場所としての細野というのはもう一つ価値が付

け加わるんではないかなというふうに思っています。

　そして、そういう草原を守っていくことについては、ほ

かの先生方からたくさんアドバイスがあると思いますけ

れども、やはり大変な維持管理の作業があるわけです

し、そのためには、何かこう、どういうふうに使うんだと

かね、こういうふうにここは守っていく、ここは使うんだ。

皆さんがその目的意識を持って、非常に大事なのは、や

はり地域でもって目的や利用の方法、合意を取るという

ことが大事なことだと思いますから、そういう皆さんの

話合いの中で、保全、利用、そして管理ですね。それをど

うやって引き継いでいくかというお話も昨日たくさん聞

かせていただきましたけれども、そういう新しいタイプ

の視点を大事にしながら、みんなで楽しんで守っていく

という、そういうところになっていけばいいなというふう

に思いました。

　本当に今日はどうもありがとうございました。

○司会　ありがとうございます。

　続きまして、塩坂さんのほうからお願いします。塩坂先

生は地質学がご専門ということで、先ほどのジオガイド

さんの提案内容を補足等もお願いしながら、ちょっとお

話しいただければと思います。よろしくお願いいたします。

○全国草原再生ネットワーク（塩坂邦雄）　ご紹介い

ただきました塩坂と申します。

　東伊豆町とは大変縁がございまして、大島近海地震

のときに、次の日にたまたま稲取駅のところで調査をし

ていて、そのときちょうどパニックがあってですね、何か

近々大地震が来るぞというみんな、いたんですけれども、

私は大丈夫だよと言って、皆さんをなだめた経験があっ

て、そのときの見高エリアの断層等も調査した覚えがご

ざいます。その以降は、私は趣味でパラグライダーを

やっているもんですから、空中からいろいろな調査もし

て、一応、自称空飛ぶ地質屋と言われておりまして、時々

空からおっこっていることがあるもんですからね、ソラ

ツカイとも言われますけれども。

　それで、実はこの伊豆は、今、熱海の伊豆山の土石流

調査もやっております。お手元にもありますけれども、こ

こにも図面を出していただきましたけれども、これは

倉沢さんと加藤さんとが作った、当時、稲取のこの付近

の地質です。

　この一番左上のところ、もっと上ですけれども、まず、

地形発達史といって、つまりどのようにこの稲取ができ

たかというところをお話ししますと、まず一番上に斜線

がありますよね。この図でいくと７番、この凡例でいくと７

番です。これが伊豆半島の基底をつくっている湯ヶ島層

群という海底火山の噴出物です。特に地質学というの

は、時間的な感覚が皆さん違うのは、例えば地球は46

億年なんですよ、分かっている限り。それを日常の365

日で割っていきますと、この伊豆半島の基底ができたの

は12月30日ぐらいです。もうつい最近の話なんです。

　それから、私が必死に100歳まで生きても、0.3秒で

す。まばたきですね。人類が誕生したのが12月30日の

○日本茅葺き文化協会事務局長（上野弥智代）　皆さ

ん、こんにちは。日本茅葺き文化協会の事務局長をして

います上野弥智代と申します。

　茅葺き文化協会は、所有者とか職人とか研究者とか、

それから自治体が一体となってカヤぶきのことをつな

いでいるネットワークの団体なんですけれども、今日、

細野高原へ伺って、また昨日から皆さんのお話を聞く中

で、私がわあと思うことがたくさんありました。でも、その

中を３つくらいに分けてというか、３つに絞ってお話しし

たいなと思うんですけれども、まず、皆さんが関心をお持

ちだったカヤというものとしてどうなのかというのは、も

う第一印象は、すごい元気なカヤだなという、カヤとし

て見たときに、細くてしなやかというのがありますけれど

も、背丈が高いからいい悪いじゃなくて、カヤそのもの

が真っすぐ細くてしなやかというのはすごくいいカヤだ

なというふうに思いました。

　昨日も話がありましたけれども、カヤぶきって、短いの

と、一番最後に長いので押さえて、それを竹で押さえると

いう、３層ぐらいにしていくんで、短いカヤも長いカヤも

要るんですね。長いカヤといっても、それが３メーターそ

のまま要るかといったら、やっぱりちょっと使えないんで、

切って使ったりするんですよ。だから、その短さというの

は使い方と連動するものなので、それよりも、ここの穂が

あれだけ立っていて、真っすぐ元気なカヤというのはす

ごいなというのをまず思いました。

　昨日も町内会長さんの鈴木さんのお話にも出てきた

し、山田さんの話にも出てきましたけれども、カヤってい

う、何か使うときはやっぱりカヤって呼んでいるんだな

という、屋根材だけじゃなくて、聞いていると、利用する

ときは草がカヤになっているなと思うんですけれども、

今、生えている状態だとススキですよね。それが刈り

取ってカヤ束、屋根ふき材、私の場合はちょっと屋根ふ

き材としてですけれども、屋根ふき材としていいカヤ束

ができたときにカヤになるというか、何でもかんでも刈

ればいいってもんじゃないじゃないですか。使い道に

よって。だから、それがススキが刈ってカヤになるという

こと。でも、皆さんの中にそれはもう当然のように根づい

ているんだなというのも感じました。

　今日案内していただいた上の山頂近くのところも、白

川さんが言っていたみたいにちょっと背は低いですけ

れども、あそこのカヤもいいカヤだったし、駐車場のと

ころも、下に少し広がっているところもいいカヤでした

し、最後見せていただいた湿原のそばにあったカヤは

結構背が高かったですし、あそこは少し、何かワーク

ショップ的にやるんであれば、あずまやもあるんで、あず

まやをカヤぶきにしたらいいんじゃないっていう話もあ

りましたけれども、あれ野焼きに巻かれるとすれば、毎年

屋根にトマブキみたいなのでかけてもいいんじゃない

かなと思いました。燃えてもいいんじゃないかな、そこは。

それでみんなでまた、何か新嘗祭じゃないですけれども、

豊穣を祝って、その屋根にふくというようなことにつなげ

てもいいのかなというふうに見ていて思ったんですけ

れども。そういう面白いいろんなことができそうだなとい

う、カヤとして使うということですね。

　さっき高橋先生が湿原のことでちょっとおっしゃいま

したけれども、法隆寺って、私、建築の専門なんで、法隆

寺って世界最古の木造建築って千年たっていると言わ

れているじゃないですか。でも、それはずっと放ってい

て千年もっているわけじゃなくて、修繕している。それを

植物資材を使って、大工さんなり技術者が修繕してい

る技そのものがすばらしいということで、この間、その

技そのものも無形文化遺産になったんですけれども、

伝統工匠の技って。そこにカヤぶきとかカヤ採取も入っ

ているんですよ。だから、ああいう植物材料を取ってく

る技そのものも含めて、だから、ああいうものができて

いるということが草原とかカヤ場も同じだなというふう

に思いました。

　それが１個目で、２個目はさっき内山さんから振られ

ましたけれども、もう一つ、わあ面白い、格好いいって

思ったのは山田さんのお話です。今、70代ですかね。こ

の財産区の皆さんの活動ですけれども、山田さんの話、

本当に面白いんですよね。若い頃は、何月頃みんなで

取りっこのように草を刈っていた、昭和50年代ぐらいま

で刈っていた、いやそれはこういうふうにやっていた、

カヤを降ろすのは、１週間ぐらい乾かしてから降ろして

いた、そういうお話がまだまだ生きているというか、それ

が話を聞いていて、すごい面白いし、格好いいなと思い

ました。

　今、草は使っていないのに、何で管理をあんだけ一

生懸命されているのかなというのもちょっと聞いてみた

んですけれども、やっぱり山田さんにとってはふるさとの

山だから、みんなにこのまんま何とかみんなにつなげた

のくぼ地にスコリアがたまって、それが、そのスコリアの

隙間が地下水の帯水層になるんですね。

　これも偶然の重なり合いなんだけれども、さっき言っ

た熱水が変質した粘土が下流側にあるもんですから、

ちょうどダムのように、地下にダムができている、ずっと。

それが一定程度常に安定して水を流下させているとい

うことになります。

　それからあと、この図で注意するのは、西側に黒い線

が幾つか見えますね。これが断層なんです。私のほうが

昨日泊まっていた旅館のすぐそばも通っていますけれど

もね。ずっと行って、あの伊豆急のトンネルのちょうど真

ん中を通って、国道135号線のところも、私の記憶では、

その小学校の下に自転車屋さんかなんかあって、その

自転車屋さんのところの真上です。そこを通って見高

エリアのずっと活断層があって、それからもう１か所、

浅間山のほうに、これちょっと書いてありませんが、浅

間山はもうちょっと左上かな、のところに浅間山ってあ

るでしょう、その斜面も、当時はほとんど植林されていま

せんでしたので、明確に活断層が確認できました。した

がって、東伊豆町は北西から南西に幾つかの断層が

あるんですね。そういう場所ですね。

　以上ですけれども、また後で質問があれば。

○司会　ご丁寧にどうもありがとうございます。

　続きまして、内山さんですが、内山さんは唯一の町内

のご出身で、今、東京都立大学のほうで研究をされてお

ります。よろしくお願いいたします。

○東京都立大学大学院都市環境科学研究科（内山義政）

　内山でございます。

　私は稲取の生まれで、何度も細野には通っているん

ですけれども、今は東京都立大学の博士課程の学生

をしております。今回、草原サミットの実行委員というこ

とで、役を務めさせていただいておりますが、ほかのサ

テライトの会場の先生方と比べて、まだ私、学生ですの

で、本当にこの大役、務まるのだろうかとずっとやって

きておりますが、今回、今日現地を見させていただいた

感想などをお話、２点、主にできればと思っております。

　まず１つ目に、後で上野さんからお話があるかと思

うんですけれども、あるかもしれないんですけれども、

今日ですね、現地見させていただいた中で、財産区委

員長と大変、地元の話を聞くのが楽しそうにされてい

るなという印象を強く受けまして、例えるとですね、例え

ば郷土の語り部なんかを語る観光イベントなんていう

のは各地で行われると思うんですけれども、まさしくあ

んな感じで、僕は考える会ですとか、財産区の会議と

かで伺っていても、本当に面白い話だなというのはた

くさんあるんですけれども、多分、地元でずっと住んで

いると当たり前だなという話も、例えばこの細野の管

理の歴史ですとか、そういった話も、改めて外部に発

信していくことで、そのお話自体が面白いコンテンツと

いうか、話になるのではないかなというふうに１つ思

いました。

　そうした地域の知見をそういうふうに改めて捉えてい

ただいて、誇りというか、引き継いでいくことが改めて必

要じゃないかなと思った次第です。そうしていく中で、先

ほど財産区委員長からの動画の中でもありましたけれ

ども、利活用をということですけれども、カヤで、カヤぶき

とか、実際見ていただいて、使えそうだという話もありま

したので、カヤぶきですとか、ぜひカヤ材の利用とか、

何ていうか、企業とか団体とかのそういうイベントとか

観光利用という面もあるかと思うんですけれども、ぜひ

草原本来の利用を、さらに新しい形での草原の資源の

利用という観点からで捉え直すのもいいのではないか

なと思いました。そうした中で地域での草原の資源の活

用の担い手という意味では、東伊豆町では最近、ＮＰＯ

ですとか大学が連携して様々な活動をしてきていると思

いますので、そういった地域でのつながりをまた活用し

ながら、細野高原のほうも今後動いていけたらいいの

ではないかなと、私自身もこれから一緒に関わってい

けたらなと思っています。

　２点目ですけれども、富永さんと鈴木さんの動画と、あ

と、私自身もネイチャーガイドのほうには時々参加させ

ていただいて、観察会、行かせていただいているんです

けれども、本当に今回の動画で、ちょっとしたやぶの中

に入らないと見られないキキョウですとか、もう本当に

道の、ちょっと奥まったところの道の、ふとこうよく見ない

と気づかないような石ですとか、そういった細やかな場

所まで熟知しているという地元のガイドですとか、そう

いう知識というものも人材として引き継いでいかなけれ

ばいけないなと思っております。

　私自身は、大学での研究ということで、なかなか綿密

にこの隅から隅まで熟知するということがまだまだ足り

ていないわけなんですけれども、そういった意味で、ジ

オもそうですし、植物ですとか生物のほうの専門的な知

識をより地域でも引き継いでいく人材がこれから必要で

はないかなというふうに思った次第です。

　以上、２点ほどです。ありがとうございました。

○司会　どうもありがとうございます。

　続きまして、上野さん、お願いいたします。

　上野さんは、一般社団法人日本茅葺き文化協会事務

局長を務められておりますので、そういった視点から

お話をいただきたいと思います。よろしくお願いいたし

ます。

１．開会

○司会　それでは、ただいまより第13回全国草原サ

ミット～未来へつなごう！壮大な海すすきの草原～を

開催いたします。

　私は進行を務めます東伊豆町企画調整課長の森田

と申します。どうぞよろしくお願いいたします。

２．挨拶

○司会　まず初めに、開催地を代表して、本大会の実

行委員長である東伊豆町長　太田長八よりご挨拶を

申し上げます。

○東伊豆町長（太田長八）　皆様、こんにちは。東伊豆

町の町長の太田でございます。

　本日は、この首長様におかれましては、新型コロナ

ウイルス感染症の対応で大変お忙しい中、全国草原サ

ミットにご参加していただきまして、誠にありがとうござ

います。

　本来であれば、皆さんにこの東伊豆町にお越しいた

だきまして、顔を合わせながらこの意見交換をさせてい

ただくところでございますが、１年延期したにもかかわ

らず、新型コロナウイルスの感染がなかなか収まらな

い状況ですので、このようなオンラインの会議とさせて

いただきました。ご理解願いたいと思います。

　この後、前回大会の報告、それから、昨日から行って

きましたシンポジウムの報告もお願いいたしますが、こ

こから先がメインであるサミットとなります。全国に存

在する草原の価値、また課題につきまして、参加者の皆

様から貴重なご意見を提言していただきながら有意義

な大会となるよう期待しておりますので、どうぞよろしく

お願いいたします。

○司会　町長、ありがとうございました。

　それでは、本日は東伊豆町以外に８自治体の皆様

にご参加いただいております。

　参加者について、事例等の発表順にご紹介させてい

ただきます。

　前回サミット開催地の宮崎県川南町、町長、日髙昭

彦様、兵庫県新温泉町、町長、西村銀三様、岡山県真

庭市、市長、太田昇様、前回サミット開催地の宮崎県

串間市、市長、島田俊光様、熊本県高森町、町長、草村

大成様、広島県北広島町、生涯学習課長、西村豊様、

いというのもあるけれども、そこにそうあってほしいとい

う思いが一番あるんだなというところ。山田さんのお話

を裏づけるようなネイチャーガイドのさっきの富永さん

とかジオガイドの鈴木さんのお話も、こういう方もたくさ

んいらっしゃるというのがもうすごいところだなという２

番目のわあです。

　最後は、笹岡さんとかの話にも出てきましたけれども、

山から海が近いじゃないですか。ここから15分ぐらい

であの草原に行けて、町もその間にあって、ジオの話も

ありましたけれども、すごく山から海までが見渡せる範

囲にあるという中に今の壮大な何億年の話から、その

暮らしが息づいていて、見えているということ、それでそ

こにさっき話したみたいな人がいらっしゃるということ

がもうすごいなというのが私の３つのわあでした。

　以上です。

○司会　どうもありがとうございました。

　先生たちのお話を聞いて、東伊豆町に住んでいる人

たちが感じていること、貴重な場所なんだなというよう

に思いました。また、動画のほうに出演していただきまし

た富永さん、鈴木さん、山田さん、どうもありがとうござい

ました。

　本来ですともう少し意見交換としたいところですが、

お時間になりましたので、これでオンライン見学会のほ

うは終了させていただきたいと思います。

　１時間昼休みを取りまして、午後１時から草原サミッ

トのほうを開催いたしますので、よろしくお願いいたし

ます。

　皆様どうもありがとうございました。

あったり、いろんなところに登場する、そういう特徴が

ございます。

　ここが町の中心部にあります、広さ的には３万

3,000平方メートル、3.3ヘクタールということでござ

います。植物のほうは、およそ300分類で、そのうち

170種ほどが希少な植物であるということでございま

す。平成22年から一般に公開しておりますので、今年

で12年目に突入したところであります。開園期間は４

月から11月の間ということになっております。

　では、この活動の状況の現状なんですけれども、基

本的にこの湿原は、ボランティアの団体であります川

南湿原を守る会の方々が運営をしていただいておりま

す。日常の草刈りなどの管理、それから植物の整備状

況、また、案内も全てそういうボランティアの方がやっ

ていただいているという状況でございます。

　管理作業は大きく分けて２つあるんですが、まず６月

ぐらいに水草を除去いたします。特にセイタカアワダチ

ソウ等が水路等に入りますので、それを全員で除去し

ます。そして１月には草出しをして火入れをするという

ことでございます。先ほど言いました守る会の会員の皆

様、それから役場の職員、一部ボランティアの方々に手

伝っていただいてやっているところでございます。

　現在、その湿原のほうの普及活動ということでござ

いますが、年に３回ほどの観察会を実施しております。

まず１回目が４月下旬のトキソウ・ハルリンドウ観察会

でございます。２回目が７月、夏にトンボの観察会、最

後が８月から９月にかけまして、ホシクサ観察会。ホシ

クサというのが実はもう世界でここしかないという、

ヒュウガホシクサであるとか、エダウチシロホシクサ

等がございます。専門の方には非常に貴重な植物だと

いうことでございます。

　今、本当にここしかない植物がありますので、一般に

開放しているんですが、まだそこまでＰＲをあえてせず

に、いろんな意味で、種の固定であるとか、そういう仕

組みを構築しながらいろんなことをこれからの目標に

しているところでございます。

　今回どこもそうですけれども、３年前に全国の大会を

開催させていただきまして、いい機会をいただいて、全

国的にＰＲを進めていこうという矢先ではございますが、

こういうコロナに関して、うちも県外とか遠くから専門

の方を含めた方が多くいらっしゃるもんですから、今は

残念ながら閉園という形になっております。いろんな工

夫や機会づくりをこれからしっかり行いながら、我々は

湿原の魅力をどうやって発信するか、これをどうやって

維持していくかというのをしっかり考えていきたいと考

えております。

　以上で前回の報告とさせていただきます。ありがとう

ございました。

○議長（太田長八）　どうもありがとうございました。

　本当、３年前に私、川南町さんと串間市さんにお邪

魔させていただきました。本当にすばらしい運営でござ

いまして、それを目標にやった中で、新型コロナウイル

スになってしまいまして、本当に残念でございます。そう

いう中で、やっぱりまず川南町の川南湿原、これを地

区の方が再現しようと頑張った中で、今、着 と々その準

備が進んできているということ、これはもう敬意に値い

たしますので、これによりましてまたまちづくりをやって

いけば、またすばらしい町ができるんじゃないかと思

いますので、頑張っていただきたいと思います。

○川南町長（日髙昭彦）　ありがとうございます。

４．シンポジウムからの報告、問題提起

○議長（太田長八）　それでは、次に、シンポジウムの

総括といたしまして、いつも大変お世話になっておりま

す、全国草原再生ネットワーク会長でございます高橋

様にこれまでの報告と、また問題を含めてよろしくお願

いいたします。

○全国草原再生ネットワーク代表理事（高橋佳孝）　

皆さん、こんにちは。全国草原再生ネットワークの高橋

でございます。

　昨日来、第13回全国草原シンポジウムがこの東伊

豆町で行われました。その概要について、私のほうから

説明をさせていただきたいと思います。

　ここは、町長の挨拶の写真が載っておりますけれど

も、昨日は基調講演とパネルディスカッションと分科会、

それから総合の討論会というのがございました。それ

に沿って、昨日のシンポジウムのご紹介をさせていた

だきたいと思います。

　最初は、芸北高原の自然館の白川さんの基調講演

から始まりました。基調講演の内容も非常に盛りだくさ

んでして、各地の人と自然が関わる取組について、たく

さんの事例を紹介していただきながら、そのなかに潜

んでいる非常に価値のある関係性というのを大事にし

ていこうということで、講演をいただいております。

　人と関わる自然をどのように守るかということですけ

れども、要は関わり合いを学んで、暮らしに寄り添って

人が決めていく自然そのものの価値を発信をきちんと

されているか、あるいは共有されているかという問題提

起から入ってきました。時代や地域に合った多様な活

用で、草原についても守っていく必要があるんじゃない

かと。

　大事なコンセプトは、残したいものは共創資産であ

島根県大田市環境政策課長、和田二朗様、熊本県南

阿蘇村農政課主幹、後藤進哉様、また、サミット中、草

原100選についてご説明させていただきますことから、

全国草原再生ネットワーク代表理事の高橋佳孝様に

もご参加いただきます。

　皆様どうぞよろしくお願いいたします。

３．前回サミットの報告（串間市・川南町）

○司会　それでは、各自治体から活動報告や課題の

提起などを発表していただきますが、ここからは、大会

実行委員長の太田長八東伊豆町長がサミット議長とし

て進行いたします。

　太田町長、よろしくお願いします。

○議長（太田長八）　それでは、しばらくの間、議長を

務めさせていただきます。太田です。

　ご協力のほどよろしくお願い申し上げます。

　まず、前回の開催地でありました宮崎県川南町長の

日髙昭彦様より、前回の報告並びに課題、取組につき

ましてご発言をよろしくお願いいたします。

○川南町長（日髙昭彦）　皆さん、こんにちは。川南町

長の日髙でございます。

　今回は本当にいろいろ大変な中、太田町長をはじ

め、関係者の方々に開催をしていただきましたことを改

めて感謝申し上げたいと思います。

　前回、もう３年前になります。市長お見えですが、宮

崎県の串間市と同時に開催をさせていただきました。

後ほど島田市長のほうにも話があるかと思いますので、

私のほうから話をさせていただきます。

　それでは、３年前、実は２つのＰＲポイントがありまし

て、１つはですね、今はオンラインでこうやって同時開

催、いろいろ当たり前なんですけれども、当時は串間市

と川南町と、県内ではありますけれども、車で３時間、

130キロぐらい離れていた会場を同時に開催をさせて

いただきました。今となればいろんな思いもあって、大

変だったんですけれども、いろんな経験もさせていた

だいたと思っております。

　もう１点が、川南町は草原ではなく湿原なんですが、

水のある草原を湿原という形で、初めてこの草原サミッ

トに湿原を登場させていただいたということで、改めて

感謝申し上げたいと思います。

　では、簡単に報告をさせていただきますが、前回は、

黒潮洗う野生馬の草原とトロントロンが育む湿原、ト

ロントロンについては後ほど説明いたしますが、そう

いうことで、連休明けの５月12日土曜日から月曜日ま

での３日間にわたってさせていただきました。延べ885

名の方に参加をいただいたところでございます。

　先ほども申しましたとおり、湿原を入れていただきま

したので、当時は12の自治体、特に県内から、川南町

と串間市ですが、湿原の関係で近隣市町村であります

新富町、高鍋町にも参加をしていただきました。

　先ほど言いましたとおりでございますが、このサミッ

トの中で宣言をさせていただきました。今回も宣言があ

るんですが、４つの項目をテーマとして宣言させていた

だきました。

　まず１点目がですね、まず、守るという点、それから２

つ目が安全、３つ目がＰＲ、４つ目が連携というキー

ワードになりますが、まず１つ目は、やっぱり湿原とい

うのは、草原というのは、人が手を入れないと維持でき

ないということで、今回も入っておりますが、湿原を守る、

草原を守る担い手の確保や保全活動を積極的に支援

するという、守るという点でございます。

　２つ目が、やっぱり草原管理の新たな技術やシステ

ムを活用する安全管理、つまり野焼きの安全性である

とか、カヤぶきの技術を、高所作業でありますので、そう

いう安全性を大事にするということで、安全管理体制

を積極的に支援するということでございます。そういう

安全を構築するということでございます。

　３つ目がＰＲというキーワードを使いましたけれども、

草原の大切さと公益的活用を広く国民にアピールする

ため、全国草原100選を選定するということを進める

ことを決定したところでございます。

　４つ目が連携と言いましたけれども、全国の草原を

有する自治体が連携して行動していくこと。全国草原

自治体ネットワークという、正式には全国草原の里市

町村連絡協議会という活動を強化するというテーマで

ございます。それは、前々回の平成28年、新温泉町で開

催されたときに設立をされたところでございます。

　それでは、簡単に川南町の活動の状況ということで

紹介をさせていただきます。

　まず、川南湿原ということなんですが、大きな特徴が２

つありまして、１つがですね、これは湧水、湧き水ででき

た湿原であります。よそからの流れ込みがないので、世

界でここだけという希少な植物が、現在発表されている

のが３つ、あとまだ幾つか未確定でありますけれども、ほ

ぼ間違いないということがございます。それから湧き水

でございますので、ここはたまたま町の中心地からすぐ

近く、歩いて行けるという地理的なメリットもございます。

　トロントロンという名前を先ほど申しましたけれども、

実はこれはトロントロンというのは、水が湧く、トロント

ロン湧く、湧き出るという音から来た正式な地名でござ

います。片仮名でございますが、川南町と言えばトロン

トロンというのが軽トラ市であったり、施設の名前で

どうやって守るかという、そういう行政側からの仕組み

づくりについて、南阿蘇村長の吉良さんから講演をい

ただいて、その後パネルディスカッションを行ったとい

うことです。

　東伊豆町の様子はこういう感じで、３人が登壇して、

会場と熱心な討議が行われました。こういう形で、茅葺

き文化協会の安藤先生なんかも非常に示唆的な、後で

ちょっとお話ししますけれども、コメントをいただいたり

して、地元の方たちもとても元気づけられる内容だった

と思っております。

　内容をかいつまんで言いますと、保全の面からいう

と、面積とともに管理がなくなったということが生物相

に大きな影響を与えているんだよと。それから、湿原保

全も大事だけれども、全体を通して鹿の問題が今顕在

化していて、草原だけで語れる内容ではなくて、全体の

管理ということも必要になってくるだろう。それから、

ゾーニングや安全な場所では、後継者育成のための

フィールドとして積極的に活用してもいいんじゃないか

という話がありました。

　それから、担い手の問題もあり、新たな仕組みが

やっぱり必要になってくるだろうな。１つはボランティ

アかもしれませんし、１つは野焼きの体制整備というこ

とかもしれません。

　それから、利用価値を最大限に活用する、すなわち

材としての草原もあるし、景観を利用した観光もあるで

しょうし、それを持続的なシステムとしてどうみんなで

関わっていくかということが重要だろう。それから、東伊

豆町さんは温泉もあり、海もあり、それから草原もあると

いうことですね、東京からも近いという立地条件もあっ

て、やはり観光が主体となる、産業として観光が主体と

なるだろうと。その中に草原の恵みであるカヤの利用

を取り入れて、地域の特性やスケールを発揮してはどう

かというのが安藤先生のほうから示唆されたことです。

特に例えば来訪者の拠点施設みたいなところとか、そ

ういうカヤふきが実際にできるようなところをうまく利用

して、そこに新しい価値も含めた来訪客へのサービス

提供というのもできるんじゃないか。カヤの循環によっ

て、癒しの空間形成というのが可能であるし、そういう

ものが今後観光を回していく上でも期待が大きいん

じゃないかという話があったというふうに覚えています。

　それから、蒜山会場のほうは、このようにカヤを使っ

たサイクリング施設というのを実際に建てられていて、

その新しい施設の近くでこういうふうなセッションを

行っております。

　内容ですけれども、草原の利用から見える、過去に

学ぶことによって蒜山らしさというのがよく分かるんだ

と。その利用の仕方や経緯から学ぶものも大きいとい

うことがありました。

　それからもう一つは、よく自然再生事業というのはい

ろいろ行われているんですが、その自然再生において

も地域経済を回すことが今大切になってきているんで

すよというお話。実際に草原のカヤを使ったサイクリン

グセンターというものがありますけれども、ここから広

がる新しい世界があって、それが地域を大きく回してい

く一つのきっかけづくりにもなるんじゃないか。

　それから、カヤの利用についても、いわゆる文化財と

か古民家だけではなくて、今は新しい施設や近代的な

施設、そういうものについてもいろいろとカヤが使われ

ている時代である。カヤぶきは新たにもう一皮むけて

未来に発展する、その礎となり得るものではないかと

いうことがありました。

　これまでは地元だけで使って守るというところから、

地域外の関係者も含めた、地域の人も一緒になって守

るという、幅広い守り方、そういうものが目指されており

ました。そのためには、地域内外の人と意識を醸成す

るためにも、楽しいということもとても大切なんではな

いかということが報告されております。

　それから、阿蘇のほうは、このように広がる草原が九

州の北部の６大河川の水源域になっているという、そ

ういう立地条件もありますけれども、今回、水源涵養を

中心とした生態系サービスについての討論が行われ

ております。

　新しく分かったこととして面白かったのがススキ草

原がものすごく水源涵養力が高いんだと。そのなぜか

という理由の一つがススキそのものが節水型の植物

であって、水を消費しない。その分、水源涵養に回る水

が多いんですよと。それから、川下、川上の関係でいえ

ば、福岡都市圏も含めて大勢の人数の飲用水を賄うこ

とができる、その水源地が阿蘇の草原だと。それは有

明海のほうにもつながっていて、ノリが色落ちするのを

防ぐために栄養源を補給しなきゃいけないんですけれ

ども、その補給するだけのダムの放流ができるだけの

水源が確保できていることがとても重要だと。そういう

意味では、海のほうから草原を応援していただくという

仕組みづくりも今後考えていったらどうかというような

お話がありました。

　それから、環境省のほうでは、阿蘇の地域を守って

いく、あるいは草原を守っていく上で、地元の農業者の

なりわいに対する助成を主体に考えてきたんですけれ

ども、それも今後は重要であると同時に、これからは草

原の持つ公益的機能へどういう形で支援できるかとい

う仕組みをつくる必要があるんじゃないかというお話

それを研究面から実証、検証するということをぜひ研

究者にはやっていただきたいと。それを普及させる場

の整備を行政には担っていただけると非常にありがた

いという最終的な要望がございました。

　これらの問題というのは、一個人でどうこうできる、

解決できるものではありませんので、ぜひ行政のほう

のお力添えをいただきたいと。私ども個人や市民として

は、今後もそういう形で対話を続けていきたいというこ

とで、最後、閉めたところでございます。

　少し長くなりましたが、以上が草原シンポジウムの報

告です。ぜひこの内容についてもサミットでの論議をし

ていただきますようよろしくお願いいたします。

　以上です。

○議長（太田長八）　高橋先生、どうもありがとうござ

いました。

　私、このシンポジウムをやって本当、大変勉強になり

ました。と申しますのは、やっぱり今までカヤの活用と

かね、また、子供たちを育てていかなければならない、

地域の学習、体験学習、これも大変重要だと感じまし

たので、この間、大変勉強になりました。

　そういう中で、首長さんがいらっしゃいますので、私

が一番感じたのは、やっぱり阿蘇の分科会の、誰か

ちょっと名前を忘れましたけれども、要するに職員が、

担当者はある程度認知しているけれども、ある程度の

方、全ての方が草原などを認知しなければ進まないと

言われましたので、各首長さんには、担当者だけでは

なく、ほかの違う職場の方たちにも、あと、地元の草原、

また湿原に対する知見をある程度広げていければ大

変ありがたいと感じております。

　以上です。

　どうも高橋先生、ありがとうございました。

５．各自治体の取組と課題

○議長（太田長八）　それでは、各自治体の皆様にご

報告をしていただきたいと思います。順番は、事前に配

付してある参加名簿の順でお願いいたします。時間の

関係もありますので、各自治体おおむね５分間をめど

ということでお願いいたしたいと思います。

　それでは、兵庫県新温泉町長の西村銀三様によろし

くお願いいたします。

○新温泉町長（西村銀三）　皆さん、こんにちは。新温

泉町長、西村銀三です。よろしくお願いいたします。

　平成28年第11回のシンポジウム、新温泉町で開催

していただきました。その際には、川南町、日高町長さ

んをはじめたくさんの方にご参加をいただきました。誠

にありがとうございます。

　皆様のお手元に新温泉町の概要と上山高原の歴史

と現状という資料があると思いますので、資料に沿って

説明をさせていただきます。

　新温泉町は、日本海側に面した鳥取県との県境に

あり、平成17年10月に誕生した人口約１万4,000人

弱の町で、まちづくりのテーマは、「海・山・温泉　人が

輝く夢と温もりの郷」であり、豊かな自然に恵まれた町

であります。

　産業については、農業分野では水稲、梨、高原野菜

の大根の生産を主として進めています。畜産について

は、神戸ビーフや松坂牛のもと牛である但馬牛の主産

地として、飼育頭数の維持拡大に努めています。また、

水産業については、松葉ガニ、ホタルイカ、ハタハタな

ど、日本有数の漁獲高を誇っています。

　当町には上山高原という大きな草原があります。周

辺集落の人々によって上山高原は田畑の土づくり、和

牛放牧として活用し、中でもススキは飼料、カヤ、かや

ぶき屋根等に利用され、生活の一部として維持されて

きました。

　しかし、農機具の普及、牛農家の減少によって、草原

は活用されなくなり、クマザサが茂り、雑木に覆われて

きました。これでは駄目だということで、平成16年に県

と町と地域が連携してＮＰＯ法人上山高原エコミュージ

アムを立ち上げました。上山高原と麓の７集落を丸ごと

生きた博物館として捉え、草原を保全・再生する取組を

地域の資源を活用し、地域内外との交流を図ることで

地域の活性化につながる活動を進めています。

　再生の具体的な活動としまして、人工林をブナ林の

広葉樹に替え、ススキ草原の持続と拡大ということで、

山焼き等を行っています。また、イヌワシの生息調査、ノ

ハナショウブ、そしてヤナギタンポポ等、希少植物のモ

ニタリング調査の継続を行っていますし、体験プログ

ラムとして、滝巡りやハイキング等も行っています。また、

第11回大会を開催した成果だと思っていますが、スス

キの有効活用ということで、神戸市のかやぶき職人「く

さかんむり」と連携・協力協定を結び、古民家や文化財

施設にカヤを使う取組も進めています。

　草原維持では、ササ刈り、山焼き作業、放牧作業等、

毎年継続することが必要になってきます。このため会員、

地域住民、ボランティアの方々の協力をお願いしてい

ますが、作業費等の捻出が今後の大きな課題となって

います。今後もできるだけ多くの方にご協力をいただい

て保全活動や利用する取組を進めてまいりたいと思っ

ております。

　以上であります。

○議長（太田長八）　どうも西村町長、ありがとうござ

がありました。

　それから、草原と私たちの関わりとか、暮らし方を支

えるエビデンス、要するに研究の証拠ですよね、そうい

うものとか学術研究がとても重要だということが今回

のこのセッションの中でもよく分かったということです。

　それから、南阿蘇村長さんは熊本地震後、火入れ責

任者を村長さんに替えたという行政側からの支援が

あって、それによって野焼きが復活したところが結構

あったと。それから、火入れの手続も届出制に変えたり

ということをしたんですけれども、これを行う大きな根

拠となったのが、やはり水源涵養機能ということで、熊

本県民、熊本市民の水道水を支える水源の源である草

原を守ることが地域全体、あるいは県全体に対しての

大きな影響を及ぼすんだ、大きな貢献ができるんだと

いうことで、これまで阿蘇の草原といえば景観が主体

でしたけれども、今後は水源保全という意味でも、阿蘇

の草原の価値を見直して、みんなにアピールしたいと

いう話がございました。

　最後、全体会は、こうやって行われたそれぞれの分

科会の報告を受けて全体討議をしたんです。これも全

てオンラインでやりました。ここに映っているのは東伊

豆町さんのところでやった内容です。ちょっと写真で隠

れていて申し訳ないんですけれども、それぞれの分科

会から代表者が入っていただいて、オンライン上で討

議を行っております。

　まとめになるかどうか分かりませんけれども、草原の

保全面については、なぜ草原が重要かを各世代意識

共有する必要があると。活動に関わる人、理解者、応援

者を増やしていく仕組みが必要。維持するために人が

関わり利用し続ける仕組みづくりが重要になるという

ことが語られました。草原の経済価値と公益機能を積

極的に評価してあげる必要があって、公益機能の守り

手である生活者を支援する制度設計というのをしっか

りと組む必要がある。

　前にもお話ししましたけれども、保全のための保全と

いう観点から、草や草原を活用することによる保全と

いうほうにシフトしていく必要があるんじゃないかとい

うお話でした。

　草原の活用についてですけれども、これも先ほどお

話ししたように、保護の管理から、利用して管理へとい

うのが大きなテーマとなっていました。草原利用の創意

工夫に対して様々な支援や環境整備をしていく必要が

あるだろうと。小さな経済活動を生み出して、地域ととも

につくり出すことがまず第一歩じゃないか。

　都市へのアプローチには、どうしても意識の違いと

か様々な問題があるので、その中間層の育成が必要な

んじゃないか。

　堆肥や農業や肥料とか、あるいはカヤの利用という

のはありますけれども、今でも野草の利用価値は非常

に高いものがあって、堆肥の利用とかカヤの利用で野

草の価値を復権する必要があるんじゃないのかなと。

堆肥についても、今、新しい知見として、野草を使った

堆肥に含まれる非常に優れた土壌菌がいるということ

も分かってきました。こういうのも研究の成果だと思い

ますけれども、そういうふうに野草の価値を復権させる

ことで、野草を利用すれば火入れの炎もある程度制御

しやすくなるし、火入れの安全性にもつながるんだよと

いう幅広い内容からのものがございました。

　草原の継承については、地域の固有性やほ誇りを

各世代で共有、共感すると、これはもちろんですけれど

も、地域、行政、企業が互いに手をつなぐ仕組みという

のも面白いんじゃないか。例えば細野高原だったら、

いろんな企業さんが持続的にこれを利用したいという

ことではいろんな方が入っていただいて、そこを活用し

てはどうかという話もございました。

　それから、カヤふきは活用を通じた継承の有効な

ツールである。利用というものが入ることによって、その

価値を継承したり、その仕組みを継承したりするきっ

かけにもなる。

　それから、使うことで生き物が、草の供給で文化が守

られていくだろうと。

　環境教育は世代を超えていく潜在性を持っているの

で、非常に大切なことである。子供さんへの教育という

のはとても大切。

　草原と地域のつながる観光や地域振興の在り方に

も工夫が必要になってくるんじゃないかというふうなま

とめがございました。

　最後に、行政へ望むことということで、幾つか提案を

いただいております。

　１つは環境教育、あるいは担い手育成も含めてとい

うことですけれども、その助成をぜひ継続できるような

ものにしてほしい。

　それから、実際に草原を守るときに一番頭を悩ませ

ているのは、行政の実務者の担当者であろうというこ

とで、もちろんいろいろ替わったりもしますので、持続

的にそれを進めていくのに問題が生じがちなんですけ

れども、ぜひその自治体間での実務者同士の学びの

ネットワークをつくっていただけないか。サミットでい

えばシェルパ会議のようなものを今後実現していただ

ければありがたいという話がありました。

　それから、地域知、伝統的に言いつながれてきた知

識そのものに意外と真実が、とても大事なものがあって、

いました。

　太田市長の取組は、もうマスコミでだいぶ私も勉強

させていただいております。そういう中で、文化と草原

がやっぱりマッチしないと、本当にそのとおりだと考え

ています。昨日の分科会の会場、隈先生の建築、それに

つきましてカヤを使っていること、大変感銘を受けまし

たので、今度、一度視察に行かせていただければ大変

ありがたいと思います。よろしくお願いします。

○真庭市長（太田　昇）　どうぞ、おいでください。これ

が全容ですけれども、３棟あります。

○議長（太田長八）　そんなにあるんですか。

○真庭市長（太田　昇）　１つは、このメインのがです

ね、これが18メートルあります。その横に見えておりま

すのが、隈研吾先生の設計図面とか模型とか、そして

サスティナブルな商品を売るとかですね、そしてもう一

つはサイクリングターミナルという、それで構成されて

います。7,000平米ぐらいの広さであります。

○議長（太田長八）　すごいですね。視察を楽しみにし

ておりますので、よろしくお願いいたしたいと。

　続きまして、串間市長の島田俊光様、よろしくお願い

いたします。

○串間市長（島田俊光）　こんにちは。串間市の島田

でございます。

　12回草原サミットにつきましては、川南町と一緒に

開催させていただいたわけでございますが、事務局の

皆様等はじめ関係各位の皆様方のご高配を賜り、サ

ミットを成功することができました。本当に感謝を申し

上げたいと思います。

　それで、宮崎県串間市は、宮崎県の最南端に位置す

る温暖多雨なところでございます。きゅうりやピーマン

などの施設野菜、サツマイモやごぼうなどの露地野菜

をはじめ生食で食べられる完熟キンカンや餌にトウガ

ラシを混ぜてつくる養殖ブリなどは、質、量とも全国トッ

プクラスの地域でございます。また、そのように農産物

を生産する食の宝庫でもあります。

　串間市からは、野生馬が生息する都井岬と宮崎県

の希少な動植物重要生息地に指定されている古竹・笠

祇地区について紹介させていただきたいと思います。

　串間市の草原といえば、野生馬が生息する都井岬が

代表的な草原となるわけでございますが、もともとは江

戸時代の軍馬を育成するための牧場であったものが、

人の手が触れることなく、令和の時代まで残っているも

のであります。春には新緑の草原にオキナグサやウマ

ノアシガタ、さらに夏から秋にかけてヒオウギやノヒメ

ユリ、ムラサキセンブリ、冬はノジギクなどが繁茂して、

四季それぞれの種のある希少動植物、国指定天然記

念物の野生馬とともに見ることができます。オキナグサ

など都井岬に生息する多年草のほとんどは、毒があっ

たり、またとげがあったりして、馬が食べない植物であ

り、食べ残すことから花を咲かせることができる。都井

岬は馬がつくり出す生態系に、絶滅危惧種に指定され

ている希少な植物を観察することができます。都井岬

は人の手を加えないことが魅了をより高めるものと考

えております。

　通過型の観光から体験、滞在型の観光へと転換さ

せる取組として、野生馬の生態と野生馬による形成さ

れた草原の植物やふん虫、フンコロガシでございます

が、などを訪れた観光客に対して分かりやすく説明す

る都井岬野生馬ガイドを配置し、エコツアーなど着地

型観光としての活用をはじめ、地元小中学生の地域を

学ぶ授業、くしま学などを地元の魅力を学習させる取

組など、草原の維持・存続と魅力発信のため取り組ん

でおります。

　また、笠祇・古竹地区の紹介でございますが、資料の

下段にあります笠祇・古竹地区の草原については、都

井岬と同様であり、江戸時代の軍馬を育成するための

牧場であったものが地域住民により草刈りや野焼きな

どの作業により代々守られ、現在も草原として維持され

ているものでございます。平成19年11月には宮崎県

の希少野生動植物重要生息地に指定されております。

笠祇・古竹地区は串間市の中心市街地から車で約15

分と近い場所に位置しており、昔ながらの田園風景が

広がり、里地里山で和牛の里として呼ばれている畜産

が盛んな地域でもございます。

　集落は過疎、高齢化が進み、野焼きなどの里山を守

る活動の継続が危惧されているところでございます。集

落の過疎化、高齢化の進展は、本市のみならず全国各

自治体の共通問題と認識をいたしております。行政の

役割としては、地域の魅力を住民自らが情報発信して

いく活躍の場の創出と、地域に何度も訪れる深いつな

がりを持つ関係人口の増加が肝要であると考えており

ます。

　本市の取組の１つがエコツーリズムの推進でありま

す。市といたしましては、地域資源の魅力を伝えること

により、関係人口の増加、地域住民の資源価値の再認

識、そして、環境教育による次世代への継承へとつな

がるエコツーリズムを鋭意取り組むことにより、草原の

維持形成を図っていきたいと考えているところでござ

います。

　以上でございます。よろしくお願いします。

○議長（太田長八）　どうも島田市長、ありがとうござ

いました。

いました。

　このＮＰＯ法人の活動、大変すばらしいと感じており

ますし、また、うちの町のテーマも、「満点の海・山・空は

東伊豆」と、何かまちづくりが同じような感じがいたしま

すんで、これを契機にまた交流ができれば大変ありが

たいと思います。どうぞよろしくお願いいたします。

○新温泉町長（西村銀三）　こちらもよろしくお願いし

ます。

○議長（太田長八）　それでは次に、続きまして、岡山

県真庭市長の太田昇様、よろしくお願いいたします。

○真庭市長（太田　昇）　真庭市の太田です。よろしく

お願いいたします。

　真庭市は合併して828平方キロメートルと、面積で

いうと東京23区の1.3倍というですね、岡山県北に広

がる市です。その一番北、鳥取県境のところに蒜山高原

という高原がありまして、東西20キロ、南北10キロと

いう、多分、関西では一番広い高原だと思っております。

　課題ですけれども、よそと同じで、もともとはススキ野

原が非常に広がっていた、それがだんだん狭くなって

きていると。そこに貴重な動植物、絶滅危惧種がいた

のが、これを守らないと、景観も含めて滅んでしまうと

いうようなことで、そういう意味での保全というのが一

つの大きな課題であります。

　もう一つは、これも出ておりましたけれども、単に保

全だけではできない、やはり活用しながら保全すると

いうことをしなきゃならない。その活用というのが一つ

の課題だろうというふうに思っております。

　その２つをどうしたら両立できるのかということです

が、１つは、カヤを山焼きをする、そうするといいカヤが

できる。そのカヤを、もちろん土に戻すことによって、灰

そのものが肥料になってまいりますが、蒜山も旧石器

時代から人が住んで、そしてカヤを焼いて、火山灰の

非常に貧栄養化のところを植物が育つように、１万年

以上かけて変えてきたという歴史がありますから、それ

を延 と々やっていかなければならない。それとともにカ

ヤを建築資材として活用するということで、昨日の分科

会でも隈研吾先生の設計で、カヤの屋根を逆さまに

使ったですね、屋根そのものは鋼板で、中の天井から

中を全部カヤにしたという、逆さまにしたような、そうい

うサイクリングターミナルを造りましたけれども、それ以

外にも建築資材としていろんな活用ができるということ

で活用していきたいということであります。

　それとともに、このすばらしい高原を多くの方に親し

んでいただく。自然環境だけでは人は来ません。やはり

そこに文化というものがないと人は来ないということで、

ここに出ておりますけれども、これも隈研吾先生の作品

ですけれども、ＣＬＴ、クロス・ラミネーテッド・ティン

バーという縦横、縦横に木材を組合せして、一つの板

を作るわけですね。その板を組合せしてこういう建物

を造っていくですね、これはオリンピック選手に遊んで

もらおうと思って東京の晴海に造ったんですけれども、

真庭のヒノキで造り、日本で専用のＣＬＴ工場は真庭に

しかありませんから、言わば真庭に里帰りしたというこ

とで、グリーナブルヒルゼンというふうに呼んでおりま

すけれども、こういう施設。中は空間で、ここで遊んだり、

イベントができるように、そういうものを、一つの芸術作

品ですけれども、造っております。こういうものを使って、

観光資源としても活用していくと。

　つまり景観も含めて、そして人工的なこういうものを

全部入れて、地域価値を上げていくという、そういう概

念で取り組んでおります。

　さらに、このＧＲＥＥＮａｂｌｅというのがロゴにもなって

おりまして、阪急阪神百貨店がこのグリーナブルに沿う

ようなものを真庭の産物をですね、産品を大阪で売っ

ていくというような、阪急百貨店とも提携をして、コロナ

がもう少し落ち着けば本格的に梅田で真庭の産品を

開発しながら売っていくということになってまいります。

阪急に今ブランド、阪急ブランドとしてＧＲＥＥＮａｂｌｅと

いうのを商標登録してもらいました。

　そういうことをしながら、この背景として、私の背景

に木材を使っておりますけれども、バイオマス産業都市

の指定も受けて、やがて真庭の電力は全て真庭で賄う

と。今、バイオマス発電、１万キロワットのありますけれ

ども、市内需要の大体60％ぐらいを再生可能エネル

ギーで賄えています。火力じゃなくて、水力とバイオマス

ですね。これを100％にしていくということも地域の価

値を上げていくという取組をしております。

　それと、生ごみ等、人間さんのふん尿ですね。それを

混ぜてメタンガスを発生させて、それでプラントを動か

して、最後、液肥を作って、それを低コスト農業として利

用していくという、そういうような、全体をＳＤＧｓという

か、サスティナブルなそういうまちにしていくという取組

をしております。東京のまねをしても仕方ありません。こ

の地域にある資源をいかに使って、それを循環させて、

未来志向で豊かにしていくということで、ＳＤＧｓ未来都

市の第１号にもなっておりますけれども、そういう取組

をしているというのを、そういうことを背景にしながら

蒜山高原を守り、活用していくということであります。

　皆様方のご意見も、あるいは活動も参考にしながら、

よりこれを進めていきたいというふうに思っております

ので、今後ともよろしくお願いいたします。

○議長（太田長八）　太田市長、どうもありがとうござ

にちは。広島県の北広島町生涯学習課長、西村と言い

ます。よろしくお願いいたします。

　お手元にお配りしております北広島町の概要、そし

て、北広島町の草原と取組について、説明をさせていた

だきます。

　まず、広島県北広島町の概要でございますが、広島

県の西北部、西中国山地の標高300メートルから800

メートルの盆地、北は島根県と接しております。広島県

に流れる太田川、そして島根県に流れます江の川の源

流域でもございます。面積の８割以上が森林地帯でご

ざいまして、県北地域、こちらは1,000メートル級の山

が連なっております。

　国立公園の一部でございます八幡湿原、こちらにあ

ります芸北地域の八幡、こちらは冬になりますと２メー

トルの雪を記録する豪雪地帯となっております。

　それでは、広島町の草原と取組について説明をさせ

ていただきます。

　こちらにつきましては、４つ紹介をさせていただきた

いというふうに思います。①から④まで、概要から課題

というふうにしております。

　まず、雲月山でございますが、島根県と隣接をしてお

りまして、かつては採草、そして放牧の目的で1960年

頃まで利用されておりました。島根県側はカラマツの

植林となっています。広島県側、こちらは1990年代に

観光イベントとして山焼きですね、こちらが行われてお

りましたが、1996年を最後に停止しました。2005年頃

より、地域が主体となりまして、主にＮＰＯが主体となり

募集を行いまして、消防団、博物館、小学校などと連携

しながら山焼きを実施しております。

　2014年に町条例に基づきます野生生物保護区に

指定をしております。

　こちらの利用についてですが、一般の登山の観光の

ほか、町内外の小学校等によります学習の場としての

活用、そして、山焼き再開後に数年間にわたり報告も行

われましたが、牛が転落するというような事故もありま

して、現在は放牧はされておりません。

　課題でございますが、現在15％ぐらいの山焼きを

行っておりますが、全域の山焼き、そしてボランティア

の確保といったことが課題というふうになっております。

　続きまして、千町原の草原でございます。

　こちら、もとは地元地域八幡村という旧村になります

けれども、こちらの入会採草地でございました。1944

年に陸軍の演習地となりまして、戦後は開拓民の入植、

国の大規模草地の開発、広島県への移譲と郊外開発

を経まして、今に至っております。2003年頃よりＮＰＯ

が中心となりまして伐採の実施をしまして、2020年に

町条例に基づきます保護区に指定をしました。植物や

鳥を見る観光地として人気がありまして、2013年から

は地元の中学校の、この後紹介しますけれども、茅プロ

ジェクト事業にカヤを提供しております。

　課題でございますけれども、既に樹林化した範囲が

結構広くなっております。また、大規模草地開発の影響

で湿原が縮小しておりまして、いずれも伐採が必要と

いうふうになっております。

　続きまして、霧ヶ谷湿原でございます。先ほどの千町

原と同エリアに位置をしております。大規模装置開発

の事業を経まして、現在は臥竜山麓八幡原公園の一部

に位置をしております。2003年にＮＰＯが植生調査と

ワークショップを実施したことをきっかけにしまして、

自然再生推進法に基づきます法定協議会を広島県が

立ち上げまして、2004年から八幡湿原自然再生事業

が始まっています。樹林の伐採、湿原から水を抜くコン

クリート水路の撤去、湿原への水路の設置などの工事

を2007年から2010年にかけて実施をしました。その

後、自然再生協議会の保全部会が中心になりまして、

伐採作業を継続しております。こちらも2020年に町条

例に基づきます放牧の指定をしております。

　利用でございますけれども、植物や鳥を見る観光地

として人気のスポットとなっておりまして、小学校、中学

校等のフィールドワークの場として活用、そしてガイド

ツアーの実施をしております。

　課題でございますけれども、再生工事から10年が経

過しておりまして、順応的管理のために現状に即した

全体構想と実施計画の見直しが必要となっています。

　そして、これは地元の中学校での取組ということなん

ですが、芸北茅プロジェクトについてです。

　芸北地域のススキ、これを屋根ふきのカヤとして資

源化し流通させる取組を行っています。中学校ＰＴＡ、Ｎ

ＰＯ、地域住民、教育委員会などが実行委員会をつくり

まして、2015年から推進をしております。地域の住民

自らがカヤを刈り取りまして市場に出荷すること、こち

らで私有地や小さなカヤ場が保全をされる。そして、今

は廃止となっておりますけれども、こちらにスキー場跡

地がありまして、こちらを文化庁のふるさと文化財の森、

こちらに設定をされたところでございます。

　利用についてなんですが、未利用でありましたカヤ

場、そしてカヤの利用が推進されるとともに、プロジェ

クトそのものが地元生徒にとって生きた教材というふう

になっています。地域通貨を活用することで地域外へ

の経済流出を防ぎ、刈り取ったカヤが文化財や伝統的

景観の保全に活用されております。

　課題でございますけれども、カヤの保管場所、こちら

　やっぱり串間市さんの取組、草原が２か所、これをう

まくやっていると考えています。それでやっぱりこれから

は、まずは地域住民がそのよさを認識するのが一番と

思いますので、それもまた勉強させていただいて、そう

いう中で、そのエコツーリズムを結構うまく活用した中

で、その草原の保全をやっているのが大変すばらしい

取組だと考えておりますので、引き続きよろしくお願い

いたしたいと思います。

○串間市長（島田俊光）　ありがとうございます。

○議長（太田長八）　それでは、続きまして、熊本県高

森町の町長、草村大成様、よろしくお願いいたします。

○高森町農林政策課（荒牧茉名）　町長に代わりまし

て、担当のほうからお手元に資料に沿ってご説明をさ

せていただきたいと思います。

　熊本県高森町農林政策課の荒牧と申します。よろしく

お願いいたします。

　まず、高森町の概要からご説明させていただきます。

　高森町は人口6,177人で、九州のほぼ中央、熊本県

の最東端に位置しまして、大分県の竹田市と宮崎県高

千穂町に隣接する総面積175.06平方キロメートル、

広い町土を有する農村地域でございまして、地形は阿

蘇カルデラ内に広がる標高500メートルから600メー

トルの比較的穏やかな傾斜をなす高森・色見地区と外

輪山の外側、標高500メートルから800メートルの波

状高原地の草部・野尻地区に区分される町です。

　主な産業は、観光と農林業になります。

　農業面では、立地条件を生かしまして、畜産、米、野

菜を主体とする農業生産が展開されてまいりましたが、

近年、経営の発展を図るため、一部の農家で施設園芸

の導入が盛んとなっております。地域の宝として、古くか

ら栽培されてきました農林畜産物をブランド化し普及

するとともに、地域の代表する高品質な農産物として、

将来にわたり栽培し続けるための活動を通じ、阿蘇地

域の農業の活性化と農業後継者の育成につなげるこ

とに取り組んでおります。

　観光面では、コロナ禍でイベントの実施が厳しい状

況ですが、2016年に発生した熊本地震の影響は回復

傾向にあり、高森湧水トンネル公園、月廻り公園、高森

殿の杉、南阿蘇鉄道のトロッコ列車、草部吉見神社、

上色見熊野座神社といった観光地や約300年の歴史

があります風鎮祭といった地元のお祭りを中心に毎年

多くの方が高森町を訪れています。

　また、高森町では町内全戸に整備しました光通信環

境を活用しまして、日本一の地域密着型番組として、た

かもりポイントチャンネル、こういったケーブルテレビ

の放送を行い、災害時の緊急放送や町からのお知ら

せ、地域情報、事業の紹介などを町民の方へ情報発信

しています。

　光通信環境の整備は、教育現場でも活用されており

まして、電子黒板の設置や全児童生徒のほうへ１人１

台のタブレット配布をいち早く行いまして、全国で最先

端のＩＣＴ教育が行われております。

　ここからは高森町の草原の概要についてご説明さ

せていただきます。

　高森町の草原につきまして、その多くを牛の放牧に

活用しておりまして、畜産農家や町民の方の大切な資

源として保全されてまいりました。高森町の草原は牧野

と呼ばれており、阿蘇のあか牛が放牧されている牧野

はのどかな風景として多くの人に親しまれております。

　高森町の牧野面積につきましては、1,211ヘクター

ルありまして、草原維持として行われている野焼きに関

しては、実施面積が621.5ヘクタールとなっております。

また、管内には14の牧野組合がありまして、皆さん精

力的に草原維持のほうに取り組んでいただいており

ます。

　最後に、高森町の取組と課題については、長年、放

牧や野焼きによって保全されてきている草原なんです

が、近年、管理をしている牧野組合員さんの高齢化等

によって、野焼き実施が大変難しくなってきている状況

にはございます。町としては野焼きに係る補助金等で

野焼き実施者の方の負担軽減等に取り組んでおります

が、年々、実施面積が減少しつつある傾向にございます。

　また、高森町にある阿蘇高森オーガニックセンター

というところでは、世界農業遺産の構成要素であります

阿蘇の草原に生えるススキなどの野草や畜産農家か

ら出る牛ふんなどを混ぜて堆肥を作っております。こち

らは町内を中心に阿蘇地域の農産物に還元して、循環

型農業を確立しております。

　このほかにも未来の草原を引き継ぐ子供たちのほう

に阿蘇の草原のすばらしさや草原の抱える現状につ

いて伝える草原学習などが行われております。

　以上で説明を終わらせていただきます。

○議長（太田長八）　どうも高森町さん、ありがとうござ

いました。

　高森町さんの取組は、全ての自治体が抱えている課

題と同じだと考えております。そういう中で、皆さん方に

対してよりよい回答ができればいいなと思いますので、

またいろんな意見をよろしくお願いいたしたいと思い

ます。

　それでは、続きまして、広島県の北広島町の生涯学

習課長の西村豊様、よろしくお願いいたします。

○北広島町生涯学習課長（西村　豊）　皆さん、こん

田市さんにお住みだそうでございますので、本当にあ

りがとうございます。

　そしてもう一点、これ本当、関係ないんですよ。歌手

に永井裕子さんっていらっしゃるんですけれども、その

永井裕子さんが結構大田市さんのを歌って、うちの町

の観光大使になっているんですよ。やっぱりそういう中

でまた大田市さんとよろしくお願いいたしたいと思いま

す。どうもありがとうございました。

　続きまして、熊本県の南阿蘇村の農政課主幹の後藤

進哉様、よろしくお願いいたします。

○南阿蘇村農政課主幹（後藤進哉）　昨日ですね、阿

蘇分科会では吉良村長の報告がありましたが、本日は

私のほうから発表させていただきます。

　最初に村の概要からになります。

　南阿蘇村は総面積137キロ平方メートル、熊本県

の北東及び阿蘇くじゅう国立公園、阿蘇カルデラの南

に位置する人口１万340人の村です。雄大な南阿蘇

の山と緑、そして環境庁の日本名水百選に選定されて

いる白川水源に象徴される豊かな自然環境に恵まれ

ています。

　2016年４月の熊本地震では、これまで経験したこ

とがない甚大な被害を受けました。これにより人口も１

割程度減少しましたが、村に定住促進課や空き家バン

クを設置し、移住者を受け入れる環境整備を推進して

います。

　続きまして、農業、観光についてです。

　基幹産業である農業は、白川中心に水田が広がり、

のどかな農村風景を生み出す農村は、水稲をはじめ

畜産、ミニトマトやアスパラなどの施設園芸が盛んです。

昼夜の寒暖差が大きい気候により、自然のうまみが

しっかりと詰まった農産物が自慢です。有機農業、環境

保全型農業を推進しており、安心安全な農産物づくり

に取り組んでいます。

　また観光では、大自然を中心にたくさんの観光資源

に恵まれています。新阿蘇大橋のたもとにある展望所

ヨ・ミュールからは、長陽大橋、白川第一橋梁を眼下に

望むことができ、新たな観光スポットとして注目を集め

ています。

　また、熊本地震で落ち込んだ観光客数は回復傾向

にあり、本村本来のにぎわいが戻りつつあります。

2017年９月にはアウトドアショップモンベルと村が協

定を結び、アウトドア活動促進や地域経済の活性化な

ど、包括的に協力をし合い、観光振興に取り組んでい

ます。

　続きまして、草原の概要に移ります。

　南阿蘇の草原は阿蘇カルデラの阿蘇山側及び南外

輪山側に広がり、季節ごとに違った表情を見せてくれま

す。南阿蘇の草原は牧野とも言われ、平成21年に行わ

れた阿蘇草原維持再生基礎調査では、本村の牧野面

積は2,470ヘクタール、そのうち野焼きが行われてい

る面積が1,170ヘクタールとなっております。管内には

23の牧野組合があり、牛の放牧をしている箇所もあれ

ば、野焼きのみ実施している牧野もあります。

　続きまして、本村の取組と課題についてですが、昨日、

分科会で村長がご報告された内容と重複する点がご

ざいますが、ご了承をお願いしたいと思います。

　草原の維持に欠かすことのできない野焼きですが、

その面積は、以前と比較すると減少しています。本村を

含む阿蘇郡市７市町村の草原はこの100年間で半分

以下に、直近30年で見ても４分の１近く減少しており

ます。

　本村では熊本地震で各牧野の原野火入れが中断さ

れました。平成31年度からは一部再開に向けて、熊本

県、阿蘇グリーンストック、村において協議をした結果、

白川牧野で一部再開、その後、令和２年には吉田牧野

でも再開できました。それに至るまでに県、グリーンス

トック、村で防火帯を設置する費用を予算化したり、火

入れ責任者を各区長や牧野組合長から村長へ変更し、

負担の軽減を図りました。

　今後の課題として、火入れが中断しているところの

再開が可能となるか、防火帯の整備、担い手不足、地

区住民の高齢化に対する支援が上げられます。

　補足でですね、昨日、村長から報告がありました課

題に対する取組で、ハードとソフトの対応が求められる

ことをおっしゃっていましたが、ハード面では牧道等、

恒久防火帯の整備ですね。ソフト面においては担い手

の確保ですね。畜産農家を増やすための取組として、

今後、放牧へのＧＰＳを付着して移動管理等を管理す

るシステムの導入やバーチャル研修の導入を計画し

ております。

　また、目的と認識の改革ですね。景観維持から水源

保全のほうへの啓発をしていくということで推進をして

いく予定です。

　以上、南阿蘇村からです。ありがとうございました。

○議長（太田長八）　後藤様、どうもありがとうございま

した。

　南阿蘇村様には、本当に熊本地震、大変でございま

した。今後も頑張っていただきたいと思います。

　そういう中で、今度、山焼きにおきまして、村長さんが

本部長、その中でまた新たにやるという中で、それは大

変期待しております。それから、山の保全、これ大変で

ございますので、引き続きどうぞよろしくお願いいたし

の整備。それから、カヤの販売先の確保、事業規模を

拡大するための専従職員の確保等といったようなこと

が課題となっております。

　北広島町からは以上です。ありがとうございました。

○議長（太田長八）　西村さん、どうもありがとうござい

ました。

　それで、芸北町の白川先生に今回大変お世話になり

ました。本当にありがとうございました。

　それで、私がやっぱりちょっと感じたのは、中学生の

活用ですね。やっぱり中学生、カヤを刈って、地域通貨

でそれをまた地域で還元する。大変すばらしい取り組

みと感じましたので、うちの町もやってみたいなと感じ

ましたので、その節はまたご指導をよろしくお願いいた

したいと思います。

○北広島町生涯学習課長（西村　豊）　ありがとうご

ざいます。

○議長（太田長八）　どうもありがとうございました。

　続きまして、島根県大田市の環境政策課長、和田二

朗様、よろしくお願いいたします。

○大田市環境政策課長（和田二朗）　皆様、こんにち

は。島根県大田市です。

　市長が所用で出席できませんので、私、環境政策課

長の和田が代理で発表させていただきます。

　大田市は、東西に長い島根県のほぼ中央部に位置

する人口約３万3,000人の小都市です。北は日本海に

面し、南は中国山地が迫っているため、山林原野が多

く、平たん地は僅かです。

　本市は世界遺産、石見銀山遺跡に代表される貴重

な歴史文化や国立公園三瓶山をはじめとした豊かな

自然に恵まれています。昨年度には「石見の火山が伝

える悠久の歴史～“縄文の森”“銀の山”と出逢える旅へ

～」が日本遺産に認定され、さらなる観光客の増加が

期待されております。

　さて、当市には標高1,126メートルの三瓶山があり

ます。その麓には西の原、東の原、北の原と呼ばれる草

原があり、放牧のほか、観光客、市民の憩いの場として

利用され、クロスカントリーコースなども整備されてお

ります。また、ダイコクコガネ、ユウスゲ、オキナグサと

いった希少動植物の生息地となっており、中でも最も

広い西の原では、毎年春に火入れが行われ、三瓶山の

草原景観の象徴的な存在となっております。

　三瓶山は、昭和38年に大山隠岐国立公園の一部に

編入されましたが、山麓に広がる牧歌的な草原景観が

指定理由の一つでした。ところが、昭和50年代になる

と、時代の流れから放牧が急速に廃れていき、植林な

ども行われて、山肌は一気に森林化していきました。放

牧の衰退とともに途絶えていた火入れですが、観光客

の出火による山火事を契機に平成元年に復活し、以降、

防火の観点から行政が主体となって毎年３月に行うよ

うになりました。

　平成７年には西の原の一部が放牧場として整備さ

れ、24年ぶりに放牧が復活しました。平成９年には、第

２回全国草原サミットが三瓶を会場に開催され、これ

をきっかけに行政、研究者、農業者、ＮＰＯなどの官民

ネットワークが形成されました。

　翌年からは放牧による防火帯切りを行うなどの工夫

により、経費を極力抑えながら火入れを実施すること

ができるようになりました。

　平成19年からは、従来の牧野組合、大田市等に消

防、警察が協力する体制に自然保護団体や地元の自

治会、ボランティアなどが加わり、市長をトップとした実

行委員会方式で火入れが開催され、また、目的の中に、

従来の防火に加え、国立公園管理計画にも明記されて

いる草原景観の維持を加えました。

　官民の連携により日本で一番安全な野焼きと自負し

ておりましたが、平成29年度には、風向きと火勢の急

激な変化により、消防署の資機材輸送車が１台全焼す

るという事故が発生しました。近年はドローンも取り入

れ、経験豊富なリーダーが最前線の状況を具体的に把

握しながら指示を行う形で、より安全に火入れを実施

しております。

　昨年度は新型コロナウイルス感染症の予防を考慮

して、ボランティアを募集せず、約30ヘクタールを関係

者約150人態勢で実施いたしました。現在、西の原の

草原景観は、放牧や火入れなどによってある程度守ら

れているものの、人の手が加わらなくなったところはす

ぐに森林化してしまうという現実にあります。このすば

らしい草原景観を貴重な財産として、将来にわたって

保全していくには、多くの市民や関係機関の協力が必

要です。また、単に火入れに参加してもらうだけではな

く、その意味合いを十分に理解してもらうことが大切で

あると考えております。

　以上です。

○議長（太田長八）　和田様、どうもありがとうございま

した。

　今の大田市さんから観光客の火事からまた再開さ

れた。災いをよいほうに持っていったことで、すばらし

いことだと考えております。さらにまた、山焼きの難しさ、

いくらやっても大変だと。そういう中で、もう大変勉強に

なりました。

　またこれ話は違いますが、今回は大変ネットワーク

の高橋先生にお世話になっており、高橋先生は何か大

任者ということになっておりました。地元の消防団が

ジェットシューター担いで火消ししているところ……、

私もしていますけれども、あとは阿蘇グリーンストックさ

んにボランティアの要請をしまして、ボランティアのご

協力を得ながら野焼きを推進しているところもあります。

　地震前ですね、死亡事故とか怪我とかがありました

んで、そういった理由で、その後、地震がありましたの

で、野焼きが再開できないというところになっておりま

す。再開するための今、工面をしているところであります。

　ちょっと私が知らないでですね、地元の行政区以外

でしているところもあるかもしれませんけれども、基本

的に地元の行政区が事業主体として野焼きを実施して

いるところであります。

　以上です。

○議長（太田長八）　後藤さん、どうもありがとうござい

ました。

　ほかの自治体で何か活動しているところがありまし

たらお願いしたいと思いますけれども。

　じゃちょっとうちの取組が、ちょっとうちの町は結構

行政が携わっていたんですけれども、今は財産区、

やっぱり共有財産区、いわゆる区ですね、区の方が中

心となりましてやっております。行政が出ているのは消

防団、これも民間ですけれども、ある程度それに対して

参加で、もうほとんど民間がやっている中で、やっぱり

皆さん方も同じもう高齢化、そしていかに高齢化の中

で新たな担い手を見つけるかということが課題でござ

いますので、その課題につきまして、後でまた課題、問

題にしていきたいと思いますけれども、太田市長、こう

いうことでよろしいでしょうか。

○真庭市長（太田　昇）　今、町長がおっしゃいました

ように行政区も結局高齢化したり、メリットがあればす

るけれども、メリットがなかったらなかなか、昔やっとる

から、景観がどうだから、動植物がどうだからといって

なかなかできなくなってきていると思うんですよね。だ

から、安全でありながらどういう仕組みで何か新しいこ

とができないかとかですね、そういうことを勉強したい

わけですけれどもね。私の頭の中で考えているのは、怪

我をされても困るけれども、山焼きは難しいですけれど

も、カヤの刈り取りなんかは、これも大変なんですけれ

ども、一つの観光と結びつけてできないのかなと。ただ、

山焼きのほうはね、これは消防団の協力、そして死亡と

か事故のないように、それからその日の気象条件に

よってできなくなるとか、非常に不安定要素もあるんで、

なかなかいい知恵が出ないんですけれどもね。そのあ

たり、教えていただいたり、また知恵を出していただけれ

ば、このサミットが有意義だなというふうに思うんですが。

○議長（太田長八）　今、太田市長さんからいろいろ

問題点を提案、提示していただき、何か首長さんでこう

いう案がいいじゃないか、そういうことがあったらまた

ご発言願えれば大変ありがたいと思いますけれども。

　じゃ、まず私からちょっと発言させてもらって、皆さん

方には指名させていただきますので、よろしくお願いい

たしたいと思います。

　やっぱり今、太田市長が言ったように、山焼きをね、

ただ昔からやっているからやるんだと、そういうことが

結構、自分も多いと感じております。そういう中で、私、

これから生きる道は、うちの町、観光でございますから、

また太田市長さんが言ったように、観光と草原との結

びつき、それをいかにやっていくかということが大切な

のではないかと考えております。そういう中で、昨日の

シンポジウムの中で、やっぱりカヤを皆さん方に刈っ

てもらった中で、カヤを刈ることによって山焼きの負担

も少なくなるようなことも聞きましたので、そのカヤを

刈って、また観光に生かした中で、草原を守っていきた

いと考えております。

　また、カヤを刈ったことも、やっぱりある程度資金源

になるようなことも聞いております。さらに、自分は子供

たちが草原に対するある程度の認識、小さいときから

持っていなければなかなか草原に対する愛情は湧か

ないと考えておりますので、その辺の教育の活動もして

いこうかなとは考えております。

　東伊豆町はとりあえずそういうことを考えております。

では新温泉町長の西村町長、いかがでしょうかね、こ

んな考え方は。それから各首長さんにちょっといろいろ

まずお話を伺いたいと思います。

○新温泉町長（西村銀三）　当町、ＮＰＯ法人、上山高

原の周辺集落の７集落、それからもちろん県、行政、町

もバックアップして、地域が主体で取り組んでおるんで

すけれども、何といっても人口減少が最も我が町では

厳しい町であります。合併して今年で15年たったんで

すけれども、３割近い人口減少地域ということで、地域

は最も危機的意識を共有しているということで、上山高

原におけるこういったカヤの利用、それから山焼き、こ

ういう事業を通して知識の意思統一に大きく貢献でき

ていると。

　今回も実は、この７集落周辺に地域の運営組織がで

きることになりました。そういったことで、地域の意思を

まとめるためのそういった運営組織と同時に、施設の

建築も今年度スタートいたしました。そういった意味で

は、一つの高原を地域の過疎と、そういった過疎意識

を払拭して、地域の活性化につなげていく、そういう点

で新温泉町では大きく貢献できつつあるということを

つ草原が残る里を再発見いたしまして、その大切さを

広く紹介するとともに、次の世代へと残していくことを目

的に、未来に残したい草原の里100選を選定するとい

うことが目的でございます。

　期待される効果といたしましては、４点ございます。

社会的に価値が認知されていない草原の掘り起こし、

２点目が草原の価値を知らない人への普及、３点目、

現に草原に関わっている人たちの意識や誇りの向上、

４点目が火入れやカヤぶきなどの伝統文化の担い手

の価値づけでございます。

　事業のスケジュールですが、このアナウンスにより募

集を開始いたします。応募の締切りを今年の12月とい

たしまして、その後の審査に入ります。翌年の４月には、

この選定結果の発表、秋には表彰式やシンポジウム

等、普及・交流の機会づくりを予定しております。

　その他の事業概要につきましては、全国草原再生

ネットワーク会長の高橋様より説明をお願いいたします。

○全国草原再生ネットワーク代表理事（高橋佳孝）　

それでは、少し詳しく述べさせていただきます。未来に

残したい草原の里100選を本日、募集のアナウンスを

させていただいております。主催は、全国草原の里市町

村連絡協議会の主催でございます。

　ただいま太田町長のほうから詳しい経緯が述べら

れましたので、この部分は割愛させていただきますが、

本日この第13回全国草原サミットにおいて募集をアナ

ウンスするというところに至っているわけでございます。

　草原の100選というのは、先ほどちょっと町長のほう

からもお話がありましたけれども、日本には多様な自

然を形づくる希少な生態系の一つである、それが草原

であるということですね。長年にわたって、人と自然の

関わりの中で地域の環境、文化、観光など様々な恵み

を提供してきました。しかし、多くの人たちは、国民の多

くは、草原の成り立ちや意義を知らないという現実もご

ざいます。このような多様な価値を持つ草原と人のつ

ながりを再発見して、その大切さを広く紹介し、次世代

へと残していくことを目的として、今回、草原100選を

選定するに至ったわけです。

　ここで言う草原の里というのは、草原に関わる暮ら

しが残る里というイメージをしていただければよろしい

かな。

　これはコンセプトペーパーとして、前会長の日高会

長のときに作った内容ですけれども、この右のほうに

書いてありますように、未来に残したい草原の里100

選の選定というのは、地域からの自薦によって選定し

ていこうと。それから、様々な科学的な観点から評価す

るし、この選定の過程そのもの、あるいはその論議をす

感じております。

　実は、神戸とか周辺、特に関西方面、神戸・大阪方面

からのいろんな協力、山焼きにおける協力者も出てき

ていまして、いろんな意味で地域の盛り上がりができて

いるということであります。いろんな相乗効果が生まれ

ているというのは、この草原サミット以降、非常にいい

流れができていると考えております。

○議長（太田長八）　ありがとうございます。

　串間市としましては何かありますか。

○串間市長（島田俊光）　私たちはカヤを利用すると

ころじゃないんですが、牧草、昔からの家畜の牧草地

帯ということで、取り組んでいたわけでございます。た

だ、我々が一番重要視しているのは、都井岬の風光明

媚な観光地の保全に取り組んでいるんですが、我々本

当にその人間を集めるのが大変な状況にあるわけで

すが、もともと岬はマツ組合という団体がありまして、そ

のマツ組合がボランティアで活動する人たちを今、真

庭市も言われた観光にマッチした方たちを呼んで、

100名程度の人たちで野焼きをしているわけですが、

本当に野焼きの体験というのはですね、今の現代の中

ではなかなか体験することはできないんで、その体験

学習に来る人は少しずつ増えつつあります。ただ、行政

として、野焼きの体験をどのようにアピールするかとい

うのがございます。また、太田市長が言われたように、

死亡事故などが発生したときの我々の責任ですね、そ

ういうのが問われますので、ここはもう少し考えてやる

べきじゃないかなと思っております。

　あと一方の笠祇というところにあるんですが、ここも

やっぱり牧草を育成するための野焼きをしております

けれども、ここが人口減少と高齢化が進んでおりまして、

やはりここの野焼きについてもボランティアで、いわゆ

る体験学習というようなことで人を集めてやっていると

ころでございます。

　また、真庭の太田市長さんにはＣＬＴの研修や木質

の研修でいろいろとお世話になりました。心から感謝

を申し上げたいと思います。

　串間の取組としては、観光とマッチした野焼きでござ

いますが、ただ、それがうまくいくかいかないかは我々

の努力だろうと思いますので、今後の課題として取り組

んでいきたいと思っております。

　以上であります。

○議長（太田長八）　ありがとうございました。

　すみません、川南町長の日髙さんも何かございまし

たら。

○川南町長（日髙昭彦）　うちは湿原なんで、面積も３

ヘクタールぐらいなんで、皆さんのことを聞きながら勉

強していたところで、職員とどうするという話をしていた

ところです。ただ、本当に人が手を入れないと維持でき

ないというのは共通の課題でありますので、そこは

やっぱりみんなで知恵を出していくしかないんだろう

と思っております。

　以上です。

○議長（太田長八）　ありがとうございます。

　太田市長、これでまた何かありましたら、よろしくお

願いします。

○真庭市長（太田　昇）　ありがとうございます。

○議長（太田長八）　太田市長、よろしいですか。

○真庭市長（太田　昇）　ありがとうございました。

　また私どもも勉強させていただきながら、地元でしな

がらボランティアとかですね、そういう人も育て、そして

観光にまで、山焼きも初めは安全なところでやっても

らって、それからだんだん慣れていただければ、結構も

う毎年来るというような人も出てくるはずですのでね、

そういう守ることと自分の楽しみというか、やっているこ

との意義とを感じながら楽しんでもらえる、そういう人

をつくっていきたいと思います。ありがとうございました。

○議長（太田長八）　すみません、まだやりたいところ

ですが、時間がございませんもんで、この辺でこの会は

ちょっと閉じて、次の議題にいきたいと考えております。

６．草原１００選について

○議長（太田長八）　次は、「未来に残したい草原の里

100選」のアナウンスでございます。

　それではまず、私からこの事業の趣旨、また経緯、そ

れとスケジュールにつきまして説明させていただきます。

　主催は、全国草原の里市町村連絡協議会でござい

ます。協力また後援は、一般社団法人全国草原再生

ネットワーク、後援は環境省、静岡県、一般社団法人の

茅葺き文化協会、公益財団法人日本自然保護協議会

となっております。

　事業の趣旨ですが、多様な価値を持つ草原が残る

里を再発見し、その大切さを広く紹介するとともに、次

の世代へと残していくことを目的に、未来に残したい草

原の里100選を選定いたします。

　事業の経緯といたしましては、2012年に阿蘇で開

催されました、第10回全国草原サミットに出席した14

市町村の首長によりまして、草原100選の選定が提案、

採択されたことを受けまして、2016年に自治体におけ

る全国草原の里市町村連絡協議会が発足いたしました。

そして、2021年の総会にて、今回のサミットにてこの事

業の開始をアナウンスすることが決定いたしました。

　まず、事業の目的でございますが、多様な価値を持

記述でさせていただくということになっております。

　これ以外にも当然、重要な際立った特徴があれば、

それを考慮していくという形で選考の基準とさせてい

ただこうかと。

　それから、皆さん、興味をお持ちと思います。スケ

ジュールの問題ですけれども、今回、第１回選考とあえ

て書かせていただいたのは、さっきもお話ししたように

一発で100をそろえてそれで終わりという世界ではなく

て、一緒に歩みながら一つ一つ重ねていきたいという

ことです。２年か３年、数年かけてでもゆっくりと応募を

していただきながら選考していただくというスケジュー

ルを想定したものでございます。

　応募の公開は本日、この場で草原サミット東伊豆大

会において募集を発表いたします。

　応募期間、本日から１２月１５日必着という形を取ら

せていただきます。ただ、応募のフォーム等をホーム

ページで掲載する時期が若干遅くなりますので、近日

中にホームページは公開するという形を取らせていた

だきたいと思います。

　審査期間ですけれども、第１次審査は１２月１５日の

締切り以降２月から３月までに終わらせて、最終審査

を翌年の２月から３月頃に開催して最終決定をしよう

と思っています。この審査に当たっては、場合によって

は現地審査もさせていただくことになろうかと思ってお

ります。

　それから、発表や表彰のスケジュールですけれども、

結果発表は来年の４月を予定しております。これは主

催者である全国草原の里市町村連絡協議会の総会が

開催されるときでございますので、その場で結果の発

表を行います。

　その後、秋までに表彰式やイベントの準備を行うと

ともに、現地の取材を行いながら、より深くその内容を

理解していくような期間として、追加書類等の提出が必

要であれば、それもお願いするような形になるかもし

れません。

　表彰式やシンポジウム、一応、来年の秋を予定して

おります。こういう場で表彰されたということを皆さん、

内外に強くアピールする機会をつくっていこうと思って

いるところです。あくまでも選んで終わりという世界では

なくて、一緒に歩み、輪を広げる、そういう形の100選

にしたいと思います。何度も言いましたけれども、みん

なで積み上げていって、最終的には全国草原年鑑みた

いなものに集約できればいいなというふうに今考えて

いるところです。

　間もなく、近日中に公開されるホームページですけ

れども、若干、最終版とは異なることになるかもしれま

せんが、イメージとしてこんなふうな形のホームページ

が皆さんのほうにお伝えできるんではないかと思って

います。草原の里100選とは何かという文言もあります

し、スケジュールのことについても具体的に記述されて

いますし、選考の基準について、より詳細な内容がそこ

に記される予定になっております。

　応募方法、応募様式のダウンロードをここでやって

いただいて、それに書き込んで応募していただくような

形を取らせていただきます。

　それから、自治体の推薦が必要だというお話があり

ましたが、その推薦様式についても、ここにホームペー

ジ上でダウンロードできるようにしたいと思っております。

　最後に、湯本貴和委員長からのメッセージを載せさ

せていただく、そういうふうな構成ないようにしようと思

います。

　湯本先生のメッセージには、草原100選の概念とか

エッセンスというものがまさしく濃縮されておりますの

で、その一部をここにお示しして、最後の報告を終わり

にしたいと思います。

　ちょっと読ませていただきます。

　「未来に残したい草原の里100選」は、それぞれの

地域が草原を生かした地域づくりを競い合い、その輝

かしい成果を顕彰する場とは考えていません。共通の

課題を抱えている地域が互いの実践やアイデアを学び

合い、共に未来へ進んでいくための仲間探しの場であ

りたいと思います。みなさんが応募する段階で、誇るべ

き宝を再発見したり、足りないパーツを認識したりする

作業そのものに大きな意味があると信じています。ぜひ

とも「未来に残したい草原の里100選」にご応募いた

だき、わたしたちの仲間の輪に加わってくださることを

願っておりますというメッセージをいただいております

というメッセージを頂いております。私たち関係者の共

通の思いを言い表していただいている内容だと思って

おります。

　草原の里というのは、まさしく未来に向けた草原保

全のシンボルになるであろうと思っております。風土に

根差した特色のある草原を育み、未来への展望も様々

な人の活動があり、そのような活動を通して人々が交

流し合う里、そういうものをイメージしたものになると

思われます。ふるさとの原風景とも言える草原のある里

の認知度というのは、まだまだ低いものがございます

が、この草原100選の活動を通して、草原の魅力と価

値を広く国民に伝えて訴えて行きましょうということで、

最後の言葉とさせていただきます。

　以上が未来に残したい草原の里100選の概要説明

でございます。ご清聴ありがとうございました。

ることがとても重要なんだということが期待されており

ます。

　それから、選定によって、先ほど町長からお話があっ

たように、様々な効果が期待される。さらに、未来へ向

けてですね、草原の里の持つ価値をアピールすること

になるというですね、新しい草原の活用方法もそうで

すし、草原の持つ新しい価値、そういうものを対応して

いくものにもなりますし、利用や保全をそれによって促

進されるようなものにしたいと考えております。

　それで、今回の草原の里100選の事業を行うに当

たって、大きなコンセプトをみんなでちょっと考えて行

きました。地域の人 と々草原の関わりの繰り返しの中で、

地域に蓄積されてきた知識とか意識、技術そのものが

草原の里の持つ価値であるというふうに考えました。こ

の価値のあるものを「共創資産」という、新しい用語で

すけれども、として捉える。各地に残っているこの共創

資産を日本全体で共有し活用することによって、次世

代に希望のある自然共生型社会を実現することに寄

与していこうではないかというのが事業のコンセプト

でございます。

　この事業、落とすための選考ではなくて、できるだけ

拾い上げ、仲間を増やしていくという観点から、また、一

度に100選ぶということよりも、時間をかけて少しずつ

増やしていく、そういうふうな形で進めたいと考えてお

ります。

　応募要件ですけれども、自薦という形で、草原と関わ

る民間団体、あるいは地方公共団体が応募できますと

いう形。ただし、民間が応募する場合には、地方公共

団体の推薦が必要となります。

　それから、選定の対象となる草原の里は、現在ちゃ

んと草原が存在している地域ということになります。

　応募に関しての確認事項、幾つかあります。これはま

た応募要領の中で詳細に記述しておりますので、そち

らをご覧になっていただければと思います。

　もし選考されなかった場合も、結果はちゃんとフィー

ドバックしていこうというふうなことを考えております。

　それから、選考の方法ですけれども、有識者の皆さ

んによる草原の里選考委員会というのを組織いたしま

した。ここが最終選考を行うということです。それから、

この選考委員会の下に実務者で構成する運営委員会

というのを組織しております。運営委員会は、１次審査

というか、書類審査を担当する。その結果を基に、最終

的に草原の里選考委員会が最終選考を行うという形

にしております。

　１、２と掲げてあります、最初は応募書類による審査、

候補の絞り込みを１次審査としてやって、１次審査で絞

り込めた地域について最終選考を行うという形を取ら

せていただきます。

　具体的な選考委員の名簿を一応ここに掲げさせて

いただいております。

　上のほうから、日本茅葺き文化協会代表理事の安藤

先生、それから、全国草原の里市町村連絡協議会の会

長である東伊豆町長の太田町長ですね。それと私と、

それから、京都大学霊長類研究所所長である湯本貴

和先生。湯本先生にはこの委員長になっていただいて

います。それから、皆さんよくご存じの東京大学名誉教

授の養老孟司さん。あと２名ほど、今、内諾をいただい

ている委員がございます。２人とも女性の委員でござい

ますので、最終的には７名の委員構成になる予定でご

ざいます。

　それから、選考の基準ですけれども、草原の生態系

と人々が暮らす里の関係性がつくり出した共創資産を

軸に５つの観点から選考するという形を取らせていた

だいています。一つ一つ、今から述べていきますけれど

も、１つは草原の自然、環境的価値と言ってもいいのか

もしれませんけれども、動植物が特徴的なものがある

かとか、景観の特徴はどういうものがあるか、そういう

ものをいくつかのポイントとして捉えて評価していく。

　それから、草原からの恵み、実際に利用の価値を受

け取っているかとか、あるいは資源の恩恵を被ってい

るかとかいう点からも評価していきたいと。現代的意義、

あるいはその認識というのもここに含まれますけれども、

過去の利用方法やどういう形の草原の恵みを得ている

かという具体的なものを判定する予定にしております。

　３番目が草原を維持し、享受する仕組み、そのもの

がきちんと理解されて継続されているか。それを持続性

とか公共性の尺度から評価をしていこうと。管理が

ちゃんと妥当なものであるか、それが今後も継続される

か、あるいはそういう意思が示されているか。それから、

経済がちゃんと還元されているかとかですね、主体と

かモニタリングというような項目が入ってくるかなと思

います。

　それから、４番目が共生型社会の実現に向けた波

及効果、まさしく未来に向けて草原の里が持つ重要性

をここで語っていただこうかと。地域や地域内外の社

会に及ぼすよい影響、これまであった影響もですし、今

後影響を及ぼすことが期待される、そういうものをきち

んと書いていただこうと。

　それから５番目、今の４つはある程度、選択肢で選

ぶような形をさせていただきますが、５番目はいわゆる

思いの強さです。関わっている人が熱く語れる熱量や

行動力を評価しようということで、ここらあたりは自由

○議長（太田長八）　高橋先生、どうもありがとうござ

いました。

　この件につきまして、何か質問がございますでしょう

か。ありましたら、挙手をお願いいたします。よろしいで

すか。

　それでは、このような方向でやりたいと思います。ま

た、多くの皆様の応募を期待しております。

７．サミット宣言採択

○議長（太田長八）　最後に、この第13回全国草原サ

ミットｉｎ東伊豆の宣言をさせていただきたいと思います。

　第13回全国草原サミットｉｎ東伊豆。

　私たちの暮らしに欠くことができなかった草原は、生

活様式が変化し草が使われなくなったことから、近年

ではとても珍しい風景になってしまいました。過疎、高

齢化により、山焼きや野焼きの担い手は減少の一途を

たどっており、今後、草原の維持はますます困難になる

ことが予想されています。

　細野高原でも、ススキを使うのはごく一部の農家とな

り、毎年早春に実施される山焼きが何のために行われ

ているか知らない町民も増えております。

　陸上の生態系は森林、草原、湿原などが様々な地形

の上に成り立っており、そのそれぞれに多様な動植物

が生息、生育しています。この多様性が人々の生活を

豊かにする礎となり、暮らしや文化が守られています。

草原は、その一端を担い、地域産業の基礎、水源の涵

養、生物多様性の保全、ＣＯ２の削減、カヤぶきや盆花

の文化など、様々な恵みを提供してくれます。

　草原を失うことは、これらのかけがえのない恵みを

失うことを意味しており、人々の豊かさや、また地域の

文化が失われることにもつながるものです。草原が育

んできた人と自然の共生の知恵や持続的な利用の技

術は、今後の持続可能な社会の実現を目指す上で欠

かせないものであります。

　私たち草原を有する自治体は、互いに学び合いな

がら草原を維持し、賢く利用していく努力を惜しまず、

草原のある里の風景を後世に引き継ぐための環境を

整備し、交流・連携を強化していくことをここ東伊豆町

において宣言いたします。

　それでは、東伊豆宣言。

　１つ、私たちの大切な草原、湿原を守っていくための

保全活動について、地域の関係機関と連携しながら共

に考え、支援していきます。

　１つ、すばらしい景観を活用した観光資源としての

草原と貴重な植物の自然観察など、教育・文化面との

調和を図り、次世代へと受け継いでいきます。

　１つ、かつてのように生活の中に草原の利用を取り

込む創意工夫を支援し、地域振興に活用できる社会環

境を整備します。

　１つ、未来に残したい草原の里100選事業を推進し、

草原の持つ魅力を全国に発信していきます。

　１つ、全国草原の里市町村連絡協議会の連携強化

とネットワークの構築、さらに全国の草原を持つ自治

体への協議会の加入促進を推し進めてまいります。

　以上、宣言する。

　令和３年９月27日。

　以上でございます。

　以上で議事を終了いたします。

　皆さん、このコロナ禍の中でこの全国サミット、参加

して本当にありがとうございます。特に首長様、今年、新

型コロナウイルス感染症の対応で大変お忙しい中参

加していただき、ありがとうございます。これからまた皆

様と連携し、この草原、また湿原の保全をやっていきた

いと思いますので、また連携して、またいろいろお知恵

を借りた中で、よりよいこの連絡協議会にしていきたい

と思います。

　本当に今日はどうもありがとうございました。

８．閉会

○司会　それでは、これをもちまして、第13回全国草

原サミット・シンポジウムｉｎ東伊豆大会を終了いたします。

　サミット宣言の精神に基づき、今後も各自治体や関

係者の皆様と草原の維持保全に取り組んでいきたいと

思います。今回は初めてのウェブ会議方式での開催と

なり、お見苦しい点もあったかと存じますが、ご容赦く

ださい。

　最後にお願いとなりますが、全国草原の里市町村連

絡協議会に加盟されていない自治体の皆様は、これを

機会に加盟のご検討をしていただきたいと思います。

　また、次回の草原サミット・シンポジウムの開催地が

決まっておりません。自治体の取組や草原のＰＲには

最も適したイベントだと思いますので、こちらにつきま

しても併せてご検討ください。

　新型コロナウイルス感染症が終息しましたら、ぜひ

東伊豆町細野高原にお越しいただきたいと思います。

　本大会へのご参加、ご協力、誠にありがとうございま

した。
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後の土石流がその中に入っていた木の炭素年代を調

べたら、２万５千年前後の炭素年代が出ていますので、

そこで一度起こったなというのは分かっているんです

けれども、その前には何度も何度も大分、山の南斜面が

かなり削られていますので、何度も起こった様子が見ら

れると思います。

【細野高原の川について】

○伊豆半島認定ジオガイド（鈴木京子）　今度は細野

高原の中の川のそばにやってきました。

　細野高原の中には、水源涵養保安林という地元の人

の飲み水を確保するために保安林というものをみんな

で植えて、水が自然にここに沈む込むような作業をしま

した。そのために、ここから二口ほど水源を引いていま

す。大体ここの水源は、町の総人口約１万２千人いるう

ちの千人、8.3％ぐらいの人たちのための水源になって

います。このお水は、保安林だけでなく、先ほどお話しし

ました土石流に乗って保安林の下には海底火山、その

時代からの長い年月をかけたいろいろな火山灰、そし

て火山礫が眠っています。そこの隙間を通り抜けて川の

水になっていますけれども、その火山礫の間を通り抜け

ることでたくさんの豊富なミネラルをお水の中に取り込

んで、おいしい水をつくっています。その水は私たちの

飲み水だけでなく、先ほどお話ししました湿原の動物や

生き物、生物、植物などの栄養分にもなっています。また、

町のほうに下りていきますと、農業用水になったり、そし

て、海のほうにこれが流れてですね、海の栄養にもなっ

ています。そのために稲取の野菜や果物、お魚はとても

おいしい味になっているのだと思います。私たちは細野

高原の自然を大切にして、これからもおいしい水、いろ

いろなおいしいものを食べれるような、そんな場所にし

ていきたいと思います。

　河原にはいろいろな色の石があると思います。これは

長い年月をかけて噴火してきた火山礫や凝灰岩です。そ

の火山礫や、白っぽい石がところどころに見えるんです

けれども、白っぽい石は、細野高原とまた違う斜面で爆

発的な噴火を起こしましたカワゴ平という場所がありま

す。そこは、ここと違って流紋岩や軽石を出しています。

その軽石などもかなり水分が石の中を、軽石は穴が開い

ていますので、その中が水分を通っていきます。そのため

また細野高原と違うミネラル分を含んだ水になっている

ので、本当にいろいろな豊富なミネラルを含んだ石が、

色によっても成分が違いますし、赤みを帯びているもの

は鉄分が入っている石です。錆びると赤くなりますね。

あのような変化を起こしています。そのようなものを含ん

だここの水はとてもミネラル豊富ということが分かります。

　でも、この河原を流れていっても浄化されているので、

もっと下流のほうに行っても、とてもお水がきれいで、本

当に飲みたくなるような、そのまま飲みたくなるようなお

水が見られます。

【最後に】

○伊豆半島認定ジオガイド（鈴木京子）　入り口の駐

車場の横に戻ってきました。先ほどの看板がある近くです。

　こちらに見える尾根が大峰山です。その大峰山の斜

面には、石の上と書いて石上という字名があります。こ

の字名のあるように、大きな岩がごろごろ点在している

様子が見えます。山焼きの後の２月下旬からワラビ狩り

の５月頃までは、点在している大きな岩を見ることがで

きます。この季節は草丈が伸びているのでよく分かりま

せんが、またその頃、今と違う季節にいらしてください。

　今日はありがとうございました。

②視察・オンライン見学後の感想

○司会　そうしましたら、東伊豆町の細野高原の案内

動画のほうは終了させていただいて、この後ちょっとお

時間をいただきまして、午前中に細野高原に視察してい

ただいた有識者の先生たちに少し感想のほうをお聞か

せ願えればと思いますので、ちょっと前の席のほうへご

移動をお願いいたします。

　そうしましたら、今日２時間ほどかけて細野高原のほ

うをずっと１周、見学をしていただきました。それぞれご

専門と、あとは町外の方から見た感想と印象というよう

なことを含めて、お一人ずつお話をいただけたらという

ふうに思います。席順のとおり座って、白川さんのほうか

らすみません、よろしくお願いいたします。

○芸北高原自然館主任学芸員（白川勝信）　ありがと

うございます。最初のほうなので、ちょっと安心しています。

　細野高原を久しぶりに見まして、やっぱり最初の印象

は広いなというところです。広さがやっぱり第一印象か

なと思いました。入ってすぐに、行くまでの道は植林され

ていてちょっと暗いですが、景色がぱっと開けたときに

左手にススキの波がわあっと広がっている様子という

のは、細野高原ならではだなと思いました。

るという提言をされました。これは後の草原100選のと

きにも出てくるワードですけれども、自然と社会が失わ

れれば、あるいは自然と人が失われれば、なくなるもの、

そういうものを共創資産と位置づけて語っておられま

した。また、この共創資産と言われるものは、時代ごと

の検証を受けて、長い間、自然と足されてきた、ある意

味中身のしっかりした技術や知識であると。そういうも

のが積み重ねているものがあって、そういうものを私た

ちはもう一度見直すとともに、将来に受け継いでいく必

要があるんじゃないのかなというお話でした。

　それを受け継ぐために必要なものとしては、その方

法であるとか実行力であるとか仕組みとか、あるいは

行政の役割として非常に大きいのは、法令とか条例の

整備とか、そういう環境整備であると。それから、普及、

教育という、この５つの観点をしっかりと捉えていく必

要がある。

　その中で草原に関わる象徴的な活動として、ご自身

が北広島の芸北地方で進められている茅プロジェクト

の紹介をしていただきました。これは、地域にあるカヤ

材を子供たちが作った市場に集めて、そこで「せどやま

券」という地域通貨を発行して、その発行したせどやま

券で地域の経済も回っていくという、様々なメリットを

持った内容でした。要は、利用が放棄されて社会資本

が喪失している中で、その利用の仕組みをもう一度導

入するによって草原の保全に循環性とか展望が生まれ

ているという非常に象徴的なお話でありました。

　各地に残っているこういう共創資産を見いだして、

それを共有して、それから未来にも役立てていくという

ことが大切だろうと。今日人間だからこそ生み出されて

いる、この美しさを大事にして生かしていきたいという

ことを最後に述べられて基調講演を終わられました。

　それから、パネルディスカッションは、その基調講演

をした白川さんがコーディネーターとして登壇していた

だき、東伊豆町の太田町長、それから私と、稲取地区の

特別財産運営委員会の山田さんと東伊豆町観光協会

の石島さんに登壇いただいて、この地元の細野高原の

活用、それをどういったふうに持続性の観点から理解

するかというテーマについてパネルディスカッションが

行われました。

　会場の様子はこんな感じで、それぞれ登壇しており

ます。

　それで、内容ですけれども、実は2008年にこの東伊

豆町で全国草原シンポジウムというのが行われていま

す。もう13年か14年たつわけですけれども、当時から

担い手の問題とか観光の利用について新しい取組を

やりたいという動きがございました。ただ、観光のほう

も着 と々いろいろな形で進めていて、例えば草原に入る

ときの入山料のような形で、観光客からその対価を頂

いて管理運営に回せるという、全国でも画期的な取組

もやられているんですけれども、そういう形で観光客が

増えるにしたがって、様々な問題点も生じてきているよ

うです。今後はその利用のルールをしっかりと構築し直

すことが大切であるというふうなお話がございました。

　そのためにも、都会の人と地元の人の意識の相違と

か認識の違いをうまくコーディネートするような、そうい

う組織体制も必要ではないかと。

　それから、入山料については、最初はいろいろと来

訪者から文句も言われたそうなんですけれども、今で

は多くの方がそれを理解して払っていただいていると

いう、そういう意識の醸成もできているんですよという

話がございました。

　草原はまさしく人との関わりの持続的モデルであっ

て、これは新しい社会の礎ともなるであろうと。それか

ら、草原学習は子供だけではなく、子供から地域へ広

がる、そういう可能性を秘めており、まさしくＳＤＧｓの地

域版である。そういうふうな結論で終わっております。

　最後に、町長さんのほうから、こういう問題は東伊豆

だけではなく全国の問題である。これからも多くの自治

体と共に手を取り合っていきたいという力強い宣言を

いただいております。

　それから、分科会はそれぞれの場所で行いました、

このオンラインを利用してですね。それぞれが自立し

て行っていったという形になっております。

　今回は３つの会場で分科会が行われました。１つが

この地元の東伊豆町の会場で、テーマは「保全・利用・

継承」と、これをどう循環させるかということで、地元出

身の東京都立大の内山さん、それから草原を守ってお

られる入谷区の鈴木さん、地域おこし協力隊の藤田さ

んがコーディネートしていただいております。

　蒜山会場のほうは、利用の面から、カヤの利用をす

ることによって草原保全にどう関わっていけるかという

ことで、地元の郷土自然館の前の館長さんでいらっ

しゃる前原さん、それから鳥取大学で自然再生につい

て関わっておられる日置先生、実際にカヤ刈りをした

り、カヤの建物を建てたりされている沖元さんと相良さ

んという２人のカヤぶき職人さんのトークセッションが

行われています。

　３番目の阿蘇会場は、草原の恵みを守る仕組みづく

りをどうするかということをテーマに行っています。主に

草原の持つ水源涵養力について科学的見地からの知

見、それから新しい知見というものを熊本県立大の島

谷さんから、それから、それを基にして、地域の草原を

たいと思います。

○東伊豆町長（太田長八）　それでは最後に、私から

静岡県東伊豆町の報告をさせていただきます。

　東伊豆町は細野高原という草原があります。昨日か

らのシンポジウムでも議論されてきましたが、この草原

の維持管理、また利活用、そして次世代への継承が、う

ちだけではなく、今聞きますと、全国の草原を持つ自治

体の共通の課題だと思います。このサミットで皆様のお

知恵をお借りした中で、また今後この課題に取り組ん

でいきたいと考えております。

　細野高原は、うちの町は稲取地区、熱川地区と二地

区があります。そして、稲取地区が４部落がある中で、

稲取地区に存在しております。その稲取地区の４区の

町内会が組織する稲取地区特別財産運営委員会が管

理しております。この４区の共同管理によりまして、防火

帯の設置や山焼きなどを実施しております。防火帯、ま

た山焼きにはそれぞれ120名ほどの人が出て実施し

ていますが、やっぱり作業者の高齢化、また、農業従事

者の減少によりまして、作業ができる区民が年々減りま

して、人的負担が増しております。また、この草原を管理

するのには、年間約500万円の費用がかかるため、経

済的負担も課題となっております。

　観光面では、この細野高原の資源を活用いたしまし

て、４月上旬から５月上旬にかけての山菜狩りや、また、

秋には秋のススキイベントを開催しております。イベン

トの開催時には、これはススキのほうですが、参加者

から600円、その他の期間におきましては20円を入山

料として頂いております。先ほど経済的負担のことを申

し上げましたが、これらの収入が維持管理には必要と

なってきます。しかし、これだけで全ては賄えませんの

で、入山料の値上げ、また新たな利活用を検討いたし

まして、この維持管理費用の捻出を考えていかなけれ

ばならないと考えております。

　そんな中で、イベント等のため、この道路、駐車場、ト

イレ等を整備し、誘客に努めておりますが、一方では、

来訪者のマナーも問題になっております。この大切な

資源を荒らされないよう、対策も同時に取っていくべき

と考えております。そして、何よりもこのすばらしい景観

や、また資源をどうやって次世代につなげていけるか

が大きな課題となっております。

　かつては農家の方がこのカヤをミカン畑に敷いたり、

またかやぶき屋根を使用したりするなどの活用がされ

てきましたが、農業後継者が減っていく中でのこの現在

では、カヤの需要もほとんどない状況でございます。し

かしながら、このすばらしい景観、また資源は、山焼き

等の保全活動を継続していかなければ守っていけま

せんので、町内の子供たちに、また地元にこんなすば

らしい草原があること、また、この草原は人の手によっ

て守られていること、また、カヤを使った昔の文化を教

育していくなど、未来につないでいかなければならな

いと感じております。

　これらの問題解決を図るため、昨年度、稲取地区の

特別財産区運営委員会をはじめ、行政、また観光協会、

農協、高原の専門員などで組織する「細野高原を考え

る会」が発足されました。この会では４区が継続的に細

野高原、これを維持管理していただくためにはどのよう

に、また、観光、産業などの資源としての活用、周辺の

地権者とも協力して、新たなこの魅力の創生、これを

図っていくかなどを検討しております。今日は皆様方か

らいただいたこの知恵をお借りいたしまして、この会の

発展にも生かしていきたいと同時に、この草原を全国

に発信できればと考えております。これからもどうぞよろ

しくお願いいたしたいと思います。

○議長（太田長八）　以上でこの参加自治体からの報

告が終わりました。いろいろなお話を伺いました。その中

でまた意見や質問等もあるでしょうから、ここからは自由

な形で意見交換会をさせていただきたいと思います。

　ご意見がございましたら、挙手をお願いして、発言し

ていただきたいと思います。どうぞよろしくお願いいた

します。

○真庭市長（太田　昇）　よろしいですか。

○議長（太田長八）　どうぞ。

○真庭市長（太田　昇）　それぞれすばらしい取組を

勉強させていただきましたが、恥ずかしい話、蒜山高原、

まだ山焼きの面積が80ヘクタールぐらいなんですね、

どんどん減っていて。何とか維持しようと思っているん

ですけれども。600ヘクタール焼いているとかですね、

本当にたくさん広い面積を焼いているとこら辺の取組、

もうちょっと詳しく、それもその行政というよりは、住民

の方とか、あるいは子供も参加してということですが、

もう少し、こんな取組をしているよということをご紹介い

ただければありがたいんですが。勉強させてください。

○議長（太田長八）　今、太田市長からの行政以外の

ほうの取組、これが何か具体的なことがありましたら、

どなたかご発言願いたいと思います。

　南阿蘇村の後藤さん、よろしくお願いします。

○南阿蘇村農政課主幹（後藤進哉）　先ほども説明さ

せていただきましたけれども、本村の牧野面積が

2,470ヘクタールで、野焼きが行われているところは

1,170ヘクタールということなんですけれども、地震前

はまだ野焼き面積は広くて、この事業主体というのが各

地元の行政区とかになりまして、以前は区長さんが責

【細野高原の管理の歴史】

○稲取財産区運営委員長（山田賢一）　細野高原は、

昔、町村合併が、昭和32年ですけれども、行われたとき

に、ここもそういうことで、昔ここがカヤ場で、ここの地区

の人らが農業に敷き草とか、山の屋根をふくときのカヤ

とかというものに利用しました。町村合併でここが稲取

地区の財産区ということで払下げがありまして、それで

我々が財産区として管理しているところです。

【細野高原の管理者について】

○稲取財産区運営委員長（山田賢一）　所有地の払い

下げがありまして、稲取地区、ここは特別財産区という

のが管理しております。

【細野高原のカヤ場の歴史】

○稲取財産区運営委員長（山田賢一）　そうですね、も

う僕が知らない昔から、ここはこういう形で、この地区

の農家の人たちが、要するに農業で堆肥を作ったり、畑

の中へ有機物の補給という形で、ここの草を持っていっ

て、畑の中に入れました。それとまたそのほかにも、かや

ぶき屋根のカヤの材料としても使われたそうです。

【山焼きをやるメリット】

○稲取財産区運営委員長（山田賢一）　山焼きをやる

ことによって、例えばこういういい敷き草とか、農業に

使うようなカヤとか、そういうのが病気を抑えられたり、

害虫も抑えられたりすることによって、いい材料というか、

そういうのができます。それとまた、きれいに焼くことに

よって、要するに何ですか、灰が落ちることによって、

土の肥料分の補給にもなるというようなことで、この原

野を保持していく上にはどうしても重要なことだと思

います。

【防火線づくりについて】

○稲取財産区運営委員長（山田賢一）　防火線焼きは、

大体120名ぐらいの方に出て、１日でやっています。山

焼きがその後、防火線焼きは大体11月に終わるんです

けれども、山焼きは大体２月にやります。そのときには、

もちろん区民の皆さんとか役場の職員の皆さんとか、

それとかいろんなこういうパラグライダーの関係者の

皆さんとか、そういう利用の皆さんに出ていただいて、

大体120～130名でやります。これだけの広さですから、

５人とか10人でやるわけにはいかないもんですから、

大体120名ぐらいの人の応援が不可欠です。

　先ほど言ったように、それだけの人を集めるのが１週

間ごとに大体、天候不順だと延びちゃうもんで、毎回の

ときにそれだけの人が集まってくれないと、山焼きが安

全にできない、それが悩みの種です。

【山焼きについて】

○稲取財産区運営委員長（山田賢一）　山焼きは毎年

２月に行われます。その前に準備として防火線刈りとい

うのを10月から11月にかけてやります。ここの周り全

部、境界線のところを防火刈りということで、12メー

ターぐらいずっと刈っていって、それを１週間から10日

ぐらい間を置きまして、それを全部燃して、防火線焼きを

行います。それで、それが終わりますと、もう火が入って

も大丈夫というようなことになりますので、２月の中旬

過ぎに、春を告げるということで、全体の山焼きを行い

ます。

【細野高原を考える会の発足の経緯】

○稲取財産区運営委員長（山田賢一）　細野高原は、

私たち子供の頃から毎年、春・秋の遠足は細野高原の

原野に来て、いろいろ親しんだわけですけれども、そう

いう中でこの細野高原をどういうふうにしていったら将

来にわたって維持できるかというようなことが今中心に

なっています。今、細野高原を管理して、今まで言いまし

たような防火線刈りとか、焼きとか、山焼き、そういうの

を稲取地区の区民全員で、皆さんで出てやってもらいま

すけれども、何しろ今、高齢化で、中心になっているのが

昭和20年代、30年代生まれの方が中心になってやっ

てくれています。だもんで、将来それを、細野高原を維持

していくのにどうしたらいいかというようなことで、細野

高原を考える会を立ち上げました。

　それともう一点は、今言った防火線、山焼きを管理し

て、ここの細野高原を管理するのに、ざっとですけれども、

年間500万ほど維持費がかかります。だから、今はゴル

フ場に入ってくるお金を町と折半して、それを運営費に

充てていますけれども、将来的にもなかなかそういうこ

とが難しくなるので、できれば少しでも自己財源というん

ですか、そういうのをつくっていかないと、この細野高原

を将来にわたって維持していくのが難しくなるかなとい

うようなことで、何とかこの細野高原を皆さんに知っても

らって、現状を知ってもらって、将来にわたってどういう

ことが考えられるかというのを皆さんと一緒に考えてい

ただきたいということで、細野高原を考える会というの

を立ち上げました。

 １．開会

○司会　皆様、こんにちは。

　本日は、第13回全国草原サミット・シンポジウムｉｎ

東伊豆大会の２日目となります。

　午後からのサミットに先立ちまして、オンライン見学

会として、東伊豆町の紹介動画と事前に収録した細野

高原のエリア活用に携わる方による細野高原の案内

動画をご覧いただき、細野高原や東伊豆町のことを

知っていただく機会にしたいと思います。

　なお、現地での収録については８月にしたものです

から、セミの声とかも入っておりますことをご了承くだ

さい。

　動画を見終わった後には、今日、朝から有識者の先

生の皆さんに細野高原のほう、実際行っていただいて、

現地を視察していただいておりますので、その感想な

どをお聞かせいただきたいというふうに思います。

　午後からは全国草原サミットを１時よりオンラインで

開催しますので、午後３時までとなりますが、よろしくお

願いいたします。

２．オンライン見学会

○司会　それでは、オンライン見学会のほうをスタート

させていただきます。

①オンライン見学会

○東伊豆町長（太田長八）　東伊豆町長の太田です。

　今回は、通常の形で大会を開催することができず、皆

様をこの細野高原にご案内することができず、本当に残

念です。このような状況が解除されましたら、ぜひお越

しいただきたいと思います。

　それでは、私からは、細野高原の概要につきまして、

お話をさせていただきます。

　この景色をご覧いただけますでしょうか。私が立って

いるこの場所は、標高約700メートルの場所で、ここか

ら15分ほど上に上がると標高821メートルの三筋山の

山頂にたどり着きます。そして、この眼下に広がる細野高

原の向こうには、太平洋に浮かぶ伊豆七島をご覧いた

だくことができます。何といってもこのロケーションこそ

が細野高原の自慢のポイントであります。

　広さは約125ヘクタール、東京ドーム26個分と言わ

れております。

　行事といたしましては、例年ですと２月に山焼き、４月

にはワラビを主とした山菜狩りが全体で楽しめ、10月

にはススキ祭りが開催され、ピークのときには期間中１

万人を超す来場者がありました。また、関東圏から比較

的近いこともありまして、映画やＣＭ、ミュージックビデ

オのロケ地としても有名になり、多くの作品がここ細野

高原で撮影されております。

　そんな細野高原です。皆さん、お越しいただける日が

来ましたら、ぜひともこの絶景を目に焼き付けていただ

きたいと思います。私といたしましては、一面ススキ野原

となる10月頃がお勧めでございますが、この細野高原

は四季を通じてすばらしいですから、いつ来ても、お待

ちしております。

　続きましては、稲取財産区運営委員長の山田賢一さ

んからこの山焼きの現状など、保全につきましてお話を

いたします。

○稲取財産区運営委員長（山田賢一）　稲取地区特別

財産区委員長の山田賢一です。よろしくお願いします。

【財産区委員長の役割】　

○稲取財産区運営委員長（山田賢一）　財産区各区の

区長さん中心で委員会をつくっていまして、そこの親方を

やらせてもらっています。この細野高原の細野の原野に

ついてのいろいろ管理とか運営とか、いろんなことを皆さ

んと相談しながら決めさせていただく、そういう仕事です。

　これがヤマアワです。

　こういうね、湿原の問題点として、だんだん土砂が

入ってくるんですね。それで、その上に水が流れるところ

が決まって、１か所だけこうずっと掘れちゃうんです。そ

うすると、水が周りに出なくなっちゃう。それでもってどん

どんススキがこう、乾燥化してススキが生えてきちゃい

ます。そういう状態がこれから大いに予想されます。

　ミズトンボって言います。トンボの顔に似ているじゃ

ないですか。

　これはね、ヤマイって言って、イってイグサのイ。山に

あるイグサでヤマイ。

　これがいいかな。ちょっと待ってね。ここね、ここにこ

う真珠みたいな玉がついているでしょう。これがシン

ジュガヤです。

　これはイブキボウフウと。

　ここに紫色の、これがホザキノミミカキグサと言います。

　ちょっとやぶに入りますけれども、ここにキキョウが咲

いています。キキョウっていうのは、花屋さんでも売って

いますけれども、野生のものは非常に貴重なんですよ。

【周辺の植生について】

○細野高原ネイチャーガイド（富永眞弘）　これはツリ

ガネニンジンと言います。黄色い花が、これはオミナエ

シです。これは女郎花って書いて、オミナエシという名

前です。

【中山一号湿原の状況】

○細野高原ネイチャーガイド（富永眞弘）　ここはね、

中山一号という湿原なんですけれども、こっちからどん

どん泥が入っちゃって、もう湿原の上のほうが見えなく

なっちゃっているという状態です。乾燥化がどんどん進

み始めています。この辺もね、生えている植物がススキ

じゃないでしょう、ワラビがあったり、何か他のものが生

えちゃっている。大分植生が変わってきています。

○細野高原ネイチャーガイド（富永眞弘）　今、ざっと

湿原の植物、草原の植物を見ていただいたんですけれ

ども、細野高原にはね、僕らが把握しているだけで約

500以上の植物の種類があるんですけれども、今日は

10とか20、もっといったかな、ぐらいしか見ていません

けれども。今日の見ていただいた中にもあるんですけれ

ども、静岡県の絶滅危惧種というのが細野高原に26種

あります。それから、環境省、環境省というのは全国で絶

滅危惧を定めているわけですけれども、その中に19、こ

こにあるものがあります。ということで、非常に貴重な草

原、湿原ということだと思います。

　以上で今日の解説を終わらせてもらいます。富永で

した。

○伊豆半島認定ジオガイド（鈴木京子）　こんにちは。

ジオガイドの鈴木京子です。稲取に生まれ育ち、今も稲

取に住んでいます。

　子供の頃からの思い出を踏まえていろいろお話しで

きればと思います。よろしくお願いします。

【細野高原について】

○伊豆半島認定ジオガイド（鈴木京子）ここ細野高原

は、伊豆半島の中央に横たわる天城山脈の斜面にあり

ます。天城山はフィリピン海プレートに乗って移動してき

て伊豆が本州に衝突した80万年前から20万年前の火

山活動によって生まれた大型火山です。火山活動が終

わった天城山は、浸食によってこちらの東斜面が大きく

削られています。天城山最高峰の万三郎、そしてこの細

野高原を取り囲む三筋山、大峰山も浸食に耐えて残っ

た天城山の一部です。

　細野高原の一部は、稲取泥流と呼ばれている土石流

堆積物に覆われています。何らかの原因で起こった山

崩れなどによって、水と土石が一体となって流れ下って

できたものです。高原内に点在する角の取れた丸っこ

い岩は、こうした土石流によって運ばれたものと考えら

れています。泥を多くふくむ土石流堆積物は、水を通し

にくく、水はけの悪いくぼ地には湿原をつくっています。

湿原は貴重な動植物の宝庫になっています。水を通し

にくい地層上にできる地下水は周囲に湧き出し、飲料水

の貴重な水源にもなっています。

　それでは、今から山のほうに行って、その場所を紹介

したいと思います。

【細野高原の岩の形について】

○伊豆半島認定ジオガイド（鈴木京子）　この大きな

岩ですけれども、このお山の上のほうにあって、この岩

の角が取れています。なので、これは先ほどご説明しま

したように、もっと上のほうから土石流に乗ってごろごろ

ごろごろ転がってきて、こういう角が取れたり、こういう

潰れていたりという様子が見られます。かなり大きさも大

きいですけれども、あちこち丸で、角が取れて、転がって

きたかなという様子が見られます。もっとね、割れたりし

ているときには、まだ角が鋭角だったりするんですけれ

ども、その後もまた転がって、何度か転がったかなという

ような様子が見られます。

　このほかにもたくさん、この辺りには大小いろいろな

石が転がっていますので、また、この山はそういう土石

流でいろんな石や砂や泥、いろんなものが転がったか

なという様子が見られると思います。

○インタビュアー　何回もそういう土石流が起こって

いたんですか。

○伊豆半島認定ジオガイド（鈴木京子）　そうですね。

一番というか、はっきり分かっているのは２万５千年前

【細野高原の利用状況】

○稲取財産区運営委員長（山田賢一）　春は、ご存じの

ように山菜狩りをやっております。これは観光協会では

なくて、財産区が主体になってやっています。それで、秋

はススキのイベントを観光協会が中心になってやって

いただいております。あとは、ここに撮影とか、いろんな

映画の撮影とか、そういうのにも使っていただいていま

すけれども、それは年中ではなくて、単発にやる、そうい

う形で使っています。

【細野高原の今後】

○稲取財産区運営委員長（山田賢一）　だから、今み

んなで考えているのは、あそこに、あれ、これ水源地な

の、この部落の。だから、水源地から見れば、手を入れる

ことはいろんな自然保護とか、いろんな環境の問題で、

水源地から上は手を入れないけれども、水源地から下

のここら辺を何か利用してくれる、何ていうの、企業とか

そういう団体があったら、ぜひ提供しますよというのを

私たちは今訴えているんです。もちろんここに自然破壊

するようなものを造られちゃ困るんですけれども、自然

を利用したもので、何かそういう、先ほど言ったような体

験学習とか、そういうことができるものがあればいいな

というようなことを考えています。

【次世代への継承について】

○稲取財産区運営委員長（山田賢一）　今言ったよう

に、管理しているのが我々中心なもんで、だんだんこの

草原をどうしていったらいいかということについては、

僕らの子供の頃は春の遠足、秋の遠足というのも細野

高原で、三筋山のてっぺんに登るのが楽しみでここへ

来ましたけれども、今の子供たちは本当に草原とかそう

いうのに親しむ機会がないもんで、できれば何かそうい

う体験学習とか、そういう形にどんどん使っていただき

たいなと思います。

○インタビュアー　以上です。ありがとうございました。

○稲取財産区運営委員長（山田賢一）　どうもありがと

うございました。

【細野高原の植生について】

○細野高原ネイチャーガイド（富永眞弘）　それでは、

私が今日の案内をさせていただきます。細野高原ネイ

チャーガイドクラブの富永です。よろしくお願いします。

　まず、細野高原ってどういうところかというのを植生を

中心に見た場合に、どういうところかというのを説明し

ます。

　まず、一番高いところ、風車が、向こうから２番目の風

車の辺りが一番高いんですけれども、あれから奥へ約

５分ぐらい行ったところが三筋山という山の山頂になり

ます。それが細野高原で一番高いところです。

　それから、その下へ、草原と林がありますけれども、草

原のほうが細野高原で、この稜線をずっとたどっていた

だいて、この林、量線を境にこちら側が草原で、向こうが

林になっています。こちら側が細野高原で、東伊豆町の

細野高原で、向こう側が河津町です。これがずっと延び

ていまして、その稜線に沿って、稜線のこちら側ですね、

ずっと下りて一番下の辺り、もうちょっと下まで細野高原

です。一番下の辺りが標高で370メートルぐらい。それ

から、一番高い三筋山が821メートル、標高差が約550

メートルありますので、気温的にも３℃ぐらいの差が

あって、それで、ご覧になって分かるように、草原が広

がっていまして、後で説明しますけれども、湿原があって、

それから、人工林がこう、杉の林ですけれども、人工林、

常緑針葉樹があって、ちょっとここからはあまり見えな

いんですけれども、落葉広葉樹があって、植物、草なん

かにしてもこういう林の中なんかの植物は草原の植物

とは違うものがあるというようなことです。

　先ほど３度ぐらい差があると言いましたけれども、春

のワラビなんかだと、下から取れるようになって、だん

だん上へ上がっていくと。秋の紅葉なんかは、上からだ

んだん下りてくるということです。

【芝原湿原について】

○細野高原ネイチャーガイド（富永眞弘）　ここは芝原

湿原という湿原です。このぐらいの大きさ、この柵があり

ますけれども、非常に小さな湿原ですけれども、こういう

小さな湿原が細野には４か所あります。湿原って、必ずし

もね、大きいからといっても、見ることのできるのは外周

ぐらいのもんですからね、このぐらいの大きさっていうの

は非常に適当だと思います。この細野の地面の下には

ちょっと粘土質の層がありまして、それで水を通しにくい

がありますので、こういうくぼ地には湿原ができています。

　ここ、こう荒らされていますね。これはイノシシが掘っ

たんです、ここのところを。これ至るところでやられてい

ますけれども、夏から秋にかけてやられると、種が落ちる

前に根が起こされて死んじゃう場合が、枯れちゃう場合

があるんです。あまりいいことではないです。

【芝原湿原の植生について】

○細野高原ネイチャーガイド（富永眞弘）　これ、これ

葉っぱを見ていただければ、アザミなんですけれども、

横を向いています。これはキセルアザミと言います。

　この花はサワヒヨドリと言いまして、フジバカマの仲間

です。ですので、この辺の紫の花、ヒメハッカと言います。

　ここに生えていますけれども、これはハイメドハギ、メ

ドハギというのはもともと真っすぐ立つんですけれども、

これははっています。

　コシロネといいます。

　さっきジオガイドの方から解説があったように、泥流

が流れたことで、ああいう、この斜面がずーっと続いて

いるような地形ができて、そこにススキがずっと一面に

生えているから、ああいう印象を与えるのかなと思って、

何か先ほどの説明を聞いて、改めて景色と重ねてみると、

思い返してみると、いいなと思いました。

　植生の印象は、やっぱり皆さん、ススキが小さい、小

さいというふうにおっしゃっていたんですけれども、全

体的に見て、低いところもあったんですけれども、高い

ススキもあったりして、これ多分、後から上野さん、詳し

く言って下さると思うんですけれども、山頂付近のです

ね、カヤという面で見れば、背丈が低いのは悪い、悪い

というか、使いにくいのかもしれないですけれども、植物

から見ると、背丈の低い植物がそろっているところは、

むしろ種の多様性が高まって、いろんなものが見えるの

で、上のほうのススキの背丈が低いところをもう少し

ゆっくりちょっと歩いてみたら面白そうだなと感じました。

　ビデオの中で500種類の植物がいるということで、こ

れは何かすごいなと思ったんですけれども、うちの近く

にある３つの草原で、それぞれ調べてみると、大体300

種類ちょっとなんですね、草原エリアの中だけでいうと。

そういう意味でも、ああいう、湿原がまずまとまった面積

で残っているというのが種数を増やしている一つ要因

になっているのかなと思いました。

　僕はもともと湿原をずっと興味があって調べたりして

いたんですけれども、今回見せていただいた中で、

ちょっと解説の中でもあったんですけれども、少し乾燥

化しているところというのは気になったところです。天然

記念物というか、文化財として指定されているところもあ

るんで、大事にしようということはすごく大事だと思うん

ですが、そのやり方については少し、先ほどビデオに出

られていた専門家とかですね、皆さんの意見を聞きな

がら、ちょっと見直しをしながら進めていただけたらい

いのかなと思いました。

　ただ、植物的には、先ほどのキセルアザミとかですね、

湿原特有の植物も見れたので、途中、役場の方から、

早く行きますよというふうに何回も促されながら、写真を

撮ったりして楽しませていただきました。今日はどうもあ

りがとうございました。

○司会　白川さん、ありがとうございます。

　続きまして、高橋先生、よろしくお願いします。

○全国草原再生ネットワーク代表理事（高橋佳孝）　

高橋でございます。

　私は草原生態のほうが専門なので、草原のほうは塩

坂さんのほうから多分詳しいお話があると思うんです

けれども、火砕泥流ですか、によってつくられた地形とい

うのが独特で、その中にスポリアが出ていたり、あるい

は浸食を受けたり、その泥流によって湿原のようなくぼ

地が生じたり、極めて多彩な地形がその中に含まれて

いるんだなと。ぱっと見た目にはとても広くて大きいん

ですけれども、実はその中にいろんな形の地形がある。

その中でススキの丈を一つ見ても、大きいところもあり、

小さいところもあり、ススキじゃなくて芝生のようになっ

ているところもある。それは恐らく地形に基づくものもあ

るでしょうし、今、利用されたり管理をされている作業そ

のものがですね、そういうものを生じさせている、モザイ

ク状のものというか、極めて多様なところなんだなと思

いました。

　先ほど500種という話がありましたが、阿蘇は２万２

千ヘクタール近くあるところですね、草原の植物500種

なんですよ。ですから、ここにかなり集約されているし、

中を見ると、湿原もとても大事な植物が多いんですけれ

ども、草原の中にも、例えばスズサイコとかキキョウとか

ですね、本当に今絶滅に瀕しているような植物もたくさ

ん生えているし、両方がとても大事なんだなという気が

いたしました。

　それから、管理のほうはやっぱり大変なんだろうけれ

ども、まだまだ地元の人たちがとても元気なんだなとい

う、多少人が少なくなってですね、きっと大変なところも

あるんだけれども、その気持ちだけはとても前向きであ

るというのが非常に印象深く受けました。

　これを今後どういうふうに仕掛けていって担い手や

仲間を増やしていくか、あるいは次の世代にどうやって

つないでいくかというのが大きな問題だと思いますけれ

ども、そのような熱意がある以上は、きっとうまくやってい

けるんじゃないかなという期待も込めています。

　もちろんそのときには外部からの働きかけや応援と

いうのも必要になってくるかもしれませんけれども、それ

はあくまで手段であってね、目標としているものがかな

り明確になっているので、大事なものを守ろうという意

識そのものをぜひ町民全体に醸成して、つないでいっ

て、広げていっていただければありがたいなと思います。

紅白が始まるぐらい、そんな時間帯です。今からメイン

で話します稲取泥流というのは２万５千年とされていま

すけれども、これは、だから12月31日の11時58分ぐら

い、２分30秒ぐらい、つい最近の話です。ですから、時間

が、皆さんの日常生活とスケールが違うので、そこを間

違えると混乱いたします。

　ですから、その斜線の部分が、まず伊豆半島の基底

をつくった海底火山堆積物で、その次に、この図でいく

と６番ですね。６番のゾーンというのは、浅間山とか大

峰山とか三筋山とかをつくったかつての、70万年ぐらい

前の天城火山の基盤をつくっているものです。それが先

ほども鈴木さんからご説明あったように浸食で残った

部分がこの６番の部分です。

　その後、新天城ができて、多分、これ土石流じゃなくて、

先ほど土石流、土石流と言っているのは、あれは間違い

で、土石流じゃなくて泥流です。土石流と泥流と全く違う

ものです。そこのところを混乱しちゃうので、さっき何か

フリップは土石流が、土石流がとあったんで、あれは実

は土石流じゃなくて泥流です。

　泥流はですね、どういうふうに流れたかといいますと、

さっき言ったように、この図でいくと左上のほうに天城

本体がありますから、あそこから流れてきたんですけれ

ども、流れたときに三筋山だとか大峰山が邪魔をします

ので、河津側に流れたほうと、それから、この東伊豆町

側に流れた、２つに大きく泥流は分かれました。

　今日話題になるのがこの東側に流れた泥流です。２

万５千年前ってどういう時代かといいますと、氷河期の

最後の時代。つまり海面が世界的に100～140メート

ルぐらい後退していた、海が今よりも140メートル低

かった時代。ですから、この土石流は、多分この稲取の

温泉街をぶち抜いて海の中まで入ったんです。溶岩の

ように非常に800℃とか1,000℃、高いので流れてくる

と、海につかった瞬間にそこで止まるんですね。だから、

あそこの伊豆高原の辺りの海岸がありますけれども、あ

れはあそこで溶岩が止まっちゃうわけです。ところが、泥

流の場合は泥なので、そこで止まらないんですね。だか

ら、海底の中にもそういう転石がたくさんあるはず。

　次に、泥流の真ん中にハート形の白いのがあります

ね、２番。これは火口なんですね。多分、泥流の中から

突き抜いてきたものなんですけれども、車で登っていき

ますと、右側にカーネーションの畑、ハウスと、それから

水田が唯一ありますね。多分そこは火口のところに長い

間、泥炭がたまって、その上に水田ができて、東伊豆唯

一の水田じゃないかと思いますけれども。その上に現在

はため池が、それこそハート形のため池があるんです

よ、これ空から見ると分かるんですね。そのため池とい

うのは、後で説明します、湧水が水温が低いので、その

ため池の太陽光で温めた上水だけを使って多分水田

をやっていたんだろうというのがこういう白いハートの

ところです。

　そのハートのところに今度は斜線が、ハッチが３か所

ありますね。これは凡例にもありますけれども、熱水の変

質帯と言うんですけれども、高温のマグマが地下に隠れ

ていて、その地下水が沸騰したような状態になって、周

辺の岩石を変質させるものです。特にこの水源地になっ

ている一番左側の上のところというのは、熱水で変質し

たものが粘土化して、こういう地下ダム、ダムの役目を

しているんですね。

　それからもう一つは、この地質のところには火山灰と

かスコリアは一応、剝がした図になっています。全面的

には多分スコリアは降っているんですけれども、それを

剝がしたやつになっています。ただし、右下のほうにあ

る白いところ、これがスコリアコーンで、これ玄武岩なん

ですけれども、これはつい最近、つい最近というか、か

つてスコリアを採取していた場所があるところですね、

右のほうです。

　それで、じゃこの今日見た湿地だとか湧水がどうなっ

ているかというと、結局、泥流が流れたときに、それがカ

ルデラの崩壊かどうか、そこまではまだ確認はされてお

りませんけれども、いずれにしても大量の水が流れたこ

とによって泥流が発生します。泥流というのは水土流、

泥水ですから、そこに大きな岩石も、それから山体の一

部も、コルクのように浮いちゃうんですね。浮いて流れて

いきます。これを流れ山と言います。代表的なのは、甲府

の北側の韮崎というところ、あそこに韮崎泥流、八ヶ岳

泥流というのがあるんですけれども、あれがあの辺で

やっぱり流れ山がたくさんありまして、武田信玄がその

山沿いにのろしを上げていったという、そういう流れ山

地形があります。だから、ここで、伊豆半島で流れ山地

形があるのはここだけです。

　流れ山でどういう現象が起きるかというと、重たいも

のから順番にこうもう流速がなくなるから落ちていきま

すね、止まります。止まるとどうなるかというと、後ろから

来た岩石がそこへまたこう何ていうかな、山が出来上が

る。そういうもの幾つもあります。さっき映像にあったパ

ラグライダーのランディングのところ、今トイレのあると

ころ。あそこも小っちゃい小山があります。あれも流れ山

の一つです。そういう流れ山と流れ山の間が当然へこ

みますよね。へこんだところは、下が泥流で水を通しま

せん。それから、この付近ですと、さっき言ったこの玄武

岩のスコリアだとか、西側にある大池のスコリアだとか、

そういうところはスコリアが飛んできます。そうすると、そ

　それから、私は文化財の専門じゃないんで、湿原のど

うこうというのは分からないんですけれども、手をつけ

ないで放っておくというのは、建物だったらよいかもし

れませんけれども、人と自然が関わってつくられてきた、

恐らく湿原についても人の手というのはかなり影響して

いるところもあるんですよね、そのあたりは詳しく分かり

ませんけれども。そういう全体的な自然そのものは、む

しろ文化財というよりは、文化的経過なのかなという感

じがします。そういう視点で見ると、やはり修復というの

が当然重要になってくる場面が結構あるんで、このまま

放っておいて手をつけないという自然ではなくて、地元

の人たちが合意の下に知恵を出し合って、それをよりよ

い形のまま後世につないでいくような仕組みづくり、ある

いはそういうものができたらいいなという感想を持ちま

した。

　以上です。

○司会　どうもありがとうございました。

　続きまして、笹岡さん、すみません、よろしくお願いい

たします。

○全国草原再生ネットワーク（笹岡達男）　こんにち

は。笹岡でございます。

　今日はたくさんの専門家の先生方に囲まれて、私は

専門家といっても、長く自然公園や自然環境の行政を

やってきておりましたので、詳しい話はもう先生方にお

任せしたいと思います。

　今日は純粋に細野高原の風景と景観をたっぷり楽し

ませていただきました。もちろんこの季節ですから、その

景観、風景の主役はすばらしいススキ草原なわけです

けれども、もう一つ見逃せないのは、あそこに立ってみ

るとですね、実はご承知の方も多いと思いますけれども、

伊豆半島というのは、海岸線とそれから天城山を中心

とする山稜線ですね。そういうところが帯状に、全部国

立公園に指定されているわけです。その中腹にある細

野高原はそうした区域とは違うんですけれども、細野高

原から眺める海、海が見える草原であると。そして、振り

返れば山も、すばらしい山が続いている。もう一つ、今日

も見えましたけれども、伊豆七島も見えちゃうんですね。

伊豆七島も国立公園です。

　そういう意味では、そういうすばらしい、自分が立っ

ている、目の前だけじゃなくて、その周りの風景、景観を

楽しめる場所としての細野というのはもう一つ価値が付

け加わるんではないかなというふうに思っています。

　そして、そういう草原を守っていくことについては、ほ

かの先生方からたくさんアドバイスがあると思いますけ

れども、やはり大変な維持管理の作業があるわけです

し、そのためには、何かこう、どういうふうに使うんだと

かね、こういうふうにここは守っていく、ここは使うんだ。

皆さんがその目的意識を持って、非常に大事なのは、や

はり地域でもって目的や利用の方法、合意を取るという

ことが大事なことだと思いますから、そういう皆さんの

話合いの中で、保全、利用、そして管理ですね。それをど

うやって引き継いでいくかというお話も昨日たくさん聞

かせていただきましたけれども、そういう新しいタイプ

の視点を大事にしながら、みんなで楽しんで守っていく

という、そういうところになっていけばいいなというふう

に思いました。

　本当に今日はどうもありがとうございました。

○司会　ありがとうございます。

　続きまして、塩坂さんのほうからお願いします。塩坂先

生は地質学がご専門ということで、先ほどのジオガイド

さんの提案内容を補足等もお願いしながら、ちょっとお

話しいただければと思います。よろしくお願いいたします。

○全国草原再生ネットワーク（塩坂邦雄）　ご紹介い

ただきました塩坂と申します。

　東伊豆町とは大変縁がございまして、大島近海地震

のときに、次の日にたまたま稲取駅のところで調査をし

ていて、そのときちょうどパニックがあってですね、何か

近々大地震が来るぞというみんな、いたんですけれども、

私は大丈夫だよと言って、皆さんをなだめた経験があっ

て、そのときの見高エリアの断層等も調査した覚えがご

ざいます。その以降は、私は趣味でパラグライダーを

やっているもんですから、空中からいろいろな調査もし

て、一応、自称空飛ぶ地質屋と言われておりまして、時々

空からおっこっていることがあるもんですからね、ソラ

ツカイとも言われますけれども。

　それで、実はこの伊豆は、今、熱海の伊豆山の土石流

調査もやっております。お手元にもありますけれども、こ

こにも図面を出していただきましたけれども、これは

倉沢さんと加藤さんとが作った、当時、稲取のこの付近

の地質です。

　この一番左上のところ、もっと上ですけれども、まず、

地形発達史といって、つまりどのようにこの稲取ができ

たかというところをお話ししますと、まず一番上に斜線

がありますよね。この図でいくと７番、この凡例でいくと７

番です。これが伊豆半島の基底をつくっている湯ヶ島層

群という海底火山の噴出物です。特に地質学というの

は、時間的な感覚が皆さん違うのは、例えば地球は46

億年なんですよ、分かっている限り。それを日常の365

日で割っていきますと、この伊豆半島の基底ができたの

は12月30日ぐらいです。もうつい最近の話なんです。

　それから、私が必死に100歳まで生きても、0.3秒で

す。まばたきですね。人類が誕生したのが12月30日の

○日本茅葺き文化協会事務局長（上野弥智代）　皆さ

ん、こんにちは。日本茅葺き文化協会の事務局長をして

います上野弥智代と申します。

　茅葺き文化協会は、所有者とか職人とか研究者とか、

それから自治体が一体となってカヤぶきのことをつな

いでいるネットワークの団体なんですけれども、今日、

細野高原へ伺って、また昨日から皆さんのお話を聞く中

で、私がわあと思うことがたくさんありました。でも、その

中を３つくらいに分けてというか、３つに絞ってお話しし

たいなと思うんですけれども、まず、皆さんが関心をお持

ちだったカヤというものとしてどうなのかというのは、も

う第一印象は、すごい元気なカヤだなという、カヤとし

て見たときに、細くてしなやかというのがありますけれど

も、背丈が高いからいい悪いじゃなくて、カヤそのもの

が真っすぐ細くてしなやかというのはすごくいいカヤだ

なというふうに思いました。

　昨日も話がありましたけれども、カヤぶきって、短いの

と、一番最後に長いので押さえて、それを竹で押さえると

いう、３層ぐらいにしていくんで、短いカヤも長いカヤも

要るんですね。長いカヤといっても、それが３メーターそ

のまま要るかといったら、やっぱりちょっと使えないんで、

切って使ったりするんですよ。だから、その短さというの

は使い方と連動するものなので、それよりも、ここの穂が

あれだけ立っていて、真っすぐ元気なカヤというのはす

ごいなというのをまず思いました。

　昨日も町内会長さんの鈴木さんのお話にも出てきた

し、山田さんの話にも出てきましたけれども、カヤってい

う、何か使うときはやっぱりカヤって呼んでいるんだな

という、屋根材だけじゃなくて、聞いていると、利用する

ときは草がカヤになっているなと思うんですけれども、

今、生えている状態だとススキですよね。それが刈り

取ってカヤ束、屋根ふき材、私の場合はちょっと屋根ふ

き材としてですけれども、屋根ふき材としていいカヤ束

ができたときにカヤになるというか、何でもかんでも刈

ればいいってもんじゃないじゃないですか。使い道に

よって。だから、それがススキが刈ってカヤになるという

こと。でも、皆さんの中にそれはもう当然のように根づい

ているんだなというのも感じました。

　今日案内していただいた上の山頂近くのところも、白

川さんが言っていたみたいにちょっと背は低いですけ

れども、あそこのカヤもいいカヤだったし、駐車場のと

ころも、下に少し広がっているところもいいカヤでした

し、最後見せていただいた湿原のそばにあったカヤは

結構背が高かったですし、あそこは少し、何かワーク

ショップ的にやるんであれば、あずまやもあるんで、あず

まやをカヤぶきにしたらいいんじゃないっていう話もあ

りましたけれども、あれ野焼きに巻かれるとすれば、毎年

屋根にトマブキみたいなのでかけてもいいんじゃない

かなと思いました。燃えてもいいんじゃないかな、そこは。

それでみんなでまた、何か新嘗祭じゃないですけれども、

豊穣を祝って、その屋根にふくというようなことにつなげ

てもいいのかなというふうに見ていて思ったんですけ

れども。そういう面白いいろんなことができそうだなとい

う、カヤとして使うということですね。

　さっき高橋先生が湿原のことでちょっとおっしゃいま

したけれども、法隆寺って、私、建築の専門なんで、法隆

寺って世界最古の木造建築って千年たっていると言わ

れているじゃないですか。でも、それはずっと放ってい

て千年もっているわけじゃなくて、修繕している。それを

植物資材を使って、大工さんなり技術者が修繕してい

る技そのものがすばらしいということで、この間、その

技そのものも無形文化遺産になったんですけれども、

伝統工匠の技って。そこにカヤぶきとかカヤ採取も入っ

ているんですよ。だから、ああいう植物材料を取ってく

る技そのものも含めて、だから、ああいうものができて

いるということが草原とかカヤ場も同じだなというふう

に思いました。

　それが１個目で、２個目はさっき内山さんから振られ

ましたけれども、もう一つ、わあ面白い、格好いいって

思ったのは山田さんのお話です。今、70代ですかね。こ

の財産区の皆さんの活動ですけれども、山田さんの話、

本当に面白いんですよね。若い頃は、何月頃みんなで

取りっこのように草を刈っていた、昭和50年代ぐらいま

で刈っていた、いやそれはこういうふうにやっていた、

カヤを降ろすのは、１週間ぐらい乾かしてから降ろして

いた、そういうお話がまだまだ生きているというか、それ

が話を聞いていて、すごい面白いし、格好いいなと思い

ました。

　今、草は使っていないのに、何で管理をあんだけ一

生懸命されているのかなというのもちょっと聞いてみた

んですけれども、やっぱり山田さんにとってはふるさとの

山だから、みんなにこのまんま何とかみんなにつなげた

のくぼ地にスコリアがたまって、それが、そのスコリアの

隙間が地下水の帯水層になるんですね。

　これも偶然の重なり合いなんだけれども、さっき言っ

た熱水が変質した粘土が下流側にあるもんですから、

ちょうどダムのように、地下にダムができている、ずっと。

それが一定程度常に安定して水を流下させているとい

うことになります。

　それからあと、この図で注意するのは、西側に黒い線

が幾つか見えますね。これが断層なんです。私のほうが

昨日泊まっていた旅館のすぐそばも通っていますけれど

もね。ずっと行って、あの伊豆急のトンネルのちょうど真

ん中を通って、国道135号線のところも、私の記憶では、

その小学校の下に自転車屋さんかなんかあって、その

自転車屋さんのところの真上です。そこを通って見高

エリアのずっと活断層があって、それからもう１か所、

浅間山のほうに、これちょっと書いてありませんが、浅

間山はもうちょっと左上かな、のところに浅間山ってあ

るでしょう、その斜面も、当時はほとんど植林されていま

せんでしたので、明確に活断層が確認できました。した

がって、東伊豆町は北西から南西に幾つかの断層が

あるんですね。そういう場所ですね。

　以上ですけれども、また後で質問があれば。

○司会　ご丁寧にどうもありがとうございます。

　続きまして、内山さんですが、内山さんは唯一の町内

のご出身で、今、東京都立大学のほうで研究をされてお

ります。よろしくお願いいたします。

○東京都立大学大学院都市環境科学研究科（内山義政）

　内山でございます。

　私は稲取の生まれで、何度も細野には通っているん

ですけれども、今は東京都立大学の博士課程の学生

をしております。今回、草原サミットの実行委員というこ

とで、役を務めさせていただいておりますが、ほかのサ

テライトの会場の先生方と比べて、まだ私、学生ですの

で、本当にこの大役、務まるのだろうかとずっとやって

きておりますが、今回、今日現地を見させていただいた

感想などをお話、２点、主にできればと思っております。

　まず１つ目に、後で上野さんからお話があるかと思

うんですけれども、あるかもしれないんですけれども、

今日ですね、現地見させていただいた中で、財産区委

員長と大変、地元の話を聞くのが楽しそうにされてい

るなという印象を強く受けまして、例えるとですね、例え

ば郷土の語り部なんかを語る観光イベントなんていう

のは各地で行われると思うんですけれども、まさしくあ

んな感じで、僕は考える会ですとか、財産区の会議と

かで伺っていても、本当に面白い話だなというのはた

くさんあるんですけれども、多分、地元でずっと住んで

いると当たり前だなという話も、例えばこの細野の管

理の歴史ですとか、そういった話も、改めて外部に発

信していくことで、そのお話自体が面白いコンテンツと

いうか、話になるのではないかなというふうに１つ思

いました。

　そうした地域の知見をそういうふうに改めて捉えてい

ただいて、誇りというか、引き継いでいくことが改めて必

要じゃないかなと思った次第です。そうしていく中で、先

ほど財産区委員長からの動画の中でもありましたけれ

ども、利活用をということですけれども、カヤで、カヤぶき

とか、実際見ていただいて、使えそうだという話もありま

したので、カヤぶきですとか、ぜひカヤ材の利用とか、

何ていうか、企業とか団体とかのそういうイベントとか

観光利用という面もあるかと思うんですけれども、ぜひ

草原本来の利用を、さらに新しい形での草原の資源の

利用という観点からで捉え直すのもいいのではないか

なと思いました。そうした中で地域での草原の資源の活

用の担い手という意味では、東伊豆町では最近、ＮＰＯ

ですとか大学が連携して様々な活動をしてきていると思

いますので、そういった地域でのつながりをまた活用し

ながら、細野高原のほうも今後動いていけたらいいの

ではないかなと、私自身もこれから一緒に関わってい

けたらなと思っています。

　２点目ですけれども、富永さんと鈴木さんの動画と、あ

と、私自身もネイチャーガイドのほうには時々参加させ

ていただいて、観察会、行かせていただいているんです

けれども、本当に今回の動画で、ちょっとしたやぶの中

に入らないと見られないキキョウですとか、もう本当に

道の、ちょっと奥まったところの道の、ふとこうよく見ない

と気づかないような石ですとか、そういった細やかな場

所まで熟知しているという地元のガイドですとか、そう

いう知識というものも人材として引き継いでいかなけれ

ばいけないなと思っております。

　私自身は、大学での研究ということで、なかなか綿密

にこの隅から隅まで熟知するということがまだまだ足り

ていないわけなんですけれども、そういった意味で、ジ

オもそうですし、植物ですとか生物のほうの専門的な知

識をより地域でも引き継いでいく人材がこれから必要で

はないかなというふうに思った次第です。

　以上、２点ほどです。ありがとうございました。

○司会　どうもありがとうございます。

　続きまして、上野さん、お願いいたします。

　上野さんは、一般社団法人日本茅葺き文化協会事務

局長を務められておりますので、そういった視点から

お話をいただきたいと思います。よろしくお願いいたし

ます。

１．開会

○司会　それでは、ただいまより第13回全国草原サ

ミット～未来へつなごう！壮大な海すすきの草原～を

開催いたします。

　私は進行を務めます東伊豆町企画調整課長の森田

と申します。どうぞよろしくお願いいたします。

２．挨拶

○司会　まず初めに、開催地を代表して、本大会の実

行委員長である東伊豆町長　太田長八よりご挨拶を

申し上げます。

○東伊豆町長（太田長八）　皆様、こんにちは。東伊豆

町の町長の太田でございます。

　本日は、この首長様におかれましては、新型コロナ

ウイルス感染症の対応で大変お忙しい中、全国草原サ

ミットにご参加していただきまして、誠にありがとうござ

います。

　本来であれば、皆さんにこの東伊豆町にお越しいた

だきまして、顔を合わせながらこの意見交換をさせてい

ただくところでございますが、１年延期したにもかかわ

らず、新型コロナウイルスの感染がなかなか収まらな

い状況ですので、このようなオンラインの会議とさせて

いただきました。ご理解願いたいと思います。

　この後、前回大会の報告、それから、昨日から行って

きましたシンポジウムの報告もお願いいたしますが、こ

こから先がメインであるサミットとなります。全国に存

在する草原の価値、また課題につきまして、参加者の皆

様から貴重なご意見を提言していただきながら有意義

な大会となるよう期待しておりますので、どうぞよろしく

お願いいたします。

○司会　町長、ありがとうございました。

　それでは、本日は東伊豆町以外に８自治体の皆様

にご参加いただいております。

　参加者について、事例等の発表順にご紹介させてい

ただきます。

　前回サミット開催地の宮崎県川南町、町長、日髙昭

彦様、兵庫県新温泉町、町長、西村銀三様、岡山県真

庭市、市長、太田昇様、前回サミット開催地の宮崎県

串間市、市長、島田俊光様、熊本県高森町、町長、草村

大成様、広島県北広島町、生涯学習課長、西村豊様、

いというのもあるけれども、そこにそうあってほしいとい

う思いが一番あるんだなというところ。山田さんのお話

を裏づけるようなネイチャーガイドのさっきの富永さん

とかジオガイドの鈴木さんのお話も、こういう方もたくさ

んいらっしゃるというのがもうすごいところだなという２

番目のわあです。

　最後は、笹岡さんとかの話にも出てきましたけれども、

山から海が近いじゃないですか。ここから15分ぐらい

であの草原に行けて、町もその間にあって、ジオの話も

ありましたけれども、すごく山から海までが見渡せる範

囲にあるという中に今の壮大な何億年の話から、その

暮らしが息づいていて、見えているということ、それでそ

こにさっき話したみたいな人がいらっしゃるということ

がもうすごいなというのが私の３つのわあでした。

　以上です。

○司会　どうもありがとうございました。

　先生たちのお話を聞いて、東伊豆町に住んでいる人

たちが感じていること、貴重な場所なんだなというよう

に思いました。また、動画のほうに出演していただきまし

た富永さん、鈴木さん、山田さん、どうもありがとうござい

ました。

　本来ですともう少し意見交換としたいところですが、

お時間になりましたので、これでオンライン見学会のほ

うは終了させていただきたいと思います。

　１時間昼休みを取りまして、午後１時から草原サミッ

トのほうを開催いたしますので、よろしくお願いいたし

ます。

　皆様どうもありがとうございました。

あったり、いろんなところに登場する、そういう特徴が

ございます。

　ここが町の中心部にあります、広さ的には３万

3,000平方メートル、3.3ヘクタールということでござ

います。植物のほうは、およそ300分類で、そのうち

170種ほどが希少な植物であるということでございま

す。平成22年から一般に公開しておりますので、今年

で12年目に突入したところであります。開園期間は４

月から11月の間ということになっております。

　では、この活動の状況の現状なんですけれども、基

本的にこの湿原は、ボランティアの団体であります川

南湿原を守る会の方々が運営をしていただいておりま

す。日常の草刈りなどの管理、それから植物の整備状

況、また、案内も全てそういうボランティアの方がやっ

ていただいているという状況でございます。

　管理作業は大きく分けて２つあるんですが、まず６月

ぐらいに水草を除去いたします。特にセイタカアワダチ

ソウ等が水路等に入りますので、それを全員で除去し

ます。そして１月には草出しをして火入れをするという

ことでございます。先ほど言いました守る会の会員の皆

様、それから役場の職員、一部ボランティアの方々に手

伝っていただいてやっているところでございます。

　現在、その湿原のほうの普及活動ということでござ

いますが、年に３回ほどの観察会を実施しております。

まず１回目が４月下旬のトキソウ・ハルリンドウ観察会

でございます。２回目が７月、夏にトンボの観察会、最

後が８月から９月にかけまして、ホシクサ観察会。ホシ

クサというのが実はもう世界でここしかないという、

ヒュウガホシクサであるとか、エダウチシロホシクサ

等がございます。専門の方には非常に貴重な植物だと

いうことでございます。

　今、本当にここしかない植物がありますので、一般に

開放しているんですが、まだそこまでＰＲをあえてせず

に、いろんな意味で、種の固定であるとか、そういう仕

組みを構築しながらいろんなことをこれからの目標に

しているところでございます。

　今回どこもそうですけれども、３年前に全国の大会を

開催させていただきまして、いい機会をいただいて、全

国的にＰＲを進めていこうという矢先ではございますが、

こういうコロナに関して、うちも県外とか遠くから専門

の方を含めた方が多くいらっしゃるもんですから、今は

残念ながら閉園という形になっております。いろんな工

夫や機会づくりをこれからしっかり行いながら、我々は

湿原の魅力をどうやって発信するか、これをどうやって

維持していくかというのをしっかり考えていきたいと考

えております。

　以上で前回の報告とさせていただきます。ありがとう

ございました。

○議長（太田長八）　どうもありがとうございました。

　本当、３年前に私、川南町さんと串間市さんにお邪

魔させていただきました。本当にすばらしい運営でござ

いまして、それを目標にやった中で、新型コロナウイル

スになってしまいまして、本当に残念でございます。そう

いう中で、やっぱりまず川南町の川南湿原、これを地

区の方が再現しようと頑張った中で、今、着 と々その準

備が進んできているということ、これはもう敬意に値い

たしますので、これによりましてまたまちづくりをやって

いけば、またすばらしい町ができるんじゃないかと思

いますので、頑張っていただきたいと思います。

○川南町長（日髙昭彦）　ありがとうございます。

４．シンポジウムからの報告、問題提起

○議長（太田長八）　それでは、次に、シンポジウムの

総括といたしまして、いつも大変お世話になっておりま

す、全国草原再生ネットワーク会長でございます高橋

様にこれまでの報告と、また問題を含めてよろしくお願

いいたします。

○全国草原再生ネットワーク代表理事（高橋佳孝）　

皆さん、こんにちは。全国草原再生ネットワークの高橋

でございます。

　昨日来、第13回全国草原シンポジウムがこの東伊

豆町で行われました。その概要について、私のほうから

説明をさせていただきたいと思います。

　ここは、町長の挨拶の写真が載っておりますけれど

も、昨日は基調講演とパネルディスカッションと分科会、

それから総合の討論会というのがございました。それ

に沿って、昨日のシンポジウムのご紹介をさせていた

だきたいと思います。

　最初は、芸北高原の自然館の白川さんの基調講演

から始まりました。基調講演の内容も非常に盛りだくさ

んでして、各地の人と自然が関わる取組について、たく

さんの事例を紹介していただきながら、そのなかに潜

んでいる非常に価値のある関係性というのを大事にし

ていこうということで、講演をいただいております。

　人と関わる自然をどのように守るかということですけ

れども、要は関わり合いを学んで、暮らしに寄り添って

人が決めていく自然そのものの価値を発信をきちんと

されているか、あるいは共有されているかという問題提

起から入ってきました。時代や地域に合った多様な活

用で、草原についても守っていく必要があるんじゃない

かと。

　大事なコンセプトは、残したいものは共創資産であ

島根県大田市環境政策課長、和田二朗様、熊本県南

阿蘇村農政課主幹、後藤進哉様、また、サミット中、草

原100選についてご説明させていただきますことから、

全国草原再生ネットワーク代表理事の高橋佳孝様に

もご参加いただきます。

　皆様どうぞよろしくお願いいたします。

３．前回サミットの報告（串間市・川南町）

○司会　それでは、各自治体から活動報告や課題の

提起などを発表していただきますが、ここからは、大会

実行委員長の太田長八東伊豆町長がサミット議長とし

て進行いたします。

　太田町長、よろしくお願いします。

○議長（太田長八）　それでは、しばらくの間、議長を

務めさせていただきます。太田です。

　ご協力のほどよろしくお願い申し上げます。

　まず、前回の開催地でありました宮崎県川南町長の

日髙昭彦様より、前回の報告並びに課題、取組につき

ましてご発言をよろしくお願いいたします。

○川南町長（日髙昭彦）　皆さん、こんにちは。川南町

長の日髙でございます。

　今回は本当にいろいろ大変な中、太田町長をはじ

め、関係者の方々に開催をしていただきましたことを改

めて感謝申し上げたいと思います。

　前回、もう３年前になります。市長お見えですが、宮

崎県の串間市と同時に開催をさせていただきました。

後ほど島田市長のほうにも話があるかと思いますので、

私のほうから話をさせていただきます。

　それでは、３年前、実は２つのＰＲポイントがありまし

て、１つはですね、今はオンラインでこうやって同時開

催、いろいろ当たり前なんですけれども、当時は串間市

と川南町と、県内ではありますけれども、車で３時間、

130キロぐらい離れていた会場を同時に開催をさせて

いただきました。今となればいろんな思いもあって、大

変だったんですけれども、いろんな経験もさせていた

だいたと思っております。

　もう１点が、川南町は草原ではなく湿原なんですが、

水のある草原を湿原という形で、初めてこの草原サミッ

トに湿原を登場させていただいたということで、改めて

感謝申し上げたいと思います。

　では、簡単に報告をさせていただきますが、前回は、

黒潮洗う野生馬の草原とトロントロンが育む湿原、ト

ロントロンについては後ほど説明いたしますが、そう

いうことで、連休明けの５月12日土曜日から月曜日ま

での３日間にわたってさせていただきました。延べ885

名の方に参加をいただいたところでございます。

　先ほども申しましたとおり、湿原を入れていただきま

したので、当時は12の自治体、特に県内から、川南町

と串間市ですが、湿原の関係で近隣市町村であります

新富町、高鍋町にも参加をしていただきました。

　先ほど言いましたとおりでございますが、このサミッ

トの中で宣言をさせていただきました。今回も宣言があ

るんですが、４つの項目をテーマとして宣言させていた

だきました。

　まず１点目がですね、まず、守るという点、それから２

つ目が安全、３つ目がＰＲ、４つ目が連携というキー

ワードになりますが、まず１つ目は、やっぱり湿原とい

うのは、草原というのは、人が手を入れないと維持でき

ないということで、今回も入っておりますが、湿原を守る、

草原を守る担い手の確保や保全活動を積極的に支援

するという、守るという点でございます。

　２つ目が、やっぱり草原管理の新たな技術やシステ

ムを活用する安全管理、つまり野焼きの安全性である

とか、カヤぶきの技術を、高所作業でありますので、そう

いう安全性を大事にするということで、安全管理体制

を積極的に支援するということでございます。そういう

安全を構築するということでございます。

　３つ目がＰＲというキーワードを使いましたけれども、

草原の大切さと公益的活用を広く国民にアピールする

ため、全国草原100選を選定するということを進める

ことを決定したところでございます。

　４つ目が連携と言いましたけれども、全国の草原を

有する自治体が連携して行動していくこと。全国草原

自治体ネットワークという、正式には全国草原の里市

町村連絡協議会という活動を強化するというテーマで

ございます。それは、前々回の平成28年、新温泉町で開

催されたときに設立をされたところでございます。

　それでは、簡単に川南町の活動の状況ということで

紹介をさせていただきます。

　まず、川南湿原ということなんですが、大きな特徴が２

つありまして、１つがですね、これは湧水、湧き水ででき

た湿原であります。よそからの流れ込みがないので、世

界でここだけという希少な植物が、現在発表されている

のが３つ、あとまだ幾つか未確定でありますけれども、ほ

ぼ間違いないということがございます。それから湧き水

でございますので、ここはたまたま町の中心地からすぐ

近く、歩いて行けるという地理的なメリットもございます。

　トロントロンという名前を先ほど申しましたけれども、

実はこれはトロントロンというのは、水が湧く、トロント

ロン湧く、湧き出るという音から来た正式な地名でござ

います。片仮名でございますが、川南町と言えばトロン

トロンというのが軽トラ市であったり、施設の名前で

どうやって守るかという、そういう行政側からの仕組み

づくりについて、南阿蘇村長の吉良さんから講演をい

ただいて、その後パネルディスカッションを行ったとい

うことです。

　東伊豆町の様子はこういう感じで、３人が登壇して、

会場と熱心な討議が行われました。こういう形で、茅葺

き文化協会の安藤先生なんかも非常に示唆的な、後で

ちょっとお話ししますけれども、コメントをいただいたり

して、地元の方たちもとても元気づけられる内容だった

と思っております。

　内容をかいつまんで言いますと、保全の面からいう

と、面積とともに管理がなくなったということが生物相

に大きな影響を与えているんだよと。それから、湿原保

全も大事だけれども、全体を通して鹿の問題が今顕在

化していて、草原だけで語れる内容ではなくて、全体の

管理ということも必要になってくるだろう。それから、

ゾーニングや安全な場所では、後継者育成のための

フィールドとして積極的に活用してもいいんじゃないか

という話がありました。

　それから、担い手の問題もあり、新たな仕組みが

やっぱり必要になってくるだろうな。１つはボランティ

アかもしれませんし、１つは野焼きの体制整備というこ

とかもしれません。

　それから、利用価値を最大限に活用する、すなわち

材としての草原もあるし、景観を利用した観光もあるで

しょうし、それを持続的なシステムとしてどうみんなで

関わっていくかということが重要だろう。それから、東伊

豆町さんは温泉もあり、海もあり、それから草原もあると

いうことですね、東京からも近いという立地条件もあっ

て、やはり観光が主体となる、産業として観光が主体と

なるだろうと。その中に草原の恵みであるカヤの利用

を取り入れて、地域の特性やスケールを発揮してはどう

かというのが安藤先生のほうから示唆されたことです。

特に例えば来訪者の拠点施設みたいなところとか、そ

ういうカヤふきが実際にできるようなところをうまく利用

して、そこに新しい価値も含めた来訪客へのサービス

提供というのもできるんじゃないか。カヤの循環によっ

て、癒しの空間形成というのが可能であるし、そういう

ものが今後観光を回していく上でも期待が大きいん

じゃないかという話があったというふうに覚えています。

　それから、蒜山会場のほうは、このようにカヤを使っ

たサイクリング施設というのを実際に建てられていて、

その新しい施設の近くでこういうふうなセッションを

行っております。

　内容ですけれども、草原の利用から見える、過去に

学ぶことによって蒜山らしさというのがよく分かるんだ

と。その利用の仕方や経緯から学ぶものも大きいとい

うことがありました。

　それからもう一つは、よく自然再生事業というのはい

ろいろ行われているんですが、その自然再生において

も地域経済を回すことが今大切になってきているんで

すよというお話。実際に草原のカヤを使ったサイクリン

グセンターというものがありますけれども、ここから広

がる新しい世界があって、それが地域を大きく回してい

く一つのきっかけづくりにもなるんじゃないか。

　それから、カヤの利用についても、いわゆる文化財と

か古民家だけではなくて、今は新しい施設や近代的な

施設、そういうものについてもいろいろとカヤが使われ

ている時代である。カヤぶきは新たにもう一皮むけて

未来に発展する、その礎となり得るものではないかと

いうことがありました。

　これまでは地元だけで使って守るというところから、

地域外の関係者も含めた、地域の人も一緒になって守

るという、幅広い守り方、そういうものが目指されており

ました。そのためには、地域内外の人と意識を醸成す

るためにも、楽しいということもとても大切なんではな

いかということが報告されております。

　それから、阿蘇のほうは、このように広がる草原が九

州の北部の６大河川の水源域になっているという、そ

ういう立地条件もありますけれども、今回、水源涵養を

中心とした生態系サービスについての討論が行われ

ております。

　新しく分かったこととして面白かったのがススキ草

原がものすごく水源涵養力が高いんだと。そのなぜか

という理由の一つがススキそのものが節水型の植物

であって、水を消費しない。その分、水源涵養に回る水

が多いんですよと。それから、川下、川上の関係でいえ

ば、福岡都市圏も含めて大勢の人数の飲用水を賄うこ

とができる、その水源地が阿蘇の草原だと。それは有

明海のほうにもつながっていて、ノリが色落ちするのを

防ぐために栄養源を補給しなきゃいけないんですけれ

ども、その補給するだけのダムの放流ができるだけの

水源が確保できていることがとても重要だと。そういう

意味では、海のほうから草原を応援していただくという

仕組みづくりも今後考えていったらどうかというような

お話がありました。

　それから、環境省のほうでは、阿蘇の地域を守って

いく、あるいは草原を守っていく上で、地元の農業者の

なりわいに対する助成を主体に考えてきたんですけれ

ども、それも今後は重要であると同時に、これからは草

原の持つ公益的機能へどういう形で支援できるかとい

う仕組みをつくる必要があるんじゃないかというお話

それを研究面から実証、検証するということをぜひ研

究者にはやっていただきたいと。それを普及させる場

の整備を行政には担っていただけると非常にありがた

いという最終的な要望がございました。

　これらの問題というのは、一個人でどうこうできる、

解決できるものではありませんので、ぜひ行政のほう

のお力添えをいただきたいと。私ども個人や市民として

は、今後もそういう形で対話を続けていきたいというこ

とで、最後、閉めたところでございます。

　少し長くなりましたが、以上が草原シンポジウムの報

告です。ぜひこの内容についてもサミットでの論議をし

ていただきますようよろしくお願いいたします。

　以上です。

○議長（太田長八）　高橋先生、どうもありがとうござ

いました。

　私、このシンポジウムをやって本当、大変勉強になり

ました。と申しますのは、やっぱり今までカヤの活用と

かね、また、子供たちを育てていかなければならない、

地域の学習、体験学習、これも大変重要だと感じまし

たので、この間、大変勉強になりました。

　そういう中で、首長さんがいらっしゃいますので、私

が一番感じたのは、やっぱり阿蘇の分科会の、誰か

ちょっと名前を忘れましたけれども、要するに職員が、

担当者はある程度認知しているけれども、ある程度の

方、全ての方が草原などを認知しなければ進まないと

言われましたので、各首長さんには、担当者だけでは

なく、ほかの違う職場の方たちにも、あと、地元の草原、

また湿原に対する知見をある程度広げていければ大

変ありがたいと感じております。

　以上です。

　どうも高橋先生、ありがとうございました。

５．各自治体の取組と課題

○議長（太田長八）　それでは、各自治体の皆様にご

報告をしていただきたいと思います。順番は、事前に配

付してある参加名簿の順でお願いいたします。時間の

関係もありますので、各自治体おおむね５分間をめど

ということでお願いいたしたいと思います。

　それでは、兵庫県新温泉町長の西村銀三様によろし

くお願いいたします。

○新温泉町長（西村銀三）　皆さん、こんにちは。新温

泉町長、西村銀三です。よろしくお願いいたします。

　平成28年第11回のシンポジウム、新温泉町で開催

していただきました。その際には、川南町、日高町長さ

んをはじめたくさんの方にご参加をいただきました。誠

にありがとうございます。

　皆様のお手元に新温泉町の概要と上山高原の歴史

と現状という資料があると思いますので、資料に沿って

説明をさせていただきます。

　新温泉町は、日本海側に面した鳥取県との県境に

あり、平成17年10月に誕生した人口約１万4,000人

弱の町で、まちづくりのテーマは、「海・山・温泉　人が

輝く夢と温もりの郷」であり、豊かな自然に恵まれた町

であります。

　産業については、農業分野では水稲、梨、高原野菜

の大根の生産を主として進めています。畜産について

は、神戸ビーフや松坂牛のもと牛である但馬牛の主産

地として、飼育頭数の維持拡大に努めています。また、

水産業については、松葉ガニ、ホタルイカ、ハタハタな

ど、日本有数の漁獲高を誇っています。

　当町には上山高原という大きな草原があります。周

辺集落の人々によって上山高原は田畑の土づくり、和

牛放牧として活用し、中でもススキは飼料、カヤ、かや

ぶき屋根等に利用され、生活の一部として維持されて

きました。

　しかし、農機具の普及、牛農家の減少によって、草原

は活用されなくなり、クマザサが茂り、雑木に覆われて

きました。これでは駄目だということで、平成16年に県

と町と地域が連携してＮＰＯ法人上山高原エコミュージ

アムを立ち上げました。上山高原と麓の７集落を丸ごと

生きた博物館として捉え、草原を保全・再生する取組を

地域の資源を活用し、地域内外との交流を図ることで

地域の活性化につながる活動を進めています。

　再生の具体的な活動としまして、人工林をブナ林の

広葉樹に替え、ススキ草原の持続と拡大ということで、

山焼き等を行っています。また、イヌワシの生息調査、ノ

ハナショウブ、そしてヤナギタンポポ等、希少植物のモ

ニタリング調査の継続を行っていますし、体験プログ

ラムとして、滝巡りやハイキング等も行っています。また、

第11回大会を開催した成果だと思っていますが、スス

キの有効活用ということで、神戸市のかやぶき職人「く

さかんむり」と連携・協力協定を結び、古民家や文化財

施設にカヤを使う取組も進めています。

　草原維持では、ササ刈り、山焼き作業、放牧作業等、

毎年継続することが必要になってきます。このため会員、

地域住民、ボランティアの方々の協力をお願いしてい

ますが、作業費等の捻出が今後の大きな課題となって

います。今後もできるだけ多くの方にご協力をいただい

て保全活動や利用する取組を進めてまいりたいと思っ

ております。

　以上であります。

○議長（太田長八）　どうも西村町長、ありがとうござ

がありました。

　それから、草原と私たちの関わりとか、暮らし方を支

えるエビデンス、要するに研究の証拠ですよね、そうい

うものとか学術研究がとても重要だということが今回

のこのセッションの中でもよく分かったということです。

　それから、南阿蘇村長さんは熊本地震後、火入れ責

任者を村長さんに替えたという行政側からの支援が

あって、それによって野焼きが復活したところが結構

あったと。それから、火入れの手続も届出制に変えたり

ということをしたんですけれども、これを行う大きな根

拠となったのが、やはり水源涵養機能ということで、熊

本県民、熊本市民の水道水を支える水源の源である草

原を守ることが地域全体、あるいは県全体に対しての

大きな影響を及ぼすんだ、大きな貢献ができるんだと

いうことで、これまで阿蘇の草原といえば景観が主体

でしたけれども、今後は水源保全という意味でも、阿蘇

の草原の価値を見直して、みんなにアピールしたいと

いう話がございました。

　最後、全体会は、こうやって行われたそれぞれの分

科会の報告を受けて全体討議をしたんです。これも全

てオンラインでやりました。ここに映っているのは東伊

豆町さんのところでやった内容です。ちょっと写真で隠

れていて申し訳ないんですけれども、それぞれの分科

会から代表者が入っていただいて、オンライン上で討

議を行っております。

　まとめになるかどうか分かりませんけれども、草原の

保全面については、なぜ草原が重要かを各世代意識

共有する必要があると。活動に関わる人、理解者、応援

者を増やしていく仕組みが必要。維持するために人が

関わり利用し続ける仕組みづくりが重要になるという

ことが語られました。草原の経済価値と公益機能を積

極的に評価してあげる必要があって、公益機能の守り

手である生活者を支援する制度設計というのをしっか

りと組む必要がある。

　前にもお話ししましたけれども、保全のための保全と

いう観点から、草や草原を活用することによる保全と

いうほうにシフトしていく必要があるんじゃないかとい

うお話でした。

　草原の活用についてですけれども、これも先ほどお

話ししたように、保護の管理から、利用して管理へとい

うのが大きなテーマとなっていました。草原利用の創意

工夫に対して様々な支援や環境整備をしていく必要が

あるだろうと。小さな経済活動を生み出して、地域ととも

につくり出すことがまず第一歩じゃないか。

　都市へのアプローチには、どうしても意識の違いと

か様々な問題があるので、その中間層の育成が必要な

んじゃないか。

　堆肥や農業や肥料とか、あるいはカヤの利用という

のはありますけれども、今でも野草の利用価値は非常

に高いものがあって、堆肥の利用とかカヤの利用で野

草の価値を復権する必要があるんじゃないのかなと。

堆肥についても、今、新しい知見として、野草を使った

堆肥に含まれる非常に優れた土壌菌がいるということ

も分かってきました。こういうのも研究の成果だと思い

ますけれども、そういうふうに野草の価値を復権させる

ことで、野草を利用すれば火入れの炎もある程度制御

しやすくなるし、火入れの安全性にもつながるんだよと

いう幅広い内容からのものがございました。

　草原の継承については、地域の固有性やほ誇りを

各世代で共有、共感すると、これはもちろんですけれど

も、地域、行政、企業が互いに手をつなぐ仕組みという

のも面白いんじゃないか。例えば細野高原だったら、

いろんな企業さんが持続的にこれを利用したいという

ことではいろんな方が入っていただいて、そこを活用し

てはどうかという話もございました。

　それから、カヤふきは活用を通じた継承の有効な

ツールである。利用というものが入ることによって、その

価値を継承したり、その仕組みを継承したりするきっ

かけにもなる。

　それから、使うことで生き物が、草の供給で文化が守

られていくだろうと。

　環境教育は世代を超えていく潜在性を持っているの

で、非常に大切なことである。子供さんへの教育という

のはとても大切。

　草原と地域のつながる観光や地域振興の在り方に

も工夫が必要になってくるんじゃないかというふうなま

とめがございました。

　最後に、行政へ望むことということで、幾つか提案を

いただいております。

　１つは環境教育、あるいは担い手育成も含めてとい

うことですけれども、その助成をぜひ継続できるような

ものにしてほしい。

　それから、実際に草原を守るときに一番頭を悩ませ

ているのは、行政の実務者の担当者であろうというこ

とで、もちろんいろいろ替わったりもしますので、持続

的にそれを進めていくのに問題が生じがちなんですけ

れども、ぜひその自治体間での実務者同士の学びの

ネットワークをつくっていただけないか。サミットでい

えばシェルパ会議のようなものを今後実現していただ

ければありがたいという話がありました。

　それから、地域知、伝統的に言いつながれてきた知

識そのものに意外と真実が、とても大事なものがあって、

いました。

　太田市長の取組は、もうマスコミでだいぶ私も勉強

させていただいております。そういう中で、文化と草原

がやっぱりマッチしないと、本当にそのとおりだと考え

ています。昨日の分科会の会場、隈先生の建築、それに

つきましてカヤを使っていること、大変感銘を受けまし

たので、今度、一度視察に行かせていただければ大変

ありがたいと思います。よろしくお願いします。

○真庭市長（太田　昇）　どうぞ、おいでください。これ

が全容ですけれども、３棟あります。

○議長（太田長八）　そんなにあるんですか。

○真庭市長（太田　昇）　１つは、このメインのがです

ね、これが18メートルあります。その横に見えておりま

すのが、隈研吾先生の設計図面とか模型とか、そして

サスティナブルな商品を売るとかですね、そしてもう一

つはサイクリングターミナルという、それで構成されて

います。7,000平米ぐらいの広さであります。

○議長（太田長八）　すごいですね。視察を楽しみにし

ておりますので、よろしくお願いいたしたいと。

　続きまして、串間市長の島田俊光様、よろしくお願い

いたします。

○串間市長（島田俊光）　こんにちは。串間市の島田

でございます。

　12回草原サミットにつきましては、川南町と一緒に

開催させていただいたわけでございますが、事務局の

皆様等はじめ関係各位の皆様方のご高配を賜り、サ

ミットを成功することができました。本当に感謝を申し

上げたいと思います。

　それで、宮崎県串間市は、宮崎県の最南端に位置す

る温暖多雨なところでございます。きゅうりやピーマン

などの施設野菜、サツマイモやごぼうなどの露地野菜

をはじめ生食で食べられる完熟キンカンや餌にトウガ

ラシを混ぜてつくる養殖ブリなどは、質、量とも全国トッ

プクラスの地域でございます。また、そのように農産物

を生産する食の宝庫でもあります。

　串間市からは、野生馬が生息する都井岬と宮崎県

の希少な動植物重要生息地に指定されている古竹・笠

祇地区について紹介させていただきたいと思います。

　串間市の草原といえば、野生馬が生息する都井岬が

代表的な草原となるわけでございますが、もともとは江

戸時代の軍馬を育成するための牧場であったものが、

人の手が触れることなく、令和の時代まで残っているも

のであります。春には新緑の草原にオキナグサやウマ

ノアシガタ、さらに夏から秋にかけてヒオウギやノヒメ

ユリ、ムラサキセンブリ、冬はノジギクなどが繁茂して、

四季それぞれの種のある希少動植物、国指定天然記

念物の野生馬とともに見ることができます。オキナグサ

など都井岬に生息する多年草のほとんどは、毒があっ

たり、またとげがあったりして、馬が食べない植物であ

り、食べ残すことから花を咲かせることができる。都井

岬は馬がつくり出す生態系に、絶滅危惧種に指定され

ている希少な植物を観察することができます。都井岬

は人の手を加えないことが魅了をより高めるものと考

えております。

　通過型の観光から体験、滞在型の観光へと転換さ

せる取組として、野生馬の生態と野生馬による形成さ

れた草原の植物やふん虫、フンコロガシでございます

が、などを訪れた観光客に対して分かりやすく説明す

る都井岬野生馬ガイドを配置し、エコツアーなど着地

型観光としての活用をはじめ、地元小中学生の地域を

学ぶ授業、くしま学などを地元の魅力を学習させる取

組など、草原の維持・存続と魅力発信のため取り組ん

でおります。

　また、笠祇・古竹地区の紹介でございますが、資料の

下段にあります笠祇・古竹地区の草原については、都

井岬と同様であり、江戸時代の軍馬を育成するための

牧場であったものが地域住民により草刈りや野焼きな

どの作業により代々守られ、現在も草原として維持され

ているものでございます。平成19年11月には宮崎県

の希少野生動植物重要生息地に指定されております。

笠祇・古竹地区は串間市の中心市街地から車で約15

分と近い場所に位置しており、昔ながらの田園風景が

広がり、里地里山で和牛の里として呼ばれている畜産

が盛んな地域でもございます。

　集落は過疎、高齢化が進み、野焼きなどの里山を守

る活動の継続が危惧されているところでございます。集

落の過疎化、高齢化の進展は、本市のみならず全国各

自治体の共通問題と認識をいたしております。行政の

役割としては、地域の魅力を住民自らが情報発信して

いく活躍の場の創出と、地域に何度も訪れる深いつな

がりを持つ関係人口の増加が肝要であると考えており

ます。

　本市の取組の１つがエコツーリズムの推進でありま

す。市といたしましては、地域資源の魅力を伝えること

により、関係人口の増加、地域住民の資源価値の再認

識、そして、環境教育による次世代への継承へとつな

がるエコツーリズムを鋭意取り組むことにより、草原の

維持形成を図っていきたいと考えているところでござ

います。

　以上でございます。よろしくお願いします。

○議長（太田長八）　どうも島田市長、ありがとうござ

いました。

いました。

　このＮＰＯ法人の活動、大変すばらしいと感じており

ますし、また、うちの町のテーマも、「満点の海・山・空は

東伊豆」と、何かまちづくりが同じような感じがいたしま

すんで、これを契機にまた交流ができれば大変ありが

たいと思います。どうぞよろしくお願いいたします。

○新温泉町長（西村銀三）　こちらもよろしくお願いし

ます。

○議長（太田長八）　それでは次に、続きまして、岡山

県真庭市長の太田昇様、よろしくお願いいたします。

○真庭市長（太田　昇）　真庭市の太田です。よろしく

お願いいたします。

　真庭市は合併して828平方キロメートルと、面積で

いうと東京23区の1.3倍というですね、岡山県北に広

がる市です。その一番北、鳥取県境のところに蒜山高原

という高原がありまして、東西20キロ、南北10キロと

いう、多分、関西では一番広い高原だと思っております。

　課題ですけれども、よそと同じで、もともとはススキ野

原が非常に広がっていた、それがだんだん狭くなって

きていると。そこに貴重な動植物、絶滅危惧種がいた

のが、これを守らないと、景観も含めて滅んでしまうと

いうようなことで、そういう意味での保全というのが一

つの大きな課題であります。

　もう一つは、これも出ておりましたけれども、単に保

全だけではできない、やはり活用しながら保全すると

いうことをしなきゃならない。その活用というのが一つ

の課題だろうというふうに思っております。

　その２つをどうしたら両立できるのかということです

が、１つは、カヤを山焼きをする、そうするといいカヤが

できる。そのカヤを、もちろん土に戻すことによって、灰

そのものが肥料になってまいりますが、蒜山も旧石器

時代から人が住んで、そしてカヤを焼いて、火山灰の

非常に貧栄養化のところを植物が育つように、１万年

以上かけて変えてきたという歴史がありますから、それ

を延 と々やっていかなければならない。それとともにカ

ヤを建築資材として活用するということで、昨日の分科

会でも隈研吾先生の設計で、カヤの屋根を逆さまに

使ったですね、屋根そのものは鋼板で、中の天井から

中を全部カヤにしたという、逆さまにしたような、そうい

うサイクリングターミナルを造りましたけれども、それ以

外にも建築資材としていろんな活用ができるということ

で活用していきたいということであります。

　それとともに、このすばらしい高原を多くの方に親し

んでいただく。自然環境だけでは人は来ません。やはり

そこに文化というものがないと人は来ないということで、

ここに出ておりますけれども、これも隈研吾先生の作品

ですけれども、ＣＬＴ、クロス・ラミネーテッド・ティン

バーという縦横、縦横に木材を組合せして、一つの板

を作るわけですね。その板を組合せしてこういう建物

を造っていくですね、これはオリンピック選手に遊んで

もらおうと思って東京の晴海に造ったんですけれども、

真庭のヒノキで造り、日本で専用のＣＬＴ工場は真庭に

しかありませんから、言わば真庭に里帰りしたというこ

とで、グリーナブルヒルゼンというふうに呼んでおりま

すけれども、こういう施設。中は空間で、ここで遊んだり、

イベントができるように、そういうものを、一つの芸術作

品ですけれども、造っております。こういうものを使って、

観光資源としても活用していくと。

　つまり景観も含めて、そして人工的なこういうものを

全部入れて、地域価値を上げていくという、そういう概

念で取り組んでおります。

　さらに、このＧＲＥＥＮａｂｌｅというのがロゴにもなって

おりまして、阪急阪神百貨店がこのグリーナブルに沿う

ようなものを真庭の産物をですね、産品を大阪で売っ

ていくというような、阪急百貨店とも提携をして、コロナ

がもう少し落ち着けば本格的に梅田で真庭の産品を

開発しながら売っていくということになってまいります。

阪急に今ブランド、阪急ブランドとしてＧＲＥＥＮａｂｌｅと

いうのを商標登録してもらいました。

　そういうことをしながら、この背景として、私の背景

に木材を使っておりますけれども、バイオマス産業都市

の指定も受けて、やがて真庭の電力は全て真庭で賄う

と。今、バイオマス発電、１万キロワットのありますけれ

ども、市内需要の大体60％ぐらいを再生可能エネル

ギーで賄えています。火力じゃなくて、水力とバイオマス

ですね。これを100％にしていくということも地域の価

値を上げていくという取組をしております。

　それと、生ごみ等、人間さんのふん尿ですね。それを

混ぜてメタンガスを発生させて、それでプラントを動か

して、最後、液肥を作って、それを低コスト農業として利

用していくという、そういうような、全体をＳＤＧｓという

か、サスティナブルなそういうまちにしていくという取組

をしております。東京のまねをしても仕方ありません。こ

の地域にある資源をいかに使って、それを循環させて、

未来志向で豊かにしていくということで、ＳＤＧｓ未来都

市の第１号にもなっておりますけれども、そういう取組

をしているというのを、そういうことを背景にしながら

蒜山高原を守り、活用していくということであります。

　皆様方のご意見も、あるいは活動も参考にしながら、

よりこれを進めていきたいというふうに思っております

ので、今後ともよろしくお願いいたします。

○議長（太田長八）　太田市長、どうもありがとうござ

にちは。広島県の北広島町生涯学習課長、西村と言い

ます。よろしくお願いいたします。

　お手元にお配りしております北広島町の概要、そし

て、北広島町の草原と取組について、説明をさせていた

だきます。

　まず、広島県北広島町の概要でございますが、広島

県の西北部、西中国山地の標高300メートルから800

メートルの盆地、北は島根県と接しております。広島県

に流れる太田川、そして島根県に流れます江の川の源

流域でもございます。面積の８割以上が森林地帯でご

ざいまして、県北地域、こちらは1,000メートル級の山

が連なっております。

　国立公園の一部でございます八幡湿原、こちらにあ

ります芸北地域の八幡、こちらは冬になりますと２メー

トルの雪を記録する豪雪地帯となっております。

　それでは、広島町の草原と取組について説明をさせ

ていただきます。

　こちらにつきましては、４つ紹介をさせていただきた

いというふうに思います。①から④まで、概要から課題

というふうにしております。

　まず、雲月山でございますが、島根県と隣接をしてお

りまして、かつては採草、そして放牧の目的で1960年

頃まで利用されておりました。島根県側はカラマツの

植林となっています。広島県側、こちらは1990年代に

観光イベントとして山焼きですね、こちらが行われてお

りましたが、1996年を最後に停止しました。2005年頃

より、地域が主体となりまして、主にＮＰＯが主体となり

募集を行いまして、消防団、博物館、小学校などと連携

しながら山焼きを実施しております。

　2014年に町条例に基づきます野生生物保護区に

指定をしております。

　こちらの利用についてですが、一般の登山の観光の

ほか、町内外の小学校等によります学習の場としての

活用、そして、山焼き再開後に数年間にわたり報告も行

われましたが、牛が転落するというような事故もありま

して、現在は放牧はされておりません。

　課題でございますが、現在15％ぐらいの山焼きを

行っておりますが、全域の山焼き、そしてボランティア

の確保といったことが課題というふうになっております。

　続きまして、千町原の草原でございます。

　こちら、もとは地元地域八幡村という旧村になります

けれども、こちらの入会採草地でございました。1944

年に陸軍の演習地となりまして、戦後は開拓民の入植、

国の大規模草地の開発、広島県への移譲と郊外開発

を経まして、今に至っております。2003年頃よりＮＰＯ

が中心となりまして伐採の実施をしまして、2020年に

町条例に基づきます保護区に指定をしました。植物や

鳥を見る観光地として人気がありまして、2013年から

は地元の中学校の、この後紹介しますけれども、茅プロ

ジェクト事業にカヤを提供しております。

　課題でございますけれども、既に樹林化した範囲が

結構広くなっております。また、大規模草地開発の影響

で湿原が縮小しておりまして、いずれも伐採が必要と

いうふうになっております。

　続きまして、霧ヶ谷湿原でございます。先ほどの千町

原と同エリアに位置をしております。大規模装置開発

の事業を経まして、現在は臥竜山麓八幡原公園の一部

に位置をしております。2003年にＮＰＯが植生調査と

ワークショップを実施したことをきっかけにしまして、

自然再生推進法に基づきます法定協議会を広島県が

立ち上げまして、2004年から八幡湿原自然再生事業

が始まっています。樹林の伐採、湿原から水を抜くコン

クリート水路の撤去、湿原への水路の設置などの工事

を2007年から2010年にかけて実施をしました。その

後、自然再生協議会の保全部会が中心になりまして、

伐採作業を継続しております。こちらも2020年に町条

例に基づきます放牧の指定をしております。

　利用でございますけれども、植物や鳥を見る観光地

として人気のスポットとなっておりまして、小学校、中学

校等のフィールドワークの場として活用、そしてガイド

ツアーの実施をしております。

　課題でございますけれども、再生工事から10年が経

過しておりまして、順応的管理のために現状に即した

全体構想と実施計画の見直しが必要となっています。

　そして、これは地元の中学校での取組ということなん

ですが、芸北茅プロジェクトについてです。

　芸北地域のススキ、これを屋根ふきのカヤとして資

源化し流通させる取組を行っています。中学校ＰＴＡ、Ｎ

ＰＯ、地域住民、教育委員会などが実行委員会をつくり

まして、2015年から推進をしております。地域の住民

自らがカヤを刈り取りまして市場に出荷すること、こち

らで私有地や小さなカヤ場が保全をされる。そして、今

は廃止となっておりますけれども、こちらにスキー場跡

地がありまして、こちらを文化庁のふるさと文化財の森、

こちらに設定をされたところでございます。

　利用についてなんですが、未利用でありましたカヤ

場、そしてカヤの利用が推進されるとともに、プロジェ

クトそのものが地元生徒にとって生きた教材というふう

になっています。地域通貨を活用することで地域外へ

の経済流出を防ぎ、刈り取ったカヤが文化財や伝統的

景観の保全に活用されております。

　課題でございますけれども、カヤの保管場所、こちら

　やっぱり串間市さんの取組、草原が２か所、これをう

まくやっていると考えています。それでやっぱりこれから

は、まずは地域住民がそのよさを認識するのが一番と

思いますので、それもまた勉強させていただいて、そう

いう中で、そのエコツーリズムを結構うまく活用した中

で、その草原の保全をやっているのが大変すばらしい

取組だと考えておりますので、引き続きよろしくお願い

いたしたいと思います。

○串間市長（島田俊光）　ありがとうございます。

○議長（太田長八）　それでは、続きまして、熊本県高

森町の町長、草村大成様、よろしくお願いいたします。

○高森町農林政策課（荒牧茉名）　町長に代わりまし

て、担当のほうからお手元に資料に沿ってご説明をさ

せていただきたいと思います。

　熊本県高森町農林政策課の荒牧と申します。よろしく

お願いいたします。

　まず、高森町の概要からご説明させていただきます。

　高森町は人口6,177人で、九州のほぼ中央、熊本県

の最東端に位置しまして、大分県の竹田市と宮崎県高

千穂町に隣接する総面積175.06平方キロメートル、

広い町土を有する農村地域でございまして、地形は阿

蘇カルデラ内に広がる標高500メートルから600メー

トルの比較的穏やかな傾斜をなす高森・色見地区と外

輪山の外側、標高500メートルから800メートルの波

状高原地の草部・野尻地区に区分される町です。

　主な産業は、観光と農林業になります。

　農業面では、立地条件を生かしまして、畜産、米、野

菜を主体とする農業生産が展開されてまいりましたが、

近年、経営の発展を図るため、一部の農家で施設園芸

の導入が盛んとなっております。地域の宝として、古くか

ら栽培されてきました農林畜産物をブランド化し普及

するとともに、地域の代表する高品質な農産物として、

将来にわたり栽培し続けるための活動を通じ、阿蘇地

域の農業の活性化と農業後継者の育成につなげるこ

とに取り組んでおります。

　観光面では、コロナ禍でイベントの実施が厳しい状

況ですが、2016年に発生した熊本地震の影響は回復

傾向にあり、高森湧水トンネル公園、月廻り公園、高森

殿の杉、南阿蘇鉄道のトロッコ列車、草部吉見神社、

上色見熊野座神社といった観光地や約300年の歴史

があります風鎮祭といった地元のお祭りを中心に毎年

多くの方が高森町を訪れています。

　また、高森町では町内全戸に整備しました光通信環

境を活用しまして、日本一の地域密着型番組として、た

かもりポイントチャンネル、こういったケーブルテレビ

の放送を行い、災害時の緊急放送や町からのお知ら

せ、地域情報、事業の紹介などを町民の方へ情報発信

しています。

　光通信環境の整備は、教育現場でも活用されており

まして、電子黒板の設置や全児童生徒のほうへ１人１

台のタブレット配布をいち早く行いまして、全国で最先

端のＩＣＴ教育が行われております。

　ここからは高森町の草原の概要についてご説明さ

せていただきます。

　高森町の草原につきまして、その多くを牛の放牧に

活用しておりまして、畜産農家や町民の方の大切な資

源として保全されてまいりました。高森町の草原は牧野

と呼ばれており、阿蘇のあか牛が放牧されている牧野

はのどかな風景として多くの人に親しまれております。

　高森町の牧野面積につきましては、1,211ヘクター

ルありまして、草原維持として行われている野焼きに関

しては、実施面積が621.5ヘクタールとなっております。

また、管内には14の牧野組合がありまして、皆さん精

力的に草原維持のほうに取り組んでいただいており

ます。

　最後に、高森町の取組と課題については、長年、放

牧や野焼きによって保全されてきている草原なんです

が、近年、管理をしている牧野組合員さんの高齢化等

によって、野焼き実施が大変難しくなってきている状況

にはございます。町としては野焼きに係る補助金等で

野焼き実施者の方の負担軽減等に取り組んでおります

が、年々、実施面積が減少しつつある傾向にございます。

　また、高森町にある阿蘇高森オーガニックセンター

というところでは、世界農業遺産の構成要素であります

阿蘇の草原に生えるススキなどの野草や畜産農家か

ら出る牛ふんなどを混ぜて堆肥を作っております。こち

らは町内を中心に阿蘇地域の農産物に還元して、循環

型農業を確立しております。

　このほかにも未来の草原を引き継ぐ子供たちのほう

に阿蘇の草原のすばらしさや草原の抱える現状につ

いて伝える草原学習などが行われております。

　以上で説明を終わらせていただきます。

○議長（太田長八）　どうも高森町さん、ありがとうござ

いました。

　高森町さんの取組は、全ての自治体が抱えている課

題と同じだと考えております。そういう中で、皆さん方に

対してよりよい回答ができればいいなと思いますので、

またいろんな意見をよろしくお願いいたしたいと思い

ます。

　それでは、続きまして、広島県の北広島町の生涯学

習課長の西村豊様、よろしくお願いいたします。

○北広島町生涯学習課長（西村　豊）　皆さん、こん

田市さんにお住みだそうでございますので、本当にあ

りがとうございます。

　そしてもう一点、これ本当、関係ないんですよ。歌手

に永井裕子さんっていらっしゃるんですけれども、その

永井裕子さんが結構大田市さんのを歌って、うちの町

の観光大使になっているんですよ。やっぱりそういう中

でまた大田市さんとよろしくお願いいたしたいと思いま

す。どうもありがとうございました。

　続きまして、熊本県の南阿蘇村の農政課主幹の後藤

進哉様、よろしくお願いいたします。

○南阿蘇村農政課主幹（後藤進哉）　昨日ですね、阿

蘇分科会では吉良村長の報告がありましたが、本日は

私のほうから発表させていただきます。

　最初に村の概要からになります。

　南阿蘇村は総面積137キロ平方メートル、熊本県

の北東及び阿蘇くじゅう国立公園、阿蘇カルデラの南

に位置する人口１万340人の村です。雄大な南阿蘇

の山と緑、そして環境庁の日本名水百選に選定されて

いる白川水源に象徴される豊かな自然環境に恵まれ

ています。

　2016年４月の熊本地震では、これまで経験したこ

とがない甚大な被害を受けました。これにより人口も１

割程度減少しましたが、村に定住促進課や空き家バン

クを設置し、移住者を受け入れる環境整備を推進して

います。

　続きまして、農業、観光についてです。

　基幹産業である農業は、白川中心に水田が広がり、

のどかな農村風景を生み出す農村は、水稲をはじめ

畜産、ミニトマトやアスパラなどの施設園芸が盛んです。

昼夜の寒暖差が大きい気候により、自然のうまみが

しっかりと詰まった農産物が自慢です。有機農業、環境

保全型農業を推進しており、安心安全な農産物づくり

に取り組んでいます。

　また観光では、大自然を中心にたくさんの観光資源

に恵まれています。新阿蘇大橋のたもとにある展望所

ヨ・ミュールからは、長陽大橋、白川第一橋梁を眼下に

望むことができ、新たな観光スポットとして注目を集め

ています。

　また、熊本地震で落ち込んだ観光客数は回復傾向

にあり、本村本来のにぎわいが戻りつつあります。

2017年９月にはアウトドアショップモンベルと村が協

定を結び、アウトドア活動促進や地域経済の活性化な

ど、包括的に協力をし合い、観光振興に取り組んでい

ます。

　続きまして、草原の概要に移ります。

　南阿蘇の草原は阿蘇カルデラの阿蘇山側及び南外

輪山側に広がり、季節ごとに違った表情を見せてくれま

す。南阿蘇の草原は牧野とも言われ、平成21年に行わ

れた阿蘇草原維持再生基礎調査では、本村の牧野面

積は2,470ヘクタール、そのうち野焼きが行われてい

る面積が1,170ヘクタールとなっております。管内には

23の牧野組合があり、牛の放牧をしている箇所もあれ

ば、野焼きのみ実施している牧野もあります。

　続きまして、本村の取組と課題についてですが、昨日、

分科会で村長がご報告された内容と重複する点がご

ざいますが、ご了承をお願いしたいと思います。

　草原の維持に欠かすことのできない野焼きですが、

その面積は、以前と比較すると減少しています。本村を

含む阿蘇郡市７市町村の草原はこの100年間で半分

以下に、直近30年で見ても４分の１近く減少しており

ます。

　本村では熊本地震で各牧野の原野火入れが中断さ

れました。平成31年度からは一部再開に向けて、熊本

県、阿蘇グリーンストック、村において協議をした結果、

白川牧野で一部再開、その後、令和２年には吉田牧野

でも再開できました。それに至るまでに県、グリーンス

トック、村で防火帯を設置する費用を予算化したり、火

入れ責任者を各区長や牧野組合長から村長へ変更し、

負担の軽減を図りました。

　今後の課題として、火入れが中断しているところの

再開が可能となるか、防火帯の整備、担い手不足、地

区住民の高齢化に対する支援が上げられます。

　補足でですね、昨日、村長から報告がありました課

題に対する取組で、ハードとソフトの対応が求められる

ことをおっしゃっていましたが、ハード面では牧道等、

恒久防火帯の整備ですね。ソフト面においては担い手

の確保ですね。畜産農家を増やすための取組として、

今後、放牧へのＧＰＳを付着して移動管理等を管理す

るシステムの導入やバーチャル研修の導入を計画し

ております。

　また、目的と認識の改革ですね。景観維持から水源

保全のほうへの啓発をしていくということで推進をして

いく予定です。

　以上、南阿蘇村からです。ありがとうございました。

○議長（太田長八）　後藤様、どうもありがとうございま

した。

　南阿蘇村様には、本当に熊本地震、大変でございま

した。今後も頑張っていただきたいと思います。

　そういう中で、今度、山焼きにおきまして、村長さんが

本部長、その中でまた新たにやるという中で、それは大

変期待しております。それから、山の保全、これ大変で

ございますので、引き続きどうぞよろしくお願いいたし

の整備。それから、カヤの販売先の確保、事業規模を

拡大するための専従職員の確保等といったようなこと

が課題となっております。

　北広島町からは以上です。ありがとうございました。

○議長（太田長八）　西村さん、どうもありがとうござい

ました。

　それで、芸北町の白川先生に今回大変お世話になり

ました。本当にありがとうございました。

　それで、私がやっぱりちょっと感じたのは、中学生の

活用ですね。やっぱり中学生、カヤを刈って、地域通貨

でそれをまた地域で還元する。大変すばらしい取り組

みと感じましたので、うちの町もやってみたいなと感じ

ましたので、その節はまたご指導をよろしくお願いいた

したいと思います。

○北広島町生涯学習課長（西村　豊）　ありがとうご

ざいます。

○議長（太田長八）　どうもありがとうございました。

　続きまして、島根県大田市の環境政策課長、和田二

朗様、よろしくお願いいたします。

○大田市環境政策課長（和田二朗）　皆様、こんにち

は。島根県大田市です。

　市長が所用で出席できませんので、私、環境政策課

長の和田が代理で発表させていただきます。

　大田市は、東西に長い島根県のほぼ中央部に位置

する人口約３万3,000人の小都市です。北は日本海に

面し、南は中国山地が迫っているため、山林原野が多

く、平たん地は僅かです。

　本市は世界遺産、石見銀山遺跡に代表される貴重

な歴史文化や国立公園三瓶山をはじめとした豊かな

自然に恵まれています。昨年度には「石見の火山が伝

える悠久の歴史～“縄文の森”“銀の山”と出逢える旅へ

～」が日本遺産に認定され、さらなる観光客の増加が

期待されております。

　さて、当市には標高1,126メートルの三瓶山があり

ます。その麓には西の原、東の原、北の原と呼ばれる草

原があり、放牧のほか、観光客、市民の憩いの場として

利用され、クロスカントリーコースなども整備されてお

ります。また、ダイコクコガネ、ユウスゲ、オキナグサと

いった希少動植物の生息地となっており、中でも最も

広い西の原では、毎年春に火入れが行われ、三瓶山の

草原景観の象徴的な存在となっております。

　三瓶山は、昭和38年に大山隠岐国立公園の一部に

編入されましたが、山麓に広がる牧歌的な草原景観が

指定理由の一つでした。ところが、昭和50年代になる

と、時代の流れから放牧が急速に廃れていき、植林な

ども行われて、山肌は一気に森林化していきました。放

牧の衰退とともに途絶えていた火入れですが、観光客

の出火による山火事を契機に平成元年に復活し、以降、

防火の観点から行政が主体となって毎年３月に行うよ

うになりました。

　平成７年には西の原の一部が放牧場として整備さ

れ、24年ぶりに放牧が復活しました。平成９年には、第

２回全国草原サミットが三瓶を会場に開催され、これ

をきっかけに行政、研究者、農業者、ＮＰＯなどの官民

ネットワークが形成されました。

　翌年からは放牧による防火帯切りを行うなどの工夫

により、経費を極力抑えながら火入れを実施すること

ができるようになりました。

　平成19年からは、従来の牧野組合、大田市等に消

防、警察が協力する体制に自然保護団体や地元の自

治会、ボランティアなどが加わり、市長をトップとした実

行委員会方式で火入れが開催され、また、目的の中に、

従来の防火に加え、国立公園管理計画にも明記されて

いる草原景観の維持を加えました。

　官民の連携により日本で一番安全な野焼きと自負し

ておりましたが、平成29年度には、風向きと火勢の急

激な変化により、消防署の資機材輸送車が１台全焼す

るという事故が発生しました。近年はドローンも取り入

れ、経験豊富なリーダーが最前線の状況を具体的に把

握しながら指示を行う形で、より安全に火入れを実施

しております。

　昨年度は新型コロナウイルス感染症の予防を考慮

して、ボランティアを募集せず、約30ヘクタールを関係

者約150人態勢で実施いたしました。現在、西の原の

草原景観は、放牧や火入れなどによってある程度守ら

れているものの、人の手が加わらなくなったところはす

ぐに森林化してしまうという現実にあります。このすば

らしい草原景観を貴重な財産として、将来にわたって

保全していくには、多くの市民や関係機関の協力が必

要です。また、単に火入れに参加してもらうだけではな

く、その意味合いを十分に理解してもらうことが大切で

あると考えております。

　以上です。

○議長（太田長八）　和田様、どうもありがとうございま

した。

　今の大田市さんから観光客の火事からまた再開さ

れた。災いをよいほうに持っていったことで、すばらし

いことだと考えております。さらにまた、山焼きの難しさ、

いくらやっても大変だと。そういう中で、もう大変勉強に

なりました。

　またこれ話は違いますが、今回は大変ネットワーク

の高橋先生にお世話になっており、高橋先生は何か大

任者ということになっておりました。地元の消防団が

ジェットシューター担いで火消ししているところ……、

私もしていますけれども、あとは阿蘇グリーンストックさ

んにボランティアの要請をしまして、ボランティアのご

協力を得ながら野焼きを推進しているところもあります。

　地震前ですね、死亡事故とか怪我とかがありました

んで、そういった理由で、その後、地震がありましたの

で、野焼きが再開できないというところになっておりま

す。再開するための今、工面をしているところであります。

　ちょっと私が知らないでですね、地元の行政区以外

でしているところもあるかもしれませんけれども、基本

的に地元の行政区が事業主体として野焼きを実施して

いるところであります。

　以上です。

○議長（太田長八）　後藤さん、どうもありがとうござい

ました。

　ほかの自治体で何か活動しているところがありまし

たらお願いしたいと思いますけれども。

　じゃちょっとうちの取組が、ちょっとうちの町は結構

行政が携わっていたんですけれども、今は財産区、

やっぱり共有財産区、いわゆる区ですね、区の方が中

心となりましてやっております。行政が出ているのは消

防団、これも民間ですけれども、ある程度それに対して

参加で、もうほとんど民間がやっている中で、やっぱり

皆さん方も同じもう高齢化、そしていかに高齢化の中

で新たな担い手を見つけるかということが課題でござ

いますので、その課題につきまして、後でまた課題、問

題にしていきたいと思いますけれども、太田市長、こう

いうことでよろしいでしょうか。

○真庭市長（太田　昇）　今、町長がおっしゃいました

ように行政区も結局高齢化したり、メリットがあればす

るけれども、メリットがなかったらなかなか、昔やっとる

から、景観がどうだから、動植物がどうだからといって

なかなかできなくなってきていると思うんですよね。だ

から、安全でありながらどういう仕組みで何か新しいこ

とができないかとかですね、そういうことを勉強したい

わけですけれどもね。私の頭の中で考えているのは、怪

我をされても困るけれども、山焼きは難しいですけれど

も、カヤの刈り取りなんかは、これも大変なんですけれ

ども、一つの観光と結びつけてできないのかなと。ただ、

山焼きのほうはね、これは消防団の協力、そして死亡と

か事故のないように、それからその日の気象条件に

よってできなくなるとか、非常に不安定要素もあるんで、

なかなかいい知恵が出ないんですけれどもね。そのあ

たり、教えていただいたり、また知恵を出していただけれ

ば、このサミットが有意義だなというふうに思うんですが。

○議長（太田長八）　今、太田市長さんからいろいろ

問題点を提案、提示していただき、何か首長さんでこう

いう案がいいじゃないか、そういうことがあったらまた

ご発言願えれば大変ありがたいと思いますけれども。

　じゃ、まず私からちょっと発言させてもらって、皆さん

方には指名させていただきますので、よろしくお願いい

たしたいと思います。

　やっぱり今、太田市長が言ったように、山焼きをね、

ただ昔からやっているからやるんだと、そういうことが

結構、自分も多いと感じております。そういう中で、私、

これから生きる道は、うちの町、観光でございますから、

また太田市長さんが言ったように、観光と草原との結

びつき、それをいかにやっていくかということが大切な

のではないかと考えております。そういう中で、昨日の

シンポジウムの中で、やっぱりカヤを皆さん方に刈っ

てもらった中で、カヤを刈ることによって山焼きの負担

も少なくなるようなことも聞きましたので、そのカヤを

刈って、また観光に生かした中で、草原を守っていきた

いと考えております。

　また、カヤを刈ったことも、やっぱりある程度資金源

になるようなことも聞いております。さらに、自分は子供

たちが草原に対するある程度の認識、小さいときから

持っていなければなかなか草原に対する愛情は湧か

ないと考えておりますので、その辺の教育の活動もして

いこうかなとは考えております。

　東伊豆町はとりあえずそういうことを考えております。

では新温泉町長の西村町長、いかがでしょうかね、こ

んな考え方は。それから各首長さんにちょっといろいろ

まずお話を伺いたいと思います。

○新温泉町長（西村銀三）　当町、ＮＰＯ法人、上山高

原の周辺集落の７集落、それからもちろん県、行政、町

もバックアップして、地域が主体で取り組んでおるんで

すけれども、何といっても人口減少が最も我が町では

厳しい町であります。合併して今年で15年たったんで

すけれども、３割近い人口減少地域ということで、地域

は最も危機的意識を共有しているということで、上山高

原におけるこういったカヤの利用、それから山焼き、こ

ういう事業を通して知識の意思統一に大きく貢献でき

ていると。

　今回も実は、この７集落周辺に地域の運営組織がで

きることになりました。そういったことで、地域の意思を

まとめるためのそういった運営組織と同時に、施設の

建築も今年度スタートいたしました。そういった意味で

は、一つの高原を地域の過疎と、そういった過疎意識

を払拭して、地域の活性化につなげていく、そういう点

で新温泉町では大きく貢献できつつあるということを

つ草原が残る里を再発見いたしまして、その大切さを

広く紹介するとともに、次の世代へと残していくことを目

的に、未来に残したい草原の里100選を選定するとい

うことが目的でございます。

　期待される効果といたしましては、４点ございます。

社会的に価値が認知されていない草原の掘り起こし、

２点目が草原の価値を知らない人への普及、３点目、

現に草原に関わっている人たちの意識や誇りの向上、

４点目が火入れやカヤぶきなどの伝統文化の担い手

の価値づけでございます。

　事業のスケジュールですが、このアナウンスにより募

集を開始いたします。応募の締切りを今年の12月とい

たしまして、その後の審査に入ります。翌年の４月には、

この選定結果の発表、秋には表彰式やシンポジウム

等、普及・交流の機会づくりを予定しております。

　その他の事業概要につきましては、全国草原再生

ネットワーク会長の高橋様より説明をお願いいたします。

○全国草原再生ネットワーク代表理事（高橋佳孝）　

それでは、少し詳しく述べさせていただきます。未来に

残したい草原の里100選を本日、募集のアナウンスを

させていただいております。主催は、全国草原の里市町

村連絡協議会の主催でございます。

　ただいま太田町長のほうから詳しい経緯が述べら

れましたので、この部分は割愛させていただきますが、

本日この第13回全国草原サミットにおいて募集をアナ

ウンスするというところに至っているわけでございます。

　草原の100選というのは、先ほどちょっと町長のほう

からもお話がありましたけれども、日本には多様な自

然を形づくる希少な生態系の一つである、それが草原

であるということですね。長年にわたって、人と自然の

関わりの中で地域の環境、文化、観光など様々な恵み

を提供してきました。しかし、多くの人たちは、国民の多

くは、草原の成り立ちや意義を知らないという現実もご

ざいます。このような多様な価値を持つ草原と人のつ

ながりを再発見して、その大切さを広く紹介し、次世代

へと残していくことを目的として、今回、草原100選を

選定するに至ったわけです。

　ここで言う草原の里というのは、草原に関わる暮ら

しが残る里というイメージをしていただければよろしい

かな。

　これはコンセプトペーパーとして、前会長の日高会

長のときに作った内容ですけれども、この右のほうに

書いてありますように、未来に残したい草原の里100

選の選定というのは、地域からの自薦によって選定し

ていこうと。それから、様々な科学的な観点から評価す

るし、この選定の過程そのもの、あるいはその論議をす

感じております。

　実は、神戸とか周辺、特に関西方面、神戸・大阪方面

からのいろんな協力、山焼きにおける協力者も出てき

ていまして、いろんな意味で地域の盛り上がりができて

いるということであります。いろんな相乗効果が生まれ

ているというのは、この草原サミット以降、非常にいい

流れができていると考えております。

○議長（太田長八）　ありがとうございます。

　串間市としましては何かありますか。

○串間市長（島田俊光）　私たちはカヤを利用すると

ころじゃないんですが、牧草、昔からの家畜の牧草地

帯ということで、取り組んでいたわけでございます。た

だ、我々が一番重要視しているのは、都井岬の風光明

媚な観光地の保全に取り組んでいるんですが、我々本

当にその人間を集めるのが大変な状況にあるわけで

すが、もともと岬はマツ組合という団体がありまして、そ

のマツ組合がボランティアで活動する人たちを今、真

庭市も言われた観光にマッチした方たちを呼んで、

100名程度の人たちで野焼きをしているわけですが、

本当に野焼きの体験というのはですね、今の現代の中

ではなかなか体験することはできないんで、その体験

学習に来る人は少しずつ増えつつあります。ただ、行政

として、野焼きの体験をどのようにアピールするかとい

うのがございます。また、太田市長が言われたように、

死亡事故などが発生したときの我々の責任ですね、そ

ういうのが問われますので、ここはもう少し考えてやる

べきじゃないかなと思っております。

　あと一方の笠祇というところにあるんですが、ここも

やっぱり牧草を育成するための野焼きをしております

けれども、ここが人口減少と高齢化が進んでおりまして、

やはりここの野焼きについてもボランティアで、いわゆ

る体験学習というようなことで人を集めてやっていると

ころでございます。

　また、真庭の太田市長さんにはＣＬＴの研修や木質

の研修でいろいろとお世話になりました。心から感謝

を申し上げたいと思います。

　串間の取組としては、観光とマッチした野焼きでござ

いますが、ただ、それがうまくいくかいかないかは我々

の努力だろうと思いますので、今後の課題として取り組

んでいきたいと思っております。

　以上であります。

○議長（太田長八）　ありがとうございました。

　すみません、川南町長の日髙さんも何かございまし

たら。

○川南町長（日髙昭彦）　うちは湿原なんで、面積も３

ヘクタールぐらいなんで、皆さんのことを聞きながら勉

強していたところで、職員とどうするという話をしていた

ところです。ただ、本当に人が手を入れないと維持でき

ないというのは共通の課題でありますので、そこは

やっぱりみんなで知恵を出していくしかないんだろう

と思っております。

　以上です。

○議長（太田長八）　ありがとうございます。

　太田市長、これでまた何かありましたら、よろしくお

願いします。

○真庭市長（太田　昇）　ありがとうございます。

○議長（太田長八）　太田市長、よろしいですか。

○真庭市長（太田　昇）　ありがとうございました。

　また私どもも勉強させていただきながら、地元でしな

がらボランティアとかですね、そういう人も育て、そして

観光にまで、山焼きも初めは安全なところでやっても

らって、それからだんだん慣れていただければ、結構も

う毎年来るというような人も出てくるはずですのでね、

そういう守ることと自分の楽しみというか、やっているこ

との意義とを感じながら楽しんでもらえる、そういう人

をつくっていきたいと思います。ありがとうございました。

○議長（太田長八）　すみません、まだやりたいところ

ですが、時間がございませんもんで、この辺でこの会は

ちょっと閉じて、次の議題にいきたいと考えております。

６．草原１００選について

○議長（太田長八）　次は、「未来に残したい草原の里

100選」のアナウンスでございます。

　それではまず、私からこの事業の趣旨、また経緯、そ

れとスケジュールにつきまして説明させていただきます。

　主催は、全国草原の里市町村連絡協議会でござい

ます。協力また後援は、一般社団法人全国草原再生

ネットワーク、後援は環境省、静岡県、一般社団法人の

茅葺き文化協会、公益財団法人日本自然保護協議会

となっております。

　事業の趣旨ですが、多様な価値を持つ草原が残る

里を再発見し、その大切さを広く紹介するとともに、次

の世代へと残していくことを目的に、未来に残したい草

原の里100選を選定いたします。

　事業の経緯といたしましては、2012年に阿蘇で開

催されました、第10回全国草原サミットに出席した14

市町村の首長によりまして、草原100選の選定が提案、

採択されたことを受けまして、2016年に自治体におけ

る全国草原の里市町村連絡協議会が発足いたしました。

そして、2021年の総会にて、今回のサミットにてこの事

業の開始をアナウンスすることが決定いたしました。

　まず、事業の目的でございますが、多様な価値を持

記述でさせていただくということになっております。

　これ以外にも当然、重要な際立った特徴があれば、

それを考慮していくという形で選考の基準とさせてい

ただこうかと。

　それから、皆さん、興味をお持ちと思います。スケ

ジュールの問題ですけれども、今回、第１回選考とあえ

て書かせていただいたのは、さっきもお話ししたように

一発で100をそろえてそれで終わりという世界ではなく

て、一緒に歩みながら一つ一つ重ねていきたいという

ことです。２年か３年、数年かけてでもゆっくりと応募を

していただきながら選考していただくというスケジュー

ルを想定したものでございます。

　応募の公開は本日、この場で草原サミット東伊豆大

会において募集を発表いたします。

　応募期間、本日から１２月１５日必着という形を取ら

せていただきます。ただ、応募のフォーム等をホーム

ページで掲載する時期が若干遅くなりますので、近日

中にホームページは公開するという形を取らせていた

だきたいと思います。

　審査期間ですけれども、第１次審査は１２月１５日の

締切り以降２月から３月までに終わらせて、最終審査

を翌年の２月から３月頃に開催して最終決定をしよう

と思っています。この審査に当たっては、場合によって

は現地審査もさせていただくことになろうかと思ってお

ります。

　それから、発表や表彰のスケジュールですけれども、

結果発表は来年の４月を予定しております。これは主

催者である全国草原の里市町村連絡協議会の総会が

開催されるときでございますので、その場で結果の発

表を行います。

　その後、秋までに表彰式やイベントの準備を行うと

ともに、現地の取材を行いながら、より深くその内容を

理解していくような期間として、追加書類等の提出が必

要であれば、それもお願いするような形になるかもし

れません。

　表彰式やシンポジウム、一応、来年の秋を予定して

おります。こういう場で表彰されたということを皆さん、

内外に強くアピールする機会をつくっていこうと思って

いるところです。あくまでも選んで終わりという世界では

なくて、一緒に歩み、輪を広げる、そういう形の100選

にしたいと思います。何度も言いましたけれども、みん

なで積み上げていって、最終的には全国草原年鑑みた

いなものに集約できればいいなというふうに今考えて

いるところです。

　間もなく、近日中に公開されるホームページですけ

れども、若干、最終版とは異なることになるかもしれま

せんが、イメージとしてこんなふうな形のホームページ

が皆さんのほうにお伝えできるんではないかと思って

います。草原の里100選とは何かという文言もあります

し、スケジュールのことについても具体的に記述されて

いますし、選考の基準について、より詳細な内容がそこ

に記される予定になっております。

　応募方法、応募様式のダウンロードをここでやって

いただいて、それに書き込んで応募していただくような

形を取らせていただきます。

　それから、自治体の推薦が必要だというお話があり

ましたが、その推薦様式についても、ここにホームペー

ジ上でダウンロードできるようにしたいと思っております。

　最後に、湯本貴和委員長からのメッセージを載せさ

せていただく、そういうふうな構成ないようにしようと思

います。

　湯本先生のメッセージには、草原100選の概念とか

エッセンスというものがまさしく濃縮されておりますの

で、その一部をここにお示しして、最後の報告を終わり

にしたいと思います。

　ちょっと読ませていただきます。

　「未来に残したい草原の里100選」は、それぞれの

地域が草原を生かした地域づくりを競い合い、その輝

かしい成果を顕彰する場とは考えていません。共通の

課題を抱えている地域が互いの実践やアイデアを学び

合い、共に未来へ進んでいくための仲間探しの場であ

りたいと思います。みなさんが応募する段階で、誇るべ

き宝を再発見したり、足りないパーツを認識したりする

作業そのものに大きな意味があると信じています。ぜひ

とも「未来に残したい草原の里100選」にご応募いた

だき、わたしたちの仲間の輪に加わってくださることを

願っておりますというメッセージをいただいております

というメッセージを頂いております。私たち関係者の共

通の思いを言い表していただいている内容だと思って

おります。

　草原の里というのは、まさしく未来に向けた草原保

全のシンボルになるであろうと思っております。風土に

根差した特色のある草原を育み、未来への展望も様々

な人の活動があり、そのような活動を通して人々が交

流し合う里、そういうものをイメージしたものになると

思われます。ふるさとの原風景とも言える草原のある里

の認知度というのは、まだまだ低いものがございます

が、この草原100選の活動を通して、草原の魅力と価

値を広く国民に伝えて訴えて行きましょうということで、

最後の言葉とさせていただきます。

　以上が未来に残したい草原の里100選の概要説明

でございます。ご清聴ありがとうございました。

ることがとても重要なんだということが期待されており

ます。

　それから、選定によって、先ほど町長からお話があっ

たように、様々な効果が期待される。さらに、未来へ向

けてですね、草原の里の持つ価値をアピールすること

になるというですね、新しい草原の活用方法もそうで

すし、草原の持つ新しい価値、そういうものを対応して

いくものにもなりますし、利用や保全をそれによって促

進されるようなものにしたいと考えております。

　それで、今回の草原の里100選の事業を行うに当

たって、大きなコンセプトをみんなでちょっと考えて行

きました。地域の人 と々草原の関わりの繰り返しの中で、

地域に蓄積されてきた知識とか意識、技術そのものが

草原の里の持つ価値であるというふうに考えました。こ

の価値のあるものを「共創資産」という、新しい用語で

すけれども、として捉える。各地に残っているこの共創

資産を日本全体で共有し活用することによって、次世

代に希望のある自然共生型社会を実現することに寄

与していこうではないかというのが事業のコンセプト

でございます。

　この事業、落とすための選考ではなくて、できるだけ

拾い上げ、仲間を増やしていくという観点から、また、一

度に100選ぶということよりも、時間をかけて少しずつ

増やしていく、そういうふうな形で進めたいと考えてお

ります。

　応募要件ですけれども、自薦という形で、草原と関わ

る民間団体、あるいは地方公共団体が応募できますと

いう形。ただし、民間が応募する場合には、地方公共

団体の推薦が必要となります。

　それから、選定の対象となる草原の里は、現在ちゃ

んと草原が存在している地域ということになります。

　応募に関しての確認事項、幾つかあります。これはま

た応募要領の中で詳細に記述しておりますので、そち

らをご覧になっていただければと思います。

　もし選考されなかった場合も、結果はちゃんとフィー

ドバックしていこうというふうなことを考えております。

　それから、選考の方法ですけれども、有識者の皆さ

んによる草原の里選考委員会というのを組織いたしま

した。ここが最終選考を行うということです。それから、

この選考委員会の下に実務者で構成する運営委員会

というのを組織しております。運営委員会は、１次審査

というか、書類審査を担当する。その結果を基に、最終

的に草原の里選考委員会が最終選考を行うという形

にしております。

　１、２と掲げてあります、最初は応募書類による審査、

候補の絞り込みを１次審査としてやって、１次審査で絞

り込めた地域について最終選考を行うという形を取ら

せていただきます。

　具体的な選考委員の名簿を一応ここに掲げさせて

いただいております。

　上のほうから、日本茅葺き文化協会代表理事の安藤

先生、それから、全国草原の里市町村連絡協議会の会

長である東伊豆町長の太田町長ですね。それと私と、

それから、京都大学霊長類研究所所長である湯本貴

和先生。湯本先生にはこの委員長になっていただいて

います。それから、皆さんよくご存じの東京大学名誉教

授の養老孟司さん。あと２名ほど、今、内諾をいただい

ている委員がございます。２人とも女性の委員でござい

ますので、最終的には７名の委員構成になる予定でご

ざいます。

　それから、選考の基準ですけれども、草原の生態系

と人々が暮らす里の関係性がつくり出した共創資産を

軸に５つの観点から選考するという形を取らせていた

だいています。一つ一つ、今から述べていきますけれど

も、１つは草原の自然、環境的価値と言ってもいいのか

もしれませんけれども、動植物が特徴的なものがある

かとか、景観の特徴はどういうものがあるか、そういう

ものをいくつかのポイントとして捉えて評価していく。

　それから、草原からの恵み、実際に利用の価値を受

け取っているかとか、あるいは資源の恩恵を被ってい

るかとかいう点からも評価していきたいと。現代的意義、

あるいはその認識というのもここに含まれますけれども、

過去の利用方法やどういう形の草原の恵みを得ている

かという具体的なものを判定する予定にしております。

　３番目が草原を維持し、享受する仕組み、そのもの

がきちんと理解されて継続されているか。それを持続性

とか公共性の尺度から評価をしていこうと。管理が

ちゃんと妥当なものであるか、それが今後も継続される

か、あるいはそういう意思が示されているか。それから、

経済がちゃんと還元されているかとかですね、主体と

かモニタリングというような項目が入ってくるかなと思

います。

　それから、４番目が共生型社会の実現に向けた波

及効果、まさしく未来に向けて草原の里が持つ重要性

をここで語っていただこうかと。地域や地域内外の社

会に及ぼすよい影響、これまであった影響もですし、今

後影響を及ぼすことが期待される、そういうものをきち

んと書いていただこうと。

　それから５番目、今の４つはある程度、選択肢で選

ぶような形をさせていただきますが、５番目はいわゆる

思いの強さです。関わっている人が熱く語れる熱量や

行動力を評価しようということで、ここらあたりは自由

○議長（太田長八）　高橋先生、どうもありがとうござ

いました。

　この件につきまして、何か質問がございますでしょう

か。ありましたら、挙手をお願いいたします。よろしいで

すか。

　それでは、このような方向でやりたいと思います。ま

た、多くの皆様の応募を期待しております。

７．サミット宣言採択

○議長（太田長八）　最後に、この第13回全国草原サ

ミットｉｎ東伊豆の宣言をさせていただきたいと思います。

　第13回全国草原サミットｉｎ東伊豆。

　私たちの暮らしに欠くことができなかった草原は、生

活様式が変化し草が使われなくなったことから、近年

ではとても珍しい風景になってしまいました。過疎、高

齢化により、山焼きや野焼きの担い手は減少の一途を

たどっており、今後、草原の維持はますます困難になる

ことが予想されています。

　細野高原でも、ススキを使うのはごく一部の農家とな

り、毎年早春に実施される山焼きが何のために行われ

ているか知らない町民も増えております。

　陸上の生態系は森林、草原、湿原などが様々な地形

の上に成り立っており、そのそれぞれに多様な動植物

が生息、生育しています。この多様性が人々の生活を

豊かにする礎となり、暮らしや文化が守られています。

草原は、その一端を担い、地域産業の基礎、水源の涵

養、生物多様性の保全、ＣＯ２の削減、カヤぶきや盆花

の文化など、様々な恵みを提供してくれます。

　草原を失うことは、これらのかけがえのない恵みを

失うことを意味しており、人々の豊かさや、また地域の

文化が失われることにもつながるものです。草原が育

んできた人と自然の共生の知恵や持続的な利用の技

術は、今後の持続可能な社会の実現を目指す上で欠

かせないものであります。

　私たち草原を有する自治体は、互いに学び合いな

がら草原を維持し、賢く利用していく努力を惜しまず、

草原のある里の風景を後世に引き継ぐための環境を

整備し、交流・連携を強化していくことをここ東伊豆町

において宣言いたします。

　それでは、東伊豆宣言。

　１つ、私たちの大切な草原、湿原を守っていくための

保全活動について、地域の関係機関と連携しながら共

に考え、支援していきます。

　１つ、すばらしい景観を活用した観光資源としての

草原と貴重な植物の自然観察など、教育・文化面との

調和を図り、次世代へと受け継いでいきます。

　１つ、かつてのように生活の中に草原の利用を取り

込む創意工夫を支援し、地域振興に活用できる社会環

境を整備します。

　１つ、未来に残したい草原の里100選事業を推進し、

草原の持つ魅力を全国に発信していきます。

　１つ、全国草原の里市町村連絡協議会の連携強化

とネットワークの構築、さらに全国の草原を持つ自治

体への協議会の加入促進を推し進めてまいります。

　以上、宣言する。

　令和３年９月27日。

　以上でございます。

　以上で議事を終了いたします。

　皆さん、このコロナ禍の中でこの全国サミット、参加

して本当にありがとうございます。特に首長様、今年、新

型コロナウイルス感染症の対応で大変お忙しい中参

加していただき、ありがとうございます。これからまた皆

様と連携し、この草原、また湿原の保全をやっていきた

いと思いますので、また連携して、またいろいろお知恵

を借りた中で、よりよいこの連絡協議会にしていきたい

と思います。

　本当に今日はどうもありがとうございました。

８．閉会

○司会　それでは、これをもちまして、第13回全国草

原サミット・シンポジウムｉｎ東伊豆大会を終了いたします。

　サミット宣言の精神に基づき、今後も各自治体や関

係者の皆様と草原の維持保全に取り組んでいきたいと

思います。今回は初めてのウェブ会議方式での開催と

なり、お見苦しい点もあったかと存じますが、ご容赦く

ださい。

　最後にお願いとなりますが、全国草原の里市町村連

絡協議会に加盟されていない自治体の皆様は、これを

機会に加盟のご検討をしていただきたいと思います。

　また、次回の草原サミット・シンポジウムの開催地が

決まっておりません。自治体の取組や草原のＰＲには

最も適したイベントだと思いますので、こちらにつきま

しても併せてご検討ください。

　新型コロナウイルス感染症が終息しましたら、ぜひ

東伊豆町細野高原にお越しいただきたいと思います。

　本大会へのご参加、ご協力、誠にありがとうございま

した。

細野高原現地視察の様子
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後の土石流がその中に入っていた木の炭素年代を調

べたら、２万５千年前後の炭素年代が出ていますので、

そこで一度起こったなというのは分かっているんです

けれども、その前には何度も何度も大分、山の南斜面が

かなり削られていますので、何度も起こった様子が見ら

れると思います。

【細野高原の川について】

○伊豆半島認定ジオガイド（鈴木京子）　今度は細野

高原の中の川のそばにやってきました。

　細野高原の中には、水源涵養保安林という地元の人

の飲み水を確保するために保安林というものをみんな

で植えて、水が自然にここに沈む込むような作業をしま

した。そのために、ここから二口ほど水源を引いていま

す。大体ここの水源は、町の総人口約１万２千人いるう

ちの千人、8.3％ぐらいの人たちのための水源になって

います。このお水は、保安林だけでなく、先ほどお話しし

ました土石流に乗って保安林の下には海底火山、その

時代からの長い年月をかけたいろいろな火山灰、そし

て火山礫が眠っています。そこの隙間を通り抜けて川の

水になっていますけれども、その火山礫の間を通り抜け

ることでたくさんの豊富なミネラルをお水の中に取り込

んで、おいしい水をつくっています。その水は私たちの

飲み水だけでなく、先ほどお話ししました湿原の動物や

生き物、生物、植物などの栄養分にもなっています。また、

町のほうに下りていきますと、農業用水になったり、そし

て、海のほうにこれが流れてですね、海の栄養にもなっ

ています。そのために稲取の野菜や果物、お魚はとても

おいしい味になっているのだと思います。私たちは細野

高原の自然を大切にして、これからもおいしい水、いろ

いろなおいしいものを食べれるような、そんな場所にし

ていきたいと思います。

　河原にはいろいろな色の石があると思います。これは

長い年月をかけて噴火してきた火山礫や凝灰岩です。そ

の火山礫や、白っぽい石がところどころに見えるんです

けれども、白っぽい石は、細野高原とまた違う斜面で爆

発的な噴火を起こしましたカワゴ平という場所がありま

す。そこは、ここと違って流紋岩や軽石を出しています。

その軽石などもかなり水分が石の中を、軽石は穴が開い

ていますので、その中が水分を通っていきます。そのため

また細野高原と違うミネラル分を含んだ水になっている

ので、本当にいろいろな豊富なミネラルを含んだ石が、

色によっても成分が違いますし、赤みを帯びているもの

は鉄分が入っている石です。錆びると赤くなりますね。

あのような変化を起こしています。そのようなものを含ん

だここの水はとてもミネラル豊富ということが分かります。

　でも、この河原を流れていっても浄化されているので、

もっと下流のほうに行っても、とてもお水がきれいで、本

当に飲みたくなるような、そのまま飲みたくなるようなお

水が見られます。

【最後に】

○伊豆半島認定ジオガイド（鈴木京子）　入り口の駐

車場の横に戻ってきました。先ほどの看板がある近くです。

　こちらに見える尾根が大峰山です。その大峰山の斜

面には、石の上と書いて石上という字名があります。こ

の字名のあるように、大きな岩がごろごろ点在している

様子が見えます。山焼きの後の２月下旬からワラビ狩り

の５月頃までは、点在している大きな岩を見ることがで

きます。この季節は草丈が伸びているのでよく分かりま

せんが、またその頃、今と違う季節にいらしてください。

　今日はありがとうございました。

②視察・オンライン見学後の感想

○司会　そうしましたら、東伊豆町の細野高原の案内

動画のほうは終了させていただいて、この後ちょっとお

時間をいただきまして、午前中に細野高原に視察してい

ただいた有識者の先生たちに少し感想のほうをお聞か

せ願えればと思いますので、ちょっと前の席のほうへご

移動をお願いいたします。

　そうしましたら、今日２時間ほどかけて細野高原のほ

うをずっと１周、見学をしていただきました。それぞれご

専門と、あとは町外の方から見た感想と印象というよう

なことを含めて、お一人ずつお話をいただけたらという

ふうに思います。席順のとおり座って、白川さんのほうか

らすみません、よろしくお願いいたします。

○芸北高原自然館主任学芸員（白川勝信）　ありがと

うございます。最初のほうなので、ちょっと安心しています。

　細野高原を久しぶりに見まして、やっぱり最初の印象

は広いなというところです。広さがやっぱり第一印象か

なと思いました。入ってすぐに、行くまでの道は植林され

ていてちょっと暗いですが、景色がぱっと開けたときに

左手にススキの波がわあっと広がっている様子という

のは、細野高原ならではだなと思いました。

るという提言をされました。これは後の草原100選のと

きにも出てくるワードですけれども、自然と社会が失わ

れれば、あるいは自然と人が失われれば、なくなるもの、

そういうものを共創資産と位置づけて語っておられま

した。また、この共創資産と言われるものは、時代ごと

の検証を受けて、長い間、自然と足されてきた、ある意

味中身のしっかりした技術や知識であると。そういうも

のが積み重ねているものがあって、そういうものを私た

ちはもう一度見直すとともに、将来に受け継いでいく必

要があるんじゃないのかなというお話でした。

　それを受け継ぐために必要なものとしては、その方

法であるとか実行力であるとか仕組みとか、あるいは

行政の役割として非常に大きいのは、法令とか条例の

整備とか、そういう環境整備であると。それから、普及、

教育という、この５つの観点をしっかりと捉えていく必

要がある。

　その中で草原に関わる象徴的な活動として、ご自身

が北広島の芸北地方で進められている茅プロジェクト

の紹介をしていただきました。これは、地域にあるカヤ

材を子供たちが作った市場に集めて、そこで「せどやま

券」という地域通貨を発行して、その発行したせどやま

券で地域の経済も回っていくという、様々なメリットを

持った内容でした。要は、利用が放棄されて社会資本

が喪失している中で、その利用の仕組みをもう一度導

入するによって草原の保全に循環性とか展望が生まれ

ているという非常に象徴的なお話でありました。

　各地に残っているこういう共創資産を見いだして、

それを共有して、それから未来にも役立てていくという

ことが大切だろうと。今日人間だからこそ生み出されて

いる、この美しさを大事にして生かしていきたいという

ことを最後に述べられて基調講演を終わられました。

　それから、パネルディスカッションは、その基調講演

をした白川さんがコーディネーターとして登壇していた

だき、東伊豆町の太田町長、それから私と、稲取地区の

特別財産運営委員会の山田さんと東伊豆町観光協会

の石島さんに登壇いただいて、この地元の細野高原の

活用、それをどういったふうに持続性の観点から理解

するかというテーマについてパネルディスカッションが

行われました。

　会場の様子はこんな感じで、それぞれ登壇しており

ます。

　それで、内容ですけれども、実は2008年にこの東伊

豆町で全国草原シンポジウムというのが行われていま

す。もう13年か14年たつわけですけれども、当時から

担い手の問題とか観光の利用について新しい取組を

やりたいという動きがございました。ただ、観光のほう

も着 と々いろいろな形で進めていて、例えば草原に入る

ときの入山料のような形で、観光客からその対価を頂

いて管理運営に回せるという、全国でも画期的な取組

もやられているんですけれども、そういう形で観光客が

増えるにしたがって、様々な問題点も生じてきているよ

うです。今後はその利用のルールをしっかりと構築し直

すことが大切であるというふうなお話がございました。

　そのためにも、都会の人と地元の人の意識の相違と

か認識の違いをうまくコーディネートするような、そうい

う組織体制も必要ではないかと。

　それから、入山料については、最初はいろいろと来

訪者から文句も言われたそうなんですけれども、今で

は多くの方がそれを理解して払っていただいていると

いう、そういう意識の醸成もできているんですよという

話がございました。

　草原はまさしく人との関わりの持続的モデルであっ

て、これは新しい社会の礎ともなるであろうと。それか

ら、草原学習は子供だけではなく、子供から地域へ広

がる、そういう可能性を秘めており、まさしくＳＤＧｓの地

域版である。そういうふうな結論で終わっております。

　最後に、町長さんのほうから、こういう問題は東伊豆

だけではなく全国の問題である。これからも多くの自治

体と共に手を取り合っていきたいという力強い宣言を

いただいております。

　それから、分科会はそれぞれの場所で行いました、

このオンラインを利用してですね。それぞれが自立し

て行っていったという形になっております。

　今回は３つの会場で分科会が行われました。１つが

この地元の東伊豆町の会場で、テーマは「保全・利用・

継承」と、これをどう循環させるかということで、地元出

身の東京都立大の内山さん、それから草原を守ってお

られる入谷区の鈴木さん、地域おこし協力隊の藤田さ

んがコーディネートしていただいております。

　蒜山会場のほうは、利用の面から、カヤの利用をす

ることによって草原保全にどう関わっていけるかという

ことで、地元の郷土自然館の前の館長さんでいらっ

しゃる前原さん、それから鳥取大学で自然再生につい

て関わっておられる日置先生、実際にカヤ刈りをした

り、カヤの建物を建てたりされている沖元さんと相良さ

んという２人のカヤぶき職人さんのトークセッションが

行われています。

　３番目の阿蘇会場は、草原の恵みを守る仕組みづく

りをどうするかということをテーマに行っています。主に

草原の持つ水源涵養力について科学的見地からの知

見、それから新しい知見というものを熊本県立大の島

谷さんから、それから、それを基にして、地域の草原を

たいと思います。

○東伊豆町長（太田長八）　それでは最後に、私から

静岡県東伊豆町の報告をさせていただきます。

　東伊豆町は細野高原という草原があります。昨日か

らのシンポジウムでも議論されてきましたが、この草原

の維持管理、また利活用、そして次世代への継承が、う

ちだけではなく、今聞きますと、全国の草原を持つ自治

体の共通の課題だと思います。このサミットで皆様のお

知恵をお借りした中で、また今後この課題に取り組ん

でいきたいと考えております。

　細野高原は、うちの町は稲取地区、熱川地区と二地

区があります。そして、稲取地区が４部落がある中で、

稲取地区に存在しております。その稲取地区の４区の

町内会が組織する稲取地区特別財産運営委員会が管

理しております。この４区の共同管理によりまして、防火

帯の設置や山焼きなどを実施しております。防火帯、ま

た山焼きにはそれぞれ120名ほどの人が出て実施し

ていますが、やっぱり作業者の高齢化、また、農業従事

者の減少によりまして、作業ができる区民が年々減りま

して、人的負担が増しております。また、この草原を管理

するのには、年間約500万円の費用がかかるため、経

済的負担も課題となっております。

　観光面では、この細野高原の資源を活用いたしまし

て、４月上旬から５月上旬にかけての山菜狩りや、また、

秋には秋のススキイベントを開催しております。イベン

トの開催時には、これはススキのほうですが、参加者

から600円、その他の期間におきましては20円を入山

料として頂いております。先ほど経済的負担のことを申

し上げましたが、これらの収入が維持管理には必要と

なってきます。しかし、これだけで全ては賄えませんの

で、入山料の値上げ、また新たな利活用を検討いたし

まして、この維持管理費用の捻出を考えていかなけれ

ばならないと考えております。

　そんな中で、イベント等のため、この道路、駐車場、ト

イレ等を整備し、誘客に努めておりますが、一方では、

来訪者のマナーも問題になっております。この大切な

資源を荒らされないよう、対策も同時に取っていくべき

と考えております。そして、何よりもこのすばらしい景観

や、また資源をどうやって次世代につなげていけるか

が大きな課題となっております。

　かつては農家の方がこのカヤをミカン畑に敷いたり、

またかやぶき屋根を使用したりするなどの活用がされ

てきましたが、農業後継者が減っていく中でのこの現在

では、カヤの需要もほとんどない状況でございます。し

かしながら、このすばらしい景観、また資源は、山焼き

等の保全活動を継続していかなければ守っていけま

せんので、町内の子供たちに、また地元にこんなすば

らしい草原があること、また、この草原は人の手によっ

て守られていること、また、カヤを使った昔の文化を教

育していくなど、未来につないでいかなければならな

いと感じております。

　これらの問題解決を図るため、昨年度、稲取地区の

特別財産区運営委員会をはじめ、行政、また観光協会、

農協、高原の専門員などで組織する「細野高原を考え

る会」が発足されました。この会では４区が継続的に細

野高原、これを維持管理していただくためにはどのよう

に、また、観光、産業などの資源としての活用、周辺の

地権者とも協力して、新たなこの魅力の創生、これを

図っていくかなどを検討しております。今日は皆様方か

らいただいたこの知恵をお借りいたしまして、この会の

発展にも生かしていきたいと同時に、この草原を全国

に発信できればと考えております。これからもどうぞよろ

しくお願いいたしたいと思います。

○議長（太田長八）　以上でこの参加自治体からの報

告が終わりました。いろいろなお話を伺いました。その中

でまた意見や質問等もあるでしょうから、ここからは自由

な形で意見交換会をさせていただきたいと思います。

　ご意見がございましたら、挙手をお願いして、発言し

ていただきたいと思います。どうぞよろしくお願いいた

します。

○真庭市長（太田　昇）　よろしいですか。

○議長（太田長八）　どうぞ。

○真庭市長（太田　昇）　それぞれすばらしい取組を

勉強させていただきましたが、恥ずかしい話、蒜山高原、

まだ山焼きの面積が80ヘクタールぐらいなんですね、

どんどん減っていて。何とか維持しようと思っているん

ですけれども。600ヘクタール焼いているとかですね、

本当にたくさん広い面積を焼いているとこら辺の取組、

もうちょっと詳しく、それもその行政というよりは、住民

の方とか、あるいは子供も参加してということですが、

もう少し、こんな取組をしているよということをご紹介い

ただければありがたいんですが。勉強させてください。

○議長（太田長八）　今、太田市長からの行政以外の

ほうの取組、これが何か具体的なことがありましたら、

どなたかご発言願いたいと思います。

　南阿蘇村の後藤さん、よろしくお願いします。

○南阿蘇村農政課主幹（後藤進哉）　先ほども説明さ

せていただきましたけれども、本村の牧野面積が

2,470ヘクタールで、野焼きが行われているところは

1,170ヘクタールということなんですけれども、地震前

はまだ野焼き面積は広くて、この事業主体というのが各

地元の行政区とかになりまして、以前は区長さんが責

【細野高原の管理の歴史】

○稲取財産区運営委員長（山田賢一）　細野高原は、

昔、町村合併が、昭和32年ですけれども、行われたとき

に、ここもそういうことで、昔ここがカヤ場で、ここの地区

の人らが農業に敷き草とか、山の屋根をふくときのカヤ

とかというものに利用しました。町村合併でここが稲取

地区の財産区ということで払下げがありまして、それで

我々が財産区として管理しているところです。

【細野高原の管理者について】

○稲取財産区運営委員長（山田賢一）　所有地の払い

下げがありまして、稲取地区、ここは特別財産区という

のが管理しております。

【細野高原のカヤ場の歴史】

○稲取財産区運営委員長（山田賢一）　そうですね、も

う僕が知らない昔から、ここはこういう形で、この地区

の農家の人たちが、要するに農業で堆肥を作ったり、畑

の中へ有機物の補給という形で、ここの草を持っていっ

て、畑の中に入れました。それとまたそのほかにも、かや

ぶき屋根のカヤの材料としても使われたそうです。

【山焼きをやるメリット】

○稲取財産区運営委員長（山田賢一）　山焼きをやる

ことによって、例えばこういういい敷き草とか、農業に

使うようなカヤとか、そういうのが病気を抑えられたり、

害虫も抑えられたりすることによって、いい材料というか、

そういうのができます。それとまた、きれいに焼くことに

よって、要するに何ですか、灰が落ちることによって、

土の肥料分の補給にもなるというようなことで、この原

野を保持していく上にはどうしても重要なことだと思

います。

【防火線づくりについて】

○稲取財産区運営委員長（山田賢一）　防火線焼きは、

大体120名ぐらいの方に出て、１日でやっています。山

焼きがその後、防火線焼きは大体11月に終わるんです

けれども、山焼きは大体２月にやります。そのときには、

もちろん区民の皆さんとか役場の職員の皆さんとか、

それとかいろんなこういうパラグライダーの関係者の

皆さんとか、そういう利用の皆さんに出ていただいて、

大体120～130名でやります。これだけの広さですから、

５人とか10人でやるわけにはいかないもんですから、

大体120名ぐらいの人の応援が不可欠です。

　先ほど言ったように、それだけの人を集めるのが１週

間ごとに大体、天候不順だと延びちゃうもんで、毎回の

ときにそれだけの人が集まってくれないと、山焼きが安

全にできない、それが悩みの種です。

【山焼きについて】

○稲取財産区運営委員長（山田賢一）　山焼きは毎年

２月に行われます。その前に準備として防火線刈りとい

うのを10月から11月にかけてやります。ここの周り全

部、境界線のところを防火刈りということで、12メー

ターぐらいずっと刈っていって、それを１週間から10日

ぐらい間を置きまして、それを全部燃して、防火線焼きを

行います。それで、それが終わりますと、もう火が入って

も大丈夫というようなことになりますので、２月の中旬

過ぎに、春を告げるということで、全体の山焼きを行い

ます。

【細野高原を考える会の発足の経緯】

○稲取財産区運営委員長（山田賢一）　細野高原は、

私たち子供の頃から毎年、春・秋の遠足は細野高原の

原野に来て、いろいろ親しんだわけですけれども、そう

いう中でこの細野高原をどういうふうにしていったら将

来にわたって維持できるかというようなことが今中心に

なっています。今、細野高原を管理して、今まで言いまし

たような防火線刈りとか、焼きとか、山焼き、そういうの

を稲取地区の区民全員で、皆さんで出てやってもらいま

すけれども、何しろ今、高齢化で、中心になっているのが

昭和20年代、30年代生まれの方が中心になってやっ

てくれています。だもんで、将来それを、細野高原を維持

していくのにどうしたらいいかというようなことで、細野

高原を考える会を立ち上げました。

　それともう一点は、今言った防火線、山焼きを管理し

て、ここの細野高原を管理するのに、ざっとですけれども、

年間500万ほど維持費がかかります。だから、今はゴル

フ場に入ってくるお金を町と折半して、それを運営費に

充てていますけれども、将来的にもなかなかそういうこ

とが難しくなるので、できれば少しでも自己財源というん

ですか、そういうのをつくっていかないと、この細野高原

を将来にわたって維持していくのが難しくなるかなとい

うようなことで、何とかこの細野高原を皆さんに知っても

らって、現状を知ってもらって、将来にわたってどういう

ことが考えられるかというのを皆さんと一緒に考えてい

ただきたいということで、細野高原を考える会というの

を立ち上げました。

 １．開会

○司会　皆様、こんにちは。

　本日は、第13回全国草原サミット・シンポジウムｉｎ

東伊豆大会の２日目となります。

　午後からのサミットに先立ちまして、オンライン見学

会として、東伊豆町の紹介動画と事前に収録した細野

高原のエリア活用に携わる方による細野高原の案内

動画をご覧いただき、細野高原や東伊豆町のことを

知っていただく機会にしたいと思います。

　なお、現地での収録については８月にしたものです

から、セミの声とかも入っておりますことをご了承くだ

さい。

　動画を見終わった後には、今日、朝から有識者の先

生の皆さんに細野高原のほう、実際行っていただいて、

現地を視察していただいておりますので、その感想な

どをお聞かせいただきたいというふうに思います。

　午後からは全国草原サミットを１時よりオンラインで

開催しますので、午後３時までとなりますが、よろしくお

願いいたします。

２．オンライン見学会

○司会　それでは、オンライン見学会のほうをスタート

させていただきます。

①オンライン見学会

○東伊豆町長（太田長八）　東伊豆町長の太田です。

　今回は、通常の形で大会を開催することができず、皆

様をこの細野高原にご案内することができず、本当に残

念です。このような状況が解除されましたら、ぜひお越

しいただきたいと思います。

　それでは、私からは、細野高原の概要につきまして、

お話をさせていただきます。

　この景色をご覧いただけますでしょうか。私が立って

いるこの場所は、標高約700メートルの場所で、ここか

ら15分ほど上に上がると標高821メートルの三筋山の

山頂にたどり着きます。そして、この眼下に広がる細野高

原の向こうには、太平洋に浮かぶ伊豆七島をご覧いた

だくことができます。何といってもこのロケーションこそ

が細野高原の自慢のポイントであります。

　広さは約125ヘクタール、東京ドーム26個分と言わ

れております。

　行事といたしましては、例年ですと２月に山焼き、４月

にはワラビを主とした山菜狩りが全体で楽しめ、10月

にはススキ祭りが開催され、ピークのときには期間中１

万人を超す来場者がありました。また、関東圏から比較

的近いこともありまして、映画やＣＭ、ミュージックビデ

オのロケ地としても有名になり、多くの作品がここ細野

高原で撮影されております。

　そんな細野高原です。皆さん、お越しいただける日が

来ましたら、ぜひともこの絶景を目に焼き付けていただ

きたいと思います。私といたしましては、一面ススキ野原

となる10月頃がお勧めでございますが、この細野高原

は四季を通じてすばらしいですから、いつ来ても、お待

ちしております。

　続きましては、稲取財産区運営委員長の山田賢一さ

んからこの山焼きの現状など、保全につきましてお話を

いたします。

○稲取財産区運営委員長（山田賢一）　稲取地区特別

財産区委員長の山田賢一です。よろしくお願いします。

【財産区委員長の役割】　

○稲取財産区運営委員長（山田賢一）　財産区各区の

区長さん中心で委員会をつくっていまして、そこの親方を

やらせてもらっています。この細野高原の細野の原野に

ついてのいろいろ管理とか運営とか、いろんなことを皆さ

んと相談しながら決めさせていただく、そういう仕事です。

　これがヤマアワです。

　こういうね、湿原の問題点として、だんだん土砂が

入ってくるんですね。それで、その上に水が流れるところ

が決まって、１か所だけこうずっと掘れちゃうんです。そ

うすると、水が周りに出なくなっちゃう。それでもってどん

どんススキがこう、乾燥化してススキが生えてきちゃい

ます。そういう状態がこれから大いに予想されます。

　ミズトンボって言います。トンボの顔に似ているじゃ

ないですか。

　これはね、ヤマイって言って、イってイグサのイ。山に

あるイグサでヤマイ。

　これがいいかな。ちょっと待ってね。ここね、ここにこ

う真珠みたいな玉がついているでしょう。これがシン

ジュガヤです。

　これはイブキボウフウと。

　ここに紫色の、これがホザキノミミカキグサと言います。

　ちょっとやぶに入りますけれども、ここにキキョウが咲

いています。キキョウっていうのは、花屋さんでも売って

いますけれども、野生のものは非常に貴重なんですよ。

【周辺の植生について】

○細野高原ネイチャーガイド（富永眞弘）　これはツリ

ガネニンジンと言います。黄色い花が、これはオミナエ

シです。これは女郎花って書いて、オミナエシという名

前です。

【中山一号湿原の状況】

○細野高原ネイチャーガイド（富永眞弘）　ここはね、

中山一号という湿原なんですけれども、こっちからどん

どん泥が入っちゃって、もう湿原の上のほうが見えなく

なっちゃっているという状態です。乾燥化がどんどん進

み始めています。この辺もね、生えている植物がススキ

じゃないでしょう、ワラビがあったり、何か他のものが生

えちゃっている。大分植生が変わってきています。

○細野高原ネイチャーガイド（富永眞弘）　今、ざっと

湿原の植物、草原の植物を見ていただいたんですけれ

ども、細野高原にはね、僕らが把握しているだけで約

500以上の植物の種類があるんですけれども、今日は

10とか20、もっといったかな、ぐらいしか見ていません

けれども。今日の見ていただいた中にもあるんですけれ

ども、静岡県の絶滅危惧種というのが細野高原に26種

あります。それから、環境省、環境省というのは全国で絶

滅危惧を定めているわけですけれども、その中に19、こ

こにあるものがあります。ということで、非常に貴重な草

原、湿原ということだと思います。

　以上で今日の解説を終わらせてもらいます。富永で

した。

○伊豆半島認定ジオガイド（鈴木京子）　こんにちは。

ジオガイドの鈴木京子です。稲取に生まれ育ち、今も稲

取に住んでいます。

　子供の頃からの思い出を踏まえていろいろお話しで

きればと思います。よろしくお願いします。

【細野高原について】

○伊豆半島認定ジオガイド（鈴木京子）ここ細野高原

は、伊豆半島の中央に横たわる天城山脈の斜面にあり

ます。天城山はフィリピン海プレートに乗って移動してき

て伊豆が本州に衝突した80万年前から20万年前の火

山活動によって生まれた大型火山です。火山活動が終

わった天城山は、浸食によってこちらの東斜面が大きく

削られています。天城山最高峰の万三郎、そしてこの細

野高原を取り囲む三筋山、大峰山も浸食に耐えて残っ

た天城山の一部です。

　細野高原の一部は、稲取泥流と呼ばれている土石流

堆積物に覆われています。何らかの原因で起こった山

崩れなどによって、水と土石が一体となって流れ下って

できたものです。高原内に点在する角の取れた丸っこ

い岩は、こうした土石流によって運ばれたものと考えら

れています。泥を多くふくむ土石流堆積物は、水を通し

にくく、水はけの悪いくぼ地には湿原をつくっています。

湿原は貴重な動植物の宝庫になっています。水を通し

にくい地層上にできる地下水は周囲に湧き出し、飲料水

の貴重な水源にもなっています。

　それでは、今から山のほうに行って、その場所を紹介

したいと思います。

【細野高原の岩の形について】

○伊豆半島認定ジオガイド（鈴木京子）　この大きな

岩ですけれども、このお山の上のほうにあって、この岩

の角が取れています。なので、これは先ほどご説明しま

したように、もっと上のほうから土石流に乗ってごろごろ

ごろごろ転がってきて、こういう角が取れたり、こういう

潰れていたりという様子が見られます。かなり大きさも大

きいですけれども、あちこち丸で、角が取れて、転がって

きたかなという様子が見られます。もっとね、割れたりし

ているときには、まだ角が鋭角だったりするんですけれ

ども、その後もまた転がって、何度か転がったかなという

ような様子が見られます。

　このほかにもたくさん、この辺りには大小いろいろな

石が転がっていますので、また、この山はそういう土石

流でいろんな石や砂や泥、いろんなものが転がったか

なという様子が見られると思います。

○インタビュアー　何回もそういう土石流が起こって

いたんですか。

○伊豆半島認定ジオガイド（鈴木京子）　そうですね。

一番というか、はっきり分かっているのは２万５千年前

【細野高原の利用状況】

○稲取財産区運営委員長（山田賢一）　春は、ご存じの

ように山菜狩りをやっております。これは観光協会では

なくて、財産区が主体になってやっています。それで、秋

はススキのイベントを観光協会が中心になってやって

いただいております。あとは、ここに撮影とか、いろんな

映画の撮影とか、そういうのにも使っていただいていま

すけれども、それは年中ではなくて、単発にやる、そうい

う形で使っています。

【細野高原の今後】

○稲取財産区運営委員長（山田賢一）　だから、今み

んなで考えているのは、あそこに、あれ、これ水源地な

の、この部落の。だから、水源地から見れば、手を入れる

ことはいろんな自然保護とか、いろんな環境の問題で、

水源地から上は手を入れないけれども、水源地から下

のここら辺を何か利用してくれる、何ていうの、企業とか

そういう団体があったら、ぜひ提供しますよというのを

私たちは今訴えているんです。もちろんここに自然破壊

するようなものを造られちゃ困るんですけれども、自然

を利用したもので、何かそういう、先ほど言ったような体

験学習とか、そういうことができるものがあればいいな

というようなことを考えています。

【次世代への継承について】

○稲取財産区運営委員長（山田賢一）　今言ったよう

に、管理しているのが我々中心なもんで、だんだんこの

草原をどうしていったらいいかということについては、

僕らの子供の頃は春の遠足、秋の遠足というのも細野

高原で、三筋山のてっぺんに登るのが楽しみでここへ

来ましたけれども、今の子供たちは本当に草原とかそう

いうのに親しむ機会がないもんで、できれば何かそうい

う体験学習とか、そういう形にどんどん使っていただき

たいなと思います。

○インタビュアー　以上です。ありがとうございました。

○稲取財産区運営委員長（山田賢一）　どうもありがと

うございました。

【細野高原の植生について】

○細野高原ネイチャーガイド（富永眞弘）　それでは、

私が今日の案内をさせていただきます。細野高原ネイ

チャーガイドクラブの富永です。よろしくお願いします。

　まず、細野高原ってどういうところかというのを植生を

中心に見た場合に、どういうところかというのを説明し

ます。

　まず、一番高いところ、風車が、向こうから２番目の風

車の辺りが一番高いんですけれども、あれから奥へ約

５分ぐらい行ったところが三筋山という山の山頂になり

ます。それが細野高原で一番高いところです。

　それから、その下へ、草原と林がありますけれども、草

原のほうが細野高原で、この稜線をずっとたどっていた

だいて、この林、量線を境にこちら側が草原で、向こうが

林になっています。こちら側が細野高原で、東伊豆町の

細野高原で、向こう側が河津町です。これがずっと延び

ていまして、その稜線に沿って、稜線のこちら側ですね、

ずっと下りて一番下の辺り、もうちょっと下まで細野高原

です。一番下の辺りが標高で370メートルぐらい。それ

から、一番高い三筋山が821メートル、標高差が約550

メートルありますので、気温的にも３℃ぐらいの差が

あって、それで、ご覧になって分かるように、草原が広

がっていまして、後で説明しますけれども、湿原があって、

それから、人工林がこう、杉の林ですけれども、人工林、

常緑針葉樹があって、ちょっとここからはあまり見えな

いんですけれども、落葉広葉樹があって、植物、草なん

かにしてもこういう林の中なんかの植物は草原の植物

とは違うものがあるというようなことです。

　先ほど３度ぐらい差があると言いましたけれども、春

のワラビなんかだと、下から取れるようになって、だん

だん上へ上がっていくと。秋の紅葉なんかは、上からだ

んだん下りてくるということです。

【芝原湿原について】

○細野高原ネイチャーガイド（富永眞弘）　ここは芝原

湿原という湿原です。このぐらいの大きさ、この柵があり

ますけれども、非常に小さな湿原ですけれども、こういう

小さな湿原が細野には４か所あります。湿原って、必ずし

もね、大きいからといっても、見ることのできるのは外周

ぐらいのもんですからね、このぐらいの大きさっていうの

は非常に適当だと思います。この細野の地面の下には

ちょっと粘土質の層がありまして、それで水を通しにくい

がありますので、こういうくぼ地には湿原ができています。

　ここ、こう荒らされていますね。これはイノシシが掘っ

たんです、ここのところを。これ至るところでやられてい

ますけれども、夏から秋にかけてやられると、種が落ちる

前に根が起こされて死んじゃう場合が、枯れちゃう場合

があるんです。あまりいいことではないです。

【芝原湿原の植生について】

○細野高原ネイチャーガイド（富永眞弘）　これ、これ

葉っぱを見ていただければ、アザミなんですけれども、

横を向いています。これはキセルアザミと言います。

　この花はサワヒヨドリと言いまして、フジバカマの仲間

です。ですので、この辺の紫の花、ヒメハッカと言います。

　ここに生えていますけれども、これはハイメドハギ、メ

ドハギというのはもともと真っすぐ立つんですけれども、

これははっています。

　コシロネといいます。

　さっきジオガイドの方から解説があったように、泥流

が流れたことで、ああいう、この斜面がずーっと続いて

いるような地形ができて、そこにススキがずっと一面に

生えているから、ああいう印象を与えるのかなと思って、

何か先ほどの説明を聞いて、改めて景色と重ねてみると、

思い返してみると、いいなと思いました。

　植生の印象は、やっぱり皆さん、ススキが小さい、小

さいというふうにおっしゃっていたんですけれども、全

体的に見て、低いところもあったんですけれども、高い

ススキもあったりして、これ多分、後から上野さん、詳し

く言って下さると思うんですけれども、山頂付近のです

ね、カヤという面で見れば、背丈が低いのは悪い、悪い

というか、使いにくいのかもしれないですけれども、植物

から見ると、背丈の低い植物がそろっているところは、

むしろ種の多様性が高まって、いろんなものが見えるの

で、上のほうのススキの背丈が低いところをもう少し

ゆっくりちょっと歩いてみたら面白そうだなと感じました。

　ビデオの中で500種類の植物がいるということで、こ

れは何かすごいなと思ったんですけれども、うちの近く

にある３つの草原で、それぞれ調べてみると、大体300

種類ちょっとなんですね、草原エリアの中だけでいうと。

そういう意味でも、ああいう、湿原がまずまとまった面積

で残っているというのが種数を増やしている一つ要因

になっているのかなと思いました。

　僕はもともと湿原をずっと興味があって調べたりして

いたんですけれども、今回見せていただいた中で、

ちょっと解説の中でもあったんですけれども、少し乾燥

化しているところというのは気になったところです。天然

記念物というか、文化財として指定されているところもあ

るんで、大事にしようということはすごく大事だと思うん

ですが、そのやり方については少し、先ほどビデオに出

られていた専門家とかですね、皆さんの意見を聞きな

がら、ちょっと見直しをしながら進めていただけたらい

いのかなと思いました。

　ただ、植物的には、先ほどのキセルアザミとかですね、

湿原特有の植物も見れたので、途中、役場の方から、

早く行きますよというふうに何回も促されながら、写真を

撮ったりして楽しませていただきました。今日はどうもあ

りがとうございました。

○司会　白川さん、ありがとうございます。

　続きまして、高橋先生、よろしくお願いします。

○全国草原再生ネットワーク代表理事（高橋佳孝）　

高橋でございます。

　私は草原生態のほうが専門なので、草原のほうは塩

坂さんのほうから多分詳しいお話があると思うんです

けれども、火砕泥流ですか、によってつくられた地形とい

うのが独特で、その中にスポリアが出ていたり、あるい

は浸食を受けたり、その泥流によって湿原のようなくぼ

地が生じたり、極めて多彩な地形がその中に含まれて

いるんだなと。ぱっと見た目にはとても広くて大きいん

ですけれども、実はその中にいろんな形の地形がある。

その中でススキの丈を一つ見ても、大きいところもあり、

小さいところもあり、ススキじゃなくて芝生のようになっ

ているところもある。それは恐らく地形に基づくものもあ

るでしょうし、今、利用されたり管理をされている作業そ

のものがですね、そういうものを生じさせている、モザイ

ク状のものというか、極めて多様なところなんだなと思

いました。

　先ほど500種という話がありましたが、阿蘇は２万２

千ヘクタール近くあるところですね、草原の植物500種

なんですよ。ですから、ここにかなり集約されているし、

中を見ると、湿原もとても大事な植物が多いんですけれ

ども、草原の中にも、例えばスズサイコとかキキョウとか

ですね、本当に今絶滅に瀕しているような植物もたくさ

ん生えているし、両方がとても大事なんだなという気が

いたしました。

　それから、管理のほうはやっぱり大変なんだろうけれ

ども、まだまだ地元の人たちがとても元気なんだなとい

う、多少人が少なくなってですね、きっと大変なところも

あるんだけれども、その気持ちだけはとても前向きであ

るというのが非常に印象深く受けました。

　これを今後どういうふうに仕掛けていって担い手や

仲間を増やしていくか、あるいは次の世代にどうやって

つないでいくかというのが大きな問題だと思いますけれ

ども、そのような熱意がある以上は、きっとうまくやってい

けるんじゃないかなという期待も込めています。

　もちろんそのときには外部からの働きかけや応援と

いうのも必要になってくるかもしれませんけれども、それ

はあくまで手段であってね、目標としているものがかな

り明確になっているので、大事なものを守ろうという意

識そのものをぜひ町民全体に醸成して、つないでいっ

て、広げていっていただければありがたいなと思います。

紅白が始まるぐらい、そんな時間帯です。今からメイン

で話します稲取泥流というのは２万５千年とされていま

すけれども、これは、だから12月31日の11時58分ぐら

い、２分30秒ぐらい、つい最近の話です。ですから、時間

が、皆さんの日常生活とスケールが違うので、そこを間

違えると混乱いたします。

　ですから、その斜線の部分が、まず伊豆半島の基底

をつくった海底火山堆積物で、その次に、この図でいく

と６番ですね。６番のゾーンというのは、浅間山とか大

峰山とか三筋山とかをつくったかつての、70万年ぐらい

前の天城火山の基盤をつくっているものです。それが先

ほども鈴木さんからご説明あったように浸食で残った

部分がこの６番の部分です。

　その後、新天城ができて、多分、これ土石流じゃなくて、

先ほど土石流、土石流と言っているのは、あれは間違い

で、土石流じゃなくて泥流です。土石流と泥流と全く違う

ものです。そこのところを混乱しちゃうので、さっき何か

フリップは土石流が、土石流がとあったんで、あれは実

は土石流じゃなくて泥流です。

　泥流はですね、どういうふうに流れたかといいますと、

さっき言ったように、この図でいくと左上のほうに天城

本体がありますから、あそこから流れてきたんですけれ

ども、流れたときに三筋山だとか大峰山が邪魔をします

ので、河津側に流れたほうと、それから、この東伊豆町

側に流れた、２つに大きく泥流は分かれました。

　今日話題になるのがこの東側に流れた泥流です。２

万５千年前ってどういう時代かといいますと、氷河期の

最後の時代。つまり海面が世界的に100～140メート

ルぐらい後退していた、海が今よりも140メートル低

かった時代。ですから、この土石流は、多分この稲取の

温泉街をぶち抜いて海の中まで入ったんです。溶岩の

ように非常に800℃とか1,000℃、高いので流れてくる

と、海につかった瞬間にそこで止まるんですね。だから、

あそこの伊豆高原の辺りの海岸がありますけれども、あ

れはあそこで溶岩が止まっちゃうわけです。ところが、泥

流の場合は泥なので、そこで止まらないんですね。だか

ら、海底の中にもそういう転石がたくさんあるはず。

　次に、泥流の真ん中にハート形の白いのがあります

ね、２番。これは火口なんですね。多分、泥流の中から

突き抜いてきたものなんですけれども、車で登っていき

ますと、右側にカーネーションの畑、ハウスと、それから

水田が唯一ありますね。多分そこは火口のところに長い

間、泥炭がたまって、その上に水田ができて、東伊豆唯

一の水田じゃないかと思いますけれども。その上に現在

はため池が、それこそハート形のため池があるんです

よ、これ空から見ると分かるんですね。そのため池とい

うのは、後で説明します、湧水が水温が低いので、その

ため池の太陽光で温めた上水だけを使って多分水田

をやっていたんだろうというのがこういう白いハートの

ところです。

　そのハートのところに今度は斜線が、ハッチが３か所

ありますね。これは凡例にもありますけれども、熱水の変

質帯と言うんですけれども、高温のマグマが地下に隠れ

ていて、その地下水が沸騰したような状態になって、周

辺の岩石を変質させるものです。特にこの水源地になっ

ている一番左側の上のところというのは、熱水で変質し

たものが粘土化して、こういう地下ダム、ダムの役目を

しているんですね。

　それからもう一つは、この地質のところには火山灰と

かスコリアは一応、剝がした図になっています。全面的

には多分スコリアは降っているんですけれども、それを

剝がしたやつになっています。ただし、右下のほうにあ

る白いところ、これがスコリアコーンで、これ玄武岩なん

ですけれども、これはつい最近、つい最近というか、か

つてスコリアを採取していた場所があるところですね、

右のほうです。

　それで、じゃこの今日見た湿地だとか湧水がどうなっ

ているかというと、結局、泥流が流れたときに、それがカ

ルデラの崩壊かどうか、そこまではまだ確認はされてお

りませんけれども、いずれにしても大量の水が流れたこ

とによって泥流が発生します。泥流というのは水土流、

泥水ですから、そこに大きな岩石も、それから山体の一

部も、コルクのように浮いちゃうんですね。浮いて流れて

いきます。これを流れ山と言います。代表的なのは、甲府

の北側の韮崎というところ、あそこに韮崎泥流、八ヶ岳

泥流というのがあるんですけれども、あれがあの辺で

やっぱり流れ山がたくさんありまして、武田信玄がその

山沿いにのろしを上げていったという、そういう流れ山

地形があります。だから、ここで、伊豆半島で流れ山地

形があるのはここだけです。

　流れ山でどういう現象が起きるかというと、重たいも

のから順番にこうもう流速がなくなるから落ちていきま

すね、止まります。止まるとどうなるかというと、後ろから

来た岩石がそこへまたこう何ていうかな、山が出来上が

る。そういうもの幾つもあります。さっき映像にあったパ

ラグライダーのランディングのところ、今トイレのあると

ころ。あそこも小っちゃい小山があります。あれも流れ山

の一つです。そういう流れ山と流れ山の間が当然へこ

みますよね。へこんだところは、下が泥流で水を通しま

せん。それから、この付近ですと、さっき言ったこの玄武

岩のスコリアだとか、西側にある大池のスコリアだとか、

そういうところはスコリアが飛んできます。そうすると、そ

　それから、私は文化財の専門じゃないんで、湿原のど

うこうというのは分からないんですけれども、手をつけ

ないで放っておくというのは、建物だったらよいかもし

れませんけれども、人と自然が関わってつくられてきた、

恐らく湿原についても人の手というのはかなり影響して

いるところもあるんですよね、そのあたりは詳しく分かり

ませんけれども。そういう全体的な自然そのものは、む

しろ文化財というよりは、文化的経過なのかなという感

じがします。そういう視点で見ると、やはり修復というの

が当然重要になってくる場面が結構あるんで、このまま

放っておいて手をつけないという自然ではなくて、地元

の人たちが合意の下に知恵を出し合って、それをよりよ

い形のまま後世につないでいくような仕組みづくり、ある

いはそういうものができたらいいなという感想を持ちま

した。

　以上です。

○司会　どうもありがとうございました。

　続きまして、笹岡さん、すみません、よろしくお願いい

たします。

○全国草原再生ネットワーク（笹岡達男）　こんにち

は。笹岡でございます。

　今日はたくさんの専門家の先生方に囲まれて、私は

専門家といっても、長く自然公園や自然環境の行政を

やってきておりましたので、詳しい話はもう先生方にお

任せしたいと思います。

　今日は純粋に細野高原の風景と景観をたっぷり楽し

ませていただきました。もちろんこの季節ですから、その

景観、風景の主役はすばらしいススキ草原なわけです

けれども、もう一つ見逃せないのは、あそこに立ってみ

るとですね、実はご承知の方も多いと思いますけれども、

伊豆半島というのは、海岸線とそれから天城山を中心

とする山稜線ですね。そういうところが帯状に、全部国

立公園に指定されているわけです。その中腹にある細

野高原はそうした区域とは違うんですけれども、細野高

原から眺める海、海が見える草原であると。そして、振り

返れば山も、すばらしい山が続いている。もう一つ、今日

も見えましたけれども、伊豆七島も見えちゃうんですね。

伊豆七島も国立公園です。

　そういう意味では、そういうすばらしい、自分が立っ

ている、目の前だけじゃなくて、その周りの風景、景観を

楽しめる場所としての細野というのはもう一つ価値が付

け加わるんではないかなというふうに思っています。

　そして、そういう草原を守っていくことについては、ほ

かの先生方からたくさんアドバイスがあると思いますけ

れども、やはり大変な維持管理の作業があるわけです

し、そのためには、何かこう、どういうふうに使うんだと

かね、こういうふうにここは守っていく、ここは使うんだ。

皆さんがその目的意識を持って、非常に大事なのは、や

はり地域でもって目的や利用の方法、合意を取るという

ことが大事なことだと思いますから、そういう皆さんの

話合いの中で、保全、利用、そして管理ですね。それをど

うやって引き継いでいくかというお話も昨日たくさん聞

かせていただきましたけれども、そういう新しいタイプ

の視点を大事にしながら、みんなで楽しんで守っていく

という、そういうところになっていけばいいなというふう

に思いました。

　本当に今日はどうもありがとうございました。

○司会　ありがとうございます。

　続きまして、塩坂さんのほうからお願いします。塩坂先

生は地質学がご専門ということで、先ほどのジオガイド

さんの提案内容を補足等もお願いしながら、ちょっとお

話しいただければと思います。よろしくお願いいたします。

○全国草原再生ネットワーク（塩坂邦雄）　ご紹介い

ただきました塩坂と申します。

　東伊豆町とは大変縁がございまして、大島近海地震

のときに、次の日にたまたま稲取駅のところで調査をし

ていて、そのときちょうどパニックがあってですね、何か

近々大地震が来るぞというみんな、いたんですけれども、

私は大丈夫だよと言って、皆さんをなだめた経験があっ

て、そのときの見高エリアの断層等も調査した覚えがご

ざいます。その以降は、私は趣味でパラグライダーを

やっているもんですから、空中からいろいろな調査もし

て、一応、自称空飛ぶ地質屋と言われておりまして、時々

空からおっこっていることがあるもんですからね、ソラ

ツカイとも言われますけれども。

　それで、実はこの伊豆は、今、熱海の伊豆山の土石流

調査もやっております。お手元にもありますけれども、こ

こにも図面を出していただきましたけれども、これは

倉沢さんと加藤さんとが作った、当時、稲取のこの付近

の地質です。

　この一番左上のところ、もっと上ですけれども、まず、

地形発達史といって、つまりどのようにこの稲取ができ

たかというところをお話ししますと、まず一番上に斜線

がありますよね。この図でいくと７番、この凡例でいくと７

番です。これが伊豆半島の基底をつくっている湯ヶ島層

群という海底火山の噴出物です。特に地質学というの

は、時間的な感覚が皆さん違うのは、例えば地球は46

億年なんですよ、分かっている限り。それを日常の365

日で割っていきますと、この伊豆半島の基底ができたの

は12月30日ぐらいです。もうつい最近の話なんです。

　それから、私が必死に100歳まで生きても、0.3秒で

す。まばたきですね。人類が誕生したのが12月30日の

○日本茅葺き文化協会事務局長（上野弥智代）　皆さ

ん、こんにちは。日本茅葺き文化協会の事務局長をして

います上野弥智代と申します。

　茅葺き文化協会は、所有者とか職人とか研究者とか、

それから自治体が一体となってカヤぶきのことをつな

いでいるネットワークの団体なんですけれども、今日、

細野高原へ伺って、また昨日から皆さんのお話を聞く中

で、私がわあと思うことがたくさんありました。でも、その

中を３つくらいに分けてというか、３つに絞ってお話しし

たいなと思うんですけれども、まず、皆さんが関心をお持

ちだったカヤというものとしてどうなのかというのは、も

う第一印象は、すごい元気なカヤだなという、カヤとし

て見たときに、細くてしなやかというのがありますけれど

も、背丈が高いからいい悪いじゃなくて、カヤそのもの

が真っすぐ細くてしなやかというのはすごくいいカヤだ

なというふうに思いました。

　昨日も話がありましたけれども、カヤぶきって、短いの

と、一番最後に長いので押さえて、それを竹で押さえると

いう、３層ぐらいにしていくんで、短いカヤも長いカヤも

要るんですね。長いカヤといっても、それが３メーターそ

のまま要るかといったら、やっぱりちょっと使えないんで、

切って使ったりするんですよ。だから、その短さというの

は使い方と連動するものなので、それよりも、ここの穂が

あれだけ立っていて、真っすぐ元気なカヤというのはす

ごいなというのをまず思いました。

　昨日も町内会長さんの鈴木さんのお話にも出てきた

し、山田さんの話にも出てきましたけれども、カヤってい

う、何か使うときはやっぱりカヤって呼んでいるんだな

という、屋根材だけじゃなくて、聞いていると、利用する

ときは草がカヤになっているなと思うんですけれども、

今、生えている状態だとススキですよね。それが刈り

取ってカヤ束、屋根ふき材、私の場合はちょっと屋根ふ

き材としてですけれども、屋根ふき材としていいカヤ束

ができたときにカヤになるというか、何でもかんでも刈

ればいいってもんじゃないじゃないですか。使い道に

よって。だから、それがススキが刈ってカヤになるという

こと。でも、皆さんの中にそれはもう当然のように根づい

ているんだなというのも感じました。

　今日案内していただいた上の山頂近くのところも、白

川さんが言っていたみたいにちょっと背は低いですけ

れども、あそこのカヤもいいカヤだったし、駐車場のと

ころも、下に少し広がっているところもいいカヤでした

し、最後見せていただいた湿原のそばにあったカヤは

結構背が高かったですし、あそこは少し、何かワーク

ショップ的にやるんであれば、あずまやもあるんで、あず

まやをカヤぶきにしたらいいんじゃないっていう話もあ

りましたけれども、あれ野焼きに巻かれるとすれば、毎年

屋根にトマブキみたいなのでかけてもいいんじゃない

かなと思いました。燃えてもいいんじゃないかな、そこは。

それでみんなでまた、何か新嘗祭じゃないですけれども、

豊穣を祝って、その屋根にふくというようなことにつなげ

てもいいのかなというふうに見ていて思ったんですけ

れども。そういう面白いいろんなことができそうだなとい

う、カヤとして使うということですね。

　さっき高橋先生が湿原のことでちょっとおっしゃいま

したけれども、法隆寺って、私、建築の専門なんで、法隆

寺って世界最古の木造建築って千年たっていると言わ

れているじゃないですか。でも、それはずっと放ってい

て千年もっているわけじゃなくて、修繕している。それを

植物資材を使って、大工さんなり技術者が修繕してい

る技そのものがすばらしいということで、この間、その

技そのものも無形文化遺産になったんですけれども、

伝統工匠の技って。そこにカヤぶきとかカヤ採取も入っ

ているんですよ。だから、ああいう植物材料を取ってく

る技そのものも含めて、だから、ああいうものができて

いるということが草原とかカヤ場も同じだなというふう

に思いました。

　それが１個目で、２個目はさっき内山さんから振られ

ましたけれども、もう一つ、わあ面白い、格好いいって

思ったのは山田さんのお話です。今、70代ですかね。こ

の財産区の皆さんの活動ですけれども、山田さんの話、

本当に面白いんですよね。若い頃は、何月頃みんなで

取りっこのように草を刈っていた、昭和50年代ぐらいま

で刈っていた、いやそれはこういうふうにやっていた、

カヤを降ろすのは、１週間ぐらい乾かしてから降ろして

いた、そういうお話がまだまだ生きているというか、それ

が話を聞いていて、すごい面白いし、格好いいなと思い

ました。

　今、草は使っていないのに、何で管理をあんだけ一

生懸命されているのかなというのもちょっと聞いてみた

んですけれども、やっぱり山田さんにとってはふるさとの

山だから、みんなにこのまんま何とかみんなにつなげた

のくぼ地にスコリアがたまって、それが、そのスコリアの

隙間が地下水の帯水層になるんですね。

　これも偶然の重なり合いなんだけれども、さっき言っ

た熱水が変質した粘土が下流側にあるもんですから、

ちょうどダムのように、地下にダムができている、ずっと。

それが一定程度常に安定して水を流下させているとい

うことになります。

　それからあと、この図で注意するのは、西側に黒い線

が幾つか見えますね。これが断層なんです。私のほうが

昨日泊まっていた旅館のすぐそばも通っていますけれど

もね。ずっと行って、あの伊豆急のトンネルのちょうど真

ん中を通って、国道135号線のところも、私の記憶では、

その小学校の下に自転車屋さんかなんかあって、その

自転車屋さんのところの真上です。そこを通って見高

エリアのずっと活断層があって、それからもう１か所、

浅間山のほうに、これちょっと書いてありませんが、浅

間山はもうちょっと左上かな、のところに浅間山ってあ

るでしょう、その斜面も、当時はほとんど植林されていま

せんでしたので、明確に活断層が確認できました。した

がって、東伊豆町は北西から南西に幾つかの断層が

あるんですね。そういう場所ですね。

　以上ですけれども、また後で質問があれば。

○司会　ご丁寧にどうもありがとうございます。

　続きまして、内山さんですが、内山さんは唯一の町内

のご出身で、今、東京都立大学のほうで研究をされてお

ります。よろしくお願いいたします。

○東京都立大学大学院都市環境科学研究科（内山義政）

　内山でございます。

　私は稲取の生まれで、何度も細野には通っているん

ですけれども、今は東京都立大学の博士課程の学生

をしております。今回、草原サミットの実行委員というこ

とで、役を務めさせていただいておりますが、ほかのサ

テライトの会場の先生方と比べて、まだ私、学生ですの

で、本当にこの大役、務まるのだろうかとずっとやって

きておりますが、今回、今日現地を見させていただいた

感想などをお話、２点、主にできればと思っております。

　まず１つ目に、後で上野さんからお話があるかと思

うんですけれども、あるかもしれないんですけれども、

今日ですね、現地見させていただいた中で、財産区委

員長と大変、地元の話を聞くのが楽しそうにされてい

るなという印象を強く受けまして、例えるとですね、例え

ば郷土の語り部なんかを語る観光イベントなんていう

のは各地で行われると思うんですけれども、まさしくあ

んな感じで、僕は考える会ですとか、財産区の会議と

かで伺っていても、本当に面白い話だなというのはた

くさんあるんですけれども、多分、地元でずっと住んで

いると当たり前だなという話も、例えばこの細野の管

理の歴史ですとか、そういった話も、改めて外部に発

信していくことで、そのお話自体が面白いコンテンツと

いうか、話になるのではないかなというふうに１つ思

いました。

　そうした地域の知見をそういうふうに改めて捉えてい

ただいて、誇りというか、引き継いでいくことが改めて必

要じゃないかなと思った次第です。そうしていく中で、先

ほど財産区委員長からの動画の中でもありましたけれ

ども、利活用をということですけれども、カヤで、カヤぶき

とか、実際見ていただいて、使えそうだという話もありま

したので、カヤぶきですとか、ぜひカヤ材の利用とか、

何ていうか、企業とか団体とかのそういうイベントとか

観光利用という面もあるかと思うんですけれども、ぜひ

草原本来の利用を、さらに新しい形での草原の資源の

利用という観点からで捉え直すのもいいのではないか

なと思いました。そうした中で地域での草原の資源の活

用の担い手という意味では、東伊豆町では最近、ＮＰＯ

ですとか大学が連携して様々な活動をしてきていると思

いますので、そういった地域でのつながりをまた活用し

ながら、細野高原のほうも今後動いていけたらいいの

ではないかなと、私自身もこれから一緒に関わってい

けたらなと思っています。

　２点目ですけれども、富永さんと鈴木さんの動画と、あ

と、私自身もネイチャーガイドのほうには時々参加させ

ていただいて、観察会、行かせていただいているんです

けれども、本当に今回の動画で、ちょっとしたやぶの中

に入らないと見られないキキョウですとか、もう本当に

道の、ちょっと奥まったところの道の、ふとこうよく見ない

と気づかないような石ですとか、そういった細やかな場

所まで熟知しているという地元のガイドですとか、そう

いう知識というものも人材として引き継いでいかなけれ

ばいけないなと思っております。

　私自身は、大学での研究ということで、なかなか綿密

にこの隅から隅まで熟知するということがまだまだ足り

ていないわけなんですけれども、そういった意味で、ジ

オもそうですし、植物ですとか生物のほうの専門的な知

識をより地域でも引き継いでいく人材がこれから必要で

はないかなというふうに思った次第です。

　以上、２点ほどです。ありがとうございました。

○司会　どうもありがとうございます。

　続きまして、上野さん、お願いいたします。

　上野さんは、一般社団法人日本茅葺き文化協会事務

局長を務められておりますので、そういった視点から

お話をいただきたいと思います。よろしくお願いいたし

ます。

１．開会

○司会　それでは、ただいまより第13回全国草原サ

ミット～未来へつなごう！壮大な海すすきの草原～を

開催いたします。

　私は進行を務めます東伊豆町企画調整課長の森田

と申します。どうぞよろしくお願いいたします。

２．挨拶

○司会　まず初めに、開催地を代表して、本大会の実

行委員長である東伊豆町長　太田長八よりご挨拶を

申し上げます。

○東伊豆町長（太田長八）　皆様、こんにちは。東伊豆

町の町長の太田でございます。

　本日は、この首長様におかれましては、新型コロナ

ウイルス感染症の対応で大変お忙しい中、全国草原サ

ミットにご参加していただきまして、誠にありがとうござ

います。

　本来であれば、皆さんにこの東伊豆町にお越しいた

だきまして、顔を合わせながらこの意見交換をさせてい

ただくところでございますが、１年延期したにもかかわ

らず、新型コロナウイルスの感染がなかなか収まらな

い状況ですので、このようなオンラインの会議とさせて

いただきました。ご理解願いたいと思います。

　この後、前回大会の報告、それから、昨日から行って

きましたシンポジウムの報告もお願いいたしますが、こ

こから先がメインであるサミットとなります。全国に存

在する草原の価値、また課題につきまして、参加者の皆

様から貴重なご意見を提言していただきながら有意義

な大会となるよう期待しておりますので、どうぞよろしく

お願いいたします。

○司会　町長、ありがとうございました。

　それでは、本日は東伊豆町以外に８自治体の皆様

にご参加いただいております。

　参加者について、事例等の発表順にご紹介させてい

ただきます。

　前回サミット開催地の宮崎県川南町、町長、日髙昭

彦様、兵庫県新温泉町、町長、西村銀三様、岡山県真

庭市、市長、太田昇様、前回サミット開催地の宮崎県

串間市、市長、島田俊光様、熊本県高森町、町長、草村

大成様、広島県北広島町、生涯学習課長、西村豊様、

いというのもあるけれども、そこにそうあってほしいとい

う思いが一番あるんだなというところ。山田さんのお話

を裏づけるようなネイチャーガイドのさっきの富永さん

とかジオガイドの鈴木さんのお話も、こういう方もたくさ

んいらっしゃるというのがもうすごいところだなという２

番目のわあです。

　最後は、笹岡さんとかの話にも出てきましたけれども、

山から海が近いじゃないですか。ここから15分ぐらい

であの草原に行けて、町もその間にあって、ジオの話も

ありましたけれども、すごく山から海までが見渡せる範

囲にあるという中に今の壮大な何億年の話から、その

暮らしが息づいていて、見えているということ、それでそ

こにさっき話したみたいな人がいらっしゃるということ

がもうすごいなというのが私の３つのわあでした。

　以上です。

○司会　どうもありがとうございました。

　先生たちのお話を聞いて、東伊豆町に住んでいる人

たちが感じていること、貴重な場所なんだなというよう

に思いました。また、動画のほうに出演していただきまし

た富永さん、鈴木さん、山田さん、どうもありがとうござい

ました。

　本来ですともう少し意見交換としたいところですが、

お時間になりましたので、これでオンライン見学会のほ

うは終了させていただきたいと思います。

　１時間昼休みを取りまして、午後１時から草原サミッ

トのほうを開催いたしますので、よろしくお願いいたし

ます。

　皆様どうもありがとうございました。

あったり、いろんなところに登場する、そういう特徴が

ございます。

　ここが町の中心部にあります、広さ的には３万

3,000平方メートル、3.3ヘクタールということでござ

います。植物のほうは、およそ300分類で、そのうち

170種ほどが希少な植物であるということでございま

す。平成22年から一般に公開しておりますので、今年

で12年目に突入したところであります。開園期間は４

月から11月の間ということになっております。

　では、この活動の状況の現状なんですけれども、基

本的にこの湿原は、ボランティアの団体であります川

南湿原を守る会の方々が運営をしていただいておりま

す。日常の草刈りなどの管理、それから植物の整備状

況、また、案内も全てそういうボランティアの方がやっ

ていただいているという状況でございます。

　管理作業は大きく分けて２つあるんですが、まず６月

ぐらいに水草を除去いたします。特にセイタカアワダチ

ソウ等が水路等に入りますので、それを全員で除去し

ます。そして１月には草出しをして火入れをするという

ことでございます。先ほど言いました守る会の会員の皆

様、それから役場の職員、一部ボランティアの方々に手

伝っていただいてやっているところでございます。

　現在、その湿原のほうの普及活動ということでござ

いますが、年に３回ほどの観察会を実施しております。

まず１回目が４月下旬のトキソウ・ハルリンドウ観察会

でございます。２回目が７月、夏にトンボの観察会、最

後が８月から９月にかけまして、ホシクサ観察会。ホシ

クサというのが実はもう世界でここしかないという、

ヒュウガホシクサであるとか、エダウチシロホシクサ

等がございます。専門の方には非常に貴重な植物だと

いうことでございます。

　今、本当にここしかない植物がありますので、一般に

開放しているんですが、まだそこまでＰＲをあえてせず

に、いろんな意味で、種の固定であるとか、そういう仕

組みを構築しながらいろんなことをこれからの目標に

しているところでございます。

　今回どこもそうですけれども、３年前に全国の大会を

開催させていただきまして、いい機会をいただいて、全

国的にＰＲを進めていこうという矢先ではございますが、

こういうコロナに関して、うちも県外とか遠くから専門

の方を含めた方が多くいらっしゃるもんですから、今は

残念ながら閉園という形になっております。いろんな工

夫や機会づくりをこれからしっかり行いながら、我々は

湿原の魅力をどうやって発信するか、これをどうやって

維持していくかというのをしっかり考えていきたいと考

えております。

　以上で前回の報告とさせていただきます。ありがとう

ございました。

○議長（太田長八）　どうもありがとうございました。

　本当、３年前に私、川南町さんと串間市さんにお邪

魔させていただきました。本当にすばらしい運営でござ

いまして、それを目標にやった中で、新型コロナウイル

スになってしまいまして、本当に残念でございます。そう

いう中で、やっぱりまず川南町の川南湿原、これを地

区の方が再現しようと頑張った中で、今、着 と々その準

備が進んできているということ、これはもう敬意に値い

たしますので、これによりましてまたまちづくりをやって

いけば、またすばらしい町ができるんじゃないかと思

いますので、頑張っていただきたいと思います。

○川南町長（日髙昭彦）　ありがとうございます。

４．シンポジウムからの報告、問題提起

○議長（太田長八）　それでは、次に、シンポジウムの

総括といたしまして、いつも大変お世話になっておりま

す、全国草原再生ネットワーク会長でございます高橋

様にこれまでの報告と、また問題を含めてよろしくお願

いいたします。

○全国草原再生ネットワーク代表理事（高橋佳孝）　

皆さん、こんにちは。全国草原再生ネットワークの高橋

でございます。

　昨日来、第13回全国草原シンポジウムがこの東伊

豆町で行われました。その概要について、私のほうから

説明をさせていただきたいと思います。

　ここは、町長の挨拶の写真が載っておりますけれど

も、昨日は基調講演とパネルディスカッションと分科会、

それから総合の討論会というのがございました。それ

に沿って、昨日のシンポジウムのご紹介をさせていた

だきたいと思います。

　最初は、芸北高原の自然館の白川さんの基調講演

から始まりました。基調講演の内容も非常に盛りだくさ

んでして、各地の人と自然が関わる取組について、たく

さんの事例を紹介していただきながら、そのなかに潜

んでいる非常に価値のある関係性というのを大事にし

ていこうということで、講演をいただいております。

　人と関わる自然をどのように守るかということですけ

れども、要は関わり合いを学んで、暮らしに寄り添って

人が決めていく自然そのものの価値を発信をきちんと

されているか、あるいは共有されているかという問題提

起から入ってきました。時代や地域に合った多様な活

用で、草原についても守っていく必要があるんじゃない

かと。

　大事なコンセプトは、残したいものは共創資産であ

島根県大田市環境政策課長、和田二朗様、熊本県南

阿蘇村農政課主幹、後藤進哉様、また、サミット中、草

原100選についてご説明させていただきますことから、

全国草原再生ネットワーク代表理事の高橋佳孝様に

もご参加いただきます。

　皆様どうぞよろしくお願いいたします。

３．前回サミットの報告（串間市・川南町）

○司会　それでは、各自治体から活動報告や課題の

提起などを発表していただきますが、ここからは、大会

実行委員長の太田長八東伊豆町長がサミット議長とし

て進行いたします。

　太田町長、よろしくお願いします。

○議長（太田長八）　それでは、しばらくの間、議長を

務めさせていただきます。太田です。

　ご協力のほどよろしくお願い申し上げます。

　まず、前回の開催地でありました宮崎県川南町長の

日髙昭彦様より、前回の報告並びに課題、取組につき

ましてご発言をよろしくお願いいたします。

○川南町長（日髙昭彦）　皆さん、こんにちは。川南町

長の日髙でございます。

　今回は本当にいろいろ大変な中、太田町長をはじ

め、関係者の方々に開催をしていただきましたことを改

めて感謝申し上げたいと思います。

　前回、もう３年前になります。市長お見えですが、宮

崎県の串間市と同時に開催をさせていただきました。

後ほど島田市長のほうにも話があるかと思いますので、

私のほうから話をさせていただきます。

　それでは、３年前、実は２つのＰＲポイントがありまし

て、１つはですね、今はオンラインでこうやって同時開

催、いろいろ当たり前なんですけれども、当時は串間市

と川南町と、県内ではありますけれども、車で３時間、

130キロぐらい離れていた会場を同時に開催をさせて

いただきました。今となればいろんな思いもあって、大

変だったんですけれども、いろんな経験もさせていた

だいたと思っております。

　もう１点が、川南町は草原ではなく湿原なんですが、

水のある草原を湿原という形で、初めてこの草原サミッ

トに湿原を登場させていただいたということで、改めて

感謝申し上げたいと思います。

　では、簡単に報告をさせていただきますが、前回は、

黒潮洗う野生馬の草原とトロントロンが育む湿原、ト

ロントロンについては後ほど説明いたしますが、そう

いうことで、連休明けの５月12日土曜日から月曜日ま

での３日間にわたってさせていただきました。延べ885

名の方に参加をいただいたところでございます。

　先ほども申しましたとおり、湿原を入れていただきま

したので、当時は12の自治体、特に県内から、川南町

と串間市ですが、湿原の関係で近隣市町村であります

新富町、高鍋町にも参加をしていただきました。

　先ほど言いましたとおりでございますが、このサミッ

トの中で宣言をさせていただきました。今回も宣言があ

るんですが、４つの項目をテーマとして宣言させていた

だきました。

　まず１点目がですね、まず、守るという点、それから２

つ目が安全、３つ目がＰＲ、４つ目が連携というキー

ワードになりますが、まず１つ目は、やっぱり湿原とい

うのは、草原というのは、人が手を入れないと維持でき

ないということで、今回も入っておりますが、湿原を守る、

草原を守る担い手の確保や保全活動を積極的に支援

するという、守るという点でございます。

　２つ目が、やっぱり草原管理の新たな技術やシステ

ムを活用する安全管理、つまり野焼きの安全性である

とか、カヤぶきの技術を、高所作業でありますので、そう

いう安全性を大事にするということで、安全管理体制

を積極的に支援するということでございます。そういう

安全を構築するということでございます。

　３つ目がＰＲというキーワードを使いましたけれども、

草原の大切さと公益的活用を広く国民にアピールする

ため、全国草原100選を選定するということを進める

ことを決定したところでございます。

　４つ目が連携と言いましたけれども、全国の草原を

有する自治体が連携して行動していくこと。全国草原

自治体ネットワークという、正式には全国草原の里市

町村連絡協議会という活動を強化するというテーマで

ございます。それは、前々回の平成28年、新温泉町で開

催されたときに設立をされたところでございます。

　それでは、簡単に川南町の活動の状況ということで

紹介をさせていただきます。

　まず、川南湿原ということなんですが、大きな特徴が２

つありまして、１つがですね、これは湧水、湧き水ででき

た湿原であります。よそからの流れ込みがないので、世

界でここだけという希少な植物が、現在発表されている

のが３つ、あとまだ幾つか未確定でありますけれども、ほ

ぼ間違いないということがございます。それから湧き水

でございますので、ここはたまたま町の中心地からすぐ

近く、歩いて行けるという地理的なメリットもございます。

　トロントロンという名前を先ほど申しましたけれども、

実はこれはトロントロンというのは、水が湧く、トロント

ロン湧く、湧き出るという音から来た正式な地名でござ

います。片仮名でございますが、川南町と言えばトロン

トロンというのが軽トラ市であったり、施設の名前で

どうやって守るかという、そういう行政側からの仕組み

づくりについて、南阿蘇村長の吉良さんから講演をい

ただいて、その後パネルディスカッションを行ったとい

うことです。

　東伊豆町の様子はこういう感じで、３人が登壇して、

会場と熱心な討議が行われました。こういう形で、茅葺

き文化協会の安藤先生なんかも非常に示唆的な、後で

ちょっとお話ししますけれども、コメントをいただいたり

して、地元の方たちもとても元気づけられる内容だった

と思っております。

　内容をかいつまんで言いますと、保全の面からいう

と、面積とともに管理がなくなったということが生物相

に大きな影響を与えているんだよと。それから、湿原保

全も大事だけれども、全体を通して鹿の問題が今顕在

化していて、草原だけで語れる内容ではなくて、全体の

管理ということも必要になってくるだろう。それから、

ゾーニングや安全な場所では、後継者育成のための

フィールドとして積極的に活用してもいいんじゃないか

という話がありました。

　それから、担い手の問題もあり、新たな仕組みが

やっぱり必要になってくるだろうな。１つはボランティ

アかもしれませんし、１つは野焼きの体制整備というこ

とかもしれません。

　それから、利用価値を最大限に活用する、すなわち

材としての草原もあるし、景観を利用した観光もあるで

しょうし、それを持続的なシステムとしてどうみんなで

関わっていくかということが重要だろう。それから、東伊

豆町さんは温泉もあり、海もあり、それから草原もあると

いうことですね、東京からも近いという立地条件もあっ

て、やはり観光が主体となる、産業として観光が主体と

なるだろうと。その中に草原の恵みであるカヤの利用

を取り入れて、地域の特性やスケールを発揮してはどう

かというのが安藤先生のほうから示唆されたことです。

特に例えば来訪者の拠点施設みたいなところとか、そ

ういうカヤふきが実際にできるようなところをうまく利用

して、そこに新しい価値も含めた来訪客へのサービス

提供というのもできるんじゃないか。カヤの循環によっ

て、癒しの空間形成というのが可能であるし、そういう

ものが今後観光を回していく上でも期待が大きいん

じゃないかという話があったというふうに覚えています。

　それから、蒜山会場のほうは、このようにカヤを使っ

たサイクリング施設というのを実際に建てられていて、

その新しい施設の近くでこういうふうなセッションを

行っております。

　内容ですけれども、草原の利用から見える、過去に

学ぶことによって蒜山らしさというのがよく分かるんだ

と。その利用の仕方や経緯から学ぶものも大きいとい

うことがありました。

　それからもう一つは、よく自然再生事業というのはい

ろいろ行われているんですが、その自然再生において

も地域経済を回すことが今大切になってきているんで

すよというお話。実際に草原のカヤを使ったサイクリン

グセンターというものがありますけれども、ここから広

がる新しい世界があって、それが地域を大きく回してい

く一つのきっかけづくりにもなるんじゃないか。

　それから、カヤの利用についても、いわゆる文化財と

か古民家だけではなくて、今は新しい施設や近代的な

施設、そういうものについてもいろいろとカヤが使われ

ている時代である。カヤぶきは新たにもう一皮むけて

未来に発展する、その礎となり得るものではないかと

いうことがありました。

　これまでは地元だけで使って守るというところから、

地域外の関係者も含めた、地域の人も一緒になって守

るという、幅広い守り方、そういうものが目指されており

ました。そのためには、地域内外の人と意識を醸成す

るためにも、楽しいということもとても大切なんではな

いかということが報告されております。

　それから、阿蘇のほうは、このように広がる草原が九

州の北部の６大河川の水源域になっているという、そ

ういう立地条件もありますけれども、今回、水源涵養を

中心とした生態系サービスについての討論が行われ

ております。

　新しく分かったこととして面白かったのがススキ草

原がものすごく水源涵養力が高いんだと。そのなぜか

という理由の一つがススキそのものが節水型の植物

であって、水を消費しない。その分、水源涵養に回る水

が多いんですよと。それから、川下、川上の関係でいえ

ば、福岡都市圏も含めて大勢の人数の飲用水を賄うこ

とができる、その水源地が阿蘇の草原だと。それは有

明海のほうにもつながっていて、ノリが色落ちするのを

防ぐために栄養源を補給しなきゃいけないんですけれ

ども、その補給するだけのダムの放流ができるだけの

水源が確保できていることがとても重要だと。そういう

意味では、海のほうから草原を応援していただくという

仕組みづくりも今後考えていったらどうかというような

お話がありました。

　それから、環境省のほうでは、阿蘇の地域を守って

いく、あるいは草原を守っていく上で、地元の農業者の

なりわいに対する助成を主体に考えてきたんですけれ

ども、それも今後は重要であると同時に、これからは草

原の持つ公益的機能へどういう形で支援できるかとい

う仕組みをつくる必要があるんじゃないかというお話

それを研究面から実証、検証するということをぜひ研

究者にはやっていただきたいと。それを普及させる場

の整備を行政には担っていただけると非常にありがた

いという最終的な要望がございました。

　これらの問題というのは、一個人でどうこうできる、

解決できるものではありませんので、ぜひ行政のほう

のお力添えをいただきたいと。私ども個人や市民として

は、今後もそういう形で対話を続けていきたいというこ

とで、最後、閉めたところでございます。

　少し長くなりましたが、以上が草原シンポジウムの報

告です。ぜひこの内容についてもサミットでの論議をし

ていただきますようよろしくお願いいたします。

　以上です。

○議長（太田長八）　高橋先生、どうもありがとうござ

いました。

　私、このシンポジウムをやって本当、大変勉強になり

ました。と申しますのは、やっぱり今までカヤの活用と

かね、また、子供たちを育てていかなければならない、

地域の学習、体験学習、これも大変重要だと感じまし

たので、この間、大変勉強になりました。

　そういう中で、首長さんがいらっしゃいますので、私

が一番感じたのは、やっぱり阿蘇の分科会の、誰か

ちょっと名前を忘れましたけれども、要するに職員が、

担当者はある程度認知しているけれども、ある程度の

方、全ての方が草原などを認知しなければ進まないと

言われましたので、各首長さんには、担当者だけでは

なく、ほかの違う職場の方たちにも、あと、地元の草原、

また湿原に対する知見をある程度広げていければ大

変ありがたいと感じております。

　以上です。

　どうも高橋先生、ありがとうございました。

５．各自治体の取組と課題

○議長（太田長八）　それでは、各自治体の皆様にご

報告をしていただきたいと思います。順番は、事前に配

付してある参加名簿の順でお願いいたします。時間の

関係もありますので、各自治体おおむね５分間をめど

ということでお願いいたしたいと思います。

　それでは、兵庫県新温泉町長の西村銀三様によろし

くお願いいたします。

○新温泉町長（西村銀三）　皆さん、こんにちは。新温

泉町長、西村銀三です。よろしくお願いいたします。

　平成28年第11回のシンポジウム、新温泉町で開催

していただきました。その際には、川南町、日高町長さ

んをはじめたくさんの方にご参加をいただきました。誠

にありがとうございます。

　皆様のお手元に新温泉町の概要と上山高原の歴史

と現状という資料があると思いますので、資料に沿って

説明をさせていただきます。

　新温泉町は、日本海側に面した鳥取県との県境に

あり、平成17年10月に誕生した人口約１万4,000人

弱の町で、まちづくりのテーマは、「海・山・温泉　人が

輝く夢と温もりの郷」であり、豊かな自然に恵まれた町

であります。

　産業については、農業分野では水稲、梨、高原野菜

の大根の生産を主として進めています。畜産について

は、神戸ビーフや松坂牛のもと牛である但馬牛の主産

地として、飼育頭数の維持拡大に努めています。また、

水産業については、松葉ガニ、ホタルイカ、ハタハタな

ど、日本有数の漁獲高を誇っています。

　当町には上山高原という大きな草原があります。周

辺集落の人々によって上山高原は田畑の土づくり、和

牛放牧として活用し、中でもススキは飼料、カヤ、かや

ぶき屋根等に利用され、生活の一部として維持されて

きました。

　しかし、農機具の普及、牛農家の減少によって、草原

は活用されなくなり、クマザサが茂り、雑木に覆われて

きました。これでは駄目だということで、平成16年に県

と町と地域が連携してＮＰＯ法人上山高原エコミュージ

アムを立ち上げました。上山高原と麓の７集落を丸ごと

生きた博物館として捉え、草原を保全・再生する取組を

地域の資源を活用し、地域内外との交流を図ることで

地域の活性化につながる活動を進めています。

　再生の具体的な活動としまして、人工林をブナ林の

広葉樹に替え、ススキ草原の持続と拡大ということで、

山焼き等を行っています。また、イヌワシの生息調査、ノ

ハナショウブ、そしてヤナギタンポポ等、希少植物のモ

ニタリング調査の継続を行っていますし、体験プログ

ラムとして、滝巡りやハイキング等も行っています。また、

第11回大会を開催した成果だと思っていますが、スス

キの有効活用ということで、神戸市のかやぶき職人「く

さかんむり」と連携・協力協定を結び、古民家や文化財

施設にカヤを使う取組も進めています。

　草原維持では、ササ刈り、山焼き作業、放牧作業等、

毎年継続することが必要になってきます。このため会員、

地域住民、ボランティアの方々の協力をお願いしてい

ますが、作業費等の捻出が今後の大きな課題となって

います。今後もできるだけ多くの方にご協力をいただい

て保全活動や利用する取組を進めてまいりたいと思っ

ております。

　以上であります。

○議長（太田長八）　どうも西村町長、ありがとうござ

がありました。

　それから、草原と私たちの関わりとか、暮らし方を支

えるエビデンス、要するに研究の証拠ですよね、そうい

うものとか学術研究がとても重要だということが今回

のこのセッションの中でもよく分かったということです。

　それから、南阿蘇村長さんは熊本地震後、火入れ責

任者を村長さんに替えたという行政側からの支援が

あって、それによって野焼きが復活したところが結構

あったと。それから、火入れの手続も届出制に変えたり

ということをしたんですけれども、これを行う大きな根

拠となったのが、やはり水源涵養機能ということで、熊

本県民、熊本市民の水道水を支える水源の源である草

原を守ることが地域全体、あるいは県全体に対しての

大きな影響を及ぼすんだ、大きな貢献ができるんだと

いうことで、これまで阿蘇の草原といえば景観が主体

でしたけれども、今後は水源保全という意味でも、阿蘇

の草原の価値を見直して、みんなにアピールしたいと

いう話がございました。

　最後、全体会は、こうやって行われたそれぞれの分

科会の報告を受けて全体討議をしたんです。これも全

てオンラインでやりました。ここに映っているのは東伊

豆町さんのところでやった内容です。ちょっと写真で隠

れていて申し訳ないんですけれども、それぞれの分科

会から代表者が入っていただいて、オンライン上で討

議を行っております。

　まとめになるかどうか分かりませんけれども、草原の

保全面については、なぜ草原が重要かを各世代意識

共有する必要があると。活動に関わる人、理解者、応援

者を増やしていく仕組みが必要。維持するために人が

関わり利用し続ける仕組みづくりが重要になるという

ことが語られました。草原の経済価値と公益機能を積

極的に評価してあげる必要があって、公益機能の守り

手である生活者を支援する制度設計というのをしっか

りと組む必要がある。

　前にもお話ししましたけれども、保全のための保全と

いう観点から、草や草原を活用することによる保全と

いうほうにシフトしていく必要があるんじゃないかとい

うお話でした。

　草原の活用についてですけれども、これも先ほどお

話ししたように、保護の管理から、利用して管理へとい

うのが大きなテーマとなっていました。草原利用の創意

工夫に対して様々な支援や環境整備をしていく必要が

あるだろうと。小さな経済活動を生み出して、地域ととも

につくり出すことがまず第一歩じゃないか。

　都市へのアプローチには、どうしても意識の違いと

か様々な問題があるので、その中間層の育成が必要な

んじゃないか。

　堆肥や農業や肥料とか、あるいはカヤの利用という

のはありますけれども、今でも野草の利用価値は非常

に高いものがあって、堆肥の利用とかカヤの利用で野

草の価値を復権する必要があるんじゃないのかなと。

堆肥についても、今、新しい知見として、野草を使った

堆肥に含まれる非常に優れた土壌菌がいるということ

も分かってきました。こういうのも研究の成果だと思い

ますけれども、そういうふうに野草の価値を復権させる

ことで、野草を利用すれば火入れの炎もある程度制御

しやすくなるし、火入れの安全性にもつながるんだよと

いう幅広い内容からのものがございました。

　草原の継承については、地域の固有性やほ誇りを

各世代で共有、共感すると、これはもちろんですけれど

も、地域、行政、企業が互いに手をつなぐ仕組みという

のも面白いんじゃないか。例えば細野高原だったら、

いろんな企業さんが持続的にこれを利用したいという

ことではいろんな方が入っていただいて、そこを活用し

てはどうかという話もございました。

　それから、カヤふきは活用を通じた継承の有効な

ツールである。利用というものが入ることによって、その

価値を継承したり、その仕組みを継承したりするきっ

かけにもなる。

　それから、使うことで生き物が、草の供給で文化が守

られていくだろうと。

　環境教育は世代を超えていく潜在性を持っているの

で、非常に大切なことである。子供さんへの教育という

のはとても大切。

　草原と地域のつながる観光や地域振興の在り方に

も工夫が必要になってくるんじゃないかというふうなま

とめがございました。

　最後に、行政へ望むことということで、幾つか提案を

いただいております。

　１つは環境教育、あるいは担い手育成も含めてとい

うことですけれども、その助成をぜひ継続できるような

ものにしてほしい。

　それから、実際に草原を守るときに一番頭を悩ませ

ているのは、行政の実務者の担当者であろうというこ

とで、もちろんいろいろ替わったりもしますので、持続

的にそれを進めていくのに問題が生じがちなんですけ

れども、ぜひその自治体間での実務者同士の学びの

ネットワークをつくっていただけないか。サミットでい

えばシェルパ会議のようなものを今後実現していただ

ければありがたいという話がありました。

　それから、地域知、伝統的に言いつながれてきた知

識そのものに意外と真実が、とても大事なものがあって、

いました。

　太田市長の取組は、もうマスコミでだいぶ私も勉強

させていただいております。そういう中で、文化と草原

がやっぱりマッチしないと、本当にそのとおりだと考え

ています。昨日の分科会の会場、隈先生の建築、それに

つきましてカヤを使っていること、大変感銘を受けまし

たので、今度、一度視察に行かせていただければ大変

ありがたいと思います。よろしくお願いします。

○真庭市長（太田　昇）　どうぞ、おいでください。これ

が全容ですけれども、３棟あります。

○議長（太田長八）　そんなにあるんですか。

○真庭市長（太田　昇）　１つは、このメインのがです

ね、これが18メートルあります。その横に見えておりま

すのが、隈研吾先生の設計図面とか模型とか、そして

サスティナブルな商品を売るとかですね、そしてもう一

つはサイクリングターミナルという、それで構成されて

います。7,000平米ぐらいの広さであります。

○議長（太田長八）　すごいですね。視察を楽しみにし

ておりますので、よろしくお願いいたしたいと。

　続きまして、串間市長の島田俊光様、よろしくお願い

いたします。

○串間市長（島田俊光）　こんにちは。串間市の島田

でございます。

　12回草原サミットにつきましては、川南町と一緒に

開催させていただいたわけでございますが、事務局の

皆様等はじめ関係各位の皆様方のご高配を賜り、サ

ミットを成功することができました。本当に感謝を申し

上げたいと思います。

　それで、宮崎県串間市は、宮崎県の最南端に位置す

る温暖多雨なところでございます。きゅうりやピーマン

などの施設野菜、サツマイモやごぼうなどの露地野菜

をはじめ生食で食べられる完熟キンカンや餌にトウガ

ラシを混ぜてつくる養殖ブリなどは、質、量とも全国トッ

プクラスの地域でございます。また、そのように農産物

を生産する食の宝庫でもあります。

　串間市からは、野生馬が生息する都井岬と宮崎県

の希少な動植物重要生息地に指定されている古竹・笠

祇地区について紹介させていただきたいと思います。

　串間市の草原といえば、野生馬が生息する都井岬が

代表的な草原となるわけでございますが、もともとは江

戸時代の軍馬を育成するための牧場であったものが、

人の手が触れることなく、令和の時代まで残っているも

のであります。春には新緑の草原にオキナグサやウマ

ノアシガタ、さらに夏から秋にかけてヒオウギやノヒメ

ユリ、ムラサキセンブリ、冬はノジギクなどが繁茂して、

四季それぞれの種のある希少動植物、国指定天然記

念物の野生馬とともに見ることができます。オキナグサ

など都井岬に生息する多年草のほとんどは、毒があっ

たり、またとげがあったりして、馬が食べない植物であ

り、食べ残すことから花を咲かせることができる。都井

岬は馬がつくり出す生態系に、絶滅危惧種に指定され

ている希少な植物を観察することができます。都井岬

は人の手を加えないことが魅了をより高めるものと考

えております。

　通過型の観光から体験、滞在型の観光へと転換さ

せる取組として、野生馬の生態と野生馬による形成さ

れた草原の植物やふん虫、フンコロガシでございます

が、などを訪れた観光客に対して分かりやすく説明す

る都井岬野生馬ガイドを配置し、エコツアーなど着地

型観光としての活用をはじめ、地元小中学生の地域を

学ぶ授業、くしま学などを地元の魅力を学習させる取

組など、草原の維持・存続と魅力発信のため取り組ん

でおります。

　また、笠祇・古竹地区の紹介でございますが、資料の

下段にあります笠祇・古竹地区の草原については、都

井岬と同様であり、江戸時代の軍馬を育成するための

牧場であったものが地域住民により草刈りや野焼きな

どの作業により代々守られ、現在も草原として維持され

ているものでございます。平成19年11月には宮崎県

の希少野生動植物重要生息地に指定されております。

笠祇・古竹地区は串間市の中心市街地から車で約15

分と近い場所に位置しており、昔ながらの田園風景が

広がり、里地里山で和牛の里として呼ばれている畜産

が盛んな地域でもございます。

　集落は過疎、高齢化が進み、野焼きなどの里山を守

る活動の継続が危惧されているところでございます。集

落の過疎化、高齢化の進展は、本市のみならず全国各

自治体の共通問題と認識をいたしております。行政の

役割としては、地域の魅力を住民自らが情報発信して

いく活躍の場の創出と、地域に何度も訪れる深いつな

がりを持つ関係人口の増加が肝要であると考えており

ます。

　本市の取組の１つがエコツーリズムの推進でありま

す。市といたしましては、地域資源の魅力を伝えること

により、関係人口の増加、地域住民の資源価値の再認

識、そして、環境教育による次世代への継承へとつな

がるエコツーリズムを鋭意取り組むことにより、草原の

維持形成を図っていきたいと考えているところでござ

います。

　以上でございます。よろしくお願いします。

○議長（太田長八）　どうも島田市長、ありがとうござ

いました。

いました。

　このＮＰＯ法人の活動、大変すばらしいと感じており

ますし、また、うちの町のテーマも、「満点の海・山・空は

東伊豆」と、何かまちづくりが同じような感じがいたしま

すんで、これを契機にまた交流ができれば大変ありが

たいと思います。どうぞよろしくお願いいたします。

○新温泉町長（西村銀三）　こちらもよろしくお願いし

ます。

○議長（太田長八）　それでは次に、続きまして、岡山

県真庭市長の太田昇様、よろしくお願いいたします。

○真庭市長（太田　昇）　真庭市の太田です。よろしく

お願いいたします。

　真庭市は合併して828平方キロメートルと、面積で

いうと東京23区の1.3倍というですね、岡山県北に広

がる市です。その一番北、鳥取県境のところに蒜山高原

という高原がありまして、東西20キロ、南北10キロと

いう、多分、関西では一番広い高原だと思っております。

　課題ですけれども、よそと同じで、もともとはススキ野

原が非常に広がっていた、それがだんだん狭くなって

きていると。そこに貴重な動植物、絶滅危惧種がいた

のが、これを守らないと、景観も含めて滅んでしまうと

いうようなことで、そういう意味での保全というのが一

つの大きな課題であります。

　もう一つは、これも出ておりましたけれども、単に保

全だけではできない、やはり活用しながら保全すると

いうことをしなきゃならない。その活用というのが一つ

の課題だろうというふうに思っております。

　その２つをどうしたら両立できるのかということです

が、１つは、カヤを山焼きをする、そうするといいカヤが

できる。そのカヤを、もちろん土に戻すことによって、灰

そのものが肥料になってまいりますが、蒜山も旧石器

時代から人が住んで、そしてカヤを焼いて、火山灰の

非常に貧栄養化のところを植物が育つように、１万年

以上かけて変えてきたという歴史がありますから、それ

を延 と々やっていかなければならない。それとともにカ

ヤを建築資材として活用するということで、昨日の分科

会でも隈研吾先生の設計で、カヤの屋根を逆さまに

使ったですね、屋根そのものは鋼板で、中の天井から

中を全部カヤにしたという、逆さまにしたような、そうい

うサイクリングターミナルを造りましたけれども、それ以

外にも建築資材としていろんな活用ができるということ

で活用していきたいということであります。

　それとともに、このすばらしい高原を多くの方に親し

んでいただく。自然環境だけでは人は来ません。やはり

そこに文化というものがないと人は来ないということで、

ここに出ておりますけれども、これも隈研吾先生の作品

ですけれども、ＣＬＴ、クロス・ラミネーテッド・ティン

バーという縦横、縦横に木材を組合せして、一つの板

を作るわけですね。その板を組合せしてこういう建物

を造っていくですね、これはオリンピック選手に遊んで

もらおうと思って東京の晴海に造ったんですけれども、

真庭のヒノキで造り、日本で専用のＣＬＴ工場は真庭に

しかありませんから、言わば真庭に里帰りしたというこ

とで、グリーナブルヒルゼンというふうに呼んでおりま

すけれども、こういう施設。中は空間で、ここで遊んだり、

イベントができるように、そういうものを、一つの芸術作

品ですけれども、造っております。こういうものを使って、

観光資源としても活用していくと。

　つまり景観も含めて、そして人工的なこういうものを

全部入れて、地域価値を上げていくという、そういう概

念で取り組んでおります。

　さらに、このＧＲＥＥＮａｂｌｅというのがロゴにもなって

おりまして、阪急阪神百貨店がこのグリーナブルに沿う

ようなものを真庭の産物をですね、産品を大阪で売っ

ていくというような、阪急百貨店とも提携をして、コロナ

がもう少し落ち着けば本格的に梅田で真庭の産品を

開発しながら売っていくということになってまいります。

阪急に今ブランド、阪急ブランドとしてＧＲＥＥＮａｂｌｅと

いうのを商標登録してもらいました。

　そういうことをしながら、この背景として、私の背景

に木材を使っておりますけれども、バイオマス産業都市

の指定も受けて、やがて真庭の電力は全て真庭で賄う

と。今、バイオマス発電、１万キロワットのありますけれ

ども、市内需要の大体60％ぐらいを再生可能エネル

ギーで賄えています。火力じゃなくて、水力とバイオマス

ですね。これを100％にしていくということも地域の価

値を上げていくという取組をしております。

　それと、生ごみ等、人間さんのふん尿ですね。それを

混ぜてメタンガスを発生させて、それでプラントを動か

して、最後、液肥を作って、それを低コスト農業として利

用していくという、そういうような、全体をＳＤＧｓという

か、サスティナブルなそういうまちにしていくという取組

をしております。東京のまねをしても仕方ありません。こ

の地域にある資源をいかに使って、それを循環させて、

未来志向で豊かにしていくということで、ＳＤＧｓ未来都

市の第１号にもなっておりますけれども、そういう取組

をしているというのを、そういうことを背景にしながら

蒜山高原を守り、活用していくということであります。

　皆様方のご意見も、あるいは活動も参考にしながら、

よりこれを進めていきたいというふうに思っております

ので、今後ともよろしくお願いいたします。

○議長（太田長八）　太田市長、どうもありがとうござ

にちは。広島県の北広島町生涯学習課長、西村と言い

ます。よろしくお願いいたします。

　お手元にお配りしております北広島町の概要、そし

て、北広島町の草原と取組について、説明をさせていた

だきます。

　まず、広島県北広島町の概要でございますが、広島

県の西北部、西中国山地の標高300メートルから800

メートルの盆地、北は島根県と接しております。広島県

に流れる太田川、そして島根県に流れます江の川の源

流域でもございます。面積の８割以上が森林地帯でご

ざいまして、県北地域、こちらは1,000メートル級の山

が連なっております。

　国立公園の一部でございます八幡湿原、こちらにあ

ります芸北地域の八幡、こちらは冬になりますと２メー

トルの雪を記録する豪雪地帯となっております。

　それでは、広島町の草原と取組について説明をさせ

ていただきます。

　こちらにつきましては、４つ紹介をさせていただきた

いというふうに思います。①から④まで、概要から課題

というふうにしております。

　まず、雲月山でございますが、島根県と隣接をしてお

りまして、かつては採草、そして放牧の目的で1960年

頃まで利用されておりました。島根県側はカラマツの

植林となっています。広島県側、こちらは1990年代に

観光イベントとして山焼きですね、こちらが行われてお

りましたが、1996年を最後に停止しました。2005年頃

より、地域が主体となりまして、主にＮＰＯが主体となり

募集を行いまして、消防団、博物館、小学校などと連携

しながら山焼きを実施しております。

　2014年に町条例に基づきます野生生物保護区に

指定をしております。

　こちらの利用についてですが、一般の登山の観光の

ほか、町内外の小学校等によります学習の場としての

活用、そして、山焼き再開後に数年間にわたり報告も行

われましたが、牛が転落するというような事故もありま

して、現在は放牧はされておりません。

　課題でございますが、現在15％ぐらいの山焼きを

行っておりますが、全域の山焼き、そしてボランティア

の確保といったことが課題というふうになっております。

　続きまして、千町原の草原でございます。

　こちら、もとは地元地域八幡村という旧村になります

けれども、こちらの入会採草地でございました。1944

年に陸軍の演習地となりまして、戦後は開拓民の入植、

国の大規模草地の開発、広島県への移譲と郊外開発

を経まして、今に至っております。2003年頃よりＮＰＯ

が中心となりまして伐採の実施をしまして、2020年に

町条例に基づきます保護区に指定をしました。植物や

鳥を見る観光地として人気がありまして、2013年から

は地元の中学校の、この後紹介しますけれども、茅プロ

ジェクト事業にカヤを提供しております。

　課題でございますけれども、既に樹林化した範囲が

結構広くなっております。また、大規模草地開発の影響

で湿原が縮小しておりまして、いずれも伐採が必要と

いうふうになっております。

　続きまして、霧ヶ谷湿原でございます。先ほどの千町

原と同エリアに位置をしております。大規模装置開発

の事業を経まして、現在は臥竜山麓八幡原公園の一部

に位置をしております。2003年にＮＰＯが植生調査と

ワークショップを実施したことをきっかけにしまして、

自然再生推進法に基づきます法定協議会を広島県が

立ち上げまして、2004年から八幡湿原自然再生事業

が始まっています。樹林の伐採、湿原から水を抜くコン

クリート水路の撤去、湿原への水路の設置などの工事

を2007年から2010年にかけて実施をしました。その

後、自然再生協議会の保全部会が中心になりまして、

伐採作業を継続しております。こちらも2020年に町条

例に基づきます放牧の指定をしております。

　利用でございますけれども、植物や鳥を見る観光地

として人気のスポットとなっておりまして、小学校、中学

校等のフィールドワークの場として活用、そしてガイド

ツアーの実施をしております。

　課題でございますけれども、再生工事から10年が経

過しておりまして、順応的管理のために現状に即した

全体構想と実施計画の見直しが必要となっています。

　そして、これは地元の中学校での取組ということなん

ですが、芸北茅プロジェクトについてです。

　芸北地域のススキ、これを屋根ふきのカヤとして資

源化し流通させる取組を行っています。中学校ＰＴＡ、Ｎ

ＰＯ、地域住民、教育委員会などが実行委員会をつくり

まして、2015年から推進をしております。地域の住民

自らがカヤを刈り取りまして市場に出荷すること、こち

らで私有地や小さなカヤ場が保全をされる。そして、今

は廃止となっておりますけれども、こちらにスキー場跡

地がありまして、こちらを文化庁のふるさと文化財の森、

こちらに設定をされたところでございます。

　利用についてなんですが、未利用でありましたカヤ

場、そしてカヤの利用が推進されるとともに、プロジェ

クトそのものが地元生徒にとって生きた教材というふう

になっています。地域通貨を活用することで地域外へ

の経済流出を防ぎ、刈り取ったカヤが文化財や伝統的

景観の保全に活用されております。

　課題でございますけれども、カヤの保管場所、こちら

　やっぱり串間市さんの取組、草原が２か所、これをう

まくやっていると考えています。それでやっぱりこれから

は、まずは地域住民がそのよさを認識するのが一番と

思いますので、それもまた勉強させていただいて、そう

いう中で、そのエコツーリズムを結構うまく活用した中

で、その草原の保全をやっているのが大変すばらしい

取組だと考えておりますので、引き続きよろしくお願い

いたしたいと思います。

○串間市長（島田俊光）　ありがとうございます。

○議長（太田長八）　それでは、続きまして、熊本県高

森町の町長、草村大成様、よろしくお願いいたします。

○高森町農林政策課（荒牧茉名）　町長に代わりまし

て、担当のほうからお手元に資料に沿ってご説明をさ

せていただきたいと思います。

　熊本県高森町農林政策課の荒牧と申します。よろしく

お願いいたします。

　まず、高森町の概要からご説明させていただきます。

　高森町は人口6,177人で、九州のほぼ中央、熊本県

の最東端に位置しまして、大分県の竹田市と宮崎県高

千穂町に隣接する総面積175.06平方キロメートル、

広い町土を有する農村地域でございまして、地形は阿

蘇カルデラ内に広がる標高500メートルから600メー

トルの比較的穏やかな傾斜をなす高森・色見地区と外

輪山の外側、標高500メートルから800メートルの波

状高原地の草部・野尻地区に区分される町です。

　主な産業は、観光と農林業になります。

　農業面では、立地条件を生かしまして、畜産、米、野

菜を主体とする農業生産が展開されてまいりましたが、

近年、経営の発展を図るため、一部の農家で施設園芸

の導入が盛んとなっております。地域の宝として、古くか

ら栽培されてきました農林畜産物をブランド化し普及

するとともに、地域の代表する高品質な農産物として、

将来にわたり栽培し続けるための活動を通じ、阿蘇地

域の農業の活性化と農業後継者の育成につなげるこ

とに取り組んでおります。

　観光面では、コロナ禍でイベントの実施が厳しい状

況ですが、2016年に発生した熊本地震の影響は回復

傾向にあり、高森湧水トンネル公園、月廻り公園、高森

殿の杉、南阿蘇鉄道のトロッコ列車、草部吉見神社、

上色見熊野座神社といった観光地や約300年の歴史

があります風鎮祭といった地元のお祭りを中心に毎年

多くの方が高森町を訪れています。

　また、高森町では町内全戸に整備しました光通信環

境を活用しまして、日本一の地域密着型番組として、た

かもりポイントチャンネル、こういったケーブルテレビ

の放送を行い、災害時の緊急放送や町からのお知ら

せ、地域情報、事業の紹介などを町民の方へ情報発信

しています。

　光通信環境の整備は、教育現場でも活用されており

まして、電子黒板の設置や全児童生徒のほうへ１人１

台のタブレット配布をいち早く行いまして、全国で最先

端のＩＣＴ教育が行われております。

　ここからは高森町の草原の概要についてご説明さ

せていただきます。

　高森町の草原につきまして、その多くを牛の放牧に

活用しておりまして、畜産農家や町民の方の大切な資

源として保全されてまいりました。高森町の草原は牧野

と呼ばれており、阿蘇のあか牛が放牧されている牧野

はのどかな風景として多くの人に親しまれております。

　高森町の牧野面積につきましては、1,211ヘクター

ルありまして、草原維持として行われている野焼きに関

しては、実施面積が621.5ヘクタールとなっております。

また、管内には14の牧野組合がありまして、皆さん精

力的に草原維持のほうに取り組んでいただいており

ます。

　最後に、高森町の取組と課題については、長年、放

牧や野焼きによって保全されてきている草原なんです

が、近年、管理をしている牧野組合員さんの高齢化等

によって、野焼き実施が大変難しくなってきている状況

にはございます。町としては野焼きに係る補助金等で

野焼き実施者の方の負担軽減等に取り組んでおります

が、年々、実施面積が減少しつつある傾向にございます。

　また、高森町にある阿蘇高森オーガニックセンター

というところでは、世界農業遺産の構成要素であります

阿蘇の草原に生えるススキなどの野草や畜産農家か

ら出る牛ふんなどを混ぜて堆肥を作っております。こち

らは町内を中心に阿蘇地域の農産物に還元して、循環

型農業を確立しております。

　このほかにも未来の草原を引き継ぐ子供たちのほう

に阿蘇の草原のすばらしさや草原の抱える現状につ

いて伝える草原学習などが行われております。

　以上で説明を終わらせていただきます。

○議長（太田長八）　どうも高森町さん、ありがとうござ

いました。

　高森町さんの取組は、全ての自治体が抱えている課

題と同じだと考えております。そういう中で、皆さん方に

対してよりよい回答ができればいいなと思いますので、

またいろんな意見をよろしくお願いいたしたいと思い

ます。

　それでは、続きまして、広島県の北広島町の生涯学

習課長の西村豊様、よろしくお願いいたします。

○北広島町生涯学習課長（西村　豊）　皆さん、こん

田市さんにお住みだそうでございますので、本当にあ

りがとうございます。

　そしてもう一点、これ本当、関係ないんですよ。歌手

に永井裕子さんっていらっしゃるんですけれども、その

永井裕子さんが結構大田市さんのを歌って、うちの町

の観光大使になっているんですよ。やっぱりそういう中

でまた大田市さんとよろしくお願いいたしたいと思いま

す。どうもありがとうございました。

　続きまして、熊本県の南阿蘇村の農政課主幹の後藤

進哉様、よろしくお願いいたします。

○南阿蘇村農政課主幹（後藤進哉）　昨日ですね、阿

蘇分科会では吉良村長の報告がありましたが、本日は

私のほうから発表させていただきます。

　最初に村の概要からになります。

　南阿蘇村は総面積137キロ平方メートル、熊本県

の北東及び阿蘇くじゅう国立公園、阿蘇カルデラの南

に位置する人口１万340人の村です。雄大な南阿蘇

の山と緑、そして環境庁の日本名水百選に選定されて

いる白川水源に象徴される豊かな自然環境に恵まれ

ています。

　2016年４月の熊本地震では、これまで経験したこ

とがない甚大な被害を受けました。これにより人口も１

割程度減少しましたが、村に定住促進課や空き家バン

クを設置し、移住者を受け入れる環境整備を推進して

います。

　続きまして、農業、観光についてです。

　基幹産業である農業は、白川中心に水田が広がり、

のどかな農村風景を生み出す農村は、水稲をはじめ

畜産、ミニトマトやアスパラなどの施設園芸が盛んです。

昼夜の寒暖差が大きい気候により、自然のうまみが

しっかりと詰まった農産物が自慢です。有機農業、環境

保全型農業を推進しており、安心安全な農産物づくり

に取り組んでいます。

　また観光では、大自然を中心にたくさんの観光資源

に恵まれています。新阿蘇大橋のたもとにある展望所

ヨ・ミュールからは、長陽大橋、白川第一橋梁を眼下に

望むことができ、新たな観光スポットとして注目を集め

ています。

　また、熊本地震で落ち込んだ観光客数は回復傾向

にあり、本村本来のにぎわいが戻りつつあります。

2017年９月にはアウトドアショップモンベルと村が協

定を結び、アウトドア活動促進や地域経済の活性化な

ど、包括的に協力をし合い、観光振興に取り組んでい

ます。

　続きまして、草原の概要に移ります。

　南阿蘇の草原は阿蘇カルデラの阿蘇山側及び南外

輪山側に広がり、季節ごとに違った表情を見せてくれま

す。南阿蘇の草原は牧野とも言われ、平成21年に行わ

れた阿蘇草原維持再生基礎調査では、本村の牧野面

積は2,470ヘクタール、そのうち野焼きが行われてい

る面積が1,170ヘクタールとなっております。管内には

23の牧野組合があり、牛の放牧をしている箇所もあれ

ば、野焼きのみ実施している牧野もあります。

　続きまして、本村の取組と課題についてですが、昨日、

分科会で村長がご報告された内容と重複する点がご

ざいますが、ご了承をお願いしたいと思います。

　草原の維持に欠かすことのできない野焼きですが、

その面積は、以前と比較すると減少しています。本村を

含む阿蘇郡市７市町村の草原はこの100年間で半分

以下に、直近30年で見ても４分の１近く減少しており

ます。

　本村では熊本地震で各牧野の原野火入れが中断さ

れました。平成31年度からは一部再開に向けて、熊本

県、阿蘇グリーンストック、村において協議をした結果、

白川牧野で一部再開、その後、令和２年には吉田牧野

でも再開できました。それに至るまでに県、グリーンス

トック、村で防火帯を設置する費用を予算化したり、火

入れ責任者を各区長や牧野組合長から村長へ変更し、

負担の軽減を図りました。

　今後の課題として、火入れが中断しているところの

再開が可能となるか、防火帯の整備、担い手不足、地

区住民の高齢化に対する支援が上げられます。

　補足でですね、昨日、村長から報告がありました課

題に対する取組で、ハードとソフトの対応が求められる

ことをおっしゃっていましたが、ハード面では牧道等、

恒久防火帯の整備ですね。ソフト面においては担い手

の確保ですね。畜産農家を増やすための取組として、

今後、放牧へのＧＰＳを付着して移動管理等を管理す

るシステムの導入やバーチャル研修の導入を計画し

ております。

　また、目的と認識の改革ですね。景観維持から水源

保全のほうへの啓発をしていくということで推進をして

いく予定です。

　以上、南阿蘇村からです。ありがとうございました。

○議長（太田長八）　後藤様、どうもありがとうございま

した。

　南阿蘇村様には、本当に熊本地震、大変でございま

した。今後も頑張っていただきたいと思います。

　そういう中で、今度、山焼きにおきまして、村長さんが

本部長、その中でまた新たにやるという中で、それは大

変期待しております。それから、山の保全、これ大変で

ございますので、引き続きどうぞよろしくお願いいたし

の整備。それから、カヤの販売先の確保、事業規模を

拡大するための専従職員の確保等といったようなこと

が課題となっております。

　北広島町からは以上です。ありがとうございました。

○議長（太田長八）　西村さん、どうもありがとうござい

ました。

　それで、芸北町の白川先生に今回大変お世話になり

ました。本当にありがとうございました。

　それで、私がやっぱりちょっと感じたのは、中学生の

活用ですね。やっぱり中学生、カヤを刈って、地域通貨

でそれをまた地域で還元する。大変すばらしい取り組

みと感じましたので、うちの町もやってみたいなと感じ

ましたので、その節はまたご指導をよろしくお願いいた

したいと思います。

○北広島町生涯学習課長（西村　豊）　ありがとうご

ざいます。

○議長（太田長八）　どうもありがとうございました。

　続きまして、島根県大田市の環境政策課長、和田二

朗様、よろしくお願いいたします。

○大田市環境政策課長（和田二朗）　皆様、こんにち

は。島根県大田市です。

　市長が所用で出席できませんので、私、環境政策課

長の和田が代理で発表させていただきます。

　大田市は、東西に長い島根県のほぼ中央部に位置

する人口約３万3,000人の小都市です。北は日本海に

面し、南は中国山地が迫っているため、山林原野が多

く、平たん地は僅かです。

　本市は世界遺産、石見銀山遺跡に代表される貴重

な歴史文化や国立公園三瓶山をはじめとした豊かな

自然に恵まれています。昨年度には「石見の火山が伝

える悠久の歴史～“縄文の森”“銀の山”と出逢える旅へ

～」が日本遺産に認定され、さらなる観光客の増加が

期待されております。

　さて、当市には標高1,126メートルの三瓶山があり

ます。その麓には西の原、東の原、北の原と呼ばれる草

原があり、放牧のほか、観光客、市民の憩いの場として

利用され、クロスカントリーコースなども整備されてお

ります。また、ダイコクコガネ、ユウスゲ、オキナグサと

いった希少動植物の生息地となっており、中でも最も

広い西の原では、毎年春に火入れが行われ、三瓶山の

草原景観の象徴的な存在となっております。

　三瓶山は、昭和38年に大山隠岐国立公園の一部に

編入されましたが、山麓に広がる牧歌的な草原景観が

指定理由の一つでした。ところが、昭和50年代になる

と、時代の流れから放牧が急速に廃れていき、植林な

ども行われて、山肌は一気に森林化していきました。放

牧の衰退とともに途絶えていた火入れですが、観光客

の出火による山火事を契機に平成元年に復活し、以降、

防火の観点から行政が主体となって毎年３月に行うよ

うになりました。

　平成７年には西の原の一部が放牧場として整備さ

れ、24年ぶりに放牧が復活しました。平成９年には、第

２回全国草原サミットが三瓶を会場に開催され、これ

をきっかけに行政、研究者、農業者、ＮＰＯなどの官民

ネットワークが形成されました。

　翌年からは放牧による防火帯切りを行うなどの工夫

により、経費を極力抑えながら火入れを実施すること

ができるようになりました。

　平成19年からは、従来の牧野組合、大田市等に消

防、警察が協力する体制に自然保護団体や地元の自

治会、ボランティアなどが加わり、市長をトップとした実

行委員会方式で火入れが開催され、また、目的の中に、

従来の防火に加え、国立公園管理計画にも明記されて

いる草原景観の維持を加えました。

　官民の連携により日本で一番安全な野焼きと自負し

ておりましたが、平成29年度には、風向きと火勢の急

激な変化により、消防署の資機材輸送車が１台全焼す

るという事故が発生しました。近年はドローンも取り入

れ、経験豊富なリーダーが最前線の状況を具体的に把

握しながら指示を行う形で、より安全に火入れを実施

しております。

　昨年度は新型コロナウイルス感染症の予防を考慮

して、ボランティアを募集せず、約30ヘクタールを関係

者約150人態勢で実施いたしました。現在、西の原の

草原景観は、放牧や火入れなどによってある程度守ら

れているものの、人の手が加わらなくなったところはす

ぐに森林化してしまうという現実にあります。このすば

らしい草原景観を貴重な財産として、将来にわたって

保全していくには、多くの市民や関係機関の協力が必

要です。また、単に火入れに参加してもらうだけではな

く、その意味合いを十分に理解してもらうことが大切で

あると考えております。

　以上です。

○議長（太田長八）　和田様、どうもありがとうございま

した。

　今の大田市さんから観光客の火事からまた再開さ

れた。災いをよいほうに持っていったことで、すばらし

いことだと考えております。さらにまた、山焼きの難しさ、

いくらやっても大変だと。そういう中で、もう大変勉強に

なりました。

　またこれ話は違いますが、今回は大変ネットワーク

の高橋先生にお世話になっており、高橋先生は何か大

任者ということになっておりました。地元の消防団が

ジェットシューター担いで火消ししているところ……、

私もしていますけれども、あとは阿蘇グリーンストックさ

んにボランティアの要請をしまして、ボランティアのご

協力を得ながら野焼きを推進しているところもあります。

　地震前ですね、死亡事故とか怪我とかがありました

んで、そういった理由で、その後、地震がありましたの

で、野焼きが再開できないというところになっておりま

す。再開するための今、工面をしているところであります。

　ちょっと私が知らないでですね、地元の行政区以外

でしているところもあるかもしれませんけれども、基本

的に地元の行政区が事業主体として野焼きを実施して

いるところであります。

　以上です。

○議長（太田長八）　後藤さん、どうもありがとうござい

ました。

　ほかの自治体で何か活動しているところがありまし

たらお願いしたいと思いますけれども。

　じゃちょっとうちの取組が、ちょっとうちの町は結構

行政が携わっていたんですけれども、今は財産区、

やっぱり共有財産区、いわゆる区ですね、区の方が中

心となりましてやっております。行政が出ているのは消

防団、これも民間ですけれども、ある程度それに対して

参加で、もうほとんど民間がやっている中で、やっぱり

皆さん方も同じもう高齢化、そしていかに高齢化の中

で新たな担い手を見つけるかということが課題でござ

いますので、その課題につきまして、後でまた課題、問

題にしていきたいと思いますけれども、太田市長、こう

いうことでよろしいでしょうか。

○真庭市長（太田　昇）　今、町長がおっしゃいました

ように行政区も結局高齢化したり、メリットがあればす

るけれども、メリットがなかったらなかなか、昔やっとる

から、景観がどうだから、動植物がどうだからといって

なかなかできなくなってきていると思うんですよね。だ

から、安全でありながらどういう仕組みで何か新しいこ

とができないかとかですね、そういうことを勉強したい

わけですけれどもね。私の頭の中で考えているのは、怪

我をされても困るけれども、山焼きは難しいですけれど

も、カヤの刈り取りなんかは、これも大変なんですけれ

ども、一つの観光と結びつけてできないのかなと。ただ、

山焼きのほうはね、これは消防団の協力、そして死亡と

か事故のないように、それからその日の気象条件に

よってできなくなるとか、非常に不安定要素もあるんで、

なかなかいい知恵が出ないんですけれどもね。そのあ

たり、教えていただいたり、また知恵を出していただけれ

ば、このサミットが有意義だなというふうに思うんですが。

○議長（太田長八）　今、太田市長さんからいろいろ

問題点を提案、提示していただき、何か首長さんでこう

いう案がいいじゃないか、そういうことがあったらまた

ご発言願えれば大変ありがたいと思いますけれども。

　じゃ、まず私からちょっと発言させてもらって、皆さん

方には指名させていただきますので、よろしくお願いい

たしたいと思います。

　やっぱり今、太田市長が言ったように、山焼きをね、

ただ昔からやっているからやるんだと、そういうことが

結構、自分も多いと感じております。そういう中で、私、

これから生きる道は、うちの町、観光でございますから、

また太田市長さんが言ったように、観光と草原との結

びつき、それをいかにやっていくかということが大切な

のではないかと考えております。そういう中で、昨日の

シンポジウムの中で、やっぱりカヤを皆さん方に刈っ

てもらった中で、カヤを刈ることによって山焼きの負担

も少なくなるようなことも聞きましたので、そのカヤを

刈って、また観光に生かした中で、草原を守っていきた

いと考えております。

　また、カヤを刈ったことも、やっぱりある程度資金源

になるようなことも聞いております。さらに、自分は子供

たちが草原に対するある程度の認識、小さいときから

持っていなければなかなか草原に対する愛情は湧か

ないと考えておりますので、その辺の教育の活動もして

いこうかなとは考えております。

　東伊豆町はとりあえずそういうことを考えております。

では新温泉町長の西村町長、いかがでしょうかね、こ

んな考え方は。それから各首長さんにちょっといろいろ

まずお話を伺いたいと思います。

○新温泉町長（西村銀三）　当町、ＮＰＯ法人、上山高

原の周辺集落の７集落、それからもちろん県、行政、町

もバックアップして、地域が主体で取り組んでおるんで

すけれども、何といっても人口減少が最も我が町では

厳しい町であります。合併して今年で15年たったんで

すけれども、３割近い人口減少地域ということで、地域

は最も危機的意識を共有しているということで、上山高

原におけるこういったカヤの利用、それから山焼き、こ

ういう事業を通して知識の意思統一に大きく貢献でき

ていると。

　今回も実は、この７集落周辺に地域の運営組織がで

きることになりました。そういったことで、地域の意思を

まとめるためのそういった運営組織と同時に、施設の

建築も今年度スタートいたしました。そういった意味で

は、一つの高原を地域の過疎と、そういった過疎意識

を払拭して、地域の活性化につなげていく、そういう点

で新温泉町では大きく貢献できつつあるということを

つ草原が残る里を再発見いたしまして、その大切さを

広く紹介するとともに、次の世代へと残していくことを目

的に、未来に残したい草原の里100選を選定するとい

うことが目的でございます。

　期待される効果といたしましては、４点ございます。

社会的に価値が認知されていない草原の掘り起こし、

２点目が草原の価値を知らない人への普及、３点目、

現に草原に関わっている人たちの意識や誇りの向上、

４点目が火入れやカヤぶきなどの伝統文化の担い手

の価値づけでございます。

　事業のスケジュールですが、このアナウンスにより募

集を開始いたします。応募の締切りを今年の12月とい

たしまして、その後の審査に入ります。翌年の４月には、

この選定結果の発表、秋には表彰式やシンポジウム

等、普及・交流の機会づくりを予定しております。

　その他の事業概要につきましては、全国草原再生

ネットワーク会長の高橋様より説明をお願いいたします。

○全国草原再生ネットワーク代表理事（高橋佳孝）　

それでは、少し詳しく述べさせていただきます。未来に

残したい草原の里100選を本日、募集のアナウンスを

させていただいております。主催は、全国草原の里市町

村連絡協議会の主催でございます。

　ただいま太田町長のほうから詳しい経緯が述べら

れましたので、この部分は割愛させていただきますが、

本日この第13回全国草原サミットにおいて募集をアナ

ウンスするというところに至っているわけでございます。

　草原の100選というのは、先ほどちょっと町長のほう

からもお話がありましたけれども、日本には多様な自

然を形づくる希少な生態系の一つである、それが草原

であるということですね。長年にわたって、人と自然の

関わりの中で地域の環境、文化、観光など様々な恵み

を提供してきました。しかし、多くの人たちは、国民の多

くは、草原の成り立ちや意義を知らないという現実もご

ざいます。このような多様な価値を持つ草原と人のつ

ながりを再発見して、その大切さを広く紹介し、次世代

へと残していくことを目的として、今回、草原100選を

選定するに至ったわけです。

　ここで言う草原の里というのは、草原に関わる暮ら

しが残る里というイメージをしていただければよろしい

かな。

　これはコンセプトペーパーとして、前会長の日高会

長のときに作った内容ですけれども、この右のほうに

書いてありますように、未来に残したい草原の里100

選の選定というのは、地域からの自薦によって選定し

ていこうと。それから、様々な科学的な観点から評価す

るし、この選定の過程そのもの、あるいはその論議をす

感じております。

　実は、神戸とか周辺、特に関西方面、神戸・大阪方面

からのいろんな協力、山焼きにおける協力者も出てき

ていまして、いろんな意味で地域の盛り上がりができて

いるということであります。いろんな相乗効果が生まれ

ているというのは、この草原サミット以降、非常にいい

流れができていると考えております。

○議長（太田長八）　ありがとうございます。

　串間市としましては何かありますか。

○串間市長（島田俊光）　私たちはカヤを利用すると

ころじゃないんですが、牧草、昔からの家畜の牧草地

帯ということで、取り組んでいたわけでございます。た

だ、我々が一番重要視しているのは、都井岬の風光明

媚な観光地の保全に取り組んでいるんですが、我々本

当にその人間を集めるのが大変な状況にあるわけで

すが、もともと岬はマツ組合という団体がありまして、そ

のマツ組合がボランティアで活動する人たちを今、真

庭市も言われた観光にマッチした方たちを呼んで、

100名程度の人たちで野焼きをしているわけですが、

本当に野焼きの体験というのはですね、今の現代の中

ではなかなか体験することはできないんで、その体験

学習に来る人は少しずつ増えつつあります。ただ、行政

として、野焼きの体験をどのようにアピールするかとい

うのがございます。また、太田市長が言われたように、

死亡事故などが発生したときの我々の責任ですね、そ

ういうのが問われますので、ここはもう少し考えてやる

べきじゃないかなと思っております。

　あと一方の笠祇というところにあるんですが、ここも

やっぱり牧草を育成するための野焼きをしております

けれども、ここが人口減少と高齢化が進んでおりまして、

やはりここの野焼きについてもボランティアで、いわゆ

る体験学習というようなことで人を集めてやっていると

ころでございます。

　また、真庭の太田市長さんにはＣＬＴの研修や木質

の研修でいろいろとお世話になりました。心から感謝

を申し上げたいと思います。

　串間の取組としては、観光とマッチした野焼きでござ

いますが、ただ、それがうまくいくかいかないかは我々

の努力だろうと思いますので、今後の課題として取り組

んでいきたいと思っております。

　以上であります。

○議長（太田長八）　ありがとうございました。

　すみません、川南町長の日髙さんも何かございまし

たら。

○川南町長（日髙昭彦）　うちは湿原なんで、面積も３

ヘクタールぐらいなんで、皆さんのことを聞きながら勉

強していたところで、職員とどうするという話をしていた

ところです。ただ、本当に人が手を入れないと維持でき

ないというのは共通の課題でありますので、そこは

やっぱりみんなで知恵を出していくしかないんだろう

と思っております。

　以上です。

○議長（太田長八）　ありがとうございます。

　太田市長、これでまた何かありましたら、よろしくお

願いします。

○真庭市長（太田　昇）　ありがとうございます。

○議長（太田長八）　太田市長、よろしいですか。

○真庭市長（太田　昇）　ありがとうございました。

　また私どもも勉強させていただきながら、地元でしな

がらボランティアとかですね、そういう人も育て、そして

観光にまで、山焼きも初めは安全なところでやっても

らって、それからだんだん慣れていただければ、結構も

う毎年来るというような人も出てくるはずですのでね、

そういう守ることと自分の楽しみというか、やっているこ

との意義とを感じながら楽しんでもらえる、そういう人

をつくっていきたいと思います。ありがとうございました。

○議長（太田長八）　すみません、まだやりたいところ

ですが、時間がございませんもんで、この辺でこの会は

ちょっと閉じて、次の議題にいきたいと考えております。

６．草原１００選について

○議長（太田長八）　次は、「未来に残したい草原の里

100選」のアナウンスでございます。

　それではまず、私からこの事業の趣旨、また経緯、そ

れとスケジュールにつきまして説明させていただきます。

　主催は、全国草原の里市町村連絡協議会でござい

ます。協力また後援は、一般社団法人全国草原再生

ネットワーク、後援は環境省、静岡県、一般社団法人の

茅葺き文化協会、公益財団法人日本自然保護協議会

となっております。

　事業の趣旨ですが、多様な価値を持つ草原が残る

里を再発見し、その大切さを広く紹介するとともに、次

の世代へと残していくことを目的に、未来に残したい草

原の里100選を選定いたします。

　事業の経緯といたしましては、2012年に阿蘇で開

催されました、第10回全国草原サミットに出席した14

市町村の首長によりまして、草原100選の選定が提案、

採択されたことを受けまして、2016年に自治体におけ

る全国草原の里市町村連絡協議会が発足いたしました。

そして、2021年の総会にて、今回のサミットにてこの事

業の開始をアナウンスすることが決定いたしました。

　まず、事業の目的でございますが、多様な価値を持

記述でさせていただくということになっております。

　これ以外にも当然、重要な際立った特徴があれば、

それを考慮していくという形で選考の基準とさせてい

ただこうかと。

　それから、皆さん、興味をお持ちと思います。スケ

ジュールの問題ですけれども、今回、第１回選考とあえ

て書かせていただいたのは、さっきもお話ししたように

一発で100をそろえてそれで終わりという世界ではなく

て、一緒に歩みながら一つ一つ重ねていきたいという

ことです。２年か３年、数年かけてでもゆっくりと応募を

していただきながら選考していただくというスケジュー

ルを想定したものでございます。

　応募の公開は本日、この場で草原サミット東伊豆大

会において募集を発表いたします。

　応募期間、本日から１２月１５日必着という形を取ら

せていただきます。ただ、応募のフォーム等をホーム

ページで掲載する時期が若干遅くなりますので、近日

中にホームページは公開するという形を取らせていた

だきたいと思います。

　審査期間ですけれども、第１次審査は１２月１５日の

締切り以降２月から３月までに終わらせて、最終審査

を翌年の２月から３月頃に開催して最終決定をしよう

と思っています。この審査に当たっては、場合によって

は現地審査もさせていただくことになろうかと思ってお

ります。

　それから、発表や表彰のスケジュールですけれども、

結果発表は来年の４月を予定しております。これは主

催者である全国草原の里市町村連絡協議会の総会が

開催されるときでございますので、その場で結果の発

表を行います。

　その後、秋までに表彰式やイベントの準備を行うと

ともに、現地の取材を行いながら、より深くその内容を

理解していくような期間として、追加書類等の提出が必

要であれば、それもお願いするような形になるかもし

れません。

　表彰式やシンポジウム、一応、来年の秋を予定して

おります。こういう場で表彰されたということを皆さん、

内外に強くアピールする機会をつくっていこうと思って

いるところです。あくまでも選んで終わりという世界では

なくて、一緒に歩み、輪を広げる、そういう形の100選

にしたいと思います。何度も言いましたけれども、みん

なで積み上げていって、最終的には全国草原年鑑みた

いなものに集約できればいいなというふうに今考えて

いるところです。

　間もなく、近日中に公開されるホームページですけ

れども、若干、最終版とは異なることになるかもしれま

せんが、イメージとしてこんなふうな形のホームページ

が皆さんのほうにお伝えできるんではないかと思って

います。草原の里100選とは何かという文言もあります

し、スケジュールのことについても具体的に記述されて

いますし、選考の基準について、より詳細な内容がそこ

に記される予定になっております。

　応募方法、応募様式のダウンロードをここでやって

いただいて、それに書き込んで応募していただくような

形を取らせていただきます。

　それから、自治体の推薦が必要だというお話があり

ましたが、その推薦様式についても、ここにホームペー

ジ上でダウンロードできるようにしたいと思っております。

　最後に、湯本貴和委員長からのメッセージを載せさ

せていただく、そういうふうな構成ないようにしようと思

います。

　湯本先生のメッセージには、草原100選の概念とか

エッセンスというものがまさしく濃縮されておりますの

で、その一部をここにお示しして、最後の報告を終わり

にしたいと思います。

　ちょっと読ませていただきます。

　「未来に残したい草原の里100選」は、それぞれの

地域が草原を生かした地域づくりを競い合い、その輝

かしい成果を顕彰する場とは考えていません。共通の

課題を抱えている地域が互いの実践やアイデアを学び

合い、共に未来へ進んでいくための仲間探しの場であ

りたいと思います。みなさんが応募する段階で、誇るべ

き宝を再発見したり、足りないパーツを認識したりする

作業そのものに大きな意味があると信じています。ぜひ

とも「未来に残したい草原の里100選」にご応募いた

だき、わたしたちの仲間の輪に加わってくださることを

願っておりますというメッセージをいただいております

というメッセージを頂いております。私たち関係者の共

通の思いを言い表していただいている内容だと思って

おります。

　草原の里というのは、まさしく未来に向けた草原保

全のシンボルになるであろうと思っております。風土に

根差した特色のある草原を育み、未来への展望も様々

な人の活動があり、そのような活動を通して人々が交

流し合う里、そういうものをイメージしたものになると

思われます。ふるさとの原風景とも言える草原のある里

の認知度というのは、まだまだ低いものがございます

が、この草原100選の活動を通して、草原の魅力と価

値を広く国民に伝えて訴えて行きましょうということで、

最後の言葉とさせていただきます。

　以上が未来に残したい草原の里100選の概要説明

でございます。ご清聴ありがとうございました。

ることがとても重要なんだということが期待されており

ます。

　それから、選定によって、先ほど町長からお話があっ

たように、様々な効果が期待される。さらに、未来へ向

けてですね、草原の里の持つ価値をアピールすること

になるというですね、新しい草原の活用方法もそうで

すし、草原の持つ新しい価値、そういうものを対応して

いくものにもなりますし、利用や保全をそれによって促

進されるようなものにしたいと考えております。

　それで、今回の草原の里100選の事業を行うに当

たって、大きなコンセプトをみんなでちょっと考えて行

きました。地域の人 と々草原の関わりの繰り返しの中で、

地域に蓄積されてきた知識とか意識、技術そのものが

草原の里の持つ価値であるというふうに考えました。こ

の価値のあるものを「共創資産」という、新しい用語で

すけれども、として捉える。各地に残っているこの共創

資産を日本全体で共有し活用することによって、次世

代に希望のある自然共生型社会を実現することに寄

与していこうではないかというのが事業のコンセプト

でございます。

　この事業、落とすための選考ではなくて、できるだけ

拾い上げ、仲間を増やしていくという観点から、また、一

度に100選ぶということよりも、時間をかけて少しずつ

増やしていく、そういうふうな形で進めたいと考えてお

ります。

　応募要件ですけれども、自薦という形で、草原と関わ

る民間団体、あるいは地方公共団体が応募できますと

いう形。ただし、民間が応募する場合には、地方公共

団体の推薦が必要となります。

　それから、選定の対象となる草原の里は、現在ちゃ

んと草原が存在している地域ということになります。

　応募に関しての確認事項、幾つかあります。これはま

た応募要領の中で詳細に記述しておりますので、そち

らをご覧になっていただければと思います。

　もし選考されなかった場合も、結果はちゃんとフィー

ドバックしていこうというふうなことを考えております。

　それから、選考の方法ですけれども、有識者の皆さ

んによる草原の里選考委員会というのを組織いたしま

した。ここが最終選考を行うということです。それから、

この選考委員会の下に実務者で構成する運営委員会

というのを組織しております。運営委員会は、１次審査

というか、書類審査を担当する。その結果を基に、最終

的に草原の里選考委員会が最終選考を行うという形

にしております。

　１、２と掲げてあります、最初は応募書類による審査、

候補の絞り込みを１次審査としてやって、１次審査で絞

り込めた地域について最終選考を行うという形を取ら

せていただきます。

　具体的な選考委員の名簿を一応ここに掲げさせて

いただいております。

　上のほうから、日本茅葺き文化協会代表理事の安藤

先生、それから、全国草原の里市町村連絡協議会の会

長である東伊豆町長の太田町長ですね。それと私と、

それから、京都大学霊長類研究所所長である湯本貴

和先生。湯本先生にはこの委員長になっていただいて

います。それから、皆さんよくご存じの東京大学名誉教

授の養老孟司さん。あと２名ほど、今、内諾をいただい

ている委員がございます。２人とも女性の委員でござい

ますので、最終的には７名の委員構成になる予定でご

ざいます。

　それから、選考の基準ですけれども、草原の生態系

と人々が暮らす里の関係性がつくり出した共創資産を

軸に５つの観点から選考するという形を取らせていた

だいています。一つ一つ、今から述べていきますけれど

も、１つは草原の自然、環境的価値と言ってもいいのか

もしれませんけれども、動植物が特徴的なものがある

かとか、景観の特徴はどういうものがあるか、そういう

ものをいくつかのポイントとして捉えて評価していく。

　それから、草原からの恵み、実際に利用の価値を受

け取っているかとか、あるいは資源の恩恵を被ってい

るかとかいう点からも評価していきたいと。現代的意義、

あるいはその認識というのもここに含まれますけれども、

過去の利用方法やどういう形の草原の恵みを得ている

かという具体的なものを判定する予定にしております。

　３番目が草原を維持し、享受する仕組み、そのもの

がきちんと理解されて継続されているか。それを持続性

とか公共性の尺度から評価をしていこうと。管理が

ちゃんと妥当なものであるか、それが今後も継続される

か、あるいはそういう意思が示されているか。それから、

経済がちゃんと還元されているかとかですね、主体と

かモニタリングというような項目が入ってくるかなと思

います。

　それから、４番目が共生型社会の実現に向けた波

及効果、まさしく未来に向けて草原の里が持つ重要性

をここで語っていただこうかと。地域や地域内外の社

会に及ぼすよい影響、これまであった影響もですし、今

後影響を及ぼすことが期待される、そういうものをきち

んと書いていただこうと。

　それから５番目、今の４つはある程度、選択肢で選

ぶような形をさせていただきますが、５番目はいわゆる

思いの強さです。関わっている人が熱く語れる熱量や

行動力を評価しようということで、ここらあたりは自由

○議長（太田長八）　高橋先生、どうもありがとうござ

いました。

　この件につきまして、何か質問がございますでしょう

か。ありましたら、挙手をお願いいたします。よろしいで

すか。

　それでは、このような方向でやりたいと思います。ま

た、多くの皆様の応募を期待しております。

７．サミット宣言採択

○議長（太田長八）　最後に、この第13回全国草原サ

ミットｉｎ東伊豆の宣言をさせていただきたいと思います。

　第13回全国草原サミットｉｎ東伊豆。

　私たちの暮らしに欠くことができなかった草原は、生

活様式が変化し草が使われなくなったことから、近年

ではとても珍しい風景になってしまいました。過疎、高

齢化により、山焼きや野焼きの担い手は減少の一途を

たどっており、今後、草原の維持はますます困難になる

ことが予想されています。

　細野高原でも、ススキを使うのはごく一部の農家とな

り、毎年早春に実施される山焼きが何のために行われ

ているか知らない町民も増えております。

　陸上の生態系は森林、草原、湿原などが様々な地形

の上に成り立っており、そのそれぞれに多様な動植物

が生息、生育しています。この多様性が人々の生活を

豊かにする礎となり、暮らしや文化が守られています。

草原は、その一端を担い、地域産業の基礎、水源の涵

養、生物多様性の保全、ＣＯ２の削減、カヤぶきや盆花

の文化など、様々な恵みを提供してくれます。

　草原を失うことは、これらのかけがえのない恵みを

失うことを意味しており、人々の豊かさや、また地域の

文化が失われることにもつながるものです。草原が育

んできた人と自然の共生の知恵や持続的な利用の技

術は、今後の持続可能な社会の実現を目指す上で欠

かせないものであります。

　私たち草原を有する自治体は、互いに学び合いな

がら草原を維持し、賢く利用していく努力を惜しまず、

草原のある里の風景を後世に引き継ぐための環境を

整備し、交流・連携を強化していくことをここ東伊豆町

において宣言いたします。

　それでは、東伊豆宣言。

　１つ、私たちの大切な草原、湿原を守っていくための

保全活動について、地域の関係機関と連携しながら共

に考え、支援していきます。

　１つ、すばらしい景観を活用した観光資源としての

草原と貴重な植物の自然観察など、教育・文化面との

調和を図り、次世代へと受け継いでいきます。

　１つ、かつてのように生活の中に草原の利用を取り

込む創意工夫を支援し、地域振興に活用できる社会環

境を整備します。

　１つ、未来に残したい草原の里100選事業を推進し、

草原の持つ魅力を全国に発信していきます。

　１つ、全国草原の里市町村連絡協議会の連携強化

とネットワークの構築、さらに全国の草原を持つ自治

体への協議会の加入促進を推し進めてまいります。

　以上、宣言する。

　令和３年９月27日。

　以上でございます。

　以上で議事を終了いたします。

　皆さん、このコロナ禍の中でこの全国サミット、参加

して本当にありがとうございます。特に首長様、今年、新

型コロナウイルス感染症の対応で大変お忙しい中参

加していただき、ありがとうございます。これからまた皆

様と連携し、この草原、また湿原の保全をやっていきた

いと思いますので、また連携して、またいろいろお知恵

を借りた中で、よりよいこの連絡協議会にしていきたい

と思います。

　本当に今日はどうもありがとうございました。

８．閉会

○司会　それでは、これをもちまして、第13回全国草

原サミット・シンポジウムｉｎ東伊豆大会を終了いたします。

　サミット宣言の精神に基づき、今後も各自治体や関

係者の皆様と草原の維持保全に取り組んでいきたいと

思います。今回は初めてのウェブ会議方式での開催と

なり、お見苦しい点もあったかと存じますが、ご容赦く

ださい。

　最後にお願いとなりますが、全国草原の里市町村連

絡協議会に加盟されていない自治体の皆様は、これを

機会に加盟のご検討をしていただきたいと思います。

　また、次回の草原サミット・シンポジウムの開催地が

決まっておりません。自治体の取組や草原のＰＲには

最も適したイベントだと思いますので、こちらにつきま

しても併せてご検討ください。

　新型コロナウイルス感染症が終息しましたら、ぜひ

東伊豆町細野高原にお越しいただきたいと思います。

　本大会へのご参加、ご協力、誠にありがとうございま

した。

■ 開催地あいさつ
■ 活動報告と問題提起、意見交換
■ 開催地あいさつ
■ 活動報告と問題提起、意見交換

■ 第１３回全国草原サミット宣言採択■ 第１３回全国草原サミット宣言採択

・前回全国草原サミットの報告：日髙昭彦 氏（宮崎県川南町長）
・シンポジウムからの報告、問題提起：高橋佳孝 氏（全国草原再生ネットワーク代表理事）
・各自治体の取組と課題
・「未来に残したい草原100選事業」について

・前回全国草原サミットの報告：日髙昭彦 氏（宮崎県川南町長）
・シンポジウムからの報告、問題提起：高橋佳孝 氏（全国草原再生ネットワーク代表理事）
・各自治体の取組と課題
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後の土石流がその中に入っていた木の炭素年代を調

べたら、２万５千年前後の炭素年代が出ていますので、

そこで一度起こったなというのは分かっているんです

けれども、その前には何度も何度も大分、山の南斜面が

かなり削られていますので、何度も起こった様子が見ら

れると思います。

【細野高原の川について】

○伊豆半島認定ジオガイド（鈴木京子）　今度は細野

高原の中の川のそばにやってきました。

　細野高原の中には、水源涵養保安林という地元の人

の飲み水を確保するために保安林というものをみんな

で植えて、水が自然にここに沈む込むような作業をしま

した。そのために、ここから二口ほど水源を引いていま

す。大体ここの水源は、町の総人口約１万２千人いるう

ちの千人、8.3％ぐらいの人たちのための水源になって

います。このお水は、保安林だけでなく、先ほどお話しし

ました土石流に乗って保安林の下には海底火山、その

時代からの長い年月をかけたいろいろな火山灰、そし

て火山礫が眠っています。そこの隙間を通り抜けて川の

水になっていますけれども、その火山礫の間を通り抜け

ることでたくさんの豊富なミネラルをお水の中に取り込

んで、おいしい水をつくっています。その水は私たちの

飲み水だけでなく、先ほどお話ししました湿原の動物や

生き物、生物、植物などの栄養分にもなっています。また、

町のほうに下りていきますと、農業用水になったり、そし

て、海のほうにこれが流れてですね、海の栄養にもなっ

ています。そのために稲取の野菜や果物、お魚はとても

おいしい味になっているのだと思います。私たちは細野

高原の自然を大切にして、これからもおいしい水、いろ

いろなおいしいものを食べれるような、そんな場所にし

ていきたいと思います。

　河原にはいろいろな色の石があると思います。これは

長い年月をかけて噴火してきた火山礫や凝灰岩です。そ

の火山礫や、白っぽい石がところどころに見えるんです

けれども、白っぽい石は、細野高原とまた違う斜面で爆

発的な噴火を起こしましたカワゴ平という場所がありま

す。そこは、ここと違って流紋岩や軽石を出しています。

その軽石などもかなり水分が石の中を、軽石は穴が開い

ていますので、その中が水分を通っていきます。そのため

また細野高原と違うミネラル分を含んだ水になっている

ので、本当にいろいろな豊富なミネラルを含んだ石が、

色によっても成分が違いますし、赤みを帯びているもの

は鉄分が入っている石です。錆びると赤くなりますね。

あのような変化を起こしています。そのようなものを含ん

だここの水はとてもミネラル豊富ということが分かります。

　でも、この河原を流れていっても浄化されているので、

もっと下流のほうに行っても、とてもお水がきれいで、本

当に飲みたくなるような、そのまま飲みたくなるようなお

水が見られます。

【最後に】

○伊豆半島認定ジオガイド（鈴木京子）　入り口の駐

車場の横に戻ってきました。先ほどの看板がある近くです。

　こちらに見える尾根が大峰山です。その大峰山の斜

面には、石の上と書いて石上という字名があります。こ

の字名のあるように、大きな岩がごろごろ点在している

様子が見えます。山焼きの後の２月下旬からワラビ狩り

の５月頃までは、点在している大きな岩を見ることがで

きます。この季節は草丈が伸びているのでよく分かりま

せんが、またその頃、今と違う季節にいらしてください。

　今日はありがとうございました。

②視察・オンライン見学後の感想

○司会　そうしましたら、東伊豆町の細野高原の案内

動画のほうは終了させていただいて、この後ちょっとお

時間をいただきまして、午前中に細野高原に視察してい

ただいた有識者の先生たちに少し感想のほうをお聞か

せ願えればと思いますので、ちょっと前の席のほうへご

移動をお願いいたします。

　そうしましたら、今日２時間ほどかけて細野高原のほ

うをずっと１周、見学をしていただきました。それぞれご

専門と、あとは町外の方から見た感想と印象というよう

なことを含めて、お一人ずつお話をいただけたらという

ふうに思います。席順のとおり座って、白川さんのほうか

らすみません、よろしくお願いいたします。

○芸北高原自然館主任学芸員（白川勝信）　ありがと

うございます。最初のほうなので、ちょっと安心しています。

　細野高原を久しぶりに見まして、やっぱり最初の印象

は広いなというところです。広さがやっぱり第一印象か

なと思いました。入ってすぐに、行くまでの道は植林され

ていてちょっと暗いですが、景色がぱっと開けたときに

左手にススキの波がわあっと広がっている様子という

のは、細野高原ならではだなと思いました。

るという提言をされました。これは後の草原100選のと

きにも出てくるワードですけれども、自然と社会が失わ

れれば、あるいは自然と人が失われれば、なくなるもの、

そういうものを共創資産と位置づけて語っておられま

した。また、この共創資産と言われるものは、時代ごと

の検証を受けて、長い間、自然と足されてきた、ある意

味中身のしっかりした技術や知識であると。そういうも

のが積み重ねているものがあって、そういうものを私た

ちはもう一度見直すとともに、将来に受け継いでいく必

要があるんじゃないのかなというお話でした。

　それを受け継ぐために必要なものとしては、その方

法であるとか実行力であるとか仕組みとか、あるいは

行政の役割として非常に大きいのは、法令とか条例の

整備とか、そういう環境整備であると。それから、普及、

教育という、この５つの観点をしっかりと捉えていく必

要がある。

　その中で草原に関わる象徴的な活動として、ご自身

が北広島の芸北地方で進められている茅プロジェクト

の紹介をしていただきました。これは、地域にあるカヤ

材を子供たちが作った市場に集めて、そこで「せどやま

券」という地域通貨を発行して、その発行したせどやま

券で地域の経済も回っていくという、様々なメリットを

持った内容でした。要は、利用が放棄されて社会資本

が喪失している中で、その利用の仕組みをもう一度導

入するによって草原の保全に循環性とか展望が生まれ

ているという非常に象徴的なお話でありました。

　各地に残っているこういう共創資産を見いだして、

それを共有して、それから未来にも役立てていくという

ことが大切だろうと。今日人間だからこそ生み出されて

いる、この美しさを大事にして生かしていきたいという

ことを最後に述べられて基調講演を終わられました。

　それから、パネルディスカッションは、その基調講演

をした白川さんがコーディネーターとして登壇していた

だき、東伊豆町の太田町長、それから私と、稲取地区の

特別財産運営委員会の山田さんと東伊豆町観光協会

の石島さんに登壇いただいて、この地元の細野高原の

活用、それをどういったふうに持続性の観点から理解

するかというテーマについてパネルディスカッションが

行われました。

　会場の様子はこんな感じで、それぞれ登壇しており

ます。

　それで、内容ですけれども、実は2008年にこの東伊

豆町で全国草原シンポジウムというのが行われていま

す。もう13年か14年たつわけですけれども、当時から

担い手の問題とか観光の利用について新しい取組を

やりたいという動きがございました。ただ、観光のほう

も着 と々いろいろな形で進めていて、例えば草原に入る

ときの入山料のような形で、観光客からその対価を頂

いて管理運営に回せるという、全国でも画期的な取組

もやられているんですけれども、そういう形で観光客が

増えるにしたがって、様々な問題点も生じてきているよ

うです。今後はその利用のルールをしっかりと構築し直

すことが大切であるというふうなお話がございました。

　そのためにも、都会の人と地元の人の意識の相違と

か認識の違いをうまくコーディネートするような、そうい

う組織体制も必要ではないかと。

　それから、入山料については、最初はいろいろと来

訪者から文句も言われたそうなんですけれども、今で

は多くの方がそれを理解して払っていただいていると

いう、そういう意識の醸成もできているんですよという

話がございました。

　草原はまさしく人との関わりの持続的モデルであっ

て、これは新しい社会の礎ともなるであろうと。それか

ら、草原学習は子供だけではなく、子供から地域へ広

がる、そういう可能性を秘めており、まさしくＳＤＧｓの地

域版である。そういうふうな結論で終わっております。

　最後に、町長さんのほうから、こういう問題は東伊豆

だけではなく全国の問題である。これからも多くの自治

体と共に手を取り合っていきたいという力強い宣言を

いただいております。

　それから、分科会はそれぞれの場所で行いました、

このオンラインを利用してですね。それぞれが自立し

て行っていったという形になっております。

　今回は３つの会場で分科会が行われました。１つが

この地元の東伊豆町の会場で、テーマは「保全・利用・

継承」と、これをどう循環させるかということで、地元出

身の東京都立大の内山さん、それから草原を守ってお

られる入谷区の鈴木さん、地域おこし協力隊の藤田さ

んがコーディネートしていただいております。

　蒜山会場のほうは、利用の面から、カヤの利用をす

ることによって草原保全にどう関わっていけるかという

ことで、地元の郷土自然館の前の館長さんでいらっ

しゃる前原さん、それから鳥取大学で自然再生につい

て関わっておられる日置先生、実際にカヤ刈りをした

り、カヤの建物を建てたりされている沖元さんと相良さ

んという２人のカヤぶき職人さんのトークセッションが

行われています。

　３番目の阿蘇会場は、草原の恵みを守る仕組みづく

りをどうするかということをテーマに行っています。主に

草原の持つ水源涵養力について科学的見地からの知

見、それから新しい知見というものを熊本県立大の島

谷さんから、それから、それを基にして、地域の草原を

たいと思います。

○東伊豆町長（太田長八）　それでは最後に、私から

静岡県東伊豆町の報告をさせていただきます。

　東伊豆町は細野高原という草原があります。昨日か

らのシンポジウムでも議論されてきましたが、この草原

の維持管理、また利活用、そして次世代への継承が、う

ちだけではなく、今聞きますと、全国の草原を持つ自治

体の共通の課題だと思います。このサミットで皆様のお

知恵をお借りした中で、また今後この課題に取り組ん

でいきたいと考えております。

　細野高原は、うちの町は稲取地区、熱川地区と二地

区があります。そして、稲取地区が４部落がある中で、

稲取地区に存在しております。その稲取地区の４区の

町内会が組織する稲取地区特別財産運営委員会が管

理しております。この４区の共同管理によりまして、防火

帯の設置や山焼きなどを実施しております。防火帯、ま

た山焼きにはそれぞれ120名ほどの人が出て実施し

ていますが、やっぱり作業者の高齢化、また、農業従事

者の減少によりまして、作業ができる区民が年々減りま

して、人的負担が増しております。また、この草原を管理

するのには、年間約500万円の費用がかかるため、経

済的負担も課題となっております。

　観光面では、この細野高原の資源を活用いたしまし

て、４月上旬から５月上旬にかけての山菜狩りや、また、

秋には秋のススキイベントを開催しております。イベン

トの開催時には、これはススキのほうですが、参加者

から600円、その他の期間におきましては20円を入山

料として頂いております。先ほど経済的負担のことを申

し上げましたが、これらの収入が維持管理には必要と

なってきます。しかし、これだけで全ては賄えませんの

で、入山料の値上げ、また新たな利活用を検討いたし

まして、この維持管理費用の捻出を考えていかなけれ

ばならないと考えております。

　そんな中で、イベント等のため、この道路、駐車場、ト

イレ等を整備し、誘客に努めておりますが、一方では、

来訪者のマナーも問題になっております。この大切な

資源を荒らされないよう、対策も同時に取っていくべき

と考えております。そして、何よりもこのすばらしい景観

や、また資源をどうやって次世代につなげていけるか

が大きな課題となっております。

　かつては農家の方がこのカヤをミカン畑に敷いたり、

またかやぶき屋根を使用したりするなどの活用がされ

てきましたが、農業後継者が減っていく中でのこの現在

では、カヤの需要もほとんどない状況でございます。し

かしながら、このすばらしい景観、また資源は、山焼き

等の保全活動を継続していかなければ守っていけま

せんので、町内の子供たちに、また地元にこんなすば

らしい草原があること、また、この草原は人の手によっ

て守られていること、また、カヤを使った昔の文化を教

育していくなど、未来につないでいかなければならな

いと感じております。

　これらの問題解決を図るため、昨年度、稲取地区の

特別財産区運営委員会をはじめ、行政、また観光協会、

農協、高原の専門員などで組織する「細野高原を考え

る会」が発足されました。この会では４区が継続的に細

野高原、これを維持管理していただくためにはどのよう

に、また、観光、産業などの資源としての活用、周辺の

地権者とも協力して、新たなこの魅力の創生、これを

図っていくかなどを検討しております。今日は皆様方か

らいただいたこの知恵をお借りいたしまして、この会の

発展にも生かしていきたいと同時に、この草原を全国

に発信できればと考えております。これからもどうぞよろ

しくお願いいたしたいと思います。

○議長（太田長八）　以上でこの参加自治体からの報

告が終わりました。いろいろなお話を伺いました。その中

でまた意見や質問等もあるでしょうから、ここからは自由

な形で意見交換会をさせていただきたいと思います。

　ご意見がございましたら、挙手をお願いして、発言し

ていただきたいと思います。どうぞよろしくお願いいた

します。

○真庭市長（太田　昇）　よろしいですか。

○議長（太田長八）　どうぞ。

○真庭市長（太田　昇）　それぞれすばらしい取組を

勉強させていただきましたが、恥ずかしい話、蒜山高原、

まだ山焼きの面積が80ヘクタールぐらいなんですね、

どんどん減っていて。何とか維持しようと思っているん

ですけれども。600ヘクタール焼いているとかですね、

本当にたくさん広い面積を焼いているとこら辺の取組、

もうちょっと詳しく、それもその行政というよりは、住民

の方とか、あるいは子供も参加してということですが、

もう少し、こんな取組をしているよということをご紹介い

ただければありがたいんですが。勉強させてください。

○議長（太田長八）　今、太田市長からの行政以外の

ほうの取組、これが何か具体的なことがありましたら、

どなたかご発言願いたいと思います。

　南阿蘇村の後藤さん、よろしくお願いします。

○南阿蘇村農政課主幹（後藤進哉）　先ほども説明さ

せていただきましたけれども、本村の牧野面積が

2,470ヘクタールで、野焼きが行われているところは

1,170ヘクタールということなんですけれども、地震前

はまだ野焼き面積は広くて、この事業主体というのが各

地元の行政区とかになりまして、以前は区長さんが責

【細野高原の管理の歴史】

○稲取財産区運営委員長（山田賢一）　細野高原は、

昔、町村合併が、昭和32年ですけれども、行われたとき

に、ここもそういうことで、昔ここがカヤ場で、ここの地区

の人らが農業に敷き草とか、山の屋根をふくときのカヤ

とかというものに利用しました。町村合併でここが稲取

地区の財産区ということで払下げがありまして、それで

我々が財産区として管理しているところです。

【細野高原の管理者について】

○稲取財産区運営委員長（山田賢一）　所有地の払い

下げがありまして、稲取地区、ここは特別財産区という

のが管理しております。

【細野高原のカヤ場の歴史】

○稲取財産区運営委員長（山田賢一）　そうですね、も

う僕が知らない昔から、ここはこういう形で、この地区

の農家の人たちが、要するに農業で堆肥を作ったり、畑

の中へ有機物の補給という形で、ここの草を持っていっ

て、畑の中に入れました。それとまたそのほかにも、かや

ぶき屋根のカヤの材料としても使われたそうです。

【山焼きをやるメリット】

○稲取財産区運営委員長（山田賢一）　山焼きをやる

ことによって、例えばこういういい敷き草とか、農業に

使うようなカヤとか、そういうのが病気を抑えられたり、

害虫も抑えられたりすることによって、いい材料というか、

そういうのができます。それとまた、きれいに焼くことに

よって、要するに何ですか、灰が落ちることによって、

土の肥料分の補給にもなるというようなことで、この原

野を保持していく上にはどうしても重要なことだと思

います。

【防火線づくりについて】

○稲取財産区運営委員長（山田賢一）　防火線焼きは、

大体120名ぐらいの方に出て、１日でやっています。山

焼きがその後、防火線焼きは大体11月に終わるんです

けれども、山焼きは大体２月にやります。そのときには、

もちろん区民の皆さんとか役場の職員の皆さんとか、

それとかいろんなこういうパラグライダーの関係者の

皆さんとか、そういう利用の皆さんに出ていただいて、

大体120～130名でやります。これだけの広さですから、

５人とか10人でやるわけにはいかないもんですから、

大体120名ぐらいの人の応援が不可欠です。

　先ほど言ったように、それだけの人を集めるのが１週

間ごとに大体、天候不順だと延びちゃうもんで、毎回の

ときにそれだけの人が集まってくれないと、山焼きが安

全にできない、それが悩みの種です。

【山焼きについて】

○稲取財産区運営委員長（山田賢一）　山焼きは毎年

２月に行われます。その前に準備として防火線刈りとい

うのを10月から11月にかけてやります。ここの周り全

部、境界線のところを防火刈りということで、12メー

ターぐらいずっと刈っていって、それを１週間から10日

ぐらい間を置きまして、それを全部燃して、防火線焼きを

行います。それで、それが終わりますと、もう火が入って

も大丈夫というようなことになりますので、２月の中旬

過ぎに、春を告げるということで、全体の山焼きを行い

ます。

【細野高原を考える会の発足の経緯】

○稲取財産区運営委員長（山田賢一）　細野高原は、

私たち子供の頃から毎年、春・秋の遠足は細野高原の

原野に来て、いろいろ親しんだわけですけれども、そう

いう中でこの細野高原をどういうふうにしていったら将

来にわたって維持できるかというようなことが今中心に

なっています。今、細野高原を管理して、今まで言いまし

たような防火線刈りとか、焼きとか、山焼き、そういうの

を稲取地区の区民全員で、皆さんで出てやってもらいま

すけれども、何しろ今、高齢化で、中心になっているのが

昭和20年代、30年代生まれの方が中心になってやっ

てくれています。だもんで、将来それを、細野高原を維持

していくのにどうしたらいいかというようなことで、細野

高原を考える会を立ち上げました。

　それともう一点は、今言った防火線、山焼きを管理し

て、ここの細野高原を管理するのに、ざっとですけれども、

年間500万ほど維持費がかかります。だから、今はゴル

フ場に入ってくるお金を町と折半して、それを運営費に

充てていますけれども、将来的にもなかなかそういうこ

とが難しくなるので、できれば少しでも自己財源というん

ですか、そういうのをつくっていかないと、この細野高原

を将来にわたって維持していくのが難しくなるかなとい

うようなことで、何とかこの細野高原を皆さんに知っても

らって、現状を知ってもらって、将来にわたってどういう

ことが考えられるかというのを皆さんと一緒に考えてい

ただきたいということで、細野高原を考える会というの

を立ち上げました。

 １．開会

○司会　皆様、こんにちは。

　本日は、第13回全国草原サミット・シンポジウムｉｎ

東伊豆大会の２日目となります。

　午後からのサミットに先立ちまして、オンライン見学

会として、東伊豆町の紹介動画と事前に収録した細野

高原のエリア活用に携わる方による細野高原の案内

動画をご覧いただき、細野高原や東伊豆町のことを

知っていただく機会にしたいと思います。

　なお、現地での収録については８月にしたものです

から、セミの声とかも入っておりますことをご了承くだ

さい。

　動画を見終わった後には、今日、朝から有識者の先

生の皆さんに細野高原のほう、実際行っていただいて、

現地を視察していただいておりますので、その感想な

どをお聞かせいただきたいというふうに思います。

　午後からは全国草原サミットを１時よりオンラインで

開催しますので、午後３時までとなりますが、よろしくお

願いいたします。

２．オンライン見学会

○司会　それでは、オンライン見学会のほうをスタート

させていただきます。

①オンライン見学会

○東伊豆町長（太田長八）　東伊豆町長の太田です。

　今回は、通常の形で大会を開催することができず、皆

様をこの細野高原にご案内することができず、本当に残

念です。このような状況が解除されましたら、ぜひお越

しいただきたいと思います。

　それでは、私からは、細野高原の概要につきまして、

お話をさせていただきます。

　この景色をご覧いただけますでしょうか。私が立って

いるこの場所は、標高約700メートルの場所で、ここか

ら15分ほど上に上がると標高821メートルの三筋山の

山頂にたどり着きます。そして、この眼下に広がる細野高

原の向こうには、太平洋に浮かぶ伊豆七島をご覧いた

だくことができます。何といってもこのロケーションこそ

が細野高原の自慢のポイントであります。

　広さは約125ヘクタール、東京ドーム26個分と言わ

れております。

　行事といたしましては、例年ですと２月に山焼き、４月

にはワラビを主とした山菜狩りが全体で楽しめ、10月

にはススキ祭りが開催され、ピークのときには期間中１

万人を超す来場者がありました。また、関東圏から比較

的近いこともありまして、映画やＣＭ、ミュージックビデ

オのロケ地としても有名になり、多くの作品がここ細野

高原で撮影されております。

　そんな細野高原です。皆さん、お越しいただける日が

来ましたら、ぜひともこの絶景を目に焼き付けていただ

きたいと思います。私といたしましては、一面ススキ野原

となる10月頃がお勧めでございますが、この細野高原

は四季を通じてすばらしいですから、いつ来ても、お待

ちしております。

　続きましては、稲取財産区運営委員長の山田賢一さ

んからこの山焼きの現状など、保全につきましてお話を

いたします。

○稲取財産区運営委員長（山田賢一）　稲取地区特別

財産区委員長の山田賢一です。よろしくお願いします。

【財産区委員長の役割】　

○稲取財産区運営委員長（山田賢一）　財産区各区の

区長さん中心で委員会をつくっていまして、そこの親方を

やらせてもらっています。この細野高原の細野の原野に

ついてのいろいろ管理とか運営とか、いろんなことを皆さ

んと相談しながら決めさせていただく、そういう仕事です。

　これがヤマアワです。

　こういうね、湿原の問題点として、だんだん土砂が

入ってくるんですね。それで、その上に水が流れるところ

が決まって、１か所だけこうずっと掘れちゃうんです。そ

うすると、水が周りに出なくなっちゃう。それでもってどん

どんススキがこう、乾燥化してススキが生えてきちゃい

ます。そういう状態がこれから大いに予想されます。

　ミズトンボって言います。トンボの顔に似ているじゃ

ないですか。

　これはね、ヤマイって言って、イってイグサのイ。山に

あるイグサでヤマイ。

　これがいいかな。ちょっと待ってね。ここね、ここにこ

う真珠みたいな玉がついているでしょう。これがシン

ジュガヤです。

　これはイブキボウフウと。

　ここに紫色の、これがホザキノミミカキグサと言います。

　ちょっとやぶに入りますけれども、ここにキキョウが咲

いています。キキョウっていうのは、花屋さんでも売って

いますけれども、野生のものは非常に貴重なんですよ。

【周辺の植生について】

○細野高原ネイチャーガイド（富永眞弘）　これはツリ

ガネニンジンと言います。黄色い花が、これはオミナエ

シです。これは女郎花って書いて、オミナエシという名

前です。

【中山一号湿原の状況】

○細野高原ネイチャーガイド（富永眞弘）　ここはね、

中山一号という湿原なんですけれども、こっちからどん

どん泥が入っちゃって、もう湿原の上のほうが見えなく

なっちゃっているという状態です。乾燥化がどんどん進

み始めています。この辺もね、生えている植物がススキ

じゃないでしょう、ワラビがあったり、何か他のものが生

えちゃっている。大分植生が変わってきています。

○細野高原ネイチャーガイド（富永眞弘）　今、ざっと

湿原の植物、草原の植物を見ていただいたんですけれ

ども、細野高原にはね、僕らが把握しているだけで約

500以上の植物の種類があるんですけれども、今日は

10とか20、もっといったかな、ぐらいしか見ていません

けれども。今日の見ていただいた中にもあるんですけれ

ども、静岡県の絶滅危惧種というのが細野高原に26種

あります。それから、環境省、環境省というのは全国で絶

滅危惧を定めているわけですけれども、その中に19、こ

こにあるものがあります。ということで、非常に貴重な草

原、湿原ということだと思います。

　以上で今日の解説を終わらせてもらいます。富永で

した。

○伊豆半島認定ジオガイド（鈴木京子）　こんにちは。

ジオガイドの鈴木京子です。稲取に生まれ育ち、今も稲

取に住んでいます。

　子供の頃からの思い出を踏まえていろいろお話しで

きればと思います。よろしくお願いします。

【細野高原について】

○伊豆半島認定ジオガイド（鈴木京子）ここ細野高原

は、伊豆半島の中央に横たわる天城山脈の斜面にあり

ます。天城山はフィリピン海プレートに乗って移動してき

て伊豆が本州に衝突した80万年前から20万年前の火

山活動によって生まれた大型火山です。火山活動が終

わった天城山は、浸食によってこちらの東斜面が大きく

削られています。天城山最高峰の万三郎、そしてこの細

野高原を取り囲む三筋山、大峰山も浸食に耐えて残っ

た天城山の一部です。

　細野高原の一部は、稲取泥流と呼ばれている土石流

堆積物に覆われています。何らかの原因で起こった山

崩れなどによって、水と土石が一体となって流れ下って

できたものです。高原内に点在する角の取れた丸っこ

い岩は、こうした土石流によって運ばれたものと考えら

れています。泥を多くふくむ土石流堆積物は、水を通し

にくく、水はけの悪いくぼ地には湿原をつくっています。

湿原は貴重な動植物の宝庫になっています。水を通し

にくい地層上にできる地下水は周囲に湧き出し、飲料水

の貴重な水源にもなっています。

　それでは、今から山のほうに行って、その場所を紹介

したいと思います。

【細野高原の岩の形について】

○伊豆半島認定ジオガイド（鈴木京子）　この大きな

岩ですけれども、このお山の上のほうにあって、この岩

の角が取れています。なので、これは先ほどご説明しま

したように、もっと上のほうから土石流に乗ってごろごろ

ごろごろ転がってきて、こういう角が取れたり、こういう

潰れていたりという様子が見られます。かなり大きさも大

きいですけれども、あちこち丸で、角が取れて、転がって

きたかなという様子が見られます。もっとね、割れたりし

ているときには、まだ角が鋭角だったりするんですけれ

ども、その後もまた転がって、何度か転がったかなという

ような様子が見られます。

　このほかにもたくさん、この辺りには大小いろいろな

石が転がっていますので、また、この山はそういう土石

流でいろんな石や砂や泥、いろんなものが転がったか

なという様子が見られると思います。

○インタビュアー　何回もそういう土石流が起こって

いたんですか。

○伊豆半島認定ジオガイド（鈴木京子）　そうですね。

一番というか、はっきり分かっているのは２万５千年前

【細野高原の利用状況】

○稲取財産区運営委員長（山田賢一）　春は、ご存じの

ように山菜狩りをやっております。これは観光協会では

なくて、財産区が主体になってやっています。それで、秋

はススキのイベントを観光協会が中心になってやって

いただいております。あとは、ここに撮影とか、いろんな

映画の撮影とか、そういうのにも使っていただいていま

すけれども、それは年中ではなくて、単発にやる、そうい

う形で使っています。

【細野高原の今後】

○稲取財産区運営委員長（山田賢一）　だから、今み

んなで考えているのは、あそこに、あれ、これ水源地な

の、この部落の。だから、水源地から見れば、手を入れる

ことはいろんな自然保護とか、いろんな環境の問題で、

水源地から上は手を入れないけれども、水源地から下

のここら辺を何か利用してくれる、何ていうの、企業とか

そういう団体があったら、ぜひ提供しますよというのを

私たちは今訴えているんです。もちろんここに自然破壊

するようなものを造られちゃ困るんですけれども、自然

を利用したもので、何かそういう、先ほど言ったような体

験学習とか、そういうことができるものがあればいいな

というようなことを考えています。

【次世代への継承について】

○稲取財産区運営委員長（山田賢一）　今言ったよう

に、管理しているのが我々中心なもんで、だんだんこの

草原をどうしていったらいいかということについては、

僕らの子供の頃は春の遠足、秋の遠足というのも細野

高原で、三筋山のてっぺんに登るのが楽しみでここへ

来ましたけれども、今の子供たちは本当に草原とかそう

いうのに親しむ機会がないもんで、できれば何かそうい

う体験学習とか、そういう形にどんどん使っていただき

たいなと思います。

○インタビュアー　以上です。ありがとうございました。

○稲取財産区運営委員長（山田賢一）　どうもありがと

うございました。

【細野高原の植生について】

○細野高原ネイチャーガイド（富永眞弘）　それでは、

私が今日の案内をさせていただきます。細野高原ネイ

チャーガイドクラブの富永です。よろしくお願いします。

　まず、細野高原ってどういうところかというのを植生を

中心に見た場合に、どういうところかというのを説明し

ます。

　まず、一番高いところ、風車が、向こうから２番目の風

車の辺りが一番高いんですけれども、あれから奥へ約

５分ぐらい行ったところが三筋山という山の山頂になり

ます。それが細野高原で一番高いところです。

　それから、その下へ、草原と林がありますけれども、草

原のほうが細野高原で、この稜線をずっとたどっていた

だいて、この林、量線を境にこちら側が草原で、向こうが

林になっています。こちら側が細野高原で、東伊豆町の

細野高原で、向こう側が河津町です。これがずっと延び

ていまして、その稜線に沿って、稜線のこちら側ですね、

ずっと下りて一番下の辺り、もうちょっと下まで細野高原

です。一番下の辺りが標高で370メートルぐらい。それ

から、一番高い三筋山が821メートル、標高差が約550

メートルありますので、気温的にも３℃ぐらいの差が

あって、それで、ご覧になって分かるように、草原が広

がっていまして、後で説明しますけれども、湿原があって、

それから、人工林がこう、杉の林ですけれども、人工林、

常緑針葉樹があって、ちょっとここからはあまり見えな

いんですけれども、落葉広葉樹があって、植物、草なん

かにしてもこういう林の中なんかの植物は草原の植物

とは違うものがあるというようなことです。

　先ほど３度ぐらい差があると言いましたけれども、春

のワラビなんかだと、下から取れるようになって、だん

だん上へ上がっていくと。秋の紅葉なんかは、上からだ

んだん下りてくるということです。

【芝原湿原について】

○細野高原ネイチャーガイド（富永眞弘）　ここは芝原

湿原という湿原です。このぐらいの大きさ、この柵があり

ますけれども、非常に小さな湿原ですけれども、こういう

小さな湿原が細野には４か所あります。湿原って、必ずし

もね、大きいからといっても、見ることのできるのは外周

ぐらいのもんですからね、このぐらいの大きさっていうの

は非常に適当だと思います。この細野の地面の下には

ちょっと粘土質の層がありまして、それで水を通しにくい

がありますので、こういうくぼ地には湿原ができています。

　ここ、こう荒らされていますね。これはイノシシが掘っ

たんです、ここのところを。これ至るところでやられてい

ますけれども、夏から秋にかけてやられると、種が落ちる

前に根が起こされて死んじゃう場合が、枯れちゃう場合

があるんです。あまりいいことではないです。

【芝原湿原の植生について】

○細野高原ネイチャーガイド（富永眞弘）　これ、これ

葉っぱを見ていただければ、アザミなんですけれども、

横を向いています。これはキセルアザミと言います。

　この花はサワヒヨドリと言いまして、フジバカマの仲間

です。ですので、この辺の紫の花、ヒメハッカと言います。

　ここに生えていますけれども、これはハイメドハギ、メ

ドハギというのはもともと真っすぐ立つんですけれども、

これははっています。

　コシロネといいます。

　さっきジオガイドの方から解説があったように、泥流

が流れたことで、ああいう、この斜面がずーっと続いて

いるような地形ができて、そこにススキがずっと一面に

生えているから、ああいう印象を与えるのかなと思って、

何か先ほどの説明を聞いて、改めて景色と重ねてみると、

思い返してみると、いいなと思いました。

　植生の印象は、やっぱり皆さん、ススキが小さい、小

さいというふうにおっしゃっていたんですけれども、全

体的に見て、低いところもあったんですけれども、高い

ススキもあったりして、これ多分、後から上野さん、詳し

く言って下さると思うんですけれども、山頂付近のです

ね、カヤという面で見れば、背丈が低いのは悪い、悪い

というか、使いにくいのかもしれないですけれども、植物

から見ると、背丈の低い植物がそろっているところは、

むしろ種の多様性が高まって、いろんなものが見えるの

で、上のほうのススキの背丈が低いところをもう少し

ゆっくりちょっと歩いてみたら面白そうだなと感じました。

　ビデオの中で500種類の植物がいるということで、こ

れは何かすごいなと思ったんですけれども、うちの近く

にある３つの草原で、それぞれ調べてみると、大体300

種類ちょっとなんですね、草原エリアの中だけでいうと。

そういう意味でも、ああいう、湿原がまずまとまった面積

で残っているというのが種数を増やしている一つ要因

になっているのかなと思いました。

　僕はもともと湿原をずっと興味があって調べたりして

いたんですけれども、今回見せていただいた中で、

ちょっと解説の中でもあったんですけれども、少し乾燥

化しているところというのは気になったところです。天然

記念物というか、文化財として指定されているところもあ

るんで、大事にしようということはすごく大事だと思うん

ですが、そのやり方については少し、先ほどビデオに出

られていた専門家とかですね、皆さんの意見を聞きな

がら、ちょっと見直しをしながら進めていただけたらい

いのかなと思いました。

　ただ、植物的には、先ほどのキセルアザミとかですね、

湿原特有の植物も見れたので、途中、役場の方から、

早く行きますよというふうに何回も促されながら、写真を

撮ったりして楽しませていただきました。今日はどうもあ

りがとうございました。

○司会　白川さん、ありがとうございます。

　続きまして、高橋先生、よろしくお願いします。

○全国草原再生ネットワーク代表理事（高橋佳孝）　

高橋でございます。

　私は草原生態のほうが専門なので、草原のほうは塩

坂さんのほうから多分詳しいお話があると思うんです

けれども、火砕泥流ですか、によってつくられた地形とい

うのが独特で、その中にスポリアが出ていたり、あるい

は浸食を受けたり、その泥流によって湿原のようなくぼ

地が生じたり、極めて多彩な地形がその中に含まれて

いるんだなと。ぱっと見た目にはとても広くて大きいん

ですけれども、実はその中にいろんな形の地形がある。

その中でススキの丈を一つ見ても、大きいところもあり、

小さいところもあり、ススキじゃなくて芝生のようになっ

ているところもある。それは恐らく地形に基づくものもあ

るでしょうし、今、利用されたり管理をされている作業そ

のものがですね、そういうものを生じさせている、モザイ

ク状のものというか、極めて多様なところなんだなと思

いました。

　先ほど500種という話がありましたが、阿蘇は２万２

千ヘクタール近くあるところですね、草原の植物500種

なんですよ。ですから、ここにかなり集約されているし、

中を見ると、湿原もとても大事な植物が多いんですけれ

ども、草原の中にも、例えばスズサイコとかキキョウとか

ですね、本当に今絶滅に瀕しているような植物もたくさ

ん生えているし、両方がとても大事なんだなという気が

いたしました。

　それから、管理のほうはやっぱり大変なんだろうけれ

ども、まだまだ地元の人たちがとても元気なんだなとい

う、多少人が少なくなってですね、きっと大変なところも

あるんだけれども、その気持ちだけはとても前向きであ

るというのが非常に印象深く受けました。

　これを今後どういうふうに仕掛けていって担い手や

仲間を増やしていくか、あるいは次の世代にどうやって

つないでいくかというのが大きな問題だと思いますけれ

ども、そのような熱意がある以上は、きっとうまくやってい

けるんじゃないかなという期待も込めています。

　もちろんそのときには外部からの働きかけや応援と

いうのも必要になってくるかもしれませんけれども、それ

はあくまで手段であってね、目標としているものがかな

り明確になっているので、大事なものを守ろうという意

識そのものをぜひ町民全体に醸成して、つないでいっ

て、広げていっていただければありがたいなと思います。

紅白が始まるぐらい、そんな時間帯です。今からメイン

で話します稲取泥流というのは２万５千年とされていま

すけれども、これは、だから12月31日の11時58分ぐら

い、２分30秒ぐらい、つい最近の話です。ですから、時間

が、皆さんの日常生活とスケールが違うので、そこを間

違えると混乱いたします。

　ですから、その斜線の部分が、まず伊豆半島の基底

をつくった海底火山堆積物で、その次に、この図でいく

と６番ですね。６番のゾーンというのは、浅間山とか大

峰山とか三筋山とかをつくったかつての、70万年ぐらい

前の天城火山の基盤をつくっているものです。それが先

ほども鈴木さんからご説明あったように浸食で残った

部分がこの６番の部分です。

　その後、新天城ができて、多分、これ土石流じゃなくて、

先ほど土石流、土石流と言っているのは、あれは間違い

で、土石流じゃなくて泥流です。土石流と泥流と全く違う

ものです。そこのところを混乱しちゃうので、さっき何か

フリップは土石流が、土石流がとあったんで、あれは実

は土石流じゃなくて泥流です。

　泥流はですね、どういうふうに流れたかといいますと、

さっき言ったように、この図でいくと左上のほうに天城

本体がありますから、あそこから流れてきたんですけれ

ども、流れたときに三筋山だとか大峰山が邪魔をします

ので、河津側に流れたほうと、それから、この東伊豆町

側に流れた、２つに大きく泥流は分かれました。

　今日話題になるのがこの東側に流れた泥流です。２

万５千年前ってどういう時代かといいますと、氷河期の

最後の時代。つまり海面が世界的に100～140メート

ルぐらい後退していた、海が今よりも140メートル低

かった時代。ですから、この土石流は、多分この稲取の

温泉街をぶち抜いて海の中まで入ったんです。溶岩の

ように非常に800℃とか1,000℃、高いので流れてくる

と、海につかった瞬間にそこで止まるんですね。だから、

あそこの伊豆高原の辺りの海岸がありますけれども、あ

れはあそこで溶岩が止まっちゃうわけです。ところが、泥

流の場合は泥なので、そこで止まらないんですね。だか

ら、海底の中にもそういう転石がたくさんあるはず。

　次に、泥流の真ん中にハート形の白いのがあります

ね、２番。これは火口なんですね。多分、泥流の中から

突き抜いてきたものなんですけれども、車で登っていき

ますと、右側にカーネーションの畑、ハウスと、それから

水田が唯一ありますね。多分そこは火口のところに長い

間、泥炭がたまって、その上に水田ができて、東伊豆唯

一の水田じゃないかと思いますけれども。その上に現在

はため池が、それこそハート形のため池があるんです

よ、これ空から見ると分かるんですね。そのため池とい

うのは、後で説明します、湧水が水温が低いので、その

ため池の太陽光で温めた上水だけを使って多分水田

をやっていたんだろうというのがこういう白いハートの

ところです。

　そのハートのところに今度は斜線が、ハッチが３か所

ありますね。これは凡例にもありますけれども、熱水の変

質帯と言うんですけれども、高温のマグマが地下に隠れ

ていて、その地下水が沸騰したような状態になって、周

辺の岩石を変質させるものです。特にこの水源地になっ

ている一番左側の上のところというのは、熱水で変質し

たものが粘土化して、こういう地下ダム、ダムの役目を

しているんですね。

　それからもう一つは、この地質のところには火山灰と

かスコリアは一応、剝がした図になっています。全面的

には多分スコリアは降っているんですけれども、それを

剝がしたやつになっています。ただし、右下のほうにあ

る白いところ、これがスコリアコーンで、これ玄武岩なん

ですけれども、これはつい最近、つい最近というか、か

つてスコリアを採取していた場所があるところですね、

右のほうです。

　それで、じゃこの今日見た湿地だとか湧水がどうなっ

ているかというと、結局、泥流が流れたときに、それがカ

ルデラの崩壊かどうか、そこまではまだ確認はされてお

りませんけれども、いずれにしても大量の水が流れたこ

とによって泥流が発生します。泥流というのは水土流、

泥水ですから、そこに大きな岩石も、それから山体の一

部も、コルクのように浮いちゃうんですね。浮いて流れて

いきます。これを流れ山と言います。代表的なのは、甲府

の北側の韮崎というところ、あそこに韮崎泥流、八ヶ岳

泥流というのがあるんですけれども、あれがあの辺で

やっぱり流れ山がたくさんありまして、武田信玄がその

山沿いにのろしを上げていったという、そういう流れ山

地形があります。だから、ここで、伊豆半島で流れ山地

形があるのはここだけです。

　流れ山でどういう現象が起きるかというと、重たいも

のから順番にこうもう流速がなくなるから落ちていきま

すね、止まります。止まるとどうなるかというと、後ろから

来た岩石がそこへまたこう何ていうかな、山が出来上が

る。そういうもの幾つもあります。さっき映像にあったパ

ラグライダーのランディングのところ、今トイレのあると

ころ。あそこも小っちゃい小山があります。あれも流れ山

の一つです。そういう流れ山と流れ山の間が当然へこ

みますよね。へこんだところは、下が泥流で水を通しま

せん。それから、この付近ですと、さっき言ったこの玄武

岩のスコリアだとか、西側にある大池のスコリアだとか、

そういうところはスコリアが飛んできます。そうすると、そ

　それから、私は文化財の専門じゃないんで、湿原のど

うこうというのは分からないんですけれども、手をつけ

ないで放っておくというのは、建物だったらよいかもし

れませんけれども、人と自然が関わってつくられてきた、

恐らく湿原についても人の手というのはかなり影響して

いるところもあるんですよね、そのあたりは詳しく分かり

ませんけれども。そういう全体的な自然そのものは、む

しろ文化財というよりは、文化的経過なのかなという感

じがします。そういう視点で見ると、やはり修復というの

が当然重要になってくる場面が結構あるんで、このまま

放っておいて手をつけないという自然ではなくて、地元

の人たちが合意の下に知恵を出し合って、それをよりよ

い形のまま後世につないでいくような仕組みづくり、ある

いはそういうものができたらいいなという感想を持ちま

した。

　以上です。

○司会　どうもありがとうございました。

　続きまして、笹岡さん、すみません、よろしくお願いい

たします。

○全国草原再生ネットワーク（笹岡達男）　こんにち

は。笹岡でございます。

　今日はたくさんの専門家の先生方に囲まれて、私は

専門家といっても、長く自然公園や自然環境の行政を

やってきておりましたので、詳しい話はもう先生方にお

任せしたいと思います。

　今日は純粋に細野高原の風景と景観をたっぷり楽し

ませていただきました。もちろんこの季節ですから、その

景観、風景の主役はすばらしいススキ草原なわけです

けれども、もう一つ見逃せないのは、あそこに立ってみ

るとですね、実はご承知の方も多いと思いますけれども、

伊豆半島というのは、海岸線とそれから天城山を中心

とする山稜線ですね。そういうところが帯状に、全部国

立公園に指定されているわけです。その中腹にある細

野高原はそうした区域とは違うんですけれども、細野高

原から眺める海、海が見える草原であると。そして、振り

返れば山も、すばらしい山が続いている。もう一つ、今日

も見えましたけれども、伊豆七島も見えちゃうんですね。

伊豆七島も国立公園です。

　そういう意味では、そういうすばらしい、自分が立っ

ている、目の前だけじゃなくて、その周りの風景、景観を

楽しめる場所としての細野というのはもう一つ価値が付

け加わるんではないかなというふうに思っています。

　そして、そういう草原を守っていくことについては、ほ

かの先生方からたくさんアドバイスがあると思いますけ

れども、やはり大変な維持管理の作業があるわけです

し、そのためには、何かこう、どういうふうに使うんだと

かね、こういうふうにここは守っていく、ここは使うんだ。

皆さんがその目的意識を持って、非常に大事なのは、や

はり地域でもって目的や利用の方法、合意を取るという

ことが大事なことだと思いますから、そういう皆さんの

話合いの中で、保全、利用、そして管理ですね。それをど

うやって引き継いでいくかというお話も昨日たくさん聞

かせていただきましたけれども、そういう新しいタイプ

の視点を大事にしながら、みんなで楽しんで守っていく

という、そういうところになっていけばいいなというふう

に思いました。

　本当に今日はどうもありがとうございました。

○司会　ありがとうございます。

　続きまして、塩坂さんのほうからお願いします。塩坂先

生は地質学がご専門ということで、先ほどのジオガイド

さんの提案内容を補足等もお願いしながら、ちょっとお

話しいただければと思います。よろしくお願いいたします。

○全国草原再生ネットワーク（塩坂邦雄）　ご紹介い

ただきました塩坂と申します。

　東伊豆町とは大変縁がございまして、大島近海地震

のときに、次の日にたまたま稲取駅のところで調査をし

ていて、そのときちょうどパニックがあってですね、何か

近々大地震が来るぞというみんな、いたんですけれども、

私は大丈夫だよと言って、皆さんをなだめた経験があっ

て、そのときの見高エリアの断層等も調査した覚えがご

ざいます。その以降は、私は趣味でパラグライダーを

やっているもんですから、空中からいろいろな調査もし

て、一応、自称空飛ぶ地質屋と言われておりまして、時々

空からおっこっていることがあるもんですからね、ソラ

ツカイとも言われますけれども。

　それで、実はこの伊豆は、今、熱海の伊豆山の土石流

調査もやっております。お手元にもありますけれども、こ

こにも図面を出していただきましたけれども、これは

倉沢さんと加藤さんとが作った、当時、稲取のこの付近

の地質です。

　この一番左上のところ、もっと上ですけれども、まず、

地形発達史といって、つまりどのようにこの稲取ができ

たかというところをお話ししますと、まず一番上に斜線

がありますよね。この図でいくと７番、この凡例でいくと７

番です。これが伊豆半島の基底をつくっている湯ヶ島層

群という海底火山の噴出物です。特に地質学というの

は、時間的な感覚が皆さん違うのは、例えば地球は46

億年なんですよ、分かっている限り。それを日常の365

日で割っていきますと、この伊豆半島の基底ができたの

は12月30日ぐらいです。もうつい最近の話なんです。

　それから、私が必死に100歳まで生きても、0.3秒で

す。まばたきですね。人類が誕生したのが12月30日の

○日本茅葺き文化協会事務局長（上野弥智代）　皆さ

ん、こんにちは。日本茅葺き文化協会の事務局長をして

います上野弥智代と申します。

　茅葺き文化協会は、所有者とか職人とか研究者とか、

それから自治体が一体となってカヤぶきのことをつな

いでいるネットワークの団体なんですけれども、今日、

細野高原へ伺って、また昨日から皆さんのお話を聞く中

で、私がわあと思うことがたくさんありました。でも、その

中を３つくらいに分けてというか、３つに絞ってお話しし

たいなと思うんですけれども、まず、皆さんが関心をお持

ちだったカヤというものとしてどうなのかというのは、も

う第一印象は、すごい元気なカヤだなという、カヤとし

て見たときに、細くてしなやかというのがありますけれど

も、背丈が高いからいい悪いじゃなくて、カヤそのもの

が真っすぐ細くてしなやかというのはすごくいいカヤだ

なというふうに思いました。

　昨日も話がありましたけれども、カヤぶきって、短いの

と、一番最後に長いので押さえて、それを竹で押さえると

いう、３層ぐらいにしていくんで、短いカヤも長いカヤも

要るんですね。長いカヤといっても、それが３メーターそ

のまま要るかといったら、やっぱりちょっと使えないんで、

切って使ったりするんですよ。だから、その短さというの

は使い方と連動するものなので、それよりも、ここの穂が

あれだけ立っていて、真っすぐ元気なカヤというのはす

ごいなというのをまず思いました。

　昨日も町内会長さんの鈴木さんのお話にも出てきた

し、山田さんの話にも出てきましたけれども、カヤってい

う、何か使うときはやっぱりカヤって呼んでいるんだな

という、屋根材だけじゃなくて、聞いていると、利用する

ときは草がカヤになっているなと思うんですけれども、

今、生えている状態だとススキですよね。それが刈り

取ってカヤ束、屋根ふき材、私の場合はちょっと屋根ふ

き材としてですけれども、屋根ふき材としていいカヤ束

ができたときにカヤになるというか、何でもかんでも刈

ればいいってもんじゃないじゃないですか。使い道に

よって。だから、それがススキが刈ってカヤになるという

こと。でも、皆さんの中にそれはもう当然のように根づい

ているんだなというのも感じました。

　今日案内していただいた上の山頂近くのところも、白

川さんが言っていたみたいにちょっと背は低いですけ

れども、あそこのカヤもいいカヤだったし、駐車場のと

ころも、下に少し広がっているところもいいカヤでした

し、最後見せていただいた湿原のそばにあったカヤは

結構背が高かったですし、あそこは少し、何かワーク

ショップ的にやるんであれば、あずまやもあるんで、あず

まやをカヤぶきにしたらいいんじゃないっていう話もあ

りましたけれども、あれ野焼きに巻かれるとすれば、毎年

屋根にトマブキみたいなのでかけてもいいんじゃない

かなと思いました。燃えてもいいんじゃないかな、そこは。

それでみんなでまた、何か新嘗祭じゃないですけれども、

豊穣を祝って、その屋根にふくというようなことにつなげ

てもいいのかなというふうに見ていて思ったんですけ

れども。そういう面白いいろんなことができそうだなとい

う、カヤとして使うということですね。

　さっき高橋先生が湿原のことでちょっとおっしゃいま

したけれども、法隆寺って、私、建築の専門なんで、法隆

寺って世界最古の木造建築って千年たっていると言わ

れているじゃないですか。でも、それはずっと放ってい

て千年もっているわけじゃなくて、修繕している。それを

植物資材を使って、大工さんなり技術者が修繕してい

る技そのものがすばらしいということで、この間、その

技そのものも無形文化遺産になったんですけれども、

伝統工匠の技って。そこにカヤぶきとかカヤ採取も入っ

ているんですよ。だから、ああいう植物材料を取ってく

る技そのものも含めて、だから、ああいうものができて

いるということが草原とかカヤ場も同じだなというふう

に思いました。

　それが１個目で、２個目はさっき内山さんから振られ

ましたけれども、もう一つ、わあ面白い、格好いいって

思ったのは山田さんのお話です。今、70代ですかね。こ

の財産区の皆さんの活動ですけれども、山田さんの話、

本当に面白いんですよね。若い頃は、何月頃みんなで

取りっこのように草を刈っていた、昭和50年代ぐらいま

で刈っていた、いやそれはこういうふうにやっていた、

カヤを降ろすのは、１週間ぐらい乾かしてから降ろして

いた、そういうお話がまだまだ生きているというか、それ

が話を聞いていて、すごい面白いし、格好いいなと思い

ました。

　今、草は使っていないのに、何で管理をあんだけ一

生懸命されているのかなというのもちょっと聞いてみた

んですけれども、やっぱり山田さんにとってはふるさとの

山だから、みんなにこのまんま何とかみんなにつなげた

のくぼ地にスコリアがたまって、それが、そのスコリアの

隙間が地下水の帯水層になるんですね。

　これも偶然の重なり合いなんだけれども、さっき言っ

た熱水が変質した粘土が下流側にあるもんですから、

ちょうどダムのように、地下にダムができている、ずっと。

それが一定程度常に安定して水を流下させているとい

うことになります。

　それからあと、この図で注意するのは、西側に黒い線

が幾つか見えますね。これが断層なんです。私のほうが

昨日泊まっていた旅館のすぐそばも通っていますけれど

もね。ずっと行って、あの伊豆急のトンネルのちょうど真

ん中を通って、国道135号線のところも、私の記憶では、

その小学校の下に自転車屋さんかなんかあって、その

自転車屋さんのところの真上です。そこを通って見高

エリアのずっと活断層があって、それからもう１か所、

浅間山のほうに、これちょっと書いてありませんが、浅

間山はもうちょっと左上かな、のところに浅間山ってあ

るでしょう、その斜面も、当時はほとんど植林されていま

せんでしたので、明確に活断層が確認できました。した

がって、東伊豆町は北西から南西に幾つかの断層が

あるんですね。そういう場所ですね。

　以上ですけれども、また後で質問があれば。

○司会　ご丁寧にどうもありがとうございます。

　続きまして、内山さんですが、内山さんは唯一の町内

のご出身で、今、東京都立大学のほうで研究をされてお

ります。よろしくお願いいたします。

○東京都立大学大学院都市環境科学研究科（内山義政）

　内山でございます。

　私は稲取の生まれで、何度も細野には通っているん

ですけれども、今は東京都立大学の博士課程の学生

をしております。今回、草原サミットの実行委員というこ

とで、役を務めさせていただいておりますが、ほかのサ

テライトの会場の先生方と比べて、まだ私、学生ですの

で、本当にこの大役、務まるのだろうかとずっとやって

きておりますが、今回、今日現地を見させていただいた

感想などをお話、２点、主にできればと思っております。

　まず１つ目に、後で上野さんからお話があるかと思

うんですけれども、あるかもしれないんですけれども、

今日ですね、現地見させていただいた中で、財産区委

員長と大変、地元の話を聞くのが楽しそうにされてい

るなという印象を強く受けまして、例えるとですね、例え

ば郷土の語り部なんかを語る観光イベントなんていう

のは各地で行われると思うんですけれども、まさしくあ

んな感じで、僕は考える会ですとか、財産区の会議と

かで伺っていても、本当に面白い話だなというのはた

くさんあるんですけれども、多分、地元でずっと住んで

いると当たり前だなという話も、例えばこの細野の管

理の歴史ですとか、そういった話も、改めて外部に発

信していくことで、そのお話自体が面白いコンテンツと

いうか、話になるのではないかなというふうに１つ思

いました。

　そうした地域の知見をそういうふうに改めて捉えてい

ただいて、誇りというか、引き継いでいくことが改めて必

要じゃないかなと思った次第です。そうしていく中で、先

ほど財産区委員長からの動画の中でもありましたけれ

ども、利活用をということですけれども、カヤで、カヤぶき

とか、実際見ていただいて、使えそうだという話もありま

したので、カヤぶきですとか、ぜひカヤ材の利用とか、

何ていうか、企業とか団体とかのそういうイベントとか

観光利用という面もあるかと思うんですけれども、ぜひ

草原本来の利用を、さらに新しい形での草原の資源の

利用という観点からで捉え直すのもいいのではないか

なと思いました。そうした中で地域での草原の資源の活

用の担い手という意味では、東伊豆町では最近、ＮＰＯ

ですとか大学が連携して様々な活動をしてきていると思

いますので、そういった地域でのつながりをまた活用し

ながら、細野高原のほうも今後動いていけたらいいの

ではないかなと、私自身もこれから一緒に関わってい

けたらなと思っています。

　２点目ですけれども、富永さんと鈴木さんの動画と、あ

と、私自身もネイチャーガイドのほうには時々参加させ

ていただいて、観察会、行かせていただいているんです

けれども、本当に今回の動画で、ちょっとしたやぶの中

に入らないと見られないキキョウですとか、もう本当に

道の、ちょっと奥まったところの道の、ふとこうよく見ない

と気づかないような石ですとか、そういった細やかな場

所まで熟知しているという地元のガイドですとか、そう

いう知識というものも人材として引き継いでいかなけれ

ばいけないなと思っております。

　私自身は、大学での研究ということで、なかなか綿密

にこの隅から隅まで熟知するということがまだまだ足り

ていないわけなんですけれども、そういった意味で、ジ

オもそうですし、植物ですとか生物のほうの専門的な知

識をより地域でも引き継いでいく人材がこれから必要で

はないかなというふうに思った次第です。

　以上、２点ほどです。ありがとうございました。

○司会　どうもありがとうございます。

　続きまして、上野さん、お願いいたします。

　上野さんは、一般社団法人日本茅葺き文化協会事務

局長を務められておりますので、そういった視点から

お話をいただきたいと思います。よろしくお願いいたし

ます。

１．開会

○司会　それでは、ただいまより第13回全国草原サ

ミット～未来へつなごう！壮大な海すすきの草原～を

開催いたします。

　私は進行を務めます東伊豆町企画調整課長の森田

と申します。どうぞよろしくお願いいたします。

２．挨拶

○司会　まず初めに、開催地を代表して、本大会の実

行委員長である東伊豆町長　太田長八よりご挨拶を

申し上げます。

○東伊豆町長（太田長八）　皆様、こんにちは。東伊豆

町の町長の太田でございます。

　本日は、この首長様におかれましては、新型コロナ

ウイルス感染症の対応で大変お忙しい中、全国草原サ

ミットにご参加していただきまして、誠にありがとうござ

います。

　本来であれば、皆さんにこの東伊豆町にお越しいた

だきまして、顔を合わせながらこの意見交換をさせてい

ただくところでございますが、１年延期したにもかかわ

らず、新型コロナウイルスの感染がなかなか収まらな

い状況ですので、このようなオンラインの会議とさせて

いただきました。ご理解願いたいと思います。

　この後、前回大会の報告、それから、昨日から行って

きましたシンポジウムの報告もお願いいたしますが、こ

こから先がメインであるサミットとなります。全国に存

在する草原の価値、また課題につきまして、参加者の皆

様から貴重なご意見を提言していただきながら有意義

な大会となるよう期待しておりますので、どうぞよろしく

お願いいたします。

○司会　町長、ありがとうございました。

　それでは、本日は東伊豆町以外に８自治体の皆様

にご参加いただいております。

　参加者について、事例等の発表順にご紹介させてい

ただきます。

　前回サミット開催地の宮崎県川南町、町長、日髙昭

彦様、兵庫県新温泉町、町長、西村銀三様、岡山県真

庭市、市長、太田昇様、前回サミット開催地の宮崎県

串間市、市長、島田俊光様、熊本県高森町、町長、草村

大成様、広島県北広島町、生涯学習課長、西村豊様、

いというのもあるけれども、そこにそうあってほしいとい

う思いが一番あるんだなというところ。山田さんのお話

を裏づけるようなネイチャーガイドのさっきの富永さん

とかジオガイドの鈴木さんのお話も、こういう方もたくさ

んいらっしゃるというのがもうすごいところだなという２

番目のわあです。

　最後は、笹岡さんとかの話にも出てきましたけれども、

山から海が近いじゃないですか。ここから15分ぐらい

であの草原に行けて、町もその間にあって、ジオの話も

ありましたけれども、すごく山から海までが見渡せる範

囲にあるという中に今の壮大な何億年の話から、その

暮らしが息づいていて、見えているということ、それでそ

こにさっき話したみたいな人がいらっしゃるということ

がもうすごいなというのが私の３つのわあでした。

　以上です。

○司会　どうもありがとうございました。

　先生たちのお話を聞いて、東伊豆町に住んでいる人

たちが感じていること、貴重な場所なんだなというよう

に思いました。また、動画のほうに出演していただきまし

た富永さん、鈴木さん、山田さん、どうもありがとうござい

ました。

　本来ですともう少し意見交換としたいところですが、

お時間になりましたので、これでオンライン見学会のほ

うは終了させていただきたいと思います。

　１時間昼休みを取りまして、午後１時から草原サミッ

トのほうを開催いたしますので、よろしくお願いいたし

ます。

　皆様どうもありがとうございました。

あったり、いろんなところに登場する、そういう特徴が

ございます。

　ここが町の中心部にあります、広さ的には３万

3,000平方メートル、3.3ヘクタールということでござ

います。植物のほうは、およそ300分類で、そのうち

170種ほどが希少な植物であるということでございま

す。平成22年から一般に公開しておりますので、今年

で12年目に突入したところであります。開園期間は４

月から11月の間ということになっております。

　では、この活動の状況の現状なんですけれども、基

本的にこの湿原は、ボランティアの団体であります川

南湿原を守る会の方々が運営をしていただいておりま

す。日常の草刈りなどの管理、それから植物の整備状

況、また、案内も全てそういうボランティアの方がやっ

ていただいているという状況でございます。

　管理作業は大きく分けて２つあるんですが、まず６月

ぐらいに水草を除去いたします。特にセイタカアワダチ

ソウ等が水路等に入りますので、それを全員で除去し

ます。そして１月には草出しをして火入れをするという

ことでございます。先ほど言いました守る会の会員の皆

様、それから役場の職員、一部ボランティアの方々に手

伝っていただいてやっているところでございます。

　現在、その湿原のほうの普及活動ということでござ

いますが、年に３回ほどの観察会を実施しております。

まず１回目が４月下旬のトキソウ・ハルリンドウ観察会

でございます。２回目が７月、夏にトンボの観察会、最

後が８月から９月にかけまして、ホシクサ観察会。ホシ

クサというのが実はもう世界でここしかないという、

ヒュウガホシクサであるとか、エダウチシロホシクサ

等がございます。専門の方には非常に貴重な植物だと

いうことでございます。

　今、本当にここしかない植物がありますので、一般に

開放しているんですが、まだそこまでＰＲをあえてせず

に、いろんな意味で、種の固定であるとか、そういう仕

組みを構築しながらいろんなことをこれからの目標に

しているところでございます。

　今回どこもそうですけれども、３年前に全国の大会を

開催させていただきまして、いい機会をいただいて、全

国的にＰＲを進めていこうという矢先ではございますが、

こういうコロナに関して、うちも県外とか遠くから専門

の方を含めた方が多くいらっしゃるもんですから、今は

残念ながら閉園という形になっております。いろんな工

夫や機会づくりをこれからしっかり行いながら、我々は

湿原の魅力をどうやって発信するか、これをどうやって

維持していくかというのをしっかり考えていきたいと考

えております。

　以上で前回の報告とさせていただきます。ありがとう

ございました。

○議長（太田長八）　どうもありがとうございました。

　本当、３年前に私、川南町さんと串間市さんにお邪

魔させていただきました。本当にすばらしい運営でござ

いまして、それを目標にやった中で、新型コロナウイル

スになってしまいまして、本当に残念でございます。そう

いう中で、やっぱりまず川南町の川南湿原、これを地

区の方が再現しようと頑張った中で、今、着 と々その準

備が進んできているということ、これはもう敬意に値い

たしますので、これによりましてまたまちづくりをやって

いけば、またすばらしい町ができるんじゃないかと思

いますので、頑張っていただきたいと思います。

○川南町長（日髙昭彦）　ありがとうございます。

４．シンポジウムからの報告、問題提起

○議長（太田長八）　それでは、次に、シンポジウムの

総括といたしまして、いつも大変お世話になっておりま

す、全国草原再生ネットワーク会長でございます高橋

様にこれまでの報告と、また問題を含めてよろしくお願

いいたします。

○全国草原再生ネットワーク代表理事（高橋佳孝）　

皆さん、こんにちは。全国草原再生ネットワークの高橋

でございます。

　昨日来、第13回全国草原シンポジウムがこの東伊

豆町で行われました。その概要について、私のほうから

説明をさせていただきたいと思います。

　ここは、町長の挨拶の写真が載っておりますけれど

も、昨日は基調講演とパネルディスカッションと分科会、

それから総合の討論会というのがございました。それ

に沿って、昨日のシンポジウムのご紹介をさせていた

だきたいと思います。

　最初は、芸北高原の自然館の白川さんの基調講演

から始まりました。基調講演の内容も非常に盛りだくさ

んでして、各地の人と自然が関わる取組について、たく

さんの事例を紹介していただきながら、そのなかに潜

んでいる非常に価値のある関係性というのを大事にし

ていこうということで、講演をいただいております。

　人と関わる自然をどのように守るかということですけ

れども、要は関わり合いを学んで、暮らしに寄り添って

人が決めていく自然そのものの価値を発信をきちんと

されているか、あるいは共有されているかという問題提

起から入ってきました。時代や地域に合った多様な活

用で、草原についても守っていく必要があるんじゃない

かと。

　大事なコンセプトは、残したいものは共創資産であ

島根県大田市環境政策課長、和田二朗様、熊本県南

阿蘇村農政課主幹、後藤進哉様、また、サミット中、草

原100選についてご説明させていただきますことから、

全国草原再生ネットワーク代表理事の高橋佳孝様に

もご参加いただきます。

　皆様どうぞよろしくお願いいたします。

３．前回サミットの報告（串間市・川南町）

○司会　それでは、各自治体から活動報告や課題の

提起などを発表していただきますが、ここからは、大会

実行委員長の太田長八東伊豆町長がサミット議長とし

て進行いたします。

　太田町長、よろしくお願いします。

○議長（太田長八）　それでは、しばらくの間、議長を

務めさせていただきます。太田です。

　ご協力のほどよろしくお願い申し上げます。

　まず、前回の開催地でありました宮崎県川南町長の

日髙昭彦様より、前回の報告並びに課題、取組につき

ましてご発言をよろしくお願いいたします。

○川南町長（日髙昭彦）　皆さん、こんにちは。川南町

長の日髙でございます。

　今回は本当にいろいろ大変な中、太田町長をはじ

め、関係者の方々に開催をしていただきましたことを改

めて感謝申し上げたいと思います。

　前回、もう３年前になります。市長お見えですが、宮

崎県の串間市と同時に開催をさせていただきました。

後ほど島田市長のほうにも話があるかと思いますので、

私のほうから話をさせていただきます。

　それでは、３年前、実は２つのＰＲポイントがありまし

て、１つはですね、今はオンラインでこうやって同時開

催、いろいろ当たり前なんですけれども、当時は串間市

と川南町と、県内ではありますけれども、車で３時間、

130キロぐらい離れていた会場を同時に開催をさせて

いただきました。今となればいろんな思いもあって、大

変だったんですけれども、いろんな経験もさせていた

だいたと思っております。

　もう１点が、川南町は草原ではなく湿原なんですが、

水のある草原を湿原という形で、初めてこの草原サミッ

トに湿原を登場させていただいたということで、改めて

感謝申し上げたいと思います。

　では、簡単に報告をさせていただきますが、前回は、

黒潮洗う野生馬の草原とトロントロンが育む湿原、ト

ロントロンについては後ほど説明いたしますが、そう

いうことで、連休明けの５月12日土曜日から月曜日ま

での３日間にわたってさせていただきました。延べ885

名の方に参加をいただいたところでございます。

　先ほども申しましたとおり、湿原を入れていただきま

したので、当時は12の自治体、特に県内から、川南町

と串間市ですが、湿原の関係で近隣市町村であります

新富町、高鍋町にも参加をしていただきました。

　先ほど言いましたとおりでございますが、このサミッ

トの中で宣言をさせていただきました。今回も宣言があ

るんですが、４つの項目をテーマとして宣言させていた

だきました。

　まず１点目がですね、まず、守るという点、それから２

つ目が安全、３つ目がＰＲ、４つ目が連携というキー

ワードになりますが、まず１つ目は、やっぱり湿原とい

うのは、草原というのは、人が手を入れないと維持でき

ないということで、今回も入っておりますが、湿原を守る、

草原を守る担い手の確保や保全活動を積極的に支援

するという、守るという点でございます。

　２つ目が、やっぱり草原管理の新たな技術やシステ

ムを活用する安全管理、つまり野焼きの安全性である

とか、カヤぶきの技術を、高所作業でありますので、そう

いう安全性を大事にするということで、安全管理体制

を積極的に支援するということでございます。そういう

安全を構築するということでございます。

　３つ目がＰＲというキーワードを使いましたけれども、

草原の大切さと公益的活用を広く国民にアピールする

ため、全国草原100選を選定するということを進める

ことを決定したところでございます。

　４つ目が連携と言いましたけれども、全国の草原を

有する自治体が連携して行動していくこと。全国草原

自治体ネットワークという、正式には全国草原の里市

町村連絡協議会という活動を強化するというテーマで

ございます。それは、前々回の平成28年、新温泉町で開

催されたときに設立をされたところでございます。

　それでは、簡単に川南町の活動の状況ということで

紹介をさせていただきます。

　まず、川南湿原ということなんですが、大きな特徴が２

つありまして、１つがですね、これは湧水、湧き水ででき

た湿原であります。よそからの流れ込みがないので、世

界でここだけという希少な植物が、現在発表されている

のが３つ、あとまだ幾つか未確定でありますけれども、ほ

ぼ間違いないということがございます。それから湧き水

でございますので、ここはたまたま町の中心地からすぐ

近く、歩いて行けるという地理的なメリットもございます。

　トロントロンという名前を先ほど申しましたけれども、

実はこれはトロントロンというのは、水が湧く、トロント

ロン湧く、湧き出るという音から来た正式な地名でござ

います。片仮名でございますが、川南町と言えばトロン

トロンというのが軽トラ市であったり、施設の名前で

どうやって守るかという、そういう行政側からの仕組み

づくりについて、南阿蘇村長の吉良さんから講演をい

ただいて、その後パネルディスカッションを行ったとい

うことです。

　東伊豆町の様子はこういう感じで、３人が登壇して、

会場と熱心な討議が行われました。こういう形で、茅葺

き文化協会の安藤先生なんかも非常に示唆的な、後で

ちょっとお話ししますけれども、コメントをいただいたり

して、地元の方たちもとても元気づけられる内容だった

と思っております。

　内容をかいつまんで言いますと、保全の面からいう

と、面積とともに管理がなくなったということが生物相

に大きな影響を与えているんだよと。それから、湿原保

全も大事だけれども、全体を通して鹿の問題が今顕在

化していて、草原だけで語れる内容ではなくて、全体の

管理ということも必要になってくるだろう。それから、

ゾーニングや安全な場所では、後継者育成のための

フィールドとして積極的に活用してもいいんじゃないか

という話がありました。

　それから、担い手の問題もあり、新たな仕組みが

やっぱり必要になってくるだろうな。１つはボランティ

アかもしれませんし、１つは野焼きの体制整備というこ

とかもしれません。

　それから、利用価値を最大限に活用する、すなわち

材としての草原もあるし、景観を利用した観光もあるで

しょうし、それを持続的なシステムとしてどうみんなで

関わっていくかということが重要だろう。それから、東伊

豆町さんは温泉もあり、海もあり、それから草原もあると

いうことですね、東京からも近いという立地条件もあっ

て、やはり観光が主体となる、産業として観光が主体と

なるだろうと。その中に草原の恵みであるカヤの利用

を取り入れて、地域の特性やスケールを発揮してはどう

かというのが安藤先生のほうから示唆されたことです。

特に例えば来訪者の拠点施設みたいなところとか、そ

ういうカヤふきが実際にできるようなところをうまく利用

して、そこに新しい価値も含めた来訪客へのサービス

提供というのもできるんじゃないか。カヤの循環によっ

て、癒しの空間形成というのが可能であるし、そういう

ものが今後観光を回していく上でも期待が大きいん

じゃないかという話があったというふうに覚えています。

　それから、蒜山会場のほうは、このようにカヤを使っ

たサイクリング施設というのを実際に建てられていて、

その新しい施設の近くでこういうふうなセッションを

行っております。

　内容ですけれども、草原の利用から見える、過去に

学ぶことによって蒜山らしさというのがよく分かるんだ

と。その利用の仕方や経緯から学ぶものも大きいとい

うことがありました。

　それからもう一つは、よく自然再生事業というのはい

ろいろ行われているんですが、その自然再生において

も地域経済を回すことが今大切になってきているんで

すよというお話。実際に草原のカヤを使ったサイクリン

グセンターというものがありますけれども、ここから広

がる新しい世界があって、それが地域を大きく回してい

く一つのきっかけづくりにもなるんじゃないか。

　それから、カヤの利用についても、いわゆる文化財と

か古民家だけではなくて、今は新しい施設や近代的な

施設、そういうものについてもいろいろとカヤが使われ

ている時代である。カヤぶきは新たにもう一皮むけて

未来に発展する、その礎となり得るものではないかと

いうことがありました。

　これまでは地元だけで使って守るというところから、

地域外の関係者も含めた、地域の人も一緒になって守

るという、幅広い守り方、そういうものが目指されており

ました。そのためには、地域内外の人と意識を醸成す

るためにも、楽しいということもとても大切なんではな

いかということが報告されております。

　それから、阿蘇のほうは、このように広がる草原が九

州の北部の６大河川の水源域になっているという、そ

ういう立地条件もありますけれども、今回、水源涵養を

中心とした生態系サービスについての討論が行われ

ております。

　新しく分かったこととして面白かったのがススキ草

原がものすごく水源涵養力が高いんだと。そのなぜか

という理由の一つがススキそのものが節水型の植物

であって、水を消費しない。その分、水源涵養に回る水

が多いんですよと。それから、川下、川上の関係でいえ

ば、福岡都市圏も含めて大勢の人数の飲用水を賄うこ

とができる、その水源地が阿蘇の草原だと。それは有

明海のほうにもつながっていて、ノリが色落ちするのを

防ぐために栄養源を補給しなきゃいけないんですけれ

ども、その補給するだけのダムの放流ができるだけの

水源が確保できていることがとても重要だと。そういう

意味では、海のほうから草原を応援していただくという

仕組みづくりも今後考えていったらどうかというような

お話がありました。

　それから、環境省のほうでは、阿蘇の地域を守って

いく、あるいは草原を守っていく上で、地元の農業者の

なりわいに対する助成を主体に考えてきたんですけれ

ども、それも今後は重要であると同時に、これからは草

原の持つ公益的機能へどういう形で支援できるかとい

う仕組みをつくる必要があるんじゃないかというお話

それを研究面から実証、検証するということをぜひ研

究者にはやっていただきたいと。それを普及させる場

の整備を行政には担っていただけると非常にありがた

いという最終的な要望がございました。

　これらの問題というのは、一個人でどうこうできる、

解決できるものではありませんので、ぜひ行政のほう

のお力添えをいただきたいと。私ども個人や市民として

は、今後もそういう形で対話を続けていきたいというこ

とで、最後、閉めたところでございます。

　少し長くなりましたが、以上が草原シンポジウムの報

告です。ぜひこの内容についてもサミットでの論議をし

ていただきますようよろしくお願いいたします。

　以上です。

○議長（太田長八）　高橋先生、どうもありがとうござ

いました。

　私、このシンポジウムをやって本当、大変勉強になり

ました。と申しますのは、やっぱり今までカヤの活用と

かね、また、子供たちを育てていかなければならない、

地域の学習、体験学習、これも大変重要だと感じまし

たので、この間、大変勉強になりました。

　そういう中で、首長さんがいらっしゃいますので、私

が一番感じたのは、やっぱり阿蘇の分科会の、誰か

ちょっと名前を忘れましたけれども、要するに職員が、

担当者はある程度認知しているけれども、ある程度の

方、全ての方が草原などを認知しなければ進まないと

言われましたので、各首長さんには、担当者だけでは

なく、ほかの違う職場の方たちにも、あと、地元の草原、

また湿原に対する知見をある程度広げていければ大

変ありがたいと感じております。

　以上です。

　どうも高橋先生、ありがとうございました。

５．各自治体の取組と課題

○議長（太田長八）　それでは、各自治体の皆様にご

報告をしていただきたいと思います。順番は、事前に配

付してある参加名簿の順でお願いいたします。時間の

関係もありますので、各自治体おおむね５分間をめど

ということでお願いいたしたいと思います。

　それでは、兵庫県新温泉町長の西村銀三様によろし

くお願いいたします。

○新温泉町長（西村銀三）　皆さん、こんにちは。新温

泉町長、西村銀三です。よろしくお願いいたします。

　平成28年第11回のシンポジウム、新温泉町で開催

していただきました。その際には、川南町、日高町長さ

んをはじめたくさんの方にご参加をいただきました。誠

にありがとうございます。

　皆様のお手元に新温泉町の概要と上山高原の歴史

と現状という資料があると思いますので、資料に沿って

説明をさせていただきます。

　新温泉町は、日本海側に面した鳥取県との県境に

あり、平成17年10月に誕生した人口約１万4,000人

弱の町で、まちづくりのテーマは、「海・山・温泉　人が

輝く夢と温もりの郷」であり、豊かな自然に恵まれた町

であります。

　産業については、農業分野では水稲、梨、高原野菜

の大根の生産を主として進めています。畜産について

は、神戸ビーフや松坂牛のもと牛である但馬牛の主産

地として、飼育頭数の維持拡大に努めています。また、

水産業については、松葉ガニ、ホタルイカ、ハタハタな

ど、日本有数の漁獲高を誇っています。

　当町には上山高原という大きな草原があります。周

辺集落の人々によって上山高原は田畑の土づくり、和

牛放牧として活用し、中でもススキは飼料、カヤ、かや

ぶき屋根等に利用され、生活の一部として維持されて

きました。

　しかし、農機具の普及、牛農家の減少によって、草原

は活用されなくなり、クマザサが茂り、雑木に覆われて

きました。これでは駄目だということで、平成16年に県

と町と地域が連携してＮＰＯ法人上山高原エコミュージ

アムを立ち上げました。上山高原と麓の７集落を丸ごと

生きた博物館として捉え、草原を保全・再生する取組を

地域の資源を活用し、地域内外との交流を図ることで

地域の活性化につながる活動を進めています。

　再生の具体的な活動としまして、人工林をブナ林の

広葉樹に替え、ススキ草原の持続と拡大ということで、

山焼き等を行っています。また、イヌワシの生息調査、ノ

ハナショウブ、そしてヤナギタンポポ等、希少植物のモ

ニタリング調査の継続を行っていますし、体験プログ

ラムとして、滝巡りやハイキング等も行っています。また、

第11回大会を開催した成果だと思っていますが、スス

キの有効活用ということで、神戸市のかやぶき職人「く

さかんむり」と連携・協力協定を結び、古民家や文化財

施設にカヤを使う取組も進めています。

　草原維持では、ササ刈り、山焼き作業、放牧作業等、

毎年継続することが必要になってきます。このため会員、

地域住民、ボランティアの方々の協力をお願いしてい

ますが、作業費等の捻出が今後の大きな課題となって

います。今後もできるだけ多くの方にご協力をいただい

て保全活動や利用する取組を進めてまいりたいと思っ

ております。

　以上であります。

○議長（太田長八）　どうも西村町長、ありがとうござ

がありました。

　それから、草原と私たちの関わりとか、暮らし方を支

えるエビデンス、要するに研究の証拠ですよね、そうい

うものとか学術研究がとても重要だということが今回

のこのセッションの中でもよく分かったということです。

　それから、南阿蘇村長さんは熊本地震後、火入れ責

任者を村長さんに替えたという行政側からの支援が

あって、それによって野焼きが復活したところが結構

あったと。それから、火入れの手続も届出制に変えたり

ということをしたんですけれども、これを行う大きな根

拠となったのが、やはり水源涵養機能ということで、熊

本県民、熊本市民の水道水を支える水源の源である草

原を守ることが地域全体、あるいは県全体に対しての

大きな影響を及ぼすんだ、大きな貢献ができるんだと

いうことで、これまで阿蘇の草原といえば景観が主体

でしたけれども、今後は水源保全という意味でも、阿蘇

の草原の価値を見直して、みんなにアピールしたいと

いう話がございました。

　最後、全体会は、こうやって行われたそれぞれの分

科会の報告を受けて全体討議をしたんです。これも全

てオンラインでやりました。ここに映っているのは東伊

豆町さんのところでやった内容です。ちょっと写真で隠

れていて申し訳ないんですけれども、それぞれの分科

会から代表者が入っていただいて、オンライン上で討

議を行っております。

　まとめになるかどうか分かりませんけれども、草原の

保全面については、なぜ草原が重要かを各世代意識

共有する必要があると。活動に関わる人、理解者、応援

者を増やしていく仕組みが必要。維持するために人が

関わり利用し続ける仕組みづくりが重要になるという

ことが語られました。草原の経済価値と公益機能を積

極的に評価してあげる必要があって、公益機能の守り

手である生活者を支援する制度設計というのをしっか

りと組む必要がある。

　前にもお話ししましたけれども、保全のための保全と

いう観点から、草や草原を活用することによる保全と

いうほうにシフトしていく必要があるんじゃないかとい

うお話でした。

　草原の活用についてですけれども、これも先ほどお

話ししたように、保護の管理から、利用して管理へとい

うのが大きなテーマとなっていました。草原利用の創意

工夫に対して様々な支援や環境整備をしていく必要が

あるだろうと。小さな経済活動を生み出して、地域ととも

につくり出すことがまず第一歩じゃないか。

　都市へのアプローチには、どうしても意識の違いと

か様々な問題があるので、その中間層の育成が必要な

んじゃないか。

　堆肥や農業や肥料とか、あるいはカヤの利用という

のはありますけれども、今でも野草の利用価値は非常

に高いものがあって、堆肥の利用とかカヤの利用で野

草の価値を復権する必要があるんじゃないのかなと。

堆肥についても、今、新しい知見として、野草を使った

堆肥に含まれる非常に優れた土壌菌がいるということ

も分かってきました。こういうのも研究の成果だと思い

ますけれども、そういうふうに野草の価値を復権させる

ことで、野草を利用すれば火入れの炎もある程度制御

しやすくなるし、火入れの安全性にもつながるんだよと

いう幅広い内容からのものがございました。

　草原の継承については、地域の固有性やほ誇りを

各世代で共有、共感すると、これはもちろんですけれど

も、地域、行政、企業が互いに手をつなぐ仕組みという

のも面白いんじゃないか。例えば細野高原だったら、

いろんな企業さんが持続的にこれを利用したいという

ことではいろんな方が入っていただいて、そこを活用し

てはどうかという話もございました。

　それから、カヤふきは活用を通じた継承の有効な

ツールである。利用というものが入ることによって、その

価値を継承したり、その仕組みを継承したりするきっ

かけにもなる。

　それから、使うことで生き物が、草の供給で文化が守

られていくだろうと。

　環境教育は世代を超えていく潜在性を持っているの

で、非常に大切なことである。子供さんへの教育という

のはとても大切。

　草原と地域のつながる観光や地域振興の在り方に

も工夫が必要になってくるんじゃないかというふうなま

とめがございました。

　最後に、行政へ望むことということで、幾つか提案を

いただいております。

　１つは環境教育、あるいは担い手育成も含めてとい

うことですけれども、その助成をぜひ継続できるような

ものにしてほしい。

　それから、実際に草原を守るときに一番頭を悩ませ

ているのは、行政の実務者の担当者であろうというこ

とで、もちろんいろいろ替わったりもしますので、持続

的にそれを進めていくのに問題が生じがちなんですけ

れども、ぜひその自治体間での実務者同士の学びの

ネットワークをつくっていただけないか。サミットでい

えばシェルパ会議のようなものを今後実現していただ

ければありがたいという話がありました。

　それから、地域知、伝統的に言いつながれてきた知

識そのものに意外と真実が、とても大事なものがあって、

いました。

　太田市長の取組は、もうマスコミでだいぶ私も勉強

させていただいております。そういう中で、文化と草原

がやっぱりマッチしないと、本当にそのとおりだと考え

ています。昨日の分科会の会場、隈先生の建築、それに

つきましてカヤを使っていること、大変感銘を受けまし

たので、今度、一度視察に行かせていただければ大変

ありがたいと思います。よろしくお願いします。

○真庭市長（太田　昇）　どうぞ、おいでください。これ

が全容ですけれども、３棟あります。

○議長（太田長八）　そんなにあるんですか。

○真庭市長（太田　昇）　１つは、このメインのがです

ね、これが18メートルあります。その横に見えておりま

すのが、隈研吾先生の設計図面とか模型とか、そして

サスティナブルな商品を売るとかですね、そしてもう一

つはサイクリングターミナルという、それで構成されて

います。7,000平米ぐらいの広さであります。

○議長（太田長八）　すごいですね。視察を楽しみにし

ておりますので、よろしくお願いいたしたいと。

　続きまして、串間市長の島田俊光様、よろしくお願い

いたします。

○串間市長（島田俊光）　こんにちは。串間市の島田

でございます。

　12回草原サミットにつきましては、川南町と一緒に

開催させていただいたわけでございますが、事務局の

皆様等はじめ関係各位の皆様方のご高配を賜り、サ

ミットを成功することができました。本当に感謝を申し

上げたいと思います。

　それで、宮崎県串間市は、宮崎県の最南端に位置す

る温暖多雨なところでございます。きゅうりやピーマン

などの施設野菜、サツマイモやごぼうなどの露地野菜

をはじめ生食で食べられる完熟キンカンや餌にトウガ

ラシを混ぜてつくる養殖ブリなどは、質、量とも全国トッ

プクラスの地域でございます。また、そのように農産物

を生産する食の宝庫でもあります。

　串間市からは、野生馬が生息する都井岬と宮崎県

の希少な動植物重要生息地に指定されている古竹・笠

祇地区について紹介させていただきたいと思います。

　串間市の草原といえば、野生馬が生息する都井岬が

代表的な草原となるわけでございますが、もともとは江

戸時代の軍馬を育成するための牧場であったものが、

人の手が触れることなく、令和の時代まで残っているも

のであります。春には新緑の草原にオキナグサやウマ

ノアシガタ、さらに夏から秋にかけてヒオウギやノヒメ

ユリ、ムラサキセンブリ、冬はノジギクなどが繁茂して、

四季それぞれの種のある希少動植物、国指定天然記

念物の野生馬とともに見ることができます。オキナグサ

など都井岬に生息する多年草のほとんどは、毒があっ

たり、またとげがあったりして、馬が食べない植物であ

り、食べ残すことから花を咲かせることができる。都井

岬は馬がつくり出す生態系に、絶滅危惧種に指定され

ている希少な植物を観察することができます。都井岬

は人の手を加えないことが魅了をより高めるものと考

えております。

　通過型の観光から体験、滞在型の観光へと転換さ

せる取組として、野生馬の生態と野生馬による形成さ

れた草原の植物やふん虫、フンコロガシでございます

が、などを訪れた観光客に対して分かりやすく説明す

る都井岬野生馬ガイドを配置し、エコツアーなど着地

型観光としての活用をはじめ、地元小中学生の地域を

学ぶ授業、くしま学などを地元の魅力を学習させる取

組など、草原の維持・存続と魅力発信のため取り組ん

でおります。

　また、笠祇・古竹地区の紹介でございますが、資料の

下段にあります笠祇・古竹地区の草原については、都

井岬と同様であり、江戸時代の軍馬を育成するための

牧場であったものが地域住民により草刈りや野焼きな

どの作業により代々守られ、現在も草原として維持され

ているものでございます。平成19年11月には宮崎県

の希少野生動植物重要生息地に指定されております。

笠祇・古竹地区は串間市の中心市街地から車で約15

分と近い場所に位置しており、昔ながらの田園風景が

広がり、里地里山で和牛の里として呼ばれている畜産

が盛んな地域でもございます。

　集落は過疎、高齢化が進み、野焼きなどの里山を守

る活動の継続が危惧されているところでございます。集

落の過疎化、高齢化の進展は、本市のみならず全国各

自治体の共通問題と認識をいたしております。行政の

役割としては、地域の魅力を住民自らが情報発信して

いく活躍の場の創出と、地域に何度も訪れる深いつな

がりを持つ関係人口の増加が肝要であると考えており

ます。

　本市の取組の１つがエコツーリズムの推進でありま

す。市といたしましては、地域資源の魅力を伝えること

により、関係人口の増加、地域住民の資源価値の再認

識、そして、環境教育による次世代への継承へとつな

がるエコツーリズムを鋭意取り組むことにより、草原の

維持形成を図っていきたいと考えているところでござ

います。

　以上でございます。よろしくお願いします。

○議長（太田長八）　どうも島田市長、ありがとうござ

いました。

いました。

　このＮＰＯ法人の活動、大変すばらしいと感じており

ますし、また、うちの町のテーマも、「満点の海・山・空は

東伊豆」と、何かまちづくりが同じような感じがいたしま

すんで、これを契機にまた交流ができれば大変ありが

たいと思います。どうぞよろしくお願いいたします。

○新温泉町長（西村銀三）　こちらもよろしくお願いし

ます。

○議長（太田長八）　それでは次に、続きまして、岡山

県真庭市長の太田昇様、よろしくお願いいたします。

○真庭市長（太田　昇）　真庭市の太田です。よろしく

お願いいたします。

　真庭市は合併して828平方キロメートルと、面積で

いうと東京23区の1.3倍というですね、岡山県北に広

がる市です。その一番北、鳥取県境のところに蒜山高原

という高原がありまして、東西20キロ、南北10キロと

いう、多分、関西では一番広い高原だと思っております。

　課題ですけれども、よそと同じで、もともとはススキ野

原が非常に広がっていた、それがだんだん狭くなって

きていると。そこに貴重な動植物、絶滅危惧種がいた

のが、これを守らないと、景観も含めて滅んでしまうと

いうようなことで、そういう意味での保全というのが一

つの大きな課題であります。

　もう一つは、これも出ておりましたけれども、単に保

全だけではできない、やはり活用しながら保全すると

いうことをしなきゃならない。その活用というのが一つ

の課題だろうというふうに思っております。

　その２つをどうしたら両立できるのかということです

が、１つは、カヤを山焼きをする、そうするといいカヤが

できる。そのカヤを、もちろん土に戻すことによって、灰

そのものが肥料になってまいりますが、蒜山も旧石器

時代から人が住んで、そしてカヤを焼いて、火山灰の

非常に貧栄養化のところを植物が育つように、１万年

以上かけて変えてきたという歴史がありますから、それ

を延 と々やっていかなければならない。それとともにカ

ヤを建築資材として活用するということで、昨日の分科

会でも隈研吾先生の設計で、カヤの屋根を逆さまに

使ったですね、屋根そのものは鋼板で、中の天井から

中を全部カヤにしたという、逆さまにしたような、そうい

うサイクリングターミナルを造りましたけれども、それ以

外にも建築資材としていろんな活用ができるということ

で活用していきたいということであります。

　それとともに、このすばらしい高原を多くの方に親し

んでいただく。自然環境だけでは人は来ません。やはり

そこに文化というものがないと人は来ないということで、

ここに出ておりますけれども、これも隈研吾先生の作品

ですけれども、ＣＬＴ、クロス・ラミネーテッド・ティン

バーという縦横、縦横に木材を組合せして、一つの板

を作るわけですね。その板を組合せしてこういう建物

を造っていくですね、これはオリンピック選手に遊んで

もらおうと思って東京の晴海に造ったんですけれども、

真庭のヒノキで造り、日本で専用のＣＬＴ工場は真庭に

しかありませんから、言わば真庭に里帰りしたというこ

とで、グリーナブルヒルゼンというふうに呼んでおりま

すけれども、こういう施設。中は空間で、ここで遊んだり、

イベントができるように、そういうものを、一つの芸術作

品ですけれども、造っております。こういうものを使って、

観光資源としても活用していくと。

　つまり景観も含めて、そして人工的なこういうものを

全部入れて、地域価値を上げていくという、そういう概

念で取り組んでおります。

　さらに、このＧＲＥＥＮａｂｌｅというのがロゴにもなって

おりまして、阪急阪神百貨店がこのグリーナブルに沿う

ようなものを真庭の産物をですね、産品を大阪で売っ

ていくというような、阪急百貨店とも提携をして、コロナ

がもう少し落ち着けば本格的に梅田で真庭の産品を

開発しながら売っていくということになってまいります。

阪急に今ブランド、阪急ブランドとしてＧＲＥＥＮａｂｌｅと

いうのを商標登録してもらいました。

　そういうことをしながら、この背景として、私の背景

に木材を使っておりますけれども、バイオマス産業都市

の指定も受けて、やがて真庭の電力は全て真庭で賄う

と。今、バイオマス発電、１万キロワットのありますけれ

ども、市内需要の大体60％ぐらいを再生可能エネル

ギーで賄えています。火力じゃなくて、水力とバイオマス

ですね。これを100％にしていくということも地域の価

値を上げていくという取組をしております。

　それと、生ごみ等、人間さんのふん尿ですね。それを

混ぜてメタンガスを発生させて、それでプラントを動か

して、最後、液肥を作って、それを低コスト農業として利

用していくという、そういうような、全体をＳＤＧｓという

か、サスティナブルなそういうまちにしていくという取組

をしております。東京のまねをしても仕方ありません。こ

の地域にある資源をいかに使って、それを循環させて、

未来志向で豊かにしていくということで、ＳＤＧｓ未来都

市の第１号にもなっておりますけれども、そういう取組

をしているというのを、そういうことを背景にしながら

蒜山高原を守り、活用していくということであります。

　皆様方のご意見も、あるいは活動も参考にしながら、

よりこれを進めていきたいというふうに思っております

ので、今後ともよろしくお願いいたします。

○議長（太田長八）　太田市長、どうもありがとうござ

にちは。広島県の北広島町生涯学習課長、西村と言い

ます。よろしくお願いいたします。

　お手元にお配りしております北広島町の概要、そし

て、北広島町の草原と取組について、説明をさせていた

だきます。

　まず、広島県北広島町の概要でございますが、広島

県の西北部、西中国山地の標高300メートルから800

メートルの盆地、北は島根県と接しております。広島県

に流れる太田川、そして島根県に流れます江の川の源

流域でもございます。面積の８割以上が森林地帯でご

ざいまして、県北地域、こちらは1,000メートル級の山

が連なっております。

　国立公園の一部でございます八幡湿原、こちらにあ

ります芸北地域の八幡、こちらは冬になりますと２メー

トルの雪を記録する豪雪地帯となっております。

　それでは、広島町の草原と取組について説明をさせ

ていただきます。

　こちらにつきましては、４つ紹介をさせていただきた

いというふうに思います。①から④まで、概要から課題

というふうにしております。

　まず、雲月山でございますが、島根県と隣接をしてお

りまして、かつては採草、そして放牧の目的で1960年

頃まで利用されておりました。島根県側はカラマツの

植林となっています。広島県側、こちらは1990年代に

観光イベントとして山焼きですね、こちらが行われてお

りましたが、1996年を最後に停止しました。2005年頃

より、地域が主体となりまして、主にＮＰＯが主体となり

募集を行いまして、消防団、博物館、小学校などと連携

しながら山焼きを実施しております。

　2014年に町条例に基づきます野生生物保護区に

指定をしております。

　こちらの利用についてですが、一般の登山の観光の

ほか、町内外の小学校等によります学習の場としての

活用、そして、山焼き再開後に数年間にわたり報告も行

われましたが、牛が転落するというような事故もありま

して、現在は放牧はされておりません。

　課題でございますが、現在15％ぐらいの山焼きを

行っておりますが、全域の山焼き、そしてボランティア

の確保といったことが課題というふうになっております。

　続きまして、千町原の草原でございます。

　こちら、もとは地元地域八幡村という旧村になります

けれども、こちらの入会採草地でございました。1944

年に陸軍の演習地となりまして、戦後は開拓民の入植、

国の大規模草地の開発、広島県への移譲と郊外開発

を経まして、今に至っております。2003年頃よりＮＰＯ

が中心となりまして伐採の実施をしまして、2020年に

町条例に基づきます保護区に指定をしました。植物や

鳥を見る観光地として人気がありまして、2013年から

は地元の中学校の、この後紹介しますけれども、茅プロ

ジェクト事業にカヤを提供しております。

　課題でございますけれども、既に樹林化した範囲が

結構広くなっております。また、大規模草地開発の影響

で湿原が縮小しておりまして、いずれも伐採が必要と

いうふうになっております。

　続きまして、霧ヶ谷湿原でございます。先ほどの千町

原と同エリアに位置をしております。大規模装置開発

の事業を経まして、現在は臥竜山麓八幡原公園の一部

に位置をしております。2003年にＮＰＯが植生調査と

ワークショップを実施したことをきっかけにしまして、

自然再生推進法に基づきます法定協議会を広島県が

立ち上げまして、2004年から八幡湿原自然再生事業

が始まっています。樹林の伐採、湿原から水を抜くコン

クリート水路の撤去、湿原への水路の設置などの工事

を2007年から2010年にかけて実施をしました。その

後、自然再生協議会の保全部会が中心になりまして、

伐採作業を継続しております。こちらも2020年に町条

例に基づきます放牧の指定をしております。

　利用でございますけれども、植物や鳥を見る観光地

として人気のスポットとなっておりまして、小学校、中学

校等のフィールドワークの場として活用、そしてガイド

ツアーの実施をしております。

　課題でございますけれども、再生工事から10年が経

過しておりまして、順応的管理のために現状に即した

全体構想と実施計画の見直しが必要となっています。

　そして、これは地元の中学校での取組ということなん

ですが、芸北茅プロジェクトについてです。

　芸北地域のススキ、これを屋根ふきのカヤとして資

源化し流通させる取組を行っています。中学校ＰＴＡ、Ｎ

ＰＯ、地域住民、教育委員会などが実行委員会をつくり

まして、2015年から推進をしております。地域の住民

自らがカヤを刈り取りまして市場に出荷すること、こち

らで私有地や小さなカヤ場が保全をされる。そして、今

は廃止となっておりますけれども、こちらにスキー場跡

地がありまして、こちらを文化庁のふるさと文化財の森、

こちらに設定をされたところでございます。

　利用についてなんですが、未利用でありましたカヤ

場、そしてカヤの利用が推進されるとともに、プロジェ

クトそのものが地元生徒にとって生きた教材というふう

になっています。地域通貨を活用することで地域外へ

の経済流出を防ぎ、刈り取ったカヤが文化財や伝統的

景観の保全に活用されております。

　課題でございますけれども、カヤの保管場所、こちら

　やっぱり串間市さんの取組、草原が２か所、これをう

まくやっていると考えています。それでやっぱりこれから

は、まずは地域住民がそのよさを認識するのが一番と

思いますので、それもまた勉強させていただいて、そう

いう中で、そのエコツーリズムを結構うまく活用した中

で、その草原の保全をやっているのが大変すばらしい

取組だと考えておりますので、引き続きよろしくお願い

いたしたいと思います。

○串間市長（島田俊光）　ありがとうございます。

○議長（太田長八）　それでは、続きまして、熊本県高

森町の町長、草村大成様、よろしくお願いいたします。

○高森町農林政策課（荒牧茉名）　町長に代わりまし

て、担当のほうからお手元に資料に沿ってご説明をさ

せていただきたいと思います。

　熊本県高森町農林政策課の荒牧と申します。よろしく

お願いいたします。

　まず、高森町の概要からご説明させていただきます。

　高森町は人口6,177人で、九州のほぼ中央、熊本県

の最東端に位置しまして、大分県の竹田市と宮崎県高

千穂町に隣接する総面積175.06平方キロメートル、

広い町土を有する農村地域でございまして、地形は阿

蘇カルデラ内に広がる標高500メートルから600メー

トルの比較的穏やかな傾斜をなす高森・色見地区と外

輪山の外側、標高500メートルから800メートルの波

状高原地の草部・野尻地区に区分される町です。

　主な産業は、観光と農林業になります。

　農業面では、立地条件を生かしまして、畜産、米、野

菜を主体とする農業生産が展開されてまいりましたが、

近年、経営の発展を図るため、一部の農家で施設園芸

の導入が盛んとなっております。地域の宝として、古くか

ら栽培されてきました農林畜産物をブランド化し普及

するとともに、地域の代表する高品質な農産物として、

将来にわたり栽培し続けるための活動を通じ、阿蘇地

域の農業の活性化と農業後継者の育成につなげるこ

とに取り組んでおります。

　観光面では、コロナ禍でイベントの実施が厳しい状

況ですが、2016年に発生した熊本地震の影響は回復

傾向にあり、高森湧水トンネル公園、月廻り公園、高森

殿の杉、南阿蘇鉄道のトロッコ列車、草部吉見神社、

上色見熊野座神社といった観光地や約300年の歴史

があります風鎮祭といった地元のお祭りを中心に毎年

多くの方が高森町を訪れています。

　また、高森町では町内全戸に整備しました光通信環

境を活用しまして、日本一の地域密着型番組として、た

かもりポイントチャンネル、こういったケーブルテレビ

の放送を行い、災害時の緊急放送や町からのお知ら

せ、地域情報、事業の紹介などを町民の方へ情報発信

しています。

　光通信環境の整備は、教育現場でも活用されており

まして、電子黒板の設置や全児童生徒のほうへ１人１

台のタブレット配布をいち早く行いまして、全国で最先

端のＩＣＴ教育が行われております。

　ここからは高森町の草原の概要についてご説明さ

せていただきます。

　高森町の草原につきまして、その多くを牛の放牧に

活用しておりまして、畜産農家や町民の方の大切な資

源として保全されてまいりました。高森町の草原は牧野

と呼ばれており、阿蘇のあか牛が放牧されている牧野

はのどかな風景として多くの人に親しまれております。

　高森町の牧野面積につきましては、1,211ヘクター

ルありまして、草原維持として行われている野焼きに関

しては、実施面積が621.5ヘクタールとなっております。

また、管内には14の牧野組合がありまして、皆さん精

力的に草原維持のほうに取り組んでいただいており

ます。

　最後に、高森町の取組と課題については、長年、放

牧や野焼きによって保全されてきている草原なんです

が、近年、管理をしている牧野組合員さんの高齢化等

によって、野焼き実施が大変難しくなってきている状況

にはございます。町としては野焼きに係る補助金等で

野焼き実施者の方の負担軽減等に取り組んでおります

が、年々、実施面積が減少しつつある傾向にございます。

　また、高森町にある阿蘇高森オーガニックセンター

というところでは、世界農業遺産の構成要素であります

阿蘇の草原に生えるススキなどの野草や畜産農家か

ら出る牛ふんなどを混ぜて堆肥を作っております。こち

らは町内を中心に阿蘇地域の農産物に還元して、循環

型農業を確立しております。

　このほかにも未来の草原を引き継ぐ子供たちのほう

に阿蘇の草原のすばらしさや草原の抱える現状につ

いて伝える草原学習などが行われております。

　以上で説明を終わらせていただきます。

○議長（太田長八）　どうも高森町さん、ありがとうござ

いました。

　高森町さんの取組は、全ての自治体が抱えている課

題と同じだと考えております。そういう中で、皆さん方に

対してよりよい回答ができればいいなと思いますので、

またいろんな意見をよろしくお願いいたしたいと思い

ます。

　それでは、続きまして、広島県の北広島町の生涯学

習課長の西村豊様、よろしくお願いいたします。

○北広島町生涯学習課長（西村　豊）　皆さん、こん

田市さんにお住みだそうでございますので、本当にあ

りがとうございます。

　そしてもう一点、これ本当、関係ないんですよ。歌手

に永井裕子さんっていらっしゃるんですけれども、その

永井裕子さんが結構大田市さんのを歌って、うちの町

の観光大使になっているんですよ。やっぱりそういう中

でまた大田市さんとよろしくお願いいたしたいと思いま

す。どうもありがとうございました。

　続きまして、熊本県の南阿蘇村の農政課主幹の後藤

進哉様、よろしくお願いいたします。

○南阿蘇村農政課主幹（後藤進哉）　昨日ですね、阿

蘇分科会では吉良村長の報告がありましたが、本日は

私のほうから発表させていただきます。

　最初に村の概要からになります。

　南阿蘇村は総面積137キロ平方メートル、熊本県

の北東及び阿蘇くじゅう国立公園、阿蘇カルデラの南

に位置する人口１万340人の村です。雄大な南阿蘇

の山と緑、そして環境庁の日本名水百選に選定されて

いる白川水源に象徴される豊かな自然環境に恵まれ

ています。

　2016年４月の熊本地震では、これまで経験したこ

とがない甚大な被害を受けました。これにより人口も１

割程度減少しましたが、村に定住促進課や空き家バン

クを設置し、移住者を受け入れる環境整備を推進して

います。

　続きまして、農業、観光についてです。

　基幹産業である農業は、白川中心に水田が広がり、

のどかな農村風景を生み出す農村は、水稲をはじめ

畜産、ミニトマトやアスパラなどの施設園芸が盛んです。

昼夜の寒暖差が大きい気候により、自然のうまみが

しっかりと詰まった農産物が自慢です。有機農業、環境

保全型農業を推進しており、安心安全な農産物づくり

に取り組んでいます。

　また観光では、大自然を中心にたくさんの観光資源

に恵まれています。新阿蘇大橋のたもとにある展望所

ヨ・ミュールからは、長陽大橋、白川第一橋梁を眼下に

望むことができ、新たな観光スポットとして注目を集め

ています。

　また、熊本地震で落ち込んだ観光客数は回復傾向

にあり、本村本来のにぎわいが戻りつつあります。

2017年９月にはアウトドアショップモンベルと村が協

定を結び、アウトドア活動促進や地域経済の活性化な

ど、包括的に協力をし合い、観光振興に取り組んでい

ます。

　続きまして、草原の概要に移ります。

　南阿蘇の草原は阿蘇カルデラの阿蘇山側及び南外

輪山側に広がり、季節ごとに違った表情を見せてくれま

す。南阿蘇の草原は牧野とも言われ、平成21年に行わ

れた阿蘇草原維持再生基礎調査では、本村の牧野面

積は2,470ヘクタール、そのうち野焼きが行われてい

る面積が1,170ヘクタールとなっております。管内には

23の牧野組合があり、牛の放牧をしている箇所もあれ

ば、野焼きのみ実施している牧野もあります。

　続きまして、本村の取組と課題についてですが、昨日、

分科会で村長がご報告された内容と重複する点がご

ざいますが、ご了承をお願いしたいと思います。

　草原の維持に欠かすことのできない野焼きですが、

その面積は、以前と比較すると減少しています。本村を

含む阿蘇郡市７市町村の草原はこの100年間で半分

以下に、直近30年で見ても４分の１近く減少しており

ます。

　本村では熊本地震で各牧野の原野火入れが中断さ

れました。平成31年度からは一部再開に向けて、熊本

県、阿蘇グリーンストック、村において協議をした結果、

白川牧野で一部再開、その後、令和２年には吉田牧野

でも再開できました。それに至るまでに県、グリーンス

トック、村で防火帯を設置する費用を予算化したり、火

入れ責任者を各区長や牧野組合長から村長へ変更し、

負担の軽減を図りました。

　今後の課題として、火入れが中断しているところの

再開が可能となるか、防火帯の整備、担い手不足、地

区住民の高齢化に対する支援が上げられます。

　補足でですね、昨日、村長から報告がありました課

題に対する取組で、ハードとソフトの対応が求められる

ことをおっしゃっていましたが、ハード面では牧道等、

恒久防火帯の整備ですね。ソフト面においては担い手

の確保ですね。畜産農家を増やすための取組として、

今後、放牧へのＧＰＳを付着して移動管理等を管理す

るシステムの導入やバーチャル研修の導入を計画し

ております。

　また、目的と認識の改革ですね。景観維持から水源

保全のほうへの啓発をしていくということで推進をして

いく予定です。

　以上、南阿蘇村からです。ありがとうございました。

○議長（太田長八）　後藤様、どうもありがとうございま

した。

　南阿蘇村様には、本当に熊本地震、大変でございま

した。今後も頑張っていただきたいと思います。

　そういう中で、今度、山焼きにおきまして、村長さんが

本部長、その中でまた新たにやるという中で、それは大

変期待しております。それから、山の保全、これ大変で

ございますので、引き続きどうぞよろしくお願いいたし

の整備。それから、カヤの販売先の確保、事業規模を

拡大するための専従職員の確保等といったようなこと

が課題となっております。

　北広島町からは以上です。ありがとうございました。

○議長（太田長八）　西村さん、どうもありがとうござい

ました。

　それで、芸北町の白川先生に今回大変お世話になり

ました。本当にありがとうございました。

　それで、私がやっぱりちょっと感じたのは、中学生の

活用ですね。やっぱり中学生、カヤを刈って、地域通貨

でそれをまた地域で還元する。大変すばらしい取り組

みと感じましたので、うちの町もやってみたいなと感じ

ましたので、その節はまたご指導をよろしくお願いいた

したいと思います。

○北広島町生涯学習課長（西村　豊）　ありがとうご

ざいます。

○議長（太田長八）　どうもありがとうございました。

　続きまして、島根県大田市の環境政策課長、和田二

朗様、よろしくお願いいたします。

○大田市環境政策課長（和田二朗）　皆様、こんにち

は。島根県大田市です。

　市長が所用で出席できませんので、私、環境政策課

長の和田が代理で発表させていただきます。

　大田市は、東西に長い島根県のほぼ中央部に位置

する人口約３万3,000人の小都市です。北は日本海に

面し、南は中国山地が迫っているため、山林原野が多

く、平たん地は僅かです。

　本市は世界遺産、石見銀山遺跡に代表される貴重

な歴史文化や国立公園三瓶山をはじめとした豊かな

自然に恵まれています。昨年度には「石見の火山が伝

える悠久の歴史～“縄文の森”“銀の山”と出逢える旅へ

～」が日本遺産に認定され、さらなる観光客の増加が

期待されております。

　さて、当市には標高1,126メートルの三瓶山があり

ます。その麓には西の原、東の原、北の原と呼ばれる草

原があり、放牧のほか、観光客、市民の憩いの場として

利用され、クロスカントリーコースなども整備されてお

ります。また、ダイコクコガネ、ユウスゲ、オキナグサと

いった希少動植物の生息地となっており、中でも最も

広い西の原では、毎年春に火入れが行われ、三瓶山の

草原景観の象徴的な存在となっております。

　三瓶山は、昭和38年に大山隠岐国立公園の一部に

編入されましたが、山麓に広がる牧歌的な草原景観が

指定理由の一つでした。ところが、昭和50年代になる

と、時代の流れから放牧が急速に廃れていき、植林な

ども行われて、山肌は一気に森林化していきました。放

牧の衰退とともに途絶えていた火入れですが、観光客

の出火による山火事を契機に平成元年に復活し、以降、

防火の観点から行政が主体となって毎年３月に行うよ

うになりました。

　平成７年には西の原の一部が放牧場として整備さ

れ、24年ぶりに放牧が復活しました。平成９年には、第

２回全国草原サミットが三瓶を会場に開催され、これ

をきっかけに行政、研究者、農業者、ＮＰＯなどの官民

ネットワークが形成されました。

　翌年からは放牧による防火帯切りを行うなどの工夫

により、経費を極力抑えながら火入れを実施すること

ができるようになりました。

　平成19年からは、従来の牧野組合、大田市等に消

防、警察が協力する体制に自然保護団体や地元の自

治会、ボランティアなどが加わり、市長をトップとした実

行委員会方式で火入れが開催され、また、目的の中に、

従来の防火に加え、国立公園管理計画にも明記されて

いる草原景観の維持を加えました。

　官民の連携により日本で一番安全な野焼きと自負し

ておりましたが、平成29年度には、風向きと火勢の急

激な変化により、消防署の資機材輸送車が１台全焼す

るという事故が発生しました。近年はドローンも取り入

れ、経験豊富なリーダーが最前線の状況を具体的に把

握しながら指示を行う形で、より安全に火入れを実施

しております。

　昨年度は新型コロナウイルス感染症の予防を考慮

して、ボランティアを募集せず、約30ヘクタールを関係

者約150人態勢で実施いたしました。現在、西の原の

草原景観は、放牧や火入れなどによってある程度守ら

れているものの、人の手が加わらなくなったところはす

ぐに森林化してしまうという現実にあります。このすば

らしい草原景観を貴重な財産として、将来にわたって

保全していくには、多くの市民や関係機関の協力が必

要です。また、単に火入れに参加してもらうだけではな

く、その意味合いを十分に理解してもらうことが大切で

あると考えております。

　以上です。

○議長（太田長八）　和田様、どうもありがとうございま

した。

　今の大田市さんから観光客の火事からまた再開さ

れた。災いをよいほうに持っていったことで、すばらし

いことだと考えております。さらにまた、山焼きの難しさ、

いくらやっても大変だと。そういう中で、もう大変勉強に

なりました。

　またこれ話は違いますが、今回は大変ネットワーク

の高橋先生にお世話になっており、高橋先生は何か大

任者ということになっておりました。地元の消防団が

ジェットシューター担いで火消ししているところ……、

私もしていますけれども、あとは阿蘇グリーンストックさ

んにボランティアの要請をしまして、ボランティアのご

協力を得ながら野焼きを推進しているところもあります。

　地震前ですね、死亡事故とか怪我とかがありました

んで、そういった理由で、その後、地震がありましたの

で、野焼きが再開できないというところになっておりま

す。再開するための今、工面をしているところであります。

　ちょっと私が知らないでですね、地元の行政区以外

でしているところもあるかもしれませんけれども、基本

的に地元の行政区が事業主体として野焼きを実施して

いるところであります。

　以上です。

○議長（太田長八）　後藤さん、どうもありがとうござい

ました。

　ほかの自治体で何か活動しているところがありまし

たらお願いしたいと思いますけれども。

　じゃちょっとうちの取組が、ちょっとうちの町は結構

行政が携わっていたんですけれども、今は財産区、

やっぱり共有財産区、いわゆる区ですね、区の方が中

心となりましてやっております。行政が出ているのは消

防団、これも民間ですけれども、ある程度それに対して

参加で、もうほとんど民間がやっている中で、やっぱり

皆さん方も同じもう高齢化、そしていかに高齢化の中

で新たな担い手を見つけるかということが課題でござ

いますので、その課題につきまして、後でまた課題、問

題にしていきたいと思いますけれども、太田市長、こう

いうことでよろしいでしょうか。

○真庭市長（太田　昇）　今、町長がおっしゃいました

ように行政区も結局高齢化したり、メリットがあればす

るけれども、メリットがなかったらなかなか、昔やっとる

から、景観がどうだから、動植物がどうだからといって

なかなかできなくなってきていると思うんですよね。だ

から、安全でありながらどういう仕組みで何か新しいこ

とができないかとかですね、そういうことを勉強したい

わけですけれどもね。私の頭の中で考えているのは、怪

我をされても困るけれども、山焼きは難しいですけれど

も、カヤの刈り取りなんかは、これも大変なんですけれ

ども、一つの観光と結びつけてできないのかなと。ただ、

山焼きのほうはね、これは消防団の協力、そして死亡と

か事故のないように、それからその日の気象条件に

よってできなくなるとか、非常に不安定要素もあるんで、

なかなかいい知恵が出ないんですけれどもね。そのあ

たり、教えていただいたり、また知恵を出していただけれ

ば、このサミットが有意義だなというふうに思うんですが。

○議長（太田長八）　今、太田市長さんからいろいろ

問題点を提案、提示していただき、何か首長さんでこう

いう案がいいじゃないか、そういうことがあったらまた

ご発言願えれば大変ありがたいと思いますけれども。

　じゃ、まず私からちょっと発言させてもらって、皆さん

方には指名させていただきますので、よろしくお願いい

たしたいと思います。

　やっぱり今、太田市長が言ったように、山焼きをね、

ただ昔からやっているからやるんだと、そういうことが

結構、自分も多いと感じております。そういう中で、私、

これから生きる道は、うちの町、観光でございますから、

また太田市長さんが言ったように、観光と草原との結

びつき、それをいかにやっていくかということが大切な

のではないかと考えております。そういう中で、昨日の

シンポジウムの中で、やっぱりカヤを皆さん方に刈っ

てもらった中で、カヤを刈ることによって山焼きの負担

も少なくなるようなことも聞きましたので、そのカヤを

刈って、また観光に生かした中で、草原を守っていきた

いと考えております。

　また、カヤを刈ったことも、やっぱりある程度資金源

になるようなことも聞いております。さらに、自分は子供

たちが草原に対するある程度の認識、小さいときから

持っていなければなかなか草原に対する愛情は湧か

ないと考えておりますので、その辺の教育の活動もして

いこうかなとは考えております。

　東伊豆町はとりあえずそういうことを考えております。

では新温泉町長の西村町長、いかがでしょうかね、こ

んな考え方は。それから各首長さんにちょっといろいろ

まずお話を伺いたいと思います。

○新温泉町長（西村銀三）　当町、ＮＰＯ法人、上山高

原の周辺集落の７集落、それからもちろん県、行政、町

もバックアップして、地域が主体で取り組んでおるんで

すけれども、何といっても人口減少が最も我が町では

厳しい町であります。合併して今年で15年たったんで

すけれども、３割近い人口減少地域ということで、地域

は最も危機的意識を共有しているということで、上山高

原におけるこういったカヤの利用、それから山焼き、こ

ういう事業を通して知識の意思統一に大きく貢献でき

ていると。

　今回も実は、この７集落周辺に地域の運営組織がで

きることになりました。そういったことで、地域の意思を

まとめるためのそういった運営組織と同時に、施設の

建築も今年度スタートいたしました。そういった意味で

は、一つの高原を地域の過疎と、そういった過疎意識

を払拭して、地域の活性化につなげていく、そういう点

で新温泉町では大きく貢献できつつあるということを

つ草原が残る里を再発見いたしまして、その大切さを

広く紹介するとともに、次の世代へと残していくことを目

的に、未来に残したい草原の里100選を選定するとい

うことが目的でございます。

　期待される効果といたしましては、４点ございます。

社会的に価値が認知されていない草原の掘り起こし、

２点目が草原の価値を知らない人への普及、３点目、

現に草原に関わっている人たちの意識や誇りの向上、

４点目が火入れやカヤぶきなどの伝統文化の担い手

の価値づけでございます。

　事業のスケジュールですが、このアナウンスにより募

集を開始いたします。応募の締切りを今年の12月とい

たしまして、その後の審査に入ります。翌年の４月には、

この選定結果の発表、秋には表彰式やシンポジウム

等、普及・交流の機会づくりを予定しております。

　その他の事業概要につきましては、全国草原再生

ネットワーク会長の高橋様より説明をお願いいたします。

○全国草原再生ネットワーク代表理事（高橋佳孝）　

それでは、少し詳しく述べさせていただきます。未来に

残したい草原の里100選を本日、募集のアナウンスを

させていただいております。主催は、全国草原の里市町

村連絡協議会の主催でございます。

　ただいま太田町長のほうから詳しい経緯が述べら

れましたので、この部分は割愛させていただきますが、

本日この第13回全国草原サミットにおいて募集をアナ

ウンスするというところに至っているわけでございます。

　草原の100選というのは、先ほどちょっと町長のほう

からもお話がありましたけれども、日本には多様な自

然を形づくる希少な生態系の一つである、それが草原

であるということですね。長年にわたって、人と自然の

関わりの中で地域の環境、文化、観光など様々な恵み

を提供してきました。しかし、多くの人たちは、国民の多

くは、草原の成り立ちや意義を知らないという現実もご

ざいます。このような多様な価値を持つ草原と人のつ

ながりを再発見して、その大切さを広く紹介し、次世代

へと残していくことを目的として、今回、草原100選を

選定するに至ったわけです。

　ここで言う草原の里というのは、草原に関わる暮ら

しが残る里というイメージをしていただければよろしい

かな。

　これはコンセプトペーパーとして、前会長の日高会

長のときに作った内容ですけれども、この右のほうに

書いてありますように、未来に残したい草原の里100

選の選定というのは、地域からの自薦によって選定し

ていこうと。それから、様々な科学的な観点から評価す

るし、この選定の過程そのもの、あるいはその論議をす

感じております。

　実は、神戸とか周辺、特に関西方面、神戸・大阪方面

からのいろんな協力、山焼きにおける協力者も出てき

ていまして、いろんな意味で地域の盛り上がりができて

いるということであります。いろんな相乗効果が生まれ

ているというのは、この草原サミット以降、非常にいい

流れができていると考えております。

○議長（太田長八）　ありがとうございます。

　串間市としましては何かありますか。

○串間市長（島田俊光）　私たちはカヤを利用すると

ころじゃないんですが、牧草、昔からの家畜の牧草地

帯ということで、取り組んでいたわけでございます。た

だ、我々が一番重要視しているのは、都井岬の風光明

媚な観光地の保全に取り組んでいるんですが、我々本

当にその人間を集めるのが大変な状況にあるわけで

すが、もともと岬はマツ組合という団体がありまして、そ

のマツ組合がボランティアで活動する人たちを今、真

庭市も言われた観光にマッチした方たちを呼んで、

100名程度の人たちで野焼きをしているわけですが、

本当に野焼きの体験というのはですね、今の現代の中

ではなかなか体験することはできないんで、その体験

学習に来る人は少しずつ増えつつあります。ただ、行政

として、野焼きの体験をどのようにアピールするかとい

うのがございます。また、太田市長が言われたように、

死亡事故などが発生したときの我々の責任ですね、そ

ういうのが問われますので、ここはもう少し考えてやる

べきじゃないかなと思っております。

　あと一方の笠祇というところにあるんですが、ここも

やっぱり牧草を育成するための野焼きをしております

けれども、ここが人口減少と高齢化が進んでおりまして、

やはりここの野焼きについてもボランティアで、いわゆ

る体験学習というようなことで人を集めてやっていると

ころでございます。

　また、真庭の太田市長さんにはＣＬＴの研修や木質

の研修でいろいろとお世話になりました。心から感謝

を申し上げたいと思います。

　串間の取組としては、観光とマッチした野焼きでござ

いますが、ただ、それがうまくいくかいかないかは我々

の努力だろうと思いますので、今後の課題として取り組

んでいきたいと思っております。

　以上であります。

○議長（太田長八）　ありがとうございました。

　すみません、川南町長の日髙さんも何かございまし

たら。

○川南町長（日髙昭彦）　うちは湿原なんで、面積も３

ヘクタールぐらいなんで、皆さんのことを聞きながら勉

強していたところで、職員とどうするという話をしていた

ところです。ただ、本当に人が手を入れないと維持でき

ないというのは共通の課題でありますので、そこは

やっぱりみんなで知恵を出していくしかないんだろう

と思っております。

　以上です。

○議長（太田長八）　ありがとうございます。

　太田市長、これでまた何かありましたら、よろしくお

願いします。

○真庭市長（太田　昇）　ありがとうございます。

○議長（太田長八）　太田市長、よろしいですか。

○真庭市長（太田　昇）　ありがとうございました。

　また私どもも勉強させていただきながら、地元でしな

がらボランティアとかですね、そういう人も育て、そして

観光にまで、山焼きも初めは安全なところでやっても

らって、それからだんだん慣れていただければ、結構も

う毎年来るというような人も出てくるはずですのでね、

そういう守ることと自分の楽しみというか、やっているこ

との意義とを感じながら楽しんでもらえる、そういう人

をつくっていきたいと思います。ありがとうございました。

○議長（太田長八）　すみません、まだやりたいところ

ですが、時間がございませんもんで、この辺でこの会は

ちょっと閉じて、次の議題にいきたいと考えております。

６．草原１００選について

○議長（太田長八）　次は、「未来に残したい草原の里

100選」のアナウンスでございます。

　それではまず、私からこの事業の趣旨、また経緯、そ

れとスケジュールにつきまして説明させていただきます。

　主催は、全国草原の里市町村連絡協議会でござい

ます。協力また後援は、一般社団法人全国草原再生

ネットワーク、後援は環境省、静岡県、一般社団法人の

茅葺き文化協会、公益財団法人日本自然保護協議会

となっております。

　事業の趣旨ですが、多様な価値を持つ草原が残る

里を再発見し、その大切さを広く紹介するとともに、次

の世代へと残していくことを目的に、未来に残したい草

原の里100選を選定いたします。

　事業の経緯といたしましては、2012年に阿蘇で開

催されました、第10回全国草原サミットに出席した14

市町村の首長によりまして、草原100選の選定が提案、

採択されたことを受けまして、2016年に自治体におけ

る全国草原の里市町村連絡協議会が発足いたしました。

そして、2021年の総会にて、今回のサミットにてこの事

業の開始をアナウンスすることが決定いたしました。

　まず、事業の目的でございますが、多様な価値を持

記述でさせていただくということになっております。

　これ以外にも当然、重要な際立った特徴があれば、

それを考慮していくという形で選考の基準とさせてい

ただこうかと。

　それから、皆さん、興味をお持ちと思います。スケ

ジュールの問題ですけれども、今回、第１回選考とあえ

て書かせていただいたのは、さっきもお話ししたように

一発で100をそろえてそれで終わりという世界ではなく

て、一緒に歩みながら一つ一つ重ねていきたいという

ことです。２年か３年、数年かけてでもゆっくりと応募を

していただきながら選考していただくというスケジュー

ルを想定したものでございます。

　応募の公開は本日、この場で草原サミット東伊豆大

会において募集を発表いたします。

　応募期間、本日から１２月１５日必着という形を取ら

せていただきます。ただ、応募のフォーム等をホーム

ページで掲載する時期が若干遅くなりますので、近日

中にホームページは公開するという形を取らせていた

だきたいと思います。

　審査期間ですけれども、第１次審査は１２月１５日の

締切り以降２月から３月までに終わらせて、最終審査

を翌年の２月から３月頃に開催して最終決定をしよう

と思っています。この審査に当たっては、場合によって

は現地審査もさせていただくことになろうかと思ってお

ります。

　それから、発表や表彰のスケジュールですけれども、

結果発表は来年の４月を予定しております。これは主

催者である全国草原の里市町村連絡協議会の総会が

開催されるときでございますので、その場で結果の発

表を行います。

　その後、秋までに表彰式やイベントの準備を行うと

ともに、現地の取材を行いながら、より深くその内容を

理解していくような期間として、追加書類等の提出が必

要であれば、それもお願いするような形になるかもし

れません。

　表彰式やシンポジウム、一応、来年の秋を予定して

おります。こういう場で表彰されたということを皆さん、

内外に強くアピールする機会をつくっていこうと思って

いるところです。あくまでも選んで終わりという世界では

なくて、一緒に歩み、輪を広げる、そういう形の100選

にしたいと思います。何度も言いましたけれども、みん

なで積み上げていって、最終的には全国草原年鑑みた

いなものに集約できればいいなというふうに今考えて

いるところです。

　間もなく、近日中に公開されるホームページですけ

れども、若干、最終版とは異なることになるかもしれま

せんが、イメージとしてこんなふうな形のホームページ

が皆さんのほうにお伝えできるんではないかと思って

います。草原の里100選とは何かという文言もあります

し、スケジュールのことについても具体的に記述されて

いますし、選考の基準について、より詳細な内容がそこ

に記される予定になっております。

　応募方法、応募様式のダウンロードをここでやって

いただいて、それに書き込んで応募していただくような

形を取らせていただきます。

　それから、自治体の推薦が必要だというお話があり

ましたが、その推薦様式についても、ここにホームペー

ジ上でダウンロードできるようにしたいと思っております。

　最後に、湯本貴和委員長からのメッセージを載せさ

せていただく、そういうふうな構成ないようにしようと思

います。

　湯本先生のメッセージには、草原100選の概念とか

エッセンスというものがまさしく濃縮されておりますの

で、その一部をここにお示しして、最後の報告を終わり

にしたいと思います。

　ちょっと読ませていただきます。

　「未来に残したい草原の里100選」は、それぞれの

地域が草原を生かした地域づくりを競い合い、その輝

かしい成果を顕彰する場とは考えていません。共通の

課題を抱えている地域が互いの実践やアイデアを学び

合い、共に未来へ進んでいくための仲間探しの場であ

りたいと思います。みなさんが応募する段階で、誇るべ

き宝を再発見したり、足りないパーツを認識したりする

作業そのものに大きな意味があると信じています。ぜひ

とも「未来に残したい草原の里100選」にご応募いた

だき、わたしたちの仲間の輪に加わってくださることを

願っておりますというメッセージをいただいております

というメッセージを頂いております。私たち関係者の共

通の思いを言い表していただいている内容だと思って

おります。

　草原の里というのは、まさしく未来に向けた草原保

全のシンボルになるであろうと思っております。風土に

根差した特色のある草原を育み、未来への展望も様々

な人の活動があり、そのような活動を通して人々が交

流し合う里、そういうものをイメージしたものになると

思われます。ふるさとの原風景とも言える草原のある里

の認知度というのは、まだまだ低いものがございます

が、この草原100選の活動を通して、草原の魅力と価

値を広く国民に伝えて訴えて行きましょうということで、

最後の言葉とさせていただきます。

　以上が未来に残したい草原の里100選の概要説明

でございます。ご清聴ありがとうございました。

ることがとても重要なんだということが期待されており

ます。

　それから、選定によって、先ほど町長からお話があっ

たように、様々な効果が期待される。さらに、未来へ向

けてですね、草原の里の持つ価値をアピールすること

になるというですね、新しい草原の活用方法もそうで

すし、草原の持つ新しい価値、そういうものを対応して

いくものにもなりますし、利用や保全をそれによって促

進されるようなものにしたいと考えております。

　それで、今回の草原の里100選の事業を行うに当

たって、大きなコンセプトをみんなでちょっと考えて行

きました。地域の人 と々草原の関わりの繰り返しの中で、

地域に蓄積されてきた知識とか意識、技術そのものが

草原の里の持つ価値であるというふうに考えました。こ

の価値のあるものを「共創資産」という、新しい用語で

すけれども、として捉える。各地に残っているこの共創

資産を日本全体で共有し活用することによって、次世

代に希望のある自然共生型社会を実現することに寄

与していこうではないかというのが事業のコンセプト

でございます。

　この事業、落とすための選考ではなくて、できるだけ

拾い上げ、仲間を増やしていくという観点から、また、一

度に100選ぶということよりも、時間をかけて少しずつ

増やしていく、そういうふうな形で進めたいと考えてお

ります。

　応募要件ですけれども、自薦という形で、草原と関わ

る民間団体、あるいは地方公共団体が応募できますと

いう形。ただし、民間が応募する場合には、地方公共

団体の推薦が必要となります。

　それから、選定の対象となる草原の里は、現在ちゃ

んと草原が存在している地域ということになります。

　応募に関しての確認事項、幾つかあります。これはま

た応募要領の中で詳細に記述しておりますので、そち

らをご覧になっていただければと思います。

　もし選考されなかった場合も、結果はちゃんとフィー

ドバックしていこうというふうなことを考えております。

　それから、選考の方法ですけれども、有識者の皆さ

んによる草原の里選考委員会というのを組織いたしま

した。ここが最終選考を行うということです。それから、

この選考委員会の下に実務者で構成する運営委員会

というのを組織しております。運営委員会は、１次審査

というか、書類審査を担当する。その結果を基に、最終

的に草原の里選考委員会が最終選考を行うという形

にしております。

　１、２と掲げてあります、最初は応募書類による審査、

候補の絞り込みを１次審査としてやって、１次審査で絞

り込めた地域について最終選考を行うという形を取ら

せていただきます。

　具体的な選考委員の名簿を一応ここに掲げさせて

いただいております。

　上のほうから、日本茅葺き文化協会代表理事の安藤

先生、それから、全国草原の里市町村連絡協議会の会

長である東伊豆町長の太田町長ですね。それと私と、

それから、京都大学霊長類研究所所長である湯本貴

和先生。湯本先生にはこの委員長になっていただいて

います。それから、皆さんよくご存じの東京大学名誉教

授の養老孟司さん。あと２名ほど、今、内諾をいただい

ている委員がございます。２人とも女性の委員でござい

ますので、最終的には７名の委員構成になる予定でご

ざいます。

　それから、選考の基準ですけれども、草原の生態系

と人々が暮らす里の関係性がつくり出した共創資産を

軸に５つの観点から選考するという形を取らせていた

だいています。一つ一つ、今から述べていきますけれど

も、１つは草原の自然、環境的価値と言ってもいいのか

もしれませんけれども、動植物が特徴的なものがある

かとか、景観の特徴はどういうものがあるか、そういう

ものをいくつかのポイントとして捉えて評価していく。

　それから、草原からの恵み、実際に利用の価値を受

け取っているかとか、あるいは資源の恩恵を被ってい

るかとかいう点からも評価していきたいと。現代的意義、

あるいはその認識というのもここに含まれますけれども、

過去の利用方法やどういう形の草原の恵みを得ている

かという具体的なものを判定する予定にしております。

　３番目が草原を維持し、享受する仕組み、そのもの

がきちんと理解されて継続されているか。それを持続性

とか公共性の尺度から評価をしていこうと。管理が

ちゃんと妥当なものであるか、それが今後も継続される

か、あるいはそういう意思が示されているか。それから、

経済がちゃんと還元されているかとかですね、主体と

かモニタリングというような項目が入ってくるかなと思

います。

　それから、４番目が共生型社会の実現に向けた波

及効果、まさしく未来に向けて草原の里が持つ重要性

をここで語っていただこうかと。地域や地域内外の社

会に及ぼすよい影響、これまであった影響もですし、今

後影響を及ぼすことが期待される、そういうものをきち

んと書いていただこうと。

　それから５番目、今の４つはある程度、選択肢で選

ぶような形をさせていただきますが、５番目はいわゆる

思いの強さです。関わっている人が熱く語れる熱量や

行動力を評価しようということで、ここらあたりは自由

○議長（太田長八）　高橋先生、どうもありがとうござ

いました。

　この件につきまして、何か質問がございますでしょう

か。ありましたら、挙手をお願いいたします。よろしいで

すか。

　それでは、このような方向でやりたいと思います。ま

た、多くの皆様の応募を期待しております。

７．サミット宣言採択

○議長（太田長八）　最後に、この第13回全国草原サ

ミットｉｎ東伊豆の宣言をさせていただきたいと思います。

　第13回全国草原サミットｉｎ東伊豆。

　私たちの暮らしに欠くことができなかった草原は、生

活様式が変化し草が使われなくなったことから、近年

ではとても珍しい風景になってしまいました。過疎、高

齢化により、山焼きや野焼きの担い手は減少の一途を

たどっており、今後、草原の維持はますます困難になる

ことが予想されています。

　細野高原でも、ススキを使うのはごく一部の農家とな

り、毎年早春に実施される山焼きが何のために行われ

ているか知らない町民も増えております。

　陸上の生態系は森林、草原、湿原などが様々な地形

の上に成り立っており、そのそれぞれに多様な動植物

が生息、生育しています。この多様性が人々の生活を

豊かにする礎となり、暮らしや文化が守られています。

草原は、その一端を担い、地域産業の基礎、水源の涵

養、生物多様性の保全、ＣＯ２の削減、カヤぶきや盆花

の文化など、様々な恵みを提供してくれます。

　草原を失うことは、これらのかけがえのない恵みを

失うことを意味しており、人々の豊かさや、また地域の

文化が失われることにもつながるものです。草原が育

んできた人と自然の共生の知恵や持続的な利用の技

術は、今後の持続可能な社会の実現を目指す上で欠

かせないものであります。

　私たち草原を有する自治体は、互いに学び合いな

がら草原を維持し、賢く利用していく努力を惜しまず、

草原のある里の風景を後世に引き継ぐための環境を

整備し、交流・連携を強化していくことをここ東伊豆町

において宣言いたします。

　それでは、東伊豆宣言。

　１つ、私たちの大切な草原、湿原を守っていくための

保全活動について、地域の関係機関と連携しながら共

に考え、支援していきます。

　１つ、すばらしい景観を活用した観光資源としての

草原と貴重な植物の自然観察など、教育・文化面との

調和を図り、次世代へと受け継いでいきます。

　１つ、かつてのように生活の中に草原の利用を取り

込む創意工夫を支援し、地域振興に活用できる社会環

境を整備します。

　１つ、未来に残したい草原の里100選事業を推進し、

草原の持つ魅力を全国に発信していきます。

　１つ、全国草原の里市町村連絡協議会の連携強化

とネットワークの構築、さらに全国の草原を持つ自治

体への協議会の加入促進を推し進めてまいります。

　以上、宣言する。

　令和３年９月27日。

　以上でございます。

　以上で議事を終了いたします。

　皆さん、このコロナ禍の中でこの全国サミット、参加

して本当にありがとうございます。特に首長様、今年、新

型コロナウイルス感染症の対応で大変お忙しい中参

加していただき、ありがとうございます。これからまた皆

様と連携し、この草原、また湿原の保全をやっていきた

いと思いますので、また連携して、またいろいろお知恵

を借りた中で、よりよいこの連絡協議会にしていきたい

と思います。

　本当に今日はどうもありがとうございました。

８．閉会

○司会　それでは、これをもちまして、第13回全国草

原サミット・シンポジウムｉｎ東伊豆大会を終了いたします。

　サミット宣言の精神に基づき、今後も各自治体や関

係者の皆様と草原の維持保全に取り組んでいきたいと

思います。今回は初めてのウェブ会議方式での開催と

なり、お見苦しい点もあったかと存じますが、ご容赦く

ださい。

　最後にお願いとなりますが、全国草原の里市町村連

絡協議会に加盟されていない自治体の皆様は、これを

機会に加盟のご検討をしていただきたいと思います。

　また、次回の草原サミット・シンポジウムの開催地が

決まっておりません。自治体の取組や草原のＰＲには

最も適したイベントだと思いますので、こちらにつきま

しても併せてご検討ください。

　新型コロナウイルス感染症が終息しましたら、ぜひ

東伊豆町細野高原にお越しいただきたいと思います。

　本大会へのご参加、ご協力、誠にありがとうございま

した。
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後の土石流がその中に入っていた木の炭素年代を調

べたら、２万５千年前後の炭素年代が出ていますので、

そこで一度起こったなというのは分かっているんです

けれども、その前には何度も何度も大分、山の南斜面が

かなり削られていますので、何度も起こった様子が見ら

れると思います。

【細野高原の川について】

○伊豆半島認定ジオガイド（鈴木京子）　今度は細野

高原の中の川のそばにやってきました。

　細野高原の中には、水源涵養保安林という地元の人

の飲み水を確保するために保安林というものをみんな

で植えて、水が自然にここに沈む込むような作業をしま

した。そのために、ここから二口ほど水源を引いていま

す。大体ここの水源は、町の総人口約１万２千人いるう

ちの千人、8.3％ぐらいの人たちのための水源になって

います。このお水は、保安林だけでなく、先ほどお話しし

ました土石流に乗って保安林の下には海底火山、その

時代からの長い年月をかけたいろいろな火山灰、そし

て火山礫が眠っています。そこの隙間を通り抜けて川の

水になっていますけれども、その火山礫の間を通り抜け

ることでたくさんの豊富なミネラルをお水の中に取り込

んで、おいしい水をつくっています。その水は私たちの

飲み水だけでなく、先ほどお話ししました湿原の動物や

生き物、生物、植物などの栄養分にもなっています。また、

町のほうに下りていきますと、農業用水になったり、そし

て、海のほうにこれが流れてですね、海の栄養にもなっ

ています。そのために稲取の野菜や果物、お魚はとても

おいしい味になっているのだと思います。私たちは細野

高原の自然を大切にして、これからもおいしい水、いろ

いろなおいしいものを食べれるような、そんな場所にし

ていきたいと思います。

　河原にはいろいろな色の石があると思います。これは

長い年月をかけて噴火してきた火山礫や凝灰岩です。そ

の火山礫や、白っぽい石がところどころに見えるんです

けれども、白っぽい石は、細野高原とまた違う斜面で爆

発的な噴火を起こしましたカワゴ平という場所がありま

す。そこは、ここと違って流紋岩や軽石を出しています。

その軽石などもかなり水分が石の中を、軽石は穴が開い

ていますので、その中が水分を通っていきます。そのため

また細野高原と違うミネラル分を含んだ水になっている

ので、本当にいろいろな豊富なミネラルを含んだ石が、

色によっても成分が違いますし、赤みを帯びているもの

は鉄分が入っている石です。錆びると赤くなりますね。

あのような変化を起こしています。そのようなものを含ん

だここの水はとてもミネラル豊富ということが分かります。

　でも、この河原を流れていっても浄化されているので、

もっと下流のほうに行っても、とてもお水がきれいで、本

当に飲みたくなるような、そのまま飲みたくなるようなお

水が見られます。

【最後に】

○伊豆半島認定ジオガイド（鈴木京子）　入り口の駐

車場の横に戻ってきました。先ほどの看板がある近くです。

　こちらに見える尾根が大峰山です。その大峰山の斜

面には、石の上と書いて石上という字名があります。こ

の字名のあるように、大きな岩がごろごろ点在している

様子が見えます。山焼きの後の２月下旬からワラビ狩り

の５月頃までは、点在している大きな岩を見ることがで

きます。この季節は草丈が伸びているのでよく分かりま

せんが、またその頃、今と違う季節にいらしてください。

　今日はありがとうございました。

②視察・オンライン見学後の感想

○司会　そうしましたら、東伊豆町の細野高原の案内

動画のほうは終了させていただいて、この後ちょっとお

時間をいただきまして、午前中に細野高原に視察してい

ただいた有識者の先生たちに少し感想のほうをお聞か

せ願えればと思いますので、ちょっと前の席のほうへご

移動をお願いいたします。

　そうしましたら、今日２時間ほどかけて細野高原のほ

うをずっと１周、見学をしていただきました。それぞれご

専門と、あとは町外の方から見た感想と印象というよう

なことを含めて、お一人ずつお話をいただけたらという

ふうに思います。席順のとおり座って、白川さんのほうか

らすみません、よろしくお願いいたします。

○芸北高原自然館主任学芸員（白川勝信）　ありがと

うございます。最初のほうなので、ちょっと安心しています。

　細野高原を久しぶりに見まして、やっぱり最初の印象

は広いなというところです。広さがやっぱり第一印象か

なと思いました。入ってすぐに、行くまでの道は植林され

ていてちょっと暗いですが、景色がぱっと開けたときに

左手にススキの波がわあっと広がっている様子という

のは、細野高原ならではだなと思いました。

るという提言をされました。これは後の草原100選のと

きにも出てくるワードですけれども、自然と社会が失わ

れれば、あるいは自然と人が失われれば、なくなるもの、

そういうものを共創資産と位置づけて語っておられま

した。また、この共創資産と言われるものは、時代ごと

の検証を受けて、長い間、自然と足されてきた、ある意

味中身のしっかりした技術や知識であると。そういうも

のが積み重ねているものがあって、そういうものを私た

ちはもう一度見直すとともに、将来に受け継いでいく必

要があるんじゃないのかなというお話でした。

　それを受け継ぐために必要なものとしては、その方

法であるとか実行力であるとか仕組みとか、あるいは

行政の役割として非常に大きいのは、法令とか条例の

整備とか、そういう環境整備であると。それから、普及、

教育という、この５つの観点をしっかりと捉えていく必

要がある。

　その中で草原に関わる象徴的な活動として、ご自身

が北広島の芸北地方で進められている茅プロジェクト

の紹介をしていただきました。これは、地域にあるカヤ

材を子供たちが作った市場に集めて、そこで「せどやま

券」という地域通貨を発行して、その発行したせどやま

券で地域の経済も回っていくという、様々なメリットを

持った内容でした。要は、利用が放棄されて社会資本

が喪失している中で、その利用の仕組みをもう一度導

入するによって草原の保全に循環性とか展望が生まれ

ているという非常に象徴的なお話でありました。

　各地に残っているこういう共創資産を見いだして、

それを共有して、それから未来にも役立てていくという

ことが大切だろうと。今日人間だからこそ生み出されて

いる、この美しさを大事にして生かしていきたいという

ことを最後に述べられて基調講演を終わられました。

　それから、パネルディスカッションは、その基調講演

をした白川さんがコーディネーターとして登壇していた

だき、東伊豆町の太田町長、それから私と、稲取地区の

特別財産運営委員会の山田さんと東伊豆町観光協会

の石島さんに登壇いただいて、この地元の細野高原の

活用、それをどういったふうに持続性の観点から理解

するかというテーマについてパネルディスカッションが

行われました。

　会場の様子はこんな感じで、それぞれ登壇しており

ます。

　それで、内容ですけれども、実は2008年にこの東伊

豆町で全国草原シンポジウムというのが行われていま

す。もう13年か14年たつわけですけれども、当時から

担い手の問題とか観光の利用について新しい取組を

やりたいという動きがございました。ただ、観光のほう

も着 と々いろいろな形で進めていて、例えば草原に入る

ときの入山料のような形で、観光客からその対価を頂

いて管理運営に回せるという、全国でも画期的な取組

もやられているんですけれども、そういう形で観光客が

増えるにしたがって、様々な問題点も生じてきているよ

うです。今後はその利用のルールをしっかりと構築し直

すことが大切であるというふうなお話がございました。

　そのためにも、都会の人と地元の人の意識の相違と

か認識の違いをうまくコーディネートするような、そうい

う組織体制も必要ではないかと。

　それから、入山料については、最初はいろいろと来

訪者から文句も言われたそうなんですけれども、今で

は多くの方がそれを理解して払っていただいていると

いう、そういう意識の醸成もできているんですよという

話がございました。

　草原はまさしく人との関わりの持続的モデルであっ

て、これは新しい社会の礎ともなるであろうと。それか

ら、草原学習は子供だけではなく、子供から地域へ広

がる、そういう可能性を秘めており、まさしくＳＤＧｓの地

域版である。そういうふうな結論で終わっております。

　最後に、町長さんのほうから、こういう問題は東伊豆

だけではなく全国の問題である。これからも多くの自治

体と共に手を取り合っていきたいという力強い宣言を

いただいております。

　それから、分科会はそれぞれの場所で行いました、

このオンラインを利用してですね。それぞれが自立し

て行っていったという形になっております。

　今回は３つの会場で分科会が行われました。１つが

この地元の東伊豆町の会場で、テーマは「保全・利用・

継承」と、これをどう循環させるかということで、地元出

身の東京都立大の内山さん、それから草原を守ってお

られる入谷区の鈴木さん、地域おこし協力隊の藤田さ

んがコーディネートしていただいております。

　蒜山会場のほうは、利用の面から、カヤの利用をす

ることによって草原保全にどう関わっていけるかという

ことで、地元の郷土自然館の前の館長さんでいらっ

しゃる前原さん、それから鳥取大学で自然再生につい

て関わっておられる日置先生、実際にカヤ刈りをした

り、カヤの建物を建てたりされている沖元さんと相良さ

んという２人のカヤぶき職人さんのトークセッションが

行われています。

　３番目の阿蘇会場は、草原の恵みを守る仕組みづく

りをどうするかということをテーマに行っています。主に

草原の持つ水源涵養力について科学的見地からの知

見、それから新しい知見というものを熊本県立大の島

谷さんから、それから、それを基にして、地域の草原を

たいと思います。

○東伊豆町長（太田長八）　それでは最後に、私から

静岡県東伊豆町の報告をさせていただきます。

　東伊豆町は細野高原という草原があります。昨日か

らのシンポジウムでも議論されてきましたが、この草原

の維持管理、また利活用、そして次世代への継承が、う

ちだけではなく、今聞きますと、全国の草原を持つ自治

体の共通の課題だと思います。このサミットで皆様のお

知恵をお借りした中で、また今後この課題に取り組ん

でいきたいと考えております。

　細野高原は、うちの町は稲取地区、熱川地区と二地

区があります。そして、稲取地区が４部落がある中で、

稲取地区に存在しております。その稲取地区の４区の

町内会が組織する稲取地区特別財産運営委員会が管

理しております。この４区の共同管理によりまして、防火

帯の設置や山焼きなどを実施しております。防火帯、ま

た山焼きにはそれぞれ120名ほどの人が出て実施し

ていますが、やっぱり作業者の高齢化、また、農業従事

者の減少によりまして、作業ができる区民が年々減りま

して、人的負担が増しております。また、この草原を管理

するのには、年間約500万円の費用がかかるため、経

済的負担も課題となっております。

　観光面では、この細野高原の資源を活用いたしまし

て、４月上旬から５月上旬にかけての山菜狩りや、また、

秋には秋のススキイベントを開催しております。イベン

トの開催時には、これはススキのほうですが、参加者

から600円、その他の期間におきましては20円を入山

料として頂いております。先ほど経済的負担のことを申

し上げましたが、これらの収入が維持管理には必要と

なってきます。しかし、これだけで全ては賄えませんの

で、入山料の値上げ、また新たな利活用を検討いたし

まして、この維持管理費用の捻出を考えていかなけれ

ばならないと考えております。

　そんな中で、イベント等のため、この道路、駐車場、ト

イレ等を整備し、誘客に努めておりますが、一方では、

来訪者のマナーも問題になっております。この大切な

資源を荒らされないよう、対策も同時に取っていくべき

と考えております。そして、何よりもこのすばらしい景観

や、また資源をどうやって次世代につなげていけるか

が大きな課題となっております。

　かつては農家の方がこのカヤをミカン畑に敷いたり、

またかやぶき屋根を使用したりするなどの活用がされ

てきましたが、農業後継者が減っていく中でのこの現在

では、カヤの需要もほとんどない状況でございます。し

かしながら、このすばらしい景観、また資源は、山焼き

等の保全活動を継続していかなければ守っていけま

せんので、町内の子供たちに、また地元にこんなすば

らしい草原があること、また、この草原は人の手によっ

て守られていること、また、カヤを使った昔の文化を教

育していくなど、未来につないでいかなければならな

いと感じております。

　これらの問題解決を図るため、昨年度、稲取地区の

特別財産区運営委員会をはじめ、行政、また観光協会、

農協、高原の専門員などで組織する「細野高原を考え

る会」が発足されました。この会では４区が継続的に細

野高原、これを維持管理していただくためにはどのよう

に、また、観光、産業などの資源としての活用、周辺の

地権者とも協力して、新たなこの魅力の創生、これを

図っていくかなどを検討しております。今日は皆様方か

らいただいたこの知恵をお借りいたしまして、この会の

発展にも生かしていきたいと同時に、この草原を全国

に発信できればと考えております。これからもどうぞよろ

しくお願いいたしたいと思います。

○議長（太田長八）　以上でこの参加自治体からの報

告が終わりました。いろいろなお話を伺いました。その中

でまた意見や質問等もあるでしょうから、ここからは自由

な形で意見交換会をさせていただきたいと思います。

　ご意見がございましたら、挙手をお願いして、発言し

ていただきたいと思います。どうぞよろしくお願いいた

します。

○真庭市長（太田　昇）　よろしいですか。

○議長（太田長八）　どうぞ。

○真庭市長（太田　昇）　それぞれすばらしい取組を

勉強させていただきましたが、恥ずかしい話、蒜山高原、

まだ山焼きの面積が80ヘクタールぐらいなんですね、

どんどん減っていて。何とか維持しようと思っているん

ですけれども。600ヘクタール焼いているとかですね、

本当にたくさん広い面積を焼いているとこら辺の取組、

もうちょっと詳しく、それもその行政というよりは、住民

の方とか、あるいは子供も参加してということですが、

もう少し、こんな取組をしているよということをご紹介い

ただければありがたいんですが。勉強させてください。

○議長（太田長八）　今、太田市長からの行政以外の

ほうの取組、これが何か具体的なことがありましたら、

どなたかご発言願いたいと思います。

　南阿蘇村の後藤さん、よろしくお願いします。

○南阿蘇村農政課主幹（後藤進哉）　先ほども説明さ

せていただきましたけれども、本村の牧野面積が

2,470ヘクタールで、野焼きが行われているところは

1,170ヘクタールということなんですけれども、地震前

はまだ野焼き面積は広くて、この事業主体というのが各

地元の行政区とかになりまして、以前は区長さんが責

【細野高原の管理の歴史】

○稲取財産区運営委員長（山田賢一）　細野高原は、

昔、町村合併が、昭和32年ですけれども、行われたとき

に、ここもそういうことで、昔ここがカヤ場で、ここの地区

の人らが農業に敷き草とか、山の屋根をふくときのカヤ

とかというものに利用しました。町村合併でここが稲取

地区の財産区ということで払下げがありまして、それで

我々が財産区として管理しているところです。

【細野高原の管理者について】

○稲取財産区運営委員長（山田賢一）　所有地の払い

下げがありまして、稲取地区、ここは特別財産区という

のが管理しております。

【細野高原のカヤ場の歴史】

○稲取財産区運営委員長（山田賢一）　そうですね、も

う僕が知らない昔から、ここはこういう形で、この地区

の農家の人たちが、要するに農業で堆肥を作ったり、畑

の中へ有機物の補給という形で、ここの草を持っていっ

て、畑の中に入れました。それとまたそのほかにも、かや

ぶき屋根のカヤの材料としても使われたそうです。

【山焼きをやるメリット】

○稲取財産区運営委員長（山田賢一）　山焼きをやる

ことによって、例えばこういういい敷き草とか、農業に

使うようなカヤとか、そういうのが病気を抑えられたり、

害虫も抑えられたりすることによって、いい材料というか、

そういうのができます。それとまた、きれいに焼くことに

よって、要するに何ですか、灰が落ちることによって、

土の肥料分の補給にもなるというようなことで、この原

野を保持していく上にはどうしても重要なことだと思

います。

【防火線づくりについて】

○稲取財産区運営委員長（山田賢一）　防火線焼きは、

大体120名ぐらいの方に出て、１日でやっています。山

焼きがその後、防火線焼きは大体11月に終わるんです

けれども、山焼きは大体２月にやります。そのときには、

もちろん区民の皆さんとか役場の職員の皆さんとか、

それとかいろんなこういうパラグライダーの関係者の

皆さんとか、そういう利用の皆さんに出ていただいて、

大体120～130名でやります。これだけの広さですから、

５人とか10人でやるわけにはいかないもんですから、

大体120名ぐらいの人の応援が不可欠です。

　先ほど言ったように、それだけの人を集めるのが１週

間ごとに大体、天候不順だと延びちゃうもんで、毎回の

ときにそれだけの人が集まってくれないと、山焼きが安

全にできない、それが悩みの種です。

【山焼きについて】

○稲取財産区運営委員長（山田賢一）　山焼きは毎年

２月に行われます。その前に準備として防火線刈りとい

うのを10月から11月にかけてやります。ここの周り全

部、境界線のところを防火刈りということで、12メー

ターぐらいずっと刈っていって、それを１週間から10日

ぐらい間を置きまして、それを全部燃して、防火線焼きを

行います。それで、それが終わりますと、もう火が入って

も大丈夫というようなことになりますので、２月の中旬

過ぎに、春を告げるということで、全体の山焼きを行い

ます。

【細野高原を考える会の発足の経緯】

○稲取財産区運営委員長（山田賢一）　細野高原は、

私たち子供の頃から毎年、春・秋の遠足は細野高原の

原野に来て、いろいろ親しんだわけですけれども、そう

いう中でこの細野高原をどういうふうにしていったら将

来にわたって維持できるかというようなことが今中心に

なっています。今、細野高原を管理して、今まで言いまし

たような防火線刈りとか、焼きとか、山焼き、そういうの

を稲取地区の区民全員で、皆さんで出てやってもらいま

すけれども、何しろ今、高齢化で、中心になっているのが

昭和20年代、30年代生まれの方が中心になってやっ

てくれています。だもんで、将来それを、細野高原を維持

していくのにどうしたらいいかというようなことで、細野

高原を考える会を立ち上げました。

　それともう一点は、今言った防火線、山焼きを管理し

て、ここの細野高原を管理するのに、ざっとですけれども、

年間500万ほど維持費がかかります。だから、今はゴル

フ場に入ってくるお金を町と折半して、それを運営費に

充てていますけれども、将来的にもなかなかそういうこ

とが難しくなるので、できれば少しでも自己財源というん

ですか、そういうのをつくっていかないと、この細野高原

を将来にわたって維持していくのが難しくなるかなとい

うようなことで、何とかこの細野高原を皆さんに知っても

らって、現状を知ってもらって、将来にわたってどういう

ことが考えられるかというのを皆さんと一緒に考えてい

ただきたいということで、細野高原を考える会というの

を立ち上げました。

 １．開会

○司会　皆様、こんにちは。

　本日は、第13回全国草原サミット・シンポジウムｉｎ

東伊豆大会の２日目となります。

　午後からのサミットに先立ちまして、オンライン見学

会として、東伊豆町の紹介動画と事前に収録した細野

高原のエリア活用に携わる方による細野高原の案内

動画をご覧いただき、細野高原や東伊豆町のことを

知っていただく機会にしたいと思います。

　なお、現地での収録については８月にしたものです

から、セミの声とかも入っておりますことをご了承くだ

さい。

　動画を見終わった後には、今日、朝から有識者の先

生の皆さんに細野高原のほう、実際行っていただいて、

現地を視察していただいておりますので、その感想な

どをお聞かせいただきたいというふうに思います。

　午後からは全国草原サミットを１時よりオンラインで

開催しますので、午後３時までとなりますが、よろしくお

願いいたします。

２．オンライン見学会

○司会　それでは、オンライン見学会のほうをスタート

させていただきます。

①オンライン見学会

○東伊豆町長（太田長八）　東伊豆町長の太田です。

　今回は、通常の形で大会を開催することができず、皆

様をこの細野高原にご案内することができず、本当に残

念です。このような状況が解除されましたら、ぜひお越

しいただきたいと思います。

　それでは、私からは、細野高原の概要につきまして、

お話をさせていただきます。

　この景色をご覧いただけますでしょうか。私が立って

いるこの場所は、標高約700メートルの場所で、ここか

ら15分ほど上に上がると標高821メートルの三筋山の

山頂にたどり着きます。そして、この眼下に広がる細野高

原の向こうには、太平洋に浮かぶ伊豆七島をご覧いた

だくことができます。何といってもこのロケーションこそ

が細野高原の自慢のポイントであります。

　広さは約125ヘクタール、東京ドーム26個分と言わ

れております。

　行事といたしましては、例年ですと２月に山焼き、４月

にはワラビを主とした山菜狩りが全体で楽しめ、10月

にはススキ祭りが開催され、ピークのときには期間中１

万人を超す来場者がありました。また、関東圏から比較

的近いこともありまして、映画やＣＭ、ミュージックビデ

オのロケ地としても有名になり、多くの作品がここ細野

高原で撮影されております。

　そんな細野高原です。皆さん、お越しいただける日が

来ましたら、ぜひともこの絶景を目に焼き付けていただ

きたいと思います。私といたしましては、一面ススキ野原

となる10月頃がお勧めでございますが、この細野高原

は四季を通じてすばらしいですから、いつ来ても、お待

ちしております。

　続きましては、稲取財産区運営委員長の山田賢一さ

んからこの山焼きの現状など、保全につきましてお話を

いたします。

○稲取財産区運営委員長（山田賢一）　稲取地区特別

財産区委員長の山田賢一です。よろしくお願いします。

【財産区委員長の役割】　

○稲取財産区運営委員長（山田賢一）　財産区各区の

区長さん中心で委員会をつくっていまして、そこの親方を

やらせてもらっています。この細野高原の細野の原野に

ついてのいろいろ管理とか運営とか、いろんなことを皆さ

んと相談しながら決めさせていただく、そういう仕事です。

　これがヤマアワです。

　こういうね、湿原の問題点として、だんだん土砂が

入ってくるんですね。それで、その上に水が流れるところ

が決まって、１か所だけこうずっと掘れちゃうんです。そ

うすると、水が周りに出なくなっちゃう。それでもってどん

どんススキがこう、乾燥化してススキが生えてきちゃい

ます。そういう状態がこれから大いに予想されます。

　ミズトンボって言います。トンボの顔に似ているじゃ

ないですか。

　これはね、ヤマイって言って、イってイグサのイ。山に

あるイグサでヤマイ。

　これがいいかな。ちょっと待ってね。ここね、ここにこ

う真珠みたいな玉がついているでしょう。これがシン

ジュガヤです。

　これはイブキボウフウと。

　ここに紫色の、これがホザキノミミカキグサと言います。

　ちょっとやぶに入りますけれども、ここにキキョウが咲

いています。キキョウっていうのは、花屋さんでも売って

いますけれども、野生のものは非常に貴重なんですよ。

【周辺の植生について】

○細野高原ネイチャーガイド（富永眞弘）　これはツリ

ガネニンジンと言います。黄色い花が、これはオミナエ

シです。これは女郎花って書いて、オミナエシという名

前です。

【中山一号湿原の状況】

○細野高原ネイチャーガイド（富永眞弘）　ここはね、

中山一号という湿原なんですけれども、こっちからどん

どん泥が入っちゃって、もう湿原の上のほうが見えなく

なっちゃっているという状態です。乾燥化がどんどん進

み始めています。この辺もね、生えている植物がススキ

じゃないでしょう、ワラビがあったり、何か他のものが生

えちゃっている。大分植生が変わってきています。

○細野高原ネイチャーガイド（富永眞弘）　今、ざっと

湿原の植物、草原の植物を見ていただいたんですけれ

ども、細野高原にはね、僕らが把握しているだけで約

500以上の植物の種類があるんですけれども、今日は

10とか20、もっといったかな、ぐらいしか見ていません

けれども。今日の見ていただいた中にもあるんですけれ

ども、静岡県の絶滅危惧種というのが細野高原に26種

あります。それから、環境省、環境省というのは全国で絶

滅危惧を定めているわけですけれども、その中に19、こ

こにあるものがあります。ということで、非常に貴重な草

原、湿原ということだと思います。

　以上で今日の解説を終わらせてもらいます。富永で

した。

○伊豆半島認定ジオガイド（鈴木京子）　こんにちは。

ジオガイドの鈴木京子です。稲取に生まれ育ち、今も稲

取に住んでいます。

　子供の頃からの思い出を踏まえていろいろお話しで

きればと思います。よろしくお願いします。

【細野高原について】

○伊豆半島認定ジオガイド（鈴木京子）ここ細野高原

は、伊豆半島の中央に横たわる天城山脈の斜面にあり

ます。天城山はフィリピン海プレートに乗って移動してき

て伊豆が本州に衝突した80万年前から20万年前の火

山活動によって生まれた大型火山です。火山活動が終

わった天城山は、浸食によってこちらの東斜面が大きく

削られています。天城山最高峰の万三郎、そしてこの細

野高原を取り囲む三筋山、大峰山も浸食に耐えて残っ

た天城山の一部です。

　細野高原の一部は、稲取泥流と呼ばれている土石流

堆積物に覆われています。何らかの原因で起こった山

崩れなどによって、水と土石が一体となって流れ下って

できたものです。高原内に点在する角の取れた丸っこ

い岩は、こうした土石流によって運ばれたものと考えら

れています。泥を多くふくむ土石流堆積物は、水を通し

にくく、水はけの悪いくぼ地には湿原をつくっています。

湿原は貴重な動植物の宝庫になっています。水を通し

にくい地層上にできる地下水は周囲に湧き出し、飲料水

の貴重な水源にもなっています。

　それでは、今から山のほうに行って、その場所を紹介

したいと思います。

【細野高原の岩の形について】

○伊豆半島認定ジオガイド（鈴木京子）　この大きな

岩ですけれども、このお山の上のほうにあって、この岩

の角が取れています。なので、これは先ほどご説明しま

したように、もっと上のほうから土石流に乗ってごろごろ

ごろごろ転がってきて、こういう角が取れたり、こういう

潰れていたりという様子が見られます。かなり大きさも大

きいですけれども、あちこち丸で、角が取れて、転がって

きたかなという様子が見られます。もっとね、割れたりし

ているときには、まだ角が鋭角だったりするんですけれ

ども、その後もまた転がって、何度か転がったかなという

ような様子が見られます。

　このほかにもたくさん、この辺りには大小いろいろな

石が転がっていますので、また、この山はそういう土石

流でいろんな石や砂や泥、いろんなものが転がったか

なという様子が見られると思います。

○インタビュアー　何回もそういう土石流が起こって

いたんですか。

○伊豆半島認定ジオガイド（鈴木京子）　そうですね。

一番というか、はっきり分かっているのは２万５千年前

【細野高原の利用状況】

○稲取財産区運営委員長（山田賢一）　春は、ご存じの

ように山菜狩りをやっております。これは観光協会では

なくて、財産区が主体になってやっています。それで、秋

はススキのイベントを観光協会が中心になってやって

いただいております。あとは、ここに撮影とか、いろんな

映画の撮影とか、そういうのにも使っていただいていま

すけれども、それは年中ではなくて、単発にやる、そうい

う形で使っています。

【細野高原の今後】

○稲取財産区運営委員長（山田賢一）　だから、今み

んなで考えているのは、あそこに、あれ、これ水源地な

の、この部落の。だから、水源地から見れば、手を入れる

ことはいろんな自然保護とか、いろんな環境の問題で、

水源地から上は手を入れないけれども、水源地から下

のここら辺を何か利用してくれる、何ていうの、企業とか

そういう団体があったら、ぜひ提供しますよというのを

私たちは今訴えているんです。もちろんここに自然破壊

するようなものを造られちゃ困るんですけれども、自然

を利用したもので、何かそういう、先ほど言ったような体

験学習とか、そういうことができるものがあればいいな

というようなことを考えています。

【次世代への継承について】

○稲取財産区運営委員長（山田賢一）　今言ったよう

に、管理しているのが我々中心なもんで、だんだんこの

草原をどうしていったらいいかということについては、

僕らの子供の頃は春の遠足、秋の遠足というのも細野

高原で、三筋山のてっぺんに登るのが楽しみでここへ

来ましたけれども、今の子供たちは本当に草原とかそう

いうのに親しむ機会がないもんで、できれば何かそうい

う体験学習とか、そういう形にどんどん使っていただき

たいなと思います。

○インタビュアー　以上です。ありがとうございました。

○稲取財産区運営委員長（山田賢一）　どうもありがと

うございました。

【細野高原の植生について】

○細野高原ネイチャーガイド（富永眞弘）　それでは、

私が今日の案内をさせていただきます。細野高原ネイ

チャーガイドクラブの富永です。よろしくお願いします。

　まず、細野高原ってどういうところかというのを植生を

中心に見た場合に、どういうところかというのを説明し

ます。

　まず、一番高いところ、風車が、向こうから２番目の風

車の辺りが一番高いんですけれども、あれから奥へ約

５分ぐらい行ったところが三筋山という山の山頂になり

ます。それが細野高原で一番高いところです。

　それから、その下へ、草原と林がありますけれども、草

原のほうが細野高原で、この稜線をずっとたどっていた

だいて、この林、量線を境にこちら側が草原で、向こうが

林になっています。こちら側が細野高原で、東伊豆町の

細野高原で、向こう側が河津町です。これがずっと延び

ていまして、その稜線に沿って、稜線のこちら側ですね、

ずっと下りて一番下の辺り、もうちょっと下まで細野高原

です。一番下の辺りが標高で370メートルぐらい。それ

から、一番高い三筋山が821メートル、標高差が約550

メートルありますので、気温的にも３℃ぐらいの差が

あって、それで、ご覧になって分かるように、草原が広

がっていまして、後で説明しますけれども、湿原があって、

それから、人工林がこう、杉の林ですけれども、人工林、

常緑針葉樹があって、ちょっとここからはあまり見えな

いんですけれども、落葉広葉樹があって、植物、草なん

かにしてもこういう林の中なんかの植物は草原の植物

とは違うものがあるというようなことです。

　先ほど３度ぐらい差があると言いましたけれども、春

のワラビなんかだと、下から取れるようになって、だん

だん上へ上がっていくと。秋の紅葉なんかは、上からだ

んだん下りてくるということです。

【芝原湿原について】

○細野高原ネイチャーガイド（富永眞弘）　ここは芝原

湿原という湿原です。このぐらいの大きさ、この柵があり

ますけれども、非常に小さな湿原ですけれども、こういう

小さな湿原が細野には４か所あります。湿原って、必ずし

もね、大きいからといっても、見ることのできるのは外周

ぐらいのもんですからね、このぐらいの大きさっていうの

は非常に適当だと思います。この細野の地面の下には

ちょっと粘土質の層がありまして、それで水を通しにくい

がありますので、こういうくぼ地には湿原ができています。

　ここ、こう荒らされていますね。これはイノシシが掘っ

たんです、ここのところを。これ至るところでやられてい

ますけれども、夏から秋にかけてやられると、種が落ちる

前に根が起こされて死んじゃう場合が、枯れちゃう場合

があるんです。あまりいいことではないです。

【芝原湿原の植生について】

○細野高原ネイチャーガイド（富永眞弘）　これ、これ

葉っぱを見ていただければ、アザミなんですけれども、

横を向いています。これはキセルアザミと言います。

　この花はサワヒヨドリと言いまして、フジバカマの仲間

です。ですので、この辺の紫の花、ヒメハッカと言います。

　ここに生えていますけれども、これはハイメドハギ、メ

ドハギというのはもともと真っすぐ立つんですけれども、

これははっています。

　コシロネといいます。

　さっきジオガイドの方から解説があったように、泥流

が流れたことで、ああいう、この斜面がずーっと続いて

いるような地形ができて、そこにススキがずっと一面に

生えているから、ああいう印象を与えるのかなと思って、

何か先ほどの説明を聞いて、改めて景色と重ねてみると、

思い返してみると、いいなと思いました。

　植生の印象は、やっぱり皆さん、ススキが小さい、小

さいというふうにおっしゃっていたんですけれども、全

体的に見て、低いところもあったんですけれども、高い

ススキもあったりして、これ多分、後から上野さん、詳し

く言って下さると思うんですけれども、山頂付近のです

ね、カヤという面で見れば、背丈が低いのは悪い、悪い

というか、使いにくいのかもしれないですけれども、植物

から見ると、背丈の低い植物がそろっているところは、

むしろ種の多様性が高まって、いろんなものが見えるの

で、上のほうのススキの背丈が低いところをもう少し

ゆっくりちょっと歩いてみたら面白そうだなと感じました。

　ビデオの中で500種類の植物がいるということで、こ

れは何かすごいなと思ったんですけれども、うちの近く

にある３つの草原で、それぞれ調べてみると、大体300

種類ちょっとなんですね、草原エリアの中だけでいうと。

そういう意味でも、ああいう、湿原がまずまとまった面積

で残っているというのが種数を増やしている一つ要因

になっているのかなと思いました。

　僕はもともと湿原をずっと興味があって調べたりして

いたんですけれども、今回見せていただいた中で、

ちょっと解説の中でもあったんですけれども、少し乾燥

化しているところというのは気になったところです。天然

記念物というか、文化財として指定されているところもあ

るんで、大事にしようということはすごく大事だと思うん

ですが、そのやり方については少し、先ほどビデオに出

られていた専門家とかですね、皆さんの意見を聞きな

がら、ちょっと見直しをしながら進めていただけたらい

いのかなと思いました。

　ただ、植物的には、先ほどのキセルアザミとかですね、

湿原特有の植物も見れたので、途中、役場の方から、

早く行きますよというふうに何回も促されながら、写真を

撮ったりして楽しませていただきました。今日はどうもあ

りがとうございました。

○司会　白川さん、ありがとうございます。

　続きまして、高橋先生、よろしくお願いします。

○全国草原再生ネットワーク代表理事（高橋佳孝）　

高橋でございます。

　私は草原生態のほうが専門なので、草原のほうは塩

坂さんのほうから多分詳しいお話があると思うんです

けれども、火砕泥流ですか、によってつくられた地形とい

うのが独特で、その中にスポリアが出ていたり、あるい

は浸食を受けたり、その泥流によって湿原のようなくぼ

地が生じたり、極めて多彩な地形がその中に含まれて

いるんだなと。ぱっと見た目にはとても広くて大きいん

ですけれども、実はその中にいろんな形の地形がある。

その中でススキの丈を一つ見ても、大きいところもあり、

小さいところもあり、ススキじゃなくて芝生のようになっ

ているところもある。それは恐らく地形に基づくものもあ

るでしょうし、今、利用されたり管理をされている作業そ

のものがですね、そういうものを生じさせている、モザイ

ク状のものというか、極めて多様なところなんだなと思

いました。

　先ほど500種という話がありましたが、阿蘇は２万２

千ヘクタール近くあるところですね、草原の植物500種

なんですよ。ですから、ここにかなり集約されているし、

中を見ると、湿原もとても大事な植物が多いんですけれ

ども、草原の中にも、例えばスズサイコとかキキョウとか

ですね、本当に今絶滅に瀕しているような植物もたくさ

ん生えているし、両方がとても大事なんだなという気が

いたしました。

　それから、管理のほうはやっぱり大変なんだろうけれ

ども、まだまだ地元の人たちがとても元気なんだなとい

う、多少人が少なくなってですね、きっと大変なところも

あるんだけれども、その気持ちだけはとても前向きであ

るというのが非常に印象深く受けました。

　これを今後どういうふうに仕掛けていって担い手や

仲間を増やしていくか、あるいは次の世代にどうやって

つないでいくかというのが大きな問題だと思いますけれ

ども、そのような熱意がある以上は、きっとうまくやってい

けるんじゃないかなという期待も込めています。

　もちろんそのときには外部からの働きかけや応援と

いうのも必要になってくるかもしれませんけれども、それ

はあくまで手段であってね、目標としているものがかな

り明確になっているので、大事なものを守ろうという意

識そのものをぜひ町民全体に醸成して、つないでいっ

て、広げていっていただければありがたいなと思います。

紅白が始まるぐらい、そんな時間帯です。今からメイン

で話します稲取泥流というのは２万５千年とされていま

すけれども、これは、だから12月31日の11時58分ぐら

い、２分30秒ぐらい、つい最近の話です。ですから、時間

が、皆さんの日常生活とスケールが違うので、そこを間

違えると混乱いたします。

　ですから、その斜線の部分が、まず伊豆半島の基底

をつくった海底火山堆積物で、その次に、この図でいく

と６番ですね。６番のゾーンというのは、浅間山とか大

峰山とか三筋山とかをつくったかつての、70万年ぐらい

前の天城火山の基盤をつくっているものです。それが先

ほども鈴木さんからご説明あったように浸食で残った

部分がこの６番の部分です。

　その後、新天城ができて、多分、これ土石流じゃなくて、

先ほど土石流、土石流と言っているのは、あれは間違い

で、土石流じゃなくて泥流です。土石流と泥流と全く違う

ものです。そこのところを混乱しちゃうので、さっき何か

フリップは土石流が、土石流がとあったんで、あれは実

は土石流じゃなくて泥流です。

　泥流はですね、どういうふうに流れたかといいますと、

さっき言ったように、この図でいくと左上のほうに天城

本体がありますから、あそこから流れてきたんですけれ

ども、流れたときに三筋山だとか大峰山が邪魔をします

ので、河津側に流れたほうと、それから、この東伊豆町

側に流れた、２つに大きく泥流は分かれました。

　今日話題になるのがこの東側に流れた泥流です。２

万５千年前ってどういう時代かといいますと、氷河期の

最後の時代。つまり海面が世界的に100～140メート

ルぐらい後退していた、海が今よりも140メートル低

かった時代。ですから、この土石流は、多分この稲取の

温泉街をぶち抜いて海の中まで入ったんです。溶岩の

ように非常に800℃とか1,000℃、高いので流れてくる

と、海につかった瞬間にそこで止まるんですね。だから、

あそこの伊豆高原の辺りの海岸がありますけれども、あ

れはあそこで溶岩が止まっちゃうわけです。ところが、泥

流の場合は泥なので、そこで止まらないんですね。だか

ら、海底の中にもそういう転石がたくさんあるはず。

　次に、泥流の真ん中にハート形の白いのがあります

ね、２番。これは火口なんですね。多分、泥流の中から

突き抜いてきたものなんですけれども、車で登っていき

ますと、右側にカーネーションの畑、ハウスと、それから

水田が唯一ありますね。多分そこは火口のところに長い

間、泥炭がたまって、その上に水田ができて、東伊豆唯

一の水田じゃないかと思いますけれども。その上に現在

はため池が、それこそハート形のため池があるんです

よ、これ空から見ると分かるんですね。そのため池とい

うのは、後で説明します、湧水が水温が低いので、その

ため池の太陽光で温めた上水だけを使って多分水田

をやっていたんだろうというのがこういう白いハートの

ところです。

　そのハートのところに今度は斜線が、ハッチが３か所

ありますね。これは凡例にもありますけれども、熱水の変

質帯と言うんですけれども、高温のマグマが地下に隠れ

ていて、その地下水が沸騰したような状態になって、周

辺の岩石を変質させるものです。特にこの水源地になっ

ている一番左側の上のところというのは、熱水で変質し

たものが粘土化して、こういう地下ダム、ダムの役目を

しているんですね。

　それからもう一つは、この地質のところには火山灰と

かスコリアは一応、剝がした図になっています。全面的

には多分スコリアは降っているんですけれども、それを

剝がしたやつになっています。ただし、右下のほうにあ

る白いところ、これがスコリアコーンで、これ玄武岩なん

ですけれども、これはつい最近、つい最近というか、か

つてスコリアを採取していた場所があるところですね、

右のほうです。

　それで、じゃこの今日見た湿地だとか湧水がどうなっ

ているかというと、結局、泥流が流れたときに、それがカ

ルデラの崩壊かどうか、そこまではまだ確認はされてお

りませんけれども、いずれにしても大量の水が流れたこ

とによって泥流が発生します。泥流というのは水土流、

泥水ですから、そこに大きな岩石も、それから山体の一

部も、コルクのように浮いちゃうんですね。浮いて流れて

いきます。これを流れ山と言います。代表的なのは、甲府

の北側の韮崎というところ、あそこに韮崎泥流、八ヶ岳

泥流というのがあるんですけれども、あれがあの辺で

やっぱり流れ山がたくさんありまして、武田信玄がその

山沿いにのろしを上げていったという、そういう流れ山

地形があります。だから、ここで、伊豆半島で流れ山地

形があるのはここだけです。

　流れ山でどういう現象が起きるかというと、重たいも

のから順番にこうもう流速がなくなるから落ちていきま

すね、止まります。止まるとどうなるかというと、後ろから

来た岩石がそこへまたこう何ていうかな、山が出来上が

る。そういうもの幾つもあります。さっき映像にあったパ

ラグライダーのランディングのところ、今トイレのあると

ころ。あそこも小っちゃい小山があります。あれも流れ山

の一つです。そういう流れ山と流れ山の間が当然へこ

みますよね。へこんだところは、下が泥流で水を通しま

せん。それから、この付近ですと、さっき言ったこの玄武

岩のスコリアだとか、西側にある大池のスコリアだとか、

そういうところはスコリアが飛んできます。そうすると、そ

　それから、私は文化財の専門じゃないんで、湿原のど

うこうというのは分からないんですけれども、手をつけ

ないで放っておくというのは、建物だったらよいかもし

れませんけれども、人と自然が関わってつくられてきた、

恐らく湿原についても人の手というのはかなり影響して

いるところもあるんですよね、そのあたりは詳しく分かり

ませんけれども。そういう全体的な自然そのものは、む

しろ文化財というよりは、文化的経過なのかなという感

じがします。そういう視点で見ると、やはり修復というの

が当然重要になってくる場面が結構あるんで、このまま

放っておいて手をつけないという自然ではなくて、地元

の人たちが合意の下に知恵を出し合って、それをよりよ

い形のまま後世につないでいくような仕組みづくり、ある

いはそういうものができたらいいなという感想を持ちま

した。

　以上です。

○司会　どうもありがとうございました。

　続きまして、笹岡さん、すみません、よろしくお願いい

たします。

○全国草原再生ネットワーク（笹岡達男）　こんにち

は。笹岡でございます。

　今日はたくさんの専門家の先生方に囲まれて、私は

専門家といっても、長く自然公園や自然環境の行政を

やってきておりましたので、詳しい話はもう先生方にお

任せしたいと思います。

　今日は純粋に細野高原の風景と景観をたっぷり楽し

ませていただきました。もちろんこの季節ですから、その

景観、風景の主役はすばらしいススキ草原なわけです

けれども、もう一つ見逃せないのは、あそこに立ってみ

るとですね、実はご承知の方も多いと思いますけれども、

伊豆半島というのは、海岸線とそれから天城山を中心

とする山稜線ですね。そういうところが帯状に、全部国

立公園に指定されているわけです。その中腹にある細

野高原はそうした区域とは違うんですけれども、細野高

原から眺める海、海が見える草原であると。そして、振り

返れば山も、すばらしい山が続いている。もう一つ、今日

も見えましたけれども、伊豆七島も見えちゃうんですね。

伊豆七島も国立公園です。

　そういう意味では、そういうすばらしい、自分が立っ

ている、目の前だけじゃなくて、その周りの風景、景観を

楽しめる場所としての細野というのはもう一つ価値が付

け加わるんではないかなというふうに思っています。

　そして、そういう草原を守っていくことについては、ほ

かの先生方からたくさんアドバイスがあると思いますけ

れども、やはり大変な維持管理の作業があるわけです

し、そのためには、何かこう、どういうふうに使うんだと

かね、こういうふうにここは守っていく、ここは使うんだ。

皆さんがその目的意識を持って、非常に大事なのは、や

はり地域でもって目的や利用の方法、合意を取るという

ことが大事なことだと思いますから、そういう皆さんの

話合いの中で、保全、利用、そして管理ですね。それをど

うやって引き継いでいくかというお話も昨日たくさん聞

かせていただきましたけれども、そういう新しいタイプ

の視点を大事にしながら、みんなで楽しんで守っていく

という、そういうところになっていけばいいなというふう

に思いました。

　本当に今日はどうもありがとうございました。

○司会　ありがとうございます。

　続きまして、塩坂さんのほうからお願いします。塩坂先

生は地質学がご専門ということで、先ほどのジオガイド

さんの提案内容を補足等もお願いしながら、ちょっとお

話しいただければと思います。よろしくお願いいたします。

○全国草原再生ネットワーク（塩坂邦雄）　ご紹介い

ただきました塩坂と申します。

　東伊豆町とは大変縁がございまして、大島近海地震

のときに、次の日にたまたま稲取駅のところで調査をし

ていて、そのときちょうどパニックがあってですね、何か

近々大地震が来るぞというみんな、いたんですけれども、

私は大丈夫だよと言って、皆さんをなだめた経験があっ

て、そのときの見高エリアの断層等も調査した覚えがご

ざいます。その以降は、私は趣味でパラグライダーを

やっているもんですから、空中からいろいろな調査もし

て、一応、自称空飛ぶ地質屋と言われておりまして、時々

空からおっこっていることがあるもんですからね、ソラ

ツカイとも言われますけれども。

　それで、実はこの伊豆は、今、熱海の伊豆山の土石流

調査もやっております。お手元にもありますけれども、こ

こにも図面を出していただきましたけれども、これは

倉沢さんと加藤さんとが作った、当時、稲取のこの付近

の地質です。

　この一番左上のところ、もっと上ですけれども、まず、

地形発達史といって、つまりどのようにこの稲取ができ

たかというところをお話ししますと、まず一番上に斜線

がありますよね。この図でいくと７番、この凡例でいくと７

番です。これが伊豆半島の基底をつくっている湯ヶ島層

群という海底火山の噴出物です。特に地質学というの

は、時間的な感覚が皆さん違うのは、例えば地球は46

億年なんですよ、分かっている限り。それを日常の365

日で割っていきますと、この伊豆半島の基底ができたの

は12月30日ぐらいです。もうつい最近の話なんです。

　それから、私が必死に100歳まで生きても、0.3秒で

す。まばたきですね。人類が誕生したのが12月30日の

○日本茅葺き文化協会事務局長（上野弥智代）　皆さ

ん、こんにちは。日本茅葺き文化協会の事務局長をして

います上野弥智代と申します。

　茅葺き文化協会は、所有者とか職人とか研究者とか、

それから自治体が一体となってカヤぶきのことをつな

いでいるネットワークの団体なんですけれども、今日、

細野高原へ伺って、また昨日から皆さんのお話を聞く中

で、私がわあと思うことがたくさんありました。でも、その

中を３つくらいに分けてというか、３つに絞ってお話しし

たいなと思うんですけれども、まず、皆さんが関心をお持

ちだったカヤというものとしてどうなのかというのは、も

う第一印象は、すごい元気なカヤだなという、カヤとし

て見たときに、細くてしなやかというのがありますけれど

も、背丈が高いからいい悪いじゃなくて、カヤそのもの

が真っすぐ細くてしなやかというのはすごくいいカヤだ

なというふうに思いました。

　昨日も話がありましたけれども、カヤぶきって、短いの

と、一番最後に長いので押さえて、それを竹で押さえると

いう、３層ぐらいにしていくんで、短いカヤも長いカヤも

要るんですね。長いカヤといっても、それが３メーターそ

のまま要るかといったら、やっぱりちょっと使えないんで、

切って使ったりするんですよ。だから、その短さというの

は使い方と連動するものなので、それよりも、ここの穂が

あれだけ立っていて、真っすぐ元気なカヤというのはす

ごいなというのをまず思いました。

　昨日も町内会長さんの鈴木さんのお話にも出てきた

し、山田さんの話にも出てきましたけれども、カヤってい

う、何か使うときはやっぱりカヤって呼んでいるんだな

という、屋根材だけじゃなくて、聞いていると、利用する

ときは草がカヤになっているなと思うんですけれども、

今、生えている状態だとススキですよね。それが刈り

取ってカヤ束、屋根ふき材、私の場合はちょっと屋根ふ

き材としてですけれども、屋根ふき材としていいカヤ束

ができたときにカヤになるというか、何でもかんでも刈

ればいいってもんじゃないじゃないですか。使い道に

よって。だから、それがススキが刈ってカヤになるという

こと。でも、皆さんの中にそれはもう当然のように根づい

ているんだなというのも感じました。

　今日案内していただいた上の山頂近くのところも、白

川さんが言っていたみたいにちょっと背は低いですけ

れども、あそこのカヤもいいカヤだったし、駐車場のと

ころも、下に少し広がっているところもいいカヤでした

し、最後見せていただいた湿原のそばにあったカヤは

結構背が高かったですし、あそこは少し、何かワーク

ショップ的にやるんであれば、あずまやもあるんで、あず

まやをカヤぶきにしたらいいんじゃないっていう話もあ

りましたけれども、あれ野焼きに巻かれるとすれば、毎年

屋根にトマブキみたいなのでかけてもいいんじゃない

かなと思いました。燃えてもいいんじゃないかな、そこは。

それでみんなでまた、何か新嘗祭じゃないですけれども、

豊穣を祝って、その屋根にふくというようなことにつなげ

てもいいのかなというふうに見ていて思ったんですけ

れども。そういう面白いいろんなことができそうだなとい

う、カヤとして使うということですね。

　さっき高橋先生が湿原のことでちょっとおっしゃいま

したけれども、法隆寺って、私、建築の専門なんで、法隆

寺って世界最古の木造建築って千年たっていると言わ

れているじゃないですか。でも、それはずっと放ってい

て千年もっているわけじゃなくて、修繕している。それを

植物資材を使って、大工さんなり技術者が修繕してい

る技そのものがすばらしいということで、この間、その

技そのものも無形文化遺産になったんですけれども、

伝統工匠の技って。そこにカヤぶきとかカヤ採取も入っ

ているんですよ。だから、ああいう植物材料を取ってく

る技そのものも含めて、だから、ああいうものができて

いるということが草原とかカヤ場も同じだなというふう

に思いました。

　それが１個目で、２個目はさっき内山さんから振られ

ましたけれども、もう一つ、わあ面白い、格好いいって

思ったのは山田さんのお話です。今、70代ですかね。こ

の財産区の皆さんの活動ですけれども、山田さんの話、

本当に面白いんですよね。若い頃は、何月頃みんなで

取りっこのように草を刈っていた、昭和50年代ぐらいま

で刈っていた、いやそれはこういうふうにやっていた、

カヤを降ろすのは、１週間ぐらい乾かしてから降ろして

いた、そういうお話がまだまだ生きているというか、それ

が話を聞いていて、すごい面白いし、格好いいなと思い

ました。

　今、草は使っていないのに、何で管理をあんだけ一

生懸命されているのかなというのもちょっと聞いてみた

んですけれども、やっぱり山田さんにとってはふるさとの

山だから、みんなにこのまんま何とかみんなにつなげた

のくぼ地にスコリアがたまって、それが、そのスコリアの

隙間が地下水の帯水層になるんですね。

　これも偶然の重なり合いなんだけれども、さっき言っ

た熱水が変質した粘土が下流側にあるもんですから、

ちょうどダムのように、地下にダムができている、ずっと。

それが一定程度常に安定して水を流下させているとい

うことになります。

　それからあと、この図で注意するのは、西側に黒い線

が幾つか見えますね。これが断層なんです。私のほうが

昨日泊まっていた旅館のすぐそばも通っていますけれど

もね。ずっと行って、あの伊豆急のトンネルのちょうど真

ん中を通って、国道135号線のところも、私の記憶では、

その小学校の下に自転車屋さんかなんかあって、その

自転車屋さんのところの真上です。そこを通って見高

エリアのずっと活断層があって、それからもう１か所、

浅間山のほうに、これちょっと書いてありませんが、浅

間山はもうちょっと左上かな、のところに浅間山ってあ

るでしょう、その斜面も、当時はほとんど植林されていま

せんでしたので、明確に活断層が確認できました。した

がって、東伊豆町は北西から南西に幾つかの断層が

あるんですね。そういう場所ですね。

　以上ですけれども、また後で質問があれば。

○司会　ご丁寧にどうもありがとうございます。

　続きまして、内山さんですが、内山さんは唯一の町内

のご出身で、今、東京都立大学のほうで研究をされてお

ります。よろしくお願いいたします。

○東京都立大学大学院都市環境科学研究科（内山義政）

　内山でございます。

　私は稲取の生まれで、何度も細野には通っているん

ですけれども、今は東京都立大学の博士課程の学生

をしております。今回、草原サミットの実行委員というこ

とで、役を務めさせていただいておりますが、ほかのサ

テライトの会場の先生方と比べて、まだ私、学生ですの

で、本当にこの大役、務まるのだろうかとずっとやって

きておりますが、今回、今日現地を見させていただいた

感想などをお話、２点、主にできればと思っております。

　まず１つ目に、後で上野さんからお話があるかと思

うんですけれども、あるかもしれないんですけれども、

今日ですね、現地見させていただいた中で、財産区委

員長と大変、地元の話を聞くのが楽しそうにされてい

るなという印象を強く受けまして、例えるとですね、例え

ば郷土の語り部なんかを語る観光イベントなんていう

のは各地で行われると思うんですけれども、まさしくあ

んな感じで、僕は考える会ですとか、財産区の会議と

かで伺っていても、本当に面白い話だなというのはた

くさんあるんですけれども、多分、地元でずっと住んで

いると当たり前だなという話も、例えばこの細野の管

理の歴史ですとか、そういった話も、改めて外部に発

信していくことで、そのお話自体が面白いコンテンツと

いうか、話になるのではないかなというふうに１つ思

いました。

　そうした地域の知見をそういうふうに改めて捉えてい

ただいて、誇りというか、引き継いでいくことが改めて必

要じゃないかなと思った次第です。そうしていく中で、先

ほど財産区委員長からの動画の中でもありましたけれ

ども、利活用をということですけれども、カヤで、カヤぶき

とか、実際見ていただいて、使えそうだという話もありま

したので、カヤぶきですとか、ぜひカヤ材の利用とか、

何ていうか、企業とか団体とかのそういうイベントとか

観光利用という面もあるかと思うんですけれども、ぜひ

草原本来の利用を、さらに新しい形での草原の資源の

利用という観点からで捉え直すのもいいのではないか

なと思いました。そうした中で地域での草原の資源の活

用の担い手という意味では、東伊豆町では最近、ＮＰＯ

ですとか大学が連携して様々な活動をしてきていると思

いますので、そういった地域でのつながりをまた活用し

ながら、細野高原のほうも今後動いていけたらいいの

ではないかなと、私自身もこれから一緒に関わってい

けたらなと思っています。

　２点目ですけれども、富永さんと鈴木さんの動画と、あ

と、私自身もネイチャーガイドのほうには時々参加させ

ていただいて、観察会、行かせていただいているんです

けれども、本当に今回の動画で、ちょっとしたやぶの中

に入らないと見られないキキョウですとか、もう本当に

道の、ちょっと奥まったところの道の、ふとこうよく見ない

と気づかないような石ですとか、そういった細やかな場

所まで熟知しているという地元のガイドですとか、そう

いう知識というものも人材として引き継いでいかなけれ

ばいけないなと思っております。

　私自身は、大学での研究ということで、なかなか綿密

にこの隅から隅まで熟知するということがまだまだ足り

ていないわけなんですけれども、そういった意味で、ジ

オもそうですし、植物ですとか生物のほうの専門的な知

識をより地域でも引き継いでいく人材がこれから必要で

はないかなというふうに思った次第です。

　以上、２点ほどです。ありがとうございました。

○司会　どうもありがとうございます。

　続きまして、上野さん、お願いいたします。

　上野さんは、一般社団法人日本茅葺き文化協会事務

局長を務められておりますので、そういった視点から

お話をいただきたいと思います。よろしくお願いいたし

ます。

１．開会

○司会　それでは、ただいまより第13回全国草原サ

ミット～未来へつなごう！壮大な海すすきの草原～を

開催いたします。

　私は進行を務めます東伊豆町企画調整課長の森田

と申します。どうぞよろしくお願いいたします。

２．挨拶

○司会　まず初めに、開催地を代表して、本大会の実

行委員長である東伊豆町長　太田長八よりご挨拶を

申し上げます。

○東伊豆町長（太田長八）　皆様、こんにちは。東伊豆

町の町長の太田でございます。

　本日は、この首長様におかれましては、新型コロナ

ウイルス感染症の対応で大変お忙しい中、全国草原サ

ミットにご参加していただきまして、誠にありがとうござ

います。

　本来であれば、皆さんにこの東伊豆町にお越しいた

だきまして、顔を合わせながらこの意見交換をさせてい

ただくところでございますが、１年延期したにもかかわ

らず、新型コロナウイルスの感染がなかなか収まらな

い状況ですので、このようなオンラインの会議とさせて

いただきました。ご理解願いたいと思います。

　この後、前回大会の報告、それから、昨日から行って

きましたシンポジウムの報告もお願いいたしますが、こ

こから先がメインであるサミットとなります。全国に存

在する草原の価値、また課題につきまして、参加者の皆

様から貴重なご意見を提言していただきながら有意義

な大会となるよう期待しておりますので、どうぞよろしく

お願いいたします。

○司会　町長、ありがとうございました。

　それでは、本日は東伊豆町以外に８自治体の皆様

にご参加いただいております。

　参加者について、事例等の発表順にご紹介させてい

ただきます。

　前回サミット開催地の宮崎県川南町、町長、日髙昭

彦様、兵庫県新温泉町、町長、西村銀三様、岡山県真

庭市、市長、太田昇様、前回サミット開催地の宮崎県

串間市、市長、島田俊光様、熊本県高森町、町長、草村

大成様、広島県北広島町、生涯学習課長、西村豊様、

いというのもあるけれども、そこにそうあってほしいとい

う思いが一番あるんだなというところ。山田さんのお話

を裏づけるようなネイチャーガイドのさっきの富永さん

とかジオガイドの鈴木さんのお話も、こういう方もたくさ

んいらっしゃるというのがもうすごいところだなという２

番目のわあです。

　最後は、笹岡さんとかの話にも出てきましたけれども、

山から海が近いじゃないですか。ここから15分ぐらい

であの草原に行けて、町もその間にあって、ジオの話も

ありましたけれども、すごく山から海までが見渡せる範

囲にあるという中に今の壮大な何億年の話から、その

暮らしが息づいていて、見えているということ、それでそ

こにさっき話したみたいな人がいらっしゃるということ

がもうすごいなというのが私の３つのわあでした。

　以上です。

○司会　どうもありがとうございました。

　先生たちのお話を聞いて、東伊豆町に住んでいる人

たちが感じていること、貴重な場所なんだなというよう

に思いました。また、動画のほうに出演していただきまし

た富永さん、鈴木さん、山田さん、どうもありがとうござい

ました。

　本来ですともう少し意見交換としたいところですが、

お時間になりましたので、これでオンライン見学会のほ

うは終了させていただきたいと思います。

　１時間昼休みを取りまして、午後１時から草原サミッ

トのほうを開催いたしますので、よろしくお願いいたし

ます。

　皆様どうもありがとうございました。

あったり、いろんなところに登場する、そういう特徴が

ございます。

　ここが町の中心部にあります、広さ的には３万

3,000平方メートル、3.3ヘクタールということでござ

います。植物のほうは、およそ300分類で、そのうち

170種ほどが希少な植物であるということでございま

す。平成22年から一般に公開しておりますので、今年

で12年目に突入したところであります。開園期間は４

月から11月の間ということになっております。

　では、この活動の状況の現状なんですけれども、基

本的にこの湿原は、ボランティアの団体であります川

南湿原を守る会の方々が運営をしていただいておりま

す。日常の草刈りなどの管理、それから植物の整備状

況、また、案内も全てそういうボランティアの方がやっ

ていただいているという状況でございます。

　管理作業は大きく分けて２つあるんですが、まず６月

ぐらいに水草を除去いたします。特にセイタカアワダチ

ソウ等が水路等に入りますので、それを全員で除去し

ます。そして１月には草出しをして火入れをするという

ことでございます。先ほど言いました守る会の会員の皆

様、それから役場の職員、一部ボランティアの方々に手

伝っていただいてやっているところでございます。

　現在、その湿原のほうの普及活動ということでござ

いますが、年に３回ほどの観察会を実施しております。

まず１回目が４月下旬のトキソウ・ハルリンドウ観察会

でございます。２回目が７月、夏にトンボの観察会、最

後が８月から９月にかけまして、ホシクサ観察会。ホシ

クサというのが実はもう世界でここしかないという、

ヒュウガホシクサであるとか、エダウチシロホシクサ

等がございます。専門の方には非常に貴重な植物だと

いうことでございます。

　今、本当にここしかない植物がありますので、一般に

開放しているんですが、まだそこまでＰＲをあえてせず

に、いろんな意味で、種の固定であるとか、そういう仕

組みを構築しながらいろんなことをこれからの目標に

しているところでございます。

　今回どこもそうですけれども、３年前に全国の大会を

開催させていただきまして、いい機会をいただいて、全

国的にＰＲを進めていこうという矢先ではございますが、

こういうコロナに関して、うちも県外とか遠くから専門

の方を含めた方が多くいらっしゃるもんですから、今は

残念ながら閉園という形になっております。いろんな工

夫や機会づくりをこれからしっかり行いながら、我々は

湿原の魅力をどうやって発信するか、これをどうやって

維持していくかというのをしっかり考えていきたいと考

えております。

　以上で前回の報告とさせていただきます。ありがとう

ございました。

○議長（太田長八）　どうもありがとうございました。

　本当、３年前に私、川南町さんと串間市さんにお邪

魔させていただきました。本当にすばらしい運営でござ

いまして、それを目標にやった中で、新型コロナウイル

スになってしまいまして、本当に残念でございます。そう

いう中で、やっぱりまず川南町の川南湿原、これを地

区の方が再現しようと頑張った中で、今、着 と々その準

備が進んできているということ、これはもう敬意に値い

たしますので、これによりましてまたまちづくりをやって

いけば、またすばらしい町ができるんじゃないかと思

いますので、頑張っていただきたいと思います。

○川南町長（日髙昭彦）　ありがとうございます。

４．シンポジウムからの報告、問題提起

○議長（太田長八）　それでは、次に、シンポジウムの

総括といたしまして、いつも大変お世話になっておりま

す、全国草原再生ネットワーク会長でございます高橋

様にこれまでの報告と、また問題を含めてよろしくお願

いいたします。

○全国草原再生ネットワーク代表理事（高橋佳孝）　

皆さん、こんにちは。全国草原再生ネットワークの高橋

でございます。

　昨日来、第13回全国草原シンポジウムがこの東伊

豆町で行われました。その概要について、私のほうから

説明をさせていただきたいと思います。

　ここは、町長の挨拶の写真が載っておりますけれど

も、昨日は基調講演とパネルディスカッションと分科会、

それから総合の討論会というのがございました。それ

に沿って、昨日のシンポジウムのご紹介をさせていた

だきたいと思います。

　最初は、芸北高原の自然館の白川さんの基調講演

から始まりました。基調講演の内容も非常に盛りだくさ

んでして、各地の人と自然が関わる取組について、たく

さんの事例を紹介していただきながら、そのなかに潜

んでいる非常に価値のある関係性というのを大事にし

ていこうということで、講演をいただいております。

　人と関わる自然をどのように守るかということですけ

れども、要は関わり合いを学んで、暮らしに寄り添って

人が決めていく自然そのものの価値を発信をきちんと

されているか、あるいは共有されているかという問題提

起から入ってきました。時代や地域に合った多様な活

用で、草原についても守っていく必要があるんじゃない

かと。

　大事なコンセプトは、残したいものは共創資産であ

島根県大田市環境政策課長、和田二朗様、熊本県南

阿蘇村農政課主幹、後藤進哉様、また、サミット中、草

原100選についてご説明させていただきますことから、

全国草原再生ネットワーク代表理事の高橋佳孝様に

もご参加いただきます。

　皆様どうぞよろしくお願いいたします。

３．前回サミットの報告（串間市・川南町）

○司会　それでは、各自治体から活動報告や課題の

提起などを発表していただきますが、ここからは、大会

実行委員長の太田長八東伊豆町長がサミット議長とし

て進行いたします。

　太田町長、よろしくお願いします。

○議長（太田長八）　それでは、しばらくの間、議長を

務めさせていただきます。太田です。

　ご協力のほどよろしくお願い申し上げます。

　まず、前回の開催地でありました宮崎県川南町長の

日髙昭彦様より、前回の報告並びに課題、取組につき

ましてご発言をよろしくお願いいたします。

○川南町長（日髙昭彦）　皆さん、こんにちは。川南町

長の日髙でございます。

　今回は本当にいろいろ大変な中、太田町長をはじ

め、関係者の方々に開催をしていただきましたことを改

めて感謝申し上げたいと思います。

　前回、もう３年前になります。市長お見えですが、宮

崎県の串間市と同時に開催をさせていただきました。

後ほど島田市長のほうにも話があるかと思いますので、

私のほうから話をさせていただきます。

　それでは、３年前、実は２つのＰＲポイントがありまし

て、１つはですね、今はオンラインでこうやって同時開

催、いろいろ当たり前なんですけれども、当時は串間市

と川南町と、県内ではありますけれども、車で３時間、

130キロぐらい離れていた会場を同時に開催をさせて

いただきました。今となればいろんな思いもあって、大

変だったんですけれども、いろんな経験もさせていた

だいたと思っております。

　もう１点が、川南町は草原ではなく湿原なんですが、

水のある草原を湿原という形で、初めてこの草原サミッ

トに湿原を登場させていただいたということで、改めて

感謝申し上げたいと思います。

　では、簡単に報告をさせていただきますが、前回は、

黒潮洗う野生馬の草原とトロントロンが育む湿原、ト

ロントロンについては後ほど説明いたしますが、そう

いうことで、連休明けの５月12日土曜日から月曜日ま

での３日間にわたってさせていただきました。延べ885

名の方に参加をいただいたところでございます。

　先ほども申しましたとおり、湿原を入れていただきま

したので、当時は12の自治体、特に県内から、川南町

と串間市ですが、湿原の関係で近隣市町村であります

新富町、高鍋町にも参加をしていただきました。

　先ほど言いましたとおりでございますが、このサミッ

トの中で宣言をさせていただきました。今回も宣言があ

るんですが、４つの項目をテーマとして宣言させていた

だきました。

　まず１点目がですね、まず、守るという点、それから２

つ目が安全、３つ目がＰＲ、４つ目が連携というキー

ワードになりますが、まず１つ目は、やっぱり湿原とい

うのは、草原というのは、人が手を入れないと維持でき

ないということで、今回も入っておりますが、湿原を守る、

草原を守る担い手の確保や保全活動を積極的に支援

するという、守るという点でございます。

　２つ目が、やっぱり草原管理の新たな技術やシステ

ムを活用する安全管理、つまり野焼きの安全性である

とか、カヤぶきの技術を、高所作業でありますので、そう

いう安全性を大事にするということで、安全管理体制

を積極的に支援するということでございます。そういう

安全を構築するということでございます。

　３つ目がＰＲというキーワードを使いましたけれども、

草原の大切さと公益的活用を広く国民にアピールする

ため、全国草原100選を選定するということを進める

ことを決定したところでございます。

　４つ目が連携と言いましたけれども、全国の草原を

有する自治体が連携して行動していくこと。全国草原

自治体ネットワークという、正式には全国草原の里市

町村連絡協議会という活動を強化するというテーマで

ございます。それは、前々回の平成28年、新温泉町で開

催されたときに設立をされたところでございます。

　それでは、簡単に川南町の活動の状況ということで

紹介をさせていただきます。

　まず、川南湿原ということなんですが、大きな特徴が２

つありまして、１つがですね、これは湧水、湧き水ででき

た湿原であります。よそからの流れ込みがないので、世

界でここだけという希少な植物が、現在発表されている

のが３つ、あとまだ幾つか未確定でありますけれども、ほ

ぼ間違いないということがございます。それから湧き水

でございますので、ここはたまたま町の中心地からすぐ

近く、歩いて行けるという地理的なメリットもございます。

　トロントロンという名前を先ほど申しましたけれども、

実はこれはトロントロンというのは、水が湧く、トロント

ロン湧く、湧き出るという音から来た正式な地名でござ

います。片仮名でございますが、川南町と言えばトロン

トロンというのが軽トラ市であったり、施設の名前で

どうやって守るかという、そういう行政側からの仕組み

づくりについて、南阿蘇村長の吉良さんから講演をい

ただいて、その後パネルディスカッションを行ったとい

うことです。

　東伊豆町の様子はこういう感じで、３人が登壇して、

会場と熱心な討議が行われました。こういう形で、茅葺

き文化協会の安藤先生なんかも非常に示唆的な、後で

ちょっとお話ししますけれども、コメントをいただいたり

して、地元の方たちもとても元気づけられる内容だった

と思っております。

　内容をかいつまんで言いますと、保全の面からいう

と、面積とともに管理がなくなったということが生物相

に大きな影響を与えているんだよと。それから、湿原保

全も大事だけれども、全体を通して鹿の問題が今顕在

化していて、草原だけで語れる内容ではなくて、全体の

管理ということも必要になってくるだろう。それから、

ゾーニングや安全な場所では、後継者育成のための

フィールドとして積極的に活用してもいいんじゃないか

という話がありました。

　それから、担い手の問題もあり、新たな仕組みが

やっぱり必要になってくるだろうな。１つはボランティ

アかもしれませんし、１つは野焼きの体制整備というこ

とかもしれません。

　それから、利用価値を最大限に活用する、すなわち

材としての草原もあるし、景観を利用した観光もあるで

しょうし、それを持続的なシステムとしてどうみんなで

関わっていくかということが重要だろう。それから、東伊

豆町さんは温泉もあり、海もあり、それから草原もあると

いうことですね、東京からも近いという立地条件もあっ

て、やはり観光が主体となる、産業として観光が主体と

なるだろうと。その中に草原の恵みであるカヤの利用

を取り入れて、地域の特性やスケールを発揮してはどう

かというのが安藤先生のほうから示唆されたことです。

特に例えば来訪者の拠点施設みたいなところとか、そ

ういうカヤふきが実際にできるようなところをうまく利用

して、そこに新しい価値も含めた来訪客へのサービス

提供というのもできるんじゃないか。カヤの循環によっ

て、癒しの空間形成というのが可能であるし、そういう

ものが今後観光を回していく上でも期待が大きいん

じゃないかという話があったというふうに覚えています。

　それから、蒜山会場のほうは、このようにカヤを使っ

たサイクリング施設というのを実際に建てられていて、

その新しい施設の近くでこういうふうなセッションを

行っております。

　内容ですけれども、草原の利用から見える、過去に

学ぶことによって蒜山らしさというのがよく分かるんだ

と。その利用の仕方や経緯から学ぶものも大きいとい

うことがありました。

　それからもう一つは、よく自然再生事業というのはい

ろいろ行われているんですが、その自然再生において

も地域経済を回すことが今大切になってきているんで

すよというお話。実際に草原のカヤを使ったサイクリン

グセンターというものがありますけれども、ここから広

がる新しい世界があって、それが地域を大きく回してい

く一つのきっかけづくりにもなるんじゃないか。

　それから、カヤの利用についても、いわゆる文化財と

か古民家だけではなくて、今は新しい施設や近代的な

施設、そういうものについてもいろいろとカヤが使われ

ている時代である。カヤぶきは新たにもう一皮むけて

未来に発展する、その礎となり得るものではないかと

いうことがありました。

　これまでは地元だけで使って守るというところから、

地域外の関係者も含めた、地域の人も一緒になって守

るという、幅広い守り方、そういうものが目指されており

ました。そのためには、地域内外の人と意識を醸成す

るためにも、楽しいということもとても大切なんではな

いかということが報告されております。

　それから、阿蘇のほうは、このように広がる草原が九

州の北部の６大河川の水源域になっているという、そ

ういう立地条件もありますけれども、今回、水源涵養を

中心とした生態系サービスについての討論が行われ

ております。

　新しく分かったこととして面白かったのがススキ草

原がものすごく水源涵養力が高いんだと。そのなぜか

という理由の一つがススキそのものが節水型の植物

であって、水を消費しない。その分、水源涵養に回る水

が多いんですよと。それから、川下、川上の関係でいえ

ば、福岡都市圏も含めて大勢の人数の飲用水を賄うこ

とができる、その水源地が阿蘇の草原だと。それは有

明海のほうにもつながっていて、ノリが色落ちするのを

防ぐために栄養源を補給しなきゃいけないんですけれ

ども、その補給するだけのダムの放流ができるだけの

水源が確保できていることがとても重要だと。そういう

意味では、海のほうから草原を応援していただくという

仕組みづくりも今後考えていったらどうかというような

お話がありました。

　それから、環境省のほうでは、阿蘇の地域を守って

いく、あるいは草原を守っていく上で、地元の農業者の

なりわいに対する助成を主体に考えてきたんですけれ

ども、それも今後は重要であると同時に、これからは草

原の持つ公益的機能へどういう形で支援できるかとい

う仕組みをつくる必要があるんじゃないかというお話

それを研究面から実証、検証するということをぜひ研

究者にはやっていただきたいと。それを普及させる場

の整備を行政には担っていただけると非常にありがた

いという最終的な要望がございました。

　これらの問題というのは、一個人でどうこうできる、

解決できるものではありませんので、ぜひ行政のほう

のお力添えをいただきたいと。私ども個人や市民として

は、今後もそういう形で対話を続けていきたいというこ

とで、最後、閉めたところでございます。

　少し長くなりましたが、以上が草原シンポジウムの報

告です。ぜひこの内容についてもサミットでの論議をし

ていただきますようよろしくお願いいたします。

　以上です。

○議長（太田長八）　高橋先生、どうもありがとうござ

いました。

　私、このシンポジウムをやって本当、大変勉強になり

ました。と申しますのは、やっぱり今までカヤの活用と

かね、また、子供たちを育てていかなければならない、

地域の学習、体験学習、これも大変重要だと感じまし

たので、この間、大変勉強になりました。

　そういう中で、首長さんがいらっしゃいますので、私

が一番感じたのは、やっぱり阿蘇の分科会の、誰か

ちょっと名前を忘れましたけれども、要するに職員が、

担当者はある程度認知しているけれども、ある程度の

方、全ての方が草原などを認知しなければ進まないと

言われましたので、各首長さんには、担当者だけでは

なく、ほかの違う職場の方たちにも、あと、地元の草原、

また湿原に対する知見をある程度広げていければ大

変ありがたいと感じております。

　以上です。

　どうも高橋先生、ありがとうございました。

５．各自治体の取組と課題

○議長（太田長八）　それでは、各自治体の皆様にご

報告をしていただきたいと思います。順番は、事前に配

付してある参加名簿の順でお願いいたします。時間の

関係もありますので、各自治体おおむね５分間をめど

ということでお願いいたしたいと思います。

　それでは、兵庫県新温泉町長の西村銀三様によろし

くお願いいたします。

○新温泉町長（西村銀三）　皆さん、こんにちは。新温

泉町長、西村銀三です。よろしくお願いいたします。

　平成28年第11回のシンポジウム、新温泉町で開催

していただきました。その際には、川南町、日高町長さ

んをはじめたくさんの方にご参加をいただきました。誠

にありがとうございます。

　皆様のお手元に新温泉町の概要と上山高原の歴史

と現状という資料があると思いますので、資料に沿って

説明をさせていただきます。

　新温泉町は、日本海側に面した鳥取県との県境に

あり、平成17年10月に誕生した人口約１万4,000人

弱の町で、まちづくりのテーマは、「海・山・温泉　人が

輝く夢と温もりの郷」であり、豊かな自然に恵まれた町

であります。

　産業については、農業分野では水稲、梨、高原野菜

の大根の生産を主として進めています。畜産について

は、神戸ビーフや松坂牛のもと牛である但馬牛の主産

地として、飼育頭数の維持拡大に努めています。また、

水産業については、松葉ガニ、ホタルイカ、ハタハタな

ど、日本有数の漁獲高を誇っています。

　当町には上山高原という大きな草原があります。周

辺集落の人々によって上山高原は田畑の土づくり、和

牛放牧として活用し、中でもススキは飼料、カヤ、かや

ぶき屋根等に利用され、生活の一部として維持されて

きました。

　しかし、農機具の普及、牛農家の減少によって、草原

は活用されなくなり、クマザサが茂り、雑木に覆われて

きました。これでは駄目だということで、平成16年に県

と町と地域が連携してＮＰＯ法人上山高原エコミュージ

アムを立ち上げました。上山高原と麓の７集落を丸ごと

生きた博物館として捉え、草原を保全・再生する取組を

地域の資源を活用し、地域内外との交流を図ることで

地域の活性化につながる活動を進めています。

　再生の具体的な活動としまして、人工林をブナ林の

広葉樹に替え、ススキ草原の持続と拡大ということで、

山焼き等を行っています。また、イヌワシの生息調査、ノ

ハナショウブ、そしてヤナギタンポポ等、希少植物のモ

ニタリング調査の継続を行っていますし、体験プログ

ラムとして、滝巡りやハイキング等も行っています。また、

第11回大会を開催した成果だと思っていますが、スス

キの有効活用ということで、神戸市のかやぶき職人「く

さかんむり」と連携・協力協定を結び、古民家や文化財

施設にカヤを使う取組も進めています。

　草原維持では、ササ刈り、山焼き作業、放牧作業等、

毎年継続することが必要になってきます。このため会員、

地域住民、ボランティアの方々の協力をお願いしてい

ますが、作業費等の捻出が今後の大きな課題となって

います。今後もできるだけ多くの方にご協力をいただい

て保全活動や利用する取組を進めてまいりたいと思っ

ております。

　以上であります。

○議長（太田長八）　どうも西村町長、ありがとうござ

がありました。

　それから、草原と私たちの関わりとか、暮らし方を支

えるエビデンス、要するに研究の証拠ですよね、そうい

うものとか学術研究がとても重要だということが今回

のこのセッションの中でもよく分かったということです。

　それから、南阿蘇村長さんは熊本地震後、火入れ責

任者を村長さんに替えたという行政側からの支援が

あって、それによって野焼きが復活したところが結構

あったと。それから、火入れの手続も届出制に変えたり

ということをしたんですけれども、これを行う大きな根

拠となったのが、やはり水源涵養機能ということで、熊

本県民、熊本市民の水道水を支える水源の源である草

原を守ることが地域全体、あるいは県全体に対しての

大きな影響を及ぼすんだ、大きな貢献ができるんだと

いうことで、これまで阿蘇の草原といえば景観が主体

でしたけれども、今後は水源保全という意味でも、阿蘇

の草原の価値を見直して、みんなにアピールしたいと

いう話がございました。

　最後、全体会は、こうやって行われたそれぞれの分

科会の報告を受けて全体討議をしたんです。これも全

てオンラインでやりました。ここに映っているのは東伊

豆町さんのところでやった内容です。ちょっと写真で隠

れていて申し訳ないんですけれども、それぞれの分科

会から代表者が入っていただいて、オンライン上で討

議を行っております。

　まとめになるかどうか分かりませんけれども、草原の

保全面については、なぜ草原が重要かを各世代意識

共有する必要があると。活動に関わる人、理解者、応援

者を増やしていく仕組みが必要。維持するために人が

関わり利用し続ける仕組みづくりが重要になるという

ことが語られました。草原の経済価値と公益機能を積

極的に評価してあげる必要があって、公益機能の守り

手である生活者を支援する制度設計というのをしっか

りと組む必要がある。

　前にもお話ししましたけれども、保全のための保全と

いう観点から、草や草原を活用することによる保全と

いうほうにシフトしていく必要があるんじゃないかとい

うお話でした。

　草原の活用についてですけれども、これも先ほどお

話ししたように、保護の管理から、利用して管理へとい

うのが大きなテーマとなっていました。草原利用の創意

工夫に対して様々な支援や環境整備をしていく必要が

あるだろうと。小さな経済活動を生み出して、地域ととも

につくり出すことがまず第一歩じゃないか。

　都市へのアプローチには、どうしても意識の違いと

か様々な問題があるので、その中間層の育成が必要な

んじゃないか。

　堆肥や農業や肥料とか、あるいはカヤの利用という

のはありますけれども、今でも野草の利用価値は非常

に高いものがあって、堆肥の利用とかカヤの利用で野

草の価値を復権する必要があるんじゃないのかなと。

堆肥についても、今、新しい知見として、野草を使った

堆肥に含まれる非常に優れた土壌菌がいるということ

も分かってきました。こういうのも研究の成果だと思い

ますけれども、そういうふうに野草の価値を復権させる

ことで、野草を利用すれば火入れの炎もある程度制御

しやすくなるし、火入れの安全性にもつながるんだよと

いう幅広い内容からのものがございました。

　草原の継承については、地域の固有性やほ誇りを

各世代で共有、共感すると、これはもちろんですけれど

も、地域、行政、企業が互いに手をつなぐ仕組みという

のも面白いんじゃないか。例えば細野高原だったら、

いろんな企業さんが持続的にこれを利用したいという

ことではいろんな方が入っていただいて、そこを活用し

てはどうかという話もございました。

　それから、カヤふきは活用を通じた継承の有効な

ツールである。利用というものが入ることによって、その

価値を継承したり、その仕組みを継承したりするきっ

かけにもなる。

　それから、使うことで生き物が、草の供給で文化が守

られていくだろうと。

　環境教育は世代を超えていく潜在性を持っているの

で、非常に大切なことである。子供さんへの教育という

のはとても大切。

　草原と地域のつながる観光や地域振興の在り方に

も工夫が必要になってくるんじゃないかというふうなま

とめがございました。

　最後に、行政へ望むことということで、幾つか提案を

いただいております。

　１つは環境教育、あるいは担い手育成も含めてとい

うことですけれども、その助成をぜひ継続できるような

ものにしてほしい。

　それから、実際に草原を守るときに一番頭を悩ませ

ているのは、行政の実務者の担当者であろうというこ

とで、もちろんいろいろ替わったりもしますので、持続

的にそれを進めていくのに問題が生じがちなんですけ

れども、ぜひその自治体間での実務者同士の学びの

ネットワークをつくっていただけないか。サミットでい

えばシェルパ会議のようなものを今後実現していただ

ければありがたいという話がありました。

　それから、地域知、伝統的に言いつながれてきた知

識そのものに意外と真実が、とても大事なものがあって、

いました。

　太田市長の取組は、もうマスコミでだいぶ私も勉強

させていただいております。そういう中で、文化と草原

がやっぱりマッチしないと、本当にそのとおりだと考え

ています。昨日の分科会の会場、隈先生の建築、それに

つきましてカヤを使っていること、大変感銘を受けまし

たので、今度、一度視察に行かせていただければ大変

ありがたいと思います。よろしくお願いします。

○真庭市長（太田　昇）　どうぞ、おいでください。これ

が全容ですけれども、３棟あります。

○議長（太田長八）　そんなにあるんですか。

○真庭市長（太田　昇）　１つは、このメインのがです

ね、これが18メートルあります。その横に見えておりま

すのが、隈研吾先生の設計図面とか模型とか、そして

サスティナブルな商品を売るとかですね、そしてもう一

つはサイクリングターミナルという、それで構成されて

います。7,000平米ぐらいの広さであります。

○議長（太田長八）　すごいですね。視察を楽しみにし

ておりますので、よろしくお願いいたしたいと。

　続きまして、串間市長の島田俊光様、よろしくお願い

いたします。

○串間市長（島田俊光）　こんにちは。串間市の島田

でございます。

　12回草原サミットにつきましては、川南町と一緒に

開催させていただいたわけでございますが、事務局の

皆様等はじめ関係各位の皆様方のご高配を賜り、サ

ミットを成功することができました。本当に感謝を申し

上げたいと思います。

　それで、宮崎県串間市は、宮崎県の最南端に位置す

る温暖多雨なところでございます。きゅうりやピーマン

などの施設野菜、サツマイモやごぼうなどの露地野菜

をはじめ生食で食べられる完熟キンカンや餌にトウガ

ラシを混ぜてつくる養殖ブリなどは、質、量とも全国トッ

プクラスの地域でございます。また、そのように農産物

を生産する食の宝庫でもあります。

　串間市からは、野生馬が生息する都井岬と宮崎県

の希少な動植物重要生息地に指定されている古竹・笠

祇地区について紹介させていただきたいと思います。

　串間市の草原といえば、野生馬が生息する都井岬が

代表的な草原となるわけでございますが、もともとは江

戸時代の軍馬を育成するための牧場であったものが、

人の手が触れることなく、令和の時代まで残っているも

のであります。春には新緑の草原にオキナグサやウマ

ノアシガタ、さらに夏から秋にかけてヒオウギやノヒメ

ユリ、ムラサキセンブリ、冬はノジギクなどが繁茂して、

四季それぞれの種のある希少動植物、国指定天然記

念物の野生馬とともに見ることができます。オキナグサ

など都井岬に生息する多年草のほとんどは、毒があっ

たり、またとげがあったりして、馬が食べない植物であ

り、食べ残すことから花を咲かせることができる。都井

岬は馬がつくり出す生態系に、絶滅危惧種に指定され

ている希少な植物を観察することができます。都井岬

は人の手を加えないことが魅了をより高めるものと考

えております。

　通過型の観光から体験、滞在型の観光へと転換さ

せる取組として、野生馬の生態と野生馬による形成さ

れた草原の植物やふん虫、フンコロガシでございます

が、などを訪れた観光客に対して分かりやすく説明す

る都井岬野生馬ガイドを配置し、エコツアーなど着地

型観光としての活用をはじめ、地元小中学生の地域を

学ぶ授業、くしま学などを地元の魅力を学習させる取

組など、草原の維持・存続と魅力発信のため取り組ん

でおります。

　また、笠祇・古竹地区の紹介でございますが、資料の

下段にあります笠祇・古竹地区の草原については、都

井岬と同様であり、江戸時代の軍馬を育成するための

牧場であったものが地域住民により草刈りや野焼きな

どの作業により代々守られ、現在も草原として維持され

ているものでございます。平成19年11月には宮崎県

の希少野生動植物重要生息地に指定されております。

笠祇・古竹地区は串間市の中心市街地から車で約15

分と近い場所に位置しており、昔ながらの田園風景が

広がり、里地里山で和牛の里として呼ばれている畜産

が盛んな地域でもございます。

　集落は過疎、高齢化が進み、野焼きなどの里山を守

る活動の継続が危惧されているところでございます。集

落の過疎化、高齢化の進展は、本市のみならず全国各

自治体の共通問題と認識をいたしております。行政の

役割としては、地域の魅力を住民自らが情報発信して

いく活躍の場の創出と、地域に何度も訪れる深いつな

がりを持つ関係人口の増加が肝要であると考えており

ます。

　本市の取組の１つがエコツーリズムの推進でありま

す。市といたしましては、地域資源の魅力を伝えること

により、関係人口の増加、地域住民の資源価値の再認

識、そして、環境教育による次世代への継承へとつな

がるエコツーリズムを鋭意取り組むことにより、草原の

維持形成を図っていきたいと考えているところでござ

います。

　以上でございます。よろしくお願いします。

○議長（太田長八）　どうも島田市長、ありがとうござ

いました。

いました。

　このＮＰＯ法人の活動、大変すばらしいと感じており

ますし、また、うちの町のテーマも、「満点の海・山・空は

東伊豆」と、何かまちづくりが同じような感じがいたしま

すんで、これを契機にまた交流ができれば大変ありが

たいと思います。どうぞよろしくお願いいたします。

○新温泉町長（西村銀三）　こちらもよろしくお願いし

ます。

○議長（太田長八）　それでは次に、続きまして、岡山

県真庭市長の太田昇様、よろしくお願いいたします。

○真庭市長（太田　昇）　真庭市の太田です。よろしく

お願いいたします。

　真庭市は合併して828平方キロメートルと、面積で

いうと東京23区の1.3倍というですね、岡山県北に広

がる市です。その一番北、鳥取県境のところに蒜山高原

という高原がありまして、東西20キロ、南北10キロと

いう、多分、関西では一番広い高原だと思っております。

　課題ですけれども、よそと同じで、もともとはススキ野

原が非常に広がっていた、それがだんだん狭くなって

きていると。そこに貴重な動植物、絶滅危惧種がいた

のが、これを守らないと、景観も含めて滅んでしまうと

いうようなことで、そういう意味での保全というのが一

つの大きな課題であります。

　もう一つは、これも出ておりましたけれども、単に保

全だけではできない、やはり活用しながら保全すると

いうことをしなきゃならない。その活用というのが一つ

の課題だろうというふうに思っております。

　その２つをどうしたら両立できるのかということです

が、１つは、カヤを山焼きをする、そうするといいカヤが

できる。そのカヤを、もちろん土に戻すことによって、灰

そのものが肥料になってまいりますが、蒜山も旧石器

時代から人が住んで、そしてカヤを焼いて、火山灰の

非常に貧栄養化のところを植物が育つように、１万年

以上かけて変えてきたという歴史がありますから、それ

を延 と々やっていかなければならない。それとともにカ

ヤを建築資材として活用するということで、昨日の分科

会でも隈研吾先生の設計で、カヤの屋根を逆さまに

使ったですね、屋根そのものは鋼板で、中の天井から

中を全部カヤにしたという、逆さまにしたような、そうい

うサイクリングターミナルを造りましたけれども、それ以

外にも建築資材としていろんな活用ができるということ

で活用していきたいということであります。

　それとともに、このすばらしい高原を多くの方に親し

んでいただく。自然環境だけでは人は来ません。やはり

そこに文化というものがないと人は来ないということで、

ここに出ておりますけれども、これも隈研吾先生の作品

ですけれども、ＣＬＴ、クロス・ラミネーテッド・ティン

バーという縦横、縦横に木材を組合せして、一つの板

を作るわけですね。その板を組合せしてこういう建物

を造っていくですね、これはオリンピック選手に遊んで

もらおうと思って東京の晴海に造ったんですけれども、

真庭のヒノキで造り、日本で専用のＣＬＴ工場は真庭に

しかありませんから、言わば真庭に里帰りしたというこ

とで、グリーナブルヒルゼンというふうに呼んでおりま

すけれども、こういう施設。中は空間で、ここで遊んだり、

イベントができるように、そういうものを、一つの芸術作

品ですけれども、造っております。こういうものを使って、

観光資源としても活用していくと。

　つまり景観も含めて、そして人工的なこういうものを

全部入れて、地域価値を上げていくという、そういう概

念で取り組んでおります。

　さらに、このＧＲＥＥＮａｂｌｅというのがロゴにもなって

おりまして、阪急阪神百貨店がこのグリーナブルに沿う

ようなものを真庭の産物をですね、産品を大阪で売っ

ていくというような、阪急百貨店とも提携をして、コロナ

がもう少し落ち着けば本格的に梅田で真庭の産品を

開発しながら売っていくということになってまいります。

阪急に今ブランド、阪急ブランドとしてＧＲＥＥＮａｂｌｅと

いうのを商標登録してもらいました。

　そういうことをしながら、この背景として、私の背景

に木材を使っておりますけれども、バイオマス産業都市

の指定も受けて、やがて真庭の電力は全て真庭で賄う

と。今、バイオマス発電、１万キロワットのありますけれ

ども、市内需要の大体60％ぐらいを再生可能エネル

ギーで賄えています。火力じゃなくて、水力とバイオマス

ですね。これを100％にしていくということも地域の価

値を上げていくという取組をしております。

　それと、生ごみ等、人間さんのふん尿ですね。それを

混ぜてメタンガスを発生させて、それでプラントを動か

して、最後、液肥を作って、それを低コスト農業として利

用していくという、そういうような、全体をＳＤＧｓという

か、サスティナブルなそういうまちにしていくという取組

をしております。東京のまねをしても仕方ありません。こ

の地域にある資源をいかに使って、それを循環させて、

未来志向で豊かにしていくということで、ＳＤＧｓ未来都

市の第１号にもなっておりますけれども、そういう取組

をしているというのを、そういうことを背景にしながら

蒜山高原を守り、活用していくということであります。

　皆様方のご意見も、あるいは活動も参考にしながら、

よりこれを進めていきたいというふうに思っております

ので、今後ともよろしくお願いいたします。

○議長（太田長八）　太田市長、どうもありがとうござ

にちは。広島県の北広島町生涯学習課長、西村と言い

ます。よろしくお願いいたします。

　お手元にお配りしております北広島町の概要、そし

て、北広島町の草原と取組について、説明をさせていた

だきます。

　まず、広島県北広島町の概要でございますが、広島

県の西北部、西中国山地の標高300メートルから800

メートルの盆地、北は島根県と接しております。広島県

に流れる太田川、そして島根県に流れます江の川の源

流域でもございます。面積の８割以上が森林地帯でご

ざいまして、県北地域、こちらは1,000メートル級の山

が連なっております。

　国立公園の一部でございます八幡湿原、こちらにあ

ります芸北地域の八幡、こちらは冬になりますと２メー

トルの雪を記録する豪雪地帯となっております。

　それでは、広島町の草原と取組について説明をさせ

ていただきます。

　こちらにつきましては、４つ紹介をさせていただきた

いというふうに思います。①から④まで、概要から課題

というふうにしております。

　まず、雲月山でございますが、島根県と隣接をしてお

りまして、かつては採草、そして放牧の目的で1960年

頃まで利用されておりました。島根県側はカラマツの

植林となっています。広島県側、こちらは1990年代に

観光イベントとして山焼きですね、こちらが行われてお

りましたが、1996年を最後に停止しました。2005年頃

より、地域が主体となりまして、主にＮＰＯが主体となり

募集を行いまして、消防団、博物館、小学校などと連携

しながら山焼きを実施しております。

　2014年に町条例に基づきます野生生物保護区に

指定をしております。

　こちらの利用についてですが、一般の登山の観光の

ほか、町内外の小学校等によります学習の場としての

活用、そして、山焼き再開後に数年間にわたり報告も行

われましたが、牛が転落するというような事故もありま

して、現在は放牧はされておりません。

　課題でございますが、現在15％ぐらいの山焼きを

行っておりますが、全域の山焼き、そしてボランティア

の確保といったことが課題というふうになっております。

　続きまして、千町原の草原でございます。

　こちら、もとは地元地域八幡村という旧村になります

けれども、こちらの入会採草地でございました。1944

年に陸軍の演習地となりまして、戦後は開拓民の入植、

国の大規模草地の開発、広島県への移譲と郊外開発

を経まして、今に至っております。2003年頃よりＮＰＯ

が中心となりまして伐採の実施をしまして、2020年に

町条例に基づきます保護区に指定をしました。植物や

鳥を見る観光地として人気がありまして、2013年から

は地元の中学校の、この後紹介しますけれども、茅プロ

ジェクト事業にカヤを提供しております。

　課題でございますけれども、既に樹林化した範囲が

結構広くなっております。また、大規模草地開発の影響

で湿原が縮小しておりまして、いずれも伐採が必要と

いうふうになっております。

　続きまして、霧ヶ谷湿原でございます。先ほどの千町

原と同エリアに位置をしております。大規模装置開発

の事業を経まして、現在は臥竜山麓八幡原公園の一部

に位置をしております。2003年にＮＰＯが植生調査と

ワークショップを実施したことをきっかけにしまして、

自然再生推進法に基づきます法定協議会を広島県が

立ち上げまして、2004年から八幡湿原自然再生事業

が始まっています。樹林の伐採、湿原から水を抜くコン

クリート水路の撤去、湿原への水路の設置などの工事

を2007年から2010年にかけて実施をしました。その

後、自然再生協議会の保全部会が中心になりまして、

伐採作業を継続しております。こちらも2020年に町条

例に基づきます放牧の指定をしております。

　利用でございますけれども、植物や鳥を見る観光地

として人気のスポットとなっておりまして、小学校、中学

校等のフィールドワークの場として活用、そしてガイド

ツアーの実施をしております。

　課題でございますけれども、再生工事から10年が経

過しておりまして、順応的管理のために現状に即した

全体構想と実施計画の見直しが必要となっています。

　そして、これは地元の中学校での取組ということなん

ですが、芸北茅プロジェクトについてです。

　芸北地域のススキ、これを屋根ふきのカヤとして資

源化し流通させる取組を行っています。中学校ＰＴＡ、Ｎ

ＰＯ、地域住民、教育委員会などが実行委員会をつくり

まして、2015年から推進をしております。地域の住民

自らがカヤを刈り取りまして市場に出荷すること、こち

らで私有地や小さなカヤ場が保全をされる。そして、今

は廃止となっておりますけれども、こちらにスキー場跡

地がありまして、こちらを文化庁のふるさと文化財の森、

こちらに設定をされたところでございます。

　利用についてなんですが、未利用でありましたカヤ

場、そしてカヤの利用が推進されるとともに、プロジェ

クトそのものが地元生徒にとって生きた教材というふう

になっています。地域通貨を活用することで地域外へ

の経済流出を防ぎ、刈り取ったカヤが文化財や伝統的

景観の保全に活用されております。

　課題でございますけれども、カヤの保管場所、こちら

　やっぱり串間市さんの取組、草原が２か所、これをう

まくやっていると考えています。それでやっぱりこれから

は、まずは地域住民がそのよさを認識するのが一番と

思いますので、それもまた勉強させていただいて、そう

いう中で、そのエコツーリズムを結構うまく活用した中

で、その草原の保全をやっているのが大変すばらしい

取組だと考えておりますので、引き続きよろしくお願い

いたしたいと思います。

○串間市長（島田俊光）　ありがとうございます。

○議長（太田長八）　それでは、続きまして、熊本県高

森町の町長、草村大成様、よろしくお願いいたします。

○高森町農林政策課（荒牧茉名）　町長に代わりまし

て、担当のほうからお手元に資料に沿ってご説明をさ

せていただきたいと思います。

　熊本県高森町農林政策課の荒牧と申します。よろしく

お願いいたします。

　まず、高森町の概要からご説明させていただきます。

　高森町は人口6,177人で、九州のほぼ中央、熊本県

の最東端に位置しまして、大分県の竹田市と宮崎県高

千穂町に隣接する総面積175.06平方キロメートル、

広い町土を有する農村地域でございまして、地形は阿

蘇カルデラ内に広がる標高500メートルから600メー

トルの比較的穏やかな傾斜をなす高森・色見地区と外

輪山の外側、標高500メートルから800メートルの波

状高原地の草部・野尻地区に区分される町です。

　主な産業は、観光と農林業になります。

　農業面では、立地条件を生かしまして、畜産、米、野

菜を主体とする農業生産が展開されてまいりましたが、

近年、経営の発展を図るため、一部の農家で施設園芸

の導入が盛んとなっております。地域の宝として、古くか

ら栽培されてきました農林畜産物をブランド化し普及

するとともに、地域の代表する高品質な農産物として、

将来にわたり栽培し続けるための活動を通じ、阿蘇地

域の農業の活性化と農業後継者の育成につなげるこ

とに取り組んでおります。

　観光面では、コロナ禍でイベントの実施が厳しい状

況ですが、2016年に発生した熊本地震の影響は回復

傾向にあり、高森湧水トンネル公園、月廻り公園、高森

殿の杉、南阿蘇鉄道のトロッコ列車、草部吉見神社、

上色見熊野座神社といった観光地や約300年の歴史

があります風鎮祭といった地元のお祭りを中心に毎年

多くの方が高森町を訪れています。

　また、高森町では町内全戸に整備しました光通信環

境を活用しまして、日本一の地域密着型番組として、た

かもりポイントチャンネル、こういったケーブルテレビ

の放送を行い、災害時の緊急放送や町からのお知ら

せ、地域情報、事業の紹介などを町民の方へ情報発信

しています。

　光通信環境の整備は、教育現場でも活用されており

まして、電子黒板の設置や全児童生徒のほうへ１人１

台のタブレット配布をいち早く行いまして、全国で最先

端のＩＣＴ教育が行われております。

　ここからは高森町の草原の概要についてご説明さ

せていただきます。

　高森町の草原につきまして、その多くを牛の放牧に

活用しておりまして、畜産農家や町民の方の大切な資

源として保全されてまいりました。高森町の草原は牧野

と呼ばれており、阿蘇のあか牛が放牧されている牧野

はのどかな風景として多くの人に親しまれております。

　高森町の牧野面積につきましては、1,211ヘクター

ルありまして、草原維持として行われている野焼きに関

しては、実施面積が621.5ヘクタールとなっております。

また、管内には14の牧野組合がありまして、皆さん精

力的に草原維持のほうに取り組んでいただいており

ます。

　最後に、高森町の取組と課題については、長年、放

牧や野焼きによって保全されてきている草原なんです

が、近年、管理をしている牧野組合員さんの高齢化等

によって、野焼き実施が大変難しくなってきている状況

にはございます。町としては野焼きに係る補助金等で

野焼き実施者の方の負担軽減等に取り組んでおります

が、年々、実施面積が減少しつつある傾向にございます。

　また、高森町にある阿蘇高森オーガニックセンター

というところでは、世界農業遺産の構成要素であります

阿蘇の草原に生えるススキなどの野草や畜産農家か

ら出る牛ふんなどを混ぜて堆肥を作っております。こち

らは町内を中心に阿蘇地域の農産物に還元して、循環

型農業を確立しております。

　このほかにも未来の草原を引き継ぐ子供たちのほう

に阿蘇の草原のすばらしさや草原の抱える現状につ

いて伝える草原学習などが行われております。

　以上で説明を終わらせていただきます。

○議長（太田長八）　どうも高森町さん、ありがとうござ

いました。

　高森町さんの取組は、全ての自治体が抱えている課

題と同じだと考えております。そういう中で、皆さん方に

対してよりよい回答ができればいいなと思いますので、

またいろんな意見をよろしくお願いいたしたいと思い

ます。

　それでは、続きまして、広島県の北広島町の生涯学

習課長の西村豊様、よろしくお願いいたします。

○北広島町生涯学習課長（西村　豊）　皆さん、こん

田市さんにお住みだそうでございますので、本当にあ

りがとうございます。

　そしてもう一点、これ本当、関係ないんですよ。歌手

に永井裕子さんっていらっしゃるんですけれども、その

永井裕子さんが結構大田市さんのを歌って、うちの町

の観光大使になっているんですよ。やっぱりそういう中

でまた大田市さんとよろしくお願いいたしたいと思いま

す。どうもありがとうございました。

　続きまして、熊本県の南阿蘇村の農政課主幹の後藤

進哉様、よろしくお願いいたします。

○南阿蘇村農政課主幹（後藤進哉）　昨日ですね、阿

蘇分科会では吉良村長の報告がありましたが、本日は

私のほうから発表させていただきます。

　最初に村の概要からになります。

　南阿蘇村は総面積137キロ平方メートル、熊本県

の北東及び阿蘇くじゅう国立公園、阿蘇カルデラの南

に位置する人口１万340人の村です。雄大な南阿蘇

の山と緑、そして環境庁の日本名水百選に選定されて

いる白川水源に象徴される豊かな自然環境に恵まれ

ています。

　2016年４月の熊本地震では、これまで経験したこ

とがない甚大な被害を受けました。これにより人口も１

割程度減少しましたが、村に定住促進課や空き家バン

クを設置し、移住者を受け入れる環境整備を推進して

います。

　続きまして、農業、観光についてです。

　基幹産業である農業は、白川中心に水田が広がり、

のどかな農村風景を生み出す農村は、水稲をはじめ

畜産、ミニトマトやアスパラなどの施設園芸が盛んです。

昼夜の寒暖差が大きい気候により、自然のうまみが

しっかりと詰まった農産物が自慢です。有機農業、環境

保全型農業を推進しており、安心安全な農産物づくり

に取り組んでいます。

　また観光では、大自然を中心にたくさんの観光資源

に恵まれています。新阿蘇大橋のたもとにある展望所

ヨ・ミュールからは、長陽大橋、白川第一橋梁を眼下に

望むことができ、新たな観光スポットとして注目を集め

ています。

　また、熊本地震で落ち込んだ観光客数は回復傾向

にあり、本村本来のにぎわいが戻りつつあります。

2017年９月にはアウトドアショップモンベルと村が協

定を結び、アウトドア活動促進や地域経済の活性化な

ど、包括的に協力をし合い、観光振興に取り組んでい

ます。

　続きまして、草原の概要に移ります。

　南阿蘇の草原は阿蘇カルデラの阿蘇山側及び南外

輪山側に広がり、季節ごとに違った表情を見せてくれま

す。南阿蘇の草原は牧野とも言われ、平成21年に行わ

れた阿蘇草原維持再生基礎調査では、本村の牧野面

積は2,470ヘクタール、そのうち野焼きが行われてい

る面積が1,170ヘクタールとなっております。管内には

23の牧野組合があり、牛の放牧をしている箇所もあれ

ば、野焼きのみ実施している牧野もあります。

　続きまして、本村の取組と課題についてですが、昨日、

分科会で村長がご報告された内容と重複する点がご

ざいますが、ご了承をお願いしたいと思います。

　草原の維持に欠かすことのできない野焼きですが、

その面積は、以前と比較すると減少しています。本村を

含む阿蘇郡市７市町村の草原はこの100年間で半分

以下に、直近30年で見ても４分の１近く減少しており

ます。

　本村では熊本地震で各牧野の原野火入れが中断さ

れました。平成31年度からは一部再開に向けて、熊本

県、阿蘇グリーンストック、村において協議をした結果、

白川牧野で一部再開、その後、令和２年には吉田牧野

でも再開できました。それに至るまでに県、グリーンス

トック、村で防火帯を設置する費用を予算化したり、火

入れ責任者を各区長や牧野組合長から村長へ変更し、

負担の軽減を図りました。

　今後の課題として、火入れが中断しているところの

再開が可能となるか、防火帯の整備、担い手不足、地

区住民の高齢化に対する支援が上げられます。

　補足でですね、昨日、村長から報告がありました課

題に対する取組で、ハードとソフトの対応が求められる

ことをおっしゃっていましたが、ハード面では牧道等、

恒久防火帯の整備ですね。ソフト面においては担い手

の確保ですね。畜産農家を増やすための取組として、

今後、放牧へのＧＰＳを付着して移動管理等を管理す

るシステムの導入やバーチャル研修の導入を計画し

ております。

　また、目的と認識の改革ですね。景観維持から水源

保全のほうへの啓発をしていくということで推進をして

いく予定です。

　以上、南阿蘇村からです。ありがとうございました。

○議長（太田長八）　後藤様、どうもありがとうございま

した。

　南阿蘇村様には、本当に熊本地震、大変でございま

した。今後も頑張っていただきたいと思います。

　そういう中で、今度、山焼きにおきまして、村長さんが

本部長、その中でまた新たにやるという中で、それは大

変期待しております。それから、山の保全、これ大変で

ございますので、引き続きどうぞよろしくお願いいたし

の整備。それから、カヤの販売先の確保、事業規模を

拡大するための専従職員の確保等といったようなこと

が課題となっております。

　北広島町からは以上です。ありがとうございました。

○議長（太田長八）　西村さん、どうもありがとうござい

ました。

　それで、芸北町の白川先生に今回大変お世話になり

ました。本当にありがとうございました。

　それで、私がやっぱりちょっと感じたのは、中学生の

活用ですね。やっぱり中学生、カヤを刈って、地域通貨

でそれをまた地域で還元する。大変すばらしい取り組

みと感じましたので、うちの町もやってみたいなと感じ

ましたので、その節はまたご指導をよろしくお願いいた

したいと思います。

○北広島町生涯学習課長（西村　豊）　ありがとうご

ざいます。

○議長（太田長八）　どうもありがとうございました。

　続きまして、島根県大田市の環境政策課長、和田二

朗様、よろしくお願いいたします。

○大田市環境政策課長（和田二朗）　皆様、こんにち

は。島根県大田市です。

　市長が所用で出席できませんので、私、環境政策課

長の和田が代理で発表させていただきます。

　大田市は、東西に長い島根県のほぼ中央部に位置

する人口約３万3,000人の小都市です。北は日本海に

面し、南は中国山地が迫っているため、山林原野が多

く、平たん地は僅かです。

　本市は世界遺産、石見銀山遺跡に代表される貴重

な歴史文化や国立公園三瓶山をはじめとした豊かな

自然に恵まれています。昨年度には「石見の火山が伝

える悠久の歴史～“縄文の森”“銀の山”と出逢える旅へ

～」が日本遺産に認定され、さらなる観光客の増加が

期待されております。

　さて、当市には標高1,126メートルの三瓶山があり

ます。その麓には西の原、東の原、北の原と呼ばれる草

原があり、放牧のほか、観光客、市民の憩いの場として

利用され、クロスカントリーコースなども整備されてお

ります。また、ダイコクコガネ、ユウスゲ、オキナグサと

いった希少動植物の生息地となっており、中でも最も

広い西の原では、毎年春に火入れが行われ、三瓶山の

草原景観の象徴的な存在となっております。

　三瓶山は、昭和38年に大山隠岐国立公園の一部に

編入されましたが、山麓に広がる牧歌的な草原景観が

指定理由の一つでした。ところが、昭和50年代になる

と、時代の流れから放牧が急速に廃れていき、植林な

ども行われて、山肌は一気に森林化していきました。放

牧の衰退とともに途絶えていた火入れですが、観光客

の出火による山火事を契機に平成元年に復活し、以降、

防火の観点から行政が主体となって毎年３月に行うよ

うになりました。

　平成７年には西の原の一部が放牧場として整備さ

れ、24年ぶりに放牧が復活しました。平成９年には、第

２回全国草原サミットが三瓶を会場に開催され、これ

をきっかけに行政、研究者、農業者、ＮＰＯなどの官民

ネットワークが形成されました。

　翌年からは放牧による防火帯切りを行うなどの工夫

により、経費を極力抑えながら火入れを実施すること

ができるようになりました。

　平成19年からは、従来の牧野組合、大田市等に消

防、警察が協力する体制に自然保護団体や地元の自

治会、ボランティアなどが加わり、市長をトップとした実

行委員会方式で火入れが開催され、また、目的の中に、

従来の防火に加え、国立公園管理計画にも明記されて

いる草原景観の維持を加えました。

　官民の連携により日本で一番安全な野焼きと自負し

ておりましたが、平成29年度には、風向きと火勢の急

激な変化により、消防署の資機材輸送車が１台全焼す

るという事故が発生しました。近年はドローンも取り入

れ、経験豊富なリーダーが最前線の状況を具体的に把

握しながら指示を行う形で、より安全に火入れを実施

しております。

　昨年度は新型コロナウイルス感染症の予防を考慮

して、ボランティアを募集せず、約30ヘクタールを関係

者約150人態勢で実施いたしました。現在、西の原の

草原景観は、放牧や火入れなどによってある程度守ら

れているものの、人の手が加わらなくなったところはす

ぐに森林化してしまうという現実にあります。このすば

らしい草原景観を貴重な財産として、将来にわたって

保全していくには、多くの市民や関係機関の協力が必

要です。また、単に火入れに参加してもらうだけではな

く、その意味合いを十分に理解してもらうことが大切で

あると考えております。

　以上です。

○議長（太田長八）　和田様、どうもありがとうございま

した。

　今の大田市さんから観光客の火事からまた再開さ

れた。災いをよいほうに持っていったことで、すばらし

いことだと考えております。さらにまた、山焼きの難しさ、

いくらやっても大変だと。そういう中で、もう大変勉強に

なりました。

　またこれ話は違いますが、今回は大変ネットワーク

の高橋先生にお世話になっており、高橋先生は何か大

任者ということになっておりました。地元の消防団が

ジェットシューター担いで火消ししているところ……、

私もしていますけれども、あとは阿蘇グリーンストックさ

んにボランティアの要請をしまして、ボランティアのご

協力を得ながら野焼きを推進しているところもあります。

　地震前ですね、死亡事故とか怪我とかがありました

んで、そういった理由で、その後、地震がありましたの

で、野焼きが再開できないというところになっておりま

す。再開するための今、工面をしているところであります。

　ちょっと私が知らないでですね、地元の行政区以外

でしているところもあるかもしれませんけれども、基本

的に地元の行政区が事業主体として野焼きを実施して

いるところであります。

　以上です。

○議長（太田長八）　後藤さん、どうもありがとうござい

ました。

　ほかの自治体で何か活動しているところがありまし

たらお願いしたいと思いますけれども。

　じゃちょっとうちの取組が、ちょっとうちの町は結構

行政が携わっていたんですけれども、今は財産区、

やっぱり共有財産区、いわゆる区ですね、区の方が中

心となりましてやっております。行政が出ているのは消

防団、これも民間ですけれども、ある程度それに対して

参加で、もうほとんど民間がやっている中で、やっぱり

皆さん方も同じもう高齢化、そしていかに高齢化の中

で新たな担い手を見つけるかということが課題でござ

いますので、その課題につきまして、後でまた課題、問

題にしていきたいと思いますけれども、太田市長、こう

いうことでよろしいでしょうか。

○真庭市長（太田　昇）　今、町長がおっしゃいました

ように行政区も結局高齢化したり、メリットがあればす

るけれども、メリットがなかったらなかなか、昔やっとる

から、景観がどうだから、動植物がどうだからといって

なかなかできなくなってきていると思うんですよね。だ

から、安全でありながらどういう仕組みで何か新しいこ

とができないかとかですね、そういうことを勉強したい

わけですけれどもね。私の頭の中で考えているのは、怪

我をされても困るけれども、山焼きは難しいですけれど

も、カヤの刈り取りなんかは、これも大変なんですけれ

ども、一つの観光と結びつけてできないのかなと。ただ、

山焼きのほうはね、これは消防団の協力、そして死亡と

か事故のないように、それからその日の気象条件に

よってできなくなるとか、非常に不安定要素もあるんで、

なかなかいい知恵が出ないんですけれどもね。そのあ

たり、教えていただいたり、また知恵を出していただけれ

ば、このサミットが有意義だなというふうに思うんですが。

○議長（太田長八）　今、太田市長さんからいろいろ

問題点を提案、提示していただき、何か首長さんでこう

いう案がいいじゃないか、そういうことがあったらまた

ご発言願えれば大変ありがたいと思いますけれども。

　じゃ、まず私からちょっと発言させてもらって、皆さん

方には指名させていただきますので、よろしくお願いい

たしたいと思います。

　やっぱり今、太田市長が言ったように、山焼きをね、

ただ昔からやっているからやるんだと、そういうことが

結構、自分も多いと感じております。そういう中で、私、

これから生きる道は、うちの町、観光でございますから、

また太田市長さんが言ったように、観光と草原との結

びつき、それをいかにやっていくかということが大切な

のではないかと考えております。そういう中で、昨日の

シンポジウムの中で、やっぱりカヤを皆さん方に刈っ

てもらった中で、カヤを刈ることによって山焼きの負担

も少なくなるようなことも聞きましたので、そのカヤを

刈って、また観光に生かした中で、草原を守っていきた

いと考えております。

　また、カヤを刈ったことも、やっぱりある程度資金源

になるようなことも聞いております。さらに、自分は子供

たちが草原に対するある程度の認識、小さいときから

持っていなければなかなか草原に対する愛情は湧か

ないと考えておりますので、その辺の教育の活動もして

いこうかなとは考えております。

　東伊豆町はとりあえずそういうことを考えております。

では新温泉町長の西村町長、いかがでしょうかね、こ

んな考え方は。それから各首長さんにちょっといろいろ

まずお話を伺いたいと思います。

○新温泉町長（西村銀三）　当町、ＮＰＯ法人、上山高

原の周辺集落の７集落、それからもちろん県、行政、町

もバックアップして、地域が主体で取り組んでおるんで

すけれども、何といっても人口減少が最も我が町では

厳しい町であります。合併して今年で15年たったんで

すけれども、３割近い人口減少地域ということで、地域

は最も危機的意識を共有しているということで、上山高

原におけるこういったカヤの利用、それから山焼き、こ

ういう事業を通して知識の意思統一に大きく貢献でき

ていると。

　今回も実は、この７集落周辺に地域の運営組織がで

きることになりました。そういったことで、地域の意思を

まとめるためのそういった運営組織と同時に、施設の

建築も今年度スタートいたしました。そういった意味で

は、一つの高原を地域の過疎と、そういった過疎意識

を払拭して、地域の活性化につなげていく、そういう点

で新温泉町では大きく貢献できつつあるということを

つ草原が残る里を再発見いたしまして、その大切さを

広く紹介するとともに、次の世代へと残していくことを目

的に、未来に残したい草原の里100選を選定するとい

うことが目的でございます。

　期待される効果といたしましては、４点ございます。

社会的に価値が認知されていない草原の掘り起こし、

２点目が草原の価値を知らない人への普及、３点目、

現に草原に関わっている人たちの意識や誇りの向上、

４点目が火入れやカヤぶきなどの伝統文化の担い手

の価値づけでございます。

　事業のスケジュールですが、このアナウンスにより募

集を開始いたします。応募の締切りを今年の12月とい

たしまして、その後の審査に入ります。翌年の４月には、

この選定結果の発表、秋には表彰式やシンポジウム

等、普及・交流の機会づくりを予定しております。

　その他の事業概要につきましては、全国草原再生

ネットワーク会長の高橋様より説明をお願いいたします。

○全国草原再生ネットワーク代表理事（高橋佳孝）　

それでは、少し詳しく述べさせていただきます。未来に

残したい草原の里100選を本日、募集のアナウンスを

させていただいております。主催は、全国草原の里市町

村連絡協議会の主催でございます。

　ただいま太田町長のほうから詳しい経緯が述べら

れましたので、この部分は割愛させていただきますが、

本日この第13回全国草原サミットにおいて募集をアナ

ウンスするというところに至っているわけでございます。

　草原の100選というのは、先ほどちょっと町長のほう

からもお話がありましたけれども、日本には多様な自

然を形づくる希少な生態系の一つである、それが草原

であるということですね。長年にわたって、人と自然の

関わりの中で地域の環境、文化、観光など様々な恵み

を提供してきました。しかし、多くの人たちは、国民の多

くは、草原の成り立ちや意義を知らないという現実もご

ざいます。このような多様な価値を持つ草原と人のつ

ながりを再発見して、その大切さを広く紹介し、次世代

へと残していくことを目的として、今回、草原100選を

選定するに至ったわけです。

　ここで言う草原の里というのは、草原に関わる暮ら

しが残る里というイメージをしていただければよろしい

かな。

　これはコンセプトペーパーとして、前会長の日高会

長のときに作った内容ですけれども、この右のほうに

書いてありますように、未来に残したい草原の里100

選の選定というのは、地域からの自薦によって選定し

ていこうと。それから、様々な科学的な観点から評価す

るし、この選定の過程そのもの、あるいはその論議をす

感じております。

　実は、神戸とか周辺、特に関西方面、神戸・大阪方面

からのいろんな協力、山焼きにおける協力者も出てき

ていまして、いろんな意味で地域の盛り上がりができて

いるということであります。いろんな相乗効果が生まれ

ているというのは、この草原サミット以降、非常にいい

流れができていると考えております。

○議長（太田長八）　ありがとうございます。

　串間市としましては何かありますか。

○串間市長（島田俊光）　私たちはカヤを利用すると

ころじゃないんですが、牧草、昔からの家畜の牧草地

帯ということで、取り組んでいたわけでございます。た

だ、我々が一番重要視しているのは、都井岬の風光明

媚な観光地の保全に取り組んでいるんですが、我々本

当にその人間を集めるのが大変な状況にあるわけで

すが、もともと岬はマツ組合という団体がありまして、そ

のマツ組合がボランティアで活動する人たちを今、真

庭市も言われた観光にマッチした方たちを呼んで、

100名程度の人たちで野焼きをしているわけですが、

本当に野焼きの体験というのはですね、今の現代の中

ではなかなか体験することはできないんで、その体験

学習に来る人は少しずつ増えつつあります。ただ、行政

として、野焼きの体験をどのようにアピールするかとい

うのがございます。また、太田市長が言われたように、

死亡事故などが発生したときの我々の責任ですね、そ

ういうのが問われますので、ここはもう少し考えてやる

べきじゃないかなと思っております。

　あと一方の笠祇というところにあるんですが、ここも

やっぱり牧草を育成するための野焼きをしております

けれども、ここが人口減少と高齢化が進んでおりまして、

やはりここの野焼きについてもボランティアで、いわゆ

る体験学習というようなことで人を集めてやっていると

ころでございます。

　また、真庭の太田市長さんにはＣＬＴの研修や木質

の研修でいろいろとお世話になりました。心から感謝

を申し上げたいと思います。

　串間の取組としては、観光とマッチした野焼きでござ

いますが、ただ、それがうまくいくかいかないかは我々

の努力だろうと思いますので、今後の課題として取り組

んでいきたいと思っております。

　以上であります。

○議長（太田長八）　ありがとうございました。

　すみません、川南町長の日髙さんも何かございまし

たら。

○川南町長（日髙昭彦）　うちは湿原なんで、面積も３

ヘクタールぐらいなんで、皆さんのことを聞きながら勉

強していたところで、職員とどうするという話をしていた

ところです。ただ、本当に人が手を入れないと維持でき

ないというのは共通の課題でありますので、そこは

やっぱりみんなで知恵を出していくしかないんだろう

と思っております。

　以上です。

○議長（太田長八）　ありがとうございます。

　太田市長、これでまた何かありましたら、よろしくお

願いします。

○真庭市長（太田　昇）　ありがとうございます。

○議長（太田長八）　太田市長、よろしいですか。

○真庭市長（太田　昇）　ありがとうございました。

　また私どもも勉強させていただきながら、地元でしな

がらボランティアとかですね、そういう人も育て、そして

観光にまで、山焼きも初めは安全なところでやっても

らって、それからだんだん慣れていただければ、結構も

う毎年来るというような人も出てくるはずですのでね、

そういう守ることと自分の楽しみというか、やっているこ

との意義とを感じながら楽しんでもらえる、そういう人

をつくっていきたいと思います。ありがとうございました。

○議長（太田長八）　すみません、まだやりたいところ

ですが、時間がございませんもんで、この辺でこの会は

ちょっと閉じて、次の議題にいきたいと考えております。

６．草原１００選について

○議長（太田長八）　次は、「未来に残したい草原の里

100選」のアナウンスでございます。

　それではまず、私からこの事業の趣旨、また経緯、そ

れとスケジュールにつきまして説明させていただきます。

　主催は、全国草原の里市町村連絡協議会でござい

ます。協力また後援は、一般社団法人全国草原再生

ネットワーク、後援は環境省、静岡県、一般社団法人の

茅葺き文化協会、公益財団法人日本自然保護協議会

となっております。

　事業の趣旨ですが、多様な価値を持つ草原が残る

里を再発見し、その大切さを広く紹介するとともに、次

の世代へと残していくことを目的に、未来に残したい草

原の里100選を選定いたします。

　事業の経緯といたしましては、2012年に阿蘇で開

催されました、第10回全国草原サミットに出席した14

市町村の首長によりまして、草原100選の選定が提案、

採択されたことを受けまして、2016年に自治体におけ

る全国草原の里市町村連絡協議会が発足いたしました。

そして、2021年の総会にて、今回のサミットにてこの事

業の開始をアナウンスすることが決定いたしました。

　まず、事業の目的でございますが、多様な価値を持

記述でさせていただくということになっております。

　これ以外にも当然、重要な際立った特徴があれば、

それを考慮していくという形で選考の基準とさせてい

ただこうかと。

　それから、皆さん、興味をお持ちと思います。スケ

ジュールの問題ですけれども、今回、第１回選考とあえ

て書かせていただいたのは、さっきもお話ししたように

一発で100をそろえてそれで終わりという世界ではなく

て、一緒に歩みながら一つ一つ重ねていきたいという

ことです。２年か３年、数年かけてでもゆっくりと応募を

していただきながら選考していただくというスケジュー

ルを想定したものでございます。

　応募の公開は本日、この場で草原サミット東伊豆大

会において募集を発表いたします。

　応募期間、本日から１２月１５日必着という形を取ら

せていただきます。ただ、応募のフォーム等をホーム

ページで掲載する時期が若干遅くなりますので、近日

中にホームページは公開するという形を取らせていた

だきたいと思います。

　審査期間ですけれども、第１次審査は１２月１５日の

締切り以降２月から３月までに終わらせて、最終審査

を翌年の２月から３月頃に開催して最終決定をしよう

と思っています。この審査に当たっては、場合によって

は現地審査もさせていただくことになろうかと思ってお

ります。

　それから、発表や表彰のスケジュールですけれども、

結果発表は来年の４月を予定しております。これは主

催者である全国草原の里市町村連絡協議会の総会が

開催されるときでございますので、その場で結果の発

表を行います。

　その後、秋までに表彰式やイベントの準備を行うと

ともに、現地の取材を行いながら、より深くその内容を

理解していくような期間として、追加書類等の提出が必

要であれば、それもお願いするような形になるかもし

れません。

　表彰式やシンポジウム、一応、来年の秋を予定して

おります。こういう場で表彰されたということを皆さん、

内外に強くアピールする機会をつくっていこうと思って

いるところです。あくまでも選んで終わりという世界では

なくて、一緒に歩み、輪を広げる、そういう形の100選

にしたいと思います。何度も言いましたけれども、みん

なで積み上げていって、最終的には全国草原年鑑みた

いなものに集約できればいいなというふうに今考えて

いるところです。

　間もなく、近日中に公開されるホームページですけ

れども、若干、最終版とは異なることになるかもしれま

せんが、イメージとしてこんなふうな形のホームページ

が皆さんのほうにお伝えできるんではないかと思って

います。草原の里100選とは何かという文言もあります

し、スケジュールのことについても具体的に記述されて

いますし、選考の基準について、より詳細な内容がそこ

に記される予定になっております。

　応募方法、応募様式のダウンロードをここでやって

いただいて、それに書き込んで応募していただくような

形を取らせていただきます。

　それから、自治体の推薦が必要だというお話があり

ましたが、その推薦様式についても、ここにホームペー

ジ上でダウンロードできるようにしたいと思っております。

　最後に、湯本貴和委員長からのメッセージを載せさ

せていただく、そういうふうな構成ないようにしようと思

います。

　湯本先生のメッセージには、草原100選の概念とか

エッセンスというものがまさしく濃縮されておりますの

で、その一部をここにお示しして、最後の報告を終わり

にしたいと思います。

　ちょっと読ませていただきます。

　「未来に残したい草原の里100選」は、それぞれの

地域が草原を生かした地域づくりを競い合い、その輝

かしい成果を顕彰する場とは考えていません。共通の

課題を抱えている地域が互いの実践やアイデアを学び

合い、共に未来へ進んでいくための仲間探しの場であ

りたいと思います。みなさんが応募する段階で、誇るべ

き宝を再発見したり、足りないパーツを認識したりする

作業そのものに大きな意味があると信じています。ぜひ

とも「未来に残したい草原の里100選」にご応募いた

だき、わたしたちの仲間の輪に加わってくださることを

願っておりますというメッセージをいただいております

というメッセージを頂いております。私たち関係者の共

通の思いを言い表していただいている内容だと思って

おります。

　草原の里というのは、まさしく未来に向けた草原保

全のシンボルになるであろうと思っております。風土に

根差した特色のある草原を育み、未来への展望も様々

な人の活動があり、そのような活動を通して人々が交

流し合う里、そういうものをイメージしたものになると

思われます。ふるさとの原風景とも言える草原のある里

の認知度というのは、まだまだ低いものがございます

が、この草原100選の活動を通して、草原の魅力と価

値を広く国民に伝えて訴えて行きましょうということで、

最後の言葉とさせていただきます。

　以上が未来に残したい草原の里100選の概要説明

でございます。ご清聴ありがとうございました。

ることがとても重要なんだということが期待されており

ます。

　それから、選定によって、先ほど町長からお話があっ

たように、様々な効果が期待される。さらに、未来へ向

けてですね、草原の里の持つ価値をアピールすること

になるというですね、新しい草原の活用方法もそうで

すし、草原の持つ新しい価値、そういうものを対応して

いくものにもなりますし、利用や保全をそれによって促

進されるようなものにしたいと考えております。

　それで、今回の草原の里100選の事業を行うに当

たって、大きなコンセプトをみんなでちょっと考えて行

きました。地域の人 と々草原の関わりの繰り返しの中で、

地域に蓄積されてきた知識とか意識、技術そのものが

草原の里の持つ価値であるというふうに考えました。こ

の価値のあるものを「共創資産」という、新しい用語で

すけれども、として捉える。各地に残っているこの共創

資産を日本全体で共有し活用することによって、次世

代に希望のある自然共生型社会を実現することに寄

与していこうではないかというのが事業のコンセプト

でございます。

　この事業、落とすための選考ではなくて、できるだけ

拾い上げ、仲間を増やしていくという観点から、また、一

度に100選ぶということよりも、時間をかけて少しずつ

増やしていく、そういうふうな形で進めたいと考えてお

ります。

　応募要件ですけれども、自薦という形で、草原と関わ

る民間団体、あるいは地方公共団体が応募できますと

いう形。ただし、民間が応募する場合には、地方公共

団体の推薦が必要となります。

　それから、選定の対象となる草原の里は、現在ちゃ

んと草原が存在している地域ということになります。

　応募に関しての確認事項、幾つかあります。これはま

た応募要領の中で詳細に記述しておりますので、そち

らをご覧になっていただければと思います。

　もし選考されなかった場合も、結果はちゃんとフィー

ドバックしていこうというふうなことを考えております。

　それから、選考の方法ですけれども、有識者の皆さ

んによる草原の里選考委員会というのを組織いたしま

した。ここが最終選考を行うということです。それから、

この選考委員会の下に実務者で構成する運営委員会

というのを組織しております。運営委員会は、１次審査

というか、書類審査を担当する。その結果を基に、最終

的に草原の里選考委員会が最終選考を行うという形

にしております。

　１、２と掲げてあります、最初は応募書類による審査、

候補の絞り込みを１次審査としてやって、１次審査で絞

り込めた地域について最終選考を行うという形を取ら

せていただきます。

　具体的な選考委員の名簿を一応ここに掲げさせて

いただいております。

　上のほうから、日本茅葺き文化協会代表理事の安藤

先生、それから、全国草原の里市町村連絡協議会の会

長である東伊豆町長の太田町長ですね。それと私と、

それから、京都大学霊長類研究所所長である湯本貴

和先生。湯本先生にはこの委員長になっていただいて

います。それから、皆さんよくご存じの東京大学名誉教

授の養老孟司さん。あと２名ほど、今、内諾をいただい

ている委員がございます。２人とも女性の委員でござい

ますので、最終的には７名の委員構成になる予定でご

ざいます。

　それから、選考の基準ですけれども、草原の生態系

と人々が暮らす里の関係性がつくり出した共創資産を

軸に５つの観点から選考するという形を取らせていた

だいています。一つ一つ、今から述べていきますけれど

も、１つは草原の自然、環境的価値と言ってもいいのか

もしれませんけれども、動植物が特徴的なものがある

かとか、景観の特徴はどういうものがあるか、そういう

ものをいくつかのポイントとして捉えて評価していく。

　それから、草原からの恵み、実際に利用の価値を受

け取っているかとか、あるいは資源の恩恵を被ってい

るかとかいう点からも評価していきたいと。現代的意義、

あるいはその認識というのもここに含まれますけれども、

過去の利用方法やどういう形の草原の恵みを得ている

かという具体的なものを判定する予定にしております。

　３番目が草原を維持し、享受する仕組み、そのもの

がきちんと理解されて継続されているか。それを持続性

とか公共性の尺度から評価をしていこうと。管理が

ちゃんと妥当なものであるか、それが今後も継続される

か、あるいはそういう意思が示されているか。それから、

経済がちゃんと還元されているかとかですね、主体と

かモニタリングというような項目が入ってくるかなと思

います。

　それから、４番目が共生型社会の実現に向けた波

及効果、まさしく未来に向けて草原の里が持つ重要性

をここで語っていただこうかと。地域や地域内外の社

会に及ぼすよい影響、これまであった影響もですし、今

後影響を及ぼすことが期待される、そういうものをきち

んと書いていただこうと。

　それから５番目、今の４つはある程度、選択肢で選

ぶような形をさせていただきますが、５番目はいわゆる

思いの強さです。関わっている人が熱く語れる熱量や

行動力を評価しようということで、ここらあたりは自由

○議長（太田長八）　高橋先生、どうもありがとうござ

いました。

　この件につきまして、何か質問がございますでしょう

か。ありましたら、挙手をお願いいたします。よろしいで

すか。

　それでは、このような方向でやりたいと思います。ま

た、多くの皆様の応募を期待しております。

７．サミット宣言採択

○議長（太田長八）　最後に、この第13回全国草原サ

ミットｉｎ東伊豆の宣言をさせていただきたいと思います。

　第13回全国草原サミットｉｎ東伊豆。

　私たちの暮らしに欠くことができなかった草原は、生

活様式が変化し草が使われなくなったことから、近年

ではとても珍しい風景になってしまいました。過疎、高

齢化により、山焼きや野焼きの担い手は減少の一途を

たどっており、今後、草原の維持はますます困難になる

ことが予想されています。

　細野高原でも、ススキを使うのはごく一部の農家とな

り、毎年早春に実施される山焼きが何のために行われ

ているか知らない町民も増えております。

　陸上の生態系は森林、草原、湿原などが様々な地形

の上に成り立っており、そのそれぞれに多様な動植物

が生息、生育しています。この多様性が人々の生活を

豊かにする礎となり、暮らしや文化が守られています。

草原は、その一端を担い、地域産業の基礎、水源の涵

養、生物多様性の保全、ＣＯ２の削減、カヤぶきや盆花

の文化など、様々な恵みを提供してくれます。

　草原を失うことは、これらのかけがえのない恵みを

失うことを意味しており、人々の豊かさや、また地域の

文化が失われることにもつながるものです。草原が育

んできた人と自然の共生の知恵や持続的な利用の技

術は、今後の持続可能な社会の実現を目指す上で欠

かせないものであります。

　私たち草原を有する自治体は、互いに学び合いな

がら草原を維持し、賢く利用していく努力を惜しまず、

草原のある里の風景を後世に引き継ぐための環境を

整備し、交流・連携を強化していくことをここ東伊豆町

において宣言いたします。

　それでは、東伊豆宣言。

　１つ、私たちの大切な草原、湿原を守っていくための

保全活動について、地域の関係機関と連携しながら共

に考え、支援していきます。

　１つ、すばらしい景観を活用した観光資源としての

草原と貴重な植物の自然観察など、教育・文化面との

調和を図り、次世代へと受け継いでいきます。

　１つ、かつてのように生活の中に草原の利用を取り

込む創意工夫を支援し、地域振興に活用できる社会環

境を整備します。

　１つ、未来に残したい草原の里100選事業を推進し、

草原の持つ魅力を全国に発信していきます。

　１つ、全国草原の里市町村連絡協議会の連携強化

とネットワークの構築、さらに全国の草原を持つ自治

体への協議会の加入促進を推し進めてまいります。

　以上、宣言する。

　令和３年９月27日。

　以上でございます。

　以上で議事を終了いたします。

　皆さん、このコロナ禍の中でこの全国サミット、参加

して本当にありがとうございます。特に首長様、今年、新

型コロナウイルス感染症の対応で大変お忙しい中参

加していただき、ありがとうございます。これからまた皆

様と連携し、この草原、また湿原の保全をやっていきた

いと思いますので、また連携して、またいろいろお知恵

を借りた中で、よりよいこの連絡協議会にしていきたい

と思います。

　本当に今日はどうもありがとうございました。

８．閉会

○司会　それでは、これをもちまして、第13回全国草

原サミット・シンポジウムｉｎ東伊豆大会を終了いたします。

　サミット宣言の精神に基づき、今後も各自治体や関

係者の皆様と草原の維持保全に取り組んでいきたいと

思います。今回は初めてのウェブ会議方式での開催と

なり、お見苦しい点もあったかと存じますが、ご容赦く

ださい。

　最後にお願いとなりますが、全国草原の里市町村連

絡協議会に加盟されていない自治体の皆様は、これを

機会に加盟のご検討をしていただきたいと思います。

　また、次回の草原サミット・シンポジウムの開催地が

決まっておりません。自治体の取組や草原のＰＲには

最も適したイベントだと思いますので、こちらにつきま

しても併せてご検討ください。

　新型コロナウイルス感染症が終息しましたら、ぜひ

東伊豆町細野高原にお越しいただきたいと思います。

　本大会へのご参加、ご協力、誠にありがとうございま

した。
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原草全国 サミット・シンポジウム in 東伊豆

るという提言をされました。これは後の草原100選のと

きにも出てくるワードですけれども、自然と社会が失わ

れれば、あるいは自然と人が失われれば、なくなるもの、

そういうものを共創資産と位置づけて語っておられま

した。また、この共創資産と言われるものは、時代ごと

の検証を受けて、長い間、自然と足されてきた、ある意

味中身のしっかりした技術や知識であると。そういうも

のが積み重ねているものがあって、そういうものを私た

ちはもう一度見直すとともに、将来に受け継いでいく必

要があるんじゃないのかなというお話でした。

　それを受け継ぐために必要なものとしては、その方

法であるとか実行力であるとか仕組みとか、あるいは

行政の役割として非常に大きいのは、法令とか条例の

整備とか、そういう環境整備であると。それから、普及、

教育という、この５つの観点をしっかりと捉えていく必

要がある。

　その中で草原に関わる象徴的な活動として、ご自身

が北広島の芸北地方で進められている茅プロジェクト

の紹介をしていただきました。これは、地域にあるカヤ

材を子供たちが作った市場に集めて、そこで「せどやま

券」という地域通貨を発行して、その発行したせどやま

券で地域の経済も回っていくという、様々なメリットを

持った内容でした。要は、利用が放棄されて社会資本

が喪失している中で、その利用の仕組みをもう一度導

入するによって草原の保全に循環性とか展望が生まれ

ているという非常に象徴的なお話でありました。

　各地に残っているこういう共創資産を見いだして、

それを共有して、それから未来にも役立てていくという

ことが大切だろうと。今日人間だからこそ生み出されて

いる、この美しさを大事にして生かしていきたいという

ことを最後に述べられて基調講演を終わられました。

　それから、パネルディスカッションは、その基調講演

をした白川さんがコーディネーターとして登壇していた

だき、東伊豆町の太田町長、それから私と、稲取地区の

特別財産運営委員会の山田さんと東伊豆町観光協会

の石島さんに登壇いただいて、この地元の細野高原の

活用、それをどういったふうに持続性の観点から理解

するかというテーマについてパネルディスカッションが

行われました。

　会場の様子はこんな感じで、それぞれ登壇しており

ます。

　それで、内容ですけれども、実は2008年にこの東伊

豆町で全国草原シンポジウムというのが行われていま

す。もう13年か14年たつわけですけれども、当時から

担い手の問題とか観光の利用について新しい取組を

やりたいという動きがございました。ただ、観光のほう

も着 と々いろいろな形で進めていて、例えば草原に入る

ときの入山料のような形で、観光客からその対価を頂

いて管理運営に回せるという、全国でも画期的な取組

もやられているんですけれども、そういう形で観光客が

増えるにしたがって、様々な問題点も生じてきているよ

うです。今後はその利用のルールをしっかりと構築し直

すことが大切であるというふうなお話がございました。

　そのためにも、都会の人と地元の人の意識の相違と

か認識の違いをうまくコーディネートするような、そうい

う組織体制も必要ではないかと。

　それから、入山料については、最初はいろいろと来

訪者から文句も言われたそうなんですけれども、今で

は多くの方がそれを理解して払っていただいていると

いう、そういう意識の醸成もできているんですよという

話がございました。

　草原はまさしく人との関わりの持続的モデルであっ

て、これは新しい社会の礎ともなるであろうと。それか

ら、草原学習は子供だけではなく、子供から地域へ広

がる、そういう可能性を秘めており、まさしくＳＤＧｓの地

域版である。そういうふうな結論で終わっております。

　最後に、町長さんのほうから、こういう問題は東伊豆

だけではなく全国の問題である。これからも多くの自治

体と共に手を取り合っていきたいという力強い宣言を

いただいております。

　それから、分科会はそれぞれの場所で行いました、

このオンラインを利用してですね。それぞれが自立し

て行っていったという形になっております。

　今回は３つの会場で分科会が行われました。１つが

この地元の東伊豆町の会場で、テーマは「保全・利用・

継承」と、これをどう循環させるかということで、地元出

身の東京都立大の内山さん、それから草原を守ってお

られる入谷区の鈴木さん、地域おこし協力隊の藤田さ

んがコーディネートしていただいております。

　蒜山会場のほうは、利用の面から、カヤの利用をす

ることによって草原保全にどう関わっていけるかという

ことで、地元の郷土自然館の前の館長さんでいらっ

しゃる前原さん、それから鳥取大学で自然再生につい

て関わっておられる日置先生、実際にカヤ刈りをした

り、カヤの建物を建てたりされている沖元さんと相良さ

んという２人のカヤぶき職人さんのトークセッションが

行われています。

　３番目の阿蘇会場は、草原の恵みを守る仕組みづく

りをどうするかということをテーマに行っています。主に

草原の持つ水源涵養力について科学的見地からの知

見、それから新しい知見というものを熊本県立大の島

谷さんから、それから、それを基にして、地域の草原を

たいと思います。

○東伊豆町長（太田長八）　それでは最後に、私から

静岡県東伊豆町の報告をさせていただきます。

　東伊豆町は細野高原という草原があります。昨日か

らのシンポジウムでも議論されてきましたが、この草原

の維持管理、また利活用、そして次世代への継承が、う

ちだけではなく、今聞きますと、全国の草原を持つ自治

体の共通の課題だと思います。このサミットで皆様のお

知恵をお借りした中で、また今後この課題に取り組ん

でいきたいと考えております。

　細野高原は、うちの町は稲取地区、熱川地区と二地

区があります。そして、稲取地区が４部落がある中で、

稲取地区に存在しております。その稲取地区の４区の

町内会が組織する稲取地区特別財産運営委員会が管

理しております。この４区の共同管理によりまして、防火

帯の設置や山焼きなどを実施しております。防火帯、ま

た山焼きにはそれぞれ120名ほどの人が出て実施し

ていますが、やっぱり作業者の高齢化、また、農業従事

者の減少によりまして、作業ができる区民が年々減りま

して、人的負担が増しております。また、この草原を管理

するのには、年間約500万円の費用がかかるため、経

済的負担も課題となっております。

　観光面では、この細野高原の資源を活用いたしまし

て、４月上旬から５月上旬にかけての山菜狩りや、また、

秋には秋のススキイベントを開催しております。イベン

トの開催時には、これはススキのほうですが、参加者

から600円、その他の期間におきましては20円を入山

料として頂いております。先ほど経済的負担のことを申

し上げましたが、これらの収入が維持管理には必要と

なってきます。しかし、これだけで全ては賄えませんの

で、入山料の値上げ、また新たな利活用を検討いたし

まして、この維持管理費用の捻出を考えていかなけれ

ばならないと考えております。

　そんな中で、イベント等のため、この道路、駐車場、ト

イレ等を整備し、誘客に努めておりますが、一方では、

来訪者のマナーも問題になっております。この大切な

資源を荒らされないよう、対策も同時に取っていくべき

と考えております。そして、何よりもこのすばらしい景観

や、また資源をどうやって次世代につなげていけるか

が大きな課題となっております。

　かつては農家の方がこのカヤをミカン畑に敷いたり、

またかやぶき屋根を使用したりするなどの活用がされ

てきましたが、農業後継者が減っていく中でのこの現在

では、カヤの需要もほとんどない状況でございます。し

かしながら、このすばらしい景観、また資源は、山焼き

等の保全活動を継続していかなければ守っていけま

せんので、町内の子供たちに、また地元にこんなすば

らしい草原があること、また、この草原は人の手によっ

て守られていること、また、カヤを使った昔の文化を教

育していくなど、未来につないでいかなければならな

いと感じております。

　これらの問題解決を図るため、昨年度、稲取地区の

特別財産区運営委員会をはじめ、行政、また観光協会、

農協、高原の専門員などで組織する「細野高原を考え

る会」が発足されました。この会では４区が継続的に細

野高原、これを維持管理していただくためにはどのよう

に、また、観光、産業などの資源としての活用、周辺の

地権者とも協力して、新たなこの魅力の創生、これを

図っていくかなどを検討しております。今日は皆様方か

らいただいたこの知恵をお借りいたしまして、この会の

発展にも生かしていきたいと同時に、この草原を全国

に発信できればと考えております。これからもどうぞよろ

しくお願いいたしたいと思います。

○議長（太田長八）　以上でこの参加自治体からの報

告が終わりました。いろいろなお話を伺いました。その中

でまた意見や質問等もあるでしょうから、ここからは自由

な形で意見交換会をさせていただきたいと思います。

　ご意見がございましたら、挙手をお願いして、発言し

ていただきたいと思います。どうぞよろしくお願いいた

します。

○真庭市長（太田　昇）　よろしいですか。

○議長（太田長八）　どうぞ。

○真庭市長（太田　昇）　それぞれすばらしい取組を

勉強させていただきましたが、恥ずかしい話、蒜山高原、

まだ山焼きの面積が80ヘクタールぐらいなんですね、

どんどん減っていて。何とか維持しようと思っているん

ですけれども。600ヘクタール焼いているとかですね、

本当にたくさん広い面積を焼いているとこら辺の取組、

もうちょっと詳しく、それもその行政というよりは、住民

の方とか、あるいは子供も参加してということですが、

もう少し、こんな取組をしているよということをご紹介い

ただければありがたいんですが。勉強させてください。

○議長（太田長八）　今、太田市長からの行政以外の

ほうの取組、これが何か具体的なことがありましたら、

どなたかご発言願いたいと思います。

　南阿蘇村の後藤さん、よろしくお願いします。

○南阿蘇村農政課主幹（後藤進哉）　先ほども説明さ

せていただきましたけれども、本村の牧野面積が

2,470ヘクタールで、野焼きが行われているところは

1,170ヘクタールということなんですけれども、地震前

はまだ野焼き面積は広くて、この事業主体というのが各

地元の行政区とかになりまして、以前は区長さんが責

１．開会

○司会　それでは、ただいまより第13回全国草原サ

ミット～未来へつなごう！壮大な海すすきの草原～を

開催いたします。

　私は進行を務めます東伊豆町企画調整課長の森田

と申します。どうぞよろしくお願いいたします。

２．挨拶

○司会　まず初めに、開催地を代表して、本大会の実

行委員長である東伊豆町長　太田長八よりご挨拶を

申し上げます。

○東伊豆町長（太田長八）　皆様、こんにちは。東伊豆

町の町長の太田でございます。

　本日は、この首長様におかれましては、新型コロナ

ウイルス感染症の対応で大変お忙しい中、全国草原サ

ミットにご参加していただきまして、誠にありがとうござ

います。

　本来であれば、皆さんにこの東伊豆町にお越しいた

だきまして、顔を合わせながらこの意見交換をさせてい

ただくところでございますが、１年延期したにもかかわ

らず、新型コロナウイルスの感染がなかなか収まらな

い状況ですので、このようなオンラインの会議とさせて

いただきました。ご理解願いたいと思います。

　この後、前回大会の報告、それから、昨日から行って

きましたシンポジウムの報告もお願いいたしますが、こ

こから先がメインであるサミットとなります。全国に存

在する草原の価値、また課題につきまして、参加者の皆

様から貴重なご意見を提言していただきながら有意義

な大会となるよう期待しておりますので、どうぞよろしく

お願いいたします。

○司会　町長、ありがとうございました。

　それでは、本日は東伊豆町以外に８自治体の皆様

にご参加いただいております。

　参加者について、事例等の発表順にご紹介させてい

ただきます。

　前回サミット開催地の宮崎県川南町、町長、日髙昭

彦様、兵庫県新温泉町、町長、西村銀三様、岡山県真

庭市、市長、太田昇様、前回サミット開催地の宮崎県

串間市、市長、島田俊光様、熊本県高森町、町長、草村

大成様、広島県北広島町、生涯学習課長、西村豊様、

あったり、いろんなところに登場する、そういう特徴が

ございます。

　ここが町の中心部にあります、広さ的には３万

3,000平方メートル、3.3ヘクタールということでござ

います。植物のほうは、およそ300分類で、そのうち

170種ほどが希少な植物であるということでございま

す。平成22年から一般に公開しておりますので、今年

で12年目に突入したところであります。開園期間は４

月から11月の間ということになっております。

　では、この活動の状況の現状なんですけれども、基

本的にこの湿原は、ボランティアの団体であります川

南湿原を守る会の方々が運営をしていただいておりま

す。日常の草刈りなどの管理、それから植物の整備状

況、また、案内も全てそういうボランティアの方がやっ

ていただいているという状況でございます。

　管理作業は大きく分けて２つあるんですが、まず６月

ぐらいに水草を除去いたします。特にセイタカアワダチ

ソウ等が水路等に入りますので、それを全員で除去し

ます。そして１月には草出しをして火入れをするという

ことでございます。先ほど言いました守る会の会員の皆

様、それから役場の職員、一部ボランティアの方々に手

伝っていただいてやっているところでございます。

　現在、その湿原のほうの普及活動ということでござ

いますが、年に３回ほどの観察会を実施しております。

まず１回目が４月下旬のトキソウ・ハルリンドウ観察会

でございます。２回目が７月、夏にトンボの観察会、最

後が８月から９月にかけまして、ホシクサ観察会。ホシ

クサというのが実はもう世界でここしかないという、

ヒュウガホシクサであるとか、エダウチシロホシクサ

等がございます。専門の方には非常に貴重な植物だと

いうことでございます。

　今、本当にここしかない植物がありますので、一般に

開放しているんですが、まだそこまでＰＲをあえてせず

に、いろんな意味で、種の固定であるとか、そういう仕

組みを構築しながらいろんなことをこれからの目標に

しているところでございます。

　今回どこもそうですけれども、３年前に全国の大会を

開催させていただきまして、いい機会をいただいて、全

国的にＰＲを進めていこうという矢先ではございますが、

こういうコロナに関して、うちも県外とか遠くから専門

の方を含めた方が多くいらっしゃるもんですから、今は

残念ながら閉園という形になっております。いろんな工

夫や機会づくりをこれからしっかり行いながら、我々は

湿原の魅力をどうやって発信するか、これをどうやって

維持していくかというのをしっかり考えていきたいと考

えております。

　以上で前回の報告とさせていただきます。ありがとう

ございました。

○議長（太田長八）　どうもありがとうございました。

　本当、３年前に私、川南町さんと串間市さんにお邪

魔させていただきました。本当にすばらしい運営でござ

いまして、それを目標にやった中で、新型コロナウイル

スになってしまいまして、本当に残念でございます。そう

いう中で、やっぱりまず川南町の川南湿原、これを地

区の方が再現しようと頑張った中で、今、着 と々その準

備が進んできているということ、これはもう敬意に値い

たしますので、これによりましてまたまちづくりをやって

いけば、またすばらしい町ができるんじゃないかと思

いますので、頑張っていただきたいと思います。

○川南町長（日髙昭彦）　ありがとうございます。

４．シンポジウムからの報告、問題提起

○議長（太田長八）　それでは、次に、シンポジウムの

総括といたしまして、いつも大変お世話になっておりま

す、全国草原再生ネットワーク会長でございます高橋

様にこれまでの報告と、また問題を含めてよろしくお願

いいたします。

○全国草原再生ネットワーク代表理事（高橋佳孝）　

皆さん、こんにちは。全国草原再生ネットワークの高橋

でございます。

　昨日来、第13回全国草原シンポジウムがこの東伊

豆町で行われました。その概要について、私のほうから

説明をさせていただきたいと思います。

　ここは、町長の挨拶の写真が載っておりますけれど

も、昨日は基調講演とパネルディスカッションと分科会、

それから総合の討論会というのがございました。それ

に沿って、昨日のシンポジウムのご紹介をさせていた

だきたいと思います。

　最初は、芸北高原の自然館の白川さんの基調講演

から始まりました。基調講演の内容も非常に盛りだくさ

んでして、各地の人と自然が関わる取組について、たく

さんの事例を紹介していただきながら、そのなかに潜

んでいる非常に価値のある関係性というのを大事にし

ていこうということで、講演をいただいております。

　人と関わる自然をどのように守るかということですけ

れども、要は関わり合いを学んで、暮らしに寄り添って

人が決めていく自然そのものの価値を発信をきちんと

されているか、あるいは共有されているかという問題提

起から入ってきました。時代や地域に合った多様な活

用で、草原についても守っていく必要があるんじゃない

かと。

　大事なコンセプトは、残したいものは共創資産であ

島根県大田市環境政策課長、和田二朗様、熊本県南

阿蘇村農政課主幹、後藤進哉様、また、サミット中、草

原100選についてご説明させていただきますことから、

全国草原再生ネットワーク代表理事の高橋佳孝様に

もご参加いただきます。

　皆様どうぞよろしくお願いいたします。

３．前回サミットの報告（串間市・川南町）

○司会　それでは、各自治体から活動報告や課題の

提起などを発表していただきますが、ここからは、大会

実行委員長の太田長八東伊豆町長がサミット議長とし

て進行いたします。

　太田町長、よろしくお願いします。

○議長（太田長八）　それでは、しばらくの間、議長を

務めさせていただきます。太田です。

　ご協力のほどよろしくお願い申し上げます。

　まず、前回の開催地でありました宮崎県川南町長の

日髙昭彦様より、前回の報告並びに課題、取組につき

ましてご発言をよろしくお願いいたします。

○川南町長（日髙昭彦）　皆さん、こんにちは。川南町

長の日髙でございます。

　今回は本当にいろいろ大変な中、太田町長をはじ

め、関係者の方々に開催をしていただきましたことを改

めて感謝申し上げたいと思います。

　前回、もう３年前になります。市長お見えですが、宮

崎県の串間市と同時に開催をさせていただきました。

後ほど島田市長のほうにも話があるかと思いますので、

私のほうから話をさせていただきます。

　それでは、３年前、実は２つのＰＲポイントがありまし

て、１つはですね、今はオンラインでこうやって同時開

催、いろいろ当たり前なんですけれども、当時は串間市

と川南町と、県内ではありますけれども、車で３時間、

130キロぐらい離れていた会場を同時に開催をさせて

いただきました。今となればいろんな思いもあって、大

変だったんですけれども、いろんな経験もさせていた

だいたと思っております。

　もう１点が、川南町は草原ではなく湿原なんですが、

水のある草原を湿原という形で、初めてこの草原サミッ

トに湿原を登場させていただいたということで、改めて

感謝申し上げたいと思います。

　では、簡単に報告をさせていただきますが、前回は、

黒潮洗う野生馬の草原とトロントロンが育む湿原、ト

ロントロンについては後ほど説明いたしますが、そう

いうことで、連休明けの５月12日土曜日から月曜日ま

での３日間にわたってさせていただきました。延べ885

名の方に参加をいただいたところでございます。

　先ほども申しましたとおり、湿原を入れていただきま

したので、当時は12の自治体、特に県内から、川南町

と串間市ですが、湿原の関係で近隣市町村であります

新富町、高鍋町にも参加をしていただきました。

　先ほど言いましたとおりでございますが、このサミッ

トの中で宣言をさせていただきました。今回も宣言があ

るんですが、４つの項目をテーマとして宣言させていた

だきました。

　まず１点目がですね、まず、守るという点、それから２

つ目が安全、３つ目がＰＲ、４つ目が連携というキー

ワードになりますが、まず１つ目は、やっぱり湿原とい

うのは、草原というのは、人が手を入れないと維持でき

ないということで、今回も入っておりますが、湿原を守る、

草原を守る担い手の確保や保全活動を積極的に支援

するという、守るという点でございます。

　２つ目が、やっぱり草原管理の新たな技術やシステ

ムを活用する安全管理、つまり野焼きの安全性である

とか、カヤぶきの技術を、高所作業でありますので、そう

いう安全性を大事にするということで、安全管理体制

を積極的に支援するということでございます。そういう

安全を構築するということでございます。

　３つ目がＰＲというキーワードを使いましたけれども、

草原の大切さと公益的活用を広く国民にアピールする

ため、全国草原100選を選定するということを進める

ことを決定したところでございます。

　４つ目が連携と言いましたけれども、全国の草原を

有する自治体が連携して行動していくこと。全国草原

自治体ネットワークという、正式には全国草原の里市

町村連絡協議会という活動を強化するというテーマで

ございます。それは、前々回の平成28年、新温泉町で開

催されたときに設立をされたところでございます。

　それでは、簡単に川南町の活動の状況ということで

紹介をさせていただきます。

　まず、川南湿原ということなんですが、大きな特徴が２

つありまして、１つがですね、これは湧水、湧き水ででき

た湿原であります。よそからの流れ込みがないので、世

界でここだけという希少な植物が、現在発表されている

のが３つ、あとまだ幾つか未確定でありますけれども、ほ

ぼ間違いないということがございます。それから湧き水

でございますので、ここはたまたま町の中心地からすぐ

近く、歩いて行けるという地理的なメリットもございます。

　トロントロンという名前を先ほど申しましたけれども、

実はこれはトロントロンというのは、水が湧く、トロント

ロン湧く、湧き出るという音から来た正式な地名でござ

います。片仮名でございますが、川南町と言えばトロン

トロンというのが軽トラ市であったり、施設の名前で

どうやって守るかという、そういう行政側からの仕組み

づくりについて、南阿蘇村長の吉良さんから講演をい

ただいて、その後パネルディスカッションを行ったとい

うことです。

　東伊豆町の様子はこういう感じで、３人が登壇して、

会場と熱心な討議が行われました。こういう形で、茅葺

き文化協会の安藤先生なんかも非常に示唆的な、後で

ちょっとお話ししますけれども、コメントをいただいたり

して、地元の方たちもとても元気づけられる内容だった

と思っております。

　内容をかいつまんで言いますと、保全の面からいう

と、面積とともに管理がなくなったということが生物相

に大きな影響を与えているんだよと。それから、湿原保

全も大事だけれども、全体を通して鹿の問題が今顕在

化していて、草原だけで語れる内容ではなくて、全体の

管理ということも必要になってくるだろう。それから、

ゾーニングや安全な場所では、後継者育成のための

フィールドとして積極的に活用してもいいんじゃないか

という話がありました。

　それから、担い手の問題もあり、新たな仕組みが

やっぱり必要になってくるだろうな。１つはボランティ

アかもしれませんし、１つは野焼きの体制整備というこ

とかもしれません。

　それから、利用価値を最大限に活用する、すなわち

材としての草原もあるし、景観を利用した観光もあるで

しょうし、それを持続的なシステムとしてどうみんなで

関わっていくかということが重要だろう。それから、東伊

豆町さんは温泉もあり、海もあり、それから草原もあると

いうことですね、東京からも近いという立地条件もあっ

て、やはり観光が主体となる、産業として観光が主体と

なるだろうと。その中に草原の恵みであるカヤの利用

を取り入れて、地域の特性やスケールを発揮してはどう

かというのが安藤先生のほうから示唆されたことです。

特に例えば来訪者の拠点施設みたいなところとか、そ

ういうカヤふきが実際にできるようなところをうまく利用

して、そこに新しい価値も含めた来訪客へのサービス

提供というのもできるんじゃないか。カヤの循環によっ

て、癒しの空間形成というのが可能であるし、そういう

ものが今後観光を回していく上でも期待が大きいん

じゃないかという話があったというふうに覚えています。

　それから、蒜山会場のほうは、このようにカヤを使っ

たサイクリング施設というのを実際に建てられていて、

その新しい施設の近くでこういうふうなセッションを

行っております。

　内容ですけれども、草原の利用から見える、過去に

学ぶことによって蒜山らしさというのがよく分かるんだ

と。その利用の仕方や経緯から学ぶものも大きいとい

うことがありました。

　それからもう一つは、よく自然再生事業というのはい

ろいろ行われているんですが、その自然再生において

も地域経済を回すことが今大切になってきているんで

すよというお話。実際に草原のカヤを使ったサイクリン

グセンターというものがありますけれども、ここから広

がる新しい世界があって、それが地域を大きく回してい

く一つのきっかけづくりにもなるんじゃないか。

　それから、カヤの利用についても、いわゆる文化財と

か古民家だけではなくて、今は新しい施設や近代的な

施設、そういうものについてもいろいろとカヤが使われ

ている時代である。カヤぶきは新たにもう一皮むけて

未来に発展する、その礎となり得るものではないかと

いうことがありました。

　これまでは地元だけで使って守るというところから、

地域外の関係者も含めた、地域の人も一緒になって守

るという、幅広い守り方、そういうものが目指されており

ました。そのためには、地域内外の人と意識を醸成す

るためにも、楽しいということもとても大切なんではな

いかということが報告されております。

　それから、阿蘇のほうは、このように広がる草原が九

州の北部の６大河川の水源域になっているという、そ

ういう立地条件もありますけれども、今回、水源涵養を

中心とした生態系サービスについての討論が行われ

ております。

　新しく分かったこととして面白かったのがススキ草

原がものすごく水源涵養力が高いんだと。そのなぜか

という理由の一つがススキそのものが節水型の植物

であって、水を消費しない。その分、水源涵養に回る水

が多いんですよと。それから、川下、川上の関係でいえ

ば、福岡都市圏も含めて大勢の人数の飲用水を賄うこ

とができる、その水源地が阿蘇の草原だと。それは有

明海のほうにもつながっていて、ノリが色落ちするのを

防ぐために栄養源を補給しなきゃいけないんですけれ

ども、その補給するだけのダムの放流ができるだけの

水源が確保できていることがとても重要だと。そういう

意味では、海のほうから草原を応援していただくという

仕組みづくりも今後考えていったらどうかというような

お話がありました。

　それから、環境省のほうでは、阿蘇の地域を守って

いく、あるいは草原を守っていく上で、地元の農業者の

なりわいに対する助成を主体に考えてきたんですけれ

ども、それも今後は重要であると同時に、これからは草

原の持つ公益的機能へどういう形で支援できるかとい

う仕組みをつくる必要があるんじゃないかというお話

それを研究面から実証、検証するということをぜひ研

究者にはやっていただきたいと。それを普及させる場

の整備を行政には担っていただけると非常にありがた

いという最終的な要望がございました。

　これらの問題というのは、一個人でどうこうできる、

解決できるものではありませんので、ぜひ行政のほう

のお力添えをいただきたいと。私ども個人や市民として

は、今後もそういう形で対話を続けていきたいというこ

とで、最後、閉めたところでございます。

　少し長くなりましたが、以上が草原シンポジウムの報

告です。ぜひこの内容についてもサミットでの論議をし

ていただきますようよろしくお願いいたします。

　以上です。

○議長（太田長八）　高橋先生、どうもありがとうござ

いました。

　私、このシンポジウムをやって本当、大変勉強になり

ました。と申しますのは、やっぱり今までカヤの活用と

かね、また、子供たちを育てていかなければならない、

地域の学習、体験学習、これも大変重要だと感じまし

たので、この間、大変勉強になりました。

　そういう中で、首長さんがいらっしゃいますので、私

が一番感じたのは、やっぱり阿蘇の分科会の、誰か

ちょっと名前を忘れましたけれども、要するに職員が、

担当者はある程度認知しているけれども、ある程度の

方、全ての方が草原などを認知しなければ進まないと

言われましたので、各首長さんには、担当者だけでは

なく、ほかの違う職場の方たちにも、あと、地元の草原、

また湿原に対する知見をある程度広げていければ大

変ありがたいと感じております。

　以上です。

　どうも高橋先生、ありがとうございました。

５．各自治体の取組と課題

○議長（太田長八）　それでは、各自治体の皆様にご

報告をしていただきたいと思います。順番は、事前に配

付してある参加名簿の順でお願いいたします。時間の

関係もありますので、各自治体おおむね５分間をめど

ということでお願いいたしたいと思います。

　それでは、兵庫県新温泉町長の西村銀三様によろし

くお願いいたします。

○新温泉町長（西村銀三）　皆さん、こんにちは。新温

泉町長、西村銀三です。よろしくお願いいたします。

　平成28年第11回のシンポジウム、新温泉町で開催

していただきました。その際には、川南町、日高町長さ

んをはじめたくさんの方にご参加をいただきました。誠

にありがとうございます。

　皆様のお手元に新温泉町の概要と上山高原の歴史

と現状という資料があると思いますので、資料に沿って

説明をさせていただきます。

　新温泉町は、日本海側に面した鳥取県との県境に

あり、平成17年10月に誕生した人口約１万4,000人

弱の町で、まちづくりのテーマは、「海・山・温泉　人が

輝く夢と温もりの郷」であり、豊かな自然に恵まれた町

であります。

　産業については、農業分野では水稲、梨、高原野菜

の大根の生産を主として進めています。畜産について

は、神戸ビーフや松坂牛のもと牛である但馬牛の主産

地として、飼育頭数の維持拡大に努めています。また、

水産業については、松葉ガニ、ホタルイカ、ハタハタな

ど、日本有数の漁獲高を誇っています。

　当町には上山高原という大きな草原があります。周

辺集落の人々によって上山高原は田畑の土づくり、和

牛放牧として活用し、中でもススキは飼料、カヤ、かや

ぶき屋根等に利用され、生活の一部として維持されて

きました。

　しかし、農機具の普及、牛農家の減少によって、草原

は活用されなくなり、クマザサが茂り、雑木に覆われて

きました。これでは駄目だということで、平成16年に県

と町と地域が連携してＮＰＯ法人上山高原エコミュージ

アムを立ち上げました。上山高原と麓の７集落を丸ごと

生きた博物館として捉え、草原を保全・再生する取組を

地域の資源を活用し、地域内外との交流を図ることで

地域の活性化につながる活動を進めています。

　再生の具体的な活動としまして、人工林をブナ林の

広葉樹に替え、ススキ草原の持続と拡大ということで、

山焼き等を行っています。また、イヌワシの生息調査、ノ

ハナショウブ、そしてヤナギタンポポ等、希少植物のモ

ニタリング調査の継続を行っていますし、体験プログ

ラムとして、滝巡りやハイキング等も行っています。また、

第11回大会を開催した成果だと思っていますが、スス

キの有効活用ということで、神戸市のかやぶき職人「く

さかんむり」と連携・協力協定を結び、古民家や文化財

施設にカヤを使う取組も進めています。

　草原維持では、ササ刈り、山焼き作業、放牧作業等、

毎年継続することが必要になってきます。このため会員、

地域住民、ボランティアの方々の協力をお願いしてい

ますが、作業費等の捻出が今後の大きな課題となって

います。今後もできるだけ多くの方にご協力をいただい

て保全活動や利用する取組を進めてまいりたいと思っ

ております。

　以上であります。

○議長（太田長八）　どうも西村町長、ありがとうござ

がありました。

　それから、草原と私たちの関わりとか、暮らし方を支

えるエビデンス、要するに研究の証拠ですよね、そうい

うものとか学術研究がとても重要だということが今回

のこのセッションの中でもよく分かったということです。

　それから、南阿蘇村長さんは熊本地震後、火入れ責

任者を村長さんに替えたという行政側からの支援が

あって、それによって野焼きが復活したところが結構

あったと。それから、火入れの手続も届出制に変えたり

ということをしたんですけれども、これを行う大きな根

拠となったのが、やはり水源涵養機能ということで、熊

本県民、熊本市民の水道水を支える水源の源である草

原を守ることが地域全体、あるいは県全体に対しての

大きな影響を及ぼすんだ、大きな貢献ができるんだと

いうことで、これまで阿蘇の草原といえば景観が主体

でしたけれども、今後は水源保全という意味でも、阿蘇

の草原の価値を見直して、みんなにアピールしたいと

いう話がございました。

　最後、全体会は、こうやって行われたそれぞれの分

科会の報告を受けて全体討議をしたんです。これも全

てオンラインでやりました。ここに映っているのは東伊

豆町さんのところでやった内容です。ちょっと写真で隠

れていて申し訳ないんですけれども、それぞれの分科

会から代表者が入っていただいて、オンライン上で討

議を行っております。

　まとめになるかどうか分かりませんけれども、草原の

保全面については、なぜ草原が重要かを各世代意識

共有する必要があると。活動に関わる人、理解者、応援

者を増やしていく仕組みが必要。維持するために人が

関わり利用し続ける仕組みづくりが重要になるという

ことが語られました。草原の経済価値と公益機能を積

極的に評価してあげる必要があって、公益機能の守り

手である生活者を支援する制度設計というのをしっか

りと組む必要がある。

　前にもお話ししましたけれども、保全のための保全と

いう観点から、草や草原を活用することによる保全と

いうほうにシフトしていく必要があるんじゃないかとい

うお話でした。

　草原の活用についてですけれども、これも先ほどお

話ししたように、保護の管理から、利用して管理へとい

うのが大きなテーマとなっていました。草原利用の創意

工夫に対して様々な支援や環境整備をしていく必要が

あるだろうと。小さな経済活動を生み出して、地域ととも

につくり出すことがまず第一歩じゃないか。

　都市へのアプローチには、どうしても意識の違いと

か様々な問題があるので、その中間層の育成が必要な

んじゃないか。

　堆肥や農業や肥料とか、あるいはカヤの利用という

のはありますけれども、今でも野草の利用価値は非常

に高いものがあって、堆肥の利用とかカヤの利用で野

草の価値を復権する必要があるんじゃないのかなと。

堆肥についても、今、新しい知見として、野草を使った

堆肥に含まれる非常に優れた土壌菌がいるということ

も分かってきました。こういうのも研究の成果だと思い

ますけれども、そういうふうに野草の価値を復権させる

ことで、野草を利用すれば火入れの炎もある程度制御

しやすくなるし、火入れの安全性にもつながるんだよと

いう幅広い内容からのものがございました。

　草原の継承については、地域の固有性やほ誇りを

各世代で共有、共感すると、これはもちろんですけれど

も、地域、行政、企業が互いに手をつなぐ仕組みという

のも面白いんじゃないか。例えば細野高原だったら、

いろんな企業さんが持続的にこれを利用したいという

ことではいろんな方が入っていただいて、そこを活用し

てはどうかという話もございました。

　それから、カヤふきは活用を通じた継承の有効な

ツールである。利用というものが入ることによって、その

価値を継承したり、その仕組みを継承したりするきっ

かけにもなる。

　それから、使うことで生き物が、草の供給で文化が守

られていくだろうと。

　環境教育は世代を超えていく潜在性を持っているの

で、非常に大切なことである。子供さんへの教育という

のはとても大切。

　草原と地域のつながる観光や地域振興の在り方に

も工夫が必要になってくるんじゃないかというふうなま

とめがございました。

　最後に、行政へ望むことということで、幾つか提案を

いただいております。

　１つは環境教育、あるいは担い手育成も含めてとい

うことですけれども、その助成をぜひ継続できるような

ものにしてほしい。

　それから、実際に草原を守るときに一番頭を悩ませ

ているのは、行政の実務者の担当者であろうというこ

とで、もちろんいろいろ替わったりもしますので、持続

的にそれを進めていくのに問題が生じがちなんですけ

れども、ぜひその自治体間での実務者同士の学びの

ネットワークをつくっていただけないか。サミットでい

えばシェルパ会議のようなものを今後実現していただ

ければありがたいという話がありました。

　それから、地域知、伝統的に言いつながれてきた知

識そのものに意外と真実が、とても大事なものがあって、

いました。

　太田市長の取組は、もうマスコミでだいぶ私も勉強

させていただいております。そういう中で、文化と草原

がやっぱりマッチしないと、本当にそのとおりだと考え

ています。昨日の分科会の会場、隈先生の建築、それに

つきましてカヤを使っていること、大変感銘を受けまし

たので、今度、一度視察に行かせていただければ大変

ありがたいと思います。よろしくお願いします。

○真庭市長（太田　昇）　どうぞ、おいでください。これ

が全容ですけれども、３棟あります。

○議長（太田長八）　そんなにあるんですか。

○真庭市長（太田　昇）　１つは、このメインのがです

ね、これが18メートルあります。その横に見えておりま

すのが、隈研吾先生の設計図面とか模型とか、そして

サスティナブルな商品を売るとかですね、そしてもう一

つはサイクリングターミナルという、それで構成されて

います。7,000平米ぐらいの広さであります。

○議長（太田長八）　すごいですね。視察を楽しみにし

ておりますので、よろしくお願いいたしたいと。

　続きまして、串間市長の島田俊光様、よろしくお願い

いたします。

○串間市長（島田俊光）　こんにちは。串間市の島田

でございます。

　12回草原サミットにつきましては、川南町と一緒に

開催させていただいたわけでございますが、事務局の

皆様等はじめ関係各位の皆様方のご高配を賜り、サ

ミットを成功することができました。本当に感謝を申し

上げたいと思います。

　それで、宮崎県串間市は、宮崎県の最南端に位置す

る温暖多雨なところでございます。きゅうりやピーマン

などの施設野菜、サツマイモやごぼうなどの露地野菜

をはじめ生食で食べられる完熟キンカンや餌にトウガ

ラシを混ぜてつくる養殖ブリなどは、質、量とも全国トッ

プクラスの地域でございます。また、そのように農産物

を生産する食の宝庫でもあります。

　串間市からは、野生馬が生息する都井岬と宮崎県

の希少な動植物重要生息地に指定されている古竹・笠

祇地区について紹介させていただきたいと思います。

　串間市の草原といえば、野生馬が生息する都井岬が

代表的な草原となるわけでございますが、もともとは江

戸時代の軍馬を育成するための牧場であったものが、

人の手が触れることなく、令和の時代まで残っているも

のであります。春には新緑の草原にオキナグサやウマ

ノアシガタ、さらに夏から秋にかけてヒオウギやノヒメ

ユリ、ムラサキセンブリ、冬はノジギクなどが繁茂して、

四季それぞれの種のある希少動植物、国指定天然記

念物の野生馬とともに見ることができます。オキナグサ

など都井岬に生息する多年草のほとんどは、毒があっ

たり、またとげがあったりして、馬が食べない植物であ

り、食べ残すことから花を咲かせることができる。都井

岬は馬がつくり出す生態系に、絶滅危惧種に指定され

ている希少な植物を観察することができます。都井岬

は人の手を加えないことが魅了をより高めるものと考

えております。

　通過型の観光から体験、滞在型の観光へと転換さ

せる取組として、野生馬の生態と野生馬による形成さ

れた草原の植物やふん虫、フンコロガシでございます

が、などを訪れた観光客に対して分かりやすく説明す

る都井岬野生馬ガイドを配置し、エコツアーなど着地

型観光としての活用をはじめ、地元小中学生の地域を

学ぶ授業、くしま学などを地元の魅力を学習させる取

組など、草原の維持・存続と魅力発信のため取り組ん

でおります。

　また、笠祇・古竹地区の紹介でございますが、資料の

下段にあります笠祇・古竹地区の草原については、都

井岬と同様であり、江戸時代の軍馬を育成するための

牧場であったものが地域住民により草刈りや野焼きな

どの作業により代々守られ、現在も草原として維持され

ているものでございます。平成19年11月には宮崎県

の希少野生動植物重要生息地に指定されております。

笠祇・古竹地区は串間市の中心市街地から車で約15

分と近い場所に位置しており、昔ながらの田園風景が

広がり、里地里山で和牛の里として呼ばれている畜産

が盛んな地域でもございます。

　集落は過疎、高齢化が進み、野焼きなどの里山を守

る活動の継続が危惧されているところでございます。集

落の過疎化、高齢化の進展は、本市のみならず全国各

自治体の共通問題と認識をいたしております。行政の

役割としては、地域の魅力を住民自らが情報発信して

いく活躍の場の創出と、地域に何度も訪れる深いつな

がりを持つ関係人口の増加が肝要であると考えており

ます。

　本市の取組の１つがエコツーリズムの推進でありま

す。市といたしましては、地域資源の魅力を伝えること

により、関係人口の増加、地域住民の資源価値の再認

識、そして、環境教育による次世代への継承へとつな

がるエコツーリズムを鋭意取り組むことにより、草原の

維持形成を図っていきたいと考えているところでござ

います。

　以上でございます。よろしくお願いします。

○議長（太田長八）　どうも島田市長、ありがとうござ

いました。

いました。

　このＮＰＯ法人の活動、大変すばらしいと感じており

ますし、また、うちの町のテーマも、「満点の海・山・空は

東伊豆」と、何かまちづくりが同じような感じがいたしま

すんで、これを契機にまた交流ができれば大変ありが

たいと思います。どうぞよろしくお願いいたします。

○新温泉町長（西村銀三）　こちらもよろしくお願いし

ます。

○議長（太田長八）　それでは次に、続きまして、岡山

県真庭市長の太田昇様、よろしくお願いいたします。

○真庭市長（太田　昇）　真庭市の太田です。よろしく

お願いいたします。

　真庭市は合併して828平方キロメートルと、面積で

いうと東京23区の1.3倍というですね、岡山県北に広

がる市です。その一番北、鳥取県境のところに蒜山高原

という高原がありまして、東西20キロ、南北10キロと

いう、多分、関西では一番広い高原だと思っております。

　課題ですけれども、よそと同じで、もともとはススキ野

原が非常に広がっていた、それがだんだん狭くなって

きていると。そこに貴重な動植物、絶滅危惧種がいた

のが、これを守らないと、景観も含めて滅んでしまうと

いうようなことで、そういう意味での保全というのが一

つの大きな課題であります。

　もう一つは、これも出ておりましたけれども、単に保

全だけではできない、やはり活用しながら保全すると

いうことをしなきゃならない。その活用というのが一つ

の課題だろうというふうに思っております。

　その２つをどうしたら両立できるのかということです

が、１つは、カヤを山焼きをする、そうするといいカヤが

できる。そのカヤを、もちろん土に戻すことによって、灰

そのものが肥料になってまいりますが、蒜山も旧石器

時代から人が住んで、そしてカヤを焼いて、火山灰の

非常に貧栄養化のところを植物が育つように、１万年

以上かけて変えてきたという歴史がありますから、それ

を延 と々やっていかなければならない。それとともにカ

ヤを建築資材として活用するということで、昨日の分科

会でも隈研吾先生の設計で、カヤの屋根を逆さまに

使ったですね、屋根そのものは鋼板で、中の天井から

中を全部カヤにしたという、逆さまにしたような、そうい

うサイクリングターミナルを造りましたけれども、それ以

外にも建築資材としていろんな活用ができるということ

で活用していきたいということであります。

　それとともに、このすばらしい高原を多くの方に親し

んでいただく。自然環境だけでは人は来ません。やはり

そこに文化というものがないと人は来ないということで、

ここに出ておりますけれども、これも隈研吾先生の作品

ですけれども、ＣＬＴ、クロス・ラミネーテッド・ティン

バーという縦横、縦横に木材を組合せして、一つの板

を作るわけですね。その板を組合せしてこういう建物

を造っていくですね、これはオリンピック選手に遊んで

もらおうと思って東京の晴海に造ったんですけれども、

真庭のヒノキで造り、日本で専用のＣＬＴ工場は真庭に

しかありませんから、言わば真庭に里帰りしたというこ

とで、グリーナブルヒルゼンというふうに呼んでおりま

すけれども、こういう施設。中は空間で、ここで遊んだり、

イベントができるように、そういうものを、一つの芸術作

品ですけれども、造っております。こういうものを使って、

観光資源としても活用していくと。

　つまり景観も含めて、そして人工的なこういうものを

全部入れて、地域価値を上げていくという、そういう概

念で取り組んでおります。

　さらに、このＧＲＥＥＮａｂｌｅというのがロゴにもなって

おりまして、阪急阪神百貨店がこのグリーナブルに沿う

ようなものを真庭の産物をですね、産品を大阪で売っ

ていくというような、阪急百貨店とも提携をして、コロナ

がもう少し落ち着けば本格的に梅田で真庭の産品を

開発しながら売っていくということになってまいります。

阪急に今ブランド、阪急ブランドとしてＧＲＥＥＮａｂｌｅと

いうのを商標登録してもらいました。

　そういうことをしながら、この背景として、私の背景

に木材を使っておりますけれども、バイオマス産業都市

の指定も受けて、やがて真庭の電力は全て真庭で賄う

と。今、バイオマス発電、１万キロワットのありますけれ

ども、市内需要の大体60％ぐらいを再生可能エネル

ギーで賄えています。火力じゃなくて、水力とバイオマス

ですね。これを100％にしていくということも地域の価

値を上げていくという取組をしております。

　それと、生ごみ等、人間さんのふん尿ですね。それを

混ぜてメタンガスを発生させて、それでプラントを動か

して、最後、液肥を作って、それを低コスト農業として利

用していくという、そういうような、全体をＳＤＧｓという

か、サスティナブルなそういうまちにしていくという取組

をしております。東京のまねをしても仕方ありません。こ

の地域にある資源をいかに使って、それを循環させて、

未来志向で豊かにしていくということで、ＳＤＧｓ未来都

市の第１号にもなっておりますけれども、そういう取組

をしているというのを、そういうことを背景にしながら

蒜山高原を守り、活用していくということであります。

　皆様方のご意見も、あるいは活動も参考にしながら、

よりこれを進めていきたいというふうに思っております

ので、今後ともよろしくお願いいたします。

○議長（太田長八）　太田市長、どうもありがとうござ

にちは。広島県の北広島町生涯学習課長、西村と言い

ます。よろしくお願いいたします。

　お手元にお配りしております北広島町の概要、そし

て、北広島町の草原と取組について、説明をさせていた

だきます。

　まず、広島県北広島町の概要でございますが、広島

県の西北部、西中国山地の標高300メートルから800

メートルの盆地、北は島根県と接しております。広島県

に流れる太田川、そして島根県に流れます江の川の源

流域でもございます。面積の８割以上が森林地帯でご

ざいまして、県北地域、こちらは1,000メートル級の山

が連なっております。

　国立公園の一部でございます八幡湿原、こちらにあ

ります芸北地域の八幡、こちらは冬になりますと２メー

トルの雪を記録する豪雪地帯となっております。

　それでは、広島町の草原と取組について説明をさせ

ていただきます。

　こちらにつきましては、４つ紹介をさせていただきた

いというふうに思います。①から④まで、概要から課題

というふうにしております。

　まず、雲月山でございますが、島根県と隣接をしてお

りまして、かつては採草、そして放牧の目的で1960年

頃まで利用されておりました。島根県側はカラマツの

植林となっています。広島県側、こちらは1990年代に

観光イベントとして山焼きですね、こちらが行われてお

りましたが、1996年を最後に停止しました。2005年頃

より、地域が主体となりまして、主にＮＰＯが主体となり

募集を行いまして、消防団、博物館、小学校などと連携

しながら山焼きを実施しております。

　2014年に町条例に基づきます野生生物保護区に

指定をしております。

　こちらの利用についてですが、一般の登山の観光の

ほか、町内外の小学校等によります学習の場としての

活用、そして、山焼き再開後に数年間にわたり報告も行

われましたが、牛が転落するというような事故もありま

して、現在は放牧はされておりません。

　課題でございますが、現在15％ぐらいの山焼きを

行っておりますが、全域の山焼き、そしてボランティア

の確保といったことが課題というふうになっております。

　続きまして、千町原の草原でございます。

　こちら、もとは地元地域八幡村という旧村になります

けれども、こちらの入会採草地でございました。1944

年に陸軍の演習地となりまして、戦後は開拓民の入植、

国の大規模草地の開発、広島県への移譲と郊外開発

を経まして、今に至っております。2003年頃よりＮＰＯ

が中心となりまして伐採の実施をしまして、2020年に

町条例に基づきます保護区に指定をしました。植物や

鳥を見る観光地として人気がありまして、2013年から

は地元の中学校の、この後紹介しますけれども、茅プロ

ジェクト事業にカヤを提供しております。

　課題でございますけれども、既に樹林化した範囲が

結構広くなっております。また、大規模草地開発の影響

で湿原が縮小しておりまして、いずれも伐採が必要と

いうふうになっております。

　続きまして、霧ヶ谷湿原でございます。先ほどの千町

原と同エリアに位置をしております。大規模装置開発

の事業を経まして、現在は臥竜山麓八幡原公園の一部

に位置をしております。2003年にＮＰＯが植生調査と

ワークショップを実施したことをきっかけにしまして、

自然再生推進法に基づきます法定協議会を広島県が

立ち上げまして、2004年から八幡湿原自然再生事業

が始まっています。樹林の伐採、湿原から水を抜くコン

クリート水路の撤去、湿原への水路の設置などの工事

を2007年から2010年にかけて実施をしました。その

後、自然再生協議会の保全部会が中心になりまして、

伐採作業を継続しております。こちらも2020年に町条

例に基づきます放牧の指定をしております。

　利用でございますけれども、植物や鳥を見る観光地

として人気のスポットとなっておりまして、小学校、中学

校等のフィールドワークの場として活用、そしてガイド

ツアーの実施をしております。

　課題でございますけれども、再生工事から10年が経

過しておりまして、順応的管理のために現状に即した

全体構想と実施計画の見直しが必要となっています。

　そして、これは地元の中学校での取組ということなん

ですが、芸北茅プロジェクトについてです。

　芸北地域のススキ、これを屋根ふきのカヤとして資

源化し流通させる取組を行っています。中学校ＰＴＡ、Ｎ

ＰＯ、地域住民、教育委員会などが実行委員会をつくり

まして、2015年から推進をしております。地域の住民

自らがカヤを刈り取りまして市場に出荷すること、こち

らで私有地や小さなカヤ場が保全をされる。そして、今

は廃止となっておりますけれども、こちらにスキー場跡

地がありまして、こちらを文化庁のふるさと文化財の森、

こちらに設定をされたところでございます。

　利用についてなんですが、未利用でありましたカヤ

場、そしてカヤの利用が推進されるとともに、プロジェ

クトそのものが地元生徒にとって生きた教材というふう

になっています。地域通貨を活用することで地域外へ

の経済流出を防ぎ、刈り取ったカヤが文化財や伝統的

景観の保全に活用されております。

　課題でございますけれども、カヤの保管場所、こちら

　やっぱり串間市さんの取組、草原が２か所、これをう

まくやっていると考えています。それでやっぱりこれから

は、まずは地域住民がそのよさを認識するのが一番と

思いますので、それもまた勉強させていただいて、そう

いう中で、そのエコツーリズムを結構うまく活用した中

で、その草原の保全をやっているのが大変すばらしい

取組だと考えておりますので、引き続きよろしくお願い

いたしたいと思います。

○串間市長（島田俊光）　ありがとうございます。

○議長（太田長八）　それでは、続きまして、熊本県高

森町の町長、草村大成様、よろしくお願いいたします。

○高森町農林政策課（荒牧茉名）　町長に代わりまし

て、担当のほうからお手元に資料に沿ってご説明をさ

せていただきたいと思います。

　熊本県高森町農林政策課の荒牧と申します。よろしく

お願いいたします。

　まず、高森町の概要からご説明させていただきます。

　高森町は人口6,177人で、九州のほぼ中央、熊本県

の最東端に位置しまして、大分県の竹田市と宮崎県高

千穂町に隣接する総面積175.06平方キロメートル、

広い町土を有する農村地域でございまして、地形は阿

蘇カルデラ内に広がる標高500メートルから600メー

トルの比較的穏やかな傾斜をなす高森・色見地区と外

輪山の外側、標高500メートルから800メートルの波

状高原地の草部・野尻地区に区分される町です。

　主な産業は、観光と農林業になります。

　農業面では、立地条件を生かしまして、畜産、米、野

菜を主体とする農業生産が展開されてまいりましたが、

近年、経営の発展を図るため、一部の農家で施設園芸

の導入が盛んとなっております。地域の宝として、古くか

ら栽培されてきました農林畜産物をブランド化し普及

するとともに、地域の代表する高品質な農産物として、

将来にわたり栽培し続けるための活動を通じ、阿蘇地

域の農業の活性化と農業後継者の育成につなげるこ

とに取り組んでおります。

　観光面では、コロナ禍でイベントの実施が厳しい状

況ですが、2016年に発生した熊本地震の影響は回復

傾向にあり、高森湧水トンネル公園、月廻り公園、高森

殿の杉、南阿蘇鉄道のトロッコ列車、草部吉見神社、

上色見熊野座神社といった観光地や約300年の歴史

があります風鎮祭といった地元のお祭りを中心に毎年

多くの方が高森町を訪れています。

　また、高森町では町内全戸に整備しました光通信環

境を活用しまして、日本一の地域密着型番組として、た

かもりポイントチャンネル、こういったケーブルテレビ

の放送を行い、災害時の緊急放送や町からのお知ら

せ、地域情報、事業の紹介などを町民の方へ情報発信

しています。

　光通信環境の整備は、教育現場でも活用されており

まして、電子黒板の設置や全児童生徒のほうへ１人１

台のタブレット配布をいち早く行いまして、全国で最先

端のＩＣＴ教育が行われております。

　ここからは高森町の草原の概要についてご説明さ

せていただきます。

　高森町の草原につきまして、その多くを牛の放牧に

活用しておりまして、畜産農家や町民の方の大切な資

源として保全されてまいりました。高森町の草原は牧野

と呼ばれており、阿蘇のあか牛が放牧されている牧野

はのどかな風景として多くの人に親しまれております。

　高森町の牧野面積につきましては、1,211ヘクター

ルありまして、草原維持として行われている野焼きに関

しては、実施面積が621.5ヘクタールとなっております。

また、管内には14の牧野組合がありまして、皆さん精

力的に草原維持のほうに取り組んでいただいており

ます。

　最後に、高森町の取組と課題については、長年、放

牧や野焼きによって保全されてきている草原なんです

が、近年、管理をしている牧野組合員さんの高齢化等

によって、野焼き実施が大変難しくなってきている状況

にはございます。町としては野焼きに係る補助金等で

野焼き実施者の方の負担軽減等に取り組んでおります

が、年々、実施面積が減少しつつある傾向にございます。

　また、高森町にある阿蘇高森オーガニックセンター

というところでは、世界農業遺産の構成要素であります

阿蘇の草原に生えるススキなどの野草や畜産農家か

ら出る牛ふんなどを混ぜて堆肥を作っております。こち

らは町内を中心に阿蘇地域の農産物に還元して、循環

型農業を確立しております。

　このほかにも未来の草原を引き継ぐ子供たちのほう

に阿蘇の草原のすばらしさや草原の抱える現状につ

いて伝える草原学習などが行われております。

　以上で説明を終わらせていただきます。

○議長（太田長八）　どうも高森町さん、ありがとうござ

いました。

　高森町さんの取組は、全ての自治体が抱えている課

題と同じだと考えております。そういう中で、皆さん方に

対してよりよい回答ができればいいなと思いますので、

またいろんな意見をよろしくお願いいたしたいと思い

ます。

　それでは、続きまして、広島県の北広島町の生涯学

習課長の西村豊様、よろしくお願いいたします。

○北広島町生涯学習課長（西村　豊）　皆さん、こん

田市さんにお住みだそうでございますので、本当にあ

りがとうございます。

　そしてもう一点、これ本当、関係ないんですよ。歌手

に永井裕子さんっていらっしゃるんですけれども、その

永井裕子さんが結構大田市さんのを歌って、うちの町

の観光大使になっているんですよ。やっぱりそういう中

でまた大田市さんとよろしくお願いいたしたいと思いま

す。どうもありがとうございました。

　続きまして、熊本県の南阿蘇村の農政課主幹の後藤

進哉様、よろしくお願いいたします。

○南阿蘇村農政課主幹（後藤進哉）　昨日ですね、阿

蘇分科会では吉良村長の報告がありましたが、本日は

私のほうから発表させていただきます。

　最初に村の概要からになります。

　南阿蘇村は総面積137キロ平方メートル、熊本県

の北東及び阿蘇くじゅう国立公園、阿蘇カルデラの南

に位置する人口１万340人の村です。雄大な南阿蘇

の山と緑、そして環境庁の日本名水百選に選定されて

いる白川水源に象徴される豊かな自然環境に恵まれ

ています。

　2016年４月の熊本地震では、これまで経験したこ

とがない甚大な被害を受けました。これにより人口も１

割程度減少しましたが、村に定住促進課や空き家バン

クを設置し、移住者を受け入れる環境整備を推進して

います。

　続きまして、農業、観光についてです。

　基幹産業である農業は、白川中心に水田が広がり、

のどかな農村風景を生み出す農村は、水稲をはじめ

畜産、ミニトマトやアスパラなどの施設園芸が盛んです。

昼夜の寒暖差が大きい気候により、自然のうまみが

しっかりと詰まった農産物が自慢です。有機農業、環境

保全型農業を推進しており、安心安全な農産物づくり

に取り組んでいます。

　また観光では、大自然を中心にたくさんの観光資源

に恵まれています。新阿蘇大橋のたもとにある展望所

ヨ・ミュールからは、長陽大橋、白川第一橋梁を眼下に

望むことができ、新たな観光スポットとして注目を集め

ています。

　また、熊本地震で落ち込んだ観光客数は回復傾向

にあり、本村本来のにぎわいが戻りつつあります。

2017年９月にはアウトドアショップモンベルと村が協

定を結び、アウトドア活動促進や地域経済の活性化な

ど、包括的に協力をし合い、観光振興に取り組んでい

ます。

　続きまして、草原の概要に移ります。

　南阿蘇の草原は阿蘇カルデラの阿蘇山側及び南外

輪山側に広がり、季節ごとに違った表情を見せてくれま

す。南阿蘇の草原は牧野とも言われ、平成21年に行わ

れた阿蘇草原維持再生基礎調査では、本村の牧野面

積は2,470ヘクタール、そのうち野焼きが行われてい

る面積が1,170ヘクタールとなっております。管内には

23の牧野組合があり、牛の放牧をしている箇所もあれ

ば、野焼きのみ実施している牧野もあります。

　続きまして、本村の取組と課題についてですが、昨日、

分科会で村長がご報告された内容と重複する点がご

ざいますが、ご了承をお願いしたいと思います。

　草原の維持に欠かすことのできない野焼きですが、

その面積は、以前と比較すると減少しています。本村を

含む阿蘇郡市７市町村の草原はこの100年間で半分

以下に、直近30年で見ても４分の１近く減少しており

ます。

　本村では熊本地震で各牧野の原野火入れが中断さ

れました。平成31年度からは一部再開に向けて、熊本

県、阿蘇グリーンストック、村において協議をした結果、

白川牧野で一部再開、その後、令和２年には吉田牧野

でも再開できました。それに至るまでに県、グリーンス

トック、村で防火帯を設置する費用を予算化したり、火

入れ責任者を各区長や牧野組合長から村長へ変更し、

負担の軽減を図りました。

　今後の課題として、火入れが中断しているところの

再開が可能となるか、防火帯の整備、担い手不足、地

区住民の高齢化に対する支援が上げられます。

　補足でですね、昨日、村長から報告がありました課

題に対する取組で、ハードとソフトの対応が求められる

ことをおっしゃっていましたが、ハード面では牧道等、

恒久防火帯の整備ですね。ソフト面においては担い手

の確保ですね。畜産農家を増やすための取組として、

今後、放牧へのＧＰＳを付着して移動管理等を管理す

るシステムの導入やバーチャル研修の導入を計画し

ております。

　また、目的と認識の改革ですね。景観維持から水源

保全のほうへの啓発をしていくということで推進をして

いく予定です。

　以上、南阿蘇村からです。ありがとうございました。

○議長（太田長八）　後藤様、どうもありがとうございま

した。

　南阿蘇村様には、本当に熊本地震、大変でございま

した。今後も頑張っていただきたいと思います。

　そういう中で、今度、山焼きにおきまして、村長さんが

本部長、その中でまた新たにやるという中で、それは大

変期待しております。それから、山の保全、これ大変で

ございますので、引き続きどうぞよろしくお願いいたし

の整備。それから、カヤの販売先の確保、事業規模を

拡大するための専従職員の確保等といったようなこと

が課題となっております。

　北広島町からは以上です。ありがとうございました。

○議長（太田長八）　西村さん、どうもありがとうござい

ました。

　それで、芸北町の白川先生に今回大変お世話になり

ました。本当にありがとうございました。

　それで、私がやっぱりちょっと感じたのは、中学生の

活用ですね。やっぱり中学生、カヤを刈って、地域通貨

でそれをまた地域で還元する。大変すばらしい取り組

みと感じましたので、うちの町もやってみたいなと感じ

ましたので、その節はまたご指導をよろしくお願いいた

したいと思います。

○北広島町生涯学習課長（西村　豊）　ありがとうご

ざいます。

○議長（太田長八）　どうもありがとうございました。

　続きまして、島根県大田市の環境政策課長、和田二

朗様、よろしくお願いいたします。

○大田市環境政策課長（和田二朗）　皆様、こんにち

は。島根県大田市です。

　市長が所用で出席できませんので、私、環境政策課

長の和田が代理で発表させていただきます。

　大田市は、東西に長い島根県のほぼ中央部に位置

する人口約３万3,000人の小都市です。北は日本海に

面し、南は中国山地が迫っているため、山林原野が多

く、平たん地は僅かです。

　本市は世界遺産、石見銀山遺跡に代表される貴重

な歴史文化や国立公園三瓶山をはじめとした豊かな

自然に恵まれています。昨年度には「石見の火山が伝

える悠久の歴史～“縄文の森”“銀の山”と出逢える旅へ

～」が日本遺産に認定され、さらなる観光客の増加が

期待されております。

　さて、当市には標高1,126メートルの三瓶山があり

ます。その麓には西の原、東の原、北の原と呼ばれる草

原があり、放牧のほか、観光客、市民の憩いの場として

利用され、クロスカントリーコースなども整備されてお

ります。また、ダイコクコガネ、ユウスゲ、オキナグサと

いった希少動植物の生息地となっており、中でも最も

広い西の原では、毎年春に火入れが行われ、三瓶山の

草原景観の象徴的な存在となっております。

　三瓶山は、昭和38年に大山隠岐国立公園の一部に

編入されましたが、山麓に広がる牧歌的な草原景観が

指定理由の一つでした。ところが、昭和50年代になる

と、時代の流れから放牧が急速に廃れていき、植林な

ども行われて、山肌は一気に森林化していきました。放

牧の衰退とともに途絶えていた火入れですが、観光客

の出火による山火事を契機に平成元年に復活し、以降、

防火の観点から行政が主体となって毎年３月に行うよ

うになりました。

　平成７年には西の原の一部が放牧場として整備さ

れ、24年ぶりに放牧が復活しました。平成９年には、第

２回全国草原サミットが三瓶を会場に開催され、これ

をきっかけに行政、研究者、農業者、ＮＰＯなどの官民

ネットワークが形成されました。

　翌年からは放牧による防火帯切りを行うなどの工夫

により、経費を極力抑えながら火入れを実施すること

ができるようになりました。

　平成19年からは、従来の牧野組合、大田市等に消

防、警察が協力する体制に自然保護団体や地元の自

治会、ボランティアなどが加わり、市長をトップとした実

行委員会方式で火入れが開催され、また、目的の中に、

従来の防火に加え、国立公園管理計画にも明記されて

いる草原景観の維持を加えました。

　官民の連携により日本で一番安全な野焼きと自負し

ておりましたが、平成29年度には、風向きと火勢の急

激な変化により、消防署の資機材輸送車が１台全焼す

るという事故が発生しました。近年はドローンも取り入

れ、経験豊富なリーダーが最前線の状況を具体的に把

握しながら指示を行う形で、より安全に火入れを実施

しております。

　昨年度は新型コロナウイルス感染症の予防を考慮

して、ボランティアを募集せず、約30ヘクタールを関係

者約150人態勢で実施いたしました。現在、西の原の

草原景観は、放牧や火入れなどによってある程度守ら

れているものの、人の手が加わらなくなったところはす

ぐに森林化してしまうという現実にあります。このすば

らしい草原景観を貴重な財産として、将来にわたって

保全していくには、多くの市民や関係機関の協力が必

要です。また、単に火入れに参加してもらうだけではな

く、その意味合いを十分に理解してもらうことが大切で

あると考えております。

　以上です。

○議長（太田長八）　和田様、どうもありがとうございま

した。

　今の大田市さんから観光客の火事からまた再開さ

れた。災いをよいほうに持っていったことで、すばらし

いことだと考えております。さらにまた、山焼きの難しさ、

いくらやっても大変だと。そういう中で、もう大変勉強に

なりました。

　またこれ話は違いますが、今回は大変ネットワーク

の高橋先生にお世話になっており、高橋先生は何か大

任者ということになっておりました。地元の消防団が

ジェットシューター担いで火消ししているところ……、

私もしていますけれども、あとは阿蘇グリーンストックさ

んにボランティアの要請をしまして、ボランティアのご

協力を得ながら野焼きを推進しているところもあります。

　地震前ですね、死亡事故とか怪我とかがありました

んで、そういった理由で、その後、地震がありましたの

で、野焼きが再開できないというところになっておりま

す。再開するための今、工面をしているところであります。

　ちょっと私が知らないでですね、地元の行政区以外

でしているところもあるかもしれませんけれども、基本

的に地元の行政区が事業主体として野焼きを実施して

いるところであります。

　以上です。

○議長（太田長八）　後藤さん、どうもありがとうござい

ました。

　ほかの自治体で何か活動しているところがありまし

たらお願いしたいと思いますけれども。

　じゃちょっとうちの取組が、ちょっとうちの町は結構

行政が携わっていたんですけれども、今は財産区、

やっぱり共有財産区、いわゆる区ですね、区の方が中

心となりましてやっております。行政が出ているのは消

防団、これも民間ですけれども、ある程度それに対して

参加で、もうほとんど民間がやっている中で、やっぱり

皆さん方も同じもう高齢化、そしていかに高齢化の中

で新たな担い手を見つけるかということが課題でござ

いますので、その課題につきまして、後でまた課題、問

題にしていきたいと思いますけれども、太田市長、こう

いうことでよろしいでしょうか。

○真庭市長（太田　昇）　今、町長がおっしゃいました

ように行政区も結局高齢化したり、メリットがあればす

るけれども、メリットがなかったらなかなか、昔やっとる

から、景観がどうだから、動植物がどうだからといって

なかなかできなくなってきていると思うんですよね。だ

から、安全でありながらどういう仕組みで何か新しいこ

とができないかとかですね、そういうことを勉強したい

わけですけれどもね。私の頭の中で考えているのは、怪

我をされても困るけれども、山焼きは難しいですけれど

も、カヤの刈り取りなんかは、これも大変なんですけれ

ども、一つの観光と結びつけてできないのかなと。ただ、

山焼きのほうはね、これは消防団の協力、そして死亡と

か事故のないように、それからその日の気象条件に

よってできなくなるとか、非常に不安定要素もあるんで、

なかなかいい知恵が出ないんですけれどもね。そのあ

たり、教えていただいたり、また知恵を出していただけれ

ば、このサミットが有意義だなというふうに思うんですが。

○議長（太田長八）　今、太田市長さんからいろいろ

問題点を提案、提示していただき、何か首長さんでこう

いう案がいいじゃないか、そういうことがあったらまた

ご発言願えれば大変ありがたいと思いますけれども。

　じゃ、まず私からちょっと発言させてもらって、皆さん

方には指名させていただきますので、よろしくお願いい

たしたいと思います。

　やっぱり今、太田市長が言ったように、山焼きをね、

ただ昔からやっているからやるんだと、そういうことが

結構、自分も多いと感じております。そういう中で、私、

これから生きる道は、うちの町、観光でございますから、

また太田市長さんが言ったように、観光と草原との結

びつき、それをいかにやっていくかということが大切な

のではないかと考えております。そういう中で、昨日の

シンポジウムの中で、やっぱりカヤを皆さん方に刈っ

てもらった中で、カヤを刈ることによって山焼きの負担

も少なくなるようなことも聞きましたので、そのカヤを

刈って、また観光に生かした中で、草原を守っていきた

いと考えております。

　また、カヤを刈ったことも、やっぱりある程度資金源

になるようなことも聞いております。さらに、自分は子供

たちが草原に対するある程度の認識、小さいときから

持っていなければなかなか草原に対する愛情は湧か

ないと考えておりますので、その辺の教育の活動もして

いこうかなとは考えております。

　東伊豆町はとりあえずそういうことを考えております。

では新温泉町長の西村町長、いかがでしょうかね、こ

んな考え方は。それから各首長さんにちょっといろいろ

まずお話を伺いたいと思います。

○新温泉町長（西村銀三）　当町、ＮＰＯ法人、上山高

原の周辺集落の７集落、それからもちろん県、行政、町

もバックアップして、地域が主体で取り組んでおるんで

すけれども、何といっても人口減少が最も我が町では

厳しい町であります。合併して今年で15年たったんで

すけれども、３割近い人口減少地域ということで、地域

は最も危機的意識を共有しているということで、上山高

原におけるこういったカヤの利用、それから山焼き、こ

ういう事業を通して知識の意思統一に大きく貢献でき

ていると。

　今回も実は、この７集落周辺に地域の運営組織がで

きることになりました。そういったことで、地域の意思を

まとめるためのそういった運営組織と同時に、施設の

建築も今年度スタートいたしました。そういった意味で

は、一つの高原を地域の過疎と、そういった過疎意識

を払拭して、地域の活性化につなげていく、そういう点

で新温泉町では大きく貢献できつつあるということを

つ草原が残る里を再発見いたしまして、その大切さを

広く紹介するとともに、次の世代へと残していくことを目

的に、未来に残したい草原の里100選を選定するとい

うことが目的でございます。

　期待される効果といたしましては、４点ございます。

社会的に価値が認知されていない草原の掘り起こし、

２点目が草原の価値を知らない人への普及、３点目、

現に草原に関わっている人たちの意識や誇りの向上、

４点目が火入れやカヤぶきなどの伝統文化の担い手

の価値づけでございます。

　事業のスケジュールですが、このアナウンスにより募

集を開始いたします。応募の締切りを今年の12月とい

たしまして、その後の審査に入ります。翌年の４月には、

この選定結果の発表、秋には表彰式やシンポジウム

等、普及・交流の機会づくりを予定しております。

　その他の事業概要につきましては、全国草原再生

ネットワーク会長の高橋様より説明をお願いいたします。

○全国草原再生ネットワーク代表理事（高橋佳孝）　

それでは、少し詳しく述べさせていただきます。未来に

残したい草原の里100選を本日、募集のアナウンスを

させていただいております。主催は、全国草原の里市町

村連絡協議会の主催でございます。

　ただいま太田町長のほうから詳しい経緯が述べら

れましたので、この部分は割愛させていただきますが、

本日この第13回全国草原サミットにおいて募集をアナ

ウンスするというところに至っているわけでございます。

　草原の100選というのは、先ほどちょっと町長のほう

からもお話がありましたけれども、日本には多様な自

然を形づくる希少な生態系の一つである、それが草原

であるということですね。長年にわたって、人と自然の

関わりの中で地域の環境、文化、観光など様々な恵み

を提供してきました。しかし、多くの人たちは、国民の多

くは、草原の成り立ちや意義を知らないという現実もご

ざいます。このような多様な価値を持つ草原と人のつ

ながりを再発見して、その大切さを広く紹介し、次世代

へと残していくことを目的として、今回、草原100選を

選定するに至ったわけです。

　ここで言う草原の里というのは、草原に関わる暮ら

しが残る里というイメージをしていただければよろしい

かな。

　これはコンセプトペーパーとして、前会長の日高会

長のときに作った内容ですけれども、この右のほうに

書いてありますように、未来に残したい草原の里100

選の選定というのは、地域からの自薦によって選定し

ていこうと。それから、様々な科学的な観点から評価す

るし、この選定の過程そのもの、あるいはその論議をす

感じております。

　実は、神戸とか周辺、特に関西方面、神戸・大阪方面

からのいろんな協力、山焼きにおける協力者も出てき

ていまして、いろんな意味で地域の盛り上がりができて

いるということであります。いろんな相乗効果が生まれ

ているというのは、この草原サミット以降、非常にいい

流れができていると考えております。

○議長（太田長八）　ありがとうございます。

　串間市としましては何かありますか。

○串間市長（島田俊光）　私たちはカヤを利用すると

ころじゃないんですが、牧草、昔からの家畜の牧草地

帯ということで、取り組んでいたわけでございます。た

だ、我々が一番重要視しているのは、都井岬の風光明

媚な観光地の保全に取り組んでいるんですが、我々本

当にその人間を集めるのが大変な状況にあるわけで

すが、もともと岬はマツ組合という団体がありまして、そ

のマツ組合がボランティアで活動する人たちを今、真

庭市も言われた観光にマッチした方たちを呼んで、

100名程度の人たちで野焼きをしているわけですが、

本当に野焼きの体験というのはですね、今の現代の中

ではなかなか体験することはできないんで、その体験

学習に来る人は少しずつ増えつつあります。ただ、行政

として、野焼きの体験をどのようにアピールするかとい

うのがございます。また、太田市長が言われたように、

死亡事故などが発生したときの我々の責任ですね、そ

ういうのが問われますので、ここはもう少し考えてやる

べきじゃないかなと思っております。

　あと一方の笠祇というところにあるんですが、ここも

やっぱり牧草を育成するための野焼きをしております

けれども、ここが人口減少と高齢化が進んでおりまして、

やはりここの野焼きについてもボランティアで、いわゆ

る体験学習というようなことで人を集めてやっていると

ころでございます。

　また、真庭の太田市長さんにはＣＬＴの研修や木質

の研修でいろいろとお世話になりました。心から感謝

を申し上げたいと思います。

　串間の取組としては、観光とマッチした野焼きでござ

いますが、ただ、それがうまくいくかいかないかは我々

の努力だろうと思いますので、今後の課題として取り組

んでいきたいと思っております。

　以上であります。

○議長（太田長八）　ありがとうございました。

　すみません、川南町長の日髙さんも何かございまし

たら。

○川南町長（日髙昭彦）　うちは湿原なんで、面積も３

ヘクタールぐらいなんで、皆さんのことを聞きながら勉

強していたところで、職員とどうするという話をしていた

ところです。ただ、本当に人が手を入れないと維持でき

ないというのは共通の課題でありますので、そこは

やっぱりみんなで知恵を出していくしかないんだろう

と思っております。

　以上です。

○議長（太田長八）　ありがとうございます。

　太田市長、これでまた何かありましたら、よろしくお

願いします。

○真庭市長（太田　昇）　ありがとうございます。

○議長（太田長八）　太田市長、よろしいですか。

○真庭市長（太田　昇）　ありがとうございました。

　また私どもも勉強させていただきながら、地元でしな

がらボランティアとかですね、そういう人も育て、そして

観光にまで、山焼きも初めは安全なところでやっても

らって、それからだんだん慣れていただければ、結構も

う毎年来るというような人も出てくるはずですのでね、

そういう守ることと自分の楽しみというか、やっているこ

との意義とを感じながら楽しんでもらえる、そういう人

をつくっていきたいと思います。ありがとうございました。

○議長（太田長八）　すみません、まだやりたいところ

ですが、時間がございませんもんで、この辺でこの会は

ちょっと閉じて、次の議題にいきたいと考えております。

６．草原１００選について

○議長（太田長八）　次は、「未来に残したい草原の里

100選」のアナウンスでございます。

　それではまず、私からこの事業の趣旨、また経緯、そ

れとスケジュールにつきまして説明させていただきます。

　主催は、全国草原の里市町村連絡協議会でござい

ます。協力また後援は、一般社団法人全国草原再生

ネットワーク、後援は環境省、静岡県、一般社団法人の

茅葺き文化協会、公益財団法人日本自然保護協議会

となっております。

　事業の趣旨ですが、多様な価値を持つ草原が残る

里を再発見し、その大切さを広く紹介するとともに、次

の世代へと残していくことを目的に、未来に残したい草

原の里100選を選定いたします。

　事業の経緯といたしましては、2012年に阿蘇で開

催されました、第10回全国草原サミットに出席した14

市町村の首長によりまして、草原100選の選定が提案、

採択されたことを受けまして、2016年に自治体におけ

る全国草原の里市町村連絡協議会が発足いたしました。

そして、2021年の総会にて、今回のサミットにてこの事

業の開始をアナウンスすることが決定いたしました。

　まず、事業の目的でございますが、多様な価値を持

記述でさせていただくということになっております。

　これ以外にも当然、重要な際立った特徴があれば、

それを考慮していくという形で選考の基準とさせてい

ただこうかと。

　それから、皆さん、興味をお持ちと思います。スケ

ジュールの問題ですけれども、今回、第１回選考とあえ

て書かせていただいたのは、さっきもお話ししたように

一発で100をそろえてそれで終わりという世界ではなく

て、一緒に歩みながら一つ一つ重ねていきたいという

ことです。２年か３年、数年かけてでもゆっくりと応募を

していただきながら選考していただくというスケジュー

ルを想定したものでございます。

　応募の公開は本日、この場で草原サミット東伊豆大

会において募集を発表いたします。

　応募期間、本日から１２月１５日必着という形を取ら

せていただきます。ただ、応募のフォーム等をホーム

ページで掲載する時期が若干遅くなりますので、近日

中にホームページは公開するという形を取らせていた

だきたいと思います。

　審査期間ですけれども、第１次審査は１２月１５日の

締切り以降２月から３月までに終わらせて、最終審査

を翌年の２月から３月頃に開催して最終決定をしよう

と思っています。この審査に当たっては、場合によって

は現地審査もさせていただくことになろうかと思ってお

ります。

　それから、発表や表彰のスケジュールですけれども、

結果発表は来年の４月を予定しております。これは主

催者である全国草原の里市町村連絡協議会の総会が

開催されるときでございますので、その場で結果の発

表を行います。

　その後、秋までに表彰式やイベントの準備を行うと

ともに、現地の取材を行いながら、より深くその内容を

理解していくような期間として、追加書類等の提出が必

要であれば、それもお願いするような形になるかもし

れません。

　表彰式やシンポジウム、一応、来年の秋を予定して

おります。こういう場で表彰されたということを皆さん、

内外に強くアピールする機会をつくっていこうと思って

いるところです。あくまでも選んで終わりという世界では

なくて、一緒に歩み、輪を広げる、そういう形の100選

にしたいと思います。何度も言いましたけれども、みん

なで積み上げていって、最終的には全国草原年鑑みた

いなものに集約できればいいなというふうに今考えて

いるところです。

　間もなく、近日中に公開されるホームページですけ

れども、若干、最終版とは異なることになるかもしれま

せんが、イメージとしてこんなふうな形のホームページ

が皆さんのほうにお伝えできるんではないかと思って

います。草原の里100選とは何かという文言もあります

し、スケジュールのことについても具体的に記述されて

いますし、選考の基準について、より詳細な内容がそこ

に記される予定になっております。

　応募方法、応募様式のダウンロードをここでやって

いただいて、それに書き込んで応募していただくような

形を取らせていただきます。

　それから、自治体の推薦が必要だというお話があり

ましたが、その推薦様式についても、ここにホームペー

ジ上でダウンロードできるようにしたいと思っております。

　最後に、湯本貴和委員長からのメッセージを載せさ

せていただく、そういうふうな構成ないようにしようと思

います。

　湯本先生のメッセージには、草原100選の概念とか

エッセンスというものがまさしく濃縮されておりますの

で、その一部をここにお示しして、最後の報告を終わり

にしたいと思います。

　ちょっと読ませていただきます。

　「未来に残したい草原の里100選」は、それぞれの

地域が草原を生かした地域づくりを競い合い、その輝

かしい成果を顕彰する場とは考えていません。共通の

課題を抱えている地域が互いの実践やアイデアを学び

合い、共に未来へ進んでいくための仲間探しの場であ

りたいと思います。みなさんが応募する段階で、誇るべ

き宝を再発見したり、足りないパーツを認識したりする

作業そのものに大きな意味があると信じています。ぜひ

とも「未来に残したい草原の里100選」にご応募いた

だき、わたしたちの仲間の輪に加わってくださることを

願っておりますというメッセージをいただいております

というメッセージを頂いております。私たち関係者の共

通の思いを言い表していただいている内容だと思って

おります。

　草原の里というのは、まさしく未来に向けた草原保

全のシンボルになるであろうと思っております。風土に

根差した特色のある草原を育み、未来への展望も様々

な人の活動があり、そのような活動を通して人々が交

流し合う里、そういうものをイメージしたものになると

思われます。ふるさとの原風景とも言える草原のある里

の認知度というのは、まだまだ低いものがございます

が、この草原100選の活動を通して、草原の魅力と価

値を広く国民に伝えて訴えて行きましょうということで、

最後の言葉とさせていただきます。

　以上が未来に残したい草原の里100選の概要説明

でございます。ご清聴ありがとうございました。

ることがとても重要なんだということが期待されており

ます。

　それから、選定によって、先ほど町長からお話があっ

たように、様々な効果が期待される。さらに、未来へ向

けてですね、草原の里の持つ価値をアピールすること

になるというですね、新しい草原の活用方法もそうで

すし、草原の持つ新しい価値、そういうものを対応して

いくものにもなりますし、利用や保全をそれによって促

進されるようなものにしたいと考えております。

　それで、今回の草原の里100選の事業を行うに当

たって、大きなコンセプトをみんなでちょっと考えて行

きました。地域の人 と々草原の関わりの繰り返しの中で、

地域に蓄積されてきた知識とか意識、技術そのものが

草原の里の持つ価値であるというふうに考えました。こ

の価値のあるものを「共創資産」という、新しい用語で

すけれども、として捉える。各地に残っているこの共創

資産を日本全体で共有し活用することによって、次世

代に希望のある自然共生型社会を実現することに寄

与していこうではないかというのが事業のコンセプト

でございます。

　この事業、落とすための選考ではなくて、できるだけ

拾い上げ、仲間を増やしていくという観点から、また、一

度に100選ぶということよりも、時間をかけて少しずつ

増やしていく、そういうふうな形で進めたいと考えてお

ります。

　応募要件ですけれども、自薦という形で、草原と関わ

る民間団体、あるいは地方公共団体が応募できますと

いう形。ただし、民間が応募する場合には、地方公共

団体の推薦が必要となります。

　それから、選定の対象となる草原の里は、現在ちゃ

んと草原が存在している地域ということになります。

　応募に関しての確認事項、幾つかあります。これはま

た応募要領の中で詳細に記述しておりますので、そち

らをご覧になっていただければと思います。

　もし選考されなかった場合も、結果はちゃんとフィー

ドバックしていこうというふうなことを考えております。

　それから、選考の方法ですけれども、有識者の皆さ

んによる草原の里選考委員会というのを組織いたしま

した。ここが最終選考を行うということです。それから、

この選考委員会の下に実務者で構成する運営委員会

というのを組織しております。運営委員会は、１次審査

というか、書類審査を担当する。その結果を基に、最終

的に草原の里選考委員会が最終選考を行うという形

にしております。

　１、２と掲げてあります、最初は応募書類による審査、

候補の絞り込みを１次審査としてやって、１次審査で絞

り込めた地域について最終選考を行うという形を取ら

せていただきます。

　具体的な選考委員の名簿を一応ここに掲げさせて

いただいております。

　上のほうから、日本茅葺き文化協会代表理事の安藤

先生、それから、全国草原の里市町村連絡協議会の会

長である東伊豆町長の太田町長ですね。それと私と、

それから、京都大学霊長類研究所所長である湯本貴

和先生。湯本先生にはこの委員長になっていただいて

います。それから、皆さんよくご存じの東京大学名誉教

授の養老孟司さん。あと２名ほど、今、内諾をいただい

ている委員がございます。２人とも女性の委員でござい

ますので、最終的には７名の委員構成になる予定でご

ざいます。

　それから、選考の基準ですけれども、草原の生態系

と人々が暮らす里の関係性がつくり出した共創資産を

軸に５つの観点から選考するという形を取らせていた

だいています。一つ一つ、今から述べていきますけれど

も、１つは草原の自然、環境的価値と言ってもいいのか

もしれませんけれども、動植物が特徴的なものがある

かとか、景観の特徴はどういうものがあるか、そういう

ものをいくつかのポイントとして捉えて評価していく。

　それから、草原からの恵み、実際に利用の価値を受

け取っているかとか、あるいは資源の恩恵を被ってい

るかとかいう点からも評価していきたいと。現代的意義、

あるいはその認識というのもここに含まれますけれども、

過去の利用方法やどういう形の草原の恵みを得ている

かという具体的なものを判定する予定にしております。

　３番目が草原を維持し、享受する仕組み、そのもの

がきちんと理解されて継続されているか。それを持続性

とか公共性の尺度から評価をしていこうと。管理が

ちゃんと妥当なものであるか、それが今後も継続される

か、あるいはそういう意思が示されているか。それから、

経済がちゃんと還元されているかとかですね、主体と

かモニタリングというような項目が入ってくるかなと思

います。

　それから、４番目が共生型社会の実現に向けた波

及効果、まさしく未来に向けて草原の里が持つ重要性

をここで語っていただこうかと。地域や地域内外の社

会に及ぼすよい影響、これまであった影響もですし、今

後影響を及ぼすことが期待される、そういうものをきち

んと書いていただこうと。

　それから５番目、今の４つはある程度、選択肢で選

ぶような形をさせていただきますが、５番目はいわゆる

思いの強さです。関わっている人が熱く語れる熱量や

行動力を評価しようということで、ここらあたりは自由

○議長（太田長八）　高橋先生、どうもありがとうござ

いました。

　この件につきまして、何か質問がございますでしょう

か。ありましたら、挙手をお願いいたします。よろしいで

すか。

　それでは、このような方向でやりたいと思います。ま

た、多くの皆様の応募を期待しております。

７．サミット宣言採択

○議長（太田長八）　最後に、この第13回全国草原サ

ミットｉｎ東伊豆の宣言をさせていただきたいと思います。

　第13回全国草原サミットｉｎ東伊豆。

　私たちの暮らしに欠くことができなかった草原は、生

活様式が変化し草が使われなくなったことから、近年

ではとても珍しい風景になってしまいました。過疎、高

齢化により、山焼きや野焼きの担い手は減少の一途を

たどっており、今後、草原の維持はますます困難になる

ことが予想されています。

　細野高原でも、ススキを使うのはごく一部の農家とな

り、毎年早春に実施される山焼きが何のために行われ

ているか知らない町民も増えております。

　陸上の生態系は森林、草原、湿原などが様々な地形

の上に成り立っており、そのそれぞれに多様な動植物

が生息、生育しています。この多様性が人々の生活を

豊かにする礎となり、暮らしや文化が守られています。

草原は、その一端を担い、地域産業の基礎、水源の涵

養、生物多様性の保全、ＣＯ２の削減、カヤぶきや盆花

の文化など、様々な恵みを提供してくれます。

　草原を失うことは、これらのかけがえのない恵みを

失うことを意味しており、人々の豊かさや、また地域の

文化が失われることにもつながるものです。草原が育

んできた人と自然の共生の知恵や持続的な利用の技

術は、今後の持続可能な社会の実現を目指す上で欠

かせないものであります。

　私たち草原を有する自治体は、互いに学び合いな

がら草原を維持し、賢く利用していく努力を惜しまず、

草原のある里の風景を後世に引き継ぐための環境を

整備し、交流・連携を強化していくことをここ東伊豆町

において宣言いたします。

　それでは、東伊豆宣言。

　１つ、私たちの大切な草原、湿原を守っていくための

保全活動について、地域の関係機関と連携しながら共

に考え、支援していきます。

　１つ、すばらしい景観を活用した観光資源としての

草原と貴重な植物の自然観察など、教育・文化面との

調和を図り、次世代へと受け継いでいきます。

　１つ、かつてのように生活の中に草原の利用を取り

込む創意工夫を支援し、地域振興に活用できる社会環

境を整備します。

　１つ、未来に残したい草原の里100選事業を推進し、

草原の持つ魅力を全国に発信していきます。

　１つ、全国草原の里市町村連絡協議会の連携強化

とネットワークの構築、さらに全国の草原を持つ自治

体への協議会の加入促進を推し進めてまいります。

　以上、宣言する。

　令和３年９月27日。

　以上でございます。

　以上で議事を終了いたします。

　皆さん、このコロナ禍の中でこの全国サミット、参加

して本当にありがとうございます。特に首長様、今年、新

型コロナウイルス感染症の対応で大変お忙しい中参

加していただき、ありがとうございます。これからまた皆

様と連携し、この草原、また湿原の保全をやっていきた

いと思いますので、また連携して、またいろいろお知恵

を借りた中で、よりよいこの連絡協議会にしていきたい

と思います。

　本当に今日はどうもありがとうございました。

８．閉会

○司会　それでは、これをもちまして、第13回全国草

原サミット・シンポジウムｉｎ東伊豆大会を終了いたします。

　サミット宣言の精神に基づき、今後も各自治体や関

係者の皆様と草原の維持保全に取り組んでいきたいと

思います。今回は初めてのウェブ会議方式での開催と

なり、お見苦しい点もあったかと存じますが、ご容赦く

ださい。

　最後にお願いとなりますが、全国草原の里市町村連

絡協議会に加盟されていない自治体の皆様は、これを

機会に加盟のご検討をしていただきたいと思います。

　また、次回の草原サミット・シンポジウムの開催地が

決まっておりません。自治体の取組や草原のＰＲには

最も適したイベントだと思いますので、こちらにつきま

しても併せてご検討ください。

　新型コロナウイルス感染症が終息しましたら、ぜひ

東伊豆町細野高原にお越しいただきたいと思います。

　本大会へのご参加、ご協力、誠にありがとうございま

した。
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原草全国 サミット・シンポジウム in 東伊豆

るという提言をされました。これは後の草原100選のと

きにも出てくるワードですけれども、自然と社会が失わ

れれば、あるいは自然と人が失われれば、なくなるもの、

そういうものを共創資産と位置づけて語っておられま

した。また、この共創資産と言われるものは、時代ごと

の検証を受けて、長い間、自然と足されてきた、ある意

味中身のしっかりした技術や知識であると。そういうも

のが積み重ねているものがあって、そういうものを私た

ちはもう一度見直すとともに、将来に受け継いでいく必

要があるんじゃないのかなというお話でした。

　それを受け継ぐために必要なものとしては、その方

法であるとか実行力であるとか仕組みとか、あるいは

行政の役割として非常に大きいのは、法令とか条例の

整備とか、そういう環境整備であると。それから、普及、

教育という、この５つの観点をしっかりと捉えていく必

要がある。

　その中で草原に関わる象徴的な活動として、ご自身

が北広島の芸北地方で進められている茅プロジェクト

の紹介をしていただきました。これは、地域にあるカヤ

材を子供たちが作った市場に集めて、そこで「せどやま

券」という地域通貨を発行して、その発行したせどやま

券で地域の経済も回っていくという、様々なメリットを

持った内容でした。要は、利用が放棄されて社会資本

が喪失している中で、その利用の仕組みをもう一度導

入するによって草原の保全に循環性とか展望が生まれ

ているという非常に象徴的なお話でありました。

　各地に残っているこういう共創資産を見いだして、

それを共有して、それから未来にも役立てていくという

ことが大切だろうと。今日人間だからこそ生み出されて

いる、この美しさを大事にして生かしていきたいという

ことを最後に述べられて基調講演を終わられました。

　それから、パネルディスカッションは、その基調講演

をした白川さんがコーディネーターとして登壇していた

だき、東伊豆町の太田町長、それから私と、稲取地区の

特別財産運営委員会の山田さんと東伊豆町観光協会

の石島さんに登壇いただいて、この地元の細野高原の

活用、それをどういったふうに持続性の観点から理解

するかというテーマについてパネルディスカッションが

行われました。

　会場の様子はこんな感じで、それぞれ登壇しており

ます。

　それで、内容ですけれども、実は2008年にこの東伊

豆町で全国草原シンポジウムというのが行われていま

す。もう13年か14年たつわけですけれども、当時から

担い手の問題とか観光の利用について新しい取組を

やりたいという動きがございました。ただ、観光のほう

も着 と々いろいろな形で進めていて、例えば草原に入る

ときの入山料のような形で、観光客からその対価を頂

いて管理運営に回せるという、全国でも画期的な取組

もやられているんですけれども、そういう形で観光客が

増えるにしたがって、様々な問題点も生じてきているよ

うです。今後はその利用のルールをしっかりと構築し直

すことが大切であるというふうなお話がございました。

　そのためにも、都会の人と地元の人の意識の相違と

か認識の違いをうまくコーディネートするような、そうい

う組織体制も必要ではないかと。

　それから、入山料については、最初はいろいろと来

訪者から文句も言われたそうなんですけれども、今で

は多くの方がそれを理解して払っていただいていると

いう、そういう意識の醸成もできているんですよという

話がございました。

　草原はまさしく人との関わりの持続的モデルであっ

て、これは新しい社会の礎ともなるであろうと。それか

ら、草原学習は子供だけではなく、子供から地域へ広

がる、そういう可能性を秘めており、まさしくＳＤＧｓの地

域版である。そういうふうな結論で終わっております。

　最後に、町長さんのほうから、こういう問題は東伊豆

だけではなく全国の問題である。これからも多くの自治

体と共に手を取り合っていきたいという力強い宣言を

いただいております。

　それから、分科会はそれぞれの場所で行いました、

このオンラインを利用してですね。それぞれが自立し

て行っていったという形になっております。

　今回は３つの会場で分科会が行われました。１つが

この地元の東伊豆町の会場で、テーマは「保全・利用・

継承」と、これをどう循環させるかということで、地元出

身の東京都立大の内山さん、それから草原を守ってお

られる入谷区の鈴木さん、地域おこし協力隊の藤田さ

んがコーディネートしていただいております。

　蒜山会場のほうは、利用の面から、カヤの利用をす

ることによって草原保全にどう関わっていけるかという

ことで、地元の郷土自然館の前の館長さんでいらっ

しゃる前原さん、それから鳥取大学で自然再生につい

て関わっておられる日置先生、実際にカヤ刈りをした

り、カヤの建物を建てたりされている沖元さんと相良さ

んという２人のカヤぶき職人さんのトークセッションが

行われています。

　３番目の阿蘇会場は、草原の恵みを守る仕組みづく

りをどうするかということをテーマに行っています。主に

草原の持つ水源涵養力について科学的見地からの知

見、それから新しい知見というものを熊本県立大の島

谷さんから、それから、それを基にして、地域の草原を

たいと思います。

○東伊豆町長（太田長八）　それでは最後に、私から

静岡県東伊豆町の報告をさせていただきます。

　東伊豆町は細野高原という草原があります。昨日か

らのシンポジウムでも議論されてきましたが、この草原

の維持管理、また利活用、そして次世代への継承が、う

ちだけではなく、今聞きますと、全国の草原を持つ自治

体の共通の課題だと思います。このサミットで皆様のお

知恵をお借りした中で、また今後この課題に取り組ん

でいきたいと考えております。

　細野高原は、うちの町は稲取地区、熱川地区と二地

区があります。そして、稲取地区が４部落がある中で、

稲取地区に存在しております。その稲取地区の４区の

町内会が組織する稲取地区特別財産運営委員会が管

理しております。この４区の共同管理によりまして、防火

帯の設置や山焼きなどを実施しております。防火帯、ま

た山焼きにはそれぞれ120名ほどの人が出て実施し

ていますが、やっぱり作業者の高齢化、また、農業従事

者の減少によりまして、作業ができる区民が年々減りま

して、人的負担が増しております。また、この草原を管理

するのには、年間約500万円の費用がかかるため、経

済的負担も課題となっております。

　観光面では、この細野高原の資源を活用いたしまし

て、４月上旬から５月上旬にかけての山菜狩りや、また、

秋には秋のススキイベントを開催しております。イベン

トの開催時には、これはススキのほうですが、参加者

から600円、その他の期間におきましては20円を入山

料として頂いております。先ほど経済的負担のことを申

し上げましたが、これらの収入が維持管理には必要と

なってきます。しかし、これだけで全ては賄えませんの

で、入山料の値上げ、また新たな利活用を検討いたし

まして、この維持管理費用の捻出を考えていかなけれ

ばならないと考えております。

　そんな中で、イベント等のため、この道路、駐車場、ト

イレ等を整備し、誘客に努めておりますが、一方では、

来訪者のマナーも問題になっております。この大切な

資源を荒らされないよう、対策も同時に取っていくべき

と考えております。そして、何よりもこのすばらしい景観

や、また資源をどうやって次世代につなげていけるか

が大きな課題となっております。

　かつては農家の方がこのカヤをミカン畑に敷いたり、

またかやぶき屋根を使用したりするなどの活用がされ

てきましたが、農業後継者が減っていく中でのこの現在

では、カヤの需要もほとんどない状況でございます。し

かしながら、このすばらしい景観、また資源は、山焼き

等の保全活動を継続していかなければ守っていけま

せんので、町内の子供たちに、また地元にこんなすば

らしい草原があること、また、この草原は人の手によっ

て守られていること、また、カヤを使った昔の文化を教

育していくなど、未来につないでいかなければならな

いと感じております。

　これらの問題解決を図るため、昨年度、稲取地区の

特別財産区運営委員会をはじめ、行政、また観光協会、

農協、高原の専門員などで組織する「細野高原を考え

る会」が発足されました。この会では４区が継続的に細

野高原、これを維持管理していただくためにはどのよう

に、また、観光、産業などの資源としての活用、周辺の

地権者とも協力して、新たなこの魅力の創生、これを

図っていくかなどを検討しております。今日は皆様方か

らいただいたこの知恵をお借りいたしまして、この会の

発展にも生かしていきたいと同時に、この草原を全国

に発信できればと考えております。これからもどうぞよろ

しくお願いいたしたいと思います。

○議長（太田長八）　以上でこの参加自治体からの報

告が終わりました。いろいろなお話を伺いました。その中

でまた意見や質問等もあるでしょうから、ここからは自由

な形で意見交換会をさせていただきたいと思います。

　ご意見がございましたら、挙手をお願いして、発言し

ていただきたいと思います。どうぞよろしくお願いいた

します。

○真庭市長（太田　昇）　よろしいですか。

○議長（太田長八）　どうぞ。

○真庭市長（太田　昇）　それぞれすばらしい取組を

勉強させていただきましたが、恥ずかしい話、蒜山高原、

まだ山焼きの面積が80ヘクタールぐらいなんですね、

どんどん減っていて。何とか維持しようと思っているん

ですけれども。600ヘクタール焼いているとかですね、

本当にたくさん広い面積を焼いているとこら辺の取組、

もうちょっと詳しく、それもその行政というよりは、住民

の方とか、あるいは子供も参加してということですが、

もう少し、こんな取組をしているよということをご紹介い

ただければありがたいんですが。勉強させてください。

○議長（太田長八）　今、太田市長からの行政以外の

ほうの取組、これが何か具体的なことがありましたら、

どなたかご発言願いたいと思います。

　南阿蘇村の後藤さん、よろしくお願いします。

○南阿蘇村農政課主幹（後藤進哉）　先ほども説明さ

せていただきましたけれども、本村の牧野面積が

2,470ヘクタールで、野焼きが行われているところは

1,170ヘクタールということなんですけれども、地震前

はまだ野焼き面積は広くて、この事業主体というのが各

地元の行政区とかになりまして、以前は区長さんが責

１．開会

○司会　それでは、ただいまより第13回全国草原サ

ミット～未来へつなごう！壮大な海すすきの草原～を

開催いたします。

　私は進行を務めます東伊豆町企画調整課長の森田

と申します。どうぞよろしくお願いいたします。

２．挨拶

○司会　まず初めに、開催地を代表して、本大会の実

行委員長である東伊豆町長　太田長八よりご挨拶を

申し上げます。

○東伊豆町長（太田長八）　皆様、こんにちは。東伊豆

町の町長の太田でございます。

　本日は、この首長様におかれましては、新型コロナ

ウイルス感染症の対応で大変お忙しい中、全国草原サ

ミットにご参加していただきまして、誠にありがとうござ

います。

　本来であれば、皆さんにこの東伊豆町にお越しいた

だきまして、顔を合わせながらこの意見交換をさせてい

ただくところでございますが、１年延期したにもかかわ

らず、新型コロナウイルスの感染がなかなか収まらな

い状況ですので、このようなオンラインの会議とさせて

いただきました。ご理解願いたいと思います。

　この後、前回大会の報告、それから、昨日から行って

きましたシンポジウムの報告もお願いいたしますが、こ

こから先がメインであるサミットとなります。全国に存

在する草原の価値、また課題につきまして、参加者の皆

様から貴重なご意見を提言していただきながら有意義

な大会となるよう期待しておりますので、どうぞよろしく

お願いいたします。

○司会　町長、ありがとうございました。

　それでは、本日は東伊豆町以外に８自治体の皆様

にご参加いただいております。

　参加者について、事例等の発表順にご紹介させてい

ただきます。

　前回サミット開催地の宮崎県川南町、町長、日髙昭

彦様、兵庫県新温泉町、町長、西村銀三様、岡山県真

庭市、市長、太田昇様、前回サミット開催地の宮崎県

串間市、市長、島田俊光様、熊本県高森町、町長、草村

大成様、広島県北広島町、生涯学習課長、西村豊様、

あったり、いろんなところに登場する、そういう特徴が

ございます。

　ここが町の中心部にあります、広さ的には３万

3,000平方メートル、3.3ヘクタールということでござ

います。植物のほうは、およそ300分類で、そのうち

170種ほどが希少な植物であるということでございま

す。平成22年から一般に公開しておりますので、今年

で12年目に突入したところであります。開園期間は４

月から11月の間ということになっております。

　では、この活動の状況の現状なんですけれども、基

本的にこの湿原は、ボランティアの団体であります川

南湿原を守る会の方々が運営をしていただいておりま

す。日常の草刈りなどの管理、それから植物の整備状

況、また、案内も全てそういうボランティアの方がやっ

ていただいているという状況でございます。

　管理作業は大きく分けて２つあるんですが、まず６月

ぐらいに水草を除去いたします。特にセイタカアワダチ

ソウ等が水路等に入りますので、それを全員で除去し

ます。そして１月には草出しをして火入れをするという

ことでございます。先ほど言いました守る会の会員の皆

様、それから役場の職員、一部ボランティアの方々に手

伝っていただいてやっているところでございます。

　現在、その湿原のほうの普及活動ということでござ

いますが、年に３回ほどの観察会を実施しております。

まず１回目が４月下旬のトキソウ・ハルリンドウ観察会

でございます。２回目が７月、夏にトンボの観察会、最

後が８月から９月にかけまして、ホシクサ観察会。ホシ

クサというのが実はもう世界でここしかないという、

ヒュウガホシクサであるとか、エダウチシロホシクサ

等がございます。専門の方には非常に貴重な植物だと

いうことでございます。

　今、本当にここしかない植物がありますので、一般に

開放しているんですが、まだそこまでＰＲをあえてせず

に、いろんな意味で、種の固定であるとか、そういう仕

組みを構築しながらいろんなことをこれからの目標に

しているところでございます。

　今回どこもそうですけれども、３年前に全国の大会を

開催させていただきまして、いい機会をいただいて、全

国的にＰＲを進めていこうという矢先ではございますが、

こういうコロナに関して、うちも県外とか遠くから専門

の方を含めた方が多くいらっしゃるもんですから、今は

残念ながら閉園という形になっております。いろんな工

夫や機会づくりをこれからしっかり行いながら、我々は

湿原の魅力をどうやって発信するか、これをどうやって

維持していくかというのをしっかり考えていきたいと考

えております。

　以上で前回の報告とさせていただきます。ありがとう

ございました。

○議長（太田長八）　どうもありがとうございました。

　本当、３年前に私、川南町さんと串間市さんにお邪

魔させていただきました。本当にすばらしい運営でござ

いまして、それを目標にやった中で、新型コロナウイル

スになってしまいまして、本当に残念でございます。そう

いう中で、やっぱりまず川南町の川南湿原、これを地

区の方が再現しようと頑張った中で、今、着 と々その準

備が進んできているということ、これはもう敬意に値い

たしますので、これによりましてまたまちづくりをやって

いけば、またすばらしい町ができるんじゃないかと思

いますので、頑張っていただきたいと思います。

○川南町長（日髙昭彦）　ありがとうございます。

４．シンポジウムからの報告、問題提起

○議長（太田長八）　それでは、次に、シンポジウムの

総括といたしまして、いつも大変お世話になっておりま

す、全国草原再生ネットワーク会長でございます高橋

様にこれまでの報告と、また問題を含めてよろしくお願

いいたします。

○全国草原再生ネットワーク代表理事（高橋佳孝）　

皆さん、こんにちは。全国草原再生ネットワークの高橋

でございます。

　昨日来、第13回全国草原シンポジウムがこの東伊

豆町で行われました。その概要について、私のほうから

説明をさせていただきたいと思います。

　ここは、町長の挨拶の写真が載っておりますけれど

も、昨日は基調講演とパネルディスカッションと分科会、

それから総合の討論会というのがございました。それ

に沿って、昨日のシンポジウムのご紹介をさせていた

だきたいと思います。

　最初は、芸北高原の自然館の白川さんの基調講演

から始まりました。基調講演の内容も非常に盛りだくさ

んでして、各地の人と自然が関わる取組について、たく

さんの事例を紹介していただきながら、そのなかに潜

んでいる非常に価値のある関係性というのを大事にし

ていこうということで、講演をいただいております。

　人と関わる自然をどのように守るかということですけ

れども、要は関わり合いを学んで、暮らしに寄り添って

人が決めていく自然そのものの価値を発信をきちんと

されているか、あるいは共有されているかという問題提

起から入ってきました。時代や地域に合った多様な活

用で、草原についても守っていく必要があるんじゃない

かと。

　大事なコンセプトは、残したいものは共創資産であ

島根県大田市環境政策課長、和田二朗様、熊本県南

阿蘇村農政課主幹、後藤進哉様、また、サミット中、草

原100選についてご説明させていただきますことから、

全国草原再生ネットワーク代表理事の高橋佳孝様に

もご参加いただきます。

　皆様どうぞよろしくお願いいたします。

３．前回サミットの報告（串間市・川南町）

○司会　それでは、各自治体から活動報告や課題の

提起などを発表していただきますが、ここからは、大会

実行委員長の太田長八東伊豆町長がサミット議長とし

て進行いたします。

　太田町長、よろしくお願いします。

○議長（太田長八）　それでは、しばらくの間、議長を

務めさせていただきます。太田です。

　ご協力のほどよろしくお願い申し上げます。

　まず、前回の開催地でありました宮崎県川南町長の

日髙昭彦様より、前回の報告並びに課題、取組につき

ましてご発言をよろしくお願いいたします。

○川南町長（日髙昭彦）　皆さん、こんにちは。川南町

長の日髙でございます。

　今回は本当にいろいろ大変な中、太田町長をはじ

め、関係者の方々に開催をしていただきましたことを改

めて感謝申し上げたいと思います。

　前回、もう３年前になります。市長お見えですが、宮

崎県の串間市と同時に開催をさせていただきました。

後ほど島田市長のほうにも話があるかと思いますので、

私のほうから話をさせていただきます。

　それでは、３年前、実は２つのＰＲポイントがありまし

て、１つはですね、今はオンラインでこうやって同時開

催、いろいろ当たり前なんですけれども、当時は串間市

と川南町と、県内ではありますけれども、車で３時間、

130キロぐらい離れていた会場を同時に開催をさせて

いただきました。今となればいろんな思いもあって、大

変だったんですけれども、いろんな経験もさせていた

だいたと思っております。

　もう１点が、川南町は草原ではなく湿原なんですが、

水のある草原を湿原という形で、初めてこの草原サミッ

トに湿原を登場させていただいたということで、改めて

感謝申し上げたいと思います。

　では、簡単に報告をさせていただきますが、前回は、

黒潮洗う野生馬の草原とトロントロンが育む湿原、ト

ロントロンについては後ほど説明いたしますが、そう

いうことで、連休明けの５月12日土曜日から月曜日ま

での３日間にわたってさせていただきました。延べ885

名の方に参加をいただいたところでございます。

　先ほども申しましたとおり、湿原を入れていただきま

したので、当時は12の自治体、特に県内から、川南町

と串間市ですが、湿原の関係で近隣市町村であります

新富町、高鍋町にも参加をしていただきました。

　先ほど言いましたとおりでございますが、このサミッ

トの中で宣言をさせていただきました。今回も宣言があ

るんですが、４つの項目をテーマとして宣言させていた

だきました。

　まず１点目がですね、まず、守るという点、それから２

つ目が安全、３つ目がＰＲ、４つ目が連携というキー

ワードになりますが、まず１つ目は、やっぱり湿原とい

うのは、草原というのは、人が手を入れないと維持でき

ないということで、今回も入っておりますが、湿原を守る、

草原を守る担い手の確保や保全活動を積極的に支援

するという、守るという点でございます。

　２つ目が、やっぱり草原管理の新たな技術やシステ

ムを活用する安全管理、つまり野焼きの安全性である

とか、カヤぶきの技術を、高所作業でありますので、そう

いう安全性を大事にするということで、安全管理体制

を積極的に支援するということでございます。そういう

安全を構築するということでございます。

　３つ目がＰＲというキーワードを使いましたけれども、

草原の大切さと公益的活用を広く国民にアピールする

ため、全国草原100選を選定するということを進める

ことを決定したところでございます。

　４つ目が連携と言いましたけれども、全国の草原を

有する自治体が連携して行動していくこと。全国草原

自治体ネットワークという、正式には全国草原の里市

町村連絡協議会という活動を強化するというテーマで

ございます。それは、前々回の平成28年、新温泉町で開

催されたときに設立をされたところでございます。

　それでは、簡単に川南町の活動の状況ということで

紹介をさせていただきます。

　まず、川南湿原ということなんですが、大きな特徴が２

つありまして、１つがですね、これは湧水、湧き水ででき

た湿原であります。よそからの流れ込みがないので、世

界でここだけという希少な植物が、現在発表されている

のが３つ、あとまだ幾つか未確定でありますけれども、ほ

ぼ間違いないということがございます。それから湧き水

でございますので、ここはたまたま町の中心地からすぐ

近く、歩いて行けるという地理的なメリットもございます。

　トロントロンという名前を先ほど申しましたけれども、

実はこれはトロントロンというのは、水が湧く、トロント

ロン湧く、湧き出るという音から来た正式な地名でござ

います。片仮名でございますが、川南町と言えばトロン

トロンというのが軽トラ市であったり、施設の名前で

どうやって守るかという、そういう行政側からの仕組み

づくりについて、南阿蘇村長の吉良さんから講演をい

ただいて、その後パネルディスカッションを行ったとい

うことです。

　東伊豆町の様子はこういう感じで、３人が登壇して、

会場と熱心な討議が行われました。こういう形で、茅葺

き文化協会の安藤先生なんかも非常に示唆的な、後で

ちょっとお話ししますけれども、コメントをいただいたり

して、地元の方たちもとても元気づけられる内容だった

と思っております。

　内容をかいつまんで言いますと、保全の面からいう

と、面積とともに管理がなくなったということが生物相

に大きな影響を与えているんだよと。それから、湿原保

全も大事だけれども、全体を通して鹿の問題が今顕在

化していて、草原だけで語れる内容ではなくて、全体の

管理ということも必要になってくるだろう。それから、

ゾーニングや安全な場所では、後継者育成のための

フィールドとして積極的に活用してもいいんじゃないか

という話がありました。

　それから、担い手の問題もあり、新たな仕組みが

やっぱり必要になってくるだろうな。１つはボランティ

アかもしれませんし、１つは野焼きの体制整備というこ

とかもしれません。

　それから、利用価値を最大限に活用する、すなわち

材としての草原もあるし、景観を利用した観光もあるで

しょうし、それを持続的なシステムとしてどうみんなで

関わっていくかということが重要だろう。それから、東伊

豆町さんは温泉もあり、海もあり、それから草原もあると

いうことですね、東京からも近いという立地条件もあっ

て、やはり観光が主体となる、産業として観光が主体と

なるだろうと。その中に草原の恵みであるカヤの利用

を取り入れて、地域の特性やスケールを発揮してはどう

かというのが安藤先生のほうから示唆されたことです。

特に例えば来訪者の拠点施設みたいなところとか、そ

ういうカヤふきが実際にできるようなところをうまく利用

して、そこに新しい価値も含めた来訪客へのサービス

提供というのもできるんじゃないか。カヤの循環によっ

て、癒しの空間形成というのが可能であるし、そういう

ものが今後観光を回していく上でも期待が大きいん

じゃないかという話があったというふうに覚えています。

　それから、蒜山会場のほうは、このようにカヤを使っ

たサイクリング施設というのを実際に建てられていて、

その新しい施設の近くでこういうふうなセッションを

行っております。

　内容ですけれども、草原の利用から見える、過去に

学ぶことによって蒜山らしさというのがよく分かるんだ

と。その利用の仕方や経緯から学ぶものも大きいとい

うことがありました。

　それからもう一つは、よく自然再生事業というのはい

ろいろ行われているんですが、その自然再生において

も地域経済を回すことが今大切になってきているんで

すよというお話。実際に草原のカヤを使ったサイクリン

グセンターというものがありますけれども、ここから広

がる新しい世界があって、それが地域を大きく回してい

く一つのきっかけづくりにもなるんじゃないか。

　それから、カヤの利用についても、いわゆる文化財と

か古民家だけではなくて、今は新しい施設や近代的な

施設、そういうものについてもいろいろとカヤが使われ

ている時代である。カヤぶきは新たにもう一皮むけて

未来に発展する、その礎となり得るものではないかと

いうことがありました。

　これまでは地元だけで使って守るというところから、

地域外の関係者も含めた、地域の人も一緒になって守

るという、幅広い守り方、そういうものが目指されており

ました。そのためには、地域内外の人と意識を醸成す

るためにも、楽しいということもとても大切なんではな

いかということが報告されております。

　それから、阿蘇のほうは、このように広がる草原が九

州の北部の６大河川の水源域になっているという、そ

ういう立地条件もありますけれども、今回、水源涵養を

中心とした生態系サービスについての討論が行われ

ております。

　新しく分かったこととして面白かったのがススキ草

原がものすごく水源涵養力が高いんだと。そのなぜか

という理由の一つがススキそのものが節水型の植物

であって、水を消費しない。その分、水源涵養に回る水

が多いんですよと。それから、川下、川上の関係でいえ

ば、福岡都市圏も含めて大勢の人数の飲用水を賄うこ

とができる、その水源地が阿蘇の草原だと。それは有

明海のほうにもつながっていて、ノリが色落ちするのを

防ぐために栄養源を補給しなきゃいけないんですけれ

ども、その補給するだけのダムの放流ができるだけの

水源が確保できていることがとても重要だと。そういう

意味では、海のほうから草原を応援していただくという

仕組みづくりも今後考えていったらどうかというような

お話がありました。

　それから、環境省のほうでは、阿蘇の地域を守って

いく、あるいは草原を守っていく上で、地元の農業者の

なりわいに対する助成を主体に考えてきたんですけれ

ども、それも今後は重要であると同時に、これからは草

原の持つ公益的機能へどういう形で支援できるかとい

う仕組みをつくる必要があるんじゃないかというお話

それを研究面から実証、検証するということをぜひ研

究者にはやっていただきたいと。それを普及させる場

の整備を行政には担っていただけると非常にありがた

いという最終的な要望がございました。

　これらの問題というのは、一個人でどうこうできる、

解決できるものではありませんので、ぜひ行政のほう

のお力添えをいただきたいと。私ども個人や市民として

は、今後もそういう形で対話を続けていきたいというこ

とで、最後、閉めたところでございます。

　少し長くなりましたが、以上が草原シンポジウムの報

告です。ぜひこの内容についてもサミットでの論議をし

ていただきますようよろしくお願いいたします。

　以上です。

○議長（太田長八）　高橋先生、どうもありがとうござ

いました。

　私、このシンポジウムをやって本当、大変勉強になり

ました。と申しますのは、やっぱり今までカヤの活用と

かね、また、子供たちを育てていかなければならない、

地域の学習、体験学習、これも大変重要だと感じまし

たので、この間、大変勉強になりました。

　そういう中で、首長さんがいらっしゃいますので、私

が一番感じたのは、やっぱり阿蘇の分科会の、誰か

ちょっと名前を忘れましたけれども、要するに職員が、

担当者はある程度認知しているけれども、ある程度の

方、全ての方が草原などを認知しなければ進まないと

言われましたので、各首長さんには、担当者だけでは

なく、ほかの違う職場の方たちにも、あと、地元の草原、

また湿原に対する知見をある程度広げていければ大

変ありがたいと感じております。

　以上です。

　どうも高橋先生、ありがとうございました。

５．各自治体の取組と課題

○議長（太田長八）　それでは、各自治体の皆様にご

報告をしていただきたいと思います。順番は、事前に配

付してある参加名簿の順でお願いいたします。時間の

関係もありますので、各自治体おおむね５分間をめど

ということでお願いいたしたいと思います。

　それでは、兵庫県新温泉町長の西村銀三様によろし

くお願いいたします。

○新温泉町長（西村銀三）　皆さん、こんにちは。新温

泉町長、西村銀三です。よろしくお願いいたします。

　平成28年第11回のシンポジウム、新温泉町で開催

していただきました。その際には、川南町、日高町長さ

んをはじめたくさんの方にご参加をいただきました。誠

にありがとうございます。

　皆様のお手元に新温泉町の概要と上山高原の歴史

と現状という資料があると思いますので、資料に沿って

説明をさせていただきます。

　新温泉町は、日本海側に面した鳥取県との県境に

あり、平成17年10月に誕生した人口約１万4,000人

弱の町で、まちづくりのテーマは、「海・山・温泉　人が

輝く夢と温もりの郷」であり、豊かな自然に恵まれた町

であります。

　産業については、農業分野では水稲、梨、高原野菜

の大根の生産を主として進めています。畜産について

は、神戸ビーフや松坂牛のもと牛である但馬牛の主産

地として、飼育頭数の維持拡大に努めています。また、

水産業については、松葉ガニ、ホタルイカ、ハタハタな

ど、日本有数の漁獲高を誇っています。

　当町には上山高原という大きな草原があります。周

辺集落の人々によって上山高原は田畑の土づくり、和

牛放牧として活用し、中でもススキは飼料、カヤ、かや

ぶき屋根等に利用され、生活の一部として維持されて

きました。

　しかし、農機具の普及、牛農家の減少によって、草原

は活用されなくなり、クマザサが茂り、雑木に覆われて

きました。これでは駄目だということで、平成16年に県

と町と地域が連携してＮＰＯ法人上山高原エコミュージ

アムを立ち上げました。上山高原と麓の７集落を丸ごと

生きた博物館として捉え、草原を保全・再生する取組を

地域の資源を活用し、地域内外との交流を図ることで

地域の活性化につながる活動を進めています。

　再生の具体的な活動としまして、人工林をブナ林の

広葉樹に替え、ススキ草原の持続と拡大ということで、

山焼き等を行っています。また、イヌワシの生息調査、ノ

ハナショウブ、そしてヤナギタンポポ等、希少植物のモ

ニタリング調査の継続を行っていますし、体験プログ

ラムとして、滝巡りやハイキング等も行っています。また、

第11回大会を開催した成果だと思っていますが、スス

キの有効活用ということで、神戸市のかやぶき職人「く

さかんむり」と連携・協力協定を結び、古民家や文化財

施設にカヤを使う取組も進めています。

　草原維持では、ササ刈り、山焼き作業、放牧作業等、

毎年継続することが必要になってきます。このため会員、

地域住民、ボランティアの方々の協力をお願いしてい

ますが、作業費等の捻出が今後の大きな課題となって

います。今後もできるだけ多くの方にご協力をいただい

て保全活動や利用する取組を進めてまいりたいと思っ

ております。

　以上であります。

○議長（太田長八）　どうも西村町長、ありがとうござ

がありました。

　それから、草原と私たちの関わりとか、暮らし方を支

えるエビデンス、要するに研究の証拠ですよね、そうい

うものとか学術研究がとても重要だということが今回

のこのセッションの中でもよく分かったということです。

　それから、南阿蘇村長さんは熊本地震後、火入れ責

任者を村長さんに替えたという行政側からの支援が

あって、それによって野焼きが復活したところが結構

あったと。それから、火入れの手続も届出制に変えたり

ということをしたんですけれども、これを行う大きな根

拠となったのが、やはり水源涵養機能ということで、熊

本県民、熊本市民の水道水を支える水源の源である草

原を守ることが地域全体、あるいは県全体に対しての

大きな影響を及ぼすんだ、大きな貢献ができるんだと

いうことで、これまで阿蘇の草原といえば景観が主体

でしたけれども、今後は水源保全という意味でも、阿蘇

の草原の価値を見直して、みんなにアピールしたいと

いう話がございました。

　最後、全体会は、こうやって行われたそれぞれの分

科会の報告を受けて全体討議をしたんです。これも全

てオンラインでやりました。ここに映っているのは東伊

豆町さんのところでやった内容です。ちょっと写真で隠

れていて申し訳ないんですけれども、それぞれの分科

会から代表者が入っていただいて、オンライン上で討

議を行っております。

　まとめになるかどうか分かりませんけれども、草原の

保全面については、なぜ草原が重要かを各世代意識

共有する必要があると。活動に関わる人、理解者、応援

者を増やしていく仕組みが必要。維持するために人が

関わり利用し続ける仕組みづくりが重要になるという

ことが語られました。草原の経済価値と公益機能を積

極的に評価してあげる必要があって、公益機能の守り

手である生活者を支援する制度設計というのをしっか

りと組む必要がある。

　前にもお話ししましたけれども、保全のための保全と

いう観点から、草や草原を活用することによる保全と

いうほうにシフトしていく必要があるんじゃないかとい

うお話でした。

　草原の活用についてですけれども、これも先ほどお

話ししたように、保護の管理から、利用して管理へとい

うのが大きなテーマとなっていました。草原利用の創意

工夫に対して様々な支援や環境整備をしていく必要が

あるだろうと。小さな経済活動を生み出して、地域ととも

につくり出すことがまず第一歩じゃないか。

　都市へのアプローチには、どうしても意識の違いと

か様々な問題があるので、その中間層の育成が必要な

んじゃないか。

　堆肥や農業や肥料とか、あるいはカヤの利用という

のはありますけれども、今でも野草の利用価値は非常

に高いものがあって、堆肥の利用とかカヤの利用で野

草の価値を復権する必要があるんじゃないのかなと。

堆肥についても、今、新しい知見として、野草を使った

堆肥に含まれる非常に優れた土壌菌がいるということ

も分かってきました。こういうのも研究の成果だと思い

ますけれども、そういうふうに野草の価値を復権させる

ことで、野草を利用すれば火入れの炎もある程度制御

しやすくなるし、火入れの安全性にもつながるんだよと

いう幅広い内容からのものがございました。

　草原の継承については、地域の固有性やほ誇りを

各世代で共有、共感すると、これはもちろんですけれど

も、地域、行政、企業が互いに手をつなぐ仕組みという

のも面白いんじゃないか。例えば細野高原だったら、

いろんな企業さんが持続的にこれを利用したいという

ことではいろんな方が入っていただいて、そこを活用し

てはどうかという話もございました。

　それから、カヤふきは活用を通じた継承の有効な

ツールである。利用というものが入ることによって、その

価値を継承したり、その仕組みを継承したりするきっ

かけにもなる。

　それから、使うことで生き物が、草の供給で文化が守

られていくだろうと。

　環境教育は世代を超えていく潜在性を持っているの

で、非常に大切なことである。子供さんへの教育という

のはとても大切。

　草原と地域のつながる観光や地域振興の在り方に

も工夫が必要になってくるんじゃないかというふうなま

とめがございました。

　最後に、行政へ望むことということで、幾つか提案を

いただいております。

　１つは環境教育、あるいは担い手育成も含めてとい

うことですけれども、その助成をぜひ継続できるような

ものにしてほしい。

　それから、実際に草原を守るときに一番頭を悩ませ

ているのは、行政の実務者の担当者であろうというこ

とで、もちろんいろいろ替わったりもしますので、持続

的にそれを進めていくのに問題が生じがちなんですけ

れども、ぜひその自治体間での実務者同士の学びの

ネットワークをつくっていただけないか。サミットでい

えばシェルパ会議のようなものを今後実現していただ

ければありがたいという話がありました。

　それから、地域知、伝統的に言いつながれてきた知

識そのものに意外と真実が、とても大事なものがあって、

いました。

　太田市長の取組は、もうマスコミでだいぶ私も勉強

させていただいております。そういう中で、文化と草原

がやっぱりマッチしないと、本当にそのとおりだと考え

ています。昨日の分科会の会場、隈先生の建築、それに

つきましてカヤを使っていること、大変感銘を受けまし

たので、今度、一度視察に行かせていただければ大変

ありがたいと思います。よろしくお願いします。

○真庭市長（太田　昇）　どうぞ、おいでください。これ

が全容ですけれども、３棟あります。

○議長（太田長八）　そんなにあるんですか。

○真庭市長（太田　昇）　１つは、このメインのがです

ね、これが18メートルあります。その横に見えておりま

すのが、隈研吾先生の設計図面とか模型とか、そして

サスティナブルな商品を売るとかですね、そしてもう一

つはサイクリングターミナルという、それで構成されて

います。7,000平米ぐらいの広さであります。

○議長（太田長八）　すごいですね。視察を楽しみにし

ておりますので、よろしくお願いいたしたいと。

　続きまして、串間市長の島田俊光様、よろしくお願い

いたします。

○串間市長（島田俊光）　こんにちは。串間市の島田

でございます。

　12回草原サミットにつきましては、川南町と一緒に

開催させていただいたわけでございますが、事務局の

皆様等はじめ関係各位の皆様方のご高配を賜り、サ

ミットを成功することができました。本当に感謝を申し

上げたいと思います。

　それで、宮崎県串間市は、宮崎県の最南端に位置す

る温暖多雨なところでございます。きゅうりやピーマン

などの施設野菜、サツマイモやごぼうなどの露地野菜

をはじめ生食で食べられる完熟キンカンや餌にトウガ

ラシを混ぜてつくる養殖ブリなどは、質、量とも全国トッ

プクラスの地域でございます。また、そのように農産物

を生産する食の宝庫でもあります。

　串間市からは、野生馬が生息する都井岬と宮崎県

の希少な動植物重要生息地に指定されている古竹・笠

祇地区について紹介させていただきたいと思います。

　串間市の草原といえば、野生馬が生息する都井岬が

代表的な草原となるわけでございますが、もともとは江

戸時代の軍馬を育成するための牧場であったものが、

人の手が触れることなく、令和の時代まで残っているも

のであります。春には新緑の草原にオキナグサやウマ

ノアシガタ、さらに夏から秋にかけてヒオウギやノヒメ

ユリ、ムラサキセンブリ、冬はノジギクなどが繁茂して、

四季それぞれの種のある希少動植物、国指定天然記

念物の野生馬とともに見ることができます。オキナグサ

など都井岬に生息する多年草のほとんどは、毒があっ

たり、またとげがあったりして、馬が食べない植物であ

り、食べ残すことから花を咲かせることができる。都井

岬は馬がつくり出す生態系に、絶滅危惧種に指定され

ている希少な植物を観察することができます。都井岬

は人の手を加えないことが魅了をより高めるものと考

えております。

　通過型の観光から体験、滞在型の観光へと転換さ

せる取組として、野生馬の生態と野生馬による形成さ

れた草原の植物やふん虫、フンコロガシでございます

が、などを訪れた観光客に対して分かりやすく説明す

る都井岬野生馬ガイドを配置し、エコツアーなど着地

型観光としての活用をはじめ、地元小中学生の地域を

学ぶ授業、くしま学などを地元の魅力を学習させる取

組など、草原の維持・存続と魅力発信のため取り組ん

でおります。

　また、笠祇・古竹地区の紹介でございますが、資料の

下段にあります笠祇・古竹地区の草原については、都

井岬と同様であり、江戸時代の軍馬を育成するための

牧場であったものが地域住民により草刈りや野焼きな

どの作業により代々守られ、現在も草原として維持され

ているものでございます。平成19年11月には宮崎県

の希少野生動植物重要生息地に指定されております。

笠祇・古竹地区は串間市の中心市街地から車で約15

分と近い場所に位置しており、昔ながらの田園風景が

広がり、里地里山で和牛の里として呼ばれている畜産

が盛んな地域でもございます。

　集落は過疎、高齢化が進み、野焼きなどの里山を守

る活動の継続が危惧されているところでございます。集

落の過疎化、高齢化の進展は、本市のみならず全国各

自治体の共通問題と認識をいたしております。行政の

役割としては、地域の魅力を住民自らが情報発信して

いく活躍の場の創出と、地域に何度も訪れる深いつな

がりを持つ関係人口の増加が肝要であると考えており

ます。

　本市の取組の１つがエコツーリズムの推進でありま

す。市といたしましては、地域資源の魅力を伝えること

により、関係人口の増加、地域住民の資源価値の再認

識、そして、環境教育による次世代への継承へとつな

がるエコツーリズムを鋭意取り組むことにより、草原の

維持形成を図っていきたいと考えているところでござ

います。

　以上でございます。よろしくお願いします。

○議長（太田長八）　どうも島田市長、ありがとうござ

いました。

いました。

　このＮＰＯ法人の活動、大変すばらしいと感じており

ますし、また、うちの町のテーマも、「満点の海・山・空は

東伊豆」と、何かまちづくりが同じような感じがいたしま

すんで、これを契機にまた交流ができれば大変ありが

たいと思います。どうぞよろしくお願いいたします。

○新温泉町長（西村銀三）　こちらもよろしくお願いし

ます。

○議長（太田長八）　それでは次に、続きまして、岡山

県真庭市長の太田昇様、よろしくお願いいたします。

○真庭市長（太田　昇）　真庭市の太田です。よろしく

お願いいたします。

　真庭市は合併して828平方キロメートルと、面積で

いうと東京23区の1.3倍というですね、岡山県北に広

がる市です。その一番北、鳥取県境のところに蒜山高原

という高原がありまして、東西20キロ、南北10キロと

いう、多分、関西では一番広い高原だと思っております。

　課題ですけれども、よそと同じで、もともとはススキ野

原が非常に広がっていた、それがだんだん狭くなって

きていると。そこに貴重な動植物、絶滅危惧種がいた

のが、これを守らないと、景観も含めて滅んでしまうと

いうようなことで、そういう意味での保全というのが一

つの大きな課題であります。

　もう一つは、これも出ておりましたけれども、単に保

全だけではできない、やはり活用しながら保全すると

いうことをしなきゃならない。その活用というのが一つ

の課題だろうというふうに思っております。

　その２つをどうしたら両立できるのかということです

が、１つは、カヤを山焼きをする、そうするといいカヤが

できる。そのカヤを、もちろん土に戻すことによって、灰

そのものが肥料になってまいりますが、蒜山も旧石器

時代から人が住んで、そしてカヤを焼いて、火山灰の

非常に貧栄養化のところを植物が育つように、１万年

以上かけて変えてきたという歴史がありますから、それ

を延 と々やっていかなければならない。それとともにカ

ヤを建築資材として活用するということで、昨日の分科

会でも隈研吾先生の設計で、カヤの屋根を逆さまに

使ったですね、屋根そのものは鋼板で、中の天井から

中を全部カヤにしたという、逆さまにしたような、そうい

うサイクリングターミナルを造りましたけれども、それ以

外にも建築資材としていろんな活用ができるということ

で活用していきたいということであります。

　それとともに、このすばらしい高原を多くの方に親し

んでいただく。自然環境だけでは人は来ません。やはり

そこに文化というものがないと人は来ないということで、

ここに出ておりますけれども、これも隈研吾先生の作品

ですけれども、ＣＬＴ、クロス・ラミネーテッド・ティン

バーという縦横、縦横に木材を組合せして、一つの板

を作るわけですね。その板を組合せしてこういう建物

を造っていくですね、これはオリンピック選手に遊んで

もらおうと思って東京の晴海に造ったんですけれども、

真庭のヒノキで造り、日本で専用のＣＬＴ工場は真庭に

しかありませんから、言わば真庭に里帰りしたというこ

とで、グリーナブルヒルゼンというふうに呼んでおりま

すけれども、こういう施設。中は空間で、ここで遊んだり、

イベントができるように、そういうものを、一つの芸術作

品ですけれども、造っております。こういうものを使って、

観光資源としても活用していくと。

　つまり景観も含めて、そして人工的なこういうものを

全部入れて、地域価値を上げていくという、そういう概

念で取り組んでおります。

　さらに、このＧＲＥＥＮａｂｌｅというのがロゴにもなって

おりまして、阪急阪神百貨店がこのグリーナブルに沿う

ようなものを真庭の産物をですね、産品を大阪で売っ

ていくというような、阪急百貨店とも提携をして、コロナ

がもう少し落ち着けば本格的に梅田で真庭の産品を

開発しながら売っていくということになってまいります。

阪急に今ブランド、阪急ブランドとしてＧＲＥＥＮａｂｌｅと

いうのを商標登録してもらいました。

　そういうことをしながら、この背景として、私の背景

に木材を使っておりますけれども、バイオマス産業都市

の指定も受けて、やがて真庭の電力は全て真庭で賄う

と。今、バイオマス発電、１万キロワットのありますけれ

ども、市内需要の大体60％ぐらいを再生可能エネル

ギーで賄えています。火力じゃなくて、水力とバイオマス

ですね。これを100％にしていくということも地域の価

値を上げていくという取組をしております。

　それと、生ごみ等、人間さんのふん尿ですね。それを

混ぜてメタンガスを発生させて、それでプラントを動か

して、最後、液肥を作って、それを低コスト農業として利

用していくという、そういうような、全体をＳＤＧｓという

か、サスティナブルなそういうまちにしていくという取組

をしております。東京のまねをしても仕方ありません。こ

の地域にある資源をいかに使って、それを循環させて、

未来志向で豊かにしていくということで、ＳＤＧｓ未来都

市の第１号にもなっておりますけれども、そういう取組

をしているというのを、そういうことを背景にしながら

蒜山高原を守り、活用していくということであります。

　皆様方のご意見も、あるいは活動も参考にしながら、

よりこれを進めていきたいというふうに思っております

ので、今後ともよろしくお願いいたします。

○議長（太田長八）　太田市長、どうもありがとうござ

にちは。広島県の北広島町生涯学習課長、西村と言い

ます。よろしくお願いいたします。

　お手元にお配りしております北広島町の概要、そし

て、北広島町の草原と取組について、説明をさせていた

だきます。

　まず、広島県北広島町の概要でございますが、広島

県の西北部、西中国山地の標高300メートルから800

メートルの盆地、北は島根県と接しております。広島県

に流れる太田川、そして島根県に流れます江の川の源

流域でもございます。面積の８割以上が森林地帯でご

ざいまして、県北地域、こちらは1,000メートル級の山

が連なっております。

　国立公園の一部でございます八幡湿原、こちらにあ

ります芸北地域の八幡、こちらは冬になりますと２メー

トルの雪を記録する豪雪地帯となっております。

　それでは、広島町の草原と取組について説明をさせ

ていただきます。

　こちらにつきましては、４つ紹介をさせていただきた

いというふうに思います。①から④まで、概要から課題

というふうにしております。

　まず、雲月山でございますが、島根県と隣接をしてお

りまして、かつては採草、そして放牧の目的で1960年

頃まで利用されておりました。島根県側はカラマツの

植林となっています。広島県側、こちらは1990年代に

観光イベントとして山焼きですね、こちらが行われてお

りましたが、1996年を最後に停止しました。2005年頃

より、地域が主体となりまして、主にＮＰＯが主体となり

募集を行いまして、消防団、博物館、小学校などと連携

しながら山焼きを実施しております。

　2014年に町条例に基づきます野生生物保護区に

指定をしております。

　こちらの利用についてですが、一般の登山の観光の

ほか、町内外の小学校等によります学習の場としての

活用、そして、山焼き再開後に数年間にわたり報告も行

われましたが、牛が転落するというような事故もありま

して、現在は放牧はされておりません。

　課題でございますが、現在15％ぐらいの山焼きを

行っておりますが、全域の山焼き、そしてボランティア

の確保といったことが課題というふうになっております。

　続きまして、千町原の草原でございます。

　こちら、もとは地元地域八幡村という旧村になります

けれども、こちらの入会採草地でございました。1944

年に陸軍の演習地となりまして、戦後は開拓民の入植、

国の大規模草地の開発、広島県への移譲と郊外開発

を経まして、今に至っております。2003年頃よりＮＰＯ

が中心となりまして伐採の実施をしまして、2020年に

町条例に基づきます保護区に指定をしました。植物や

鳥を見る観光地として人気がありまして、2013年から

は地元の中学校の、この後紹介しますけれども、茅プロ

ジェクト事業にカヤを提供しております。

　課題でございますけれども、既に樹林化した範囲が

結構広くなっております。また、大規模草地開発の影響

で湿原が縮小しておりまして、いずれも伐採が必要と

いうふうになっております。

　続きまして、霧ヶ谷湿原でございます。先ほどの千町

原と同エリアに位置をしております。大規模装置開発

の事業を経まして、現在は臥竜山麓八幡原公園の一部

に位置をしております。2003年にＮＰＯが植生調査と

ワークショップを実施したことをきっかけにしまして、

自然再生推進法に基づきます法定協議会を広島県が

立ち上げまして、2004年から八幡湿原自然再生事業

が始まっています。樹林の伐採、湿原から水を抜くコン

クリート水路の撤去、湿原への水路の設置などの工事

を2007年から2010年にかけて実施をしました。その

後、自然再生協議会の保全部会が中心になりまして、

伐採作業を継続しております。こちらも2020年に町条

例に基づきます放牧の指定をしております。

　利用でございますけれども、植物や鳥を見る観光地

として人気のスポットとなっておりまして、小学校、中学

校等のフィールドワークの場として活用、そしてガイド

ツアーの実施をしております。

　課題でございますけれども、再生工事から10年が経

過しておりまして、順応的管理のために現状に即した

全体構想と実施計画の見直しが必要となっています。

　そして、これは地元の中学校での取組ということなん

ですが、芸北茅プロジェクトについてです。

　芸北地域のススキ、これを屋根ふきのカヤとして資

源化し流通させる取組を行っています。中学校ＰＴＡ、Ｎ

ＰＯ、地域住民、教育委員会などが実行委員会をつくり

まして、2015年から推進をしております。地域の住民

自らがカヤを刈り取りまして市場に出荷すること、こち

らで私有地や小さなカヤ場が保全をされる。そして、今

は廃止となっておりますけれども、こちらにスキー場跡

地がありまして、こちらを文化庁のふるさと文化財の森、

こちらに設定をされたところでございます。

　利用についてなんですが、未利用でありましたカヤ

場、そしてカヤの利用が推進されるとともに、プロジェ

クトそのものが地元生徒にとって生きた教材というふう

になっています。地域通貨を活用することで地域外へ

の経済流出を防ぎ、刈り取ったカヤが文化財や伝統的

景観の保全に活用されております。

　課題でございますけれども、カヤの保管場所、こちら

　やっぱり串間市さんの取組、草原が２か所、これをう

まくやっていると考えています。それでやっぱりこれから

は、まずは地域住民がそのよさを認識するのが一番と

思いますので、それもまた勉強させていただいて、そう

いう中で、そのエコツーリズムを結構うまく活用した中

で、その草原の保全をやっているのが大変すばらしい

取組だと考えておりますので、引き続きよろしくお願い

いたしたいと思います。

○串間市長（島田俊光）　ありがとうございます。

○議長（太田長八）　それでは、続きまして、熊本県高

森町の町長、草村大成様、よろしくお願いいたします。

○高森町農林政策課（荒牧茉名）　町長に代わりまし

て、担当のほうからお手元に資料に沿ってご説明をさ

せていただきたいと思います。

　熊本県高森町農林政策課の荒牧と申します。よろしく

お願いいたします。

　まず、高森町の概要からご説明させていただきます。

　高森町は人口6,177人で、九州のほぼ中央、熊本県

の最東端に位置しまして、大分県の竹田市と宮崎県高

千穂町に隣接する総面積175.06平方キロメートル、

広い町土を有する農村地域でございまして、地形は阿

蘇カルデラ内に広がる標高500メートルから600メー

トルの比較的穏やかな傾斜をなす高森・色見地区と外

輪山の外側、標高500メートルから800メートルの波

状高原地の草部・野尻地区に区分される町です。

　主な産業は、観光と農林業になります。

　農業面では、立地条件を生かしまして、畜産、米、野

菜を主体とする農業生産が展開されてまいりましたが、

近年、経営の発展を図るため、一部の農家で施設園芸

の導入が盛んとなっております。地域の宝として、古くか

ら栽培されてきました農林畜産物をブランド化し普及

するとともに、地域の代表する高品質な農産物として、

将来にわたり栽培し続けるための活動を通じ、阿蘇地

域の農業の活性化と農業後継者の育成につなげるこ

とに取り組んでおります。

　観光面では、コロナ禍でイベントの実施が厳しい状

況ですが、2016年に発生した熊本地震の影響は回復

傾向にあり、高森湧水トンネル公園、月廻り公園、高森

殿の杉、南阿蘇鉄道のトロッコ列車、草部吉見神社、

上色見熊野座神社といった観光地や約300年の歴史

があります風鎮祭といった地元のお祭りを中心に毎年

多くの方が高森町を訪れています。

　また、高森町では町内全戸に整備しました光通信環

境を活用しまして、日本一の地域密着型番組として、た

かもりポイントチャンネル、こういったケーブルテレビ

の放送を行い、災害時の緊急放送や町からのお知ら

せ、地域情報、事業の紹介などを町民の方へ情報発信

しています。

　光通信環境の整備は、教育現場でも活用されており

まして、電子黒板の設置や全児童生徒のほうへ１人１

台のタブレット配布をいち早く行いまして、全国で最先

端のＩＣＴ教育が行われております。

　ここからは高森町の草原の概要についてご説明さ

せていただきます。

　高森町の草原につきまして、その多くを牛の放牧に

活用しておりまして、畜産農家や町民の方の大切な資

源として保全されてまいりました。高森町の草原は牧野

と呼ばれており、阿蘇のあか牛が放牧されている牧野

はのどかな風景として多くの人に親しまれております。

　高森町の牧野面積につきましては、1,211ヘクター

ルありまして、草原維持として行われている野焼きに関

しては、実施面積が621.5ヘクタールとなっております。

また、管内には14の牧野組合がありまして、皆さん精

力的に草原維持のほうに取り組んでいただいており

ます。

　最後に、高森町の取組と課題については、長年、放

牧や野焼きによって保全されてきている草原なんです

が、近年、管理をしている牧野組合員さんの高齢化等

によって、野焼き実施が大変難しくなってきている状況

にはございます。町としては野焼きに係る補助金等で

野焼き実施者の方の負担軽減等に取り組んでおります

が、年々、実施面積が減少しつつある傾向にございます。

　また、高森町にある阿蘇高森オーガニックセンター

というところでは、世界農業遺産の構成要素であります

阿蘇の草原に生えるススキなどの野草や畜産農家か

ら出る牛ふんなどを混ぜて堆肥を作っております。こち

らは町内を中心に阿蘇地域の農産物に還元して、循環

型農業を確立しております。

　このほかにも未来の草原を引き継ぐ子供たちのほう

に阿蘇の草原のすばらしさや草原の抱える現状につ

いて伝える草原学習などが行われております。

　以上で説明を終わらせていただきます。

○議長（太田長八）　どうも高森町さん、ありがとうござ

いました。

　高森町さんの取組は、全ての自治体が抱えている課

題と同じだと考えております。そういう中で、皆さん方に

対してよりよい回答ができればいいなと思いますので、

またいろんな意見をよろしくお願いいたしたいと思い

ます。

　それでは、続きまして、広島県の北広島町の生涯学

習課長の西村豊様、よろしくお願いいたします。

○北広島町生涯学習課長（西村　豊）　皆さん、こん

田市さんにお住みだそうでございますので、本当にあ

りがとうございます。

　そしてもう一点、これ本当、関係ないんですよ。歌手

に永井裕子さんっていらっしゃるんですけれども、その

永井裕子さんが結構大田市さんのを歌って、うちの町

の観光大使になっているんですよ。やっぱりそういう中

でまた大田市さんとよろしくお願いいたしたいと思いま

す。どうもありがとうございました。

　続きまして、熊本県の南阿蘇村の農政課主幹の後藤

進哉様、よろしくお願いいたします。

○南阿蘇村農政課主幹（後藤進哉）　昨日ですね、阿

蘇分科会では吉良村長の報告がありましたが、本日は

私のほうから発表させていただきます。

　最初に村の概要からになります。

　南阿蘇村は総面積137キロ平方メートル、熊本県

の北東及び阿蘇くじゅう国立公園、阿蘇カルデラの南

に位置する人口１万340人の村です。雄大な南阿蘇

の山と緑、そして環境庁の日本名水百選に選定されて

いる白川水源に象徴される豊かな自然環境に恵まれ

ています。

　2016年４月の熊本地震では、これまで経験したこ

とがない甚大な被害を受けました。これにより人口も１

割程度減少しましたが、村に定住促進課や空き家バン

クを設置し、移住者を受け入れる環境整備を推進して

います。

　続きまして、農業、観光についてです。

　基幹産業である農業は、白川中心に水田が広がり、

のどかな農村風景を生み出す農村は、水稲をはじめ

畜産、ミニトマトやアスパラなどの施設園芸が盛んです。

昼夜の寒暖差が大きい気候により、自然のうまみが

しっかりと詰まった農産物が自慢です。有機農業、環境

保全型農業を推進しており、安心安全な農産物づくり

に取り組んでいます。

　また観光では、大自然を中心にたくさんの観光資源

に恵まれています。新阿蘇大橋のたもとにある展望所

ヨ・ミュールからは、長陽大橋、白川第一橋梁を眼下に

望むことができ、新たな観光スポットとして注目を集め

ています。

　また、熊本地震で落ち込んだ観光客数は回復傾向

にあり、本村本来のにぎわいが戻りつつあります。

2017年９月にはアウトドアショップモンベルと村が協

定を結び、アウトドア活動促進や地域経済の活性化な

ど、包括的に協力をし合い、観光振興に取り組んでい

ます。

　続きまして、草原の概要に移ります。

　南阿蘇の草原は阿蘇カルデラの阿蘇山側及び南外

輪山側に広がり、季節ごとに違った表情を見せてくれま

す。南阿蘇の草原は牧野とも言われ、平成21年に行わ

れた阿蘇草原維持再生基礎調査では、本村の牧野面

積は2,470ヘクタール、そのうち野焼きが行われてい

る面積が1,170ヘクタールとなっております。管内には

23の牧野組合があり、牛の放牧をしている箇所もあれ

ば、野焼きのみ実施している牧野もあります。

　続きまして、本村の取組と課題についてですが、昨日、

分科会で村長がご報告された内容と重複する点がご

ざいますが、ご了承をお願いしたいと思います。

　草原の維持に欠かすことのできない野焼きですが、

その面積は、以前と比較すると減少しています。本村を

含む阿蘇郡市７市町村の草原はこの100年間で半分

以下に、直近30年で見ても４分の１近く減少しており

ます。

　本村では熊本地震で各牧野の原野火入れが中断さ

れました。平成31年度からは一部再開に向けて、熊本

県、阿蘇グリーンストック、村において協議をした結果、

白川牧野で一部再開、その後、令和２年には吉田牧野

でも再開できました。それに至るまでに県、グリーンス

トック、村で防火帯を設置する費用を予算化したり、火

入れ責任者を各区長や牧野組合長から村長へ変更し、

負担の軽減を図りました。

　今後の課題として、火入れが中断しているところの

再開が可能となるか、防火帯の整備、担い手不足、地

区住民の高齢化に対する支援が上げられます。

　補足でですね、昨日、村長から報告がありました課

題に対する取組で、ハードとソフトの対応が求められる

ことをおっしゃっていましたが、ハード面では牧道等、

恒久防火帯の整備ですね。ソフト面においては担い手

の確保ですね。畜産農家を増やすための取組として、

今後、放牧へのＧＰＳを付着して移動管理等を管理す

るシステムの導入やバーチャル研修の導入を計画し

ております。

　また、目的と認識の改革ですね。景観維持から水源

保全のほうへの啓発をしていくということで推進をして

いく予定です。

　以上、南阿蘇村からです。ありがとうございました。

○議長（太田長八）　後藤様、どうもありがとうございま

した。

　南阿蘇村様には、本当に熊本地震、大変でございま

した。今後も頑張っていただきたいと思います。

　そういう中で、今度、山焼きにおきまして、村長さんが

本部長、その中でまた新たにやるという中で、それは大

変期待しております。それから、山の保全、これ大変で

ございますので、引き続きどうぞよろしくお願いいたし

の整備。それから、カヤの販売先の確保、事業規模を

拡大するための専従職員の確保等といったようなこと

が課題となっております。

　北広島町からは以上です。ありがとうございました。

○議長（太田長八）　西村さん、どうもありがとうござい

ました。

　それで、芸北町の白川先生に今回大変お世話になり

ました。本当にありがとうございました。

　それで、私がやっぱりちょっと感じたのは、中学生の

活用ですね。やっぱり中学生、カヤを刈って、地域通貨

でそれをまた地域で還元する。大変すばらしい取り組

みと感じましたので、うちの町もやってみたいなと感じ

ましたので、その節はまたご指導をよろしくお願いいた

したいと思います。

○北広島町生涯学習課長（西村　豊）　ありがとうご

ざいます。

○議長（太田長八）　どうもありがとうございました。

　続きまして、島根県大田市の環境政策課長、和田二

朗様、よろしくお願いいたします。

○大田市環境政策課長（和田二朗）　皆様、こんにち

は。島根県大田市です。

　市長が所用で出席できませんので、私、環境政策課

長の和田が代理で発表させていただきます。

　大田市は、東西に長い島根県のほぼ中央部に位置

する人口約３万3,000人の小都市です。北は日本海に

面し、南は中国山地が迫っているため、山林原野が多

く、平たん地は僅かです。

　本市は世界遺産、石見銀山遺跡に代表される貴重

な歴史文化や国立公園三瓶山をはじめとした豊かな

自然に恵まれています。昨年度には「石見の火山が伝

える悠久の歴史～“縄文の森”“銀の山”と出逢える旅へ

～」が日本遺産に認定され、さらなる観光客の増加が

期待されております。

　さて、当市には標高1,126メートルの三瓶山があり

ます。その麓には西の原、東の原、北の原と呼ばれる草

原があり、放牧のほか、観光客、市民の憩いの場として

利用され、クロスカントリーコースなども整備されてお

ります。また、ダイコクコガネ、ユウスゲ、オキナグサと

いった希少動植物の生息地となっており、中でも最も

広い西の原では、毎年春に火入れが行われ、三瓶山の

草原景観の象徴的な存在となっております。

　三瓶山は、昭和38年に大山隠岐国立公園の一部に

編入されましたが、山麓に広がる牧歌的な草原景観が

指定理由の一つでした。ところが、昭和50年代になる

と、時代の流れから放牧が急速に廃れていき、植林な

ども行われて、山肌は一気に森林化していきました。放

牧の衰退とともに途絶えていた火入れですが、観光客

の出火による山火事を契機に平成元年に復活し、以降、

防火の観点から行政が主体となって毎年３月に行うよ

うになりました。

　平成７年には西の原の一部が放牧場として整備さ

れ、24年ぶりに放牧が復活しました。平成９年には、第

２回全国草原サミットが三瓶を会場に開催され、これ

をきっかけに行政、研究者、農業者、ＮＰＯなどの官民

ネットワークが形成されました。

　翌年からは放牧による防火帯切りを行うなどの工夫

により、経費を極力抑えながら火入れを実施すること

ができるようになりました。

　平成19年からは、従来の牧野組合、大田市等に消

防、警察が協力する体制に自然保護団体や地元の自

治会、ボランティアなどが加わり、市長をトップとした実

行委員会方式で火入れが開催され、また、目的の中に、

従来の防火に加え、国立公園管理計画にも明記されて

いる草原景観の維持を加えました。

　官民の連携により日本で一番安全な野焼きと自負し

ておりましたが、平成29年度には、風向きと火勢の急

激な変化により、消防署の資機材輸送車が１台全焼す

るという事故が発生しました。近年はドローンも取り入

れ、経験豊富なリーダーが最前線の状況を具体的に把

握しながら指示を行う形で、より安全に火入れを実施

しております。

　昨年度は新型コロナウイルス感染症の予防を考慮

して、ボランティアを募集せず、約30ヘクタールを関係

者約150人態勢で実施いたしました。現在、西の原の

草原景観は、放牧や火入れなどによってある程度守ら

れているものの、人の手が加わらなくなったところはす

ぐに森林化してしまうという現実にあります。このすば

らしい草原景観を貴重な財産として、将来にわたって

保全していくには、多くの市民や関係機関の協力が必

要です。また、単に火入れに参加してもらうだけではな

く、その意味合いを十分に理解してもらうことが大切で

あると考えております。

　以上です。

○議長（太田長八）　和田様、どうもありがとうございま

した。

　今の大田市さんから観光客の火事からまた再開さ

れた。災いをよいほうに持っていったことで、すばらし

いことだと考えております。さらにまた、山焼きの難しさ、

いくらやっても大変だと。そういう中で、もう大変勉強に

なりました。

　またこれ話は違いますが、今回は大変ネットワーク

の高橋先生にお世話になっており、高橋先生は何か大

任者ということになっておりました。地元の消防団が

ジェットシューター担いで火消ししているところ……、

私もしていますけれども、あとは阿蘇グリーンストックさ

んにボランティアの要請をしまして、ボランティアのご

協力を得ながら野焼きを推進しているところもあります。

　地震前ですね、死亡事故とか怪我とかがありました

んで、そういった理由で、その後、地震がありましたの

で、野焼きが再開できないというところになっておりま

す。再開するための今、工面をしているところであります。

　ちょっと私が知らないでですね、地元の行政区以外

でしているところもあるかもしれませんけれども、基本

的に地元の行政区が事業主体として野焼きを実施して

いるところであります。

　以上です。

○議長（太田長八）　後藤さん、どうもありがとうござい

ました。

　ほかの自治体で何か活動しているところがありまし

たらお願いしたいと思いますけれども。

　じゃちょっとうちの取組が、ちょっとうちの町は結構

行政が携わっていたんですけれども、今は財産区、

やっぱり共有財産区、いわゆる区ですね、区の方が中

心となりましてやっております。行政が出ているのは消

防団、これも民間ですけれども、ある程度それに対して

参加で、もうほとんど民間がやっている中で、やっぱり

皆さん方も同じもう高齢化、そしていかに高齢化の中

で新たな担い手を見つけるかということが課題でござ

いますので、その課題につきまして、後でまた課題、問

題にしていきたいと思いますけれども、太田市長、こう

いうことでよろしいでしょうか。

○真庭市長（太田　昇）　今、町長がおっしゃいました

ように行政区も結局高齢化したり、メリットがあればす

るけれども、メリットがなかったらなかなか、昔やっとる

から、景観がどうだから、動植物がどうだからといって

なかなかできなくなってきていると思うんですよね。だ

から、安全でありながらどういう仕組みで何か新しいこ

とができないかとかですね、そういうことを勉強したい

わけですけれどもね。私の頭の中で考えているのは、怪

我をされても困るけれども、山焼きは難しいですけれど

も、カヤの刈り取りなんかは、これも大変なんですけれ

ども、一つの観光と結びつけてできないのかなと。ただ、

山焼きのほうはね、これは消防団の協力、そして死亡と

か事故のないように、それからその日の気象条件に

よってできなくなるとか、非常に不安定要素もあるんで、

なかなかいい知恵が出ないんですけれどもね。そのあ

たり、教えていただいたり、また知恵を出していただけれ

ば、このサミットが有意義だなというふうに思うんですが。

○議長（太田長八）　今、太田市長さんからいろいろ

問題点を提案、提示していただき、何か首長さんでこう

いう案がいいじゃないか、そういうことがあったらまた

ご発言願えれば大変ありがたいと思いますけれども。

　じゃ、まず私からちょっと発言させてもらって、皆さん

方には指名させていただきますので、よろしくお願いい

たしたいと思います。

　やっぱり今、太田市長が言ったように、山焼きをね、

ただ昔からやっているからやるんだと、そういうことが

結構、自分も多いと感じております。そういう中で、私、

これから生きる道は、うちの町、観光でございますから、

また太田市長さんが言ったように、観光と草原との結

びつき、それをいかにやっていくかということが大切な

のではないかと考えております。そういう中で、昨日の

シンポジウムの中で、やっぱりカヤを皆さん方に刈っ

てもらった中で、カヤを刈ることによって山焼きの負担

も少なくなるようなことも聞きましたので、そのカヤを

刈って、また観光に生かした中で、草原を守っていきた

いと考えております。

　また、カヤを刈ったことも、やっぱりある程度資金源

になるようなことも聞いております。さらに、自分は子供

たちが草原に対するある程度の認識、小さいときから

持っていなければなかなか草原に対する愛情は湧か

ないと考えておりますので、その辺の教育の活動もして

いこうかなとは考えております。

　東伊豆町はとりあえずそういうことを考えております。

では新温泉町長の西村町長、いかがでしょうかね、こ

んな考え方は。それから各首長さんにちょっといろいろ

まずお話を伺いたいと思います。

○新温泉町長（西村銀三）　当町、ＮＰＯ法人、上山高

原の周辺集落の７集落、それからもちろん県、行政、町

もバックアップして、地域が主体で取り組んでおるんで

すけれども、何といっても人口減少が最も我が町では

厳しい町であります。合併して今年で15年たったんで

すけれども、３割近い人口減少地域ということで、地域

は最も危機的意識を共有しているということで、上山高

原におけるこういったカヤの利用、それから山焼き、こ

ういう事業を通して知識の意思統一に大きく貢献でき

ていると。

　今回も実は、この７集落周辺に地域の運営組織がで

きることになりました。そういったことで、地域の意思を

まとめるためのそういった運営組織と同時に、施設の

建築も今年度スタートいたしました。そういった意味で

は、一つの高原を地域の過疎と、そういった過疎意識

を払拭して、地域の活性化につなげていく、そういう点

で新温泉町では大きく貢献できつつあるということを

つ草原が残る里を再発見いたしまして、その大切さを

広く紹介するとともに、次の世代へと残していくことを目

的に、未来に残したい草原の里100選を選定するとい

うことが目的でございます。

　期待される効果といたしましては、４点ございます。

社会的に価値が認知されていない草原の掘り起こし、

２点目が草原の価値を知らない人への普及、３点目、

現に草原に関わっている人たちの意識や誇りの向上、

４点目が火入れやカヤぶきなどの伝統文化の担い手

の価値づけでございます。

　事業のスケジュールですが、このアナウンスにより募

集を開始いたします。応募の締切りを今年の12月とい

たしまして、その後の審査に入ります。翌年の４月には、

この選定結果の発表、秋には表彰式やシンポジウム

等、普及・交流の機会づくりを予定しております。

　その他の事業概要につきましては、全国草原再生

ネットワーク会長の高橋様より説明をお願いいたします。

○全国草原再生ネットワーク代表理事（高橋佳孝）　

それでは、少し詳しく述べさせていただきます。未来に

残したい草原の里100選を本日、募集のアナウンスを

させていただいております。主催は、全国草原の里市町

村連絡協議会の主催でございます。

　ただいま太田町長のほうから詳しい経緯が述べら

れましたので、この部分は割愛させていただきますが、

本日この第13回全国草原サミットにおいて募集をアナ

ウンスするというところに至っているわけでございます。

　草原の100選というのは、先ほどちょっと町長のほう

からもお話がありましたけれども、日本には多様な自

然を形づくる希少な生態系の一つである、それが草原

であるということですね。長年にわたって、人と自然の

関わりの中で地域の環境、文化、観光など様々な恵み

を提供してきました。しかし、多くの人たちは、国民の多

くは、草原の成り立ちや意義を知らないという現実もご

ざいます。このような多様な価値を持つ草原と人のつ

ながりを再発見して、その大切さを広く紹介し、次世代

へと残していくことを目的として、今回、草原100選を

選定するに至ったわけです。

　ここで言う草原の里というのは、草原に関わる暮ら

しが残る里というイメージをしていただければよろしい

かな。

　これはコンセプトペーパーとして、前会長の日高会

長のときに作った内容ですけれども、この右のほうに

書いてありますように、未来に残したい草原の里100

選の選定というのは、地域からの自薦によって選定し

ていこうと。それから、様々な科学的な観点から評価す

るし、この選定の過程そのもの、あるいはその論議をす

感じております。

　実は、神戸とか周辺、特に関西方面、神戸・大阪方面

からのいろんな協力、山焼きにおける協力者も出てき

ていまして、いろんな意味で地域の盛り上がりができて

いるということであります。いろんな相乗効果が生まれ

ているというのは、この草原サミット以降、非常にいい

流れができていると考えております。

○議長（太田長八）　ありがとうございます。

　串間市としましては何かありますか。

○串間市長（島田俊光）　私たちはカヤを利用すると

ころじゃないんですが、牧草、昔からの家畜の牧草地

帯ということで、取り組んでいたわけでございます。た

だ、我々が一番重要視しているのは、都井岬の風光明

媚な観光地の保全に取り組んでいるんですが、我々本

当にその人間を集めるのが大変な状況にあるわけで

すが、もともと岬はマツ組合という団体がありまして、そ

のマツ組合がボランティアで活動する人たちを今、真

庭市も言われた観光にマッチした方たちを呼んで、

100名程度の人たちで野焼きをしているわけですが、

本当に野焼きの体験というのはですね、今の現代の中

ではなかなか体験することはできないんで、その体験

学習に来る人は少しずつ増えつつあります。ただ、行政

として、野焼きの体験をどのようにアピールするかとい

うのがございます。また、太田市長が言われたように、

死亡事故などが発生したときの我々の責任ですね、そ

ういうのが問われますので、ここはもう少し考えてやる

べきじゃないかなと思っております。

　あと一方の笠祇というところにあるんですが、ここも

やっぱり牧草を育成するための野焼きをしております

けれども、ここが人口減少と高齢化が進んでおりまして、

やはりここの野焼きについてもボランティアで、いわゆ

る体験学習というようなことで人を集めてやっていると

ころでございます。

　また、真庭の太田市長さんにはＣＬＴの研修や木質

の研修でいろいろとお世話になりました。心から感謝

を申し上げたいと思います。

　串間の取組としては、観光とマッチした野焼きでござ

いますが、ただ、それがうまくいくかいかないかは我々

の努力だろうと思いますので、今後の課題として取り組

んでいきたいと思っております。

　以上であります。

○議長（太田長八）　ありがとうございました。

　すみません、川南町長の日髙さんも何かございまし

たら。

○川南町長（日髙昭彦）　うちは湿原なんで、面積も３

ヘクタールぐらいなんで、皆さんのことを聞きながら勉

強していたところで、職員とどうするという話をしていた

ところです。ただ、本当に人が手を入れないと維持でき

ないというのは共通の課題でありますので、そこは

やっぱりみんなで知恵を出していくしかないんだろう

と思っております。

　以上です。

○議長（太田長八）　ありがとうございます。

　太田市長、これでまた何かありましたら、よろしくお

願いします。

○真庭市長（太田　昇）　ありがとうございます。

○議長（太田長八）　太田市長、よろしいですか。

○真庭市長（太田　昇）　ありがとうございました。

　また私どもも勉強させていただきながら、地元でしな

がらボランティアとかですね、そういう人も育て、そして

観光にまで、山焼きも初めは安全なところでやっても

らって、それからだんだん慣れていただければ、結構も

う毎年来るというような人も出てくるはずですのでね、

そういう守ることと自分の楽しみというか、やっているこ

との意義とを感じながら楽しんでもらえる、そういう人

をつくっていきたいと思います。ありがとうございました。

○議長（太田長八）　すみません、まだやりたいところ

ですが、時間がございませんもんで、この辺でこの会は

ちょっと閉じて、次の議題にいきたいと考えております。

６．草原１００選について

○議長（太田長八）　次は、「未来に残したい草原の里

100選」のアナウンスでございます。

　それではまず、私からこの事業の趣旨、また経緯、そ

れとスケジュールにつきまして説明させていただきます。

　主催は、全国草原の里市町村連絡協議会でござい

ます。協力また後援は、一般社団法人全国草原再生

ネットワーク、後援は環境省、静岡県、一般社団法人の

茅葺き文化協会、公益財団法人日本自然保護協議会

となっております。

　事業の趣旨ですが、多様な価値を持つ草原が残る

里を再発見し、その大切さを広く紹介するとともに、次

の世代へと残していくことを目的に、未来に残したい草

原の里100選を選定いたします。

　事業の経緯といたしましては、2012年に阿蘇で開

催されました、第10回全国草原サミットに出席した14

市町村の首長によりまして、草原100選の選定が提案、

採択されたことを受けまして、2016年に自治体におけ

る全国草原の里市町村連絡協議会が発足いたしました。

そして、2021年の総会にて、今回のサミットにてこの事

業の開始をアナウンスすることが決定いたしました。

　まず、事業の目的でございますが、多様な価値を持

記述でさせていただくということになっております。

　これ以外にも当然、重要な際立った特徴があれば、

それを考慮していくという形で選考の基準とさせてい

ただこうかと。

　それから、皆さん、興味をお持ちと思います。スケ

ジュールの問題ですけれども、今回、第１回選考とあえ

て書かせていただいたのは、さっきもお話ししたように

一発で100をそろえてそれで終わりという世界ではなく

て、一緒に歩みながら一つ一つ重ねていきたいという

ことです。２年か３年、数年かけてでもゆっくりと応募を

していただきながら選考していただくというスケジュー

ルを想定したものでございます。

　応募の公開は本日、この場で草原サミット東伊豆大

会において募集を発表いたします。

　応募期間、本日から１２月１５日必着という形を取ら

せていただきます。ただ、応募のフォーム等をホーム

ページで掲載する時期が若干遅くなりますので、近日

中にホームページは公開するという形を取らせていた

だきたいと思います。

　審査期間ですけれども、第１次審査は１２月１５日の

締切り以降２月から３月までに終わらせて、最終審査

を翌年の２月から３月頃に開催して最終決定をしよう

と思っています。この審査に当たっては、場合によって

は現地審査もさせていただくことになろうかと思ってお

ります。

　それから、発表や表彰のスケジュールですけれども、

結果発表は来年の４月を予定しております。これは主

催者である全国草原の里市町村連絡協議会の総会が

開催されるときでございますので、その場で結果の発

表を行います。

　その後、秋までに表彰式やイベントの準備を行うと

ともに、現地の取材を行いながら、より深くその内容を

理解していくような期間として、追加書類等の提出が必

要であれば、それもお願いするような形になるかもし

れません。

　表彰式やシンポジウム、一応、来年の秋を予定して

おります。こういう場で表彰されたということを皆さん、

内外に強くアピールする機会をつくっていこうと思って

いるところです。あくまでも選んで終わりという世界では

なくて、一緒に歩み、輪を広げる、そういう形の100選

にしたいと思います。何度も言いましたけれども、みん

なで積み上げていって、最終的には全国草原年鑑みた

いなものに集約できればいいなというふうに今考えて

いるところです。

　間もなく、近日中に公開されるホームページですけ

れども、若干、最終版とは異なることになるかもしれま

せんが、イメージとしてこんなふうな形のホームページ

が皆さんのほうにお伝えできるんではないかと思って

います。草原の里100選とは何かという文言もあります

し、スケジュールのことについても具体的に記述されて

いますし、選考の基準について、より詳細な内容がそこ

に記される予定になっております。

　応募方法、応募様式のダウンロードをここでやって

いただいて、それに書き込んで応募していただくような

形を取らせていただきます。

　それから、自治体の推薦が必要だというお話があり

ましたが、その推薦様式についても、ここにホームペー

ジ上でダウンロードできるようにしたいと思っております。

　最後に、湯本貴和委員長からのメッセージを載せさ

せていただく、そういうふうな構成ないようにしようと思

います。

　湯本先生のメッセージには、草原100選の概念とか

エッセンスというものがまさしく濃縮されておりますの

で、その一部をここにお示しして、最後の報告を終わり

にしたいと思います。

　ちょっと読ませていただきます。

　「未来に残したい草原の里100選」は、それぞれの

地域が草原を生かした地域づくりを競い合い、その輝

かしい成果を顕彰する場とは考えていません。共通の

課題を抱えている地域が互いの実践やアイデアを学び

合い、共に未来へ進んでいくための仲間探しの場であ

りたいと思います。みなさんが応募する段階で、誇るべ

き宝を再発見したり、足りないパーツを認識したりする

作業そのものに大きな意味があると信じています。ぜひ

とも「未来に残したい草原の里100選」にご応募いた

だき、わたしたちの仲間の輪に加わってくださることを

願っておりますというメッセージをいただいております

というメッセージを頂いております。私たち関係者の共

通の思いを言い表していただいている内容だと思って

おります。

　草原の里というのは、まさしく未来に向けた草原保

全のシンボルになるであろうと思っております。風土に

根差した特色のある草原を育み、未来への展望も様々

な人の活動があり、そのような活動を通して人々が交

流し合う里、そういうものをイメージしたものになると

思われます。ふるさとの原風景とも言える草原のある里

の認知度というのは、まだまだ低いものがございます

が、この草原100選の活動を通して、草原の魅力と価

値を広く国民に伝えて訴えて行きましょうということで、

最後の言葉とさせていただきます。

　以上が未来に残したい草原の里100選の概要説明

でございます。ご清聴ありがとうございました。

ることがとても重要なんだということが期待されており

ます。

　それから、選定によって、先ほど町長からお話があっ

たように、様々な効果が期待される。さらに、未来へ向

けてですね、草原の里の持つ価値をアピールすること

になるというですね、新しい草原の活用方法もそうで

すし、草原の持つ新しい価値、そういうものを対応して

いくものにもなりますし、利用や保全をそれによって促

進されるようなものにしたいと考えております。

　それで、今回の草原の里100選の事業を行うに当

たって、大きなコンセプトをみんなでちょっと考えて行

きました。地域の人 と々草原の関わりの繰り返しの中で、

地域に蓄積されてきた知識とか意識、技術そのものが

草原の里の持つ価値であるというふうに考えました。こ

の価値のあるものを「共創資産」という、新しい用語で

すけれども、として捉える。各地に残っているこの共創

資産を日本全体で共有し活用することによって、次世

代に希望のある自然共生型社会を実現することに寄

与していこうではないかというのが事業のコンセプト

でございます。

　この事業、落とすための選考ではなくて、できるだけ

拾い上げ、仲間を増やしていくという観点から、また、一

度に100選ぶということよりも、時間をかけて少しずつ

増やしていく、そういうふうな形で進めたいと考えてお

ります。

　応募要件ですけれども、自薦という形で、草原と関わ

る民間団体、あるいは地方公共団体が応募できますと

いう形。ただし、民間が応募する場合には、地方公共

団体の推薦が必要となります。

　それから、選定の対象となる草原の里は、現在ちゃ

んと草原が存在している地域ということになります。

　応募に関しての確認事項、幾つかあります。これはま

た応募要領の中で詳細に記述しておりますので、そち

らをご覧になっていただければと思います。

　もし選考されなかった場合も、結果はちゃんとフィー

ドバックしていこうというふうなことを考えております。

　それから、選考の方法ですけれども、有識者の皆さ

んによる草原の里選考委員会というのを組織いたしま

した。ここが最終選考を行うということです。それから、

この選考委員会の下に実務者で構成する運営委員会

というのを組織しております。運営委員会は、１次審査

というか、書類審査を担当する。その結果を基に、最終

的に草原の里選考委員会が最終選考を行うという形

にしております。

　１、２と掲げてあります、最初は応募書類による審査、

候補の絞り込みを１次審査としてやって、１次審査で絞

り込めた地域について最終選考を行うという形を取ら

せていただきます。

　具体的な選考委員の名簿を一応ここに掲げさせて

いただいております。

　上のほうから、日本茅葺き文化協会代表理事の安藤

先生、それから、全国草原の里市町村連絡協議会の会

長である東伊豆町長の太田町長ですね。それと私と、

それから、京都大学霊長類研究所所長である湯本貴

和先生。湯本先生にはこの委員長になっていただいて

います。それから、皆さんよくご存じの東京大学名誉教

授の養老孟司さん。あと２名ほど、今、内諾をいただい

ている委員がございます。２人とも女性の委員でござい

ますので、最終的には７名の委員構成になる予定でご

ざいます。

　それから、選考の基準ですけれども、草原の生態系

と人々が暮らす里の関係性がつくり出した共創資産を

軸に５つの観点から選考するという形を取らせていた

だいています。一つ一つ、今から述べていきますけれど

も、１つは草原の自然、環境的価値と言ってもいいのか

もしれませんけれども、動植物が特徴的なものがある

かとか、景観の特徴はどういうものがあるか、そういう

ものをいくつかのポイントとして捉えて評価していく。

　それから、草原からの恵み、実際に利用の価値を受

け取っているかとか、あるいは資源の恩恵を被ってい

るかとかいう点からも評価していきたいと。現代的意義、

あるいはその認識というのもここに含まれますけれども、

過去の利用方法やどういう形の草原の恵みを得ている

かという具体的なものを判定する予定にしております。

　３番目が草原を維持し、享受する仕組み、そのもの

がきちんと理解されて継続されているか。それを持続性

とか公共性の尺度から評価をしていこうと。管理が

ちゃんと妥当なものであるか、それが今後も継続される

か、あるいはそういう意思が示されているか。それから、

経済がちゃんと還元されているかとかですね、主体と

かモニタリングというような項目が入ってくるかなと思

います。

　それから、４番目が共生型社会の実現に向けた波

及効果、まさしく未来に向けて草原の里が持つ重要性

をここで語っていただこうかと。地域や地域内外の社

会に及ぼすよい影響、これまであった影響もですし、今

後影響を及ぼすことが期待される、そういうものをきち

んと書いていただこうと。

　それから５番目、今の４つはある程度、選択肢で選

ぶような形をさせていただきますが、５番目はいわゆる

思いの強さです。関わっている人が熱く語れる熱量や

行動力を評価しようということで、ここらあたりは自由

○議長（太田長八）　高橋先生、どうもありがとうござ

いました。

　この件につきまして、何か質問がございますでしょう

か。ありましたら、挙手をお願いいたします。よろしいで

すか。

　それでは、このような方向でやりたいと思います。ま

た、多くの皆様の応募を期待しております。

７．サミット宣言採択

○議長（太田長八）　最後に、この第13回全国草原サ

ミットｉｎ東伊豆の宣言をさせていただきたいと思います。

　第13回全国草原サミットｉｎ東伊豆。

　私たちの暮らしに欠くことができなかった草原は、生

活様式が変化し草が使われなくなったことから、近年

ではとても珍しい風景になってしまいました。過疎、高

齢化により、山焼きや野焼きの担い手は減少の一途を

たどっており、今後、草原の維持はますます困難になる

ことが予想されています。

　細野高原でも、ススキを使うのはごく一部の農家とな

り、毎年早春に実施される山焼きが何のために行われ

ているか知らない町民も増えております。

　陸上の生態系は森林、草原、湿原などが様々な地形

の上に成り立っており、そのそれぞれに多様な動植物

が生息、生育しています。この多様性が人々の生活を

豊かにする礎となり、暮らしや文化が守られています。

草原は、その一端を担い、地域産業の基礎、水源の涵

養、生物多様性の保全、ＣＯ２の削減、カヤぶきや盆花

の文化など、様々な恵みを提供してくれます。

　草原を失うことは、これらのかけがえのない恵みを

失うことを意味しており、人々の豊かさや、また地域の

文化が失われることにもつながるものです。草原が育

んできた人と自然の共生の知恵や持続的な利用の技

術は、今後の持続可能な社会の実現を目指す上で欠

かせないものであります。

　私たち草原を有する自治体は、互いに学び合いな

がら草原を維持し、賢く利用していく努力を惜しまず、

草原のある里の風景を後世に引き継ぐための環境を

整備し、交流・連携を強化していくことをここ東伊豆町

において宣言いたします。

　それでは、東伊豆宣言。

　１つ、私たちの大切な草原、湿原を守っていくための

保全活動について、地域の関係機関と連携しながら共

に考え、支援していきます。

　１つ、すばらしい景観を活用した観光資源としての

草原と貴重な植物の自然観察など、教育・文化面との

調和を図り、次世代へと受け継いでいきます。

　１つ、かつてのように生活の中に草原の利用を取り

込む創意工夫を支援し、地域振興に活用できる社会環

境を整備します。

　１つ、未来に残したい草原の里100選事業を推進し、

草原の持つ魅力を全国に発信していきます。

　１つ、全国草原の里市町村連絡協議会の連携強化

とネットワークの構築、さらに全国の草原を持つ自治

体への協議会の加入促進を推し進めてまいります。

　以上、宣言する。

　令和３年９月27日。

　以上でございます。

　以上で議事を終了いたします。

　皆さん、このコロナ禍の中でこの全国サミット、参加

して本当にありがとうございます。特に首長様、今年、新

型コロナウイルス感染症の対応で大変お忙しい中参

加していただき、ありがとうございます。これからまた皆

様と連携し、この草原、また湿原の保全をやっていきた

いと思いますので、また連携して、またいろいろお知恵

を借りた中で、よりよいこの連絡協議会にしていきたい

と思います。

　本当に今日はどうもありがとうございました。

８．閉会

○司会　それでは、これをもちまして、第13回全国草

原サミット・シンポジウムｉｎ東伊豆大会を終了いたします。

　サミット宣言の精神に基づき、今後も各自治体や関

係者の皆様と草原の維持保全に取り組んでいきたいと

思います。今回は初めてのウェブ会議方式での開催と

なり、お見苦しい点もあったかと存じますが、ご容赦く

ださい。

　最後にお願いとなりますが、全国草原の里市町村連

絡協議会に加盟されていない自治体の皆様は、これを

機会に加盟のご検討をしていただきたいと思います。

　また、次回の草原サミット・シンポジウムの開催地が

決まっておりません。自治体の取組や草原のＰＲには

最も適したイベントだと思いますので、こちらにつきま

しても併せてご検討ください。

　新型コロナウイルス感染症が終息しましたら、ぜひ

東伊豆町細野高原にお越しいただきたいと思います。

　本大会へのご参加、ご協力、誠にありがとうございま

した。
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原草全国 サミット・シンポジウム in 東伊豆

るという提言をされました。これは後の草原100選のと

きにも出てくるワードですけれども、自然と社会が失わ

れれば、あるいは自然と人が失われれば、なくなるもの、

そういうものを共創資産と位置づけて語っておられま

した。また、この共創資産と言われるものは、時代ごと

の検証を受けて、長い間、自然と足されてきた、ある意

味中身のしっかりした技術や知識であると。そういうも

のが積み重ねているものがあって、そういうものを私た

ちはもう一度見直すとともに、将来に受け継いでいく必

要があるんじゃないのかなというお話でした。

　それを受け継ぐために必要なものとしては、その方

法であるとか実行力であるとか仕組みとか、あるいは

行政の役割として非常に大きいのは、法令とか条例の

整備とか、そういう環境整備であると。それから、普及、

教育という、この５つの観点をしっかりと捉えていく必

要がある。

　その中で草原に関わる象徴的な活動として、ご自身

が北広島の芸北地方で進められている茅プロジェクト

の紹介をしていただきました。これは、地域にあるカヤ

材を子供たちが作った市場に集めて、そこで「せどやま

券」という地域通貨を発行して、その発行したせどやま

券で地域の経済も回っていくという、様々なメリットを

持った内容でした。要は、利用が放棄されて社会資本

が喪失している中で、その利用の仕組みをもう一度導

入するによって草原の保全に循環性とか展望が生まれ

ているという非常に象徴的なお話でありました。

　各地に残っているこういう共創資産を見いだして、

それを共有して、それから未来にも役立てていくという

ことが大切だろうと。今日人間だからこそ生み出されて

いる、この美しさを大事にして生かしていきたいという

ことを最後に述べられて基調講演を終わられました。

　それから、パネルディスカッションは、その基調講演

をした白川さんがコーディネーターとして登壇していた

だき、東伊豆町の太田町長、それから私と、稲取地区の

特別財産運営委員会の山田さんと東伊豆町観光協会

の石島さんに登壇いただいて、この地元の細野高原の

活用、それをどういったふうに持続性の観点から理解

するかというテーマについてパネルディスカッションが

行われました。

　会場の様子はこんな感じで、それぞれ登壇しており

ます。

　それで、内容ですけれども、実は2008年にこの東伊

豆町で全国草原シンポジウムというのが行われていま

す。もう13年か14年たつわけですけれども、当時から

担い手の問題とか観光の利用について新しい取組を

やりたいという動きがございました。ただ、観光のほう

も着 と々いろいろな形で進めていて、例えば草原に入る

ときの入山料のような形で、観光客からその対価を頂

いて管理運営に回せるという、全国でも画期的な取組

もやられているんですけれども、そういう形で観光客が

増えるにしたがって、様々な問題点も生じてきているよ

うです。今後はその利用のルールをしっかりと構築し直

すことが大切であるというふうなお話がございました。

　そのためにも、都会の人と地元の人の意識の相違と

か認識の違いをうまくコーディネートするような、そうい

う組織体制も必要ではないかと。

　それから、入山料については、最初はいろいろと来

訪者から文句も言われたそうなんですけれども、今で

は多くの方がそれを理解して払っていただいていると

いう、そういう意識の醸成もできているんですよという

話がございました。

　草原はまさしく人との関わりの持続的モデルであっ

て、これは新しい社会の礎ともなるであろうと。それか

ら、草原学習は子供だけではなく、子供から地域へ広

がる、そういう可能性を秘めており、まさしくＳＤＧｓの地

域版である。そういうふうな結論で終わっております。

　最後に、町長さんのほうから、こういう問題は東伊豆

だけではなく全国の問題である。これからも多くの自治

体と共に手を取り合っていきたいという力強い宣言を

いただいております。

　それから、分科会はそれぞれの場所で行いました、

このオンラインを利用してですね。それぞれが自立し

て行っていったという形になっております。

　今回は３つの会場で分科会が行われました。１つが

この地元の東伊豆町の会場で、テーマは「保全・利用・

継承」と、これをどう循環させるかということで、地元出

身の東京都立大の内山さん、それから草原を守ってお

られる入谷区の鈴木さん、地域おこし協力隊の藤田さ

んがコーディネートしていただいております。

　蒜山会場のほうは、利用の面から、カヤの利用をす

ることによって草原保全にどう関わっていけるかという

ことで、地元の郷土自然館の前の館長さんでいらっ

しゃる前原さん、それから鳥取大学で自然再生につい

て関わっておられる日置先生、実際にカヤ刈りをした

り、カヤの建物を建てたりされている沖元さんと相良さ

んという２人のカヤぶき職人さんのトークセッションが

行われています。

　３番目の阿蘇会場は、草原の恵みを守る仕組みづく

りをどうするかということをテーマに行っています。主に

草原の持つ水源涵養力について科学的見地からの知

見、それから新しい知見というものを熊本県立大の島

谷さんから、それから、それを基にして、地域の草原を

たいと思います。

○東伊豆町長（太田長八）　それでは最後に、私から

静岡県東伊豆町の報告をさせていただきます。

　東伊豆町は細野高原という草原があります。昨日か

らのシンポジウムでも議論されてきましたが、この草原

の維持管理、また利活用、そして次世代への継承が、う

ちだけではなく、今聞きますと、全国の草原を持つ自治

体の共通の課題だと思います。このサミットで皆様のお

知恵をお借りした中で、また今後この課題に取り組ん

でいきたいと考えております。

　細野高原は、うちの町は稲取地区、熱川地区と二地

区があります。そして、稲取地区が４部落がある中で、

稲取地区に存在しております。その稲取地区の４区の

町内会が組織する稲取地区特別財産運営委員会が管

理しております。この４区の共同管理によりまして、防火

帯の設置や山焼きなどを実施しております。防火帯、ま

た山焼きにはそれぞれ120名ほどの人が出て実施し

ていますが、やっぱり作業者の高齢化、また、農業従事

者の減少によりまして、作業ができる区民が年々減りま

して、人的負担が増しております。また、この草原を管理

するのには、年間約500万円の費用がかかるため、経

済的負担も課題となっております。

　観光面では、この細野高原の資源を活用いたしまし

て、４月上旬から５月上旬にかけての山菜狩りや、また、

秋には秋のススキイベントを開催しております。イベン

トの開催時には、これはススキのほうですが、参加者

から600円、その他の期間におきましては20円を入山

料として頂いております。先ほど経済的負担のことを申

し上げましたが、これらの収入が維持管理には必要と

なってきます。しかし、これだけで全ては賄えませんの

で、入山料の値上げ、また新たな利活用を検討いたし

まして、この維持管理費用の捻出を考えていかなけれ

ばならないと考えております。

　そんな中で、イベント等のため、この道路、駐車場、ト

イレ等を整備し、誘客に努めておりますが、一方では、

来訪者のマナーも問題になっております。この大切な

資源を荒らされないよう、対策も同時に取っていくべき

と考えております。そして、何よりもこのすばらしい景観

や、また資源をどうやって次世代につなげていけるか

が大きな課題となっております。

　かつては農家の方がこのカヤをミカン畑に敷いたり、

またかやぶき屋根を使用したりするなどの活用がされ

てきましたが、農業後継者が減っていく中でのこの現在

では、カヤの需要もほとんどない状況でございます。し

かしながら、このすばらしい景観、また資源は、山焼き

等の保全活動を継続していかなければ守っていけま

せんので、町内の子供たちに、また地元にこんなすば

らしい草原があること、また、この草原は人の手によっ

て守られていること、また、カヤを使った昔の文化を教

育していくなど、未来につないでいかなければならな

いと感じております。

　これらの問題解決を図るため、昨年度、稲取地区の

特別財産区運営委員会をはじめ、行政、また観光協会、

農協、高原の専門員などで組織する「細野高原を考え

る会」が発足されました。この会では４区が継続的に細

野高原、これを維持管理していただくためにはどのよう

に、また、観光、産業などの資源としての活用、周辺の

地権者とも協力して、新たなこの魅力の創生、これを

図っていくかなどを検討しております。今日は皆様方か

らいただいたこの知恵をお借りいたしまして、この会の

発展にも生かしていきたいと同時に、この草原を全国

に発信できればと考えております。これからもどうぞよろ

しくお願いいたしたいと思います。

○議長（太田長八）　以上でこの参加自治体からの報

告が終わりました。いろいろなお話を伺いました。その中

でまた意見や質問等もあるでしょうから、ここからは自由

な形で意見交換会をさせていただきたいと思います。

　ご意見がございましたら、挙手をお願いして、発言し

ていただきたいと思います。どうぞよろしくお願いいた

します。

○真庭市長（太田　昇）　よろしいですか。

○議長（太田長八）　どうぞ。

○真庭市長（太田　昇）　それぞれすばらしい取組を

勉強させていただきましたが、恥ずかしい話、蒜山高原、

まだ山焼きの面積が80ヘクタールぐらいなんですね、

どんどん減っていて。何とか維持しようと思っているん

ですけれども。600ヘクタール焼いているとかですね、

本当にたくさん広い面積を焼いているとこら辺の取組、

もうちょっと詳しく、それもその行政というよりは、住民

の方とか、あるいは子供も参加してということですが、

もう少し、こんな取組をしているよということをご紹介い

ただければありがたいんですが。勉強させてください。

○議長（太田長八）　今、太田市長からの行政以外の

ほうの取組、これが何か具体的なことがありましたら、

どなたかご発言願いたいと思います。

　南阿蘇村の後藤さん、よろしくお願いします。

○南阿蘇村農政課主幹（後藤進哉）　先ほども説明さ

せていただきましたけれども、本村の牧野面積が

2,470ヘクタールで、野焼きが行われているところは

1,170ヘクタールということなんですけれども、地震前

はまだ野焼き面積は広くて、この事業主体というのが各

地元の行政区とかになりまして、以前は区長さんが責

１．開会

○司会　それでは、ただいまより第13回全国草原サ

ミット～未来へつなごう！壮大な海すすきの草原～を

開催いたします。

　私は進行を務めます東伊豆町企画調整課長の森田

と申します。どうぞよろしくお願いいたします。

２．挨拶

○司会　まず初めに、開催地を代表して、本大会の実

行委員長である東伊豆町長　太田長八よりご挨拶を

申し上げます。

○東伊豆町長（太田長八）　皆様、こんにちは。東伊豆

町の町長の太田でございます。

　本日は、この首長様におかれましては、新型コロナ

ウイルス感染症の対応で大変お忙しい中、全国草原サ

ミットにご参加していただきまして、誠にありがとうござ

います。

　本来であれば、皆さんにこの東伊豆町にお越しいた

だきまして、顔を合わせながらこの意見交換をさせてい

ただくところでございますが、１年延期したにもかかわ

らず、新型コロナウイルスの感染がなかなか収まらな

い状況ですので、このようなオンラインの会議とさせて

いただきました。ご理解願いたいと思います。

　この後、前回大会の報告、それから、昨日から行って

きましたシンポジウムの報告もお願いいたしますが、こ

こから先がメインであるサミットとなります。全国に存

在する草原の価値、また課題につきまして、参加者の皆

様から貴重なご意見を提言していただきながら有意義

な大会となるよう期待しておりますので、どうぞよろしく

お願いいたします。

○司会　町長、ありがとうございました。

　それでは、本日は東伊豆町以外に８自治体の皆様

にご参加いただいております。

　参加者について、事例等の発表順にご紹介させてい

ただきます。

　前回サミット開催地の宮崎県川南町、町長、日髙昭

彦様、兵庫県新温泉町、町長、西村銀三様、岡山県真

庭市、市長、太田昇様、前回サミット開催地の宮崎県

串間市、市長、島田俊光様、熊本県高森町、町長、草村

大成様、広島県北広島町、生涯学習課長、西村豊様、

あったり、いろんなところに登場する、そういう特徴が

ございます。

　ここが町の中心部にあります、広さ的には３万

3,000平方メートル、3.3ヘクタールということでござ

います。植物のほうは、およそ300分類で、そのうち

170種ほどが希少な植物であるということでございま

す。平成22年から一般に公開しておりますので、今年

で12年目に突入したところであります。開園期間は４

月から11月の間ということになっております。

　では、この活動の状況の現状なんですけれども、基

本的にこの湿原は、ボランティアの団体であります川

南湿原を守る会の方々が運営をしていただいておりま

す。日常の草刈りなどの管理、それから植物の整備状

況、また、案内も全てそういうボランティアの方がやっ

ていただいているという状況でございます。

　管理作業は大きく分けて２つあるんですが、まず６月

ぐらいに水草を除去いたします。特にセイタカアワダチ

ソウ等が水路等に入りますので、それを全員で除去し

ます。そして１月には草出しをして火入れをするという

ことでございます。先ほど言いました守る会の会員の皆

様、それから役場の職員、一部ボランティアの方々に手

伝っていただいてやっているところでございます。

　現在、その湿原のほうの普及活動ということでござ

いますが、年に３回ほどの観察会を実施しております。

まず１回目が４月下旬のトキソウ・ハルリンドウ観察会

でございます。２回目が７月、夏にトンボの観察会、最

後が８月から９月にかけまして、ホシクサ観察会。ホシ

クサというのが実はもう世界でここしかないという、

ヒュウガホシクサであるとか、エダウチシロホシクサ

等がございます。専門の方には非常に貴重な植物だと

いうことでございます。

　今、本当にここしかない植物がありますので、一般に

開放しているんですが、まだそこまでＰＲをあえてせず

に、いろんな意味で、種の固定であるとか、そういう仕

組みを構築しながらいろんなことをこれからの目標に

しているところでございます。

　今回どこもそうですけれども、３年前に全国の大会を

開催させていただきまして、いい機会をいただいて、全

国的にＰＲを進めていこうという矢先ではございますが、

こういうコロナに関して、うちも県外とか遠くから専門

の方を含めた方が多くいらっしゃるもんですから、今は

残念ながら閉園という形になっております。いろんな工

夫や機会づくりをこれからしっかり行いながら、我々は

湿原の魅力をどうやって発信するか、これをどうやって

維持していくかというのをしっかり考えていきたいと考

えております。

　以上で前回の報告とさせていただきます。ありがとう

ございました。

○議長（太田長八）　どうもありがとうございました。

　本当、３年前に私、川南町さんと串間市さんにお邪

魔させていただきました。本当にすばらしい運営でござ

いまして、それを目標にやった中で、新型コロナウイル

スになってしまいまして、本当に残念でございます。そう

いう中で、やっぱりまず川南町の川南湿原、これを地

区の方が再現しようと頑張った中で、今、着 と々その準

備が進んできているということ、これはもう敬意に値い

たしますので、これによりましてまたまちづくりをやって

いけば、またすばらしい町ができるんじゃないかと思

いますので、頑張っていただきたいと思います。

○川南町長（日髙昭彦）　ありがとうございます。

４．シンポジウムからの報告、問題提起

○議長（太田長八）　それでは、次に、シンポジウムの

総括といたしまして、いつも大変お世話になっておりま

す、全国草原再生ネットワーク会長でございます高橋

様にこれまでの報告と、また問題を含めてよろしくお願

いいたします。

○全国草原再生ネットワーク代表理事（高橋佳孝）　

皆さん、こんにちは。全国草原再生ネットワークの高橋

でございます。

　昨日来、第13回全国草原シンポジウムがこの東伊

豆町で行われました。その概要について、私のほうから

説明をさせていただきたいと思います。

　ここは、町長の挨拶の写真が載っておりますけれど

も、昨日は基調講演とパネルディスカッションと分科会、

それから総合の討論会というのがございました。それ

に沿って、昨日のシンポジウムのご紹介をさせていた

だきたいと思います。

　最初は、芸北高原の自然館の白川さんの基調講演

から始まりました。基調講演の内容も非常に盛りだくさ

んでして、各地の人と自然が関わる取組について、たく

さんの事例を紹介していただきながら、そのなかに潜

んでいる非常に価値のある関係性というのを大事にし

ていこうということで、講演をいただいております。

　人と関わる自然をどのように守るかということですけ

れども、要は関わり合いを学んで、暮らしに寄り添って

人が決めていく自然そのものの価値を発信をきちんと

されているか、あるいは共有されているかという問題提

起から入ってきました。時代や地域に合った多様な活

用で、草原についても守っていく必要があるんじゃない

かと。

　大事なコンセプトは、残したいものは共創資産であ

島根県大田市環境政策課長、和田二朗様、熊本県南

阿蘇村農政課主幹、後藤進哉様、また、サミット中、草

原100選についてご説明させていただきますことから、

全国草原再生ネットワーク代表理事の高橋佳孝様に

もご参加いただきます。

　皆様どうぞよろしくお願いいたします。

３．前回サミットの報告（串間市・川南町）

○司会　それでは、各自治体から活動報告や課題の

提起などを発表していただきますが、ここからは、大会

実行委員長の太田長八東伊豆町長がサミット議長とし

て進行いたします。

　太田町長、よろしくお願いします。

○議長（太田長八）　それでは、しばらくの間、議長を

務めさせていただきます。太田です。

　ご協力のほどよろしくお願い申し上げます。

　まず、前回の開催地でありました宮崎県川南町長の

日髙昭彦様より、前回の報告並びに課題、取組につき

ましてご発言をよろしくお願いいたします。

○川南町長（日髙昭彦）　皆さん、こんにちは。川南町

長の日髙でございます。

　今回は本当にいろいろ大変な中、太田町長をはじ

め、関係者の方々に開催をしていただきましたことを改

めて感謝申し上げたいと思います。

　前回、もう３年前になります。市長お見えですが、宮

崎県の串間市と同時に開催をさせていただきました。

後ほど島田市長のほうにも話があるかと思いますので、

私のほうから話をさせていただきます。

　それでは、３年前、実は２つのＰＲポイントがありまし

て、１つはですね、今はオンラインでこうやって同時開

催、いろいろ当たり前なんですけれども、当時は串間市

と川南町と、県内ではありますけれども、車で３時間、

130キロぐらい離れていた会場を同時に開催をさせて

いただきました。今となればいろんな思いもあって、大

変だったんですけれども、いろんな経験もさせていた

だいたと思っております。

　もう１点が、川南町は草原ではなく湿原なんですが、

水のある草原を湿原という形で、初めてこの草原サミッ

トに湿原を登場させていただいたということで、改めて

感謝申し上げたいと思います。

　では、簡単に報告をさせていただきますが、前回は、

黒潮洗う野生馬の草原とトロントロンが育む湿原、ト

ロントロンについては後ほど説明いたしますが、そう

いうことで、連休明けの５月12日土曜日から月曜日ま

での３日間にわたってさせていただきました。延べ885

名の方に参加をいただいたところでございます。

　先ほども申しましたとおり、湿原を入れていただきま

したので、当時は12の自治体、特に県内から、川南町

と串間市ですが、湿原の関係で近隣市町村であります

新富町、高鍋町にも参加をしていただきました。

　先ほど言いましたとおりでございますが、このサミッ

トの中で宣言をさせていただきました。今回も宣言があ

るんですが、４つの項目をテーマとして宣言させていた

だきました。

　まず１点目がですね、まず、守るという点、それから２

つ目が安全、３つ目がＰＲ、４つ目が連携というキー

ワードになりますが、まず１つ目は、やっぱり湿原とい

うのは、草原というのは、人が手を入れないと維持でき

ないということで、今回も入っておりますが、湿原を守る、

草原を守る担い手の確保や保全活動を積極的に支援

するという、守るという点でございます。

　２つ目が、やっぱり草原管理の新たな技術やシステ

ムを活用する安全管理、つまり野焼きの安全性である

とか、カヤぶきの技術を、高所作業でありますので、そう

いう安全性を大事にするということで、安全管理体制

を積極的に支援するということでございます。そういう

安全を構築するということでございます。

　３つ目がＰＲというキーワードを使いましたけれども、

草原の大切さと公益的活用を広く国民にアピールする

ため、全国草原100選を選定するということを進める

ことを決定したところでございます。

　４つ目が連携と言いましたけれども、全国の草原を

有する自治体が連携して行動していくこと。全国草原

自治体ネットワークという、正式には全国草原の里市

町村連絡協議会という活動を強化するというテーマで

ございます。それは、前々回の平成28年、新温泉町で開

催されたときに設立をされたところでございます。

　それでは、簡単に川南町の活動の状況ということで

紹介をさせていただきます。

　まず、川南湿原ということなんですが、大きな特徴が２

つありまして、１つがですね、これは湧水、湧き水ででき

た湿原であります。よそからの流れ込みがないので、世

界でここだけという希少な植物が、現在発表されている

のが３つ、あとまだ幾つか未確定でありますけれども、ほ

ぼ間違いないということがございます。それから湧き水

でございますので、ここはたまたま町の中心地からすぐ

近く、歩いて行けるという地理的なメリットもございます。

　トロントロンという名前を先ほど申しましたけれども、

実はこれはトロントロンというのは、水が湧く、トロント

ロン湧く、湧き出るという音から来た正式な地名でござ

います。片仮名でございますが、川南町と言えばトロン

トロンというのが軽トラ市であったり、施設の名前で

どうやって守るかという、そういう行政側からの仕組み

づくりについて、南阿蘇村長の吉良さんから講演をい

ただいて、その後パネルディスカッションを行ったとい

うことです。

　東伊豆町の様子はこういう感じで、３人が登壇して、

会場と熱心な討議が行われました。こういう形で、茅葺

き文化協会の安藤先生なんかも非常に示唆的な、後で

ちょっとお話ししますけれども、コメントをいただいたり

して、地元の方たちもとても元気づけられる内容だった

と思っております。

　内容をかいつまんで言いますと、保全の面からいう

と、面積とともに管理がなくなったということが生物相

に大きな影響を与えているんだよと。それから、湿原保

全も大事だけれども、全体を通して鹿の問題が今顕在

化していて、草原だけで語れる内容ではなくて、全体の

管理ということも必要になってくるだろう。それから、

ゾーニングや安全な場所では、後継者育成のための

フィールドとして積極的に活用してもいいんじゃないか

という話がありました。

　それから、担い手の問題もあり、新たな仕組みが

やっぱり必要になってくるだろうな。１つはボランティ

アかもしれませんし、１つは野焼きの体制整備というこ

とかもしれません。

　それから、利用価値を最大限に活用する、すなわち

材としての草原もあるし、景観を利用した観光もあるで

しょうし、それを持続的なシステムとしてどうみんなで

関わっていくかということが重要だろう。それから、東伊

豆町さんは温泉もあり、海もあり、それから草原もあると

いうことですね、東京からも近いという立地条件もあっ

て、やはり観光が主体となる、産業として観光が主体と

なるだろうと。その中に草原の恵みであるカヤの利用

を取り入れて、地域の特性やスケールを発揮してはどう

かというのが安藤先生のほうから示唆されたことです。

特に例えば来訪者の拠点施設みたいなところとか、そ

ういうカヤふきが実際にできるようなところをうまく利用

して、そこに新しい価値も含めた来訪客へのサービス

提供というのもできるんじゃないか。カヤの循環によっ

て、癒しの空間形成というのが可能であるし、そういう

ものが今後観光を回していく上でも期待が大きいん

じゃないかという話があったというふうに覚えています。

　それから、蒜山会場のほうは、このようにカヤを使っ

たサイクリング施設というのを実際に建てられていて、

その新しい施設の近くでこういうふうなセッションを

行っております。

　内容ですけれども、草原の利用から見える、過去に

学ぶことによって蒜山らしさというのがよく分かるんだ

と。その利用の仕方や経緯から学ぶものも大きいとい

うことがありました。

　それからもう一つは、よく自然再生事業というのはい

ろいろ行われているんですが、その自然再生において

も地域経済を回すことが今大切になってきているんで

すよというお話。実際に草原のカヤを使ったサイクリン

グセンターというものがありますけれども、ここから広

がる新しい世界があって、それが地域を大きく回してい

く一つのきっかけづくりにもなるんじゃないか。

　それから、カヤの利用についても、いわゆる文化財と

か古民家だけではなくて、今は新しい施設や近代的な

施設、そういうものについてもいろいろとカヤが使われ

ている時代である。カヤぶきは新たにもう一皮むけて

未来に発展する、その礎となり得るものではないかと

いうことがありました。

　これまでは地元だけで使って守るというところから、

地域外の関係者も含めた、地域の人も一緒になって守

るという、幅広い守り方、そういうものが目指されており

ました。そのためには、地域内外の人と意識を醸成す

るためにも、楽しいということもとても大切なんではな

いかということが報告されております。

　それから、阿蘇のほうは、このように広がる草原が九

州の北部の６大河川の水源域になっているという、そ

ういう立地条件もありますけれども、今回、水源涵養を

中心とした生態系サービスについての討論が行われ

ております。

　新しく分かったこととして面白かったのがススキ草

原がものすごく水源涵養力が高いんだと。そのなぜか

という理由の一つがススキそのものが節水型の植物

であって、水を消費しない。その分、水源涵養に回る水

が多いんですよと。それから、川下、川上の関係でいえ

ば、福岡都市圏も含めて大勢の人数の飲用水を賄うこ

とができる、その水源地が阿蘇の草原だと。それは有

明海のほうにもつながっていて、ノリが色落ちするのを

防ぐために栄養源を補給しなきゃいけないんですけれ

ども、その補給するだけのダムの放流ができるだけの

水源が確保できていることがとても重要だと。そういう

意味では、海のほうから草原を応援していただくという

仕組みづくりも今後考えていったらどうかというような

お話がありました。

　それから、環境省のほうでは、阿蘇の地域を守って

いく、あるいは草原を守っていく上で、地元の農業者の

なりわいに対する助成を主体に考えてきたんですけれ

ども、それも今後は重要であると同時に、これからは草

原の持つ公益的機能へどういう形で支援できるかとい

う仕組みをつくる必要があるんじゃないかというお話

それを研究面から実証、検証するということをぜひ研

究者にはやっていただきたいと。それを普及させる場

の整備を行政には担っていただけると非常にありがた

いという最終的な要望がございました。

　これらの問題というのは、一個人でどうこうできる、

解決できるものではありませんので、ぜひ行政のほう

のお力添えをいただきたいと。私ども個人や市民として

は、今後もそういう形で対話を続けていきたいというこ

とで、最後、閉めたところでございます。

　少し長くなりましたが、以上が草原シンポジウムの報

告です。ぜひこの内容についてもサミットでの論議をし

ていただきますようよろしくお願いいたします。

　以上です。

○議長（太田長八）　高橋先生、どうもありがとうござ

いました。

　私、このシンポジウムをやって本当、大変勉強になり

ました。と申しますのは、やっぱり今までカヤの活用と

かね、また、子供たちを育てていかなければならない、

地域の学習、体験学習、これも大変重要だと感じまし

たので、この間、大変勉強になりました。

　そういう中で、首長さんがいらっしゃいますので、私

が一番感じたのは、やっぱり阿蘇の分科会の、誰か

ちょっと名前を忘れましたけれども、要するに職員が、

担当者はある程度認知しているけれども、ある程度の

方、全ての方が草原などを認知しなければ進まないと

言われましたので、各首長さんには、担当者だけでは

なく、ほかの違う職場の方たちにも、あと、地元の草原、

また湿原に対する知見をある程度広げていければ大

変ありがたいと感じております。

　以上です。

　どうも高橋先生、ありがとうございました。

５．各自治体の取組と課題

○議長（太田長八）　それでは、各自治体の皆様にご

報告をしていただきたいと思います。順番は、事前に配

付してある参加名簿の順でお願いいたします。時間の

関係もありますので、各自治体おおむね５分間をめど

ということでお願いいたしたいと思います。

　それでは、兵庫県新温泉町長の西村銀三様によろし

くお願いいたします。

○新温泉町長（西村銀三）　皆さん、こんにちは。新温

泉町長、西村銀三です。よろしくお願いいたします。

　平成28年第11回のシンポジウム、新温泉町で開催

していただきました。その際には、川南町、日高町長さ

んをはじめたくさんの方にご参加をいただきました。誠

にありがとうございます。

　皆様のお手元に新温泉町の概要と上山高原の歴史

と現状という資料があると思いますので、資料に沿って

説明をさせていただきます。

　新温泉町は、日本海側に面した鳥取県との県境に

あり、平成17年10月に誕生した人口約１万4,000人

弱の町で、まちづくりのテーマは、「海・山・温泉　人が

輝く夢と温もりの郷」であり、豊かな自然に恵まれた町

であります。

　産業については、農業分野では水稲、梨、高原野菜

の大根の生産を主として進めています。畜産について

は、神戸ビーフや松坂牛のもと牛である但馬牛の主産

地として、飼育頭数の維持拡大に努めています。また、

水産業については、松葉ガニ、ホタルイカ、ハタハタな

ど、日本有数の漁獲高を誇っています。

　当町には上山高原という大きな草原があります。周

辺集落の人々によって上山高原は田畑の土づくり、和

牛放牧として活用し、中でもススキは飼料、カヤ、かや

ぶき屋根等に利用され、生活の一部として維持されて

きました。

　しかし、農機具の普及、牛農家の減少によって、草原

は活用されなくなり、クマザサが茂り、雑木に覆われて

きました。これでは駄目だということで、平成16年に県

と町と地域が連携してＮＰＯ法人上山高原エコミュージ

アムを立ち上げました。上山高原と麓の７集落を丸ごと

生きた博物館として捉え、草原を保全・再生する取組を

地域の資源を活用し、地域内外との交流を図ることで

地域の活性化につながる活動を進めています。

　再生の具体的な活動としまして、人工林をブナ林の

広葉樹に替え、ススキ草原の持続と拡大ということで、

山焼き等を行っています。また、イヌワシの生息調査、ノ

ハナショウブ、そしてヤナギタンポポ等、希少植物のモ

ニタリング調査の継続を行っていますし、体験プログ

ラムとして、滝巡りやハイキング等も行っています。また、

第11回大会を開催した成果だと思っていますが、スス

キの有効活用ということで、神戸市のかやぶき職人「く

さかんむり」と連携・協力協定を結び、古民家や文化財

施設にカヤを使う取組も進めています。

　草原維持では、ササ刈り、山焼き作業、放牧作業等、

毎年継続することが必要になってきます。このため会員、

地域住民、ボランティアの方々の協力をお願いしてい

ますが、作業費等の捻出が今後の大きな課題となって

います。今後もできるだけ多くの方にご協力をいただい

て保全活動や利用する取組を進めてまいりたいと思っ

ております。

　以上であります。

○議長（太田長八）　どうも西村町長、ありがとうござ

がありました。

　それから、草原と私たちの関わりとか、暮らし方を支

えるエビデンス、要するに研究の証拠ですよね、そうい

うものとか学術研究がとても重要だということが今回

のこのセッションの中でもよく分かったということです。

　それから、南阿蘇村長さんは熊本地震後、火入れ責

任者を村長さんに替えたという行政側からの支援が

あって、それによって野焼きが復活したところが結構

あったと。それから、火入れの手続も届出制に変えたり

ということをしたんですけれども、これを行う大きな根

拠となったのが、やはり水源涵養機能ということで、熊

本県民、熊本市民の水道水を支える水源の源である草

原を守ることが地域全体、あるいは県全体に対しての

大きな影響を及ぼすんだ、大きな貢献ができるんだと

いうことで、これまで阿蘇の草原といえば景観が主体

でしたけれども、今後は水源保全という意味でも、阿蘇

の草原の価値を見直して、みんなにアピールしたいと

いう話がございました。

　最後、全体会は、こうやって行われたそれぞれの分

科会の報告を受けて全体討議をしたんです。これも全

てオンラインでやりました。ここに映っているのは東伊

豆町さんのところでやった内容です。ちょっと写真で隠

れていて申し訳ないんですけれども、それぞれの分科

会から代表者が入っていただいて、オンライン上で討

議を行っております。

　まとめになるかどうか分かりませんけれども、草原の

保全面については、なぜ草原が重要かを各世代意識

共有する必要があると。活動に関わる人、理解者、応援

者を増やしていく仕組みが必要。維持するために人が

関わり利用し続ける仕組みづくりが重要になるという

ことが語られました。草原の経済価値と公益機能を積

極的に評価してあげる必要があって、公益機能の守り

手である生活者を支援する制度設計というのをしっか

りと組む必要がある。

　前にもお話ししましたけれども、保全のための保全と

いう観点から、草や草原を活用することによる保全と

いうほうにシフトしていく必要があるんじゃないかとい

うお話でした。

　草原の活用についてですけれども、これも先ほどお

話ししたように、保護の管理から、利用して管理へとい

うのが大きなテーマとなっていました。草原利用の創意

工夫に対して様々な支援や環境整備をしていく必要が

あるだろうと。小さな経済活動を生み出して、地域ととも

につくり出すことがまず第一歩じゃないか。

　都市へのアプローチには、どうしても意識の違いと

か様々な問題があるので、その中間層の育成が必要な

んじゃないか。

　堆肥や農業や肥料とか、あるいはカヤの利用という

のはありますけれども、今でも野草の利用価値は非常

に高いものがあって、堆肥の利用とかカヤの利用で野

草の価値を復権する必要があるんじゃないのかなと。

堆肥についても、今、新しい知見として、野草を使った

堆肥に含まれる非常に優れた土壌菌がいるということ

も分かってきました。こういうのも研究の成果だと思い

ますけれども、そういうふうに野草の価値を復権させる

ことで、野草を利用すれば火入れの炎もある程度制御

しやすくなるし、火入れの安全性にもつながるんだよと

いう幅広い内容からのものがございました。

　草原の継承については、地域の固有性やほ誇りを

各世代で共有、共感すると、これはもちろんですけれど

も、地域、行政、企業が互いに手をつなぐ仕組みという

のも面白いんじゃないか。例えば細野高原だったら、

いろんな企業さんが持続的にこれを利用したいという

ことではいろんな方が入っていただいて、そこを活用し

てはどうかという話もございました。

　それから、カヤふきは活用を通じた継承の有効な

ツールである。利用というものが入ることによって、その

価値を継承したり、その仕組みを継承したりするきっ

かけにもなる。

　それから、使うことで生き物が、草の供給で文化が守

られていくだろうと。

　環境教育は世代を超えていく潜在性を持っているの

で、非常に大切なことである。子供さんへの教育という

のはとても大切。

　草原と地域のつながる観光や地域振興の在り方に

も工夫が必要になってくるんじゃないかというふうなま

とめがございました。

　最後に、行政へ望むことということで、幾つか提案を

いただいております。

　１つは環境教育、あるいは担い手育成も含めてとい

うことですけれども、その助成をぜひ継続できるような

ものにしてほしい。

　それから、実際に草原を守るときに一番頭を悩ませ

ているのは、行政の実務者の担当者であろうというこ

とで、もちろんいろいろ替わったりもしますので、持続

的にそれを進めていくのに問題が生じがちなんですけ

れども、ぜひその自治体間での実務者同士の学びの

ネットワークをつくっていただけないか。サミットでい

えばシェルパ会議のようなものを今後実現していただ

ければありがたいという話がありました。

　それから、地域知、伝統的に言いつながれてきた知

識そのものに意外と真実が、とても大事なものがあって、

いました。

　太田市長の取組は、もうマスコミでだいぶ私も勉強

させていただいております。そういう中で、文化と草原

がやっぱりマッチしないと、本当にそのとおりだと考え

ています。昨日の分科会の会場、隈先生の建築、それに

つきましてカヤを使っていること、大変感銘を受けまし

たので、今度、一度視察に行かせていただければ大変

ありがたいと思います。よろしくお願いします。

○真庭市長（太田　昇）　どうぞ、おいでください。これ

が全容ですけれども、３棟あります。

○議長（太田長八）　そんなにあるんですか。

○真庭市長（太田　昇）　１つは、このメインのがです

ね、これが18メートルあります。その横に見えておりま

すのが、隈研吾先生の設計図面とか模型とか、そして

サスティナブルな商品を売るとかですね、そしてもう一

つはサイクリングターミナルという、それで構成されて

います。7,000平米ぐらいの広さであります。

○議長（太田長八）　すごいですね。視察を楽しみにし

ておりますので、よろしくお願いいたしたいと。

　続きまして、串間市長の島田俊光様、よろしくお願い

いたします。

○串間市長（島田俊光）　こんにちは。串間市の島田

でございます。

　12回草原サミットにつきましては、川南町と一緒に

開催させていただいたわけでございますが、事務局の

皆様等はじめ関係各位の皆様方のご高配を賜り、サ

ミットを成功することができました。本当に感謝を申し

上げたいと思います。

　それで、宮崎県串間市は、宮崎県の最南端に位置す

る温暖多雨なところでございます。きゅうりやピーマン

などの施設野菜、サツマイモやごぼうなどの露地野菜

をはじめ生食で食べられる完熟キンカンや餌にトウガ

ラシを混ぜてつくる養殖ブリなどは、質、量とも全国トッ

プクラスの地域でございます。また、そのように農産物

を生産する食の宝庫でもあります。

　串間市からは、野生馬が生息する都井岬と宮崎県

の希少な動植物重要生息地に指定されている古竹・笠

祇地区について紹介させていただきたいと思います。

　串間市の草原といえば、野生馬が生息する都井岬が

代表的な草原となるわけでございますが、もともとは江

戸時代の軍馬を育成するための牧場であったものが、

人の手が触れることなく、令和の時代まで残っているも

のであります。春には新緑の草原にオキナグサやウマ

ノアシガタ、さらに夏から秋にかけてヒオウギやノヒメ

ユリ、ムラサキセンブリ、冬はノジギクなどが繁茂して、

四季それぞれの種のある希少動植物、国指定天然記

念物の野生馬とともに見ることができます。オキナグサ

など都井岬に生息する多年草のほとんどは、毒があっ

たり、またとげがあったりして、馬が食べない植物であ

り、食べ残すことから花を咲かせることができる。都井

岬は馬がつくり出す生態系に、絶滅危惧種に指定され

ている希少な植物を観察することができます。都井岬

は人の手を加えないことが魅了をより高めるものと考

えております。

　通過型の観光から体験、滞在型の観光へと転換さ

せる取組として、野生馬の生態と野生馬による形成さ

れた草原の植物やふん虫、フンコロガシでございます

が、などを訪れた観光客に対して分かりやすく説明す

る都井岬野生馬ガイドを配置し、エコツアーなど着地

型観光としての活用をはじめ、地元小中学生の地域を

学ぶ授業、くしま学などを地元の魅力を学習させる取

組など、草原の維持・存続と魅力発信のため取り組ん

でおります。

　また、笠祇・古竹地区の紹介でございますが、資料の

下段にあります笠祇・古竹地区の草原については、都

井岬と同様であり、江戸時代の軍馬を育成するための

牧場であったものが地域住民により草刈りや野焼きな

どの作業により代々守られ、現在も草原として維持され

ているものでございます。平成19年11月には宮崎県

の希少野生動植物重要生息地に指定されております。

笠祇・古竹地区は串間市の中心市街地から車で約15

分と近い場所に位置しており、昔ながらの田園風景が

広がり、里地里山で和牛の里として呼ばれている畜産

が盛んな地域でもございます。

　集落は過疎、高齢化が進み、野焼きなどの里山を守

る活動の継続が危惧されているところでございます。集

落の過疎化、高齢化の進展は、本市のみならず全国各

自治体の共通問題と認識をいたしております。行政の

役割としては、地域の魅力を住民自らが情報発信して

いく活躍の場の創出と、地域に何度も訪れる深いつな

がりを持つ関係人口の増加が肝要であると考えており

ます。

　本市の取組の１つがエコツーリズムの推進でありま

す。市といたしましては、地域資源の魅力を伝えること

により、関係人口の増加、地域住民の資源価値の再認

識、そして、環境教育による次世代への継承へとつな

がるエコツーリズムを鋭意取り組むことにより、草原の

維持形成を図っていきたいと考えているところでござ

います。

　以上でございます。よろしくお願いします。

○議長（太田長八）　どうも島田市長、ありがとうござ

いました。

いました。

　このＮＰＯ法人の活動、大変すばらしいと感じており

ますし、また、うちの町のテーマも、「満点の海・山・空は

東伊豆」と、何かまちづくりが同じような感じがいたしま

すんで、これを契機にまた交流ができれば大変ありが

たいと思います。どうぞよろしくお願いいたします。

○新温泉町長（西村銀三）　こちらもよろしくお願いし

ます。

○議長（太田長八）　それでは次に、続きまして、岡山

県真庭市長の太田昇様、よろしくお願いいたします。

○真庭市長（太田　昇）　真庭市の太田です。よろしく

お願いいたします。

　真庭市は合併して828平方キロメートルと、面積で

いうと東京23区の1.3倍というですね、岡山県北に広

がる市です。その一番北、鳥取県境のところに蒜山高原

という高原がありまして、東西20キロ、南北10キロと

いう、多分、関西では一番広い高原だと思っております。

　課題ですけれども、よそと同じで、もともとはススキ野

原が非常に広がっていた、それがだんだん狭くなって

きていると。そこに貴重な動植物、絶滅危惧種がいた

のが、これを守らないと、景観も含めて滅んでしまうと

いうようなことで、そういう意味での保全というのが一

つの大きな課題であります。

　もう一つは、これも出ておりましたけれども、単に保

全だけではできない、やはり活用しながら保全すると

いうことをしなきゃならない。その活用というのが一つ

の課題だろうというふうに思っております。

　その２つをどうしたら両立できるのかということです

が、１つは、カヤを山焼きをする、そうするといいカヤが

できる。そのカヤを、もちろん土に戻すことによって、灰

そのものが肥料になってまいりますが、蒜山も旧石器

時代から人が住んで、そしてカヤを焼いて、火山灰の

非常に貧栄養化のところを植物が育つように、１万年

以上かけて変えてきたという歴史がありますから、それ

を延 と々やっていかなければならない。それとともにカ

ヤを建築資材として活用するということで、昨日の分科

会でも隈研吾先生の設計で、カヤの屋根を逆さまに

使ったですね、屋根そのものは鋼板で、中の天井から

中を全部カヤにしたという、逆さまにしたような、そうい

うサイクリングターミナルを造りましたけれども、それ以

外にも建築資材としていろんな活用ができるということ

で活用していきたいということであります。

　それとともに、このすばらしい高原を多くの方に親し

んでいただく。自然環境だけでは人は来ません。やはり

そこに文化というものがないと人は来ないということで、

ここに出ておりますけれども、これも隈研吾先生の作品

ですけれども、ＣＬＴ、クロス・ラミネーテッド・ティン

バーという縦横、縦横に木材を組合せして、一つの板

を作るわけですね。その板を組合せしてこういう建物

を造っていくですね、これはオリンピック選手に遊んで

もらおうと思って東京の晴海に造ったんですけれども、

真庭のヒノキで造り、日本で専用のＣＬＴ工場は真庭に

しかありませんから、言わば真庭に里帰りしたというこ

とで、グリーナブルヒルゼンというふうに呼んでおりま

すけれども、こういう施設。中は空間で、ここで遊んだり、

イベントができるように、そういうものを、一つの芸術作

品ですけれども、造っております。こういうものを使って、

観光資源としても活用していくと。

　つまり景観も含めて、そして人工的なこういうものを

全部入れて、地域価値を上げていくという、そういう概

念で取り組んでおります。

　さらに、このＧＲＥＥＮａｂｌｅというのがロゴにもなって

おりまして、阪急阪神百貨店がこのグリーナブルに沿う

ようなものを真庭の産物をですね、産品を大阪で売っ

ていくというような、阪急百貨店とも提携をして、コロナ

がもう少し落ち着けば本格的に梅田で真庭の産品を

開発しながら売っていくということになってまいります。

阪急に今ブランド、阪急ブランドとしてＧＲＥＥＮａｂｌｅと

いうのを商標登録してもらいました。

　そういうことをしながら、この背景として、私の背景

に木材を使っておりますけれども、バイオマス産業都市

の指定も受けて、やがて真庭の電力は全て真庭で賄う

と。今、バイオマス発電、１万キロワットのありますけれ

ども、市内需要の大体60％ぐらいを再生可能エネル

ギーで賄えています。火力じゃなくて、水力とバイオマス

ですね。これを100％にしていくということも地域の価

値を上げていくという取組をしております。

　それと、生ごみ等、人間さんのふん尿ですね。それを

混ぜてメタンガスを発生させて、それでプラントを動か

して、最後、液肥を作って、それを低コスト農業として利

用していくという、そういうような、全体をＳＤＧｓという

か、サスティナブルなそういうまちにしていくという取組

をしております。東京のまねをしても仕方ありません。こ

の地域にある資源をいかに使って、それを循環させて、

未来志向で豊かにしていくということで、ＳＤＧｓ未来都

市の第１号にもなっておりますけれども、そういう取組

をしているというのを、そういうことを背景にしながら

蒜山高原を守り、活用していくということであります。

　皆様方のご意見も、あるいは活動も参考にしながら、

よりこれを進めていきたいというふうに思っております

ので、今後ともよろしくお願いいたします。

○議長（太田長八）　太田市長、どうもありがとうござ

にちは。広島県の北広島町生涯学習課長、西村と言い

ます。よろしくお願いいたします。

　お手元にお配りしております北広島町の概要、そし

て、北広島町の草原と取組について、説明をさせていた

だきます。

　まず、広島県北広島町の概要でございますが、広島

県の西北部、西中国山地の標高300メートルから800

メートルの盆地、北は島根県と接しております。広島県

に流れる太田川、そして島根県に流れます江の川の源

流域でもございます。面積の８割以上が森林地帯でご

ざいまして、県北地域、こちらは1,000メートル級の山

が連なっております。

　国立公園の一部でございます八幡湿原、こちらにあ

ります芸北地域の八幡、こちらは冬になりますと２メー

トルの雪を記録する豪雪地帯となっております。

　それでは、広島町の草原と取組について説明をさせ

ていただきます。

　こちらにつきましては、４つ紹介をさせていただきた

いというふうに思います。①から④まで、概要から課題

というふうにしております。

　まず、雲月山でございますが、島根県と隣接をしてお

りまして、かつては採草、そして放牧の目的で1960年

頃まで利用されておりました。島根県側はカラマツの

植林となっています。広島県側、こちらは1990年代に

観光イベントとして山焼きですね、こちらが行われてお

りましたが、1996年を最後に停止しました。2005年頃

より、地域が主体となりまして、主にＮＰＯが主体となり

募集を行いまして、消防団、博物館、小学校などと連携

しながら山焼きを実施しております。

　2014年に町条例に基づきます野生生物保護区に

指定をしております。

　こちらの利用についてですが、一般の登山の観光の

ほか、町内外の小学校等によります学習の場としての

活用、そして、山焼き再開後に数年間にわたり報告も行

われましたが、牛が転落するというような事故もありま

して、現在は放牧はされておりません。

　課題でございますが、現在15％ぐらいの山焼きを

行っておりますが、全域の山焼き、そしてボランティア

の確保といったことが課題というふうになっております。

　続きまして、千町原の草原でございます。

　こちら、もとは地元地域八幡村という旧村になります

けれども、こちらの入会採草地でございました。1944

年に陸軍の演習地となりまして、戦後は開拓民の入植、

国の大規模草地の開発、広島県への移譲と郊外開発

を経まして、今に至っております。2003年頃よりＮＰＯ

が中心となりまして伐採の実施をしまして、2020年に

町条例に基づきます保護区に指定をしました。植物や

鳥を見る観光地として人気がありまして、2013年から

は地元の中学校の、この後紹介しますけれども、茅プロ

ジェクト事業にカヤを提供しております。

　課題でございますけれども、既に樹林化した範囲が

結構広くなっております。また、大規模草地開発の影響

で湿原が縮小しておりまして、いずれも伐採が必要と

いうふうになっております。

　続きまして、霧ヶ谷湿原でございます。先ほどの千町

原と同エリアに位置をしております。大規模装置開発

の事業を経まして、現在は臥竜山麓八幡原公園の一部

に位置をしております。2003年にＮＰＯが植生調査と

ワークショップを実施したことをきっかけにしまして、

自然再生推進法に基づきます法定協議会を広島県が

立ち上げまして、2004年から八幡湿原自然再生事業

が始まっています。樹林の伐採、湿原から水を抜くコン

クリート水路の撤去、湿原への水路の設置などの工事

を2007年から2010年にかけて実施をしました。その

後、自然再生協議会の保全部会が中心になりまして、

伐採作業を継続しております。こちらも2020年に町条

例に基づきます放牧の指定をしております。

　利用でございますけれども、植物や鳥を見る観光地

として人気のスポットとなっておりまして、小学校、中学

校等のフィールドワークの場として活用、そしてガイド

ツアーの実施をしております。

　課題でございますけれども、再生工事から10年が経

過しておりまして、順応的管理のために現状に即した

全体構想と実施計画の見直しが必要となっています。

　そして、これは地元の中学校での取組ということなん

ですが、芸北茅プロジェクトについてです。

　芸北地域のススキ、これを屋根ふきのカヤとして資

源化し流通させる取組を行っています。中学校ＰＴＡ、Ｎ

ＰＯ、地域住民、教育委員会などが実行委員会をつくり

まして、2015年から推進をしております。地域の住民

自らがカヤを刈り取りまして市場に出荷すること、こち

らで私有地や小さなカヤ場が保全をされる。そして、今

は廃止となっておりますけれども、こちらにスキー場跡

地がありまして、こちらを文化庁のふるさと文化財の森、

こちらに設定をされたところでございます。

　利用についてなんですが、未利用でありましたカヤ

場、そしてカヤの利用が推進されるとともに、プロジェ

クトそのものが地元生徒にとって生きた教材というふう

になっています。地域通貨を活用することで地域外へ

の経済流出を防ぎ、刈り取ったカヤが文化財や伝統的

景観の保全に活用されております。

　課題でございますけれども、カヤの保管場所、こちら

　やっぱり串間市さんの取組、草原が２か所、これをう

まくやっていると考えています。それでやっぱりこれから

は、まずは地域住民がそのよさを認識するのが一番と

思いますので、それもまた勉強させていただいて、そう

いう中で、そのエコツーリズムを結構うまく活用した中

で、その草原の保全をやっているのが大変すばらしい

取組だと考えておりますので、引き続きよろしくお願い

いたしたいと思います。

○串間市長（島田俊光）　ありがとうございます。

○議長（太田長八）　それでは、続きまして、熊本県高

森町の町長、草村大成様、よろしくお願いいたします。

○高森町農林政策課（荒牧茉名）　町長に代わりまし

て、担当のほうからお手元に資料に沿ってご説明をさ

せていただきたいと思います。

　熊本県高森町農林政策課の荒牧と申します。よろしく

お願いいたします。

　まず、高森町の概要からご説明させていただきます。

　高森町は人口6,177人で、九州のほぼ中央、熊本県

の最東端に位置しまして、大分県の竹田市と宮崎県高

千穂町に隣接する総面積175.06平方キロメートル、

広い町土を有する農村地域でございまして、地形は阿

蘇カルデラ内に広がる標高500メートルから600メー

トルの比較的穏やかな傾斜をなす高森・色見地区と外

輪山の外側、標高500メートルから800メートルの波

状高原地の草部・野尻地区に区分される町です。

　主な産業は、観光と農林業になります。

　農業面では、立地条件を生かしまして、畜産、米、野

菜を主体とする農業生産が展開されてまいりましたが、

近年、経営の発展を図るため、一部の農家で施設園芸

の導入が盛んとなっております。地域の宝として、古くか

ら栽培されてきました農林畜産物をブランド化し普及

するとともに、地域の代表する高品質な農産物として、

将来にわたり栽培し続けるための活動を通じ、阿蘇地

域の農業の活性化と農業後継者の育成につなげるこ

とに取り組んでおります。

　観光面では、コロナ禍でイベントの実施が厳しい状

況ですが、2016年に発生した熊本地震の影響は回復

傾向にあり、高森湧水トンネル公園、月廻り公園、高森

殿の杉、南阿蘇鉄道のトロッコ列車、草部吉見神社、

上色見熊野座神社といった観光地や約300年の歴史

があります風鎮祭といった地元のお祭りを中心に毎年

多くの方が高森町を訪れています。

　また、高森町では町内全戸に整備しました光通信環

境を活用しまして、日本一の地域密着型番組として、た

かもりポイントチャンネル、こういったケーブルテレビ

の放送を行い、災害時の緊急放送や町からのお知ら

せ、地域情報、事業の紹介などを町民の方へ情報発信

しています。

　光通信環境の整備は、教育現場でも活用されており

まして、電子黒板の設置や全児童生徒のほうへ１人１

台のタブレット配布をいち早く行いまして、全国で最先

端のＩＣＴ教育が行われております。

　ここからは高森町の草原の概要についてご説明さ

せていただきます。

　高森町の草原につきまして、その多くを牛の放牧に

活用しておりまして、畜産農家や町民の方の大切な資

源として保全されてまいりました。高森町の草原は牧野

と呼ばれており、阿蘇のあか牛が放牧されている牧野

はのどかな風景として多くの人に親しまれております。

　高森町の牧野面積につきましては、1,211ヘクター

ルありまして、草原維持として行われている野焼きに関

しては、実施面積が621.5ヘクタールとなっております。

また、管内には14の牧野組合がありまして、皆さん精

力的に草原維持のほうに取り組んでいただいており

ます。

　最後に、高森町の取組と課題については、長年、放

牧や野焼きによって保全されてきている草原なんです

が、近年、管理をしている牧野組合員さんの高齢化等

によって、野焼き実施が大変難しくなってきている状況

にはございます。町としては野焼きに係る補助金等で

野焼き実施者の方の負担軽減等に取り組んでおります

が、年々、実施面積が減少しつつある傾向にございます。

　また、高森町にある阿蘇高森オーガニックセンター

というところでは、世界農業遺産の構成要素であります

阿蘇の草原に生えるススキなどの野草や畜産農家か

ら出る牛ふんなどを混ぜて堆肥を作っております。こち

らは町内を中心に阿蘇地域の農産物に還元して、循環

型農業を確立しております。

　このほかにも未来の草原を引き継ぐ子供たちのほう

に阿蘇の草原のすばらしさや草原の抱える現状につ

いて伝える草原学習などが行われております。

　以上で説明を終わらせていただきます。

○議長（太田長八）　どうも高森町さん、ありがとうござ

いました。

　高森町さんの取組は、全ての自治体が抱えている課

題と同じだと考えております。そういう中で、皆さん方に

対してよりよい回答ができればいいなと思いますので、

またいろんな意見をよろしくお願いいたしたいと思い

ます。

　それでは、続きまして、広島県の北広島町の生涯学

習課長の西村豊様、よろしくお願いいたします。

○北広島町生涯学習課長（西村　豊）　皆さん、こん

田市さんにお住みだそうでございますので、本当にあ

りがとうございます。

　そしてもう一点、これ本当、関係ないんですよ。歌手

に永井裕子さんっていらっしゃるんですけれども、その

永井裕子さんが結構大田市さんのを歌って、うちの町

の観光大使になっているんですよ。やっぱりそういう中

でまた大田市さんとよろしくお願いいたしたいと思いま

す。どうもありがとうございました。

　続きまして、熊本県の南阿蘇村の農政課主幹の後藤

進哉様、よろしくお願いいたします。

○南阿蘇村農政課主幹（後藤進哉）　昨日ですね、阿

蘇分科会では吉良村長の報告がありましたが、本日は

私のほうから発表させていただきます。

　最初に村の概要からになります。

　南阿蘇村は総面積137キロ平方メートル、熊本県

の北東及び阿蘇くじゅう国立公園、阿蘇カルデラの南

に位置する人口１万340人の村です。雄大な南阿蘇

の山と緑、そして環境庁の日本名水百選に選定されて

いる白川水源に象徴される豊かな自然環境に恵まれ

ています。

　2016年４月の熊本地震では、これまで経験したこ

とがない甚大な被害を受けました。これにより人口も１

割程度減少しましたが、村に定住促進課や空き家バン

クを設置し、移住者を受け入れる環境整備を推進して

います。

　続きまして、農業、観光についてです。

　基幹産業である農業は、白川中心に水田が広がり、

のどかな農村風景を生み出す農村は、水稲をはじめ

畜産、ミニトマトやアスパラなどの施設園芸が盛んです。

昼夜の寒暖差が大きい気候により、自然のうまみが

しっかりと詰まった農産物が自慢です。有機農業、環境

保全型農業を推進しており、安心安全な農産物づくり

に取り組んでいます。

　また観光では、大自然を中心にたくさんの観光資源

に恵まれています。新阿蘇大橋のたもとにある展望所

ヨ・ミュールからは、長陽大橋、白川第一橋梁を眼下に

望むことができ、新たな観光スポットとして注目を集め

ています。

　また、熊本地震で落ち込んだ観光客数は回復傾向

にあり、本村本来のにぎわいが戻りつつあります。

2017年９月にはアウトドアショップモンベルと村が協

定を結び、アウトドア活動促進や地域経済の活性化な

ど、包括的に協力をし合い、観光振興に取り組んでい

ます。

　続きまして、草原の概要に移ります。

　南阿蘇の草原は阿蘇カルデラの阿蘇山側及び南外

輪山側に広がり、季節ごとに違った表情を見せてくれま

す。南阿蘇の草原は牧野とも言われ、平成21年に行わ

れた阿蘇草原維持再生基礎調査では、本村の牧野面

積は2,470ヘクタール、そのうち野焼きが行われてい

る面積が1,170ヘクタールとなっております。管内には

23の牧野組合があり、牛の放牧をしている箇所もあれ

ば、野焼きのみ実施している牧野もあります。

　続きまして、本村の取組と課題についてですが、昨日、

分科会で村長がご報告された内容と重複する点がご

ざいますが、ご了承をお願いしたいと思います。

　草原の維持に欠かすことのできない野焼きですが、

その面積は、以前と比較すると減少しています。本村を

含む阿蘇郡市７市町村の草原はこの100年間で半分

以下に、直近30年で見ても４分の１近く減少しており

ます。

　本村では熊本地震で各牧野の原野火入れが中断さ

れました。平成31年度からは一部再開に向けて、熊本

県、阿蘇グリーンストック、村において協議をした結果、

白川牧野で一部再開、その後、令和２年には吉田牧野

でも再開できました。それに至るまでに県、グリーンス

トック、村で防火帯を設置する費用を予算化したり、火

入れ責任者を各区長や牧野組合長から村長へ変更し、

負担の軽減を図りました。

　今後の課題として、火入れが中断しているところの

再開が可能となるか、防火帯の整備、担い手不足、地

区住民の高齢化に対する支援が上げられます。

　補足でですね、昨日、村長から報告がありました課

題に対する取組で、ハードとソフトの対応が求められる

ことをおっしゃっていましたが、ハード面では牧道等、

恒久防火帯の整備ですね。ソフト面においては担い手

の確保ですね。畜産農家を増やすための取組として、

今後、放牧へのＧＰＳを付着して移動管理等を管理す

るシステムの導入やバーチャル研修の導入を計画し

ております。

　また、目的と認識の改革ですね。景観維持から水源

保全のほうへの啓発をしていくということで推進をして

いく予定です。

　以上、南阿蘇村からです。ありがとうございました。

○議長（太田長八）　後藤様、どうもありがとうございま

した。

　南阿蘇村様には、本当に熊本地震、大変でございま

した。今後も頑張っていただきたいと思います。

　そういう中で、今度、山焼きにおきまして、村長さんが

本部長、その中でまた新たにやるという中で、それは大

変期待しております。それから、山の保全、これ大変で

ございますので、引き続きどうぞよろしくお願いいたし

の整備。それから、カヤの販売先の確保、事業規模を

拡大するための専従職員の確保等といったようなこと

が課題となっております。

　北広島町からは以上です。ありがとうございました。

○議長（太田長八）　西村さん、どうもありがとうござい

ました。

　それで、芸北町の白川先生に今回大変お世話になり

ました。本当にありがとうございました。

　それで、私がやっぱりちょっと感じたのは、中学生の

活用ですね。やっぱり中学生、カヤを刈って、地域通貨

でそれをまた地域で還元する。大変すばらしい取り組

みと感じましたので、うちの町もやってみたいなと感じ

ましたので、その節はまたご指導をよろしくお願いいた

したいと思います。

○北広島町生涯学習課長（西村　豊）　ありがとうご

ざいます。

○議長（太田長八）　どうもありがとうございました。

　続きまして、島根県大田市の環境政策課長、和田二

朗様、よろしくお願いいたします。

○大田市環境政策課長（和田二朗）　皆様、こんにち

は。島根県大田市です。

　市長が所用で出席できませんので、私、環境政策課

長の和田が代理で発表させていただきます。

　大田市は、東西に長い島根県のほぼ中央部に位置

する人口約３万3,000人の小都市です。北は日本海に

面し、南は中国山地が迫っているため、山林原野が多

く、平たん地は僅かです。

　本市は世界遺産、石見銀山遺跡に代表される貴重

な歴史文化や国立公園三瓶山をはじめとした豊かな

自然に恵まれています。昨年度には「石見の火山が伝

える悠久の歴史～“縄文の森”“銀の山”と出逢える旅へ

～」が日本遺産に認定され、さらなる観光客の増加が

期待されております。

　さて、当市には標高1,126メートルの三瓶山があり

ます。その麓には西の原、東の原、北の原と呼ばれる草

原があり、放牧のほか、観光客、市民の憩いの場として

利用され、クロスカントリーコースなども整備されてお

ります。また、ダイコクコガネ、ユウスゲ、オキナグサと

いった希少動植物の生息地となっており、中でも最も

広い西の原では、毎年春に火入れが行われ、三瓶山の

草原景観の象徴的な存在となっております。

　三瓶山は、昭和38年に大山隠岐国立公園の一部に

編入されましたが、山麓に広がる牧歌的な草原景観が

指定理由の一つでした。ところが、昭和50年代になる

と、時代の流れから放牧が急速に廃れていき、植林な

ども行われて、山肌は一気に森林化していきました。放

牧の衰退とともに途絶えていた火入れですが、観光客

の出火による山火事を契機に平成元年に復活し、以降、

防火の観点から行政が主体となって毎年３月に行うよ

うになりました。

　平成７年には西の原の一部が放牧場として整備さ

れ、24年ぶりに放牧が復活しました。平成９年には、第

２回全国草原サミットが三瓶を会場に開催され、これ

をきっかけに行政、研究者、農業者、ＮＰＯなどの官民

ネットワークが形成されました。

　翌年からは放牧による防火帯切りを行うなどの工夫

により、経費を極力抑えながら火入れを実施すること

ができるようになりました。

　平成19年からは、従来の牧野組合、大田市等に消

防、警察が協力する体制に自然保護団体や地元の自

治会、ボランティアなどが加わり、市長をトップとした実

行委員会方式で火入れが開催され、また、目的の中に、

従来の防火に加え、国立公園管理計画にも明記されて

いる草原景観の維持を加えました。

　官民の連携により日本で一番安全な野焼きと自負し

ておりましたが、平成29年度には、風向きと火勢の急

激な変化により、消防署の資機材輸送車が１台全焼す

るという事故が発生しました。近年はドローンも取り入

れ、経験豊富なリーダーが最前線の状況を具体的に把

握しながら指示を行う形で、より安全に火入れを実施

しております。

　昨年度は新型コロナウイルス感染症の予防を考慮

して、ボランティアを募集せず、約30ヘクタールを関係

者約150人態勢で実施いたしました。現在、西の原の

草原景観は、放牧や火入れなどによってある程度守ら

れているものの、人の手が加わらなくなったところはす

ぐに森林化してしまうという現実にあります。このすば

らしい草原景観を貴重な財産として、将来にわたって

保全していくには、多くの市民や関係機関の協力が必

要です。また、単に火入れに参加してもらうだけではな

く、その意味合いを十分に理解してもらうことが大切で

あると考えております。

　以上です。

○議長（太田長八）　和田様、どうもありがとうございま

した。

　今の大田市さんから観光客の火事からまた再開さ

れた。災いをよいほうに持っていったことで、すばらし

いことだと考えております。さらにまた、山焼きの難しさ、

いくらやっても大変だと。そういう中で、もう大変勉強に

なりました。

　またこれ話は違いますが、今回は大変ネットワーク

の高橋先生にお世話になっており、高橋先生は何か大

任者ということになっておりました。地元の消防団が

ジェットシューター担いで火消ししているところ……、

私もしていますけれども、あとは阿蘇グリーンストックさ

んにボランティアの要請をしまして、ボランティアのご

協力を得ながら野焼きを推進しているところもあります。

　地震前ですね、死亡事故とか怪我とかがありました

んで、そういった理由で、その後、地震がありましたの

で、野焼きが再開できないというところになっておりま

す。再開するための今、工面をしているところであります。

　ちょっと私が知らないでですね、地元の行政区以外

でしているところもあるかもしれませんけれども、基本

的に地元の行政区が事業主体として野焼きを実施して

いるところであります。

　以上です。

○議長（太田長八）　後藤さん、どうもありがとうござい

ました。

　ほかの自治体で何か活動しているところがありまし

たらお願いしたいと思いますけれども。

　じゃちょっとうちの取組が、ちょっとうちの町は結構

行政が携わっていたんですけれども、今は財産区、

やっぱり共有財産区、いわゆる区ですね、区の方が中

心となりましてやっております。行政が出ているのは消

防団、これも民間ですけれども、ある程度それに対して

参加で、もうほとんど民間がやっている中で、やっぱり

皆さん方も同じもう高齢化、そしていかに高齢化の中

で新たな担い手を見つけるかということが課題でござ

いますので、その課題につきまして、後でまた課題、問

題にしていきたいと思いますけれども、太田市長、こう

いうことでよろしいでしょうか。

○真庭市長（太田　昇）　今、町長がおっしゃいました

ように行政区も結局高齢化したり、メリットがあればす

るけれども、メリットがなかったらなかなか、昔やっとる

から、景観がどうだから、動植物がどうだからといって

なかなかできなくなってきていると思うんですよね。だ

から、安全でありながらどういう仕組みで何か新しいこ

とができないかとかですね、そういうことを勉強したい

わけですけれどもね。私の頭の中で考えているのは、怪

我をされても困るけれども、山焼きは難しいですけれど

も、カヤの刈り取りなんかは、これも大変なんですけれ

ども、一つの観光と結びつけてできないのかなと。ただ、

山焼きのほうはね、これは消防団の協力、そして死亡と

か事故のないように、それからその日の気象条件に

よってできなくなるとか、非常に不安定要素もあるんで、

なかなかいい知恵が出ないんですけれどもね。そのあ

たり、教えていただいたり、また知恵を出していただけれ

ば、このサミットが有意義だなというふうに思うんですが。

○議長（太田長八）　今、太田市長さんからいろいろ

問題点を提案、提示していただき、何か首長さんでこう

いう案がいいじゃないか、そういうことがあったらまた

ご発言願えれば大変ありがたいと思いますけれども。

　じゃ、まず私からちょっと発言させてもらって、皆さん

方には指名させていただきますので、よろしくお願いい

たしたいと思います。

　やっぱり今、太田市長が言ったように、山焼きをね、

ただ昔からやっているからやるんだと、そういうことが

結構、自分も多いと感じております。そういう中で、私、

これから生きる道は、うちの町、観光でございますから、

また太田市長さんが言ったように、観光と草原との結

びつき、それをいかにやっていくかということが大切な

のではないかと考えております。そういう中で、昨日の

シンポジウムの中で、やっぱりカヤを皆さん方に刈っ

てもらった中で、カヤを刈ることによって山焼きの負担

も少なくなるようなことも聞きましたので、そのカヤを

刈って、また観光に生かした中で、草原を守っていきた

いと考えております。

　また、カヤを刈ったことも、やっぱりある程度資金源

になるようなことも聞いております。さらに、自分は子供

たちが草原に対するある程度の認識、小さいときから

持っていなければなかなか草原に対する愛情は湧か

ないと考えておりますので、その辺の教育の活動もして

いこうかなとは考えております。

　東伊豆町はとりあえずそういうことを考えております。

では新温泉町長の西村町長、いかがでしょうかね、こ

んな考え方は。それから各首長さんにちょっといろいろ

まずお話を伺いたいと思います。

○新温泉町長（西村銀三）　当町、ＮＰＯ法人、上山高

原の周辺集落の７集落、それからもちろん県、行政、町

もバックアップして、地域が主体で取り組んでおるんで

すけれども、何といっても人口減少が最も我が町では

厳しい町であります。合併して今年で15年たったんで

すけれども、３割近い人口減少地域ということで、地域

は最も危機的意識を共有しているということで、上山高

原におけるこういったカヤの利用、それから山焼き、こ

ういう事業を通して知識の意思統一に大きく貢献でき

ていると。

　今回も実は、この７集落周辺に地域の運営組織がで

きることになりました。そういったことで、地域の意思を

まとめるためのそういった運営組織と同時に、施設の

建築も今年度スタートいたしました。そういった意味で

は、一つの高原を地域の過疎と、そういった過疎意識

を払拭して、地域の活性化につなげていく、そういう点

で新温泉町では大きく貢献できつつあるということを

つ草原が残る里を再発見いたしまして、その大切さを

広く紹介するとともに、次の世代へと残していくことを目

的に、未来に残したい草原の里100選を選定するとい

うことが目的でございます。

　期待される効果といたしましては、４点ございます。

社会的に価値が認知されていない草原の掘り起こし、

２点目が草原の価値を知らない人への普及、３点目、

現に草原に関わっている人たちの意識や誇りの向上、

４点目が火入れやカヤぶきなどの伝統文化の担い手

の価値づけでございます。

　事業のスケジュールですが、このアナウンスにより募

集を開始いたします。応募の締切りを今年の12月とい

たしまして、その後の審査に入ります。翌年の４月には、

この選定結果の発表、秋には表彰式やシンポジウム

等、普及・交流の機会づくりを予定しております。

　その他の事業概要につきましては、全国草原再生

ネットワーク会長の高橋様より説明をお願いいたします。

○全国草原再生ネットワーク代表理事（高橋佳孝）　

それでは、少し詳しく述べさせていただきます。未来に

残したい草原の里100選を本日、募集のアナウンスを

させていただいております。主催は、全国草原の里市町

村連絡協議会の主催でございます。

　ただいま太田町長のほうから詳しい経緯が述べら

れましたので、この部分は割愛させていただきますが、

本日この第13回全国草原サミットにおいて募集をアナ

ウンスするというところに至っているわけでございます。

　草原の100選というのは、先ほどちょっと町長のほう

からもお話がありましたけれども、日本には多様な自

然を形づくる希少な生態系の一つである、それが草原

であるということですね。長年にわたって、人と自然の

関わりの中で地域の環境、文化、観光など様々な恵み

を提供してきました。しかし、多くの人たちは、国民の多

くは、草原の成り立ちや意義を知らないという現実もご

ざいます。このような多様な価値を持つ草原と人のつ

ながりを再発見して、その大切さを広く紹介し、次世代

へと残していくことを目的として、今回、草原100選を

選定するに至ったわけです。

　ここで言う草原の里というのは、草原に関わる暮ら

しが残る里というイメージをしていただければよろしい

かな。

　これはコンセプトペーパーとして、前会長の日高会

長のときに作った内容ですけれども、この右のほうに

書いてありますように、未来に残したい草原の里100

選の選定というのは、地域からの自薦によって選定し

ていこうと。それから、様々な科学的な観点から評価す

るし、この選定の過程そのもの、あるいはその論議をす

感じております。

　実は、神戸とか周辺、特に関西方面、神戸・大阪方面

からのいろんな協力、山焼きにおける協力者も出てき

ていまして、いろんな意味で地域の盛り上がりができて

いるということであります。いろんな相乗効果が生まれ

ているというのは、この草原サミット以降、非常にいい

流れができていると考えております。

○議長（太田長八）　ありがとうございます。

　串間市としましては何かありますか。

○串間市長（島田俊光）　私たちはカヤを利用すると

ころじゃないんですが、牧草、昔からの家畜の牧草地

帯ということで、取り組んでいたわけでございます。た

だ、我々が一番重要視しているのは、都井岬の風光明

媚な観光地の保全に取り組んでいるんですが、我々本

当にその人間を集めるのが大変な状況にあるわけで

すが、もともと岬はマツ組合という団体がありまして、そ

のマツ組合がボランティアで活動する人たちを今、真

庭市も言われた観光にマッチした方たちを呼んで、

100名程度の人たちで野焼きをしているわけですが、

本当に野焼きの体験というのはですね、今の現代の中

ではなかなか体験することはできないんで、その体験

学習に来る人は少しずつ増えつつあります。ただ、行政

として、野焼きの体験をどのようにアピールするかとい

うのがございます。また、太田市長が言われたように、

死亡事故などが発生したときの我々の責任ですね、そ

ういうのが問われますので、ここはもう少し考えてやる

べきじゃないかなと思っております。

　あと一方の笠祇というところにあるんですが、ここも

やっぱり牧草を育成するための野焼きをしております

けれども、ここが人口減少と高齢化が進んでおりまして、

やはりここの野焼きについてもボランティアで、いわゆ

る体験学習というようなことで人を集めてやっていると

ころでございます。

　また、真庭の太田市長さんにはＣＬＴの研修や木質

の研修でいろいろとお世話になりました。心から感謝

を申し上げたいと思います。

　串間の取組としては、観光とマッチした野焼きでござ

いますが、ただ、それがうまくいくかいかないかは我々

の努力だろうと思いますので、今後の課題として取り組

んでいきたいと思っております。

　以上であります。

○議長（太田長八）　ありがとうございました。

　すみません、川南町長の日髙さんも何かございまし

たら。

○川南町長（日髙昭彦）　うちは湿原なんで、面積も３

ヘクタールぐらいなんで、皆さんのことを聞きながら勉

強していたところで、職員とどうするという話をしていた

ところです。ただ、本当に人が手を入れないと維持でき

ないというのは共通の課題でありますので、そこは

やっぱりみんなで知恵を出していくしかないんだろう

と思っております。

　以上です。

○議長（太田長八）　ありがとうございます。

　太田市長、これでまた何かありましたら、よろしくお

願いします。

○真庭市長（太田　昇）　ありがとうございます。

○議長（太田長八）　太田市長、よろしいですか。

○真庭市長（太田　昇）　ありがとうございました。

　また私どもも勉強させていただきながら、地元でしな

がらボランティアとかですね、そういう人も育て、そして

観光にまで、山焼きも初めは安全なところでやっても

らって、それからだんだん慣れていただければ、結構も

う毎年来るというような人も出てくるはずですのでね、

そういう守ることと自分の楽しみというか、やっているこ

との意義とを感じながら楽しんでもらえる、そういう人

をつくっていきたいと思います。ありがとうございました。

○議長（太田長八）　すみません、まだやりたいところ

ですが、時間がございませんもんで、この辺でこの会は

ちょっと閉じて、次の議題にいきたいと考えております。

６．草原１００選について

○議長（太田長八）　次は、「未来に残したい草原の里

100選」のアナウンスでございます。

　それではまず、私からこの事業の趣旨、また経緯、そ

れとスケジュールにつきまして説明させていただきます。

　主催は、全国草原の里市町村連絡協議会でござい

ます。協力また後援は、一般社団法人全国草原再生

ネットワーク、後援は環境省、静岡県、一般社団法人の

茅葺き文化協会、公益財団法人日本自然保護協議会

となっております。

　事業の趣旨ですが、多様な価値を持つ草原が残る

里を再発見し、その大切さを広く紹介するとともに、次

の世代へと残していくことを目的に、未来に残したい草

原の里100選を選定いたします。

　事業の経緯といたしましては、2012年に阿蘇で開

催されました、第10回全国草原サミットに出席した14

市町村の首長によりまして、草原100選の選定が提案、

採択されたことを受けまして、2016年に自治体におけ

る全国草原の里市町村連絡協議会が発足いたしました。

そして、2021年の総会にて、今回のサミットにてこの事

業の開始をアナウンスすることが決定いたしました。

　まず、事業の目的でございますが、多様な価値を持

記述でさせていただくということになっております。

　これ以外にも当然、重要な際立った特徴があれば、

それを考慮していくという形で選考の基準とさせてい

ただこうかと。

　それから、皆さん、興味をお持ちと思います。スケ

ジュールの問題ですけれども、今回、第１回選考とあえ

て書かせていただいたのは、さっきもお話ししたように

一発で100をそろえてそれで終わりという世界ではなく

て、一緒に歩みながら一つ一つ重ねていきたいという

ことです。２年か３年、数年かけてでもゆっくりと応募を

していただきながら選考していただくというスケジュー

ルを想定したものでございます。

　応募の公開は本日、この場で草原サミット東伊豆大

会において募集を発表いたします。

　応募期間、本日から１２月１５日必着という形を取ら

せていただきます。ただ、応募のフォーム等をホーム

ページで掲載する時期が若干遅くなりますので、近日

中にホームページは公開するという形を取らせていた

だきたいと思います。

　審査期間ですけれども、第１次審査は１２月１５日の

締切り以降２月から３月までに終わらせて、最終審査

を翌年の２月から３月頃に開催して最終決定をしよう

と思っています。この審査に当たっては、場合によって

は現地審査もさせていただくことになろうかと思ってお

ります。

　それから、発表や表彰のスケジュールですけれども、

結果発表は来年の４月を予定しております。これは主

催者である全国草原の里市町村連絡協議会の総会が

開催されるときでございますので、その場で結果の発

表を行います。

　その後、秋までに表彰式やイベントの準備を行うと

ともに、現地の取材を行いながら、より深くその内容を

理解していくような期間として、追加書類等の提出が必

要であれば、それもお願いするような形になるかもし

れません。

　表彰式やシンポジウム、一応、来年の秋を予定して

おります。こういう場で表彰されたということを皆さん、

内外に強くアピールする機会をつくっていこうと思って

いるところです。あくまでも選んで終わりという世界では

なくて、一緒に歩み、輪を広げる、そういう形の100選

にしたいと思います。何度も言いましたけれども、みん

なで積み上げていって、最終的には全国草原年鑑みた

いなものに集約できればいいなというふうに今考えて

いるところです。

　間もなく、近日中に公開されるホームページですけ

れども、若干、最終版とは異なることになるかもしれま

せんが、イメージとしてこんなふうな形のホームページ

が皆さんのほうにお伝えできるんではないかと思って

います。草原の里100選とは何かという文言もあります

し、スケジュールのことについても具体的に記述されて

いますし、選考の基準について、より詳細な内容がそこ

に記される予定になっております。

　応募方法、応募様式のダウンロードをここでやって

いただいて、それに書き込んで応募していただくような

形を取らせていただきます。

　それから、自治体の推薦が必要だというお話があり

ましたが、その推薦様式についても、ここにホームペー

ジ上でダウンロードできるようにしたいと思っております。

　最後に、湯本貴和委員長からのメッセージを載せさ

せていただく、そういうふうな構成ないようにしようと思

います。

　湯本先生のメッセージには、草原100選の概念とか

エッセンスというものがまさしく濃縮されておりますの

で、その一部をここにお示しして、最後の報告を終わり

にしたいと思います。

　ちょっと読ませていただきます。

　「未来に残したい草原の里100選」は、それぞれの

地域が草原を生かした地域づくりを競い合い、その輝

かしい成果を顕彰する場とは考えていません。共通の

課題を抱えている地域が互いの実践やアイデアを学び

合い、共に未来へ進んでいくための仲間探しの場であ

りたいと思います。みなさんが応募する段階で、誇るべ

き宝を再発見したり、足りないパーツを認識したりする

作業そのものに大きな意味があると信じています。ぜひ

とも「未来に残したい草原の里100選」にご応募いた

だき、わたしたちの仲間の輪に加わってくださることを

願っておりますというメッセージをいただいております

というメッセージを頂いております。私たち関係者の共

通の思いを言い表していただいている内容だと思って

おります。

　草原の里というのは、まさしく未来に向けた草原保

全のシンボルになるであろうと思っております。風土に

根差した特色のある草原を育み、未来への展望も様々

な人の活動があり、そのような活動を通して人々が交

流し合う里、そういうものをイメージしたものになると

思われます。ふるさとの原風景とも言える草原のある里

の認知度というのは、まだまだ低いものがございます

が、この草原100選の活動を通して、草原の魅力と価

値を広く国民に伝えて訴えて行きましょうということで、

最後の言葉とさせていただきます。

　以上が未来に残したい草原の里100選の概要説明

でございます。ご清聴ありがとうございました。

ることがとても重要なんだということが期待されており

ます。

　それから、選定によって、先ほど町長からお話があっ

たように、様々な効果が期待される。さらに、未来へ向

けてですね、草原の里の持つ価値をアピールすること

になるというですね、新しい草原の活用方法もそうで

すし、草原の持つ新しい価値、そういうものを対応して

いくものにもなりますし、利用や保全をそれによって促

進されるようなものにしたいと考えております。

　それで、今回の草原の里100選の事業を行うに当

たって、大きなコンセプトをみんなでちょっと考えて行

きました。地域の人 と々草原の関わりの繰り返しの中で、

地域に蓄積されてきた知識とか意識、技術そのものが

草原の里の持つ価値であるというふうに考えました。こ

の価値のあるものを「共創資産」という、新しい用語で

すけれども、として捉える。各地に残っているこの共創

資産を日本全体で共有し活用することによって、次世

代に希望のある自然共生型社会を実現することに寄

与していこうではないかというのが事業のコンセプト

でございます。

　この事業、落とすための選考ではなくて、できるだけ

拾い上げ、仲間を増やしていくという観点から、また、一

度に100選ぶということよりも、時間をかけて少しずつ

増やしていく、そういうふうな形で進めたいと考えてお

ります。

　応募要件ですけれども、自薦という形で、草原と関わ

る民間団体、あるいは地方公共団体が応募できますと

いう形。ただし、民間が応募する場合には、地方公共

団体の推薦が必要となります。

　それから、選定の対象となる草原の里は、現在ちゃ

んと草原が存在している地域ということになります。

　応募に関しての確認事項、幾つかあります。これはま

た応募要領の中で詳細に記述しておりますので、そち

らをご覧になっていただければと思います。

　もし選考されなかった場合も、結果はちゃんとフィー

ドバックしていこうというふうなことを考えております。

　それから、選考の方法ですけれども、有識者の皆さ

んによる草原の里選考委員会というのを組織いたしま

した。ここが最終選考を行うということです。それから、

この選考委員会の下に実務者で構成する運営委員会

というのを組織しております。運営委員会は、１次審査

というか、書類審査を担当する。その結果を基に、最終

的に草原の里選考委員会が最終選考を行うという形

にしております。

　１、２と掲げてあります、最初は応募書類による審査、

候補の絞り込みを１次審査としてやって、１次審査で絞

り込めた地域について最終選考を行うという形を取ら

せていただきます。

　具体的な選考委員の名簿を一応ここに掲げさせて

いただいております。

　上のほうから、日本茅葺き文化協会代表理事の安藤

先生、それから、全国草原の里市町村連絡協議会の会

長である東伊豆町長の太田町長ですね。それと私と、

それから、京都大学霊長類研究所所長である湯本貴

和先生。湯本先生にはこの委員長になっていただいて

います。それから、皆さんよくご存じの東京大学名誉教

授の養老孟司さん。あと２名ほど、今、内諾をいただい

ている委員がございます。２人とも女性の委員でござい

ますので、最終的には７名の委員構成になる予定でご

ざいます。

　それから、選考の基準ですけれども、草原の生態系

と人々が暮らす里の関係性がつくり出した共創資産を

軸に５つの観点から選考するという形を取らせていた

だいています。一つ一つ、今から述べていきますけれど

も、１つは草原の自然、環境的価値と言ってもいいのか

もしれませんけれども、動植物が特徴的なものがある

かとか、景観の特徴はどういうものがあるか、そういう

ものをいくつかのポイントとして捉えて評価していく。

　それから、草原からの恵み、実際に利用の価値を受

け取っているかとか、あるいは資源の恩恵を被ってい

るかとかいう点からも評価していきたいと。現代的意義、

あるいはその認識というのもここに含まれますけれども、

過去の利用方法やどういう形の草原の恵みを得ている

かという具体的なものを判定する予定にしております。

　３番目が草原を維持し、享受する仕組み、そのもの

がきちんと理解されて継続されているか。それを持続性

とか公共性の尺度から評価をしていこうと。管理が

ちゃんと妥当なものであるか、それが今後も継続される

か、あるいはそういう意思が示されているか。それから、

経済がちゃんと還元されているかとかですね、主体と

かモニタリングというような項目が入ってくるかなと思

います。

　それから、４番目が共生型社会の実現に向けた波

及効果、まさしく未来に向けて草原の里が持つ重要性

をここで語っていただこうかと。地域や地域内外の社

会に及ぼすよい影響、これまであった影響もですし、今

後影響を及ぼすことが期待される、そういうものをきち

んと書いていただこうと。

　それから５番目、今の４つはある程度、選択肢で選

ぶような形をさせていただきますが、５番目はいわゆる

思いの強さです。関わっている人が熱く語れる熱量や

行動力を評価しようということで、ここらあたりは自由

○議長（太田長八）　高橋先生、どうもありがとうござ

いました。

　この件につきまして、何か質問がございますでしょう

か。ありましたら、挙手をお願いいたします。よろしいで

すか。

　それでは、このような方向でやりたいと思います。ま

た、多くの皆様の応募を期待しております。

７．サミット宣言採択

○議長（太田長八）　最後に、この第13回全国草原サ

ミットｉｎ東伊豆の宣言をさせていただきたいと思います。

　第13回全国草原サミットｉｎ東伊豆。

　私たちの暮らしに欠くことができなかった草原は、生

活様式が変化し草が使われなくなったことから、近年

ではとても珍しい風景になってしまいました。過疎、高

齢化により、山焼きや野焼きの担い手は減少の一途を

たどっており、今後、草原の維持はますます困難になる

ことが予想されています。

　細野高原でも、ススキを使うのはごく一部の農家とな

り、毎年早春に実施される山焼きが何のために行われ

ているか知らない町民も増えております。

　陸上の生態系は森林、草原、湿原などが様々な地形

の上に成り立っており、そのそれぞれに多様な動植物

が生息、生育しています。この多様性が人々の生活を

豊かにする礎となり、暮らしや文化が守られています。

草原は、その一端を担い、地域産業の基礎、水源の涵

養、生物多様性の保全、ＣＯ２の削減、カヤぶきや盆花

の文化など、様々な恵みを提供してくれます。

　草原を失うことは、これらのかけがえのない恵みを

失うことを意味しており、人々の豊かさや、また地域の

文化が失われることにもつながるものです。草原が育

んできた人と自然の共生の知恵や持続的な利用の技

術は、今後の持続可能な社会の実現を目指す上で欠

かせないものであります。

　私たち草原を有する自治体は、互いに学び合いな

がら草原を維持し、賢く利用していく努力を惜しまず、

草原のある里の風景を後世に引き継ぐための環境を

整備し、交流・連携を強化していくことをここ東伊豆町

において宣言いたします。

　それでは、東伊豆宣言。

　１つ、私たちの大切な草原、湿原を守っていくための

保全活動について、地域の関係機関と連携しながら共

に考え、支援していきます。

　１つ、すばらしい景観を活用した観光資源としての

草原と貴重な植物の自然観察など、教育・文化面との

調和を図り、次世代へと受け継いでいきます。

　１つ、かつてのように生活の中に草原の利用を取り

込む創意工夫を支援し、地域振興に活用できる社会環

境を整備します。

　１つ、未来に残したい草原の里100選事業を推進し、

草原の持つ魅力を全国に発信していきます。

　１つ、全国草原の里市町村連絡協議会の連携強化

とネットワークの構築、さらに全国の草原を持つ自治

体への協議会の加入促進を推し進めてまいります。

　以上、宣言する。

　令和３年９月27日。

　以上でございます。

　以上で議事を終了いたします。

　皆さん、このコロナ禍の中でこの全国サミット、参加

して本当にありがとうございます。特に首長様、今年、新

型コロナウイルス感染症の対応で大変お忙しい中参

加していただき、ありがとうございます。これからまた皆

様と連携し、この草原、また湿原の保全をやっていきた

いと思いますので、また連携して、またいろいろお知恵

を借りた中で、よりよいこの連絡協議会にしていきたい

と思います。

　本当に今日はどうもありがとうございました。

８．閉会

○司会　それでは、これをもちまして、第13回全国草

原サミット・シンポジウムｉｎ東伊豆大会を終了いたします。

　サミット宣言の精神に基づき、今後も各自治体や関

係者の皆様と草原の維持保全に取り組んでいきたいと

思います。今回は初めてのウェブ会議方式での開催と

なり、お見苦しい点もあったかと存じますが、ご容赦く

ださい。

　最後にお願いとなりますが、全国草原の里市町村連

絡協議会に加盟されていない自治体の皆様は、これを

機会に加盟のご検討をしていただきたいと思います。

　また、次回の草原サミット・シンポジウムの開催地が

決まっておりません。自治体の取組や草原のＰＲには

最も適したイベントだと思いますので、こちらにつきま

しても併せてご検討ください。

　新型コロナウイルス感染症が終息しましたら、ぜひ

東伊豆町細野高原にお越しいただきたいと思います。

　本大会へのご参加、ご協力、誠にありがとうございま

した。
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原草全国 サミット・シンポジウム in 東伊豆

るという提言をされました。これは後の草原100選のと

きにも出てくるワードですけれども、自然と社会が失わ

れれば、あるいは自然と人が失われれば、なくなるもの、

そういうものを共創資産と位置づけて語っておられま

した。また、この共創資産と言われるものは、時代ごと

の検証を受けて、長い間、自然と足されてきた、ある意

味中身のしっかりした技術や知識であると。そういうも

のが積み重ねているものがあって、そういうものを私た

ちはもう一度見直すとともに、将来に受け継いでいく必

要があるんじゃないのかなというお話でした。

　それを受け継ぐために必要なものとしては、その方

法であるとか実行力であるとか仕組みとか、あるいは

行政の役割として非常に大きいのは、法令とか条例の

整備とか、そういう環境整備であると。それから、普及、

教育という、この５つの観点をしっかりと捉えていく必

要がある。

　その中で草原に関わる象徴的な活動として、ご自身

が北広島の芸北地方で進められている茅プロジェクト

の紹介をしていただきました。これは、地域にあるカヤ

材を子供たちが作った市場に集めて、そこで「せどやま

券」という地域通貨を発行して、その発行したせどやま

券で地域の経済も回っていくという、様々なメリットを

持った内容でした。要は、利用が放棄されて社会資本

が喪失している中で、その利用の仕組みをもう一度導

入するによって草原の保全に循環性とか展望が生まれ

ているという非常に象徴的なお話でありました。

　各地に残っているこういう共創資産を見いだして、

それを共有して、それから未来にも役立てていくという

ことが大切だろうと。今日人間だからこそ生み出されて

いる、この美しさを大事にして生かしていきたいという

ことを最後に述べられて基調講演を終わられました。

　それから、パネルディスカッションは、その基調講演

をした白川さんがコーディネーターとして登壇していた

だき、東伊豆町の太田町長、それから私と、稲取地区の

特別財産運営委員会の山田さんと東伊豆町観光協会

の石島さんに登壇いただいて、この地元の細野高原の

活用、それをどういったふうに持続性の観点から理解

するかというテーマについてパネルディスカッションが

行われました。

　会場の様子はこんな感じで、それぞれ登壇しており

ます。

　それで、内容ですけれども、実は2008年にこの東伊

豆町で全国草原シンポジウムというのが行われていま

す。もう13年か14年たつわけですけれども、当時から

担い手の問題とか観光の利用について新しい取組を

やりたいという動きがございました。ただ、観光のほう

も着 と々いろいろな形で進めていて、例えば草原に入る

ときの入山料のような形で、観光客からその対価を頂

いて管理運営に回せるという、全国でも画期的な取組

もやられているんですけれども、そういう形で観光客が

増えるにしたがって、様々な問題点も生じてきているよ

うです。今後はその利用のルールをしっかりと構築し直

すことが大切であるというふうなお話がございました。

　そのためにも、都会の人と地元の人の意識の相違と

か認識の違いをうまくコーディネートするような、そうい

う組織体制も必要ではないかと。

　それから、入山料については、最初はいろいろと来

訪者から文句も言われたそうなんですけれども、今で

は多くの方がそれを理解して払っていただいていると

いう、そういう意識の醸成もできているんですよという

話がございました。

　草原はまさしく人との関わりの持続的モデルであっ

て、これは新しい社会の礎ともなるであろうと。それか

ら、草原学習は子供だけではなく、子供から地域へ広

がる、そういう可能性を秘めており、まさしくＳＤＧｓの地

域版である。そういうふうな結論で終わっております。

　最後に、町長さんのほうから、こういう問題は東伊豆

だけではなく全国の問題である。これからも多くの自治

体と共に手を取り合っていきたいという力強い宣言を

いただいております。

　それから、分科会はそれぞれの場所で行いました、

このオンラインを利用してですね。それぞれが自立し

て行っていったという形になっております。

　今回は３つの会場で分科会が行われました。１つが

この地元の東伊豆町の会場で、テーマは「保全・利用・

継承」と、これをどう循環させるかということで、地元出

身の東京都立大の内山さん、それから草原を守ってお

られる入谷区の鈴木さん、地域おこし協力隊の藤田さ

んがコーディネートしていただいております。

　蒜山会場のほうは、利用の面から、カヤの利用をす

ることによって草原保全にどう関わっていけるかという

ことで、地元の郷土自然館の前の館長さんでいらっ

しゃる前原さん、それから鳥取大学で自然再生につい

て関わっておられる日置先生、実際にカヤ刈りをした

り、カヤの建物を建てたりされている沖元さんと相良さ

んという２人のカヤぶき職人さんのトークセッションが

行われています。

　３番目の阿蘇会場は、草原の恵みを守る仕組みづく

りをどうするかということをテーマに行っています。主に

草原の持つ水源涵養力について科学的見地からの知

見、それから新しい知見というものを熊本県立大の島

谷さんから、それから、それを基にして、地域の草原を

たいと思います。

○東伊豆町長（太田長八）　それでは最後に、私から

静岡県東伊豆町の報告をさせていただきます。

　東伊豆町は細野高原という草原があります。昨日か

らのシンポジウムでも議論されてきましたが、この草原

の維持管理、また利活用、そして次世代への継承が、う

ちだけではなく、今聞きますと、全国の草原を持つ自治

体の共通の課題だと思います。このサミットで皆様のお

知恵をお借りした中で、また今後この課題に取り組ん

でいきたいと考えております。

　細野高原は、うちの町は稲取地区、熱川地区と二地

区があります。そして、稲取地区が４部落がある中で、

稲取地区に存在しております。その稲取地区の４区の

町内会が組織する稲取地区特別財産運営委員会が管

理しております。この４区の共同管理によりまして、防火

帯の設置や山焼きなどを実施しております。防火帯、ま

た山焼きにはそれぞれ120名ほどの人が出て実施し

ていますが、やっぱり作業者の高齢化、また、農業従事

者の減少によりまして、作業ができる区民が年々減りま

して、人的負担が増しております。また、この草原を管理

するのには、年間約500万円の費用がかかるため、経

済的負担も課題となっております。

　観光面では、この細野高原の資源を活用いたしまし

て、４月上旬から５月上旬にかけての山菜狩りや、また、

秋には秋のススキイベントを開催しております。イベン

トの開催時には、これはススキのほうですが、参加者

から600円、その他の期間におきましては20円を入山

料として頂いております。先ほど経済的負担のことを申

し上げましたが、これらの収入が維持管理には必要と

なってきます。しかし、これだけで全ては賄えませんの

で、入山料の値上げ、また新たな利活用を検討いたし

まして、この維持管理費用の捻出を考えていかなけれ

ばならないと考えております。

　そんな中で、イベント等のため、この道路、駐車場、ト

イレ等を整備し、誘客に努めておりますが、一方では、

来訪者のマナーも問題になっております。この大切な

資源を荒らされないよう、対策も同時に取っていくべき

と考えております。そして、何よりもこのすばらしい景観

や、また資源をどうやって次世代につなげていけるか

が大きな課題となっております。

　かつては農家の方がこのカヤをミカン畑に敷いたり、

またかやぶき屋根を使用したりするなどの活用がされ

てきましたが、農業後継者が減っていく中でのこの現在

では、カヤの需要もほとんどない状況でございます。し

かしながら、このすばらしい景観、また資源は、山焼き

等の保全活動を継続していかなければ守っていけま

せんので、町内の子供たちに、また地元にこんなすば

らしい草原があること、また、この草原は人の手によっ

て守られていること、また、カヤを使った昔の文化を教

育していくなど、未来につないでいかなければならな

いと感じております。

　これらの問題解決を図るため、昨年度、稲取地区の

特別財産区運営委員会をはじめ、行政、また観光協会、

農協、高原の専門員などで組織する「細野高原を考え

る会」が発足されました。この会では４区が継続的に細

野高原、これを維持管理していただくためにはどのよう

に、また、観光、産業などの資源としての活用、周辺の

地権者とも協力して、新たなこの魅力の創生、これを

図っていくかなどを検討しております。今日は皆様方か

らいただいたこの知恵をお借りいたしまして、この会の

発展にも生かしていきたいと同時に、この草原を全国

に発信できればと考えております。これからもどうぞよろ

しくお願いいたしたいと思います。

○議長（太田長八）　以上でこの参加自治体からの報

告が終わりました。いろいろなお話を伺いました。その中

でまた意見や質問等もあるでしょうから、ここからは自由

な形で意見交換会をさせていただきたいと思います。

　ご意見がございましたら、挙手をお願いして、発言し

ていただきたいと思います。どうぞよろしくお願いいた

します。

○真庭市長（太田　昇）　よろしいですか。

○議長（太田長八）　どうぞ。

○真庭市長（太田　昇）　それぞれすばらしい取組を

勉強させていただきましたが、恥ずかしい話、蒜山高原、

まだ山焼きの面積が80ヘクタールぐらいなんですね、

どんどん減っていて。何とか維持しようと思っているん

ですけれども。600ヘクタール焼いているとかですね、

本当にたくさん広い面積を焼いているとこら辺の取組、

もうちょっと詳しく、それもその行政というよりは、住民

の方とか、あるいは子供も参加してということですが、

もう少し、こんな取組をしているよということをご紹介い

ただければありがたいんですが。勉強させてください。

○議長（太田長八）　今、太田市長からの行政以外の

ほうの取組、これが何か具体的なことがありましたら、

どなたかご発言願いたいと思います。

　南阿蘇村の後藤さん、よろしくお願いします。

○南阿蘇村農政課主幹（後藤進哉）　先ほども説明さ

せていただきましたけれども、本村の牧野面積が

2,470ヘクタールで、野焼きが行われているところは

1,170ヘクタールということなんですけれども、地震前

はまだ野焼き面積は広くて、この事業主体というのが各

地元の行政区とかになりまして、以前は区長さんが責

１．開会

○司会　それでは、ただいまより第13回全国草原サ

ミット～未来へつなごう！壮大な海すすきの草原～を

開催いたします。

　私は進行を務めます東伊豆町企画調整課長の森田

と申します。どうぞよろしくお願いいたします。

２．挨拶

○司会　まず初めに、開催地を代表して、本大会の実

行委員長である東伊豆町長　太田長八よりご挨拶を

申し上げます。

○東伊豆町長（太田長八）　皆様、こんにちは。東伊豆

町の町長の太田でございます。

　本日は、この首長様におかれましては、新型コロナ

ウイルス感染症の対応で大変お忙しい中、全国草原サ

ミットにご参加していただきまして、誠にありがとうござ

います。

　本来であれば、皆さんにこの東伊豆町にお越しいた

だきまして、顔を合わせながらこの意見交換をさせてい

ただくところでございますが、１年延期したにもかかわ

らず、新型コロナウイルスの感染がなかなか収まらな

い状況ですので、このようなオンラインの会議とさせて

いただきました。ご理解願いたいと思います。

　この後、前回大会の報告、それから、昨日から行って

きましたシンポジウムの報告もお願いいたしますが、こ

こから先がメインであるサミットとなります。全国に存

在する草原の価値、また課題につきまして、参加者の皆

様から貴重なご意見を提言していただきながら有意義

な大会となるよう期待しておりますので、どうぞよろしく

お願いいたします。

○司会　町長、ありがとうございました。

　それでは、本日は東伊豆町以外に８自治体の皆様

にご参加いただいております。

　参加者について、事例等の発表順にご紹介させてい

ただきます。

　前回サミット開催地の宮崎県川南町、町長、日髙昭

彦様、兵庫県新温泉町、町長、西村銀三様、岡山県真

庭市、市長、太田昇様、前回サミット開催地の宮崎県

串間市、市長、島田俊光様、熊本県高森町、町長、草村

大成様、広島県北広島町、生涯学習課長、西村豊様、

あったり、いろんなところに登場する、そういう特徴が

ございます。

　ここが町の中心部にあります、広さ的には３万

3,000平方メートル、3.3ヘクタールということでござ

います。植物のほうは、およそ300分類で、そのうち

170種ほどが希少な植物であるということでございま

す。平成22年から一般に公開しておりますので、今年

で12年目に突入したところであります。開園期間は４

月から11月の間ということになっております。

　では、この活動の状況の現状なんですけれども、基

本的にこの湿原は、ボランティアの団体であります川

南湿原を守る会の方々が運営をしていただいておりま

す。日常の草刈りなどの管理、それから植物の整備状

況、また、案内も全てそういうボランティアの方がやっ

ていただいているという状況でございます。

　管理作業は大きく分けて２つあるんですが、まず６月

ぐらいに水草を除去いたします。特にセイタカアワダチ

ソウ等が水路等に入りますので、それを全員で除去し

ます。そして１月には草出しをして火入れをするという

ことでございます。先ほど言いました守る会の会員の皆

様、それから役場の職員、一部ボランティアの方々に手

伝っていただいてやっているところでございます。

　現在、その湿原のほうの普及活動ということでござ

いますが、年に３回ほどの観察会を実施しております。

まず１回目が４月下旬のトキソウ・ハルリンドウ観察会

でございます。２回目が７月、夏にトンボの観察会、最

後が８月から９月にかけまして、ホシクサ観察会。ホシ

クサというのが実はもう世界でここしかないという、

ヒュウガホシクサであるとか、エダウチシロホシクサ

等がございます。専門の方には非常に貴重な植物だと

いうことでございます。

　今、本当にここしかない植物がありますので、一般に

開放しているんですが、まだそこまでＰＲをあえてせず

に、いろんな意味で、種の固定であるとか、そういう仕

組みを構築しながらいろんなことをこれからの目標に

しているところでございます。

　今回どこもそうですけれども、３年前に全国の大会を

開催させていただきまして、いい機会をいただいて、全

国的にＰＲを進めていこうという矢先ではございますが、

こういうコロナに関して、うちも県外とか遠くから専門

の方を含めた方が多くいらっしゃるもんですから、今は

残念ながら閉園という形になっております。いろんな工

夫や機会づくりをこれからしっかり行いながら、我々は

湿原の魅力をどうやって発信するか、これをどうやって

維持していくかというのをしっかり考えていきたいと考

えております。

　以上で前回の報告とさせていただきます。ありがとう

ございました。

○議長（太田長八）　どうもありがとうございました。

　本当、３年前に私、川南町さんと串間市さんにお邪

魔させていただきました。本当にすばらしい運営でござ

いまして、それを目標にやった中で、新型コロナウイル

スになってしまいまして、本当に残念でございます。そう

いう中で、やっぱりまず川南町の川南湿原、これを地

区の方が再現しようと頑張った中で、今、着 と々その準

備が進んできているということ、これはもう敬意に値い

たしますので、これによりましてまたまちづくりをやって

いけば、またすばらしい町ができるんじゃないかと思

いますので、頑張っていただきたいと思います。

○川南町長（日髙昭彦）　ありがとうございます。

４．シンポジウムからの報告、問題提起

○議長（太田長八）　それでは、次に、シンポジウムの

総括といたしまして、いつも大変お世話になっておりま

す、全国草原再生ネットワーク会長でございます高橋

様にこれまでの報告と、また問題を含めてよろしくお願

いいたします。

○全国草原再生ネットワーク代表理事（高橋佳孝）　

皆さん、こんにちは。全国草原再生ネットワークの高橋

でございます。

　昨日来、第13回全国草原シンポジウムがこの東伊

豆町で行われました。その概要について、私のほうから

説明をさせていただきたいと思います。

　ここは、町長の挨拶の写真が載っておりますけれど

も、昨日は基調講演とパネルディスカッションと分科会、

それから総合の討論会というのがございました。それ

に沿って、昨日のシンポジウムのご紹介をさせていた

だきたいと思います。

　最初は、芸北高原の自然館の白川さんの基調講演

から始まりました。基調講演の内容も非常に盛りだくさ

んでして、各地の人と自然が関わる取組について、たく

さんの事例を紹介していただきながら、そのなかに潜

んでいる非常に価値のある関係性というのを大事にし

ていこうということで、講演をいただいております。

　人と関わる自然をどのように守るかということですけ

れども、要は関わり合いを学んで、暮らしに寄り添って

人が決めていく自然そのものの価値を発信をきちんと

されているか、あるいは共有されているかという問題提

起から入ってきました。時代や地域に合った多様な活

用で、草原についても守っていく必要があるんじゃない

かと。

　大事なコンセプトは、残したいものは共創資産であ

島根県大田市環境政策課長、和田二朗様、熊本県南

阿蘇村農政課主幹、後藤進哉様、また、サミット中、草

原100選についてご説明させていただきますことから、

全国草原再生ネットワーク代表理事の高橋佳孝様に

もご参加いただきます。

　皆様どうぞよろしくお願いいたします。

３．前回サミットの報告（串間市・川南町）

○司会　それでは、各自治体から活動報告や課題の

提起などを発表していただきますが、ここからは、大会

実行委員長の太田長八東伊豆町長がサミット議長とし

て進行いたします。

　太田町長、よろしくお願いします。

○議長（太田長八）　それでは、しばらくの間、議長を

務めさせていただきます。太田です。

　ご協力のほどよろしくお願い申し上げます。

　まず、前回の開催地でありました宮崎県川南町長の

日髙昭彦様より、前回の報告並びに課題、取組につき

ましてご発言をよろしくお願いいたします。

○川南町長（日髙昭彦）　皆さん、こんにちは。川南町

長の日髙でございます。

　今回は本当にいろいろ大変な中、太田町長をはじ

め、関係者の方々に開催をしていただきましたことを改

めて感謝申し上げたいと思います。

　前回、もう３年前になります。市長お見えですが、宮

崎県の串間市と同時に開催をさせていただきました。

後ほど島田市長のほうにも話があるかと思いますので、

私のほうから話をさせていただきます。

　それでは、３年前、実は２つのＰＲポイントがありまし

て、１つはですね、今はオンラインでこうやって同時開

催、いろいろ当たり前なんですけれども、当時は串間市

と川南町と、県内ではありますけれども、車で３時間、

130キロぐらい離れていた会場を同時に開催をさせて

いただきました。今となればいろんな思いもあって、大

変だったんですけれども、いろんな経験もさせていた

だいたと思っております。

　もう１点が、川南町は草原ではなく湿原なんですが、

水のある草原を湿原という形で、初めてこの草原サミッ

トに湿原を登場させていただいたということで、改めて

感謝申し上げたいと思います。

　では、簡単に報告をさせていただきますが、前回は、

黒潮洗う野生馬の草原とトロントロンが育む湿原、ト

ロントロンについては後ほど説明いたしますが、そう

いうことで、連休明けの５月12日土曜日から月曜日ま

での３日間にわたってさせていただきました。延べ885

名の方に参加をいただいたところでございます。

　先ほども申しましたとおり、湿原を入れていただきま

したので、当時は12の自治体、特に県内から、川南町

と串間市ですが、湿原の関係で近隣市町村であります

新富町、高鍋町にも参加をしていただきました。

　先ほど言いましたとおりでございますが、このサミッ

トの中で宣言をさせていただきました。今回も宣言があ

るんですが、４つの項目をテーマとして宣言させていた

だきました。

　まず１点目がですね、まず、守るという点、それから２

つ目が安全、３つ目がＰＲ、４つ目が連携というキー

ワードになりますが、まず１つ目は、やっぱり湿原とい

うのは、草原というのは、人が手を入れないと維持でき

ないということで、今回も入っておりますが、湿原を守る、

草原を守る担い手の確保や保全活動を積極的に支援

するという、守るという点でございます。

　２つ目が、やっぱり草原管理の新たな技術やシステ

ムを活用する安全管理、つまり野焼きの安全性である

とか、カヤぶきの技術を、高所作業でありますので、そう

いう安全性を大事にするということで、安全管理体制

を積極的に支援するということでございます。そういう

安全を構築するということでございます。

　３つ目がＰＲというキーワードを使いましたけれども、

草原の大切さと公益的活用を広く国民にアピールする

ため、全国草原100選を選定するということを進める

ことを決定したところでございます。

　４つ目が連携と言いましたけれども、全国の草原を

有する自治体が連携して行動していくこと。全国草原

自治体ネットワークという、正式には全国草原の里市

町村連絡協議会という活動を強化するというテーマで

ございます。それは、前々回の平成28年、新温泉町で開

催されたときに設立をされたところでございます。

　それでは、簡単に川南町の活動の状況ということで

紹介をさせていただきます。

　まず、川南湿原ということなんですが、大きな特徴が２

つありまして、１つがですね、これは湧水、湧き水ででき

た湿原であります。よそからの流れ込みがないので、世

界でここだけという希少な植物が、現在発表されている

のが３つ、あとまだ幾つか未確定でありますけれども、ほ

ぼ間違いないということがございます。それから湧き水

でございますので、ここはたまたま町の中心地からすぐ

近く、歩いて行けるという地理的なメリットもございます。

　トロントロンという名前を先ほど申しましたけれども、

実はこれはトロントロンというのは、水が湧く、トロント

ロン湧く、湧き出るという音から来た正式な地名でござ

います。片仮名でございますが、川南町と言えばトロン

トロンというのが軽トラ市であったり、施設の名前で

どうやって守るかという、そういう行政側からの仕組み

づくりについて、南阿蘇村長の吉良さんから講演をい

ただいて、その後パネルディスカッションを行ったとい

うことです。

　東伊豆町の様子はこういう感じで、３人が登壇して、

会場と熱心な討議が行われました。こういう形で、茅葺

き文化協会の安藤先生なんかも非常に示唆的な、後で

ちょっとお話ししますけれども、コメントをいただいたり

して、地元の方たちもとても元気づけられる内容だった

と思っております。

　内容をかいつまんで言いますと、保全の面からいう

と、面積とともに管理がなくなったということが生物相

に大きな影響を与えているんだよと。それから、湿原保

全も大事だけれども、全体を通して鹿の問題が今顕在

化していて、草原だけで語れる内容ではなくて、全体の

管理ということも必要になってくるだろう。それから、

ゾーニングや安全な場所では、後継者育成のための

フィールドとして積極的に活用してもいいんじゃないか

という話がありました。

　それから、担い手の問題もあり、新たな仕組みが

やっぱり必要になってくるだろうな。１つはボランティ

アかもしれませんし、１つは野焼きの体制整備というこ

とかもしれません。

　それから、利用価値を最大限に活用する、すなわち

材としての草原もあるし、景観を利用した観光もあるで

しょうし、それを持続的なシステムとしてどうみんなで

関わっていくかということが重要だろう。それから、東伊

豆町さんは温泉もあり、海もあり、それから草原もあると

いうことですね、東京からも近いという立地条件もあっ

て、やはり観光が主体となる、産業として観光が主体と

なるだろうと。その中に草原の恵みであるカヤの利用

を取り入れて、地域の特性やスケールを発揮してはどう

かというのが安藤先生のほうから示唆されたことです。

特に例えば来訪者の拠点施設みたいなところとか、そ

ういうカヤふきが実際にできるようなところをうまく利用

して、そこに新しい価値も含めた来訪客へのサービス

提供というのもできるんじゃないか。カヤの循環によっ

て、癒しの空間形成というのが可能であるし、そういう

ものが今後観光を回していく上でも期待が大きいん

じゃないかという話があったというふうに覚えています。

　それから、蒜山会場のほうは、このようにカヤを使っ

たサイクリング施設というのを実際に建てられていて、

その新しい施設の近くでこういうふうなセッションを

行っております。

　内容ですけれども、草原の利用から見える、過去に

学ぶことによって蒜山らしさというのがよく分かるんだ

と。その利用の仕方や経緯から学ぶものも大きいとい

うことがありました。

　それからもう一つは、よく自然再生事業というのはい

ろいろ行われているんですが、その自然再生において

も地域経済を回すことが今大切になってきているんで

すよというお話。実際に草原のカヤを使ったサイクリン

グセンターというものがありますけれども、ここから広

がる新しい世界があって、それが地域を大きく回してい

く一つのきっかけづくりにもなるんじゃないか。

　それから、カヤの利用についても、いわゆる文化財と

か古民家だけではなくて、今は新しい施設や近代的な

施設、そういうものについてもいろいろとカヤが使われ

ている時代である。カヤぶきは新たにもう一皮むけて

未来に発展する、その礎となり得るものではないかと

いうことがありました。

　これまでは地元だけで使って守るというところから、

地域外の関係者も含めた、地域の人も一緒になって守

るという、幅広い守り方、そういうものが目指されており

ました。そのためには、地域内外の人と意識を醸成す

るためにも、楽しいということもとても大切なんではな

いかということが報告されております。

　それから、阿蘇のほうは、このように広がる草原が九

州の北部の６大河川の水源域になっているという、そ

ういう立地条件もありますけれども、今回、水源涵養を

中心とした生態系サービスについての討論が行われ

ております。

　新しく分かったこととして面白かったのがススキ草

原がものすごく水源涵養力が高いんだと。そのなぜか

という理由の一つがススキそのものが節水型の植物

であって、水を消費しない。その分、水源涵養に回る水

が多いんですよと。それから、川下、川上の関係でいえ

ば、福岡都市圏も含めて大勢の人数の飲用水を賄うこ

とができる、その水源地が阿蘇の草原だと。それは有

明海のほうにもつながっていて、ノリが色落ちするのを

防ぐために栄養源を補給しなきゃいけないんですけれ

ども、その補給するだけのダムの放流ができるだけの

水源が確保できていることがとても重要だと。そういう

意味では、海のほうから草原を応援していただくという

仕組みづくりも今後考えていったらどうかというような

お話がありました。

　それから、環境省のほうでは、阿蘇の地域を守って

いく、あるいは草原を守っていく上で、地元の農業者の

なりわいに対する助成を主体に考えてきたんですけれ

ども、それも今後は重要であると同時に、これからは草

原の持つ公益的機能へどういう形で支援できるかとい

う仕組みをつくる必要があるんじゃないかというお話

それを研究面から実証、検証するということをぜひ研

究者にはやっていただきたいと。それを普及させる場

の整備を行政には担っていただけると非常にありがた

いという最終的な要望がございました。

　これらの問題というのは、一個人でどうこうできる、

解決できるものではありませんので、ぜひ行政のほう

のお力添えをいただきたいと。私ども個人や市民として

は、今後もそういう形で対話を続けていきたいというこ

とで、最後、閉めたところでございます。

　少し長くなりましたが、以上が草原シンポジウムの報

告です。ぜひこの内容についてもサミットでの論議をし

ていただきますようよろしくお願いいたします。

　以上です。

○議長（太田長八）　高橋先生、どうもありがとうござ

いました。

　私、このシンポジウムをやって本当、大変勉強になり

ました。と申しますのは、やっぱり今までカヤの活用と

かね、また、子供たちを育てていかなければならない、

地域の学習、体験学習、これも大変重要だと感じまし

たので、この間、大変勉強になりました。

　そういう中で、首長さんがいらっしゃいますので、私

が一番感じたのは、やっぱり阿蘇の分科会の、誰か

ちょっと名前を忘れましたけれども、要するに職員が、

担当者はある程度認知しているけれども、ある程度の

方、全ての方が草原などを認知しなければ進まないと

言われましたので、各首長さんには、担当者だけでは

なく、ほかの違う職場の方たちにも、あと、地元の草原、

また湿原に対する知見をある程度広げていければ大

変ありがたいと感じております。

　以上です。

　どうも高橋先生、ありがとうございました。

５．各自治体の取組と課題

○議長（太田長八）　それでは、各自治体の皆様にご

報告をしていただきたいと思います。順番は、事前に配

付してある参加名簿の順でお願いいたします。時間の

関係もありますので、各自治体おおむね５分間をめど

ということでお願いいたしたいと思います。

　それでは、兵庫県新温泉町長の西村銀三様によろし

くお願いいたします。

○新温泉町長（西村銀三）　皆さん、こんにちは。新温

泉町長、西村銀三です。よろしくお願いいたします。

　平成28年第11回のシンポジウム、新温泉町で開催

していただきました。その際には、川南町、日高町長さ

んをはじめたくさんの方にご参加をいただきました。誠

にありがとうございます。

　皆様のお手元に新温泉町の概要と上山高原の歴史

と現状という資料があると思いますので、資料に沿って

説明をさせていただきます。

　新温泉町は、日本海側に面した鳥取県との県境に

あり、平成17年10月に誕生した人口約１万4,000人

弱の町で、まちづくりのテーマは、「海・山・温泉　人が

輝く夢と温もりの郷」であり、豊かな自然に恵まれた町

であります。

　産業については、農業分野では水稲、梨、高原野菜

の大根の生産を主として進めています。畜産について

は、神戸ビーフや松坂牛のもと牛である但馬牛の主産

地として、飼育頭数の維持拡大に努めています。また、

水産業については、松葉ガニ、ホタルイカ、ハタハタな

ど、日本有数の漁獲高を誇っています。

　当町には上山高原という大きな草原があります。周

辺集落の人々によって上山高原は田畑の土づくり、和

牛放牧として活用し、中でもススキは飼料、カヤ、かや

ぶき屋根等に利用され、生活の一部として維持されて

きました。

　しかし、農機具の普及、牛農家の減少によって、草原

は活用されなくなり、クマザサが茂り、雑木に覆われて

きました。これでは駄目だということで、平成16年に県

と町と地域が連携してＮＰＯ法人上山高原エコミュージ

アムを立ち上げました。上山高原と麓の７集落を丸ごと

生きた博物館として捉え、草原を保全・再生する取組を

地域の資源を活用し、地域内外との交流を図ることで

地域の活性化につながる活動を進めています。

　再生の具体的な活動としまして、人工林をブナ林の

広葉樹に替え、ススキ草原の持続と拡大ということで、

山焼き等を行っています。また、イヌワシの生息調査、ノ

ハナショウブ、そしてヤナギタンポポ等、希少植物のモ

ニタリング調査の継続を行っていますし、体験プログ

ラムとして、滝巡りやハイキング等も行っています。また、

第11回大会を開催した成果だと思っていますが、スス

キの有効活用ということで、神戸市のかやぶき職人「く

さかんむり」と連携・協力協定を結び、古民家や文化財

施設にカヤを使う取組も進めています。

　草原維持では、ササ刈り、山焼き作業、放牧作業等、

毎年継続することが必要になってきます。このため会員、

地域住民、ボランティアの方々の協力をお願いしてい

ますが、作業費等の捻出が今後の大きな課題となって

います。今後もできるだけ多くの方にご協力をいただい

て保全活動や利用する取組を進めてまいりたいと思っ

ております。

　以上であります。

○議長（太田長八）　どうも西村町長、ありがとうござ

がありました。

　それから、草原と私たちの関わりとか、暮らし方を支

えるエビデンス、要するに研究の証拠ですよね、そうい

うものとか学術研究がとても重要だということが今回

のこのセッションの中でもよく分かったということです。

　それから、南阿蘇村長さんは熊本地震後、火入れ責

任者を村長さんに替えたという行政側からの支援が

あって、それによって野焼きが復活したところが結構

あったと。それから、火入れの手続も届出制に変えたり

ということをしたんですけれども、これを行う大きな根

拠となったのが、やはり水源涵養機能ということで、熊

本県民、熊本市民の水道水を支える水源の源である草

原を守ることが地域全体、あるいは県全体に対しての

大きな影響を及ぼすんだ、大きな貢献ができるんだと

いうことで、これまで阿蘇の草原といえば景観が主体

でしたけれども、今後は水源保全という意味でも、阿蘇

の草原の価値を見直して、みんなにアピールしたいと

いう話がございました。

　最後、全体会は、こうやって行われたそれぞれの分

科会の報告を受けて全体討議をしたんです。これも全

てオンラインでやりました。ここに映っているのは東伊

豆町さんのところでやった内容です。ちょっと写真で隠

れていて申し訳ないんですけれども、それぞれの分科

会から代表者が入っていただいて、オンライン上で討

議を行っております。

　まとめになるかどうか分かりませんけれども、草原の

保全面については、なぜ草原が重要かを各世代意識

共有する必要があると。活動に関わる人、理解者、応援

者を増やしていく仕組みが必要。維持するために人が

関わり利用し続ける仕組みづくりが重要になるという

ことが語られました。草原の経済価値と公益機能を積

極的に評価してあげる必要があって、公益機能の守り

手である生活者を支援する制度設計というのをしっか

りと組む必要がある。

　前にもお話ししましたけれども、保全のための保全と

いう観点から、草や草原を活用することによる保全と

いうほうにシフトしていく必要があるんじゃないかとい

うお話でした。

　草原の活用についてですけれども、これも先ほどお

話ししたように、保護の管理から、利用して管理へとい

うのが大きなテーマとなっていました。草原利用の創意

工夫に対して様々な支援や環境整備をしていく必要が

あるだろうと。小さな経済活動を生み出して、地域ととも

につくり出すことがまず第一歩じゃないか。

　都市へのアプローチには、どうしても意識の違いと

か様々な問題があるので、その中間層の育成が必要な

んじゃないか。

　堆肥や農業や肥料とか、あるいはカヤの利用という

のはありますけれども、今でも野草の利用価値は非常

に高いものがあって、堆肥の利用とかカヤの利用で野

草の価値を復権する必要があるんじゃないのかなと。

堆肥についても、今、新しい知見として、野草を使った

堆肥に含まれる非常に優れた土壌菌がいるということ

も分かってきました。こういうのも研究の成果だと思い

ますけれども、そういうふうに野草の価値を復権させる

ことで、野草を利用すれば火入れの炎もある程度制御

しやすくなるし、火入れの安全性にもつながるんだよと

いう幅広い内容からのものがございました。

　草原の継承については、地域の固有性やほ誇りを

各世代で共有、共感すると、これはもちろんですけれど

も、地域、行政、企業が互いに手をつなぐ仕組みという

のも面白いんじゃないか。例えば細野高原だったら、

いろんな企業さんが持続的にこれを利用したいという

ことではいろんな方が入っていただいて、そこを活用し

てはどうかという話もございました。

　それから、カヤふきは活用を通じた継承の有効な

ツールである。利用というものが入ることによって、その

価値を継承したり、その仕組みを継承したりするきっ

かけにもなる。

　それから、使うことで生き物が、草の供給で文化が守

られていくだろうと。

　環境教育は世代を超えていく潜在性を持っているの

で、非常に大切なことである。子供さんへの教育という

のはとても大切。

　草原と地域のつながる観光や地域振興の在り方に

も工夫が必要になってくるんじゃないかというふうなま

とめがございました。

　最後に、行政へ望むことということで、幾つか提案を

いただいております。

　１つは環境教育、あるいは担い手育成も含めてとい

うことですけれども、その助成をぜひ継続できるような

ものにしてほしい。

　それから、実際に草原を守るときに一番頭を悩ませ

ているのは、行政の実務者の担当者であろうというこ

とで、もちろんいろいろ替わったりもしますので、持続

的にそれを進めていくのに問題が生じがちなんですけ

れども、ぜひその自治体間での実務者同士の学びの

ネットワークをつくっていただけないか。サミットでい

えばシェルパ会議のようなものを今後実現していただ

ければありがたいという話がありました。

　それから、地域知、伝統的に言いつながれてきた知

識そのものに意外と真実が、とても大事なものがあって、

いました。

　太田市長の取組は、もうマスコミでだいぶ私も勉強

させていただいております。そういう中で、文化と草原

がやっぱりマッチしないと、本当にそのとおりだと考え

ています。昨日の分科会の会場、隈先生の建築、それに

つきましてカヤを使っていること、大変感銘を受けまし

たので、今度、一度視察に行かせていただければ大変

ありがたいと思います。よろしくお願いします。

○真庭市長（太田　昇）　どうぞ、おいでください。これ

が全容ですけれども、３棟あります。

○議長（太田長八）　そんなにあるんですか。

○真庭市長（太田　昇）　１つは、このメインのがです

ね、これが18メートルあります。その横に見えておりま

すのが、隈研吾先生の設計図面とか模型とか、そして

サスティナブルな商品を売るとかですね、そしてもう一

つはサイクリングターミナルという、それで構成されて

います。7,000平米ぐらいの広さであります。

○議長（太田長八）　すごいですね。視察を楽しみにし

ておりますので、よろしくお願いいたしたいと。

　続きまして、串間市長の島田俊光様、よろしくお願い

いたします。

○串間市長（島田俊光）　こんにちは。串間市の島田

でございます。

　12回草原サミットにつきましては、川南町と一緒に

開催させていただいたわけでございますが、事務局の

皆様等はじめ関係各位の皆様方のご高配を賜り、サ

ミットを成功することができました。本当に感謝を申し

上げたいと思います。

　それで、宮崎県串間市は、宮崎県の最南端に位置す

る温暖多雨なところでございます。きゅうりやピーマン

などの施設野菜、サツマイモやごぼうなどの露地野菜

をはじめ生食で食べられる完熟キンカンや餌にトウガ

ラシを混ぜてつくる養殖ブリなどは、質、量とも全国トッ

プクラスの地域でございます。また、そのように農産物

を生産する食の宝庫でもあります。

　串間市からは、野生馬が生息する都井岬と宮崎県

の希少な動植物重要生息地に指定されている古竹・笠

祇地区について紹介させていただきたいと思います。

　串間市の草原といえば、野生馬が生息する都井岬が

代表的な草原となるわけでございますが、もともとは江

戸時代の軍馬を育成するための牧場であったものが、

人の手が触れることなく、令和の時代まで残っているも

のであります。春には新緑の草原にオキナグサやウマ

ノアシガタ、さらに夏から秋にかけてヒオウギやノヒメ

ユリ、ムラサキセンブリ、冬はノジギクなどが繁茂して、

四季それぞれの種のある希少動植物、国指定天然記

念物の野生馬とともに見ることができます。オキナグサ

など都井岬に生息する多年草のほとんどは、毒があっ

たり、またとげがあったりして、馬が食べない植物であ

り、食べ残すことから花を咲かせることができる。都井

岬は馬がつくり出す生態系に、絶滅危惧種に指定され

ている希少な植物を観察することができます。都井岬

は人の手を加えないことが魅了をより高めるものと考

えております。

　通過型の観光から体験、滞在型の観光へと転換さ

せる取組として、野生馬の生態と野生馬による形成さ

れた草原の植物やふん虫、フンコロガシでございます

が、などを訪れた観光客に対して分かりやすく説明す

る都井岬野生馬ガイドを配置し、エコツアーなど着地

型観光としての活用をはじめ、地元小中学生の地域を

学ぶ授業、くしま学などを地元の魅力を学習させる取

組など、草原の維持・存続と魅力発信のため取り組ん

でおります。

　また、笠祇・古竹地区の紹介でございますが、資料の

下段にあります笠祇・古竹地区の草原については、都

井岬と同様であり、江戸時代の軍馬を育成するための

牧場であったものが地域住民により草刈りや野焼きな

どの作業により代々守られ、現在も草原として維持され

ているものでございます。平成19年11月には宮崎県

の希少野生動植物重要生息地に指定されております。

笠祇・古竹地区は串間市の中心市街地から車で約15

分と近い場所に位置しており、昔ながらの田園風景が

広がり、里地里山で和牛の里として呼ばれている畜産

が盛んな地域でもございます。

　集落は過疎、高齢化が進み、野焼きなどの里山を守

る活動の継続が危惧されているところでございます。集

落の過疎化、高齢化の進展は、本市のみならず全国各

自治体の共通問題と認識をいたしております。行政の

役割としては、地域の魅力を住民自らが情報発信して

いく活躍の場の創出と、地域に何度も訪れる深いつな

がりを持つ関係人口の増加が肝要であると考えており

ます。

　本市の取組の１つがエコツーリズムの推進でありま

す。市といたしましては、地域資源の魅力を伝えること

により、関係人口の増加、地域住民の資源価値の再認

識、そして、環境教育による次世代への継承へとつな

がるエコツーリズムを鋭意取り組むことにより、草原の

維持形成を図っていきたいと考えているところでござ

います。

　以上でございます。よろしくお願いします。

○議長（太田長八）　どうも島田市長、ありがとうござ

いました。

いました。

　このＮＰＯ法人の活動、大変すばらしいと感じており

ますし、また、うちの町のテーマも、「満点の海・山・空は

東伊豆」と、何かまちづくりが同じような感じがいたしま

すんで、これを契機にまた交流ができれば大変ありが

たいと思います。どうぞよろしくお願いいたします。

○新温泉町長（西村銀三）　こちらもよろしくお願いし

ます。

○議長（太田長八）　それでは次に、続きまして、岡山

県真庭市長の太田昇様、よろしくお願いいたします。

○真庭市長（太田　昇）　真庭市の太田です。よろしく

お願いいたします。

　真庭市は合併して828平方キロメートルと、面積で

いうと東京23区の1.3倍というですね、岡山県北に広

がる市です。その一番北、鳥取県境のところに蒜山高原

という高原がありまして、東西20キロ、南北10キロと

いう、多分、関西では一番広い高原だと思っております。

　課題ですけれども、よそと同じで、もともとはススキ野

原が非常に広がっていた、それがだんだん狭くなって

きていると。そこに貴重な動植物、絶滅危惧種がいた

のが、これを守らないと、景観も含めて滅んでしまうと

いうようなことで、そういう意味での保全というのが一

つの大きな課題であります。

　もう一つは、これも出ておりましたけれども、単に保

全だけではできない、やはり活用しながら保全すると

いうことをしなきゃならない。その活用というのが一つ

の課題だろうというふうに思っております。

　その２つをどうしたら両立できるのかということです

が、１つは、カヤを山焼きをする、そうするといいカヤが

できる。そのカヤを、もちろん土に戻すことによって、灰

そのものが肥料になってまいりますが、蒜山も旧石器

時代から人が住んで、そしてカヤを焼いて、火山灰の

非常に貧栄養化のところを植物が育つように、１万年

以上かけて変えてきたという歴史がありますから、それ

を延 と々やっていかなければならない。それとともにカ

ヤを建築資材として活用するということで、昨日の分科

会でも隈研吾先生の設計で、カヤの屋根を逆さまに

使ったですね、屋根そのものは鋼板で、中の天井から

中を全部カヤにしたという、逆さまにしたような、そうい

うサイクリングターミナルを造りましたけれども、それ以

外にも建築資材としていろんな活用ができるということ

で活用していきたいということであります。

　それとともに、このすばらしい高原を多くの方に親し

んでいただく。自然環境だけでは人は来ません。やはり

そこに文化というものがないと人は来ないということで、

ここに出ておりますけれども、これも隈研吾先生の作品

ですけれども、ＣＬＴ、クロス・ラミネーテッド・ティン

バーという縦横、縦横に木材を組合せして、一つの板

を作るわけですね。その板を組合せしてこういう建物

を造っていくですね、これはオリンピック選手に遊んで

もらおうと思って東京の晴海に造ったんですけれども、

真庭のヒノキで造り、日本で専用のＣＬＴ工場は真庭に

しかありませんから、言わば真庭に里帰りしたというこ

とで、グリーナブルヒルゼンというふうに呼んでおりま

すけれども、こういう施設。中は空間で、ここで遊んだり、

イベントができるように、そういうものを、一つの芸術作

品ですけれども、造っております。こういうものを使って、

観光資源としても活用していくと。

　つまり景観も含めて、そして人工的なこういうものを

全部入れて、地域価値を上げていくという、そういう概

念で取り組んでおります。

　さらに、このＧＲＥＥＮａｂｌｅというのがロゴにもなって

おりまして、阪急阪神百貨店がこのグリーナブルに沿う

ようなものを真庭の産物をですね、産品を大阪で売っ

ていくというような、阪急百貨店とも提携をして、コロナ

がもう少し落ち着けば本格的に梅田で真庭の産品を

開発しながら売っていくということになってまいります。

阪急に今ブランド、阪急ブランドとしてＧＲＥＥＮａｂｌｅと

いうのを商標登録してもらいました。

　そういうことをしながら、この背景として、私の背景

に木材を使っておりますけれども、バイオマス産業都市

の指定も受けて、やがて真庭の電力は全て真庭で賄う

と。今、バイオマス発電、１万キロワットのありますけれ

ども、市内需要の大体60％ぐらいを再生可能エネル

ギーで賄えています。火力じゃなくて、水力とバイオマス

ですね。これを100％にしていくということも地域の価

値を上げていくという取組をしております。

　それと、生ごみ等、人間さんのふん尿ですね。それを

混ぜてメタンガスを発生させて、それでプラントを動か

して、最後、液肥を作って、それを低コスト農業として利

用していくという、そういうような、全体をＳＤＧｓという

か、サスティナブルなそういうまちにしていくという取組

をしております。東京のまねをしても仕方ありません。こ

の地域にある資源をいかに使って、それを循環させて、

未来志向で豊かにしていくということで、ＳＤＧｓ未来都

市の第１号にもなっておりますけれども、そういう取組

をしているというのを、そういうことを背景にしながら

蒜山高原を守り、活用していくということであります。

　皆様方のご意見も、あるいは活動も参考にしながら、

よりこれを進めていきたいというふうに思っております

ので、今後ともよろしくお願いいたします。

○議長（太田長八）　太田市長、どうもありがとうござ

にちは。広島県の北広島町生涯学習課長、西村と言い

ます。よろしくお願いいたします。

　お手元にお配りしております北広島町の概要、そし

て、北広島町の草原と取組について、説明をさせていた

だきます。

　まず、広島県北広島町の概要でございますが、広島

県の西北部、西中国山地の標高300メートルから800

メートルの盆地、北は島根県と接しております。広島県

に流れる太田川、そして島根県に流れます江の川の源

流域でもございます。面積の８割以上が森林地帯でご

ざいまして、県北地域、こちらは1,000メートル級の山

が連なっております。

　国立公園の一部でございます八幡湿原、こちらにあ

ります芸北地域の八幡、こちらは冬になりますと２メー

トルの雪を記録する豪雪地帯となっております。

　それでは、広島町の草原と取組について説明をさせ

ていただきます。

　こちらにつきましては、４つ紹介をさせていただきた

いというふうに思います。①から④まで、概要から課題

というふうにしております。

　まず、雲月山でございますが、島根県と隣接をしてお

りまして、かつては採草、そして放牧の目的で1960年

頃まで利用されておりました。島根県側はカラマツの

植林となっています。広島県側、こちらは1990年代に

観光イベントとして山焼きですね、こちらが行われてお

りましたが、1996年を最後に停止しました。2005年頃

より、地域が主体となりまして、主にＮＰＯが主体となり

募集を行いまして、消防団、博物館、小学校などと連携

しながら山焼きを実施しております。

　2014年に町条例に基づきます野生生物保護区に

指定をしております。

　こちらの利用についてですが、一般の登山の観光の

ほか、町内外の小学校等によります学習の場としての

活用、そして、山焼き再開後に数年間にわたり報告も行

われましたが、牛が転落するというような事故もありま

して、現在は放牧はされておりません。

　課題でございますが、現在15％ぐらいの山焼きを

行っておりますが、全域の山焼き、そしてボランティア

の確保といったことが課題というふうになっております。

　続きまして、千町原の草原でございます。

　こちら、もとは地元地域八幡村という旧村になります

けれども、こちらの入会採草地でございました。1944

年に陸軍の演習地となりまして、戦後は開拓民の入植、

国の大規模草地の開発、広島県への移譲と郊外開発

を経まして、今に至っております。2003年頃よりＮＰＯ

が中心となりまして伐採の実施をしまして、2020年に

町条例に基づきます保護区に指定をしました。植物や

鳥を見る観光地として人気がありまして、2013年から

は地元の中学校の、この後紹介しますけれども、茅プロ

ジェクト事業にカヤを提供しております。

　課題でございますけれども、既に樹林化した範囲が

結構広くなっております。また、大規模草地開発の影響

で湿原が縮小しておりまして、いずれも伐採が必要と

いうふうになっております。

　続きまして、霧ヶ谷湿原でございます。先ほどの千町

原と同エリアに位置をしております。大規模装置開発

の事業を経まして、現在は臥竜山麓八幡原公園の一部

に位置をしております。2003年にＮＰＯが植生調査と

ワークショップを実施したことをきっかけにしまして、

自然再生推進法に基づきます法定協議会を広島県が

立ち上げまして、2004年から八幡湿原自然再生事業

が始まっています。樹林の伐採、湿原から水を抜くコン

クリート水路の撤去、湿原への水路の設置などの工事

を2007年から2010年にかけて実施をしました。その

後、自然再生協議会の保全部会が中心になりまして、

伐採作業を継続しております。こちらも2020年に町条

例に基づきます放牧の指定をしております。

　利用でございますけれども、植物や鳥を見る観光地

として人気のスポットとなっておりまして、小学校、中学

校等のフィールドワークの場として活用、そしてガイド

ツアーの実施をしております。

　課題でございますけれども、再生工事から10年が経

過しておりまして、順応的管理のために現状に即した

全体構想と実施計画の見直しが必要となっています。

　そして、これは地元の中学校での取組ということなん

ですが、芸北茅プロジェクトについてです。

　芸北地域のススキ、これを屋根ふきのカヤとして資

源化し流通させる取組を行っています。中学校ＰＴＡ、Ｎ

ＰＯ、地域住民、教育委員会などが実行委員会をつくり

まして、2015年から推進をしております。地域の住民

自らがカヤを刈り取りまして市場に出荷すること、こち

らで私有地や小さなカヤ場が保全をされる。そして、今

は廃止となっておりますけれども、こちらにスキー場跡

地がありまして、こちらを文化庁のふるさと文化財の森、

こちらに設定をされたところでございます。

　利用についてなんですが、未利用でありましたカヤ

場、そしてカヤの利用が推進されるとともに、プロジェ

クトそのものが地元生徒にとって生きた教材というふう

になっています。地域通貨を活用することで地域外へ

の経済流出を防ぎ、刈り取ったカヤが文化財や伝統的

景観の保全に活用されております。

　課題でございますけれども、カヤの保管場所、こちら

　やっぱり串間市さんの取組、草原が２か所、これをう

まくやっていると考えています。それでやっぱりこれから

は、まずは地域住民がそのよさを認識するのが一番と

思いますので、それもまた勉強させていただいて、そう

いう中で、そのエコツーリズムを結構うまく活用した中

で、その草原の保全をやっているのが大変すばらしい

取組だと考えておりますので、引き続きよろしくお願い

いたしたいと思います。

○串間市長（島田俊光）　ありがとうございます。

○議長（太田長八）　それでは、続きまして、熊本県高

森町の町長、草村大成様、よろしくお願いいたします。

○高森町農林政策課（荒牧茉名）　町長に代わりまし

て、担当のほうからお手元に資料に沿ってご説明をさ

せていただきたいと思います。

　熊本県高森町農林政策課の荒牧と申します。よろしく

お願いいたします。

　まず、高森町の概要からご説明させていただきます。

　高森町は人口6,177人で、九州のほぼ中央、熊本県

の最東端に位置しまして、大分県の竹田市と宮崎県高

千穂町に隣接する総面積175.06平方キロメートル、

広い町土を有する農村地域でございまして、地形は阿

蘇カルデラ内に広がる標高500メートルから600メー

トルの比較的穏やかな傾斜をなす高森・色見地区と外

輪山の外側、標高500メートルから800メートルの波

状高原地の草部・野尻地区に区分される町です。

　主な産業は、観光と農林業になります。

　農業面では、立地条件を生かしまして、畜産、米、野

菜を主体とする農業生産が展開されてまいりましたが、

近年、経営の発展を図るため、一部の農家で施設園芸

の導入が盛んとなっております。地域の宝として、古くか

ら栽培されてきました農林畜産物をブランド化し普及

するとともに、地域の代表する高品質な農産物として、

将来にわたり栽培し続けるための活動を通じ、阿蘇地

域の農業の活性化と農業後継者の育成につなげるこ

とに取り組んでおります。

　観光面では、コロナ禍でイベントの実施が厳しい状

況ですが、2016年に発生した熊本地震の影響は回復

傾向にあり、高森湧水トンネル公園、月廻り公園、高森

殿の杉、南阿蘇鉄道のトロッコ列車、草部吉見神社、

上色見熊野座神社といった観光地や約300年の歴史

があります風鎮祭といった地元のお祭りを中心に毎年

多くの方が高森町を訪れています。

　また、高森町では町内全戸に整備しました光通信環

境を活用しまして、日本一の地域密着型番組として、た

かもりポイントチャンネル、こういったケーブルテレビ

の放送を行い、災害時の緊急放送や町からのお知ら

せ、地域情報、事業の紹介などを町民の方へ情報発信

しています。

　光通信環境の整備は、教育現場でも活用されており

まして、電子黒板の設置や全児童生徒のほうへ１人１

台のタブレット配布をいち早く行いまして、全国で最先

端のＩＣＴ教育が行われております。

　ここからは高森町の草原の概要についてご説明さ

せていただきます。

　高森町の草原につきまして、その多くを牛の放牧に

活用しておりまして、畜産農家や町民の方の大切な資

源として保全されてまいりました。高森町の草原は牧野

と呼ばれており、阿蘇のあか牛が放牧されている牧野

はのどかな風景として多くの人に親しまれております。

　高森町の牧野面積につきましては、1,211ヘクター

ルありまして、草原維持として行われている野焼きに関

しては、実施面積が621.5ヘクタールとなっております。

また、管内には14の牧野組合がありまして、皆さん精

力的に草原維持のほうに取り組んでいただいており

ます。

　最後に、高森町の取組と課題については、長年、放

牧や野焼きによって保全されてきている草原なんです

が、近年、管理をしている牧野組合員さんの高齢化等

によって、野焼き実施が大変難しくなってきている状況

にはございます。町としては野焼きに係る補助金等で

野焼き実施者の方の負担軽減等に取り組んでおります

が、年々、実施面積が減少しつつある傾向にございます。

　また、高森町にある阿蘇高森オーガニックセンター

というところでは、世界農業遺産の構成要素であります

阿蘇の草原に生えるススキなどの野草や畜産農家か

ら出る牛ふんなどを混ぜて堆肥を作っております。こち

らは町内を中心に阿蘇地域の農産物に還元して、循環

型農業を確立しております。

　このほかにも未来の草原を引き継ぐ子供たちのほう

に阿蘇の草原のすばらしさや草原の抱える現状につ

いて伝える草原学習などが行われております。

　以上で説明を終わらせていただきます。

○議長（太田長八）　どうも高森町さん、ありがとうござ

いました。

　高森町さんの取組は、全ての自治体が抱えている課

題と同じだと考えております。そういう中で、皆さん方に

対してよりよい回答ができればいいなと思いますので、

またいろんな意見をよろしくお願いいたしたいと思い

ます。

　それでは、続きまして、広島県の北広島町の生涯学

習課長の西村豊様、よろしくお願いいたします。

○北広島町生涯学習課長（西村　豊）　皆さん、こん

田市さんにお住みだそうでございますので、本当にあ

りがとうございます。

　そしてもう一点、これ本当、関係ないんですよ。歌手

に永井裕子さんっていらっしゃるんですけれども、その

永井裕子さんが結構大田市さんのを歌って、うちの町

の観光大使になっているんですよ。やっぱりそういう中

でまた大田市さんとよろしくお願いいたしたいと思いま

す。どうもありがとうございました。

　続きまして、熊本県の南阿蘇村の農政課主幹の後藤

進哉様、よろしくお願いいたします。

○南阿蘇村農政課主幹（後藤進哉）　昨日ですね、阿

蘇分科会では吉良村長の報告がありましたが、本日は

私のほうから発表させていただきます。

　最初に村の概要からになります。

　南阿蘇村は総面積137キロ平方メートル、熊本県

の北東及び阿蘇くじゅう国立公園、阿蘇カルデラの南

に位置する人口１万340人の村です。雄大な南阿蘇

の山と緑、そして環境庁の日本名水百選に選定されて

いる白川水源に象徴される豊かな自然環境に恵まれ

ています。

　2016年４月の熊本地震では、これまで経験したこ

とがない甚大な被害を受けました。これにより人口も１

割程度減少しましたが、村に定住促進課や空き家バン

クを設置し、移住者を受け入れる環境整備を推進して

います。

　続きまして、農業、観光についてです。

　基幹産業である農業は、白川中心に水田が広がり、

のどかな農村風景を生み出す農村は、水稲をはじめ

畜産、ミニトマトやアスパラなどの施設園芸が盛んです。

昼夜の寒暖差が大きい気候により、自然のうまみが

しっかりと詰まった農産物が自慢です。有機農業、環境

保全型農業を推進しており、安心安全な農産物づくり

に取り組んでいます。

　また観光では、大自然を中心にたくさんの観光資源

に恵まれています。新阿蘇大橋のたもとにある展望所

ヨ・ミュールからは、長陽大橋、白川第一橋梁を眼下に

望むことができ、新たな観光スポットとして注目を集め

ています。

　また、熊本地震で落ち込んだ観光客数は回復傾向

にあり、本村本来のにぎわいが戻りつつあります。

2017年９月にはアウトドアショップモンベルと村が協

定を結び、アウトドア活動促進や地域経済の活性化な

ど、包括的に協力をし合い、観光振興に取り組んでい

ます。

　続きまして、草原の概要に移ります。

　南阿蘇の草原は阿蘇カルデラの阿蘇山側及び南外

輪山側に広がり、季節ごとに違った表情を見せてくれま

す。南阿蘇の草原は牧野とも言われ、平成21年に行わ

れた阿蘇草原維持再生基礎調査では、本村の牧野面

積は2,470ヘクタール、そのうち野焼きが行われてい

る面積が1,170ヘクタールとなっております。管内には

23の牧野組合があり、牛の放牧をしている箇所もあれ

ば、野焼きのみ実施している牧野もあります。

　続きまして、本村の取組と課題についてですが、昨日、

分科会で村長がご報告された内容と重複する点がご

ざいますが、ご了承をお願いしたいと思います。

　草原の維持に欠かすことのできない野焼きですが、

その面積は、以前と比較すると減少しています。本村を

含む阿蘇郡市７市町村の草原はこの100年間で半分

以下に、直近30年で見ても４分の１近く減少しており

ます。

　本村では熊本地震で各牧野の原野火入れが中断さ

れました。平成31年度からは一部再開に向けて、熊本

県、阿蘇グリーンストック、村において協議をした結果、

白川牧野で一部再開、その後、令和２年には吉田牧野

でも再開できました。それに至るまでに県、グリーンス

トック、村で防火帯を設置する費用を予算化したり、火

入れ責任者を各区長や牧野組合長から村長へ変更し、

負担の軽減を図りました。

　今後の課題として、火入れが中断しているところの

再開が可能となるか、防火帯の整備、担い手不足、地

区住民の高齢化に対する支援が上げられます。

　補足でですね、昨日、村長から報告がありました課

題に対する取組で、ハードとソフトの対応が求められる

ことをおっしゃっていましたが、ハード面では牧道等、

恒久防火帯の整備ですね。ソフト面においては担い手

の確保ですね。畜産農家を増やすための取組として、

今後、放牧へのＧＰＳを付着して移動管理等を管理す

るシステムの導入やバーチャル研修の導入を計画し

ております。

　また、目的と認識の改革ですね。景観維持から水源

保全のほうへの啓発をしていくということで推進をして

いく予定です。

　以上、南阿蘇村からです。ありがとうございました。

○議長（太田長八）　後藤様、どうもありがとうございま

した。

　南阿蘇村様には、本当に熊本地震、大変でございま

した。今後も頑張っていただきたいと思います。

　そういう中で、今度、山焼きにおきまして、村長さんが

本部長、その中でまた新たにやるという中で、それは大

変期待しております。それから、山の保全、これ大変で

ございますので、引き続きどうぞよろしくお願いいたし

の整備。それから、カヤの販売先の確保、事業規模を

拡大するための専従職員の確保等といったようなこと

が課題となっております。

　北広島町からは以上です。ありがとうございました。

○議長（太田長八）　西村さん、どうもありがとうござい

ました。

　それで、芸北町の白川先生に今回大変お世話になり

ました。本当にありがとうございました。

　それで、私がやっぱりちょっと感じたのは、中学生の

活用ですね。やっぱり中学生、カヤを刈って、地域通貨

でそれをまた地域で還元する。大変すばらしい取り組

みと感じましたので、うちの町もやってみたいなと感じ

ましたので、その節はまたご指導をよろしくお願いいた

したいと思います。

○北広島町生涯学習課長（西村　豊）　ありがとうご

ざいます。

○議長（太田長八）　どうもありがとうございました。

　続きまして、島根県大田市の環境政策課長、和田二

朗様、よろしくお願いいたします。

○大田市環境政策課長（和田二朗）　皆様、こんにち

は。島根県大田市です。

　市長が所用で出席できませんので、私、環境政策課

長の和田が代理で発表させていただきます。

　大田市は、東西に長い島根県のほぼ中央部に位置

する人口約３万3,000人の小都市です。北は日本海に

面し、南は中国山地が迫っているため、山林原野が多

く、平たん地は僅かです。

　本市は世界遺産、石見銀山遺跡に代表される貴重

な歴史文化や国立公園三瓶山をはじめとした豊かな

自然に恵まれています。昨年度には「石見の火山が伝

える悠久の歴史～“縄文の森”“銀の山”と出逢える旅へ

～」が日本遺産に認定され、さらなる観光客の増加が

期待されております。

　さて、当市には標高1,126メートルの三瓶山があり

ます。その麓には西の原、東の原、北の原と呼ばれる草

原があり、放牧のほか、観光客、市民の憩いの場として

利用され、クロスカントリーコースなども整備されてお

ります。また、ダイコクコガネ、ユウスゲ、オキナグサと

いった希少動植物の生息地となっており、中でも最も

広い西の原では、毎年春に火入れが行われ、三瓶山の

草原景観の象徴的な存在となっております。

　三瓶山は、昭和38年に大山隠岐国立公園の一部に

編入されましたが、山麓に広がる牧歌的な草原景観が

指定理由の一つでした。ところが、昭和50年代になる

と、時代の流れから放牧が急速に廃れていき、植林な

ども行われて、山肌は一気に森林化していきました。放

牧の衰退とともに途絶えていた火入れですが、観光客

の出火による山火事を契機に平成元年に復活し、以降、

防火の観点から行政が主体となって毎年３月に行うよ

うになりました。

　平成７年には西の原の一部が放牧場として整備さ

れ、24年ぶりに放牧が復活しました。平成９年には、第

２回全国草原サミットが三瓶を会場に開催され、これ

をきっかけに行政、研究者、農業者、ＮＰＯなどの官民

ネットワークが形成されました。

　翌年からは放牧による防火帯切りを行うなどの工夫

により、経費を極力抑えながら火入れを実施すること

ができるようになりました。

　平成19年からは、従来の牧野組合、大田市等に消

防、警察が協力する体制に自然保護団体や地元の自

治会、ボランティアなどが加わり、市長をトップとした実

行委員会方式で火入れが開催され、また、目的の中に、

従来の防火に加え、国立公園管理計画にも明記されて

いる草原景観の維持を加えました。

　官民の連携により日本で一番安全な野焼きと自負し

ておりましたが、平成29年度には、風向きと火勢の急

激な変化により、消防署の資機材輸送車が１台全焼す

るという事故が発生しました。近年はドローンも取り入

れ、経験豊富なリーダーが最前線の状況を具体的に把

握しながら指示を行う形で、より安全に火入れを実施

しております。

　昨年度は新型コロナウイルス感染症の予防を考慮

して、ボランティアを募集せず、約30ヘクタールを関係

者約150人態勢で実施いたしました。現在、西の原の

草原景観は、放牧や火入れなどによってある程度守ら

れているものの、人の手が加わらなくなったところはす

ぐに森林化してしまうという現実にあります。このすば

らしい草原景観を貴重な財産として、将来にわたって

保全していくには、多くの市民や関係機関の協力が必

要です。また、単に火入れに参加してもらうだけではな

く、その意味合いを十分に理解してもらうことが大切で

あると考えております。

　以上です。

○議長（太田長八）　和田様、どうもありがとうございま

した。

　今の大田市さんから観光客の火事からまた再開さ

れた。災いをよいほうに持っていったことで、すばらし

いことだと考えております。さらにまた、山焼きの難しさ、

いくらやっても大変だと。そういう中で、もう大変勉強に

なりました。

　またこれ話は違いますが、今回は大変ネットワーク

の高橋先生にお世話になっており、高橋先生は何か大

任者ということになっておりました。地元の消防団が

ジェットシューター担いで火消ししているところ……、

私もしていますけれども、あとは阿蘇グリーンストックさ

んにボランティアの要請をしまして、ボランティアのご

協力を得ながら野焼きを推進しているところもあります。

　地震前ですね、死亡事故とか怪我とかがありました

んで、そういった理由で、その後、地震がありましたの

で、野焼きが再開できないというところになっておりま

す。再開するための今、工面をしているところであります。

　ちょっと私が知らないでですね、地元の行政区以外

でしているところもあるかもしれませんけれども、基本

的に地元の行政区が事業主体として野焼きを実施して

いるところであります。

　以上です。

○議長（太田長八）　後藤さん、どうもありがとうござい

ました。

　ほかの自治体で何か活動しているところがありまし

たらお願いしたいと思いますけれども。

　じゃちょっとうちの取組が、ちょっとうちの町は結構

行政が携わっていたんですけれども、今は財産区、

やっぱり共有財産区、いわゆる区ですね、区の方が中

心となりましてやっております。行政が出ているのは消

防団、これも民間ですけれども、ある程度それに対して

参加で、もうほとんど民間がやっている中で、やっぱり

皆さん方も同じもう高齢化、そしていかに高齢化の中

で新たな担い手を見つけるかということが課題でござ

いますので、その課題につきまして、後でまた課題、問

題にしていきたいと思いますけれども、太田市長、こう

いうことでよろしいでしょうか。

○真庭市長（太田　昇）　今、町長がおっしゃいました

ように行政区も結局高齢化したり、メリットがあればす

るけれども、メリットがなかったらなかなか、昔やっとる

から、景観がどうだから、動植物がどうだからといって

なかなかできなくなってきていると思うんですよね。だ

から、安全でありながらどういう仕組みで何か新しいこ

とができないかとかですね、そういうことを勉強したい

わけですけれどもね。私の頭の中で考えているのは、怪

我をされても困るけれども、山焼きは難しいですけれど

も、カヤの刈り取りなんかは、これも大変なんですけれ

ども、一つの観光と結びつけてできないのかなと。ただ、

山焼きのほうはね、これは消防団の協力、そして死亡と

か事故のないように、それからその日の気象条件に

よってできなくなるとか、非常に不安定要素もあるんで、

なかなかいい知恵が出ないんですけれどもね。そのあ

たり、教えていただいたり、また知恵を出していただけれ

ば、このサミットが有意義だなというふうに思うんですが。

○議長（太田長八）　今、太田市長さんからいろいろ

問題点を提案、提示していただき、何か首長さんでこう

いう案がいいじゃないか、そういうことがあったらまた

ご発言願えれば大変ありがたいと思いますけれども。

　じゃ、まず私からちょっと発言させてもらって、皆さん

方には指名させていただきますので、よろしくお願いい

たしたいと思います。

　やっぱり今、太田市長が言ったように、山焼きをね、

ただ昔からやっているからやるんだと、そういうことが

結構、自分も多いと感じております。そういう中で、私、

これから生きる道は、うちの町、観光でございますから、

また太田市長さんが言ったように、観光と草原との結

びつき、それをいかにやっていくかということが大切な

のではないかと考えております。そういう中で、昨日の

シンポジウムの中で、やっぱりカヤを皆さん方に刈っ

てもらった中で、カヤを刈ることによって山焼きの負担

も少なくなるようなことも聞きましたので、そのカヤを

刈って、また観光に生かした中で、草原を守っていきた

いと考えております。

　また、カヤを刈ったことも、やっぱりある程度資金源

になるようなことも聞いております。さらに、自分は子供

たちが草原に対するある程度の認識、小さいときから

持っていなければなかなか草原に対する愛情は湧か

ないと考えておりますので、その辺の教育の活動もして

いこうかなとは考えております。

　東伊豆町はとりあえずそういうことを考えております。

では新温泉町長の西村町長、いかがでしょうかね、こ

んな考え方は。それから各首長さんにちょっといろいろ

まずお話を伺いたいと思います。

○新温泉町長（西村銀三）　当町、ＮＰＯ法人、上山高

原の周辺集落の７集落、それからもちろん県、行政、町

もバックアップして、地域が主体で取り組んでおるんで

すけれども、何といっても人口減少が最も我が町では

厳しい町であります。合併して今年で15年たったんで

すけれども、３割近い人口減少地域ということで、地域

は最も危機的意識を共有しているということで、上山高

原におけるこういったカヤの利用、それから山焼き、こ

ういう事業を通して知識の意思統一に大きく貢献でき

ていると。

　今回も実は、この７集落周辺に地域の運営組織がで

きることになりました。そういったことで、地域の意思を

まとめるためのそういった運営組織と同時に、施設の

建築も今年度スタートいたしました。そういった意味で

は、一つの高原を地域の過疎と、そういった過疎意識

を払拭して、地域の活性化につなげていく、そういう点

で新温泉町では大きく貢献できつつあるということを

つ草原が残る里を再発見いたしまして、その大切さを

広く紹介するとともに、次の世代へと残していくことを目

的に、未来に残したい草原の里100選を選定するとい

うことが目的でございます。

　期待される効果といたしましては、４点ございます。

社会的に価値が認知されていない草原の掘り起こし、

２点目が草原の価値を知らない人への普及、３点目、

現に草原に関わっている人たちの意識や誇りの向上、

４点目が火入れやカヤぶきなどの伝統文化の担い手

の価値づけでございます。

　事業のスケジュールですが、このアナウンスにより募

集を開始いたします。応募の締切りを今年の12月とい

たしまして、その後の審査に入ります。翌年の４月には、

この選定結果の発表、秋には表彰式やシンポジウム

等、普及・交流の機会づくりを予定しております。

　その他の事業概要につきましては、全国草原再生

ネットワーク会長の高橋様より説明をお願いいたします。

○全国草原再生ネットワーク代表理事（高橋佳孝）　

それでは、少し詳しく述べさせていただきます。未来に

残したい草原の里100選を本日、募集のアナウンスを

させていただいております。主催は、全国草原の里市町

村連絡協議会の主催でございます。

　ただいま太田町長のほうから詳しい経緯が述べら

れましたので、この部分は割愛させていただきますが、

本日この第13回全国草原サミットにおいて募集をアナ

ウンスするというところに至っているわけでございます。

　草原の100選というのは、先ほどちょっと町長のほう

からもお話がありましたけれども、日本には多様な自

然を形づくる希少な生態系の一つである、それが草原

であるということですね。長年にわたって、人と自然の

関わりの中で地域の環境、文化、観光など様々な恵み

を提供してきました。しかし、多くの人たちは、国民の多

くは、草原の成り立ちや意義を知らないという現実もご

ざいます。このような多様な価値を持つ草原と人のつ

ながりを再発見して、その大切さを広く紹介し、次世代

へと残していくことを目的として、今回、草原100選を

選定するに至ったわけです。

　ここで言う草原の里というのは、草原に関わる暮ら

しが残る里というイメージをしていただければよろしい

かな。

　これはコンセプトペーパーとして、前会長の日高会

長のときに作った内容ですけれども、この右のほうに

書いてありますように、未来に残したい草原の里100

選の選定というのは、地域からの自薦によって選定し

ていこうと。それから、様々な科学的な観点から評価す

るし、この選定の過程そのもの、あるいはその論議をす

感じております。

　実は、神戸とか周辺、特に関西方面、神戸・大阪方面

からのいろんな協力、山焼きにおける協力者も出てき

ていまして、いろんな意味で地域の盛り上がりができて

いるということであります。いろんな相乗効果が生まれ

ているというのは、この草原サミット以降、非常にいい

流れができていると考えております。

○議長（太田長八）　ありがとうございます。

　串間市としましては何かありますか。

○串間市長（島田俊光）　私たちはカヤを利用すると

ころじゃないんですが、牧草、昔からの家畜の牧草地

帯ということで、取り組んでいたわけでございます。た

だ、我々が一番重要視しているのは、都井岬の風光明

媚な観光地の保全に取り組んでいるんですが、我々本

当にその人間を集めるのが大変な状況にあるわけで

すが、もともと岬はマツ組合という団体がありまして、そ

のマツ組合がボランティアで活動する人たちを今、真

庭市も言われた観光にマッチした方たちを呼んで、

100名程度の人たちで野焼きをしているわけですが、

本当に野焼きの体験というのはですね、今の現代の中

ではなかなか体験することはできないんで、その体験

学習に来る人は少しずつ増えつつあります。ただ、行政

として、野焼きの体験をどのようにアピールするかとい

うのがございます。また、太田市長が言われたように、

死亡事故などが発生したときの我々の責任ですね、そ

ういうのが問われますので、ここはもう少し考えてやる

べきじゃないかなと思っております。

　あと一方の笠祇というところにあるんですが、ここも

やっぱり牧草を育成するための野焼きをしております

けれども、ここが人口減少と高齢化が進んでおりまして、

やはりここの野焼きについてもボランティアで、いわゆ

る体験学習というようなことで人を集めてやっていると

ころでございます。

　また、真庭の太田市長さんにはＣＬＴの研修や木質

の研修でいろいろとお世話になりました。心から感謝

を申し上げたいと思います。

　串間の取組としては、観光とマッチした野焼きでござ

いますが、ただ、それがうまくいくかいかないかは我々

の努力だろうと思いますので、今後の課題として取り組

んでいきたいと思っております。

　以上であります。

○議長（太田長八）　ありがとうございました。

　すみません、川南町長の日髙さんも何かございまし

たら。

○川南町長（日髙昭彦）　うちは湿原なんで、面積も３

ヘクタールぐらいなんで、皆さんのことを聞きながら勉

強していたところで、職員とどうするという話をしていた

ところです。ただ、本当に人が手を入れないと維持でき

ないというのは共通の課題でありますので、そこは

やっぱりみんなで知恵を出していくしかないんだろう

と思っております。

　以上です。

○議長（太田長八）　ありがとうございます。

　太田市長、これでまた何かありましたら、よろしくお

願いします。

○真庭市長（太田　昇）　ありがとうございます。

○議長（太田長八）　太田市長、よろしいですか。

○真庭市長（太田　昇）　ありがとうございました。

　また私どもも勉強させていただきながら、地元でしな

がらボランティアとかですね、そういう人も育て、そして

観光にまで、山焼きも初めは安全なところでやっても

らって、それからだんだん慣れていただければ、結構も

う毎年来るというような人も出てくるはずですのでね、

そういう守ることと自分の楽しみというか、やっているこ

との意義とを感じながら楽しんでもらえる、そういう人

をつくっていきたいと思います。ありがとうございました。

○議長（太田長八）　すみません、まだやりたいところ

ですが、時間がございませんもんで、この辺でこの会は

ちょっと閉じて、次の議題にいきたいと考えております。

６．草原１００選について

○議長（太田長八）　次は、「未来に残したい草原の里

100選」のアナウンスでございます。

　それではまず、私からこの事業の趣旨、また経緯、そ

れとスケジュールにつきまして説明させていただきます。

　主催は、全国草原の里市町村連絡協議会でござい

ます。協力また後援は、一般社団法人全国草原再生

ネットワーク、後援は環境省、静岡県、一般社団法人の

茅葺き文化協会、公益財団法人日本自然保護協議会

となっております。

　事業の趣旨ですが、多様な価値を持つ草原が残る

里を再発見し、その大切さを広く紹介するとともに、次

の世代へと残していくことを目的に、未来に残したい草

原の里100選を選定いたします。

　事業の経緯といたしましては、2012年に阿蘇で開

催されました、第10回全国草原サミットに出席した14

市町村の首長によりまして、草原100選の選定が提案、

採択されたことを受けまして、2016年に自治体におけ

る全国草原の里市町村連絡協議会が発足いたしました。

そして、2021年の総会にて、今回のサミットにてこの事

業の開始をアナウンスすることが決定いたしました。

　まず、事業の目的でございますが、多様な価値を持

記述でさせていただくということになっております。

　これ以外にも当然、重要な際立った特徴があれば、

それを考慮していくという形で選考の基準とさせてい

ただこうかと。

　それから、皆さん、興味をお持ちと思います。スケ

ジュールの問題ですけれども、今回、第１回選考とあえ

て書かせていただいたのは、さっきもお話ししたように

一発で100をそろえてそれで終わりという世界ではなく

て、一緒に歩みながら一つ一つ重ねていきたいという

ことです。２年か３年、数年かけてでもゆっくりと応募を

していただきながら選考していただくというスケジュー

ルを想定したものでございます。

　応募の公開は本日、この場で草原サミット東伊豆大

会において募集を発表いたします。

　応募期間、本日から１２月１５日必着という形を取ら

せていただきます。ただ、応募のフォーム等をホーム

ページで掲載する時期が若干遅くなりますので、近日

中にホームページは公開するという形を取らせていた

だきたいと思います。

　審査期間ですけれども、第１次審査は１２月１５日の

締切り以降２月から３月までに終わらせて、最終審査

を翌年の２月から３月頃に開催して最終決定をしよう

と思っています。この審査に当たっては、場合によって

は現地審査もさせていただくことになろうかと思ってお

ります。

　それから、発表や表彰のスケジュールですけれども、

結果発表は来年の４月を予定しております。これは主

催者である全国草原の里市町村連絡協議会の総会が

開催されるときでございますので、その場で結果の発

表を行います。

　その後、秋までに表彰式やイベントの準備を行うと

ともに、現地の取材を行いながら、より深くその内容を

理解していくような期間として、追加書類等の提出が必

要であれば、それもお願いするような形になるかもし

れません。

　表彰式やシンポジウム、一応、来年の秋を予定して

おります。こういう場で表彰されたということを皆さん、

内外に強くアピールする機会をつくっていこうと思って

いるところです。あくまでも選んで終わりという世界では

なくて、一緒に歩み、輪を広げる、そういう形の100選

にしたいと思います。何度も言いましたけれども、みん

なで積み上げていって、最終的には全国草原年鑑みた

いなものに集約できればいいなというふうに今考えて

いるところです。

　間もなく、近日中に公開されるホームページですけ

れども、若干、最終版とは異なることになるかもしれま

せんが、イメージとしてこんなふうな形のホームページ

が皆さんのほうにお伝えできるんではないかと思って

います。草原の里100選とは何かという文言もあります

し、スケジュールのことについても具体的に記述されて

いますし、選考の基準について、より詳細な内容がそこ

に記される予定になっております。

　応募方法、応募様式のダウンロードをここでやって

いただいて、それに書き込んで応募していただくような

形を取らせていただきます。

　それから、自治体の推薦が必要だというお話があり

ましたが、その推薦様式についても、ここにホームペー

ジ上でダウンロードできるようにしたいと思っております。

　最後に、湯本貴和委員長からのメッセージを載せさ

せていただく、そういうふうな構成ないようにしようと思

います。

　湯本先生のメッセージには、草原100選の概念とか

エッセンスというものがまさしく濃縮されておりますの

で、その一部をここにお示しして、最後の報告を終わり

にしたいと思います。

　ちょっと読ませていただきます。

　「未来に残したい草原の里100選」は、それぞれの

地域が草原を生かした地域づくりを競い合い、その輝

かしい成果を顕彰する場とは考えていません。共通の

課題を抱えている地域が互いの実践やアイデアを学び

合い、共に未来へ進んでいくための仲間探しの場であ

りたいと思います。みなさんが応募する段階で、誇るべ

き宝を再発見したり、足りないパーツを認識したりする

作業そのものに大きな意味があると信じています。ぜひ

とも「未来に残したい草原の里100選」にご応募いた

だき、わたしたちの仲間の輪に加わってくださることを

願っておりますというメッセージをいただいております

というメッセージを頂いております。私たち関係者の共

通の思いを言い表していただいている内容だと思って

おります。

　草原の里というのは、まさしく未来に向けた草原保

全のシンボルになるであろうと思っております。風土に

根差した特色のある草原を育み、未来への展望も様々

な人の活動があり、そのような活動を通して人々が交

流し合う里、そういうものをイメージしたものになると

思われます。ふるさとの原風景とも言える草原のある里

の認知度というのは、まだまだ低いものがございます

が、この草原100選の活動を通して、草原の魅力と価

値を広く国民に伝えて訴えて行きましょうということで、

最後の言葉とさせていただきます。

　以上が未来に残したい草原の里100選の概要説明

でございます。ご清聴ありがとうございました。

ることがとても重要なんだということが期待されており

ます。

　それから、選定によって、先ほど町長からお話があっ

たように、様々な効果が期待される。さらに、未来へ向

けてですね、草原の里の持つ価値をアピールすること

になるというですね、新しい草原の活用方法もそうで

すし、草原の持つ新しい価値、そういうものを対応して

いくものにもなりますし、利用や保全をそれによって促

進されるようなものにしたいと考えております。

　それで、今回の草原の里100選の事業を行うに当

たって、大きなコンセプトをみんなでちょっと考えて行

きました。地域の人 と々草原の関わりの繰り返しの中で、

地域に蓄積されてきた知識とか意識、技術そのものが

草原の里の持つ価値であるというふうに考えました。こ

の価値のあるものを「共創資産」という、新しい用語で

すけれども、として捉える。各地に残っているこの共創

資産を日本全体で共有し活用することによって、次世

代に希望のある自然共生型社会を実現することに寄

与していこうではないかというのが事業のコンセプト

でございます。

　この事業、落とすための選考ではなくて、できるだけ

拾い上げ、仲間を増やしていくという観点から、また、一

度に100選ぶということよりも、時間をかけて少しずつ

増やしていく、そういうふうな形で進めたいと考えてお

ります。

　応募要件ですけれども、自薦という形で、草原と関わ

る民間団体、あるいは地方公共団体が応募できますと

いう形。ただし、民間が応募する場合には、地方公共

団体の推薦が必要となります。

　それから、選定の対象となる草原の里は、現在ちゃ

んと草原が存在している地域ということになります。

　応募に関しての確認事項、幾つかあります。これはま

た応募要領の中で詳細に記述しておりますので、そち

らをご覧になっていただければと思います。

　もし選考されなかった場合も、結果はちゃんとフィー

ドバックしていこうというふうなことを考えております。

　それから、選考の方法ですけれども、有識者の皆さ

んによる草原の里選考委員会というのを組織いたしま

した。ここが最終選考を行うということです。それから、

この選考委員会の下に実務者で構成する運営委員会

というのを組織しております。運営委員会は、１次審査

というか、書類審査を担当する。その結果を基に、最終

的に草原の里選考委員会が最終選考を行うという形

にしております。

　１、２と掲げてあります、最初は応募書類による審査、

候補の絞り込みを１次審査としてやって、１次審査で絞

り込めた地域について最終選考を行うという形を取ら

せていただきます。

　具体的な選考委員の名簿を一応ここに掲げさせて

いただいております。

　上のほうから、日本茅葺き文化協会代表理事の安藤

先生、それから、全国草原の里市町村連絡協議会の会

長である東伊豆町長の太田町長ですね。それと私と、

それから、京都大学霊長類研究所所長である湯本貴

和先生。湯本先生にはこの委員長になっていただいて

います。それから、皆さんよくご存じの東京大学名誉教

授の養老孟司さん。あと２名ほど、今、内諾をいただい

ている委員がございます。２人とも女性の委員でござい

ますので、最終的には７名の委員構成になる予定でご

ざいます。

　それから、選考の基準ですけれども、草原の生態系

と人々が暮らす里の関係性がつくり出した共創資産を

軸に５つの観点から選考するという形を取らせていた

だいています。一つ一つ、今から述べていきますけれど

も、１つは草原の自然、環境的価値と言ってもいいのか

もしれませんけれども、動植物が特徴的なものがある

かとか、景観の特徴はどういうものがあるか、そういう

ものをいくつかのポイントとして捉えて評価していく。

　それから、草原からの恵み、実際に利用の価値を受

け取っているかとか、あるいは資源の恩恵を被ってい

るかとかいう点からも評価していきたいと。現代的意義、

あるいはその認識というのもここに含まれますけれども、

過去の利用方法やどういう形の草原の恵みを得ている

かという具体的なものを判定する予定にしております。

　３番目が草原を維持し、享受する仕組み、そのもの

がきちんと理解されて継続されているか。それを持続性

とか公共性の尺度から評価をしていこうと。管理が

ちゃんと妥当なものであるか、それが今後も継続される

か、あるいはそういう意思が示されているか。それから、

経済がちゃんと還元されているかとかですね、主体と

かモニタリングというような項目が入ってくるかなと思

います。

　それから、４番目が共生型社会の実現に向けた波

及効果、まさしく未来に向けて草原の里が持つ重要性

をここで語っていただこうかと。地域や地域内外の社

会に及ぼすよい影響、これまであった影響もですし、今

後影響を及ぼすことが期待される、そういうものをきち

んと書いていただこうと。

　それから５番目、今の４つはある程度、選択肢で選

ぶような形をさせていただきますが、５番目はいわゆる

思いの強さです。関わっている人が熱く語れる熱量や

行動力を評価しようということで、ここらあたりは自由

○議長（太田長八）　高橋先生、どうもありがとうござ

いました。

　この件につきまして、何か質問がございますでしょう

か。ありましたら、挙手をお願いいたします。よろしいで

すか。

　それでは、このような方向でやりたいと思います。ま

た、多くの皆様の応募を期待しております。

７．サミット宣言採択

○議長（太田長八）　最後に、この第13回全国草原サ

ミットｉｎ東伊豆の宣言をさせていただきたいと思います。

　第13回全国草原サミットｉｎ東伊豆。

　私たちの暮らしに欠くことができなかった草原は、生

活様式が変化し草が使われなくなったことから、近年

ではとても珍しい風景になってしまいました。過疎、高

齢化により、山焼きや野焼きの担い手は減少の一途を

たどっており、今後、草原の維持はますます困難になる

ことが予想されています。

　細野高原でも、ススキを使うのはごく一部の農家とな

り、毎年早春に実施される山焼きが何のために行われ

ているか知らない町民も増えております。

　陸上の生態系は森林、草原、湿原などが様々な地形

の上に成り立っており、そのそれぞれに多様な動植物

が生息、生育しています。この多様性が人々の生活を

豊かにする礎となり、暮らしや文化が守られています。

草原は、その一端を担い、地域産業の基礎、水源の涵

養、生物多様性の保全、ＣＯ２の削減、カヤぶきや盆花

の文化など、様々な恵みを提供してくれます。

　草原を失うことは、これらのかけがえのない恵みを

失うことを意味しており、人々の豊かさや、また地域の

文化が失われることにもつながるものです。草原が育

んできた人と自然の共生の知恵や持続的な利用の技

術は、今後の持続可能な社会の実現を目指す上で欠

かせないものであります。

　私たち草原を有する自治体は、互いに学び合いな

がら草原を維持し、賢く利用していく努力を惜しまず、

草原のある里の風景を後世に引き継ぐための環境を

整備し、交流・連携を強化していくことをここ東伊豆町

において宣言いたします。

　それでは、東伊豆宣言。

　１つ、私たちの大切な草原、湿原を守っていくための

保全活動について、地域の関係機関と連携しながら共

に考え、支援していきます。

　１つ、すばらしい景観を活用した観光資源としての

草原と貴重な植物の自然観察など、教育・文化面との

調和を図り、次世代へと受け継いでいきます。

　１つ、かつてのように生活の中に草原の利用を取り

込む創意工夫を支援し、地域振興に活用できる社会環

境を整備します。

　１つ、未来に残したい草原の里100選事業を推進し、

草原の持つ魅力を全国に発信していきます。

　１つ、全国草原の里市町村連絡協議会の連携強化

とネットワークの構築、さらに全国の草原を持つ自治

体への協議会の加入促進を推し進めてまいります。

　以上、宣言する。

　令和３年９月27日。

　以上でございます。

　以上で議事を終了いたします。

　皆さん、このコロナ禍の中でこの全国サミット、参加

して本当にありがとうございます。特に首長様、今年、新

型コロナウイルス感染症の対応で大変お忙しい中参

加していただき、ありがとうございます。これからまた皆

様と連携し、この草原、また湿原の保全をやっていきた

いと思いますので、また連携して、またいろいろお知恵

を借りた中で、よりよいこの連絡協議会にしていきたい

と思います。

　本当に今日はどうもありがとうございました。

８．閉会

○司会　それでは、これをもちまして、第13回全国草

原サミット・シンポジウムｉｎ東伊豆大会を終了いたします。

　サミット宣言の精神に基づき、今後も各自治体や関

係者の皆様と草原の維持保全に取り組んでいきたいと

思います。今回は初めてのウェブ会議方式での開催と

なり、お見苦しい点もあったかと存じますが、ご容赦く

ださい。

　最後にお願いとなりますが、全国草原の里市町村連

絡協議会に加盟されていない自治体の皆様は、これを

機会に加盟のご検討をしていただきたいと思います。

　また、次回の草原サミット・シンポジウムの開催地が

決まっておりません。自治体の取組や草原のＰＲには

最も適したイベントだと思いますので、こちらにつきま

しても併せてご検討ください。

　新型コロナウイルス感染症が終息しましたら、ぜひ

東伊豆町細野高原にお越しいただきたいと思います。

　本大会へのご参加、ご協力、誠にありがとうございま

した。



���

原草全国 サミット・シンポジウム in 東伊豆

るという提言をされました。これは後の草原100選のと

きにも出てくるワードですけれども、自然と社会が失わ

れれば、あるいは自然と人が失われれば、なくなるもの、

そういうものを共創資産と位置づけて語っておられま

した。また、この共創資産と言われるものは、時代ごと

の検証を受けて、長い間、自然と足されてきた、ある意

味中身のしっかりした技術や知識であると。そういうも

のが積み重ねているものがあって、そういうものを私た

ちはもう一度見直すとともに、将来に受け継いでいく必

要があるんじゃないのかなというお話でした。

　それを受け継ぐために必要なものとしては、その方

法であるとか実行力であるとか仕組みとか、あるいは

行政の役割として非常に大きいのは、法令とか条例の

整備とか、そういう環境整備であると。それから、普及、

教育という、この５つの観点をしっかりと捉えていく必

要がある。

　その中で草原に関わる象徴的な活動として、ご自身

が北広島の芸北地方で進められている茅プロジェクト

の紹介をしていただきました。これは、地域にあるカヤ

材を子供たちが作った市場に集めて、そこで「せどやま

券」という地域通貨を発行して、その発行したせどやま

券で地域の経済も回っていくという、様々なメリットを

持った内容でした。要は、利用が放棄されて社会資本

が喪失している中で、その利用の仕組みをもう一度導

入するによって草原の保全に循環性とか展望が生まれ

ているという非常に象徴的なお話でありました。

　各地に残っているこういう共創資産を見いだして、

それを共有して、それから未来にも役立てていくという

ことが大切だろうと。今日人間だからこそ生み出されて

いる、この美しさを大事にして生かしていきたいという

ことを最後に述べられて基調講演を終わられました。

　それから、パネルディスカッションは、その基調講演

をした白川さんがコーディネーターとして登壇していた

だき、東伊豆町の太田町長、それから私と、稲取地区の

特別財産運営委員会の山田さんと東伊豆町観光協会

の石島さんに登壇いただいて、この地元の細野高原の

活用、それをどういったふうに持続性の観点から理解

するかというテーマについてパネルディスカッションが

行われました。

　会場の様子はこんな感じで、それぞれ登壇しており

ます。

　それで、内容ですけれども、実は2008年にこの東伊

豆町で全国草原シンポジウムというのが行われていま

す。もう13年か14年たつわけですけれども、当時から

担い手の問題とか観光の利用について新しい取組を

やりたいという動きがございました。ただ、観光のほう

も着 と々いろいろな形で進めていて、例えば草原に入る

ときの入山料のような形で、観光客からその対価を頂

いて管理運営に回せるという、全国でも画期的な取組

もやられているんですけれども、そういう形で観光客が

増えるにしたがって、様々な問題点も生じてきているよ

うです。今後はその利用のルールをしっかりと構築し直

すことが大切であるというふうなお話がございました。

　そのためにも、都会の人と地元の人の意識の相違と

か認識の違いをうまくコーディネートするような、そうい

う組織体制も必要ではないかと。

　それから、入山料については、最初はいろいろと来

訪者から文句も言われたそうなんですけれども、今で

は多くの方がそれを理解して払っていただいていると

いう、そういう意識の醸成もできているんですよという

話がございました。

　草原はまさしく人との関わりの持続的モデルであっ

て、これは新しい社会の礎ともなるであろうと。それか

ら、草原学習は子供だけではなく、子供から地域へ広

がる、そういう可能性を秘めており、まさしくＳＤＧｓの地

域版である。そういうふうな結論で終わっております。

　最後に、町長さんのほうから、こういう問題は東伊豆

だけではなく全国の問題である。これからも多くの自治

体と共に手を取り合っていきたいという力強い宣言を

いただいております。

　それから、分科会はそれぞれの場所で行いました、

このオンラインを利用してですね。それぞれが自立し

て行っていったという形になっております。

　今回は３つの会場で分科会が行われました。１つが

この地元の東伊豆町の会場で、テーマは「保全・利用・

継承」と、これをどう循環させるかということで、地元出

身の東京都立大の内山さん、それから草原を守ってお

られる入谷区の鈴木さん、地域おこし協力隊の藤田さ

んがコーディネートしていただいております。

　蒜山会場のほうは、利用の面から、カヤの利用をす

ることによって草原保全にどう関わっていけるかという

ことで、地元の郷土自然館の前の館長さんでいらっ

しゃる前原さん、それから鳥取大学で自然再生につい

て関わっておられる日置先生、実際にカヤ刈りをした

り、カヤの建物を建てたりされている沖元さんと相良さ

んという２人のカヤぶき職人さんのトークセッションが

行われています。

　３番目の阿蘇会場は、草原の恵みを守る仕組みづく

りをどうするかということをテーマに行っています。主に

草原の持つ水源涵養力について科学的見地からの知

見、それから新しい知見というものを熊本県立大の島

谷さんから、それから、それを基にして、地域の草原を

たいと思います。

○東伊豆町長（太田長八）　それでは最後に、私から

静岡県東伊豆町の報告をさせていただきます。

　東伊豆町は細野高原という草原があります。昨日か

らのシンポジウムでも議論されてきましたが、この草原

の維持管理、また利活用、そして次世代への継承が、う

ちだけではなく、今聞きますと、全国の草原を持つ自治

体の共通の課題だと思います。このサミットで皆様のお

知恵をお借りした中で、また今後この課題に取り組ん

でいきたいと考えております。

　細野高原は、うちの町は稲取地区、熱川地区と二地

区があります。そして、稲取地区が４部落がある中で、

稲取地区に存在しております。その稲取地区の４区の

町内会が組織する稲取地区特別財産運営委員会が管

理しております。この４区の共同管理によりまして、防火

帯の設置や山焼きなどを実施しております。防火帯、ま

た山焼きにはそれぞれ120名ほどの人が出て実施し

ていますが、やっぱり作業者の高齢化、また、農業従事

者の減少によりまして、作業ができる区民が年々減りま

して、人的負担が増しております。また、この草原を管理

するのには、年間約500万円の費用がかかるため、経

済的負担も課題となっております。

　観光面では、この細野高原の資源を活用いたしまし

て、４月上旬から５月上旬にかけての山菜狩りや、また、

秋には秋のススキイベントを開催しております。イベン

トの開催時には、これはススキのほうですが、参加者

から600円、その他の期間におきましては20円を入山

料として頂いております。先ほど経済的負担のことを申

し上げましたが、これらの収入が維持管理には必要と

なってきます。しかし、これだけで全ては賄えませんの

で、入山料の値上げ、また新たな利活用を検討いたし

まして、この維持管理費用の捻出を考えていかなけれ

ばならないと考えております。

　そんな中で、イベント等のため、この道路、駐車場、ト

イレ等を整備し、誘客に努めておりますが、一方では、

来訪者のマナーも問題になっております。この大切な

資源を荒らされないよう、対策も同時に取っていくべき

と考えております。そして、何よりもこのすばらしい景観

や、また資源をどうやって次世代につなげていけるか

が大きな課題となっております。

　かつては農家の方がこのカヤをミカン畑に敷いたり、

またかやぶき屋根を使用したりするなどの活用がされ

てきましたが、農業後継者が減っていく中でのこの現在

では、カヤの需要もほとんどない状況でございます。し

かしながら、このすばらしい景観、また資源は、山焼き

等の保全活動を継続していかなければ守っていけま

せんので、町内の子供たちに、また地元にこんなすば

らしい草原があること、また、この草原は人の手によっ

て守られていること、また、カヤを使った昔の文化を教

育していくなど、未来につないでいかなければならな

いと感じております。

　これらの問題解決を図るため、昨年度、稲取地区の

特別財産区運営委員会をはじめ、行政、また観光協会、

農協、高原の専門員などで組織する「細野高原を考え

る会」が発足されました。この会では４区が継続的に細

野高原、これを維持管理していただくためにはどのよう

に、また、観光、産業などの資源としての活用、周辺の

地権者とも協力して、新たなこの魅力の創生、これを

図っていくかなどを検討しております。今日は皆様方か

らいただいたこの知恵をお借りいたしまして、この会の

発展にも生かしていきたいと同時に、この草原を全国

に発信できればと考えております。これからもどうぞよろ

しくお願いいたしたいと思います。

○議長（太田長八）　以上でこの参加自治体からの報

告が終わりました。いろいろなお話を伺いました。その中

でまた意見や質問等もあるでしょうから、ここからは自由

な形で意見交換会をさせていただきたいと思います。

　ご意見がございましたら、挙手をお願いして、発言し

ていただきたいと思います。どうぞよろしくお願いいた

します。

○真庭市長（太田　昇）　よろしいですか。

○議長（太田長八）　どうぞ。

○真庭市長（太田　昇）　それぞれすばらしい取組を

勉強させていただきましたが、恥ずかしい話、蒜山高原、

まだ山焼きの面積が80ヘクタールぐらいなんですね、

どんどん減っていて。何とか維持しようと思っているん

ですけれども。600ヘクタール焼いているとかですね、

本当にたくさん広い面積を焼いているとこら辺の取組、

もうちょっと詳しく、それもその行政というよりは、住民

の方とか、あるいは子供も参加してということですが、

もう少し、こんな取組をしているよということをご紹介い

ただければありがたいんですが。勉強させてください。

○議長（太田長八）　今、太田市長からの行政以外の

ほうの取組、これが何か具体的なことがありましたら、

どなたかご発言願いたいと思います。

　南阿蘇村の後藤さん、よろしくお願いします。

○南阿蘇村農政課主幹（後藤進哉）　先ほども説明さ

せていただきましたけれども、本村の牧野面積が

2,470ヘクタールで、野焼きが行われているところは

1,170ヘクタールということなんですけれども、地震前

はまだ野焼き面積は広くて、この事業主体というのが各

地元の行政区とかになりまして、以前は区長さんが責

１．開会

○司会　それでは、ただいまより第13回全国草原サ

ミット～未来へつなごう！壮大な海すすきの草原～を

開催いたします。

　私は進行を務めます東伊豆町企画調整課長の森田

と申します。どうぞよろしくお願いいたします。

２．挨拶

○司会　まず初めに、開催地を代表して、本大会の実

行委員長である東伊豆町長　太田長八よりご挨拶を

申し上げます。

○東伊豆町長（太田長八）　皆様、こんにちは。東伊豆

町の町長の太田でございます。

　本日は、この首長様におかれましては、新型コロナ

ウイルス感染症の対応で大変お忙しい中、全国草原サ

ミットにご参加していただきまして、誠にありがとうござ

います。

　本来であれば、皆さんにこの東伊豆町にお越しいた

だきまして、顔を合わせながらこの意見交換をさせてい

ただくところでございますが、１年延期したにもかかわ

らず、新型コロナウイルスの感染がなかなか収まらな

い状況ですので、このようなオンラインの会議とさせて

いただきました。ご理解願いたいと思います。

　この後、前回大会の報告、それから、昨日から行って

きましたシンポジウムの報告もお願いいたしますが、こ

こから先がメインであるサミットとなります。全国に存

在する草原の価値、また課題につきまして、参加者の皆

様から貴重なご意見を提言していただきながら有意義

な大会となるよう期待しておりますので、どうぞよろしく

お願いいたします。

○司会　町長、ありがとうございました。

　それでは、本日は東伊豆町以外に８自治体の皆様

にご参加いただいております。

　参加者について、事例等の発表順にご紹介させてい

ただきます。

　前回サミット開催地の宮崎県川南町、町長、日髙昭

彦様、兵庫県新温泉町、町長、西村銀三様、岡山県真

庭市、市長、太田昇様、前回サミット開催地の宮崎県

串間市、市長、島田俊光様、熊本県高森町、町長、草村

大成様、広島県北広島町、生涯学習課長、西村豊様、

あったり、いろんなところに登場する、そういう特徴が

ございます。

　ここが町の中心部にあります、広さ的には３万

3,000平方メートル、3.3ヘクタールということでござ

います。植物のほうは、およそ300分類で、そのうち

170種ほどが希少な植物であるということでございま

す。平成22年から一般に公開しておりますので、今年

で12年目に突入したところであります。開園期間は４

月から11月の間ということになっております。

　では、この活動の状況の現状なんですけれども、基

本的にこの湿原は、ボランティアの団体であります川

南湿原を守る会の方々が運営をしていただいておりま

す。日常の草刈りなどの管理、それから植物の整備状

況、また、案内も全てそういうボランティアの方がやっ

ていただいているという状況でございます。

　管理作業は大きく分けて２つあるんですが、まず６月

ぐらいに水草を除去いたします。特にセイタカアワダチ

ソウ等が水路等に入りますので、それを全員で除去し

ます。そして１月には草出しをして火入れをするという

ことでございます。先ほど言いました守る会の会員の皆

様、それから役場の職員、一部ボランティアの方々に手

伝っていただいてやっているところでございます。

　現在、その湿原のほうの普及活動ということでござ

いますが、年に３回ほどの観察会を実施しております。

まず１回目が４月下旬のトキソウ・ハルリンドウ観察会

でございます。２回目が７月、夏にトンボの観察会、最

後が８月から９月にかけまして、ホシクサ観察会。ホシ

クサというのが実はもう世界でここしかないという、

ヒュウガホシクサであるとか、エダウチシロホシクサ

等がございます。専門の方には非常に貴重な植物だと

いうことでございます。

　今、本当にここしかない植物がありますので、一般に

開放しているんですが、まだそこまでＰＲをあえてせず

に、いろんな意味で、種の固定であるとか、そういう仕

組みを構築しながらいろんなことをこれからの目標に

しているところでございます。

　今回どこもそうですけれども、３年前に全国の大会を

開催させていただきまして、いい機会をいただいて、全

国的にＰＲを進めていこうという矢先ではございますが、

こういうコロナに関して、うちも県外とか遠くから専門

の方を含めた方が多くいらっしゃるもんですから、今は

残念ながら閉園という形になっております。いろんな工

夫や機会づくりをこれからしっかり行いながら、我々は

湿原の魅力をどうやって発信するか、これをどうやって

維持していくかというのをしっかり考えていきたいと考

えております。

　以上で前回の報告とさせていただきます。ありがとう

ございました。

○議長（太田長八）　どうもありがとうございました。

　本当、３年前に私、川南町さんと串間市さんにお邪

魔させていただきました。本当にすばらしい運営でござ

いまして、それを目標にやった中で、新型コロナウイル

スになってしまいまして、本当に残念でございます。そう

いう中で、やっぱりまず川南町の川南湿原、これを地

区の方が再現しようと頑張った中で、今、着 と々その準

備が進んできているということ、これはもう敬意に値い

たしますので、これによりましてまたまちづくりをやって

いけば、またすばらしい町ができるんじゃないかと思

いますので、頑張っていただきたいと思います。

○川南町長（日髙昭彦）　ありがとうございます。

４．シンポジウムからの報告、問題提起

○議長（太田長八）　それでは、次に、シンポジウムの

総括といたしまして、いつも大変お世話になっておりま

す、全国草原再生ネットワーク会長でございます高橋

様にこれまでの報告と、また問題を含めてよろしくお願

いいたします。

○全国草原再生ネットワーク代表理事（高橋佳孝）　

皆さん、こんにちは。全国草原再生ネットワークの高橋

でございます。

　昨日来、第13回全国草原シンポジウムがこの東伊

豆町で行われました。その概要について、私のほうから

説明をさせていただきたいと思います。

　ここは、町長の挨拶の写真が載っておりますけれど

も、昨日は基調講演とパネルディスカッションと分科会、

それから総合の討論会というのがございました。それ

に沿って、昨日のシンポジウムのご紹介をさせていた

だきたいと思います。

　最初は、芸北高原の自然館の白川さんの基調講演

から始まりました。基調講演の内容も非常に盛りだくさ

んでして、各地の人と自然が関わる取組について、たく

さんの事例を紹介していただきながら、そのなかに潜

んでいる非常に価値のある関係性というのを大事にし

ていこうということで、講演をいただいております。

　人と関わる自然をどのように守るかということですけ

れども、要は関わり合いを学んで、暮らしに寄り添って

人が決めていく自然そのものの価値を発信をきちんと

されているか、あるいは共有されているかという問題提

起から入ってきました。時代や地域に合った多様な活

用で、草原についても守っていく必要があるんじゃない

かと。

　大事なコンセプトは、残したいものは共創資産であ

島根県大田市環境政策課長、和田二朗様、熊本県南

阿蘇村農政課主幹、後藤進哉様、また、サミット中、草

原100選についてご説明させていただきますことから、

全国草原再生ネットワーク代表理事の高橋佳孝様に

もご参加いただきます。

　皆様どうぞよろしくお願いいたします。

３．前回サミットの報告（串間市・川南町）

○司会　それでは、各自治体から活動報告や課題の

提起などを発表していただきますが、ここからは、大会

実行委員長の太田長八東伊豆町長がサミット議長とし

て進行いたします。

　太田町長、よろしくお願いします。

○議長（太田長八）　それでは、しばらくの間、議長を

務めさせていただきます。太田です。

　ご協力のほどよろしくお願い申し上げます。

　まず、前回の開催地でありました宮崎県川南町長の

日髙昭彦様より、前回の報告並びに課題、取組につき

ましてご発言をよろしくお願いいたします。

○川南町長（日髙昭彦）　皆さん、こんにちは。川南町

長の日髙でございます。

　今回は本当にいろいろ大変な中、太田町長をはじ

め、関係者の方々に開催をしていただきましたことを改

めて感謝申し上げたいと思います。

　前回、もう３年前になります。市長お見えですが、宮

崎県の串間市と同時に開催をさせていただきました。

後ほど島田市長のほうにも話があるかと思いますので、

私のほうから話をさせていただきます。

　それでは、３年前、実は２つのＰＲポイントがありまし

て、１つはですね、今はオンラインでこうやって同時開

催、いろいろ当たり前なんですけれども、当時は串間市

と川南町と、県内ではありますけれども、車で３時間、

130キロぐらい離れていた会場を同時に開催をさせて

いただきました。今となればいろんな思いもあって、大

変だったんですけれども、いろんな経験もさせていた

だいたと思っております。

　もう１点が、川南町は草原ではなく湿原なんですが、

水のある草原を湿原という形で、初めてこの草原サミッ

トに湿原を登場させていただいたということで、改めて

感謝申し上げたいと思います。

　では、簡単に報告をさせていただきますが、前回は、

黒潮洗う野生馬の草原とトロントロンが育む湿原、ト

ロントロンについては後ほど説明いたしますが、そう

いうことで、連休明けの５月12日土曜日から月曜日ま

での３日間にわたってさせていただきました。延べ885

名の方に参加をいただいたところでございます。

　先ほども申しましたとおり、湿原を入れていただきま

したので、当時は12の自治体、特に県内から、川南町

と串間市ですが、湿原の関係で近隣市町村であります

新富町、高鍋町にも参加をしていただきました。

　先ほど言いましたとおりでございますが、このサミッ

トの中で宣言をさせていただきました。今回も宣言があ

るんですが、４つの項目をテーマとして宣言させていた

だきました。

　まず１点目がですね、まず、守るという点、それから２

つ目が安全、３つ目がＰＲ、４つ目が連携というキー

ワードになりますが、まず１つ目は、やっぱり湿原とい

うのは、草原というのは、人が手を入れないと維持でき

ないということで、今回も入っておりますが、湿原を守る、

草原を守る担い手の確保や保全活動を積極的に支援

するという、守るという点でございます。

　２つ目が、やっぱり草原管理の新たな技術やシステ

ムを活用する安全管理、つまり野焼きの安全性である

とか、カヤぶきの技術を、高所作業でありますので、そう

いう安全性を大事にするということで、安全管理体制

を積極的に支援するということでございます。そういう

安全を構築するということでございます。

　３つ目がＰＲというキーワードを使いましたけれども、

草原の大切さと公益的活用を広く国民にアピールする

ため、全国草原100選を選定するということを進める

ことを決定したところでございます。

　４つ目が連携と言いましたけれども、全国の草原を

有する自治体が連携して行動していくこと。全国草原

自治体ネットワークという、正式には全国草原の里市

町村連絡協議会という活動を強化するというテーマで

ございます。それは、前々回の平成28年、新温泉町で開

催されたときに設立をされたところでございます。

　それでは、簡単に川南町の活動の状況ということで

紹介をさせていただきます。

　まず、川南湿原ということなんですが、大きな特徴が２

つありまして、１つがですね、これは湧水、湧き水ででき

た湿原であります。よそからの流れ込みがないので、世

界でここだけという希少な植物が、現在発表されている

のが３つ、あとまだ幾つか未確定でありますけれども、ほ

ぼ間違いないということがございます。それから湧き水

でございますので、ここはたまたま町の中心地からすぐ

近く、歩いて行けるという地理的なメリットもございます。

　トロントロンという名前を先ほど申しましたけれども、

実はこれはトロントロンというのは、水が湧く、トロント

ロン湧く、湧き出るという音から来た正式な地名でござ

います。片仮名でございますが、川南町と言えばトロン

トロンというのが軽トラ市であったり、施設の名前で

どうやって守るかという、そういう行政側からの仕組み

づくりについて、南阿蘇村長の吉良さんから講演をい

ただいて、その後パネルディスカッションを行ったとい

うことです。

　東伊豆町の様子はこういう感じで、３人が登壇して、

会場と熱心な討議が行われました。こういう形で、茅葺

き文化協会の安藤先生なんかも非常に示唆的な、後で

ちょっとお話ししますけれども、コメントをいただいたり

して、地元の方たちもとても元気づけられる内容だった

と思っております。

　内容をかいつまんで言いますと、保全の面からいう

と、面積とともに管理がなくなったということが生物相

に大きな影響を与えているんだよと。それから、湿原保

全も大事だけれども、全体を通して鹿の問題が今顕在

化していて、草原だけで語れる内容ではなくて、全体の

管理ということも必要になってくるだろう。それから、

ゾーニングや安全な場所では、後継者育成のための

フィールドとして積極的に活用してもいいんじゃないか

という話がありました。

　それから、担い手の問題もあり、新たな仕組みが

やっぱり必要になってくるだろうな。１つはボランティ

アかもしれませんし、１つは野焼きの体制整備というこ

とかもしれません。

　それから、利用価値を最大限に活用する、すなわち

材としての草原もあるし、景観を利用した観光もあるで

しょうし、それを持続的なシステムとしてどうみんなで

関わっていくかということが重要だろう。それから、東伊

豆町さんは温泉もあり、海もあり、それから草原もあると

いうことですね、東京からも近いという立地条件もあっ

て、やはり観光が主体となる、産業として観光が主体と

なるだろうと。その中に草原の恵みであるカヤの利用

を取り入れて、地域の特性やスケールを発揮してはどう

かというのが安藤先生のほうから示唆されたことです。

特に例えば来訪者の拠点施設みたいなところとか、そ

ういうカヤふきが実際にできるようなところをうまく利用

して、そこに新しい価値も含めた来訪客へのサービス

提供というのもできるんじゃないか。カヤの循環によっ

て、癒しの空間形成というのが可能であるし、そういう

ものが今後観光を回していく上でも期待が大きいん

じゃないかという話があったというふうに覚えています。

　それから、蒜山会場のほうは、このようにカヤを使っ

たサイクリング施設というのを実際に建てられていて、

その新しい施設の近くでこういうふうなセッションを

行っております。

　内容ですけれども、草原の利用から見える、過去に

学ぶことによって蒜山らしさというのがよく分かるんだ

と。その利用の仕方や経緯から学ぶものも大きいとい

うことがありました。

　それからもう一つは、よく自然再生事業というのはい

ろいろ行われているんですが、その自然再生において

も地域経済を回すことが今大切になってきているんで

すよというお話。実際に草原のカヤを使ったサイクリン

グセンターというものがありますけれども、ここから広

がる新しい世界があって、それが地域を大きく回してい

く一つのきっかけづくりにもなるんじゃないか。

　それから、カヤの利用についても、いわゆる文化財と

か古民家だけではなくて、今は新しい施設や近代的な

施設、そういうものについてもいろいろとカヤが使われ

ている時代である。カヤぶきは新たにもう一皮むけて

未来に発展する、その礎となり得るものではないかと

いうことがありました。

　これまでは地元だけで使って守るというところから、

地域外の関係者も含めた、地域の人も一緒になって守

るという、幅広い守り方、そういうものが目指されており

ました。そのためには、地域内外の人と意識を醸成す

るためにも、楽しいということもとても大切なんではな

いかということが報告されております。

　それから、阿蘇のほうは、このように広がる草原が九

州の北部の６大河川の水源域になっているという、そ

ういう立地条件もありますけれども、今回、水源涵養を

中心とした生態系サービスについての討論が行われ

ております。

　新しく分かったこととして面白かったのがススキ草

原がものすごく水源涵養力が高いんだと。そのなぜか

という理由の一つがススキそのものが節水型の植物

であって、水を消費しない。その分、水源涵養に回る水

が多いんですよと。それから、川下、川上の関係でいえ

ば、福岡都市圏も含めて大勢の人数の飲用水を賄うこ

とができる、その水源地が阿蘇の草原だと。それは有

明海のほうにもつながっていて、ノリが色落ちするのを

防ぐために栄養源を補給しなきゃいけないんですけれ

ども、その補給するだけのダムの放流ができるだけの

水源が確保できていることがとても重要だと。そういう

意味では、海のほうから草原を応援していただくという

仕組みづくりも今後考えていったらどうかというような

お話がありました。

　それから、環境省のほうでは、阿蘇の地域を守って

いく、あるいは草原を守っていく上で、地元の農業者の

なりわいに対する助成を主体に考えてきたんですけれ

ども、それも今後は重要であると同時に、これからは草

原の持つ公益的機能へどういう形で支援できるかとい

う仕組みをつくる必要があるんじゃないかというお話

それを研究面から実証、検証するということをぜひ研

究者にはやっていただきたいと。それを普及させる場

の整備を行政には担っていただけると非常にありがた

いという最終的な要望がございました。

　これらの問題というのは、一個人でどうこうできる、

解決できるものではありませんので、ぜひ行政のほう

のお力添えをいただきたいと。私ども個人や市民として

は、今後もそういう形で対話を続けていきたいというこ

とで、最後、閉めたところでございます。

　少し長くなりましたが、以上が草原シンポジウムの報

告です。ぜひこの内容についてもサミットでの論議をし

ていただきますようよろしくお願いいたします。

　以上です。

○議長（太田長八）　高橋先生、どうもありがとうござ

いました。

　私、このシンポジウムをやって本当、大変勉強になり

ました。と申しますのは、やっぱり今までカヤの活用と

かね、また、子供たちを育てていかなければならない、

地域の学習、体験学習、これも大変重要だと感じまし

たので、この間、大変勉強になりました。

　そういう中で、首長さんがいらっしゃいますので、私

が一番感じたのは、やっぱり阿蘇の分科会の、誰か

ちょっと名前を忘れましたけれども、要するに職員が、

担当者はある程度認知しているけれども、ある程度の

方、全ての方が草原などを認知しなければ進まないと

言われましたので、各首長さんには、担当者だけでは

なく、ほかの違う職場の方たちにも、あと、地元の草原、

また湿原に対する知見をある程度広げていければ大

変ありがたいと感じております。

　以上です。

　どうも高橋先生、ありがとうございました。

５．各自治体の取組と課題

○議長（太田長八）　それでは、各自治体の皆様にご

報告をしていただきたいと思います。順番は、事前に配

付してある参加名簿の順でお願いいたします。時間の

関係もありますので、各自治体おおむね５分間をめど

ということでお願いいたしたいと思います。

　それでは、兵庫県新温泉町長の西村銀三様によろし

くお願いいたします。

○新温泉町長（西村銀三）　皆さん、こんにちは。新温

泉町長、西村銀三です。よろしくお願いいたします。

　平成28年第11回のシンポジウム、新温泉町で開催

していただきました。その際には、川南町、日高町長さ

んをはじめたくさんの方にご参加をいただきました。誠

にありがとうございます。

　皆様のお手元に新温泉町の概要と上山高原の歴史

と現状という資料があると思いますので、資料に沿って

説明をさせていただきます。

　新温泉町は、日本海側に面した鳥取県との県境に

あり、平成17年10月に誕生した人口約１万4,000人

弱の町で、まちづくりのテーマは、「海・山・温泉　人が

輝く夢と温もりの郷」であり、豊かな自然に恵まれた町

であります。

　産業については、農業分野では水稲、梨、高原野菜

の大根の生産を主として進めています。畜産について

は、神戸ビーフや松坂牛のもと牛である但馬牛の主産

地として、飼育頭数の維持拡大に努めています。また、

水産業については、松葉ガニ、ホタルイカ、ハタハタな

ど、日本有数の漁獲高を誇っています。

　当町には上山高原という大きな草原があります。周

辺集落の人々によって上山高原は田畑の土づくり、和

牛放牧として活用し、中でもススキは飼料、カヤ、かや

ぶき屋根等に利用され、生活の一部として維持されて

きました。

　しかし、農機具の普及、牛農家の減少によって、草原

は活用されなくなり、クマザサが茂り、雑木に覆われて

きました。これでは駄目だということで、平成16年に県

と町と地域が連携してＮＰＯ法人上山高原エコミュージ

アムを立ち上げました。上山高原と麓の７集落を丸ごと

生きた博物館として捉え、草原を保全・再生する取組を

地域の資源を活用し、地域内外との交流を図ることで

地域の活性化につながる活動を進めています。

　再生の具体的な活動としまして、人工林をブナ林の

広葉樹に替え、ススキ草原の持続と拡大ということで、

山焼き等を行っています。また、イヌワシの生息調査、ノ

ハナショウブ、そしてヤナギタンポポ等、希少植物のモ

ニタリング調査の継続を行っていますし、体験プログ

ラムとして、滝巡りやハイキング等も行っています。また、

第11回大会を開催した成果だと思っていますが、スス

キの有効活用ということで、神戸市のかやぶき職人「く

さかんむり」と連携・協力協定を結び、古民家や文化財

施設にカヤを使う取組も進めています。

　草原維持では、ササ刈り、山焼き作業、放牧作業等、

毎年継続することが必要になってきます。このため会員、

地域住民、ボランティアの方々の協力をお願いしてい

ますが、作業費等の捻出が今後の大きな課題となって

います。今後もできるだけ多くの方にご協力をいただい

て保全活動や利用する取組を進めてまいりたいと思っ

ております。

　以上であります。

○議長（太田長八）　どうも西村町長、ありがとうござ

がありました。

　それから、草原と私たちの関わりとか、暮らし方を支

えるエビデンス、要するに研究の証拠ですよね、そうい

うものとか学術研究がとても重要だということが今回

のこのセッションの中でもよく分かったということです。

　それから、南阿蘇村長さんは熊本地震後、火入れ責

任者を村長さんに替えたという行政側からの支援が

あって、それによって野焼きが復活したところが結構

あったと。それから、火入れの手続も届出制に変えたり

ということをしたんですけれども、これを行う大きな根

拠となったのが、やはり水源涵養機能ということで、熊

本県民、熊本市民の水道水を支える水源の源である草

原を守ることが地域全体、あるいは県全体に対しての

大きな影響を及ぼすんだ、大きな貢献ができるんだと

いうことで、これまで阿蘇の草原といえば景観が主体

でしたけれども、今後は水源保全という意味でも、阿蘇

の草原の価値を見直して、みんなにアピールしたいと

いう話がございました。

　最後、全体会は、こうやって行われたそれぞれの分

科会の報告を受けて全体討議をしたんです。これも全

てオンラインでやりました。ここに映っているのは東伊

豆町さんのところでやった内容です。ちょっと写真で隠

れていて申し訳ないんですけれども、それぞれの分科

会から代表者が入っていただいて、オンライン上で討

議を行っております。

　まとめになるかどうか分かりませんけれども、草原の

保全面については、なぜ草原が重要かを各世代意識

共有する必要があると。活動に関わる人、理解者、応援

者を増やしていく仕組みが必要。維持するために人が

関わり利用し続ける仕組みづくりが重要になるという

ことが語られました。草原の経済価値と公益機能を積

極的に評価してあげる必要があって、公益機能の守り

手である生活者を支援する制度設計というのをしっか

りと組む必要がある。

　前にもお話ししましたけれども、保全のための保全と

いう観点から、草や草原を活用することによる保全と

いうほうにシフトしていく必要があるんじゃないかとい

うお話でした。

　草原の活用についてですけれども、これも先ほどお

話ししたように、保護の管理から、利用して管理へとい

うのが大きなテーマとなっていました。草原利用の創意

工夫に対して様々な支援や環境整備をしていく必要が

あるだろうと。小さな経済活動を生み出して、地域ととも

につくり出すことがまず第一歩じゃないか。

　都市へのアプローチには、どうしても意識の違いと

か様々な問題があるので、その中間層の育成が必要な

んじゃないか。

　堆肥や農業や肥料とか、あるいはカヤの利用という

のはありますけれども、今でも野草の利用価値は非常

に高いものがあって、堆肥の利用とかカヤの利用で野

草の価値を復権する必要があるんじゃないのかなと。

堆肥についても、今、新しい知見として、野草を使った

堆肥に含まれる非常に優れた土壌菌がいるということ

も分かってきました。こういうのも研究の成果だと思い

ますけれども、そういうふうに野草の価値を復権させる

ことで、野草を利用すれば火入れの炎もある程度制御

しやすくなるし、火入れの安全性にもつながるんだよと

いう幅広い内容からのものがございました。

　草原の継承については、地域の固有性やほ誇りを

各世代で共有、共感すると、これはもちろんですけれど

も、地域、行政、企業が互いに手をつなぐ仕組みという

のも面白いんじゃないか。例えば細野高原だったら、

いろんな企業さんが持続的にこれを利用したいという

ことではいろんな方が入っていただいて、そこを活用し

てはどうかという話もございました。

　それから、カヤふきは活用を通じた継承の有効な

ツールである。利用というものが入ることによって、その

価値を継承したり、その仕組みを継承したりするきっ

かけにもなる。

　それから、使うことで生き物が、草の供給で文化が守

られていくだろうと。

　環境教育は世代を超えていく潜在性を持っているの

で、非常に大切なことである。子供さんへの教育という

のはとても大切。

　草原と地域のつながる観光や地域振興の在り方に

も工夫が必要になってくるんじゃないかというふうなま

とめがございました。

　最後に、行政へ望むことということで、幾つか提案を

いただいております。

　１つは環境教育、あるいは担い手育成も含めてとい

うことですけれども、その助成をぜひ継続できるような

ものにしてほしい。

　それから、実際に草原を守るときに一番頭を悩ませ

ているのは、行政の実務者の担当者であろうというこ

とで、もちろんいろいろ替わったりもしますので、持続

的にそれを進めていくのに問題が生じがちなんですけ

れども、ぜひその自治体間での実務者同士の学びの

ネットワークをつくっていただけないか。サミットでい

えばシェルパ会議のようなものを今後実現していただ

ければありがたいという話がありました。

　それから、地域知、伝統的に言いつながれてきた知

識そのものに意外と真実が、とても大事なものがあって、

いました。

　太田市長の取組は、もうマスコミでだいぶ私も勉強

させていただいております。そういう中で、文化と草原

がやっぱりマッチしないと、本当にそのとおりだと考え

ています。昨日の分科会の会場、隈先生の建築、それに

つきましてカヤを使っていること、大変感銘を受けまし

たので、今度、一度視察に行かせていただければ大変

ありがたいと思います。よろしくお願いします。

○真庭市長（太田　昇）　どうぞ、おいでください。これ

が全容ですけれども、３棟あります。

○議長（太田長八）　そんなにあるんですか。

○真庭市長（太田　昇）　１つは、このメインのがです

ね、これが18メートルあります。その横に見えておりま

すのが、隈研吾先生の設計図面とか模型とか、そして

サスティナブルな商品を売るとかですね、そしてもう一

つはサイクリングターミナルという、それで構成されて

います。7,000平米ぐらいの広さであります。

○議長（太田長八）　すごいですね。視察を楽しみにし

ておりますので、よろしくお願いいたしたいと。

　続きまして、串間市長の島田俊光様、よろしくお願い

いたします。

○串間市長（島田俊光）　こんにちは。串間市の島田

でございます。

　12回草原サミットにつきましては、川南町と一緒に

開催させていただいたわけでございますが、事務局の

皆様等はじめ関係各位の皆様方のご高配を賜り、サ

ミットを成功することができました。本当に感謝を申し

上げたいと思います。

　それで、宮崎県串間市は、宮崎県の最南端に位置す

る温暖多雨なところでございます。きゅうりやピーマン

などの施設野菜、サツマイモやごぼうなどの露地野菜

をはじめ生食で食べられる完熟キンカンや餌にトウガ

ラシを混ぜてつくる養殖ブリなどは、質、量とも全国トッ

プクラスの地域でございます。また、そのように農産物

を生産する食の宝庫でもあります。

　串間市からは、野生馬が生息する都井岬と宮崎県

の希少な動植物重要生息地に指定されている古竹・笠

祇地区について紹介させていただきたいと思います。

　串間市の草原といえば、野生馬が生息する都井岬が

代表的な草原となるわけでございますが、もともとは江

戸時代の軍馬を育成するための牧場であったものが、

人の手が触れることなく、令和の時代まで残っているも

のであります。春には新緑の草原にオキナグサやウマ

ノアシガタ、さらに夏から秋にかけてヒオウギやノヒメ

ユリ、ムラサキセンブリ、冬はノジギクなどが繁茂して、

四季それぞれの種のある希少動植物、国指定天然記

念物の野生馬とともに見ることができます。オキナグサ

など都井岬に生息する多年草のほとんどは、毒があっ

たり、またとげがあったりして、馬が食べない植物であ

り、食べ残すことから花を咲かせることができる。都井

岬は馬がつくり出す生態系に、絶滅危惧種に指定され

ている希少な植物を観察することができます。都井岬

は人の手を加えないことが魅了をより高めるものと考

えております。

　通過型の観光から体験、滞在型の観光へと転換さ

せる取組として、野生馬の生態と野生馬による形成さ

れた草原の植物やふん虫、フンコロガシでございます

が、などを訪れた観光客に対して分かりやすく説明す

る都井岬野生馬ガイドを配置し、エコツアーなど着地

型観光としての活用をはじめ、地元小中学生の地域を

学ぶ授業、くしま学などを地元の魅力を学習させる取

組など、草原の維持・存続と魅力発信のため取り組ん

でおります。

　また、笠祇・古竹地区の紹介でございますが、資料の

下段にあります笠祇・古竹地区の草原については、都

井岬と同様であり、江戸時代の軍馬を育成するための

牧場であったものが地域住民により草刈りや野焼きな

どの作業により代々守られ、現在も草原として維持され

ているものでございます。平成19年11月には宮崎県

の希少野生動植物重要生息地に指定されております。

笠祇・古竹地区は串間市の中心市街地から車で約15

分と近い場所に位置しており、昔ながらの田園風景が

広がり、里地里山で和牛の里として呼ばれている畜産

が盛んな地域でもございます。

　集落は過疎、高齢化が進み、野焼きなどの里山を守

る活動の継続が危惧されているところでございます。集

落の過疎化、高齢化の進展は、本市のみならず全国各

自治体の共通問題と認識をいたしております。行政の

役割としては、地域の魅力を住民自らが情報発信して

いく活躍の場の創出と、地域に何度も訪れる深いつな

がりを持つ関係人口の増加が肝要であると考えており

ます。

　本市の取組の１つがエコツーリズムの推進でありま

す。市といたしましては、地域資源の魅力を伝えること

により、関係人口の増加、地域住民の資源価値の再認

識、そして、環境教育による次世代への継承へとつな

がるエコツーリズムを鋭意取り組むことにより、草原の

維持形成を図っていきたいと考えているところでござ

います。

　以上でございます。よろしくお願いします。

○議長（太田長八）　どうも島田市長、ありがとうござ

いました。

いました。

　このＮＰＯ法人の活動、大変すばらしいと感じており

ますし、また、うちの町のテーマも、「満点の海・山・空は

東伊豆」と、何かまちづくりが同じような感じがいたしま

すんで、これを契機にまた交流ができれば大変ありが

たいと思います。どうぞよろしくお願いいたします。

○新温泉町長（西村銀三）　こちらもよろしくお願いし

ます。

○議長（太田長八）　それでは次に、続きまして、岡山

県真庭市長の太田昇様、よろしくお願いいたします。

○真庭市長（太田　昇）　真庭市の太田です。よろしく

お願いいたします。

　真庭市は合併して828平方キロメートルと、面積で

いうと東京23区の1.3倍というですね、岡山県北に広

がる市です。その一番北、鳥取県境のところに蒜山高原

という高原がありまして、東西20キロ、南北10キロと

いう、多分、関西では一番広い高原だと思っております。

　課題ですけれども、よそと同じで、もともとはススキ野

原が非常に広がっていた、それがだんだん狭くなって

きていると。そこに貴重な動植物、絶滅危惧種がいた

のが、これを守らないと、景観も含めて滅んでしまうと

いうようなことで、そういう意味での保全というのが一

つの大きな課題であります。

　もう一つは、これも出ておりましたけれども、単に保

全だけではできない、やはり活用しながら保全すると

いうことをしなきゃならない。その活用というのが一つ

の課題だろうというふうに思っております。

　その２つをどうしたら両立できるのかということです

が、１つは、カヤを山焼きをする、そうするといいカヤが

できる。そのカヤを、もちろん土に戻すことによって、灰

そのものが肥料になってまいりますが、蒜山も旧石器

時代から人が住んで、そしてカヤを焼いて、火山灰の

非常に貧栄養化のところを植物が育つように、１万年

以上かけて変えてきたという歴史がありますから、それ

を延 と々やっていかなければならない。それとともにカ

ヤを建築資材として活用するということで、昨日の分科

会でも隈研吾先生の設計で、カヤの屋根を逆さまに

使ったですね、屋根そのものは鋼板で、中の天井から

中を全部カヤにしたという、逆さまにしたような、そうい

うサイクリングターミナルを造りましたけれども、それ以

外にも建築資材としていろんな活用ができるということ

で活用していきたいということであります。

　それとともに、このすばらしい高原を多くの方に親し

んでいただく。自然環境だけでは人は来ません。やはり

そこに文化というものがないと人は来ないということで、

ここに出ておりますけれども、これも隈研吾先生の作品

ですけれども、ＣＬＴ、クロス・ラミネーテッド・ティン

バーという縦横、縦横に木材を組合せして、一つの板

を作るわけですね。その板を組合せしてこういう建物

を造っていくですね、これはオリンピック選手に遊んで

もらおうと思って東京の晴海に造ったんですけれども、

真庭のヒノキで造り、日本で専用のＣＬＴ工場は真庭に

しかありませんから、言わば真庭に里帰りしたというこ

とで、グリーナブルヒルゼンというふうに呼んでおりま

すけれども、こういう施設。中は空間で、ここで遊んだり、

イベントができるように、そういうものを、一つの芸術作

品ですけれども、造っております。こういうものを使って、

観光資源としても活用していくと。

　つまり景観も含めて、そして人工的なこういうものを

全部入れて、地域価値を上げていくという、そういう概

念で取り組んでおります。

　さらに、このＧＲＥＥＮａｂｌｅというのがロゴにもなって

おりまして、阪急阪神百貨店がこのグリーナブルに沿う

ようなものを真庭の産物をですね、産品を大阪で売っ

ていくというような、阪急百貨店とも提携をして、コロナ

がもう少し落ち着けば本格的に梅田で真庭の産品を

開発しながら売っていくということになってまいります。

阪急に今ブランド、阪急ブランドとしてＧＲＥＥＮａｂｌｅと

いうのを商標登録してもらいました。

　そういうことをしながら、この背景として、私の背景

に木材を使っておりますけれども、バイオマス産業都市

の指定も受けて、やがて真庭の電力は全て真庭で賄う

と。今、バイオマス発電、１万キロワットのありますけれ

ども、市内需要の大体60％ぐらいを再生可能エネル

ギーで賄えています。火力じゃなくて、水力とバイオマス

ですね。これを100％にしていくということも地域の価

値を上げていくという取組をしております。

　それと、生ごみ等、人間さんのふん尿ですね。それを

混ぜてメタンガスを発生させて、それでプラントを動か

して、最後、液肥を作って、それを低コスト農業として利

用していくという、そういうような、全体をＳＤＧｓという

か、サスティナブルなそういうまちにしていくという取組

をしております。東京のまねをしても仕方ありません。こ

の地域にある資源をいかに使って、それを循環させて、

未来志向で豊かにしていくということで、ＳＤＧｓ未来都

市の第１号にもなっておりますけれども、そういう取組

をしているというのを、そういうことを背景にしながら

蒜山高原を守り、活用していくということであります。

　皆様方のご意見も、あるいは活動も参考にしながら、

よりこれを進めていきたいというふうに思っております

ので、今後ともよろしくお願いいたします。

○議長（太田長八）　太田市長、どうもありがとうござ

にちは。広島県の北広島町生涯学習課長、西村と言い

ます。よろしくお願いいたします。

　お手元にお配りしております北広島町の概要、そし

て、北広島町の草原と取組について、説明をさせていた

だきます。

　まず、広島県北広島町の概要でございますが、広島

県の西北部、西中国山地の標高300メートルから800

メートルの盆地、北は島根県と接しております。広島県

に流れる太田川、そして島根県に流れます江の川の源

流域でもございます。面積の８割以上が森林地帯でご

ざいまして、県北地域、こちらは1,000メートル級の山

が連なっております。

　国立公園の一部でございます八幡湿原、こちらにあ

ります芸北地域の八幡、こちらは冬になりますと２メー

トルの雪を記録する豪雪地帯となっております。

　それでは、広島町の草原と取組について説明をさせ

ていただきます。

　こちらにつきましては、４つ紹介をさせていただきた

いというふうに思います。①から④まで、概要から課題

というふうにしております。

　まず、雲月山でございますが、島根県と隣接をしてお

りまして、かつては採草、そして放牧の目的で1960年

頃まで利用されておりました。島根県側はカラマツの

植林となっています。広島県側、こちらは1990年代に

観光イベントとして山焼きですね、こちらが行われてお

りましたが、1996年を最後に停止しました。2005年頃

より、地域が主体となりまして、主にＮＰＯが主体となり

募集を行いまして、消防団、博物館、小学校などと連携

しながら山焼きを実施しております。

　2014年に町条例に基づきます野生生物保護区に

指定をしております。

　こちらの利用についてですが、一般の登山の観光の

ほか、町内外の小学校等によります学習の場としての

活用、そして、山焼き再開後に数年間にわたり報告も行

われましたが、牛が転落するというような事故もありま

して、現在は放牧はされておりません。

　課題でございますが、現在15％ぐらいの山焼きを

行っておりますが、全域の山焼き、そしてボランティア

の確保といったことが課題というふうになっております。

　続きまして、千町原の草原でございます。

　こちら、もとは地元地域八幡村という旧村になります

けれども、こちらの入会採草地でございました。1944

年に陸軍の演習地となりまして、戦後は開拓民の入植、

国の大規模草地の開発、広島県への移譲と郊外開発

を経まして、今に至っております。2003年頃よりＮＰＯ

が中心となりまして伐採の実施をしまして、2020年に

町条例に基づきます保護区に指定をしました。植物や

鳥を見る観光地として人気がありまして、2013年から

は地元の中学校の、この後紹介しますけれども、茅プロ

ジェクト事業にカヤを提供しております。

　課題でございますけれども、既に樹林化した範囲が

結構広くなっております。また、大規模草地開発の影響

で湿原が縮小しておりまして、いずれも伐採が必要と

いうふうになっております。

　続きまして、霧ヶ谷湿原でございます。先ほどの千町

原と同エリアに位置をしております。大規模装置開発

の事業を経まして、現在は臥竜山麓八幡原公園の一部

に位置をしております。2003年にＮＰＯが植生調査と

ワークショップを実施したことをきっかけにしまして、

自然再生推進法に基づきます法定協議会を広島県が

立ち上げまして、2004年から八幡湿原自然再生事業

が始まっています。樹林の伐採、湿原から水を抜くコン

クリート水路の撤去、湿原への水路の設置などの工事

を2007年から2010年にかけて実施をしました。その

後、自然再生協議会の保全部会が中心になりまして、

伐採作業を継続しております。こちらも2020年に町条

例に基づきます放牧の指定をしております。

　利用でございますけれども、植物や鳥を見る観光地

として人気のスポットとなっておりまして、小学校、中学

校等のフィールドワークの場として活用、そしてガイド

ツアーの実施をしております。

　課題でございますけれども、再生工事から10年が経

過しておりまして、順応的管理のために現状に即した

全体構想と実施計画の見直しが必要となっています。

　そして、これは地元の中学校での取組ということなん

ですが、芸北茅プロジェクトについてです。

　芸北地域のススキ、これを屋根ふきのカヤとして資

源化し流通させる取組を行っています。中学校ＰＴＡ、Ｎ

ＰＯ、地域住民、教育委員会などが実行委員会をつくり

まして、2015年から推進をしております。地域の住民

自らがカヤを刈り取りまして市場に出荷すること、こち

らで私有地や小さなカヤ場が保全をされる。そして、今

は廃止となっておりますけれども、こちらにスキー場跡

地がありまして、こちらを文化庁のふるさと文化財の森、

こちらに設定をされたところでございます。

　利用についてなんですが、未利用でありましたカヤ

場、そしてカヤの利用が推進されるとともに、プロジェ

クトそのものが地元生徒にとって生きた教材というふう

になっています。地域通貨を活用することで地域外へ

の経済流出を防ぎ、刈り取ったカヤが文化財や伝統的

景観の保全に活用されております。

　課題でございますけれども、カヤの保管場所、こちら

　やっぱり串間市さんの取組、草原が２か所、これをう

まくやっていると考えています。それでやっぱりこれから

は、まずは地域住民がそのよさを認識するのが一番と

思いますので、それもまた勉強させていただいて、そう

いう中で、そのエコツーリズムを結構うまく活用した中

で、その草原の保全をやっているのが大変すばらしい

取組だと考えておりますので、引き続きよろしくお願い

いたしたいと思います。

○串間市長（島田俊光）　ありがとうございます。

○議長（太田長八）　それでは、続きまして、熊本県高

森町の町長、草村大成様、よろしくお願いいたします。

○高森町農林政策課（荒牧茉名）　町長に代わりまし

て、担当のほうからお手元に資料に沿ってご説明をさ

せていただきたいと思います。

　熊本県高森町農林政策課の荒牧と申します。よろしく

お願いいたします。

　まず、高森町の概要からご説明させていただきます。

　高森町は人口6,177人で、九州のほぼ中央、熊本県

の最東端に位置しまして、大分県の竹田市と宮崎県高

千穂町に隣接する総面積175.06平方キロメートル、

広い町土を有する農村地域でございまして、地形は阿

蘇カルデラ内に広がる標高500メートルから600メー

トルの比較的穏やかな傾斜をなす高森・色見地区と外

輪山の外側、標高500メートルから800メートルの波

状高原地の草部・野尻地区に区分される町です。

　主な産業は、観光と農林業になります。

　農業面では、立地条件を生かしまして、畜産、米、野

菜を主体とする農業生産が展開されてまいりましたが、

近年、経営の発展を図るため、一部の農家で施設園芸

の導入が盛んとなっております。地域の宝として、古くか

ら栽培されてきました農林畜産物をブランド化し普及

するとともに、地域の代表する高品質な農産物として、

将来にわたり栽培し続けるための活動を通じ、阿蘇地

域の農業の活性化と農業後継者の育成につなげるこ

とに取り組んでおります。

　観光面では、コロナ禍でイベントの実施が厳しい状

況ですが、2016年に発生した熊本地震の影響は回復

傾向にあり、高森湧水トンネル公園、月廻り公園、高森

殿の杉、南阿蘇鉄道のトロッコ列車、草部吉見神社、

上色見熊野座神社といった観光地や約300年の歴史

があります風鎮祭といった地元のお祭りを中心に毎年

多くの方が高森町を訪れています。

　また、高森町では町内全戸に整備しました光通信環

境を活用しまして、日本一の地域密着型番組として、た

かもりポイントチャンネル、こういったケーブルテレビ

の放送を行い、災害時の緊急放送や町からのお知ら

せ、地域情報、事業の紹介などを町民の方へ情報発信

しています。

　光通信環境の整備は、教育現場でも活用されており

まして、電子黒板の設置や全児童生徒のほうへ１人１

台のタブレット配布をいち早く行いまして、全国で最先

端のＩＣＴ教育が行われております。

　ここからは高森町の草原の概要についてご説明さ

せていただきます。

　高森町の草原につきまして、その多くを牛の放牧に

活用しておりまして、畜産農家や町民の方の大切な資

源として保全されてまいりました。高森町の草原は牧野

と呼ばれており、阿蘇のあか牛が放牧されている牧野

はのどかな風景として多くの人に親しまれております。

　高森町の牧野面積につきましては、1,211ヘクター

ルありまして、草原維持として行われている野焼きに関

しては、実施面積が621.5ヘクタールとなっております。

また、管内には14の牧野組合がありまして、皆さん精

力的に草原維持のほうに取り組んでいただいており

ます。

　最後に、高森町の取組と課題については、長年、放

牧や野焼きによって保全されてきている草原なんです

が、近年、管理をしている牧野組合員さんの高齢化等

によって、野焼き実施が大変難しくなってきている状況

にはございます。町としては野焼きに係る補助金等で

野焼き実施者の方の負担軽減等に取り組んでおります

が、年々、実施面積が減少しつつある傾向にございます。

　また、高森町にある阿蘇高森オーガニックセンター

というところでは、世界農業遺産の構成要素であります

阿蘇の草原に生えるススキなどの野草や畜産農家か

ら出る牛ふんなどを混ぜて堆肥を作っております。こち

らは町内を中心に阿蘇地域の農産物に還元して、循環

型農業を確立しております。

　このほかにも未来の草原を引き継ぐ子供たちのほう

に阿蘇の草原のすばらしさや草原の抱える現状につ

いて伝える草原学習などが行われております。

　以上で説明を終わらせていただきます。

○議長（太田長八）　どうも高森町さん、ありがとうござ

いました。

　高森町さんの取組は、全ての自治体が抱えている課

題と同じだと考えております。そういう中で、皆さん方に

対してよりよい回答ができればいいなと思いますので、

またいろんな意見をよろしくお願いいたしたいと思い

ます。

　それでは、続きまして、広島県の北広島町の生涯学

習課長の西村豊様、よろしくお願いいたします。

○北広島町生涯学習課長（西村　豊）　皆さん、こん

田市さんにお住みだそうでございますので、本当にあ

りがとうございます。

　そしてもう一点、これ本当、関係ないんですよ。歌手

に永井裕子さんっていらっしゃるんですけれども、その

永井裕子さんが結構大田市さんのを歌って、うちの町

の観光大使になっているんですよ。やっぱりそういう中

でまた大田市さんとよろしくお願いいたしたいと思いま

す。どうもありがとうございました。

　続きまして、熊本県の南阿蘇村の農政課主幹の後藤

進哉様、よろしくお願いいたします。

○南阿蘇村農政課主幹（後藤進哉）　昨日ですね、阿

蘇分科会では吉良村長の報告がありましたが、本日は

私のほうから発表させていただきます。

　最初に村の概要からになります。

　南阿蘇村は総面積137キロ平方メートル、熊本県

の北東及び阿蘇くじゅう国立公園、阿蘇カルデラの南

に位置する人口１万340人の村です。雄大な南阿蘇

の山と緑、そして環境庁の日本名水百選に選定されて

いる白川水源に象徴される豊かな自然環境に恵まれ

ています。

　2016年４月の熊本地震では、これまで経験したこ

とがない甚大な被害を受けました。これにより人口も１

割程度減少しましたが、村に定住促進課や空き家バン

クを設置し、移住者を受け入れる環境整備を推進して

います。

　続きまして、農業、観光についてです。

　基幹産業である農業は、白川中心に水田が広がり、

のどかな農村風景を生み出す農村は、水稲をはじめ

畜産、ミニトマトやアスパラなどの施設園芸が盛んです。

昼夜の寒暖差が大きい気候により、自然のうまみが

しっかりと詰まった農産物が自慢です。有機農業、環境

保全型農業を推進しており、安心安全な農産物づくり

に取り組んでいます。

　また観光では、大自然を中心にたくさんの観光資源

に恵まれています。新阿蘇大橋のたもとにある展望所

ヨ・ミュールからは、長陽大橋、白川第一橋梁を眼下に

望むことができ、新たな観光スポットとして注目を集め

ています。

　また、熊本地震で落ち込んだ観光客数は回復傾向

にあり、本村本来のにぎわいが戻りつつあります。

2017年９月にはアウトドアショップモンベルと村が協

定を結び、アウトドア活動促進や地域経済の活性化な

ど、包括的に協力をし合い、観光振興に取り組んでい

ます。

　続きまして、草原の概要に移ります。

　南阿蘇の草原は阿蘇カルデラの阿蘇山側及び南外

輪山側に広がり、季節ごとに違った表情を見せてくれま

す。南阿蘇の草原は牧野とも言われ、平成21年に行わ

れた阿蘇草原維持再生基礎調査では、本村の牧野面

積は2,470ヘクタール、そのうち野焼きが行われてい

る面積が1,170ヘクタールとなっております。管内には

23の牧野組合があり、牛の放牧をしている箇所もあれ

ば、野焼きのみ実施している牧野もあります。

　続きまして、本村の取組と課題についてですが、昨日、

分科会で村長がご報告された内容と重複する点がご

ざいますが、ご了承をお願いしたいと思います。

　草原の維持に欠かすことのできない野焼きですが、

その面積は、以前と比較すると減少しています。本村を

含む阿蘇郡市７市町村の草原はこの100年間で半分

以下に、直近30年で見ても４分の１近く減少しており

ます。

　本村では熊本地震で各牧野の原野火入れが中断さ

れました。平成31年度からは一部再開に向けて、熊本

県、阿蘇グリーンストック、村において協議をした結果、

白川牧野で一部再開、その後、令和２年には吉田牧野

でも再開できました。それに至るまでに県、グリーンス

トック、村で防火帯を設置する費用を予算化したり、火

入れ責任者を各区長や牧野組合長から村長へ変更し、

負担の軽減を図りました。

　今後の課題として、火入れが中断しているところの

再開が可能となるか、防火帯の整備、担い手不足、地

区住民の高齢化に対する支援が上げられます。

　補足でですね、昨日、村長から報告がありました課

題に対する取組で、ハードとソフトの対応が求められる

ことをおっしゃっていましたが、ハード面では牧道等、

恒久防火帯の整備ですね。ソフト面においては担い手

の確保ですね。畜産農家を増やすための取組として、

今後、放牧へのＧＰＳを付着して移動管理等を管理す

るシステムの導入やバーチャル研修の導入を計画し

ております。

　また、目的と認識の改革ですね。景観維持から水源

保全のほうへの啓発をしていくということで推進をして

いく予定です。

　以上、南阿蘇村からです。ありがとうございました。

○議長（太田長八）　後藤様、どうもありがとうございま

した。

　南阿蘇村様には、本当に熊本地震、大変でございま

した。今後も頑張っていただきたいと思います。

　そういう中で、今度、山焼きにおきまして、村長さんが

本部長、その中でまた新たにやるという中で、それは大

変期待しております。それから、山の保全、これ大変で

ございますので、引き続きどうぞよろしくお願いいたし

の整備。それから、カヤの販売先の確保、事業規模を

拡大するための専従職員の確保等といったようなこと

が課題となっております。

　北広島町からは以上です。ありがとうございました。

○議長（太田長八）　西村さん、どうもありがとうござい

ました。

　それで、芸北町の白川先生に今回大変お世話になり

ました。本当にありがとうございました。

　それで、私がやっぱりちょっと感じたのは、中学生の

活用ですね。やっぱり中学生、カヤを刈って、地域通貨

でそれをまた地域で還元する。大変すばらしい取り組

みと感じましたので、うちの町もやってみたいなと感じ

ましたので、その節はまたご指導をよろしくお願いいた

したいと思います。

○北広島町生涯学習課長（西村　豊）　ありがとうご

ざいます。

○議長（太田長八）　どうもありがとうございました。

　続きまして、島根県大田市の環境政策課長、和田二

朗様、よろしくお願いいたします。

○大田市環境政策課長（和田二朗）　皆様、こんにち

は。島根県大田市です。

　市長が所用で出席できませんので、私、環境政策課

長の和田が代理で発表させていただきます。

　大田市は、東西に長い島根県のほぼ中央部に位置

する人口約３万3,000人の小都市です。北は日本海に

面し、南は中国山地が迫っているため、山林原野が多

く、平たん地は僅かです。

　本市は世界遺産、石見銀山遺跡に代表される貴重

な歴史文化や国立公園三瓶山をはじめとした豊かな

自然に恵まれています。昨年度には「石見の火山が伝

える悠久の歴史～“縄文の森”“銀の山”と出逢える旅へ

～」が日本遺産に認定され、さらなる観光客の増加が

期待されております。

　さて、当市には標高1,126メートルの三瓶山があり

ます。その麓には西の原、東の原、北の原と呼ばれる草

原があり、放牧のほか、観光客、市民の憩いの場として

利用され、クロスカントリーコースなども整備されてお

ります。また、ダイコクコガネ、ユウスゲ、オキナグサと

いった希少動植物の生息地となっており、中でも最も

広い西の原では、毎年春に火入れが行われ、三瓶山の

草原景観の象徴的な存在となっております。

　三瓶山は、昭和38年に大山隠岐国立公園の一部に

編入されましたが、山麓に広がる牧歌的な草原景観が

指定理由の一つでした。ところが、昭和50年代になる

と、時代の流れから放牧が急速に廃れていき、植林な

ども行われて、山肌は一気に森林化していきました。放

牧の衰退とともに途絶えていた火入れですが、観光客

の出火による山火事を契機に平成元年に復活し、以降、

防火の観点から行政が主体となって毎年３月に行うよ

うになりました。

　平成７年には西の原の一部が放牧場として整備さ

れ、24年ぶりに放牧が復活しました。平成９年には、第

２回全国草原サミットが三瓶を会場に開催され、これ

をきっかけに行政、研究者、農業者、ＮＰＯなどの官民

ネットワークが形成されました。

　翌年からは放牧による防火帯切りを行うなどの工夫

により、経費を極力抑えながら火入れを実施すること

ができるようになりました。

　平成19年からは、従来の牧野組合、大田市等に消

防、警察が協力する体制に自然保護団体や地元の自

治会、ボランティアなどが加わり、市長をトップとした実

行委員会方式で火入れが開催され、また、目的の中に、

従来の防火に加え、国立公園管理計画にも明記されて

いる草原景観の維持を加えました。

　官民の連携により日本で一番安全な野焼きと自負し

ておりましたが、平成29年度には、風向きと火勢の急

激な変化により、消防署の資機材輸送車が１台全焼す

るという事故が発生しました。近年はドローンも取り入

れ、経験豊富なリーダーが最前線の状況を具体的に把

握しながら指示を行う形で、より安全に火入れを実施

しております。

　昨年度は新型コロナウイルス感染症の予防を考慮

して、ボランティアを募集せず、約30ヘクタールを関係

者約150人態勢で実施いたしました。現在、西の原の

草原景観は、放牧や火入れなどによってある程度守ら

れているものの、人の手が加わらなくなったところはす

ぐに森林化してしまうという現実にあります。このすば

らしい草原景観を貴重な財産として、将来にわたって

保全していくには、多くの市民や関係機関の協力が必

要です。また、単に火入れに参加してもらうだけではな

く、その意味合いを十分に理解してもらうことが大切で

あると考えております。

　以上です。

○議長（太田長八）　和田様、どうもありがとうございま

した。

　今の大田市さんから観光客の火事からまた再開さ

れた。災いをよいほうに持っていったことで、すばらし

いことだと考えております。さらにまた、山焼きの難しさ、

いくらやっても大変だと。そういう中で、もう大変勉強に

なりました。

　またこれ話は違いますが、今回は大変ネットワーク

の高橋先生にお世話になっており、高橋先生は何か大

任者ということになっておりました。地元の消防団が

ジェットシューター担いで火消ししているところ……、

私もしていますけれども、あとは阿蘇グリーンストックさ

んにボランティアの要請をしまして、ボランティアのご

協力を得ながら野焼きを推進しているところもあります。

　地震前ですね、死亡事故とか怪我とかがありました

んで、そういった理由で、その後、地震がありましたの

で、野焼きが再開できないというところになっておりま

す。再開するための今、工面をしているところであります。

　ちょっと私が知らないでですね、地元の行政区以外

でしているところもあるかもしれませんけれども、基本

的に地元の行政区が事業主体として野焼きを実施して

いるところであります。

　以上です。

○議長（太田長八）　後藤さん、どうもありがとうござい

ました。

　ほかの自治体で何か活動しているところがありまし

たらお願いしたいと思いますけれども。

　じゃちょっとうちの取組が、ちょっとうちの町は結構

行政が携わっていたんですけれども、今は財産区、

やっぱり共有財産区、いわゆる区ですね、区の方が中

心となりましてやっております。行政が出ているのは消

防団、これも民間ですけれども、ある程度それに対して

参加で、もうほとんど民間がやっている中で、やっぱり

皆さん方も同じもう高齢化、そしていかに高齢化の中

で新たな担い手を見つけるかということが課題でござ

いますので、その課題につきまして、後でまた課題、問

題にしていきたいと思いますけれども、太田市長、こう

いうことでよろしいでしょうか。

○真庭市長（太田　昇）　今、町長がおっしゃいました

ように行政区も結局高齢化したり、メリットがあればす

るけれども、メリットがなかったらなかなか、昔やっとる

から、景観がどうだから、動植物がどうだからといって

なかなかできなくなってきていると思うんですよね。だ

から、安全でありながらどういう仕組みで何か新しいこ

とができないかとかですね、そういうことを勉強したい

わけですけれどもね。私の頭の中で考えているのは、怪

我をされても困るけれども、山焼きは難しいですけれど

も、カヤの刈り取りなんかは、これも大変なんですけれ

ども、一つの観光と結びつけてできないのかなと。ただ、

山焼きのほうはね、これは消防団の協力、そして死亡と

か事故のないように、それからその日の気象条件に

よってできなくなるとか、非常に不安定要素もあるんで、

なかなかいい知恵が出ないんですけれどもね。そのあ

たり、教えていただいたり、また知恵を出していただけれ

ば、このサミットが有意義だなというふうに思うんですが。

○議長（太田長八）　今、太田市長さんからいろいろ

問題点を提案、提示していただき、何か首長さんでこう

いう案がいいじゃないか、そういうことがあったらまた

ご発言願えれば大変ありがたいと思いますけれども。

　じゃ、まず私からちょっと発言させてもらって、皆さん

方には指名させていただきますので、よろしくお願いい

たしたいと思います。

　やっぱり今、太田市長が言ったように、山焼きをね、

ただ昔からやっているからやるんだと、そういうことが

結構、自分も多いと感じております。そういう中で、私、

これから生きる道は、うちの町、観光でございますから、

また太田市長さんが言ったように、観光と草原との結

びつき、それをいかにやっていくかということが大切な

のではないかと考えております。そういう中で、昨日の

シンポジウムの中で、やっぱりカヤを皆さん方に刈っ

てもらった中で、カヤを刈ることによって山焼きの負担

も少なくなるようなことも聞きましたので、そのカヤを

刈って、また観光に生かした中で、草原を守っていきた

いと考えております。

　また、カヤを刈ったことも、やっぱりある程度資金源

になるようなことも聞いております。さらに、自分は子供

たちが草原に対するある程度の認識、小さいときから

持っていなければなかなか草原に対する愛情は湧か

ないと考えておりますので、その辺の教育の活動もして

いこうかなとは考えております。

　東伊豆町はとりあえずそういうことを考えております。

では新温泉町長の西村町長、いかがでしょうかね、こ

んな考え方は。それから各首長さんにちょっといろいろ

まずお話を伺いたいと思います。

○新温泉町長（西村銀三）　当町、ＮＰＯ法人、上山高

原の周辺集落の７集落、それからもちろん県、行政、町

もバックアップして、地域が主体で取り組んでおるんで

すけれども、何といっても人口減少が最も我が町では

厳しい町であります。合併して今年で15年たったんで

すけれども、３割近い人口減少地域ということで、地域

は最も危機的意識を共有しているということで、上山高

原におけるこういったカヤの利用、それから山焼き、こ

ういう事業を通して知識の意思統一に大きく貢献でき

ていると。

　今回も実は、この７集落周辺に地域の運営組織がで

きることになりました。そういったことで、地域の意思を

まとめるためのそういった運営組織と同時に、施設の

建築も今年度スタートいたしました。そういった意味で

は、一つの高原を地域の過疎と、そういった過疎意識

を払拭して、地域の活性化につなげていく、そういう点

で新温泉町では大きく貢献できつつあるということを

つ草原が残る里を再発見いたしまして、その大切さを

広く紹介するとともに、次の世代へと残していくことを目

的に、未来に残したい草原の里100選を選定するとい

うことが目的でございます。

　期待される効果といたしましては、４点ございます。

社会的に価値が認知されていない草原の掘り起こし、

２点目が草原の価値を知らない人への普及、３点目、

現に草原に関わっている人たちの意識や誇りの向上、

４点目が火入れやカヤぶきなどの伝統文化の担い手

の価値づけでございます。

　事業のスケジュールですが、このアナウンスにより募

集を開始いたします。応募の締切りを今年の12月とい

たしまして、その後の審査に入ります。翌年の４月には、

この選定結果の発表、秋には表彰式やシンポジウム

等、普及・交流の機会づくりを予定しております。

　その他の事業概要につきましては、全国草原再生

ネットワーク会長の高橋様より説明をお願いいたします。

○全国草原再生ネットワーク代表理事（高橋佳孝）　

それでは、少し詳しく述べさせていただきます。未来に

残したい草原の里100選を本日、募集のアナウンスを

させていただいております。主催は、全国草原の里市町

村連絡協議会の主催でございます。

　ただいま太田町長のほうから詳しい経緯が述べら

れましたので、この部分は割愛させていただきますが、

本日この第13回全国草原サミットにおいて募集をアナ

ウンスするというところに至っているわけでございます。

　草原の100選というのは、先ほどちょっと町長のほう

からもお話がありましたけれども、日本には多様な自

然を形づくる希少な生態系の一つである、それが草原

であるということですね。長年にわたって、人と自然の

関わりの中で地域の環境、文化、観光など様々な恵み

を提供してきました。しかし、多くの人たちは、国民の多

くは、草原の成り立ちや意義を知らないという現実もご

ざいます。このような多様な価値を持つ草原と人のつ

ながりを再発見して、その大切さを広く紹介し、次世代

へと残していくことを目的として、今回、草原100選を

選定するに至ったわけです。

　ここで言う草原の里というのは、草原に関わる暮ら

しが残る里というイメージをしていただければよろしい

かな。

　これはコンセプトペーパーとして、前会長の日高会

長のときに作った内容ですけれども、この右のほうに

書いてありますように、未来に残したい草原の里100

選の選定というのは、地域からの自薦によって選定し

ていこうと。それから、様々な科学的な観点から評価す

るし、この選定の過程そのもの、あるいはその論議をす

感じております。

　実は、神戸とか周辺、特に関西方面、神戸・大阪方面

からのいろんな協力、山焼きにおける協力者も出てき

ていまして、いろんな意味で地域の盛り上がりができて

いるということであります。いろんな相乗効果が生まれ

ているというのは、この草原サミット以降、非常にいい

流れができていると考えております。

○議長（太田長八）　ありがとうございます。

　串間市としましては何かありますか。

○串間市長（島田俊光）　私たちはカヤを利用すると

ころじゃないんですが、牧草、昔からの家畜の牧草地

帯ということで、取り組んでいたわけでございます。た

だ、我々が一番重要視しているのは、都井岬の風光明

媚な観光地の保全に取り組んでいるんですが、我々本

当にその人間を集めるのが大変な状況にあるわけで

すが、もともと岬はマツ組合という団体がありまして、そ

のマツ組合がボランティアで活動する人たちを今、真

庭市も言われた観光にマッチした方たちを呼んで、

100名程度の人たちで野焼きをしているわけですが、

本当に野焼きの体験というのはですね、今の現代の中

ではなかなか体験することはできないんで、その体験

学習に来る人は少しずつ増えつつあります。ただ、行政

として、野焼きの体験をどのようにアピールするかとい

うのがございます。また、太田市長が言われたように、

死亡事故などが発生したときの我々の責任ですね、そ

ういうのが問われますので、ここはもう少し考えてやる

べきじゃないかなと思っております。

　あと一方の笠祇というところにあるんですが、ここも

やっぱり牧草を育成するための野焼きをしております

けれども、ここが人口減少と高齢化が進んでおりまして、

やはりここの野焼きについてもボランティアで、いわゆ

る体験学習というようなことで人を集めてやっていると

ころでございます。

　また、真庭の太田市長さんにはＣＬＴの研修や木質

の研修でいろいろとお世話になりました。心から感謝

を申し上げたいと思います。

　串間の取組としては、観光とマッチした野焼きでござ

いますが、ただ、それがうまくいくかいかないかは我々

の努力だろうと思いますので、今後の課題として取り組

んでいきたいと思っております。

　以上であります。

○議長（太田長八）　ありがとうございました。

　すみません、川南町長の日髙さんも何かございまし

たら。

○川南町長（日髙昭彦）　うちは湿原なんで、面積も３

ヘクタールぐらいなんで、皆さんのことを聞きながら勉

強していたところで、職員とどうするという話をしていた

ところです。ただ、本当に人が手を入れないと維持でき

ないというのは共通の課題でありますので、そこは

やっぱりみんなで知恵を出していくしかないんだろう

と思っております。

　以上です。

○議長（太田長八）　ありがとうございます。

　太田市長、これでまた何かありましたら、よろしくお

願いします。

○真庭市長（太田　昇）　ありがとうございます。

○議長（太田長八）　太田市長、よろしいですか。

○真庭市長（太田　昇）　ありがとうございました。

　また私どもも勉強させていただきながら、地元でしな

がらボランティアとかですね、そういう人も育て、そして

観光にまで、山焼きも初めは安全なところでやっても

らって、それからだんだん慣れていただければ、結構も

う毎年来るというような人も出てくるはずですのでね、

そういう守ることと自分の楽しみというか、やっているこ

との意義とを感じながら楽しんでもらえる、そういう人

をつくっていきたいと思います。ありがとうございました。

○議長（太田長八）　すみません、まだやりたいところ

ですが、時間がございませんもんで、この辺でこの会は

ちょっと閉じて、次の議題にいきたいと考えております。

６．草原１００選について

○議長（太田長八）　次は、「未来に残したい草原の里

100選」のアナウンスでございます。

　それではまず、私からこの事業の趣旨、また経緯、そ

れとスケジュールにつきまして説明させていただきます。

　主催は、全国草原の里市町村連絡協議会でござい

ます。協力また後援は、一般社団法人全国草原再生

ネットワーク、後援は環境省、静岡県、一般社団法人の

茅葺き文化協会、公益財団法人日本自然保護協議会

となっております。

　事業の趣旨ですが、多様な価値を持つ草原が残る

里を再発見し、その大切さを広く紹介するとともに、次

の世代へと残していくことを目的に、未来に残したい草

原の里100選を選定いたします。

　事業の経緯といたしましては、2012年に阿蘇で開

催されました、第10回全国草原サミットに出席した14

市町村の首長によりまして、草原100選の選定が提案、

採択されたことを受けまして、2016年に自治体におけ

る全国草原の里市町村連絡協議会が発足いたしました。

そして、2021年の総会にて、今回のサミットにてこの事

業の開始をアナウンスすることが決定いたしました。

　まず、事業の目的でございますが、多様な価値を持

記述でさせていただくということになっております。

　これ以外にも当然、重要な際立った特徴があれば、

それを考慮していくという形で選考の基準とさせてい

ただこうかと。

　それから、皆さん、興味をお持ちと思います。スケ

ジュールの問題ですけれども、今回、第１回選考とあえ

て書かせていただいたのは、さっきもお話ししたように

一発で100をそろえてそれで終わりという世界ではなく

て、一緒に歩みながら一つ一つ重ねていきたいという

ことです。２年か３年、数年かけてでもゆっくりと応募を

していただきながら選考していただくというスケジュー

ルを想定したものでございます。

　応募の公開は本日、この場で草原サミット東伊豆大

会において募集を発表いたします。

　応募期間、本日から１２月１５日必着という形を取ら

せていただきます。ただ、応募のフォーム等をホーム

ページで掲載する時期が若干遅くなりますので、近日

中にホームページは公開するという形を取らせていた

だきたいと思います。

　審査期間ですけれども、第１次審査は１２月１５日の

締切り以降２月から３月までに終わらせて、最終審査

を翌年の２月から３月頃に開催して最終決定をしよう

と思っています。この審査に当たっては、場合によって

は現地審査もさせていただくことになろうかと思ってお

ります。

　それから、発表や表彰のスケジュールですけれども、

結果発表は来年の４月を予定しております。これは主

催者である全国草原の里市町村連絡協議会の総会が

開催されるときでございますので、その場で結果の発

表を行います。

　その後、秋までに表彰式やイベントの準備を行うと

ともに、現地の取材を行いながら、より深くその内容を

理解していくような期間として、追加書類等の提出が必

要であれば、それもお願いするような形になるかもし

れません。

　表彰式やシンポジウム、一応、来年の秋を予定して

おります。こういう場で表彰されたということを皆さん、

内外に強くアピールする機会をつくっていこうと思って

いるところです。あくまでも選んで終わりという世界では

なくて、一緒に歩み、輪を広げる、そういう形の100選

にしたいと思います。何度も言いましたけれども、みん

なで積み上げていって、最終的には全国草原年鑑みた

いなものに集約できればいいなというふうに今考えて

いるところです。

　間もなく、近日中に公開されるホームページですけ

れども、若干、最終版とは異なることになるかもしれま

せんが、イメージとしてこんなふうな形のホームページ

が皆さんのほうにお伝えできるんではないかと思って

います。草原の里100選とは何かという文言もあります

し、スケジュールのことについても具体的に記述されて

いますし、選考の基準について、より詳細な内容がそこ

に記される予定になっております。

　応募方法、応募様式のダウンロードをここでやって

いただいて、それに書き込んで応募していただくような

形を取らせていただきます。

　それから、自治体の推薦が必要だというお話があり

ましたが、その推薦様式についても、ここにホームペー

ジ上でダウンロードできるようにしたいと思っております。

　最後に、湯本貴和委員長からのメッセージを載せさ

せていただく、そういうふうな構成ないようにしようと思

います。

　湯本先生のメッセージには、草原100選の概念とか

エッセンスというものがまさしく濃縮されておりますの

で、その一部をここにお示しして、最後の報告を終わり

にしたいと思います。

　ちょっと読ませていただきます。

　「未来に残したい草原の里100選」は、それぞれの

地域が草原を生かした地域づくりを競い合い、その輝

かしい成果を顕彰する場とは考えていません。共通の

課題を抱えている地域が互いの実践やアイデアを学び

合い、共に未来へ進んでいくための仲間探しの場であ

りたいと思います。みなさんが応募する段階で、誇るべ

き宝を再発見したり、足りないパーツを認識したりする

作業そのものに大きな意味があると信じています。ぜひ

とも「未来に残したい草原の里100選」にご応募いた

だき、わたしたちの仲間の輪に加わってくださることを

願っておりますというメッセージをいただいております

というメッセージを頂いております。私たち関係者の共

通の思いを言い表していただいている内容だと思って

おります。

　草原の里というのは、まさしく未来に向けた草原保

全のシンボルになるであろうと思っております。風土に

根差した特色のある草原を育み、未来への展望も様々

な人の活動があり、そのような活動を通して人々が交

流し合う里、そういうものをイメージしたものになると

思われます。ふるさとの原風景とも言える草原のある里

の認知度というのは、まだまだ低いものがございます

が、この草原100選の活動を通して、草原の魅力と価

値を広く国民に伝えて訴えて行きましょうということで、

最後の言葉とさせていただきます。

　以上が未来に残したい草原の里100選の概要説明

でございます。ご清聴ありがとうございました。

ることがとても重要なんだということが期待されており

ます。

　それから、選定によって、先ほど町長からお話があっ

たように、様々な効果が期待される。さらに、未来へ向

けてですね、草原の里の持つ価値をアピールすること

になるというですね、新しい草原の活用方法もそうで

すし、草原の持つ新しい価値、そういうものを対応して

いくものにもなりますし、利用や保全をそれによって促

進されるようなものにしたいと考えております。

　それで、今回の草原の里100選の事業を行うに当

たって、大きなコンセプトをみんなでちょっと考えて行

きました。地域の人 と々草原の関わりの繰り返しの中で、

地域に蓄積されてきた知識とか意識、技術そのものが

草原の里の持つ価値であるというふうに考えました。こ

の価値のあるものを「共創資産」という、新しい用語で

すけれども、として捉える。各地に残っているこの共創

資産を日本全体で共有し活用することによって、次世

代に希望のある自然共生型社会を実現することに寄

与していこうではないかというのが事業のコンセプト

でございます。

　この事業、落とすための選考ではなくて、できるだけ

拾い上げ、仲間を増やしていくという観点から、また、一

度に100選ぶということよりも、時間をかけて少しずつ

増やしていく、そういうふうな形で進めたいと考えてお

ります。

　応募要件ですけれども、自薦という形で、草原と関わ

る民間団体、あるいは地方公共団体が応募できますと

いう形。ただし、民間が応募する場合には、地方公共

団体の推薦が必要となります。

　それから、選定の対象となる草原の里は、現在ちゃ

んと草原が存在している地域ということになります。

　応募に関しての確認事項、幾つかあります。これはま

た応募要領の中で詳細に記述しておりますので、そち

らをご覧になっていただければと思います。

　もし選考されなかった場合も、結果はちゃんとフィー

ドバックしていこうというふうなことを考えております。

　それから、選考の方法ですけれども、有識者の皆さ

んによる草原の里選考委員会というのを組織いたしま

した。ここが最終選考を行うということです。それから、

この選考委員会の下に実務者で構成する運営委員会

というのを組織しております。運営委員会は、１次審査

というか、書類審査を担当する。その結果を基に、最終

的に草原の里選考委員会が最終選考を行うという形

にしております。

　１、２と掲げてあります、最初は応募書類による審査、

候補の絞り込みを１次審査としてやって、１次審査で絞

り込めた地域について最終選考を行うという形を取ら

せていただきます。

　具体的な選考委員の名簿を一応ここに掲げさせて

いただいております。

　上のほうから、日本茅葺き文化協会代表理事の安藤

先生、それから、全国草原の里市町村連絡協議会の会

長である東伊豆町長の太田町長ですね。それと私と、

それから、京都大学霊長類研究所所長である湯本貴

和先生。湯本先生にはこの委員長になっていただいて

います。それから、皆さんよくご存じの東京大学名誉教

授の養老孟司さん。あと２名ほど、今、内諾をいただい

ている委員がございます。２人とも女性の委員でござい

ますので、最終的には７名の委員構成になる予定でご

ざいます。

　それから、選考の基準ですけれども、草原の生態系

と人々が暮らす里の関係性がつくり出した共創資産を

軸に５つの観点から選考するという形を取らせていた

だいています。一つ一つ、今から述べていきますけれど

も、１つは草原の自然、環境的価値と言ってもいいのか

もしれませんけれども、動植物が特徴的なものがある

かとか、景観の特徴はどういうものがあるか、そういう

ものをいくつかのポイントとして捉えて評価していく。

　それから、草原からの恵み、実際に利用の価値を受

け取っているかとか、あるいは資源の恩恵を被ってい

るかとかいう点からも評価していきたいと。現代的意義、

あるいはその認識というのもここに含まれますけれども、

過去の利用方法やどういう形の草原の恵みを得ている

かという具体的なものを判定する予定にしております。

　３番目が草原を維持し、享受する仕組み、そのもの

がきちんと理解されて継続されているか。それを持続性

とか公共性の尺度から評価をしていこうと。管理が

ちゃんと妥当なものであるか、それが今後も継続される

か、あるいはそういう意思が示されているか。それから、

経済がちゃんと還元されているかとかですね、主体と

かモニタリングというような項目が入ってくるかなと思

います。

　それから、４番目が共生型社会の実現に向けた波

及効果、まさしく未来に向けて草原の里が持つ重要性

をここで語っていただこうかと。地域や地域内外の社

会に及ぼすよい影響、これまであった影響もですし、今

後影響を及ぼすことが期待される、そういうものをきち

んと書いていただこうと。

　それから５番目、今の４つはある程度、選択肢で選

ぶような形をさせていただきますが、５番目はいわゆる

思いの強さです。関わっている人が熱く語れる熱量や

行動力を評価しようということで、ここらあたりは自由

○議長（太田長八）　高橋先生、どうもありがとうござ

いました。

　この件につきまして、何か質問がございますでしょう

か。ありましたら、挙手をお願いいたします。よろしいで

すか。

　それでは、このような方向でやりたいと思います。ま

た、多くの皆様の応募を期待しております。

７．サミット宣言採択

○議長（太田長八）　最後に、この第13回全国草原サ

ミットｉｎ東伊豆の宣言をさせていただきたいと思います。

　第13回全国草原サミットｉｎ東伊豆。

　私たちの暮らしに欠くことができなかった草原は、生

活様式が変化し草が使われなくなったことから、近年

ではとても珍しい風景になってしまいました。過疎、高

齢化により、山焼きや野焼きの担い手は減少の一途を

たどっており、今後、草原の維持はますます困難になる

ことが予想されています。

　細野高原でも、ススキを使うのはごく一部の農家とな

り、毎年早春に実施される山焼きが何のために行われ

ているか知らない町民も増えております。

　陸上の生態系は森林、草原、湿原などが様々な地形

の上に成り立っており、そのそれぞれに多様な動植物

が生息、生育しています。この多様性が人々の生活を

豊かにする礎となり、暮らしや文化が守られています。

草原は、その一端を担い、地域産業の基礎、水源の涵

養、生物多様性の保全、ＣＯ２の削減、カヤぶきや盆花

の文化など、様々な恵みを提供してくれます。

　草原を失うことは、これらのかけがえのない恵みを

失うことを意味しており、人々の豊かさや、また地域の

文化が失われることにもつながるものです。草原が育

んできた人と自然の共生の知恵や持続的な利用の技

術は、今後の持続可能な社会の実現を目指す上で欠

かせないものであります。

　私たち草原を有する自治体は、互いに学び合いな

がら草原を維持し、賢く利用していく努力を惜しまず、

草原のある里の風景を後世に引き継ぐための環境を

整備し、交流・連携を強化していくことをここ東伊豆町

において宣言いたします。

　それでは、東伊豆宣言。

　１つ、私たちの大切な草原、湿原を守っていくための

保全活動について、地域の関係機関と連携しながら共

に考え、支援していきます。

　１つ、すばらしい景観を活用した観光資源としての

草原と貴重な植物の自然観察など、教育・文化面との

調和を図り、次世代へと受け継いでいきます。

　１つ、かつてのように生活の中に草原の利用を取り

込む創意工夫を支援し、地域振興に活用できる社会環

境を整備します。

　１つ、未来に残したい草原の里100選事業を推進し、

草原の持つ魅力を全国に発信していきます。

　１つ、全国草原の里市町村連絡協議会の連携強化

とネットワークの構築、さらに全国の草原を持つ自治

体への協議会の加入促進を推し進めてまいります。

　以上、宣言する。

　令和３年９月27日。

　以上でございます。

　以上で議事を終了いたします。

　皆さん、このコロナ禍の中でこの全国サミット、参加

して本当にありがとうございます。特に首長様、今年、新

型コロナウイルス感染症の対応で大変お忙しい中参

加していただき、ありがとうございます。これからまた皆

様と連携し、この草原、また湿原の保全をやっていきた

いと思いますので、また連携して、またいろいろお知恵

を借りた中で、よりよいこの連絡協議会にしていきたい

と思います。

　本当に今日はどうもありがとうございました。

８．閉会

○司会　それでは、これをもちまして、第13回全国草

原サミット・シンポジウムｉｎ東伊豆大会を終了いたします。

　サミット宣言の精神に基づき、今後も各自治体や関

係者の皆様と草原の維持保全に取り組んでいきたいと

思います。今回は初めてのウェブ会議方式での開催と

なり、お見苦しい点もあったかと存じますが、ご容赦く

ださい。

　最後にお願いとなりますが、全国草原の里市町村連

絡協議会に加盟されていない自治体の皆様は、これを

機会に加盟のご検討をしていただきたいと思います。

　また、次回の草原サミット・シンポジウムの開催地が

決まっておりません。自治体の取組や草原のＰＲには

最も適したイベントだと思いますので、こちらにつきま

しても併せてご検討ください。

　新型コロナウイルス感染症が終息しましたら、ぜひ

東伊豆町細野高原にお越しいただきたいと思います。

　本大会へのご参加、ご協力、誠にありがとうございま

した。
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原草全国 サミット・シンポジウム in 東伊豆

るという提言をされました。これは後の草原100選のと

きにも出てくるワードですけれども、自然と社会が失わ

れれば、あるいは自然と人が失われれば、なくなるもの、

そういうものを共創資産と位置づけて語っておられま

した。また、この共創資産と言われるものは、時代ごと

の検証を受けて、長い間、自然と足されてきた、ある意

味中身のしっかりした技術や知識であると。そういうも

のが積み重ねているものがあって、そういうものを私た

ちはもう一度見直すとともに、将来に受け継いでいく必

要があるんじゃないのかなというお話でした。

　それを受け継ぐために必要なものとしては、その方

法であるとか実行力であるとか仕組みとか、あるいは

行政の役割として非常に大きいのは、法令とか条例の

整備とか、そういう環境整備であると。それから、普及、

教育という、この５つの観点をしっかりと捉えていく必

要がある。

　その中で草原に関わる象徴的な活動として、ご自身

が北広島の芸北地方で進められている茅プロジェクト

の紹介をしていただきました。これは、地域にあるカヤ

材を子供たちが作った市場に集めて、そこで「せどやま

券」という地域通貨を発行して、その発行したせどやま

券で地域の経済も回っていくという、様々なメリットを

持った内容でした。要は、利用が放棄されて社会資本

が喪失している中で、その利用の仕組みをもう一度導

入するによって草原の保全に循環性とか展望が生まれ

ているという非常に象徴的なお話でありました。

　各地に残っているこういう共創資産を見いだして、

それを共有して、それから未来にも役立てていくという

ことが大切だろうと。今日人間だからこそ生み出されて

いる、この美しさを大事にして生かしていきたいという

ことを最後に述べられて基調講演を終わられました。

　それから、パネルディスカッションは、その基調講演

をした白川さんがコーディネーターとして登壇していた

だき、東伊豆町の太田町長、それから私と、稲取地区の

特別財産運営委員会の山田さんと東伊豆町観光協会

の石島さんに登壇いただいて、この地元の細野高原の

活用、それをどういったふうに持続性の観点から理解

するかというテーマについてパネルディスカッションが

行われました。

　会場の様子はこんな感じで、それぞれ登壇しており

ます。

　それで、内容ですけれども、実は2008年にこの東伊

豆町で全国草原シンポジウムというのが行われていま

す。もう13年か14年たつわけですけれども、当時から

担い手の問題とか観光の利用について新しい取組を

やりたいという動きがございました。ただ、観光のほう

も着 と々いろいろな形で進めていて、例えば草原に入る

ときの入山料のような形で、観光客からその対価を頂

いて管理運営に回せるという、全国でも画期的な取組

もやられているんですけれども、そういう形で観光客が

増えるにしたがって、様々な問題点も生じてきているよ

うです。今後はその利用のルールをしっかりと構築し直

すことが大切であるというふうなお話がございました。

　そのためにも、都会の人と地元の人の意識の相違と

か認識の違いをうまくコーディネートするような、そうい

う組織体制も必要ではないかと。

　それから、入山料については、最初はいろいろと来

訪者から文句も言われたそうなんですけれども、今で

は多くの方がそれを理解して払っていただいていると

いう、そういう意識の醸成もできているんですよという

話がございました。

　草原はまさしく人との関わりの持続的モデルであっ

て、これは新しい社会の礎ともなるであろうと。それか

ら、草原学習は子供だけではなく、子供から地域へ広

がる、そういう可能性を秘めており、まさしくＳＤＧｓの地

域版である。そういうふうな結論で終わっております。

　最後に、町長さんのほうから、こういう問題は東伊豆

だけではなく全国の問題である。これからも多くの自治

体と共に手を取り合っていきたいという力強い宣言を

いただいております。

　それから、分科会はそれぞれの場所で行いました、

このオンラインを利用してですね。それぞれが自立し

て行っていったという形になっております。

　今回は３つの会場で分科会が行われました。１つが

この地元の東伊豆町の会場で、テーマは「保全・利用・

継承」と、これをどう循環させるかということで、地元出

身の東京都立大の内山さん、それから草原を守ってお

られる入谷区の鈴木さん、地域おこし協力隊の藤田さ

んがコーディネートしていただいております。

　蒜山会場のほうは、利用の面から、カヤの利用をす

ることによって草原保全にどう関わっていけるかという

ことで、地元の郷土自然館の前の館長さんでいらっ

しゃる前原さん、それから鳥取大学で自然再生につい

て関わっておられる日置先生、実際にカヤ刈りをした

り、カヤの建物を建てたりされている沖元さんと相良さ

んという２人のカヤぶき職人さんのトークセッションが

行われています。

　３番目の阿蘇会場は、草原の恵みを守る仕組みづく

りをどうするかということをテーマに行っています。主に

草原の持つ水源涵養力について科学的見地からの知

見、それから新しい知見というものを熊本県立大の島

谷さんから、それから、それを基にして、地域の草原を

たいと思います。

○東伊豆町長（太田長八）　それでは最後に、私から

静岡県東伊豆町の報告をさせていただきます。

　東伊豆町は細野高原という草原があります。昨日か

らのシンポジウムでも議論されてきましたが、この草原

の維持管理、また利活用、そして次世代への継承が、う

ちだけではなく、今聞きますと、全国の草原を持つ自治

体の共通の課題だと思います。このサミットで皆様のお

知恵をお借りした中で、また今後この課題に取り組ん

でいきたいと考えております。

　細野高原は、うちの町は稲取地区、熱川地区と二地

区があります。そして、稲取地区が４部落がある中で、

稲取地区に存在しております。その稲取地区の４区の

町内会が組織する稲取地区特別財産運営委員会が管

理しております。この４区の共同管理によりまして、防火

帯の設置や山焼きなどを実施しております。防火帯、ま

た山焼きにはそれぞれ120名ほどの人が出て実施し

ていますが、やっぱり作業者の高齢化、また、農業従事

者の減少によりまして、作業ができる区民が年々減りま

して、人的負担が増しております。また、この草原を管理

するのには、年間約500万円の費用がかかるため、経

済的負担も課題となっております。

　観光面では、この細野高原の資源を活用いたしまし

て、４月上旬から５月上旬にかけての山菜狩りや、また、

秋には秋のススキイベントを開催しております。イベン

トの開催時には、これはススキのほうですが、参加者

から600円、その他の期間におきましては20円を入山

料として頂いております。先ほど経済的負担のことを申

し上げましたが、これらの収入が維持管理には必要と

なってきます。しかし、これだけで全ては賄えませんの

で、入山料の値上げ、また新たな利活用を検討いたし

まして、この維持管理費用の捻出を考えていかなけれ

ばならないと考えております。

　そんな中で、イベント等のため、この道路、駐車場、ト

イレ等を整備し、誘客に努めておりますが、一方では、

来訪者のマナーも問題になっております。この大切な

資源を荒らされないよう、対策も同時に取っていくべき

と考えております。そして、何よりもこのすばらしい景観

や、また資源をどうやって次世代につなげていけるか

が大きな課題となっております。

　かつては農家の方がこのカヤをミカン畑に敷いたり、

またかやぶき屋根を使用したりするなどの活用がされ

てきましたが、農業後継者が減っていく中でのこの現在

では、カヤの需要もほとんどない状況でございます。し

かしながら、このすばらしい景観、また資源は、山焼き

等の保全活動を継続していかなければ守っていけま

せんので、町内の子供たちに、また地元にこんなすば

らしい草原があること、また、この草原は人の手によっ

て守られていること、また、カヤを使った昔の文化を教

育していくなど、未来につないでいかなければならな

いと感じております。

　これらの問題解決を図るため、昨年度、稲取地区の

特別財産区運営委員会をはじめ、行政、また観光協会、

農協、高原の専門員などで組織する「細野高原を考え

る会」が発足されました。この会では４区が継続的に細

野高原、これを維持管理していただくためにはどのよう

に、また、観光、産業などの資源としての活用、周辺の

地権者とも協力して、新たなこの魅力の創生、これを

図っていくかなどを検討しております。今日は皆様方か

らいただいたこの知恵をお借りいたしまして、この会の

発展にも生かしていきたいと同時に、この草原を全国

に発信できればと考えております。これからもどうぞよろ

しくお願いいたしたいと思います。

○議長（太田長八）　以上でこの参加自治体からの報

告が終わりました。いろいろなお話を伺いました。その中

でまた意見や質問等もあるでしょうから、ここからは自由

な形で意見交換会をさせていただきたいと思います。

　ご意見がございましたら、挙手をお願いして、発言し

ていただきたいと思います。どうぞよろしくお願いいた

します。

○真庭市長（太田　昇）　よろしいですか。

○議長（太田長八）　どうぞ。

○真庭市長（太田　昇）　それぞれすばらしい取組を

勉強させていただきましたが、恥ずかしい話、蒜山高原、

まだ山焼きの面積が80ヘクタールぐらいなんですね、

どんどん減っていて。何とか維持しようと思っているん

ですけれども。600ヘクタール焼いているとかですね、

本当にたくさん広い面積を焼いているとこら辺の取組、

もうちょっと詳しく、それもその行政というよりは、住民

の方とか、あるいは子供も参加してということですが、

もう少し、こんな取組をしているよということをご紹介い

ただければありがたいんですが。勉強させてください。

○議長（太田長八）　今、太田市長からの行政以外の

ほうの取組、これが何か具体的なことがありましたら、

どなたかご発言願いたいと思います。

　南阿蘇村の後藤さん、よろしくお願いします。

○南阿蘇村農政課主幹（後藤進哉）　先ほども説明さ

せていただきましたけれども、本村の牧野面積が

2,470ヘクタールで、野焼きが行われているところは

1,170ヘクタールということなんですけれども、地震前

はまだ野焼き面積は広くて、この事業主体というのが各

地元の行政区とかになりまして、以前は区長さんが責

１．開会

○司会　それでは、ただいまより第13回全国草原サ

ミット～未来へつなごう！壮大な海すすきの草原～を

開催いたします。

　私は進行を務めます東伊豆町企画調整課長の森田

と申します。どうぞよろしくお願いいたします。

２．挨拶

○司会　まず初めに、開催地を代表して、本大会の実

行委員長である東伊豆町長　太田長八よりご挨拶を

申し上げます。

○東伊豆町長（太田長八）　皆様、こんにちは。東伊豆

町の町長の太田でございます。

　本日は、この首長様におかれましては、新型コロナ

ウイルス感染症の対応で大変お忙しい中、全国草原サ

ミットにご参加していただきまして、誠にありがとうござ

います。

　本来であれば、皆さんにこの東伊豆町にお越しいた

だきまして、顔を合わせながらこの意見交換をさせてい

ただくところでございますが、１年延期したにもかかわ

らず、新型コロナウイルスの感染がなかなか収まらな

い状況ですので、このようなオンラインの会議とさせて

いただきました。ご理解願いたいと思います。

　この後、前回大会の報告、それから、昨日から行って

きましたシンポジウムの報告もお願いいたしますが、こ

こから先がメインであるサミットとなります。全国に存

在する草原の価値、また課題につきまして、参加者の皆

様から貴重なご意見を提言していただきながら有意義

な大会となるよう期待しておりますので、どうぞよろしく

お願いいたします。

○司会　町長、ありがとうございました。

　それでは、本日は東伊豆町以外に８自治体の皆様

にご参加いただいております。

　参加者について、事例等の発表順にご紹介させてい

ただきます。

　前回サミット開催地の宮崎県川南町、町長、日髙昭

彦様、兵庫県新温泉町、町長、西村銀三様、岡山県真

庭市、市長、太田昇様、前回サミット開催地の宮崎県

串間市、市長、島田俊光様、熊本県高森町、町長、草村

大成様、広島県北広島町、生涯学習課長、西村豊様、

あったり、いろんなところに登場する、そういう特徴が

ございます。

　ここが町の中心部にあります、広さ的には３万

3,000平方メートル、3.3ヘクタールということでござ

います。植物のほうは、およそ300分類で、そのうち

170種ほどが希少な植物であるということでございま

す。平成22年から一般に公開しておりますので、今年

で12年目に突入したところであります。開園期間は４

月から11月の間ということになっております。

　では、この活動の状況の現状なんですけれども、基

本的にこの湿原は、ボランティアの団体であります川

南湿原を守る会の方々が運営をしていただいておりま

す。日常の草刈りなどの管理、それから植物の整備状

況、また、案内も全てそういうボランティアの方がやっ

ていただいているという状況でございます。

　管理作業は大きく分けて２つあるんですが、まず６月

ぐらいに水草を除去いたします。特にセイタカアワダチ

ソウ等が水路等に入りますので、それを全員で除去し

ます。そして１月には草出しをして火入れをするという

ことでございます。先ほど言いました守る会の会員の皆

様、それから役場の職員、一部ボランティアの方々に手

伝っていただいてやっているところでございます。

　現在、その湿原のほうの普及活動ということでござ

いますが、年に３回ほどの観察会を実施しております。

まず１回目が４月下旬のトキソウ・ハルリンドウ観察会

でございます。２回目が７月、夏にトンボの観察会、最

後が８月から９月にかけまして、ホシクサ観察会。ホシ

クサというのが実はもう世界でここしかないという、

ヒュウガホシクサであるとか、エダウチシロホシクサ

等がございます。専門の方には非常に貴重な植物だと

いうことでございます。

　今、本当にここしかない植物がありますので、一般に

開放しているんですが、まだそこまでＰＲをあえてせず

に、いろんな意味で、種の固定であるとか、そういう仕

組みを構築しながらいろんなことをこれからの目標に

しているところでございます。

　今回どこもそうですけれども、３年前に全国の大会を

開催させていただきまして、いい機会をいただいて、全

国的にＰＲを進めていこうという矢先ではございますが、

こういうコロナに関して、うちも県外とか遠くから専門

の方を含めた方が多くいらっしゃるもんですから、今は

残念ながら閉園という形になっております。いろんな工

夫や機会づくりをこれからしっかり行いながら、我々は

湿原の魅力をどうやって発信するか、これをどうやって

維持していくかというのをしっかり考えていきたいと考

えております。

　以上で前回の報告とさせていただきます。ありがとう

ございました。

○議長（太田長八）　どうもありがとうございました。

　本当、３年前に私、川南町さんと串間市さんにお邪

魔させていただきました。本当にすばらしい運営でござ

いまして、それを目標にやった中で、新型コロナウイル

スになってしまいまして、本当に残念でございます。そう

いう中で、やっぱりまず川南町の川南湿原、これを地

区の方が再現しようと頑張った中で、今、着 と々その準

備が進んできているということ、これはもう敬意に値い

たしますので、これによりましてまたまちづくりをやって

いけば、またすばらしい町ができるんじゃないかと思

いますので、頑張っていただきたいと思います。

○川南町長（日髙昭彦）　ありがとうございます。

４．シンポジウムからの報告、問題提起

○議長（太田長八）　それでは、次に、シンポジウムの

総括といたしまして、いつも大変お世話になっておりま

す、全国草原再生ネットワーク会長でございます高橋

様にこれまでの報告と、また問題を含めてよろしくお願

いいたします。

○全国草原再生ネットワーク代表理事（高橋佳孝）　

皆さん、こんにちは。全国草原再生ネットワークの高橋

でございます。

　昨日来、第13回全国草原シンポジウムがこの東伊

豆町で行われました。その概要について、私のほうから

説明をさせていただきたいと思います。

　ここは、町長の挨拶の写真が載っておりますけれど

も、昨日は基調講演とパネルディスカッションと分科会、

それから総合の討論会というのがございました。それ

に沿って、昨日のシンポジウムのご紹介をさせていた

だきたいと思います。

　最初は、芸北高原の自然館の白川さんの基調講演

から始まりました。基調講演の内容も非常に盛りだくさ

んでして、各地の人と自然が関わる取組について、たく

さんの事例を紹介していただきながら、そのなかに潜

んでいる非常に価値のある関係性というのを大事にし

ていこうということで、講演をいただいております。

　人と関わる自然をどのように守るかということですけ

れども、要は関わり合いを学んで、暮らしに寄り添って

人が決めていく自然そのものの価値を発信をきちんと

されているか、あるいは共有されているかという問題提

起から入ってきました。時代や地域に合った多様な活

用で、草原についても守っていく必要があるんじゃない

かと。

　大事なコンセプトは、残したいものは共創資産であ

島根県大田市環境政策課長、和田二朗様、熊本県南

阿蘇村農政課主幹、後藤進哉様、また、サミット中、草

原100選についてご説明させていただきますことから、

全国草原再生ネットワーク代表理事の高橋佳孝様に

もご参加いただきます。

　皆様どうぞよろしくお願いいたします。

３．前回サミットの報告（串間市・川南町）

○司会　それでは、各自治体から活動報告や課題の

提起などを発表していただきますが、ここからは、大会

実行委員長の太田長八東伊豆町長がサミット議長とし

て進行いたします。

　太田町長、よろしくお願いします。

○議長（太田長八）　それでは、しばらくの間、議長を

務めさせていただきます。太田です。

　ご協力のほどよろしくお願い申し上げます。

　まず、前回の開催地でありました宮崎県川南町長の

日髙昭彦様より、前回の報告並びに課題、取組につき

ましてご発言をよろしくお願いいたします。

○川南町長（日髙昭彦）　皆さん、こんにちは。川南町

長の日髙でございます。

　今回は本当にいろいろ大変な中、太田町長をはじ

め、関係者の方々に開催をしていただきましたことを改

めて感謝申し上げたいと思います。

　前回、もう３年前になります。市長お見えですが、宮

崎県の串間市と同時に開催をさせていただきました。

後ほど島田市長のほうにも話があるかと思いますので、

私のほうから話をさせていただきます。

　それでは、３年前、実は２つのＰＲポイントがありまし

て、１つはですね、今はオンラインでこうやって同時開

催、いろいろ当たり前なんですけれども、当時は串間市

と川南町と、県内ではありますけれども、車で３時間、

130キロぐらい離れていた会場を同時に開催をさせて

いただきました。今となればいろんな思いもあって、大

変だったんですけれども、いろんな経験もさせていた

だいたと思っております。

　もう１点が、川南町は草原ではなく湿原なんですが、

水のある草原を湿原という形で、初めてこの草原サミッ

トに湿原を登場させていただいたということで、改めて

感謝申し上げたいと思います。

　では、簡単に報告をさせていただきますが、前回は、

黒潮洗う野生馬の草原とトロントロンが育む湿原、ト

ロントロンについては後ほど説明いたしますが、そう

いうことで、連休明けの５月12日土曜日から月曜日ま

での３日間にわたってさせていただきました。延べ885

名の方に参加をいただいたところでございます。

　先ほども申しましたとおり、湿原を入れていただきま

したので、当時は12の自治体、特に県内から、川南町

と串間市ですが、湿原の関係で近隣市町村であります

新富町、高鍋町にも参加をしていただきました。

　先ほど言いましたとおりでございますが、このサミッ

トの中で宣言をさせていただきました。今回も宣言があ

るんですが、４つの項目をテーマとして宣言させていた

だきました。

　まず１点目がですね、まず、守るという点、それから２

つ目が安全、３つ目がＰＲ、４つ目が連携というキー

ワードになりますが、まず１つ目は、やっぱり湿原とい

うのは、草原というのは、人が手を入れないと維持でき

ないということで、今回も入っておりますが、湿原を守る、

草原を守る担い手の確保や保全活動を積極的に支援

するという、守るという点でございます。

　２つ目が、やっぱり草原管理の新たな技術やシステ

ムを活用する安全管理、つまり野焼きの安全性である

とか、カヤぶきの技術を、高所作業でありますので、そう

いう安全性を大事にするということで、安全管理体制

を積極的に支援するということでございます。そういう

安全を構築するということでございます。

　３つ目がＰＲというキーワードを使いましたけれども、

草原の大切さと公益的活用を広く国民にアピールする

ため、全国草原100選を選定するということを進める

ことを決定したところでございます。

　４つ目が連携と言いましたけれども、全国の草原を

有する自治体が連携して行動していくこと。全国草原

自治体ネットワークという、正式には全国草原の里市

町村連絡協議会という活動を強化するというテーマで

ございます。それは、前々回の平成28年、新温泉町で開

催されたときに設立をされたところでございます。

　それでは、簡単に川南町の活動の状況ということで

紹介をさせていただきます。

　まず、川南湿原ということなんですが、大きな特徴が２

つありまして、１つがですね、これは湧水、湧き水ででき

た湿原であります。よそからの流れ込みがないので、世

界でここだけという希少な植物が、現在発表されている

のが３つ、あとまだ幾つか未確定でありますけれども、ほ

ぼ間違いないということがございます。それから湧き水

でございますので、ここはたまたま町の中心地からすぐ

近く、歩いて行けるという地理的なメリットもございます。

　トロントロンという名前を先ほど申しましたけれども、

実はこれはトロントロンというのは、水が湧く、トロント

ロン湧く、湧き出るという音から来た正式な地名でござ

います。片仮名でございますが、川南町と言えばトロン

トロンというのが軽トラ市であったり、施設の名前で

どうやって守るかという、そういう行政側からの仕組み

づくりについて、南阿蘇村長の吉良さんから講演をい

ただいて、その後パネルディスカッションを行ったとい

うことです。

　東伊豆町の様子はこういう感じで、３人が登壇して、

会場と熱心な討議が行われました。こういう形で、茅葺

き文化協会の安藤先生なんかも非常に示唆的な、後で

ちょっとお話ししますけれども、コメントをいただいたり

して、地元の方たちもとても元気づけられる内容だった

と思っております。

　内容をかいつまんで言いますと、保全の面からいう

と、面積とともに管理がなくなったということが生物相

に大きな影響を与えているんだよと。それから、湿原保

全も大事だけれども、全体を通して鹿の問題が今顕在

化していて、草原だけで語れる内容ではなくて、全体の

管理ということも必要になってくるだろう。それから、

ゾーニングや安全な場所では、後継者育成のための

フィールドとして積極的に活用してもいいんじゃないか

という話がありました。

　それから、担い手の問題もあり、新たな仕組みが

やっぱり必要になってくるだろうな。１つはボランティ

アかもしれませんし、１つは野焼きの体制整備というこ

とかもしれません。

　それから、利用価値を最大限に活用する、すなわち

材としての草原もあるし、景観を利用した観光もあるで

しょうし、それを持続的なシステムとしてどうみんなで

関わっていくかということが重要だろう。それから、東伊

豆町さんは温泉もあり、海もあり、それから草原もあると

いうことですね、東京からも近いという立地条件もあっ

て、やはり観光が主体となる、産業として観光が主体と

なるだろうと。その中に草原の恵みであるカヤの利用

を取り入れて、地域の特性やスケールを発揮してはどう

かというのが安藤先生のほうから示唆されたことです。

特に例えば来訪者の拠点施設みたいなところとか、そ

ういうカヤふきが実際にできるようなところをうまく利用

して、そこに新しい価値も含めた来訪客へのサービス

提供というのもできるんじゃないか。カヤの循環によっ

て、癒しの空間形成というのが可能であるし、そういう

ものが今後観光を回していく上でも期待が大きいん

じゃないかという話があったというふうに覚えています。

　それから、蒜山会場のほうは、このようにカヤを使っ

たサイクリング施設というのを実際に建てられていて、

その新しい施設の近くでこういうふうなセッションを

行っております。

　内容ですけれども、草原の利用から見える、過去に

学ぶことによって蒜山らしさというのがよく分かるんだ

と。その利用の仕方や経緯から学ぶものも大きいとい

うことがありました。

　それからもう一つは、よく自然再生事業というのはい

ろいろ行われているんですが、その自然再生において

も地域経済を回すことが今大切になってきているんで

すよというお話。実際に草原のカヤを使ったサイクリン

グセンターというものがありますけれども、ここから広

がる新しい世界があって、それが地域を大きく回してい

く一つのきっかけづくりにもなるんじゃないか。

　それから、カヤの利用についても、いわゆる文化財と

か古民家だけではなくて、今は新しい施設や近代的な

施設、そういうものについてもいろいろとカヤが使われ

ている時代である。カヤぶきは新たにもう一皮むけて

未来に発展する、その礎となり得るものではないかと

いうことがありました。

　これまでは地元だけで使って守るというところから、

地域外の関係者も含めた、地域の人も一緒になって守

るという、幅広い守り方、そういうものが目指されており

ました。そのためには、地域内外の人と意識を醸成す

るためにも、楽しいということもとても大切なんではな

いかということが報告されております。

　それから、阿蘇のほうは、このように広がる草原が九

州の北部の６大河川の水源域になっているという、そ

ういう立地条件もありますけれども、今回、水源涵養を

中心とした生態系サービスについての討論が行われ

ております。

　新しく分かったこととして面白かったのがススキ草

原がものすごく水源涵養力が高いんだと。そのなぜか

という理由の一つがススキそのものが節水型の植物

であって、水を消費しない。その分、水源涵養に回る水

が多いんですよと。それから、川下、川上の関係でいえ

ば、福岡都市圏も含めて大勢の人数の飲用水を賄うこ

とができる、その水源地が阿蘇の草原だと。それは有

明海のほうにもつながっていて、ノリが色落ちするのを

防ぐために栄養源を補給しなきゃいけないんですけれ

ども、その補給するだけのダムの放流ができるだけの

水源が確保できていることがとても重要だと。そういう

意味では、海のほうから草原を応援していただくという

仕組みづくりも今後考えていったらどうかというような

お話がありました。

　それから、環境省のほうでは、阿蘇の地域を守って

いく、あるいは草原を守っていく上で、地元の農業者の

なりわいに対する助成を主体に考えてきたんですけれ

ども、それも今後は重要であると同時に、これからは草

原の持つ公益的機能へどういう形で支援できるかとい

う仕組みをつくる必要があるんじゃないかというお話

それを研究面から実証、検証するということをぜひ研

究者にはやっていただきたいと。それを普及させる場

の整備を行政には担っていただけると非常にありがた

いという最終的な要望がございました。

　これらの問題というのは、一個人でどうこうできる、

解決できるものではありませんので、ぜひ行政のほう

のお力添えをいただきたいと。私ども個人や市民として

は、今後もそういう形で対話を続けていきたいというこ

とで、最後、閉めたところでございます。

　少し長くなりましたが、以上が草原シンポジウムの報

告です。ぜひこの内容についてもサミットでの論議をし

ていただきますようよろしくお願いいたします。

　以上です。

○議長（太田長八）　高橋先生、どうもありがとうござ

いました。

　私、このシンポジウムをやって本当、大変勉強になり

ました。と申しますのは、やっぱり今までカヤの活用と

かね、また、子供たちを育てていかなければならない、

地域の学習、体験学習、これも大変重要だと感じまし

たので、この間、大変勉強になりました。

　そういう中で、首長さんがいらっしゃいますので、私

が一番感じたのは、やっぱり阿蘇の分科会の、誰か

ちょっと名前を忘れましたけれども、要するに職員が、

担当者はある程度認知しているけれども、ある程度の

方、全ての方が草原などを認知しなければ進まないと

言われましたので、各首長さんには、担当者だけでは

なく、ほかの違う職場の方たちにも、あと、地元の草原、

また湿原に対する知見をある程度広げていければ大

変ありがたいと感じております。

　以上です。

　どうも高橋先生、ありがとうございました。

５．各自治体の取組と課題

○議長（太田長八）　それでは、各自治体の皆様にご

報告をしていただきたいと思います。順番は、事前に配

付してある参加名簿の順でお願いいたします。時間の

関係もありますので、各自治体おおむね５分間をめど

ということでお願いいたしたいと思います。

　それでは、兵庫県新温泉町長の西村銀三様によろし

くお願いいたします。

○新温泉町長（西村銀三）　皆さん、こんにちは。新温

泉町長、西村銀三です。よろしくお願いいたします。

　平成28年第11回のシンポジウム、新温泉町で開催

していただきました。その際には、川南町、日高町長さ

んをはじめたくさんの方にご参加をいただきました。誠

にありがとうございます。

　皆様のお手元に新温泉町の概要と上山高原の歴史

と現状という資料があると思いますので、資料に沿って

説明をさせていただきます。

　新温泉町は、日本海側に面した鳥取県との県境に

あり、平成17年10月に誕生した人口約１万4,000人

弱の町で、まちづくりのテーマは、「海・山・温泉　人が

輝く夢と温もりの郷」であり、豊かな自然に恵まれた町

であります。

　産業については、農業分野では水稲、梨、高原野菜

の大根の生産を主として進めています。畜産について

は、神戸ビーフや松坂牛のもと牛である但馬牛の主産

地として、飼育頭数の維持拡大に努めています。また、

水産業については、松葉ガニ、ホタルイカ、ハタハタな

ど、日本有数の漁獲高を誇っています。

　当町には上山高原という大きな草原があります。周

辺集落の人々によって上山高原は田畑の土づくり、和

牛放牧として活用し、中でもススキは飼料、カヤ、かや

ぶき屋根等に利用され、生活の一部として維持されて

きました。

　しかし、農機具の普及、牛農家の減少によって、草原

は活用されなくなり、クマザサが茂り、雑木に覆われて

きました。これでは駄目だということで、平成16年に県

と町と地域が連携してＮＰＯ法人上山高原エコミュージ

アムを立ち上げました。上山高原と麓の７集落を丸ごと

生きた博物館として捉え、草原を保全・再生する取組を

地域の資源を活用し、地域内外との交流を図ることで

地域の活性化につながる活動を進めています。

　再生の具体的な活動としまして、人工林をブナ林の

広葉樹に替え、ススキ草原の持続と拡大ということで、

山焼き等を行っています。また、イヌワシの生息調査、ノ

ハナショウブ、そしてヤナギタンポポ等、希少植物のモ

ニタリング調査の継続を行っていますし、体験プログ

ラムとして、滝巡りやハイキング等も行っています。また、

第11回大会を開催した成果だと思っていますが、スス

キの有効活用ということで、神戸市のかやぶき職人「く

さかんむり」と連携・協力協定を結び、古民家や文化財

施設にカヤを使う取組も進めています。

　草原維持では、ササ刈り、山焼き作業、放牧作業等、

毎年継続することが必要になってきます。このため会員、

地域住民、ボランティアの方々の協力をお願いしてい

ますが、作業費等の捻出が今後の大きな課題となって

います。今後もできるだけ多くの方にご協力をいただい

て保全活動や利用する取組を進めてまいりたいと思っ

ております。

　以上であります。

○議長（太田長八）　どうも西村町長、ありがとうござ

がありました。

　それから、草原と私たちの関わりとか、暮らし方を支

えるエビデンス、要するに研究の証拠ですよね、そうい

うものとか学術研究がとても重要だということが今回

のこのセッションの中でもよく分かったということです。

　それから、南阿蘇村長さんは熊本地震後、火入れ責

任者を村長さんに替えたという行政側からの支援が

あって、それによって野焼きが復活したところが結構

あったと。それから、火入れの手続も届出制に変えたり

ということをしたんですけれども、これを行う大きな根

拠となったのが、やはり水源涵養機能ということで、熊

本県民、熊本市民の水道水を支える水源の源である草

原を守ることが地域全体、あるいは県全体に対しての

大きな影響を及ぼすんだ、大きな貢献ができるんだと

いうことで、これまで阿蘇の草原といえば景観が主体

でしたけれども、今後は水源保全という意味でも、阿蘇

の草原の価値を見直して、みんなにアピールしたいと

いう話がございました。

　最後、全体会は、こうやって行われたそれぞれの分

科会の報告を受けて全体討議をしたんです。これも全

てオンラインでやりました。ここに映っているのは東伊

豆町さんのところでやった内容です。ちょっと写真で隠

れていて申し訳ないんですけれども、それぞれの分科

会から代表者が入っていただいて、オンライン上で討

議を行っております。

　まとめになるかどうか分かりませんけれども、草原の

保全面については、なぜ草原が重要かを各世代意識

共有する必要があると。活動に関わる人、理解者、応援

者を増やしていく仕組みが必要。維持するために人が

関わり利用し続ける仕組みづくりが重要になるという

ことが語られました。草原の経済価値と公益機能を積

極的に評価してあげる必要があって、公益機能の守り

手である生活者を支援する制度設計というのをしっか

りと組む必要がある。

　前にもお話ししましたけれども、保全のための保全と

いう観点から、草や草原を活用することによる保全と

いうほうにシフトしていく必要があるんじゃないかとい

うお話でした。

　草原の活用についてですけれども、これも先ほどお

話ししたように、保護の管理から、利用して管理へとい

うのが大きなテーマとなっていました。草原利用の創意

工夫に対して様々な支援や環境整備をしていく必要が

あるだろうと。小さな経済活動を生み出して、地域ととも

につくり出すことがまず第一歩じゃないか。

　都市へのアプローチには、どうしても意識の違いと

か様々な問題があるので、その中間層の育成が必要な

んじゃないか。

　堆肥や農業や肥料とか、あるいはカヤの利用という

のはありますけれども、今でも野草の利用価値は非常

に高いものがあって、堆肥の利用とかカヤの利用で野

草の価値を復権する必要があるんじゃないのかなと。

堆肥についても、今、新しい知見として、野草を使った

堆肥に含まれる非常に優れた土壌菌がいるということ

も分かってきました。こういうのも研究の成果だと思い

ますけれども、そういうふうに野草の価値を復権させる

ことで、野草を利用すれば火入れの炎もある程度制御

しやすくなるし、火入れの安全性にもつながるんだよと

いう幅広い内容からのものがございました。

　草原の継承については、地域の固有性やほ誇りを

各世代で共有、共感すると、これはもちろんですけれど

も、地域、行政、企業が互いに手をつなぐ仕組みという

のも面白いんじゃないか。例えば細野高原だったら、

いろんな企業さんが持続的にこれを利用したいという

ことではいろんな方が入っていただいて、そこを活用し

てはどうかという話もございました。

　それから、カヤふきは活用を通じた継承の有効な

ツールである。利用というものが入ることによって、その

価値を継承したり、その仕組みを継承したりするきっ

かけにもなる。

　それから、使うことで生き物が、草の供給で文化が守

られていくだろうと。

　環境教育は世代を超えていく潜在性を持っているの

で、非常に大切なことである。子供さんへの教育という

のはとても大切。

　草原と地域のつながる観光や地域振興の在り方に

も工夫が必要になってくるんじゃないかというふうなま

とめがございました。

　最後に、行政へ望むことということで、幾つか提案を

いただいております。

　１つは環境教育、あるいは担い手育成も含めてとい

うことですけれども、その助成をぜひ継続できるような

ものにしてほしい。

　それから、実際に草原を守るときに一番頭を悩ませ

ているのは、行政の実務者の担当者であろうというこ

とで、もちろんいろいろ替わったりもしますので、持続

的にそれを進めていくのに問題が生じがちなんですけ

れども、ぜひその自治体間での実務者同士の学びの

ネットワークをつくっていただけないか。サミットでい

えばシェルパ会議のようなものを今後実現していただ

ければありがたいという話がありました。

　それから、地域知、伝統的に言いつながれてきた知

識そのものに意外と真実が、とても大事なものがあって、

いました。

　太田市長の取組は、もうマスコミでだいぶ私も勉強

させていただいております。そういう中で、文化と草原

がやっぱりマッチしないと、本当にそのとおりだと考え

ています。昨日の分科会の会場、隈先生の建築、それに

つきましてカヤを使っていること、大変感銘を受けまし

たので、今度、一度視察に行かせていただければ大変

ありがたいと思います。よろしくお願いします。

○真庭市長（太田　昇）　どうぞ、おいでください。これ

が全容ですけれども、３棟あります。

○議長（太田長八）　そんなにあるんですか。

○真庭市長（太田　昇）　１つは、このメインのがです

ね、これが18メートルあります。その横に見えておりま

すのが、隈研吾先生の設計図面とか模型とか、そして

サスティナブルな商品を売るとかですね、そしてもう一

つはサイクリングターミナルという、それで構成されて

います。7,000平米ぐらいの広さであります。

○議長（太田長八）　すごいですね。視察を楽しみにし

ておりますので、よろしくお願いいたしたいと。

　続きまして、串間市長の島田俊光様、よろしくお願い

いたします。

○串間市長（島田俊光）　こんにちは。串間市の島田

でございます。

　12回草原サミットにつきましては、川南町と一緒に

開催させていただいたわけでございますが、事務局の

皆様等はじめ関係各位の皆様方のご高配を賜り、サ

ミットを成功することができました。本当に感謝を申し

上げたいと思います。

　それで、宮崎県串間市は、宮崎県の最南端に位置す

る温暖多雨なところでございます。きゅうりやピーマン

などの施設野菜、サツマイモやごぼうなどの露地野菜

をはじめ生食で食べられる完熟キンカンや餌にトウガ

ラシを混ぜてつくる養殖ブリなどは、質、量とも全国トッ

プクラスの地域でございます。また、そのように農産物

を生産する食の宝庫でもあります。

　串間市からは、野生馬が生息する都井岬と宮崎県

の希少な動植物重要生息地に指定されている古竹・笠

祇地区について紹介させていただきたいと思います。

　串間市の草原といえば、野生馬が生息する都井岬が

代表的な草原となるわけでございますが、もともとは江

戸時代の軍馬を育成するための牧場であったものが、

人の手が触れることなく、令和の時代まで残っているも

のであります。春には新緑の草原にオキナグサやウマ

ノアシガタ、さらに夏から秋にかけてヒオウギやノヒメ

ユリ、ムラサキセンブリ、冬はノジギクなどが繁茂して、

四季それぞれの種のある希少動植物、国指定天然記

念物の野生馬とともに見ることができます。オキナグサ

など都井岬に生息する多年草のほとんどは、毒があっ

たり、またとげがあったりして、馬が食べない植物であ

り、食べ残すことから花を咲かせることができる。都井

岬は馬がつくり出す生態系に、絶滅危惧種に指定され

ている希少な植物を観察することができます。都井岬

は人の手を加えないことが魅了をより高めるものと考

えております。

　通過型の観光から体験、滞在型の観光へと転換さ

せる取組として、野生馬の生態と野生馬による形成さ

れた草原の植物やふん虫、フンコロガシでございます

が、などを訪れた観光客に対して分かりやすく説明す

る都井岬野生馬ガイドを配置し、エコツアーなど着地

型観光としての活用をはじめ、地元小中学生の地域を

学ぶ授業、くしま学などを地元の魅力を学習させる取

組など、草原の維持・存続と魅力発信のため取り組ん

でおります。

　また、笠祇・古竹地区の紹介でございますが、資料の

下段にあります笠祇・古竹地区の草原については、都

井岬と同様であり、江戸時代の軍馬を育成するための

牧場であったものが地域住民により草刈りや野焼きな

どの作業により代々守られ、現在も草原として維持され

ているものでございます。平成19年11月には宮崎県

の希少野生動植物重要生息地に指定されております。

笠祇・古竹地区は串間市の中心市街地から車で約15

分と近い場所に位置しており、昔ながらの田園風景が

広がり、里地里山で和牛の里として呼ばれている畜産

が盛んな地域でもございます。

　集落は過疎、高齢化が進み、野焼きなどの里山を守

る活動の継続が危惧されているところでございます。集

落の過疎化、高齢化の進展は、本市のみならず全国各

自治体の共通問題と認識をいたしております。行政の

役割としては、地域の魅力を住民自らが情報発信して

いく活躍の場の創出と、地域に何度も訪れる深いつな

がりを持つ関係人口の増加が肝要であると考えており

ます。

　本市の取組の１つがエコツーリズムの推進でありま

す。市といたしましては、地域資源の魅力を伝えること

により、関係人口の増加、地域住民の資源価値の再認

識、そして、環境教育による次世代への継承へとつな

がるエコツーリズムを鋭意取り組むことにより、草原の

維持形成を図っていきたいと考えているところでござ

います。

　以上でございます。よろしくお願いします。

○議長（太田長八）　どうも島田市長、ありがとうござ

いました。

いました。

　このＮＰＯ法人の活動、大変すばらしいと感じており

ますし、また、うちの町のテーマも、「満点の海・山・空は

東伊豆」と、何かまちづくりが同じような感じがいたしま

すんで、これを契機にまた交流ができれば大変ありが

たいと思います。どうぞよろしくお願いいたします。

○新温泉町長（西村銀三）　こちらもよろしくお願いし

ます。

○議長（太田長八）　それでは次に、続きまして、岡山

県真庭市長の太田昇様、よろしくお願いいたします。

○真庭市長（太田　昇）　真庭市の太田です。よろしく

お願いいたします。

　真庭市は合併して828平方キロメートルと、面積で

いうと東京23区の1.3倍というですね、岡山県北に広

がる市です。その一番北、鳥取県境のところに蒜山高原

という高原がありまして、東西20キロ、南北10キロと

いう、多分、関西では一番広い高原だと思っております。

　課題ですけれども、よそと同じで、もともとはススキ野

原が非常に広がっていた、それがだんだん狭くなって

きていると。そこに貴重な動植物、絶滅危惧種がいた

のが、これを守らないと、景観も含めて滅んでしまうと

いうようなことで、そういう意味での保全というのが一

つの大きな課題であります。

　もう一つは、これも出ておりましたけれども、単に保

全だけではできない、やはり活用しながら保全すると

いうことをしなきゃならない。その活用というのが一つ

の課題だろうというふうに思っております。

　その２つをどうしたら両立できるのかということです

が、１つは、カヤを山焼きをする、そうするといいカヤが

できる。そのカヤを、もちろん土に戻すことによって、灰

そのものが肥料になってまいりますが、蒜山も旧石器

時代から人が住んで、そしてカヤを焼いて、火山灰の

非常に貧栄養化のところを植物が育つように、１万年

以上かけて変えてきたという歴史がありますから、それ

を延 と々やっていかなければならない。それとともにカ

ヤを建築資材として活用するということで、昨日の分科

会でも隈研吾先生の設計で、カヤの屋根を逆さまに

使ったですね、屋根そのものは鋼板で、中の天井から

中を全部カヤにしたという、逆さまにしたような、そうい

うサイクリングターミナルを造りましたけれども、それ以

外にも建築資材としていろんな活用ができるということ

で活用していきたいということであります。

　それとともに、このすばらしい高原を多くの方に親し

んでいただく。自然環境だけでは人は来ません。やはり

そこに文化というものがないと人は来ないということで、

ここに出ておりますけれども、これも隈研吾先生の作品

ですけれども、ＣＬＴ、クロス・ラミネーテッド・ティン

バーという縦横、縦横に木材を組合せして、一つの板

を作るわけですね。その板を組合せしてこういう建物

を造っていくですね、これはオリンピック選手に遊んで

もらおうと思って東京の晴海に造ったんですけれども、

真庭のヒノキで造り、日本で専用のＣＬＴ工場は真庭に

しかありませんから、言わば真庭に里帰りしたというこ

とで、グリーナブルヒルゼンというふうに呼んでおりま

すけれども、こういう施設。中は空間で、ここで遊んだり、

イベントができるように、そういうものを、一つの芸術作

品ですけれども、造っております。こういうものを使って、

観光資源としても活用していくと。

　つまり景観も含めて、そして人工的なこういうものを

全部入れて、地域価値を上げていくという、そういう概

念で取り組んでおります。

　さらに、このＧＲＥＥＮａｂｌｅというのがロゴにもなって

おりまして、阪急阪神百貨店がこのグリーナブルに沿う

ようなものを真庭の産物をですね、産品を大阪で売っ

ていくというような、阪急百貨店とも提携をして、コロナ

がもう少し落ち着けば本格的に梅田で真庭の産品を

開発しながら売っていくということになってまいります。

阪急に今ブランド、阪急ブランドとしてＧＲＥＥＮａｂｌｅと

いうのを商標登録してもらいました。

　そういうことをしながら、この背景として、私の背景

に木材を使っておりますけれども、バイオマス産業都市

の指定も受けて、やがて真庭の電力は全て真庭で賄う

と。今、バイオマス発電、１万キロワットのありますけれ

ども、市内需要の大体60％ぐらいを再生可能エネル

ギーで賄えています。火力じゃなくて、水力とバイオマス

ですね。これを100％にしていくということも地域の価

値を上げていくという取組をしております。

　それと、生ごみ等、人間さんのふん尿ですね。それを

混ぜてメタンガスを発生させて、それでプラントを動か

して、最後、液肥を作って、それを低コスト農業として利

用していくという、そういうような、全体をＳＤＧｓという

か、サスティナブルなそういうまちにしていくという取組

をしております。東京のまねをしても仕方ありません。こ

の地域にある資源をいかに使って、それを循環させて、

未来志向で豊かにしていくということで、ＳＤＧｓ未来都

市の第１号にもなっておりますけれども、そういう取組

をしているというのを、そういうことを背景にしながら

蒜山高原を守り、活用していくということであります。

　皆様方のご意見も、あるいは活動も参考にしながら、

よりこれを進めていきたいというふうに思っております

ので、今後ともよろしくお願いいたします。

○議長（太田長八）　太田市長、どうもありがとうござ

にちは。広島県の北広島町生涯学習課長、西村と言い

ます。よろしくお願いいたします。

　お手元にお配りしております北広島町の概要、そし

て、北広島町の草原と取組について、説明をさせていた

だきます。

　まず、広島県北広島町の概要でございますが、広島

県の西北部、西中国山地の標高300メートルから800

メートルの盆地、北は島根県と接しております。広島県

に流れる太田川、そして島根県に流れます江の川の源

流域でもございます。面積の８割以上が森林地帯でご

ざいまして、県北地域、こちらは1,000メートル級の山

が連なっております。

　国立公園の一部でございます八幡湿原、こちらにあ

ります芸北地域の八幡、こちらは冬になりますと２メー

トルの雪を記録する豪雪地帯となっております。

　それでは、広島町の草原と取組について説明をさせ

ていただきます。

　こちらにつきましては、４つ紹介をさせていただきた

いというふうに思います。①から④まで、概要から課題

というふうにしております。

　まず、雲月山でございますが、島根県と隣接をしてお

りまして、かつては採草、そして放牧の目的で1960年

頃まで利用されておりました。島根県側はカラマツの

植林となっています。広島県側、こちらは1990年代に

観光イベントとして山焼きですね、こちらが行われてお

りましたが、1996年を最後に停止しました。2005年頃

より、地域が主体となりまして、主にＮＰＯが主体となり

募集を行いまして、消防団、博物館、小学校などと連携

しながら山焼きを実施しております。

　2014年に町条例に基づきます野生生物保護区に

指定をしております。

　こちらの利用についてですが、一般の登山の観光の

ほか、町内外の小学校等によります学習の場としての

活用、そして、山焼き再開後に数年間にわたり報告も行

われましたが、牛が転落するというような事故もありま

して、現在は放牧はされておりません。

　課題でございますが、現在15％ぐらいの山焼きを

行っておりますが、全域の山焼き、そしてボランティア

の確保といったことが課題というふうになっております。

　続きまして、千町原の草原でございます。

　こちら、もとは地元地域八幡村という旧村になります

けれども、こちらの入会採草地でございました。1944

年に陸軍の演習地となりまして、戦後は開拓民の入植、

国の大規模草地の開発、広島県への移譲と郊外開発

を経まして、今に至っております。2003年頃よりＮＰＯ

が中心となりまして伐採の実施をしまして、2020年に

町条例に基づきます保護区に指定をしました。植物や

鳥を見る観光地として人気がありまして、2013年から

は地元の中学校の、この後紹介しますけれども、茅プロ

ジェクト事業にカヤを提供しております。

　課題でございますけれども、既に樹林化した範囲が

結構広くなっております。また、大規模草地開発の影響

で湿原が縮小しておりまして、いずれも伐採が必要と

いうふうになっております。

　続きまして、霧ヶ谷湿原でございます。先ほどの千町

原と同エリアに位置をしております。大規模装置開発

の事業を経まして、現在は臥竜山麓八幡原公園の一部

に位置をしております。2003年にＮＰＯが植生調査と

ワークショップを実施したことをきっかけにしまして、

自然再生推進法に基づきます法定協議会を広島県が

立ち上げまして、2004年から八幡湿原自然再生事業

が始まっています。樹林の伐採、湿原から水を抜くコン

クリート水路の撤去、湿原への水路の設置などの工事

を2007年から2010年にかけて実施をしました。その

後、自然再生協議会の保全部会が中心になりまして、

伐採作業を継続しております。こちらも2020年に町条

例に基づきます放牧の指定をしております。

　利用でございますけれども、植物や鳥を見る観光地

として人気のスポットとなっておりまして、小学校、中学

校等のフィールドワークの場として活用、そしてガイド

ツアーの実施をしております。

　課題でございますけれども、再生工事から10年が経

過しておりまして、順応的管理のために現状に即した

全体構想と実施計画の見直しが必要となっています。

　そして、これは地元の中学校での取組ということなん

ですが、芸北茅プロジェクトについてです。

　芸北地域のススキ、これを屋根ふきのカヤとして資

源化し流通させる取組を行っています。中学校ＰＴＡ、Ｎ

ＰＯ、地域住民、教育委員会などが実行委員会をつくり

まして、2015年から推進をしております。地域の住民

自らがカヤを刈り取りまして市場に出荷すること、こち

らで私有地や小さなカヤ場が保全をされる。そして、今

は廃止となっておりますけれども、こちらにスキー場跡

地がありまして、こちらを文化庁のふるさと文化財の森、

こちらに設定をされたところでございます。

　利用についてなんですが、未利用でありましたカヤ

場、そしてカヤの利用が推進されるとともに、プロジェ

クトそのものが地元生徒にとって生きた教材というふう

になっています。地域通貨を活用することで地域外へ

の経済流出を防ぎ、刈り取ったカヤが文化財や伝統的

景観の保全に活用されております。

　課題でございますけれども、カヤの保管場所、こちら

　やっぱり串間市さんの取組、草原が２か所、これをう

まくやっていると考えています。それでやっぱりこれから

は、まずは地域住民がそのよさを認識するのが一番と

思いますので、それもまた勉強させていただいて、そう

いう中で、そのエコツーリズムを結構うまく活用した中

で、その草原の保全をやっているのが大変すばらしい

取組だと考えておりますので、引き続きよろしくお願い

いたしたいと思います。

○串間市長（島田俊光）　ありがとうございます。

○議長（太田長八）　それでは、続きまして、熊本県高

森町の町長、草村大成様、よろしくお願いいたします。

○高森町農林政策課（荒牧茉名）　町長に代わりまし

て、担当のほうからお手元に資料に沿ってご説明をさ

せていただきたいと思います。

　熊本県高森町農林政策課の荒牧と申します。よろしく

お願いいたします。

　まず、高森町の概要からご説明させていただきます。

　高森町は人口6,177人で、九州のほぼ中央、熊本県

の最東端に位置しまして、大分県の竹田市と宮崎県高

千穂町に隣接する総面積175.06平方キロメートル、

広い町土を有する農村地域でございまして、地形は阿

蘇カルデラ内に広がる標高500メートルから600メー

トルの比較的穏やかな傾斜をなす高森・色見地区と外

輪山の外側、標高500メートルから800メートルの波

状高原地の草部・野尻地区に区分される町です。

　主な産業は、観光と農林業になります。

　農業面では、立地条件を生かしまして、畜産、米、野

菜を主体とする農業生産が展開されてまいりましたが、

近年、経営の発展を図るため、一部の農家で施設園芸

の導入が盛んとなっております。地域の宝として、古くか

ら栽培されてきました農林畜産物をブランド化し普及

するとともに、地域の代表する高品質な農産物として、

将来にわたり栽培し続けるための活動を通じ、阿蘇地

域の農業の活性化と農業後継者の育成につなげるこ

とに取り組んでおります。

　観光面では、コロナ禍でイベントの実施が厳しい状

況ですが、2016年に発生した熊本地震の影響は回復

傾向にあり、高森湧水トンネル公園、月廻り公園、高森

殿の杉、南阿蘇鉄道のトロッコ列車、草部吉見神社、

上色見熊野座神社といった観光地や約300年の歴史

があります風鎮祭といった地元のお祭りを中心に毎年

多くの方が高森町を訪れています。

　また、高森町では町内全戸に整備しました光通信環

境を活用しまして、日本一の地域密着型番組として、た

かもりポイントチャンネル、こういったケーブルテレビ

の放送を行い、災害時の緊急放送や町からのお知ら

せ、地域情報、事業の紹介などを町民の方へ情報発信

しています。

　光通信環境の整備は、教育現場でも活用されており

まして、電子黒板の設置や全児童生徒のほうへ１人１

台のタブレット配布をいち早く行いまして、全国で最先

端のＩＣＴ教育が行われております。

　ここからは高森町の草原の概要についてご説明さ

せていただきます。

　高森町の草原につきまして、その多くを牛の放牧に

活用しておりまして、畜産農家や町民の方の大切な資

源として保全されてまいりました。高森町の草原は牧野

と呼ばれており、阿蘇のあか牛が放牧されている牧野

はのどかな風景として多くの人に親しまれております。

　高森町の牧野面積につきましては、1,211ヘクター

ルありまして、草原維持として行われている野焼きに関

しては、実施面積が621.5ヘクタールとなっております。

また、管内には14の牧野組合がありまして、皆さん精

力的に草原維持のほうに取り組んでいただいており

ます。

　最後に、高森町の取組と課題については、長年、放

牧や野焼きによって保全されてきている草原なんです

が、近年、管理をしている牧野組合員さんの高齢化等

によって、野焼き実施が大変難しくなってきている状況

にはございます。町としては野焼きに係る補助金等で

野焼き実施者の方の負担軽減等に取り組んでおります

が、年々、実施面積が減少しつつある傾向にございます。

　また、高森町にある阿蘇高森オーガニックセンター

というところでは、世界農業遺産の構成要素であります

阿蘇の草原に生えるススキなどの野草や畜産農家か

ら出る牛ふんなどを混ぜて堆肥を作っております。こち

らは町内を中心に阿蘇地域の農産物に還元して、循環

型農業を確立しております。

　このほかにも未来の草原を引き継ぐ子供たちのほう

に阿蘇の草原のすばらしさや草原の抱える現状につ

いて伝える草原学習などが行われております。

　以上で説明を終わらせていただきます。

○議長（太田長八）　どうも高森町さん、ありがとうござ

いました。

　高森町さんの取組は、全ての自治体が抱えている課

題と同じだと考えております。そういう中で、皆さん方に

対してよりよい回答ができればいいなと思いますので、

またいろんな意見をよろしくお願いいたしたいと思い

ます。

　それでは、続きまして、広島県の北広島町の生涯学

習課長の西村豊様、よろしくお願いいたします。

○北広島町生涯学習課長（西村　豊）　皆さん、こん

田市さんにお住みだそうでございますので、本当にあ

りがとうございます。

　そしてもう一点、これ本当、関係ないんですよ。歌手

に永井裕子さんっていらっしゃるんですけれども、その

永井裕子さんが結構大田市さんのを歌って、うちの町

の観光大使になっているんですよ。やっぱりそういう中

でまた大田市さんとよろしくお願いいたしたいと思いま

す。どうもありがとうございました。

　続きまして、熊本県の南阿蘇村の農政課主幹の後藤

進哉様、よろしくお願いいたします。

○南阿蘇村農政課主幹（後藤進哉）　昨日ですね、阿

蘇分科会では吉良村長の報告がありましたが、本日は

私のほうから発表させていただきます。

　最初に村の概要からになります。

　南阿蘇村は総面積137キロ平方メートル、熊本県

の北東及び阿蘇くじゅう国立公園、阿蘇カルデラの南

に位置する人口１万340人の村です。雄大な南阿蘇

の山と緑、そして環境庁の日本名水百選に選定されて

いる白川水源に象徴される豊かな自然環境に恵まれ

ています。

　2016年４月の熊本地震では、これまで経験したこ

とがない甚大な被害を受けました。これにより人口も１

割程度減少しましたが、村に定住促進課や空き家バン

クを設置し、移住者を受け入れる環境整備を推進して

います。

　続きまして、農業、観光についてです。

　基幹産業である農業は、白川中心に水田が広がり、

のどかな農村風景を生み出す農村は、水稲をはじめ

畜産、ミニトマトやアスパラなどの施設園芸が盛んです。

昼夜の寒暖差が大きい気候により、自然のうまみが

しっかりと詰まった農産物が自慢です。有機農業、環境

保全型農業を推進しており、安心安全な農産物づくり

に取り組んでいます。

　また観光では、大自然を中心にたくさんの観光資源

に恵まれています。新阿蘇大橋のたもとにある展望所

ヨ・ミュールからは、長陽大橋、白川第一橋梁を眼下に

望むことができ、新たな観光スポットとして注目を集め

ています。

　また、熊本地震で落ち込んだ観光客数は回復傾向

にあり、本村本来のにぎわいが戻りつつあります。

2017年９月にはアウトドアショップモンベルと村が協

定を結び、アウトドア活動促進や地域経済の活性化な

ど、包括的に協力をし合い、観光振興に取り組んでい

ます。

　続きまして、草原の概要に移ります。

　南阿蘇の草原は阿蘇カルデラの阿蘇山側及び南外

輪山側に広がり、季節ごとに違った表情を見せてくれま

す。南阿蘇の草原は牧野とも言われ、平成21年に行わ

れた阿蘇草原維持再生基礎調査では、本村の牧野面

積は2,470ヘクタール、そのうち野焼きが行われてい

る面積が1,170ヘクタールとなっております。管内には

23の牧野組合があり、牛の放牧をしている箇所もあれ

ば、野焼きのみ実施している牧野もあります。

　続きまして、本村の取組と課題についてですが、昨日、

分科会で村長がご報告された内容と重複する点がご

ざいますが、ご了承をお願いしたいと思います。

　草原の維持に欠かすことのできない野焼きですが、

その面積は、以前と比較すると減少しています。本村を

含む阿蘇郡市７市町村の草原はこの100年間で半分

以下に、直近30年で見ても４分の１近く減少しており

ます。

　本村では熊本地震で各牧野の原野火入れが中断さ

れました。平成31年度からは一部再開に向けて、熊本

県、阿蘇グリーンストック、村において協議をした結果、

白川牧野で一部再開、その後、令和２年には吉田牧野

でも再開できました。それに至るまでに県、グリーンス

トック、村で防火帯を設置する費用を予算化したり、火

入れ責任者を各区長や牧野組合長から村長へ変更し、

負担の軽減を図りました。

　今後の課題として、火入れが中断しているところの

再開が可能となるか、防火帯の整備、担い手不足、地

区住民の高齢化に対する支援が上げられます。

　補足でですね、昨日、村長から報告がありました課

題に対する取組で、ハードとソフトの対応が求められる

ことをおっしゃっていましたが、ハード面では牧道等、

恒久防火帯の整備ですね。ソフト面においては担い手

の確保ですね。畜産農家を増やすための取組として、

今後、放牧へのＧＰＳを付着して移動管理等を管理す

るシステムの導入やバーチャル研修の導入を計画し

ております。

　また、目的と認識の改革ですね。景観維持から水源

保全のほうへの啓発をしていくということで推進をして

いく予定です。

　以上、南阿蘇村からです。ありがとうございました。

○議長（太田長八）　後藤様、どうもありがとうございま

した。

　南阿蘇村様には、本当に熊本地震、大変でございま

した。今後も頑張っていただきたいと思います。

　そういう中で、今度、山焼きにおきまして、村長さんが

本部長、その中でまた新たにやるという中で、それは大

変期待しております。それから、山の保全、これ大変で

ございますので、引き続きどうぞよろしくお願いいたし

の整備。それから、カヤの販売先の確保、事業規模を

拡大するための専従職員の確保等といったようなこと

が課題となっております。

　北広島町からは以上です。ありがとうございました。

○議長（太田長八）　西村さん、どうもありがとうござい

ました。

　それで、芸北町の白川先生に今回大変お世話になり

ました。本当にありがとうございました。

　それで、私がやっぱりちょっと感じたのは、中学生の

活用ですね。やっぱり中学生、カヤを刈って、地域通貨

でそれをまた地域で還元する。大変すばらしい取り組

みと感じましたので、うちの町もやってみたいなと感じ

ましたので、その節はまたご指導をよろしくお願いいた

したいと思います。

○北広島町生涯学習課長（西村　豊）　ありがとうご

ざいます。

○議長（太田長八）　どうもありがとうございました。

　続きまして、島根県大田市の環境政策課長、和田二

朗様、よろしくお願いいたします。

○大田市環境政策課長（和田二朗）　皆様、こんにち

は。島根県大田市です。

　市長が所用で出席できませんので、私、環境政策課

長の和田が代理で発表させていただきます。

　大田市は、東西に長い島根県のほぼ中央部に位置

する人口約３万3,000人の小都市です。北は日本海に

面し、南は中国山地が迫っているため、山林原野が多

く、平たん地は僅かです。

　本市は世界遺産、石見銀山遺跡に代表される貴重

な歴史文化や国立公園三瓶山をはじめとした豊かな

自然に恵まれています。昨年度には「石見の火山が伝

える悠久の歴史～“縄文の森”“銀の山”と出逢える旅へ

～」が日本遺産に認定され、さらなる観光客の増加が

期待されております。

　さて、当市には標高1,126メートルの三瓶山があり

ます。その麓には西の原、東の原、北の原と呼ばれる草

原があり、放牧のほか、観光客、市民の憩いの場として

利用され、クロスカントリーコースなども整備されてお

ります。また、ダイコクコガネ、ユウスゲ、オキナグサと

いった希少動植物の生息地となっており、中でも最も

広い西の原では、毎年春に火入れが行われ、三瓶山の

草原景観の象徴的な存在となっております。

　三瓶山は、昭和38年に大山隠岐国立公園の一部に

編入されましたが、山麓に広がる牧歌的な草原景観が

指定理由の一つでした。ところが、昭和50年代になる

と、時代の流れから放牧が急速に廃れていき、植林な

ども行われて、山肌は一気に森林化していきました。放

牧の衰退とともに途絶えていた火入れですが、観光客

の出火による山火事を契機に平成元年に復活し、以降、

防火の観点から行政が主体となって毎年３月に行うよ

うになりました。

　平成７年には西の原の一部が放牧場として整備さ

れ、24年ぶりに放牧が復活しました。平成９年には、第

２回全国草原サミットが三瓶を会場に開催され、これ

をきっかけに行政、研究者、農業者、ＮＰＯなどの官民

ネットワークが形成されました。

　翌年からは放牧による防火帯切りを行うなどの工夫

により、経費を極力抑えながら火入れを実施すること

ができるようになりました。

　平成19年からは、従来の牧野組合、大田市等に消

防、警察が協力する体制に自然保護団体や地元の自

治会、ボランティアなどが加わり、市長をトップとした実

行委員会方式で火入れが開催され、また、目的の中に、

従来の防火に加え、国立公園管理計画にも明記されて

いる草原景観の維持を加えました。

　官民の連携により日本で一番安全な野焼きと自負し

ておりましたが、平成29年度には、風向きと火勢の急

激な変化により、消防署の資機材輸送車が１台全焼す

るという事故が発生しました。近年はドローンも取り入

れ、経験豊富なリーダーが最前線の状況を具体的に把

握しながら指示を行う形で、より安全に火入れを実施

しております。

　昨年度は新型コロナウイルス感染症の予防を考慮

して、ボランティアを募集せず、約30ヘクタールを関係

者約150人態勢で実施いたしました。現在、西の原の

草原景観は、放牧や火入れなどによってある程度守ら

れているものの、人の手が加わらなくなったところはす

ぐに森林化してしまうという現実にあります。このすば

らしい草原景観を貴重な財産として、将来にわたって

保全していくには、多くの市民や関係機関の協力が必

要です。また、単に火入れに参加してもらうだけではな

く、その意味合いを十分に理解してもらうことが大切で

あると考えております。

　以上です。

○議長（太田長八）　和田様、どうもありがとうございま

した。

　今の大田市さんから観光客の火事からまた再開さ

れた。災いをよいほうに持っていったことで、すばらし

いことだと考えております。さらにまた、山焼きの難しさ、

いくらやっても大変だと。そういう中で、もう大変勉強に

なりました。

　またこれ話は違いますが、今回は大変ネットワーク

の高橋先生にお世話になっており、高橋先生は何か大

任者ということになっておりました。地元の消防団が

ジェットシューター担いで火消ししているところ……、

私もしていますけれども、あとは阿蘇グリーンストックさ

んにボランティアの要請をしまして、ボランティアのご

協力を得ながら野焼きを推進しているところもあります。

　地震前ですね、死亡事故とか怪我とかがありました

んで、そういった理由で、その後、地震がありましたの

で、野焼きが再開できないというところになっておりま

す。再開するための今、工面をしているところであります。

　ちょっと私が知らないでですね、地元の行政区以外

でしているところもあるかもしれませんけれども、基本

的に地元の行政区が事業主体として野焼きを実施して

いるところであります。

　以上です。

○議長（太田長八）　後藤さん、どうもありがとうござい

ました。

　ほかの自治体で何か活動しているところがありまし

たらお願いしたいと思いますけれども。

　じゃちょっとうちの取組が、ちょっとうちの町は結構

行政が携わっていたんですけれども、今は財産区、

やっぱり共有財産区、いわゆる区ですね、区の方が中

心となりましてやっております。行政が出ているのは消

防団、これも民間ですけれども、ある程度それに対して

参加で、もうほとんど民間がやっている中で、やっぱり

皆さん方も同じもう高齢化、そしていかに高齢化の中

で新たな担い手を見つけるかということが課題でござ

いますので、その課題につきまして、後でまた課題、問

題にしていきたいと思いますけれども、太田市長、こう

いうことでよろしいでしょうか。

○真庭市長（太田　昇）　今、町長がおっしゃいました

ように行政区も結局高齢化したり、メリットがあればす

るけれども、メリットがなかったらなかなか、昔やっとる

から、景観がどうだから、動植物がどうだからといって

なかなかできなくなってきていると思うんですよね。だ

から、安全でありながらどういう仕組みで何か新しいこ

とができないかとかですね、そういうことを勉強したい

わけですけれどもね。私の頭の中で考えているのは、怪

我をされても困るけれども、山焼きは難しいですけれど

も、カヤの刈り取りなんかは、これも大変なんですけれ

ども、一つの観光と結びつけてできないのかなと。ただ、

山焼きのほうはね、これは消防団の協力、そして死亡と

か事故のないように、それからその日の気象条件に

よってできなくなるとか、非常に不安定要素もあるんで、

なかなかいい知恵が出ないんですけれどもね。そのあ

たり、教えていただいたり、また知恵を出していただけれ

ば、このサミットが有意義だなというふうに思うんですが。

○議長（太田長八）　今、太田市長さんからいろいろ

問題点を提案、提示していただき、何か首長さんでこう

いう案がいいじゃないか、そういうことがあったらまた

ご発言願えれば大変ありがたいと思いますけれども。

　じゃ、まず私からちょっと発言させてもらって、皆さん

方には指名させていただきますので、よろしくお願いい

たしたいと思います。

　やっぱり今、太田市長が言ったように、山焼きをね、

ただ昔からやっているからやるんだと、そういうことが

結構、自分も多いと感じております。そういう中で、私、

これから生きる道は、うちの町、観光でございますから、

また太田市長さんが言ったように、観光と草原との結

びつき、それをいかにやっていくかということが大切な

のではないかと考えております。そういう中で、昨日の

シンポジウムの中で、やっぱりカヤを皆さん方に刈っ

てもらった中で、カヤを刈ることによって山焼きの負担

も少なくなるようなことも聞きましたので、そのカヤを

刈って、また観光に生かした中で、草原を守っていきた

いと考えております。

　また、カヤを刈ったことも、やっぱりある程度資金源

になるようなことも聞いております。さらに、自分は子供

たちが草原に対するある程度の認識、小さいときから

持っていなければなかなか草原に対する愛情は湧か

ないと考えておりますので、その辺の教育の活動もして

いこうかなとは考えております。

　東伊豆町はとりあえずそういうことを考えております。

では新温泉町長の西村町長、いかがでしょうかね、こ

んな考え方は。それから各首長さんにちょっといろいろ

まずお話を伺いたいと思います。

○新温泉町長（西村銀三）　当町、ＮＰＯ法人、上山高

原の周辺集落の７集落、それからもちろん県、行政、町

もバックアップして、地域が主体で取り組んでおるんで

すけれども、何といっても人口減少が最も我が町では

厳しい町であります。合併して今年で15年たったんで

すけれども、３割近い人口減少地域ということで、地域

は最も危機的意識を共有しているということで、上山高

原におけるこういったカヤの利用、それから山焼き、こ

ういう事業を通して知識の意思統一に大きく貢献でき

ていると。

　今回も実は、この７集落周辺に地域の運営組織がで

きることになりました。そういったことで、地域の意思を

まとめるためのそういった運営組織と同時に、施設の

建築も今年度スタートいたしました。そういった意味で

は、一つの高原を地域の過疎と、そういった過疎意識

を払拭して、地域の活性化につなげていく、そういう点

で新温泉町では大きく貢献できつつあるということを

つ草原が残る里を再発見いたしまして、その大切さを

広く紹介するとともに、次の世代へと残していくことを目

的に、未来に残したい草原の里100選を選定するとい

うことが目的でございます。

　期待される効果といたしましては、４点ございます。

社会的に価値が認知されていない草原の掘り起こし、

２点目が草原の価値を知らない人への普及、３点目、

現に草原に関わっている人たちの意識や誇りの向上、

４点目が火入れやカヤぶきなどの伝統文化の担い手

の価値づけでございます。

　事業のスケジュールですが、このアナウンスにより募

集を開始いたします。応募の締切りを今年の12月とい

たしまして、その後の審査に入ります。翌年の４月には、

この選定結果の発表、秋には表彰式やシンポジウム

等、普及・交流の機会づくりを予定しております。

　その他の事業概要につきましては、全国草原再生

ネットワーク会長の高橋様より説明をお願いいたします。

○全国草原再生ネットワーク代表理事（高橋佳孝）　

それでは、少し詳しく述べさせていただきます。未来に

残したい草原の里100選を本日、募集のアナウンスを

させていただいております。主催は、全国草原の里市町

村連絡協議会の主催でございます。

　ただいま太田町長のほうから詳しい経緯が述べら

れましたので、この部分は割愛させていただきますが、

本日この第13回全国草原サミットにおいて募集をアナ

ウンスするというところに至っているわけでございます。

　草原の100選というのは、先ほどちょっと町長のほう

からもお話がありましたけれども、日本には多様な自

然を形づくる希少な生態系の一つである、それが草原

であるということですね。長年にわたって、人と自然の

関わりの中で地域の環境、文化、観光など様々な恵み

を提供してきました。しかし、多くの人たちは、国民の多

くは、草原の成り立ちや意義を知らないという現実もご

ざいます。このような多様な価値を持つ草原と人のつ

ながりを再発見して、その大切さを広く紹介し、次世代

へと残していくことを目的として、今回、草原100選を

選定するに至ったわけです。

　ここで言う草原の里というのは、草原に関わる暮ら

しが残る里というイメージをしていただければよろしい

かな。

　これはコンセプトペーパーとして、前会長の日高会

長のときに作った内容ですけれども、この右のほうに

書いてありますように、未来に残したい草原の里100

選の選定というのは、地域からの自薦によって選定し

ていこうと。それから、様々な科学的な観点から評価す

るし、この選定の過程そのもの、あるいはその論議をす

感じております。

　実は、神戸とか周辺、特に関西方面、神戸・大阪方面

からのいろんな協力、山焼きにおける協力者も出てき

ていまして、いろんな意味で地域の盛り上がりができて

いるということであります。いろんな相乗効果が生まれ

ているというのは、この草原サミット以降、非常にいい

流れができていると考えております。

○議長（太田長八）　ありがとうございます。

　串間市としましては何かありますか。

○串間市長（島田俊光）　私たちはカヤを利用すると

ころじゃないんですが、牧草、昔からの家畜の牧草地

帯ということで、取り組んでいたわけでございます。た

だ、我々が一番重要視しているのは、都井岬の風光明

媚な観光地の保全に取り組んでいるんですが、我々本

当にその人間を集めるのが大変な状況にあるわけで

すが、もともと岬はマツ組合という団体がありまして、そ

のマツ組合がボランティアで活動する人たちを今、真

庭市も言われた観光にマッチした方たちを呼んで、

100名程度の人たちで野焼きをしているわけですが、

本当に野焼きの体験というのはですね、今の現代の中

ではなかなか体験することはできないんで、その体験

学習に来る人は少しずつ増えつつあります。ただ、行政

として、野焼きの体験をどのようにアピールするかとい

うのがございます。また、太田市長が言われたように、

死亡事故などが発生したときの我々の責任ですね、そ

ういうのが問われますので、ここはもう少し考えてやる

べきじゃないかなと思っております。

　あと一方の笠祇というところにあるんですが、ここも

やっぱり牧草を育成するための野焼きをしております

けれども、ここが人口減少と高齢化が進んでおりまして、

やはりここの野焼きについてもボランティアで、いわゆ

る体験学習というようなことで人を集めてやっていると

ころでございます。

　また、真庭の太田市長さんにはＣＬＴの研修や木質

の研修でいろいろとお世話になりました。心から感謝

を申し上げたいと思います。

　串間の取組としては、観光とマッチした野焼きでござ

いますが、ただ、それがうまくいくかいかないかは我々

の努力だろうと思いますので、今後の課題として取り組

んでいきたいと思っております。

　以上であります。

○議長（太田長八）　ありがとうございました。

　すみません、川南町長の日髙さんも何かございまし

たら。

○川南町長（日髙昭彦）　うちは湿原なんで、面積も３

ヘクタールぐらいなんで、皆さんのことを聞きながら勉

強していたところで、職員とどうするという話をしていた

ところです。ただ、本当に人が手を入れないと維持でき

ないというのは共通の課題でありますので、そこは

やっぱりみんなで知恵を出していくしかないんだろう

と思っております。

　以上です。

○議長（太田長八）　ありがとうございます。

　太田市長、これでまた何かありましたら、よろしくお

願いします。

○真庭市長（太田　昇）　ありがとうございます。

○議長（太田長八）　太田市長、よろしいですか。

○真庭市長（太田　昇）　ありがとうございました。

　また私どもも勉強させていただきながら、地元でしな

がらボランティアとかですね、そういう人も育て、そして

観光にまで、山焼きも初めは安全なところでやっても

らって、それからだんだん慣れていただければ、結構も

う毎年来るというような人も出てくるはずですのでね、

そういう守ることと自分の楽しみというか、やっているこ

との意義とを感じながら楽しんでもらえる、そういう人

をつくっていきたいと思います。ありがとうございました。

○議長（太田長八）　すみません、まだやりたいところ

ですが、時間がございませんもんで、この辺でこの会は

ちょっと閉じて、次の議題にいきたいと考えております。

６．草原１００選について

○議長（太田長八）　次は、「未来に残したい草原の里

100選」のアナウンスでございます。

　それではまず、私からこの事業の趣旨、また経緯、そ

れとスケジュールにつきまして説明させていただきます。

　主催は、全国草原の里市町村連絡協議会でござい

ます。協力また後援は、一般社団法人全国草原再生

ネットワーク、後援は環境省、静岡県、一般社団法人の

茅葺き文化協会、公益財団法人日本自然保護協議会

となっております。

　事業の趣旨ですが、多様な価値を持つ草原が残る

里を再発見し、その大切さを広く紹介するとともに、次

の世代へと残していくことを目的に、未来に残したい草

原の里100選を選定いたします。

　事業の経緯といたしましては、2012年に阿蘇で開

催されました、第10回全国草原サミットに出席した14

市町村の首長によりまして、草原100選の選定が提案、

採択されたことを受けまして、2016年に自治体におけ

る全国草原の里市町村連絡協議会が発足いたしました。

そして、2021年の総会にて、今回のサミットにてこの事

業の開始をアナウンスすることが決定いたしました。

　まず、事業の目的でございますが、多様な価値を持

記述でさせていただくということになっております。

　これ以外にも当然、重要な際立った特徴があれば、

それを考慮していくという形で選考の基準とさせてい

ただこうかと。

　それから、皆さん、興味をお持ちと思います。スケ

ジュールの問題ですけれども、今回、第１回選考とあえ

て書かせていただいたのは、さっきもお話ししたように

一発で100をそろえてそれで終わりという世界ではなく

て、一緒に歩みながら一つ一つ重ねていきたいという

ことです。２年か３年、数年かけてでもゆっくりと応募を

していただきながら選考していただくというスケジュー

ルを想定したものでございます。

　応募の公開は本日、この場で草原サミット東伊豆大

会において募集を発表いたします。

　応募期間、本日から１２月１５日必着という形を取ら

せていただきます。ただ、応募のフォーム等をホーム

ページで掲載する時期が若干遅くなりますので、近日

中にホームページは公開するという形を取らせていた

だきたいと思います。

　審査期間ですけれども、第１次審査は１２月１５日の

締切り以降２月から３月までに終わらせて、最終審査

を翌年の２月から３月頃に開催して最終決定をしよう

と思っています。この審査に当たっては、場合によって

は現地審査もさせていただくことになろうかと思ってお

ります。

　それから、発表や表彰のスケジュールですけれども、

結果発表は来年の４月を予定しております。これは主

催者である全国草原の里市町村連絡協議会の総会が

開催されるときでございますので、その場で結果の発

表を行います。

　その後、秋までに表彰式やイベントの準備を行うと

ともに、現地の取材を行いながら、より深くその内容を

理解していくような期間として、追加書類等の提出が必

要であれば、それもお願いするような形になるかもし

れません。

　表彰式やシンポジウム、一応、来年の秋を予定して

おります。こういう場で表彰されたということを皆さん、

内外に強くアピールする機会をつくっていこうと思って

いるところです。あくまでも選んで終わりという世界では

なくて、一緒に歩み、輪を広げる、そういう形の100選

にしたいと思います。何度も言いましたけれども、みん

なで積み上げていって、最終的には全国草原年鑑みた

いなものに集約できればいいなというふうに今考えて

いるところです。

　間もなく、近日中に公開されるホームページですけ

れども、若干、最終版とは異なることになるかもしれま

せんが、イメージとしてこんなふうな形のホームページ

が皆さんのほうにお伝えできるんではないかと思って

います。草原の里100選とは何かという文言もあります

し、スケジュールのことについても具体的に記述されて

いますし、選考の基準について、より詳細な内容がそこ

に記される予定になっております。

　応募方法、応募様式のダウンロードをここでやって

いただいて、それに書き込んで応募していただくような

形を取らせていただきます。

　それから、自治体の推薦が必要だというお話があり

ましたが、その推薦様式についても、ここにホームペー

ジ上でダウンロードできるようにしたいと思っております。

　最後に、湯本貴和委員長からのメッセージを載せさ

せていただく、そういうふうな構成ないようにしようと思

います。

　湯本先生のメッセージには、草原100選の概念とか

エッセンスというものがまさしく濃縮されておりますの

で、その一部をここにお示しして、最後の報告を終わり

にしたいと思います。

　ちょっと読ませていただきます。

　「未来に残したい草原の里100選」は、それぞれの

地域が草原を生かした地域づくりを競い合い、その輝

かしい成果を顕彰する場とは考えていません。共通の

課題を抱えている地域が互いの実践やアイデアを学び

合い、共に未来へ進んでいくための仲間探しの場であ

りたいと思います。みなさんが応募する段階で、誇るべ

き宝を再発見したり、足りないパーツを認識したりする

作業そのものに大きな意味があると信じています。ぜひ

とも「未来に残したい草原の里100選」にご応募いた

だき、わたしたちの仲間の輪に加わってくださることを

願っておりますというメッセージをいただいております

というメッセージを頂いております。私たち関係者の共

通の思いを言い表していただいている内容だと思って

おります。

　草原の里というのは、まさしく未来に向けた草原保

全のシンボルになるであろうと思っております。風土に

根差した特色のある草原を育み、未来への展望も様々

な人の活動があり、そのような活動を通して人々が交

流し合う里、そういうものをイメージしたものになると

思われます。ふるさとの原風景とも言える草原のある里

の認知度というのは、まだまだ低いものがございます

が、この草原100選の活動を通して、草原の魅力と価

値を広く国民に伝えて訴えて行きましょうということで、

最後の言葉とさせていただきます。

　以上が未来に残したい草原の里100選の概要説明

でございます。ご清聴ありがとうございました。

ることがとても重要なんだということが期待されており

ます。

　それから、選定によって、先ほど町長からお話があっ

たように、様々な効果が期待される。さらに、未来へ向

けてですね、草原の里の持つ価値をアピールすること

になるというですね、新しい草原の活用方法もそうで

すし、草原の持つ新しい価値、そういうものを対応して

いくものにもなりますし、利用や保全をそれによって促

進されるようなものにしたいと考えております。

　それで、今回の草原の里100選の事業を行うに当

たって、大きなコンセプトをみんなでちょっと考えて行

きました。地域の人 と々草原の関わりの繰り返しの中で、

地域に蓄積されてきた知識とか意識、技術そのものが

草原の里の持つ価値であるというふうに考えました。こ

の価値のあるものを「共創資産」という、新しい用語で

すけれども、として捉える。各地に残っているこの共創

資産を日本全体で共有し活用することによって、次世

代に希望のある自然共生型社会を実現することに寄

与していこうではないかというのが事業のコンセプト

でございます。

　この事業、落とすための選考ではなくて、できるだけ

拾い上げ、仲間を増やしていくという観点から、また、一

度に100選ぶということよりも、時間をかけて少しずつ

増やしていく、そういうふうな形で進めたいと考えてお

ります。

　応募要件ですけれども、自薦という形で、草原と関わ

る民間団体、あるいは地方公共団体が応募できますと

いう形。ただし、民間が応募する場合には、地方公共

団体の推薦が必要となります。

　それから、選定の対象となる草原の里は、現在ちゃ

んと草原が存在している地域ということになります。

　応募に関しての確認事項、幾つかあります。これはま

た応募要領の中で詳細に記述しておりますので、そち

らをご覧になっていただければと思います。

　もし選考されなかった場合も、結果はちゃんとフィー

ドバックしていこうというふうなことを考えております。

　それから、選考の方法ですけれども、有識者の皆さ

んによる草原の里選考委員会というのを組織いたしま

した。ここが最終選考を行うということです。それから、

この選考委員会の下に実務者で構成する運営委員会

というのを組織しております。運営委員会は、１次審査

というか、書類審査を担当する。その結果を基に、最終

的に草原の里選考委員会が最終選考を行うという形

にしております。

　１、２と掲げてあります、最初は応募書類による審査、

候補の絞り込みを１次審査としてやって、１次審査で絞

り込めた地域について最終選考を行うという形を取ら

せていただきます。

　具体的な選考委員の名簿を一応ここに掲げさせて

いただいております。

　上のほうから、日本茅葺き文化協会代表理事の安藤

先生、それから、全国草原の里市町村連絡協議会の会

長である東伊豆町長の太田町長ですね。それと私と、

それから、京都大学霊長類研究所所長である湯本貴

和先生。湯本先生にはこの委員長になっていただいて

います。それから、皆さんよくご存じの東京大学名誉教

授の養老孟司さん。あと２名ほど、今、内諾をいただい

ている委員がございます。２人とも女性の委員でござい

ますので、最終的には７名の委員構成になる予定でご

ざいます。

　それから、選考の基準ですけれども、草原の生態系

と人々が暮らす里の関係性がつくり出した共創資産を

軸に５つの観点から選考するという形を取らせていた

だいています。一つ一つ、今から述べていきますけれど

も、１つは草原の自然、環境的価値と言ってもいいのか

もしれませんけれども、動植物が特徴的なものがある

かとか、景観の特徴はどういうものがあるか、そういう

ものをいくつかのポイントとして捉えて評価していく。

　それから、草原からの恵み、実際に利用の価値を受

け取っているかとか、あるいは資源の恩恵を被ってい

るかとかいう点からも評価していきたいと。現代的意義、

あるいはその認識というのもここに含まれますけれども、

過去の利用方法やどういう形の草原の恵みを得ている

かという具体的なものを判定する予定にしております。

　３番目が草原を維持し、享受する仕組み、そのもの

がきちんと理解されて継続されているか。それを持続性

とか公共性の尺度から評価をしていこうと。管理が

ちゃんと妥当なものであるか、それが今後も継続される

か、あるいはそういう意思が示されているか。それから、

経済がちゃんと還元されているかとかですね、主体と

かモニタリングというような項目が入ってくるかなと思

います。

　それから、４番目が共生型社会の実現に向けた波

及効果、まさしく未来に向けて草原の里が持つ重要性

をここで語っていただこうかと。地域や地域内外の社

会に及ぼすよい影響、これまであった影響もですし、今

後影響を及ぼすことが期待される、そういうものをきち

んと書いていただこうと。

　それから５番目、今の４つはある程度、選択肢で選

ぶような形をさせていただきますが、５番目はいわゆる

思いの強さです。関わっている人が熱く語れる熱量や

行動力を評価しようということで、ここらあたりは自由

○議長（太田長八）　高橋先生、どうもありがとうござ

いました。

　この件につきまして、何か質問がございますでしょう

か。ありましたら、挙手をお願いいたします。よろしいで

すか。

　それでは、このような方向でやりたいと思います。ま

た、多くの皆様の応募を期待しております。

７．サミット宣言採択

○議長（太田長八）　最後に、この第13回全国草原サ

ミットｉｎ東伊豆の宣言をさせていただきたいと思います。

　第13回全国草原サミットｉｎ東伊豆。

　私たちの暮らしに欠くことができなかった草原は、生

活様式が変化し草が使われなくなったことから、近年

ではとても珍しい風景になってしまいました。過疎、高

齢化により、山焼きや野焼きの担い手は減少の一途を

たどっており、今後、草原の維持はますます困難になる

ことが予想されています。

　細野高原でも、ススキを使うのはごく一部の農家とな

り、毎年早春に実施される山焼きが何のために行われ

ているか知らない町民も増えております。

　陸上の生態系は森林、草原、湿原などが様々な地形

の上に成り立っており、そのそれぞれに多様な動植物

が生息、生育しています。この多様性が人々の生活を

豊かにする礎となり、暮らしや文化が守られています。

草原は、その一端を担い、地域産業の基礎、水源の涵

養、生物多様性の保全、ＣＯ２の削減、カヤぶきや盆花

の文化など、様々な恵みを提供してくれます。

　草原を失うことは、これらのかけがえのない恵みを

失うことを意味しており、人々の豊かさや、また地域の

文化が失われることにもつながるものです。草原が育

んできた人と自然の共生の知恵や持続的な利用の技

術は、今後の持続可能な社会の実現を目指す上で欠

かせないものであります。

　私たち草原を有する自治体は、互いに学び合いな

がら草原を維持し、賢く利用していく努力を惜しまず、

草原のある里の風景を後世に引き継ぐための環境を

整備し、交流・連携を強化していくことをここ東伊豆町

において宣言いたします。

　それでは、東伊豆宣言。

　１つ、私たちの大切な草原、湿原を守っていくための

保全活動について、地域の関係機関と連携しながら共

に考え、支援していきます。

　１つ、すばらしい景観を活用した観光資源としての

草原と貴重な植物の自然観察など、教育・文化面との

調和を図り、次世代へと受け継いでいきます。

　１つ、かつてのように生活の中に草原の利用を取り

込む創意工夫を支援し、地域振興に活用できる社会環

境を整備します。

　１つ、未来に残したい草原の里100選事業を推進し、

草原の持つ魅力を全国に発信していきます。

　１つ、全国草原の里市町村連絡協議会の連携強化

とネットワークの構築、さらに全国の草原を持つ自治

体への協議会の加入促進を推し進めてまいります。

　以上、宣言する。

　令和３年９月27日。

　以上でございます。

　以上で議事を終了いたします。

　皆さん、このコロナ禍の中でこの全国サミット、参加

して本当にありがとうございます。特に首長様、今年、新

型コロナウイルス感染症の対応で大変お忙しい中参

加していただき、ありがとうございます。これからまた皆

様と連携し、この草原、また湿原の保全をやっていきた

いと思いますので、また連携して、またいろいろお知恵

を借りた中で、よりよいこの連絡協議会にしていきたい

と思います。

　本当に今日はどうもありがとうございました。

８．閉会

○司会　それでは、これをもちまして、第13回全国草

原サミット・シンポジウムｉｎ東伊豆大会を終了いたします。

　サミット宣言の精神に基づき、今後も各自治体や関

係者の皆様と草原の維持保全に取り組んでいきたいと

思います。今回は初めてのウェブ会議方式での開催と

なり、お見苦しい点もあったかと存じますが、ご容赦く

ださい。

　最後にお願いとなりますが、全国草原の里市町村連

絡協議会に加盟されていない自治体の皆様は、これを

機会に加盟のご検討をしていただきたいと思います。

　また、次回の草原サミット・シンポジウムの開催地が

決まっておりません。自治体の取組や草原のＰＲには

最も適したイベントだと思いますので、こちらにつきま

しても併せてご検討ください。

　新型コロナウイルス感染症が終息しましたら、ぜひ

東伊豆町細野高原にお越しいただきたいと思います。

　本大会へのご参加、ご協力、誠にありがとうございま

した。
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原草全国 サミット・シンポジウム in 東伊豆

るという提言をされました。これは後の草原100選のと

きにも出てくるワードですけれども、自然と社会が失わ

れれば、あるいは自然と人が失われれば、なくなるもの、

そういうものを共創資産と位置づけて語っておられま

した。また、この共創資産と言われるものは、時代ごと

の検証を受けて、長い間、自然と足されてきた、ある意

味中身のしっかりした技術や知識であると。そういうも

のが積み重ねているものがあって、そういうものを私た

ちはもう一度見直すとともに、将来に受け継いでいく必

要があるんじゃないのかなというお話でした。

　それを受け継ぐために必要なものとしては、その方

法であるとか実行力であるとか仕組みとか、あるいは

行政の役割として非常に大きいのは、法令とか条例の

整備とか、そういう環境整備であると。それから、普及、

教育という、この５つの観点をしっかりと捉えていく必

要がある。

　その中で草原に関わる象徴的な活動として、ご自身

が北広島の芸北地方で進められている茅プロジェクト

の紹介をしていただきました。これは、地域にあるカヤ

材を子供たちが作った市場に集めて、そこで「せどやま

券」という地域通貨を発行して、その発行したせどやま

券で地域の経済も回っていくという、様々なメリットを

持った内容でした。要は、利用が放棄されて社会資本

が喪失している中で、その利用の仕組みをもう一度導

入するによって草原の保全に循環性とか展望が生まれ

ているという非常に象徴的なお話でありました。

　各地に残っているこういう共創資産を見いだして、

それを共有して、それから未来にも役立てていくという

ことが大切だろうと。今日人間だからこそ生み出されて

いる、この美しさを大事にして生かしていきたいという

ことを最後に述べられて基調講演を終わられました。

　それから、パネルディスカッションは、その基調講演

をした白川さんがコーディネーターとして登壇していた

だき、東伊豆町の太田町長、それから私と、稲取地区の

特別財産運営委員会の山田さんと東伊豆町観光協会

の石島さんに登壇いただいて、この地元の細野高原の

活用、それをどういったふうに持続性の観点から理解

するかというテーマについてパネルディスカッションが

行われました。

　会場の様子はこんな感じで、それぞれ登壇しており

ます。

　それで、内容ですけれども、実は2008年にこの東伊

豆町で全国草原シンポジウムというのが行われていま

す。もう13年か14年たつわけですけれども、当時から

担い手の問題とか観光の利用について新しい取組を

やりたいという動きがございました。ただ、観光のほう

も着 と々いろいろな形で進めていて、例えば草原に入る

ときの入山料のような形で、観光客からその対価を頂

いて管理運営に回せるという、全国でも画期的な取組

もやられているんですけれども、そういう形で観光客が

増えるにしたがって、様々な問題点も生じてきているよ

うです。今後はその利用のルールをしっかりと構築し直

すことが大切であるというふうなお話がございました。

　そのためにも、都会の人と地元の人の意識の相違と

か認識の違いをうまくコーディネートするような、そうい

う組織体制も必要ではないかと。

　それから、入山料については、最初はいろいろと来

訪者から文句も言われたそうなんですけれども、今で

は多くの方がそれを理解して払っていただいていると

いう、そういう意識の醸成もできているんですよという

話がございました。

　草原はまさしく人との関わりの持続的モデルであっ

て、これは新しい社会の礎ともなるであろうと。それか

ら、草原学習は子供だけではなく、子供から地域へ広

がる、そういう可能性を秘めており、まさしくＳＤＧｓの地

域版である。そういうふうな結論で終わっております。

　最後に、町長さんのほうから、こういう問題は東伊豆

だけではなく全国の問題である。これからも多くの自治

体と共に手を取り合っていきたいという力強い宣言を

いただいております。

　それから、分科会はそれぞれの場所で行いました、

このオンラインを利用してですね。それぞれが自立し

て行っていったという形になっております。

　今回は３つの会場で分科会が行われました。１つが

この地元の東伊豆町の会場で、テーマは「保全・利用・

継承」と、これをどう循環させるかということで、地元出

身の東京都立大の内山さん、それから草原を守ってお

られる入谷区の鈴木さん、地域おこし協力隊の藤田さ

んがコーディネートしていただいております。

　蒜山会場のほうは、利用の面から、カヤの利用をす

ることによって草原保全にどう関わっていけるかという

ことで、地元の郷土自然館の前の館長さんでいらっ

しゃる前原さん、それから鳥取大学で自然再生につい

て関わっておられる日置先生、実際にカヤ刈りをした

り、カヤの建物を建てたりされている沖元さんと相良さ

んという２人のカヤぶき職人さんのトークセッションが

行われています。

　３番目の阿蘇会場は、草原の恵みを守る仕組みづく

りをどうするかということをテーマに行っています。主に

草原の持つ水源涵養力について科学的見地からの知

見、それから新しい知見というものを熊本県立大の島

谷さんから、それから、それを基にして、地域の草原を

たいと思います。

○東伊豆町長（太田長八）　それでは最後に、私から

静岡県東伊豆町の報告をさせていただきます。

　東伊豆町は細野高原という草原があります。昨日か

らのシンポジウムでも議論されてきましたが、この草原

の維持管理、また利活用、そして次世代への継承が、う

ちだけではなく、今聞きますと、全国の草原を持つ自治

体の共通の課題だと思います。このサミットで皆様のお

知恵をお借りした中で、また今後この課題に取り組ん

でいきたいと考えております。

　細野高原は、うちの町は稲取地区、熱川地区と二地

区があります。そして、稲取地区が４部落がある中で、

稲取地区に存在しております。その稲取地区の４区の

町内会が組織する稲取地区特別財産運営委員会が管

理しております。この４区の共同管理によりまして、防火

帯の設置や山焼きなどを実施しております。防火帯、ま

た山焼きにはそれぞれ120名ほどの人が出て実施し

ていますが、やっぱり作業者の高齢化、また、農業従事

者の減少によりまして、作業ができる区民が年々減りま

して、人的負担が増しております。また、この草原を管理

するのには、年間約500万円の費用がかかるため、経

済的負担も課題となっております。

　観光面では、この細野高原の資源を活用いたしまし

て、４月上旬から５月上旬にかけての山菜狩りや、また、

秋には秋のススキイベントを開催しております。イベン

トの開催時には、これはススキのほうですが、参加者

から600円、その他の期間におきましては20円を入山

料として頂いております。先ほど経済的負担のことを申

し上げましたが、これらの収入が維持管理には必要と

なってきます。しかし、これだけで全ては賄えませんの

で、入山料の値上げ、また新たな利活用を検討いたし

まして、この維持管理費用の捻出を考えていかなけれ

ばならないと考えております。

　そんな中で、イベント等のため、この道路、駐車場、ト

イレ等を整備し、誘客に努めておりますが、一方では、

来訪者のマナーも問題になっております。この大切な

資源を荒らされないよう、対策も同時に取っていくべき

と考えております。そして、何よりもこのすばらしい景観

や、また資源をどうやって次世代につなげていけるか

が大きな課題となっております。

　かつては農家の方がこのカヤをミカン畑に敷いたり、

またかやぶき屋根を使用したりするなどの活用がされ

てきましたが、農業後継者が減っていく中でのこの現在

では、カヤの需要もほとんどない状況でございます。し

かしながら、このすばらしい景観、また資源は、山焼き

等の保全活動を継続していかなければ守っていけま

せんので、町内の子供たちに、また地元にこんなすば

らしい草原があること、また、この草原は人の手によっ

て守られていること、また、カヤを使った昔の文化を教

育していくなど、未来につないでいかなければならな

いと感じております。

　これらの問題解決を図るため、昨年度、稲取地区の

特別財産区運営委員会をはじめ、行政、また観光協会、

農協、高原の専門員などで組織する「細野高原を考え

る会」が発足されました。この会では４区が継続的に細

野高原、これを維持管理していただくためにはどのよう

に、また、観光、産業などの資源としての活用、周辺の

地権者とも協力して、新たなこの魅力の創生、これを

図っていくかなどを検討しております。今日は皆様方か

らいただいたこの知恵をお借りいたしまして、この会の

発展にも生かしていきたいと同時に、この草原を全国

に発信できればと考えております。これからもどうぞよろ

しくお願いいたしたいと思います。

○議長（太田長八）　以上でこの参加自治体からの報

告が終わりました。いろいろなお話を伺いました。その中

でまた意見や質問等もあるでしょうから、ここからは自由

な形で意見交換会をさせていただきたいと思います。

　ご意見がございましたら、挙手をお願いして、発言し

ていただきたいと思います。どうぞよろしくお願いいた

します。

○真庭市長（太田　昇）　よろしいですか。

○議長（太田長八）　どうぞ。

○真庭市長（太田　昇）　それぞれすばらしい取組を

勉強させていただきましたが、恥ずかしい話、蒜山高原、

まだ山焼きの面積が80ヘクタールぐらいなんですね、

どんどん減っていて。何とか維持しようと思っているん

ですけれども。600ヘクタール焼いているとかですね、

本当にたくさん広い面積を焼いているとこら辺の取組、

もうちょっと詳しく、それもその行政というよりは、住民

の方とか、あるいは子供も参加してということですが、

もう少し、こんな取組をしているよということをご紹介い

ただければありがたいんですが。勉強させてください。

○議長（太田長八）　今、太田市長からの行政以外の

ほうの取組、これが何か具体的なことがありましたら、

どなたかご発言願いたいと思います。

　南阿蘇村の後藤さん、よろしくお願いします。

○南阿蘇村農政課主幹（後藤進哉）　先ほども説明さ

せていただきましたけれども、本村の牧野面積が

2,470ヘクタールで、野焼きが行われているところは

1,170ヘクタールということなんですけれども、地震前

はまだ野焼き面積は広くて、この事業主体というのが各

地元の行政区とかになりまして、以前は区長さんが責

１．開会

○司会　それでは、ただいまより第13回全国草原サ

ミット～未来へつなごう！壮大な海すすきの草原～を

開催いたします。

　私は進行を務めます東伊豆町企画調整課長の森田

と申します。どうぞよろしくお願いいたします。

２．挨拶

○司会　まず初めに、開催地を代表して、本大会の実

行委員長である東伊豆町長　太田長八よりご挨拶を

申し上げます。

○東伊豆町長（太田長八）　皆様、こんにちは。東伊豆

町の町長の太田でございます。

　本日は、この首長様におかれましては、新型コロナ

ウイルス感染症の対応で大変お忙しい中、全国草原サ

ミットにご参加していただきまして、誠にありがとうござ

います。

　本来であれば、皆さんにこの東伊豆町にお越しいた

だきまして、顔を合わせながらこの意見交換をさせてい

ただくところでございますが、１年延期したにもかかわ

らず、新型コロナウイルスの感染がなかなか収まらな

い状況ですので、このようなオンラインの会議とさせて

いただきました。ご理解願いたいと思います。

　この後、前回大会の報告、それから、昨日から行って

きましたシンポジウムの報告もお願いいたしますが、こ

こから先がメインであるサミットとなります。全国に存

在する草原の価値、また課題につきまして、参加者の皆

様から貴重なご意見を提言していただきながら有意義

な大会となるよう期待しておりますので、どうぞよろしく

お願いいたします。

○司会　町長、ありがとうございました。

　それでは、本日は東伊豆町以外に８自治体の皆様

にご参加いただいております。

　参加者について、事例等の発表順にご紹介させてい

ただきます。

　前回サミット開催地の宮崎県川南町、町長、日髙昭

彦様、兵庫県新温泉町、町長、西村銀三様、岡山県真

庭市、市長、太田昇様、前回サミット開催地の宮崎県

串間市、市長、島田俊光様、熊本県高森町、町長、草村

大成様、広島県北広島町、生涯学習課長、西村豊様、

あったり、いろんなところに登場する、そういう特徴が

ございます。

　ここが町の中心部にあります、広さ的には３万

3,000平方メートル、3.3ヘクタールということでござ

います。植物のほうは、およそ300分類で、そのうち

170種ほどが希少な植物であるということでございま

す。平成22年から一般に公開しておりますので、今年

で12年目に突入したところであります。開園期間は４

月から11月の間ということになっております。

　では、この活動の状況の現状なんですけれども、基

本的にこの湿原は、ボランティアの団体であります川

南湿原を守る会の方々が運営をしていただいておりま

す。日常の草刈りなどの管理、それから植物の整備状

況、また、案内も全てそういうボランティアの方がやっ

ていただいているという状況でございます。

　管理作業は大きく分けて２つあるんですが、まず６月

ぐらいに水草を除去いたします。特にセイタカアワダチ

ソウ等が水路等に入りますので、それを全員で除去し

ます。そして１月には草出しをして火入れをするという

ことでございます。先ほど言いました守る会の会員の皆

様、それから役場の職員、一部ボランティアの方々に手

伝っていただいてやっているところでございます。

　現在、その湿原のほうの普及活動ということでござ

いますが、年に３回ほどの観察会を実施しております。

まず１回目が４月下旬のトキソウ・ハルリンドウ観察会

でございます。２回目が７月、夏にトンボの観察会、最

後が８月から９月にかけまして、ホシクサ観察会。ホシ

クサというのが実はもう世界でここしかないという、

ヒュウガホシクサであるとか、エダウチシロホシクサ

等がございます。専門の方には非常に貴重な植物だと

いうことでございます。

　今、本当にここしかない植物がありますので、一般に

開放しているんですが、まだそこまでＰＲをあえてせず

に、いろんな意味で、種の固定であるとか、そういう仕

組みを構築しながらいろんなことをこれからの目標に

しているところでございます。

　今回どこもそうですけれども、３年前に全国の大会を

開催させていただきまして、いい機会をいただいて、全

国的にＰＲを進めていこうという矢先ではございますが、

こういうコロナに関して、うちも県外とか遠くから専門

の方を含めた方が多くいらっしゃるもんですから、今は

残念ながら閉園という形になっております。いろんな工

夫や機会づくりをこれからしっかり行いながら、我々は

湿原の魅力をどうやって発信するか、これをどうやって

維持していくかというのをしっかり考えていきたいと考

えております。

　以上で前回の報告とさせていただきます。ありがとう

ございました。

○議長（太田長八）　どうもありがとうございました。

　本当、３年前に私、川南町さんと串間市さんにお邪

魔させていただきました。本当にすばらしい運営でござ

いまして、それを目標にやった中で、新型コロナウイル

スになってしまいまして、本当に残念でございます。そう

いう中で、やっぱりまず川南町の川南湿原、これを地

区の方が再現しようと頑張った中で、今、着 と々その準

備が進んできているということ、これはもう敬意に値い

たしますので、これによりましてまたまちづくりをやって

いけば、またすばらしい町ができるんじゃないかと思

いますので、頑張っていただきたいと思います。

○川南町長（日髙昭彦）　ありがとうございます。

４．シンポジウムからの報告、問題提起

○議長（太田長八）　それでは、次に、シンポジウムの

総括といたしまして、いつも大変お世話になっておりま

す、全国草原再生ネットワーク会長でございます高橋

様にこれまでの報告と、また問題を含めてよろしくお願

いいたします。

○全国草原再生ネットワーク代表理事（高橋佳孝）　

皆さん、こんにちは。全国草原再生ネットワークの高橋

でございます。

　昨日来、第13回全国草原シンポジウムがこの東伊

豆町で行われました。その概要について、私のほうから

説明をさせていただきたいと思います。

　ここは、町長の挨拶の写真が載っておりますけれど

も、昨日は基調講演とパネルディスカッションと分科会、

それから総合の討論会というのがございました。それ

に沿って、昨日のシンポジウムのご紹介をさせていた

だきたいと思います。

　最初は、芸北高原の自然館の白川さんの基調講演

から始まりました。基調講演の内容も非常に盛りだくさ

んでして、各地の人と自然が関わる取組について、たく

さんの事例を紹介していただきながら、そのなかに潜

んでいる非常に価値のある関係性というのを大事にし

ていこうということで、講演をいただいております。

　人と関わる自然をどのように守るかということですけ

れども、要は関わり合いを学んで、暮らしに寄り添って

人が決めていく自然そのものの価値を発信をきちんと

されているか、あるいは共有されているかという問題提

起から入ってきました。時代や地域に合った多様な活

用で、草原についても守っていく必要があるんじゃない

かと。

　大事なコンセプトは、残したいものは共創資産であ

島根県大田市環境政策課長、和田二朗様、熊本県南

阿蘇村農政課主幹、後藤進哉様、また、サミット中、草

原100選についてご説明させていただきますことから、

全国草原再生ネットワーク代表理事の高橋佳孝様に

もご参加いただきます。

　皆様どうぞよろしくお願いいたします。

３．前回サミットの報告（串間市・川南町）

○司会　それでは、各自治体から活動報告や課題の

提起などを発表していただきますが、ここからは、大会

実行委員長の太田長八東伊豆町長がサミット議長とし

て進行いたします。

　太田町長、よろしくお願いします。

○議長（太田長八）　それでは、しばらくの間、議長を

務めさせていただきます。太田です。

　ご協力のほどよろしくお願い申し上げます。

　まず、前回の開催地でありました宮崎県川南町長の

日髙昭彦様より、前回の報告並びに課題、取組につき

ましてご発言をよろしくお願いいたします。

○川南町長（日髙昭彦）　皆さん、こんにちは。川南町

長の日髙でございます。

　今回は本当にいろいろ大変な中、太田町長をはじ

め、関係者の方々に開催をしていただきましたことを改

めて感謝申し上げたいと思います。

　前回、もう３年前になります。市長お見えですが、宮

崎県の串間市と同時に開催をさせていただきました。

後ほど島田市長のほうにも話があるかと思いますので、

私のほうから話をさせていただきます。

　それでは、３年前、実は２つのＰＲポイントがありまし

て、１つはですね、今はオンラインでこうやって同時開

催、いろいろ当たり前なんですけれども、当時は串間市

と川南町と、県内ではありますけれども、車で３時間、

130キロぐらい離れていた会場を同時に開催をさせて

いただきました。今となればいろんな思いもあって、大

変だったんですけれども、いろんな経験もさせていた

だいたと思っております。

　もう１点が、川南町は草原ではなく湿原なんですが、

水のある草原を湿原という形で、初めてこの草原サミッ

トに湿原を登場させていただいたということで、改めて

感謝申し上げたいと思います。

　では、簡単に報告をさせていただきますが、前回は、

黒潮洗う野生馬の草原とトロントロンが育む湿原、ト

ロントロンについては後ほど説明いたしますが、そう

いうことで、連休明けの５月12日土曜日から月曜日ま

での３日間にわたってさせていただきました。延べ885

名の方に参加をいただいたところでございます。

　先ほども申しましたとおり、湿原を入れていただきま

したので、当時は12の自治体、特に県内から、川南町

と串間市ですが、湿原の関係で近隣市町村であります

新富町、高鍋町にも参加をしていただきました。

　先ほど言いましたとおりでございますが、このサミッ

トの中で宣言をさせていただきました。今回も宣言があ

るんですが、４つの項目をテーマとして宣言させていた

だきました。

　まず１点目がですね、まず、守るという点、それから２

つ目が安全、３つ目がＰＲ、４つ目が連携というキー

ワードになりますが、まず１つ目は、やっぱり湿原とい

うのは、草原というのは、人が手を入れないと維持でき

ないということで、今回も入っておりますが、湿原を守る、

草原を守る担い手の確保や保全活動を積極的に支援

するという、守るという点でございます。

　２つ目が、やっぱり草原管理の新たな技術やシステ

ムを活用する安全管理、つまり野焼きの安全性である

とか、カヤぶきの技術を、高所作業でありますので、そう

いう安全性を大事にするということで、安全管理体制

を積極的に支援するということでございます。そういう

安全を構築するということでございます。

　３つ目がＰＲというキーワードを使いましたけれども、

草原の大切さと公益的活用を広く国民にアピールする

ため、全国草原100選を選定するということを進める

ことを決定したところでございます。

　４つ目が連携と言いましたけれども、全国の草原を

有する自治体が連携して行動していくこと。全国草原

自治体ネットワークという、正式には全国草原の里市

町村連絡協議会という活動を強化するというテーマで

ございます。それは、前々回の平成28年、新温泉町で開

催されたときに設立をされたところでございます。

　それでは、簡単に川南町の活動の状況ということで

紹介をさせていただきます。

　まず、川南湿原ということなんですが、大きな特徴が２

つありまして、１つがですね、これは湧水、湧き水ででき

た湿原であります。よそからの流れ込みがないので、世

界でここだけという希少な植物が、現在発表されている

のが３つ、あとまだ幾つか未確定でありますけれども、ほ

ぼ間違いないということがございます。それから湧き水

でございますので、ここはたまたま町の中心地からすぐ

近く、歩いて行けるという地理的なメリットもございます。

　トロントロンという名前を先ほど申しましたけれども、

実はこれはトロントロンというのは、水が湧く、トロント

ロン湧く、湧き出るという音から来た正式な地名でござ

います。片仮名でございますが、川南町と言えばトロン

トロンというのが軽トラ市であったり、施設の名前で

どうやって守るかという、そういう行政側からの仕組み

づくりについて、南阿蘇村長の吉良さんから講演をい

ただいて、その後パネルディスカッションを行ったとい

うことです。

　東伊豆町の様子はこういう感じで、３人が登壇して、

会場と熱心な討議が行われました。こういう形で、茅葺

き文化協会の安藤先生なんかも非常に示唆的な、後で

ちょっとお話ししますけれども、コメントをいただいたり

して、地元の方たちもとても元気づけられる内容だった

と思っております。

　内容をかいつまんで言いますと、保全の面からいう

と、面積とともに管理がなくなったということが生物相

に大きな影響を与えているんだよと。それから、湿原保

全も大事だけれども、全体を通して鹿の問題が今顕在

化していて、草原だけで語れる内容ではなくて、全体の

管理ということも必要になってくるだろう。それから、

ゾーニングや安全な場所では、後継者育成のための

フィールドとして積極的に活用してもいいんじゃないか

という話がありました。

　それから、担い手の問題もあり、新たな仕組みが

やっぱり必要になってくるだろうな。１つはボランティ

アかもしれませんし、１つは野焼きの体制整備というこ

とかもしれません。

　それから、利用価値を最大限に活用する、すなわち

材としての草原もあるし、景観を利用した観光もあるで

しょうし、それを持続的なシステムとしてどうみんなで

関わっていくかということが重要だろう。それから、東伊

豆町さんは温泉もあり、海もあり、それから草原もあると

いうことですね、東京からも近いという立地条件もあっ

て、やはり観光が主体となる、産業として観光が主体と

なるだろうと。その中に草原の恵みであるカヤの利用

を取り入れて、地域の特性やスケールを発揮してはどう

かというのが安藤先生のほうから示唆されたことです。

特に例えば来訪者の拠点施設みたいなところとか、そ

ういうカヤふきが実際にできるようなところをうまく利用

して、そこに新しい価値も含めた来訪客へのサービス

提供というのもできるんじゃないか。カヤの循環によっ

て、癒しの空間形成というのが可能であるし、そういう

ものが今後観光を回していく上でも期待が大きいん

じゃないかという話があったというふうに覚えています。

　それから、蒜山会場のほうは、このようにカヤを使っ

たサイクリング施設というのを実際に建てられていて、

その新しい施設の近くでこういうふうなセッションを

行っております。

　内容ですけれども、草原の利用から見える、過去に

学ぶことによって蒜山らしさというのがよく分かるんだ

と。その利用の仕方や経緯から学ぶものも大きいとい

うことがありました。

　それからもう一つは、よく自然再生事業というのはい

ろいろ行われているんですが、その自然再生において

も地域経済を回すことが今大切になってきているんで

すよというお話。実際に草原のカヤを使ったサイクリン

グセンターというものがありますけれども、ここから広

がる新しい世界があって、それが地域を大きく回してい

く一つのきっかけづくりにもなるんじゃないか。

　それから、カヤの利用についても、いわゆる文化財と

か古民家だけではなくて、今は新しい施設や近代的な

施設、そういうものについてもいろいろとカヤが使われ

ている時代である。カヤぶきは新たにもう一皮むけて

未来に発展する、その礎となり得るものではないかと

いうことがありました。

　これまでは地元だけで使って守るというところから、

地域外の関係者も含めた、地域の人も一緒になって守

るという、幅広い守り方、そういうものが目指されており

ました。そのためには、地域内外の人と意識を醸成す

るためにも、楽しいということもとても大切なんではな

いかということが報告されております。

　それから、阿蘇のほうは、このように広がる草原が九

州の北部の６大河川の水源域になっているという、そ

ういう立地条件もありますけれども、今回、水源涵養を

中心とした生態系サービスについての討論が行われ

ております。

　新しく分かったこととして面白かったのがススキ草

原がものすごく水源涵養力が高いんだと。そのなぜか

という理由の一つがススキそのものが節水型の植物

であって、水を消費しない。その分、水源涵養に回る水

が多いんですよと。それから、川下、川上の関係でいえ

ば、福岡都市圏も含めて大勢の人数の飲用水を賄うこ

とができる、その水源地が阿蘇の草原だと。それは有

明海のほうにもつながっていて、ノリが色落ちするのを

防ぐために栄養源を補給しなきゃいけないんですけれ

ども、その補給するだけのダムの放流ができるだけの

水源が確保できていることがとても重要だと。そういう

意味では、海のほうから草原を応援していただくという

仕組みづくりも今後考えていったらどうかというような

お話がありました。

　それから、環境省のほうでは、阿蘇の地域を守って

いく、あるいは草原を守っていく上で、地元の農業者の

なりわいに対する助成を主体に考えてきたんですけれ

ども、それも今後は重要であると同時に、これからは草

原の持つ公益的機能へどういう形で支援できるかとい

う仕組みをつくる必要があるんじゃないかというお話

それを研究面から実証、検証するということをぜひ研

究者にはやっていただきたいと。それを普及させる場

の整備を行政には担っていただけると非常にありがた

いという最終的な要望がございました。

　これらの問題というのは、一個人でどうこうできる、

解決できるものではありませんので、ぜひ行政のほう

のお力添えをいただきたいと。私ども個人や市民として

は、今後もそういう形で対話を続けていきたいというこ

とで、最後、閉めたところでございます。

　少し長くなりましたが、以上が草原シンポジウムの報

告です。ぜひこの内容についてもサミットでの論議をし

ていただきますようよろしくお願いいたします。

　以上です。

○議長（太田長八）　高橋先生、どうもありがとうござ

いました。

　私、このシンポジウムをやって本当、大変勉強になり

ました。と申しますのは、やっぱり今までカヤの活用と

かね、また、子供たちを育てていかなければならない、

地域の学習、体験学習、これも大変重要だと感じまし

たので、この間、大変勉強になりました。

　そういう中で、首長さんがいらっしゃいますので、私

が一番感じたのは、やっぱり阿蘇の分科会の、誰か

ちょっと名前を忘れましたけれども、要するに職員が、

担当者はある程度認知しているけれども、ある程度の

方、全ての方が草原などを認知しなければ進まないと

言われましたので、各首長さんには、担当者だけでは

なく、ほかの違う職場の方たちにも、あと、地元の草原、

また湿原に対する知見をある程度広げていければ大

変ありがたいと感じております。

　以上です。

　どうも高橋先生、ありがとうございました。

５．各自治体の取組と課題

○議長（太田長八）　それでは、各自治体の皆様にご

報告をしていただきたいと思います。順番は、事前に配

付してある参加名簿の順でお願いいたします。時間の

関係もありますので、各自治体おおむね５分間をめど

ということでお願いいたしたいと思います。

　それでは、兵庫県新温泉町長の西村銀三様によろし

くお願いいたします。

○新温泉町長（西村銀三）　皆さん、こんにちは。新温

泉町長、西村銀三です。よろしくお願いいたします。

　平成28年第11回のシンポジウム、新温泉町で開催

していただきました。その際には、川南町、日高町長さ

んをはじめたくさんの方にご参加をいただきました。誠

にありがとうございます。

　皆様のお手元に新温泉町の概要と上山高原の歴史

と現状という資料があると思いますので、資料に沿って

説明をさせていただきます。

　新温泉町は、日本海側に面した鳥取県との県境に

あり、平成17年10月に誕生した人口約１万4,000人

弱の町で、まちづくりのテーマは、「海・山・温泉　人が

輝く夢と温もりの郷」であり、豊かな自然に恵まれた町

であります。

　産業については、農業分野では水稲、梨、高原野菜

の大根の生産を主として進めています。畜産について

は、神戸ビーフや松坂牛のもと牛である但馬牛の主産

地として、飼育頭数の維持拡大に努めています。また、

水産業については、松葉ガニ、ホタルイカ、ハタハタな

ど、日本有数の漁獲高を誇っています。

　当町には上山高原という大きな草原があります。周

辺集落の人々によって上山高原は田畑の土づくり、和

牛放牧として活用し、中でもススキは飼料、カヤ、かや

ぶき屋根等に利用され、生活の一部として維持されて

きました。

　しかし、農機具の普及、牛農家の減少によって、草原

は活用されなくなり、クマザサが茂り、雑木に覆われて

きました。これでは駄目だということで、平成16年に県

と町と地域が連携してＮＰＯ法人上山高原エコミュージ

アムを立ち上げました。上山高原と麓の７集落を丸ごと

生きた博物館として捉え、草原を保全・再生する取組を

地域の資源を活用し、地域内外との交流を図ることで

地域の活性化につながる活動を進めています。

　再生の具体的な活動としまして、人工林をブナ林の

広葉樹に替え、ススキ草原の持続と拡大ということで、

山焼き等を行っています。また、イヌワシの生息調査、ノ

ハナショウブ、そしてヤナギタンポポ等、希少植物のモ

ニタリング調査の継続を行っていますし、体験プログ

ラムとして、滝巡りやハイキング等も行っています。また、

第11回大会を開催した成果だと思っていますが、スス

キの有効活用ということで、神戸市のかやぶき職人「く

さかんむり」と連携・協力協定を結び、古民家や文化財

施設にカヤを使う取組も進めています。

　草原維持では、ササ刈り、山焼き作業、放牧作業等、

毎年継続することが必要になってきます。このため会員、

地域住民、ボランティアの方々の協力をお願いしてい

ますが、作業費等の捻出が今後の大きな課題となって

います。今後もできるだけ多くの方にご協力をいただい

て保全活動や利用する取組を進めてまいりたいと思っ

ております。

　以上であります。

○議長（太田長八）　どうも西村町長、ありがとうござ

がありました。

　それから、草原と私たちの関わりとか、暮らし方を支

えるエビデンス、要するに研究の証拠ですよね、そうい

うものとか学術研究がとても重要だということが今回

のこのセッションの中でもよく分かったということです。

　それから、南阿蘇村長さんは熊本地震後、火入れ責

任者を村長さんに替えたという行政側からの支援が

あって、それによって野焼きが復活したところが結構

あったと。それから、火入れの手続も届出制に変えたり

ということをしたんですけれども、これを行う大きな根

拠となったのが、やはり水源涵養機能ということで、熊

本県民、熊本市民の水道水を支える水源の源である草

原を守ることが地域全体、あるいは県全体に対しての

大きな影響を及ぼすんだ、大きな貢献ができるんだと

いうことで、これまで阿蘇の草原といえば景観が主体

でしたけれども、今後は水源保全という意味でも、阿蘇

の草原の価値を見直して、みんなにアピールしたいと

いう話がございました。

　最後、全体会は、こうやって行われたそれぞれの分

科会の報告を受けて全体討議をしたんです。これも全

てオンラインでやりました。ここに映っているのは東伊

豆町さんのところでやった内容です。ちょっと写真で隠

れていて申し訳ないんですけれども、それぞれの分科

会から代表者が入っていただいて、オンライン上で討

議を行っております。

　まとめになるかどうか分かりませんけれども、草原の

保全面については、なぜ草原が重要かを各世代意識

共有する必要があると。活動に関わる人、理解者、応援

者を増やしていく仕組みが必要。維持するために人が

関わり利用し続ける仕組みづくりが重要になるという

ことが語られました。草原の経済価値と公益機能を積

極的に評価してあげる必要があって、公益機能の守り

手である生活者を支援する制度設計というのをしっか

りと組む必要がある。

　前にもお話ししましたけれども、保全のための保全と

いう観点から、草や草原を活用することによる保全と

いうほうにシフトしていく必要があるんじゃないかとい

うお話でした。

　草原の活用についてですけれども、これも先ほどお

話ししたように、保護の管理から、利用して管理へとい

うのが大きなテーマとなっていました。草原利用の創意

工夫に対して様々な支援や環境整備をしていく必要が

あるだろうと。小さな経済活動を生み出して、地域ととも

につくり出すことがまず第一歩じゃないか。

　都市へのアプローチには、どうしても意識の違いと

か様々な問題があるので、その中間層の育成が必要な

んじゃないか。

　堆肥や農業や肥料とか、あるいはカヤの利用という

のはありますけれども、今でも野草の利用価値は非常

に高いものがあって、堆肥の利用とかカヤの利用で野

草の価値を復権する必要があるんじゃないのかなと。

堆肥についても、今、新しい知見として、野草を使った

堆肥に含まれる非常に優れた土壌菌がいるということ

も分かってきました。こういうのも研究の成果だと思い

ますけれども、そういうふうに野草の価値を復権させる

ことで、野草を利用すれば火入れの炎もある程度制御

しやすくなるし、火入れの安全性にもつながるんだよと

いう幅広い内容からのものがございました。

　草原の継承については、地域の固有性やほ誇りを

各世代で共有、共感すると、これはもちろんですけれど

も、地域、行政、企業が互いに手をつなぐ仕組みという

のも面白いんじゃないか。例えば細野高原だったら、

いろんな企業さんが持続的にこれを利用したいという

ことではいろんな方が入っていただいて、そこを活用し

てはどうかという話もございました。

　それから、カヤふきは活用を通じた継承の有効な

ツールである。利用というものが入ることによって、その

価値を継承したり、その仕組みを継承したりするきっ

かけにもなる。

　それから、使うことで生き物が、草の供給で文化が守

られていくだろうと。

　環境教育は世代を超えていく潜在性を持っているの

で、非常に大切なことである。子供さんへの教育という

のはとても大切。

　草原と地域のつながる観光や地域振興の在り方に

も工夫が必要になってくるんじゃないかというふうなま

とめがございました。

　最後に、行政へ望むことということで、幾つか提案を

いただいております。

　１つは環境教育、あるいは担い手育成も含めてとい

うことですけれども、その助成をぜひ継続できるような

ものにしてほしい。

　それから、実際に草原を守るときに一番頭を悩ませ

ているのは、行政の実務者の担当者であろうというこ

とで、もちろんいろいろ替わったりもしますので、持続

的にそれを進めていくのに問題が生じがちなんですけ

れども、ぜひその自治体間での実務者同士の学びの

ネットワークをつくっていただけないか。サミットでい

えばシェルパ会議のようなものを今後実現していただ

ければありがたいという話がありました。

　それから、地域知、伝統的に言いつながれてきた知

識そのものに意外と真実が、とても大事なものがあって、

いました。

　太田市長の取組は、もうマスコミでだいぶ私も勉強

させていただいております。そういう中で、文化と草原

がやっぱりマッチしないと、本当にそのとおりだと考え

ています。昨日の分科会の会場、隈先生の建築、それに

つきましてカヤを使っていること、大変感銘を受けまし

たので、今度、一度視察に行かせていただければ大変

ありがたいと思います。よろしくお願いします。

○真庭市長（太田　昇）　どうぞ、おいでください。これ

が全容ですけれども、３棟あります。

○議長（太田長八）　そんなにあるんですか。

○真庭市長（太田　昇）　１つは、このメインのがです

ね、これが18メートルあります。その横に見えておりま

すのが、隈研吾先生の設計図面とか模型とか、そして

サスティナブルな商品を売るとかですね、そしてもう一

つはサイクリングターミナルという、それで構成されて

います。7,000平米ぐらいの広さであります。

○議長（太田長八）　すごいですね。視察を楽しみにし

ておりますので、よろしくお願いいたしたいと。

　続きまして、串間市長の島田俊光様、よろしくお願い

いたします。

○串間市長（島田俊光）　こんにちは。串間市の島田

でございます。

　12回草原サミットにつきましては、川南町と一緒に

開催させていただいたわけでございますが、事務局の

皆様等はじめ関係各位の皆様方のご高配を賜り、サ

ミットを成功することができました。本当に感謝を申し

上げたいと思います。

　それで、宮崎県串間市は、宮崎県の最南端に位置す

る温暖多雨なところでございます。きゅうりやピーマン

などの施設野菜、サツマイモやごぼうなどの露地野菜

をはじめ生食で食べられる完熟キンカンや餌にトウガ

ラシを混ぜてつくる養殖ブリなどは、質、量とも全国トッ

プクラスの地域でございます。また、そのように農産物

を生産する食の宝庫でもあります。

　串間市からは、野生馬が生息する都井岬と宮崎県

の希少な動植物重要生息地に指定されている古竹・笠

祇地区について紹介させていただきたいと思います。

　串間市の草原といえば、野生馬が生息する都井岬が

代表的な草原となるわけでございますが、もともとは江

戸時代の軍馬を育成するための牧場であったものが、

人の手が触れることなく、令和の時代まで残っているも

のであります。春には新緑の草原にオキナグサやウマ

ノアシガタ、さらに夏から秋にかけてヒオウギやノヒメ

ユリ、ムラサキセンブリ、冬はノジギクなどが繁茂して、

四季それぞれの種のある希少動植物、国指定天然記

念物の野生馬とともに見ることができます。オキナグサ

など都井岬に生息する多年草のほとんどは、毒があっ

たり、またとげがあったりして、馬が食べない植物であ

り、食べ残すことから花を咲かせることができる。都井

岬は馬がつくり出す生態系に、絶滅危惧種に指定され

ている希少な植物を観察することができます。都井岬

は人の手を加えないことが魅了をより高めるものと考

えております。

　通過型の観光から体験、滞在型の観光へと転換さ

せる取組として、野生馬の生態と野生馬による形成さ

れた草原の植物やふん虫、フンコロガシでございます

が、などを訪れた観光客に対して分かりやすく説明す

る都井岬野生馬ガイドを配置し、エコツアーなど着地

型観光としての活用をはじめ、地元小中学生の地域を

学ぶ授業、くしま学などを地元の魅力を学習させる取

組など、草原の維持・存続と魅力発信のため取り組ん

でおります。

　また、笠祇・古竹地区の紹介でございますが、資料の

下段にあります笠祇・古竹地区の草原については、都

井岬と同様であり、江戸時代の軍馬を育成するための

牧場であったものが地域住民により草刈りや野焼きな

どの作業により代々守られ、現在も草原として維持され

ているものでございます。平成19年11月には宮崎県

の希少野生動植物重要生息地に指定されております。

笠祇・古竹地区は串間市の中心市街地から車で約15

分と近い場所に位置しており、昔ながらの田園風景が

広がり、里地里山で和牛の里として呼ばれている畜産

が盛んな地域でもございます。

　集落は過疎、高齢化が進み、野焼きなどの里山を守

る活動の継続が危惧されているところでございます。集

落の過疎化、高齢化の進展は、本市のみならず全国各

自治体の共通問題と認識をいたしております。行政の

役割としては、地域の魅力を住民自らが情報発信して

いく活躍の場の創出と、地域に何度も訪れる深いつな

がりを持つ関係人口の増加が肝要であると考えており

ます。

　本市の取組の１つがエコツーリズムの推進でありま

す。市といたしましては、地域資源の魅力を伝えること

により、関係人口の増加、地域住民の資源価値の再認

識、そして、環境教育による次世代への継承へとつな

がるエコツーリズムを鋭意取り組むことにより、草原の

維持形成を図っていきたいと考えているところでござ

います。

　以上でございます。よろしくお願いします。

○議長（太田長八）　どうも島田市長、ありがとうござ

いました。

いました。

　このＮＰＯ法人の活動、大変すばらしいと感じており

ますし、また、うちの町のテーマも、「満点の海・山・空は

東伊豆」と、何かまちづくりが同じような感じがいたしま

すんで、これを契機にまた交流ができれば大変ありが

たいと思います。どうぞよろしくお願いいたします。

○新温泉町長（西村銀三）　こちらもよろしくお願いし

ます。

○議長（太田長八）　それでは次に、続きまして、岡山

県真庭市長の太田昇様、よろしくお願いいたします。

○真庭市長（太田　昇）　真庭市の太田です。よろしく

お願いいたします。

　真庭市は合併して828平方キロメートルと、面積で

いうと東京23区の1.3倍というですね、岡山県北に広

がる市です。その一番北、鳥取県境のところに蒜山高原

という高原がありまして、東西20キロ、南北10キロと

いう、多分、関西では一番広い高原だと思っております。

　課題ですけれども、よそと同じで、もともとはススキ野

原が非常に広がっていた、それがだんだん狭くなって

きていると。そこに貴重な動植物、絶滅危惧種がいた

のが、これを守らないと、景観も含めて滅んでしまうと

いうようなことで、そういう意味での保全というのが一

つの大きな課題であります。

　もう一つは、これも出ておりましたけれども、単に保

全だけではできない、やはり活用しながら保全すると

いうことをしなきゃならない。その活用というのが一つ

の課題だろうというふうに思っております。

　その２つをどうしたら両立できるのかということです

が、１つは、カヤを山焼きをする、そうするといいカヤが

できる。そのカヤを、もちろん土に戻すことによって、灰

そのものが肥料になってまいりますが、蒜山も旧石器

時代から人が住んで、そしてカヤを焼いて、火山灰の

非常に貧栄養化のところを植物が育つように、１万年

以上かけて変えてきたという歴史がありますから、それ

を延 と々やっていかなければならない。それとともにカ

ヤを建築資材として活用するということで、昨日の分科

会でも隈研吾先生の設計で、カヤの屋根を逆さまに

使ったですね、屋根そのものは鋼板で、中の天井から

中を全部カヤにしたという、逆さまにしたような、そうい

うサイクリングターミナルを造りましたけれども、それ以

外にも建築資材としていろんな活用ができるということ

で活用していきたいということであります。

　それとともに、このすばらしい高原を多くの方に親し

んでいただく。自然環境だけでは人は来ません。やはり

そこに文化というものがないと人は来ないということで、

ここに出ておりますけれども、これも隈研吾先生の作品

ですけれども、ＣＬＴ、クロス・ラミネーテッド・ティン

バーという縦横、縦横に木材を組合せして、一つの板

を作るわけですね。その板を組合せしてこういう建物

を造っていくですね、これはオリンピック選手に遊んで

もらおうと思って東京の晴海に造ったんですけれども、

真庭のヒノキで造り、日本で専用のＣＬＴ工場は真庭に

しかありませんから、言わば真庭に里帰りしたというこ

とで、グリーナブルヒルゼンというふうに呼んでおりま

すけれども、こういう施設。中は空間で、ここで遊んだり、

イベントができるように、そういうものを、一つの芸術作

品ですけれども、造っております。こういうものを使って、

観光資源としても活用していくと。

　つまり景観も含めて、そして人工的なこういうものを

全部入れて、地域価値を上げていくという、そういう概

念で取り組んでおります。

　さらに、このＧＲＥＥＮａｂｌｅというのがロゴにもなって

おりまして、阪急阪神百貨店がこのグリーナブルに沿う

ようなものを真庭の産物をですね、産品を大阪で売っ

ていくというような、阪急百貨店とも提携をして、コロナ

がもう少し落ち着けば本格的に梅田で真庭の産品を

開発しながら売っていくということになってまいります。

阪急に今ブランド、阪急ブランドとしてＧＲＥＥＮａｂｌｅと

いうのを商標登録してもらいました。

　そういうことをしながら、この背景として、私の背景

に木材を使っておりますけれども、バイオマス産業都市

の指定も受けて、やがて真庭の電力は全て真庭で賄う

と。今、バイオマス発電、１万キロワットのありますけれ

ども、市内需要の大体60％ぐらいを再生可能エネル

ギーで賄えています。火力じゃなくて、水力とバイオマス

ですね。これを100％にしていくということも地域の価

値を上げていくという取組をしております。

　それと、生ごみ等、人間さんのふん尿ですね。それを

混ぜてメタンガスを発生させて、それでプラントを動か

して、最後、液肥を作って、それを低コスト農業として利

用していくという、そういうような、全体をＳＤＧｓという

か、サスティナブルなそういうまちにしていくという取組

をしております。東京のまねをしても仕方ありません。こ

の地域にある資源をいかに使って、それを循環させて、

未来志向で豊かにしていくということで、ＳＤＧｓ未来都

市の第１号にもなっておりますけれども、そういう取組

をしているというのを、そういうことを背景にしながら

蒜山高原を守り、活用していくということであります。

　皆様方のご意見も、あるいは活動も参考にしながら、

よりこれを進めていきたいというふうに思っております

ので、今後ともよろしくお願いいたします。

○議長（太田長八）　太田市長、どうもありがとうござ

にちは。広島県の北広島町生涯学習課長、西村と言い

ます。よろしくお願いいたします。

　お手元にお配りしております北広島町の概要、そし

て、北広島町の草原と取組について、説明をさせていた

だきます。

　まず、広島県北広島町の概要でございますが、広島

県の西北部、西中国山地の標高300メートルから800

メートルの盆地、北は島根県と接しております。広島県

に流れる太田川、そして島根県に流れます江の川の源

流域でもございます。面積の８割以上が森林地帯でご

ざいまして、県北地域、こちらは1,000メートル級の山

が連なっております。

　国立公園の一部でございます八幡湿原、こちらにあ

ります芸北地域の八幡、こちらは冬になりますと２メー

トルの雪を記録する豪雪地帯となっております。

　それでは、広島町の草原と取組について説明をさせ

ていただきます。

　こちらにつきましては、４つ紹介をさせていただきた

いというふうに思います。①から④まで、概要から課題

というふうにしております。

　まず、雲月山でございますが、島根県と隣接をしてお

りまして、かつては採草、そして放牧の目的で1960年

頃まで利用されておりました。島根県側はカラマツの

植林となっています。広島県側、こちらは1990年代に

観光イベントとして山焼きですね、こちらが行われてお

りましたが、1996年を最後に停止しました。2005年頃

より、地域が主体となりまして、主にＮＰＯが主体となり

募集を行いまして、消防団、博物館、小学校などと連携

しながら山焼きを実施しております。

　2014年に町条例に基づきます野生生物保護区に

指定をしております。

　こちらの利用についてですが、一般の登山の観光の

ほか、町内外の小学校等によります学習の場としての

活用、そして、山焼き再開後に数年間にわたり報告も行

われましたが、牛が転落するというような事故もありま

して、現在は放牧はされておりません。

　課題でございますが、現在15％ぐらいの山焼きを

行っておりますが、全域の山焼き、そしてボランティア

の確保といったことが課題というふうになっております。

　続きまして、千町原の草原でございます。

　こちら、もとは地元地域八幡村という旧村になります

けれども、こちらの入会採草地でございました。1944

年に陸軍の演習地となりまして、戦後は開拓民の入植、

国の大規模草地の開発、広島県への移譲と郊外開発

を経まして、今に至っております。2003年頃よりＮＰＯ

が中心となりまして伐採の実施をしまして、2020年に

町条例に基づきます保護区に指定をしました。植物や

鳥を見る観光地として人気がありまして、2013年から

は地元の中学校の、この後紹介しますけれども、茅プロ

ジェクト事業にカヤを提供しております。

　課題でございますけれども、既に樹林化した範囲が

結構広くなっております。また、大規模草地開発の影響

で湿原が縮小しておりまして、いずれも伐採が必要と

いうふうになっております。

　続きまして、霧ヶ谷湿原でございます。先ほどの千町

原と同エリアに位置をしております。大規模装置開発

の事業を経まして、現在は臥竜山麓八幡原公園の一部

に位置をしております。2003年にＮＰＯが植生調査と

ワークショップを実施したことをきっかけにしまして、

自然再生推進法に基づきます法定協議会を広島県が

立ち上げまして、2004年から八幡湿原自然再生事業

が始まっています。樹林の伐採、湿原から水を抜くコン

クリート水路の撤去、湿原への水路の設置などの工事

を2007年から2010年にかけて実施をしました。その

後、自然再生協議会の保全部会が中心になりまして、

伐採作業を継続しております。こちらも2020年に町条

例に基づきます放牧の指定をしております。

　利用でございますけれども、植物や鳥を見る観光地

として人気のスポットとなっておりまして、小学校、中学

校等のフィールドワークの場として活用、そしてガイド

ツアーの実施をしております。

　課題でございますけれども、再生工事から10年が経

過しておりまして、順応的管理のために現状に即した

全体構想と実施計画の見直しが必要となっています。

　そして、これは地元の中学校での取組ということなん

ですが、芸北茅プロジェクトについてです。

　芸北地域のススキ、これを屋根ふきのカヤとして資

源化し流通させる取組を行っています。中学校ＰＴＡ、Ｎ

ＰＯ、地域住民、教育委員会などが実行委員会をつくり

まして、2015年から推進をしております。地域の住民

自らがカヤを刈り取りまして市場に出荷すること、こち

らで私有地や小さなカヤ場が保全をされる。そして、今

は廃止となっておりますけれども、こちらにスキー場跡

地がありまして、こちらを文化庁のふるさと文化財の森、

こちらに設定をされたところでございます。

　利用についてなんですが、未利用でありましたカヤ

場、そしてカヤの利用が推進されるとともに、プロジェ

クトそのものが地元生徒にとって生きた教材というふう

になっています。地域通貨を活用することで地域外へ

の経済流出を防ぎ、刈り取ったカヤが文化財や伝統的

景観の保全に活用されております。

　課題でございますけれども、カヤの保管場所、こちら

　やっぱり串間市さんの取組、草原が２か所、これをう

まくやっていると考えています。それでやっぱりこれから

は、まずは地域住民がそのよさを認識するのが一番と

思いますので、それもまた勉強させていただいて、そう

いう中で、そのエコツーリズムを結構うまく活用した中

で、その草原の保全をやっているのが大変すばらしい

取組だと考えておりますので、引き続きよろしくお願い

いたしたいと思います。

○串間市長（島田俊光）　ありがとうございます。

○議長（太田長八）　それでは、続きまして、熊本県高

森町の町長、草村大成様、よろしくお願いいたします。

○高森町農林政策課（荒牧茉名）　町長に代わりまし

て、担当のほうからお手元に資料に沿ってご説明をさ

せていただきたいと思います。

　熊本県高森町農林政策課の荒牧と申します。よろしく

お願いいたします。

　まず、高森町の概要からご説明させていただきます。

　高森町は人口6,177人で、九州のほぼ中央、熊本県

の最東端に位置しまして、大分県の竹田市と宮崎県高

千穂町に隣接する総面積175.06平方キロメートル、

広い町土を有する農村地域でございまして、地形は阿

蘇カルデラ内に広がる標高500メートルから600メー

トルの比較的穏やかな傾斜をなす高森・色見地区と外

輪山の外側、標高500メートルから800メートルの波

状高原地の草部・野尻地区に区分される町です。

　主な産業は、観光と農林業になります。

　農業面では、立地条件を生かしまして、畜産、米、野

菜を主体とする農業生産が展開されてまいりましたが、

近年、経営の発展を図るため、一部の農家で施設園芸

の導入が盛んとなっております。地域の宝として、古くか

ら栽培されてきました農林畜産物をブランド化し普及

するとともに、地域の代表する高品質な農産物として、

将来にわたり栽培し続けるための活動を通じ、阿蘇地

域の農業の活性化と農業後継者の育成につなげるこ

とに取り組んでおります。

　観光面では、コロナ禍でイベントの実施が厳しい状

況ですが、2016年に発生した熊本地震の影響は回復

傾向にあり、高森湧水トンネル公園、月廻り公園、高森

殿の杉、南阿蘇鉄道のトロッコ列車、草部吉見神社、

上色見熊野座神社といった観光地や約300年の歴史

があります風鎮祭といった地元のお祭りを中心に毎年

多くの方が高森町を訪れています。

　また、高森町では町内全戸に整備しました光通信環

境を活用しまして、日本一の地域密着型番組として、た

かもりポイントチャンネル、こういったケーブルテレビ

の放送を行い、災害時の緊急放送や町からのお知ら

せ、地域情報、事業の紹介などを町民の方へ情報発信

しています。

　光通信環境の整備は、教育現場でも活用されており

まして、電子黒板の設置や全児童生徒のほうへ１人１

台のタブレット配布をいち早く行いまして、全国で最先

端のＩＣＴ教育が行われております。

　ここからは高森町の草原の概要についてご説明さ

せていただきます。

　高森町の草原につきまして、その多くを牛の放牧に

活用しておりまして、畜産農家や町民の方の大切な資

源として保全されてまいりました。高森町の草原は牧野

と呼ばれており、阿蘇のあか牛が放牧されている牧野

はのどかな風景として多くの人に親しまれております。

　高森町の牧野面積につきましては、1,211ヘクター

ルありまして、草原維持として行われている野焼きに関

しては、実施面積が621.5ヘクタールとなっております。

また、管内には14の牧野組合がありまして、皆さん精

力的に草原維持のほうに取り組んでいただいており

ます。

　最後に、高森町の取組と課題については、長年、放

牧や野焼きによって保全されてきている草原なんです

が、近年、管理をしている牧野組合員さんの高齢化等

によって、野焼き実施が大変難しくなってきている状況

にはございます。町としては野焼きに係る補助金等で

野焼き実施者の方の負担軽減等に取り組んでおります

が、年々、実施面積が減少しつつある傾向にございます。

　また、高森町にある阿蘇高森オーガニックセンター

というところでは、世界農業遺産の構成要素であります

阿蘇の草原に生えるススキなどの野草や畜産農家か

ら出る牛ふんなどを混ぜて堆肥を作っております。こち

らは町内を中心に阿蘇地域の農産物に還元して、循環

型農業を確立しております。

　このほかにも未来の草原を引き継ぐ子供たちのほう

に阿蘇の草原のすばらしさや草原の抱える現状につ

いて伝える草原学習などが行われております。

　以上で説明を終わらせていただきます。

○議長（太田長八）　どうも高森町さん、ありがとうござ

いました。

　高森町さんの取組は、全ての自治体が抱えている課

題と同じだと考えております。そういう中で、皆さん方に

対してよりよい回答ができればいいなと思いますので、

またいろんな意見をよろしくお願いいたしたいと思い

ます。

　それでは、続きまして、広島県の北広島町の生涯学

習課長の西村豊様、よろしくお願いいたします。

○北広島町生涯学習課長（西村　豊）　皆さん、こん

田市さんにお住みだそうでございますので、本当にあ

りがとうございます。

　そしてもう一点、これ本当、関係ないんですよ。歌手

に永井裕子さんっていらっしゃるんですけれども、その

永井裕子さんが結構大田市さんのを歌って、うちの町

の観光大使になっているんですよ。やっぱりそういう中

でまた大田市さんとよろしくお願いいたしたいと思いま

す。どうもありがとうございました。

　続きまして、熊本県の南阿蘇村の農政課主幹の後藤

進哉様、よろしくお願いいたします。

○南阿蘇村農政課主幹（後藤進哉）　昨日ですね、阿

蘇分科会では吉良村長の報告がありましたが、本日は

私のほうから発表させていただきます。

　最初に村の概要からになります。

　南阿蘇村は総面積137キロ平方メートル、熊本県

の北東及び阿蘇くじゅう国立公園、阿蘇カルデラの南

に位置する人口１万340人の村です。雄大な南阿蘇

の山と緑、そして環境庁の日本名水百選に選定されて

いる白川水源に象徴される豊かな自然環境に恵まれ

ています。

　2016年４月の熊本地震では、これまで経験したこ

とがない甚大な被害を受けました。これにより人口も１

割程度減少しましたが、村に定住促進課や空き家バン

クを設置し、移住者を受け入れる環境整備を推進して

います。

　続きまして、農業、観光についてです。

　基幹産業である農業は、白川中心に水田が広がり、

のどかな農村風景を生み出す農村は、水稲をはじめ

畜産、ミニトマトやアスパラなどの施設園芸が盛んです。

昼夜の寒暖差が大きい気候により、自然のうまみが

しっかりと詰まった農産物が自慢です。有機農業、環境

保全型農業を推進しており、安心安全な農産物づくり

に取り組んでいます。

　また観光では、大自然を中心にたくさんの観光資源

に恵まれています。新阿蘇大橋のたもとにある展望所

ヨ・ミュールからは、長陽大橋、白川第一橋梁を眼下に

望むことができ、新たな観光スポットとして注目を集め

ています。

　また、熊本地震で落ち込んだ観光客数は回復傾向

にあり、本村本来のにぎわいが戻りつつあります。

2017年９月にはアウトドアショップモンベルと村が協

定を結び、アウトドア活動促進や地域経済の活性化な

ど、包括的に協力をし合い、観光振興に取り組んでい

ます。

　続きまして、草原の概要に移ります。

　南阿蘇の草原は阿蘇カルデラの阿蘇山側及び南外

輪山側に広がり、季節ごとに違った表情を見せてくれま

す。南阿蘇の草原は牧野とも言われ、平成21年に行わ

れた阿蘇草原維持再生基礎調査では、本村の牧野面

積は2,470ヘクタール、そのうち野焼きが行われてい

る面積が1,170ヘクタールとなっております。管内には

23の牧野組合があり、牛の放牧をしている箇所もあれ

ば、野焼きのみ実施している牧野もあります。

　続きまして、本村の取組と課題についてですが、昨日、

分科会で村長がご報告された内容と重複する点がご

ざいますが、ご了承をお願いしたいと思います。

　草原の維持に欠かすことのできない野焼きですが、

その面積は、以前と比較すると減少しています。本村を

含む阿蘇郡市７市町村の草原はこの100年間で半分

以下に、直近30年で見ても４分の１近く減少しており

ます。

　本村では熊本地震で各牧野の原野火入れが中断さ

れました。平成31年度からは一部再開に向けて、熊本

県、阿蘇グリーンストック、村において協議をした結果、

白川牧野で一部再開、その後、令和２年には吉田牧野

でも再開できました。それに至るまでに県、グリーンス

トック、村で防火帯を設置する費用を予算化したり、火

入れ責任者を各区長や牧野組合長から村長へ変更し、

負担の軽減を図りました。

　今後の課題として、火入れが中断しているところの

再開が可能となるか、防火帯の整備、担い手不足、地

区住民の高齢化に対する支援が上げられます。

　補足でですね、昨日、村長から報告がありました課

題に対する取組で、ハードとソフトの対応が求められる

ことをおっしゃっていましたが、ハード面では牧道等、

恒久防火帯の整備ですね。ソフト面においては担い手

の確保ですね。畜産農家を増やすための取組として、

今後、放牧へのＧＰＳを付着して移動管理等を管理す

るシステムの導入やバーチャル研修の導入を計画し

ております。

　また、目的と認識の改革ですね。景観維持から水源

保全のほうへの啓発をしていくということで推進をして

いく予定です。

　以上、南阿蘇村からです。ありがとうございました。

○議長（太田長八）　後藤様、どうもありがとうございま

した。

　南阿蘇村様には、本当に熊本地震、大変でございま

した。今後も頑張っていただきたいと思います。

　そういう中で、今度、山焼きにおきまして、村長さんが

本部長、その中でまた新たにやるという中で、それは大

変期待しております。それから、山の保全、これ大変で

ございますので、引き続きどうぞよろしくお願いいたし

の整備。それから、カヤの販売先の確保、事業規模を

拡大するための専従職員の確保等といったようなこと

が課題となっております。

　北広島町からは以上です。ありがとうございました。

○議長（太田長八）　西村さん、どうもありがとうござい

ました。

　それで、芸北町の白川先生に今回大変お世話になり

ました。本当にありがとうございました。

　それで、私がやっぱりちょっと感じたのは、中学生の

活用ですね。やっぱり中学生、カヤを刈って、地域通貨

でそれをまた地域で還元する。大変すばらしい取り組

みと感じましたので、うちの町もやってみたいなと感じ

ましたので、その節はまたご指導をよろしくお願いいた

したいと思います。

○北広島町生涯学習課長（西村　豊）　ありがとうご

ざいます。

○議長（太田長八）　どうもありがとうございました。

　続きまして、島根県大田市の環境政策課長、和田二

朗様、よろしくお願いいたします。

○大田市環境政策課長（和田二朗）　皆様、こんにち

は。島根県大田市です。

　市長が所用で出席できませんので、私、環境政策課

長の和田が代理で発表させていただきます。

　大田市は、東西に長い島根県のほぼ中央部に位置

する人口約３万3,000人の小都市です。北は日本海に

面し、南は中国山地が迫っているため、山林原野が多

く、平たん地は僅かです。

　本市は世界遺産、石見銀山遺跡に代表される貴重

な歴史文化や国立公園三瓶山をはじめとした豊かな

自然に恵まれています。昨年度には「石見の火山が伝

える悠久の歴史～“縄文の森”“銀の山”と出逢える旅へ

～」が日本遺産に認定され、さらなる観光客の増加が

期待されております。

　さて、当市には標高1,126メートルの三瓶山があり

ます。その麓には西の原、東の原、北の原と呼ばれる草

原があり、放牧のほか、観光客、市民の憩いの場として

利用され、クロスカントリーコースなども整備されてお

ります。また、ダイコクコガネ、ユウスゲ、オキナグサと

いった希少動植物の生息地となっており、中でも最も

広い西の原では、毎年春に火入れが行われ、三瓶山の

草原景観の象徴的な存在となっております。

　三瓶山は、昭和38年に大山隠岐国立公園の一部に

編入されましたが、山麓に広がる牧歌的な草原景観が

指定理由の一つでした。ところが、昭和50年代になる

と、時代の流れから放牧が急速に廃れていき、植林な

ども行われて、山肌は一気に森林化していきました。放

牧の衰退とともに途絶えていた火入れですが、観光客

の出火による山火事を契機に平成元年に復活し、以降、

防火の観点から行政が主体となって毎年３月に行うよ

うになりました。

　平成７年には西の原の一部が放牧場として整備さ

れ、24年ぶりに放牧が復活しました。平成９年には、第

２回全国草原サミットが三瓶を会場に開催され、これ

をきっかけに行政、研究者、農業者、ＮＰＯなどの官民

ネットワークが形成されました。

　翌年からは放牧による防火帯切りを行うなどの工夫

により、経費を極力抑えながら火入れを実施すること

ができるようになりました。

　平成19年からは、従来の牧野組合、大田市等に消

防、警察が協力する体制に自然保護団体や地元の自

治会、ボランティアなどが加わり、市長をトップとした実

行委員会方式で火入れが開催され、また、目的の中に、

従来の防火に加え、国立公園管理計画にも明記されて

いる草原景観の維持を加えました。

　官民の連携により日本で一番安全な野焼きと自負し

ておりましたが、平成29年度には、風向きと火勢の急

激な変化により、消防署の資機材輸送車が１台全焼す

るという事故が発生しました。近年はドローンも取り入

れ、経験豊富なリーダーが最前線の状況を具体的に把

握しながら指示を行う形で、より安全に火入れを実施

しております。

　昨年度は新型コロナウイルス感染症の予防を考慮

して、ボランティアを募集せず、約30ヘクタールを関係

者約150人態勢で実施いたしました。現在、西の原の

草原景観は、放牧や火入れなどによってある程度守ら

れているものの、人の手が加わらなくなったところはす

ぐに森林化してしまうという現実にあります。このすば

らしい草原景観を貴重な財産として、将来にわたって

保全していくには、多くの市民や関係機関の協力が必

要です。また、単に火入れに参加してもらうだけではな

く、その意味合いを十分に理解してもらうことが大切で

あると考えております。

　以上です。

○議長（太田長八）　和田様、どうもありがとうございま

した。

　今の大田市さんから観光客の火事からまた再開さ

れた。災いをよいほうに持っていったことで、すばらし

いことだと考えております。さらにまた、山焼きの難しさ、

いくらやっても大変だと。そういう中で、もう大変勉強に

なりました。

　またこれ話は違いますが、今回は大変ネットワーク

の高橋先生にお世話になっており、高橋先生は何か大

任者ということになっておりました。地元の消防団が

ジェットシューター担いで火消ししているところ……、

私もしていますけれども、あとは阿蘇グリーンストックさ

んにボランティアの要請をしまして、ボランティアのご

協力を得ながら野焼きを推進しているところもあります。

　地震前ですね、死亡事故とか怪我とかがありました

んで、そういった理由で、その後、地震がありましたの

で、野焼きが再開できないというところになっておりま

す。再開するための今、工面をしているところであります。

　ちょっと私が知らないでですね、地元の行政区以外

でしているところもあるかもしれませんけれども、基本

的に地元の行政区が事業主体として野焼きを実施して

いるところであります。

　以上です。

○議長（太田長八）　後藤さん、どうもありがとうござい

ました。

　ほかの自治体で何か活動しているところがありまし

たらお願いしたいと思いますけれども。

　じゃちょっとうちの取組が、ちょっとうちの町は結構

行政が携わっていたんですけれども、今は財産区、

やっぱり共有財産区、いわゆる区ですね、区の方が中

心となりましてやっております。行政が出ているのは消

防団、これも民間ですけれども、ある程度それに対して

参加で、もうほとんど民間がやっている中で、やっぱり

皆さん方も同じもう高齢化、そしていかに高齢化の中

で新たな担い手を見つけるかということが課題でござ

いますので、その課題につきまして、後でまた課題、問

題にしていきたいと思いますけれども、太田市長、こう

いうことでよろしいでしょうか。

○真庭市長（太田　昇）　今、町長がおっしゃいました

ように行政区も結局高齢化したり、メリットがあればす

るけれども、メリットがなかったらなかなか、昔やっとる

から、景観がどうだから、動植物がどうだからといって

なかなかできなくなってきていると思うんですよね。だ

から、安全でありながらどういう仕組みで何か新しいこ

とができないかとかですね、そういうことを勉強したい

わけですけれどもね。私の頭の中で考えているのは、怪

我をされても困るけれども、山焼きは難しいですけれど

も、カヤの刈り取りなんかは、これも大変なんですけれ

ども、一つの観光と結びつけてできないのかなと。ただ、

山焼きのほうはね、これは消防団の協力、そして死亡と

か事故のないように、それからその日の気象条件に

よってできなくなるとか、非常に不安定要素もあるんで、

なかなかいい知恵が出ないんですけれどもね。そのあ

たり、教えていただいたり、また知恵を出していただけれ

ば、このサミットが有意義だなというふうに思うんですが。

○議長（太田長八）　今、太田市長さんからいろいろ

問題点を提案、提示していただき、何か首長さんでこう

いう案がいいじゃないか、そういうことがあったらまた

ご発言願えれば大変ありがたいと思いますけれども。

　じゃ、まず私からちょっと発言させてもらって、皆さん

方には指名させていただきますので、よろしくお願いい

たしたいと思います。

　やっぱり今、太田市長が言ったように、山焼きをね、

ただ昔からやっているからやるんだと、そういうことが

結構、自分も多いと感じております。そういう中で、私、

これから生きる道は、うちの町、観光でございますから、

また太田市長さんが言ったように、観光と草原との結

びつき、それをいかにやっていくかということが大切な

のではないかと考えております。そういう中で、昨日の

シンポジウムの中で、やっぱりカヤを皆さん方に刈っ

てもらった中で、カヤを刈ることによって山焼きの負担

も少なくなるようなことも聞きましたので、そのカヤを

刈って、また観光に生かした中で、草原を守っていきた

いと考えております。

　また、カヤを刈ったことも、やっぱりある程度資金源

になるようなことも聞いております。さらに、自分は子供

たちが草原に対するある程度の認識、小さいときから

持っていなければなかなか草原に対する愛情は湧か

ないと考えておりますので、その辺の教育の活動もして

いこうかなとは考えております。

　東伊豆町はとりあえずそういうことを考えております。

では新温泉町長の西村町長、いかがでしょうかね、こ

んな考え方は。それから各首長さんにちょっといろいろ

まずお話を伺いたいと思います。

○新温泉町長（西村銀三）　当町、ＮＰＯ法人、上山高

原の周辺集落の７集落、それからもちろん県、行政、町

もバックアップして、地域が主体で取り組んでおるんで

すけれども、何といっても人口減少が最も我が町では

厳しい町であります。合併して今年で15年たったんで

すけれども、３割近い人口減少地域ということで、地域

は最も危機的意識を共有しているということで、上山高

原におけるこういったカヤの利用、それから山焼き、こ

ういう事業を通して知識の意思統一に大きく貢献でき

ていると。

　今回も実は、この７集落周辺に地域の運営組織がで

きることになりました。そういったことで、地域の意思を

まとめるためのそういった運営組織と同時に、施設の

建築も今年度スタートいたしました。そういった意味で

は、一つの高原を地域の過疎と、そういった過疎意識

を払拭して、地域の活性化につなげていく、そういう点

で新温泉町では大きく貢献できつつあるということを

つ草原が残る里を再発見いたしまして、その大切さを

広く紹介するとともに、次の世代へと残していくことを目

的に、未来に残したい草原の里100選を選定するとい

うことが目的でございます。

　期待される効果といたしましては、４点ございます。

社会的に価値が認知されていない草原の掘り起こし、

２点目が草原の価値を知らない人への普及、３点目、

現に草原に関わっている人たちの意識や誇りの向上、

４点目が火入れやカヤぶきなどの伝統文化の担い手

の価値づけでございます。

　事業のスケジュールですが、このアナウンスにより募

集を開始いたします。応募の締切りを今年の12月とい

たしまして、その後の審査に入ります。翌年の４月には、

この選定結果の発表、秋には表彰式やシンポジウム

等、普及・交流の機会づくりを予定しております。

　その他の事業概要につきましては、全国草原再生

ネットワーク会長の高橋様より説明をお願いいたします。

○全国草原再生ネットワーク代表理事（高橋佳孝）　

それでは、少し詳しく述べさせていただきます。未来に

残したい草原の里100選を本日、募集のアナウンスを

させていただいております。主催は、全国草原の里市町

村連絡協議会の主催でございます。

　ただいま太田町長のほうから詳しい経緯が述べら

れましたので、この部分は割愛させていただきますが、

本日この第13回全国草原サミットにおいて募集をアナ

ウンスするというところに至っているわけでございます。

　草原の100選というのは、先ほどちょっと町長のほう

からもお話がありましたけれども、日本には多様な自

然を形づくる希少な生態系の一つである、それが草原

であるということですね。長年にわたって、人と自然の

関わりの中で地域の環境、文化、観光など様々な恵み

を提供してきました。しかし、多くの人たちは、国民の多

くは、草原の成り立ちや意義を知らないという現実もご

ざいます。このような多様な価値を持つ草原と人のつ

ながりを再発見して、その大切さを広く紹介し、次世代

へと残していくことを目的として、今回、草原100選を

選定するに至ったわけです。

　ここで言う草原の里というのは、草原に関わる暮ら

しが残る里というイメージをしていただければよろしい

かな。

　これはコンセプトペーパーとして、前会長の日高会

長のときに作った内容ですけれども、この右のほうに

書いてありますように、未来に残したい草原の里100

選の選定というのは、地域からの自薦によって選定し

ていこうと。それから、様々な科学的な観点から評価す

るし、この選定の過程そのもの、あるいはその論議をす

感じております。

　実は、神戸とか周辺、特に関西方面、神戸・大阪方面

からのいろんな協力、山焼きにおける協力者も出てき

ていまして、いろんな意味で地域の盛り上がりができて

いるということであります。いろんな相乗効果が生まれ

ているというのは、この草原サミット以降、非常にいい

流れができていると考えております。

○議長（太田長八）　ありがとうございます。

　串間市としましては何かありますか。

○串間市長（島田俊光）　私たちはカヤを利用すると

ころじゃないんですが、牧草、昔からの家畜の牧草地

帯ということで、取り組んでいたわけでございます。た

だ、我々が一番重要視しているのは、都井岬の風光明

媚な観光地の保全に取り組んでいるんですが、我々本

当にその人間を集めるのが大変な状況にあるわけで

すが、もともと岬はマツ組合という団体がありまして、そ

のマツ組合がボランティアで活動する人たちを今、真

庭市も言われた観光にマッチした方たちを呼んで、

100名程度の人たちで野焼きをしているわけですが、

本当に野焼きの体験というのはですね、今の現代の中

ではなかなか体験することはできないんで、その体験

学習に来る人は少しずつ増えつつあります。ただ、行政

として、野焼きの体験をどのようにアピールするかとい

うのがございます。また、太田市長が言われたように、

死亡事故などが発生したときの我々の責任ですね、そ

ういうのが問われますので、ここはもう少し考えてやる

べきじゃないかなと思っております。

　あと一方の笠祇というところにあるんですが、ここも

やっぱり牧草を育成するための野焼きをしております

けれども、ここが人口減少と高齢化が進んでおりまして、

やはりここの野焼きについてもボランティアで、いわゆ

る体験学習というようなことで人を集めてやっていると

ころでございます。

　また、真庭の太田市長さんにはＣＬＴの研修や木質

の研修でいろいろとお世話になりました。心から感謝

を申し上げたいと思います。

　串間の取組としては、観光とマッチした野焼きでござ

いますが、ただ、それがうまくいくかいかないかは我々

の努力だろうと思いますので、今後の課題として取り組

んでいきたいと思っております。

　以上であります。

○議長（太田長八）　ありがとうございました。

　すみません、川南町長の日髙さんも何かございまし

たら。

○川南町長（日髙昭彦）　うちは湿原なんで、面積も３

ヘクタールぐらいなんで、皆さんのことを聞きながら勉

強していたところで、職員とどうするという話をしていた

ところです。ただ、本当に人が手を入れないと維持でき

ないというのは共通の課題でありますので、そこは

やっぱりみんなで知恵を出していくしかないんだろう

と思っております。

　以上です。

○議長（太田長八）　ありがとうございます。

　太田市長、これでまた何かありましたら、よろしくお

願いします。

○真庭市長（太田　昇）　ありがとうございます。

○議長（太田長八）　太田市長、よろしいですか。

○真庭市長（太田　昇）　ありがとうございました。

　また私どもも勉強させていただきながら、地元でしな

がらボランティアとかですね、そういう人も育て、そして

観光にまで、山焼きも初めは安全なところでやっても

らって、それからだんだん慣れていただければ、結構も

う毎年来るというような人も出てくるはずですのでね、

そういう守ることと自分の楽しみというか、やっているこ

との意義とを感じながら楽しんでもらえる、そういう人

をつくっていきたいと思います。ありがとうございました。

○議長（太田長八）　すみません、まだやりたいところ

ですが、時間がございませんもんで、この辺でこの会は

ちょっと閉じて、次の議題にいきたいと考えております。

６．草原１００選について

○議長（太田長八）　次は、「未来に残したい草原の里

100選」のアナウンスでございます。

　それではまず、私からこの事業の趣旨、また経緯、そ

れとスケジュールにつきまして説明させていただきます。

　主催は、全国草原の里市町村連絡協議会でござい

ます。協力また後援は、一般社団法人全国草原再生

ネットワーク、後援は環境省、静岡県、一般社団法人の

茅葺き文化協会、公益財団法人日本自然保護協議会

となっております。

　事業の趣旨ですが、多様な価値を持つ草原が残る

里を再発見し、その大切さを広く紹介するとともに、次

の世代へと残していくことを目的に、未来に残したい草

原の里100選を選定いたします。

　事業の経緯といたしましては、2012年に阿蘇で開

催されました、第10回全国草原サミットに出席した14

市町村の首長によりまして、草原100選の選定が提案、

採択されたことを受けまして、2016年に自治体におけ

る全国草原の里市町村連絡協議会が発足いたしました。

そして、2021年の総会にて、今回のサミットにてこの事

業の開始をアナウンスすることが決定いたしました。

　まず、事業の目的でございますが、多様な価値を持

記述でさせていただくということになっております。

　これ以外にも当然、重要な際立った特徴があれば、

それを考慮していくという形で選考の基準とさせてい

ただこうかと。

　それから、皆さん、興味をお持ちと思います。スケ

ジュールの問題ですけれども、今回、第１回選考とあえ

て書かせていただいたのは、さっきもお話ししたように

一発で100をそろえてそれで終わりという世界ではなく

て、一緒に歩みながら一つ一つ重ねていきたいという

ことです。２年か３年、数年かけてでもゆっくりと応募を

していただきながら選考していただくというスケジュー

ルを想定したものでございます。

　応募の公開は本日、この場で草原サミット東伊豆大

会において募集を発表いたします。

　応募期間、本日から１２月１５日必着という形を取ら

せていただきます。ただ、応募のフォーム等をホーム

ページで掲載する時期が若干遅くなりますので、近日

中にホームページは公開するという形を取らせていた

だきたいと思います。

　審査期間ですけれども、第１次審査は１２月１５日の

締切り以降２月から３月までに終わらせて、最終審査

を翌年の２月から３月頃に開催して最終決定をしよう

と思っています。この審査に当たっては、場合によって

は現地審査もさせていただくことになろうかと思ってお

ります。

　それから、発表や表彰のスケジュールですけれども、

結果発表は来年の４月を予定しております。これは主

催者である全国草原の里市町村連絡協議会の総会が

開催されるときでございますので、その場で結果の発

表を行います。

　その後、秋までに表彰式やイベントの準備を行うと

ともに、現地の取材を行いながら、より深くその内容を

理解していくような期間として、追加書類等の提出が必

要であれば、それもお願いするような形になるかもし

れません。

　表彰式やシンポジウム、一応、来年の秋を予定して

おります。こういう場で表彰されたということを皆さん、

内外に強くアピールする機会をつくっていこうと思って

いるところです。あくまでも選んで終わりという世界では

なくて、一緒に歩み、輪を広げる、そういう形の100選

にしたいと思います。何度も言いましたけれども、みん

なで積み上げていって、最終的には全国草原年鑑みた

いなものに集約できればいいなというふうに今考えて

いるところです。

　間もなく、近日中に公開されるホームページですけ

れども、若干、最終版とは異なることになるかもしれま

せんが、イメージとしてこんなふうな形のホームページ

が皆さんのほうにお伝えできるんではないかと思って

います。草原の里100選とは何かという文言もあります

し、スケジュールのことについても具体的に記述されて

いますし、選考の基準について、より詳細な内容がそこ

に記される予定になっております。

　応募方法、応募様式のダウンロードをここでやって

いただいて、それに書き込んで応募していただくような

形を取らせていただきます。

　それから、自治体の推薦が必要だというお話があり

ましたが、その推薦様式についても、ここにホームペー

ジ上でダウンロードできるようにしたいと思っております。

　最後に、湯本貴和委員長からのメッセージを載せさ

せていただく、そういうふうな構成ないようにしようと思

います。

　湯本先生のメッセージには、草原100選の概念とか

エッセンスというものがまさしく濃縮されておりますの

で、その一部をここにお示しして、最後の報告を終わり

にしたいと思います。

　ちょっと読ませていただきます。

　「未来に残したい草原の里100選」は、それぞれの

地域が草原を生かした地域づくりを競い合い、その輝

かしい成果を顕彰する場とは考えていません。共通の

課題を抱えている地域が互いの実践やアイデアを学び

合い、共に未来へ進んでいくための仲間探しの場であ

りたいと思います。みなさんが応募する段階で、誇るべ

き宝を再発見したり、足りないパーツを認識したりする

作業そのものに大きな意味があると信じています。ぜひ

とも「未来に残したい草原の里100選」にご応募いた

だき、わたしたちの仲間の輪に加わってくださることを

願っておりますというメッセージをいただいております

というメッセージを頂いております。私たち関係者の共

通の思いを言い表していただいている内容だと思って

おります。

　草原の里というのは、まさしく未来に向けた草原保

全のシンボルになるであろうと思っております。風土に

根差した特色のある草原を育み、未来への展望も様々

な人の活動があり、そのような活動を通して人々が交

流し合う里、そういうものをイメージしたものになると

思われます。ふるさとの原風景とも言える草原のある里

の認知度というのは、まだまだ低いものがございます

が、この草原100選の活動を通して、草原の魅力と価

値を広く国民に伝えて訴えて行きましょうということで、

最後の言葉とさせていただきます。

　以上が未来に残したい草原の里100選の概要説明

でございます。ご清聴ありがとうございました。

ることがとても重要なんだということが期待されており

ます。

　それから、選定によって、先ほど町長からお話があっ

たように、様々な効果が期待される。さらに、未来へ向

けてですね、草原の里の持つ価値をアピールすること

になるというですね、新しい草原の活用方法もそうで

すし、草原の持つ新しい価値、そういうものを対応して

いくものにもなりますし、利用や保全をそれによって促

進されるようなものにしたいと考えております。

　それで、今回の草原の里100選の事業を行うに当

たって、大きなコンセプトをみんなでちょっと考えて行

きました。地域の人 と々草原の関わりの繰り返しの中で、

地域に蓄積されてきた知識とか意識、技術そのものが

草原の里の持つ価値であるというふうに考えました。こ

の価値のあるものを「共創資産」という、新しい用語で

すけれども、として捉える。各地に残っているこの共創

資産を日本全体で共有し活用することによって、次世

代に希望のある自然共生型社会を実現することに寄

与していこうではないかというのが事業のコンセプト

でございます。

　この事業、落とすための選考ではなくて、できるだけ

拾い上げ、仲間を増やしていくという観点から、また、一

度に100選ぶということよりも、時間をかけて少しずつ

増やしていく、そういうふうな形で進めたいと考えてお

ります。

　応募要件ですけれども、自薦という形で、草原と関わ

る民間団体、あるいは地方公共団体が応募できますと

いう形。ただし、民間が応募する場合には、地方公共

団体の推薦が必要となります。

　それから、選定の対象となる草原の里は、現在ちゃ

んと草原が存在している地域ということになります。

　応募に関しての確認事項、幾つかあります。これはま

た応募要領の中で詳細に記述しておりますので、そち

らをご覧になっていただければと思います。

　もし選考されなかった場合も、結果はちゃんとフィー

ドバックしていこうというふうなことを考えております。

　それから、選考の方法ですけれども、有識者の皆さ

んによる草原の里選考委員会というのを組織いたしま

した。ここが最終選考を行うということです。それから、

この選考委員会の下に実務者で構成する運営委員会

というのを組織しております。運営委員会は、１次審査

というか、書類審査を担当する。その結果を基に、最終

的に草原の里選考委員会が最終選考を行うという形

にしております。

　１、２と掲げてあります、最初は応募書類による審査、

候補の絞り込みを１次審査としてやって、１次審査で絞

り込めた地域について最終選考を行うという形を取ら

せていただきます。

　具体的な選考委員の名簿を一応ここに掲げさせて

いただいております。

　上のほうから、日本茅葺き文化協会代表理事の安藤

先生、それから、全国草原の里市町村連絡協議会の会

長である東伊豆町長の太田町長ですね。それと私と、

それから、京都大学霊長類研究所所長である湯本貴

和先生。湯本先生にはこの委員長になっていただいて

います。それから、皆さんよくご存じの東京大学名誉教

授の養老孟司さん。あと２名ほど、今、内諾をいただい

ている委員がございます。２人とも女性の委員でござい

ますので、最終的には７名の委員構成になる予定でご

ざいます。

　それから、選考の基準ですけれども、草原の生態系

と人々が暮らす里の関係性がつくり出した共創資産を

軸に５つの観点から選考するという形を取らせていた

だいています。一つ一つ、今から述べていきますけれど

も、１つは草原の自然、環境的価値と言ってもいいのか

もしれませんけれども、動植物が特徴的なものがある

かとか、景観の特徴はどういうものがあるか、そういう

ものをいくつかのポイントとして捉えて評価していく。

　それから、草原からの恵み、実際に利用の価値を受

け取っているかとか、あるいは資源の恩恵を被ってい

るかとかいう点からも評価していきたいと。現代的意義、

あるいはその認識というのもここに含まれますけれども、

過去の利用方法やどういう形の草原の恵みを得ている

かという具体的なものを判定する予定にしております。

　３番目が草原を維持し、享受する仕組み、そのもの

がきちんと理解されて継続されているか。それを持続性

とか公共性の尺度から評価をしていこうと。管理が

ちゃんと妥当なものであるか、それが今後も継続される

か、あるいはそういう意思が示されているか。それから、

経済がちゃんと還元されているかとかですね、主体と

かモニタリングというような項目が入ってくるかなと思

います。

　それから、４番目が共生型社会の実現に向けた波

及効果、まさしく未来に向けて草原の里が持つ重要性

をここで語っていただこうかと。地域や地域内外の社

会に及ぼすよい影響、これまであった影響もですし、今

後影響を及ぼすことが期待される、そういうものをきち

んと書いていただこうと。

　それから５番目、今の４つはある程度、選択肢で選

ぶような形をさせていただきますが、５番目はいわゆる

思いの強さです。関わっている人が熱く語れる熱量や

行動力を評価しようということで、ここらあたりは自由

○議長（太田長八）　高橋先生、どうもありがとうござ

いました。

　この件につきまして、何か質問がございますでしょう

か。ありましたら、挙手をお願いいたします。よろしいで

すか。

　それでは、このような方向でやりたいと思います。ま

た、多くの皆様の応募を期待しております。

７．サミット宣言採択

○議長（太田長八）　最後に、この第13回全国草原サ

ミットｉｎ東伊豆の宣言をさせていただきたいと思います。

　第13回全国草原サミットｉｎ東伊豆。

　私たちの暮らしに欠くことができなかった草原は、生

活様式が変化し草が使われなくなったことから、近年

ではとても珍しい風景になってしまいました。過疎、高

齢化により、山焼きや野焼きの担い手は減少の一途を

たどっており、今後、草原の維持はますます困難になる

ことが予想されています。

　細野高原でも、ススキを使うのはごく一部の農家とな

り、毎年早春に実施される山焼きが何のために行われ

ているか知らない町民も増えております。

　陸上の生態系は森林、草原、湿原などが様々な地形

の上に成り立っており、そのそれぞれに多様な動植物

が生息、生育しています。この多様性が人々の生活を

豊かにする礎となり、暮らしや文化が守られています。

草原は、その一端を担い、地域産業の基礎、水源の涵

養、生物多様性の保全、ＣＯ２の削減、カヤぶきや盆花

の文化など、様々な恵みを提供してくれます。

　草原を失うことは、これらのかけがえのない恵みを

失うことを意味しており、人々の豊かさや、また地域の

文化が失われることにもつながるものです。草原が育

んできた人と自然の共生の知恵や持続的な利用の技

術は、今後の持続可能な社会の実現を目指す上で欠

かせないものであります。

　私たち草原を有する自治体は、互いに学び合いな

がら草原を維持し、賢く利用していく努力を惜しまず、

草原のある里の風景を後世に引き継ぐための環境を

整備し、交流・連携を強化していくことをここ東伊豆町

において宣言いたします。

　それでは、東伊豆宣言。

　１つ、私たちの大切な草原、湿原を守っていくための

保全活動について、地域の関係機関と連携しながら共

に考え、支援していきます。

　１つ、すばらしい景観を活用した観光資源としての

草原と貴重な植物の自然観察など、教育・文化面との

調和を図り、次世代へと受け継いでいきます。

　１つ、かつてのように生活の中に草原の利用を取り

込む創意工夫を支援し、地域振興に活用できる社会環

境を整備します。

　１つ、未来に残したい草原の里100選事業を推進し、

草原の持つ魅力を全国に発信していきます。

　１つ、全国草原の里市町村連絡協議会の連携強化

とネットワークの構築、さらに全国の草原を持つ自治

体への協議会の加入促進を推し進めてまいります。

　以上、宣言する。

　令和３年９月27日。

　以上でございます。

　以上で議事を終了いたします。

　皆さん、このコロナ禍の中でこの全国サミット、参加

して本当にありがとうございます。特に首長様、今年、新

型コロナウイルス感染症の対応で大変お忙しい中参

加していただき、ありがとうございます。これからまた皆

様と連携し、この草原、また湿原の保全をやっていきた

いと思いますので、また連携して、またいろいろお知恵

を借りた中で、よりよいこの連絡協議会にしていきたい

と思います。

　本当に今日はどうもありがとうございました。

８．閉会

○司会　それでは、これをもちまして、第13回全国草

原サミット・シンポジウムｉｎ東伊豆大会を終了いたします。

　サミット宣言の精神に基づき、今後も各自治体や関

係者の皆様と草原の維持保全に取り組んでいきたいと

思います。今回は初めてのウェブ会議方式での開催と

なり、お見苦しい点もあったかと存じますが、ご容赦く

ださい。

　最後にお願いとなりますが、全国草原の里市町村連

絡協議会に加盟されていない自治体の皆様は、これを

機会に加盟のご検討をしていただきたいと思います。

　また、次回の草原サミット・シンポジウムの開催地が

決まっておりません。自治体の取組や草原のＰＲには

最も適したイベントだと思いますので、こちらにつきま

しても併せてご検討ください。

　新型コロナウイルス感染症が終息しましたら、ぜひ

東伊豆町細野高原にお越しいただきたいと思います。

　本大会へのご参加、ご協力、誠にありがとうございま

した。
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原草全国 サミット・シンポジウム in 東伊豆

るという提言をされました。これは後の草原100選のと

きにも出てくるワードですけれども、自然と社会が失わ

れれば、あるいは自然と人が失われれば、なくなるもの、

そういうものを共創資産と位置づけて語っておられま

した。また、この共創資産と言われるものは、時代ごと

の検証を受けて、長い間、自然と足されてきた、ある意

味中身のしっかりした技術や知識であると。そういうも

のが積み重ねているものがあって、そういうものを私た

ちはもう一度見直すとともに、将来に受け継いでいく必

要があるんじゃないのかなというお話でした。

　それを受け継ぐために必要なものとしては、その方

法であるとか実行力であるとか仕組みとか、あるいは

行政の役割として非常に大きいのは、法令とか条例の

整備とか、そういう環境整備であると。それから、普及、

教育という、この５つの観点をしっかりと捉えていく必

要がある。

　その中で草原に関わる象徴的な活動として、ご自身

が北広島の芸北地方で進められている茅プロジェクト

の紹介をしていただきました。これは、地域にあるカヤ

材を子供たちが作った市場に集めて、そこで「せどやま

券」という地域通貨を発行して、その発行したせどやま

券で地域の経済も回っていくという、様々なメリットを

持った内容でした。要は、利用が放棄されて社会資本

が喪失している中で、その利用の仕組みをもう一度導

入するによって草原の保全に循環性とか展望が生まれ

ているという非常に象徴的なお話でありました。

　各地に残っているこういう共創資産を見いだして、

それを共有して、それから未来にも役立てていくという

ことが大切だろうと。今日人間だからこそ生み出されて

いる、この美しさを大事にして生かしていきたいという

ことを最後に述べられて基調講演を終わられました。

　それから、パネルディスカッションは、その基調講演

をした白川さんがコーディネーターとして登壇していた

だき、東伊豆町の太田町長、それから私と、稲取地区の

特別財産運営委員会の山田さんと東伊豆町観光協会

の石島さんに登壇いただいて、この地元の細野高原の

活用、それをどういったふうに持続性の観点から理解

するかというテーマについてパネルディスカッションが

行われました。

　会場の様子はこんな感じで、それぞれ登壇しており

ます。

　それで、内容ですけれども、実は2008年にこの東伊

豆町で全国草原シンポジウムというのが行われていま

す。もう13年か14年たつわけですけれども、当時から

担い手の問題とか観光の利用について新しい取組を

やりたいという動きがございました。ただ、観光のほう

も着 と々いろいろな形で進めていて、例えば草原に入る

ときの入山料のような形で、観光客からその対価を頂

いて管理運営に回せるという、全国でも画期的な取組

もやられているんですけれども、そういう形で観光客が

増えるにしたがって、様々な問題点も生じてきているよ

うです。今後はその利用のルールをしっかりと構築し直

すことが大切であるというふうなお話がございました。

　そのためにも、都会の人と地元の人の意識の相違と

か認識の違いをうまくコーディネートするような、そうい

う組織体制も必要ではないかと。

　それから、入山料については、最初はいろいろと来

訪者から文句も言われたそうなんですけれども、今で

は多くの方がそれを理解して払っていただいていると

いう、そういう意識の醸成もできているんですよという

話がございました。

　草原はまさしく人との関わりの持続的モデルであっ

て、これは新しい社会の礎ともなるであろうと。それか

ら、草原学習は子供だけではなく、子供から地域へ広

がる、そういう可能性を秘めており、まさしくＳＤＧｓの地

域版である。そういうふうな結論で終わっております。

　最後に、町長さんのほうから、こういう問題は東伊豆

だけではなく全国の問題である。これからも多くの自治

体と共に手を取り合っていきたいという力強い宣言を

いただいております。

　それから、分科会はそれぞれの場所で行いました、

このオンラインを利用してですね。それぞれが自立し

て行っていったという形になっております。

　今回は３つの会場で分科会が行われました。１つが

この地元の東伊豆町の会場で、テーマは「保全・利用・

継承」と、これをどう循環させるかということで、地元出

身の東京都立大の内山さん、それから草原を守ってお

られる入谷区の鈴木さん、地域おこし協力隊の藤田さ

んがコーディネートしていただいております。

　蒜山会場のほうは、利用の面から、カヤの利用をす

ることによって草原保全にどう関わっていけるかという

ことで、地元の郷土自然館の前の館長さんでいらっ

しゃる前原さん、それから鳥取大学で自然再生につい

て関わっておられる日置先生、実際にカヤ刈りをした

り、カヤの建物を建てたりされている沖元さんと相良さ

んという２人のカヤぶき職人さんのトークセッションが

行われています。

　３番目の阿蘇会場は、草原の恵みを守る仕組みづく

りをどうするかということをテーマに行っています。主に

草原の持つ水源涵養力について科学的見地からの知

見、それから新しい知見というものを熊本県立大の島

谷さんから、それから、それを基にして、地域の草原を

たいと思います。

○東伊豆町長（太田長八）　それでは最後に、私から

静岡県東伊豆町の報告をさせていただきます。

　東伊豆町は細野高原という草原があります。昨日か

らのシンポジウムでも議論されてきましたが、この草原

の維持管理、また利活用、そして次世代への継承が、う

ちだけではなく、今聞きますと、全国の草原を持つ自治

体の共通の課題だと思います。このサミットで皆様のお

知恵をお借りした中で、また今後この課題に取り組ん

でいきたいと考えております。

　細野高原は、うちの町は稲取地区、熱川地区と二地

区があります。そして、稲取地区が４部落がある中で、

稲取地区に存在しております。その稲取地区の４区の

町内会が組織する稲取地区特別財産運営委員会が管

理しております。この４区の共同管理によりまして、防火

帯の設置や山焼きなどを実施しております。防火帯、ま

た山焼きにはそれぞれ120名ほどの人が出て実施し

ていますが、やっぱり作業者の高齢化、また、農業従事

者の減少によりまして、作業ができる区民が年々減りま

して、人的負担が増しております。また、この草原を管理

するのには、年間約500万円の費用がかかるため、経

済的負担も課題となっております。

　観光面では、この細野高原の資源を活用いたしまし

て、４月上旬から５月上旬にかけての山菜狩りや、また、

秋には秋のススキイベントを開催しております。イベン

トの開催時には、これはススキのほうですが、参加者

から600円、その他の期間におきましては20円を入山

料として頂いております。先ほど経済的負担のことを申

し上げましたが、これらの収入が維持管理には必要と

なってきます。しかし、これだけで全ては賄えませんの

で、入山料の値上げ、また新たな利活用を検討いたし

まして、この維持管理費用の捻出を考えていかなけれ

ばならないと考えております。

　そんな中で、イベント等のため、この道路、駐車場、ト

イレ等を整備し、誘客に努めておりますが、一方では、

来訪者のマナーも問題になっております。この大切な

資源を荒らされないよう、対策も同時に取っていくべき

と考えております。そして、何よりもこのすばらしい景観

や、また資源をどうやって次世代につなげていけるか

が大きな課題となっております。

　かつては農家の方がこのカヤをミカン畑に敷いたり、

またかやぶき屋根を使用したりするなどの活用がされ

てきましたが、農業後継者が減っていく中でのこの現在

では、カヤの需要もほとんどない状況でございます。し

かしながら、このすばらしい景観、また資源は、山焼き

等の保全活動を継続していかなければ守っていけま

せんので、町内の子供たちに、また地元にこんなすば

らしい草原があること、また、この草原は人の手によっ

て守られていること、また、カヤを使った昔の文化を教

育していくなど、未来につないでいかなければならな

いと感じております。

　これらの問題解決を図るため、昨年度、稲取地区の

特別財産区運営委員会をはじめ、行政、また観光協会、

農協、高原の専門員などで組織する「細野高原を考え

る会」が発足されました。この会では４区が継続的に細

野高原、これを維持管理していただくためにはどのよう

に、また、観光、産業などの資源としての活用、周辺の

地権者とも協力して、新たなこの魅力の創生、これを

図っていくかなどを検討しております。今日は皆様方か

らいただいたこの知恵をお借りいたしまして、この会の

発展にも生かしていきたいと同時に、この草原を全国

に発信できればと考えております。これからもどうぞよろ

しくお願いいたしたいと思います。

○議長（太田長八）　以上でこの参加自治体からの報

告が終わりました。いろいろなお話を伺いました。その中

でまた意見や質問等もあるでしょうから、ここからは自由

な形で意見交換会をさせていただきたいと思います。

　ご意見がございましたら、挙手をお願いして、発言し

ていただきたいと思います。どうぞよろしくお願いいた

します。

○真庭市長（太田　昇）　よろしいですか。

○議長（太田長八）　どうぞ。

○真庭市長（太田　昇）　それぞれすばらしい取組を

勉強させていただきましたが、恥ずかしい話、蒜山高原、

まだ山焼きの面積が80ヘクタールぐらいなんですね、

どんどん減っていて。何とか維持しようと思っているん

ですけれども。600ヘクタール焼いているとかですね、

本当にたくさん広い面積を焼いているとこら辺の取組、

もうちょっと詳しく、それもその行政というよりは、住民

の方とか、あるいは子供も参加してということですが、

もう少し、こんな取組をしているよということをご紹介い

ただければありがたいんですが。勉強させてください。

○議長（太田長八）　今、太田市長からの行政以外の

ほうの取組、これが何か具体的なことがありましたら、

どなたかご発言願いたいと思います。

　南阿蘇村の後藤さん、よろしくお願いします。

○南阿蘇村農政課主幹（後藤進哉）　先ほども説明さ

せていただきましたけれども、本村の牧野面積が

2,470ヘクタールで、野焼きが行われているところは

1,170ヘクタールということなんですけれども、地震前

はまだ野焼き面積は広くて、この事業主体というのが各

地元の行政区とかになりまして、以前は区長さんが責

１．開会

○司会　それでは、ただいまより第13回全国草原サ

ミット～未来へつなごう！壮大な海すすきの草原～を

開催いたします。

　私は進行を務めます東伊豆町企画調整課長の森田

と申します。どうぞよろしくお願いいたします。

２．挨拶

○司会　まず初めに、開催地を代表して、本大会の実

行委員長である東伊豆町長　太田長八よりご挨拶を

申し上げます。

○東伊豆町長（太田長八）　皆様、こんにちは。東伊豆

町の町長の太田でございます。

　本日は、この首長様におかれましては、新型コロナ

ウイルス感染症の対応で大変お忙しい中、全国草原サ

ミットにご参加していただきまして、誠にありがとうござ

います。

　本来であれば、皆さんにこの東伊豆町にお越しいた

だきまして、顔を合わせながらこの意見交換をさせてい

ただくところでございますが、１年延期したにもかかわ

らず、新型コロナウイルスの感染がなかなか収まらな

い状況ですので、このようなオンラインの会議とさせて

いただきました。ご理解願いたいと思います。

　この後、前回大会の報告、それから、昨日から行って

きましたシンポジウムの報告もお願いいたしますが、こ

こから先がメインであるサミットとなります。全国に存

在する草原の価値、また課題につきまして、参加者の皆

様から貴重なご意見を提言していただきながら有意義

な大会となるよう期待しておりますので、どうぞよろしく

お願いいたします。

○司会　町長、ありがとうございました。

　それでは、本日は東伊豆町以外に８自治体の皆様

にご参加いただいております。

　参加者について、事例等の発表順にご紹介させてい

ただきます。

　前回サミット開催地の宮崎県川南町、町長、日髙昭

彦様、兵庫県新温泉町、町長、西村銀三様、岡山県真

庭市、市長、太田昇様、前回サミット開催地の宮崎県

串間市、市長、島田俊光様、熊本県高森町、町長、草村

大成様、広島県北広島町、生涯学習課長、西村豊様、

あったり、いろんなところに登場する、そういう特徴が

ございます。

　ここが町の中心部にあります、広さ的には３万

3,000平方メートル、3.3ヘクタールということでござ

います。植物のほうは、およそ300分類で、そのうち

170種ほどが希少な植物であるということでございま

す。平成22年から一般に公開しておりますので、今年

で12年目に突入したところであります。開園期間は４

月から11月の間ということになっております。

　では、この活動の状況の現状なんですけれども、基

本的にこの湿原は、ボランティアの団体であります川

南湿原を守る会の方々が運営をしていただいておりま

す。日常の草刈りなどの管理、それから植物の整備状

況、また、案内も全てそういうボランティアの方がやっ

ていただいているという状況でございます。

　管理作業は大きく分けて２つあるんですが、まず６月

ぐらいに水草を除去いたします。特にセイタカアワダチ

ソウ等が水路等に入りますので、それを全員で除去し

ます。そして１月には草出しをして火入れをするという

ことでございます。先ほど言いました守る会の会員の皆

様、それから役場の職員、一部ボランティアの方々に手

伝っていただいてやっているところでございます。

　現在、その湿原のほうの普及活動ということでござ

いますが、年に３回ほどの観察会を実施しております。

まず１回目が４月下旬のトキソウ・ハルリンドウ観察会

でございます。２回目が７月、夏にトンボの観察会、最

後が８月から９月にかけまして、ホシクサ観察会。ホシ

クサというのが実はもう世界でここしかないという、

ヒュウガホシクサであるとか、エダウチシロホシクサ

等がございます。専門の方には非常に貴重な植物だと

いうことでございます。

　今、本当にここしかない植物がありますので、一般に

開放しているんですが、まだそこまでＰＲをあえてせず

に、いろんな意味で、種の固定であるとか、そういう仕

組みを構築しながらいろんなことをこれからの目標に

しているところでございます。

　今回どこもそうですけれども、３年前に全国の大会を

開催させていただきまして、いい機会をいただいて、全

国的にＰＲを進めていこうという矢先ではございますが、

こういうコロナに関して、うちも県外とか遠くから専門

の方を含めた方が多くいらっしゃるもんですから、今は

残念ながら閉園という形になっております。いろんな工

夫や機会づくりをこれからしっかり行いながら、我々は

湿原の魅力をどうやって発信するか、これをどうやって

維持していくかというのをしっかり考えていきたいと考

えております。

　以上で前回の報告とさせていただきます。ありがとう

ございました。

○議長（太田長八）　どうもありがとうございました。

　本当、３年前に私、川南町さんと串間市さんにお邪

魔させていただきました。本当にすばらしい運営でござ

いまして、それを目標にやった中で、新型コロナウイル

スになってしまいまして、本当に残念でございます。そう

いう中で、やっぱりまず川南町の川南湿原、これを地

区の方が再現しようと頑張った中で、今、着 と々その準

備が進んできているということ、これはもう敬意に値い

たしますので、これによりましてまたまちづくりをやって

いけば、またすばらしい町ができるんじゃないかと思

いますので、頑張っていただきたいと思います。

○川南町長（日髙昭彦）　ありがとうございます。

４．シンポジウムからの報告、問題提起

○議長（太田長八）　それでは、次に、シンポジウムの

総括といたしまして、いつも大変お世話になっておりま

す、全国草原再生ネットワーク会長でございます高橋

様にこれまでの報告と、また問題を含めてよろしくお願

いいたします。

○全国草原再生ネットワーク代表理事（高橋佳孝）　

皆さん、こんにちは。全国草原再生ネットワークの高橋

でございます。

　昨日来、第13回全国草原シンポジウムがこの東伊

豆町で行われました。その概要について、私のほうから

説明をさせていただきたいと思います。

　ここは、町長の挨拶の写真が載っておりますけれど

も、昨日は基調講演とパネルディスカッションと分科会、

それから総合の討論会というのがございました。それ

に沿って、昨日のシンポジウムのご紹介をさせていた

だきたいと思います。

　最初は、芸北高原の自然館の白川さんの基調講演

から始まりました。基調講演の内容も非常に盛りだくさ

んでして、各地の人と自然が関わる取組について、たく

さんの事例を紹介していただきながら、そのなかに潜

んでいる非常に価値のある関係性というのを大事にし

ていこうということで、講演をいただいております。

　人と関わる自然をどのように守るかということですけ

れども、要は関わり合いを学んで、暮らしに寄り添って

人が決めていく自然そのものの価値を発信をきちんと

されているか、あるいは共有されているかという問題提

起から入ってきました。時代や地域に合った多様な活

用で、草原についても守っていく必要があるんじゃない

かと。

　大事なコンセプトは、残したいものは共創資産であ

島根県大田市環境政策課長、和田二朗様、熊本県南

阿蘇村農政課主幹、後藤進哉様、また、サミット中、草

原100選についてご説明させていただきますことから、

全国草原再生ネットワーク代表理事の高橋佳孝様に

もご参加いただきます。

　皆様どうぞよろしくお願いいたします。

３．前回サミットの報告（串間市・川南町）

○司会　それでは、各自治体から活動報告や課題の

提起などを発表していただきますが、ここからは、大会

実行委員長の太田長八東伊豆町長がサミット議長とし

て進行いたします。

　太田町長、よろしくお願いします。

○議長（太田長八）　それでは、しばらくの間、議長を

務めさせていただきます。太田です。

　ご協力のほどよろしくお願い申し上げます。

　まず、前回の開催地でありました宮崎県川南町長の

日髙昭彦様より、前回の報告並びに課題、取組につき

ましてご発言をよろしくお願いいたします。

○川南町長（日髙昭彦）　皆さん、こんにちは。川南町

長の日髙でございます。

　今回は本当にいろいろ大変な中、太田町長をはじ

め、関係者の方々に開催をしていただきましたことを改

めて感謝申し上げたいと思います。

　前回、もう３年前になります。市長お見えですが、宮

崎県の串間市と同時に開催をさせていただきました。

後ほど島田市長のほうにも話があるかと思いますので、

私のほうから話をさせていただきます。

　それでは、３年前、実は２つのＰＲポイントがありまし

て、１つはですね、今はオンラインでこうやって同時開

催、いろいろ当たり前なんですけれども、当時は串間市

と川南町と、県内ではありますけれども、車で３時間、

130キロぐらい離れていた会場を同時に開催をさせて

いただきました。今となればいろんな思いもあって、大

変だったんですけれども、いろんな経験もさせていた

だいたと思っております。

　もう１点が、川南町は草原ではなく湿原なんですが、

水のある草原を湿原という形で、初めてこの草原サミッ

トに湿原を登場させていただいたということで、改めて

感謝申し上げたいと思います。

　では、簡単に報告をさせていただきますが、前回は、

黒潮洗う野生馬の草原とトロントロンが育む湿原、ト

ロントロンについては後ほど説明いたしますが、そう

いうことで、連休明けの５月12日土曜日から月曜日ま

での３日間にわたってさせていただきました。延べ885

名の方に参加をいただいたところでございます。

　先ほども申しましたとおり、湿原を入れていただきま

したので、当時は12の自治体、特に県内から、川南町

と串間市ですが、湿原の関係で近隣市町村であります

新富町、高鍋町にも参加をしていただきました。

　先ほど言いましたとおりでございますが、このサミッ

トの中で宣言をさせていただきました。今回も宣言があ

るんですが、４つの項目をテーマとして宣言させていた

だきました。

　まず１点目がですね、まず、守るという点、それから２

つ目が安全、３つ目がＰＲ、４つ目が連携というキー

ワードになりますが、まず１つ目は、やっぱり湿原とい

うのは、草原というのは、人が手を入れないと維持でき

ないということで、今回も入っておりますが、湿原を守る、

草原を守る担い手の確保や保全活動を積極的に支援

するという、守るという点でございます。

　２つ目が、やっぱり草原管理の新たな技術やシステ

ムを活用する安全管理、つまり野焼きの安全性である

とか、カヤぶきの技術を、高所作業でありますので、そう

いう安全性を大事にするということで、安全管理体制

を積極的に支援するということでございます。そういう

安全を構築するということでございます。

　３つ目がＰＲというキーワードを使いましたけれども、

草原の大切さと公益的活用を広く国民にアピールする

ため、全国草原100選を選定するということを進める

ことを決定したところでございます。

　４つ目が連携と言いましたけれども、全国の草原を

有する自治体が連携して行動していくこと。全国草原

自治体ネットワークという、正式には全国草原の里市

町村連絡協議会という活動を強化するというテーマで

ございます。それは、前々回の平成28年、新温泉町で開

催されたときに設立をされたところでございます。

　それでは、簡単に川南町の活動の状況ということで

紹介をさせていただきます。

　まず、川南湿原ということなんですが、大きな特徴が２

つありまして、１つがですね、これは湧水、湧き水ででき

た湿原であります。よそからの流れ込みがないので、世

界でここだけという希少な植物が、現在発表されている

のが３つ、あとまだ幾つか未確定でありますけれども、ほ

ぼ間違いないということがございます。それから湧き水

でございますので、ここはたまたま町の中心地からすぐ

近く、歩いて行けるという地理的なメリットもございます。

　トロントロンという名前を先ほど申しましたけれども、

実はこれはトロントロンというのは、水が湧く、トロント

ロン湧く、湧き出るという音から来た正式な地名でござ

います。片仮名でございますが、川南町と言えばトロン

トロンというのが軽トラ市であったり、施設の名前で

どうやって守るかという、そういう行政側からの仕組み

づくりについて、南阿蘇村長の吉良さんから講演をい

ただいて、その後パネルディスカッションを行ったとい

うことです。

　東伊豆町の様子はこういう感じで、３人が登壇して、

会場と熱心な討議が行われました。こういう形で、茅葺

き文化協会の安藤先生なんかも非常に示唆的な、後で

ちょっとお話ししますけれども、コメントをいただいたり

して、地元の方たちもとても元気づけられる内容だった

と思っております。

　内容をかいつまんで言いますと、保全の面からいう

と、面積とともに管理がなくなったということが生物相

に大きな影響を与えているんだよと。それから、湿原保

全も大事だけれども、全体を通して鹿の問題が今顕在

化していて、草原だけで語れる内容ではなくて、全体の

管理ということも必要になってくるだろう。それから、

ゾーニングや安全な場所では、後継者育成のための

フィールドとして積極的に活用してもいいんじゃないか

という話がありました。

　それから、担い手の問題もあり、新たな仕組みが

やっぱり必要になってくるだろうな。１つはボランティ

アかもしれませんし、１つは野焼きの体制整備というこ

とかもしれません。

　それから、利用価値を最大限に活用する、すなわち

材としての草原もあるし、景観を利用した観光もあるで

しょうし、それを持続的なシステムとしてどうみんなで

関わっていくかということが重要だろう。それから、東伊

豆町さんは温泉もあり、海もあり、それから草原もあると

いうことですね、東京からも近いという立地条件もあっ

て、やはり観光が主体となる、産業として観光が主体と

なるだろうと。その中に草原の恵みであるカヤの利用

を取り入れて、地域の特性やスケールを発揮してはどう

かというのが安藤先生のほうから示唆されたことです。

特に例えば来訪者の拠点施設みたいなところとか、そ

ういうカヤふきが実際にできるようなところをうまく利用

して、そこに新しい価値も含めた来訪客へのサービス

提供というのもできるんじゃないか。カヤの循環によっ

て、癒しの空間形成というのが可能であるし、そういう

ものが今後観光を回していく上でも期待が大きいん

じゃないかという話があったというふうに覚えています。

　それから、蒜山会場のほうは、このようにカヤを使っ

たサイクリング施設というのを実際に建てられていて、

その新しい施設の近くでこういうふうなセッションを

行っております。

　内容ですけれども、草原の利用から見える、過去に

学ぶことによって蒜山らしさというのがよく分かるんだ

と。その利用の仕方や経緯から学ぶものも大きいとい

うことがありました。

　それからもう一つは、よく自然再生事業というのはい

ろいろ行われているんですが、その自然再生において

も地域経済を回すことが今大切になってきているんで

すよというお話。実際に草原のカヤを使ったサイクリン

グセンターというものがありますけれども、ここから広

がる新しい世界があって、それが地域を大きく回してい

く一つのきっかけづくりにもなるんじゃないか。

　それから、カヤの利用についても、いわゆる文化財と

か古民家だけではなくて、今は新しい施設や近代的な

施設、そういうものについてもいろいろとカヤが使われ

ている時代である。カヤぶきは新たにもう一皮むけて

未来に発展する、その礎となり得るものではないかと

いうことがありました。

　これまでは地元だけで使って守るというところから、

地域外の関係者も含めた、地域の人も一緒になって守

るという、幅広い守り方、そういうものが目指されており

ました。そのためには、地域内外の人と意識を醸成す

るためにも、楽しいということもとても大切なんではな

いかということが報告されております。

　それから、阿蘇のほうは、このように広がる草原が九

州の北部の６大河川の水源域になっているという、そ

ういう立地条件もありますけれども、今回、水源涵養を

中心とした生態系サービスについての討論が行われ

ております。

　新しく分かったこととして面白かったのがススキ草

原がものすごく水源涵養力が高いんだと。そのなぜか

という理由の一つがススキそのものが節水型の植物

であって、水を消費しない。その分、水源涵養に回る水

が多いんですよと。それから、川下、川上の関係でいえ

ば、福岡都市圏も含めて大勢の人数の飲用水を賄うこ

とができる、その水源地が阿蘇の草原だと。それは有

明海のほうにもつながっていて、ノリが色落ちするのを

防ぐために栄養源を補給しなきゃいけないんですけれ

ども、その補給するだけのダムの放流ができるだけの

水源が確保できていることがとても重要だと。そういう

意味では、海のほうから草原を応援していただくという

仕組みづくりも今後考えていったらどうかというような

お話がありました。

　それから、環境省のほうでは、阿蘇の地域を守って

いく、あるいは草原を守っていく上で、地元の農業者の

なりわいに対する助成を主体に考えてきたんですけれ

ども、それも今後は重要であると同時に、これからは草

原の持つ公益的機能へどういう形で支援できるかとい

う仕組みをつくる必要があるんじゃないかというお話

それを研究面から実証、検証するということをぜひ研

究者にはやっていただきたいと。それを普及させる場

の整備を行政には担っていただけると非常にありがた

いという最終的な要望がございました。

　これらの問題というのは、一個人でどうこうできる、

解決できるものではありませんので、ぜひ行政のほう

のお力添えをいただきたいと。私ども個人や市民として

は、今後もそういう形で対話を続けていきたいというこ

とで、最後、閉めたところでございます。

　少し長くなりましたが、以上が草原シンポジウムの報

告です。ぜひこの内容についてもサミットでの論議をし

ていただきますようよろしくお願いいたします。

　以上です。

○議長（太田長八）　高橋先生、どうもありがとうござ

いました。

　私、このシンポジウムをやって本当、大変勉強になり

ました。と申しますのは、やっぱり今までカヤの活用と

かね、また、子供たちを育てていかなければならない、

地域の学習、体験学習、これも大変重要だと感じまし

たので、この間、大変勉強になりました。

　そういう中で、首長さんがいらっしゃいますので、私

が一番感じたのは、やっぱり阿蘇の分科会の、誰か

ちょっと名前を忘れましたけれども、要するに職員が、

担当者はある程度認知しているけれども、ある程度の

方、全ての方が草原などを認知しなければ進まないと

言われましたので、各首長さんには、担当者だけでは

なく、ほかの違う職場の方たちにも、あと、地元の草原、

また湿原に対する知見をある程度広げていければ大

変ありがたいと感じております。

　以上です。

　どうも高橋先生、ありがとうございました。

５．各自治体の取組と課題

○議長（太田長八）　それでは、各自治体の皆様にご

報告をしていただきたいと思います。順番は、事前に配

付してある参加名簿の順でお願いいたします。時間の

関係もありますので、各自治体おおむね５分間をめど

ということでお願いいたしたいと思います。

　それでは、兵庫県新温泉町長の西村銀三様によろし

くお願いいたします。

○新温泉町長（西村銀三）　皆さん、こんにちは。新温

泉町長、西村銀三です。よろしくお願いいたします。

　平成28年第11回のシンポジウム、新温泉町で開催

していただきました。その際には、川南町、日高町長さ

んをはじめたくさんの方にご参加をいただきました。誠

にありがとうございます。

　皆様のお手元に新温泉町の概要と上山高原の歴史

と現状という資料があると思いますので、資料に沿って

説明をさせていただきます。

　新温泉町は、日本海側に面した鳥取県との県境に

あり、平成17年10月に誕生した人口約１万4,000人

弱の町で、まちづくりのテーマは、「海・山・温泉　人が

輝く夢と温もりの郷」であり、豊かな自然に恵まれた町

であります。

　産業については、農業分野では水稲、梨、高原野菜

の大根の生産を主として進めています。畜産について

は、神戸ビーフや松坂牛のもと牛である但馬牛の主産

地として、飼育頭数の維持拡大に努めています。また、

水産業については、松葉ガニ、ホタルイカ、ハタハタな

ど、日本有数の漁獲高を誇っています。

　当町には上山高原という大きな草原があります。周

辺集落の人々によって上山高原は田畑の土づくり、和

牛放牧として活用し、中でもススキは飼料、カヤ、かや

ぶき屋根等に利用され、生活の一部として維持されて

きました。

　しかし、農機具の普及、牛農家の減少によって、草原

は活用されなくなり、クマザサが茂り、雑木に覆われて

きました。これでは駄目だということで、平成16年に県

と町と地域が連携してＮＰＯ法人上山高原エコミュージ

アムを立ち上げました。上山高原と麓の７集落を丸ごと

生きた博物館として捉え、草原を保全・再生する取組を

地域の資源を活用し、地域内外との交流を図ることで

地域の活性化につながる活動を進めています。

　再生の具体的な活動としまして、人工林をブナ林の

広葉樹に替え、ススキ草原の持続と拡大ということで、

山焼き等を行っています。また、イヌワシの生息調査、ノ

ハナショウブ、そしてヤナギタンポポ等、希少植物のモ

ニタリング調査の継続を行っていますし、体験プログ

ラムとして、滝巡りやハイキング等も行っています。また、

第11回大会を開催した成果だと思っていますが、スス

キの有効活用ということで、神戸市のかやぶき職人「く

さかんむり」と連携・協力協定を結び、古民家や文化財

施設にカヤを使う取組も進めています。

　草原維持では、ササ刈り、山焼き作業、放牧作業等、

毎年継続することが必要になってきます。このため会員、

地域住民、ボランティアの方々の協力をお願いしてい

ますが、作業費等の捻出が今後の大きな課題となって

います。今後もできるだけ多くの方にご協力をいただい

て保全活動や利用する取組を進めてまいりたいと思っ

ております。

　以上であります。

○議長（太田長八）　どうも西村町長、ありがとうござ

がありました。

　それから、草原と私たちの関わりとか、暮らし方を支

えるエビデンス、要するに研究の証拠ですよね、そうい

うものとか学術研究がとても重要だということが今回

のこのセッションの中でもよく分かったということです。

　それから、南阿蘇村長さんは熊本地震後、火入れ責

任者を村長さんに替えたという行政側からの支援が

あって、それによって野焼きが復活したところが結構

あったと。それから、火入れの手続も届出制に変えたり

ということをしたんですけれども、これを行う大きな根

拠となったのが、やはり水源涵養機能ということで、熊

本県民、熊本市民の水道水を支える水源の源である草

原を守ることが地域全体、あるいは県全体に対しての

大きな影響を及ぼすんだ、大きな貢献ができるんだと

いうことで、これまで阿蘇の草原といえば景観が主体

でしたけれども、今後は水源保全という意味でも、阿蘇

の草原の価値を見直して、みんなにアピールしたいと

いう話がございました。

　最後、全体会は、こうやって行われたそれぞれの分

科会の報告を受けて全体討議をしたんです。これも全

てオンラインでやりました。ここに映っているのは東伊

豆町さんのところでやった内容です。ちょっと写真で隠

れていて申し訳ないんですけれども、それぞれの分科

会から代表者が入っていただいて、オンライン上で討

議を行っております。

　まとめになるかどうか分かりませんけれども、草原の

保全面については、なぜ草原が重要かを各世代意識

共有する必要があると。活動に関わる人、理解者、応援

者を増やしていく仕組みが必要。維持するために人が

関わり利用し続ける仕組みづくりが重要になるという

ことが語られました。草原の経済価値と公益機能を積

極的に評価してあげる必要があって、公益機能の守り

手である生活者を支援する制度設計というのをしっか

りと組む必要がある。

　前にもお話ししましたけれども、保全のための保全と

いう観点から、草や草原を活用することによる保全と

いうほうにシフトしていく必要があるんじゃないかとい

うお話でした。

　草原の活用についてですけれども、これも先ほどお

話ししたように、保護の管理から、利用して管理へとい

うのが大きなテーマとなっていました。草原利用の創意

工夫に対して様々な支援や環境整備をしていく必要が

あるだろうと。小さな経済活動を生み出して、地域ととも

につくり出すことがまず第一歩じゃないか。

　都市へのアプローチには、どうしても意識の違いと

か様々な問題があるので、その中間層の育成が必要な

んじゃないか。

　堆肥や農業や肥料とか、あるいはカヤの利用という

のはありますけれども、今でも野草の利用価値は非常

に高いものがあって、堆肥の利用とかカヤの利用で野

草の価値を復権する必要があるんじゃないのかなと。

堆肥についても、今、新しい知見として、野草を使った

堆肥に含まれる非常に優れた土壌菌がいるということ

も分かってきました。こういうのも研究の成果だと思い

ますけれども、そういうふうに野草の価値を復権させる

ことで、野草を利用すれば火入れの炎もある程度制御

しやすくなるし、火入れの安全性にもつながるんだよと

いう幅広い内容からのものがございました。

　草原の継承については、地域の固有性やほ誇りを

各世代で共有、共感すると、これはもちろんですけれど

も、地域、行政、企業が互いに手をつなぐ仕組みという

のも面白いんじゃないか。例えば細野高原だったら、

いろんな企業さんが持続的にこれを利用したいという

ことではいろんな方が入っていただいて、そこを活用し

てはどうかという話もございました。

　それから、カヤふきは活用を通じた継承の有効な

ツールである。利用というものが入ることによって、その

価値を継承したり、その仕組みを継承したりするきっ

かけにもなる。

　それから、使うことで生き物が、草の供給で文化が守

られていくだろうと。

　環境教育は世代を超えていく潜在性を持っているの

で、非常に大切なことである。子供さんへの教育という

のはとても大切。

　草原と地域のつながる観光や地域振興の在り方に

も工夫が必要になってくるんじゃないかというふうなま

とめがございました。

　最後に、行政へ望むことということで、幾つか提案を

いただいております。

　１つは環境教育、あるいは担い手育成も含めてとい

うことですけれども、その助成をぜひ継続できるような

ものにしてほしい。

　それから、実際に草原を守るときに一番頭を悩ませ

ているのは、行政の実務者の担当者であろうというこ

とで、もちろんいろいろ替わったりもしますので、持続

的にそれを進めていくのに問題が生じがちなんですけ

れども、ぜひその自治体間での実務者同士の学びの

ネットワークをつくっていただけないか。サミットでい

えばシェルパ会議のようなものを今後実現していただ

ければありがたいという話がありました。

　それから、地域知、伝統的に言いつながれてきた知

識そのものに意外と真実が、とても大事なものがあって、

いました。

　太田市長の取組は、もうマスコミでだいぶ私も勉強

させていただいております。そういう中で、文化と草原

がやっぱりマッチしないと、本当にそのとおりだと考え

ています。昨日の分科会の会場、隈先生の建築、それに

つきましてカヤを使っていること、大変感銘を受けまし

たので、今度、一度視察に行かせていただければ大変

ありがたいと思います。よろしくお願いします。

○真庭市長（太田　昇）　どうぞ、おいでください。これ

が全容ですけれども、３棟あります。

○議長（太田長八）　そんなにあるんですか。

○真庭市長（太田　昇）　１つは、このメインのがです

ね、これが18メートルあります。その横に見えておりま

すのが、隈研吾先生の設計図面とか模型とか、そして

サスティナブルな商品を売るとかですね、そしてもう一

つはサイクリングターミナルという、それで構成されて

います。7,000平米ぐらいの広さであります。

○議長（太田長八）　すごいですね。視察を楽しみにし

ておりますので、よろしくお願いいたしたいと。

　続きまして、串間市長の島田俊光様、よろしくお願い

いたします。

○串間市長（島田俊光）　こんにちは。串間市の島田

でございます。

　12回草原サミットにつきましては、川南町と一緒に

開催させていただいたわけでございますが、事務局の

皆様等はじめ関係各位の皆様方のご高配を賜り、サ

ミットを成功することができました。本当に感謝を申し

上げたいと思います。

　それで、宮崎県串間市は、宮崎県の最南端に位置す

る温暖多雨なところでございます。きゅうりやピーマン

などの施設野菜、サツマイモやごぼうなどの露地野菜

をはじめ生食で食べられる完熟キンカンや餌にトウガ

ラシを混ぜてつくる養殖ブリなどは、質、量とも全国トッ

プクラスの地域でございます。また、そのように農産物

を生産する食の宝庫でもあります。

　串間市からは、野生馬が生息する都井岬と宮崎県

の希少な動植物重要生息地に指定されている古竹・笠

祇地区について紹介させていただきたいと思います。

　串間市の草原といえば、野生馬が生息する都井岬が

代表的な草原となるわけでございますが、もともとは江

戸時代の軍馬を育成するための牧場であったものが、

人の手が触れることなく、令和の時代まで残っているも

のであります。春には新緑の草原にオキナグサやウマ

ノアシガタ、さらに夏から秋にかけてヒオウギやノヒメ

ユリ、ムラサキセンブリ、冬はノジギクなどが繁茂して、

四季それぞれの種のある希少動植物、国指定天然記

念物の野生馬とともに見ることができます。オキナグサ

など都井岬に生息する多年草のほとんどは、毒があっ

たり、またとげがあったりして、馬が食べない植物であ

り、食べ残すことから花を咲かせることができる。都井

岬は馬がつくり出す生態系に、絶滅危惧種に指定され

ている希少な植物を観察することができます。都井岬

は人の手を加えないことが魅了をより高めるものと考

えております。

　通過型の観光から体験、滞在型の観光へと転換さ

せる取組として、野生馬の生態と野生馬による形成さ

れた草原の植物やふん虫、フンコロガシでございます

が、などを訪れた観光客に対して分かりやすく説明す

る都井岬野生馬ガイドを配置し、エコツアーなど着地

型観光としての活用をはじめ、地元小中学生の地域を

学ぶ授業、くしま学などを地元の魅力を学習させる取

組など、草原の維持・存続と魅力発信のため取り組ん

でおります。

　また、笠祇・古竹地区の紹介でございますが、資料の

下段にあります笠祇・古竹地区の草原については、都

井岬と同様であり、江戸時代の軍馬を育成するための

牧場であったものが地域住民により草刈りや野焼きな

どの作業により代々守られ、現在も草原として維持され

ているものでございます。平成19年11月には宮崎県

の希少野生動植物重要生息地に指定されております。

笠祇・古竹地区は串間市の中心市街地から車で約15

分と近い場所に位置しており、昔ながらの田園風景が

広がり、里地里山で和牛の里として呼ばれている畜産

が盛んな地域でもございます。

　集落は過疎、高齢化が進み、野焼きなどの里山を守

る活動の継続が危惧されているところでございます。集

落の過疎化、高齢化の進展は、本市のみならず全国各

自治体の共通問題と認識をいたしております。行政の

役割としては、地域の魅力を住民自らが情報発信して

いく活躍の場の創出と、地域に何度も訪れる深いつな

がりを持つ関係人口の増加が肝要であると考えており

ます。

　本市の取組の１つがエコツーリズムの推進でありま

す。市といたしましては、地域資源の魅力を伝えること

により、関係人口の増加、地域住民の資源価値の再認

識、そして、環境教育による次世代への継承へとつな

がるエコツーリズムを鋭意取り組むことにより、草原の

維持形成を図っていきたいと考えているところでござ

います。

　以上でございます。よろしくお願いします。

○議長（太田長八）　どうも島田市長、ありがとうござ

いました。

いました。

　このＮＰＯ法人の活動、大変すばらしいと感じており

ますし、また、うちの町のテーマも、「満点の海・山・空は

東伊豆」と、何かまちづくりが同じような感じがいたしま

すんで、これを契機にまた交流ができれば大変ありが

たいと思います。どうぞよろしくお願いいたします。

○新温泉町長（西村銀三）　こちらもよろしくお願いし

ます。

○議長（太田長八）　それでは次に、続きまして、岡山

県真庭市長の太田昇様、よろしくお願いいたします。

○真庭市長（太田　昇）　真庭市の太田です。よろしく

お願いいたします。

　真庭市は合併して828平方キロメートルと、面積で

いうと東京23区の1.3倍というですね、岡山県北に広

がる市です。その一番北、鳥取県境のところに蒜山高原

という高原がありまして、東西20キロ、南北10キロと

いう、多分、関西では一番広い高原だと思っております。

　課題ですけれども、よそと同じで、もともとはススキ野

原が非常に広がっていた、それがだんだん狭くなって

きていると。そこに貴重な動植物、絶滅危惧種がいた

のが、これを守らないと、景観も含めて滅んでしまうと

いうようなことで、そういう意味での保全というのが一

つの大きな課題であります。

　もう一つは、これも出ておりましたけれども、単に保

全だけではできない、やはり活用しながら保全すると

いうことをしなきゃならない。その活用というのが一つ

の課題だろうというふうに思っております。

　その２つをどうしたら両立できるのかということです

が、１つは、カヤを山焼きをする、そうするといいカヤが

できる。そのカヤを、もちろん土に戻すことによって、灰

そのものが肥料になってまいりますが、蒜山も旧石器

時代から人が住んで、そしてカヤを焼いて、火山灰の

非常に貧栄養化のところを植物が育つように、１万年

以上かけて変えてきたという歴史がありますから、それ

を延 と々やっていかなければならない。それとともにカ

ヤを建築資材として活用するということで、昨日の分科

会でも隈研吾先生の設計で、カヤの屋根を逆さまに

使ったですね、屋根そのものは鋼板で、中の天井から

中を全部カヤにしたという、逆さまにしたような、そうい

うサイクリングターミナルを造りましたけれども、それ以

外にも建築資材としていろんな活用ができるということ

で活用していきたいということであります。

　それとともに、このすばらしい高原を多くの方に親し

んでいただく。自然環境だけでは人は来ません。やはり

そこに文化というものがないと人は来ないということで、

ここに出ておりますけれども、これも隈研吾先生の作品

ですけれども、ＣＬＴ、クロス・ラミネーテッド・ティン

バーという縦横、縦横に木材を組合せして、一つの板

を作るわけですね。その板を組合せしてこういう建物

を造っていくですね、これはオリンピック選手に遊んで

もらおうと思って東京の晴海に造ったんですけれども、

真庭のヒノキで造り、日本で専用のＣＬＴ工場は真庭に

しかありませんから、言わば真庭に里帰りしたというこ

とで、グリーナブルヒルゼンというふうに呼んでおりま

すけれども、こういう施設。中は空間で、ここで遊んだり、

イベントができるように、そういうものを、一つの芸術作

品ですけれども、造っております。こういうものを使って、

観光資源としても活用していくと。

　つまり景観も含めて、そして人工的なこういうものを

全部入れて、地域価値を上げていくという、そういう概

念で取り組んでおります。

　さらに、このＧＲＥＥＮａｂｌｅというのがロゴにもなって

おりまして、阪急阪神百貨店がこのグリーナブルに沿う

ようなものを真庭の産物をですね、産品を大阪で売っ

ていくというような、阪急百貨店とも提携をして、コロナ

がもう少し落ち着けば本格的に梅田で真庭の産品を

開発しながら売っていくということになってまいります。

阪急に今ブランド、阪急ブランドとしてＧＲＥＥＮａｂｌｅと

いうのを商標登録してもらいました。

　そういうことをしながら、この背景として、私の背景

に木材を使っておりますけれども、バイオマス産業都市

の指定も受けて、やがて真庭の電力は全て真庭で賄う

と。今、バイオマス発電、１万キロワットのありますけれ

ども、市内需要の大体60％ぐらいを再生可能エネル

ギーで賄えています。火力じゃなくて、水力とバイオマス

ですね。これを100％にしていくということも地域の価

値を上げていくという取組をしております。

　それと、生ごみ等、人間さんのふん尿ですね。それを

混ぜてメタンガスを発生させて、それでプラントを動か

して、最後、液肥を作って、それを低コスト農業として利

用していくという、そういうような、全体をＳＤＧｓという

か、サスティナブルなそういうまちにしていくという取組

をしております。東京のまねをしても仕方ありません。こ

の地域にある資源をいかに使って、それを循環させて、

未来志向で豊かにしていくということで、ＳＤＧｓ未来都

市の第１号にもなっておりますけれども、そういう取組

をしているというのを、そういうことを背景にしながら

蒜山高原を守り、活用していくということであります。

　皆様方のご意見も、あるいは活動も参考にしながら、

よりこれを進めていきたいというふうに思っております

ので、今後ともよろしくお願いいたします。

○議長（太田長八）　太田市長、どうもありがとうござ

にちは。広島県の北広島町生涯学習課長、西村と言い

ます。よろしくお願いいたします。

　お手元にお配りしております北広島町の概要、そし

て、北広島町の草原と取組について、説明をさせていた

だきます。

　まず、広島県北広島町の概要でございますが、広島

県の西北部、西中国山地の標高300メートルから800

メートルの盆地、北は島根県と接しております。広島県

に流れる太田川、そして島根県に流れます江の川の源

流域でもございます。面積の８割以上が森林地帯でご

ざいまして、県北地域、こちらは1,000メートル級の山

が連なっております。

　国立公園の一部でございます八幡湿原、こちらにあ

ります芸北地域の八幡、こちらは冬になりますと２メー

トルの雪を記録する豪雪地帯となっております。

　それでは、広島町の草原と取組について説明をさせ

ていただきます。

　こちらにつきましては、４つ紹介をさせていただきた

いというふうに思います。①から④まで、概要から課題

というふうにしております。

　まず、雲月山でございますが、島根県と隣接をしてお

りまして、かつては採草、そして放牧の目的で1960年

頃まで利用されておりました。島根県側はカラマツの

植林となっています。広島県側、こちらは1990年代に

観光イベントとして山焼きですね、こちらが行われてお

りましたが、1996年を最後に停止しました。2005年頃

より、地域が主体となりまして、主にＮＰＯが主体となり

募集を行いまして、消防団、博物館、小学校などと連携

しながら山焼きを実施しております。

　2014年に町条例に基づきます野生生物保護区に

指定をしております。

　こちらの利用についてですが、一般の登山の観光の

ほか、町内外の小学校等によります学習の場としての

活用、そして、山焼き再開後に数年間にわたり報告も行

われましたが、牛が転落するというような事故もありま

して、現在は放牧はされておりません。

　課題でございますが、現在15％ぐらいの山焼きを

行っておりますが、全域の山焼き、そしてボランティア

の確保といったことが課題というふうになっております。

　続きまして、千町原の草原でございます。

　こちら、もとは地元地域八幡村という旧村になります

けれども、こちらの入会採草地でございました。1944

年に陸軍の演習地となりまして、戦後は開拓民の入植、

国の大規模草地の開発、広島県への移譲と郊外開発

を経まして、今に至っております。2003年頃よりＮＰＯ

が中心となりまして伐採の実施をしまして、2020年に

町条例に基づきます保護区に指定をしました。植物や

鳥を見る観光地として人気がありまして、2013年から

は地元の中学校の、この後紹介しますけれども、茅プロ

ジェクト事業にカヤを提供しております。

　課題でございますけれども、既に樹林化した範囲が

結構広くなっております。また、大規模草地開発の影響

で湿原が縮小しておりまして、いずれも伐採が必要と

いうふうになっております。

　続きまして、霧ヶ谷湿原でございます。先ほどの千町

原と同エリアに位置をしております。大規模装置開発

の事業を経まして、現在は臥竜山麓八幡原公園の一部

に位置をしております。2003年にＮＰＯが植生調査と

ワークショップを実施したことをきっかけにしまして、

自然再生推進法に基づきます法定協議会を広島県が

立ち上げまして、2004年から八幡湿原自然再生事業

が始まっています。樹林の伐採、湿原から水を抜くコン

クリート水路の撤去、湿原への水路の設置などの工事

を2007年から2010年にかけて実施をしました。その

後、自然再生協議会の保全部会が中心になりまして、

伐採作業を継続しております。こちらも2020年に町条

例に基づきます放牧の指定をしております。

　利用でございますけれども、植物や鳥を見る観光地

として人気のスポットとなっておりまして、小学校、中学

校等のフィールドワークの場として活用、そしてガイド

ツアーの実施をしております。

　課題でございますけれども、再生工事から10年が経

過しておりまして、順応的管理のために現状に即した

全体構想と実施計画の見直しが必要となっています。

　そして、これは地元の中学校での取組ということなん

ですが、芸北茅プロジェクトについてです。

　芸北地域のススキ、これを屋根ふきのカヤとして資

源化し流通させる取組を行っています。中学校ＰＴＡ、Ｎ

ＰＯ、地域住民、教育委員会などが実行委員会をつくり

まして、2015年から推進をしております。地域の住民

自らがカヤを刈り取りまして市場に出荷すること、こち

らで私有地や小さなカヤ場が保全をされる。そして、今

は廃止となっておりますけれども、こちらにスキー場跡

地がありまして、こちらを文化庁のふるさと文化財の森、

こちらに設定をされたところでございます。

　利用についてなんですが、未利用でありましたカヤ

場、そしてカヤの利用が推進されるとともに、プロジェ

クトそのものが地元生徒にとって生きた教材というふう

になっています。地域通貨を活用することで地域外へ

の経済流出を防ぎ、刈り取ったカヤが文化財や伝統的

景観の保全に活用されております。

　課題でございますけれども、カヤの保管場所、こちら

　やっぱり串間市さんの取組、草原が２か所、これをう

まくやっていると考えています。それでやっぱりこれから

は、まずは地域住民がそのよさを認識するのが一番と

思いますので、それもまた勉強させていただいて、そう

いう中で、そのエコツーリズムを結構うまく活用した中

で、その草原の保全をやっているのが大変すばらしい

取組だと考えておりますので、引き続きよろしくお願い

いたしたいと思います。

○串間市長（島田俊光）　ありがとうございます。

○議長（太田長八）　それでは、続きまして、熊本県高

森町の町長、草村大成様、よろしくお願いいたします。

○高森町農林政策課（荒牧茉名）　町長に代わりまし

て、担当のほうからお手元に資料に沿ってご説明をさ

せていただきたいと思います。

　熊本県高森町農林政策課の荒牧と申します。よろしく

お願いいたします。

　まず、高森町の概要からご説明させていただきます。

　高森町は人口6,177人で、九州のほぼ中央、熊本県

の最東端に位置しまして、大分県の竹田市と宮崎県高

千穂町に隣接する総面積175.06平方キロメートル、

広い町土を有する農村地域でございまして、地形は阿

蘇カルデラ内に広がる標高500メートルから600メー

トルの比較的穏やかな傾斜をなす高森・色見地区と外

輪山の外側、標高500メートルから800メートルの波

状高原地の草部・野尻地区に区分される町です。

　主な産業は、観光と農林業になります。

　農業面では、立地条件を生かしまして、畜産、米、野

菜を主体とする農業生産が展開されてまいりましたが、

近年、経営の発展を図るため、一部の農家で施設園芸

の導入が盛んとなっております。地域の宝として、古くか

ら栽培されてきました農林畜産物をブランド化し普及

するとともに、地域の代表する高品質な農産物として、

将来にわたり栽培し続けるための活動を通じ、阿蘇地

域の農業の活性化と農業後継者の育成につなげるこ

とに取り組んでおります。

　観光面では、コロナ禍でイベントの実施が厳しい状

況ですが、2016年に発生した熊本地震の影響は回復

傾向にあり、高森湧水トンネル公園、月廻り公園、高森

殿の杉、南阿蘇鉄道のトロッコ列車、草部吉見神社、

上色見熊野座神社といった観光地や約300年の歴史

があります風鎮祭といった地元のお祭りを中心に毎年

多くの方が高森町を訪れています。

　また、高森町では町内全戸に整備しました光通信環

境を活用しまして、日本一の地域密着型番組として、た

かもりポイントチャンネル、こういったケーブルテレビ

の放送を行い、災害時の緊急放送や町からのお知ら

せ、地域情報、事業の紹介などを町民の方へ情報発信

しています。

　光通信環境の整備は、教育現場でも活用されており

まして、電子黒板の設置や全児童生徒のほうへ１人１

台のタブレット配布をいち早く行いまして、全国で最先

端のＩＣＴ教育が行われております。

　ここからは高森町の草原の概要についてご説明さ

せていただきます。

　高森町の草原につきまして、その多くを牛の放牧に

活用しておりまして、畜産農家や町民の方の大切な資

源として保全されてまいりました。高森町の草原は牧野

と呼ばれており、阿蘇のあか牛が放牧されている牧野

はのどかな風景として多くの人に親しまれております。

　高森町の牧野面積につきましては、1,211ヘクター

ルありまして、草原維持として行われている野焼きに関

しては、実施面積が621.5ヘクタールとなっております。

また、管内には14の牧野組合がありまして、皆さん精

力的に草原維持のほうに取り組んでいただいており

ます。

　最後に、高森町の取組と課題については、長年、放

牧や野焼きによって保全されてきている草原なんです

が、近年、管理をしている牧野組合員さんの高齢化等

によって、野焼き実施が大変難しくなってきている状況

にはございます。町としては野焼きに係る補助金等で

野焼き実施者の方の負担軽減等に取り組んでおります

が、年々、実施面積が減少しつつある傾向にございます。

　また、高森町にある阿蘇高森オーガニックセンター

というところでは、世界農業遺産の構成要素であります

阿蘇の草原に生えるススキなどの野草や畜産農家か

ら出る牛ふんなどを混ぜて堆肥を作っております。こち

らは町内を中心に阿蘇地域の農産物に還元して、循環

型農業を確立しております。

　このほかにも未来の草原を引き継ぐ子供たちのほう

に阿蘇の草原のすばらしさや草原の抱える現状につ

いて伝える草原学習などが行われております。

　以上で説明を終わらせていただきます。

○議長（太田長八）　どうも高森町さん、ありがとうござ

いました。

　高森町さんの取組は、全ての自治体が抱えている課

題と同じだと考えております。そういう中で、皆さん方に

対してよりよい回答ができればいいなと思いますので、

またいろんな意見をよろしくお願いいたしたいと思い

ます。

　それでは、続きまして、広島県の北広島町の生涯学

習課長の西村豊様、よろしくお願いいたします。

○北広島町生涯学習課長（西村　豊）　皆さん、こん

田市さんにお住みだそうでございますので、本当にあ

りがとうございます。

　そしてもう一点、これ本当、関係ないんですよ。歌手

に永井裕子さんっていらっしゃるんですけれども、その

永井裕子さんが結構大田市さんのを歌って、うちの町

の観光大使になっているんですよ。やっぱりそういう中

でまた大田市さんとよろしくお願いいたしたいと思いま

す。どうもありがとうございました。

　続きまして、熊本県の南阿蘇村の農政課主幹の後藤

進哉様、よろしくお願いいたします。

○南阿蘇村農政課主幹（後藤進哉）　昨日ですね、阿

蘇分科会では吉良村長の報告がありましたが、本日は

私のほうから発表させていただきます。

　最初に村の概要からになります。

　南阿蘇村は総面積137キロ平方メートル、熊本県

の北東及び阿蘇くじゅう国立公園、阿蘇カルデラの南

に位置する人口１万340人の村です。雄大な南阿蘇

の山と緑、そして環境庁の日本名水百選に選定されて

いる白川水源に象徴される豊かな自然環境に恵まれ

ています。

　2016年４月の熊本地震では、これまで経験したこ

とがない甚大な被害を受けました。これにより人口も１

割程度減少しましたが、村に定住促進課や空き家バン

クを設置し、移住者を受け入れる環境整備を推進して

います。

　続きまして、農業、観光についてです。

　基幹産業である農業は、白川中心に水田が広がり、

のどかな農村風景を生み出す農村は、水稲をはじめ

畜産、ミニトマトやアスパラなどの施設園芸が盛んです。

昼夜の寒暖差が大きい気候により、自然のうまみが

しっかりと詰まった農産物が自慢です。有機農業、環境

保全型農業を推進しており、安心安全な農産物づくり

に取り組んでいます。

　また観光では、大自然を中心にたくさんの観光資源

に恵まれています。新阿蘇大橋のたもとにある展望所

ヨ・ミュールからは、長陽大橋、白川第一橋梁を眼下に

望むことができ、新たな観光スポットとして注目を集め

ています。

　また、熊本地震で落ち込んだ観光客数は回復傾向

にあり、本村本来のにぎわいが戻りつつあります。

2017年９月にはアウトドアショップモンベルと村が協

定を結び、アウトドア活動促進や地域経済の活性化な

ど、包括的に協力をし合い、観光振興に取り組んでい

ます。

　続きまして、草原の概要に移ります。

　南阿蘇の草原は阿蘇カルデラの阿蘇山側及び南外

輪山側に広がり、季節ごとに違った表情を見せてくれま

す。南阿蘇の草原は牧野とも言われ、平成21年に行わ

れた阿蘇草原維持再生基礎調査では、本村の牧野面

積は2,470ヘクタール、そのうち野焼きが行われてい

る面積が1,170ヘクタールとなっております。管内には

23の牧野組合があり、牛の放牧をしている箇所もあれ

ば、野焼きのみ実施している牧野もあります。

　続きまして、本村の取組と課題についてですが、昨日、

分科会で村長がご報告された内容と重複する点がご

ざいますが、ご了承をお願いしたいと思います。

　草原の維持に欠かすことのできない野焼きですが、

その面積は、以前と比較すると減少しています。本村を

含む阿蘇郡市７市町村の草原はこの100年間で半分

以下に、直近30年で見ても４分の１近く減少しており

ます。

　本村では熊本地震で各牧野の原野火入れが中断さ

れました。平成31年度からは一部再開に向けて、熊本

県、阿蘇グリーンストック、村において協議をした結果、

白川牧野で一部再開、その後、令和２年には吉田牧野

でも再開できました。それに至るまでに県、グリーンス

トック、村で防火帯を設置する費用を予算化したり、火

入れ責任者を各区長や牧野組合長から村長へ変更し、

負担の軽減を図りました。

　今後の課題として、火入れが中断しているところの

再開が可能となるか、防火帯の整備、担い手不足、地

区住民の高齢化に対する支援が上げられます。

　補足でですね、昨日、村長から報告がありました課

題に対する取組で、ハードとソフトの対応が求められる

ことをおっしゃっていましたが、ハード面では牧道等、

恒久防火帯の整備ですね。ソフト面においては担い手

の確保ですね。畜産農家を増やすための取組として、

今後、放牧へのＧＰＳを付着して移動管理等を管理す

るシステムの導入やバーチャル研修の導入を計画し

ております。

　また、目的と認識の改革ですね。景観維持から水源

保全のほうへの啓発をしていくということで推進をして

いく予定です。

　以上、南阿蘇村からです。ありがとうございました。

○議長（太田長八）　後藤様、どうもありがとうございま

した。

　南阿蘇村様には、本当に熊本地震、大変でございま

した。今後も頑張っていただきたいと思います。

　そういう中で、今度、山焼きにおきまして、村長さんが

本部長、その中でまた新たにやるという中で、それは大

変期待しております。それから、山の保全、これ大変で

ございますので、引き続きどうぞよろしくお願いいたし

の整備。それから、カヤの販売先の確保、事業規模を

拡大するための専従職員の確保等といったようなこと

が課題となっております。

　北広島町からは以上です。ありがとうございました。

○議長（太田長八）　西村さん、どうもありがとうござい

ました。

　それで、芸北町の白川先生に今回大変お世話になり

ました。本当にありがとうございました。

　それで、私がやっぱりちょっと感じたのは、中学生の

活用ですね。やっぱり中学生、カヤを刈って、地域通貨

でそれをまた地域で還元する。大変すばらしい取り組

みと感じましたので、うちの町もやってみたいなと感じ

ましたので、その節はまたご指導をよろしくお願いいた

したいと思います。

○北広島町生涯学習課長（西村　豊）　ありがとうご

ざいます。

○議長（太田長八）　どうもありがとうございました。

　続きまして、島根県大田市の環境政策課長、和田二

朗様、よろしくお願いいたします。

○大田市環境政策課長（和田二朗）　皆様、こんにち

は。島根県大田市です。

　市長が所用で出席できませんので、私、環境政策課

長の和田が代理で発表させていただきます。

　大田市は、東西に長い島根県のほぼ中央部に位置

する人口約３万3,000人の小都市です。北は日本海に

面し、南は中国山地が迫っているため、山林原野が多

く、平たん地は僅かです。

　本市は世界遺産、石見銀山遺跡に代表される貴重

な歴史文化や国立公園三瓶山をはじめとした豊かな

自然に恵まれています。昨年度には「石見の火山が伝

える悠久の歴史～“縄文の森”“銀の山”と出逢える旅へ

～」が日本遺産に認定され、さらなる観光客の増加が

期待されております。

　さて、当市には標高1,126メートルの三瓶山があり

ます。その麓には西の原、東の原、北の原と呼ばれる草

原があり、放牧のほか、観光客、市民の憩いの場として

利用され、クロスカントリーコースなども整備されてお

ります。また、ダイコクコガネ、ユウスゲ、オキナグサと

いった希少動植物の生息地となっており、中でも最も

広い西の原では、毎年春に火入れが行われ、三瓶山の

草原景観の象徴的な存在となっております。

　三瓶山は、昭和38年に大山隠岐国立公園の一部に

編入されましたが、山麓に広がる牧歌的な草原景観が

指定理由の一つでした。ところが、昭和50年代になる

と、時代の流れから放牧が急速に廃れていき、植林な

ども行われて、山肌は一気に森林化していきました。放

牧の衰退とともに途絶えていた火入れですが、観光客

の出火による山火事を契機に平成元年に復活し、以降、

防火の観点から行政が主体となって毎年３月に行うよ

うになりました。

　平成７年には西の原の一部が放牧場として整備さ

れ、24年ぶりに放牧が復活しました。平成９年には、第

２回全国草原サミットが三瓶を会場に開催され、これ

をきっかけに行政、研究者、農業者、ＮＰＯなどの官民

ネットワークが形成されました。

　翌年からは放牧による防火帯切りを行うなどの工夫

により、経費を極力抑えながら火入れを実施すること

ができるようになりました。

　平成19年からは、従来の牧野組合、大田市等に消

防、警察が協力する体制に自然保護団体や地元の自

治会、ボランティアなどが加わり、市長をトップとした実

行委員会方式で火入れが開催され、また、目的の中に、

従来の防火に加え、国立公園管理計画にも明記されて

いる草原景観の維持を加えました。

　官民の連携により日本で一番安全な野焼きと自負し

ておりましたが、平成29年度には、風向きと火勢の急

激な変化により、消防署の資機材輸送車が１台全焼す

るという事故が発生しました。近年はドローンも取り入

れ、経験豊富なリーダーが最前線の状況を具体的に把

握しながら指示を行う形で、より安全に火入れを実施

しております。

　昨年度は新型コロナウイルス感染症の予防を考慮

して、ボランティアを募集せず、約30ヘクタールを関係

者約150人態勢で実施いたしました。現在、西の原の

草原景観は、放牧や火入れなどによってある程度守ら

れているものの、人の手が加わらなくなったところはす

ぐに森林化してしまうという現実にあります。このすば

らしい草原景観を貴重な財産として、将来にわたって

保全していくには、多くの市民や関係機関の協力が必

要です。また、単に火入れに参加してもらうだけではな

く、その意味合いを十分に理解してもらうことが大切で

あると考えております。

　以上です。

○議長（太田長八）　和田様、どうもありがとうございま

した。

　今の大田市さんから観光客の火事からまた再開さ

れた。災いをよいほうに持っていったことで、すばらし

いことだと考えております。さらにまた、山焼きの難しさ、

いくらやっても大変だと。そういう中で、もう大変勉強に

なりました。

　またこれ話は違いますが、今回は大変ネットワーク

の高橋先生にお世話になっており、高橋先生は何か大

任者ということになっておりました。地元の消防団が

ジェットシューター担いで火消ししているところ……、

私もしていますけれども、あとは阿蘇グリーンストックさ

んにボランティアの要請をしまして、ボランティアのご

協力を得ながら野焼きを推進しているところもあります。

　地震前ですね、死亡事故とか怪我とかがありました

んで、そういった理由で、その後、地震がありましたの

で、野焼きが再開できないというところになっておりま

す。再開するための今、工面をしているところであります。

　ちょっと私が知らないでですね、地元の行政区以外

でしているところもあるかもしれませんけれども、基本

的に地元の行政区が事業主体として野焼きを実施して

いるところであります。

　以上です。

○議長（太田長八）　後藤さん、どうもありがとうござい

ました。

　ほかの自治体で何か活動しているところがありまし

たらお願いしたいと思いますけれども。

　じゃちょっとうちの取組が、ちょっとうちの町は結構

行政が携わっていたんですけれども、今は財産区、

やっぱり共有財産区、いわゆる区ですね、区の方が中

心となりましてやっております。行政が出ているのは消

防団、これも民間ですけれども、ある程度それに対して

参加で、もうほとんど民間がやっている中で、やっぱり

皆さん方も同じもう高齢化、そしていかに高齢化の中

で新たな担い手を見つけるかということが課題でござ

いますので、その課題につきまして、後でまた課題、問

題にしていきたいと思いますけれども、太田市長、こう

いうことでよろしいでしょうか。

○真庭市長（太田　昇）　今、町長がおっしゃいました

ように行政区も結局高齢化したり、メリットがあればす

るけれども、メリットがなかったらなかなか、昔やっとる

から、景観がどうだから、動植物がどうだからといって

なかなかできなくなってきていると思うんですよね。だ

から、安全でありながらどういう仕組みで何か新しいこ

とができないかとかですね、そういうことを勉強したい

わけですけれどもね。私の頭の中で考えているのは、怪

我をされても困るけれども、山焼きは難しいですけれど

も、カヤの刈り取りなんかは、これも大変なんですけれ

ども、一つの観光と結びつけてできないのかなと。ただ、

山焼きのほうはね、これは消防団の協力、そして死亡と

か事故のないように、それからその日の気象条件に

よってできなくなるとか、非常に不安定要素もあるんで、

なかなかいい知恵が出ないんですけれどもね。そのあ

たり、教えていただいたり、また知恵を出していただけれ

ば、このサミットが有意義だなというふうに思うんですが。

○議長（太田長八）　今、太田市長さんからいろいろ

問題点を提案、提示していただき、何か首長さんでこう

いう案がいいじゃないか、そういうことがあったらまた

ご発言願えれば大変ありがたいと思いますけれども。

　じゃ、まず私からちょっと発言させてもらって、皆さん

方には指名させていただきますので、よろしくお願いい

たしたいと思います。

　やっぱり今、太田市長が言ったように、山焼きをね、

ただ昔からやっているからやるんだと、そういうことが

結構、自分も多いと感じております。そういう中で、私、

これから生きる道は、うちの町、観光でございますから、

また太田市長さんが言ったように、観光と草原との結

びつき、それをいかにやっていくかということが大切な

のではないかと考えております。そういう中で、昨日の

シンポジウムの中で、やっぱりカヤを皆さん方に刈っ

てもらった中で、カヤを刈ることによって山焼きの負担

も少なくなるようなことも聞きましたので、そのカヤを

刈って、また観光に生かした中で、草原を守っていきた

いと考えております。

　また、カヤを刈ったことも、やっぱりある程度資金源

になるようなことも聞いております。さらに、自分は子供

たちが草原に対するある程度の認識、小さいときから

持っていなければなかなか草原に対する愛情は湧か

ないと考えておりますので、その辺の教育の活動もして

いこうかなとは考えております。

　東伊豆町はとりあえずそういうことを考えております。

では新温泉町長の西村町長、いかがでしょうかね、こ

んな考え方は。それから各首長さんにちょっといろいろ

まずお話を伺いたいと思います。

○新温泉町長（西村銀三）　当町、ＮＰＯ法人、上山高

原の周辺集落の７集落、それからもちろん県、行政、町

もバックアップして、地域が主体で取り組んでおるんで

すけれども、何といっても人口減少が最も我が町では

厳しい町であります。合併して今年で15年たったんで

すけれども、３割近い人口減少地域ということで、地域

は最も危機的意識を共有しているということで、上山高

原におけるこういったカヤの利用、それから山焼き、こ

ういう事業を通して知識の意思統一に大きく貢献でき

ていると。

　今回も実は、この７集落周辺に地域の運営組織がで

きることになりました。そういったことで、地域の意思を

まとめるためのそういった運営組織と同時に、施設の

建築も今年度スタートいたしました。そういった意味で

は、一つの高原を地域の過疎と、そういった過疎意識

を払拭して、地域の活性化につなげていく、そういう点

で新温泉町では大きく貢献できつつあるということを

つ草原が残る里を再発見いたしまして、その大切さを

広く紹介するとともに、次の世代へと残していくことを目

的に、未来に残したい草原の里100選を選定するとい

うことが目的でございます。

　期待される効果といたしましては、４点ございます。

社会的に価値が認知されていない草原の掘り起こし、

２点目が草原の価値を知らない人への普及、３点目、

現に草原に関わっている人たちの意識や誇りの向上、

４点目が火入れやカヤぶきなどの伝統文化の担い手

の価値づけでございます。

　事業のスケジュールですが、このアナウンスにより募

集を開始いたします。応募の締切りを今年の12月とい

たしまして、その後の審査に入ります。翌年の４月には、

この選定結果の発表、秋には表彰式やシンポジウム

等、普及・交流の機会づくりを予定しております。

　その他の事業概要につきましては、全国草原再生

ネットワーク会長の高橋様より説明をお願いいたします。

○全国草原再生ネットワーク代表理事（高橋佳孝）　

それでは、少し詳しく述べさせていただきます。未来に

残したい草原の里100選を本日、募集のアナウンスを

させていただいております。主催は、全国草原の里市町

村連絡協議会の主催でございます。

　ただいま太田町長のほうから詳しい経緯が述べら

れましたので、この部分は割愛させていただきますが、

本日この第13回全国草原サミットにおいて募集をアナ

ウンスするというところに至っているわけでございます。

　草原の100選というのは、先ほどちょっと町長のほう

からもお話がありましたけれども、日本には多様な自

然を形づくる希少な生態系の一つである、それが草原

であるということですね。長年にわたって、人と自然の

関わりの中で地域の環境、文化、観光など様々な恵み

を提供してきました。しかし、多くの人たちは、国民の多

くは、草原の成り立ちや意義を知らないという現実もご

ざいます。このような多様な価値を持つ草原と人のつ

ながりを再発見して、その大切さを広く紹介し、次世代

へと残していくことを目的として、今回、草原100選を

選定するに至ったわけです。

　ここで言う草原の里というのは、草原に関わる暮ら

しが残る里というイメージをしていただければよろしい

かな。

　これはコンセプトペーパーとして、前会長の日高会

長のときに作った内容ですけれども、この右のほうに

書いてありますように、未来に残したい草原の里100

選の選定というのは、地域からの自薦によって選定し

ていこうと。それから、様々な科学的な観点から評価す

るし、この選定の過程そのもの、あるいはその論議をす

感じております。

　実は、神戸とか周辺、特に関西方面、神戸・大阪方面

からのいろんな協力、山焼きにおける協力者も出てき

ていまして、いろんな意味で地域の盛り上がりができて

いるということであります。いろんな相乗効果が生まれ

ているというのは、この草原サミット以降、非常にいい

流れができていると考えております。

○議長（太田長八）　ありがとうございます。

　串間市としましては何かありますか。

○串間市長（島田俊光）　私たちはカヤを利用すると

ころじゃないんですが、牧草、昔からの家畜の牧草地

帯ということで、取り組んでいたわけでございます。た

だ、我々が一番重要視しているのは、都井岬の風光明

媚な観光地の保全に取り組んでいるんですが、我々本

当にその人間を集めるのが大変な状況にあるわけで

すが、もともと岬はマツ組合という団体がありまして、そ

のマツ組合がボランティアで活動する人たちを今、真

庭市も言われた観光にマッチした方たちを呼んで、

100名程度の人たちで野焼きをしているわけですが、

本当に野焼きの体験というのはですね、今の現代の中

ではなかなか体験することはできないんで、その体験

学習に来る人は少しずつ増えつつあります。ただ、行政

として、野焼きの体験をどのようにアピールするかとい

うのがございます。また、太田市長が言われたように、

死亡事故などが発生したときの我々の責任ですね、そ

ういうのが問われますので、ここはもう少し考えてやる

べきじゃないかなと思っております。

　あと一方の笠祇というところにあるんですが、ここも

やっぱり牧草を育成するための野焼きをしております

けれども、ここが人口減少と高齢化が進んでおりまして、

やはりここの野焼きについてもボランティアで、いわゆ

る体験学習というようなことで人を集めてやっていると

ころでございます。

　また、真庭の太田市長さんにはＣＬＴの研修や木質

の研修でいろいろとお世話になりました。心から感謝

を申し上げたいと思います。

　串間の取組としては、観光とマッチした野焼きでござ

いますが、ただ、それがうまくいくかいかないかは我々

の努力だろうと思いますので、今後の課題として取り組

んでいきたいと思っております。

　以上であります。

○議長（太田長八）　ありがとうございました。

　すみません、川南町長の日髙さんも何かございまし

たら。

○川南町長（日髙昭彦）　うちは湿原なんで、面積も３

ヘクタールぐらいなんで、皆さんのことを聞きながら勉

強していたところで、職員とどうするという話をしていた

ところです。ただ、本当に人が手を入れないと維持でき

ないというのは共通の課題でありますので、そこは

やっぱりみんなで知恵を出していくしかないんだろう

と思っております。

　以上です。

○議長（太田長八）　ありがとうございます。

　太田市長、これでまた何かありましたら、よろしくお

願いします。

○真庭市長（太田　昇）　ありがとうございます。

○議長（太田長八）　太田市長、よろしいですか。

○真庭市長（太田　昇）　ありがとうございました。

　また私どもも勉強させていただきながら、地元でしな

がらボランティアとかですね、そういう人も育て、そして

観光にまで、山焼きも初めは安全なところでやっても

らって、それからだんだん慣れていただければ、結構も

う毎年来るというような人も出てくるはずですのでね、

そういう守ることと自分の楽しみというか、やっているこ

との意義とを感じながら楽しんでもらえる、そういう人

をつくっていきたいと思います。ありがとうございました。

○議長（太田長八）　すみません、まだやりたいところ

ですが、時間がございませんもんで、この辺でこの会は

ちょっと閉じて、次の議題にいきたいと考えております。

６．草原１００選について

○議長（太田長八）　次は、「未来に残したい草原の里

100選」のアナウンスでございます。

　それではまず、私からこの事業の趣旨、また経緯、そ

れとスケジュールにつきまして説明させていただきます。

　主催は、全国草原の里市町村連絡協議会でござい

ます。協力また後援は、一般社団法人全国草原再生

ネットワーク、後援は環境省、静岡県、一般社団法人の

茅葺き文化協会、公益財団法人日本自然保護協議会

となっております。

　事業の趣旨ですが、多様な価値を持つ草原が残る

里を再発見し、その大切さを広く紹介するとともに、次

の世代へと残していくことを目的に、未来に残したい草

原の里100選を選定いたします。

　事業の経緯といたしましては、2012年に阿蘇で開

催されました、第10回全国草原サミットに出席した14

市町村の首長によりまして、草原100選の選定が提案、

採択されたことを受けまして、2016年に自治体におけ

る全国草原の里市町村連絡協議会が発足いたしました。

そして、2021年の総会にて、今回のサミットにてこの事

業の開始をアナウンスすることが決定いたしました。

　まず、事業の目的でございますが、多様な価値を持

記述でさせていただくということになっております。

　これ以外にも当然、重要な際立った特徴があれば、

それを考慮していくという形で選考の基準とさせてい

ただこうかと。

　それから、皆さん、興味をお持ちと思います。スケ

ジュールの問題ですけれども、今回、第１回選考とあえ

て書かせていただいたのは、さっきもお話ししたように

一発で100をそろえてそれで終わりという世界ではなく

て、一緒に歩みながら一つ一つ重ねていきたいという

ことです。２年か３年、数年かけてでもゆっくりと応募を

していただきながら選考していただくというスケジュー

ルを想定したものでございます。

　応募の公開は本日、この場で草原サミット東伊豆大

会において募集を発表いたします。

　応募期間、本日から１２月１５日必着という形を取ら

せていただきます。ただ、応募のフォーム等をホーム

ページで掲載する時期が若干遅くなりますので、近日

中にホームページは公開するという形を取らせていた

だきたいと思います。

　審査期間ですけれども、第１次審査は１２月１５日の

締切り以降２月から３月までに終わらせて、最終審査

を翌年の２月から３月頃に開催して最終決定をしよう

と思っています。この審査に当たっては、場合によって

は現地審査もさせていただくことになろうかと思ってお

ります。

　それから、発表や表彰のスケジュールですけれども、

結果発表は来年の４月を予定しております。これは主

催者である全国草原の里市町村連絡協議会の総会が

開催されるときでございますので、その場で結果の発

表を行います。

　その後、秋までに表彰式やイベントの準備を行うと

ともに、現地の取材を行いながら、より深くその内容を

理解していくような期間として、追加書類等の提出が必

要であれば、それもお願いするような形になるかもし

れません。

　表彰式やシンポジウム、一応、来年の秋を予定して

おります。こういう場で表彰されたということを皆さん、

内外に強くアピールする機会をつくっていこうと思って

いるところです。あくまでも選んで終わりという世界では

なくて、一緒に歩み、輪を広げる、そういう形の100選

にしたいと思います。何度も言いましたけれども、みん

なで積み上げていって、最終的には全国草原年鑑みた

いなものに集約できればいいなというふうに今考えて

いるところです。

　間もなく、近日中に公開されるホームページですけ

れども、若干、最終版とは異なることになるかもしれま

せんが、イメージとしてこんなふうな形のホームページ

が皆さんのほうにお伝えできるんではないかと思って

います。草原の里100選とは何かという文言もあります

し、スケジュールのことについても具体的に記述されて

いますし、選考の基準について、より詳細な内容がそこ

に記される予定になっております。

　応募方法、応募様式のダウンロードをここでやって

いただいて、それに書き込んで応募していただくような

形を取らせていただきます。

　それから、自治体の推薦が必要だというお話があり

ましたが、その推薦様式についても、ここにホームペー

ジ上でダウンロードできるようにしたいと思っております。

　最後に、湯本貴和委員長からのメッセージを載せさ

せていただく、そういうふうな構成ないようにしようと思

います。

　湯本先生のメッセージには、草原100選の概念とか

エッセンスというものがまさしく濃縮されておりますの

で、その一部をここにお示しして、最後の報告を終わり

にしたいと思います。

　ちょっと読ませていただきます。

　「未来に残したい草原の里100選」は、それぞれの

地域が草原を生かした地域づくりを競い合い、その輝

かしい成果を顕彰する場とは考えていません。共通の

課題を抱えている地域が互いの実践やアイデアを学び

合い、共に未来へ進んでいくための仲間探しの場であ

りたいと思います。みなさんが応募する段階で、誇るべ

き宝を再発見したり、足りないパーツを認識したりする

作業そのものに大きな意味があると信じています。ぜひ

とも「未来に残したい草原の里100選」にご応募いた

だき、わたしたちの仲間の輪に加わってくださることを

願っておりますというメッセージをいただいております

というメッセージを頂いております。私たち関係者の共

通の思いを言い表していただいている内容だと思って

おります。

　草原の里というのは、まさしく未来に向けた草原保

全のシンボルになるであろうと思っております。風土に

根差した特色のある草原を育み、未来への展望も様々

な人の活動があり、そのような活動を通して人々が交

流し合う里、そういうものをイメージしたものになると

思われます。ふるさとの原風景とも言える草原のある里

の認知度というのは、まだまだ低いものがございます

が、この草原100選の活動を通して、草原の魅力と価

値を広く国民に伝えて訴えて行きましょうということで、

最後の言葉とさせていただきます。

　以上が未来に残したい草原の里100選の概要説明

でございます。ご清聴ありがとうございました。

ることがとても重要なんだということが期待されており

ます。

　それから、選定によって、先ほど町長からお話があっ

たように、様々な効果が期待される。さらに、未来へ向

けてですね、草原の里の持つ価値をアピールすること

になるというですね、新しい草原の活用方法もそうで

すし、草原の持つ新しい価値、そういうものを対応して

いくものにもなりますし、利用や保全をそれによって促

進されるようなものにしたいと考えております。

　それで、今回の草原の里100選の事業を行うに当

たって、大きなコンセプトをみんなでちょっと考えて行

きました。地域の人 と々草原の関わりの繰り返しの中で、

地域に蓄積されてきた知識とか意識、技術そのものが

草原の里の持つ価値であるというふうに考えました。こ

の価値のあるものを「共創資産」という、新しい用語で

すけれども、として捉える。各地に残っているこの共創

資産を日本全体で共有し活用することによって、次世

代に希望のある自然共生型社会を実現することに寄

与していこうではないかというのが事業のコンセプト

でございます。

　この事業、落とすための選考ではなくて、できるだけ

拾い上げ、仲間を増やしていくという観点から、また、一

度に100選ぶということよりも、時間をかけて少しずつ

増やしていく、そういうふうな形で進めたいと考えてお

ります。

　応募要件ですけれども、自薦という形で、草原と関わ

る民間団体、あるいは地方公共団体が応募できますと

いう形。ただし、民間が応募する場合には、地方公共

団体の推薦が必要となります。

　それから、選定の対象となる草原の里は、現在ちゃ

んと草原が存在している地域ということになります。

　応募に関しての確認事項、幾つかあります。これはま

た応募要領の中で詳細に記述しておりますので、そち

らをご覧になっていただければと思います。

　もし選考されなかった場合も、結果はちゃんとフィー

ドバックしていこうというふうなことを考えております。

　それから、選考の方法ですけれども、有識者の皆さ

んによる草原の里選考委員会というのを組織いたしま

した。ここが最終選考を行うということです。それから、

この選考委員会の下に実務者で構成する運営委員会

というのを組織しております。運営委員会は、１次審査

というか、書類審査を担当する。その結果を基に、最終

的に草原の里選考委員会が最終選考を行うという形

にしております。

　１、２と掲げてあります、最初は応募書類による審査、

候補の絞り込みを１次審査としてやって、１次審査で絞

り込めた地域について最終選考を行うという形を取ら

せていただきます。

　具体的な選考委員の名簿を一応ここに掲げさせて

いただいております。

　上のほうから、日本茅葺き文化協会代表理事の安藤

先生、それから、全国草原の里市町村連絡協議会の会

長である東伊豆町長の太田町長ですね。それと私と、

それから、京都大学霊長類研究所所長である湯本貴

和先生。湯本先生にはこの委員長になっていただいて

います。それから、皆さんよくご存じの東京大学名誉教

授の養老孟司さん。あと２名ほど、今、内諾をいただい

ている委員がございます。２人とも女性の委員でござい

ますので、最終的には７名の委員構成になる予定でご

ざいます。

　それから、選考の基準ですけれども、草原の生態系

と人々が暮らす里の関係性がつくり出した共創資産を

軸に５つの観点から選考するという形を取らせていた

だいています。一つ一つ、今から述べていきますけれど

も、１つは草原の自然、環境的価値と言ってもいいのか

もしれませんけれども、動植物が特徴的なものがある

かとか、景観の特徴はどういうものがあるか、そういう

ものをいくつかのポイントとして捉えて評価していく。

　それから、草原からの恵み、実際に利用の価値を受

け取っているかとか、あるいは資源の恩恵を被ってい

るかとかいう点からも評価していきたいと。現代的意義、

あるいはその認識というのもここに含まれますけれども、

過去の利用方法やどういう形の草原の恵みを得ている

かという具体的なものを判定する予定にしております。

　３番目が草原を維持し、享受する仕組み、そのもの

がきちんと理解されて継続されているか。それを持続性

とか公共性の尺度から評価をしていこうと。管理が

ちゃんと妥当なものであるか、それが今後も継続される

か、あるいはそういう意思が示されているか。それから、

経済がちゃんと還元されているかとかですね、主体と

かモニタリングというような項目が入ってくるかなと思

います。

　それから、４番目が共生型社会の実現に向けた波

及効果、まさしく未来に向けて草原の里が持つ重要性

をここで語っていただこうかと。地域や地域内外の社

会に及ぼすよい影響、これまであった影響もですし、今

後影響を及ぼすことが期待される、そういうものをきち

んと書いていただこうと。

　それから５番目、今の４つはある程度、選択肢で選

ぶような形をさせていただきますが、５番目はいわゆる

思いの強さです。関わっている人が熱く語れる熱量や

行動力を評価しようということで、ここらあたりは自由

○議長（太田長八）　高橋先生、どうもありがとうござ

いました。

　この件につきまして、何か質問がございますでしょう

か。ありましたら、挙手をお願いいたします。よろしいで

すか。

　それでは、このような方向でやりたいと思います。ま

た、多くの皆様の応募を期待しております。

７．サミット宣言採択

○議長（太田長八）　最後に、この第13回全国草原サ

ミットｉｎ東伊豆の宣言をさせていただきたいと思います。

　第13回全国草原サミットｉｎ東伊豆。

　私たちの暮らしに欠くことができなかった草原は、生

活様式が変化し草が使われなくなったことから、近年

ではとても珍しい風景になってしまいました。過疎、高

齢化により、山焼きや野焼きの担い手は減少の一途を

たどっており、今後、草原の維持はますます困難になる

ことが予想されています。

　細野高原でも、ススキを使うのはごく一部の農家とな

り、毎年早春に実施される山焼きが何のために行われ

ているか知らない町民も増えております。

　陸上の生態系は森林、草原、湿原などが様々な地形

の上に成り立っており、そのそれぞれに多様な動植物

が生息、生育しています。この多様性が人々の生活を

豊かにする礎となり、暮らしや文化が守られています。

草原は、その一端を担い、地域産業の基礎、水源の涵

養、生物多様性の保全、ＣＯ２の削減、カヤぶきや盆花

の文化など、様々な恵みを提供してくれます。

　草原を失うことは、これらのかけがえのない恵みを

失うことを意味しており、人々の豊かさや、また地域の

文化が失われることにもつながるものです。草原が育

んできた人と自然の共生の知恵や持続的な利用の技

術は、今後の持続可能な社会の実現を目指す上で欠

かせないものであります。

　私たち草原を有する自治体は、互いに学び合いな

がら草原を維持し、賢く利用していく努力を惜しまず、

草原のある里の風景を後世に引き継ぐための環境を

整備し、交流・連携を強化していくことをここ東伊豆町

において宣言いたします。

　それでは、東伊豆宣言。

　１つ、私たちの大切な草原、湿原を守っていくための

保全活動について、地域の関係機関と連携しながら共

に考え、支援していきます。

　１つ、すばらしい景観を活用した観光資源としての

草原と貴重な植物の自然観察など、教育・文化面との

調和を図り、次世代へと受け継いでいきます。

　１つ、かつてのように生活の中に草原の利用を取り

込む創意工夫を支援し、地域振興に活用できる社会環

境を整備します。

　１つ、未来に残したい草原の里100選事業を推進し、

草原の持つ魅力を全国に発信していきます。

　１つ、全国草原の里市町村連絡協議会の連携強化

とネットワークの構築、さらに全国の草原を持つ自治

体への協議会の加入促進を推し進めてまいります。

　以上、宣言する。

　令和３年９月27日。

　以上でございます。

　以上で議事を終了いたします。

　皆さん、このコロナ禍の中でこの全国サミット、参加

して本当にありがとうございます。特に首長様、今年、新

型コロナウイルス感染症の対応で大変お忙しい中参

加していただき、ありがとうございます。これからまた皆

様と連携し、この草原、また湿原の保全をやっていきた

いと思いますので、また連携して、またいろいろお知恵

を借りた中で、よりよいこの連絡協議会にしていきたい

と思います。

　本当に今日はどうもありがとうございました。

８．閉会

○司会　それでは、これをもちまして、第13回全国草

原サミット・シンポジウムｉｎ東伊豆大会を終了いたします。

　サミット宣言の精神に基づき、今後も各自治体や関

係者の皆様と草原の維持保全に取り組んでいきたいと

思います。今回は初めてのウェブ会議方式での開催と

なり、お見苦しい点もあったかと存じますが、ご容赦く

ださい。

　最後にお願いとなりますが、全国草原の里市町村連

絡協議会に加盟されていない自治体の皆様は、これを

機会に加盟のご検討をしていただきたいと思います。

　また、次回の草原サミット・シンポジウムの開催地が

決まっておりません。自治体の取組や草原のＰＲには

最も適したイベントだと思いますので、こちらにつきま

しても併せてご検討ください。

　新型コロナウイルス感染症が終息しましたら、ぜひ

東伊豆町細野高原にお越しいただきたいと思います。

　本大会へのご参加、ご協力、誠にありがとうございま

した。
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原草全国 サミット・シンポジウム in 東伊豆

るという提言をされました。これは後の草原100選のと

きにも出てくるワードですけれども、自然と社会が失わ

れれば、あるいは自然と人が失われれば、なくなるもの、

そういうものを共創資産と位置づけて語っておられま

した。また、この共創資産と言われるものは、時代ごと

の検証を受けて、長い間、自然と足されてきた、ある意

味中身のしっかりした技術や知識であると。そういうも

のが積み重ねているものがあって、そういうものを私た

ちはもう一度見直すとともに、将来に受け継いでいく必

要があるんじゃないのかなというお話でした。

　それを受け継ぐために必要なものとしては、その方

法であるとか実行力であるとか仕組みとか、あるいは

行政の役割として非常に大きいのは、法令とか条例の

整備とか、そういう環境整備であると。それから、普及、

教育という、この５つの観点をしっかりと捉えていく必

要がある。

　その中で草原に関わる象徴的な活動として、ご自身

が北広島の芸北地方で進められている茅プロジェクト

の紹介をしていただきました。これは、地域にあるカヤ

材を子供たちが作った市場に集めて、そこで「せどやま

券」という地域通貨を発行して、その発行したせどやま

券で地域の経済も回っていくという、様々なメリットを

持った内容でした。要は、利用が放棄されて社会資本

が喪失している中で、その利用の仕組みをもう一度導

入するによって草原の保全に循環性とか展望が生まれ

ているという非常に象徴的なお話でありました。

　各地に残っているこういう共創資産を見いだして、

それを共有して、それから未来にも役立てていくという

ことが大切だろうと。今日人間だからこそ生み出されて

いる、この美しさを大事にして生かしていきたいという

ことを最後に述べられて基調講演を終わられました。

　それから、パネルディスカッションは、その基調講演

をした白川さんがコーディネーターとして登壇していた

だき、東伊豆町の太田町長、それから私と、稲取地区の

特別財産運営委員会の山田さんと東伊豆町観光協会

の石島さんに登壇いただいて、この地元の細野高原の

活用、それをどういったふうに持続性の観点から理解

するかというテーマについてパネルディスカッションが

行われました。

　会場の様子はこんな感じで、それぞれ登壇しており

ます。

　それで、内容ですけれども、実は2008年にこの東伊

豆町で全国草原シンポジウムというのが行われていま

す。もう13年か14年たつわけですけれども、当時から

担い手の問題とか観光の利用について新しい取組を

やりたいという動きがございました。ただ、観光のほう

も着 と々いろいろな形で進めていて、例えば草原に入る

ときの入山料のような形で、観光客からその対価を頂

いて管理運営に回せるという、全国でも画期的な取組

もやられているんですけれども、そういう形で観光客が

増えるにしたがって、様々な問題点も生じてきているよ

うです。今後はその利用のルールをしっかりと構築し直

すことが大切であるというふうなお話がございました。

　そのためにも、都会の人と地元の人の意識の相違と

か認識の違いをうまくコーディネートするような、そうい

う組織体制も必要ではないかと。

　それから、入山料については、最初はいろいろと来

訪者から文句も言われたそうなんですけれども、今で

は多くの方がそれを理解して払っていただいていると

いう、そういう意識の醸成もできているんですよという

話がございました。

　草原はまさしく人との関わりの持続的モデルであっ

て、これは新しい社会の礎ともなるであろうと。それか

ら、草原学習は子供だけではなく、子供から地域へ広

がる、そういう可能性を秘めており、まさしくＳＤＧｓの地

域版である。そういうふうな結論で終わっております。

　最後に、町長さんのほうから、こういう問題は東伊豆

だけではなく全国の問題である。これからも多くの自治

体と共に手を取り合っていきたいという力強い宣言を

いただいております。

　それから、分科会はそれぞれの場所で行いました、

このオンラインを利用してですね。それぞれが自立し

て行っていったという形になっております。

　今回は３つの会場で分科会が行われました。１つが

この地元の東伊豆町の会場で、テーマは「保全・利用・

継承」と、これをどう循環させるかということで、地元出

身の東京都立大の内山さん、それから草原を守ってお

られる入谷区の鈴木さん、地域おこし協力隊の藤田さ

んがコーディネートしていただいております。

　蒜山会場のほうは、利用の面から、カヤの利用をす

ることによって草原保全にどう関わっていけるかという

ことで、地元の郷土自然館の前の館長さんでいらっ

しゃる前原さん、それから鳥取大学で自然再生につい

て関わっておられる日置先生、実際にカヤ刈りをした

り、カヤの建物を建てたりされている沖元さんと相良さ

んという２人のカヤぶき職人さんのトークセッションが

行われています。

　３番目の阿蘇会場は、草原の恵みを守る仕組みづく

りをどうするかということをテーマに行っています。主に

草原の持つ水源涵養力について科学的見地からの知

見、それから新しい知見というものを熊本県立大の島

谷さんから、それから、それを基にして、地域の草原を

たいと思います。

○東伊豆町長（太田長八）　それでは最後に、私から

静岡県東伊豆町の報告をさせていただきます。

　東伊豆町は細野高原という草原があります。昨日か

らのシンポジウムでも議論されてきましたが、この草原

の維持管理、また利活用、そして次世代への継承が、う

ちだけではなく、今聞きますと、全国の草原を持つ自治

体の共通の課題だと思います。このサミットで皆様のお

知恵をお借りした中で、また今後この課題に取り組ん

でいきたいと考えております。

　細野高原は、うちの町は稲取地区、熱川地区と二地

区があります。そして、稲取地区が４部落がある中で、

稲取地区に存在しております。その稲取地区の４区の

町内会が組織する稲取地区特別財産運営委員会が管

理しております。この４区の共同管理によりまして、防火

帯の設置や山焼きなどを実施しております。防火帯、ま

た山焼きにはそれぞれ120名ほどの人が出て実施し

ていますが、やっぱり作業者の高齢化、また、農業従事

者の減少によりまして、作業ができる区民が年々減りま

して、人的負担が増しております。また、この草原を管理

するのには、年間約500万円の費用がかかるため、経

済的負担も課題となっております。

　観光面では、この細野高原の資源を活用いたしまし

て、４月上旬から５月上旬にかけての山菜狩りや、また、

秋には秋のススキイベントを開催しております。イベン

トの開催時には、これはススキのほうですが、参加者

から600円、その他の期間におきましては20円を入山

料として頂いております。先ほど経済的負担のことを申

し上げましたが、これらの収入が維持管理には必要と

なってきます。しかし、これだけで全ては賄えませんの

で、入山料の値上げ、また新たな利活用を検討いたし

まして、この維持管理費用の捻出を考えていかなけれ

ばならないと考えております。

　そんな中で、イベント等のため、この道路、駐車場、ト

イレ等を整備し、誘客に努めておりますが、一方では、

来訪者のマナーも問題になっております。この大切な

資源を荒らされないよう、対策も同時に取っていくべき

と考えております。そして、何よりもこのすばらしい景観

や、また資源をどうやって次世代につなげていけるか

が大きな課題となっております。

　かつては農家の方がこのカヤをミカン畑に敷いたり、

またかやぶき屋根を使用したりするなどの活用がされ

てきましたが、農業後継者が減っていく中でのこの現在

では、カヤの需要もほとんどない状況でございます。し

かしながら、このすばらしい景観、また資源は、山焼き

等の保全活動を継続していかなければ守っていけま

せんので、町内の子供たちに、また地元にこんなすば

らしい草原があること、また、この草原は人の手によっ

て守られていること、また、カヤを使った昔の文化を教

育していくなど、未来につないでいかなければならな

いと感じております。

　これらの問題解決を図るため、昨年度、稲取地区の

特別財産区運営委員会をはじめ、行政、また観光協会、

農協、高原の専門員などで組織する「細野高原を考え

る会」が発足されました。この会では４区が継続的に細

野高原、これを維持管理していただくためにはどのよう

に、また、観光、産業などの資源としての活用、周辺の

地権者とも協力して、新たなこの魅力の創生、これを

図っていくかなどを検討しております。今日は皆様方か

らいただいたこの知恵をお借りいたしまして、この会の

発展にも生かしていきたいと同時に、この草原を全国

に発信できればと考えております。これからもどうぞよろ

しくお願いいたしたいと思います。

○議長（太田長八）　以上でこの参加自治体からの報

告が終わりました。いろいろなお話を伺いました。その中

でまた意見や質問等もあるでしょうから、ここからは自由

な形で意見交換会をさせていただきたいと思います。

　ご意見がございましたら、挙手をお願いして、発言し

ていただきたいと思います。どうぞよろしくお願いいた

します。

○真庭市長（太田　昇）　よろしいですか。

○議長（太田長八）　どうぞ。

○真庭市長（太田　昇）　それぞれすばらしい取組を

勉強させていただきましたが、恥ずかしい話、蒜山高原、

まだ山焼きの面積が80ヘクタールぐらいなんですね、

どんどん減っていて。何とか維持しようと思っているん

ですけれども。600ヘクタール焼いているとかですね、

本当にたくさん広い面積を焼いているとこら辺の取組、

もうちょっと詳しく、それもその行政というよりは、住民

の方とか、あるいは子供も参加してということですが、

もう少し、こんな取組をしているよということをご紹介い

ただければありがたいんですが。勉強させてください。

○議長（太田長八）　今、太田市長からの行政以外の

ほうの取組、これが何か具体的なことがありましたら、

どなたかご発言願いたいと思います。

　南阿蘇村の後藤さん、よろしくお願いします。

○南阿蘇村農政課主幹（後藤進哉）　先ほども説明さ

せていただきましたけれども、本村の牧野面積が

2,470ヘクタールで、野焼きが行われているところは

1,170ヘクタールということなんですけれども、地震前

はまだ野焼き面積は広くて、この事業主体というのが各

地元の行政区とかになりまして、以前は区長さんが責

１．開会

○司会　それでは、ただいまより第13回全国草原サ

ミット～未来へつなごう！壮大な海すすきの草原～を

開催いたします。

　私は進行を務めます東伊豆町企画調整課長の森田

と申します。どうぞよろしくお願いいたします。

２．挨拶

○司会　まず初めに、開催地を代表して、本大会の実

行委員長である東伊豆町長　太田長八よりご挨拶を

申し上げます。

○東伊豆町長（太田長八）　皆様、こんにちは。東伊豆

町の町長の太田でございます。

　本日は、この首長様におかれましては、新型コロナ

ウイルス感染症の対応で大変お忙しい中、全国草原サ

ミットにご参加していただきまして、誠にありがとうござ

います。

　本来であれば、皆さんにこの東伊豆町にお越しいた

だきまして、顔を合わせながらこの意見交換をさせてい

ただくところでございますが、１年延期したにもかかわ

らず、新型コロナウイルスの感染がなかなか収まらな

い状況ですので、このようなオンラインの会議とさせて

いただきました。ご理解願いたいと思います。

　この後、前回大会の報告、それから、昨日から行って

きましたシンポジウムの報告もお願いいたしますが、こ

こから先がメインであるサミットとなります。全国に存

在する草原の価値、また課題につきまして、参加者の皆

様から貴重なご意見を提言していただきながら有意義

な大会となるよう期待しておりますので、どうぞよろしく

お願いいたします。

○司会　町長、ありがとうございました。

　それでは、本日は東伊豆町以外に８自治体の皆様

にご参加いただいております。

　参加者について、事例等の発表順にご紹介させてい

ただきます。

　前回サミット開催地の宮崎県川南町、町長、日髙昭

彦様、兵庫県新温泉町、町長、西村銀三様、岡山県真

庭市、市長、太田昇様、前回サミット開催地の宮崎県

串間市、市長、島田俊光様、熊本県高森町、町長、草村

大成様、広島県北広島町、生涯学習課長、西村豊様、

あったり、いろんなところに登場する、そういう特徴が

ございます。

　ここが町の中心部にあります、広さ的には３万

3,000平方メートル、3.3ヘクタールということでござ

います。植物のほうは、およそ300分類で、そのうち

170種ほどが希少な植物であるということでございま

す。平成22年から一般に公開しておりますので、今年

で12年目に突入したところであります。開園期間は４

月から11月の間ということになっております。

　では、この活動の状況の現状なんですけれども、基

本的にこの湿原は、ボランティアの団体であります川

南湿原を守る会の方々が運営をしていただいておりま

す。日常の草刈りなどの管理、それから植物の整備状

況、また、案内も全てそういうボランティアの方がやっ

ていただいているという状況でございます。

　管理作業は大きく分けて２つあるんですが、まず６月

ぐらいに水草を除去いたします。特にセイタカアワダチ

ソウ等が水路等に入りますので、それを全員で除去し

ます。そして１月には草出しをして火入れをするという

ことでございます。先ほど言いました守る会の会員の皆

様、それから役場の職員、一部ボランティアの方々に手

伝っていただいてやっているところでございます。

　現在、その湿原のほうの普及活動ということでござ

いますが、年に３回ほどの観察会を実施しております。

まず１回目が４月下旬のトキソウ・ハルリンドウ観察会

でございます。２回目が７月、夏にトンボの観察会、最

後が８月から９月にかけまして、ホシクサ観察会。ホシ

クサというのが実はもう世界でここしかないという、

ヒュウガホシクサであるとか、エダウチシロホシクサ

等がございます。専門の方には非常に貴重な植物だと

いうことでございます。

　今、本当にここしかない植物がありますので、一般に

開放しているんですが、まだそこまでＰＲをあえてせず

に、いろんな意味で、種の固定であるとか、そういう仕

組みを構築しながらいろんなことをこれからの目標に

しているところでございます。

　今回どこもそうですけれども、３年前に全国の大会を

開催させていただきまして、いい機会をいただいて、全

国的にＰＲを進めていこうという矢先ではございますが、

こういうコロナに関して、うちも県外とか遠くから専門

の方を含めた方が多くいらっしゃるもんですから、今は

残念ながら閉園という形になっております。いろんな工

夫や機会づくりをこれからしっかり行いながら、我々は

湿原の魅力をどうやって発信するか、これをどうやって

維持していくかというのをしっかり考えていきたいと考

えております。

　以上で前回の報告とさせていただきます。ありがとう

ございました。

○議長（太田長八）　どうもありがとうございました。

　本当、３年前に私、川南町さんと串間市さんにお邪

魔させていただきました。本当にすばらしい運営でござ

いまして、それを目標にやった中で、新型コロナウイル

スになってしまいまして、本当に残念でございます。そう

いう中で、やっぱりまず川南町の川南湿原、これを地

区の方が再現しようと頑張った中で、今、着 と々その準

備が進んできているということ、これはもう敬意に値い

たしますので、これによりましてまたまちづくりをやって

いけば、またすばらしい町ができるんじゃないかと思

いますので、頑張っていただきたいと思います。

○川南町長（日髙昭彦）　ありがとうございます。

４．シンポジウムからの報告、問題提起

○議長（太田長八）　それでは、次に、シンポジウムの

総括といたしまして、いつも大変お世話になっておりま

す、全国草原再生ネットワーク会長でございます高橋

様にこれまでの報告と、また問題を含めてよろしくお願

いいたします。

○全国草原再生ネットワーク代表理事（高橋佳孝）　

皆さん、こんにちは。全国草原再生ネットワークの高橋

でございます。

　昨日来、第13回全国草原シンポジウムがこの東伊

豆町で行われました。その概要について、私のほうから

説明をさせていただきたいと思います。

　ここは、町長の挨拶の写真が載っておりますけれど

も、昨日は基調講演とパネルディスカッションと分科会、

それから総合の討論会というのがございました。それ

に沿って、昨日のシンポジウムのご紹介をさせていた

だきたいと思います。

　最初は、芸北高原の自然館の白川さんの基調講演

から始まりました。基調講演の内容も非常に盛りだくさ

んでして、各地の人と自然が関わる取組について、たく

さんの事例を紹介していただきながら、そのなかに潜

んでいる非常に価値のある関係性というのを大事にし

ていこうということで、講演をいただいております。

　人と関わる自然をどのように守るかということですけ

れども、要は関わり合いを学んで、暮らしに寄り添って

人が決めていく自然そのものの価値を発信をきちんと

されているか、あるいは共有されているかという問題提

起から入ってきました。時代や地域に合った多様な活

用で、草原についても守っていく必要があるんじゃない

かと。

　大事なコンセプトは、残したいものは共創資産であ

島根県大田市環境政策課長、和田二朗様、熊本県南

阿蘇村農政課主幹、後藤進哉様、また、サミット中、草

原100選についてご説明させていただきますことから、

全国草原再生ネットワーク代表理事の高橋佳孝様に

もご参加いただきます。

　皆様どうぞよろしくお願いいたします。

３．前回サミットの報告（串間市・川南町）

○司会　それでは、各自治体から活動報告や課題の

提起などを発表していただきますが、ここからは、大会

実行委員長の太田長八東伊豆町長がサミット議長とし

て進行いたします。

　太田町長、よろしくお願いします。

○議長（太田長八）　それでは、しばらくの間、議長を

務めさせていただきます。太田です。

　ご協力のほどよろしくお願い申し上げます。

　まず、前回の開催地でありました宮崎県川南町長の

日髙昭彦様より、前回の報告並びに課題、取組につき

ましてご発言をよろしくお願いいたします。

○川南町長（日髙昭彦）　皆さん、こんにちは。川南町

長の日髙でございます。

　今回は本当にいろいろ大変な中、太田町長をはじ

め、関係者の方々に開催をしていただきましたことを改

めて感謝申し上げたいと思います。

　前回、もう３年前になります。市長お見えですが、宮

崎県の串間市と同時に開催をさせていただきました。

後ほど島田市長のほうにも話があるかと思いますので、

私のほうから話をさせていただきます。

　それでは、３年前、実は２つのＰＲポイントがありまし

て、１つはですね、今はオンラインでこうやって同時開

催、いろいろ当たり前なんですけれども、当時は串間市

と川南町と、県内ではありますけれども、車で３時間、

130キロぐらい離れていた会場を同時に開催をさせて

いただきました。今となればいろんな思いもあって、大

変だったんですけれども、いろんな経験もさせていた

だいたと思っております。

　もう１点が、川南町は草原ではなく湿原なんですが、

水のある草原を湿原という形で、初めてこの草原サミッ

トに湿原を登場させていただいたということで、改めて

感謝申し上げたいと思います。

　では、簡単に報告をさせていただきますが、前回は、

黒潮洗う野生馬の草原とトロントロンが育む湿原、ト

ロントロンについては後ほど説明いたしますが、そう

いうことで、連休明けの５月12日土曜日から月曜日ま

での３日間にわたってさせていただきました。延べ885

名の方に参加をいただいたところでございます。

　先ほども申しましたとおり、湿原を入れていただきま

したので、当時は12の自治体、特に県内から、川南町

と串間市ですが、湿原の関係で近隣市町村であります

新富町、高鍋町にも参加をしていただきました。

　先ほど言いましたとおりでございますが、このサミッ

トの中で宣言をさせていただきました。今回も宣言があ

るんですが、４つの項目をテーマとして宣言させていた

だきました。

　まず１点目がですね、まず、守るという点、それから２

つ目が安全、３つ目がＰＲ、４つ目が連携というキー

ワードになりますが、まず１つ目は、やっぱり湿原とい

うのは、草原というのは、人が手を入れないと維持でき

ないということで、今回も入っておりますが、湿原を守る、

草原を守る担い手の確保や保全活動を積極的に支援

するという、守るという点でございます。

　２つ目が、やっぱり草原管理の新たな技術やシステ

ムを活用する安全管理、つまり野焼きの安全性である

とか、カヤぶきの技術を、高所作業でありますので、そう

いう安全性を大事にするということで、安全管理体制

を積極的に支援するということでございます。そういう

安全を構築するということでございます。

　３つ目がＰＲというキーワードを使いましたけれども、

草原の大切さと公益的活用を広く国民にアピールする

ため、全国草原100選を選定するということを進める

ことを決定したところでございます。

　４つ目が連携と言いましたけれども、全国の草原を

有する自治体が連携して行動していくこと。全国草原

自治体ネットワークという、正式には全国草原の里市

町村連絡協議会という活動を強化するというテーマで

ございます。それは、前々回の平成28年、新温泉町で開

催されたときに設立をされたところでございます。

　それでは、簡単に川南町の活動の状況ということで

紹介をさせていただきます。

　まず、川南湿原ということなんですが、大きな特徴が２

つありまして、１つがですね、これは湧水、湧き水ででき

た湿原であります。よそからの流れ込みがないので、世

界でここだけという希少な植物が、現在発表されている

のが３つ、あとまだ幾つか未確定でありますけれども、ほ

ぼ間違いないということがございます。それから湧き水

でございますので、ここはたまたま町の中心地からすぐ

近く、歩いて行けるという地理的なメリットもございます。

　トロントロンという名前を先ほど申しましたけれども、

実はこれはトロントロンというのは、水が湧く、トロント

ロン湧く、湧き出るという音から来た正式な地名でござ

います。片仮名でございますが、川南町と言えばトロン

トロンというのが軽トラ市であったり、施設の名前で

どうやって守るかという、そういう行政側からの仕組み

づくりについて、南阿蘇村長の吉良さんから講演をい

ただいて、その後パネルディスカッションを行ったとい

うことです。

　東伊豆町の様子はこういう感じで、３人が登壇して、

会場と熱心な討議が行われました。こういう形で、茅葺

き文化協会の安藤先生なんかも非常に示唆的な、後で

ちょっとお話ししますけれども、コメントをいただいたり

して、地元の方たちもとても元気づけられる内容だった

と思っております。

　内容をかいつまんで言いますと、保全の面からいう

と、面積とともに管理がなくなったということが生物相

に大きな影響を与えているんだよと。それから、湿原保

全も大事だけれども、全体を通して鹿の問題が今顕在

化していて、草原だけで語れる内容ではなくて、全体の

管理ということも必要になってくるだろう。それから、

ゾーニングや安全な場所では、後継者育成のための

フィールドとして積極的に活用してもいいんじゃないか

という話がありました。

　それから、担い手の問題もあり、新たな仕組みが

やっぱり必要になってくるだろうな。１つはボランティ

アかもしれませんし、１つは野焼きの体制整備というこ

とかもしれません。

　それから、利用価値を最大限に活用する、すなわち

材としての草原もあるし、景観を利用した観光もあるで

しょうし、それを持続的なシステムとしてどうみんなで

関わっていくかということが重要だろう。それから、東伊

豆町さんは温泉もあり、海もあり、それから草原もあると

いうことですね、東京からも近いという立地条件もあっ

て、やはり観光が主体となる、産業として観光が主体と

なるだろうと。その中に草原の恵みであるカヤの利用

を取り入れて、地域の特性やスケールを発揮してはどう

かというのが安藤先生のほうから示唆されたことです。

特に例えば来訪者の拠点施設みたいなところとか、そ

ういうカヤふきが実際にできるようなところをうまく利用

して、そこに新しい価値も含めた来訪客へのサービス

提供というのもできるんじゃないか。カヤの循環によっ

て、癒しの空間形成というのが可能であるし、そういう

ものが今後観光を回していく上でも期待が大きいん

じゃないかという話があったというふうに覚えています。

　それから、蒜山会場のほうは、このようにカヤを使っ

たサイクリング施設というのを実際に建てられていて、

その新しい施設の近くでこういうふうなセッションを

行っております。

　内容ですけれども、草原の利用から見える、過去に

学ぶことによって蒜山らしさというのがよく分かるんだ

と。その利用の仕方や経緯から学ぶものも大きいとい

うことがありました。

　それからもう一つは、よく自然再生事業というのはい

ろいろ行われているんですが、その自然再生において

も地域経済を回すことが今大切になってきているんで

すよというお話。実際に草原のカヤを使ったサイクリン

グセンターというものがありますけれども、ここから広

がる新しい世界があって、それが地域を大きく回してい

く一つのきっかけづくりにもなるんじゃないか。

　それから、カヤの利用についても、いわゆる文化財と

か古民家だけではなくて、今は新しい施設や近代的な

施設、そういうものについてもいろいろとカヤが使われ

ている時代である。カヤぶきは新たにもう一皮むけて

未来に発展する、その礎となり得るものではないかと

いうことがありました。

　これまでは地元だけで使って守るというところから、

地域外の関係者も含めた、地域の人も一緒になって守

るという、幅広い守り方、そういうものが目指されており

ました。そのためには、地域内外の人と意識を醸成す

るためにも、楽しいということもとても大切なんではな

いかということが報告されております。

　それから、阿蘇のほうは、このように広がる草原が九

州の北部の６大河川の水源域になっているという、そ

ういう立地条件もありますけれども、今回、水源涵養を

中心とした生態系サービスについての討論が行われ

ております。

　新しく分かったこととして面白かったのがススキ草

原がものすごく水源涵養力が高いんだと。そのなぜか

という理由の一つがススキそのものが節水型の植物

であって、水を消費しない。その分、水源涵養に回る水

が多いんですよと。それから、川下、川上の関係でいえ

ば、福岡都市圏も含めて大勢の人数の飲用水を賄うこ

とができる、その水源地が阿蘇の草原だと。それは有

明海のほうにもつながっていて、ノリが色落ちするのを

防ぐために栄養源を補給しなきゃいけないんですけれ

ども、その補給するだけのダムの放流ができるだけの

水源が確保できていることがとても重要だと。そういう

意味では、海のほうから草原を応援していただくという

仕組みづくりも今後考えていったらどうかというような

お話がありました。

　それから、環境省のほうでは、阿蘇の地域を守って

いく、あるいは草原を守っていく上で、地元の農業者の

なりわいに対する助成を主体に考えてきたんですけれ

ども、それも今後は重要であると同時に、これからは草

原の持つ公益的機能へどういう形で支援できるかとい

う仕組みをつくる必要があるんじゃないかというお話

それを研究面から実証、検証するということをぜひ研

究者にはやっていただきたいと。それを普及させる場

の整備を行政には担っていただけると非常にありがた

いという最終的な要望がございました。

　これらの問題というのは、一個人でどうこうできる、

解決できるものではありませんので、ぜひ行政のほう

のお力添えをいただきたいと。私ども個人や市民として

は、今後もそういう形で対話を続けていきたいというこ

とで、最後、閉めたところでございます。

　少し長くなりましたが、以上が草原シンポジウムの報

告です。ぜひこの内容についてもサミットでの論議をし

ていただきますようよろしくお願いいたします。

　以上です。

○議長（太田長八）　高橋先生、どうもありがとうござ

いました。

　私、このシンポジウムをやって本当、大変勉強になり

ました。と申しますのは、やっぱり今までカヤの活用と

かね、また、子供たちを育てていかなければならない、

地域の学習、体験学習、これも大変重要だと感じまし

たので、この間、大変勉強になりました。

　そういう中で、首長さんがいらっしゃいますので、私

が一番感じたのは、やっぱり阿蘇の分科会の、誰か

ちょっと名前を忘れましたけれども、要するに職員が、

担当者はある程度認知しているけれども、ある程度の

方、全ての方が草原などを認知しなければ進まないと

言われましたので、各首長さんには、担当者だけでは

なく、ほかの違う職場の方たちにも、あと、地元の草原、

また湿原に対する知見をある程度広げていければ大

変ありがたいと感じております。

　以上です。

　どうも高橋先生、ありがとうございました。

５．各自治体の取組と課題

○議長（太田長八）　それでは、各自治体の皆様にご

報告をしていただきたいと思います。順番は、事前に配

付してある参加名簿の順でお願いいたします。時間の

関係もありますので、各自治体おおむね５分間をめど

ということでお願いいたしたいと思います。

　それでは、兵庫県新温泉町長の西村銀三様によろし

くお願いいたします。

○新温泉町長（西村銀三）　皆さん、こんにちは。新温

泉町長、西村銀三です。よろしくお願いいたします。

　平成28年第11回のシンポジウム、新温泉町で開催

していただきました。その際には、川南町、日高町長さ

んをはじめたくさんの方にご参加をいただきました。誠

にありがとうございます。

　皆様のお手元に新温泉町の概要と上山高原の歴史

と現状という資料があると思いますので、資料に沿って

説明をさせていただきます。

　新温泉町は、日本海側に面した鳥取県との県境に

あり、平成17年10月に誕生した人口約１万4,000人

弱の町で、まちづくりのテーマは、「海・山・温泉　人が

輝く夢と温もりの郷」であり、豊かな自然に恵まれた町

であります。

　産業については、農業分野では水稲、梨、高原野菜

の大根の生産を主として進めています。畜産について

は、神戸ビーフや松坂牛のもと牛である但馬牛の主産

地として、飼育頭数の維持拡大に努めています。また、

水産業については、松葉ガニ、ホタルイカ、ハタハタな

ど、日本有数の漁獲高を誇っています。

　当町には上山高原という大きな草原があります。周

辺集落の人々によって上山高原は田畑の土づくり、和

牛放牧として活用し、中でもススキは飼料、カヤ、かや

ぶき屋根等に利用され、生活の一部として維持されて

きました。

　しかし、農機具の普及、牛農家の減少によって、草原

は活用されなくなり、クマザサが茂り、雑木に覆われて

きました。これでは駄目だということで、平成16年に県

と町と地域が連携してＮＰＯ法人上山高原エコミュージ

アムを立ち上げました。上山高原と麓の７集落を丸ごと

生きた博物館として捉え、草原を保全・再生する取組を

地域の資源を活用し、地域内外との交流を図ることで

地域の活性化につながる活動を進めています。

　再生の具体的な活動としまして、人工林をブナ林の

広葉樹に替え、ススキ草原の持続と拡大ということで、

山焼き等を行っています。また、イヌワシの生息調査、ノ

ハナショウブ、そしてヤナギタンポポ等、希少植物のモ

ニタリング調査の継続を行っていますし、体験プログ

ラムとして、滝巡りやハイキング等も行っています。また、

第11回大会を開催した成果だと思っていますが、スス

キの有効活用ということで、神戸市のかやぶき職人「く

さかんむり」と連携・協力協定を結び、古民家や文化財

施設にカヤを使う取組も進めています。

　草原維持では、ササ刈り、山焼き作業、放牧作業等、

毎年継続することが必要になってきます。このため会員、

地域住民、ボランティアの方々の協力をお願いしてい

ますが、作業費等の捻出が今後の大きな課題となって

います。今後もできるだけ多くの方にご協力をいただい

て保全活動や利用する取組を進めてまいりたいと思っ

ております。

　以上であります。

○議長（太田長八）　どうも西村町長、ありがとうござ

がありました。

　それから、草原と私たちの関わりとか、暮らし方を支

えるエビデンス、要するに研究の証拠ですよね、そうい

うものとか学術研究がとても重要だということが今回

のこのセッションの中でもよく分かったということです。

　それから、南阿蘇村長さんは熊本地震後、火入れ責

任者を村長さんに替えたという行政側からの支援が

あって、それによって野焼きが復活したところが結構

あったと。それから、火入れの手続も届出制に変えたり

ということをしたんですけれども、これを行う大きな根

拠となったのが、やはり水源涵養機能ということで、熊

本県民、熊本市民の水道水を支える水源の源である草

原を守ることが地域全体、あるいは県全体に対しての

大きな影響を及ぼすんだ、大きな貢献ができるんだと

いうことで、これまで阿蘇の草原といえば景観が主体

でしたけれども、今後は水源保全という意味でも、阿蘇

の草原の価値を見直して、みんなにアピールしたいと

いう話がございました。

　最後、全体会は、こうやって行われたそれぞれの分

科会の報告を受けて全体討議をしたんです。これも全

てオンラインでやりました。ここに映っているのは東伊

豆町さんのところでやった内容です。ちょっと写真で隠

れていて申し訳ないんですけれども、それぞれの分科

会から代表者が入っていただいて、オンライン上で討

議を行っております。

　まとめになるかどうか分かりませんけれども、草原の

保全面については、なぜ草原が重要かを各世代意識

共有する必要があると。活動に関わる人、理解者、応援

者を増やしていく仕組みが必要。維持するために人が

関わり利用し続ける仕組みづくりが重要になるという

ことが語られました。草原の経済価値と公益機能を積

極的に評価してあげる必要があって、公益機能の守り

手である生活者を支援する制度設計というのをしっか

りと組む必要がある。

　前にもお話ししましたけれども、保全のための保全と

いう観点から、草や草原を活用することによる保全と

いうほうにシフトしていく必要があるんじゃないかとい

うお話でした。

　草原の活用についてですけれども、これも先ほどお

話ししたように、保護の管理から、利用して管理へとい

うのが大きなテーマとなっていました。草原利用の創意

工夫に対して様々な支援や環境整備をしていく必要が

あるだろうと。小さな経済活動を生み出して、地域ととも

につくり出すことがまず第一歩じゃないか。

　都市へのアプローチには、どうしても意識の違いと

か様々な問題があるので、その中間層の育成が必要な

んじゃないか。

　堆肥や農業や肥料とか、あるいはカヤの利用という

のはありますけれども、今でも野草の利用価値は非常

に高いものがあって、堆肥の利用とかカヤの利用で野

草の価値を復権する必要があるんじゃないのかなと。

堆肥についても、今、新しい知見として、野草を使った

堆肥に含まれる非常に優れた土壌菌がいるということ

も分かってきました。こういうのも研究の成果だと思い

ますけれども、そういうふうに野草の価値を復権させる

ことで、野草を利用すれば火入れの炎もある程度制御

しやすくなるし、火入れの安全性にもつながるんだよと

いう幅広い内容からのものがございました。

　草原の継承については、地域の固有性やほ誇りを

各世代で共有、共感すると、これはもちろんですけれど

も、地域、行政、企業が互いに手をつなぐ仕組みという

のも面白いんじゃないか。例えば細野高原だったら、

いろんな企業さんが持続的にこれを利用したいという

ことではいろんな方が入っていただいて、そこを活用し

てはどうかという話もございました。

　それから、カヤふきは活用を通じた継承の有効な

ツールである。利用というものが入ることによって、その

価値を継承したり、その仕組みを継承したりするきっ

かけにもなる。

　それから、使うことで生き物が、草の供給で文化が守

られていくだろうと。

　環境教育は世代を超えていく潜在性を持っているの

で、非常に大切なことである。子供さんへの教育という

のはとても大切。

　草原と地域のつながる観光や地域振興の在り方に

も工夫が必要になってくるんじゃないかというふうなま

とめがございました。

　最後に、行政へ望むことということで、幾つか提案を

いただいております。

　１つは環境教育、あるいは担い手育成も含めてとい

うことですけれども、その助成をぜひ継続できるような

ものにしてほしい。

　それから、実際に草原を守るときに一番頭を悩ませ

ているのは、行政の実務者の担当者であろうというこ

とで、もちろんいろいろ替わったりもしますので、持続

的にそれを進めていくのに問題が生じがちなんですけ

れども、ぜひその自治体間での実務者同士の学びの

ネットワークをつくっていただけないか。サミットでい

えばシェルパ会議のようなものを今後実現していただ

ければありがたいという話がありました。

　それから、地域知、伝統的に言いつながれてきた知

識そのものに意外と真実が、とても大事なものがあって、

いました。

　太田市長の取組は、もうマスコミでだいぶ私も勉強

させていただいております。そういう中で、文化と草原

がやっぱりマッチしないと、本当にそのとおりだと考え

ています。昨日の分科会の会場、隈先生の建築、それに

つきましてカヤを使っていること、大変感銘を受けまし

たので、今度、一度視察に行かせていただければ大変

ありがたいと思います。よろしくお願いします。

○真庭市長（太田　昇）　どうぞ、おいでください。これ

が全容ですけれども、３棟あります。

○議長（太田長八）　そんなにあるんですか。

○真庭市長（太田　昇）　１つは、このメインのがです

ね、これが18メートルあります。その横に見えておりま

すのが、隈研吾先生の設計図面とか模型とか、そして

サスティナブルな商品を売るとかですね、そしてもう一

つはサイクリングターミナルという、それで構成されて

います。7,000平米ぐらいの広さであります。

○議長（太田長八）　すごいですね。視察を楽しみにし

ておりますので、よろしくお願いいたしたいと。

　続きまして、串間市長の島田俊光様、よろしくお願い

いたします。

○串間市長（島田俊光）　こんにちは。串間市の島田

でございます。

　12回草原サミットにつきましては、川南町と一緒に

開催させていただいたわけでございますが、事務局の

皆様等はじめ関係各位の皆様方のご高配を賜り、サ

ミットを成功することができました。本当に感謝を申し

上げたいと思います。

　それで、宮崎県串間市は、宮崎県の最南端に位置す

る温暖多雨なところでございます。きゅうりやピーマン

などの施設野菜、サツマイモやごぼうなどの露地野菜

をはじめ生食で食べられる完熟キンカンや餌にトウガ

ラシを混ぜてつくる養殖ブリなどは、質、量とも全国トッ

プクラスの地域でございます。また、そのように農産物

を生産する食の宝庫でもあります。

　串間市からは、野生馬が生息する都井岬と宮崎県

の希少な動植物重要生息地に指定されている古竹・笠

祇地区について紹介させていただきたいと思います。

　串間市の草原といえば、野生馬が生息する都井岬が

代表的な草原となるわけでございますが、もともとは江

戸時代の軍馬を育成するための牧場であったものが、

人の手が触れることなく、令和の時代まで残っているも

のであります。春には新緑の草原にオキナグサやウマ

ノアシガタ、さらに夏から秋にかけてヒオウギやノヒメ

ユリ、ムラサキセンブリ、冬はノジギクなどが繁茂して、

四季それぞれの種のある希少動植物、国指定天然記

念物の野生馬とともに見ることができます。オキナグサ

など都井岬に生息する多年草のほとんどは、毒があっ

たり、またとげがあったりして、馬が食べない植物であ

り、食べ残すことから花を咲かせることができる。都井

岬は馬がつくり出す生態系に、絶滅危惧種に指定され

ている希少な植物を観察することができます。都井岬

は人の手を加えないことが魅了をより高めるものと考

えております。

　通過型の観光から体験、滞在型の観光へと転換さ

せる取組として、野生馬の生態と野生馬による形成さ

れた草原の植物やふん虫、フンコロガシでございます

が、などを訪れた観光客に対して分かりやすく説明す

る都井岬野生馬ガイドを配置し、エコツアーなど着地

型観光としての活用をはじめ、地元小中学生の地域を

学ぶ授業、くしま学などを地元の魅力を学習させる取

組など、草原の維持・存続と魅力発信のため取り組ん

でおります。

　また、笠祇・古竹地区の紹介でございますが、資料の

下段にあります笠祇・古竹地区の草原については、都

井岬と同様であり、江戸時代の軍馬を育成するための

牧場であったものが地域住民により草刈りや野焼きな

どの作業により代々守られ、現在も草原として維持され

ているものでございます。平成19年11月には宮崎県

の希少野生動植物重要生息地に指定されております。

笠祇・古竹地区は串間市の中心市街地から車で約15

分と近い場所に位置しており、昔ながらの田園風景が

広がり、里地里山で和牛の里として呼ばれている畜産

が盛んな地域でもございます。

　集落は過疎、高齢化が進み、野焼きなどの里山を守

る活動の継続が危惧されているところでございます。集

落の過疎化、高齢化の進展は、本市のみならず全国各

自治体の共通問題と認識をいたしております。行政の

役割としては、地域の魅力を住民自らが情報発信して

いく活躍の場の創出と、地域に何度も訪れる深いつな

がりを持つ関係人口の増加が肝要であると考えており

ます。

　本市の取組の１つがエコツーリズムの推進でありま

す。市といたしましては、地域資源の魅力を伝えること

により、関係人口の増加、地域住民の資源価値の再認

識、そして、環境教育による次世代への継承へとつな

がるエコツーリズムを鋭意取り組むことにより、草原の

維持形成を図っていきたいと考えているところでござ

います。

　以上でございます。よろしくお願いします。

○議長（太田長八）　どうも島田市長、ありがとうござ

いました。

いました。

　このＮＰＯ法人の活動、大変すばらしいと感じており

ますし、また、うちの町のテーマも、「満点の海・山・空は

東伊豆」と、何かまちづくりが同じような感じがいたしま

すんで、これを契機にまた交流ができれば大変ありが

たいと思います。どうぞよろしくお願いいたします。

○新温泉町長（西村銀三）　こちらもよろしくお願いし

ます。

○議長（太田長八）　それでは次に、続きまして、岡山

県真庭市長の太田昇様、よろしくお願いいたします。

○真庭市長（太田　昇）　真庭市の太田です。よろしく

お願いいたします。

　真庭市は合併して828平方キロメートルと、面積で

いうと東京23区の1.3倍というですね、岡山県北に広

がる市です。その一番北、鳥取県境のところに蒜山高原

という高原がありまして、東西20キロ、南北10キロと

いう、多分、関西では一番広い高原だと思っております。

　課題ですけれども、よそと同じで、もともとはススキ野

原が非常に広がっていた、それがだんだん狭くなって

きていると。そこに貴重な動植物、絶滅危惧種がいた

のが、これを守らないと、景観も含めて滅んでしまうと

いうようなことで、そういう意味での保全というのが一

つの大きな課題であります。

　もう一つは、これも出ておりましたけれども、単に保

全だけではできない、やはり活用しながら保全すると

いうことをしなきゃならない。その活用というのが一つ

の課題だろうというふうに思っております。

　その２つをどうしたら両立できるのかということです

が、１つは、カヤを山焼きをする、そうするといいカヤが

できる。そのカヤを、もちろん土に戻すことによって、灰

そのものが肥料になってまいりますが、蒜山も旧石器

時代から人が住んで、そしてカヤを焼いて、火山灰の

非常に貧栄養化のところを植物が育つように、１万年

以上かけて変えてきたという歴史がありますから、それ

を延 と々やっていかなければならない。それとともにカ

ヤを建築資材として活用するということで、昨日の分科

会でも隈研吾先生の設計で、カヤの屋根を逆さまに

使ったですね、屋根そのものは鋼板で、中の天井から

中を全部カヤにしたという、逆さまにしたような、そうい

うサイクリングターミナルを造りましたけれども、それ以

外にも建築資材としていろんな活用ができるということ

で活用していきたいということであります。

　それとともに、このすばらしい高原を多くの方に親し

んでいただく。自然環境だけでは人は来ません。やはり

そこに文化というものがないと人は来ないということで、

ここに出ておりますけれども、これも隈研吾先生の作品

ですけれども、ＣＬＴ、クロス・ラミネーテッド・ティン

バーという縦横、縦横に木材を組合せして、一つの板

を作るわけですね。その板を組合せしてこういう建物

を造っていくですね、これはオリンピック選手に遊んで

もらおうと思って東京の晴海に造ったんですけれども、

真庭のヒノキで造り、日本で専用のＣＬＴ工場は真庭に

しかありませんから、言わば真庭に里帰りしたというこ

とで、グリーナブルヒルゼンというふうに呼んでおりま

すけれども、こういう施設。中は空間で、ここで遊んだり、

イベントができるように、そういうものを、一つの芸術作

品ですけれども、造っております。こういうものを使って、

観光資源としても活用していくと。

　つまり景観も含めて、そして人工的なこういうものを

全部入れて、地域価値を上げていくという、そういう概

念で取り組んでおります。

　さらに、このＧＲＥＥＮａｂｌｅというのがロゴにもなって

おりまして、阪急阪神百貨店がこのグリーナブルに沿う

ようなものを真庭の産物をですね、産品を大阪で売っ

ていくというような、阪急百貨店とも提携をして、コロナ

がもう少し落ち着けば本格的に梅田で真庭の産品を

開発しながら売っていくということになってまいります。

阪急に今ブランド、阪急ブランドとしてＧＲＥＥＮａｂｌｅと

いうのを商標登録してもらいました。

　そういうことをしながら、この背景として、私の背景

に木材を使っておりますけれども、バイオマス産業都市

の指定も受けて、やがて真庭の電力は全て真庭で賄う

と。今、バイオマス発電、１万キロワットのありますけれ

ども、市内需要の大体60％ぐらいを再生可能エネル

ギーで賄えています。火力じゃなくて、水力とバイオマス

ですね。これを100％にしていくということも地域の価

値を上げていくという取組をしております。

　それと、生ごみ等、人間さんのふん尿ですね。それを

混ぜてメタンガスを発生させて、それでプラントを動か

して、最後、液肥を作って、それを低コスト農業として利

用していくという、そういうような、全体をＳＤＧｓという

か、サスティナブルなそういうまちにしていくという取組

をしております。東京のまねをしても仕方ありません。こ

の地域にある資源をいかに使って、それを循環させて、

未来志向で豊かにしていくということで、ＳＤＧｓ未来都

市の第１号にもなっておりますけれども、そういう取組

をしているというのを、そういうことを背景にしながら

蒜山高原を守り、活用していくということであります。

　皆様方のご意見も、あるいは活動も参考にしながら、

よりこれを進めていきたいというふうに思っております

ので、今後ともよろしくお願いいたします。

○議長（太田長八）　太田市長、どうもありがとうござ

にちは。広島県の北広島町生涯学習課長、西村と言い

ます。よろしくお願いいたします。

　お手元にお配りしております北広島町の概要、そし

て、北広島町の草原と取組について、説明をさせていた

だきます。

　まず、広島県北広島町の概要でございますが、広島

県の西北部、西中国山地の標高300メートルから800

メートルの盆地、北は島根県と接しております。広島県

に流れる太田川、そして島根県に流れます江の川の源

流域でもございます。面積の８割以上が森林地帯でご

ざいまして、県北地域、こちらは1,000メートル級の山

が連なっております。

　国立公園の一部でございます八幡湿原、こちらにあ

ります芸北地域の八幡、こちらは冬になりますと２メー

トルの雪を記録する豪雪地帯となっております。

　それでは、広島町の草原と取組について説明をさせ

ていただきます。

　こちらにつきましては、４つ紹介をさせていただきた

いというふうに思います。①から④まで、概要から課題

というふうにしております。

　まず、雲月山でございますが、島根県と隣接をしてお

りまして、かつては採草、そして放牧の目的で1960年

頃まで利用されておりました。島根県側はカラマツの

植林となっています。広島県側、こちらは1990年代に

観光イベントとして山焼きですね、こちらが行われてお

りましたが、1996年を最後に停止しました。2005年頃

より、地域が主体となりまして、主にＮＰＯが主体となり

募集を行いまして、消防団、博物館、小学校などと連携

しながら山焼きを実施しております。

　2014年に町条例に基づきます野生生物保護区に

指定をしております。

　こちらの利用についてですが、一般の登山の観光の

ほか、町内外の小学校等によります学習の場としての

活用、そして、山焼き再開後に数年間にわたり報告も行

われましたが、牛が転落するというような事故もありま

して、現在は放牧はされておりません。

　課題でございますが、現在15％ぐらいの山焼きを

行っておりますが、全域の山焼き、そしてボランティア

の確保といったことが課題というふうになっております。

　続きまして、千町原の草原でございます。

　こちら、もとは地元地域八幡村という旧村になります

けれども、こちらの入会採草地でございました。1944

年に陸軍の演習地となりまして、戦後は開拓民の入植、

国の大規模草地の開発、広島県への移譲と郊外開発

を経まして、今に至っております。2003年頃よりＮＰＯ

が中心となりまして伐採の実施をしまして、2020年に

町条例に基づきます保護区に指定をしました。植物や

鳥を見る観光地として人気がありまして、2013年から

は地元の中学校の、この後紹介しますけれども、茅プロ

ジェクト事業にカヤを提供しております。

　課題でございますけれども、既に樹林化した範囲が

結構広くなっております。また、大規模草地開発の影響

で湿原が縮小しておりまして、いずれも伐採が必要と

いうふうになっております。

　続きまして、霧ヶ谷湿原でございます。先ほどの千町

原と同エリアに位置をしております。大規模装置開発

の事業を経まして、現在は臥竜山麓八幡原公園の一部

に位置をしております。2003年にＮＰＯが植生調査と

ワークショップを実施したことをきっかけにしまして、

自然再生推進法に基づきます法定協議会を広島県が

立ち上げまして、2004年から八幡湿原自然再生事業

が始まっています。樹林の伐採、湿原から水を抜くコン

クリート水路の撤去、湿原への水路の設置などの工事

を2007年から2010年にかけて実施をしました。その

後、自然再生協議会の保全部会が中心になりまして、

伐採作業を継続しております。こちらも2020年に町条

例に基づきます放牧の指定をしております。

　利用でございますけれども、植物や鳥を見る観光地

として人気のスポットとなっておりまして、小学校、中学

校等のフィールドワークの場として活用、そしてガイド

ツアーの実施をしております。

　課題でございますけれども、再生工事から10年が経

過しておりまして、順応的管理のために現状に即した

全体構想と実施計画の見直しが必要となっています。

　そして、これは地元の中学校での取組ということなん

ですが、芸北茅プロジェクトについてです。

　芸北地域のススキ、これを屋根ふきのカヤとして資

源化し流通させる取組を行っています。中学校ＰＴＡ、Ｎ

ＰＯ、地域住民、教育委員会などが実行委員会をつくり

まして、2015年から推進をしております。地域の住民

自らがカヤを刈り取りまして市場に出荷すること、こち

らで私有地や小さなカヤ場が保全をされる。そして、今

は廃止となっておりますけれども、こちらにスキー場跡

地がありまして、こちらを文化庁のふるさと文化財の森、

こちらに設定をされたところでございます。

　利用についてなんですが、未利用でありましたカヤ

場、そしてカヤの利用が推進されるとともに、プロジェ

クトそのものが地元生徒にとって生きた教材というふう

になっています。地域通貨を活用することで地域外へ

の経済流出を防ぎ、刈り取ったカヤが文化財や伝統的

景観の保全に活用されております。

　課題でございますけれども、カヤの保管場所、こちら

　やっぱり串間市さんの取組、草原が２か所、これをう

まくやっていると考えています。それでやっぱりこれから

は、まずは地域住民がそのよさを認識するのが一番と

思いますので、それもまた勉強させていただいて、そう

いう中で、そのエコツーリズムを結構うまく活用した中

で、その草原の保全をやっているのが大変すばらしい

取組だと考えておりますので、引き続きよろしくお願い

いたしたいと思います。

○串間市長（島田俊光）　ありがとうございます。

○議長（太田長八）　それでは、続きまして、熊本県高

森町の町長、草村大成様、よろしくお願いいたします。

○高森町農林政策課（荒牧茉名）　町長に代わりまし

て、担当のほうからお手元に資料に沿ってご説明をさ

せていただきたいと思います。

　熊本県高森町農林政策課の荒牧と申します。よろしく

お願いいたします。

　まず、高森町の概要からご説明させていただきます。

　高森町は人口6,177人で、九州のほぼ中央、熊本県

の最東端に位置しまして、大分県の竹田市と宮崎県高

千穂町に隣接する総面積175.06平方キロメートル、

広い町土を有する農村地域でございまして、地形は阿

蘇カルデラ内に広がる標高500メートルから600メー

トルの比較的穏やかな傾斜をなす高森・色見地区と外

輪山の外側、標高500メートルから800メートルの波

状高原地の草部・野尻地区に区分される町です。

　主な産業は、観光と農林業になります。

　農業面では、立地条件を生かしまして、畜産、米、野

菜を主体とする農業生産が展開されてまいりましたが、

近年、経営の発展を図るため、一部の農家で施設園芸

の導入が盛んとなっております。地域の宝として、古くか

ら栽培されてきました農林畜産物をブランド化し普及

するとともに、地域の代表する高品質な農産物として、

将来にわたり栽培し続けるための活動を通じ、阿蘇地

域の農業の活性化と農業後継者の育成につなげるこ

とに取り組んでおります。

　観光面では、コロナ禍でイベントの実施が厳しい状

況ですが、2016年に発生した熊本地震の影響は回復

傾向にあり、高森湧水トンネル公園、月廻り公園、高森

殿の杉、南阿蘇鉄道のトロッコ列車、草部吉見神社、

上色見熊野座神社といった観光地や約300年の歴史

があります風鎮祭といった地元のお祭りを中心に毎年

多くの方が高森町を訪れています。

　また、高森町では町内全戸に整備しました光通信環

境を活用しまして、日本一の地域密着型番組として、た

かもりポイントチャンネル、こういったケーブルテレビ

の放送を行い、災害時の緊急放送や町からのお知ら

せ、地域情報、事業の紹介などを町民の方へ情報発信

しています。

　光通信環境の整備は、教育現場でも活用されており

まして、電子黒板の設置や全児童生徒のほうへ１人１

台のタブレット配布をいち早く行いまして、全国で最先

端のＩＣＴ教育が行われております。

　ここからは高森町の草原の概要についてご説明さ

せていただきます。

　高森町の草原につきまして、その多くを牛の放牧に

活用しておりまして、畜産農家や町民の方の大切な資

源として保全されてまいりました。高森町の草原は牧野

と呼ばれており、阿蘇のあか牛が放牧されている牧野

はのどかな風景として多くの人に親しまれております。

　高森町の牧野面積につきましては、1,211ヘクター

ルありまして、草原維持として行われている野焼きに関

しては、実施面積が621.5ヘクタールとなっております。

また、管内には14の牧野組合がありまして、皆さん精

力的に草原維持のほうに取り組んでいただいており

ます。

　最後に、高森町の取組と課題については、長年、放

牧や野焼きによって保全されてきている草原なんです

が、近年、管理をしている牧野組合員さんの高齢化等

によって、野焼き実施が大変難しくなってきている状況

にはございます。町としては野焼きに係る補助金等で

野焼き実施者の方の負担軽減等に取り組んでおります

が、年々、実施面積が減少しつつある傾向にございます。

　また、高森町にある阿蘇高森オーガニックセンター

というところでは、世界農業遺産の構成要素であります

阿蘇の草原に生えるススキなどの野草や畜産農家か

ら出る牛ふんなどを混ぜて堆肥を作っております。こち

らは町内を中心に阿蘇地域の農産物に還元して、循環

型農業を確立しております。

　このほかにも未来の草原を引き継ぐ子供たちのほう

に阿蘇の草原のすばらしさや草原の抱える現状につ

いて伝える草原学習などが行われております。

　以上で説明を終わらせていただきます。

○議長（太田長八）　どうも高森町さん、ありがとうござ

いました。

　高森町さんの取組は、全ての自治体が抱えている課

題と同じだと考えております。そういう中で、皆さん方に

対してよりよい回答ができればいいなと思いますので、

またいろんな意見をよろしくお願いいたしたいと思い

ます。

　それでは、続きまして、広島県の北広島町の生涯学

習課長の西村豊様、よろしくお願いいたします。

○北広島町生涯学習課長（西村　豊）　皆さん、こん

田市さんにお住みだそうでございますので、本当にあ

りがとうございます。

　そしてもう一点、これ本当、関係ないんですよ。歌手

に永井裕子さんっていらっしゃるんですけれども、その

永井裕子さんが結構大田市さんのを歌って、うちの町

の観光大使になっているんですよ。やっぱりそういう中

でまた大田市さんとよろしくお願いいたしたいと思いま

す。どうもありがとうございました。

　続きまして、熊本県の南阿蘇村の農政課主幹の後藤

進哉様、よろしくお願いいたします。

○南阿蘇村農政課主幹（後藤進哉）　昨日ですね、阿

蘇分科会では吉良村長の報告がありましたが、本日は

私のほうから発表させていただきます。

　最初に村の概要からになります。

　南阿蘇村は総面積137キロ平方メートル、熊本県

の北東及び阿蘇くじゅう国立公園、阿蘇カルデラの南

に位置する人口１万340人の村です。雄大な南阿蘇

の山と緑、そして環境庁の日本名水百選に選定されて

いる白川水源に象徴される豊かな自然環境に恵まれ

ています。

　2016年４月の熊本地震では、これまで経験したこ

とがない甚大な被害を受けました。これにより人口も１

割程度減少しましたが、村に定住促進課や空き家バン

クを設置し、移住者を受け入れる環境整備を推進して

います。

　続きまして、農業、観光についてです。

　基幹産業である農業は、白川中心に水田が広がり、

のどかな農村風景を生み出す農村は、水稲をはじめ

畜産、ミニトマトやアスパラなどの施設園芸が盛んです。

昼夜の寒暖差が大きい気候により、自然のうまみが

しっかりと詰まった農産物が自慢です。有機農業、環境

保全型農業を推進しており、安心安全な農産物づくり

に取り組んでいます。

　また観光では、大自然を中心にたくさんの観光資源

に恵まれています。新阿蘇大橋のたもとにある展望所

ヨ・ミュールからは、長陽大橋、白川第一橋梁を眼下に

望むことができ、新たな観光スポットとして注目を集め

ています。

　また、熊本地震で落ち込んだ観光客数は回復傾向

にあり、本村本来のにぎわいが戻りつつあります。

2017年９月にはアウトドアショップモンベルと村が協

定を結び、アウトドア活動促進や地域経済の活性化な

ど、包括的に協力をし合い、観光振興に取り組んでい

ます。

　続きまして、草原の概要に移ります。

　南阿蘇の草原は阿蘇カルデラの阿蘇山側及び南外

輪山側に広がり、季節ごとに違った表情を見せてくれま

す。南阿蘇の草原は牧野とも言われ、平成21年に行わ

れた阿蘇草原維持再生基礎調査では、本村の牧野面

積は2,470ヘクタール、そのうち野焼きが行われてい

る面積が1,170ヘクタールとなっております。管内には

23の牧野組合があり、牛の放牧をしている箇所もあれ

ば、野焼きのみ実施している牧野もあります。

　続きまして、本村の取組と課題についてですが、昨日、

分科会で村長がご報告された内容と重複する点がご

ざいますが、ご了承をお願いしたいと思います。

　草原の維持に欠かすことのできない野焼きですが、

その面積は、以前と比較すると減少しています。本村を

含む阿蘇郡市７市町村の草原はこの100年間で半分

以下に、直近30年で見ても４分の１近く減少しており

ます。

　本村では熊本地震で各牧野の原野火入れが中断さ

れました。平成31年度からは一部再開に向けて、熊本

県、阿蘇グリーンストック、村において協議をした結果、

白川牧野で一部再開、その後、令和２年には吉田牧野

でも再開できました。それに至るまでに県、グリーンス

トック、村で防火帯を設置する費用を予算化したり、火

入れ責任者を各区長や牧野組合長から村長へ変更し、

負担の軽減を図りました。

　今後の課題として、火入れが中断しているところの

再開が可能となるか、防火帯の整備、担い手不足、地

区住民の高齢化に対する支援が上げられます。

　補足でですね、昨日、村長から報告がありました課

題に対する取組で、ハードとソフトの対応が求められる

ことをおっしゃっていましたが、ハード面では牧道等、

恒久防火帯の整備ですね。ソフト面においては担い手

の確保ですね。畜産農家を増やすための取組として、

今後、放牧へのＧＰＳを付着して移動管理等を管理す

るシステムの導入やバーチャル研修の導入を計画し

ております。

　また、目的と認識の改革ですね。景観維持から水源

保全のほうへの啓発をしていくということで推進をして

いく予定です。

　以上、南阿蘇村からです。ありがとうございました。

○議長（太田長八）　後藤様、どうもありがとうございま

した。

　南阿蘇村様には、本当に熊本地震、大変でございま

した。今後も頑張っていただきたいと思います。

　そういう中で、今度、山焼きにおきまして、村長さんが

本部長、その中でまた新たにやるという中で、それは大

変期待しております。それから、山の保全、これ大変で

ございますので、引き続きどうぞよろしくお願いいたし

の整備。それから、カヤの販売先の確保、事業規模を

拡大するための専従職員の確保等といったようなこと

が課題となっております。

　北広島町からは以上です。ありがとうございました。

○議長（太田長八）　西村さん、どうもありがとうござい

ました。

　それで、芸北町の白川先生に今回大変お世話になり

ました。本当にありがとうございました。

　それで、私がやっぱりちょっと感じたのは、中学生の

活用ですね。やっぱり中学生、カヤを刈って、地域通貨

でそれをまた地域で還元する。大変すばらしい取り組

みと感じましたので、うちの町もやってみたいなと感じ

ましたので、その節はまたご指導をよろしくお願いいた

したいと思います。

○北広島町生涯学習課長（西村　豊）　ありがとうご

ざいます。

○議長（太田長八）　どうもありがとうございました。

　続きまして、島根県大田市の環境政策課長、和田二

朗様、よろしくお願いいたします。

○大田市環境政策課長（和田二朗）　皆様、こんにち

は。島根県大田市です。

　市長が所用で出席できませんので、私、環境政策課

長の和田が代理で発表させていただきます。

　大田市は、東西に長い島根県のほぼ中央部に位置

する人口約３万3,000人の小都市です。北は日本海に

面し、南は中国山地が迫っているため、山林原野が多

く、平たん地は僅かです。

　本市は世界遺産、石見銀山遺跡に代表される貴重

な歴史文化や国立公園三瓶山をはじめとした豊かな

自然に恵まれています。昨年度には「石見の火山が伝

える悠久の歴史～“縄文の森”“銀の山”と出逢える旅へ

～」が日本遺産に認定され、さらなる観光客の増加が

期待されております。

　さて、当市には標高1,126メートルの三瓶山があり

ます。その麓には西の原、東の原、北の原と呼ばれる草

原があり、放牧のほか、観光客、市民の憩いの場として

利用され、クロスカントリーコースなども整備されてお

ります。また、ダイコクコガネ、ユウスゲ、オキナグサと

いった希少動植物の生息地となっており、中でも最も

広い西の原では、毎年春に火入れが行われ、三瓶山の

草原景観の象徴的な存在となっております。

　三瓶山は、昭和38年に大山隠岐国立公園の一部に

編入されましたが、山麓に広がる牧歌的な草原景観が

指定理由の一つでした。ところが、昭和50年代になる

と、時代の流れから放牧が急速に廃れていき、植林な

ども行われて、山肌は一気に森林化していきました。放

牧の衰退とともに途絶えていた火入れですが、観光客

の出火による山火事を契機に平成元年に復活し、以降、

防火の観点から行政が主体となって毎年３月に行うよ

うになりました。

　平成７年には西の原の一部が放牧場として整備さ

れ、24年ぶりに放牧が復活しました。平成９年には、第

２回全国草原サミットが三瓶を会場に開催され、これ

をきっかけに行政、研究者、農業者、ＮＰＯなどの官民

ネットワークが形成されました。

　翌年からは放牧による防火帯切りを行うなどの工夫

により、経費を極力抑えながら火入れを実施すること

ができるようになりました。

　平成19年からは、従来の牧野組合、大田市等に消

防、警察が協力する体制に自然保護団体や地元の自

治会、ボランティアなどが加わり、市長をトップとした実

行委員会方式で火入れが開催され、また、目的の中に、

従来の防火に加え、国立公園管理計画にも明記されて

いる草原景観の維持を加えました。

　官民の連携により日本で一番安全な野焼きと自負し

ておりましたが、平成29年度には、風向きと火勢の急

激な変化により、消防署の資機材輸送車が１台全焼す

るという事故が発生しました。近年はドローンも取り入

れ、経験豊富なリーダーが最前線の状況を具体的に把

握しながら指示を行う形で、より安全に火入れを実施

しております。

　昨年度は新型コロナウイルス感染症の予防を考慮

して、ボランティアを募集せず、約30ヘクタールを関係

者約150人態勢で実施いたしました。現在、西の原の

草原景観は、放牧や火入れなどによってある程度守ら

れているものの、人の手が加わらなくなったところはす

ぐに森林化してしまうという現実にあります。このすば

らしい草原景観を貴重な財産として、将来にわたって

保全していくには、多くの市民や関係機関の協力が必

要です。また、単に火入れに参加してもらうだけではな

く、その意味合いを十分に理解してもらうことが大切で

あると考えております。

　以上です。

○議長（太田長八）　和田様、どうもありがとうございま

した。

　今の大田市さんから観光客の火事からまた再開さ

れた。災いをよいほうに持っていったことで、すばらし

いことだと考えております。さらにまた、山焼きの難しさ、

いくらやっても大変だと。そういう中で、もう大変勉強に

なりました。

　またこれ話は違いますが、今回は大変ネットワーク

の高橋先生にお世話になっており、高橋先生は何か大

任者ということになっておりました。地元の消防団が

ジェットシューター担いで火消ししているところ……、

私もしていますけれども、あとは阿蘇グリーンストックさ

んにボランティアの要請をしまして、ボランティアのご

協力を得ながら野焼きを推進しているところもあります。

　地震前ですね、死亡事故とか怪我とかがありました

んで、そういった理由で、その後、地震がありましたの

で、野焼きが再開できないというところになっておりま

す。再開するための今、工面をしているところであります。

　ちょっと私が知らないでですね、地元の行政区以外

でしているところもあるかもしれませんけれども、基本

的に地元の行政区が事業主体として野焼きを実施して

いるところであります。

　以上です。

○議長（太田長八）　後藤さん、どうもありがとうござい

ました。

　ほかの自治体で何か活動しているところがありまし

たらお願いしたいと思いますけれども。

　じゃちょっとうちの取組が、ちょっとうちの町は結構

行政が携わっていたんですけれども、今は財産区、

やっぱり共有財産区、いわゆる区ですね、区の方が中

心となりましてやっております。行政が出ているのは消

防団、これも民間ですけれども、ある程度それに対して

参加で、もうほとんど民間がやっている中で、やっぱり

皆さん方も同じもう高齢化、そしていかに高齢化の中

で新たな担い手を見つけるかということが課題でござ

いますので、その課題につきまして、後でまた課題、問

題にしていきたいと思いますけれども、太田市長、こう

いうことでよろしいでしょうか。

○真庭市長（太田　昇）　今、町長がおっしゃいました

ように行政区も結局高齢化したり、メリットがあればす

るけれども、メリットがなかったらなかなか、昔やっとる

から、景観がどうだから、動植物がどうだからといって

なかなかできなくなってきていると思うんですよね。だ

から、安全でありながらどういう仕組みで何か新しいこ

とができないかとかですね、そういうことを勉強したい

わけですけれどもね。私の頭の中で考えているのは、怪

我をされても困るけれども、山焼きは難しいですけれど

も、カヤの刈り取りなんかは、これも大変なんですけれ

ども、一つの観光と結びつけてできないのかなと。ただ、

山焼きのほうはね、これは消防団の協力、そして死亡と

か事故のないように、それからその日の気象条件に

よってできなくなるとか、非常に不安定要素もあるんで、

なかなかいい知恵が出ないんですけれどもね。そのあ

たり、教えていただいたり、また知恵を出していただけれ

ば、このサミットが有意義だなというふうに思うんですが。

○議長（太田長八）　今、太田市長さんからいろいろ

問題点を提案、提示していただき、何か首長さんでこう

いう案がいいじゃないか、そういうことがあったらまた

ご発言願えれば大変ありがたいと思いますけれども。

　じゃ、まず私からちょっと発言させてもらって、皆さん

方には指名させていただきますので、よろしくお願いい

たしたいと思います。

　やっぱり今、太田市長が言ったように、山焼きをね、

ただ昔からやっているからやるんだと、そういうことが

結構、自分も多いと感じております。そういう中で、私、

これから生きる道は、うちの町、観光でございますから、

また太田市長さんが言ったように、観光と草原との結

びつき、それをいかにやっていくかということが大切な

のではないかと考えております。そういう中で、昨日の

シンポジウムの中で、やっぱりカヤを皆さん方に刈っ

てもらった中で、カヤを刈ることによって山焼きの負担

も少なくなるようなことも聞きましたので、そのカヤを

刈って、また観光に生かした中で、草原を守っていきた

いと考えております。

　また、カヤを刈ったことも、やっぱりある程度資金源

になるようなことも聞いております。さらに、自分は子供

たちが草原に対するある程度の認識、小さいときから

持っていなければなかなか草原に対する愛情は湧か

ないと考えておりますので、その辺の教育の活動もして

いこうかなとは考えております。

　東伊豆町はとりあえずそういうことを考えております。

では新温泉町長の西村町長、いかがでしょうかね、こ

んな考え方は。それから各首長さんにちょっといろいろ

まずお話を伺いたいと思います。

○新温泉町長（西村銀三）　当町、ＮＰＯ法人、上山高

原の周辺集落の７集落、それからもちろん県、行政、町

もバックアップして、地域が主体で取り組んでおるんで

すけれども、何といっても人口減少が最も我が町では

厳しい町であります。合併して今年で15年たったんで

すけれども、３割近い人口減少地域ということで、地域

は最も危機的意識を共有しているということで、上山高

原におけるこういったカヤの利用、それから山焼き、こ

ういう事業を通して知識の意思統一に大きく貢献でき

ていると。

　今回も実は、この７集落周辺に地域の運営組織がで

きることになりました。そういったことで、地域の意思を

まとめるためのそういった運営組織と同時に、施設の

建築も今年度スタートいたしました。そういった意味で

は、一つの高原を地域の過疎と、そういった過疎意識

を払拭して、地域の活性化につなげていく、そういう点

で新温泉町では大きく貢献できつつあるということを

つ草原が残る里を再発見いたしまして、その大切さを

広く紹介するとともに、次の世代へと残していくことを目

的に、未来に残したい草原の里100選を選定するとい

うことが目的でございます。

　期待される効果といたしましては、４点ございます。

社会的に価値が認知されていない草原の掘り起こし、

２点目が草原の価値を知らない人への普及、３点目、

現に草原に関わっている人たちの意識や誇りの向上、

４点目が火入れやカヤぶきなどの伝統文化の担い手

の価値づけでございます。

　事業のスケジュールですが、このアナウンスにより募

集を開始いたします。応募の締切りを今年の12月とい

たしまして、その後の審査に入ります。翌年の４月には、

この選定結果の発表、秋には表彰式やシンポジウム

等、普及・交流の機会づくりを予定しております。

　その他の事業概要につきましては、全国草原再生

ネットワーク会長の高橋様より説明をお願いいたします。

○全国草原再生ネットワーク代表理事（高橋佳孝）　

それでは、少し詳しく述べさせていただきます。未来に

残したい草原の里100選を本日、募集のアナウンスを

させていただいております。主催は、全国草原の里市町

村連絡協議会の主催でございます。

　ただいま太田町長のほうから詳しい経緯が述べら

れましたので、この部分は割愛させていただきますが、

本日この第13回全国草原サミットにおいて募集をアナ

ウンスするというところに至っているわけでございます。

　草原の100選というのは、先ほどちょっと町長のほう

からもお話がありましたけれども、日本には多様な自

然を形づくる希少な生態系の一つである、それが草原

であるということですね。長年にわたって、人と自然の

関わりの中で地域の環境、文化、観光など様々な恵み

を提供してきました。しかし、多くの人たちは、国民の多

くは、草原の成り立ちや意義を知らないという現実もご

ざいます。このような多様な価値を持つ草原と人のつ

ながりを再発見して、その大切さを広く紹介し、次世代

へと残していくことを目的として、今回、草原100選を

選定するに至ったわけです。

　ここで言う草原の里というのは、草原に関わる暮ら

しが残る里というイメージをしていただければよろしい

かな。

　これはコンセプトペーパーとして、前会長の日高会

長のときに作った内容ですけれども、この右のほうに

書いてありますように、未来に残したい草原の里100

選の選定というのは、地域からの自薦によって選定し

ていこうと。それから、様々な科学的な観点から評価す

るし、この選定の過程そのもの、あるいはその論議をす

感じております。

　実は、神戸とか周辺、特に関西方面、神戸・大阪方面

からのいろんな協力、山焼きにおける協力者も出てき

ていまして、いろんな意味で地域の盛り上がりができて

いるということであります。いろんな相乗効果が生まれ

ているというのは、この草原サミット以降、非常にいい

流れができていると考えております。

○議長（太田長八）　ありがとうございます。

　串間市としましては何かありますか。

○串間市長（島田俊光）　私たちはカヤを利用すると

ころじゃないんですが、牧草、昔からの家畜の牧草地

帯ということで、取り組んでいたわけでございます。た

だ、我々が一番重要視しているのは、都井岬の風光明

媚な観光地の保全に取り組んでいるんですが、我々本

当にその人間を集めるのが大変な状況にあるわけで

すが、もともと岬はマツ組合という団体がありまして、そ

のマツ組合がボランティアで活動する人たちを今、真

庭市も言われた観光にマッチした方たちを呼んで、

100名程度の人たちで野焼きをしているわけですが、

本当に野焼きの体験というのはですね、今の現代の中

ではなかなか体験することはできないんで、その体験

学習に来る人は少しずつ増えつつあります。ただ、行政

として、野焼きの体験をどのようにアピールするかとい

うのがございます。また、太田市長が言われたように、

死亡事故などが発生したときの我々の責任ですね、そ

ういうのが問われますので、ここはもう少し考えてやる

べきじゃないかなと思っております。

　あと一方の笠祇というところにあるんですが、ここも

やっぱり牧草を育成するための野焼きをしております

けれども、ここが人口減少と高齢化が進んでおりまして、

やはりここの野焼きについてもボランティアで、いわゆ

る体験学習というようなことで人を集めてやっていると

ころでございます。

　また、真庭の太田市長さんにはＣＬＴの研修や木質

の研修でいろいろとお世話になりました。心から感謝

を申し上げたいと思います。

　串間の取組としては、観光とマッチした野焼きでござ

いますが、ただ、それがうまくいくかいかないかは我々

の努力だろうと思いますので、今後の課題として取り組

んでいきたいと思っております。

　以上であります。

○議長（太田長八）　ありがとうございました。

　すみません、川南町長の日髙さんも何かございまし

たら。

○川南町長（日髙昭彦）　うちは湿原なんで、面積も３

ヘクタールぐらいなんで、皆さんのことを聞きながら勉

強していたところで、職員とどうするという話をしていた

ところです。ただ、本当に人が手を入れないと維持でき

ないというのは共通の課題でありますので、そこは

やっぱりみんなで知恵を出していくしかないんだろう

と思っております。

　以上です。

○議長（太田長八）　ありがとうございます。

　太田市長、これでまた何かありましたら、よろしくお

願いします。

○真庭市長（太田　昇）　ありがとうございます。

○議長（太田長八）　太田市長、よろしいですか。

○真庭市長（太田　昇）　ありがとうございました。

　また私どもも勉強させていただきながら、地元でしな

がらボランティアとかですね、そういう人も育て、そして

観光にまで、山焼きも初めは安全なところでやっても

らって、それからだんだん慣れていただければ、結構も

う毎年来るというような人も出てくるはずですのでね、

そういう守ることと自分の楽しみというか、やっているこ

との意義とを感じながら楽しんでもらえる、そういう人

をつくっていきたいと思います。ありがとうございました。

○議長（太田長八）　すみません、まだやりたいところ

ですが、時間がございませんもんで、この辺でこの会は

ちょっと閉じて、次の議題にいきたいと考えております。

６．草原１００選について

○議長（太田長八）　次は、「未来に残したい草原の里

100選」のアナウンスでございます。

　それではまず、私からこの事業の趣旨、また経緯、そ

れとスケジュールにつきまして説明させていただきます。

　主催は、全国草原の里市町村連絡協議会でござい

ます。協力また後援は、一般社団法人全国草原再生

ネットワーク、後援は環境省、静岡県、一般社団法人の

茅葺き文化協会、公益財団法人日本自然保護協議会

となっております。

　事業の趣旨ですが、多様な価値を持つ草原が残る

里を再発見し、その大切さを広く紹介するとともに、次

の世代へと残していくことを目的に、未来に残したい草

原の里100選を選定いたします。

　事業の経緯といたしましては、2012年に阿蘇で開

催されました、第10回全国草原サミットに出席した14

市町村の首長によりまして、草原100選の選定が提案、

採択されたことを受けまして、2016年に自治体におけ

る全国草原の里市町村連絡協議会が発足いたしました。

そして、2021年の総会にて、今回のサミットにてこの事

業の開始をアナウンスすることが決定いたしました。

　まず、事業の目的でございますが、多様な価値を持

記述でさせていただくということになっております。

　これ以外にも当然、重要な際立った特徴があれば、

それを考慮していくという形で選考の基準とさせてい

ただこうかと。

　それから、皆さん、興味をお持ちと思います。スケ

ジュールの問題ですけれども、今回、第１回選考とあえ

て書かせていただいたのは、さっきもお話ししたように

一発で100をそろえてそれで終わりという世界ではなく

て、一緒に歩みながら一つ一つ重ねていきたいという

ことです。２年か３年、数年かけてでもゆっくりと応募を

していただきながら選考していただくというスケジュー

ルを想定したものでございます。

　応募の公開は本日、この場で草原サミット東伊豆大

会において募集を発表いたします。

　応募期間、本日から１２月１５日必着という形を取ら

せていただきます。ただ、応募のフォーム等をホーム

ページで掲載する時期が若干遅くなりますので、近日

中にホームページは公開するという形を取らせていた

だきたいと思います。

　審査期間ですけれども、第１次審査は１２月１５日の

締切り以降２月から３月までに終わらせて、最終審査

を翌年の２月から３月頃に開催して最終決定をしよう

と思っています。この審査に当たっては、場合によって

は現地審査もさせていただくことになろうかと思ってお

ります。

　それから、発表や表彰のスケジュールですけれども、

結果発表は来年の４月を予定しております。これは主

催者である全国草原の里市町村連絡協議会の総会が

開催されるときでございますので、その場で結果の発

表を行います。

　その後、秋までに表彰式やイベントの準備を行うと

ともに、現地の取材を行いながら、より深くその内容を

理解していくような期間として、追加書類等の提出が必

要であれば、それもお願いするような形になるかもし

れません。

　表彰式やシンポジウム、一応、来年の秋を予定して

おります。こういう場で表彰されたということを皆さん、

内外に強くアピールする機会をつくっていこうと思って

いるところです。あくまでも選んで終わりという世界では

なくて、一緒に歩み、輪を広げる、そういう形の100選

にしたいと思います。何度も言いましたけれども、みん

なで積み上げていって、最終的には全国草原年鑑みた

いなものに集約できればいいなというふうに今考えて

いるところです。

　間もなく、近日中に公開されるホームページですけ

れども、若干、最終版とは異なることになるかもしれま

せんが、イメージとしてこんなふうな形のホームページ

が皆さんのほうにお伝えできるんではないかと思って

います。草原の里100選とは何かという文言もあります

し、スケジュールのことについても具体的に記述されて

いますし、選考の基準について、より詳細な内容がそこ

に記される予定になっております。

　応募方法、応募様式のダウンロードをここでやって

いただいて、それに書き込んで応募していただくような

形を取らせていただきます。

　それから、自治体の推薦が必要だというお話があり

ましたが、その推薦様式についても、ここにホームペー

ジ上でダウンロードできるようにしたいと思っております。

　最後に、湯本貴和委員長からのメッセージを載せさ

せていただく、そういうふうな構成ないようにしようと思

います。

　湯本先生のメッセージには、草原100選の概念とか

エッセンスというものがまさしく濃縮されておりますの

で、その一部をここにお示しして、最後の報告を終わり

にしたいと思います。

　ちょっと読ませていただきます。

　「未来に残したい草原の里100選」は、それぞれの

地域が草原を生かした地域づくりを競い合い、その輝

かしい成果を顕彰する場とは考えていません。共通の

課題を抱えている地域が互いの実践やアイデアを学び

合い、共に未来へ進んでいくための仲間探しの場であ

りたいと思います。みなさんが応募する段階で、誇るべ

き宝を再発見したり、足りないパーツを認識したりする

作業そのものに大きな意味があると信じています。ぜひ

とも「未来に残したい草原の里100選」にご応募いた

だき、わたしたちの仲間の輪に加わってくださることを

願っておりますというメッセージをいただいております

というメッセージを頂いております。私たち関係者の共

通の思いを言い表していただいている内容だと思って

おります。

　草原の里というのは、まさしく未来に向けた草原保

全のシンボルになるであろうと思っております。風土に

根差した特色のある草原を育み、未来への展望も様々

な人の活動があり、そのような活動を通して人々が交

流し合う里、そういうものをイメージしたものになると

思われます。ふるさとの原風景とも言える草原のある里

の認知度というのは、まだまだ低いものがございます

が、この草原100選の活動を通して、草原の魅力と価

値を広く国民に伝えて訴えて行きましょうということで、

最後の言葉とさせていただきます。

　以上が未来に残したい草原の里100選の概要説明

でございます。ご清聴ありがとうございました。

ることがとても重要なんだということが期待されており

ます。

　それから、選定によって、先ほど町長からお話があっ

たように、様々な効果が期待される。さらに、未来へ向

けてですね、草原の里の持つ価値をアピールすること

になるというですね、新しい草原の活用方法もそうで

すし、草原の持つ新しい価値、そういうものを対応して

いくものにもなりますし、利用や保全をそれによって促

進されるようなものにしたいと考えております。

　それで、今回の草原の里100選の事業を行うに当

たって、大きなコンセプトをみんなでちょっと考えて行

きました。地域の人 と々草原の関わりの繰り返しの中で、

地域に蓄積されてきた知識とか意識、技術そのものが

草原の里の持つ価値であるというふうに考えました。こ

の価値のあるものを「共創資産」という、新しい用語で

すけれども、として捉える。各地に残っているこの共創

資産を日本全体で共有し活用することによって、次世

代に希望のある自然共生型社会を実現することに寄

与していこうではないかというのが事業のコンセプト

でございます。

　この事業、落とすための選考ではなくて、できるだけ

拾い上げ、仲間を増やしていくという観点から、また、一

度に100選ぶということよりも、時間をかけて少しずつ

増やしていく、そういうふうな形で進めたいと考えてお

ります。

　応募要件ですけれども、自薦という形で、草原と関わ

る民間団体、あるいは地方公共団体が応募できますと

いう形。ただし、民間が応募する場合には、地方公共

団体の推薦が必要となります。

　それから、選定の対象となる草原の里は、現在ちゃ

んと草原が存在している地域ということになります。

　応募に関しての確認事項、幾つかあります。これはま

た応募要領の中で詳細に記述しておりますので、そち

らをご覧になっていただければと思います。

　もし選考されなかった場合も、結果はちゃんとフィー

ドバックしていこうというふうなことを考えております。

　それから、選考の方法ですけれども、有識者の皆さ

んによる草原の里選考委員会というのを組織いたしま

した。ここが最終選考を行うということです。それから、

この選考委員会の下に実務者で構成する運営委員会

というのを組織しております。運営委員会は、１次審査

というか、書類審査を担当する。その結果を基に、最終

的に草原の里選考委員会が最終選考を行うという形

にしております。

　１、２と掲げてあります、最初は応募書類による審査、

候補の絞り込みを１次審査としてやって、１次審査で絞

り込めた地域について最終選考を行うという形を取ら

せていただきます。

　具体的な選考委員の名簿を一応ここに掲げさせて

いただいております。

　上のほうから、日本茅葺き文化協会代表理事の安藤

先生、それから、全国草原の里市町村連絡協議会の会

長である東伊豆町長の太田町長ですね。それと私と、

それから、京都大学霊長類研究所所長である湯本貴

和先生。湯本先生にはこの委員長になっていただいて

います。それから、皆さんよくご存じの東京大学名誉教

授の養老孟司さん。あと２名ほど、今、内諾をいただい

ている委員がございます。２人とも女性の委員でござい

ますので、最終的には７名の委員構成になる予定でご

ざいます。

　それから、選考の基準ですけれども、草原の生態系

と人々が暮らす里の関係性がつくり出した共創資産を

軸に５つの観点から選考するという形を取らせていた

だいています。一つ一つ、今から述べていきますけれど

も、１つは草原の自然、環境的価値と言ってもいいのか

もしれませんけれども、動植物が特徴的なものがある

かとか、景観の特徴はどういうものがあるか、そういう

ものをいくつかのポイントとして捉えて評価していく。

　それから、草原からの恵み、実際に利用の価値を受

け取っているかとか、あるいは資源の恩恵を被ってい

るかとかいう点からも評価していきたいと。現代的意義、

あるいはその認識というのもここに含まれますけれども、

過去の利用方法やどういう形の草原の恵みを得ている

かという具体的なものを判定する予定にしております。

　３番目が草原を維持し、享受する仕組み、そのもの

がきちんと理解されて継続されているか。それを持続性

とか公共性の尺度から評価をしていこうと。管理が

ちゃんと妥当なものであるか、それが今後も継続される

か、あるいはそういう意思が示されているか。それから、

経済がちゃんと還元されているかとかですね、主体と

かモニタリングというような項目が入ってくるかなと思

います。

　それから、４番目が共生型社会の実現に向けた波

及効果、まさしく未来に向けて草原の里が持つ重要性

をここで語っていただこうかと。地域や地域内外の社

会に及ぼすよい影響、これまであった影響もですし、今

後影響を及ぼすことが期待される、そういうものをきち

んと書いていただこうと。

　それから５番目、今の４つはある程度、選択肢で選

ぶような形をさせていただきますが、５番目はいわゆる

思いの強さです。関わっている人が熱く語れる熱量や

行動力を評価しようということで、ここらあたりは自由

○議長（太田長八）　高橋先生、どうもありがとうござ

いました。

　この件につきまして、何か質問がございますでしょう

か。ありましたら、挙手をお願いいたします。よろしいで

すか。

　それでは、このような方向でやりたいと思います。ま

た、多くの皆様の応募を期待しております。

７．サミット宣言採択

○議長（太田長八）　最後に、この第13回全国草原サ

ミットｉｎ東伊豆の宣言をさせていただきたいと思います。

　第13回全国草原サミットｉｎ東伊豆。

　私たちの暮らしに欠くことができなかった草原は、生

活様式が変化し草が使われなくなったことから、近年

ではとても珍しい風景になってしまいました。過疎、高

齢化により、山焼きや野焼きの担い手は減少の一途を

たどっており、今後、草原の維持はますます困難になる

ことが予想されています。

　細野高原でも、ススキを使うのはごく一部の農家とな

り、毎年早春に実施される山焼きが何のために行われ

ているか知らない町民も増えております。

　陸上の生態系は森林、草原、湿原などが様々な地形

の上に成り立っており、そのそれぞれに多様な動植物

が生息、生育しています。この多様性が人々の生活を

豊かにする礎となり、暮らしや文化が守られています。

草原は、その一端を担い、地域産業の基礎、水源の涵

養、生物多様性の保全、ＣＯ２の削減、カヤぶきや盆花

の文化など、様々な恵みを提供してくれます。

　草原を失うことは、これらのかけがえのない恵みを

失うことを意味しており、人々の豊かさや、また地域の

文化が失われることにもつながるものです。草原が育

んできた人と自然の共生の知恵や持続的な利用の技

術は、今後の持続可能な社会の実現を目指す上で欠

かせないものであります。

　私たち草原を有する自治体は、互いに学び合いな

がら草原を維持し、賢く利用していく努力を惜しまず、

草原のある里の風景を後世に引き継ぐための環境を

整備し、交流・連携を強化していくことをここ東伊豆町

において宣言いたします。

　それでは、東伊豆宣言。

　１つ、私たちの大切な草原、湿原を守っていくための

保全活動について、地域の関係機関と連携しながら共

に考え、支援していきます。

　１つ、すばらしい景観を活用した観光資源としての

草原と貴重な植物の自然観察など、教育・文化面との

調和を図り、次世代へと受け継いでいきます。

　１つ、かつてのように生活の中に草原の利用を取り

込む創意工夫を支援し、地域振興に活用できる社会環

境を整備します。

　１つ、未来に残したい草原の里100選事業を推進し、

草原の持つ魅力を全国に発信していきます。

　１つ、全国草原の里市町村連絡協議会の連携強化

とネットワークの構築、さらに全国の草原を持つ自治

体への協議会の加入促進を推し進めてまいります。

　以上、宣言する。

　令和３年９月27日。

　以上でございます。

　以上で議事を終了いたします。

　皆さん、このコロナ禍の中でこの全国サミット、参加

して本当にありがとうございます。特に首長様、今年、新

型コロナウイルス感染症の対応で大変お忙しい中参

加していただき、ありがとうございます。これからまた皆

様と連携し、この草原、また湿原の保全をやっていきた

いと思いますので、また連携して、またいろいろお知恵

を借りた中で、よりよいこの連絡協議会にしていきたい

と思います。

　本当に今日はどうもありがとうございました。

８．閉会

○司会　それでは、これをもちまして、第13回全国草

原サミット・シンポジウムｉｎ東伊豆大会を終了いたします。

　サミット宣言の精神に基づき、今後も各自治体や関

係者の皆様と草原の維持保全に取り組んでいきたいと

思います。今回は初めてのウェブ会議方式での開催と

なり、お見苦しい点もあったかと存じますが、ご容赦く

ださい。

　最後にお願いとなりますが、全国草原の里市町村連

絡協議会に加盟されていない自治体の皆様は、これを

機会に加盟のご検討をしていただきたいと思います。

　また、次回の草原サミット・シンポジウムの開催地が

決まっておりません。自治体の取組や草原のＰＲには

最も適したイベントだと思いますので、こちらにつきま

しても併せてご検討ください。

　新型コロナウイルス感染症が終息しましたら、ぜひ

東伊豆町細野高原にお越しいただきたいと思います。

　本大会へのご参加、ご協力、誠にありがとうございま

した。
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原草全国 サミット・シンポジウム in 東伊豆

るという提言をされました。これは後の草原100選のと

きにも出てくるワードですけれども、自然と社会が失わ

れれば、あるいは自然と人が失われれば、なくなるもの、

そういうものを共創資産と位置づけて語っておられま

した。また、この共創資産と言われるものは、時代ごと

の検証を受けて、長い間、自然と足されてきた、ある意

味中身のしっかりした技術や知識であると。そういうも

のが積み重ねているものがあって、そういうものを私た

ちはもう一度見直すとともに、将来に受け継いでいく必

要があるんじゃないのかなというお話でした。

　それを受け継ぐために必要なものとしては、その方

法であるとか実行力であるとか仕組みとか、あるいは

行政の役割として非常に大きいのは、法令とか条例の

整備とか、そういう環境整備であると。それから、普及、

教育という、この５つの観点をしっかりと捉えていく必

要がある。

　その中で草原に関わる象徴的な活動として、ご自身

が北広島の芸北地方で進められている茅プロジェクト

の紹介をしていただきました。これは、地域にあるカヤ

材を子供たちが作った市場に集めて、そこで「せどやま

券」という地域通貨を発行して、その発行したせどやま

券で地域の経済も回っていくという、様々なメリットを

持った内容でした。要は、利用が放棄されて社会資本

が喪失している中で、その利用の仕組みをもう一度導

入するによって草原の保全に循環性とか展望が生まれ

ているという非常に象徴的なお話でありました。

　各地に残っているこういう共創資産を見いだして、

それを共有して、それから未来にも役立てていくという

ことが大切だろうと。今日人間だからこそ生み出されて

いる、この美しさを大事にして生かしていきたいという

ことを最後に述べられて基調講演を終わられました。

　それから、パネルディスカッションは、その基調講演

をした白川さんがコーディネーターとして登壇していた

だき、東伊豆町の太田町長、それから私と、稲取地区の

特別財産運営委員会の山田さんと東伊豆町観光協会

の石島さんに登壇いただいて、この地元の細野高原の

活用、それをどういったふうに持続性の観点から理解

するかというテーマについてパネルディスカッションが

行われました。

　会場の様子はこんな感じで、それぞれ登壇しており

ます。

　それで、内容ですけれども、実は2008年にこの東伊

豆町で全国草原シンポジウムというのが行われていま

す。もう13年か14年たつわけですけれども、当時から

担い手の問題とか観光の利用について新しい取組を

やりたいという動きがございました。ただ、観光のほう

も着 と々いろいろな形で進めていて、例えば草原に入る

ときの入山料のような形で、観光客からその対価を頂

いて管理運営に回せるという、全国でも画期的な取組

もやられているんですけれども、そういう形で観光客が

増えるにしたがって、様々な問題点も生じてきているよ

うです。今後はその利用のルールをしっかりと構築し直

すことが大切であるというふうなお話がございました。

　そのためにも、都会の人と地元の人の意識の相違と

か認識の違いをうまくコーディネートするような、そうい

う組織体制も必要ではないかと。

　それから、入山料については、最初はいろいろと来

訪者から文句も言われたそうなんですけれども、今で

は多くの方がそれを理解して払っていただいていると

いう、そういう意識の醸成もできているんですよという

話がございました。

　草原はまさしく人との関わりの持続的モデルであっ

て、これは新しい社会の礎ともなるであろうと。それか

ら、草原学習は子供だけではなく、子供から地域へ広

がる、そういう可能性を秘めており、まさしくＳＤＧｓの地

域版である。そういうふうな結論で終わっております。

　最後に、町長さんのほうから、こういう問題は東伊豆

だけではなく全国の問題である。これからも多くの自治

体と共に手を取り合っていきたいという力強い宣言を

いただいております。

　それから、分科会はそれぞれの場所で行いました、

このオンラインを利用してですね。それぞれが自立し

て行っていったという形になっております。

　今回は３つの会場で分科会が行われました。１つが

この地元の東伊豆町の会場で、テーマは「保全・利用・

継承」と、これをどう循環させるかということで、地元出

身の東京都立大の内山さん、それから草原を守ってお

られる入谷区の鈴木さん、地域おこし協力隊の藤田さ

んがコーディネートしていただいております。

　蒜山会場のほうは、利用の面から、カヤの利用をす

ることによって草原保全にどう関わっていけるかという

ことで、地元の郷土自然館の前の館長さんでいらっ

しゃる前原さん、それから鳥取大学で自然再生につい

て関わっておられる日置先生、実際にカヤ刈りをした

り、カヤの建物を建てたりされている沖元さんと相良さ

んという２人のカヤぶき職人さんのトークセッションが

行われています。

　３番目の阿蘇会場は、草原の恵みを守る仕組みづく

りをどうするかということをテーマに行っています。主に

草原の持つ水源涵養力について科学的見地からの知

見、それから新しい知見というものを熊本県立大の島

谷さんから、それから、それを基にして、地域の草原を

たいと思います。

○東伊豆町長（太田長八）　それでは最後に、私から

静岡県東伊豆町の報告をさせていただきます。

　東伊豆町は細野高原という草原があります。昨日か

らのシンポジウムでも議論されてきましたが、この草原

の維持管理、また利活用、そして次世代への継承が、う

ちだけではなく、今聞きますと、全国の草原を持つ自治

体の共通の課題だと思います。このサミットで皆様のお

知恵をお借りした中で、また今後この課題に取り組ん

でいきたいと考えております。

　細野高原は、うちの町は稲取地区、熱川地区と二地

区があります。そして、稲取地区が４部落がある中で、

稲取地区に存在しております。その稲取地区の４区の

町内会が組織する稲取地区特別財産運営委員会が管

理しております。この４区の共同管理によりまして、防火

帯の設置や山焼きなどを実施しております。防火帯、ま

た山焼きにはそれぞれ120名ほどの人が出て実施し

ていますが、やっぱり作業者の高齢化、また、農業従事

者の減少によりまして、作業ができる区民が年々減りま

して、人的負担が増しております。また、この草原を管理

するのには、年間約500万円の費用がかかるため、経

済的負担も課題となっております。

　観光面では、この細野高原の資源を活用いたしまし

て、４月上旬から５月上旬にかけての山菜狩りや、また、

秋には秋のススキイベントを開催しております。イベン

トの開催時には、これはススキのほうですが、参加者

から600円、その他の期間におきましては20円を入山

料として頂いております。先ほど経済的負担のことを申

し上げましたが、これらの収入が維持管理には必要と

なってきます。しかし、これだけで全ては賄えませんの

で、入山料の値上げ、また新たな利活用を検討いたし

まして、この維持管理費用の捻出を考えていかなけれ

ばならないと考えております。

　そんな中で、イベント等のため、この道路、駐車場、ト

イレ等を整備し、誘客に努めておりますが、一方では、

来訪者のマナーも問題になっております。この大切な

資源を荒らされないよう、対策も同時に取っていくべき

と考えております。そして、何よりもこのすばらしい景観

や、また資源をどうやって次世代につなげていけるか

が大きな課題となっております。

　かつては農家の方がこのカヤをミカン畑に敷いたり、

またかやぶき屋根を使用したりするなどの活用がされ

てきましたが、農業後継者が減っていく中でのこの現在

では、カヤの需要もほとんどない状況でございます。し

かしながら、このすばらしい景観、また資源は、山焼き

等の保全活動を継続していかなければ守っていけま

せんので、町内の子供たちに、また地元にこんなすば

らしい草原があること、また、この草原は人の手によっ

て守られていること、また、カヤを使った昔の文化を教

育していくなど、未来につないでいかなければならな

いと感じております。

　これらの問題解決を図るため、昨年度、稲取地区の

特別財産区運営委員会をはじめ、行政、また観光協会、

農協、高原の専門員などで組織する「細野高原を考え

る会」が発足されました。この会では４区が継続的に細

野高原、これを維持管理していただくためにはどのよう

に、また、観光、産業などの資源としての活用、周辺の

地権者とも協力して、新たなこの魅力の創生、これを

図っていくかなどを検討しております。今日は皆様方か

らいただいたこの知恵をお借りいたしまして、この会の

発展にも生かしていきたいと同時に、この草原を全国

に発信できればと考えております。これからもどうぞよろ

しくお願いいたしたいと思います。

○議長（太田長八）　以上でこの参加自治体からの報

告が終わりました。いろいろなお話を伺いました。その中

でまた意見や質問等もあるでしょうから、ここからは自由

な形で意見交換会をさせていただきたいと思います。

　ご意見がございましたら、挙手をお願いして、発言し

ていただきたいと思います。どうぞよろしくお願いいた

します。

○真庭市長（太田　昇）　よろしいですか。

○議長（太田長八）　どうぞ。

○真庭市長（太田　昇）　それぞれすばらしい取組を

勉強させていただきましたが、恥ずかしい話、蒜山高原、

まだ山焼きの面積が80ヘクタールぐらいなんですね、

どんどん減っていて。何とか維持しようと思っているん

ですけれども。600ヘクタール焼いているとかですね、

本当にたくさん広い面積を焼いているとこら辺の取組、

もうちょっと詳しく、それもその行政というよりは、住民

の方とか、あるいは子供も参加してということですが、

もう少し、こんな取組をしているよということをご紹介い

ただければありがたいんですが。勉強させてください。

○議長（太田長八）　今、太田市長からの行政以外の

ほうの取組、これが何か具体的なことがありましたら、

どなたかご発言願いたいと思います。

　南阿蘇村の後藤さん、よろしくお願いします。

○南阿蘇村農政課主幹（後藤進哉）　先ほども説明さ

せていただきましたけれども、本村の牧野面積が

2,470ヘクタールで、野焼きが行われているところは

1,170ヘクタールということなんですけれども、地震前

はまだ野焼き面積は広くて、この事業主体というのが各

地元の行政区とかになりまして、以前は区長さんが責

１．開会

○司会　それでは、ただいまより第13回全国草原サ

ミット～未来へつなごう！壮大な海すすきの草原～を

開催いたします。

　私は進行を務めます東伊豆町企画調整課長の森田

と申します。どうぞよろしくお願いいたします。

２．挨拶

○司会　まず初めに、開催地を代表して、本大会の実

行委員長である東伊豆町長　太田長八よりご挨拶を

申し上げます。

○東伊豆町長（太田長八）　皆様、こんにちは。東伊豆

町の町長の太田でございます。

　本日は、この首長様におかれましては、新型コロナ

ウイルス感染症の対応で大変お忙しい中、全国草原サ

ミットにご参加していただきまして、誠にありがとうござ

います。

　本来であれば、皆さんにこの東伊豆町にお越しいた

だきまして、顔を合わせながらこの意見交換をさせてい

ただくところでございますが、１年延期したにもかかわ

らず、新型コロナウイルスの感染がなかなか収まらな

い状況ですので、このようなオンラインの会議とさせて

いただきました。ご理解願いたいと思います。

　この後、前回大会の報告、それから、昨日から行って

きましたシンポジウムの報告もお願いいたしますが、こ

こから先がメインであるサミットとなります。全国に存

在する草原の価値、また課題につきまして、参加者の皆

様から貴重なご意見を提言していただきながら有意義

な大会となるよう期待しておりますので、どうぞよろしく

お願いいたします。

○司会　町長、ありがとうございました。

　それでは、本日は東伊豆町以外に８自治体の皆様

にご参加いただいております。

　参加者について、事例等の発表順にご紹介させてい

ただきます。

　前回サミット開催地の宮崎県川南町、町長、日髙昭

彦様、兵庫県新温泉町、町長、西村銀三様、岡山県真

庭市、市長、太田昇様、前回サミット開催地の宮崎県

串間市、市長、島田俊光様、熊本県高森町、町長、草村

大成様、広島県北広島町、生涯学習課長、西村豊様、

あったり、いろんなところに登場する、そういう特徴が

ございます。

　ここが町の中心部にあります、広さ的には３万

3,000平方メートル、3.3ヘクタールということでござ

います。植物のほうは、およそ300分類で、そのうち

170種ほどが希少な植物であるということでございま

す。平成22年から一般に公開しておりますので、今年

で12年目に突入したところであります。開園期間は４

月から11月の間ということになっております。

　では、この活動の状況の現状なんですけれども、基

本的にこの湿原は、ボランティアの団体であります川

南湿原を守る会の方々が運営をしていただいておりま

す。日常の草刈りなどの管理、それから植物の整備状

況、また、案内も全てそういうボランティアの方がやっ

ていただいているという状況でございます。

　管理作業は大きく分けて２つあるんですが、まず６月

ぐらいに水草を除去いたします。特にセイタカアワダチ

ソウ等が水路等に入りますので、それを全員で除去し

ます。そして１月には草出しをして火入れをするという

ことでございます。先ほど言いました守る会の会員の皆

様、それから役場の職員、一部ボランティアの方々に手

伝っていただいてやっているところでございます。

　現在、その湿原のほうの普及活動ということでござ

いますが、年に３回ほどの観察会を実施しております。

まず１回目が４月下旬のトキソウ・ハルリンドウ観察会

でございます。２回目が７月、夏にトンボの観察会、最

後が８月から９月にかけまして、ホシクサ観察会。ホシ

クサというのが実はもう世界でここしかないという、

ヒュウガホシクサであるとか、エダウチシロホシクサ

等がございます。専門の方には非常に貴重な植物だと

いうことでございます。

　今、本当にここしかない植物がありますので、一般に

開放しているんですが、まだそこまでＰＲをあえてせず

に、いろんな意味で、種の固定であるとか、そういう仕

組みを構築しながらいろんなことをこれからの目標に

しているところでございます。

　今回どこもそうですけれども、３年前に全国の大会を

開催させていただきまして、いい機会をいただいて、全

国的にＰＲを進めていこうという矢先ではございますが、

こういうコロナに関して、うちも県外とか遠くから専門

の方を含めた方が多くいらっしゃるもんですから、今は

残念ながら閉園という形になっております。いろんな工

夫や機会づくりをこれからしっかり行いながら、我々は

湿原の魅力をどうやって発信するか、これをどうやって

維持していくかというのをしっかり考えていきたいと考

えております。

　以上で前回の報告とさせていただきます。ありがとう

ございました。

○議長（太田長八）　どうもありがとうございました。

　本当、３年前に私、川南町さんと串間市さんにお邪

魔させていただきました。本当にすばらしい運営でござ

いまして、それを目標にやった中で、新型コロナウイル

スになってしまいまして、本当に残念でございます。そう

いう中で、やっぱりまず川南町の川南湿原、これを地

区の方が再現しようと頑張った中で、今、着 と々その準

備が進んできているということ、これはもう敬意に値い

たしますので、これによりましてまたまちづくりをやって

いけば、またすばらしい町ができるんじゃないかと思

いますので、頑張っていただきたいと思います。

○川南町長（日髙昭彦）　ありがとうございます。

４．シンポジウムからの報告、問題提起

○議長（太田長八）　それでは、次に、シンポジウムの

総括といたしまして、いつも大変お世話になっておりま

す、全国草原再生ネットワーク会長でございます高橋

様にこれまでの報告と、また問題を含めてよろしくお願

いいたします。

○全国草原再生ネットワーク代表理事（高橋佳孝）　

皆さん、こんにちは。全国草原再生ネットワークの高橋

でございます。

　昨日来、第13回全国草原シンポジウムがこの東伊

豆町で行われました。その概要について、私のほうから

説明をさせていただきたいと思います。

　ここは、町長の挨拶の写真が載っておりますけれど

も、昨日は基調講演とパネルディスカッションと分科会、

それから総合の討論会というのがございました。それ

に沿って、昨日のシンポジウムのご紹介をさせていた

だきたいと思います。

　最初は、芸北高原の自然館の白川さんの基調講演

から始まりました。基調講演の内容も非常に盛りだくさ

んでして、各地の人と自然が関わる取組について、たく

さんの事例を紹介していただきながら、そのなかに潜

んでいる非常に価値のある関係性というのを大事にし

ていこうということで、講演をいただいております。

　人と関わる自然をどのように守るかということですけ

れども、要は関わり合いを学んで、暮らしに寄り添って

人が決めていく自然そのものの価値を発信をきちんと

されているか、あるいは共有されているかという問題提

起から入ってきました。時代や地域に合った多様な活

用で、草原についても守っていく必要があるんじゃない

かと。

　大事なコンセプトは、残したいものは共創資産であ

島根県大田市環境政策課長、和田二朗様、熊本県南

阿蘇村農政課主幹、後藤進哉様、また、サミット中、草

原100選についてご説明させていただきますことから、

全国草原再生ネットワーク代表理事の高橋佳孝様に

もご参加いただきます。

　皆様どうぞよろしくお願いいたします。

３．前回サミットの報告（串間市・川南町）

○司会　それでは、各自治体から活動報告や課題の

提起などを発表していただきますが、ここからは、大会

実行委員長の太田長八東伊豆町長がサミット議長とし

て進行いたします。

　太田町長、よろしくお願いします。

○議長（太田長八）　それでは、しばらくの間、議長を

務めさせていただきます。太田です。

　ご協力のほどよろしくお願い申し上げます。

　まず、前回の開催地でありました宮崎県川南町長の

日髙昭彦様より、前回の報告並びに課題、取組につき

ましてご発言をよろしくお願いいたします。

○川南町長（日髙昭彦）　皆さん、こんにちは。川南町

長の日髙でございます。

　今回は本当にいろいろ大変な中、太田町長をはじ

め、関係者の方々に開催をしていただきましたことを改

めて感謝申し上げたいと思います。

　前回、もう３年前になります。市長お見えですが、宮

崎県の串間市と同時に開催をさせていただきました。

後ほど島田市長のほうにも話があるかと思いますので、

私のほうから話をさせていただきます。

　それでは、３年前、実は２つのＰＲポイントがありまし

て、１つはですね、今はオンラインでこうやって同時開

催、いろいろ当たり前なんですけれども、当時は串間市

と川南町と、県内ではありますけれども、車で３時間、

130キロぐらい離れていた会場を同時に開催をさせて

いただきました。今となればいろんな思いもあって、大

変だったんですけれども、いろんな経験もさせていた

だいたと思っております。

　もう１点が、川南町は草原ではなく湿原なんですが、

水のある草原を湿原という形で、初めてこの草原サミッ

トに湿原を登場させていただいたということで、改めて

感謝申し上げたいと思います。

　では、簡単に報告をさせていただきますが、前回は、

黒潮洗う野生馬の草原とトロントロンが育む湿原、ト

ロントロンについては後ほど説明いたしますが、そう

いうことで、連休明けの５月12日土曜日から月曜日ま

での３日間にわたってさせていただきました。延べ885

名の方に参加をいただいたところでございます。

　先ほども申しましたとおり、湿原を入れていただきま

したので、当時は12の自治体、特に県内から、川南町

と串間市ですが、湿原の関係で近隣市町村であります

新富町、高鍋町にも参加をしていただきました。

　先ほど言いましたとおりでございますが、このサミッ

トの中で宣言をさせていただきました。今回も宣言があ

るんですが、４つの項目をテーマとして宣言させていた

だきました。

　まず１点目がですね、まず、守るという点、それから２

つ目が安全、３つ目がＰＲ、４つ目が連携というキー

ワードになりますが、まず１つ目は、やっぱり湿原とい

うのは、草原というのは、人が手を入れないと維持でき

ないということで、今回も入っておりますが、湿原を守る、

草原を守る担い手の確保や保全活動を積極的に支援

するという、守るという点でございます。

　２つ目が、やっぱり草原管理の新たな技術やシステ

ムを活用する安全管理、つまり野焼きの安全性である

とか、カヤぶきの技術を、高所作業でありますので、そう

いう安全性を大事にするということで、安全管理体制

を積極的に支援するということでございます。そういう

安全を構築するということでございます。

　３つ目がＰＲというキーワードを使いましたけれども、

草原の大切さと公益的活用を広く国民にアピールする

ため、全国草原100選を選定するということを進める

ことを決定したところでございます。

　４つ目が連携と言いましたけれども、全国の草原を

有する自治体が連携して行動していくこと。全国草原

自治体ネットワークという、正式には全国草原の里市

町村連絡協議会という活動を強化するというテーマで

ございます。それは、前々回の平成28年、新温泉町で開

催されたときに設立をされたところでございます。

　それでは、簡単に川南町の活動の状況ということで

紹介をさせていただきます。

　まず、川南湿原ということなんですが、大きな特徴が２

つありまして、１つがですね、これは湧水、湧き水ででき

た湿原であります。よそからの流れ込みがないので、世

界でここだけという希少な植物が、現在発表されている

のが３つ、あとまだ幾つか未確定でありますけれども、ほ

ぼ間違いないということがございます。それから湧き水

でございますので、ここはたまたま町の中心地からすぐ

近く、歩いて行けるという地理的なメリットもございます。

　トロントロンという名前を先ほど申しましたけれども、

実はこれはトロントロンというのは、水が湧く、トロント

ロン湧く、湧き出るという音から来た正式な地名でござ

います。片仮名でございますが、川南町と言えばトロン

トロンというのが軽トラ市であったり、施設の名前で

どうやって守るかという、そういう行政側からの仕組み

づくりについて、南阿蘇村長の吉良さんから講演をい

ただいて、その後パネルディスカッションを行ったとい

うことです。

　東伊豆町の様子はこういう感じで、３人が登壇して、

会場と熱心な討議が行われました。こういう形で、茅葺

き文化協会の安藤先生なんかも非常に示唆的な、後で

ちょっとお話ししますけれども、コメントをいただいたり

して、地元の方たちもとても元気づけられる内容だった

と思っております。

　内容をかいつまんで言いますと、保全の面からいう

と、面積とともに管理がなくなったということが生物相

に大きな影響を与えているんだよと。それから、湿原保

全も大事だけれども、全体を通して鹿の問題が今顕在

化していて、草原だけで語れる内容ではなくて、全体の

管理ということも必要になってくるだろう。それから、

ゾーニングや安全な場所では、後継者育成のための

フィールドとして積極的に活用してもいいんじゃないか

という話がありました。

　それから、担い手の問題もあり、新たな仕組みが

やっぱり必要になってくるだろうな。１つはボランティ

アかもしれませんし、１つは野焼きの体制整備というこ

とかもしれません。

　それから、利用価値を最大限に活用する、すなわち

材としての草原もあるし、景観を利用した観光もあるで

しょうし、それを持続的なシステムとしてどうみんなで

関わっていくかということが重要だろう。それから、東伊

豆町さんは温泉もあり、海もあり、それから草原もあると

いうことですね、東京からも近いという立地条件もあっ

て、やはり観光が主体となる、産業として観光が主体と

なるだろうと。その中に草原の恵みであるカヤの利用

を取り入れて、地域の特性やスケールを発揮してはどう

かというのが安藤先生のほうから示唆されたことです。

特に例えば来訪者の拠点施設みたいなところとか、そ

ういうカヤふきが実際にできるようなところをうまく利用

して、そこに新しい価値も含めた来訪客へのサービス

提供というのもできるんじゃないか。カヤの循環によっ

て、癒しの空間形成というのが可能であるし、そういう

ものが今後観光を回していく上でも期待が大きいん

じゃないかという話があったというふうに覚えています。

　それから、蒜山会場のほうは、このようにカヤを使っ

たサイクリング施設というのを実際に建てられていて、

その新しい施設の近くでこういうふうなセッションを

行っております。

　内容ですけれども、草原の利用から見える、過去に

学ぶことによって蒜山らしさというのがよく分かるんだ

と。その利用の仕方や経緯から学ぶものも大きいとい

うことがありました。

　それからもう一つは、よく自然再生事業というのはい

ろいろ行われているんですが、その自然再生において

も地域経済を回すことが今大切になってきているんで

すよというお話。実際に草原のカヤを使ったサイクリン

グセンターというものがありますけれども、ここから広

がる新しい世界があって、それが地域を大きく回してい

く一つのきっかけづくりにもなるんじゃないか。

　それから、カヤの利用についても、いわゆる文化財と

か古民家だけではなくて、今は新しい施設や近代的な

施設、そういうものについてもいろいろとカヤが使われ

ている時代である。カヤぶきは新たにもう一皮むけて

未来に発展する、その礎となり得るものではないかと

いうことがありました。

　これまでは地元だけで使って守るというところから、

地域外の関係者も含めた、地域の人も一緒になって守

るという、幅広い守り方、そういうものが目指されており

ました。そのためには、地域内外の人と意識を醸成す

るためにも、楽しいということもとても大切なんではな

いかということが報告されております。

　それから、阿蘇のほうは、このように広がる草原が九

州の北部の６大河川の水源域になっているという、そ

ういう立地条件もありますけれども、今回、水源涵養を

中心とした生態系サービスについての討論が行われ

ております。

　新しく分かったこととして面白かったのがススキ草

原がものすごく水源涵養力が高いんだと。そのなぜか

という理由の一つがススキそのものが節水型の植物

であって、水を消費しない。その分、水源涵養に回る水

が多いんですよと。それから、川下、川上の関係でいえ

ば、福岡都市圏も含めて大勢の人数の飲用水を賄うこ

とができる、その水源地が阿蘇の草原だと。それは有

明海のほうにもつながっていて、ノリが色落ちするのを

防ぐために栄養源を補給しなきゃいけないんですけれ

ども、その補給するだけのダムの放流ができるだけの

水源が確保できていることがとても重要だと。そういう

意味では、海のほうから草原を応援していただくという

仕組みづくりも今後考えていったらどうかというような

お話がありました。

　それから、環境省のほうでは、阿蘇の地域を守って

いく、あるいは草原を守っていく上で、地元の農業者の

なりわいに対する助成を主体に考えてきたんですけれ

ども、それも今後は重要であると同時に、これからは草

原の持つ公益的機能へどういう形で支援できるかとい

う仕組みをつくる必要があるんじゃないかというお話

それを研究面から実証、検証するということをぜひ研

究者にはやっていただきたいと。それを普及させる場

の整備を行政には担っていただけると非常にありがた

いという最終的な要望がございました。

　これらの問題というのは、一個人でどうこうできる、

解決できるものではありませんので、ぜひ行政のほう

のお力添えをいただきたいと。私ども個人や市民として

は、今後もそういう形で対話を続けていきたいというこ

とで、最後、閉めたところでございます。

　少し長くなりましたが、以上が草原シンポジウムの報

告です。ぜひこの内容についてもサミットでの論議をし

ていただきますようよろしくお願いいたします。

　以上です。

○議長（太田長八）　高橋先生、どうもありがとうござ

いました。

　私、このシンポジウムをやって本当、大変勉強になり

ました。と申しますのは、やっぱり今までカヤの活用と

かね、また、子供たちを育てていかなければならない、

地域の学習、体験学習、これも大変重要だと感じまし

たので、この間、大変勉強になりました。

　そういう中で、首長さんがいらっしゃいますので、私

が一番感じたのは、やっぱり阿蘇の分科会の、誰か

ちょっと名前を忘れましたけれども、要するに職員が、

担当者はある程度認知しているけれども、ある程度の

方、全ての方が草原などを認知しなければ進まないと

言われましたので、各首長さんには、担当者だけでは

なく、ほかの違う職場の方たちにも、あと、地元の草原、

また湿原に対する知見をある程度広げていければ大

変ありがたいと感じております。

　以上です。

　どうも高橋先生、ありがとうございました。

５．各自治体の取組と課題

○議長（太田長八）　それでは、各自治体の皆様にご

報告をしていただきたいと思います。順番は、事前に配

付してある参加名簿の順でお願いいたします。時間の

関係もありますので、各自治体おおむね５分間をめど

ということでお願いいたしたいと思います。

　それでは、兵庫県新温泉町長の西村銀三様によろし

くお願いいたします。

○新温泉町長（西村銀三）　皆さん、こんにちは。新温

泉町長、西村銀三です。よろしくお願いいたします。

　平成28年第11回のシンポジウム、新温泉町で開催

していただきました。その際には、川南町、日高町長さ

んをはじめたくさんの方にご参加をいただきました。誠

にありがとうございます。

　皆様のお手元に新温泉町の概要と上山高原の歴史

と現状という資料があると思いますので、資料に沿って

説明をさせていただきます。

　新温泉町は、日本海側に面した鳥取県との県境に

あり、平成17年10月に誕生した人口約１万4,000人

弱の町で、まちづくりのテーマは、「海・山・温泉　人が

輝く夢と温もりの郷」であり、豊かな自然に恵まれた町

であります。

　産業については、農業分野では水稲、梨、高原野菜

の大根の生産を主として進めています。畜産について

は、神戸ビーフや松坂牛のもと牛である但馬牛の主産

地として、飼育頭数の維持拡大に努めています。また、

水産業については、松葉ガニ、ホタルイカ、ハタハタな

ど、日本有数の漁獲高を誇っています。

　当町には上山高原という大きな草原があります。周

辺集落の人々によって上山高原は田畑の土づくり、和

牛放牧として活用し、中でもススキは飼料、カヤ、かや

ぶき屋根等に利用され、生活の一部として維持されて

きました。

　しかし、農機具の普及、牛農家の減少によって、草原

は活用されなくなり、クマザサが茂り、雑木に覆われて

きました。これでは駄目だということで、平成16年に県

と町と地域が連携してＮＰＯ法人上山高原エコミュージ

アムを立ち上げました。上山高原と麓の７集落を丸ごと

生きた博物館として捉え、草原を保全・再生する取組を

地域の資源を活用し、地域内外との交流を図ることで

地域の活性化につながる活動を進めています。

　再生の具体的な活動としまして、人工林をブナ林の

広葉樹に替え、ススキ草原の持続と拡大ということで、

山焼き等を行っています。また、イヌワシの生息調査、ノ

ハナショウブ、そしてヤナギタンポポ等、希少植物のモ

ニタリング調査の継続を行っていますし、体験プログ

ラムとして、滝巡りやハイキング等も行っています。また、

第11回大会を開催した成果だと思っていますが、スス

キの有効活用ということで、神戸市のかやぶき職人「く

さかんむり」と連携・協力協定を結び、古民家や文化財

施設にカヤを使う取組も進めています。

　草原維持では、ササ刈り、山焼き作業、放牧作業等、

毎年継続することが必要になってきます。このため会員、

地域住民、ボランティアの方々の協力をお願いしてい

ますが、作業費等の捻出が今後の大きな課題となって

います。今後もできるだけ多くの方にご協力をいただい

て保全活動や利用する取組を進めてまいりたいと思っ

ております。

　以上であります。

○議長（太田長八）　どうも西村町長、ありがとうござ

がありました。

　それから、草原と私たちの関わりとか、暮らし方を支

えるエビデンス、要するに研究の証拠ですよね、そうい

うものとか学術研究がとても重要だということが今回

のこのセッションの中でもよく分かったということです。

　それから、南阿蘇村長さんは熊本地震後、火入れ責

任者を村長さんに替えたという行政側からの支援が

あって、それによって野焼きが復活したところが結構

あったと。それから、火入れの手続も届出制に変えたり

ということをしたんですけれども、これを行う大きな根

拠となったのが、やはり水源涵養機能ということで、熊

本県民、熊本市民の水道水を支える水源の源である草

原を守ることが地域全体、あるいは県全体に対しての

大きな影響を及ぼすんだ、大きな貢献ができるんだと

いうことで、これまで阿蘇の草原といえば景観が主体

でしたけれども、今後は水源保全という意味でも、阿蘇

の草原の価値を見直して、みんなにアピールしたいと

いう話がございました。

　最後、全体会は、こうやって行われたそれぞれの分

科会の報告を受けて全体討議をしたんです。これも全

てオンラインでやりました。ここに映っているのは東伊

豆町さんのところでやった内容です。ちょっと写真で隠

れていて申し訳ないんですけれども、それぞれの分科

会から代表者が入っていただいて、オンライン上で討

議を行っております。

　まとめになるかどうか分かりませんけれども、草原の

保全面については、なぜ草原が重要かを各世代意識

共有する必要があると。活動に関わる人、理解者、応援

者を増やしていく仕組みが必要。維持するために人が

関わり利用し続ける仕組みづくりが重要になるという

ことが語られました。草原の経済価値と公益機能を積

極的に評価してあげる必要があって、公益機能の守り

手である生活者を支援する制度設計というのをしっか

りと組む必要がある。

　前にもお話ししましたけれども、保全のための保全と

いう観点から、草や草原を活用することによる保全と

いうほうにシフトしていく必要があるんじゃないかとい

うお話でした。

　草原の活用についてですけれども、これも先ほどお

話ししたように、保護の管理から、利用して管理へとい

うのが大きなテーマとなっていました。草原利用の創意

工夫に対して様々な支援や環境整備をしていく必要が

あるだろうと。小さな経済活動を生み出して、地域ととも

につくり出すことがまず第一歩じゃないか。

　都市へのアプローチには、どうしても意識の違いと

か様々な問題があるので、その中間層の育成が必要な

んじゃないか。

　堆肥や農業や肥料とか、あるいはカヤの利用という

のはありますけれども、今でも野草の利用価値は非常

に高いものがあって、堆肥の利用とかカヤの利用で野

草の価値を復権する必要があるんじゃないのかなと。

堆肥についても、今、新しい知見として、野草を使った

堆肥に含まれる非常に優れた土壌菌がいるということ

も分かってきました。こういうのも研究の成果だと思い

ますけれども、そういうふうに野草の価値を復権させる

ことで、野草を利用すれば火入れの炎もある程度制御

しやすくなるし、火入れの安全性にもつながるんだよと

いう幅広い内容からのものがございました。

　草原の継承については、地域の固有性やほ誇りを

各世代で共有、共感すると、これはもちろんですけれど

も、地域、行政、企業が互いに手をつなぐ仕組みという

のも面白いんじゃないか。例えば細野高原だったら、

いろんな企業さんが持続的にこれを利用したいという

ことではいろんな方が入っていただいて、そこを活用し

てはどうかという話もございました。

　それから、カヤふきは活用を通じた継承の有効な

ツールである。利用というものが入ることによって、その

価値を継承したり、その仕組みを継承したりするきっ

かけにもなる。

　それから、使うことで生き物が、草の供給で文化が守

られていくだろうと。

　環境教育は世代を超えていく潜在性を持っているの

で、非常に大切なことである。子供さんへの教育という

のはとても大切。

　草原と地域のつながる観光や地域振興の在り方に

も工夫が必要になってくるんじゃないかというふうなま

とめがございました。

　最後に、行政へ望むことということで、幾つか提案を

いただいております。

　１つは環境教育、あるいは担い手育成も含めてとい

うことですけれども、その助成をぜひ継続できるような

ものにしてほしい。

　それから、実際に草原を守るときに一番頭を悩ませ

ているのは、行政の実務者の担当者であろうというこ

とで、もちろんいろいろ替わったりもしますので、持続

的にそれを進めていくのに問題が生じがちなんですけ

れども、ぜひその自治体間での実務者同士の学びの

ネットワークをつくっていただけないか。サミットでい

えばシェルパ会議のようなものを今後実現していただ

ければありがたいという話がありました。

　それから、地域知、伝統的に言いつながれてきた知

識そのものに意外と真実が、とても大事なものがあって、

いました。

　太田市長の取組は、もうマスコミでだいぶ私も勉強

させていただいております。そういう中で、文化と草原

がやっぱりマッチしないと、本当にそのとおりだと考え

ています。昨日の分科会の会場、隈先生の建築、それに

つきましてカヤを使っていること、大変感銘を受けまし

たので、今度、一度視察に行かせていただければ大変

ありがたいと思います。よろしくお願いします。

○真庭市長（太田　昇）　どうぞ、おいでください。これ

が全容ですけれども、３棟あります。

○議長（太田長八）　そんなにあるんですか。

○真庭市長（太田　昇）　１つは、このメインのがです

ね、これが18メートルあります。その横に見えておりま

すのが、隈研吾先生の設計図面とか模型とか、そして

サスティナブルな商品を売るとかですね、そしてもう一

つはサイクリングターミナルという、それで構成されて

います。7,000平米ぐらいの広さであります。

○議長（太田長八）　すごいですね。視察を楽しみにし

ておりますので、よろしくお願いいたしたいと。

　続きまして、串間市長の島田俊光様、よろしくお願い

いたします。

○串間市長（島田俊光）　こんにちは。串間市の島田

でございます。

　12回草原サミットにつきましては、川南町と一緒に

開催させていただいたわけでございますが、事務局の

皆様等はじめ関係各位の皆様方のご高配を賜り、サ

ミットを成功することができました。本当に感謝を申し

上げたいと思います。

　それで、宮崎県串間市は、宮崎県の最南端に位置す

る温暖多雨なところでございます。きゅうりやピーマン

などの施設野菜、サツマイモやごぼうなどの露地野菜

をはじめ生食で食べられる完熟キンカンや餌にトウガ

ラシを混ぜてつくる養殖ブリなどは、質、量とも全国トッ

プクラスの地域でございます。また、そのように農産物

を生産する食の宝庫でもあります。

　串間市からは、野生馬が生息する都井岬と宮崎県

の希少な動植物重要生息地に指定されている古竹・笠

祇地区について紹介させていただきたいと思います。

　串間市の草原といえば、野生馬が生息する都井岬が

代表的な草原となるわけでございますが、もともとは江

戸時代の軍馬を育成するための牧場であったものが、

人の手が触れることなく、令和の時代まで残っているも

のであります。春には新緑の草原にオキナグサやウマ

ノアシガタ、さらに夏から秋にかけてヒオウギやノヒメ

ユリ、ムラサキセンブリ、冬はノジギクなどが繁茂して、

四季それぞれの種のある希少動植物、国指定天然記

念物の野生馬とともに見ることができます。オキナグサ

など都井岬に生息する多年草のほとんどは、毒があっ

たり、またとげがあったりして、馬が食べない植物であ

り、食べ残すことから花を咲かせることができる。都井

岬は馬がつくり出す生態系に、絶滅危惧種に指定され

ている希少な植物を観察することができます。都井岬

は人の手を加えないことが魅了をより高めるものと考

えております。

　通過型の観光から体験、滞在型の観光へと転換さ

せる取組として、野生馬の生態と野生馬による形成さ

れた草原の植物やふん虫、フンコロガシでございます

が、などを訪れた観光客に対して分かりやすく説明す

る都井岬野生馬ガイドを配置し、エコツアーなど着地

型観光としての活用をはじめ、地元小中学生の地域を

学ぶ授業、くしま学などを地元の魅力を学習させる取

組など、草原の維持・存続と魅力発信のため取り組ん

でおります。

　また、笠祇・古竹地区の紹介でございますが、資料の

下段にあります笠祇・古竹地区の草原については、都

井岬と同様であり、江戸時代の軍馬を育成するための

牧場であったものが地域住民により草刈りや野焼きな

どの作業により代々守られ、現在も草原として維持され

ているものでございます。平成19年11月には宮崎県

の希少野生動植物重要生息地に指定されております。

笠祇・古竹地区は串間市の中心市街地から車で約15

分と近い場所に位置しており、昔ながらの田園風景が

広がり、里地里山で和牛の里として呼ばれている畜産

が盛んな地域でもございます。

　集落は過疎、高齢化が進み、野焼きなどの里山を守

る活動の継続が危惧されているところでございます。集

落の過疎化、高齢化の進展は、本市のみならず全国各

自治体の共通問題と認識をいたしております。行政の

役割としては、地域の魅力を住民自らが情報発信して

いく活躍の場の創出と、地域に何度も訪れる深いつな

がりを持つ関係人口の増加が肝要であると考えており

ます。

　本市の取組の１つがエコツーリズムの推進でありま

す。市といたしましては、地域資源の魅力を伝えること

により、関係人口の増加、地域住民の資源価値の再認

識、そして、環境教育による次世代への継承へとつな

がるエコツーリズムを鋭意取り組むことにより、草原の

維持形成を図っていきたいと考えているところでござ

います。

　以上でございます。よろしくお願いします。

○議長（太田長八）　どうも島田市長、ありがとうござ

いました。

いました。

　このＮＰＯ法人の活動、大変すばらしいと感じており

ますし、また、うちの町のテーマも、「満点の海・山・空は

東伊豆」と、何かまちづくりが同じような感じがいたしま

すんで、これを契機にまた交流ができれば大変ありが

たいと思います。どうぞよろしくお願いいたします。

○新温泉町長（西村銀三）　こちらもよろしくお願いし

ます。

○議長（太田長八）　それでは次に、続きまして、岡山

県真庭市長の太田昇様、よろしくお願いいたします。

○真庭市長（太田　昇）　真庭市の太田です。よろしく

お願いいたします。

　真庭市は合併して828平方キロメートルと、面積で

いうと東京23区の1.3倍というですね、岡山県北に広

がる市です。その一番北、鳥取県境のところに蒜山高原

という高原がありまして、東西20キロ、南北10キロと

いう、多分、関西では一番広い高原だと思っております。

　課題ですけれども、よそと同じで、もともとはススキ野

原が非常に広がっていた、それがだんだん狭くなって

きていると。そこに貴重な動植物、絶滅危惧種がいた

のが、これを守らないと、景観も含めて滅んでしまうと

いうようなことで、そういう意味での保全というのが一

つの大きな課題であります。

　もう一つは、これも出ておりましたけれども、単に保

全だけではできない、やはり活用しながら保全すると

いうことをしなきゃならない。その活用というのが一つ

の課題だろうというふうに思っております。

　その２つをどうしたら両立できるのかということです

が、１つは、カヤを山焼きをする、そうするといいカヤが

できる。そのカヤを、もちろん土に戻すことによって、灰

そのものが肥料になってまいりますが、蒜山も旧石器

時代から人が住んで、そしてカヤを焼いて、火山灰の

非常に貧栄養化のところを植物が育つように、１万年

以上かけて変えてきたという歴史がありますから、それ

を延 と々やっていかなければならない。それとともにカ

ヤを建築資材として活用するということで、昨日の分科

会でも隈研吾先生の設計で、カヤの屋根を逆さまに

使ったですね、屋根そのものは鋼板で、中の天井から

中を全部カヤにしたという、逆さまにしたような、そうい

うサイクリングターミナルを造りましたけれども、それ以

外にも建築資材としていろんな活用ができるということ

で活用していきたいということであります。

　それとともに、このすばらしい高原を多くの方に親し

んでいただく。自然環境だけでは人は来ません。やはり

そこに文化というものがないと人は来ないということで、

ここに出ておりますけれども、これも隈研吾先生の作品

ですけれども、ＣＬＴ、クロス・ラミネーテッド・ティン

バーという縦横、縦横に木材を組合せして、一つの板

を作るわけですね。その板を組合せしてこういう建物

を造っていくですね、これはオリンピック選手に遊んで

もらおうと思って東京の晴海に造ったんですけれども、

真庭のヒノキで造り、日本で専用のＣＬＴ工場は真庭に

しかありませんから、言わば真庭に里帰りしたというこ

とで、グリーナブルヒルゼンというふうに呼んでおりま

すけれども、こういう施設。中は空間で、ここで遊んだり、

イベントができるように、そういうものを、一つの芸術作

品ですけれども、造っております。こういうものを使って、

観光資源としても活用していくと。

　つまり景観も含めて、そして人工的なこういうものを

全部入れて、地域価値を上げていくという、そういう概

念で取り組んでおります。

　さらに、このＧＲＥＥＮａｂｌｅというのがロゴにもなって

おりまして、阪急阪神百貨店がこのグリーナブルに沿う

ようなものを真庭の産物をですね、産品を大阪で売っ

ていくというような、阪急百貨店とも提携をして、コロナ

がもう少し落ち着けば本格的に梅田で真庭の産品を

開発しながら売っていくということになってまいります。

阪急に今ブランド、阪急ブランドとしてＧＲＥＥＮａｂｌｅと

いうのを商標登録してもらいました。

　そういうことをしながら、この背景として、私の背景

に木材を使っておりますけれども、バイオマス産業都市

の指定も受けて、やがて真庭の電力は全て真庭で賄う

と。今、バイオマス発電、１万キロワットのありますけれ

ども、市内需要の大体60％ぐらいを再生可能エネル

ギーで賄えています。火力じゃなくて、水力とバイオマス

ですね。これを100％にしていくということも地域の価

値を上げていくという取組をしております。

　それと、生ごみ等、人間さんのふん尿ですね。それを

混ぜてメタンガスを発生させて、それでプラントを動か

して、最後、液肥を作って、それを低コスト農業として利

用していくという、そういうような、全体をＳＤＧｓという

か、サスティナブルなそういうまちにしていくという取組

をしております。東京のまねをしても仕方ありません。こ

の地域にある資源をいかに使って、それを循環させて、

未来志向で豊かにしていくということで、ＳＤＧｓ未来都

市の第１号にもなっておりますけれども、そういう取組

をしているというのを、そういうことを背景にしながら

蒜山高原を守り、活用していくということであります。

　皆様方のご意見も、あるいは活動も参考にしながら、

よりこれを進めていきたいというふうに思っております

ので、今後ともよろしくお願いいたします。

○議長（太田長八）　太田市長、どうもありがとうござ

にちは。広島県の北広島町生涯学習課長、西村と言い

ます。よろしくお願いいたします。

　お手元にお配りしております北広島町の概要、そし

て、北広島町の草原と取組について、説明をさせていた

だきます。

　まず、広島県北広島町の概要でございますが、広島

県の西北部、西中国山地の標高300メートルから800

メートルの盆地、北は島根県と接しております。広島県

に流れる太田川、そして島根県に流れます江の川の源

流域でもございます。面積の８割以上が森林地帯でご

ざいまして、県北地域、こちらは1,000メートル級の山

が連なっております。

　国立公園の一部でございます八幡湿原、こちらにあ

ります芸北地域の八幡、こちらは冬になりますと２メー

トルの雪を記録する豪雪地帯となっております。

　それでは、広島町の草原と取組について説明をさせ

ていただきます。

　こちらにつきましては、４つ紹介をさせていただきた

いというふうに思います。①から④まで、概要から課題

というふうにしております。

　まず、雲月山でございますが、島根県と隣接をしてお

りまして、かつては採草、そして放牧の目的で1960年

頃まで利用されておりました。島根県側はカラマツの

植林となっています。広島県側、こちらは1990年代に

観光イベントとして山焼きですね、こちらが行われてお

りましたが、1996年を最後に停止しました。2005年頃

より、地域が主体となりまして、主にＮＰＯが主体となり

募集を行いまして、消防団、博物館、小学校などと連携

しながら山焼きを実施しております。

　2014年に町条例に基づきます野生生物保護区に

指定をしております。

　こちらの利用についてですが、一般の登山の観光の

ほか、町内外の小学校等によります学習の場としての

活用、そして、山焼き再開後に数年間にわたり報告も行

われましたが、牛が転落するというような事故もありま

して、現在は放牧はされておりません。

　課題でございますが、現在15％ぐらいの山焼きを

行っておりますが、全域の山焼き、そしてボランティア

の確保といったことが課題というふうになっております。

　続きまして、千町原の草原でございます。

　こちら、もとは地元地域八幡村という旧村になります

けれども、こちらの入会採草地でございました。1944

年に陸軍の演習地となりまして、戦後は開拓民の入植、

国の大規模草地の開発、広島県への移譲と郊外開発

を経まして、今に至っております。2003年頃よりＮＰＯ

が中心となりまして伐採の実施をしまして、2020年に

町条例に基づきます保護区に指定をしました。植物や

鳥を見る観光地として人気がありまして、2013年から

は地元の中学校の、この後紹介しますけれども、茅プロ

ジェクト事業にカヤを提供しております。

　課題でございますけれども、既に樹林化した範囲が

結構広くなっております。また、大規模草地開発の影響

で湿原が縮小しておりまして、いずれも伐採が必要と

いうふうになっております。

　続きまして、霧ヶ谷湿原でございます。先ほどの千町

原と同エリアに位置をしております。大規模装置開発

の事業を経まして、現在は臥竜山麓八幡原公園の一部

に位置をしております。2003年にＮＰＯが植生調査と

ワークショップを実施したことをきっかけにしまして、

自然再生推進法に基づきます法定協議会を広島県が

立ち上げまして、2004年から八幡湿原自然再生事業

が始まっています。樹林の伐採、湿原から水を抜くコン

クリート水路の撤去、湿原への水路の設置などの工事

を2007年から2010年にかけて実施をしました。その

後、自然再生協議会の保全部会が中心になりまして、

伐採作業を継続しております。こちらも2020年に町条

例に基づきます放牧の指定をしております。

　利用でございますけれども、植物や鳥を見る観光地

として人気のスポットとなっておりまして、小学校、中学

校等のフィールドワークの場として活用、そしてガイド

ツアーの実施をしております。

　課題でございますけれども、再生工事から10年が経

過しておりまして、順応的管理のために現状に即した

全体構想と実施計画の見直しが必要となっています。

　そして、これは地元の中学校での取組ということなん

ですが、芸北茅プロジェクトについてです。

　芸北地域のススキ、これを屋根ふきのカヤとして資

源化し流通させる取組を行っています。中学校ＰＴＡ、Ｎ

ＰＯ、地域住民、教育委員会などが実行委員会をつくり

まして、2015年から推進をしております。地域の住民

自らがカヤを刈り取りまして市場に出荷すること、こち

らで私有地や小さなカヤ場が保全をされる。そして、今

は廃止となっておりますけれども、こちらにスキー場跡

地がありまして、こちらを文化庁のふるさと文化財の森、

こちらに設定をされたところでございます。

　利用についてなんですが、未利用でありましたカヤ

場、そしてカヤの利用が推進されるとともに、プロジェ

クトそのものが地元生徒にとって生きた教材というふう

になっています。地域通貨を活用することで地域外へ

の経済流出を防ぎ、刈り取ったカヤが文化財や伝統的

景観の保全に活用されております。

　課題でございますけれども、カヤの保管場所、こちら

　やっぱり串間市さんの取組、草原が２か所、これをう

まくやっていると考えています。それでやっぱりこれから

は、まずは地域住民がそのよさを認識するのが一番と

思いますので、それもまた勉強させていただいて、そう

いう中で、そのエコツーリズムを結構うまく活用した中

で、その草原の保全をやっているのが大変すばらしい

取組だと考えておりますので、引き続きよろしくお願い

いたしたいと思います。

○串間市長（島田俊光）　ありがとうございます。

○議長（太田長八）　それでは、続きまして、熊本県高

森町の町長、草村大成様、よろしくお願いいたします。

○高森町農林政策課（荒牧茉名）　町長に代わりまし

て、担当のほうからお手元に資料に沿ってご説明をさ

せていただきたいと思います。

　熊本県高森町農林政策課の荒牧と申します。よろしく

お願いいたします。

　まず、高森町の概要からご説明させていただきます。

　高森町は人口6,177人で、九州のほぼ中央、熊本県

の最東端に位置しまして、大分県の竹田市と宮崎県高

千穂町に隣接する総面積175.06平方キロメートル、

広い町土を有する農村地域でございまして、地形は阿

蘇カルデラ内に広がる標高500メートルから600メー

トルの比較的穏やかな傾斜をなす高森・色見地区と外

輪山の外側、標高500メートルから800メートルの波

状高原地の草部・野尻地区に区分される町です。

　主な産業は、観光と農林業になります。

　農業面では、立地条件を生かしまして、畜産、米、野

菜を主体とする農業生産が展開されてまいりましたが、

近年、経営の発展を図るため、一部の農家で施設園芸

の導入が盛んとなっております。地域の宝として、古くか

ら栽培されてきました農林畜産物をブランド化し普及

するとともに、地域の代表する高品質な農産物として、

将来にわたり栽培し続けるための活動を通じ、阿蘇地

域の農業の活性化と農業後継者の育成につなげるこ

とに取り組んでおります。

　観光面では、コロナ禍でイベントの実施が厳しい状

況ですが、2016年に発生した熊本地震の影響は回復

傾向にあり、高森湧水トンネル公園、月廻り公園、高森

殿の杉、南阿蘇鉄道のトロッコ列車、草部吉見神社、

上色見熊野座神社といった観光地や約300年の歴史

があります風鎮祭といった地元のお祭りを中心に毎年

多くの方が高森町を訪れています。

　また、高森町では町内全戸に整備しました光通信環

境を活用しまして、日本一の地域密着型番組として、た

かもりポイントチャンネル、こういったケーブルテレビ

の放送を行い、災害時の緊急放送や町からのお知ら

せ、地域情報、事業の紹介などを町民の方へ情報発信

しています。

　光通信環境の整備は、教育現場でも活用されており

まして、電子黒板の設置や全児童生徒のほうへ１人１

台のタブレット配布をいち早く行いまして、全国で最先

端のＩＣＴ教育が行われております。

　ここからは高森町の草原の概要についてご説明さ

せていただきます。

　高森町の草原につきまして、その多くを牛の放牧に

活用しておりまして、畜産農家や町民の方の大切な資

源として保全されてまいりました。高森町の草原は牧野

と呼ばれており、阿蘇のあか牛が放牧されている牧野

はのどかな風景として多くの人に親しまれております。

　高森町の牧野面積につきましては、1,211ヘクター

ルありまして、草原維持として行われている野焼きに関

しては、実施面積が621.5ヘクタールとなっております。

また、管内には14の牧野組合がありまして、皆さん精

力的に草原維持のほうに取り組んでいただいており

ます。

　最後に、高森町の取組と課題については、長年、放

牧や野焼きによって保全されてきている草原なんです

が、近年、管理をしている牧野組合員さんの高齢化等

によって、野焼き実施が大変難しくなってきている状況

にはございます。町としては野焼きに係る補助金等で

野焼き実施者の方の負担軽減等に取り組んでおります

が、年々、実施面積が減少しつつある傾向にございます。

　また、高森町にある阿蘇高森オーガニックセンター

というところでは、世界農業遺産の構成要素であります

阿蘇の草原に生えるススキなどの野草や畜産農家か

ら出る牛ふんなどを混ぜて堆肥を作っております。こち

らは町内を中心に阿蘇地域の農産物に還元して、循環

型農業を確立しております。

　このほかにも未来の草原を引き継ぐ子供たちのほう

に阿蘇の草原のすばらしさや草原の抱える現状につ

いて伝える草原学習などが行われております。

　以上で説明を終わらせていただきます。

○議長（太田長八）　どうも高森町さん、ありがとうござ

いました。

　高森町さんの取組は、全ての自治体が抱えている課

題と同じだと考えております。そういう中で、皆さん方に

対してよりよい回答ができればいいなと思いますので、

またいろんな意見をよろしくお願いいたしたいと思い

ます。

　それでは、続きまして、広島県の北広島町の生涯学

習課長の西村豊様、よろしくお願いいたします。

○北広島町生涯学習課長（西村　豊）　皆さん、こん

田市さんにお住みだそうでございますので、本当にあ

りがとうございます。

　そしてもう一点、これ本当、関係ないんですよ。歌手

に永井裕子さんっていらっしゃるんですけれども、その

永井裕子さんが結構大田市さんのを歌って、うちの町

の観光大使になっているんですよ。やっぱりそういう中

でまた大田市さんとよろしくお願いいたしたいと思いま

す。どうもありがとうございました。

　続きまして、熊本県の南阿蘇村の農政課主幹の後藤

進哉様、よろしくお願いいたします。

○南阿蘇村農政課主幹（後藤進哉）　昨日ですね、阿

蘇分科会では吉良村長の報告がありましたが、本日は

私のほうから発表させていただきます。

　最初に村の概要からになります。

　南阿蘇村は総面積137キロ平方メートル、熊本県

の北東及び阿蘇くじゅう国立公園、阿蘇カルデラの南

に位置する人口１万340人の村です。雄大な南阿蘇

の山と緑、そして環境庁の日本名水百選に選定されて

いる白川水源に象徴される豊かな自然環境に恵まれ

ています。

　2016年４月の熊本地震では、これまで経験したこ

とがない甚大な被害を受けました。これにより人口も１

割程度減少しましたが、村に定住促進課や空き家バン

クを設置し、移住者を受け入れる環境整備を推進して

います。

　続きまして、農業、観光についてです。

　基幹産業である農業は、白川中心に水田が広がり、

のどかな農村風景を生み出す農村は、水稲をはじめ

畜産、ミニトマトやアスパラなどの施設園芸が盛んです。

昼夜の寒暖差が大きい気候により、自然のうまみが

しっかりと詰まった農産物が自慢です。有機農業、環境

保全型農業を推進しており、安心安全な農産物づくり

に取り組んでいます。

　また観光では、大自然を中心にたくさんの観光資源

に恵まれています。新阿蘇大橋のたもとにある展望所

ヨ・ミュールからは、長陽大橋、白川第一橋梁を眼下に

望むことができ、新たな観光スポットとして注目を集め

ています。

　また、熊本地震で落ち込んだ観光客数は回復傾向

にあり、本村本来のにぎわいが戻りつつあります。

2017年９月にはアウトドアショップモンベルと村が協

定を結び、アウトドア活動促進や地域経済の活性化な

ど、包括的に協力をし合い、観光振興に取り組んでい

ます。

　続きまして、草原の概要に移ります。

　南阿蘇の草原は阿蘇カルデラの阿蘇山側及び南外

輪山側に広がり、季節ごとに違った表情を見せてくれま

す。南阿蘇の草原は牧野とも言われ、平成21年に行わ

れた阿蘇草原維持再生基礎調査では、本村の牧野面

積は2,470ヘクタール、そのうち野焼きが行われてい

る面積が1,170ヘクタールとなっております。管内には

23の牧野組合があり、牛の放牧をしている箇所もあれ

ば、野焼きのみ実施している牧野もあります。

　続きまして、本村の取組と課題についてですが、昨日、

分科会で村長がご報告された内容と重複する点がご

ざいますが、ご了承をお願いしたいと思います。

　草原の維持に欠かすことのできない野焼きですが、

その面積は、以前と比較すると減少しています。本村を

含む阿蘇郡市７市町村の草原はこの100年間で半分

以下に、直近30年で見ても４分の１近く減少しており

ます。

　本村では熊本地震で各牧野の原野火入れが中断さ

れました。平成31年度からは一部再開に向けて、熊本

県、阿蘇グリーンストック、村において協議をした結果、

白川牧野で一部再開、その後、令和２年には吉田牧野

でも再開できました。それに至るまでに県、グリーンス

トック、村で防火帯を設置する費用を予算化したり、火

入れ責任者を各区長や牧野組合長から村長へ変更し、

負担の軽減を図りました。

　今後の課題として、火入れが中断しているところの

再開が可能となるか、防火帯の整備、担い手不足、地

区住民の高齢化に対する支援が上げられます。

　補足でですね、昨日、村長から報告がありました課

題に対する取組で、ハードとソフトの対応が求められる

ことをおっしゃっていましたが、ハード面では牧道等、

恒久防火帯の整備ですね。ソフト面においては担い手

の確保ですね。畜産農家を増やすための取組として、

今後、放牧へのＧＰＳを付着して移動管理等を管理す

るシステムの導入やバーチャル研修の導入を計画し

ております。

　また、目的と認識の改革ですね。景観維持から水源

保全のほうへの啓発をしていくということで推進をして

いく予定です。

　以上、南阿蘇村からです。ありがとうございました。

○議長（太田長八）　後藤様、どうもありがとうございま

した。

　南阿蘇村様には、本当に熊本地震、大変でございま

した。今後も頑張っていただきたいと思います。

　そういう中で、今度、山焼きにおきまして、村長さんが

本部長、その中でまた新たにやるという中で、それは大

変期待しております。それから、山の保全、これ大変で

ございますので、引き続きどうぞよろしくお願いいたし

の整備。それから、カヤの販売先の確保、事業規模を

拡大するための専従職員の確保等といったようなこと

が課題となっております。

　北広島町からは以上です。ありがとうございました。

○議長（太田長八）　西村さん、どうもありがとうござい

ました。

　それで、芸北町の白川先生に今回大変お世話になり

ました。本当にありがとうございました。

　それで、私がやっぱりちょっと感じたのは、中学生の

活用ですね。やっぱり中学生、カヤを刈って、地域通貨

でそれをまた地域で還元する。大変すばらしい取り組

みと感じましたので、うちの町もやってみたいなと感じ

ましたので、その節はまたご指導をよろしくお願いいた

したいと思います。

○北広島町生涯学習課長（西村　豊）　ありがとうご

ざいます。

○議長（太田長八）　どうもありがとうございました。

　続きまして、島根県大田市の環境政策課長、和田二

朗様、よろしくお願いいたします。

○大田市環境政策課長（和田二朗）　皆様、こんにち

は。島根県大田市です。

　市長が所用で出席できませんので、私、環境政策課

長の和田が代理で発表させていただきます。

　大田市は、東西に長い島根県のほぼ中央部に位置

する人口約３万3,000人の小都市です。北は日本海に

面し、南は中国山地が迫っているため、山林原野が多

く、平たん地は僅かです。

　本市は世界遺産、石見銀山遺跡に代表される貴重

な歴史文化や国立公園三瓶山をはじめとした豊かな

自然に恵まれています。昨年度には「石見の火山が伝

える悠久の歴史～“縄文の森”“銀の山”と出逢える旅へ

～」が日本遺産に認定され、さらなる観光客の増加が

期待されております。

　さて、当市には標高1,126メートルの三瓶山があり

ます。その麓には西の原、東の原、北の原と呼ばれる草

原があり、放牧のほか、観光客、市民の憩いの場として

利用され、クロスカントリーコースなども整備されてお

ります。また、ダイコクコガネ、ユウスゲ、オキナグサと

いった希少動植物の生息地となっており、中でも最も

広い西の原では、毎年春に火入れが行われ、三瓶山の

草原景観の象徴的な存在となっております。

　三瓶山は、昭和38年に大山隠岐国立公園の一部に

編入されましたが、山麓に広がる牧歌的な草原景観が

指定理由の一つでした。ところが、昭和50年代になる

と、時代の流れから放牧が急速に廃れていき、植林な

ども行われて、山肌は一気に森林化していきました。放

牧の衰退とともに途絶えていた火入れですが、観光客

の出火による山火事を契機に平成元年に復活し、以降、

防火の観点から行政が主体となって毎年３月に行うよ

うになりました。

　平成７年には西の原の一部が放牧場として整備さ

れ、24年ぶりに放牧が復活しました。平成９年には、第

２回全国草原サミットが三瓶を会場に開催され、これ

をきっかけに行政、研究者、農業者、ＮＰＯなどの官民

ネットワークが形成されました。

　翌年からは放牧による防火帯切りを行うなどの工夫

により、経費を極力抑えながら火入れを実施すること

ができるようになりました。

　平成19年からは、従来の牧野組合、大田市等に消

防、警察が協力する体制に自然保護団体や地元の自

治会、ボランティアなどが加わり、市長をトップとした実

行委員会方式で火入れが開催され、また、目的の中に、

従来の防火に加え、国立公園管理計画にも明記されて

いる草原景観の維持を加えました。

　官民の連携により日本で一番安全な野焼きと自負し

ておりましたが、平成29年度には、風向きと火勢の急

激な変化により、消防署の資機材輸送車が１台全焼す

るという事故が発生しました。近年はドローンも取り入

れ、経験豊富なリーダーが最前線の状況を具体的に把

握しながら指示を行う形で、より安全に火入れを実施

しております。

　昨年度は新型コロナウイルス感染症の予防を考慮

して、ボランティアを募集せず、約30ヘクタールを関係

者約150人態勢で実施いたしました。現在、西の原の

草原景観は、放牧や火入れなどによってある程度守ら

れているものの、人の手が加わらなくなったところはす

ぐに森林化してしまうという現実にあります。このすば

らしい草原景観を貴重な財産として、将来にわたって

保全していくには、多くの市民や関係機関の協力が必

要です。また、単に火入れに参加してもらうだけではな

く、その意味合いを十分に理解してもらうことが大切で

あると考えております。

　以上です。

○議長（太田長八）　和田様、どうもありがとうございま

した。

　今の大田市さんから観光客の火事からまた再開さ

れた。災いをよいほうに持っていったことで、すばらし

いことだと考えております。さらにまた、山焼きの難しさ、

いくらやっても大変だと。そういう中で、もう大変勉強に

なりました。

　またこれ話は違いますが、今回は大変ネットワーク

の高橋先生にお世話になっており、高橋先生は何か大

任者ということになっておりました。地元の消防団が

ジェットシューター担いで火消ししているところ……、

私もしていますけれども、あとは阿蘇グリーンストックさ

んにボランティアの要請をしまして、ボランティアのご

協力を得ながら野焼きを推進しているところもあります。

　地震前ですね、死亡事故とか怪我とかがありました

んで、そういった理由で、その後、地震がありましたの

で、野焼きが再開できないというところになっておりま

す。再開するための今、工面をしているところであります。

　ちょっと私が知らないでですね、地元の行政区以外

でしているところもあるかもしれませんけれども、基本

的に地元の行政区が事業主体として野焼きを実施して

いるところであります。

　以上です。

○議長（太田長八）　後藤さん、どうもありがとうござい

ました。

　ほかの自治体で何か活動しているところがありまし

たらお願いしたいと思いますけれども。

　じゃちょっとうちの取組が、ちょっとうちの町は結構

行政が携わっていたんですけれども、今は財産区、

やっぱり共有財産区、いわゆる区ですね、区の方が中

心となりましてやっております。行政が出ているのは消

防団、これも民間ですけれども、ある程度それに対して

参加で、もうほとんど民間がやっている中で、やっぱり

皆さん方も同じもう高齢化、そしていかに高齢化の中

で新たな担い手を見つけるかということが課題でござ

いますので、その課題につきまして、後でまた課題、問

題にしていきたいと思いますけれども、太田市長、こう

いうことでよろしいでしょうか。

○真庭市長（太田　昇）　今、町長がおっしゃいました

ように行政区も結局高齢化したり、メリットがあればす

るけれども、メリットがなかったらなかなか、昔やっとる

から、景観がどうだから、動植物がどうだからといって

なかなかできなくなってきていると思うんですよね。だ

から、安全でありながらどういう仕組みで何か新しいこ

とができないかとかですね、そういうことを勉強したい

わけですけれどもね。私の頭の中で考えているのは、怪

我をされても困るけれども、山焼きは難しいですけれど

も、カヤの刈り取りなんかは、これも大変なんですけれ

ども、一つの観光と結びつけてできないのかなと。ただ、

山焼きのほうはね、これは消防団の協力、そして死亡と

か事故のないように、それからその日の気象条件に

よってできなくなるとか、非常に不安定要素もあるんで、

なかなかいい知恵が出ないんですけれどもね。そのあ

たり、教えていただいたり、また知恵を出していただけれ

ば、このサミットが有意義だなというふうに思うんですが。

○議長（太田長八）　今、太田市長さんからいろいろ

問題点を提案、提示していただき、何か首長さんでこう

いう案がいいじゃないか、そういうことがあったらまた

ご発言願えれば大変ありがたいと思いますけれども。

　じゃ、まず私からちょっと発言させてもらって、皆さん

方には指名させていただきますので、よろしくお願いい

たしたいと思います。

　やっぱり今、太田市長が言ったように、山焼きをね、

ただ昔からやっているからやるんだと、そういうことが

結構、自分も多いと感じております。そういう中で、私、

これから生きる道は、うちの町、観光でございますから、

また太田市長さんが言ったように、観光と草原との結

びつき、それをいかにやっていくかということが大切な

のではないかと考えております。そういう中で、昨日の

シンポジウムの中で、やっぱりカヤを皆さん方に刈っ

てもらった中で、カヤを刈ることによって山焼きの負担

も少なくなるようなことも聞きましたので、そのカヤを

刈って、また観光に生かした中で、草原を守っていきた

いと考えております。

　また、カヤを刈ったことも、やっぱりある程度資金源

になるようなことも聞いております。さらに、自分は子供

たちが草原に対するある程度の認識、小さいときから

持っていなければなかなか草原に対する愛情は湧か

ないと考えておりますので、その辺の教育の活動もして

いこうかなとは考えております。

　東伊豆町はとりあえずそういうことを考えております。

では新温泉町長の西村町長、いかがでしょうかね、こ

んな考え方は。それから各首長さんにちょっといろいろ

まずお話を伺いたいと思います。

○新温泉町長（西村銀三）　当町、ＮＰＯ法人、上山高

原の周辺集落の７集落、それからもちろん県、行政、町

もバックアップして、地域が主体で取り組んでおるんで

すけれども、何といっても人口減少が最も我が町では

厳しい町であります。合併して今年で15年たったんで

すけれども、３割近い人口減少地域ということで、地域

は最も危機的意識を共有しているということで、上山高

原におけるこういったカヤの利用、それから山焼き、こ

ういう事業を通して知識の意思統一に大きく貢献でき

ていると。

　今回も実は、この７集落周辺に地域の運営組織がで

きることになりました。そういったことで、地域の意思を

まとめるためのそういった運営組織と同時に、施設の

建築も今年度スタートいたしました。そういった意味で

は、一つの高原を地域の過疎と、そういった過疎意識

を払拭して、地域の活性化につなげていく、そういう点

で新温泉町では大きく貢献できつつあるということを

つ草原が残る里を再発見いたしまして、その大切さを

広く紹介するとともに、次の世代へと残していくことを目

的に、未来に残したい草原の里100選を選定するとい

うことが目的でございます。

　期待される効果といたしましては、４点ございます。

社会的に価値が認知されていない草原の掘り起こし、

２点目が草原の価値を知らない人への普及、３点目、

現に草原に関わっている人たちの意識や誇りの向上、

４点目が火入れやカヤぶきなどの伝統文化の担い手

の価値づけでございます。

　事業のスケジュールですが、このアナウンスにより募

集を開始いたします。応募の締切りを今年の12月とい

たしまして、その後の審査に入ります。翌年の４月には、

この選定結果の発表、秋には表彰式やシンポジウム

等、普及・交流の機会づくりを予定しております。

　その他の事業概要につきましては、全国草原再生

ネットワーク会長の高橋様より説明をお願いいたします。

○全国草原再生ネットワーク代表理事（高橋佳孝）　

それでは、少し詳しく述べさせていただきます。未来に

残したい草原の里100選を本日、募集のアナウンスを

させていただいております。主催は、全国草原の里市町

村連絡協議会の主催でございます。

　ただいま太田町長のほうから詳しい経緯が述べら

れましたので、この部分は割愛させていただきますが、

本日この第13回全国草原サミットにおいて募集をアナ

ウンスするというところに至っているわけでございます。

　草原の100選というのは、先ほどちょっと町長のほう

からもお話がありましたけれども、日本には多様な自

然を形づくる希少な生態系の一つである、それが草原

であるということですね。長年にわたって、人と自然の

関わりの中で地域の環境、文化、観光など様々な恵み

を提供してきました。しかし、多くの人たちは、国民の多

くは、草原の成り立ちや意義を知らないという現実もご

ざいます。このような多様な価値を持つ草原と人のつ

ながりを再発見して、その大切さを広く紹介し、次世代

へと残していくことを目的として、今回、草原100選を

選定するに至ったわけです。

　ここで言う草原の里というのは、草原に関わる暮ら

しが残る里というイメージをしていただければよろしい

かな。

　これはコンセプトペーパーとして、前会長の日高会

長のときに作った内容ですけれども、この右のほうに

書いてありますように、未来に残したい草原の里100

選の選定というのは、地域からの自薦によって選定し

ていこうと。それから、様々な科学的な観点から評価す

るし、この選定の過程そのもの、あるいはその論議をす

感じております。

　実は、神戸とか周辺、特に関西方面、神戸・大阪方面

からのいろんな協力、山焼きにおける協力者も出てき

ていまして、いろんな意味で地域の盛り上がりができて

いるということであります。いろんな相乗効果が生まれ

ているというのは、この草原サミット以降、非常にいい

流れができていると考えております。

○議長（太田長八）　ありがとうございます。

　串間市としましては何かありますか。

○串間市長（島田俊光）　私たちはカヤを利用すると

ころじゃないんですが、牧草、昔からの家畜の牧草地

帯ということで、取り組んでいたわけでございます。た

だ、我々が一番重要視しているのは、都井岬の風光明

媚な観光地の保全に取り組んでいるんですが、我々本

当にその人間を集めるのが大変な状況にあるわけで

すが、もともと岬はマツ組合という団体がありまして、そ

のマツ組合がボランティアで活動する人たちを今、真

庭市も言われた観光にマッチした方たちを呼んで、

100名程度の人たちで野焼きをしているわけですが、

本当に野焼きの体験というのはですね、今の現代の中

ではなかなか体験することはできないんで、その体験

学習に来る人は少しずつ増えつつあります。ただ、行政

として、野焼きの体験をどのようにアピールするかとい

うのがございます。また、太田市長が言われたように、

死亡事故などが発生したときの我々の責任ですね、そ

ういうのが問われますので、ここはもう少し考えてやる

べきじゃないかなと思っております。

　あと一方の笠祇というところにあるんですが、ここも

やっぱり牧草を育成するための野焼きをしております

けれども、ここが人口減少と高齢化が進んでおりまして、

やはりここの野焼きについてもボランティアで、いわゆ

る体験学習というようなことで人を集めてやっていると

ころでございます。

　また、真庭の太田市長さんにはＣＬＴの研修や木質

の研修でいろいろとお世話になりました。心から感謝

を申し上げたいと思います。

　串間の取組としては、観光とマッチした野焼きでござ

いますが、ただ、それがうまくいくかいかないかは我々

の努力だろうと思いますので、今後の課題として取り組

んでいきたいと思っております。

　以上であります。

○議長（太田長八）　ありがとうございました。

　すみません、川南町長の日髙さんも何かございまし

たら。

○川南町長（日髙昭彦）　うちは湿原なんで、面積も３

ヘクタールぐらいなんで、皆さんのことを聞きながら勉

強していたところで、職員とどうするという話をしていた

ところです。ただ、本当に人が手を入れないと維持でき

ないというのは共通の課題でありますので、そこは

やっぱりみんなで知恵を出していくしかないんだろう

と思っております。

　以上です。

○議長（太田長八）　ありがとうございます。

　太田市長、これでまた何かありましたら、よろしくお

願いします。

○真庭市長（太田　昇）　ありがとうございます。

○議長（太田長八）　太田市長、よろしいですか。

○真庭市長（太田　昇）　ありがとうございました。

　また私どもも勉強させていただきながら、地元でしな

がらボランティアとかですね、そういう人も育て、そして

観光にまで、山焼きも初めは安全なところでやっても

らって、それからだんだん慣れていただければ、結構も

う毎年来るというような人も出てくるはずですのでね、

そういう守ることと自分の楽しみというか、やっているこ

との意義とを感じながら楽しんでもらえる、そういう人

をつくっていきたいと思います。ありがとうございました。

○議長（太田長八）　すみません、まだやりたいところ

ですが、時間がございませんもんで、この辺でこの会は

ちょっと閉じて、次の議題にいきたいと考えております。

６．草原１００選について

○議長（太田長八）　次は、「未来に残したい草原の里

100選」のアナウンスでございます。

　それではまず、私からこの事業の趣旨、また経緯、そ

れとスケジュールにつきまして説明させていただきます。

　主催は、全国草原の里市町村連絡協議会でござい

ます。協力また後援は、一般社団法人全国草原再生

ネットワーク、後援は環境省、静岡県、一般社団法人の

茅葺き文化協会、公益財団法人日本自然保護協議会

となっております。

　事業の趣旨ですが、多様な価値を持つ草原が残る

里を再発見し、その大切さを広く紹介するとともに、次

の世代へと残していくことを目的に、未来に残したい草

原の里100選を選定いたします。

　事業の経緯といたしましては、2012年に阿蘇で開

催されました、第10回全国草原サミットに出席した14

市町村の首長によりまして、草原100選の選定が提案、

採択されたことを受けまして、2016年に自治体におけ

る全国草原の里市町村連絡協議会が発足いたしました。

そして、2021年の総会にて、今回のサミットにてこの事

業の開始をアナウンスすることが決定いたしました。

　まず、事業の目的でございますが、多様な価値を持

記述でさせていただくということになっております。

　これ以外にも当然、重要な際立った特徴があれば、

それを考慮していくという形で選考の基準とさせてい

ただこうかと。

　それから、皆さん、興味をお持ちと思います。スケ

ジュールの問題ですけれども、今回、第１回選考とあえ

て書かせていただいたのは、さっきもお話ししたように

一発で100をそろえてそれで終わりという世界ではなく

て、一緒に歩みながら一つ一つ重ねていきたいという

ことです。２年か３年、数年かけてでもゆっくりと応募を

していただきながら選考していただくというスケジュー

ルを想定したものでございます。

　応募の公開は本日、この場で草原サミット東伊豆大

会において募集を発表いたします。

　応募期間、本日から１２月１５日必着という形を取ら

せていただきます。ただ、応募のフォーム等をホーム

ページで掲載する時期が若干遅くなりますので、近日

中にホームページは公開するという形を取らせていた

だきたいと思います。

　審査期間ですけれども、第１次審査は１２月１５日の

締切り以降２月から３月までに終わらせて、最終審査

を翌年の２月から３月頃に開催して最終決定をしよう

と思っています。この審査に当たっては、場合によって

は現地審査もさせていただくことになろうかと思ってお

ります。

　それから、発表や表彰のスケジュールですけれども、

結果発表は来年の４月を予定しております。これは主

催者である全国草原の里市町村連絡協議会の総会が

開催されるときでございますので、その場で結果の発

表を行います。

　その後、秋までに表彰式やイベントの準備を行うと

ともに、現地の取材を行いながら、より深くその内容を

理解していくような期間として、追加書類等の提出が必

要であれば、それもお願いするような形になるかもし

れません。

　表彰式やシンポジウム、一応、来年の秋を予定して

おります。こういう場で表彰されたということを皆さん、

内外に強くアピールする機会をつくっていこうと思って

いるところです。あくまでも選んで終わりという世界では

なくて、一緒に歩み、輪を広げる、そういう形の100選

にしたいと思います。何度も言いましたけれども、みん

なで積み上げていって、最終的には全国草原年鑑みた

いなものに集約できればいいなというふうに今考えて

いるところです。

　間もなく、近日中に公開されるホームページですけ

れども、若干、最終版とは異なることになるかもしれま

せんが、イメージとしてこんなふうな形のホームページ

が皆さんのほうにお伝えできるんではないかと思って

います。草原の里100選とは何かという文言もあります

し、スケジュールのことについても具体的に記述されて

いますし、選考の基準について、より詳細な内容がそこ

に記される予定になっております。

　応募方法、応募様式のダウンロードをここでやって

いただいて、それに書き込んで応募していただくような

形を取らせていただきます。

　それから、自治体の推薦が必要だというお話があり

ましたが、その推薦様式についても、ここにホームペー

ジ上でダウンロードできるようにしたいと思っております。

　最後に、湯本貴和委員長からのメッセージを載せさ

せていただく、そういうふうな構成ないようにしようと思

います。

　湯本先生のメッセージには、草原100選の概念とか

エッセンスというものがまさしく濃縮されておりますの

で、その一部をここにお示しして、最後の報告を終わり

にしたいと思います。

　ちょっと読ませていただきます。

　「未来に残したい草原の里100選」は、それぞれの

地域が草原を生かした地域づくりを競い合い、その輝

かしい成果を顕彰する場とは考えていません。共通の

課題を抱えている地域が互いの実践やアイデアを学び

合い、共に未来へ進んでいくための仲間探しの場であ

りたいと思います。みなさんが応募する段階で、誇るべ

き宝を再発見したり、足りないパーツを認識したりする

作業そのものに大きな意味があると信じています。ぜひ

とも「未来に残したい草原の里100選」にご応募いた

だき、わたしたちの仲間の輪に加わってくださることを

願っておりますというメッセージをいただいております

というメッセージを頂いております。私たち関係者の共

通の思いを言い表していただいている内容だと思って

おります。

　草原の里というのは、まさしく未来に向けた草原保

全のシンボルになるであろうと思っております。風土に

根差した特色のある草原を育み、未来への展望も様々

な人の活動があり、そのような活動を通して人々が交

流し合う里、そういうものをイメージしたものになると

思われます。ふるさとの原風景とも言える草原のある里

の認知度というのは、まだまだ低いものがございます

が、この草原100選の活動を通して、草原の魅力と価

値を広く国民に伝えて訴えて行きましょうということで、

最後の言葉とさせていただきます。

　以上が未来に残したい草原の里100選の概要説明

でございます。ご清聴ありがとうございました。

ることがとても重要なんだということが期待されており

ます。

　それから、選定によって、先ほど町長からお話があっ

たように、様々な効果が期待される。さらに、未来へ向

けてですね、草原の里の持つ価値をアピールすること

になるというですね、新しい草原の活用方法もそうで

すし、草原の持つ新しい価値、そういうものを対応して

いくものにもなりますし、利用や保全をそれによって促

進されるようなものにしたいと考えております。

　それで、今回の草原の里100選の事業を行うに当

たって、大きなコンセプトをみんなでちょっと考えて行

きました。地域の人 と々草原の関わりの繰り返しの中で、

地域に蓄積されてきた知識とか意識、技術そのものが

草原の里の持つ価値であるというふうに考えました。こ

の価値のあるものを「共創資産」という、新しい用語で

すけれども、として捉える。各地に残っているこの共創

資産を日本全体で共有し活用することによって、次世

代に希望のある自然共生型社会を実現することに寄

与していこうではないかというのが事業のコンセプト

でございます。

　この事業、落とすための選考ではなくて、できるだけ

拾い上げ、仲間を増やしていくという観点から、また、一

度に100選ぶということよりも、時間をかけて少しずつ

増やしていく、そういうふうな形で進めたいと考えてお

ります。

　応募要件ですけれども、自薦という形で、草原と関わ

る民間団体、あるいは地方公共団体が応募できますと

いう形。ただし、民間が応募する場合には、地方公共

団体の推薦が必要となります。

　それから、選定の対象となる草原の里は、現在ちゃ

んと草原が存在している地域ということになります。

　応募に関しての確認事項、幾つかあります。これはま

た応募要領の中で詳細に記述しておりますので、そち

らをご覧になっていただければと思います。

　もし選考されなかった場合も、結果はちゃんとフィー

ドバックしていこうというふうなことを考えております。

　それから、選考の方法ですけれども、有識者の皆さ

んによる草原の里選考委員会というのを組織いたしま

した。ここが最終選考を行うということです。それから、

この選考委員会の下に実務者で構成する運営委員会

というのを組織しております。運営委員会は、１次審査

というか、書類審査を担当する。その結果を基に、最終

的に草原の里選考委員会が最終選考を行うという形

にしております。

　１、２と掲げてあります、最初は応募書類による審査、

候補の絞り込みを１次審査としてやって、１次審査で絞

り込めた地域について最終選考を行うという形を取ら

せていただきます。

　具体的な選考委員の名簿を一応ここに掲げさせて

いただいております。

　上のほうから、日本茅葺き文化協会代表理事の安藤

先生、それから、全国草原の里市町村連絡協議会の会

長である東伊豆町長の太田町長ですね。それと私と、

それから、京都大学霊長類研究所所長である湯本貴

和先生。湯本先生にはこの委員長になっていただいて

います。それから、皆さんよくご存じの東京大学名誉教

授の養老孟司さん。あと２名ほど、今、内諾をいただい

ている委員がございます。２人とも女性の委員でござい

ますので、最終的には７名の委員構成になる予定でご

ざいます。

　それから、選考の基準ですけれども、草原の生態系

と人々が暮らす里の関係性がつくり出した共創資産を

軸に５つの観点から選考するという形を取らせていた

だいています。一つ一つ、今から述べていきますけれど

も、１つは草原の自然、環境的価値と言ってもいいのか

もしれませんけれども、動植物が特徴的なものがある

かとか、景観の特徴はどういうものがあるか、そういう

ものをいくつかのポイントとして捉えて評価していく。

　それから、草原からの恵み、実際に利用の価値を受

け取っているかとか、あるいは資源の恩恵を被ってい

るかとかいう点からも評価していきたいと。現代的意義、

あるいはその認識というのもここに含まれますけれども、

過去の利用方法やどういう形の草原の恵みを得ている

かという具体的なものを判定する予定にしております。

　３番目が草原を維持し、享受する仕組み、そのもの

がきちんと理解されて継続されているか。それを持続性

とか公共性の尺度から評価をしていこうと。管理が

ちゃんと妥当なものであるか、それが今後も継続される

か、あるいはそういう意思が示されているか。それから、

経済がちゃんと還元されているかとかですね、主体と

かモニタリングというような項目が入ってくるかなと思

います。

　それから、４番目が共生型社会の実現に向けた波

及効果、まさしく未来に向けて草原の里が持つ重要性

をここで語っていただこうかと。地域や地域内外の社

会に及ぼすよい影響、これまであった影響もですし、今

後影響を及ぼすことが期待される、そういうものをきち

んと書いていただこうと。

　それから５番目、今の４つはある程度、選択肢で選

ぶような形をさせていただきますが、５番目はいわゆる

思いの強さです。関わっている人が熱く語れる熱量や

行動力を評価しようということで、ここらあたりは自由

○議長（太田長八）　高橋先生、どうもありがとうござ

いました。

　この件につきまして、何か質問がございますでしょう

か。ありましたら、挙手をお願いいたします。よろしいで

すか。

　それでは、このような方向でやりたいと思います。ま

た、多くの皆様の応募を期待しております。

７．サミット宣言採択

○議長（太田長八）　最後に、この第13回全国草原サ

ミットｉｎ東伊豆の宣言をさせていただきたいと思います。

　第13回全国草原サミットｉｎ東伊豆。

　私たちの暮らしに欠くことができなかった草原は、生

活様式が変化し草が使われなくなったことから、近年

ではとても珍しい風景になってしまいました。過疎、高

齢化により、山焼きや野焼きの担い手は減少の一途を

たどっており、今後、草原の維持はますます困難になる

ことが予想されています。

　細野高原でも、ススキを使うのはごく一部の農家とな

り、毎年早春に実施される山焼きが何のために行われ

ているか知らない町民も増えております。

　陸上の生態系は森林、草原、湿原などが様々な地形

の上に成り立っており、そのそれぞれに多様な動植物

が生息、生育しています。この多様性が人々の生活を

豊かにする礎となり、暮らしや文化が守られています。

草原は、その一端を担い、地域産業の基礎、水源の涵

養、生物多様性の保全、ＣＯ２の削減、カヤぶきや盆花

の文化など、様々な恵みを提供してくれます。

　草原を失うことは、これらのかけがえのない恵みを

失うことを意味しており、人々の豊かさや、また地域の

文化が失われることにもつながるものです。草原が育

んできた人と自然の共生の知恵や持続的な利用の技

術は、今後の持続可能な社会の実現を目指す上で欠

かせないものであります。

　私たち草原を有する自治体は、互いに学び合いな

がら草原を維持し、賢く利用していく努力を惜しまず、

草原のある里の風景を後世に引き継ぐための環境を

整備し、交流・連携を強化していくことをここ東伊豆町

において宣言いたします。

　それでは、東伊豆宣言。

　１つ、私たちの大切な草原、湿原を守っていくための

保全活動について、地域の関係機関と連携しながら共

に考え、支援していきます。

　１つ、すばらしい景観を活用した観光資源としての

草原と貴重な植物の自然観察など、教育・文化面との

調和を図り、次世代へと受け継いでいきます。

　１つ、かつてのように生活の中に草原の利用を取り

込む創意工夫を支援し、地域振興に活用できる社会環

境を整備します。

　１つ、未来に残したい草原の里100選事業を推進し、

草原の持つ魅力を全国に発信していきます。

　１つ、全国草原の里市町村連絡協議会の連携強化

とネットワークの構築、さらに全国の草原を持つ自治

体への協議会の加入促進を推し進めてまいります。

　以上、宣言する。

　令和３年９月27日。

　以上でございます。

　以上で議事を終了いたします。

　皆さん、このコロナ禍の中でこの全国サミット、参加

して本当にありがとうございます。特に首長様、今年、新

型コロナウイルス感染症の対応で大変お忙しい中参

加していただき、ありがとうございます。これからまた皆

様と連携し、この草原、また湿原の保全をやっていきた

いと思いますので、また連携して、またいろいろお知恵

を借りた中で、よりよいこの連絡協議会にしていきたい

と思います。

　本当に今日はどうもありがとうございました。

８．閉会

○司会　それでは、これをもちまして、第13回全国草

原サミット・シンポジウムｉｎ東伊豆大会を終了いたします。

　サミット宣言の精神に基づき、今後も各自治体や関

係者の皆様と草原の維持保全に取り組んでいきたいと

思います。今回は初めてのウェブ会議方式での開催と

なり、お見苦しい点もあったかと存じますが、ご容赦く

ださい。

　最後にお願いとなりますが、全国草原の里市町村連

絡協議会に加盟されていない自治体の皆様は、これを

機会に加盟のご検討をしていただきたいと思います。

　また、次回の草原サミット・シンポジウムの開催地が

決まっておりません。自治体の取組や草原のＰＲには

最も適したイベントだと思いますので、こちらにつきま

しても併せてご検討ください。

　新型コロナウイルス感染症が終息しましたら、ぜひ

東伊豆町細野高原にお越しいただきたいと思います。

　本大会へのご参加、ご協力、誠にありがとうございま

した。
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原草全国 サミット・シンポジウム in 東伊豆

るという提言をされました。これは後の草原100選のと

きにも出てくるワードですけれども、自然と社会が失わ

れれば、あるいは自然と人が失われれば、なくなるもの、

そういうものを共創資産と位置づけて語っておられま

した。また、この共創資産と言われるものは、時代ごと

の検証を受けて、長い間、自然と足されてきた、ある意

味中身のしっかりした技術や知識であると。そういうも

のが積み重ねているものがあって、そういうものを私た

ちはもう一度見直すとともに、将来に受け継いでいく必

要があるんじゃないのかなというお話でした。

　それを受け継ぐために必要なものとしては、その方

法であるとか実行力であるとか仕組みとか、あるいは

行政の役割として非常に大きいのは、法令とか条例の

整備とか、そういう環境整備であると。それから、普及、

教育という、この５つの観点をしっかりと捉えていく必

要がある。

　その中で草原に関わる象徴的な活動として、ご自身

が北広島の芸北地方で進められている茅プロジェクト

の紹介をしていただきました。これは、地域にあるカヤ

材を子供たちが作った市場に集めて、そこで「せどやま

券」という地域通貨を発行して、その発行したせどやま

券で地域の経済も回っていくという、様々なメリットを

持った内容でした。要は、利用が放棄されて社会資本

が喪失している中で、その利用の仕組みをもう一度導

入するによって草原の保全に循環性とか展望が生まれ

ているという非常に象徴的なお話でありました。

　各地に残っているこういう共創資産を見いだして、

それを共有して、それから未来にも役立てていくという

ことが大切だろうと。今日人間だからこそ生み出されて

いる、この美しさを大事にして生かしていきたいという

ことを最後に述べられて基調講演を終わられました。

　それから、パネルディスカッションは、その基調講演

をした白川さんがコーディネーターとして登壇していた

だき、東伊豆町の太田町長、それから私と、稲取地区の

特別財産運営委員会の山田さんと東伊豆町観光協会

の石島さんに登壇いただいて、この地元の細野高原の

活用、それをどういったふうに持続性の観点から理解

するかというテーマについてパネルディスカッションが

行われました。

　会場の様子はこんな感じで、それぞれ登壇しており

ます。

　それで、内容ですけれども、実は2008年にこの東伊

豆町で全国草原シンポジウムというのが行われていま

す。もう13年か14年たつわけですけれども、当時から

担い手の問題とか観光の利用について新しい取組を

やりたいという動きがございました。ただ、観光のほう

も着 と々いろいろな形で進めていて、例えば草原に入る

ときの入山料のような形で、観光客からその対価を頂

いて管理運営に回せるという、全国でも画期的な取組

もやられているんですけれども、そういう形で観光客が

増えるにしたがって、様々な問題点も生じてきているよ

うです。今後はその利用のルールをしっかりと構築し直

すことが大切であるというふうなお話がございました。

　そのためにも、都会の人と地元の人の意識の相違と

か認識の違いをうまくコーディネートするような、そうい

う組織体制も必要ではないかと。

　それから、入山料については、最初はいろいろと来

訪者から文句も言われたそうなんですけれども、今で

は多くの方がそれを理解して払っていただいていると

いう、そういう意識の醸成もできているんですよという

話がございました。

　草原はまさしく人との関わりの持続的モデルであっ

て、これは新しい社会の礎ともなるであろうと。それか

ら、草原学習は子供だけではなく、子供から地域へ広

がる、そういう可能性を秘めており、まさしくＳＤＧｓの地

域版である。そういうふうな結論で終わっております。

　最後に、町長さんのほうから、こういう問題は東伊豆

だけではなく全国の問題である。これからも多くの自治

体と共に手を取り合っていきたいという力強い宣言を

いただいております。

　それから、分科会はそれぞれの場所で行いました、

このオンラインを利用してですね。それぞれが自立し

て行っていったという形になっております。

　今回は３つの会場で分科会が行われました。１つが

この地元の東伊豆町の会場で、テーマは「保全・利用・

継承」と、これをどう循環させるかということで、地元出

身の東京都立大の内山さん、それから草原を守ってお

られる入谷区の鈴木さん、地域おこし協力隊の藤田さ

んがコーディネートしていただいております。

　蒜山会場のほうは、利用の面から、カヤの利用をす

ることによって草原保全にどう関わっていけるかという

ことで、地元の郷土自然館の前の館長さんでいらっ

しゃる前原さん、それから鳥取大学で自然再生につい

て関わっておられる日置先生、実際にカヤ刈りをした

り、カヤの建物を建てたりされている沖元さんと相良さ

んという２人のカヤぶき職人さんのトークセッションが

行われています。

　３番目の阿蘇会場は、草原の恵みを守る仕組みづく

りをどうするかということをテーマに行っています。主に

草原の持つ水源涵養力について科学的見地からの知

見、それから新しい知見というものを熊本県立大の島

谷さんから、それから、それを基にして、地域の草原を

たいと思います。

○東伊豆町長（太田長八）　それでは最後に、私から

静岡県東伊豆町の報告をさせていただきます。

　東伊豆町は細野高原という草原があります。昨日か

らのシンポジウムでも議論されてきましたが、この草原

の維持管理、また利活用、そして次世代への継承が、う

ちだけではなく、今聞きますと、全国の草原を持つ自治

体の共通の課題だと思います。このサミットで皆様のお

知恵をお借りした中で、また今後この課題に取り組ん

でいきたいと考えております。

　細野高原は、うちの町は稲取地区、熱川地区と二地

区があります。そして、稲取地区が４部落がある中で、

稲取地区に存在しております。その稲取地区の４区の

町内会が組織する稲取地区特別財産運営委員会が管

理しております。この４区の共同管理によりまして、防火

帯の設置や山焼きなどを実施しております。防火帯、ま

た山焼きにはそれぞれ120名ほどの人が出て実施し

ていますが、やっぱり作業者の高齢化、また、農業従事

者の減少によりまして、作業ができる区民が年々減りま

して、人的負担が増しております。また、この草原を管理

するのには、年間約500万円の費用がかかるため、経

済的負担も課題となっております。

　観光面では、この細野高原の資源を活用いたしまし

て、４月上旬から５月上旬にかけての山菜狩りや、また、

秋には秋のススキイベントを開催しております。イベン

トの開催時には、これはススキのほうですが、参加者

から600円、その他の期間におきましては20円を入山

料として頂いております。先ほど経済的負担のことを申

し上げましたが、これらの収入が維持管理には必要と

なってきます。しかし、これだけで全ては賄えませんの

で、入山料の値上げ、また新たな利活用を検討いたし

まして、この維持管理費用の捻出を考えていかなけれ

ばならないと考えております。

　そんな中で、イベント等のため、この道路、駐車場、ト

イレ等を整備し、誘客に努めておりますが、一方では、

来訪者のマナーも問題になっております。この大切な

資源を荒らされないよう、対策も同時に取っていくべき

と考えております。そして、何よりもこのすばらしい景観

や、また資源をどうやって次世代につなげていけるか

が大きな課題となっております。

　かつては農家の方がこのカヤをミカン畑に敷いたり、

またかやぶき屋根を使用したりするなどの活用がされ

てきましたが、農業後継者が減っていく中でのこの現在

では、カヤの需要もほとんどない状況でございます。し

かしながら、このすばらしい景観、また資源は、山焼き

等の保全活動を継続していかなければ守っていけま

せんので、町内の子供たちに、また地元にこんなすば

らしい草原があること、また、この草原は人の手によっ

て守られていること、また、カヤを使った昔の文化を教

育していくなど、未来につないでいかなければならな

いと感じております。

　これらの問題解決を図るため、昨年度、稲取地区の

特別財産区運営委員会をはじめ、行政、また観光協会、

農協、高原の専門員などで組織する「細野高原を考え

る会」が発足されました。この会では４区が継続的に細

野高原、これを維持管理していただくためにはどのよう

に、また、観光、産業などの資源としての活用、周辺の

地権者とも協力して、新たなこの魅力の創生、これを

図っていくかなどを検討しております。今日は皆様方か

らいただいたこの知恵をお借りいたしまして、この会の

発展にも生かしていきたいと同時に、この草原を全国

に発信できればと考えております。これからもどうぞよろ

しくお願いいたしたいと思います。

○議長（太田長八）　以上でこの参加自治体からの報

告が終わりました。いろいろなお話を伺いました。その中

でまた意見や質問等もあるでしょうから、ここからは自由

な形で意見交換会をさせていただきたいと思います。

　ご意見がございましたら、挙手をお願いして、発言し

ていただきたいと思います。どうぞよろしくお願いいた

します。

○真庭市長（太田　昇）　よろしいですか。

○議長（太田長八）　どうぞ。

○真庭市長（太田　昇）　それぞれすばらしい取組を

勉強させていただきましたが、恥ずかしい話、蒜山高原、

まだ山焼きの面積が80ヘクタールぐらいなんですね、

どんどん減っていて。何とか維持しようと思っているん

ですけれども。600ヘクタール焼いているとかですね、

本当にたくさん広い面積を焼いているとこら辺の取組、

もうちょっと詳しく、それもその行政というよりは、住民

の方とか、あるいは子供も参加してということですが、

もう少し、こんな取組をしているよということをご紹介い

ただければありがたいんですが。勉強させてください。

○議長（太田長八）　今、太田市長からの行政以外の

ほうの取組、これが何か具体的なことがありましたら、

どなたかご発言願いたいと思います。

　南阿蘇村の後藤さん、よろしくお願いします。

○南阿蘇村農政課主幹（後藤進哉）　先ほども説明さ

せていただきましたけれども、本村の牧野面積が

2,470ヘクタールで、野焼きが行われているところは

1,170ヘクタールということなんですけれども、地震前

はまだ野焼き面積は広くて、この事業主体というのが各

地元の行政区とかになりまして、以前は区長さんが責

１．開会

○司会　それでは、ただいまより第13回全国草原サ

ミット～未来へつなごう！壮大な海すすきの草原～を

開催いたします。

　私は進行を務めます東伊豆町企画調整課長の森田

と申します。どうぞよろしくお願いいたします。

２．挨拶

○司会　まず初めに、開催地を代表して、本大会の実

行委員長である東伊豆町長　太田長八よりご挨拶を

申し上げます。

○東伊豆町長（太田長八）　皆様、こんにちは。東伊豆

町の町長の太田でございます。

　本日は、この首長様におかれましては、新型コロナ

ウイルス感染症の対応で大変お忙しい中、全国草原サ

ミットにご参加していただきまして、誠にありがとうござ

います。

　本来であれば、皆さんにこの東伊豆町にお越しいた

だきまして、顔を合わせながらこの意見交換をさせてい

ただくところでございますが、１年延期したにもかかわ

らず、新型コロナウイルスの感染がなかなか収まらな

い状況ですので、このようなオンラインの会議とさせて

いただきました。ご理解願いたいと思います。

　この後、前回大会の報告、それから、昨日から行って

きましたシンポジウムの報告もお願いいたしますが、こ

こから先がメインであるサミットとなります。全国に存

在する草原の価値、また課題につきまして、参加者の皆

様から貴重なご意見を提言していただきながら有意義

な大会となるよう期待しておりますので、どうぞよろしく

お願いいたします。

○司会　町長、ありがとうございました。

　それでは、本日は東伊豆町以外に８自治体の皆様

にご参加いただいております。

　参加者について、事例等の発表順にご紹介させてい

ただきます。

　前回サミット開催地の宮崎県川南町、町長、日髙昭

彦様、兵庫県新温泉町、町長、西村銀三様、岡山県真

庭市、市長、太田昇様、前回サミット開催地の宮崎県

串間市、市長、島田俊光様、熊本県高森町、町長、草村

大成様、広島県北広島町、生涯学習課長、西村豊様、

あったり、いろんなところに登場する、そういう特徴が

ございます。

　ここが町の中心部にあります、広さ的には３万

3,000平方メートル、3.3ヘクタールということでござ

います。植物のほうは、およそ300分類で、そのうち

170種ほどが希少な植物であるということでございま

す。平成22年から一般に公開しておりますので、今年

で12年目に突入したところであります。開園期間は４

月から11月の間ということになっております。

　では、この活動の状況の現状なんですけれども、基

本的にこの湿原は、ボランティアの団体であります川

南湿原を守る会の方々が運営をしていただいておりま

す。日常の草刈りなどの管理、それから植物の整備状

況、また、案内も全てそういうボランティアの方がやっ

ていただいているという状況でございます。

　管理作業は大きく分けて２つあるんですが、まず６月

ぐらいに水草を除去いたします。特にセイタカアワダチ

ソウ等が水路等に入りますので、それを全員で除去し

ます。そして１月には草出しをして火入れをするという

ことでございます。先ほど言いました守る会の会員の皆

様、それから役場の職員、一部ボランティアの方々に手

伝っていただいてやっているところでございます。

　現在、その湿原のほうの普及活動ということでござ

いますが、年に３回ほどの観察会を実施しております。

まず１回目が４月下旬のトキソウ・ハルリンドウ観察会

でございます。２回目が７月、夏にトンボの観察会、最

後が８月から９月にかけまして、ホシクサ観察会。ホシ

クサというのが実はもう世界でここしかないという、

ヒュウガホシクサであるとか、エダウチシロホシクサ

等がございます。専門の方には非常に貴重な植物だと

いうことでございます。

　今、本当にここしかない植物がありますので、一般に

開放しているんですが、まだそこまでＰＲをあえてせず

に、いろんな意味で、種の固定であるとか、そういう仕

組みを構築しながらいろんなことをこれからの目標に

しているところでございます。

　今回どこもそうですけれども、３年前に全国の大会を

開催させていただきまして、いい機会をいただいて、全

国的にＰＲを進めていこうという矢先ではございますが、

こういうコロナに関して、うちも県外とか遠くから専門

の方を含めた方が多くいらっしゃるもんですから、今は

残念ながら閉園という形になっております。いろんな工

夫や機会づくりをこれからしっかり行いながら、我々は

湿原の魅力をどうやって発信するか、これをどうやって

維持していくかというのをしっかり考えていきたいと考

えております。

　以上で前回の報告とさせていただきます。ありがとう

ございました。

○議長（太田長八）　どうもありがとうございました。

　本当、３年前に私、川南町さんと串間市さんにお邪

魔させていただきました。本当にすばらしい運営でござ

いまして、それを目標にやった中で、新型コロナウイル

スになってしまいまして、本当に残念でございます。そう

いう中で、やっぱりまず川南町の川南湿原、これを地

区の方が再現しようと頑張った中で、今、着 と々その準

備が進んできているということ、これはもう敬意に値い

たしますので、これによりましてまたまちづくりをやって

いけば、またすばらしい町ができるんじゃないかと思

いますので、頑張っていただきたいと思います。

○川南町長（日髙昭彦）　ありがとうございます。

４．シンポジウムからの報告、問題提起

○議長（太田長八）　それでは、次に、シンポジウムの

総括といたしまして、いつも大変お世話になっておりま

す、全国草原再生ネットワーク会長でございます高橋

様にこれまでの報告と、また問題を含めてよろしくお願

いいたします。

○全国草原再生ネットワーク代表理事（高橋佳孝）　

皆さん、こんにちは。全国草原再生ネットワークの高橋

でございます。

　昨日来、第13回全国草原シンポジウムがこの東伊

豆町で行われました。その概要について、私のほうから

説明をさせていただきたいと思います。

　ここは、町長の挨拶の写真が載っておりますけれど

も、昨日は基調講演とパネルディスカッションと分科会、

それから総合の討論会というのがございました。それ

に沿って、昨日のシンポジウムのご紹介をさせていた

だきたいと思います。

　最初は、芸北高原の自然館の白川さんの基調講演

から始まりました。基調講演の内容も非常に盛りだくさ

んでして、各地の人と自然が関わる取組について、たく

さんの事例を紹介していただきながら、そのなかに潜

んでいる非常に価値のある関係性というのを大事にし

ていこうということで、講演をいただいております。

　人と関わる自然をどのように守るかということですけ

れども、要は関わり合いを学んで、暮らしに寄り添って

人が決めていく自然そのものの価値を発信をきちんと

されているか、あるいは共有されているかという問題提

起から入ってきました。時代や地域に合った多様な活

用で、草原についても守っていく必要があるんじゃない

かと。

　大事なコンセプトは、残したいものは共創資産であ

島根県大田市環境政策課長、和田二朗様、熊本県南

阿蘇村農政課主幹、後藤進哉様、また、サミット中、草

原100選についてご説明させていただきますことから、

全国草原再生ネットワーク代表理事の高橋佳孝様に

もご参加いただきます。

　皆様どうぞよろしくお願いいたします。

３．前回サミットの報告（串間市・川南町）

○司会　それでは、各自治体から活動報告や課題の

提起などを発表していただきますが、ここからは、大会

実行委員長の太田長八東伊豆町長がサミット議長とし

て進行いたします。

　太田町長、よろしくお願いします。

○議長（太田長八）　それでは、しばらくの間、議長を

務めさせていただきます。太田です。

　ご協力のほどよろしくお願い申し上げます。

　まず、前回の開催地でありました宮崎県川南町長の

日髙昭彦様より、前回の報告並びに課題、取組につき

ましてご発言をよろしくお願いいたします。

○川南町長（日髙昭彦）　皆さん、こんにちは。川南町

長の日髙でございます。

　今回は本当にいろいろ大変な中、太田町長をはじ

め、関係者の方々に開催をしていただきましたことを改

めて感謝申し上げたいと思います。

　前回、もう３年前になります。市長お見えですが、宮

崎県の串間市と同時に開催をさせていただきました。

後ほど島田市長のほうにも話があるかと思いますので、

私のほうから話をさせていただきます。

　それでは、３年前、実は２つのＰＲポイントがありまし

て、１つはですね、今はオンラインでこうやって同時開

催、いろいろ当たり前なんですけれども、当時は串間市

と川南町と、県内ではありますけれども、車で３時間、

130キロぐらい離れていた会場を同時に開催をさせて

いただきました。今となればいろんな思いもあって、大

変だったんですけれども、いろんな経験もさせていた

だいたと思っております。

　もう１点が、川南町は草原ではなく湿原なんですが、

水のある草原を湿原という形で、初めてこの草原サミッ

トに湿原を登場させていただいたということで、改めて

感謝申し上げたいと思います。

　では、簡単に報告をさせていただきますが、前回は、

黒潮洗う野生馬の草原とトロントロンが育む湿原、ト

ロントロンについては後ほど説明いたしますが、そう

いうことで、連休明けの５月12日土曜日から月曜日ま

での３日間にわたってさせていただきました。延べ885

名の方に参加をいただいたところでございます。

　先ほども申しましたとおり、湿原を入れていただきま

したので、当時は12の自治体、特に県内から、川南町

と串間市ですが、湿原の関係で近隣市町村であります

新富町、高鍋町にも参加をしていただきました。

　先ほど言いましたとおりでございますが、このサミッ

トの中で宣言をさせていただきました。今回も宣言があ

るんですが、４つの項目をテーマとして宣言させていた

だきました。

　まず１点目がですね、まず、守るという点、それから２

つ目が安全、３つ目がＰＲ、４つ目が連携というキー

ワードになりますが、まず１つ目は、やっぱり湿原とい

うのは、草原というのは、人が手を入れないと維持でき

ないということで、今回も入っておりますが、湿原を守る、

草原を守る担い手の確保や保全活動を積極的に支援

するという、守るという点でございます。

　２つ目が、やっぱり草原管理の新たな技術やシステ

ムを活用する安全管理、つまり野焼きの安全性である

とか、カヤぶきの技術を、高所作業でありますので、そう

いう安全性を大事にするということで、安全管理体制

を積極的に支援するということでございます。そういう

安全を構築するということでございます。

　３つ目がＰＲというキーワードを使いましたけれども、

草原の大切さと公益的活用を広く国民にアピールする

ため、全国草原100選を選定するということを進める

ことを決定したところでございます。

　４つ目が連携と言いましたけれども、全国の草原を

有する自治体が連携して行動していくこと。全国草原

自治体ネットワークという、正式には全国草原の里市

町村連絡協議会という活動を強化するというテーマで

ございます。それは、前々回の平成28年、新温泉町で開

催されたときに設立をされたところでございます。

　それでは、簡単に川南町の活動の状況ということで

紹介をさせていただきます。

　まず、川南湿原ということなんですが、大きな特徴が２

つありまして、１つがですね、これは湧水、湧き水ででき

た湿原であります。よそからの流れ込みがないので、世

界でここだけという希少な植物が、現在発表されている

のが３つ、あとまだ幾つか未確定でありますけれども、ほ

ぼ間違いないということがございます。それから湧き水

でございますので、ここはたまたま町の中心地からすぐ

近く、歩いて行けるという地理的なメリットもございます。

　トロントロンという名前を先ほど申しましたけれども、

実はこれはトロントロンというのは、水が湧く、トロント

ロン湧く、湧き出るという音から来た正式な地名でござ

います。片仮名でございますが、川南町と言えばトロン

トロンというのが軽トラ市であったり、施設の名前で

どうやって守るかという、そういう行政側からの仕組み

づくりについて、南阿蘇村長の吉良さんから講演をい

ただいて、その後パネルディスカッションを行ったとい

うことです。

　東伊豆町の様子はこういう感じで、３人が登壇して、

会場と熱心な討議が行われました。こういう形で、茅葺

き文化協会の安藤先生なんかも非常に示唆的な、後で

ちょっとお話ししますけれども、コメントをいただいたり

して、地元の方たちもとても元気づけられる内容だった

と思っております。

　内容をかいつまんで言いますと、保全の面からいう

と、面積とともに管理がなくなったということが生物相

に大きな影響を与えているんだよと。それから、湿原保

全も大事だけれども、全体を通して鹿の問題が今顕在

化していて、草原だけで語れる内容ではなくて、全体の

管理ということも必要になってくるだろう。それから、

ゾーニングや安全な場所では、後継者育成のための

フィールドとして積極的に活用してもいいんじゃないか

という話がありました。

　それから、担い手の問題もあり、新たな仕組みが

やっぱり必要になってくるだろうな。１つはボランティ

アかもしれませんし、１つは野焼きの体制整備というこ

とかもしれません。

　それから、利用価値を最大限に活用する、すなわち

材としての草原もあるし、景観を利用した観光もあるで

しょうし、それを持続的なシステムとしてどうみんなで

関わっていくかということが重要だろう。それから、東伊

豆町さんは温泉もあり、海もあり、それから草原もあると

いうことですね、東京からも近いという立地条件もあっ

て、やはり観光が主体となる、産業として観光が主体と

なるだろうと。その中に草原の恵みであるカヤの利用

を取り入れて、地域の特性やスケールを発揮してはどう

かというのが安藤先生のほうから示唆されたことです。

特に例えば来訪者の拠点施設みたいなところとか、そ

ういうカヤふきが実際にできるようなところをうまく利用

して、そこに新しい価値も含めた来訪客へのサービス

提供というのもできるんじゃないか。カヤの循環によっ

て、癒しの空間形成というのが可能であるし、そういう

ものが今後観光を回していく上でも期待が大きいん

じゃないかという話があったというふうに覚えています。

　それから、蒜山会場のほうは、このようにカヤを使っ

たサイクリング施設というのを実際に建てられていて、

その新しい施設の近くでこういうふうなセッションを

行っております。

　内容ですけれども、草原の利用から見える、過去に

学ぶことによって蒜山らしさというのがよく分かるんだ

と。その利用の仕方や経緯から学ぶものも大きいとい

うことがありました。

　それからもう一つは、よく自然再生事業というのはい

ろいろ行われているんですが、その自然再生において

も地域経済を回すことが今大切になってきているんで

すよというお話。実際に草原のカヤを使ったサイクリン

グセンターというものがありますけれども、ここから広

がる新しい世界があって、それが地域を大きく回してい

く一つのきっかけづくりにもなるんじゃないか。

　それから、カヤの利用についても、いわゆる文化財と

か古民家だけではなくて、今は新しい施設や近代的な

施設、そういうものについてもいろいろとカヤが使われ

ている時代である。カヤぶきは新たにもう一皮むけて

未来に発展する、その礎となり得るものではないかと

いうことがありました。

　これまでは地元だけで使って守るというところから、

地域外の関係者も含めた、地域の人も一緒になって守

るという、幅広い守り方、そういうものが目指されており

ました。そのためには、地域内外の人と意識を醸成す

るためにも、楽しいということもとても大切なんではな

いかということが報告されております。

　それから、阿蘇のほうは、このように広がる草原が九

州の北部の６大河川の水源域になっているという、そ

ういう立地条件もありますけれども、今回、水源涵養を

中心とした生態系サービスについての討論が行われ

ております。

　新しく分かったこととして面白かったのがススキ草

原がものすごく水源涵養力が高いんだと。そのなぜか

という理由の一つがススキそのものが節水型の植物

であって、水を消費しない。その分、水源涵養に回る水

が多いんですよと。それから、川下、川上の関係でいえ

ば、福岡都市圏も含めて大勢の人数の飲用水を賄うこ

とができる、その水源地が阿蘇の草原だと。それは有

明海のほうにもつながっていて、ノリが色落ちするのを

防ぐために栄養源を補給しなきゃいけないんですけれ

ども、その補給するだけのダムの放流ができるだけの

水源が確保できていることがとても重要だと。そういう

意味では、海のほうから草原を応援していただくという

仕組みづくりも今後考えていったらどうかというような

お話がありました。

　それから、環境省のほうでは、阿蘇の地域を守って

いく、あるいは草原を守っていく上で、地元の農業者の

なりわいに対する助成を主体に考えてきたんですけれ

ども、それも今後は重要であると同時に、これからは草

原の持つ公益的機能へどういう形で支援できるかとい

う仕組みをつくる必要があるんじゃないかというお話

それを研究面から実証、検証するということをぜひ研

究者にはやっていただきたいと。それを普及させる場

の整備を行政には担っていただけると非常にありがた

いという最終的な要望がございました。

　これらの問題というのは、一個人でどうこうできる、

解決できるものではありませんので、ぜひ行政のほう

のお力添えをいただきたいと。私ども個人や市民として

は、今後もそういう形で対話を続けていきたいというこ

とで、最後、閉めたところでございます。

　少し長くなりましたが、以上が草原シンポジウムの報

告です。ぜひこの内容についてもサミットでの論議をし

ていただきますようよろしくお願いいたします。

　以上です。

○議長（太田長八）　高橋先生、どうもありがとうござ

いました。

　私、このシンポジウムをやって本当、大変勉強になり

ました。と申しますのは、やっぱり今までカヤの活用と

かね、また、子供たちを育てていかなければならない、

地域の学習、体験学習、これも大変重要だと感じまし

たので、この間、大変勉強になりました。

　そういう中で、首長さんがいらっしゃいますので、私

が一番感じたのは、やっぱり阿蘇の分科会の、誰か

ちょっと名前を忘れましたけれども、要するに職員が、

担当者はある程度認知しているけれども、ある程度の

方、全ての方が草原などを認知しなければ進まないと

言われましたので、各首長さんには、担当者だけでは

なく、ほかの違う職場の方たちにも、あと、地元の草原、

また湿原に対する知見をある程度広げていければ大

変ありがたいと感じております。

　以上です。

　どうも高橋先生、ありがとうございました。

５．各自治体の取組と課題

○議長（太田長八）　それでは、各自治体の皆様にご

報告をしていただきたいと思います。順番は、事前に配

付してある参加名簿の順でお願いいたします。時間の

関係もありますので、各自治体おおむね５分間をめど

ということでお願いいたしたいと思います。

　それでは、兵庫県新温泉町長の西村銀三様によろし

くお願いいたします。

○新温泉町長（西村銀三）　皆さん、こんにちは。新温

泉町長、西村銀三です。よろしくお願いいたします。

　平成28年第11回のシンポジウム、新温泉町で開催

していただきました。その際には、川南町、日高町長さ

んをはじめたくさんの方にご参加をいただきました。誠

にありがとうございます。

　皆様のお手元に新温泉町の概要と上山高原の歴史

と現状という資料があると思いますので、資料に沿って

説明をさせていただきます。

　新温泉町は、日本海側に面した鳥取県との県境に

あり、平成17年10月に誕生した人口約１万4,000人

弱の町で、まちづくりのテーマは、「海・山・温泉　人が

輝く夢と温もりの郷」であり、豊かな自然に恵まれた町

であります。

　産業については、農業分野では水稲、梨、高原野菜

の大根の生産を主として進めています。畜産について

は、神戸ビーフや松坂牛のもと牛である但馬牛の主産

地として、飼育頭数の維持拡大に努めています。また、

水産業については、松葉ガニ、ホタルイカ、ハタハタな

ど、日本有数の漁獲高を誇っています。

　当町には上山高原という大きな草原があります。周

辺集落の人々によって上山高原は田畑の土づくり、和

牛放牧として活用し、中でもススキは飼料、カヤ、かや

ぶき屋根等に利用され、生活の一部として維持されて

きました。

　しかし、農機具の普及、牛農家の減少によって、草原

は活用されなくなり、クマザサが茂り、雑木に覆われて

きました。これでは駄目だということで、平成16年に県

と町と地域が連携してＮＰＯ法人上山高原エコミュージ

アムを立ち上げました。上山高原と麓の７集落を丸ごと

生きた博物館として捉え、草原を保全・再生する取組を

地域の資源を活用し、地域内外との交流を図ることで

地域の活性化につながる活動を進めています。

　再生の具体的な活動としまして、人工林をブナ林の

広葉樹に替え、ススキ草原の持続と拡大ということで、

山焼き等を行っています。また、イヌワシの生息調査、ノ

ハナショウブ、そしてヤナギタンポポ等、希少植物のモ

ニタリング調査の継続を行っていますし、体験プログ

ラムとして、滝巡りやハイキング等も行っています。また、

第11回大会を開催した成果だと思っていますが、スス

キの有効活用ということで、神戸市のかやぶき職人「く

さかんむり」と連携・協力協定を結び、古民家や文化財

施設にカヤを使う取組も進めています。

　草原維持では、ササ刈り、山焼き作業、放牧作業等、

毎年継続することが必要になってきます。このため会員、

地域住民、ボランティアの方々の協力をお願いしてい

ますが、作業費等の捻出が今後の大きな課題となって

います。今後もできるだけ多くの方にご協力をいただい

て保全活動や利用する取組を進めてまいりたいと思っ

ております。

　以上であります。

○議長（太田長八）　どうも西村町長、ありがとうござ

がありました。

　それから、草原と私たちの関わりとか、暮らし方を支

えるエビデンス、要するに研究の証拠ですよね、そうい

うものとか学術研究がとても重要だということが今回

のこのセッションの中でもよく分かったということです。

　それから、南阿蘇村長さんは熊本地震後、火入れ責

任者を村長さんに替えたという行政側からの支援が

あって、それによって野焼きが復活したところが結構

あったと。それから、火入れの手続も届出制に変えたり

ということをしたんですけれども、これを行う大きな根

拠となったのが、やはり水源涵養機能ということで、熊

本県民、熊本市民の水道水を支える水源の源である草

原を守ることが地域全体、あるいは県全体に対しての

大きな影響を及ぼすんだ、大きな貢献ができるんだと

いうことで、これまで阿蘇の草原といえば景観が主体

でしたけれども、今後は水源保全という意味でも、阿蘇

の草原の価値を見直して、みんなにアピールしたいと

いう話がございました。

　最後、全体会は、こうやって行われたそれぞれの分

科会の報告を受けて全体討議をしたんです。これも全

てオンラインでやりました。ここに映っているのは東伊

豆町さんのところでやった内容です。ちょっと写真で隠

れていて申し訳ないんですけれども、それぞれの分科

会から代表者が入っていただいて、オンライン上で討

議を行っております。

　まとめになるかどうか分かりませんけれども、草原の

保全面については、なぜ草原が重要かを各世代意識

共有する必要があると。活動に関わる人、理解者、応援

者を増やしていく仕組みが必要。維持するために人が

関わり利用し続ける仕組みづくりが重要になるという

ことが語られました。草原の経済価値と公益機能を積

極的に評価してあげる必要があって、公益機能の守り

手である生活者を支援する制度設計というのをしっか

りと組む必要がある。

　前にもお話ししましたけれども、保全のための保全と

いう観点から、草や草原を活用することによる保全と

いうほうにシフトしていく必要があるんじゃないかとい

うお話でした。

　草原の活用についてですけれども、これも先ほどお

話ししたように、保護の管理から、利用して管理へとい

うのが大きなテーマとなっていました。草原利用の創意

工夫に対して様々な支援や環境整備をしていく必要が

あるだろうと。小さな経済活動を生み出して、地域ととも

につくり出すことがまず第一歩じゃないか。

　都市へのアプローチには、どうしても意識の違いと

か様々な問題があるので、その中間層の育成が必要な

んじゃないか。

　堆肥や農業や肥料とか、あるいはカヤの利用という

のはありますけれども、今でも野草の利用価値は非常

に高いものがあって、堆肥の利用とかカヤの利用で野

草の価値を復権する必要があるんじゃないのかなと。

堆肥についても、今、新しい知見として、野草を使った

堆肥に含まれる非常に優れた土壌菌がいるということ

も分かってきました。こういうのも研究の成果だと思い

ますけれども、そういうふうに野草の価値を復権させる

ことで、野草を利用すれば火入れの炎もある程度制御

しやすくなるし、火入れの安全性にもつながるんだよと

いう幅広い内容からのものがございました。

　草原の継承については、地域の固有性やほ誇りを

各世代で共有、共感すると、これはもちろんですけれど

も、地域、行政、企業が互いに手をつなぐ仕組みという

のも面白いんじゃないか。例えば細野高原だったら、

いろんな企業さんが持続的にこれを利用したいという

ことではいろんな方が入っていただいて、そこを活用し

てはどうかという話もございました。

　それから、カヤふきは活用を通じた継承の有効な

ツールである。利用というものが入ることによって、その

価値を継承したり、その仕組みを継承したりするきっ

かけにもなる。

　それから、使うことで生き物が、草の供給で文化が守

られていくだろうと。

　環境教育は世代を超えていく潜在性を持っているの

で、非常に大切なことである。子供さんへの教育という

のはとても大切。

　草原と地域のつながる観光や地域振興の在り方に

も工夫が必要になってくるんじゃないかというふうなま

とめがございました。

　最後に、行政へ望むことということで、幾つか提案を

いただいております。

　１つは環境教育、あるいは担い手育成も含めてとい

うことですけれども、その助成をぜひ継続できるような

ものにしてほしい。

　それから、実際に草原を守るときに一番頭を悩ませ

ているのは、行政の実務者の担当者であろうというこ

とで、もちろんいろいろ替わったりもしますので、持続

的にそれを進めていくのに問題が生じがちなんですけ

れども、ぜひその自治体間での実務者同士の学びの

ネットワークをつくっていただけないか。サミットでい

えばシェルパ会議のようなものを今後実現していただ

ければありがたいという話がありました。

　それから、地域知、伝統的に言いつながれてきた知

識そのものに意外と真実が、とても大事なものがあって、

いました。

　太田市長の取組は、もうマスコミでだいぶ私も勉強

させていただいております。そういう中で、文化と草原

がやっぱりマッチしないと、本当にそのとおりだと考え

ています。昨日の分科会の会場、隈先生の建築、それに

つきましてカヤを使っていること、大変感銘を受けまし

たので、今度、一度視察に行かせていただければ大変

ありがたいと思います。よろしくお願いします。

○真庭市長（太田　昇）　どうぞ、おいでください。これ

が全容ですけれども、３棟あります。

○議長（太田長八）　そんなにあるんですか。

○真庭市長（太田　昇）　１つは、このメインのがです

ね、これが18メートルあります。その横に見えておりま

すのが、隈研吾先生の設計図面とか模型とか、そして

サスティナブルな商品を売るとかですね、そしてもう一

つはサイクリングターミナルという、それで構成されて

います。7,000平米ぐらいの広さであります。

○議長（太田長八）　すごいですね。視察を楽しみにし

ておりますので、よろしくお願いいたしたいと。

　続きまして、串間市長の島田俊光様、よろしくお願い

いたします。

○串間市長（島田俊光）　こんにちは。串間市の島田

でございます。

　12回草原サミットにつきましては、川南町と一緒に

開催させていただいたわけでございますが、事務局の

皆様等はじめ関係各位の皆様方のご高配を賜り、サ

ミットを成功することができました。本当に感謝を申し

上げたいと思います。

　それで、宮崎県串間市は、宮崎県の最南端に位置す

る温暖多雨なところでございます。きゅうりやピーマン

などの施設野菜、サツマイモやごぼうなどの露地野菜

をはじめ生食で食べられる完熟キンカンや餌にトウガ

ラシを混ぜてつくる養殖ブリなどは、質、量とも全国トッ

プクラスの地域でございます。また、そのように農産物

を生産する食の宝庫でもあります。

　串間市からは、野生馬が生息する都井岬と宮崎県

の希少な動植物重要生息地に指定されている古竹・笠

祇地区について紹介させていただきたいと思います。

　串間市の草原といえば、野生馬が生息する都井岬が

代表的な草原となるわけでございますが、もともとは江

戸時代の軍馬を育成するための牧場であったものが、

人の手が触れることなく、令和の時代まで残っているも

のであります。春には新緑の草原にオキナグサやウマ

ノアシガタ、さらに夏から秋にかけてヒオウギやノヒメ

ユリ、ムラサキセンブリ、冬はノジギクなどが繁茂して、

四季それぞれの種のある希少動植物、国指定天然記

念物の野生馬とともに見ることができます。オキナグサ

など都井岬に生息する多年草のほとんどは、毒があっ

たり、またとげがあったりして、馬が食べない植物であ

り、食べ残すことから花を咲かせることができる。都井

岬は馬がつくり出す生態系に、絶滅危惧種に指定され

ている希少な植物を観察することができます。都井岬

は人の手を加えないことが魅了をより高めるものと考

えております。

　通過型の観光から体験、滞在型の観光へと転換さ

せる取組として、野生馬の生態と野生馬による形成さ

れた草原の植物やふん虫、フンコロガシでございます

が、などを訪れた観光客に対して分かりやすく説明す

る都井岬野生馬ガイドを配置し、エコツアーなど着地

型観光としての活用をはじめ、地元小中学生の地域を

学ぶ授業、くしま学などを地元の魅力を学習させる取

組など、草原の維持・存続と魅力発信のため取り組ん

でおります。

　また、笠祇・古竹地区の紹介でございますが、資料の

下段にあります笠祇・古竹地区の草原については、都

井岬と同様であり、江戸時代の軍馬を育成するための

牧場であったものが地域住民により草刈りや野焼きな

どの作業により代々守られ、現在も草原として維持され

ているものでございます。平成19年11月には宮崎県

の希少野生動植物重要生息地に指定されております。

笠祇・古竹地区は串間市の中心市街地から車で約15

分と近い場所に位置しており、昔ながらの田園風景が

広がり、里地里山で和牛の里として呼ばれている畜産

が盛んな地域でもございます。

　集落は過疎、高齢化が進み、野焼きなどの里山を守

る活動の継続が危惧されているところでございます。集

落の過疎化、高齢化の進展は、本市のみならず全国各

自治体の共通問題と認識をいたしております。行政の

役割としては、地域の魅力を住民自らが情報発信して

いく活躍の場の創出と、地域に何度も訪れる深いつな

がりを持つ関係人口の増加が肝要であると考えており

ます。

　本市の取組の１つがエコツーリズムの推進でありま

す。市といたしましては、地域資源の魅力を伝えること

により、関係人口の増加、地域住民の資源価値の再認

識、そして、環境教育による次世代への継承へとつな

がるエコツーリズムを鋭意取り組むことにより、草原の

維持形成を図っていきたいと考えているところでござ

います。

　以上でございます。よろしくお願いします。

○議長（太田長八）　どうも島田市長、ありがとうござ

いました。

いました。

　このＮＰＯ法人の活動、大変すばらしいと感じており

ますし、また、うちの町のテーマも、「満点の海・山・空は

東伊豆」と、何かまちづくりが同じような感じがいたしま

すんで、これを契機にまた交流ができれば大変ありが

たいと思います。どうぞよろしくお願いいたします。

○新温泉町長（西村銀三）　こちらもよろしくお願いし

ます。

○議長（太田長八）　それでは次に、続きまして、岡山

県真庭市長の太田昇様、よろしくお願いいたします。

○真庭市長（太田　昇）　真庭市の太田です。よろしく

お願いいたします。

　真庭市は合併して828平方キロメートルと、面積で

いうと東京23区の1.3倍というですね、岡山県北に広

がる市です。その一番北、鳥取県境のところに蒜山高原

という高原がありまして、東西20キロ、南北10キロと

いう、多分、関西では一番広い高原だと思っております。

　課題ですけれども、よそと同じで、もともとはススキ野

原が非常に広がっていた、それがだんだん狭くなって

きていると。そこに貴重な動植物、絶滅危惧種がいた

のが、これを守らないと、景観も含めて滅んでしまうと

いうようなことで、そういう意味での保全というのが一

つの大きな課題であります。

　もう一つは、これも出ておりましたけれども、単に保

全だけではできない、やはり活用しながら保全すると

いうことをしなきゃならない。その活用というのが一つ

の課題だろうというふうに思っております。

　その２つをどうしたら両立できるのかということです

が、１つは、カヤを山焼きをする、そうするといいカヤが

できる。そのカヤを、もちろん土に戻すことによって、灰

そのものが肥料になってまいりますが、蒜山も旧石器

時代から人が住んで、そしてカヤを焼いて、火山灰の

非常に貧栄養化のところを植物が育つように、１万年

以上かけて変えてきたという歴史がありますから、それ

を延 と々やっていかなければならない。それとともにカ

ヤを建築資材として活用するということで、昨日の分科

会でも隈研吾先生の設計で、カヤの屋根を逆さまに

使ったですね、屋根そのものは鋼板で、中の天井から

中を全部カヤにしたという、逆さまにしたような、そうい

うサイクリングターミナルを造りましたけれども、それ以

外にも建築資材としていろんな活用ができるということ

で活用していきたいということであります。

　それとともに、このすばらしい高原を多くの方に親し

んでいただく。自然環境だけでは人は来ません。やはり

そこに文化というものがないと人は来ないということで、

ここに出ておりますけれども、これも隈研吾先生の作品

ですけれども、ＣＬＴ、クロス・ラミネーテッド・ティン

バーという縦横、縦横に木材を組合せして、一つの板

を作るわけですね。その板を組合せしてこういう建物

を造っていくですね、これはオリンピック選手に遊んで

もらおうと思って東京の晴海に造ったんですけれども、

真庭のヒノキで造り、日本で専用のＣＬＴ工場は真庭に

しかありませんから、言わば真庭に里帰りしたというこ

とで、グリーナブルヒルゼンというふうに呼んでおりま

すけれども、こういう施設。中は空間で、ここで遊んだり、

イベントができるように、そういうものを、一つの芸術作

品ですけれども、造っております。こういうものを使って、

観光資源としても活用していくと。

　つまり景観も含めて、そして人工的なこういうものを

全部入れて、地域価値を上げていくという、そういう概

念で取り組んでおります。

　さらに、このＧＲＥＥＮａｂｌｅというのがロゴにもなって

おりまして、阪急阪神百貨店がこのグリーナブルに沿う

ようなものを真庭の産物をですね、産品を大阪で売っ

ていくというような、阪急百貨店とも提携をして、コロナ

がもう少し落ち着けば本格的に梅田で真庭の産品を

開発しながら売っていくということになってまいります。

阪急に今ブランド、阪急ブランドとしてＧＲＥＥＮａｂｌｅと

いうのを商標登録してもらいました。

　そういうことをしながら、この背景として、私の背景

に木材を使っておりますけれども、バイオマス産業都市

の指定も受けて、やがて真庭の電力は全て真庭で賄う

と。今、バイオマス発電、１万キロワットのありますけれ

ども、市内需要の大体60％ぐらいを再生可能エネル

ギーで賄えています。火力じゃなくて、水力とバイオマス

ですね。これを100％にしていくということも地域の価

値を上げていくという取組をしております。

　それと、生ごみ等、人間さんのふん尿ですね。それを

混ぜてメタンガスを発生させて、それでプラントを動か

して、最後、液肥を作って、それを低コスト農業として利

用していくという、そういうような、全体をＳＤＧｓという

か、サスティナブルなそういうまちにしていくという取組

をしております。東京のまねをしても仕方ありません。こ

の地域にある資源をいかに使って、それを循環させて、

未来志向で豊かにしていくということで、ＳＤＧｓ未来都

市の第１号にもなっておりますけれども、そういう取組

をしているというのを、そういうことを背景にしながら

蒜山高原を守り、活用していくということであります。

　皆様方のご意見も、あるいは活動も参考にしながら、

よりこれを進めていきたいというふうに思っております

ので、今後ともよろしくお願いいたします。

○議長（太田長八）　太田市長、どうもありがとうござ

にちは。広島県の北広島町生涯学習課長、西村と言い

ます。よろしくお願いいたします。

　お手元にお配りしております北広島町の概要、そし

て、北広島町の草原と取組について、説明をさせていた

だきます。

　まず、広島県北広島町の概要でございますが、広島

県の西北部、西中国山地の標高300メートルから800

メートルの盆地、北は島根県と接しております。広島県

に流れる太田川、そして島根県に流れます江の川の源

流域でもございます。面積の８割以上が森林地帯でご

ざいまして、県北地域、こちらは1,000メートル級の山

が連なっております。

　国立公園の一部でございます八幡湿原、こちらにあ

ります芸北地域の八幡、こちらは冬になりますと２メー

トルの雪を記録する豪雪地帯となっております。

　それでは、広島町の草原と取組について説明をさせ

ていただきます。

　こちらにつきましては、４つ紹介をさせていただきた

いというふうに思います。①から④まで、概要から課題

というふうにしております。

　まず、雲月山でございますが、島根県と隣接をしてお

りまして、かつては採草、そして放牧の目的で1960年

頃まで利用されておりました。島根県側はカラマツの

植林となっています。広島県側、こちらは1990年代に

観光イベントとして山焼きですね、こちらが行われてお

りましたが、1996年を最後に停止しました。2005年頃

より、地域が主体となりまして、主にＮＰＯが主体となり

募集を行いまして、消防団、博物館、小学校などと連携

しながら山焼きを実施しております。

　2014年に町条例に基づきます野生生物保護区に

指定をしております。

　こちらの利用についてですが、一般の登山の観光の

ほか、町内外の小学校等によります学習の場としての

活用、そして、山焼き再開後に数年間にわたり報告も行

われましたが、牛が転落するというような事故もありま

して、現在は放牧はされておりません。

　課題でございますが、現在15％ぐらいの山焼きを

行っておりますが、全域の山焼き、そしてボランティア

の確保といったことが課題というふうになっております。

　続きまして、千町原の草原でございます。

　こちら、もとは地元地域八幡村という旧村になります

けれども、こちらの入会採草地でございました。1944

年に陸軍の演習地となりまして、戦後は開拓民の入植、

国の大規模草地の開発、広島県への移譲と郊外開発

を経まして、今に至っております。2003年頃よりＮＰＯ

が中心となりまして伐採の実施をしまして、2020年に

町条例に基づきます保護区に指定をしました。植物や

鳥を見る観光地として人気がありまして、2013年から

は地元の中学校の、この後紹介しますけれども、茅プロ

ジェクト事業にカヤを提供しております。

　課題でございますけれども、既に樹林化した範囲が

結構広くなっております。また、大規模草地開発の影響

で湿原が縮小しておりまして、いずれも伐採が必要と

いうふうになっております。

　続きまして、霧ヶ谷湿原でございます。先ほどの千町

原と同エリアに位置をしております。大規模装置開発

の事業を経まして、現在は臥竜山麓八幡原公園の一部

に位置をしております。2003年にＮＰＯが植生調査と

ワークショップを実施したことをきっかけにしまして、

自然再生推進法に基づきます法定協議会を広島県が

立ち上げまして、2004年から八幡湿原自然再生事業

が始まっています。樹林の伐採、湿原から水を抜くコン

クリート水路の撤去、湿原への水路の設置などの工事

を2007年から2010年にかけて実施をしました。その

後、自然再生協議会の保全部会が中心になりまして、

伐採作業を継続しております。こちらも2020年に町条

例に基づきます放牧の指定をしております。

　利用でございますけれども、植物や鳥を見る観光地

として人気のスポットとなっておりまして、小学校、中学

校等のフィールドワークの場として活用、そしてガイド

ツアーの実施をしております。

　課題でございますけれども、再生工事から10年が経

過しておりまして、順応的管理のために現状に即した

全体構想と実施計画の見直しが必要となっています。

　そして、これは地元の中学校での取組ということなん

ですが、芸北茅プロジェクトについてです。

　芸北地域のススキ、これを屋根ふきのカヤとして資

源化し流通させる取組を行っています。中学校ＰＴＡ、Ｎ

ＰＯ、地域住民、教育委員会などが実行委員会をつくり

まして、2015年から推進をしております。地域の住民

自らがカヤを刈り取りまして市場に出荷すること、こち

らで私有地や小さなカヤ場が保全をされる。そして、今

は廃止となっておりますけれども、こちらにスキー場跡

地がありまして、こちらを文化庁のふるさと文化財の森、

こちらに設定をされたところでございます。

　利用についてなんですが、未利用でありましたカヤ

場、そしてカヤの利用が推進されるとともに、プロジェ

クトそのものが地元生徒にとって生きた教材というふう

になっています。地域通貨を活用することで地域外へ

の経済流出を防ぎ、刈り取ったカヤが文化財や伝統的

景観の保全に活用されております。

　課題でございますけれども、カヤの保管場所、こちら

　やっぱり串間市さんの取組、草原が２か所、これをう

まくやっていると考えています。それでやっぱりこれから

は、まずは地域住民がそのよさを認識するのが一番と

思いますので、それもまた勉強させていただいて、そう

いう中で、そのエコツーリズムを結構うまく活用した中

で、その草原の保全をやっているのが大変すばらしい

取組だと考えておりますので、引き続きよろしくお願い

いたしたいと思います。

○串間市長（島田俊光）　ありがとうございます。

○議長（太田長八）　それでは、続きまして、熊本県高

森町の町長、草村大成様、よろしくお願いいたします。

○高森町農林政策課（荒牧茉名）　町長に代わりまし

て、担当のほうからお手元に資料に沿ってご説明をさ

せていただきたいと思います。

　熊本県高森町農林政策課の荒牧と申します。よろしく

お願いいたします。

　まず、高森町の概要からご説明させていただきます。

　高森町は人口6,177人で、九州のほぼ中央、熊本県

の最東端に位置しまして、大分県の竹田市と宮崎県高

千穂町に隣接する総面積175.06平方キロメートル、

広い町土を有する農村地域でございまして、地形は阿

蘇カルデラ内に広がる標高500メートルから600メー

トルの比較的穏やかな傾斜をなす高森・色見地区と外

輪山の外側、標高500メートルから800メートルの波

状高原地の草部・野尻地区に区分される町です。

　主な産業は、観光と農林業になります。

　農業面では、立地条件を生かしまして、畜産、米、野

菜を主体とする農業生産が展開されてまいりましたが、

近年、経営の発展を図るため、一部の農家で施設園芸

の導入が盛んとなっております。地域の宝として、古くか

ら栽培されてきました農林畜産物をブランド化し普及

するとともに、地域の代表する高品質な農産物として、

将来にわたり栽培し続けるための活動を通じ、阿蘇地

域の農業の活性化と農業後継者の育成につなげるこ

とに取り組んでおります。

　観光面では、コロナ禍でイベントの実施が厳しい状

況ですが、2016年に発生した熊本地震の影響は回復

傾向にあり、高森湧水トンネル公園、月廻り公園、高森

殿の杉、南阿蘇鉄道のトロッコ列車、草部吉見神社、

上色見熊野座神社といった観光地や約300年の歴史

があります風鎮祭といった地元のお祭りを中心に毎年

多くの方が高森町を訪れています。

　また、高森町では町内全戸に整備しました光通信環

境を活用しまして、日本一の地域密着型番組として、た

かもりポイントチャンネル、こういったケーブルテレビ

の放送を行い、災害時の緊急放送や町からのお知ら

せ、地域情報、事業の紹介などを町民の方へ情報発信

しています。

　光通信環境の整備は、教育現場でも活用されており

まして、電子黒板の設置や全児童生徒のほうへ１人１

台のタブレット配布をいち早く行いまして、全国で最先

端のＩＣＴ教育が行われております。

　ここからは高森町の草原の概要についてご説明さ

せていただきます。

　高森町の草原につきまして、その多くを牛の放牧に

活用しておりまして、畜産農家や町民の方の大切な資

源として保全されてまいりました。高森町の草原は牧野

と呼ばれており、阿蘇のあか牛が放牧されている牧野

はのどかな風景として多くの人に親しまれております。

　高森町の牧野面積につきましては、1,211ヘクター

ルありまして、草原維持として行われている野焼きに関

しては、実施面積が621.5ヘクタールとなっております。

また、管内には14の牧野組合がありまして、皆さん精

力的に草原維持のほうに取り組んでいただいており

ます。

　最後に、高森町の取組と課題については、長年、放

牧や野焼きによって保全されてきている草原なんです

が、近年、管理をしている牧野組合員さんの高齢化等

によって、野焼き実施が大変難しくなってきている状況

にはございます。町としては野焼きに係る補助金等で

野焼き実施者の方の負担軽減等に取り組んでおります

が、年々、実施面積が減少しつつある傾向にございます。

　また、高森町にある阿蘇高森オーガニックセンター

というところでは、世界農業遺産の構成要素であります

阿蘇の草原に生えるススキなどの野草や畜産農家か

ら出る牛ふんなどを混ぜて堆肥を作っております。こち

らは町内を中心に阿蘇地域の農産物に還元して、循環

型農業を確立しております。

　このほかにも未来の草原を引き継ぐ子供たちのほう

に阿蘇の草原のすばらしさや草原の抱える現状につ

いて伝える草原学習などが行われております。

　以上で説明を終わらせていただきます。

○議長（太田長八）　どうも高森町さん、ありがとうござ

いました。

　高森町さんの取組は、全ての自治体が抱えている課

題と同じだと考えております。そういう中で、皆さん方に

対してよりよい回答ができればいいなと思いますので、

またいろんな意見をよろしくお願いいたしたいと思い

ます。

　それでは、続きまして、広島県の北広島町の生涯学

習課長の西村豊様、よろしくお願いいたします。

○北広島町生涯学習課長（西村　豊）　皆さん、こん

田市さんにお住みだそうでございますので、本当にあ

りがとうございます。

　そしてもう一点、これ本当、関係ないんですよ。歌手

に永井裕子さんっていらっしゃるんですけれども、その

永井裕子さんが結構大田市さんのを歌って、うちの町

の観光大使になっているんですよ。やっぱりそういう中

でまた大田市さんとよろしくお願いいたしたいと思いま

す。どうもありがとうございました。

　続きまして、熊本県の南阿蘇村の農政課主幹の後藤

進哉様、よろしくお願いいたします。

○南阿蘇村農政課主幹（後藤進哉）　昨日ですね、阿

蘇分科会では吉良村長の報告がありましたが、本日は

私のほうから発表させていただきます。

　最初に村の概要からになります。

　南阿蘇村は総面積137キロ平方メートル、熊本県

の北東及び阿蘇くじゅう国立公園、阿蘇カルデラの南

に位置する人口１万340人の村です。雄大な南阿蘇

の山と緑、そして環境庁の日本名水百選に選定されて

いる白川水源に象徴される豊かな自然環境に恵まれ

ています。

　2016年４月の熊本地震では、これまで経験したこ

とがない甚大な被害を受けました。これにより人口も１

割程度減少しましたが、村に定住促進課や空き家バン

クを設置し、移住者を受け入れる環境整備を推進して

います。

　続きまして、農業、観光についてです。

　基幹産業である農業は、白川中心に水田が広がり、

のどかな農村風景を生み出す農村は、水稲をはじめ

畜産、ミニトマトやアスパラなどの施設園芸が盛んです。

昼夜の寒暖差が大きい気候により、自然のうまみが

しっかりと詰まった農産物が自慢です。有機農業、環境

保全型農業を推進しており、安心安全な農産物づくり

に取り組んでいます。

　また観光では、大自然を中心にたくさんの観光資源

に恵まれています。新阿蘇大橋のたもとにある展望所

ヨ・ミュールからは、長陽大橋、白川第一橋梁を眼下に

望むことができ、新たな観光スポットとして注目を集め

ています。

　また、熊本地震で落ち込んだ観光客数は回復傾向

にあり、本村本来のにぎわいが戻りつつあります。

2017年９月にはアウトドアショップモンベルと村が協

定を結び、アウトドア活動促進や地域経済の活性化な

ど、包括的に協力をし合い、観光振興に取り組んでい

ます。

　続きまして、草原の概要に移ります。

　南阿蘇の草原は阿蘇カルデラの阿蘇山側及び南外

輪山側に広がり、季節ごとに違った表情を見せてくれま

す。南阿蘇の草原は牧野とも言われ、平成21年に行わ

れた阿蘇草原維持再生基礎調査では、本村の牧野面

積は2,470ヘクタール、そのうち野焼きが行われてい

る面積が1,170ヘクタールとなっております。管内には

23の牧野組合があり、牛の放牧をしている箇所もあれ

ば、野焼きのみ実施している牧野もあります。

　続きまして、本村の取組と課題についてですが、昨日、

分科会で村長がご報告された内容と重複する点がご

ざいますが、ご了承をお願いしたいと思います。

　草原の維持に欠かすことのできない野焼きですが、

その面積は、以前と比較すると減少しています。本村を

含む阿蘇郡市７市町村の草原はこの100年間で半分

以下に、直近30年で見ても４分の１近く減少しており

ます。

　本村では熊本地震で各牧野の原野火入れが中断さ

れました。平成31年度からは一部再開に向けて、熊本

県、阿蘇グリーンストック、村において協議をした結果、

白川牧野で一部再開、その後、令和２年には吉田牧野

でも再開できました。それに至るまでに県、グリーンス

トック、村で防火帯を設置する費用を予算化したり、火

入れ責任者を各区長や牧野組合長から村長へ変更し、

負担の軽減を図りました。

　今後の課題として、火入れが中断しているところの

再開が可能となるか、防火帯の整備、担い手不足、地

区住民の高齢化に対する支援が上げられます。

　補足でですね、昨日、村長から報告がありました課

題に対する取組で、ハードとソフトの対応が求められる

ことをおっしゃっていましたが、ハード面では牧道等、

恒久防火帯の整備ですね。ソフト面においては担い手

の確保ですね。畜産農家を増やすための取組として、

今後、放牧へのＧＰＳを付着して移動管理等を管理す

るシステムの導入やバーチャル研修の導入を計画し

ております。

　また、目的と認識の改革ですね。景観維持から水源

保全のほうへの啓発をしていくということで推進をして

いく予定です。

　以上、南阿蘇村からです。ありがとうございました。

○議長（太田長八）　後藤様、どうもありがとうございま

した。

　南阿蘇村様には、本当に熊本地震、大変でございま

した。今後も頑張っていただきたいと思います。

　そういう中で、今度、山焼きにおきまして、村長さんが

本部長、その中でまた新たにやるという中で、それは大

変期待しております。それから、山の保全、これ大変で

ございますので、引き続きどうぞよろしくお願いいたし

の整備。それから、カヤの販売先の確保、事業規模を

拡大するための専従職員の確保等といったようなこと

が課題となっております。

　北広島町からは以上です。ありがとうございました。

○議長（太田長八）　西村さん、どうもありがとうござい

ました。

　それで、芸北町の白川先生に今回大変お世話になり

ました。本当にありがとうございました。

　それで、私がやっぱりちょっと感じたのは、中学生の

活用ですね。やっぱり中学生、カヤを刈って、地域通貨

でそれをまた地域で還元する。大変すばらしい取り組

みと感じましたので、うちの町もやってみたいなと感じ

ましたので、その節はまたご指導をよろしくお願いいた

したいと思います。

○北広島町生涯学習課長（西村　豊）　ありがとうご

ざいます。

○議長（太田長八）　どうもありがとうございました。

　続きまして、島根県大田市の環境政策課長、和田二

朗様、よろしくお願いいたします。

○大田市環境政策課長（和田二朗）　皆様、こんにち

は。島根県大田市です。

　市長が所用で出席できませんので、私、環境政策課

長の和田が代理で発表させていただきます。

　大田市は、東西に長い島根県のほぼ中央部に位置

する人口約３万3,000人の小都市です。北は日本海に

面し、南は中国山地が迫っているため、山林原野が多

く、平たん地は僅かです。

　本市は世界遺産、石見銀山遺跡に代表される貴重

な歴史文化や国立公園三瓶山をはじめとした豊かな

自然に恵まれています。昨年度には「石見の火山が伝

える悠久の歴史～“縄文の森”“銀の山”と出逢える旅へ

～」が日本遺産に認定され、さらなる観光客の増加が

期待されております。

　さて、当市には標高1,126メートルの三瓶山があり

ます。その麓には西の原、東の原、北の原と呼ばれる草

原があり、放牧のほか、観光客、市民の憩いの場として

利用され、クロスカントリーコースなども整備されてお

ります。また、ダイコクコガネ、ユウスゲ、オキナグサと

いった希少動植物の生息地となっており、中でも最も

広い西の原では、毎年春に火入れが行われ、三瓶山の

草原景観の象徴的な存在となっております。

　三瓶山は、昭和38年に大山隠岐国立公園の一部に

編入されましたが、山麓に広がる牧歌的な草原景観が

指定理由の一つでした。ところが、昭和50年代になる

と、時代の流れから放牧が急速に廃れていき、植林な

ども行われて、山肌は一気に森林化していきました。放

牧の衰退とともに途絶えていた火入れですが、観光客

の出火による山火事を契機に平成元年に復活し、以降、

防火の観点から行政が主体となって毎年３月に行うよ

うになりました。

　平成７年には西の原の一部が放牧場として整備さ

れ、24年ぶりに放牧が復活しました。平成９年には、第

２回全国草原サミットが三瓶を会場に開催され、これ

をきっかけに行政、研究者、農業者、ＮＰＯなどの官民

ネットワークが形成されました。

　翌年からは放牧による防火帯切りを行うなどの工夫

により、経費を極力抑えながら火入れを実施すること

ができるようになりました。

　平成19年からは、従来の牧野組合、大田市等に消

防、警察が協力する体制に自然保護団体や地元の自

治会、ボランティアなどが加わり、市長をトップとした実

行委員会方式で火入れが開催され、また、目的の中に、

従来の防火に加え、国立公園管理計画にも明記されて

いる草原景観の維持を加えました。

　官民の連携により日本で一番安全な野焼きと自負し

ておりましたが、平成29年度には、風向きと火勢の急

激な変化により、消防署の資機材輸送車が１台全焼す

るという事故が発生しました。近年はドローンも取り入

れ、経験豊富なリーダーが最前線の状況を具体的に把

握しながら指示を行う形で、より安全に火入れを実施

しております。

　昨年度は新型コロナウイルス感染症の予防を考慮

して、ボランティアを募集せず、約30ヘクタールを関係

者約150人態勢で実施いたしました。現在、西の原の

草原景観は、放牧や火入れなどによってある程度守ら

れているものの、人の手が加わらなくなったところはす

ぐに森林化してしまうという現実にあります。このすば

らしい草原景観を貴重な財産として、将来にわたって

保全していくには、多くの市民や関係機関の協力が必

要です。また、単に火入れに参加してもらうだけではな

く、その意味合いを十分に理解してもらうことが大切で

あると考えております。

　以上です。

○議長（太田長八）　和田様、どうもありがとうございま

した。

　今の大田市さんから観光客の火事からまた再開さ

れた。災いをよいほうに持っていったことで、すばらし

いことだと考えております。さらにまた、山焼きの難しさ、

いくらやっても大変だと。そういう中で、もう大変勉強に

なりました。

　またこれ話は違いますが、今回は大変ネットワーク

の高橋先生にお世話になっており、高橋先生は何か大

任者ということになっておりました。地元の消防団が

ジェットシューター担いで火消ししているところ……、

私もしていますけれども、あとは阿蘇グリーンストックさ

んにボランティアの要請をしまして、ボランティアのご

協力を得ながら野焼きを推進しているところもあります。

　地震前ですね、死亡事故とか怪我とかがありました

んで、そういった理由で、その後、地震がありましたの

で、野焼きが再開できないというところになっておりま

す。再開するための今、工面をしているところであります。

　ちょっと私が知らないでですね、地元の行政区以外

でしているところもあるかもしれませんけれども、基本

的に地元の行政区が事業主体として野焼きを実施して

いるところであります。

　以上です。

○議長（太田長八）　後藤さん、どうもありがとうござい

ました。

　ほかの自治体で何か活動しているところがありまし

たらお願いしたいと思いますけれども。

　じゃちょっとうちの取組が、ちょっとうちの町は結構

行政が携わっていたんですけれども、今は財産区、

やっぱり共有財産区、いわゆる区ですね、区の方が中

心となりましてやっております。行政が出ているのは消

防団、これも民間ですけれども、ある程度それに対して

参加で、もうほとんど民間がやっている中で、やっぱり

皆さん方も同じもう高齢化、そしていかに高齢化の中

で新たな担い手を見つけるかということが課題でござ

いますので、その課題につきまして、後でまた課題、問

題にしていきたいと思いますけれども、太田市長、こう

いうことでよろしいでしょうか。

○真庭市長（太田　昇）　今、町長がおっしゃいました

ように行政区も結局高齢化したり、メリットがあればす

るけれども、メリットがなかったらなかなか、昔やっとる

から、景観がどうだから、動植物がどうだからといって

なかなかできなくなってきていると思うんですよね。だ

から、安全でありながらどういう仕組みで何か新しいこ

とができないかとかですね、そういうことを勉強したい

わけですけれどもね。私の頭の中で考えているのは、怪

我をされても困るけれども、山焼きは難しいですけれど

も、カヤの刈り取りなんかは、これも大変なんですけれ

ども、一つの観光と結びつけてできないのかなと。ただ、

山焼きのほうはね、これは消防団の協力、そして死亡と

か事故のないように、それからその日の気象条件に

よってできなくなるとか、非常に不安定要素もあるんで、

なかなかいい知恵が出ないんですけれどもね。そのあ

たり、教えていただいたり、また知恵を出していただけれ

ば、このサミットが有意義だなというふうに思うんですが。

○議長（太田長八）　今、太田市長さんからいろいろ

問題点を提案、提示していただき、何か首長さんでこう

いう案がいいじゃないか、そういうことがあったらまた

ご発言願えれば大変ありがたいと思いますけれども。

　じゃ、まず私からちょっと発言させてもらって、皆さん

方には指名させていただきますので、よろしくお願いい

たしたいと思います。

　やっぱり今、太田市長が言ったように、山焼きをね、

ただ昔からやっているからやるんだと、そういうことが

結構、自分も多いと感じております。そういう中で、私、

これから生きる道は、うちの町、観光でございますから、

また太田市長さんが言ったように、観光と草原との結

びつき、それをいかにやっていくかということが大切な

のではないかと考えております。そういう中で、昨日の

シンポジウムの中で、やっぱりカヤを皆さん方に刈っ

てもらった中で、カヤを刈ることによって山焼きの負担

も少なくなるようなことも聞きましたので、そのカヤを

刈って、また観光に生かした中で、草原を守っていきた

いと考えております。

　また、カヤを刈ったことも、やっぱりある程度資金源

になるようなことも聞いております。さらに、自分は子供

たちが草原に対するある程度の認識、小さいときから

持っていなければなかなか草原に対する愛情は湧か

ないと考えておりますので、その辺の教育の活動もして

いこうかなとは考えております。

　東伊豆町はとりあえずそういうことを考えております。

では新温泉町長の西村町長、いかがでしょうかね、こ

んな考え方は。それから各首長さんにちょっといろいろ

まずお話を伺いたいと思います。

○新温泉町長（西村銀三）　当町、ＮＰＯ法人、上山高

原の周辺集落の７集落、それからもちろん県、行政、町

もバックアップして、地域が主体で取り組んでおるんで

すけれども、何といっても人口減少が最も我が町では

厳しい町であります。合併して今年で15年たったんで

すけれども、３割近い人口減少地域ということで、地域

は最も危機的意識を共有しているということで、上山高

原におけるこういったカヤの利用、それから山焼き、こ

ういう事業を通して知識の意思統一に大きく貢献でき

ていると。

　今回も実は、この７集落周辺に地域の運営組織がで

きることになりました。そういったことで、地域の意思を

まとめるためのそういった運営組織と同時に、施設の

建築も今年度スタートいたしました。そういった意味で

は、一つの高原を地域の過疎と、そういった過疎意識

を払拭して、地域の活性化につなげていく、そういう点

で新温泉町では大きく貢献できつつあるということを

つ草原が残る里を再発見いたしまして、その大切さを

広く紹介するとともに、次の世代へと残していくことを目

的に、未来に残したい草原の里100選を選定するとい

うことが目的でございます。

　期待される効果といたしましては、４点ございます。

社会的に価値が認知されていない草原の掘り起こし、

２点目が草原の価値を知らない人への普及、３点目、

現に草原に関わっている人たちの意識や誇りの向上、

４点目が火入れやカヤぶきなどの伝統文化の担い手

の価値づけでございます。

　事業のスケジュールですが、このアナウンスにより募

集を開始いたします。応募の締切りを今年の12月とい

たしまして、その後の審査に入ります。翌年の４月には、

この選定結果の発表、秋には表彰式やシンポジウム

等、普及・交流の機会づくりを予定しております。

　その他の事業概要につきましては、全国草原再生

ネットワーク会長の高橋様より説明をお願いいたします。

○全国草原再生ネットワーク代表理事（高橋佳孝）　

それでは、少し詳しく述べさせていただきます。未来に

残したい草原の里100選を本日、募集のアナウンスを

させていただいております。主催は、全国草原の里市町

村連絡協議会の主催でございます。

　ただいま太田町長のほうから詳しい経緯が述べら

れましたので、この部分は割愛させていただきますが、

本日この第13回全国草原サミットにおいて募集をアナ

ウンスするというところに至っているわけでございます。

　草原の100選というのは、先ほどちょっと町長のほう

からもお話がありましたけれども、日本には多様な自

然を形づくる希少な生態系の一つである、それが草原

であるということですね。長年にわたって、人と自然の

関わりの中で地域の環境、文化、観光など様々な恵み

を提供してきました。しかし、多くの人たちは、国民の多

くは、草原の成り立ちや意義を知らないという現実もご

ざいます。このような多様な価値を持つ草原と人のつ

ながりを再発見して、その大切さを広く紹介し、次世代

へと残していくことを目的として、今回、草原100選を

選定するに至ったわけです。

　ここで言う草原の里というのは、草原に関わる暮ら

しが残る里というイメージをしていただければよろしい

かな。

　これはコンセプトペーパーとして、前会長の日高会

長のときに作った内容ですけれども、この右のほうに

書いてありますように、未来に残したい草原の里100

選の選定というのは、地域からの自薦によって選定し

ていこうと。それから、様々な科学的な観点から評価す

るし、この選定の過程そのもの、あるいはその論議をす

感じております。

　実は、神戸とか周辺、特に関西方面、神戸・大阪方面

からのいろんな協力、山焼きにおける協力者も出てき

ていまして、いろんな意味で地域の盛り上がりができて

いるということであります。いろんな相乗効果が生まれ

ているというのは、この草原サミット以降、非常にいい

流れができていると考えております。

○議長（太田長八）　ありがとうございます。

　串間市としましては何かありますか。

○串間市長（島田俊光）　私たちはカヤを利用すると

ころじゃないんですが、牧草、昔からの家畜の牧草地

帯ということで、取り組んでいたわけでございます。た

だ、我々が一番重要視しているのは、都井岬の風光明

媚な観光地の保全に取り組んでいるんですが、我々本

当にその人間を集めるのが大変な状況にあるわけで

すが、もともと岬はマツ組合という団体がありまして、そ

のマツ組合がボランティアで活動する人たちを今、真

庭市も言われた観光にマッチした方たちを呼んで、

100名程度の人たちで野焼きをしているわけですが、

本当に野焼きの体験というのはですね、今の現代の中

ではなかなか体験することはできないんで、その体験

学習に来る人は少しずつ増えつつあります。ただ、行政

として、野焼きの体験をどのようにアピールするかとい

うのがございます。また、太田市長が言われたように、

死亡事故などが発生したときの我々の責任ですね、そ

ういうのが問われますので、ここはもう少し考えてやる

べきじゃないかなと思っております。

　あと一方の笠祇というところにあるんですが、ここも

やっぱり牧草を育成するための野焼きをしております

けれども、ここが人口減少と高齢化が進んでおりまして、

やはりここの野焼きについてもボランティアで、いわゆ

る体験学習というようなことで人を集めてやっていると

ころでございます。

　また、真庭の太田市長さんにはＣＬＴの研修や木質

の研修でいろいろとお世話になりました。心から感謝

を申し上げたいと思います。

　串間の取組としては、観光とマッチした野焼きでござ

いますが、ただ、それがうまくいくかいかないかは我々

の努力だろうと思いますので、今後の課題として取り組

んでいきたいと思っております。

　以上であります。

○議長（太田長八）　ありがとうございました。

　すみません、川南町長の日髙さんも何かございまし

たら。

○川南町長（日髙昭彦）　うちは湿原なんで、面積も３

ヘクタールぐらいなんで、皆さんのことを聞きながら勉

強していたところで、職員とどうするという話をしていた

ところです。ただ、本当に人が手を入れないと維持でき

ないというのは共通の課題でありますので、そこは

やっぱりみんなで知恵を出していくしかないんだろう

と思っております。

　以上です。

○議長（太田長八）　ありがとうございます。

　太田市長、これでまた何かありましたら、よろしくお

願いします。

○真庭市長（太田　昇）　ありがとうございます。

○議長（太田長八）　太田市長、よろしいですか。

○真庭市長（太田　昇）　ありがとうございました。

　また私どもも勉強させていただきながら、地元でしな

がらボランティアとかですね、そういう人も育て、そして

観光にまで、山焼きも初めは安全なところでやっても

らって、それからだんだん慣れていただければ、結構も

う毎年来るというような人も出てくるはずですのでね、

そういう守ることと自分の楽しみというか、やっているこ

との意義とを感じながら楽しんでもらえる、そういう人

をつくっていきたいと思います。ありがとうございました。

○議長（太田長八）　すみません、まだやりたいところ

ですが、時間がございませんもんで、この辺でこの会は

ちょっと閉じて、次の議題にいきたいと考えております。

６．草原１００選について

○議長（太田長八）　次は、「未来に残したい草原の里

100選」のアナウンスでございます。

　それではまず、私からこの事業の趣旨、また経緯、そ

れとスケジュールにつきまして説明させていただきます。

　主催は、全国草原の里市町村連絡協議会でござい

ます。協力また後援は、一般社団法人全国草原再生

ネットワーク、後援は環境省、静岡県、一般社団法人の

茅葺き文化協会、公益財団法人日本自然保護協議会

となっております。

　事業の趣旨ですが、多様な価値を持つ草原が残る

里を再発見し、その大切さを広く紹介するとともに、次

の世代へと残していくことを目的に、未来に残したい草

原の里100選を選定いたします。

　事業の経緯といたしましては、2012年に阿蘇で開

催されました、第10回全国草原サミットに出席した14

市町村の首長によりまして、草原100選の選定が提案、

採択されたことを受けまして、2016年に自治体におけ

る全国草原の里市町村連絡協議会が発足いたしました。

そして、2021年の総会にて、今回のサミットにてこの事

業の開始をアナウンスすることが決定いたしました。

　まず、事業の目的でございますが、多様な価値を持

記述でさせていただくということになっております。

　これ以外にも当然、重要な際立った特徴があれば、

それを考慮していくという形で選考の基準とさせてい

ただこうかと。

　それから、皆さん、興味をお持ちと思います。スケ

ジュールの問題ですけれども、今回、第１回選考とあえ

て書かせていただいたのは、さっきもお話ししたように

一発で100をそろえてそれで終わりという世界ではなく

て、一緒に歩みながら一つ一つ重ねていきたいという

ことです。２年か３年、数年かけてでもゆっくりと応募を

していただきながら選考していただくというスケジュー

ルを想定したものでございます。

　応募の公開は本日、この場で草原サミット東伊豆大

会において募集を発表いたします。

　応募期間、本日から１２月１５日必着という形を取ら

せていただきます。ただ、応募のフォーム等をホーム

ページで掲載する時期が若干遅くなりますので、近日

中にホームページは公開するという形を取らせていた

だきたいと思います。

　審査期間ですけれども、第１次審査は１２月１５日の

締切り以降２月から３月までに終わらせて、最終審査

を翌年の２月から３月頃に開催して最終決定をしよう

と思っています。この審査に当たっては、場合によって

は現地審査もさせていただくことになろうかと思ってお

ります。

　それから、発表や表彰のスケジュールですけれども、

結果発表は来年の４月を予定しております。これは主

催者である全国草原の里市町村連絡協議会の総会が

開催されるときでございますので、その場で結果の発

表を行います。

　その後、秋までに表彰式やイベントの準備を行うと

ともに、現地の取材を行いながら、より深くその内容を

理解していくような期間として、追加書類等の提出が必

要であれば、それもお願いするような形になるかもし

れません。

　表彰式やシンポジウム、一応、来年の秋を予定して

おります。こういう場で表彰されたということを皆さん、

内外に強くアピールする機会をつくっていこうと思って

いるところです。あくまでも選んで終わりという世界では

なくて、一緒に歩み、輪を広げる、そういう形の100選

にしたいと思います。何度も言いましたけれども、みん

なで積み上げていって、最終的には全国草原年鑑みた

いなものに集約できればいいなというふうに今考えて

いるところです。

　間もなく、近日中に公開されるホームページですけ

れども、若干、最終版とは異なることになるかもしれま

せんが、イメージとしてこんなふうな形のホームページ

が皆さんのほうにお伝えできるんではないかと思って

います。草原の里100選とは何かという文言もあります

し、スケジュールのことについても具体的に記述されて

いますし、選考の基準について、より詳細な内容がそこ

に記される予定になっております。

　応募方法、応募様式のダウンロードをここでやって

いただいて、それに書き込んで応募していただくような

形を取らせていただきます。

　それから、自治体の推薦が必要だというお話があり

ましたが、その推薦様式についても、ここにホームペー

ジ上でダウンロードできるようにしたいと思っております。

　最後に、湯本貴和委員長からのメッセージを載せさ

せていただく、そういうふうな構成ないようにしようと思

います。

　湯本先生のメッセージには、草原100選の概念とか

エッセンスというものがまさしく濃縮されておりますの

で、その一部をここにお示しして、最後の報告を終わり

にしたいと思います。

　ちょっと読ませていただきます。

　「未来に残したい草原の里100選」は、それぞれの

地域が草原を生かした地域づくりを競い合い、その輝

かしい成果を顕彰する場とは考えていません。共通の

課題を抱えている地域が互いの実践やアイデアを学び

合い、共に未来へ進んでいくための仲間探しの場であ

りたいと思います。みなさんが応募する段階で、誇るべ

き宝を再発見したり、足りないパーツを認識したりする

作業そのものに大きな意味があると信じています。ぜひ

とも「未来に残したい草原の里100選」にご応募いた

だき、わたしたちの仲間の輪に加わってくださることを

願っておりますというメッセージをいただいております

というメッセージを頂いております。私たち関係者の共

通の思いを言い表していただいている内容だと思って

おります。

　草原の里というのは、まさしく未来に向けた草原保

全のシンボルになるであろうと思っております。風土に

根差した特色のある草原を育み、未来への展望も様々

な人の活動があり、そのような活動を通して人々が交

流し合う里、そういうものをイメージしたものになると

思われます。ふるさとの原風景とも言える草原のある里

の認知度というのは、まだまだ低いものがございます

が、この草原100選の活動を通して、草原の魅力と価

値を広く国民に伝えて訴えて行きましょうということで、

最後の言葉とさせていただきます。

　以上が未来に残したい草原の里100選の概要説明

でございます。ご清聴ありがとうございました。

ることがとても重要なんだということが期待されており

ます。

　それから、選定によって、先ほど町長からお話があっ

たように、様々な効果が期待される。さらに、未来へ向

けてですね、草原の里の持つ価値をアピールすること

になるというですね、新しい草原の活用方法もそうで

すし、草原の持つ新しい価値、そういうものを対応して

いくものにもなりますし、利用や保全をそれによって促

進されるようなものにしたいと考えております。

　それで、今回の草原の里100選の事業を行うに当

たって、大きなコンセプトをみんなでちょっと考えて行

きました。地域の人 と々草原の関わりの繰り返しの中で、

地域に蓄積されてきた知識とか意識、技術そのものが

草原の里の持つ価値であるというふうに考えました。こ

の価値のあるものを「共創資産」という、新しい用語で

すけれども、として捉える。各地に残っているこの共創

資産を日本全体で共有し活用することによって、次世

代に希望のある自然共生型社会を実現することに寄

与していこうではないかというのが事業のコンセプト

でございます。

　この事業、落とすための選考ではなくて、できるだけ

拾い上げ、仲間を増やしていくという観点から、また、一

度に100選ぶということよりも、時間をかけて少しずつ

増やしていく、そういうふうな形で進めたいと考えてお

ります。

　応募要件ですけれども、自薦という形で、草原と関わ

る民間団体、あるいは地方公共団体が応募できますと

いう形。ただし、民間が応募する場合には、地方公共

団体の推薦が必要となります。

　それから、選定の対象となる草原の里は、現在ちゃ

んと草原が存在している地域ということになります。

　応募に関しての確認事項、幾つかあります。これはま

た応募要領の中で詳細に記述しておりますので、そち

らをご覧になっていただければと思います。

　もし選考されなかった場合も、結果はちゃんとフィー

ドバックしていこうというふうなことを考えております。

　それから、選考の方法ですけれども、有識者の皆さ

んによる草原の里選考委員会というのを組織いたしま

した。ここが最終選考を行うということです。それから、

この選考委員会の下に実務者で構成する運営委員会

というのを組織しております。運営委員会は、１次審査

というか、書類審査を担当する。その結果を基に、最終

的に草原の里選考委員会が最終選考を行うという形

にしております。

　１、２と掲げてあります、最初は応募書類による審査、

候補の絞り込みを１次審査としてやって、１次審査で絞

り込めた地域について最終選考を行うという形を取ら

せていただきます。

　具体的な選考委員の名簿を一応ここに掲げさせて

いただいております。

　上のほうから、日本茅葺き文化協会代表理事の安藤

先生、それから、全国草原の里市町村連絡協議会の会

長である東伊豆町長の太田町長ですね。それと私と、

それから、京都大学霊長類研究所所長である湯本貴

和先生。湯本先生にはこの委員長になっていただいて

います。それから、皆さんよくご存じの東京大学名誉教

授の養老孟司さん。あと２名ほど、今、内諾をいただい

ている委員がございます。２人とも女性の委員でござい

ますので、最終的には７名の委員構成になる予定でご

ざいます。

　それから、選考の基準ですけれども、草原の生態系

と人々が暮らす里の関係性がつくり出した共創資産を

軸に５つの観点から選考するという形を取らせていた

だいています。一つ一つ、今から述べていきますけれど

も、１つは草原の自然、環境的価値と言ってもいいのか

もしれませんけれども、動植物が特徴的なものがある

かとか、景観の特徴はどういうものがあるか、そういう

ものをいくつかのポイントとして捉えて評価していく。

　それから、草原からの恵み、実際に利用の価値を受

け取っているかとか、あるいは資源の恩恵を被ってい

るかとかいう点からも評価していきたいと。現代的意義、

あるいはその認識というのもここに含まれますけれども、

過去の利用方法やどういう形の草原の恵みを得ている

かという具体的なものを判定する予定にしております。

　３番目が草原を維持し、享受する仕組み、そのもの

がきちんと理解されて継続されているか。それを持続性

とか公共性の尺度から評価をしていこうと。管理が

ちゃんと妥当なものであるか、それが今後も継続される

か、あるいはそういう意思が示されているか。それから、

経済がちゃんと還元されているかとかですね、主体と

かモニタリングというような項目が入ってくるかなと思

います。

　それから、４番目が共生型社会の実現に向けた波

及効果、まさしく未来に向けて草原の里が持つ重要性

をここで語っていただこうかと。地域や地域内外の社

会に及ぼすよい影響、これまであった影響もですし、今

後影響を及ぼすことが期待される、そういうものをきち

んと書いていただこうと。

　それから５番目、今の４つはある程度、選択肢で選

ぶような形をさせていただきますが、５番目はいわゆる

思いの強さです。関わっている人が熱く語れる熱量や

行動力を評価しようということで、ここらあたりは自由

○議長（太田長八）　高橋先生、どうもありがとうござ

いました。

　この件につきまして、何か質問がございますでしょう

か。ありましたら、挙手をお願いいたします。よろしいで

すか。

　それでは、このような方向でやりたいと思います。ま

た、多くの皆様の応募を期待しております。

７．サミット宣言採択

○議長（太田長八）　最後に、この第13回全国草原サ

ミットｉｎ東伊豆の宣言をさせていただきたいと思います。

　第13回全国草原サミットｉｎ東伊豆。

　私たちの暮らしに欠くことができなかった草原は、生

活様式が変化し草が使われなくなったことから、近年

ではとても珍しい風景になってしまいました。過疎、高

齢化により、山焼きや野焼きの担い手は減少の一途を

たどっており、今後、草原の維持はますます困難になる

ことが予想されています。

　細野高原でも、ススキを使うのはごく一部の農家とな

り、毎年早春に実施される山焼きが何のために行われ

ているか知らない町民も増えております。

　陸上の生態系は森林、草原、湿原などが様々な地形

の上に成り立っており、そのそれぞれに多様な動植物

が生息、生育しています。この多様性が人々の生活を

豊かにする礎となり、暮らしや文化が守られています。

草原は、その一端を担い、地域産業の基礎、水源の涵

養、生物多様性の保全、ＣＯ２の削減、カヤぶきや盆花

の文化など、様々な恵みを提供してくれます。

　草原を失うことは、これらのかけがえのない恵みを

失うことを意味しており、人々の豊かさや、また地域の

文化が失われることにもつながるものです。草原が育

んできた人と自然の共生の知恵や持続的な利用の技

術は、今後の持続可能な社会の実現を目指す上で欠

かせないものであります。

　私たち草原を有する自治体は、互いに学び合いな

がら草原を維持し、賢く利用していく努力を惜しまず、

草原のある里の風景を後世に引き継ぐための環境を

整備し、交流・連携を強化していくことをここ東伊豆町

において宣言いたします。

　それでは、東伊豆宣言。

　１つ、私たちの大切な草原、湿原を守っていくための

保全活動について、地域の関係機関と連携しながら共

に考え、支援していきます。

　１つ、すばらしい景観を活用した観光資源としての

草原と貴重な植物の自然観察など、教育・文化面との

調和を図り、次世代へと受け継いでいきます。

　１つ、かつてのように生活の中に草原の利用を取り

込む創意工夫を支援し、地域振興に活用できる社会環

境を整備します。

　１つ、未来に残したい草原の里100選事業を推進し、

草原の持つ魅力を全国に発信していきます。

　１つ、全国草原の里市町村連絡協議会の連携強化

とネットワークの構築、さらに全国の草原を持つ自治

体への協議会の加入促進を推し進めてまいります。

　以上、宣言する。

　令和３年９月27日。

　以上でございます。

　以上で議事を終了いたします。

　皆さん、このコロナ禍の中でこの全国サミット、参加

して本当にありがとうございます。特に首長様、今年、新

型コロナウイルス感染症の対応で大変お忙しい中参

加していただき、ありがとうございます。これからまた皆

様と連携し、この草原、また湿原の保全をやっていきた

いと思いますので、また連携して、またいろいろお知恵

を借りた中で、よりよいこの連絡協議会にしていきたい

と思います。

　本当に今日はどうもありがとうございました。

８．閉会

○司会　それでは、これをもちまして、第13回全国草

原サミット・シンポジウムｉｎ東伊豆大会を終了いたします。

　サミット宣言の精神に基づき、今後も各自治体や関

係者の皆様と草原の維持保全に取り組んでいきたいと

思います。今回は初めてのウェブ会議方式での開催と

なり、お見苦しい点もあったかと存じますが、ご容赦く

ださい。

　最後にお願いとなりますが、全国草原の里市町村連

絡協議会に加盟されていない自治体の皆様は、これを

機会に加盟のご検討をしていただきたいと思います。

　また、次回の草原サミット・シンポジウムの開催地が

決まっておりません。自治体の取組や草原のＰＲには

最も適したイベントだと思いますので、こちらにつきま

しても併せてご検討ください。

　新型コロナウイルス感染症が終息しましたら、ぜひ

東伊豆町細野高原にお越しいただきたいと思います。

　本大会へのご参加、ご協力、誠にありがとうございま

した。
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原草全国 サミット・シンポジウム in 東伊豆

るという提言をされました。これは後の草原100選のと

きにも出てくるワードですけれども、自然と社会が失わ

れれば、あるいは自然と人が失われれば、なくなるもの、

そういうものを共創資産と位置づけて語っておられま

した。また、この共創資産と言われるものは、時代ごと

の検証を受けて、長い間、自然と足されてきた、ある意

味中身のしっかりした技術や知識であると。そういうも

のが積み重ねているものがあって、そういうものを私た

ちはもう一度見直すとともに、将来に受け継いでいく必

要があるんじゃないのかなというお話でした。

　それを受け継ぐために必要なものとしては、その方

法であるとか実行力であるとか仕組みとか、あるいは

行政の役割として非常に大きいのは、法令とか条例の

整備とか、そういう環境整備であると。それから、普及、

教育という、この５つの観点をしっかりと捉えていく必

要がある。

　その中で草原に関わる象徴的な活動として、ご自身

が北広島の芸北地方で進められている茅プロジェクト

の紹介をしていただきました。これは、地域にあるカヤ

材を子供たちが作った市場に集めて、そこで「せどやま

券」という地域通貨を発行して、その発行したせどやま

券で地域の経済も回っていくという、様々なメリットを

持った内容でした。要は、利用が放棄されて社会資本

が喪失している中で、その利用の仕組みをもう一度導

入するによって草原の保全に循環性とか展望が生まれ

ているという非常に象徴的なお話でありました。

　各地に残っているこういう共創資産を見いだして、

それを共有して、それから未来にも役立てていくという

ことが大切だろうと。今日人間だからこそ生み出されて

いる、この美しさを大事にして生かしていきたいという

ことを最後に述べられて基調講演を終わられました。

　それから、パネルディスカッションは、その基調講演

をした白川さんがコーディネーターとして登壇していた

だき、東伊豆町の太田町長、それから私と、稲取地区の

特別財産運営委員会の山田さんと東伊豆町観光協会

の石島さんに登壇いただいて、この地元の細野高原の

活用、それをどういったふうに持続性の観点から理解

するかというテーマについてパネルディスカッションが

行われました。

　会場の様子はこんな感じで、それぞれ登壇しており

ます。

　それで、内容ですけれども、実は2008年にこの東伊

豆町で全国草原シンポジウムというのが行われていま

す。もう13年か14年たつわけですけれども、当時から

担い手の問題とか観光の利用について新しい取組を

やりたいという動きがございました。ただ、観光のほう

も着 と々いろいろな形で進めていて、例えば草原に入る

ときの入山料のような形で、観光客からその対価を頂

いて管理運営に回せるという、全国でも画期的な取組

もやられているんですけれども、そういう形で観光客が

増えるにしたがって、様々な問題点も生じてきているよ

うです。今後はその利用のルールをしっかりと構築し直

すことが大切であるというふうなお話がございました。

　そのためにも、都会の人と地元の人の意識の相違と

か認識の違いをうまくコーディネートするような、そうい

う組織体制も必要ではないかと。

　それから、入山料については、最初はいろいろと来

訪者から文句も言われたそうなんですけれども、今で

は多くの方がそれを理解して払っていただいていると

いう、そういう意識の醸成もできているんですよという

話がございました。

　草原はまさしく人との関わりの持続的モデルであっ

て、これは新しい社会の礎ともなるであろうと。それか

ら、草原学習は子供だけではなく、子供から地域へ広

がる、そういう可能性を秘めており、まさしくＳＤＧｓの地

域版である。そういうふうな結論で終わっております。

　最後に、町長さんのほうから、こういう問題は東伊豆

だけではなく全国の問題である。これからも多くの自治

体と共に手を取り合っていきたいという力強い宣言を

いただいております。

　それから、分科会はそれぞれの場所で行いました、

このオンラインを利用してですね。それぞれが自立し

て行っていったという形になっております。

　今回は３つの会場で分科会が行われました。１つが

この地元の東伊豆町の会場で、テーマは「保全・利用・

継承」と、これをどう循環させるかということで、地元出

身の東京都立大の内山さん、それから草原を守ってお

られる入谷区の鈴木さん、地域おこし協力隊の藤田さ

んがコーディネートしていただいております。

　蒜山会場のほうは、利用の面から、カヤの利用をす

ることによって草原保全にどう関わっていけるかという

ことで、地元の郷土自然館の前の館長さんでいらっ

しゃる前原さん、それから鳥取大学で自然再生につい

て関わっておられる日置先生、実際にカヤ刈りをした

り、カヤの建物を建てたりされている沖元さんと相良さ

んという２人のカヤぶき職人さんのトークセッションが

行われています。

　３番目の阿蘇会場は、草原の恵みを守る仕組みづく

りをどうするかということをテーマに行っています。主に

草原の持つ水源涵養力について科学的見地からの知

見、それから新しい知見というものを熊本県立大の島

谷さんから、それから、それを基にして、地域の草原を

たいと思います。

○東伊豆町長（太田長八）　それでは最後に、私から

静岡県東伊豆町の報告をさせていただきます。

　東伊豆町は細野高原という草原があります。昨日か

らのシンポジウムでも議論されてきましたが、この草原

の維持管理、また利活用、そして次世代への継承が、う

ちだけではなく、今聞きますと、全国の草原を持つ自治

体の共通の課題だと思います。このサミットで皆様のお

知恵をお借りした中で、また今後この課題に取り組ん

でいきたいと考えております。

　細野高原は、うちの町は稲取地区、熱川地区と二地

区があります。そして、稲取地区が４部落がある中で、

稲取地区に存在しております。その稲取地区の４区の

町内会が組織する稲取地区特別財産運営委員会が管

理しております。この４区の共同管理によりまして、防火

帯の設置や山焼きなどを実施しております。防火帯、ま

た山焼きにはそれぞれ120名ほどの人が出て実施し

ていますが、やっぱり作業者の高齢化、また、農業従事

者の減少によりまして、作業ができる区民が年々減りま

して、人的負担が増しております。また、この草原を管理

するのには、年間約500万円の費用がかかるため、経

済的負担も課題となっております。

　観光面では、この細野高原の資源を活用いたしまし

て、４月上旬から５月上旬にかけての山菜狩りや、また、

秋には秋のススキイベントを開催しております。イベン

トの開催時には、これはススキのほうですが、参加者

から600円、その他の期間におきましては20円を入山

料として頂いております。先ほど経済的負担のことを申

し上げましたが、これらの収入が維持管理には必要と

なってきます。しかし、これだけで全ては賄えませんの

で、入山料の値上げ、また新たな利活用を検討いたし

まして、この維持管理費用の捻出を考えていかなけれ

ばならないと考えております。

　そんな中で、イベント等のため、この道路、駐車場、ト

イレ等を整備し、誘客に努めておりますが、一方では、

来訪者のマナーも問題になっております。この大切な

資源を荒らされないよう、対策も同時に取っていくべき

と考えております。そして、何よりもこのすばらしい景観

や、また資源をどうやって次世代につなげていけるか

が大きな課題となっております。

　かつては農家の方がこのカヤをミカン畑に敷いたり、

またかやぶき屋根を使用したりするなどの活用がされ

てきましたが、農業後継者が減っていく中でのこの現在

では、カヤの需要もほとんどない状況でございます。し

かしながら、このすばらしい景観、また資源は、山焼き

等の保全活動を継続していかなければ守っていけま

せんので、町内の子供たちに、また地元にこんなすば

らしい草原があること、また、この草原は人の手によっ

て守られていること、また、カヤを使った昔の文化を教

育していくなど、未来につないでいかなければならな

いと感じております。

　これらの問題解決を図るため、昨年度、稲取地区の

特別財産区運営委員会をはじめ、行政、また観光協会、

農協、高原の専門員などで組織する「細野高原を考え

る会」が発足されました。この会では４区が継続的に細

野高原、これを維持管理していただくためにはどのよう

に、また、観光、産業などの資源としての活用、周辺の

地権者とも協力して、新たなこの魅力の創生、これを

図っていくかなどを検討しております。今日は皆様方か

らいただいたこの知恵をお借りいたしまして、この会の

発展にも生かしていきたいと同時に、この草原を全国

に発信できればと考えております。これからもどうぞよろ

しくお願いいたしたいと思います。

○議長（太田長八）　以上でこの参加自治体からの報

告が終わりました。いろいろなお話を伺いました。その中

でまた意見や質問等もあるでしょうから、ここからは自由

な形で意見交換会をさせていただきたいと思います。

　ご意見がございましたら、挙手をお願いして、発言し

ていただきたいと思います。どうぞよろしくお願いいた

します。

○真庭市長（太田　昇）　よろしいですか。

○議長（太田長八）　どうぞ。

○真庭市長（太田　昇）　それぞれすばらしい取組を

勉強させていただきましたが、恥ずかしい話、蒜山高原、

まだ山焼きの面積が80ヘクタールぐらいなんですね、

どんどん減っていて。何とか維持しようと思っているん

ですけれども。600ヘクタール焼いているとかですね、

本当にたくさん広い面積を焼いているとこら辺の取組、

もうちょっと詳しく、それもその行政というよりは、住民

の方とか、あるいは子供も参加してということですが、

もう少し、こんな取組をしているよということをご紹介い

ただければありがたいんですが。勉強させてください。

○議長（太田長八）　今、太田市長からの行政以外の

ほうの取組、これが何か具体的なことがありましたら、

どなたかご発言願いたいと思います。

　南阿蘇村の後藤さん、よろしくお願いします。

○南阿蘇村農政課主幹（後藤進哉）　先ほども説明さ

せていただきましたけれども、本村の牧野面積が

2,470ヘクタールで、野焼きが行われているところは

1,170ヘクタールということなんですけれども、地震前

はまだ野焼き面積は広くて、この事業主体というのが各

地元の行政区とかになりまして、以前は区長さんが責

１．開会

○司会　それでは、ただいまより第13回全国草原サ

ミット～未来へつなごう！壮大な海すすきの草原～を

開催いたします。

　私は進行を務めます東伊豆町企画調整課長の森田

と申します。どうぞよろしくお願いいたします。

２．挨拶

○司会　まず初めに、開催地を代表して、本大会の実

行委員長である東伊豆町長　太田長八よりご挨拶を

申し上げます。

○東伊豆町長（太田長八）　皆様、こんにちは。東伊豆

町の町長の太田でございます。

　本日は、この首長様におかれましては、新型コロナ

ウイルス感染症の対応で大変お忙しい中、全国草原サ

ミットにご参加していただきまして、誠にありがとうござ

います。

　本来であれば、皆さんにこの東伊豆町にお越しいた

だきまして、顔を合わせながらこの意見交換をさせてい

ただくところでございますが、１年延期したにもかかわ

らず、新型コロナウイルスの感染がなかなか収まらな

い状況ですので、このようなオンラインの会議とさせて

いただきました。ご理解願いたいと思います。

　この後、前回大会の報告、それから、昨日から行って

きましたシンポジウムの報告もお願いいたしますが、こ

こから先がメインであるサミットとなります。全国に存

在する草原の価値、また課題につきまして、参加者の皆

様から貴重なご意見を提言していただきながら有意義

な大会となるよう期待しておりますので、どうぞよろしく

お願いいたします。

○司会　町長、ありがとうございました。

　それでは、本日は東伊豆町以外に８自治体の皆様

にご参加いただいております。

　参加者について、事例等の発表順にご紹介させてい

ただきます。

　前回サミット開催地の宮崎県川南町、町長、日髙昭

彦様、兵庫県新温泉町、町長、西村銀三様、岡山県真

庭市、市長、太田昇様、前回サミット開催地の宮崎県

串間市、市長、島田俊光様、熊本県高森町、町長、草村

大成様、広島県北広島町、生涯学習課長、西村豊様、

あったり、いろんなところに登場する、そういう特徴が

ございます。

　ここが町の中心部にあります、広さ的には３万

3,000平方メートル、3.3ヘクタールということでござ

います。植物のほうは、およそ300分類で、そのうち

170種ほどが希少な植物であるということでございま

す。平成22年から一般に公開しておりますので、今年

で12年目に突入したところであります。開園期間は４

月から11月の間ということになっております。

　では、この活動の状況の現状なんですけれども、基

本的にこの湿原は、ボランティアの団体であります川

南湿原を守る会の方々が運営をしていただいておりま

す。日常の草刈りなどの管理、それから植物の整備状

況、また、案内も全てそういうボランティアの方がやっ

ていただいているという状況でございます。

　管理作業は大きく分けて２つあるんですが、まず６月

ぐらいに水草を除去いたします。特にセイタカアワダチ

ソウ等が水路等に入りますので、それを全員で除去し

ます。そして１月には草出しをして火入れをするという

ことでございます。先ほど言いました守る会の会員の皆

様、それから役場の職員、一部ボランティアの方々に手

伝っていただいてやっているところでございます。

　現在、その湿原のほうの普及活動ということでござ

いますが、年に３回ほどの観察会を実施しております。

まず１回目が４月下旬のトキソウ・ハルリンドウ観察会

でございます。２回目が７月、夏にトンボの観察会、最

後が８月から９月にかけまして、ホシクサ観察会。ホシ

クサというのが実はもう世界でここしかないという、

ヒュウガホシクサであるとか、エダウチシロホシクサ

等がございます。専門の方には非常に貴重な植物だと

いうことでございます。

　今、本当にここしかない植物がありますので、一般に

開放しているんですが、まだそこまでＰＲをあえてせず

に、いろんな意味で、種の固定であるとか、そういう仕

組みを構築しながらいろんなことをこれからの目標に

しているところでございます。

　今回どこもそうですけれども、３年前に全国の大会を

開催させていただきまして、いい機会をいただいて、全

国的にＰＲを進めていこうという矢先ではございますが、

こういうコロナに関して、うちも県外とか遠くから専門

の方を含めた方が多くいらっしゃるもんですから、今は

残念ながら閉園という形になっております。いろんな工

夫や機会づくりをこれからしっかり行いながら、我々は

湿原の魅力をどうやって発信するか、これをどうやって

維持していくかというのをしっかり考えていきたいと考

えております。

　以上で前回の報告とさせていただきます。ありがとう

ございました。

○議長（太田長八）　どうもありがとうございました。

　本当、３年前に私、川南町さんと串間市さんにお邪

魔させていただきました。本当にすばらしい運営でござ

いまして、それを目標にやった中で、新型コロナウイル

スになってしまいまして、本当に残念でございます。そう

いう中で、やっぱりまず川南町の川南湿原、これを地

区の方が再現しようと頑張った中で、今、着 と々その準

備が進んできているということ、これはもう敬意に値い

たしますので、これによりましてまたまちづくりをやって

いけば、またすばらしい町ができるんじゃないかと思

いますので、頑張っていただきたいと思います。

○川南町長（日髙昭彦）　ありがとうございます。

４．シンポジウムからの報告、問題提起

○議長（太田長八）　それでは、次に、シンポジウムの

総括といたしまして、いつも大変お世話になっておりま

す、全国草原再生ネットワーク会長でございます高橋

様にこれまでの報告と、また問題を含めてよろしくお願

いいたします。

○全国草原再生ネットワーク代表理事（高橋佳孝）　

皆さん、こんにちは。全国草原再生ネットワークの高橋

でございます。

　昨日来、第13回全国草原シンポジウムがこの東伊

豆町で行われました。その概要について、私のほうから

説明をさせていただきたいと思います。

　ここは、町長の挨拶の写真が載っておりますけれど

も、昨日は基調講演とパネルディスカッションと分科会、

それから総合の討論会というのがございました。それ

に沿って、昨日のシンポジウムのご紹介をさせていた

だきたいと思います。

　最初は、芸北高原の自然館の白川さんの基調講演

から始まりました。基調講演の内容も非常に盛りだくさ

んでして、各地の人と自然が関わる取組について、たく

さんの事例を紹介していただきながら、そのなかに潜

んでいる非常に価値のある関係性というのを大事にし

ていこうということで、講演をいただいております。

　人と関わる自然をどのように守るかということですけ

れども、要は関わり合いを学んで、暮らしに寄り添って

人が決めていく自然そのものの価値を発信をきちんと

されているか、あるいは共有されているかという問題提

起から入ってきました。時代や地域に合った多様な活

用で、草原についても守っていく必要があるんじゃない

かと。

　大事なコンセプトは、残したいものは共創資産であ

島根県大田市環境政策課長、和田二朗様、熊本県南

阿蘇村農政課主幹、後藤進哉様、また、サミット中、草

原100選についてご説明させていただきますことから、

全国草原再生ネットワーク代表理事の高橋佳孝様に

もご参加いただきます。

　皆様どうぞよろしくお願いいたします。

３．前回サミットの報告（串間市・川南町）

○司会　それでは、各自治体から活動報告や課題の

提起などを発表していただきますが、ここからは、大会

実行委員長の太田長八東伊豆町長がサミット議長とし

て進行いたします。

　太田町長、よろしくお願いします。

○議長（太田長八）　それでは、しばらくの間、議長を

務めさせていただきます。太田です。

　ご協力のほどよろしくお願い申し上げます。

　まず、前回の開催地でありました宮崎県川南町長の

日髙昭彦様より、前回の報告並びに課題、取組につき

ましてご発言をよろしくお願いいたします。

○川南町長（日髙昭彦）　皆さん、こんにちは。川南町

長の日髙でございます。

　今回は本当にいろいろ大変な中、太田町長をはじ

め、関係者の方々に開催をしていただきましたことを改

めて感謝申し上げたいと思います。

　前回、もう３年前になります。市長お見えですが、宮

崎県の串間市と同時に開催をさせていただきました。

後ほど島田市長のほうにも話があるかと思いますので、

私のほうから話をさせていただきます。

　それでは、３年前、実は２つのＰＲポイントがありまし

て、１つはですね、今はオンラインでこうやって同時開

催、いろいろ当たり前なんですけれども、当時は串間市

と川南町と、県内ではありますけれども、車で３時間、

130キロぐらい離れていた会場を同時に開催をさせて

いただきました。今となればいろんな思いもあって、大

変だったんですけれども、いろんな経験もさせていた

だいたと思っております。

　もう１点が、川南町は草原ではなく湿原なんですが、

水のある草原を湿原という形で、初めてこの草原サミッ

トに湿原を登場させていただいたということで、改めて

感謝申し上げたいと思います。

　では、簡単に報告をさせていただきますが、前回は、

黒潮洗う野生馬の草原とトロントロンが育む湿原、ト

ロントロンについては後ほど説明いたしますが、そう

いうことで、連休明けの５月12日土曜日から月曜日ま

での３日間にわたってさせていただきました。延べ885

名の方に参加をいただいたところでございます。

　先ほども申しましたとおり、湿原を入れていただきま

したので、当時は12の自治体、特に県内から、川南町

と串間市ですが、湿原の関係で近隣市町村であります

新富町、高鍋町にも参加をしていただきました。

　先ほど言いましたとおりでございますが、このサミッ

トの中で宣言をさせていただきました。今回も宣言があ

るんですが、４つの項目をテーマとして宣言させていた

だきました。

　まず１点目がですね、まず、守るという点、それから２

つ目が安全、３つ目がＰＲ、４つ目が連携というキー

ワードになりますが、まず１つ目は、やっぱり湿原とい

うのは、草原というのは、人が手を入れないと維持でき

ないということで、今回も入っておりますが、湿原を守る、

草原を守る担い手の確保や保全活動を積極的に支援

するという、守るという点でございます。

　２つ目が、やっぱり草原管理の新たな技術やシステ

ムを活用する安全管理、つまり野焼きの安全性である

とか、カヤぶきの技術を、高所作業でありますので、そう

いう安全性を大事にするということで、安全管理体制

を積極的に支援するということでございます。そういう

安全を構築するということでございます。

　３つ目がＰＲというキーワードを使いましたけれども、

草原の大切さと公益的活用を広く国民にアピールする

ため、全国草原100選を選定するということを進める

ことを決定したところでございます。

　４つ目が連携と言いましたけれども、全国の草原を

有する自治体が連携して行動していくこと。全国草原

自治体ネットワークという、正式には全国草原の里市

町村連絡協議会という活動を強化するというテーマで

ございます。それは、前々回の平成28年、新温泉町で開

催されたときに設立をされたところでございます。

　それでは、簡単に川南町の活動の状況ということで

紹介をさせていただきます。

　まず、川南湿原ということなんですが、大きな特徴が２

つありまして、１つがですね、これは湧水、湧き水ででき

た湿原であります。よそからの流れ込みがないので、世

界でここだけという希少な植物が、現在発表されている

のが３つ、あとまだ幾つか未確定でありますけれども、ほ

ぼ間違いないということがございます。それから湧き水

でございますので、ここはたまたま町の中心地からすぐ

近く、歩いて行けるという地理的なメリットもございます。

　トロントロンという名前を先ほど申しましたけれども、

実はこれはトロントロンというのは、水が湧く、トロント

ロン湧く、湧き出るという音から来た正式な地名でござ

います。片仮名でございますが、川南町と言えばトロン

トロンというのが軽トラ市であったり、施設の名前で

どうやって守るかという、そういう行政側からの仕組み

づくりについて、南阿蘇村長の吉良さんから講演をい

ただいて、その後パネルディスカッションを行ったとい

うことです。

　東伊豆町の様子はこういう感じで、３人が登壇して、

会場と熱心な討議が行われました。こういう形で、茅葺

き文化協会の安藤先生なんかも非常に示唆的な、後で

ちょっとお話ししますけれども、コメントをいただいたり

して、地元の方たちもとても元気づけられる内容だった

と思っております。

　内容をかいつまんで言いますと、保全の面からいう

と、面積とともに管理がなくなったということが生物相

に大きな影響を与えているんだよと。それから、湿原保

全も大事だけれども、全体を通して鹿の問題が今顕在

化していて、草原だけで語れる内容ではなくて、全体の

管理ということも必要になってくるだろう。それから、

ゾーニングや安全な場所では、後継者育成のための

フィールドとして積極的に活用してもいいんじゃないか

という話がありました。

　それから、担い手の問題もあり、新たな仕組みが

やっぱり必要になってくるだろうな。１つはボランティ

アかもしれませんし、１つは野焼きの体制整備というこ

とかもしれません。

　それから、利用価値を最大限に活用する、すなわち

材としての草原もあるし、景観を利用した観光もあるで

しょうし、それを持続的なシステムとしてどうみんなで

関わっていくかということが重要だろう。それから、東伊

豆町さんは温泉もあり、海もあり、それから草原もあると

いうことですね、東京からも近いという立地条件もあっ

て、やはり観光が主体となる、産業として観光が主体と

なるだろうと。その中に草原の恵みであるカヤの利用

を取り入れて、地域の特性やスケールを発揮してはどう

かというのが安藤先生のほうから示唆されたことです。

特に例えば来訪者の拠点施設みたいなところとか、そ

ういうカヤふきが実際にできるようなところをうまく利用

して、そこに新しい価値も含めた来訪客へのサービス

提供というのもできるんじゃないか。カヤの循環によっ

て、癒しの空間形成というのが可能であるし、そういう

ものが今後観光を回していく上でも期待が大きいん

じゃないかという話があったというふうに覚えています。

　それから、蒜山会場のほうは、このようにカヤを使っ

たサイクリング施設というのを実際に建てられていて、

その新しい施設の近くでこういうふうなセッションを

行っております。

　内容ですけれども、草原の利用から見える、過去に

学ぶことによって蒜山らしさというのがよく分かるんだ

と。その利用の仕方や経緯から学ぶものも大きいとい

うことがありました。

　それからもう一つは、よく自然再生事業というのはい

ろいろ行われているんですが、その自然再生において

も地域経済を回すことが今大切になってきているんで

すよというお話。実際に草原のカヤを使ったサイクリン

グセンターというものがありますけれども、ここから広

がる新しい世界があって、それが地域を大きく回してい

く一つのきっかけづくりにもなるんじゃないか。

　それから、カヤの利用についても、いわゆる文化財と

か古民家だけではなくて、今は新しい施設や近代的な

施設、そういうものについてもいろいろとカヤが使われ

ている時代である。カヤぶきは新たにもう一皮むけて

未来に発展する、その礎となり得るものではないかと

いうことがありました。

　これまでは地元だけで使って守るというところから、

地域外の関係者も含めた、地域の人も一緒になって守

るという、幅広い守り方、そういうものが目指されており

ました。そのためには、地域内外の人と意識を醸成す

るためにも、楽しいということもとても大切なんではな

いかということが報告されております。

　それから、阿蘇のほうは、このように広がる草原が九

州の北部の６大河川の水源域になっているという、そ

ういう立地条件もありますけれども、今回、水源涵養を

中心とした生態系サービスについての討論が行われ

ております。

　新しく分かったこととして面白かったのがススキ草

原がものすごく水源涵養力が高いんだと。そのなぜか

という理由の一つがススキそのものが節水型の植物

であって、水を消費しない。その分、水源涵養に回る水

が多いんですよと。それから、川下、川上の関係でいえ

ば、福岡都市圏も含めて大勢の人数の飲用水を賄うこ

とができる、その水源地が阿蘇の草原だと。それは有

明海のほうにもつながっていて、ノリが色落ちするのを

防ぐために栄養源を補給しなきゃいけないんですけれ

ども、その補給するだけのダムの放流ができるだけの

水源が確保できていることがとても重要だと。そういう

意味では、海のほうから草原を応援していただくという

仕組みづくりも今後考えていったらどうかというような

お話がありました。

　それから、環境省のほうでは、阿蘇の地域を守って

いく、あるいは草原を守っていく上で、地元の農業者の

なりわいに対する助成を主体に考えてきたんですけれ

ども、それも今後は重要であると同時に、これからは草

原の持つ公益的機能へどういう形で支援できるかとい

う仕組みをつくる必要があるんじゃないかというお話

それを研究面から実証、検証するということをぜひ研

究者にはやっていただきたいと。それを普及させる場

の整備を行政には担っていただけると非常にありがた

いという最終的な要望がございました。

　これらの問題というのは、一個人でどうこうできる、

解決できるものではありませんので、ぜひ行政のほう

のお力添えをいただきたいと。私ども個人や市民として

は、今後もそういう形で対話を続けていきたいというこ

とで、最後、閉めたところでございます。

　少し長くなりましたが、以上が草原シンポジウムの報

告です。ぜひこの内容についてもサミットでの論議をし

ていただきますようよろしくお願いいたします。

　以上です。

○議長（太田長八）　高橋先生、どうもありがとうござ

いました。

　私、このシンポジウムをやって本当、大変勉強になり

ました。と申しますのは、やっぱり今までカヤの活用と

かね、また、子供たちを育てていかなければならない、

地域の学習、体験学習、これも大変重要だと感じまし

たので、この間、大変勉強になりました。

　そういう中で、首長さんがいらっしゃいますので、私

が一番感じたのは、やっぱり阿蘇の分科会の、誰か

ちょっと名前を忘れましたけれども、要するに職員が、

担当者はある程度認知しているけれども、ある程度の

方、全ての方が草原などを認知しなければ進まないと

言われましたので、各首長さんには、担当者だけでは

なく、ほかの違う職場の方たちにも、あと、地元の草原、

また湿原に対する知見をある程度広げていければ大

変ありがたいと感じております。

　以上です。

　どうも高橋先生、ありがとうございました。

５．各自治体の取組と課題

○議長（太田長八）　それでは、各自治体の皆様にご

報告をしていただきたいと思います。順番は、事前に配

付してある参加名簿の順でお願いいたします。時間の

関係もありますので、各自治体おおむね５分間をめど

ということでお願いいたしたいと思います。

　それでは、兵庫県新温泉町長の西村銀三様によろし

くお願いいたします。

○新温泉町長（西村銀三）　皆さん、こんにちは。新温

泉町長、西村銀三です。よろしくお願いいたします。

　平成28年第11回のシンポジウム、新温泉町で開催

していただきました。その際には、川南町、日高町長さ

んをはじめたくさんの方にご参加をいただきました。誠

にありがとうございます。

　皆様のお手元に新温泉町の概要と上山高原の歴史

と現状という資料があると思いますので、資料に沿って

説明をさせていただきます。

　新温泉町は、日本海側に面した鳥取県との県境に

あり、平成17年10月に誕生した人口約１万4,000人

弱の町で、まちづくりのテーマは、「海・山・温泉　人が

輝く夢と温もりの郷」であり、豊かな自然に恵まれた町

であります。

　産業については、農業分野では水稲、梨、高原野菜

の大根の生産を主として進めています。畜産について

は、神戸ビーフや松坂牛のもと牛である但馬牛の主産

地として、飼育頭数の維持拡大に努めています。また、

水産業については、松葉ガニ、ホタルイカ、ハタハタな

ど、日本有数の漁獲高を誇っています。

　当町には上山高原という大きな草原があります。周

辺集落の人々によって上山高原は田畑の土づくり、和

牛放牧として活用し、中でもススキは飼料、カヤ、かや

ぶき屋根等に利用され、生活の一部として維持されて

きました。

　しかし、農機具の普及、牛農家の減少によって、草原

は活用されなくなり、クマザサが茂り、雑木に覆われて

きました。これでは駄目だということで、平成16年に県

と町と地域が連携してＮＰＯ法人上山高原エコミュージ

アムを立ち上げました。上山高原と麓の７集落を丸ごと

生きた博物館として捉え、草原を保全・再生する取組を

地域の資源を活用し、地域内外との交流を図ることで

地域の活性化につながる活動を進めています。

　再生の具体的な活動としまして、人工林をブナ林の

広葉樹に替え、ススキ草原の持続と拡大ということで、

山焼き等を行っています。また、イヌワシの生息調査、ノ

ハナショウブ、そしてヤナギタンポポ等、希少植物のモ

ニタリング調査の継続を行っていますし、体験プログ

ラムとして、滝巡りやハイキング等も行っています。また、

第11回大会を開催した成果だと思っていますが、スス

キの有効活用ということで、神戸市のかやぶき職人「く

さかんむり」と連携・協力協定を結び、古民家や文化財

施設にカヤを使う取組も進めています。

　草原維持では、ササ刈り、山焼き作業、放牧作業等、

毎年継続することが必要になってきます。このため会員、

地域住民、ボランティアの方々の協力をお願いしてい

ますが、作業費等の捻出が今後の大きな課題となって

います。今後もできるだけ多くの方にご協力をいただい

て保全活動や利用する取組を進めてまいりたいと思っ

ております。

　以上であります。

○議長（太田長八）　どうも西村町長、ありがとうござ

がありました。

　それから、草原と私たちの関わりとか、暮らし方を支

えるエビデンス、要するに研究の証拠ですよね、そうい

うものとか学術研究がとても重要だということが今回

のこのセッションの中でもよく分かったということです。

　それから、南阿蘇村長さんは熊本地震後、火入れ責

任者を村長さんに替えたという行政側からの支援が

あって、それによって野焼きが復活したところが結構

あったと。それから、火入れの手続も届出制に変えたり

ということをしたんですけれども、これを行う大きな根

拠となったのが、やはり水源涵養機能ということで、熊

本県民、熊本市民の水道水を支える水源の源である草

原を守ることが地域全体、あるいは県全体に対しての

大きな影響を及ぼすんだ、大きな貢献ができるんだと

いうことで、これまで阿蘇の草原といえば景観が主体

でしたけれども、今後は水源保全という意味でも、阿蘇

の草原の価値を見直して、みんなにアピールしたいと

いう話がございました。

　最後、全体会は、こうやって行われたそれぞれの分

科会の報告を受けて全体討議をしたんです。これも全

てオンラインでやりました。ここに映っているのは東伊

豆町さんのところでやった内容です。ちょっと写真で隠

れていて申し訳ないんですけれども、それぞれの分科

会から代表者が入っていただいて、オンライン上で討

議を行っております。

　まとめになるかどうか分かりませんけれども、草原の

保全面については、なぜ草原が重要かを各世代意識

共有する必要があると。活動に関わる人、理解者、応援

者を増やしていく仕組みが必要。維持するために人が

関わり利用し続ける仕組みづくりが重要になるという

ことが語られました。草原の経済価値と公益機能を積

極的に評価してあげる必要があって、公益機能の守り

手である生活者を支援する制度設計というのをしっか

りと組む必要がある。

　前にもお話ししましたけれども、保全のための保全と

いう観点から、草や草原を活用することによる保全と

いうほうにシフトしていく必要があるんじゃないかとい

うお話でした。

　草原の活用についてですけれども、これも先ほどお

話ししたように、保護の管理から、利用して管理へとい

うのが大きなテーマとなっていました。草原利用の創意

工夫に対して様々な支援や環境整備をしていく必要が

あるだろうと。小さな経済活動を生み出して、地域ととも

につくり出すことがまず第一歩じゃないか。

　都市へのアプローチには、どうしても意識の違いと

か様々な問題があるので、その中間層の育成が必要な

んじゃないか。

　堆肥や農業や肥料とか、あるいはカヤの利用という

のはありますけれども、今でも野草の利用価値は非常

に高いものがあって、堆肥の利用とかカヤの利用で野

草の価値を復権する必要があるんじゃないのかなと。

堆肥についても、今、新しい知見として、野草を使った

堆肥に含まれる非常に優れた土壌菌がいるということ

も分かってきました。こういうのも研究の成果だと思い

ますけれども、そういうふうに野草の価値を復権させる

ことで、野草を利用すれば火入れの炎もある程度制御

しやすくなるし、火入れの安全性にもつながるんだよと

いう幅広い内容からのものがございました。

　草原の継承については、地域の固有性やほ誇りを

各世代で共有、共感すると、これはもちろんですけれど

も、地域、行政、企業が互いに手をつなぐ仕組みという

のも面白いんじゃないか。例えば細野高原だったら、

いろんな企業さんが持続的にこれを利用したいという

ことではいろんな方が入っていただいて、そこを活用し

てはどうかという話もございました。

　それから、カヤふきは活用を通じた継承の有効な

ツールである。利用というものが入ることによって、その

価値を継承したり、その仕組みを継承したりするきっ

かけにもなる。

　それから、使うことで生き物が、草の供給で文化が守

られていくだろうと。

　環境教育は世代を超えていく潜在性を持っているの

で、非常に大切なことである。子供さんへの教育という

のはとても大切。

　草原と地域のつながる観光や地域振興の在り方に

も工夫が必要になってくるんじゃないかというふうなま

とめがございました。

　最後に、行政へ望むことということで、幾つか提案を

いただいております。

　１つは環境教育、あるいは担い手育成も含めてとい

うことですけれども、その助成をぜひ継続できるような

ものにしてほしい。

　それから、実際に草原を守るときに一番頭を悩ませ

ているのは、行政の実務者の担当者であろうというこ

とで、もちろんいろいろ替わったりもしますので、持続

的にそれを進めていくのに問題が生じがちなんですけ

れども、ぜひその自治体間での実務者同士の学びの

ネットワークをつくっていただけないか。サミットでい

えばシェルパ会議のようなものを今後実現していただ

ければありがたいという話がありました。

　それから、地域知、伝統的に言いつながれてきた知

識そのものに意外と真実が、とても大事なものがあって、

いました。

　太田市長の取組は、もうマスコミでだいぶ私も勉強

させていただいております。そういう中で、文化と草原

がやっぱりマッチしないと、本当にそのとおりだと考え

ています。昨日の分科会の会場、隈先生の建築、それに

つきましてカヤを使っていること、大変感銘を受けまし

たので、今度、一度視察に行かせていただければ大変

ありがたいと思います。よろしくお願いします。

○真庭市長（太田　昇）　どうぞ、おいでください。これ

が全容ですけれども、３棟あります。

○議長（太田長八）　そんなにあるんですか。

○真庭市長（太田　昇）　１つは、このメインのがです

ね、これが18メートルあります。その横に見えておりま

すのが、隈研吾先生の設計図面とか模型とか、そして

サスティナブルな商品を売るとかですね、そしてもう一

つはサイクリングターミナルという、それで構成されて

います。7,000平米ぐらいの広さであります。

○議長（太田長八）　すごいですね。視察を楽しみにし

ておりますので、よろしくお願いいたしたいと。

　続きまして、串間市長の島田俊光様、よろしくお願い

いたします。

○串間市長（島田俊光）　こんにちは。串間市の島田

でございます。

　12回草原サミットにつきましては、川南町と一緒に

開催させていただいたわけでございますが、事務局の

皆様等はじめ関係各位の皆様方のご高配を賜り、サ

ミットを成功することができました。本当に感謝を申し

上げたいと思います。

　それで、宮崎県串間市は、宮崎県の最南端に位置す

る温暖多雨なところでございます。きゅうりやピーマン

などの施設野菜、サツマイモやごぼうなどの露地野菜

をはじめ生食で食べられる完熟キンカンや餌にトウガ

ラシを混ぜてつくる養殖ブリなどは、質、量とも全国トッ

プクラスの地域でございます。また、そのように農産物

を生産する食の宝庫でもあります。

　串間市からは、野生馬が生息する都井岬と宮崎県

の希少な動植物重要生息地に指定されている古竹・笠

祇地区について紹介させていただきたいと思います。

　串間市の草原といえば、野生馬が生息する都井岬が

代表的な草原となるわけでございますが、もともとは江

戸時代の軍馬を育成するための牧場であったものが、

人の手が触れることなく、令和の時代まで残っているも

のであります。春には新緑の草原にオキナグサやウマ

ノアシガタ、さらに夏から秋にかけてヒオウギやノヒメ

ユリ、ムラサキセンブリ、冬はノジギクなどが繁茂して、

四季それぞれの種のある希少動植物、国指定天然記

念物の野生馬とともに見ることができます。オキナグサ

など都井岬に生息する多年草のほとんどは、毒があっ

たり、またとげがあったりして、馬が食べない植物であ

り、食べ残すことから花を咲かせることができる。都井

岬は馬がつくり出す生態系に、絶滅危惧種に指定され

ている希少な植物を観察することができます。都井岬

は人の手を加えないことが魅了をより高めるものと考

えております。

　通過型の観光から体験、滞在型の観光へと転換さ

せる取組として、野生馬の生態と野生馬による形成さ

れた草原の植物やふん虫、フンコロガシでございます

が、などを訪れた観光客に対して分かりやすく説明す

る都井岬野生馬ガイドを配置し、エコツアーなど着地

型観光としての活用をはじめ、地元小中学生の地域を

学ぶ授業、くしま学などを地元の魅力を学習させる取

組など、草原の維持・存続と魅力発信のため取り組ん

でおります。

　また、笠祇・古竹地区の紹介でございますが、資料の

下段にあります笠祇・古竹地区の草原については、都

井岬と同様であり、江戸時代の軍馬を育成するための

牧場であったものが地域住民により草刈りや野焼きな

どの作業により代々守られ、現在も草原として維持され

ているものでございます。平成19年11月には宮崎県

の希少野生動植物重要生息地に指定されております。

笠祇・古竹地区は串間市の中心市街地から車で約15

分と近い場所に位置しており、昔ながらの田園風景が

広がり、里地里山で和牛の里として呼ばれている畜産

が盛んな地域でもございます。

　集落は過疎、高齢化が進み、野焼きなどの里山を守

る活動の継続が危惧されているところでございます。集

落の過疎化、高齢化の進展は、本市のみならず全国各

自治体の共通問題と認識をいたしております。行政の

役割としては、地域の魅力を住民自らが情報発信して

いく活躍の場の創出と、地域に何度も訪れる深いつな

がりを持つ関係人口の増加が肝要であると考えており

ます。

　本市の取組の１つがエコツーリズムの推進でありま

す。市といたしましては、地域資源の魅力を伝えること

により、関係人口の増加、地域住民の資源価値の再認

識、そして、環境教育による次世代への継承へとつな

がるエコツーリズムを鋭意取り組むことにより、草原の

維持形成を図っていきたいと考えているところでござ

います。

　以上でございます。よろしくお願いします。

○議長（太田長八）　どうも島田市長、ありがとうござ

いました。

いました。

　このＮＰＯ法人の活動、大変すばらしいと感じており

ますし、また、うちの町のテーマも、「満点の海・山・空は

東伊豆」と、何かまちづくりが同じような感じがいたしま

すんで、これを契機にまた交流ができれば大変ありが

たいと思います。どうぞよろしくお願いいたします。

○新温泉町長（西村銀三）　こちらもよろしくお願いし

ます。

○議長（太田長八）　それでは次に、続きまして、岡山

県真庭市長の太田昇様、よろしくお願いいたします。

○真庭市長（太田　昇）　真庭市の太田です。よろしく

お願いいたします。

　真庭市は合併して828平方キロメートルと、面積で

いうと東京23区の1.3倍というですね、岡山県北に広

がる市です。その一番北、鳥取県境のところに蒜山高原

という高原がありまして、東西20キロ、南北10キロと

いう、多分、関西では一番広い高原だと思っております。

　課題ですけれども、よそと同じで、もともとはススキ野

原が非常に広がっていた、それがだんだん狭くなって

きていると。そこに貴重な動植物、絶滅危惧種がいた

のが、これを守らないと、景観も含めて滅んでしまうと

いうようなことで、そういう意味での保全というのが一

つの大きな課題であります。

　もう一つは、これも出ておりましたけれども、単に保

全だけではできない、やはり活用しながら保全すると

いうことをしなきゃならない。その活用というのが一つ

の課題だろうというふうに思っております。

　その２つをどうしたら両立できるのかということです

が、１つは、カヤを山焼きをする、そうするといいカヤが

できる。そのカヤを、もちろん土に戻すことによって、灰

そのものが肥料になってまいりますが、蒜山も旧石器

時代から人が住んで、そしてカヤを焼いて、火山灰の

非常に貧栄養化のところを植物が育つように、１万年

以上かけて変えてきたという歴史がありますから、それ

を延 と々やっていかなければならない。それとともにカ

ヤを建築資材として活用するということで、昨日の分科

会でも隈研吾先生の設計で、カヤの屋根を逆さまに

使ったですね、屋根そのものは鋼板で、中の天井から

中を全部カヤにしたという、逆さまにしたような、そうい

うサイクリングターミナルを造りましたけれども、それ以

外にも建築資材としていろんな活用ができるということ

で活用していきたいということであります。

　それとともに、このすばらしい高原を多くの方に親し

んでいただく。自然環境だけでは人は来ません。やはり

そこに文化というものがないと人は来ないということで、

ここに出ておりますけれども、これも隈研吾先生の作品

ですけれども、ＣＬＴ、クロス・ラミネーテッド・ティン

バーという縦横、縦横に木材を組合せして、一つの板

を作るわけですね。その板を組合せしてこういう建物

を造っていくですね、これはオリンピック選手に遊んで

もらおうと思って東京の晴海に造ったんですけれども、

真庭のヒノキで造り、日本で専用のＣＬＴ工場は真庭に

しかありませんから、言わば真庭に里帰りしたというこ

とで、グリーナブルヒルゼンというふうに呼んでおりま

すけれども、こういう施設。中は空間で、ここで遊んだり、

イベントができるように、そういうものを、一つの芸術作

品ですけれども、造っております。こういうものを使って、

観光資源としても活用していくと。

　つまり景観も含めて、そして人工的なこういうものを

全部入れて、地域価値を上げていくという、そういう概

念で取り組んでおります。

　さらに、このＧＲＥＥＮａｂｌｅというのがロゴにもなって

おりまして、阪急阪神百貨店がこのグリーナブルに沿う

ようなものを真庭の産物をですね、産品を大阪で売っ

ていくというような、阪急百貨店とも提携をして、コロナ

がもう少し落ち着けば本格的に梅田で真庭の産品を

開発しながら売っていくということになってまいります。

阪急に今ブランド、阪急ブランドとしてＧＲＥＥＮａｂｌｅと

いうのを商標登録してもらいました。

　そういうことをしながら、この背景として、私の背景

に木材を使っておりますけれども、バイオマス産業都市

の指定も受けて、やがて真庭の電力は全て真庭で賄う

と。今、バイオマス発電、１万キロワットのありますけれ

ども、市内需要の大体60％ぐらいを再生可能エネル

ギーで賄えています。火力じゃなくて、水力とバイオマス

ですね。これを100％にしていくということも地域の価

値を上げていくという取組をしております。

　それと、生ごみ等、人間さんのふん尿ですね。それを

混ぜてメタンガスを発生させて、それでプラントを動か

して、最後、液肥を作って、それを低コスト農業として利

用していくという、そういうような、全体をＳＤＧｓという

か、サスティナブルなそういうまちにしていくという取組

をしております。東京のまねをしても仕方ありません。こ

の地域にある資源をいかに使って、それを循環させて、

未来志向で豊かにしていくということで、ＳＤＧｓ未来都

市の第１号にもなっておりますけれども、そういう取組

をしているというのを、そういうことを背景にしながら

蒜山高原を守り、活用していくということであります。

　皆様方のご意見も、あるいは活動も参考にしながら、

よりこれを進めていきたいというふうに思っております

ので、今後ともよろしくお願いいたします。

○議長（太田長八）　太田市長、どうもありがとうござ

にちは。広島県の北広島町生涯学習課長、西村と言い

ます。よろしくお願いいたします。

　お手元にお配りしております北広島町の概要、そし

て、北広島町の草原と取組について、説明をさせていた

だきます。

　まず、広島県北広島町の概要でございますが、広島

県の西北部、西中国山地の標高300メートルから800

メートルの盆地、北は島根県と接しております。広島県

に流れる太田川、そして島根県に流れます江の川の源

流域でもございます。面積の８割以上が森林地帯でご

ざいまして、県北地域、こちらは1,000メートル級の山

が連なっております。

　国立公園の一部でございます八幡湿原、こちらにあ

ります芸北地域の八幡、こちらは冬になりますと２メー

トルの雪を記録する豪雪地帯となっております。

　それでは、広島町の草原と取組について説明をさせ

ていただきます。

　こちらにつきましては、４つ紹介をさせていただきた

いというふうに思います。①から④まで、概要から課題

というふうにしております。

　まず、雲月山でございますが、島根県と隣接をしてお

りまして、かつては採草、そして放牧の目的で1960年

頃まで利用されておりました。島根県側はカラマツの

植林となっています。広島県側、こちらは1990年代に

観光イベントとして山焼きですね、こちらが行われてお

りましたが、1996年を最後に停止しました。2005年頃

より、地域が主体となりまして、主にＮＰＯが主体となり

募集を行いまして、消防団、博物館、小学校などと連携

しながら山焼きを実施しております。

　2014年に町条例に基づきます野生生物保護区に

指定をしております。

　こちらの利用についてですが、一般の登山の観光の

ほか、町内外の小学校等によります学習の場としての

活用、そして、山焼き再開後に数年間にわたり報告も行

われましたが、牛が転落するというような事故もありま

して、現在は放牧はされておりません。

　課題でございますが、現在15％ぐらいの山焼きを

行っておりますが、全域の山焼き、そしてボランティア

の確保といったことが課題というふうになっております。

　続きまして、千町原の草原でございます。

　こちら、もとは地元地域八幡村という旧村になります

けれども、こちらの入会採草地でございました。1944

年に陸軍の演習地となりまして、戦後は開拓民の入植、

国の大規模草地の開発、広島県への移譲と郊外開発

を経まして、今に至っております。2003年頃よりＮＰＯ

が中心となりまして伐採の実施をしまして、2020年に

町条例に基づきます保護区に指定をしました。植物や

鳥を見る観光地として人気がありまして、2013年から

は地元の中学校の、この後紹介しますけれども、茅プロ

ジェクト事業にカヤを提供しております。

　課題でございますけれども、既に樹林化した範囲が

結構広くなっております。また、大規模草地開発の影響

で湿原が縮小しておりまして、いずれも伐採が必要と

いうふうになっております。

　続きまして、霧ヶ谷湿原でございます。先ほどの千町

原と同エリアに位置をしております。大規模装置開発

の事業を経まして、現在は臥竜山麓八幡原公園の一部

に位置をしております。2003年にＮＰＯが植生調査と

ワークショップを実施したことをきっかけにしまして、

自然再生推進法に基づきます法定協議会を広島県が

立ち上げまして、2004年から八幡湿原自然再生事業

が始まっています。樹林の伐採、湿原から水を抜くコン

クリート水路の撤去、湿原への水路の設置などの工事

を2007年から2010年にかけて実施をしました。その

後、自然再生協議会の保全部会が中心になりまして、

伐採作業を継続しております。こちらも2020年に町条

例に基づきます放牧の指定をしております。

　利用でございますけれども、植物や鳥を見る観光地

として人気のスポットとなっておりまして、小学校、中学

校等のフィールドワークの場として活用、そしてガイド

ツアーの実施をしております。

　課題でございますけれども、再生工事から10年が経

過しておりまして、順応的管理のために現状に即した

全体構想と実施計画の見直しが必要となっています。

　そして、これは地元の中学校での取組ということなん

ですが、芸北茅プロジェクトについてです。

　芸北地域のススキ、これを屋根ふきのカヤとして資

源化し流通させる取組を行っています。中学校ＰＴＡ、Ｎ

ＰＯ、地域住民、教育委員会などが実行委員会をつくり

まして、2015年から推進をしております。地域の住民

自らがカヤを刈り取りまして市場に出荷すること、こち

らで私有地や小さなカヤ場が保全をされる。そして、今

は廃止となっておりますけれども、こちらにスキー場跡

地がありまして、こちらを文化庁のふるさと文化財の森、

こちらに設定をされたところでございます。

　利用についてなんですが、未利用でありましたカヤ

場、そしてカヤの利用が推進されるとともに、プロジェ

クトそのものが地元生徒にとって生きた教材というふう

になっています。地域通貨を活用することで地域外へ

の経済流出を防ぎ、刈り取ったカヤが文化財や伝統的

景観の保全に活用されております。

　課題でございますけれども、カヤの保管場所、こちら

　やっぱり串間市さんの取組、草原が２か所、これをう

まくやっていると考えています。それでやっぱりこれから

は、まずは地域住民がそのよさを認識するのが一番と

思いますので、それもまた勉強させていただいて、そう

いう中で、そのエコツーリズムを結構うまく活用した中

で、その草原の保全をやっているのが大変すばらしい

取組だと考えておりますので、引き続きよろしくお願い

いたしたいと思います。

○串間市長（島田俊光）　ありがとうございます。

○議長（太田長八）　それでは、続きまして、熊本県高

森町の町長、草村大成様、よろしくお願いいたします。

○高森町農林政策課（荒牧茉名）　町長に代わりまし

て、担当のほうからお手元に資料に沿ってご説明をさ

せていただきたいと思います。

　熊本県高森町農林政策課の荒牧と申します。よろしく

お願いいたします。

　まず、高森町の概要からご説明させていただきます。

　高森町は人口6,177人で、九州のほぼ中央、熊本県

の最東端に位置しまして、大分県の竹田市と宮崎県高

千穂町に隣接する総面積175.06平方キロメートル、

広い町土を有する農村地域でございまして、地形は阿

蘇カルデラ内に広がる標高500メートルから600メー

トルの比較的穏やかな傾斜をなす高森・色見地区と外

輪山の外側、標高500メートルから800メートルの波

状高原地の草部・野尻地区に区分される町です。

　主な産業は、観光と農林業になります。

　農業面では、立地条件を生かしまして、畜産、米、野

菜を主体とする農業生産が展開されてまいりましたが、

近年、経営の発展を図るため、一部の農家で施設園芸

の導入が盛んとなっております。地域の宝として、古くか

ら栽培されてきました農林畜産物をブランド化し普及

するとともに、地域の代表する高品質な農産物として、

将来にわたり栽培し続けるための活動を通じ、阿蘇地

域の農業の活性化と農業後継者の育成につなげるこ

とに取り組んでおります。

　観光面では、コロナ禍でイベントの実施が厳しい状

況ですが、2016年に発生した熊本地震の影響は回復

傾向にあり、高森湧水トンネル公園、月廻り公園、高森

殿の杉、南阿蘇鉄道のトロッコ列車、草部吉見神社、

上色見熊野座神社といった観光地や約300年の歴史

があります風鎮祭といった地元のお祭りを中心に毎年

多くの方が高森町を訪れています。

　また、高森町では町内全戸に整備しました光通信環

境を活用しまして、日本一の地域密着型番組として、た

かもりポイントチャンネル、こういったケーブルテレビ

の放送を行い、災害時の緊急放送や町からのお知ら

せ、地域情報、事業の紹介などを町民の方へ情報発信

しています。

　光通信環境の整備は、教育現場でも活用されており

まして、電子黒板の設置や全児童生徒のほうへ１人１

台のタブレット配布をいち早く行いまして、全国で最先

端のＩＣＴ教育が行われております。

　ここからは高森町の草原の概要についてご説明さ

せていただきます。

　高森町の草原につきまして、その多くを牛の放牧に

活用しておりまして、畜産農家や町民の方の大切な資

源として保全されてまいりました。高森町の草原は牧野

と呼ばれており、阿蘇のあか牛が放牧されている牧野

はのどかな風景として多くの人に親しまれております。

　高森町の牧野面積につきましては、1,211ヘクター

ルありまして、草原維持として行われている野焼きに関

しては、実施面積が621.5ヘクタールとなっております。

また、管内には14の牧野組合がありまして、皆さん精

力的に草原維持のほうに取り組んでいただいており

ます。

　最後に、高森町の取組と課題については、長年、放

牧や野焼きによって保全されてきている草原なんです

が、近年、管理をしている牧野組合員さんの高齢化等

によって、野焼き実施が大変難しくなってきている状況

にはございます。町としては野焼きに係る補助金等で

野焼き実施者の方の負担軽減等に取り組んでおります

が、年々、実施面積が減少しつつある傾向にございます。

　また、高森町にある阿蘇高森オーガニックセンター

というところでは、世界農業遺産の構成要素であります

阿蘇の草原に生えるススキなどの野草や畜産農家か

ら出る牛ふんなどを混ぜて堆肥を作っております。こち

らは町内を中心に阿蘇地域の農産物に還元して、循環

型農業を確立しております。

　このほかにも未来の草原を引き継ぐ子供たちのほう

に阿蘇の草原のすばらしさや草原の抱える現状につ

いて伝える草原学習などが行われております。

　以上で説明を終わらせていただきます。

○議長（太田長八）　どうも高森町さん、ありがとうござ

いました。

　高森町さんの取組は、全ての自治体が抱えている課

題と同じだと考えております。そういう中で、皆さん方に

対してよりよい回答ができればいいなと思いますので、

またいろんな意見をよろしくお願いいたしたいと思い

ます。

　それでは、続きまして、広島県の北広島町の生涯学

習課長の西村豊様、よろしくお願いいたします。

○北広島町生涯学習課長（西村　豊）　皆さん、こん

田市さんにお住みだそうでございますので、本当にあ

りがとうございます。

　そしてもう一点、これ本当、関係ないんですよ。歌手

に永井裕子さんっていらっしゃるんですけれども、その

永井裕子さんが結構大田市さんのを歌って、うちの町

の観光大使になっているんですよ。やっぱりそういう中

でまた大田市さんとよろしくお願いいたしたいと思いま

す。どうもありがとうございました。

　続きまして、熊本県の南阿蘇村の農政課主幹の後藤

進哉様、よろしくお願いいたします。

○南阿蘇村農政課主幹（後藤進哉）　昨日ですね、阿

蘇分科会では吉良村長の報告がありましたが、本日は

私のほうから発表させていただきます。

　最初に村の概要からになります。

　南阿蘇村は総面積137キロ平方メートル、熊本県

の北東及び阿蘇くじゅう国立公園、阿蘇カルデラの南

に位置する人口１万340人の村です。雄大な南阿蘇

の山と緑、そして環境庁の日本名水百選に選定されて

いる白川水源に象徴される豊かな自然環境に恵まれ

ています。

　2016年４月の熊本地震では、これまで経験したこ

とがない甚大な被害を受けました。これにより人口も１

割程度減少しましたが、村に定住促進課や空き家バン

クを設置し、移住者を受け入れる環境整備を推進して

います。

　続きまして、農業、観光についてです。

　基幹産業である農業は、白川中心に水田が広がり、

のどかな農村風景を生み出す農村は、水稲をはじめ

畜産、ミニトマトやアスパラなどの施設園芸が盛んです。

昼夜の寒暖差が大きい気候により、自然のうまみが

しっかりと詰まった農産物が自慢です。有機農業、環境

保全型農業を推進しており、安心安全な農産物づくり

に取り組んでいます。

　また観光では、大自然を中心にたくさんの観光資源

に恵まれています。新阿蘇大橋のたもとにある展望所

ヨ・ミュールからは、長陽大橋、白川第一橋梁を眼下に

望むことができ、新たな観光スポットとして注目を集め

ています。

　また、熊本地震で落ち込んだ観光客数は回復傾向

にあり、本村本来のにぎわいが戻りつつあります。

2017年９月にはアウトドアショップモンベルと村が協

定を結び、アウトドア活動促進や地域経済の活性化な

ど、包括的に協力をし合い、観光振興に取り組んでい

ます。

　続きまして、草原の概要に移ります。

　南阿蘇の草原は阿蘇カルデラの阿蘇山側及び南外

輪山側に広がり、季節ごとに違った表情を見せてくれま

す。南阿蘇の草原は牧野とも言われ、平成21年に行わ

れた阿蘇草原維持再生基礎調査では、本村の牧野面

積は2,470ヘクタール、そのうち野焼きが行われてい

る面積が1,170ヘクタールとなっております。管内には

23の牧野組合があり、牛の放牧をしている箇所もあれ

ば、野焼きのみ実施している牧野もあります。

　続きまして、本村の取組と課題についてですが、昨日、

分科会で村長がご報告された内容と重複する点がご

ざいますが、ご了承をお願いしたいと思います。

　草原の維持に欠かすことのできない野焼きですが、

その面積は、以前と比較すると減少しています。本村を

含む阿蘇郡市７市町村の草原はこの100年間で半分

以下に、直近30年で見ても４分の１近く減少しており

ます。

　本村では熊本地震で各牧野の原野火入れが中断さ

れました。平成31年度からは一部再開に向けて、熊本

県、阿蘇グリーンストック、村において協議をした結果、

白川牧野で一部再開、その後、令和２年には吉田牧野

でも再開できました。それに至るまでに県、グリーンス

トック、村で防火帯を設置する費用を予算化したり、火

入れ責任者を各区長や牧野組合長から村長へ変更し、

負担の軽減を図りました。

　今後の課題として、火入れが中断しているところの

再開が可能となるか、防火帯の整備、担い手不足、地

区住民の高齢化に対する支援が上げられます。

　補足でですね、昨日、村長から報告がありました課

題に対する取組で、ハードとソフトの対応が求められる

ことをおっしゃっていましたが、ハード面では牧道等、

恒久防火帯の整備ですね。ソフト面においては担い手

の確保ですね。畜産農家を増やすための取組として、

今後、放牧へのＧＰＳを付着して移動管理等を管理す

るシステムの導入やバーチャル研修の導入を計画し

ております。

　また、目的と認識の改革ですね。景観維持から水源

保全のほうへの啓発をしていくということで推進をして

いく予定です。

　以上、南阿蘇村からです。ありがとうございました。

○議長（太田長八）　後藤様、どうもありがとうございま

した。

　南阿蘇村様には、本当に熊本地震、大変でございま

した。今後も頑張っていただきたいと思います。

　そういう中で、今度、山焼きにおきまして、村長さんが

本部長、その中でまた新たにやるという中で、それは大

変期待しております。それから、山の保全、これ大変で

ございますので、引き続きどうぞよろしくお願いいたし

の整備。それから、カヤの販売先の確保、事業規模を

拡大するための専従職員の確保等といったようなこと

が課題となっております。

　北広島町からは以上です。ありがとうございました。

○議長（太田長八）　西村さん、どうもありがとうござい

ました。

　それで、芸北町の白川先生に今回大変お世話になり

ました。本当にありがとうございました。

　それで、私がやっぱりちょっと感じたのは、中学生の

活用ですね。やっぱり中学生、カヤを刈って、地域通貨

でそれをまた地域で還元する。大変すばらしい取り組

みと感じましたので、うちの町もやってみたいなと感じ

ましたので、その節はまたご指導をよろしくお願いいた

したいと思います。

○北広島町生涯学習課長（西村　豊）　ありがとうご

ざいます。

○議長（太田長八）　どうもありがとうございました。

　続きまして、島根県大田市の環境政策課長、和田二

朗様、よろしくお願いいたします。

○大田市環境政策課長（和田二朗）　皆様、こんにち

は。島根県大田市です。

　市長が所用で出席できませんので、私、環境政策課

長の和田が代理で発表させていただきます。

　大田市は、東西に長い島根県のほぼ中央部に位置

する人口約３万3,000人の小都市です。北は日本海に

面し、南は中国山地が迫っているため、山林原野が多

く、平たん地は僅かです。

　本市は世界遺産、石見銀山遺跡に代表される貴重

な歴史文化や国立公園三瓶山をはじめとした豊かな

自然に恵まれています。昨年度には「石見の火山が伝

える悠久の歴史～“縄文の森”“銀の山”と出逢える旅へ

～」が日本遺産に認定され、さらなる観光客の増加が

期待されております。

　さて、当市には標高1,126メートルの三瓶山があり

ます。その麓には西の原、東の原、北の原と呼ばれる草

原があり、放牧のほか、観光客、市民の憩いの場として

利用され、クロスカントリーコースなども整備されてお

ります。また、ダイコクコガネ、ユウスゲ、オキナグサと

いった希少動植物の生息地となっており、中でも最も

広い西の原では、毎年春に火入れが行われ、三瓶山の

草原景観の象徴的な存在となっております。

　三瓶山は、昭和38年に大山隠岐国立公園の一部に

編入されましたが、山麓に広がる牧歌的な草原景観が

指定理由の一つでした。ところが、昭和50年代になる

と、時代の流れから放牧が急速に廃れていき、植林な

ども行われて、山肌は一気に森林化していきました。放

牧の衰退とともに途絶えていた火入れですが、観光客

の出火による山火事を契機に平成元年に復活し、以降、

防火の観点から行政が主体となって毎年３月に行うよ

うになりました。

　平成７年には西の原の一部が放牧場として整備さ

れ、24年ぶりに放牧が復活しました。平成９年には、第

２回全国草原サミットが三瓶を会場に開催され、これ

をきっかけに行政、研究者、農業者、ＮＰＯなどの官民

ネットワークが形成されました。

　翌年からは放牧による防火帯切りを行うなどの工夫

により、経費を極力抑えながら火入れを実施すること

ができるようになりました。

　平成19年からは、従来の牧野組合、大田市等に消

防、警察が協力する体制に自然保護団体や地元の自

治会、ボランティアなどが加わり、市長をトップとした実

行委員会方式で火入れが開催され、また、目的の中に、

従来の防火に加え、国立公園管理計画にも明記されて

いる草原景観の維持を加えました。

　官民の連携により日本で一番安全な野焼きと自負し

ておりましたが、平成29年度には、風向きと火勢の急

激な変化により、消防署の資機材輸送車が１台全焼す

るという事故が発生しました。近年はドローンも取り入

れ、経験豊富なリーダーが最前線の状況を具体的に把

握しながら指示を行う形で、より安全に火入れを実施

しております。

　昨年度は新型コロナウイルス感染症の予防を考慮

して、ボランティアを募集せず、約30ヘクタールを関係

者約150人態勢で実施いたしました。現在、西の原の

草原景観は、放牧や火入れなどによってある程度守ら

れているものの、人の手が加わらなくなったところはす

ぐに森林化してしまうという現実にあります。このすば

らしい草原景観を貴重な財産として、将来にわたって

保全していくには、多くの市民や関係機関の協力が必

要です。また、単に火入れに参加してもらうだけではな

く、その意味合いを十分に理解してもらうことが大切で

あると考えております。

　以上です。

○議長（太田長八）　和田様、どうもありがとうございま

した。

　今の大田市さんから観光客の火事からまた再開さ

れた。災いをよいほうに持っていったことで、すばらし

いことだと考えております。さらにまた、山焼きの難しさ、

いくらやっても大変だと。そういう中で、もう大変勉強に

なりました。

　またこれ話は違いますが、今回は大変ネットワーク

の高橋先生にお世話になっており、高橋先生は何か大

任者ということになっておりました。地元の消防団が

ジェットシューター担いで火消ししているところ……、

私もしていますけれども、あとは阿蘇グリーンストックさ

んにボランティアの要請をしまして、ボランティアのご

協力を得ながら野焼きを推進しているところもあります。

　地震前ですね、死亡事故とか怪我とかがありました

んで、そういった理由で、その後、地震がありましたの

で、野焼きが再開できないというところになっておりま

す。再開するための今、工面をしているところであります。

　ちょっと私が知らないでですね、地元の行政区以外

でしているところもあるかもしれませんけれども、基本

的に地元の行政区が事業主体として野焼きを実施して

いるところであります。

　以上です。

○議長（太田長八）　後藤さん、どうもありがとうござい

ました。

　ほかの自治体で何か活動しているところがありまし

たらお願いしたいと思いますけれども。

　じゃちょっとうちの取組が、ちょっとうちの町は結構

行政が携わっていたんですけれども、今は財産区、

やっぱり共有財産区、いわゆる区ですね、区の方が中

心となりましてやっております。行政が出ているのは消

防団、これも民間ですけれども、ある程度それに対して

参加で、もうほとんど民間がやっている中で、やっぱり

皆さん方も同じもう高齢化、そしていかに高齢化の中

で新たな担い手を見つけるかということが課題でござ

いますので、その課題につきまして、後でまた課題、問

題にしていきたいと思いますけれども、太田市長、こう

いうことでよろしいでしょうか。

○真庭市長（太田　昇）　今、町長がおっしゃいました

ように行政区も結局高齢化したり、メリットがあればす

るけれども、メリットがなかったらなかなか、昔やっとる

から、景観がどうだから、動植物がどうだからといって

なかなかできなくなってきていると思うんですよね。だ

から、安全でありながらどういう仕組みで何か新しいこ

とができないかとかですね、そういうことを勉強したい

わけですけれどもね。私の頭の中で考えているのは、怪

我をされても困るけれども、山焼きは難しいですけれど

も、カヤの刈り取りなんかは、これも大変なんですけれ

ども、一つの観光と結びつけてできないのかなと。ただ、

山焼きのほうはね、これは消防団の協力、そして死亡と

か事故のないように、それからその日の気象条件に

よってできなくなるとか、非常に不安定要素もあるんで、

なかなかいい知恵が出ないんですけれどもね。そのあ

たり、教えていただいたり、また知恵を出していただけれ

ば、このサミットが有意義だなというふうに思うんですが。

○議長（太田長八）　今、太田市長さんからいろいろ

問題点を提案、提示していただき、何か首長さんでこう

いう案がいいじゃないか、そういうことがあったらまた

ご発言願えれば大変ありがたいと思いますけれども。

　じゃ、まず私からちょっと発言させてもらって、皆さん

方には指名させていただきますので、よろしくお願いい

たしたいと思います。

　やっぱり今、太田市長が言ったように、山焼きをね、

ただ昔からやっているからやるんだと、そういうことが

結構、自分も多いと感じております。そういう中で、私、

これから生きる道は、うちの町、観光でございますから、

また太田市長さんが言ったように、観光と草原との結

びつき、それをいかにやっていくかということが大切な

のではないかと考えております。そういう中で、昨日の

シンポジウムの中で、やっぱりカヤを皆さん方に刈っ

てもらった中で、カヤを刈ることによって山焼きの負担

も少なくなるようなことも聞きましたので、そのカヤを

刈って、また観光に生かした中で、草原を守っていきた

いと考えております。

　また、カヤを刈ったことも、やっぱりある程度資金源

になるようなことも聞いております。さらに、自分は子供

たちが草原に対するある程度の認識、小さいときから

持っていなければなかなか草原に対する愛情は湧か

ないと考えておりますので、その辺の教育の活動もして

いこうかなとは考えております。

　東伊豆町はとりあえずそういうことを考えております。

では新温泉町長の西村町長、いかがでしょうかね、こ

んな考え方は。それから各首長さんにちょっといろいろ

まずお話を伺いたいと思います。

○新温泉町長（西村銀三）　当町、ＮＰＯ法人、上山高

原の周辺集落の７集落、それからもちろん県、行政、町

もバックアップして、地域が主体で取り組んでおるんで

すけれども、何といっても人口減少が最も我が町では

厳しい町であります。合併して今年で15年たったんで

すけれども、３割近い人口減少地域ということで、地域

は最も危機的意識を共有しているということで、上山高

原におけるこういったカヤの利用、それから山焼き、こ

ういう事業を通して知識の意思統一に大きく貢献でき

ていると。

　今回も実は、この７集落周辺に地域の運営組織がで

きることになりました。そういったことで、地域の意思を

まとめるためのそういった運営組織と同時に、施設の

建築も今年度スタートいたしました。そういった意味で

は、一つの高原を地域の過疎と、そういった過疎意識

を払拭して、地域の活性化につなげていく、そういう点

で新温泉町では大きく貢献できつつあるということを

つ草原が残る里を再発見いたしまして、その大切さを

広く紹介するとともに、次の世代へと残していくことを目

的に、未来に残したい草原の里100選を選定するとい

うことが目的でございます。

　期待される効果といたしましては、４点ございます。

社会的に価値が認知されていない草原の掘り起こし、

２点目が草原の価値を知らない人への普及、３点目、

現に草原に関わっている人たちの意識や誇りの向上、

４点目が火入れやカヤぶきなどの伝統文化の担い手

の価値づけでございます。

　事業のスケジュールですが、このアナウンスにより募

集を開始いたします。応募の締切りを今年の12月とい

たしまして、その後の審査に入ります。翌年の４月には、

この選定結果の発表、秋には表彰式やシンポジウム

等、普及・交流の機会づくりを予定しております。

　その他の事業概要につきましては、全国草原再生

ネットワーク会長の高橋様より説明をお願いいたします。

○全国草原再生ネットワーク代表理事（高橋佳孝）　

それでは、少し詳しく述べさせていただきます。未来に

残したい草原の里100選を本日、募集のアナウンスを

させていただいております。主催は、全国草原の里市町

村連絡協議会の主催でございます。

　ただいま太田町長のほうから詳しい経緯が述べら

れましたので、この部分は割愛させていただきますが、

本日この第13回全国草原サミットにおいて募集をアナ

ウンスするというところに至っているわけでございます。

　草原の100選というのは、先ほどちょっと町長のほう

からもお話がありましたけれども、日本には多様な自

然を形づくる希少な生態系の一つである、それが草原

であるということですね。長年にわたって、人と自然の

関わりの中で地域の環境、文化、観光など様々な恵み

を提供してきました。しかし、多くの人たちは、国民の多

くは、草原の成り立ちや意義を知らないという現実もご

ざいます。このような多様な価値を持つ草原と人のつ

ながりを再発見して、その大切さを広く紹介し、次世代

へと残していくことを目的として、今回、草原100選を

選定するに至ったわけです。

　ここで言う草原の里というのは、草原に関わる暮ら

しが残る里というイメージをしていただければよろしい

かな。

　これはコンセプトペーパーとして、前会長の日高会

長のときに作った内容ですけれども、この右のほうに

書いてありますように、未来に残したい草原の里100

選の選定というのは、地域からの自薦によって選定し

ていこうと。それから、様々な科学的な観点から評価す

るし、この選定の過程そのもの、あるいはその論議をす

感じております。

　実は、神戸とか周辺、特に関西方面、神戸・大阪方面

からのいろんな協力、山焼きにおける協力者も出てき

ていまして、いろんな意味で地域の盛り上がりができて

いるということであります。いろんな相乗効果が生まれ

ているというのは、この草原サミット以降、非常にいい

流れができていると考えております。

○議長（太田長八）　ありがとうございます。

　串間市としましては何かありますか。

○串間市長（島田俊光）　私たちはカヤを利用すると

ころじゃないんですが、牧草、昔からの家畜の牧草地

帯ということで、取り組んでいたわけでございます。た

だ、我々が一番重要視しているのは、都井岬の風光明

媚な観光地の保全に取り組んでいるんですが、我々本

当にその人間を集めるのが大変な状況にあるわけで

すが、もともと岬はマツ組合という団体がありまして、そ

のマツ組合がボランティアで活動する人たちを今、真

庭市も言われた観光にマッチした方たちを呼んで、

100名程度の人たちで野焼きをしているわけですが、

本当に野焼きの体験というのはですね、今の現代の中

ではなかなか体験することはできないんで、その体験

学習に来る人は少しずつ増えつつあります。ただ、行政

として、野焼きの体験をどのようにアピールするかとい

うのがございます。また、太田市長が言われたように、

死亡事故などが発生したときの我々の責任ですね、そ

ういうのが問われますので、ここはもう少し考えてやる

べきじゃないかなと思っております。

　あと一方の笠祇というところにあるんですが、ここも

やっぱり牧草を育成するための野焼きをしております

けれども、ここが人口減少と高齢化が進んでおりまして、

やはりここの野焼きについてもボランティアで、いわゆ

る体験学習というようなことで人を集めてやっていると

ころでございます。

　また、真庭の太田市長さんにはＣＬＴの研修や木質

の研修でいろいろとお世話になりました。心から感謝

を申し上げたいと思います。

　串間の取組としては、観光とマッチした野焼きでござ

いますが、ただ、それがうまくいくかいかないかは我々

の努力だろうと思いますので、今後の課題として取り組

んでいきたいと思っております。

　以上であります。

○議長（太田長八）　ありがとうございました。

　すみません、川南町長の日髙さんも何かございまし

たら。

○川南町長（日髙昭彦）　うちは湿原なんで、面積も３

ヘクタールぐらいなんで、皆さんのことを聞きながら勉

強していたところで、職員とどうするという話をしていた

ところです。ただ、本当に人が手を入れないと維持でき

ないというのは共通の課題でありますので、そこは

やっぱりみんなで知恵を出していくしかないんだろう

と思っております。

　以上です。

○議長（太田長八）　ありがとうございます。

　太田市長、これでまた何かありましたら、よろしくお

願いします。

○真庭市長（太田　昇）　ありがとうございます。

○議長（太田長八）　太田市長、よろしいですか。

○真庭市長（太田　昇）　ありがとうございました。

　また私どもも勉強させていただきながら、地元でしな

がらボランティアとかですね、そういう人も育て、そして

観光にまで、山焼きも初めは安全なところでやっても

らって、それからだんだん慣れていただければ、結構も

う毎年来るというような人も出てくるはずですのでね、

そういう守ることと自分の楽しみというか、やっているこ

との意義とを感じながら楽しんでもらえる、そういう人

をつくっていきたいと思います。ありがとうございました。

○議長（太田長八）　すみません、まだやりたいところ

ですが、時間がございませんもんで、この辺でこの会は

ちょっと閉じて、次の議題にいきたいと考えております。

６．草原１００選について

○議長（太田長八）　次は、「未来に残したい草原の里

100選」のアナウンスでございます。

　それではまず、私からこの事業の趣旨、また経緯、そ

れとスケジュールにつきまして説明させていただきます。

　主催は、全国草原の里市町村連絡協議会でござい

ます。協力また後援は、一般社団法人全国草原再生

ネットワーク、後援は環境省、静岡県、一般社団法人の

茅葺き文化協会、公益財団法人日本自然保護協議会

となっております。

　事業の趣旨ですが、多様な価値を持つ草原が残る

里を再発見し、その大切さを広く紹介するとともに、次

の世代へと残していくことを目的に、未来に残したい草

原の里100選を選定いたします。

　事業の経緯といたしましては、2012年に阿蘇で開

催されました、第10回全国草原サミットに出席した14

市町村の首長によりまして、草原100選の選定が提案、

採択されたことを受けまして、2016年に自治体におけ

る全国草原の里市町村連絡協議会が発足いたしました。

そして、2021年の総会にて、今回のサミットにてこの事

業の開始をアナウンスすることが決定いたしました。

　まず、事業の目的でございますが、多様な価値を持

記述でさせていただくということになっております。

　これ以外にも当然、重要な際立った特徴があれば、

それを考慮していくという形で選考の基準とさせてい

ただこうかと。

　それから、皆さん、興味をお持ちと思います。スケ

ジュールの問題ですけれども、今回、第１回選考とあえ

て書かせていただいたのは、さっきもお話ししたように

一発で100をそろえてそれで終わりという世界ではなく

て、一緒に歩みながら一つ一つ重ねていきたいという

ことです。２年か３年、数年かけてでもゆっくりと応募を

していただきながら選考していただくというスケジュー

ルを想定したものでございます。

　応募の公開は本日、この場で草原サミット東伊豆大

会において募集を発表いたします。

　応募期間、本日から１２月１５日必着という形を取ら

せていただきます。ただ、応募のフォーム等をホーム

ページで掲載する時期が若干遅くなりますので、近日

中にホームページは公開するという形を取らせていた

だきたいと思います。

　審査期間ですけれども、第１次審査は１２月１５日の

締切り以降２月から３月までに終わらせて、最終審査

を翌年の２月から３月頃に開催して最終決定をしよう

と思っています。この審査に当たっては、場合によって

は現地審査もさせていただくことになろうかと思ってお

ります。

　それから、発表や表彰のスケジュールですけれども、

結果発表は来年の４月を予定しております。これは主

催者である全国草原の里市町村連絡協議会の総会が

開催されるときでございますので、その場で結果の発

表を行います。

　その後、秋までに表彰式やイベントの準備を行うと

ともに、現地の取材を行いながら、より深くその内容を

理解していくような期間として、追加書類等の提出が必

要であれば、それもお願いするような形になるかもし

れません。

　表彰式やシンポジウム、一応、来年の秋を予定して

おります。こういう場で表彰されたということを皆さん、

内外に強くアピールする機会をつくっていこうと思って

いるところです。あくまでも選んで終わりという世界では

なくて、一緒に歩み、輪を広げる、そういう形の100選

にしたいと思います。何度も言いましたけれども、みん

なで積み上げていって、最終的には全国草原年鑑みた

いなものに集約できればいいなというふうに今考えて

いるところです。

　間もなく、近日中に公開されるホームページですけ

れども、若干、最終版とは異なることになるかもしれま

せんが、イメージとしてこんなふうな形のホームページ

が皆さんのほうにお伝えできるんではないかと思って

います。草原の里100選とは何かという文言もあります

し、スケジュールのことについても具体的に記述されて

いますし、選考の基準について、より詳細な内容がそこ

に記される予定になっております。

　応募方法、応募様式のダウンロードをここでやって

いただいて、それに書き込んで応募していただくような

形を取らせていただきます。

　それから、自治体の推薦が必要だというお話があり

ましたが、その推薦様式についても、ここにホームペー

ジ上でダウンロードできるようにしたいと思っております。

　最後に、湯本貴和委員長からのメッセージを載せさ

せていただく、そういうふうな構成ないようにしようと思

います。

　湯本先生のメッセージには、草原100選の概念とか

エッセンスというものがまさしく濃縮されておりますの

で、その一部をここにお示しして、最後の報告を終わり

にしたいと思います。

　ちょっと読ませていただきます。

　「未来に残したい草原の里100選」は、それぞれの

地域が草原を生かした地域づくりを競い合い、その輝

かしい成果を顕彰する場とは考えていません。共通の

課題を抱えている地域が互いの実践やアイデアを学び

合い、共に未来へ進んでいくための仲間探しの場であ

りたいと思います。みなさんが応募する段階で、誇るべ

き宝を再発見したり、足りないパーツを認識したりする

作業そのものに大きな意味があると信じています。ぜひ

とも「未来に残したい草原の里100選」にご応募いた

だき、わたしたちの仲間の輪に加わってくださることを

願っておりますというメッセージをいただいております

というメッセージを頂いております。私たち関係者の共

通の思いを言い表していただいている内容だと思って

おります。

　草原の里というのは、まさしく未来に向けた草原保

全のシンボルになるであろうと思っております。風土に

根差した特色のある草原を育み、未来への展望も様々

な人の活動があり、そのような活動を通して人々が交

流し合う里、そういうものをイメージしたものになると

思われます。ふるさとの原風景とも言える草原のある里

の認知度というのは、まだまだ低いものがございます

が、この草原100選の活動を通して、草原の魅力と価

値を広く国民に伝えて訴えて行きましょうということで、

最後の言葉とさせていただきます。

　以上が未来に残したい草原の里100選の概要説明

でございます。ご清聴ありがとうございました。

ることがとても重要なんだということが期待されており

ます。

　それから、選定によって、先ほど町長からお話があっ

たように、様々な効果が期待される。さらに、未来へ向

けてですね、草原の里の持つ価値をアピールすること

になるというですね、新しい草原の活用方法もそうで

すし、草原の持つ新しい価値、そういうものを対応して

いくものにもなりますし、利用や保全をそれによって促

進されるようなものにしたいと考えております。

　それで、今回の草原の里100選の事業を行うに当

たって、大きなコンセプトをみんなでちょっと考えて行

きました。地域の人 と々草原の関わりの繰り返しの中で、

地域に蓄積されてきた知識とか意識、技術そのものが

草原の里の持つ価値であるというふうに考えました。こ

の価値のあるものを「共創資産」という、新しい用語で

すけれども、として捉える。各地に残っているこの共創

資産を日本全体で共有し活用することによって、次世

代に希望のある自然共生型社会を実現することに寄

与していこうではないかというのが事業のコンセプト

でございます。

　この事業、落とすための選考ではなくて、できるだけ

拾い上げ、仲間を増やしていくという観点から、また、一

度に100選ぶということよりも、時間をかけて少しずつ

増やしていく、そういうふうな形で進めたいと考えてお

ります。

　応募要件ですけれども、自薦という形で、草原と関わ

る民間団体、あるいは地方公共団体が応募できますと

いう形。ただし、民間が応募する場合には、地方公共

団体の推薦が必要となります。

　それから、選定の対象となる草原の里は、現在ちゃ

んと草原が存在している地域ということになります。

　応募に関しての確認事項、幾つかあります。これはま

た応募要領の中で詳細に記述しておりますので、そち

らをご覧になっていただければと思います。

　もし選考されなかった場合も、結果はちゃんとフィー

ドバックしていこうというふうなことを考えております。

　それから、選考の方法ですけれども、有識者の皆さ

んによる草原の里選考委員会というのを組織いたしま

した。ここが最終選考を行うということです。それから、

この選考委員会の下に実務者で構成する運営委員会

というのを組織しております。運営委員会は、１次審査

というか、書類審査を担当する。その結果を基に、最終

的に草原の里選考委員会が最終選考を行うという形

にしております。

　１、２と掲げてあります、最初は応募書類による審査、

候補の絞り込みを１次審査としてやって、１次審査で絞

り込めた地域について最終選考を行うという形を取ら

せていただきます。

　具体的な選考委員の名簿を一応ここに掲げさせて

いただいております。

　上のほうから、日本茅葺き文化協会代表理事の安藤

先生、それから、全国草原の里市町村連絡協議会の会

長である東伊豆町長の太田町長ですね。それと私と、

それから、京都大学霊長類研究所所長である湯本貴

和先生。湯本先生にはこの委員長になっていただいて

います。それから、皆さんよくご存じの東京大学名誉教

授の養老孟司さん。あと２名ほど、今、内諾をいただい

ている委員がございます。２人とも女性の委員でござい

ますので、最終的には７名の委員構成になる予定でご

ざいます。

　それから、選考の基準ですけれども、草原の生態系

と人々が暮らす里の関係性がつくり出した共創資産を

軸に５つの観点から選考するという形を取らせていた

だいています。一つ一つ、今から述べていきますけれど

も、１つは草原の自然、環境的価値と言ってもいいのか

もしれませんけれども、動植物が特徴的なものがある

かとか、景観の特徴はどういうものがあるか、そういう

ものをいくつかのポイントとして捉えて評価していく。

　それから、草原からの恵み、実際に利用の価値を受

け取っているかとか、あるいは資源の恩恵を被ってい

るかとかいう点からも評価していきたいと。現代的意義、

あるいはその認識というのもここに含まれますけれども、

過去の利用方法やどういう形の草原の恵みを得ている

かという具体的なものを判定する予定にしております。

　３番目が草原を維持し、享受する仕組み、そのもの

がきちんと理解されて継続されているか。それを持続性

とか公共性の尺度から評価をしていこうと。管理が

ちゃんと妥当なものであるか、それが今後も継続される

か、あるいはそういう意思が示されているか。それから、

経済がちゃんと還元されているかとかですね、主体と

かモニタリングというような項目が入ってくるかなと思

います。

　それから、４番目が共生型社会の実現に向けた波

及効果、まさしく未来に向けて草原の里が持つ重要性

をここで語っていただこうかと。地域や地域内外の社

会に及ぼすよい影響、これまであった影響もですし、今

後影響を及ぼすことが期待される、そういうものをきち

んと書いていただこうと。

　それから５番目、今の４つはある程度、選択肢で選

ぶような形をさせていただきますが、５番目はいわゆる

思いの強さです。関わっている人が熱く語れる熱量や

行動力を評価しようということで、ここらあたりは自由

○議長（太田長八）　高橋先生、どうもありがとうござ

いました。

　この件につきまして、何か質問がございますでしょう

か。ありましたら、挙手をお願いいたします。よろしいで

すか。

　それでは、このような方向でやりたいと思います。ま

た、多くの皆様の応募を期待しております。

７．サミット宣言採択

○議長（太田長八）　最後に、この第13回全国草原サ

ミットｉｎ東伊豆の宣言をさせていただきたいと思います。

　第13回全国草原サミットｉｎ東伊豆。

　私たちの暮らしに欠くことができなかった草原は、生

活様式が変化し草が使われなくなったことから、近年

ではとても珍しい風景になってしまいました。過疎、高

齢化により、山焼きや野焼きの担い手は減少の一途を

たどっており、今後、草原の維持はますます困難になる

ことが予想されています。

　細野高原でも、ススキを使うのはごく一部の農家とな

り、毎年早春に実施される山焼きが何のために行われ

ているか知らない町民も増えております。

　陸上の生態系は森林、草原、湿原などが様々な地形

の上に成り立っており、そのそれぞれに多様な動植物

が生息、生育しています。この多様性が人々の生活を

豊かにする礎となり、暮らしや文化が守られています。

草原は、その一端を担い、地域産業の基礎、水源の涵

養、生物多様性の保全、ＣＯ２の削減、カヤぶきや盆花

の文化など、様々な恵みを提供してくれます。

　草原を失うことは、これらのかけがえのない恵みを

失うことを意味しており、人々の豊かさや、また地域の

文化が失われることにもつながるものです。草原が育

んできた人と自然の共生の知恵や持続的な利用の技

術は、今後の持続可能な社会の実現を目指す上で欠

かせないものであります。

　私たち草原を有する自治体は、互いに学び合いな

がら草原を維持し、賢く利用していく努力を惜しまず、

草原のある里の風景を後世に引き継ぐための環境を

整備し、交流・連携を強化していくことをここ東伊豆町

において宣言いたします。

　それでは、東伊豆宣言。

　１つ、私たちの大切な草原、湿原を守っていくための

保全活動について、地域の関係機関と連携しながら共

に考え、支援していきます。

　１つ、すばらしい景観を活用した観光資源としての

草原と貴重な植物の自然観察など、教育・文化面との

調和を図り、次世代へと受け継いでいきます。

　１つ、かつてのように生活の中に草原の利用を取り

込む創意工夫を支援し、地域振興に活用できる社会環

境を整備します。

　１つ、未来に残したい草原の里100選事業を推進し、

草原の持つ魅力を全国に発信していきます。

　１つ、全国草原の里市町村連絡協議会の連携強化

とネットワークの構築、さらに全国の草原を持つ自治

体への協議会の加入促進を推し進めてまいります。

　以上、宣言する。

　令和３年９月27日。

　以上でございます。

　以上で議事を終了いたします。

　皆さん、このコロナ禍の中でこの全国サミット、参加

して本当にありがとうございます。特に首長様、今年、新

型コロナウイルス感染症の対応で大変お忙しい中参

加していただき、ありがとうございます。これからまた皆

様と連携し、この草原、また湿原の保全をやっていきた

いと思いますので、また連携して、またいろいろお知恵

を借りた中で、よりよいこの連絡協議会にしていきたい

と思います。

　本当に今日はどうもありがとうございました。

８．閉会

○司会　それでは、これをもちまして、第13回全国草

原サミット・シンポジウムｉｎ東伊豆大会を終了いたします。

　サミット宣言の精神に基づき、今後も各自治体や関

係者の皆様と草原の維持保全に取り組んでいきたいと

思います。今回は初めてのウェブ会議方式での開催と

なり、お見苦しい点もあったかと存じますが、ご容赦く

ださい。

　最後にお願いとなりますが、全国草原の里市町村連

絡協議会に加盟されていない自治体の皆様は、これを

機会に加盟のご検討をしていただきたいと思います。

　また、次回の草原サミット・シンポジウムの開催地が

決まっておりません。自治体の取組や草原のＰＲには

最も適したイベントだと思いますので、こちらにつきま

しても併せてご検討ください。

　新型コロナウイルス感染症が終息しましたら、ぜひ

東伊豆町細野高原にお越しいただきたいと思います。

　本大会へのご参加、ご協力、誠にありがとうございま

した。
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原草全国 サミット・シンポジウム in 東伊豆

るという提言をされました。これは後の草原100選のと

きにも出てくるワードですけれども、自然と社会が失わ

れれば、あるいは自然と人が失われれば、なくなるもの、

そういうものを共創資産と位置づけて語っておられま

した。また、この共創資産と言われるものは、時代ごと

の検証を受けて、長い間、自然と足されてきた、ある意

味中身のしっかりした技術や知識であると。そういうも

のが積み重ねているものがあって、そういうものを私た

ちはもう一度見直すとともに、将来に受け継いでいく必

要があるんじゃないのかなというお話でした。

　それを受け継ぐために必要なものとしては、その方

法であるとか実行力であるとか仕組みとか、あるいは

行政の役割として非常に大きいのは、法令とか条例の

整備とか、そういう環境整備であると。それから、普及、

教育という、この５つの観点をしっかりと捉えていく必

要がある。

　その中で草原に関わる象徴的な活動として、ご自身

が北広島の芸北地方で進められている茅プロジェクト

の紹介をしていただきました。これは、地域にあるカヤ

材を子供たちが作った市場に集めて、そこで「せどやま

券」という地域通貨を発行して、その発行したせどやま

券で地域の経済も回っていくという、様々なメリットを

持った内容でした。要は、利用が放棄されて社会資本

が喪失している中で、その利用の仕組みをもう一度導

入するによって草原の保全に循環性とか展望が生まれ

ているという非常に象徴的なお話でありました。

　各地に残っているこういう共創資産を見いだして、

それを共有して、それから未来にも役立てていくという

ことが大切だろうと。今日人間だからこそ生み出されて

いる、この美しさを大事にして生かしていきたいという

ことを最後に述べられて基調講演を終わられました。

　それから、パネルディスカッションは、その基調講演

をした白川さんがコーディネーターとして登壇していた

だき、東伊豆町の太田町長、それから私と、稲取地区の

特別財産運営委員会の山田さんと東伊豆町観光協会

の石島さんに登壇いただいて、この地元の細野高原の

活用、それをどういったふうに持続性の観点から理解

するかというテーマについてパネルディスカッションが

行われました。

　会場の様子はこんな感じで、それぞれ登壇しており

ます。

　それで、内容ですけれども、実は2008年にこの東伊

豆町で全国草原シンポジウムというのが行われていま

す。もう13年か14年たつわけですけれども、当時から

担い手の問題とか観光の利用について新しい取組を

やりたいという動きがございました。ただ、観光のほう

も着 と々いろいろな形で進めていて、例えば草原に入る

ときの入山料のような形で、観光客からその対価を頂

いて管理運営に回せるという、全国でも画期的な取組

もやられているんですけれども、そういう形で観光客が

増えるにしたがって、様々な問題点も生じてきているよ

うです。今後はその利用のルールをしっかりと構築し直

すことが大切であるというふうなお話がございました。

　そのためにも、都会の人と地元の人の意識の相違と

か認識の違いをうまくコーディネートするような、そうい

う組織体制も必要ではないかと。

　それから、入山料については、最初はいろいろと来

訪者から文句も言われたそうなんですけれども、今で

は多くの方がそれを理解して払っていただいていると

いう、そういう意識の醸成もできているんですよという

話がございました。

　草原はまさしく人との関わりの持続的モデルであっ

て、これは新しい社会の礎ともなるであろうと。それか

ら、草原学習は子供だけではなく、子供から地域へ広

がる、そういう可能性を秘めており、まさしくＳＤＧｓの地

域版である。そういうふうな結論で終わっております。

　最後に、町長さんのほうから、こういう問題は東伊豆

だけではなく全国の問題である。これからも多くの自治

体と共に手を取り合っていきたいという力強い宣言を

いただいております。

　それから、分科会はそれぞれの場所で行いました、

このオンラインを利用してですね。それぞれが自立し

て行っていったという形になっております。

　今回は３つの会場で分科会が行われました。１つが

この地元の東伊豆町の会場で、テーマは「保全・利用・

継承」と、これをどう循環させるかということで、地元出

身の東京都立大の内山さん、それから草原を守ってお

られる入谷区の鈴木さん、地域おこし協力隊の藤田さ

んがコーディネートしていただいております。

　蒜山会場のほうは、利用の面から、カヤの利用をす

ることによって草原保全にどう関わっていけるかという

ことで、地元の郷土自然館の前の館長さんでいらっ

しゃる前原さん、それから鳥取大学で自然再生につい

て関わっておられる日置先生、実際にカヤ刈りをした

り、カヤの建物を建てたりされている沖元さんと相良さ

んという２人のカヤぶき職人さんのトークセッションが

行われています。

　３番目の阿蘇会場は、草原の恵みを守る仕組みづく

りをどうするかということをテーマに行っています。主に

草原の持つ水源涵養力について科学的見地からの知

見、それから新しい知見というものを熊本県立大の島

谷さんから、それから、それを基にして、地域の草原を

たいと思います。

○東伊豆町長（太田長八）　それでは最後に、私から

静岡県東伊豆町の報告をさせていただきます。

　東伊豆町は細野高原という草原があります。昨日か

らのシンポジウムでも議論されてきましたが、この草原

の維持管理、また利活用、そして次世代への継承が、う

ちだけではなく、今聞きますと、全国の草原を持つ自治

体の共通の課題だと思います。このサミットで皆様のお

知恵をお借りした中で、また今後この課題に取り組ん

でいきたいと考えております。

　細野高原は、うちの町は稲取地区、熱川地区と二地

区があります。そして、稲取地区が４部落がある中で、

稲取地区に存在しております。その稲取地区の４区の

町内会が組織する稲取地区特別財産運営委員会が管

理しております。この４区の共同管理によりまして、防火

帯の設置や山焼きなどを実施しております。防火帯、ま

た山焼きにはそれぞれ120名ほどの人が出て実施し

ていますが、やっぱり作業者の高齢化、また、農業従事

者の減少によりまして、作業ができる区民が年々減りま

して、人的負担が増しております。また、この草原を管理

するのには、年間約500万円の費用がかかるため、経

済的負担も課題となっております。

　観光面では、この細野高原の資源を活用いたしまし

て、４月上旬から５月上旬にかけての山菜狩りや、また、

秋には秋のススキイベントを開催しております。イベン

トの開催時には、これはススキのほうですが、参加者

から600円、その他の期間におきましては20円を入山

料として頂いております。先ほど経済的負担のことを申

し上げましたが、これらの収入が維持管理には必要と

なってきます。しかし、これだけで全ては賄えませんの

で、入山料の値上げ、また新たな利活用を検討いたし

まして、この維持管理費用の捻出を考えていかなけれ

ばならないと考えております。

　そんな中で、イベント等のため、この道路、駐車場、ト

イレ等を整備し、誘客に努めておりますが、一方では、

来訪者のマナーも問題になっております。この大切な

資源を荒らされないよう、対策も同時に取っていくべき

と考えております。そして、何よりもこのすばらしい景観

や、また資源をどうやって次世代につなげていけるか

が大きな課題となっております。

　かつては農家の方がこのカヤをミカン畑に敷いたり、

またかやぶき屋根を使用したりするなどの活用がされ

てきましたが、農業後継者が減っていく中でのこの現在

では、カヤの需要もほとんどない状況でございます。し

かしながら、このすばらしい景観、また資源は、山焼き

等の保全活動を継続していかなければ守っていけま

せんので、町内の子供たちに、また地元にこんなすば

らしい草原があること、また、この草原は人の手によっ

て守られていること、また、カヤを使った昔の文化を教

育していくなど、未来につないでいかなければならな

いと感じております。

　これらの問題解決を図るため、昨年度、稲取地区の

特別財産区運営委員会をはじめ、行政、また観光協会、

農協、高原の専門員などで組織する「細野高原を考え

る会」が発足されました。この会では４区が継続的に細

野高原、これを維持管理していただくためにはどのよう

に、また、観光、産業などの資源としての活用、周辺の

地権者とも協力して、新たなこの魅力の創生、これを

図っていくかなどを検討しております。今日は皆様方か

らいただいたこの知恵をお借りいたしまして、この会の

発展にも生かしていきたいと同時に、この草原を全国

に発信できればと考えております。これからもどうぞよろ

しくお願いいたしたいと思います。

○議長（太田長八）　以上でこの参加自治体からの報

告が終わりました。いろいろなお話を伺いました。その中

でまた意見や質問等もあるでしょうから、ここからは自由

な形で意見交換会をさせていただきたいと思います。

　ご意見がございましたら、挙手をお願いして、発言し

ていただきたいと思います。どうぞよろしくお願いいた

します。

○真庭市長（太田　昇）　よろしいですか。

○議長（太田長八）　どうぞ。

○真庭市長（太田　昇）　それぞれすばらしい取組を

勉強させていただきましたが、恥ずかしい話、蒜山高原、

まだ山焼きの面積が80ヘクタールぐらいなんですね、

どんどん減っていて。何とか維持しようと思っているん

ですけれども。600ヘクタール焼いているとかですね、

本当にたくさん広い面積を焼いているとこら辺の取組、

もうちょっと詳しく、それもその行政というよりは、住民

の方とか、あるいは子供も参加してということですが、

もう少し、こんな取組をしているよということをご紹介い

ただければありがたいんですが。勉強させてください。

○議長（太田長八）　今、太田市長からの行政以外の

ほうの取組、これが何か具体的なことがありましたら、

どなたかご発言願いたいと思います。

　南阿蘇村の後藤さん、よろしくお願いします。

○南阿蘇村農政課主幹（後藤進哉）　先ほども説明さ

せていただきましたけれども、本村の牧野面積が

2,470ヘクタールで、野焼きが行われているところは

1,170ヘクタールということなんですけれども、地震前

はまだ野焼き面積は広くて、この事業主体というのが各

地元の行政区とかになりまして、以前は区長さんが責

１．開会

○司会　それでは、ただいまより第13回全国草原サ

ミット～未来へつなごう！壮大な海すすきの草原～を

開催いたします。

　私は進行を務めます東伊豆町企画調整課長の森田

と申します。どうぞよろしくお願いいたします。

２．挨拶

○司会　まず初めに、開催地を代表して、本大会の実

行委員長である東伊豆町長　太田長八よりご挨拶を

申し上げます。

○東伊豆町長（太田長八）　皆様、こんにちは。東伊豆

町の町長の太田でございます。

　本日は、この首長様におかれましては、新型コロナ

ウイルス感染症の対応で大変お忙しい中、全国草原サ

ミットにご参加していただきまして、誠にありがとうござ

います。

　本来であれば、皆さんにこの東伊豆町にお越しいた

だきまして、顔を合わせながらこの意見交換をさせてい

ただくところでございますが、１年延期したにもかかわ

らず、新型コロナウイルスの感染がなかなか収まらな

い状況ですので、このようなオンラインの会議とさせて

いただきました。ご理解願いたいと思います。

　この後、前回大会の報告、それから、昨日から行って

きましたシンポジウムの報告もお願いいたしますが、こ

こから先がメインであるサミットとなります。全国に存

在する草原の価値、また課題につきまして、参加者の皆

様から貴重なご意見を提言していただきながら有意義

な大会となるよう期待しておりますので、どうぞよろしく

お願いいたします。

○司会　町長、ありがとうございました。

　それでは、本日は東伊豆町以外に８自治体の皆様

にご参加いただいております。

　参加者について、事例等の発表順にご紹介させてい

ただきます。

　前回サミット開催地の宮崎県川南町、町長、日髙昭

彦様、兵庫県新温泉町、町長、西村銀三様、岡山県真

庭市、市長、太田昇様、前回サミット開催地の宮崎県

串間市、市長、島田俊光様、熊本県高森町、町長、草村

大成様、広島県北広島町、生涯学習課長、西村豊様、

あったり、いろんなところに登場する、そういう特徴が

ございます。

　ここが町の中心部にあります、広さ的には３万

3,000平方メートル、3.3ヘクタールということでござ

います。植物のほうは、およそ300分類で、そのうち

170種ほどが希少な植物であるということでございま

す。平成22年から一般に公開しておりますので、今年

で12年目に突入したところであります。開園期間は４

月から11月の間ということになっております。

　では、この活動の状況の現状なんですけれども、基

本的にこの湿原は、ボランティアの団体であります川

南湿原を守る会の方々が運営をしていただいておりま

す。日常の草刈りなどの管理、それから植物の整備状

況、また、案内も全てそういうボランティアの方がやっ

ていただいているという状況でございます。

　管理作業は大きく分けて２つあるんですが、まず６月

ぐらいに水草を除去いたします。特にセイタカアワダチ

ソウ等が水路等に入りますので、それを全員で除去し

ます。そして１月には草出しをして火入れをするという

ことでございます。先ほど言いました守る会の会員の皆

様、それから役場の職員、一部ボランティアの方々に手

伝っていただいてやっているところでございます。

　現在、その湿原のほうの普及活動ということでござ

いますが、年に３回ほどの観察会を実施しております。

まず１回目が４月下旬のトキソウ・ハルリンドウ観察会

でございます。２回目が７月、夏にトンボの観察会、最

後が８月から９月にかけまして、ホシクサ観察会。ホシ

クサというのが実はもう世界でここしかないという、

ヒュウガホシクサであるとか、エダウチシロホシクサ

等がございます。専門の方には非常に貴重な植物だと

いうことでございます。

　今、本当にここしかない植物がありますので、一般に

開放しているんですが、まだそこまでＰＲをあえてせず

に、いろんな意味で、種の固定であるとか、そういう仕

組みを構築しながらいろんなことをこれからの目標に

しているところでございます。

　今回どこもそうですけれども、３年前に全国の大会を

開催させていただきまして、いい機会をいただいて、全

国的にＰＲを進めていこうという矢先ではございますが、

こういうコロナに関して、うちも県外とか遠くから専門

の方を含めた方が多くいらっしゃるもんですから、今は

残念ながら閉園という形になっております。いろんな工

夫や機会づくりをこれからしっかり行いながら、我々は

湿原の魅力をどうやって発信するか、これをどうやって

維持していくかというのをしっかり考えていきたいと考

えております。

　以上で前回の報告とさせていただきます。ありがとう

ございました。

○議長（太田長八）　どうもありがとうございました。

　本当、３年前に私、川南町さんと串間市さんにお邪

魔させていただきました。本当にすばらしい運営でござ

いまして、それを目標にやった中で、新型コロナウイル

スになってしまいまして、本当に残念でございます。そう

いう中で、やっぱりまず川南町の川南湿原、これを地

区の方が再現しようと頑張った中で、今、着 と々その準

備が進んできているということ、これはもう敬意に値い

たしますので、これによりましてまたまちづくりをやって

いけば、またすばらしい町ができるんじゃないかと思

いますので、頑張っていただきたいと思います。

○川南町長（日髙昭彦）　ありがとうございます。

４．シンポジウムからの報告、問題提起

○議長（太田長八）　それでは、次に、シンポジウムの

総括といたしまして、いつも大変お世話になっておりま

す、全国草原再生ネットワーク会長でございます高橋

様にこれまでの報告と、また問題を含めてよろしくお願

いいたします。

○全国草原再生ネットワーク代表理事（高橋佳孝）　

皆さん、こんにちは。全国草原再生ネットワークの高橋

でございます。

　昨日来、第13回全国草原シンポジウムがこの東伊

豆町で行われました。その概要について、私のほうから

説明をさせていただきたいと思います。

　ここは、町長の挨拶の写真が載っておりますけれど

も、昨日は基調講演とパネルディスカッションと分科会、

それから総合の討論会というのがございました。それ

に沿って、昨日のシンポジウムのご紹介をさせていた

だきたいと思います。

　最初は、芸北高原の自然館の白川さんの基調講演

から始まりました。基調講演の内容も非常に盛りだくさ

んでして、各地の人と自然が関わる取組について、たく

さんの事例を紹介していただきながら、そのなかに潜

んでいる非常に価値のある関係性というのを大事にし

ていこうということで、講演をいただいております。

　人と関わる自然をどのように守るかということですけ

れども、要は関わり合いを学んで、暮らしに寄り添って

人が決めていく自然そのものの価値を発信をきちんと

されているか、あるいは共有されているかという問題提

起から入ってきました。時代や地域に合った多様な活

用で、草原についても守っていく必要があるんじゃない

かと。

　大事なコンセプトは、残したいものは共創資産であ

島根県大田市環境政策課長、和田二朗様、熊本県南

阿蘇村農政課主幹、後藤進哉様、また、サミット中、草

原100選についてご説明させていただきますことから、

全国草原再生ネットワーク代表理事の高橋佳孝様に

もご参加いただきます。

　皆様どうぞよろしくお願いいたします。

３．前回サミットの報告（串間市・川南町）

○司会　それでは、各自治体から活動報告や課題の

提起などを発表していただきますが、ここからは、大会

実行委員長の太田長八東伊豆町長がサミット議長とし

て進行いたします。

　太田町長、よろしくお願いします。

○議長（太田長八）　それでは、しばらくの間、議長を

務めさせていただきます。太田です。

　ご協力のほどよろしくお願い申し上げます。

　まず、前回の開催地でありました宮崎県川南町長の

日髙昭彦様より、前回の報告並びに課題、取組につき

ましてご発言をよろしくお願いいたします。

○川南町長（日髙昭彦）　皆さん、こんにちは。川南町

長の日髙でございます。

　今回は本当にいろいろ大変な中、太田町長をはじ

め、関係者の方々に開催をしていただきましたことを改

めて感謝申し上げたいと思います。

　前回、もう３年前になります。市長お見えですが、宮

崎県の串間市と同時に開催をさせていただきました。

後ほど島田市長のほうにも話があるかと思いますので、

私のほうから話をさせていただきます。

　それでは、３年前、実は２つのＰＲポイントがありまし

て、１つはですね、今はオンラインでこうやって同時開

催、いろいろ当たり前なんですけれども、当時は串間市

と川南町と、県内ではありますけれども、車で３時間、

130キロぐらい離れていた会場を同時に開催をさせて

いただきました。今となればいろんな思いもあって、大

変だったんですけれども、いろんな経験もさせていた

だいたと思っております。

　もう１点が、川南町は草原ではなく湿原なんですが、

水のある草原を湿原という形で、初めてこの草原サミッ

トに湿原を登場させていただいたということで、改めて

感謝申し上げたいと思います。

　では、簡単に報告をさせていただきますが、前回は、

黒潮洗う野生馬の草原とトロントロンが育む湿原、ト

ロントロンについては後ほど説明いたしますが、そう

いうことで、連休明けの５月12日土曜日から月曜日ま

での３日間にわたってさせていただきました。延べ885

名の方に参加をいただいたところでございます。

　先ほども申しましたとおり、湿原を入れていただきま

したので、当時は12の自治体、特に県内から、川南町

と串間市ですが、湿原の関係で近隣市町村であります

新富町、高鍋町にも参加をしていただきました。

　先ほど言いましたとおりでございますが、このサミッ

トの中で宣言をさせていただきました。今回も宣言があ

るんですが、４つの項目をテーマとして宣言させていた

だきました。

　まず１点目がですね、まず、守るという点、それから２

つ目が安全、３つ目がＰＲ、４つ目が連携というキー

ワードになりますが、まず１つ目は、やっぱり湿原とい

うのは、草原というのは、人が手を入れないと維持でき

ないということで、今回も入っておりますが、湿原を守る、

草原を守る担い手の確保や保全活動を積極的に支援

するという、守るという点でございます。

　２つ目が、やっぱり草原管理の新たな技術やシステ

ムを活用する安全管理、つまり野焼きの安全性である

とか、カヤぶきの技術を、高所作業でありますので、そう

いう安全性を大事にするということで、安全管理体制

を積極的に支援するということでございます。そういう

安全を構築するということでございます。

　３つ目がＰＲというキーワードを使いましたけれども、

草原の大切さと公益的活用を広く国民にアピールする

ため、全国草原100選を選定するということを進める

ことを決定したところでございます。

　４つ目が連携と言いましたけれども、全国の草原を

有する自治体が連携して行動していくこと。全国草原

自治体ネットワークという、正式には全国草原の里市

町村連絡協議会という活動を強化するというテーマで

ございます。それは、前々回の平成28年、新温泉町で開

催されたときに設立をされたところでございます。

　それでは、簡単に川南町の活動の状況ということで

紹介をさせていただきます。

　まず、川南湿原ということなんですが、大きな特徴が２

つありまして、１つがですね、これは湧水、湧き水ででき

た湿原であります。よそからの流れ込みがないので、世

界でここだけという希少な植物が、現在発表されている

のが３つ、あとまだ幾つか未確定でありますけれども、ほ

ぼ間違いないということがございます。それから湧き水

でございますので、ここはたまたま町の中心地からすぐ

近く、歩いて行けるという地理的なメリットもございます。

　トロントロンという名前を先ほど申しましたけれども、

実はこれはトロントロンというのは、水が湧く、トロント

ロン湧く、湧き出るという音から来た正式な地名でござ

います。片仮名でございますが、川南町と言えばトロン

トロンというのが軽トラ市であったり、施設の名前で

どうやって守るかという、そういう行政側からの仕組み

づくりについて、南阿蘇村長の吉良さんから講演をい

ただいて、その後パネルディスカッションを行ったとい

うことです。

　東伊豆町の様子はこういう感じで、３人が登壇して、

会場と熱心な討議が行われました。こういう形で、茅葺

き文化協会の安藤先生なんかも非常に示唆的な、後で

ちょっとお話ししますけれども、コメントをいただいたり

して、地元の方たちもとても元気づけられる内容だった

と思っております。

　内容をかいつまんで言いますと、保全の面からいう

と、面積とともに管理がなくなったということが生物相

に大きな影響を与えているんだよと。それから、湿原保

全も大事だけれども、全体を通して鹿の問題が今顕在

化していて、草原だけで語れる内容ではなくて、全体の

管理ということも必要になってくるだろう。それから、

ゾーニングや安全な場所では、後継者育成のための

フィールドとして積極的に活用してもいいんじゃないか

という話がありました。

　それから、担い手の問題もあり、新たな仕組みが

やっぱり必要になってくるだろうな。１つはボランティ

アかもしれませんし、１つは野焼きの体制整備というこ

とかもしれません。

　それから、利用価値を最大限に活用する、すなわち

材としての草原もあるし、景観を利用した観光もあるで

しょうし、それを持続的なシステムとしてどうみんなで

関わっていくかということが重要だろう。それから、東伊

豆町さんは温泉もあり、海もあり、それから草原もあると

いうことですね、東京からも近いという立地条件もあっ

て、やはり観光が主体となる、産業として観光が主体と

なるだろうと。その中に草原の恵みであるカヤの利用

を取り入れて、地域の特性やスケールを発揮してはどう

かというのが安藤先生のほうから示唆されたことです。

特に例えば来訪者の拠点施設みたいなところとか、そ

ういうカヤふきが実際にできるようなところをうまく利用

して、そこに新しい価値も含めた来訪客へのサービス

提供というのもできるんじゃないか。カヤの循環によっ

て、癒しの空間形成というのが可能であるし、そういう

ものが今後観光を回していく上でも期待が大きいん

じゃないかという話があったというふうに覚えています。

　それから、蒜山会場のほうは、このようにカヤを使っ

たサイクリング施設というのを実際に建てられていて、

その新しい施設の近くでこういうふうなセッションを

行っております。

　内容ですけれども、草原の利用から見える、過去に

学ぶことによって蒜山らしさというのがよく分かるんだ

と。その利用の仕方や経緯から学ぶものも大きいとい

うことがありました。

　それからもう一つは、よく自然再生事業というのはい

ろいろ行われているんですが、その自然再生において

も地域経済を回すことが今大切になってきているんで

すよというお話。実際に草原のカヤを使ったサイクリン

グセンターというものがありますけれども、ここから広

がる新しい世界があって、それが地域を大きく回してい

く一つのきっかけづくりにもなるんじゃないか。

　それから、カヤの利用についても、いわゆる文化財と

か古民家だけではなくて、今は新しい施設や近代的な

施設、そういうものについてもいろいろとカヤが使われ

ている時代である。カヤぶきは新たにもう一皮むけて

未来に発展する、その礎となり得るものではないかと

いうことがありました。

　これまでは地元だけで使って守るというところから、

地域外の関係者も含めた、地域の人も一緒になって守

るという、幅広い守り方、そういうものが目指されており

ました。そのためには、地域内外の人と意識を醸成す

るためにも、楽しいということもとても大切なんではな

いかということが報告されております。

　それから、阿蘇のほうは、このように広がる草原が九

州の北部の６大河川の水源域になっているという、そ

ういう立地条件もありますけれども、今回、水源涵養を

中心とした生態系サービスについての討論が行われ

ております。

　新しく分かったこととして面白かったのがススキ草

原がものすごく水源涵養力が高いんだと。そのなぜか

という理由の一つがススキそのものが節水型の植物

であって、水を消費しない。その分、水源涵養に回る水

が多いんですよと。それから、川下、川上の関係でいえ

ば、福岡都市圏も含めて大勢の人数の飲用水を賄うこ

とができる、その水源地が阿蘇の草原だと。それは有

明海のほうにもつながっていて、ノリが色落ちするのを

防ぐために栄養源を補給しなきゃいけないんですけれ

ども、その補給するだけのダムの放流ができるだけの

水源が確保できていることがとても重要だと。そういう

意味では、海のほうから草原を応援していただくという

仕組みづくりも今後考えていったらどうかというような

お話がありました。

　それから、環境省のほうでは、阿蘇の地域を守って

いく、あるいは草原を守っていく上で、地元の農業者の

なりわいに対する助成を主体に考えてきたんですけれ

ども、それも今後は重要であると同時に、これからは草

原の持つ公益的機能へどういう形で支援できるかとい

う仕組みをつくる必要があるんじゃないかというお話

それを研究面から実証、検証するということをぜひ研

究者にはやっていただきたいと。それを普及させる場

の整備を行政には担っていただけると非常にありがた

いという最終的な要望がございました。

　これらの問題というのは、一個人でどうこうできる、

解決できるものではありませんので、ぜひ行政のほう

のお力添えをいただきたいと。私ども個人や市民として

は、今後もそういう形で対話を続けていきたいというこ

とで、最後、閉めたところでございます。

　少し長くなりましたが、以上が草原シンポジウムの報

告です。ぜひこの内容についてもサミットでの論議をし

ていただきますようよろしくお願いいたします。

　以上です。

○議長（太田長八）　高橋先生、どうもありがとうござ

いました。

　私、このシンポジウムをやって本当、大変勉強になり

ました。と申しますのは、やっぱり今までカヤの活用と

かね、また、子供たちを育てていかなければならない、

地域の学習、体験学習、これも大変重要だと感じまし

たので、この間、大変勉強になりました。

　そういう中で、首長さんがいらっしゃいますので、私

が一番感じたのは、やっぱり阿蘇の分科会の、誰か

ちょっと名前を忘れましたけれども、要するに職員が、

担当者はある程度認知しているけれども、ある程度の

方、全ての方が草原などを認知しなければ進まないと

言われましたので、各首長さんには、担当者だけでは

なく、ほかの違う職場の方たちにも、あと、地元の草原、

また湿原に対する知見をある程度広げていければ大

変ありがたいと感じております。

　以上です。

　どうも高橋先生、ありがとうございました。

５．各自治体の取組と課題

○議長（太田長八）　それでは、各自治体の皆様にご

報告をしていただきたいと思います。順番は、事前に配

付してある参加名簿の順でお願いいたします。時間の

関係もありますので、各自治体おおむね５分間をめど

ということでお願いいたしたいと思います。

　それでは、兵庫県新温泉町長の西村銀三様によろし

くお願いいたします。

○新温泉町長（西村銀三）　皆さん、こんにちは。新温

泉町長、西村銀三です。よろしくお願いいたします。

　平成28年第11回のシンポジウム、新温泉町で開催

していただきました。その際には、川南町、日高町長さ

んをはじめたくさんの方にご参加をいただきました。誠

にありがとうございます。

　皆様のお手元に新温泉町の概要と上山高原の歴史

と現状という資料があると思いますので、資料に沿って

説明をさせていただきます。

　新温泉町は、日本海側に面した鳥取県との県境に

あり、平成17年10月に誕生した人口約１万4,000人

弱の町で、まちづくりのテーマは、「海・山・温泉　人が

輝く夢と温もりの郷」であり、豊かな自然に恵まれた町

であります。

　産業については、農業分野では水稲、梨、高原野菜

の大根の生産を主として進めています。畜産について

は、神戸ビーフや松坂牛のもと牛である但馬牛の主産

地として、飼育頭数の維持拡大に努めています。また、

水産業については、松葉ガニ、ホタルイカ、ハタハタな

ど、日本有数の漁獲高を誇っています。

　当町には上山高原という大きな草原があります。周

辺集落の人々によって上山高原は田畑の土づくり、和

牛放牧として活用し、中でもススキは飼料、カヤ、かや

ぶき屋根等に利用され、生活の一部として維持されて

きました。

　しかし、農機具の普及、牛農家の減少によって、草原

は活用されなくなり、クマザサが茂り、雑木に覆われて

きました。これでは駄目だということで、平成16年に県

と町と地域が連携してＮＰＯ法人上山高原エコミュージ

アムを立ち上げました。上山高原と麓の７集落を丸ごと

生きた博物館として捉え、草原を保全・再生する取組を

地域の資源を活用し、地域内外との交流を図ることで

地域の活性化につながる活動を進めています。

　再生の具体的な活動としまして、人工林をブナ林の

広葉樹に替え、ススキ草原の持続と拡大ということで、

山焼き等を行っています。また、イヌワシの生息調査、ノ

ハナショウブ、そしてヤナギタンポポ等、希少植物のモ

ニタリング調査の継続を行っていますし、体験プログ

ラムとして、滝巡りやハイキング等も行っています。また、

第11回大会を開催した成果だと思っていますが、スス

キの有効活用ということで、神戸市のかやぶき職人「く

さかんむり」と連携・協力協定を結び、古民家や文化財

施設にカヤを使う取組も進めています。

　草原維持では、ササ刈り、山焼き作業、放牧作業等、

毎年継続することが必要になってきます。このため会員、

地域住民、ボランティアの方々の協力をお願いしてい

ますが、作業費等の捻出が今後の大きな課題となって

います。今後もできるだけ多くの方にご協力をいただい

て保全活動や利用する取組を進めてまいりたいと思っ

ております。

　以上であります。

○議長（太田長八）　どうも西村町長、ありがとうござ

がありました。

　それから、草原と私たちの関わりとか、暮らし方を支

えるエビデンス、要するに研究の証拠ですよね、そうい

うものとか学術研究がとても重要だということが今回

のこのセッションの中でもよく分かったということです。

　それから、南阿蘇村長さんは熊本地震後、火入れ責

任者を村長さんに替えたという行政側からの支援が

あって、それによって野焼きが復活したところが結構

あったと。それから、火入れの手続も届出制に変えたり

ということをしたんですけれども、これを行う大きな根

拠となったのが、やはり水源涵養機能ということで、熊

本県民、熊本市民の水道水を支える水源の源である草

原を守ることが地域全体、あるいは県全体に対しての

大きな影響を及ぼすんだ、大きな貢献ができるんだと

いうことで、これまで阿蘇の草原といえば景観が主体

でしたけれども、今後は水源保全という意味でも、阿蘇

の草原の価値を見直して、みんなにアピールしたいと

いう話がございました。

　最後、全体会は、こうやって行われたそれぞれの分

科会の報告を受けて全体討議をしたんです。これも全

てオンラインでやりました。ここに映っているのは東伊

豆町さんのところでやった内容です。ちょっと写真で隠

れていて申し訳ないんですけれども、それぞれの分科

会から代表者が入っていただいて、オンライン上で討

議を行っております。

　まとめになるかどうか分かりませんけれども、草原の

保全面については、なぜ草原が重要かを各世代意識

共有する必要があると。活動に関わる人、理解者、応援

者を増やしていく仕組みが必要。維持するために人が

関わり利用し続ける仕組みづくりが重要になるという

ことが語られました。草原の経済価値と公益機能を積

極的に評価してあげる必要があって、公益機能の守り

手である生活者を支援する制度設計というのをしっか

りと組む必要がある。

　前にもお話ししましたけれども、保全のための保全と

いう観点から、草や草原を活用することによる保全と

いうほうにシフトしていく必要があるんじゃないかとい

うお話でした。

　草原の活用についてですけれども、これも先ほどお

話ししたように、保護の管理から、利用して管理へとい

うのが大きなテーマとなっていました。草原利用の創意

工夫に対して様々な支援や環境整備をしていく必要が

あるだろうと。小さな経済活動を生み出して、地域ととも

につくり出すことがまず第一歩じゃないか。

　都市へのアプローチには、どうしても意識の違いと

か様々な問題があるので、その中間層の育成が必要な

んじゃないか。

　堆肥や農業や肥料とか、あるいはカヤの利用という

のはありますけれども、今でも野草の利用価値は非常

に高いものがあって、堆肥の利用とかカヤの利用で野

草の価値を復権する必要があるんじゃないのかなと。

堆肥についても、今、新しい知見として、野草を使った

堆肥に含まれる非常に優れた土壌菌がいるということ

も分かってきました。こういうのも研究の成果だと思い

ますけれども、そういうふうに野草の価値を復権させる

ことで、野草を利用すれば火入れの炎もある程度制御

しやすくなるし、火入れの安全性にもつながるんだよと

いう幅広い内容からのものがございました。

　草原の継承については、地域の固有性やほ誇りを

各世代で共有、共感すると、これはもちろんですけれど

も、地域、行政、企業が互いに手をつなぐ仕組みという

のも面白いんじゃないか。例えば細野高原だったら、

いろんな企業さんが持続的にこれを利用したいという

ことではいろんな方が入っていただいて、そこを活用し

てはどうかという話もございました。

　それから、カヤふきは活用を通じた継承の有効な

ツールである。利用というものが入ることによって、その

価値を継承したり、その仕組みを継承したりするきっ

かけにもなる。

　それから、使うことで生き物が、草の供給で文化が守

られていくだろうと。

　環境教育は世代を超えていく潜在性を持っているの

で、非常に大切なことである。子供さんへの教育という

のはとても大切。

　草原と地域のつながる観光や地域振興の在り方に

も工夫が必要になってくるんじゃないかというふうなま

とめがございました。

　最後に、行政へ望むことということで、幾つか提案を

いただいております。

　１つは環境教育、あるいは担い手育成も含めてとい

うことですけれども、その助成をぜひ継続できるような

ものにしてほしい。

　それから、実際に草原を守るときに一番頭を悩ませ

ているのは、行政の実務者の担当者であろうというこ

とで、もちろんいろいろ替わったりもしますので、持続

的にそれを進めていくのに問題が生じがちなんですけ

れども、ぜひその自治体間での実務者同士の学びの

ネットワークをつくっていただけないか。サミットでい

えばシェルパ会議のようなものを今後実現していただ

ければありがたいという話がありました。

　それから、地域知、伝統的に言いつながれてきた知

識そのものに意外と真実が、とても大事なものがあって、

いました。

　太田市長の取組は、もうマスコミでだいぶ私も勉強

させていただいております。そういう中で、文化と草原

がやっぱりマッチしないと、本当にそのとおりだと考え

ています。昨日の分科会の会場、隈先生の建築、それに

つきましてカヤを使っていること、大変感銘を受けまし

たので、今度、一度視察に行かせていただければ大変

ありがたいと思います。よろしくお願いします。

○真庭市長（太田　昇）　どうぞ、おいでください。これ

が全容ですけれども、３棟あります。

○議長（太田長八）　そんなにあるんですか。

○真庭市長（太田　昇）　１つは、このメインのがです

ね、これが18メートルあります。その横に見えておりま

すのが、隈研吾先生の設計図面とか模型とか、そして

サスティナブルな商品を売るとかですね、そしてもう一

つはサイクリングターミナルという、それで構成されて

います。7,000平米ぐらいの広さであります。

○議長（太田長八）　すごいですね。視察を楽しみにし

ておりますので、よろしくお願いいたしたいと。

　続きまして、串間市長の島田俊光様、よろしくお願い

いたします。

○串間市長（島田俊光）　こんにちは。串間市の島田

でございます。

　12回草原サミットにつきましては、川南町と一緒に

開催させていただいたわけでございますが、事務局の

皆様等はじめ関係各位の皆様方のご高配を賜り、サ

ミットを成功することができました。本当に感謝を申し

上げたいと思います。

　それで、宮崎県串間市は、宮崎県の最南端に位置す

る温暖多雨なところでございます。きゅうりやピーマン

などの施設野菜、サツマイモやごぼうなどの露地野菜

をはじめ生食で食べられる完熟キンカンや餌にトウガ

ラシを混ぜてつくる養殖ブリなどは、質、量とも全国トッ

プクラスの地域でございます。また、そのように農産物

を生産する食の宝庫でもあります。

　串間市からは、野生馬が生息する都井岬と宮崎県

の希少な動植物重要生息地に指定されている古竹・笠

祇地区について紹介させていただきたいと思います。

　串間市の草原といえば、野生馬が生息する都井岬が

代表的な草原となるわけでございますが、もともとは江

戸時代の軍馬を育成するための牧場であったものが、

人の手が触れることなく、令和の時代まで残っているも

のであります。春には新緑の草原にオキナグサやウマ

ノアシガタ、さらに夏から秋にかけてヒオウギやノヒメ

ユリ、ムラサキセンブリ、冬はノジギクなどが繁茂して、

四季それぞれの種のある希少動植物、国指定天然記

念物の野生馬とともに見ることができます。オキナグサ

など都井岬に生息する多年草のほとんどは、毒があっ

たり、またとげがあったりして、馬が食べない植物であ

り、食べ残すことから花を咲かせることができる。都井

岬は馬がつくり出す生態系に、絶滅危惧種に指定され

ている希少な植物を観察することができます。都井岬

は人の手を加えないことが魅了をより高めるものと考

えております。

　通過型の観光から体験、滞在型の観光へと転換さ

せる取組として、野生馬の生態と野生馬による形成さ

れた草原の植物やふん虫、フンコロガシでございます

が、などを訪れた観光客に対して分かりやすく説明す

る都井岬野生馬ガイドを配置し、エコツアーなど着地

型観光としての活用をはじめ、地元小中学生の地域を

学ぶ授業、くしま学などを地元の魅力を学習させる取

組など、草原の維持・存続と魅力発信のため取り組ん

でおります。

　また、笠祇・古竹地区の紹介でございますが、資料の

下段にあります笠祇・古竹地区の草原については、都

井岬と同様であり、江戸時代の軍馬を育成するための

牧場であったものが地域住民により草刈りや野焼きな

どの作業により代々守られ、現在も草原として維持され

ているものでございます。平成19年11月には宮崎県

の希少野生動植物重要生息地に指定されております。

笠祇・古竹地区は串間市の中心市街地から車で約15

分と近い場所に位置しており、昔ながらの田園風景が

広がり、里地里山で和牛の里として呼ばれている畜産

が盛んな地域でもございます。

　集落は過疎、高齢化が進み、野焼きなどの里山を守

る活動の継続が危惧されているところでございます。集

落の過疎化、高齢化の進展は、本市のみならず全国各

自治体の共通問題と認識をいたしております。行政の

役割としては、地域の魅力を住民自らが情報発信して

いく活躍の場の創出と、地域に何度も訪れる深いつな

がりを持つ関係人口の増加が肝要であると考えており

ます。

　本市の取組の１つがエコツーリズムの推進でありま

す。市といたしましては、地域資源の魅力を伝えること

により、関係人口の増加、地域住民の資源価値の再認

識、そして、環境教育による次世代への継承へとつな

がるエコツーリズムを鋭意取り組むことにより、草原の

維持形成を図っていきたいと考えているところでござ

います。

　以上でございます。よろしくお願いします。

○議長（太田長八）　どうも島田市長、ありがとうござ

いました。

いました。

　このＮＰＯ法人の活動、大変すばらしいと感じており

ますし、また、うちの町のテーマも、「満点の海・山・空は

東伊豆」と、何かまちづくりが同じような感じがいたしま

すんで、これを契機にまた交流ができれば大変ありが

たいと思います。どうぞよろしくお願いいたします。

○新温泉町長（西村銀三）　こちらもよろしくお願いし

ます。

○議長（太田長八）　それでは次に、続きまして、岡山

県真庭市長の太田昇様、よろしくお願いいたします。

○真庭市長（太田　昇）　真庭市の太田です。よろしく

お願いいたします。

　真庭市は合併して828平方キロメートルと、面積で

いうと東京23区の1.3倍というですね、岡山県北に広

がる市です。その一番北、鳥取県境のところに蒜山高原

という高原がありまして、東西20キロ、南北10キロと

いう、多分、関西では一番広い高原だと思っております。

　課題ですけれども、よそと同じで、もともとはススキ野

原が非常に広がっていた、それがだんだん狭くなって

きていると。そこに貴重な動植物、絶滅危惧種がいた

のが、これを守らないと、景観も含めて滅んでしまうと

いうようなことで、そういう意味での保全というのが一

つの大きな課題であります。

　もう一つは、これも出ておりましたけれども、単に保

全だけではできない、やはり活用しながら保全すると

いうことをしなきゃならない。その活用というのが一つ

の課題だろうというふうに思っております。

　その２つをどうしたら両立できるのかということです

が、１つは、カヤを山焼きをする、そうするといいカヤが

できる。そのカヤを、もちろん土に戻すことによって、灰

そのものが肥料になってまいりますが、蒜山も旧石器

時代から人が住んで、そしてカヤを焼いて、火山灰の

非常に貧栄養化のところを植物が育つように、１万年

以上かけて変えてきたという歴史がありますから、それ

を延 と々やっていかなければならない。それとともにカ

ヤを建築資材として活用するということで、昨日の分科

会でも隈研吾先生の設計で、カヤの屋根を逆さまに

使ったですね、屋根そのものは鋼板で、中の天井から

中を全部カヤにしたという、逆さまにしたような、そうい

うサイクリングターミナルを造りましたけれども、それ以

外にも建築資材としていろんな活用ができるということ

で活用していきたいということであります。

　それとともに、このすばらしい高原を多くの方に親し

んでいただく。自然環境だけでは人は来ません。やはり

そこに文化というものがないと人は来ないということで、

ここに出ておりますけれども、これも隈研吾先生の作品

ですけれども、ＣＬＴ、クロス・ラミネーテッド・ティン

バーという縦横、縦横に木材を組合せして、一つの板

を作るわけですね。その板を組合せしてこういう建物

を造っていくですね、これはオリンピック選手に遊んで

もらおうと思って東京の晴海に造ったんですけれども、

真庭のヒノキで造り、日本で専用のＣＬＴ工場は真庭に

しかありませんから、言わば真庭に里帰りしたというこ

とで、グリーナブルヒルゼンというふうに呼んでおりま

すけれども、こういう施設。中は空間で、ここで遊んだり、

イベントができるように、そういうものを、一つの芸術作

品ですけれども、造っております。こういうものを使って、

観光資源としても活用していくと。

　つまり景観も含めて、そして人工的なこういうものを

全部入れて、地域価値を上げていくという、そういう概

念で取り組んでおります。

　さらに、このＧＲＥＥＮａｂｌｅというのがロゴにもなって

おりまして、阪急阪神百貨店がこのグリーナブルに沿う

ようなものを真庭の産物をですね、産品を大阪で売っ

ていくというような、阪急百貨店とも提携をして、コロナ

がもう少し落ち着けば本格的に梅田で真庭の産品を

開発しながら売っていくということになってまいります。

阪急に今ブランド、阪急ブランドとしてＧＲＥＥＮａｂｌｅと

いうのを商標登録してもらいました。

　そういうことをしながら、この背景として、私の背景

に木材を使っておりますけれども、バイオマス産業都市

の指定も受けて、やがて真庭の電力は全て真庭で賄う

と。今、バイオマス発電、１万キロワットのありますけれ

ども、市内需要の大体60％ぐらいを再生可能エネル

ギーで賄えています。火力じゃなくて、水力とバイオマス

ですね。これを100％にしていくということも地域の価

値を上げていくという取組をしております。

　それと、生ごみ等、人間さんのふん尿ですね。それを

混ぜてメタンガスを発生させて、それでプラントを動か

して、最後、液肥を作って、それを低コスト農業として利

用していくという、そういうような、全体をＳＤＧｓという

か、サスティナブルなそういうまちにしていくという取組

をしております。東京のまねをしても仕方ありません。こ

の地域にある資源をいかに使って、それを循環させて、

未来志向で豊かにしていくということで、ＳＤＧｓ未来都

市の第１号にもなっておりますけれども、そういう取組

をしているというのを、そういうことを背景にしながら

蒜山高原を守り、活用していくということであります。

　皆様方のご意見も、あるいは活動も参考にしながら、

よりこれを進めていきたいというふうに思っております

ので、今後ともよろしくお願いいたします。

○議長（太田長八）　太田市長、どうもありがとうござ

にちは。広島県の北広島町生涯学習課長、西村と言い

ます。よろしくお願いいたします。

　お手元にお配りしております北広島町の概要、そし

て、北広島町の草原と取組について、説明をさせていた

だきます。

　まず、広島県北広島町の概要でございますが、広島

県の西北部、西中国山地の標高300メートルから800

メートルの盆地、北は島根県と接しております。広島県

に流れる太田川、そして島根県に流れます江の川の源

流域でもございます。面積の８割以上が森林地帯でご

ざいまして、県北地域、こちらは1,000メートル級の山

が連なっております。

　国立公園の一部でございます八幡湿原、こちらにあ

ります芸北地域の八幡、こちらは冬になりますと２メー

トルの雪を記録する豪雪地帯となっております。

　それでは、広島町の草原と取組について説明をさせ

ていただきます。

　こちらにつきましては、４つ紹介をさせていただきた

いというふうに思います。①から④まで、概要から課題

というふうにしております。

　まず、雲月山でございますが、島根県と隣接をしてお

りまして、かつては採草、そして放牧の目的で1960年

頃まで利用されておりました。島根県側はカラマツの

植林となっています。広島県側、こちらは1990年代に

観光イベントとして山焼きですね、こちらが行われてお

りましたが、1996年を最後に停止しました。2005年頃

より、地域が主体となりまして、主にＮＰＯが主体となり

募集を行いまして、消防団、博物館、小学校などと連携

しながら山焼きを実施しております。

　2014年に町条例に基づきます野生生物保護区に

指定をしております。

　こちらの利用についてですが、一般の登山の観光の

ほか、町内外の小学校等によります学習の場としての

活用、そして、山焼き再開後に数年間にわたり報告も行

われましたが、牛が転落するというような事故もありま

して、現在は放牧はされておりません。

　課題でございますが、現在15％ぐらいの山焼きを

行っておりますが、全域の山焼き、そしてボランティア

の確保といったことが課題というふうになっております。

　続きまして、千町原の草原でございます。

　こちら、もとは地元地域八幡村という旧村になります

けれども、こちらの入会採草地でございました。1944

年に陸軍の演習地となりまして、戦後は開拓民の入植、

国の大規模草地の開発、広島県への移譲と郊外開発

を経まして、今に至っております。2003年頃よりＮＰＯ

が中心となりまして伐採の実施をしまして、2020年に

町条例に基づきます保護区に指定をしました。植物や

鳥を見る観光地として人気がありまして、2013年から

は地元の中学校の、この後紹介しますけれども、茅プロ

ジェクト事業にカヤを提供しております。

　課題でございますけれども、既に樹林化した範囲が

結構広くなっております。また、大規模草地開発の影響

で湿原が縮小しておりまして、いずれも伐採が必要と

いうふうになっております。

　続きまして、霧ヶ谷湿原でございます。先ほどの千町

原と同エリアに位置をしております。大規模装置開発

の事業を経まして、現在は臥竜山麓八幡原公園の一部

に位置をしております。2003年にＮＰＯが植生調査と

ワークショップを実施したことをきっかけにしまして、

自然再生推進法に基づきます法定協議会を広島県が

立ち上げまして、2004年から八幡湿原自然再生事業

が始まっています。樹林の伐採、湿原から水を抜くコン

クリート水路の撤去、湿原への水路の設置などの工事

を2007年から2010年にかけて実施をしました。その

後、自然再生協議会の保全部会が中心になりまして、

伐採作業を継続しております。こちらも2020年に町条

例に基づきます放牧の指定をしております。

　利用でございますけれども、植物や鳥を見る観光地

として人気のスポットとなっておりまして、小学校、中学

校等のフィールドワークの場として活用、そしてガイド

ツアーの実施をしております。

　課題でございますけれども、再生工事から10年が経

過しておりまして、順応的管理のために現状に即した

全体構想と実施計画の見直しが必要となっています。

　そして、これは地元の中学校での取組ということなん

ですが、芸北茅プロジェクトについてです。

　芸北地域のススキ、これを屋根ふきのカヤとして資

源化し流通させる取組を行っています。中学校ＰＴＡ、Ｎ

ＰＯ、地域住民、教育委員会などが実行委員会をつくり

まして、2015年から推進をしております。地域の住民

自らがカヤを刈り取りまして市場に出荷すること、こち

らで私有地や小さなカヤ場が保全をされる。そして、今

は廃止となっておりますけれども、こちらにスキー場跡

地がありまして、こちらを文化庁のふるさと文化財の森、

こちらに設定をされたところでございます。

　利用についてなんですが、未利用でありましたカヤ

場、そしてカヤの利用が推進されるとともに、プロジェ

クトそのものが地元生徒にとって生きた教材というふう

になっています。地域通貨を活用することで地域外へ

の経済流出を防ぎ、刈り取ったカヤが文化財や伝統的

景観の保全に活用されております。

　課題でございますけれども、カヤの保管場所、こちら

　やっぱり串間市さんの取組、草原が２か所、これをう

まくやっていると考えています。それでやっぱりこれから

は、まずは地域住民がそのよさを認識するのが一番と

思いますので、それもまた勉強させていただいて、そう

いう中で、そのエコツーリズムを結構うまく活用した中

で、その草原の保全をやっているのが大変すばらしい

取組だと考えておりますので、引き続きよろしくお願い

いたしたいと思います。

○串間市長（島田俊光）　ありがとうございます。

○議長（太田長八）　それでは、続きまして、熊本県高

森町の町長、草村大成様、よろしくお願いいたします。

○高森町農林政策課（荒牧茉名）　町長に代わりまし

て、担当のほうからお手元に資料に沿ってご説明をさ

せていただきたいと思います。

　熊本県高森町農林政策課の荒牧と申します。よろしく

お願いいたします。

　まず、高森町の概要からご説明させていただきます。

　高森町は人口6,177人で、九州のほぼ中央、熊本県

の最東端に位置しまして、大分県の竹田市と宮崎県高

千穂町に隣接する総面積175.06平方キロメートル、

広い町土を有する農村地域でございまして、地形は阿

蘇カルデラ内に広がる標高500メートルから600メー

トルの比較的穏やかな傾斜をなす高森・色見地区と外

輪山の外側、標高500メートルから800メートルの波

状高原地の草部・野尻地区に区分される町です。

　主な産業は、観光と農林業になります。

　農業面では、立地条件を生かしまして、畜産、米、野

菜を主体とする農業生産が展開されてまいりましたが、

近年、経営の発展を図るため、一部の農家で施設園芸

の導入が盛んとなっております。地域の宝として、古くか

ら栽培されてきました農林畜産物をブランド化し普及

するとともに、地域の代表する高品質な農産物として、

将来にわたり栽培し続けるための活動を通じ、阿蘇地

域の農業の活性化と農業後継者の育成につなげるこ

とに取り組んでおります。

　観光面では、コロナ禍でイベントの実施が厳しい状

況ですが、2016年に発生した熊本地震の影響は回復

傾向にあり、高森湧水トンネル公園、月廻り公園、高森

殿の杉、南阿蘇鉄道のトロッコ列車、草部吉見神社、

上色見熊野座神社といった観光地や約300年の歴史

があります風鎮祭といった地元のお祭りを中心に毎年

多くの方が高森町を訪れています。

　また、高森町では町内全戸に整備しました光通信環

境を活用しまして、日本一の地域密着型番組として、た

かもりポイントチャンネル、こういったケーブルテレビ

の放送を行い、災害時の緊急放送や町からのお知ら

せ、地域情報、事業の紹介などを町民の方へ情報発信

しています。

　光通信環境の整備は、教育現場でも活用されており

まして、電子黒板の設置や全児童生徒のほうへ１人１

台のタブレット配布をいち早く行いまして、全国で最先

端のＩＣＴ教育が行われております。

　ここからは高森町の草原の概要についてご説明さ

せていただきます。

　高森町の草原につきまして、その多くを牛の放牧に

活用しておりまして、畜産農家や町民の方の大切な資

源として保全されてまいりました。高森町の草原は牧野

と呼ばれており、阿蘇のあか牛が放牧されている牧野

はのどかな風景として多くの人に親しまれております。

　高森町の牧野面積につきましては、1,211ヘクター

ルありまして、草原維持として行われている野焼きに関

しては、実施面積が621.5ヘクタールとなっております。

また、管内には14の牧野組合がありまして、皆さん精

力的に草原維持のほうに取り組んでいただいており

ます。

　最後に、高森町の取組と課題については、長年、放

牧や野焼きによって保全されてきている草原なんです

が、近年、管理をしている牧野組合員さんの高齢化等

によって、野焼き実施が大変難しくなってきている状況

にはございます。町としては野焼きに係る補助金等で

野焼き実施者の方の負担軽減等に取り組んでおります

が、年々、実施面積が減少しつつある傾向にございます。

　また、高森町にある阿蘇高森オーガニックセンター

というところでは、世界農業遺産の構成要素であります

阿蘇の草原に生えるススキなどの野草や畜産農家か

ら出る牛ふんなどを混ぜて堆肥を作っております。こち

らは町内を中心に阿蘇地域の農産物に還元して、循環

型農業を確立しております。

　このほかにも未来の草原を引き継ぐ子供たちのほう

に阿蘇の草原のすばらしさや草原の抱える現状につ

いて伝える草原学習などが行われております。

　以上で説明を終わらせていただきます。

○議長（太田長八）　どうも高森町さん、ありがとうござ

いました。

　高森町さんの取組は、全ての自治体が抱えている課

題と同じだと考えております。そういう中で、皆さん方に

対してよりよい回答ができればいいなと思いますので、

またいろんな意見をよろしくお願いいたしたいと思い

ます。

　それでは、続きまして、広島県の北広島町の生涯学

習課長の西村豊様、よろしくお願いいたします。

○北広島町生涯学習課長（西村　豊）　皆さん、こん

田市さんにお住みだそうでございますので、本当にあ

りがとうございます。

　そしてもう一点、これ本当、関係ないんですよ。歌手

に永井裕子さんっていらっしゃるんですけれども、その

永井裕子さんが結構大田市さんのを歌って、うちの町

の観光大使になっているんですよ。やっぱりそういう中

でまた大田市さんとよろしくお願いいたしたいと思いま

す。どうもありがとうございました。

　続きまして、熊本県の南阿蘇村の農政課主幹の後藤

進哉様、よろしくお願いいたします。

○南阿蘇村農政課主幹（後藤進哉）　昨日ですね、阿

蘇分科会では吉良村長の報告がありましたが、本日は

私のほうから発表させていただきます。

　最初に村の概要からになります。

　南阿蘇村は総面積137キロ平方メートル、熊本県

の北東及び阿蘇くじゅう国立公園、阿蘇カルデラの南

に位置する人口１万340人の村です。雄大な南阿蘇

の山と緑、そして環境庁の日本名水百選に選定されて

いる白川水源に象徴される豊かな自然環境に恵まれ

ています。

　2016年４月の熊本地震では、これまで経験したこ

とがない甚大な被害を受けました。これにより人口も１

割程度減少しましたが、村に定住促進課や空き家バン

クを設置し、移住者を受け入れる環境整備を推進して

います。

　続きまして、農業、観光についてです。

　基幹産業である農業は、白川中心に水田が広がり、

のどかな農村風景を生み出す農村は、水稲をはじめ

畜産、ミニトマトやアスパラなどの施設園芸が盛んです。

昼夜の寒暖差が大きい気候により、自然のうまみが

しっかりと詰まった農産物が自慢です。有機農業、環境

保全型農業を推進しており、安心安全な農産物づくり

に取り組んでいます。

　また観光では、大自然を中心にたくさんの観光資源

に恵まれています。新阿蘇大橋のたもとにある展望所

ヨ・ミュールからは、長陽大橋、白川第一橋梁を眼下に

望むことができ、新たな観光スポットとして注目を集め

ています。

　また、熊本地震で落ち込んだ観光客数は回復傾向

にあり、本村本来のにぎわいが戻りつつあります。

2017年９月にはアウトドアショップモンベルと村が協

定を結び、アウトドア活動促進や地域経済の活性化な

ど、包括的に協力をし合い、観光振興に取り組んでい

ます。

　続きまして、草原の概要に移ります。

　南阿蘇の草原は阿蘇カルデラの阿蘇山側及び南外

輪山側に広がり、季節ごとに違った表情を見せてくれま

す。南阿蘇の草原は牧野とも言われ、平成21年に行わ

れた阿蘇草原維持再生基礎調査では、本村の牧野面

積は2,470ヘクタール、そのうち野焼きが行われてい

る面積が1,170ヘクタールとなっております。管内には

23の牧野組合があり、牛の放牧をしている箇所もあれ

ば、野焼きのみ実施している牧野もあります。

　続きまして、本村の取組と課題についてですが、昨日、

分科会で村長がご報告された内容と重複する点がご

ざいますが、ご了承をお願いしたいと思います。

　草原の維持に欠かすことのできない野焼きですが、

その面積は、以前と比較すると減少しています。本村を

含む阿蘇郡市７市町村の草原はこの100年間で半分

以下に、直近30年で見ても４分の１近く減少しており

ます。

　本村では熊本地震で各牧野の原野火入れが中断さ

れました。平成31年度からは一部再開に向けて、熊本

県、阿蘇グリーンストック、村において協議をした結果、

白川牧野で一部再開、その後、令和２年には吉田牧野

でも再開できました。それに至るまでに県、グリーンス

トック、村で防火帯を設置する費用を予算化したり、火

入れ責任者を各区長や牧野組合長から村長へ変更し、

負担の軽減を図りました。

　今後の課題として、火入れが中断しているところの

再開が可能となるか、防火帯の整備、担い手不足、地

区住民の高齢化に対する支援が上げられます。

　補足でですね、昨日、村長から報告がありました課

題に対する取組で、ハードとソフトの対応が求められる

ことをおっしゃっていましたが、ハード面では牧道等、

恒久防火帯の整備ですね。ソフト面においては担い手

の確保ですね。畜産農家を増やすための取組として、

今後、放牧へのＧＰＳを付着して移動管理等を管理す

るシステムの導入やバーチャル研修の導入を計画し

ております。

　また、目的と認識の改革ですね。景観維持から水源

保全のほうへの啓発をしていくということで推進をして

いく予定です。

　以上、南阿蘇村からです。ありがとうございました。

○議長（太田長八）　後藤様、どうもありがとうございま

した。

　南阿蘇村様には、本当に熊本地震、大変でございま

した。今後も頑張っていただきたいと思います。

　そういう中で、今度、山焼きにおきまして、村長さんが

本部長、その中でまた新たにやるという中で、それは大

変期待しております。それから、山の保全、これ大変で

ございますので、引き続きどうぞよろしくお願いいたし

の整備。それから、カヤの販売先の確保、事業規模を

拡大するための専従職員の確保等といったようなこと

が課題となっております。

　北広島町からは以上です。ありがとうございました。

○議長（太田長八）　西村さん、どうもありがとうござい

ました。

　それで、芸北町の白川先生に今回大変お世話になり

ました。本当にありがとうございました。

　それで、私がやっぱりちょっと感じたのは、中学生の

活用ですね。やっぱり中学生、カヤを刈って、地域通貨

でそれをまた地域で還元する。大変すばらしい取り組

みと感じましたので、うちの町もやってみたいなと感じ

ましたので、その節はまたご指導をよろしくお願いいた

したいと思います。

○北広島町生涯学習課長（西村　豊）　ありがとうご

ざいます。

○議長（太田長八）　どうもありがとうございました。

　続きまして、島根県大田市の環境政策課長、和田二

朗様、よろしくお願いいたします。

○大田市環境政策課長（和田二朗）　皆様、こんにち

は。島根県大田市です。

　市長が所用で出席できませんので、私、環境政策課

長の和田が代理で発表させていただきます。

　大田市は、東西に長い島根県のほぼ中央部に位置

する人口約３万3,000人の小都市です。北は日本海に

面し、南は中国山地が迫っているため、山林原野が多

く、平たん地は僅かです。

　本市は世界遺産、石見銀山遺跡に代表される貴重

な歴史文化や国立公園三瓶山をはじめとした豊かな

自然に恵まれています。昨年度には「石見の火山が伝

える悠久の歴史～“縄文の森”“銀の山”と出逢える旅へ

～」が日本遺産に認定され、さらなる観光客の増加が

期待されております。

　さて、当市には標高1,126メートルの三瓶山があり

ます。その麓には西の原、東の原、北の原と呼ばれる草

原があり、放牧のほか、観光客、市民の憩いの場として

利用され、クロスカントリーコースなども整備されてお

ります。また、ダイコクコガネ、ユウスゲ、オキナグサと

いった希少動植物の生息地となっており、中でも最も

広い西の原では、毎年春に火入れが行われ、三瓶山の

草原景観の象徴的な存在となっております。

　三瓶山は、昭和38年に大山隠岐国立公園の一部に

編入されましたが、山麓に広がる牧歌的な草原景観が

指定理由の一つでした。ところが、昭和50年代になる

と、時代の流れから放牧が急速に廃れていき、植林な

ども行われて、山肌は一気に森林化していきました。放

牧の衰退とともに途絶えていた火入れですが、観光客

の出火による山火事を契機に平成元年に復活し、以降、

防火の観点から行政が主体となって毎年３月に行うよ

うになりました。

　平成７年には西の原の一部が放牧場として整備さ

れ、24年ぶりに放牧が復活しました。平成９年には、第

２回全国草原サミットが三瓶を会場に開催され、これ

をきっかけに行政、研究者、農業者、ＮＰＯなどの官民

ネットワークが形成されました。

　翌年からは放牧による防火帯切りを行うなどの工夫

により、経費を極力抑えながら火入れを実施すること

ができるようになりました。

　平成19年からは、従来の牧野組合、大田市等に消

防、警察が協力する体制に自然保護団体や地元の自

治会、ボランティアなどが加わり、市長をトップとした実

行委員会方式で火入れが開催され、また、目的の中に、

従来の防火に加え、国立公園管理計画にも明記されて

いる草原景観の維持を加えました。

　官民の連携により日本で一番安全な野焼きと自負し

ておりましたが、平成29年度には、風向きと火勢の急

激な変化により、消防署の資機材輸送車が１台全焼す

るという事故が発生しました。近年はドローンも取り入

れ、経験豊富なリーダーが最前線の状況を具体的に把

握しながら指示を行う形で、より安全に火入れを実施

しております。

　昨年度は新型コロナウイルス感染症の予防を考慮

して、ボランティアを募集せず、約30ヘクタールを関係

者約150人態勢で実施いたしました。現在、西の原の

草原景観は、放牧や火入れなどによってある程度守ら

れているものの、人の手が加わらなくなったところはす

ぐに森林化してしまうという現実にあります。このすば

らしい草原景観を貴重な財産として、将来にわたって

保全していくには、多くの市民や関係機関の協力が必

要です。また、単に火入れに参加してもらうだけではな

く、その意味合いを十分に理解してもらうことが大切で

あると考えております。

　以上です。

○議長（太田長八）　和田様、どうもありがとうございま

した。

　今の大田市さんから観光客の火事からまた再開さ

れた。災いをよいほうに持っていったことで、すばらし

いことだと考えております。さらにまた、山焼きの難しさ、

いくらやっても大変だと。そういう中で、もう大変勉強に

なりました。

　またこれ話は違いますが、今回は大変ネットワーク

の高橋先生にお世話になっており、高橋先生は何か大

任者ということになっておりました。地元の消防団が

ジェットシューター担いで火消ししているところ……、

私もしていますけれども、あとは阿蘇グリーンストックさ

んにボランティアの要請をしまして、ボランティアのご

協力を得ながら野焼きを推進しているところもあります。

　地震前ですね、死亡事故とか怪我とかがありました

んで、そういった理由で、その後、地震がありましたの

で、野焼きが再開できないというところになっておりま

す。再開するための今、工面をしているところであります。

　ちょっと私が知らないでですね、地元の行政区以外

でしているところもあるかもしれませんけれども、基本

的に地元の行政区が事業主体として野焼きを実施して

いるところであります。

　以上です。

○議長（太田長八）　後藤さん、どうもありがとうござい

ました。

　ほかの自治体で何か活動しているところがありまし

たらお願いしたいと思いますけれども。

　じゃちょっとうちの取組が、ちょっとうちの町は結構

行政が携わっていたんですけれども、今は財産区、

やっぱり共有財産区、いわゆる区ですね、区の方が中

心となりましてやっております。行政が出ているのは消

防団、これも民間ですけれども、ある程度それに対して

参加で、もうほとんど民間がやっている中で、やっぱり

皆さん方も同じもう高齢化、そしていかに高齢化の中

で新たな担い手を見つけるかということが課題でござ

いますので、その課題につきまして、後でまた課題、問

題にしていきたいと思いますけれども、太田市長、こう

いうことでよろしいでしょうか。

○真庭市長（太田　昇）　今、町長がおっしゃいました

ように行政区も結局高齢化したり、メリットがあればす

るけれども、メリットがなかったらなかなか、昔やっとる

から、景観がどうだから、動植物がどうだからといって

なかなかできなくなってきていると思うんですよね。だ

から、安全でありながらどういう仕組みで何か新しいこ

とができないかとかですね、そういうことを勉強したい

わけですけれどもね。私の頭の中で考えているのは、怪

我をされても困るけれども、山焼きは難しいですけれど

も、カヤの刈り取りなんかは、これも大変なんですけれ

ども、一つの観光と結びつけてできないのかなと。ただ、

山焼きのほうはね、これは消防団の協力、そして死亡と

か事故のないように、それからその日の気象条件に

よってできなくなるとか、非常に不安定要素もあるんで、

なかなかいい知恵が出ないんですけれどもね。そのあ

たり、教えていただいたり、また知恵を出していただけれ

ば、このサミットが有意義だなというふうに思うんですが。

○議長（太田長八）　今、太田市長さんからいろいろ

問題点を提案、提示していただき、何か首長さんでこう

いう案がいいじゃないか、そういうことがあったらまた

ご発言願えれば大変ありがたいと思いますけれども。

　じゃ、まず私からちょっと発言させてもらって、皆さん

方には指名させていただきますので、よろしくお願いい

たしたいと思います。

　やっぱり今、太田市長が言ったように、山焼きをね、

ただ昔からやっているからやるんだと、そういうことが

結構、自分も多いと感じております。そういう中で、私、

これから生きる道は、うちの町、観光でございますから、

また太田市長さんが言ったように、観光と草原との結

びつき、それをいかにやっていくかということが大切な

のではないかと考えております。そういう中で、昨日の

シンポジウムの中で、やっぱりカヤを皆さん方に刈っ

てもらった中で、カヤを刈ることによって山焼きの負担

も少なくなるようなことも聞きましたので、そのカヤを

刈って、また観光に生かした中で、草原を守っていきた

いと考えております。

　また、カヤを刈ったことも、やっぱりある程度資金源

になるようなことも聞いております。さらに、自分は子供

たちが草原に対するある程度の認識、小さいときから

持っていなければなかなか草原に対する愛情は湧か

ないと考えておりますので、その辺の教育の活動もして

いこうかなとは考えております。

　東伊豆町はとりあえずそういうことを考えております。

では新温泉町長の西村町長、いかがでしょうかね、こ

んな考え方は。それから各首長さんにちょっといろいろ

まずお話を伺いたいと思います。

○新温泉町長（西村銀三）　当町、ＮＰＯ法人、上山高

原の周辺集落の７集落、それからもちろん県、行政、町

もバックアップして、地域が主体で取り組んでおるんで

すけれども、何といっても人口減少が最も我が町では

厳しい町であります。合併して今年で15年たったんで

すけれども、３割近い人口減少地域ということで、地域

は最も危機的意識を共有しているということで、上山高

原におけるこういったカヤの利用、それから山焼き、こ

ういう事業を通して知識の意思統一に大きく貢献でき

ていると。

　今回も実は、この７集落周辺に地域の運営組織がで

きることになりました。そういったことで、地域の意思を

まとめるためのそういった運営組織と同時に、施設の

建築も今年度スタートいたしました。そういった意味で

は、一つの高原を地域の過疎と、そういった過疎意識

を払拭して、地域の活性化につなげていく、そういう点

で新温泉町では大きく貢献できつつあるということを

つ草原が残る里を再発見いたしまして、その大切さを

広く紹介するとともに、次の世代へと残していくことを目

的に、未来に残したい草原の里100選を選定するとい

うことが目的でございます。

　期待される効果といたしましては、４点ございます。

社会的に価値が認知されていない草原の掘り起こし、

２点目が草原の価値を知らない人への普及、３点目、

現に草原に関わっている人たちの意識や誇りの向上、

４点目が火入れやカヤぶきなどの伝統文化の担い手

の価値づけでございます。

　事業のスケジュールですが、このアナウンスにより募

集を開始いたします。応募の締切りを今年の12月とい

たしまして、その後の審査に入ります。翌年の４月には、

この選定結果の発表、秋には表彰式やシンポジウム

等、普及・交流の機会づくりを予定しております。

　その他の事業概要につきましては、全国草原再生

ネットワーク会長の高橋様より説明をお願いいたします。

○全国草原再生ネットワーク代表理事（高橋佳孝）　

それでは、少し詳しく述べさせていただきます。未来に

残したい草原の里100選を本日、募集のアナウンスを

させていただいております。主催は、全国草原の里市町

村連絡協議会の主催でございます。

　ただいま太田町長のほうから詳しい経緯が述べら

れましたので、この部分は割愛させていただきますが、

本日この第13回全国草原サミットにおいて募集をアナ

ウンスするというところに至っているわけでございます。

　草原の100選というのは、先ほどちょっと町長のほう

からもお話がありましたけれども、日本には多様な自

然を形づくる希少な生態系の一つである、それが草原

であるということですね。長年にわたって、人と自然の

関わりの中で地域の環境、文化、観光など様々な恵み

を提供してきました。しかし、多くの人たちは、国民の多

くは、草原の成り立ちや意義を知らないという現実もご

ざいます。このような多様な価値を持つ草原と人のつ

ながりを再発見して、その大切さを広く紹介し、次世代

へと残していくことを目的として、今回、草原100選を

選定するに至ったわけです。

　ここで言う草原の里というのは、草原に関わる暮ら

しが残る里というイメージをしていただければよろしい

かな。

　これはコンセプトペーパーとして、前会長の日高会

長のときに作った内容ですけれども、この右のほうに

書いてありますように、未来に残したい草原の里100

選の選定というのは、地域からの自薦によって選定し

ていこうと。それから、様々な科学的な観点から評価す

るし、この選定の過程そのもの、あるいはその論議をす

感じております。

　実は、神戸とか周辺、特に関西方面、神戸・大阪方面

からのいろんな協力、山焼きにおける協力者も出てき

ていまして、いろんな意味で地域の盛り上がりができて

いるということであります。いろんな相乗効果が生まれ

ているというのは、この草原サミット以降、非常にいい

流れができていると考えております。

○議長（太田長八）　ありがとうございます。

　串間市としましては何かありますか。

○串間市長（島田俊光）　私たちはカヤを利用すると

ころじゃないんですが、牧草、昔からの家畜の牧草地

帯ということで、取り組んでいたわけでございます。た

だ、我々が一番重要視しているのは、都井岬の風光明

媚な観光地の保全に取り組んでいるんですが、我々本

当にその人間を集めるのが大変な状況にあるわけで

すが、もともと岬はマツ組合という団体がありまして、そ

のマツ組合がボランティアで活動する人たちを今、真

庭市も言われた観光にマッチした方たちを呼んで、

100名程度の人たちで野焼きをしているわけですが、

本当に野焼きの体験というのはですね、今の現代の中

ではなかなか体験することはできないんで、その体験

学習に来る人は少しずつ増えつつあります。ただ、行政

として、野焼きの体験をどのようにアピールするかとい

うのがございます。また、太田市長が言われたように、

死亡事故などが発生したときの我々の責任ですね、そ

ういうのが問われますので、ここはもう少し考えてやる

べきじゃないかなと思っております。

　あと一方の笠祇というところにあるんですが、ここも

やっぱり牧草を育成するための野焼きをしております

けれども、ここが人口減少と高齢化が進んでおりまして、

やはりここの野焼きについてもボランティアで、いわゆ

る体験学習というようなことで人を集めてやっていると

ころでございます。

　また、真庭の太田市長さんにはＣＬＴの研修や木質

の研修でいろいろとお世話になりました。心から感謝

を申し上げたいと思います。

　串間の取組としては、観光とマッチした野焼きでござ

いますが、ただ、それがうまくいくかいかないかは我々

の努力だろうと思いますので、今後の課題として取り組

んでいきたいと思っております。

　以上であります。

○議長（太田長八）　ありがとうございました。

　すみません、川南町長の日髙さんも何かございまし

たら。

○川南町長（日髙昭彦）　うちは湿原なんで、面積も３

ヘクタールぐらいなんで、皆さんのことを聞きながら勉

強していたところで、職員とどうするという話をしていた

ところです。ただ、本当に人が手を入れないと維持でき

ないというのは共通の課題でありますので、そこは

やっぱりみんなで知恵を出していくしかないんだろう

と思っております。

　以上です。

○議長（太田長八）　ありがとうございます。

　太田市長、これでまた何かありましたら、よろしくお

願いします。

○真庭市長（太田　昇）　ありがとうございます。

○議長（太田長八）　太田市長、よろしいですか。

○真庭市長（太田　昇）　ありがとうございました。

　また私どもも勉強させていただきながら、地元でしな

がらボランティアとかですね、そういう人も育て、そして

観光にまで、山焼きも初めは安全なところでやっても

らって、それからだんだん慣れていただければ、結構も

う毎年来るというような人も出てくるはずですのでね、

そういう守ることと自分の楽しみというか、やっているこ

との意義とを感じながら楽しんでもらえる、そういう人

をつくっていきたいと思います。ありがとうございました。

○議長（太田長八）　すみません、まだやりたいところ

ですが、時間がございませんもんで、この辺でこの会は

ちょっと閉じて、次の議題にいきたいと考えております。

６．草原１００選について

○議長（太田長八）　次は、「未来に残したい草原の里

100選」のアナウンスでございます。

　それではまず、私からこの事業の趣旨、また経緯、そ

れとスケジュールにつきまして説明させていただきます。

　主催は、全国草原の里市町村連絡協議会でござい

ます。協力また後援は、一般社団法人全国草原再生

ネットワーク、後援は環境省、静岡県、一般社団法人の

茅葺き文化協会、公益財団法人日本自然保護協議会

となっております。

　事業の趣旨ですが、多様な価値を持つ草原が残る

里を再発見し、その大切さを広く紹介するとともに、次

の世代へと残していくことを目的に、未来に残したい草

原の里100選を選定いたします。

　事業の経緯といたしましては、2012年に阿蘇で開

催されました、第10回全国草原サミットに出席した14

市町村の首長によりまして、草原100選の選定が提案、

採択されたことを受けまして、2016年に自治体におけ

る全国草原の里市町村連絡協議会が発足いたしました。

そして、2021年の総会にて、今回のサミットにてこの事

業の開始をアナウンスすることが決定いたしました。

　まず、事業の目的でございますが、多様な価値を持

記述でさせていただくということになっております。

　これ以外にも当然、重要な際立った特徴があれば、

それを考慮していくという形で選考の基準とさせてい

ただこうかと。

　それから、皆さん、興味をお持ちと思います。スケ

ジュールの問題ですけれども、今回、第１回選考とあえ

て書かせていただいたのは、さっきもお話ししたように

一発で100をそろえてそれで終わりという世界ではなく

て、一緒に歩みながら一つ一つ重ねていきたいという

ことです。２年か３年、数年かけてでもゆっくりと応募を

していただきながら選考していただくというスケジュー

ルを想定したものでございます。

　応募の公開は本日、この場で草原サミット東伊豆大

会において募集を発表いたします。

　応募期間、本日から１２月１５日必着という形を取ら

せていただきます。ただ、応募のフォーム等をホーム

ページで掲載する時期が若干遅くなりますので、近日

中にホームページは公開するという形を取らせていた

だきたいと思います。

　審査期間ですけれども、第１次審査は１２月１５日の

締切り以降２月から３月までに終わらせて、最終審査

を翌年の２月から３月頃に開催して最終決定をしよう

と思っています。この審査に当たっては、場合によって

は現地審査もさせていただくことになろうかと思ってお

ります。

　それから、発表や表彰のスケジュールですけれども、

結果発表は来年の４月を予定しております。これは主

催者である全国草原の里市町村連絡協議会の総会が

開催されるときでございますので、その場で結果の発

表を行います。

　その後、秋までに表彰式やイベントの準備を行うと

ともに、現地の取材を行いながら、より深くその内容を

理解していくような期間として、追加書類等の提出が必

要であれば、それもお願いするような形になるかもし

れません。

　表彰式やシンポジウム、一応、来年の秋を予定して

おります。こういう場で表彰されたということを皆さん、

内外に強くアピールする機会をつくっていこうと思って

いるところです。あくまでも選んで終わりという世界では

なくて、一緒に歩み、輪を広げる、そういう形の100選

にしたいと思います。何度も言いましたけれども、みん

なで積み上げていって、最終的には全国草原年鑑みた

いなものに集約できればいいなというふうに今考えて

いるところです。

　間もなく、近日中に公開されるホームページですけ

れども、若干、最終版とは異なることになるかもしれま

せんが、イメージとしてこんなふうな形のホームページ

が皆さんのほうにお伝えできるんではないかと思って

います。草原の里100選とは何かという文言もあります

し、スケジュールのことについても具体的に記述されて

いますし、選考の基準について、より詳細な内容がそこ

に記される予定になっております。

　応募方法、応募様式のダウンロードをここでやって

いただいて、それに書き込んで応募していただくような

形を取らせていただきます。

　それから、自治体の推薦が必要だというお話があり

ましたが、その推薦様式についても、ここにホームペー

ジ上でダウンロードできるようにしたいと思っております。

　最後に、湯本貴和委員長からのメッセージを載せさ

せていただく、そういうふうな構成ないようにしようと思

います。

　湯本先生のメッセージには、草原100選の概念とか

エッセンスというものがまさしく濃縮されておりますの

で、その一部をここにお示しして、最後の報告を終わり

にしたいと思います。

　ちょっと読ませていただきます。

　「未来に残したい草原の里100選」は、それぞれの

地域が草原を生かした地域づくりを競い合い、その輝

かしい成果を顕彰する場とは考えていません。共通の

課題を抱えている地域が互いの実践やアイデアを学び

合い、共に未来へ進んでいくための仲間探しの場であ

りたいと思います。みなさんが応募する段階で、誇るべ

き宝を再発見したり、足りないパーツを認識したりする

作業そのものに大きな意味があると信じています。ぜひ

とも「未来に残したい草原の里100選」にご応募いた

だき、わたしたちの仲間の輪に加わってくださることを

願っておりますというメッセージをいただいております

というメッセージを頂いております。私たち関係者の共

通の思いを言い表していただいている内容だと思って

おります。

　草原の里というのは、まさしく未来に向けた草原保

全のシンボルになるであろうと思っております。風土に

根差した特色のある草原を育み、未来への展望も様々

な人の活動があり、そのような活動を通して人々が交

流し合う里、そういうものをイメージしたものになると

思われます。ふるさとの原風景とも言える草原のある里

の認知度というのは、まだまだ低いものがございます

が、この草原100選の活動を通して、草原の魅力と価

値を広く国民に伝えて訴えて行きましょうということで、

最後の言葉とさせていただきます。

　以上が未来に残したい草原の里100選の概要説明

でございます。ご清聴ありがとうございました。

ることがとても重要なんだということが期待されており

ます。

　それから、選定によって、先ほど町長からお話があっ

たように、様々な効果が期待される。さらに、未来へ向

けてですね、草原の里の持つ価値をアピールすること

になるというですね、新しい草原の活用方法もそうで

すし、草原の持つ新しい価値、そういうものを対応して

いくものにもなりますし、利用や保全をそれによって促

進されるようなものにしたいと考えております。

　それで、今回の草原の里100選の事業を行うに当

たって、大きなコンセプトをみんなでちょっと考えて行

きました。地域の人 と々草原の関わりの繰り返しの中で、

地域に蓄積されてきた知識とか意識、技術そのものが

草原の里の持つ価値であるというふうに考えました。こ

の価値のあるものを「共創資産」という、新しい用語で

すけれども、として捉える。各地に残っているこの共創

資産を日本全体で共有し活用することによって、次世

代に希望のある自然共生型社会を実現することに寄

与していこうではないかというのが事業のコンセプト

でございます。

　この事業、落とすための選考ではなくて、できるだけ

拾い上げ、仲間を増やしていくという観点から、また、一

度に100選ぶということよりも、時間をかけて少しずつ

増やしていく、そういうふうな形で進めたいと考えてお

ります。

　応募要件ですけれども、自薦という形で、草原と関わ

る民間団体、あるいは地方公共団体が応募できますと

いう形。ただし、民間が応募する場合には、地方公共

団体の推薦が必要となります。

　それから、選定の対象となる草原の里は、現在ちゃ

んと草原が存在している地域ということになります。

　応募に関しての確認事項、幾つかあります。これはま

た応募要領の中で詳細に記述しておりますので、そち

らをご覧になっていただければと思います。

　もし選考されなかった場合も、結果はちゃんとフィー

ドバックしていこうというふうなことを考えております。

　それから、選考の方法ですけれども、有識者の皆さ

んによる草原の里選考委員会というのを組織いたしま

した。ここが最終選考を行うということです。それから、

この選考委員会の下に実務者で構成する運営委員会

というのを組織しております。運営委員会は、１次審査

というか、書類審査を担当する。その結果を基に、最終

的に草原の里選考委員会が最終選考を行うという形

にしております。

　１、２と掲げてあります、最初は応募書類による審査、

候補の絞り込みを１次審査としてやって、１次審査で絞

り込めた地域について最終選考を行うという形を取ら

せていただきます。

　具体的な選考委員の名簿を一応ここに掲げさせて

いただいております。

　上のほうから、日本茅葺き文化協会代表理事の安藤

先生、それから、全国草原の里市町村連絡協議会の会

長である東伊豆町長の太田町長ですね。それと私と、

それから、京都大学霊長類研究所所長である湯本貴

和先生。湯本先生にはこの委員長になっていただいて

います。それから、皆さんよくご存じの東京大学名誉教

授の養老孟司さん。あと２名ほど、今、内諾をいただい

ている委員がございます。２人とも女性の委員でござい

ますので、最終的には７名の委員構成になる予定でご

ざいます。

　それから、選考の基準ですけれども、草原の生態系

と人々が暮らす里の関係性がつくり出した共創資産を

軸に５つの観点から選考するという形を取らせていた

だいています。一つ一つ、今から述べていきますけれど

も、１つは草原の自然、環境的価値と言ってもいいのか

もしれませんけれども、動植物が特徴的なものがある

かとか、景観の特徴はどういうものがあるか、そういう

ものをいくつかのポイントとして捉えて評価していく。

　それから、草原からの恵み、実際に利用の価値を受

け取っているかとか、あるいは資源の恩恵を被ってい

るかとかいう点からも評価していきたいと。現代的意義、

あるいはその認識というのもここに含まれますけれども、

過去の利用方法やどういう形の草原の恵みを得ている

かという具体的なものを判定する予定にしております。

　３番目が草原を維持し、享受する仕組み、そのもの

がきちんと理解されて継続されているか。それを持続性

とか公共性の尺度から評価をしていこうと。管理が

ちゃんと妥当なものであるか、それが今後も継続される

か、あるいはそういう意思が示されているか。それから、

経済がちゃんと還元されているかとかですね、主体と

かモニタリングというような項目が入ってくるかなと思

います。

　それから、４番目が共生型社会の実現に向けた波

及効果、まさしく未来に向けて草原の里が持つ重要性

をここで語っていただこうかと。地域や地域内外の社

会に及ぼすよい影響、これまであった影響もですし、今

後影響を及ぼすことが期待される、そういうものをきち

んと書いていただこうと。

　それから５番目、今の４つはある程度、選択肢で選

ぶような形をさせていただきますが、５番目はいわゆる

思いの強さです。関わっている人が熱く語れる熱量や

行動力を評価しようということで、ここらあたりは自由

○議長（太田長八）　高橋先生、どうもありがとうござ

いました。

　この件につきまして、何か質問がございますでしょう

か。ありましたら、挙手をお願いいたします。よろしいで

すか。

　それでは、このような方向でやりたいと思います。ま

た、多くの皆様の応募を期待しております。

７．サミット宣言採択

○議長（太田長八）　最後に、この第13回全国草原サ

ミットｉｎ東伊豆の宣言をさせていただきたいと思います。

　第13回全国草原サミットｉｎ東伊豆。

　私たちの暮らしに欠くことができなかった草原は、生

活様式が変化し草が使われなくなったことから、近年

ではとても珍しい風景になってしまいました。過疎、高

齢化により、山焼きや野焼きの担い手は減少の一途を

たどっており、今後、草原の維持はますます困難になる

ことが予想されています。

　細野高原でも、ススキを使うのはごく一部の農家とな

り、毎年早春に実施される山焼きが何のために行われ

ているか知らない町民も増えております。

　陸上の生態系は森林、草原、湿原などが様々な地形

の上に成り立っており、そのそれぞれに多様な動植物

が生息、生育しています。この多様性が人々の生活を

豊かにする礎となり、暮らしや文化が守られています。

草原は、その一端を担い、地域産業の基礎、水源の涵

養、生物多様性の保全、ＣＯ２の削減、カヤぶきや盆花

の文化など、様々な恵みを提供してくれます。

　草原を失うことは、これらのかけがえのない恵みを

失うことを意味しており、人々の豊かさや、また地域の

文化が失われることにもつながるものです。草原が育

んできた人と自然の共生の知恵や持続的な利用の技

術は、今後の持続可能な社会の実現を目指す上で欠

かせないものであります。

　私たち草原を有する自治体は、互いに学び合いな

がら草原を維持し、賢く利用していく努力を惜しまず、

草原のある里の風景を後世に引き継ぐための環境を

整備し、交流・連携を強化していくことをここ東伊豆町

において宣言いたします。

　それでは、東伊豆宣言。

　１つ、私たちの大切な草原、湿原を守っていくための

保全活動について、地域の関係機関と連携しながら共

に考え、支援していきます。

　１つ、すばらしい景観を活用した観光資源としての

草原と貴重な植物の自然観察など、教育・文化面との

調和を図り、次世代へと受け継いでいきます。

　１つ、かつてのように生活の中に草原の利用を取り

込む創意工夫を支援し、地域振興に活用できる社会環

境を整備します。

　１つ、未来に残したい草原の里100選事業を推進し、

草原の持つ魅力を全国に発信していきます。

　１つ、全国草原の里市町村連絡協議会の連携強化

とネットワークの構築、さらに全国の草原を持つ自治

体への協議会の加入促進を推し進めてまいります。

　以上、宣言する。

　令和３年９月27日。

　以上でございます。

　以上で議事を終了いたします。

　皆さん、このコロナ禍の中でこの全国サミット、参加

して本当にありがとうございます。特に首長様、今年、新

型コロナウイルス感染症の対応で大変お忙しい中参

加していただき、ありがとうございます。これからまた皆

様と連携し、この草原、また湿原の保全をやっていきた

いと思いますので、また連携して、またいろいろお知恵

を借りた中で、よりよいこの連絡協議会にしていきたい

と思います。

　本当に今日はどうもありがとうございました。

８．閉会

○司会　それでは、これをもちまして、第13回全国草

原サミット・シンポジウムｉｎ東伊豆大会を終了いたします。

　サミット宣言の精神に基づき、今後も各自治体や関

係者の皆様と草原の維持保全に取り組んでいきたいと

思います。今回は初めてのウェブ会議方式での開催と

なり、お見苦しい点もあったかと存じますが、ご容赦く

ださい。

　最後にお願いとなりますが、全国草原の里市町村連

絡協議会に加盟されていない自治体の皆様は、これを

機会に加盟のご検討をしていただきたいと思います。

　また、次回の草原サミット・シンポジウムの開催地が

決まっておりません。自治体の取組や草原のＰＲには

最も適したイベントだと思いますので、こちらにつきま

しても併せてご検討ください。

　新型コロナウイルス感染症が終息しましたら、ぜひ

東伊豆町細野高原にお越しいただきたいと思います。

　本大会へのご参加、ご協力、誠にありがとうございま

した。
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原草全国 サミット・シンポジウム in 東伊豆

るという提言をされました。これは後の草原100選のと

きにも出てくるワードですけれども、自然と社会が失わ

れれば、あるいは自然と人が失われれば、なくなるもの、

そういうものを共創資産と位置づけて語っておられま

した。また、この共創資産と言われるものは、時代ごと

の検証を受けて、長い間、自然と足されてきた、ある意

味中身のしっかりした技術や知識であると。そういうも

のが積み重ねているものがあって、そういうものを私た

ちはもう一度見直すとともに、将来に受け継いでいく必

要があるんじゃないのかなというお話でした。

　それを受け継ぐために必要なものとしては、その方

法であるとか実行力であるとか仕組みとか、あるいは

行政の役割として非常に大きいのは、法令とか条例の

整備とか、そういう環境整備であると。それから、普及、

教育という、この５つの観点をしっかりと捉えていく必

要がある。

　その中で草原に関わる象徴的な活動として、ご自身

が北広島の芸北地方で進められている茅プロジェクト

の紹介をしていただきました。これは、地域にあるカヤ

材を子供たちが作った市場に集めて、そこで「せどやま

券」という地域通貨を発行して、その発行したせどやま

券で地域の経済も回っていくという、様々なメリットを

持った内容でした。要は、利用が放棄されて社会資本

が喪失している中で、その利用の仕組みをもう一度導

入するによって草原の保全に循環性とか展望が生まれ

ているという非常に象徴的なお話でありました。

　各地に残っているこういう共創資産を見いだして、

それを共有して、それから未来にも役立てていくという

ことが大切だろうと。今日人間だからこそ生み出されて

いる、この美しさを大事にして生かしていきたいという

ことを最後に述べられて基調講演を終わられました。

　それから、パネルディスカッションは、その基調講演

をした白川さんがコーディネーターとして登壇していた

だき、東伊豆町の太田町長、それから私と、稲取地区の

特別財産運営委員会の山田さんと東伊豆町観光協会

の石島さんに登壇いただいて、この地元の細野高原の

活用、それをどういったふうに持続性の観点から理解

するかというテーマについてパネルディスカッションが

行われました。

　会場の様子はこんな感じで、それぞれ登壇しており

ます。

　それで、内容ですけれども、実は2008年にこの東伊

豆町で全国草原シンポジウムというのが行われていま

す。もう13年か14年たつわけですけれども、当時から

担い手の問題とか観光の利用について新しい取組を

やりたいという動きがございました。ただ、観光のほう

も着 と々いろいろな形で進めていて、例えば草原に入る

ときの入山料のような形で、観光客からその対価を頂

いて管理運営に回せるという、全国でも画期的な取組

もやられているんですけれども、そういう形で観光客が

増えるにしたがって、様々な問題点も生じてきているよ

うです。今後はその利用のルールをしっかりと構築し直

すことが大切であるというふうなお話がございました。

　そのためにも、都会の人と地元の人の意識の相違と

か認識の違いをうまくコーディネートするような、そうい

う組織体制も必要ではないかと。

　それから、入山料については、最初はいろいろと来

訪者から文句も言われたそうなんですけれども、今で

は多くの方がそれを理解して払っていただいていると

いう、そういう意識の醸成もできているんですよという

話がございました。

　草原はまさしく人との関わりの持続的モデルであっ

て、これは新しい社会の礎ともなるであろうと。それか

ら、草原学習は子供だけではなく、子供から地域へ広

がる、そういう可能性を秘めており、まさしくＳＤＧｓの地

域版である。そういうふうな結論で終わっております。

　最後に、町長さんのほうから、こういう問題は東伊豆

だけではなく全国の問題である。これからも多くの自治

体と共に手を取り合っていきたいという力強い宣言を

いただいております。

　それから、分科会はそれぞれの場所で行いました、

このオンラインを利用してですね。それぞれが自立し

て行っていったという形になっております。

　今回は３つの会場で分科会が行われました。１つが

この地元の東伊豆町の会場で、テーマは「保全・利用・

継承」と、これをどう循環させるかということで、地元出

身の東京都立大の内山さん、それから草原を守ってお

られる入谷区の鈴木さん、地域おこし協力隊の藤田さ

んがコーディネートしていただいております。

　蒜山会場のほうは、利用の面から、カヤの利用をす

ることによって草原保全にどう関わっていけるかという

ことで、地元の郷土自然館の前の館長さんでいらっ

しゃる前原さん、それから鳥取大学で自然再生につい

て関わっておられる日置先生、実際にカヤ刈りをした

り、カヤの建物を建てたりされている沖元さんと相良さ

んという２人のカヤぶき職人さんのトークセッションが

行われています。

　３番目の阿蘇会場は、草原の恵みを守る仕組みづく

りをどうするかということをテーマに行っています。主に

草原の持つ水源涵養力について科学的見地からの知

見、それから新しい知見というものを熊本県立大の島

谷さんから、それから、それを基にして、地域の草原を

たいと思います。

○東伊豆町長（太田長八）　それでは最後に、私から

静岡県東伊豆町の報告をさせていただきます。

　東伊豆町は細野高原という草原があります。昨日か

らのシンポジウムでも議論されてきましたが、この草原

の維持管理、また利活用、そして次世代への継承が、う

ちだけではなく、今聞きますと、全国の草原を持つ自治

体の共通の課題だと思います。このサミットで皆様のお

知恵をお借りした中で、また今後この課題に取り組ん

でいきたいと考えております。

　細野高原は、うちの町は稲取地区、熱川地区と二地

区があります。そして、稲取地区が４部落がある中で、

稲取地区に存在しております。その稲取地区の４区の

町内会が組織する稲取地区特別財産運営委員会が管

理しております。この４区の共同管理によりまして、防火

帯の設置や山焼きなどを実施しております。防火帯、ま

た山焼きにはそれぞれ120名ほどの人が出て実施し

ていますが、やっぱり作業者の高齢化、また、農業従事

者の減少によりまして、作業ができる区民が年々減りま

して、人的負担が増しております。また、この草原を管理

するのには、年間約500万円の費用がかかるため、経

済的負担も課題となっております。

　観光面では、この細野高原の資源を活用いたしまし

て、４月上旬から５月上旬にかけての山菜狩りや、また、

秋には秋のススキイベントを開催しております。イベン

トの開催時には、これはススキのほうですが、参加者

から600円、その他の期間におきましては20円を入山

料として頂いております。先ほど経済的負担のことを申

し上げましたが、これらの収入が維持管理には必要と

なってきます。しかし、これだけで全ては賄えませんの

で、入山料の値上げ、また新たな利活用を検討いたし

まして、この維持管理費用の捻出を考えていかなけれ

ばならないと考えております。

　そんな中で、イベント等のため、この道路、駐車場、ト

イレ等を整備し、誘客に努めておりますが、一方では、

来訪者のマナーも問題になっております。この大切な

資源を荒らされないよう、対策も同時に取っていくべき

と考えております。そして、何よりもこのすばらしい景観

や、また資源をどうやって次世代につなげていけるか

が大きな課題となっております。

　かつては農家の方がこのカヤをミカン畑に敷いたり、

またかやぶき屋根を使用したりするなどの活用がされ

てきましたが、農業後継者が減っていく中でのこの現在

では、カヤの需要もほとんどない状況でございます。し

かしながら、このすばらしい景観、また資源は、山焼き

等の保全活動を継続していかなければ守っていけま

せんので、町内の子供たちに、また地元にこんなすば

らしい草原があること、また、この草原は人の手によっ

て守られていること、また、カヤを使った昔の文化を教

育していくなど、未来につないでいかなければならな

いと感じております。

　これらの問題解決を図るため、昨年度、稲取地区の

特別財産区運営委員会をはじめ、行政、また観光協会、

農協、高原の専門員などで組織する「細野高原を考え

る会」が発足されました。この会では４区が継続的に細

野高原、これを維持管理していただくためにはどのよう

に、また、観光、産業などの資源としての活用、周辺の

地権者とも協力して、新たなこの魅力の創生、これを

図っていくかなどを検討しております。今日は皆様方か

らいただいたこの知恵をお借りいたしまして、この会の

発展にも生かしていきたいと同時に、この草原を全国

に発信できればと考えております。これからもどうぞよろ

しくお願いいたしたいと思います。

○議長（太田長八）　以上でこの参加自治体からの報

告が終わりました。いろいろなお話を伺いました。その中

でまた意見や質問等もあるでしょうから、ここからは自由

な形で意見交換会をさせていただきたいと思います。

　ご意見がございましたら、挙手をお願いして、発言し

ていただきたいと思います。どうぞよろしくお願いいた

します。

○真庭市長（太田　昇）　よろしいですか。

○議長（太田長八）　どうぞ。

○真庭市長（太田　昇）　それぞれすばらしい取組を

勉強させていただきましたが、恥ずかしい話、蒜山高原、

まだ山焼きの面積が80ヘクタールぐらいなんですね、

どんどん減っていて。何とか維持しようと思っているん

ですけれども。600ヘクタール焼いているとかですね、

本当にたくさん広い面積を焼いているとこら辺の取組、

もうちょっと詳しく、それもその行政というよりは、住民

の方とか、あるいは子供も参加してということですが、

もう少し、こんな取組をしているよということをご紹介い

ただければありがたいんですが。勉強させてください。

○議長（太田長八）　今、太田市長からの行政以外の

ほうの取組、これが何か具体的なことがありましたら、

どなたかご発言願いたいと思います。

　南阿蘇村の後藤さん、よろしくお願いします。

○南阿蘇村農政課主幹（後藤進哉）　先ほども説明さ

せていただきましたけれども、本村の牧野面積が

2,470ヘクタールで、野焼きが行われているところは

1,170ヘクタールということなんですけれども、地震前

はまだ野焼き面積は広くて、この事業主体というのが各

地元の行政区とかになりまして、以前は区長さんが責

１．開会

○司会　それでは、ただいまより第13回全国草原サ

ミット～未来へつなごう！壮大な海すすきの草原～を

開催いたします。

　私は進行を務めます東伊豆町企画調整課長の森田

と申します。どうぞよろしくお願いいたします。

２．挨拶

○司会　まず初めに、開催地を代表して、本大会の実

行委員長である東伊豆町長　太田長八よりご挨拶を

申し上げます。

○東伊豆町長（太田長八）　皆様、こんにちは。東伊豆

町の町長の太田でございます。

　本日は、この首長様におかれましては、新型コロナ

ウイルス感染症の対応で大変お忙しい中、全国草原サ

ミットにご参加していただきまして、誠にありがとうござ

います。

　本来であれば、皆さんにこの東伊豆町にお越しいた

だきまして、顔を合わせながらこの意見交換をさせてい

ただくところでございますが、１年延期したにもかかわ

らず、新型コロナウイルスの感染がなかなか収まらな

い状況ですので、このようなオンラインの会議とさせて

いただきました。ご理解願いたいと思います。

　この後、前回大会の報告、それから、昨日から行って

きましたシンポジウムの報告もお願いいたしますが、こ

こから先がメインであるサミットとなります。全国に存

在する草原の価値、また課題につきまして、参加者の皆

様から貴重なご意見を提言していただきながら有意義

な大会となるよう期待しておりますので、どうぞよろしく

お願いいたします。

○司会　町長、ありがとうございました。

　それでは、本日は東伊豆町以外に８自治体の皆様

にご参加いただいております。

　参加者について、事例等の発表順にご紹介させてい

ただきます。

　前回サミット開催地の宮崎県川南町、町長、日髙昭

彦様、兵庫県新温泉町、町長、西村銀三様、岡山県真

庭市、市長、太田昇様、前回サミット開催地の宮崎県

串間市、市長、島田俊光様、熊本県高森町、町長、草村

大成様、広島県北広島町、生涯学習課長、西村豊様、

あったり、いろんなところに登場する、そういう特徴が

ございます。

　ここが町の中心部にあります、広さ的には３万

3,000平方メートル、3.3ヘクタールということでござ

います。植物のほうは、およそ300分類で、そのうち

170種ほどが希少な植物であるということでございま

す。平成22年から一般に公開しておりますので、今年

で12年目に突入したところであります。開園期間は４

月から11月の間ということになっております。

　では、この活動の状況の現状なんですけれども、基

本的にこの湿原は、ボランティアの団体であります川

南湿原を守る会の方々が運営をしていただいておりま

す。日常の草刈りなどの管理、それから植物の整備状

況、また、案内も全てそういうボランティアの方がやっ

ていただいているという状況でございます。

　管理作業は大きく分けて２つあるんですが、まず６月

ぐらいに水草を除去いたします。特にセイタカアワダチ

ソウ等が水路等に入りますので、それを全員で除去し

ます。そして１月には草出しをして火入れをするという

ことでございます。先ほど言いました守る会の会員の皆

様、それから役場の職員、一部ボランティアの方々に手

伝っていただいてやっているところでございます。

　現在、その湿原のほうの普及活動ということでござ

いますが、年に３回ほどの観察会を実施しております。

まず１回目が４月下旬のトキソウ・ハルリンドウ観察会

でございます。２回目が７月、夏にトンボの観察会、最

後が８月から９月にかけまして、ホシクサ観察会。ホシ

クサというのが実はもう世界でここしかないという、

ヒュウガホシクサであるとか、エダウチシロホシクサ

等がございます。専門の方には非常に貴重な植物だと

いうことでございます。

　今、本当にここしかない植物がありますので、一般に

開放しているんですが、まだそこまでＰＲをあえてせず

に、いろんな意味で、種の固定であるとか、そういう仕

組みを構築しながらいろんなことをこれからの目標に

しているところでございます。

　今回どこもそうですけれども、３年前に全国の大会を

開催させていただきまして、いい機会をいただいて、全

国的にＰＲを進めていこうという矢先ではございますが、

こういうコロナに関して、うちも県外とか遠くから専門

の方を含めた方が多くいらっしゃるもんですから、今は

残念ながら閉園という形になっております。いろんな工

夫や機会づくりをこれからしっかり行いながら、我々は

湿原の魅力をどうやって発信するか、これをどうやって

維持していくかというのをしっかり考えていきたいと考

えております。

　以上で前回の報告とさせていただきます。ありがとう

ございました。

○議長（太田長八）　どうもありがとうございました。

　本当、３年前に私、川南町さんと串間市さんにお邪

魔させていただきました。本当にすばらしい運営でござ

いまして、それを目標にやった中で、新型コロナウイル

スになってしまいまして、本当に残念でございます。そう

いう中で、やっぱりまず川南町の川南湿原、これを地

区の方が再現しようと頑張った中で、今、着 と々その準

備が進んできているということ、これはもう敬意に値い

たしますので、これによりましてまたまちづくりをやって

いけば、またすばらしい町ができるんじゃないかと思

いますので、頑張っていただきたいと思います。

○川南町長（日髙昭彦）　ありがとうございます。

４．シンポジウムからの報告、問題提起

○議長（太田長八）　それでは、次に、シンポジウムの

総括といたしまして、いつも大変お世話になっておりま

す、全国草原再生ネットワーク会長でございます高橋

様にこれまでの報告と、また問題を含めてよろしくお願

いいたします。

○全国草原再生ネットワーク代表理事（高橋佳孝）　

皆さん、こんにちは。全国草原再生ネットワークの高橋

でございます。

　昨日来、第13回全国草原シンポジウムがこの東伊

豆町で行われました。その概要について、私のほうから

説明をさせていただきたいと思います。

　ここは、町長の挨拶の写真が載っておりますけれど

も、昨日は基調講演とパネルディスカッションと分科会、

それから総合の討論会というのがございました。それ

に沿って、昨日のシンポジウムのご紹介をさせていた

だきたいと思います。

　最初は、芸北高原の自然館の白川さんの基調講演

から始まりました。基調講演の内容も非常に盛りだくさ

んでして、各地の人と自然が関わる取組について、たく

さんの事例を紹介していただきながら、そのなかに潜

んでいる非常に価値のある関係性というのを大事にし

ていこうということで、講演をいただいております。

　人と関わる自然をどのように守るかということですけ

れども、要は関わり合いを学んで、暮らしに寄り添って

人が決めていく自然そのものの価値を発信をきちんと

されているか、あるいは共有されているかという問題提

起から入ってきました。時代や地域に合った多様な活

用で、草原についても守っていく必要があるんじゃない

かと。

　大事なコンセプトは、残したいものは共創資産であ

島根県大田市環境政策課長、和田二朗様、熊本県南

阿蘇村農政課主幹、後藤進哉様、また、サミット中、草

原100選についてご説明させていただきますことから、

全国草原再生ネットワーク代表理事の高橋佳孝様に

もご参加いただきます。

　皆様どうぞよろしくお願いいたします。

３．前回サミットの報告（串間市・川南町）

○司会　それでは、各自治体から活動報告や課題の

提起などを発表していただきますが、ここからは、大会

実行委員長の太田長八東伊豆町長がサミット議長とし

て進行いたします。

　太田町長、よろしくお願いします。

○議長（太田長八）　それでは、しばらくの間、議長を

務めさせていただきます。太田です。

　ご協力のほどよろしくお願い申し上げます。

　まず、前回の開催地でありました宮崎県川南町長の

日髙昭彦様より、前回の報告並びに課題、取組につき

ましてご発言をよろしくお願いいたします。

○川南町長（日髙昭彦）　皆さん、こんにちは。川南町

長の日髙でございます。

　今回は本当にいろいろ大変な中、太田町長をはじ

め、関係者の方々に開催をしていただきましたことを改

めて感謝申し上げたいと思います。

　前回、もう３年前になります。市長お見えですが、宮

崎県の串間市と同時に開催をさせていただきました。

後ほど島田市長のほうにも話があるかと思いますので、

私のほうから話をさせていただきます。

　それでは、３年前、実は２つのＰＲポイントがありまし

て、１つはですね、今はオンラインでこうやって同時開

催、いろいろ当たり前なんですけれども、当時は串間市

と川南町と、県内ではありますけれども、車で３時間、

130キロぐらい離れていた会場を同時に開催をさせて

いただきました。今となればいろんな思いもあって、大

変だったんですけれども、いろんな経験もさせていた

だいたと思っております。

　もう１点が、川南町は草原ではなく湿原なんですが、

水のある草原を湿原という形で、初めてこの草原サミッ

トに湿原を登場させていただいたということで、改めて

感謝申し上げたいと思います。

　では、簡単に報告をさせていただきますが、前回は、

黒潮洗う野生馬の草原とトロントロンが育む湿原、ト

ロントロンについては後ほど説明いたしますが、そう

いうことで、連休明けの５月12日土曜日から月曜日ま

での３日間にわたってさせていただきました。延べ885

名の方に参加をいただいたところでございます。

　先ほども申しましたとおり、湿原を入れていただきま

したので、当時は12の自治体、特に県内から、川南町

と串間市ですが、湿原の関係で近隣市町村であります

新富町、高鍋町にも参加をしていただきました。

　先ほど言いましたとおりでございますが、このサミッ

トの中で宣言をさせていただきました。今回も宣言があ

るんですが、４つの項目をテーマとして宣言させていた

だきました。

　まず１点目がですね、まず、守るという点、それから２

つ目が安全、３つ目がＰＲ、４つ目が連携というキー

ワードになりますが、まず１つ目は、やっぱり湿原とい

うのは、草原というのは、人が手を入れないと維持でき

ないということで、今回も入っておりますが、湿原を守る、

草原を守る担い手の確保や保全活動を積極的に支援

するという、守るという点でございます。

　２つ目が、やっぱり草原管理の新たな技術やシステ

ムを活用する安全管理、つまり野焼きの安全性である

とか、カヤぶきの技術を、高所作業でありますので、そう

いう安全性を大事にするということで、安全管理体制

を積極的に支援するということでございます。そういう

安全を構築するということでございます。

　３つ目がＰＲというキーワードを使いましたけれども、

草原の大切さと公益的活用を広く国民にアピールする

ため、全国草原100選を選定するということを進める

ことを決定したところでございます。

　４つ目が連携と言いましたけれども、全国の草原を

有する自治体が連携して行動していくこと。全国草原

自治体ネットワークという、正式には全国草原の里市

町村連絡協議会という活動を強化するというテーマで

ございます。それは、前々回の平成28年、新温泉町で開

催されたときに設立をされたところでございます。

　それでは、簡単に川南町の活動の状況ということで

紹介をさせていただきます。

　まず、川南湿原ということなんですが、大きな特徴が２

つありまして、１つがですね、これは湧水、湧き水ででき

た湿原であります。よそからの流れ込みがないので、世

界でここだけという希少な植物が、現在発表されている

のが３つ、あとまだ幾つか未確定でありますけれども、ほ

ぼ間違いないということがございます。それから湧き水

でございますので、ここはたまたま町の中心地からすぐ

近く、歩いて行けるという地理的なメリットもございます。

　トロントロンという名前を先ほど申しましたけれども、

実はこれはトロントロンというのは、水が湧く、トロント

ロン湧く、湧き出るという音から来た正式な地名でござ

います。片仮名でございますが、川南町と言えばトロン

トロンというのが軽トラ市であったり、施設の名前で

どうやって守るかという、そういう行政側からの仕組み

づくりについて、南阿蘇村長の吉良さんから講演をい

ただいて、その後パネルディスカッションを行ったとい

うことです。

　東伊豆町の様子はこういう感じで、３人が登壇して、

会場と熱心な討議が行われました。こういう形で、茅葺

き文化協会の安藤先生なんかも非常に示唆的な、後で

ちょっとお話ししますけれども、コメントをいただいたり

して、地元の方たちもとても元気づけられる内容だった

と思っております。

　内容をかいつまんで言いますと、保全の面からいう

と、面積とともに管理がなくなったということが生物相

に大きな影響を与えているんだよと。それから、湿原保

全も大事だけれども、全体を通して鹿の問題が今顕在

化していて、草原だけで語れる内容ではなくて、全体の

管理ということも必要になってくるだろう。それから、

ゾーニングや安全な場所では、後継者育成のための

フィールドとして積極的に活用してもいいんじゃないか

という話がありました。

　それから、担い手の問題もあり、新たな仕組みが

やっぱり必要になってくるだろうな。１つはボランティ

アかもしれませんし、１つは野焼きの体制整備というこ

とかもしれません。

　それから、利用価値を最大限に活用する、すなわち

材としての草原もあるし、景観を利用した観光もあるで

しょうし、それを持続的なシステムとしてどうみんなで

関わっていくかということが重要だろう。それから、東伊

豆町さんは温泉もあり、海もあり、それから草原もあると

いうことですね、東京からも近いという立地条件もあっ

て、やはり観光が主体となる、産業として観光が主体と

なるだろうと。その中に草原の恵みであるカヤの利用

を取り入れて、地域の特性やスケールを発揮してはどう

かというのが安藤先生のほうから示唆されたことです。

特に例えば来訪者の拠点施設みたいなところとか、そ

ういうカヤふきが実際にできるようなところをうまく利用

して、そこに新しい価値も含めた来訪客へのサービス

提供というのもできるんじゃないか。カヤの循環によっ

て、癒しの空間形成というのが可能であるし、そういう

ものが今後観光を回していく上でも期待が大きいん

じゃないかという話があったというふうに覚えています。

　それから、蒜山会場のほうは、このようにカヤを使っ

たサイクリング施設というのを実際に建てられていて、

その新しい施設の近くでこういうふうなセッションを

行っております。

　内容ですけれども、草原の利用から見える、過去に

学ぶことによって蒜山らしさというのがよく分かるんだ

と。その利用の仕方や経緯から学ぶものも大きいとい

うことがありました。

　それからもう一つは、よく自然再生事業というのはい

ろいろ行われているんですが、その自然再生において

も地域経済を回すことが今大切になってきているんで

すよというお話。実際に草原のカヤを使ったサイクリン

グセンターというものがありますけれども、ここから広

がる新しい世界があって、それが地域を大きく回してい

く一つのきっかけづくりにもなるんじゃないか。

　それから、カヤの利用についても、いわゆる文化財と

か古民家だけではなくて、今は新しい施設や近代的な

施設、そういうものについてもいろいろとカヤが使われ

ている時代である。カヤぶきは新たにもう一皮むけて

未来に発展する、その礎となり得るものではないかと

いうことがありました。

　これまでは地元だけで使って守るというところから、

地域外の関係者も含めた、地域の人も一緒になって守

るという、幅広い守り方、そういうものが目指されており

ました。そのためには、地域内外の人と意識を醸成す

るためにも、楽しいということもとても大切なんではな

いかということが報告されております。

　それから、阿蘇のほうは、このように広がる草原が九

州の北部の６大河川の水源域になっているという、そ

ういう立地条件もありますけれども、今回、水源涵養を

中心とした生態系サービスについての討論が行われ

ております。

　新しく分かったこととして面白かったのがススキ草

原がものすごく水源涵養力が高いんだと。そのなぜか

という理由の一つがススキそのものが節水型の植物

であって、水を消費しない。その分、水源涵養に回る水

が多いんですよと。それから、川下、川上の関係でいえ

ば、福岡都市圏も含めて大勢の人数の飲用水を賄うこ

とができる、その水源地が阿蘇の草原だと。それは有

明海のほうにもつながっていて、ノリが色落ちするのを

防ぐために栄養源を補給しなきゃいけないんですけれ

ども、その補給するだけのダムの放流ができるだけの

水源が確保できていることがとても重要だと。そういう

意味では、海のほうから草原を応援していただくという

仕組みづくりも今後考えていったらどうかというような

お話がありました。

　それから、環境省のほうでは、阿蘇の地域を守って

いく、あるいは草原を守っていく上で、地元の農業者の

なりわいに対する助成を主体に考えてきたんですけれ

ども、それも今後は重要であると同時に、これからは草

原の持つ公益的機能へどういう形で支援できるかとい

う仕組みをつくる必要があるんじゃないかというお話

それを研究面から実証、検証するということをぜひ研

究者にはやっていただきたいと。それを普及させる場

の整備を行政には担っていただけると非常にありがた

いという最終的な要望がございました。

　これらの問題というのは、一個人でどうこうできる、

解決できるものではありませんので、ぜひ行政のほう

のお力添えをいただきたいと。私ども個人や市民として

は、今後もそういう形で対話を続けていきたいというこ

とで、最後、閉めたところでございます。

　少し長くなりましたが、以上が草原シンポジウムの報

告です。ぜひこの内容についてもサミットでの論議をし

ていただきますようよろしくお願いいたします。

　以上です。

○議長（太田長八）　高橋先生、どうもありがとうござ

いました。

　私、このシンポジウムをやって本当、大変勉強になり

ました。と申しますのは、やっぱり今までカヤの活用と

かね、また、子供たちを育てていかなければならない、

地域の学習、体験学習、これも大変重要だと感じまし

たので、この間、大変勉強になりました。

　そういう中で、首長さんがいらっしゃいますので、私

が一番感じたのは、やっぱり阿蘇の分科会の、誰か

ちょっと名前を忘れましたけれども、要するに職員が、

担当者はある程度認知しているけれども、ある程度の

方、全ての方が草原などを認知しなければ進まないと

言われましたので、各首長さんには、担当者だけでは

なく、ほかの違う職場の方たちにも、あと、地元の草原、

また湿原に対する知見をある程度広げていければ大

変ありがたいと感じております。

　以上です。

　どうも高橋先生、ありがとうございました。

５．各自治体の取組と課題

○議長（太田長八）　それでは、各自治体の皆様にご

報告をしていただきたいと思います。順番は、事前に配

付してある参加名簿の順でお願いいたします。時間の

関係もありますので、各自治体おおむね５分間をめど

ということでお願いいたしたいと思います。

　それでは、兵庫県新温泉町長の西村銀三様によろし

くお願いいたします。

○新温泉町長（西村銀三）　皆さん、こんにちは。新温

泉町長、西村銀三です。よろしくお願いいたします。

　平成28年第11回のシンポジウム、新温泉町で開催

していただきました。その際には、川南町、日高町長さ

んをはじめたくさんの方にご参加をいただきました。誠

にありがとうございます。

　皆様のお手元に新温泉町の概要と上山高原の歴史

と現状という資料があると思いますので、資料に沿って

説明をさせていただきます。

　新温泉町は、日本海側に面した鳥取県との県境に

あり、平成17年10月に誕生した人口約１万4,000人

弱の町で、まちづくりのテーマは、「海・山・温泉　人が

輝く夢と温もりの郷」であり、豊かな自然に恵まれた町

であります。

　産業については、農業分野では水稲、梨、高原野菜

の大根の生産を主として進めています。畜産について

は、神戸ビーフや松坂牛のもと牛である但馬牛の主産

地として、飼育頭数の維持拡大に努めています。また、

水産業については、松葉ガニ、ホタルイカ、ハタハタな

ど、日本有数の漁獲高を誇っています。

　当町には上山高原という大きな草原があります。周

辺集落の人々によって上山高原は田畑の土づくり、和

牛放牧として活用し、中でもススキは飼料、カヤ、かや

ぶき屋根等に利用され、生活の一部として維持されて

きました。

　しかし、農機具の普及、牛農家の減少によって、草原

は活用されなくなり、クマザサが茂り、雑木に覆われて

きました。これでは駄目だということで、平成16年に県

と町と地域が連携してＮＰＯ法人上山高原エコミュージ

アムを立ち上げました。上山高原と麓の７集落を丸ごと

生きた博物館として捉え、草原を保全・再生する取組を

地域の資源を活用し、地域内外との交流を図ることで

地域の活性化につながる活動を進めています。

　再生の具体的な活動としまして、人工林をブナ林の

広葉樹に替え、ススキ草原の持続と拡大ということで、

山焼き等を行っています。また、イヌワシの生息調査、ノ

ハナショウブ、そしてヤナギタンポポ等、希少植物のモ

ニタリング調査の継続を行っていますし、体験プログ

ラムとして、滝巡りやハイキング等も行っています。また、

第11回大会を開催した成果だと思っていますが、スス

キの有効活用ということで、神戸市のかやぶき職人「く

さかんむり」と連携・協力協定を結び、古民家や文化財

施設にカヤを使う取組も進めています。

　草原維持では、ササ刈り、山焼き作業、放牧作業等、

毎年継続することが必要になってきます。このため会員、

地域住民、ボランティアの方々の協力をお願いしてい

ますが、作業費等の捻出が今後の大きな課題となって

います。今後もできるだけ多くの方にご協力をいただい

て保全活動や利用する取組を進めてまいりたいと思っ

ております。

　以上であります。

○議長（太田長八）　どうも西村町長、ありがとうござ

がありました。

　それから、草原と私たちの関わりとか、暮らし方を支

えるエビデンス、要するに研究の証拠ですよね、そうい

うものとか学術研究がとても重要だということが今回

のこのセッションの中でもよく分かったということです。

　それから、南阿蘇村長さんは熊本地震後、火入れ責

任者を村長さんに替えたという行政側からの支援が

あって、それによって野焼きが復活したところが結構

あったと。それから、火入れの手続も届出制に変えたり

ということをしたんですけれども、これを行う大きな根

拠となったのが、やはり水源涵養機能ということで、熊

本県民、熊本市民の水道水を支える水源の源である草

原を守ることが地域全体、あるいは県全体に対しての

大きな影響を及ぼすんだ、大きな貢献ができるんだと

いうことで、これまで阿蘇の草原といえば景観が主体

でしたけれども、今後は水源保全という意味でも、阿蘇

の草原の価値を見直して、みんなにアピールしたいと

いう話がございました。

　最後、全体会は、こうやって行われたそれぞれの分

科会の報告を受けて全体討議をしたんです。これも全

てオンラインでやりました。ここに映っているのは東伊

豆町さんのところでやった内容です。ちょっと写真で隠

れていて申し訳ないんですけれども、それぞれの分科

会から代表者が入っていただいて、オンライン上で討

議を行っております。

　まとめになるかどうか分かりませんけれども、草原の

保全面については、なぜ草原が重要かを各世代意識

共有する必要があると。活動に関わる人、理解者、応援

者を増やしていく仕組みが必要。維持するために人が

関わり利用し続ける仕組みづくりが重要になるという

ことが語られました。草原の経済価値と公益機能を積

極的に評価してあげる必要があって、公益機能の守り

手である生活者を支援する制度設計というのをしっか

りと組む必要がある。

　前にもお話ししましたけれども、保全のための保全と

いう観点から、草や草原を活用することによる保全と

いうほうにシフトしていく必要があるんじゃないかとい

うお話でした。

　草原の活用についてですけれども、これも先ほどお

話ししたように、保護の管理から、利用して管理へとい

うのが大きなテーマとなっていました。草原利用の創意

工夫に対して様々な支援や環境整備をしていく必要が

あるだろうと。小さな経済活動を生み出して、地域ととも

につくり出すことがまず第一歩じゃないか。

　都市へのアプローチには、どうしても意識の違いと

か様々な問題があるので、その中間層の育成が必要な

んじゃないか。

　堆肥や農業や肥料とか、あるいはカヤの利用という

のはありますけれども、今でも野草の利用価値は非常

に高いものがあって、堆肥の利用とかカヤの利用で野

草の価値を復権する必要があるんじゃないのかなと。

堆肥についても、今、新しい知見として、野草を使った

堆肥に含まれる非常に優れた土壌菌がいるということ

も分かってきました。こういうのも研究の成果だと思い

ますけれども、そういうふうに野草の価値を復権させる

ことで、野草を利用すれば火入れの炎もある程度制御

しやすくなるし、火入れの安全性にもつながるんだよと

いう幅広い内容からのものがございました。

　草原の継承については、地域の固有性やほ誇りを

各世代で共有、共感すると、これはもちろんですけれど

も、地域、行政、企業が互いに手をつなぐ仕組みという

のも面白いんじゃないか。例えば細野高原だったら、

いろんな企業さんが持続的にこれを利用したいという

ことではいろんな方が入っていただいて、そこを活用し

てはどうかという話もございました。

　それから、カヤふきは活用を通じた継承の有効な

ツールである。利用というものが入ることによって、その

価値を継承したり、その仕組みを継承したりするきっ

かけにもなる。

　それから、使うことで生き物が、草の供給で文化が守

られていくだろうと。

　環境教育は世代を超えていく潜在性を持っているの

で、非常に大切なことである。子供さんへの教育という

のはとても大切。

　草原と地域のつながる観光や地域振興の在り方に

も工夫が必要になってくるんじゃないかというふうなま

とめがございました。

　最後に、行政へ望むことということで、幾つか提案を

いただいております。

　１つは環境教育、あるいは担い手育成も含めてとい

うことですけれども、その助成をぜひ継続できるような

ものにしてほしい。

　それから、実際に草原を守るときに一番頭を悩ませ

ているのは、行政の実務者の担当者であろうというこ

とで、もちろんいろいろ替わったりもしますので、持続

的にそれを進めていくのに問題が生じがちなんですけ

れども、ぜひその自治体間での実務者同士の学びの

ネットワークをつくっていただけないか。サミットでい

えばシェルパ会議のようなものを今後実現していただ

ければありがたいという話がありました。

　それから、地域知、伝統的に言いつながれてきた知

識そのものに意外と真実が、とても大事なものがあって、

いました。

　太田市長の取組は、もうマスコミでだいぶ私も勉強

させていただいております。そういう中で、文化と草原

がやっぱりマッチしないと、本当にそのとおりだと考え

ています。昨日の分科会の会場、隈先生の建築、それに

つきましてカヤを使っていること、大変感銘を受けまし

たので、今度、一度視察に行かせていただければ大変

ありがたいと思います。よろしくお願いします。

○真庭市長（太田　昇）　どうぞ、おいでください。これ

が全容ですけれども、３棟あります。

○議長（太田長八）　そんなにあるんですか。

○真庭市長（太田　昇）　１つは、このメインのがです

ね、これが18メートルあります。その横に見えておりま

すのが、隈研吾先生の設計図面とか模型とか、そして

サスティナブルな商品を売るとかですね、そしてもう一

つはサイクリングターミナルという、それで構成されて

います。7,000平米ぐらいの広さであります。

○議長（太田長八）　すごいですね。視察を楽しみにし

ておりますので、よろしくお願いいたしたいと。

　続きまして、串間市長の島田俊光様、よろしくお願い

いたします。

○串間市長（島田俊光）　こんにちは。串間市の島田

でございます。

　12回草原サミットにつきましては、川南町と一緒に

開催させていただいたわけでございますが、事務局の

皆様等はじめ関係各位の皆様方のご高配を賜り、サ

ミットを成功することができました。本当に感謝を申し

上げたいと思います。

　それで、宮崎県串間市は、宮崎県の最南端に位置す

る温暖多雨なところでございます。きゅうりやピーマン

などの施設野菜、サツマイモやごぼうなどの露地野菜

をはじめ生食で食べられる完熟キンカンや餌にトウガ

ラシを混ぜてつくる養殖ブリなどは、質、量とも全国トッ

プクラスの地域でございます。また、そのように農産物

を生産する食の宝庫でもあります。

　串間市からは、野生馬が生息する都井岬と宮崎県

の希少な動植物重要生息地に指定されている古竹・笠

祇地区について紹介させていただきたいと思います。

　串間市の草原といえば、野生馬が生息する都井岬が

代表的な草原となるわけでございますが、もともとは江

戸時代の軍馬を育成するための牧場であったものが、

人の手が触れることなく、令和の時代まで残っているも

のであります。春には新緑の草原にオキナグサやウマ

ノアシガタ、さらに夏から秋にかけてヒオウギやノヒメ

ユリ、ムラサキセンブリ、冬はノジギクなどが繁茂して、

四季それぞれの種のある希少動植物、国指定天然記

念物の野生馬とともに見ることができます。オキナグサ

など都井岬に生息する多年草のほとんどは、毒があっ

たり、またとげがあったりして、馬が食べない植物であ

り、食べ残すことから花を咲かせることができる。都井

岬は馬がつくり出す生態系に、絶滅危惧種に指定され

ている希少な植物を観察することができます。都井岬

は人の手を加えないことが魅了をより高めるものと考

えております。

　通過型の観光から体験、滞在型の観光へと転換さ

せる取組として、野生馬の生態と野生馬による形成さ

れた草原の植物やふん虫、フンコロガシでございます

が、などを訪れた観光客に対して分かりやすく説明す

る都井岬野生馬ガイドを配置し、エコツアーなど着地

型観光としての活用をはじめ、地元小中学生の地域を

学ぶ授業、くしま学などを地元の魅力を学習させる取

組など、草原の維持・存続と魅力発信のため取り組ん

でおります。

　また、笠祇・古竹地区の紹介でございますが、資料の

下段にあります笠祇・古竹地区の草原については、都

井岬と同様であり、江戸時代の軍馬を育成するための

牧場であったものが地域住民により草刈りや野焼きな

どの作業により代々守られ、現在も草原として維持され

ているものでございます。平成19年11月には宮崎県

の希少野生動植物重要生息地に指定されております。

笠祇・古竹地区は串間市の中心市街地から車で約15

分と近い場所に位置しており、昔ながらの田園風景が

広がり、里地里山で和牛の里として呼ばれている畜産

が盛んな地域でもございます。

　集落は過疎、高齢化が進み、野焼きなどの里山を守

る活動の継続が危惧されているところでございます。集

落の過疎化、高齢化の進展は、本市のみならず全国各

自治体の共通問題と認識をいたしております。行政の

役割としては、地域の魅力を住民自らが情報発信して

いく活躍の場の創出と、地域に何度も訪れる深いつな

がりを持つ関係人口の増加が肝要であると考えており

ます。

　本市の取組の１つがエコツーリズムの推進でありま

す。市といたしましては、地域資源の魅力を伝えること

により、関係人口の増加、地域住民の資源価値の再認

識、そして、環境教育による次世代への継承へとつな

がるエコツーリズムを鋭意取り組むことにより、草原の

維持形成を図っていきたいと考えているところでござ

います。

　以上でございます。よろしくお願いします。

○議長（太田長八）　どうも島田市長、ありがとうござ

いました。

いました。

　このＮＰＯ法人の活動、大変すばらしいと感じており

ますし、また、うちの町のテーマも、「満点の海・山・空は

東伊豆」と、何かまちづくりが同じような感じがいたしま

すんで、これを契機にまた交流ができれば大変ありが

たいと思います。どうぞよろしくお願いいたします。

○新温泉町長（西村銀三）　こちらもよろしくお願いし

ます。

○議長（太田長八）　それでは次に、続きまして、岡山

県真庭市長の太田昇様、よろしくお願いいたします。

○真庭市長（太田　昇）　真庭市の太田です。よろしく

お願いいたします。

　真庭市は合併して828平方キロメートルと、面積で

いうと東京23区の1.3倍というですね、岡山県北に広

がる市です。その一番北、鳥取県境のところに蒜山高原

という高原がありまして、東西20キロ、南北10キロと

いう、多分、関西では一番広い高原だと思っております。

　課題ですけれども、よそと同じで、もともとはススキ野

原が非常に広がっていた、それがだんだん狭くなって

きていると。そこに貴重な動植物、絶滅危惧種がいた

のが、これを守らないと、景観も含めて滅んでしまうと

いうようなことで、そういう意味での保全というのが一

つの大きな課題であります。

　もう一つは、これも出ておりましたけれども、単に保

全だけではできない、やはり活用しながら保全すると

いうことをしなきゃならない。その活用というのが一つ

の課題だろうというふうに思っております。

　その２つをどうしたら両立できるのかということです

が、１つは、カヤを山焼きをする、そうするといいカヤが

できる。そのカヤを、もちろん土に戻すことによって、灰

そのものが肥料になってまいりますが、蒜山も旧石器

時代から人が住んで、そしてカヤを焼いて、火山灰の

非常に貧栄養化のところを植物が育つように、１万年

以上かけて変えてきたという歴史がありますから、それ

を延 と々やっていかなければならない。それとともにカ

ヤを建築資材として活用するということで、昨日の分科

会でも隈研吾先生の設計で、カヤの屋根を逆さまに

使ったですね、屋根そのものは鋼板で、中の天井から

中を全部カヤにしたという、逆さまにしたような、そうい

うサイクリングターミナルを造りましたけれども、それ以

外にも建築資材としていろんな活用ができるということ

で活用していきたいということであります。

　それとともに、このすばらしい高原を多くの方に親し

んでいただく。自然環境だけでは人は来ません。やはり

そこに文化というものがないと人は来ないということで、

ここに出ておりますけれども、これも隈研吾先生の作品

ですけれども、ＣＬＴ、クロス・ラミネーテッド・ティン

バーという縦横、縦横に木材を組合せして、一つの板

を作るわけですね。その板を組合せしてこういう建物

を造っていくですね、これはオリンピック選手に遊んで

もらおうと思って東京の晴海に造ったんですけれども、

真庭のヒノキで造り、日本で専用のＣＬＴ工場は真庭に

しかありませんから、言わば真庭に里帰りしたというこ

とで、グリーナブルヒルゼンというふうに呼んでおりま

すけれども、こういう施設。中は空間で、ここで遊んだり、

イベントができるように、そういうものを、一つの芸術作

品ですけれども、造っております。こういうものを使って、

観光資源としても活用していくと。

　つまり景観も含めて、そして人工的なこういうものを

全部入れて、地域価値を上げていくという、そういう概

念で取り組んでおります。

　さらに、このＧＲＥＥＮａｂｌｅというのがロゴにもなって

おりまして、阪急阪神百貨店がこのグリーナブルに沿う

ようなものを真庭の産物をですね、産品を大阪で売っ

ていくというような、阪急百貨店とも提携をして、コロナ

がもう少し落ち着けば本格的に梅田で真庭の産品を

開発しながら売っていくということになってまいります。

阪急に今ブランド、阪急ブランドとしてＧＲＥＥＮａｂｌｅと

いうのを商標登録してもらいました。

　そういうことをしながら、この背景として、私の背景

に木材を使っておりますけれども、バイオマス産業都市

の指定も受けて、やがて真庭の電力は全て真庭で賄う

と。今、バイオマス発電、１万キロワットのありますけれ

ども、市内需要の大体60％ぐらいを再生可能エネル

ギーで賄えています。火力じゃなくて、水力とバイオマス

ですね。これを100％にしていくということも地域の価

値を上げていくという取組をしております。

　それと、生ごみ等、人間さんのふん尿ですね。それを

混ぜてメタンガスを発生させて、それでプラントを動か

して、最後、液肥を作って、それを低コスト農業として利

用していくという、そういうような、全体をＳＤＧｓという

か、サスティナブルなそういうまちにしていくという取組

をしております。東京のまねをしても仕方ありません。こ

の地域にある資源をいかに使って、それを循環させて、

未来志向で豊かにしていくということで、ＳＤＧｓ未来都

市の第１号にもなっておりますけれども、そういう取組

をしているというのを、そういうことを背景にしながら

蒜山高原を守り、活用していくということであります。

　皆様方のご意見も、あるいは活動も参考にしながら、

よりこれを進めていきたいというふうに思っております

ので、今後ともよろしくお願いいたします。

○議長（太田長八）　太田市長、どうもありがとうござ

にちは。広島県の北広島町生涯学習課長、西村と言い

ます。よろしくお願いいたします。

　お手元にお配りしております北広島町の概要、そし

て、北広島町の草原と取組について、説明をさせていた

だきます。

　まず、広島県北広島町の概要でございますが、広島

県の西北部、西中国山地の標高300メートルから800

メートルの盆地、北は島根県と接しております。広島県

に流れる太田川、そして島根県に流れます江の川の源

流域でもございます。面積の８割以上が森林地帯でご

ざいまして、県北地域、こちらは1,000メートル級の山

が連なっております。

　国立公園の一部でございます八幡湿原、こちらにあ

ります芸北地域の八幡、こちらは冬になりますと２メー

トルの雪を記録する豪雪地帯となっております。

　それでは、広島町の草原と取組について説明をさせ

ていただきます。

　こちらにつきましては、４つ紹介をさせていただきた

いというふうに思います。①から④まで、概要から課題

というふうにしております。

　まず、雲月山でございますが、島根県と隣接をしてお

りまして、かつては採草、そして放牧の目的で1960年

頃まで利用されておりました。島根県側はカラマツの

植林となっています。広島県側、こちらは1990年代に

観光イベントとして山焼きですね、こちらが行われてお

りましたが、1996年を最後に停止しました。2005年頃

より、地域が主体となりまして、主にＮＰＯが主体となり

募集を行いまして、消防団、博物館、小学校などと連携

しながら山焼きを実施しております。

　2014年に町条例に基づきます野生生物保護区に

指定をしております。

　こちらの利用についてですが、一般の登山の観光の

ほか、町内外の小学校等によります学習の場としての

活用、そして、山焼き再開後に数年間にわたり報告も行

われましたが、牛が転落するというような事故もありま

して、現在は放牧はされておりません。

　課題でございますが、現在15％ぐらいの山焼きを

行っておりますが、全域の山焼き、そしてボランティア

の確保といったことが課題というふうになっております。

　続きまして、千町原の草原でございます。

　こちら、もとは地元地域八幡村という旧村になります

けれども、こちらの入会採草地でございました。1944

年に陸軍の演習地となりまして、戦後は開拓民の入植、

国の大規模草地の開発、広島県への移譲と郊外開発

を経まして、今に至っております。2003年頃よりＮＰＯ

が中心となりまして伐採の実施をしまして、2020年に

町条例に基づきます保護区に指定をしました。植物や

鳥を見る観光地として人気がありまして、2013年から

は地元の中学校の、この後紹介しますけれども、茅プロ

ジェクト事業にカヤを提供しております。

　課題でございますけれども、既に樹林化した範囲が

結構広くなっております。また、大規模草地開発の影響

で湿原が縮小しておりまして、いずれも伐採が必要と

いうふうになっております。

　続きまして、霧ヶ谷湿原でございます。先ほどの千町

原と同エリアに位置をしております。大規模装置開発

の事業を経まして、現在は臥竜山麓八幡原公園の一部

に位置をしております。2003年にＮＰＯが植生調査と

ワークショップを実施したことをきっかけにしまして、

自然再生推進法に基づきます法定協議会を広島県が

立ち上げまして、2004年から八幡湿原自然再生事業

が始まっています。樹林の伐採、湿原から水を抜くコン

クリート水路の撤去、湿原への水路の設置などの工事

を2007年から2010年にかけて実施をしました。その

後、自然再生協議会の保全部会が中心になりまして、

伐採作業を継続しております。こちらも2020年に町条

例に基づきます放牧の指定をしております。

　利用でございますけれども、植物や鳥を見る観光地

として人気のスポットとなっておりまして、小学校、中学

校等のフィールドワークの場として活用、そしてガイド

ツアーの実施をしております。

　課題でございますけれども、再生工事から10年が経

過しておりまして、順応的管理のために現状に即した

全体構想と実施計画の見直しが必要となっています。

　そして、これは地元の中学校での取組ということなん

ですが、芸北茅プロジェクトについてです。

　芸北地域のススキ、これを屋根ふきのカヤとして資

源化し流通させる取組を行っています。中学校ＰＴＡ、Ｎ

ＰＯ、地域住民、教育委員会などが実行委員会をつくり

まして、2015年から推進をしております。地域の住民

自らがカヤを刈り取りまして市場に出荷すること、こち

らで私有地や小さなカヤ場が保全をされる。そして、今

は廃止となっておりますけれども、こちらにスキー場跡

地がありまして、こちらを文化庁のふるさと文化財の森、

こちらに設定をされたところでございます。

　利用についてなんですが、未利用でありましたカヤ

場、そしてカヤの利用が推進されるとともに、プロジェ

クトそのものが地元生徒にとって生きた教材というふう

になっています。地域通貨を活用することで地域外へ

の経済流出を防ぎ、刈り取ったカヤが文化財や伝統的

景観の保全に活用されております。

　課題でございますけれども、カヤの保管場所、こちら

　やっぱり串間市さんの取組、草原が２か所、これをう

まくやっていると考えています。それでやっぱりこれから

は、まずは地域住民がそのよさを認識するのが一番と

思いますので、それもまた勉強させていただいて、そう

いう中で、そのエコツーリズムを結構うまく活用した中

で、その草原の保全をやっているのが大変すばらしい

取組だと考えておりますので、引き続きよろしくお願い

いたしたいと思います。

○串間市長（島田俊光）　ありがとうございます。

○議長（太田長八）　それでは、続きまして、熊本県高

森町の町長、草村大成様、よろしくお願いいたします。

○高森町農林政策課（荒牧茉名）　町長に代わりまし

て、担当のほうからお手元に資料に沿ってご説明をさ

せていただきたいと思います。

　熊本県高森町農林政策課の荒牧と申します。よろしく

お願いいたします。

　まず、高森町の概要からご説明させていただきます。

　高森町は人口6,177人で、九州のほぼ中央、熊本県

の最東端に位置しまして、大分県の竹田市と宮崎県高

千穂町に隣接する総面積175.06平方キロメートル、

広い町土を有する農村地域でございまして、地形は阿

蘇カルデラ内に広がる標高500メートルから600メー

トルの比較的穏やかな傾斜をなす高森・色見地区と外

輪山の外側、標高500メートルから800メートルの波

状高原地の草部・野尻地区に区分される町です。

　主な産業は、観光と農林業になります。

　農業面では、立地条件を生かしまして、畜産、米、野

菜を主体とする農業生産が展開されてまいりましたが、

近年、経営の発展を図るため、一部の農家で施設園芸

の導入が盛んとなっております。地域の宝として、古くか

ら栽培されてきました農林畜産物をブランド化し普及

するとともに、地域の代表する高品質な農産物として、

将来にわたり栽培し続けるための活動を通じ、阿蘇地

域の農業の活性化と農業後継者の育成につなげるこ

とに取り組んでおります。

　観光面では、コロナ禍でイベントの実施が厳しい状

況ですが、2016年に発生した熊本地震の影響は回復

傾向にあり、高森湧水トンネル公園、月廻り公園、高森

殿の杉、南阿蘇鉄道のトロッコ列車、草部吉見神社、

上色見熊野座神社といった観光地や約300年の歴史

があります風鎮祭といった地元のお祭りを中心に毎年

多くの方が高森町を訪れています。

　また、高森町では町内全戸に整備しました光通信環

境を活用しまして、日本一の地域密着型番組として、た

かもりポイントチャンネル、こういったケーブルテレビ

の放送を行い、災害時の緊急放送や町からのお知ら

せ、地域情報、事業の紹介などを町民の方へ情報発信

しています。

　光通信環境の整備は、教育現場でも活用されており

まして、電子黒板の設置や全児童生徒のほうへ１人１

台のタブレット配布をいち早く行いまして、全国で最先

端のＩＣＴ教育が行われております。

　ここからは高森町の草原の概要についてご説明さ

せていただきます。

　高森町の草原につきまして、その多くを牛の放牧に

活用しておりまして、畜産農家や町民の方の大切な資

源として保全されてまいりました。高森町の草原は牧野

と呼ばれており、阿蘇のあか牛が放牧されている牧野

はのどかな風景として多くの人に親しまれております。

　高森町の牧野面積につきましては、1,211ヘクター

ルありまして、草原維持として行われている野焼きに関

しては、実施面積が621.5ヘクタールとなっております。

また、管内には14の牧野組合がありまして、皆さん精

力的に草原維持のほうに取り組んでいただいており

ます。

　最後に、高森町の取組と課題については、長年、放

牧や野焼きによって保全されてきている草原なんです

が、近年、管理をしている牧野組合員さんの高齢化等

によって、野焼き実施が大変難しくなってきている状況

にはございます。町としては野焼きに係る補助金等で

野焼き実施者の方の負担軽減等に取り組んでおります

が、年々、実施面積が減少しつつある傾向にございます。

　また、高森町にある阿蘇高森オーガニックセンター

というところでは、世界農業遺産の構成要素であります

阿蘇の草原に生えるススキなどの野草や畜産農家か

ら出る牛ふんなどを混ぜて堆肥を作っております。こち

らは町内を中心に阿蘇地域の農産物に還元して、循環

型農業を確立しております。

　このほかにも未来の草原を引き継ぐ子供たちのほう

に阿蘇の草原のすばらしさや草原の抱える現状につ

いて伝える草原学習などが行われております。

　以上で説明を終わらせていただきます。

○議長（太田長八）　どうも高森町さん、ありがとうござ

いました。

　高森町さんの取組は、全ての自治体が抱えている課

題と同じだと考えております。そういう中で、皆さん方に

対してよりよい回答ができればいいなと思いますので、

またいろんな意見をよろしくお願いいたしたいと思い

ます。

　それでは、続きまして、広島県の北広島町の生涯学

習課長の西村豊様、よろしくお願いいたします。

○北広島町生涯学習課長（西村　豊）　皆さん、こん

田市さんにお住みだそうでございますので、本当にあ

りがとうございます。

　そしてもう一点、これ本当、関係ないんですよ。歌手

に永井裕子さんっていらっしゃるんですけれども、その

永井裕子さんが結構大田市さんのを歌って、うちの町

の観光大使になっているんですよ。やっぱりそういう中

でまた大田市さんとよろしくお願いいたしたいと思いま

す。どうもありがとうございました。

　続きまして、熊本県の南阿蘇村の農政課主幹の後藤

進哉様、よろしくお願いいたします。

○南阿蘇村農政課主幹（後藤進哉）　昨日ですね、阿

蘇分科会では吉良村長の報告がありましたが、本日は

私のほうから発表させていただきます。

　最初に村の概要からになります。

　南阿蘇村は総面積137キロ平方メートル、熊本県

の北東及び阿蘇くじゅう国立公園、阿蘇カルデラの南

に位置する人口１万340人の村です。雄大な南阿蘇

の山と緑、そして環境庁の日本名水百選に選定されて

いる白川水源に象徴される豊かな自然環境に恵まれ

ています。

　2016年４月の熊本地震では、これまで経験したこ

とがない甚大な被害を受けました。これにより人口も１

割程度減少しましたが、村に定住促進課や空き家バン

クを設置し、移住者を受け入れる環境整備を推進して

います。

　続きまして、農業、観光についてです。

　基幹産業である農業は、白川中心に水田が広がり、

のどかな農村風景を生み出す農村は、水稲をはじめ

畜産、ミニトマトやアスパラなどの施設園芸が盛んです。

昼夜の寒暖差が大きい気候により、自然のうまみが

しっかりと詰まった農産物が自慢です。有機農業、環境

保全型農業を推進しており、安心安全な農産物づくり

に取り組んでいます。

　また観光では、大自然を中心にたくさんの観光資源

に恵まれています。新阿蘇大橋のたもとにある展望所

ヨ・ミュールからは、長陽大橋、白川第一橋梁を眼下に

望むことができ、新たな観光スポットとして注目を集め

ています。

　また、熊本地震で落ち込んだ観光客数は回復傾向

にあり、本村本来のにぎわいが戻りつつあります。

2017年９月にはアウトドアショップモンベルと村が協

定を結び、アウトドア活動促進や地域経済の活性化な

ど、包括的に協力をし合い、観光振興に取り組んでい

ます。

　続きまして、草原の概要に移ります。

　南阿蘇の草原は阿蘇カルデラの阿蘇山側及び南外

輪山側に広がり、季節ごとに違った表情を見せてくれま

す。南阿蘇の草原は牧野とも言われ、平成21年に行わ

れた阿蘇草原維持再生基礎調査では、本村の牧野面

積は2,470ヘクタール、そのうち野焼きが行われてい

る面積が1,170ヘクタールとなっております。管内には

23の牧野組合があり、牛の放牧をしている箇所もあれ

ば、野焼きのみ実施している牧野もあります。

　続きまして、本村の取組と課題についてですが、昨日、

分科会で村長がご報告された内容と重複する点がご

ざいますが、ご了承をお願いしたいと思います。

　草原の維持に欠かすことのできない野焼きですが、

その面積は、以前と比較すると減少しています。本村を

含む阿蘇郡市７市町村の草原はこの100年間で半分

以下に、直近30年で見ても４分の１近く減少しており

ます。

　本村では熊本地震で各牧野の原野火入れが中断さ

れました。平成31年度からは一部再開に向けて、熊本

県、阿蘇グリーンストック、村において協議をした結果、

白川牧野で一部再開、その後、令和２年には吉田牧野

でも再開できました。それに至るまでに県、グリーンス

トック、村で防火帯を設置する費用を予算化したり、火

入れ責任者を各区長や牧野組合長から村長へ変更し、

負担の軽減を図りました。

　今後の課題として、火入れが中断しているところの

再開が可能となるか、防火帯の整備、担い手不足、地

区住民の高齢化に対する支援が上げられます。

　補足でですね、昨日、村長から報告がありました課

題に対する取組で、ハードとソフトの対応が求められる

ことをおっしゃっていましたが、ハード面では牧道等、

恒久防火帯の整備ですね。ソフト面においては担い手

の確保ですね。畜産農家を増やすための取組として、

今後、放牧へのＧＰＳを付着して移動管理等を管理す

るシステムの導入やバーチャル研修の導入を計画し

ております。

　また、目的と認識の改革ですね。景観維持から水源

保全のほうへの啓発をしていくということで推進をして

いく予定です。

　以上、南阿蘇村からです。ありがとうございました。

○議長（太田長八）　後藤様、どうもありがとうございま

した。

　南阿蘇村様には、本当に熊本地震、大変でございま

した。今後も頑張っていただきたいと思います。

　そういう中で、今度、山焼きにおきまして、村長さんが

本部長、その中でまた新たにやるという中で、それは大

変期待しております。それから、山の保全、これ大変で

ございますので、引き続きどうぞよろしくお願いいたし

の整備。それから、カヤの販売先の確保、事業規模を

拡大するための専従職員の確保等といったようなこと

が課題となっております。

　北広島町からは以上です。ありがとうございました。

○議長（太田長八）　西村さん、どうもありがとうござい

ました。

　それで、芸北町の白川先生に今回大変お世話になり

ました。本当にありがとうございました。

　それで、私がやっぱりちょっと感じたのは、中学生の

活用ですね。やっぱり中学生、カヤを刈って、地域通貨

でそれをまた地域で還元する。大変すばらしい取り組

みと感じましたので、うちの町もやってみたいなと感じ

ましたので、その節はまたご指導をよろしくお願いいた

したいと思います。

○北広島町生涯学習課長（西村　豊）　ありがとうご

ざいます。

○議長（太田長八）　どうもありがとうございました。

　続きまして、島根県大田市の環境政策課長、和田二

朗様、よろしくお願いいたします。

○大田市環境政策課長（和田二朗）　皆様、こんにち

は。島根県大田市です。

　市長が所用で出席できませんので、私、環境政策課

長の和田が代理で発表させていただきます。

　大田市は、東西に長い島根県のほぼ中央部に位置

する人口約３万3,000人の小都市です。北は日本海に

面し、南は中国山地が迫っているため、山林原野が多

く、平たん地は僅かです。

　本市は世界遺産、石見銀山遺跡に代表される貴重

な歴史文化や国立公園三瓶山をはじめとした豊かな

自然に恵まれています。昨年度には「石見の火山が伝

える悠久の歴史～“縄文の森”“銀の山”と出逢える旅へ

～」が日本遺産に認定され、さらなる観光客の増加が

期待されております。

　さて、当市には標高1,126メートルの三瓶山があり

ます。その麓には西の原、東の原、北の原と呼ばれる草

原があり、放牧のほか、観光客、市民の憩いの場として

利用され、クロスカントリーコースなども整備されてお

ります。また、ダイコクコガネ、ユウスゲ、オキナグサと

いった希少動植物の生息地となっており、中でも最も

広い西の原では、毎年春に火入れが行われ、三瓶山の

草原景観の象徴的な存在となっております。

　三瓶山は、昭和38年に大山隠岐国立公園の一部に

編入されましたが、山麓に広がる牧歌的な草原景観が

指定理由の一つでした。ところが、昭和50年代になる

と、時代の流れから放牧が急速に廃れていき、植林な

ども行われて、山肌は一気に森林化していきました。放

牧の衰退とともに途絶えていた火入れですが、観光客

の出火による山火事を契機に平成元年に復活し、以降、

防火の観点から行政が主体となって毎年３月に行うよ

うになりました。

　平成７年には西の原の一部が放牧場として整備さ

れ、24年ぶりに放牧が復活しました。平成９年には、第

２回全国草原サミットが三瓶を会場に開催され、これ

をきっかけに行政、研究者、農業者、ＮＰＯなどの官民

ネットワークが形成されました。

　翌年からは放牧による防火帯切りを行うなどの工夫

により、経費を極力抑えながら火入れを実施すること

ができるようになりました。

　平成19年からは、従来の牧野組合、大田市等に消

防、警察が協力する体制に自然保護団体や地元の自

治会、ボランティアなどが加わり、市長をトップとした実

行委員会方式で火入れが開催され、また、目的の中に、

従来の防火に加え、国立公園管理計画にも明記されて

いる草原景観の維持を加えました。

　官民の連携により日本で一番安全な野焼きと自負し

ておりましたが、平成29年度には、風向きと火勢の急

激な変化により、消防署の資機材輸送車が１台全焼す

るという事故が発生しました。近年はドローンも取り入

れ、経験豊富なリーダーが最前線の状況を具体的に把

握しながら指示を行う形で、より安全に火入れを実施

しております。

　昨年度は新型コロナウイルス感染症の予防を考慮

して、ボランティアを募集せず、約30ヘクタールを関係

者約150人態勢で実施いたしました。現在、西の原の

草原景観は、放牧や火入れなどによってある程度守ら

れているものの、人の手が加わらなくなったところはす

ぐに森林化してしまうという現実にあります。このすば

らしい草原景観を貴重な財産として、将来にわたって

保全していくには、多くの市民や関係機関の協力が必

要です。また、単に火入れに参加してもらうだけではな

く、その意味合いを十分に理解してもらうことが大切で

あると考えております。

　以上です。

○議長（太田長八）　和田様、どうもありがとうございま

した。

　今の大田市さんから観光客の火事からまた再開さ

れた。災いをよいほうに持っていったことで、すばらし

いことだと考えております。さらにまた、山焼きの難しさ、

いくらやっても大変だと。そういう中で、もう大変勉強に

なりました。

　またこれ話は違いますが、今回は大変ネットワーク

の高橋先生にお世話になっており、高橋先生は何か大

任者ということになっておりました。地元の消防団が

ジェットシューター担いで火消ししているところ……、

私もしていますけれども、あとは阿蘇グリーンストックさ

んにボランティアの要請をしまして、ボランティアのご

協力を得ながら野焼きを推進しているところもあります。

　地震前ですね、死亡事故とか怪我とかがありました

んで、そういった理由で、その後、地震がありましたの

で、野焼きが再開できないというところになっておりま

す。再開するための今、工面をしているところであります。

　ちょっと私が知らないでですね、地元の行政区以外

でしているところもあるかもしれませんけれども、基本

的に地元の行政区が事業主体として野焼きを実施して

いるところであります。

　以上です。

○議長（太田長八）　後藤さん、どうもありがとうござい

ました。

　ほかの自治体で何か活動しているところがありまし

たらお願いしたいと思いますけれども。

　じゃちょっとうちの取組が、ちょっとうちの町は結構

行政が携わっていたんですけれども、今は財産区、

やっぱり共有財産区、いわゆる区ですね、区の方が中

心となりましてやっております。行政が出ているのは消

防団、これも民間ですけれども、ある程度それに対して

参加で、もうほとんど民間がやっている中で、やっぱり

皆さん方も同じもう高齢化、そしていかに高齢化の中

で新たな担い手を見つけるかということが課題でござ

いますので、その課題につきまして、後でまた課題、問

題にしていきたいと思いますけれども、太田市長、こう

いうことでよろしいでしょうか。

○真庭市長（太田　昇）　今、町長がおっしゃいました

ように行政区も結局高齢化したり、メリットがあればす

るけれども、メリットがなかったらなかなか、昔やっとる

から、景観がどうだから、動植物がどうだからといって

なかなかできなくなってきていると思うんですよね。だ

から、安全でありながらどういう仕組みで何か新しいこ

とができないかとかですね、そういうことを勉強したい

わけですけれどもね。私の頭の中で考えているのは、怪

我をされても困るけれども、山焼きは難しいですけれど

も、カヤの刈り取りなんかは、これも大変なんですけれ

ども、一つの観光と結びつけてできないのかなと。ただ、

山焼きのほうはね、これは消防団の協力、そして死亡と

か事故のないように、それからその日の気象条件に

よってできなくなるとか、非常に不安定要素もあるんで、

なかなかいい知恵が出ないんですけれどもね。そのあ

たり、教えていただいたり、また知恵を出していただけれ

ば、このサミットが有意義だなというふうに思うんですが。

○議長（太田長八）　今、太田市長さんからいろいろ

問題点を提案、提示していただき、何か首長さんでこう

いう案がいいじゃないか、そういうことがあったらまた

ご発言願えれば大変ありがたいと思いますけれども。

　じゃ、まず私からちょっと発言させてもらって、皆さん

方には指名させていただきますので、よろしくお願いい

たしたいと思います。

　やっぱり今、太田市長が言ったように、山焼きをね、

ただ昔からやっているからやるんだと、そういうことが

結構、自分も多いと感じております。そういう中で、私、

これから生きる道は、うちの町、観光でございますから、

また太田市長さんが言ったように、観光と草原との結

びつき、それをいかにやっていくかということが大切な

のではないかと考えております。そういう中で、昨日の

シンポジウムの中で、やっぱりカヤを皆さん方に刈っ

てもらった中で、カヤを刈ることによって山焼きの負担

も少なくなるようなことも聞きましたので、そのカヤを

刈って、また観光に生かした中で、草原を守っていきた

いと考えております。

　また、カヤを刈ったことも、やっぱりある程度資金源

になるようなことも聞いております。さらに、自分は子供

たちが草原に対するある程度の認識、小さいときから

持っていなければなかなか草原に対する愛情は湧か

ないと考えておりますので、その辺の教育の活動もして

いこうかなとは考えております。

　東伊豆町はとりあえずそういうことを考えております。

では新温泉町長の西村町長、いかがでしょうかね、こ

んな考え方は。それから各首長さんにちょっといろいろ

まずお話を伺いたいと思います。

○新温泉町長（西村銀三）　当町、ＮＰＯ法人、上山高

原の周辺集落の７集落、それからもちろん県、行政、町

もバックアップして、地域が主体で取り組んでおるんで

すけれども、何といっても人口減少が最も我が町では

厳しい町であります。合併して今年で15年たったんで

すけれども、３割近い人口減少地域ということで、地域

は最も危機的意識を共有しているということで、上山高

原におけるこういったカヤの利用、それから山焼き、こ

ういう事業を通して知識の意思統一に大きく貢献でき

ていると。

　今回も実は、この７集落周辺に地域の運営組織がで

きることになりました。そういったことで、地域の意思を

まとめるためのそういった運営組織と同時に、施設の

建築も今年度スタートいたしました。そういった意味で

は、一つの高原を地域の過疎と、そういった過疎意識

を払拭して、地域の活性化につなげていく、そういう点

で新温泉町では大きく貢献できつつあるということを

つ草原が残る里を再発見いたしまして、その大切さを

広く紹介するとともに、次の世代へと残していくことを目

的に、未来に残したい草原の里100選を選定するとい

うことが目的でございます。

　期待される効果といたしましては、４点ございます。

社会的に価値が認知されていない草原の掘り起こし、

２点目が草原の価値を知らない人への普及、３点目、

現に草原に関わっている人たちの意識や誇りの向上、

４点目が火入れやカヤぶきなどの伝統文化の担い手

の価値づけでございます。

　事業のスケジュールですが、このアナウンスにより募

集を開始いたします。応募の締切りを今年の12月とい

たしまして、その後の審査に入ります。翌年の４月には、

この選定結果の発表、秋には表彰式やシンポジウム

等、普及・交流の機会づくりを予定しております。

　その他の事業概要につきましては、全国草原再生

ネットワーク会長の高橋様より説明をお願いいたします。

○全国草原再生ネットワーク代表理事（高橋佳孝）　

それでは、少し詳しく述べさせていただきます。未来に

残したい草原の里100選を本日、募集のアナウンスを

させていただいております。主催は、全国草原の里市町

村連絡協議会の主催でございます。

　ただいま太田町長のほうから詳しい経緯が述べら

れましたので、この部分は割愛させていただきますが、

本日この第13回全国草原サミットにおいて募集をアナ

ウンスするというところに至っているわけでございます。

　草原の100選というのは、先ほどちょっと町長のほう

からもお話がありましたけれども、日本には多様な自

然を形づくる希少な生態系の一つである、それが草原

であるということですね。長年にわたって、人と自然の

関わりの中で地域の環境、文化、観光など様々な恵み

を提供してきました。しかし、多くの人たちは、国民の多

くは、草原の成り立ちや意義を知らないという現実もご

ざいます。このような多様な価値を持つ草原と人のつ

ながりを再発見して、その大切さを広く紹介し、次世代

へと残していくことを目的として、今回、草原100選を

選定するに至ったわけです。

　ここで言う草原の里というのは、草原に関わる暮ら

しが残る里というイメージをしていただければよろしい

かな。

　これはコンセプトペーパーとして、前会長の日高会

長のときに作った内容ですけれども、この右のほうに

書いてありますように、未来に残したい草原の里100

選の選定というのは、地域からの自薦によって選定し

ていこうと。それから、様々な科学的な観点から評価す

るし、この選定の過程そのもの、あるいはその論議をす

感じております。

　実は、神戸とか周辺、特に関西方面、神戸・大阪方面

からのいろんな協力、山焼きにおける協力者も出てき

ていまして、いろんな意味で地域の盛り上がりができて

いるということであります。いろんな相乗効果が生まれ

ているというのは、この草原サミット以降、非常にいい

流れができていると考えております。

○議長（太田長八）　ありがとうございます。

　串間市としましては何かありますか。

○串間市長（島田俊光）　私たちはカヤを利用すると

ころじゃないんですが、牧草、昔からの家畜の牧草地

帯ということで、取り組んでいたわけでございます。た

だ、我々が一番重要視しているのは、都井岬の風光明

媚な観光地の保全に取り組んでいるんですが、我々本

当にその人間を集めるのが大変な状況にあるわけで

すが、もともと岬はマツ組合という団体がありまして、そ

のマツ組合がボランティアで活動する人たちを今、真

庭市も言われた観光にマッチした方たちを呼んで、

100名程度の人たちで野焼きをしているわけですが、

本当に野焼きの体験というのはですね、今の現代の中

ではなかなか体験することはできないんで、その体験

学習に来る人は少しずつ増えつつあります。ただ、行政

として、野焼きの体験をどのようにアピールするかとい

うのがございます。また、太田市長が言われたように、

死亡事故などが発生したときの我々の責任ですね、そ

ういうのが問われますので、ここはもう少し考えてやる

べきじゃないかなと思っております。

　あと一方の笠祇というところにあるんですが、ここも

やっぱり牧草を育成するための野焼きをしております

けれども、ここが人口減少と高齢化が進んでおりまして、

やはりここの野焼きについてもボランティアで、いわゆ

る体験学習というようなことで人を集めてやっていると

ころでございます。

　また、真庭の太田市長さんにはＣＬＴの研修や木質

の研修でいろいろとお世話になりました。心から感謝

を申し上げたいと思います。

　串間の取組としては、観光とマッチした野焼きでござ

いますが、ただ、それがうまくいくかいかないかは我々

の努力だろうと思いますので、今後の課題として取り組

んでいきたいと思っております。

　以上であります。

○議長（太田長八）　ありがとうございました。

　すみません、川南町長の日髙さんも何かございまし

たら。

○川南町長（日髙昭彦）　うちは湿原なんで、面積も３

ヘクタールぐらいなんで、皆さんのことを聞きながら勉

強していたところで、職員とどうするという話をしていた

ところです。ただ、本当に人が手を入れないと維持でき

ないというのは共通の課題でありますので、そこは

やっぱりみんなで知恵を出していくしかないんだろう

と思っております。

　以上です。

○議長（太田長八）　ありがとうございます。

　太田市長、これでまた何かありましたら、よろしくお

願いします。

○真庭市長（太田　昇）　ありがとうございます。

○議長（太田長八）　太田市長、よろしいですか。

○真庭市長（太田　昇）　ありがとうございました。

　また私どもも勉強させていただきながら、地元でしな

がらボランティアとかですね、そういう人も育て、そして

観光にまで、山焼きも初めは安全なところでやっても

らって、それからだんだん慣れていただければ、結構も

う毎年来るというような人も出てくるはずですのでね、

そういう守ることと自分の楽しみというか、やっているこ

との意義とを感じながら楽しんでもらえる、そういう人

をつくっていきたいと思います。ありがとうございました。

○議長（太田長八）　すみません、まだやりたいところ

ですが、時間がございませんもんで、この辺でこの会は

ちょっと閉じて、次の議題にいきたいと考えております。

６．草原１００選について

○議長（太田長八）　次は、「未来に残したい草原の里

100選」のアナウンスでございます。

　それではまず、私からこの事業の趣旨、また経緯、そ

れとスケジュールにつきまして説明させていただきます。

　主催は、全国草原の里市町村連絡協議会でござい

ます。協力また後援は、一般社団法人全国草原再生

ネットワーク、後援は環境省、静岡県、一般社団法人の

茅葺き文化協会、公益財団法人日本自然保護協議会

となっております。

　事業の趣旨ですが、多様な価値を持つ草原が残る

里を再発見し、その大切さを広く紹介するとともに、次

の世代へと残していくことを目的に、未来に残したい草

原の里100選を選定いたします。

　事業の経緯といたしましては、2012年に阿蘇で開

催されました、第10回全国草原サミットに出席した14

市町村の首長によりまして、草原100選の選定が提案、

採択されたことを受けまして、2016年に自治体におけ

る全国草原の里市町村連絡協議会が発足いたしました。

そして、2021年の総会にて、今回のサミットにてこの事

業の開始をアナウンスすることが決定いたしました。

　まず、事業の目的でございますが、多様な価値を持

記述でさせていただくということになっております。

　これ以外にも当然、重要な際立った特徴があれば、

それを考慮していくという形で選考の基準とさせてい

ただこうかと。

　それから、皆さん、興味をお持ちと思います。スケ

ジュールの問題ですけれども、今回、第１回選考とあえ

て書かせていただいたのは、さっきもお話ししたように

一発で100をそろえてそれで終わりという世界ではなく

て、一緒に歩みながら一つ一つ重ねていきたいという

ことです。２年か３年、数年かけてでもゆっくりと応募を

していただきながら選考していただくというスケジュー

ルを想定したものでございます。

　応募の公開は本日、この場で草原サミット東伊豆大

会において募集を発表いたします。

　応募期間、本日から１２月１５日必着という形を取ら

せていただきます。ただ、応募のフォーム等をホーム

ページで掲載する時期が若干遅くなりますので、近日

中にホームページは公開するという形を取らせていた

だきたいと思います。

　審査期間ですけれども、第１次審査は１２月１５日の

締切り以降２月から３月までに終わらせて、最終審査

を翌年の２月から３月頃に開催して最終決定をしよう

と思っています。この審査に当たっては、場合によって

は現地審査もさせていただくことになろうかと思ってお

ります。

　それから、発表や表彰のスケジュールですけれども、

結果発表は来年の４月を予定しております。これは主

催者である全国草原の里市町村連絡協議会の総会が

開催されるときでございますので、その場で結果の発

表を行います。

　その後、秋までに表彰式やイベントの準備を行うと

ともに、現地の取材を行いながら、より深くその内容を

理解していくような期間として、追加書類等の提出が必

要であれば、それもお願いするような形になるかもし

れません。

　表彰式やシンポジウム、一応、来年の秋を予定して

おります。こういう場で表彰されたということを皆さん、

内外に強くアピールする機会をつくっていこうと思って

いるところです。あくまでも選んで終わりという世界では

なくて、一緒に歩み、輪を広げる、そういう形の100選

にしたいと思います。何度も言いましたけれども、みん

なで積み上げていって、最終的には全国草原年鑑みた

いなものに集約できればいいなというふうに今考えて

いるところです。

　間もなく、近日中に公開されるホームページですけ

れども、若干、最終版とは異なることになるかもしれま

せんが、イメージとしてこんなふうな形のホームページ

が皆さんのほうにお伝えできるんではないかと思って

います。草原の里100選とは何かという文言もあります

し、スケジュールのことについても具体的に記述されて

いますし、選考の基準について、より詳細な内容がそこ

に記される予定になっております。

　応募方法、応募様式のダウンロードをここでやって

いただいて、それに書き込んで応募していただくような

形を取らせていただきます。

　それから、自治体の推薦が必要だというお話があり

ましたが、その推薦様式についても、ここにホームペー

ジ上でダウンロードできるようにしたいと思っております。

　最後に、湯本貴和委員長からのメッセージを載せさ

せていただく、そういうふうな構成ないようにしようと思

います。

　湯本先生のメッセージには、草原100選の概念とか

エッセンスというものがまさしく濃縮されておりますの

で、その一部をここにお示しして、最後の報告を終わり

にしたいと思います。

　ちょっと読ませていただきます。

　「未来に残したい草原の里100選」は、それぞれの

地域が草原を生かした地域づくりを競い合い、その輝

かしい成果を顕彰する場とは考えていません。共通の

課題を抱えている地域が互いの実践やアイデアを学び

合い、共に未来へ進んでいくための仲間探しの場であ

りたいと思います。みなさんが応募する段階で、誇るべ

き宝を再発見したり、足りないパーツを認識したりする

作業そのものに大きな意味があると信じています。ぜひ

とも「未来に残したい草原の里100選」にご応募いた

だき、わたしたちの仲間の輪に加わってくださることを

願っておりますというメッセージをいただいております

というメッセージを頂いております。私たち関係者の共

通の思いを言い表していただいている内容だと思って

おります。

　草原の里というのは、まさしく未来に向けた草原保

全のシンボルになるであろうと思っております。風土に

根差した特色のある草原を育み、未来への展望も様々

な人の活動があり、そのような活動を通して人々が交

流し合う里、そういうものをイメージしたものになると

思われます。ふるさとの原風景とも言える草原のある里

の認知度というのは、まだまだ低いものがございます

が、この草原100選の活動を通して、草原の魅力と価

値を広く国民に伝えて訴えて行きましょうということで、

最後の言葉とさせていただきます。

　以上が未来に残したい草原の里100選の概要説明

でございます。ご清聴ありがとうございました。

ることがとても重要なんだということが期待されており

ます。

　それから、選定によって、先ほど町長からお話があっ

たように、様々な効果が期待される。さらに、未来へ向

けてですね、草原の里の持つ価値をアピールすること

になるというですね、新しい草原の活用方法もそうで

すし、草原の持つ新しい価値、そういうものを対応して

いくものにもなりますし、利用や保全をそれによって促

進されるようなものにしたいと考えております。

　それで、今回の草原の里100選の事業を行うに当

たって、大きなコンセプトをみんなでちょっと考えて行

きました。地域の人 と々草原の関わりの繰り返しの中で、

地域に蓄積されてきた知識とか意識、技術そのものが

草原の里の持つ価値であるというふうに考えました。こ

の価値のあるものを「共創資産」という、新しい用語で

すけれども、として捉える。各地に残っているこの共創

資産を日本全体で共有し活用することによって、次世

代に希望のある自然共生型社会を実現することに寄

与していこうではないかというのが事業のコンセプト

でございます。

　この事業、落とすための選考ではなくて、できるだけ

拾い上げ、仲間を増やしていくという観点から、また、一

度に100選ぶということよりも、時間をかけて少しずつ

増やしていく、そういうふうな形で進めたいと考えてお

ります。

　応募要件ですけれども、自薦という形で、草原と関わ

る民間団体、あるいは地方公共団体が応募できますと

いう形。ただし、民間が応募する場合には、地方公共

団体の推薦が必要となります。

　それから、選定の対象となる草原の里は、現在ちゃ

んと草原が存在している地域ということになります。

　応募に関しての確認事項、幾つかあります。これはま

た応募要領の中で詳細に記述しておりますので、そち

らをご覧になっていただければと思います。

　もし選考されなかった場合も、結果はちゃんとフィー

ドバックしていこうというふうなことを考えております。

　それから、選考の方法ですけれども、有識者の皆さ

んによる草原の里選考委員会というのを組織いたしま

した。ここが最終選考を行うということです。それから、

この選考委員会の下に実務者で構成する運営委員会

というのを組織しております。運営委員会は、１次審査

というか、書類審査を担当する。その結果を基に、最終

的に草原の里選考委員会が最終選考を行うという形

にしております。

　１、２と掲げてあります、最初は応募書類による審査、

候補の絞り込みを１次審査としてやって、１次審査で絞

り込めた地域について最終選考を行うという形を取ら

せていただきます。

　具体的な選考委員の名簿を一応ここに掲げさせて

いただいております。

　上のほうから、日本茅葺き文化協会代表理事の安藤

先生、それから、全国草原の里市町村連絡協議会の会

長である東伊豆町長の太田町長ですね。それと私と、

それから、京都大学霊長類研究所所長である湯本貴

和先生。湯本先生にはこの委員長になっていただいて

います。それから、皆さんよくご存じの東京大学名誉教

授の養老孟司さん。あと２名ほど、今、内諾をいただい

ている委員がございます。２人とも女性の委員でござい

ますので、最終的には７名の委員構成になる予定でご

ざいます。

　それから、選考の基準ですけれども、草原の生態系

と人々が暮らす里の関係性がつくり出した共創資産を

軸に５つの観点から選考するという形を取らせていた

だいています。一つ一つ、今から述べていきますけれど

も、１つは草原の自然、環境的価値と言ってもいいのか

もしれませんけれども、動植物が特徴的なものがある

かとか、景観の特徴はどういうものがあるか、そういう

ものをいくつかのポイントとして捉えて評価していく。

　それから、草原からの恵み、実際に利用の価値を受

け取っているかとか、あるいは資源の恩恵を被ってい

るかとかいう点からも評価していきたいと。現代的意義、

あるいはその認識というのもここに含まれますけれども、

過去の利用方法やどういう形の草原の恵みを得ている

かという具体的なものを判定する予定にしております。

　３番目が草原を維持し、享受する仕組み、そのもの

がきちんと理解されて継続されているか。それを持続性

とか公共性の尺度から評価をしていこうと。管理が

ちゃんと妥当なものであるか、それが今後も継続される

か、あるいはそういう意思が示されているか。それから、

経済がちゃんと還元されているかとかですね、主体と

かモニタリングというような項目が入ってくるかなと思

います。

　それから、４番目が共生型社会の実現に向けた波

及効果、まさしく未来に向けて草原の里が持つ重要性

をここで語っていただこうかと。地域や地域内外の社

会に及ぼすよい影響、これまであった影響もですし、今

後影響を及ぼすことが期待される、そういうものをきち

んと書いていただこうと。

　それから５番目、今の４つはある程度、選択肢で選

ぶような形をさせていただきますが、５番目はいわゆる

思いの強さです。関わっている人が熱く語れる熱量や

行動力を評価しようということで、ここらあたりは自由

○議長（太田長八）　高橋先生、どうもありがとうござ

いました。

　この件につきまして、何か質問がございますでしょう

か。ありましたら、挙手をお願いいたします。よろしいで

すか。

　それでは、このような方向でやりたいと思います。ま

た、多くの皆様の応募を期待しております。

７．サミット宣言採択

○議長（太田長八）　最後に、この第13回全国草原サ

ミットｉｎ東伊豆の宣言をさせていただきたいと思います。

　第13回全国草原サミットｉｎ東伊豆。

　私たちの暮らしに欠くことができなかった草原は、生

活様式が変化し草が使われなくなったことから、近年

ではとても珍しい風景になってしまいました。過疎、高

齢化により、山焼きや野焼きの担い手は減少の一途を

たどっており、今後、草原の維持はますます困難になる

ことが予想されています。

　細野高原でも、ススキを使うのはごく一部の農家とな

り、毎年早春に実施される山焼きが何のために行われ

ているか知らない町民も増えております。

　陸上の生態系は森林、草原、湿原などが様々な地形

の上に成り立っており、そのそれぞれに多様な動植物

が生息、生育しています。この多様性が人々の生活を

豊かにする礎となり、暮らしや文化が守られています。

草原は、その一端を担い、地域産業の基礎、水源の涵

養、生物多様性の保全、ＣＯ２の削減、カヤぶきや盆花

の文化など、様々な恵みを提供してくれます。

　草原を失うことは、これらのかけがえのない恵みを

失うことを意味しており、人々の豊かさや、また地域の

文化が失われることにもつながるものです。草原が育

んできた人と自然の共生の知恵や持続的な利用の技

術は、今後の持続可能な社会の実現を目指す上で欠

かせないものであります。

　私たち草原を有する自治体は、互いに学び合いな

がら草原を維持し、賢く利用していく努力を惜しまず、

草原のある里の風景を後世に引き継ぐための環境を

整備し、交流・連携を強化していくことをここ東伊豆町

において宣言いたします。

　それでは、東伊豆宣言。

　１つ、私たちの大切な草原、湿原を守っていくための

保全活動について、地域の関係機関と連携しながら共

に考え、支援していきます。

　１つ、すばらしい景観を活用した観光資源としての

草原と貴重な植物の自然観察など、教育・文化面との

調和を図り、次世代へと受け継いでいきます。

　１つ、かつてのように生活の中に草原の利用を取り

込む創意工夫を支援し、地域振興に活用できる社会環

境を整備します。

　１つ、未来に残したい草原の里100選事業を推進し、

草原の持つ魅力を全国に発信していきます。

　１つ、全国草原の里市町村連絡協議会の連携強化

とネットワークの構築、さらに全国の草原を持つ自治

体への協議会の加入促進を推し進めてまいります。

　以上、宣言する。

　令和３年９月27日。

　以上でございます。

　以上で議事を終了いたします。

　皆さん、このコロナ禍の中でこの全国サミット、参加

して本当にありがとうございます。特に首長様、今年、新

型コロナウイルス感染症の対応で大変お忙しい中参

加していただき、ありがとうございます。これからまた皆

様と連携し、この草原、また湿原の保全をやっていきた

いと思いますので、また連携して、またいろいろお知恵

を借りた中で、よりよいこの連絡協議会にしていきたい

と思います。

　本当に今日はどうもありがとうございました。

８．閉会

○司会　それでは、これをもちまして、第13回全国草

原サミット・シンポジウムｉｎ東伊豆大会を終了いたします。

　サミット宣言の精神に基づき、今後も各自治体や関

係者の皆様と草原の維持保全に取り組んでいきたいと

思います。今回は初めてのウェブ会議方式での開催と

なり、お見苦しい点もあったかと存じますが、ご容赦く

ださい。

　最後にお願いとなりますが、全国草原の里市町村連

絡協議会に加盟されていない自治体の皆様は、これを

機会に加盟のご検討をしていただきたいと思います。

　また、次回の草原サミット・シンポジウムの開催地が

決まっておりません。自治体の取組や草原のＰＲには

最も適したイベントだと思いますので、こちらにつきま

しても併せてご検討ください。

　新型コロナウイルス感染症が終息しましたら、ぜひ

東伊豆町細野高原にお越しいただきたいと思います。

　本大会へのご参加、ご協力、誠にありがとうございま

した。
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原草全国 サミット・シンポジウム in 東伊豆

るという提言をされました。これは後の草原100選のと

きにも出てくるワードですけれども、自然と社会が失わ

れれば、あるいは自然と人が失われれば、なくなるもの、

そういうものを共創資産と位置づけて語っておられま

した。また、この共創資産と言われるものは、時代ごと

の検証を受けて、長い間、自然と足されてきた、ある意

味中身のしっかりした技術や知識であると。そういうも

のが積み重ねているものがあって、そういうものを私た

ちはもう一度見直すとともに、将来に受け継いでいく必

要があるんじゃないのかなというお話でした。

　それを受け継ぐために必要なものとしては、その方

法であるとか実行力であるとか仕組みとか、あるいは

行政の役割として非常に大きいのは、法令とか条例の

整備とか、そういう環境整備であると。それから、普及、

教育という、この５つの観点をしっかりと捉えていく必

要がある。

　その中で草原に関わる象徴的な活動として、ご自身

が北広島の芸北地方で進められている茅プロジェクト

の紹介をしていただきました。これは、地域にあるカヤ

材を子供たちが作った市場に集めて、そこで「せどやま

券」という地域通貨を発行して、その発行したせどやま

券で地域の経済も回っていくという、様々なメリットを

持った内容でした。要は、利用が放棄されて社会資本

が喪失している中で、その利用の仕組みをもう一度導

入するによって草原の保全に循環性とか展望が生まれ

ているという非常に象徴的なお話でありました。

　各地に残っているこういう共創資産を見いだして、

それを共有して、それから未来にも役立てていくという

ことが大切だろうと。今日人間だからこそ生み出されて

いる、この美しさを大事にして生かしていきたいという

ことを最後に述べられて基調講演を終わられました。

　それから、パネルディスカッションは、その基調講演

をした白川さんがコーディネーターとして登壇していた

だき、東伊豆町の太田町長、それから私と、稲取地区の

特別財産運営委員会の山田さんと東伊豆町観光協会

の石島さんに登壇いただいて、この地元の細野高原の

活用、それをどういったふうに持続性の観点から理解

するかというテーマについてパネルディスカッションが

行われました。

　会場の様子はこんな感じで、それぞれ登壇しており

ます。

　それで、内容ですけれども、実は2008年にこの東伊

豆町で全国草原シンポジウムというのが行われていま

す。もう13年か14年たつわけですけれども、当時から

担い手の問題とか観光の利用について新しい取組を

やりたいという動きがございました。ただ、観光のほう

も着 と々いろいろな形で進めていて、例えば草原に入る

ときの入山料のような形で、観光客からその対価を頂

いて管理運営に回せるという、全国でも画期的な取組

もやられているんですけれども、そういう形で観光客が

増えるにしたがって、様々な問題点も生じてきているよ

うです。今後はその利用のルールをしっかりと構築し直

すことが大切であるというふうなお話がございました。

　そのためにも、都会の人と地元の人の意識の相違と

か認識の違いをうまくコーディネートするような、そうい

う組織体制も必要ではないかと。

　それから、入山料については、最初はいろいろと来

訪者から文句も言われたそうなんですけれども、今で

は多くの方がそれを理解して払っていただいていると

いう、そういう意識の醸成もできているんですよという

話がございました。

　草原はまさしく人との関わりの持続的モデルであっ

て、これは新しい社会の礎ともなるであろうと。それか

ら、草原学習は子供だけではなく、子供から地域へ広

がる、そういう可能性を秘めており、まさしくＳＤＧｓの地

域版である。そういうふうな結論で終わっております。

　最後に、町長さんのほうから、こういう問題は東伊豆

だけではなく全国の問題である。これからも多くの自治

体と共に手を取り合っていきたいという力強い宣言を

いただいております。

　それから、分科会はそれぞれの場所で行いました、

このオンラインを利用してですね。それぞれが自立し

て行っていったという形になっております。

　今回は３つの会場で分科会が行われました。１つが

この地元の東伊豆町の会場で、テーマは「保全・利用・

継承」と、これをどう循環させるかということで、地元出

身の東京都立大の内山さん、それから草原を守ってお

られる入谷区の鈴木さん、地域おこし協力隊の藤田さ

んがコーディネートしていただいております。

　蒜山会場のほうは、利用の面から、カヤの利用をす

ることによって草原保全にどう関わっていけるかという

ことで、地元の郷土自然館の前の館長さんでいらっ

しゃる前原さん、それから鳥取大学で自然再生につい

て関わっておられる日置先生、実際にカヤ刈りをした

り、カヤの建物を建てたりされている沖元さんと相良さ

んという２人のカヤぶき職人さんのトークセッションが

行われています。

　３番目の阿蘇会場は、草原の恵みを守る仕組みづく

りをどうするかということをテーマに行っています。主に

草原の持つ水源涵養力について科学的見地からの知

見、それから新しい知見というものを熊本県立大の島

谷さんから、それから、それを基にして、地域の草原を

たいと思います。

○東伊豆町長（太田長八）　それでは最後に、私から

静岡県東伊豆町の報告をさせていただきます。

　東伊豆町は細野高原という草原があります。昨日か

らのシンポジウムでも議論されてきましたが、この草原

の維持管理、また利活用、そして次世代への継承が、う

ちだけではなく、今聞きますと、全国の草原を持つ自治

体の共通の課題だと思います。このサミットで皆様のお

知恵をお借りした中で、また今後この課題に取り組ん

でいきたいと考えております。

　細野高原は、うちの町は稲取地区、熱川地区と二地

区があります。そして、稲取地区が４部落がある中で、

稲取地区に存在しております。その稲取地区の４区の

町内会が組織する稲取地区特別財産運営委員会が管

理しております。この４区の共同管理によりまして、防火

帯の設置や山焼きなどを実施しております。防火帯、ま

た山焼きにはそれぞれ120名ほどの人が出て実施し

ていますが、やっぱり作業者の高齢化、また、農業従事

者の減少によりまして、作業ができる区民が年々減りま

して、人的負担が増しております。また、この草原を管理

するのには、年間約500万円の費用がかかるため、経

済的負担も課題となっております。

　観光面では、この細野高原の資源を活用いたしまし

て、４月上旬から５月上旬にかけての山菜狩りや、また、

秋には秋のススキイベントを開催しております。イベン

トの開催時には、これはススキのほうですが、参加者

から600円、その他の期間におきましては20円を入山

料として頂いております。先ほど経済的負担のことを申

し上げましたが、これらの収入が維持管理には必要と

なってきます。しかし、これだけで全ては賄えませんの

で、入山料の値上げ、また新たな利活用を検討いたし

まして、この維持管理費用の捻出を考えていかなけれ

ばならないと考えております。

　そんな中で、イベント等のため、この道路、駐車場、ト

イレ等を整備し、誘客に努めておりますが、一方では、

来訪者のマナーも問題になっております。この大切な

資源を荒らされないよう、対策も同時に取っていくべき

と考えております。そして、何よりもこのすばらしい景観

や、また資源をどうやって次世代につなげていけるか

が大きな課題となっております。

　かつては農家の方がこのカヤをミカン畑に敷いたり、

またかやぶき屋根を使用したりするなどの活用がされ

てきましたが、農業後継者が減っていく中でのこの現在

では、カヤの需要もほとんどない状況でございます。し

かしながら、このすばらしい景観、また資源は、山焼き

等の保全活動を継続していかなければ守っていけま

せんので、町内の子供たちに、また地元にこんなすば

らしい草原があること、また、この草原は人の手によっ

て守られていること、また、カヤを使った昔の文化を教

育していくなど、未来につないでいかなければならな

いと感じております。

　これらの問題解決を図るため、昨年度、稲取地区の

特別財産区運営委員会をはじめ、行政、また観光協会、

農協、高原の専門員などで組織する「細野高原を考え

る会」が発足されました。この会では４区が継続的に細

野高原、これを維持管理していただくためにはどのよう

に、また、観光、産業などの資源としての活用、周辺の

地権者とも協力して、新たなこの魅力の創生、これを

図っていくかなどを検討しております。今日は皆様方か

らいただいたこの知恵をお借りいたしまして、この会の

発展にも生かしていきたいと同時に、この草原を全国

に発信できればと考えております。これからもどうぞよろ

しくお願いいたしたいと思います。

○議長（太田長八）　以上でこの参加自治体からの報

告が終わりました。いろいろなお話を伺いました。その中

でまた意見や質問等もあるでしょうから、ここからは自由

な形で意見交換会をさせていただきたいと思います。

　ご意見がございましたら、挙手をお願いして、発言し

ていただきたいと思います。どうぞよろしくお願いいた

します。

○真庭市長（太田　昇）　よろしいですか。

○議長（太田長八）　どうぞ。

○真庭市長（太田　昇）　それぞれすばらしい取組を

勉強させていただきましたが、恥ずかしい話、蒜山高原、

まだ山焼きの面積が80ヘクタールぐらいなんですね、

どんどん減っていて。何とか維持しようと思っているん

ですけれども。600ヘクタール焼いているとかですね、

本当にたくさん広い面積を焼いているとこら辺の取組、

もうちょっと詳しく、それもその行政というよりは、住民

の方とか、あるいは子供も参加してということですが、

もう少し、こんな取組をしているよということをご紹介い

ただければありがたいんですが。勉強させてください。

○議長（太田長八）　今、太田市長からの行政以外の

ほうの取組、これが何か具体的なことがありましたら、

どなたかご発言願いたいと思います。

　南阿蘇村の後藤さん、よろしくお願いします。

○南阿蘇村農政課主幹（後藤進哉）　先ほども説明さ

せていただきましたけれども、本村の牧野面積が

2,470ヘクタールで、野焼きが行われているところは

1,170ヘクタールということなんですけれども、地震前

はまだ野焼き面積は広くて、この事業主体というのが各

地元の行政区とかになりまして、以前は区長さんが責

１．開会

○司会　それでは、ただいまより第13回全国草原サ

ミット～未来へつなごう！壮大な海すすきの草原～を

開催いたします。

　私は進行を務めます東伊豆町企画調整課長の森田

と申します。どうぞよろしくお願いいたします。

２．挨拶

○司会　まず初めに、開催地を代表して、本大会の実

行委員長である東伊豆町長　太田長八よりご挨拶を

申し上げます。

○東伊豆町長（太田長八）　皆様、こんにちは。東伊豆

町の町長の太田でございます。

　本日は、この首長様におかれましては、新型コロナ

ウイルス感染症の対応で大変お忙しい中、全国草原サ

ミットにご参加していただきまして、誠にありがとうござ

います。

　本来であれば、皆さんにこの東伊豆町にお越しいた

だきまして、顔を合わせながらこの意見交換をさせてい

ただくところでございますが、１年延期したにもかかわ

らず、新型コロナウイルスの感染がなかなか収まらな

い状況ですので、このようなオンラインの会議とさせて

いただきました。ご理解願いたいと思います。

　この後、前回大会の報告、それから、昨日から行って

きましたシンポジウムの報告もお願いいたしますが、こ

こから先がメインであるサミットとなります。全国に存

在する草原の価値、また課題につきまして、参加者の皆

様から貴重なご意見を提言していただきながら有意義

な大会となるよう期待しておりますので、どうぞよろしく

お願いいたします。

○司会　町長、ありがとうございました。

　それでは、本日は東伊豆町以外に８自治体の皆様

にご参加いただいております。

　参加者について、事例等の発表順にご紹介させてい

ただきます。

　前回サミット開催地の宮崎県川南町、町長、日髙昭

彦様、兵庫県新温泉町、町長、西村銀三様、岡山県真

庭市、市長、太田昇様、前回サミット開催地の宮崎県

串間市、市長、島田俊光様、熊本県高森町、町長、草村

大成様、広島県北広島町、生涯学習課長、西村豊様、

あったり、いろんなところに登場する、そういう特徴が

ございます。

　ここが町の中心部にあります、広さ的には３万

3,000平方メートル、3.3ヘクタールということでござ

います。植物のほうは、およそ300分類で、そのうち

170種ほどが希少な植物であるということでございま

す。平成22年から一般に公開しておりますので、今年

で12年目に突入したところであります。開園期間は４

月から11月の間ということになっております。

　では、この活動の状況の現状なんですけれども、基

本的にこの湿原は、ボランティアの団体であります川

南湿原を守る会の方々が運営をしていただいておりま

す。日常の草刈りなどの管理、それから植物の整備状

況、また、案内も全てそういうボランティアの方がやっ

ていただいているという状況でございます。

　管理作業は大きく分けて２つあるんですが、まず６月

ぐらいに水草を除去いたします。特にセイタカアワダチ

ソウ等が水路等に入りますので、それを全員で除去し

ます。そして１月には草出しをして火入れをするという

ことでございます。先ほど言いました守る会の会員の皆

様、それから役場の職員、一部ボランティアの方々に手

伝っていただいてやっているところでございます。

　現在、その湿原のほうの普及活動ということでござ

いますが、年に３回ほどの観察会を実施しております。

まず１回目が４月下旬のトキソウ・ハルリンドウ観察会

でございます。２回目が７月、夏にトンボの観察会、最

後が８月から９月にかけまして、ホシクサ観察会。ホシ

クサというのが実はもう世界でここしかないという、

ヒュウガホシクサであるとか、エダウチシロホシクサ

等がございます。専門の方には非常に貴重な植物だと

いうことでございます。

　今、本当にここしかない植物がありますので、一般に

開放しているんですが、まだそこまでＰＲをあえてせず

に、いろんな意味で、種の固定であるとか、そういう仕

組みを構築しながらいろんなことをこれからの目標に

しているところでございます。

　今回どこもそうですけれども、３年前に全国の大会を

開催させていただきまして、いい機会をいただいて、全

国的にＰＲを進めていこうという矢先ではございますが、

こういうコロナに関して、うちも県外とか遠くから専門

の方を含めた方が多くいらっしゃるもんですから、今は

残念ながら閉園という形になっております。いろんな工

夫や機会づくりをこれからしっかり行いながら、我々は

湿原の魅力をどうやって発信するか、これをどうやって

維持していくかというのをしっかり考えていきたいと考

えております。

　以上で前回の報告とさせていただきます。ありがとう

ございました。

○議長（太田長八）　どうもありがとうございました。

　本当、３年前に私、川南町さんと串間市さんにお邪

魔させていただきました。本当にすばらしい運営でござ

いまして、それを目標にやった中で、新型コロナウイル

スになってしまいまして、本当に残念でございます。そう

いう中で、やっぱりまず川南町の川南湿原、これを地

区の方が再現しようと頑張った中で、今、着 と々その準

備が進んできているということ、これはもう敬意に値い

たしますので、これによりましてまたまちづくりをやって

いけば、またすばらしい町ができるんじゃないかと思

いますので、頑張っていただきたいと思います。

○川南町長（日髙昭彦）　ありがとうございます。

４．シンポジウムからの報告、問題提起

○議長（太田長八）　それでは、次に、シンポジウムの

総括といたしまして、いつも大変お世話になっておりま

す、全国草原再生ネットワーク会長でございます高橋

様にこれまでの報告と、また問題を含めてよろしくお願

いいたします。

○全国草原再生ネットワーク代表理事（高橋佳孝）　

皆さん、こんにちは。全国草原再生ネットワークの高橋

でございます。

　昨日来、第13回全国草原シンポジウムがこの東伊

豆町で行われました。その概要について、私のほうから

説明をさせていただきたいと思います。

　ここは、町長の挨拶の写真が載っておりますけれど

も、昨日は基調講演とパネルディスカッションと分科会、

それから総合の討論会というのがございました。それ

に沿って、昨日のシンポジウムのご紹介をさせていた

だきたいと思います。

　最初は、芸北高原の自然館の白川さんの基調講演

から始まりました。基調講演の内容も非常に盛りだくさ

んでして、各地の人と自然が関わる取組について、たく

さんの事例を紹介していただきながら、そのなかに潜

んでいる非常に価値のある関係性というのを大事にし

ていこうということで、講演をいただいております。

　人と関わる自然をどのように守るかということですけ

れども、要は関わり合いを学んで、暮らしに寄り添って

人が決めていく自然そのものの価値を発信をきちんと

されているか、あるいは共有されているかという問題提

起から入ってきました。時代や地域に合った多様な活

用で、草原についても守っていく必要があるんじゃない

かと。

　大事なコンセプトは、残したいものは共創資産であ

島根県大田市環境政策課長、和田二朗様、熊本県南

阿蘇村農政課主幹、後藤進哉様、また、サミット中、草

原100選についてご説明させていただきますことから、

全国草原再生ネットワーク代表理事の高橋佳孝様に

もご参加いただきます。

　皆様どうぞよろしくお願いいたします。

３．前回サミットの報告（串間市・川南町）

○司会　それでは、各自治体から活動報告や課題の

提起などを発表していただきますが、ここからは、大会

実行委員長の太田長八東伊豆町長がサミット議長とし

て進行いたします。

　太田町長、よろしくお願いします。

○議長（太田長八）　それでは、しばらくの間、議長を

務めさせていただきます。太田です。

　ご協力のほどよろしくお願い申し上げます。

　まず、前回の開催地でありました宮崎県川南町長の

日髙昭彦様より、前回の報告並びに課題、取組につき

ましてご発言をよろしくお願いいたします。

○川南町長（日髙昭彦）　皆さん、こんにちは。川南町

長の日髙でございます。

　今回は本当にいろいろ大変な中、太田町長をはじ

め、関係者の方々に開催をしていただきましたことを改

めて感謝申し上げたいと思います。

　前回、もう３年前になります。市長お見えですが、宮

崎県の串間市と同時に開催をさせていただきました。

後ほど島田市長のほうにも話があるかと思いますので、

私のほうから話をさせていただきます。

　それでは、３年前、実は２つのＰＲポイントがありまし

て、１つはですね、今はオンラインでこうやって同時開

催、いろいろ当たり前なんですけれども、当時は串間市

と川南町と、県内ではありますけれども、車で３時間、

130キロぐらい離れていた会場を同時に開催をさせて

いただきました。今となればいろんな思いもあって、大

変だったんですけれども、いろんな経験もさせていた

だいたと思っております。

　もう１点が、川南町は草原ではなく湿原なんですが、

水のある草原を湿原という形で、初めてこの草原サミッ

トに湿原を登場させていただいたということで、改めて

感謝申し上げたいと思います。

　では、簡単に報告をさせていただきますが、前回は、

黒潮洗う野生馬の草原とトロントロンが育む湿原、ト

ロントロンについては後ほど説明いたしますが、そう

いうことで、連休明けの５月12日土曜日から月曜日ま

での３日間にわたってさせていただきました。延べ885

名の方に参加をいただいたところでございます。

　先ほども申しましたとおり、湿原を入れていただきま

したので、当時は12の自治体、特に県内から、川南町

と串間市ですが、湿原の関係で近隣市町村であります

新富町、高鍋町にも参加をしていただきました。

　先ほど言いましたとおりでございますが、このサミッ

トの中で宣言をさせていただきました。今回も宣言があ

るんですが、４つの項目をテーマとして宣言させていた

だきました。

　まず１点目がですね、まず、守るという点、それから２

つ目が安全、３つ目がＰＲ、４つ目が連携というキー

ワードになりますが、まず１つ目は、やっぱり湿原とい

うのは、草原というのは、人が手を入れないと維持でき

ないということで、今回も入っておりますが、湿原を守る、

草原を守る担い手の確保や保全活動を積極的に支援

するという、守るという点でございます。

　２つ目が、やっぱり草原管理の新たな技術やシステ

ムを活用する安全管理、つまり野焼きの安全性である

とか、カヤぶきの技術を、高所作業でありますので、そう

いう安全性を大事にするということで、安全管理体制

を積極的に支援するということでございます。そういう

安全を構築するということでございます。

　３つ目がＰＲというキーワードを使いましたけれども、

草原の大切さと公益的活用を広く国民にアピールする

ため、全国草原100選を選定するということを進める

ことを決定したところでございます。

　４つ目が連携と言いましたけれども、全国の草原を

有する自治体が連携して行動していくこと。全国草原

自治体ネットワークという、正式には全国草原の里市

町村連絡協議会という活動を強化するというテーマで

ございます。それは、前々回の平成28年、新温泉町で開

催されたときに設立をされたところでございます。

　それでは、簡単に川南町の活動の状況ということで

紹介をさせていただきます。

　まず、川南湿原ということなんですが、大きな特徴が２

つありまして、１つがですね、これは湧水、湧き水ででき

た湿原であります。よそからの流れ込みがないので、世

界でここだけという希少な植物が、現在発表されている

のが３つ、あとまだ幾つか未確定でありますけれども、ほ

ぼ間違いないということがございます。それから湧き水

でございますので、ここはたまたま町の中心地からすぐ

近く、歩いて行けるという地理的なメリットもございます。

　トロントロンという名前を先ほど申しましたけれども、

実はこれはトロントロンというのは、水が湧く、トロント

ロン湧く、湧き出るという音から来た正式な地名でござ

います。片仮名でございますが、川南町と言えばトロン

トロンというのが軽トラ市であったり、施設の名前で

どうやって守るかという、そういう行政側からの仕組み

づくりについて、南阿蘇村長の吉良さんから講演をい

ただいて、その後パネルディスカッションを行ったとい

うことです。

　東伊豆町の様子はこういう感じで、３人が登壇して、

会場と熱心な討議が行われました。こういう形で、茅葺

き文化協会の安藤先生なんかも非常に示唆的な、後で

ちょっとお話ししますけれども、コメントをいただいたり

して、地元の方たちもとても元気づけられる内容だった

と思っております。

　内容をかいつまんで言いますと、保全の面からいう

と、面積とともに管理がなくなったということが生物相

に大きな影響を与えているんだよと。それから、湿原保

全も大事だけれども、全体を通して鹿の問題が今顕在

化していて、草原だけで語れる内容ではなくて、全体の

管理ということも必要になってくるだろう。それから、

ゾーニングや安全な場所では、後継者育成のための

フィールドとして積極的に活用してもいいんじゃないか

という話がありました。

　それから、担い手の問題もあり、新たな仕組みが

やっぱり必要になってくるだろうな。１つはボランティ

アかもしれませんし、１つは野焼きの体制整備というこ

とかもしれません。

　それから、利用価値を最大限に活用する、すなわち

材としての草原もあるし、景観を利用した観光もあるで

しょうし、それを持続的なシステムとしてどうみんなで

関わっていくかということが重要だろう。それから、東伊

豆町さんは温泉もあり、海もあり、それから草原もあると

いうことですね、東京からも近いという立地条件もあっ

て、やはり観光が主体となる、産業として観光が主体と

なるだろうと。その中に草原の恵みであるカヤの利用

を取り入れて、地域の特性やスケールを発揮してはどう

かというのが安藤先生のほうから示唆されたことです。

特に例えば来訪者の拠点施設みたいなところとか、そ

ういうカヤふきが実際にできるようなところをうまく利用

して、そこに新しい価値も含めた来訪客へのサービス

提供というのもできるんじゃないか。カヤの循環によっ

て、癒しの空間形成というのが可能であるし、そういう

ものが今後観光を回していく上でも期待が大きいん

じゃないかという話があったというふうに覚えています。

　それから、蒜山会場のほうは、このようにカヤを使っ

たサイクリング施設というのを実際に建てられていて、

その新しい施設の近くでこういうふうなセッションを

行っております。

　内容ですけれども、草原の利用から見える、過去に

学ぶことによって蒜山らしさというのがよく分かるんだ

と。その利用の仕方や経緯から学ぶものも大きいとい

うことがありました。

　それからもう一つは、よく自然再生事業というのはい

ろいろ行われているんですが、その自然再生において

も地域経済を回すことが今大切になってきているんで

すよというお話。実際に草原のカヤを使ったサイクリン

グセンターというものがありますけれども、ここから広

がる新しい世界があって、それが地域を大きく回してい

く一つのきっかけづくりにもなるんじゃないか。

　それから、カヤの利用についても、いわゆる文化財と

か古民家だけではなくて、今は新しい施設や近代的な

施設、そういうものについてもいろいろとカヤが使われ

ている時代である。カヤぶきは新たにもう一皮むけて

未来に発展する、その礎となり得るものではないかと

いうことがありました。

　これまでは地元だけで使って守るというところから、

地域外の関係者も含めた、地域の人も一緒になって守

るという、幅広い守り方、そういうものが目指されており

ました。そのためには、地域内外の人と意識を醸成す

るためにも、楽しいということもとても大切なんではな

いかということが報告されております。

　それから、阿蘇のほうは、このように広がる草原が九

州の北部の６大河川の水源域になっているという、そ

ういう立地条件もありますけれども、今回、水源涵養を

中心とした生態系サービスについての討論が行われ

ております。

　新しく分かったこととして面白かったのがススキ草

原がものすごく水源涵養力が高いんだと。そのなぜか

という理由の一つがススキそのものが節水型の植物

であって、水を消費しない。その分、水源涵養に回る水

が多いんですよと。それから、川下、川上の関係でいえ

ば、福岡都市圏も含めて大勢の人数の飲用水を賄うこ

とができる、その水源地が阿蘇の草原だと。それは有

明海のほうにもつながっていて、ノリが色落ちするのを

防ぐために栄養源を補給しなきゃいけないんですけれ

ども、その補給するだけのダムの放流ができるだけの

水源が確保できていることがとても重要だと。そういう

意味では、海のほうから草原を応援していただくという

仕組みづくりも今後考えていったらどうかというような

お話がありました。

　それから、環境省のほうでは、阿蘇の地域を守って

いく、あるいは草原を守っていく上で、地元の農業者の

なりわいに対する助成を主体に考えてきたんですけれ

ども、それも今後は重要であると同時に、これからは草

原の持つ公益的機能へどういう形で支援できるかとい

う仕組みをつくる必要があるんじゃないかというお話

それを研究面から実証、検証するということをぜひ研

究者にはやっていただきたいと。それを普及させる場

の整備を行政には担っていただけると非常にありがた

いという最終的な要望がございました。

　これらの問題というのは、一個人でどうこうできる、

解決できるものではありませんので、ぜひ行政のほう

のお力添えをいただきたいと。私ども個人や市民として

は、今後もそういう形で対話を続けていきたいというこ

とで、最後、閉めたところでございます。

　少し長くなりましたが、以上が草原シンポジウムの報

告です。ぜひこの内容についてもサミットでの論議をし

ていただきますようよろしくお願いいたします。

　以上です。

○議長（太田長八）　高橋先生、どうもありがとうござ

いました。

　私、このシンポジウムをやって本当、大変勉強になり

ました。と申しますのは、やっぱり今までカヤの活用と

かね、また、子供たちを育てていかなければならない、

地域の学習、体験学習、これも大変重要だと感じまし

たので、この間、大変勉強になりました。

　そういう中で、首長さんがいらっしゃいますので、私

が一番感じたのは、やっぱり阿蘇の分科会の、誰か

ちょっと名前を忘れましたけれども、要するに職員が、

担当者はある程度認知しているけれども、ある程度の

方、全ての方が草原などを認知しなければ進まないと

言われましたので、各首長さんには、担当者だけでは

なく、ほかの違う職場の方たちにも、あと、地元の草原、

また湿原に対する知見をある程度広げていければ大

変ありがたいと感じております。

　以上です。

　どうも高橋先生、ありがとうございました。

５．各自治体の取組と課題

○議長（太田長八）　それでは、各自治体の皆様にご

報告をしていただきたいと思います。順番は、事前に配

付してある参加名簿の順でお願いいたします。時間の

関係もありますので、各自治体おおむね５分間をめど

ということでお願いいたしたいと思います。

　それでは、兵庫県新温泉町長の西村銀三様によろし

くお願いいたします。

○新温泉町長（西村銀三）　皆さん、こんにちは。新温

泉町長、西村銀三です。よろしくお願いいたします。

　平成28年第11回のシンポジウム、新温泉町で開催

していただきました。その際には、川南町、日高町長さ

んをはじめたくさんの方にご参加をいただきました。誠

にありがとうございます。

　皆様のお手元に新温泉町の概要と上山高原の歴史

と現状という資料があると思いますので、資料に沿って

説明をさせていただきます。

　新温泉町は、日本海側に面した鳥取県との県境に

あり、平成17年10月に誕生した人口約１万4,000人

弱の町で、まちづくりのテーマは、「海・山・温泉　人が

輝く夢と温もりの郷」であり、豊かな自然に恵まれた町

であります。

　産業については、農業分野では水稲、梨、高原野菜

の大根の生産を主として進めています。畜産について

は、神戸ビーフや松坂牛のもと牛である但馬牛の主産

地として、飼育頭数の維持拡大に努めています。また、

水産業については、松葉ガニ、ホタルイカ、ハタハタな

ど、日本有数の漁獲高を誇っています。

　当町には上山高原という大きな草原があります。周

辺集落の人々によって上山高原は田畑の土づくり、和

牛放牧として活用し、中でもススキは飼料、カヤ、かや

ぶき屋根等に利用され、生活の一部として維持されて

きました。

　しかし、農機具の普及、牛農家の減少によって、草原

は活用されなくなり、クマザサが茂り、雑木に覆われて

きました。これでは駄目だということで、平成16年に県

と町と地域が連携してＮＰＯ法人上山高原エコミュージ

アムを立ち上げました。上山高原と麓の７集落を丸ごと

生きた博物館として捉え、草原を保全・再生する取組を

地域の資源を活用し、地域内外との交流を図ることで

地域の活性化につながる活動を進めています。

　再生の具体的な活動としまして、人工林をブナ林の

広葉樹に替え、ススキ草原の持続と拡大ということで、

山焼き等を行っています。また、イヌワシの生息調査、ノ

ハナショウブ、そしてヤナギタンポポ等、希少植物のモ

ニタリング調査の継続を行っていますし、体験プログ

ラムとして、滝巡りやハイキング等も行っています。また、

第11回大会を開催した成果だと思っていますが、スス

キの有効活用ということで、神戸市のかやぶき職人「く

さかんむり」と連携・協力協定を結び、古民家や文化財

施設にカヤを使う取組も進めています。

　草原維持では、ササ刈り、山焼き作業、放牧作業等、

毎年継続することが必要になってきます。このため会員、

地域住民、ボランティアの方々の協力をお願いしてい

ますが、作業費等の捻出が今後の大きな課題となって

います。今後もできるだけ多くの方にご協力をいただい

て保全活動や利用する取組を進めてまいりたいと思っ

ております。

　以上であります。

○議長（太田長八）　どうも西村町長、ありがとうござ

がありました。

　それから、草原と私たちの関わりとか、暮らし方を支

えるエビデンス、要するに研究の証拠ですよね、そうい

うものとか学術研究がとても重要だということが今回

のこのセッションの中でもよく分かったということです。

　それから、南阿蘇村長さんは熊本地震後、火入れ責

任者を村長さんに替えたという行政側からの支援が

あって、それによって野焼きが復活したところが結構

あったと。それから、火入れの手続も届出制に変えたり

ということをしたんですけれども、これを行う大きな根

拠となったのが、やはり水源涵養機能ということで、熊

本県民、熊本市民の水道水を支える水源の源である草

原を守ることが地域全体、あるいは県全体に対しての

大きな影響を及ぼすんだ、大きな貢献ができるんだと

いうことで、これまで阿蘇の草原といえば景観が主体

でしたけれども、今後は水源保全という意味でも、阿蘇

の草原の価値を見直して、みんなにアピールしたいと

いう話がございました。

　最後、全体会は、こうやって行われたそれぞれの分

科会の報告を受けて全体討議をしたんです。これも全

てオンラインでやりました。ここに映っているのは東伊

豆町さんのところでやった内容です。ちょっと写真で隠

れていて申し訳ないんですけれども、それぞれの分科

会から代表者が入っていただいて、オンライン上で討

議を行っております。

　まとめになるかどうか分かりませんけれども、草原の

保全面については、なぜ草原が重要かを各世代意識

共有する必要があると。活動に関わる人、理解者、応援

者を増やしていく仕組みが必要。維持するために人が

関わり利用し続ける仕組みづくりが重要になるという

ことが語られました。草原の経済価値と公益機能を積

極的に評価してあげる必要があって、公益機能の守り

手である生活者を支援する制度設計というのをしっか

りと組む必要がある。

　前にもお話ししましたけれども、保全のための保全と

いう観点から、草や草原を活用することによる保全と

いうほうにシフトしていく必要があるんじゃないかとい

うお話でした。

　草原の活用についてですけれども、これも先ほどお

話ししたように、保護の管理から、利用して管理へとい

うのが大きなテーマとなっていました。草原利用の創意

工夫に対して様々な支援や環境整備をしていく必要が

あるだろうと。小さな経済活動を生み出して、地域ととも

につくり出すことがまず第一歩じゃないか。

　都市へのアプローチには、どうしても意識の違いと

か様々な問題があるので、その中間層の育成が必要な

んじゃないか。

　堆肥や農業や肥料とか、あるいはカヤの利用という

のはありますけれども、今でも野草の利用価値は非常

に高いものがあって、堆肥の利用とかカヤの利用で野

草の価値を復権する必要があるんじゃないのかなと。

堆肥についても、今、新しい知見として、野草を使った

堆肥に含まれる非常に優れた土壌菌がいるということ

も分かってきました。こういうのも研究の成果だと思い

ますけれども、そういうふうに野草の価値を復権させる

ことで、野草を利用すれば火入れの炎もある程度制御

しやすくなるし、火入れの安全性にもつながるんだよと

いう幅広い内容からのものがございました。

　草原の継承については、地域の固有性やほ誇りを

各世代で共有、共感すると、これはもちろんですけれど

も、地域、行政、企業が互いに手をつなぐ仕組みという

のも面白いんじゃないか。例えば細野高原だったら、

いろんな企業さんが持続的にこれを利用したいという

ことではいろんな方が入っていただいて、そこを活用し

てはどうかという話もございました。

　それから、カヤふきは活用を通じた継承の有効な

ツールである。利用というものが入ることによって、その

価値を継承したり、その仕組みを継承したりするきっ

かけにもなる。

　それから、使うことで生き物が、草の供給で文化が守

られていくだろうと。

　環境教育は世代を超えていく潜在性を持っているの

で、非常に大切なことである。子供さんへの教育という

のはとても大切。

　草原と地域のつながる観光や地域振興の在り方に

も工夫が必要になってくるんじゃないかというふうなま

とめがございました。

　最後に、行政へ望むことということで、幾つか提案を

いただいております。

　１つは環境教育、あるいは担い手育成も含めてとい

うことですけれども、その助成をぜひ継続できるような

ものにしてほしい。

　それから、実際に草原を守るときに一番頭を悩ませ

ているのは、行政の実務者の担当者であろうというこ

とで、もちろんいろいろ替わったりもしますので、持続

的にそれを進めていくのに問題が生じがちなんですけ

れども、ぜひその自治体間での実務者同士の学びの

ネットワークをつくっていただけないか。サミットでい

えばシェルパ会議のようなものを今後実現していただ

ければありがたいという話がありました。

　それから、地域知、伝統的に言いつながれてきた知

識そのものに意外と真実が、とても大事なものがあって、

いました。

　太田市長の取組は、もうマスコミでだいぶ私も勉強

させていただいております。そういう中で、文化と草原

がやっぱりマッチしないと、本当にそのとおりだと考え

ています。昨日の分科会の会場、隈先生の建築、それに

つきましてカヤを使っていること、大変感銘を受けまし

たので、今度、一度視察に行かせていただければ大変

ありがたいと思います。よろしくお願いします。

○真庭市長（太田　昇）　どうぞ、おいでください。これ

が全容ですけれども、３棟あります。

○議長（太田長八）　そんなにあるんですか。

○真庭市長（太田　昇）　１つは、このメインのがです

ね、これが18メートルあります。その横に見えておりま

すのが、隈研吾先生の設計図面とか模型とか、そして

サスティナブルな商品を売るとかですね、そしてもう一

つはサイクリングターミナルという、それで構成されて

います。7,000平米ぐらいの広さであります。

○議長（太田長八）　すごいですね。視察を楽しみにし

ておりますので、よろしくお願いいたしたいと。

　続きまして、串間市長の島田俊光様、よろしくお願い

いたします。

○串間市長（島田俊光）　こんにちは。串間市の島田

でございます。

　12回草原サミットにつきましては、川南町と一緒に

開催させていただいたわけでございますが、事務局の

皆様等はじめ関係各位の皆様方のご高配を賜り、サ

ミットを成功することができました。本当に感謝を申し

上げたいと思います。

　それで、宮崎県串間市は、宮崎県の最南端に位置す

る温暖多雨なところでございます。きゅうりやピーマン

などの施設野菜、サツマイモやごぼうなどの露地野菜

をはじめ生食で食べられる完熟キンカンや餌にトウガ

ラシを混ぜてつくる養殖ブリなどは、質、量とも全国トッ

プクラスの地域でございます。また、そのように農産物

を生産する食の宝庫でもあります。

　串間市からは、野生馬が生息する都井岬と宮崎県

の希少な動植物重要生息地に指定されている古竹・笠

祇地区について紹介させていただきたいと思います。

　串間市の草原といえば、野生馬が生息する都井岬が

代表的な草原となるわけでございますが、もともとは江

戸時代の軍馬を育成するための牧場であったものが、

人の手が触れることなく、令和の時代まで残っているも

のであります。春には新緑の草原にオキナグサやウマ

ノアシガタ、さらに夏から秋にかけてヒオウギやノヒメ

ユリ、ムラサキセンブリ、冬はノジギクなどが繁茂して、

四季それぞれの種のある希少動植物、国指定天然記

念物の野生馬とともに見ることができます。オキナグサ

など都井岬に生息する多年草のほとんどは、毒があっ

たり、またとげがあったりして、馬が食べない植物であ

り、食べ残すことから花を咲かせることができる。都井

岬は馬がつくり出す生態系に、絶滅危惧種に指定され

ている希少な植物を観察することができます。都井岬

は人の手を加えないことが魅了をより高めるものと考

えております。

　通過型の観光から体験、滞在型の観光へと転換さ

せる取組として、野生馬の生態と野生馬による形成さ

れた草原の植物やふん虫、フンコロガシでございます

が、などを訪れた観光客に対して分かりやすく説明す

る都井岬野生馬ガイドを配置し、エコツアーなど着地

型観光としての活用をはじめ、地元小中学生の地域を

学ぶ授業、くしま学などを地元の魅力を学習させる取

組など、草原の維持・存続と魅力発信のため取り組ん

でおります。

　また、笠祇・古竹地区の紹介でございますが、資料の

下段にあります笠祇・古竹地区の草原については、都

井岬と同様であり、江戸時代の軍馬を育成するための

牧場であったものが地域住民により草刈りや野焼きな

どの作業により代々守られ、現在も草原として維持され

ているものでございます。平成19年11月には宮崎県

の希少野生動植物重要生息地に指定されております。

笠祇・古竹地区は串間市の中心市街地から車で約15

分と近い場所に位置しており、昔ながらの田園風景が

広がり、里地里山で和牛の里として呼ばれている畜産

が盛んな地域でもございます。

　集落は過疎、高齢化が進み、野焼きなどの里山を守

る活動の継続が危惧されているところでございます。集

落の過疎化、高齢化の進展は、本市のみならず全国各

自治体の共通問題と認識をいたしております。行政の

役割としては、地域の魅力を住民自らが情報発信して

いく活躍の場の創出と、地域に何度も訪れる深いつな

がりを持つ関係人口の増加が肝要であると考えており

ます。

　本市の取組の１つがエコツーリズムの推進でありま

す。市といたしましては、地域資源の魅力を伝えること

により、関係人口の増加、地域住民の資源価値の再認

識、そして、環境教育による次世代への継承へとつな

がるエコツーリズムを鋭意取り組むことにより、草原の

維持形成を図っていきたいと考えているところでござ

います。

　以上でございます。よろしくお願いします。

○議長（太田長八）　どうも島田市長、ありがとうござ

いました。

いました。

　このＮＰＯ法人の活動、大変すばらしいと感じており

ますし、また、うちの町のテーマも、「満点の海・山・空は

東伊豆」と、何かまちづくりが同じような感じがいたしま

すんで、これを契機にまた交流ができれば大変ありが

たいと思います。どうぞよろしくお願いいたします。

○新温泉町長（西村銀三）　こちらもよろしくお願いし

ます。

○議長（太田長八）　それでは次に、続きまして、岡山

県真庭市長の太田昇様、よろしくお願いいたします。

○真庭市長（太田　昇）　真庭市の太田です。よろしく

お願いいたします。

　真庭市は合併して828平方キロメートルと、面積で

いうと東京23区の1.3倍というですね、岡山県北に広

がる市です。その一番北、鳥取県境のところに蒜山高原

という高原がありまして、東西20キロ、南北10キロと

いう、多分、関西では一番広い高原だと思っております。

　課題ですけれども、よそと同じで、もともとはススキ野

原が非常に広がっていた、それがだんだん狭くなって

きていると。そこに貴重な動植物、絶滅危惧種がいた

のが、これを守らないと、景観も含めて滅んでしまうと

いうようなことで、そういう意味での保全というのが一

つの大きな課題であります。

　もう一つは、これも出ておりましたけれども、単に保

全だけではできない、やはり活用しながら保全すると

いうことをしなきゃならない。その活用というのが一つ

の課題だろうというふうに思っております。

　その２つをどうしたら両立できるのかということです

が、１つは、カヤを山焼きをする、そうするといいカヤが

できる。そのカヤを、もちろん土に戻すことによって、灰

そのものが肥料になってまいりますが、蒜山も旧石器

時代から人が住んで、そしてカヤを焼いて、火山灰の

非常に貧栄養化のところを植物が育つように、１万年

以上かけて変えてきたという歴史がありますから、それ

を延 と々やっていかなければならない。それとともにカ

ヤを建築資材として活用するということで、昨日の分科

会でも隈研吾先生の設計で、カヤの屋根を逆さまに

使ったですね、屋根そのものは鋼板で、中の天井から

中を全部カヤにしたという、逆さまにしたような、そうい

うサイクリングターミナルを造りましたけれども、それ以

外にも建築資材としていろんな活用ができるということ

で活用していきたいということであります。

　それとともに、このすばらしい高原を多くの方に親し

んでいただく。自然環境だけでは人は来ません。やはり

そこに文化というものがないと人は来ないということで、

ここに出ておりますけれども、これも隈研吾先生の作品

ですけれども、ＣＬＴ、クロス・ラミネーテッド・ティン

バーという縦横、縦横に木材を組合せして、一つの板

を作るわけですね。その板を組合せしてこういう建物

を造っていくですね、これはオリンピック選手に遊んで

もらおうと思って東京の晴海に造ったんですけれども、

真庭のヒノキで造り、日本で専用のＣＬＴ工場は真庭に

しかありませんから、言わば真庭に里帰りしたというこ

とで、グリーナブルヒルゼンというふうに呼んでおりま

すけれども、こういう施設。中は空間で、ここで遊んだり、

イベントができるように、そういうものを、一つの芸術作

品ですけれども、造っております。こういうものを使って、

観光資源としても活用していくと。

　つまり景観も含めて、そして人工的なこういうものを

全部入れて、地域価値を上げていくという、そういう概

念で取り組んでおります。

　さらに、このＧＲＥＥＮａｂｌｅというのがロゴにもなって

おりまして、阪急阪神百貨店がこのグリーナブルに沿う

ようなものを真庭の産物をですね、産品を大阪で売っ

ていくというような、阪急百貨店とも提携をして、コロナ

がもう少し落ち着けば本格的に梅田で真庭の産品を

開発しながら売っていくということになってまいります。

阪急に今ブランド、阪急ブランドとしてＧＲＥＥＮａｂｌｅと

いうのを商標登録してもらいました。

　そういうことをしながら、この背景として、私の背景

に木材を使っておりますけれども、バイオマス産業都市

の指定も受けて、やがて真庭の電力は全て真庭で賄う

と。今、バイオマス発電、１万キロワットのありますけれ

ども、市内需要の大体60％ぐらいを再生可能エネル

ギーで賄えています。火力じゃなくて、水力とバイオマス

ですね。これを100％にしていくということも地域の価

値を上げていくという取組をしております。

　それと、生ごみ等、人間さんのふん尿ですね。それを

混ぜてメタンガスを発生させて、それでプラントを動か

して、最後、液肥を作って、それを低コスト農業として利

用していくという、そういうような、全体をＳＤＧｓという

か、サスティナブルなそういうまちにしていくという取組

をしております。東京のまねをしても仕方ありません。こ

の地域にある資源をいかに使って、それを循環させて、

未来志向で豊かにしていくということで、ＳＤＧｓ未来都

市の第１号にもなっておりますけれども、そういう取組

をしているというのを、そういうことを背景にしながら

蒜山高原を守り、活用していくということであります。

　皆様方のご意見も、あるいは活動も参考にしながら、

よりこれを進めていきたいというふうに思っております

ので、今後ともよろしくお願いいたします。

○議長（太田長八）　太田市長、どうもありがとうござ

にちは。広島県の北広島町生涯学習課長、西村と言い

ます。よろしくお願いいたします。

　お手元にお配りしております北広島町の概要、そし

て、北広島町の草原と取組について、説明をさせていた

だきます。

　まず、広島県北広島町の概要でございますが、広島

県の西北部、西中国山地の標高300メートルから800

メートルの盆地、北は島根県と接しております。広島県

に流れる太田川、そして島根県に流れます江の川の源

流域でもございます。面積の８割以上が森林地帯でご

ざいまして、県北地域、こちらは1,000メートル級の山

が連なっております。

　国立公園の一部でございます八幡湿原、こちらにあ

ります芸北地域の八幡、こちらは冬になりますと２メー

トルの雪を記録する豪雪地帯となっております。

　それでは、広島町の草原と取組について説明をさせ

ていただきます。

　こちらにつきましては、４つ紹介をさせていただきた

いというふうに思います。①から④まで、概要から課題

というふうにしております。

　まず、雲月山でございますが、島根県と隣接をしてお

りまして、かつては採草、そして放牧の目的で1960年

頃まで利用されておりました。島根県側はカラマツの

植林となっています。広島県側、こちらは1990年代に

観光イベントとして山焼きですね、こちらが行われてお

りましたが、1996年を最後に停止しました。2005年頃

より、地域が主体となりまして、主にＮＰＯが主体となり

募集を行いまして、消防団、博物館、小学校などと連携

しながら山焼きを実施しております。

　2014年に町条例に基づきます野生生物保護区に

指定をしております。

　こちらの利用についてですが、一般の登山の観光の

ほか、町内外の小学校等によります学習の場としての

活用、そして、山焼き再開後に数年間にわたり報告も行

われましたが、牛が転落するというような事故もありま

して、現在は放牧はされておりません。

　課題でございますが、現在15％ぐらいの山焼きを

行っておりますが、全域の山焼き、そしてボランティア

の確保といったことが課題というふうになっております。

　続きまして、千町原の草原でございます。

　こちら、もとは地元地域八幡村という旧村になります

けれども、こちらの入会採草地でございました。1944

年に陸軍の演習地となりまして、戦後は開拓民の入植、

国の大規模草地の開発、広島県への移譲と郊外開発

を経まして、今に至っております。2003年頃よりＮＰＯ

が中心となりまして伐採の実施をしまして、2020年に

町条例に基づきます保護区に指定をしました。植物や

鳥を見る観光地として人気がありまして、2013年から

は地元の中学校の、この後紹介しますけれども、茅プロ

ジェクト事業にカヤを提供しております。

　課題でございますけれども、既に樹林化した範囲が

結構広くなっております。また、大規模草地開発の影響

で湿原が縮小しておりまして、いずれも伐採が必要と

いうふうになっております。

　続きまして、霧ヶ谷湿原でございます。先ほどの千町

原と同エリアに位置をしております。大規模装置開発

の事業を経まして、現在は臥竜山麓八幡原公園の一部

に位置をしております。2003年にＮＰＯが植生調査と

ワークショップを実施したことをきっかけにしまして、

自然再生推進法に基づきます法定協議会を広島県が

立ち上げまして、2004年から八幡湿原自然再生事業

が始まっています。樹林の伐採、湿原から水を抜くコン

クリート水路の撤去、湿原への水路の設置などの工事

を2007年から2010年にかけて実施をしました。その

後、自然再生協議会の保全部会が中心になりまして、

伐採作業を継続しております。こちらも2020年に町条

例に基づきます放牧の指定をしております。

　利用でございますけれども、植物や鳥を見る観光地

として人気のスポットとなっておりまして、小学校、中学

校等のフィールドワークの場として活用、そしてガイド

ツアーの実施をしております。

　課題でございますけれども、再生工事から10年が経

過しておりまして、順応的管理のために現状に即した

全体構想と実施計画の見直しが必要となっています。

　そして、これは地元の中学校での取組ということなん

ですが、芸北茅プロジェクトについてです。

　芸北地域のススキ、これを屋根ふきのカヤとして資

源化し流通させる取組を行っています。中学校ＰＴＡ、Ｎ

ＰＯ、地域住民、教育委員会などが実行委員会をつくり

まして、2015年から推進をしております。地域の住民

自らがカヤを刈り取りまして市場に出荷すること、こち

らで私有地や小さなカヤ場が保全をされる。そして、今

は廃止となっておりますけれども、こちらにスキー場跡

地がありまして、こちらを文化庁のふるさと文化財の森、

こちらに設定をされたところでございます。

　利用についてなんですが、未利用でありましたカヤ

場、そしてカヤの利用が推進されるとともに、プロジェ

クトそのものが地元生徒にとって生きた教材というふう

になっています。地域通貨を活用することで地域外へ

の経済流出を防ぎ、刈り取ったカヤが文化財や伝統的

景観の保全に活用されております。

　課題でございますけれども、カヤの保管場所、こちら

　やっぱり串間市さんの取組、草原が２か所、これをう

まくやっていると考えています。それでやっぱりこれから

は、まずは地域住民がそのよさを認識するのが一番と

思いますので、それもまた勉強させていただいて、そう

いう中で、そのエコツーリズムを結構うまく活用した中

で、その草原の保全をやっているのが大変すばらしい

取組だと考えておりますので、引き続きよろしくお願い

いたしたいと思います。

○串間市長（島田俊光）　ありがとうございます。

○議長（太田長八）　それでは、続きまして、熊本県高

森町の町長、草村大成様、よろしくお願いいたします。

○高森町農林政策課（荒牧茉名）　町長に代わりまし

て、担当のほうからお手元に資料に沿ってご説明をさ

せていただきたいと思います。

　熊本県高森町農林政策課の荒牧と申します。よろしく

お願いいたします。

　まず、高森町の概要からご説明させていただきます。

　高森町は人口6,177人で、九州のほぼ中央、熊本県

の最東端に位置しまして、大分県の竹田市と宮崎県高

千穂町に隣接する総面積175.06平方キロメートル、

広い町土を有する農村地域でございまして、地形は阿

蘇カルデラ内に広がる標高500メートルから600メー

トルの比較的穏やかな傾斜をなす高森・色見地区と外

輪山の外側、標高500メートルから800メートルの波

状高原地の草部・野尻地区に区分される町です。

　主な産業は、観光と農林業になります。

　農業面では、立地条件を生かしまして、畜産、米、野

菜を主体とする農業生産が展開されてまいりましたが、

近年、経営の発展を図るため、一部の農家で施設園芸

の導入が盛んとなっております。地域の宝として、古くか

ら栽培されてきました農林畜産物をブランド化し普及

するとともに、地域の代表する高品質な農産物として、

将来にわたり栽培し続けるための活動を通じ、阿蘇地

域の農業の活性化と農業後継者の育成につなげるこ

とに取り組んでおります。

　観光面では、コロナ禍でイベントの実施が厳しい状

況ですが、2016年に発生した熊本地震の影響は回復

傾向にあり、高森湧水トンネル公園、月廻り公園、高森

殿の杉、南阿蘇鉄道のトロッコ列車、草部吉見神社、

上色見熊野座神社といった観光地や約300年の歴史

があります風鎮祭といった地元のお祭りを中心に毎年

多くの方が高森町を訪れています。

　また、高森町では町内全戸に整備しました光通信環

境を活用しまして、日本一の地域密着型番組として、た

かもりポイントチャンネル、こういったケーブルテレビ

の放送を行い、災害時の緊急放送や町からのお知ら

せ、地域情報、事業の紹介などを町民の方へ情報発信

しています。

　光通信環境の整備は、教育現場でも活用されており

まして、電子黒板の設置や全児童生徒のほうへ１人１

台のタブレット配布をいち早く行いまして、全国で最先

端のＩＣＴ教育が行われております。

　ここからは高森町の草原の概要についてご説明さ

せていただきます。

　高森町の草原につきまして、その多くを牛の放牧に

活用しておりまして、畜産農家や町民の方の大切な資

源として保全されてまいりました。高森町の草原は牧野

と呼ばれており、阿蘇のあか牛が放牧されている牧野

はのどかな風景として多くの人に親しまれております。

　高森町の牧野面積につきましては、1,211ヘクター

ルありまして、草原維持として行われている野焼きに関

しては、実施面積が621.5ヘクタールとなっております。

また、管内には14の牧野組合がありまして、皆さん精

力的に草原維持のほうに取り組んでいただいており

ます。

　最後に、高森町の取組と課題については、長年、放

牧や野焼きによって保全されてきている草原なんです

が、近年、管理をしている牧野組合員さんの高齢化等

によって、野焼き実施が大変難しくなってきている状況

にはございます。町としては野焼きに係る補助金等で

野焼き実施者の方の負担軽減等に取り組んでおります

が、年々、実施面積が減少しつつある傾向にございます。

　また、高森町にある阿蘇高森オーガニックセンター

というところでは、世界農業遺産の構成要素であります

阿蘇の草原に生えるススキなどの野草や畜産農家か

ら出る牛ふんなどを混ぜて堆肥を作っております。こち

らは町内を中心に阿蘇地域の農産物に還元して、循環

型農業を確立しております。

　このほかにも未来の草原を引き継ぐ子供たちのほう

に阿蘇の草原のすばらしさや草原の抱える現状につ

いて伝える草原学習などが行われております。

　以上で説明を終わらせていただきます。

○議長（太田長八）　どうも高森町さん、ありがとうござ

いました。

　高森町さんの取組は、全ての自治体が抱えている課

題と同じだと考えております。そういう中で、皆さん方に

対してよりよい回答ができればいいなと思いますので、

またいろんな意見をよろしくお願いいたしたいと思い

ます。

　それでは、続きまして、広島県の北広島町の生涯学

習課長の西村豊様、よろしくお願いいたします。

○北広島町生涯学習課長（西村　豊）　皆さん、こん

田市さんにお住みだそうでございますので、本当にあ

りがとうございます。

　そしてもう一点、これ本当、関係ないんですよ。歌手

に永井裕子さんっていらっしゃるんですけれども、その

永井裕子さんが結構大田市さんのを歌って、うちの町

の観光大使になっているんですよ。やっぱりそういう中

でまた大田市さんとよろしくお願いいたしたいと思いま

す。どうもありがとうございました。

　続きまして、熊本県の南阿蘇村の農政課主幹の後藤

進哉様、よろしくお願いいたします。

○南阿蘇村農政課主幹（後藤進哉）　昨日ですね、阿

蘇分科会では吉良村長の報告がありましたが、本日は

私のほうから発表させていただきます。

　最初に村の概要からになります。

　南阿蘇村は総面積137キロ平方メートル、熊本県

の北東及び阿蘇くじゅう国立公園、阿蘇カルデラの南

に位置する人口１万340人の村です。雄大な南阿蘇

の山と緑、そして環境庁の日本名水百選に選定されて

いる白川水源に象徴される豊かな自然環境に恵まれ

ています。

　2016年４月の熊本地震では、これまで経験したこ

とがない甚大な被害を受けました。これにより人口も１

割程度減少しましたが、村に定住促進課や空き家バン

クを設置し、移住者を受け入れる環境整備を推進して

います。

　続きまして、農業、観光についてです。

　基幹産業である農業は、白川中心に水田が広がり、

のどかな農村風景を生み出す農村は、水稲をはじめ

畜産、ミニトマトやアスパラなどの施設園芸が盛んです。

昼夜の寒暖差が大きい気候により、自然のうまみが

しっかりと詰まった農産物が自慢です。有機農業、環境

保全型農業を推進しており、安心安全な農産物づくり

に取り組んでいます。

　また観光では、大自然を中心にたくさんの観光資源

に恵まれています。新阿蘇大橋のたもとにある展望所

ヨ・ミュールからは、長陽大橋、白川第一橋梁を眼下に

望むことができ、新たな観光スポットとして注目を集め

ています。

　また、熊本地震で落ち込んだ観光客数は回復傾向

にあり、本村本来のにぎわいが戻りつつあります。

2017年９月にはアウトドアショップモンベルと村が協

定を結び、アウトドア活動促進や地域経済の活性化な

ど、包括的に協力をし合い、観光振興に取り組んでい

ます。

　続きまして、草原の概要に移ります。

　南阿蘇の草原は阿蘇カルデラの阿蘇山側及び南外

輪山側に広がり、季節ごとに違った表情を見せてくれま

す。南阿蘇の草原は牧野とも言われ、平成21年に行わ

れた阿蘇草原維持再生基礎調査では、本村の牧野面

積は2,470ヘクタール、そのうち野焼きが行われてい

る面積が1,170ヘクタールとなっております。管内には

23の牧野組合があり、牛の放牧をしている箇所もあれ

ば、野焼きのみ実施している牧野もあります。

　続きまして、本村の取組と課題についてですが、昨日、

分科会で村長がご報告された内容と重複する点がご

ざいますが、ご了承をお願いしたいと思います。

　草原の維持に欠かすことのできない野焼きですが、

その面積は、以前と比較すると減少しています。本村を

含む阿蘇郡市７市町村の草原はこの100年間で半分

以下に、直近30年で見ても４分の１近く減少しており

ます。

　本村では熊本地震で各牧野の原野火入れが中断さ

れました。平成31年度からは一部再開に向けて、熊本

県、阿蘇グリーンストック、村において協議をした結果、

白川牧野で一部再開、その後、令和２年には吉田牧野

でも再開できました。それに至るまでに県、グリーンス

トック、村で防火帯を設置する費用を予算化したり、火

入れ責任者を各区長や牧野組合長から村長へ変更し、

負担の軽減を図りました。

　今後の課題として、火入れが中断しているところの

再開が可能となるか、防火帯の整備、担い手不足、地

区住民の高齢化に対する支援が上げられます。

　補足でですね、昨日、村長から報告がありました課

題に対する取組で、ハードとソフトの対応が求められる

ことをおっしゃっていましたが、ハード面では牧道等、

恒久防火帯の整備ですね。ソフト面においては担い手

の確保ですね。畜産農家を増やすための取組として、

今後、放牧へのＧＰＳを付着して移動管理等を管理す

るシステムの導入やバーチャル研修の導入を計画し

ております。

　また、目的と認識の改革ですね。景観維持から水源

保全のほうへの啓発をしていくということで推進をして

いく予定です。

　以上、南阿蘇村からです。ありがとうございました。

○議長（太田長八）　後藤様、どうもありがとうございま

した。

　南阿蘇村様には、本当に熊本地震、大変でございま

した。今後も頑張っていただきたいと思います。

　そういう中で、今度、山焼きにおきまして、村長さんが

本部長、その中でまた新たにやるという中で、それは大

変期待しております。それから、山の保全、これ大変で

ございますので、引き続きどうぞよろしくお願いいたし

の整備。それから、カヤの販売先の確保、事業規模を

拡大するための専従職員の確保等といったようなこと

が課題となっております。

　北広島町からは以上です。ありがとうございました。

○議長（太田長八）　西村さん、どうもありがとうござい

ました。

　それで、芸北町の白川先生に今回大変お世話になり

ました。本当にありがとうございました。

　それで、私がやっぱりちょっと感じたのは、中学生の

活用ですね。やっぱり中学生、カヤを刈って、地域通貨

でそれをまた地域で還元する。大変すばらしい取り組

みと感じましたので、うちの町もやってみたいなと感じ

ましたので、その節はまたご指導をよろしくお願いいた

したいと思います。

○北広島町生涯学習課長（西村　豊）　ありがとうご

ざいます。

○議長（太田長八）　どうもありがとうございました。

　続きまして、島根県大田市の環境政策課長、和田二

朗様、よろしくお願いいたします。

○大田市環境政策課長（和田二朗）　皆様、こんにち

は。島根県大田市です。

　市長が所用で出席できませんので、私、環境政策課

長の和田が代理で発表させていただきます。

　大田市は、東西に長い島根県のほぼ中央部に位置

する人口約３万3,000人の小都市です。北は日本海に

面し、南は中国山地が迫っているため、山林原野が多

く、平たん地は僅かです。

　本市は世界遺産、石見銀山遺跡に代表される貴重

な歴史文化や国立公園三瓶山をはじめとした豊かな

自然に恵まれています。昨年度には「石見の火山が伝

える悠久の歴史～“縄文の森”“銀の山”と出逢える旅へ

～」が日本遺産に認定され、さらなる観光客の増加が

期待されております。

　さて、当市には標高1,126メートルの三瓶山があり

ます。その麓には西の原、東の原、北の原と呼ばれる草

原があり、放牧のほか、観光客、市民の憩いの場として

利用され、クロスカントリーコースなども整備されてお

ります。また、ダイコクコガネ、ユウスゲ、オキナグサと

いった希少動植物の生息地となっており、中でも最も

広い西の原では、毎年春に火入れが行われ、三瓶山の

草原景観の象徴的な存在となっております。

　三瓶山は、昭和38年に大山隠岐国立公園の一部に

編入されましたが、山麓に広がる牧歌的な草原景観が

指定理由の一つでした。ところが、昭和50年代になる

と、時代の流れから放牧が急速に廃れていき、植林な

ども行われて、山肌は一気に森林化していきました。放

牧の衰退とともに途絶えていた火入れですが、観光客

の出火による山火事を契機に平成元年に復活し、以降、

防火の観点から行政が主体となって毎年３月に行うよ

うになりました。

　平成７年には西の原の一部が放牧場として整備さ

れ、24年ぶりに放牧が復活しました。平成９年には、第

２回全国草原サミットが三瓶を会場に開催され、これ

をきっかけに行政、研究者、農業者、ＮＰＯなどの官民

ネットワークが形成されました。

　翌年からは放牧による防火帯切りを行うなどの工夫

により、経費を極力抑えながら火入れを実施すること

ができるようになりました。

　平成19年からは、従来の牧野組合、大田市等に消

防、警察が協力する体制に自然保護団体や地元の自

治会、ボランティアなどが加わり、市長をトップとした実

行委員会方式で火入れが開催され、また、目的の中に、

従来の防火に加え、国立公園管理計画にも明記されて

いる草原景観の維持を加えました。

　官民の連携により日本で一番安全な野焼きと自負し

ておりましたが、平成29年度には、風向きと火勢の急

激な変化により、消防署の資機材輸送車が１台全焼す

るという事故が発生しました。近年はドローンも取り入

れ、経験豊富なリーダーが最前線の状況を具体的に把

握しながら指示を行う形で、より安全に火入れを実施

しております。

　昨年度は新型コロナウイルス感染症の予防を考慮

して、ボランティアを募集せず、約30ヘクタールを関係

者約150人態勢で実施いたしました。現在、西の原の

草原景観は、放牧や火入れなどによってある程度守ら

れているものの、人の手が加わらなくなったところはす

ぐに森林化してしまうという現実にあります。このすば

らしい草原景観を貴重な財産として、将来にわたって

保全していくには、多くの市民や関係機関の協力が必

要です。また、単に火入れに参加してもらうだけではな

く、その意味合いを十分に理解してもらうことが大切で

あると考えております。

　以上です。

○議長（太田長八）　和田様、どうもありがとうございま

した。

　今の大田市さんから観光客の火事からまた再開さ

れた。災いをよいほうに持っていったことで、すばらし

いことだと考えております。さらにまた、山焼きの難しさ、

いくらやっても大変だと。そういう中で、もう大変勉強に

なりました。

　またこれ話は違いますが、今回は大変ネットワーク

の高橋先生にお世話になっており、高橋先生は何か大

任者ということになっておりました。地元の消防団が

ジェットシューター担いで火消ししているところ……、

私もしていますけれども、あとは阿蘇グリーンストックさ

んにボランティアの要請をしまして、ボランティアのご

協力を得ながら野焼きを推進しているところもあります。

　地震前ですね、死亡事故とか怪我とかがありました

んで、そういった理由で、その後、地震がありましたの

で、野焼きが再開できないというところになっておりま

す。再開するための今、工面をしているところであります。

　ちょっと私が知らないでですね、地元の行政区以外

でしているところもあるかもしれませんけれども、基本

的に地元の行政区が事業主体として野焼きを実施して

いるところであります。

　以上です。

○議長（太田長八）　後藤さん、どうもありがとうござい

ました。

　ほかの自治体で何か活動しているところがありまし

たらお願いしたいと思いますけれども。

　じゃちょっとうちの取組が、ちょっとうちの町は結構

行政が携わっていたんですけれども、今は財産区、

やっぱり共有財産区、いわゆる区ですね、区の方が中

心となりましてやっております。行政が出ているのは消

防団、これも民間ですけれども、ある程度それに対して

参加で、もうほとんど民間がやっている中で、やっぱり

皆さん方も同じもう高齢化、そしていかに高齢化の中

で新たな担い手を見つけるかということが課題でござ

いますので、その課題につきまして、後でまた課題、問

題にしていきたいと思いますけれども、太田市長、こう

いうことでよろしいでしょうか。

○真庭市長（太田　昇）　今、町長がおっしゃいました

ように行政区も結局高齢化したり、メリットがあればす

るけれども、メリットがなかったらなかなか、昔やっとる

から、景観がどうだから、動植物がどうだからといって

なかなかできなくなってきていると思うんですよね。だ

から、安全でありながらどういう仕組みで何か新しいこ

とができないかとかですね、そういうことを勉強したい

わけですけれどもね。私の頭の中で考えているのは、怪

我をされても困るけれども、山焼きは難しいですけれど

も、カヤの刈り取りなんかは、これも大変なんですけれ

ども、一つの観光と結びつけてできないのかなと。ただ、

山焼きのほうはね、これは消防団の協力、そして死亡と

か事故のないように、それからその日の気象条件に

よってできなくなるとか、非常に不安定要素もあるんで、

なかなかいい知恵が出ないんですけれどもね。そのあ

たり、教えていただいたり、また知恵を出していただけれ

ば、このサミットが有意義だなというふうに思うんですが。

○議長（太田長八）　今、太田市長さんからいろいろ

問題点を提案、提示していただき、何か首長さんでこう

いう案がいいじゃないか、そういうことがあったらまた

ご発言願えれば大変ありがたいと思いますけれども。

　じゃ、まず私からちょっと発言させてもらって、皆さん

方には指名させていただきますので、よろしくお願いい

たしたいと思います。

　やっぱり今、太田市長が言ったように、山焼きをね、

ただ昔からやっているからやるんだと、そういうことが

結構、自分も多いと感じております。そういう中で、私、

これから生きる道は、うちの町、観光でございますから、

また太田市長さんが言ったように、観光と草原との結

びつき、それをいかにやっていくかということが大切な

のではないかと考えております。そういう中で、昨日の

シンポジウムの中で、やっぱりカヤを皆さん方に刈っ

てもらった中で、カヤを刈ることによって山焼きの負担

も少なくなるようなことも聞きましたので、そのカヤを

刈って、また観光に生かした中で、草原を守っていきた

いと考えております。

　また、カヤを刈ったことも、やっぱりある程度資金源

になるようなことも聞いております。さらに、自分は子供

たちが草原に対するある程度の認識、小さいときから

持っていなければなかなか草原に対する愛情は湧か

ないと考えておりますので、その辺の教育の活動もして

いこうかなとは考えております。

　東伊豆町はとりあえずそういうことを考えております。

では新温泉町長の西村町長、いかがでしょうかね、こ

んな考え方は。それから各首長さんにちょっといろいろ

まずお話を伺いたいと思います。

○新温泉町長（西村銀三）　当町、ＮＰＯ法人、上山高

原の周辺集落の７集落、それからもちろん県、行政、町

もバックアップして、地域が主体で取り組んでおるんで

すけれども、何といっても人口減少が最も我が町では

厳しい町であります。合併して今年で15年たったんで

すけれども、３割近い人口減少地域ということで、地域

は最も危機的意識を共有しているということで、上山高

原におけるこういったカヤの利用、それから山焼き、こ

ういう事業を通して知識の意思統一に大きく貢献でき

ていると。

　今回も実は、この７集落周辺に地域の運営組織がで

きることになりました。そういったことで、地域の意思を

まとめるためのそういった運営組織と同時に、施設の

建築も今年度スタートいたしました。そういった意味で

は、一つの高原を地域の過疎と、そういった過疎意識

を払拭して、地域の活性化につなげていく、そういう点

で新温泉町では大きく貢献できつつあるということを

つ草原が残る里を再発見いたしまして、その大切さを

広く紹介するとともに、次の世代へと残していくことを目

的に、未来に残したい草原の里100選を選定するとい

うことが目的でございます。

　期待される効果といたしましては、４点ございます。

社会的に価値が認知されていない草原の掘り起こし、

２点目が草原の価値を知らない人への普及、３点目、

現に草原に関わっている人たちの意識や誇りの向上、

４点目が火入れやカヤぶきなどの伝統文化の担い手

の価値づけでございます。

　事業のスケジュールですが、このアナウンスにより募

集を開始いたします。応募の締切りを今年の12月とい

たしまして、その後の審査に入ります。翌年の４月には、

この選定結果の発表、秋には表彰式やシンポジウム

等、普及・交流の機会づくりを予定しております。

　その他の事業概要につきましては、全国草原再生

ネットワーク会長の高橋様より説明をお願いいたします。

○全国草原再生ネットワーク代表理事（高橋佳孝）　

それでは、少し詳しく述べさせていただきます。未来に

残したい草原の里100選を本日、募集のアナウンスを

させていただいております。主催は、全国草原の里市町

村連絡協議会の主催でございます。

　ただいま太田町長のほうから詳しい経緯が述べら

れましたので、この部分は割愛させていただきますが、

本日この第13回全国草原サミットにおいて募集をアナ

ウンスするというところに至っているわけでございます。

　草原の100選というのは、先ほどちょっと町長のほう

からもお話がありましたけれども、日本には多様な自

然を形づくる希少な生態系の一つである、それが草原

であるということですね。長年にわたって、人と自然の

関わりの中で地域の環境、文化、観光など様々な恵み

を提供してきました。しかし、多くの人たちは、国民の多

くは、草原の成り立ちや意義を知らないという現実もご

ざいます。このような多様な価値を持つ草原と人のつ

ながりを再発見して、その大切さを広く紹介し、次世代

へと残していくことを目的として、今回、草原100選を

選定するに至ったわけです。

　ここで言う草原の里というのは、草原に関わる暮ら

しが残る里というイメージをしていただければよろしい

かな。

　これはコンセプトペーパーとして、前会長の日高会

長のときに作った内容ですけれども、この右のほうに

書いてありますように、未来に残したい草原の里100

選の選定というのは、地域からの自薦によって選定し

ていこうと。それから、様々な科学的な観点から評価す

るし、この選定の過程そのもの、あるいはその論議をす

感じております。

　実は、神戸とか周辺、特に関西方面、神戸・大阪方面

からのいろんな協力、山焼きにおける協力者も出てき

ていまして、いろんな意味で地域の盛り上がりができて

いるということであります。いろんな相乗効果が生まれ

ているというのは、この草原サミット以降、非常にいい

流れができていると考えております。

○議長（太田長八）　ありがとうございます。

　串間市としましては何かありますか。

○串間市長（島田俊光）　私たちはカヤを利用すると

ころじゃないんですが、牧草、昔からの家畜の牧草地

帯ということで、取り組んでいたわけでございます。た

だ、我々が一番重要視しているのは、都井岬の風光明

媚な観光地の保全に取り組んでいるんですが、我々本

当にその人間を集めるのが大変な状況にあるわけで

すが、もともと岬はマツ組合という団体がありまして、そ

のマツ組合がボランティアで活動する人たちを今、真

庭市も言われた観光にマッチした方たちを呼んで、

100名程度の人たちで野焼きをしているわけですが、

本当に野焼きの体験というのはですね、今の現代の中

ではなかなか体験することはできないんで、その体験

学習に来る人は少しずつ増えつつあります。ただ、行政

として、野焼きの体験をどのようにアピールするかとい

うのがございます。また、太田市長が言われたように、

死亡事故などが発生したときの我々の責任ですね、そ

ういうのが問われますので、ここはもう少し考えてやる

べきじゃないかなと思っております。

　あと一方の笠祇というところにあるんですが、ここも

やっぱり牧草を育成するための野焼きをしております

けれども、ここが人口減少と高齢化が進んでおりまして、

やはりここの野焼きについてもボランティアで、いわゆ

る体験学習というようなことで人を集めてやっていると

ころでございます。

　また、真庭の太田市長さんにはＣＬＴの研修や木質

の研修でいろいろとお世話になりました。心から感謝

を申し上げたいと思います。

　串間の取組としては、観光とマッチした野焼きでござ

いますが、ただ、それがうまくいくかいかないかは我々

の努力だろうと思いますので、今後の課題として取り組

んでいきたいと思っております。

　以上であります。

○議長（太田長八）　ありがとうございました。

　すみません、川南町長の日髙さんも何かございまし

たら。

○川南町長（日髙昭彦）　うちは湿原なんで、面積も３

ヘクタールぐらいなんで、皆さんのことを聞きながら勉

強していたところで、職員とどうするという話をしていた

ところです。ただ、本当に人が手を入れないと維持でき

ないというのは共通の課題でありますので、そこは

やっぱりみんなで知恵を出していくしかないんだろう

と思っております。

　以上です。

○議長（太田長八）　ありがとうございます。

　太田市長、これでまた何かありましたら、よろしくお

願いします。

○真庭市長（太田　昇）　ありがとうございます。

○議長（太田長八）　太田市長、よろしいですか。

○真庭市長（太田　昇）　ありがとうございました。

　また私どもも勉強させていただきながら、地元でしな

がらボランティアとかですね、そういう人も育て、そして

観光にまで、山焼きも初めは安全なところでやっても

らって、それからだんだん慣れていただければ、結構も

う毎年来るというような人も出てくるはずですのでね、

そういう守ることと自分の楽しみというか、やっているこ

との意義とを感じながら楽しんでもらえる、そういう人

をつくっていきたいと思います。ありがとうございました。

○議長（太田長八）　すみません、まだやりたいところ

ですが、時間がございませんもんで、この辺でこの会は

ちょっと閉じて、次の議題にいきたいと考えております。

６．草原１００選について

○議長（太田長八）　次は、「未来に残したい草原の里

100選」のアナウンスでございます。

　それではまず、私からこの事業の趣旨、また経緯、そ

れとスケジュールにつきまして説明させていただきます。

　主催は、全国草原の里市町村連絡協議会でござい

ます。協力また後援は、一般社団法人全国草原再生

ネットワーク、後援は環境省、静岡県、一般社団法人の

茅葺き文化協会、公益財団法人日本自然保護協議会

となっております。

　事業の趣旨ですが、多様な価値を持つ草原が残る

里を再発見し、その大切さを広く紹介するとともに、次

の世代へと残していくことを目的に、未来に残したい草

原の里100選を選定いたします。

　事業の経緯といたしましては、2012年に阿蘇で開

催されました、第10回全国草原サミットに出席した14

市町村の首長によりまして、草原100選の選定が提案、

採択されたことを受けまして、2016年に自治体におけ

る全国草原の里市町村連絡協議会が発足いたしました。

そして、2021年の総会にて、今回のサミットにてこの事

業の開始をアナウンスすることが決定いたしました。

　まず、事業の目的でございますが、多様な価値を持

記述でさせていただくということになっております。

　これ以外にも当然、重要な際立った特徴があれば、

それを考慮していくという形で選考の基準とさせてい

ただこうかと。

　それから、皆さん、興味をお持ちと思います。スケ

ジュールの問題ですけれども、今回、第１回選考とあえ

て書かせていただいたのは、さっきもお話ししたように

一発で100をそろえてそれで終わりという世界ではなく

て、一緒に歩みながら一つ一つ重ねていきたいという

ことです。２年か３年、数年かけてでもゆっくりと応募を

していただきながら選考していただくというスケジュー

ルを想定したものでございます。

　応募の公開は本日、この場で草原サミット東伊豆大

会において募集を発表いたします。

　応募期間、本日から１２月１５日必着という形を取ら

せていただきます。ただ、応募のフォーム等をホーム

ページで掲載する時期が若干遅くなりますので、近日

中にホームページは公開するという形を取らせていた

だきたいと思います。

　審査期間ですけれども、第１次審査は１２月１５日の

締切り以降２月から３月までに終わらせて、最終審査

を翌年の２月から３月頃に開催して最終決定をしよう

と思っています。この審査に当たっては、場合によって

は現地審査もさせていただくことになろうかと思ってお

ります。

　それから、発表や表彰のスケジュールですけれども、

結果発表は来年の４月を予定しております。これは主

催者である全国草原の里市町村連絡協議会の総会が

開催されるときでございますので、その場で結果の発

表を行います。

　その後、秋までに表彰式やイベントの準備を行うと

ともに、現地の取材を行いながら、より深くその内容を

理解していくような期間として、追加書類等の提出が必

要であれば、それもお願いするような形になるかもし

れません。

　表彰式やシンポジウム、一応、来年の秋を予定して

おります。こういう場で表彰されたということを皆さん、

内外に強くアピールする機会をつくっていこうと思って

いるところです。あくまでも選んで終わりという世界では

なくて、一緒に歩み、輪を広げる、そういう形の100選

にしたいと思います。何度も言いましたけれども、みん

なで積み上げていって、最終的には全国草原年鑑みた

いなものに集約できればいいなというふうに今考えて

いるところです。

　間もなく、近日中に公開されるホームページですけ

れども、若干、最終版とは異なることになるかもしれま

せんが、イメージとしてこんなふうな形のホームページ

が皆さんのほうにお伝えできるんではないかと思って

います。草原の里100選とは何かという文言もあります

し、スケジュールのことについても具体的に記述されて

いますし、選考の基準について、より詳細な内容がそこ

に記される予定になっております。

　応募方法、応募様式のダウンロードをここでやって

いただいて、それに書き込んで応募していただくような

形を取らせていただきます。

　それから、自治体の推薦が必要だというお話があり

ましたが、その推薦様式についても、ここにホームペー

ジ上でダウンロードできるようにしたいと思っております。

　最後に、湯本貴和委員長からのメッセージを載せさ

せていただく、そういうふうな構成ないようにしようと思

います。

　湯本先生のメッセージには、草原100選の概念とか

エッセンスというものがまさしく濃縮されておりますの

で、その一部をここにお示しして、最後の報告を終わり

にしたいと思います。

　ちょっと読ませていただきます。

　「未来に残したい草原の里100選」は、それぞれの

地域が草原を生かした地域づくりを競い合い、その輝

かしい成果を顕彰する場とは考えていません。共通の

課題を抱えている地域が互いの実践やアイデアを学び

合い、共に未来へ進んでいくための仲間探しの場であ

りたいと思います。みなさんが応募する段階で、誇るべ

き宝を再発見したり、足りないパーツを認識したりする

作業そのものに大きな意味があると信じています。ぜひ

とも「未来に残したい草原の里100選」にご応募いた

だき、わたしたちの仲間の輪に加わってくださることを

願っておりますというメッセージをいただいております

というメッセージを頂いております。私たち関係者の共

通の思いを言い表していただいている内容だと思って

おります。

　草原の里というのは、まさしく未来に向けた草原保

全のシンボルになるであろうと思っております。風土に

根差した特色のある草原を育み、未来への展望も様々

な人の活動があり、そのような活動を通して人々が交

流し合う里、そういうものをイメージしたものになると

思われます。ふるさとの原風景とも言える草原のある里

の認知度というのは、まだまだ低いものがございます

が、この草原100選の活動を通して、草原の魅力と価

値を広く国民に伝えて訴えて行きましょうということで、

最後の言葉とさせていただきます。

　以上が未来に残したい草原の里100選の概要説明

でございます。ご清聴ありがとうございました。

ることがとても重要なんだということが期待されており

ます。

　それから、選定によって、先ほど町長からお話があっ

たように、様々な効果が期待される。さらに、未来へ向

けてですね、草原の里の持つ価値をアピールすること

になるというですね、新しい草原の活用方法もそうで

すし、草原の持つ新しい価値、そういうものを対応して

いくものにもなりますし、利用や保全をそれによって促

進されるようなものにしたいと考えております。

　それで、今回の草原の里100選の事業を行うに当

たって、大きなコンセプトをみんなでちょっと考えて行

きました。地域の人 と々草原の関わりの繰り返しの中で、

地域に蓄積されてきた知識とか意識、技術そのものが

草原の里の持つ価値であるというふうに考えました。こ

の価値のあるものを「共創資産」という、新しい用語で

すけれども、として捉える。各地に残っているこの共創

資産を日本全体で共有し活用することによって、次世

代に希望のある自然共生型社会を実現することに寄

与していこうではないかというのが事業のコンセプト

でございます。

　この事業、落とすための選考ではなくて、できるだけ

拾い上げ、仲間を増やしていくという観点から、また、一

度に100選ぶということよりも、時間をかけて少しずつ

増やしていく、そういうふうな形で進めたいと考えてお

ります。

　応募要件ですけれども、自薦という形で、草原と関わ

る民間団体、あるいは地方公共団体が応募できますと

いう形。ただし、民間が応募する場合には、地方公共

団体の推薦が必要となります。

　それから、選定の対象となる草原の里は、現在ちゃ

んと草原が存在している地域ということになります。

　応募に関しての確認事項、幾つかあります。これはま

た応募要領の中で詳細に記述しておりますので、そち

らをご覧になっていただければと思います。

　もし選考されなかった場合も、結果はちゃんとフィー

ドバックしていこうというふうなことを考えております。

　それから、選考の方法ですけれども、有識者の皆さ

んによる草原の里選考委員会というのを組織いたしま

した。ここが最終選考を行うということです。それから、

この選考委員会の下に実務者で構成する運営委員会

というのを組織しております。運営委員会は、１次審査

というか、書類審査を担当する。その結果を基に、最終

的に草原の里選考委員会が最終選考を行うという形

にしております。

　１、２と掲げてあります、最初は応募書類による審査、

候補の絞り込みを１次審査としてやって、１次審査で絞

り込めた地域について最終選考を行うという形を取ら

せていただきます。

　具体的な選考委員の名簿を一応ここに掲げさせて

いただいております。

　上のほうから、日本茅葺き文化協会代表理事の安藤

先生、それから、全国草原の里市町村連絡協議会の会

長である東伊豆町長の太田町長ですね。それと私と、

それから、京都大学霊長類研究所所長である湯本貴

和先生。湯本先生にはこの委員長になっていただいて

います。それから、皆さんよくご存じの東京大学名誉教

授の養老孟司さん。あと２名ほど、今、内諾をいただい

ている委員がございます。２人とも女性の委員でござい

ますので、最終的には７名の委員構成になる予定でご

ざいます。

　それから、選考の基準ですけれども、草原の生態系

と人々が暮らす里の関係性がつくり出した共創資産を

軸に５つの観点から選考するという形を取らせていた

だいています。一つ一つ、今から述べていきますけれど

も、１つは草原の自然、環境的価値と言ってもいいのか

もしれませんけれども、動植物が特徴的なものがある

かとか、景観の特徴はどういうものがあるか、そういう

ものをいくつかのポイントとして捉えて評価していく。

　それから、草原からの恵み、実際に利用の価値を受

け取っているかとか、あるいは資源の恩恵を被ってい

るかとかいう点からも評価していきたいと。現代的意義、

あるいはその認識というのもここに含まれますけれども、

過去の利用方法やどういう形の草原の恵みを得ている

かという具体的なものを判定する予定にしております。

　３番目が草原を維持し、享受する仕組み、そのもの

がきちんと理解されて継続されているか。それを持続性

とか公共性の尺度から評価をしていこうと。管理が

ちゃんと妥当なものであるか、それが今後も継続される

か、あるいはそういう意思が示されているか。それから、

経済がちゃんと還元されているかとかですね、主体と

かモニタリングというような項目が入ってくるかなと思

います。

　それから、４番目が共生型社会の実現に向けた波

及効果、まさしく未来に向けて草原の里が持つ重要性

をここで語っていただこうかと。地域や地域内外の社

会に及ぼすよい影響、これまであった影響もですし、今

後影響を及ぼすことが期待される、そういうものをきち

んと書いていただこうと。

　それから５番目、今の４つはある程度、選択肢で選

ぶような形をさせていただきますが、５番目はいわゆる

思いの強さです。関わっている人が熱く語れる熱量や

行動力を評価しようということで、ここらあたりは自由

○議長（太田長八）　高橋先生、どうもありがとうござ

いました。

　この件につきまして、何か質問がございますでしょう

か。ありましたら、挙手をお願いいたします。よろしいで

すか。

　それでは、このような方向でやりたいと思います。ま

た、多くの皆様の応募を期待しております。

７．サミット宣言採択

○議長（太田長八）　最後に、この第13回全国草原サ

ミットｉｎ東伊豆の宣言をさせていただきたいと思います。

　第13回全国草原サミットｉｎ東伊豆。

　私たちの暮らしに欠くことができなかった草原は、生

活様式が変化し草が使われなくなったことから、近年

ではとても珍しい風景になってしまいました。過疎、高

齢化により、山焼きや野焼きの担い手は減少の一途を

たどっており、今後、草原の維持はますます困難になる

ことが予想されています。

　細野高原でも、ススキを使うのはごく一部の農家とな

り、毎年早春に実施される山焼きが何のために行われ

ているか知らない町民も増えております。

　陸上の生態系は森林、草原、湿原などが様々な地形

の上に成り立っており、そのそれぞれに多様な動植物

が生息、生育しています。この多様性が人々の生活を

豊かにする礎となり、暮らしや文化が守られています。

草原は、その一端を担い、地域産業の基礎、水源の涵

養、生物多様性の保全、ＣＯ２の削減、カヤぶきや盆花

の文化など、様々な恵みを提供してくれます。

　草原を失うことは、これらのかけがえのない恵みを

失うことを意味しており、人々の豊かさや、また地域の

文化が失われることにもつながるものです。草原が育

んできた人と自然の共生の知恵や持続的な利用の技

術は、今後の持続可能な社会の実現を目指す上で欠

かせないものであります。

　私たち草原を有する自治体は、互いに学び合いな

がら草原を維持し、賢く利用していく努力を惜しまず、

草原のある里の風景を後世に引き継ぐための環境を

整備し、交流・連携を強化していくことをここ東伊豆町

において宣言いたします。

　それでは、東伊豆宣言。

　１つ、私たちの大切な草原、湿原を守っていくための

保全活動について、地域の関係機関と連携しながら共

に考え、支援していきます。

　１つ、すばらしい景観を活用した観光資源としての

草原と貴重な植物の自然観察など、教育・文化面との

調和を図り、次世代へと受け継いでいきます。

　１つ、かつてのように生活の中に草原の利用を取り

込む創意工夫を支援し、地域振興に活用できる社会環

境を整備します。

　１つ、未来に残したい草原の里100選事業を推進し、

草原の持つ魅力を全国に発信していきます。

　１つ、全国草原の里市町村連絡協議会の連携強化

とネットワークの構築、さらに全国の草原を持つ自治

体への協議会の加入促進を推し進めてまいります。

　以上、宣言する。

　令和３年９月27日。

　以上でございます。

　以上で議事を終了いたします。

　皆さん、このコロナ禍の中でこの全国サミット、参加

して本当にありがとうございます。特に首長様、今年、新

型コロナウイルス感染症の対応で大変お忙しい中参

加していただき、ありがとうございます。これからまた皆

様と連携し、この草原、また湿原の保全をやっていきた

いと思いますので、また連携して、またいろいろお知恵

を借りた中で、よりよいこの連絡協議会にしていきたい

と思います。

　本当に今日はどうもありがとうございました。

８．閉会

○司会　それでは、これをもちまして、第13回全国草

原サミット・シンポジウムｉｎ東伊豆大会を終了いたします。

　サミット宣言の精神に基づき、今後も各自治体や関

係者の皆様と草原の維持保全に取り組んでいきたいと

思います。今回は初めてのウェブ会議方式での開催と

なり、お見苦しい点もあったかと存じますが、ご容赦く

ださい。

　最後にお願いとなりますが、全国草原の里市町村連

絡協議会に加盟されていない自治体の皆様は、これを

機会に加盟のご検討をしていただきたいと思います。

　また、次回の草原サミット・シンポジウムの開催地が

決まっておりません。自治体の取組や草原のＰＲには

最も適したイベントだと思いますので、こちらにつきま

しても併せてご検討ください。

　新型コロナウイルス感染症が終息しましたら、ぜひ

東伊豆町細野高原にお越しいただきたいと思います。

　本大会へのご参加、ご協力、誠にありがとうございま

した。
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原草全国 サミット・シンポジウム in 東伊豆

るという提言をされました。これは後の草原100選のと

きにも出てくるワードですけれども、自然と社会が失わ

れれば、あるいは自然と人が失われれば、なくなるもの、

そういうものを共創資産と位置づけて語っておられま

した。また、この共創資産と言われるものは、時代ごと

の検証を受けて、長い間、自然と足されてきた、ある意

味中身のしっかりした技術や知識であると。そういうも

のが積み重ねているものがあって、そういうものを私た

ちはもう一度見直すとともに、将来に受け継いでいく必

要があるんじゃないのかなというお話でした。

　それを受け継ぐために必要なものとしては、その方

法であるとか実行力であるとか仕組みとか、あるいは

行政の役割として非常に大きいのは、法令とか条例の

整備とか、そういう環境整備であると。それから、普及、

教育という、この５つの観点をしっかりと捉えていく必

要がある。

　その中で草原に関わる象徴的な活動として、ご自身

が北広島の芸北地方で進められている茅プロジェクト

の紹介をしていただきました。これは、地域にあるカヤ

材を子供たちが作った市場に集めて、そこで「せどやま

券」という地域通貨を発行して、その発行したせどやま

券で地域の経済も回っていくという、様々なメリットを

持った内容でした。要は、利用が放棄されて社会資本

が喪失している中で、その利用の仕組みをもう一度導

入するによって草原の保全に循環性とか展望が生まれ

ているという非常に象徴的なお話でありました。

　各地に残っているこういう共創資産を見いだして、

それを共有して、それから未来にも役立てていくという

ことが大切だろうと。今日人間だからこそ生み出されて

いる、この美しさを大事にして生かしていきたいという

ことを最後に述べられて基調講演を終わられました。

　それから、パネルディスカッションは、その基調講演

をした白川さんがコーディネーターとして登壇していた

だき、東伊豆町の太田町長、それから私と、稲取地区の

特別財産運営委員会の山田さんと東伊豆町観光協会

の石島さんに登壇いただいて、この地元の細野高原の

活用、それをどういったふうに持続性の観点から理解

するかというテーマについてパネルディスカッションが

行われました。

　会場の様子はこんな感じで、それぞれ登壇しており

ます。

　それで、内容ですけれども、実は2008年にこの東伊

豆町で全国草原シンポジウムというのが行われていま

す。もう13年か14年たつわけですけれども、当時から

担い手の問題とか観光の利用について新しい取組を

やりたいという動きがございました。ただ、観光のほう

も着 と々いろいろな形で進めていて、例えば草原に入る

ときの入山料のような形で、観光客からその対価を頂

いて管理運営に回せるという、全国でも画期的な取組

もやられているんですけれども、そういう形で観光客が

増えるにしたがって、様々な問題点も生じてきているよ

うです。今後はその利用のルールをしっかりと構築し直

すことが大切であるというふうなお話がございました。

　そのためにも、都会の人と地元の人の意識の相違と

か認識の違いをうまくコーディネートするような、そうい

う組織体制も必要ではないかと。

　それから、入山料については、最初はいろいろと来

訪者から文句も言われたそうなんですけれども、今で

は多くの方がそれを理解して払っていただいていると

いう、そういう意識の醸成もできているんですよという

話がございました。

　草原はまさしく人との関わりの持続的モデルであっ

て、これは新しい社会の礎ともなるであろうと。それか

ら、草原学習は子供だけではなく、子供から地域へ広

がる、そういう可能性を秘めており、まさしくＳＤＧｓの地

域版である。そういうふうな結論で終わっております。

　最後に、町長さんのほうから、こういう問題は東伊豆

だけではなく全国の問題である。これからも多くの自治

体と共に手を取り合っていきたいという力強い宣言を

いただいております。

　それから、分科会はそれぞれの場所で行いました、

このオンラインを利用してですね。それぞれが自立し

て行っていったという形になっております。

　今回は３つの会場で分科会が行われました。１つが

この地元の東伊豆町の会場で、テーマは「保全・利用・

継承」と、これをどう循環させるかということで、地元出

身の東京都立大の内山さん、それから草原を守ってお

られる入谷区の鈴木さん、地域おこし協力隊の藤田さ

んがコーディネートしていただいております。

　蒜山会場のほうは、利用の面から、カヤの利用をす

ることによって草原保全にどう関わっていけるかという

ことで、地元の郷土自然館の前の館長さんでいらっ

しゃる前原さん、それから鳥取大学で自然再生につい

て関わっておられる日置先生、実際にカヤ刈りをした

り、カヤの建物を建てたりされている沖元さんと相良さ

んという２人のカヤぶき職人さんのトークセッションが

行われています。

　３番目の阿蘇会場は、草原の恵みを守る仕組みづく

りをどうするかということをテーマに行っています。主に

草原の持つ水源涵養力について科学的見地からの知

見、それから新しい知見というものを熊本県立大の島

谷さんから、それから、それを基にして、地域の草原を

たいと思います。

○東伊豆町長（太田長八）　それでは最後に、私から

静岡県東伊豆町の報告をさせていただきます。

　東伊豆町は細野高原という草原があります。昨日か

らのシンポジウムでも議論されてきましたが、この草原

の維持管理、また利活用、そして次世代への継承が、う

ちだけではなく、今聞きますと、全国の草原を持つ自治

体の共通の課題だと思います。このサミットで皆様のお

知恵をお借りした中で、また今後この課題に取り組ん

でいきたいと考えております。

　細野高原は、うちの町は稲取地区、熱川地区と二地

区があります。そして、稲取地区が４部落がある中で、

稲取地区に存在しております。その稲取地区の４区の

町内会が組織する稲取地区特別財産運営委員会が管

理しております。この４区の共同管理によりまして、防火

帯の設置や山焼きなどを実施しております。防火帯、ま

た山焼きにはそれぞれ120名ほどの人が出て実施し

ていますが、やっぱり作業者の高齢化、また、農業従事

者の減少によりまして、作業ができる区民が年々減りま

して、人的負担が増しております。また、この草原を管理

するのには、年間約500万円の費用がかかるため、経

済的負担も課題となっております。

　観光面では、この細野高原の資源を活用いたしまし

て、４月上旬から５月上旬にかけての山菜狩りや、また、

秋には秋のススキイベントを開催しております。イベン

トの開催時には、これはススキのほうですが、参加者

から600円、その他の期間におきましては20円を入山

料として頂いております。先ほど経済的負担のことを申

し上げましたが、これらの収入が維持管理には必要と

なってきます。しかし、これだけで全ては賄えませんの

で、入山料の値上げ、また新たな利活用を検討いたし

まして、この維持管理費用の捻出を考えていかなけれ

ばならないと考えております。

　そんな中で、イベント等のため、この道路、駐車場、ト

イレ等を整備し、誘客に努めておりますが、一方では、

来訪者のマナーも問題になっております。この大切な

資源を荒らされないよう、対策も同時に取っていくべき

と考えております。そして、何よりもこのすばらしい景観

や、また資源をどうやって次世代につなげていけるか

が大きな課題となっております。

　かつては農家の方がこのカヤをミカン畑に敷いたり、

またかやぶき屋根を使用したりするなどの活用がされ

てきましたが、農業後継者が減っていく中でのこの現在

では、カヤの需要もほとんどない状況でございます。し

かしながら、このすばらしい景観、また資源は、山焼き

等の保全活動を継続していかなければ守っていけま

せんので、町内の子供たちに、また地元にこんなすば

らしい草原があること、また、この草原は人の手によっ

て守られていること、また、カヤを使った昔の文化を教

育していくなど、未来につないでいかなければならな

いと感じております。

　これらの問題解決を図るため、昨年度、稲取地区の

特別財産区運営委員会をはじめ、行政、また観光協会、

農協、高原の専門員などで組織する「細野高原を考え

る会」が発足されました。この会では４区が継続的に細

野高原、これを維持管理していただくためにはどのよう

に、また、観光、産業などの資源としての活用、周辺の

地権者とも協力して、新たなこの魅力の創生、これを

図っていくかなどを検討しております。今日は皆様方か

らいただいたこの知恵をお借りいたしまして、この会の

発展にも生かしていきたいと同時に、この草原を全国

に発信できればと考えております。これからもどうぞよろ

しくお願いいたしたいと思います。

○議長（太田長八）　以上でこの参加自治体からの報

告が終わりました。いろいろなお話を伺いました。その中

でまた意見や質問等もあるでしょうから、ここからは自由

な形で意見交換会をさせていただきたいと思います。

　ご意見がございましたら、挙手をお願いして、発言し

ていただきたいと思います。どうぞよろしくお願いいた

します。

○真庭市長（太田　昇）　よろしいですか。

○議長（太田長八）　どうぞ。

○真庭市長（太田　昇）　それぞれすばらしい取組を

勉強させていただきましたが、恥ずかしい話、蒜山高原、

まだ山焼きの面積が80ヘクタールぐらいなんですね、

どんどん減っていて。何とか維持しようと思っているん

ですけれども。600ヘクタール焼いているとかですね、

本当にたくさん広い面積を焼いているとこら辺の取組、

もうちょっと詳しく、それもその行政というよりは、住民

の方とか、あるいは子供も参加してということですが、

もう少し、こんな取組をしているよということをご紹介い

ただければありがたいんですが。勉強させてください。

○議長（太田長八）　今、太田市長からの行政以外の

ほうの取組、これが何か具体的なことがありましたら、

どなたかご発言願いたいと思います。

　南阿蘇村の後藤さん、よろしくお願いします。

○南阿蘇村農政課主幹（後藤進哉）　先ほども説明さ

せていただきましたけれども、本村の牧野面積が

2,470ヘクタールで、野焼きが行われているところは

1,170ヘクタールということなんですけれども、地震前

はまだ野焼き面積は広くて、この事業主体というのが各

地元の行政区とかになりまして、以前は区長さんが責

１．開会

○司会　それでは、ただいまより第13回全国草原サ

ミット～未来へつなごう！壮大な海すすきの草原～を

開催いたします。

　私は進行を務めます東伊豆町企画調整課長の森田

と申します。どうぞよろしくお願いいたします。

２．挨拶

○司会　まず初めに、開催地を代表して、本大会の実

行委員長である東伊豆町長　太田長八よりご挨拶を

申し上げます。

○東伊豆町長（太田長八）　皆様、こんにちは。東伊豆

町の町長の太田でございます。

　本日は、この首長様におかれましては、新型コロナ

ウイルス感染症の対応で大変お忙しい中、全国草原サ

ミットにご参加していただきまして、誠にありがとうござ

います。

　本来であれば、皆さんにこの東伊豆町にお越しいた

だきまして、顔を合わせながらこの意見交換をさせてい

ただくところでございますが、１年延期したにもかかわ

らず、新型コロナウイルスの感染がなかなか収まらな

い状況ですので、このようなオンラインの会議とさせて

いただきました。ご理解願いたいと思います。

　この後、前回大会の報告、それから、昨日から行って

きましたシンポジウムの報告もお願いいたしますが、こ

こから先がメインであるサミットとなります。全国に存

在する草原の価値、また課題につきまして、参加者の皆

様から貴重なご意見を提言していただきながら有意義

な大会となるよう期待しておりますので、どうぞよろしく

お願いいたします。

○司会　町長、ありがとうございました。

　それでは、本日は東伊豆町以外に８自治体の皆様

にご参加いただいております。

　参加者について、事例等の発表順にご紹介させてい

ただきます。

　前回サミット開催地の宮崎県川南町、町長、日髙昭

彦様、兵庫県新温泉町、町長、西村銀三様、岡山県真

庭市、市長、太田昇様、前回サミット開催地の宮崎県

串間市、市長、島田俊光様、熊本県高森町、町長、草村

大成様、広島県北広島町、生涯学習課長、西村豊様、

あったり、いろんなところに登場する、そういう特徴が

ございます。

　ここが町の中心部にあります、広さ的には３万

3,000平方メートル、3.3ヘクタールということでござ

います。植物のほうは、およそ300分類で、そのうち

170種ほどが希少な植物であるということでございま

す。平成22年から一般に公開しておりますので、今年

で12年目に突入したところであります。開園期間は４

月から11月の間ということになっております。

　では、この活動の状況の現状なんですけれども、基

本的にこの湿原は、ボランティアの団体であります川

南湿原を守る会の方々が運営をしていただいておりま

す。日常の草刈りなどの管理、それから植物の整備状

況、また、案内も全てそういうボランティアの方がやっ

ていただいているという状況でございます。

　管理作業は大きく分けて２つあるんですが、まず６月

ぐらいに水草を除去いたします。特にセイタカアワダチ

ソウ等が水路等に入りますので、それを全員で除去し

ます。そして１月には草出しをして火入れをするという

ことでございます。先ほど言いました守る会の会員の皆

様、それから役場の職員、一部ボランティアの方々に手

伝っていただいてやっているところでございます。

　現在、その湿原のほうの普及活動ということでござ

いますが、年に３回ほどの観察会を実施しております。

まず１回目が４月下旬のトキソウ・ハルリンドウ観察会

でございます。２回目が７月、夏にトンボの観察会、最

後が８月から９月にかけまして、ホシクサ観察会。ホシ

クサというのが実はもう世界でここしかないという、

ヒュウガホシクサであるとか、エダウチシロホシクサ

等がございます。専門の方には非常に貴重な植物だと

いうことでございます。

　今、本当にここしかない植物がありますので、一般に

開放しているんですが、まだそこまでＰＲをあえてせず

に、いろんな意味で、種の固定であるとか、そういう仕

組みを構築しながらいろんなことをこれからの目標に

しているところでございます。

　今回どこもそうですけれども、３年前に全国の大会を

開催させていただきまして、いい機会をいただいて、全

国的にＰＲを進めていこうという矢先ではございますが、

こういうコロナに関して、うちも県外とか遠くから専門

の方を含めた方が多くいらっしゃるもんですから、今は

残念ながら閉園という形になっております。いろんな工

夫や機会づくりをこれからしっかり行いながら、我々は

湿原の魅力をどうやって発信するか、これをどうやって

維持していくかというのをしっかり考えていきたいと考

えております。

　以上で前回の報告とさせていただきます。ありがとう

ございました。

○議長（太田長八）　どうもありがとうございました。

　本当、３年前に私、川南町さんと串間市さんにお邪

魔させていただきました。本当にすばらしい運営でござ

いまして、それを目標にやった中で、新型コロナウイル

スになってしまいまして、本当に残念でございます。そう

いう中で、やっぱりまず川南町の川南湿原、これを地

区の方が再現しようと頑張った中で、今、着 と々その準

備が進んできているということ、これはもう敬意に値い

たしますので、これによりましてまたまちづくりをやって

いけば、またすばらしい町ができるんじゃないかと思

いますので、頑張っていただきたいと思います。

○川南町長（日髙昭彦）　ありがとうございます。

４．シンポジウムからの報告、問題提起

○議長（太田長八）　それでは、次に、シンポジウムの

総括といたしまして、いつも大変お世話になっておりま

す、全国草原再生ネットワーク会長でございます高橋

様にこれまでの報告と、また問題を含めてよろしくお願

いいたします。

○全国草原再生ネットワーク代表理事（高橋佳孝）　

皆さん、こんにちは。全国草原再生ネットワークの高橋

でございます。

　昨日来、第13回全国草原シンポジウムがこの東伊

豆町で行われました。その概要について、私のほうから

説明をさせていただきたいと思います。

　ここは、町長の挨拶の写真が載っておりますけれど

も、昨日は基調講演とパネルディスカッションと分科会、

それから総合の討論会というのがございました。それ

に沿って、昨日のシンポジウムのご紹介をさせていた

だきたいと思います。

　最初は、芸北高原の自然館の白川さんの基調講演

から始まりました。基調講演の内容も非常に盛りだくさ

んでして、各地の人と自然が関わる取組について、たく

さんの事例を紹介していただきながら、そのなかに潜

んでいる非常に価値のある関係性というのを大事にし

ていこうということで、講演をいただいております。

　人と関わる自然をどのように守るかということですけ

れども、要は関わり合いを学んで、暮らしに寄り添って

人が決めていく自然そのものの価値を発信をきちんと

されているか、あるいは共有されているかという問題提

起から入ってきました。時代や地域に合った多様な活

用で、草原についても守っていく必要があるんじゃない

かと。

　大事なコンセプトは、残したいものは共創資産であ

島根県大田市環境政策課長、和田二朗様、熊本県南

阿蘇村農政課主幹、後藤進哉様、また、サミット中、草

原100選についてご説明させていただきますことから、

全国草原再生ネットワーク代表理事の高橋佳孝様に

もご参加いただきます。

　皆様どうぞよろしくお願いいたします。

３．前回サミットの報告（串間市・川南町）

○司会　それでは、各自治体から活動報告や課題の

提起などを発表していただきますが、ここからは、大会

実行委員長の太田長八東伊豆町長がサミット議長とし

て進行いたします。

　太田町長、よろしくお願いします。

○議長（太田長八）　それでは、しばらくの間、議長を

務めさせていただきます。太田です。

　ご協力のほどよろしくお願い申し上げます。

　まず、前回の開催地でありました宮崎県川南町長の

日髙昭彦様より、前回の報告並びに課題、取組につき

ましてご発言をよろしくお願いいたします。

○川南町長（日髙昭彦）　皆さん、こんにちは。川南町

長の日髙でございます。

　今回は本当にいろいろ大変な中、太田町長をはじ

め、関係者の方々に開催をしていただきましたことを改

めて感謝申し上げたいと思います。

　前回、もう３年前になります。市長お見えですが、宮

崎県の串間市と同時に開催をさせていただきました。

後ほど島田市長のほうにも話があるかと思いますので、

私のほうから話をさせていただきます。

　それでは、３年前、実は２つのＰＲポイントがありまし

て、１つはですね、今はオンラインでこうやって同時開

催、いろいろ当たり前なんですけれども、当時は串間市

と川南町と、県内ではありますけれども、車で３時間、

130キロぐらい離れていた会場を同時に開催をさせて

いただきました。今となればいろんな思いもあって、大

変だったんですけれども、いろんな経験もさせていた

だいたと思っております。

　もう１点が、川南町は草原ではなく湿原なんですが、

水のある草原を湿原という形で、初めてこの草原サミッ

トに湿原を登場させていただいたということで、改めて

感謝申し上げたいと思います。

　では、簡単に報告をさせていただきますが、前回は、

黒潮洗う野生馬の草原とトロントロンが育む湿原、ト

ロントロンについては後ほど説明いたしますが、そう

いうことで、連休明けの５月12日土曜日から月曜日ま

での３日間にわたってさせていただきました。延べ885

名の方に参加をいただいたところでございます。

　先ほども申しましたとおり、湿原を入れていただきま

したので、当時は12の自治体、特に県内から、川南町

と串間市ですが、湿原の関係で近隣市町村であります

新富町、高鍋町にも参加をしていただきました。

　先ほど言いましたとおりでございますが、このサミッ

トの中で宣言をさせていただきました。今回も宣言があ

るんですが、４つの項目をテーマとして宣言させていた

だきました。

　まず１点目がですね、まず、守るという点、それから２

つ目が安全、３つ目がＰＲ、４つ目が連携というキー

ワードになりますが、まず１つ目は、やっぱり湿原とい

うのは、草原というのは、人が手を入れないと維持でき

ないということで、今回も入っておりますが、湿原を守る、

草原を守る担い手の確保や保全活動を積極的に支援

するという、守るという点でございます。

　２つ目が、やっぱり草原管理の新たな技術やシステ

ムを活用する安全管理、つまり野焼きの安全性である

とか、カヤぶきの技術を、高所作業でありますので、そう

いう安全性を大事にするということで、安全管理体制

を積極的に支援するということでございます。そういう

安全を構築するということでございます。

　３つ目がＰＲというキーワードを使いましたけれども、

草原の大切さと公益的活用を広く国民にアピールする

ため、全国草原100選を選定するということを進める

ことを決定したところでございます。

　４つ目が連携と言いましたけれども、全国の草原を

有する自治体が連携して行動していくこと。全国草原

自治体ネットワークという、正式には全国草原の里市

町村連絡協議会という活動を強化するというテーマで

ございます。それは、前々回の平成28年、新温泉町で開

催されたときに設立をされたところでございます。

　それでは、簡単に川南町の活動の状況ということで

紹介をさせていただきます。

　まず、川南湿原ということなんですが、大きな特徴が２

つありまして、１つがですね、これは湧水、湧き水ででき

た湿原であります。よそからの流れ込みがないので、世

界でここだけという希少な植物が、現在発表されている

のが３つ、あとまだ幾つか未確定でありますけれども、ほ

ぼ間違いないということがございます。それから湧き水

でございますので、ここはたまたま町の中心地からすぐ

近く、歩いて行けるという地理的なメリットもございます。

　トロントロンという名前を先ほど申しましたけれども、

実はこれはトロントロンというのは、水が湧く、トロント

ロン湧く、湧き出るという音から来た正式な地名でござ

います。片仮名でございますが、川南町と言えばトロン

トロンというのが軽トラ市であったり、施設の名前で

どうやって守るかという、そういう行政側からの仕組み

づくりについて、南阿蘇村長の吉良さんから講演をい

ただいて、その後パネルディスカッションを行ったとい

うことです。

　東伊豆町の様子はこういう感じで、３人が登壇して、

会場と熱心な討議が行われました。こういう形で、茅葺

き文化協会の安藤先生なんかも非常に示唆的な、後で

ちょっとお話ししますけれども、コメントをいただいたり

して、地元の方たちもとても元気づけられる内容だった

と思っております。

　内容をかいつまんで言いますと、保全の面からいう

と、面積とともに管理がなくなったということが生物相

に大きな影響を与えているんだよと。それから、湿原保

全も大事だけれども、全体を通して鹿の問題が今顕在

化していて、草原だけで語れる内容ではなくて、全体の

管理ということも必要になってくるだろう。それから、

ゾーニングや安全な場所では、後継者育成のための

フィールドとして積極的に活用してもいいんじゃないか

という話がありました。

　それから、担い手の問題もあり、新たな仕組みが

やっぱり必要になってくるだろうな。１つはボランティ

アかもしれませんし、１つは野焼きの体制整備というこ

とかもしれません。

　それから、利用価値を最大限に活用する、すなわち

材としての草原もあるし、景観を利用した観光もあるで

しょうし、それを持続的なシステムとしてどうみんなで

関わっていくかということが重要だろう。それから、東伊

豆町さんは温泉もあり、海もあり、それから草原もあると

いうことですね、東京からも近いという立地条件もあっ

て、やはり観光が主体となる、産業として観光が主体と

なるだろうと。その中に草原の恵みであるカヤの利用

を取り入れて、地域の特性やスケールを発揮してはどう

かというのが安藤先生のほうから示唆されたことです。

特に例えば来訪者の拠点施設みたいなところとか、そ

ういうカヤふきが実際にできるようなところをうまく利用

して、そこに新しい価値も含めた来訪客へのサービス

提供というのもできるんじゃないか。カヤの循環によっ

て、癒しの空間形成というのが可能であるし、そういう

ものが今後観光を回していく上でも期待が大きいん

じゃないかという話があったというふうに覚えています。

　それから、蒜山会場のほうは、このようにカヤを使っ

たサイクリング施設というのを実際に建てられていて、

その新しい施設の近くでこういうふうなセッションを

行っております。

　内容ですけれども、草原の利用から見える、過去に

学ぶことによって蒜山らしさというのがよく分かるんだ

と。その利用の仕方や経緯から学ぶものも大きいとい

うことがありました。

　それからもう一つは、よく自然再生事業というのはい

ろいろ行われているんですが、その自然再生において

も地域経済を回すことが今大切になってきているんで

すよというお話。実際に草原のカヤを使ったサイクリン

グセンターというものがありますけれども、ここから広

がる新しい世界があって、それが地域を大きく回してい

く一つのきっかけづくりにもなるんじゃないか。

　それから、カヤの利用についても、いわゆる文化財と

か古民家だけではなくて、今は新しい施設や近代的な

施設、そういうものについてもいろいろとカヤが使われ

ている時代である。カヤぶきは新たにもう一皮むけて

未来に発展する、その礎となり得るものではないかと

いうことがありました。

　これまでは地元だけで使って守るというところから、

地域外の関係者も含めた、地域の人も一緒になって守

るという、幅広い守り方、そういうものが目指されており

ました。そのためには、地域内外の人と意識を醸成す

るためにも、楽しいということもとても大切なんではな

いかということが報告されております。

　それから、阿蘇のほうは、このように広がる草原が九

州の北部の６大河川の水源域になっているという、そ

ういう立地条件もありますけれども、今回、水源涵養を

中心とした生態系サービスについての討論が行われ

ております。

　新しく分かったこととして面白かったのがススキ草

原がものすごく水源涵養力が高いんだと。そのなぜか

という理由の一つがススキそのものが節水型の植物

であって、水を消費しない。その分、水源涵養に回る水

が多いんですよと。それから、川下、川上の関係でいえ

ば、福岡都市圏も含めて大勢の人数の飲用水を賄うこ

とができる、その水源地が阿蘇の草原だと。それは有

明海のほうにもつながっていて、ノリが色落ちするのを

防ぐために栄養源を補給しなきゃいけないんですけれ

ども、その補給するだけのダムの放流ができるだけの

水源が確保できていることがとても重要だと。そういう

意味では、海のほうから草原を応援していただくという

仕組みづくりも今後考えていったらどうかというような

お話がありました。

　それから、環境省のほうでは、阿蘇の地域を守って

いく、あるいは草原を守っていく上で、地元の農業者の

なりわいに対する助成を主体に考えてきたんですけれ

ども、それも今後は重要であると同時に、これからは草

原の持つ公益的機能へどういう形で支援できるかとい

う仕組みをつくる必要があるんじゃないかというお話

それを研究面から実証、検証するということをぜひ研

究者にはやっていただきたいと。それを普及させる場

の整備を行政には担っていただけると非常にありがた

いという最終的な要望がございました。

　これらの問題というのは、一個人でどうこうできる、

解決できるものではありませんので、ぜひ行政のほう

のお力添えをいただきたいと。私ども個人や市民として

は、今後もそういう形で対話を続けていきたいというこ

とで、最後、閉めたところでございます。

　少し長くなりましたが、以上が草原シンポジウムの報

告です。ぜひこの内容についてもサミットでの論議をし

ていただきますようよろしくお願いいたします。

　以上です。

○議長（太田長八）　高橋先生、どうもありがとうござ

いました。

　私、このシンポジウムをやって本当、大変勉強になり

ました。と申しますのは、やっぱり今までカヤの活用と

かね、また、子供たちを育てていかなければならない、

地域の学習、体験学習、これも大変重要だと感じまし

たので、この間、大変勉強になりました。

　そういう中で、首長さんがいらっしゃいますので、私

が一番感じたのは、やっぱり阿蘇の分科会の、誰か

ちょっと名前を忘れましたけれども、要するに職員が、

担当者はある程度認知しているけれども、ある程度の

方、全ての方が草原などを認知しなければ進まないと

言われましたので、各首長さんには、担当者だけでは

なく、ほかの違う職場の方たちにも、あと、地元の草原、

また湿原に対する知見をある程度広げていければ大

変ありがたいと感じております。

　以上です。

　どうも高橋先生、ありがとうございました。

５．各自治体の取組と課題

○議長（太田長八）　それでは、各自治体の皆様にご

報告をしていただきたいと思います。順番は、事前に配

付してある参加名簿の順でお願いいたします。時間の

関係もありますので、各自治体おおむね５分間をめど

ということでお願いいたしたいと思います。

　それでは、兵庫県新温泉町長の西村銀三様によろし

くお願いいたします。

○新温泉町長（西村銀三）　皆さん、こんにちは。新温

泉町長、西村銀三です。よろしくお願いいたします。

　平成28年第11回のシンポジウム、新温泉町で開催

していただきました。その際には、川南町、日高町長さ

んをはじめたくさんの方にご参加をいただきました。誠

にありがとうございます。

　皆様のお手元に新温泉町の概要と上山高原の歴史

と現状という資料があると思いますので、資料に沿って

説明をさせていただきます。

　新温泉町は、日本海側に面した鳥取県との県境に

あり、平成17年10月に誕生した人口約１万4,000人

弱の町で、まちづくりのテーマは、「海・山・温泉　人が

輝く夢と温もりの郷」であり、豊かな自然に恵まれた町

であります。

　産業については、農業分野では水稲、梨、高原野菜

の大根の生産を主として進めています。畜産について

は、神戸ビーフや松坂牛のもと牛である但馬牛の主産

地として、飼育頭数の維持拡大に努めています。また、

水産業については、松葉ガニ、ホタルイカ、ハタハタな

ど、日本有数の漁獲高を誇っています。

　当町には上山高原という大きな草原があります。周

辺集落の人々によって上山高原は田畑の土づくり、和

牛放牧として活用し、中でもススキは飼料、カヤ、かや

ぶき屋根等に利用され、生活の一部として維持されて

きました。

　しかし、農機具の普及、牛農家の減少によって、草原

は活用されなくなり、クマザサが茂り、雑木に覆われて

きました。これでは駄目だということで、平成16年に県

と町と地域が連携してＮＰＯ法人上山高原エコミュージ

アムを立ち上げました。上山高原と麓の７集落を丸ごと

生きた博物館として捉え、草原を保全・再生する取組を

地域の資源を活用し、地域内外との交流を図ることで

地域の活性化につながる活動を進めています。

　再生の具体的な活動としまして、人工林をブナ林の

広葉樹に替え、ススキ草原の持続と拡大ということで、

山焼き等を行っています。また、イヌワシの生息調査、ノ

ハナショウブ、そしてヤナギタンポポ等、希少植物のモ

ニタリング調査の継続を行っていますし、体験プログ

ラムとして、滝巡りやハイキング等も行っています。また、

第11回大会を開催した成果だと思っていますが、スス

キの有効活用ということで、神戸市のかやぶき職人「く

さかんむり」と連携・協力協定を結び、古民家や文化財

施設にカヤを使う取組も進めています。

　草原維持では、ササ刈り、山焼き作業、放牧作業等、

毎年継続することが必要になってきます。このため会員、

地域住民、ボランティアの方々の協力をお願いしてい

ますが、作業費等の捻出が今後の大きな課題となって

います。今後もできるだけ多くの方にご協力をいただい

て保全活動や利用する取組を進めてまいりたいと思っ

ております。

　以上であります。

○議長（太田長八）　どうも西村町長、ありがとうござ

がありました。

　それから、草原と私たちの関わりとか、暮らし方を支

えるエビデンス、要するに研究の証拠ですよね、そうい

うものとか学術研究がとても重要だということが今回

のこのセッションの中でもよく分かったということです。

　それから、南阿蘇村長さんは熊本地震後、火入れ責

任者を村長さんに替えたという行政側からの支援が

あって、それによって野焼きが復活したところが結構

あったと。それから、火入れの手続も届出制に変えたり

ということをしたんですけれども、これを行う大きな根

拠となったのが、やはり水源涵養機能ということで、熊

本県民、熊本市民の水道水を支える水源の源である草

原を守ることが地域全体、あるいは県全体に対しての

大きな影響を及ぼすんだ、大きな貢献ができるんだと

いうことで、これまで阿蘇の草原といえば景観が主体

でしたけれども、今後は水源保全という意味でも、阿蘇

の草原の価値を見直して、みんなにアピールしたいと

いう話がございました。

　最後、全体会は、こうやって行われたそれぞれの分

科会の報告を受けて全体討議をしたんです。これも全

てオンラインでやりました。ここに映っているのは東伊

豆町さんのところでやった内容です。ちょっと写真で隠

れていて申し訳ないんですけれども、それぞれの分科

会から代表者が入っていただいて、オンライン上で討

議を行っております。

　まとめになるかどうか分かりませんけれども、草原の

保全面については、なぜ草原が重要かを各世代意識

共有する必要があると。活動に関わる人、理解者、応援

者を増やしていく仕組みが必要。維持するために人が

関わり利用し続ける仕組みづくりが重要になるという

ことが語られました。草原の経済価値と公益機能を積

極的に評価してあげる必要があって、公益機能の守り

手である生活者を支援する制度設計というのをしっか

りと組む必要がある。

　前にもお話ししましたけれども、保全のための保全と

いう観点から、草や草原を活用することによる保全と

いうほうにシフトしていく必要があるんじゃないかとい

うお話でした。

　草原の活用についてですけれども、これも先ほどお

話ししたように、保護の管理から、利用して管理へとい

うのが大きなテーマとなっていました。草原利用の創意

工夫に対して様々な支援や環境整備をしていく必要が

あるだろうと。小さな経済活動を生み出して、地域ととも

につくり出すことがまず第一歩じゃないか。

　都市へのアプローチには、どうしても意識の違いと

か様々な問題があるので、その中間層の育成が必要な

んじゃないか。

　堆肥や農業や肥料とか、あるいはカヤの利用という

のはありますけれども、今でも野草の利用価値は非常

に高いものがあって、堆肥の利用とかカヤの利用で野

草の価値を復権する必要があるんじゃないのかなと。

堆肥についても、今、新しい知見として、野草を使った

堆肥に含まれる非常に優れた土壌菌がいるということ

も分かってきました。こういうのも研究の成果だと思い

ますけれども、そういうふうに野草の価値を復権させる

ことで、野草を利用すれば火入れの炎もある程度制御

しやすくなるし、火入れの安全性にもつながるんだよと

いう幅広い内容からのものがございました。

　草原の継承については、地域の固有性やほ誇りを

各世代で共有、共感すると、これはもちろんですけれど

も、地域、行政、企業が互いに手をつなぐ仕組みという

のも面白いんじゃないか。例えば細野高原だったら、

いろんな企業さんが持続的にこれを利用したいという

ことではいろんな方が入っていただいて、そこを活用し

てはどうかという話もございました。

　それから、カヤふきは活用を通じた継承の有効な

ツールである。利用というものが入ることによって、その

価値を継承したり、その仕組みを継承したりするきっ

かけにもなる。

　それから、使うことで生き物が、草の供給で文化が守

られていくだろうと。

　環境教育は世代を超えていく潜在性を持っているの

で、非常に大切なことである。子供さんへの教育という

のはとても大切。

　草原と地域のつながる観光や地域振興の在り方に

も工夫が必要になってくるんじゃないかというふうなま

とめがございました。

　最後に、行政へ望むことということで、幾つか提案を

いただいております。

　１つは環境教育、あるいは担い手育成も含めてとい

うことですけれども、その助成をぜひ継続できるような

ものにしてほしい。

　それから、実際に草原を守るときに一番頭を悩ませ

ているのは、行政の実務者の担当者であろうというこ

とで、もちろんいろいろ替わったりもしますので、持続

的にそれを進めていくのに問題が生じがちなんですけ

れども、ぜひその自治体間での実務者同士の学びの

ネットワークをつくっていただけないか。サミットでい

えばシェルパ会議のようなものを今後実現していただ

ければありがたいという話がありました。

　それから、地域知、伝統的に言いつながれてきた知

識そのものに意外と真実が、とても大事なものがあって、

いました。

　太田市長の取組は、もうマスコミでだいぶ私も勉強

させていただいております。そういう中で、文化と草原

がやっぱりマッチしないと、本当にそのとおりだと考え

ています。昨日の分科会の会場、隈先生の建築、それに

つきましてカヤを使っていること、大変感銘を受けまし

たので、今度、一度視察に行かせていただければ大変

ありがたいと思います。よろしくお願いします。

○真庭市長（太田　昇）　どうぞ、おいでください。これ

が全容ですけれども、３棟あります。

○議長（太田長八）　そんなにあるんですか。

○真庭市長（太田　昇）　１つは、このメインのがです

ね、これが18メートルあります。その横に見えておりま

すのが、隈研吾先生の設計図面とか模型とか、そして

サスティナブルな商品を売るとかですね、そしてもう一

つはサイクリングターミナルという、それで構成されて

います。7,000平米ぐらいの広さであります。

○議長（太田長八）　すごいですね。視察を楽しみにし

ておりますので、よろしくお願いいたしたいと。

　続きまして、串間市長の島田俊光様、よろしくお願い

いたします。

○串間市長（島田俊光）　こんにちは。串間市の島田

でございます。

　12回草原サミットにつきましては、川南町と一緒に

開催させていただいたわけでございますが、事務局の

皆様等はじめ関係各位の皆様方のご高配を賜り、サ

ミットを成功することができました。本当に感謝を申し

上げたいと思います。

　それで、宮崎県串間市は、宮崎県の最南端に位置す

る温暖多雨なところでございます。きゅうりやピーマン

などの施設野菜、サツマイモやごぼうなどの露地野菜

をはじめ生食で食べられる完熟キンカンや餌にトウガ

ラシを混ぜてつくる養殖ブリなどは、質、量とも全国トッ

プクラスの地域でございます。また、そのように農産物

を生産する食の宝庫でもあります。

　串間市からは、野生馬が生息する都井岬と宮崎県

の希少な動植物重要生息地に指定されている古竹・笠

祇地区について紹介させていただきたいと思います。

　串間市の草原といえば、野生馬が生息する都井岬が

代表的な草原となるわけでございますが、もともとは江

戸時代の軍馬を育成するための牧場であったものが、

人の手が触れることなく、令和の時代まで残っているも

のであります。春には新緑の草原にオキナグサやウマ

ノアシガタ、さらに夏から秋にかけてヒオウギやノヒメ

ユリ、ムラサキセンブリ、冬はノジギクなどが繁茂して、

四季それぞれの種のある希少動植物、国指定天然記

念物の野生馬とともに見ることができます。オキナグサ

など都井岬に生息する多年草のほとんどは、毒があっ

たり、またとげがあったりして、馬が食べない植物であ

り、食べ残すことから花を咲かせることができる。都井

岬は馬がつくり出す生態系に、絶滅危惧種に指定され

ている希少な植物を観察することができます。都井岬

は人の手を加えないことが魅了をより高めるものと考

えております。

　通過型の観光から体験、滞在型の観光へと転換さ

せる取組として、野生馬の生態と野生馬による形成さ

れた草原の植物やふん虫、フンコロガシでございます

が、などを訪れた観光客に対して分かりやすく説明す

る都井岬野生馬ガイドを配置し、エコツアーなど着地

型観光としての活用をはじめ、地元小中学生の地域を

学ぶ授業、くしま学などを地元の魅力を学習させる取

組など、草原の維持・存続と魅力発信のため取り組ん

でおります。

　また、笠祇・古竹地区の紹介でございますが、資料の

下段にあります笠祇・古竹地区の草原については、都

井岬と同様であり、江戸時代の軍馬を育成するための

牧場であったものが地域住民により草刈りや野焼きな

どの作業により代々守られ、現在も草原として維持され

ているものでございます。平成19年11月には宮崎県

の希少野生動植物重要生息地に指定されております。

笠祇・古竹地区は串間市の中心市街地から車で約15

分と近い場所に位置しており、昔ながらの田園風景が

広がり、里地里山で和牛の里として呼ばれている畜産

が盛んな地域でもございます。

　集落は過疎、高齢化が進み、野焼きなどの里山を守

る活動の継続が危惧されているところでございます。集

落の過疎化、高齢化の進展は、本市のみならず全国各

自治体の共通問題と認識をいたしております。行政の

役割としては、地域の魅力を住民自らが情報発信して

いく活躍の場の創出と、地域に何度も訪れる深いつな

がりを持つ関係人口の増加が肝要であると考えており

ます。

　本市の取組の１つがエコツーリズムの推進でありま

す。市といたしましては、地域資源の魅力を伝えること

により、関係人口の増加、地域住民の資源価値の再認

識、そして、環境教育による次世代への継承へとつな

がるエコツーリズムを鋭意取り組むことにより、草原の

維持形成を図っていきたいと考えているところでござ

います。

　以上でございます。よろしくお願いします。

○議長（太田長八）　どうも島田市長、ありがとうござ

いました。

いました。

　このＮＰＯ法人の活動、大変すばらしいと感じており

ますし、また、うちの町のテーマも、「満点の海・山・空は

東伊豆」と、何かまちづくりが同じような感じがいたしま

すんで、これを契機にまた交流ができれば大変ありが

たいと思います。どうぞよろしくお願いいたします。

○新温泉町長（西村銀三）　こちらもよろしくお願いし

ます。

○議長（太田長八）　それでは次に、続きまして、岡山

県真庭市長の太田昇様、よろしくお願いいたします。

○真庭市長（太田　昇）　真庭市の太田です。よろしく

お願いいたします。

　真庭市は合併して828平方キロメートルと、面積で

いうと東京23区の1.3倍というですね、岡山県北に広

がる市です。その一番北、鳥取県境のところに蒜山高原

という高原がありまして、東西20キロ、南北10キロと

いう、多分、関西では一番広い高原だと思っております。

　課題ですけれども、よそと同じで、もともとはススキ野

原が非常に広がっていた、それがだんだん狭くなって

きていると。そこに貴重な動植物、絶滅危惧種がいた

のが、これを守らないと、景観も含めて滅んでしまうと

いうようなことで、そういう意味での保全というのが一

つの大きな課題であります。

　もう一つは、これも出ておりましたけれども、単に保

全だけではできない、やはり活用しながら保全すると

いうことをしなきゃならない。その活用というのが一つ

の課題だろうというふうに思っております。

　その２つをどうしたら両立できるのかということです

が、１つは、カヤを山焼きをする、そうするといいカヤが

できる。そのカヤを、もちろん土に戻すことによって、灰

そのものが肥料になってまいりますが、蒜山も旧石器

時代から人が住んで、そしてカヤを焼いて、火山灰の

非常に貧栄養化のところを植物が育つように、１万年

以上かけて変えてきたという歴史がありますから、それ

を延 と々やっていかなければならない。それとともにカ

ヤを建築資材として活用するということで、昨日の分科

会でも隈研吾先生の設計で、カヤの屋根を逆さまに

使ったですね、屋根そのものは鋼板で、中の天井から

中を全部カヤにしたという、逆さまにしたような、そうい

うサイクリングターミナルを造りましたけれども、それ以

外にも建築資材としていろんな活用ができるということ

で活用していきたいということであります。

　それとともに、このすばらしい高原を多くの方に親し

んでいただく。自然環境だけでは人は来ません。やはり

そこに文化というものがないと人は来ないということで、

ここに出ておりますけれども、これも隈研吾先生の作品

ですけれども、ＣＬＴ、クロス・ラミネーテッド・ティン

バーという縦横、縦横に木材を組合せして、一つの板

を作るわけですね。その板を組合せしてこういう建物

を造っていくですね、これはオリンピック選手に遊んで

もらおうと思って東京の晴海に造ったんですけれども、

真庭のヒノキで造り、日本で専用のＣＬＴ工場は真庭に

しかありませんから、言わば真庭に里帰りしたというこ

とで、グリーナブルヒルゼンというふうに呼んでおりま

すけれども、こういう施設。中は空間で、ここで遊んだり、

イベントができるように、そういうものを、一つの芸術作

品ですけれども、造っております。こういうものを使って、

観光資源としても活用していくと。

　つまり景観も含めて、そして人工的なこういうものを

全部入れて、地域価値を上げていくという、そういう概

念で取り組んでおります。

　さらに、このＧＲＥＥＮａｂｌｅというのがロゴにもなって

おりまして、阪急阪神百貨店がこのグリーナブルに沿う

ようなものを真庭の産物をですね、産品を大阪で売っ

ていくというような、阪急百貨店とも提携をして、コロナ

がもう少し落ち着けば本格的に梅田で真庭の産品を

開発しながら売っていくということになってまいります。

阪急に今ブランド、阪急ブランドとしてＧＲＥＥＮａｂｌｅと

いうのを商標登録してもらいました。

　そういうことをしながら、この背景として、私の背景

に木材を使っておりますけれども、バイオマス産業都市

の指定も受けて、やがて真庭の電力は全て真庭で賄う

と。今、バイオマス発電、１万キロワットのありますけれ

ども、市内需要の大体60％ぐらいを再生可能エネル

ギーで賄えています。火力じゃなくて、水力とバイオマス

ですね。これを100％にしていくということも地域の価

値を上げていくという取組をしております。

　それと、生ごみ等、人間さんのふん尿ですね。それを

混ぜてメタンガスを発生させて、それでプラントを動か

して、最後、液肥を作って、それを低コスト農業として利

用していくという、そういうような、全体をＳＤＧｓという

か、サスティナブルなそういうまちにしていくという取組

をしております。東京のまねをしても仕方ありません。こ

の地域にある資源をいかに使って、それを循環させて、

未来志向で豊かにしていくということで、ＳＤＧｓ未来都

市の第１号にもなっておりますけれども、そういう取組

をしているというのを、そういうことを背景にしながら

蒜山高原を守り、活用していくということであります。

　皆様方のご意見も、あるいは活動も参考にしながら、

よりこれを進めていきたいというふうに思っております

ので、今後ともよろしくお願いいたします。

○議長（太田長八）　太田市長、どうもありがとうござ

にちは。広島県の北広島町生涯学習課長、西村と言い

ます。よろしくお願いいたします。

　お手元にお配りしております北広島町の概要、そし

て、北広島町の草原と取組について、説明をさせていた

だきます。

　まず、広島県北広島町の概要でございますが、広島

県の西北部、西中国山地の標高300メートルから800

メートルの盆地、北は島根県と接しております。広島県

に流れる太田川、そして島根県に流れます江の川の源

流域でもございます。面積の８割以上が森林地帯でご

ざいまして、県北地域、こちらは1,000メートル級の山

が連なっております。

　国立公園の一部でございます八幡湿原、こちらにあ

ります芸北地域の八幡、こちらは冬になりますと２メー

トルの雪を記録する豪雪地帯となっております。

　それでは、広島町の草原と取組について説明をさせ

ていただきます。

　こちらにつきましては、４つ紹介をさせていただきた

いというふうに思います。①から④まで、概要から課題

というふうにしております。

　まず、雲月山でございますが、島根県と隣接をしてお

りまして、かつては採草、そして放牧の目的で1960年

頃まで利用されておりました。島根県側はカラマツの

植林となっています。広島県側、こちらは1990年代に

観光イベントとして山焼きですね、こちらが行われてお

りましたが、1996年を最後に停止しました。2005年頃

より、地域が主体となりまして、主にＮＰＯが主体となり

募集を行いまして、消防団、博物館、小学校などと連携

しながら山焼きを実施しております。

　2014年に町条例に基づきます野生生物保護区に

指定をしております。

　こちらの利用についてですが、一般の登山の観光の

ほか、町内外の小学校等によります学習の場としての

活用、そして、山焼き再開後に数年間にわたり報告も行

われましたが、牛が転落するというような事故もありま

して、現在は放牧はされておりません。

　課題でございますが、現在15％ぐらいの山焼きを

行っておりますが、全域の山焼き、そしてボランティア

の確保といったことが課題というふうになっております。

　続きまして、千町原の草原でございます。

　こちら、もとは地元地域八幡村という旧村になります

けれども、こちらの入会採草地でございました。1944

年に陸軍の演習地となりまして、戦後は開拓民の入植、

国の大規模草地の開発、広島県への移譲と郊外開発

を経まして、今に至っております。2003年頃よりＮＰＯ

が中心となりまして伐採の実施をしまして、2020年に

町条例に基づきます保護区に指定をしました。植物や

鳥を見る観光地として人気がありまして、2013年から

は地元の中学校の、この後紹介しますけれども、茅プロ

ジェクト事業にカヤを提供しております。

　課題でございますけれども、既に樹林化した範囲が

結構広くなっております。また、大規模草地開発の影響

で湿原が縮小しておりまして、いずれも伐採が必要と

いうふうになっております。

　続きまして、霧ヶ谷湿原でございます。先ほどの千町

原と同エリアに位置をしております。大規模装置開発

の事業を経まして、現在は臥竜山麓八幡原公園の一部

に位置をしております。2003年にＮＰＯが植生調査と

ワークショップを実施したことをきっかけにしまして、

自然再生推進法に基づきます法定協議会を広島県が

立ち上げまして、2004年から八幡湿原自然再生事業

が始まっています。樹林の伐採、湿原から水を抜くコン

クリート水路の撤去、湿原への水路の設置などの工事

を2007年から2010年にかけて実施をしました。その

後、自然再生協議会の保全部会が中心になりまして、

伐採作業を継続しております。こちらも2020年に町条

例に基づきます放牧の指定をしております。

　利用でございますけれども、植物や鳥を見る観光地

として人気のスポットとなっておりまして、小学校、中学

校等のフィールドワークの場として活用、そしてガイド

ツアーの実施をしております。

　課題でございますけれども、再生工事から10年が経

過しておりまして、順応的管理のために現状に即した

全体構想と実施計画の見直しが必要となっています。

　そして、これは地元の中学校での取組ということなん

ですが、芸北茅プロジェクトについてです。

　芸北地域のススキ、これを屋根ふきのカヤとして資

源化し流通させる取組を行っています。中学校ＰＴＡ、Ｎ

ＰＯ、地域住民、教育委員会などが実行委員会をつくり

まして、2015年から推進をしております。地域の住民

自らがカヤを刈り取りまして市場に出荷すること、こち

らで私有地や小さなカヤ場が保全をされる。そして、今

は廃止となっておりますけれども、こちらにスキー場跡

地がありまして、こちらを文化庁のふるさと文化財の森、

こちらに設定をされたところでございます。

　利用についてなんですが、未利用でありましたカヤ

場、そしてカヤの利用が推進されるとともに、プロジェ

クトそのものが地元生徒にとって生きた教材というふう

になっています。地域通貨を活用することで地域外へ

の経済流出を防ぎ、刈り取ったカヤが文化財や伝統的

景観の保全に活用されております。

　課題でございますけれども、カヤの保管場所、こちら

　やっぱり串間市さんの取組、草原が２か所、これをう

まくやっていると考えています。それでやっぱりこれから

は、まずは地域住民がそのよさを認識するのが一番と

思いますので、それもまた勉強させていただいて、そう

いう中で、そのエコツーリズムを結構うまく活用した中

で、その草原の保全をやっているのが大変すばらしい

取組だと考えておりますので、引き続きよろしくお願い

いたしたいと思います。

○串間市長（島田俊光）　ありがとうございます。

○議長（太田長八）　それでは、続きまして、熊本県高

森町の町長、草村大成様、よろしくお願いいたします。

○高森町農林政策課（荒牧茉名）　町長に代わりまし

て、担当のほうからお手元に資料に沿ってご説明をさ

せていただきたいと思います。

　熊本県高森町農林政策課の荒牧と申します。よろしく

お願いいたします。

　まず、高森町の概要からご説明させていただきます。

　高森町は人口6,177人で、九州のほぼ中央、熊本県

の最東端に位置しまして、大分県の竹田市と宮崎県高

千穂町に隣接する総面積175.06平方キロメートル、

広い町土を有する農村地域でございまして、地形は阿

蘇カルデラ内に広がる標高500メートルから600メー

トルの比較的穏やかな傾斜をなす高森・色見地区と外

輪山の外側、標高500メートルから800メートルの波

状高原地の草部・野尻地区に区分される町です。

　主な産業は、観光と農林業になります。

　農業面では、立地条件を生かしまして、畜産、米、野

菜を主体とする農業生産が展開されてまいりましたが、

近年、経営の発展を図るため、一部の農家で施設園芸

の導入が盛んとなっております。地域の宝として、古くか

ら栽培されてきました農林畜産物をブランド化し普及

するとともに、地域の代表する高品質な農産物として、

将来にわたり栽培し続けるための活動を通じ、阿蘇地

域の農業の活性化と農業後継者の育成につなげるこ

とに取り組んでおります。

　観光面では、コロナ禍でイベントの実施が厳しい状

況ですが、2016年に発生した熊本地震の影響は回復

傾向にあり、高森湧水トンネル公園、月廻り公園、高森

殿の杉、南阿蘇鉄道のトロッコ列車、草部吉見神社、

上色見熊野座神社といった観光地や約300年の歴史

があります風鎮祭といった地元のお祭りを中心に毎年

多くの方が高森町を訪れています。

　また、高森町では町内全戸に整備しました光通信環

境を活用しまして、日本一の地域密着型番組として、た

かもりポイントチャンネル、こういったケーブルテレビ

の放送を行い、災害時の緊急放送や町からのお知ら

せ、地域情報、事業の紹介などを町民の方へ情報発信

しています。

　光通信環境の整備は、教育現場でも活用されており

まして、電子黒板の設置や全児童生徒のほうへ１人１

台のタブレット配布をいち早く行いまして、全国で最先

端のＩＣＴ教育が行われております。

　ここからは高森町の草原の概要についてご説明さ

せていただきます。

　高森町の草原につきまして、その多くを牛の放牧に

活用しておりまして、畜産農家や町民の方の大切な資

源として保全されてまいりました。高森町の草原は牧野

と呼ばれており、阿蘇のあか牛が放牧されている牧野

はのどかな風景として多くの人に親しまれております。

　高森町の牧野面積につきましては、1,211ヘクター

ルありまして、草原維持として行われている野焼きに関

しては、実施面積が621.5ヘクタールとなっております。

また、管内には14の牧野組合がありまして、皆さん精

力的に草原維持のほうに取り組んでいただいており

ます。

　最後に、高森町の取組と課題については、長年、放

牧や野焼きによって保全されてきている草原なんです

が、近年、管理をしている牧野組合員さんの高齢化等

によって、野焼き実施が大変難しくなってきている状況

にはございます。町としては野焼きに係る補助金等で

野焼き実施者の方の負担軽減等に取り組んでおります

が、年々、実施面積が減少しつつある傾向にございます。

　また、高森町にある阿蘇高森オーガニックセンター

というところでは、世界農業遺産の構成要素であります

阿蘇の草原に生えるススキなどの野草や畜産農家か

ら出る牛ふんなどを混ぜて堆肥を作っております。こち

らは町内を中心に阿蘇地域の農産物に還元して、循環

型農業を確立しております。

　このほかにも未来の草原を引き継ぐ子供たちのほう

に阿蘇の草原のすばらしさや草原の抱える現状につ

いて伝える草原学習などが行われております。

　以上で説明を終わらせていただきます。

○議長（太田長八）　どうも高森町さん、ありがとうござ

いました。

　高森町さんの取組は、全ての自治体が抱えている課

題と同じだと考えております。そういう中で、皆さん方に

対してよりよい回答ができればいいなと思いますので、

またいろんな意見をよろしくお願いいたしたいと思い

ます。

　それでは、続きまして、広島県の北広島町の生涯学

習課長の西村豊様、よろしくお願いいたします。

○北広島町生涯学習課長（西村　豊）　皆さん、こん

田市さんにお住みだそうでございますので、本当にあ

りがとうございます。

　そしてもう一点、これ本当、関係ないんですよ。歌手

に永井裕子さんっていらっしゃるんですけれども、その

永井裕子さんが結構大田市さんのを歌って、うちの町

の観光大使になっているんですよ。やっぱりそういう中

でまた大田市さんとよろしくお願いいたしたいと思いま

す。どうもありがとうございました。

　続きまして、熊本県の南阿蘇村の農政課主幹の後藤

進哉様、よろしくお願いいたします。

○南阿蘇村農政課主幹（後藤進哉）　昨日ですね、阿

蘇分科会では吉良村長の報告がありましたが、本日は

私のほうから発表させていただきます。

　最初に村の概要からになります。

　南阿蘇村は総面積137キロ平方メートル、熊本県

の北東及び阿蘇くじゅう国立公園、阿蘇カルデラの南

に位置する人口１万340人の村です。雄大な南阿蘇

の山と緑、そして環境庁の日本名水百選に選定されて

いる白川水源に象徴される豊かな自然環境に恵まれ

ています。

　2016年４月の熊本地震では、これまで経験したこ

とがない甚大な被害を受けました。これにより人口も１

割程度減少しましたが、村に定住促進課や空き家バン

クを設置し、移住者を受け入れる環境整備を推進して

います。

　続きまして、農業、観光についてです。

　基幹産業である農業は、白川中心に水田が広がり、

のどかな農村風景を生み出す農村は、水稲をはじめ

畜産、ミニトマトやアスパラなどの施設園芸が盛んです。

昼夜の寒暖差が大きい気候により、自然のうまみが

しっかりと詰まった農産物が自慢です。有機農業、環境

保全型農業を推進しており、安心安全な農産物づくり

に取り組んでいます。

　また観光では、大自然を中心にたくさんの観光資源

に恵まれています。新阿蘇大橋のたもとにある展望所

ヨ・ミュールからは、長陽大橋、白川第一橋梁を眼下に

望むことができ、新たな観光スポットとして注目を集め

ています。

　また、熊本地震で落ち込んだ観光客数は回復傾向

にあり、本村本来のにぎわいが戻りつつあります。

2017年９月にはアウトドアショップモンベルと村が協

定を結び、アウトドア活動促進や地域経済の活性化な

ど、包括的に協力をし合い、観光振興に取り組んでい

ます。

　続きまして、草原の概要に移ります。

　南阿蘇の草原は阿蘇カルデラの阿蘇山側及び南外

輪山側に広がり、季節ごとに違った表情を見せてくれま

す。南阿蘇の草原は牧野とも言われ、平成21年に行わ

れた阿蘇草原維持再生基礎調査では、本村の牧野面

積は2,470ヘクタール、そのうち野焼きが行われてい

る面積が1,170ヘクタールとなっております。管内には

23の牧野組合があり、牛の放牧をしている箇所もあれ

ば、野焼きのみ実施している牧野もあります。

　続きまして、本村の取組と課題についてですが、昨日、

分科会で村長がご報告された内容と重複する点がご

ざいますが、ご了承をお願いしたいと思います。

　草原の維持に欠かすことのできない野焼きですが、

その面積は、以前と比較すると減少しています。本村を

含む阿蘇郡市７市町村の草原はこの100年間で半分

以下に、直近30年で見ても４分の１近く減少しており

ます。

　本村では熊本地震で各牧野の原野火入れが中断さ

れました。平成31年度からは一部再開に向けて、熊本

県、阿蘇グリーンストック、村において協議をした結果、

白川牧野で一部再開、その後、令和２年には吉田牧野

でも再開できました。それに至るまでに県、グリーンス

トック、村で防火帯を設置する費用を予算化したり、火

入れ責任者を各区長や牧野組合長から村長へ変更し、

負担の軽減を図りました。

　今後の課題として、火入れが中断しているところの

再開が可能となるか、防火帯の整備、担い手不足、地

区住民の高齢化に対する支援が上げられます。

　補足でですね、昨日、村長から報告がありました課

題に対する取組で、ハードとソフトの対応が求められる

ことをおっしゃっていましたが、ハード面では牧道等、

恒久防火帯の整備ですね。ソフト面においては担い手

の確保ですね。畜産農家を増やすための取組として、

今後、放牧へのＧＰＳを付着して移動管理等を管理す

るシステムの導入やバーチャル研修の導入を計画し

ております。

　また、目的と認識の改革ですね。景観維持から水源

保全のほうへの啓発をしていくということで推進をして

いく予定です。

　以上、南阿蘇村からです。ありがとうございました。

○議長（太田長八）　後藤様、どうもありがとうございま

した。

　南阿蘇村様には、本当に熊本地震、大変でございま

した。今後も頑張っていただきたいと思います。

　そういう中で、今度、山焼きにおきまして、村長さんが

本部長、その中でまた新たにやるという中で、それは大

変期待しております。それから、山の保全、これ大変で

ございますので、引き続きどうぞよろしくお願いいたし

の整備。それから、カヤの販売先の確保、事業規模を

拡大するための専従職員の確保等といったようなこと

が課題となっております。

　北広島町からは以上です。ありがとうございました。

○議長（太田長八）　西村さん、どうもありがとうござい

ました。

　それで、芸北町の白川先生に今回大変お世話になり

ました。本当にありがとうございました。

　それで、私がやっぱりちょっと感じたのは、中学生の

活用ですね。やっぱり中学生、カヤを刈って、地域通貨

でそれをまた地域で還元する。大変すばらしい取り組

みと感じましたので、うちの町もやってみたいなと感じ

ましたので、その節はまたご指導をよろしくお願いいた

したいと思います。

○北広島町生涯学習課長（西村　豊）　ありがとうご

ざいます。

○議長（太田長八）　どうもありがとうございました。

　続きまして、島根県大田市の環境政策課長、和田二

朗様、よろしくお願いいたします。

○大田市環境政策課長（和田二朗）　皆様、こんにち

は。島根県大田市です。

　市長が所用で出席できませんので、私、環境政策課

長の和田が代理で発表させていただきます。

　大田市は、東西に長い島根県のほぼ中央部に位置

する人口約３万3,000人の小都市です。北は日本海に

面し、南は中国山地が迫っているため、山林原野が多

く、平たん地は僅かです。

　本市は世界遺産、石見銀山遺跡に代表される貴重

な歴史文化や国立公園三瓶山をはじめとした豊かな

自然に恵まれています。昨年度には「石見の火山が伝

える悠久の歴史～“縄文の森”“銀の山”と出逢える旅へ

～」が日本遺産に認定され、さらなる観光客の増加が

期待されております。

　さて、当市には標高1,126メートルの三瓶山があり

ます。その麓には西の原、東の原、北の原と呼ばれる草

原があり、放牧のほか、観光客、市民の憩いの場として

利用され、クロスカントリーコースなども整備されてお

ります。また、ダイコクコガネ、ユウスゲ、オキナグサと

いった希少動植物の生息地となっており、中でも最も

広い西の原では、毎年春に火入れが行われ、三瓶山の

草原景観の象徴的な存在となっております。

　三瓶山は、昭和38年に大山隠岐国立公園の一部に

編入されましたが、山麓に広がる牧歌的な草原景観が

指定理由の一つでした。ところが、昭和50年代になる

と、時代の流れから放牧が急速に廃れていき、植林な

ども行われて、山肌は一気に森林化していきました。放

牧の衰退とともに途絶えていた火入れですが、観光客

の出火による山火事を契機に平成元年に復活し、以降、

防火の観点から行政が主体となって毎年３月に行うよ

うになりました。

　平成７年には西の原の一部が放牧場として整備さ

れ、24年ぶりに放牧が復活しました。平成９年には、第

２回全国草原サミットが三瓶を会場に開催され、これ

をきっかけに行政、研究者、農業者、ＮＰＯなどの官民

ネットワークが形成されました。

　翌年からは放牧による防火帯切りを行うなどの工夫

により、経費を極力抑えながら火入れを実施すること

ができるようになりました。

　平成19年からは、従来の牧野組合、大田市等に消

防、警察が協力する体制に自然保護団体や地元の自

治会、ボランティアなどが加わり、市長をトップとした実

行委員会方式で火入れが開催され、また、目的の中に、

従来の防火に加え、国立公園管理計画にも明記されて

いる草原景観の維持を加えました。

　官民の連携により日本で一番安全な野焼きと自負し

ておりましたが、平成29年度には、風向きと火勢の急

激な変化により、消防署の資機材輸送車が１台全焼す

るという事故が発生しました。近年はドローンも取り入

れ、経験豊富なリーダーが最前線の状況を具体的に把

握しながら指示を行う形で、より安全に火入れを実施

しております。

　昨年度は新型コロナウイルス感染症の予防を考慮

して、ボランティアを募集せず、約30ヘクタールを関係

者約150人態勢で実施いたしました。現在、西の原の

草原景観は、放牧や火入れなどによってある程度守ら

れているものの、人の手が加わらなくなったところはす

ぐに森林化してしまうという現実にあります。このすば

らしい草原景観を貴重な財産として、将来にわたって

保全していくには、多くの市民や関係機関の協力が必

要です。また、単に火入れに参加してもらうだけではな

く、その意味合いを十分に理解してもらうことが大切で

あると考えております。

　以上です。

○議長（太田長八）　和田様、どうもありがとうございま

した。

　今の大田市さんから観光客の火事からまた再開さ

れた。災いをよいほうに持っていったことで、すばらし

いことだと考えております。さらにまた、山焼きの難しさ、

いくらやっても大変だと。そういう中で、もう大変勉強に

なりました。

　またこれ話は違いますが、今回は大変ネットワーク

の高橋先生にお世話になっており、高橋先生は何か大

任者ということになっておりました。地元の消防団が

ジェットシューター担いで火消ししているところ……、

私もしていますけれども、あとは阿蘇グリーンストックさ

んにボランティアの要請をしまして、ボランティアのご

協力を得ながら野焼きを推進しているところもあります。

　地震前ですね、死亡事故とか怪我とかがありました

んで、そういった理由で、その後、地震がありましたの

で、野焼きが再開できないというところになっておりま

す。再開するための今、工面をしているところであります。

　ちょっと私が知らないでですね、地元の行政区以外

でしているところもあるかもしれませんけれども、基本

的に地元の行政区が事業主体として野焼きを実施して

いるところであります。

　以上です。

○議長（太田長八）　後藤さん、どうもありがとうござい

ました。

　ほかの自治体で何か活動しているところがありまし

たらお願いしたいと思いますけれども。

　じゃちょっとうちの取組が、ちょっとうちの町は結構

行政が携わっていたんですけれども、今は財産区、

やっぱり共有財産区、いわゆる区ですね、区の方が中

心となりましてやっております。行政が出ているのは消

防団、これも民間ですけれども、ある程度それに対して

参加で、もうほとんど民間がやっている中で、やっぱり

皆さん方も同じもう高齢化、そしていかに高齢化の中

で新たな担い手を見つけるかということが課題でござ

いますので、その課題につきまして、後でまた課題、問

題にしていきたいと思いますけれども、太田市長、こう

いうことでよろしいでしょうか。

○真庭市長（太田　昇）　今、町長がおっしゃいました

ように行政区も結局高齢化したり、メリットがあればす

るけれども、メリットがなかったらなかなか、昔やっとる

から、景観がどうだから、動植物がどうだからといって

なかなかできなくなってきていると思うんですよね。だ

から、安全でありながらどういう仕組みで何か新しいこ

とができないかとかですね、そういうことを勉強したい

わけですけれどもね。私の頭の中で考えているのは、怪

我をされても困るけれども、山焼きは難しいですけれど

も、カヤの刈り取りなんかは、これも大変なんですけれ

ども、一つの観光と結びつけてできないのかなと。ただ、

山焼きのほうはね、これは消防団の協力、そして死亡と

か事故のないように、それからその日の気象条件に

よってできなくなるとか、非常に不安定要素もあるんで、

なかなかいい知恵が出ないんですけれどもね。そのあ

たり、教えていただいたり、また知恵を出していただけれ

ば、このサミットが有意義だなというふうに思うんですが。

○議長（太田長八）　今、太田市長さんからいろいろ

問題点を提案、提示していただき、何か首長さんでこう

いう案がいいじゃないか、そういうことがあったらまた

ご発言願えれば大変ありがたいと思いますけれども。

　じゃ、まず私からちょっと発言させてもらって、皆さん

方には指名させていただきますので、よろしくお願いい

たしたいと思います。

　やっぱり今、太田市長が言ったように、山焼きをね、

ただ昔からやっているからやるんだと、そういうことが

結構、自分も多いと感じております。そういう中で、私、

これから生きる道は、うちの町、観光でございますから、

また太田市長さんが言ったように、観光と草原との結

びつき、それをいかにやっていくかということが大切な

のではないかと考えております。そういう中で、昨日の

シンポジウムの中で、やっぱりカヤを皆さん方に刈っ

てもらった中で、カヤを刈ることによって山焼きの負担

も少なくなるようなことも聞きましたので、そのカヤを

刈って、また観光に生かした中で、草原を守っていきた

いと考えております。

　また、カヤを刈ったことも、やっぱりある程度資金源

になるようなことも聞いております。さらに、自分は子供

たちが草原に対するある程度の認識、小さいときから

持っていなければなかなか草原に対する愛情は湧か

ないと考えておりますので、その辺の教育の活動もして

いこうかなとは考えております。

　東伊豆町はとりあえずそういうことを考えております。

では新温泉町長の西村町長、いかがでしょうかね、こ

んな考え方は。それから各首長さんにちょっといろいろ

まずお話を伺いたいと思います。

○新温泉町長（西村銀三）　当町、ＮＰＯ法人、上山高

原の周辺集落の７集落、それからもちろん県、行政、町

もバックアップして、地域が主体で取り組んでおるんで

すけれども、何といっても人口減少が最も我が町では

厳しい町であります。合併して今年で15年たったんで

すけれども、３割近い人口減少地域ということで、地域

は最も危機的意識を共有しているということで、上山高

原におけるこういったカヤの利用、それから山焼き、こ

ういう事業を通して知識の意思統一に大きく貢献でき

ていると。

　今回も実は、この７集落周辺に地域の運営組織がで

きることになりました。そういったことで、地域の意思を

まとめるためのそういった運営組織と同時に、施設の

建築も今年度スタートいたしました。そういった意味で

は、一つの高原を地域の過疎と、そういった過疎意識

を払拭して、地域の活性化につなげていく、そういう点

で新温泉町では大きく貢献できつつあるということを

つ草原が残る里を再発見いたしまして、その大切さを

広く紹介するとともに、次の世代へと残していくことを目

的に、未来に残したい草原の里100選を選定するとい

うことが目的でございます。

　期待される効果といたしましては、４点ございます。

社会的に価値が認知されていない草原の掘り起こし、

２点目が草原の価値を知らない人への普及、３点目、

現に草原に関わっている人たちの意識や誇りの向上、

４点目が火入れやカヤぶきなどの伝統文化の担い手

の価値づけでございます。

　事業のスケジュールですが、このアナウンスにより募

集を開始いたします。応募の締切りを今年の12月とい

たしまして、その後の審査に入ります。翌年の４月には、

この選定結果の発表、秋には表彰式やシンポジウム

等、普及・交流の機会づくりを予定しております。

　その他の事業概要につきましては、全国草原再生

ネットワーク会長の高橋様より説明をお願いいたします。

○全国草原再生ネットワーク代表理事（高橋佳孝）　

それでは、少し詳しく述べさせていただきます。未来に

残したい草原の里100選を本日、募集のアナウンスを

させていただいております。主催は、全国草原の里市町

村連絡協議会の主催でございます。

　ただいま太田町長のほうから詳しい経緯が述べら

れましたので、この部分は割愛させていただきますが、

本日この第13回全国草原サミットにおいて募集をアナ

ウンスするというところに至っているわけでございます。

　草原の100選というのは、先ほどちょっと町長のほう

からもお話がありましたけれども、日本には多様な自

然を形づくる希少な生態系の一つである、それが草原

であるということですね。長年にわたって、人と自然の

関わりの中で地域の環境、文化、観光など様々な恵み

を提供してきました。しかし、多くの人たちは、国民の多

くは、草原の成り立ちや意義を知らないという現実もご

ざいます。このような多様な価値を持つ草原と人のつ

ながりを再発見して、その大切さを広く紹介し、次世代

へと残していくことを目的として、今回、草原100選を

選定するに至ったわけです。

　ここで言う草原の里というのは、草原に関わる暮ら

しが残る里というイメージをしていただければよろしい

かな。

　これはコンセプトペーパーとして、前会長の日高会

長のときに作った内容ですけれども、この右のほうに

書いてありますように、未来に残したい草原の里100

選の選定というのは、地域からの自薦によって選定し

ていこうと。それから、様々な科学的な観点から評価す

るし、この選定の過程そのもの、あるいはその論議をす

感じております。

　実は、神戸とか周辺、特に関西方面、神戸・大阪方面

からのいろんな協力、山焼きにおける協力者も出てき

ていまして、いろんな意味で地域の盛り上がりができて

いるということであります。いろんな相乗効果が生まれ

ているというのは、この草原サミット以降、非常にいい

流れができていると考えております。

○議長（太田長八）　ありがとうございます。

　串間市としましては何かありますか。

○串間市長（島田俊光）　私たちはカヤを利用すると

ころじゃないんですが、牧草、昔からの家畜の牧草地

帯ということで、取り組んでいたわけでございます。た

だ、我々が一番重要視しているのは、都井岬の風光明

媚な観光地の保全に取り組んでいるんですが、我々本

当にその人間を集めるのが大変な状況にあるわけで

すが、もともと岬はマツ組合という団体がありまして、そ

のマツ組合がボランティアで活動する人たちを今、真

庭市も言われた観光にマッチした方たちを呼んで、

100名程度の人たちで野焼きをしているわけですが、

本当に野焼きの体験というのはですね、今の現代の中

ではなかなか体験することはできないんで、その体験

学習に来る人は少しずつ増えつつあります。ただ、行政

として、野焼きの体験をどのようにアピールするかとい

うのがございます。また、太田市長が言われたように、

死亡事故などが発生したときの我々の責任ですね、そ

ういうのが問われますので、ここはもう少し考えてやる

べきじゃないかなと思っております。

　あと一方の笠祇というところにあるんですが、ここも

やっぱり牧草を育成するための野焼きをしております

けれども、ここが人口減少と高齢化が進んでおりまして、

やはりここの野焼きについてもボランティアで、いわゆ

る体験学習というようなことで人を集めてやっていると

ころでございます。

　また、真庭の太田市長さんにはＣＬＴの研修や木質

の研修でいろいろとお世話になりました。心から感謝

を申し上げたいと思います。

　串間の取組としては、観光とマッチした野焼きでござ

いますが、ただ、それがうまくいくかいかないかは我々

の努力だろうと思いますので、今後の課題として取り組

んでいきたいと思っております。

　以上であります。

○議長（太田長八）　ありがとうございました。

　すみません、川南町長の日髙さんも何かございまし

たら。

○川南町長（日髙昭彦）　うちは湿原なんで、面積も３

ヘクタールぐらいなんで、皆さんのことを聞きながら勉

強していたところで、職員とどうするという話をしていた

ところです。ただ、本当に人が手を入れないと維持でき

ないというのは共通の課題でありますので、そこは

やっぱりみんなで知恵を出していくしかないんだろう

と思っております。

　以上です。

○議長（太田長八）　ありがとうございます。

　太田市長、これでまた何かありましたら、よろしくお

願いします。

○真庭市長（太田　昇）　ありがとうございます。

○議長（太田長八）　太田市長、よろしいですか。

○真庭市長（太田　昇）　ありがとうございました。

　また私どもも勉強させていただきながら、地元でしな

がらボランティアとかですね、そういう人も育て、そして

観光にまで、山焼きも初めは安全なところでやっても

らって、それからだんだん慣れていただければ、結構も

う毎年来るというような人も出てくるはずですのでね、

そういう守ることと自分の楽しみというか、やっているこ

との意義とを感じながら楽しんでもらえる、そういう人

をつくっていきたいと思います。ありがとうございました。

○議長（太田長八）　すみません、まだやりたいところ

ですが、時間がございませんもんで、この辺でこの会は

ちょっと閉じて、次の議題にいきたいと考えております。

６．草原１００選について

○議長（太田長八）　次は、「未来に残したい草原の里

100選」のアナウンスでございます。

　それではまず、私からこの事業の趣旨、また経緯、そ

れとスケジュールにつきまして説明させていただきます。

　主催は、全国草原の里市町村連絡協議会でござい

ます。協力また後援は、一般社団法人全国草原再生

ネットワーク、後援は環境省、静岡県、一般社団法人の

茅葺き文化協会、公益財団法人日本自然保護協議会

となっております。

　事業の趣旨ですが、多様な価値を持つ草原が残る

里を再発見し、その大切さを広く紹介するとともに、次

の世代へと残していくことを目的に、未来に残したい草

原の里100選を選定いたします。

　事業の経緯といたしましては、2012年に阿蘇で開

催されました、第10回全国草原サミットに出席した14

市町村の首長によりまして、草原100選の選定が提案、

採択されたことを受けまして、2016年に自治体におけ

る全国草原の里市町村連絡協議会が発足いたしました。

そして、2021年の総会にて、今回のサミットにてこの事

業の開始をアナウンスすることが決定いたしました。

　まず、事業の目的でございますが、多様な価値を持

記述でさせていただくということになっております。

　これ以外にも当然、重要な際立った特徴があれば、

それを考慮していくという形で選考の基準とさせてい

ただこうかと。

　それから、皆さん、興味をお持ちと思います。スケ

ジュールの問題ですけれども、今回、第１回選考とあえ

て書かせていただいたのは、さっきもお話ししたように

一発で100をそろえてそれで終わりという世界ではなく

て、一緒に歩みながら一つ一つ重ねていきたいという

ことです。２年か３年、数年かけてでもゆっくりと応募を

していただきながら選考していただくというスケジュー

ルを想定したものでございます。

　応募の公開は本日、この場で草原サミット東伊豆大

会において募集を発表いたします。

　応募期間、本日から１２月１５日必着という形を取ら

せていただきます。ただ、応募のフォーム等をホーム

ページで掲載する時期が若干遅くなりますので、近日

中にホームページは公開するという形を取らせていた

だきたいと思います。

　審査期間ですけれども、第１次審査は１２月１５日の

締切り以降２月から３月までに終わらせて、最終審査

を翌年の２月から３月頃に開催して最終決定をしよう

と思っています。この審査に当たっては、場合によって

は現地審査もさせていただくことになろうかと思ってお

ります。

　それから、発表や表彰のスケジュールですけれども、

結果発表は来年の４月を予定しております。これは主

催者である全国草原の里市町村連絡協議会の総会が

開催されるときでございますので、その場で結果の発

表を行います。

　その後、秋までに表彰式やイベントの準備を行うと

ともに、現地の取材を行いながら、より深くその内容を

理解していくような期間として、追加書類等の提出が必

要であれば、それもお願いするような形になるかもし

れません。

　表彰式やシンポジウム、一応、来年の秋を予定して

おります。こういう場で表彰されたということを皆さん、

内外に強くアピールする機会をつくっていこうと思って

いるところです。あくまでも選んで終わりという世界では

なくて、一緒に歩み、輪を広げる、そういう形の100選

にしたいと思います。何度も言いましたけれども、みん

なで積み上げていって、最終的には全国草原年鑑みた

いなものに集約できればいいなというふうに今考えて

いるところです。

　間もなく、近日中に公開されるホームページですけ

れども、若干、最終版とは異なることになるかもしれま

せんが、イメージとしてこんなふうな形のホームページ

が皆さんのほうにお伝えできるんではないかと思って

います。草原の里100選とは何かという文言もあります

し、スケジュールのことについても具体的に記述されて

いますし、選考の基準について、より詳細な内容がそこ

に記される予定になっております。

　応募方法、応募様式のダウンロードをここでやって

いただいて、それに書き込んで応募していただくような

形を取らせていただきます。

　それから、自治体の推薦が必要だというお話があり

ましたが、その推薦様式についても、ここにホームペー

ジ上でダウンロードできるようにしたいと思っております。

　最後に、湯本貴和委員長からのメッセージを載せさ

せていただく、そういうふうな構成ないようにしようと思

います。

　湯本先生のメッセージには、草原100選の概念とか

エッセンスというものがまさしく濃縮されておりますの

で、その一部をここにお示しして、最後の報告を終わり

にしたいと思います。

　ちょっと読ませていただきます。

　「未来に残したい草原の里100選」は、それぞれの

地域が草原を生かした地域づくりを競い合い、その輝

かしい成果を顕彰する場とは考えていません。共通の

課題を抱えている地域が互いの実践やアイデアを学び

合い、共に未来へ進んでいくための仲間探しの場であ

りたいと思います。みなさんが応募する段階で、誇るべ

き宝を再発見したり、足りないパーツを認識したりする

作業そのものに大きな意味があると信じています。ぜひ

とも「未来に残したい草原の里100選」にご応募いた

だき、わたしたちの仲間の輪に加わってくださることを

願っておりますというメッセージをいただいております

というメッセージを頂いております。私たち関係者の共

通の思いを言い表していただいている内容だと思って

おります。

　草原の里というのは、まさしく未来に向けた草原保

全のシンボルになるであろうと思っております。風土に

根差した特色のある草原を育み、未来への展望も様々

な人の活動があり、そのような活動を通して人々が交

流し合う里、そういうものをイメージしたものになると

思われます。ふるさとの原風景とも言える草原のある里

の認知度というのは、まだまだ低いものがございます

が、この草原100選の活動を通して、草原の魅力と価

値を広く国民に伝えて訴えて行きましょうということで、

最後の言葉とさせていただきます。

　以上が未来に残したい草原の里100選の概要説明

でございます。ご清聴ありがとうございました。

ることがとても重要なんだということが期待されており

ます。

　それから、選定によって、先ほど町長からお話があっ

たように、様々な効果が期待される。さらに、未来へ向

けてですね、草原の里の持つ価値をアピールすること

になるというですね、新しい草原の活用方法もそうで

すし、草原の持つ新しい価値、そういうものを対応して

いくものにもなりますし、利用や保全をそれによって促

進されるようなものにしたいと考えております。

　それで、今回の草原の里100選の事業を行うに当

たって、大きなコンセプトをみんなでちょっと考えて行

きました。地域の人 と々草原の関わりの繰り返しの中で、

地域に蓄積されてきた知識とか意識、技術そのものが

草原の里の持つ価値であるというふうに考えました。こ

の価値のあるものを「共創資産」という、新しい用語で

すけれども、として捉える。各地に残っているこの共創

資産を日本全体で共有し活用することによって、次世

代に希望のある自然共生型社会を実現することに寄

与していこうではないかというのが事業のコンセプト

でございます。

　この事業、落とすための選考ではなくて、できるだけ

拾い上げ、仲間を増やしていくという観点から、また、一

度に100選ぶということよりも、時間をかけて少しずつ

増やしていく、そういうふうな形で進めたいと考えてお

ります。

　応募要件ですけれども、自薦という形で、草原と関わ

る民間団体、あるいは地方公共団体が応募できますと

いう形。ただし、民間が応募する場合には、地方公共

団体の推薦が必要となります。

　それから、選定の対象となる草原の里は、現在ちゃ

んと草原が存在している地域ということになります。

　応募に関しての確認事項、幾つかあります。これはま

た応募要領の中で詳細に記述しておりますので、そち

らをご覧になっていただければと思います。

　もし選考されなかった場合も、結果はちゃんとフィー

ドバックしていこうというふうなことを考えております。

　それから、選考の方法ですけれども、有識者の皆さ

んによる草原の里選考委員会というのを組織いたしま

した。ここが最終選考を行うということです。それから、

この選考委員会の下に実務者で構成する運営委員会

というのを組織しております。運営委員会は、１次審査

というか、書類審査を担当する。その結果を基に、最終

的に草原の里選考委員会が最終選考を行うという形

にしております。

　１、２と掲げてあります、最初は応募書類による審査、

候補の絞り込みを１次審査としてやって、１次審査で絞

り込めた地域について最終選考を行うという形を取ら

せていただきます。

　具体的な選考委員の名簿を一応ここに掲げさせて

いただいております。

　上のほうから、日本茅葺き文化協会代表理事の安藤

先生、それから、全国草原の里市町村連絡協議会の会

長である東伊豆町長の太田町長ですね。それと私と、

それから、京都大学霊長類研究所所長である湯本貴

和先生。湯本先生にはこの委員長になっていただいて

います。それから、皆さんよくご存じの東京大学名誉教

授の養老孟司さん。あと２名ほど、今、内諾をいただい

ている委員がございます。２人とも女性の委員でござい

ますので、最終的には７名の委員構成になる予定でご

ざいます。

　それから、選考の基準ですけれども、草原の生態系

と人々が暮らす里の関係性がつくり出した共創資産を

軸に５つの観点から選考するという形を取らせていた

だいています。一つ一つ、今から述べていきますけれど

も、１つは草原の自然、環境的価値と言ってもいいのか

もしれませんけれども、動植物が特徴的なものがある

かとか、景観の特徴はどういうものがあるか、そういう

ものをいくつかのポイントとして捉えて評価していく。

　それから、草原からの恵み、実際に利用の価値を受

け取っているかとか、あるいは資源の恩恵を被ってい

るかとかいう点からも評価していきたいと。現代的意義、

あるいはその認識というのもここに含まれますけれども、

過去の利用方法やどういう形の草原の恵みを得ている

かという具体的なものを判定する予定にしております。

　３番目が草原を維持し、享受する仕組み、そのもの

がきちんと理解されて継続されているか。それを持続性

とか公共性の尺度から評価をしていこうと。管理が

ちゃんと妥当なものであるか、それが今後も継続される

か、あるいはそういう意思が示されているか。それから、

経済がちゃんと還元されているかとかですね、主体と

かモニタリングというような項目が入ってくるかなと思

います。

　それから、４番目が共生型社会の実現に向けた波

及効果、まさしく未来に向けて草原の里が持つ重要性

をここで語っていただこうかと。地域や地域内外の社

会に及ぼすよい影響、これまであった影響もですし、今

後影響を及ぼすことが期待される、そういうものをきち

んと書いていただこうと。

　それから５番目、今の４つはある程度、選択肢で選

ぶような形をさせていただきますが、５番目はいわゆる

思いの強さです。関わっている人が熱く語れる熱量や

行動力を評価しようということで、ここらあたりは自由

○議長（太田長八）　高橋先生、どうもありがとうござ

いました。

　この件につきまして、何か質問がございますでしょう

か。ありましたら、挙手をお願いいたします。よろしいで

すか。

　それでは、このような方向でやりたいと思います。ま

た、多くの皆様の応募を期待しております。

７．サミット宣言採択

○議長（太田長八）　最後に、この第13回全国草原サ

ミットｉｎ東伊豆の宣言をさせていただきたいと思います。

　第13回全国草原サミットｉｎ東伊豆。

　私たちの暮らしに欠くことができなかった草原は、生

活様式が変化し草が使われなくなったことから、近年

ではとても珍しい風景になってしまいました。過疎、高

齢化により、山焼きや野焼きの担い手は減少の一途を

たどっており、今後、草原の維持はますます困難になる

ことが予想されています。

　細野高原でも、ススキを使うのはごく一部の農家とな

り、毎年早春に実施される山焼きが何のために行われ

ているか知らない町民も増えております。

　陸上の生態系は森林、草原、湿原などが様々な地形

の上に成り立っており、そのそれぞれに多様な動植物

が生息、生育しています。この多様性が人々の生活を

豊かにする礎となり、暮らしや文化が守られています。

草原は、その一端を担い、地域産業の基礎、水源の涵

養、生物多様性の保全、ＣＯ２の削減、カヤぶきや盆花

の文化など、様々な恵みを提供してくれます。

　草原を失うことは、これらのかけがえのない恵みを

失うことを意味しており、人々の豊かさや、また地域の

文化が失われることにもつながるものです。草原が育

んできた人と自然の共生の知恵や持続的な利用の技

術は、今後の持続可能な社会の実現を目指す上で欠

かせないものであります。

　私たち草原を有する自治体は、互いに学び合いな

がら草原を維持し、賢く利用していく努力を惜しまず、

草原のある里の風景を後世に引き継ぐための環境を

整備し、交流・連携を強化していくことをここ東伊豆町

において宣言いたします。

　それでは、東伊豆宣言。

　１つ、私たちの大切な草原、湿原を守っていくための

保全活動について、地域の関係機関と連携しながら共

に考え、支援していきます。

　１つ、すばらしい景観を活用した観光資源としての

草原と貴重な植物の自然観察など、教育・文化面との

調和を図り、次世代へと受け継いでいきます。

　１つ、かつてのように生活の中に草原の利用を取り

込む創意工夫を支援し、地域振興に活用できる社会環

境を整備します。

　１つ、未来に残したい草原の里100選事業を推進し、

草原の持つ魅力を全国に発信していきます。

　１つ、全国草原の里市町村連絡協議会の連携強化

とネットワークの構築、さらに全国の草原を持つ自治

体への協議会の加入促進を推し進めてまいります。

　以上、宣言する。

　令和３年９月27日。

　以上でございます。

　以上で議事を終了いたします。

　皆さん、このコロナ禍の中でこの全国サミット、参加

して本当にありがとうございます。特に首長様、今年、新

型コロナウイルス感染症の対応で大変お忙しい中参

加していただき、ありがとうございます。これからまた皆

様と連携し、この草原、また湿原の保全をやっていきた

いと思いますので、また連携して、またいろいろお知恵

を借りた中で、よりよいこの連絡協議会にしていきたい

と思います。

　本当に今日はどうもありがとうございました。

８．閉会

○司会　それでは、これをもちまして、第13回全国草

原サミット・シンポジウムｉｎ東伊豆大会を終了いたします。

　サミット宣言の精神に基づき、今後も各自治体や関

係者の皆様と草原の維持保全に取り組んでいきたいと

思います。今回は初めてのウェブ会議方式での開催と

なり、お見苦しい点もあったかと存じますが、ご容赦く

ださい。

　最後にお願いとなりますが、全国草原の里市町村連

絡協議会に加盟されていない自治体の皆様は、これを

機会に加盟のご検討をしていただきたいと思います。

　また、次回の草原サミット・シンポジウムの開催地が

決まっておりません。自治体の取組や草原のＰＲには

最も適したイベントだと思いますので、こちらにつきま

しても併せてご検討ください。

　新型コロナウイルス感染症が終息しましたら、ぜひ

東伊豆町細野高原にお越しいただきたいと思います。

　本大会へのご参加、ご協力、誠にありがとうございま

した。
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原草全国 サミット・シンポジウム in 東伊豆

るという提言をされました。これは後の草原100選のと

きにも出てくるワードですけれども、自然と社会が失わ

れれば、あるいは自然と人が失われれば、なくなるもの、

そういうものを共創資産と位置づけて語っておられま

した。また、この共創資産と言われるものは、時代ごと

の検証を受けて、長い間、自然と足されてきた、ある意

味中身のしっかりした技術や知識であると。そういうも

のが積み重ねているものがあって、そういうものを私た

ちはもう一度見直すとともに、将来に受け継いでいく必

要があるんじゃないのかなというお話でした。

　それを受け継ぐために必要なものとしては、その方

法であるとか実行力であるとか仕組みとか、あるいは

行政の役割として非常に大きいのは、法令とか条例の

整備とか、そういう環境整備であると。それから、普及、

教育という、この５つの観点をしっかりと捉えていく必

要がある。

　その中で草原に関わる象徴的な活動として、ご自身

が北広島の芸北地方で進められている茅プロジェクト

の紹介をしていただきました。これは、地域にあるカヤ

材を子供たちが作った市場に集めて、そこで「せどやま

券」という地域通貨を発行して、その発行したせどやま

券で地域の経済も回っていくという、様々なメリットを

持った内容でした。要は、利用が放棄されて社会資本

が喪失している中で、その利用の仕組みをもう一度導

入するによって草原の保全に循環性とか展望が生まれ

ているという非常に象徴的なお話でありました。

　各地に残っているこういう共創資産を見いだして、

それを共有して、それから未来にも役立てていくという

ことが大切だろうと。今日人間だからこそ生み出されて

いる、この美しさを大事にして生かしていきたいという

ことを最後に述べられて基調講演を終わられました。

　それから、パネルディスカッションは、その基調講演

をした白川さんがコーディネーターとして登壇していた

だき、東伊豆町の太田町長、それから私と、稲取地区の

特別財産運営委員会の山田さんと東伊豆町観光協会

の石島さんに登壇いただいて、この地元の細野高原の

活用、それをどういったふうに持続性の観点から理解

するかというテーマについてパネルディスカッションが

行われました。

　会場の様子はこんな感じで、それぞれ登壇しており

ます。

　それで、内容ですけれども、実は2008年にこの東伊

豆町で全国草原シンポジウムというのが行われていま

す。もう13年か14年たつわけですけれども、当時から

担い手の問題とか観光の利用について新しい取組を

やりたいという動きがございました。ただ、観光のほう

も着 と々いろいろな形で進めていて、例えば草原に入る

ときの入山料のような形で、観光客からその対価を頂

いて管理運営に回せるという、全国でも画期的な取組

もやられているんですけれども、そういう形で観光客が

増えるにしたがって、様々な問題点も生じてきているよ

うです。今後はその利用のルールをしっかりと構築し直

すことが大切であるというふうなお話がございました。

　そのためにも、都会の人と地元の人の意識の相違と

か認識の違いをうまくコーディネートするような、そうい

う組織体制も必要ではないかと。

　それから、入山料については、最初はいろいろと来

訪者から文句も言われたそうなんですけれども、今で

は多くの方がそれを理解して払っていただいていると

いう、そういう意識の醸成もできているんですよという

話がございました。

　草原はまさしく人との関わりの持続的モデルであっ

て、これは新しい社会の礎ともなるであろうと。それか

ら、草原学習は子供だけではなく、子供から地域へ広

がる、そういう可能性を秘めており、まさしくＳＤＧｓの地

域版である。そういうふうな結論で終わっております。

　最後に、町長さんのほうから、こういう問題は東伊豆

だけではなく全国の問題である。これからも多くの自治

体と共に手を取り合っていきたいという力強い宣言を

いただいております。

　それから、分科会はそれぞれの場所で行いました、

このオンラインを利用してですね。それぞれが自立し

て行っていったという形になっております。

　今回は３つの会場で分科会が行われました。１つが

この地元の東伊豆町の会場で、テーマは「保全・利用・

継承」と、これをどう循環させるかということで、地元出

身の東京都立大の内山さん、それから草原を守ってお

られる入谷区の鈴木さん、地域おこし協力隊の藤田さ

んがコーディネートしていただいております。

　蒜山会場のほうは、利用の面から、カヤの利用をす

ることによって草原保全にどう関わっていけるかという

ことで、地元の郷土自然館の前の館長さんでいらっ

しゃる前原さん、それから鳥取大学で自然再生につい

て関わっておられる日置先生、実際にカヤ刈りをした

り、カヤの建物を建てたりされている沖元さんと相良さ

んという２人のカヤぶき職人さんのトークセッションが

行われています。

　３番目の阿蘇会場は、草原の恵みを守る仕組みづく

りをどうするかということをテーマに行っています。主に

草原の持つ水源涵養力について科学的見地からの知

見、それから新しい知見というものを熊本県立大の島

谷さんから、それから、それを基にして、地域の草原を

たいと思います。

○東伊豆町長（太田長八）　それでは最後に、私から

静岡県東伊豆町の報告をさせていただきます。

　東伊豆町は細野高原という草原があります。昨日か

らのシンポジウムでも議論されてきましたが、この草原

の維持管理、また利活用、そして次世代への継承が、う

ちだけではなく、今聞きますと、全国の草原を持つ自治

体の共通の課題だと思います。このサミットで皆様のお

知恵をお借りした中で、また今後この課題に取り組ん

でいきたいと考えております。

　細野高原は、うちの町は稲取地区、熱川地区と二地

区があります。そして、稲取地区が４部落がある中で、

稲取地区に存在しております。その稲取地区の４区の

町内会が組織する稲取地区特別財産運営委員会が管

理しております。この４区の共同管理によりまして、防火

帯の設置や山焼きなどを実施しております。防火帯、ま

た山焼きにはそれぞれ120名ほどの人が出て実施し

ていますが、やっぱり作業者の高齢化、また、農業従事

者の減少によりまして、作業ができる区民が年々減りま

して、人的負担が増しております。また、この草原を管理

するのには、年間約500万円の費用がかかるため、経

済的負担も課題となっております。

　観光面では、この細野高原の資源を活用いたしまし

て、４月上旬から５月上旬にかけての山菜狩りや、また、

秋には秋のススキイベントを開催しております。イベン

トの開催時には、これはススキのほうですが、参加者

から600円、その他の期間におきましては20円を入山

料として頂いております。先ほど経済的負担のことを申

し上げましたが、これらの収入が維持管理には必要と

なってきます。しかし、これだけで全ては賄えませんの

で、入山料の値上げ、また新たな利活用を検討いたし

まして、この維持管理費用の捻出を考えていかなけれ

ばならないと考えております。

　そんな中で、イベント等のため、この道路、駐車場、ト

イレ等を整備し、誘客に努めておりますが、一方では、

来訪者のマナーも問題になっております。この大切な

資源を荒らされないよう、対策も同時に取っていくべき

と考えております。そして、何よりもこのすばらしい景観

や、また資源をどうやって次世代につなげていけるか

が大きな課題となっております。

　かつては農家の方がこのカヤをミカン畑に敷いたり、

またかやぶき屋根を使用したりするなどの活用がされ

てきましたが、農業後継者が減っていく中でのこの現在

では、カヤの需要もほとんどない状況でございます。し

かしながら、このすばらしい景観、また資源は、山焼き

等の保全活動を継続していかなければ守っていけま

せんので、町内の子供たちに、また地元にこんなすば

らしい草原があること、また、この草原は人の手によっ

て守られていること、また、カヤを使った昔の文化を教

育していくなど、未来につないでいかなければならな

いと感じております。

　これらの問題解決を図るため、昨年度、稲取地区の

特別財産区運営委員会をはじめ、行政、また観光協会、

農協、高原の専門員などで組織する「細野高原を考え

る会」が発足されました。この会では４区が継続的に細

野高原、これを維持管理していただくためにはどのよう

に、また、観光、産業などの資源としての活用、周辺の

地権者とも協力して、新たなこの魅力の創生、これを

図っていくかなどを検討しております。今日は皆様方か

らいただいたこの知恵をお借りいたしまして、この会の

発展にも生かしていきたいと同時に、この草原を全国

に発信できればと考えております。これからもどうぞよろ

しくお願いいたしたいと思います。

○議長（太田長八）　以上でこの参加自治体からの報

告が終わりました。いろいろなお話を伺いました。その中

でまた意見や質問等もあるでしょうから、ここからは自由

な形で意見交換会をさせていただきたいと思います。

　ご意見がございましたら、挙手をお願いして、発言し

ていただきたいと思います。どうぞよろしくお願いいた

します。

○真庭市長（太田　昇）　よろしいですか。

○議長（太田長八）　どうぞ。

○真庭市長（太田　昇）　それぞれすばらしい取組を

勉強させていただきましたが、恥ずかしい話、蒜山高原、

まだ山焼きの面積が80ヘクタールぐらいなんですね、

どんどん減っていて。何とか維持しようと思っているん

ですけれども。600ヘクタール焼いているとかですね、

本当にたくさん広い面積を焼いているとこら辺の取組、

もうちょっと詳しく、それもその行政というよりは、住民

の方とか、あるいは子供も参加してということですが、

もう少し、こんな取組をしているよということをご紹介い

ただければありがたいんですが。勉強させてください。

○議長（太田長八）　今、太田市長からの行政以外の

ほうの取組、これが何か具体的なことがありましたら、

どなたかご発言願いたいと思います。

　南阿蘇村の後藤さん、よろしくお願いします。

○南阿蘇村農政課主幹（後藤進哉）　先ほども説明さ

せていただきましたけれども、本村の牧野面積が

2,470ヘクタールで、野焼きが行われているところは

1,170ヘクタールということなんですけれども、地震前

はまだ野焼き面積は広くて、この事業主体というのが各

地元の行政区とかになりまして、以前は区長さんが責

１．開会

○司会　それでは、ただいまより第13回全国草原サ

ミット～未来へつなごう！壮大な海すすきの草原～を

開催いたします。

　私は進行を務めます東伊豆町企画調整課長の森田

と申します。どうぞよろしくお願いいたします。

２．挨拶

○司会　まず初めに、開催地を代表して、本大会の実

行委員長である東伊豆町長　太田長八よりご挨拶を

申し上げます。

○東伊豆町長（太田長八）　皆様、こんにちは。東伊豆

町の町長の太田でございます。

　本日は、この首長様におかれましては、新型コロナ

ウイルス感染症の対応で大変お忙しい中、全国草原サ

ミットにご参加していただきまして、誠にありがとうござ

います。

　本来であれば、皆さんにこの東伊豆町にお越しいた

だきまして、顔を合わせながらこの意見交換をさせてい

ただくところでございますが、１年延期したにもかかわ

らず、新型コロナウイルスの感染がなかなか収まらな

い状況ですので、このようなオンラインの会議とさせて

いただきました。ご理解願いたいと思います。

　この後、前回大会の報告、それから、昨日から行って

きましたシンポジウムの報告もお願いいたしますが、こ

こから先がメインであるサミットとなります。全国に存

在する草原の価値、また課題につきまして、参加者の皆

様から貴重なご意見を提言していただきながら有意義

な大会となるよう期待しておりますので、どうぞよろしく

お願いいたします。

○司会　町長、ありがとうございました。

　それでは、本日は東伊豆町以外に８自治体の皆様

にご参加いただいております。

　参加者について、事例等の発表順にご紹介させてい

ただきます。

　前回サミット開催地の宮崎県川南町、町長、日髙昭

彦様、兵庫県新温泉町、町長、西村銀三様、岡山県真

庭市、市長、太田昇様、前回サミット開催地の宮崎県

串間市、市長、島田俊光様、熊本県高森町、町長、草村

大成様、広島県北広島町、生涯学習課長、西村豊様、

あったり、いろんなところに登場する、そういう特徴が

ございます。

　ここが町の中心部にあります、広さ的には３万

3,000平方メートル、3.3ヘクタールということでござ

います。植物のほうは、およそ300分類で、そのうち

170種ほどが希少な植物であるということでございま

す。平成22年から一般に公開しておりますので、今年

で12年目に突入したところであります。開園期間は４

月から11月の間ということになっております。

　では、この活動の状況の現状なんですけれども、基

本的にこの湿原は、ボランティアの団体であります川

南湿原を守る会の方々が運営をしていただいておりま

す。日常の草刈りなどの管理、それから植物の整備状

況、また、案内も全てそういうボランティアの方がやっ

ていただいているという状況でございます。

　管理作業は大きく分けて２つあるんですが、まず６月

ぐらいに水草を除去いたします。特にセイタカアワダチ

ソウ等が水路等に入りますので、それを全員で除去し

ます。そして１月には草出しをして火入れをするという

ことでございます。先ほど言いました守る会の会員の皆

様、それから役場の職員、一部ボランティアの方々に手

伝っていただいてやっているところでございます。

　現在、その湿原のほうの普及活動ということでござ

いますが、年に３回ほどの観察会を実施しております。

まず１回目が４月下旬のトキソウ・ハルリンドウ観察会

でございます。２回目が７月、夏にトンボの観察会、最

後が８月から９月にかけまして、ホシクサ観察会。ホシ

クサというのが実はもう世界でここしかないという、

ヒュウガホシクサであるとか、エダウチシロホシクサ

等がございます。専門の方には非常に貴重な植物だと

いうことでございます。

　今、本当にここしかない植物がありますので、一般に

開放しているんですが、まだそこまでＰＲをあえてせず

に、いろんな意味で、種の固定であるとか、そういう仕

組みを構築しながらいろんなことをこれからの目標に

しているところでございます。

　今回どこもそうですけれども、３年前に全国の大会を

開催させていただきまして、いい機会をいただいて、全

国的にＰＲを進めていこうという矢先ではございますが、

こういうコロナに関して、うちも県外とか遠くから専門

の方を含めた方が多くいらっしゃるもんですから、今は

残念ながら閉園という形になっております。いろんな工

夫や機会づくりをこれからしっかり行いながら、我々は

湿原の魅力をどうやって発信するか、これをどうやって

維持していくかというのをしっかり考えていきたいと考

えております。

　以上で前回の報告とさせていただきます。ありがとう

ございました。

○議長（太田長八）　どうもありがとうございました。

　本当、３年前に私、川南町さんと串間市さんにお邪

魔させていただきました。本当にすばらしい運営でござ

いまして、それを目標にやった中で、新型コロナウイル

スになってしまいまして、本当に残念でございます。そう

いう中で、やっぱりまず川南町の川南湿原、これを地

区の方が再現しようと頑張った中で、今、着 と々その準

備が進んできているということ、これはもう敬意に値い

たしますので、これによりましてまたまちづくりをやって

いけば、またすばらしい町ができるんじゃないかと思

いますので、頑張っていただきたいと思います。

○川南町長（日髙昭彦）　ありがとうございます。

４．シンポジウムからの報告、問題提起

○議長（太田長八）　それでは、次に、シンポジウムの

総括といたしまして、いつも大変お世話になっておりま

す、全国草原再生ネットワーク会長でございます高橋

様にこれまでの報告と、また問題を含めてよろしくお願

いいたします。

○全国草原再生ネットワーク代表理事（高橋佳孝）　

皆さん、こんにちは。全国草原再生ネットワークの高橋

でございます。

　昨日来、第13回全国草原シンポジウムがこの東伊

豆町で行われました。その概要について、私のほうから

説明をさせていただきたいと思います。

　ここは、町長の挨拶の写真が載っておりますけれど

も、昨日は基調講演とパネルディスカッションと分科会、

それから総合の討論会というのがございました。それ

に沿って、昨日のシンポジウムのご紹介をさせていた

だきたいと思います。

　最初は、芸北高原の自然館の白川さんの基調講演

から始まりました。基調講演の内容も非常に盛りだくさ

んでして、各地の人と自然が関わる取組について、たく

さんの事例を紹介していただきながら、そのなかに潜

んでいる非常に価値のある関係性というのを大事にし

ていこうということで、講演をいただいております。

　人と関わる自然をどのように守るかということですけ

れども、要は関わり合いを学んで、暮らしに寄り添って

人が決めていく自然そのものの価値を発信をきちんと

されているか、あるいは共有されているかという問題提

起から入ってきました。時代や地域に合った多様な活

用で、草原についても守っていく必要があるんじゃない

かと。

　大事なコンセプトは、残したいものは共創資産であ

島根県大田市環境政策課長、和田二朗様、熊本県南

阿蘇村農政課主幹、後藤進哉様、また、サミット中、草

原100選についてご説明させていただきますことから、

全国草原再生ネットワーク代表理事の高橋佳孝様に

もご参加いただきます。

　皆様どうぞよろしくお願いいたします。

３．前回サミットの報告（串間市・川南町）

○司会　それでは、各自治体から活動報告や課題の

提起などを発表していただきますが、ここからは、大会

実行委員長の太田長八東伊豆町長がサミット議長とし

て進行いたします。

　太田町長、よろしくお願いします。

○議長（太田長八）　それでは、しばらくの間、議長を

務めさせていただきます。太田です。

　ご協力のほどよろしくお願い申し上げます。

　まず、前回の開催地でありました宮崎県川南町長の

日髙昭彦様より、前回の報告並びに課題、取組につき

ましてご発言をよろしくお願いいたします。

○川南町長（日髙昭彦）　皆さん、こんにちは。川南町

長の日髙でございます。

　今回は本当にいろいろ大変な中、太田町長をはじ

め、関係者の方々に開催をしていただきましたことを改

めて感謝申し上げたいと思います。

　前回、もう３年前になります。市長お見えですが、宮

崎県の串間市と同時に開催をさせていただきました。

後ほど島田市長のほうにも話があるかと思いますので、

私のほうから話をさせていただきます。

　それでは、３年前、実は２つのＰＲポイントがありまし

て、１つはですね、今はオンラインでこうやって同時開

催、いろいろ当たり前なんですけれども、当時は串間市

と川南町と、県内ではありますけれども、車で３時間、

130キロぐらい離れていた会場を同時に開催をさせて

いただきました。今となればいろんな思いもあって、大

変だったんですけれども、いろんな経験もさせていた

だいたと思っております。

　もう１点が、川南町は草原ではなく湿原なんですが、

水のある草原を湿原という形で、初めてこの草原サミッ

トに湿原を登場させていただいたということで、改めて

感謝申し上げたいと思います。

　では、簡単に報告をさせていただきますが、前回は、

黒潮洗う野生馬の草原とトロントロンが育む湿原、ト

ロントロンについては後ほど説明いたしますが、そう

いうことで、連休明けの５月12日土曜日から月曜日ま

での３日間にわたってさせていただきました。延べ885

名の方に参加をいただいたところでございます。

　先ほども申しましたとおり、湿原を入れていただきま

したので、当時は12の自治体、特に県内から、川南町

と串間市ですが、湿原の関係で近隣市町村であります

新富町、高鍋町にも参加をしていただきました。

　先ほど言いましたとおりでございますが、このサミッ

トの中で宣言をさせていただきました。今回も宣言があ

るんですが、４つの項目をテーマとして宣言させていた

だきました。

　まず１点目がですね、まず、守るという点、それから２

つ目が安全、３つ目がＰＲ、４つ目が連携というキー

ワードになりますが、まず１つ目は、やっぱり湿原とい

うのは、草原というのは、人が手を入れないと維持でき

ないということで、今回も入っておりますが、湿原を守る、

草原を守る担い手の確保や保全活動を積極的に支援

するという、守るという点でございます。

　２つ目が、やっぱり草原管理の新たな技術やシステ

ムを活用する安全管理、つまり野焼きの安全性である

とか、カヤぶきの技術を、高所作業でありますので、そう

いう安全性を大事にするということで、安全管理体制

を積極的に支援するということでございます。そういう

安全を構築するということでございます。

　３つ目がＰＲというキーワードを使いましたけれども、

草原の大切さと公益的活用を広く国民にアピールする

ため、全国草原100選を選定するということを進める

ことを決定したところでございます。

　４つ目が連携と言いましたけれども、全国の草原を

有する自治体が連携して行動していくこと。全国草原

自治体ネットワークという、正式には全国草原の里市

町村連絡協議会という活動を強化するというテーマで

ございます。それは、前々回の平成28年、新温泉町で開

催されたときに設立をされたところでございます。

　それでは、簡単に川南町の活動の状況ということで

紹介をさせていただきます。

　まず、川南湿原ということなんですが、大きな特徴が２

つありまして、１つがですね、これは湧水、湧き水ででき

た湿原であります。よそからの流れ込みがないので、世

界でここだけという希少な植物が、現在発表されている

のが３つ、あとまだ幾つか未確定でありますけれども、ほ

ぼ間違いないということがございます。それから湧き水

でございますので、ここはたまたま町の中心地からすぐ

近く、歩いて行けるという地理的なメリットもございます。

　トロントロンという名前を先ほど申しましたけれども、

実はこれはトロントロンというのは、水が湧く、トロント

ロン湧く、湧き出るという音から来た正式な地名でござ

います。片仮名でございますが、川南町と言えばトロン

トロンというのが軽トラ市であったり、施設の名前で

どうやって守るかという、そういう行政側からの仕組み

づくりについて、南阿蘇村長の吉良さんから講演をい

ただいて、その後パネルディスカッションを行ったとい

うことです。

　東伊豆町の様子はこういう感じで、３人が登壇して、

会場と熱心な討議が行われました。こういう形で、茅葺

き文化協会の安藤先生なんかも非常に示唆的な、後で

ちょっとお話ししますけれども、コメントをいただいたり

して、地元の方たちもとても元気づけられる内容だった

と思っております。

　内容をかいつまんで言いますと、保全の面からいう

と、面積とともに管理がなくなったということが生物相

に大きな影響を与えているんだよと。それから、湿原保

全も大事だけれども、全体を通して鹿の問題が今顕在

化していて、草原だけで語れる内容ではなくて、全体の

管理ということも必要になってくるだろう。それから、

ゾーニングや安全な場所では、後継者育成のための

フィールドとして積極的に活用してもいいんじゃないか

という話がありました。

　それから、担い手の問題もあり、新たな仕組みが

やっぱり必要になってくるだろうな。１つはボランティ

アかもしれませんし、１つは野焼きの体制整備というこ

とかもしれません。

　それから、利用価値を最大限に活用する、すなわち

材としての草原もあるし、景観を利用した観光もあるで

しょうし、それを持続的なシステムとしてどうみんなで

関わっていくかということが重要だろう。それから、東伊

豆町さんは温泉もあり、海もあり、それから草原もあると

いうことですね、東京からも近いという立地条件もあっ

て、やはり観光が主体となる、産業として観光が主体と

なるだろうと。その中に草原の恵みであるカヤの利用

を取り入れて、地域の特性やスケールを発揮してはどう

かというのが安藤先生のほうから示唆されたことです。

特に例えば来訪者の拠点施設みたいなところとか、そ

ういうカヤふきが実際にできるようなところをうまく利用

して、そこに新しい価値も含めた来訪客へのサービス

提供というのもできるんじゃないか。カヤの循環によっ

て、癒しの空間形成というのが可能であるし、そういう

ものが今後観光を回していく上でも期待が大きいん

じゃないかという話があったというふうに覚えています。

　それから、蒜山会場のほうは、このようにカヤを使っ

たサイクリング施設というのを実際に建てられていて、

その新しい施設の近くでこういうふうなセッションを

行っております。

　内容ですけれども、草原の利用から見える、過去に

学ぶことによって蒜山らしさというのがよく分かるんだ

と。その利用の仕方や経緯から学ぶものも大きいとい

うことがありました。

　それからもう一つは、よく自然再生事業というのはい

ろいろ行われているんですが、その自然再生において

も地域経済を回すことが今大切になってきているんで

すよというお話。実際に草原のカヤを使ったサイクリン

グセンターというものがありますけれども、ここから広

がる新しい世界があって、それが地域を大きく回してい

く一つのきっかけづくりにもなるんじゃないか。

　それから、カヤの利用についても、いわゆる文化財と

か古民家だけではなくて、今は新しい施設や近代的な

施設、そういうものについてもいろいろとカヤが使われ

ている時代である。カヤぶきは新たにもう一皮むけて

未来に発展する、その礎となり得るものではないかと

いうことがありました。

　これまでは地元だけで使って守るというところから、

地域外の関係者も含めた、地域の人も一緒になって守

るという、幅広い守り方、そういうものが目指されており

ました。そのためには、地域内外の人と意識を醸成す

るためにも、楽しいということもとても大切なんではな

いかということが報告されております。

　それから、阿蘇のほうは、このように広がる草原が九

州の北部の６大河川の水源域になっているという、そ

ういう立地条件もありますけれども、今回、水源涵養を

中心とした生態系サービスについての討論が行われ

ております。

　新しく分かったこととして面白かったのがススキ草

原がものすごく水源涵養力が高いんだと。そのなぜか

という理由の一つがススキそのものが節水型の植物

であって、水を消費しない。その分、水源涵養に回る水

が多いんですよと。それから、川下、川上の関係でいえ

ば、福岡都市圏も含めて大勢の人数の飲用水を賄うこ

とができる、その水源地が阿蘇の草原だと。それは有

明海のほうにもつながっていて、ノリが色落ちするのを

防ぐために栄養源を補給しなきゃいけないんですけれ

ども、その補給するだけのダムの放流ができるだけの

水源が確保できていることがとても重要だと。そういう

意味では、海のほうから草原を応援していただくという

仕組みづくりも今後考えていったらどうかというような

お話がありました。

　それから、環境省のほうでは、阿蘇の地域を守って

いく、あるいは草原を守っていく上で、地元の農業者の

なりわいに対する助成を主体に考えてきたんですけれ

ども、それも今後は重要であると同時に、これからは草

原の持つ公益的機能へどういう形で支援できるかとい

う仕組みをつくる必要があるんじゃないかというお話

それを研究面から実証、検証するということをぜひ研

究者にはやっていただきたいと。それを普及させる場

の整備を行政には担っていただけると非常にありがた

いという最終的な要望がございました。

　これらの問題というのは、一個人でどうこうできる、

解決できるものではありませんので、ぜひ行政のほう

のお力添えをいただきたいと。私ども個人や市民として

は、今後もそういう形で対話を続けていきたいというこ

とで、最後、閉めたところでございます。

　少し長くなりましたが、以上が草原シンポジウムの報

告です。ぜひこの内容についてもサミットでの論議をし

ていただきますようよろしくお願いいたします。

　以上です。

○議長（太田長八）　高橋先生、どうもありがとうござ

いました。

　私、このシンポジウムをやって本当、大変勉強になり

ました。と申しますのは、やっぱり今までカヤの活用と

かね、また、子供たちを育てていかなければならない、

地域の学習、体験学習、これも大変重要だと感じまし

たので、この間、大変勉強になりました。

　そういう中で、首長さんがいらっしゃいますので、私

が一番感じたのは、やっぱり阿蘇の分科会の、誰か

ちょっと名前を忘れましたけれども、要するに職員が、

担当者はある程度認知しているけれども、ある程度の

方、全ての方が草原などを認知しなければ進まないと

言われましたので、各首長さんには、担当者だけでは

なく、ほかの違う職場の方たちにも、あと、地元の草原、

また湿原に対する知見をある程度広げていければ大

変ありがたいと感じております。

　以上です。

　どうも高橋先生、ありがとうございました。

５．各自治体の取組と課題

○議長（太田長八）　それでは、各自治体の皆様にご

報告をしていただきたいと思います。順番は、事前に配

付してある参加名簿の順でお願いいたします。時間の

関係もありますので、各自治体おおむね５分間をめど

ということでお願いいたしたいと思います。

　それでは、兵庫県新温泉町長の西村銀三様によろし

くお願いいたします。

○新温泉町長（西村銀三）　皆さん、こんにちは。新温

泉町長、西村銀三です。よろしくお願いいたします。

　平成28年第11回のシンポジウム、新温泉町で開催

していただきました。その際には、川南町、日高町長さ

んをはじめたくさんの方にご参加をいただきました。誠

にありがとうございます。

　皆様のお手元に新温泉町の概要と上山高原の歴史

と現状という資料があると思いますので、資料に沿って

説明をさせていただきます。

　新温泉町は、日本海側に面した鳥取県との県境に

あり、平成17年10月に誕生した人口約１万4,000人

弱の町で、まちづくりのテーマは、「海・山・温泉　人が

輝く夢と温もりの郷」であり、豊かな自然に恵まれた町

であります。

　産業については、農業分野では水稲、梨、高原野菜

の大根の生産を主として進めています。畜産について

は、神戸ビーフや松坂牛のもと牛である但馬牛の主産

地として、飼育頭数の維持拡大に努めています。また、

水産業については、松葉ガニ、ホタルイカ、ハタハタな

ど、日本有数の漁獲高を誇っています。

　当町には上山高原という大きな草原があります。周

辺集落の人々によって上山高原は田畑の土づくり、和

牛放牧として活用し、中でもススキは飼料、カヤ、かや

ぶき屋根等に利用され、生活の一部として維持されて

きました。

　しかし、農機具の普及、牛農家の減少によって、草原

は活用されなくなり、クマザサが茂り、雑木に覆われて

きました。これでは駄目だということで、平成16年に県

と町と地域が連携してＮＰＯ法人上山高原エコミュージ

アムを立ち上げました。上山高原と麓の７集落を丸ごと

生きた博物館として捉え、草原を保全・再生する取組を

地域の資源を活用し、地域内外との交流を図ることで

地域の活性化につながる活動を進めています。

　再生の具体的な活動としまして、人工林をブナ林の

広葉樹に替え、ススキ草原の持続と拡大ということで、

山焼き等を行っています。また、イヌワシの生息調査、ノ

ハナショウブ、そしてヤナギタンポポ等、希少植物のモ

ニタリング調査の継続を行っていますし、体験プログ

ラムとして、滝巡りやハイキング等も行っています。また、

第11回大会を開催した成果だと思っていますが、スス

キの有効活用ということで、神戸市のかやぶき職人「く

さかんむり」と連携・協力協定を結び、古民家や文化財

施設にカヤを使う取組も進めています。

　草原維持では、ササ刈り、山焼き作業、放牧作業等、

毎年継続することが必要になってきます。このため会員、

地域住民、ボランティアの方々の協力をお願いしてい

ますが、作業費等の捻出が今後の大きな課題となって

います。今後もできるだけ多くの方にご協力をいただい

て保全活動や利用する取組を進めてまいりたいと思っ

ております。

　以上であります。

○議長（太田長八）　どうも西村町長、ありがとうござ

がありました。

　それから、草原と私たちの関わりとか、暮らし方を支

えるエビデンス、要するに研究の証拠ですよね、そうい

うものとか学術研究がとても重要だということが今回

のこのセッションの中でもよく分かったということです。

　それから、南阿蘇村長さんは熊本地震後、火入れ責

任者を村長さんに替えたという行政側からの支援が

あって、それによって野焼きが復活したところが結構

あったと。それから、火入れの手続も届出制に変えたり

ということをしたんですけれども、これを行う大きな根

拠となったのが、やはり水源涵養機能ということで、熊

本県民、熊本市民の水道水を支える水源の源である草

原を守ることが地域全体、あるいは県全体に対しての

大きな影響を及ぼすんだ、大きな貢献ができるんだと

いうことで、これまで阿蘇の草原といえば景観が主体

でしたけれども、今後は水源保全という意味でも、阿蘇

の草原の価値を見直して、みんなにアピールしたいと

いう話がございました。

　最後、全体会は、こうやって行われたそれぞれの分

科会の報告を受けて全体討議をしたんです。これも全

てオンラインでやりました。ここに映っているのは東伊

豆町さんのところでやった内容です。ちょっと写真で隠

れていて申し訳ないんですけれども、それぞれの分科

会から代表者が入っていただいて、オンライン上で討

議を行っております。

　まとめになるかどうか分かりませんけれども、草原の

保全面については、なぜ草原が重要かを各世代意識

共有する必要があると。活動に関わる人、理解者、応援

者を増やしていく仕組みが必要。維持するために人が

関わり利用し続ける仕組みづくりが重要になるという

ことが語られました。草原の経済価値と公益機能を積

極的に評価してあげる必要があって、公益機能の守り

手である生活者を支援する制度設計というのをしっか

りと組む必要がある。

　前にもお話ししましたけれども、保全のための保全と

いう観点から、草や草原を活用することによる保全と

いうほうにシフトしていく必要があるんじゃないかとい

うお話でした。

　草原の活用についてですけれども、これも先ほどお

話ししたように、保護の管理から、利用して管理へとい

うのが大きなテーマとなっていました。草原利用の創意

工夫に対して様々な支援や環境整備をしていく必要が

あるだろうと。小さな経済活動を生み出して、地域ととも

につくり出すことがまず第一歩じゃないか。

　都市へのアプローチには、どうしても意識の違いと

か様々な問題があるので、その中間層の育成が必要な

んじゃないか。

　堆肥や農業や肥料とか、あるいはカヤの利用という

のはありますけれども、今でも野草の利用価値は非常

に高いものがあって、堆肥の利用とかカヤの利用で野

草の価値を復権する必要があるんじゃないのかなと。

堆肥についても、今、新しい知見として、野草を使った

堆肥に含まれる非常に優れた土壌菌がいるということ

も分かってきました。こういうのも研究の成果だと思い

ますけれども、そういうふうに野草の価値を復権させる

ことで、野草を利用すれば火入れの炎もある程度制御

しやすくなるし、火入れの安全性にもつながるんだよと

いう幅広い内容からのものがございました。

　草原の継承については、地域の固有性やほ誇りを

各世代で共有、共感すると、これはもちろんですけれど

も、地域、行政、企業が互いに手をつなぐ仕組みという

のも面白いんじゃないか。例えば細野高原だったら、

いろんな企業さんが持続的にこれを利用したいという

ことではいろんな方が入っていただいて、そこを活用し

てはどうかという話もございました。

　それから、カヤふきは活用を通じた継承の有効な

ツールである。利用というものが入ることによって、その

価値を継承したり、その仕組みを継承したりするきっ

かけにもなる。

　それから、使うことで生き物が、草の供給で文化が守

られていくだろうと。

　環境教育は世代を超えていく潜在性を持っているの

で、非常に大切なことである。子供さんへの教育という

のはとても大切。

　草原と地域のつながる観光や地域振興の在り方に

も工夫が必要になってくるんじゃないかというふうなま

とめがございました。

　最後に、行政へ望むことということで、幾つか提案を

いただいております。

　１つは環境教育、あるいは担い手育成も含めてとい

うことですけれども、その助成をぜひ継続できるような

ものにしてほしい。

　それから、実際に草原を守るときに一番頭を悩ませ

ているのは、行政の実務者の担当者であろうというこ

とで、もちろんいろいろ替わったりもしますので、持続

的にそれを進めていくのに問題が生じがちなんですけ

れども、ぜひその自治体間での実務者同士の学びの

ネットワークをつくっていただけないか。サミットでい

えばシェルパ会議のようなものを今後実現していただ

ければありがたいという話がありました。

　それから、地域知、伝統的に言いつながれてきた知

識そのものに意外と真実が、とても大事なものがあって、

いました。

　太田市長の取組は、もうマスコミでだいぶ私も勉強

させていただいております。そういう中で、文化と草原

がやっぱりマッチしないと、本当にそのとおりだと考え

ています。昨日の分科会の会場、隈先生の建築、それに

つきましてカヤを使っていること、大変感銘を受けまし

たので、今度、一度視察に行かせていただければ大変

ありがたいと思います。よろしくお願いします。

○真庭市長（太田　昇）　どうぞ、おいでください。これ

が全容ですけれども、３棟あります。

○議長（太田長八）　そんなにあるんですか。

○真庭市長（太田　昇）　１つは、このメインのがです

ね、これが18メートルあります。その横に見えておりま

すのが、隈研吾先生の設計図面とか模型とか、そして

サスティナブルな商品を売るとかですね、そしてもう一

つはサイクリングターミナルという、それで構成されて

います。7,000平米ぐらいの広さであります。

○議長（太田長八）　すごいですね。視察を楽しみにし

ておりますので、よろしくお願いいたしたいと。

　続きまして、串間市長の島田俊光様、よろしくお願い

いたします。

○串間市長（島田俊光）　こんにちは。串間市の島田

でございます。

　12回草原サミットにつきましては、川南町と一緒に

開催させていただいたわけでございますが、事務局の

皆様等はじめ関係各位の皆様方のご高配を賜り、サ

ミットを成功することができました。本当に感謝を申し

上げたいと思います。

　それで、宮崎県串間市は、宮崎県の最南端に位置す

る温暖多雨なところでございます。きゅうりやピーマン

などの施設野菜、サツマイモやごぼうなどの露地野菜

をはじめ生食で食べられる完熟キンカンや餌にトウガ

ラシを混ぜてつくる養殖ブリなどは、質、量とも全国トッ

プクラスの地域でございます。また、そのように農産物

を生産する食の宝庫でもあります。

　串間市からは、野生馬が生息する都井岬と宮崎県

の希少な動植物重要生息地に指定されている古竹・笠

祇地区について紹介させていただきたいと思います。

　串間市の草原といえば、野生馬が生息する都井岬が

代表的な草原となるわけでございますが、もともとは江

戸時代の軍馬を育成するための牧場であったものが、

人の手が触れることなく、令和の時代まで残っているも

のであります。春には新緑の草原にオキナグサやウマ

ノアシガタ、さらに夏から秋にかけてヒオウギやノヒメ

ユリ、ムラサキセンブリ、冬はノジギクなどが繁茂して、

四季それぞれの種のある希少動植物、国指定天然記

念物の野生馬とともに見ることができます。オキナグサ

など都井岬に生息する多年草のほとんどは、毒があっ

たり、またとげがあったりして、馬が食べない植物であ

り、食べ残すことから花を咲かせることができる。都井

岬は馬がつくり出す生態系に、絶滅危惧種に指定され

ている希少な植物を観察することができます。都井岬

は人の手を加えないことが魅了をより高めるものと考

えております。

　通過型の観光から体験、滞在型の観光へと転換さ

せる取組として、野生馬の生態と野生馬による形成さ

れた草原の植物やふん虫、フンコロガシでございます

が、などを訪れた観光客に対して分かりやすく説明す

る都井岬野生馬ガイドを配置し、エコツアーなど着地

型観光としての活用をはじめ、地元小中学生の地域を

学ぶ授業、くしま学などを地元の魅力を学習させる取

組など、草原の維持・存続と魅力発信のため取り組ん

でおります。

　また、笠祇・古竹地区の紹介でございますが、資料の

下段にあります笠祇・古竹地区の草原については、都

井岬と同様であり、江戸時代の軍馬を育成するための

牧場であったものが地域住民により草刈りや野焼きな

どの作業により代々守られ、現在も草原として維持され

ているものでございます。平成19年11月には宮崎県

の希少野生動植物重要生息地に指定されております。

笠祇・古竹地区は串間市の中心市街地から車で約15

分と近い場所に位置しており、昔ながらの田園風景が

広がり、里地里山で和牛の里として呼ばれている畜産

が盛んな地域でもございます。

　集落は過疎、高齢化が進み、野焼きなどの里山を守

る活動の継続が危惧されているところでございます。集

落の過疎化、高齢化の進展は、本市のみならず全国各

自治体の共通問題と認識をいたしております。行政の

役割としては、地域の魅力を住民自らが情報発信して

いく活躍の場の創出と、地域に何度も訪れる深いつな

がりを持つ関係人口の増加が肝要であると考えており

ます。

　本市の取組の１つがエコツーリズムの推進でありま

す。市といたしましては、地域資源の魅力を伝えること

により、関係人口の増加、地域住民の資源価値の再認

識、そして、環境教育による次世代への継承へとつな

がるエコツーリズムを鋭意取り組むことにより、草原の

維持形成を図っていきたいと考えているところでござ

います。

　以上でございます。よろしくお願いします。

○議長（太田長八）　どうも島田市長、ありがとうござ

いました。

いました。

　このＮＰＯ法人の活動、大変すばらしいと感じており

ますし、また、うちの町のテーマも、「満点の海・山・空は

東伊豆」と、何かまちづくりが同じような感じがいたしま

すんで、これを契機にまた交流ができれば大変ありが

たいと思います。どうぞよろしくお願いいたします。

○新温泉町長（西村銀三）　こちらもよろしくお願いし

ます。

○議長（太田長八）　それでは次に、続きまして、岡山

県真庭市長の太田昇様、よろしくお願いいたします。

○真庭市長（太田　昇）　真庭市の太田です。よろしく

お願いいたします。

　真庭市は合併して828平方キロメートルと、面積で

いうと東京23区の1.3倍というですね、岡山県北に広

がる市です。その一番北、鳥取県境のところに蒜山高原

という高原がありまして、東西20キロ、南北10キロと

いう、多分、関西では一番広い高原だと思っております。

　課題ですけれども、よそと同じで、もともとはススキ野

原が非常に広がっていた、それがだんだん狭くなって

きていると。そこに貴重な動植物、絶滅危惧種がいた

のが、これを守らないと、景観も含めて滅んでしまうと

いうようなことで、そういう意味での保全というのが一

つの大きな課題であります。

　もう一つは、これも出ておりましたけれども、単に保

全だけではできない、やはり活用しながら保全すると

いうことをしなきゃならない。その活用というのが一つ

の課題だろうというふうに思っております。

　その２つをどうしたら両立できるのかということです

が、１つは、カヤを山焼きをする、そうするといいカヤが

できる。そのカヤを、もちろん土に戻すことによって、灰

そのものが肥料になってまいりますが、蒜山も旧石器

時代から人が住んで、そしてカヤを焼いて、火山灰の

非常に貧栄養化のところを植物が育つように、１万年

以上かけて変えてきたという歴史がありますから、それ

を延 と々やっていかなければならない。それとともにカ

ヤを建築資材として活用するということで、昨日の分科

会でも隈研吾先生の設計で、カヤの屋根を逆さまに

使ったですね、屋根そのものは鋼板で、中の天井から

中を全部カヤにしたという、逆さまにしたような、そうい

うサイクリングターミナルを造りましたけれども、それ以

外にも建築資材としていろんな活用ができるということ

で活用していきたいということであります。

　それとともに、このすばらしい高原を多くの方に親し

んでいただく。自然環境だけでは人は来ません。やはり

そこに文化というものがないと人は来ないということで、

ここに出ておりますけれども、これも隈研吾先生の作品

ですけれども、ＣＬＴ、クロス・ラミネーテッド・ティン

バーという縦横、縦横に木材を組合せして、一つの板

を作るわけですね。その板を組合せしてこういう建物

を造っていくですね、これはオリンピック選手に遊んで

もらおうと思って東京の晴海に造ったんですけれども、

真庭のヒノキで造り、日本で専用のＣＬＴ工場は真庭に

しかありませんから、言わば真庭に里帰りしたというこ

とで、グリーナブルヒルゼンというふうに呼んでおりま

すけれども、こういう施設。中は空間で、ここで遊んだり、

イベントができるように、そういうものを、一つの芸術作

品ですけれども、造っております。こういうものを使って、

観光資源としても活用していくと。

　つまり景観も含めて、そして人工的なこういうものを

全部入れて、地域価値を上げていくという、そういう概

念で取り組んでおります。

　さらに、このＧＲＥＥＮａｂｌｅというのがロゴにもなって

おりまして、阪急阪神百貨店がこのグリーナブルに沿う

ようなものを真庭の産物をですね、産品を大阪で売っ

ていくというような、阪急百貨店とも提携をして、コロナ

がもう少し落ち着けば本格的に梅田で真庭の産品を

開発しながら売っていくということになってまいります。

阪急に今ブランド、阪急ブランドとしてＧＲＥＥＮａｂｌｅと

いうのを商標登録してもらいました。

　そういうことをしながら、この背景として、私の背景

に木材を使っておりますけれども、バイオマス産業都市

の指定も受けて、やがて真庭の電力は全て真庭で賄う

と。今、バイオマス発電、１万キロワットのありますけれ

ども、市内需要の大体60％ぐらいを再生可能エネル

ギーで賄えています。火力じゃなくて、水力とバイオマス

ですね。これを100％にしていくということも地域の価

値を上げていくという取組をしております。

　それと、生ごみ等、人間さんのふん尿ですね。それを

混ぜてメタンガスを発生させて、それでプラントを動か

して、最後、液肥を作って、それを低コスト農業として利

用していくという、そういうような、全体をＳＤＧｓという

か、サスティナブルなそういうまちにしていくという取組

をしております。東京のまねをしても仕方ありません。こ

の地域にある資源をいかに使って、それを循環させて、

未来志向で豊かにしていくということで、ＳＤＧｓ未来都

市の第１号にもなっておりますけれども、そういう取組

をしているというのを、そういうことを背景にしながら

蒜山高原を守り、活用していくということであります。

　皆様方のご意見も、あるいは活動も参考にしながら、

よりこれを進めていきたいというふうに思っております

ので、今後ともよろしくお願いいたします。

○議長（太田長八）　太田市長、どうもありがとうござ

にちは。広島県の北広島町生涯学習課長、西村と言い

ます。よろしくお願いいたします。

　お手元にお配りしております北広島町の概要、そし

て、北広島町の草原と取組について、説明をさせていた

だきます。

　まず、広島県北広島町の概要でございますが、広島

県の西北部、西中国山地の標高300メートルから800

メートルの盆地、北は島根県と接しております。広島県

に流れる太田川、そして島根県に流れます江の川の源

流域でもございます。面積の８割以上が森林地帯でご

ざいまして、県北地域、こちらは1,000メートル級の山

が連なっております。

　国立公園の一部でございます八幡湿原、こちらにあ

ります芸北地域の八幡、こちらは冬になりますと２メー

トルの雪を記録する豪雪地帯となっております。

　それでは、広島町の草原と取組について説明をさせ

ていただきます。

　こちらにつきましては、４つ紹介をさせていただきた

いというふうに思います。①から④まで、概要から課題

というふうにしております。

　まず、雲月山でございますが、島根県と隣接をしてお

りまして、かつては採草、そして放牧の目的で1960年

頃まで利用されておりました。島根県側はカラマツの

植林となっています。広島県側、こちらは1990年代に

観光イベントとして山焼きですね、こちらが行われてお

りましたが、1996年を最後に停止しました。2005年頃

より、地域が主体となりまして、主にＮＰＯが主体となり

募集を行いまして、消防団、博物館、小学校などと連携

しながら山焼きを実施しております。

　2014年に町条例に基づきます野生生物保護区に

指定をしております。

　こちらの利用についてですが、一般の登山の観光の

ほか、町内外の小学校等によります学習の場としての

活用、そして、山焼き再開後に数年間にわたり報告も行

われましたが、牛が転落するというような事故もありま

して、現在は放牧はされておりません。

　課題でございますが、現在15％ぐらいの山焼きを

行っておりますが、全域の山焼き、そしてボランティア

の確保といったことが課題というふうになっております。

　続きまして、千町原の草原でございます。

　こちら、もとは地元地域八幡村という旧村になります

けれども、こちらの入会採草地でございました。1944

年に陸軍の演習地となりまして、戦後は開拓民の入植、

国の大規模草地の開発、広島県への移譲と郊外開発

を経まして、今に至っております。2003年頃よりＮＰＯ

が中心となりまして伐採の実施をしまして、2020年に

町条例に基づきます保護区に指定をしました。植物や

鳥を見る観光地として人気がありまして、2013年から

は地元の中学校の、この後紹介しますけれども、茅プロ

ジェクト事業にカヤを提供しております。

　課題でございますけれども、既に樹林化した範囲が

結構広くなっております。また、大規模草地開発の影響

で湿原が縮小しておりまして、いずれも伐採が必要と

いうふうになっております。

　続きまして、霧ヶ谷湿原でございます。先ほどの千町

原と同エリアに位置をしております。大規模装置開発

の事業を経まして、現在は臥竜山麓八幡原公園の一部

に位置をしております。2003年にＮＰＯが植生調査と

ワークショップを実施したことをきっかけにしまして、

自然再生推進法に基づきます法定協議会を広島県が

立ち上げまして、2004年から八幡湿原自然再生事業

が始まっています。樹林の伐採、湿原から水を抜くコン

クリート水路の撤去、湿原への水路の設置などの工事

を2007年から2010年にかけて実施をしました。その

後、自然再生協議会の保全部会が中心になりまして、

伐採作業を継続しております。こちらも2020年に町条

例に基づきます放牧の指定をしております。

　利用でございますけれども、植物や鳥を見る観光地

として人気のスポットとなっておりまして、小学校、中学

校等のフィールドワークの場として活用、そしてガイド

ツアーの実施をしております。

　課題でございますけれども、再生工事から10年が経

過しておりまして、順応的管理のために現状に即した

全体構想と実施計画の見直しが必要となっています。

　そして、これは地元の中学校での取組ということなん

ですが、芸北茅プロジェクトについてです。

　芸北地域のススキ、これを屋根ふきのカヤとして資

源化し流通させる取組を行っています。中学校ＰＴＡ、Ｎ

ＰＯ、地域住民、教育委員会などが実行委員会をつくり

まして、2015年から推進をしております。地域の住民

自らがカヤを刈り取りまして市場に出荷すること、こち

らで私有地や小さなカヤ場が保全をされる。そして、今

は廃止となっておりますけれども、こちらにスキー場跡

地がありまして、こちらを文化庁のふるさと文化財の森、

こちらに設定をされたところでございます。

　利用についてなんですが、未利用でありましたカヤ

場、そしてカヤの利用が推進されるとともに、プロジェ

クトそのものが地元生徒にとって生きた教材というふう

になっています。地域通貨を活用することで地域外へ

の経済流出を防ぎ、刈り取ったカヤが文化財や伝統的

景観の保全に活用されております。

　課題でございますけれども、カヤの保管場所、こちら

　やっぱり串間市さんの取組、草原が２か所、これをう

まくやっていると考えています。それでやっぱりこれから

は、まずは地域住民がそのよさを認識するのが一番と

思いますので、それもまた勉強させていただいて、そう

いう中で、そのエコツーリズムを結構うまく活用した中

で、その草原の保全をやっているのが大変すばらしい

取組だと考えておりますので、引き続きよろしくお願い

いたしたいと思います。

○串間市長（島田俊光）　ありがとうございます。

○議長（太田長八）　それでは、続きまして、熊本県高

森町の町長、草村大成様、よろしくお願いいたします。

○高森町農林政策課（荒牧茉名）　町長に代わりまし

て、担当のほうからお手元に資料に沿ってご説明をさ

せていただきたいと思います。

　熊本県高森町農林政策課の荒牧と申します。よろしく

お願いいたします。

　まず、高森町の概要からご説明させていただきます。

　高森町は人口6,177人で、九州のほぼ中央、熊本県

の最東端に位置しまして、大分県の竹田市と宮崎県高

千穂町に隣接する総面積175.06平方キロメートル、

広い町土を有する農村地域でございまして、地形は阿

蘇カルデラ内に広がる標高500メートルから600メー

トルの比較的穏やかな傾斜をなす高森・色見地区と外

輪山の外側、標高500メートルから800メートルの波

状高原地の草部・野尻地区に区分される町です。

　主な産業は、観光と農林業になります。

　農業面では、立地条件を生かしまして、畜産、米、野

菜を主体とする農業生産が展開されてまいりましたが、

近年、経営の発展を図るため、一部の農家で施設園芸

の導入が盛んとなっております。地域の宝として、古くか

ら栽培されてきました農林畜産物をブランド化し普及

するとともに、地域の代表する高品質な農産物として、

将来にわたり栽培し続けるための活動を通じ、阿蘇地

域の農業の活性化と農業後継者の育成につなげるこ

とに取り組んでおります。

　観光面では、コロナ禍でイベントの実施が厳しい状

況ですが、2016年に発生した熊本地震の影響は回復

傾向にあり、高森湧水トンネル公園、月廻り公園、高森

殿の杉、南阿蘇鉄道のトロッコ列車、草部吉見神社、

上色見熊野座神社といった観光地や約300年の歴史

があります風鎮祭といった地元のお祭りを中心に毎年

多くの方が高森町を訪れています。

　また、高森町では町内全戸に整備しました光通信環

境を活用しまして、日本一の地域密着型番組として、た

かもりポイントチャンネル、こういったケーブルテレビ

の放送を行い、災害時の緊急放送や町からのお知ら

せ、地域情報、事業の紹介などを町民の方へ情報発信

しています。

　光通信環境の整備は、教育現場でも活用されており

まして、電子黒板の設置や全児童生徒のほうへ１人１

台のタブレット配布をいち早く行いまして、全国で最先

端のＩＣＴ教育が行われております。

　ここからは高森町の草原の概要についてご説明さ

せていただきます。

　高森町の草原につきまして、その多くを牛の放牧に

活用しておりまして、畜産農家や町民の方の大切な資

源として保全されてまいりました。高森町の草原は牧野

と呼ばれており、阿蘇のあか牛が放牧されている牧野

はのどかな風景として多くの人に親しまれております。

　高森町の牧野面積につきましては、1,211ヘクター

ルありまして、草原維持として行われている野焼きに関

しては、実施面積が621.5ヘクタールとなっております。

また、管内には14の牧野組合がありまして、皆さん精

力的に草原維持のほうに取り組んでいただいており

ます。

　最後に、高森町の取組と課題については、長年、放

牧や野焼きによって保全されてきている草原なんです

が、近年、管理をしている牧野組合員さんの高齢化等

によって、野焼き実施が大変難しくなってきている状況

にはございます。町としては野焼きに係る補助金等で

野焼き実施者の方の負担軽減等に取り組んでおります

が、年々、実施面積が減少しつつある傾向にございます。

　また、高森町にある阿蘇高森オーガニックセンター

というところでは、世界農業遺産の構成要素であります

阿蘇の草原に生えるススキなどの野草や畜産農家か

ら出る牛ふんなどを混ぜて堆肥を作っております。こち

らは町内を中心に阿蘇地域の農産物に還元して、循環

型農業を確立しております。

　このほかにも未来の草原を引き継ぐ子供たちのほう

に阿蘇の草原のすばらしさや草原の抱える現状につ

いて伝える草原学習などが行われております。

　以上で説明を終わらせていただきます。

○議長（太田長八）　どうも高森町さん、ありがとうござ

いました。

　高森町さんの取組は、全ての自治体が抱えている課

題と同じだと考えております。そういう中で、皆さん方に

対してよりよい回答ができればいいなと思いますので、

またいろんな意見をよろしくお願いいたしたいと思い

ます。

　それでは、続きまして、広島県の北広島町の生涯学

習課長の西村豊様、よろしくお願いいたします。

○北広島町生涯学習課長（西村　豊）　皆さん、こん

田市さんにお住みだそうでございますので、本当にあ

りがとうございます。

　そしてもう一点、これ本当、関係ないんですよ。歌手

に永井裕子さんっていらっしゃるんですけれども、その

永井裕子さんが結構大田市さんのを歌って、うちの町

の観光大使になっているんですよ。やっぱりそういう中

でまた大田市さんとよろしくお願いいたしたいと思いま

す。どうもありがとうございました。

　続きまして、熊本県の南阿蘇村の農政課主幹の後藤

進哉様、よろしくお願いいたします。

○南阿蘇村農政課主幹（後藤進哉）　昨日ですね、阿

蘇分科会では吉良村長の報告がありましたが、本日は

私のほうから発表させていただきます。

　最初に村の概要からになります。

　南阿蘇村は総面積137キロ平方メートル、熊本県

の北東及び阿蘇くじゅう国立公園、阿蘇カルデラの南

に位置する人口１万340人の村です。雄大な南阿蘇

の山と緑、そして環境庁の日本名水百選に選定されて

いる白川水源に象徴される豊かな自然環境に恵まれ

ています。

　2016年４月の熊本地震では、これまで経験したこ

とがない甚大な被害を受けました。これにより人口も１

割程度減少しましたが、村に定住促進課や空き家バン

クを設置し、移住者を受け入れる環境整備を推進して

います。

　続きまして、農業、観光についてです。

　基幹産業である農業は、白川中心に水田が広がり、

のどかな農村風景を生み出す農村は、水稲をはじめ

畜産、ミニトマトやアスパラなどの施設園芸が盛んです。

昼夜の寒暖差が大きい気候により、自然のうまみが

しっかりと詰まった農産物が自慢です。有機農業、環境

保全型農業を推進しており、安心安全な農産物づくり

に取り組んでいます。

　また観光では、大自然を中心にたくさんの観光資源

に恵まれています。新阿蘇大橋のたもとにある展望所

ヨ・ミュールからは、長陽大橋、白川第一橋梁を眼下に

望むことができ、新たな観光スポットとして注目を集め

ています。

　また、熊本地震で落ち込んだ観光客数は回復傾向

にあり、本村本来のにぎわいが戻りつつあります。

2017年９月にはアウトドアショップモンベルと村が協

定を結び、アウトドア活動促進や地域経済の活性化な

ど、包括的に協力をし合い、観光振興に取り組んでい

ます。

　続きまして、草原の概要に移ります。

　南阿蘇の草原は阿蘇カルデラの阿蘇山側及び南外

輪山側に広がり、季節ごとに違った表情を見せてくれま

す。南阿蘇の草原は牧野とも言われ、平成21年に行わ

れた阿蘇草原維持再生基礎調査では、本村の牧野面

積は2,470ヘクタール、そのうち野焼きが行われてい

る面積が1,170ヘクタールとなっております。管内には

23の牧野組合があり、牛の放牧をしている箇所もあれ

ば、野焼きのみ実施している牧野もあります。

　続きまして、本村の取組と課題についてですが、昨日、

分科会で村長がご報告された内容と重複する点がご

ざいますが、ご了承をお願いしたいと思います。

　草原の維持に欠かすことのできない野焼きですが、

その面積は、以前と比較すると減少しています。本村を

含む阿蘇郡市７市町村の草原はこの100年間で半分

以下に、直近30年で見ても４分の１近く減少しており

ます。

　本村では熊本地震で各牧野の原野火入れが中断さ

れました。平成31年度からは一部再開に向けて、熊本

県、阿蘇グリーンストック、村において協議をした結果、

白川牧野で一部再開、その後、令和２年には吉田牧野

でも再開できました。それに至るまでに県、グリーンス

トック、村で防火帯を設置する費用を予算化したり、火

入れ責任者を各区長や牧野組合長から村長へ変更し、

負担の軽減を図りました。

　今後の課題として、火入れが中断しているところの

再開が可能となるか、防火帯の整備、担い手不足、地

区住民の高齢化に対する支援が上げられます。

　補足でですね、昨日、村長から報告がありました課

題に対する取組で、ハードとソフトの対応が求められる

ことをおっしゃっていましたが、ハード面では牧道等、

恒久防火帯の整備ですね。ソフト面においては担い手

の確保ですね。畜産農家を増やすための取組として、

今後、放牧へのＧＰＳを付着して移動管理等を管理す

るシステムの導入やバーチャル研修の導入を計画し

ております。

　また、目的と認識の改革ですね。景観維持から水源

保全のほうへの啓発をしていくということで推進をして

いく予定です。

　以上、南阿蘇村からです。ありがとうございました。

○議長（太田長八）　後藤様、どうもありがとうございま

した。

　南阿蘇村様には、本当に熊本地震、大変でございま

した。今後も頑張っていただきたいと思います。

　そういう中で、今度、山焼きにおきまして、村長さんが

本部長、その中でまた新たにやるという中で、それは大

変期待しております。それから、山の保全、これ大変で

ございますので、引き続きどうぞよろしくお願いいたし

の整備。それから、カヤの販売先の確保、事業規模を

拡大するための専従職員の確保等といったようなこと

が課題となっております。

　北広島町からは以上です。ありがとうございました。

○議長（太田長八）　西村さん、どうもありがとうござい

ました。

　それで、芸北町の白川先生に今回大変お世話になり

ました。本当にありがとうございました。

　それで、私がやっぱりちょっと感じたのは、中学生の

活用ですね。やっぱり中学生、カヤを刈って、地域通貨

でそれをまた地域で還元する。大変すばらしい取り組

みと感じましたので、うちの町もやってみたいなと感じ

ましたので、その節はまたご指導をよろしくお願いいた

したいと思います。

○北広島町生涯学習課長（西村　豊）　ありがとうご

ざいます。

○議長（太田長八）　どうもありがとうございました。

　続きまして、島根県大田市の環境政策課長、和田二

朗様、よろしくお願いいたします。

○大田市環境政策課長（和田二朗）　皆様、こんにち

は。島根県大田市です。

　市長が所用で出席できませんので、私、環境政策課

長の和田が代理で発表させていただきます。

　大田市は、東西に長い島根県のほぼ中央部に位置

する人口約３万3,000人の小都市です。北は日本海に

面し、南は中国山地が迫っているため、山林原野が多

く、平たん地は僅かです。

　本市は世界遺産、石見銀山遺跡に代表される貴重

な歴史文化や国立公園三瓶山をはじめとした豊かな

自然に恵まれています。昨年度には「石見の火山が伝

える悠久の歴史～“縄文の森”“銀の山”と出逢える旅へ

～」が日本遺産に認定され、さらなる観光客の増加が

期待されております。

　さて、当市には標高1,126メートルの三瓶山があり

ます。その麓には西の原、東の原、北の原と呼ばれる草

原があり、放牧のほか、観光客、市民の憩いの場として

利用され、クロスカントリーコースなども整備されてお

ります。また、ダイコクコガネ、ユウスゲ、オキナグサと

いった希少動植物の生息地となっており、中でも最も

広い西の原では、毎年春に火入れが行われ、三瓶山の

草原景観の象徴的な存在となっております。

　三瓶山は、昭和38年に大山隠岐国立公園の一部に

編入されましたが、山麓に広がる牧歌的な草原景観が

指定理由の一つでした。ところが、昭和50年代になる

と、時代の流れから放牧が急速に廃れていき、植林な

ども行われて、山肌は一気に森林化していきました。放

牧の衰退とともに途絶えていた火入れですが、観光客

の出火による山火事を契機に平成元年に復活し、以降、

防火の観点から行政が主体となって毎年３月に行うよ

うになりました。

　平成７年には西の原の一部が放牧場として整備さ

れ、24年ぶりに放牧が復活しました。平成９年には、第

２回全国草原サミットが三瓶を会場に開催され、これ

をきっかけに行政、研究者、農業者、ＮＰＯなどの官民

ネットワークが形成されました。

　翌年からは放牧による防火帯切りを行うなどの工夫

により、経費を極力抑えながら火入れを実施すること

ができるようになりました。

　平成19年からは、従来の牧野組合、大田市等に消

防、警察が協力する体制に自然保護団体や地元の自

治会、ボランティアなどが加わり、市長をトップとした実

行委員会方式で火入れが開催され、また、目的の中に、

従来の防火に加え、国立公園管理計画にも明記されて

いる草原景観の維持を加えました。

　官民の連携により日本で一番安全な野焼きと自負し

ておりましたが、平成29年度には、風向きと火勢の急

激な変化により、消防署の資機材輸送車が１台全焼す

るという事故が発生しました。近年はドローンも取り入

れ、経験豊富なリーダーが最前線の状況を具体的に把

握しながら指示を行う形で、より安全に火入れを実施

しております。

　昨年度は新型コロナウイルス感染症の予防を考慮

して、ボランティアを募集せず、約30ヘクタールを関係

者約150人態勢で実施いたしました。現在、西の原の

草原景観は、放牧や火入れなどによってある程度守ら

れているものの、人の手が加わらなくなったところはす

ぐに森林化してしまうという現実にあります。このすば

らしい草原景観を貴重な財産として、将来にわたって

保全していくには、多くの市民や関係機関の協力が必

要です。また、単に火入れに参加してもらうだけではな

く、その意味合いを十分に理解してもらうことが大切で

あると考えております。

　以上です。

○議長（太田長八）　和田様、どうもありがとうございま

した。

　今の大田市さんから観光客の火事からまた再開さ

れた。災いをよいほうに持っていったことで、すばらし

いことだと考えております。さらにまた、山焼きの難しさ、

いくらやっても大変だと。そういう中で、もう大変勉強に

なりました。

　またこれ話は違いますが、今回は大変ネットワーク

の高橋先生にお世話になっており、高橋先生は何か大

任者ということになっておりました。地元の消防団が

ジェットシューター担いで火消ししているところ……、

私もしていますけれども、あとは阿蘇グリーンストックさ

んにボランティアの要請をしまして、ボランティアのご

協力を得ながら野焼きを推進しているところもあります。

　地震前ですね、死亡事故とか怪我とかがありました

んで、そういった理由で、その後、地震がありましたの

で、野焼きが再開できないというところになっておりま

す。再開するための今、工面をしているところであります。

　ちょっと私が知らないでですね、地元の行政区以外

でしているところもあるかもしれませんけれども、基本

的に地元の行政区が事業主体として野焼きを実施して

いるところであります。

　以上です。

○議長（太田長八）　後藤さん、どうもありがとうござい

ました。

　ほかの自治体で何か活動しているところがありまし

たらお願いしたいと思いますけれども。

　じゃちょっとうちの取組が、ちょっとうちの町は結構

行政が携わっていたんですけれども、今は財産区、

やっぱり共有財産区、いわゆる区ですね、区の方が中

心となりましてやっております。行政が出ているのは消

防団、これも民間ですけれども、ある程度それに対して

参加で、もうほとんど民間がやっている中で、やっぱり

皆さん方も同じもう高齢化、そしていかに高齢化の中

で新たな担い手を見つけるかということが課題でござ

いますので、その課題につきまして、後でまた課題、問

題にしていきたいと思いますけれども、太田市長、こう

いうことでよろしいでしょうか。

○真庭市長（太田　昇）　今、町長がおっしゃいました

ように行政区も結局高齢化したり、メリットがあればす

るけれども、メリットがなかったらなかなか、昔やっとる

から、景観がどうだから、動植物がどうだからといって

なかなかできなくなってきていると思うんですよね。だ

から、安全でありながらどういう仕組みで何か新しいこ

とができないかとかですね、そういうことを勉強したい

わけですけれどもね。私の頭の中で考えているのは、怪

我をされても困るけれども、山焼きは難しいですけれど

も、カヤの刈り取りなんかは、これも大変なんですけれ

ども、一つの観光と結びつけてできないのかなと。ただ、

山焼きのほうはね、これは消防団の協力、そして死亡と

か事故のないように、それからその日の気象条件に

よってできなくなるとか、非常に不安定要素もあるんで、

なかなかいい知恵が出ないんですけれどもね。そのあ

たり、教えていただいたり、また知恵を出していただけれ

ば、このサミットが有意義だなというふうに思うんですが。

○議長（太田長八）　今、太田市長さんからいろいろ

問題点を提案、提示していただき、何か首長さんでこう

いう案がいいじゃないか、そういうことがあったらまた

ご発言願えれば大変ありがたいと思いますけれども。

　じゃ、まず私からちょっと発言させてもらって、皆さん

方には指名させていただきますので、よろしくお願いい

たしたいと思います。

　やっぱり今、太田市長が言ったように、山焼きをね、

ただ昔からやっているからやるんだと、そういうことが

結構、自分も多いと感じております。そういう中で、私、

これから生きる道は、うちの町、観光でございますから、

また太田市長さんが言ったように、観光と草原との結

びつき、それをいかにやっていくかということが大切な

のではないかと考えております。そういう中で、昨日の

シンポジウムの中で、やっぱりカヤを皆さん方に刈っ

てもらった中で、カヤを刈ることによって山焼きの負担

も少なくなるようなことも聞きましたので、そのカヤを

刈って、また観光に生かした中で、草原を守っていきた

いと考えております。

　また、カヤを刈ったことも、やっぱりある程度資金源

になるようなことも聞いております。さらに、自分は子供

たちが草原に対するある程度の認識、小さいときから

持っていなければなかなか草原に対する愛情は湧か

ないと考えておりますので、その辺の教育の活動もして

いこうかなとは考えております。

　東伊豆町はとりあえずそういうことを考えております。

では新温泉町長の西村町長、いかがでしょうかね、こ

んな考え方は。それから各首長さんにちょっといろいろ

まずお話を伺いたいと思います。

○新温泉町長（西村銀三）　当町、ＮＰＯ法人、上山高

原の周辺集落の７集落、それからもちろん県、行政、町

もバックアップして、地域が主体で取り組んでおるんで

すけれども、何といっても人口減少が最も我が町では

厳しい町であります。合併して今年で15年たったんで

すけれども、３割近い人口減少地域ということで、地域

は最も危機的意識を共有しているということで、上山高

原におけるこういったカヤの利用、それから山焼き、こ

ういう事業を通して知識の意思統一に大きく貢献でき

ていると。

　今回も実は、この７集落周辺に地域の運営組織がで

きることになりました。そういったことで、地域の意思を

まとめるためのそういった運営組織と同時に、施設の

建築も今年度スタートいたしました。そういった意味で

は、一つの高原を地域の過疎と、そういった過疎意識

を払拭して、地域の活性化につなげていく、そういう点

で新温泉町では大きく貢献できつつあるということを

つ草原が残る里を再発見いたしまして、その大切さを

広く紹介するとともに、次の世代へと残していくことを目

的に、未来に残したい草原の里100選を選定するとい

うことが目的でございます。

　期待される効果といたしましては、４点ございます。

社会的に価値が認知されていない草原の掘り起こし、

２点目が草原の価値を知らない人への普及、３点目、

現に草原に関わっている人たちの意識や誇りの向上、

４点目が火入れやカヤぶきなどの伝統文化の担い手

の価値づけでございます。

　事業のスケジュールですが、このアナウンスにより募

集を開始いたします。応募の締切りを今年の12月とい

たしまして、その後の審査に入ります。翌年の４月には、

この選定結果の発表、秋には表彰式やシンポジウム

等、普及・交流の機会づくりを予定しております。

　その他の事業概要につきましては、全国草原再生

ネットワーク会長の高橋様より説明をお願いいたします。

○全国草原再生ネットワーク代表理事（高橋佳孝）　

それでは、少し詳しく述べさせていただきます。未来に

残したい草原の里100選を本日、募集のアナウンスを

させていただいております。主催は、全国草原の里市町

村連絡協議会の主催でございます。

　ただいま太田町長のほうから詳しい経緯が述べら

れましたので、この部分は割愛させていただきますが、

本日この第13回全国草原サミットにおいて募集をアナ

ウンスするというところに至っているわけでございます。

　草原の100選というのは、先ほどちょっと町長のほう

からもお話がありましたけれども、日本には多様な自

然を形づくる希少な生態系の一つである、それが草原

であるということですね。長年にわたって、人と自然の

関わりの中で地域の環境、文化、観光など様々な恵み

を提供してきました。しかし、多くの人たちは、国民の多

くは、草原の成り立ちや意義を知らないという現実もご

ざいます。このような多様な価値を持つ草原と人のつ

ながりを再発見して、その大切さを広く紹介し、次世代

へと残していくことを目的として、今回、草原100選を

選定するに至ったわけです。

　ここで言う草原の里というのは、草原に関わる暮ら

しが残る里というイメージをしていただければよろしい

かな。

　これはコンセプトペーパーとして、前会長の日高会

長のときに作った内容ですけれども、この右のほうに

書いてありますように、未来に残したい草原の里100

選の選定というのは、地域からの自薦によって選定し

ていこうと。それから、様々な科学的な観点から評価す

るし、この選定の過程そのもの、あるいはその論議をす

感じております。

　実は、神戸とか周辺、特に関西方面、神戸・大阪方面

からのいろんな協力、山焼きにおける協力者も出てき

ていまして、いろんな意味で地域の盛り上がりができて

いるということであります。いろんな相乗効果が生まれ

ているというのは、この草原サミット以降、非常にいい

流れができていると考えております。

○議長（太田長八）　ありがとうございます。

　串間市としましては何かありますか。

○串間市長（島田俊光）　私たちはカヤを利用すると

ころじゃないんですが、牧草、昔からの家畜の牧草地

帯ということで、取り組んでいたわけでございます。た

だ、我々が一番重要視しているのは、都井岬の風光明

媚な観光地の保全に取り組んでいるんですが、我々本

当にその人間を集めるのが大変な状況にあるわけで

すが、もともと岬はマツ組合という団体がありまして、そ

のマツ組合がボランティアで活動する人たちを今、真

庭市も言われた観光にマッチした方たちを呼んで、

100名程度の人たちで野焼きをしているわけですが、

本当に野焼きの体験というのはですね、今の現代の中

ではなかなか体験することはできないんで、その体験

学習に来る人は少しずつ増えつつあります。ただ、行政

として、野焼きの体験をどのようにアピールするかとい

うのがございます。また、太田市長が言われたように、

死亡事故などが発生したときの我々の責任ですね、そ

ういうのが問われますので、ここはもう少し考えてやる

べきじゃないかなと思っております。

　あと一方の笠祇というところにあるんですが、ここも

やっぱり牧草を育成するための野焼きをしております

けれども、ここが人口減少と高齢化が進んでおりまして、

やはりここの野焼きについてもボランティアで、いわゆ

る体験学習というようなことで人を集めてやっていると

ころでございます。

　また、真庭の太田市長さんにはＣＬＴの研修や木質

の研修でいろいろとお世話になりました。心から感謝

を申し上げたいと思います。

　串間の取組としては、観光とマッチした野焼きでござ

いますが、ただ、それがうまくいくかいかないかは我々

の努力だろうと思いますので、今後の課題として取り組

んでいきたいと思っております。

　以上であります。

○議長（太田長八）　ありがとうございました。

　すみません、川南町長の日髙さんも何かございまし

たら。

○川南町長（日髙昭彦）　うちは湿原なんで、面積も３

ヘクタールぐらいなんで、皆さんのことを聞きながら勉

強していたところで、職員とどうするという話をしていた

ところです。ただ、本当に人が手を入れないと維持でき

ないというのは共通の課題でありますので、そこは

やっぱりみんなで知恵を出していくしかないんだろう

と思っております。

　以上です。

○議長（太田長八）　ありがとうございます。

　太田市長、これでまた何かありましたら、よろしくお

願いします。

○真庭市長（太田　昇）　ありがとうございます。

○議長（太田長八）　太田市長、よろしいですか。

○真庭市長（太田　昇）　ありがとうございました。

　また私どもも勉強させていただきながら、地元でしな

がらボランティアとかですね、そういう人も育て、そして

観光にまで、山焼きも初めは安全なところでやっても

らって、それからだんだん慣れていただければ、結構も

う毎年来るというような人も出てくるはずですのでね、

そういう守ることと自分の楽しみというか、やっているこ

との意義とを感じながら楽しんでもらえる、そういう人

をつくっていきたいと思います。ありがとうございました。

○議長（太田長八）　すみません、まだやりたいところ

ですが、時間がございませんもんで、この辺でこの会は

ちょっと閉じて、次の議題にいきたいと考えております。

６．草原１００選について

○議長（太田長八）　次は、「未来に残したい草原の里

100選」のアナウンスでございます。

　それではまず、私からこの事業の趣旨、また経緯、そ

れとスケジュールにつきまして説明させていただきます。

　主催は、全国草原の里市町村連絡協議会でござい

ます。協力また後援は、一般社団法人全国草原再生

ネットワーク、後援は環境省、静岡県、一般社団法人の

茅葺き文化協会、公益財団法人日本自然保護協議会

となっております。

　事業の趣旨ですが、多様な価値を持つ草原が残る

里を再発見し、その大切さを広く紹介するとともに、次

の世代へと残していくことを目的に、未来に残したい草

原の里100選を選定いたします。

　事業の経緯といたしましては、2012年に阿蘇で開

催されました、第10回全国草原サミットに出席した14

市町村の首長によりまして、草原100選の選定が提案、

採択されたことを受けまして、2016年に自治体におけ

る全国草原の里市町村連絡協議会が発足いたしました。

そして、2021年の総会にて、今回のサミットにてこの事

業の開始をアナウンスすることが決定いたしました。

　まず、事業の目的でございますが、多様な価値を持

記述でさせていただくということになっております。

　これ以外にも当然、重要な際立った特徴があれば、

それを考慮していくという形で選考の基準とさせてい

ただこうかと。

　それから、皆さん、興味をお持ちと思います。スケ

ジュールの問題ですけれども、今回、第１回選考とあえ

て書かせていただいたのは、さっきもお話ししたように

一発で100をそろえてそれで終わりという世界ではなく

て、一緒に歩みながら一つ一つ重ねていきたいという

ことです。２年か３年、数年かけてでもゆっくりと応募を

していただきながら選考していただくというスケジュー

ルを想定したものでございます。

　応募の公開は本日、この場で草原サミット東伊豆大

会において募集を発表いたします。

　応募期間、本日から１２月１５日必着という形を取ら

せていただきます。ただ、応募のフォーム等をホーム

ページで掲載する時期が若干遅くなりますので、近日

中にホームページは公開するという形を取らせていた

だきたいと思います。

　審査期間ですけれども、第１次審査は１２月１５日の

締切り以降２月から３月までに終わらせて、最終審査

を翌年の２月から３月頃に開催して最終決定をしよう

と思っています。この審査に当たっては、場合によって

は現地審査もさせていただくことになろうかと思ってお

ります。

　それから、発表や表彰のスケジュールですけれども、

結果発表は来年の４月を予定しております。これは主

催者である全国草原の里市町村連絡協議会の総会が

開催されるときでございますので、その場で結果の発

表を行います。

　その後、秋までに表彰式やイベントの準備を行うと

ともに、現地の取材を行いながら、より深くその内容を

理解していくような期間として、追加書類等の提出が必

要であれば、それもお願いするような形になるかもし

れません。

　表彰式やシンポジウム、一応、来年の秋を予定して

おります。こういう場で表彰されたということを皆さん、

内外に強くアピールする機会をつくっていこうと思って

いるところです。あくまでも選んで終わりという世界では

なくて、一緒に歩み、輪を広げる、そういう形の100選

にしたいと思います。何度も言いましたけれども、みん

なで積み上げていって、最終的には全国草原年鑑みた

いなものに集約できればいいなというふうに今考えて

いるところです。

　間もなく、近日中に公開されるホームページですけ

れども、若干、最終版とは異なることになるかもしれま

せんが、イメージとしてこんなふうな形のホームページ

が皆さんのほうにお伝えできるんではないかと思って

います。草原の里100選とは何かという文言もあります

し、スケジュールのことについても具体的に記述されて

いますし、選考の基準について、より詳細な内容がそこ

に記される予定になっております。

　応募方法、応募様式のダウンロードをここでやって

いただいて、それに書き込んで応募していただくような

形を取らせていただきます。

　それから、自治体の推薦が必要だというお話があり

ましたが、その推薦様式についても、ここにホームペー

ジ上でダウンロードできるようにしたいと思っております。

　最後に、湯本貴和委員長からのメッセージを載せさ

せていただく、そういうふうな構成ないようにしようと思

います。

　湯本先生のメッセージには、草原100選の概念とか

エッセンスというものがまさしく濃縮されておりますの

で、その一部をここにお示しして、最後の報告を終わり

にしたいと思います。

　ちょっと読ませていただきます。

　「未来に残したい草原の里100選」は、それぞれの

地域が草原を生かした地域づくりを競い合い、その輝

かしい成果を顕彰する場とは考えていません。共通の

課題を抱えている地域が互いの実践やアイデアを学び

合い、共に未来へ進んでいくための仲間探しの場であ

りたいと思います。みなさんが応募する段階で、誇るべ

き宝を再発見したり、足りないパーツを認識したりする

作業そのものに大きな意味があると信じています。ぜひ

とも「未来に残したい草原の里100選」にご応募いた

だき、わたしたちの仲間の輪に加わってくださることを

願っておりますというメッセージをいただいております

というメッセージを頂いております。私たち関係者の共

通の思いを言い表していただいている内容だと思って

おります。

　草原の里というのは、まさしく未来に向けた草原保

全のシンボルになるであろうと思っております。風土に

根差した特色のある草原を育み、未来への展望も様々

な人の活動があり、そのような活動を通して人々が交

流し合う里、そういうものをイメージしたものになると

思われます。ふるさとの原風景とも言える草原のある里

の認知度というのは、まだまだ低いものがございます

が、この草原100選の活動を通して、草原の魅力と価

値を広く国民に伝えて訴えて行きましょうということで、

最後の言葉とさせていただきます。

　以上が未来に残したい草原の里100選の概要説明

でございます。ご清聴ありがとうございました。

ることがとても重要なんだということが期待されており

ます。

　それから、選定によって、先ほど町長からお話があっ

たように、様々な効果が期待される。さらに、未来へ向

けてですね、草原の里の持つ価値をアピールすること

になるというですね、新しい草原の活用方法もそうで

すし、草原の持つ新しい価値、そういうものを対応して

いくものにもなりますし、利用や保全をそれによって促

進されるようなものにしたいと考えております。

　それで、今回の草原の里100選の事業を行うに当

たって、大きなコンセプトをみんなでちょっと考えて行

きました。地域の人 と々草原の関わりの繰り返しの中で、

地域に蓄積されてきた知識とか意識、技術そのものが

草原の里の持つ価値であるというふうに考えました。こ

の価値のあるものを「共創資産」という、新しい用語で

すけれども、として捉える。各地に残っているこの共創

資産を日本全体で共有し活用することによって、次世

代に希望のある自然共生型社会を実現することに寄

与していこうではないかというのが事業のコンセプト

でございます。

　この事業、落とすための選考ではなくて、できるだけ

拾い上げ、仲間を増やしていくという観点から、また、一

度に100選ぶということよりも、時間をかけて少しずつ

増やしていく、そういうふうな形で進めたいと考えてお

ります。

　応募要件ですけれども、自薦という形で、草原と関わ

る民間団体、あるいは地方公共団体が応募できますと

いう形。ただし、民間が応募する場合には、地方公共

団体の推薦が必要となります。

　それから、選定の対象となる草原の里は、現在ちゃ

んと草原が存在している地域ということになります。

　応募に関しての確認事項、幾つかあります。これはま

た応募要領の中で詳細に記述しておりますので、そち

らをご覧になっていただければと思います。

　もし選考されなかった場合も、結果はちゃんとフィー

ドバックしていこうというふうなことを考えております。

　それから、選考の方法ですけれども、有識者の皆さ

んによる草原の里選考委員会というのを組織いたしま

した。ここが最終選考を行うということです。それから、

この選考委員会の下に実務者で構成する運営委員会

というのを組織しております。運営委員会は、１次審査

というか、書類審査を担当する。その結果を基に、最終

的に草原の里選考委員会が最終選考を行うという形

にしております。

　１、２と掲げてあります、最初は応募書類による審査、

候補の絞り込みを１次審査としてやって、１次審査で絞

り込めた地域について最終選考を行うという形を取ら

せていただきます。

　具体的な選考委員の名簿を一応ここに掲げさせて

いただいております。

　上のほうから、日本茅葺き文化協会代表理事の安藤

先生、それから、全国草原の里市町村連絡協議会の会

長である東伊豆町長の太田町長ですね。それと私と、

それから、京都大学霊長類研究所所長である湯本貴

和先生。湯本先生にはこの委員長になっていただいて

います。それから、皆さんよくご存じの東京大学名誉教

授の養老孟司さん。あと２名ほど、今、内諾をいただい

ている委員がございます。２人とも女性の委員でござい

ますので、最終的には７名の委員構成になる予定でご

ざいます。

　それから、選考の基準ですけれども、草原の生態系

と人々が暮らす里の関係性がつくり出した共創資産を

軸に５つの観点から選考するという形を取らせていた

だいています。一つ一つ、今から述べていきますけれど

も、１つは草原の自然、環境的価値と言ってもいいのか

もしれませんけれども、動植物が特徴的なものがある

かとか、景観の特徴はどういうものがあるか、そういう

ものをいくつかのポイントとして捉えて評価していく。

　それから、草原からの恵み、実際に利用の価値を受

け取っているかとか、あるいは資源の恩恵を被ってい

るかとかいう点からも評価していきたいと。現代的意義、

あるいはその認識というのもここに含まれますけれども、

過去の利用方法やどういう形の草原の恵みを得ている

かという具体的なものを判定する予定にしております。

　３番目が草原を維持し、享受する仕組み、そのもの

がきちんと理解されて継続されているか。それを持続性

とか公共性の尺度から評価をしていこうと。管理が

ちゃんと妥当なものであるか、それが今後も継続される

か、あるいはそういう意思が示されているか。それから、

経済がちゃんと還元されているかとかですね、主体と

かモニタリングというような項目が入ってくるかなと思

います。

　それから、４番目が共生型社会の実現に向けた波

及効果、まさしく未来に向けて草原の里が持つ重要性

をここで語っていただこうかと。地域や地域内外の社

会に及ぼすよい影響、これまであった影響もですし、今

後影響を及ぼすことが期待される、そういうものをきち

んと書いていただこうと。

　それから５番目、今の４つはある程度、選択肢で選

ぶような形をさせていただきますが、５番目はいわゆる

思いの強さです。関わっている人が熱く語れる熱量や

行動力を評価しようということで、ここらあたりは自由

○議長（太田長八）　高橋先生、どうもありがとうござ

いました。

　この件につきまして、何か質問がございますでしょう

か。ありましたら、挙手をお願いいたします。よろしいで

すか。

　それでは、このような方向でやりたいと思います。ま

た、多くの皆様の応募を期待しております。

７．サミット宣言採択

○議長（太田長八）　最後に、この第13回全国草原サ

ミットｉｎ東伊豆の宣言をさせていただきたいと思います。

　第13回全国草原サミットｉｎ東伊豆。

　私たちの暮らしに欠くことができなかった草原は、生

活様式が変化し草が使われなくなったことから、近年

ではとても珍しい風景になってしまいました。過疎、高

齢化により、山焼きや野焼きの担い手は減少の一途を

たどっており、今後、草原の維持はますます困難になる

ことが予想されています。

　細野高原でも、ススキを使うのはごく一部の農家とな

り、毎年早春に実施される山焼きが何のために行われ

ているか知らない町民も増えております。

　陸上の生態系は森林、草原、湿原などが様々な地形

の上に成り立っており、そのそれぞれに多様な動植物

が生息、生育しています。この多様性が人々の生活を

豊かにする礎となり、暮らしや文化が守られています。

草原は、その一端を担い、地域産業の基礎、水源の涵

養、生物多様性の保全、ＣＯ２の削減、カヤぶきや盆花

の文化など、様々な恵みを提供してくれます。

　草原を失うことは、これらのかけがえのない恵みを

失うことを意味しており、人々の豊かさや、また地域の

文化が失われることにもつながるものです。草原が育

んできた人と自然の共生の知恵や持続的な利用の技

術は、今後の持続可能な社会の実現を目指す上で欠

かせないものであります。

　私たち草原を有する自治体は、互いに学び合いな

がら草原を維持し、賢く利用していく努力を惜しまず、

草原のある里の風景を後世に引き継ぐための環境を

整備し、交流・連携を強化していくことをここ東伊豆町

において宣言いたします。

　それでは、東伊豆宣言。

　１つ、私たちの大切な草原、湿原を守っていくための

保全活動について、地域の関係機関と連携しながら共

に考え、支援していきます。

　１つ、すばらしい景観を活用した観光資源としての

草原と貴重な植物の自然観察など、教育・文化面との

調和を図り、次世代へと受け継いでいきます。

　１つ、かつてのように生活の中に草原の利用を取り

込む創意工夫を支援し、地域振興に活用できる社会環

境を整備します。

　１つ、未来に残したい草原の里100選事業を推進し、

草原の持つ魅力を全国に発信していきます。

　１つ、全国草原の里市町村連絡協議会の連携強化

とネットワークの構築、さらに全国の草原を持つ自治

体への協議会の加入促進を推し進めてまいります。

　以上、宣言する。

　令和３年９月27日。

　以上でございます。

　以上で議事を終了いたします。

　皆さん、このコロナ禍の中でこの全国サミット、参加

して本当にありがとうございます。特に首長様、今年、新

型コロナウイルス感染症の対応で大変お忙しい中参

加していただき、ありがとうございます。これからまた皆

様と連携し、この草原、また湿原の保全をやっていきた

いと思いますので、また連携して、またいろいろお知恵

を借りた中で、よりよいこの連絡協議会にしていきたい

と思います。

　本当に今日はどうもありがとうございました。

８．閉会

○司会　それでは、これをもちまして、第13回全国草

原サミット・シンポジウムｉｎ東伊豆大会を終了いたします。

　サミット宣言の精神に基づき、今後も各自治体や関

係者の皆様と草原の維持保全に取り組んでいきたいと

思います。今回は初めてのウェブ会議方式での開催と

なり、お見苦しい点もあったかと存じますが、ご容赦く

ださい。

　最後にお願いとなりますが、全国草原の里市町村連

絡協議会に加盟されていない自治体の皆様は、これを

機会に加盟のご検討をしていただきたいと思います。

　また、次回の草原サミット・シンポジウムの開催地が

決まっておりません。自治体の取組や草原のＰＲには

最も適したイベントだと思いますので、こちらにつきま

しても併せてご検討ください。

　新型コロナウイルス感染症が終息しましたら、ぜひ

東伊豆町細野高原にお越しいただきたいと思います。

　本大会へのご参加、ご協力、誠にありがとうございま

した。
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原草全国 サミット・シンポジウム in 東伊豆

るという提言をされました。これは後の草原100選のと

きにも出てくるワードですけれども、自然と社会が失わ

れれば、あるいは自然と人が失われれば、なくなるもの、

そういうものを共創資産と位置づけて語っておられま

した。また、この共創資産と言われるものは、時代ごと

の検証を受けて、長い間、自然と足されてきた、ある意

味中身のしっかりした技術や知識であると。そういうも

のが積み重ねているものがあって、そういうものを私た

ちはもう一度見直すとともに、将来に受け継いでいく必

要があるんじゃないのかなというお話でした。

　それを受け継ぐために必要なものとしては、その方

法であるとか実行力であるとか仕組みとか、あるいは

行政の役割として非常に大きいのは、法令とか条例の

整備とか、そういう環境整備であると。それから、普及、

教育という、この５つの観点をしっかりと捉えていく必

要がある。

　その中で草原に関わる象徴的な活動として、ご自身

が北広島の芸北地方で進められている茅プロジェクト

の紹介をしていただきました。これは、地域にあるカヤ

材を子供たちが作った市場に集めて、そこで「せどやま

券」という地域通貨を発行して、その発行したせどやま

券で地域の経済も回っていくという、様々なメリットを

持った内容でした。要は、利用が放棄されて社会資本

が喪失している中で、その利用の仕組みをもう一度導

入するによって草原の保全に循環性とか展望が生まれ

ているという非常に象徴的なお話でありました。

　各地に残っているこういう共創資産を見いだして、

それを共有して、それから未来にも役立てていくという

ことが大切だろうと。今日人間だからこそ生み出されて

いる、この美しさを大事にして生かしていきたいという

ことを最後に述べられて基調講演を終わられました。

　それから、パネルディスカッションは、その基調講演

をした白川さんがコーディネーターとして登壇していた

だき、東伊豆町の太田町長、それから私と、稲取地区の

特別財産運営委員会の山田さんと東伊豆町観光協会

の石島さんに登壇いただいて、この地元の細野高原の

活用、それをどういったふうに持続性の観点から理解

するかというテーマについてパネルディスカッションが

行われました。

　会場の様子はこんな感じで、それぞれ登壇しており

ます。

　それで、内容ですけれども、実は2008年にこの東伊

豆町で全国草原シンポジウムというのが行われていま

す。もう13年か14年たつわけですけれども、当時から

担い手の問題とか観光の利用について新しい取組を

やりたいという動きがございました。ただ、観光のほう

も着 と々いろいろな形で進めていて、例えば草原に入る

ときの入山料のような形で、観光客からその対価を頂

いて管理運営に回せるという、全国でも画期的な取組

もやられているんですけれども、そういう形で観光客が

増えるにしたがって、様々な問題点も生じてきているよ

うです。今後はその利用のルールをしっかりと構築し直

すことが大切であるというふうなお話がございました。

　そのためにも、都会の人と地元の人の意識の相違と

か認識の違いをうまくコーディネートするような、そうい

う組織体制も必要ではないかと。

　それから、入山料については、最初はいろいろと来

訪者から文句も言われたそうなんですけれども、今で

は多くの方がそれを理解して払っていただいていると

いう、そういう意識の醸成もできているんですよという

話がございました。

　草原はまさしく人との関わりの持続的モデルであっ

て、これは新しい社会の礎ともなるであろうと。それか

ら、草原学習は子供だけではなく、子供から地域へ広

がる、そういう可能性を秘めており、まさしくＳＤＧｓの地

域版である。そういうふうな結論で終わっております。

　最後に、町長さんのほうから、こういう問題は東伊豆

だけではなく全国の問題である。これからも多くの自治

体と共に手を取り合っていきたいという力強い宣言を

いただいております。

　それから、分科会はそれぞれの場所で行いました、

このオンラインを利用してですね。それぞれが自立し

て行っていったという形になっております。

　今回は３つの会場で分科会が行われました。１つが

この地元の東伊豆町の会場で、テーマは「保全・利用・

継承」と、これをどう循環させるかということで、地元出

身の東京都立大の内山さん、それから草原を守ってお

られる入谷区の鈴木さん、地域おこし協力隊の藤田さ

んがコーディネートしていただいております。

　蒜山会場のほうは、利用の面から、カヤの利用をす

ることによって草原保全にどう関わっていけるかという

ことで、地元の郷土自然館の前の館長さんでいらっ

しゃる前原さん、それから鳥取大学で自然再生につい

て関わっておられる日置先生、実際にカヤ刈りをした

り、カヤの建物を建てたりされている沖元さんと相良さ

んという２人のカヤぶき職人さんのトークセッションが

行われています。

　３番目の阿蘇会場は、草原の恵みを守る仕組みづく

りをどうするかということをテーマに行っています。主に

草原の持つ水源涵養力について科学的見地からの知

見、それから新しい知見というものを熊本県立大の島

谷さんから、それから、それを基にして、地域の草原を

たいと思います。

○東伊豆町長（太田長八）　それでは最後に、私から

静岡県東伊豆町の報告をさせていただきます。

　東伊豆町は細野高原という草原があります。昨日か

らのシンポジウムでも議論されてきましたが、この草原

の維持管理、また利活用、そして次世代への継承が、う

ちだけではなく、今聞きますと、全国の草原を持つ自治

体の共通の課題だと思います。このサミットで皆様のお

知恵をお借りした中で、また今後この課題に取り組ん

でいきたいと考えております。

　細野高原は、うちの町は稲取地区、熱川地区と二地

区があります。そして、稲取地区が４部落がある中で、

稲取地区に存在しております。その稲取地区の４区の

町内会が組織する稲取地区特別財産運営委員会が管

理しております。この４区の共同管理によりまして、防火

帯の設置や山焼きなどを実施しております。防火帯、ま

た山焼きにはそれぞれ120名ほどの人が出て実施し

ていますが、やっぱり作業者の高齢化、また、農業従事

者の減少によりまして、作業ができる区民が年々減りま

して、人的負担が増しております。また、この草原を管理

するのには、年間約500万円の費用がかかるため、経

済的負担も課題となっております。

　観光面では、この細野高原の資源を活用いたしまし

て、４月上旬から５月上旬にかけての山菜狩りや、また、

秋には秋のススキイベントを開催しております。イベン

トの開催時には、これはススキのほうですが、参加者

から600円、その他の期間におきましては20円を入山

料として頂いております。先ほど経済的負担のことを申

し上げましたが、これらの収入が維持管理には必要と

なってきます。しかし、これだけで全ては賄えませんの

で、入山料の値上げ、また新たな利活用を検討いたし

まして、この維持管理費用の捻出を考えていかなけれ

ばならないと考えております。

　そんな中で、イベント等のため、この道路、駐車場、ト

イレ等を整備し、誘客に努めておりますが、一方では、

来訪者のマナーも問題になっております。この大切な

資源を荒らされないよう、対策も同時に取っていくべき

と考えております。そして、何よりもこのすばらしい景観

や、また資源をどうやって次世代につなげていけるか

が大きな課題となっております。

　かつては農家の方がこのカヤをミカン畑に敷いたり、

またかやぶき屋根を使用したりするなどの活用がされ

てきましたが、農業後継者が減っていく中でのこの現在

では、カヤの需要もほとんどない状況でございます。し

かしながら、このすばらしい景観、また資源は、山焼き

等の保全活動を継続していかなければ守っていけま

せんので、町内の子供たちに、また地元にこんなすば

らしい草原があること、また、この草原は人の手によっ

て守られていること、また、カヤを使った昔の文化を教

育していくなど、未来につないでいかなければならな

いと感じております。

　これらの問題解決を図るため、昨年度、稲取地区の

特別財産区運営委員会をはじめ、行政、また観光協会、

農協、高原の専門員などで組織する「細野高原を考え

る会」が発足されました。この会では４区が継続的に細

野高原、これを維持管理していただくためにはどのよう

に、また、観光、産業などの資源としての活用、周辺の

地権者とも協力して、新たなこの魅力の創生、これを

図っていくかなどを検討しております。今日は皆様方か

らいただいたこの知恵をお借りいたしまして、この会の

発展にも生かしていきたいと同時に、この草原を全国

に発信できればと考えております。これからもどうぞよろ

しくお願いいたしたいと思います。

○議長（太田長八）　以上でこの参加自治体からの報

告が終わりました。いろいろなお話を伺いました。その中

でまた意見や質問等もあるでしょうから、ここからは自由

な形で意見交換会をさせていただきたいと思います。

　ご意見がございましたら、挙手をお願いして、発言し

ていただきたいと思います。どうぞよろしくお願いいた

します。

○真庭市長（太田　昇）　よろしいですか。

○議長（太田長八）　どうぞ。

○真庭市長（太田　昇）　それぞれすばらしい取組を

勉強させていただきましたが、恥ずかしい話、蒜山高原、

まだ山焼きの面積が80ヘクタールぐらいなんですね、

どんどん減っていて。何とか維持しようと思っているん

ですけれども。600ヘクタール焼いているとかですね、

本当にたくさん広い面積を焼いているとこら辺の取組、

もうちょっと詳しく、それもその行政というよりは、住民

の方とか、あるいは子供も参加してということですが、

もう少し、こんな取組をしているよということをご紹介い

ただければありがたいんですが。勉強させてください。

○議長（太田長八）　今、太田市長からの行政以外の

ほうの取組、これが何か具体的なことがありましたら、

どなたかご発言願いたいと思います。

　南阿蘇村の後藤さん、よろしくお願いします。

○南阿蘇村農政課主幹（後藤進哉）　先ほども説明さ

せていただきましたけれども、本村の牧野面積が

2,470ヘクタールで、野焼きが行われているところは

1,170ヘクタールということなんですけれども、地震前

はまだ野焼き面積は広くて、この事業主体というのが各

地元の行政区とかになりまして、以前は区長さんが責

１．開会

○司会　それでは、ただいまより第13回全国草原サ

ミット～未来へつなごう！壮大な海すすきの草原～を

開催いたします。

　私は進行を務めます東伊豆町企画調整課長の森田

と申します。どうぞよろしくお願いいたします。

２．挨拶

○司会　まず初めに、開催地を代表して、本大会の実

行委員長である東伊豆町長　太田長八よりご挨拶を

申し上げます。

○東伊豆町長（太田長八）　皆様、こんにちは。東伊豆

町の町長の太田でございます。

　本日は、この首長様におかれましては、新型コロナ

ウイルス感染症の対応で大変お忙しい中、全国草原サ

ミットにご参加していただきまして、誠にありがとうござ

います。

　本来であれば、皆さんにこの東伊豆町にお越しいた

だきまして、顔を合わせながらこの意見交換をさせてい

ただくところでございますが、１年延期したにもかかわ

らず、新型コロナウイルスの感染がなかなか収まらな

い状況ですので、このようなオンラインの会議とさせて

いただきました。ご理解願いたいと思います。

　この後、前回大会の報告、それから、昨日から行って

きましたシンポジウムの報告もお願いいたしますが、こ

こから先がメインであるサミットとなります。全国に存

在する草原の価値、また課題につきまして、参加者の皆

様から貴重なご意見を提言していただきながら有意義

な大会となるよう期待しておりますので、どうぞよろしく

お願いいたします。

○司会　町長、ありがとうございました。

　それでは、本日は東伊豆町以外に８自治体の皆様

にご参加いただいております。

　参加者について、事例等の発表順にご紹介させてい

ただきます。

　前回サミット開催地の宮崎県川南町、町長、日髙昭

彦様、兵庫県新温泉町、町長、西村銀三様、岡山県真

庭市、市長、太田昇様、前回サミット開催地の宮崎県

串間市、市長、島田俊光様、熊本県高森町、町長、草村

大成様、広島県北広島町、生涯学習課長、西村豊様、

あったり、いろんなところに登場する、そういう特徴が

ございます。

　ここが町の中心部にあります、広さ的には３万

3,000平方メートル、3.3ヘクタールということでござ

います。植物のほうは、およそ300分類で、そのうち

170種ほどが希少な植物であるということでございま

す。平成22年から一般に公開しておりますので、今年

で12年目に突入したところであります。開園期間は４

月から11月の間ということになっております。

　では、この活動の状況の現状なんですけれども、基

本的にこの湿原は、ボランティアの団体であります川

南湿原を守る会の方々が運営をしていただいておりま

す。日常の草刈りなどの管理、それから植物の整備状

況、また、案内も全てそういうボランティアの方がやっ

ていただいているという状況でございます。

　管理作業は大きく分けて２つあるんですが、まず６月

ぐらいに水草を除去いたします。特にセイタカアワダチ

ソウ等が水路等に入りますので、それを全員で除去し

ます。そして１月には草出しをして火入れをするという

ことでございます。先ほど言いました守る会の会員の皆

様、それから役場の職員、一部ボランティアの方々に手

伝っていただいてやっているところでございます。

　現在、その湿原のほうの普及活動ということでござ

いますが、年に３回ほどの観察会を実施しております。

まず１回目が４月下旬のトキソウ・ハルリンドウ観察会

でございます。２回目が７月、夏にトンボの観察会、最

後が８月から９月にかけまして、ホシクサ観察会。ホシ

クサというのが実はもう世界でここしかないという、

ヒュウガホシクサであるとか、エダウチシロホシクサ

等がございます。専門の方には非常に貴重な植物だと

いうことでございます。

　今、本当にここしかない植物がありますので、一般に

開放しているんですが、まだそこまでＰＲをあえてせず

に、いろんな意味で、種の固定であるとか、そういう仕

組みを構築しながらいろんなことをこれからの目標に

しているところでございます。

　今回どこもそうですけれども、３年前に全国の大会を

開催させていただきまして、いい機会をいただいて、全

国的にＰＲを進めていこうという矢先ではございますが、

こういうコロナに関して、うちも県外とか遠くから専門

の方を含めた方が多くいらっしゃるもんですから、今は

残念ながら閉園という形になっております。いろんな工

夫や機会づくりをこれからしっかり行いながら、我々は

湿原の魅力をどうやって発信するか、これをどうやって

維持していくかというのをしっかり考えていきたいと考

えております。

　以上で前回の報告とさせていただきます。ありがとう

ございました。

○議長（太田長八）　どうもありがとうございました。

　本当、３年前に私、川南町さんと串間市さんにお邪

魔させていただきました。本当にすばらしい運営でござ

いまして、それを目標にやった中で、新型コロナウイル

スになってしまいまして、本当に残念でございます。そう

いう中で、やっぱりまず川南町の川南湿原、これを地

区の方が再現しようと頑張った中で、今、着 と々その準

備が進んできているということ、これはもう敬意に値い

たしますので、これによりましてまたまちづくりをやって

いけば、またすばらしい町ができるんじゃないかと思

いますので、頑張っていただきたいと思います。

○川南町長（日髙昭彦）　ありがとうございます。

４．シンポジウムからの報告、問題提起

○議長（太田長八）　それでは、次に、シンポジウムの

総括といたしまして、いつも大変お世話になっておりま

す、全国草原再生ネットワーク会長でございます高橋

様にこれまでの報告と、また問題を含めてよろしくお願

いいたします。

○全国草原再生ネットワーク代表理事（高橋佳孝）　

皆さん、こんにちは。全国草原再生ネットワークの高橋

でございます。

　昨日来、第13回全国草原シンポジウムがこの東伊

豆町で行われました。その概要について、私のほうから

説明をさせていただきたいと思います。

　ここは、町長の挨拶の写真が載っておりますけれど

も、昨日は基調講演とパネルディスカッションと分科会、

それから総合の討論会というのがございました。それ

に沿って、昨日のシンポジウムのご紹介をさせていた

だきたいと思います。

　最初は、芸北高原の自然館の白川さんの基調講演

から始まりました。基調講演の内容も非常に盛りだくさ

んでして、各地の人と自然が関わる取組について、たく

さんの事例を紹介していただきながら、そのなかに潜

んでいる非常に価値のある関係性というのを大事にし

ていこうということで、講演をいただいております。

　人と関わる自然をどのように守るかということですけ

れども、要は関わり合いを学んで、暮らしに寄り添って

人が決めていく自然そのものの価値を発信をきちんと

されているか、あるいは共有されているかという問題提

起から入ってきました。時代や地域に合った多様な活

用で、草原についても守っていく必要があるんじゃない

かと。

　大事なコンセプトは、残したいものは共創資産であ

島根県大田市環境政策課長、和田二朗様、熊本県南

阿蘇村農政課主幹、後藤進哉様、また、サミット中、草

原100選についてご説明させていただきますことから、

全国草原再生ネットワーク代表理事の高橋佳孝様に

もご参加いただきます。

　皆様どうぞよろしくお願いいたします。

３．前回サミットの報告（串間市・川南町）

○司会　それでは、各自治体から活動報告や課題の

提起などを発表していただきますが、ここからは、大会

実行委員長の太田長八東伊豆町長がサミット議長とし

て進行いたします。

　太田町長、よろしくお願いします。

○議長（太田長八）　それでは、しばらくの間、議長を

務めさせていただきます。太田です。

　ご協力のほどよろしくお願い申し上げます。

　まず、前回の開催地でありました宮崎県川南町長の

日髙昭彦様より、前回の報告並びに課題、取組につき

ましてご発言をよろしくお願いいたします。

○川南町長（日髙昭彦）　皆さん、こんにちは。川南町

長の日髙でございます。

　今回は本当にいろいろ大変な中、太田町長をはじ

め、関係者の方々に開催をしていただきましたことを改

めて感謝申し上げたいと思います。

　前回、もう３年前になります。市長お見えですが、宮

崎県の串間市と同時に開催をさせていただきました。

後ほど島田市長のほうにも話があるかと思いますので、

私のほうから話をさせていただきます。

　それでは、３年前、実は２つのＰＲポイントがありまし

て、１つはですね、今はオンラインでこうやって同時開

催、いろいろ当たり前なんですけれども、当時は串間市

と川南町と、県内ではありますけれども、車で３時間、

130キロぐらい離れていた会場を同時に開催をさせて

いただきました。今となればいろんな思いもあって、大

変だったんですけれども、いろんな経験もさせていた

だいたと思っております。

　もう１点が、川南町は草原ではなく湿原なんですが、

水のある草原を湿原という形で、初めてこの草原サミッ

トに湿原を登場させていただいたということで、改めて

感謝申し上げたいと思います。

　では、簡単に報告をさせていただきますが、前回は、

黒潮洗う野生馬の草原とトロントロンが育む湿原、ト

ロントロンについては後ほど説明いたしますが、そう

いうことで、連休明けの５月12日土曜日から月曜日ま

での３日間にわたってさせていただきました。延べ885

名の方に参加をいただいたところでございます。

　先ほども申しましたとおり、湿原を入れていただきま

したので、当時は12の自治体、特に県内から、川南町

と串間市ですが、湿原の関係で近隣市町村であります

新富町、高鍋町にも参加をしていただきました。

　先ほど言いましたとおりでございますが、このサミッ

トの中で宣言をさせていただきました。今回も宣言があ

るんですが、４つの項目をテーマとして宣言させていた

だきました。

　まず１点目がですね、まず、守るという点、それから２

つ目が安全、３つ目がＰＲ、４つ目が連携というキー

ワードになりますが、まず１つ目は、やっぱり湿原とい

うのは、草原というのは、人が手を入れないと維持でき

ないということで、今回も入っておりますが、湿原を守る、

草原を守る担い手の確保や保全活動を積極的に支援

するという、守るという点でございます。

　２つ目が、やっぱり草原管理の新たな技術やシステ

ムを活用する安全管理、つまり野焼きの安全性である

とか、カヤぶきの技術を、高所作業でありますので、そう

いう安全性を大事にするということで、安全管理体制

を積極的に支援するということでございます。そういう

安全を構築するということでございます。

　３つ目がＰＲというキーワードを使いましたけれども、

草原の大切さと公益的活用を広く国民にアピールする

ため、全国草原100選を選定するということを進める

ことを決定したところでございます。

　４つ目が連携と言いましたけれども、全国の草原を

有する自治体が連携して行動していくこと。全国草原

自治体ネットワークという、正式には全国草原の里市

町村連絡協議会という活動を強化するというテーマで

ございます。それは、前々回の平成28年、新温泉町で開

催されたときに設立をされたところでございます。

　それでは、簡単に川南町の活動の状況ということで

紹介をさせていただきます。

　まず、川南湿原ということなんですが、大きな特徴が２

つありまして、１つがですね、これは湧水、湧き水ででき

た湿原であります。よそからの流れ込みがないので、世

界でここだけという希少な植物が、現在発表されている

のが３つ、あとまだ幾つか未確定でありますけれども、ほ

ぼ間違いないということがございます。それから湧き水

でございますので、ここはたまたま町の中心地からすぐ

近く、歩いて行けるという地理的なメリットもございます。

　トロントロンという名前を先ほど申しましたけれども、

実はこれはトロントロンというのは、水が湧く、トロント

ロン湧く、湧き出るという音から来た正式な地名でござ

います。片仮名でございますが、川南町と言えばトロン

トロンというのが軽トラ市であったり、施設の名前で

どうやって守るかという、そういう行政側からの仕組み

づくりについて、南阿蘇村長の吉良さんから講演をい

ただいて、その後パネルディスカッションを行ったとい

うことです。

　東伊豆町の様子はこういう感じで、３人が登壇して、

会場と熱心な討議が行われました。こういう形で、茅葺

き文化協会の安藤先生なんかも非常に示唆的な、後で

ちょっとお話ししますけれども、コメントをいただいたり

して、地元の方たちもとても元気づけられる内容だった

と思っております。

　内容をかいつまんで言いますと、保全の面からいう

と、面積とともに管理がなくなったということが生物相

に大きな影響を与えているんだよと。それから、湿原保

全も大事だけれども、全体を通して鹿の問題が今顕在

化していて、草原だけで語れる内容ではなくて、全体の

管理ということも必要になってくるだろう。それから、

ゾーニングや安全な場所では、後継者育成のための

フィールドとして積極的に活用してもいいんじゃないか

という話がありました。

　それから、担い手の問題もあり、新たな仕組みが

やっぱり必要になってくるだろうな。１つはボランティ

アかもしれませんし、１つは野焼きの体制整備というこ

とかもしれません。

　それから、利用価値を最大限に活用する、すなわち

材としての草原もあるし、景観を利用した観光もあるで

しょうし、それを持続的なシステムとしてどうみんなで

関わっていくかということが重要だろう。それから、東伊

豆町さんは温泉もあり、海もあり、それから草原もあると

いうことですね、東京からも近いという立地条件もあっ

て、やはり観光が主体となる、産業として観光が主体と

なるだろうと。その中に草原の恵みであるカヤの利用

を取り入れて、地域の特性やスケールを発揮してはどう

かというのが安藤先生のほうから示唆されたことです。

特に例えば来訪者の拠点施設みたいなところとか、そ

ういうカヤふきが実際にできるようなところをうまく利用

して、そこに新しい価値も含めた来訪客へのサービス

提供というのもできるんじゃないか。カヤの循環によっ

て、癒しの空間形成というのが可能であるし、そういう

ものが今後観光を回していく上でも期待が大きいん

じゃないかという話があったというふうに覚えています。

　それから、蒜山会場のほうは、このようにカヤを使っ

たサイクリング施設というのを実際に建てられていて、

その新しい施設の近くでこういうふうなセッションを

行っております。

　内容ですけれども、草原の利用から見える、過去に

学ぶことによって蒜山らしさというのがよく分かるんだ

と。その利用の仕方や経緯から学ぶものも大きいとい

うことがありました。

　それからもう一つは、よく自然再生事業というのはい

ろいろ行われているんですが、その自然再生において

も地域経済を回すことが今大切になってきているんで

すよというお話。実際に草原のカヤを使ったサイクリン

グセンターというものがありますけれども、ここから広

がる新しい世界があって、それが地域を大きく回してい

く一つのきっかけづくりにもなるんじゃないか。

　それから、カヤの利用についても、いわゆる文化財と

か古民家だけではなくて、今は新しい施設や近代的な

施設、そういうものについてもいろいろとカヤが使われ

ている時代である。カヤぶきは新たにもう一皮むけて

未来に発展する、その礎となり得るものではないかと

いうことがありました。

　これまでは地元だけで使って守るというところから、

地域外の関係者も含めた、地域の人も一緒になって守

るという、幅広い守り方、そういうものが目指されており

ました。そのためには、地域内外の人と意識を醸成す

るためにも、楽しいということもとても大切なんではな

いかということが報告されております。

　それから、阿蘇のほうは、このように広がる草原が九

州の北部の６大河川の水源域になっているという、そ

ういう立地条件もありますけれども、今回、水源涵養を

中心とした生態系サービスについての討論が行われ

ております。

　新しく分かったこととして面白かったのがススキ草

原がものすごく水源涵養力が高いんだと。そのなぜか

という理由の一つがススキそのものが節水型の植物

であって、水を消費しない。その分、水源涵養に回る水

が多いんですよと。それから、川下、川上の関係でいえ

ば、福岡都市圏も含めて大勢の人数の飲用水を賄うこ

とができる、その水源地が阿蘇の草原だと。それは有

明海のほうにもつながっていて、ノリが色落ちするのを

防ぐために栄養源を補給しなきゃいけないんですけれ

ども、その補給するだけのダムの放流ができるだけの

水源が確保できていることがとても重要だと。そういう

意味では、海のほうから草原を応援していただくという

仕組みづくりも今後考えていったらどうかというような

お話がありました。

　それから、環境省のほうでは、阿蘇の地域を守って

いく、あるいは草原を守っていく上で、地元の農業者の

なりわいに対する助成を主体に考えてきたんですけれ

ども、それも今後は重要であると同時に、これからは草

原の持つ公益的機能へどういう形で支援できるかとい

う仕組みをつくる必要があるんじゃないかというお話

それを研究面から実証、検証するということをぜひ研

究者にはやっていただきたいと。それを普及させる場

の整備を行政には担っていただけると非常にありがた

いという最終的な要望がございました。

　これらの問題というのは、一個人でどうこうできる、

解決できるものではありませんので、ぜひ行政のほう

のお力添えをいただきたいと。私ども個人や市民として

は、今後もそういう形で対話を続けていきたいというこ

とで、最後、閉めたところでございます。

　少し長くなりましたが、以上が草原シンポジウムの報

告です。ぜひこの内容についてもサミットでの論議をし

ていただきますようよろしくお願いいたします。

　以上です。

○議長（太田長八）　高橋先生、どうもありがとうござ

いました。

　私、このシンポジウムをやって本当、大変勉強になり

ました。と申しますのは、やっぱり今までカヤの活用と

かね、また、子供たちを育てていかなければならない、

地域の学習、体験学習、これも大変重要だと感じまし

たので、この間、大変勉強になりました。

　そういう中で、首長さんがいらっしゃいますので、私

が一番感じたのは、やっぱり阿蘇の分科会の、誰か

ちょっと名前を忘れましたけれども、要するに職員が、

担当者はある程度認知しているけれども、ある程度の

方、全ての方が草原などを認知しなければ進まないと

言われましたので、各首長さんには、担当者だけでは

なく、ほかの違う職場の方たちにも、あと、地元の草原、

また湿原に対する知見をある程度広げていければ大

変ありがたいと感じております。

　以上です。

　どうも高橋先生、ありがとうございました。

５．各自治体の取組と課題

○議長（太田長八）　それでは、各自治体の皆様にご

報告をしていただきたいと思います。順番は、事前に配

付してある参加名簿の順でお願いいたします。時間の

関係もありますので、各自治体おおむね５分間をめど

ということでお願いいたしたいと思います。

　それでは、兵庫県新温泉町長の西村銀三様によろし

くお願いいたします。

○新温泉町長（西村銀三）　皆さん、こんにちは。新温

泉町長、西村銀三です。よろしくお願いいたします。

　平成28年第11回のシンポジウム、新温泉町で開催

していただきました。その際には、川南町、日高町長さ

んをはじめたくさんの方にご参加をいただきました。誠

にありがとうございます。

　皆様のお手元に新温泉町の概要と上山高原の歴史

と現状という資料があると思いますので、資料に沿って

説明をさせていただきます。

　新温泉町は、日本海側に面した鳥取県との県境に

あり、平成17年10月に誕生した人口約１万4,000人

弱の町で、まちづくりのテーマは、「海・山・温泉　人が

輝く夢と温もりの郷」であり、豊かな自然に恵まれた町

であります。

　産業については、農業分野では水稲、梨、高原野菜

の大根の生産を主として進めています。畜産について

は、神戸ビーフや松坂牛のもと牛である但馬牛の主産

地として、飼育頭数の維持拡大に努めています。また、

水産業については、松葉ガニ、ホタルイカ、ハタハタな

ど、日本有数の漁獲高を誇っています。

　当町には上山高原という大きな草原があります。周

辺集落の人々によって上山高原は田畑の土づくり、和

牛放牧として活用し、中でもススキは飼料、カヤ、かや

ぶき屋根等に利用され、生活の一部として維持されて

きました。

　しかし、農機具の普及、牛農家の減少によって、草原

は活用されなくなり、クマザサが茂り、雑木に覆われて

きました。これでは駄目だということで、平成16年に県

と町と地域が連携してＮＰＯ法人上山高原エコミュージ

アムを立ち上げました。上山高原と麓の７集落を丸ごと

生きた博物館として捉え、草原を保全・再生する取組を

地域の資源を活用し、地域内外との交流を図ることで

地域の活性化につながる活動を進めています。

　再生の具体的な活動としまして、人工林をブナ林の

広葉樹に替え、ススキ草原の持続と拡大ということで、

山焼き等を行っています。また、イヌワシの生息調査、ノ

ハナショウブ、そしてヤナギタンポポ等、希少植物のモ

ニタリング調査の継続を行っていますし、体験プログ

ラムとして、滝巡りやハイキング等も行っています。また、

第11回大会を開催した成果だと思っていますが、スス

キの有効活用ということで、神戸市のかやぶき職人「く

さかんむり」と連携・協力協定を結び、古民家や文化財

施設にカヤを使う取組も進めています。

　草原維持では、ササ刈り、山焼き作業、放牧作業等、

毎年継続することが必要になってきます。このため会員、

地域住民、ボランティアの方々の協力をお願いしてい

ますが、作業費等の捻出が今後の大きな課題となって

います。今後もできるだけ多くの方にご協力をいただい

て保全活動や利用する取組を進めてまいりたいと思っ

ております。

　以上であります。

○議長（太田長八）　どうも西村町長、ありがとうござ

がありました。

　それから、草原と私たちの関わりとか、暮らし方を支

えるエビデンス、要するに研究の証拠ですよね、そうい

うものとか学術研究がとても重要だということが今回

のこのセッションの中でもよく分かったということです。

　それから、南阿蘇村長さんは熊本地震後、火入れ責

任者を村長さんに替えたという行政側からの支援が

あって、それによって野焼きが復活したところが結構

あったと。それから、火入れの手続も届出制に変えたり

ということをしたんですけれども、これを行う大きな根

拠となったのが、やはり水源涵養機能ということで、熊

本県民、熊本市民の水道水を支える水源の源である草

原を守ることが地域全体、あるいは県全体に対しての

大きな影響を及ぼすんだ、大きな貢献ができるんだと

いうことで、これまで阿蘇の草原といえば景観が主体

でしたけれども、今後は水源保全という意味でも、阿蘇

の草原の価値を見直して、みんなにアピールしたいと

いう話がございました。

　最後、全体会は、こうやって行われたそれぞれの分

科会の報告を受けて全体討議をしたんです。これも全

てオンラインでやりました。ここに映っているのは東伊

豆町さんのところでやった内容です。ちょっと写真で隠

れていて申し訳ないんですけれども、それぞれの分科

会から代表者が入っていただいて、オンライン上で討

議を行っております。

　まとめになるかどうか分かりませんけれども、草原の

保全面については、なぜ草原が重要かを各世代意識

共有する必要があると。活動に関わる人、理解者、応援

者を増やしていく仕組みが必要。維持するために人が

関わり利用し続ける仕組みづくりが重要になるという

ことが語られました。草原の経済価値と公益機能を積

極的に評価してあげる必要があって、公益機能の守り

手である生活者を支援する制度設計というのをしっか

りと組む必要がある。

　前にもお話ししましたけれども、保全のための保全と

いう観点から、草や草原を活用することによる保全と

いうほうにシフトしていく必要があるんじゃないかとい

うお話でした。

　草原の活用についてですけれども、これも先ほどお

話ししたように、保護の管理から、利用して管理へとい

うのが大きなテーマとなっていました。草原利用の創意

工夫に対して様々な支援や環境整備をしていく必要が

あるだろうと。小さな経済活動を生み出して、地域ととも

につくり出すことがまず第一歩じゃないか。

　都市へのアプローチには、どうしても意識の違いと

か様々な問題があるので、その中間層の育成が必要な

んじゃないか。

　堆肥や農業や肥料とか、あるいはカヤの利用という

のはありますけれども、今でも野草の利用価値は非常

に高いものがあって、堆肥の利用とかカヤの利用で野

草の価値を復権する必要があるんじゃないのかなと。

堆肥についても、今、新しい知見として、野草を使った

堆肥に含まれる非常に優れた土壌菌がいるということ

も分かってきました。こういうのも研究の成果だと思い

ますけれども、そういうふうに野草の価値を復権させる

ことで、野草を利用すれば火入れの炎もある程度制御

しやすくなるし、火入れの安全性にもつながるんだよと

いう幅広い内容からのものがございました。

　草原の継承については、地域の固有性やほ誇りを

各世代で共有、共感すると、これはもちろんですけれど

も、地域、行政、企業が互いに手をつなぐ仕組みという

のも面白いんじゃないか。例えば細野高原だったら、

いろんな企業さんが持続的にこれを利用したいという

ことではいろんな方が入っていただいて、そこを活用し

てはどうかという話もございました。

　それから、カヤふきは活用を通じた継承の有効な

ツールである。利用というものが入ることによって、その

価値を継承したり、その仕組みを継承したりするきっ

かけにもなる。

　それから、使うことで生き物が、草の供給で文化が守

られていくだろうと。

　環境教育は世代を超えていく潜在性を持っているの

で、非常に大切なことである。子供さんへの教育という

のはとても大切。

　草原と地域のつながる観光や地域振興の在り方に

も工夫が必要になってくるんじゃないかというふうなま

とめがございました。

　最後に、行政へ望むことということで、幾つか提案を

いただいております。

　１つは環境教育、あるいは担い手育成も含めてとい

うことですけれども、その助成をぜひ継続できるような

ものにしてほしい。

　それから、実際に草原を守るときに一番頭を悩ませ

ているのは、行政の実務者の担当者であろうというこ

とで、もちろんいろいろ替わったりもしますので、持続

的にそれを進めていくのに問題が生じがちなんですけ

れども、ぜひその自治体間での実務者同士の学びの

ネットワークをつくっていただけないか。サミットでい

えばシェルパ会議のようなものを今後実現していただ

ければありがたいという話がありました。

　それから、地域知、伝統的に言いつながれてきた知

識そのものに意外と真実が、とても大事なものがあって、

いました。

　太田市長の取組は、もうマスコミでだいぶ私も勉強

させていただいております。そういう中で、文化と草原

がやっぱりマッチしないと、本当にそのとおりだと考え

ています。昨日の分科会の会場、隈先生の建築、それに

つきましてカヤを使っていること、大変感銘を受けまし

たので、今度、一度視察に行かせていただければ大変

ありがたいと思います。よろしくお願いします。

○真庭市長（太田　昇）　どうぞ、おいでください。これ

が全容ですけれども、３棟あります。

○議長（太田長八）　そんなにあるんですか。

○真庭市長（太田　昇）　１つは、このメインのがです

ね、これが18メートルあります。その横に見えておりま

すのが、隈研吾先生の設計図面とか模型とか、そして

サスティナブルな商品を売るとかですね、そしてもう一

つはサイクリングターミナルという、それで構成されて

います。7,000平米ぐらいの広さであります。

○議長（太田長八）　すごいですね。視察を楽しみにし

ておりますので、よろしくお願いいたしたいと。

　続きまして、串間市長の島田俊光様、よろしくお願い

いたします。

○串間市長（島田俊光）　こんにちは。串間市の島田

でございます。

　12回草原サミットにつきましては、川南町と一緒に

開催させていただいたわけでございますが、事務局の

皆様等はじめ関係各位の皆様方のご高配を賜り、サ

ミットを成功することができました。本当に感謝を申し

上げたいと思います。

　それで、宮崎県串間市は、宮崎県の最南端に位置す

る温暖多雨なところでございます。きゅうりやピーマン

などの施設野菜、サツマイモやごぼうなどの露地野菜

をはじめ生食で食べられる完熟キンカンや餌にトウガ

ラシを混ぜてつくる養殖ブリなどは、質、量とも全国トッ

プクラスの地域でございます。また、そのように農産物

を生産する食の宝庫でもあります。

　串間市からは、野生馬が生息する都井岬と宮崎県

の希少な動植物重要生息地に指定されている古竹・笠

祇地区について紹介させていただきたいと思います。

　串間市の草原といえば、野生馬が生息する都井岬が

代表的な草原となるわけでございますが、もともとは江

戸時代の軍馬を育成するための牧場であったものが、

人の手が触れることなく、令和の時代まで残っているも

のであります。春には新緑の草原にオキナグサやウマ

ノアシガタ、さらに夏から秋にかけてヒオウギやノヒメ

ユリ、ムラサキセンブリ、冬はノジギクなどが繁茂して、

四季それぞれの種のある希少動植物、国指定天然記

念物の野生馬とともに見ることができます。オキナグサ

など都井岬に生息する多年草のほとんどは、毒があっ

たり、またとげがあったりして、馬が食べない植物であ

り、食べ残すことから花を咲かせることができる。都井

岬は馬がつくり出す生態系に、絶滅危惧種に指定され

ている希少な植物を観察することができます。都井岬

は人の手を加えないことが魅了をより高めるものと考

えております。

　通過型の観光から体験、滞在型の観光へと転換さ

せる取組として、野生馬の生態と野生馬による形成さ

れた草原の植物やふん虫、フンコロガシでございます

が、などを訪れた観光客に対して分かりやすく説明す

る都井岬野生馬ガイドを配置し、エコツアーなど着地

型観光としての活用をはじめ、地元小中学生の地域を

学ぶ授業、くしま学などを地元の魅力を学習させる取

組など、草原の維持・存続と魅力発信のため取り組ん

でおります。

　また、笠祇・古竹地区の紹介でございますが、資料の

下段にあります笠祇・古竹地区の草原については、都

井岬と同様であり、江戸時代の軍馬を育成するための

牧場であったものが地域住民により草刈りや野焼きな

どの作業により代々守られ、現在も草原として維持され

ているものでございます。平成19年11月には宮崎県

の希少野生動植物重要生息地に指定されております。

笠祇・古竹地区は串間市の中心市街地から車で約15

分と近い場所に位置しており、昔ながらの田園風景が

広がり、里地里山で和牛の里として呼ばれている畜産

が盛んな地域でもございます。

　集落は過疎、高齢化が進み、野焼きなどの里山を守

る活動の継続が危惧されているところでございます。集

落の過疎化、高齢化の進展は、本市のみならず全国各

自治体の共通問題と認識をいたしております。行政の

役割としては、地域の魅力を住民自らが情報発信して

いく活躍の場の創出と、地域に何度も訪れる深いつな

がりを持つ関係人口の増加が肝要であると考えており

ます。

　本市の取組の１つがエコツーリズムの推進でありま

す。市といたしましては、地域資源の魅力を伝えること

により、関係人口の増加、地域住民の資源価値の再認

識、そして、環境教育による次世代への継承へとつな

がるエコツーリズムを鋭意取り組むことにより、草原の

維持形成を図っていきたいと考えているところでござ

います。

　以上でございます。よろしくお願いします。

○議長（太田長八）　どうも島田市長、ありがとうござ

いました。

いました。

　このＮＰＯ法人の活動、大変すばらしいと感じており

ますし、また、うちの町のテーマも、「満点の海・山・空は

東伊豆」と、何かまちづくりが同じような感じがいたしま

すんで、これを契機にまた交流ができれば大変ありが

たいと思います。どうぞよろしくお願いいたします。

○新温泉町長（西村銀三）　こちらもよろしくお願いし

ます。

○議長（太田長八）　それでは次に、続きまして、岡山

県真庭市長の太田昇様、よろしくお願いいたします。

○真庭市長（太田　昇）　真庭市の太田です。よろしく

お願いいたします。

　真庭市は合併して828平方キロメートルと、面積で

いうと東京23区の1.3倍というですね、岡山県北に広

がる市です。その一番北、鳥取県境のところに蒜山高原

という高原がありまして、東西20キロ、南北10キロと

いう、多分、関西では一番広い高原だと思っております。

　課題ですけれども、よそと同じで、もともとはススキ野

原が非常に広がっていた、それがだんだん狭くなって

きていると。そこに貴重な動植物、絶滅危惧種がいた

のが、これを守らないと、景観も含めて滅んでしまうと

いうようなことで、そういう意味での保全というのが一

つの大きな課題であります。

　もう一つは、これも出ておりましたけれども、単に保

全だけではできない、やはり活用しながら保全すると

いうことをしなきゃならない。その活用というのが一つ

の課題だろうというふうに思っております。

　その２つをどうしたら両立できるのかということです

が、１つは、カヤを山焼きをする、そうするといいカヤが

できる。そのカヤを、もちろん土に戻すことによって、灰

そのものが肥料になってまいりますが、蒜山も旧石器

時代から人が住んで、そしてカヤを焼いて、火山灰の

非常に貧栄養化のところを植物が育つように、１万年

以上かけて変えてきたという歴史がありますから、それ

を延 と々やっていかなければならない。それとともにカ

ヤを建築資材として活用するということで、昨日の分科

会でも隈研吾先生の設計で、カヤの屋根を逆さまに

使ったですね、屋根そのものは鋼板で、中の天井から

中を全部カヤにしたという、逆さまにしたような、そうい

うサイクリングターミナルを造りましたけれども、それ以

外にも建築資材としていろんな活用ができるということ

で活用していきたいということであります。

　それとともに、このすばらしい高原を多くの方に親し

んでいただく。自然環境だけでは人は来ません。やはり

そこに文化というものがないと人は来ないということで、

ここに出ておりますけれども、これも隈研吾先生の作品

ですけれども、ＣＬＴ、クロス・ラミネーテッド・ティン

バーという縦横、縦横に木材を組合せして、一つの板

を作るわけですね。その板を組合せしてこういう建物

を造っていくですね、これはオリンピック選手に遊んで

もらおうと思って東京の晴海に造ったんですけれども、

真庭のヒノキで造り、日本で専用のＣＬＴ工場は真庭に

しかありませんから、言わば真庭に里帰りしたというこ

とで、グリーナブルヒルゼンというふうに呼んでおりま

すけれども、こういう施設。中は空間で、ここで遊んだり、

イベントができるように、そういうものを、一つの芸術作

品ですけれども、造っております。こういうものを使って、

観光資源としても活用していくと。

　つまり景観も含めて、そして人工的なこういうものを

全部入れて、地域価値を上げていくという、そういう概

念で取り組んでおります。

　さらに、このＧＲＥＥＮａｂｌｅというのがロゴにもなって

おりまして、阪急阪神百貨店がこのグリーナブルに沿う

ようなものを真庭の産物をですね、産品を大阪で売っ

ていくというような、阪急百貨店とも提携をして、コロナ

がもう少し落ち着けば本格的に梅田で真庭の産品を

開発しながら売っていくということになってまいります。

阪急に今ブランド、阪急ブランドとしてＧＲＥＥＮａｂｌｅと

いうのを商標登録してもらいました。

　そういうことをしながら、この背景として、私の背景

に木材を使っておりますけれども、バイオマス産業都市

の指定も受けて、やがて真庭の電力は全て真庭で賄う

と。今、バイオマス発電、１万キロワットのありますけれ

ども、市内需要の大体60％ぐらいを再生可能エネル

ギーで賄えています。火力じゃなくて、水力とバイオマス

ですね。これを100％にしていくということも地域の価

値を上げていくという取組をしております。

　それと、生ごみ等、人間さんのふん尿ですね。それを

混ぜてメタンガスを発生させて、それでプラントを動か

して、最後、液肥を作って、それを低コスト農業として利

用していくという、そういうような、全体をＳＤＧｓという

か、サスティナブルなそういうまちにしていくという取組

をしております。東京のまねをしても仕方ありません。こ

の地域にある資源をいかに使って、それを循環させて、

未来志向で豊かにしていくということで、ＳＤＧｓ未来都

市の第１号にもなっておりますけれども、そういう取組

をしているというのを、そういうことを背景にしながら

蒜山高原を守り、活用していくということであります。

　皆様方のご意見も、あるいは活動も参考にしながら、

よりこれを進めていきたいというふうに思っております

ので、今後ともよろしくお願いいたします。

○議長（太田長八）　太田市長、どうもありがとうござ

にちは。広島県の北広島町生涯学習課長、西村と言い

ます。よろしくお願いいたします。

　お手元にお配りしております北広島町の概要、そし

て、北広島町の草原と取組について、説明をさせていた

だきます。

　まず、広島県北広島町の概要でございますが、広島

県の西北部、西中国山地の標高300メートルから800

メートルの盆地、北は島根県と接しております。広島県

に流れる太田川、そして島根県に流れます江の川の源

流域でもございます。面積の８割以上が森林地帯でご

ざいまして、県北地域、こちらは1,000メートル級の山

が連なっております。

　国立公園の一部でございます八幡湿原、こちらにあ

ります芸北地域の八幡、こちらは冬になりますと２メー

トルの雪を記録する豪雪地帯となっております。

　それでは、広島町の草原と取組について説明をさせ

ていただきます。

　こちらにつきましては、４つ紹介をさせていただきた

いというふうに思います。①から④まで、概要から課題

というふうにしております。

　まず、雲月山でございますが、島根県と隣接をしてお

りまして、かつては採草、そして放牧の目的で1960年

頃まで利用されておりました。島根県側はカラマツの

植林となっています。広島県側、こちらは1990年代に

観光イベントとして山焼きですね、こちらが行われてお

りましたが、1996年を最後に停止しました。2005年頃

より、地域が主体となりまして、主にＮＰＯが主体となり

募集を行いまして、消防団、博物館、小学校などと連携

しながら山焼きを実施しております。

　2014年に町条例に基づきます野生生物保護区に

指定をしております。

　こちらの利用についてですが、一般の登山の観光の

ほか、町内外の小学校等によります学習の場としての

活用、そして、山焼き再開後に数年間にわたり報告も行

われましたが、牛が転落するというような事故もありま

して、現在は放牧はされておりません。

　課題でございますが、現在15％ぐらいの山焼きを

行っておりますが、全域の山焼き、そしてボランティア

の確保といったことが課題というふうになっております。

　続きまして、千町原の草原でございます。

　こちら、もとは地元地域八幡村という旧村になります

けれども、こちらの入会採草地でございました。1944

年に陸軍の演習地となりまして、戦後は開拓民の入植、

国の大規模草地の開発、広島県への移譲と郊外開発

を経まして、今に至っております。2003年頃よりＮＰＯ

が中心となりまして伐採の実施をしまして、2020年に

町条例に基づきます保護区に指定をしました。植物や

鳥を見る観光地として人気がありまして、2013年から

は地元の中学校の、この後紹介しますけれども、茅プロ

ジェクト事業にカヤを提供しております。

　課題でございますけれども、既に樹林化した範囲が

結構広くなっております。また、大規模草地開発の影響

で湿原が縮小しておりまして、いずれも伐採が必要と

いうふうになっております。

　続きまして、霧ヶ谷湿原でございます。先ほどの千町

原と同エリアに位置をしております。大規模装置開発

の事業を経まして、現在は臥竜山麓八幡原公園の一部

に位置をしております。2003年にＮＰＯが植生調査と

ワークショップを実施したことをきっかけにしまして、

自然再生推進法に基づきます法定協議会を広島県が

立ち上げまして、2004年から八幡湿原自然再生事業

が始まっています。樹林の伐採、湿原から水を抜くコン

クリート水路の撤去、湿原への水路の設置などの工事

を2007年から2010年にかけて実施をしました。その

後、自然再生協議会の保全部会が中心になりまして、

伐採作業を継続しております。こちらも2020年に町条

例に基づきます放牧の指定をしております。

　利用でございますけれども、植物や鳥を見る観光地

として人気のスポットとなっておりまして、小学校、中学

校等のフィールドワークの場として活用、そしてガイド

ツアーの実施をしております。

　課題でございますけれども、再生工事から10年が経

過しておりまして、順応的管理のために現状に即した

全体構想と実施計画の見直しが必要となっています。

　そして、これは地元の中学校での取組ということなん

ですが、芸北茅プロジェクトについてです。

　芸北地域のススキ、これを屋根ふきのカヤとして資

源化し流通させる取組を行っています。中学校ＰＴＡ、Ｎ

ＰＯ、地域住民、教育委員会などが実行委員会をつくり

まして、2015年から推進をしております。地域の住民

自らがカヤを刈り取りまして市場に出荷すること、こち

らで私有地や小さなカヤ場が保全をされる。そして、今

は廃止となっておりますけれども、こちらにスキー場跡

地がありまして、こちらを文化庁のふるさと文化財の森、

こちらに設定をされたところでございます。

　利用についてなんですが、未利用でありましたカヤ

場、そしてカヤの利用が推進されるとともに、プロジェ

クトそのものが地元生徒にとって生きた教材というふう

になっています。地域通貨を活用することで地域外へ

の経済流出を防ぎ、刈り取ったカヤが文化財や伝統的

景観の保全に活用されております。

　課題でございますけれども、カヤの保管場所、こちら

　やっぱり串間市さんの取組、草原が２か所、これをう

まくやっていると考えています。それでやっぱりこれから

は、まずは地域住民がそのよさを認識するのが一番と

思いますので、それもまた勉強させていただいて、そう

いう中で、そのエコツーリズムを結構うまく活用した中

で、その草原の保全をやっているのが大変すばらしい

取組だと考えておりますので、引き続きよろしくお願い

いたしたいと思います。

○串間市長（島田俊光）　ありがとうございます。

○議長（太田長八）　それでは、続きまして、熊本県高

森町の町長、草村大成様、よろしくお願いいたします。

○高森町農林政策課（荒牧茉名）　町長に代わりまし

て、担当のほうからお手元に資料に沿ってご説明をさ

せていただきたいと思います。

　熊本県高森町農林政策課の荒牧と申します。よろしく

お願いいたします。

　まず、高森町の概要からご説明させていただきます。

　高森町は人口6,177人で、九州のほぼ中央、熊本県

の最東端に位置しまして、大分県の竹田市と宮崎県高

千穂町に隣接する総面積175.06平方キロメートル、

広い町土を有する農村地域でございまして、地形は阿

蘇カルデラ内に広がる標高500メートルから600メー

トルの比較的穏やかな傾斜をなす高森・色見地区と外

輪山の外側、標高500メートルから800メートルの波

状高原地の草部・野尻地区に区分される町です。

　主な産業は、観光と農林業になります。

　農業面では、立地条件を生かしまして、畜産、米、野

菜を主体とする農業生産が展開されてまいりましたが、

近年、経営の発展を図るため、一部の農家で施設園芸

の導入が盛んとなっております。地域の宝として、古くか

ら栽培されてきました農林畜産物をブランド化し普及

するとともに、地域の代表する高品質な農産物として、

将来にわたり栽培し続けるための活動を通じ、阿蘇地

域の農業の活性化と農業後継者の育成につなげるこ

とに取り組んでおります。

　観光面では、コロナ禍でイベントの実施が厳しい状

況ですが、2016年に発生した熊本地震の影響は回復

傾向にあり、高森湧水トンネル公園、月廻り公園、高森

殿の杉、南阿蘇鉄道のトロッコ列車、草部吉見神社、

上色見熊野座神社といった観光地や約300年の歴史

があります風鎮祭といった地元のお祭りを中心に毎年

多くの方が高森町を訪れています。

　また、高森町では町内全戸に整備しました光通信環

境を活用しまして、日本一の地域密着型番組として、た

かもりポイントチャンネル、こういったケーブルテレビ

の放送を行い、災害時の緊急放送や町からのお知ら

せ、地域情報、事業の紹介などを町民の方へ情報発信

しています。

　光通信環境の整備は、教育現場でも活用されており

まして、電子黒板の設置や全児童生徒のほうへ１人１

台のタブレット配布をいち早く行いまして、全国で最先

端のＩＣＴ教育が行われております。

　ここからは高森町の草原の概要についてご説明さ

せていただきます。

　高森町の草原につきまして、その多くを牛の放牧に

活用しておりまして、畜産農家や町民の方の大切な資

源として保全されてまいりました。高森町の草原は牧野

と呼ばれており、阿蘇のあか牛が放牧されている牧野

はのどかな風景として多くの人に親しまれております。

　高森町の牧野面積につきましては、1,211ヘクター

ルありまして、草原維持として行われている野焼きに関

しては、実施面積が621.5ヘクタールとなっております。

また、管内には14の牧野組合がありまして、皆さん精

力的に草原維持のほうに取り組んでいただいており

ます。

　最後に、高森町の取組と課題については、長年、放

牧や野焼きによって保全されてきている草原なんです

が、近年、管理をしている牧野組合員さんの高齢化等

によって、野焼き実施が大変難しくなってきている状況

にはございます。町としては野焼きに係る補助金等で

野焼き実施者の方の負担軽減等に取り組んでおります

が、年々、実施面積が減少しつつある傾向にございます。

　また、高森町にある阿蘇高森オーガニックセンター

というところでは、世界農業遺産の構成要素であります

阿蘇の草原に生えるススキなどの野草や畜産農家か

ら出る牛ふんなどを混ぜて堆肥を作っております。こち

らは町内を中心に阿蘇地域の農産物に還元して、循環

型農業を確立しております。

　このほかにも未来の草原を引き継ぐ子供たちのほう

に阿蘇の草原のすばらしさや草原の抱える現状につ

いて伝える草原学習などが行われております。

　以上で説明を終わらせていただきます。

○議長（太田長八）　どうも高森町さん、ありがとうござ

いました。

　高森町さんの取組は、全ての自治体が抱えている課

題と同じだと考えております。そういう中で、皆さん方に

対してよりよい回答ができればいいなと思いますので、

またいろんな意見をよろしくお願いいたしたいと思い

ます。

　それでは、続きまして、広島県の北広島町の生涯学

習課長の西村豊様、よろしくお願いいたします。

○北広島町生涯学習課長（西村　豊）　皆さん、こん

田市さんにお住みだそうでございますので、本当にあ

りがとうございます。

　そしてもう一点、これ本当、関係ないんですよ。歌手

に永井裕子さんっていらっしゃるんですけれども、その

永井裕子さんが結構大田市さんのを歌って、うちの町

の観光大使になっているんですよ。やっぱりそういう中

でまた大田市さんとよろしくお願いいたしたいと思いま

す。どうもありがとうございました。

　続きまして、熊本県の南阿蘇村の農政課主幹の後藤

進哉様、よろしくお願いいたします。

○南阿蘇村農政課主幹（後藤進哉）　昨日ですね、阿

蘇分科会では吉良村長の報告がありましたが、本日は

私のほうから発表させていただきます。

　最初に村の概要からになります。

　南阿蘇村は総面積137キロ平方メートル、熊本県

の北東及び阿蘇くじゅう国立公園、阿蘇カルデラの南

に位置する人口１万340人の村です。雄大な南阿蘇

の山と緑、そして環境庁の日本名水百選に選定されて

いる白川水源に象徴される豊かな自然環境に恵まれ

ています。

　2016年４月の熊本地震では、これまで経験したこ

とがない甚大な被害を受けました。これにより人口も１

割程度減少しましたが、村に定住促進課や空き家バン

クを設置し、移住者を受け入れる環境整備を推進して

います。

　続きまして、農業、観光についてです。

　基幹産業である農業は、白川中心に水田が広がり、

のどかな農村風景を生み出す農村は、水稲をはじめ

畜産、ミニトマトやアスパラなどの施設園芸が盛んです。

昼夜の寒暖差が大きい気候により、自然のうまみが

しっかりと詰まった農産物が自慢です。有機農業、環境

保全型農業を推進しており、安心安全な農産物づくり

に取り組んでいます。

　また観光では、大自然を中心にたくさんの観光資源

に恵まれています。新阿蘇大橋のたもとにある展望所

ヨ・ミュールからは、長陽大橋、白川第一橋梁を眼下に

望むことができ、新たな観光スポットとして注目を集め

ています。

　また、熊本地震で落ち込んだ観光客数は回復傾向

にあり、本村本来のにぎわいが戻りつつあります。

2017年９月にはアウトドアショップモンベルと村が協

定を結び、アウトドア活動促進や地域経済の活性化な

ど、包括的に協力をし合い、観光振興に取り組んでい

ます。

　続きまして、草原の概要に移ります。

　南阿蘇の草原は阿蘇カルデラの阿蘇山側及び南外

輪山側に広がり、季節ごとに違った表情を見せてくれま

す。南阿蘇の草原は牧野とも言われ、平成21年に行わ

れた阿蘇草原維持再生基礎調査では、本村の牧野面

積は2,470ヘクタール、そのうち野焼きが行われてい

る面積が1,170ヘクタールとなっております。管内には

23の牧野組合があり、牛の放牧をしている箇所もあれ

ば、野焼きのみ実施している牧野もあります。

　続きまして、本村の取組と課題についてですが、昨日、

分科会で村長がご報告された内容と重複する点がご

ざいますが、ご了承をお願いしたいと思います。

　草原の維持に欠かすことのできない野焼きですが、

その面積は、以前と比較すると減少しています。本村を

含む阿蘇郡市７市町村の草原はこの100年間で半分

以下に、直近30年で見ても４分の１近く減少しており

ます。

　本村では熊本地震で各牧野の原野火入れが中断さ

れました。平成31年度からは一部再開に向けて、熊本

県、阿蘇グリーンストック、村において協議をした結果、

白川牧野で一部再開、その後、令和２年には吉田牧野

でも再開できました。それに至るまでに県、グリーンス

トック、村で防火帯を設置する費用を予算化したり、火

入れ責任者を各区長や牧野組合長から村長へ変更し、

負担の軽減を図りました。

　今後の課題として、火入れが中断しているところの

再開が可能となるか、防火帯の整備、担い手不足、地

区住民の高齢化に対する支援が上げられます。

　補足でですね、昨日、村長から報告がありました課

題に対する取組で、ハードとソフトの対応が求められる

ことをおっしゃっていましたが、ハード面では牧道等、

恒久防火帯の整備ですね。ソフト面においては担い手

の確保ですね。畜産農家を増やすための取組として、

今後、放牧へのＧＰＳを付着して移動管理等を管理す

るシステムの導入やバーチャル研修の導入を計画し

ております。

　また、目的と認識の改革ですね。景観維持から水源

保全のほうへの啓発をしていくということで推進をして

いく予定です。

　以上、南阿蘇村からです。ありがとうございました。

○議長（太田長八）　後藤様、どうもありがとうございま

した。

　南阿蘇村様には、本当に熊本地震、大変でございま

した。今後も頑張っていただきたいと思います。

　そういう中で、今度、山焼きにおきまして、村長さんが

本部長、その中でまた新たにやるという中で、それは大

変期待しております。それから、山の保全、これ大変で

ございますので、引き続きどうぞよろしくお願いいたし

の整備。それから、カヤの販売先の確保、事業規模を

拡大するための専従職員の確保等といったようなこと

が課題となっております。

　北広島町からは以上です。ありがとうございました。

○議長（太田長八）　西村さん、どうもありがとうござい

ました。

　それで、芸北町の白川先生に今回大変お世話になり

ました。本当にありがとうございました。

　それで、私がやっぱりちょっと感じたのは、中学生の

活用ですね。やっぱり中学生、カヤを刈って、地域通貨

でそれをまた地域で還元する。大変すばらしい取り組

みと感じましたので、うちの町もやってみたいなと感じ

ましたので、その節はまたご指導をよろしくお願いいた

したいと思います。

○北広島町生涯学習課長（西村　豊）　ありがとうご

ざいます。

○議長（太田長八）　どうもありがとうございました。

　続きまして、島根県大田市の環境政策課長、和田二

朗様、よろしくお願いいたします。

○大田市環境政策課長（和田二朗）　皆様、こんにち

は。島根県大田市です。

　市長が所用で出席できませんので、私、環境政策課

長の和田が代理で発表させていただきます。

　大田市は、東西に長い島根県のほぼ中央部に位置

する人口約３万3,000人の小都市です。北は日本海に

面し、南は中国山地が迫っているため、山林原野が多

く、平たん地は僅かです。

　本市は世界遺産、石見銀山遺跡に代表される貴重

な歴史文化や国立公園三瓶山をはじめとした豊かな

自然に恵まれています。昨年度には「石見の火山が伝

える悠久の歴史～“縄文の森”“銀の山”と出逢える旅へ

～」が日本遺産に認定され、さらなる観光客の増加が

期待されております。

　さて、当市には標高1,126メートルの三瓶山があり

ます。その麓には西の原、東の原、北の原と呼ばれる草

原があり、放牧のほか、観光客、市民の憩いの場として

利用され、クロスカントリーコースなども整備されてお

ります。また、ダイコクコガネ、ユウスゲ、オキナグサと

いった希少動植物の生息地となっており、中でも最も

広い西の原では、毎年春に火入れが行われ、三瓶山の

草原景観の象徴的な存在となっております。

　三瓶山は、昭和38年に大山隠岐国立公園の一部に

編入されましたが、山麓に広がる牧歌的な草原景観が

指定理由の一つでした。ところが、昭和50年代になる

と、時代の流れから放牧が急速に廃れていき、植林な

ども行われて、山肌は一気に森林化していきました。放

牧の衰退とともに途絶えていた火入れですが、観光客

の出火による山火事を契機に平成元年に復活し、以降、

防火の観点から行政が主体となって毎年３月に行うよ

うになりました。

　平成７年には西の原の一部が放牧場として整備さ

れ、24年ぶりに放牧が復活しました。平成９年には、第

２回全国草原サミットが三瓶を会場に開催され、これ

をきっかけに行政、研究者、農業者、ＮＰＯなどの官民

ネットワークが形成されました。

　翌年からは放牧による防火帯切りを行うなどの工夫

により、経費を極力抑えながら火入れを実施すること

ができるようになりました。

　平成19年からは、従来の牧野組合、大田市等に消

防、警察が協力する体制に自然保護団体や地元の自

治会、ボランティアなどが加わり、市長をトップとした実

行委員会方式で火入れが開催され、また、目的の中に、

従来の防火に加え、国立公園管理計画にも明記されて

いる草原景観の維持を加えました。

　官民の連携により日本で一番安全な野焼きと自負し

ておりましたが、平成29年度には、風向きと火勢の急

激な変化により、消防署の資機材輸送車が１台全焼す

るという事故が発生しました。近年はドローンも取り入

れ、経験豊富なリーダーが最前線の状況を具体的に把

握しながら指示を行う形で、より安全に火入れを実施

しております。

　昨年度は新型コロナウイルス感染症の予防を考慮

して、ボランティアを募集せず、約30ヘクタールを関係

者約150人態勢で実施いたしました。現在、西の原の

草原景観は、放牧や火入れなどによってある程度守ら

れているものの、人の手が加わらなくなったところはす

ぐに森林化してしまうという現実にあります。このすば

らしい草原景観を貴重な財産として、将来にわたって

保全していくには、多くの市民や関係機関の協力が必

要です。また、単に火入れに参加してもらうだけではな

く、その意味合いを十分に理解してもらうことが大切で

あると考えております。

　以上です。

○議長（太田長八）　和田様、どうもありがとうございま

した。

　今の大田市さんから観光客の火事からまた再開さ

れた。災いをよいほうに持っていったことで、すばらし

いことだと考えております。さらにまた、山焼きの難しさ、

いくらやっても大変だと。そういう中で、もう大変勉強に

なりました。

　またこれ話は違いますが、今回は大変ネットワーク

の高橋先生にお世話になっており、高橋先生は何か大

任者ということになっておりました。地元の消防団が

ジェットシューター担いで火消ししているところ……、

私もしていますけれども、あとは阿蘇グリーンストックさ

んにボランティアの要請をしまして、ボランティアのご

協力を得ながら野焼きを推進しているところもあります。

　地震前ですね、死亡事故とか怪我とかがありました

んで、そういった理由で、その後、地震がありましたの

で、野焼きが再開できないというところになっておりま

す。再開するための今、工面をしているところであります。

　ちょっと私が知らないでですね、地元の行政区以外

でしているところもあるかもしれませんけれども、基本

的に地元の行政区が事業主体として野焼きを実施して

いるところであります。

　以上です。

○議長（太田長八）　後藤さん、どうもありがとうござい

ました。

　ほかの自治体で何か活動しているところがありまし

たらお願いしたいと思いますけれども。

　じゃちょっとうちの取組が、ちょっとうちの町は結構

行政が携わっていたんですけれども、今は財産区、

やっぱり共有財産区、いわゆる区ですね、区の方が中

心となりましてやっております。行政が出ているのは消

防団、これも民間ですけれども、ある程度それに対して

参加で、もうほとんど民間がやっている中で、やっぱり

皆さん方も同じもう高齢化、そしていかに高齢化の中

で新たな担い手を見つけるかということが課題でござ

いますので、その課題につきまして、後でまた課題、問

題にしていきたいと思いますけれども、太田市長、こう

いうことでよろしいでしょうか。

○真庭市長（太田　昇）　今、町長がおっしゃいました

ように行政区も結局高齢化したり、メリットがあればす

るけれども、メリットがなかったらなかなか、昔やっとる

から、景観がどうだから、動植物がどうだからといって

なかなかできなくなってきていると思うんですよね。だ

から、安全でありながらどういう仕組みで何か新しいこ

とができないかとかですね、そういうことを勉強したい

わけですけれどもね。私の頭の中で考えているのは、怪

我をされても困るけれども、山焼きは難しいですけれど

も、カヤの刈り取りなんかは、これも大変なんですけれ

ども、一つの観光と結びつけてできないのかなと。ただ、

山焼きのほうはね、これは消防団の協力、そして死亡と

か事故のないように、それからその日の気象条件に

よってできなくなるとか、非常に不安定要素もあるんで、

なかなかいい知恵が出ないんですけれどもね。そのあ

たり、教えていただいたり、また知恵を出していただけれ

ば、このサミットが有意義だなというふうに思うんですが。

○議長（太田長八）　今、太田市長さんからいろいろ

問題点を提案、提示していただき、何か首長さんでこう

いう案がいいじゃないか、そういうことがあったらまた

ご発言願えれば大変ありがたいと思いますけれども。

　じゃ、まず私からちょっと発言させてもらって、皆さん

方には指名させていただきますので、よろしくお願いい

たしたいと思います。

　やっぱり今、太田市長が言ったように、山焼きをね、

ただ昔からやっているからやるんだと、そういうことが

結構、自分も多いと感じております。そういう中で、私、

これから生きる道は、うちの町、観光でございますから、

また太田市長さんが言ったように、観光と草原との結

びつき、それをいかにやっていくかということが大切な

のではないかと考えております。そういう中で、昨日の

シンポジウムの中で、やっぱりカヤを皆さん方に刈っ

てもらった中で、カヤを刈ることによって山焼きの負担

も少なくなるようなことも聞きましたので、そのカヤを

刈って、また観光に生かした中で、草原を守っていきた

いと考えております。

　また、カヤを刈ったことも、やっぱりある程度資金源

になるようなことも聞いております。さらに、自分は子供

たちが草原に対するある程度の認識、小さいときから

持っていなければなかなか草原に対する愛情は湧か

ないと考えておりますので、その辺の教育の活動もして

いこうかなとは考えております。

　東伊豆町はとりあえずそういうことを考えております。

では新温泉町長の西村町長、いかがでしょうかね、こ

んな考え方は。それから各首長さんにちょっといろいろ

まずお話を伺いたいと思います。

○新温泉町長（西村銀三）　当町、ＮＰＯ法人、上山高

原の周辺集落の７集落、それからもちろん県、行政、町

もバックアップして、地域が主体で取り組んでおるんで

すけれども、何といっても人口減少が最も我が町では

厳しい町であります。合併して今年で15年たったんで

すけれども、３割近い人口減少地域ということで、地域

は最も危機的意識を共有しているということで、上山高

原におけるこういったカヤの利用、それから山焼き、こ

ういう事業を通して知識の意思統一に大きく貢献でき

ていると。

　今回も実は、この７集落周辺に地域の運営組織がで

きることになりました。そういったことで、地域の意思を

まとめるためのそういった運営組織と同時に、施設の

建築も今年度スタートいたしました。そういった意味で

は、一つの高原を地域の過疎と、そういった過疎意識

を払拭して、地域の活性化につなげていく、そういう点

で新温泉町では大きく貢献できつつあるということを

つ草原が残る里を再発見いたしまして、その大切さを

広く紹介するとともに、次の世代へと残していくことを目

的に、未来に残したい草原の里100選を選定するとい

うことが目的でございます。

　期待される効果といたしましては、４点ございます。

社会的に価値が認知されていない草原の掘り起こし、

２点目が草原の価値を知らない人への普及、３点目、

現に草原に関わっている人たちの意識や誇りの向上、

４点目が火入れやカヤぶきなどの伝統文化の担い手

の価値づけでございます。

　事業のスケジュールですが、このアナウンスにより募

集を開始いたします。応募の締切りを今年の12月とい

たしまして、その後の審査に入ります。翌年の４月には、

この選定結果の発表、秋には表彰式やシンポジウム

等、普及・交流の機会づくりを予定しております。

　その他の事業概要につきましては、全国草原再生

ネットワーク会長の高橋様より説明をお願いいたします。

○全国草原再生ネットワーク代表理事（高橋佳孝）　

それでは、少し詳しく述べさせていただきます。未来に

残したい草原の里100選を本日、募集のアナウンスを

させていただいております。主催は、全国草原の里市町

村連絡協議会の主催でございます。

　ただいま太田町長のほうから詳しい経緯が述べら

れましたので、この部分は割愛させていただきますが、

本日この第13回全国草原サミットにおいて募集をアナ

ウンスするというところに至っているわけでございます。

　草原の100選というのは、先ほどちょっと町長のほう

からもお話がありましたけれども、日本には多様な自

然を形づくる希少な生態系の一つである、それが草原

であるということですね。長年にわたって、人と自然の

関わりの中で地域の環境、文化、観光など様々な恵み

を提供してきました。しかし、多くの人たちは、国民の多

くは、草原の成り立ちや意義を知らないという現実もご

ざいます。このような多様な価値を持つ草原と人のつ

ながりを再発見して、その大切さを広く紹介し、次世代

へと残していくことを目的として、今回、草原100選を

選定するに至ったわけです。

　ここで言う草原の里というのは、草原に関わる暮ら

しが残る里というイメージをしていただければよろしい

かな。

　これはコンセプトペーパーとして、前会長の日高会

長のときに作った内容ですけれども、この右のほうに

書いてありますように、未来に残したい草原の里100

選の選定というのは、地域からの自薦によって選定し

ていこうと。それから、様々な科学的な観点から評価す

るし、この選定の過程そのもの、あるいはその論議をす

感じております。

　実は、神戸とか周辺、特に関西方面、神戸・大阪方面

からのいろんな協力、山焼きにおける協力者も出てき

ていまして、いろんな意味で地域の盛り上がりができて

いるということであります。いろんな相乗効果が生まれ

ているというのは、この草原サミット以降、非常にいい

流れができていると考えております。

○議長（太田長八）　ありがとうございます。

　串間市としましては何かありますか。

○串間市長（島田俊光）　私たちはカヤを利用すると

ころじゃないんですが、牧草、昔からの家畜の牧草地

帯ということで、取り組んでいたわけでございます。た

だ、我々が一番重要視しているのは、都井岬の風光明

媚な観光地の保全に取り組んでいるんですが、我々本

当にその人間を集めるのが大変な状況にあるわけで

すが、もともと岬はマツ組合という団体がありまして、そ

のマツ組合がボランティアで活動する人たちを今、真

庭市も言われた観光にマッチした方たちを呼んで、

100名程度の人たちで野焼きをしているわけですが、

本当に野焼きの体験というのはですね、今の現代の中

ではなかなか体験することはできないんで、その体験

学習に来る人は少しずつ増えつつあります。ただ、行政

として、野焼きの体験をどのようにアピールするかとい

うのがございます。また、太田市長が言われたように、

死亡事故などが発生したときの我々の責任ですね、そ

ういうのが問われますので、ここはもう少し考えてやる

べきじゃないかなと思っております。

　あと一方の笠祇というところにあるんですが、ここも

やっぱり牧草を育成するための野焼きをしております

けれども、ここが人口減少と高齢化が進んでおりまして、

やはりここの野焼きについてもボランティアで、いわゆ

る体験学習というようなことで人を集めてやっていると

ころでございます。

　また、真庭の太田市長さんにはＣＬＴの研修や木質

の研修でいろいろとお世話になりました。心から感謝

を申し上げたいと思います。

　串間の取組としては、観光とマッチした野焼きでござ

いますが、ただ、それがうまくいくかいかないかは我々

の努力だろうと思いますので、今後の課題として取り組

んでいきたいと思っております。

　以上であります。

○議長（太田長八）　ありがとうございました。

　すみません、川南町長の日髙さんも何かございまし

たら。

○川南町長（日髙昭彦）　うちは湿原なんで、面積も３

ヘクタールぐらいなんで、皆さんのことを聞きながら勉

強していたところで、職員とどうするという話をしていた

ところです。ただ、本当に人が手を入れないと維持でき

ないというのは共通の課題でありますので、そこは

やっぱりみんなで知恵を出していくしかないんだろう

と思っております。

　以上です。

○議長（太田長八）　ありがとうございます。

　太田市長、これでまた何かありましたら、よろしくお

願いします。

○真庭市長（太田　昇）　ありがとうございます。

○議長（太田長八）　太田市長、よろしいですか。

○真庭市長（太田　昇）　ありがとうございました。

　また私どもも勉強させていただきながら、地元でしな

がらボランティアとかですね、そういう人も育て、そして

観光にまで、山焼きも初めは安全なところでやっても

らって、それからだんだん慣れていただければ、結構も

う毎年来るというような人も出てくるはずですのでね、

そういう守ることと自分の楽しみというか、やっているこ

との意義とを感じながら楽しんでもらえる、そういう人

をつくっていきたいと思います。ありがとうございました。

○議長（太田長八）　すみません、まだやりたいところ

ですが、時間がございませんもんで、この辺でこの会は

ちょっと閉じて、次の議題にいきたいと考えております。

６．草原１００選について

○議長（太田長八）　次は、「未来に残したい草原の里

100選」のアナウンスでございます。

　それではまず、私からこの事業の趣旨、また経緯、そ

れとスケジュールにつきまして説明させていただきます。

　主催は、全国草原の里市町村連絡協議会でござい

ます。協力また後援は、一般社団法人全国草原再生

ネットワーク、後援は環境省、静岡県、一般社団法人の

茅葺き文化協会、公益財団法人日本自然保護協議会

となっております。

　事業の趣旨ですが、多様な価値を持つ草原が残る

里を再発見し、その大切さを広く紹介するとともに、次

の世代へと残していくことを目的に、未来に残したい草

原の里100選を選定いたします。

　事業の経緯といたしましては、2012年に阿蘇で開

催されました、第10回全国草原サミットに出席した14

市町村の首長によりまして、草原100選の選定が提案、

採択されたことを受けまして、2016年に自治体におけ

る全国草原の里市町村連絡協議会が発足いたしました。

そして、2021年の総会にて、今回のサミットにてこの事

業の開始をアナウンスすることが決定いたしました。

　まず、事業の目的でございますが、多様な価値を持

記述でさせていただくということになっております。

　これ以外にも当然、重要な際立った特徴があれば、

それを考慮していくという形で選考の基準とさせてい

ただこうかと。

　それから、皆さん、興味をお持ちと思います。スケ

ジュールの問題ですけれども、今回、第１回選考とあえ

て書かせていただいたのは、さっきもお話ししたように

一発で100をそろえてそれで終わりという世界ではなく

て、一緒に歩みながら一つ一つ重ねていきたいという

ことです。２年か３年、数年かけてでもゆっくりと応募を

していただきながら選考していただくというスケジュー

ルを想定したものでございます。

　応募の公開は本日、この場で草原サミット東伊豆大

会において募集を発表いたします。

　応募期間、本日から１２月１５日必着という形を取ら

せていただきます。ただ、応募のフォーム等をホーム

ページで掲載する時期が若干遅くなりますので、近日

中にホームページは公開するという形を取らせていた

だきたいと思います。

　審査期間ですけれども、第１次審査は１２月１５日の

締切り以降２月から３月までに終わらせて、最終審査

を翌年の２月から３月頃に開催して最終決定をしよう

と思っています。この審査に当たっては、場合によって

は現地審査もさせていただくことになろうかと思ってお

ります。

　それから、発表や表彰のスケジュールですけれども、

結果発表は来年の４月を予定しております。これは主

催者である全国草原の里市町村連絡協議会の総会が

開催されるときでございますので、その場で結果の発

表を行います。

　その後、秋までに表彰式やイベントの準備を行うと

ともに、現地の取材を行いながら、より深くその内容を

理解していくような期間として、追加書類等の提出が必

要であれば、それもお願いするような形になるかもし

れません。

　表彰式やシンポジウム、一応、来年の秋を予定して

おります。こういう場で表彰されたということを皆さん、

内外に強くアピールする機会をつくっていこうと思って

いるところです。あくまでも選んで終わりという世界では

なくて、一緒に歩み、輪を広げる、そういう形の100選

にしたいと思います。何度も言いましたけれども、みん

なで積み上げていって、最終的には全国草原年鑑みた

いなものに集約できればいいなというふうに今考えて

いるところです。

　間もなく、近日中に公開されるホームページですけ

れども、若干、最終版とは異なることになるかもしれま

せんが、イメージとしてこんなふうな形のホームページ

が皆さんのほうにお伝えできるんではないかと思って

います。草原の里100選とは何かという文言もあります

し、スケジュールのことについても具体的に記述されて

いますし、選考の基準について、より詳細な内容がそこ

に記される予定になっております。

　応募方法、応募様式のダウンロードをここでやって

いただいて、それに書き込んで応募していただくような

形を取らせていただきます。

　それから、自治体の推薦が必要だというお話があり

ましたが、その推薦様式についても、ここにホームペー

ジ上でダウンロードできるようにしたいと思っております。

　最後に、湯本貴和委員長からのメッセージを載せさ

せていただく、そういうふうな構成ないようにしようと思

います。

　湯本先生のメッセージには、草原100選の概念とか

エッセンスというものがまさしく濃縮されておりますの

で、その一部をここにお示しして、最後の報告を終わり

にしたいと思います。

　ちょっと読ませていただきます。

　「未来に残したい草原の里100選」は、それぞれの

地域が草原を生かした地域づくりを競い合い、その輝

かしい成果を顕彰する場とは考えていません。共通の

課題を抱えている地域が互いの実践やアイデアを学び

合い、共に未来へ進んでいくための仲間探しの場であ

りたいと思います。みなさんが応募する段階で、誇るべ

き宝を再発見したり、足りないパーツを認識したりする

作業そのものに大きな意味があると信じています。ぜひ

とも「未来に残したい草原の里100選」にご応募いた

だき、わたしたちの仲間の輪に加わってくださることを

願っておりますというメッセージをいただいております

というメッセージを頂いております。私たち関係者の共

通の思いを言い表していただいている内容だと思って

おります。

　草原の里というのは、まさしく未来に向けた草原保

全のシンボルになるであろうと思っております。風土に

根差した特色のある草原を育み、未来への展望も様々

な人の活動があり、そのような活動を通して人々が交

流し合う里、そういうものをイメージしたものになると

思われます。ふるさとの原風景とも言える草原のある里

の認知度というのは、まだまだ低いものがございます

が、この草原100選の活動を通して、草原の魅力と価

値を広く国民に伝えて訴えて行きましょうということで、

最後の言葉とさせていただきます。

　以上が未来に残したい草原の里100選の概要説明

でございます。ご清聴ありがとうございました。

ることがとても重要なんだということが期待されており

ます。

　それから、選定によって、先ほど町長からお話があっ

たように、様々な効果が期待される。さらに、未来へ向

けてですね、草原の里の持つ価値をアピールすること

になるというですね、新しい草原の活用方法もそうで

すし、草原の持つ新しい価値、そういうものを対応して

いくものにもなりますし、利用や保全をそれによって促

進されるようなものにしたいと考えております。

　それで、今回の草原の里100選の事業を行うに当

たって、大きなコンセプトをみんなでちょっと考えて行

きました。地域の人 と々草原の関わりの繰り返しの中で、

地域に蓄積されてきた知識とか意識、技術そのものが

草原の里の持つ価値であるというふうに考えました。こ

の価値のあるものを「共創資産」という、新しい用語で

すけれども、として捉える。各地に残っているこの共創

資産を日本全体で共有し活用することによって、次世

代に希望のある自然共生型社会を実現することに寄

与していこうではないかというのが事業のコンセプト

でございます。

　この事業、落とすための選考ではなくて、できるだけ

拾い上げ、仲間を増やしていくという観点から、また、一

度に100選ぶということよりも、時間をかけて少しずつ

増やしていく、そういうふうな形で進めたいと考えてお

ります。

　応募要件ですけれども、自薦という形で、草原と関わ

る民間団体、あるいは地方公共団体が応募できますと

いう形。ただし、民間が応募する場合には、地方公共

団体の推薦が必要となります。

　それから、選定の対象となる草原の里は、現在ちゃ

んと草原が存在している地域ということになります。

　応募に関しての確認事項、幾つかあります。これはま

た応募要領の中で詳細に記述しておりますので、そち

らをご覧になっていただければと思います。

　もし選考されなかった場合も、結果はちゃんとフィー

ドバックしていこうというふうなことを考えております。

　それから、選考の方法ですけれども、有識者の皆さ

んによる草原の里選考委員会というのを組織いたしま

した。ここが最終選考を行うということです。それから、

この選考委員会の下に実務者で構成する運営委員会

というのを組織しております。運営委員会は、１次審査

というか、書類審査を担当する。その結果を基に、最終

的に草原の里選考委員会が最終選考を行うという形

にしております。

　１、２と掲げてあります、最初は応募書類による審査、

候補の絞り込みを１次審査としてやって、１次審査で絞

り込めた地域について最終選考を行うという形を取ら

せていただきます。

　具体的な選考委員の名簿を一応ここに掲げさせて

いただいております。

　上のほうから、日本茅葺き文化協会代表理事の安藤

先生、それから、全国草原の里市町村連絡協議会の会

長である東伊豆町長の太田町長ですね。それと私と、

それから、京都大学霊長類研究所所長である湯本貴

和先生。湯本先生にはこの委員長になっていただいて

います。それから、皆さんよくご存じの東京大学名誉教

授の養老孟司さん。あと２名ほど、今、内諾をいただい

ている委員がございます。２人とも女性の委員でござい

ますので、最終的には７名の委員構成になる予定でご

ざいます。

　それから、選考の基準ですけれども、草原の生態系

と人々が暮らす里の関係性がつくり出した共創資産を

軸に５つの観点から選考するという形を取らせていた

だいています。一つ一つ、今から述べていきますけれど

も、１つは草原の自然、環境的価値と言ってもいいのか

もしれませんけれども、動植物が特徴的なものがある

かとか、景観の特徴はどういうものがあるか、そういう

ものをいくつかのポイントとして捉えて評価していく。

　それから、草原からの恵み、実際に利用の価値を受

け取っているかとか、あるいは資源の恩恵を被ってい

るかとかいう点からも評価していきたいと。現代的意義、

あるいはその認識というのもここに含まれますけれども、

過去の利用方法やどういう形の草原の恵みを得ている

かという具体的なものを判定する予定にしております。

　３番目が草原を維持し、享受する仕組み、そのもの

がきちんと理解されて継続されているか。それを持続性

とか公共性の尺度から評価をしていこうと。管理が

ちゃんと妥当なものであるか、それが今後も継続される

か、あるいはそういう意思が示されているか。それから、

経済がちゃんと還元されているかとかですね、主体と

かモニタリングというような項目が入ってくるかなと思

います。

　それから、４番目が共生型社会の実現に向けた波

及効果、まさしく未来に向けて草原の里が持つ重要性

をここで語っていただこうかと。地域や地域内外の社

会に及ぼすよい影響、これまであった影響もですし、今

後影響を及ぼすことが期待される、そういうものをきち

んと書いていただこうと。

　それから５番目、今の４つはある程度、選択肢で選

ぶような形をさせていただきますが、５番目はいわゆる

思いの強さです。関わっている人が熱く語れる熱量や

行動力を評価しようということで、ここらあたりは自由

○議長（太田長八）　高橋先生、どうもありがとうござ

いました。

　この件につきまして、何か質問がございますでしょう

か。ありましたら、挙手をお願いいたします。よろしいで

すか。

　それでは、このような方向でやりたいと思います。ま

た、多くの皆様の応募を期待しております。

７．サミット宣言採択

○議長（太田長八）　最後に、この第13回全国草原サ

ミットｉｎ東伊豆の宣言をさせていただきたいと思います。

　第13回全国草原サミットｉｎ東伊豆。

　私たちの暮らしに欠くことができなかった草原は、生

活様式が変化し草が使われなくなったことから、近年

ではとても珍しい風景になってしまいました。過疎、高

齢化により、山焼きや野焼きの担い手は減少の一途を

たどっており、今後、草原の維持はますます困難になる

ことが予想されています。

　細野高原でも、ススキを使うのはごく一部の農家とな

り、毎年早春に実施される山焼きが何のために行われ

ているか知らない町民も増えております。

　陸上の生態系は森林、草原、湿原などが様々な地形

の上に成り立っており、そのそれぞれに多様な動植物

が生息、生育しています。この多様性が人々の生活を

豊かにする礎となり、暮らしや文化が守られています。

草原は、その一端を担い、地域産業の基礎、水源の涵

養、生物多様性の保全、ＣＯ２の削減、カヤぶきや盆花

の文化など、様々な恵みを提供してくれます。

　草原を失うことは、これらのかけがえのない恵みを

失うことを意味しており、人々の豊かさや、また地域の

文化が失われることにもつながるものです。草原が育

んできた人と自然の共生の知恵や持続的な利用の技

術は、今後の持続可能な社会の実現を目指す上で欠

かせないものであります。

　私たち草原を有する自治体は、互いに学び合いな

がら草原を維持し、賢く利用していく努力を惜しまず、

草原のある里の風景を後世に引き継ぐための環境を

整備し、交流・連携を強化していくことをここ東伊豆町

において宣言いたします。

　それでは、東伊豆宣言。

　１つ、私たちの大切な草原、湿原を守っていくための

保全活動について、地域の関係機関と連携しながら共

に考え、支援していきます。

　１つ、すばらしい景観を活用した観光資源としての

草原と貴重な植物の自然観察など、教育・文化面との

調和を図り、次世代へと受け継いでいきます。

　１つ、かつてのように生活の中に草原の利用を取り

込む創意工夫を支援し、地域振興に活用できる社会環

境を整備します。

　１つ、未来に残したい草原の里100選事業を推進し、

草原の持つ魅力を全国に発信していきます。

　１つ、全国草原の里市町村連絡協議会の連携強化

とネットワークの構築、さらに全国の草原を持つ自治

体への協議会の加入促進を推し進めてまいります。

　以上、宣言する。

　令和３年９月27日。

　以上でございます。

　以上で議事を終了いたします。

　皆さん、このコロナ禍の中でこの全国サミット、参加

して本当にありがとうございます。特に首長様、今年、新

型コロナウイルス感染症の対応で大変お忙しい中参

加していただき、ありがとうございます。これからまた皆

様と連携し、この草原、また湿原の保全をやっていきた

いと思いますので、また連携して、またいろいろお知恵

を借りた中で、よりよいこの連絡協議会にしていきたい

と思います。

　本当に今日はどうもありがとうございました。

８．閉会

○司会　それでは、これをもちまして、第13回全国草

原サミット・シンポジウムｉｎ東伊豆大会を終了いたします。

　サミット宣言の精神に基づき、今後も各自治体や関

係者の皆様と草原の維持保全に取り組んでいきたいと

思います。今回は初めてのウェブ会議方式での開催と

なり、お見苦しい点もあったかと存じますが、ご容赦く

ださい。

　最後にお願いとなりますが、全国草原の里市町村連

絡協議会に加盟されていない自治体の皆様は、これを

機会に加盟のご検討をしていただきたいと思います。

　また、次回の草原サミット・シンポジウムの開催地が

決まっておりません。自治体の取組や草原のＰＲには

最も適したイベントだと思いますので、こちらにつきま

しても併せてご検討ください。

　新型コロナウイルス感染症が終息しましたら、ぜひ

東伊豆町細野高原にお越しいただきたいと思います。

　本大会へのご参加、ご協力、誠にありがとうございま

した。
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